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人身

		整備局等		部・事務所等		港名等		事故の種類		事業区分		年令		性別		現場経験年数		職種		被災の部位1		被災の部位2		被災の部位3		被災の部位（その他）		被災の性質1		被災の性質2		被災の性質3		被災の性質（その他）		休業日数(区分		休業日数		分類		工事名		概況		発生日時		災害発生場所区分		災害発生場所		工種		工種（その他）		作業名		作業名（その他）		天候		天候（その他）		波(m)		風(m/sec)		気温(℃)		視程(m)		うねり		航路波		起因物		その他の起因物		加害物		その他の加害物		事故の型		事故の型（その他）		事故分類		危害を加える行為をした人：人的要因（共通要因）		危害を加える行為をした人：人的要因（共通要因）人数		危害を加える行為をした人：人的要因1		危害を加える行為をした人：人的要因2		危害を加える行為をした人：人的要因3		危害を加える行為をした人：人的要因4		危害を加える行為をした人：人的要因（その他）		危害を受けた者：人的要因（共通要因）		危害を受けた者：人的要因（共通要因）人数		危害を受けた者：人的要因1		危害を受けた者：人的要因2		危害を受けた者：人的要因3		危害を受けた者：人的要因4		危害を受けた者：人的要因（その他）		自らの行動で被災した者：人的要因（共通要因）		自らの行動で被災した者：人的要因（共通要因）人数		自らの行動で被災した者：人的要因1		自らの行動で被災した者：人的要因2		自らの行動で被災した者：人的要因3		自らの行動で被災した者：人的要因4		自らの行動で被災した者：人的要因（その他）		物理的要因1		物理的要因2		物理的要因3		物理的要因4		物理的要因（その他）		管理的要因1		管理的要因2		管理的要因3		管理的要因4		管理的要因（その他）		工事全体進捗度：計画		工事全体進捗度：実績		当該作業の進捗度：計画		当該作業の進捗度：実績		被災経緯		事故要因説明		事故防止対策		共同企業体名		元請負業者名1		元請負業者支店名1		元請負業者名2		元請負業者支店名2		元請負業者名3		元請負業者支店名3		元請負業者名4		元請負業者支店名4		元請負業者名5		元請負業者支店名5		一次下請業者名		一次下請業者支店名		二次下請業者名		二次下請業者支店名		三次下請業者名		三次下請業者支店名		措置対象区域1		指名停止期間開始日1		指名停止期間終了日1		注意指導等1		措置対象区域2		指名停止期間開始日2		指名停止期間終了日2		注意指導等2		措置対象区域3		指名停止期間開始日3		指名停止期間終了日3		注意指導等3		措置対象区域4		指名停止期間開始日4		指名停止期間終了日4		注意指導等4		措置対象区域5		指名停止期間開始日5		指名停止期間終了日5		注意指導等5		官署1		官署指導日1		官署注意指導内容1		官署2		官署指導日2		官署注意指導内容2		官署3		官署指導日3		官署注意指導内容3		官署4		官署指導日4		官署注意指導内容4		ファイル名		作成日時		更新日時		年 ネン

ㅤ: 令和、平成のみ対応		月 ツキ		日 ニチ		時 トキ		分 フン		年度 ネンド		港湾:TRUE,空港:FALSE コウワン クウコウ		事故の型 ジコ カタ		工種 コウシュ		地方 チホウ		休業日数区分 キュウギョウ ニッスウ クブン		経験（年） ケイケン ネン		経験(月) ケイケン ツキ		経験年数 ケイケン ネンスウ		起因物 キイン ブツ		事故分類		作業名 サギョウ メイ		発生日		並べ替え ナラ カ

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		女		03年 00月		軽作業員		04:胸部								04:骨折								5:31以上		31		1:労災適用		清水港三保防波堤（改良）基礎・根固及び消波据付工事		テトラポッド製作作業で、製作作業ヤード内において１０ｔ型テトラポッド型枠解体作業中、クローラクレーン（４０ｔ吊）を使用して型枠（三面の一つ）をつり上げた際、フックがもう一方の型枠に引っかかり、浮き上がり、型枠がはずれ被災者の上に倒れたものである。倒れた型枠の底板については、テーパーピン及び両端のコッターピンは残し、型枠転倒防止はしていたが、引っかかって浮き上がったとき抜け転倒した。		平成1年1月11日 11時20分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		17:コンクリートブロック製作				02:作業準備		補助作業		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				08:崩壊・倒壊				05:崩壊・倒壊				0302:倒壊：型枠支保工等																A:危険だと思わなかった				26:危険有害な場所に入った。								吊荷の側から退避しなかった。																05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								テトラ型枠の転倒防止対策不十分										危険予知、安全指示が不十分であった。		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		テトラポッド製作作業で、製作作業ヤード内において１０ｔ型テトラポッド型枠解体作業中、クローラクレーン（４０ｔ吊）を使用して型枠（三面の一つ）をつり上げた際、フックがもう一方の型枠に引っかかり、浮き上がり、型枠がはずれ被災者の上に倒れたものである。倒れた型枠の底板については、テーパーピン及び両端のコッターピンは残し、型枠転倒防止はしていたが、引っかかって浮き上がったとき抜け転倒した。				（１）各職員及び各作業員に油断がある。作業手順の誤りがあったことを全員で反省し、作業手順の徹底、安全作業ミーティング及び危険予知活動が充実するように安全教育を再度実施する。<改行>（２）型枠外しを行なおうとする型枠を吊り上げた際、フックがもう１方の型枠に引っかかり転倒したため、型枠の吊り芯を５０？程度外にずらし他の型枠に接触しないようにする。<改行>（３）（１）の安全教育の再度実施の中で全ての作業において重複作業を禁止し全員に周知徹底を図る。				あおみ建設株式会社		名古屋支店																																																																																														S63-中部-清水-0203.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		1989		1		11		11		20		1988		TRUE		5		17		中部		5		3		0		3.0		14		302		2		1989/1/11　11:20		32519.4722222222

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		04年 07月		綱夫		10:その他(　)						胸部、大腿、膝、下腿		01:打撲傷		06:関節の障害						3:9～15		0				相馬港北防波堤築造工事		北防波堤基礎荒均し作業において、視界不良のため待機していたところ、風が強くなり船着場に戻るべく潜水士船のアンカー引き上げ中ウインチドラムにアンカーロープを巻込むため、左足でドラムに巻込んでいくロープを押さえながら調整中、ロープに左足を巻込まれて負傷した。		平成1年2月2日 13時0分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった												<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）合羽ズボンのすその出ないようなものを着用する。（２）海上が悪くて急ぐアンカー引き上げ時は特に１人ではなく２人で注意深くロープのゆるみを作りながらウ　　　インチドラムに巻きとる。				りんかい日産建設株式会社																																																																																																S63-東北-小名浜-0301.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		1989		2		2		13		0		1988		TRUE		8		8		東北		3		4		7		4.6		14		ERROR:#VALUE!		2		1989/2/2　13:0		32541.5416666667

		北海道開発局		網走港湾事務所		紋別		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		25年 00月		一般土工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷										0				紋別港石かご製作工事		紋別港弁天事業用地内で石かごにハンマーを使用して石を詰める作業をしていた所、石の破片が飛び、目に当たった。		平成1年2月13日 16時25分 頃						29:その他(　)				77:石積・石張																				21:手工具、用具				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						今後石をハンマーでたたく時は、麻袋などをひいて、石が飛ばない様にして作業する。																																																																																																				S63-北開局-網走-0601.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		1989		2		13		16		25		1988		TRUE		4		29		北海		ERROR:#VALUE!		25		0		25.0		21		ERROR:#VALUE!		77		1989/2/13　16:25		32552.6840277778

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		17年 10月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		7		1:労災適用		小名浜港沖防波堤築造工事（その２）		沖防波堤の基礎捨石均し作業において、港内側基礎捨石マウンドの法面荒均し（？）の作業中、ウインチを使用して捨石（浮石）を移動しようと、玉掛け用チェーンを捨石にかけようとした際、その捨石がずれ、隣接している捨石との間にはさまれ負傷した。		平成1年3月9日 9時10分 頃		海上		防波堤上		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置																														A:危険だと思わなかった				02:資格が無いのにやった。								不安全な捨石を確認せず作業をした<改行>		02:機械・器具の材料に欠陥があった。								捨石が不安全な状態であった<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								危険な状態にある物に対しての教育が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）均し作業前に作業区域内の浮き石の点検を行い、不安定な石は改善する。（２）玉掛け作業前に安定状態をバール等で確認して作業にはいる。				五洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社																																																																																												S63-東北-小名浜-0401.xlsx		3/6/15 18:47		3/6/15 18:47		1989		3		9		9		10		1988		TRUE		8		8		東北		2		17		10		17.8		24		699		42		1989/3/9　9:10		32576.3819444444

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		05年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		58		1:労災適用		釧路港異形ブロック製作その２工事		ブロック（テトラポット３２ｔ型）製作ヤード現場でブロックのコンクリート打設作業中打設終了ブロックの天端を吊す為にブロック型枠天端に作業足場（６００×５００×７５０）を設置しようとして梯子で登り型枠のフランジに足をかけて作業台を取付けようとした際にフランジにかけていた足がすべり転落、その際に受傷したものである。		平成1年4月29日 10時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								11:足場、通路				01:地面				19:動作の反動・無理な動作				0101:墜落：足場から						03:指示、命令を守らなかった。								<改行>																														03:機械・器具に欠陥があった。								<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業足場を設置する時はクレーンにて設置する。（２）作業足場の改良（別紙）（３）梯子は昇降のみに使用する。				白崎建設（株）																				葵建設株式会社																																																																												H01-北開局-釧路-0101.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		1989		4		29		10		0		1989		TRUE		19		17		北海		4		5		0		5.0		11		101		60		1989/4/29　10:0		32627.4166666667

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		14年 00月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		摩耶地区岸壁（－７．５ｍ）工事		被災者は、ケーソン製作場所に於いて３層目の内型枠脱型中、吊足場を固定している受金具４点の内１点の締付ボルトが抜けた為に高さ４．７ｍから転落し負傷した。		平成1年5月16日 14時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		ケーソン底版のコンクリート面		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から														<改行>																														05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。						①締付ボルトの点数不足　　　②墜落防止設備未設置<改行>		05:教育訓練体制が不備であった。								作業開始前点検の指示徹底不足<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全ミーティングの完全実施及び会社内の安全課の教育を受講する。（２）吊足場の取付箇所を４点から８点に増やす。（３）吊足場の取付金具を取付作業の容易なものと取り替える。（４）吊足場の周囲をネットで囲み転落防止に努める。				株式会社吉田組																				12000000003699																																																																												H01-近畿-神戸-0101.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		1989		5		16		14		0		1989		TRUE		1		11		近畿		5		14		0		14.0		11		101		17		1989/5/16　14:0		32644.5833333333

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		14年 00月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		摩耶地区岸壁（－７．５ｍ）工事		被災者は、ケーソン製作場所に於いて３層目の内型枠脱型中、吊足場を固定している受金具４点の内１点の締付ボルトが抜けた為に高さ４．７ｍから転落し負傷した。		平成1年5月16日 14時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		ケーソン底版のコンクリート面		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から														<改行>																														05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。						①締付ボルトの点数不足　　　②墜落防止設備未設置<改行>		05:教育訓練体制が不備であった。								作業開始前点検の指示徹底不足<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全ミーティングの完全実施及び会社内の安全課の教育を受講する。（２）吊足場の取付箇所を４点から８点に増やす。（３）吊足場の取付金具を取付作業の容易なものと取り替える。（４）吊足場の周囲をネットで囲み転落防止に努める。				株式会社吉田組																				12000000003699																																																																												H01-近畿-神戸-0102.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		1989		5		16		14		0		1989		TRUE		1		11		近畿		5		14		0		14.0		11		101		17		1989/5/16　14:0		32644.5833333333

		北海道開発局		小樽港湾事務所		岩内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		05年 00月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷		04:骨折						5:31以上		60		1:労災適用		岩内港ケーソン製作その３工事		当日１４時から３名１組でフローティング内で使用済みのケーソン内枠を地上に於いて解体作業を行っていた際発生した事故である。内枠の解体はトラッククレーン（２５ｔ吊）を使い４分割にする為昇降用鋼製ハシゴにて降下し、地上で合図を行うところを省略し隣接型枠で合図を行おうとして移動中にバランスを失い、とっさに型枠上に留まれなくなったと判断した被災者は高さ３．６ｍより飛び降り左踵を負傷した。		平成1年5月19日 15時0分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他						34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。						移動のときはしごを使用せず、また安全帯も使用していなかった<改行>																														34:作業環境項目を測定していなかった。								はしごを設置してなかった<改行>		99:その他								危険作業に対して教育が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）内枠内にビディ足場を組立設置する。（２）安全帯をビディ足場手摺にかける。（３）型枠の上には絶対あがらない。（４）作業と合図行動は兼務しない。				五洋建設株式会社				岩田地崎建設株式会社																																																																																												H01-北開局-小樽-0201.xlsx		3/6/15 17:28		3/6/15 17:28		1989		5		19		15		0		1989		TRUE		1		12		北海		5		5		0		5.0		11		199		55		1989/5/19　15:0		32647.625

		北海道開発局		留萌港湾事務所		天塩		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		01年 00月		鉄筋工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		21		1:労災適用		天塩港ケーソン製作工事		ケーソン製作西防波堤Ａ部（１５Ｌ×１１Ｂ×６Ｈ）５函　　　　　進水工　３回　　〃　Ｂ部（１５Ｌ×１１Ｂ×５Ｈ）１．５函　　　ケーソン仮置　６函　		平成1年6月21日 11時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				53:鉄筋加工				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20				2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		鉄筋曲げ機		16:その他の加害物(　)		鉄筋曲げ機		08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他						17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。		被災者の経験不足と、注意力不足による。<改行>																														17:安全標識がなかった。								特になし<改行>		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		経験の無い者に単独作業を行わせた。（適正配置のミス）<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順により作業方法の明瞭化及び作業員の適正配置の強化を行う。（２）ＴＢＭ・ＫＹＫなどにより各作業員の末端まで周知徹底を計る。				大都建設（株）																																																																																																H01-北開局-留萌-0301.xlsx		3/6/15 17:19		3/6/15 17:19		1989		6		21		11		20		1989		TRUE		8		12		北海		4		1		0		1.0		26		1299		53		1989/6/21　11:20		32680.4722222222

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		02年 06月		鳶工										02:創傷		04:骨折		09:失明						1		1:労災適用		五日市地区橋梁築造工事（その２）		１枚目の矢板打設完了後、２枚目矢板をクローラクレーン補巻で使用して、吊上げ建込みを行うべく打設済みの矢板と２ｍ程セクションをかみ合わせた後、ふれ止めを行い、作業指揮者の笛の合図でオペレーターは、補巻のクラッチを解除し矢板を降ろした。その際、主巻に吊下げていたバイブロハンマーが導材上に降下し、その付近にいた「鳶工上野健雄」が被災した。		平成1年6月22日 10時5分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		吊荷（バイブロハンマー）導材のＨ型鋼						0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。				合図が不明瞭で危険箇所に入っていた<改行>		26:振動があった。								立入禁止措置が不備であった<改行>										危険な有害作業の教育が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順の見直しに基づく、作業手順書の周知徹底。特に重機の操作は安全作業の基本に徹する。◎油圧式くい打機の運転に際しては、使用しない操作レバーのクラッチロックを確実に行い、更にブレーキペダルもロックする。（２）持込機器の点検整備を念入に行うとともに、日常点検を確実に行う。（３）合図者の適正配置と合図の統一の徹底。（４）合図は運転者より見易く、作業状態がよくわかり、かつ安全な場所に位置する。（５）くい打機の作業半径内への立入禁止の徹底。（６）作業区域の明示と、関係者以外の立入禁止措置の徹底。（７）有資格者による作業の徹底と確認。（８）作業員は全員、救命胴衣・安全帯を着用し、完全使用する。（９）ＫＹ・ＴＢＭの内容の充実。（１０）安全パトロール・安全教育を強化して、安全意識の高揚を図る。				五洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				東亜建設工業株式会社																																																																																								H01-中国-広島-0201.xlsx		3/6/15 17:58		3/6/15 17:58		1989		6		22		10		5		1989		TRUE		ERROR:#VALUE!		9		中国		ERROR:#VALUE!		2		6		2.5		14		201		47		1989/6/22　10:5		32681.4201388889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		01年 02月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷						筋断裂		3:9～15		0		1:労災適用		相馬港沖防波堤築造工事		Ｃ－９号函の据付途中（ワイヤーリング完了済）に於いて衝撃吸収用のタイヤ（港内側）１本を撤去しようと既設ケーソン（Ｃ－８号函）に作業員２名が移動した。その時、風浪によりケーソンが揺れ据付用ワイヤー（別添図参照）？に荷重がかかりオーフ頭スナッチブロック２個の内１個が破損し作業員２名の方に飛びＡ作業員に接触しＡ作業員が倒れた。Ａ作業員が倒れたのでＢ作業員も一緒に倒れ、Ａ・Ｂ両作業員が負傷した。		平成1年7月25日 7時25分 頃		海上		防波堤上		16:ケーソン曳航・据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		巻上げ用スナッチブロック及びワイヤー		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																A:危険だと思わなかった				24:相手の行動を確認しなかった。								ワイヤの内角に入った<改行>																23:作業場の整理が悪かった。								波浪でケーソンが動揺してスナッチブロックが壊れた<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								波浪による係留設備の壊れを予想しないで作業を行った<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						今までは据付途中においてワイヤーリングを行なっていたが、次回よりは引付用ワイヤーのみをとり一度仮置しその時点で、衝撃吸収用タイヤの撤去及びワイヤーリングを行なう。完了後、ケーソンを浮上させ、据付する。				東洋建設株式会社				若築建設（株）																																																																																												H01-東北-小名浜-0102.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		1989		7		25		7		25		1989		TRUE		4		16		東北		3		1		2		1.2		26		299		51		1989/7/25　7:25		32714.3090277778

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		07年 10月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						筋断裂		4:16～30		0		1:労災適用		相馬港沖防波堤築造工事		Ｃ－９号函の据付途中（ワイヤーリング完了済）に於いて衝撃吸収用のタイヤ（港内側）１本を撤去しようと既設ケーソン（Ｃ－８号函）に作業員２名が移動した。その時、風浪によりケーソンが揺れ据付用ワイヤー（別添図参照）？に荷重がかかりオーフ頭スナッチブロック２個の内１個が破損し作業員２名の方に飛びＡ作業員に接触しＡ作業員が倒れた。Ａ作業員が倒れたのでＢ作業員も一緒に倒れ、Ａ・Ｂ両作業員が負傷した。		平成1年7月25日 7時25分 頃		海上		防波堤上		16:ケーソン曳航・据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		巻上げ用スナッチブロック及びワイヤー		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる																				A:危険だと思わなかった												ワイヤの内角に入った<改行>																								波浪でケーソンが動揺してスナッチブロックが壊れた<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								波浪による係留設備の壊れを予想しないで作業を行った<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						今までは据付途中においてワイヤーリングを行なっていたが、次回よりは引付用ワイヤーのみをとり一度仮置しその時点で、衝撃吸収用タイヤの撤去及びワイヤーリングを行なう。完了後、ケーソンを浮上させ、据付する。				東洋建設株式会社				若築建設（株）																																																																																												H01-東北-小名浜-0101.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		1989		7		25		7		25		1989		TRUE		4		16		東北		4		7		10		7.8		26		ERROR:#VALUE!		51		1989/7/25　7:25		32714.3090277778

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		22年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								4:16～30		15		1:労災適用		相馬港泊地（－１４ｍ）浚渫工事		被災者は、浚渫埋立作業において排砂管（沈設管）の一部に破損がありこれを交換しようと揚錨船上に取込みベンド管と排砂管の切り離し作業（ボルトの切断）を行なおうとしたところ揚錨船がうねりによりあおられ突然ボルトが切断し、その反動により排砂管が移動し右足が排砂管とデッキにはさまれ負傷した。		平成1年8月1日 5時20分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		排砂管		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった												振れ止めの処置をせず作業を行った<改行>		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。								排砂管に振れ止めを設置してなかった<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								作業手順に不備があった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ボルトを取除く前に振れ止め（ワイヤーロープ）固定を実施する。（２）作業手順の見直し。（３）安全教育の徹底（ＫＹＴ活動の徹底）				五洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				大旺建設（株）																																																																																								H01-東北-小名浜-0201.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		1989		8		1		5		20		1989		TRUE		8		5		東北		4		22		0		22.0		26		ERROR:#VALUE!		30		1989/8/1　5:20		32721.2222222222

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		白老		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		20年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		40		1:労災適用		白老港ブロック製作工事		５０ｔ六脚ブロック下部Ｌ板型枠脱型時においてサポート（φ１０？程度の丸太材）を取り外す際、通常はトラックのけん引により行っていたものであるが、これをたまたま人力でハンハーにてたたいたところサポートが外れ同時に型枠もはずれ被災者に倒れかかり被災した。		平成1年8月1日 16時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		コンクリートブロック		16:その他の加害物(　)		ブロック型枠		08:はさまれ、巻き込まれ				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの						29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						相手の合図を被災者が見間違った為、危険箇所に近づいて荷くづれ発生場所に行ってしまった。<改行>																														29:酸欠状態だった。		29:酸欠状態だった。		29:酸欠状態だった。		29:酸欠状態だった。		型枠パネルを不静定で仮置していたため、荷くづれを発生してしまった。<改行>		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		危険箇所の再チェックをしなかった。又、連絡合図の未徹底。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）通常の作業方法によらずに被災者本人の勝手な判断で手作業を試みた為に発生したもので、作業手順の徹　　　底が必要である。又、型枠脱型時にはクレーンによる支持を行うよう作業の改善を行う。				株式会社山口工業所				豊浦建設工業（株）																12000000002497																																																																												H01-北開局-室蘭-0401.xlsx		3/6/15 17:22		3/6/15 17:22		1989		8		1		16		15		1989		TRUE		8		17		北海		5		20		0		20.0		26		203		55		1989/8/1　16:15		32721.6770833333

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		05年 00月		船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				5:31以上		90		2:労災非適（船員法適用）		名古屋港西４区岸壁（－１４ｍ）基礎・本体及び控工事（その２）		雑石の投入作業中に於いて、ガット船を移動する際、本船前部の繋船ロープを緩めながら後部のロープを締め付け、移動し所定位置にて前部のロープの緩みを止め、合図者が位置確認をしている時、ピット附近で張ったロープが切断し、その先端部が飛んできて、甲板上で合図をしていた被災者に当り、甲板上に転倒し負傷した。		平成1年8月8日 9時10分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		14:物上げ装置				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる																				A:危険だと思わなかった												係船ロ－プの内角側で作業をした。<改行>																								係船ロ－プが切断した。<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		船体の動揺による張力の増加を予見しなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		繋船ロープの張っているピット付近に近寄った。				（１）繋船ロープの点検及び不良箇所の撤去取替えを確実に行う。（２）船員の安全教育の徹底（安全の認識を高めるための指導教育）。（３）ガット船移動時の繋船ロープの取り方に充分注意し危険範囲内に立入らない事。（４）固定側繋船ロープと本船側繋船ロープとの取合部にタイヤ（緩衡材）を取り付ける。				あおみ建設株式会社				大都建設（株）																																																																																												H01-中部-名古屋-0101.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		1989		8		8		9		10		1989		TRUE		4		8		中部		5		5		0		5.0		14		ERROR:#VALUE!		40		1989/8/8　9:10		32728.3819444444

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		09年 03月		研究開発部次長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		05:切断						4:16～30		10		1:労災適用		苫小牧東港海域生態調査業務		苫小牧市勇払川河口沖（海上）で室蘭開発部所属のはすかっぷ丸船上において採泥（海底土採取）作業開始の時バッテリーウィンチを使用し採泥器（スミス・マッキンタイヤー型、重さ約６０？）を吊り上げ、海中に投入する際、あやまってバッテリーウィンチのドラムとロープの間に右手薬指と小指先端部をはさまれ薬指先端（第１関節上部）切断、小指先端を創傷した。		平成1年8月22日 10時10分 頃		海上		FD、作業船上		04:環境調査				27:水質・底質調査				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		02:動力電動機				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0607:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：ウインチを利用した揚重装置						13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。				作業予知を習熟しないまま作業に入る。周辺作業にも気配り、自分の分担に対する注意が散漫にな<改行>った。<改行>																																						<改行>		13:適切な技術者の配置に不備があった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。				作業チームとしての連係が不完全であった。経験者欠員の事態に初めての作業分担を<改行>かってでたもの。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）各船によりバッテリーウィンチの操作方法が若干違うため作業開始前に操作練習を行なう。（２）ドラムとロープの滑りが悪い場合ただちにスイッチを切り確認をする。（３）バッテリーウィンチ使用の際、単独で行わず必ず監視を付ける。（４）作業開始前に各作業の内容を把握し作業員全員でミーティングを行う。（５）作業の慣れによる不注意が最大の原因であるため、特に動力を使用するものにおいて細心の注意を払う。（６）その他、弊社の安全対策として作業前に業務内容を打合せ、危険が考えられた場合の対策を話し合う。ま　　　た、全般的には弊社安全作業規則に乗っとり業務を行なう。																																																																																																				H01-北開局-室蘭-0501.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		1989		8		22		10		10		1989		TRUE		8		4		北海		4		9		3		9.3		2		607		27		1989/8/22　10:10		32742.4236111111

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		三隅		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		32年 01月		世話役		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		50		1:労災適用		松原地区防波堤（北）築造工事（その３）		上部工型枠の搬出作業中部材（Ｌ１００×１００×９　Ｌ＝１１ｍ　２本＝３３０？）を起重機船（１２０ｔ）にて吊上げ旋回し甲板上に積込んでいた。吊荷が波の為に揺れていたので前に積んだ型枠に片側が載り反対側が甲板に接する状態になったところで被災者が吊荷の介錯をすべく近寄った時、フックが揺れて玉掛ワイヤーが張り、吊荷が急に振れて被災者の右膝下部に当り打撲し骨折した。		平成1年8月26日 11時15分 頃		海上		FD、作業船上		21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		吊荷		06:激突され				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。												吊り荷が静止しないうちに近づいた<改行>		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								介錯ロープを片側しか付けていない<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								波浪が変化した場合の指示の不徹底<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）長尺物の吊荷には必ず両端に介錯ロープを取付ける。（２）吊荷が揺れる場合は安全な状態（静止に近い）になるまで近づかない。（３）吊荷の介錯は介錯ロープ又は、介錯棒を使用して保安距離を保って行う。				株式会社大本組																																																																																																H01-中国-境港-0301.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		1989		8		26		11		15		1989		TRUE		6		21		中国		5		32		1		32.1		8		201		4		1989/8/26　11:15		32746.46875

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		10年 00月		甲板員		03:背部								04:骨折								5:31以上		350		1:労災適用		苫小牧東港中防波堤その１工事		ケーソン回航の為、排水浮上完了後ケーソンの安定度、及びワイヤー等の状況を確認する為、ケーソンを航路方向に少しずつ静かに曳き出した。ケーソン上には４人の作業員が配置され確認終了後、「降りるぞ」の合図と同時に被災者は接舷していた。作業船に乗り移るべく歩き始めた処、水替用ポンプの開口部よりケーソン内部に墜落した。		平成1年9月6日 0時40分 頃		海上		海上打継場		16:ケーソン曳航・据付				18:曳航・回航				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		2:50～200		2:無		2:無		12:作業床等				03:作業床				01:墜落・転落				0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から						31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		深夜のケーソン曳航するための確認作業が終了し接舷された作業船へ移動する際に、照明係りの消<改行>灯が早すぎた。暗くなり足元の確認が出来なくなった作業に対する慣れ。<改行>																														31:交通量が多かった。		31:交通量が多かった。						水替え用排水ポンプ設置部の開口蓋が外れていた。照明装置には強弱調整がない。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		従来の方法、慣習に慣れすぎそれぞれの職務が明確でなかった。（照明担当者が選任<改行>されていない。退去を確認する者がいない）<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）開口部の蓋を鋼製として、蛍光塗料で標示する。（２）安全専従員を配置して作業員の行動と照明の方向、強弱を調節する。（３）作業船の接舷位置を事前に打ち合せ、取り決める。（４）作業船の照明の強弱方向は、安全専従員と連絡し合う。（５）再発防止対策会議で作業員に作業手順等再教育をする。				三井住友建設株式会社				若築建設（株）				みらい建設工業株式会社												12000089000372																																																																												H01-北開局-室蘭-0601.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		1989		9		6		0		40		1989		TRUE		1		16		北海		5		10		0		10.0		12		110		18		1989/9/6　0:40		32757.0277777778

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		尼崎西宮芦屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		02年 06月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部						01:打撲傷		10:窒息		13:その他(　)		脳挫傷　外傷性くも膜下出血　脳内出血		6:死亡		0		1:労災適用		海岸地区閘門（改良）築造工事（その２）		床埋土砂をバージに積込み土砂場まで曳船の途中、尼崎第一閘門に入向し被災者はバージの船あしを緩めるべく陸上ピットにかけられた麻ロープ（φ５？）を土運船ピットに巻き張ったり緩めたりする作業をしていた。この時、突然陸側ピット部でロープが断裂し被災者の顔面に直撃して負傷した。直ちに病院に運ばれ、引き続き治療中のところ、かいなく平成元年９月２０日１５時２３分死亡した。		平成1年9月11日 13時15分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				38:土運搬				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等						02:資格が無いのにやった。		02:資格が無いのにやった。		02:資格が無いのにやった。				船を静止するロープの扱い方の間違い。<改行>																														02:機械・器具の材料に欠陥があった。		02:機械・器具の材料に欠陥があった。		02:機械・器具の材料に欠陥があった。				ロープの強度劣化があった。<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		ロープの点検不徹底。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）特別安全教育を実施する。（２）各船舶機械の総点検及び係留ロープ等の老朽化したものを新しいものに取り替える。（３）安全巡視員を配置する。（４）緊急時連絡体制の確立。				あおみ建設株式会社				国土総合建設（株）																																																																																												H01-近畿-神戸-0401.xlsx		3/6/15 18:04		3/6/15 18:04		1989		9		11		13		15		1989		TRUE		4		5		近畿		6		2		6		2.5		8		204		38		1989/9/11　13:15		32762.5520833333

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		21		男		03年 00月		鳶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								3:9～15		10		1:労災適用		釧路空港進入灯架設工事		主構架設用ベントのブロック分割及び解体作業に従事していた鳶工、新田智也（２１才）が地上に卸したブロックの玉掛ワイヤーをクレーンのフックから外し終え、地上に降りる途中足をすべらせ、地上に落ち、ベントの下弦鋼材にあたり右足腿部に打撲を負ったものである。		平成1年9月27日 15時50分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		進入灯架設工		84:その他(　)		主鋼架設ベント解体作業		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								27:起因物なし				01:地面				01:墜落・転落				0106:墜落：脚立、うまから						99:その他								昇降梯子を使用せず柱をよじ登り落下（５．５ｍ）。<改行>																														99:その他								昇降用梯子が設置してあったが、外していた。<改行>		99:その他								昇降梯子を外した状態を是正させなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業について高所への昇降は必ず安全梯子の使用を徹底すること。（２）高所作業時には安全帯を使用すること。　　　再度全員に所長指示を行った。				川崎重工業株式会社				日本工営株式会社																																																																																												H01-北開局-釧路-0701.xlsx		3/6/15 17:14		3/6/15 17:14		1989		9		27		15		50		1989		FALSE		1		29		北海		3		3		0		3.0		27		106		84		1989/9/27　15:50		32778.6597222222

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		今治		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		02年 00月		大工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				4:16～30		406		1:労災適用		富田地区岸壁（－１０ｍ）工事		スリットケーソン製作にかかる既設の下段ロットの吊足場を上段ロットに移動する作業を（５名にて）行うものであった。既設吊足場に降りてクレーンのフックに付けた吊ワイヤーを吊足場の鋼管に取り付け吊足場を少し上げて吊り足場の固定ワイヤーをはずし再度クレーンにて吊足場を吊上げた直後のことであった。吊ワイヤー４本の内１本がゆるんでいたため吊足場のバランスがくずれ、ケーソンと吊足場にすき間が生じて足をすべらした作業員がその間より側壁に首を向けたまま落下し被災した。		平成1年10月21日 7時50分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		ケーソン床		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から						19:よそ見をしていた。								ケーソン内足場の盛り変え中ワイヤーの取り付け方を間違えた<改行>																														19:保護具が不良だった。								落下防止設備がなかった<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								設備不十分が放置されていた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						吊足場がバランスをくずしたことに重点を置き（１）吊足場（２）作業員（３）確認の３点から事故防止対策を実施したものである。（１）吊足場について　専用吊ワイヤーを取り付けて誤操作により吊足場がバランスをくずさない様にする。又、固定ワイヤーを２重　にして補強する。（２）作業員について　吊足場盛替作業は少人数（２名）にて行い吊上げ作業を行う前には、一旦作業員を吊足場上から退避させる。　又作業手順を見直し関係作業員に周知教育を行い、実技演習で安全確認後本作業を実施する。				東洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																アイエン工業（株）																																																																												H01-四国-松山-0501.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		1989		10		21		7		50		1989		TRUE		1		11		四国		4		2		0		2.0		11		101		17		1989/10/21　7:50		32802.3263888889

		北海道開発局		釧路港湾事務所		根室		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		01年 00月		土木作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		242		1:労災適用		根室港（花咲地区）ケーソン製作工事		岸壁（東）ケーソン製作　　８函　　用地（東）　　ケーソン製作　　８函　　　　　　　　　進水　　８函　　　　　　　　　　　　　進水　　８函　　　　　　　　　　仮置　　８函　　　　　　　　　　　　　仮置　　８函		平成1年10月31日 15時0分 頃		海上		海上打継場		15:ケーソン進水				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		2:50～200		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係船用ロープ		15:起因物と同じ				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						21:連絡合図がなかった。		21:連絡合図がなかった。		21:連絡合図がなかった。		21:連絡合図がなかった。		ロープがあることを忘れて後退した。<改行>																														21:物を置いた場所が悪かった。		21:物を置いた場所が悪かった。		21:物を置いた場所が悪かった。				係船ロープを片付けずに放置してあり、後退したところロープにつまずき転倒した。<改行>		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		材料等の整理整頓が不適切だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ＫＹ活動の強化により、作業員への安全意識を高める。（２）作業不足の為、このような事故が多く見られる為、今後、作業員への安全教育の強化を計る。				12000000002011				清水建設株式会社				是広建設（株）																																																																																								H01-北開局-釧路-0801.xlsx		3/6/15 17:14		3/6/15 17:14		1989		10		31		15		0		1989		TRUE		2		15		北海		5		1		0		1.0		26		1104		51		1989/10/31　15:0		32812.625

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		女		04年 08月		土工（軽作業員）		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								3:9～15		15		1:労災適用		新潟港（東港地区）岸壁（－１３ｍ）（中央）（その２）工事		岸壁工事上部コンクリート工において上部コンクリートの打設用足場板を敷設作業中、突風にて足場板があおられて８ｍ位離れている仮設通路まで飛びそこを通りかかった被災者の首及び肩に当たったが、それほど痛みもないし外傷もないが大事をとり一応病院に行かせた。レントゲンの結果首の骨が少しズレていたので、入院した。		平成1年12月1日 10時20分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工				06:材料、資材等の運搬(人力による)				2:曇り						4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上						24:材料等				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他						09:準備段取り点検、確認を怠った。		09:準備段取り点検、確認を怠った。						風の強い日に、足場板を固定しないで放置した。事前点検を怠った。<改行>																																						不安全に足場板を置いてあった。<改行>										気象情報の把握と対応をしていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						従前はコンクリート打設用足場板の敷設作業は、足場板３枚を単管パイプ上に敷いた後に番線で固定していたが今後は風があり、足場板があおられる可能性がある場合は、足場板１枚毎を敷設後直ちに番線で仮締めすることにより、足場板が飛ばされることを防ぎ事故防止に努める。				東亜建設（株）				本間建設（株）																富国建設（株）																																																																												H01-北陸-新潟-0101.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		1989		12		1		10		20		1989		TRUE		4		21		北陸		3		4		8		4.7		24		299		6		1989/12/1　10:20		32843.4305555556

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		43		男		10年 00月		坑夫		04:胸部		05:腹部						04:骨折		12:臓器破裂						6:死亡		0				新広島空港付替水路トンネル工事（その１）		７日朝ミーティングの後、ずり出し作業等を開始する。１２時３０分より吹付作業に入ったが、油圧ジャンボのチャージングケージを使っての吹付作業中、１４時３０分頃吹付用ホースが閉塞したため、被災者がチャージングケージ上で前屈みになって点検中、上昇操作レバーに水ホースが誤って接触、作動しチャージングケージは上昇し始めたが作業中の被災者は気付かず、チャージングケージの手摺りとトンネル天井壁間に挟まれ上腹部を圧迫、受傷した。ただちに現場より約１０？の本郷中央病院に移送（３：３０）手術を行ったが内臓破裂及び出血多量のため、７日午後７時３０分死亡した。		平成1年12月7日 14時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		支保工		60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						09:他に属さない建設機械				16:その他の加害物(　)		トンネル天井壁		08:はさまれ、巻き込まれ																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）チャージングケージ内の操作レバーの防護処置を行う。（２）コンクリートホースと水ホースの一体化を図る。（３）吹付作業の作業標準書を細部まで見直し是正する。（４）安全確認のため、指差確認を徹底する。（５）朝礼、ミーティング、連絡指示事項がマンネリ化しないよう、注意喚起を図る。（６）電気、機械設備の点検体制の強化を図る。				12000026002464				12000000001300																																																																																												H01-中国-広島-0601.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		1989		12		7		14		30		1989		FALSE		8		29		中国		6		10		0		10.0		9		ERROR:#VALUE!		60		1989/12/7　14:30		32849.6041666667

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		02年 00月		普通作業員		04:胸部								04:骨折								3:9～15		14		1:労災適用		小名浜港沖防波堤築造工事		沖防波堤上部工において、上部コンクリート打設にかかる資材運搬台船を港内から曳出し作業現場附近の防波堤に係留しようとした際、接岸時の台船の動揺により、係留ロープを渡そうとしていた被災者が転落し、その際胸部を打ち負傷した。		平成2年1月10日 5時50分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																A:危険だと思わなかった				23:合図、信号を統一していなかった。								台船の端で係船ロープを渡そうとしていたが台船の動揺により海中へ転落した<改行>																23:作業場の整理が悪かった。		23:作業場の整理が悪かった。						台船上の整理整頓が悪く、作業通路も確保されてなかった<改行>		23:資格者のチェックをしていなかった。								安全に対する措置が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）資材運搬台船上の整理、整頓（２）係留作業にかかる作業場所の確保及び安全通路の確保と表示。（３）作業手順に基づく危険予知の活用。				五洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社																																																																																												H01-東北-小名浜-0301.xlsx		3/6/15 18:47		3/6/15 18:47		1990		1		10		5		50		1989		TRUE		1		21		東北		3		2		0		2.0		8		199		61		1990/1/10　5:50		32883.2430555556

		九州地方整備局		関門航路事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		12年 00月		型枠大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								06:関節の障害								4:16～30		30		1:労災適用		北九州港（白島地区）船溜西防波堤工事（第３次）		北九州市若松区響町地先のブロック製作ヤードにて、消波ブロック（クリンガー８ｔ型）の型枠船型作業中、消波ブロックの天端に上り型枠締付ボルトをラジェット（スパナ）にて取外しを行っていたが、ラジェットが外れバランスを失い転落し右股関節を脱臼したものである。		平成2年2月10日 10時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）										21:手工具、用具				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																1		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。						コンクリート打設後の型枠脱枠時で作業床が確保されていたので、油断があった。又、無理な姿勢<改行>もできてしまった。<改行>		31:交通量が多かった。								今のようなブロックの周囲を囲む足場（作業床）ではなかった。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								作業員の年齢が高く、また人員が少なかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）足場（ビチー足場Ｈ＝９０？）を設置し、足場上にて取外し作業を行う。（２）インパクトレンチを使用する。（３）始業前ミーティングにより作業手順、作業方法等の安全設備、安全行為の徹底を図る。				若松港湾工業（株）																																																																																																H01-九州-関門航路-0101.xlsx		3/6/15 17:30		3/6/15 17:30		1990		2		10		10		10		1989		TRUE		1		17		九州		4		12		0		12.0		21		101		55		1990/2/10　10:10		32914.4236111111

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		64		男		20年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0				鹿児島空港用地造成（法面保護）外１件工事		法面整形後、法枠ブロックを設置し、間詰コンクリートを打設する作業であったが生コン車から法枠ブロックまでの高低差があるため、斜めシュートを４枚使用した。しかし、１枚目と２枚目とのシュートのつなぎ目が十分でなかったため、打設を開始した所３枚のシュートが滑り落ち、下方で作業中の普通作業員の足に当り、骨折したものである。		平成2年3月17日 9時8分 頃						29:その他(　)				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		シュート		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他				1										１枚目と２枚目とのシュートのつなぎ目が十分でなかったため、打設を開始した所３枚のシュートが滑り落ちた。<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）シュートのつなぎ方法を強固なものにする。（２）斜めシュートについては、シュート自体を強固にする。（３）コンクリートが円滑にシュートを流下するように努める。（４）常に作業員の安全を考えた配置を行う。（５）作業員の安全に対する認識を高める。				株式会社新留土木																																																																																																H01-九州-鹿児島-0201.xlsx		3/6/15 17:34		3/6/15 17:34		1990		3		17		9		8		1989		FALSE		4		29		九州		1		20		0		20.0		26		299		60		1990/3/17　9:8		32949.3805555556

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		01年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								4:16～30		167		1:労災適用		釜石港湾口防波堤北堤深部本体工事（その３）		ケーソン製作工事、中詰工においてケーソン内で通水孔部のドライビットによる防砂板取付作業中、ドライビットで発砲したドライブピンが通水孔をかすめ、隣接桝の壁に当って跳弾となり、残水処理完了後昇降しようとした作業員の右足剄部をかすり被災した。		平成2年3月17日 16時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		14:ケーソン海上打継ぎ				46:マット等の敷設				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		建設用鋲打銃		16:その他の加害物(　)		ドライブピンＨ－６３		23:その他(　)		跳弾に当たる		1299:工具等取り扱い：その他																A:危険だと思わなかった												ドライビットの１発目が鋼板を貫通し、前面の壁に当たり跳弾となり被災者の右足脛部をかすり被<改行>災。<改行>																								<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								ドライビット取扱に際し、施工場所の周辺に対する安全確認が不足<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）隣接する桝内での鋲打作業と残水処理は絶対に行なわない。（２）通水孔部の防砂板取付に際しては取付鋼板（ｔ＝３？）と通水孔の位置関係を十分確認してから鋲打ちを　　　行う。				株式会社本間組																																																																																																H01-東北-釜石-0401.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		1990		3		17		16		20		1989		TRUE		23		14		東北		4		1		0		1.0		26		1299		46		1990/3/17　16:20		32949.6805555556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		56		男		07年 00月		推進工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						4:16～30		30		1:労災適用		東京国際空港下水道工事		推進用架台を組立るべく、１５０－Ｈ（ｌ＝２．５ｍ、Ｗ＝７９ｋｇ）を運搬中、被災者が手をすべらせ１５０－Ｈを足元に落下させ、被災した。		平成2年4月9日 10時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								24:材料等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																																										作業員の互いの打合せが悪く、運搬の合図、作業に無理があった。<改行>		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。						Ｈ鋼（Ｈ－１５０，　ｌ＝２．５ｍ，　ｗ＝７９ｋｇ）を２人で手にて直接運ぶには重<改行>すぎた。<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。				作業内容と保護具の打合せが密にされておらず、作業に応じた適正な服装の指示がな<改行>されていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）重量物作業時の安全靴の着用。（２）単作業ごとのＴＢＭの強化。（３）朝礼時の服装点検の強化。																																																																																																				H02-関東-東京空港-0101.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		1990		4		9		10		0		1990		FALSE		4		29		関東		4		7		0		7.0		24		201		84		1990/4/9　10:0		32972.4166666667

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		10年 02月		ボーリング機長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折								3		1:労災適用		苫小牧西港地質調査その１業務		苫小牧港中央北－１９ｍ岸壁において調査ボーリングを実施中で、ＧＬ－６ｍの標準貫入試験の打撃の最中に突然、ガイドロッドが根元から破損し、ハンマーと共に吊り上り、ハンマーは傾き、トンビから外れて落下した。この時、下でウィンチ操作していた機長は、姿差に落下するハンマーを体から遠ざけようとして右手を出し、ハンマーとボーリング機械本体の間に右手指先をはさまれた。このため、右手中指先端（第一関節上部半分）を骨折、創傷した。		平成2年6月2日 15時0分 頃						03:土質調査				25:試錐				2:曇り																10:他に属さない機械				07:落下物				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備						29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。				ボーリング調査実施中、ロッドが折れてモンケンが落下し、避けようとしたところへ落ちて指先を<改行>つぶした。<改行>																														29:酸欠状態だった。		29:酸欠状態だった。						機器類の点検不足により、破損しかけていたものを使用してしまった。<改行>		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		協力会社に対する安全教育が十分でなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）使用試験器具の定期点検、始業時点検の徹底。（２）打撃毎のガイドロッドの安全確認。				応用地質株式会社		札幌支社																																																																																														H02-北開局-室蘭-0101.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		1990		6		2		15		0		1990		TRUE		21		3		北海		ERROR:#VALUE!		10		2		10.2		10		809		25		1990/6/2　15:0		33026.625

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		01年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								05:切断								5:31以上		60		1:労災適用		酒田港（本港地区）障害物撤去用船舶用船		クレーン付台船を離岸する際、被災者は巻き置いてあった操船用ロープの中に足を入れて、その操船用ロープで係留作業をしていたため、操船用ロープと台船上のビットにはさまれ左足首を切断したものである。		平成2年6月9日 8時15分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		もやい綱、台船上のビッド		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						16:勘違い判断をした。								係船ロープの巻き輪の中に片足を入れて作業した。<改行>																														16:防火設備に欠陥・不備があった。								現場の風速を意識せずに係船ロープを解放したため台船がうねりで荒れた。<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		台船解放時の作業標準が不備。職長の安全指示がなかった。作業訓練、教育不足（被<改行>災者は乗船２日目で被災）。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						当初の安全管理方針を基に更に下記事項を実施する。（１）安全に関し再教育を実施し、特に海上作業の未経験者にはより以上に教育をおこない、安全意識の高揚を　　　計り不安全行動を防止する。（２）Ｋ．Ｙ．Ｔによる危険予知能力の向上を図る。（３）通常作業以外に従事する場合は、必ず作業指示をあおぐこと。（４）現場パトロール等安全チェック体制の強化。（５）気象海象情報の把握と適確な対応。				林建設工業（株）																																						次長より口頭で厳重注意																																																										H02-東北-酒田-0101.xlsx		3/6/15 18:56		3/6/15 18:56		1990		6		9		8		15		1990		TRUE		8		29		東北		5		1		0		1.0		8		1104		14		1990/6/9　8:15		33033.34375

		北海道開発局		留萌港湾事務所		留萌		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		20年 00月		型枠工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		留萌港外ケーソン製作工事		海上に係留されたケーソン上で、４段目の内枠を調整の為内枠の隅部一ヶ所をＦＤクレーンで吊っていた。その際、吊り金具とメタルフォームを固定していたボルト（４／８口径２本）が切損したことにより、吊り金具が被災者の顔面左目上部に当る。		平成2年6月12日 16時30分 頃						14:ケーソン海上打継ぎ				55:型枠組立・解体				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		14:物上げ装置				10:用具等				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等						26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。						内枠四点吊りを一点吊りをした。危険区域内で確認作業をした。<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）吊り物作業時、１点吊りをさけ２点吊り以上とする。（２）玉掛合図は、ワイヤー等が切れても影響ない範囲で明確に行う。（３）型枠作業手順の見直しを行い、作業員全員に周知徹底を図る。				東亜建設工業株式会社				株式会社吉田組																12000000001705																																																																												H02-北開局-留萌-0201.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		1990		6		12		16		30		1990		TRUE		4		14		北海		4		20		0		20.0		14		202		55		1990/6/12　16:30		33036.6875

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		41		男		10年 05月		鳶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						4:16～30		0				仙台空港地下道新設工事		空港地下道新設において、山留点検用親綱の駒止め設置の為、腹起上にて溶接作業中段取替の為、溶接用キャップタイヤケーブルを移動中、キャップタイヤケーブルが切梁にひっかかりバランスが崩れそうになったので約２．４ｍ下の均しコンクリート上に飛び落り受傷した。		平成2年6月13日 9時40分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		24:溶接及び切断				06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								12:作業床等				01:地面				01:墜落・転落																																		A:危険だと思わなかった												<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）溶接工は落下防止棚より親綱を下げて作業を行う。（２）溶接補助は腹起上を歩かないで上部通路よりキャプタイヤケーブルを移動する。（３）作業編成は３名とする。				鹿島建設株式会社				株式会社鴻池組				戸田建設株式会社																																																																																								H02-東北-塩釜-0201.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		1990		6		13		9		40		1990		FALSE		1		24		東北		4		10		5		10.4		12		ERROR:#VALUE!		6		1990/6/13　9:40		33037.4027777778

		関東地方整備局		横浜港湾空港技術調査事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		15年 03月		工務部修理課		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		20		1:労災適用		みさき右舷プロペラ修理		第二港湾建設局横浜機械整備事務所構内の上架船台に上架中のみさきの船底に付着している海草及び貝がら落し作業で前作業者の洗浄不充分な部分を洗浄修正しようと作業を交替し、取り残し部分の洗浄を開始したところ水圧の反動でよろめき、約１．５ｍ高さのところより転落し、地面コンクリートに右脚ひざ部を打撲した。		平成2年7月20日 11時15分 頃		陸上		陸上（道路、トンネル、橋梁）上架船上		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ																26:その他の起因物(　)		水圧洗浄器		01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																										キャプタイヤーケーブルを移動しようとした際、切梁にケーブルがひっかかりバランスをくずした<改行>。<改行>		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								作業安全指示が不適切だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						７月２０日午後、安全委員会を開催し、当該被災者の作業手順と危険予知が軽薄であったことを重視し、関係作業者を集め、再び同じような災害が起らぬよう作業手順と作業の体制について教育した。なお、この作業の転落を防止するため現在、足場板（幅３００ｍ／ｍ）を２枚（計６００ｍ／ｍ）を使用していたが３枚以上使用する等、なお一層の安全を図るよう指導する。				鹿島建設株式会社																																																																																																H02-関東-技調-0301.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		1990		7		20		11		15		1990		TRUE		1		29		関東		5		15		3		15.3		26		101		84		1990/7/20　11:15		33074.46875

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		30年 06月		職員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		42		1:労災適用		むつ小川原港鷹架地区航路泊地（－１０ｍ）浚渫工事		予備のカッターヘッドを揚錨船により本船に積込み、吊ワイヤー（φ38）の取外し作業中片方を外しさらにもう一方を外す際うねりにより、揚錨船のフックが揺れたのでカッターヘッドの上部１．５ｍ程の所から飛び下りた｡その際、着地点にあった高さ５～７？程の突起物に左足が着地し、左第５中足骨を骨折した。		平成2年7月20日 13時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				28:ポンプ浚渫				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		4:500～1、000		1:有		2:無		27:起因物なし				03:作業床				03:激突				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。						自航起重機船でポンプ船上にカッターヘッド（ｗ＝１６Ｔ）を吊り下ろした際、吊りワイヤーを外<改行>す為にカッターヘッドの上に乗った作業員が、起重機船のフックが振れたので甲板上に飛び降りた<改行>（Ｈ＝１．５ｍ）。着地の際に甲板上の突起（Ｈ＝５㎝）の上に左足が乗った為、左足指を骨折し<改行>た。<改行>		27:騒音があった。								<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）うねりによる動揺が考えられる時は重量物の積卸し作業は行わない。（２）揚錨船のフックの振止めを付ける。（３）玉掛ワイヤーの掛外しは、出来るだけ低い位置で行う。（４）突起物の除去				若築建設（株）				東亜建設工業株式会社																																																																																												H02-東北-八戸-0401.xlsx		3/6/15 19:04		3/6/15 19:04		1990		7		20		13		30		1990		TRUE		3		5		東北		5		30		6		30.5		27		1102		28		1990/7/20　13:30		33074.5625

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		00年 02月		船員		05:腹部								12:臓器破裂								4:16～30		30		2:労災非適（船員法適用）		苫小牧東港中防波堤その１工事		石材運搬船による投石作業中、船首右舷側ウィンチ及びロープの取扱担当者の甲板員（船員）が石の残量を見に行き、右舷側クレーン作業半径内に入った為、旋回したクレーンのカウンターウェイトに押されてハッチコーミングとの間にはさまれた。		平成2年7月22日 9時50分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置						19:よそ見をしていた。		19:よそ見をしていた。		19:よそ見をしていた。				クレーン作業半径以内に立ち入ったため、旋回したクレーンのカウンターウエイトに押され木製ハ<改行>ッチ蓋に腹部が擦れるように押し出された。<改行>																														19:保護具が不良だった。								クレーン作業半径の標示はライン標示のみであった。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				立ち入り禁止の設備等の設置が船上が狭いためされていない、被災者に対しての手順<改行>及び安全指示、教育がされていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）船上においての任務を徹底され、不安全行動なきよう指導する。（２）船長と協議し揚荷装置回りに安全通路の標示と安全ロープを設置した。（３）再発防止協議会で作業員に、作業手順等再教育をする。				三井住友建設株式会社				戸田建設株式会社				藤建設株式会社												大都建設（株）																																																																												H02-北開局-室蘭-0301.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		1990		7		22		9		50		1990		TRUE		8		8		北海		4		0		2		0.2		14		608		40		1990/7/22　9:50		33076.4097222222

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		17		男		02年 00月		鉄筋工見習										04:骨折		13:その他(　)				頭蓋内出血		4:16～30		0				南港換気所下部工事（その２）		鋼殻ケーソン内で鉄筋継手にグラウト作業中、注入場所を移動する為、照明器具、注入器等の運搬中足場から足を踏み外し、途中鋼殻の一部や足場板に接触しながら約２１ｍ下のケーソン底部迄墜落したと思われる。		平成2年8月4日 11時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		13:ケーソン製作(ドライドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						11:足場、通路								01:墜落・転落																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						図の様な足場を残工事場所に付いて設け、開口部をなくし墜落災害をふせぐ。さらに転落防止として安全ネットを展張する。				川崎重工業株式会社				住友重機械工業株式会社				五洋建設株式会社																																																																																								H02-近畿-神戸-0101.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		1990		8		4		11		15		1990		TRUE		1		13		近畿		4		2		0		2.0		11		ERROR:#VALUE!		54		1990/8/4　11:15		33089.46875

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		26年 00月		潜水士										13:その他(　)						潜水病		4:16～30		30		1:労災適用		秋田港構造物調査		南防波堤港外部において現場状態や作業形態を把握する目的のため、水中踏査を午前（１０：００～１１：３０）に行なった。午後からは潜水士船のウィンチ作業を終え帰宅し、午後８時頃身体に異状を感じ大学病院で潜水病と診断された。本人はしばらく潜水作業に従事していなかった（約５ヶ月）		平成2年8月18日 20時0分 頃						29:その他(　)				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		減圧時間		16:その他の加害物(　)		水圧		23:その他(　)				1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。						作業指示に従わず、作業開始前に安易な自己判断で潜水した。<改行>										<改行>		13:適切な技術者の配置に不備があった。								熟練潜水夫という観念から基本的指導を怠った。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）潜水深度、潜水時間の確認を強化し減圧深度及び減圧時間を徹底させる。（２）潜水時間開始前のミーティングの強化。（３）作業員全員に対する安全教育の徹底																																																																																																				H02-東北-秋田-0201.xlsx		3/6/15 19:04		3/6/15 19:04		1990		8		18		20		0		1990		TRUE		23		29		東北		4		26		0		26.0		26		1307		23		1990/8/18　20:0		33103.8333333333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		30年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						減圧症		4:16～30		21		1:労災適用		塩釜港仙台港区沖防波堤基礎工事		仙台港区沖防波堤基礎工事の被覆石均し（１０００？／個程度）作業が終了し、被災者は午後３時頃浮上し帰宅したが、その後左肩の痛みが激しくなった為、事務所へ連絡が入った。症状を聞いたところ、浮上した際にも痛みがあったということなので減圧症の疑い有りと判断、病院へ至急連絡し精密検査の結果減圧症と診断。		平成2年9月7日 15時0分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				11:海水等				19:動作の反動・無理な動作				1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった		1		15:気持ちがあせっていた。		15:気持ちがあせっていた。						水深（１８～２０Ｍ）で被服石均し作業を終えた潜水士が帰港の際に左肩の痛みを感じたがそのま<改行>ま帰宅したが、夜になり痛みが引かないので病院へ行ったら減圧症と診断された。<改行>										<改行>		15:事前調査・資料調査が不十分だった。								潜水作業の教育が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）潜水時間、浮上時間、業務間ガス圧減少時間、業務終了後ガス圧減少時間の厳守。（２）危険予知訓練で減圧の必要性を徹底する。（３）減圧症の知識を深め、万一の事故時には現場事務所へすぐ連絡する。（４）潜水前には健康状態を確認してから作業に入る。				若築建設（株）				東亜建設工業株式会社																																																																																												H02-東北-塩釜-0501.xlsx		3/6/15 18:53		3/6/15 18:53		1990		9		7		15		0		1990		TRUE		19		8		東北		4		30		0		30.0		25		1307		42		1990/9/7　15:0		33123.625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		25年 08月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		30		1:労災適用		むつ小川原港外港地区東防波堤築造工事		潜水士船（８．５ｔ）のウィンチにより被覆均し作業中割石（１ｔ／ヶ）の吊り直しのため、チェーンのかけかえを行っている時、船が波であがりチェーンが張りチェーンと石の間に右手中指をはさまれ負傷した。		平成2年11月22日 14時30分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置																														A:危険だと思わなかった				02:資格が無いのにやった。								不意の危険に対する措置の不履行<改行>		02:機械・器具の材料に欠陥があった。								チェーンの緩みが不十分であった<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								危険作業の教育が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）潜水連絡員は、潜水士に海上の状況変化（波風、航跡波）を密に伝え、また潜水士は底波に注意する。（２）チェーンのかけかえの時は、ワイヤーロープを引張りあそびを十分にとり船の動揺の際もチェーンが張ら　　　ないようにする。				五洋建設株式会社				東亜建設工業株式会社				大都建設（株）																																																																																								H02-東北-八戸-0601.xlsx		3/6/15 19:04		3/6/15 19:04		1990		11		22		14		30		1990		TRUE		8		8		東北		4		25		8		25.7		21		699		42		1990/11/22　14:30		33199.6041666667

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		02年 00月		ボーリング工助手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		203		1:労災適用		玉島地区航路（－１０ｍ）土質調査		倉敷市玉島乙島地先の（－１０ｍ）岸壁において１０ｔトラックに積んであったボーリング作業台船のフロータボックス及びこれに連結した接続フレームをクレーン車にて吊上げ岸壁に下す途中、突然接続フレーム（重さ約２８０？）がはずれて落下し地面に倒れた。この時たまたまフロータボックスにひっかかったロープをはずそうと近づいた被災者の下腿部にその倒れたフレームが当り負傷した。（避けようとしたが底板部品につまづいて転んだ）		平成2年12月8日 9時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等										5:霧				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		3:200～500		2:無		2:無		14:物上げ装置				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった				21:連絡合図がなかった。								トラッククレーンによりボーリング台船の一部を岸壁に吊下ろす途中、不用意に吊荷に近づいた。<改行>突然吊荷の一部が地面に落下し、被災者の右足に当たって負傷した。<改行>		21:物を置いた場所が悪かった。								ボーリング台船の複数の部材の固定がゆるんでいたため、一部が吊荷からはずれて落下<改行>した。<改行>		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。				作業員への安全教育が不徹底であった。積み荷の固定に対する点検が不十分であった<改行>。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）積荷の荷下しの際は事前に緊結状態を確認する。（２）接続フレームは分けて下ろす。（３）クレーン作業中は吊上げた状態では荷物の落下範囲内には近づかない。（４）作業場は整理整頓しておく。																																																																																																				H02-中国-宇野-0201.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		1990		12		8		9		30		1990		TRUE		4		ERROR:#VALUE!		中国		5		2		0		2.0		14		201		ERROR:#VALUE!		1990/12/8　9:30		33215.3958333333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		13年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		0				小名浜港浮標灯設置工事		４号船舶より浮標灯及アンカーブロック、ワイヤー等を所定の設置個所（０）へ揚錨船にて曳航設置するものである。		平成2年12月25日 8時15分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		車輌と潜水士船		08:はさまれ、巻き込まれ																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ユニック車のアウトリガー設置個所の安全の確認。（２）作業指示者の安全区域での指示の確認。（３）吊荷の重量確認とこれに対する吊り角度の確認。																																																																																																				H02-東北-小名浜-0701.xlsx		3/6/15 18:47		3/6/15 18:47		1990		12		25		8		15		1990		TRUE		8		29		東北		5		13		0		13.0		14		ERROR:#VALUE!		4		1990/12/25　8:15		33232.34375

		九州地方整備局		下関港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		41年 00月		揚錨船機関長		04:胸部								13:その他(　)						多臓器不全		6:死亡		0				関門航路（早鞆瀬戸）航路（－１３ｍ）浚渫工事		浚渫船の投錨作業中、被災者の操船する揚錨船が投錨点の目標に向かって走航しようとした際、船体が浚渫船の左舷前部に強く接触したので舵を左一杯に切り再度目標に向かおうとしたところアンカーを吊ったままで舵を切り過ぎたため、バランスを失い転覆した。操舵室にいた被災者は自力で浮上したが多量の海水を浮上時に肺に吸い込み死亡に至った。		平成3年1月5日 15時50分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				11:海水等				11:おぼれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																																1										アンカーを吊ったままで舵を切り過ぎたため、バランスを失い転覆した。										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						投揚錨作業に従事する関係者全員に作業手順を再教育し、周知徹底を図ると共に当該作業を行う際は必ず事前打合わせを行ない確認する。				三省建設（株）																																																																																																H02-九州-下関-0101.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		1991		1		5		15		50		1990		TRUE		11		5		九州		6		41		0		41.0		8		809		15		1991/1/5　15:50		33243.6597222222

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		10年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		名古屋港西４区岸壁（－１４ｍ）基礎・控及び上部工事（その２）		桟橋上部工の型枠を取外し中、仮設支保工の上にて型枠材を手渡しにて上げる作業をしていた所、長さ約３ｍの鋼製角材を上方の人に手渡した時、上方の作業員の手が滑りその鋼製角材が落下し下にいた被災者の手に当たった。		平成3年1月8日 16時40分 頃		海上		桟橋		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。								岸壁工事で上部工の底型枠の解体中、作業員（被災者）が取り外した角鋼管（Ｌ＝３．０Ｍ，Ｗ＝１２㎏）を上部コンクリートに上げる為、上の作業員に手渡した際、受け取った作業員が手を滑らせ、角鋼管を落としたため、その端部が下の作業員の手に当った。																														03:機械・器具に欠陥があった。								手渡しで鋼管を上げた。<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								作業方法の教育・訓練が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		仮設支保工の上にて上方の人に型枠材を手渡しであげる作業で上方の人が手を滑らせ角材が落下した。				（１）上方への材料上げ作業は人力作業をやめて、材料は台付ワイヤーを取付けクレーンにて吊上げ撤去します				若築建設（株）				大都建設（株）																																																																																												H02-中部-名古屋-0101.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		1991		1		8		16		40		1990		TRUE		4		21		中部		4		10		0		10.0		24		ERROR:#VALUE!		55		1991/1/8　16:40		33246.6944444444

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		14年 10月		監理技術者		05:腹部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		04:骨折						5:31以上		90		1:労災適用		相馬港沖防波堤築造工事（その３）		午前７時５０分頃第１１福吉号は岸壁よりコンクリートを積込み沖防波堤に向かった。沖防波堤に到着した第１１福吉号はケーソン（？３３）から保留索を取り、接舷体制に入ったが波浪等により、船体の部がケーソン（？３４）に損傷を与える危険が生じたので乗組員に防止する様、指示するため近づいた瞬間保留索が切断し午前８時５０分頃被災したものである。（腹部打撲、左手首骨折、右手打撲）		平成3年2月2日 8時50分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)		本体工		14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		保留索		15:起因物と同じ				23:その他(　)		保留索の切断、飛来、衝突、転倒		0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。						指示に夢中になり、係留ロープに不用意に接近しすぎた。仕業点検時にロープの損傷に気がつかな<改行>かった。<改行>		31:交通量が多かった。		31:交通量が多かった。						係留ロープに損傷があったため、切断したと思われる。接舷の際、波浪による作業船の<改行>大きな動揺があった。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		船舶と陸上との連絡体制が徹底されていなかった。悪天候時の作業手順が、全員に周<改行>知徹底されていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ケーソンへの接舷においては、波浪による動揺等を防ぐため予め錨を打ち接舷させます。（２）起重機船の係留索は安全上、尚一層点検の上使用致します。（３）船舶と陸上（防波堤上）との連絡体制は見張人を配置するなどして、保留索に近づけない様にします。				大都建設（株）																				庄司建設工業株式会社																																																																												H02-東北-小名浜-0801.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		1991		2		2		8		50		1990		TRUE		23		29		東北		5		14		10		14.8		26		299		14		1991/2/2　8:50		33271.3680555556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		44		男		05年 00月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						4:16～30		30		1:労災適用		東京国際空港中央南北連絡橋下部工事		鉄筋加工場において、加工作業中被災者の背後約１．２ｍ離れた位置の加工台上に載せてあった鉄筋束（Ｄ１９Ｌ＝８ｍ、Ｗ＝１．８５ｔ）が突然加工台と共に被災者の足元に落ち被災した。		平成3年2月28日 14時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				53:鉄筋加工				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10								24:材料等				07:落下物				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																				04:作業標準を守らなかった。								鉄筋吊り降ろしの際、台の異常に気づかなかった。<改行>																04:安全度が不足だった。		04:安全度が不足だった。						不適当な鉄筋加工台を使用していた。<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順の周知徹底。（２）鉄筋加工台の構造の見直し。（３）強風下での作業の中止。				大成建設株式会社				住友建設（株）				株式会社竹中土木																																																																																								H02-関東-東京空港-0901.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		1991		2		28		14		0		1990		FALSE		8		29		関東		4		5		0		5.0		24		1399		53		1991/2/28　14:0		33297.5833333333

		九州地方整備局		下関港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		05年 00月		トラッククレーン運転手		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						脳挫傷		6:死亡		0		1:労災適用		トラッククレーン１台（賃貸借）		監督測量船「まつかぜ」修理工事が完了したので、海上に降すため４５トン吊トラッククレーンにて吊り上げ旋回中に船体の後部がクレーンの運転席に向かってきたため、運転手が手で制止した所船の慣性力により頭部を船と運転席に挟まれ、そのまま地面に落下負傷した。その後入院、平成３年５月１６日死亡した。		平成3年5月7日 8時48分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20								14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		船舶		08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																1		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。						船にクレーンにて吊り海上へ降す作業中、突然強風が吹き、船がクレーンに当たりそうになったため手で支えようとしたが支えきれず船とクレーン間に挟まれ負傷死亡したもの。<改行>										気象状況をもっとよく把握し、かんしゃくロープも２本以上とればよかった。（１本はとっていた）<改行>		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。				作業前のミーティング不足、又、情報不足。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）トラッククレーンで、船舶機械器具等を吊り上げ、又旋回移動するときは吊荷に触れる行為を禁止。（２）不安全な状態になった時は直ちにオペレータには退避、緊急措置を取ることを指示する。																																																																																																				H03-九州-技調-0101.xlsx		3/6/15 17:30		3/6/15 17:30		1991		5		7		8		48		1991		TRUE		8		29		九州		6		5		0		5.0		14		1101		84		1991/5/7　8:48		33365.3666666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		48		男		04年 06月		オペレータ		05:腹部								02:創傷		13:その他(　)				結腸間膜裂創・腹腔内血腫		5:31以上		30		1:労災適用		東京国際空港地盤改良工事（その２５）		始業前点検中、サンドドレーン打設機の架台上のレシーバータンクが外側にずれていたのを本体オペレータの宮崎が見つけ、そのずれを直そうとタイヤショベルで押したところ、レシーバータンクの裏側にいた被災者が機械室の防護柵との間に挟まれ受傷した。（レシーバータンク＝圧縮空気の貯蔵タンク）		平成3年6月7日 6時40分 頃		陸上		埋立地、埋立		06:地盤改良				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		レシーバータンク及び防護柵		08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。						機械稼働中に立入禁止箇所に立入った。<改行>		26:振動があった。								立入禁止標示がなかった。<改行>										専門工事業者であったので、あまり細かい基本的な事項を教育しなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）搭載機器の固定の標準化。（２）日常点検の改善（３）非定常作業の開始体系図の確立と周知徹底。（４）安全施工サイクルの見直し。（５）積極的安全管理。				株式会社熊谷組				清水建設株式会社				西松建設株式会社				三井住友建設株式会社				株式会社鴻池組																																																																																H03-関東-東京空港-0101.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		1991		6		7		6		40		1991		FALSE		8		6		関東		5		4		6		4.5		4		804		3		1991/6/7　6:40		33396.2777777778

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		05年 00月		塗装工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		06:関節の障害						5:31以上		31		1:労災適用		灯浮標塗装工事		灯浮標フロート部の鉄部下塗２層目を吹付作業中、エアレスガン内部のフィルタがゴミによりつまりだしたのでフロート部吹付完了後、ダンパー部へ移動を行ないフィルタの掃除を行なおうとした。その時、エアレスガンを右手から左手へ持ちかえて、ノズルチップを右手ではずそうとしたままダンパー部への移動を行なったので、その時の反動で誤ってエアレスガンの引金を引いてしまった為、右手第一、第二関節の間に高圧により塗料が入った。		平成3年6月14日 11時30分 頃						29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						10:他に属さない機械				15:起因物と同じ				19:動作の反動・無理な動作				1299:工具等取り扱い：その他						23:合図、信号を統一していなかった。		23:合図、信号を統一していなかった。		23:合図、信号を統一していなかった。				安全装置をロックしないで移動。<改行>																														23:作業場の整理が悪かった。		23:作業場の整理が悪かった。		23:作業場の整理が悪かった。				昇降設備がなかった。<改行>		23:資格者のチェックをしていなかった。		23:資格者のチェックをしていなかった。						エアレスガンの使用に充分熟知していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）被災者の不注意により災害が発生。（２）動作の１つ１つを考えながら行動を行うようにする。（３）安全教育を行い安全の徹底をはかる。（４）１つ１つの行動を同時に行わずに１つ１つの作業を確実に行うようにする。				西日本塗装工業（株）																																																																																																H03-四国-高松-0201.xlsx		3/6/15 17:54		3/6/15 17:54		1991		6		14		11		30		1991		TRUE		19		29		四国		5		5		0		5.0		10		1299		84		1991/6/14　11:30		33403.4791666667

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		09年 03月		現場代理人		10:その他(　)						陰部		01:打撲傷								1:0～3		0				苅田港（南港地区）防波堤土質調査		当日の作業がほぼ完了した時点で試料を運搬するため通船の船首部で土質試料（シンウォームチューブ）を受取ろうとしていた時、近くを通った船の航跡波によって大きな「うねり」が生じ通船が激しく揺れた。被災者は、状況図に示す様に足元がふらついてピットを跨いだ形になった時、ピットの一部で股間を突き上げられた。		平成3年6月18日 16時40分 頃		海上		FD、作業船上		03:土質調査				06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		08:作業船				09:装置				03:激突				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																																1										近くを通った船の航跡波によって大きな「うねり」が生じ通船が激しく揺れた。被災者は、状況図に示す様に足元がふらついてピットを跨いだ形になった<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）狭い船首部での作業を行う場合、船の揺れが激しい時は作業を中止する。特に近くを船が通った時は航跡　　　波が生じるため、周囲に注意する。（２）出来るだけ足元の広い安全な場所で物を受取る様にする。				株式会社ニチボー																																																																																																H03-九州-苅田-0201.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		1991		6		18		16		40		1991		TRUE		3		3		九州		1		9		3		9.3		8		809		6		1991/6/18　16:40		33407.6944444444

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		10年 00月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								5:31以上		31		1:労災適用		新潟港（西港地区）防波堤（第二西）（その１）工事（消波）		クローラクレーン（３５ｔ吊）を使用し、異形ブロック（ホール６ブロック－１２ｔ型）の箱型枠を補巻ワイヤーにて脱型作業中、誤って主巻ワイヤーの中立ブレーキのロックを外してしまった為、主巻フックが下降し、主巻ワイヤーが被災者にあたり左手及び左足を創傷した。		平成3年6月28日 10時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																		03:指示、命令を守らなかった。		03:指示、命令を守らなかった。						なんとなく電気式ブレーキを解除した。その際、足ブレーキを踏んでいなかった。そのため、フッ<改行>クが落下した。<改行>		03:機械・器具に欠陥があった。								設計構造が悪く、足ブレーキ関係なくフリーになる。メーカーと検討して、足ブレーキ<改行>を踏まないとブレーキを解除できないように改造した。<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。						機械メカニックの習熟が不足だった。（機械毎の特性）十分にシュミレーションをす<改行>る指導が不足だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						作業開始前における作業内容の周知。ＫＹＴ等の徹底と充実を図ると共に安全意識の高揚を図る。また、リース機械も含め、作業機械等の始業点検、定期点検の確実な実施と確認による使用はもちろん、作業中は当日の作業に不必要な個所の安全装置の使用（ドラムロック等）及び主巻補巻のレバー、ブレーキ及びフリーフォールスイッチの色分けによる誤操作防止措置をとる。また、ブレーキペダルとフリーフォールとの連動装置の取付を講ずると共にクレーン操作に関する誤操作防止マニュアルを作成しオペレータの再教育を定期的に実施する等、より一層の安全指導を強化し、二度と事故を起こさぬよう努める。																																																																																																				H03-北陸-新潟-0201.xlsx		3/6/15 18:30		3/6/15 18:30		1991		6		28		10		30		1991		TRUE		4		17		北陸		5		10		0		10.0		14		299		55		1991/6/28　10:30		33417.4375

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		03年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				01:打撲傷		02:創傷						3:9～15		14		1:労災適用		北九州港（白島地区）船溜西防波堤工事		ケーソン製作（スリットケーソン？２）工事で足場高５．２５ｍ（ビティ足場３段）の所でスリット部型枠（下端４．２ｍ～上端７．２ｍ）を脱枠作業でフォームタイを取外し中に（型枠に体重をあずけて）型枠と一緒に（ビティ足場と躯体とのすき間６０？）地上へ転落し負傷したものです。		平成3年7月5日 9時13分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		鋼製型枠		01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																1		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		Ｕクリップで型枠をコーナーアングルに固定していないのに、フォームタイを撤去した。安全帯は<改行>着用していたが、使用していなかった。<改行>		31:交通量が多かった。		31:交通量が多かった。						足場と躯体の間に、安全ネットが設置されていなかった。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						高齢者を高所作業に従事させていた。作業員に対する作業手順の教育が不十分であっ<改行>た。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ケーソンとビティ足場とのすき間に落下防止ネットを取付けました。（２）作業員への安全帯の活用指導。（３）作業員の年令を考慮し適切な人員配置の指導及び確認。（４）作業手順の再確認。				大都建設（株）				三省建設（株）																																																																																												H03-九州-北九州-0301.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		1991		7		5		9		13		1991		TRUE		1		11		九州		3		3		0		3.0		26		101		55		1991/7/5　9:13		33424.3840277778

		北海道開発局		釧路港湾事務所		根室		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		09年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		0				根室港（花咲地区）防波堤（東外）工事		基礎工（中割石投入、捨石本均し、捨石荒均し）本体工（ケーソン据付７玉、中詰砂填充、蓋ブロック据付、目地コンクリート）根固工（方塊製作、据付、三脚Ｂ（６ｔ）製作据付、ピーハイブ（２ｔ）製作据付）		平成3年7月6日 9時30分 頃		海上		潜水作業										2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）潜水士に対し作業の安全意識を一層徹底して行いたい。（２）現場の状況に応じ、作業工具及び装置（ウィンチ）を効率的に使用して、より安全作業に徹する様指導し　　　ます。				岩倉建設（株）				鹿島建設株式会社																																																																																												H03-北開局-釧路-0101.xlsx		3/6/15 17:14		3/6/15 17:14		1991		7		6		9		30		1991		TRUE		8		ERROR:#VALUE!		北海		4		9		0		9.0		24		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		1991/7/6　9:30		33425.3958333333

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		宮崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		05年 00月		普通作業員（型枠工）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		宮崎港（外港地区）防波堤（内）工事（第５次）		フローティンドックより岸壁ヤードへ移動中、渡り桟橋の階段部附近支保材取付用ブラケットアングルにつまづき、階段ステップ部に倒れ被災者の右下腿部がステップ１段目に激突し骨折した。		平成3年8月3日 16時20分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				59:モルタル混合・注入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				16:その他の加害物(　)		昇降階段		02:転倒				1399:その他：その他																																1										通路上の支保工取り付けブラケットアングルにつまずかないと思い油断、軽視した。<改行>		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。								作業通路上の支保工取り付けブラケットアングルに障害物標識、保護等がなかった。<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ブラケットアングルに単管パイプを建込みトラロープを取付け、ブラケットアングル位置の表示を行う。（２）昇降階段附近のブラケットアングルは撤去する。（３）現場内では周囲を把握し、余裕をもって行動する。（４）安全衛生教育を徹底し、作業員の安全意識の高揚を図る。				東亜建設工業株式会社																																																																																																H03-九州-宮崎-0401.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		1991		8		3		16		20		1991		TRUE		2		12		九州		5		5		0		5.0		22		1399		59		1991/8/3　16:20		33453.6805555556

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		16年 00月		クレーン運転手										04:骨折		12:臓器破裂						6:死亡		21		1:労災適用		毛見地区防波堤（北）工事（その８）		クローラクレーン解体作業中、主ブーム解体作業に入り本人とＢ（作業相手）の２人にて主ブーム先端ジブの下ピン２本の内１本を取外し、残り１本を外そうとしてＢはピンにハンマーを当てがいその上を本人が大ハンマーで叩いた。ピンが抜けた瞬間ブームが約１．５ｍ落下し、下敷きとなり被災した。Ｂは肩を打撲した。		平成3年8月23日 9時35分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				84:その他(　)		クレーン解体作業		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				06:激突され				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン						07:防護物・保護具を使用しなかった。		07:防護物・保護具を使用しなかった。						作業手順通りに作業してなく、またブームの下で作業していた<改行>																														07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								ブームを架台で受けていなかった<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						作業前に作業手順の再確認を行わなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						今後、クローラクレーン解体作業においては安全架台の取付けを厳守し、作業手順書に従った各作業の徹底を図る。				五洋建設株式会社																																																																																																H03-近畿-和歌山-0202.xlsx		3/6/15 18:02		3/6/15 18:02		1991		8		23		9		35		1991		TRUE		6		11		近畿		6		16		0		16.0		14		603		84		1991/8/23　9:35		33473.3993055556

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		15年 00月		型枠大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		毛見地区防波堤（北）工事（その８）		クローラクレーン解体作業の主ブーム先端ジブのピンの取外しにハンマーを持って、そのピンにあてがっていた被災者Ａ（作業相手）が大ハンマーでピンを叩いて、ピンが抜けた瞬間、ブームが約１．５ｍ落下し、横へ逃げたが、右上腕を被災した。　全角「『【】　半角[<改行>{ABC} [ＡＢＣ][ｱｲｳ]%%&&##!!??海<>~*@   （被災者）　(FD、海上)		平成3年8月23日 9時35分 頃		海上		FD、作業船上		11:ケーソン製作(陸上施工)				84:その他(　)		クレーン解体作業		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				06:激突され						A:危険だと思わなかった		1										作業手順通りに作業してなく、またブームの下で作業していた<改行>																														07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								ブームを架台で受けていなかった<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						作業前に作業手順の再確認を行わなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						今後、クローラクレーン解体作業においては安全架台の取付けを厳守し、作業手順書に従った各作業の徹底を図る。				五洋建設株式会社																																																																																																H03-近畿-和歌山-0201.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		1991		8		23		9		35		1991		TRUE		6		11		近畿		1		15		0		15.0		14		ERROR:#VALUE!		84		1991/8/23　9:35		33473.3993055556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		15年 00月		世話役		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0				新潟港（東港地区）防波堤（西）工事		防波堤嵩上工事の型枠組立作業時に発生した事故である。被災者は、Ｈ形鋼（１５０×１５０）をトラッククレーンで吊り下し構内・外の独立型枠に設置した後、クレーンオペレータに合図して巻き上げを開始した。ところが吊りワイヤー２本の下端部がからみ合いＨ形鋼を持ち上げた状態になった事より、Ｈ形鋼上で合図していた被災者が危険を感じ型枠内の既設天端に飛び下りて被災したものである。（両足で着地）		平成3年9月17日 14時30分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		防波堤上既設コンクリート		19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																																		34:その他の不安全行為があった。								<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）頭部固定Ｈ形鋼（１５０×１５０）を定位置に据付後、足場板を掛け渡し玉掛ワイヤーを取外す。（２）玉掛ワイヤーが頭部固定Ｈ形鋼に接触しないように、玉掛ワイヤーのアイ（蛇口）２ヶ所をトラッククレ　　　ーンのフックに確実に掛ける。（３）玉掛者・合図者は所定の位置に退避しトラッククレーンの運転手に合図を送る。				（株）近藤組																																						工事課長より口頭で指導。																																																										H03-北陸-新潟-0301.xlsx		3/6/15 18:30		3/6/15 18:30		1991		9		17		14		30		1991		TRUE		19		21		北陸		1		15		0		15.0		14		1399		55		1991/9/17　14:30		33498.6041666667

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		宮崎空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		43		男		20年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		175		1:労災適用		宮崎空港エプロン新設工事		コンクリート舗装用型枠清掃のため、２段積みされた型枠をフォークリフトで移動する際、フォークリフトの差込み爪がひっかかり、２段目に置いた状態で型枠を縛っていた番線を切ったところ、１組の型枠が近くにいた作業員の足に落下し負傷した。		平成3年10月8日 14時55分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		コンクリート舗装型枠		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																		1		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。						適切な合図を怠り、且つ確認せず金属製型枠の結束線を切断した。<改行>																								飛行機の騒音で合図が聞き取れなかった。<改行>		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。								共同作業を行う場合の作業手順及び合図の統一が不備であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．次の４項目について徹底を図る。（１）型枠は平積みとし、２段以上積み上げない。（２）安全靴を全員着用する。（３）危険箇所はトラロープ等で明示し、立入らない様にする。（４）安全確認をしたうえで次の動作を行う。２．このため、（１）請負者が実施する事故防止対策－別表－１（２）当事務所が講ずる事故防止対策－別表－２				株式会社ＮＩＰＰＯ																																																																																																H03-九州-宮崎-0501.xlsx		3/6/15 17:35		3/6/15 17:35		1991		10		8		14		55		1991		FALSE		4		22		九州		5		20		0		20.0		26		202		55		1991/10/8　14:55		33519.6215277778

		北海道開発局		釧路港湾事務所		霧多布		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		15年 00月		作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		霧多布港航路護岸（東）その他工事		護岸工Ａ・Ｂ基礎　本体上部裏込防波堤Ａ・Ｂ　　　物揚場コンクリ打設泊地浚渫工－３．０Ｍ　埋立工		平成3年10月21日 11時15分 頃														1:晴れ																21:手工具、用具				01:地面				19:動作の反動・無理な動作				0302:倒壊：型枠支保工等						18:熱中して判らなかった		18:熱中して判らなかった		18:熱中して判らなかった				ピン打作業中、本人の不注意により大ハンマーの柄が後部の物に当たり、その弾みで右手、人差し<改行>指がピンの頭部に当たり負傷した。<改行>																														18:保護具が不適・不足だった。								道具の取り扱いが悪く、作業環境を認識していなかった。<改行>		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。						作業方法、作業手順などの教育訓練が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１０／２３現場内で全員集合し安全教育を行い事故の再発を防止する。																																																																																																				H03-北開局-釧路-0201.xlsx		3/6/15 17:14		3/6/15 17:14		1991		10		21		11		15		1991		TRUE		19		ERROR:#VALUE!		北海		4		15		0		15.0		21		302		ERROR:#VALUE!		1991/10/21　11:15		33532.46875

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		美保飛行場（米子）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		04年 00月		潜水助手		10:その他(　)						心臓		13:その他(　)						心不全		6:死亡		0		1:労災適用		美保飛行場護岸築造工事（その２）		当日の作業打合わせを行い潜水船に潜水士他２名が京船現場に回航し、潜水士が操船をし１名がウインチ操作、被災者は船首にて右アンカーを投入し引継ぎ左アンカーを投入すべくアンカー（１７？）を持ったまま横向きに倒れる様に海中に転落した。		平成3年11月1日 9時30分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		死因・急性心不全		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。				潜水士船上から海中に転落、心不全。<改行>		31:交通量が多かった。		31:交通量が多かった。						手すり等墜落防止策がなかった。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								当日の健康状態未確認。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）体調を整えて作業をする。（２）ライフジャケットは自分を守るものであるので自主的に身に付ける。（３）アンカーの投入時アンカーに引き込まれるおそれがあるのでアンカー投入装置を製作し取付ける。				あおみ建設株式会社																																																																																																H03-中国-境港-0301.xlsx		3/6/15 18:00		3/6/15 18:00		1991		11		1		9		30		1991		FALSE		23		8		中国		6		4		0		4.0		27		1104		23		1991/11/1　9:30		33543.3958333333

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		06年 06月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		270		1:労災適用		志布志港（若浜地区）防波堤（沖）工事（第６次）		ＦＤ内ケーソン製作時、台風２４号等のうねりの影響のため渡り桟橋を１ｍ程度吊り揚げており、梯子を利用して降りる様にしていた。にもかかわらず被災者が岸壁に降りようと準備されていた梯子を使用せず飛び降りたため、着地後バランスを崩して岸壁（エプロン）上に転倒し、その際右大腿部を骨折したものである。		平成3年11月8日 10時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		ＦＤのタラップ		16:その他の加害物(　)		エプロン		02:転倒				0102:墜落：架設通路から																																1		32:服装が不適だった。		32:服装が不適だった。		32:服装が不適だった。				作業標準を守らなかった。（準備していた梯子を使用しなかった）油断、軽視した。（前の人が飛べたから容易に降りることが出来ると判断した）　　<改行>		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。				昇降設備が不安定であった。（渡り桟橋を上げていた）うねりのため昇降設備が上下左右に揺れていた。<改行>		32:工程に無理があった。		32:工程に無理があった。						基礎心得の教育・訓練が不十分だった。（作業標準の遵守不足）気象・海象に対する対応不足であった。（渡り桟橋の可動側をうねりによる動揺に強い大きなキャスターを使用していなかった）<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業実施の適切な判断を行う。（２）不安全行動防止のための指導の徹底を行う。（３）渡り桟橋の構造と設置方法の改良を行う。				（株）渡辺組																																																																																																H03-九州-志布志-0601.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		1991		11		8		10		30		1991		TRUE		2		12		九州		5		6		6		6.5		26		102		1		1991/11/8　10:30		33550.4375

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		32		男		04年 03月		運転手		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		05:腹部						01:打撲傷		04:骨折								24		1:労災適用		東京国際空港中央南北連絡橋下部工事（その２）		掘削土砂を土砂場へ運搬途中のダンプトラック（１０ｔ車）が通行中のエアサイド連絡橋東側終点部において、運転操作を誤り、約５．０ｍ下の地上に転落した。		平成3年11月21日 11時5分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック																																		13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。						スピードオーバーとブレーキの遅れ。<改行>		13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。								標識がなかった<改行>		13:適切な技術者の配置に不備があった。								安全教育を徹底していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全速度の厳守。（２）道路状況の再確認。（３）ＫＹＴの徹底。				大成建設株式会社				住友建設（株）				株式会社竹中土木																																																																																								H03-関東-東京空港-0201.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		1991		11		21		11		5		1991		FALSE		1		29		関東		ERROR:#VALUE!		4		3		4.3		5		701		7		1991/11/21　11:5		33563.4618055556

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		00年 04月		船長		04:胸部								04:骨折								5:31以上		90		2:労災非適（船員法適用）		石巻港南防波堤築造工事		石巻南防波堤築造工事のテトラポッド（２５ｔ型）据付作業中（天端仕上げ）、テトラポッドにかけたワイヤーロープを取外している時、据付終了したテトラポッドが少しずれて被災者が上部コンクリートとテトラポッドの間にはさまれた。		平成3年11月25日 14時30分 頃		海上		防波堤上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		テトラポッド		16:その他の加害物(　)		上部コンクリート、テトラポッド		08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																A:危険だと思わなかった		1		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。				消波ブロック（２５Ｔテトラポッド）の据付作業中、据付の終了したブロック上で作業員が玉掛け<改行>ワイヤーを外そうとした際据え付けてあったブロックがズレて被災者の胸に当たった。<改行>																								<改行>										ワイヤー外し作業を人力で不安定な場所で行った。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）Ｔ．Ｂ．Ｍ及びＫ．Ｙ．Ｋで安全作業手順の徹底を図る。（２）ワイヤーの取外しは人力で行なわないよう周知徹底する。（関係者全員）（３）据付直後のブロックには近寄らない。				若築建設（株）																																																																																																H03-東北-塩釜-0301.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		1991		11		25		14		30		1991		TRUE		8		19		東北		5		0		4		0.3		26		1102		51		1991/11/25　14:30		33567.6041666667

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		尼崎西宮芦屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		23年 10月		溶接工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						3:9～15		14		1:労災適用		海岸地区閘門（改良）築造工事（その３）		異型矢板を製作するため、仮締切堤内に仮置した矢板（ＳＰ？ｌ＝５．５ｍ２６０？／枚）２枚を移動する為、５枚重ねを２段として仮置したものの上の２枚を吊上げてすき間を作り、りん木をかませワイヤー掛けの空隙を作った。ワイヤー掛けが終了した為、吊上げ合図をしようと離れようとした際りん木が折れ矢板が落下し挟まれた。		平成3年12月13日 8時45分 頃		陸上		その他		24:溶接及び切断				10:アーク溶接(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								26:その他の起因物(　)		りん木		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				1101:取扱運搬等：積卸し作業中						04:作業標準を守らなかった。								りん木の強度が十分あると油断、軽視した。<改行>																														04:安全度が不足だった。								りん木の強度が不足していた。<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業前の打合わせ及び手順どおりの励行。（２）不適切な機械は使用しない。（３）作業スペースはできるだけ広く確保し、不安定な作業は安全な方法となるよう改善する。（４）作業者の安全意識の高揚を図る。				東亜建設工業株式会社				若築建設（株）				本間建設（株）																																																																																								H03-近畿-神戸-0401.xlsx		3/6/15 18:04		3/6/15 18:04		1991		12		13		8		45		1991		TRUE		4		24		近畿		3		23		10		23.8		26		1101		10		1991/12/13　8:45		33585.3645833333

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		19年 00月		職員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷		06:関節の障害						2:4～8		7		1:労災適用		苅田沖土砂処分場ポケット護岸工事（第２次）		被災者は、同僚７名と鋼矢板打込み作業において（全数量７５９枚、前日まで１１４枚打込み、当日６枚目）鋼矢板Ｌ＝１６．５ｍを建て込み、吊降ろし中、鋼矢板重防蝕保護ローラーが導材より、外れかけたため被災者が左足で蹴り下げようとしたところ、鋼矢板が動揺し、保護ローラーと、鋼矢板の間に左足を挟まれ負傷した。		平成3年12月13日 10時25分 頃						09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		24:材料等				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																																1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				導材上でクレーン台船を使用し、鋼矢板を立て込み中の作業員が、保護ローラが外れそうになった<改行>ため左足で蹴ろうとした際、ローラーと矢板の間に左足を挟まれ負傷した。<改行>		28:粉塵が多かった。								被災者はゴム長靴を履いていた。<改行>										バール、ハンマー等を用意していたが使用しなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）基本動作の確認（２）工具の使用（３）安全靴の着用（４）不安全行動の禁止（５）安全パトロールによる指導強化（６）周囲（船舶の航行）に注意する。				若築建設（株）				あおみ建設株式会社																																																																																												H03-九州-苅田-0701.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		1991		12		13		10		25		1991		TRUE		8		9		九州		2		19		0		19.0		24		1299		47		1991/12/13　10:25		33585.4340277778

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		白老		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		14年 00月		世話役										13:その他(　)						溺死		6:死亡		0		1:労災適用		白老港等防波堤その１工事		東防波堤上部コンクリート打設後、表面仕上を現場代理人を含む３人で終えて、３台の乗用車に分乗し帰路についた。しかし、当事者は多少の跡片付けもあった為、一足遅れ防波堤上を帰路、乗用車で走行中、防波堤隅各部を直進し、海中へ転落し死亡したものであります。		平成3年12月22日 17時20分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		3:200～500		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				01:墜落・転落				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)						25:合図を勘違いした。		25:合図を勘違いした。		25:合図を勘違いした。		25:合図を勘違いした。		被災者は、工事現場を十分把握している者だと誰しも思っていた人であったために、作業終了後も<改行>単独行動にしてしまったことと、防波堤上を走行中、防波堤隅角部から車ごと海中へ転落し、溺死<改行>したのは、慣れていたいつもの通行場所であったための油断、軽視でなかろうかと思われる。又、<改行>時間も５時過ぎともなれば薄暗くなっており、精神的に気持ちが焦っていたか、事故現場にはブレ<改行>ーキの跡がないためによそ見をしていたのではないかと思われる。<改行>																														25:換気が悪かった。		25:換気が悪かった。		25:換気が悪かった。		25:換気が悪かった。		防波堤上を走行し、カーブが有るのに危険防護柵（ガードレール・ガードケーブル）等<改行>の設置を施すこともなく、危険個所にもかかわらず標識もなく、又、薄暗いにもかかわ<改行>らず照明設備もない状態であったための作業現場の環境の欠陥と思われる。<改行>		25:安全管理体制に欠陥があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		防波堤上を走行しなければ作業現場には行けないにもかかわらず車輌関係の教育訓練<改行>、危険な場所を通行しなければならないのに安全設備、安全標識、薄暗いにもかかわ<改行>らず照明設備等、又指導者、誘導員をつけていないという車輌通行に対してはまった<改行>く安全管理体制の欠陥で起こった災害だと思います。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全対策協議会の開催（２）東防波堤隅角部に昼夜に確認可能な標識を設置（３）隅角部より前方箇所（約３０ｍ）に案内標識（この先カーブあり）を設置（４）毎日ミーティング時に於ける、Ｋ．Ｙ活動の充実を図る。※現在、事故箇所には標識等を設置済である。				12000089000372				国土総合建設（株）				12000000001983																																																																																								H03-北開局-室蘭-0401.xlsx		3/6/15 17:22		3/6/15 17:22		1991		12		22		17		20		1991		TRUE		1		29		北海		6		14		0		14.0		27		1304		1		1991/12/22　17:20		33594.7222222222

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		03年 04月		一航士		10:その他(　)								13:その他(　)						溺死		6:死亡		0		2:労災非適（船員法適用）		横浜港大黒地区航路泊地（－１４ｍ）浚渫工事		午前８：００頃作業を開始すべくミーティングを行った後、大黒ふ頭岸壁の本船の入港完了を待って夜間停泊場所より現場へ第５東亜丸にて本船及び土運船を曳航しましたが、目的の位置まで曳航し終える寸前で曳航ロープが外れたので本船及び土運船は揚錨船が引き受け現場にセットしました。第５東亜丸は外れたロープを引き上げる作業に入りましたが、曳索をウインチで巻き終わった時何らかの原因により海中に転落し溺死したものである。		平成3年12月24日 9時0分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)				01:墜落・転落				1399:その他：その他																																		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		曳航作業において曳船船尾上にて曳航ロープ回収作業中海中に転落（原因の詳細は不明であるが、<改行>危険箇所又は体勢により作業を行った）。<改行>		27:騒音があった。								曳航ロープを巻き取り用のウィンチの不備（人力による回収作業が必要）。<改行>										作業船船長から甲板員末端に至るまでの安全指示事項等が不充分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）手馴れ作業にならないように船員への教育の徹底を図り救命保護具の着用を徹底づける。（２）合図の徹底を図る。また連絡等があるときはマイク、スピーカー（又は無線機を携帯）を使用するように　　　馴れさせる。（３）船上での各作業について責任者を決め、徹底して作業の分担を図る。（４）作業手順の再確認を行い、また不安全な行動を取らないよう徹底して教育する。																																																																																																				H03-関東-京浜-0401.xlsx		3/6/15 18:43		3/6/15 18:43		1991		12		24		9		0		1991		TRUE		1		5		関東		6		3		4		3.3		8		1399		13		1991/12/24　9:0		33596.375

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		03年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								3:9～15		14		1:労災適用		釧路港南防波堤改良工事		アルミ梯子の中段に登り、養生シートを固定するため右手で梯子を握り左手にカナヅチを持って、養生シートと桟木を釘で固定する作業中、梯子がぐらつき、落下しそうになったので、梯子から飛びおりた。又、飛び降りた際、地面が凍結していたので、着地の衝撃により負傷した。		平成4年1月12日 15時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード										1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）												12:作業床等				01:地面				03:激突				0105:墜落：梯子から						12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。				梯子から飛びおりる気持ちが焦っていた為<改行>																														12:梯子・脚立等に欠陥があった。		12:梯子・脚立等に欠陥があった。		12:梯子・脚立等に欠陥があった。				梯子等に手摺りが必要であった。<改行>		12:各種安全活動が不備だった。								事故事例等で危険予知をしてなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）梯子は昇降にだけ使用して、高所作業車（スカイボーイ）を使用して作業する。（２）作業員一人一人の安全意識の高揚につとめる。（危険予知訓練の徹底）				葵建設株式会社				渡辺建設工業（株）																																																																																												H03-北開局-釧路-0701.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		1992		1		12		15		0		1991		TRUE		3		ERROR:#VALUE!		北海		3		3		0		3.0		12		105		ERROR:#VALUE!		1992/1/12　15:0		33615.625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事										07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)																1:0～3		1		1:労災適用		石巻港岸壁（－１３ｍ）地盤改良工事（その２）		地盤改良砂杭打設作業に於いて、砂運搬船が砂上げ作業を終了し、離船のため係留ロープを外す作業で船首側ロープを外しにかかった被災者がロープとビットの間に指を入れた時、ロープが張ってビット上部の外れ止め部分に右手中指先端部をはさまれた。		平成4年1月21日 20時30分 頃		海上		FD、作業船上		06:地盤改良				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10				2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		係留ロープ、ビット		08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。						海上作業員が地盤改良船から離船しようとした砂運搬船の係留ロープを外す作業を行っていた際、<改行>ロープとピットの間に指を入れたとき運搬船の動揺で係留ロープが張り、指を挟まれた。<改行>										<改行>		13:適切な技術者の配置に不備があった。								作業員の基礎的な教育が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）係留用ビットを増設し、長い係留ロープを使用することによりロープがたるむ時間を長くする。（２）係留ロープに細いロープを編み込み、ロープ外しの握り部とし直接係留ロープを握らないようにする。（３）船休の動揺等、状況の判断を誤らない。（４）改良船と砂運搬船との連絡、合図を徹底する。				若築建設（株）				りんかい日産建設株式会社																																																																																												H03-東北-塩釜-0501.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		1992		1		21		20		30		1991		TRUE		8		6		東北		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		8		ERROR:#VALUE!		14		1992/1/21　20:30		33624.8541666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		28年 00月		演出		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		0				新潟港工事記録映画撮影		被災者は沈埋函端部鋼殻組立作業を撮影の為、端部鋼殻組立用枠組足場（５面組・土地高さ８．７ｍ）上にあがっていた。撮影位置を端部鋼殻上に移動するため被災者は高さ１ｍの手摺と中さんの間をくぐりぬけ、中腰の状態でまず右足を端部鋼殻上にかけ、立ちあがろうとした際、右足が滑りバランスをくずして枠組足場と端部鋼殻との隙間（約７０？）より約２．６ｍ下の鋼製張出し足場上に墜落し左肩を被災したものである。当日端部鋼殻は雨の為濡れていた。端部鋼殻には親鋼が設置されていたが被災者は安全帯を着用していなかった。		平成4年2月14日 10時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						11:足場、通路				03:作業床				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																										<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）現場に入場する時には予想される災害注意事項等の安全教育を強化。（２）撮影開始前に当局と撮影者及び工事関係者により撮影計画書にもとづく安全管理を強化。（３）撮影する場合には保護具の着用を徹底することを強化。（４）安全な撮影ができるように監督指導を強化。																																																																																																				H03-北陸-新潟-0401.xlsx		3/6/15 18:30		3/6/15 18:30		1992		2		14		10		45		1991		TRUE		1		29		北陸		5		28		0		28.0		11		199		84		1992/2/14　10:45		33648.4479166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		44		男		24年 09月		鳶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								3:9～15		0				東京国際空港上層道路上部工事（その１）		ＨＴＢ締付工事中、足場上にて作業をしており締付場所を移動するときにバランスをくずして転倒し、その時に左手中指の第２関節を骨折する。		平成4年3月14日 10時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						11:足場、通路				04:通路				02:転倒				0301:倒壊：足場、作業構台等																																										<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全施工サイクルの見直し（２）積極的安全管理（３）日常点検の改善				株式会社ＩＨＩ				宮地エンジニアリング株式会社																																																																																												H03-関東-東京空港-0601.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		1992		3		14		10		0		1991		FALSE		2		29		関東		3		24		9		24.8		11		301		84		1992/3/14　10:0		33677.4166666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		42		男						04:胸部								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		東京国際空港西側ターミナル地区地下構造物築造工事（その４－４		仮設桟橋解体撤去作業中にアクローパネルで構成した両側の主桁が倒壊し、主桁上で作業していた被災者は投げ出され負傷した。		平成4年5月21日 9時55分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		仮設工		84:その他(　)		撤去工																		22:仮設物・建造物等				08:崩壊・倒壊				01:墜落・転落				0301:倒壊：足場、作業構台等																				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。						ＢＮ・繋ぎ材を架台設置前に撤去しており、作業の方法や手順を打ち合わせた通りに行っていなか<改行>った。<改行>																31:交通量が多かった。								主桁連結のＢＮは全部、上弦繋ぎ材及び斜材の西側は全部、東側は３分の２が撤去され<改行>ていた。近接作業における立ち入り禁止措置を欠いていた。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				作業指揮者の点検・確認及び指示の不良があった。具体的な作業方法・手順がなく、<改行>関係者に周知されていなかった。混在・近接作業における作業所間の連絡調整が不足<改行>していた。作業員への作業方法・手順を教育していなかった。作業計画の事前検討が<改行>十分行われていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%										大成建設株式会社				株式会社富士ピー・エス				戸田建設株式会社																																																																																								H04-関東-東京空港-0103.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1992		5		21		9		55		1992		FALSE		1		29		関東		4		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		22		301		84		1992/5/21　9:55		33745.4131944444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		45		男						10:その他(　)						左恥骨		04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		東京国際空港西側ターミナル地区地下構造物築造工事（その４－４		仮設桟橋解体撤去作業中にアクローパネルで構成した両側の主桁が倒壊し、主桁上で作業していた被災者は投げ出され負傷した。		平成4年5月21日 9時55分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		仮設工		84:その他(　)		撤去工																		22:仮設物・建造物等				08:崩壊・倒壊				01:墜落・転落				0301:倒壊：足場、作業構台等																				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。						ＢＮ・繋ぎ材を架台設置前に撤去しており、作業の方法や手順を打ち合わせた通りに行っていなか<改行>った。<改行>																31:交通量が多かった。								主桁連結のＢＮは全部、上弦繋ぎ材及び斜材の西側は全部、東側は３分の２が撤去され<改行>ていた。近接作業における立ち入り禁止措置を欠いていた。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				作業指揮者の点検・確認及び指示の不良があった。具体的な作業方法・手順がなく、<改行>関係者に周知されていなかった。混在・近接作業における作業所間の連絡調整が不足<改行>していた。作業員への作業方法・手順を教育していなかった。作業計画の事前検討が<改行>十分行われていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%										大成建設株式会社				株式会社富士ピー・エス				戸田建設株式会社																																																																																								H04-関東-東京空港-0102.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		1992		5		21		9		55		1992		FALSE		1		29		関東		5		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		22		301		84		1992/5/21　9:55		33745.4131944444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		20		男						03:背部								04:骨折		02:創傷						6:死亡		0		1:労災適用		東京国際空港西側ターミナル地区地下構造物築造工事（その４－４		仮設桟橋解体撤去作業中にアクローパネルで構成した両側の主桁が倒壊し、近くで共同溝防水作業中の被災者が、倒壊してきた主桁とコンクリート床の間に挟まれ被災した。又、主桁上で作業していた２名が投げ出され被災した。		平成4年5月21日 9時55分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		防水工		84:その他(　)																				26:その他の起因物(　)		仮設物		15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0302:倒壊：型枠支保工等																				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。						ＢＮ・繋ぎ材を架台設置前に撤去しており、作業の方法や手順を打ち合わせた通りに行っていなか<改行>った。<改行>																31:交通量が多かった。								主桁連結のＢＮは全部、上弦繋ぎ材及び斜材の西側は全部、東側は３分の２が撤去され<改行>ていた。近接作業における立ち入り禁止措置を欠いていた。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				作業指揮者の点検・確認及び指示の不良があった。具体的な作業方法・手順がなく、<改行>関係者に周知されていなかった。混在・近接作業における作業所間の連絡調整が不足<改行>していた。作業員への作業方法・手順を教育していなかった。作業計画の事前検討が<改行>十分行われていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%										大成建設株式会社				株式会社富士ピー・エス				戸田建設株式会社																																																																																								H04-関東-東京空港-0101.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		1992		5		21		9		55		1992		FALSE		5		29		関東		6		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		26		302		84		1992/5/21　9:55		33745.4131944444

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		09年 06月		ミキサー船作業員		10:その他(　)						全身		10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		博多港（香椎パークポート地区）橋梁工事（第３次）		ミキサー船にて生コン製造中に被災者は骨材の残数量及び砂の流れの状況を点検していたが足を滑らして貯蔵室のホッパーに落ち砂に埋もれ窒息死したものです。		平成4年5月25日 15時0分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		橋梁下部工		84:その他(　)		コンクリート製造圧送		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		06:コンクリート機械				16:その他の加害物(　)		骨材（砂）		23:その他(　)		埋没		1399:その他：その他																																1										設備の保守が悪い。危険な場所に入った。油断軽視した。危険箇所への教育不十分。<改行>										一部砂受けホッパーにスクリーンの設備がなかった。船内オペレーター室とホッパー部<改行>との連絡方法に不備があった。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。				ＫＹＹを十分に行い、作業員の危険予知能力の向上を図らねばならない。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．次の４項目について徹底及び指導を図る。（１）船舶機械器具は持込時に必ず所有者にも安全施設の確認をさせ、さらに毎日の始業点検を強化する。（２）末端まで安全意識の高揚を図る。（ＫＹＫ、ＴＢＭ）（３）回航前に現地へ出向き使用船舶の安全を確認させる。（４）大規模工事の場合産業医の常設と救命器具の常設を指導する。２．（１）請負者が実施する事故防止対策－別表																																																																																																				H04-九州-博多-0101.xlsx		3/6/15 17:42		3/6/15 17:42		1992		5		25		15		0		1992		TRUE		23		29		九州		6		9		6		9.5		6		1399		84		1992/5/25　15:0		33749.625

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		00年 01月		作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		28		1:労災適用		熊本港（本港地区）泊地（－５．５ｍ）外３件浚渫工事		土運船を空気圧送船に接舷中、土運船の係船柱にワイヤーロープをかけた所、ワイヤーロープが張り係船柱とワイヤーロープの間に左手中指・薬指をはさまれ両指の第一関節より切断した。		平成4年6月5日 11時20分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ワイヤーロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																		1		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。						補助ロープを使用してなかった<改行>																26:振動があった。								補助ロープを設置してなかった<改行>										安全指示が不適切であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ワイヤーロープに補助ロープをつけ補助ロープをもって係船柱にかける。				五洋建設株式会社				東洋建設株式会社																																																																																												H04-九州-熊本-0201.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		1992		6		5		11		20		1992		TRUE		8		5		九州		4		0		1		0.1		8		1104		14		1992/6/5　11:20		33760.4722222222

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		03年 00月		型枠大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		10		1:労災適用		釜石港湾口防波堤北堤深部本体工事（その７）		釜石港湾口防波堤のケーソン製作現場（泉作業基地第５打継場）で鋼製型枠組立を行なっていたとき、アンカーボルトのじゃまになる鉄筋をバールで押し込んでいたところ、バールが鉄筋からはずれた。はずみに、左手を鋼製型枠の角に打ちつけた。		平成4年6月9日 13時30分 頃		海上		海上打継場		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		19:動作の反動・無理な動作				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。				ケーソン製作工事で、組み立てた型枠の中の鉄筋をバールで押して矯正していた型枠大工が、バー<改行>ルの先端が鉄筋より外れた為にバランスを崩し、（型枠）コーナーアングルに激突した。<改行>										<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								作業員の基礎的な教育が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）組立て終わった鉄筋を少しずらすには、むりやりな人力施工を禁止し、巻き上げチェーンを用いることに　　　する。（２）力をかけた反動を、いつも予測しいかなるときも不安定な状態にならない様に注意する。				若築建設（株）																																																																																																H04-東北-釜石-0201.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		1992		6		9		13		30		1992		TRUE		19		11		東北		5		3		0		3.0		21		1299		55		1992/6/9　13:30		33764.5625

		北海道開発局		網走港湾事務所		紋別		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		03年 00月		作業船甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		紋別港第３防波堤工事		当日、ＡＭ０８時０５分頃作業船が基礎捨石投入準備のため、第３船溜り地区から中割石積込岸壁（第２埠頭西岸壁）まで曳航され岸壁係留作業に取りかかりました。本船舶尾係留ワイヤーを後方の係船中に取付、その後船首係留ワイヤーを前方の係船柱に取付作業中、船尾係留ワイヤーが車止めにひっかかりくの字に緊張して車止めより外れ、近くにいた被災者が足元を払われて転倒し、左上腕部を被災しました。		平成4年7月4日 8時5分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		作業船係留ワイヤー		02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。		作業標準では、ワイヤーロープの内角側への立入を禁止しているが、作業船の接岸で、被害者がワ<改行>イヤーロープを係船柱に取り付け作業船側に移動しようと気持ちが焦った状態であったと思われる<改行>。<改行>																														17:安全標識がなかった。		17:安全標識がなかった。						作業船の接岸時に係留ワイヤーが、岸壁の車止めの間にはまり込み、作業船の移動に伴<改行>って車止めからワイヤーロープが跳ね上がったものである。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		作業計画での安全管理の徹底・周知がされていなかったことと作業全体の流れを把握<改行>し作業員を誘導すべき作業指揮者の配置がなく、安全管理の教育・訓練等の不備があ<改行>ったと考えられる。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．作業手順等の見直しを再度行い、作業前の安全ミーティングをより充実させる為、作業員の周知徹底を計る？　作業船係留ワイヤーを係留柱に取り付けるときは、確実に係船柱根元までワイヤーを下げて、取り付ける。？　ワイヤー取付後、当事者は船長又はウィンチ操舵者に合図を送り、ワイヤーが外れても安全な位置まで待避　し且つ、ワイヤーの内角側には絶対に立ち入らない。？　船長は、作業船を動作させるときにはワイヤー等の係船箇所が安全であることを確認の後、次の作業の指示　及び作業に取りかかる。？　船長が他の作業中は、必ず船員又は、作業員等を見張り員として危険箇所に配置し安全を確認させる。				機械開発北旺（株）				12000089000372				藤建設株式会社																																																																																								H04-北開局-網走-0201.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		1992		7		4		8		5		1992		TRUE		2		8		北海		4		3		0		3.0		8		1104		14		1992/7/4　8:5		33789.3368055556

		北海道開発局		留萌港湾事務所		留萌		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		12年 00月		作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		0				留萌港北外防波堤工事		六脚ブロック（Ｋ１．４４）（Ｗ＝３９．９９３ｔ／個）製作作業に於いて、型枠組立作業を行っていたが同型枠の固定ボルト差込み穴がずれ、合わないので正位置に調整するためシノを締付穴に差し、力を入れあおったところ突然シノがはずれ、木製梯子（地上高１．６ｍ）から転落し負傷したものである。		平成4年7月4日 9時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20								11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業員全員に再教育を行うとともに、作業の方法、手順について一層の周知徹底を図る。				岩倉建設（株）				東亜建設工業株式会社																																																																																												H04-北開局-留萌-0101.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		1992		7		4		9		15		1992		TRUE		1		17		北海		4		12		0		12.0		11		ERROR:#VALUE!		55		1992/7/4　9:15		33789.3854166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		23		男		01年 03月		オペレータ助手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		0		1:労災適用		東京国際空港土質調査（その２２）		現場において、ボーリング作業中三脚に登ろうとした際、誤って足がスベリ、ボーリング機械のカウンターシャフト間に右足を突っ込み右足下腿を骨折した。		平成4年7月7日 10時0分 頃		陸上		滑走路		03:土質調査				84:その他(　)				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		三脚		16:その他の加害物(　)		ボーリング機械		23:その他(　)		踏みはずし		1399:その他：その他																																										油断してしっかり足場に足をかけなかったために足をふみはずして機械の回転部分に足を突っ込ん<改行>だ。<改行>		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。						機械の回転部分のカバー等安全度及び危険防止設備が不足だった。<改行>										足場はしっかり確認する等の基礎心得の教育・訓練が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）積極的安全管理。（２）作業開始前の危険作業への周知徹底。（３）三脚へ登る際の安全ベルト着用の徹底。																																																																																																				H04-関東-東京空港-0301.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1992		7		7		10		0		1992		FALSE		23		3		関東		5		1		3		1.3		26		1399		84		1992/7/7　10:0		33792.4166666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		37		男		19年 00月		機械技術員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								05:切断										0				東京国際空港エプロン舗装等工事（その３）		コンクリート舗装工事施工中、コンクリート破片を取り除こうとして、コンクリートの中に足を入れてかがんだ時、転倒してブレードスプレッターの車輪カバーとレールの間に右足をはさまれた際に右下腿を複雑骨折した。		平成4年7月8日 7時50分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						06:コンクリート機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0807:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：モーターグレーダー・スクレーパー等																																										<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）コンクリート舗装機械の車輪カバーをレール面までに改善する。（２）重機の作業範囲に入る時、オペレータとの目視合図をし、停止を確認の上入る。（３）作業主任又は、作業指揮者の常駐。（４）作業主任又は、作業指揮者が現場を離れる場合は必ずそれに代わる者を常駐させる。				大成建設株式会社				世紀東急工業株式会社				株式会社錢高組				前田建設工業株式会社				株式会社熊谷組				世紀東急工業株式会社																																																																												H04-関東-東京空港-0401.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1992		7		8		7		50		1992		FALSE		8		22		関東		ERROR:#VALUE!		19		0		19.0		6		807		66		1992/7/8　7:50		33793.3263888889

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		能代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		08年 00月		甲板員（ポンプ船）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		171		1:労災適用		能代港（大森地区）航路（－１５ｍ）外４件浚渫工事		ポンプ式浚渫船による浚渫工事が完了したため、岸壁を作業マードとして沈設管の解体（ジョイント部の切離し）作業を行っていた。沈設管（つり荷）はトラッククレーンにてワイロープを沈設管にかけ、引き上げを行ってはボルトを取り外し、切り離しを行っていたものでその時保持していた沈設管のバランスが狂い下降したため左脚スネ部が跳ねられ被災した。		平成4年7月8日 14時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30								14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		つり荷（配砂管）		21:圧重され（落下物、重量物、車両等）																				A:危険だと思わなかった												作業に不慣れで、作業手順を無視し、作業を実施し、作業指揮体制が不充分であつた。<改行>																								玉掛ワイヤの他に補助ワイヤ等の用意がなかつた。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		作業の習熟を図り、クレーン作業には合図者を指名しその指揮のもと作業手順を遵守<改行>し作業を行なう。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）吊り上げ状態では作業を行わない。（２）ボルト取り外し時は盤木、転り止めを施した上で作業を行う。（３）ボルト取り外しの作業手順を周知徹底する。（４）作業経験の浅い者どおしはパートナーとしない。（５）玉掛、合図は確認を徹底する。				りんかい日産建設株式会社		新潟支店																		栄臨建設（株）																		工事課長より口頭で指導。																																																										H04-東北-秋田-0201.xlsx		3/6/15 19:01		3/6/15 19:01		1992		7		8		14		30		1992		TRUE		21		5		東北		5		8		0		8.0		14		ERROR:#VALUE!		84		1992/7/8　14:30		33793.6041666667

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		38		男		19年 04月		オペレーター		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		新千歳空港エプロン新設外一連工事		土工　　　　　　　　　　一式　　　　　　　　目地工　　　　　　　　　　一式コンクリート舗装工　　　１２，６００？　　　排水工　　　　　　　　　　一式路盤工　　　　　　　　　一式　　　　　　　　グルービング工　　　　　　２４，４００？		平成4年8月24日 13時0分 頃		陸上		滑走路						66:コンクリート舗装				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						06:コンクリート機械				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0703:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：コンクリートミキサー車						13:油断、軽視した。								ブレードスプレッターの点検中、操作ミスによりブレード用移動車輪とフレームの間に左手指を挟<改行>まれ負傷した。（コンクリート舗装作業中）<改行>																																						オペレーター（被災者）の技能不足。<改行>		13:適切な技術者の配置に不備があった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。						日常の危険予知訓練が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）機械及び車両の運転手の再教育を行い安全意識を持たせ、徹底していきたい。（２）これから”良い作業”に心掛け作業を行いたい。				世紀東急工業株式会社				三井住建道路株式会社				（株）玉川組																																																																																								H04-北開局-千歳-0406.xlsx		3/6/15 17:30		3/6/15 17:30		1992		8		24		13		0		1992		FALSE		8		ERROR:#VALUE!		北海		4		19		4		19.3		6		703		66		1992/8/24　13:0		33840.5416666667

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		00年 07月		地質調査員		05:腹部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		04:骨折						5:31以上		40		1:労災適用		下関港（新港地区）土質調査（第３次）		台風２０号の余波の中、平成４年９月２４日１８時頃、下関市吉見漁港内でスパット台船の安定を保つべく同台船の調整中、被災者が足場開口部へ左足より転落、角部で強打し肋骨骨折及び左肩部関節挫傷を被った。		平成4年9月24日 18時0分 頃		海上		FD、作業船上		03:土質調査				17:足場の組立・解体等				6:その他(　)		曇り時々雨		1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		2:50～200		2:無		2:無		12:作業床等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																																1		22:連絡合図が不明瞭だった。		22:連絡合図が不明瞭だった。						台船上に開口部（０．５×０．８）ｍがあった。<改行>		22:作業場が狭かった。		22:作業場が狭かった。						作業台（台船）が狭かった。<改行>		22:周辺地域への周知に不備があった。								入社まもない社員だったので、未経験な作業と事前の安全教育が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）開口部の表示を明確にし、開口部に手摺を設置して転落しない様に防護措置をとる。（２）薄暮における作業では照明設備を設置して安全を確保する。（３）新規入場者教育の徹底。																																																																																																				H04-九州-下関-0301.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		1992		9		24		18		0		1992		TRUE		1		3		九州		5		0		7		0.6		12		122		17		1992/9/24　18:0		33871.75

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		04年 05月		機関員（船員）		03:背部								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		川崎港東扇島地区岸壁（－１２ｍ）（？）地盤改良工事		被災者の京船していた砂運搬船（豊成丸）は、午前７時頃からサンドコンパクション船の瀬取船（第１３共栄丸）に砂を荷揚する作業を行なっていたが、海象状況が風速１０～１３ｍ／ｓ、波高約１．２ｍとなった為、午前１０時頃に作業中止を決定した。砂運搬船（豊成丸）は離船作業を開始したが午前１０時５０分頃、被災者はローリングによりはねあがったペンドル（大型タイヤ）に接触して豊成丸のハッチ内に転落して負傷した。		平成4年10月5日 10時50分 頃		海上		FD、作業船上		06:地盤改良				08:材料、資材等の運搬(海上)				3:雨				3:やや波が高い（1.0～1.5）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		ペンドル（防護用大型タイヤ）		16:その他の加害物(　)		船倉		01:墜落・転落				0121:墜落：坑、ピットへ																																										<改行>										<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。				<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）現場の気象・海象状況を十分把握し、できるだけ早期に対応できるようにする。（２）気象・海象情報の伝達方法の再確認と周知を図る。（３）甲板上での作業に関する安全教育を再度実施して意識の高揚を図る。				国土総合建設（株）																				日本海工株式会社																																																																												H04-関東-京浜-0501.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		1992		10		5		10		50		1992		TRUE		1		6		関東		5		4		5		4.4		26		121		8		1992/10/5　10:50		33882.4513888889

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		浦河		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		01年 06月		普通作業員		06:骨盤部								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		浦河港南防波堤改良外一連工事		当該事故は、浦河港南防波堤消波工における４０ｔ異形ブロックの欠損部取り除き玉掛け作業時において、玉掛方法を現場で検討後、被災者は被災現場にて次作業の待機をしていたところ、突然欠損部ブロックが滑動し既設ブロックとの間にはさまれ、両恥骨、左坐骨骨折に至ったものです。		平成4年10月12日 9時0分 頃		海上		防波堤上		19:コンクリートブロック据付				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		異形ブロック		21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)						15:気持ちがあせっていた。		15:気持ちがあせっていた。						作業のため危険箇所へ立入る必要があった。<改行>																														15:安全装置が不適・不良だった。		15:安全装置が不適・不良だった。						危険な状況を事前に把握できなかった。<改行>		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。						いつも行っている作業なので慣れの意識があった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業員一人一人が危険な場所、及び作業を危険と感じる予知訓練の徹底。（２）作業全般を見る作業指揮者、合図者の適正配置。（３）玉掛け者の再教育及び常日頃から安全意識の高揚、安全知識の向上を図る安全教育の実施。				12000000010945				谷開発株式会社				吉田建設（株）																																																																																								H04-北開局-室蘭-0401.xlsx		3/6/15 17:22		3/6/15 17:22		1992		10		12		9		0		1992		TRUE		21		19		北海		4		1		6		1.5		27		123		2		1992/10/12　9:0		33889.375

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		16年 06月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						06:関節の障害		13:その他(　)				潜水病		3:9～15		10		1:労災適用		塩釜港仙台港区（Ｃ）防波堤基礎工事		基礎石荒均し作業（水深１８ｍ）を２組で行っており、当日３回目の潜水を終え、２０分の減圧を行ったのち浮上した。潜水士船上にて１０分程休憩していたところ、左肩及び腕に痛みを感じ、再度加圧の為作業深度まで潜水させようとしたところ、意識がもうろうとし、ステップ上で倒れ込んだ。		平成4年10月16日 14時40分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		潜水災害		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。				潜水時間表を無視した。<改行>										<改行>		04:理解度の確認が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。				潜水時間厳守の指示不十分。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）潜水時間による減圧、休憩時間を再度見直し、指導徹底をはかる。（２）上・下での連絡を密に行ない、調整をはかる。（３）作業開始前の体調を確認しあう。				あおみ建設株式会社																																																																																																H04-東北-塩釜-0601.xlsx		3/6/15 18:53		3/6/15 18:53		1992		10		16		14		40		1992		TRUE		23		29		東北		3		16		6		16.5		27		1399		23		1992/10/16　14:40		33893.6111111111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		27		男		07年 00月		運転手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		0				東京国際空港立体駐車場新築躯体工事（その１）		小梁（Ｈ－４５０×２００×９×１４　Ｌ－６．０ｍ　４５６？）を仮置し、ワイヤーの片付け作業中にＨ鋼３本の内の１本の下フランジに足をかけた際、台木に段差（１０？）があったため、Ｈ鋼が転倒し、右足を鉄板との間にはさまれ骨折した。		平成4年10月21日 8時20分 頃		陸上		立体駐車場		29:その他(　)		鉄骨工事		05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				03:作業床				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																										<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）Ｈ鋼を仮置きする時であっても台木としてバタ角を使うのでなく、Ｈ鋼を使いシャコ万等で固定する。				鹿島建設株式会社				清水建設株式会社				五洋建設株式会社				株式会社淺沼組				株式会社不動テトラ																																																																																H04-関東-東京空港-0701.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1992		10		21		8		20		1992		FALSE		8		29		関東		5		7		0		7.0		24		1399		5		1992/10/21　8:20		33898.3472222222

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		30年 00月		鍛冶工		06:骨盤部								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		伏木富山港（富山地区）岸壁（－１０ｍ）（１号）（改良）工事		岸壁改良工事の岸壁上で仮設用の鋼材（Ｈ型鋼４００×４００×Ｌｇ４．０ｍ）上の材料（等辺小形鋼Ｌ５０×６Ｌｇ＝１．０ｍ約４．５Ｋｇ）を取りに行く途中鋼材上（Ｈ型鋼４００×４００）２段目より滑落して、１段目のＨ型鋼の角に腰部と骨盤部を打ち骨折した。		平成4年10月23日 15時10分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				56:支保工の組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		危険意識の欠如<改行>		99:その他		99:その他		99:その他				Ｈ鋼の上に他の材料を置いていた<改行>										不適切なところに材料を置かせた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）使用材料を区分して仮置と共に異種材料の積上げをしない。（２）作業ヤードが狭いので仮設材料の整理整頓及び不用材の搬出。（３）作業手順の再確認。（４）飛び下り飛びのりはしないで足元を確認し確実に行動する。				あおみ建設株式会社		北陸支店																																																																																														H04-北陸-伏木富山-0301.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		1992		10		23		15		10		1992		TRUE		1		9		北陸		5		30		0		30.0		24		199		56		1992/10/23　15:10		33900.6319444444

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		64		男		19年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								3:9～15		14		1:労災適用		新広島空港エプロン等新設工事（その２）		コンクリート舗装仕上げ作業中、被災者は型枠（レール）を持って、型枠内のコンクリートガラの清掃をしていた。　その後、別の作業員が粗面仕上げを行うため、目地切り機を移動させたところ、操作台の反対側で清掃作業をしていた被災者に気づかず、被災者の左手が車輪とレールにはさまれ負傷した。		平成4年10月27日 15時0分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		コンクリート舗装		60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						07:舗装機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった												作業員がレールに手を置いて、型枠の清掃をしているのに気づかず、運転者が目地切り機を発進し<改行>た。<改行>																																						機械の構造・・・始動時のブザーがついていない。機械の作業速度。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。				作業手順の周知徹底・・・共同作業は合図確認を必ず励行。指導員の配置。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）誘導員を配置する。（２）作業手順を作業員全員に熟知する。（３）機械の移動に際しては合図をし、全作業員に合図を徹底させる。				大林道路株式会社																																																																																																H04-中国-広島-0101.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		1992		10		27		15		0		1992		FALSE		8		29		中国		3		19		0		19.0		7		899		60		1992/10/27　15:0		33904.625

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		42		男		00年 06月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						眼球損傷		2:4～8		1		1:労災適用		新広島空港滑走路新設工事（その２）		アスファルト舗装工において、基礎工の型枠設置作業のため型枠に釘を打ちつけ固定する作業を行っていたところ、釘の破片が飛び、眼に突き刺さった。		平成4年11月3日 14時0分 頃		陸上		滑走路										1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						21:手工具、用具				16:その他の加害物(　)		鋼材（釘）の破片		19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				18:熱中して判らなかった		18:熱中して判らなかった						保護用メガネを着用しなかった。<改行>										<改行>										鉄ピンの確認が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業員末端の安全意識の向上を図るため、安全教育を充実させる。（２）類似事故防止のため、舗装型枠設置作業に対し、ゴーグル等目の保護になるものをつけて作業に当る。（３）日々のＫＹＫのマンネリ化を防止し、各作業の詳細まで打合わせを行い危険要因の撲滅を図る。（４）安全パトロールの頻度を高め是正指示を行い、未然に事故防止を図る。				前田道路株式会社																																																																																																H04-中国-広島-0201.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		1992		11		3		14		0		1992		FALSE		19		ERROR:#VALUE!		中国		2		0		6		0.5		21		1399		ERROR:#VALUE!		1992/11/3　14:0		33911.5833333333

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		16		男		00年 01月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						挫減創		5:31以上		60		1:労災適用		八戸港八太郎地区（－１２ｍ）地盤改良工事		ペーパードレーン打設作業時、ケーシング引抜き作業の際にケーシング表面に付着していたドロを除去しようとして定着プレートを用いて作業していたが、プレートがガイドローラーに巻き込まれ左手を負傷した。		平成4年11月5日 10時30分 頃		陸上		その他		06:地盤改良				43:砂杭等の打込み(陸上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった				28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				被災者は作業経験が全く無く、危険に対する認識が薄かった。単純作業のため、時間の経過につれ<改行>て作業に対する慣れが生じた。<改行>		28:粉塵が多かった。								ケーシングとガイドの隙間に防護設備がなかった。<改行>										共同作業であったにもかかわらず、作業手順等の打ち合わせが十分になされていなか<改行>った。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業機械の改善ガイドローラーの部分に防護装置を取付る。　（２）作業員の教育　　　安全教育を更に徹底させる。又、年令、経験等を考慮した作業配置をとる。				大都建設（株）																																																																																																H04-東北-八戸-0801.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		1992		11		5		10		30		1992		TRUE		8		6		東北		5		0		1		0.1		4		ERROR:#VALUE!		43		1992/11/5　10:30		33913.4375

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		20年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						4:16～30		21		1:労災適用		釜石港湾口防波堤北堤深部築造工事		釜石港湾口防波堤泉地区作業基地内のブロックヤードで根固方塊の転置（横持ち）作業を行なっていたとき、転置中（吊り状態）の方塊と転置済方塊が接触するのを防ぐため、角材を間に入れたところ、方塊に押され角材と転置中のブロックに右手指を挟まれた。		平成4年11月17日 9時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				16:その他の加害物(　)		根固方塊		08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。						角材に手をそえて持つところを手で握った<改行>										<改行>		99:その他								作業の安全指示が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業指揮者（合図者）は、全体が見渡せる位置に配置する。（２）人力によるクッション作業は、原則として行なわないこととする。（３）万一のために、あて物の握り部分を改良し指が挟まれない材料を用意する。（４）作業員は、互いに声を掛け合って作業を行なう。				五洋建設株式会社																																																																																																H04-東北-釜石-0901.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		1992		11		17		9		0		1992		TRUE		8		18		東北		4		20		0		20.0		24		1199		51		1992/11/17　9:0		33925.375

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		22年 00月		左官		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		21		1:労災適用		相馬港沖防波堤築造工事（その４）		上部コンクリート打設準備の際、既設の上部（＋５．５ｍ）から打設場所（＋３．５ｍ）へ梯子で降りようとしたところ転落（滑落）して被災した。		平成4年11月18日 8時0分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				05:階段・梯子等				01:墜落・転落																																		A:危険だと思わなかった				02:資格が無いのにやった。								前向きではしごを降りた<改行>		02:機械・器具の材料に欠陥があった。								はしごの設置角度が緩やかだった<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								ＫＹ等の安全活動が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）梯子の設置角は７５°前後とする。（２）昇降は体を三点で支持し、荷は持たない。（両手～片足、片手～両足）（３）Ｋ．Ｙ．Ｋの進め方で世話役の注意、指示だけでなく作業員からヒヤリ、ハットの体験を聞き、皆で決め　　　て守るＫ．Ｙ．Ｋを行う。				五洋建設株式会社																																																																																																H04-東北-小名浜-1001.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		1992		11		18		8		0		1992		TRUE		1		21		東北		4		22		0		22.0		11		ERROR:#VALUE!		2		1992/11/18　8:0		33926.3333333333

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		20年 00月		橋梁特殊工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						脳挫傷		6:死亡		0				函館港臨港道路橋体架設工事		墜落の瞬間についてこれを目撃した者はいないが足場上の他の作業員の状況報告から判断すると、吊り下ろし作業を担当していた被災者は吊り下ろし作業の後、次のクランプの位置に移動するために安全帯のフックをはずし掛け直す前に移動しようとしてバランスをくずして足場板と共に約６．８ｍ下のアスファルト舗装道路上に墜落したものと思われる。		平成4年11月25日 13時40分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				17:足場の組立・解体等				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）施工前の打合せの徹底。（２）高所作業については、リフト車、ハイライダー等を使用する。（３）高所作業については監視員を配置する。（４）高所作業を極力排除する。（５）安全帯の使用の徹底。				松尾建設（株）				ＪＦＥエンジニアリング（株）				株式会社栗本鐵工所																																																																																								H04-北開局-函館-0601.xlsx		3/6/15 17:26		3/6/15 17:26		1992		11		25		13		40		1992		TRUE		1		29		北海		6		20		0		20.0		11		ERROR:#VALUE!		17		1992/11/25　13:40		33933.5694444444

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		宮崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		39年 00月		起重船玉掛者（副船団長）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷										0				宮崎港（外港地区）防波堤（南）工事（第８次）		異形ブロックの据付作業に於いて起重機船上で玉掛者がブロックの玉掛作業をしていた所、急な海象の変化（うねりの拡大）の為に持っていた玉掛ワイヤーに体ごと振られ、玉掛フックがブロックに衝突しはね返ったフックにワイヤーを持っていた左手親指を打撃し創傷した。（末梢骨折）		平成4年12月14日 12時10分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				03:激突				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																		1										急な海象の変化（うねりの拡大）の為に持っていた玉掛ワイヤーに体ごと振られた<改行>																								<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）合図者は全体の状況判断が出来る位置で合図をする。（２）海象の監視員を起き、海象条件が悪くなったら作業を中止する。<改行>（３）メガロックのような孔のあるブロックの上で玉掛作業をする場合墜落防止策（孔を防ぐ）を行う。				国土総合建設（株）																																																																																																H04-九州-宮崎-0401.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		1992		12		14		12		10		1992		TRUE		3		19		九州		ERROR:#VALUE!		39		0		39.0		14		1102		51		1992/12/14　12:10		33952.5069444444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		01年 00月		普通作業員		03:背部								04:骨折								4:16～30		0				那覇港（新港地区）防波堤（浦添第一）被覆ブロック製作工事		被覆ブロック（１０ｔ型ビーハイブ）の転置（２段目）作業中、ブロック本体を吊り降ろしブロックより吊り具を外した後、ワイヤーを巻き上げして旋回を行った際、被災者の頭上を通過したため、吊り具を避けようとしてバランスを崩し、ブロックの２段目上より転落し被災したものである。		平成4年12月24日 10時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				01:地面				01:墜落・転落																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）クレーン作業半径内の安全を十分確認してからクレーンの旋回を行うよう徹底させる。（２）吊り具を外した後は、クレーン作業半径内から立ち退くよう徹底させる。				（株）南海建設																				有限会社田中組																																																																												H04-沖総局-那覇-0101.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		1992		12		24		10		30		1992		TRUE		1		18		沖縄		4		1		0		1.0		14		ERROR:#VALUE!		51		1992/12/24　10:30		33962.4375

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		20年 00月		機関長（船舶）		10:その他(　)						溺死		13:その他(　)						溺死		6:死亡		0		1:労災適用		八戸港河原木地区岸壁（－１４ｍ）築造工事		築造工事の作業工程の一部であるケーソン据付作業において、引船が方向転換時に横波により転覆し船内に閉じ込められ溺死した。		平成5年1月8日 10時30分 頃		海上		FD、作業船上		16:ケーソン曳航・据付				18:曳航・回航				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				11:海水等				11:おぼれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				24:相手の行動を確認しなかった。								気持ちが焦っていて危険を予測できなかった<改行>										天候が急変した<改行>		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。								海象の変化への対応が遅れた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%										東洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社																																																																																												H04-東北-八戸-1101.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		1993		1		8		10		30		1992		TRUE		11		16		東北		6		20		0		20.0		25		1399		18		1993/1/8　10:30		33977.4375

		近畿地方整備局		舞鶴港湾事務所		柴山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		01年 00月		大工										01:打撲傷		04:骨折		13:その他(　)		臓器圧迫		5:31以上		999		1:労災適用		柴山地区防波堤（西）工事		ケーソン内足場組立作業において、８段目足場完了後引き続き９段目足場の鳥居枠を架設中、バランスを崩し８段目作業床（高さ１３．８ｍ）から墜落した。		平成5年1月8日 16時10分 頃		海上		FD、作業船上		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落						A:危険だと思わなかった		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		07:防護物・保護具を使用しなかった。						作業なれにより、作業手順が守られていない。安全帯を着用していたが使用しなかった。<改行>																																						親綱が設置されていなかった。<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．設備の改善　　１）型枠足場架設時の親綱の張り方の改善　　　　　　　　　　　　　　　　　                ２）ケーソン内部に墜落防止用安全ネットを取り付ける　                ３）ケーソン外周足場にグリーンネットを取り付ける２．施工方法の改善１）枠組足場架設時の安全作業手順書の改正　３．高所作業時の安全教育の充実１）今回の墜落事故要因の説明　２）枠組足場架設時の設備の改善、及び安全作業手順書に基づく施工方法の説明　３）作業前の危険予知活動の内容充実を図る　４）安全選任者の現場常駐				東亜建設工業株式会社																																																																																																H04-近畿-舞鶴-0301.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		1993		1		8		16		10		1992		TRUE		1		11		近畿		5		1		0		1.0		11		ERROR:#VALUE!		17		1993/1/8　16:10		33977.6736111111

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		宮崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		40年 00月		普通作業員										01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				4:16～30		30		1:労災適用		宮崎港（外港地区）防波堤（内）工事（第２次）		実証試験堤項部の縦締ＰＣ線定着部の後埋コンクリートの均し作業中、作業ヶ所横の開口部より墜落した。		平成5年1月9日 14時50分 頃						11:ケーソン製作(陸上施工)				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		鋼管、底版コンクリート		01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																																1										安全帯を使用していなかった<改行>		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								開口部上の安全ネットが一部開口していた<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						高所作業の教育が不十分でＫＹでの周知徹底してなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）最上部の開口箇所をふさぐと共に作業範囲の外周に足場（単管パイプで棚）を設ける。				五洋建設株式会社				東洋建設株式会社				若築建設（株）																																																																																								H04-九州-宮崎-0501.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		1993		1		9		14		50		1992		TRUE		1		11		九州		4		40		0		40.0		11		123		60		1993/1/9　14:50		33978.6180555556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		10年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0				新潟港（西港地区）防波堤（第二西）（その１）工事		テトラポッド（５０ｔ型）製作時、保温養生シートをクローラクレーンにて吊り下げセット中、被災者はテトラの足に上りシート掛けを行っておりシートが風にあおられたたかれたため、高さ約１．８ｍのテトラ足部より落下し、両足かかと骨折を負った。		平成5年1月14日 14時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード										3:雨						3:中風（4～8）		2:0～10								25:環境等				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																										<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業前のミーティング強化と安全教育の強化。（２）ＫＹＴ活動の充実を図る。（３）型枠上での作業禁止と悪天候時の作業中止。（４）養生シート施設作業時はロープを４方向以上から地上にて引く。				（株）近藤組																																																																																																H04-北陸-新潟-0401.xlsx		3/6/15 18:30		3/6/15 18:30		1993		1		14		14		15		1992		TRUE		1		ERROR:#VALUE!		北陸		1		10		0		10.0		25		199		ERROR:#VALUE!		1993/1/14　14:15		33983.59375

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		30年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						圧挫創		4:16～30		63		1:労災適用		伏木富山港（伏木地区）岸壁（－７．５ｍ）（その２）工事（本体		ケーソン仮置場に仮置されたケーソンの止水板取付ボルト（水面下４３ヶ所）の最終ボルトの取外し作業中、力を入れようとしたため体のバランスが崩れ、止水板のケーソン壁面側に手がかかり、ケーソン壁面と止水板に左手中指及び薬指の先をはさまれ負傷した。		平成5年1月28日 14時30分 頃		海上		海上打継場		15:ケーソン進水				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ケーソン止水板		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																																		02:資格が無いのにやった。								手が滑ってケーソンと止水版の間に指を挟んだ<改行>										なし<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								作業の危険性の教育が不足<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）潜水士が止水板から離れて作業出来る様にスパナをボックス型にする。（２）ボルト取外し作業を容易にするため、止水板に把ってを付ける。（３）作業手順を再考し波、流れの影響を少なくする目的で水中部全部の作業を完了した後、順次水上部のボル　　　トを取り外しながら止水板を吊り上げる。				東洋建設株式会社		北陸支店																		谷内工業株式会社																																																																												H04-北陸-伏木富山-0501.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		1993		1		28		14		30		1992		TRUE		8		15		北陸		4		30		0		30.0		26		1199		51		1993/1/28　14:30		33997.6041666667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		20年 00月		溶接工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		港区換気所下部躯体工事		連結ジャッキ据付作業中、ビティ枠を利用して降りようとした時、腰袋がビティ枠にひっかかり、それをはずす際にバランスを崩し、床鋼板までこじれるような状態でズリ落ちた。		平成5年2月8日 9時40分 頃						29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		1:有		13:支保工				03:作業床								0101:墜落：足場から						03:指示、命令を守らなかった。								作業通路を通らず足場を上り墜落した<改行>																																						<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								教育不足であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全設備のさらなる充実（２）不安全行動の排除を行うべく、きめ細かい作業指示、安全意識の高揚、指導教育の徹底（３）日々の安全パトロールによる監視、指導の強化（４）毎日の工事連絡協議会における安全パトロールの継続、指導				株式会社富士ピー・エス				戸田建設株式会社				三井住友建設株式会社																																																																																								H04-近畿-大阪-0501.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		1993		2		8		9		40		1992		TRUE		ERROR:#VALUE!		29		近畿		5		20		0		20.0		13		101		1		1993/2/8　9:40		34008.4027777778

		近畿地方整備局		舞鶴港湾事務所		舞鶴		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		30年 07月		船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		喜多地区航路（－１２．０ｍ）浚渫工事		グラブ浚渫船上において、本船の船長である被災者は、クレーンのデッキ上から揚錨船の誘導をマイクで行っていた。その後、本船甲板に降りようと、昇降タラップを２、３段降りたところ、足を滑らし甲板上に転落した。		平成5年2月8日 14時10分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				4:雪				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		昇降タラップ		02:甲板				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から						19:よそ見をしていた。		19:よそ見をしていた。						アンカー打替えの為、右舷側の指示をした後、左舷側に、移ろうとして、階段を焦って、降りよう<改行>としたためまた片手にマイクをもって階段を降りようとしたことも原因と思われる。<改行>																														19:保護具が不良だった。								被災当時、小雪が降っていた為、階段のステップが濡れていた。　<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						元請として事前に気象条件等を考慮した上で作業船の設備点検を行い、不備を是正（<改行>ステップに滑り止めの措置を行う等）すべきであった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）設備の改善　　　昇降タラップの手摺りが片側のため、両側に増設する。（２）不安全行動の防止　　　出来る限り、両手で手摺りを支えられる姿勢で降りる。　　　ゆっくりと慎重にタラップを降りる。　　　今後一層の安全教育を行う。				寄神建設（株）																				タチバナ工業（株）																																																																												H04-近畿-舞鶴-0401.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		1993		2		8		14		10		1992		TRUE		1		5		近畿		5		30		7		30.6		26		101		13		1993/2/8　14:10		34008.5902777778

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		05年 10月		工事担当者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								5:31以上		36		1:労災適用		釜石港湾口防波堤北堤深部本体工事（その２）		釜石港湾口防波堤泉作業基地内通路桟橋上でガイド材（Ｌ－２００×２００×１５×４０００）の取付に先立ちガイドの取付位置（上下左右）の仕分けを行なうために、ボルト穴の寸法確認を行なっていた際、一部のガイドが重なって寸法が取れなかったので手を掛け動かそうとしたが、ガイド材が滑り左手中指、薬指の指先を挟まれてしまった。		平成5年2月25日 14時50分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				06:材料、資材等の運搬(人力による)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				16:その他の加害物(　)		ガイド材		08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。								ガイド材（Ｌ－２００）が不安定なところへ、不用意に手を入れた。<改行>		03:機械・器具に欠陥があった。								ガイド材が不安定な状態でおいてあった。<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								製品の仮置きに対する方法および手順の教育不足<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）工事担当者は、周囲の状況を把握し、手順をふまえ作業指示を行なう。（２）不安定な状態に資材を置かない。（３）やむをえず不安定な状態の物を動かす場合には、てこ棒を使い動かす。				株式会社本間組																																																																																																H04-東北-釜石-1201.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		1993		2		25		14		50		1992		TRUE		8		12		東北		5		5		10		5.8		24		1199		6		1993/2/25　14:50		34025.6180555556

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		宮崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		00年 01月		普通作業員		06:骨盤部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		65		1:労災適用		宮崎港（外港地区）防波堤（南）工事（第７次）		防波堤（南）の上部工の型枠・組立、作業床作業中、立て掛けてあった型枠をこばくしていたチェーンを同僚と補正していたところ、型枠が倒れ下敷きとなり、骨盤骨折等の負傷をした。		平成5年2月25日 15時35分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0302:倒壊：型枠支保工等																																1		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。				被災者が型枠を抑えていたチェーンを外したため型枠が被災者の上に倒れた<改行>										なし<改行>										作業における指示が不十分だった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）型枠は、必ず枕木を敷いて寝かせて置く。（２）チェーンを使用する作業については、チェーンフックの掛け具合及び緩みのないことを熟練者が確認する				東洋建設株式会社																																																																																																H04-九州-宮崎-0601.xlsx		3/6/15 17:35		3/6/15 17:35		1993		2		25		15		35		1992		TRUE		5		21		九州		5		0		1		0.1		22		302		55		1993/2/25　15:35		34025.6493055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		43		男		06年 07月		舗装工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		0				東京国際空港エプロン舗装等工事（その４）		アスファルト舗装現場の本日施工部の型枠間の水たまりをタイヤショベルのバケットにて水はき作業中、誘導員の被災者がバックしてきたタイヤショベルのタイヤと型枠の間に足を挟まれ転倒し負傷した。		平成5年3月2日 7時15分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				84:その他(　)		アスファルトコンクリート舗装		2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																												<改行>																								<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１）重機作業区域内の立入禁止２）重機のそばに寄るときは、必ずオペレータに合図し停止するのを確認すること３）オペレータは重機稼働にあたり機械周辺の安全を確認し又、作業時は常に周りに注意を払うこと。				株式会社富士ピー・エス				株式会社奥村組				三井住友建設株式会社				フジタ道路（株）																																																																																				H04-関東-東京空港-1401.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1993		3		2		7		15		1992		FALSE		8		22		関東		5		6		7		6.6		4		804		84		1993/3/2　7:15		34030.3020833333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		13年 00月		主任技術者		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折		06:関節の障害						5:31以上		180		1:労災適用		相馬港ケーソンヤード撤去工事		コンクリート塊の飛散防止用ネットを張っているビティ足場の解体作業中に突風でビティ足場が転倒し、そのはずみで１ｍ下のコンクリート塊上に転落し被災した。		平成5年3月2日 11時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ						4:強風（8～15）		2:0～10								26:その他の起因物(　)		仮設物、建造物等、環境等		08:崩壊・倒壊				01:墜落・転落				0399:倒壊：その他																														A:危険だと思わなかった				26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		作業員に対しての作業手順の周知徹底がなされてなかったことと、強風時における作業規準が明確<改行>でなかった。また、強風、重機械の混在作業に対する安全意識の欠如があった。<改行>		26:振動があった。		26:振動があった。		26:振動があった。				コンクリート殻の飛散防止用防護設備の設置方法に不備があった。（転倒防止用根ガラ<改行>ミの片側のみの設置及びウェイトの重量不足、防護フェンスの控えの未設置）<改行>										当該作業の作業手順及びＫＹ活動の未実施、及び作業の安全指示が不適切であった。<改行>又、強風時の作業中止の規準を定めていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順は必ず厳守するということを徹底する。				庄司建設工業株式会社																																																																																																H04-東北-小名浜-1301.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		1993		3		2		11		20		1992		TRUE		1		29		東北		5		13		0		13.0		26		399		17		1993/3/2　11:20		34030.4722222222

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		05年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		0				大阪南港トンネル沈埋函製作工事（その２）		仮置状態にあった、連結ケーブル材（鋼管６．５ｍ）の取付準備作業中、連結ケーブル材の片側がりん木から外れそうになっていたため、地面に置いて安定させようとしたところ、突然同ケーブル材がりん木から外れた。そのため、指を地面とケーブル材の間にはさまれ負傷した。		平成5年3月23日 13時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		24:材料等				01:地面				08:はさまれ、巻き込まれ																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）不安全行動を排除するきめ細かな作業指示の徹底。（２）作業員、社員の安全意識の高揚。（３）日々の安全パトロールの強化。（４）仮置時の安全、安定性の再確認。（５）単独作業の禁止。（６）重量物を扱う場合は、適切な道具を使用する。				鹿島建設株式会社																																																																																																H04-近畿-大阪-0601.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		1993		3		23		13		30		1992		TRUE		8		29		近畿		4		5		0		5.0		24		ERROR:#VALUE!		2		1993/3/23　13:30		34051.5625

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		07年 01月		技術員		03:背部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		53		1:労災適用		新潟港（西港地区）道路（トンネル）飛砂防止柵設置工事		飛砂防止柵設置現場で延長確認の為一人が巻尺の始点をもち、もう一人が後方を確認しながら小走りで巻尺をのばして終点に向かう途中現場に散乱したごみにつまづいた。つまづいて転倒しそうになったので、体制を整えるために飛んで着地しようとしたが間にあわず転倒した。転倒したところに一斗缶、階段があり背中及び左足内側の踝を打ち被災した。		平成5年4月30日 17時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				19:陸上測量				2:曇り																26:その他の起因物(　)				16:その他の加害物(　)				02:転倒				1399:その他：その他																																										測量作業中後方を確認しながら巻尺をのばして（小走りで）終点に向う途中転倒。<改行>										現場内に他の者が捨てたゴミが散乱していた。<改行>		99:その他								常に足もとの確認を行う。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）現場内に散乱していたごみを片付け、作業に支障がないようにする。（２）常に足元を確認し、後方確認については、立ち止まって行う。																																																																																																				H05-北陸-新潟-0101.xlsx		3/6/15 18:30		3/6/15 18:30		1993		4		30		17		0		1993		TRUE		2		29		北陸		5		7		1		7.1		26		1399		19		1993/4/30　17:0		34089.7083333333

		北海道開発局		小樽港湾事務所		小樽		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		01年 06月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷										30		1:労災適用		小樽港本港地区潜水探査業務		潜水探査業務で、異常物（レール）を発見しウインチで船上に掲げる作業をおこなっていたが、片方のロープが外れ丁度海上に浮上してきた被災者の右手掌に裂傷を負った。		平成5年6月18日 15時30分 頃		海上		潜水作業		02:探査工				24:潜水探査				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				02:甲板				09:切れ、こすれ				0299:飛来、落下：その他						29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		レール（ｌ　６ｍ）に掛けたロープが外れた。ロープの結び方が基本的に悪かった。<改行>																														29:酸欠状態だった。		29:酸欠状態だった。						海中からレールを引揚げ時、近くにいた。又、波も５０㎝程度の波高があった。<改行>		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。						長いものに掛けるロープの結び方の理解度の不足及び作業の不慣が多少あった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）潜水士に対し、作業の安全意識を一層徹底して作業を行ないたい。（２）現場の現状に応じ、作業及び装置（ウインチ）を効率的に使用して、より安全作業に徹するよう指導しま　　　す。				日本物理探鑛株式会社																																																																																																H05-北開局-小樽-0101.xlsx		3/6/15 17:28		3/6/15 17:28		1993		6		18		15		30		1993		TRUE		9		2		北海		ERROR:#VALUE!		1		6		1.5		14		299		24		1993/6/18　15:30		34138.6458333333

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		05年 00月		潜水士		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		04:骨折						5:31以上		90		4:公衆災害		常陸那珂港作業基地防波堤築造工事		ケーソン２函目を１０：５０に据付完了し、据付状態を施主が検査潜りを入れて検査している時に、次の工種である根固ブロックを起重機船（１００ｔ）にて吊込み、据付作業を開始し、海中で検査を実施している検査潜りに接触し被災させた。数人の作業員が海に飛び込み被災者を救出し、救急車にて１１時５０分に勝田病院へ運び込んだ。		平成5年6月28日 11時10分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		据付状況確認		23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		根固めブロックの据付による		15:起因物と同じ				06:激突され				1399:その他：その他																												危険は何もないとの思い込みで他工区へ入った<改行>																								なし<改行>		20:隣接工区との連携に不備があった。								他工事の潜水士が無断で当社の作業中の現場に入った<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）注水設備の撤去等の付帯工事の作業についても十分打合わせをする。（２）具体的な作業指示と確認をして作業する。（３）並行作業（検査潜り）の確認を常に行って作業する。（４）工事内容、安全遵守事項のみではなく、関連作業や作業方法についても全員に教育を実施する。（５）作業指揮者、誘導員を作業毎に選任し、作業を実施する。（６）作業中の監督、指示の命令系統を明確にして作業を実施する。（７）並行作業者との連絡調整を、統自者が十分に行って全作業員に周知して作業する。				東洋建設株式会社				株式会社本間組																松庫工業（株）				三国屋建設（株）																																																																								H05-関東-鹿島-0102.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		1993		6		28		11		10		1993		TRUE		6		29		関東		5		5		0		5.0		26		1399		23		1993/6/28　11:10		34148.4652777778

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		16年 00月		潜水士		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷		04:骨折		12:臓器破裂				5:31以上		90		4:公衆災害		常陸那珂港作業基地防波堤築造工事		ケーソン２函目を10:50に据付完了し据付状態を施主が検査潜りを入れて検査しているときに、次の工種である根固めブロックを起重機船(100t)にて吊り込み、据付作業を開始し、海中で検査を実施している検査潜りに接触ｵ被災させた。数人の作業員が海に飛び込み被災者を救出し、救急車にて11時50分に勝田病院へ運び込んだ。		平成5年6月28日 11時10分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		据付状況確認		23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		根固めブロックの据付による		15:起因物と同じ				06:激突され				1399:その他：その他																												危険は何もないとの思い込みで他工区へ入った<改行>																								なし<改行>		20:隣接工区との連携に不備があった。								他工事の潜水士が無断で当社の作業中の現場に入った<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）注水設備の撤去等の付帯工事の作業についても十分打合わせをする。（２）具体的な作業指示と確認をして作業する。（３）並行作業（検査潜り）の確認を常に行って作業する。（４）工事内容、安全尊守事項のみではなく関連作業や作業方法についても全員に教育を実施する。（５）作業指揮者、誘導員を作業毎に選任し作業を実施する。（６）作業中の監督、指示の命令系統を明確にして作業を実施する。（７）並行作業者との連絡調整を統自者が十分に行って全作業員に周知して作業する。				東洋建設株式会社				株式会社本間組																松庫工業（株）				三国屋建設（株）																																																																								H05-関東-鹿島-0101.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		1993		6		28		11		10		1993		TRUE		6		29		関東		5		16		0		16.0		26		1399		23		1993/6/28　11:10		34148.4652777778

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		54		男		05年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		新潟空港浚渫埋立外１件工事		リクレーマー船上でバージ引寄せウインチ、ワイヤー準備作業中、巻き過ぎの為ローラにかんだワイヤーの引抜きをウインチ操作者と被災者（合図者および作業者）の２人作業を行っていたところ、伸びない為、ゆるんだワイヤーを巻く操作を行なったが巻き過ぎ、ワイヤーに手を掛けていた被災者の左手指をローラー部にはさまれた。		平成5年7月5日 5時10分 頃		海上		FD、作業船上		26:埋立				02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				02:甲板				08:はさまれ、巻き込まれ																								25:合図を勘違いした。		25:合図を勘違いした。		25:合図を勘違いした。				係船用ワイヤーが送り出されてくると思っていた。ワイヤーロープを巻きすぎた。専用金具の破損<改行>の整備をしなかった。<改行>																								保護用ゴムベルト索引金具が破損していた。<改行>		25:安全管理体制に欠陥があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		専用金具の破損を知っていたが整備指導をしなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業前のミーティング強化と安全教育の強化（２）ＫＹＴ活動の充実を図る。（３）ワイヤーロープの点検を行う。（４）安全装置の確認を行う。（５）作業員の適正な配置で行う。（６）使用設備の始業点検の励行強化。（７）鯖口に補助ロープを取付ける。				株式会社本間組				東洋建設株式会社		北陸支店		あおみ建設株式会社		北陸支店		みらい建設工業株式会社		東北支店						寄神建設（株）																																																																												H05-北陸-新潟-0201.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		1993		7		5		5		10		1993		FALSE		8		26		北陸		5		5		0		5.0		14		ERROR:#VALUE!		2		1993/7/5　5:10		34155.2152777778

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		00年 03月		型枠工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		10:その他(　)		顔、背部、腰		01:打撲傷		02:創傷						4:16～30		21		1:労災適用		塩釜港仙台港区沖防波堤外本体工事		仙台港ケーソンヤードＢ函合において、石巻港－１３ｍ岸壁用ケーソンＮｏ４号函４段目内枠脱型作業中に、下段足場を吊っていた吊りピースが１ヶ所取れ作業員３名が約５．９ｍ下に落下負傷しました。至急病院へ運び診察後、翌日より出社。		平成5年7月16日 15時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						11:足場、通路				07:落下物				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった		1										安全帯を使用してなかった<改行>		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。						吊ピースの溶接が不十分また、開口部の養生が不十分であった<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								製作物の点検確認が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）下段足場全部の点検をする。（２）下段足場の吊りワイヤーを８本以上にする。（３）下段足場に手摺を設置する。（４）親綱を設置して安全帯を使用する。（５）安全ネットにより開口部の養生をする。				五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				国土総合建設（株）																																																																																								H05-東北-塩釜-0202.xlsx		3/6/15 18:53		3/6/15 18:53		1993		7		16		15		0		1993		TRUE		1		11		東北		4		0		3		0.3		11		199		55		1993/7/16　15:0		34166.625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		01年 03月		型枠工										01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		3		1:労災適用		塩釜港仙台港区沖防波堤外本体工事		仙台港ケーソンヤードＢ函合において、石巻港－１３ｍ岸壁用ケーソンＮｏ４号函４段目内型枠脱型作業中に、下段足場を吊っていた吊りピースが１ヶ所取れ作業員３名が約５．９ｍ下に落下負傷しました。至急病院へはこび診察後、２日療養、３日目より出社。		平成5年7月16日 15時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						11:足場、通路				07:落下物				01:墜落・転落																				A:危険だと思わなかった		1										安全帯を使用してなかった<改行>																06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。						吊ピースの溶接が不十分また、開口部の養生が不十分であった<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								製作物の点検確認が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）下段足場全部の点検をする。（２）下段足場の吊りワイヤーを８本以上にする。（３）下段足場に手摺を設置する。（４）親綱を設置して安全帯を使用する。（５）安全ネットにより開口部の養生をする。				五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				国土総合建設（株）																																																																																								H05-東北-塩釜-0203.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		1993		7		16		15		10		1993		TRUE		1		11		東北		1		1		3		1.3		11		ERROR:#VALUE!		55		1993/7/16　15:10		34166.6319444444

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		03年 03月		型枠工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		10:その他(　)		肩、手、指		01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				3:9～15		14		1:労災適用		塩釜港仙台港区沖防波堤外本体工事		仙台港ケーソンヤードＢ函台において、石巻港－１３ｍ岸壁用ケーソンNo.４号函４段目内型枠脱型作業中に、下段足場を吊っていた吊りピースが１ヶ所取れ作業員３名が約５．９Ｍ下に墜落負傷しました。至急病院へ運び診察後、念のため入院中。		平成5年7月16日 15時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						11:足場、通路				07:落下物				01:墜落・転落																				A:危険だと思わなかった		1										安全帯を使用してなかった<改行>																06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。						吊ピースの溶接が不十分また、開口部の養生が不十分であった<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								製作物の点検確認が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）下段足場全部の点検をする。（２）下段足場の吊りワイヤーを８本以上にする。（３）下段足場に手摺を設置する。（４）親綱を設置して安全帯を使用する。（５）安全ネットにより開口部の養生をする。				五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				国土総合建設（株）																																																																																								H05-東北-塩釜-0201.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		1993		7		16		15		10		1993		TRUE		1		11		東北		3		3		3		3.3		11		ERROR:#VALUE!		55		1993/7/16　15:10		34166.6319444444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		47		男		15年 00月		舗装工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		東京国際空港エプロン舗装等工事（その５）		プライムコート後の養生砂を４ｔダンプ荷台上より３人で散布中、４ｔダンプが再発進時ノッキングを起こし左後にいた被害者がバランスを崩して、荷台より転落し右手首を骨折した。（養生砂散布時は停止状態である。）		平成5年7月19日 10時5分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				68:タック及びプライムコート				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				01:墜落・転落				0299:飛来、落下：その他																				02:資格が無いのにやった。								荷台に人が乗っている時に、ミスシフトにより発進時にノッキングを起こした。<改行>																02:機械・器具の材料に欠陥があった。								トラックの荷台で手摺等の設備がなかった。<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								静かに動かさなければならないのに運転手に充分な注意をさせることが出来なかった<改行>。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ダンプ運転手のシフト確認を声を出し目視確認を徹底する。（２）小型ダンプを使用する場合は散布者の足元はしっかりとした作業体勢を取る事を徹底する。（３）タイヤショベルを使用する場合でも停止した状態で作業を行い、移動する際は周囲の確認を再徹底する。				日本道路株式会社				株式会社ＮＩＰＰＯ				東洋建設株式会社				大有建設（株）																																																																																				H05-関東-東京空港-0301.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1993		7		19		10		5		1993		FALSE		1		22		関東		5		15		0		15.0		5		299		68		1993/7/19　10:5		34169.4201388889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		10年 00月		機関長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断										42		2:労災非適（船員法適用）		横浜港南本牧地区護岸（防波）基礎工事（その２）		ガット船（第１海央丸）が基礎石投入現場に入り係船作業中、右舷船尾のもやいロープをフェアリーダーから外す作業に取りかかり、機関長（被災者）がフェアリーダーの所に行き、船長がウインチ操作を行なった際、船長が声をかけてブレーキを緩め始めた時、被災者はロープをつかんだままでいたらしく、ロープと共にフェアリーダーに巻き込まれ左手小指と薬指を負傷した。（傷病名、左手第４指末節骨開放骨折、第５指第１関節切断）		平成5年8月24日 12時5分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		02:動力電動機				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																																		02:資格が無いのにやった。								作業手順を守らなかった<改行>										<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								作業手順を守るよう再教育を行う<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順を守った作業を行うよう再教育を行う。（２）ウインチを操作している時は絶対にロープに触れない事を全員に周知徹底する。（３）ウインチ操作者は、十分安全を確認した上で操作を行うと共に、はっきりと合図する。				五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																五栄土木株式会社																																																																												H05-関東-京浜-0401.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		1993		8		24		12		5		1993		TRUE		8		8		関東		ERROR:#VALUE!		10		0		10.0		2		608		14		1993/8/24　12:5		34205.5034722222

		北海道開発局		稚内港湾事務所		鬼脇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		73		男		35年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		260		2:労災非適（船員法適用）		鬼脇港外１港改修工事		１２ｔクリンガーブロック据付け作業が海上時化の為、作業が出来ずブロックを積んだ台船を南防波堤に、係留中の台船に横付けする作業中、被災者が係留中の台船上で係留用ロープを持ち接船を待っていた。仮止めしていたロープがたるんで船と船の間が開いていたので、引き船を前進させた時その仮止めのロープが急に張り、そばに立っていた被災者の足に当り、ロープとピンドル用の金具に右足をはさまれ負傷。		平成5年9月1日 10時0分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				4:波が高い（1.5以上）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		係船ロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		作業標準では船が完全に接岸するまで作業を行わないことになっているが慣れによる作業で危険個<改行>所に立入った。<改行>																														27:騒音があった。		27:騒音があった。						通常時から作業場所を整理し出来る限り広く作業床を取る。<改行>		27:作業中止の基準を定めていなかった。		27:作業中止の基準を定めていなかった。						作業開始前に当作業を予測し危険予知をすべきである。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）危険な区域に入らない。（２）船が完全に接岸してからロープをとる。（３）作業員相互間の連絡合図の徹底をはかる。				（株）中田組																																																																																																H05-北開局-稚内-0201.xlsx		3/6/15 17:18		3/6/15 17:18		1993		9		1		10		0		1993		TRUE		8		19		北海		5		35		0		35.0		8		1104		14		1993/9/1　10:0		34213.4166666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		56		男		05年 00月		機関長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								5:31以上		50		2:労災非適（船員法適用）		新潟空港浚渫埋立外１件工事		浚渫土砂運搬用の土運船の押船の機関長(被災者)は、同船の始業点検を終えて甲板に上がり、その旨を船長に連絡した。連絡を受けた船長は、エンジンを始動させ、出航準備を行った。その直後に機関長は、スタンチューブの操作を忘れたことに気づき、再び機関室に入ってスタンチューブのボルトをゆるめ、反対側に渡ろうとしてシャフトをまたいだときに、船長がクラッチのスイッチを入れたためにシャフトが回転した。そのとき、機関長が着用していた雨合羽がシャフトのカップリングに巻き付き、身体が巻き込まれて骨折、負傷した。		平成5年9月10日 6時40分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		汽船の動力機構		16:その他の加害物(　)		機関室（シャフト）		08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備						03:指示、命令を守らなかった。		03:指示、命令を守らなかった。						エンジンを停止しないでスタンチューブの操作をおこなった。クラッチを入れないよう指示されて<改行>いたがクラッチを入れた。<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業前のミーティング強化と安全教育の強化。（２）ＫＹＴ活動の充実を図る。（３）作業手順を厳守する。（４）使用設備の始業点検の励行強化。				東亜建設工業株式会社		北陸支店		株式会社本間組				大都建設（株）		新潟営業所		（株）福田組				国土総合建設（株）				寄神建設（株）																																																																												H05-北陸-新潟-0301.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		1993		9		10		6		40		1993		FALSE		8		5		北陸		5		5		0		5.0		26		809		2		1993/9/10　6:40		34222.2777777778

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		02年 09月		土木作業員		04:胸部								13:その他(　)						右肝、右肺出血性ショック		6:死亡		0		1:労災適用		福岡空港誘導路新設工事		下層路盤施工中、バックホウの燃料が少なくなったため給油車をバックホウに横付けし、給油作業を行った。給油作業終了後、急いで給油車の運転席に乗り込もうとし、旋回してきたバックホウの後部におされた給油車のドアと車体の間に挟まれ被災した。		平成5年9月16日 17時15分 頃		陸上		滑走路		25:土工								1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		2:50～200						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																		1		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		重機運転手は旋回出来ない場所で、合図もなく相手の確認不十分のまま旋回した。給油車の運転手<改行>は連絡合図なく危険区域に入った。<改行>																								<改行>		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。						共同の作業になる場合、相互間で作業の方法、手順、合図の方法を打合せることをし<改行>なかった。重機運転手は経験のない大型機種を運転した。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）特に共同作業における指差換呼による合図・確認の徹底。（２）給油作業は作業終了後、駐機場で給油することを原則とする。（３）車輌を離れるときは、エンジンを止めてエンジンキーを抜き専従の者以外には使用させない。（４）給油作業の作業手順書を作成する。（５）作業変更が生じた場合はその都度指示を徹底させる。				大成ロテック株式会社				三井住建道路株式会社				世紀東急工業株式会社																																																																																								H05-九州-博多-0101.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		1993		9		16		17		15		1993		FALSE		8		25		九州		6		2		9		2.8		4		804		ERROR:#VALUE!		1993/9/16　17:15		34228.71875

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		01年 00月		鉄筋工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷		02:創傷						3:9～15		10		1:労災適用		三里地区護岸（防波）工事（その６）		３ロットの鉄筋組立を行うため、被災者を含めた数名で鉄筋をＦＤのクレーンを使用して、２ロットの天端上（内型枠足場上）の所定の位置に吊り下ろす作業をしていた。鉄筋を吊り下ろした後、シャックルを外し巻き上げを行う時、シャックルがホームタイに引っかかったので、一時巻き上げを停止させたが、まだワイヤーを緩めておらず、ワイヤーは緊張したままであった。被災者が引っかかったシャックルを外そうと近づいた時、突然シャックルが外れて被災者の顔に当たり負傷した。		平成5年10月12日 9時40分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		シャックル		06:激突され				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中						02:資格が無いのにやった。								合図が無かった<改行>																														02:機械・器具の材料に欠陥があった。								作業床に引っかかる恐れのあるホームタイがあった<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								新規入場時の教育が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）内型枠天端上に既設足場以外の作業足場を設け、クレーンのワイヤー等が引っ掛からないよう突起物を覆　　　う措置をする。（２）合図者に摺り吊無線機を使用させることで合図者を限定し、視認だけに頼らない方法をとる。また、玉掛　　　作業後はワイヤー状態を確かめ作業員を安全な場所に退避させて合図するよう作業手順を徹底する。（３）吊作業時に吊向周辺に近づくなどの不安全行動をなくすため安全教育を充実徹底する。				五洋建設株式会社		四国支店																																																																																														H05-四国-高知-0101.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		1993		10		12		9		40		1993		TRUE		6		12		四国		3		1		0		1.0		14		1102		54		1993/10/12　9:40		34254.4027777778

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		20年 00月		カジ工兼トビ工		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		04:骨折						5:31以上		80		1:労災適用		新潟港（東港地区）岸壁（－１４ｍ）（西）工事		鋼管矢板二次打込み時、ディーゼルハンマーの吊りワイヤーがからまり、修理のためのぼった被災者がバランスをくずし誤って墜落したものです。		平成5年11月27日 15時40分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																										安全帯をしようしていなかった。<改行>										<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								作業指示が明確でなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）手摺等の防護棚のない高所作業においては、必ず安全帯を使用させる。（２）作業員全員に安全教育の強化。（３）非定常作業前には、全作業員と作業指揮者によるミーティングを行い、作業手順の周知と予測される危険　　　とその対策の検討を行う。				東亜建設工業株式会社		北陸支店																																																																																														H05-北陸-新潟-0401.xlsx		3/6/15 18:30		3/6/15 18:30		1993		11		27		15		40		1993		TRUE		1		9		北陸		5		20		0		20.0		4		199		47		1993/11/27　15:40		34300.6527777778

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		06年 06月		甲板員		06:骨盤部								04:骨折								1:0～3		0				関門航路（大瀬戸地区）航路（－１３ｍ）浚渫工事（第５工区）		関門航路（大瀬戸地区）航路（－１３ｍ）浚渫工事（第５工区）を浚渫船「関門」にて浚渫作業中、左舷首に設置している土運船索引揚用のロープ滑車の整備を船長の指示、監視のもと被災者と作業員とで作業実施していたところ土運船積込中の旋回してきた機関台の後部にはさまれ骨盤骨折等の負傷をした。		平成5年12月16日 14時20分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				36:砕岩浚渫				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																		1										<改行>																								<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）旋回範囲内及び付近の作業は、浚渫作業中は行わない。（２）緊急を要する作業であれば浚渫作業を一時中止し、安全な状態であることを確認した後行う。（３）新たな作業が発生した場合は、作業内容を全作業員に周知させると共に、これに対するＫ．Ｙ．Ｋを必ず　　　実施する。（４）見張人は他の作業と兼務せず専属に配置する。				関門港湾建設（株）																																																																																																H05-九州-関門航路-0201.xlsx		3/6/15 17:32		3/6/15 17:32		1993		12		16		14		20		1993		TRUE		8		5		九州		1		6		6		6.5		14		608		36		1993/12/16　14:20		34319.5972222222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		00年 07月		副機関長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		7		2:労災非適（船員法適用）		石巻港雲雀野地区岸壁（－１３ｍ）外築造工事		現場でグラブ浚渫船、土運船と接舷して係留していたが、夜間南よりの風が強くなりうねりがでてきたので、グラブ浚渫船に接舷中の土運船を離すため、沖へアンカーを投錨した後陸奥丸（押船）と土運船のセットロープを離そうとして被災者がロープとビットの間に右手親指を挟んだ。		平成6年1月22日 21時0分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				グラブ浚渫船に接岸していた土運船を離すためセットロープを掴んだ作業員がロープとピットの間<改行>に右手親指を挟まれた。<改行>										<改行>										作業員の基礎的な教育が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）施工作業手順の見直し。（２）補助ロープは取り付けてあるが、改めてその補助ロープを使用しての作業を周知徹底する。（３）作業は船長の指示にて行う事を徹底する。				若築建設（株）																																																																																																H05-東北-塩釜-0502.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		1994		1		22		21		0		1993		TRUE		8		29		東北		2		0		7		0.6		8		ERROR:#VALUE!		14		1994/1/22　21:0		34356.875

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		00年 06月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		21		1:労災適用		相馬港泊地（－１２ｍ）浚渫工事		相馬港浚渫土砂土捨場現場で排砂管撤去作業中、旋回したバックホーが切り放した排砂管に接触し、管が移動し被災者にあたり負傷した。		平成6年1月23日 10時30分 頃		陸上		埋立地、埋立		05:浚渫・床掘り				28:ポンプ浚渫				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		排砂管		06:激突され				1199:取扱運搬等：その他																A:危険だと思わなかった												排砂管の近くにいて、バックホウも合図なしで旋回した<改行>																								<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						危険に対する教育及び支示が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）重機の配置については、作業前足場の確保と接触危険物の有無を確認する。（２）作業指揮者は、合図者とオペレータの作業の安全を確認する。（３）合図者は、作業員の安全を確認し合図する。（４）オペレーターは、合図者の合図により行動する。（５）人力作業、機械作業の区分を明確にし全員に周知徹底させ、機械作業時には作業員は安全な所に待避させ　　　る。				五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																五栄土木株式会社																																																																												H05-東北-小名浜-0601.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		1994		1		23		10		30		1993		TRUE		6		5		東北		4		0		6		0.5		4		1199		28		1994/1/23　10:30		34357.4375

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		岩国		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		15年 00月		クレーンオペレータ兼作業員		04:胸部								13:その他(　)						圧挫		6:死亡		0		3:労災非適（その他）		岩国港（室の木地区）岸壁（－１２ｍ）工事		サンドコンパクション船（第３１光号）の砂杭造成３号機ステップ上で、被災者はスキップバケットの下敷きになり「胸部圧挫」で死亡した。		平成6年1月24日 17時30分 頃		海上		FD、作業船上		06:地盤改良				44:砂杭等の打込み(海上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。												ＳＣＰ船のスキップの下に入った<改行>										立入禁止設備が不十分だった<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								設備不十分が放置されていた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全施設（防護側、安全標識、安全道路）を改善整備する。（２）統括安全衛生責任者及び安全衛生責任者の現場巡視・指導を強化する。（３）作業手順書を再度作業員の末端まで周知徹底させる。（４）ＫＹ活動を充実させる。（５）安全勉強会を実施する。（６）サンドコンパクション船の無船に対し、監視体制を行う。				東洋建設株式会社																				日本海工株式会社																																																																												H05-中国-宇部-0301.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		1994		1		24		17		30		1993		TRUE		21		6		中国		6		15		0		15.0		14		809		44		1994/1/24　17:30		34358.7291666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		22		男		04年 09月		現場監督員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								4:16～30		27		1:労災適用		新潟空港エプロン新設外２件工事		コンクリート舗装の生コンクリート打設作業時、ダンプトラックにて生コンクリートの荷降しを行う直前に、被災者は、生コンで目地材（チェアー＋スリップバー）が移動すると判断し、加えてトラックと自分の距離が２ｍ程度であったため、ダンプトラックの直背後に、足で目地材を押えに行ったが、予想以上に多量の生コンが落下したため被災した。		平成6年1月31日 14時15分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				66:コンクリート舗装				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10								23:荷				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。				エプロンの生コン打設中、ダンプより予想以上の生コンが落ちたため、目地板がずれると判断し足<改行>で支えたところ左足を負傷した。<改行>		99:その他								被災者の不安全行動。<改行>		99:その他								被災者は２２才の新人であったため、危険予知に関する知識が不足していた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順の指導徹底。（２）危険予知活動の強化。（３）相互間の“声を掛け合う”事の励行。（４）ダンプトラックの死角に入らない事の徹底。（５）指揮誘導員の合図の徹底。（６）荷降しする材料の近くに立入らない。				世紀東急工業株式会社				日本道路株式会社																																																																																												H05-北陸-新潟-0501.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		1994		1		31		14		15		1993		FALSE		4		22		北陸		4		4		9		4.8		23		1399		66		1994/1/31　14:15		34365.59375

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		新北九州空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		66		男		46年 00月		船長		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		06:関節の障害								0		2:労災非適（船員法適用）		新北九州空港土質調査		苅田港３号物揚場公共桟橋係留中の交通船兼警戒船が出航準備中に爆発し、爆風により上からかぶさってきたオーニング支柱により負傷する（爆発原因は現在調査中）		平成6年2月21日 6時46分 頃		海上		FD、作業船上		03:土質調査				84:その他(　)		出航準備		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		調査中の爆発原因物		07:落下物				15:爆発				1004:爆発、火災等：作業船等の火災・爆発																		1										係留中の交通船兼警戒船が出航準備中に爆発（爆発原因は現在調査中）																								<改行>		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。						事業に反対する過激な勢力による妨害行為ではないかとされている（原因不特定）<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						原因究明後速やかに対策を講じたい。				応用地質株式会社																																																																																																H05-九州-北九州-0402.xlsx		3/6/15 17:43		3/6/15 17:43		1994		2		21		6		46		1993		FALSE		15		3		九州		ERROR:#VALUE!		46		0		46.0		26		1004		84		1994/2/21　6:46		34386.2819444444

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		新北九州空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		45		男		27年 00月		警戒要員		09:複合部位								07:火傷								5:31以上		90		2:労災非適（船員法適用）		新北九州空港土質調査		苅田港３号物揚場公共桟橋係留中の交通船兼警戒船が出航準備中に爆発炎上し負傷する。（原因は現在調査中）		平成6年2月21日 6時46分 頃		海上		FD、作業船上		03:土質調査				84:その他(　)		出航準備		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		調査中の爆発原因物		14:熱エネルギーによるもの				15:爆発				1004:爆発、火災等：作業船等の火災・爆発																		1										係留中の交通船兼警戒船が出航準備中に爆発炎上（原因は現在調査中）<改行>																								<改行>		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。						事業に反対する過激な勢力による妨害行為ではないかとされている（原因不特定）<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						原因究明後速やかに対策を講じたい。				応用地質株式会社																																																																																																H05-九州-北九州-0401.xlsx		3/6/15 17:43		3/6/15 17:43		1994		2		21		6		46		1993		FALSE		15		3		九州		5		27		0		27.0		26		1004		84		1994/2/21　6:46		34386.2819444444

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		15年 01月		甲板員		10:その他(　)						外傷なし。脳、心臓に疾患なし		10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		大阪南港トンネル沈埋部築造工事（その２）		床掘作業中、土運船をグラブ浚渫船に接舷していたところ、浚渫船の甲板員である被災者が居ないのを仲間の作業員が気づき、探したところ、海上でうつ伏せで浮いている被災者を発見した。		平成6年2月26日 11時15分 頃		海上		FD、作業船上										1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		1:有						17:加害物なし				01:墜落・転落				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)														不明<改行>																																						不明<改行>										不明<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）再発防止安全勉強会の実施。（２）グラブ船甲板上の全周に手摺の設置。（３）バージ係留用ボラードの形状の改善。（４）箱形バージへの緊急用縄梯子の常備。（５）操船ワイヤー上の踏切橋の設置。（６）係留作業手順の見直し及び改善。				東洋建設株式会社				五洋建設株式会社				若築建設（株）				国土総合建設（株）								辻建設（株）																																																																												H05-近畿-大阪-0201.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		1994		2		26		11		15		1993		TRUE		1		ERROR:#VALUE!		近畿		6		15		1		15.1		ERROR:#VALUE!		1304		ERROR:#VALUE!		1994/2/26　11:15		34391.46875

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		40年 00月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								10:窒息								2:4～8		20		1:労災適用		十勝港島防波堤建設その１工事		十勝港島防波堤建設のため、１３日午前９時頃から１２５ｔ吊りクレーン船で１０ｔ型の異型ブロックを、潜水士の合図で水深約１０ｍ付近に据付けていました。９時３０分頃９個目のブロックを据付けようとした時、潜水士（被災者）のインタホーンから「エアーがこなくなったので浮上したい。」と連絡があり、送気員Ｋ、連絡員Ｙ、クレーン船の船長Ｍの３名が急いで潜水士船の上まで引上げました。（要した時間約１～２分程度です。）		平成6年3月13日 9時30分 頃		海上		潜水作業		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		送気ホース		11:海水等				09:切れ、こすれ				1307:その他：潜水病、減圧症						21:連絡合図がなかった。		21:連絡合図がなかった。		21:連絡合図がなかった。				作業前点検が不十分だった為、潜水作業中に送気ホースに傷が発生しエアー漏れをおこした。<改行>																														21:物を置いた場所が悪かった。		21:物を置いた場所が悪かった。						送気ホースの使用年数が古くなっていた為、小さい傷が何らかの原因で大きく切れエア<改行>ー漏れをおこした。<改行>		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		使用前点検はなされていたが、形式的な点検しかなされていなかった為、道具の不備<改行>を発見できなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）現在使用している送気ホース全てを傷や捩れがないか点検して不備が発見された箇所は修理します。また　修理不可能なものについては、廃棄処分します。（２）始業前潜水士は、点検チェックリストにもとづき潜水士船及び設備・道具の点検をおこない、毎週１回企　　　業休現場パトロール当番員は、潜水士と共に点検チェックリストにもとづき潜水士船及び設備・道具の点　　　検をおこないます。（３）潜水作業での非常事態を想定して、潜水士・送気員及び連絡員が迅速かつ適切に対処できるよう防災訓練　 を実施します。　（４）潜水中、送気ホースが潜水士船及びクレーン船の下をくぐらないよう注意し、ホースの長さは、必要以上				堀松建設工業株式会社				12000089000372				戸田建設株式会社																																																																																								H05-北開局-十勝-0301.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		1994		3		13		9		30		1993		TRUE		9		19		北海		2		40		0		40.0		26		1307		51		1994/3/13　9:30		34406.3958333333

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		長崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		30年 00月		大工		03:背部								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		長崎港（湾口地区）防波堤（沖）工事（第２次）		陸上のケーソン製作ヤードにて内型枠を大組し、内足場を取付ける作業を行っていたところ足場板が型枠に当っていたため、手直しを行った後地上に降りようとする際、梯子を使用せずシャッタリングをつたい降りていた時１ｍ位の高さから足を滑らせて背中より地面に落下し負傷した。		平成6年4月1日 13時5分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				01:地面				01:墜落・転落				0113:墜落：型枠、型枠支保工から																																1		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		型枠支保工を伝わって昇降した。<改行>		31:交通量が多かった。		31:交通量が多かった。						梯子を使用しなかった。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				昇降設備を設けることの基本が守られなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全教育を実施し、安全意識の高揚を図る。（２）グループで作業を行う（２人以上）（３）作業指示の徹底（４）昇降設備を１ヶ所増設する。（５）協力会社の作業員に対し、安全対策健康管理を初めとし、工事施工上の安全指導を図ります。				あおみ建設株式会社																																																																																																H06-九州-長崎-0101.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		1994		4		1		13		5		1994		TRUE		1		12		九州		5		30		0		30.0		22		113		55		1994/4/1　13:5		34425.5451388889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		01年 06月		型枠大工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						04:骨折								3:9～15		14				石巻港雲雀野地区岸壁（－１３ｍ）外本体工事		ケーソン製作工事中、大組した鋼製型枠（外側）２段目を取外し、３段目にスライドする作業中ビティ足場から被災者が体を乗り出し、壁つなぎを取外した際型枠がビティ足場側に傾いたので、被災者の右顔面に触れて負傷した。		平成6年5月9日 11時50分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		型枠		15:起因物と同じ				06:激突され																																		A:危険だと思わなかった				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。				大組した鋼製型枠の２段目を外し、クレーンで３段目にスライドする際、作業員がビディ足場より<改行>体を乗り出し、１箇所残っていた壁つなぎを外そうとした時、足場側に傾いた型枠が顔面に当たり<改行>負傷した。<改行>		29:酸欠状態だった。		29:酸欠状態だった。						型枠が不安定な状態で壁つなぎの外し作業を行った。<改行>										作業員の基礎的な教育が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						？作業手順を再度作業員に周知徹底する。？作業開始、完了は十分に確認及び点検してから次の作業に入る。？再発防止のため再度全作業員を対象とした職場集会を開催し、安全教育を行う。				若築建設（株）				大都建設（株）																																																																																												H06-東北-塩釜-0101.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		1994		5		9		11		50		1994		TRUE		6		11		東北		3		1		6		1.5		26		ERROR:#VALUE!		55		1994/5/9　11:50		34463.4930555556

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		24年 02月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								1:0～3		3		1:労災適用		青森港沖館地区西防波堤築造工事		作業は水中スタッフで測量の準備中であった。被災者は、潜水士船のウィンチ操作を行っていた。被災者はウィンチにロープを巻いている時、ロープがドラムよりはずれそうになったため、ウィンチをゆるめロープを直そうと左手をさし出した。その時ロープが張り、左手人さし指の爪をはさんだ。		平成6年5月17日 14時0分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった												ウィンチの誤操作でワイヤーに左手を巻き込まれた<改行>										<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						危険に対する教育及び支示が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順の確認と徹底（２）ウィンチのドラムの前側に丸棒（φ２２？）を溶接して、ドラムからロープがはずれないようにする。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H06-東北-青森-0201.xlsx		3/6/15 19:07		3/6/15 19:07		1994		5		17		14		0		1994		TRUE		8		8		東北		1		24		2		24.2		14		ERROR:#VALUE!		14		1994/5/17　14:0		34471.5833333333

		北海道開発局		函館港湾事務所		瀬棚		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		69		男		26年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						01:打撲傷								2:4～8		7		1:労災適用		瀬棚港東外防波堤外一連その２工事		異型ブロックの型枠組立において、型枠をクレーンで吊り上げようとしたところ、側方に立てかけていた同ブロックの型枠にぶつかり、立てかけていた型枠が倒れ、被災者の顔面（口元）に当たり、裂傷を負った。		平成6年5月27日 9時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		3:200～500		1:有				26:その他の起因物(　)		型枠		16:その他の加害物(　)		型枠		23:その他(　)		倒れ																		A:危険だと思わなかった		1		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。								合図者の安全確認不足。<改行>																20:不安全に物が置いてあった。								型枠材の置き方が不安定だった。<改行>		99:その他								作業前の作業手順の確認、危険予知等が不充分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）型枠の置き方は平に置く。（２）玉掛作業員の安全場所への待避。（３）合図者は安全を確認。（４）作業中はお互いに声を掛け合う。（５）作業手順の確認。（６）ＫＹ活動を充実し安全意識の啓蒙。																																																																																																				H06-北開局-函館-0101.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		1994		5		27		9		30		1994		TRUE		23		17		北海		2		26		0		26.0		26		ERROR:#VALUE!		55		1994/5/27　9:30		34481.3958333333

		北海道開発局		函館港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		04年 00月		作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								4:16～30		0				奥尻港災害復旧その１工事		北海道南西沖地震により被災を受けた北防波堤のケーソンを取壊し、北防波堤及び護岸（防波）（北）の復旧。		平成6年6月2日 10時0分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				13:作業船の転船				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				04:飛来・落下物にあたる						A:危険だと思わなかった		1		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。								<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）シャックル毎の用具類の整理・整頓を十分に行い台船上の整理整頓を徹底させる。（２）作業前ミーティング時に台船の移動距離等、詳細に打ち合わせを行う。事前に距離に合うようロープは接　　　続しておく。（３）もやいロープの取り方や結び方を再度、乗組員全員に再教育し、慣れによるマンネル化を防止する。（４）操船作業の指示命令系統などを再確認し、スピーカー等を使用して全員に聞き渡るようにする。								みらい建設工業株式会社				りんかい日産建設株式会社																																																																																								H06-北開局-函館-0201.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		1994		6		2		10		0		1994		TRUE		4		29		北海		4		4		0		4.0		8		ERROR:#VALUE!		13		1994/6/2　10:0		34487.4166666667

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		室蘭		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		01年 11月		船員		06:骨盤部								04:骨折		12:臓器破裂						6:死亡		0		1:労災適用		室蘭港－１４ｍ泊地浚渫外一連その２工事		グラブ浚渫船のバケット開閉用ワイヤーの取替作業中、作業用ワイヤーによりバランスを取りワイヤー端末固定金物（コッター）を固定箇所に移動中、作業用ワイヤーが破断し、その反動によりワイヤー端末固定金物（コッター）が被災者にあたり、骨盤骨折及び左腎損傷した。ただちに、病院に搬送し、手術を受けたが１３：５０ころ死亡した。		平成6年6月28日 8時15分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ワイヤー端末固定金物（コッター）		04:飛来・落下物にあたる																				A:危険だと思わなかった		1		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。																								06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。								玉掛ワイヤーが吊荷重に見合っていなかった<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								作業手順が確立されていなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		補巻ﾜｲﾔｰ先の台付ﾜｲﾔｰが破断し、反動でｺｯﾀｰが被災者にあたった				作業場所が狭隘であり、取扱う金物が重量物であるため、（１）作業前の打ち合わせの徹底。（２）ワイヤー固定位置及び固定方法の改善。（３）作業足場（場所）の検討改善。（４）作業用ワイヤーの点検整備の励行。（５）作業状況の危険予知訓練の励行。				五洋建設株式会社																																																																																																H06-北開局-室蘭-0301.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		1994		6		28		8		15		1994		TRUE		4		5		北海		6		1		11		1.9		14		ERROR:#VALUE!		3		1994/6/28　8:15		34513.34375

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		10年 00月		潜水士		04:胸部								13:その他(　)						肺胞破裂		6:死亡		0		1:労災適用		金沢港（大野地区）防波堤（西）外１件工事		当日１３時３０分から、水深－１３ｍで、基礎捨石の均しのための丁張り作業を潜水士船２隻で行っていた。１５時頃、被災者から捨石移動のためのウィンチワイヤーを下げるように指示があった。その直後、スピーカーから呼吸音と違う異常音がしたので、『どうしたのか』と送気員が被災者に尋ねたが応答が無かった。そこで、送気員がすぐにエアーホースを引き寄せようと船首側に走ったところ、被災者が左舷側２～３ｍのところに仰向けになって浮いていた。送気員は、ただちに隣の潜水士船を呼んで船上に引揚げ、海上輸送した後、救急車で病院に運び手当をしたが、死亡した。		平成6年7月8日 15時0分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30								27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		海底からの急浮上		1306:その他：潜水士の溺れ														不明<改行>																																						不明<改行>										不明<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）健康、安全教育を徹底させる。（２）作業開始前の機器等の点検を徹底する。（３）日々における作業方法、作業手順の再確認を行う。（４）潜水作業中の体制強化を図る。（５）救助訓練を行う。				東洋建設株式会社		北陸支店																																				H6.11.22　局長より『注意書』による措置。																																																										H06-北陸-金沢-0101.xlsx		3/6/15 18:20		3/6/15 18:20		1994		7		8		15		0		1994		TRUE		23		8		北陸		6		10		0		10.0		27		1306		42		1994/7/8　15:0		34523.625

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		18年 07月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								5:31以上		30		1:労災適用		敦賀港（鞠山北地区）岸壁（取付先端）工事（前壁）		ブロック製作完了後、ブロック置場において第三者が立入り転倒等による被害の防止のため、立入り禁止の看板および縄張りをするため、木杭（５？×５？×９０？）を２人で人力によりカケヤで打設作業中、カケヤの槌部が抜け落ち被災者の側頭部に当り被災した。		平成6年7月13日 13時18分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		後片付け工		84:その他(　)		立入禁止用の柵敷設作業		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								21:手工具、用具				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1299:工具等取り扱い：その他						18:熱中して判らなかった		18:熱中して判らなかった						工事完成後、役所の急な指示により現場へ行ったので、ノーヘルだった。気持ちのゆるみがあった<改行>。<改行>																														18:保護具が不適・不足だった。		18:保護具が不適・不足だった。						使用したカケヤの点検が悪く頭部が抜けた。熱い時期でプラスチックの膨張と木の柄の<改行>収縮があった。<改行>										工事完成後の気のゆるみで、指示しなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）あらゆる作業での保安帽の着用の徹底。（２）作業前の手工具の点検。（３）杭打作業時の杭を支える補助者は、杭打者の横の位置で支える。さらに、杭が安定したら補助者はそこを　　　離れる。				辻建設（株）																																																																																																H06-北陸-敦賀-0201.xlsx		3/6/15 18:19		3/6/15 18:19		1994		7		13		13		18		1994		TRUE		4		29		北陸		5		18		7		18.6		21		1299		84		1994/7/13　13:18		34528.5541666667

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		07年 07月		現場代理人		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		35		1:労災適用		酒田港（北港地区）防波堤（北）（第２）工事		上部コンクリート打設時、施工管理のため打設完了済の上部コンクリート天端よりケーソン蓋コンクリート天端にセットされている鋼製梯子を利用し後向きに降りた。着地時に誤って右足が、鋼製梯子を固定している埋込鋼材の頭部に乗ったため、バランスを崩す様になりあわてて着地したため、埋込鋼材に右足のかかと部が当り被災した。		平成6年7月15日 11時30分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		上部工上の埋込鋼材		15:起因物と同じ				19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった												梯子設置位置の危険に対する配慮が欠けていた。着地時足下を確認せずに降りた。<改行>										梯子の設置位置が悪かった。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				梯子の設置後点検、確認が不足していた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）他の埋込鋼材を梯子の固定材として使用する時は、突起物が足に当らない工夫をする。不適当の場合は使　　　用しない。（２）突起物の防護を講ずる。（３）注意表示板の設置。				株式会社本間組																																						工事課長、所長より口頭注意。																																																										H06-東北-酒田-0301.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		1994		7		15		11		30		1994		TRUE		19		21		東北		5		7		7		7.6		26		1399		61		1994/7/15　11:30		34530.4791666667

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		三島川之江		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		14年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						01:打撲傷		13:その他(　)				溺死		6:死亡		0		1:労災適用		村松地区防波堤築造工事		護岸上で、鮫防護ネットを整備するため、絡まっている流木等を取り除いた後、クレーン車でネットを吊り上げていた。しかし、ネットの内側に隠れていた流木が落下して被災者の右側頭部に当たり、被災者はそのはずみで護岸より海中に転落した。その後、救出されたが、既に死亡していた。		平成6年7月27日 9時50分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		鮫防護ネットに絡まった流木		07:落下物				01:墜落・転落				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの						29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						吊荷が落ちて来るとは思わず吊荷の下に入った<改行>																																						なし<改行>		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。								教育はしていたが、吊荷の下に入った<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）再発防止のための反省会と安全教育の実施（２）作業手順の確認と周知徹底（３）朝礼時のミーティングとＫＹ活動の実施（４）保護具の完全着用（５）有資格者の配置（６）吊り荷の下への立入禁止と合図の徹底（７）作業場所の見直し				東洋建設株式会社		四国支店																		タチバナ工業（株）																																																																												H06-四国-松山-0101.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		1994		7		27		9		50		1994		TRUE		1		29		四国		6		14		0		14.0		26		201		4		1994/7/27　9:50		34542.4097222222

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		05年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷		04:骨折						4:16～30		21		1:労災適用		相馬港沖防波堤築造工事（その４）		ケーソン据付作業中においてアンカーワイヤーのスナッチブロックが破損しワイヤーがはずれ、このコーナー部分がフリーになったので控ワイヤーを取り付けた直後の据付中のケーソンがうねりによって港内側に1m程度押し込まれ、ワイヤーが既設ケーソンの据付ワイヤーに引っかかり一瞬のうちにはねた。当該作業に従事していた３人の内１番港外側にいた被災者の足にはねたワイヤーが当たり負傷した。		平成6年7月28日 7時10分 頃		海上		防波堤上		16:ケーソン曳航・据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		波浪		16:その他の加害物(　)		ワイヤーロープ		06:激突され				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。						使用機械機材の始業前点検を怠り、また気象・海象が急変したが作業を続けた<改行>										スナッチブロックの開閉ピンが不備であった<改行>		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		気象・海象の急変で作業前の打合せと異なる事態が発生したにもかかわらず作業を続<改行>けた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．スナッチブロックを新品に交換する。２．使用機械器具の使用前点検を徹底する。３．各作業員毎の班　と役割を徹底する。４．現場に到着してからも気象海象が急変したら無理をせず作業を中止する。５．作業前の打ち合わせと異なる事態が発生した場合は無理をせず作業を中止する。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H06-東北-小名浜-0301.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		1994		7		28		7		10		1994		TRUE		6		16		東北		4		5		0		5.0		26		1199		51		1994/7/28　7:10		34543.2986111111

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		35年 00月		型枠工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		21		1:労災適用		酒田港（北港地区）防波堤（北）（第２）（その５）工事（本体）		ケーソン製作工事の陸上作業ヤードで、後片付け工において内型枠を分割し、４枚重ね（高さ１ｍ程度）で仮置きしていた型枠上で、１番上の型枠のＵクリップを外す作業をしていたが、後方を未確認のまま作業を行い、高さ１ｍのところから転落し、左脛骨を骨折した。		平成6年7月29日 9時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		後片付け工		55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		型枠		15:起因物と同じ				02:転倒																																		A:危険だと思わなかった				23:合図、信号を統一していなかった。								後退しながら作業を行った<改行>		23:作業場の整理が悪かった。		23:作業場の整理が悪かった。						型枠を積み上げていた。また、足元の確保もしていなかった<改行>		23:資格者のチェックをしていなかった。								作業手順の打ち合わせが不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）解体場所を決め、整地し木型パネルで作業床を作って行う。（２）解体作業をする時は、解体場所に大組型枠を１枚ずつ下ろして作業する。（３）二人一組で作業を行い、鋼製型枠？枚のＵクリップを取る毎に、その鋼製型枠を撤去しながら行う。（４）毎朝のミーティングにおいて作業手順の確認を徹底して行う。				五洋建設株式会社		東北支店																																				工事課長、所長より口頭注意。																																																										H06-東北-酒田-0401.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		1994		7		29		9		15		1994		TRUE		2		29		東北		5		35		0		35.0		26		ERROR:#VALUE!		55		1994/7/29　9:15		34544.3854166667

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		01年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		4		1:労災適用		常陸那珂港ケーソンヤード施設付帯工事		常陸那珂港ケーソンヤード内にてケーソン移動用フルーズの渡板に使用するステンレス板０．５×４５０×１，３２０ｍ／ｍを渡板本体よりバールにて剥離作業中手元が滑ってステンレス板の角にて左手関節部を挫傷、挫創した。		平成6年8月29日 10時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		15:ケーソン進水				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ						1:微風（～2）										21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																																		33:保護具の選択、使用方法を誤った。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。		慣れによる危険作業に対する意識が薄くなっていた。<改行>		33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。		33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。						ステンレス板剥離部分の取扱いが適切でなかった。<改行>										作業員の作業手順に対する教育と監督が不備であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．作業員の作業手順に対する教育および作業中の監督を徹底する。２．ステンレス板取外しは板を二つ折りにして切断面が作業員に向くことがない様に折り曲げてから作業にかか　　ること。３．作業用手袋は長い革手袋を使用すること。４．作業用バールは作業に適した巾の広いものを特注制作して今後使用すること。																																																																																																				H06-関東-鹿島-0401.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		1994		8		29		10		10		1994		TRUE		9		15		関東		1		1		0		1.0		21		1299		51		1994/8/29　10:10		34575.4236111111

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		04年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						脳挫傷		4:16～30		60		1:労災適用		新潟空港滑走路改良工事		舗装箇所のコアー採集後の穴埋め作業において、余ったアスファルトをパワーゲート車に積み込み仮設置き場に行くとき、被災者はゲートを半分に下げた状態のゲートの上に乗ったまま移動中、バランスを崩し、保安道路の路面に転落して頭部を打撲した。		平成6年8月30日 6時30分 頃		陸上		保安道路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				01:墜落・転落				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック																																		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。						作業終了後、パワーゲート車のゲートに乗ったまま移動する不安全行動をとった。<改行>										<改行>										細部にわたる安全指示の不徹底。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順の指導徹底。（２）危険予知活動の強化。（３）作業前のミーティングをより一層強化。（４）ＫＹＴ活動の充実。（５）安全専任者による安全指導および現場の巡回。（６）作業員の安全意識高揚のための指導強化。				福田道路（株）				東亜道路工業（株）				前田道路株式会社																														工事課長、所長により口頭注意。																																																										H06-北陸-新潟-0501.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		1994		8		30		6		30		1994		FALSE		1		22		北陸		4		4		0		4.0		5		702		67		1994/8/30　6:30		34576.2708333333

		北海道開発局		小樽港湾事務所		小樽		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		05年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		30		1:労災適用		小樽港中央地区－１４ｍ岸壁建設工事		被災者は午後より、同僚と２名で上部道ブロック箱抜部型枠材（発砲樹脂１，８００×９００×１００）を台付丸ノコ盤で製作加工中、あやまって丸ノコ歯に触れ左手人差し指、中指を切断した。		平成6年9月10日 15時58分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						03:木工機械				10:用具等				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。						使用前の点検を怠り、安全装置のない丸ノコ盤を使用し、かつ操作を誤った<改行>																03:機械・器具に欠陥があった。								安全装置がなかった<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								点検の不備と安全装置がなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）加工材にノコ歯位置をマークし明示する。（２）端材が１０？以下の場合は切断しない。（３）危険を感じたら無理をしないで相談する。				五洋建設株式会社																																																																																																H06-北開局-小樽-0401.xlsx		3/6/15 17:28		3/6/15 17:28		1994		9		10		15		58		1994		TRUE		9		17		北海		4		5		0		5.0		3		1299		55		1994/9/10　15:58		34587.6652777778

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		18年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								06:関節の障害								5:31以上		40		1:労災適用		釧路港（中央東－７．５ｍ）改良その２工事		鋼管杭まわりの水中部の埋戻しのため、鋼管矢板の背面側の陸上部（ＥＬ＋２．０）で、埋戻用の土のう袋を作り、小運搬用のイカダに積込みしていたところ、積込もうとした土のう袋の口元の紐が指に引っ掛かり、土のう袋に引っ張られてバランスを崩し、イカダ上（高低差約１．１ｍ）に飛び移ろうとしたが、土のう袋につまづき転倒して肩を打撲し負傷した。		平成6年9月23日 0時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		25:土工				47:杭及び矢板打				6:その他(　)				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		土のう袋		16:その他の加害物(　)		イカダ		02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																A:危険だと思わなかった		1		31:無理な姿勢で作業した。		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。						土のう袋を持つ位置が悪かった。<改行>土のう袋の口元の紐の処理が粗雑であった。																										31:現場内連絡調整が不備だった。								教育の不足であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）イカダに積込み人力で投入する方法は禁止とする。（２）水中部埋戻しの土のう袋の投入は、バックホウを使用し、バックホウの単独作業で行う。土のう袋の水中　　　での移動作業はバックホウでの投入作業が完全に終了したのち、潜水士により行う。（３）水中ストラット材の架設から格点部グラウト注入に至るまでの作業手順の再確認及び、日常の安全意識、　　　安全意識の向上を図るため、安全教育を再実施する。（４）各作業については、当日の朝礼、作業手順ＫＹ活動において作業危険ヶ所、災害予防対策を作業員全員で　　　再確認し作業にあたる。				大成建設株式会社																																																																																																H06-北開局-釧路-0501.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		1994		9		23		0		0		1994		TRUE		2		25		北海		5		18		0		18.0		26		1199		47		1994/9/23　0:0		34600

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		04年 06月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		04:胸部				01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				3:9～15		21		1:労災適用		石巻港雲雀野地区南防波堤本体工事		仙台港高松ふ頭の陸上型枠製作ヤードにおいて、スライド型枠（内枠）の中断作業床組立作業中に、端部未結束の足場板に足が乗った為、足場板がハネてバランスを崩し、２．５ｍ下に墜落し負傷した。		平成6年10月27日 13時10分 頃		陸上		（ＦＤ製作）		11:ケーソン製作(陸上施工)				84:その他(　)		作業床組立		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								12:作業床等				01:地面				01:墜落・転落																																		A:危険だと思わなかった				25:合図を勘違いした。		25:合図を勘違いした。						安全帯もせず、また作業手順通りに作業を行わなかった<改行>										作業床の端部が未固定であった<改行>		25:安全管理体制に欠陥があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。						高齢者の作業配置の不適切と作業状況の確認が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順の再確認実施を徹底する。（２）内枠中段作業床を設置する時は、ステージ（ビティ足場）を使用する。（別添図２）（３）作業床への出入りについては、外部からはアルミ梯子を使用し、内部作業床へは内枠に取付てある昇降梯　　　子を使用する。（４）鋼製足場板は１枚ずつ設置毎に結束する。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H06-東北-塩釜-0501.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		1994		10		27		13		10		1994		TRUE		1		11		東北		3		4		6		4.5		12		ERROR:#VALUE!		84		1994/10/27　13:10		34634.5486111111

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		54		男		31年 00月		一般土工		06:骨盤部								04:骨折								5:31以上		54		1:労災適用		函館空港用地造成外一連工事		排水工のヒューム管（Ｄ＝９００，ｌ＝２．４３）を４ｔユニック車で吊りおろしの際に発生した。布設個所の基礎コンクリート上に仮置されたヒューム管が、管布設個所と並行でなかった。並行に修正するのにユニック車が合図により、吊り上げた時ヒューム管の差口側が土留工の鋼板側に振れ、それを留めようとした作業員が土留工とヒューム管に挟まれ負傷した。		平成6年10月31日 7時30分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								14:物上げ装置				03:作業床				08:はさまれ、巻き込まれ				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置																A:危険だと思わなかった		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。						吊荷を水平に設置しなかった。																22:作業場が狭かった。								<改行>		04:理解度の確認が不十分だった。										0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ヒューム管を降ろす前に地上で吊り上げた時、ネジレ、ヨジレ等がないことを確認して管播付の安全徹底　　　を図る。（２）ヒューム管を再三吊り上げる時は、吊り荷重が掛かる前に、作業員は安全な場所まで移動し、それを合図　　　者が目視確認してから巻上げを開始する。（３）ミーティング等で、決められた作業手順で安全に作業することをさらに強力に周知徹底する。				北旺建設（株）																																																																																																H06-北開局-函館-0601.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		1994		10		31		7		30		1994		FALSE		8		29		北海		5		31		0		31.0		14		699		84		1994/10/31　7:30		34638.3125

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		営繕工事		56		男		35年 00月		型枠大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								03:刺傷								3:9～15		0				鳴尾寮新築工事		４Ｆスラブ上で墨出し作業中に、被災者は後ろ向きで差筋をまたごうとして差筋につまづき、後ろ向きに転倒した。その際、差筋が右足大腿部に刺さった。		平成6年11月14日 9時45分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)		建築躯体工事		55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				16:その他の加害物(　)		鉄筋		02:転倒																																																																				0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）墨出し作業前に、通路となる部分の差筋にキャップをつける、カバーをつける、差筋の根元を曲げる、差　　　筋の先端を曲げるなどの養生を行う。（２）差筋に対して、後ろ向きでまたぐような行動をしないよう、指示を徹底する。（３）危険予知活動を徹底する。				東洋建設株式会社		大阪本店																		12000090630201																																																																												H06-近畿-神戸-0101.xlsx		3/6/15 18:03		3/6/15 18:03		1994		11		14		9		45		1994		TRUE		2		29		近畿		3		35		0		35.0		22		ERROR:#VALUE!		55		1994/11/14　9:45		34652.40625

		北海道開発局		函館港湾事務所		森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 01月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		180		1:労災適用		森港災害復旧その４工事		第１潤内物揚場の取付部に使用する、水中コンクリート型枠組み立て作業中に被災した。その状況は、大組した水中コンクリート型枠を固定するため、作業員２名（被災者含む）作業指示者１名計３名とバックホウほ使用してコンクリートブロック（１ｍ×１ｍ×０．５ｍ）を土中に埋め土砂を埋戻し表面を均一にするためブロック周辺をバケットで押し込んでいる作業中に、被災者はブロックの埋め戻し状況を確認するため、ブロックに近付いたが進入方向の対面にバックホウが作業していたため、バケットとアームの死角となりブロックが移動するとは思わず近付いた。一方、運転者は作業員の進入に気付かずバックホウでブロック周辺に圧力（埋戻し中の土圧）をかけたため、ブロックが移動（１？～２？）しブロックの底面と地盤との間に挟まれ負傷した。		平成6年12月2日 14時50分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				84:その他(　)				3:雨						3:中風（4～8）		2:0～10								04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		アンカーブロック		08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		24:相手の行動を確認しなかった。				安全靴を使用していなかった。バックホウの死角に入り、なおブロックに近づきバックホウのオペレーターと連絡もしていなかったため、ブロックが足の上に滑ってきて被災。<改行>																28:粉塵が多かった。		22:作業場が狭かった。						作業場が狭く、重複した作業を行っていた。<改行>		25:安全管理体制に欠陥があった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。						災害復旧工事のため工程的に余裕がなく作業をしていたため、指揮者・誘導員の配置を怠った。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業前ミーティング時に本日の重機械の作業状況の詳細な打ち合わせを行う。（２）同時に重機械の作業内容に伴う、危険箇所の指摘と作業手順の確認を行う。（３）上記作業における作業手順及び作業前ミーティング時の作業と異なる作業となる場合においては、作業指　　　示者に連絡をとり、その後同作業に入る。				菅原建設株式会社				安田建設（株）				（株）加藤組																																																																																								H06-北開局-函館-0701.xlsx		3/6/15 17:25		3/6/15 17:25		1994		12		2		14		50		1994		TRUE		8		29		北海		5		10		1		10.1		4		1102		84		1994/12/2　14:50		34670.6180555556

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		15年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								2:4～8		7		1:労災適用		秋田港（飯島地区）防波堤（北）（その２）工事（本体）		当日は、８時１０分頃より作業員７名で作業を行っていたが、被災者が補助ブラケットに布板を敷設していたとところ布板のフックを掛け間違えてしまい、布板を外そうとして、左足を枠組足場の布板に乗せ、右足を補助ブラケットにかけて布板を持ち上げたところ、バランスを崩して約１．２ｍ下のケーソン側に足から転落した。被災者は、転落時にケーソン側壁外側の縦筋（ｄ１３・高さ４０ｃｍ）に右足大腿が当たり、鉄筋が貫通した。		平成6年12月2日 16時0分 頃		海上		海上打継場		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)								2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		鉄筋		01:墜落・転落																																		A:危険だと思わなかった				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		足場の高さが床面より１．２ｍと低いため、墜落の危険に対する安全意識が不足していた。被災者<改行>が作業手順を守らず、単独作業を行った。<改行>		31:交通量が多かった。		31:交通量が多かった。						特になし<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				職員及び職長が、事務所で打ち合わせ中であり、現場に指揮者が不在であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）海上打継時の足場組立作業で、補助ブラケットへの布板の敷設及び取外しは、足場の下方からも施設可で　　　あるため複数で行い、転落の危険そのものを除く。（２）陸上製作時の同上作業については下方からの施工が難しいため、従来どおり安全帯の使用で対応するが転　　　落防止の補助設備（安全ネット・親綱等）さらに充実する。（３）今後の厳しい気象条件を考慮し、作業員の配置には作業員の意見も参考にして作業場所・作業量等に見合　　　った人員配置を行う。（４）安全作業指示の徹底を更に図るため、現在行っている朝礼のうち週１回を特別朝礼とし、作業員の日常意　　　見を把握する。				大都建設（株）		新潟営業所																																				局事務次長より口頭注意。																																																										H06-東北-秋田-0601.xlsx		3/6/15 19:04		3/6/15 19:04		1994		12		2		16		0		1994		TRUE		1		12		東北		2		15		0		15.0		11		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		1994/12/2　16:0		34670.6666666667

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		04年 00月		特殊運転手		10:その他(　)								10:窒息								6:死亡		0				那覇港（新港地区）岸壁（－７．５ｍ）築造外２件工事		岸壁（－７．５ｍ）の床掘土砂を、土運船（台船）に積込み海上運搬し、那覇港（新港地区）港湾施設用地（－１３ｍ）に接岸し、台船上でバックホウが１台目のダンプトラックに土砂を積込み、バックで進行して埋立地に捨土し台船上に戻った後、２台目のダンプトラックが積込み作業完了後バックで埋立地に進行中、ブルドーザーと運転手が見えないのに気付き、ダンプトラックを降りて他の運転手と３人で付近を捜していたところ、埋立地内の海面に被災者が浮いているのを発見し、３人で被災者を引き揚げ人工呼吸を続けたが、被災者が溺死したものである。		平成6年12月5日 17時55分 頃		陸上		埋立地、埋立		05:浚渫・床掘り				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		2:50～200		2:無		2:無		04:車両系建設機械				11:海水等				11:おぼれ																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業手順の再周知徹底特に、ブルドーザーによる押土は完全に押し切らないで、先端部の土砂を一山残す。				12000000003845																				12000047007903												沖縄支店		reserved-34712x1F		reserved-34742x1F		１カ月の指名停止																																																										H06-沖総局-那覇-0101.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		1994		12		5		17		55		1994		TRUE		11		5		沖縄		6		4		0		4.0		4		ERROR:#VALUE!		40		1994/12/5　17:55		34673.7465277778

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		長崎空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		41		男		12年 00月		アスファルトフィニッシャーオペレータ		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		長崎空港誘導路改良工事		アスファルト舗装表層舗設時にフィニッシャーのスクリードマンがフィニッシャー本体とマカダムローラーに挟まれ右大腿部を骨折した。		平成6年12月7日 5時40分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10		1:0～50						07:舗装機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0806:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ローラー等																		1		16:勘違い判断をした。		16:勘違い判断をした。		16:勘違い判断をした。				１．マカダムローラがアスファルトフィニッシャーに接近しすぎた。２．夜明け近くになり注意力が減少していた。<改行>																								<改行>										合材搬入ダンプには誘導員をつけていたが、ローラには誘導員を配置していなかった<改行>。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）フィニッシャーとマカダムローラーの距離を一定に保つ。（２）ローラのオペレータは単調な作業となるので適度な休憩または交代をする。（３）作業指揮者のより一層の不安全行動に対する注意及び作業指示の徹底。				株式会社ＮＩＰＰＯ																																																																																																H06-九州-長崎-0201.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		1994		12		7		5		40		1994		FALSE		8		22		九州		5		12		0		12.0		7		806		67		1994/12/7　5:40		34675.2361111111

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		05年 00月		作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		36		1:労災適用		十勝港島防波堤建設その３工事		７０ｔ吊旋回式起重機船により１０ｔ型ホロスケヤーを作業員１５名で据付作業を行っていた。被災者は甲板員（玉掛け補助）の立場にて作業を行っていた。次のブロックの据付を行う為に、ブロックに玉掛ワイヤーを掛けたるみを直しているときに、波浪及び航跡波等により台船が揺れ、玉掛けワイヤーとブロックの間に挟み被災した。		平成6年12月8日 11時20分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		1:有		23:荷				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																A:危険だと思わなかった		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。								船の動揺を考えずブロックと玉掛けワイヤの間に手を入れた<改行>																35:その他の作業環境に欠陥があった。								航跡波の影響を受けた<改行>		04:理解度の確認が不十分だった。								手順の教育はしたが実行の確認が不足していた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）玉掛け方法の改善を行う。（ワイヤーは手で握らず、作業をする。ハヤスケ等で作業を行う。）（２）据付作業手順の見直し（玉掛け前、合図者以外に１名は航跡波及び大きなうねり等に注意し、その来襲が　　　予測されるときには、オペレータ及び合図者に注意を促す。）（３）作業中止基準の見直し（作業可能波高をＨ＝１．０ｍとしているが作業時における波浪状況を常に把握し状況に応じてそれ以下においても中止する。）　　				東洋建設株式会社																																																																																																H06-北開局-十勝-0801.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		1994		12		8		11		20		1994		TRUE		8		19		北海		4		5		0		5.0		23		1102		51		1994/12/8　11:20		34676.4722222222

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		13年 00月		潜水士		10:その他(　)								10:窒息		11:中毒		13:その他(　)		溺水		6:死亡		0		1:労災適用		宇品地区岸壁（－１０ｍ）改良工事（その６）		宇品港岸壁第２バース下の海中にて鋼矢板に鉄筋組立作業をしていた潜水夫が浮上してこないので同僚の潜水士が確認に行ったところ、被災者（２名）が海底に倒れているのを発見した。		平成7年1月18日 10時30分 頃		海上		宇品港岸壁		24:溶接及び切断				11:アーク溶接(水中)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		潜水用コンプレッサー		16:その他の加害物(　)		有害ガス		23:その他(　)		一酸化炭素中毒		1301:その他：酸欠																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。								潜水機器のホースが焼けることに気が付かなかった<改行>		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								ホースがエンジンのマフラに触れるように置かれていた<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								作業における指示が不十分だった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．エンジンの排気ガスに対し、風向き、吸気ホースの固定等「安全運転」方法を決定し、周知する。２．送気員及び連絡員による作業開始前の点検の確実な実施と作業監視する。３．危険予知活動の充実と再教育を実施する。				東洋建設株式会社		中国支店																																																																																														H06-中国-広島-0202.xlsx		3/6/15 17:58		3/6/15 17:58		1995		1		18		10		30		1994		TRUE		23		24		中国		6		13		0		13.0		26		1301		11		1995/1/18　10:30		34717.4375

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		10年 00月		潜水士		10:その他(　)								10:窒息		11:中毒		13:その他(　)		溺水		6:死亡		0		1:労災適用		宇品地区岸壁（－１０ｍ）改良工事（その６）		水中で鉄筋組立作業をしていた潜水士が浮上してこないので、同僚の潜水士が確認に行ったところ、被災者（２名）が海底に倒れているのを発見した。		平成7年1月18日 10時30分 頃		海上		潜水作業		24:溶接及び切断				11:アーク溶接(水中)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		潜水用コンプレッサー		16:その他の加害物(　)		有害ガス		23:その他(　)		一酸化炭素中毒		1301:その他：酸欠																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。								潜水機器のホースが焼けることに気が付かなかった<改行>		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								ホースがエンジンのマフラに触れるように置かれていた<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								作業における指示が不十分だった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．エンジンの排気ガスに対し、風向き、吸気ホースの固定等「安全運転」方法を決定し、周知する。２．送気員及び連絡員による作業開始前点検の確実な実施と作業中の監視を行う。３．危険予知活動の充実と再教育を実施する。				東洋建設株式会社		中国支店																																																																																														H06-中国-広島-0201.xlsx		3/6/15 17:58		3/6/15 17:58		1995		1		18		10		30		1994		TRUE		23		24		中国		6		10		0		10.0		26		1301		11		1995/1/18　10:30		34717.4375

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		04年 00月		運転手		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		09:複合部位						01:打撲傷		13:その他(　)				外傷性		5:31以上		310		1:労災適用		釜石港湾口防波堤北提深部本体工事（その８）		泉作業基地内において、トラック（１１ｔ積　平ボディー）の始業点検中に、トラックの荷台に上ろうとして、巻込防止ステップ（地上７０？）に足を掛け上がろうとした際に、足をすべらし転倒した。		平成7年1月24日 8時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		14:ケーソン海上打継ぎ				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ																05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				02:転倒				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった		1		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。						トラックの始業点検のためにトラックの荷台に移動しようと、巻き込み防止ガイドに足をかけたと<改行>ころ足を滑らし頭から転倒した。<改行>		31:交通量が多かった。								荷台に上がる設備がなかった<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								安易に巻き込み防止ガイドを昇降設備代わりに使用し、点検に際しての作業方法およ<改行>び危険予知の教育不足<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・荷台の乗降は、昇降ステップを使用する。・冬期における昇降ステップを利用する際は、ステップ上の凍結の有無を確認する。また、凍結していた場合には、確実に凍結を解氷する。				株式会社本間組		仙台支店																																																																																														H06-東北-釜石-0601.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		1995		1		24		8		10		1994		TRUE		2		14		東北		5		4		0		4.0		5		199		3		1995/1/24　8:10		34723.3402777778

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		10年 00月		土運搬作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						13:その他(　)						右中指未節		3:9～15		15		1:労災適用		船舶３隻用船（関門航路）		浚渫土砂積込みのため浚渫船の接舷するために曳船にて横抱きするための横抱き用ロープをビットに掛けようとしたところ土運船ビットとロープの間に右手中指を挟まれ裂傷した。		平成7年2月9日 15時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		1:有		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ビット、ロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																		22:連絡合図が不明瞭だった。		22:連絡合図が不明瞭だった。						作業船係留ロープが緩んだのでボラードから外そうとしたら急にロープが緊張した。<改行>		22:作業場が狭かった。								比較的太いロープを直接手で握ってロープを取扱った。<改行>		22:周辺地域への周知に不備があった。								小さい細部の作業内容の教育が不足していた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）安全教育を強化する。（２）安全パトロールを強化する。（３）作業手順を周知徹底させる。				若松港湾工業（株）																																																																																																H06-九州-関門航路-0301.xlsx		3/6/15 17:32		3/6/15 17:32		1995		2		9		15		30		1994		TRUE		8		5		九州		3		10		0		10.0		8		1104		14		1995/2/9　15:30		34739.6458333333

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		31年 05月		機関長（揚錨船）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		敦賀港（金ヶ崎地区）岸壁（－１０ｍ）工事		岸壁工事の鋼管杭打込み作業中に、ハンマーが不調の為、杭打ち船の踊り場からリーダー横のタラップを降りてハンマーを点検を実施した。その後、ハンマーが始動したため、タラップを登り始めたところ、ブリッジにいた船長が、被災者が既に避難したものと思い、防音カバーを降ろした。その為、カバー下部のガイド鉄筋が左手袋に触れ、タラップとガイドの隙間に左手甲が入り、鉄筋にて被災した。		平成7年2月22日 9時30分 頃		海上		FD、作業船上		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10				1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		防音カバー		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		船長が被災者の退避を確認しないで防音カバーを降ろした為、被災者の手袋がカバー下部の鉄筋に<改行>触れ、左手甲がタラップとカバーのガイドとの間に挟まれた。<改行>																29:酸欠状態だった。		29:酸欠状態だった。						杭打船のやぐらのタラップ上でハンマーの確認をしたため<改行>										ハンマー点検時の作業手順を決めずに<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）防音カバー昇降合図の徹底及び厳守（２）ハンマー点検は安全な場所で行う。（３）作業手順の再確認励行（４）見張員の適正配置（今回の場合は、被災者は高さ１９ｍの位置で合図者は約１５ｍと見上げる状態であった）				若築建設（株）		北陸支店																		株式会社トマック																		局事務次長により口頭注意。																																																										H06-北陸-敦賀-0701.xlsx		3/6/15 18:18		3/6/15 18:18		1995		2		22		9		30		1994		TRUE		8		9		北陸		1		31		5		31.4		8		1399		47		1995/2/22　9:30		34752.3958333333

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		01年 08月		普通作業員		10:その他(　)						腰椎		04:骨折								5:31以上		68		1:労災適用		酒田港（北港地区）防波堤（北）（改良）（その２）工事（消波）		５０ｔ型テトラポッド製作の型枠組立作業中、建て込み終了後に雨水流入防止蓋を型枠天端に掛けようとして梯子を登り終え型枠上に乗って型枠天端のフックに安全帯を掛けようとしたところ、バランスを崩し、２ｍの高さから転落し被災した。		平成7年2月27日 11時50分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作								6:その他(　)		曇り時々小雨				3:中風（4～8）		2:0～10								26:その他の起因物(　)		型枠		01:地面				01:墜落・転落																																		A:危険だと思わなかった												毎日同じ作業の繰返しで油断をし、作業自体を軽視した。<改行>										安全帯の取付位置がよくなく、安全度が不足であった。<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。				作業員の作業に対する習熟度の把握の不十分。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）社員を含む全作業員による危険箇所の発見及び是正について、周知徹底する様指導教育を実施し、安全意識の高揚にに努める。（２）安全設備の設置。（型枠用作業足場の製作・使用）				酒井鈴木工業（株）																																						所長より口頭注意。																																																										H06-東北-酒田-0801.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		1995		2		27		11		50		1994		TRUE		1		17		東北		5		1		8		1.7		26		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		1995/2/27　11:50		34757.4930555556

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		03年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								4:16～30		10		1:労災適用		平良港（トゥリバー地区）岸壁（緑地）本体ブロック製作工事		ブロック製作（ワーロック１０ｔ型１４０個）したものをクレーンにてセルフローダーに積み込み仮置ヤードにおろす作業を行うため、転置作業の準備をしていた。被災者は、クレーンのアウトリガーの敷き板を設置する作業のためセルフローダーに背を向けて立っていたところ、セルフローダーが移動の際、後方についているリヤゲートの先端部分で足を引っかけ負傷した。		平成7年3月7日 8時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック						26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		危険区域内なのに合図を徹底せず作業した。<改行>																														26:振動があった。								<改行>		26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。		26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。		26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。		26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。		<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）左右前後の安全確認を徹底する。（２）誘導員を配置する。（３）リヤーゲートのないセルフローダーを使用する。				（株）佐平建設																				12000047007811																																																																												H06-沖総局-平良-0201.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		1995		3		7		8		30		1994		TRUE		9		18		沖縄		4		3		0		3.0		5		701		51		1995/3/7　8:30		34765.3541666667

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		71		男		04年 02月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0				釜石港湾口防波堤北堤深部本体工事（その４）		海上第１打継場５段目内足場上にて、５段目鉄筋組立に伴う人力小運搬作業中で鉄筋３本を４人で横持ち移動中、最後部の被災者が足場板とケーソン隔壁の隙間に左足を踏み外し、足場受け金具に当たり左足内側を損傷したものである。		平成7年5月10日 14時15分 頃		海上		海上打継場		14:ケーソン海上打継ぎ				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				16:その他の加害物(　)		足場板金具		09:切れ、こすれ																																		A:危険だと思わなかった												<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・作業床の隙間をなくする。・連携作業時は声を掛け合って注意を促す。・高齢化に対応した適切な作業環境整備を図る。・長尺物、重量物は極力クレーンにより組立場所近くまで移動する。				三井住友建設株式会社		東北支店																																																																																														H07-東北-釜石-0101.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		1995		5		10		14		15		1995		TRUE		9		14		東北		1		4		2		4.2		12		ERROR:#VALUE!		54		1995/5/10　14:15		34829.59375

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		営繕工事		73		男		12年 00月		運転手		06:骨盤部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折		13:その他(　)						5:31以上		90		1:労災適用		清水港村松原及び大沢宿舎外解体工事		パワーショベルで解体・荷積作業中、パワーショベルの後部に軽作業員が接近し、片づけ仕事を作業中転倒した。そこにパワーショベルが後退し、退避しようとしたが間に合わず、右の足首及び大腿部にキャタピラが乗り、骨盤部が骨折した。		平成7年5月19日 13時30分 頃		陸上		宿舎		29:その他(　)		営繕		84:その他(　)		解体工事		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）																																		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		朝のＫＹで危険な箇所に立入らぬ様指示したが、重機が後方に移動しないと勘違いをして、バックホウの後方に立ち入り、躓いて転倒した。被災者が高齢（７３才）のため、動転して逃げ遅れ、またバックホウのオペレータが後方確認を怠ったためバックホウの下敷きになった。										被災者が叫びながら石を投げオペレーターに合図をしたが、バックホウの騒音で気付か<改行>ず、後方に移動したため。<改行>		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。						指揮者が重機誘導員の配置を怠り、作業させた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		パワーシャベルの作業範囲内に入る。重機の継続的な動きの作業状況の判断ミス。				・重機可動時には、誘導員を配備する。・危険区域を明確にし、立ち入りの禁止を徹底する。																																																																												労働基準監督署		reserved-34838x1F																						H07-中部-清水-0101.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		1995		5		19		13		30		1995		TRUE		21		29		中部		5		12		0		12.0		4		ERROR:#VALUE!		84		1995/5/19　13:30		34838.5625

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		00年 07月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		05:腹部		10:その他(　)		上肢部、下肢部		13:その他(　)						潜水病		3:9～15		10		1:労災適用		横浜港本牧泊地(-14m)浚渫工事		８時３０分現場に到着し、船首側２丁と船尾側１丁アンカーを打設した。完了後船上で潜水士自身によるエアーチェックを行い、９時４分潜水を開始。海底着底後に再度チェックを行った。探査プロープを持って潜水探査を開始してから約１５分経過したとき潜水士より「エアーが少ない」と連絡あり異常に気がつきエアーホースを引っ張って緊急浮上させた。		平成7年6月3日 9時20分 頃		海上		潜水作業		02:探査工				24:潜水探査				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		空気量不足による緊急浮上		1399:その他：その他						22:連絡合図が不明瞭だった。		22:連絡合図が不明瞭だった。		22:連絡合図が不明瞭だった。				経験不足が考えられる。<改行>																														22:作業場が狭かった。								予備ポンプを用意していなかった。<改行>		22:周辺地域への周知に不備があった。								交代した潜水士に対する安全教育が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．潜水作業直前の機械・器具の再点検２．潜水作業中における、送気員業務の確実化、機器、計器への常時注視と通信の常時聴取と気泡状態の常時確　　認３．潜水士の不慣れな器具・機材を使用しない。																																																																																																				H07-関東-京浜-0201.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		1995		6		3		9		20		1995		TRUE		23		2		関東		3		0		7		0.6		27		1399		24		1995/6/3　9:20		34853.3888888889

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		尼崎西宮芦屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		35年 00月		大工																		6:死亡		0		1:労災適用		平成７年災第１号西宮防波堤復旧工事		上部工パラペット部の港外側型枠の組立作業を数人で行っていた。型枠の組立作業完了後、港内側へ移動し作業を続けていたが、被災者の姿が見えないのを仲間の作業員が気づき、探したところ海中に転落しているのを発見した。　被災者は救命胴衣が脱げており、投げ込まれた救命浮環もつかむことが出来ず、海中に沈んでしまった。その後、ダイバーにより被災者は救助されたが既に死亡していた。		平成7年7月13日 13時40分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				11:おぼれ				0101:墜落：足場から						18:熱中して判らなかった		18:熱中して判らなかった		18:熱中して判らなかった				本人が単独行動の為，墜落の経緯は不明であるが、仕事のやり方にも問題があったと思われる。<改行>																														18:保護具が不適・不足だった。		18:保護具が不適・不足だった。		18:保護具が不適・不足だった。		18:保護具が不適・不足だった。		外側手すり代わりとして親綱をつかっていたが、手すりとしての働きが、ゆるみ等によ<改行>り有効に機能しなかったと思われる。<改行>		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		単独行動をとらせたこと、海中転落後の救助措置と応急措置がうまくできていなかっ<改行>た。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%										（株）浅川組				12000000008537																西村工業株式会社																																																																												H07-近畿-神戸-0101.xlsx		3/6/15 18:04		3/6/15 18:04		1995		7		13		13		40		1995		TRUE		11		21		近畿		6		35		0		35.0		27		101		55		1995/7/13　13:40		34893.5694444444

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		15		男		00年 00月		作業員		09:複合部位								01:打撲傷								6:死亡		0		1:労災適用		徳山下松港（徳山地区）岸壁（－１４ｍ）工事		ケーソン製作現場（乾ドック）で足場の組立中、７段目（１２ｍの高さ）から上が崩れ、９段目にいた被災者が下に墜落した。		平成7年8月7日 8時35分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		13:ケーソン製作(ドライドッグ)				56:支保工の組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。												ケーソン製作ヤードで足場（折りたたみ式足場）の組み替え中、とび工（被災者）が、筋交いを外<改行>していた足場に上がった為、足場と共に１６ｍ下のドック床面に墜落した。<改行>		08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。								安全帯を使用していなかった。<改行>		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。						被災者が作業方法を理解していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）関係法令の遵守。（２）安全作業指示、ミーティングの徹底。（３）作業手順の厳守。（４）経験の浅い者は危険を伴う作業には従事させない。（５）一度付けたブレース等は転用しない。				若築建設（株）		中国支店																		井森工業株式会社																																																																												H07-中国-宇部-0101.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		1995		8		7		8		35		1995		TRUE		1		13		中国		6		0		0		0.0		11		101		56		1995/8/7　8:35		34918.3576388889

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		07年 02月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		30		1:労災適用		石狩湾新港　北防波堤改良その４工事		当日１１時５０分頃、同僚１名と型枠ベッドに置かれている底枠の上に側枠を乗せて金テコでピン穴を合わせた後テーパーピン２本を両端に１本づつ打ち込んで、金テコを抜き、コッターピンを取り付けようとしたが穴が合わず、玉掛ワイヤーを緩めて穴を合わせようとした時、突然側枠が底枠から滑り落ち被害者の左足先に落下負傷した。		平成7年8月9日 11時50分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		4:500～1、000		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		玉掛ワイヤー		16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0299:飛来、落下：その他																A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。								降雨のため気持が焦っていて、合図者が型枠固定ピン取付状況を確認しないままピン取付が終わっ<改行>たと思い、ワイヤを緩める合図をした。<改行>																04:安全度が不足だった。								降雨により型枠のはくり剤が流れてしまうのを心配した。また、作業場所に他の型枠が<改行>あり退避スペースがなかった。<改行>		04:理解度の確認が不十分だった。								決められた手順を守るという基本がくり返し作業の中でマンネリ化してしまっていて<改行>、降雨により手順省略を安易に行った。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		当日１１時５０分頃、同僚１名と型枠ベッドに置かれている底枠の上に側枠を乗せて金テコでピン穴を合わせた後テーパーピン２本を両端に１本づつ打ち込んで、金テコを抜き、コッターピンを取り付けようとしたが穴が合わず、玉掛ワイヤーを緩めて穴を合わせようとした時、突然側枠が底枠から滑り落ち被害書の左足先に落下負傷した。				（１）作業手順の改善により、作業者全体が手順を確認し手順を守って作業する。（２）基本的（法規）事項の厳守、作業所ルールの厳守、日常の安全意識の向上を図る（３）作業中の巡視を強化し、安全作業確認を徹底する。				清水建設株式会社																																																																																																H07-北開局-小樽-0201.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		1995		8		9		11		50		1995		TRUE		21		17		北海		5		7		2		7.2		26		299		55		1995/8/9　11:50		34920.4930555556

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		02年 04月		普通作業員		10:その他(　)						右足踵部		04:骨折								5:31以上		20		1:労災適用		敦賀港（金ヶ崎地区）岸壁（ー１０ｍ）（その１）工事		杭打船で鋼管矢板を建て込み中、鋼管ホルダーからバランスを崩し、導材のＨ鋼上に足から墜落し、右足カカトを骨折した。		平成7年8月30日 9時40分 頃		海上		FD、作業船上		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		導材		01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。						安全帯もせず、開口部で作業した<改行>		27:騒音があった。								開口部が生じていた<改行>										トラブル発生時の作業手順の検討が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						(1)非定常時作業も含めた鋼管ホルダー上での安全確保のため、足場に内手摺りを新設する。(2)鋼管矢板打設作業において、想定されるトラブル時の非定常時も含めた作業手順書を見直しし、作業員に徹　底する。(3)作業員及び作業指揮者の安全意識高揚の為の再教育を実施する。(4)予定外作業の実施に当たっては、作業指揮者の直接指示で行うことの再徹底する。(5)高所作業においては、安全帯の着装と使用を再徹底する。				五洋建設株式会社		北陸支店																																				局事務次長より口頭注意。																																																										H07-北陸-敦賀-0101.xlsx		3/6/15 18:18		3/6/15 18:18		1995		8		30		9		40		1995		TRUE		1		9		北陸		5		2		4		2.3		8		199		47		1995/8/30　9:40		34941.4027777778

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		23年 01月		作業員										10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		玉藻地区航路泊地（－１０．０ｍ）浚渫工事		浚渫作業中、土運船に傾きが見られたので、作業員数名が左舷側の船倉のマンホールよりビルジを汲み出した。右舷側マンホールも開け点検したがビルジが確認されなかったので、土砂を積込み後に再確認する事とし、それまでは船倉内に入らない事を申し合わせ土砂の積込み作業を開始した。積込み終了後、離舷時に被災者が見当たらないので作業責任者及び作業員数人で探したところ、土運船の右舷マンホール内で倒れているのを発見した。ただちに救急車を要請し、船倉内に送風を行い被災者を救出したが、既に死亡していた。		平成7年9月10日 10時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				38:土運搬				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		1:有		25:環境等				15:起因物と同じ				13:有害物等との接触				1301:その他：酸欠						15:気持ちがあせっていた。		15:気持ちがあせっていた。						グラブ浚渫作業中、土運船の傾きが大きいので、調査の為と思われるが酸素濃度計で計ることなし<改行>にタンク内にいった。<改行>																														15:安全装置が不適・不良だった。								船体が傾いていた<改行>		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。				作業手順、事前点検、危険箇所についての教育が不充分<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・全作業員に再発防止特別教育を実施した。安全教育（単独作業の禁止、酸素欠乏症の防止、災害事例等）実技訓練（酸素濃度計の取り扱い、空気呼吸器の装着方法、救助訓練等）・安全管理体制を強化した。統括安全衛生責任者及び元方安全衛生管理者の再教育、安全管理者の常駐・増員・安全設備の強化計器類の増設（ＣＯ測定可能な酸素濃度計、呼吸保護具の設置）ハッチの施錠管理、タンク内作業者の名札立ての設置、救助用ロープの設置。				みらい建設工業株式会社																				タチバナ工業（株）																																																																												H07-四国-高松-0501.xlsx		3/6/15 17:54		3/6/15 17:54		1995		9		10		10		30		1995		TRUE		13		5		四国		6		23		1		23.1		25		1301		38		1995/9/10　10:30		34952.4375

		北海道開発局		小樽港湾事務所		小樽		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		04年 05月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								10:窒息										368		1:労災適用		小樽港色内防波堤建設外一連工事		台船（４００ｔ積）に起重機船にて仮設桟橋用資材を積込作業を終了した後、台船の周りを点検したところ亀裂や穴が見つかり補修作業を始めた。３ヶ所の補修が終わり４ヶ所目のハッチ（φ６０ｃｍ）から最初に船艙に入った同僚の様子がおかしいので、被災者も船艙に入って倒れ、レスキュー隊により救出され病院で治療中である。		平成7年10月13日 15時10分 頃		海上		台船の船艙内		09:杭及び矢板				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		台船の船艙		17:加害物なし				23:その他(　)		酸素欠乏		1301:その他：酸欠																		1		15:気持ちがあせっていた。		13:油断、軽視した。						酸素測定を行わず、船艙に入り被災。<改行>																29:酸欠状態だった。								酸素測定機器を設置してなかった。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。								作業環境に応じた安全管理の指導不足。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１）酸素欠乏病防止対策について関係業者作業員に周知徹底を図る２）機械の持ち込みについてルールを定め、不整備な機械の持ち込みを防止する３）毎朝のＫＹミーティングの中に種々の災害事例を取り入れ作業員の危険予知能力を高める４）安全管理体制を整備し作業内容変更時の対処、安全施工サイクルの実施を確実に励行する				近藤工業株式会社																																																																																																H07-北開局-小樽-0103.xlsx		3/6/15 17:28		3/6/15 17:28		1995		10		13		15		10		1995		TRUE		23		9		北海		ERROR:#VALUE!		4		5		4.4		26		1301		3		1995/10/13　15:10		34985.6319444444

		北海道開発局		小樽港湾事務所		小樽		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		24年 00月		オペレータ		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		小樽港色内防波堤建設外一連工事		台船（４００ｔ積）に起重機船にて仮設桟橋用資材を積込作業を終了した後、台船の周りを点検したところ亀裂や穴が見つかり補修作業を始めた。３ヶ所の補修が終わり４ヶ所目のハッチ（φ６０ｃｍ）から船艙に入った同僚が倒れ、その様子に気づいた二人目が船艙に入って同様に倒れた。被災者が２名を救出しようとして倒れ、レスキュー隊により救出され病院に搬送され治療を受けたが、１０月２０日１２時１９分死亡した。		平成7年10月13日 15時10分 頃		海上		台船の船艙内		09:杭及び矢板				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		台船の船艙		17:加害物なし				23:その他(　)		酸素欠乏		1301:その他：酸欠																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								酸素測定を行わず、船艙に入り被災。<改行>																29:酸欠状態だった。								酸素測定機器を設置してなかった。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。								作業環境に応じた安全管理の指導不足。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１）酸素欠乏病防止対策について関係業者作業員に周知徹底を図る２）機械の持ち込みについてルールを定め、不整備な機械の持ち込みを防止する３）毎朝のＫＹミーティングの中に種々の災害事例を取り入れ作業員の危険予知能力を高める４）安全管理体制を整備し作業内容変更時の対処、安全施工サイクルの実施を確実に励行する				近藤工業株式会社																																																																																																H07-北開局-小樽-0102.xlsx		3/6/15 17:28		3/6/15 17:28		1995		10		13		15		10		1995		TRUE		23		9		北海		6		24		0		24.0		26		1301		3		1995/10/13　15:10		34985.6319444444

		北海道開発局		小樽港湾事務所		小樽		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		01年 04月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		小樽港色内防波堤建設外一連工事		台船（４００ｔ積）に起重機船にて仮設桟橋用資材を積込作業を終了した後、台船の周りを点検したところ亀裂や穴が見つかり補修作業を始めた。３ヶ所の補修が終わり４ヶ所目のハッチ（φ６０ｃｍ）から船艙に入った被災者は酸素欠乏で倒れ、レスキュー隊により救出され病院に搬送されたが１６時３２分死亡した。		平成7年10月13日 15時10分 頃		海上		台船の船艙内		09:杭及び矢板				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		台船の船艙		17:加害物なし				23:その他(　)		酸素欠乏		1301:その他：酸欠																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								酸素測定を行わず、船艙に入り被災。<改行>																29:酸欠状態だった。								酸素測定機器を設置してなかった。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。								作業環境に応じた安全管理の指導不足。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１）酸素欠乏病防止対策について関係業者作業員に周知徹底を図る２）機械の持ち込みについてルールを定め、不整備な機械の持ち込みを防止する３）毎朝のＫＹミーティングの中に種々の災害事例を取り入れ作業員の危険予知能力を高める４）安全管理体制を整備し作業内容変更時の対処、安全施工サイクルの実施を確実に励行する				近藤工業株式会社																																																																																																H07-北開局-小樽-0101.xlsx		3/6/15 17:28		3/6/15 17:28		1995		10		13		15		10		1995		TRUE		23		9		北海		6		1		4		1.3		26		1301		3		1995/10/13　15:10		34985.6319444444

		北海道開発局		釧路港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		15年 00月		甲板員		05:腹部								12:臓器破裂								3:9～15		14		2:労災非適（船員法適用）		根室港（花咲地区）西外防波堤　上部工工事		西外防波堤上部工のコンクリート打設作業を行っていたが、風及びうねりが強くなってきた為、午前８：３０分作業を中止し、停泊地の岸壁まで回航しようと曳航準備中、曳船がうねり及び突風によってアンカーワイヤーの方向に流され、アンカーワイヤーと接触した、そのときアンカーワイヤーが曳船のクリートに掛かったので揚錨船が状況確認の為接近した時、うねりにより曳船がローリングしワイヤーがクリートより外れ、揚錨船の船首にいた被災者の腹部に当たり負傷したものです。		平成7年10月19日 0時0分 頃		海上		揚錨船上		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ワイヤー		06:激突され				0299:飛来、落下：その他																A:危険だと思わなかった		1		21:連絡合図がなかった。								ミキサー船第６６天神の係留用ワイヤーロープが曳船のクリートに掛かったので、状況確認のため<改行>不用意に曳船に近づいた際、被災者が本船船首部で作業中だったこと。<改行>																32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								事前に気象・海象状況の把握は行っていたが、作業中に風邪及びうねりが強くなってき<改行>たこと。<改行>		27:作業中止の基準を定めていなかった。								作業中に気象・海象状況が悪化した場合の作業中止基準及び曳航・アンカーリングの<改行>作業手順が作業員に周知徹底されていなかったこと。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		西外防波堤上部工のコンクリート打設作業を行っていたが、風及びうねりが強くなって来た為、午前８：３０分作業を中止し、停泊地の岸壁まで回航しようと曳航準備中、曳船がうねり及び突風によってアンカーワイヤーの方向に流され、アンカーワイヤーを接触した、そのときアンカーワイヤーが曳船のクリートに掛かったので揚錨船が状況確認の為接近した時、うねりにより曳船がローリングしワイヤーがクリートより外れ、揚錨船の船首に				１）事前に気象・海象状況の把握し、プラント船曳航前に必ず作業海域の安全を確認し曳航する。少しでも不安要素がある場合は曳航しない。２）作業中に気象・海象状況が変わって来た場合は直ちに作業を中止し、プラント船は上部工を離れアンカーを外す前に船長は、うねり、風及び全体の状態を把握し船長の指揮の基に曳航準備を行い、プラント船を停泊地まで曳船する。３）揚錨船も船長とトランシーバー等で密に連絡を取り合い船長の指揮の基にアンカーワイヤーの取り外しを行う。４）プラント船に係わるすべての作業は、船長又は副船長が監視し、船長の指揮の基に作業を行うものとする。５）安全衛生教育の再実施　？今後の事故再発防止について？安全対策基本方針の再確認？作業手順の再確認６）各作業については、当日の朝礼及び作業員全員参加によるミーティング、作業手順の確認、危険予知活動において災害予防対策を再確認し作業にあたる。																																																																																																				H07-北開局-釧路-0101.xlsx		3/6/15 17:14		3/6/15 17:14		1995		10		19		0		0		1995		TRUE		6		21		北海		3		15		0		15.0		8		299		61		1995/10/19　0:0		34991

		九州地方整備局		唐津港湾事務所		伊万里		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		03年 00月		玉掛工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		伊万里港（久原南地区）橋梁外１件工事		前日の作業終了時に補助フックのワイヤーが風に振られるのを防ぐため、撤去した鋼矢板に繋いでいた。当日の作業開始前にそのワイヤーをはずすため吊り上げたところ、吊荷が振れ被災者の左足首に当たった・		平成7年10月24日 8時10分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		09:杭及び矢板				02:作業準備				3:雨																14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		吊荷（鋼矢板）		06:激突され				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																		1										荷を吊り上げるとき、吊り荷が不安定であるのに、吊り荷から離れなかった。<改行>																07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								起因物となった吊り荷の鋼矢板が不安定な状態で置かれていた。<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								臨時の作業であったため、作業の安全指示が行われていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）玉掛者が安全な位置へ離れたことを確認し、合図を待って作業する。				松尾建設（株）																																																																																																H07-九州-唐津-0201.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		1995		10		24		8		10		1995		TRUE		6		9		九州		1		3		0		3.0		14		1102		2		1995/10/24　8:10		34996.3402777778

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		17年 00月		生コンクリート圧送工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		03:背部						01:打撲傷		04:骨折						5:31以上		90		1:労災適用		神戸港〔港島トンネル〕沈埋函製作工事（その２）		沈埋函の上床版上で生コン圧送作業中、ポンプ車の２段目ブーム中央付近が折損し、ブーム下付近で作業をしていた被災者に倒れ負傷した。		平成7年11月20日 16時5分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		沈埋函製作		60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上																		0299:飛来、落下：その他						02:資格が無いのにやった。		02:資格が無いのにやった。						ブームの下という危険な場所に入った。<改行>																														02:機械・器具の材料に欠陥があった。								コンクリートポンプ車のブームに欠陥があった。<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。				作業前の点検の不備と作業方法に無理があった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・ブームの下近くに近づかない。・ブームの始業前点検を充分に行う。・ブームに対する監視人を配置する。・危険個所、不安全行動の是正。				西松建設株式会社				株式会社鴻池組				飛島建設株式会社																																																																																								H07-近畿-神戸-0301.xlsx		3/6/15 18:03		3/6/15 18:03		1995		11		20		16		5		1995		TRUE		ERROR:#VALUE!		29		近畿		5		17		0		17.0		ERROR:#VALUE!		299		60		1995/11/20　16:5		35023.6701388889

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		31年 00月		監視船船長		04:胸部								04:骨折								4:16～30		21		1:労災適用		秋田港（向浜地区）泊地（ー１２ｍ）浚渫工事		交換明けのため、監視船より通船に乗り移る際、風浪による揺れでバランスを崩し転び、通船のマスト根元に左脇腹があたった。		平成7年11月29日 9時0分 頃		海上		交通船上		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)		監視作業		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		27:起因物なし				02:甲板				02:転倒				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった				27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。				警戒船から通船に乗り移るという日常的な行動に対する油断があった。<改行>		27:騒音があった。								風及び波浪による船の揺れがあった。<改行>										特になし<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						(1)事故の連絡が遅れたので、連絡体制の再度確認及び徹底。(2)慣れからくる気の緩みがあるので、教育機会に意識の高揚を図る。				大都建設（株）		新潟営業所																																																																																														H07-東北-秋田-0201.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		1995		11		29		9		0		1995		TRUE		2		5		東北		4		31		0		31.0		27		199		84		1995/11/29　9:0		35032.375

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		01年 06月		潜水士		10:その他(　)								13:その他(　)						溺水による溺死		6:死亡		0		1:労災適用		博多港（アイランドシティ地区）岸壁（－１１ｍ）外１件工事				平成7年11月30日 14時10分 頃		海上		潜水作業																										26:その他の起因物(　)		エアーホース		11:海水等				11:おぼれ				1306:その他：潜水士の溺れ														不明<改行>																																						不明<改行>										不明<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．新規入場時に潜水士の熟練度を把握し、作業環境や作業内容に応じて配置する。２．シルト除去作業等により視界が著しく悪くなると予測される現場では、単独作業の場合は１級または２級保持者を配置する。３級保持者については２名を配置する。３．作業場所の障害物等を把握させ、エアーホース等が障害物に掛からないよう確認しながら作業させる。４．潜水作業における緊急時対応マニュアルを作成するとともに定期的に訓練を行う。５．朝のミーティングには作業員全員が参加するとともに、潜水士と送気員のベアーについては作業途中で変更しないよう徹底する。６．エアーホースの固定ベルトは、緊急時の脱着が直ちにできる装着方法とする。				東洋建設株式会社		九州支店																																																																																														H07-九州-博多-0301.xlsx		3/6/15 17:42		3/6/15 17:42		1995		11		30		14		10		1995		TRUE		11		ERROR:#VALUE!		九州		6		1		6		1.5		26		1306		ERROR:#VALUE!		1995/11/30　14:10		35033.5902777778

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		01年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		石狩湾新港北防波堤改良　ブロック製作その１工事		消波ブロック（５０ｔテトラポッド）製作工に於いて、養生枠外にて型枠を大組し、１５０ｔクレーンにて養生枠内に移動した。被災者は枠外より枠内への徒歩移動中に凍結した雪にバランスを失い左足首を負傷した。		平成7年12月15日 14時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		足を滑らせた		1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		27:不安全な場所へのった。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。						消波ブロック製作作業中、型枠組立場所から生コンクリート打設場所へ移動する為、圧雪状態であ<改行>ったが、平坦で障害物のない場所をスパイク付の長靴を着用して歩行中足を滑らせ転倒し左足首を<改行>負傷した。<改行>																33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。								通路が圧雪状態で悪かった。<改行>		99:その他								危険場所へ接近した。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		消波ブロック（５０ｔテトラッポッド）製作工に於いて、養生枠外にて型枠を大組し、１５０ｔクレーンにて養生枠内に移動した。被災者は枠外より枠内への徒歩移動中に凍結した雪にバランスを失い左足首を負傷した。				・クレーンの走行後、キャタ跡に砂をまく。・ＫＹＫ以外に毎日、足元注意を励行する。・現場内は、「ゆっくり歩こう」を標語とし意識を高める。・支店安全巡回の頻度を多くする・作業中の巡視を強化し、安全作業確認を徹底する。				みらい建設工業株式会社																																																																																																H07-北開局-小樽-0301.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		1995		12		15		14		30		1995		TRUE		23		17		北海		5		1		0		1.0		27		1399		55		1995/12/15　14:30		35048.6041666667

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		10年 00月		船員（甲板員）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部						04:骨折								4:16～30		28		2:労災非適（船員法適用）		十勝港－１２ｍ　岸壁工事		捨石均し作業をするために、第３埠頭－５．５ｍ岸壁から施工現場に向けて起重機船の曳航を開始し、現場にて固定すべく左舷船尾部のアンカーを投錨し、左舷船首部からロープを係船柱に繋ぎ、続いて右舷船首部のロープを海中固定の錠アンカーに繋いだ。最後に右舷船尾部のアンカーを揚錨船にて投錨するために揚錨船のウインチのワイヤーとアンカーの「起こしワイヤー」をシャックルにてつなぎ、巻き始めたところ、うねり及び航跡波により揺れが生じ、巻き上げていた「起こしワイヤー」が跳ねて被災した。		平成7年12月23日 7時30分 頃		海上		揚錨船上		08:捨石及び均し				15:舷外及び揚投錨				4:雪				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		1: ～0		4:500～1、000		1:有		1:有		26:その他の起因物(　)		アンカーの起こしワイヤー		16:その他の加害物(　)		起こしワイヤー		04:飛来・落下物にあたる				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																A:危険だと思わなかった				28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		13:油断、軽視した。						ワイヤーのそばにいたため跳ねたワイヤーを避けきれなかったことと本人にも油断があった。<改行>																35:その他の作業環境に欠陥があった。								作業船の作業スペースが狭かったことと、作業時に漁船の入出港で０．７～０．８ｍ程<改行>度の波が発生していた。<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		捨石均し作業をするために、第３埠頭－５．５ｍ岸壁から施工現場に向けて起重機船の曳航を開始し、現場にて固定すべく左舷船尾部のアンカーを投錨し左舷船首部からロープを係船柱に繋ぎ、続いて右舷船首部のロープを海中固定の錠アンカーに繋いだ。最後に右舷船尾部のアンカーを揚錨船にて投錨するために揚錨船のウインチのワイヤーとアンカーの「起こしワイヤー」をシャックルにてつなぎ、巻き始めたところ、うねり及び航跡波によ				○始業時点検の完全実施　・使用船舶・機械、船内設備、ワイヤー・器具及び作業環境のチェック○揚投錨作業の作業手順書の見直し　・起重機船アンカーは確認できるまで巻き上げた（水面からでた）状態にしておく。・起重機船アンカーの「起こしワイヤー」は起重機船に取り込んでおく。・巻上を開始し、ワイヤーが張ったら巻上を一旦停止し、その状態を確認した後、再開するともに、合図者は、うねり及び航跡波に十分注意し、船体やアンカーの動揺が予想されるときには作業を中止し、おさまってから作業を開始する。○作業中止基準の見直し　・現在、波高の作業中止基準を「Ｈ＝１．０ｍ」としているが、これを見直して「Ｈ＝０．７ｍ」とする。○気象・海象の変化への対応　・ＦＡＸにより定期的に得られる気象・海象データを提供し、船員全員に周知徹底し、気象・海象の変化に迅速に対応できるようにする。																																																																																																				H07-北開局-十勝-0101.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		1995		12		23		7		30		1995		TRUE		4		8		北海		4		10		0		10.0		26		899		15		1995/12/23　7:30		35056.3125

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		25年 00月		ＦＤ船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		04:胸部		06:骨盤部				01:打撲傷		02:創傷						4:16～30		20		1:労災適用		酒田港（北港地区）防波堤(北)(第２)(その２)工事(本体)		ＦＤでケーソン製作作業中、当日の作業終了後、係船ロープの緩みを発見したので巻き取り作業中、突然ワーピングドラムが破損し、被災者の顔面及び胸部に当たり負傷した。		平成7年12月25日 16時20分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				14:船舶等の接舷・係留				4:雪				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		1: ～0		2:50～200		1:有		2:無		14:物上げ装置				02:甲板				04:飛来・落下物にあたる																				A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。						ＦＤの甲板上で係留ロープ（φ＝１００㎜）が緩んでいた為、船員３人でウインチのドラムを使用<改行>して、係留ロープを緊張していた際、突然ドラムが破損し、破片がロープを巻き取っていた船員の<改行>顔面及び胸部に当たり打撲した。又その時保持していたロープを離したため転倒し左下肢部を打撲<改行>した。<改行>																13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。								ドラムに異常な力が働きドラムの強度が、耐えられなかった。<改行>										－<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						(1)日常及び定期の保守点検を徹底する。				若築建設（株）		北陸支店																		株式会社本間組																		局事務次長より口頭注意、																																																										H07-東北-酒田-0301.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		1995		12		25		16		20		1995		TRUE		4		12		東北		4		25		0		25.0		14		ERROR:#VALUE!		14		1995/12/25　16:20		35058.6805555556

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		32年 09月		潜水士		10:その他(　)						減圧症		13:その他(　)						減圧症		4:16～30		167		1:労災適用		宮古港水中部施工状況調査		宮古港藤原地区防波堤(？)水深約-7.0～11.0ｍの水中部捨石均しの確認検査の為潜水した。１回目の確認検査は9:40～10:30頃まで行い、一旦浮上し移動する。２回目の確認検査は11:00～12:00頃まで作業をした。確認検査が終わり、浮上し潜水士船に上がり、潜水具を取り外すとき本人が、「両手が冷たい」「吐き気とめまいがする」と体の異常を訴えた。船上から陸上に上がるとき、一人で立ち上がることができず抱きかかえてあげた。その後すぐ病院へ向かった。		平成8年1月19日 12時0分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		水中部施工状況調査		23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		水圧		16:その他の加害物(　)		水		23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった				20:身体の調子が悪かった。								潜水直前の体調には異常なく、また自覚はなかったが、潜水中に体調が変化したものと推定される<改行>。<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．潜水直前に自分の現在の体調を再確認し、多少でも不安要素があれば潜水を見合わせることとする。２．潜水作業中、体調に不安が生じたら我慢せずに浮上し、船上で休憩しながら体調の回復を待つこととする。																																																																																																				H07-東北-釜石-0301.xlsx		3/6/15 19:00		3/6/15 19:00		1996		1		19		12		0		1995		TRUE		23		29		東北		4		32		9		32.8		26		1307		23		1996/1/19　12:0		35083.5

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		15年 00月		鳶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								1:0～3		4		1:労災適用		釜石港湾口防波堤北堤深部築造工事		６時３０分頃、ケーソン据付作業中（１７号函）ケーソン引付け用のワイヤーロープ（φ４０）を作業船上にて固縛作業完了後、チェーンストッパーを外したところ、ワイヤーに左手を巻き込まれ、環指を裂傷した。		平成8年1月20日 6時30分 頃		海上		FD、作業船上		16:ケーソン曳航・据付				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ワイヤーロープ		10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。								油断した<改行>		04:安全度が不足だった。								革手を使用しなかった<改行>		04:理解度の確認が不十分だった。								教育はしていたが、革手を使用しなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・巻き差し部を保護するような安全対策を再考する。・補助ワイヤー及びレッコ環を使用しての作業の可能性を検討する。・作業員が周辺にいなくても良い方法を検討する。・作業員に対して作業手順を説明するとき、災害事例等を盛り込み、重要なポイントを教育する。				東洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H07-東北-釜石-0401.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		1996		1		20		6		30		1995		TRUE		8		16		東北		1		15		0		15.0		26		1199		2		1996/1/20　6:30		35084.2708333333

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		00年 02月		コンクリート圧送工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								4:16～30		21		1:労災適用		大阪南港トンネル沈埋部築造工事（その４）		函底コンクリート打設中に排出された残コンは、逐次取り除き水洗いを行い処理していたが、事故当日は下床版上の水溜まり部分に少量のレイタンスが残ったままであった。　被災者は歩行中にその箇所へ足を踏み入れ滑り、足首を負傷した。		平成8年1月27日 2時20分 頃		陸上		沈埋函内		29:その他(　)		沈埋函製作		60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10																				1399:その他：その他						07:防護物・保護具を使用しなかった。								水溜りにレイタンスが堆積していて、歩行中に足を滑らせ転倒<改行>																														07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								レイタンスは足を滑りやすい状態であった<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								２交代で作業をしていたが、交代要員には転倒等の注意を行っていなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・水洗いを十分に行い水溜まり等にレイタンスが残留しないよう清掃する。・足元の状況を確認してから行動する。				五洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				株式会社大本組																																																																																								H07-近畿-大阪-0401.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		1996		1		27		2		20		1995		TRUE		ERROR:#VALUE!		29		近畿		4		0		2		0.2		ERROR:#VALUE!		1399		60		1996/1/27　2:20		35091.0972222222

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		45		男		03年 06月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		3		1:労災適用		新潟空港埋立護岸工事（消波）		テトラ転地のため、クローラクレーンと玉掛け作業員により玉掛け作業を行っていたとき、合図の確認ミスで玉掛けワイヤーを引き上げたため玉掛け作業員の左手指３本をテトラと玉掛けワイヤーの間に挟まれ負傷した。		平成8年2月23日 9時10分 頃		陸上		埋立地、埋立		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		1: ～0		4:500～1、000						21:手工具、用具				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																				03:指示、命令を守らなかった。								冬期海岸で合図者防寒服及び雨具（カッパ）で着ぶくれ状態で、合図者の合図が不明確な（又は不<改行>適当）手合図であった。<改行>																03:機械・器具に欠陥があった。								玉掛ワイヤーに介先（かいさき）ロープをつけるべきであった。ブロックは貝殻の付着<改行>でワイヤーが滑り落ちにくいので。<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								玉掛は物と実態にあった方法で行い、一般の安全指導だけではうまくないので特殊な<改行>場合の指導が欠けていた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						(1)作業手順の指導を徹底する。(2)危険予知活動を徹底する。(3)作業前のミィーテングをより一層強化する。(4)ＫＹＴ活動の充実を図る。(5)安全専任者による安全指導及び現場巡回を徹底する。(6)作業員の安全意識の高揚のため指導を強化する。																																																																																																				H07-北陸-新潟-0101.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		1996		2		23		9		10		1995		FALSE		8		18		北陸		1		3		6		3.5		21		1102		51		1996/2/23　9:10		35118.3819444444

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		能代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		18年 09月		溶接工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								2:4～8		21		1:労災適用		能代港(大森地区)岸壁(ｰ13m)(その３)工事		仮設施設の解体作業中、山留材と鉄板が剥がれないので再度、鉄板を降ろした時、キャンバーの位置が悪かったので、手伝いに来た被災者が直したとき鉄板がずり落ち右手小指が挟まった。		平成8年3月4日 15時15分 頃		陸上		作業ヤード		09:杭及び矢板				12:ガス溶接・切断				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						23:荷				07:落下物				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				02:資格が無いのにやった。								鋼製防風施設解体の為、鋼板と山留材（Ｈ鋼）の溶接部を切断して、Ｈ鋼用のクランプを使用して<改行>クレーンで吊り上げ、分割しようとしたが離れなかった為、一旦地面に下ろした。その際、キャン<改行>バーの位置が悪かったのでその位置を変える為、再度山留材を２０ｃｍ吊り上げキャンバーを掴ん<改行>だ瞬間、鋼板が離れ小指を挟まれた<改行>		02:機械・器具の材料に欠陥があった。								<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								不意の危険に対する確認不履行<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						(1)切断解体作業は、手順を徹底し、部材落下の安全を確認して作業する。(2)不安定な吊荷の下には、絶対手を入れない。(3)玉掛け合図者は、常に周囲の安全を確認し適切な合図連絡をする。(4)Ｋ．Ｙ．Ｋ．ミーテングの徹底。				みらい建設工業株式会社		東北支店																																				局事務次長より口頭注意。																																																										H07-東北-秋田-0401.xlsx		3/6/15 19:01		3/6/15 19:01		1996		3		4		15		15		1995		TRUE		8		9		東北		2		18		9		18.8		23		1399		12		1996/3/4　15:15		35128.6354166667

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		14年 00月		クレーン運転手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上		60		1:労災適用		平成７年災第３４号新港東岸壁（－１２ｍ）築造工事		鋼製型枠をトラッククレーンで建て込み中、吊り上げていた型枠が風の影響で揺れて回転し、クレーンの運転席に当たりそうになった。その時、被災者（クレーンオペレーター）は、窓を開け手を出して型枠を支えようとしたが、支えきれずに左手を型枠と運転席の間にはさまれ負傷した。		平成8年3月8日 15時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				10:用具等				06:激突され				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中						34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		作業手順を省略、手抜き作業を実施し、オペの安全意識が低く、不安全行動をし、作業方法が適切<改行>でなかった。<改行>																														34:作業環境項目を測定していなかった。		34:作業環境項目を測定していなかった。						重量物の揚重作業として、介錯ロープの不備・作業中止基準不履行等安全の基本を無視<改行>した為。<改行>		99:その他		99:その他						短期間の工事であつても、作業手順を省略する事無く、始業前ＫＹ活動を確実実行す<改行>る様下請指導を徹底する。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・作業手順通り実施しているが、社員が現場で確認し、不備の場合には直ちに作業を中止させ、繰り返し周知徹底させる。・新たな段取りを行う場合には作業に必要な小道具・安全備品等までチェックする。・作業所長は、特に新規作業の開始時は巡視回数を多くし、必要に応じてＫＹを行う等の指導を行う。・現場に風速計を設置・観測し、作業中止基準内であっても風力が少しでも不安全な状態になりそうと判断したら直ちに作業を中止する。				りんかい日産建設株式会社		大阪支店																																																																																														H07-近畿-神戸-0501.xlsx		3/6/15 18:06		3/6/15 18:06		1996		3		8		15		15		1995		TRUE		6		17		近畿		5		14		0		14.0		14		1102		55		1996/3/8　15:15		35132.6354166667

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		17年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上		60		1:労災適用		平成７年災第２３号２９号ＰＩ物揚場？外復旧工事		台船上の係留用ロープをウインチから引船により引き出していた際、ウインチのレバー操作をしていた被災者は、ウインチドラムからワイヤーが弛みギア側の溝に落ちそうになるのを見て、ワイヤーを左手でつかみウインチへ戻そうとした時、台船の揺れによりワイヤーが緊張し、左手がウインチギアのシャフトの溝に引き込まれ、左手をはさまれ負傷した。		平成8年4月2日 7時30分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		作業準備		13:作業船の転船				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備						28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				クレーン付台船（５０ｔ吊）の甲板上でウインチの操作を行っていたが、ワイヤーロープに弛みが<改行>発生、ギアー側の溝に落ちそうになった為、操作ｒバーからの場所からウインチドラムの所に行き<改行>、弛みの発生したワイヤーロープを左手でつかみ、ドラムに戻そうとした。被災者がワイヤーロー<改行>プをつかんだ瞬間、本線の揺れにより被災<改行>																														28:粉塵が多かった。								安全設備、装置がなかった<改行>		28:健康診断を実施していなかった。								ワイヤーロープを手で掴みドラムに戻そうとした<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・設備の改善として、ウインチの溝に作業員の手が入らないようにカバーをつける。・緊急安全教育並びに訓練を実施することにより、現場作業の実態にあった再教育を行い安全意識の高揚を図る・今後の安全管理活動に関する強化点　？　朝礼時の打ち合わせ（ＴＢＭ）の充実　？　安全施工打ち合わせの充実　？　新規入場者教育の充実　？　店社“安全環境課”の安全点検（パトロール）を毎月２回以上実施する。				みらい建設工業株式会社		関西支店																		12000000001705																																																																												H08-近畿-神戸-0101.xlsx		3/6/15 18:06		3/6/15 18:06		1996		4		2		7		30		1996		TRUE		8		29		近畿		5		17		0		17.0		8		809		13		1996/4/2　7:30		35157.3125

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		05年 10月		船員		05:腹部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						12:臓器破裂										999		2:労災非適（船員法適用）		平成７年災第２０号摩耶物揚場？外復旧工事		全旋回式起重機船に仮置きされた、撤去済み上部コンクリートブロックを、２点吊りにて陸揚げを行うため、１本の玉掛けワイヤーでコンクリートブロックを吊り上げていた。その時、同ワイヤーが切断、吊り上げていたコンクリートブロックが落下し、船倉に積載されていたオレンジバケットに接触、同バケットは隣の平バケットに激突した。そのため、両バケットの間に避難していた被災者は、腹部を強くはさまれ負傷した。		平成8年4月8日 7時40分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		ブロック陸揚げ		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				16:その他の加害物(　)		オレンジバケット		08:はさまれ、巻き込まれ				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等						07:防護物・保護具を使用しなかった。								ワイヤの点検が不十分<改行>																														07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								ワイヤロープの損傷<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						不適当な場所に退避した（退避方向の教育不足）<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・ブロック撤去の際の吊筋の点検（水中）。・吊筋の安全が確認されるまで、ブロックの水切りを行わない。・陸揚げの際の吊筋の点検。・玉掛けワイヤーの保守、点検方法の充実。				株式会社大本組		大阪支店																		家島建設（株）																																																																												H08-近畿-神戸-0201.xlsx		3/6/15 18:06		3/6/15 18:06		1996		4		8		7		40		1996		TRUE		8		29		近畿		ERROR:#VALUE!		5		10		5.8		24		204		84		1996/4/8　7:40		35163.3194444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		21年 00月				07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上		100		1:労災適用		宮古港ケーソンヤード整備工事		ケーソンヤード内木材加工場で、電動ドリルで角材(30cm×30cm×11m)にボルトの通し穴(24mm)の削孔作業を行うために、電動ドリルの試運転中を利用して、作業方法、使用方法の指導を行っていた。この時、電動ドリルのキリの軸芯が定まっていなかったので、キリの上部軸を押さえた際（ドリルは上下動ストッパーで固定されていた）、左手がドリルのキリに巻き込まれ、（ゴム貼り軍手をつけていた）左手親指及び小指を被災したものである。		平成8年4月26日 15時55分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		据付工　		84:その他(　)		斜路材加工		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								03:木工機械				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														A:危険だと思わなかった				28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				動いている電動ドリルのキリに軍手をしたままふれ、巻き込まれた<改行>		28:粉塵が多かった。								停止スイッチが本体にしかなかった<改行>										電動ドリルの取扱方法、危険性についての教育訓練がなされていなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．電動ドリルを含めたすべての機械・工具類の清掃、点検及び調整作業を行うときは、当該機械、工具の運転を電源を切って停止させた上で実施させる。又、この場合、調整中である旨表示するなどして機械の運転を禁止する。２．機械工具等の回転する刃物による作業をしなければならない時は、手袋の装着を厳禁し、切り粉払い等する場合は箒等の道具を使用させる。３．上記事項の周知徹底のため、安全教育を徹底し、安全パトロールの強化を計る。				株式会社本間組		東北支店																																																																																														H08-東北-釜石-0101.xlsx		3/6/15 19:00		3/6/15 19:00		1996		4		26		15		55		1996		TRUE		8		29		東北		5		21		0		21.0		3		1204		84		1996/4/26　15:55		35181.6631944444

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		15年 00月		専務取締役・職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								4:16～30		63		3:労災非適（その他）		石狩湾新港北防波堤改良　国債その５工事		投石完了後グラブ船の係留索を外しに被災者を乗せた交通船がロープに近つきすぎ、交通船の船首にロープが引っかかりそれを外そうとした被災者がくの字になっていたロープがはじけロープにはねられその反動で交通船の甲板に強打し左鎖骨を骨折した。		平成8年5月7日 15時30分 頃		海上		積出岸壁建設場所		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ロープ		23:その他(　)		はじかれる		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。								この種の作業の経験がなかった。<改行>																								係船ロープが船首の下にひかかった。<改行>		04:理解度の確認が不十分だった。								経験のない作業を行わせたことと、危険に対する教育を怠った。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		投石完了後グラブ船の係留索を外しに被災者を乗せた交通船がロープに近つきすぎ、交通船の船首にロープが引っかかりそれを外そうとした被災者がくの字になっていたロープがはじけロープにはねられその反動で交通船の甲板に強打し左鎖骨を骨折した。				（１）不安全行為及び不安全行動の排除（２）作業打合せ事項の再確認と周知徹底（３）作業計画書の再点検と同知徹底（４）安全パトロールによる指導強化																																																																																																				H08-北開局-小樽-0101.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		1996		5		7		15		30		1996		TRUE		23		8		北海		4		15		0		15.0		8		1104		14		1996/5/7　15:30		35192.6458333333

		近畿地方整備局		舞鶴港湾事務所		柴山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		06年 08月		高級船員		04:胸部								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		柴山地区外防波堤（西）築造工事（その２）		捨石投入現場に投入指示台船を固定するため、揚錨船の船長である被災者は、台船船首側のアンカーロープを取りに、台船左舷に揚錨船を接舷しようとした。その時、うねりにより揚錨船が中央側に流され、被災者は台船の曳航ロープの下に入り込む形となり、次のうねりにより曳航ロープが緊張した際、被災者がこれに当たり負傷した。		平成8年5月11日 9時30分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				10:用具等				06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。						作業に夢中になって曳航ロープの弛んでいる場所に入った時、急にロープが張ったため避け切れな<改行>かった<改行>																																						なし<改行>		26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。								指揮者がいなかったため危険を喚起できなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・船首揚錨時は、曳航ロープをセンターピットに入れ替える。・うねりの残っている時は、アンカーロープにレッドを設置し、それを揚錨船に投げ入れ受け渡しを行う。・作業手順の確認を徹底し、合図者からの指示を明確に行う。				東洋建設株式会社		大阪支店																		タチバナ工業（株）				株式会社伊藤組																																																																								H08-近畿-舞鶴-0301.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		1996		5		11		9		30		1996		TRUE		6		8		近畿		1		6		8		6.7		25		1104		15		1996/5/11　9:30		35196.3958333333

		北海道開発局		函館港湾事務所		瀬棚		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		30年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		3		1:労災適用		瀬棚港東外防波堤工事		前日に組立完了した型枠を当日打設前に点検したところ、一部組合せの不備を発見し、２名の作業員で直し作業にあたっていた。一人の作業員が４隅のボルトの内３本を外し終え、最後の１本を外すため中子（角筒）に手を入れ外していた所もう一人の作業員がボルトが２本付いているものと勘違いし、センターの中子を支えてある通しボルトを抜いた所最後のボルトを軸に回転し、側枠と中子に右手首を挟まれ甲側平側を打撲しました。		平成8年5月15日 8時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード						55:型枠組立・解体				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		1:有		26:その他の起因物(　)		ブロック型枠		16:その他の加害物(　)		ブロック型枠		08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他		A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。		21:連絡合図がなかった。						人力による鋼製枠解体時に他者から合図確認しないで次工程の作業に移行した。<改行>																																						<改行>		22:周辺地域への周知に不備があった。								型枠解体、組立時の細部にわたる作業及び合図方法の習熟に欠けていた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		前日に組立完了した型枠を当日打設前に点検したところ、一部組合せの不備を発見し、２				１．同じ組合せの不備があった場合の作業方法の統一をした。２．異常が発見された場合は直ちに作業中止し報告する。　　作業方法、手順の打合わせ後に、作業に取り掛かる。３．組立途中での取付位置に間違いはないか常に確認する。４．他の作業員が、今何をしているか認識するとともに、声を掛け合う。５．他の作業において問題があるものは、問題点を解消するための作業手順を整備する。																																																																																																				H08-北開局-函館-0101.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		1996		5		15		8		0		1996		TRUE		8		ERROR:#VALUE!		北海		1		30		0		30.0		26		1199		55		1996/5/15　8:0		35200.3333333333

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		佐伯		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		15年 00月		運転手及び玉掛工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		04:胸部				01:打撲傷		04:骨折		13:その他(　)		鞭打ち		5:31以上		31		1:労災適用		佐伯港（女島地区）岸壁（－１４ｍ）外１件磁気探査		鶴谷町二丁目地先岸壁にて、１０ｔトラックに組立式のハウスを２棟積み、その上に探査枠をクレーンで吊り上げてハウスの上に乗せる作業において、ハウス上部に枕木を設置中、探査枠が近づいてきたので、あわてて荷台へ降りる際、荷台の煽に降りたところ足を滑らせて転落した。		平成8年6月4日 13時50分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		02:探査工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20								22:仮設物・建造物等				01:地面				01:墜落・転落				0108:墜落：屋根、屋上から																																1		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。				作業開始前の段取りの確認の不徹底により作業の順序に若干のずれが生じ、作業員が退避する前に<改行>クレーンで荷物を積み込もうとしたので、その作業員があわてて逃げようとして不安全な場所（１<改行>０ｔトラックの荷台の煽）にのった。合図が徹底していなかった。又、いつもやっている作業であ<改行>るので慣れから油断していた。<改行>		27:騒音があった。								作業場所が１０ｔトラックの荷台であったので、作業場所としては狭かった。従って、<改行>退避場所が限られていたことと、慌てていたため荷台の煽にのってしまった。<改行>										作業の安全指示が不徹底であった。又、作業責任者はいたが作業指揮に専念せず他の<改行>作業に従事していたので安全確認が疎かになった。又、合図者をつけていなかったた<改行>めに合図が確実になされなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）ハウスから降りる際は、ハウスに取り付けてある梯子を利用し、煽に足をかける動作を確実に行う。（２）作業指導者は指揮の徹底を図り、作業開始前のミーティングを行い、合図を確実に実施して作業を進める。				日本物理探鑛株式会社		九州支店																		ＴＳＵＣＨＩＹＡ株式会社																																																																												H08-九州-別府-0101.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		1996		6		4		13		50		1996		TRUE		1		2		九州		5		15		0		15.0		22		108		4		1996/6/4　13:50		35220.5763888889

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		02年 07月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						挫傷		1:0～3		3		1:労災適用		新潟港(西港地区)道路(トンネル)(その３・１期)工事(本体)		鉄筋組立作業中、立てかけた鉄筋を取り出したとき、別の鉄筋が継ぎ手用のナットとハンチ筋に引っかかっていてのがはずれ、ずり落ち、被災者の右足足指に当たった。		平成8年6月13日 11時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		鉄筋を立てかけた時、鉄筋が滑り落ちるとは思わなかった。鉄筋が滑り落ちる範囲に右足をおいた<改行>。地下足袋を履いていた。<改行>		30:ガスが存在していた。		30:ガスが存在していた。		30:ガスが存在していた。				ネジ鉄筋のナット同士がひっかかり一部鉄筋が浮いている物があった。<改行>		99:その他		99:その他		32:工程に無理があった。				鉄筋を立てかけた時の横倒れ防止の注意はしていたが、細部にわたる注意が不足して<改行>いた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						(1)新たな工種の作業が始まる前は、細部まて作業手順・方法を確認し周知徹底させる。(2)危険予知活動を徹底する。(3)作業前のミーテングをより一層強化する。				株式会社本間組				五洋建設株式会社		北陸支店		大都建設（株）		新潟営業所																												局事務次長より口頭注意。																																																										H08-北陸-新潟-0101.xlsx		3/6/15 18:30		3/6/15 18:30		1996		6		13		11		40		1996		TRUE		4		11		北陸		1		2		7		2.6		24		1102		54		1996/6/13　11:40		35229.4861111111

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		尼崎西宮芦屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		10年 00月		潜水士		04:胸部								13:その他(　)						失血死		6:死亡		0		1:労災適用		海岸地区閘門（改良）築造工事（その７）		海底部水中コンクリートはつり作業において、潜水士（被災者）がはつり済みのコンクリートガラを集積した後、テレスコ式クラムシェルを使用してコンクリートガラを陸揚げしていた。その後、コンクリートガラの集積を完了したのを受けて、クラムシェルを操作中、バケットにはさまれている被災者を発見した。　直ちに病院に搬送されたが既に死亡していた。		平成8年6月23日 13時40分 頃		海上		閘門内		29:その他(　)		ケーブルダクト工		84:その他(　)		水中はつり		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		1:0～50		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		水中コンクリートのはつり作業において作業台船上のテレス式コクラムで、水中に集積された”は<改行>つりガラ”の陸揚げ作業中に潜水士がクラムに挟まれた状態で浮上してきた。<改行>																																						<改行>		28:健康診断を実施していなかった。								作業員、連絡員の配置、指示・連絡が徹底していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・潜水士は、所定の位置に浮上待避する。　連絡員は潜水士が所定の位置に浮上退避したことを目視してから合図する。また、連絡員と送気員は別々に配置する。・元方安全衛生管理者を別途選任し、統括安全衛生責任者の指揮のもと、技術的、専門的事項を管理させる。・安全推進員を１名増員し、安全衛生管理の推進を強化する。・当該作業開始前に、安全作業手順書を作成し、新規入場者、作業変更時教育の際に作業員全員に周知徹底・理解させる。				若築建設（株）		大阪支店																		三省建設（株）																																																																												H08-近畿-神戸-0401.xlsx		3/6/15 18:04		3/6/15 18:04		1996		6		23		13		40		1996		TRUE		8		29		近畿		6		10		0		10.0		4		804		84		1996/6/23　13:40		35239.5694444444

		近畿地方整備局		神戸港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		03年 00月		配管工・機械工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		2		1:労災適用		大阪港（南港トンネル）道路部設備工事（その２）		被災者は、配管継ぎ手部に仕切弁を入れるため、同僚３人と仕切弁を作業場所まで運搬した。一時仮置し、被災者が転倒しないように押さえていたが、バランスを崩し、仕切弁が配管側に倒れてきたためあわてて左手で支持しようとして、左手人差し指をフランジと仕切弁にはさまれ、負傷したものである。		平成8年6月24日 2時40分 頃		陸上		沈埋函内		29:その他(　)		沈埋函設備工事		84:その他(　)		配管作業		2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30								24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0399:倒壊：その他						01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。								立てかけた仕切弁が倒れてきたとき、反射的に手を出したために挟まれた。一人で支えられる重量<改行>ではない。<改行>																														01:設計構造が悪かった。								重い仕切弁が倒れることを予め予測しないで立てかけた。<改行>		01:作業方法を教えていなかった。								作業手順を定め、危険予知を行い、弁が倒れるかもしれないことを念頭において作業<改行>方法を教えていない。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・仮置した物を支える時は、転倒防止措置をとっておく。・重量物は１人で支えない。・現場の整理整頓をして、無理な体勢で作業をしない。・作業前に準備する物は、全て作業場所に置き、持ち場を離れない。				沖ウィンテック（株）																																																																																																H08-近畿-技調-0501.xlsx		3/6/15 18:03		3/6/15 18:03		1996		6		24		2		40		1996		TRUE		8		29		近畿		1		3		0		3.0		24		399		84		1996/6/24　2:40		35240.1111111111

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		00年 03月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								4:16～30		21		1:労災適用		新門司沖埋立事業護岸（東）工事		陸上より、クレーン付台船（７０ｔ吊り）へ消波ブロックを自積中、玉掛者（君川浩）の補助として玉掛の作業中、ワイヤーの掛かりが不十分だったため、左足でワイヤーを押し上げたところ、消波ブロックとワイヤーの間に足指を挟まれ負傷した。		平成8年6月24日 11時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		19:コンクリートブロック据付				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		3:200～500		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		消波ブロック		08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																1		14:放心、考えごとをしていた。		14:放心、考えごとをしていた。						長靴で作業し、吊荷に足をかけたまま合図を送った<改行>										<改行>		14:無資格者にやらせた。		14:無資格者にやらせた。						玉掛の資格を持っていなく、危険作業の教育も不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・安全靴等を履いて作業する。・巻き上げの際は、吊り荷より離れ、或いは離れた事を確認して巻き上げる（吊り上げる）。				五洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				株式会社本間組												（株）山形工務店																																																																												H08-九州-北九州-0201.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		1996		6		24		11		30		1996		TRUE		8		19		九州		4		0		3		0.3		8		1101		4		1996/6/24　11:30		35240.4791666667

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		07年 08月		監視船船長（監視員）		05:腹部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				13:その他(　)						鮫による咬傷		6:死亡		0		3:労災非適（その他）		平良港（トゥリバー地区）工事監視環境調査		平良港（トゥリバー地区）沖合海域において、ダイバーによるサンゴ監視調査の監視業務を行っていた際に、「船底の様子を見たい」と言って、海中に入った状態で鮫に襲われた。		平成8年7月24日 9時45分 頃		海上		トゥリバー地区沖合約３００ｍ		04:環境調査				84:その他(　)		監視業務		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		鮫		16:その他の加害物(　)		鮫		23:その他(　)		鮫による咬傷		1308:その他：鮫						15:気持ちがあせっていた。		15:気持ちがあせっていた。		15:気持ちがあせっていた。		15:気持ちがあせっていた。		監視船船長は、自船の船底清掃のため潜水した。作業外作業をした。<改行>																														15:安全装置が不適・不良だった。		15:安全装置が不適・不良だった。						鮫の回遊する地域であった。濁りで水中視界が悪かった。<改行>		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		監視船、作業船とも地元潜水業者であり、その知識、能力を過信した。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		監視業務であったにも関わらず、海中に入った。				船上監視員の増員ダイバーによる水中監視員の配備避難用檻の設置																																																																												労働基準監督署				労働災害の適用外																				H08-沖総局-平良-0101.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		1996		7		24		9		45		1996		TRUE		23		4		沖縄		6		7		8		7.7		26		1308		84		1996/7/24　9:45		35270.40625

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		30		男		07年 11月		技術係		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷		04:骨折						2:4～8		25		1:労災適用		東京国際空港東側ターミナル地区地下構造物等築造工事(その２)		共同溝躯体工分岐部型枠組立作業時、合板型枠加工で電動丸ノコを使用中、誤って左手親指に裂傷を負った。		平成8年7月30日 16時50分 頃		陸上		埋立地、埋立		29:その他(　)		共同溝部躯体工		55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						20:動力工具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																																		13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。				合板を丸ノコにより２枚に切断中、持っていた丸ノコが跳ね返り右手親指第一関節部を切ったもの<改行>である。<改行>		13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。		13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。						携帯式丸ノコが旧型式で反発防止装置がついていなかった。<改行>		13:適切な技術者の配置に不備があった。								丸ノコは反発で跳ねることがある等の周知が不徹底であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・作業手順の見直し及び作業員全員への周知徹底・始業前の工具、作業環境の点検励行の徹底・安全教育の強化				（株）福田組		東京本店																																																																																														H08-関東-東京空港-0101.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1996		7		30		16		50		1996		FALSE		9		29		関東		2		7		11		7.9		20		1299		55		1996/7/30　16:50		35276.7013888889

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島小松島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		20年 10月		大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		0		1:労災適用		赤石地区岸壁（－１３ｍ）工事（その２）		ケーソン製作工事において、外型枠脱型作業中に型枠を吊り上げようとした時、一部上部のターンバックルが外れておらず、合図者は吊り上げた型枠を降ろすよう指示をした。　　その時、下部にいた被災者は型枠が２０センチ程吊り上がったので、左手を型枠受台において、外型枠下部のフォームタイを緩めていた。　その後、被災者は降ろされてきた型枠に左手をはさまれ負傷した。		平成8年8月4日 10時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他						29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						ケーソン外枠解体作業中、吊っていた外枠と型枠受台に指を挟まれた。<改行>																														29:酸欠状態だった。								作業場が狭い為、物の支え方を誤った。<改行>		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。								安全の理解が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・玉掛け合図者は、周囲の状況を把握して合図を行う。・玉掛けワイヤー、吊具の作業前点検を行う。型枠の下に入らない、入らせない。　型枠吊り上げ時に、合図者は人払いをする。・日々のＫＹＫのマンネリ化を防止し、各作業の詳細まで打ち合わせを行い、危険要因の撲滅を図る。・安全パトロールの頻度を高め、是正指示を行い事故防止を図る。				みらい建設工業株式会社		四国支店																																																																																														H08-四国-小松島-0601.xlsx		3/6/15 17:51		3/6/15 17:51		1996		8		4		10		20		1996		TRUE		8		11		四国		1		20		10		20.8		14		1399		55		1996/8/4　10:20		35281.4305555556

		北海道開発局		留萌港湾事務所		留萌		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		26年 00月		潜水士		10:その他(　)						血液		13:その他(　)						潜水病		3:9～15		14		1:労災適用		留萌港　西外防波堤外一連工事		西防波堤先端部の水中で、潜水士２組で基礎工の捨石均し作業をおこなっていましたが、作業が終了して浮上し潜水士船に戻って潜水服を脱いで休息していた時、潜水士の一人が体調が悪くなり、横になりましたが、被災者本人は、潜水病にかかったのではないかと思い、潜水服を着用して潜水再圧をおこなうため、－２０ｍまで潜水して、－２０ｍ付近で３０分間、潜水再圧をして－６ｍで２０分間潜水再圧し、さらに－３ｍで１５分の時間を要して減圧行為をおこなったが、体調が良くならないため病院に搬送した結果、軽い潜水病だった。		平成8年8月7日 16時0分 頃		海上		防波堤上		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				11:海水等				13:有害物等との接触				1307:その他：潜水病、減圧症																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		20:身体の調子が悪かった。		13:油断、軽視した。						風邪ぎみだった潜水士が自分の判断で潜水作業を続け潜水病になった。自分の判断でこの程度の風<改行>邪では大丈夫だろうと軽視していた。<改行>																33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。								作業水深が－１６ｍ～－２０ｍと深く、作業環境が悪かった。<改行>		28:健康診断を実施していなかった。								朝礼時に潜水士の体調のチェックが出来なかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		西防波堤先端部の水中で、潜水士２組で基礎工の捨石均し作業をおこなっていましたが、作業が終了して浮上し潜水士船に戻って潜水服を脱いで休息していた時、潜水士の一人が体調が悪くなり、横になりましたが、被災者本人は、潜水病にかかったのではないかと思い、潜水服を着用して潜水再圧をおこなうため、－２０ｍまで潜水して、－２０ｍ付近で３０分間、潜水再圧をして－６ｍで２０分間潜水再圧し、さらに－３ｍで１５分の時間を				？安全朝礼・作業打合わせなどでの会話を通して、作業員全員の健康状態を細かく把握するよう心掛け、作業員が体調の不良など報告しやすい環境を作ります。？作業前には、潜水士船及び設備・道具の点検を点検チェックリストに添って実施していましたが、潜水日誌の内容についてもチェックを徹底します。？潜水浮上をおこなう時は、下がり網に表示してある水深に達した位置で定めてある時間以上に停止よう安全教育を実施して指示・指導を徹底します。？潜水作業での非常事態を想定して安全教育をおこなっていましたが、今後いっそう潜水士・送気員および連絡員が迅速かつ、適切に対処できるよう防災訓練を実施します。				堀松建設工業株式会社																																																																																																H08-北開局-留萌-0101.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		1996		8		7		16		0		1996		TRUE		13		8		北海		3		26		0		26.0		25		1307		42		1996/8/7　16:0		35284.6666666667

		北海道開発局		函館港湾事務所		森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		15年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								4:16～30		62		1:労災適用		森港改修工事		直積消波岸壁における、底版ブロック（４４ｔ，３．５×５．０×１．１ｍ）をクレーン付合船（１６０ｔ吊り）により据付する作業で発生した。潜水士は２名従事し合図は潜水船上の網夫が潜水士と連絡を取り合いクレーンオペに玉掛け合図を送る方法をとっていた。木据付（法線及び延長を合わせる）前に一時ブロックを大体の位置におさめる時、既設ブロックとの隙間をとるため持っていた木製パッキン（三寸角を矢型に切った長さ４０ｃｍの物）がブロックとブロックに挟まれた時にあおられ、据付ブロックと木製パッキンの間に右手人差し指の先を挟まれてしまった。当時波は無かったが、海水の透明度は悪く、捨石マウンド上のヘドロ状のものが舞い上がってさらに水中の視界は悪かった。なお事故の要因になった木製パッキンは、最初のブロックだけに隙間を設けるためのものであり、以後は不要であった。		平成8年8月29日 15時30分 頃		海上		潜水作業		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		1:0～50		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		コンクリートブロック・木製パッキン		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		33:保護具の選択、使用方法を誤った。								ブロックが停止する前に木製パッキンを挟もうとした。又、パッキンの持ち方も悪かった。<改行>																33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。								水中の視野が悪く、ブロックが近づくのに気づかなかった。<改行>										水中の濁りの状況を把握し、作業指示（管理）にいかすことをしなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		直積消波岸壁における、底版ブロック（４４ｔ，３．５×５．０×１．１ｍ）をクレーン付合船（１６０ｔ吊り）により据付する作業で発生した。潜水士は２名従事し合図は潜水船上の網夫が潜水士と連絡を取り合いクレーンオペに玉掛け合図を送る方法をとっていた。木据付（法線及び延長を合わせる）前に一時ブロックを大体の位置におさめる時、既設ブロックとの隙間をとるため持っていた木製パッキン（三寸角を矢型に切った長さ４０				１．作業前ミーティング時に、作業内容・作業分担・作業手順等をの打合せを詳細に行い、周知徹底する２．作業中でも、打合せと異なる状況及び危険と思われる事が発生した場合は作業を中止し、責任者を中心に作業内容・作業分担・作業手順等の打合せを行い、安全が確認された後作業を行う。３．以下の基本的注意事項を再度徹底させた・潜水士はブロックに近づき作業する場合は、ブロックが着底し安定したのを確認してから近づき作業を行う。・潜水士はブロックとブロックの間に体、手、足等を絶対に入れない。・潜水士と網夫は連絡をより密に行い、確認を常に怠らない。・合図者は潜水士の指示を正確な玉掛け合図でクレーン運転者に伝える。・クレーン運転者は玉掛け合図に従い慎重な操作をする。玉掛け合図に従い慎重な操作をする。				菅原建設株式会社																																																																																																H08-北開局-函館-0201.xlsx		3/6/15 17:25		3/6/15 17:25		1996		8		29		15		30		1996		TRUE		8		19		北海		4		15		0		15.0		26		1102		51		1996/8/29　15:30		35306.6458333333

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		01年 01月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		730		1:労災適用		秋田港（飯島地区）防波堤(北)(その５)工事		防波堤のテトラポッド据え付け作業で、起重機船を移動するため、船尾のウインチを巻き上げ中、右舷側の据付ロープ(Ф４５？クレモナロープ)が切れ、起重機船が移動し、その反動で左舷側の船首の据付ロープ(Ф４５？クレモナロープ)が切れ、被災者の左足下腿に当たり骨折した。		平成8年9月30日 8時50分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				13:作業船の転船				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		クレモナロープ		04:飛来・落下物にあたる				1199:取扱運搬等：その他																A:危険だと思わなかった												指揮者の合図が不明瞭だったためウィンチ間の連携が取れずロープが切れた<改行>																								ロープが切れることを想定した防護設備がなかった<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								設備不十分が放置されていた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		ウインチ操作の責任者				合図者とウインチ操作員間の連絡を密にするために　1)連絡合図の徹底を図る。（再教育）　2)無線機又はスピーカー使用により連絡を取るようにする。　3)作業員全員に安全作業手順を周知徹底させる。				東洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H08-東北-秋田-0201.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		1996		9		30		8		50		1996		TRUE		4		19		東北		5		1		1		1.1		14		1199		13		1996/9/30　8:50		35338.3680555556

		北海道開発局		室蘭港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		17年 00月		鉄筋工		03:背部								04:骨折								5:31以上		411		1:労災適用		苫小牧港西港商港－１４ｍ岸壁　エプロンその他工事		被災者は、コンクリート舗装の防寒養生用シートを鳥居型簡易建枠に取付る作業を行っていた。９時５０分頃、突風が吹いたため、設置していた建枠が倒れ、かがんだ状態で作業を行っていた被災書は気付くのが遅れ倒れてきた建枠が背中に当たり負傷した。		平成8年11月16日 9時50分 頃		陸上		岸壁エプロン舗装場所		22:舗装				66:コンクリート舗装				2:曇り						4:強風（8～15）		2:0～10								22:仮設物・建造物等				08:崩壊・倒壊				05:崩壊・倒壊				0399:倒壊：その他		A:危険だと思わなかった		1		34:その他の不安全行為があった。								前日の打合せ内容が交替した職長に伝達されていない。<改行>																														08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。								鳥居建枠に転倒防止対策がなされていない。<改行>		27:作業中止の基準を定めていなかった。								転倒防止対策が講じられていない。作業手順の内容に不備があった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		被災者は、コンクリート舗装の防寒養生用シートを鳥居型簡易建枠に取付る作業を行っていた。９時５０分頃、突風が吹いたため、設置していた建枠が倒れ、かがんだ状態で作業を行っていた被災者は気付くのが遅れ倒れてきた建枠が背中に当たり負傷した。				（１）簡易建枠に、転倒防止用の控えを取った。（２）作業手順を見直し、シート張りは、屋根を固定してから行うこととした。（３）強風時の作業は、行わないこととした。				菱中建設株式会社																																																																																																H08-北開局-室蘭-0101.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		1996		11		16		9		50		1996		TRUE		5		22		北海		5		17		0		17.0		22		399		66		1996/11/16　9:50		35385.4097222222

		近畿地方整備局		神戸港湾空港技術調査事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		04年 00月		塗装工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						5:31以上		0				海面清掃船いこま修理（塗装）		船舶塗装工事後の足場解体作業中、バランスを失い地面に飛び降りた際に、足場脚部で右膝関節を打ち負傷した。		平成8年11月20日 10時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		塗装工（船舶）		17:足場の組立・解体等				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20								12:作業床等				16:その他の加害物(　)		脚立		03:激突																		<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・解体作業時の手順を明確にする。・作業時には、親綱等を張り、安全帯の着用を徹底する。・作業前のミーティングを徹底する。																																																																																																				H08-近畿-技調-0701.xlsx		3/6/15 18:03		3/6/15 18:03		1996		11		20		10		30		1996		TRUE		3		29		近畿		5		4		0		4.0		12		ERROR:#VALUE!		17		1996/11/20　10:30		35389.4375

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		佐世保		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		03年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								05:切断								5:31以上		90		1:労災適用		佐世保港（前畑地区）岸壁（－７．５ｍ）外１件工事		グラブ浚渫船による床掘作業において、グラブ浚渫船移動時、船尾アンカーチェーンが所定の位置よりずれたため、ハンマーにより修正中チェーンが長靴を履いた右足の指にのってケガをした。		平成8年12月21日 15時0分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				37:床掘				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		アンカーチェーン		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																1										<改行>										<改行>		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。				<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．アンカーチェーンがずれないように設備を改善する。２．安全靴の着用の徹底をはかる。３．アンカー作業手順の見直しをする。				国土総合建設（株）		九州支店																		今津建設（株）																																																																												H08-九州-長崎-0901.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		1996		12		21		15		0		1996		TRUE		8		5		九州		5		3		0		3.0		8		1104		37		1996/12/21　15:0		35420.625

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		30年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								4:16～30		14		1:労災適用		横浜港　南本牧地区護岸（防波）築造工事		本均し作業終了後、潜水士船用のシンカーから左舷もやいロープを外すため、ウインチ操作をしていた被災者が、もやいロープを巻き込むドラムの乱巻きを防止するために、左手でもやいロープを整理していたとき、ウインチ操作を誤り、左手薬指をもやいロープに挟み込まれ負傷した。		平成8年12月23日 14時50分 頃		海上		防波堤上		08:捨石及び均し				84:その他(　)		後かたづけ		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		14:物上げ装置				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置																																		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		単独作業を行っていた。ウインチドラムの回転中に指を差し入れた。<改行>		28:粉塵が多かった。								ウインチドラムに巻き込み防止用のガードが設置されていなかった。<改行>										危険予知訓練及び教育が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．ウインチドラムの乱巻きを直すときは、ウインチの動力を停止してから行う。2.単独行動はやめ、共同作業を行う。3.安全教育・訓練を強化し、不安全行動をなくす。				大都建設（株）		横浜支店																																																																																														H08-関東-京浜-0801.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		1996		12		23		14		50		1996		TRUE		8		8		関東		4		30		0		30.0		14		699		84		1996/12/23　14:50		35422.6180555556

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		26		男		02年 01月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		28		1:労災適用		福岡空港用地造成（排水路）工事		既設水路構造物のセパレーターの状況を調査するためにガードレールと立入禁止柵との隙間より既設水路に近づいたとき、水路天端付近で雑草に足を取られ体のバランスをくずしたため水路に飛び降り負傷。		平成9年1月13日 16時40分 頃		陸上		排水路		29:その他(　)		排水工		55:型枠組立・解体				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10								26:その他の起因物(　)		雑草		16:その他の加害物(　)		既設水路底面		01:墜落・転落				0120:墜落：ガケ、斜面から																																1										排水路底部まで３．１ｍの深さがあるが、高所であるとの認識が薄く、天端付近を歩行した。<改行>										墜落箇所は他社施工の既設排水路であるが、当社施工部分との境界表示が不明確であり<改行>、立入禁止措置が不十分であった。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				高所作業における危険性についてＫＹ活動等が不十分であり、また作業指示が徹底さ<改行>れていなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．手すり柵とガードレールとの隙間に立入禁止柵を設置し、立入禁止を標示する。２．全作業員に対する安全教育の実施。				株式会社奥村組		九州支店																																																																																														H08-九州-博多-0401.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		1997		1		13		16		40		1996		FALSE		1		29		九州		4		2		1		2.1		26		120		55		1997/1/13　16:40		35443.6944444444

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		29		男		05年 00月		技術係		06:骨盤部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		函館空港誘導路　舗装外一連工事		函館空港誘導路のショルダー部分を路盤整正及び転圧中に、写真撮影のために入ったところ、後進してきたグレーダー後輪にまき込れ負傷した。		平成9年1月21日 13時24分 頃		陸上		空港誘導路施工場所		22:舗装				64:路盤材料の敷均し・整地				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								07:舗装機械				15:起因物と同じ				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。								被災者はグレーダーが自分の方向にバックしてこないと思った。運転者は後方には人が入らないと<改行>思い車上からしか確認しなかった。<改行>																																						<改行>		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。								被災者も運転者も職員であったが、協同作業は当日が初めてであり、理解不足（作業<改行>）と作業場所に誘導員を配置していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		函館空港誘導路のショルダー部分を路盤整正及び転圧中に、写真撮影のために入ったところ、後進してきたグレーダー後輪にまき込れ負傷した。				（１）不安全行為及び不安全行動の排除（２）作業打合せ事項の再確認と周知徹底（３）作業計画書の再点検と同知徹底（４）安全パトロールによる指導強化				大林道路株式会社																																																																																																H08-北開局-函館-0301.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		1997		1		21		13		24		1996		FALSE		21		22		北海		5		5		0		5.0		7		899		64		1997/1/21　13:24		35451.5583333333

		近畿地方整備局		神戸港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 00月		鉄工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷								4:16～30		21		1:労災適用		大阪港（南港トンネル）道路部設備工事（その１）		被災者は、沈埋トンネル換気所地下２階で、コーナーベーン取付用アンカーボルトの穴をハンマードリルで削孔していた。　被災者は脚立（地上約１．４５ｍ）をまたぐようにして作業を行っていたが、削孔中にドリルが鉄筋に当たったため、ドリルが振られ顔に当たり体のバランスを崩し転落した。その際、頭部を打ち負傷した。		平成9年1月23日 14時0分 頃		陸上		沈埋トンネル換気所		29:その他(　)		機械整備工		84:その他(　)		コンクリート削孔		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								20:動力工具				01:地面				01:墜落・転落				0106:墜落：脚立、うまから						01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。				（１）指示、命令を守らなかった。作業者独自判断で決められたローリングタワーを使わず、脚立<改行>を使用した。（２）保護具の選択、使用方法を誤った。ハンマードリル本体が右顔面にあたった弾<改行>みでバランスを崩し、脚立より転落した。この際安全帯未使用だったため地上まで（約１．５ｍ）<改行>転落した。（３）機械・装置等の操作取り扱いを誤った。ハンマードリルにて穴明け中、約６０ｍ<改行>ｍ穴明けが進んだ所でドリル先が鉄筋にあたり反動が起きた。その際ハンマードリルの保持が不完<改行>全であったため、ハンマードリルが横に振られハンマー本体部<改行>																														01:設計構造が悪かった。								ステージ・構台・ローリングタワーに欠陥があった。ハンマードリル作業は体をふんば<改行>ることが必要だが、この作業に脚立を用いることは不適切であった。<改行>		01:作業方法を教えていなかった。								作業の安全指示が不適切だった。作業指示段階での使用機材が不明確だったため、作<改行>業者が脚立を使用してしまった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・高所作業従事者は、再度特別教育を実施する。・作業指示表を具体的に書き、作業者は指示通り行い独断作業はしない。				株式会社ＩＨＩ				12000000002550																																																																																												H08-近畿-技調-0801.xlsx		3/6/15 18:03		3/6/15 18:03		1997		1		23		14		0		1996		TRUE		1		29		近畿		4		10		0		10.0		20		106		84		1997/1/23　14:0		35453.5833333333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		10年 00月		ボーリング助手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								4:16～30		30		1:労災適用		塩釜港仙台港区土質調査		ケーソンヤード内(陸上)において、海上ボーリング用鋼製櫓の継足分(3.0*3.0*3.3m)を組立中、使用部材(山形| L=3.0m約50kg)をクレーンでつり上げた際、２カ所のクランプの内、１カ所がはずれバランスを崩し落下。作業中の被災者を直撃した。		平成9年1月27日 0時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		03:土質調査		3				4				2						2:0～10		3:200～500						24:材料等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる																				A:危険だと思わなかった				27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。						Ｌ型鋼材を組立て中に吊り下げた鋼材の下に作業員が入り鋼材が落下した時に当たった。<改行>																27:騒音があった。								作業時の足場が狭く、落下時に逃げ遅れた。<改行>										クレーンによる吊り荷作業での基本的な安全指示が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						毎朝のミーティング・ＫＹ活動を徹底し、作業員各人に作業内容・危険が予想される事項を徹底させる。クレーン作業に際して、玉掛け用具は十分に始業点検を行い、劣化・損傷のあるものは使用しない。また、凍結による滑りに注意する。クレーン作業中は旋回半径内にみだりに立ち入らない。玉掛け作業は有資格者が行い、合図者の合図とともにクレーンの運転を行う。高所作業を伴う場合は安全ベルトを完全着用し、転落防止を図る。				岩崎電工（株）		東京支社																																																																																														H08-東北-塩釜-0802.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		1997		1		27		0		0		1996		TRUE		4		3		東北		4		10		0		10.0		24		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		1997/1/27　0:0		35457

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		04年 00月		ボーリング助手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		30		1:労災適用		塩釜港仙台港区土質調査		ケーソンヤード内において、海上ボーリング用鋼製櫓の継足分を組立中、使用部材をクレーンで吊り上げた際、２カ所のクランプの内１カ所がはずれバランスを崩し落下。作業中の被災者を打撃した。		平成9年1月27日 10時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		03:土質調査				54:鉄筋運搬・組立				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10								24:材料等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。						Ｌ型鋼材を組立て中に吊り下げた鋼材の下に作業員が入り鋼材が落下した時に当たった。<改行>		27:騒音があった。								作業時の足場が狭く、落下時に逃げ遅れた。<改行>										クレーンによる吊り荷作業での基本的な安全指示が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						毎朝のミーティング・ＫＹ活動を徹底し、作業員各人に作業内容・危険が予想される事項を徹底させる。クレーン作業に際して、玉掛け用具は十分始業点検を行い、劣化・損傷のあるものは使用しない。また、凍結による滑りに注意する。クレーン作業中は旋回半径内にみだりに立ち入らない。玉掛け作業は有資格者が行い、合図者の合図とともにクレーンの運転を行う。高所作業を伴う場合は、安全ベルトを完全着用し、転落防止を図る。				岩崎電工（株）																																																																																																H08-東北-塩釜-0801.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		1997		1		27		10		30		1996		TRUE		4		3		東北		5		4		0		4.0		24		299		54		1997/1/27　10:30		35457.4375

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		03年 10月		施工管理		10:その他(　)						下肢部（大腿）		04:骨折								5:31以上		180		1:労災適用		四日市港霞ヶ浦防波堤基礎工事		ガット船が現場到着後、自船のクレーンを用いた捨石の均し作業の準備のため潜水士船の定アンカーの移動作業中、クーレンの指揮者が容積確認をしていた請負者職員が視界からいないと判断し、旋回を指示したところその職員クレーン背後におり、クレーンカウンター部と甲板に大腿部を挟まれ負傷した。		平成9年1月28日 8時10分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		船倉、船の構造物		08:はさまれ、巻き込まれ																				A:危険だと思わなかった				26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。		合図を勘違いして危険場所に入った。安全を確認しないで機械を動かした。<改行>																26:振動があった。		26:振動があった。						危険場所に立入防止措置がされてなかった。<改行>										安全指示を怠って、一人で作業した。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		クレーンの作業半径に近ずきすぎた				１．クレーン運転時、他作業との平行作業の厳禁。２．上記（１）に基づき手順の周知。３．クレーン作業時の再安全教育。４．ガット船運行者への施回範囲明示に手摺り等取り付け要請。５．作業開始前、ガット船乗組員、投入指示（指揮者）、職員の３者打ち合わせの徹底。				高砂建設株式会社																																																																																																H08-中部-四日市-0101.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		1997		1		28		8		10		1996		TRUE		8		8		中部		5		3		10		3.8		14		ERROR:#VALUE!		40		1997/1/28　8:10		35458.3402777778

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		30年 00月		杭打ち機オペレータ		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷										7		1:労災適用		横浜港南本牧地区岸壁(－１５ｍ)築造工事		作業床が降りなかったので玉掛けワイヤーを外し作業床の吊り位置の芯ずれを確認するため作業床内で移動しようとしたら作業床本体とともに墜落した。　		平成9年1月31日 11時45分 頃		陸上		準備点検作業		29:その他(　)		削孔工		03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		1:0～50		2:無		2:無		12:作業床等				16:その他の加害物(　)		敷き鉄板		01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																										安全帯を作業床に取り付けた。<改行>		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								作業床の取り付け部分が不良であった。<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．作業前に必ず点検を取る。２．設備・機械の点検項目の見直しを実施する。３．安全管理体制の再度見直し。				東亜建設工業株式会社																				村角建設（株）																																																																												H08-関東-京浜-0101.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		1997		1		31		11		45		1996		TRUE		1		29		関東		ERROR:#VALUE!		30		0		30.0		12		199		3		1997/1/31　11:45		35461.4895833333

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		00年 10月		工務職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								4:16～30		0		1:労災適用		神戸港六甲アイランド地区岸壁（－１４ｍ）復旧工事（その２）		係留中の船舶から資材の積み下ろしが終了し、被災者は検収写真を撮り終え、係船柱から係船ロープを外そうとした。その時、波浪の影響で船が揺れ係留ロープが緊張したため、係船柱とロープの間に指を挟まれた。		平成9年2月10日 12時25分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		22:舗装				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他						17:危険を知らずにやった。								風で船が急に動きゆるんだロープが急にピーンと張ったときロープと係留金具の間に挟まれた。<改行>																																						<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・日常業務の中で、安全朝礼、ＫＹ活動において船の出航の際は、一切船に近付かないようにする。また、作業中においては、係留ロープの延長線上には絶対に人が立たないよう周知徹底する。・出航の際の、ロープの取り外し作業は全て荷主で行うよう指示する。				鹿島道路（株）		関西支店																																																																																														H08-近畿-神戸-0901.xlsx		3/6/15 18:06		3/6/15 18:06		1997		2		10		12		25		1996		TRUE		8		22		近畿		4		0		10		0.8		8		1399		4		1997/2/10　12:25		35471.5173611111

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		07年 07月		潜水士										10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		平成７年度災第１８号・３４号新港東岸壁(-10m)外復旧工事		被災者は、岸壁前面側の捨石均し作業を行うため潜水作業を行っていたところ、排水口に吸い込まれ溺死したものである。事故発生時は満潮時であり、潮汐の影響で排水口に強い水流が発生していた。		平成9年2月25日 8時35分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10				2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		排水管		11:海水等				11:おぼれ				1306:その他：潜水士の溺れ						16:勘違い判断をした。		16:勘違い判断をした。						潮の干満による潮流を重視していなかった<改行>																														16:防火設備に欠陥・不備があった。		16:防火設備に欠陥・不備があった。						<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。				<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・排水口の出入口両端に、吸込防止蓋を設置する。・『排水口注意』の看板を設置し、全員に排水口の位置を確認させる。・各現場の作業指揮者が、指示するまで潜水作業を開始しない。・統括安全衛生責任者をもう一名増員し、安全衛生管理体制の強化を図る。・安全専任者を増員し、安全衛生管理の推進を強化する。・当該作業開始前に、作業手順書を作成し、新規入場者及び作業従事者に再度、作業手順についての周知徹底を図る。・潜水機械器具の点検を徹底させる。				国土総合建設（株）																				12000000000954																																																																												H08-近畿-神戸-1001.xlsx		3/6/15 18:06		3/6/15 18:06		1997		2		25		8		35		1996		TRUE		11		8		近畿		6		7		7		7.6		26		1306		42		1997/2/25　8:35		35486.3576388889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		30		男		07年 11月		技術係		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								2:4～8		7		1:労災適用		東京国際空港路面性状調査		運転手がフックにワイヤーをかけ、FWDを押しながら、荷台の上を移動させていたとき、FWDのスピードが少し速いので、被災者の判断で荷台にあがり、FWDを引っ張りスピードを抑えようとしたが、FWDが荷卸し足場にかかり、フレームがあがったため、ワイヤーがフックからはずれFWDが横振れを起こし、被災者に接触した際に落ちﾄ頭を打った。		平成9年2月27日 10時15分 頃						29:その他(　)		調査器具荷卸し		84:その他(　)		荷卸し		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				01:墜落・転落				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		付添人が善意から荷降し作業を手伝うため、トレーラ荷台に上がったが、段差で荷が揺れ、荷に押<改行>されて転落、頭を打つ。保護帽不使用。<改行>		30:ガスが存在していた。		30:ガスが存在していた。						トレーラに備付のフックの外れ止め装置がきかず、段差の揺れでワイヤーが外れ荷が動<改行>いて、被災者に当たった。つなぎ目に段差があった。<改行>										安全装置不備な車両の点検が悪く、そのまま使用した。被害者が勝手に判断、荷降し<改行>作業に加勢し、被災。作業計画周知不良。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．作業手順の見直し及び作業員全員への周知徹底を行う。２．安全教育の強化				大成ロテック株式会社																																																																																																H08-関東-東京空港-0801.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1997		2		27		10		15		1996		FALSE		1		29		関東		2		7		11		7.9		5		1101		84		1997/2/27　10:15		35488.4270833333

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		上川口		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男				職員（現場管理担当）		02:頸部		04:胸部						03:刺傷								6:死亡		0		1:労災適用		上川口港上川口地区土砂除去等工事		被災者は現場管理を担当とする技術職員であり、当日は土砂除去後の掘り跡管理のため浚渫船に乗船していた。その後、被災者がクレーン旋回部の下で倒れているのを船員が発見し、すぐに救命措置が取られたが既に死亡していた。　検証の結果、クレーン旋回部の階段と通風のために設けられた突起物の間に挟まれたものと思われる。		平成9年3月1日 15時0分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		土砂除去作業		20:測深(海上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置						13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。		13:油断、軽視した。		使用した用具を片付ける為、クレーン旋回中、立入禁止内に入り、不用意に後向きに物を置きにい<改行>った状態でクレーンに挟まれた。<改行>																														13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。		13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。		13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。				クレーンの運転室に昇る階段（ハシゴ）が設計上、作業船のエアー抜きパイプ（径大３<改行>０㎝）すれすれに取付けてあり、旋回線上にあった。又、立入禁止防止棚がなかった。<改行>		13:適切な技術者の配置に不備があった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。		安全教育・訓練の指導面で不十分であり、作業において安全指示、指導が十分実施さ<改行>れていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%										12000000001705		高知支店																																																																																														H08-四国-高知-1101.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		1997		3		1		15		0		1996		TRUE		8		29		四国		6		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		14		608		20		1997/3/1　15:0		35490.625

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		60		男		30年 00月		鍛冶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		40		1:労災適用		東京国際空港鉄道トンネル築造工事（その２－２）		被災者はシールド機内上段デッキ上で、昼間の作業で切断したメンテナンスホールの鉄板を、デッキ上に立て掛け移動撤去しようとしてワイヤーを掛ける準備をしていたが、その移動位置にガスホースがあったため、それを片付けようとして、鉄板の側部を通ったところ鉄板が右足上に倒れて負傷した。		平成9年3月12日 21時15分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		シールド機解体		84:その他(　)		シールド機解体		2:曇り																26:その他の起因物(　)		シールド機解体物		17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																		15:気持ちがあせっていた。		15:気持ちがあせっていた。		15:気持ちがあせっていた。				短時間鉄板を立てていても倒れないと過信していた。又、工程が２～３日遅れていたため、気持ち<改行>が焦っていた。<改行>		15:安全装置が不適・不良だった。		15:安全装置が不適・不良だった。						すぐにワイヤーを掛けて移動するつもりで、不安定なまま仮置きした。小さく切断する<改行>と時間がかかるので、吊上げ可能な大きさに切断した。<改行>		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。						作業員がベテランであったため、作業手順を十分教育しなかった。作業箇所における<改行>不要物の片付けの徹底がなされていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		シールド機解体				１．切断した解体物は、不安定な状態に置かないことをてっていする２．監視人は持ち場を離れず、常時監視することを徹底する３．作業箇所の不要物は、作業開始前に片付けることを周知徹底する				株式会社熊谷組				西松建設株式会社				五洋建設株式会社				戸田建設株式会社				青木建設（株）				笹島建設（株）																																																																												H08-関東-東京空港-0808.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1997		3		12		21		15		1996		FALSE		8		29		関東		5		30		0		30.0		26		1399		84		1997/3/12　21:15		35501.8854166667

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		04年 01月		型枠大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		常陸那珂港東防波堤本体工事（その６）		８号函台側の底版型枠用の補助Ｈ型鋼を３本撤去する為に、ジブクレーン側のＨ型鋼を１本、キャッチクランプで２点吊りして分電盤をかわしながら撤去した後、分電盤を破損する恐れがあるので、残り２本のＨ型鋼はまとめて吊上げる作業をしようとし（世話役の指示）１番奥のＨ型鋼をキャッチクランプで中央に集め、ワイヤを２点掛し一方の玉掛者（八木）はワイヤを掛終わった後、キャッチクランプを外したが被災者（高橋）は自分のキャッチクランプを外さないままジブクレーンのオペレータに巻上げの合図を行い、巻上げられているＨ型鋼を見上げながら被災者は旋回範囲内に立入りＨ型鋼から目を外した。ジブクレーンより吊上げられているＨ型鋼が２０Ｍ位になった時、ケーソン躯体と接触しそうになり、オペレータは巻上げるのを止めたが、Ｈ型鋼はそのままゆっくりと躯体と触れ、その際外し忘れたキャッチクランプが被災者に落下した。　　　　		平成9年4月14日 8時25分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				56:支保工の組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		ケーソン		16:その他の加害物(　)		Ｈ型鋼吊り用クランプ		04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																																										ケーソン製作ヤード内でＨ型鋼（Ｌ＝８～１０ｍ）２本と吊りクランプ（Ｗ＝７㎏）をジブクレー<改行>ンで吊り上げ移動していた際、玉掛け者（被災者）が、吊り荷を降ろすため移動し、ちょうど吊り<改行>荷の真下に来た時吊り荷がケーソンに触れ揺れた為、吊り荷のクランプが落下し玉掛け者（被災者<改行>）の肩に当たった。<改行>		08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。								クランプがＨ型鋼に付いたままになっていた。<改行>		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。						作業員の配置に能力・人数に無理があり、基礎的な教育が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．吊荷の上の落下危険物を指差呼称で確認し、排除する。２．吊荷の下付近で近づいた場合、玉掛者相互の注意喚起の励行。３．感受性を高める安全教育を繰り返し行う。４．上記を実施するために、作業員全員で話し合える雰囲気とルール作りをする。				若築建設（株）																																																																																																H09-関東-鹿島-0809.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		1997		4		14		8		25		1997		TRUE		4		11		関東		5		4		1		4.1		26		201		56		1997/4/14　8:25		35534.3506944444

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		22年 00月		サービス業		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		04:胸部				01:打撲傷		04:骨折		06:関節の障害				5:31以上		90		1:労災適用		志布志港（若浜地区）防波堤（沖）工事（第１１次）		現場事務所設置の為、ユニック車に積んだハウスを降ろす作業中、台付けワイヤーをユニックのフックに掛けハウスより脚立を利用して降りようとしたとき、誤って転落する。同僚が声と音を聞いて駆けつけたときすでに落ちていた。		平成9年4月14日 10時25分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		現場事務所設置		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20								11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0106:墜落：脚立、うまから																																1		04:作業標準を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。						作業を早く済ませようと気持ちが焦った。<改行>		04:安全度が不足だった。								２段ハシゴでのぼったが・・・<改行>		04:理解度の確認が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。						作業員の配置に問題があった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．現場事務所の設置・解体は、原則として、３坪ハウス２人、６坪ハウス４人、８坪ハウス５人体制で作業をする。2.高い所から降りるときは、椅子か脚立を使い、足場を十分確かめ慎重に降りる。				（株）山本組																																																																																																H09-九州-志布志-0101.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		1997		4		14		10		25		1997		TRUE		1		29		九州		5		22		0		22.0		11		106		4		1997/4/14　10:25		35534.4340277778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		38		男		05年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京国際空港排水工事		排水管（ＦＲＰＭ管　φ1、650）を布設する際に、合図者が既設の排水管への挿入状況を確認するのに夢中となり自分の手を管上部に添えていたことを忘れ“巻き上げ”の合図を行ったため、土留め矢板部の補強材と排水管との間に手の指を挟まれ負傷した。		平成9年6月23日 14時50分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		排水工		84:その他(　)		排水管布設		2:曇り								4:20～30								14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		排水管（ＦＲＰＭ管）		08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																																		33:保護具の選択、使用方法を誤った。								管の上に手を添えた状態で巻き上げの合図をしてしまった<改行>		33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。								作業位置がクレーン運転手の死角となっていた<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		排水管の設置作業				１．作業前のミーティングにおいて、合図者の配置を検討する。２．危険度の高い作業においては、作業全体を監視する人員を配置する。３．危険予知活動において更に細かな面まで考え全員に徹底する。４．安全意識を更に高め、全員がお互いに注意し合う職場の環境作りを行う。				株式会社吉田組																				フジタ道路（株）																																																																												H09-関東-東京空港-0902.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1997		6		23		14		50		1997		FALSE		8		29		関東		1		5		0		5.0		14		1102		84		1997/6/23　14:50		35604.6180555556

		北海道開発局		留萌港湾事務所		留萌		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		30年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						05:切断								4:16～30		58		1:労災適用		留萌港南防波堤改良工事		差し鉄筋運搬作業中に差し鉄筋につまずき右脹ら脛に痛みを感じたが大丈夫と思った。しかし、翌朝痛みが引かないため、病院で診断を受けた結果、右アキレス腱不全断裂と診断された。		平成9年6月24日 15時30分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		鋼材		19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								急いでコンクリート上を歩いている時、埋込まれていた差鉄筋（Ｄ１９ｍｍ　ｈ＝３０ｃｍ）につ<改行>まずき転びそうになったため反対の足で強く踏み込んだ時、アキレス腱を切断した。急いでいたた<改行>め足元の鉄筋を注意しなかった。<改行>																23:作業場の整理が悪かった。								差鉄筋に目印及びキャップ等を取付けていなかったため鉄筋につまずいた。又、作業通<改行>路に資材が置いており整理されていなかった。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								作業打合において現場内の整理などの安全指示が徹底されていなかった。又、目印や<改行>キャップ等の安全設備や標識の増設等が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		差し鉄筋運搬作業中に差し鉄筋につまずき右脹ら脛に痛みを感じたが大丈夫と思った。しかし、翌朝痛みが引かないため、病院で診断を受けた結果、右アキレス腱不全断裂と診断された。				？安全朝礼・ＫＹＴ・安全大会などを通して作業員全員の危険を感じる能力を養なうよう再教育をおこないます？差し鉄筋には、カラーの鉄筋キャップを取付け保護します。？現場内の整理整頓を一層心掛けるとともに通路の区画を明示します。				堀松建設工業株式会社																																																																																																H09-北開局-留萌-0101.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		1997		6		24		15		30		1997		TRUE		19		21		北海		4		30		0		30.0		11		1399		54		1997/6/24　15:30		35605.6458333333

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		25		男		01年 04月		職員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				07:火傷		04:骨折						4:16～30		21		1:労災適用		新北九州空港地盤改良試験工事		現場（苅田沖土砂処分場）より交通船で港（今津港）へ帰港中、船内で異常音が発生し船長へ知らせようとしたとき、船体キャビン足元の床下エンジン室付近が破裂し被災者は海上に落ち救助された。		平成9年7月24日 9時3分 頃		海上		交通船上		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		高温物		15:起因物と同じ				12:高温の物との接触				1004:爆発、火災等：作業船等の火災・爆発																		1		99:その他								船内で異常音が発生し船長へ知らせようとしたとき、船体キャビン足元の床下エンジン室付近が破裂<改行>																								<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．持ち込み時及び始業点検の強化２．運転中、計器及びエンジンの異常音等の異変に注意し、異常の場合は即エンジンの停止をする３．緊急時の連絡体制の強化と徹底				五洋建設株式会社		九州支店																																																																																														H09-九州-北九州-0201.xlsx		3/6/15 17:43		3/6/15 17:43		1997		7		24		9		3		1997		FALSE		12		6		九州		4		1		4		1.3		26		1004		1		1997/7/24　9:3		35635.3770833333

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		24年 00月		潜水士		10:その他(　)								13:その他(　)						溺死		6:死亡		0		1:労災適用		平成８年度八戸港外港地区中央防波堤基礎工事		本工事の基礎捨石・被覆石を完了し、被覆ブロック（パラクロス８ｔ）を据付ける作業を行っていた。被災者（館石隆）は１３時１０分に作業を開始し、１４時４５分頃の作業中（被覆ブロック底着後）、合図を待っていた誘導員（有線機）に「エアーが来ない」と連絡が入り、異常を察知した船上員が引き揚げたが、意識が無かった。		平成9年7月31日 14時45分 頃		海上		潜水作業		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				11:海水等				11:おぼれ				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった				34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。				被災者が、自分の現在位置や送気管の方向及び状態を十分確認しなかったためと思われる。<改行>																99:その他								送気管が何かの原因により閉塞状態になったか、何かに引っ掛かったと推測される。（<改行>玉掛ワイヤー・吊りフック・クレーン滑車・クレーンロープ等）<改行>		99:その他								作業手順や監視員の配置位置にも落度はなかったが、エアーホースの異状に気付かな<改行>かった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		潜水士船の乗員他で直ちにエアーホースを引き上げ浮上させ、潜水士船に収容したが、既に本人に意識がなく、人工呼吸を行いながら、警戒船にて館鼻漁港に搬送し、待機していた救急車で青森労災病院へ搬送した。				１．ブロックの２個据えの場合、吊り枠方式を採用するなどの安全対策を講じる。２．施工計画書に基づき作業がなされているか、必要な安全対策が取られているか等、作業内容を把握し、工事が安全に施工されるようにする。３．フーカー式潜水作業の場合は、緊急用ボンベを携帯する。４．緊急時を想定して、浮上脱出訓練を実施する。				大都建設（株）																																																																																																H09-東北-八戸-0903.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		1997		7		31		14		45		1997		TRUE		11		19		東北		6		24		0		24.0		14		1399		51		1997/7/31　14:45		35642.6145833333

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		34		男		16年 03月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								5:31以上		14		1:労災適用		新千歳空港　誘導路改良工事		新千歳空港誘導路改良工事で段差すりつけのため、１１ｔダンプトラックが土砂を荷卸しのため後進してきた。同時に埋戻し作業を行っていた、０．４ｍ３級バックホーも後進し、そのため後の方でショルダー部既設舗装面の養生シートの撤去作業を行っていた作業員をバックホーの死角に入り気付かなかったため、バックホー右後輪にて被災者の右足甲をひき負傷させた。なお、この時は誘導はしていなかった。		平成9年8月22日 5時0分 頃		陸上		新千歳空港Ｂ２誘導路内		29:その他(　)		撤去工（後片付け）		84:その他(　)		既設舗装面の養生シートの撤去作業		2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		2:50～200						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		０．４ｍ３級バックホー右後輪（ゴムタイヤ		08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。								後方の確認を怠ってバックしたこと、重機の作業範囲の中に入った。<改行>																22:作業場が狭かった。								重機との作業が近接していた。<改行>		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。						重機への危険意識が不充分、専任の誘導員を配置していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		新千歳空港誘導路改良工事で段差すりつけのため、１１ｔダンプトラックが土砂を荷卸しのため後進してきた。同時に埋戻し作業を行っていた、０．４ｍ３級バックホーも後進し、そのため後の方でショルダー部既設舗装面の養生シートの撤去作業を行っていた作業員をバックホーの死角に入り気付かなかったため、バックホー右後輪にて被災者の右足甲をひき負傷させた。なお、この時は誘導はしていなかった。				？建設機械の作業範囲の明示？建設機械作業範囲内への進入禁止？専任誘導員の配置？車両、建設機械移動時のクラクション等発信合図・指差呼称の励行？作業指示の徹底				日本道路株式会社																																																																																																H09-北開局-千歳-0101.xlsx		3/6/15 17:30		3/6/15 17:30		1997		8		22		5		0		1997		FALSE		8		29		北海		5		16		3		16.3		4		899		84		1997/8/22　5:0		35664.2083333333

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		03年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								3:9～15		18		1:労災適用		釧路空港高盛土　その他工事		暗渠工掘削用土工定規約１．１ｍ×０．６ｍ（胴縁）・測量杭を制作中に一人で、携帯用丸鋸盤を右手で持ち左手で保護カバーを押さえ土工定規組立て後の端部を切断中に反動で丸鋸の刃がズボンに巻き付き、刃が右足のふくらはぎに当たり切傷した。		平成9年9月13日 12時0分 頃		陸上		白糠町大楽毛釧路空港工事現場		29:その他(　)		暗渠工土工		84:その他(　)		土工定規製作		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						20:動力工具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。						電動ノコギリを回転中に手放してしまった。<改行>																								<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		暗渠工掘削用土工定規約１．１ｍ×０．６ｍ（胴縁）・測量杭を制作中に一人で、携帯用丸鋸盤を右手で持ち左手で保護カバーを押さえ土工定規組立ての後の端部を切断中に反動で丸鋸の刃がズボンに巻き付き、刃が右足のふくらはぎに当たり切傷した。				予定外作業については、事前に打合わせを行い、使用工具作業方法について確認する。通常、丸鋸を使用するような作業ではないため、使用を禁止し、通常の鋸の使用を指示。動力付工具の使用にあたっては、誤った取り扱いをしないため事前に作業の打ち合わせを行う。				戸田建設株式会社																																																																																																H09-北開局-釧路-0101.xlsx		3/6/15 17:14		3/6/15 17:14		1997		9		13		12		0		1997		FALSE		9		29		北海		3		3		0		3.0		20		1299		84		1997/9/13　12:0		35686.5

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		48		男		30年 00月		土木世話役		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折		05:切断						5:31以上		90		1:労災適用		福岡空港エプロン新設工事（第２次）		被災者はエプロン新設個所のＧＳＥ置き場コンクリート舗装作業中（夜間）に舗設機械のレールの上に、左足を乗せてコンクリート均し作業中に、後退したブレード型スプレッダー機の左側後輪に足先を轢かれた。		平成9年9月23日 3時30分 頃		陸上		エプロン新設個所		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		1:0～50						06:コンクリート機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																																1		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		27:不安全な場所へのった。		巻込みストッパーを外し、作業に熱中し、合図が不充分、フィニッシャーのレールの上にのった。<改行>		27:騒音があった。								バックブザーが故障していた。<改行>										バックブザーの点検を怠った。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．作業中はレールに乗らない。２．役割分担以外の作業をしない。３．合図の確認を徹底する。４．見張り員を設ける。				東京鋪装工業（株）		九州支店																																																																																														H09-九州-博多-0301.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		1997		9		23		3		30		1997		FALSE		8		22		九州		5		30		0		30.0		6		899		66		1997/9/23　3:30		35696.1458333333

		北海道開発局		網走港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		30年 00月		潜水工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								5:31以上		243		1:労災適用		紋別港岸壁取付先端外一連工事		水中コンクリート型枠を設置完了し、この後型枠を固定させるためのブロックを起重機船で吊り下げ所定の位置に設置する作業中に型枠とブロックの間に指を挟まれ被災した。		平成9年10月1日 9時30分 頃		海上		岸壁取付先端		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ブロック		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。								他者との合同が不明瞭でのまま、型枠を水平据付を行い、スライド設置する時、手の位置が不自然<改行>な位置にあてていた。<改行>																								水中作業の為、作業開始前に再度水中型枠を設置する時の手のあてる位置、体の位置を<改行>明確に指導していなかった。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								作業する時に施工条件及びＫＹの周知がされていない為発生されたと考えられる。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		水中コンクリート型枠を設置完了し、この後型枠を固定させるためのブロックを起重機船で吊り下げ所定の位置に設置する作業中に型枠とブロックの間に指を挟まれ被災した。				？安全管理者自身の勉強会、並びに協力会社と下請会社を含んだ全体会議の実施。？安全に対する、徹底した意識の確認。？日々の事前確認と反省会の実施。？仕事内容にたいする人員と機械類の配置、並びに有効利用と確実な実施。？作業員各自の作業に対する、真剣味と正確さを要求する。				堀松建設工業株式会社																																																																																																H09-北開局-網走-0101.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		1997		10		1		9		30		1997		TRUE		8		19		北海		5		30		0		30.0		8		1399		51		1997/10/1　9:30		35704.3958333333

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		08年 00月		甲板員		05:腹部		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						04:骨折		01:打撲傷						3:9～15		3		1:労災適用		川崎港東扇島地区泊地（ー１５ｍ）浚渫工事（その２）		スパット式グラブ浚渫船が工事区域に入域するため、工事区域近傍の海域で、スパットの調整作業中、スパットが滑り、固定用ピンがはねて、付近にいた被災者の胸部および顔面に当たり、負傷した。		平成9年10月28日 7時30分 頃						05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無				08:作業船				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																												<改行>																10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。								ピンの抜け出し防止がなされていない。<改行>		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。								作業指揮者を専任していなく、作業状況の確認が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		スパット式グラブ浚渫船の準備作業中				１．ピンの抜け出し防止のため、本設のピンと同様にチェーンで２本のピンを固縛する。２．作業指揮者を甲板員より選任し、作業状況のチェック機能を高める。３．作業指揮者は、当該スパットの調整作業の終了を確認するまで当該場所を離れず指揮する。				東亜建設工業株式会社		横浜支店																																																																																														H09-関東-京浜-0905.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		1997		10		28		7		30		1997		TRUE		4		5		関東		3		8		0		8.0		8		299		3		1997/10/28　7:30		35731.3125

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		58		男		02年 03月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上		30		1:労災適用		広島空港用地造成等工事		法面のコンクリート吹付作業中、モルタルが詰まったため、他の作業員が吹付機より２０ｍの箇所でホースを外して点検していた間に、被災者が吹付機の動力を切らずに点検口のフタを開け、内部を点検しようとしたところ、ミキサーの攪拌羽根に左手指を巻き込まれ、切断したものである。		平成9年11月7日 15時15分 頃		陸上		法面工事部分		29:その他(　)		モルタル吹付		59:モルタル混合・注入				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						06:コンクリート機械				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。												安全指示を無視していた。<改行>		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。								点検口に安全プレートを取付けていなかった。<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								点検時の作業手順に不安があった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・点検口に安全プレートを取り付けるとともに、点検口のフタの鍵を主エンジンキーと同一のものとし、エンジンを止めないとフタを開けられない構造に変更する。・清掃、点検時はウォータージェットを使用する。・重層下請け作業責任者は、工事・安全衛生打合わせ会に必ず出席するものとする。・機械の取扱説明書を、現場詰所に備えつける。・上記事項及び作業手順・安全指示の厳守について、指導を徹底する。				大成建設株式会社		建設工事共同企業体		株式会社富士ピー・エス																																																																																												H09-中国-広島-0101.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		1997		11		7		15		15		1997		FALSE		8		29		中国		5		2		3		2.3		6		1299		59		1997/11/7　15:15		35741.6354166667

		北海道開発局		函館港湾事務所		森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		02年 05月		重機運転手		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		03:背部				01:打撲傷								3:9～15		14		1:労災適用		森港改修工事		防波堤上部工の型枠の解体作業中、３方枠の側枠を解体の為、妻枠と側枠の接続のボルトをはずしたところ、妻枠（高さ１．３ｍ）が事故者へ倒れてきて接触し、そのはずみで約２ｍ後方にあった直積み消波ブロックの開口へ転落したものである。		平成9年11月13日 8時20分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。								作業手順を守らなかった。（防波堤上部工の脱型作業に於いて、枠の倒壊防止のためフォームタイ<改行>の一部を残す様に指示されていたが、全部外してしまった。）<改行>																06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。								消波ブロックの開口部に転落防止の措置が施されていなかった。<改行>										脱型作業中に作業指揮者が確認を怠った。作業手順が末端の作業員まで周知徹底され<改行>ていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		防波堤上部工の型枠の解体作業中、３方枠の側枠を解体の為、妻枠と側枠の接続のボルトをはずしたところ、妻枠（高さ１．３ｍ）が事故者へ倒れてきて接触し、そのはずみで約２ｍ後方にあった直積み消波ブロックの開口へ転落したものである。				１）作業開始前に作業手順の確認を行う。２）作業指揮者は次の行動を開始前に設備関係の安全を確認する。３）大枠の型枠を解体する際にはクレーンにて仮吊後、フォームタイを解体する４）墜落、転落の可能性のある箇所は手摺り、蓋等により防止措置を講ずる。５）危険予知訓練にて危険予知の能力を高める。				大都建設（株）																																																																																																H09-北開局-函館-0101.xlsx		3/6/15 17:25		3/6/15 17:25		1997		11		13		8		20		1997		TRUE		1		21		北海		3		2		5		2.4		22		199		55		1997/11/13　8:20		35747.3472222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		01年 10月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								4:16～30		21		1:労災適用		東京国際空港新Ｂ滑走路地盤改良等工事（その２）		被災者は、仲間の作業員とコンクリート殻の再生処理機（移動式破砕機）のベルコンのゴムベルトの蛇行調整作業を行っていた。調整完了後、確認運転を実施したがベルコン下部に少量の採石ダストが堆積していたため、素手で取り除こうとして手を差し込んだところ、着衣（防寒着）の袖口がベルコンのローラー部に巻き込まれた。付近にいた別の作業員が即座に機械を停止し、被災者を救出した。被災者が巻き込まれたには右腕で、ベルコンのフレームアングルの角で急激に上腕部をこすられ負傷した。		平成10年1月23日 11時20分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		舗装版撤去		84:その他(　)		コンクリート殻再生処理工		2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0801:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ベルトコンベヤー等																																										コンベヤの下に少量の石を発見し、それを取り除こうとしてコンベヤを止めずに手を差込んだ。<改行>										コンベヤのベルト部分に差込まれ防止カバーがなかった。<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								作業標準を決めてなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		装備機械器具等の点検・整備				（１）清掃（砕石ダスト取り除き）作業に関する作業標準の勉強会の実施（機械の停止、作業指揮者の配備等）（２）万が一に備え、手の侵入に対し防護柵を取付る。（本支店をとおして機械メーカーに対し、当安全設備の標準設置を働きかけする。）（３）ケーブルリモコンスイッチを増設し、砕石ダスト清掃箇所での作動・停止操作が出来るようにする。（４）ヒューマンエラーに対する安全教育を全作業員を対象として再度実施する。				鹿島建設株式会社				前田建設工業株式会社				大豊建設株式会社												鹿島道路（株）																																																																												H09-関東-東京空港-0905.xlsx		3/6/15 18:37		3/6/15 18:37		1998		1		23		11		20		1997		TRUE		8		29		関東		4		1		10		1.8		4		801		84		1998/1/23　11:20		35818.4722222222

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		05年 00月		船団長		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								3:9～15		14		1:労災適用		伏木富山港(新湊地区)岸壁(-14m)(北)(その１)工事(本体)		ケーソン進水仮置作業で、岸壁に係留中のＦＤの岸壁側ロープを外すために被災者はタラップを昇り、ロープをボラードより外した後、タラップより甲板上に降り、甲板上を移動中に足を滑らせ、右膝を甲板上についた。被災者は足をひねった程度と思い引き続き作業をしていたが、夕方になり腫れてきたので、作業終了後、病院で診察を受けた結果、右膝蓋骨骨折と診断された。		平成10年2月17日 8時30分 頃		海上		FD、作業船上		15:ケーソン進水				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				15:起因物と同じ				02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																																										出航まえで気持にあせりがあった。<改行>										作業靴の目が摩耗していた。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						被災者がすぐ報告していれば症状が悪化しなかった可能性がある。ＦＤの甲板上に通<改行>路を決めていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		岸壁に係船中のＦＤの岸壁側ロープを外すためタラップに昇り、ロープを外した後タラップを降り、甲板上を移動中足を滑らせ、右膝を甲板上についた。				（１）現場内で発生した災害については、どんな小さな出来事でも現場責任者に報告する。（２）ＦＤの見やすい位置にスリップ注意の標識を取り付ける。（３）朝のミーティング時に、甲板上の転倒の危険性について知らせるとともに、行動の仕方について周知徹底させる																																																																																																				H09-北陸-伏木富山-0101.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		1998		2		17		8		30		1997		TRUE		2		15		北陸		3		5		0		5.0		12		1199		1		1998/2/17　8:30		35843.3541666667

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		室津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		01年 00月		元請職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		室津港室津地区防波堤（？）築造工事（その２）		ガット船を係留するため、本船の係留ロープを伝馬船にて引張り、所定の係留アンカーに接続しようとした。しかし、風浪で伝馬船が流され、係留アンカーに取り付けられていたブイも風浪で動揺しており、さらにブイに着いている接続のためのワイヤーも短かったため、伝馬船からではワイヤーを取りづらい状態であった。　そこで別の船外機船を用いて、ブイに取り付けてあるワイヤーを取ることとなり、同船に乗船していた被災者が引掛棒を手にし、ワイヤーを掛けたところ、風浪により流されてきた伝馬船に気がつくのが遅れ、両船の舷の間に手首を挟まれ負傷したものである。		平成10年3月13日 8時20分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						07:防護物・保護具を使用しなかった。								気づくのが遅れ、手首を挟まれた<改行>																														07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								係留作業を２隻の船で行った<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								予定外の作業を行った<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・見張りを十分に行い、周囲の安全を確認する。・合図の確認（危険が接近した時、声をかける。）・伝馬船で係留ロープを取る時、風向きを考えて風下から向かう。・常アンカーのアンカーブイにロープを２～３ｍ位取り付け、係留ロープが容易に取れるようにする。・係留作業は船の経験を有する者に行わせる。				五洋建設株式会社		四国支店		12000000002343		大阪支店		12000000001705		高知支店																																																																																						H09-四国-高知-0201.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		1998		3		13		8		20		1997		TRUE		8		8		四国		1		1		0		1.0		8		1104		14		1998/3/13　8:20		35867.3472222222

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		03年 11月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷		04:骨折						1:0～3		3		1:労災適用		新潟港(西港地区)道路(ﾄﾝﾈﾙ)左岸障害物撤去工事		仮置中のテトラポッド(４ｔ型)をトラックに積み込むために、仮置状況を確認しようとして、２段積みの下段のテトラポッドの上に乗ったところ、上段のテトラポッドが自然にずり下がったため、テトラポッドの足の間に右足爪先挟まれ負傷したものである。		平成10年5月11日 13時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20								23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																																		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		２段積されたテトラポッドの上段テトラの安定確認のため、下段テトラの足に上がった。ゴム長靴<改行>を履いていた。<改行>		30:ガスが存在していた。		30:ガスが存在していた。		30:ガスが存在していた。				上段のテトラポッドが不安定な状態であった。<改行>		99:その他		99:その他						日々の打合せの中で細部にわたって掘り下げた指示がなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						(１)テトラポッドの積込み作業従事者は、安全靴の着用を義務づける。(２)テトラの上には極力乗らない様にする。(３)テトラの仮置状況をﾁｪｯｸし、安定の悪いもの等はﾏｰｷﾝｸﾞし、注意喚起する。				株式会社本間組		新潟営業所		東亜建設工業株式会社		新潟支店														谷内工業株式会社		新潟営業所										口頭注意								口頭注意																																																								H10-北陸-新潟-0101.xlsx		3/6/15 18:30		3/6/15 18:30		1998		5		11		13		45		1998		TRUE		8		18		北陸		1		3		11		3.9		23		1199		4		1998/5/11　13:45		35926.5729166667

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		18年 00月		杭打ち工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折		05:切断						3:9～15		132		1:労災適用		福岡空港道路駐車場新設工事（第３次）				平成10年5月21日 9時50分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁																										04:車両系建設機械				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等						03:指示、命令を守らなかった。								被害者の合図をオペレーターが勘違いした。<改行>																														03:機械・器具に欠陥があった。								杭打機の油圧ホースがブラケットに巻き付いた。<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								合図の統一の教育が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１、機械・器具の改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？ホース掛けの位置を外側に向け、ホースが巻き付きにくいようにする。？作業床を設ける（根固めシリン　　　ダー横）　　　　　　　　　　　　　　　　　２、作業方法の改善　　？通常作業以外で、リーダーにあがる場合（修理・点検等）はオペレーターは運転しない。？リーダーにあ　　がる場合は、監視人を置く。？ホースが巻き付いた場合はタラップ上で作業する。（オーガーには乗らない３、その他　　？作業員全員及びグループ毎にＫＹ活動を行い安全意識の高揚、周知徹底を図る。				前田道路株式会社		九州支店		12000000003746		九州支店														12000043115405																																																																												H10-九州-博多-0101.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		1998		5		21		9		50		1998		FALSE		8		ERROR:#VALUE!		九州		3		18		0		18.0		4		805		ERROR:#VALUE!		1998/5/21　9:50		35936.4097222222

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		23年 03月		技術職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								1:0～3		3		1:労災適用		石狩湾新港東地区　岸壁改良外一連工事		東ふ頭岸壁の公衆トイレ裏で１６時３０分頃北海道機械開発（株）職員２名で、安全鋼板設置の為の測量を行っていたが、仮置きされてた標識基礎ブロック（３０ｃｍ×６０ｃｍ×５０ｃｍ）が障害となり、障害物を移動しようとした時、事務連絡に来た職員が手伝に入り、高さ１．５５ｍφ１１ｃｍの鉄柱とブロックの間に右手示指、中節部を挟み切断した。		平成10年7月15日 16時30分 頃		陸上		石狩湾新港東ふ頭岸壁		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		既在の標識基礎ブロック		16:その他の加害物(　)		既存の鉄柱		08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		3		13:油断、軽視した。								3測量作業中標識基礎ブロック（２００ｋｇ）が障害となり、３名で移動しようとして、ブロックと<改行>鉄柱の間に指をはさみ、右示指中節部を切断する事故であり、保護具の使用もなく、３人の呼吸も<改行>合わず、お互いの意思の疎通も無いままでの不安全行為である。<改行>		19:保護具が不良だった。								既設物の移動であり、物自体の欠陥は無く、その行為をする人間の保護具の使用及び作<改行>業方法に問題があった。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								測量作業中であり、予定外の無理な作業行動をとり、安易な行為であり、行動の前に<改行>は簡単な作業であっても打合せ等は必要である。日常の安全管理活動に不備があった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		東ふ頭岸壁の公衆トイレ裏で１６時３０分頃北海道機械開発（株）職員２名で、安全鋼板設置の為の測量を行っていたが、仮置きされていた標識基礎ブロック（３０ｃｍ×６０ｃｍ×５０ｃｍ）が障害となり、障害物を移動しようとした時、事務連絡に来た職員が手伝に入り、高さ１．５５ｍφ１１ｃｍの鉄柱とブロックの間に右手示指、中節部を挟み切断した。				声を掛け合い、周囲の安全に気を配る。手袋を使用する（革手袋）重量物取り扱い作業の自動化か著しく困難な場合においては適切な装置、機械等を使用する。				機械開発北旺（株）																																																																																																H10-北開局-小樽-0101.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		1998		7		15		16		30		1998		TRUE		8		29		北海		1		23		3		23.3		26		1199		2		1998/7/15　16:30		35991.6875

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		03年 00月		潜水士										10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		横浜港南本牧地区護岸（防波）沈下状況調査		護岸（防波）の基礎マウンドに設置されている沈下板の沈下測量における水圧計の撤去作業中に事故が発生した。		平成10年7月24日 16時40分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		沈下観測		23:潜水作業(調査等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		潜水器具、計測器		11:海水等				11:おぼれ				1306:その他：潜水士の溺れ																																		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。		潜水前に潜水機材の装着状況の確認がなされていなかったため、緊急タンクと圧力調整器の接続不<改行>良に気づかず潜水した。又、緊急タンクに空気が充填されていなかった。<改行>										緊急タンクに空気が充填されていなかったため、緊急タンクと圧力調整器の接続不良に<改行>気づかなかった。潜水中に何らかの原因で切替えバルブが半開になり、緊急タンクとの<改行>接続不良個所から空気が漏れ出し送気不良となった。<改行>										基礎心得の教育・訓練が不十分であったため、ＫＹ活動および潜水機材の始業点検や<改行>潜水機材装置状況の確認などの安全対策が徹底されていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		潜水作業中、潜水士（フーカー式）の体にロープが巻き付き引き上げたところ潜水服内に水が入っていて潜水士の意識不明だった。急遽、横浜市大病院に搬送。				１．計画・準備段階での安全対策に配慮した施工工程による作業計画の作成及び作業員への周知を徹底する。<改行>２．潜水作業用機材及び整備は点検責任者を指名し、作業開始前ならびに潜水作業開始前の点検を徹底する。<改行>３．フーカー式潜水作業の場合、緊急用ボンベを携行する。<改行>４．緊急時を想定した、浮上脱出訓練を行う。<改行>５．潜水士船を係留するときは、アンカーを２箇所以上もうける。				株式会社パスコ																																																																																																H10-関東-京浜-1001.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		1998		7		24		16		40		1998		TRUE		11		29		関東		6		3		0		3.0		26		1306		23		1998/7/24　16:40		36000.6944444444

		北海道開発局		留萌港湾事務所		天塩		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		07年 04月		世話役		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		40		1:労災適用		天塩港防波堤工事		フローティングドック（ＦＤ）により製作したケーソンをＦＤごと曳航し、仮置き場近くの水域でＦＤから引き出し仮置きする作業を行っていたが、ケーソン上の吊り管に取り付けられていたシャックルからロープが外れ、その反動で吊り管の近くにいた作業員にシャックルが当たり、右大腿骨顆上及び右第３中手骨骨折したものである。		平成10年8月10日 11時0分 頃		海上		天塩港港内		15:ケーソン進水				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他		A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。								曳船がそばに人がいるのに引綱を張ったため。狭い場所で移動が困難であった。<改行>																														03:機械・器具に欠陥があった。								シャックルが曳船強度に合った物を使用したか、あるいは衰化物を使用したのか又はピ<改行>ンネジの指込み不足等ではないかと思われる。<改行>		25:安全管理体制に欠陥があった。								安全理解度の不足、足場が狭い場所での人員の不足、複数人員であれば大事にいたら<改行>なかったと思われる。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		フローティングドック（ＦＤ）により製作したケーソンをＦＤごと曳航し、仮置き場近くの水域でＦＤから引き出し仮置きする作業を行っていたが、ケーソン上の吊り管に取り付けられていたシャックルからロープが外れ、その反動で吊り管の近くにいた作業員にシャックルが当たり、右大腿骨顆上及び右第３中手骨骨折したものである。				安全作業に対する再確認、再点検合図、確認の徹底安全教育の強化、安全意識の高揚事故再発防止に努め、残り工事を無事故で完成させる。																																																																																																				H10-北開局-留萌-0101.xlsx		3/6/15 17:19		3/6/15 17:19		1998		8		10		11		0		1998		TRUE		4		15		北海		5		7		4		7.3		8		299		51		1998/8/10　11:0		36017.4583333333

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		02年 04月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		北九州港（響灘地区）岸壁（－１５ｍ）工事		型枠組立作業時、セパレーター取付を行っていたが、鉄筋にセパレーターが当たり取付出来ない為鉄筋の上にセパレーターを置きハンマーでたたき下げ作業を行っていたが、誤って手を置きハンマーで指をたたき骨折した。		平成10年8月26日 9時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						21:手工具、用具				15:起因物と同じ				23:その他(　)		ハンマーでたたかれ		1299:工具等取り扱い：その他																																1										合図と意思表示が確実でなかった。鉄筋の上にセパレーターを置きハンマーでたたき作業を行って<改行>いたが、打ち終わる合図の不徹底による。<改行>										セパレーターが鉄筋に当たっていた。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。								合図が不確実な時は、作業を休止し確認して行う。合図の伝達方法をわかりやすく統<改行>一し、徹底すること。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・合図と意志表示を確実に行い声を掛け合う。・合図が不確実な時は作業を休止し確認Ｓて行う。				神野建設（株）																																																																																																H10-九州-北九州-0201.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		1998		8		26		9		10		1998		TRUE		23		11		九州		1		2		4		2.3		21		1299		55		1998/8/26　9:10		36033.3819444444

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		45		男		20年 00月		建設機械運転手		03:背部								04:骨折								1:0～3		0				新北九州空港用地造成工事		ブルドーザーへダンプトラック（２ｔ積み）の荷台に積んであるドラム缶から燃料補給完了後、ダンプトラック（２ｔ積み）の荷台から誤って転落し尻餅をつき、尻餅をついた場所の地盤に雑石が埋まっていたため負傷した。		平成10年9月7日 8時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		25:土工				02:作業準備				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																1										ダンプトラック（２ｔ積み）の荷台に積んであるドラム缶から燃料補給完了後、ダンプトラック（２ｔ積み）の荷台から誤って転落<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・作業手順・作業指示を徹底する。・昇降設備を使って上り、下りする。・１人で燃料補給をしない。																																																																																																				H10-九州-北九州-0301.xlsx		3/6/15 17:43		3/6/15 17:43		1998		9		7		8		30		1998		FALSE		1		25		九州		1		20		0		20.0		5		199		2		1998/9/7　8:30		36045.3541666667

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		17年 08月		クレーンオペレータ		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		横浜港大桟橋地区岸壁(-10m～ｰ11m)基礎及び裏込工事		クレーン台船で裏込め石の投入作業中、クレーンを固定する台座部が折損しクレーン操縦室が前のめりになったため、オペレータ（被災者）はすぐに操縦室からでるが、エンジンの掛けっぱなしに気付き、再び操縦室へ戻ったところ、クレーンが横転しそうになったため、あわてて逃げた際に右太ももを引っかけ負傷した。		平成10年9月7日 10時20分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																																										<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．二次災害を防止するため、損壊物周辺には近づかない。２．クレーンウインチ等操作機械において、突起物があるものについては保護する。３．航跡波などには十分注意する。４．クレーン持ち込み時及び自主点検時には、ボールレース取付ボルトの点検も行う。５．毎月の支店パトロール時に、各使用船舶機械の日常点検のチェックを強化する。				国土総合建設（株）		横浜支店																																																																																														H10-関東-京浜-1002.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		1998		9		7		10		20		1998		TRUE		9		8		関東		1		17		8		17.7		14		608		40		1998/9/7　10:20		36045.4305555556

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		細島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		02年 06月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								2:4～8		7		1:労災適用		細島港（白浜地区）泊地（－１３ｍ）浚渫工事外１件		ポンプ式浚渫船のカッターヘッドのチップを取り替え中、新しいチップを取り付けピンを差しそれを中ハンマーで叩いたところ、他のチップに左手中指を当て負傷した。		平成10年10月26日 7時10分 頃		海上		揚錨船上		05:浚渫・床掘り				28:ポンプ浚渫				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				16:その他の加害物(　)		カッターチップ		19:動作の反動・無理な動作				1299:工具等取り扱い：その他																																1										ハンマーを振り下ろす時、手がカッターチップに当たる振り角度になっていた<改行>		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。								ハンマーを振る位置・姿勢が悪かった<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								作業環境に合った作業手順が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		ポンプ式浚渫船のカッターヘッドのチップを取り替え中、新しいチップを取り付け、ピンを差し、それを中ハンマーで叩いたところ他のチップに左手中指を当て負傷した。				１．ハンマーで打ち降ろす時、素振りして確認する。２．作業体勢が悪いときは、カッターヘッドを回転させる。３．作業前にＴＢＭ・ＫＹＫを十分行い作業状況を確認する。				五洋建設株式会社				東洋建設株式会社																																																																																												H10-九州-宮崎-0401.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		1998		10		26		7		10		1998		TRUE		19		5		九州		2		2		6		2.5		21		1299		28		1998/10/26　7:10		36094.2986111111

		北陸地方整備局		新潟港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		営繕工事		26		男		02年 00月		鳶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						捻挫		1:0～3		0				水理実験場修理工事		３時の休憩時に屋根上から昇降階段で地上へ降りてきた際、一番下の階段で足を踏み外し右足首を捻挫した。		平成10年10月26日 15時0分 頃		陸上		外部足場昇降階段		29:その他(　)		屋根の材料を人力で移動		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20								11:足場、通路				04:通路				23:その他(　)		踏み外し		1399:その他：その他																																										<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		３時の休息時に屋根上から昇降階段で地上へ降りてきた際、一番下の階段で足を踏み外し右足首を捻挫した。				（１）全作業員に対しあわてることなく落ち着いて作業に従事するよう指導する。（２）現場内通路及び足場内通路の総点検を行い、通行に支障のある点があれば即時改善する。				株式会社本間組		新潟営業所																														口頭注意																																																																H10-北陸-技調-0201.xlsx		3/6/15 18:24		3/6/15 18:24		1998		10		26		15		0		1998		TRUE		23		29		北陸		1		2		0		2.0		11		1399		1		1998/10/26　15:0		36094.625

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		厳原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		07年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								4:16～30		20		1:労災適用		厳原港（厳原地区）防波堤（北）工事（第３次）		起重機船でケーソン据付作業中、海象状況が悪化してきたためケーソン仮置き作業に変更し、その作業中に被災者はケーソン上でケーソン据付（位置決め）ワイヤーをチルホール（ジャッキ）で引っ張る作業を行っていたが、対角線側の滑車・吊筋の点検を行うため対角線側へ移動、確認後チルホールへ戻る途中ワイヤーが滑車部付近より切断し跳ね返ったワイヤーが、ケーソン中央部を移動中の被災者へ向け背後より飛来し、右膝を負傷した。		平成10年11月18日 13時30分 頃		海上		防波堤上		16:ケーソン曳航・据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		26:その他の起因物(　)				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																		1										ワイヤロープの内角側で作業をした。<改行>																								異常張力が働きワイヤが切断。<改行>		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		危険予知、安全指示が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．作業方法について　　（１）ケーソン据付位置決め用ワイヤー飛来防止のため防護カバーを取り付ける。（２）ケーソン据付位置　　　決め用ワイヤーを新品に取り替える。２．気象海象について　　　・急激な気象海象の悪時化には、ケーソン据付・仮置き作業は中止し、ケーソン沈設仮置場へ曳航する事　　　　を厳守する。３．作業従事者の安全意識の向上　　　　ケーソン据付作業前に安全訓練を実施し再発防止対策踏まえ、再度作業手順を徹底する。				あおみ建設株式会社		九州支店																																																																																														H10-九州-長崎-0501.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		1998		11		18		13		30		1998		TRUE		4		16		九州		4		7		0		7.0		26		1102		51		1998/11/18　13:30		36117.5625

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		05年 00月		技工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折								5:31以上		106		1:労災適用		稚内港北副防波堤　改良外一連工事		根固ブロック（３ｔ）据付の出来形が悪いため、起重機船上で再据付準備を行い吊り込み作業中にブロックとブロックの間に下肢部を挟まれ被災した。		平成10年12月11日 10時0分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		玉掛ワイヤー		16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0299:飛来、落下：その他																A:危険だと思わなかった		1		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。								起重機船のブーム角度が吊荷センターより前方に傾いていたにもかからわず吊上げたため吊荷が滑<改行>った。<改行>																06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。								水中据付したブロックを据付け直すため甲板上に上げたために、雪と海水により甲板が<改行>凍結し、滑りやすくなった。<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								ブロックが滑っても、ブロック間に挟まれない位置に作業員を配置していなかった。<改行>また、甲板上の除雪は行ったが融雪剤等の凍結防止策を講じていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		４０ｔ型六脚ブロック型枠組立作業中、作業体制及足場不安定により型枠から転落名の作業員で直し作業にあたっていた。一人の作業員が４隅のボルトの内３本を外し終え、最後の１本を外すため中子（角筒）に手を入れ外していた所もう一人の作業員がボルトが２本付いているものと勘違いし、センターの中子を支えてある通しボルトを抜いた所最後のボルトを軸に回転し、側枠と中子に右手首を挟まれ甲側、平側を打撲しました。				？安全管理者自身の勉強会、並びに現場関係者全員を含んだ全体会議の実施。？安全に対する、徹底した意識の確認。？日々の事前確認と反省会の実施。？仕事内容にたいする人員と確実な実施。？作業員各自の作業に対する、真剣味と正確さを要求する				藤建設株式会社																																																																																																H10-北開局-稚内-0101.xlsx		3/6/15 17:19		3/6/15 17:19		1998		12		11		10		0		1998		TRUE		21		19		北海		5		5		0		5.0		26		299		51		1998/12/11　10:0		36140.4166666667

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		細島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		02年 00月		ボーリング助手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				5:31以上		60		1:労災適用		細島港（外港地区）南沖防波堤土質調査		海上で、起重機船を用いて鋼製櫓を組立中、下部ベース部（Ｈ=20ｍ）と上部スパン部の間に右足が挟まれ負傷した。		平成10年12月14日 11時30分 頃		海上		海上（土質ボーリング櫓組立中）		03:土質調査				16:測量櫓等の設置・撤去				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		鋼製櫓		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						クレーンオペレーターと作業員との合図ミス。<改行>																29:酸欠状態だった。								ボーリング用足場やぐらはステージ部が狭く、やぐらの組立時には作業スペースが非常<改行>に狭く限られる。<改行>										港内作業で他船の航跡波により足場やぐらが揺れることを予測しながら見張等の管理<改行>が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						？毎日の作業開始前のミーティングＫＹ活動により各作業員の安全意識の向上により安全の重要性を再認識させ注意を喚起する。？櫓接続作業時には、踊り場（作業スペース）を設置する。？気象・海象並びに船舶航行の的確の把握を行うと共に航跡波等のある場合は、作業を一時中断する。？作業者同士が合図を掛け合い、クレーン誘導者がオペレーターに的確に指示する。				岩崎電工（株）																																																																												テスト																				H10-九州-宮崎-0601.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		1998		12		14		11		30		1998		TRUE		8		3		九州		5		2		0		2.0		26		1101		16		1998/12/14　11:30		36143.4791666667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		49		男		25年 00月		重機オペレーター		04:胸部								10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		大阪国際空港 共同溝増設工事		本事故は共同溝築造のための、土留め切梁をともなう深さ約６メートルの掘削中に発生した。被災者はミニバックホー（０．０５５ｍ３クラス）のオペレーターで、最下部の仕上げ掘削（床付け）作業をしていた。切り梁から掘削面までのクリアランスは１．３から１．７メートルであった。作業中、バックホーが何らかの理由で後進したときに、切梁が運転席に接触した。被災者は切梁と運転席の操作レバーに挟まれる形で被災した。すぐに、近くにいた作業員が事故を発見したが、バックホーのエンジンはかかったままでキャタピラが空転している状況だった。エンジンを切り救出しようとしたが出来ず、結局、クローラクレーンで切梁を取り外して救出した｡その後、救急車で及び医師が到着し、救命処置をしながら病院に搬送したが窒息で死亡した。		平成10年12月17日 14時0分 頃		陸上		エプロン		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		土留め切梁		08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						32:服装が不適だった。		32:服装が不適だった。						機械の誤操作を行った。後方確認を怠った。<改行>																														32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。						バックホウのヘッドガードをはずしていた。切梁（Ｈ－３００）が接近していた。<改行>		32:工程に無理があった。		32:工程に無理があった。		32:工程に無理があった。		32:工程に無理があった。		作業ヤードの幅、高さが狭かった。床付面が軟弱地盤であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．切梁のくぐり抜け時は誘導員を配置し、誘導員の合図により移動する。（人的要因対策）２．切梁の手前３０cmにロープを張り、事前に切梁の位置及び安全作業範囲の明示を行う。（物的要因対策）３．安全衛生責任者による作業方法・手順の再確認及び徹底。（管理的要因対策）４．バックホーは小型のものに機種変更する。（物的要因対策）５．安全パトロールを強化する。（管理的要因対策）６．バックホー後部にパイプを立てて、障害物に接触すればわかるようにする。（物的要因対策）				アイサワ工業株式会社		大阪支店																														近畿地区						指名停止１月																																		労働基準監督署				なし		警察				なし														H10-近畿-大阪-1201.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		1998		12		17		14		0		1998		FALSE		8		25		近畿		6		25		0		25.0		4		804		74		1998/12/17　14:0		36146.5833333333

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		37年 09月		総括工務責任者		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						5:31以上		57		1:労災適用		下田港防波堤(東)土質調査		海上における土質調査のため鋼製櫓を設置し、そのステージ上で作業を行うため交通船より櫓取り付けのはしごに乗り移ろうとした。船長が船と櫓の圧着が十分でなくやり直そうと判断したが、それが間に合わず被災者が安全であると独自に判断してはしごに取り付いたとき、突発的な波のため船が動揺し、その際右足ふくらはぎを船と櫓に挟まれた。		平成11年2月2日 8時0分 頃		海上		その他		03:土質調査				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		22:仮設物・建造物等				16:その他の加害物(　)		交通船		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。		34:その他の不安全行為があった。				交通船船長の合図をはっきり確認しなかった。<改行>										突発的な波の打上げがあり船が動揺した。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								通常の交通船の不都合により代替交通船であったため、船首の防舷材が適切でなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		海上における土質調査のため鋼櫓を設置し、そのステージ上で作業を行うため、交通船により櫓取り付けの梯子に乗り移ろうとした。船長が船と櫓の圧着が十分でなくやり直そうと判断したがそれが間に合わず被災者が安全であると独自に判断して、梯子に取り付いた時、突発的な波のため船が動揺し、その際右足ふくらはぎを船と櫓に挟まれた。				１．船と櫓の圧着度を高めるため防舷材を強化する。２．船長の指示が船首部まで明確に伝わるようスピーカーを使用する。３．ＫＹ活動において不安全行動の防止を周知徹底する。				川崎地質（株）		中部支店																																																																																														H10-中部-清水-0101.xlsx		3/6/15 18:16		3/6/15 18:16		1999		2		2		8		0		1998		TRUE		8		3		中部		5		37		9		37.8		22		1399		1		1999/2/2　8:0		36193.3333333333

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		03年 04月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								3:9～15		20		1:労災適用		酒田港(本港地区)防波堤(南)外１件工事(消波)		テトラポッド製作現場において、鋼製型枠清掃のため型枠７段積みを個々に移動しようと３名で玉掛け作業を行っていた。下側２段目へ玉掛け、吊げ上げようとした際に１名の玉掛け作業が遅れたため、２点吊りとなり型枠が傾いた時、型枠に指を挟め負傷した。		平成11年2月12日 11時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				4:雪				4:波が高い（1.5以上）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ						A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。								玉掛者３名のうち１名が合図者であり、他の２名の玉掛状況を十分確認しないまま巻上げ合図を行<改行>った。<改行>																														04:安全度が不足だった。								被災者の玉掛が不十分なうちに型枠が吊上げられ型枠と型枠の間に指を挟まれた。<改行>		04:理解度の確認が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。						テトラ製作（型枠の角体、組立）の経験のない者に作業を行わせた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		テトラポッド製作現場において、鋼製型枠清掃のため型枠７段積みを個々に移動しようと３名で玉掛作業を行っていた。下側２段目へ玉掛け、吊上げようとした際に１名の玉掛け作業員が遅れたため、２点吊りとなり型枠が傾いた時、型枠に指を挟め負傷した。				(1) 合図者の安全確認を徹底させる。(2) 作業終了時点での合図を確実に行う。(3) 毎朝のミーティングで安全教育を徹底させる。																																																																																																				H10-東北-酒田-0301.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		1999		2		12		11		0		1998		TRUE		8		17		東北		3		3		4		3.3		14		ERROR:#VALUE!		55		1999/2/12　11:0		36203.4583333333

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		厳原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		08年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折		05:切断		06:関節の障害				5:31以上		630		1:労災適用		厳原港（厳原地区）防波堤（北）工事（第３次）		起重機船（２００ｔ吊）２隻で、異形ブロック（シーロック４０ｔ型）据付のため、起重機船上にて転地作業を行いながら並行して、据付作業を行っていた。その転地作業中において、起重機船上で異形ブロックの玉掛け作業を行い、同起重機船上の約１５ｍ程度の位置まで旋回・移動し、巻き下げ中（着底約５０ｃｍ程度）異形ブロックが３つに破断し、玉外しのため近寄ってきた被災者２名に破断した異形ブロック２つ（１３ｔ～１５ｔ程度）が飛来・落下した。そのため被災者（平山）は、破断した異形ブロック１つの下敷きとなり、右足骨折・左肩脱臼等の負傷した。		平成11年3月22日 16時50分 頃		海上		FD、作業船上		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																		1		17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。						吊荷が破壊することの予知不足。<改行>																17:安全標識がなかった。								再々転用のブロックで強度低下。<改行>										ブロックの劣化、破損状況が黙示確認ができない<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．異形ブロックの再使用に当たっては、目視で入念にひび割れのチェックを行う。２．異形ブロックの再使用に当たっては、監視員を配置し、積込み・据付時に作業員の位置を確認する。３．再使用異形ブロックの積込み・据付の際は、ブロックの着底及び安全性を確認後、玉掛けワイヤーを取り外す。４．再使用異形ブロックの積込み作業は、作業員の人力補助を止め、ブロックの積込み間隔を広く取る。５．作業中は安全靴を着用し、足元の安全を確保する。６．不要なワイヤー類は、起重機船内（ハッチ）に片付ける。７．常にあらゆる危険を予知し、感受性を高める。（ＫＹＫの活発化）				あおみ建設株式会社		九州支店																																																																						労働基準監督署		reserved-36286x1F		１．異形ブロックは、ｸﾗｯｸ等の検査をする。２．吊り荷が接地する前に、作業員は近づかない。																				H10-九州-長崎-0702.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		1999		3		22		16		50		1998		TRUE		4		18		九州		5		8		0		8.0		23		1102		51		1999/3/22　16:50		36241.7013888889

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		厳原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		10年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		05:腹部						04:骨折								6:死亡		0		1:労災適用		厳原港（厳原地区）防波堤（北）工事（第３次）		起重機船（２００ｔ吊）２隻で、異形ブロック（シーロック４０ｔ型）据付のため、起重機船上にて転地作業を行いながら並行して、据付作業を行っていた。その転地作業中において、起重機船上で異形ブロックの玉掛け作業を行い、同起重機船上の約１５ｍ程度の位置まで旋回・移動し、巻き下げ中（着底約５０ｃｍ程度）異形ブロックが３つに破断し、玉外しのため近寄ってきた被災者２名に破断した異形ブロック２つ（１３ｔ～１５ｔ程度）が飛来・落下した。そのため、被災者（中村）は、腹部より下半身が破断した異形ブロック１つの下敷きになり、死亡した。		平成11年3月22日 16時50分 頃		海上		FD、作業船上		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																		1		17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。						吊荷が破壊することの予知不足。<改行>																17:安全標識がなかった。								再々転用のブロックで強度低下。<改行>										ブロックの劣化、破損状況が黙示確認ができない<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．異形ブロックの再使用に当たっては、目視で入念にひび割れのチェックを行う。２．異形ブロックの再使用に当たっては監視員を配置し、積込み・据付時の作業員の位置を確認する。３．再使用異形ブロックの積込み・据付の際は、ブロックの着底及び安全性を確認後、玉掛けワイヤー　　を取り外す。４．再使用異形ブロックの積込み作業は、作業員の人力補助を止め、ブロックの積込み間隔を広くとる。５．作業中は安全靴を着用し、足元の安全を確保する。６．不要なワイヤー類は、起重機船（ハッチ）に片付ける。７．常にあらゆる危険を予知し、感受性を高める。（ＫＹＫの活性化）				あおみ建設株式会社		九州支店																																																																						労働基準監督署		reserved-36286x1F		１．一度流用したブロックは、ｸﾗｯｸの検査をする。２．吊り荷が接地する前に、作業員は近づかない。																				H10-九州-長崎-0701.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		1999		3		22		16		50		1998		TRUE		4		18		九州		6		10		0		10.0		23		1102		51		1999/3/22　16:50		36241.7013888889

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		長崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		04年 00月		杭工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		120		1:労災適用		長崎港（女神地区）橋梁（２Ｐ）基礎工事		先行削孔掘削機移設時、反力架台（４段積）のブルマンをトルクレンチで本締め付けしていたところ、反力架台が傾斜、最上段の鋼材が落下し、下方の被災者に当たり負傷した。		平成11年4月12日 15時12分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		橋梁基礎工		84:その他(　)		架台設置		3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																		1		24:相手の行動を確認しなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。						ＪＶの指示に従わず、職長の判断で反カバー架台の放置方法を変更した。鋼材をブルマンで固定している時、架台が締付け反動。<改行>																								<改行>		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。								作業指揮者を選任しなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・反力架台が傾斜しないような構造とする。・反力架台の施工手順の遵守。・元請け、下請け間の連絡調整を十分図る。				鹿島建設株式会社		九州支店		清水建設株式会社																																																																																												H11-九州-長崎-0101.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		1999		4		12		15		12		1999		TRUE		4		29		九州		5		4		0		4.0		22		202		84		1999/4/12　15:12		36262.6333333333

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		30年 00月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		03:背部		05:腹部				01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				6:死亡		0		2:労災非適（船員法適用）		石狩湾新港島防波堤（堤頭側）改良工事		作業開始前にガット船の位置を、微調整している時に左舷艫の舫いロープの先のアンカーが抜けて作業船に向けて飛び、船体に当たったのちに被災者がロープ等により飛ばされドアに激突負傷、被災者を陸上に運び、石狩消防署救急車で手稲秀友会病院に収容加療する。後に手稲渓仁会病院に転院したが１３：３０頃死亡。		平成11年5月7日 6時20分 頃		海上		FD、作業船上										1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						17:危険を知らずにやった。		17:危険を知らずにやった。						係留ロープの内角に立ち入って作業をしていた。伸張したロープの内角にいると外れ・切れなど非<改行>常に危険であるのは初歩的な知識であるのに安易にその内角に入って作業した。<改行>																														17:安全標識がなかった。		17:安全標識がなかった。						係留柱をセットする差込孔のサイズ、及びその位置に問題。差込孔と柱に２．５㎝の隙<改行>間があったのに、抜け飛ぶことを予想していない。予定の差込孔より船側に１０ｍ移動<改行>させて別の孔に設定した。係留柱の差込が約３０㎝と浅かった。<改行>		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		全体を見通し、危険状態を逸早く発見・警告する等の監視体制がなかった。特段の必<改行>要のない者も船室内に入らず甲板に出ているなど、危険予知が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		作業開始前にガット船の位置を、微調整している時に左舷艫の舫いロープの先のアンカーが抜けて作業船に向けて飛び、船体に当たったのちに被災者がロープ等により飛ばされドアに激突負傷、被災者を陸上に運び、石狩消防署救急車で手稲秀友会病院に収容加療する。後に手稲渓仁会病院に転院したが１３：３０頃死亡。				今後ガット船による捨石投入作業時には堤体際は、水中に設置する常アンカーより取るようガット船運航業者に指示する。位置関係はガット船船長と運航業者で協議設置する。																																																																																																				H11-北開局-小樽-0101.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		1999		5		7		6		20		1999		TRUE		4		ERROR:#VALUE!		北海		6		30		0		30.0		24		1104		ERROR:#VALUE!		1999/5/7　6:20		36287.2638888889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		14年 00月		足場工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0				小名浜港南第三防波堤本体工事（その２）		海上継足場にて、南第三防波堤用ケーソンの海上継足用のブラケット足場を、製作工場から場内の作業ヤードに搬入し，ジブクレーンにて荷下ろし作業中に吊り荷のブラケット足場に左手中指を挟まれ負傷した。病院にて処置後、左手中指末節を切断した。		平成11年5月24日 9時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		14:ケーソン海上打継ぎ				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		吊り荷(ブラケット足場）		08:はさまれ、巻き込まれ				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置																														A:危険だと思わなかった																								99:その他										0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						1.かいしゃくロープの使用を徹底する。2.玉掛け合図者の安全確認を徹底する。3.吊り荷が確実に降ろされるまで、作業員が吊り荷に触れないように周知徹底する。				東亜道路工業（株）		東北支店																																																																																														H11-東北-小名浜-1001.xlsx		3/6/15 18:47		3/6/15 18:47		1999		5		24		9		20		1999		TRUE		8		14		東北		1		14		0		14.0		14		699		4		1999/5/24　9:20		36304.3888888889

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		30年 00月		潜水士		10:その他(　)						背骨		13:その他(　)						脊髄梗塞		5:31以上		0		1:労災適用		久慈湾湾口防波堤築造工事		基礎捨石の投入状況確認中、浮上した際に体調がすぐれないため再度減圧潜水を実施したが回復しないため病院へ行った。診断の結果、潜水病と判断された。		平成11年6月21日 11時30分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		潜水災害（潜水病）		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった				99:その他		99:その他						潜水士の減圧病の認識不足と独自の判断で再減圧を行った<改行>										<改行>										潜水病についての認識が不足していた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		基礎捨石の投入状況確認中、浮上した際に体調がすぐれないため再度減圧潜水を実施（90分）したが回復しないため船上で待機し、作業終了後15:20頃上陸した。								五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H11-東北-釜石-1102.xlsx		3/6/15 18:57		3/6/15 18:57		1999		6		21		11		30		1999		TRUE		23		8		東北		5		30		0		30.0		27		1307		23		1999/6/21　11:30		36332.4791666667

		北海道開発局		小樽港湾事務所		岩内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		10年 00月		型枠工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		603		1:労災適用		岩内港島副防波堤ケーソン製作その他工事		ケーソン製作に用いた枠組足場を解体するため、フローティングドック（ＦＤ）から陸上作業ヤードに足場をＦＤクレーンで移動を行い、４点吊りした吊りワイヤーを取り外し巻上げ作業をしていた際、吊りワイヤーが手摺の突起物にひっかかり、足場が転倒した。これにより、吊りワイヤーを取り外すために足場の上で作業していた被災者が、足場より転落し負傷した。		平成11年6月23日 14時10分 頃		陸上		岩内港－４ｍ物揚場		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				01:地面				01:墜落・転落				0299:飛来、落下：その他																A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。								クレーン運転者が被災者の合図を見落としてしまうなど被災者ら相互間の合図が徹底されなかった<改行>ことが発生の第一原因です。<改行>																								<改行>		25:安全管理体制に欠陥があった。		17:下請け指導が不適切だった。						玉掛け作業は１名で行い合図をしていた。２名で行うべきであった。クレーン運転者<改行>と玉掛け合図は作業開始前に合図方法等打合せの徹底が不備であった。下請に対する<改行>安全確認、ミーティングの徹底が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		ケーソン製作に用いた枠組足場を解体するため、フローティングドック（ＦＤ）から陸上作業ヤードに足場をＦＤクレーンで移動を行い、４点吊りした吊りワイヤーを取り外し巻上げ作業していた際、吊りワイヤーが手摺の突起物にひっかかり足場が転倒したこれにより、吊りワイヤーを取り外すために足場の上で作業していた被災者が、足場より転落し負傷した。				・枠組足場の解体作業手順の確認を行う。・クレーン作業中の吊りワイヤーの状態を確認する。・一人一人の安全意識の高揚を図る・枠組足場の転倒防止措置を確実に行う。																																																																																																				H11-北開局-小樽-0201.xlsx		3/6/15 17:28		3/6/15 17:28		1999		6		23		14		10		1999		TRUE		1		12		北海		5		10		0		10.0		14		299		17		1999/6/23　14:10		36334.5902777778

		北海道開発局		留萌港湾事務所		留萌		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		03年 02月		押船船長		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		84		1:労災適用		留萌港－１２ｍ岸壁その２工事		起重機船ブーム先端部において、起重機船バケットを吊りフックに交換中作業終了後ブーム先端部より、１．２ｍ程度下の骨材ヤード土留ブロックに飛降りた際、バランスを崩し左足踵より着地し被災した。		平成11年7月6日 13時30分 頃		陸上		－３ｍ岸壁		08:捨石及び均し				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		土留ブロック		19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								安易に自分で判断し、昇降設備がないまま開口部から飛び降りて骨折した。<改行>																10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。								昇降設備の未設備と、不自な行動。<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								作業に関しては周知していたが、作業始業、終了の基本的動作、行動に対して周知し<改行>ていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		起重機船ブーム先端部において、起重機船バケットを吊りフックに交換中作業終了後ブーム先端部より、１．２ｍ程度下の骨材ヤード土留ブロックに飛降りた際、バランスを崩し左足踵より着地し被災した。				？安全朝礼・ＫＹＴ・安全教育などを通じて、工事関係者全員の安全意識の高揚を図ります。？作業手順書の見直しと厳守？フック交換作業時には決められた通路を通る用にする。？高所作業には安全設備（脚立等）を用います。																																																																																																				H11-北開局-留萌-0101.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		1999		7		6		13		30		1999		TRUE		19		8		北海		5		3		2		3.2		14		1399		2		1999/7/6　13:30		36347.5625

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		27年 00月		潜水士		10:その他(　)						全身		13:その他(　)						潜水病				30		1:労災適用		秋田港（外港地区）防波堤（第二南）（その２）工事		被災者は、捨石荒均し作業終了後、帰宅途中にめまいを感じたが、潜水病との自覚がなくそのまま帰宅した。その翌日、同僚から潜水病の疑いがあると指摘され病院へ行って治療を受けて１週間後に潜水病と診断された。		平成11年7月15日 16時30分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		潜水病		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった												潜水作業中に、もやいロープをかわすため不用意に急浮上したことが、潜水病の原因のひとつと考<改行>えられる。<改行>										多数の潜水士船が狭い区域の中で作業をしている。潜水士船同士の連絡がとりにくい。<改行>		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。				常日頃より減圧時間の徹底等の教育及び指導を行ってきたが、各自の潜水病に対する<改行>認識を高めるには至らなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		被災者は、捨石荒均し作業を終了後、帰宅途中にめまいを感じたが潜水病との自覚がなく、そのまま帰宅した。翌日、同僚から潜水病の疑いがあると指摘され病院て行って治療をを受けた。１週間後に潜水病と診断された。				１．浮上速度（１０ｍ／分）を厳守する。　下がり綱に１ｍ毎に印を付け、１ｍ浮上に６秒以上かけて上がるようにする。２．安全教育を実施する。　潜水病の原因、症状、救急措置、防止対策等の知識、理解の徹底について再教育を実施する。				大都建設（株）		東北支店																																																																																														H11-東北-秋田-0101.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		1999		7		15		16		30		1999		TRUE		23		8		東北		ERROR:#VALUE!		27		0		27.0		27		1307		42		1999/7/15　16:30		36356.6875

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		三田尻中関		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		02年 00月		玉掛け及びクレーン合図		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						01:打撲傷								3:9～15		49		1:労災適用		三田尻中関港（築地地区）防波堤（東）工事		足場板（重量１枚１７．６ｋｇ）１０枚を２点吊りで玉掛けを行いクレーンのフックにワイヤーを掛け、吊り上げの合図を行った後、他の作業の為場所を移動したところ約１０ｍの高さに吊り上げられた荷の片方の玉掛けワイヤーがフックから外れ足場板が落下した。落下した地点より約１ｍ離れた所で作業を行っていた被災者に落下した足場板が跳ねて当たり負傷した。		平成11年8月24日 8時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		フック部		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった												ワイヤーの玉をクレーンのフックに掛け、次の吊り荷の場所へ移動した。しかし、実際にはワイヤ<改行>ーの玉がフックにひっかかっておらず、吊り荷が落下してきた。又、被災者は、吊り荷の旋回付近<改行>で作業をしていた為、落下した荷がバウンドし被災者の方に飛んできた。<改行>										作業ヤードがクレーンの旋回範囲の側であった。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				玉掛けをした後の地切り等の確認不足があげられることから、教育・訓練等が不足し<改行>ていたと思われる。又、玉掛者と合図者が同じ人物であったので、人員の配置にも問<改行>題があった。クレーンの旋回範囲に入らないように作業区域を明確にする必要があった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）玉掛け作業者と合図者を個別に配置する。（２）地切りした時点でフックにワイヤーがきちんと入って　　　いるか確認する。（３）吊り荷の下に入らない。				井森工業株式会社																																																																																																H11-中国-宇部-0201.xlsx		3/6/15 17:54		3/6/15 17:54		1999		8		24		8		30		1999		TRUE		4		11		中国		3		2		0		2.0		26		201		17		1999/8/24　8:30		36396.3541666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		04年 05月		ダンプトラック運転士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		06:骨盤部						13:その他(　)						多発外傷		6:死亡		0		3:労災非適（その他）		東京国際空港舗装版撤去工事		撤去したアスファルトガラをダンプトラックに積載し、再生プラントまで運搬するための西側新整備地区側道に入るカーブを曲がりきった付近でガードレールを突き破り約３．８ｍ下の一般道に転落横転した。		平成11年8月27日 10時10分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り								4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		道路		01:墜落・転落				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック																																										労基署も原因不明との事、管理ミス無しの判定。<改行>										労基署も原因不明との事、管理ミス無しの判定。<改行>		99:その他		99:その他						労基署も原因不明との事、管理ミス無しの判定。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．ＫＹ活動を積込班、運搬班に分かれて実施する。２．ＫＹ活動の際に日替わりでミーティングリーダーを決め翌朝に結果報告をする。３．ミーティングリーダーの運転する車両には「安全運転指導車」のステッカーを貼り、安全運転を率先　　して行わせる。４．速度超過は、安全当番による定例（毎週１回）の巡視・監視を実施する。５．運転手の休憩時間を設け、その間に喫煙するよう指導する。６．積載物については、過積載・飛散が無いようミーティングリーダーが確認する。				りんかい日産建設株式会社		東京支店																		ヤマト工業（株）																																																				労働基準監督署		reserved-36497x1F		１．脇見運転を行わないように、指導教育を行うこと２．走行経路について緻密な調査を行い、交通安全情						３．タコグラフを設置させ、その情報をもとに具体的　　な安全衛生教育・労働時間管理を行うこと														H11-関東-東京空港-1103.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		1999		8		27		10		10		1999		FALSE		1		25		関東		6		4		5		4.4		5		701		7		1999/8/27　10:10		36399.4236111111

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		02年 07月		機関長		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								3:9～15		14		1:労災適用		西５区泊地（-14m）浚渫工事		グラブ浚渫船の移動終了時に引船側の曳航用ロ－プを切り離した後、引船がグラブ船方向に後進したときに曳航用ロ－プをスクリュウに巻き込み、グラブ船との中間でロ－プが破断し、それによってグラブ船側にロ－プの先端が飛来し、グラブ船上でロ－プの収納にあたっていた３名のうち被災者にあたった。		平成11年9月2日 10時10分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				18:曳航・回航				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ロ－プ		06:激突され																				A:危険だと思わなかった												曳航ロープの切断に気がつかず作業を続けた<改行>																06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。								切断したロープと引船が接近していた<改行>		06:施工計画・作業標準が不備だった。								作業手順の周知が不徹底であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		グラブ船上で曳航ロ－プの収納作業				１．作業手順の周知徹底２．曳航ロ－プ切り離し後の後方・下方の安全確認の徹底				五洋建設株式会社		名古屋		大都建設（株）		名古屋		徳倉建設株式会社		名古屋										株式会社小島組																																																				当局		reserved-36166x1F		口頭により厳重に注意																				H11-中部-名古屋-0101.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		1999		9		2		10		10		1999		TRUE		6		5		中部		3		2		7		2.6		8		ERROR:#VALUE!		18		1999/9/2　10:10		36405.4236111111

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		47		男		20年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						06:関節の障害								5:31以上		167		1:労災適用		釧路空港　滑走路新設その他工事		取付誘導路拡幅部置換材の層状転圧を完了後簡易土留め板の引き抜き作業中、被災者はヘルメットマーカー（夜間作業用電池式発光器）を落としたため拾おうとしたところ、土留め矢板引き抜き跡（幅２０？深さ約１００？）に左足を落とし、その反動で左足膝をひねったため被災したものである。		平成11年9月8日 5時0分 頃		陸上		白糠町大楽毛釧路空港内		29:その他(　)		取付誘導路路床置換工		84:その他(　)		簡易土留め板引き抜き		2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		3:200～500						12:作業床等				16:その他の加害物(　)		簡易土留板引き抜き跡		19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他						07:防護物・保護具を使用しなかった。								<改行>																														07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								ヘルメットに装着したマーカーが脱落し、それを拾おうとして土留板引抜穴に足を滑ら<改行>せた原因はマーカーのヘルメットへの固定が充分でなかったためである。<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		取付誘導路拡幅部置換材の層状転圧を完了後簡易土留め板の引き抜き作業中、被災者はヘルメットマーカー（夜間作業用電池式発光器）を落としたため拾おうとしたところ、土留め矢板引き抜き跡（幅２０？深さ約１００？）に左足を落とし、その反動で左足膝をひねったため被災したものである。				作業中は足元を十分に確認するよう指導した。ヘルメットマーカーがヘルメットからはずれないよう固定した簡易土留め板の引抜き跡穴は速やかに埋戻す。																																																																																																				H11-北開局-釧路-0201.xlsx		3/6/15 17:14		3/6/15 17:14		1999		9		8		5		0		1999		FALSE		19		29		北海		5		20		0		20.0		12		1399		84		1999/9/8　5:0		36411.2083333333

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		00年 03月		地質調査助手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷										27		1:労災適用		秋田港（向浜地区）磁気探査（その２）		当日は、岸壁工事の鉛直探査のためボーリング機械を用いて試錐作業を行っていた。被災者は、削孔用のボーリングロッドを接続するためにパイルレンチにより締付作業をしていたところ、パイプレンチがボーリングロッドからはずれて体が横転したため、側にあったボーリング機械の運搬車部分に体をかばうように両手をついたことにより両手の指を打撲した。		平成11年9月21日 11時50分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		02:探査工				21:磁気探査(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						21:手工具、用具				16:その他の加害物(　)		クローラ台車		19:動作の反動・無理な動作				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。						ボーリングロッドのねじが堅かったため余計な力をかけすぎた。無理にパイプレンチでねじ込もう<改行>とした。パイプレンチがボーリングロッドにしっかり噛んでいなかった。<改行>		31:交通量が多かった。								ボーリングロッドのネジ部に砂が付着していた。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								ボーリングロッド接続等の作業を行う場合のネジ部の洗浄及び工具の締付け具合を確<改行>認して操作をする様な安全教育を怠っていた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		当日は、岸壁工事の鉛直探査のためボーリングマシーンを用いて試錐作業を行っていた。被災者は、ボーリングのロッドをパイルレンチで締付作業を行っていたが、何らかの弾みでパイルレンチが外れ、パイルレンチを握ったままボーリングマシーンのキャタピラー部にぶつかり、左手中指、薬指、小指、右手中指、薬指を打撲した。				（１）ロッド接続時の作業を行う場合は、ロッドネジ部の洗浄および工具の締付具合を再度確認してから操作するよう安全教育を徹底する。（２）ネジ部が摩耗もしくは変形しているロッドについては新しいものと取り替える。（３）不安全な行動が認められた場合は直ちに改善させる。																																																																																																				H11-東北-秋田-0201.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		1999		9		21		11		50		1999		TRUE		19		2		東北		ERROR:#VALUE!		0		3		0.3		21		1299		21		1999/9/21　11:50		36424.4930555556

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		05年 01月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								3:9～15		14		1:労災適用		伏木富山港（伏木地区）防波堤(北)（その６）工事（本体）		本工事は、フローティングドッグ上でケーソン製作を行う工事である。被災者は、コンクリート打設作業のため自分の持ち場に行くために休憩所からフローティングドックに向かう際、海上のうねりにより陸上からの係留ロープ（ワイヤー）が岸壁の係船曲柱と接触していることを発見した。被災者は、係船曲柱を保護するためゴムマットの切れ端を係船曲柱とロープの間に挟もうとしたところ、フローティングドックが大きく揺れてゴムマットと係船曲柱の間に右手の人指し指、薬指が挟まれ被災した。		平成11年10月4日 8時10分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		うねり		16:その他の加害物(　)		係船柱		08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																																		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。						場内で異常な箇所を発見したが監理者（船団長）に報告せず１人で対処しようと安易に行動した。<改行>		31:交通量が多かった。		31:交通量が多かった。						安全通路の明確な標示と区域外への立入禁止処置が不十分であった。又、悪天候（うね<改行>り）による異常発生への予測判断が不十分だった。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						入場者教育における作業所の指揮連絡体制の周知が不十分であった。不安全行動・１<改行>人作業の禁止の徹底が周知されていなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．アンカーロープ（左舷、右舷両方とも）の位置を係船柱から１．８ｍ以上離し、その付近に材料等を置かないように両側にバリケードを設置する。２．気象・海象等の異常変化に対応する作業指示は、各作業責任者に周知するとともに作業員休憩所および現場事務所にも掲示する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．荒天時には現場点検を実施し異常を発見した場合は、現場責任者に報告しその指示により対策を講ずる。																																																																																																				H11-北陸-伏木富山-0101.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		1999		10		4		8		10		1999		TRUE		8		12		北陸		3		5		1		5.1		26		1199		14		1999/10/4　8:10		36437.3402777778

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		40年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		北九州港（響灘地区）航路（－１６ｍ）浚渫工事		甲板上で、主ポンプカバー抜き出しジャッキ取付金具に使用する鉄板を切断中に、横に立てかけていた鉄板が倒れ、右肩、右足大腿部を負傷した。		平成11年10月8日 13時35分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				12:ガス溶接・切断				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				06:激突され				0399:倒壊：その他																																1		26:危険有害な場所に入った。		26:危険有害な場所に入った。						鉄板の倒れ止めを使用せず、すぐそばで作業をしていた<改行>		26:振動があった。								鉄板の倒れ止めを使用してなかった<改行>										一人で予定外の作業をしていた<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		甲板上で、主ポンプカバー抜き出しジャッキ取付金具に使用する鉄板を切断中に、横に立てかけていた鉄板が倒れ、右肩、右足大腿部を負傷した。				・倒れ止め金具を復旧したのを確認し、作業を行う。・作業手順を再確認する。（揚錨船を使用する）・作業は複数で分担を決めて行う。・作業内容を再確認する。（責任者に報告、確認する）・周辺の安全確認及び広い場所で作業を行う。・１人で作業する時は、他の作業員に連絡を取り、複数で作業する。・整理整頓する。				五洋建設株式会社				東亜建設工業株式会社																																																																																												H11-九州-北九州-0301.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		1999		10		8		13		35		1999		TRUE		6		5		九州		5		40		0		40.0		24		399		12		1999/10/8　13:35		36441.5659722222

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		07年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								3:9～15		14		1:労災適用		伏木富山港（富山地区）岸壁（－１０ｍ）（３号）（改良）工事		ケーソン止水板を取り外し後補修のため、富山港から新湊作業基地へトラック（１０トン積）にて運搬後、荷卸しの為レッカー車横にて積み荷固定用ワイヤーの取り外しを行っていた。ワイヤーを緩めた後トラックからワイヤーを撤去しようと被災者がトラックの左側に入ったところ、３段に積んであった止水板の最上段の１枚が滑落し被災者の右肩に当たった。		平成11年11月24日 14時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				3:雨						1:微風（～2）		3:10～20								23:荷				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		荷崩れの危険予知不足<改行>		30:ガスが存在していた。		30:ガスが存在していた。						荷崩れ防止対策の不備<改行>		99:その他		99:その他		99:その他				安全指示が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・枕木は木材を使用し両側にバランス良く設置する。・指揮者が積み荷を確認してから作業を開始する。・積み荷を荷台に平行に積む際は、間隔を開けずワイヤー等で固定する。・雨の日の作業は特に注意する。				あおみ建設株式会社																																口頭注意		reserved-36515x1F				事故を起こしたことは誠に遺憾である。今後係ることのないようにしてもらいたい。今回は、口頭による注意処分となりましたが、今																																																										H11-北陸-伏木富山-0201.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		1999		11		24		14		15		1999		TRUE		4		29		北陸		3		7		0		7.0		23		1101		7		1999/11/24　14:15		36488.59375

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		03年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		広島港五日市地区（－１２ｍ）岸壁等築造工事		被災者は潜水士（フーカー方式）であり、作業船係留用のシンカーブロックの引き上げ作業中に、吊り筋が破断して手に当たり、休業１日の事故になったものである。シンカーの設置水深は－１０メートルで、水中の視界は不良であった。シンカー引き上げの玉掛けのために、被災者は潜水したが、シンカーは横倒しで吊り筋部分はヘドロに埋もれていて、玉掛けができない状態であった。そこで、被災者は、シンカーを引き起こすために、吊り筋に取り付けられていた係留ロープ（作業船を繋ぐのに使用していた）を、クレーンで巻き上げるように指示した。係留ロープを巻き上げて張力をかけたところ、突然、吊り筋が破断して、被災者の手のひらに当たり、５センチ程度切傷下した。		平成11年12月1日 11時30分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				84:その他(　)		Text1		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		シンカー吊り筋の破断		10:用具等				04:飛来・落下物にあたる				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。				素線が切れているワイヤを扱った。<改行>		31:交通量が多かった。								ワイヤの素線１本が切断していた。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								ワイヤロープの使用前点検が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						？本工事では、作業船の係留は事故の原因となったものと同じシンカー数個で行っていたが、使用禁止とした。　替わりに、作業船のアンカー（錨）で係留する処置をとった。？シンカーはヘドロに埋もれていたが、そのような場合の地切り時にはできるだけ離れる。				あおみ建設株式会社		中国支店																																																																																														H11-中国-広島-0601.xlsx		3/6/15 17:58		3/6/15 17:58		1999		12		1		11		30		1999		TRUE		4		8		中国		1		3		0		3.0		26		1299		84		1999/12/1　11:30		36495.4791666667

		中部地方整備局		三河港湾事務所		中山水道航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		06年 00月		作業船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		05:切断						1:0～3		90		1:労災適用		中山水道航路浚渫工事（その２）		グラブ船に他工事の作業船を係留するためロ－プのかけ替え作業を行っているとき、既設ロ－プをグラブ船の係船柱から外す際、ロ－プと係船柱の間に左手をはさまれた		平成11年12月23日 9時10分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ロ－プ、係船ピット		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。						作業手順を守らなかった。係船ロープの輪の中に直接手をいれてロープを外した。<改行>										<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		グラブ船の係船柱から係留船の係留ロ－プを外す作業中				１．予定外作業の発生の際の手順打ち合わせの徹底２．係船ロ－プの輪の中に補助ロ－プを取り付けて取り外しを行う３．係船ロ－プ取り外しの際は、必ずロ－プを緩ました上で、直接ロ－プに触れないことを徹底する				東亜建設工業株式会社		名古屋																		株式会社小島組																																																				当局		reserved-36531x1F		口頭で厳重注意																				H11-中部-三河-9801.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		1999		12		23		9		10		1999		TRUE		8		5		中部		1		6		0		6.0		26		1104		14		1999/12/23　9:10		36517.3819444444

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		輪島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		04年 10月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		10:その他(　)		股関節		04:骨折		06:関節の障害								120		1:労災適用		輪島港（輪島崎地区）防波堤（その５）工事（消波）		４０トン型異型消波ブロックの型枠脱型作業中、脱型した型枠をバックホウ（専用吊りフック付き）で吊上げて仮置しようとしたところ、被災者は型枠仮置場に養生シートのロープがあることに気付き、ロープを取り除くために型枠に近づいた。被災者に気付いた運転士はつり下げを停止したがその時吊り荷が揺れて仮置してあったた型枠に接触した。その反動でフックが外れ型枠が落下し倒れた。被災者は逃げようとしたが左肩にあたって負傷した。病院で診察の結果、鎖骨・肋骨（４本）骨折、股関節脱臼で全治３ヶ月と診断された。		平成12年2月1日 13時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								23:荷				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる																				B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1										バックホウで型枠を吊り上げ所定の場所に移動していた所、被災者が養生用シートのロープを取り除くために型枠の下に近づいてしまったこと。<改行>																								吊りフックの外れ止め装置の変形にきづかなかったこと。養生用シートが作業の支障になる所にあり、被災者が吊り荷（鋼製型枠）の作業半径内に近づいてしまったこと。<改行>										合図者の位置が不適切で、型枠を倒す際に被災者が型枠の裏にいることに気づかなかったこと。バックホウのオプレータが慌てて作業を一瞬止めた時に、一枚目の脱枠して仮置きしている型枠に当該型枠の一部がぶつかりフックが外れるような力が掛かっ<改行>たことなどが考えられる。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・吊り作業前にフックのはずれ止め装置を点検する。・合図者は、周りの状況を常に監視し不意の危険にも細心の注意を払い作業に望む。・合図者に対して再教育を行い合図者の位置や動作の徹底を行う。・作業員全員に作業手順を熟知させ、作業中および作業終了後の整理整頓を徹底させる。				株式会社喜多組																																指名停止		reserved-36573x1F		reserved-36586x1F		負傷事故を発生させたことは、誠に遺憾である。今後は、かかる事態が生ずることのないよう十分注意されたい。																																		労働基準監督署		reserved-36558x1F		40tﾃﾄﾗﾎﾟｯﾄﾞの型枠のつり上げ作業に用いたﾌｯｸは、外れ止め装置が有効に使用できていないため、移動式ｸﾚｰﾝを用いて荷のつり上げ作業を行う際は、外れ止め装置が有効に使用できるよう対策を講じて下さい。																				H11-北陸-金沢-0101.xlsx		3/6/15 18:19		3/6/15 18:19		2000		2		1		13		10		1999		TRUE		4		17		北陸		ERROR:#VALUE!		4		10		4.8		23		ERROR:#VALUE!		55		2000/2/1　13:10		36557.5486111111

		北陸地方整備局		新潟港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		30年 02月		監督		10:その他(　)						脊椎		13:その他(　)						脊椎円錐部損傷				326		1:労災適用		新潟港道路（トンネル）設備工事（排水設備）		右岸立坑地下４階排水槽において塩化ビニール管の設置作業中、被災者は、管路用の通路に設置してある照明をつけようとして通路手すり下段から身を乗り出し、照明のケーブルをたぐり寄せようとしたところ転落し負傷した。		平成12年2月21日 10時30分 頃		陸上		換気塔工事現場		29:その他(　)		設備工事		84:その他(　)		配管工事		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10								22:仮設物・建造物等				16:その他の加害物(　)		ホンプ		01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。				管理用通路の高さ２ｍ以上の箇所での作業で、油断して安全帯（フック）を使用せず、手摺から身<改行>を乗り出す不安全行動をとった。<改行>		31:交通量が多かった。								安全帯（フック）の未使用。<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。								安全に対する意識教育の確認が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）照明設備を適正配置し、作業環境を整える。（２）安全帯の使用を徹底する。（３）全作業員へ再度安全教育を行い、不安全行動の撲滅を図る。（４）作業手順を厳守し、施工標準による安全作業を徹底する。（５）施工計画の安全管理項目に乗っ取りさらに安全管理を強化する。				（株）鶴見製作所																																文書注意		reserved-36594x1F				負傷事故を発生させたことは、誠に遺憾である。今後、安全意識の高揚と安全管理の徹底を図り、労働災害の防止に万全の措置を講ず																																																										H11-北陸-技調-0101.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		2000		2		21		10		30		1999		TRUE		1		29		北陸		ERROR:#VALUE!		30		2		30.2		22		199		84		2000/2/21　10:30		36577.4375

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		36		男		00年 07月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								06:関節の障害								4:16～30		30		1:労災適用		鹿児島空港エプロン新設工事		設置位置予定の隣のレーン（打設済み）に、仮配置してあったスリップバー（組立後の重量約１２０ｋｇ）を予定の設置場所へ、被災者を含む３人で運搬作業中（５～７ｍ）、スリップバーの後方を持っていた被災者が、スリップバーの間に入り込んで運搬していたため、前方左右を持っていた２人に比べ姿勢が悪く、スリップバーの重量と前方に引っ張られる勢いでバランスを壊し、スリップバーが被災者の膝部分に直撃した。その後被災者は、軽度の打撲と思いこみ報告せずに、通常の業務を行っていたが、１７日後になって急に膝部分に血液が溜まり腫れだしたことから歩行が出来なくなった。		平成12年2月22日 23時0分 頃		陸上		エプロン		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								24:材料等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																		1		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。		31:無理な姿勢で作業した。				朝の作業指示で４人で行うことを指示しているにも拘わらず、指示を守らず３人で無理な状況で行った。<改行>																								<改行>		31:現場内連絡調整が不備だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						指示を守る訓練が不十分だった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		設置位置予定の隣のレーン（打設済み）に、仮配置してあったスリップバー（組立後の重量約120kg）を予定の設置場所へ、被災者を含む３人で運搬作業中（５～７ｍ）、スリップバーの後方を持っていた被災者が、スリップバーの間に入り込んで運搬していた為、前方左右を持っていた２人に比べ姿勢が悪く、スリップバーの重量と前方に引っ張られる勢いでバランスを壊し、スリップバーが被災者の膝部分に直撃した。その後被災者は、軽度の打撲と思いこみ報告せずに、通常の業務を行っていたが、１７日後になって急に膝部分に血液が溜まり腫れだしたことから歩行出来なくなった。				１．作業手順・作業指示を厳守し、また指示者はそれらの事について、一つ一つ確認すること。２．作業員は、身勝手な判断による行動を見つけたときは、仲間同士で注意しあい、声掛け合い運動をする。３．重量物を扱う作業は、出来るだけ昼間作業で行うように、作業工程を見直す。				日本道路株式会社		九州支店																																																																																														H11-九州-鹿児島-0401.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2000		2		22		23		0		1999		FALSE		1		22		九州		4		0		7		0.6		24		1102		66		2000/2/22　23:0		36578.9583333333

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		07年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷		04:骨折						5:31以上		199		1:労災適用		釧路港西港区島防波堤Ａ部ケーソン製作工事		コンクリート養生蓋撤去作業で蓋と蓋との間（約８０？）から約４ｍ下へ墜落した。蓋と蓋との間には養生シート（ヌキで釘止め）が張られてあり、養生蓋をクレーンにより撤去するには、このシートを先に取り除く必要があった。被災者は、養生シートの釘止めが外されたことを知らずにシートに足を掛け墜落した。		平成12年3月15日 7時15分 頃		海上		FD、作業船上										1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。								自分の持場を離れ、指示以外の作業場へ行った。<改行>																99:その他								開口部にシートが張られてあった。<改行>		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								指示された作業だけを行うように教育を怠った。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		コンクリート養生蓋撤去作業で蓋と蓋との間（約８０？）から約４ｍ下へ墜落した。蓋と蓋との間には養生シート（ヌキで釘止め）が張られてあり、養生蓋をクレーンにより撤去するには、このシートを先に取り除く必要があった。被災者は、養生シートの釘止めが外されたことを知らずにシートに足を掛け墜落した。				今後は、蓋と蓋との間の開口部をなくし、養生蓋設置・撤去作業はすべてクレーン作業で行う。又これによる蓋のゆれ等が、足場などと接触のないよう介錯ロープを使用して作業を行う。																																																																																																				H11-北開局-釧路-0101.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		2000		3		15		7		15		1999		TRUE		1		ERROR:#VALUE!		北海		5		7		0		7.0		22		199		ERROR:#VALUE!		2000/3/15　7:15		36600.3020833333

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		中津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		01年 05月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		04:骨折						4:16～30		29		1:労災適用		中津港（田尻地区）防波堤（東）撤去工事（第２次）		起重機船による異形ブロック仮置作業が終了し、起重機船右舷船首側の係留ロープを離すため、ウィンチで船上までロープを巻き取りシャックルを外している時にロープが張って、左手親指をロープのツボに挟んで、左手親指を開放骨折し又右手を打撲した。		平成12年5月30日 10時30分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留ロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中																		1										係留ロープをウインチ巻きシャクルから外しているとき、ロープのつぼに手を挟まれた。<改行>																07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								係留ロープを切り離す時に船が動いていた。<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。				作業の習熟が不足していた。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．ウィンチをフリーにして作業を行う。２．アンカーを投錨し船体の動きが止まったことを作業指揮者が確認し、指示を行った後作業を開始する。３．ロープ及びワイヤー等では、ツボ又は輪になった所に手足を入れないよう再度確認徹底する。４．危険作業に気づいたときには、すぐに声をかけあう。５．ヒヤリハットを危険予知活動に生かすようにする。				岡本土木（株）																																																																																																H12-九州-別府-0101.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		2000		5		30		10		30		2000		TRUE		8		19		九州		4		1		5		1.4		26		1103		51		2000/5/30　10:30		36676.4375

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		00年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								05:切断								6:死亡		0		2:労災非適（船員法適用）		北九州港（響灘地区）防波堤（東）工事		防波堤（東）築造施工区域にて、捨石投入作業時（石材洗浄中）に甲板員（船員）が、クレーン旋回半径内に立ち入ったため、ガットクレーン後部カウンターとコーミングデッキの間に挟まれ、左足を切断しその位置からハッチ内へ転落。搬送先の病院にて出血多量により死亡した。		平成12年6月12日 13時40分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																																1										朝礼・ＫＹ活動もせず石材洗浄中、ガットクレーンの旋回半径内（危険有害な場所に立入った為）<改行>に進入した為<改行>										ガットクレーン船上での作業と言う事でもあり、立入禁止柵・立入警報センサー等の安<改行>全警報装備が無く、安易に従来の作業方式を行つていた為。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		ガットクレーン旋回半径内立入禁止措置として、防護柵の設置・立入警報センサーの<改行>設置及び石材納入業者、運搬業者への作業手順の周知徹低を図る。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１．クレーン旋回半径内への立入禁止措置（防護柵の設置）２．石材納入業者、運搬業者への作業手順の周知徹底を行う。３．再発防止会議を６／１４に予定している。				りんかい日産建設株式会社																				神野建設（株）																																																																												H12-九州-北九州-0201.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		2000		6		12		13		40		2000		TRUE		8		8		九州		6		0		0		0.0		14		608		40		2000/6/12　13:40		36689.5694444444

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		03年 02月		船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						02:創傷		01:打撲傷						1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		新潟港（東港地区）泊地（－１４ｍ）（西）（１号）浚渫工事		被災者は、ポンプ浚渫作業中、陸上班より応援要請があり、浚渫船から陸上の土砂処分場へ交通船に乗船し２名で様子を確認しに行った。処分場の状況確認後、仮設乗船場から交通船に乗り移ろうとしたとき、足を踏み外し、護岸と交通船の間に落ちた際交通船の縁に顔面を強打した。被災者は急いで浚渫船に戻り応急処置して病院いって治療を受けた。　翌日、再検査し前頭部（右眉の上）裂傷、打撲で全治１週間と診断された。なお、勤務は通常どうりで可能との診断であった。		平成12年6月21日 23時20分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		05:浚渫・床掘り				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		交通船ブルーワーク		01:墜落・転落				1399:その他：その他																																										交通船への乗降という行動が通常行われている行動のため、注意力が欠如していた。交通船ブルワ<改行>ークに飛び降りた。<改行>										岸壁（桟橋）と船との高低差があった。（約８０ｃｍ）夜間のため周囲を確認しにくか<改行>った。<改行>		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				交通船の乗降という行動についての教育や指導は実施していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・交通船と乗船場の高低差をなくすよう設備を改善する。・慣れや不安全行動をなくすため再度安全教育を強化する。				株式会社本間組																																口頭注意		reserved-36734x1F				事故を起こしたことは誠に遺憾である。今後係ることの無いようにしてもらいたい。今回は、口頭による注意処分となりましたが、今																																																										H12-北陸-新潟-0101.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2000		6		21		23		20		2000		TRUE		1		5		北陸		1		3		2		3.2		11		1399		1		2000/6/21　23:20		36698.9722222222

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		07年 00月		圧送工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								2:4～8		7		1:労災適用		平成１２年度釜石港湾口防波堤南堤深部本体工事		泉作業基地においてコンクリート打設作業を完了し、コンクリートポンプ車を回送のためランプウェイ台船に乗せる際、ランプウェイの床とコンクリートポンプ車の腹部が接触しないように岸壁で監視をしていた。		平成12年6月30日 23時5分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		Text1		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				04:通路				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった												サンダル履くであった<改行>		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。						ランプウェイに通路の指定が無くまた、ヒンジボックスが開口部となっていた<改行>		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。								ヒンジボックスが開口部となっていることを周知してなかった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		コンクリートポンプ車から下車し、コンクリートポンプ車の搭載を確認した被災者は、ランプウェイよりコンクリートポンプ車に乗車するため移動するとき、ヒンジ点検用ボックスに気が付かず、つまずき転倒し被災(骨折)した。				ヒンジボックスのヒンジ部を除き鋼板を溶接して開口部を無くす。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H12-東北-釜石-0201.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		2000		6		30		23		5		2000		TRUE		2		29		東北		2		7		0		7.0		11		1399		1		2000/6/30　23:5		36707.9618055556

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		36		男		05年 00月		金属工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								3:9～15		10		1:労災適用		大分空港道路駐車場工事		歩道ルーフ鉄骨工事において、高所作業車のバケット内の操作者と作業者（被災者）が幕板下地作業中、ブームを旋回したところ被災者が手摺りに手をかけていたのが確認できず、鉄骨と手摺りに指を挟み負傷した。		平成12年7月14日 0時20分 頃		陸上		空港内一般駐車場		29:その他(　)		歩道工		84:その他(　)		歩道ルーフ化粧パネル取り付け		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		合図の統一が図られておらず、操作者と被災者との合図が十分でなかった。<改行>																								特に物的要因はなし。<改行>										作業内容に対する教育、訓練が不十分であった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・操作者及び作業員の再教育を実施。・合図の統一と徹底を図る。・監視員を高所作業車１台に１名配置する。・ＫＹ活動の他にチーム安全ミーティングを行う。				（株）ガイアートＴ・Ｋ		九州支店																		日本乾溜工業株式会社																																																																												H12-九州-別府-0301.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		2000		7		14		0		20		2000		FALSE		8		29		九州		3		5		0		5.0		22		899		84		2000/7/14　0:20		36721.0138888889

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								6:死亡		0		1:労災適用		釧路港西港区島防波堤Ｂ部ケーソン製作工事		平成１２年７月１４日（金曜日）午前１１時４０分頃、ケーソン製作工事において被災者は、ケーソン型枠を５段目から６段目（最上段）にスライドする作業に先立ち、以後の６段目における型枠解体作業時での転落事故対策として、５段目下部に安全ネットを設置するため、内枠の吊足場に設置してある安全ネット（グリーンネット）を付け替える作業を行っていた。同足場に被災者を含め４名で作業を実施していたが、おのおの役割の分担がされており、単独での作業であった。事故直前における被災者の作業内容を確認している者はいないが、何らかの要因で吊り足場下部を確認中の転落事故と推測される。このときの体勢は、寝そべっている作業であった可能性が高く、その際にバランスを崩し吊り足場とケーソン側壁の０．２５ｍ～０．３０ｍの開口部から約８．１ｍの隔室内コンクリート面に転落し死亡した。なお、被災時には、安全帯を着用していたが、使用されていなかった。		平成12年7月14日 11時40分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				16:その他の加害物(　)		コンクリート		01:墜落・転落				0199:墜落：その他																A:危険だと思わなかった		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。								ケーソン内枠解体作業時での転落事故対策として、吊足場に被災者を含め４名で作業を実施してい<改行>たが、おのおの役割の分担がされ、単独での作業であり被災者の作業内容を確認している者がいな<改行>く、寝そべっている姿勢での作業であった可能性が高く、安全帯を着用していたが、使用されなか<改行>った。<改行>																99:その他								転落事故防止対策として、安全ネットを設置するため内枠の吊足場に設置してある安全<改行>ネットを一時撤去し作業を行ったため、吊足場とケーソン側壁に開口部（２０㎝～３０<改行>㎝）が生じた。<改行>		99:その他								朝のミーティングで安全ネット取付時の吊足場上での作業では、必ず安全帯を使用す<改行>ることを指示したが安全帯は使用されておらず、作業主任者が作業の進行状況を監視<改行>していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		平成１２年７月１４日（金曜日）午前１１時４０分頃、ケーソン製作工事において被災者は、ケーソン型枠を５段目から６段目（最上段）にスライドする作業に先立ち、以後の６段目における型枠解体作業時での転落事故対策として、５段目下部に安全ネットを設置するため、内枠の吊足場に設置してある安全ネット（グリーンネット）を付け替える作業を行っていた。同足場に被災者を含め４名で作業を実施していたが、おのおの役割の分担がされており、単独での作業であった。事故直前における被災者の作業内容を確認している者はいないが、何らかの要因で吊り足場下部を確認中の転落事故と推測される。このときの体勢は、寝そべっている作業であった可能性が高く、その際にバランスを崩し吊り足場とケーソン側壁の０．２５ｍ～０．３０ｍの開口部から約８．１ｍの隔室内コンクリート面に転落し死亡した。なお、被災時には、安全帯を着用していたが、使用されていなかった。				１．吊足場とケーソン側壁の開口部を減少させる対策として鉄筋組み立て時に使用する網マットを吊足場端部に設置し、開口部を５？に一定となるよう対処します。また、吊足場の動揺にたいする対処として筋交いを取ることにより、ゆれを最小限とします。２．吊足場上での作業時には必ず安全帯を着用するよう指導を行うとともに内枠内での安全帯の着用は、親網を設置して、作業を担当する箇所について安全帯のもりかえし（付替え行動）を極力減少させるよう対処します。３．作業を行う当該作業区域について、現場監視員を配置します。特に作業内容の現状により外側から死角となる区域の内枠内については、各マスごとに現場監視員を配備します。不安全行動に対しては、即刻注意を喚起し行動に対する是正を行う。																																																																																																				H12-北開局-釧路-0201.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		2000		7		14		11		40		2000		TRUE		1		12		北海		6		10		0		10.0		12		199		55		2000/7/14　11:40		36721.4861111111

		北海道開発局		網走港湾事務所		綱走		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		70		男														13:その他(　)						脱水熱中症		1:0～3		0				網走港北防波堤建設工事		被災発生当時、外気温が３６°から３７°位に上がっていたと思われ、当時被災者は５０ｔ六脚ブロックの型枠組み立て作業をしており、型枠油等が作業着に付着するのを防ぐため雨合羽を着用していた、そのため外気温と雨合羽とで身体の熱が上がり脱水熱中症になったと思われる。		平成12年7月31日 10時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				17:加害物なし				23:その他(　)		脱水熱中症																		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。								<改行>																								<改行>										<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		被災発生当時、外気温が３６°から３７°位に上がっていたと思われ、当時被災者は５０ｔ六脚ブロックの型枠組み立て作業をしており、型枠油等が作業着に付着するのを防ぐため雨合羽を着用していた、そのため外気温と雨合羽とで身体の熱が上がり脱水熱中症になったと思われる。																																																																																																								H12-北開局-網走-0101.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		2000		7		31		10		20		2000		TRUE		23		17		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		25		ERROR:#VALUE!		55		2000/7/31　10:20		36738.4305555556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		22年 00月		鳶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		21		1:労災適用		平成１２年度　横浜港南本牧地区護岸（防波）外本体工事		No.59函３ロットの内型枠建込み後、四隅の吊り込みワイヤーのシャックル取外し作業中、他の３ヵ所は外し終えていたが、被災者のシャックルがまだ外し終えていなかったので、合図者が｢待て｣の合図を出した時、クレーンの運転手は巻き上げの合図と勘違いし、巻き上げた.　そのため内型枠が傾き、安全帯を使用していなかった事も伴い内型枠約３ｍ下の内足場上に墜落した。		平成12年8月2日 11時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				03:作業床				01:墜落・転落				0113:墜落：型枠、型枠支保工から						22:連絡合図が不明瞭だった。		22:連絡合図が不明瞭だった。		22:連絡合図が不明瞭だった。				安全帯を使用しようせず作業手順も不適切であった。また、合図が不明瞭であった<改行>																														22:作業場が狭かった。								落下防止柵（親綱）が設置してなかった<改行>		22:周辺地域への周知に不備があった。		22:周辺地域への周知に不備があった。						ＫＹの不備と合図の不徹底<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		被災者がまだ作業中のため、合図者が「待て」の合図を出したとき、クレーンの運転手は「巻き上げ」の合図と勘違いして巻き上げたため内型枠が傾き、被災者が内型枠上から約３ｍ下の内足場上に墜落した。				1.クレーン合図方法の徹底2.安全帯使用の徹底3.専任合図者1名・玉掛者1名・型枠固定者1名の6名体制での作業4.作業手順の再確認と遵守5.クレーンの合図は｢手による合図｣と｢声による合図（ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ型無線）｣を併用する6.毎朝使用する安全帯や親綱の始業前点検の実施7.安全担当者を常駐させ、災害防止の徹底を図る8.元請け、下請け、おのおのの安全パトロール回数を現状より増やし、強化する				五洋建設株式会社		横浜支店																																																																																														H12-関東-京浜-0301.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		2000		8		2		11		40		2000		TRUE		1		11		関東		5		22		0		22.0		14		113		55		2000/8/2　11:40		36740.4861111111

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		20年 00月		鳶工		04:胸部								04:骨折		13:その他(　)				外傷性気胸				15		3:労災非適（その他）		新潟港(西港地区)道路(ﾄﾝﾈﾙ)右岸擁壁部工事		被災者は、擁壁コンクリート用枠組足場の組立作業中、H型鋼と足場板間の開口部の養生を行っていた際、何らかの原因で転倒し、枠組み足場の建枠連結ピンに左脇腹を強打し被災した。被災後、直ちに病院に搬送し検査を受けた結果、外傷性気胸（両側）および肋骨骨折と診断された。		平成12年8月4日 13時45分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		擁壁コンクリート		17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						11:足場、通路				15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他																																										<改行>		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								暑さによる立ちくらみを起こしたもの。<改行>		07:作業の安全指示が不適切だった。								暑さ対策を徹底していなかった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		被災者は、擁壁コンクリート用枠組足場の組立作業中、H型鋼と足場板間の開口部の養生を行っていた際、何らかの原因で転倒し、枠組み足場の建枠連結ピンに左脇腹を強打し被災した。被災後、直ちに病院に搬送し検査を受けた結果、外傷性気胸（両側）および肋骨骨折と診断された。				・全作業員対象に、緊急安全大会及び訓練を実施した。・作業手順書を再周知し、危険箇所の洗い出し、ルールの再確認を行った。・朝礼時に作業員の体調チェックを行う。・作業員同士の声かけ運動を推進し、不安全行動を「しない、させない」の意識の高揚を図る。・熱中症対策について再教育し具体的な対策を講じた。				大成建設株式会社				前田建設工業株式会社				株式会社錢高組																								不問								不問								不問																																																H12-北陸-新潟-0201.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2000		8		4		13		45		2000		TRUE		2		29		北陸		ERROR:#VALUE!		20		0		20.0		11		1399		17		2000/8/4　13:45		36742.5729166667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		15年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						06:関節の障害		13:その他(　)				減圧症候群		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		直江津港（港口地区）防波堤（沖）（その６）工事		被災者は、水深-22.0～24.0ｍで捨石荒均し作業を行っていた。午後になって荒天が予想されたため、作業責任者から作業中止の連絡があり、１３：３７に浮上完了し、潜水士自らウエットスーツを脱ぎ作業終了した。　その後、宿舎に休養中に１６：００頃右ひざの痛みを感じしばらく回復を待ったが変化がないので病院に行って診察を行けて減圧症候群と診断された。被災者は、５～６時間の再圧タンク治療を受けて翌日退院した。		平成12年8月4日 16時0分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		1:有		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症候群		1307:その他：潜水病、減圧症																																										なし<改行>										なし<改行>										なし<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						（１）作業時間の管理　・潜水作業の業務間、業務終了後の安静時間を厳守する。　・時間管理をより確実にするため潜水士時計（記録可能なもの）を使用する。　・法面作業、潮流の強い日の作業は激務となることが予想されるので潜水時間を標準より少なくして管理する。（２）健康管理　・朝礼時、職員が必ず体調の確認を行い、日ごろの教育指導をより一層充実させる。　・作業日は必ず血圧測定を行う。（140以上の場合は作業させない）				東洋建設株式会社				若築建設（株）				国土総合建設（株）																								不問								不問								不問																																																H12-北陸-新潟-0301.xlsx		3/6/15 18:27		3/6/15 18:27		2000		8		4		16		0		2000		TRUE		23		8		北陸		1		15		0		15.0		27		1307		42		2000/8/4　16:0		36742.6666666667

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		35年 05月		一次下請職員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		鹿児島港（谷山一区）岸壁（－１２ｍ）（改良）工事		コンクリート舗装版撤去中、バリケードのすぐ外側で作業を監視していた被災者が、足元の鉄筋くずを片づける際にバックホウで撤去中の舗装版の鉄筋（Ｌ＝２．５ｍ、Ｄ１３ｍｍ）が振れ、被災者の右足のすねに当たり負傷した。		平成12年9月18日 17時5分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		Text1		74:掘削(機械施工)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		鉄筋		23:その他(　)		鉄筋の跳ね返り		1399:その他：その他																		1										安全配慮義務を怠った<改行>																20:不安全に物が置いてあった。		20:不安全に物が置いてあった。						立入禁止措置が近すぎた。また、鉄筋を切断せず作業を続けた<改行>		20:隣接工区との連携に不備があった。								危険作業の教育が不十分であった<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・朝礼、ＫＹＴにて再発防止の指導を行った。・全作業員で「再発防止対策会議」を行って、当該工種に関わる他の作業を含めた全ての作業について再発防止対策を検討し、職員を　含め全員に周知徹底した。・立入禁止区域を広くとるように、バリケードを設置し直した。				五洋建設株式会社		南九州支店																																																																																														H12-九州-鹿児島-0401.xlsx		3/6/15 17:34		3/6/15 17:34		2000		9		18		17		5		2000		TRUE		23		29		九州		1		35		5		35.4		4		1399		74		2000/9/18　17:5		36787.7118055556

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男				潜水士		10:その他(　)						耳鳴りとめまい		13:その他(　)						減圧症		1:0～3		0				苫小牧港西港区東島防波堤建設工事		捨石均し作業に従事していた潜水士が、本日３回目の潜水作業終了後、潜水士船内において体内のガス圧を減少させるための休息を取っていたところ耳鳴りの症状を訴えたため病院へ搬送した。		平成12年9月26日 15時30分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症																																																																		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		捨石均し作業に従事していた潜水士が、本日３回目の潜水作業終了後、潜水士船内において体内のガス圧を減少させるための休息を取っていたところ耳鳴りの症状を訴えたため病院へ搬送した。				健康管理の徹底・朝礼時、作業中の健康状態の把握・健康診断結果の所見の再確認				菱中建設株式会社																																																																																																H12-北開局-室蘭-0101.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		2000		9		26		15		30		2000		TRUE		23		8		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		27		ERROR:#VALUE!		42		2000/9/26　15:30		36795.6458333333

		九州地方整備局		唐津港湾事務所		伊万里		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		39年 11月		大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		2		1:労災適用		伊万里港（瀬戸地区）道路工事		排水工においてＵ型側溝の基礎型枠止め杭の先削ぎ中、卓上丸のこに残っていた残材を取り除いていたとき、右示指の第一関節部を切断した。		平成12年10月17日 14時10分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		排水工		55:型枠組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				10:用具等				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																																1		02:資格が無いのにやった。								丸のこのスイッチを切ることなく、回転中の歯部にあった切りくずの木片を手袋をしたまま取り除こうとした。<改行>										<改行>		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								丸のこ盤取り扱い作業のうち、歯部の切りくず除去作業について安全教育が不十分で<改行>あった。<改行>		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・丸のこの刃に手を近づけない。・木材切断以外の作業を行うときは、必ず丸のこの回転を止める。・丸のこを使用前に、加工に合う作業手順の確認を行う。				松尾建設（株）																																																																																																H12-九州-唐津-0501.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		2000		10		17		14		10		2000		TRUE		9		29		九州		1		39		11		39.9		20		1299		55		2000/10/17　14:10		36816.5902777778

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		03年 05月		職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷		04:骨折						3:9～15		0				釧路港西港区泊地浚渫工事		釧路港西港区第４埠頭－１４ｍ岸壁の上部で被災者外１名の２名で強風のため、固化処理船が動揺していたので係船ロープを確認していたところ、中央のロープが養生金具より外れ、車止め取付用アンカーボルトに掛かっているのを発見。これを外すための道具になるものを取りに行こうと係船ロープを跨いだ時、アンカーボルトからロープが外れ右足に当たり転倒し、右腕前腕を骨折被災した。		平成12年10月26日 9時10分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		係船ロープ		16:その他の加害物(　)		上部工		02:転倒																																																																				0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		釧路港西港区第４埠頭－１４ｍ岸壁の上部で被災者外１名の２名で強風のため、固化処理船が動揺していたので係船ロープを確認していたところ、中央のロープが養生金具より外れ、車止め取付用アンカーボルトに掛かっているのを発見。これを外すための道具になるものを取りに行こうと係船ロープを跨いだ時、アンカーボルトからロープが外れ右足に当たり転倒し、右腕前腕を骨折被災した。				・荒天時の動揺を小さくするため、両舷から増しワイヤー及びロープをとる。・係船ロープに内角が出来ないように施工済みの係船柱を利用する。・車止めは取り外し、養生金具を取り付ける。				東亜建設工業株式会社																																																																																																H12-北開局-釧路-0301.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		2000		10		26		9		10		2000		TRUE		2		29		北海		3		3		5		3.4		26		ERROR:#VALUE!		3		2000/10/26　9:10		36825.3819444444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		03年 00月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								5:31以上		0				那覇港臨港道路（橋梁）コンクリート劣化対策調査		橋梁点検車を用いて、泊大橋地覆の劣化損傷状況を調査中、点検車の移動に際し、輪止めの設置要員が、排水孔につまずき転倒、アウトリガーの車輪に巻き込まれ創傷を負った。		平成12年11月24日 10時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		橋梁地覆の劣化調査		84:その他(　)		車止め設置		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）				4:500～1、000		2:無				09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械						22:連絡合図が不明瞭だった。		34:その他の不安全行為があった。																																																								0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						１）車両の移動中には、前後のアウトリガー内にての作業は行わない。<改行>２）作業に当たって、どの様な危険が潜んでいるかを、全員でよく確認する。<改行>３）作業着手前、作業終了後のミーティングについて、常に安全対策への意識を徹底させる。				(株)中研コンサルタント																																																																																																H12-沖総局-那覇-1201.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2000		11		24		10		30		2000		TRUE		8		29		沖縄		5		3		0		3.0		9		808		84		2000/11/24　10:30		36854.4375

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		01年 03月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								5:31以上		0				関門航路（中央水道地区）浚渫工事（第２次）		浚渫土砂を新門司沖土砂処分場の２工区に運搬し、リクレマー船にて揚土作業中土運船を移動するためウインチにて係留ロープを巻き込み作業を行った際ロープが張り土運船のビットがリクレマー船の甲板より下がっており係留ロープ外れてウインチ操作をしていた被災者の左腕上腕部に当たり骨折したものである。		平成12年12月15日 16時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留ロープ		06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる																																																																				0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						？リクレマー船の甲板部より土運船のビットに差がある場合係留ロープを二重に巻きつける。　又、外れ防止（ビットの頭に鉄板等を取り付ける。）？ウインチ操作をする時は、十分注意しながら操作を行う。？ウインチの操作作業位置を安全な場所に変更し指揮者の合図、連絡等を確認してウインチの操作を行う。？安全教育を強化し、再発防止に努める。				12000000003845		九州支店																		関門港湾建設（株）																																																																												H12-九州-関門航路-0601.xlsx		3/6/15 17:31		3/6/15 17:31		2000		12		15		16		30		2000		TRUE		4		5		九州		5		1		3		1.3		26		ERROR:#VALUE!		14		2000/12/15　16:30		36875.6875

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		00年 00月		大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折												1:労災適用		水島港玉島地区岸壁(-10m)?築造工事（その4）		作業員4名にて、取り外してあったブラケット(W=15kg)を既設ケ－ソン上に陸揚げする(20～25個のうち6～7個の時）の陸揚げで、作業員がブラケットを投げたところ、ブラケットがコンクリ－トの表面に当たり跳ねて被災者が吊り筋(φ=100mm)を両手で抱えていた右手母指(基節)したものである。		平成12年12月28日 9時30分 頃		海上		岸壁前面部		21:上部工				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		1:有		11:足場、通路				06:飛来物				07:投げた物にあたる				1101:取扱運搬等：積卸し作業中		A:危険だと思わなかった		1		18:熱中して判らなかった																																						21:物を置いた場所が悪かった。		23:作業場の整理が悪かった。								04:理解度の確認が不十分だった。										70.00%		75.00%		89.00%		89.00%		作業員4名にて、取り外してあったブラケット(W=15kg)を既設ケ－ソン上に陸揚げする(20～25個のうち6～7個の時）の陸揚げで、作業員がブラケットを投げたところ、ブラケットがコンクリ－トの表面に当たり跳ねて被災者が吊り筋(φ=100mm)を両手で抱えていた右手母指(基節)したものである。				ブラケットの陸揚げは2人作業で確実な手渡方法を行い絶対に投げないこと。支保工、足場解体の作業手順を実施し、作業員に周知徹底する。職長(作業指揮者）は、作業周辺の安全確認を行って作業開始する。				12000000001050		中国支店																		洋伸建設（株）		岡山営業所		（株）和田組				三富建設（株）																																																																				H12-中国-宇野-1301.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		2000		12		28		9		30		2000		TRUE		7		21		中国		ERROR:#VALUE!		0		0		0.0		11		1101		17		2000/12/28　9:30		36888.3958333333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		01年 10月		防水工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0				新潟港（西港地区）道路（トンネル）右岸擁壁部外１件工事		擁壁部（U-5、6）山側４段目足場通路上で、側壁部壁面処理を行う為、被災者が片手にバケツ（約４L）を持って側壁面を見ながら歩行していた。午前中の巡視の際には異常は見られなかったが、なんらかの原因で被災箇所の鋼製足場板にずれが生じたと推測される。ここに足を踏み入れたため、鋼製布板の間隔が広がり膝上まで嵌り転倒し負傷した。		平成13年1月29日 14時56分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		Text1		84:その他(　)		Text1		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000						11:足場、通路				04:通路				10:踏み抜き				1399:その他：その他																																																																0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		　 8:00～ 8:30　朝礼、作業打ち合わせ、ＫＹミューティング　 8:30～ 8:45　始業前点検　 8:45～10:10　本体擁壁部（山側）施工ジョイント部防水施工　10:10～10:30　休憩　10:30～12:00　本体擁壁部（海側）施工ジョイント部防水施工　12:00～13:00　休憩　13:00～14:00　本体擁壁部（山側）施工ジョイント部表面処理　14:00～14:50　本体擁壁部（海側）施工ジョイント部表面処理　14:50～　　　 本体擁壁部（山側）壁面掃除のため水の入ったポリバケツを持って移動　　14:56　事故発生				１）作業開始前に通路、足場の総点検の実施。　　・足場の隙間を塞ぐ　　・足場板を番線で固定する。　　・通路上に物は置かない。２）朝の作業開始前・昼の作業開始前に当番制で足場の巡回点検を行う。				大成建設株式会社				株式会社鴻池組				大豊建設株式会社																								口頭注意		reserved-36949x1F				事故を起こしたことは、誠に遺憾である。今後係ることの無いようにしてもらいたい。今回は口頭による注意処分となりましたが、今		同上								同上																																																H12-北陸-新潟-0401.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2001		1		29		14		56		2000		TRUE		10		29		北陸		1		1		10		1.8		11		1399		84		2001/1/29　14:56		36920.6222222222

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		09年 11月		潜水士		04:胸部								10:窒息								6:死亡		0		3:労災非適（その他）		和歌山下津港本港地区防波堤（外）②築造工事		捨石マウンド法尻付近に仮置きしている石（1.0ｔ以上/個）を潜水士船の巻き上げウインチで吊り上げ、操船ウインチで所定の位置へ移動し、捨石の法面に被覆石を張る作業を行っていた。		平成13年2月5日 0時0分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留アンカー		15:起因物と同じ				06:激突され				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。														99:その他										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		捨石マウンド法尻付近に仮置きしている石（1.0ｔ以上/個）を潜水士船の巻き上げウインチで吊り上げ、操船ウインチで所定の位置へ移動し、捨石の法面に被覆石を張る作業を行っていたところ、当日の作業により引けていた係留アンカーを潜水士の指示でさらにウインチ操作者が巻いたため、アンカーが捨石マウンドを乗り越えて下り勾配の法面を落下し、潜水士が下敷きとなり、窒息死したものである。				？　船上でのウインチ操作等において、係留アンカーが引けるなどの異常な状態が発生した場合は、即作業を中止し、直ちに原因を究　明し、作業手順などで、不備が発見された場合には、作業員、職員の安全教育を行い、十分な安全対策が確保されるまで、作業を再　開しない。？　潜水士船の作業で使用する係留アンカーについては、十分な長さをとった位置に設置するものとし、ウインチの能力ならびにアン　カーとの距離を勘案し、適正な重量のものを使用する。？　係留ロープの巻き取り限界長さが分かるようにロープに目印を付ける。				東洋建設株式会社		大阪本店																		12000000008537												近畿		reserved-36945x1F		reserved-36958x1F		指名停止（2週間）																																		労働基準監督署		reserved-36937x1F		指導票による行政指導指導事項																				H12-近畿-和歌山-0301.xlsx		3/6/15 18:02		3/6/15 18:02		2001		2		5		0		0		2000		TRUE		6		8		近畿		6		9		11		9.9		26		1399		42		2001/2/5　0:0		36927

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		13年 00月		アンカー工、潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0				那覇港（泊ふ頭地区）橋梁（改良）下部工改良工事		被災者は床部コア抜き作業において、ケーシングからビットを切り離すため、レンチをビットに掛け回そうとした際、スイッチに誤って触れた。そのため機械が回転し、持っていたレンチと直近コンクリート壁部に指をはさまれ被災した。なお、被災者は気中部作業であった。		平成13年2月26日 15時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		橋梁補強工		84:その他(　)		削孔		2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20								20:動力工具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他						34:その他の不安全行為があった。								誤ってスイッチに触れた																																						スイッチの部分に容易に接触できる構造であった。<改行>												0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						スイッチの部分に防護装置を取り付けて、簡単に回転しないようにする。				前田建設工業株式会社																																																																																																H12-沖総局-那覇-1202.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2001		2		26		15		0		2000		TRUE		8		29		沖縄		1		13		0		13.0		20		1299		84		2001/2/26　15:0		36948.625

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		29		男		07年 10月		その他（検査）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								07:火傷								1:0～3		0				東京国際空港橋梁耐震補強工事（その５）				平成13年3月1日 15時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		Text1		84:その他(　)		Text1		3:雨						2:弱風（2～4）		2:0～10		3:200～500						26:その他の起因物(　)				14:熱エネルギーによるもの				15:爆発				1002:爆発、火災等：ガス等の爆発																																																																0.00%		0.00%		0.00%		0.00%																																																																																																										H12-関東-東京空港-1205.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2001		3		1		15		30		2000		FALSE		15		29		関東		1		7		10		7.8		26		1002		84		2001/3/1　15:30		36951.6458333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		07年 10月		その他（検査）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						07:火傷								1:0～3		0				東京国際空港橋梁耐震補強工事（その５）				平成13年3月1日 15時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		Text1		84:その他(　)		Text1		3:雨						2:弱風（2～4）		2:0～10		3:200～500						26:その他の起因物(　)				14:熱エネルギーによるもの				15:爆発				1002:爆発、火災等：ガス等の爆発																																																																0.00%		0.00%		0.00%		0.00%																																																																																																										H12-関東-東京空港-1204.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2001		3		1		15		30		2000		FALSE		15		29		関東		1		7		10		7.8		26		1002		84		2001/3/1　15:30		36951.6458333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		29		男		04年 07月		その他（検査）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				07:火傷								1:0～3		0				東京国際空港橋梁耐震補強工事（その５）		南側塔内部補強の溶接完了後、溶接部の品質管理のため、浸透探傷試験を実施していた.午前中、浸透処理及び浸透液除去作業を完了し、午後から現像処理を行い、15時から休憩に入った.30分間の休憩後、塔内に入り、作業を開始した時、音がし、3名が負傷した.		平成13年3月1日 15時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		Text1		84:その他(　)		Text1		3:雨						2:弱風（2～4）		2:0～10		3:200～500						26:その他の起因物(　)				14:熱エネルギーによるもの				15:爆発				1002:爆発、火災等：ガス等の爆発																																																																0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						1.換気ダクトを下段まで下ろす。2.始業前に可燃ガス検知機にて濃度を測定する.																																																																																																				H12-関東-東京空港-1203.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2001		3		1		15		30		2000		FALSE		15		29		関東		1		4		7		4.6		26		1002		84		2001/3/1　15:30		36951.6458333333

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		長崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		11年 00月		電工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						13:その他(　)						ベンズ		1:0～3		0		1:労災適用		長崎港（女神地区）橋梁（２Ｐ）基礎工事		５月２日（水）９：３６～１２：００(１４４分間）まで作業気圧２.９６kgf/cm2下で岩盤掘削機の組立作業を行った。減圧表により２００分間の減圧を済ませた後宿舎へ戻りそのままマイカーにて帰省し１２：００頃自宅に着いた。		平成13年5月3日 0時0分 頃		陸上		自宅		29:その他(　)		ニューマチックケーソン設備		84:その他(　)		岩盤掘削機の組立作業																		25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		16:勘違い判断をした。																		04:理解度の確認が不十分だった。										92.00%		86.00%		100.00%		100.00%		５月２日（水）の高圧作業を終え、当工事での全工程を完了して帰宅した。翌朝起床時に右肘と両膝が少し傷んだが疲労のためと判断して、５月６日まで自宅療養した。５月７日になっても傷みがとれないので、三井病院で診察を受けたが病名を判断できず、熊本大学病院に回された。大学病院では、減圧症との診断を受け、高圧酸素治療を受けている。なお、５月２日作業終了後の減圧は安全衛生上の問題はない。								鹿島建設株式会社				清水建設株式会社				12000000003900												12000086102020																																																																												H13-九州-長崎-0101.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		2001		5		3		0		0		2001		TRUE		23		29		九州		1		11		0		11.0		25		1307		84		2001/5/3　0:0		37014

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		04年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		直江津港(港口地区)防波堤(沖)(その１)工事		直江津港沖防波堤、捨石均し施工場所で、起重機船を投錨作業中、左舷表アンカーを揚錨船で受取りアンカーを吊るワイヤーを巻取る際、揚錨船右舷で巻取補助作業中に、ローラーガイドを通ってきたワイヤーが外れ右脇腹に当たり、被災した。<改行>（波浪により、船が動揺しワイヤーが張ったり緩んだりしていた。）		平成13年5月9日 6時30分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																														A:危険だと思わなかった				18:熱中して判らなかった		27:不安全な場所へのった。								04:安全度が不足だった。										99:その他								当該作業危険度の認識不足		12.00%		10.00%		15.00%		5.00%		5:30　船団員均し機本船に集合<改行>5:40　安全ﾐｭｰﾃｨﾝｸﾞ<改行>6:20　施工位置到着、投錨作業開始<改行>6:30　揚錨船のﾛｰﾗｰｶﾞｲﾄﾞよりﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟが外れ､被災者の右脇腹に当たり、負傷した。<改行>				・ﾛｰﾗｰｶﾞｲﾄﾞにﾜｲﾔｰ外れ止めを取り付ける。<改行>・ｳｲﾝﾁの操作、ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ付近で行わない様指導徹底する。<改行>・やむを得ずﾜｲﾔｰに近づく時は、一旦ﾜｲﾔｰを緩める様指導徹底する。				株式会社本間組				みらい建設工業株式会社																												口頭注意処分						事故を起こしたことは、誠に遺憾である。<改行>今後かかることの無いようにすること。<改行>今回は、口頭による注意処分とするが、今後の		同上						同上																																																		H13-北陸-新潟-0101.xlsx		3/6/15 18:27		3/6/15 18:27		2001		5		9		6		30		2001		TRUE		4		8		北陸		1		4		0		4.0		8		204		14		2001/5/9　6:30		37020.2708333333

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		輪島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事																												0				平成12年度(補正)輪島港(輪島崎地区)防波堤工事		ｶﾞｯﾄ船が午前８時頃伏木港を出港し、輪島港に向け航行中珠洲市高屋港沖２マイルの海上で漁船と衝突した。		平成13年6月11日 14時5分 頃		海上		高屋沖		21:上部工				08:材料、資材等の運搬(海上)				2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船		その他（漁船）		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。																		無し		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						36.00%		33.60%		30.00%		27.80%		7:40ｶﾞｯﾄ船伏木港出港<改行>14:05高屋港沖2ﾏｲﾙ付近でｶﾞｯﾄ船と漁船が衝突				１．事故防止対策・ｶﾞｯﾄ船の見張り強化・衝突しそうな船舶を発見した場合、相手船に注意を促すと共に直ちに回避する。<改行>２．再発防止実施事項・緊急連絡体制の徹底・工事使用船舶(ｶﾞｯﾄ船)の完全把握・連絡の徹底・公共工事に対する意識の高揚(適化法の周知徹底)				五洋建設株式会社		北陸支店																																																																																														H13-北陸-金沢-0200.xlsx		3/6/15 18:19		3/6/15 18:19		2001		6		11		14		5		2001		TRUE		3		21		北陸		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		8		1399		8		2001/6/11　14:5		37053.5868055556

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		新北九州空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		58		男		30年 00月		主任技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		新北九州空港（１工区）用地造成（覆土）工事（第５次）		作業終了後空港島より交通船にて帰港中、被災者は開いた扉近くに立っていた。船が揺れた際に交通船の扉が閉まったため、蝶番部分に手を挟まれ骨折した。		平成13年6月14日 17時40分 頃		海上		その他		25:土工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										99:その他								扉のストッパー不使用<改行>		99:その他								座席に座らなかった。		5.00%		6.00%		0.00%		0.00%		　作業終了後空港島より交通船にて帰港中、被災者は開いた扉近くに立っていた。船が揺れた際に交通船の扉が閉まったため、蝶番部分に左手親指を挟まれ骨折したものである。				1）交通船に乗船中作業員は必ず座席に座らせる。2）交通船の扉を開けておく際は必ずストッパーにて固定する。3）安全教育を再度実施する。4）作業船総点検を実施する。				株式会社大林組																				12000086082320				（株）岩相工業																																																																								H13-九州-北九州-0301.xlsx		3/6/15 17:43		3/6/15 17:43		2001		6		14		17		40		2001		TRUE		8		25		九州		1		30		0		30.0		27		1399		1		2001/6/14　17:40		37056.7361111111

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		02年 01月		型枠工		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		3:労災非適（その他）		酒田港（北港地区）防波堤（北）（第二）工事（本体）		　当日はケーソン４層目型枠の脱型作業を予定し、８時３０分頃より作業を開始し、１０時００分頃内型枠の脱型作業を行うために内型枠内の作業用足場に降りようとした際に、昇降用梯子から足を掛け違えたため足を滑らせ、約1.2～1.3ｍの高さから作業用足場（吊り足場）に転落し、左肘に創傷、左胸に打撲を負った。<改行>　１０時３０分頃、被災者の自覚症状では軽い打撲と肘のすり傷程度ということであったが、念のため病院に検査を受けに行った。		平成13年6月18日 10時0分 頃		海上		海上打継場		14:ケーソン海上打継ぎ				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		昇降設備（梯子）		03:作業床				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった														15:安全装置が不適・不良だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										49.00%		49.00%		34.00%		34.00%		　当日はケーソン４層目型枠の脱型作業を予定し、８時３０分頃より作業を開始し、１０時００分頃内型枠の脱型作業を行うために内型枠内の作業用足場に降りようとした際に、昇降用梯子から足を掛け違えたため足を滑らせ、約1.2～1.3ｍの高さから作業用足場（吊り足場）に転落し、左肘に創傷、左胸に打撲を負った。<改行>　１０時３０分頃、被災者の自覚症状では軽い打撲と肘のすり傷程度ということであったが、念のため病院に検査を受けに行った。　				１．請負者に対する指示<改行>　・昇降用梯子を吊り足場ではなく内型枠に設置させる。<改行>　・作業時に声掛け等の安全確認をさせる。<改行>　・毎朝のミーティングで安全教育を徹底させる。<改行>２．発注者の監督体制<改行>　・安全管理面で、足場・昇降設備について監督・指導を強化する。<改行>　・現場パトロールを実施し、不安全な作業・行動と判断したら直ちに作　　業を中止して改善させる。<改行>				若築建設（株）		東北支店																																				不問																																																										H13-東北-酒田-0101.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		2001		6		18		10		0		2001		TRUE		1		14		東北		1		2		1		2.1		26		105		55		2001/6/18　10:0		37060.4166666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事																												0				直江津港(港口地区)防波堤(沖)(その3)工事		ガット船による捨石投入完了後、付属船の伝馬船で定アンカーに係留していたロープを解除していたところ、気象海象状況が段々悪くなり全６本係留していたロープを４本解除し、５本目のロープを解除作業中に強風と高波で伝馬船が転覆した。		平成13年6月25日 17時15分 頃		海上		沖防波堤現場内		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		4:強風（8～15）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等		その他（ガット船のロープ）		15:起因物と同じ				23:その他(　)		転覆		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった		2		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。																								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										74.00%		78.00%		0.00%		20.00%		16:40　捨て石投入完了、係留ﾛｰﾌﾟ解除開始。<改行>17:15　6本あるﾛｰﾌﾟの5本目を解除中、強風と高波で伝馬船が転覆した。				1.気象海象の現況情報、予測を最大限取り入れ、天候急変時にも対応出来るよう作業中止基準の運用方法を定め周知徹底する。<改行>2.前線の通過や気圧の谷など、比較的短時間で天候の回復が見込め、かつ係留ロープがはずされて居なければ、作業船を現場で係留したまま悪天候が収まるまでまつ。<改行>3.各天候状況に応じた係留ロープ解除の作業手順を確立し、周知徹底を図る。				若築建設（株）				国土総合建設（株）																																																																																												H13-北陸-新潟-0300.xlsx		3/6/15 18:27		3/6/15 18:27		2001		6		25		17		15		2001		TRUE		23		8		北陸		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		25		1104		14		2001/6/25　17:15		37067.71875

		北海道開発局		紋別港湾事務所		紋別		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		39年 00月		ﾀｲﾔｼｮﾍﾞﾙｵﾍﾟﾚｰﾀ		05:腹部								01:打撲傷								4:16～30		30				紋別港岸壁その他工事		「紋別港岸壁その他工事」の内岸壁(-7.5m)(南)施工箇所において、エプロン下の陸上地盤改良（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ）作業中、作業員がコンプレッサーとレシーバータンクを結ぶエアホースを外す作業をしていた。エアホースを外す作業は、コンプレッサー機内およびレシーバータンク内の圧力を完全に抜いた後行う作業であるが、作業指揮者がレシーバータンク内の圧力が完全に抜けたのを確認しないまま、コンプレッサー側接続部の離脱を補助者に指示したため、解放されたエアホースが残圧により暴れ、一瞬のうちに作業員両名が負傷した。		平成13年6月26日 8時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		エアホース		15:起因物と同じ				23:その他(　)		残圧によるエアホースの暴れ		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった																																										35:その他の作業環境に欠陥があった。																				12.00%		13.00%		14.00%		15.00%		「紋別港岸壁その他工事」の内岸壁(-7.5m)(南)施工箇所において、エプロン下の陸上地盤改良（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ）作業中、作業員がコンプレッサーとレシーバータンクを結ぶエアホースを外す作業をしていた。エアホースを外す作業は、コンプレッサー機内およびレシーバータンク内の圧力を完全に抜いた後行う作業であるが、作業指揮者がレシーバータンク内の圧力が完全に抜けたのを確認しないまま、コンプレッサー側接続部の離脱を補助者に指示したため、解放されたエアホースが残圧により暴れ、一瞬のうちに作業員両名が負傷した。				レシーバタンクの圧力ゲージを作業員の見やすい箇所に取り付けます。<改行>作業指揮者は、コンプレッサーとレシーバタンク内の残圧が抜けたことを圧力ゲージで確認し、指差し点呼により他の作業員に伝えます。<改行>エアホースが突然切れた際に、エアホース先端が暴走しないよう取り付け部を補助ロープで固定し、かつ、ホース中間部もロープ等で固定します。				岩倉建設（株）		網走営業所																																																																						労働基準監督署		reserved-37071x1F																						H13-北開局-紋別-0102.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		2001		6		26		8		0		2001		TRUE		23		6		北海		4		39		0		39.0		26		1399		2		2001/6/26　8:0		37068.3333333333

		北海道開発局		紋別港湾事務所		紋別		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		29年 00月		ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝｵﾍﾟﾚｰﾀ		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						眼球破裂		4:16～30		30		1:労災適用		紋別港岸壁その他工事		「紋別港岸壁その他工事」の内岸壁(-7.5m)(南)施工箇所において、エプロン下の陸上地盤改良（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ）作業中、作業員がコンプレッサーとレシーバータンクを結ぶエアホースを外す作業をしていた。エアホースを外す作業は、コンプレッサー機内およびレシーバータンク内の圧力を完全に抜いた後行う作業であるが、作業指揮者がレシーバータンク内の圧力が完全に抜けたのを確認しないまま、コンプレッサー側接続部の離脱を補助者に指示したため、解放されたエアホースが残圧により暴れ、一瞬のうちに作業員両名が負傷した。		平成13年6月26日 8時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		エアホース		15:起因物と同じ				23:その他(　)		残圧によるエアホースの暴れ		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった												残圧の確認を怠った。																														35:その他の作業環境に欠陥があった。								エアーが残存していた。		17:下請け指導が不適切だった。										12.00%		13.00%		14.00%		15.00%		「紋別港岸壁その他工事」の内岸壁(-7.5m)(南)施工箇所において、エプロン下の陸上地盤改良（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ）作業中、作業員がコンプレッサーとレシーバータンクを結ぶエアホースを外す作業をしていた。エアホースを外す作業は、コンプレッサー機内およびレシーバータンク内の圧力を完全に抜いた後行う作業であるが、作業指揮者がレシーバータンク内の圧力が完全に抜けたのを確認しないまま、コンプレッサー側接続部の離脱を補助者に指示したため、解放されたエアホースが残圧により暴れ、一瞬のうちに作業員両名が負傷した。				レシーバタンクの圧力ゲージを作業員の見やすい箇所へ取り付けます。<改行>作業指揮者はコンプレッサーとレシーバタンク内の残圧が抜けたことを圧力ゲージで確認し、指差し点呼により他の作業員に伝えます。<改行>エアホースが突然はずれた際に、エアホース先端が暴走しないよう取り付け部を補助ロープで固定し、かつ、ホース中間部もロープなどで固定します。				岩倉建設（株）		網走営業所																																																																						労働基準監督署		reserved-37071x1F																						H13-北開局-紋別-0101.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		2001		6		26		8		0		2001		TRUE		23		6		北海		4		29		0		29.0		26		1399		2		2001/6/26　8:0		37068.3333333333

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		05年 00月		船舶職（甲板）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		北九州港（響灘地区）泊地（－１５ｍ）外１件浚渫工事				平成13年6月27日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				06:激突され				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		A:危険だと思わなかった		1		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。																																						21:物を置いた場所が悪かった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										23.00%		22.00%		22.00%		20.00%		６月２７日　　７：２０体操・朝礼<改行>　　　　　　　７：４０交通船によりポンプ船へ乗船<改行>　　　　　　　８：００作業開始<改行>　　　　　　　８：３０ポンプ船右スイングアンカー投錨時、起こしワイヤーが跳ね上がり、サ　　　　　　　　　　　イドウィンチワイヤーに当たったため、そのワイヤーが引っ張られ、被　　　　　　　　　　　災者の右手小指に当たった。				作業指揮者は、作業員が退避場所に退避したことを確認してアンカーの投錨を開始する。ウィンチより前面部分を立入禁止区域、左ウィンチ横を退避場所として明示する。作業開始前に作業指揮者がサイドワイヤーが張られているかを確認して作業を開始する。				東洋建設株式会社																				株式会社トマック																																																																												H13-九州-北九州-0201.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		2001		6		27		0		0		2001		TRUE		6		5		九州		1		5		0		5.0		14		608		15		2001/6/27　0:0		37069

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		01年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		横浜港大黒地区道路高架橋下部工事		午前１１時５０分頃、Ｐ３橋脚において、二段目山留材架設中、あらかじめ設置した腹起し（Ｈ－４００）をジョイントプレートで接続中、直角側の腹起し（Ｈ－４００）をブラケットに設置するためつり上げた際、接続作業をしていた腹起しに当たり、Ｈ鋼とシートパイルの間に手をはさまれた。直ちに、高田中央病院に搬送し診断を受けた結果、右手打撲と診断された。		平成13年6月27日 11時50分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		09:杭及び矢板				48:腹起し				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上								14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		Ｈ鋼、シートパイル		08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。												（１）合図・周囲の確認が不徹底。<改行>（２）吊り荷作業中に他の作業を平行して行った。		21:物を置いた場所が悪かった。		22:作業場が狭かった。		33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。		08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。				08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		04:理解度の確認が不十分だった。				（１）現場入場後、日が浅く、現場状況の把握が不完全であった。		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		６月２７日（水）<改行>　　８：００　　朝礼開始。<改行>　　８：１５　　クレーン（２５ｔ）及び山留材搬入。<改行>　　８：２０　　作業開始。ブラケット溶接・クレーン設置後、山留材荷下ろし。<改行>　　９：００　　荷下ろし終了。地組開始。<改行>　１０：１５　　ブラケット溶接終了。架設作業開始。<改行>　１１：５０頃　腹起し設置作業中、Ｈ鋼とシートパイルの間に手をはさまれる事故が　　　　　　　　発生。				（１）クレーン合図は、作業主任者が他作業の中止を指示し、中止確認後、合図者がオペレータに合図する。<改行>（２）作業員同士が次作業の内容を声で掛け合い、危険の有無を伝達し合う。<改行>（３）作業員全員で周囲の安全を声に出して確認し合う。<改行>（４）作業工程を見直し、吊り荷作業中は、他の工事を中止する。<改行>（５）定期の安全教育を実施し、作業手順を再確認・徹底する。<改行>（６）新規入場者教育を更に強化する。<改行>（７）危険予知活動を一層充実させ、作業内容を更に周知徹底する。				日本国土開発（株）		横浜支店																		（有）藤川工務店												日本国土開発（株）						口頭注意																																																										H13-関東-京浜-1301.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		2001		6		27		11		50		2001		TRUE		8		9		関東		1		1		0		1.0		14		603		48		2001/6/27　11:50		37069.4930555556

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		40		男		03年 00月		型枠工		06:骨盤部								04:骨折								2:4～8		0		1:労災適用		高知空港市道地下道工事		ボックスカルバート足場解体作業で、足場を２段３スパンで分割して解体し吊上げ、東側の不りくのない地上に仮置して玉掛を外した。玉掛用具（シャックル）のボルトがねじ込み不足のため２段目足場の鋼製布板上に外れて落ちたため、被災者が２段目足場上に上った。シャックル取付後、ワイヤーを巻き上げた際、ワイヤーから離れようとしてバランスを崩し、３．４ｍ下に飛び降りる形となり臀部を打った。		平成13年7月5日 16時20分 頃		陸上		その他		29:その他(　)		ボックスカルバート製作		17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。																04:理解度の確認が不十分だった。										92.00%		92.00%		83.00%		83.00%		８：００　　安全朝礼<改行>８：１５　　足場解体手順の周知会（当該作業従事者全員）<改行>８：３０　　ＫＹ活動<改行>８：４０　　カルバート西面(7BL→6BL)足場解体及び資材集積<改行>１０：００　休憩<改行>１０：１５　カルバート西面(7BL→6BL)足場解体及び資材集積<改行>１２：０５　昼食休憩<改行>１２：５０　翌日作業の打ち合わせ(JV職員、職長)<改行>１３：００　カルバート西面(7BL→6BL)足場解体及び資材集積<改行>１５：００　休憩<改行>１５：００　カルバート西面(7BL→6BL)足場解体及び資材集積<改行>１６：２０　事故発生<改行>１６：３０　本人より体調及び事情の確認<改行>１７：００　南国中央病院に搬送し、到着後、問診およびレントゲン他検査<改行>１８：３０　精密検査のため入院				１．足場の解体ブロックを２段×３スパンから１段×３スパンに変更し、　　作業を地上から行うように手順を替え、作業員全員に周知徹底する。<改行>２．作業指揮者の再教育を行い、作業員が不安全行動をしないよう、的確　　な注意喚起ができるようにする。<改行>３．ＪＶ職員が作業状況を確認し、的確な安全指示を行えるよう再教育を　　行うと共に、安全危機意識の向上を図る。				大成建設株式会社				12000000000049																12000000016633				（有）福山組																																																労働基準監督署				処分なし		警察				処分なし		当局		reserved-37084x1F		厳重注意→大成・前田建設工事共同企業体								H13-四国-高知-0101.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2001		7		5		16		20		2001		FALSE		1		29		四国		2		3		0		3.0		11		101		17		2001/7/5　16:20		37077.6805555556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		00年 03月		鉄筋工		10:その他(　)								13:その他(　)						軽度の脱水症状		1:0～3		0		1:労災適用		新潟港(西港地区)道路(ﾄﾝﾈﾙ)右岸陸上ﾄﾝﾈﾙ部外1件工事		被災者は屋外作業を終え休憩室で休憩中、体調がするれないため飲用水を飲み横になり休息していたが、体調の改善がみられないため、病院へ行ったところ、軽度の脱水症状と診断された。		平成13年7月10日 10時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		脱水症状		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		32:服装が不適だった。								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										04:理解度の確認が不十分だった。		26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。								96.00%		96.00%		99.00%		99.00%		被災者は道路新設作業の建設現場において、朝8:00からﾗｼﾞｵ体操、朝礼に続きＫＹＭを実施後、8:30過ぎより、擁壁部の鉄筋組立作業に従事していた。10:00の作業員詰所での休憩時に、本人より体調が優れないとのことから、そのまま安静にするように指示した。しばらく様子を見たが体調の改善が見られないため病院に連れて行き、受診した結果、軽度の脱水症状と診断された。				熱中症対策として・ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ常備、ﾌﾘｰｽﾞﾊﾟｯｸの常備、塩の常備、麦茶の常備、熱中症対策啓蒙ﾘｰﾌｯﾚｯﾄ等の注意喚起<改行>当日の休憩時を利用し発生時の処理について指導し、翌日朝礼で改めて対策啓蒙、および注意喚起を実施した、災害再発防止検討会の開催				佐藤工業株式会社				株式会社不動テトラ				株式会社淺沼組																																																																																								H13-北陸-新潟-0401.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2001		7		10		10		30		2001		TRUE		23		29		北陸		1		0		3		0.3		25		1399		54		2001/7/10　10:30		37082.4375

		北海道開発局		網走港湾事務所		綱走		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		02年 04月		技術職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								4:16～30		0				網走港北防波堤外一連工事		網走港北防波堤施工箇所において、被災者が胸壁コンクリート天端巾の実測状況の出来形写真を撮影中に、前面の撮影範囲を確認しながら不用意に後退した際、胸壁工天端から足を踏み外して上部工天端に転落し負傷した。		平成13年7月17日 2時30分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				84:その他(　)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				17:加害物なし				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																										04:安全度が不足だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										66.00%		60.00%		66.00%		60.00%		網走港北防波堤施工箇所において、被災者が胸壁コンクリート天端巾の実測状況の出来形写真を撮影中に、前面の撮影範囲を確認しながら不用意に後退した際、胸壁工天端から足を踏み外して上部工天端に転落し負傷した。				転落を防ぐため完成部分出来形測定箇所（胸壁）に昇ることなく、胸壁の天端にスタッフをあてることの出来る器具を採用しました。				12000000002011																																																																								労働基準監督署		reserved-37090x1F																						H13-北開局-網走-0101.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		2001		7		17		2		30		2001		TRUE		1		21		北海		4		2		4		2.3		22		123		84		2001/7/17　2:30		37089.1041666667

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		13年 00月		普通作業員		02:頸部								04:骨折								6:死亡		0		1:労災適用		平成１３年度八代港（外港地区）航路（－１２ｍ）浚渫工事		9:20 引き船に曳航され起重機船が現場に到着した。船尾アンカー2本を交互に打ちながら船首アンカーを取るため桟橋方向へ前進した。9：35　起重機船の係留ロープと陸上アンカーを連結するため、着火船を使用し係留ロープとシャックルを陸上の作業員（被災者）に渡した。作業員は、着火船よりこれを受け取り固縛した。9：45　接岸しようとしていた起重機船が横方向に流され係留ロープが張り、作業員2名がはねとばされた。		平成13年7月31日 9時40分 頃		陸上		その他		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		潮流		16:その他の加害物(　)		アンカーロープ		06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		26:危険有害な場所に入った。		17:危険を知らずにやった。		21:連絡合図がなかった。				35:その他の作業環境に欠陥があった。		99:その他								04:理解度の確認が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				1.00%		1.00%		40.00%		40.00%		グラブ船による浚渫工事の準備工として、大築島土砂処分場でバージアンローダー船のフーローター管の組立作業が、前日に完了した。その作業で使用した陸上機械を搬出するため、八代港より起重機船を引き出し大築島の桟橋に接舷する作業を行っていた。この時、右舷アンカーロープに跳ねられ、負傷したものである。				1.作業船に適正な作業員の配置を行うため元請け作業員が人員配置等の確認を行う。2.作業指揮者を明確にし、その指揮者のもと、作業を行うよう作業員に周知徹底を行う。3.作業指揮者は、作業内容、隣接作業、危険箇所への立入り禁止等周知徹底を行う。4.潮流等海象条件を考慮した作業計画を立案し、周知徹底を行う。5.新規入場者教育及び実施し、作業内容、手順、範囲、危険箇所隣接作業の周知徹底を行う。6.朝礼後、危険予知活動を行い、適切な行動計画と安全対策を実施する。7.係留用アンカーロープを干潮、満潮に関わらず海上作業にて固縛できるようにする。				五洋建設株式会社																				12000000010855																																																				労働基準監督署																								H13-九州-熊本-0402.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		2001		7		31		9		40		2001		TRUE		6		5		九州		6		13		0		13.0		26		1104		2		2001/7/31　9:40		37103.4027777778

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		03年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		平成１３年度八代港（外港地区）航路（－１２ｍ）浚渫工事		引船1000PSに曳航され現場付近に9：20頃到着した起重機船は、船尾アンカー2本を交互に打ちながら船首アンカーを取るため桟橋方向に前進した。9：35　起重機船の係留ロープと陸上アンカーを連結するため、着火船を使用し係留ロープとシャックルを陸上の作業員（被災者2名）に渡した。作業員は、着火船よりこれを受け取り固縛した。9：40　接岸しようとしていた起重機船が横方向に流され係留ロープが張り、作業員2名がはねとばされたものと思われる。		平成13年7月31日 9時40分 頃		陸上		その他		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		潮流		16:その他の加害物(　)		アンカーロープ		06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		26:危険有害な場所に入った。		17:危険を知らずにやった。		21:連絡合図がなかった。				35:その他の作業環境に欠陥があった。		99:その他								04:理解度の確認が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				1.00%		1.00%		40.00%		40.00%		グラブ船による浚渫工事の準備工として、大築島土砂処分場でバージアンローダー船のフーローター管の組立作業が、前日に完了した。その作業で使用した陸上機械を搬出するため、八代港より起重機船を引き出し大築島の桟橋に接舷する作業を行っていた。この時、右舷アンカーロープに跳ねられ、負傷したものである。				1.作業船に適正な作業員の配置を行うために元請職員が人事配置等の確認を行う。2.作業指揮者を明確にし、その指揮者の元、作業を行うよう作業員に周知徹底を行う。3.作業指揮者は、作業内容・隣接作業・危険箇所への立入り禁止等周知徹底を図る。4.潮流等海象条件を考慮した作業計画を立案し、周知徹底を図る。5.新規入場者教育及び再教育を実施し、作業内容、手順、範囲、危険箇所隣接作業の周知徹底を図る6.朝礼後、危険予知活動を行い、適切な行動計画と安全対策を実施する。7.係留用アンカーロープを干潮、満潮に拘わらず海上作業にて固縛できるようにする。<改行>				五洋建設株式会社																				12000000010855																																																				労働基準監督署																								H13-九州-熊本-0401.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		2001		7		31		9		40		2001		TRUE		6		5		九州		1		3		0		3.0		26		1104		2		2001/7/31　9:40		37103.4027777778

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		松山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		06年 00月		型枠大工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部				02:創傷		04:骨折		13:その他(　)		気脳症		5:31以上		0		1:労災適用		松山港吉田浜地区防波堤工事		ケーソン製作工事にて型枠大組作業中、型枠（メタル１面）を立ち上げた際、吊っていたワイヤーが滑って型枠が倒れ作業員が下敷きになった。		平成13年8月7日 11時52分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		玉掛け用具（シャックル）		16:その他の加害物(　)		型枠		06:激突され		21:圧重され（重量物）		1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		04:作業標準を守らなかった。																																										31:現場内連絡調整が不備だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。		99:その他		作業用具の管理不備		45.00%		35.00%		30.00%		20.00%						１．吊りワイヤーの不足が起こらないよう必要重量を確保し、保管場所に　　種類別に保管する。<改行>２．作業手順・作業方法を見直し、適切な玉掛け用具を使用し、緊結状態　　を確認した後吊り上げ作業を行う。<改行>３．２点吊り以上を徹底させる。<改行>４．班長KY活動等にて吊り荷の直下及び回転する恐れのある場所に作業員　　が入らないことを徹底させる。<改行>５．合図者は吊り荷の直下及び回転する恐れのある場所に人が入っていな　　いことを確認して地切りを行う。<改行>６．オペレーターは吊り荷の転倒・回転範囲に人が立ち入った際は警報を　　鳴らす<改行>７．作業手順書の変更、追加、見直し及び再確認<改行>８．作業班毎のKY活動を行い、始業前に作業手順の再確認を行う				みらい建設工業株式会社																				12000000010643																																																				労働基準監督署		reserved-37160x1F		指導票　　→三井不動産建設株式会社松山港作業所（元請）<改行>是正勧告書→八光建設工業?松山港作業所（１次）<改行>指導票　　→武岡工務店（２次）<改行><改行>是正報告書を各々１０月３日に提出		警察				処分なし。<改行>始末書を１０月３日提出		当局		reserved-37123x1F		厳重注意→三井不動産建設株式会社松山港作業所								H13-四国-松山-0201.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2001		8		7		11		52		2001		TRUE		6		11		四国		5		6		0		6.0		26		1102		55		2001/8/7　11:52		37110.4944444444

		北海道開発局		稚内港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		14年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		稚内港北防護岸改良外一連工事		稚内ドーム作業ヤード内において、丸めて仮置してあったモルタル注入用２インチ高圧ホース（約２０ｍ、１２０Kg）を移動させるため、束ねてあったビニール紐に手をかけて引っ張ったところ、ビニール紐が切れその反動で転倒した。<改行>その際に左とう骨末端骨折（ヒビ）被災したものである。（休業３日）		平成13年8月20日 10時0分 頃		陸上		稚内北防波堤ドーム		29:その他(　)		補修工		06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								21:手工具、用具				03:作業床				02:転倒				1299:工具等取り扱い：その他		A:危険だと思わなかった												紐が切れるとは考えてもいなかった。																														04:安全度が不足だった。								資材を移動するにあたり、束ねていた紐の強度的なものが不足していた。		17:下請け指導が不適切だった。								わずかな移動（作業）とはいえ、重量物を扱う際には複数で作業することの徹底指導に欠けていた。		48.00%		50.00%		15.00%		16.00%		稚内ドーム作業ヤード内において、丸めて仮置してあったモルタル注入用２インチ高圧ホース（約２０ｍ、１２０Kg）を移動させるため、束ねてあったビニール紐に手をかけて引っ張ったところ、ビニール紐が切れその反動で転倒した。<改行>その際に左とう骨末端骨折（ヒビ）被災したものである。（休業３日）				・単独での作業は行わない。<改行>・重量物の移動についてはその重量を確認の上、適切に行う。				12000000390078																				ツチヤ総建（株）																																																				労働基準監督署		reserved-37126x1F																						H13-北開局-稚内-0101.xlsx		3/6/15 17:18		3/6/15 17:18		2001		8		20		10		0		2001		TRUE		2		29		北海		1		14		0		14.0		21		1299		6		2001/8/20　10:0		37123.4166666667

		北海道開発局		稚内港湾事務所		枝幸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		09年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		0		1:労災適用		枝幸港南外防波護岸改良工事		事故当日の作業は、海上据え付け準備の為、積み出し岸壁に製作ヤードから運搬された六脚ブロックが岸壁エプロン上に仮置きされていた状態であった。<改行>海の状況も穏やかであり台船に積み込む作業も順調に進み、台船へのブロック積み込みが完了した。<改行>その後、エプロン背後側に仮置きされていた当ブロックをエプロン前側に作業中、ブロックを水平に吊り上げる為にワイヤーをブロック脚部中間で押さえながら吊り上げ作業を行っていた。<改行>このとき、被災者側のワイヤーが弛んでおり、適正な位置を保つため左手でワイヤーを押さえていたが、左手を離すタイミングがあわず、ワイヤーとブロックの間に左手母指を挟まれ負傷したものである。		平成13年8月25日 0時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										65.00%		66.00%		63.00%		62.00%		事故当日の作業は、海上据え付け準備の為、積み出し岸壁に製作ヤードから運搬された六脚ブロックが岸壁エプロン上に仮置きされていた状態であった。<改行>海の状況も穏やかであり台船に積み込む作業も順調に進み、台船へのブロック積み込みが完了した。<改行><改行>その後、エプロン背後側に仮置きされていた当ブロックをエプロン前側に作業中、ブロックを水平に吊り上げる為にワイヤーをブロック脚部中間で押さえながら吊り上げ作業を行っていた。<改行>このとき、被災者側のワイヤーが弛んでおり、適正な位置を保つため左手でワイヤーを押さえていたが、左手を離すタイミングがあわず、ワイヤーとブロックの間に左手母指を挟まれ負傷したものである。				玉掛け作業において合図者は作業員との確認行為を確認した後、オペレーターに指示を行うことを徹底させる。<改行><改行>玉掛けワイヤーにロープを取り付け、ブロックを吊る際に弛んでいるワイヤーを手で押さえないで補助ロープでワイヤーを支えるように改善します。				12000000010945				安田建設（株）																																																																				労働基準監督署		reserved-37130x1F																						H13-北開局-稚内-0501.xlsx		3/6/15 17:18		3/6/15 17:18		2001		8		25		0		0		2001		TRUE		8		18		北海		5		9		0		9.0		14		1102		51		2001/8/25　0:0		37128

		北海道開発局		根室港湾事務所		根室		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		03年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								3:9～15		0		1:労災適用		根室港花咲地区東外防波堤建設工事		当日の作業状況は、２種類のブロックを制作中であり、作業の内容としてはコンクリートのだ説作業と型枠組み立て作業及び脱枠作業を実施していた。<改行>事故は、４０ｔ消波ブロックの型枠脱型作業中に発生したもので、被災者は脱型作業の３人組の１人として従事し、主に型枠を外す作業を行っていたが、合図者ともう１人は脱型した型枠をケレン等を行う集約箇所で100tクレーンとともに型枠の整理、移動を行っていた。<改行>しかし、被災者は２人とは別に、次に脱型するブロックにおいて、脱型する際のボルトを取り外そうとしたが、ボルトがはずれずハンマーで叩いたところ、その振動で型枠が滑り落ちて左肩に接触・転倒し被災した。		平成13年9月8日 11時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		作業手順無視		16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。												型枠を吊るクレーンが無いのに枠を外そうとした。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										17:下請け指導が不適切だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。						脱型作業の基本を無視した作作業での事故であり、基礎心得の教育に欠けていた。		46.00%		43.00%		59.00%		51.00%		当日の作業状況は、２種類のブロックを制作中であり、作業の内容としてはコンクリートのだ説作業と型枠組み立て作業及び脱枠作業を実施していた。<改行>事故は、４０ｔ消波ブロックの型枠脱型作業中に発生したもので、被災者は脱型作業の３人組の１人として従事し、主に型枠を外す作業を行っていたが、合図者ともう１人は脱型した型枠をケレン等を行う集約箇所で100tクレーンとともに型枠の整理、移動を行っていた。<改行>しかし、被災者は２人とは別に、次に脱型するブロックにおいて、脱型する際のボルトを取り外そうとしたが、ボルトがはずれずハンマーで叩いたところ、その振動で型枠が滑り落ちて左肩に接触・転倒し被災した。				・作業手順の再確認（作業手順書に添った作業が行われているかをチェックする。）<改行>・単独行動の禁止<改行>・現場における巡視の見直し<改行>・作業標準書での再教育<改行>今後は、吊りワイヤーが掛けたのを合図者が確認しボルトをはずす。<改行>				真壁建設株式会社				萩原建設工業株式会社				株式会社宮原組																																																																労働基準監督署		reserved-37144x1F																						H13-北開局-根室-0601.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2001		9		8		11		0		2001		TRUE		4		17		北海		3		3		0		3.0		26		299		55		2001/9/8　11:0		37142.4583333333

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		10年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								5:31以上		0		1:労災適用		石狩湾新港島防波堤改良工事		方塊ブロック（４×２．５×１．２　Ｗ＝２４．７ｔ）を運搬するため、トレーラーに積み込む作業中、被災者は吊り上げたブロックを手で押さえながらトレーラーの荷台に降ろしているとき、ブロックが振れて荷台用の自立スタンドとブロックの間に左手を挟まれ被災した。		平成13年9月21日 11時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				3:雨				4:波が高い（1.5以上）		2:弱風（2～4）		3:10～20		4:500～1、000		1:有		2:無		23:荷				16:その他の加害物(　)		トレーラーの荷台		08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。																																		10.00%		10.00%		4.00%		4.00%		方塊ブロック（４×２．５×１．２　Ｗ＝２４．７ｔ）を運搬するため、トレーラーに積み込む作業中、被災者は吊り上げたブロックを手で押さえながらトレーラーの荷台に降ろしているとき、ブロックが振れて荷台用の自立スタンドとブロックの間に左手を挟まれ被災した。				・吊り荷に手を触れないよう介錯ロープ、ハヤスケ等の治具の適正活用を指導徹底する。<改行>・玉掛け合図者は、その補助者の安全状態を確認した上で、オペレーターへの起動合図を行うよう徹底する。				藤建設株式会社				12000000011290				12000001590092																																																																																								H13-北開局-小樽-1401.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		2001		9		21		11		20		2001		TRUE		8		18		北海		5		10		0		10.0		23		1101		51		2001/9/21　11:20		37155.4722222222

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		06年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		稚内港北防波護岸改良外一連工事		稚内ドーム内作業において、ＰＣ綱線巻付機の撤去作業中に吊りおろした足場部分をトラックに積み込んだ後、トラック上で分解作業を行っていた。<改行>足場版に垂直にボルト止めされているアングルを取り外す際に工具を用いてボルトを一旦緩めた後、両手を使ってボルトを外すときにアングルが倒れるのを予測し、肩で受けようとしたが、先にアングルと足場版の間に指を挟み被災した。		平成13年9月26日 13時30分 頃		陸上		トラック上		29:その他(　)		維持補修工		17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0301:倒壊：足場、作業構台等																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。																						04:安全度が不足だった。		20:不安全に物が置いてあった。								08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。										0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						作業を単独で行い、しいては無理な姿勢で作業を行ったことから、今後は単独作業は行わないこととした。<改行>																																																																												労働基準監督署		reserved-37161x1F																						H13-北開局-稚内-0701.xlsx		3/6/15 17:19		3/6/15 17:19		2001		9		26		13		30		2001		TRUE		8		29		北海		1		6		0		6.0		22		301		17		2001/9/26　13:30		37160.5625

		北海道開発局		浦河港湾事務所		浦河		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男				普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折						右母趾基端骨解放骨折		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		浦河港南防波堤工事		南防波堤上において、本体工蓋ブロック据付作業中に、右足親指がケーソン隔壁と蓋ブロックを据え付けるために使用する緩衝剤（木製）に挟まれ負傷した。		平成13年10月5日 12時10分 頃		海上		防波堤上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)																				21:手工具、用具		緩衝剤（木製）		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																																												0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		南防波堤上において、本体工蓋ブロック据付作業中に、右足親指がケーソン隔壁と蓋ブロックを据え付けるために使用する緩衝剤（木製）に挟まれ負傷した。												（株）草塩建設																有限会社岩間建設工業																																																																												H13-北開局-浦河-1001.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		2001		10		5		12		10		2001		TRUE		8		19		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		21		1299		51		2001/10/5　12:10		37169.5069444444

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		28		男		03年 04月		配管工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								2:4～8		0		1:労災適用		新千歳空港美沢川函渠改良工事		函渠内において、水替えのため設置した配管（水深３６ｃｍ）を撤去・運搬作業中、水替え用配管（鋼製φ２００?、Ｌ＝６．０ｍ、９５Kg/本）を集積場所へ移動するため、２人で両端の管口を手に掛け水中を移動させた際、進行方向側の作業員がその先の水中に置かれていた配管に気づかず、管と管との間に指を挟み被災したものである。		平成13年10月30日 16時50分 頃		陸上		函渠内		29:その他(　)		配管撤去工		06:材料、資材等の運搬(人力による)																				24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。																																										0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		函渠内において、水替えのため設置した配管（水深３６ｃｍ）を撤去・運搬作業中、水替え用配管（鋼製φ２００?、Ｌ＝６．０ｍ、９５Kg/本）を集積場所へ移動するため、２人で両端の管口を手に掛け水中を移動させた際、進行方向側の作業員がその先の水中に置かれていた配管に気づかず、管と管との間に指を挟み被災したものである。								株式会社大林組		札幌支店																		足立建設工業（株）																																																				労働基準監督署		reserved-37195x1F				警察		reserved-37195x1F																H13-北開局-千歳-1101.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2001		10		30		16		50		2001		FALSE		8		29		北海		2		3		4		3.3		24		1102		6		2001/10/30　16:50		37194.7013888889

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		43		男		10年 00月		普通作業員										03:刺傷						擦り傷		1:0～3		0				函館空港道路・駐車場改良工事		幹線排水管ＦＲＰＭ管φ１１００，Ｌ＝４．０ｍの仮止めに使う土嚢を製作終了後、バックホウのバケットに積み込みを行うため、オペレータが運転席から作業位置を確認するのに前屈みになった時、無線機のコードが操作レバーに引っかかり、姿勢を起こした際にコードがレバーを引き、バケットが旋回を開始し、積み込み待機中の３名のうち２名に接触し、もう１名が倒れてきた作業員を受け止め一緒に転倒し、それぞれ被災したものである。		平成13年11月9日 13時50分 頃		陸上		作業ヤード内仮設道路		29:その他(　)		幹線排水工		84:その他(　)		土嚢積み込み																		04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)				06:激突され				0803:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ブルドーザー等																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																																												0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		幹線排水管ＦＲＰＭ管φ１１００，Ｌ＝４．０ｍの仮止めに使う土嚢を製作終了後、バックホウのバケットに積み込みを行うため、オペレータが運転席から作業位置を確認するのに前屈みになった時、無線機のコードが操作レバーに引っかかり、姿勢を起こした際にコードがレバーを引き、バケットが旋回を開始し、積み込み待機中の３名のうち２名に接触し、もう１名が倒れてきた作業員を受け止め一緒に転倒し、それぞれ被災したものである。				・合図用無線機のコードを作業服から出さないように固定することを周知徹底させた。<改行>・バックホウの作業半径内で作業するときは機械のエンジンを停止することを周知徹底させた。				北旺建設（株）				堀松建設工業株式会社																タイヨウ工業（株）																																																				労働基準監督署		reserved-37205x1F				警察		reserved-37204x1F																H13-北開局-函館-1203.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		2001		11		9		13		50		2001		FALSE		6		29		北海		1		10		0		10.0		4		803		84		2001/11/9　13:50		37204.5763888889

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		21		男		02年 00月		普通作業員										03:刺傷						かすり傷		1:0～3		0				函館空港道路・駐車場改良工事		幹線排水管ＦＲＰＭ管φ１１００，Ｌ＝４．０ｍの仮止めに使う土嚢を製作終了後、バックホウのバケットに積み込みを行うため、オペレータが運転席から作業位置を確認するのに前屈みになった時、無線機のコードが操作レバーに引っかかり、姿勢を起こした際にコードがレバーを引き、バケットが旋回を開始し、積み込み待機中の３名のうち２名に接触し、もう１名が倒れてきた作業員を受け止め一緒に転倒し、それぞれ被災したものである。		平成13年11月9日 13時50分 頃		陸上		作業ヤード内仮設道路		29:その他(　)		幹線排水工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)																				04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)				06:激突され				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																																												0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		幹線排水管ＦＲＰＭ管φ１１００，Ｌ＝４．０ｍの仮止めに使う土嚢を製作終了後、バックホウのバケットに積み込みを行うため、オペレータが運転席から作業位置を確認するのに前屈みになった時、無線機のコードが操作レバーに引っかかり、姿勢を起こした際にコードがレバーを引き、バケットが旋回を開始し、積み込み待機中の３名のうち２名に接触し、もう１名が倒れてきた作業員を受け止め一緒に転倒し、それぞれ被災したものである。				・合図用無線機のコードを作業服から出ないように固定することを周知徹底させた。<改行>・バックホウの作業半径内で作業するときは機械のエンジンを必ず停止することを周知徹底させた。				北旺建設（株）				堀松建設工業株式会社																タイヨウ（株）																																																				労働基準監督署		reserved-37205x1F				警察		reserved-37204x1F																H13-北開局-函館-1202.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		2001		11		9		13		50		2001		FALSE		6		29		北海		1		2		0		2.0		4		804		4		2001/11/9　13:50		37204.5763888889

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		60		男		10年 00月		職長		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		06:骨盤部				左恥骨骨折、左大腿打撲、第５腰椎左横骨折		01:打撲傷		04:骨折						3:9～15		0		1:労災適用		函館空港道路・駐車場改良工事		幹線排水管ＦＲＰＭ管φ１１００，Ｌ＝４．０ｍの仮止めに使う土嚢を製作終了後、バックホウのバケットに積み込みを行うため、オペレータが運転席から作業位置を確認するのに前屈みになった時、無線機のコードが操作レバーに引っかかり、姿勢を起こした際にコードがレバーを引き、バケットが旋回を開始し、積み込み待機中の３名のうち２名に接触し、もう１名が倒れてきた作業員を受け止め一緒に転倒し、それぞれ被災したものである。		平成13年11月9日 13時50分 頃		陸上		作業ヤード内仮設道路		29:その他(　)		幹線排水工		84:その他(　)		土嚢積み込み																		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																								04:安全度が不足だった。																				0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		幹線排水管ＦＲＰＭ管φ１１００，Ｌ＝４．０ｍの仮止めに使う土嚢を製作終了後、バックホウのバケットに積み込みを行うため、オペレータが運転席から作業位置を確認するのに前屈みになった時、無線機のコードが操作レバーに引っかかり、姿勢を起こした際にコードがレバーを引き、バケットが旋回を開始し、積み込み待機中の３名のうち２名に接触し、もう１名が倒れてきた作業員を受け止め一緒に転倒し、それぞれ被災したものである。				・合図無線機のコードを作業服から出ないように固定することを徹底周知させた。<改行>・バックホウの作業半径内で作業するときは機械のエンジンを必ず停止することを徹底周知させた。				北旺建設（株）				堀松建設工業株式会社																タイヨウ（株）																																																				労働基準監督署		reserved-37205x1F				警察		reserved-37204x1F																H13-北開局-函館-1201.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		2001		11		9		13		50		2001		FALSE		3		29		北海		3		10		0		10.0		4		804		84		2001/11/9　13:50		37204.5763888889

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		52		男		15年 00月		一般土木作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						切傷		1:0～3		0		1:労災適用		広島空港付替水路等工事				平成13年11月15日 15時0分 頃		陸上		水路		25:土工				57:目地		区画線		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		2:50～200						26:その他の起因物(　)		りん木		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										15:安全装置が不適・不良だった。								今回の事故では、電動丸のこに瀝青材（エラスタイト切りくず）が付着しており安全装置の反応が遅れたことが考えられる。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										97.00%		97.00%		60.00%		60.00%		目地材(ｴﾗｽﾀｲﾄ20ｍｍ）を丸のこで切断中、目地材の下にかませていたりん木に丸のこがあたり跳ね上がって左手人さし指を切傷したものである。				りん木のかませ方・配置について、位置の確認を確実に行い、切断前にも再確認する。丸鋸の始業前点検を確実に行う。又、作業終了後清掃を行う。エラスタイト等を切断する時は、一枚毎に丸鋸の清掃を行う。				アイサワ工業株式会社																				12000000009528				沼田建設株式会社																																																																								H13-中国-広島-1303.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		2001		11		15		15		0		2001		FALSE		9		25		中国		1		15		0		15.0		26		1299		57		2001/11/15　15:0		37210.625

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所		石垣		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男				型枠工		10:その他(　)						腰椎		13:その他(　)						圧迫骨折		5:31以上		0				石垣港（本港地区）防波堤（沖南）A工区ケーソン製作工事		１５時１０頃：クレーンオペレーターが吊り足場の異変に気付き、近くの職長に連絡し吊り足<改行>　　　　　　　場上を確認したが、作業員がいないため、吊り足場を移動させたところ、２名<改行>　　　　　　　が倒れていたので現場代理人へ連絡する。<改行>１５時１５分：現場代理人が作業現場へ駆けつけ救急車に通報する。<改行>１５時２０分：救急車が到着し救助<改行>１５時３０分：被災者を救助後、八重山病院へ搬送した。		平成13年11月19日 15時10分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				84:その他(　)		Ｐコン処理		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）				5:1、000以上				1:有		11:足場、通路								01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																												07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。						１．専用の搭乗設備を設けずに、転位及び脱落を防止する措置を講じていなかった。<改行>２．安全帯を装着していたがフックを掛けていなかった。										危険を防止するための合図者が、クレーン作業中に一時的にせよ持ち場を離れる不安全な行動があった。		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		１５時１０頃：クレーンオペレーターが吊り足場の異変に気付き、近くの職長に連絡し吊り足<改行>　　　　　　　場上を確認したが、作業員がいないため、吊り足場を移動させたところ、２名<改行>　　　　　　　が倒れていたので現場代理人へ連絡する。<改行>１５時１５分：現場代理人が作業現場へ駆けつけ救急車に通報する。<改行>１５時２０分：救急車が到着し救助<改行>１５時３０分：被災者を救助後、八重山病院へ搬送した。				１．請負者には、労働安全衛生法に基づき安全が確保できる作業方法を定めた作業計画書を作成し、その作業計画に基づき作業を行えるよう作業の開始前に、関係労働者に周知徹底を図らせる。<改行>２．請負者及び請負人が吊り足場等を使用する作業形態の場合は、足場構造形式、作業手順及び安全対策等を施工計画書に記載させる。<改行>３．請負者に合図者の不安全行動を排除させる。<改行>４．工事事務所は、作業内容に応じた安全管理体制が確保されるよう、監督業務を強化する。				西里建設（株）																																																																								労働基準監督署		reserved-37237x1F		元請業者（西里建設）<改行>台船等のクレーンを用いて作業を行うときには、法に基づき安全が確保できる作業方法を定めた作業計画書を作成し、その作業計画に基づき作業を行うよう関係労働者に周知徹底すること。		労働基準監督署		reserved-37237x1F		下請業者（相模建設）<改行>専用の搭乗設備を使用し、作業計画・安全作業手順を作成し周知徹底すること。また、安全帯の使用及び使用状況の確認を確実に行うこと。														H13-沖総局-石垣-1003.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		2001		11		19		15		10		2001		TRUE		1		12		沖縄		5		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		11		101		84		2001/11/19　15:10		37214.6319444444

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所		石垣		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男				型枠工		10:その他(　)						腰椎		13:その他(　)						圧迫骨折		5:31以上		0				石垣港（本港地区）防波堤（沖南）Ａ工区ケーソン製作工事		１５時１０頃：クレーンオペレーターが吊り足場の異変に気付き、近くの職長に連絡し吊り足<改行>　　　　　　　場上を確認したが、作業員がいないため、吊り足場を移動させたところ、２名<改行>　　　　　　　が倒れていたので現場代理人へ連絡する。<改行>１５時１５分：現場代理人が作業現場へ駆けつけ救急車に通報する。<改行>１５時２０分：救急車が到着し救助<改行>１５時３０分：被災者を救助後、八重山病院へ搬送した。		平成13年11月19日 15時10分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				84:その他(　)		Ｐコン処理		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）				5:1、000以上				1:有		11:足場、通路				03:作業床				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																												07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。						１．専用の搭乗設備を設けずに、転位及び脱落を防止する措置を講じていなかった。<改行>２．安全帯を装着していたがフックを掛けていなかった。										危険を防止するための合図者が、クレーン作業中に一時的にせよ持ち場を離れる不安全な行動があった。		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		１５時１０頃：クレーンオペレーターが吊り足場の異変に気付き、近くの職長に連絡し吊り足<改行>　　　　　　　場上を確認したが、作業員がいないため、吊り足場を移動させたところ、２名<改行>　　　　　　　が倒れていたので現場代理人へ連絡する。<改行>１５時１５分：現場代理人が作業現場へ駆けつけ救急車に通報する。<改行>１５時２０分：救急車が到着し救助<改行>１５時３０分：被災者を救助後、八重山病院へ搬送した。				１．請負者には、労働安全衛生法に基づき安全が確保できる作業方法を定めた作業計画書を作成し、その作業計画に基づき作業を行えるよう作業の開始前に、関係労働者に周知徹底を図らせる。<改行>２．請負者及び請負人が吊り足場等を使用する作業形態の場合は、足場構造形式、作業手順及び安全対策等を施工計画書に記載させる。<改行>３．請負者に合図者の不安全行動を排除させる。<改行>４．工事事務所は、作業内容に応じた安全管理体制が確保されるよう、監督業務を強化する。				西里建設（株）																																																																								労働基準監督署		reserved-37237x1F		元請業者（西里建設）<改行>台船等のクレーンを用いて作業を行うときには、法に基づき安全が確保できる作業方法を定めた作業計画書を作成し、その作業計画に基づき作業を行うよう関係労働者に周知徹底すること。		労働基準監督署		reserved-37237x1F		下請業者（相模建設）<改行>専用の搭乗設備を使用し、作業計画・安全作業手順を作成し周知徹底すること。また、安全帯の使用及び使用状況の確認を確実に行うこと。														H13-沖総局-石垣-1002.xlsx		3/6/15 17:11		3/6/15 17:11		2001		11		19		15		10		2001		TRUE		1		12		沖縄		5		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		11		101		84		2001/11/19　15:10		37214.6319444444

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		08年 00月		型枠工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷		04:骨折						4:16～30		0		1:労災適用		直江津港（港口地区）沖防波堤本体工事（その３）		　被災者は、ｹｰｿﾝ(B-6号函)2層目の内型枠をｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝにより建込作業中、ｱｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽの高さ調整材が外れ、弾みで型枠が下がり内型枠鋼材(内足場設置用金具)と底版ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾝﾁ部との間に左足甲を挟まれ負傷した。		平成13年12月3日 10時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				3:雨						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1												19:保護具が不良だった。										99:その他								安全教育指導は行っていたが、作業員個人の意識まで把握できなかった。		10.00%		12.00%		27.00%		31.00%		7:00　朝礼・安全ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ<改行> 7:25　作業開始<改行>10:00　6マス目の内型枠設置開始<改行>10:20　足場鋼材とｹｰｿﾝ底部(ﾊﾝﾁ部)に左足の甲を挟まれ被災した。<改行>10:25　北越病院へ現場車で搬送。				・詳細な作業手順、その手順における要点・急所及び危険ﾎﾟｲﾝﾄを明確に指示する。<改行>・日常の各作業ｻｲｸﾙ毎に危険要因を挙げ5W1H形式で対策を明確にする。<改行>・ﾋﾔﾘ･ﾊｯﾄ体験を挙げてもらい、翌日のKY活動に取り入れ、作業手順の見直しを図る。<改行>・内足場固定用のｱﾝｸﾞﾙにﾍﾞﾆﾔ板を引き隙間をなくす。<改行>・KY活動を通じ危険個所のあらいだしを行い、ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰによる災害を防止する。				株式会社本間組				みらい建設工業株式会社																												文章注意						今後が現場作業に当たって、さらなる安全管理措置を講じ、かかる事態が再発しないよう厳重に注意する。		同上						同上																																																		H13-北陸-新潟-0501.xlsx		3/6/15 18:27		3/6/15 18:27		2001		12		3		10		20		2001		TRUE		8		11		北陸		4		8		0		8.0		22		1399		55		2001/12/3　10:20		37228.4305555556

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事								普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						右まゆ切り傷		03:刺傷								1:0～3		0				苫小牧港東港区中央泊地（Ｂ区域）浚渫工事		敷鉄板を第３仮置場から第２仮置場に移動させる作業において、敷鉄板を玉掛けする準備作業として、ハッカを使用して敷鉄板と敷鉄板との間に隙間を設けるために片側を吊り上げて角材を入れたときに敷鉄板がハッカからはずれ、その反動でハッカが被災者の方向にとんできて被災者の右まゆにあたり被災した。		平成13年12月13日 7時20分 頃		陸上		仮置きヤード		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)		敷鉄板移設																		22:仮設物・建造物等				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。																						04:安全度が不足だった。		23:作業場の整理が悪かった。																		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		敷鉄板を第３仮置場から第２仮置場に移動させる作業において、敷鉄板を玉掛けする準備作業として、ハッカを使用して敷鉄板と敷鉄板との間に隙間を設けるために片側を吊り上げて角材を入れたときに敷鉄板がハッカからはずれ、その反動でハッカが被災者の方向にとんできて被災者の右まゆにあたり被災した。				・敷鉄板の仮置きは、後で玉掛けがしやすいように仮置き場所は水平な地盤の箇所に仮置きする。<改行>・敷鉄板１枚毎にばん木を差し込んで仮置きする。<改行>・敷鉄板を積み込み、移動させるときはハッカを使用しないで電磁磁石付きバックホウを使用する。				東洋建設（株）				株式会社大林組				岩倉建設（株）																																																																																								H13-北開局-苫小牧-1301.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2001		12		13		7		20		2001		TRUE		4		5		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		22		201		84		2001/12/13　7:20		37238.3055555556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		05年 00月		鍛冶工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		頭、手首、指		04:骨折								5:31以上		0		1:労災適用		横浜港本牧地区道路高架橋下部工事（その４）		Ｐ３橋脚において東電管路（２条２段）の吊り桁を撤去する為に桁下中央部にて玉掛補助作業を行っていた被災者が作業終了後、介錯ロープを吊り桁に取り付ける為地上に上がろうとしたが、その際に安全通路を使用せずに近道をしようとして、東電管路上を歩行して落差のある山留め材に足をかけた所バランスを崩し３．８ｍ下の床付け面上に墜落し被災したものである。		平成13年12月21日 15時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				56:支保工の組立・解体				3:雨						1:微風（～2）		2:0～10		1:0～50						22:仮設物・建造物等				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1																						04:理解度の確認が不十分だった。										0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		8:00　安全朝礼・ラジオ体操開始<改行> 8:15　Ｐ３橋脚部作業者の新規入場者教育及び作業手順等確認<改行> 8:40　クレーン(22t)現場入場<改行> 8:45　桁の補強部材等の撤去作業<改行>12:00　昼食・休憩<改行>13:00　午後からの作業・明日の作業の打ち合わせを実施<改行>13:15　午後からの作業開始、桁材隅部のボルト材撤去作業<改行>15:30　東電管路吊り桁撤去作業中に事故発生				?定期の作業打ち合わせ・始業ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ内容を具体的に行い周知徹底させる<改行>?作業員全員で作業の安全を声を出して確認し合い一人作業は絶対しない<改行>?工事指揮命令系統を明確にします<改行>?新規入場者教育を更に充実させ、理解し易く教育する				大豊建設株式会社																																大豊建設・株						口頭注意																																																										H13-関東-京浜-1304.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		2001		12		21		15		0		2001		TRUE		1		29		関東		5		5		0		5.0		22		199		56		2001/12/21　15:0		37246.625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		00年 03月		ＳＣＰ船オペレーター		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		石巻港雲雀野地区防波堤（南）基礎（改良）工事		ｱﾝｶｰ本投錨のため、揚錨船により船首NO.2ｱﾝｶｰのｱﾝｶｰ起しﾜｲﾔｰを吊り上げた時、ｱﾝｶｰﾌﾞｲがｱﾝｶｰ起しﾜｲﾔｰの編込み部の麻芯に引っ掛かったため、ｱﾝｶｰ起しﾜｲﾔｰを巻き取ることが出来なくなった。<改行>そのため、ｱﾝｶｰﾌﾞｲを取り外そうと、鉄ﾊﾟｲﾌﾟでｱﾝｶｰﾌﾞｲを叩いた時に、持っている鉄ﾊﾟｲﾌﾟとＳＣＰ船のｽﾀﾝｼｮﾝﾊﾟｲﾌﾟの間に指を挟んで骨折した。		平成13年12月21日 17時55分 頃		海上		FD、作業船上		06:地盤改良				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		4:500～1、000		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		アンカーブイ		16:その他の加害物(　)		鉄パイプ		19:動作の反動・無理な動作				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった														04:安全度が不足だった。										07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								25.00%		22.00%		51.00%		38.00%		14:30ＳＣＰ船砂杭打設作業終了、16:15現場より曳航開始、17:15岸壁前着 曳航索取り外し  17:30曳航ﾜｲﾔｰ取込、　<改行>17:55ｱﾝｶｰ本投錨のため揚錨船により船首NO.2ｱﾝｶｰのｱﾝｶｰ起しﾜｲﾔｰを吊り上げた時、ｱﾝｶｰﾌﾞｲがｱﾝｶｰ起しﾜｲﾔｰの編込み部の麻芯に引っ掛かったため、ｱﾝｶｰ起しﾜｲﾔｰを巻き取ることが出来なくなった。そのため、ｱﾝｶｰﾌﾞｲを取り外そうと、鉄ﾊﾟｲﾌﾟでｱﾝｶｰﾌﾞｲを叩いた時に、持っている鉄ﾊﾟｲﾌﾟとＳＣＰ船のｽﾀﾝｼｮﾝﾊﾟｲﾌﾟの間に指を挟んで骨折した。<改行>				１．安全教育・訓練を１ヶ月に２回（８ｈ/月）実施し、２回の内１回はＪＶ各社の支店安全担当者が出席して教育を行い、全員の安全意識高揚に努める。（全ての作業で作業指揮者が指示・指導を行い、作業内容を作業員全員に周知してから作業開始するよう徹底する。）<改行>２．危険予知活動の活性化を促すため、不安全行動予知活動（ＦＫＹ）の強化を図り、確実に実施するように指導する。<改行>３．ｱﾝｶｰ起しﾜｲﾔｰ（６本）を新品に交換し、つぼの下に可動ﾘﾝｸﾞを取付けｱﾝｶｰ起しﾜｲﾔｰへのｱﾝｶｰﾌﾞｲの引っ掛かりを防止する。また、ｱﾝｶｰ作業開始前にﾜｲﾔｰ等の点検を確実に行う。<改行>４．非定常作業が発生した場合は、作業を止めてﾐｰﾃｨﾝｸﾞを行い、作業手順を全員に周知してから作業を開始する。<改行>																																																																																																				H13-東北-塩釜-0201.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		2001		12		21		17		55		2001		TRUE		19		6		東北		1		0		3		0.3		26		1104		14		2001/12/21　17:55		37246.7465277778

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		呉		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		02年 06月		型枠工		10:その他(　)						腰部		13:その他(　)						捻挫		1:0～3		0		1:労災適用		呉港阿賀地区岸壁(-7.5m)?工事		枠組足場上でコンクリ－トの締め固めをしており、バイブレ－タが側壁部鉄筋に引っかかって抜けなくなった。		平成13年12月24日 10時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		バイブレ－タ－		17:加害物なし				19:動作の反動・無理な動作				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。																												43.00%		41.00%		50.00%		31.00%		事故当日の午前10時15分頃ケ－ソン普通函第３ロットのコンクリ－トを打設において被災者はバイブレ－タ－にて締め固めをしていたが、鉄筋に引っかかり無理に抜こうとしたところ腰に痛みを感じた。被災直後は被災者本人も大丈夫であると言っていたが、大事をとって休養した。<改行>しかし、翌日になっても立つ・座るという動作の際に痛みがあり、病院で急性腰仙部捻挫と診断され、１ヶ月程度の安静が必要である。と診断された。				?今回の事故を踏まえて全作業員に安全意識の高揚と無事故の徹底を図る。?休日作業中に事故が発生したため、再度工程の見直しを図る。?作業手順書について、再度全作業員に周知徹底するよう指導する。?安全施工サイクルの安全朝礼、ＫＹ活動、統括安全衛生責任者の現場巡視、作業中の指揮監督、作業安全打ち合せ、新規入場者教育並びに作業慣れ等による不安全行動及び不安全設備の是正等の安全教育の強化を図る。?緊急連絡体制の再認識と周知徹底を図る。				山陽建設株式会社																																																																																																H13-中国-広島-1304.xlsx		3/6/15 17:57		3/6/15 17:57		2001		12		24		10		15		2001		TRUE		19		11		中国		1		2		6		2.5		26		1299		60		2001/12/24　10:15		37249.4270833333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		13年 00月		甲板員		04:胸部								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		直江津港(荒浜ふ頭地区)作業基地浚渫工事		浚渫作業終了後、年末年始休暇に入るため、ﾎﾟﾝﾌﾟ浚渫船の作業員が係留用ｱﾝｶｰ設置後、玉ブイを作業基地桟橋上に上げるため揚錨船より作業基地桟橋上(高さ0.8m)へ乗り移ろうとし、左足を桟橋上にかけた所、凍結のため足を滑らし揚錨船甲板上へ転倒し負傷した。		平成13年12月29日 6時10分 頃		海上		作業基地港内		05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		桟橋上部工の凍結		16:その他の加害物(　)		揚錨船甲板上のﾌｪｱﾘｰﾀﾞｰ		02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																		作業場所の安全確認不足		76.00%		76.00%		98.00%		98.00%		4:00　ﾎﾟﾝﾌﾟ浚渫船の係留作業現場KYﾐｭｰﾃｨﾝｸﾞ実施後､ｱﾝｶﾘﾝｸﾞ作業開始。<改行>6:10　作業基地桟橋に移る際､足を滑らせﾊﾞﾗﾝｽを崩して転倒し右脇腹を揚錨船のﾌｪｱﾘｰﾀﾞｰで打　　撲。<改行>6:20　本人の申し出により、ﾎﾟﾝﾌﾟ浚渫船内で休息。<改行>6:30　痛みが増してきたとの本人の申し出があったためJV事務所に事故発生の第一報を連絡。<改行>6:45　監理技術者が本人の状況を確認し救急車の派遣を要請。<改行>7:00　新潟労災病院に救急車で搬送。				・作業手順の急所、要点、注意事項を全作業員に対し教育を徹底し、動作前の指差し確認を、現場ﾐｭｰﾃｨﾝｸﾞを通じ徹底させる。<改行>・作業桟橋上での作業の際は、凍結していない場所を確認する。<改行>・作業前の現場ﾐｭｰﾃｨﾝｸﾞ及びＫＹ活動時ﾋｱﾘﾊｯﾄ体験を上げてもらい作業手順の再認識を深める。<改行>・現場ﾊﾟﾄﾛｰﾙをﾁｪｯｸﾘｽﾄの使用により強化する。				株式会社本間組				若築建設（株）				国土総合建設（株）																								文章注意		reserved-37292x1F				今後は現場作業に当たって、さらなる安全管理措置を講じ、かかる事態が再発しないよう厳重に注意する。		同上						同上		同上						同上																																										H13-北陸-新潟-0601.xlsx		3/6/15 18:27		3/6/15 18:27		2001		12		29		6		10		2001		TRUE		2		5		北陸		1		13		0		13.0		25		1399		15		2001/12/29　6:10		37254.2569444444

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		10年 00月		型枠大工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						13:その他(　)						眼球破裂		4:16～30		0		1:労災適用		横須賀港馬堀地区護岸被覆工事		６．３ｔ型テットラポット型枠外し作業中でハンマーを用い側枠の上側のコッターピンを外し終わり次に下側の底枠と側枠を固定している最初の１個目のコッターピンを外す為、型枠に対して正面向きのかがみ姿勢でコッターピンを叩こうとしたところ、強くあたりすぎた為コッターが飛び型枠に跳ね返り、右目に当たり負傷した。		平成14年1月22日 16時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		型枠締め付け用コッター		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。																		04:理解度の確認が不十分だった。										0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		６．３ｔ型テットラポット型枠外し作業中でハンマーを用い側枠の上側のコッターピンを外し終わり次に下側の底枠と側枠を固定している最初の１個目のコッターピンを外す為、型枠に対して正面向きのかがみ姿勢でコッターピンを叩こうとしたところ、強くあたりすぎた為コッターが飛び型枠に跳ね返り、右目に当たり負傷した。				１．コッターを叩いて外すのではなく、コッターを叩き緩め外し、コッターを外す順番は、型枠の上側からとする。<改行>２．作業中は防護用ゴーグルを着用する。<改行>３．コッターピンを外す際、体の位置をコッターの抜ける反対方向にし作業する。<改行>４．コッターピンを一度に強打せず、軽く何度か叩き緩んだことを確認し取り外しをする。<改行>５．作業員一人一人が周囲の安全を確認し、軽作業を軽視せず作業する。<改行>６．心のゆとりをもち、あわて作業は行わない。				（株）大滝工務店																				有限会社三成港湾																																																																												H13-関東-京浜-1401.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		2002		1		22		16		30		2001		TRUE		4		17		関東		4		10		0		10.0		26		299		55		2002/1/22　16:30		37278.6875

		中部地方整備局		清水港湾事務所		御前崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		03年 10月		大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		御前崎港防波堤（西）築造工事		自航式起重機船を係留固定し安定した起重機船上で、作業員２名（ブラケット固定ネジ取外し担当者、ブラケット保持担当者）がブラケット足場の撤去作業を行っていたところ、ブラケット保持を行っていた作業員が近隣を航行する船舶に気をとられ、よそ見をし、取外したブラケットの先端部分に右手小指先端部分が挟まれた。		平成14年2月1日 10時20分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				56:支保工の組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		13:支保工				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		14:放心、考えごとをしていた。		19:よそ見をしていた。																																								0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		自航式起重機船を係留固定し安定した起重機船上で、作業員２名（ブラケット固定ネジ取外し担当者、ブラケット保持担当者）がブラケット足場の撤去作業を行っていたところ、ブラケット保持を行っていた作業員が近隣を航行する船舶に気をとられ、よそ見をし、取外したブラケットの先端部分に右手小指先端部分が挟まれた。				（１）作業員の安全教育を再度徹底し、不安全行動の是正と、安全意識の高揚を計る。<改行>（２）作業手順の再確認と作業員の人員配置と役割分担を明確にする。				日本海工株式会社		名古屋支店																						（株）タカノ建業																																																																								H13-中部-清水-0201.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2002		2		1		10		20		2001		TRUE		8		21		中部		1		3		10		3.8		13		1399		56		2002/2/1　10:20		37288.4305555556

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		今治		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		23年 00月		クレーンオペレーター		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		0		1:労災適用		今治港冨田地区防波堤築造工事		ケーソン吊り出しのため、起重機船係留用の陸上シンカーの設置作業をトラッククレーン（１００ｔ吊）にて行っていた。作業完了後、オペレーターが運転席（ｈ＝１．５ｍ）から離れようとしたとき、足を滑らせて地面に右肩から転落し上腕部を骨折した。		平成14年2月1日 11時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置		移動式クレーン		01:地面				01:墜落・転落				0116:墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																														75.00%		75.00%		50.00%		50.00%						・トラッククレーンを用いる作業では、再発防止のための反省会と安全教育を再度徹底する。<改行>・ヒューマンエラー防止のための教育を行い、安全意識の高揚をめざす。<改行>・トラッククレーンへの乗降をより安全にするため、設備のさらなる充実を図る。<改行>・現場内における作業手順の再徹底を行う				12000000003560		四国支店																		アイエン工業（株）																		２月７日　松山港湾空港工事事務所より口頭注意																																		労働基準監督署		reserved-37288x1F		現場検証なし。<改行>１２：２０、現場代理人が状況説明に出向く。<改行>工事再開に関しては支障なし。		警察		reserved-37288x1F		１２：５０、現場検証終了。<改行>作業再開に関しては支障なし。														H13-四国-松山-0301.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2002		2		1		11		20		2001		TRUE		1		19		四国		5		23		0		23.0		14		116		51		2002/2/1　11:20		37288.4722222222

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島小松島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		09年 09月		型枠大工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								6:死亡		0		1:労災適用		徳島小松島港赤石地区岸壁（－１０ｍ）築造工事（その２）		枠組み足場を３段×４スパンに分割しクローラクレーン（５０ｔ吊）を用いて解体作業を行っていた。足場を地上に仮置き後、作業員２名が玉外し・資材改修のためそれぞれ足場の１段目、２段目に上がった。玉外し後、２段目上の作業員が巻き上げ合図を送り、ワイヤを巻き上げた際、玉掛けワイヤのアイが足場部材（ロックピン）に引っかかり、足場が倒壊した。同時に、足場上で作業を行っていた２名も足場とともに転落し、死傷した。		平成14年2月6日 16時12分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						14:物上げ装置				01:地面				01:墜落・転落				0301:倒壊：足場、作業構台等		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																						08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										80.00%		80.00%		95.00%		95.00%						・作業手順の遵守と熟知、作業手順書の見直しを図る「人的」<改行>・ＴＢＭ・ＫＹ活動の徹底<改行>・転倒防止措置を講ずる「物的」<改行>・昇降設備のない箇所では梯子を設置する<改行>・安全設備のさらなる充実を行う<改行>・安全作業手順の見直し、特に高所作業時の安全教育の充実「管理」<改行>・不安全行動を排除すべく、安全意識の高揚、教育の充実<改行>・日々のＫＹ活動の再充実				12000000004229																				八光建設（株）																																																				労働基準監督署				特になし		警察				特になし		当局		reserved-37295x1F		小松島港湾空港工事事務所より厳重注意文書								H13-四国-小松島-0402.xlsx		3/6/15 17:51		3/6/15 17:51		2002		2		6		16		12		2001		TRUE		1		11		四国		6		9		9		9.8		14		301		17		2002/2/6　16:12		37293.675

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島小松島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		05年 00月		型枠大工		06:骨盤部								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		徳島小松島港赤石地区岸壁（－１０ｍ）築造工事（その２）		枠組み足場を３段×４スパンに分割しクローラクレーン（５０ｔ吊）を用いて解体作業を行っていた。足場を地上に仮置き後、作業員２名が玉外し・資材改修のためそれぞれ足場の１段目、２段目に上がった。玉外し後、２段目上の作業員が巻き上げ合図を送り、ワイヤを巻き上げた際、玉掛けワイヤのアイが足場部材（ロックピン）に引っかかり、足場が倒壊した。同時に、足場上で作業を行っていた２名も足場とともに転落し、死傷した。		平成14年2月6日 16時12分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						14:物上げ装置						０１．地面　若しくは　０８．崩壊・倒壊		01:墜落・転落				0301:倒壊：足場、作業構台等		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																						08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										80.00%		80.00%		95.00%		95.00%						・作業手順の遵守と熟知、作業手順書の見直しを図る「人的」<改行>・ＴＢＭ・ＫＹ活動の徹底<改行>・転倒防止措置を講ずる「物的」<改行>・昇降設備のない箇所では梯子を設置する<改行>・安全設備のさらなる充実を行う<改行>・安全作業手順の見直し、特に高所作業時の安全教育の充実「管理」<改行>・不安全行動を排除すべく、安全意識の高揚、教育の充実<改行>・日々のＫＹ活動の再充実				12000000004229																				八光建設（株）																																																				労働基準監督署				特になし		警察				特になし		当局		reserved-37295x1F		小松島港湾空港工事事務所より厳重注意文書								H13-四国-小松島-0401.xlsx		3/6/15 17:51		3/6/15 17:51		2002		2		6		16		12		2001		TRUE		1		11		四国		1		5		0		5.0		14		301		17		2002/2/6　16:12		37293.675

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		東京湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		05年 00月		船長		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)				01:打撲傷		02:創傷		04:骨折						0		2:労災非適（船員法適用）		東京湾口航路（中ノ瀬航路）浚渫工事（その２）		船長である被災者は、押船の４階操舵室、機関長は１階機関室、他の船員２名は土運船上にそれぞれ待機していた。船長の指示により窓清掃を開始したが、清掃中に被災者が誤って４階の操舵室から２階デッキに転落し負傷した。		平成14年2月11日 8時5分 頃		海上		覆砂区域		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		作業面		02:甲板				01:墜落・転落				0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1																						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		船長である被災者は、押船の４階操舵室、機関長は１階機関室、他の船員２名は土運船上にそれぞれ待機していた。船長の指示により窓清掃を開始したが、清掃中に被災者が誤って４階の操舵室から２階デッキに転落し負傷した。				?操舵室の窓またはデッキの手摺りから身を乗り出す等の不安全行動の禁止を徹底する。?船室外作業時は保護具（保護帽、救命胴衣、安全靴）の完全着用を徹底する。?高所作業時は安全帯の完全着用を徹底する。				東洋建設株式会社																				松浦企業（株）												東洋建設・株						口頭注意																																																										H13-関東-東京湾口-1402.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2002		2		11		8		5		2001		TRUE		1		5		関東		ERROR:#VALUE!		5		0		5.0		26		110		3		2002/2/11　8:5		37298.3368055556

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		06年 10月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		13:その他(　)				捻挫		1:0～3		0		1:労災適用		高知港三里地区防波堤（南）工事（その(5)）		消波ブロック８０ｔの転置・仮置作業中、被災者は巻き上げ中の玉掛ワイヤーが緩んだことに気づき、修正しようと玉掛けワイヤーをつかんだ。その際、ワイヤーとブロックの間に指を挟まれ、創傷・捻挫の負傷を受けた。		平成14年2月18日 11時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		4:500～1、000						14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった																												0.40%		0.20%		23.40%		15.60%		８：００　　ラジオ体操、朝礼<改行>８：１０　　ＫＹの実施<改行>８：１５　　始業前点検<改行>８：２０　　型枠荒組作業開始、消波ブロック８０ｔ転置作業開始<改行>９：３０　　現場巡視（現場代理人）<改行>１０：００～１０：３０　作業休憩<改行>１０：３０　休憩を終え、転置作業開始<改行>１１：２０　事故発生				・同種工事の作業「慣れ」により安全意識が薄れがちになるため、危険予知訓練等安全教育を再度行う。<改行>・合図では、建設クレーン標準合図法に加え、ﾌﾘｰﾊﾝﾄﾞﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰを併用する。<改行>・上乗せ安全対策として、安全性をより高めるため、玉掛け作業員を１名増員する。				12000000016633																																						厳重注意（２月１９日付）																																		労働基準監督署		reserved-37305x1F		特になし		警察		reserved-37305x1F		翌１９日、現場検証。<改行>注意指導等は特になし。														H13-四国-高知-0501.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		2002		2		18		11		20		2001		TRUE		8		18		四国		1		6		10		6.8		14		603		51		2002/2/18　11:20		37305.4722222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		34		男		10年 00月		運転工		03:背部								04:骨折								5:31以上		0		1:労災適用		東京国際空港誘導路改良工事（その２）		当工事で発生した掘削土砂を空港内の仮置場にダンプトラックにて運搬捨土終了後、<改行>ダンプトラックの荷台を下げないで走行したため、運搬経路途中にあるアクセストンネル入り口に<改行>荷台が衝突し、その衝撃で荷台が車体から脱落し、トンネル入り口に引っ掛かった状態になり、<改行>車体は１５０ｍ程走行し停止した。		平成14年2月23日 3時10分 頃		陸上		その他		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				03:激突				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		平成１４年２月２２日（金）～平成１４年２月２３日（土）<改行>２月２２日（金）　<改行>２２：５０　現場詰所で朝礼、作業打合せ<改行>作業打合せ内容　作業内容及び運航経路指示<改行>　　　　　　　　安全注意事項指示<改行>KY活動　　　　　重機旋回半径内に立ち入らない<改行>　　　　　　　　決められた通路を利用する<改行>２３：３０　現場入場に向け各作業準備<改行><改行>２月２３日（土）<改行>０：００　工事開始のため現場入場<改行>０：２０　作業開始　（土工-掘削）<改行>３：１０　事故発生				・仮置場への運搬・捨土及び現場内への資材納入がある場合は、ダンプトラックの荷台が下がったことを誘導員が確認合図（笛で合図、クラクションで応答）によって確認する。<改行>・ダンプトラックの運転席に荷台が下がったことを指差し呼称で確認させるよう、ステッカーを貼る。<改行>・下請会社に運転手の健康状態を確認させ、異状がある場合は就業させない。				三井住建道路株式会社																				12000000094461												三井道路・株						文書警告																																																										H13-関東-東京空港-1303.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2002		2		23		3		10		2001		FALSE		3		25		関東		5		10		0		10.0		5		701		7		2002/2/23　3:10		37310.1319444444

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		東京湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		14年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						03:刺傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京湾口航路（浦賀水道航路）方塊撤去工事（その４）		方塊撤去作業開始前、現場で待機していた係留前の潜水士船上で潜水士用ウエイトベルトのベルトとショルダーの接続部補強を結束バンドで行っていた際、結束バンドの余った端をしゃがんだ状態でカッターナイフで切断している時、船が揺れバランスを崩ししりもちを付いた弾みで、左側に転がり持っていたカッターナイフで左足脹脛を切った。		平成14年3月11日 7時40分 頃		海上		その他		29:その他(　)		撤去工		23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった														99:その他								船が揺れた。												0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		方塊撤去作業開始前、現場で待機していた係留前の潜水士船上で潜水士用ウエイトベルトのベルトとショルダーの接続部補強を結束バンドで行っていた際、結束バンドの余った端をしゃがんだ状態でカッターナイフで切断している時、船が揺れバランスを崩ししりもちを付いた弾みで、左側に転がり持っていたカッターナイフで左足脹脛を切った。				１．正しく安全な道具の使い方をする。<改行>２．単純作業に潜む危険を認識させるため、朝礼・ＫＹＫを通して繰り返し注意を喚起する。<改行>３．用途に適した道具を使用する。<改行>４．うっかりミス・単純作業に潜む危険について、安全教育に取入れ教育していく。<改行>５．作業責任者は、各作業員の状況を把握し、危険があると思われる行動をさせない。				みらい建設工業株式会社																				松庫工業（株）				12000000963441								三井不動産建設・株						口頭注意																																																										H13-関東-東京湾口-1304.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2002		3		11		7		40		2001		TRUE		9		29		関東		1		14		0		14.0		8		1299		23		2002/3/11　7:40		37326.3194444444

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男				船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0				名古屋港第一ポートアイランド中仕切堤築造工事		ランプウエイバージ（1800t積）が工事の廃材の運搬及び工事機械の搬出のため航行中に、タンカー（109t)が側面に衝突		平成14年4月23日 13時0分 頃		海上		その他		25:土工				08:材料、資材等の運搬(海上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）										08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																																																																70.00%		81.00%		50.00%		74.00%		西３区よりポートアイランドへ工事機械等運搬のため、航行中の松庫工業所属のランプウエイバージ1、800t積「名龍」が、金城ふ頭より四日市港へ航行中の東海タンカー所属の小型タンカー109t「龍衛」と西航路にて衝突した。								12000003003650		名古屋支店																																																																																														H14-中部-名古屋-0201.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2002		4		23		13		0		2002		TRUE		3		25		中部		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		8		1399		8		2002/4/23　13:0		37369.5416666667

		中部地方整備局		三河港湾事務所		中山水道航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		06年 08月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部				02:創傷		04:骨折						5:31以上				1:労災適用		中山水道航路浚渫工事				平成14年5月5日 5時10分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		係留用ロープ		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等		A:危険だと思わなかった		1		22:連絡合図が不明瞭だった。		34:その他の不安全行為があった。																																				17:安全標識がなかった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								50.00%		48.00%		50.00%		48.00%		空バージ（Ｋ－３６０５）をグラブ船（第５６１良成丸）に接舷時、バージ側において係留ロープを掛けるのに手間取っている間、バージが移動しバージピットに十分掛かっていなかったロープがピットから外れ、本船側に跳ね被災者に当たった。				１．事故再発防止協議会を開催し原因究明するとともに、その結果に基づき、作業員の再教育を行う<改行>２．作業手順を明確にする<改行>　・土運船が完全に停止したことを確認後係留作業を行う<改行>　・係留作業をバージ側２名・グラブ船側２名の体制で行う<改行>　・係留ロープの取る手順を、前→後→中間の順に取る<改行>３．作業指揮者・合図者を選任し、連絡合図の統一と周知徹底をする<改行>４．土運船接舷に関する安全標識を甲板上の見やすいところに掲示する				五洋建設株式会社																				株式会社小島組																																																																												H14-中部-三河-1503.xlsx		3/6/15 18:11		9/12/17 16:25		2002		5		5		5		10		2002		TRUE		4		5		中部		5		6		8		6.7		26		204		14		2002/5/5　5:10		37381.2152777778

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		三島川之江		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		40年 01月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		28		1:労災適用		三島川之江港村松地区防波堤工事（その２）		被災者は型枠の脱型作業を行っていたが、予定より本来の分担作業が早く終了したので隣のケーソン型枠組立作業に移った。バットレスの蓋型枠の取付作業を実施中、ｸﾘｯﾌﾟ止め作業の金槌の振動により、バットレス上段に仮置中の型枠が滑り落ち、取付中の蓋型枠との間に左手を挟まれ被災した。（左第４，５指解放性骨折）		平成14年5月13日 11時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		型枠		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等		A:危険だと思わなかった		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。										A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。																																												43.50%		48.80%		43.00%		48.50%						・作業場所の安全点検・確認の徹底<改行>・作業手順の再確認、作業員への周知・徹底				井原工業株式会社																				株式会社山本精工所																		口頭注意																																		労働基準監督署		reserved-37390x1F		現場検証は行わない。<改行>指導文書等なし。		警察		reserved-37389x1F		当日、現場検証が行われた。<改行>結果、事件性はなし。<改行>本人の事情聴取は行わない。														H14-四国-松山-1701.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2002		5		13		11		30		2002		TRUE		8		11		四国		4		40		1		40.1		26		202		55		2002/5/13　11:30		37389.4791666667

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		10年 02月		玉掛け作業者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		石狩湾新港島防波堤Ｄ部改良工事		６ｔホロースケヤーブロックの転置作業が終了し、クレーンの主フックからブロック吊り用のワイヤーロープを外す作業を行っていたところ、主フックが揺れていたため、作業員（合図者）が揺れを止めに主フックに両手を掛けたが、左手薬指が滑車とワイヤーの間に挟まれ負傷した。		平成14年5月13日 14時35分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																										10.00%		7.00%		25.00%		18.00%		６ｔホロースケヤーブロックの転置作業が終了し、クレーンの主フックからブロック吊り用のワイヤーロープを外す作業を行っていたところ、主フックが揺れていたため、作業員（合図者）が揺れを止めに主フックに両手を掛けたが、左手薬指が滑車とワイヤーの間に挟まれ負傷した。				・玉掛け作業においてフックの揺れなど不安全状態が無くなったことを確認し、作業することを徹底する。<改行>・フックの揺れを押さえる方法は、フックを地面に定着させるなど作業員が直接的に作業しない。<改行>・玉掛け合図者が自ら作業を行わない。				藤建設株式会社				12000000011290				12000001590092																12000086247340																																																労働基準監督署		reserved-37392x1F																						H14-北開局-小樽-2301.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		2002		5		13		14		35		2002		TRUE		8		18		北海		1		10		2		10.2		14		603		51		2002/5/13　14:35		37389.6076388889

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		01年 08月		普通船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								2:4～8		7		1:労災適用		下関港（本港地区）岸壁（－１０ｍ）（改良）工事（第２次）		当日は潮間作業であり、退避させていた起重機船を、上部コンクリート撤去積込みのため岸壁に接岸した。上部コンクリート撤去の準備作業で、玉掛け作業前に、玉掛けワイヤーをフックに掛け、クレーンワイヤーをドラムに巻き取る際、乱巻きしないようクレモナロープを用い調整している時に、クレモナロープがドラムに巻き込まれ、そのロープが足に絡まり負傷した。		平成14年5月16日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				03:激突		08：はさまれ、巻き込まれ		0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										03:機械・器具に欠陥があった。										27:作業中止の基準を定めていなかった。										10.00%		16.40%		67.00%		67.00%		当日は潮間作業であり、退避させていた起重機船を、上部コンクリート撤去積込みのため岸壁に14時30分頃接岸した。15時頃から作業を開始し、玉掛け作業前に、玉掛けワイヤーをフックに掛け、クレーンワイヤーをドラムに巻き取る際、乱巻きしないようクレモナロープを用い調整している時に、クレモナロープがドラムに巻き込まれ、そのロープが足に絡まり負傷した。				１）1人作業を行わない<改行>２）危険予知活動の充実及び危険要因の把握<改行>３）人力補助によるクレーンワイヤーの乱巻き防止作業の禁止<改行>４）止むを得ず、人力補助によるクレーンワイヤーの乱巻き防止作業を実施する場合は、見張り員を配置し、ドラムをゆっくり回転させ、専任の作業員が専用のハッカーを使用して､乱巻きを防止する。				東亜建設工業株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-37366x1F		同種災害の再発防止のため、クレーン作業に関し、下請事業者と共同して作業方法の検討を行うこと。また､作業方法について下請事業者に対し、必要な指導を行うこと。																				H14-九州-下関-2201.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2002		5		16		0		0		2002		TRUE		3		29		九州		2		1		8		1.7		14		608		2		2002/5/16　0:0		37392

		中部地方整備局		三河港湾事務所		三河		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		08年 00月		溶接工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		衣浦港中央ふ頭地区道路（トンネル）沈埋部築造工事（その２）				平成14年5月22日 15時30分 頃				海底トンネル		29:その他(　)		耐火被覆工		84:その他(　)		溶接サンダー掛け		1:晴れ								3:10～20								20:動力工具				10:用具等				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		31:無理な姿勢で作業した。		32:服装が不適だった。						22:作業場が狭かった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										93.00%		92.00%		10.00%		10.00%		５月２２日午後から沈埋トンネル内５号継手において継手部の耐火被覆用化粧版取付け位置のサンダー掛けを足場上で中腰になりディスクグラインダーを使って行っていた。１５時３０分頃、腰を立て位置を変えようとしたとき、身に付けていた腰袋が背面の階段枠に接触しその反動で前のめりになり、手に持っていたディスクグラインダーの刃が右膝上に接触して裂傷を負った。				１．ディスクグラインダー等電動工具はスイッチをＯＦＦにし、「回転が停止」を確認してから次の作業にかかる<改行>２．作業時は不要なものは身に付けず、安全な場所に置く<改行>３．安全教育の再実施による気の緩みの排除<改行>４．工具等取扱いの再教育と確認（ＫＹＫで繰り返し行う）<改行>５．常に作業に適した服装・身なりとする<改行>６．安全意識の高揚（安全教育訓練等利用				五洋建設株式会社																				名阪建設（株）				杉山建設工業（株）																																																																								H14-中部-三河-1601.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		2002		5		22		15		30		2002		TRUE		9		29		中部		1		8		0		8.0		20		1299		84		2002/5/22　15:30		37398.6458333333

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		39		男		07年 00月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		10:その他(　)						06:関節の障害		01:打撲傷		全身打撲		3:9～15		13		2:労災非適（船員法適用）		徳島飛行場護岸築造工事（その３）		捨石投入の最終作業のために、オレンジバケットから平バケットに交換するため、被災者がハッチ蓋の上からオレンジバケットの天端に（水平距離１．２ｍ）飛び移った際、誤ってハッチ蓋とオレンジバケットの間に転落し被災した。（ハッチ蓋高さ：甲板上３ｍ、オレンジバケット高さ：甲板上４ｍ）		平成14年6月4日 11時50分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		オレンジバケット		02:甲板				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。																04:理解度の確認が不十分だった。										29.80%		53.90%		37.50%		45.60%						・作業手順の見直し<改行>・作業設備の改善				あおみ建設株式会社		四国支店																		兼子建設株式会社																																																				労働基準監督署		reserved-37412x1F		船員保険で処理するのであれば、管轄外である。		海上保安部		reserved-37418x1F		　６月５日　事情聴取<改行>　６月６日　現場検証<改行>６月１１日　「特に処分等はなし」		警察		reserved-37414x1F		６月５日　事情聴取<改行>６月７日　今回の事故は管轄外である								H14-四国-小松島-2002.xlsx		3/6/15 17:49		3/6/15 17:49		2002		6		4		11		50		2002		FALSE		1		8		四国		3		7		0		7.0		26		199		40		2002/6/4　11:50		37411.4930555556

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		04年 08月		船員（作業員）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		05:腹部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				01:打撲傷		13:その他(　)				擦過傷		1:0～3		1				鹿島港南防波堤築造工事		起重機船(200t吊)を用い、既設防波堤背面に根固めブロックを水中仮置きしていた。<改行>４個仮置きを完了した後、再度起重機船上で玉掛け作業を行うため、クレーンが旋回した際、右舷のボラードに、玉掛け索先端のフックが引っ掛かったため、合図者、オペレーターはクレーンを停止した。その後フックを外そうとした作業員が、安全を確認せず簿ラードに接近したため、急にフックがボラードから外れ、作業員がフックに接触した。<改行>		平成14年6月4日 13時35分 頃		海上		起重機船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置		玉掛索先端のフック		16:その他の加害物(　)		玉掛索先端のフック		06:激突され				1199:取扱運搬等：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																																				起重機船(200t吊)を用い、既設防波堤背面に根固めブロックを水中仮置きしていた。<改行>４個仮置きを完了した後、再度起重機船上で玉掛け作業を行うため、クレーンが旋回した際、右舷のボラードに、玉掛け索先端のフックが引っ掛かったため、合図者、オペレーターはクレーンを停止した。その後フックを外そうとした作業員が、安全を確認せず簿ラードに接近したため、急にフックがボラードから外れ、作業員がフックに接触した。<改行>								東亜建設工業株式会社		東京支店																		12000000001705												口頭厳重注意		reserved-37435x1F		reserved-37464x1F		-0.5A　影響期間　一ヶ月間																																																										H14-関東-鹿島-1801.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2002		6		4		13		35		2002		TRUE		6		19		関東		1		4		8		4.7		14		1199		51		2002/6/4　13:35		37411.5659722222

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		15年 02月		船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		青森港本港地区岸壁（－１０ｍ）上部工事（その３）		岸壁上部工の受梁コンクリート打設をクレーン付台船によりコンクリートバケットを使用し、打設していた。コンクリート打設作業が完了した後、離船準備を進めるためにコンクリートバケット洗浄を手伝っていた被災者（船長）がバケットの上部縁に左手を掛けて体制を保持しながら作業中のところにバケットの吊り金具が倒れてきたため手を挟まれ、左手小指付け根を骨折した。		平成14年6月12日 9時0分 頃		海上		その他		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。								22:作業場が狭かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										51.00%		48.00%		85.00%		75.00%		岸壁上部工の受梁コンクリート打設をクレーン付台船によりコンクリートバケットを使用し、打設していた。コンクリート打設作業が完了した後、離船準備を進めるためにコンクリートバケット洗浄を手伝っていた被災者（船長）がバケットの上部縁に左手を掛けて体制を保持しながら作業中のところにバケットの吊り金具が倒れてきたため手を挟まれ、左手小指付け根を骨折した。				吊り金具が完全に倒れたことを確認してからバケットを洗浄する。<改行>作業前に吊り金具の可動の確認をする。<改行>作業前に職長が作業員全員に手順を周知し、作業状況を職長及び職員<改行>が確認する。				五洋建設株式会社		東北支店																		株式会社細川産業												不問																																																																H14-東北-青森-2101.xlsx		3/6/15 19:07		3/6/15 19:07		2002		6		12		9		0		2002		TRUE		8		21		東北		1		15		2		15.2		26		1399		61		2002/6/12　9:0		37419.375

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		白老		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		05年 00月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		60				白老港ケーソン製作工事		ケーソンの内型枠の点検作業において、型枠の点検を行っていたところ、型枠の上方に異常らしきものが認められたため、よりくわしく確認するために梯子を使用して確認しようとした。<改行>その作業中に足を滑らせて落下し負傷したものである。		平成14年6月13日 16時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		梯子		01:地面				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		17:危険を知らずにやった。						ケーソン製作工事において、内型枠設置前の最終点検を行っていたが、内型枠上方に異常が見受けられたため、より詳しく確認するために職長に報告せずに単独で梯子を用いて上り確認を行った。<改行>その作業中に被災者は足を滑らせバランスを崩し、高さ１．５ｍより滑り落ちたため、左手首骨折と右足踵にヒビという被災を受けたためである。		12:梯子・脚立等に欠陥があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										61.00%		60.00%		80.00%		80.00%		ケーソンの内型枠の点検作業において、型枠の点検を行っていたところ、型枠の上方に異常らしきものが認められたため、よりくわしく確認するために梯子を使用して確認しようとした。<改行>その作業中に足を滑らせて落下し負傷したものである。				・型枠に異常を発見した場合は、指示系統に基づき報告する。<改行>・型枠整備する際は単独作業としないことを徹底させる。<改行>・整備する箇所が頭上の場合は可搬式作業架台を使用し、安全確認を必ず行う。				12000000016970				酒井建設株式会社				豊浦建設工業（株）																																																																労働基準監督署		reserved-37421x1F		６月１７日に再発防止策を提出し工事再開許可を得る。		警察		reserved-37421x1F		注意指導はなし。<改行>現場検証の結果労働災害と判断し警察の調査は終了。														H14-北開局-室蘭-2401.xlsx		3/6/15 17:22		3/6/15 17:22		2002		6		13		16		0		2002		TRUE		1		12		北海		5		5		0		5.0		26		105		55		2002/6/13　16:0		37420.6666666667

		北海道開発局		網走港湾事務所		綱走		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男						04:胸部								04:骨折								4:16～30		30				網走港船揚場その他工事		工事事務所敷地内にて倉庫移動を作業員２名と共に２５ｔ吊ラフタークレーンにて移動し、作業を終了後ブーム、アウトリガーを収納し工事事務所前にあるブロック製作ヤードにラフタークレーンを移動する為１０ｍ位移動したとき、ラフタークレーンを止め操縦席前方の外部にある道具箱にワイヤーを収納し、蓋を閉め終わり戻ろうとしたところ、足を滑らしバランスを崩し体をひねって胸を道具箱に強打し損傷した。		平成14年6月24日 10時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		準備工		02:作業準備				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)				02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。								04:安全度が不足だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										61.00%		67.00%		0.00%		0.00%		クレーン運転中、運転席から工具を発見し収納するためにクレーンを降りる際に墜落し負傷した模様。				クレーン作業準備・跡形付け作業手順及び使用クレーンへの指示・始動事項に基づき事故の再発防止を図る。<改行>※作業手順及び指示・始動事項は別途紙によって提出された。				岩倉建設（株）																																																																																																H14-北開局-網走-2501.xlsx		3/6/15 17:17		9/19/17 9:46		2002		6		24		10		40		2002		TRUE		2		29		北海		4		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		14		603		2		2002/6/24　10:40		37431.4444444444

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男						07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0				十勝港外南防波堤建設外一連工事		　浚渫作業準備のため、バックホウ浚渫台船ロープを係船柱から外す作業において、左手小指をロープと係船柱の間に挟み負傷したものである。		平成14年6月26日 4時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		作業船係船ロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				14:放心、考えごとをしていた。		13:油断、軽視した。																		04:理解度の確認が不十分だった。										2.00%		2.00%		19.00%		16.00%		　浚渫作業準備のため、バックホウ浚渫台船ロープを係船柱から外す作業において、左手小指をロープと係船柱の間に挟み負傷したものである。				・事故発生後、特別安全大会を実施し作業手順を再度作業員に徹底周知した。<改行>・各作業員の任務を明確にし、また、作業員が単独作業にならないような体制を整える。<改行>・施工計画書に定められた連絡体制を。再度徹底周知した。<改行>・係船ロープにかいしゃくロープを取付け、係船柱にロープを掛ける又ははずす際に、直接作業員がロープを持たなくてもよいように、作業手順を見直した。				12000000002011				拓殖工業株式会社																																																																				労働基準監督署		reserved-37433x1F																						H14-北開局-十勝-2601.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		2002		6		26		4		30		2002		TRUE		8		5		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		26		809		14		2002/6/26　4:30		37433.1875

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		14年 03月		鉄筋工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						上唇		02:創傷								1:0～3		0				鹿島港中央防波堤本体工事（その２）		ケーソン２段目の鉄筋組み立て時に、事前にドック内に振り込んでおいた鉄筋(D13*3m)を、<改行>各枡に小運搬していた。<改行>内足場を歩行中、弱くなっていた合板足場(L=4.0m W=0.24m T=28mm)が折れ、<改行>下に落ちた際、上唇を傷つけた。		平成14年7月16日 9時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		13:ケーソン製作(ドライドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				2:曇り						3:中風（4～8）		4:20～30								11:足場、通路				03:作業床				10:踏み抜き				0101:墜落：足場から																A:危険だと思わなかった		1																																		材質の劣化										点検不備		66.00%		64.00%		41.00%		40.00%		２段目の鉄筋組み立て時に、事前にドック内に振り込んでおいた鉄筋(D13*3m)を、<改行>各枡に小運搬していた。<改行>内足場を歩行中、弱くなっていた合板足場(L=4.0m W=0.24m T=28mm)が折れ、<改行>下に落ちた際、上唇を傷つけた。				今後、内足場を使用する時は、材料搬入時及び組立時に<改行>チェックリストにより確実に点検を行い、亀裂、腐食、損傷等<改行>著しい劣化現象のないものを使用する。<改行>また、木製足場には劣化の見極めやすい、松材、杉材を用いる。<改行>加えて、床面敷板隙間部の補強材(合板T=12mm)は二枚敷きとし、<改行>踏み抜き防止を図る。<改行>				株式会社本間組		東京支店																		島田工業株式会社				12000000019539																																																海上保安部				ドライドック（陸上）での事故だったため、<改行>陸上工事である、と判断して<改行>海上保安部への連絡が遅れてしまった。																				H14-関東-鹿島-2902.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2002		7		16		9		45		2002		TRUE		10		13		関東		1		14		3		14.3		11		101		54		2002/7/16　9:45		37453.40625

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男						02:頸部								06:関節の障害								5:31以上		45		1:労災適用		名古屋港高潮防波堤改良工事		　防波堤上においてニューマチックケーソンへの送気管を設置するための仮設ステージ（高さ2.3m）組立において、山留材（H-200、L=5.0m）を海上からクレーン付台船により架設し、玉掛けワイヤーの張力を緩め、取り外し作業を２名体制で行おうと、山留材の端部にいた作業責任者のＡ（被災者）は反対側にいた作業員Ｂに対して、玉掛けワイヤーの取り外しを指示した。<改行>　本来、玉掛けワイヤーの取り外しは山留材をボルトにより仮締めした後に行う作業手順であったが、作業員Ｂは作業手順とは異なることを認識しつつも、作業責任者であるＡの指示に従い山留材の一方に乗り移った。<改行>　この際、仮締めされていない状態の山留材は天秤状態となり、作業員Ｂの側に傾斜したため、作業員Ｂは慌てて山留材より飛び降りた。（無傷）<改行>　一方、作業員Ａはその反動でバランスを崩し、仮設ステージ上から2.3m下の防波堤上に転落し右側頭部を負傷したものである。		平成14年7月31日 13時50分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上								11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																																																								　防波堤上においてニューマチックケーソンへの送気管を設置するための仮設ステージ（高さ2.3m）組立において、山留材（H-200、L=5.0m）を海上からクレーン付台船により架設し、玉掛けワイヤーの張力を緩め、取り外し作業を２名体制で行おうと、山留材の端部にいた作業責任者のＡ（被災者）は反対側にいた作業員Ｂに対して、玉掛けワイヤーの取り外しを指示した。<改行>　本来、玉掛けワイヤーの取り外しは山留材をボルトにより仮締めした後に行う作業手順であったが、作業員Ｂは作業手順とは異なることを認識しつつも、作業責任者であるＡの指示に従い山留材の一方に乗り移った。<改行>　この際、仮締めされていない状態の山留材は天秤状態となり、作業員Ｂの側に傾斜したため、作業員Ｂは慌てて山留材より飛び降りた。（無傷）<改行>　一方、作業員Ａはその反動でバランスを崩し、仮設ステージ上から2.3m下の防波堤上に転落し右側頭部を負傷したものである。						鹿島・奥村・白石JV		鹿島建設株式会社				12000003002200				（株）白石												12000000001420																																																																												H14-中部-名古屋-4101.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2002		7		31		13		50		2002		TRUE		1		29		中部		5		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		11		101		17		2002/7/31　13:50		37468.5763888889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		29		男		09年 05月		運転手		03:背部								13:その他(　)						神経損傷		3:9～15		14		1:労災適用		東京国際空港東旅客ターミナル地区上層道路下部等工事		ユニック車を用い、型枠材の積込・搬出作業を行っていた。ユニック車へ型枠材の積込が終了し固縛する前に積荷の高さ調整を行うため被災者が積荷の上に乗ったところ、突風により隣りの型枠材（約20kg）がめくれ上がり被災者にあたりユニックより地面に転落した。		平成14年8月9日 10時40分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						4:強風（8～15）		5:30以上		5:1、000以上						23:荷				06:飛来物				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。						24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。																		7:00　作業開始（ＰＦ８型枠解体）<改行> 8:30　被災者の運転する型枠搬出用ユニック車到着<改行> 8:35　型枠積込み開始<改行>10:00　積込み完了、休憩<改行>10:40　ユニック車へ型枠材積込みが終了し、固縛する前に積荷の高さ調整を行う為、被災者が　　　 積荷の上に乗っていたところ、突風により隣りの型枠材（約20kg）がめくれ上がり被災　　　 者にあたり、ユニック車より地面に転落								若築建設（株）																																																																																																H14-関東-東京空港-5904.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2002		8		9		10		40		2002		FALSE		1		29		関東		3		9		5		9.4		23		199		4		2002/8/9　10:40		37477.4444444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		68		男		05年 00月		船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		06:骨盤部						02:創傷		04:骨折						4:16～30		22		1:労災適用		大船渡港永浜地区岸壁（－１３ｍ）基礎（改良）工事		交通船により食料の買出しに行ったＳＣＰ船・グラブ船の船員を迎えに行くため、工事現場より岸壁へ向かっていたところ貨物船と衝突した。		平成14年8月22日 15時0分 頃		海上		その他		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				18:交通事故				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																														68.00%		78.00%		86.00%		97.00%		交通船により食料の買出しに行ったＳＣＰ船・グラブ船の船員を迎えに行くため、工事現場より岸壁へ向かっていたところ貨物船と衝突した。				交通船の運航経路は極力航路を横断しないようにする。<改行>交通船は離岸前に事務所へ無線を入れる。				東亜建設工業株式会社				12000000003560				（株）佐賀組																								口頭注意						安全教育、安全管理を一層強化し更に作業員一人一人の安全意識高揚に努め事故防止に一層の措置を講じるよう厳重に注意する		口頭注意						安全教育、安全管理を一層強化し更に作業員一人一人の安全意識高揚に努め事故防止に一層の措置を講じるよう厳重に注意する		口頭注意						安全教育、安全管理を一層強化し更に作業員一人一人の安全意識高揚に努め事故防止に一層の措置を講じるよう厳重に注意する																				reserved-37754x1F		仙台地方海難審判庁で裁決され【戒告】を言い渡された。																				H14-東北-釜石-3201.xlsx		3/6/15 19:00		3/6/15 19:00		2002		8		22		15		0		2002		TRUE		18		29		東北		4		5		0		5.0		27		1399		1		2002/8/22　15:0		37490.625

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		境		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		23年 07月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		境港外港地区岸壁(-14m)築造工事		作業中止基準を遵守し作業をしていたが、不測の波によりクレ－ン付き台船が揺れた。また、防舷材は受衝版付きであり50cmほど海中に浸かっていたため波の影響を受けやすい状態にあった。		平成14年8月23日 10時0分 頃		海上		岸壁壁面		23:けい船岸付属工				70:防舷材取付				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		防舷材(ボルト）		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。								作業前に打ち合わせを行い、手足の挟まれに注意したが、ボルトとワッシャ－の間に指をいれて作業を行った.		99:その他								気象・海象に十分確認を行った上で作業に取りかかったが作業中に不測の波がきた。												92.20%		97.80%		5.00%		12.00%		防舷材2基目を施工中に事故が発生した。潜水士により防舷材取り付けボルトの締め付けを行っていたところ、防舷材が前後に動揺し作業していた潜水士の手に戻ってきたため、ボルトとワッシャ－の間に左手人指し指を挟んでしまったため負傷した。				陸上作業形態(ｸﾛ-ﾗｸﾚ-ﾝ）に変更する。監視船から港跡波等の海面の変化があった場合は、拡声器で陸上作業員に連絡する.ボルト作業用取付作業用足場を受衝版に取り付ける。当該作業以外も作業環境の見直しを行う.作業手順書の見直し及び周知徹底。ｸﾚ-ﾝが転倒しないか検討。<改行>〔具体策〕防舷材の位置合わせのため防舷材上部２箇所の取付穴に単管を差込む。次ぎに両横２箇所の防舷材の取付穴のボルトを仮締めする。仮締めの際にクリアランス(固定用ボルトとワッシャ－の間にロ－プ(18mm)を３周巻きテ－プで固定）を設けて両者の間に5ｃｍ程度確保しておく。次ぎに上部・下部の締め付けを行い、最後に両横の締め付けを行う.これらを1度確認し問題があれば再度検討する.〔参考資料参照〕<改行><改行>				りんかい日産建設株式会社		広島支店																																																																																														H14-中国-境港-3401.xlsx		3/6/15 18:00		3/6/15 18:00		2002		8		23		10		0		2002		TRUE		9		23		中国		1		23		7		23.6		26		1399		70		2002/8/23　10:0		37491.4166666667

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		中津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		01年 03月		甲板作業員		10:その他(　)						内蔵		13:その他(　)						肝損傷		4:16～30		19				中津港（田尻地区）航路（－１２ｍ）浚渫［暫定－９ｍ］工事		ポンプ浚渫船に係留している揚錨船を使用して、ゴムスリーブ管を海上排砂管に接続する作業で、揚錨船でゴムスリーブ管を吊った際、吊上げられたゴムスリーブ管が動揺（回転）したため足場台船上の作業員がゴムスリーブ管と海上排砂管（台船上）に挟まれて内臓を負傷した。		平成14年8月24日 0時0分 頃		海上		足場台船上		29:その他(　)		準備工		29:海上浮動管布設・撤去５７目地				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ゴムスリーブ管		06:激突され						A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																																				22:作業場が狭かった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										42.50%		22.70%		100.00%		50.00%		７時００分　朝礼<改行>７時３０分　作業開始<改行>破損したフローター管を港内に曳航<改行>フローター上の排砂管を取り替え<改行>揚錨船で浚渫船までフローター管を曳航<改行>揚錨船を浚渫船に係留<改行>揚錨船の前にフローター管と足場台船を固定<改行>１１時３０分頃ポンプ浚渫船に係留している揚錨船を使用して、ゴムスリーブ管を海上排砂管に接続する作業で、揚錨船でゴムスリーブ管を吊った際、吊上げられたゴムスリーブ管が動揺（回転）したため足場台船上の作業員がゴムスリーブ管と海上排砂管（台船上）に挟まれて内臓を負傷した。								12000000002343																				五栄土木株式会社														reserved-37492x1F		reserved-37470x1F																																																												H14-九州-別府-3101.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		2002		8		24		0		0		2002		TRUE		6		29		九州		4		1		3		1.3		14		ERROR:#VALUE!		29		2002/8/24　0:0		37492

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		28年 03月		溶接工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷						捻挫		1:0～3		2		3:労災非適（その他）		横浜港本牧地区岸壁（－１５ｍ）上部工事		負傷者は昼休憩中に現場事務所１階の作業員休憩室でクーラーにあたっていたところ、<改行>作業着が汗で濡れていたため、休憩室を退室し屋外にて休んでいた。<改行>加害者が現場事務所前に駐車していたライトバンにて、所用のため外出しようと<改行>ライトバンを後退させたところ、屋外で休んでいた負傷者の左足をライトバンの<改行>左後輪で踏んでしまい、創傷、捻挫の被災を受けた。		平成14年8月28日 12時30分 頃		陸上		現場事務所		29:その他(　)		昼休憩中		84:その他(　)		なし		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		16:乗物		ライトバン		15:起因物と同じ				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。								A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。																																																				負傷者は昼休憩中に現場事務所１階の作業員休憩室でクーラーにあたっていたところ、<改行>作業着が汗で濡れていたため、休憩室を退室し屋外にて休んでいた。<改行>加害者が現場事務所前に駐車していたライトバンにて、所用のため外出しようと<改行>ライトバンを後退させたところ、屋外で休んでいた負傷者の左足をライトバンの<改行>左後輪で踏んでしまい、創傷、捻挫の被災を受けた。								東洋建設株式会社																				信幸建設株式会社				たにもと建設（株）																																																警察		reserved-37496x1F																						H14-関東-京浜-4006.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		2002		8		28		12		30		2002		TRUE		21		29		関東		1		28		3		28.3		16		704		84		2002/8/28　12:30		37496.5208333333

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		12年 02月		揚錨船船長		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		49		2:労災非適（船員法適用）		博多港（中央航路地区）航路（－１４ｍ）浚渫工事		前日浚渫作業船団は、台風避難のため避泊場所に錨泊した。事故当日は、自主点検整備を開始した。グラブ船のスパット部に不具合があったため、その修理のために被災者とグラブ船船員２名とがスパットギア室に向かい、上部ハッチより被災者が狭いスパットギア室に入り整備を実施していた。グラブ船船員２名は被災者の作業状況を見ていた。被災者は歯車の上に足をのせて作業をしていた所、船体が動揺してスパットと歯車が動いて、被災者の右足前部が歯車に挟まれ被災した。事故当時、安全装置のストッパーは掛かっていなかった。		平成14年8月30日 8時25分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				03:装備機械器具等の点検・整備		点検・整備		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		05:安全装置をはずした、無効にした。		26:危険有害な場所に入った。		13:油断、軽視した。														04:理解度の確認が不十分だった。										28.00%		21.00%						８月３０日<改行>８時００分　朝食<改行>８月１５分　点検・整備作業開始<改行>８時２５分　スパッド船のスパッドギアのボルト交換のため、ギアボックスの点検口から中に入った被災者の右足前部が、船体の同様で動いた歯車にはさまれた。								株式会社本間組																																																																																																H14-九州-博多-3301.xlsx		3/6/15 17:42		3/6/15 17:42		2002		8		30		8		25		2002		TRUE		8		29		九州		5		12		2		12.2		8		ERROR:#VALUE!		3		2002/8/30　8:25		37498.3506944444

		北海道開発局		稚内港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		23年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0				宗谷港北副防波堤外一連工事		１５０ｔ起重機船上で、水中コンクリート打設用ケーシングの継手ボルト接合中、ケーシングが動き、作業員が台船甲板とケーシングの間に右手人差し指を挟み、第一関節の上（爪側）を骨折したものである。		平成14年8月30日 16時25分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		水中コンクリート		60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械		ケーシング		02:甲板				08:はさまれ、巻き込まれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。								04:安全度が不足だった。		15:安全装置が不適・不良だった。								04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						38.00%		45.00%		100.00%		66.00%						・事故状況及び事故原因を請負者に熟知させ、その内容を実際に作業者に周知させるよう指導する。<改行>・再度作業手順を熟知し、詳細な作業手順の検討を行うこと。<改行>・重量物の作業についてはその重量を確認の上、適切に行う。<改行>・職長は不安全行動を監視するとともにお互いに声掛け合いながら作業するように指導する。				12000000003805																				藤建設株式会社																																																																												H14-北開局-稚内-3001.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		2002		8		30		16		25		2002		TRUE		8		29		北海		1		23		0		23.0		10		1103		60		2002/8/30　16:25		37498.6840277778

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		01年 01月		運転手		10:その他(　)						なし		13:その他(　)						なし		1:0～3		0				石狩湾新港土砂掘削運搬その他工事		石狩湾新港の浚渫土者ストックヤードから１０ｔダンプトラックで浚渫土砂を土捨て箇所である美原バイパスへ運搬したところ、同バイパス現場内でダンプトラックが横転（助手席側）した。<改行>運転手にけがはなかった。		平成14年9月9日 0時0分 頃		陸上		土捨場		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				02:転倒				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		04:作業標準を守らなかった。		31:無理な姿勢で作業した。																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										11.00%		37.00%		0.00%		41.00%		石狩湾新港の浚渫土者ストックヤードから１０ｔダンプトラックで浚渫土砂を土捨て箇所である美原バイパスへ運搬したところ、同バイパス現場内でダンプトラックが横転（助手席側）した。<改行>運転手にけがはなかった。				・不測の事態が生じた場合には、安全な場所に停車してから、行動することを徹底する。<改行>				近藤工業株式会社																																																																																																H14-北開局-小樽-3601.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		2002		9		9		0		0		2002		TRUE		2		25		北海		1		1		1		1.1		5		701		7		2002/9/9　0:0		37508

		北海道開発局		函館港湾事務所		森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		02年 00月		土工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						01:打撲傷								1:0～3		2				森港新川護岸建設工事		根固方塊コンクリート打設作業時における移動中（段取り換え時）に根固方塊と足場の隙間に左足を踏み外し、顎が型枠（シャッタリング部）に接触、打撲傷を負う。		平成14年9月10日 0時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								11:足場、通路				16:その他の加害物(　)				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。																														38.00%		38.00%		44.00%		43.00%		根固方塊コンクリート打設作業時における移動中（段取り換え時）に根固方塊と足場の隙間に左足を踏み外し、顎が型枠（シャッタリング部）に接触、打撲傷を負う。				・方塊型枠に木製足場を固定し、シャッタリング間の隙間を埋める。<改行>・足場とシャッタリングの隙間は、木製足場板及び合成パネルで埋める。				高木建設（株）																																																																																																H14-北開局-函館-3701.xlsx		3/6/15 17:25		3/6/15 17:25		2002		9		10		0		0		2002		TRUE		2		17		北海		1		2		0		2.0		11		1399		60		2002/9/10　0:0		37509

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		札幌飛行場（丘珠）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		33		男		07年 05月		オペレーター		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						靱帯断裂		5:31以上		42				丘珠空港エプロン舗装外一連工事		被災当日、幅員３ｍ・延長７０ｍを掘削残土処理を行う予定で、被災者は０．７m3バックホウオペレーターとして被災日前日の２１：３０より掘削作業の勤務に就いていた。<改行>休憩時間となり掘削機械から降り、歩き出したところ、仮置きしていたアスファルト殻に右足が乗りバランスを崩し左足を地面についた際、左足靱帯を断裂した。		平成14年9月11日 1時15分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		アスファルト塊		02:転倒																																		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。								20:不安全に物が置いてあった。		24:照明が不良だった。								16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										6.00%		4.00%		30.00%		30.00%		被災当日、幅員３ｍ・延長７０ｍを掘削残土処理を行う予定で、被災者は０．７m3バックホウオペレーターとして被災日前日の２１：３０より掘削作業の勤務に就いていた。<改行>休憩時間となり掘削機械から降り、歩き出したところ、仮置きしていたアスファルト殻に右足が乗りバランスを崩し左足を地面についた際、左足靱帯を断裂した。				・現場内の整理整頓を強化し、足下及び周辺の確認を徹底することとした。<改行>・殻等は作業員の通行帯に仮置きしないで、速やかに処分することとした。作業の都合上、一時仮置きするときは殻等を集積・山積みし借り沖がはっきりと確認できるようにカラーコーンで囲むこととした。<改行>作業前ミーティング時に柔軟体操を行い、体の柔軟性を高めることとした。				日本道路株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-37511x1F																						H14-北開局-千歳-3801.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2002		9		11		1		15		2002		FALSE		2		29		北海		5		7		5		7.4		4		ERROR:#VALUE!		4		2002/9/11　1:15		37510.0520833333

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		新北九州空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		47		男		05年 00月		ウインチ工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		3		1:労災適用		新北九州空港（２工区）用地造成（地盤改良）工事（第４次）		地盤改良工事で、ネット状シート敷設台船横引用ロープの巻き取り時に乱巻きが発生したため、緩んでいたロープを右手で持ち、左手でウインチスイッチを持ちウインチを逆転させたところ、引っかかっていたロープがはずれ手がロープに挟まれたときに右手中指を切断し、右手人差指を骨折した。		平成14年9月13日 0時0分 頃		陸上		埋立地、埋立		06:地盤改良				46:マット等の敷設				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		15:気持ちがあせっていた。		21:連絡合図がなかった。								04:安全度が不足だった。		01:設計構造が悪かった。								07:作業の安全指示が不適切だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								33.00%		26.90%		85.00%		69.30%		7：30現場事務所（陸）前で朝礼<改行>8：30現場詰所前（空港島）において危険予知活動<改行>8：45ネット状シート敷設作業開始<改行>15：00被災者はネット状シート敷設台船横引用ロープに結び目を見つけ、ローラーシャックルから横引用ロープをはずした。<改行>16：55ネット状シート敷設台船の固定作業完了後、ウインチドラム背面側のロープが緩んでいることを発見した。<改行>17：00この状態を解消しようとして、緩んでいたロープを右手で持ち、左手でウインチスイッチを持ちウインチを逆転させたところ、引っかかっていたロープがはずれ手がロープに挟まれたときに右手中指を切断し、右手人差指を骨折した。<改行><改行><改行><改行><改行>								株式会社熊谷組																																																																																																H14-九州-北九州-3501.xlsx		3/6/15 17:43		3/6/15 17:43		2002		9		13		0		0		2002		FALSE		8		6		九州		1		5		0		5.0		14		899		46		2002/9/13　0:0		37512

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		18		男		05年 00月				07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								2:4～8		4				名古屋港　庄内川泊地埋没浚渫工事		前日に浚渫作業が終了し、岸壁に係留・休工中の浚渫船だい８神星において、軽微な点検としてグラブバケットの自主点検を行うことになり、バケットを開いた状態で甲板に置くため、爪の当たる位置に保護プレートを四隅の爪の位置に敷いていた。グラブバケットを移動、約30cmまで降下させ、プレートの位置の調整を行った。その後、合図者の確認によりバケットを設置させる時、被災者がプレートの位置がずれているのに気付き、位置を直すためにプレートにさわった。<改行>この際、バケットの爪がプレートの端に当たり、片側が跳ね上がり、反動で元に戻る時に左手人差し指先端を叩かれ裂傷した。		平成14年9月13日 7時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30				2:無				08:作業船		グラブバケット		10:用具等		グラブバケットの爪の下に敷く保護プレート		09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																																																																								前日に浚渫作業が終了し、岸壁に係留・休工中の浚渫船だい８神星において、軽微な点検としてグラブバケットの自主点検を行うことになり、バケットを開いた状態で甲板に置くため、爪の当たる位置に保護プレートを四隅の爪の位置に敷いていた。グラブバケットを移動、約30cmまで降下させ、プレートの位置の調整を行った。その後、合図者の確認によりバケットを設置させる時、被災者がプレートの位置がずれているのに気付き、位置を直すためにプレートにさわった。<改行>この際、バケットの爪がプレートの端に当たり、片側が跳ね上がり、反動で元に戻る時に左手人差し指先端を叩かれ裂傷した。								日起建設株式会社																																																																																																H14-中部-名古屋-3901.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2002		9		13		7		30		2002		TRUE		9		5		中部		2		5		0		5.0		8		1299		3		2002/9/13　7:30		37512.3125

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		室津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		10年 00月		フェンス工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		21		1:労災適用		室津港室津地区作業ヤード築造工事		転落防止柵のｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟに削孔機械にて取付用金具の穴を削孔する作業で、削孔を終え電源を切り削孔クズを手で払い取り除き中に、惰性で回っていたキリ（ミニブローチ）に軍手がからみつき、右手人指し指を負傷した。		平成14年10月9日 11時40分 頃		陸上		その他		29:その他(　)		階段工転落防止柵		84:その他(　)		転落防止柵		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						20:動力工具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。		安衛則１１１条（手袋の使用禁止）												04:理解度の確認が不十分だった。										99.00%		99.00%		100.00%		50.00%		事故当日の朝、新規入場教育、作業内容、危険予知活動を行って、転落防止柵取付作業を行った。転落防止柵のｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟに削孔機械にて取付用金具の穴を削孔する作業で、削孔を終え電源を切り削孔クズを手で払い取り除き中に、惰性で回っていたキリ（ミニブローチ）に軍手がからみつき、右手人指し指を負傷した。				・手袋使用禁止の徹底を図る<改行>・削孔クズの取り除きは、用具（はけ等）を使用する。<改行>・全作業員に安全教育の再徹底を行い、危険予知意識の向上を図る				（株）轟組																				北村商事（株）																																																																												H14-四国-高知-4303.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2002		10		9		11		40		2002		TRUE		9		29		四国		4		10		0		10.0		20		1204		84		2002/10/9　11:40		37538.4861111111

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		25年 02月		機関長		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		仙台塩釜港監督測量船「翔洋」運航		10:30頃、低気圧の接近に伴い監督測量船の避難準備を行っていた。<改行>船体船首側客室出入口のゴムマットを撤去する作業を船長と機関長で行った。<改行>船長が客室内部からドアを開け、固定せず手で持ち上げた状態で機関長が外側からドア下部のゴムマットを撤去中に船の揺れと風圧によって船長がバランスを崩し、ドアを支えきれずドアが閉じ、機関長の頭部と接触し、裂傷を負った。		平成14年10月21日 10時30分 頃		海上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				3:雨				3:やや波が高い（1.0～1.5）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)				16:その他の加害物(　)				06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		04:安全度が不足だった。		22:作業場が狭かった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								55.00%		55.00%		55.00%		55.00%		10:30頃、低気圧の接近に伴い監督測量船の避難準備を行っていた。<改行>船体船首側客室出入口のゴムマットを撤去する作業を船長と機関長で行った。<改行>船長が客室内部からドアを開け、固定せず手で持ち上げた状態で機関長が外側からドア下部のゴムマットを撤去中に船の揺れと風圧によって船長がバランスを崩し、ドアを支えきれずドアが閉じ、機関長の頭部と接触し、裂傷を負った。																																																																																																								H14-東北-塩釜-4201.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		2002		10		21		10		30		2002		TRUE		6		29		東北		1		25		2		25.2		26		1104		84		2002/10/21　10:30		37550.4375

		中部地方整備局		三河港湾事務所		衣浦		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		03年 00月		世話役		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						13:その他(　)						眼球破裂・虹彩離断		5:31以上		31		3:労災非適（その他）		衣浦港中央ふ頭地区（トンネル）半田側護岸復旧工事		事故は施工区域外の半田側１１号地南側道路の護岸付近において、工事用補助基準点の設置作業を被災者と元請の監理技術者（以下、原因者という）の２名で実施しているときに発生したものである。<改行>被災者は、道路上から護岸上の原因者に測量用のコンクリ－ト釘を渡した後、付近を通行する第三者に注意を払うとともに、補助基準点の位置を確認するためその場で作業を見ていたが、原因者が護岸上に打ち込もうとしたコンクリ－ト釘が飛び跳ねて、被災者の左目に当たり負傷した。		平成14年10月22日 14時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				19:陸上測量				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								21:手工具、用具								04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																																										63.00%		65.00%						１０月２２日、当日は現場での作業がなく、午後から１１号地南側道路（護岸付近）において、工事区域における道路法線、立坑位置等確認のための工事用補助基準点の設置作業を行っていた。<改行>午後２時頃、被災者は道路上から護岸上の元請職員に測量用コンクリ－ト釘を手渡した後、付近を通行する第三者への注意等を行うとともに補助基準点位置確認のためその場にいたが、打ち込み中のコンクリ－ト釘が跳ねて被災者の左目に当たり負傷した。				①釘を打ち込む者は、周囲に誰もいないことを確認して打ち込む。また、釘を手渡す者も、手渡した後はその場を離れる。<改行>②コンクリートなど硬い工作物にコンクリ－ト釘を打つ場合には、事前にドリルで穴をあける等、釘の先端を固定してから打ち込むようにする。<改行>③安全教育・訓練等を利用して、常に危険意識を持たせ、慣れ作業による油断や気の緩みの排除など、安全意識を高める。<改行>④事故再発防止対策会議を開催して原因を究明し、安全に対する意識を高める。				12000013003518																																																																																																H14-中部-三河-5401.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		2002		10		22		14		0		2002		TRUE		4		29		中部		5		3		0		3.0		21		299		19		2002/10/22　14:0		37551.5833333333

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		35年 00月		左官工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		35		1:労災適用		むつ小川原港外港地区防波堤（東）築造工事		　上部コンクリート打設中、型枠が下部より崩壊した。足場上で待機をしていた被災者が、型枠が傾いたので足場が崩壊する恐れがあると思い、慌てて提体の上に降りようと傾いた型枠の上部に手をつき、型枠の中間より提体に降りる際、着地したときに左足かかとを負傷した。			平成14年11月7日 11時0分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				01:地面				01:墜落・転落				0113:墜落：型枠、型枠支保工から																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		15:気持ちがあせっていた。								型枠が崩壊したため慌てて足場から飛び降りた。		01:設計構造が悪かった。								型枠のセパレータ溶接が部分的に不足する可能性がある構造だったことから溶接長が不足し、かつ溶接長の確認が不十分だったため型枠が崩壊した。		06:施工計画・作業標準が不備だった。										72.00%		67.00%		43.00%		33.00%		　７：００～　８：００　上部コンクリート打設準備。ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ船曳航。　ﾎﾟﾝﾌﾟ車設置。	　８：００　　　　　　　上部コンクリート打設開始。		<改行>１１：００	　　　 事故発生 					<改行>					<改行><改行>	<改行>				<改行>　	<改行><改行>				型枠のセパレータ溶接箇所を改善（溶接長、プレート補強、型枠外側をサポートによる補強）を行い型枠の崩壊防止を行う。				りんかい日産建設株式会社		東北支店																														指名停止		reserved-37645x1F		reserved-37658x1F																																																												H14-東北-八戸-4401.xlsx		3/6/15 19:04		3/6/15 19:04		2002		11		7		11		0		2002		TRUE		1		21		東北		5		35		0		35.0		22		113		61		2002/11/7　11:0		37567.4583333333

		九州地方整備局		唐津港湾事務所		伊万里		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男						01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								6:死亡				1:労災適用		伊万里港（瀬戸地区）道路（舗装工）工事		作業を開始する為ﾊﾞｯｸﾎｳを本日の作業場所に据付後、ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ（４ｔ）を運転手がﾊﾞｯｸで移動動開始して、３０ｍ程移動した所で異常を感じた為停止し、下車して後方を確認したところ、被害者を左後輪で轢いた事に気づいた。被災者は、あお向けに倒れ、耳付近から大量の出血が見られ呼吸はしていた。ﾍﾙﾒｯﾄは着用のままだった。		平成14年11月16日 8時8分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り						1:微風（～2）				5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				18:交通事故				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																																		22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										52.00%		45.00%		30.00%		20.00%		7:40　安全ミーティング開始<改行>7:55　安全ミーティング終了後現場へ向かう<改行>8:00　現場到着後、片側交互通行作業の為、規制を開始する<改行>8:05　規制終了<改行>8:08　作業開始直後事故発生<改行>被災場所での状況はﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ（４ｔ）を運転手がﾊﾞｯｸで移動開始して、３０ｍ程移動した所で異常を感じた為停止し、下車して後方を確認したところ、被害者を左後輪で轢いた事に気づいた。<改行>				1.現場内は、「後進禁止」が原則であることを再認識させるための幟を掲げ注意を喚起する。<改行>2.現場内において工事車両等が後進する時は、誘導員の合図がなければ後進しないことを徹底する。<改行>3.運転手の良く見えるところに「誘導無しではバックしない」シールを貼り意識の高揚を図る。<改行>4.工事車両等をバックさせるときは、運転手が誘導員に今からバックする旨を直接伝え、誘導をお願いする。<改行>5.誘導員各々の役割を明確にして、適正な場所に配置する。<改行>6.ダンプ等の後退中は、進行方向上を横切らない。																																																																																																				H14-九州-唐津-4501.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		2002		11		16		8		8		2002		TRUE		18		29		九州		6		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		4		808		84		2002/11/16　8:8		37576.3388888889

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		12年 00月		技術員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		28		1:労災適用		高知港三里地区防波堤（東第一）工事（その（１２））		クローラクレーン（６５ｔ吊）搬入・組立作業中、ブームを作動させるワイヤがゆるみ、滑車から外れていたため、滑車へワイヤーを戻しオペレーターへ巻き上げの合図をした。その後、ワイヤー巻き上げ時に外れ止めと滑車の間に左手親指を挟まれ被災した。		平成14年11月28日 8時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1																										B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1												15:安全装置が不適・不良だった。										25:安全管理体制に欠陥があった。		99:その他						作業部外者が作業に携わった		0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		ＡＭ８：３０<改行>　クレーンを荷卸し<改行>  ガントリー部の滑車からワイヤーが脱落しているのをクレーン運転手と被災者が発見。<改行><改行>ＡＭ８：４５<改行>　クレーンブームを降ろしワイヤーを緩め、滑車にワイヤーを戻す作業中、被災者がクレーン運転手に微動で巻き上げの合図をした。その後、左手の親指がワイヤーと共に外れ止めと滑車の隙間に巻き込まれ被災した。				・作業手順確認の徹底<改行>・作業機械の保守・管理の再徹底<改行>・安全管理体制の再徹底				株式会社天將土木																																						厳重注意（文書）																																		労働基準監督署		reserved-37588x1F		現場検証実施。特に指摘事項なし。		警察		reserved-37588x1F		現場検証実施。事件性なし。														H14-四国-高知-4601.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		2002		11		28		8		45		2002		TRUE		8		17		四国		4		12		0		12.0		14		603		3		2002/11/28　8:45		37588.3645833333

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男				潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0				中城湾港（新港地区）防波堤（東）築造工事		海水ポンプを作動させ、起重機船後部船倉ハッチ前で船倉内に水が漏れていないかを点検確認中に事故が発生した。<改行>14:00に被災者がハッチを開け、ストッパーフックを掛けずにハッチ内を覗き込んでいたところ、ハッチが閉まり、ヘルメットの前頭部に当たりヘルメットにより眼鏡のレンズが割れて前頭部を切った。		平成14年12月16日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上						03:装備機械器具等の点検・整備																				26:その他の起因物(　)				16:その他の加害物(　)		船倉ハッチ		04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。																				99:その他																								五洋建設株式会社		五洋建設株式会社		九州支店沖縄営業所																																																																																														H14-沖総局-那覇-4701.xlsx		3/6/15 17:11		3/6/15 17:11		2002		12		16		0		0		2002		TRUE		4		ERROR:#VALUE!		沖縄		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		26		299		3		2002/12/16　0:0		37606

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		20年 00月		オペレーター		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		函館港万代ふ頭－７．５ｍ岸壁外改良工事		鋼管杭打ちに使用するクローラクレーン組み立てのため中間ブーム、カウンターウエイト等をトレーラーから降ろす作業の際、吊り荷を手で押さえながら所定の場所に誘導したときに、既に降ろしていた中間ブームと吊り荷の間に指を挟め被災した。		平成14年12月26日 8時30分 頃		陸上		作業ヤード		09:杭及び矢板				02:作業準備				4:雪				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		1: ～0		4:500～1、000		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。																														16.00%		16.00%		0.00%		0.00%		鋼管杭打ちに使用するクローラクレーン組み立てのため中間ブーム、カウンターウエイト等をトレーラーから降ろす作業の際、吊り荷を手で押さえながら所定の場所に誘導したときに、既に降ろしていた中間ブームと吊り荷の間に指を挟め被災した。				吊り荷の降ろす位置等を事前に検討し作業手順・方法を定め、作業前に周知徹底する。<改行>クレーンによる吊り上げ、吊りおろしがあり、挟まれ巻き込まれ等の事故が予想される作業を行う場合は、手で直接吊り荷を支えないように補助ロープやワイヤーを支えるようにする。				藤建設株式会社				株式会社富士サルベージ				能登組																																																																労働基準監督署		reserved-37617x1F																						H14-北開局-函館-4801.xlsx		3/6/15 17:26		3/6/15 17:26		2002		12		26		8		30		2002		TRUE		8		9		北海		1		20		0		20.0		14		603		2		2002/12/26　8:30		37616.3541666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		52		男		20年 00月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								4:16～30		21		1:労災適用		新潟海岸（西海岸地区）突堤本体工事（その１）				平成15年1月27日 11時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000		2:無		2:無		23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		24:相手の行動を確認しなかった。																								D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		34:その他の不安全行為があった。																				04:理解度の確認が不十分だった。										70.00%		72.00%		70.00%		72.00%		型枠を脱型するため、玉掛合図者の指示により、クレーンで内型枠を巻き上げ中、型枠が振れて吊鉄筋と型枠の間に指をはさまれた。				合図者は吊り荷の地切りを行う前に、吊り荷周囲の人払いを指示、確認(目視、声掛)するよう徹底します。今後は合図者の作業手順について再度指導を徹底します。				富国建設（株）																																																																																																H14-北陸-新潟-5101.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2003		1		27		11		30		2002		TRUE		8		11		北陸		4		20		0		20.0		23		603		55		2003/1/27　11:30		37648.4791666667

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		日高		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		03年 10月		揚錨船船長		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		日高港御坊地区泊地(-12m)浚渫工事（その３）		アンカー投錨後、揚錨船は浚渫船に接舷しロープを2本（船尾及び船首）とり係船。その後、揚錨船より投錨作業を行った作業員2名が浚渫船に乗船し、ウィンチ作業に取り掛かる。揚錨船に残った船長（被災者）は、天候が悪化してきており波により係留ロープが切断されることを心配し、浚渫船から離舷して揚錨船を単独で流しておこうと考え、1人で係留ロープを外そうとした。船尾のロープを外し、船首のロープを外そうとしたが、ロープが張っており外せないため、浚渫船に対し揚錨船を直角に向け推進機を前進させ浚渫船を押すような状態にした。その後、揚錨船船首から浚渫船に乗船し、船首のロープを外し揚錨船に再び乗船しようとした際に、足を滑らせバランスを崩し左足を揚錨船船首側ペンドルと浚渫船との間に挟んで被災した。		平成15年1月27日 12時20分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				3:雨				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。		21:連絡合図がなかった。				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						55.00%		48.50%		98.50%		98.50%		7時10分　 　グラブ浚渫船にて浚渫作業開始。<改行>11時頃　　　気象状況悪化のため、午前中に避難完了するよう指示。<改行>11時30分　　浚渫作業中止。浚渫船からバージ船を離舷し、浚渫船避泊のため、移動開始。<改行>11時50分　　浚渫船避泊地に到着。スパット作業を行い、アンカー作業を開始。<改行>12時20分頃  アンカー投錨後、揚錨船は浚渫船に接舷しロープを2本（船尾及び船首）とり係船。その後、揚錨船より投錨作業を行った作業員2名が浚渫船に乗船し、ウィンチ作業に取り掛かる。揚錨船に残った船長（被災者）は、天候が悪化してきており波により係留ロープが切断されることを心配し、浚渫船から離舷して揚錨船を単独で流しておこうと考え、1人で係留ロープを外そうとした。船尾のロープを外し、船首のロープを外そうとしたが、ロープが張っており外せないため、浚渫船に対し揚錨船を直角に向け推進機を前進させ浚渫船を押すような状態にした。その後、揚錨船船首から浚渫船に乗船し、船首のロープを外し揚錨船に再び乗船しようとした際に、足を滑らせバランスを崩し左足を揚錨船船首側ペンドルと浚渫船との間に挟んで被災した。				1.単独作業を避ける。<改行>2.揚錨船を係留する際は、グラブ浚渫船側と揚錨船側に各１名の体制でロープを引き渡す。<改行>3.単独作業禁止の教育を再度周知徹底する。<改行>4.荒天時における作業手順を定め、周知徹底する。<改行>5.滑り止め対策を講じる。<改行>6.乗降場所での乗降を厳守する。<改行>7.荒天時の避泊地を再検討し、波浪条件の厳しくない場所を選定する。<改行>8.荒天が予想される場合は、気象・海象情報を活用すると共に、作業船との情報交換を密に行い、早期に作業中止を決定する。																								12000030011318				家島建設（株）																																																																								H14-近畿-和歌山-5201.xlsx		3/6/15 18:02		3/6/15 18:02		2003		1		27		12		20		2002		TRUE		8		5		近畿		5		3		10		3.8		8		1104		14		2003/1/27　12:20		37648.5138888889

		北海道開発局		函館港湾事務所		森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		21年 00月		船長		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						01:打撲傷								1:0～3		1		3:労災非適（その他）		森港新川防波堤建設工事		作業ヤード内において胸壁工型枠製作作業のため仮置きしていたコンパネが突風で煽られ、同作業ヤード内でアンカーの回収作業を行っていた他工事（函館開発建設部発注の森港新川護岸建設工事）の作業員に飛来し、転倒。負傷したものである。		平成15年1月28日 14時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		21:上部工				55:型枠組立・解体				2:曇り						3:中風（4～8）		1: ～0								25:環境等		風		06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																																																94.00%		95.00%		0.00%		0.00%		作業ヤード内において胸壁工型枠製作作業のため仮置きしていたコンパネが突風で煽られ、同作業ヤード内でアンカーの回収作業を行っていた他工事（函館開発建設部発注の森港新川護岸建設工事）の作業員に飛来し、転倒。負傷したものである。				・型枠製作作業時においても、型枠材等を整理し強風等の対策として飛散防止措置（重り等を載せる）を行う。<改行>・強風、突風時においては、作業を一旦中止し現場内で続行・中止を決定し、作業に当たっては十分な対策を考慮する。				株式会社高木組				12000000016970																																																																				労働基準監督署		reserved-37651x1F																						H14-北開局-函館-5501.xlsx		3/6/15 17:25		3/6/15 17:25		2003		1		28		14		40		2002		TRUE		4		21		北海		1		21		0		21.0		25		299		55		2003/1/28　14:40		37649.6111111111

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		02年 08月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		2				十勝港外南防波堤建設工事		モンケン均し作業終了後、岸壁に係留し跡形付け中、工具を取りに船内倉庫に入ろうとして、入り口鋼製ドア（ハッチ）を閉める際、ドアが重たかったため両手で行い（右手はドアノブ、左手はドア本体）、うっかり手を入れたためドアに誤って左手中指を挟み、負傷したものである。		平成15年2月9日 18時10分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ドア		08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		19:よそ見をしていた。								99:その他								整備不良												82.00%		79.00%		100.00%		90.00%		モンケン均し作業終了後、岸壁に係留し跡形付け中、工具を取りに船内倉庫に入ろうとして、入り口鋼製ドア（ハッチ）を閉める際、ドアが重たかったため両手で行い（右手はドアノブ、左手はドア本体）、うっかり手を入れたためドアに誤って左手中指を挟み、負傷したものである。				・事故作業後、特別安全大会を実施し安全について再度作業員に周知徹底した。<改行>・船舶機械の点検整備の徹底を図ることとした。<改行>・気泡動作の徹底を喚起した。				拓殖工業株式会社																																																																																																H14-北開局-十勝-5601.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		2003		2		9		18		10		2002		TRUE		8		8		北海		1		2		8		2.7		8		899		2		2003/2/9　18:10		37661.7569444444

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横須賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		58		男		05年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		2		1:労災適用		横須賀港馬堀地区護岸被覆工事（その２）		六脚ブロック鋼製型枠の部品三又型枠を清掃後、型枠を組み立てようとして２人で持ち上げ、被災者が後ろ向きになり２ｍほど移動中に体のバランスを崩して尻餅をつき、持っていた型枠と下にあった型枠との間に革手袋をしたまま左手小指を挟み、同部を骨折した。		平成15年2月15日 8時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		型枠部材		15:起因物と同じ				02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																				04:理解度の確認が不十分だった。										41.50%		39.20%		46.20%		43.80%		２月１５日（土）<改行>７：００　朝礼・ＫＹ実施及び新規入場者教育を実施。<改行>７：３０　教育終了後、鋼製型枠運搬の作業開始。<改行>８：００　鋼製型枠運搬作業の１０～１２個目で被災した。				１．型枠移動作業の際は前後配置による移動を禁止し、横方向の移動とする。２．共同作業の場合は声を掛け合って作業に当たり、単独判断をしない。３．新規入場者には周囲状況を十分に確認できるよう比較的余裕のある作業に配置し、共同作業の場合は必ず経験者と組み合わせる。４．新規入場者については入場教育の実施後、該当作業に補助的に従事させ、職長の判断を報告させて現場代理人が就業可否を判断する。				（株）大滝工務店																				12000000013739				12000000054080																																																																								H14-関東-京浜-5701.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2003		2		15		8		0		2002		TRUE		2		17		関東		1		5		0		5.0		26		1199		55		2003/2/15　8:0		37667.3333333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		37		男		03年 00月		型枠大工		10:その他(　)						腰部		01:打撲傷								3:9～15		14		1:労災適用		東京国際空港東旅客ターミナル地区共同溝築造工事（その５）		型枠パネル加工作業中に、積み重ねてあった合板パネルが、強風にあおられ飛来し、加工作業中の別の被災者に衝突した後、当該被災者の腰部に衝突し負傷した。		平成15年3月4日 10時45分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上						24:材料等		環境等（風）		06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		27:作業中止の基準を定めていなかった。								22.00%		22.00%		65.00%		65.00%		０７：３０　朝礼、ＫＹＫ活動<改行>０８：００　作業開始～作業準備<改行>０９：００　コンパネ引抜、加工作業<改行>１０：４５　突風により合板が飛来し、被災者に当たり負傷				１．強風時の作業中止基準の決定として、１０分間の平均風速が毎秒１０ｍを超える場合は作業を中止する。<改行>２．当日の気象の把握として、現場における設備（吹流し、風速計）の充実を図る。<改行>３．気象情報の入手（ラジオ、インターネット）を行う。				株式会社淺沼組		東京本店																		12000000028488																																																																												H14-関東-東京空港-6202.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2003		3		4		10		45		2002		FALSE		4		29		関東		3		3		0		3.0		24		202		84		2003/3/4　10:45		37684.4479166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		34		男		14年 00月		型枠大工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)				04:骨折		02:創傷						4:16～30		21		1:労災適用		東京国際空港東旅客ターミナル地区共同溝築造工事（その５）		型枠パネル加工作業中に、積み重ねてあった合板パネルが、強風にあおられ飛来し、加工作業中の被災者の頭部に衝突し負傷した。		平成15年3月4日 10時45分 頃		陸上		資材置場		29:その他(　)		型枠工		84:その他(　)		型枠材加工		1:晴れ						4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上						24:材料等		環境等（風）		06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		27:作業中止の基準を定めていなかった。								22.00%		22.00%		65.00%		65.00%		０７：３０　朝礼、ＫＹＫ活動<改行>０８：００　作業開始～作業準備<改行>０９：００　コンパネ引抜、加工作業<改行>１０：４５　突風により合板が飛来し、被災者に当たり負傷				１．強風時の作業中止基準の決定として、１０分間の平均風速が毎秒１０ｍを超える場合は、作業を中止する。<改行>２．当日の気象の把握として、現場における設備（吹流し、風速計）の充実を図る。<改行>３．気象情報の入手（ラジオ、インターネット）を行う。				株式会社淺沼組		東京本店																		12000000028488																																																																												H14-関東-東京空港-6201.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2003		3		4		10		45		2002		FALSE		4		29		関東		4		14		0		14.0		24		202		84		2003/3/4　10:45		37684.4479166667

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		01年 02月		主任技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								3:9～15		10		1:労災適用		名古屋港　第二ポートアイランド護岸復旧工事		１．出来形写真撮影のため、要員２名がＦＲＰボートに乗り込み現地に近寄った。<改行>２．予め被写体の構図確認のため、被災者が計測用箱尺にて目的のスタットジベルに当てた。<改行>３．撮影者の現場代理人は、思ったより既設コンクリート下端の空間が狭いため被災者に注意を促した。<改行>４．２名にて声を掛け合いながら、ボートの安定度合いと周囲の海面状態に注意しながら、写真撮影に取りかかった。<改行>５．改めて、被災者が計測用箱尺にて目的のスタットジベルに当てたところ北側からの航跡波によってＦＲＰボートが煽られた。<改行>６．被災者の右人差し指が、既設コンクリート下端と箱尺との間に挟まれる状態となり、指先端を負傷する結果となった。		平成15年3月5日 11時10分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		1:有				26:その他の起因物(　)		測量用箱尺		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																				07:作業の安全指示が不適切だった。										67.00%		64.00%		100.00%		100.00%		１．出来形写真撮影のため、要員２名がＦＲＰボートに乗り込み現地に近寄った。<改行>２．予め被写体の構図確認のため、被災者が計測用箱尺にて目的のスタットジベルに当てた。<改行>３．撮影者の現場代理人は、思ったより既設コンクリート下端の空間が狭いため被災者に注意を促した。<改行>４．２名にて声を掛け合いながら、ボートの安定度合いと周囲の海面状態に注意しながら、写真撮影に取りかかった。<改行>５．改めて、被災者が計測用箱尺にて目的のスタットジベルに当てたところ北側からの航跡波によってＦＲＰボートが煽られた。<改行>６．被災者の右人差し指が、既設コンクリート下端と箱尺との間に挟まれる状態となり、指先端を負傷する結果となった。								12000000001983																																																																																																H14-中部-名古屋-6101.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2003		3		5		11		10		2002		TRUE		8		29		中部		3		1		2		1.2		26		1399		84		2003/3/5　11:10		37685.4652777778

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		15年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		04:胸部		02:頸部				04:骨折		13:その他(　)		13:その他(　)		脱臼		4:16～30		20				苅田港（本港地区）航路（－１３ｍ）浚渫［暫定－１２ｍ］工事		揚錨船１隻と陸上クレ－ン２台を使用し、陸上で組み立てた排砂管を海上に送り出す作業をしていた際、海上へ排砂管を送り出した揚錨船が岸壁に接岸する時にウインチの巻きすぎで防舷材に強く接触し慌てて右舷ワイヤ－を緩めたことから、緊張した左舷ワイヤ－の反動で揚錨船が前進し、揚錨船のブ－ムが排砂管に接触して排砂管を押し下げ、その衝撃で陸上の排砂管が台座からずれ落ち、近くでインパクトレンチとエアホ－スの接続作業（修理）をしていた被災者に排砂管があたって負傷した。		平成15年3月11日 0時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		準備工		84:その他(　)		海底管組立		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		排砂管		04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等		A:危険だと思わなかった		4		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		04:作業標準を守らなかった。		22:連絡合図が不明瞭だった。				作業指揮者が、危険個所の被災者に気づいた時、一連作業（揚錨船の移動）を直ちに停止すべきであったにもかかわらず、被災者に注意するため所定の場所を離れ、全作業を指揮する職務を怠った。揚錨船の船長は、操船状況を監視してウインチ操作を指示すべきであったが、排砂管の玉掛けワイヤ－に気を取られそのことを怠った。また、ウインチ操作者にあっても、右舷・左舷の連携が悪くウインチ操作を誤まって、揚錨船を前進させ排砂管に衝突させた。																A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		21:連絡合図がなかった。		26:危険有害な場所に入った。				被災者が海上への排砂管の送り出し作業が終了していないのに、次の作業を急ぐあまり、作業指揮者に相談せずに立入り禁止の排砂管近くでインパクトレンチとエアホ－スの接続修理作業を行った。																						5.00%		5.00%		4.50%		4.50%		8：00　朝礼<改行>8：30　海底管組立作業の開始<改行>9：10　元請職員現場巡視開始<改行>9：30　元請職員現場巡視を終え、同じヤード内のグラブ枠立会い検査に行く。<改行>10：40　元請職員海底管組立作業場所に戻る。<改行>10：50　揚錨船１隻と陸上クレ－ン２台を使用し、陸上で組み立てた排砂管を海上に送り出す作業をしていた際、海上へ排砂管を送り出した揚錨船が岸壁に接岸する時にウインチの巻きすぎで防舷材に強く接触し慌てて右舷ワイヤ－を緩めたことから、緊張した左舷ワイヤ－の反動で揚錨船が前進し、揚錨船のブ－ムが排砂管に接触して排砂管を押し下げ、その衝撃で陸上の排砂管が台座からずれ落ち、近くでインパクトレンチとエアホ－スの接続作業（修理）をしていた被災者に排砂管があたって負傷した。								東亜建設工業株式会社																				五栄土木株式会社																																																				労働基準監督署		reserved-37699x1F		指導票　1.揚錨船と海底管との接触防止の為、揚錨船の移動範囲を固定する措置を講ずること。2.揚錨船に据え付けたウインチ操作について、操作者と岸壁側合図者との連携を密にすること。																				H14-九州-苅田-6301.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2003		3		11		0		0		2002		TRUE		4		29		九州		4		15		0		15.0		8		202		84		2003/3/11　0:0		37691

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		17年 00月		鉄筋工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				04:骨折		02:創傷						4:16～30		30		1:労災適用		横浜港大黒地区道路高架橋上部工事（その２）		鉄筋の両側に曲げ加工が必要な鉄筋（両曲げ鉄筋）を加工したところ、片方の加工が終わり鉄筋を反転した段階で、右手側がねじれにより少し浮いていたので、加工精度がおちると思い右手で押さえつけたところ、今度は左側が浮き上がったので左側も押さえつけたが、右手側に体重を乗せていたことから左手に対する注意力が不足しており、曲げ加工機のローラー稼働部に左手が移動していることに気がつかないまま機械を作動してしまい、左手を鉄筋とローラー部に挟まれ負傷した。		平成15年4月14日 15時35分 頃		陸上		その他		21:上部工				53:鉄筋加工				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20								10:他に属さない機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																										84.10%		83.40%		80.00%		80.00%		　８：００～　８：１５　ラジオ体操及び朝礼<改行>　８：１５～　８：３０　作業責任者による作業内容等の説明（ＫＹ活動含む）<改行>　８：３０～１０：００　新規入場者教育<改行>１０：００～１０：３０　作業責任者による機械に使用方法等の説明<改行>１０：３０～１２：００　両曲げ鉄筋の加工<改行>１２：００～１３：００　昼食・休憩<改行>１３：００～１５：００　両曲げ鉄筋の加工<改行>１５：００～１５：１０　休憩<改行>１５：１０～１５：３５　両曲げ鉄筋の加工<改行>　　　　　　１５：３５　被災				安全管理専従者（元請）を現場に常駐する。<改行>両曲げ鉄筋加工時に、作業監視員（元請）を配置する。<改行>両曲げ鉄筋加工作業は、２名体制で行う。				高田機工株式会社		東京本社																		12000000006612				12000000058735								元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-37764x1F		reserved-37794x1F		口頭厳重注意（１箇月間）																																																										H15-関東-京浜-0201.xlsx		3/6/15 18:42		3/6/15 18:42		2003		4		14		15		35		2003		TRUE		8		21		関東		4		17		0		17.0		10		1299		53		2003/4/14　15:35		37725.6493055556

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		福井		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		09年 00月		型枠大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0				敦賀港（鞠山南地区）岸壁（－１４ｍ）本体外１件工事		平成15年5月8日10時40分頃、被害者はケーソン内枠に使用する木製足場を作業ヤード内で製作していた。事故当時、被害者は足場板の部材の角材(4寸角)の端部を寸法に合わせて、電動丸のこを使用して切断する作業を担当していた。部材の厚みがあるため一度に切断できないため、まず中間部角材の上面を切り終わり、切断方向を変え右側側面を上部から下部へ切り終わった際、いきおい余り電動丸のこが被害者の右土踏まず内側に当たり被災したものである。被災者は安全ゴム長靴、ゴム手袋を着装していた。		平成15年5月8日 10時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				17:足場の組立・解体等				3:雨																20:動力工具				17:加害物なし				09:切れ、こすれ				1202:工具等取り扱い：チェーンソー等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1																						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。												5.00%										安全な体勢で余裕をもって作業する。<改行>作業開始前の現地ＫＹを行う。<改行>切断ヤードを確保する。<改行>安定した作業姿勢が確保できる切断用の作業台を作る。<改行>上記対策をとり入れた鉄筋足場組み立て作業手順書を作成し、作業員に周知徹底する。作業開始前の現地ＫＹを行う。				五洋建設株式会社																																																																																																H15-北陸-敦賀-0401.xlsx		3/6/15 18:18		3/6/15 18:18		2003		5		8		10		40		2003		TRUE		9		12		北陸		1		9		0		9.0		20		1202		17		2003/5/8　10:40		37749.4444444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		00年 07月		船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								3:9～15		11		2:労災非適（船員法適用）		釜石港湾口地区防波堤（南堤深部）築造工事		接岸のため、クレーンのブームを起こしている時主フックのワイヤーロープに補巻ワイヤーロープがからまったため、被災者が主巻ワイヤーロープを左手で掴んで補巻きワイヤーロープを外していた。主フックを甲板上に仮置きした時に、掴んでいた主巻ワイヤーロープと滑車（シーブ）の間に指先がはさまり被災した。４０分後公共岸壁に接岸し、病院へ向かった。		平成15年6月5日 9時0分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		回航		18:曳航・回航				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		24:相手の行動を確認しなかった。								A:危険だと思わなかった		1		22:連絡合図が不明瞭だった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。								3.00%		3.00%		0.00%		0.00%		3:00　捨石均し作業船（飛竜、350t吊起重機船）を袖ヶ浦港から回航し、釜石港に入港、港内　　　に錨泊。<改行>8:30　接岸のための準備作業開始。<改行>9:00　接岸のため、クレーンのブームを起こしている時主フックのワイヤーロープに補巻ワイ　　　ヤーロープがからまったため、被災者が主巻ワイヤーロープを左手で掴んで補巻きワイヤ　　　ーロープを外していた。主フックを甲板上に仮置きした時に、掴んでいた主巻ワイヤーロ　　　ープと滑車（シーブ）の間に指先がはさまり被災した。				１．人的要因に対する対策<改行>１）現場安全管理教育の充実を図る。<改行>２）今回の作業においては、３人作業（合図者１，作業員２） を指    導する。<改行>２．物的要因に対する対策<改行>１）作業員の適性配置を指導する。<改行>２）作業時、合図者はマイクを設置、使用することを指導する。<改行>３．管理的要因に対する対策<改行>１）玉掛け作業の資格を取得させ、クレーン作業に関する知識を与え    る。<改行>２）非定常作業時の作業打合せ、手順書の作成・遵守を指導する<改行>		東洋・佐伯特定建設工事共同企業体		東洋建設株式会社		東北支店		あおみ建設株式会社		東北支店														株式会社トマック				三和建工株式会社								口頭厳重注意						安全教育、安全管理を一層強化するとともに、更に作業員一人一人の安全意識高揚に努め、事故防止に一層の措置を講ずるよう厳重に		口頭厳重注意						安全教育、安全管理を一層強化するとともに、更に作業員一人一人の安全意識高揚に努め、事故防止に一層の措置を講ずるよう厳重に																																																		H15-東北-釜石-5401.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		2003		6		5		9		0		2003		TRUE		8		29		東北		3		0		7		0.6		14		608		18		2003/6/5　9:0		37777.375

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		三田尻中関		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		25年 03月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		2		1:労災適用		三田尻中関港築地地区防波堤（西）工事（その２）		　ケーソン製作における内型枠の脱枠作業時に、チェンブロックを使用して内型枠を横移動していた。支保工の支柱に内型枠（シャタリング）が引っ掛かったため、単管を使用して外していたところ、急に外れて横移動した内型枠と支柱の間に腕を挟まれた。		平成15年6月12日 16時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等		内型枠、支柱		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった																										42.00%		42.80%		16.00%		16.80%		　ケーソン製作における内型枠の脱枠作業時に、チェンブロックを使用して内型枠を横移動していた。支保工の支柱に内型枠（シャタリング）が引っ掛かったため、単管を使用して外していたところ、急に外れて横移動した内型枠と支柱の間に腕を挟まれた。				１．臨時の安全衛生協議会を開催し、各事業主より事故再発防止対策　要領の意見集約を行い、安全衛生責任者及び作業主任者への周知徹　底を図る。<改行>２．再発防止対策要領による再教育の徹底。<改行>３．弊社安全環境課による再点検を実施する。				洋林建設（株）																				12000035002334												１．作業員<改行>２．型枠横移動吊り出し作業		reserved-37790x1F				１．作業手順の周知徹底<改行>２．型枠横移動吊り出し作業の改善<改行>３．作業機械、工具類の点検<改行>?作業場所の整理整頓																																		労働基準監督署		reserved-37785x1F		特になし																				H15-中国-宇部-0604.xlsx		3/6/15 17:54		3/6/15 17:54		2003		6		12		16		10		2003		TRUE		8		11		中国		1		25		3		25.3		22		1102		55		2003/6/12　16:10		37784.6736111111

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		境		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		09年 08月		大工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		境港江島地区橋梁（渡側）主橋梁部上部工事		　主橋脚柱頭部の３リフト目の型枠解体作業中、４リフト目のスターラップ鉄筋に額をぶつけたため、１cm程度切れ出血した。		平成15年6月20日 17時30分 頃		海上		橋梁上部		29:その他(　)		橋梁		55:型枠組立・解体				2:曇り						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						24:材料等				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										42.00%		43.20%		70.00%		72.00%		　主橋脚柱頭部の３リフト目の型枠解体作業中、４リフト目のスターラップ鉄筋に額をぶつけたため、１cm程度切れ出血した。				１．作業手順やＫＹ活動の徹底<改行>２．鉄筋の防護養生の実施				12000002003000				住友建設（株）				株式会社安部日鋼工業																																																																労働基準監督署		reserved-37795x1F		なし																				H15-中国-境港-0805.xlsx		3/6/15 18:00		3/6/15 18:00		2003		6		20		17		30		2003		TRUE		9		29		中国		1		9		8		9.7		24		1101		55		2003/6/20　17:30		37792.7291666667

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		15年 00月		型枠工		06:骨盤部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		233		1:労災適用		秋田港外港地区防波堤（第二南）本体及び根固工事		ケーソン製作においてコンクリート打設を完了し、枠組足場をクローラクレーンで撤去・仮置きしていた。枠組足場を陸上に着地させ、作業員２名で玉外しを行った。作業員（被災者）は玉外しを行いクレーンオペレータに巻上げ合図を行った後に避難を開始した。一方、クレーオペレータは巻上げ合図を受け、巻上げを開始した。その際、クレーンオペレータはシャックルが枠組足場に引っ掛かったことに気づいて急遽、巻き下げをしたが間に合わず枠組み足場が転倒した。作業員（被災者）は避難が間に合わなかったために枠組足場の下敷きになった。<改行>		平成15年6月26日 0時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		14:ケーソン海上打継ぎ				17:足場の組立・解体等				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		玉掛け用具		16:その他の加害物(　)		足場材		05:崩壊・倒壊				0301:倒壊：足場、作業構台等																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		17:危険を知らずにやった。		26:危険有害な場所に入った。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						59.00%		59.00%		47.00%		47.00%		15:00 外型枠の脱型終了、足場解体作業開始。<改行>15:30 足場材、ブロック分け作業終了、撤去陸揚げの為、クレーン誘導。<改行>15:40 陸揚げ、玉外し後、作業員（被災者）がクレーンに巻き上げ合図をし、避難開始をした　　　その後、クレーンのシャックルが２段目の布板に引っ掛かったことにクレーンオペレータ　　　が気づき巻下げしたが間に合わず足場が転倒した。作業員（被災者）は避難が完了してお　　　らず足場の下敷きになった。				１．玉外し後の玉掛け用具は直接吊り上げず、いったん足場材から離    れた位置まで移動させた後にクレーンに巻き上げ合図を行い吊り    上げる<改行>２．クレーンオペは玉掛け用具が安全に空中に達した後、又合図者か    らの指示が出た場合を除き巻き上げは微速で行う。旋回も同様に    行う。作業は合図者の指示に従い自己判断での行動は緊急事態を    除き、絶対に行わない。<改行>３．２段組した足場材は単独の場合は下ろした後、玉外し前に四隅の    上部に単管パイプをクランプで緊結し控えを設け、転倒防止対策    をする。<改行>４．複数の２段組した足場材を並べる場合は、足場材の上部をロープ    等で連結し転倒防止対策をする。<改行>５．朝礼、ＴＢＭ、ＫＹ活動時に細かく注意喚起を行う。<改行>６．作業手順書への転倒防止の追記を行い教育する。<改行>７．合図者と作業員の役割分担を行い、合図者は合図に専念させる。		（株）清水組		（株）清水組																																指名停止		reserved-37876x1F		reserved-37905x1F		工事事故が発生したことは、誠に遺憾である。今後は、かかる事態が生ずることのないよう十分注意されたい。																																																										H15-東北-秋田-5501.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		2003		6		26		0		0		2003		TRUE		5		14		東北		5		15		0		15.0		26		301		17		2003/6/26　0:0		37798

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		細島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		02年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		2		2:労災非適（船員法適用）		細島港（外港地区）南沖防波堤基礎捨石工事（第２次）		基礎捨石を現場に納入するためのガットバージ船係留作業で、被災者が作業船に係留ロープを渡した後に、足を滑らせて、バランスを崩しガットバージ船の手摺を越えて作業船上に転落し、病院で頭部打撲、右下腿筋挫傷と診断後帰宿した。		平成15年6月26日 16時25分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				02:甲板				01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。		27:不安全な場所へのった。				被災者は、底開式ガットバージのフェアリーダー台座（高さ１５cm）に乗っていた。		17:安全標識がなかった。																				78.00%		75.00%		78.00%		75.00%		15：30　底開式ガットバージ石材積込完了後、現場へ出港<改行>16：15　底開式ガットバージ現場へ到着、係留作業開始<改行>16：25　被災者は、係留ロープが作業船のピットに掛かったのを確認し、底開式ガットバージの手摺から後方に離れようとした際、フェアリーダーの台座に乗っていたため、足を滑らせて、バランスを崩し、作業船上に転落した。				１．フェアリーダー台座には、絶対に乗らない。<改行>２．作業位置では、指差し、声掛けをする。<改行>３．段差が低い場所でも乗らない。<改行>４．手摺に身をあずけながら作業は行わない。				東洋建設株式会社																																																																																																H15-九州-宮崎-1701.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		2003		6		26		16		25		2003		TRUE		1		8		九州		1		2		0		2.0		8		122		14		2003/6/26　16:25		37798.6840277778

		中部地方整備局		清水港湾事務所		御前崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		05年 01月		副船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								4:16～30		28		1:労災適用		御前崎港航路泊地(-14m)浚渫工事		浚渫土砂を揚泥するための準備として、海上排砂管を揚錨船で吊り上げ、埋立地護岸前面に係留していた揚泥船（空気圧送船）に接続する作業を揚錨船上２名、揚泥船上４名の合計６名で行っていた。被災者は揚泥船上で仮止めのボルトを差し込んでいたところ、付近を航行していた船舶の航跡波により海上排砂管を浮かしているフローターが動揺し、接続部のボルトとフランジの間に左手中指が挟まれ損傷を負った。		平成15年6月30日 10時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				29:海上浮動管布設・撤去５７目地				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		08:作業船				16:その他の加害物(　)		排砂管		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		21:連絡合図がなかった。																														2.00%		2.00%		80.00%		80.00%		　７：３０～　８：００　朝礼及びＫＹ活動<改行>　８：００～　９：３０　陸上部排砂管に海上排砂管を接続<改行>　９：３０～１０：３０　揚泥船に海上排砂管を接続<改行>１０：３０　　　　　　　被災								12000000000769		名古屋支店																		12000000288750				12000039005725																																																																								H15-中部-清水-1501.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2003		6		30		10		30		2003		TRUE		8		5		中部		4		5		1		5.1		8		1399		29		2003/6/30　10:30		37802.4375

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		11年 00月		施工管理		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		3		1:労災適用		大阪港夢洲トンネル咲洲側アプローチ部築造工事（その９）		中間杭・支柱杭のプレボーリング（ロックオーガ）工の施工中、現場で施工管理（写真撮影）を終えたＪＶ職員が、機械を運転開始させ稼動中の施工機械の傍を移動した。直後にケーシング（ｵｰｶﾞｽｸﾘｭｳ）内に残留していた石が排土用窓とｽｸﾘｭｳの間に噛込み割裂し、その石が飛石し被災者の頭部に当たった。		平成15年7月2日 9時45分 頃		陸上		埋立地、埋立		29:その他(　)		土留工		84:その他(　)		掘削（ロックオーガ）		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		石		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。		13:油断、軽視した。								99:その他								これまでの実績からは予期し得ない飛石があった		04:理解度の確認が不十分だった。										69.00%		61.00%		77.00%		45.00%		8:00)朝礼広場にて安全朝礼（全員）、KYK実施<改行>8:30)作業開始支柱杭No33の施工管理<改行>9:00)杭No33削孔開始、Ｈ鋼の材料検収<改行>9:45)杭No33削孔完了、敷鉄板　敷き直し<改行>10:10)作業待機(ﾗﾌﾀｰ退出待)Ｈ鋼材料検収(10:30)杭打機移動<改行>10:45)当該杭No13の削孔位置確認の写真撮影後、機械を運転開始させ稼動中の施工機械の傍を移動した。直後にケーシング（ｵｰｶﾞｽｸﾘｭｳ）内に残留していた石が排土用窓とｽｸﾘｭｳの間に噛込み割裂し、その石が飛石し被災者の頭部に当たった。				ｹｰｼﾝｸﾞに蛇腹式防護管を設置する。<改行>立入禁止区域への進入に関する安全教育を行う。<改行>作業従事者間の合図を徹底させる。				前田建設工業株式会社				あおみ建設株式会社				国土総合建設（株）																																																																																								H15-近畿-大阪-1001.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2003		7		2		9		45		2003		TRUE		4		29		近畿		1		11		0		11.0		26		299		84		2003/7/2　9:45		37804.40625

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		10年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								5:31以上		31		1:労災適用		直江津港（港口地区）沖防波堤基礎工事（その２）		帆布敷設作業の完了した起重機船のもやいロープ解除のため、起重機船に係留待機していた揚錨船の船上において、甲板員が係船柱に左手を置いたところ、揚錨船が航跡波により動揺し、起重機船の防舷材（タイヤペンドル）と揚錨船の係船柱に挟まれて左手親指第一関節先を切断した。		平成15年7月3日 8時35分 頃		海上		揚錨船の船上		07:先掘防止マット				46:マット等の敷設				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		ﾀｲﾔﾍﾟﾝﾄﾞﾙ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																																																								帆布敷設作業の完了した起重機船のもやいロープ解除のため、起重機船に係留待機していた揚錨船の船上において、甲板員が係船柱に左手を置いたところ、揚錨船が航跡波により動揺し、起重機船の防舷材（タイヤペンドル）と揚錨船の係船柱に挟まれて左手親指第一関節先を切断した。								株式会社本間組																																																																																																H15-北陸-新潟-2501.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2003		7		3		8		35		2003		TRUE		8		7		北陸		5		10		0		10.0		26		1104		46		2003/7/3　8:35		37805.3576388889

		北海道開発局		紋別港湾事務所		紋別		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		25年 03月		型枠工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		31		1:労災適用		紋別港第４防波堤工事		ブロック製作作業において、被覆ブロック（ビーハイブ１６ｔ型）の型枠脱型作業中、枠を外すのに力を入れたときに勢いよくはずれてしまい、バランスを崩した被災者の右足に強くひねりが加わり被災した。		平成15年7月9日 13時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ブロック製作用型枠		17:加害物なし				19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		18:熱中して判らなかった		31:無理な姿勢で作業した。								99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。										38.00%		40.00%		90.00%		90.00%		ブロック製作作業において、被覆ブロック（ビーハイブ１６ｔ型）の型枠脱型作業中、枠を外すのに力を入れたときに勢いよくはずれてしまい、バランスを崩した被災者の右足に強くひねりが加わり被災した。				事故発生後に特別安全教育を実施し作業手順の確認と見直しを行い、作業手順書により作業員に周知徹底した。<改行>型枠作業を行う作業者には以下の事項に基づき事故の再発防止を図る。<改行>・型枠脱型の際、作業者はバールを地面に差し型枠を押し出す作業を行うこと。<改行>・型枠脱型の際、作業者は型枠が移動する側には立ち入らないこと。<改行>・型枠脱型作業の前に合図者はクレーンオペレーターに型枠の保持確認を徹底して行うこと。				りんかい日産建設株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-37816x1F				警察		reserved-37811x1F																H15-北開局-紋別-0901.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		2003		7		9		13		30		2003		TRUE		19		17		北海		5		25		3		25.3		26		1399		55		2003/7/9　13:30		37811.5625

		北海道開発局		函館港湾事務所		森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		09年 00月		土工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		04:胸部						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		3:労災非適（その他）		森港護岸（防波）建設工事		フライングブリッジ設置作業を行っていた。<改行>設置が終わり、安全対をしたまま被災者も吊りワイヤーを外し待避したのを確認したので、合図者が声を掛け巻き上げの合図をクレーンに指示した。<改行>合図者が指示を行い、周囲を見渡していた所徐々に巻き上げられたワイヤーがフライングブリッジのどこかに引っかかり傾斜した。<改行>いつもは、ワイヤーが巻き上がるまでは外足場に待避しているはずの作業員が、安全帯を外して、フライングブリッジ上で介錯ロープを外していたため、落下した。		平成15年7月17日 9時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ブロック底版部		01:墜落・転落				0102:墜落：架設通路から																																																																71.00%		80.00%		98.00%		93.00%		本体ブロック検査用フライングブリッジを設置し、ワイヤーを取り外した後、介しゃくロープ取外し作業を行っていた時、巻き上げている吊りワイヤーがフライングブリッジのどこかに引っかかり傾いたため、バランスを崩し本体ブロック底版上へ落下したものである。				１．高所作業における安全意識の再徹底を図るため、毎朝危険予知のシュミレーションを行う。<改行>２．不安全行動を見逃さないよう作業確認者の監視時間を増やす。<改行>３．フライングブリッジ設置に関する作業手順書を足場設置の他に個別に定め徹底させる。<改行>４．フライングブリッジ設置前に親綱を取付け、安全帯の掛け替えなしで一連の作業を行えるようにする。				株式会社高木組				12000000016970																（有）建成建設																																																				労働基準監督署		reserved-37824x1F				警察		reserved-37819x1F																H15-北開局-函館-1801.xlsx		3/6/15 17:25		3/6/15 17:25		2003		7		17		9		45		2003		TRUE		1		17		北海		1		9		0		9.0		14		102		17		2003/7/17　9:45		37819.40625

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		03年 02月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷		04:骨折						1:0～3		3		1:労災適用		北九州港（響灘地区）防波堤（東）築造工事		ケーソン油圧ジャッキを３人で手で押して移動中に、ジャッキ頭部に載せていたクッション材（鋼製）が落下し、落下途中に被災者の左手甲に当たり負傷した。		平成15年7月23日 0時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)				02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0399:倒壊：その他		A:危険だと思わなかった		2		18:熱中して判らなかった										A:危険だと思わなかった		1		18:熱中して判らなかった																								20:不安全に物が置いてあった。		22:作業場が狭かった。								07:作業の安全指示が不適切だった。										15.00%		15.00%		16.70%		0.00%		7：40　安全朝礼、ＫＹＫ<改行>8：00　始業前点検<改行>8：10　横引溝清掃後作業開始<改行>8：45　ケーソン油圧ジャッキ移動（４台目）中に事故発生								東亜建設工業株式会社																				12000040056704				12000006600220																																																																								H15-九州-北九州-1201.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2003		7		23		0		0		2003		TRUE		4		29		九州		1		3		2		3.2		14		399		2		2003/7/23　0:0		37825

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		05年 00月		排砂管工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		熊本港（本港地区）航路（－７．５ｍ）浚渫工事		本工事では、発生する浚渫土砂を空気圧送船にて土捨場まで圧送しているが、土捨場内の浚渫土砂の堆積状況を確認しながら、排砂管吐出口の移動を実施している。事故当日も、排砂管吐出口の移動作業を行っていた。ワイヤーにて排砂管吐出口の移動後、埋立地内(護岸上)において、ロープにて排砂管を固定する作業で、ロープを方塊ブロックに固定しようとして、引き寄せたロープをシャックルにて方塊へ接続する作業を実施していたところ、緊張したロープに突発的寄り戻りが発生し、シャックルを持っていた被災者の左手の指先をはねた。		平成15年7月25日 0時0分 頃		陸上		埋立地、埋立		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)		排砂管移動		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ロープ		09:切れ、こすれ				1399:その他：その他																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		25:合図を勘違いした。								26:振動があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。						57.00%		58.50%		57.00%		58.50%		7：30　安全朝礼<改行>8：30　東埋立地内排砂管移動作業のためバックホウを東側ワイヤー固定箇所まで移動<改行>10：45　東側ロープの牽引開始（バックホウ）<改行>11：10　東側ロープの牽引完了（バックホウ）<改行>11：15　方塊ブロックへロープの固定作業を開始<改行>11：20　緊張したロープの突発的な縒り戻りが発生し、被災者の左手人差指に接触　				①作業員が緊張したロープに近づかないように作業手順の改善を行う。<改行>②想定外の作業については、作業員は状況を正確に把握し、作業指揮者に報告し、その指示を仰ぐ。<改行>③日々のＫＹＫ活動の充実を図り、慣れから生じる安易な判断を回避する。				（株）森崎建設工業																																																																																																H15-九州-熊本-1301.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		2003		7		25		0		0		2003		TRUE		9		5		九州		1		5		0		5.0		14		1399		84		2003/7/25　0:0		37827

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		33		男		12年 00月		鍛冶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						挫滅創		3:9～15		15		1:労災適用		東京国際空港東旅客ターミナル地区上層道路上部等工事（その２）		主桁フランジ部工レセクションピース切断後、グラインダー仕上げ作業を行うためにグラインダーを切断部に当てた瞬間弾かれて、グラインダーのトイシが被災者に接触し負傷した。		平成15年7月27日 0時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		21:上部工				12:ガス溶接・切断				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						24:材料等				16:その他の加害物(　)				09:切れ、こすれ				1205:工具等取り扱い：ガス溶接・切断等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。								22:作業場が狭かった。										07:作業の安全指示が不適切だった。																		　８：００　朝礼、ＫＹＫ活動<改行>　８：３０　作業準備・作業開始<改行>１２：００　午前の作業終了<改行>１２：５０　本日・明日の作業打ち合せ及び安全指示<改行>１３：００　午後の作業開始<改行>１５：３０　休憩<改行>１５：４５　作業再開<改行>１６：４０　事故発生				１．作業員は、グラインダーが自重で研磨できる事を再確認し、最初のタッチの際、強く押しすぎない様に慎重に操作を行う。<改行>２．元請は、作業員と共に作業スペース及び作業姿勢について再確認し、作業のやり易いスペースを出来るだけ確保する。<改行>３．元請・作業員とも、一般的な道具であっても、それを使用して作業がある場合には、取り扱い上の危険予知や注意喚起を十分に行う。				株式会社駒井ハルテック																				横河工事株式会社				12000000052515								元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-37902x1F		reserved-37932x1F		口頭厳重注意（１箇月間）																																																										H15-関東-東京空港-1901.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2003		7		27		0		0		2003		FALSE		9		21		関東		3		12		0		12.0		24		1205		12		2003/7/27　0:0		37829

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		10年 00月		 型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港外港地区防波堤（中央）外本体工事		ケーソンをドック内から引出し、ドックゲート付近に到達した時点で、引出用ロープを据付用埋込みワイヤーロープから外すため、引出用ロープを自力で引寄せて取付金具（シャックル）を外そうとした時に、左手人差し指を取付金具（シャックル）と据付用埋込みワイヤーロープの間に挟まれ、負傷した。		平成15年7月29日 8時45分 頃		海上		その他		15:ケーソン進水				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		シャックル、ロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				90.00%		93.00%		43.00%		43.00%		7:50 朝礼、ＴＢＭ<改行>8:10 作業開始<改行>8:20 ケーソン引出し開始<改行>8:45 ケーソンがドックゲート付近に到達し、引出用ロープを据付用埋込みワイヤーロープから外そうとした時、左手人差し指を取付け金具（シャックル）と据付用埋込みワイヤーロープの間に挟んで負傷した。				１．作業指揮者は各作業員の動きに目を配り適切な作業指示を行う。<改行>２．引出用ロープのシャックルを外す前に引出用ロープが十分に弛んでいることを確認し、事前に引出用ロープに取付けておいた補助ロープを後方の据付用埋込みワイヤーに固定し、引出用ロープに力がかかっても動かないようにする。<改行>３．引出用ロープの弛みを確認するための見張員を配置し、作業指揮者に対し、確実に合図を行う。<改行>４．引出用ロープに取付けた補助ロープの固定及び取外し作業のための要員を配置する。		鹿島建設（株）		鹿島建設株式会社		東北支店																		北日本海事興業株式会社												不問																																																																H15-東北-八戸-5601.xlsx		3/6/15 19:04		3/6/15 19:04		2003		7		29		8		45		2003		TRUE		8		15		東北		1		10		0		10.0		26		1199		52		2003/7/29　8:45		37831.3645833333

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		東京湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		09年 00月		潜水士		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				05:切断								6:死亡				1:労災適用		東京湾口航路（浦賀水道航路）方塊撤去工事（その３）		露出工および撤去工を同時作業中に、コンクリート構造物撤去のために吊り金具取付作業を行っていた被災者が、露出作業を行っていた水中バックホウ（スケルトン仕様）の位置まで潮流の影響で流され、バケットに接触して被災した。		平成15年7月30日 14時20分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		吊り金具取付		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				06:激突され				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		24:相手の行動を確認しなかった。								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。		27:不安全な場所へのった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。		34:作業環境項目を測定していなかった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				10.00%		4.00%		0.00%		0.00%		　７：００　朝礼<改行>　８：００　係船完了、作業打合せ<改行>１０：４０　吊金具取付（削孔）のため、被災者が潜水開始<改行>１１：５５　作業終了、昼休み<改行>１３：２４　被災者が削孔開始<改行>１４：１５　台船上にあるケミカルアンカーを取るために移動準備<改行>　　　　　　（この後、潮流により水中バックホウ作業場所まで流されたと思われる）<改行>１４：２０　水中バックホウ（スケルトン仕様）に接触し被災<改行><改行><改行><改行>　				１．同一工区内で、露出工（水中バックホウ作業）と撤去工（潜水士　　による人力作業）の重複作業を行わない。<改行>２．誘導索を張り、その位置を全員に周知する。<改行>３．作業中止基準（水中透視度・流速）を明確にする。<改行>４．透視度・海象状況の変化や作業位置等の水中作業環境の情報を共　　有する。<改行>５．安全再教育の実施、作業手順書・安全管理体制の見直しを行い、　　全員に周知する。				あおみ建設株式会社		横浜支店																		大新土木（株）												元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-37930x1F		reserved-37959x1F		指名停止（１箇月間）																																																										H15-関東-東京湾口-2004.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2003		7		30		14		20		2003		TRUE		6		29		関東		6		9		0		9.0		4		804		84		2003/7/30　14:20		37832.5972222222

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		09年 06月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						13:その他(　)						しびれ		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		直江津港（港口地区）沖防波堤本体工事（その３）		ｹｰｿﾝ浮上作業において排水完了後、メインブレーカー（発電機本体）を未切断のまま、分電盤内部ブレーカーを全て落とし、排水ポンプの配線を撤去する作業を工具（分電盤内に紛失防止の為ﾜｲﾔｰにて接続）にて行った。撤去が完了したので、その工具を元の収納場所に戻す際、後部紛失防止ﾜｲﾔｰと１次配線側端子が接触し、感電した。		平成15年7月31日 9時0分 頃		海上		ケーソン上		15:ケーソン進水				09:電気設備				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		工具紛失防止ワイヤー		12:電気的エネルギーによるもの				14:感電				0999:電気：その他の作業																																																																																12000000002343																																																																																																H15-北陸-新潟-2601.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2003		7		31		9		0		2003		TRUE		14		15		北陸		1		9		6		9.5		26		999		9		2003/7/31　9:0		37833.375

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		30年 00月		潜水士		10:その他(　)						死亡		10:窒息								6:死亡				1:労災適用		直江津港（港口地区）沖防波堤築造工事				平成15年8月5日 8時30分 頃		海上		潜水作業		19:コンクリートブロック据付				15:舷外及び揚投錨				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				11:おぼれ				1306:その他：潜水士の溺れ																																																				推測であるが、潜水士の合図「スライ（巻き上げ）」をしたときに、送気ホースがクレーン金車のシーブに巻き込まれ、閉塞したと思われる。										施工打ち合わせ時並びにＫＹ活動時における危険要素の抽出が十分でなく、このため今回想定された災害要因について安全指示が十分であった。										8:30頃、被覆ｼｪｰｸﾌﾞﾛｯｸ(4t/個)をｸﾚｰﾝ付台船(65t吊)によって据付を行っていた。海上、海中と連絡を取り合ってｼｪｰｸﾌﾞﾛｯｸを吊降ろしている途中で、通話装置より「ピー」と音がして不通となった。異常を感じた送気員がホースをたぐったが引き上げられず、ｸﾚｰﾝﾜｲﾔｰを巻き上げると、滑車の側に被災者が浮上した。直ちに潜水士船に引き上げ岸壁へ急行し、救急車で病院へ搬送したが、9:25死亡を確認した。				1.送気員は、送気ホースと金車との位置関係を常時監視を行う。<改行>2.送気ホースに作業深度の表示（マーク）取り付け、施工水深に対するホースの長さを常時監視する。<改行>3.シーブ内の巻き込み防止策を行う。吊ワイヤーを長くし、金車の位置が水面から確認出来る水深（２～３ｍ）にする。<改行>4.ｼｪｰｸﾌﾞﾛｯｸ据付時、潜水士船からの送気ホースが弛んでも金車に触れないようにするため、クレーン付台船本体の中心を、据付箇所もしくは据付箇所より既設ｼｪｰｸﾌﾞﾛｯｸ方向に配置すること。<改行>5.ｼｪｰｸﾌﾞﾛｯｸ据付時、送気ﾎｰｽからの空気の供給がストップした緊急時の対応として、潜水士に「緊急用ボンベ」を背負って作業を行う。		東亜・佐伯・大旺特定建設工事共同企業体		あおみ建設株式会社				東亜建設工業株式会社				大旺建設（株）																																																																																								H15-北陸-新潟-3001.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2003		8		5		8		30		2003		TRUE		11		19		北陸		6		30		0		30.0		14		1306		15		2003/8/5　8:30		37838.3541666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		02年 04月		送気員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								3:9～15		14		1:労災適用		直江津港（港口地区）沖防波堤基礎工事（その１）				平成15年8月6日 15時20分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		1:有		14:物上げ装置		ウインチ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																																																																								潜水士船による捨石均し作業終了後アンカー引揚げ作業を開始した。おもて側アンカー２本を上げた後、とも側の最後の１本のアンカーを引揚げ中ウインチを操作していた被災者がウインチに足を挟まれて右足を骨折したものである。								東洋建設株式会社																																																																																																H15-北陸-新潟-2701.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2003		8		6		15		20		2003		TRUE		8		8		北陸		3		2		4		2.3		14		809		42		2003/8/6　15:20		37839.6388888889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横須賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		34		男		13年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		5		1:労災適用		横須賀港馬堀地区護岸築造工事（その２）		被覆ブロック（六脚：４．１ｔ）の海中据付作業中、法面に置いたブロックが滑り、据付指示・玉掛け解除の作業を行っていた潜水士がブロックとブロックの間に右手を挟まれ、小指を負傷した。		平成15年8月7日 11時40分 頃		海上		潜水作業		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		被覆ブロック		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。								04:安全度が不足だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								74.00%		69.00%		57.20%		23.70%		　７：００　朝礼、作業打合せ、危険予知活動実施<改行>　７：３０　クレーン台船回航開始<改行>　８：００　クレーン台船現場入域<改行>　９：４０　クレーン台船へ鋼台船（六脚ブロック５７個積）接舷完了<改行>１０：００　六脚ブロック据付作業開始（潜水作業開始）<改行>１１：４０　１１個目の六脚ブロック据付作業時、着底したブロックがずり落ち、潜水士が小指　　　　　　を被災				１．潜水作業を２人で行う場合は、潜水士合図者がもう一人の潜水士に注意を喚起できるよう、直接潜水士同士が連絡を取り合う事が可能となるよう水中電話を改善する。<改行>２．法面に六脚ブロックを据付ける際、潜水士は必ず着底後、ブロックと石との設置箇所（３点）の安定を確認するなどブロック全体の着底を十分に確認して玉掛け解除作業を開始する。<改行>３．朝礼時の危険予知活動の充実および安全教育による安全意識の喚起により、繰り返し作業時に発生しやすいヒューマンエラーを防止する。				国土総合建設（株）		横浜支店																		日栄興業株式会社				12000000020249				12000000043538				元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-37902x1F		reserved-37932x1F		口頭厳重注意（１箇月間）																																																										H15-関東-京浜-2102.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2003		8		7		11		40		2003		TRUE		8		19		関東		2		13		0		13.0		26		1102		51		2003/8/7　11:40		37840.4861111111

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		29		男		10年 04月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		新潟海岸（西海岸地区）突堤築造工事				平成15年8月18日 6時20分 頃		海上		FD、作業船上		16:ケーソン曳航・据付				15:舷外及び揚投錨				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ｽﾄｯｸﾚｽｱﾝｶｰ		15:起因物と同じ				06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。												安全を確認後に次の動作を行うことが実行されていなかった。																																																・作業方法・手順の検討及び作業員への説明が不十分であった。<改行>・作業指揮者が作業箇所に来る前に作業を行った。<改行>・請負者の安全指導が不十分であった。		76.00%		56.00%		100.00%		92.30%		　起重機船表左舷側のｽﾄｯｸﾚｽｱﾝｶｰを揚錨船で回収する作業を開始した。<改行>　ﾁｪｯｶｰ船で係留ﾜｲﾔｰを切離し、揚描船でｽﾄｯｸﾚｽｱﾝｶｰを吊り上げた後に起重機船上でｽﾄｯｸﾚｽｱﾝｶｰを揚描船に固定する作業に取り掛かった。<改行>　起重機船上の被災者が、固定作業を終了後、ｽﾄｯｸﾚｽｱﾝｶｰの可動部分が被災者の方に倒れてきて、被災者の鼻先にかすり被災した。				(1) １つの作業終了後、危険な状態がないか確認してから次の作業(行動)に移ることを手順として厳守させる。(2) 作業方法・手順を再確認し、危険要因の排除に取り組むことを下請に指示すると共に、元請けが責任を持って実施状況とその内容を確認、指導する。(3) 作業員全員に作業指揮者を明確にし、指揮者不在の作業を厳禁とする。やむなく場を外すときは、作業全体の安全を管理出来る物を代役に任命し、作業員に周知する。(4) 専従の安全担当者を配置し、下請け作業員への安全に関する指導や支援を行う。また、現場の危険な状態・危険要因を見つけ排除する。(5) 元請けとして、当現場を安全管理に関する重点現場に指定し、本店・支店・作業所が一体となった安全管理を実践する。		（株）福田組		（株）福田組																																																																																																H15-北陸-新潟-5001.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2003		8		18		6		20		2003		TRUE		6		16		北陸		1		10		4		10.3		26		1104		15		2003/8/18　6:20		37851.2638888889

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		32		男		07年 00月		足場組立		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		徳島飛行場護岸築造工事（その１０）		　上部工型枠組立のための足場組立中に、被災者が上部工天端に上がろうと梯子を消波ブロック(40t型)に設置し、登っているときに梯子の下部が滑り、その際、単管足場の連結クランプと梯子の間に右手母指が挟まれ、負傷した。		平成15年8月22日 0時0分 頃						21:上部工				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				05:階段・梯子等				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				15:気持ちがあせっていた。		27:不安全な場所へのった。																																										五洋・佐伯特定建設工事共同体		12000000001050				12000000002246																（株）川田組				12000028450229																																																																								H15-四国-小松島-2201.xlsx		3/6/15 17:49		3/6/15 17:49		2003		8		22		0		0		2003		FALSE		8		21		四国		1		7		0		7.0		22		1399		17		2003/8/22　0:0		37855

		中部地方整備局		三河港湾事務所		三河		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		04年 00月		船員		10:その他(　)								13:その他(　)		13:その他(　)		13:その他(　)		溺死		6:死亡				2:労災非適（船員法適用）		平成１５年度三河港航路泊地(-12m)浚渫工事（その２）		９月３日１５時００分、三河港御津１区沖の土捨場において、浚渫土砂の土捨を完了した押航土運船が浚渫区域に約７ノットで戻る途中、押船の左舷側にライフジャケットを着用した被災者が海面に浮かんでいるのを発見した。直ちに交通船に引き上げ救助・蘇生処置を行いながら病院へ緊急搬送したが、医師による死亡が確認された。<改行>		平成15年9月3日 14時55分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				38:土運搬				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				11:海水等				11:おぼれ		海中転落		1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																																																10.00%		10.00%						5:00～5:30　朝礼<改行>5:30～浚渫開始<改行>6:25～14:45土砂運搬土捨（４航海）<改行>14:55～浚渫区域へ航行開始<改行>15:00位　被災者発見<改行>15:10交通船に被災者引き上げ<改行>15:30病院到着<改行>16:14死亡確認								12000000002246																				（株）大滝工務店																																																																												H15-中部-三河-2301.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		2003		9		3		14		55		2003		TRUE		11		5		中部		6		4		0		4.0		27		1304		38		2003/9/3　14:55		37867.6215277778

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		20年 00月		型枠工		06:骨盤部								01:打撲傷								4:16～30		21		1:労災適用		下関港（新港地区）道路（擁壁）築造外１件工事		橋梁Ａ１橋台の型枠建て込み作業で、風に煽られた型枠が、足場上で型枠建て込み誘導後安全帯をはずして移動しようとした被災者に接触し、足場上より地面に積んでいた型枠の上に落ちた。		平成15年9月9日 13時10分 頃		陸上		埋立地、埋立		29:その他(　)		橋台躯体工		55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		型枠材		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。		04:安全度が不足だった。																65.00%		55.00%						７時　朝礼、ＫＹ活動<改行>７時１０分　現場へ船で移動開始<改行>７時３５分　現場到着<改行>７時５０分　型枠組立て（大組み）作業開始<改行>１１時３０分　休憩<改行>１２時３０分　型枠組立て（大組み）作業再開<改行>１２時５０分　型枠建て込み作業開始<改行>１３時１０分　風に煽られた型枠が、足場上で型枠建て込み誘導後安全帯をはずして移動しようとした被災者に接触し、足場上より地面に積んでいた型枠の上に落ちた。<改行>								12000000002343		中国支店																		（株）竹本建設				12000035015395																																																																								H15-九州-下関-2901.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2003		9		9		13		10		2003		TRUE		1		29		九州		4		20		0		20.0		11		101		55		2003/9/9　13:10		37873.5486111111

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		24年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		2		3:労災非適（その他）		十勝港南防波護岸建設外一連工事		本工事は、十勝港外港地区の建設を行う工事であり、十勝港第２ふ頭でＦＤによりケーソンを製作していた。<改行>　事故当日は休日であるが、台風１４号通過後の安全点検のため、台風に対する警戒対策として上げてあったＦＤの昇降桟橋を岸壁に降ろすための作業中に、手巻きウインチ操作を誤り、ウインチのハンドルで右手を強打し、右手小指を骨折したものである。		平成15年9月15日 8時30分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		05:安全装置をはずした、無効にした。		17:危険を知らずにやった。																										68.90%		78.20%		82.00%		82.50%		本工事は、十勝港外港地区の建設を行う工事であり、十勝港第２ふ頭でＦＤによりケーソンを製作していた。<改行>　事故当日は休日であるが、台風１４号通過後の安全点検のため、台風に対する警戒対策として上げてあったＦＤの昇降桟橋を岸壁に降ろすための作業中に、手巻きウインチ操作を誤り、ウインチのハンドルで右手を強打し、右手小指を骨折したものである。				①従来より専従している取扱者以外の取り扱いを援助とはいえ今後厳禁とした。<改行>②事故発生後、特別安全大会及び現場総点検を実施し安全について再度作業員に周知すると共に危険と思われる場所、設備の再明示化を行うこととした。<改行>③今回事故のあったウインチの安全装置ストッパーをブリキ板からステンレス版に改造し、人力では操作できないようにした。		勇・拓殖経常建設共同企業体		12000000002011				拓殖工業株式会社																																																																																												H15-北開局-十勝-3101.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		2003		9		15		8		30		2003		TRUE		23		12		北海		1		24		0		24.0		14		1299		2		2003/9/15　8:30		37879.3541666667

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		30年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0				石狩湾新港浚渫土受入造成工事		被災者（潜水士）は、築堤背後の雑割石投入後、水深約-1.5m付近にて水中均し作業をするため、投入した雑割石をつかもうとしたところ、上の石が倒れ、雑割石の間に左薬指を挟まれ負傷した。		平成15年9月29日 8時20分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0402:土砂崩壊：岩石の崩壊・崩落																																																																								被災者（潜水士）は、築堤背後の雑割石投入後、水深約-1.5m付近にて水中均し作業をするため、投入した雑割石をつかもうとしたところ、上の石が倒れ、雑割石の間に左薬指を挟まれ負傷した。								株式会社吉本組				協成建設工業（株）				阿部建設（株）																																																																																								H15-北開局-小樽-3401.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		2003		9		29		8		20		2003		TRUE		5		8		北海		1		30		0		30.0		24		402		42		2003/9/29　8:20		37893.3472222222

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		20年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		04:骨折						5:31以上		60		1:労災適用		志布志港（若浜地区）防波堤（沖）（改良）消波ブロック外１件製作工事		被災者は型枠解体組立班で、インパクトレンチを使用して、型枠のボルトを外す作業を行っていた。型枠の側キャップの上部のボルトを緩めようとしていたが、ボルトが完全に外れたため、側キャップが倒れ込み、隣接する異形ブロックとの間に右手を挟まれた。		平成15年10月15日 0時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		鋼製型枠		16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		08:はさまれ、巻き込まれ				0302:倒壊：型枠支保工等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		22:作業場が狭かった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		05:教育訓練体制が不備であった。								92.00%		72.00%		92.00%		71.00%		7：45　現場事務所横にて、朝礼を実施<改行>8：00　持ち場の始業前点検を実施<改行>8：15　コンクリート打設班と型枠組立・解体班の２班に分かれ作業を開始<改行>8：45　被災者は型枠解体組立班で、インパクトレンチを使用して、型枠のボルトを外す作業を行っていた。型枠の側キャップの上部のボルトを緩めようとしていたが、ボルトが完全に外れたため、側キャップが倒れ込み、隣接する異形ブロックとの間に右手を挟まれた。				側キャップの上部ボルトを外すときは、クレーンで吊った状態でスパを使用し、側キャップの上部から外す作業手順書を確立し（文書化）、作業員に周知・徹底する。		松清産業（株）		松清産業株式会社																																																																																																H15-九州-志布志-3301.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2003		10		15		0		0		2003		TRUE		8		17		九州		5		20		0		20.0		26		302		55		2003/10/15　0:0		37909

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		08年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								4:16～30		24				苫小牧港西港区勇払ふ頭-12m岸壁改良工事		浸透固化処理工の削孔作業を行うに当り、前日調子の悪かった削孔機械の点検調整を行っていた。<改行>被災者は、上記作業を行うべく削孔機械の点検調整箇所へ向かって歩行していたことろ、付近に設置していた送水ポンプに挙げていたホースが外れはね上がり、歩行中であった被災者の右前腕部に当り骨折した。		平成15年10月24日 10時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				03:装備機械器具等の点検・整備				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		送水ポンプ		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他		A:危険だと思わなかった		1		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。																																						18:保護具が不適・不足だった。										99:その他										23.00%		23.00%		1.00%		0.00%		浸透固化処理工の削孔作業を行うに当り、前日調子の悪かった削孔機械の点検調整を行っていた。<改行>被災者は、上記作業を行うべく削孔機械の点検調整箇所へ向かって歩行していたことろ、付近に設置していた送水ポンプに挙げていたホースが外れはね上がり、歩行中であった被災者の右前腕部に当り骨折した。				・ホース接続部の点検、交換<改行>・ホースが圧力等により外れても飛ばないようにジョイント部を送水ポンプや杭などの固定物にロープ・チェーン等で結合する。		株式会社テトラ北海道支店																						ライト工業株式会社																																																				労働基準監督署		reserved-37922x1F																						H15-北開局-苫小牧-3601.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2003		10		24		10		30		2003		TRUE		4		6		北海		4		8		0		8.0		26		299		3		2003/10/24　10:30		37918.4375

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		01年 03月		土工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		石狩湾新港-14m岸壁上部工工事		被災者（土工）は、作業責任者を含めて３名で木製型枠材の釘抜き、面木の取外し、整理整頓等の片づけ作業を行っていた。作業は、型枠を斜めにし釘抜き付きハンマーで面木を叩いて外していたとき、外れた拍子に面木が跳ね上がり、被災者の左眼付近にあたり負傷した。		平成15年11月7日 0時0分 頃		陸上		その他		21:上部工				55:型枠組立・解体				2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。																												98.00%		98.00%		98.00%		98.00%		被災者（土工）は、作業責任者を含めて３名で木製型枠材の釘抜き、面木の取外し、整理整頓等の片づけ作業を行っていた。作業は、型枠を斜めにし釘抜き付きハンマーで面木を叩いて外していたとき、外れた拍子に面木が跳ね上がり、被災者の左眼付近にあたり負傷した。				・作業手順の見直し<改行>①型枠解体時の型枠材は地面に寝かせる。<改行>②面木の取外しは木製型枠の裏面から出ている釘をハンマーで軽くたたき釘を浮かせる。<改行>③浮いた釘をバールで抜き、面木を手で押さえてばらし、跳ね返りをなくす。<改行>・災害防止協議会、安全教育訓練時に細かな作業内容を重点課題として指導し、周知徹底を尚一層強化する。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-37935x1F		なし																				H15-北開局-小樽-4501.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		2003		11		7		0		0		2003		TRUE		4		21		北海		1		1		3		1.3		24		203		55		2003/11/7　0:0		37932

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		07年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0				稚内港-7.5m岸壁改良その他工事		-7.5m岸壁上部上で、PC桁を撤去するにあたり備え付けられていた、簡易荷役機械（デリック）基礎部分の取外し作業中に、レンチとナットの間に右薬指を挟み被災したものである。		平成15年11月14日 8時35分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		簡易荷役機械撤去		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		17:危険を知らずにやった。		22:連絡合図が不明瞭だった。						22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						45.00%		34.00%		48.00%		40.00%		-7.5m岸壁上部上で、PC桁を撤去するにあたり備え付けられていた、簡易荷役機械（デリック）基礎部分の取外し作業中に、レンチとナットの間に右薬指を挟み被災したものである。				１．作業手順の見直し検討及び修正<改行>２．作業再開の施工手順の再確認<改行>３．職員による現場巡視の強化		藤建設株式会社		藤建設株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-37942x1F		なし																				H15-北開局-稚内-4601.xlsx		3/6/15 17:19		3/6/15 17:19		2003		11		14		8		35		2003		TRUE		8		29		北海		1		7		0		7.0		21		1299		84		2003/11/14　8:35		37939.3576388889

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		堺泉北		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		12年 00月		投入指示者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				04:骨折		01:打撲傷		13:その他(　)		小指一部（５mm）切断		5:31以上		45				堺泉北港助松地区岸壁（－１４ｍ）築造工事		置換材投入において鋼管杭の保護として防砂板にて保護した上部に安全足場（手摺り付き）を設置し、その手摺り上に被災者（潜水士（職長））が手摺りを持って投入指示をしていた。<改行>防砂板付近で置換材の投入をしていたが、水流や土砂の影響によりゴム板を押し下げる結果となり、防砂板と一体となっている安全足場が1m程横にずれ、片天秤となった状態で傾きグラブバケットに接触した。<改行>		平成15年11月18日 8時15分 頃		海上		鋼管杭保護用仮設足場		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）				5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		17:危険を知らずにやった。				グラブバケットの揺れが少なく危険度が少ないと認識し、バケット開閉時離れることをしなかった。		04:安全度が不足だった。								土砂投入により予期しない仮設足場の移動が生じているが、ズレ止め等の設備がなく安全に対する配慮が欠けていた。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		17:下請け指導が不適切だった。		安全管理体制において、危険区域への立入禁止の明示や下請けへの指導及び注意換気等に怠りがあった。		16.00%		12.30%		100.00%		74.00%		8:00　起重機船（瀬取り方式）による置換材投入<改行>8:15　鋼管杭際に投入するため仮設足場上で投入開始指示を出す。<改行>　　　投入開始後、仮設足場が約１ｍバケット側にズレ、バケットと手すりに指を挟まれる。				投入作業時の作業手順書を見直し、投入中は安全区域まで退避した後、合図を行うよう改善するとともに、下請けに対しこれらの施工手順を周知・徹底させる。		ヤマト工業（株）		ヤマト工業（株）																																																																																																H15-近畿-大阪-3501.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		2003		11		18		8		15		2003		TRUE		8		8		近畿		5		12		0		12.0		14		603		40		2003/11/18　8:15		37943.34375

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 06月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		敦賀港（鞠山南地区）岸壁（ー１４ｍ）築造工事				平成15年11月18日 14時5分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		堤体工		84:その他(　)		止水板取付		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった																																				　鞠山北防波堤港内側に沈設仮置きケーソンに止水板（水中部）を潜水士により取り付けていたところ、止水板取付枠とケーソンスリット柱（コンクリート）との間に右手中指を挟み被災した。				(1) 日常の安全活動の中で、特に油断、マンネリ防止に重点を置いた指導、再教育を徹底する。<改行>(2) 止水板取付に当たり、止水板取付枠を掴まずに作業が行える対策を講じる。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																																																																																H15-北陸-敦賀-5102.xlsx		3/6/15 18:18		3/6/15 18:18		2003		11		18		14		5		2003		TRUE		8		29		北陸		1		10		6		10.5		22		ERROR:#VALUE!		84		2003/11/18　14:5		37943.5868055556

		北海道開発局		稚内港湾事務所		枝幸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		02年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		枝幸港東防波堤改良工事		上部コンクリート型枠解体作業及び１０ｔテトラポット据付作業のため、クレーン付台船曳航後に台船係船箇所までウインチにてロープ（50mm）を巻き上げ係船完了した直後、係船柱より約3.4m程のところでロープが断裂し台船上を移動していた作業員に当り被災した。		平成15年11月26日 7時20分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。																																		03:機械・器具に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										97.00%		99.00%		100.00%		97.00%		上部コンクリート型枠解体作業及び１０ｔテトラポット据付作業のため、クレーン付台船曳航後に台船係船箇所までウインチにてロープ（50mm）を巻き上げ係船完了した直後、係船柱より約3.4m程のところでロープが断裂し台船上を移動していた作業員に当り被災した。				１．作業線上での危険個所の再教育<改行>２．事故防止対策の検討会の開催<改行>３．作業ロープの設置方法を変える<改行>４．作業船以外の労働者は交通船又は陸路で移動する。		安田・三協・ササキ経常建設共同企業体		安田建設（株）				三協建設（株）				12000087000155																																																																労働基準監督署		2003年11月00日																						H15-北開局-稚内-4701.xlsx		3/6/15 17:18		3/6/15 17:18		2003		11		26		7		20		2003		TRUE		4		19		北海		1		2		0		2.0		14		204		14		2003/11/26　7:20		37951.3055555556

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		07年 00月				08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		2		1:労災適用		平成１５年度　名古屋港飛島ふ頭南岸壁（－１６ｍ）既設護岸撤去及び地盤改良工事		仮排水管の設置作業を作業員５人で行っていた。設置完了後、被災者は仮排水管の通りが気に掛かり、一人で調整しようとしたところ、足場が濡れており滑って転倒し右膝を負傷した。		平成15年12月7日 11時45分 頃		陸上		埋立地、埋立		29:その他(　)				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）				3:10～20				2:無				22:仮設物・建造物等				17:加害物なし				02:転倒				1399:その他：その他																																																																														五洋・みらい特定建設工事ＪＶ		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																																																																																												H15-中部-名古屋-4001.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2003		12		7		11		45		2003		TRUE		2		29		中部		1		7		0		7.0		22		1399		5		2003/12/7　11:45		37962.4895833333

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		03年 03月		鉄骨工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷						圧挫創		1:0～3		0		1:労災適用		博多港（香椎パークポート地区）橋梁耐震補強工事（第２次）		耐震補強を実施中の橋脚において、中間貫通ＰＣケーブル取付用の鋼板（約４７㎏／枚）を設置位置まで降ろす際に、他の作業員と３名で作業していたが、鋼板が鉄筋に引っかかり、その後、落下（高さ１．０ｍ程度）し、被災者の左足に落下し負傷した。		平成15年12月16日 10時45分 頃		海上		立抗内		29:その他(　)		橋脚補強工		05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等		A:危険だと思わなかった		2		04:作業標準を守らなかった。		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。				21:物を置いた場所が悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										64.00%		61.00%		100.00%		86.00%		7：30　安全ミーティング、ＫＹ活動<改行>7：50　始業前点検及び整備<改行>8：10　作業開始（作業構台上のクローラクレーン（2.9ｔ吊り）にて、鋼板を吊上げ、鋼矢板内の作業床に吊降し、仮置きした後、人力にて所定の位置に取付ける作業）<改行>10：45　作業床１人、足場１人、ﾌｰﾁﾝｸﾞ上に１名の３名にて取付箇所に横持運搬中、鋼板（47kg/枚）がﾌｰﾁﾝｸﾞ上の被災者の左足甲に落下した。<改行><改行>				①作業手順書が守られなかったことから、各作業員への再教育及び作業手順の周知・徹底を図る。②クローラクレーンによる鋼板の荷卸場所を替えて、人力により鋼板を降ろす作業を無くすように、作業手順書を改善し、作業員に周知徹底する。		五洋・佐伯・寄神特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				あおみ建設株式会社				寄神建設（株）																																																																																								H15-九州-博多-3701.xlsx		3/6/15 17:42		3/6/15 17:42		2003		12		16		10		45		2003		TRUE		4		29		九州		1		3		3		3.3		24		202		5		2003/12/16　10:45		37971.4479166667

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		05年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		伏木富山港（新湊地区）航路（－１４ｍ）（拡幅）浚渫外１件工事				平成15年12月20日 8時45分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				34:グラブ浚渫		グラブ浚渫船揚錨作業		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		アンカーブイロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																																																								浚渫作業のうち、グラブ浚渫船の現場配置に伴うアンカー投錨の作業中（右前アンカー）、揚錨船にてアンカー投錨後、アンカーブイのロープを揚錨船ビットから外そうとした際、揚錨船左舷の前方ビットとアンカーブイロープに左手親指先を挟んで負傷した。						若築建設（株）		若築建設（株）																																																																																																H15-北陸-伏木富山-5201.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		2003		12		20		8		45		2003		TRUE		8		5		北陸		1		5		0		5.0		26		1399		34		2003/12/20　8:45		37975.3645833333

		東北地方整備局		仙台港湾空港技術調査事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		67		男		15年 09月		鉄工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				02:創傷		04:骨折						3:9～15		13		1:労災適用		石巻港機械設備修理工事		石巻港ケーソンヤード構内にあるケーソン進水台車用車輪を分解搬出のためチェーンブロックとナイロンスリングにより吊り上げ作業を行っていた。その際、車輪に通していたナイロンスリングロープのアイ部が確実にチェーンブロックのフックに掛かっていなかったため、ナイロンスリングロープが外れ車輪が被災者の左足上に転倒し負傷した。		平成15年12月20日 11時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		進水台車点検整備		84:その他(　)		車輪搬出		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		進水台車車輪		08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。								22:作業場が狭かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										20.00%		17.00%		30.00%		30.00%		8:00　 ラジオ体操・朝礼・ＫＹ活動・ＴＢＭ<改行>8:30　 作業開始前の機械工具使用前点検<改行>9:00　 車輪６個搬出作業開始<改行>11:00　最後の残り１個を台車で搬出のため吊上げ作　<改行>　　　 業中にナイロンスリング掛け不良により車輪<改行>　　　 が転倒・リバウンドして、作業員の左足にあ<改行>　　　 たり負傷した。				・基本ルールを守るよう再教育をする。<改行>・ナイロンスリングを掛けた後に指差呼称を実施し、確実にフックに掛かっていることを確認する。<改行>・枕木をレール間内に平行に２本設置して足元の保護対策をする。		（株）イスミック		株式会社ＩＨＩインフラ建設		東北営業所																														口頭厳重注意						安全教育、安全管理を一層強化し作業員の安全意識高揚に努め事故防止に一層の措置を講ずるよう厳重に注意する。																																																										H15-東北-技調-5701.xlsx		3/6/15 18:47		8/22/23 9:59		2003		12		20		11		0		2003		TRUE		8		29		東北		3		15		9		15.8		14		1102		84		2003/12/20　11:0		37975.4583333333

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		03年 04月		警備職		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部						01:打撲傷								2:4～8		8		1:労災適用		八戸港灯火確認業務		被災者は灯浮標の点灯確認を、護岸上でより近い位置から確認しようとし、いつもの確認場所と違う場所から確認した際、体勢を崩し海に転落した。<改行>いっしょに巡回していた同僚からの連絡で駆けつけた別の警備員（村上）は、被災者の衰弱が激しいと判断し、消防署の到着を待たず自ら海に飛び込み救助しようとしたが、結果的に両名とも駆けつけた消防署に救助された。		平成15年12月23日 19時24分 頃		海上		その他		29:その他(　)		警備		84:その他(　)		警備		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10								27:起因物なし				17:加害物なし				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																				05:教育訓練体制が不備であった。																		19:19被災者が現場に到着し、巡回業務を開始。<改行>19:24被災者が護岸全面から灯火を確認した際、体制を崩し海に転落。<改行>19:45別に巡回していた警備員がかけつけて救助のため海に飛び込んだ。<改行>19:50消防署員に救助（２名）された。				出動隊員に業務内容及び安全な確認場所の指示をした。<改行>特に天候不良時における留意点等について注意喚起し、事故の再発防止を徹底した。		青森総合警備保障（株）																																																																																																		H15-東北-八戸-5801.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2003		12		23		19		24		2003		TRUE		1		29		東北		2		3		4		3.3		27		199		84		2003/12/23　19:24		37978.8083333333

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		00年 03月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				13:その他(　)						皮膚の炎症		3:9～15		14		1:労災適用		那覇港（那覇ふ頭地区）道路（空港線）沈埋函（４号函）製作工事		　作業中、コンクリートに足元が深く埋まるために作業員は安全長靴と合羽ズボンを着用し、端部をテーピングﾞして靴の中にコンクリートが入らない装備で作業に従事するべきであったが、被災者は鳶ズボンにブーツ型安全靴の装備(テーピングなし)で作業を行った。<改行>　その結果、靴の中にコンクリートが入った状態で、作業途中から足に痛みを感じていたにもかかわらず作業を行った為、皮膚に付着したセメントが原因と考えられるアルカリ性による両下腿熱傷と診断された。		平成16年1月21日 0時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		24:材料等				16:その他の加害物(　)		コンクリートモルタル		23:その他(　)		化学物質との長時間に及ぶ接触		1303:その他：高熱物、低熱物等による																														A:危険だと思わなかった																																		97.80%		98.40%		50.00%		50.00%		沈埋函の道床コンクリート打設時、被災者は職長から丈の長い安全長靴を履くよう指摘されたが、丈の短い安全靴で作業をした。コンクリートが靴の中に入った状態で作業をした為、作業終了後の夜になって病院に行き下腿部熱傷と診断された。				・現場で取り扱う化学物質の危険性に関してＭＳＤＳ等を提示、又は配付して周知させる。<改行>・作業上適切な保護具が準備できていない者をその作業に従事させない。<改行>・作業に合った適切な保護具を準備着用させる。<改行>・日々の作業で作業員に不具合が生じていないか作業終了時に確認し報告する。		飛島建設（株）・（株）神戸製鋼所・（株）鴻池組ＪＶ		飛島建設株式会社				（株）神戸製鋼所				株式会社鴻池組												12000000013268				12000086190380														口頭注意								口頭注意								口頭注意																		労働基準監督署				不問																				H15-沖総局-那覇-6306.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2004		1		21		0		0		2003		TRUE		23		29		沖縄		3		0		3		0.3		24		1303		60		2004/1/21　0:0		38007

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		松山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		56		男		12年 00月		運転手		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						外傷性くも膜下出血		3:9～15		14		1:労災適用		松山港海岸和気地区堤防（改良）工事		　本事故は、トラックの荷台で大型土嚢の荷卸し作業中、トラックの荷台から転落し、被災したものである。<改行>　当時、トラックに積載している大型土嚢をクレーン仕様バックホウ（２．９ｔ）を使用し荷卸し作業行っていた。作業員はトラック上で大型土嚢の帯紐にフックを掛け、ダンプトラック荷台の土嚢上に避難し、オペレーターは合図を確認した。その後、大型土嚢を吊り上げ荷卸し作業を行った。その際、作業員が何らかの拍子でトラックの荷台から転落し、被災した。		平成16年1月25日 0時0分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		16:乗物				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																		13:油断、軽視した。										22:作業場が狭かった。																																		五洋建設（株）		五洋建設株式会社																				松下建設（株）																																																																												H15-四国-松山-4101.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2004		1		25		0		0		2003		TRUE		1		29		四国		3		12		0		12.0		16		199		4		2004/1/25　0:0		38011

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		53		男		15年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		仙台空港アクセス鉄道高架橋部本体工事		被災者が現場事務所の入り口を開けて中に入ろうとしたところ、すれ違いに出て行った作業員が引き戸を閉めた。その時に左手指を挟んだ。		平成16年2月2日 15時0分 頃		陸上		現場事務所		29:その他(　)				84:その他(　)				3:雨						1:微風（～2）		2:0～10								22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。										A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。																																												87.00%		88.00%						14:50書類整理のため現場事務所へ戻る<改行>15:00現場事務所の出入り口の引き戸に小指を挟む<改行>15:30被災者が一人で病院へ行った。<改行>				作業員全員に安全衛生教育訓練を実施し、事故再発防止の周知徹底を図った。		東急建設（株）																						山川建設（株）																																																																												H15-東北-塩釜-5901.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2004		2		2		15		0		2003		FALSE		8		29		東北		1		15		0		15.0		22		1399		84		2004/2/2　15:0		38019.625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		13年 00月		操機長		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		04:胸部						04:骨折		10:窒息						6:死亡				2:労災非適（船員法適用）		八戸港外港地区防波堤（第二中央）築造工事		消波ブロック据付終了後、防波堤から起重機船を係留解除作業を行っていた。船首左舷側の係留を解除した後、船首右舷側の係留ロープを解除した。そのロープをたぐり寄せに行った作業員が船首右舷側ウインチ付近の海上でうつ伏せに浮いている被災者（船首右舷側ウインチ担当の作業員）を発見した。直ぐに補助船で救助したが既に被災者は意識不明であり心臓マッサージを行いながら病院へ搬送したが死亡した。死亡原因は現認者がいないことと、海上保安部、海難審判庁が捜査中であることから現在特定されていない。推定ではあるが船首右舷ウインチ部のローラーが破損して海中から発見されたこと、被災者に肩や胸、顎に外傷痕があることから破損したローラーが被災者に当たって内出血し、気管を詰まらせた窒息死であると推測される。		平成16年2月4日 15時20分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ウインチ前面のガイドローラー		06:激突され				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														A:危険だと思わなかった		1		21:連絡合図がなかった。		26:危険有害な場所に入った。		34:その他の不安全行為があった。						01:設計構造が悪かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。								84.00%		93.00%		53.00%		80.00%		6:45起重機船が消波ブロック積込、運搬、据付のため岸壁を出航した。<改行>15:15消波ブロック据付が終了した。<改行>15:17起重機船の船首左舷側の防波堤係留ロープを解除した。<改行>15:20起重機船の船首右舷側の防波堤係留ロープを解除し、ロープを手繰り寄せに行った作業員が被災者を発見した。<改行>15:25着火船で被災者を引き揚げ、岸壁へ搬送した。<改行>15:48救急車が岸壁に到着した。<改行>15:54青森労災病院に到着した。<改行>16:50死亡の連絡を受けた。				1物的対策<改行>ローラー軸にロープが引っかからない構造にする。<改行>2管理的対策<改行>作業手順書を詳細に定め作業員及び監督者に周知徹底する。<改行>監理技術者等は作業完了まで監督する。<改行>起重機船の船長は船長業務（指揮）を行う。<改行>3人的対策<改行>作業員は作業手順書に基づき合図者の合図の元で作業行う。<改行>作業員は危険の察知等臨機の場合、合図者に合図を行う。		五洋建設（株）		五洋建設株式会社		東北支店																														指名停止		reserved-38161x1F		reserved-38190x1F																																						reserved-38411x1F		海難審判裁決：起重機船船長に戒告																				H15-東北-八戸-6001.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2004		2		4		15		20		2003		TRUE		6		19		東北		6		13		0		13.0		14		809		14		2004/2/4　15:20		38021.6388888889

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		37年 10月		送気員（潜水士）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								3:9～15		15		1:労災適用		鹿島港岸壁（―１４ｍ）築造工事		　午前の作業を終えて潜水士船をシンカーブイに係船しようとしたが、低速で接近しながらの作業であったため、被災者がシンカーロープの先端に付いているアイ部（輪）を船の係船用支柱に掛け損じた。<改行>　この直後に手を離さなかったためにロープと共に引き込まれ、船に固定していた防舷材（タイヤ）の隙間に右手を挟まれて負傷した。		平成16年2月25日 11時50分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		シンカーロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。		34:その他の不安全行為があった。																										97.50%		68.50%		20.00%		20.00%		０７：３０　朝礼・体操・ＫＹ<改行>０８：３０　施行状況検査丁張位置確認<改行>１０：００　施行状況検査開始（本均し検査）<改行>１１：１５　施行状況検査完了<改行>１１：３５　１個目のシンカーブロック移動開始<改行>１１：４５　１個目のシンカーブロック移動完了<改行>１１：５０　昼休憩をとるためにシンカーブイへの係船作業中に被災				・係船作業は、船が確実に停船し安全を確認した後に実施する。<改行>・係船作業時の合図を明確に実施する。<改行>・係船作業は、アイ部に補助ロープを取り付けたり、アイ部の根本部分を持つ等の緊急時の対応が可能な方法とし、手袋等の保護具を確実に装着する。		みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社		東京支店																														元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-38071x1F		reserved-38101x1F		口頭厳重注意（１箇月間）																																																										H15-関東-鹿島-6101.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2004		2		25		11		50		2003		TRUE		8		29		関東		3		37		10		37.8		26		1104		14		2004/2/25　11:50		38042.4930555556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		営繕工事		38		男		02年 00月		鳶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		46		1:労災適用		京浜港藤沢宿舎解体撤去工事		　宿舎Ｂ棟解体に使用した足場材（建枠材・１３．７ｋｇ／枚）を、次の解体現場であるＡ棟に運搬するため鳶工が２ｔダンプの荷台へ建枠材を積み込む作業を行っていたが、足元の不陸につまずいて転倒した。<改行>　その際に、持っていた建枠材が積み荷と接触したため荷崩れを起こして積み荷が崩落、直撃を受けた被災者は右大腿部を負傷した。		平成16年2月25日 11時55分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								12:作業床等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																														A:危険だと思わなかった		1		31:無理な姿勢で作業した。		34:その他の不安全行為があった。								04:安全度が不足だった。		20:不安全に物が置いてあった。		23:作業場の整理が悪かった。		33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。				03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										50.00%		35.00%		70.00%		50.00%		０８：００　朝礼・ＫＹ<改行>０８：３０　枠組足場の建枠材の積込み開始<改行>１０：１５　休憩<改行>１０：３０　作業再開<改行>１１：５５　事故発生				１．作業範囲内の足場等の環境整備に努める。<改行>２．積み込み作業は、ユニック車の使用又は２人以上の人員で行う。<改行>３．作業手順・要領を徹底し、積み荷が崩落しないように向きを交互にする等の安定する状態に積み込みを行う。<改行>		（株）大勝		株式会社　大勝																				12000000067909				12000000102171								元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-38071x1F		reserved-38101x1F		口頭厳重注意（１箇月間）																																																										H15-関東-京浜-6502.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2004		2		25		11		55		2003		TRUE		4		29		関東		5		2		0		2.0		12		202		5		2004/2/25　11:55		38042.4965277778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		23		男		05年 00月		特殊運転手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				頭部及び下肢部（大腿）も同様		01:打撲傷								3:9～15		11		1:労災適用		東京国際空港東旅客ターミナル地区構内道路擁壁等工事（その２）		クローラクレーンのカウンターウェイトを取り外した状態で仮設資材（700kg）を吊って移動させようとしたため、バランスを崩して横転し、操作していた運転手が頭部等を負傷した。		平成16年3月1日 12時40分 頃		陸上		その他		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				3:雨						1:微風（～2）		2:0～10								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														A:危険だと思わなかった		1		05:安全装置をはずした、無効にした。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。		13:油断、軽視した。				04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		15:安全装置が不適・不良だった。						16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。		20:隣接工区との連携に不備があった。		25:安全管理体制に欠陥があった。				83.10%		24.20%		100.00%		100.00%		０７：５５　朝礼・安全集会・ＫＹ<改行>０８：２５　作業開始<改行>１１：３０　午前の作業終了<改行>　　　　　　　当該クローラクレーンの解体作業を行い、搬出準備完了（カウンターウ　　　　　　　ェイト取り外し）<改行>１２：３０　午後の作業開始<改行>１２：４０　被災（カウンターウェイトを取り外した状態のクレーンを使用して、予定　　　　　　　　　外であった片付け作業を行い、バランスを崩して横転した。）　				・カウンターウェイトを取り外した不安全な状態でクレーン作業を行わない。<改行><改行>・不安全な状態を排除した作業手順書を作成して、周知徹底する。<改行><改行>・安全装置（リミッター、アウトリガー、カウンターウェイト等）についての再教育を実施する。<改行><改行>		大日本土木（株）		大日本土木（株）		東京支店																		（株）角藤		横浜支店		12000000068910								元請けとしての安全管理が不適切でる。		reserved-38091x1F		reserved-38104x1F		指名停止（２週間）																																																										H15-関東-東京空港-6201.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2004		3		1		12		40		2003		FALSE		2		9		関東		3		5		0		5.0		14		603		4		2004/3/1　12:40		38047.5277777778

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		20年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		04:骨折						5:31以上		405		1:労災適用		高知港三里地区防波堤（東第一）築造工事		　本事故は、捨石均し作業中、吊り上げていた捨石（２ｔ程度）を降ろした際、着底時の振動と思われる影響で、仮置群の捨石が滑落し、吊り降ろした捨石との間に挟まれ被災したものである。<改行>　当時、潜水士（被災者）は捨石均し作業を行っていた。捨石に玉掛後、ウインチマンに吊り上げの指示をした。吊り上げた際、潜水士は玉掛の捨石が据付面に対して好ましくないと判断し、一度吊り降ろしを指示した。<改行>　その捨石を吊り降ろした際、着底時の振動と思われる影響で、背後仮置群の捨石が滑落し、仮置した捨石の側で作業していた潜水士は、滑落してきた捨石（１ｔ程度）と仮置した捨石の間に右足を挟まれ被災した。		平成16年3月16日 11時10分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																																										五洋・東洋特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				東洋建設株式会社																																																																																												H15-四国-高知-6401.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		2004		3		16		11		10		2003		TRUE		8		8		四国		5		20		0		20.0		24		1399		42		2004/3/16　11:10		38062.4652777778

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		01年 00月		交通誘導員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		42		1:労災適用		横浜港大黒地区道路舗装工事（その２）		アスファルト合材を積載したダンプトラックを現場内へ誘導中、排水桝養生のために設置した敷き鉄板をダンプトラックの後輪が踏んだため敷き鉄板の角が跳ね上がり、誘導していた交通誘導員の左足首に接触し負傷した。		平成16年3月22日 13時30分 頃		陸上		その他		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20								04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		敷き鉄板		09:切れ、こすれ				1199:取扱運搬等：その他		A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		27:不安全な場所へのった。								A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		27:不安全な場所へのった。																						04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								04:理解度の確認が不十分だった。		05:教育訓練体制が不備であった。								98.00%		93.00%						０７：５０　　 安全朝礼<改行>０８：００　　 ラジオ体操<改行>０８：１０　　 各班ミーティング<改行>０８：２０　　 作業開始<改行>１２：００　　 昼休み<改行>１３：００　　 作業再開<改行>１３：３０　　 事故発生				１．交通誘導員に対して過去の経験等を考慮した安全教育を実施すると共に、現場における細部にわたる安全教育を全作業員に徹底する。<改行>２．車両・作業員等の、危険な箇所への立ち入り防止措置を徹底する。		東亜道路工業（株）		東亜道路工業（株）		関東支社																		テイケイ（株）																																																																												H15-関東-京浜-6901.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		2004		3		22		13		30		2003		TRUE		9		22		関東		5		1		0		1.0		4		1199		67		2004/3/22　13:30		38068.5625

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		07年 00月		担当技術者		05:腹部						第２腰椎圧迫骨折		04:骨折								1:0～3		0				平成１５年度名古屋港飛島ふ頭南岸壁（－１６ｍ）土留工事		事故発生時の作業は、名古屋港西２区（明鋼材飛島センター）に、２段積み（高さ約2.2m）に仮置きされた控鋼管杭（φ1、100mm、L=18.2m）８１本のうちの５本に、リバウンド測定および写真管理用のマーキングを施す作業を、現場代理人と被災者の２名で行っていた。（午前11:00頃作業開始）<改行>マーキング作業の１本目（１段積み部）が終了し、２本目の作業を１本目同様に、２段積みにされた控鋼管杭上で、現場代理人がスチールテープのゼロ側を持ち、値の読み取りを被災者が担当し、１ｍ毎にチョークでマーキングしていたところ１８ｍ目のマーキング時に、鋼管杭端部から後ろ向きに墜落したものである。（午前11:30頃）		平成16年4月1日 11時30分 頃		陸上		控鋼管杭仮置き場		09:杭及び矢板				02:作業準備		マーキング作業		1:晴れ						1:微風（～2）										24:材料等		仮置きされた控鋼管杭		01:地面				01:墜落・転落				0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から																														A:危険だと思わなかった				34:その他の不安全行為があった。																														0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		事故は、午前１１：３０頃、名古屋港西２区（明鋼材飛島センター）において、控鋼管杭に杭長を示すマーキング作業を行っていたところ、２段積み（高さ約2.2m）に仮置きされた控鋼管杭（φ1、100mm、L=18.2m）端部から、被災者１名が墜落したものである。被災者は、墜落直後に自力で立ち上がり、歩行できる状態であったが、現場代理人が病院で診察を受けるよう指示し、被災者本人は自ら運転する車で病院に行き、診察を受けた結果「腰椎圧迫骨折」と診断されたものである。				①鋼管杭等へのマーキング作業は、基本的に現場搬入前に製作工場側において行うこととする。やむを得ず現場で鋼管杭にマーキングを行う場合は、１段積みの状態で、鋼管杭の側面に行うものとする。<改行>②鋼管杭の運搬においては、台船を５００ｔ積級から１、０００ｔ積級に変更し、鋼管杭の２段積みを行わないこととする。		五洋・佐伯特定建設工事ＪＶ		五洋建設株式会社		名古屋支店		あおみ建設株式会社		名古屋支店																																																																																										H16-中部-名古屋-0201.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2004		4		1		11		30		2004		TRUE		1		9		中部		1		7		0		7.0		24		110		2		2004/4/1　11:30		38078.4791666667

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		11年 01月		ボーリング工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		4		1:労災適用		新若戸道路陸上トンネル部本体築造工事（若松側）		底盤改良工において、削孔・塩ビ管建込み後、ケーシングパイプを抜き取り、ケーシング台に置いた時にケーシング台とケーシングパイプに左手を挟み受傷した。<改行>		平成16年5月12日 16時50分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		06:地盤改良				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		ケーシングパイプ		16:その他の加害物(　)		ケーシングパイプとケーシング台		08:はさまれ、巻き込まれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														A:危険だと思わなかった				31:無理な姿勢で作業した。										20:不安全に物が置いてあった。										07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。								81.00%		54.00%		50.00%		40.00%		(１)　パーカッションボーリングで削孔(φ135mm)する。<改行>(２)　インナーロッドを抜き取り、ケーシング台の下段に置く。<改行>(３)　ＶＰφ75mmを建込む。<改行>(４)　ケーシングパイプの１本目から３本目までを順次抜取り、ケーシング台に置いた。 　<改行>(５)　４本目のケーシングパイプを抜き取り、ケーシング台に置いた時に、左手人差し指をケー　　シング台とケーシングパイプに挟み受傷した。<改行>				(１)　ケーシングパイプを置く場合は、正面から置く。<改行>(２)　ケーシング台にクッション材（サニーホース）を設置する。<改行>(３)　元請けは、安全指導・教育および現場巡視を強化する。		間・西松・前田ＪＶ		株式会社安藤・間				西松建設株式会社				前田建設工業株式会社																																																																																								H16-九州-北九州-0301.xlsx		3/6/15 17:42		3/6/15 17:42		2004		5		12		16		50		2004		TRUE		8		6		九州		2		11		1		11.1		26		1204		5		2004/5/12　16:50		38119.7013888889

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		中津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		05年 04月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								2:4～8		7		1:労災適用		中津港（田尻地区）浚渫工事		揚錨船兼引船を浚渫船左舷後尾の交通船に係留後浚渫船に乗船のため、揚錨船兼引船より交通船に乗り移る際、左足を舷側に掛けた後、右足を交通船甲板に着いた際、右足が挫いたようになった。<改行>		平成16年5月20日 16時20分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				17:加害物なし				23:その他(　)		乗り移り時の体重移動		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1																																63.00%		60.00%		57.00%		61.00%		５月20日ＰＭ4：20頃、揚錨船兼引船を浚渫船左舷後尾の交通船に係留後浚渫船に乗船のため、揚錨船兼引船より交通船に乗り移る際、左足を舷側に掛けた後、右足を交通船甲板に着いた際、右足が挫いたようになり、湿布等の処置を行い、作業を継続して従事した。<改行>翌朝(5/21)、出勤したが痛みがとれないため、病院へ行った結果、右足の骨折が判明した。				・事故防止対策と連絡体制の徹底<改行>・作業手順の再認識		国土総合建設（株）		国土総合建設（株）																																																																																																H16-九州-別府-0401.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		2004		5		20		16		20		2004		TRUE		23		5		九州		2		5		4		5.3		8		1399		1		2004/5/20　16:20		38127.6805555556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		06年 05月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		横浜港大黒地区岸壁（－１２ｍ）（１・２号）フェンス設置工事		電動丸鋸を使用して型枠材を加工していた作業員が、回転している刃先に接触して左手を負傷した。<改行>電動丸鋸を操作していた被災者は、型枠材を抑える補助員と二人で切断作業を行っていたが、急に電動丸鋸が切断方法へ進まなくなったことから、電気コードが作業台（脚立）の足に引っ掛かったのではないかと思いスイッチを切って後方を振り向いた際に、回転が止まりきっていない刃に左手が接触したものである。		平成16年6月1日 11時30分 頃		陸上		岸壁背後地		29:その他(　)		柵工		55:型枠組立・解体				3:雨						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						20:動力工具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		21:物を置いた場所が悪かった。								04:理解度の確認が不十分だった。										80.00%		70.00%		90.00%		90.00%		　８：００　朝礼<改行>　８：１０　ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ・ＫＹＫ<改行>　８：２０　型枠段取り<改行>　８：３０　型枠寸法の罫書き作業<改行>１０：３０　型枠加工<改行>１１：３０　被災				１．刃先に手が触れない様な作業台に改良すると共に、型枠材の加工に適した平坦な場所を選んで作業を行う。<改行>２．作業場所が移動するため完全な雨養生ができない場合は、電動工具を使用する作業は中断または中止する。<改行>３．作業員に対し、電動工具の機械特性、危険作業箇所、整理整頓の重要性等について再教育を行い周知徹底する。<改行>４．その他（「災害発生時の連絡体制」に基づく連絡体制を徹底させる。）		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社		横浜支店																		（株）ケーエフシー				（有）テクニカルワークス								口頭厳重注意（措置影響期間２ヶ月）		reserved-38170x1F		reserved-38231x1F																																																												H16-関東-京浜-0501.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		2004		6		1		11		30		2004		TRUE		9		29		関東		1		6		5		6.4		20		1299		55		2004/6/1　11:30		38139.4791666667

		北海道開発局		稚内港湾事務所		宗谷		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		13年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		2		1:労災適用		宗谷港北副防波堤その他工事		被災者は北副防波堤用消波ブロック(25t)転置終了後、クローラクレーン(100t吊)の親フックと子フックのワイヤーが絡まっていることを発見した。このため、クレーンオペレーターがフックを下げ始め、親フックのワイヤーに左手をかけたところ完全に静止していないため、ワイヤーとシーブ(動滑車)に左手薬指と小指を挟み被災したものである。		平成16年6月14日 14時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		15:気持ちがあせっていた。		24:相手の行動を確認しなかった。				B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																														04:理解度の確認が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		99:その他		予定外の作業であった		23.00%		22.00%		50.00%		33.00%		消波ブロック転置作業終了後クレーンのワイヤーの絡み発見。<改行>オペレータがクレーンの主巻を降ろす。<改行>完全に停止していない状況で主巻ワイヤーに触れた為被災した。				・安全教育、ＫＹ活動等を再度実施し、作業員全員に対し安全意識の向上を図る。<改行>・必ず合図者を設置することを徹底する。<改行>・クレーンの適切な操作を行う。		丹羽建設株式会社		12000087000778																																																																																																H16-北開局-稚内-0703.xlsx		3/6/15 17:18		3/6/15 17:18		2004		6		14		14		40		2004		TRUE		8		18		北海		1		13		0		13.0		14		603		51		2004/6/14　14:40		38152.6111111111

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		01年 00月		鳶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		伏木富山港(新湊地区)道路(東西線)橋梁(P36、P37)下部工事		　施工ヤードに借置きしている鉄筋籠(主筋Ｄ３５、Ｌ＝１２ｍ、重量＝約２．９ｔ)の位置を直すための玉掛作業を行っていた際に、玉掛合図者が巻上げの合図を送ったところ、玉掛者(被災者)が吊りフックと鉄筋籠の帯筋の間に右手中指が挟まれ負傷した。		平成16年6月28日 17時10分 頃		陸上		陸上作業ヤード		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		クレーン吊りフック		08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。								・玉掛け合図者が周囲の状況を良く確認せず合図を行った。<改行>・被災者は経験が浅かったため、危険に対する予測が不十分であった。																																								04:理解度の確認が不十分だった。								・作業内容について全員に周知したが、被災者の経験が浅く理解度が不十分であった。		13.80%		11.50%		13.30%		6.60%						１．作業員は必ず声を掛け合い作業を行う。<改行>２．玉掛け者は、指差し呼称で確認しあう。<改行>３．合図者は、全体を把握し玉掛者が吊荷から離れたことを確認　　し、合図を行う。<改行>４．作業員全員に再教育を行い、作業手順を熟知させる。　		鉄建建設株式会社北陸支店		鉄建建設株式会社		北陸支店																		（株）国土基礎				（有）田村組																																																																								H16-北陸-伏木富山-1001.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		2004		6		28		17		10		2004		TRUE		8		29		北陸		1		1		0		1.0		14		603		2		2004/6/28　17:10		38166.7152777778

		北海道開発局		紋別港湾事務所		紋別		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		12年 02月		型枠工		02:頸部								13:その他(　)						捻挫		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		紋別港ケーソン製作工事		被災者は陸上ヤードで内枠大組中ハンチ部と側枠のボルト締めを行っていた。<改行>他作業者が型枠のボルト穴合わせのために型枠をあおった際、手をかけていた横バタ材の仮止めしていた番線がはずれ、かがんで作業をしていた被災者の頭部にあたった。		平成16年7月6日 14時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				2:曇り								3:10～20								26:その他の起因物(　)		型枠		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの		A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。																																						04:安全度が不足だった。										99:その他								手順不備		4.00%		4.10%		1.50%		1.50%						・型枠建込前にバタ材は固定する。<改行>・作業手順を見直し作業員に再度徹底する。		(湧)西村・藤共ＪＶ		12000088000092				株式会社藤共工業																																																																																												H16-北開局-紋別-0801.xlsx		3/6/15 17:16		3/6/15 17:16		2004		7		6		14		0		2004		TRUE		4		12		北海		1		12		2		12.2		26		203		55		2004/7/6　14:0		38174.5833333333

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		01年 02月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						裂創		1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		敦賀港（鞠山南地区）埋立護岸築造工事		捨石を岸壁から積み出しする際に、捨石の海上落下防止として、ガット船と岸壁の間にマットを敷設する工夫を行っていた。マットはガット船のクレーンを利用して敷設するもので、マット敷設のためガット船のグラブバケットのワイヤーを取外す準備作業として、グラブバケットへの渡り足場の設置中に、船舶の動揺によりグラブバケットの上部が動揺し、足場板と船室(壁)の間に手を挟まれ負傷した。		平成16年7月20日 7時5分 頃		海上		蓬莱岸壁		08:捨石及び均し				02:作業準備		捨石積込作業(岸壁)		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無				11:足場、通路				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。						・足場板設置スペースを考慮せず、不用意に狭い箇所に手を入れるという不安全行動をとった。<改行>・足場板設置作業が契作業であるため、油断、軽視した。また、作業を早く実施しようと気持ちが焦っていた。												10:指揮者、誘導員をつけていなかった。								・作業手順について、工事着手前に「作業手順打合せ」を実施し、周知していたが、他船舶の動向等の監視員配置への配慮が足りなかった。<改行>		15.00%		13.00%		35.00%		30.00%		6:50　朝礼、ＫＹ活動<改行> 7:03　各者、始業前点検及び準備作業開始<改行> 7:05　事故発生<改行>　　　 ガット船船長が被災者を病院へ搬送。				・渡り足場を使用せず、梯子を使用した作業方法とする。<改行>・港内の静穏域での作業であっても、他船舶等の動揺があることから、ワイヤーの取付・取外し作業の際には監視員を配置する。<改行>・より安全な作業とするための作業手順の見直し等、実際の作業内容を考慮した効果的な安全教育を再度実施する。		若築・テトラ特定建設工事共同企業体		若築建設（株）		北陸支店																		株式会社北瀬海運建設																																																																												H16-北陸-敦賀-1201.xlsx		3/6/15 18:18		3/6/15 18:18		2004		7		20		7		5		2004		TRUE		8		8		北陸		1		1		2		1.2		11		1399		2		2004/7/20　7:5		38188.2951388889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		10年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						05:切断		04:骨折		02:創傷				5:31以上		60		1:労災適用		東京国際空港東側ターミナル地区エプロン舗装工事（その７）		コンクリート舗装のためのコンクリート打設作業中、ブレードスプレッダの後方でバイブレータによる締固め作業を行っていた作業員がレール上に足を載せていたため、後進してきたブレードスプレッダに左足を轢かれて負傷した。		平成16年7月20日 15時52分 頃		陸上		舗設場所		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ						3:中風（4～8）		5:30以上								07:舗装機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		21:連絡合図がなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。						D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		16:勘違い判断をした。		24:相手の行動を確認しなかった。		27:不安全な場所へのった。		34:その他の不安全行為があった。																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										44.00%		43.70%		56.20%		56.20%		　６：５０　作業朝礼、ＫＹ活動等<改行>　７：００　コンクリート打設準備<改行>　８：００　コンクリート打設開始<改行>１２：００　昼休み<改行>１３：００　コンクリート打設作業<改行>１５：５２　被災				１．ブレードスプレッダとコンクリートフィニッシャーの間に立入り防止用ロープを設置する。<改行>２．バイブレータ作業は、ブレードスプレッダが停止するまで作業を行わない。<改行>３．ブレードスプレッダのオペレータは、機械を完全に停止させ、作業員に進入の合図を送ってからバイブレータ作業を実施させる。<改行>４．コンクリート舗設時には、支店安全パトロールを実施する。		前田道路（株）・福田道路（株）ＪＶ		前田道路株式会社		東京支店		福田道路（株）		東京本店														（有）ユーワ建設				共栄建設工業（株）								口頭厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38238x1F		reserved-38267x1F				口頭厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38238x1F		reserved-38267x1F																																																				H16-関東-東京空港-0601.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2004		7		20		15		52		2004		FALSE		8		22		関東		5		10		0		10.0		7		899		66		2004/7/20　15:52		38188.6611111111

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		16年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		56		1:労災適用		石狩湾新港-14m岸壁液状化対策その他工事		石かごをダンプトラックに積み込んだ後、タラップを使ってダンプトラックから降りようとしたが、巻き込み防止に足をかけた際に足が滑り、約70cm程度の高さから飛び降りた格好で着地した。その時に、地面に隠れていた石に踵を強打し被災した。<改行>		平成16年7月26日 10時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				01:地面				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。								51.00%		46.50%		50.00%		20.00%						作業手順の見直しを図る。<改行>昇降場所の状態を点検、占用の昇降設備を使用する。<改行>		吉本・勇経常建設共同企業体		株式会社吉本組				12000000002011																																																																																												H16-北開局-小樽-1101.xlsx		3/6/15 17:27		3/6/15 17:27		2004		7		26		10		0		2004		TRUE		1		19		北海		5		16		0		16.0		4		105		51		2004/7/26　10:0		38194.4166666667

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		01年 00月		作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						歯の脱臼		1:0～3		0		1:労災適用		高知港三里地区防波堤（東第一）工事（その２）		　本事故は、鋼製型枠設置のためのコンクリート削孔作業中、ハンマードリル本体が回転し前歯に接触し、被災したものである。<改行>　事故当日、鋼製型枠をボルトで固定するためのコンクリート削孔作業を行っていた。<改行>　その際、ハンマードリルのキリ先の回転が停止、回転しようとする惰力がハンマードリル本体に加わりドリル本体が回転し、作業員の前歯に当たり被災した。		平成16年7月27日 9時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				84:その他(　)		削孔作業		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				15:起因物と同じ				06:激突され				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		32:服装が不適だった。																		04:理解度の確認が不十分だった。																								大旺建設（株）		大旺建設（株）																				12000039005725																																																																												H16-四国-高知-0901.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		2004		7		27		9		15		2004		TRUE		6		11		四国		1		1		0		1.0		20		1204		84		2004/7/27　9:15		38195.3854166667

		北海道開発局		網走港湾事務所		綱走		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		01年 00月		ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								05:切断								5:31以上		60		1:労災適用		網走港防波護岸外一連工事		コンクリート圧送車のホッパー部の防護網を開けたまま、作業員はアジテータートラックの生コンクリートの掻き出し作業をホッパーの上をまたぐ形で行い、移動したところ足を滑らせホッパー内の攪拌機に左足を巻き込まれ被災した。		平成16年8月5日 10時55分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		06:コンクリート機械				09:装置				01:墜落・転落		はさまれ・巻き込まれ		0116:墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		27:不安全な場所へのった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										52.00%		54.00%		47.00%		48.00%		オペレーターと作業員とで水中ｺﾝｸﾘｰﾄ打設現場において、ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送車の防護網を開けたままコンクリート打設し、アジテータートラックからコンクリートの掻き出し作業をホッパー上にまたぐ形で行い、足を滑らせホッパー内の攪拌機に左足を巻き込まれ被災した。				・作業毎の作業手順を確実に守らせるよう、教育・指導を徹底して行　い、作業手順の損酒と安全に対する意識を高揚させる。<改行>・新規入場者の特定の難しい業者(ｸﾚｰﾝ作業、ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送作業等)に　対してはＪＶ側から入場予定者の確認を行う。また、経験年数の確　認を行い未習熟者には災害事例等で教育を行って経験不足を補い、　新規入場者教育を受けていないものについては作業をさせない。		島田・北興・（紋）大道ＪＶ		島田建設（株）				12000000016970				（業）大道建設																																																																																								H16-北開局-網走-1301.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		2004		8		5		10		55		2004		TRUE		1		29		北海		5		1		0		1.0		6		116		60		2004/8/5　10:55		38204.4548611111

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		01年 06月		ボーリング工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						13:その他(　)						圧挫傷		1:0～3		0		1:労災適用		新若戸道路陸上トンネル部本体築造工事（若松側）		基礎杭削孔工において、機械移動セット後、杭の鋼管（中にオーガースクリューが入っている）を建て込もうとして、削孔機のジブクレーンで吊り上げ作業中に鋼管が油圧ホースに触りそうになったので、被災者がオーガースクリューをつかみ、手前に引き寄せようとした時にオーガースクリューが鋼管内に滑って入り、右手親指をオーガースクリューと鋼管に挟まれ受傷した。		平成16年8月10日 0時0分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				47:杭及び矢板打				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		オーガースクリューと鋼管		08:はさまれ、巻き込まれ				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械																														A:危険だと思わなかった		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。										99:その他										17:下請け指導が不適切だった。										87.00%		53.00%		76.00%		55.00%		（１）削孔機械移動セット<改行>（２）１本目の鋼管（中にオーガースクリューが入っている）を建て込もうとして、削孔機のジ　　ブクレーンで吊り上げ作業中に鋼管が油圧ホースに触りそうになったので、被災者は鋼管の　　上部に出ているオーガースクリューをつかんだ。<改行>（３）そして、手前に引き寄せようとした時にオーガースクリューが鋼管内に滑って入り、右手　　親指をオーガースクリューと鋼管に挟まれ受傷した。				・　削孔機での引き起し作業は、横引きを禁止し、正面吊りをする。<改行>・　元請けは、移動または挟むおそれのある二重管の取扱いにおいて　内側の材料は持たないことを、再度指導教育をして徹底する。<改行>		間・西松・前田ＪＶ		株式会社安藤・間				西松建設株式会社				前田建設工業株式会社																																																																																								H16-九州-北九州-2001.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2004		8		10		0		0		2004		TRUE		8		29		九州		1		1		6		1.5		4		808		47		2004/8/10　0:0		38209

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		07年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		1		3:労災非適（その他）		平成１６年度四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区岸壁（－１４ｍ）上部工事		被災者を含む荒沢工業（株）の１１名中５名は、事故当日（８月１８日）に本工事の現場に赴任してきたものである。当日の朝、新規入場者教育を実施して、作業手順の周知徹底を図った。Ｈ鋼は、台船(500t積)上に２～３段に積まれ、向き（断面）は”Ｈ”又は”Ｈ ”であった。Ｈ鋼をブラケット上に据え付けるには、Ｈ鋼の向きを”Ｈ ”にする必要があり、一部”Ｈ”向きに積まれたＨ鋼を、台船上でクレーン付き台船(65t吊)を使用して、向きを変える作業を行った。事故は、”Ｈ”向きのＨ鋼を”Ｈ”向きになるように一時仮置きする際、仮置き台に使用したＨ鋼(H-400、L=12.5m)との間に左小指の先端を挟み負傷したものである。（午前10:45頃）被災直後、被災者は大した怪我ではないと思い、作業を続けたが、時間の経過とともに痛みを強く感じたため、革手袋を取り外したところ、小指先端部が裂傷を負っていた。荒沢工業（株）の職員を通じて事故の状況を知ったＪＶ職員は、直ちに作業を中止(午前11:00頃）して、被災者を富田浜病院に搬送した。(午前11:30頃）診察の結果、左手小指挫滅創と診断された。(午後0:25)		平成16年8月18日 10時45分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		13:支保工				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		A:危険だと思わなかった		1		99:その他								オペレーターは合図者の合図に従って作業を行った。		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																				99:その他								H鋼の置き方		04:理解度の確認が不十分だった。										5.00%		5.00%		65.00%		65.00%		１０：４５頃、<改行>500t積み台船上でＨ型鋼（H-400、7、500mm）の向きを変える作業中に花井（被災者）がＨ型鋼に左手小指の腹の肉を挟まれ負傷する。負傷した本人は、大した怪我ではないと思い、そのまま作業を続けいていたが、痛みが強くなったため、革手袋を取り外したところ、小指先端部に裂傷を負っていた。荒沢工業㈱大谷が、JV職員阿部・盛に報告し、ＪＶ職員阿部の運転により富田浜病院に向かう。（当日作業は中止）						五洋・りんかい日産・吉田特定建設工事ＪＶ		五洋建設株式会社		名古屋支店		りんかい日産建設株式会社				株式会社吉田組																								主として作業員の責<改行>軽傷						不問																																																										H16-中部-四日市-1401.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		2004		8		18		10		45		2004		TRUE		8		29		中部		1		7		0		7.0		13		1102		4		2004/8/18　10:45		38217.4479166667

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		03年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		十勝港第４埠頭第１岸壁外一連災害復旧工事		ｺﾝｸﾘｰﾄ破砕機の投入口に異物が挟まり、機械を止めて手により異物を除去する際、投入口の内のｺﾝｸﾘｰﾄ塊が崩れ指がはさまり被災した。		平成16年9月6日 7時56分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		ｺﾝｸﾘｰﾄ塊破砕		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		04:車両系建設機械				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								18.00%		28.00%		75.00%		75.00%		朝７時に朝礼を行い、７時１５分作業開始をし、<改行>７時５５分ころ被災した。				①作業手順を改訂し、具体的な作業方法を明記する。<改行>②通常作業時においても監視役を配置し、単独作業を行わないように改善する。<改行>③安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、安全大会・教育を実施し、問題点の抽出・改善点の周知を徹底するとともに、安全意識の高揚を図る。		りんかい建設(株)北海道支店		りんかい日産建設株式会社																																																																																																H16-北開局-十勝-1601.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		2004		9		6		7		56		2004		TRUE		4		29		北海		1		3		0		3.0		4		299		84		2004/9/6　7:56		38236.3305555556

		北海道開発局		根室港湾事務所		霧多布		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		09年 04月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		16		1:労災適用		霧多布港災害復旧工事		ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版を撤去し、20cm低下した路盤面を整正後、転圧ﾛｰﾗ乗入れ用段差ﾌﾟﾚｰﾄを運搬しようとﾀｲﾔｼｮﾍﾞﾙﾊﾞｹｯﾄに２段重ねて積込み、さらに振動ｺﾝﾊﾟｸﾀも載せるための場所を確保するため上段のズレを直そうと二人でﾌﾟﾚｰﾄを移動させた際にﾀｲﾔｼｮﾍﾞﾙﾊﾞｹｯﾄ縁とﾌﾟﾚｰﾄ取手の間に指を挟み被災した。		平成16年9月10日 14時10分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		25:土工				65:路床・路盤の転圧				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																												32.00%		32.00%		55.00%		52.00%		8:00　事務所横広場でラジオ体操・朝礼・ＫＹ活動<改行>8:15　最初の工区にて路盤不陸整正作業開始<改行>13:00 次の工区にて路盤不陸整正作業開始<改行>14:00 同工区作業終了<改行>14:05 次の工区に移動のため段差プレートを積込み<改行>14:10 振動コンパクタ積込むため段差プレートを移動した際に被災				1.段差プレートはクレーン付きトラックで運搬、設置、撤去を行うこととし４箇所吊ピースを取り付ける。<改行>2.重量物の小移動には工具を使用。<改行>3.共同作業はお互い声を掛け合い安全確認してから作業する。<改行>4.段差プレートの運搬、設置、撤去の作業手順を追加作成し全員に教育・周知する。		宮原・堀松・葵ＪＶ		株式会社宮原組				堀松建設工業株式会社				葵建設株式会社																																																																																								H16-北開局-根室-1701.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2004		9		10		14		10		2004		TRUE		8		25		北海		4		9		4		9.3		21		1102		65		2004/9/10　14:10		38240.5902777778

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		白老		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男						01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		白老港島防波堤外一連工事		作業は消波ブロックの型枠を組立ていた。作業員Ａと被災者は型枠の穴をあわせる為にシノを穴に差し込み下の方のボルトを入れて締めていた。作業員Ａインパクトレンチを使い被災者は、伴まわりをしない様にラチェットスパナでボルトを押さえていた。シノは、インパクトレンチの振動で穴から外れ落ち、被災した。<改行>		平成16年9月17日 16時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体																				21:手工具、用具				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1299:工具等取り扱い：その他																																																																								16:30　被災するがその後通常に作業する<改行>17:10　作業終了<改行>17:20　宿舎に戻り世話役が作業員から話を聞く<改行>17:25　現場代理人が連絡を受ける<改行>17:37　監督員に連絡<改行>18:05　被災者に病院へ行くよう指示						勇・東海ＪＶ		12000000002011				東海建設株式会社																																																																																												H16-北開局-室蘭-1901.xlsx		3/6/15 17:22		3/6/15 17:22		2004		9		17		16		30		2004		TRUE		4		17		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		21		1299		55		2004/9/17　16:30		38247.6875

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		26年 00月		潜水士		10:その他(　)						死亡		13:その他(　)						減圧症		6:死亡				1:労災適用		平成１６年度小名浜港本港地区防波堤（沖）基礎及び被覆工事		-23mで防波堤基礎の捨石荒均し作業を行っていた。当日2回目の潜水作業を0950頃よりおこなった。その後、1040頃に作業を終えて浮上し、1106頃に船上に戻って休憩を取っていたところ減圧症の症状を訴えたため、再圧タンクで救急再圧治療を行った。その後も治療を続けたが、症状が思わしくなかったので、医師の指示で東京医科歯科大学付属病院へ搬送したが、2145に当病院で死亡した。		平成16年9月24日 11時6分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。														04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。						59.00%		50.00%		23.00%		23.00%		0700 朝礼後潜水士船で小名浜港沖防波堤へ向かう。<改行>0750 1回目の潜水作業を行う。（-23m、50分）<改行>0950 2回目の潜水作業を行う。（ 〃　〃　）<改行>1106 浮上後休憩に入ったところ、減圧症の症状が現れる。<改行>1159 再圧タンクで救急再圧を開始。症状が改善しないため医師の指示により東京医科歯科大付属病院へ搬送する。<改行>2145 被災者死亡。				1.潜水作業日報を作業環境及び減圧時間が明確な様式に変更。<改行>2.潜水計画は、1ランク深い深度で行う。<改行>3.潜水時間・浮上停止時間の管理を潜水士と連絡員が共同で行う。<改行>4.体調チェックを作業中も行い、チェックシートに記入する。<改行>5.元請は週に一回、潜水士線に乗って潜水作業サイクル及び体調の確認を行う。<改行>6.重度の減圧症被災者を搬送する方法・手順を定めた計画書を作成し、周知徹底する。		若築建設（株）		若築建設（株）																				株式会社イワキ潜建												指名停止１ヶ月		reserved-38370x1F		reserved-38400x1F																																				労働基準監督署		reserved-38386x1F		H17.2.28までに改善状況の報告するように指導票を交付する。(H17.2.25是正報告書提出)																				H16-東北-小名浜-4101.xlsx		3/6/15 18:47		3/6/15 18:47		2004		9		24		11		6		2004		TRUE		23		8		東北		6		26		0		26.0		27		1307		42		2004/9/24　11:6		38254.4625

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		33年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						減圧症		1:0～3		3		1:労災適用		小名浜港本港地区防波堤（沖）基礎及び被覆工事（その２）		当日、捨石投入準備のため午前に-27m、-20mの2回、午後は1回の計3回潜水作業を行った。<改行>1400に作業終了し1510に帰社したが、他工事の異常事態の支援中に体調が悪くなり、救急車でいわき市内の病院へ搬送された。		平成16年9月24日 15時40分 頃		陸上		（株）イワキ潜建作業倉庫		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		手順の誤り		17:加害物なし				23:その他(　)				1307:その他：潜水病、減圧症																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		18:熱中して判らなかった		31:無理な姿勢で作業した。																06:施工計画・作業標準が不備だった。										26.00%		26.00%		32.00%		32.00%		0700 朝礼後潜水士船で小名浜港沖防波堤に向かう。<改行>0840 1回目の潜水作業を行う。（-27m、60分、捨石投入の目標設置）<改行>1100 2回目の潜水作業を行う。（-20m、40分、　　　　〃　　　　）<改行>1300 3回目の潜水作業を行う。（捨石投入指示）<改行>1400 作業終了。<改行>1510 帰社後、他工事の異常事態の支援を行う。<改行>1540 体調が悪くなる。<改行>1600 救急車でいわき市内の病院へ搬送する。				・目標竹移動の作業手順の見直し、安全教育を行い周知徹底する。<改行>・健康管理において体調チェックを作業中も行い、チェックシートに記入する。<改行>・潜水作業終了後は、出来るだけ楽な姿勢で安静に出来る様に設備を整える。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																				株式会社イワキ潜建																		工事事故扱いしない																																																										H16-東北-小名浜-4201.xlsx		3/6/15 18:47		3/6/15 18:47		2004		9		24		15		40		2004		TRUE		23		8		東北		1		33		0		33.0		26		1307		42		2004/9/24　15:40		38254.6527777778

		近畿地方整備局		舞鶴港湾事務所		舞鶴		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		20年 00月		トンネル特殊工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折						右足親指亀裂骨折、左足人さし指骨折		1:0～3		2		1:労災適用		舞鶴港和田地区臨港道路（トンネル）工事		トンネル坑内に仮置をしている支保工（Ｈ鋼200mm、Ｌ＝９ｍ、430kg/本）をクレーン付バックホウにて吊り込み、切羽への運搬行為を行おうとしていたが、吊り荷のＨ鋼が同箇所に仮置しているＨ鋼に接触し、仮置しているＨ鋼が落下・転倒はしなかったもの滑り被災者が足の甲を挟まれた。		平成16年9月27日 20時45分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		トンネル支保工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30								13:支保工				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		13:油断、軽視した。								20:不安全に物が置いてあった。		15:安全装置が不適・不良だった。								29:危険物の管理に欠陥・不備があった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								20.00%		16.00%		10.00%		8.00%		トンネル坑内に仮置をしている支保工（Ｈ鋼200mm、Ｌ＝９ｍ、430kg/本）をクレーン付バックホウにて吊り込み、切羽への運搬行為を行おうとしていたが、吊り荷のＨ鋼が同箇所に仮置しているＨ鋼に接触し、仮置しているＨ鋼が落下・転倒はしなかったもの滑り被災者が足の甲を挟まれた。				１）支保どうしが干渉しても容易に転倒する事を防止するため、１本の支保工につき１本のチェーンで緊結固定する。<改行>２）ＫＹ活動、安全教育が単なる惰性、義務行為にならないよう、作業員自らが問題点を発言できる場を朝礼等集会に盛り込み再発防止に努める。<改行>３）安全点検（巡視）を行い安全に対する改善事項が実施され安全教育の徹底がされていることを確認しパトロール時・現場立会時等適宜確認を行う。<改行>４）作業手順書について作業員に対し今後更にの周知徹底の強化を図る。		前田・東洋・鴻池ＪＶ		前田建設工業株式会社				東洋建設株式会社				株式会社鴻池組																																																																																								H16-近畿-舞鶴-1801.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		2004		9		27		20		45		2004		TRUE		8		29		近畿		1		20		0		20.0		13		1399		4		2004/9/27　20:45		38257.8645833333

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		05年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				頭部（顔）、下肢部（大腿、ひざ）		01:打撲傷		02:創傷				その他（剥離骨折）		1:0～3		0		1:労災適用		下関港（新港地区）防波堤（南）外１件築造工事		　当被災者は基礎工被覆石均し作業の監視をケーソン上より実施していたが、港外側からのうねりが午後より大きくなり作業が中止となった。そして現場事務所に戻るため、ケーソン上より交通船に乗り移った際、交通船の船首部上段にてバランスを崩し転倒し受傷したものである。		平成16年10月6日 14時33分 頃		海上		交通船上		08:捨石及び均し				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		1:有		27:起因物なし				02:甲板				02:転倒				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1																																92.00%		91.00%		60.00%		45.00%		・　当被災者は基礎工被覆石均し作業の監視をケーソン上より実施していたが、港外側からのう　ねりが午後より大きくなり作業が中止となった。<改行>・　そして現場事務所に戻るため、ケーソン上より交通船に乗り移った際、交通船の船首部上段　にてバランスを崩し転倒したものである。				・　乗降対象船舶の動揺が少ない時を見極め乗降するように全作業員　に対して再度周知徹底を図る。<改行>・　小型船舶及び交通船からの乗降時は、船長の指示の下、安全を確　認して行う。		五洋建設（株）		五洋建設株式会社																																																																																																H16-九州-下関-2101.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2004		10		6		14		33		2004		TRUE		2		8		九州		1		5		0		5.0		27		1399		1		2004/10/6　14:33		38266.60625

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男				作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		苫小牧港東港区中央ふ頭-14m岸壁建設工事		舗装作業において舗装機械（ﾚﾍﾞﾗｰ）の高さ調整するため舗装用型枠に足を載せて、機械上部にあるハンドルを回そうとしたとき、型枠に載せた足が不安定状態であったため足を滑らせバランスを崩し右肩から転倒した。		平成16年10月13日 14時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				01:墜落・転落				0113:墜落：型枠、型枠支保工から																														A:危険だと思わなかった		1		34:その他の不安全行為があった。																																						14:00　舗装作業において、舗装機械（ﾚﾍﾞﾗｰ）の高さ調整するため舗装用型枠に足を載せて作業しようとした際に足を滑らせ右肩から転倒。本人に確認したところ大丈夫と判断し作業を続けた。<改行>18:40　痛みが取れなかったため病院へ行くよう指示したところ、捻挫と診断された。						東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																																																																																H16-北開局-苫小牧-3301.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2004		10		13		14		30		2004		TRUE		1		22		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		27		113		66		2004/10/13　14:30		38273.6041666667

		北海道開発局		根室港湾事務所		根室		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男				普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						裂傷		1:0～3		1				根室港花咲地区南防波堤撤去工事		ｱﾝｶｰ浮き玉用のﾜｲﾔｰを環状に編んでいたところ、素線が左目に当たり被災。		平成16年10月19日 8時30分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				03:装備機械器具等の点検・整備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1299:工具等取り扱い：その他		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。																																						03:機械・器具に欠陥があった。																												8:30　ｱﾝｶｰ浮き玉用のﾜｲﾔｰを環状に編んでいたところ、素線が左目に当たる。<改行>8:45　被災者を病院に運ぶ<改行>12:40 検査結果、左結膜裂傷と診断						岩倉・宮原・真壁ＪＶ		岩倉建設（株）				株式会社宮原組				真壁建設株式会社																																																																																								H16-北開局-根室-3401.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2004		10		19		8		30		2004		TRUE		23		29		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		24		1299		3		2004/10/19　8:30		38279.3541666667

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		日高		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		25年 00月		一等機関士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		05:腹部				腎臓		04:骨折		12:臓器破裂						5:31以上		31		2:労災非適（船員法適用）		日高港御坊地区泊地（－１２ｍ）浚渫工事		ガット船（第8新栄丸）にて新宮港の揚土場所に揚土作業完了後、本揚土作業に使用しないオレンジバケットの陸揚げを行おうとしていた。船員（負傷者）が、オレンジバケット上(高さ４．５ｍ)で玉掛け作業を行おうとしていた時、うねり及びクレーンの旋回による影響のため船舶が動揺し、作業員が支持ワイヤーロープを掴み損ね、バランスを崩し甲板上に転落した。		平成16年11月2日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				39:土砂・石材等の陸上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		オレンジバケット		02:甲板				01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		27:不安全な場所へのった。		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。				不安定なオレンジバケットの上にのって安全帯を着用せずに作業し、作業に対する慣れ、油断があり、作業を軽視した。		99:その他								船の動揺が起こりうる中で作業した。		17:下請け指導が不適切だった。		04:理解度の確認が不十分だった。						工事範囲外の作業に関する安全確認体制の徹底をしておらず、安全作業に対する理解度も足りなかった。		41.00%		3.00%		35.00%		3.00%		ガット船（第8新栄丸）にて新宮港の揚土場所に揚土作業完了後、本揚土作業に使用しないオレンジバケットの陸揚げを行おうとしていた。船員（負傷者）が、オレンジバケット上(高さ４．５ｍ)で玉掛け作業を行おうとしていた時、うねり及びクレーンの旋回による影響のため船舶が動揺し、作業員が支持ワイヤーロープを掴み損ね、バランスを崩し甲板上に転落した。				１．バケット上での作業を禁止する。バケットには事前に交換用ワイヤーを取付けておき、甲板上で取付・取外しの作業が行えるよう改善する。<改行>２．高所作業においては安全帯の着用等の安全対策を行う。<改行>３．合図者を専任させ、船舶動揺の異常時には作業を一時中断させる。<改行>４．朝礼や作業開始前に作業内容の確認及び作業手順を作業員全員に周知させる。		みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																				12000000001705				中田建設（株）																																																																								H16-近畿-和歌山-2701.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		2004		11		2		0		0		2004		TRUE		1		5		近畿		5		25		0		25.0		26		119		39		2004/11/2　0:0		38293

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		55		男						01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷								1:0～3		1				新千歳空港誘導路改良工事		舗装作業準備（舗設箇所に機械を移動中）を行っていた被災者は準備作業が終了したため運転席より降車する際に足を滑らせ舗装路面へ転落し被災した。		平成16年11月9日 2時10分 頃		陸上		誘導路		22:舗装				02:作業準備																																																																																																														（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション		株式会社ＮＩＰＰＯ																																																																																																H16-北開局-千歳-4801.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2004		11		9		2		10		2004		FALSE		ERROR:#VALUE!		22		北海		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		2		2004/11/9　2:10		38300.0902777778

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		26年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		06:骨盤部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		右下腿		01:打撲傷		04:骨折		04:骨折		挫創		4:16～30				1:労災適用		平成１６年度下田港防波堤（Ｃ区）築造工事		ケーソン据付作業は、ケーソン浮上、曳航、一次注水、ワイヤリング、引き寄せと予定どおり進み、法線管理をしながら二次注水を行っているときに事故が発生した。二次注水は、一次注水に使用した4台のサンドポンプおよび注水ホースを使用して行った。この時、二次注水の前工程であるワイヤリング、引き寄せにより、注水ホースが引き寄せワイヤーの下側に配置されることになった。この状態で二次注水を行った結果、4台のうち1台のサンドポンプの注水ホースが、ケーソンとワイヤの間に挟まれ注水が出来ない状態になった。このため、二次注水を一旦中止し、注水ホースの敷設替えを行うため、引き寄せワイヤを緩めた。引き寄せワイヤが緩んだことを作業指揮者が１本ずつ踏み締めて確認した後、被災者は注水ホースの敷設替え作業を行った。被災者が注水ホースの敷設替え作業を行っていたところ、波浪でケーソンが動揺し、緩めていた引き寄せワイヤが緊張状態となった。この時、据付ケーソン上の滑車の１つ（全18個中）に、不適切な状態で偏荷重が作用して滑車が破壊したものと思われる。破壊した滑車から引き寄せワイヤが外れ、近くで作業をしていた被災者に当たり負傷した。		平成16年11月17日 11時50分 頃		海上		防波堤上		16:ケーソン曳航・据付				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		22:仮設物・建造物等				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった																						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。		18:保護具が不適・不足だった。						02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。				69.40%		60.10%		42.10%		42.10%		下田港防波堤（Ｃ区）ケーソン据付位置において、ケーソンを注水据付作業中に、波浪による据付ケーソンの動揺により、既設ケーソンへの引き寄せワイヤが緊張し、据付ケーソン上の滑車に偏荷重が作用し滑車が破壊したと思われる。その時、据付ケーソン上で注水ホースの入れ替え作業中であった被災者１名が、破壊した滑車から外れたワイヤに当たり負傷した。被災者は頭部から出血し倒れていたが意識はあった。すぐに共立湊病院へ救急車により搬送したが、医師の診断により「共立湊病院では対応出来ない」とのことから、順天堂伊豆長岡病院へドクターヘリにより移送され受診した。精密検査の結果、「右上腕骨骨折、骨盤骨折、頭部外傷、右下腿挫創」と診断されたものである。				①使用機材<改行>機材の使用にあたっては過去の実績等を十分熟知し、形状・規格寸法・材質等が現場条件、施工条件に適しているか等、適合性の確認について周知徹底を図る。<改行>②波浪の監視強化<改行>海上作業時には、波浪の監視に専属の監視員を配置する。監視員は、施工に影響を及ぼす恐れのある波浪が来た場合または来る恐れがある場合は、直ちに作業指揮者・作業員に合図する。<改行>③安全意識の向上<改行>安全教育、ＫＹ活動の重視し、安全に対する意識の高揚をはかる。また、作業手順書の再確認および遵守の徹底を図る。		佐伯建設工業（株）		あおみ建設株式会社																																																																																																H16-中部-清水-2901.xlsx		3/6/15 18:16		9/12/17 16:25		2004		11		17		11		50		2004		TRUE		4		16		中部		4		26		0		26.0		22		204		3		2004/11/17　11:50		38308.4930555556

		北海道開発局		根室港湾事務所		霧多布		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		10年 00月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								6:死亡				1:労災適用		霧多布港建設工事		150t吊海上ｸﾚｰﾝでﾜｰﾛｯｸ(13.1t)を据付作業中、吊上げられたﾌﾞﾛｯｸと据付られたﾌﾞﾛｯｸにはさまれ潜水士が被災した。		平成16年11月17日 13時55分 頃		海上		潜水作業		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。										A:危険だと思わなかった		1		22:連絡合図が不明瞭だった。		25:合図を勘違いした。		26:危険有害な場所に入った。																																								68.00%		62.00%		100.00%		70.00%		7:30　ラジオ体操実施<改行>8:30　ワーロック据付作業開始<改行>12:00 ワーロック据付作業休止（昼休み）<改行>13:10 ワーロック据付作業再開<改行>13:55 事故発生<改行>14:00 救急車到着<改行>14:55 病院到着<改行>15:05 死亡確認				・据付ブロック付近での作業が終了するまで、次のブロックを吊り上げない。また、吊り上げ開始は潜水士の合図により行い、合図は有線と手信号により意志の疎通を確認しながら作業を進める。<改行>・潜水士、運転員、陸上作業員間の連絡を密にする。かつ、潜水士、運転員間の会話を作業員全員に聞こえるよう外部スピーカーに流す。<改行>・作業手順について周知徹底する。<改行>・ブロック旋回時に潜水士は安全な場所に浮揚し待機する。		白崎建設（株）		白崎建設（株）																																																																																																H16-北開局-根室-3501.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2004		11		17		13		55		2004		TRUE		8		19		北海		6		10		0		10.0		23		1102		51		2004/11/17　13:55		38308.5798611111

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		03年 00月		鉄筋工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		(新湊地区)道路(東西線)橋梁(P36、P37)下部工事		橋脚躯体のフーチング鉄筋の組み立て作業にあたり、仮組した鉄筋の位置調整を行っている際に仮組鉄筋が倒れ、作業員の右腕が鉄筋間に挟まれ負傷した。<改行>（診断では、約２週間の安静を要す見込み。）		平成16年11月22日 15時45分 頃		陸上		橋梁基礎部		29:その他(　)		橋脚基礎工		54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																		07:作業の安全指示が不適切だった。										82.00%		82.00%		40.00%		0.00%								鉄建建設（株）		鉄建建設株式会社		北陸支店																		砺波工業株式会社																																																																												H16-北陸-伏木富山-5101.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		2004		11		22		15		45		2004		TRUE		8		29		北陸		1		3		0		3.0		24		1399		54		2004/11/22　15:45		38313.65625

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		札幌飛行場（丘珠）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		51		男		31年 00月		鳶工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						脳挫傷		13:その他(　)								6:死亡				1:労災適用		札幌飛行場誘導路舗装工事		丘珠空港敷地内における仮橋の解体作業において、仮橋の材料であるｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙのﾋﾞｰﾑ（L=4.3m×７枚）を陸上ｸﾚｰﾝにより運搬車両へ積み込み作業中にﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟからﾋﾞｰﾑが外れ、倒れてきたﾋﾞｰﾑの下敷きとなり、地面に設置していた土留め矢板とｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙとの間に頭部を挟まれ被災した。		平成16年11月26日 13時15分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		仮設工		84:その他(　)		仮橋撤去		2:曇り																14:物上げ装置				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																																																																								仮橋撤去作業において、仮橋の材料であるｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙﾋﾞｰﾑを運搬車両へ積み込み作業中被災した						三井住建道路株式会社		三井住建道路株式会社		北海道支店																																																																																														H16-北開局-千歳-3801.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2004		11		26		13		15		2004		FALSE		4		29		北海		6		31		0		31.0		14		1102		84		2004/11/26　13:15		38317.5520833333

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		05年 02月		作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		八代海域環境負荷量調査		調査機材を船上への積込み作業を行っている最中、調査機材（スミスマッキンタイヤ型採泥器：約２０㎏）を持って、木製の連絡橋を移動中の作業員が足を滑らせ転倒し、左足首を負傷した。		平成16年11月30日 0時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		04:環境調査				06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				02:転倒				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										35:その他の作業環境に欠陥があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。						40.00%		40.00%		5.00%		5.00%		１.６時００分頃から調査機材の作業車から作業船へ運搬作業を開始した。<改行>２.６時０５分頃に、１人で調査機材（スミスマッキンタイヤ型採泥器：約２０㎏）を持って、木製の連絡橋を移動中の作業員が足を滑らせ転倒し、負傷した。				1.足下の確認を十分に行う。<改行>2.作業場所の周辺状況の把握と危険予知を作業従事者全員に徹底する。<改行>		(株)パスコ																																																																																																		H16-九州-熊本-4301.xlsx		3/6/15 17:36		3/6/15 17:36		2004		11		30		0		0		2004		TRUE		2		4		九州		5		5		2		5.2		27		1101		6		2004/11/30　0:0		38321

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		08年 08月		職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		1				大阪港南港東地区岸壁（－１３ｍ）ケーソン据付工事		基礎捨石の均し作業を行うため、朝礼を実施していた。朝礼が終わり、工事現場に向かうため、岸壁前面に係留していた潜水士船の出発準備を行っていた。船長が潜水士船に乗り込み、船の離岸準備に取りかかった際、被災者が離岸の手助けのため舫ロープの取り外しを行おうとした。船長はその行為に気がつかず、船を後進させたが、舫ロープの結び目をほどこうとした被災者が、その結び目に指を挟まれ被災した。		平成16年11月30日 8時5分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		舫ロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。		24:相手の行動を確認しなかった。				①被災者の【勘違いと油断】というヒューマンエラーと②船長の注意が船首側舫ロープ行き届かなかった【確認不足】のエラーが重なった。												03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。						海上作業者同士が、船の離接岸作業を手伝うという習慣に対し、安全作業の指導が不足していた。		44.00%		42.00%		52.00%		50.00%		基礎捨石の均し作業を行うため、朝礼を実施していた。朝礼が終わり、工事現場に向かうため、岸壁前面に係留していた潜水士船の出発準備を行っていた。船長が潜水士船に乗り込み、船の離岸準備に取りかかった際、被災者が離岸の手助けのため舫ロープの取り外しを行おうとした。船長はその行為に気がつかず、船を後進させたが、舫ロープの結び目をほどこうとした被災者が、その結び目に指を挟まれ被災した。				１．船の離接岸時の作業手順を定める。また、作業時は指差呼称を行い周囲の安全確認を徹底させる。<改行>２．朝礼や作業開始前に、作業内容の確認及び作業手順を作業員全員に周知する。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																				九石工業（株）				12000000008537																																																																								H16-近畿-大阪-2801.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2004		11		30		8		5		2004		TRUE		8		8		近畿		1		8		8		8.7		8		1104		14		2004/11/30　8:5		38321.3368055556

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		29年 08月		監理技術者		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		10:その他(　)		肺		01:打撲傷		02:創傷		13:その他(　)		急性肺炎の疑い		3:9～15		12		1:労災適用		相馬港３号埠頭地区岸壁（－１２ｍ）築造外工事		ガット船上での打合せを終え交通船に乗り移ろうとしてガット船左舷防舷材タイヤ上で待っていたところ、交通船の船首が波でタイヤを被災者ごと持ち上げた。その際にバランスを崩して落水し、左大腿部打撲と左前頭部創傷を負った。また、落水の際に海水を飲み肺に入ったため救急肺炎の疑いが生じた。		平成16年12月2日 10時50分 頃		海上		FD、作業船上		20:中詰				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				16:その他の加害物(　)		波		01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																A:危険だと思わなかった		1		15:気持ちがあせっていた。		27:不安全な場所へのった。																						99:その他										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。								75.00%		72.00%		33.00%		33.00%		ガット船上での打合せを終え交通船に乗り移ろうとしてガット船左舷防舷材タイヤ上で待っていたところ、交通船の船首が波でタイヤを被災者ごと持ち上げた。その際にバランスを崩して落水し、左大腿部打撲と左前頭部創傷を負った。また、落水の際に海水を飲み肺に入ったため救急肺炎の疑いが生じた。				1.船舶からの昇降は船長の指示に従う事を徹底する。<改行>2.高低差のある昇降に関しては、船側階段或いは昇降設備使用の徹底を図る。<改行>3.適切な昇降設備が無い時は、船から乗り移りを行わない事を徹底する。このため、直接連絡の外の携帯電話、無線の連絡が図れる連絡体制とする。		庄司建設工業（株）		庄司建設工業株式会社																																						口頭注意																																																										H16-東北-小名浜-4401.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		2004		12		2		10		50		2004		TRUE		1		20		東北		3		29		8		29.7		25		122		1		2004/12/2　10:50		38323.4513888889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		01年 07月		型枠工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		石巻港雲雀野地区岸壁（－１３ｍ）（２）上部工事		日没後の作業において照明設備を使用する事としているが、当日の作業では照明設備を使用しないで自動車のヘッドライトで代用した。暗いために手元が見えないために型枠組立時で結束した番線の余りを顔の近くで切断した時に、切断片が跳ねて右眼に当たった。		平成16年12月2日 17時5分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		23:けい船岸付属工				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								24:材料等		鉄線		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																																						99:その他										19.00%		16.00%		67.00%		51.00%		1300 午後の作業打合せ<改行>1310 作業開始<改行>1614 日没<改行>1700 作業終了、後片付け<改行>1705 番線切断時に切断片が眼球にかすり負傷				1.基本ルールを守る様再教育を行う。<改行>2.焼き鈍し鉄線の切断は必ず胸より下の位置で行う。<改行>3.切断時は焼き鈍し鉄線の切断片となる側を持ち行う。<改行>4.焼き鈍し鉄線のねじれが無い状態を確認して作業を行う。		東築ＪＶ		（株）丸本組				津田海運（株）																																		不問								不問																																																		H16-東北-塩釜-4501.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		2004		12		2		17		5		2004		TRUE		4		23		東北		1		1		7		1.6		24		299		55		2004/12/2　17:5		38323.7118055556

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		54		男		18年 00月		世話役		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		仙台空港アクセス鉄道地下部本体工事（その２）		コンクリート運搬打設準備中に切り梁（400H）を乗り越えて降りる際に、左足が鉄筋（125㎜×250㎜ﾋﾟｯﾁ）を踏み外してしまい膝まで入った。その時に鉄筋で負傷した。		平成16年12月4日 10時0分 頃		陸上		ボックスカルバート頂版		29:その他(　)		コンクリート運搬打設準備		02:作業準備				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								12:作業床等				16:その他の加害物(　)		鉄筋		09:切れ、こすれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった								07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										83.00%		82.00%		90.00%		90.00%		コンクリート運搬打設準備中に切り梁（400H）を乗り越えて降りる際に、左足が鉄筋（125㎜×250㎜ﾋﾟｯﾁ）を踏み外してしまい膝まで入った。その時に鉄筋で負傷した。				1.作業箇所毎に足場板等を敷き踏み外しを防止する。<改行>2.足場板の無い箇所を歩かない様、周知指導する。<改行>3.型枠内の清掃等で水に濡れた場合は、足元が滑り易いので確認する様注意喚起する。<改行>4.安全教育を実施する。		鹿島・淺沼組特定建設工事共同企業体		鹿島建設株式会社				株式会社淺沼組																山幸建設株式会社																		不問								不問																																																		H16-東北-塩釜-4001.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2004		12		4		10		0		2004		FALSE		9		29		東北		1		18		0		18.0		12		1399		2		2004/12/4　10:0		38325.4166666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		15年 08月		監理技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		新潟港（西港地区）道路トンネル右岸舗装工事		監理技術者が現場立会に向かうため、両手に荷物を持って事務室を出る際に、事務室ドアの敷居に躓き転倒し、玄関土間コンクリートに左腕、右膝を強打し骨折した。		平成16年12月7日 9時30分 頃		陸上		現場事務所内		29:その他(　)		歩行中		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ																27:起因物なし				17:加害物なし				02:転倒				1399:その他：その他														事務所内であり、油断し安全軽視した。																A:危険だと思わなかった		1										事務所内であり、油断し安全軽視した。												99:その他																		　9:30以前　書類作成。<改行>　9:30　　　現場事務所より現場立会に向かう際に、事務室ドアの敷居に躓き、転倒。<改行>　9:40　　　病院に搬送。直轄担当者へ事故報告(一報)<改行> 11:40　　　直轄担当者に診断書提出。　<改行> 12:00　　　労基署へＴＥＬにて報告。<改行> 14:00　　　直轄事務所へ事故報告。<改行> 15:40　　　労基署へ報告書提出。<改行> 17:30　　　現場作業員緊急安全大会開催				・時間に余裕を持って行動。<改行>・段差の注意喚起ステッカーの貼り付け<改行>・緊急時に両手が使えるよう、書類等はカバン等を用いる。　		福田道路（株）新潟本店		福田道路（株）																																																																																																H16-北陸-新潟-5301.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2004		12		7		9		30		2004		TRUE		2		29		北陸		4		15		8		15.7		27		1399		1		2004/12/7　9:30		38328.3958333333

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		37年 11月		鳶　工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								4:16～30		30		1:労災適用		伏木富山港(新湊地区)道路(橋梁)(P20、P21)下部工事		鋼矢板の打込準備作業としてウォータージェット配管継手部材の研磨を行っていたが、作業姿勢を立て直すため起きあがったところ、導材仮置用台木につまづき、バランスを崩した際にグラインダーが右大腿部に接触し負傷した。		平成16年12月14日 10時38分 頃		海上		仮設桟台		29:その他(　)				47:杭及び矢板打		継手配管研磨		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20				2:無		2:無		20:動力工具		グラインダー		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		07:防護物・保護具を使用しなかった。		15:気持ちがあせっていた。		31:無理な姿勢で作業した。				35:その他の作業環境に欠陥があった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										2.60%		1.10%		0.00%		0.00%								東亜・若築特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		北陸支店																														文書注意																																																																H16-北陸-伏木富山-5401.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2004		12		14		10		38		2004		TRUE		9		29		北陸		4		37		11		37.9		20		1299		47		2004/12/14　10:38		38335.4430555556

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		宮崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		11年 00月		潜水士		04:胸部								13:その他(　)						窒素酔いによる溺水		2:4～8		7		1:労災適用		波浪観測装置撤去工事		１５時４２分、波浪観測装置撤去に伴い、波高計のケーブル切断・撤去作業のため、２人１組で水深４２ｍ地点まで潜水を行った。潜水開始約４分後、被災者が窒素酔いを起こし、パニック状態に陥り溺水した。		平成16年12月14日 15時50分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		撤去工		23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無						11:海水等				11:おぼれ				1306:その他：潜水士の溺れ																																																																50.00%		10.00%		90.00%		5.00%		１．１５時４２分、波浪観測装置撤去に伴い、波高計のケーブル切断・撤去作業のため、２人１組で水深約４２ｍ地点まで潜水を行った。<改行>２．潜水開始約４分後、被災者が窒素酔いを起こし、パニック状態に陥り溺水した。<改行>３．相方の潜水士が被災者を担ぎ浮上して潜水士船に救助した。				１．１組当たり１日の潜水作業回数を１回とし、余裕のある作業時間とする。<改行>２．潜水前の健康チェックに血中酸素濃度の測定を追加するなど、健康管理の強化をはかる。<改行>３．潜水士と連絡員との連絡を、水深10､20､30､35､40ｍ着底時毎に状況連絡を密に行う。		(株)テトラ																																																																																																		H16-九州-宮崎-4602.xlsx		3/6/15 17:35		3/6/15 17:35		2004		12		14		15		50		2004		TRUE		11		29		九州		2		11		0		11.0		ERROR:#VALUE!		1306		23		2004/12/14　15:50		38335.6597222222

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		堺泉北		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		02年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		堺泉北港助松地区泊地（－１４ｍ）浚渫工事		浚渫船「男木号」（タチバナ工業（株））及び土運船「大28号」で浚渫作業を行っていた。17:20頃、土運船泥倉が満載となり運搬のため、浚渫船と土運船を離舷させようとしていた。浚渫船に備え付けられている引付ロープを巻き上げていたが、引付ロープが作業船間のペンドルタイヤに挟まっていた。ウインチ操作者（タチバナ工業（株））は引付ロープが挟まっていることに気付かず、ウインチ操作を行ったため、引付ロープが跳ね上がり土運船上の甲板員（山和船舶海運（有）：被災者）に当たり被災した。		平成17年1月13日 17時20分 頃		海上		土運船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		浚渫船引付ロープ		06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		2		04:作業標準を守らなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		13:油断、軽視した。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		作業指揮者・ウインチ操作者は、当日の浚渫作業が完了し、両船舶の離舷が最終作業であることから、作業を早く終わらせようとするあせりの気持ちと、慣れた作業による気の緩みから引付ロープが挟まっていることに気がついていなかった。		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		26:危険有害な場所に入った。		24:相手の行動を確認しなかった。		13:油断、軽視した。		甲板員は、当日の浚渫作業が完了し、両船舶の離舷が最終作業であることから、作業を早く終わらせようとするあせりの気持ちと、慣れた作業による気の緩みから引付ロープが挟まっていることに気がついていなかった。																99:その他								土運船引付ロープ（φ75mm）が土運船のペンドルに挟まっていた。		07:作業の安全指示が不適切だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。				被災甲板員には作業手順による不安全な場所への立入禁止の教育を行ったが、理解が不十分であった。<改行>また、離接船作業に対する安全作業の指導が不足していた。		4.60%		1.80%		4.60%		1.80%		浚渫船「男木号」及び土運船「大28号」で浚渫作業を行っていた。17:20頃、土運船泥倉が満載となり運搬のため、浚渫船と土運船を離舷させようとしていた。浚渫船に備え付けられている引付ロープを巻き上げていたが、引付ロープが作業船間のペンドルタイヤに挟まっていた。ウインチ操作者は引付ロープが挟まっていることに気付かず、ウインチ操作を行ったため、引付ロープが跳ね上がり土運船上の甲板員に当たり被災した。				１．作業手順の周知を再度行い、作業員の安全に対する意識を向上させる。<改行>２．離接船作業時は、元請又は、一次下請業者職員が必ず立会い作業手順書に沿った作業であるか確認する。<改行>３．朝礼、ＫＹミーティングの充実を図り、適切な作業安全指示による安全作業の徹底を図る。		ヤマト工業（株）		ヤマト工業（株）																																																																																																H16-近畿-大阪-3901.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		2005		1		13		17		20		2004		TRUE		6		5		近畿		1		2		0		2.0		14		1104		14		2005/1/13　17:20		38365.7222222222

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		12年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		01:打撲傷						5:31以上		56		1:労災適用		志布志港（新若浜地区）岸壁（－１４ｍ）築造工事外１件		　本船ガットバージ（第５青龍丸）を現場への係留作業の為、作業船（青龍丸）をケーソンにつけ、被災者が本船（第５青龍丸）の左舷船尾側の係留ロープを取り、ケーソン係留筋に係留した。<改行>　その後、被災者が作業船に乗り移る際に、手掛かりとして作業船と近くの昇降台（方塊）に手をついて、体を浮かせて乗り移ろうとした矢先、船舶の航跡波により作業船が動揺し、作業船と昇降台の間に両脚を挟まれ被災した。		平成17年1月19日 0時0分 頃		海上		防波堤上		20:中詰				13:作業船の転船				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		1:有		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		15:気持ちがあせっていた。		34:その他の不安全行為があった。								99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。										65.00%		61.00%		80.00%		75.00%		１月１９日(水)<改行>　ＡＭ・・・本船ガットバージ（第５青龍丸）を現場への係留作業の為、作業船（青龍丸）をケーソンにつけ、被災者が本船（第５青龍丸）の左舷船尾側の係留ロープを取り、ケーソン係留筋に係留した。<改行>　11時55分頃・・・被災者が作業船に乗り移る際に、手掛かりとして作業船と近くの昇降台（方塊）に手をついて、体を浮かせて乗り移ろうとした矢先、船舶の航跡波により作業船が動揺し、作業船と昇降台の間に両脚を挟まれ被災した。				・船舶への乗降時には、常に指さし呼称を徹底させ足元を充分確認のうえ行動を行う。また、船長の指示により秩序ある行動を行う。<改行>・日々の「安全衛生ミーティング日報」に船の乗降時の安全指導チェック項目を追加し、安全意識を徹底させる。　		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																																																																																H16-九州-志布志-5508.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2005		1		19		0		0		2004		TRUE		8		20		九州		5		12		0		12.0		8		1104		13		2005/1/19　0:0		38371

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		39		男		10年 10月		特殊運転手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		福岡空港滑走路改良工事		　アスファルトフィニッシャーの回送のため、被災者と運転者の２名がライトバンに乗って、重機置場に行った。アスファルトフィニッシャーをトレーラーに積込むため、仮設照明をつけようと、被災者がライトバンを降り照明の方へ向かったが、軍手を忘れたことに気づきライトバンの後部へ向かったところ、バックしてきたライトバンの右側後部と接触し転倒して被災した。		平成17年2月12日 22時40分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。		26:危険有害な場所に入った。																																				24:照明が不良だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										39.00%		38.60%		39.00%		38.60%		２月12日(土)<改行>22：35～　現場内重機置場へ入場<改行>22：40～　乗ってきたライトバンの後部を通過中、バックしてきたライトバンの右側後部と接触し、転倒して受傷した。				・運手者の乗っている車両を横切るときは、運転者に声をかける。<改行>・車両を発進させるときは、周囲の安全確認を行った後、発進させる。		フジタ道路株式会社																																																																																																		H16-九州-博多-5601.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		2005		2		12		22		40		2004		FALSE		18		29		九州		1		10		10		10.8		16		704		2		2005/2/12　22:40		38395.9444444444

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		03年 00月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		博多港（香椎パークポート地区）橋梁耐震補強工事		　Ｐ６橋脚の８段目足場で落橋防止装置のブラケット固定作業中にブラケット取付クレーンが揺れ、作業員が手に持っていたナット（約２００ｇ）を落とした。落ちたナットは、立入禁止区域外の３段目足場で鋼管バタを運搬していた作業員の左手指にあたり被災した。		平成17年2月16日 15時50分 頃		海上		その他		29:その他(　)				06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																																						06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										82.00%		69.00%		75.00%		75.00%		２月１６日（水）<改行>ＡＭ～　Ｐ６橋脚で、落橋防止装置ブラケット取付作業と、型枠の組立作業を上下作業にならないように開始した。<改行>１５：５０～　落橋防止装置ブラケット取付作業中に、ナットを落とした。立入禁止区域外で鋼管バタを運搬していた型枠工の左手指にあたり被災した。				・開口部や足場全体に落下防止ネット等を設置し、落下物が下部の作業エリアに落下することを防止する。また、立入禁止区域を今まで以上に広範囲に設定する。		みらい・寄神特定建設工事共同企業体		みらい建設工業株式会社				寄神建設（株）																																																																																												H16-九州-博多-5702.xlsx		3/6/15 17:42		3/6/15 17:42		2005		2		16		15		50		2004		TRUE		4		29		九州		1		3		0		3.0		24		202		6		2005/2/16　15:50		38399.6597222222

		東北地方整備局		仙台港湾空港技術調査事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		14年 11月		潜水士		10:その他(　)								13:その他(　)								1:0～3		1		1:労災適用		負圧利用型海水交換装置実証実験調査業務		－３８ｍおいて底質試料採取を行う事になっていたが、海底到着時に投入された調査機材の移動を確認、移動した。又、試料サンプリングを１本追加した。大水深の作業のため予定以上のエアを消費し、浮上途中の－１５ｍ付近でエアが切れた。相方のボンベでバディブリージングを行い浮上してきたが、呼吸器がくわえにくかった事と潜水服の浮力調整が不能になった事で、減圧途中の－８ｍ付近から急浮上してしまった。再潜水（－９ｍ）による減圧を行ったが、減圧症等の恐れがあったため専門病院で治療した。		平成17年3月2日 9時40分 頃		海上		その他		04:環境調査				27:水質・底質調査				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった		2		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。								15:安全装置が不適・不良だった。																				83.00%		60.00%		66.00%		66.00%		０８０５　調査準備、調査機材を投入する。<改行>０９１７　潜水開始。<改行>０９２１　海底到着（－３８ｍ）、調査機材の移動を確認、移動する。<改行>０９２３　移動完了、試料採取、２本サンプリングの予定が１本追加する。<改行>０９３６　作業完了、ボンベ残圧不足を認識する。<改行>０９３８　浮上開始。<改行>０９４０　－１５ｍ付近でボンベ残圧が０になり、相方のボンベでバディブリージングを開始する。<改行>０９４１　バディブリージングが上手く行かず潜水服の浮力調整が不能となり海面まで急浮上する。<改行>１０４０　潜水病等の恐れがあるため、専門病院へ搬送し治療する。<改行><改行>				潜水計画の不備を改善する。<改行>・予定外作業に対する判断と対処方法を確立し、今後の基本ルールに加え、朝礼の確認事項とする。<改行>・潜水計画をより安全性の高いものにするために、潜水計画の内容を改訂する。		日本エヌ・ユー・エス（株）釜石事業所		日本エヌ・ユー・エス（株）		釜石事業所																																				口頭注意																																																										H16-東北-技調-6301.xlsx		3/6/15 18:48		8/22/23 9:58		2005		3		2		9		40		2004		TRUE		23		4		東北		1		14		11		14.9		27		1307		27		2005/3/2　9:40		38413.4027777778

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		70		男		40年 00月		普通作業員		03:背部		05:腹部						04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		大船渡港永浜地区岸壁（－１３ｍ）土留工事		午前に引き続きクレーンを使用して型枠の清掃のため裏返す作業を行っていた。１４：４５に吊っていた型枠がワイヤーから外れて被災者の上に落ちた。<改行>型枠はＬ型ブロックに使用した左右非対称の物で、作業手順では２点吊りで行うところを１点で行ったためバランスが悪かった。また、型枠吊金具はアイボルトを使用していたが、形状が悪くフックの向きにより外止めを押してフックが抜けてしまうという事が現場検証で判った。		平成17年3月9日 14時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		玉掛け用具		16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																																																																95.00%		95.00%		100.00%		90.00%		１３：００　午前に引き続きクレーンを使い型枠清掃作業を行う。<改行>１４：２０　当局現場パトロール開始。<改行>１４：３０　現場パトロール終了。<改行>１４：４５　事故災害発生。<改行>１４：５４　救急車で市内の病院へ搬送。<改行>				・型枠吊金具にアイボルトではなくシャックルを使用する。<改行>・型枠が異型であっても２点吊りで行う。<改行>		（株）明和土木		12000003006689																				（有）三宅建設																		文章注意																																		労働基準監督署		reserved-38454x1F		指導票の交付																				H16-東北-釜石-6001.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2005		3		9		14		45		2004		TRUE		21		17		東北		5		40		0		40.0		26		201		55		2005/3/9　14:45		38420.6145833333

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		02年 09月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		名古屋港飛島ふ頭南岸壁（－１６ｍ）土留工事		事故は、飛島ふ頭南岸壁（－16ｍ）土留工事において、海側上部工(高さ3.7m×幅2.5m×長さ10.99m/ｽﾊﾟﾝ)のコンクリート型枠を脱型作業中に発生した。事故が発生した型枠はスパンＫの東側妻枠で、シャタリング(0.1m×0.27m×3.0m、重量約50kg)４段と角パイプ縦２列をウエッジボルトにより固定して、木パネルおよび角材の変形防止としていた。妻枠の撤去作業は、妻枠をラフタークレーン(25t吊)で吊り上げた状態で、その妻枠を作業員（被災者）が手前に引き寄せ水平移動させ、上部工前面および背面の型枠から分離した後にラフタークレーンで吊り上げ撤去するものである。<改行><改行>　　　事故は、ラフタークレーンで妻枠を吊り上げ、作業員（被災者）がシャタリング（上　　から３段目）に手をかけて手前に引き寄せようとした時、上から２段目のシャタリン　　グの２点で固定しているウエッジボルトの内１点が緩んでいたため、シャタリングが　　角パイプからずり落ち、被災者の手がずり落ちたシャタリングにあたった。（13:30頃）		平成17年3月14日 13時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）				2:0～10				2:無				26:その他の起因物(　)		受枠シャタリング		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								作業員（被災者）が「固定金具の締付け」を確認済みと思いこんで作業を実施した																				作業前点検が不十分であった。		83.00%		85.00%		68.00%		65.00%		上部工（海側）スパンＫの東妻枠の脱枠作業中において、妻枠をラフタークレーン(25t吊)で吊上げ、水平移動させようとした時に、妻枠に設置してあるシャタリング(0.1m×0.27m×3.0m、重量約50kg)４段の内、上から２段目のシャタリングの片側が妻枠からずり落ち、被災者の手にあたった。(13:30頃)				１）水平に設置するシャタリングには、ウエッジボルトが１個緩んでもシャタリングが落下しないように、シャタリング１本につき３個のウエッジボルトを使用して固定する。<改行>２）作業手順書に点検責任者・点検者および確認方法を記載し周知徹底する。作業当日の点検者をＫＹシートに記録し、元請け社員による再点検を実施する。点検終了後は点検済みであることを示すテープを巻き付ける。		（株）テトラ		12000000002343																																																																																																H16-中部-名古屋-6201.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2005		3		14		13		30		2004		TRUE		4		9		中部		1		2		9		2.8		26		203		55		2005/3/14　13:30		38425.5625

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		40年 00月		ブラスト工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						踵（かかと）		04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		常陸那珂港ケーソンヤード改良工事		３月１８日の午前に、現場より横浜の倉庫へ機材（ブラスト機）を引取運搬に行った帰り、ひたちなか市阿字ヶ浦の公道で荷崩れに気づき、路肩に駐車し荷台上で再荷締めをしていたところ、身体のバランスをくずし、あおりの上から道路上に足から滑り落ち、両足のかかとを強打し骨折した。		平成17年3月18日 17時30分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10								05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				01:墜落・転落				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック																																		33:保護具の選択、使用方法を誤った。										22:作業場が狭かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								67.00%		70.00%		67.00%		85.00%						・運搬作業においても危険予知活動を実施する。<改行>・固縛作業においては、荷崩れ防止対策として２重にロープをかけて緊縛する。<改行>・運搬車両の荷台上での作業は、足場を十分に確保された位置で行う。<改行>・重量物の場合は、ロープで固縛するのではなく、レバーブロックと台付ワイヤーを使用して強固に固縛する。		東亜鉄工（株）		東亜鉄工株式会社																																口頭厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38467x1F		reserved-38496x1F																																				労働基準監督署		reserved-38434x1F																						H16-関東-鹿島-6101.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		2005		3		18		17		30		2004		TRUE		1		29		関東		5		40		0		40.0		5		702		7		2005/3/18　17:30		38429.7291666667

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		08年 00月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								2:4～8		5		1:労災適用		平成１５年度〔国債〕伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）橋梁（Ｐ２３）基礎（ニューマチックケーソン）工事		鉄筋組立準備のため、築島上でエポキシ樹脂鉄筋の継手端部処理をしていた。単管バリケードに預けていた鉄筋により単管バリケードが倒れ、単管パイプと地面に挟まれ右足首を負傷した。		平成17年4月15日 16時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										95.80%		94.70%		18.00%		15.70%								鹿島建設（株）・前田建設工業（株）・（株）本間組ＪＶ		鹿島建設株式会社				前田建設工業株式会社				株式会社本間組												（株）オクト																																																																												H17-北陸-伏木富山-0201.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2005		4		15		16		40		2005		TRUE		8		11		北陸		2		8		0		8.0		24		1199		54		2005/4/15　16:40		38457.6944444444

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		03年 11月		鉄筋工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		3:労災非適（その他）		金沢港（大野地区）防砂堤本体工事		鉄筋曲げ機による加工作業中、鉄筋を曲げ機にセットし、スライドさせた所、被災者の革手袋が巻き込まれ、その状態のままスライドし指を挟まれた。		平成17年4月18日 11時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				53:鉄筋加工				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								20:動力工具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		19:よそ見をしていた。														03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								3.00%		3.00%		3.00%		3.00%								日本海建設（株）		12000000001031																																																																																																H17-北陸-金沢-0301.xlsx		3/6/15 18:20		3/6/15 18:20		2005		4		18		11		10		2005		TRUE		8		11		北陸		1		3		11		3.9		20		1299		53		2005/4/18　11:10		38460.4652777778

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		55		男		30年 00月		深礎工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		0		1:労災適用		広島空港人工地盤基礎等工事		　ＰＡ１橋脚基礎の深礎杭（ＮＫ３）の掘削に伴う発破用の削孔を行っていたとき、削岩機ロッドが動かなくなったため、削岩機本体をロッドから外し孔を清掃後、ロッドを再挿入し削岩機本体に取り付けようとしたところ、ロッドと削岩機本体に左手人差し指先端を挟んだ。<改行>		平成17年4月20日 11時45分 頃		陸上		電波高度計用地		09:杭及び矢板				75:掘削(人工施工)				3:雨						1:微風（～2）		3:10～20								20:動力工具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。																														63.00%		44.00%		61.00%		49.00%		　被災者はＰＡ１橋脚基礎の深礎杭孔内で掘削に伴う発破のための削孔作業を削岩機を用いて行っていた。<改行>　削孔途中で削岩機のロッドが回転しなくなったため削孔を中断し、削岩機本体をロッドから外し、ロッドを引き抜き孔を清掃した。<改行>　削孔を再開するためロッドを孔に挿入し、削岩機本体をロッド上に取り付けようとしたところロッドと削岩機の間に左手人差し指を挟んだ。<改行>				ロッドが回転しなくなり削孔を中断したとき<改行>（１）ロッドを引き抜いた後に削孔を再開する場合は、ロッドだけを孔に戻さず地面の上で削岩機にロッドを取り付けてから孔に戻して作業を再開する。<改行>（２）ロッドがその場で動くが抜けない場合は、２人で作業する。<改行>（３）ロッドが全く動かない場合は、その場所の削孔を中止し、他の場所を削孔する。<改行>注意喚起のため、削岩機の下部を赤く着色する。		大成・大豊特定建設工事ＪＶ		大成建設株式会社				大豊建設株式会社																																																																																												H17-中国-広島-0101.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		2005		4		20		11		45		2005		FALSE		8		9		中国		1		30		0		30.0		20		1204		75		2005/4/20　11:45		38462.4895833333

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		35		男		17年 00月				01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部				02:創傷		01:打撲傷		06:関節の障害				1:0～3		0		3:労災非適（その他）		福岡空港用地造成（排水工）工事		５月９日午前９時５０分頃、鋼矢板の打ち込み現場の水替え工に使用していた発電機の電源を使用し、ベニヤ板を切断しようとして、電動ノコギリのコンセントを差し込み、５ｍ離れたところで切断し<改行>ようとして立ち上がろうとしたときに、鋼矢板が振れ、被災者の頭部にあたり、耳を裂傷しました。		平成17年5月9日 9時50分 頃		陸上		その他		25:土工				02:作業準備				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				06:激突され				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。								21:物を置いた場所が悪かった。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		25:安全管理体制に欠陥があった。																8:00～　鋼矢板打込み、バリケード設置作業開始<改行>9:50　　鋼矢板の打込み現場の水替え工に使用していた発電機の電源を使用して、ベニヤ板を切断しようとして、電動ノコギリのコンセントを差し込み、離れたところで切断しようとして立ち上がろうとしたときに、鋼矢板が振れ、被災者の頭部にあたり、耳を裂傷した。<改行>9:50　　発注者に連絡<改行>9:50　　被災者を木村外科病院に自社車両で搬送<改行>12:50　 検査及び治療完了						吉岡土木（株）		吉岡土木（株）																																																																																																H17-九州-博多-2403.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		2005		5		9		9		50		2005		FALSE		6		25		九州		1		17		0		17.0		14		603		2		2005/5/9　9:50		38481.4097222222

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		25年 00月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		石狩湾新港東防砂堤基礎造成その他工事		消波ブロックの転置作業をクレーン１台と作業員２名で行っていたが、玉掛け時に作業員がワイヤーとブロックの間に左手を挟み被災した。		平成17年5月14日 9時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		04:車両系建設機械				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																										13.00%		10.00%		12.00%		11.80%		テトラポッド転置作業を専用の金具を使用し行うこととしていた。<改行>クローラクレーン１台と作業員２名で行っていた。<改行>被災者は玉掛け作業を金具を使用せずワイヤーを直接手を添えて持っていた。<改行>合図者はそれを確認しないまま巻き上げの合図を行った。<改行>その結果被災者はテトラポッドとワイヤーの間に手を挟み被災した。				1)作業手順書記述による口頭指示だけではなく詳細指導を行うため作業手順書を改訂し再徹底を行う。<改行>2)固定用金具の設置確認を確実に行い、安全性を高めるため合図者を含め増員を行う。<改行>3)合図者はクレーンの運転者からよく見える位置で合図を行い、巻き上げの合図を行う際は玉掛者２名が合図者の横に来たのを確認してから行う。		吉本・勇経常建設共同企業体																																																																																																		H17-北開局-小樽-0401.xlsx		3/6/15 17:26		3/6/15 17:26		2005		5		14		9		20		2005		TRUE		8		18		北海		1		25		0		25.0		4		1102		51		2005/5/14　9:20		38486.3888888889

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		21年 00月		機関長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		函館港島防波堤災害復旧ケーソン撤去工事		作業船上において、梱包用のPPﾛｰﾌﾟを切断するためのｶｯﾀｰを工具置場に取りに行ったところ、ｶｯﾀｰの刃が出ていたことに気づかず吊されていたｶｯﾀｰを取る際に手が滑り被災した。		平成17年6月3日 13時21分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。										23:作業場の整理が悪かった。																				19.00%		28.00%		28.70%		42.30%		甲板の後片付け作業をしていた。<改行>梱包用PPﾛｰﾌﾟ切断のためｶｯﾀｰを工具室に取りに行く。<改行>吊されていたｶｯﾀｰを取る際手が滑り被災した。<改行>ｶｯﾀｰの刃がきちんと収納されていなかった。				・使用後はきちんとｶｯﾀｰの刃を収納して片付ける。<改行>・ｶｯﾀｰの刃の留め具が緩んで出てしまう恐れがあるため、吊してではなく工具箱に片付ける。<改行>・使用する際、十分注意して確認して取り出す。		東亜建設工業株式会社																																																																																																		H17-北開局-函館-1801.xlsx		3/6/15 17:26		3/6/15 17:26		2005		6		3		13		21		2005		TRUE		9		5		北海		1		21		0		21.0		21		1299		84		2005/6/3　13:21		38506.55625

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		02年 02月		潜水連絡員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区防波堤（北堤浅部）築造工事（その２）		本均し出来形確認を行うために水中スタッフを受け取ろうとして既設ケーソンに近づいたところ、潜水士船船首のローラーがケーソンに接触しそうになったため収納しようとしたところ、ケーソンとローラーの間隔を誤ったために左手を挟んだ。		平成17年6月20日 10時0分 頃		海上		防波堤先端部		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。																		潜水士船の位置が悪かった。										見張りがいなかった。		30.00%		30.00%		55.00%		55.00%		　８：３０　現場作業開始、現場で待機<改行>１０：００　作業準備中に負傷				・ローラーの使用予定がない時は事前に収納しておく<改行>・ローラーの収納を容易にする<改行>・単独作業の禁止		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																		reserved-38565x1F				工事事故扱いにしない																																																										H17-東北-釜石-0701.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		2005		6		20		10		0		2005		TRUE		8		8		東北		1		2		2		2.2		8		809		14		2005/6/20　10:0		38523.4166666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						13:その他(　)						Ⅰ型減圧症		1:0～3		2		1:労災適用		直江津港（港口地区）沖防波堤基礎工事		本事故は、潜水士が減圧症（Ⅰ型）を発症したものであるが、潜水作業中（作業時間中）ではなく、帰宅後に発症したものである。		平成17年7月2日 4時0分 頃		陸上		自宅で就寝中に発症		07:先掘防止マット				46:マット等の敷設				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		水圧		23:その他(　)		Ⅰ型減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																				04:理解度の確認が不十分だった。										5.00%		5.00%		30.00%		30.00%		平成１７年７月１日(金)直江津港沖防波堤基礎工事の帆布敷設作業に従事。施工水深は約２７ｍ。同日１５時４０分に作業完了後、１６時５０分会社に戻り帰宅。１９時３０分に就寝した。翌７月２日（土）の朝４時頃、右膝に痛みを覚え寝覚める。すぐに元請負者に連絡し病院へ行き診断を受けたところ減圧症と診断された。				①浮上途中における浮上速度の確認<改行>②浮上中の連絡方法・連絡時期の見直し<改行>③浮上全課程における連絡・監視方法の徹底等		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-38574x1F		元請負者東洋建設に対して指導票、下請負者宮島潜水工業に対して是正勧告書及び指導票が出された。指導票、是正勧告書の内容は、浮上速度が速すぎたこと、連絡員が浮上を適正に行わなかったこと。等																				H17-北陸-新潟-2701.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2005		7		2		4		0		2005		TRUE		23		7		北陸		1		10		0		10.0		27		1307		46		2005/7/2　4:0		38535.1666666667

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		08年 00月		型枠工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤（北）（第二）本体工事		９：４５　ＦＤ上でケーソン１層目の外型枠通出し作業中にタテバタ材の角鋼管<改行>（□６０×１５００）取付終了後、作業場所を移動しようとした際に外型枠を固定しているパイプサポートのハンドル部に顔面を打ち、唇を切った。		平成17年7月13日 9時45分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。										22:作業場が狭かった。										99:その他								パイプサポートのハンドル部がたたまれていなかった。		10.00%		3.00%		30.00%		5.00%		９：４５　ＦＤ上でケーソン１層目の外型枠通出し作業中にタテバタ材の角鋼管<改行>（□６０×１５００）取付終了後、作業場所を移動しようとした際に外型枠を固定しているパイプサポートのハンドル部に顔面を打ち、唇を切った。				１．パイプサポートのハンドル部をたたみ結束線で固定する<改行>２．現場の突起物に赤・黄色のリボンを設置し注意喚起する<改行>３．現場において声掛け作業を励行する<改行>４．現場内の危険予知マップを改訂し、危険認知度の向上を図る		若築建設（株）		若築建設（株）																																		reserved-38602x1F				工事事故扱いにしない																																																										H17-東北-酒田-0901.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		2005		7		13		9		45		2005		TRUE		3		12		東北		1		8		0		8.0		22		1399		55		2005/7/13　9:45		38546.40625

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		04年 00月		鳶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		下関港（新港地区）橋梁上部工（主桁）架設工事（第２次）		仮置ヤードにて、支柱式支保工部材の集積・梱包作業を行っていたが、移動式手動昇降装置を使用し、鋼製網籠を所定の位置に降ろすために、当該負傷者含む２名で鋼管パイプを鋼製網籠の下に挿入し、車輪フレームに干渉しない位置まで鋼製網籠をズラそうとした。その際、鋼製網籠の重量に押されバランスを崩した被災者が、鋼管パイプと車輪フレームの間に左手中指が入り込み骨折した。		平成17年7月13日 14時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		橋梁架設工		56:支保工の組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。										01:設計構造が悪かった。										21:責任者が日常巡視をしていなかった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								46.60%		44.10%		40.00%		40.00%		７：５０　朝礼、ミーティング、KY活動<改行>８：００　作業開始<改行>１４：００　主桁ストックヤード内で、セグメントの搬出が完了した志保工の解体作業中、支保工材を片付けを行っていたところ被災				①移動式昇降装置は使用しない。<改行>②吊り上げ作業について、作業開始前の作業手順周知会を徹底する。<改行>③ヒューマンエラー防止のため、作業開始前に作業手順の周知・徹底を行う。また、作業開始後に予期せぬ作業内容変更や作業順序変更等が発生した場合は、作業現場にてＴＢＭ等を再度行い、危険の存在する箇所や作業手順等を検討確認する。<改行>④準備・後片づけまで含めて、全作業について元請の現場管理が行き届くよう体制強化を図る。		オリエンタル建設（株）		オリエンタル白石株式会社																				（株）ショウエイ																																																																												H17-九州-下関-3302.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2005		7		13		14		0		2005		TRUE		8		29		九州		1		4		0		4.0		14		1299		56		2005/7/13　14:0		38546.5833333333

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		備讃瀬戸航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		38年 00月		機関員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						右第２中足骨		04:骨折								5:31以上		79		1:労災適用		備讃瀬戸航路（イノサキノツガイ地区）浚渫工事		本事故は、台風７号の接近に伴い、揚土船の避泊準備を進めるための揚錨船点検整備中に発生したものである。<改行>　揚土作業終了後、揚錨船のエンジン始動点検を行ったところ、バッテリーの不良を発見した。バッテリーを交換するために交通船で交換用バッテリー２個を運搬し、揚錨船に積み替えようとしていたとき、船体動揺により交通船の船首甲板に置いてあったバッテリー１個（30kg)が、被災者の右足甲上に落下し被災した。		平成17年7月22日 15時10分 頃		海上		FD、作業船上		26:埋立				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		バッテリー		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。		99:その他				その他（作業条件の確認を怠った。）																						28.00%		27.00%		35.00%		34.00%		１４：５０　土運船（Ｄ－１３）揚土終了<改行>　作業終了後、揚土船（ＭＡＲ２００５）の船団長指示のもと揚錨船（第５５青木丸）のエンジン始動点検を行ったところ、バッテリーの不良を発見した。<改行>　バッテリー交換のため、揚土船から交通船（第５８青木丸）に交換バッテリーを積み込む。<改行>１５：１０　揚錨船に交通船を接舷し、バッテリーを揚錨船に積み替えようとしたとき、船体動揺により交通船の船首甲板（船底から高さ５０㎝）に置いてあったバッテリー（３０㎏）１個が、被災者の右足甲上に落下し被災した。　				・不安定な場所に材料等を置かない。<改行>・重量物を扱う場合は２名１組で作業を行う。<改行>・不安全行動に対する安全教育を強化する。		りんかい日産・東洋特定建設工事共同企業体		りんかい日産建設株式会社		四国支店		東洋建設株式会社		四国支店														タチバナ工業（株）				青木マリーン（株）																																																労働基準監督署		reserved-38558x1F		継続事業（船舶整備に伴う）の労災として受理		当局		2005年08月00日		口頭注意→りんかい日産・東洋特定建設工事共同企業体														H17-四国-高松-1201.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2005		7		22		15		10		2005		TRUE		4		26		四国		5		38		0		38.0		26		299		3		2005/7/22　15:10		38555.6319444444

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		19年 03月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						13:その他(　)						捻挫		1:0～3		0		1:労災適用		新潟港（西港地区）航路泊地埋没浚渫工事（その１）		クレーンワイヤーの乱巻き補修作業終了後、被災者がドラム巻き取り下層部を通り外に出ようとした際に、上部のワイヤーに気を取られ、開口部を塞いでいた蓋につまずき、バランスを崩して倒れそうになったので左手を出口にあるドラム基礎についたところ左肘を捻って捻挫した。		平成17年7月23日 11時5分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		4:500～1、000		2:無		2:無		08:作業船				03:作業床				02:転倒				1103:取扱運搬等：機械の調整中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		99:その他								うっかりミス		24:照明が不良だった。										99:その他								うっかりミス		40.00%		43.00%		0.00%		11.00%		平成１７年７月２３日(土)<改行>　８時３０分グラブ浚渫船投錨開始<改行>１０時３０分浚渫作業を開始しようとしたところ、クレーンワイヤーが乱巻き状態であることが判明し、作業中止<改行>１０時４５分甲板員２名で乱巻きの補修作業に入る。<改行>１１時０５分作業を完了し戻る際に事故が発生した。				①作業床を点検して照明を設置した。<改行>②再発防止のため特別安全教育を実施。船上に類似箇所が無いか全員で総点検を行った。		（株）谷村建設		12000000001152																																																																																																H17-北陸-新潟-2801.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2005		7		23		11		5		2005		TRUE		2		5		北陸		1		19		3		19.3		8		1103		3		2005/7/23　11:5		38556.4618055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		62		男		19年 00月		設備工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷						目の表面膜の傷		4:16～30		23		1:労災適用		東京国際空港Ｗ３誘導路外地盤改良工事		特殊注入プラントより吐出されたセメント及び特殊骨材を特殊注入ポンプで受取り、攪拌し注入作業を行ったところ、注入圧力が上昇し流量が上がらない状況となったため、圧力を低下するのにポンプの圧力を逆転させ管内の圧力を下げる作業を行っていたところ、突然、高圧配管を連結する接続部（ジョイント）から注入材が飛散し、被災者の顔面に当たり、右目を負傷した。		平成17年7月25日 3時20分 頃				陸上（誘導路）		06:地盤改良				59:モルタル混合・注入				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						02:動力電動機				06:飛来物				20:異物（眼、耳、鼻）				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				33:保護具の選択、使用方法を誤った。										18:保護具が不適・不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										4.00%		3.00%		5.00%		4.00%		3:20頃　被災、病院搬送<改行>4:00頃　病院到着　入院				・ポンプへのエアー混入防止（スランプ調整・ホッパー内の充填）<改行>・ビクトリックジョイントの確実な締め付け（講習会・専任点検者による点検）<改行>・側面からの飛散対策（防護メガネの着用）<改行>・特殊注入ポンプから高圧ホース部の飛散対策（飛散対策カバー取付）		五洋建設（株）・（株）白石ＪＶ		五洋建設株式会社				（株）白石																五栄土木株式会社				三信建設工業株式会社								口頭厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38625x1F		reserved-38654x1F				口頭厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38625x1F		reserved-38654x1F																												労働基準監督署		reserved-38562x1F																						H17-関東-東京空港-1101.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2005		7		25		3		20		2005		FALSE		20		6		関東		4		19		0		19.0		2		1199		59		2005/7/25　3:20		38558.1388888889

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		中津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		09年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		中津港（田尻地区）航路（－１２ｍ）浚渫［暫定－１１ｍ］工事		８箇所のウィンチを８名が同時に巻き下げを行う予定であったが、被災者が他の７名よりも作業開始に手間取り、巻き下げ作業が遅れた。作業の遅れを取り戻すため、被災者が早く下ろそうとしてウィンチのストッパーを外したため、ハンドルが急速に回転し、被災者の右手甲に当たった。		平成17年7月25日 8時40分 頃		海上		汚濁防止枠上		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				06:激突され				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														A:危険だと思わなかった				05:安全装置をはずした、無効にした。																				25:安全管理体制に欠陥があった。										21.00%		21.00%		19.00%		19.00%		６：３０　安全ミーティング、KY活動<改行>６：５０　始業前点検<改行>８：３０　汚濁防止枠カーテン巻き下ろし作業開始<改行>８：４０　事故発生				１）作業手順の追記<改行>２）機械設備の見直し（ストッパーを工事中は固定）<改行>３）安全監視の強化（合図者の適正配置）		五洋建設（株）		五洋建設株式会社																				12000000013268																																																																												H17-九州-別府-3401.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		2005		7		25		8		40		2005		TRUE		6		5		九州		1		9		0		9.0		14		809		2		2005/7/25　8:40		38558.3611111111

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		45		男		11年 00月		フェンス工		04:胸部		06:骨盤部						04:骨折								5:31以上		31		1:労災適用		広島空港人工地盤基礎等工事		　被災者は、ＰＡ１橋脚外周の鋼製フェンスの基礎（５００ｘ５００ｘ８００，Ｗ＝４３０ｋｇ）を設置する作業に従事していた。<改行>　２５ｔラフタークレーンにて基礎を設置位置付近まで吊り込んだところ、基礎が抜け落ちた。<改行>　左背中に強い外圧が働いて肺を損傷し、しりもちをついて腰部を負傷したとの医師の所見から、基礎が被災者の背中に当たったために肺を負傷し、その後、施工済みの隣の穴に落ちたことにより腰部を負傷したものと推定される。		平成17年7月25日 9時5分 頃		陸上		電波高度計用地		29:その他(　)		柵工		84:その他(　)		資材の据付		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								21:手工具、用具				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		26:危険有害な場所に入った。						04:安全度が不足だった。																				94.00%		91.00%		0.00%		25.00%		　被災者は、ＰＡ１橋脚外周の鋼製フェンスの基礎（コンクリート製、５００ｘ５００ｘ８００，Ｗ＝４３０ｋｇ）を設置する作業に従事していた。<改行>　２５ｔラフタークレーンにて基礎を設置位置付近まで吊り込んだところ基礎が抜け落ちた。<改行>　左背中に強い外圧が働いて肺を損傷し、しりもちをついて腰部を負傷したとの医師の所見から<改行>基礎が被災者の背中に当たったために肺を負傷し、その後、施工済みの隣の基礎穴に落ちたことにより、腰部を負傷したものと推定される。<改行>				１．吊荷落下防止対策<改行>　　コンクリート製基礎ブロックにアンカーボルトを打ち込み、吊金　　具及び玉掛けワイヤー２本で吊る方法とする。なお、万一１本外　　れても１本で安全に吊上げ可能な安全率の吊り具を使用する。<改行>２．吊荷下方の人払いの徹底<改行>　　合図者による関係作業員への合図と返答を明確化するため、合図　　者は笛を用いて合図し、関係作業員は合図に対して手を挙げて応　　答、退避し退避解除の合図があってから手を下ろし吊荷に近づく<改行>３．法面上の昇降対策<改行>　　法面は足元が滑らないよう、適宜移動可能な仮設の階段を置く。<改行>４．退避場所の確保<改行>　　掘削土を法面に敷き均し、基礎据付穴から容易に上を歩けるよう　　にする。<改行>５．安全管理体制の強化<改行>　　職員を増員し、安全専任者を常時配置する。		大成・大豊特定建設工事ＪＶ		大成建設株式会社				大豊建設株式会社																												指名停止（１ヶ月）		reserved-38576x1F		reserved-38606x1F				指名停止（１ヶ月）		reserved-38576x1F		reserved-38606x1F																												労働基準監督署		reserved-38567x1F		是正勧告、指導票の交付																				H17-中国-広島-1001.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		2005		7		25		9		5		2005		FALSE		4		29		中国		5		11		0		11.0		21		201		84		2005/7/25　9:5		38558.3784722222

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		00年 05月		潜水連絡員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		敦賀港（鞠山南地区）埋立護岸裏込工事（その２）		潜水士による防砂目地板取付後の自主検査を終え、潜水士船をケーソンに沿って横付け接岸させようとしたところ、左舷船首部分がケーソンに接触しそうになったため、潜水連絡員(被災者)がケーソン上に降りて潜水士船を人力により押そうとし、その際、足元にあったケーソンの吊筋と接近してきた潜水士船の舳先の間に右足首を挟まれた。		平成17年7月28日 10時5分 頃		海上		埋立護岸ケーソン上		29:その他(　)		裏込工の内、防砂目地板取付		57:目地				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無				08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										3.00%		3.00%		100.00%		100.00%		平成１７年７月２８日（木）<改行>７時３０分朝礼・ＫＹ活動<改行>７時５０分潜水士船及び潜水器具の始業前点検<改行>８時００分防砂目地板、防砂シートの確認<改行>９時４５分目地板、シートの確認終了。潜水士船の移動接岸<改行>１０時０５分事故発生、被災者を敦賀病院に搬送				①潜水士船を岸壁及びケーソン等に接岸する時にはエンジンを停止させず、動力を使用し、操船ロープと風のみで接岸させない。<改行>②接岸時船を降りて押すような行動はせず、鍵竿または可搬ペンドルを装備し使用する。<改行>③接岸する位置をあらかじめ決定し危険箇所の確認を行う。		（株）関組		（株）関組																				（株）美也																																																																												H17-北陸-敦賀-2901.xlsx		3/6/15 18:18		3/6/15 18:18		2005		7		28		10		5		2005		TRUE		8		29		北陸		5		0		5		0.4		8		1104		57		2005/7/28　10:5		38561.4201388889

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		新北九州空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		72		男		06年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		新北九州空港用地造成（排水工外４件）工事（第２次）		保安道路の下層路盤工作業中のバックホウが旋回した際に、バックホウ後部と、後方にて測量杭の引き抜き作業をしていた作業員の頭部が接触した。 外傷等もなく、作業員の意識もあるが、首が痛いとの申告があったため、即座に病院へ搬送した。		平成17年7月28日 10時30分 頃		陸上		保安道路		22:舗装				63:路床材料の敷均し・整地				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				06:激突され				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。																						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				24:相手の行動を確認しなかった。		26:危険有害な場所に入った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		34:その他の不安全行為があった。				17:安全標識がなかった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								3.00%		3.00%		30.00%		25.00%		８：００　　朝礼及び危険予知活動<改行>８：１５  　始業前点検<改行>８：２０  　滑走路と誘導路の間の緑地帯の北側路床部を掘削開始<改行>　　　　　　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.7m3で掘削を行い、作業員が高さを確認する｡<改行>　　　　　　掘削完了後ﾓｰﾀｰｸﾞﾚｰﾀﾞで路床面の整正を行い、ﾛｰﾗｰで転圧を行う<改行>　　　　　　サイクル作業であった｡<改行>            被災者は掘削後の高さ確認のため、事故発生前は待機中であった｡<改行>１０：３０  　路床掘削中、被災者が掘削範囲内にあるﾊﾞｯｸﾎｳ後方部の丁張杭が邪　　　　　　　　　魔だと思い撤去しようと旋回範囲内に進入した｡<改行>　　　　　　　この時、丁張杭が中々抜けず、撤去中の被災者の頭部に旋回してきた<改行>　　　　　　　ﾊﾞｯｸﾎｳの後方部が接触した｡				・作業員と重機が混在して作業する現場においては、監視員を　配置する｡<改行>・作業員に対する安全教育等の周知徹底		佐伯建設工業（株）		あおみ建設株式会社																				東亜道路工業（株）																																																																												H17-九州-北九州-3501.xlsx		3/6/15 17:42		3/6/15 17:42		2005		7		28		10		30		2005		FALSE		6		22		九州		1		6		0		6.0		4		804		63		2005/7/28　10:30		38561.4375

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		15年 00月		測量士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		02:創傷						5:31以上		42		1:労災適用		志布志港（若浜地区）防波堤（沖）動態観測調査		消波ブロックの法肩（水平位置及び標高）の測量実施中に被災者が、観測点へ向かう為、視準点のある消波ブロックに移動する際、消波ブロックの頭部斜面を無理をして登ったため、足を滑らせ消波ブロックの隙間より３ｍ程度転落し、右腕・右膝・右踵骨を被災した。		平成17年8月2日 9時30分 頃		海上		消波ブロック上		29:その他(　)		測量		19:陸上測量				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		消波ブロック		01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。								10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										35.00%		10.00%		40.00%		20.00%		7:00 サタコンサルタンツにてミーティング・機材準備及び機材確認後出発<改行>7:30 志布志漁港　到着<改行>8:00 第十丈丸　志布志漁港を出発<改行>8:15 防波堤（沖）到着<改行>9:00 消波ブロック動態観測　準備<改行>9:20 消波ブロック動態観測　開始<改行>9:30 事故災害発生・消波ブロックより転落				①　作業前に現場の状況を把握するため、全員であらかじめ危険箇所を確認し安全確保に努めます。<改行>②　消波ブロックの観測については、消波ブロック上を移動しなくてもよい方法を検討する。				(株)サタコンサルタンツ																																																																																																H17-九州-志布志-3601.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2005		8		2		9		30		2005		TRUE		1		29		九州		5		15		0		15.0		27		123		19		2005/8/2　9:30		38566.3958333333

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		06年 00月		鉄筋工		10:その他(　)								13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤（北）（第二）本体工事		　８：００　始業<改行>１０：００　休憩（休憩所に戻る）<改行>１０：２０　体調が悪いので身体を冷やす処置を施す<改行>１０：２５　身体を動かす事ができず意識が朦朧としているため救急車を呼ぶ<改行>１０：３０　病院へ搬送、治療を受ける		平成17年8月2日 10時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		20:身体の調子が悪かった。										35:その他の作業環境に欠陥があった。								現場の気温３５℃、湿度７０％												45.00%		26.00%		70.00%		50.00%		　８：００　始業<改行>１０：００　休憩（休憩所に戻る）<改行>１０：２０　体調が悪いので身体を冷やす処置を施す<改行>１０：２５　身体を動かす事ができず意識が朦朧としているため救急車を呼ぶ<改行>１０：３０　病院へ搬送、治療を受ける				・一斉休憩だけではなく、作業班単位でこまめに休息をとる<改行>・作業場所近傍にスポーツドリンク等のボトルを置き、こまめに水分・塩分補給をできるようにする<改行>・作業現場の気温・湿度を測定し、熱中症予防の注意を喚起する		若築建設（株）		若築建設（株）																																		reserved-38617x1F				不問																																																										H17-東北-酒田-1601.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		2005		8		2		10		20		2005		TRUE		23		12		東北		1		6		0		6.0		25		1399		54		2005/8/2　10:20		38566.4305555556

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		01年 00月		杭打工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		04:胸部						04:骨折						肺挫傷		3:9～15		14		1:労災適用		伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）橋梁（Ｐ２８、Ｐ２９）下部工事		Ｐ２８の橋脚リバース杭掘削作業においてロッド接続作業を完了し、他の作業に移動するため、やぐら作業ステージから昇降タラップを使用して降りる際に、地上に転落し負傷した。		平成17年8月4日 14時10分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上								12:作業床等				05:階段・梯子等				01:墜落・転落				0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		34:その他の不安全行為があった。						04:安全度が不足だった。		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								40.40%		36.40%		63.60%		56.40%		平成１７年８月４日(木)<改行>７時１５分朝礼・ミーティング、ＫＹＫを実施<改行>７時３０分試験杭のスライム処理、リバース掘削等の作業実施<改行>１１時００分昼食<改行>１２時００分作業再開<改行>１４時１０分リバース杭ロッド接続作業で事故発生<改行><改行>				①やぐら作業ステージの昇降設備の改善<改行>②作業手順書の見直し等		（株）奥村組		株式会社奥村組																				竹沢建設（株）																																																				労働基準監督署		reserved-38575x1F		高岡労働基準監督署から、元請負者奥村組および２次下請負者オーエム技研に対して、指導票がだされた。																				H17-北陸-伏木富山-3101.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2005		8		4		14		10		2005		TRUE		1		9		北陸		3		1		0		1.0		12		110		47		2005/8/4　14:10		38568.5902777778

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		16年 04月		職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		東京港南部地区臨海道路橋梁下部基礎築造工事（その２）		外桟台部渡り板の受入検査立会を８月４日14:00より受けていた。渡り板の表側の寸法立会後、背面側に取付けているずれ止め（山形鋼）についても寸法立会を受けた方が良いと考え、渡り板を裏返す作業に取り掛かった。その際、渡り板を押そうと手を出したところ、渡り板に装着した玉掛け具（シャックル）と渡り板の間に右手中指の先端部分を挟まれ負傷した。		平成17年8月4日 15時0分 頃		海上		その他		21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						24:材料等				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																												39.00%		43.00%		75.00%		75.00%						・作業手順と違った方法の作業は行わない。<改行>・職員は管理者としての作業者への指示・指導等の作業に専念する。<改行>・なお、作業手順と違った方法に変更する必要が生じた場合は、作業前に十分な打合せを行い、手順と適切な人員配置を再確認してから作業を行う。		五洋・若築・三井住友特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				若築建設（株）				三井住友建設株式会社																								文書厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38625x1F		reserved-38654x1F				口頭厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38625x1F		reserved-38654x1F				口頭厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38625x1F		reserved-38654x1F																																												H17-関東-東京-1501.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2005		8		4		15		0		2005		TRUE		8		21		関東		1		16		4		16.3		24		1102		4		2005/8/4　15:0		38568.625

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		日高		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		06年 00月		コンクリート圧送工		05:腹部		10:その他(　)				腰部		13:その他(　)						腹部絞扼、胸部挫傷		2:4～8		7		1:労災適用		日高港御坊地区防波堤(西)消波ブロック製作工事（由良工区）		事故当日の作業は、消波ブロック製作のためにコンクリートポンプ車を使用し、コンクリートの打設を行う予定であった。コンクリートポンプ車によるコンクリート圧送開始に先立ち、ポンプや配管内面における潤滑性保持等の目的でモルタルを圧送するためポンプ車のホッパー内にモルタルを入れ終え、ミキサー車のシュートに残っていたモルタルを掃除するために、ポンプ車のホッパーの近くに乗りデッキブラシにて作業をしていた。清掃後、ポンプ車下のバケツにてデッキブラシを洗うために被災者がかがんだ際に、安全帯のロープがポンプ車のホッパー内の攪拌機に巻き込まれ被災した。		平成17年8月5日 7時5分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								06:コンクリート機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														A:危険だと思わなかった		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。		13:油断、軽視した。																04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。						62.00%		55.00%		55.00%		52.00%		6：45　体操・安全朝礼・ＫＹ活動実施<改行>6：57　モルタルの積載したミキサー車が到着<改行>7：00　コンクリートポンプ車オペレーター（被災者）がコンクリート圧送工準備にかかる<改行>7：05　モルタル（0.3ｍ3）をコンクリートポンプ車のホッパー内に入れ終え、ミキサー車のシュートに残っていたモルタルをデッキブラシを使いホッパーに入れ、そのブラシを地面に置いていたバケツの水で洗うため腰をかがめた際、腰に装着していた安全帯のロープがポンプ車のホッパー内の攪拌機に巻き込まれた。<改行><改行>				１．攪拌中であるポンプ車のポッパーへは、接近しないように注意する。<改行>２．ミキサー車のシュートに残るコンクリート等の処理については、ポッパー台を使用せず、シュート横に仮設踏み台を設置し行う。ポッパー近くで作業を行なわなければならない場合は、スクリューを止めて作業するようにする。<改行>３．ロープ式安全帯を装着しロープを使用しない場合には、ロープを袋に入れる、肩に掛ける等適切な処理を行うように徹底する。<改行>４．不安全行動への理解度を深めるための安全教育を徹底する。		(株)中村建設		株式会社中村建設																																						口頭注意																																																										H17-近畿-和歌山-1301.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		2005		8		5		7		5		2005		TRUE		8		17		近畿		2		6		0		6.0		6		899		60		2005/8/5　7:5		38569.2951388889

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		22年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								3:9～15		10		1:労災適用		函館港島防波堤災害復旧ケーソン据付外補修工事		水中コンクリート打設作業で潜水士が配管誘導し、水深9mの型枠天端付近で作業をしていた。ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車からの配管と縦配管を4.9t吊ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝで吊っていた。配管上部(水平管)が専用止め金具(ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ)から外れ、配管が急に揺れたことにより、水中型枠の幅止め材(H200)と縦配管の間に左手中指を挟まれ被災した。		平成17年8月23日 23時0分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		水中コン打設		61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送管		16:その他の加害物(　)		H型鋼		08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																												03:機械・器具に欠陥があった。																				10.00%		10.00%		10.00%		10.00%		・水中コンクリート打設を潜水士の配管誘導にて行っていた。<改行>・型枠天端付近にて作業を行っていた。<改行>・ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車からの配管と縦配管が専用止め金具より外れた。<改行>・配管が急に揺れてため水中型枠幅止め材と縦配管の間に手を挟み被災した。				・縦配管の振止めを行い、潜水士は配管から離れて誘導作業をする。<改行>・専用止め金具で接続している配管上部(水平･ｴﾙﾎﾞ管)を1本の配管として外れない構造とする。<改行>・改造に伴い4.9t吊を25t吊ｸﾚｰﾝにする。<改行>・水中での配管誘導を行う作業標準の改善と周知(縦配管と潜水士の位置)(配管移動時の手順とｸﾚｰﾝとﾎﾟﾝﾌﾟ車との連絡合図)		鹿島建設株式会社札幌支店																																																																										当局		reserved-38728x1F		口頭注意																				H17-北開局-函館-1901.xlsx		3/6/15 17:25		3/6/15 17:25		2005		8		23		23		0		2005		TRUE		8		29		北海		3		22		0		22.0		26		1101		61		2005/8/23　23:0		38587.9583333333

		北海道開発局		留萌港湾事務所		天売		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		25年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		天売港建設工事		本体工、水中ｺﾝｸﾘｰﾄ打設後ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車で潜水士の指示によりｺﾝｸﾘｰﾄ打設を行っていた。打設終了のためﾎﾟﾝﾌﾟ車の先端を旋回した際の筒先の動揺により、筒先と既設ｺﾝｸﾘｰﾄの間に潜水士の左手を挟み被災した。		平成17年8月30日 16時30分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		本体工		61:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送管		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																																																																								・前日に据付した水中ｺﾝｸﾘｰﾄの型枠の点検確認、漏洩防止ｼｰﾄの敷設作業を行っていた。<改行>・9:40頃より水中ｺﾝｸﾘｰﾄ打設作業を開始<改行>・潜水士が筒先の微調整の指示を行い、潜水連絡員がﾎﾟﾝﾌﾟ車のｵﾍﾟﾚｰﾀｰに指示を行いﾎﾟﾝﾌﾟ車の操作を行っていた。<改行>・16:10頃、型枠内に圧送が終わり潜水士の判断で筒先を旋回移動するよう指示した。<改行>・この時筒先が縦に動揺し差筋が筒先に入ったため、筒先から抜こうとした。<改行>・この際、直接筒先の下に手をかけたところ筒先が動揺し既設ｺﾝｸﾘｰﾄと筒先の間に手を挟み被災した。						堀松建設工業（株）		堀松建設工業株式会社																																																																																																H17-北開局-留萌-2301.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		2005		8		30		16		30		2005		TRUE		8		29		北海		1		25		0		25.0		26		202		61		2005/8/30　16:30		38594.6875

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		00年 01月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		志布志港（若浜地区）防波堤（沖）ケーソン製作工事		事故当日、鉄筋組立作業を行い、その作業終了後、午後6時、FDより渡り桟橋を使用して移動中、最後のタラップに来たところ、何気なく右側の手摺の下を後ろ向きに降りてしまい、そこで右足をタラップのタイヤに踏まれ負傷した。		平成17年8月30日 18時0分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										20.00%		17.00%		5.00%		3.00%		７：５０ 現場事務所前にて朝礼を行う（ラジオ体操、作業指示、ＫＹミーティング）<改行>８：１０ 朝礼終了後、を、現場代理人、監理技術者、浜田章鉄筋 野尻野（職長）が<改行>新規入場者教育（工事概要、安全指示）を行う。<改行>８：５５ 浜田鉄筋作業員が陸上からＦＤに移動<改行>９：００ 鉄筋組立作業開始<改行>１７：３０ 作業員が函台の片付け、明日の打ち合わせ、段取りを行う<改行>１７：５５ 作業終了。浜田章鉄筋の作業員がＦＤから陸上へ移動開始<改行>１８：００ 災害発生				１）　作業員への不安全行動防止再教育と周知・徹底<改行>２）　現場安全巡視等の強化<改行>３）　安全管理活動の活性化		（株）渡辺組		（株）渡辺組																																																																																																H17-九州-志布志-3701.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2005		8		30		18		0		2005		TRUE		8		12		九州		5		0		1		0.1		11		1399		1		2005/8/30　18:0		38594.75

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		23年 00月		職長		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		40		1:労災適用		志布志港（若浜地区）防波堤（沖）災害復旧工事（第４次）		台風警戒作業にて、起重機船（125t吊）を使用してクローラドリルを現場である沖防波堤上から台船上に降ろし、引き続きビッカーベースマシン（0.45m3級）を台船上に降ろした時、沖から来た波が防波堤を越流し、起重機船横の防波堤上で指揮していた被災者が、足を越流した波にさらわれ、４ｍ下の起重機船の甲板上に転落し被災した。		平成17年9月3日 8時15分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)		撤去工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		防波堤上の越流波		16:その他の加害物(　)				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				18:熱中して判らなかった										99:その他																				6.00%		4.50%		2.00%		2.00%		6:30 元請職員及び被災者は、作業船にて現場状況確認。<改行>7:15 元請職員が被災者を含む船員と朝礼・ミ－テｨング・ＫＹ活動を行<改行>い、船を出航させる。<改行>7:25 現場代理人は、被災者と作業員４名の合計６人で、作業船にて現場である沖防波堤に到着する。<改行>7:30～7:45台風警戒作業である重機の搬出作業を開始する。<改行>8:15 クローラドリルを防波堤から台船上に降ろし、ビッカーベースマシンを防波堤上から台船上に降ろした時、沖から来た波が防波堤上を越流し、起重機船横の防波堤上にいた被災者が、越流した波に足をすくわれ起重機船上に転落した。				１）作業員への再教育と周知徹底を行う。<改行>２）海象条件の悪化が予想される場合は以下の対策を行う。<改行>①重機類は現場に存置せず作業船基地へ搬出する。<改行>②波浪監視員を配置する		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																				（株）森崎建設工業																																																																												H17-九州-志布志-3801.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2005		9		3		8		15		2005		TRUE		1		29		九州		5		23		0		23.0		26		123		4		2005/9/3　8:15		38598.34375

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		40年 00月		とび工、鍛冶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部				04:骨折		13:その他(　)				（自然治癒見込み）		5:31以上		59				大阪港夢洲トンネル沈埋函（３号函）製作工事		　事故当日の作業は、３号函の咲洲側バルクヘッド取付作業を作業員９名で実施していた。内側避難通路部のバルクヘッドの搭載を終了し、内側車道部のバルクヘッドの搭載準備を函体内部及び外部で行っていた時、クレーンで吊り込まれるバルクヘッドの荷受けを待つために、被災者が函内に設置された枠組足場（長さ９m×高さ５m×幅１.２m）最上段（３段目）に登り、歩行中バランスを崩したと思われ、約６.２m下の函外マウンド（採石）上へ墜落した。		平成17年9月3日 14時20分 頃		陸上		沈埋函製作ドック		29:その他(　)		沈埋函		84:その他(　)		バルクヘッド取付		1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上								11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。				被災者が作業手順を遵守せずに、行く必要がなかった枠組足場の３段目に登ったうえ、作業に対する安全軽視により、安全帯を使用しなかった。		17:安全標識がなかった。										04:理解度の確認が不十分だった。										89.00%		91.00%		10.00%		10.00%		8:30　朝礼・ＫＹＫ<改行> 8:45  ３号ドックにてバルクヘッド台船水切り～場内運搬～仮置き<改行>13:30　昼礼<改行>14:00  内側避難通路部 搭載完了<改行>14:10　内側車道部 搭載開始<改行>14:20　事故発生				１．作業手順の遵守、安全帯の使用を徹底する。<改行>２．不安全行動への理解度を深めるための安全教育を徹底する。		鹿島・若築・川崎重工特定建設工事共同企業体		鹿島建設株式会社				若築建設（株）				川崎重工業株式会社																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H17-近畿-大阪-2101.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2005		9		3		14		20		2005		TRUE		1		29		近畿		5		40		0		40.0		11		101		84		2005/9/3　14:20		38598.5972222222

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		06年 00月		普通作業員		05:腹部								01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		2		1:労災適用		函館港北浜地区外臨港道路建設工事		ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ用のおもりをﾕﾆｯｸ車で吊り降ろす作業中に、ﾕﾆｯｸ車のｱｳﾄﾘｶﾞｰが地面にめり込み、隣に駐車してあったﾗｲﾄﾊﾞﾝによしかかる用に倒れ、ﾕﾆｯｸ車とﾗｲﾄﾊﾞﾝの間にいた作業員がﾕﾆｯｸ車のﾚﾊﾞｰに脇腹を挟まれ被災した。		平成17年9月5日 9時25分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		準備工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														A:危険だと思わなかった														04:安全度が不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								19.90%		18.30%		54.00%		50.00%						・敷き鉄板を必ず使用する。<改行>・ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは現地盤状況を確認してから車両を配置し、足元確認及び逃げ場の確保確認を行う。		伊藤アス・ツバメ・川村経常建設共同企業体		伊藤アスファルト建設株式会社				ツバメ工業株式会社				（株）川村組土建																																																																当局		reserved-38629x1F		口頭注意																				H17-北開局-函館-2201.xlsx		3/6/15 17:25		3/6/15 17:25		2005		9		5		9		25		2005		TRUE		8		29		北海		1		6		0		6.0		14		603		4		2005/9/5　9:25		38600.3923611111

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		05年 03月		潜水連絡員		10:その他(　)								13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0		1:労災適用		青森港沖館地区岸壁（－７．５ｍ）（改良）撤去外工事		１４：１０　具合が悪くなり座り込む。合羽を脱がせ、状態を確認し病院へ搬送する。<改行>１４：２５　病院到着。集中治療室で治療開始。<改行>１６：５０　熱中症の診断を受ける。<改行>１７：０５　退院。帰宅。		平成17年9月7日 14時10分 頃		陸上		作業ヤード		29:その他(　)				84:その他(　)		鋼管杭ケレン作業		3:雨						3:中風（4～8）		4:20～30								25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		99:その他								脱水、脱塩症状による熱中症																						92.60%		93.00%						１４：１０　具合が悪くなり座り込む。合羽を脱がせ、状態を確認し病院へ搬送する。<改行>１４：２５　病院到着。集中治療室で治療開始。<改行>１６：５０　熱中症の診断を受ける。<改行>１７：０５　退院。帰宅。				１．作業内容、作業環境によりこまめに休憩をとる<改行>２．風通しのよい服装を心がける<改行>３．熱中症対策用品（氷水等）を作業場所近くに配備する<改行>４．作業員にスポーツドリンクを携帯させこまめに給水出来るようにする		みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																																		reserved-38624x1F				不問																																																										H17-東北-青森-2001.xlsx		3/6/15 19:07		3/6/15 19:07		2005		9		7		14		10		2005		TRUE		23		29		東北		1		5		3		5.3		25		1399		84		2005/9/7　14:10		38602.5902777778

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		04年 00月		型枠工		10:その他(　)						全身(熱中症)		13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0				那覇港(新港ふ頭地区)防波堤(那覇)(C工区堤頭部)ケーソン製作工事				平成17年9月8日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）				5:30以上				2:無				25:環境等				14:熱エネルギーによるもの				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								8:00　朝礼<改行> 8:15　FD上に移動し、型枠取外し作業にとりかかる。<改行>11:10　気分が悪くなって足場上で休養を取っている兼島さんに業者職員が気づき水２ﾘｯ　　　 ﾄﾙ、ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ500ml、塩、氷1袋、ﾀｵﾙを渡し休憩所で休むよう指示。<改行>13:00　体調がもどったので作業に復帰<改行>14:40　再度、気分が悪くなり、職長にも連絡せず自らの判断でFD上から降り駐車場の窓　　　 ﾄﾞｱを開放した車内で休憩する。<改行>15:25　発汗が激しく、手足がけいれんを起こしたり体中が痛んだりするとのことで帰宅　　　 したいと申し出たが、職長が熱中症の疑いがあると判断し、病院へ連れて行く。15:50　病院到着、車内で大分体調回復した様子とのこと。<改行>16:15　担当医、熱中症との診断、発汗がなく尿も出ない脱水症状だが体温が上がってい　　　 ないため大丈夫とのこと。点滴を行い水分補給を始める。<改行>17:55　担当医より尿が出たので帰宅許可が出て帰宅。　						みらい建設工業株式会社　沖縄営業所																																																																																																		H17-沖総局-那覇-5601.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2005		9		8		0		0		2005		TRUE		23		12		沖縄		1		4		0		4.0		25		1399		55		2005/9/8　0:0		38603

		北海道開発局		小樽港湾事務所		小樽		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		17年 00月		建設機械運転手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								07:火傷								1:0～3		0		1:労災適用		小樽港北防波堤改良工事		被覆ﾌﾞﾛｯｸのｺﾝｸﾘｰﾄ打設作業中、100t吊ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝの水温計が上昇したため、打設中の1個を完成させ作業を一時中断した。被災者は職長にｴﾝｼﾞﾝの異常を報告せずにｴﾝｼﾞﾝの点検を行った。<改行>ｴﾝｼﾞﾝが高温状態であることから、水道水でﾗｼﾞｴﾀｰに散水するなどしたのち、軍手をはいた左手でｷｬｯﾌﾟをｳｴｽで押さえｷｬｯﾌﾟをゆっくり緩めたところ高温の冷却水と蒸気が噴き出し左手甲部に飛散して被災した。		平成17年9月16日 9時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				14:熱エネルギーによるもの				12:高温の物との接触				1303:その他：高熱物、低熱物等による																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		15:気持ちがあせっていた。		21:連絡合図がなかった。																								49.00%		33.00%		75.00%		61.00%		被覆ﾌﾞﾛｯｸｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ打設を行っていた。<改行>9:40頃　ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙのため点検を行いﾗｼﾞｴﾀｰｷｬｯﾌﾟを緩めたところ高温の冷却水と蒸気が噴き出し被災した。				1)使用機械等に異常が生じた場合は直ちに作業を中止し、処置を行う前に職長等に報告することを徹底し、不安全行動の抑制を図る。<改行>2)発生原因が特定できない機械等の異常については、専門家に連絡出来る連絡体制表を現場の掲示板に掲載する。<改行>3)現場内の使用機械、器具、工具等すべての再点検を行うと共に、使用機械の点検・整備に関する勉強会を行う。		近藤工業株式会社		近藤工業株式会社																																																																																																H17-北開局-小樽-2601.xlsx		3/6/15 17:28		3/6/15 17:28		2005		9		16		9		40		2005		TRUE		12		17		北海		1		17		0		17.0		14		1303		60		2005/9/16　9:40		38611.4027777778

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		境		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		06年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		境港外港地区防波堤（２）築造工事		　クローラークレーン５０ｔ吊によるサスペンダーを使用した消波ブロック１６ｔ型の転置作業において、転置位置にブロックを移動し、合図者の合図により吊り具を下ろしていた時に、玉掛者の１人が次の作業工程であるサスペンダーの脱着用ワイヤーを取ろうとして、不用意にブロックの足の部分に片手を置いた際、指がサスペンダーのブロック固定箇所に入り、吊り具の降下に伴い下がってきた固定箇所とブロックの間に指を挟まれた。		平成17年9月20日 15時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30								14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		サスペンダー		08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																04:理解度の確認が不十分だった。																		　クローラークレーン５０ｔ吊によるサスペンダーを使用した消波ブロック１６ｔ型の転置作業において、転置位置にブロックを移動し、合図者の合図により吊り具を下ろしていた時に、玉掛者の１人が次の作業工程であるサスペンダーの脱着用ワイヤーを取ろうとして、不用意にブロックの足の部分に片手を置いた際、指がサスペンダーのブロック固定箇所に入り、吊り具の降下に伴い下がってきた固定箇所とブロックの間に指を挟まれた。				・作業再開迄に作業別に作業手順をきちんと理解させる。<改行>・作業前に作業別の安全指示・打ち合わせを密に行い、ＫＹ活動に反　映させる。<改行>・作業前にクレーン指示書で合図者・玉掛者・クレーン配置を明確に　し、具体的に指示する。<改行>・玉掛け作業中、合図者はクレーンオペ・玉掛者の両方が見える位置　で合図する。<改行>・玉掛作業中、合図者・玉掛者は互いに声を掛け合うことにより安全　確認を行い、次の行動に移る。<改行>・サスペンダーの危険個所に注意を促すシール「手を置くな」を貼り　啓蒙する。<改行>・転置作業中は転置対象物を作業員が直接触らないように介錯ロープ棒を使用することにより作業を行う。		美保テクノス（株）		美保テクノス（株）																																																																																																H17-中国-境港-3001.xlsx		3/6/15 18:00		3/6/15 18:00		2005		9		20		15		15		2005		TRUE		8		18		中国		1		6		0		6.0		14		1102		51		2005/9/20　15:15		38615.6354166667

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		18年 00月		調査員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0				中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）				平成17年9月27日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上		04:環境調査				84:その他(　)		作業船の写真撮影時		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																																																								15:50　作業終了後、桟橋へ移動。<改行>　　　 小型作業船(0.8t)の写真を撮るために、社旗のみ作業船に残し、少し桟橋から作　　　 業船を離した。<改行>　　　 社旗をとるために作業船の舷をつかみ、手前に引き寄せた際に、作業船と桟橋防　　　 舷材(ｺﾞﾑ)に挟まれ、親指の皮がはがれるような状態となった。<改行>　　　 ﾀｵﾙで止血しながら、作業員１名が付き添い病院に向かう。<改行>16:00　病院に到着し、レントゲン検査と縫合処置の手当をうけた。(骨に異常なし。)						株式会社イーエーシー																																																																																																		H17-沖総局-那覇-5701.xlsx		3/6/15 17:11		3/6/15 17:11		2005		9		27		0		0		2005		TRUE		8		4		沖縄		1		18		0		18.0		8		1104		84		2005/9/27　0:0		38622

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		福井（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		03年 05月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		56				福井港海岸海象観測装置製作設置		海象観測装置の海底ケーブル敷設作業を完了し、起重機船のアンカーを揚錨船にて引き上げ作業の際、起重機船のウインチで巻き上げていたアンカーのストック部が、起重機船の下部に引っ掛かりアンカーが回転し、揚錨船の船首にいた被災者の左足首にあたり負傷した。		平成17年9月30日 18時30分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		海底ケーブル敷設		15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30								14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		アンカー		08:はさまれ、巻き込まれ						D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																				24:照明が不良だった。																																・アンカー引き上げ作業は、アンカー巻き上げを水面下で一旦止めて、揚錨船が起重機船から離れたことを確認のうえ、アンカーを完全に引き上げる。<改行>・アンカーの設置・引き上げ作業時は、作業担当者以外の接近を禁止する。		株式会社カイジョーソニック																																																																																																		H17-北陸-敦賀-7101.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2005		9		30		18		30		2005		TRUE		8		29		北陸		5		3		5		3.4		14		ERROR:#VALUE!		15		2005/9/30　18:30		38625.7708333333

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		00年 01月		ｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝｸﾞﾗｳﾄ工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		平成１７年度青森港沖館地区岸壁（－７．５ｍ）（改良）護岸改良工事		地盤改良（コンパクショングラウチング）において、注入及びロッドの引き抜きをを繰り返し行う作業の中で、ロッドの切り離しを行い、ロッドを近くにある鉄製の箱に移そうとした際に足元の注入ホースに躓いた。その際に抱えていたロッドの下端と床面に指を挟まれて骨折した。		平成17年10月1日 8時5分 頃		海上		作業構台		06:地盤改良				59:モルタル混合・注入				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		注入管		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		31:無理な姿勢で作業した。										23:作業場の整理が悪かった。		17:安全標識がなかった。								19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										42.00%		15.00%				34.00%		０６００　朝礼～ミーティング～始業点検<改行>０６３０　作業開始<改行>０８０５　事故発生						五洋建設（株）		五洋建設株式会社																																		reserved-38670x1F				不問																																																										H17-東北-青森-3201.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		2005		10		1		8		5		2005		TRUE		8		6		東北		1		0		1		0.1		26		1102		59		2005/10/1　8:5		38626.3368055556

		九州地方整備局		下関港湾空港技術調査事務所		九州地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		12年 06月		工場作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		航路調査船建造工事		被災者が工場内でハンドドリルにて船体部材（フレーム）を穿孔作業中、手からハンドドリルが離れて左手親指と人差指の間にあたり、四針縫う挫滅創を負った。		平成17年10月21日 13時30分 頃				造船所内				船舶建造				材料切断加工																		20:動力工具				15:起因物と同じ				06:激突され				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。								35:その他の作業環境に欠陥があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										30.00%		30.00%		10.00%		10.00%		07:50 工場にて作業前の体操、ミーティング（作業員７名）<改行>13:00 作業開始（主に船体部材の曲げ加工）<改行>13:30 ハンドドリルにて船体部材（フレーム）を穿孔作業中、手からハンドドリルが離れて事故発生<改行>13:35 社用車にて被災者を市内の病院へ搬送<改行>15:00 被災者は付添人と共に工場に帰着<改行>15:05 被災者は工場にて作業再開<改行>18:30 現場代理人が事故状況を監督職員（九地整）に報告				（１）動力工具での作業等主要業務ではない簡易な作業等にも十分な注意を払い、周辺作業環境の把握と危険予知を作業前に作業員全員に徹底する。<改行>（２）作業中には、あらゆるところで事故は発生する可能性があることを再認識し、行動することを徹底するよう作業従事者全員の再教育を行い、周知徹底する。<改行>（３）作業に適した服装、保護具等の装備を確実に行うように徹底する。<改行>（４）ドリル等の動力工具を使用する場合は、加工する部材を安定した位置に確実に固定し、また作業時に無理な姿勢にならないように行う。		瀬戸内クラフト株式会社		瀬戸内クラフト・株																																																																																																H17-九州-技調-4801.xlsx		3/6/15 17:30		3/6/15 17:30		2005		10		21		13		30		2005		TRUE		6		ERROR:#VALUE!		九州		1		12		6		12.5		20		1204		ERROR:#VALUE!		2005/10/21　13:30		38646.5625

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		16年 05月		建設機械運転手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		28		1:労災適用		石狩湾新港-14m岸壁液状化対策その他工事				平成17年10月29日 0時0分 頃		陸上		埋立地、埋立		06:地盤改良				45:深層混合処理				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		04:車両系建設機械				01:地面				01:墜落・転落				0118:墜落：杭打機等基礎工事用機械から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。								35:その他の作業環境に欠陥があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										59.40%		52.70%		81.40%		90.20%		・陸上地盤改良工の深層混合処理杭を施工していた。<改行>・改良機本体の主巻きﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟに乱巻きが生じた。<改行>・被災者を含む3名で改良機本体に昇り巻き直し作業を行った。<改行>・作業終了後2名は昇降用梯子から降車した。<改行>・被災者はﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟの巻きの確認後工具の片付けのため昇降用梯子の反対側の手すりに捕まりｷｬｯﾄｳｫｰｸに足をかけ後ろ向きに降車した。<改行>・手が滑りﾊﾞﾗﾝｽを崩し1.5m程度下に着地した際に左足を被災した。				・昇降用設備以外での行動抑止で、改良機に柵を設ける。<改行>・ｷｬｯﾄｳｫｰｸ上のｷｬﾌﾟﾀｲﾔは下面に移動する。<改行>・作業中は常に声掛けをして、作業者個々が危険な行動の抑止に努め、新規入場者の再教育、作業手順の再確認及び非常時の手順書を作成する。<改行>・不安全行動に注意喚起を掲示板に掲示し周知徹底する。<改行>・元請職員を増員し、巡視・巡回を強化する。		吉本・勇JV		12000000002011				株式会社吉本組																																																																				当局		reserved-38687x1F		口頭注意																				H17-北開局-小樽-4001.xlsx		3/6/15 17:26		3/6/15 17:26		2005		10		29		0		0		2005		TRUE		1		6		北海		4		16		5		16.4		4		118		45		2005/10/29　0:0		38654

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		16年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						開放性脱臼		1:0～3		3		1:労災適用		釜石港湾口地区防波堤（北堤浅部）築造工事（その２）		スリットケーソン遊水部の蓋コンクリートを打設していた時に、うねりが大きくなってきたために既設ケーソン間の目地から海水が吹き上がりだした。<改行>ケーソン目地をシートで養生していたところ、吹き上げた海水によりシートが持ち上げられ、シート上で作業していた被災者がバランスを崩してケーソン遊水部内に転落した。<改行>安全帯を着用していたために底盤まで落下は免れたが、転落の際に止水蓋に左上腕部を強打し、肘を脱臼した。上腕骨が皮膚を突き破り外へ飛び出した。		平成17年11月5日 8時40分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)		蓋コンクリート工		84:その他(　)		目地養生		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。										06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。										99:その他								打合せにない作業をした		78.00%		68.00%		100.00%		50.00%		０６００　作業開始。<改行>０６３０　作業船出航。<改行>０７４５　現場到着。スリットケーソン遊水部の蓋コンクリート打設開始<改行>０８３０　うねりのために既設ケーソン間目地から海水が吹き上がり出したため、目地をシートで養生開始。<改行>０８４０　シートが波で持ち上げられてバランスを崩し、遊水部に転落。安全帯を着用していたため底部に落下は免れたが、宙吊りになった時に左上腕部を強打して肘を脱臼し、上腕骨が外へ飛び出した。				・非定常作業においては、作業前に安全確認を行う<改行>・慣れからくる安全意識の欠如をなくすため、再発防止安全教育の実施、作業手順（施工・安全）打合せを行い、安全に対する意識改革を行っていく。<改行>・ケーソン遊水部の作業は、手すり、安全ネットを準備して安全帯を使用しない作業方法に改める。		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																				株式会社山元														reserved-38723x1F				不問																																																										H17-東北-釜石-4201.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		2005		11		5		8		40		2005		TRUE		1		29		東北		1		16		0		16.0		25		123		84		2005/11/5　8:40		38661.3611111111

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		32年 00月		潜水士		04:胸部								13:その他(　)						減圧症、肺出血、減圧障害、意識障害		2:4～8		4				平成17年度　下田港浮標灯雑工事				平成17年12月1日 14時30分 頃		海上		潜水作業		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置								11:おぼれ																																																																												防波堤の延伸に伴い工事区域を明示する工事用ブイを移設作業中、設置場所の確認誘導のため潜水していた潜水士のホースが潮に流されブロック吊ワイヤーの縒り戻し用として途中に挿入していたチェーンと接触し通信ケーブルが切断された。通信が途絶えたので即座に別の潜水士が救出のため潜水し、異常に気づき急浮上してきた潜水士を途中で収容し船上に引き揚げた。<改行>被災者は、一瞬送気が中断したことと、通信が途絶えたことから、不安になり急浮上し減圧症（軽微）になったと考えられる。						（株）河津建設																																																																																																		H17-中部-清水-4501.xlsx		3/6/15 18:16		3/6/15 18:16		2005		12		1		14		30		2005		TRUE		11		19		中部		2		32		0		32.0		14		ERROR:#VALUE!		51		2005/12/1　14:30		38687.6041666667

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		03年 00月		作業船甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		和歌山下津港本港地区防波堤（外）（２）築造工事		事故当日の作業は、起重機船（第7下津号、120t吊､長さ43m×幅18m）を使用し、同船に自積みした消波ブロック（六脚ブロック55t型）の据付を行っていた。<改行>消波ブロックの据付にあたり、ワイヤーロープ（φ36mm）の玉掛け作業を甲板上で行っていたが、ワイヤーがブロックの先端に引っかかったため、梯子を使用して作業員（被災者）がワイヤーの位置修正を行っていたところ、梯子から足を滑らせて約1.5ｍの高さから甲板上に転落し被災した。		平成18年1月11日 9時0分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		梯子		02:甲板				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった		1		31:無理な姿勢で作業した。		13:油断、軽視した。																		04:理解度の確認が不十分だった。										85.00%		84.00%		12.00%		10.60%		8:05　六脚ブロック据付開始<改行>8:55　六脚ブロック８個中の７個の据付完了<改行>9:00　最後の六脚ブロックの玉掛け作業中に作業員が梯子から足を滑らせ転落した				作業員に対し、梯子を足場として使用しないこと及び臨機の措置に関する安全教育を徹底する｡		（株）淺川組		（株）淺川組																																						指導付不問																																																										H17-近畿-和歌山-5001.xlsx		3/6/15 18:02		3/6/15 18:02		2006		1		11		9		0		2005		TRUE		1		19		近畿		1		3		0		3.0		26		105		51		2006/1/11　9:0		38728.375

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		06年 06月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		7		1:労災適用		鹿児島港（中央港区）橋梁（Ｂ）Ａ１・Ｐ１築造工事		鋼管矢板掘削を終え、隣接する杭へ掘削段取をしていたとき、被災者が、鋼製足場に仮置した送水用ホースを、被災者が次に掘削する鋼管矢板に、後ろ向きで持ち抱えながら移動させていたため、後方にあった開口部から海中へ転落した。<改行>転落の際に鋼製足場枠（Ｌ型鋼50*50*6）を両手でつかもうとして打ちつけたものと思われ、両手指を骨折し、左膝部も打撲した。		平成18年1月18日 13時50分 頃		海上		鋼管井筒足場上		29:その他(　)		鋼管矢板内掘削		84:その他(　)		鋼管矢板内掘削		3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。		07:防護物・保護具を使用しなかった。								06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		18:保護具が不適・不足だった。								19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										91.00%		85.70%		50.00%		90.00%		1 月18 日<改行>7:50 ： Ａ１橋台作業ヤードにて朝礼<改行>8:00 ： ＫＹ（危険予知活動）<改行>8:30 ： 鋼管内掘削作業開始<改行>13:10 ： 午後からの鋼管矢板内掘削作業開始<改行>13:50 ： 事故災害発生 ・Ｐ１橋脚導枠足場より被災者が転落<改行>13:55 ： 被災者を起重機船上に引き上げる<改行>14:10 ： 被災者を車にて野上病院へ搬送（監理技術者同行）<改行>14:15 ： 国土交通省整備事務所保全課へ現場代理人より事故発生を連絡<改行>14:17 ： 支店へ現場代理人より事故発生を連絡<改行>16:00 ： 海上保安部へ支店工事部工事部長より事故発生を連絡<改行>16:00 ： 労働基準監督署へ支店安全環境部部長より事故発生を連絡				①足場施設の見直し<改行>②新たに安全管理専任者を配置し、日々の安全監視を行い、作業状況および安全設備の点検・指導の強化に努める。<改行>③朝礼時のＫＹ活動を充実させるとともに元請、下請による現場監視を強化する。<改行>④従来の作業手順書の内容を改善し作業員に周知徹底する。		五洋建設（株）		五洋建設株式会社		南九州支店																																																																																														H17-九州-鹿児島-4901.xlsx		3/6/15 17:34		3/6/15 17:34		2006		1		18		13		50		2005		TRUE		1		29		九州		2		6		6		6.5		11		123		84		2006/1/18　13:50		38735.5763888889

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		08年 00月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								2:4～8		7		1:労災適用		神戸港ポートアイランド地区防波堤（第７）堤頭部移設工事		事故当日の作業は、ケーソン移設の準備工として、水深約4ｍにて吊ピース取付用のケミカルアンカー打設のための先行削孔（φ40mm×L350mm）を潜水士により行っていた。<改行>当初、コアマシーンを使用し削孔を行っていたが、コアマシーンが故障したためエアー削岩機による削孔に変更し作業を継続した。削孔途中、深さ約L320mmの位置で鉄筋に当たったため、水中酸素アーク切断機により鉄筋の切断を行った後、切断棒を孔口より引き抜く際、航跡波と思われる波の影響により潜水士（被災者）がバランスを崩し孔口に顔が接近した時に孔内で小爆発が起こり、その水圧衝撃を顔面に受け被災した。		平成18年1月25日 16時10分 頃		海上		潜水作業		16:ケーソン曳航・据付				11:アーク溶接(水中)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		1:有		19:溶接装置				16:その他の加害物(　)		ガスが爆発した際の水圧衝撃		15:爆発				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																		27:作業中止の基準を定めていなかった。								作業手順書において、潜水士の波に対する作業の一時中断等の具体的な方法について定めていなかった。		46.00%		48.00%		100.00%		98.00%		7:30　朝礼・KYK<改行>8:35　始業前点検・潜水準備完了<改行>8:40　潜水作業開始<改行>9:30　コアマシーンが故障したため、エアー削岩機に変更<改行>（この間、休憩を取りながら潜水作業を継続）<改行>15:00　潜水（水中切断）作業開始<改行>16:10　事故発生				作業員に対し、作業手順の再周知を行い、波に対する潜水作業時の連絡体制と内容の具体化に関する安全教育を徹底する｡		佐伯建設工業（株）		あおみ建設株式会社		大阪支店																		寄神建設（株）				國富・株														文書注意																																																										H17-近畿-神戸-5101.xlsx		3/6/15 18:06		3/6/15 18:06		2006		1		25		16		10		2005		TRUE		15		16		近畿		2		8		0		8.0		19		1099		11		2006/1/25　16:10		38742.6736111111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		36		男		01年 08月		機械整備工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上		90		1:労災適用		東京国際空港Ａ滑走路外地盤改良工事（その２）		Ａ滑走路でのＣＰＧ工事終了後（最終日）、仮設ヤードにて特殊プラントのセメントサイロをサイロ内で点検・清掃中、回転していたオーガースクリューとオーガースクリューカバーの隙間に右手ゴム手袋が引き込まれた後中指も引き込まれ負傷した。<改行>サイロ上で監視していた２名の作業員は、直ぐにスクリュー回転レバーの停止をレバー操作員に指示し、スクリューの回転を停止させた。<改行>被災者は自力で指を抜き、指の骨が切断に近い状態であることを確認した。		平成18年1月29日 1時30分 頃		陸上		仮設ヤード		29:その他(　)		薬液注入工		84:その他(　)		プラント清掃		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		1:0～50						06:コンクリート機械				12:電気的エネルギーによるもの				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																04:理解度の確認が不十分だった。										86.70%		96.80%		86.60%		100.00%						（１）作業手順の明確化<改行>　特殊プラントのオーガースクリュー及びベルトコンベアの清掃作業については、プラント動力源を停止した状態で行う。<改行>（２）作業内容の周知<改行>　当日の作業予定にない作業が発生した場合は、基本的には翌日以降の作業とするが、緊急性を要する場合は、下記の手順にて作業を行なう。<改行>①下請職員から元請職員に作業内容を報告する。<改行>②元請職員、当該作業を行なう職長、作業員により作業手順を作成・周知する。<改行>③元請職員、当該作業を行なう職長、作業員でＫＹを実施する。<改行>④作業を開始する。<改行>　上記事項については、毎日の安全打合せ会・朝礼・ＫＹ、安全衛生協議会及び安全大会等を通じ、当該工事関係者全員に周知する。		みらい・本間特定工事共同企業体		みらい建設工業株式会社				株式会社本間組																みらいジオテック株式会社												文書厳重注意		reserved-38805x1F		reserved-38835x1F				文書厳重注意		reserved-38805x1F		reserved-38835x1F																												労働基準監督署		reserved-38758x1F		安全衛生指導書　みらい・本間特定建設工事共同企業体（元請）<改行>安全衛生指導書　みらいジオテック㈱（一次下請）<改行><改行>改善報告書　各々２月１６日に提出　																				H17-関東-東京空港-5301.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2006		1		29		1		30		2005		FALSE		8		29		関東		5		1		8		1.7		6		1104		84		2006/1/29　1:30		38746.0625

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		12年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折						挫滅創		1:0～3		3		1:労災適用		大船渡港永浜地区岸壁(-13m)土留工事(その2)		型枠組立作業中に、スライドして降りてきた型枠（ｗ＝１ｔ）に左手親指先端を挟み受傷した。		平成18年1月31日 9時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10								26:その他の起因物(　)		鋼製型枠		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																				04:理解度の確認が不十分だった。										65.00%		65.00%		65.00%		65.00%		０８００作業開始。<改行>０９００事故発生。				１．作業手順の再確認。<改行>２．作業内容の再確認し、手順、安全対策の周知。<改行>３．安全巡視の強化。		（株）佐藤組		株式会社佐藤組																																		reserved-38777x1F				不問																																																										H17-東北-釜石-5201.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2006		1		31		9		0		2005		TRUE		8		17		東北		1		12		0		12.0		26		603		55		2006/1/31　9:0		38748.375

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事				男		04年 03月		海上特殊工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						右手薬指		13:その他(　)								1:0～3		0				那覇港（那覇ふ頭地区）道路（空港線）沈埋函（６号函）製作工事		索取船上で係留索の撤去作業を行っていた際に、船が動揺したため被災者が索取船の係船柱をつかんだところ、使用していた陸上クレーン100tクローラークレーンのフックと係船柱との間に指をはさまれた。		平成18年2月17日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り												2:無				08:作業船				16:その他の加害物(　)		移動式クレーン		08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																																																								8:00 朝礼<改行> 8:30 作業開始<改行>　　　沈埋函の係留索(T4)の撤去作業を行う。<改行>　　　T4係留索先端のシンブルに４分のワイヤーをセットし、索取船上で陸上100tクレ　　　ーンのフックとつなぎこんだところ、船体が動揺し索取船上の係船柱とフックの　　　間で指をはさんだ。<改行>　　　被災者は、防護手袋をしていたが、右手薬指を２ｃｍ程度切った。						鹿島建設・石川島播磨重工業・佐藤工業ＪＶ		鹿島建設株式会社				株式会社ＩＨＩ				佐藤工業株式会社																																																																																								H17-沖総局-那覇-5901.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2006		2		17		0		0		2005		TRUE		8		29		沖縄		1		4		3		4.3		8		603		84		2006/2/17　0:0		38765

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		15年 00月		作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		博多港（アイランドシティ地区）泊地（－１４ｍ）災害復旧工事		被災者と作業員1名が杭頭部連結の勾配ワッシャーの取付作業で、勾配ワッシャーから吊り治具を外した際、吊り治具が上段タイロッドに引っかかったため、被災者が吊り治具を外そうと手を伸ばした時、フックが動揺し吊り治具が跳ね上り、被災者の右腕にあたり負傷した。		平成18年2月17日 11時35分 頃		海上		鋼矢板足場上		09:杭及び矢板				49:タイロッド及びタイワイヤー取付				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				06:激突され				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																														A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。										22:作業場が狭かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										84.00%		79.00%		59.00%		32.00%		7:30　安全ミーティング、K･Y活動、ラジオ体操を行った。<改行>8:00　始業前点検及び整備を行った。	　<改行>8:10　作業開始　作業内容は起重機船(120t吊)にて勾配ﾜｯｼｬｰを吊上げ､鋼杭上部に吊降し、ﾀｲﾛｯﾄﾞに挿入し、設置する作業を行った。		　<改行>11:35　被災者は作業員1名と共に勾配ワッシャーを取付けた。取付後、勾配ワッシャーから吊り治具を外した際に吊り治具が上段タイロッドに引っかかった。被災者が吊り<改行>治具の引っかかりを外そうと手を伸ばした時、フックが動揺し吊り治具が跳ね上り、被災者の右腕にあたり負傷した。<改行>11:45　交通船にて岸壁へ搬送	　<改行>11:55　岸壁より宮川建設連絡車で病院へ搬送	　<改行>12:33　整形外科内科医院着		　<改行>13:45　治療処置後、復職。JV事務所にて待機。	<改行>				①限られた作業床での施工を踏まえ、勾配ワッシャーの吊り方法を吊り治具による方法から吊り環により吊る方法へ変更。<改行>②作業条件によっては、荷ぶれ対策について作業手順書に介錯ロープの使用などの具体的事項を明記し、作業員の配置についてはＴＢＭにより全員に周知・徹底する。		若築・寄神特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				寄神建設（株）																																																																																												H17-九州-博多-6401.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		2006		2		17		11		35		2005		TRUE		6		9		九州		1		15		0		15.0		14		202		49		2006/2/17　11:35		38765.4826388889

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		03年 00月		作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		25		1:労災適用		苅田港（本港地区）航路泊地（－１３ｍ）浚渫工事（第２次）		陸上排砂管解体・撤去作業において、作業員2名にて24本の排砂管ボルトをインパクトレンチにて分担して離脱後、クレーンで排砂管を吊り上げ、切り離そうとしたが、フランジ接合部下面のボルト１ヶ所が残っていた為、再度笠木上に吊り下ろし、フランジ上面の3本のボルトを締め直して排砂管を吊った際、フランジ下面が開く状態で排砂管が下がり、被災者の右足を地面に押し下げ、右足首をひねった。		平成18年2月21日 9時25分 頃		陸上		埋立地、埋立		05:浚渫・床掘り				33:受枠管布設・撤去				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						24:材料等				16:その他の加害物(　)		撤去中の排砂管		08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				26:危険有害な場所に入った。		15:気持ちがあせっていた。																		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										65.00%		61.00%		80.00%		75.00%		8:30 作業開始<改行>9:25 災害発生<改行>9:32 作業中止<改行>9:34 発注者へ災害発生の連絡及び救急車（１１９）要請の連絡<改行>10:10 労働基準監督署へ災害発生の連絡<改行>10:30 病院へ救急車到着<改行>11:30 警察署へ災害発生状況の連絡<改行>12:00 警察署現場検証<改行>13:00 海上保安部へ災害発生状況の連絡				①排砂管撤去作業の作業手順を再確認・検討させる。<改行>②作業手順書を逸脱させないよう再教育を実施する。<改行>③安全確認及び連携作業を確実に実施<改行>		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																				村上海事（株）																																																																												H17-九州-苅田-6501.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2006		2		21		9		25		2005		TRUE		8		5		九州		4		3		0		3.0		24		1102		33		2006/2/21　9:25		38769.3923611111

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		室蘭		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		07年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						診断は切断だが、再接着術により修復		3:9～15		10		1:労災適用		室蘭港入江地区岸壁（－８ｍ）耐震改良工事				平成18年2月25日 8時20分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		10:控工				02:作業準備				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								14:物上げ装置				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		22:連絡合図が不明瞭だった。																				07:作業の安全指示が不適切だった。										59.00%		90.00%						クローラクレーンの組立作業中、ブームを延長するため安全ピンを外すためクレーン本体に上がったが、ブームの着地作業中であったためにクレーンが前進したことから、バランスを崩し、慌てて近くにあったブームの起伏用ワイヤーを掴んだところ、ブーム着地のため巻き戻していたワイヤーと滑車の間に指を挟めて被災した。				1)作業式者は作業全体を見渡せる位置に立ち、作業員の配置状況を常に把握し明確な指揮を行う。<改行>2)作業指揮者は十分な状況確認を行い、ホイッスル等を使用した指示・合図を徹底する。<改行>3)ローガントリでのピンを引き抜く作業は、クレーン上部での作業から足場を使用した作業に変更する。<改行>4)ピンを抜く作業手順書を作成する。<改行>5)ハイガントリ時のピンの差込時及び日常点検時等の転落防止対策としてクレーン上部に手摺りを設置する。		国土総合建設（株）北海道支店		国土総合建設（株）		北海道支店																																																																						当局		reserved-38824x1F		口頭注意																				H17-北開局-室蘭-7001.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		2006		2		25		8		20		2005		TRUE		8		10		北海		3		7		0		7.0		14		699		2		2006/2/25　8:20		38773.3472222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		30		男		06年 00月		耐火工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折		02:創傷						5:31以上		60		1:労災適用		東京国際空港西旅客ターミナル地区上層道路耐震補強工事		耐火被覆材を吹き付け機械（解綿機）で練っていて、材料の袋が解綿機に絡まったため除去しようとして、手を入れて右手人差し指を骨折した。		平成18年3月7日 1時5分 頃		陸上		第一ターミナル１Ｆ		29:その他(　)		付帯施設工		84:その他(　)		耐火被覆吹付け		2:曇り								3:10～20								26:その他の起因物(　)		解綿機		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				97.00%		72.00%		100.00%		30.00%						・清掃や異物の除去などの作業は、必ずスイッチを切って行う。<改行>・耐火被覆材料の投入作業はスイッチ盤側に立って行う。<改行>・耐火被覆材料の紙袋の開封は、はさみを使って行ない、紙のハギレが発生しないようにする。<改行>・紙の開封は投入口の真上で行わない。<改行>・注意喚起のため、解綿機操作盤上部に『清掃時　スイッチを切れ』のステッカーを貼る。<改行>・材料投入時に大きな袋から材料を投入する作業が楽にできるように、紙を置くための作業台を解綿機の脇に設置する。<改行>・投入口の上部にワイヤーメッシュ（＃100㎜×100㎜）を設置・固定して反射的に手を出してもホッパー内に手が入らないようにする。<改行>・プラント係を１名から２名に増員し、プラント操作・材料投入を行う１名と監視人１名とする。		（株）フジタ		株式会社フジタ																				（株）浅香工業												文書厳重注意		reserved-38805x1F		reserved-38865x1F																																																												H17-関東-東京空港-6301.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2006		3		7		1		5		2005		FALSE		8		29		関東		5		6		0		6.0		26		899		84		2006/3/7　1:5		38783.0451388889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		16年 00月		監理技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		06:関節の障害						1:0～3		0		1:労災適用		石巻港雲雀野地区防波堤（南）本体工事		ケーソン進水後の仮置作業において、据付ワイヤーと舫ロープをつなぐシャックルがロープの緊張でケーソンに当たり損傷を与えそうになったため、古タイヤを挿入してケーソンを保護しようとしたが、ケーソンの動揺でタイヤがずれたため直そうとしたところ、ロープが急に緊張してタイヤと据付ワイヤー間に指を挟まれた。		平成18年3月25日 11時25分 頃		海上		仮置ケーソン上		15:ケーソン進水		ケーソン仮置		52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水		ケーソン仮置		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		22:仮設物・建造物等				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった		26:危険有害な場所に入った。		99:その他		危険予知不足<改行>		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		26:振動があった。								02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						99.00%		98.00%		100.00%		90.00%		０７００朝礼<改行>０９４７ケーソン進水開始<改行>１００５進水完了<改行>１０１２曳航開始<改行>１１０９曳航完了<改行>１１２０注水開始<改行>１１２５事故災害発生<改行>１１３０病院搬送<改行>				１．防護材は事前に固定し、作業中にははずれないようにする。<改行>２．挟まれる危険のある場所には手を入れない。<改行>３．作業手順を元に危険要因の抽出、綿密な危険予知活動の実施。<改行>４．海上作業特性を理解し不用意に危険箇所に入らない。<改行>５．指揮者自ら直接作業しない。<改行>６．海上作業ではより綿密な連絡を実施する。<改行>		国土総合建設（株）		国土総合建設（株）																																						不問																																																										H17-東北-塩釜-6201.xlsx		3/6/15 18:48		8/21/23 17:01		2006		3		25		11		25		2005		TRUE		8		15		東北		1		16		0		16.0		22		1399		52		2006/3/25　11:25		38801.4756944444

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		20年 00月		溶接工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		平成１７年度青森港沖館地区岸壁（－７．５ｍ）（改良）築造工事		作業用いかだのクレーン付きトラックを使った岸壁から水面への荷下ろし作業中に、クレーン付きトラックが横転した。		平成18年4月10日 8時20分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		小型クレーン付きトラック		15:起因物と同じ				02:転倒				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置																														A:危険だと思わなかった				26:危険有害な場所に入った。										04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										87.00%		87.00%		80.00%		80.00%		08:20　災害発生						東亜・本間特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社				株式会社本間組																																		口頭注意		口頭注意																																																								H18-東北-青森-0101.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		2006		4		10		8		20		2006		TRUE		2		9		東北		1		20		0		20.0		26		699		7		2006/4/10　8:20		38817.3472222222

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		中ノ瀬航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		35年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						しびれ		2:4～8		7		1:労災適用		東京湾口航路（中ノ瀬航路）浚渫工事（その３）		中ノ瀬航路浚渫区域内の磁気異常点を潜水士により確認する水中作業のため、被災者は１９日８時４５分から９時１６分まで初回（１人目）の潜水作業を終了し、潜水士船上で休憩中の９時５０分に体調不良（体のだるさ）を訴えたため、最寄りの病院に行かせるため交通船で富津港へ搬送中に下半身のしびれが起こったため、この時点で富津消防署に救急車を要請し、ドクターヘリで千葉大附属病院に搬送され、潜水病（?型減圧症）と診断された。		平成18年4月19日 9時50分 頃		海上		中ノ瀬航路		02:探査工				24:潜水探査				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった		1		99:その他																														11.90%		11.60%		73.00%		52.00%		８：４５　被災者が磁気異常点?２５４の潜水探査開始<改行>９：１６　被災者が浮上完了<改行>９：５０　被災者が体調不良を訴える<改行>９：５５　被災者、交通船（トマホーク２）にて富津港へ移動開始<改行>１０：１２　富津消防署へ救急車要請<改行>１０：２５　交通船（トマホーク２）にて富津港へ到着<改行>１０：３０　救急車が富津港に到着し搬送<改行>１１：１５　ドクターヘリが千葉大附属病院グランドに到着				１）潜水作業時の工事安全専従の配置<改行>２）体調管理の強化<改行>　（１）体調チェックシートに基づくチェックと記録化<改行>　　①朝礼時のチェック<改行>　　②潜水前のチェック（血圧測定、体温測定、体調確認）<改行>　（２）改善に伴う周知会の実施<改行>３）事故再発防止安全教育の実施		東洋・りんかい日産・国土総合ＪＶ		東洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				国土総合建設（株）																								不問								不問								不問																																																H18-関東-東京湾口-0301.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2006		4		19		9		50		2006		TRUE		23		2		関東		2		35		0		35.0		27		1307		24		2006/4/19　9:50		38826.4097222222

		北海道開発局		留萌港湾事務所		羽幌		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		05年 00月		作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		羽幌港北防波堤外一連工事				平成18年4月22日 10時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		07:先掘防止マット				06:材料、資材等の運搬(人力による)				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。																		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								1.00%		1.90%		22.20%		20.70%		当日は、朝７時より石かごの製作を行っていた。<改行>石かごへの詰め石作業は、バックホウにて石かごに中割石を投入し、その後人力にて整形していた。<改行>整形に手頃な石を探すため被災者は中割石堆積場にて石を選別し、バックホウに積み込む作業をしていた。<改行>手頃な石（約60kg）をバックホウのバケットまで人力で転がし、バケット内に転がし入れる際に、自分の意志とは反対方向に石が転がり、バケットと石の間に右手薬指を挟み被災した。				１）作業手順書を見直し、細部の作業及び実態と合わない事項に対し、追加及び訂正する。作業手順書に関する周知は作業前日に行い、作業事前にも再度確認する。<改行>２）作業単位の手順を確実に守らせるため、徹底した安全教育・指導を行い、安全に対する意識を向上させる。<改行>３）現場内で作業手順に不具合が生じた場合、直ちに作業を中止し、ＪＶ職員及び作業員での対処方法を検討する体制を作り、作業手順書の充実を図る。		三協・萌州・増毛ＪＶ		三協建設（株）				萌州建設株式会社				増毛土建株式会社																																																																																								H18-北開局-留萌-0201.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		2006		4		22		10		0		2006		TRUE		8		7		北海		1		5		0		5.0		24		1102		6		2006/4/22　10:0		38829.4166666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		10年 00月		船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折		06:関節の障害		13:その他(　)		挫創		1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		直江津港（港口地区）沖防波堤築造工事		ケーソン据付作業完了後の起重機船アンカーの揚錨作業中に事故が発生した。<改行>被災者は、アンカーに付いているロープ及び玉ブイを船上に引き上げ、ウインチワイヤーと接続しようとしたが、ウインチワイヤーの巻きだしがスムーズでなかったため、玉ブイのロープを持ってウインチワイヤーを引っ張っていたところ、航跡波による船舶の動揺によりロープが海側に引っ張られ、玉ブイ中心部の穴と、その穴を通るロープの間に指を挟まれた。		平成18年6月5日 15時25分 頃		海上		FD、作業船上		16:ケーソン曳航・据付				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		アンカーロープ		16:その他の加害物(　)		玉ブイ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった								04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										16.40%		14.40%		30.80%		38.50%		平成18年6月5日　4時25分～15時20分　ケーソン据付<改行>平成18年6月5日 15時25分　起重機船揚錨作業中に事故発生　				作業手順書の見直し。<改行>安全教育訓練・ＫＹ活動の充実		東亜・若築・佐伯特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社				若築建設（株）				あおみ建設株式会社																株式会社植木組																																																																								H18-北陸-新潟-0401.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2006		6		5		15		25		2006		TRUE		8		16		北陸		1		10		0		10.0		26		1104		15		2006/6/5　15:25		38873.6423611111

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		05年 00月		船員		04:胸部								04:骨折		13:その他(　)				気胸		4:16～30		19		1:労災適用		新潟港（西港地区）航路泊地埋没浚渫工事（その１）		平成18年7月12日、安全ミーティング終了後の午前５時４５分頃、岸壁から監視船に乗り込むため船の舷上に足を掛けた際、雨で濡れていたため滑って転倒し背中をロープ掛けに打った。打ったところを船長が確認したところ少し赤くなっていた程度で、本人もあまり痛みを感じないとのことであったため、作業を開始した。監視船業務完了後、船の係船作業をした際に痛みがあったので病院で診察したところ、肋骨を骨折していた。かつ、骨の一部が肺に傷をつけた。		平成18年7月12日 5時45分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		監視船業務		02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。						船に乗り込む際、片手がふさがっていた。(弁当を持っていた)																						15.30%		11.10%		15.30%		11.10%		平成18年7月12日、安全ミーティング終了後の午前５時４５分頃、岸壁から監視船に乗り込むため船の舷上に足をかけた際、雨で濡れていたため滑って転倒し、背中(右肩胛骨下)をロープ掛けに打った。				①作業員への安全行動の周知徹底<改行>②作業保護具の改善<改行>③安全監視船の舷部に滑り止めテープ設置<改行>④安全パトロールの徹底		（株）谷村建設		12000000001152																																																																																																H18-北陸-新潟-1401.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2006		7		12		5		45		2006		TRUE		2		29		北陸		4		5		0		5.0		8		1399		2		2006/7/12　5:45		38910.2395833333

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		70		男		00年 07月		普通船員		04:胸部		05:腹部						12:臓器破裂								6:死亡				1:労災適用		浜田港福井地区防波堤（新北）築造工事		コンクリートミキサー船の係留完了後、上部工のコンクリートを打設していたところ、資材供給用クレーンが採石をホッパーに供給するため旋回した際、通路上で昇降設備に船員が激突され、死亡したものである。<改行>渡り通路場で倒れていたところを発見された当時は、まだ意識があり、発見者に対し腹部の痛みを訴えていた。<改行>しかしながら、病院搬送直後に緊急手術開始、医師からは生存の可能性はほとんど無い旨、関係者に伝えられた。<改行>		平成18年7月12日 8時20分 頃		海上		FD、作業船上		21:上部工				58:コンクリート混合				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				05:階段・梯子等				06:激突され				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		99:その他				作業の役割分担が不明で、手待ちが生じたことによる自発的行動をとった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										99:その他								手待ちの生じた作業員がとるべき行動について、指示が無かった。役割が明確で無かった。<改行>		62.00%		59.00%		25.00%		25.00%		　５：５０　コンクリートミキサー船　安全打ち合わせ<改行>　６：００　コンクリートミキサー船　出航<改行>　６：３０　元請・下請安全打ち合わせ<改行>　７：３０　上部コンクリート打設開始<改行>　８：２０　被災者が、コンクリートミキサー船の建屋とクレーンを結ぶ渡り廊下に<改行>　　　　　　倒れているのが発見された<改行>　８：４０　病院搬送<改行>１２：００　被災者死亡　　　				（1）クレーンが作業を行うときは旋回範囲内に立ち入らないよう安全教育の徹底を行う。（運転手以外が入らない）<改行>（2）その都度、責任者が明確な指示を行う。また、単独で行動しない。行動の確認を徹底する。<改行>（3）立入禁止措置として通路入口に強固な扉を設置し、作業中は施錠する。また、立入禁止表示を明確にする。<改行>（4）通路入口にセンサーを設置し、旋回範囲内への人の進入を回転灯により運転者に知らせる。<改行>（5）運転手との合図を明確にし、運転席に用事がある場合はクレーンを停止させる。		佐伯建設工業（株）		あおみ建設株式会社		中国支店																																reserved-38925x1F		reserved-38925x1F		任意文書（総括監督職員→契約者乙）による厳重注意																																																										H18-中国-境港-0501.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		2006		7		12		8		20		2006		TRUE		6		21		中国		6		0		7		0.6		14		608		58		2006/7/12　8:20		38910.3472222222

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		須崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		10年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		須崎港湾口地区防波堤築造工事		　消波ブロック（テトラポッド５０ｔ型）の側型枠と側型枠を取り付けるため、型枠に上がりコッターピンを取り付けようとしていた。その際、型枠に目違いがあり、コッターピンが取り付けられないため、ショウレンをピンの穴に差し込み、目違いを直そうとショウレンを押したところ、ショウレンが穴から外れ、転落した。<改行>　被災者は、安全帯を着用していたが、使用していなかったことから転落し、腰を強打して右大腿骨転子部を骨折した。		平成18年7月18日 13時50分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		21:手工具、用具				01:地面				01:墜落・転落				0113:墜落：型枠、型枠支保工から																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		31:無理な姿勢で作業した。		99:その他				(工具の誤使用)																						68.00%		66.00%		58.50%		57.80%		朝　体操、朝礼、危険予知活動<改行>８：００　作業開始<改行>　型枠脱型作業を行い、脱型後、型枠の清掃、剥離剤塗布作業を終えた後、側面型枠の建込みのため、底型枠と側型枠にコッター、コッターピンをいくつか取り付けた。<改行>１１：５０　午前中の作業終了<改行>１３：００　午後の作業開始<改行>　側型枠と側型枠を取り付けるため、型枠に上がりコッターピンを取り付けていた。<改行>１３：５０　作業中に型枠（高さ１．３ｍ）から転落し骨折した。				・今一度初心に返って各作業を慎重且つ安全に進めるよう周知徹底する。<改行>・型枠上（高所）における作業では、必ず適切な長さを持つ安全帯の着用と使用を徹底するとともに、使用していることを確認するため指差呼称を行う。<改行>・作業中は作業員同士が声を掛け合うよう徹底し、不安全行動を撲滅する。<改行>・確実な工具の使用を行うため、作業手順の再確認及び、周知、徹底、遵守を行う。<改行>・他の作業員が無理な姿勢で作業を行っていないか、不安定な位置にいないか等を、日常作業において作業員同士が声を掛け合い不安全行動を未然に防ぐ。<改行>・型枠目違いの修正作業を行う時は、二人一組（ショウレン作業とコッターピン固定作業に各１人）での分業を確実に行うことを徹底する。<改行>・より安定した位置で作業を行うため、型枠組立及び組外時（型枠上作業）には、専用の足場及び昇降設備を製作・設置し作業を行う。		大旺建設（株）		大旺建設（株）		高知本店																		（株）大洋水工																																																				労働基準監督署				労働災害再発防止対策書を 7月24日に提出し問題なし		警察				状況から自己過失で刑事性は認められない		当局		reserved-15927x1F		口頭注意→大旺建設（株）高知本店<改行>口頭注意→（株）大洋水工								H18-四国-高知-1201.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		2006		7		18		13		50		2006		TRUE		1		17		四国		5		10		0		10.0		21		113		55		2006/7/18　13:50		38916.5763888889

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		直江津港（港口地区）沖防波堤上部工事		本事故は、ミキサー船上で発生したものである。<改行>ミキサー船によるコンクリート混合・打設中に配管が詰まったため、この配管閉塞の復旧作業において、コンクリートの詰まった配管解体のため、作業員２名で担いたところ予想以上に重さに堪えきれず、配管を落とした。この時、被災者は配管と作業床の間に右手を挟まれた。		平成18年7月22日 11時10分 頃		海上		FD、作業船上		21:上部工				58:コンクリート混合				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		06:コンクリート機械				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。		31:無理な姿勢で作業した。				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										22.00%		10.00%		8.00%		0.00%		平成１８年７月２２日８時５０分頃、ミキサー船によるコンクリート打設中に配管が閉塞した。このため、配管を解体し閉塞解消のための復旧作業を行い、１０時４０分に洗浄送水したが、配管内にコンクリートが残っていたため、再度、復旧作業を行うこととした。この際、作業員２名で配管を担いだ状態で固定ベルトを外したところ、予想以上の重さ（約１８０ｋｇ）に堪えきれず、１１時１０分頃に配管を落とし、配管と作業床の間に右手を挟まれ右手甲部を挫傷した。				①指揮命令系統を工事関係者全員に周知する。②閉塞時の人力による配管の降ろし作業は原則取り止めとし、機械式の揚重装置を設置する。③閉塞時の作業手順書を作成するとともに、作業員に周知。④安全再教育。⑤パトロール、ＫＹの強化		五洋建設（株）		五洋建設株式会社																				大豊建設株式会社																																																																												H18-北陸-新潟-2101.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2006		7		22		11		10		2006		TRUE		4		21		北陸		1		10		0		10.0		6		299		58		2006/7/22　11:10		38920.4652777778

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		42		男		22年 00月		鳶工		09:複合部位						全身		13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0		1:労災適用		広島空港人工地盤上部架設工事		当時は朝から気温が上がっており、炎天下の中、架設工高力ボルト締付中に、気分の悪さを申し出た。現場で休ませた後、現場から冷暖房完備の休憩所への移動中の車内で、本人が体の痺れを訴えた。意識ははっきりしていた。		平成18年7月26日 11時0分 頃		陸上		山岳空港進入灯用橋梁		29:その他(　)		架設工		84:その他(　)		高力ボルト締付		1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上								27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				99:その他								塩分の補給不足																						87.00%		77.00%		67.00%		57.00%		朝礼終了後、８時３０分ごろから当日の予定作業、高力ボルト締付作業に取りかかった。<改行>作業中に、当該被災者から「気分が悪い」と申し出があったため、下請負人の安全衛生責任者が、けた下の日陰の涼しい場所で本人に休憩をとらさせると同時に、元方事業者にその旨連絡を入れた。<改行>連絡を受けた元方事業者の現場代理人が、彼を冷房完備の休憩所へ自動車で連れて行く途上、車内で体の痺れを訴えたため、そのまま病院へ搬送した。				（１）水分補給時に、塩分も併せて補給<改行>（２）適宜休憩をとる。休憩は、涼しい場所にて。<改行>（３）休憩場所にスポットクーラーを配置する。		日立造船（株）		日立造船鉄構（株）																																無し。						無し。																																		労働基準監督署		reserved-38924x1F		無し。労働者死傷病報告の提出も必要なし。																				H18-中国-広島-1104.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		2006		7		26		11		0		2006		FALSE		23		29		中国		1		22		0		22.0		27		1399		84		2006/7/26　11:0		38924.4583333333

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		31		男		08年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						左眼角膜科学熱傷		1:0～3		0		1:労災適用		函館空港エプロン改良その他工事		コンクリート舗装の打設後、皮膜養生材を散布していたところ、過剰な加圧がかかり散布器のホースが破損して皮膜養生材が飛散して目に入った。		平成18年8月5日 15時15分 頃		陸上		エプロン		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		散布器		16:その他の加害物(　)		皮膜養生材		13:有害物等との接触				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。																				02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										27.00%		20.00%		100.00%		95.00%		・コンクリート舗装を打設後、皮膜養生材を散布していた。<改行>・散布器に手動でエアーを入れる時に過剰に加圧を行った。<改行>・散布器のホースが破損し、飛び出した皮膜養生材が被災者の目に入った。						鹿島道路（株）北海道支店		鹿島道路（株）		北海道支店																																																																																														H18-北開局-函館-1801.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		2006		8		5		15		15		2006		FALSE		13		22		北海		1		8		0		8.0		26		1299		66		2006/8/5　15:15		38934.6354166667

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		20年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		苫小牧港西港区防波堤（東島）上部工外一連工事				平成18年8月8日 9時35分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無				26:その他の起因物(　)		打設用足場の昇降タラップ		15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0301:倒壊：足場、作業構台等						22:連絡合図が不明瞭だった。																																						01:設計構造が悪かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。						7.00%		3.50%		5.00%		0.30%		当日は、鋼製打設用足場を、作業船により型枠に設置する作業であった。 <改行>作業は９：１０頃から作業員５名により開始した。<改行>設置には介錯ロープを使用し、４脚に１名づつ、昇降タラップを引き込む作業として１名（被災者）を配置していた。<改行>しかし、被災者の作業に不慣れを感じたため交代し、昇降タラップを引き込もうとしたが間に合わず、昇降タラップは浮き上がった状態となり足場から止め金具が外れ、待避していた被災者の方向へ倒れてきた。<改行>被災者は避けようとしたが転倒し、昇降タラップの手摺りが左肩にかすり被災した。				・合図者は合図作業に専念し、他の作業を行わないこととする。また、全体を目視しながら合図を行うようにする。<改行>・昇降タラップは軽量化を図り、打設用足場設置後、人力で取付ける構造とする。<改行>・日々のうち合わせ時、朝礼等でパーツごとの安全指示を行う。また、現地で作業前にＫＹの実施を行う。		菱中建設（株）		菱中建設株式会社																																																																																																H18-北開局-苫小牧-3201.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2006		8		8		9		35		2006		TRUE		5		21		北海		1		20		0		20.0		26		301		17		2006/8/8　9:35		38937.3993055556

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		30年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		48		1:労災適用		秋田港本港地区航路泊地（埋没）浚渫工事		浚渫土揚土後の運搬のための仮設道路を造るため、クレーン付トラックにて敷鉄板を現場まで運搬後、荷下ろし作業を開始したが、クレーンオペレータ（被災者）がクレーン付トラック荷台上でリモコンにより巻き上げを開始したところ、５０ｃｍ程度巻き上げたところで敷鉄板が滑動し被災者の左足に接触、あおりと敷鉄板に挟まれ下肢部（すね）を骨折した。		平成18年9月4日 9時15分 頃		陸上		その他		25:土工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)				06:激突され				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																04:理解度の確認が不十分だった。		05:教育訓練体制が不備であった。								6.00%		6.00%		50.00%		45.00%		８：３０　クレーン付大型トラックにて敷鉄板積み込み（６枚）<改行>９：００　現場到着<改行>９：１０　敷鉄板荷卸し作業開始（１枚目の敷鉄板荷卸し完了）<改行>９：１５　２枚目の敷鉄板を荷台から吊り上げようとした際、敷鉄板が滑動し被災者の左足　　　　　に接触、骨折した。				①クレーン操作は吊り荷作業の範囲外で行う。<改行>②フックが垂直に玉掛位置に吊り降ろされているか玉掛者が確認し、合図者の指示に従い巻き上げる。<改行>③一般的な作業標準だけでなく、敷鉄板荷卸し作業手順書を作成し、安全教育を行い周知徹底させる。<改行>④全ての工種に於いて、朝礼、ＫＹＴ活動時に安全教育内容の再確認と再教育を行う。<改行>⑤専任の合図者を配置する。<改行>⑥所有資格と使用機械の適合の確認を確実に行う。		（株）沢木組		（株）沢木組																																指名停止（２週間）		reserved-39038x1F		reserved-39051x1F																																																												H18-東北-秋田-1601.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		2006		9		4		9		15		2006		TRUE		6		25		東北		5		30		0		30.0		14		1101		4		2006/9/4　9:15		38964.3854166667

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		呉		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		20年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		呉港阿賀地区道路（１号線）橋梁下部工事		平成１８年９月４日　午前１１：００頃　被災者は作業構台上に仮置きしていたブレス材（ｱﾝｸﾞﾙ　L 150×150 t=12 L=4.5 w=123kg/本）１６本を１本づつ玉掛けし構台下部へ設置する為に小ばらし作業をおこなっていた。その際、アングルが２本重なった為、当初バールで引き離しを行っていたが途中から両手で１本を引き離したところ、りん木（口100×100 L 80cm×２本）が滑りアングルが落下し、左手中指がアングルと覆工板との間に挟まれ負傷した。		平成18年9月4日 11時0分 頃		海上		その他		29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無				24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。										99:その他																				81.50%		83.90%		100.00%		83.00%		平成１８年９月４日　午前１１：００頃　被災者は作業構台上に仮置きしていたブレス材（ｱﾝｸﾞﾙ　L 150×150 t=12 L=4.5 w=123kg/本）１６本を１本づつ玉掛けし構台下部へ設置する為に小ばらし作業をおこなっていた。その際、アングルが２本重なった為、当初バールで引き離しを行っていたが途中から両手で１本を引き離したところ、りん木（口100×100 L 80cm×２本）が滑りアングルが落下し、左手中指がアングルと覆工板との間に挟まれ負傷した。						五洋建設（株）		五洋建設株式会社																																						口頭厳重注意																																																										H18-中国-広島-1701.xlsx		3/6/15 17:57		3/6/15 17:57		2006		9		4		11		0		2006		TRUE		4		29		中国		1		20		0		20.0		24		1102		4		2006/9/4　11:0		38964.4583333333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		01年 00月		型枠工		10:その他(　)						熱中症		13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0		1:労災適用		新潟港（西港地区）第二西防波堤本体工事		本事故は、平成１８年９月９日午後３時５５分頃、ケーソン製作（ＦＤ）施工現場にて発生したものである。被災者は、足場の組立作業に従事しており、１５時～１５時３０分の間、休憩を取り、作業に戻ったところ「足がつる感じがした」ため、再度休憩所に戻った。その後、他の作業員が休憩所でうずくまっている被災者を発見し、監理技術者へ報告。すぐに救急車で病院へ搬送した。医師の診察結果から「熱中症」と診断され、点滴治療を受け回復した。被災者は同日帰宅した。		平成18年9月9日 15時55分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				17:加害物なし				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										04:理解度の確認が不十分だった。										22.00%		19.00%		70.00%		65.00%		９月９日、フローティングドックにおいてケーソン製作の足場組立作業に従事していたが、１５時から３０分間の休憩をとり、作業に戻ったところ「足がつる感じがした」ため、休憩所に再度戻った。１５時５５分頃、近くにいた作業員が休憩所でうずくまっている被災者を発見。この旨をすぐに監理技術者に報告し、救急車で病院に搬送した。医師の診察をうけたところ「熱中症」と診断され、治療を受けて同日、退院した。				①自己管理を高めるための熱中症注意喚起看板及び自覚症状事例の掲示。②各作業現場に乾湿計を増設、ＦＤ外部スピーカーでの気温・湿度などの情報提供。③休憩所内の環境改善。扇風機の設置等。④体調不良時の速やかな報告の徹底、作業別による休憩時間の実施を図るため、作業別・作業場所別にグループ化を行い再発防止対策の管理を行う。		福田・本間ＪＶ		（株）福田組				株式会社本間組																大滝建設株式会社																																																																												H18-北陸-新潟-2401.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2006		9		9		15		55		2006		TRUE		23		12		北陸		1		1		0		1.0		25		1399		17		2006/9/9　15:55		38969.6631944444

		近畿地方整備局		神戸港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		30年 00月		塗装工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		船舶（監督測量船）「いずみ」修理		事故当日は、監督測量船「いずみ」の船底外板の旧塗膜をサンドブラスト工法により除去する作業を行っており、本作業は9月19日から開始していた。<改行>作業員（被災者）が、ブラストノズルから噴き出している砂の流量を左手で調整していたところ、ノズルが振れたため、ノズルの先端側を固定していた右手中指にサンドが当たり、被災した。<改行>		平成18年9月21日 8時40分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		船舶修理		84:その他(　)		サンドブラスト		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		3:200～500		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		サンドブラストノズル		16:その他の加害物(　)		サンド		09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																				04:理解度の確認が不十分だった。										20.00%		20.00%		70.00%		70.00%		8:00　朝礼<改行>8:10　サンドブラスト作業開始<改行>8:40　事故発生<改行>9:15　被災者自らバイクを運転し、病院へ				作業員に対し、危険を伴う作業及び臨機の措置に関する安全教育を徹底する｡		鹿瀬造船（株）																																																																																																		H18-近畿-技調-2303.xlsx		3/6/15 18:03		3/6/15 18:03		2006		9		21		8		40		2006		TRUE		9		29		近畿		1		30		0		30.0		26		1299		84		2006/9/21　8:40		38981.3611111111

		関東地方整備局		東京港湾事務所		波浮		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男				大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		東京港南部地区臨海道路橋梁下部基礎築造工事（その４）		　躯体型枠工において、木製型枠を角パイプで固定する作業を行っていた。<改行>　躯体外側の足場の８段目から型枠を縦方向に固定するための角パイプ（L=4.5m、18㎏）を4.3m下の型枠設置箇所まで手で降ろす途中、７段目の躯体側に張り出した足場の上に立てかけた状態で預け、作業員が体勢を変えようとしたところ、足場上の角パイプが躯体方向にすべり、５段目の足場で荷下ろしを待っていた被災者の左足の上に落下し負傷した。		平成18年9月30日 11時0分 頃		海上		躯体外周足場上		29:その他(　)		橋脚躯体型枠工		06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる						A:危険だと思わなかった				22:連絡合図が不明瞭だった。		13:油断、軽視した。																																				21:物を置いた場所が悪かった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										87.80%		84.10%		70.00%		70.00%								鹿島・みらい・鴻池特定建設工事共同企業体		鹿島建設株式会社				みらい建設工業株式会社				株式会社鴻池組																								口頭厳重注意		reserved-39077x1F		reserved-39107x1F				文書厳重注意		reserved-39077x1F		reserved-39138x1F				口頭厳重注意		reserved-39077x1F		reserved-39107x1F																																												H18-関東-東京-2201.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2006		9		30		11		0		2006		TRUE		4		29		関東		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		22		ERROR:#VALUE!		6		2006/9/30　11:0		38990.4583333333

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		20年 00月		溶接工		06:骨盤部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		1				関門航路管理施設設置工事				平成18年10月18日 13時40分 頃		陸上		その他		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打																																																																																																														みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																				12000000019873				徳川建設（株）																																																																								H18-九州-関門航路-2602.xlsx		3/6/15 17:31		3/6/15 17:31		2006		10		18		13		40		2006		TRUE		ERROR:#VALUE!		9		九州		1		20		0		20.0		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		47		2006/10/18　13:40		39008.5694444444

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		24年 00月		杭工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷								1:0～3		1		1:労災適用		関門航路管理施設設置工事		ｳｫｰﾀｼﾞｪｯﾄ併用油圧圧入工法による仮設鋼矢板打設作業中に、ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄのﾎｰｽを接続するための矢板先端部に溶接したカプラーが外れ、水圧でﾎｰｽ先端部が地上へ抜け、ホ－スが暴れ被災者（２名）に当たり足を打撲した。		平成18年10月18日 13時40分 頃		陸上		その他		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						09:他に属さない建設機械		ウォータージェット併用圧入機		09:装置				06:激突され				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																																												04:安全度が不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。																		13:25～ 鋼矢板圧入作業開始<改行>13:40　事故発生<改行>　　　鋼矢板下端に溶接した、ウォータージェット用の高圧ホースを取り付けるカプラ　　　ー（ジェットロック）が外れ、高圧ホースが暴れて作業員２名に当たった。<改行><改行>13:45　作業員詰所へ移動し、ケガの状態を詳細に確認。目立った外傷等もないため経過<改行>を見る。<改行><改行>14:15　被災部位が腫れ、痛みが出始めたため、病院に搬送				①カプラーと矢板の適切な溶接<改行>②土質状況に応じ保護材の取付		みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																				12000000019873				徳川建設（株）																																																																								H18-九州-関門航路-2601.xlsx		3/6/15 17:31		3/6/15 17:31		2006		10		18		13		40		2006		TRUE		6		9		九州		1		24		0		24.0		9		899		47		2006/10/18　13:40		39008.5694444444

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		04年 00月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）橋梁（Ｐ２６、Ｐ２７）下部工事		本事故は、橋梁下部工事の橋脚型枠設置準備作業中に発生した。被災者は、型枠受用の金具を人力にて歪みをとる作業を行っていたが、ハンマーを打ち下ろした際に、金具を押さえていた左手を誤って叩き負傷した。		平成18年11月18日 14時20分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		橋脚躯体工		02:作業準備				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20								21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。																		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								79.00%		76.00%		66.00%		63.30%		１１月１８日(土)１４時２０分型枠受用金具の修正中に、左手薬指をハンマーで打撃。<改行>痛みが治まるまで休憩。１４時４５分痛みが治まらないため病院へ向かう。１４時５０分病院で診断した結果、左手薬指が骨折していることが判明。専門医不在のため、翌月曜日に再診することとなった。１１月２０日(月)医師による再診。左環指末節骨骨折と診断される。なお、痛みを伴わない軽作業は可能との診断であった。				①軽微作業であっても朝礼等で注意喚起し安全意識の高揚を図る。②声掛け運動の実践。③普段行わない作業があれば作業手順書を作成した後作業する。④定期パトロールの頻度をあげる。		若築建設（株）・りんかい日産建設（株）ＪＶ		若築建設（株）				りんかい日産建設株式会社																和田内潜建（株）																																																																												H18-北陸-伏木富山-2801.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2006		11		18		14		20		2006		TRUE		8		29		北陸		1		4		0		4.0		21		1299		2		2006/11/18　14:20		39039.5972222222

		中部地方整備局		清水港湾事務所		田子の浦		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		02年 11月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成１８年度田子の浦港航路泊地（－１２ｍ）浚渫工事		　被災者は、グラブ船に空船となった土運船を固定するため、土運船のビットにいったんロープを係留したが、土運船の甲板端部にロープが擦れることによって係留ロープを痛めてしまうため高い位置に掛け直そうとしていたところ、船の動揺によって係留ロープが一旦緩んだ状態をウインチを緩めたと思い込み、作業合図を確認しないまま係留ロープを引き上げようとし、係留ロープの環の中に右手を入れた時に、波による動揺により係留ロープが締まり、係留ロープとビットに右手を挟まれた。		平成19年1月5日 12時35分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留用ロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。						99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。										63.00%		47.00%		53.00%		29.00%		8:00　朝礼、ＫＹ活動<改行> 8:15　浚渫船団　岸壁離岸<改行> 9:00　配置完了　浚渫開始<改行>11:35　１隻目土運船　終了<改行>12:05　２隻目土運船　岸壁離岸<改行>12:30　２隻目土運船　浚渫船接舷<改行>12:35　係留ロープを掛け直そうとして係留ロープと係船ビットの間に右手を挟まれ被災				　作業手順の遵守、危険予知活動を通じ、作業員の安全意識の自覚を促すと共に、安全標識掲示の増設や補助ロープを交換・点検し、より一層の安全対策・安全管理の強化及び安全意識の周知徹底を図る。		五洋建設（株）		五洋建設株式会社		名古屋支店																		似島建設（株）		静岡営業所										主として作業員の責等安全管理の措置に過失がない						不問																																																										H18-中部-清水-2901.xlsx		3/6/15 18:16		9/12/17 15:14		2007		1		5		12		35		2006		TRUE		8		5		中部		1		2		11		2.9		26		1104		14		2007/1/5　12:35		39087.5243055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		23		男				作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断						左小指末節部挫滅切断		2:4～8		7		1:労災適用		東京国際空港D滑走路建設外工事		航泊禁止区域内の既設灯浮標撤去の準備作業を行っていて、消灯作業中に灯浮標マンガード部と潜水士船先端アンカーガイドローラーに小指を挟み負傷した。		平成19年1月10日 14時43分 頃		海上		埋立予定地の海域		29:その他(　)				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)																				21:手工具、用具		灯浮標、潜水士船		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。								①消灯作業者は灯浮標が潜水士船に灯浮標固定者によりロープにて確実に固定状況にあること及び周囲の状況の確認を怠り、次の消灯作業に移った。②灯浮標が固定されたかどうかの注意喚起を行う者がいなかった。		22:作業場が狭かった。								①消灯作業を潜水士船船首という狭い場所及びアンカーガイドローラーという突起物がある場所で作業をしていた。②灯浮標の作業を実施するうえでの潜水士船の設備上の潜在危険への対策が不十分であった。												0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		羽田沖の航海禁止区域内において、既設灯浮標搬出準備作業中、消灯作業のため潜水士船船首で作業員1名がロープで灯浮標を抑え被災者と他1名が手で抑えていたが、波の動揺により、被災者が灯浮標マンガード部と潜水士船船先端アンカーガイドローラーに左小指を挟まれ負傷した。				①灯浮標の作業は、潜水士船の船首ではなく、船の舷側（横）で実施する。なお、舷側での作業時には事前に潜水士船の屋形を撤去する。②消灯作業者は、灯浮標の固定状況を確認したのち、次の作業を行う。また、周囲の状況にも気を配り注意指示があった場合には作業を中断し、安全を確認した後、作業を再開する。③作業指揮者を配置し、作業指揮者は作業全体を見渡し、不安全な状態があれば即座に作業を中止し、是正を行う。また、個々の作業員も動作前の安全確認を徹底する。		鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄エンジＪＦＥエンジ大成東亜東洋西松三菱重工みらい若築JV																																																																																																		H18-関東-東京空港-4501.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2007		1		10		14		43		2006		FALSE		8		29		関東		2		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		21		1399		5		2007/1/10　14:43		39092.6131944444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		02年 00月		鉄筋工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		3		1:労災適用		那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）消波ブロック製作工事（第８次）		平成１９年１月１２日（金）９:２０頃、５０ｔドロスの製作過程において、鉄筋組立架台にて鉄筋組立中に水平部吊筋（φ50mm、L=4.7m、72.4kg）の固定作業を行っていた。通常は２５ｔクレーンにて吊筋を吊り上げながら固定する作業手順となっていたが、事故当時は人力において作業を行うとともに、吊筋を桟木（吊筋を支えるべきものではないもの）で仮支えしており、その桟木が架台から外れ吊筋が落下し、その際、上部で固定作業をしていた加害者が吊筋と架台の部材に左手小指を挟まれ指を切断した。		平成19年1月12日 9時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		吊筋及び鉄筋組立架台		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。								通常は２５ｔクレーンにて吊筋を吊り上げながら固定する作業手順となっていたが、事故当時は人力において作業を行うとともに、吊筋を桟木（吊筋を支えるべきものではないもの）で仮支えしており、その桟木が架台から外れ吊筋が落下し、その際、上部で固定作業をしていた加害者が吊筋と架台の部材に左手小指を挟まれ指を切断した。		03:機械・器具に欠陥があった。								鉄筋架台に吊鉄筋仮止め用の金具が付いていないことから、不安全な作業になってい　た。		05:教育訓練体制が不備であった。								安全作業手順書に基づく作業が行われておらず、安全教育・指導が不十分であった。		46.60%		44.30%		50.00%		47.40%		平成１９年１月１２日（金）ラジオ体操、ＫＹＫ終了後、8:20より消波ブロック（５０ｔドロス）の鉄筋加工組立をしていたが、9:20頃に吊筋（約72kg）を取付ける際、吊筋を仮止めしていた桟木が外れ、吊筋が落下し左手小指を吊筋と鉄筋組立架台に挟まれ切断した。				・鉄筋架台にパイプを取付け、鉄筋の落下防止処置を行う。<改行>・事故当日中に、今回の事故の原因追及と対策を行い、今後現場で二度と事故が起きないよう安全に関する教育を行う。<改行>・朝礼、安全工程打合わせ、安全教育、安全衛生協議会等において注意喚起、教育を行い、作業員の安全意識の高揚を図る		（株）　呉屋組		（株）呉屋組																																文書警告						施工体制上の監督・管理の徹底に一層努められ、今後かかる事態が生じないよう警告する。																																		労働基準監督署		reserved-39098x1F		1.作業毎に安全作業手順を確立し安全作業手順に基づく作業の実施を徹底させること。<改行>2.適宜安全教育を実施し、作業員の安全に対する意識の高揚を図ること。																				H18-沖総局-那覇-3001.xlsx		3/6/15 17:12		3/6/15 17:12		2007		1		12		9		20		2006		TRUE		9		17		沖縄		1		2		0		2.0		26		1399		54		2007/1/12　9:20		39094.3888888889

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		30年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		02:頸部		04:胸部				01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成１８年度　四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞４号幹線）地盤改良工事		補強土壁工の造成で使用する大型土嚢の運搬途中で発生した。トレーラーにて運搬した大型土嚢を荷降ろし中に吊荷が振れ、玉掛け作業をしていた被災者にあたり、高さ1.8mの積荷１段目より転落した。		平成19年1月25日 16時5分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		06:地盤改良				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		大型土嚢		01:墜落・転落				0199:墜落：その他						02:資格が無いのにやった。		04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		24:相手の行動を確認しなかった。																																22:作業場が狭かった。										07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		23:資格者のチェックをしていなかった。						83.00%		81.00%		60.00%		50.00%		　午後の休憩後、大型土嚢を29tトレーラーに積込み、場内移動し0.7m3クレーン仕様バックホウにて荷下ろし作業にかかった。<改行>　16:05頃、トレーラー荷台上に２段積みした上部の大型土嚢を吊ったところ吊荷が振れて、被災者に接触し転落した。<改行>				・作業員の適正に配置するため、前日の打合せ時に必要な資格者の確認を行う<改行>・作業手順の見直し		（株）間組		株式会社安藤・間		名古屋支店																		株式会社　中京建設				豊国建設　株式会社								安全管理の措置が不適切						文書注意																																																										H18-中部-四日市-3101.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		2007		1		25		16		5		2006		TRUE		1		6		中部		1		30		0		30.0		14		199		4		2007/1/25　16:5		39107.6701388889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		41		男				潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京国際空港D滑走路建設外工事		航泊禁止区域内の潜水探査・異常物点検除去作業中に水深６～７ｍの海底で異常物（軽量鋼矢板）を発見し、異常物にワイヤーをかけるため、握って持ち上げようとしたところ、付着していたカキ殻がはがれると同時に異常物の縁で指を負傷した。		平成19年2月1日 10時20分 頃		海上		潜水作業		02:探査工				24:潜水探査																				26:その他の起因物(　)		海底に投棄されていた軽量鋼矢板片		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1										①潜水士は、揚収する異常物が泥を被っているのに不用意に掴んだ。②潜水士は、揚収する異常物を起こそうとして、不用意に掴んで持ち上げた。③潜水士は、泥の中にある異常物に手を入れて玉掛けしようとし、金属類等で被災した。																						0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		水深６～７ｍで潜水探査を行ったところ、異常物を発見した。異常物（軽量鋼矢板）に玉掛けワイヤーを掛けるために、その異常物を握って持ち上げようとしたところ、付着していたカキ殻がはがれると同時に皮手袋をしていたにもかかわらず、軽量鋼矢板の縁で裂傷により被災。				①異常物の形状・寸法確認以外は、手で掘り起こす作業は行わない。②揚収する異常物を起こす際には、ＳＵＳ棒をカギ状にした物を併用して作業を行う。③原則として揚収する異常物確認後、玉掛け出来るまではジェットポンプにて周囲を掘る。		鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄エンジＪＦＥエンジ大成東亜東洋西松三菱重工みらい若築JV																																																																																																		H18-関東-東京空港-4601.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2007		2		1		10		20		2006		FALSE		9		2		関東		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		26		1399		24		2007/2/1　10:20		39114.4305555556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男				職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		横浜港本牧地区岸壁（－１３ｍ）（改良）撤去工事		電動式丸ノコによるコンパネ切断作業において、作業が終了してスイッチを切ったが、まだ回転が止まっていない状況で左手を出し、左手中指を切傷した。		平成19年2月2日 11時40分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		桟橋撤去工		84:その他(　)		木工板切断作業		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								20:動力工具		電動丸鋸		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。								①開口部の養生蓋製作を本来の作業者（大工）にさせることをせず、被害者自ら行った。②電動丸鋸の電源を切った後に惰性で回転中の丸鋸の歯に注意をはらわず手を近づけた。																						27.00%		13.00%						電動式丸ノコによるコンパネ切断作業において、作業が終了してスイッチを切ったが、まだ回転が止まっていない状況で左手を出し、左手中指を切傷した。				①安全衛生責任者に対し、安全衛生責任者の職務の確認について安全教育を実施し、職務分担の再確認と周知を図る。②作業員に対し、予定外作業発生時のルールについて安全教育を実施し、ルールの遵守を推進する。③作業員に対し、電動工具取り扱いの基本について安全教育を実施する。		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																口頭厳重注意3ヶ月		reserved-39167x1F		reserved-39258x1F																																																												H18-関東-京浜-4201.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		2007		2		2		11		40		2006		TRUE		9		29		関東		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		20		1299		84		2007/2/2　11:40		39115.4861111111

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男				監理技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		鹿島港岸壁（－１４ｍ）裏込工事		根固ブロックの水中仮置き作業の作業中、起重機船のクレモナロープが切断し、防波堤上で指示していた監理技術者にあたり転倒負傷した。		平成19年2月4日 16時55分 頃		陸上		護岸上		18:コンクリートブロック転置				78:コンクリートブロック積				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。		13:油断、軽視した。						被災者が係留ロープが切れることを想定していなかった。		35:その他の作業環境に欠陥があった。								ケーソン角等擦れやすい箇所に係留ロープを使用した。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								係留ロープ係留箇所周囲に立入禁止措置を取っていなかった。		72.00%		57.00%		74.00%		74.00%		起重機船（２１０ｔ吊）にて根固ブロックの仮置き作業を行っていた。ブロックの仮置き完了直後、起重機船の係留ロープ（φ５５ｍｍ）が切れて、作業状況を監督していた監理技術者の左上腕部に当たり、仰向けに倒れ被災した。				①作業船の係留作業前に、船と係留環の位置を確認して係留ロープがどのような状態になるか判断し、安全対策（根付ワイヤーの使用、角材による養生）を適切に行う。②係留ロープの係留箇所周囲半径１５ｍの外側に立入禁止措置を行う。		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																指名停止2週間		reserved-39171x1F		reserved-39184x1F																																																												H18-関東-鹿島-4301.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2007		2		4		16		55		2006		TRUE		4		18		関東		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		8		204		78		2007/2/4　16:55		39117.7048611111

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		58		男		02年 00月		運送業		02:頸部								01:打撲傷								5:31以上		90				高知空港場周柵改良等工事（その（３））				平成19年2月14日 10時30分 頃														3:雨						3:中風（4～8）		3:10～20								24:材料等				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。						・作業員の判断で飛散防止措置がとられていたコンパネを移動した<改行>・移動した当時の風速が３～４ｍ程度であったことから、作業員はコンパネが飛散するとは思わず飛散防止措置をとらず仮置きした。																																																		10.20%		6.50%		0.00%		0.00%		ＦＲＰフェンスの荷卸しを開始。現場作業員が飛散防止措置をとり地面におかれていたコンパネ６枚を荷卸し作業の邪魔になる思い、近隣のフェンス基礎コンクリートの上に移動し仮置きした。その後、突風により仮置きしていたコンパネ６枚の内２枚が飛散しそのうち１枚が、荷卸し作業中の作業員の後方より飛来し、後頭部（ヘルメット着用）にあたり被災した。<改行>				・資材の飛散防止のため個縛渡等を確実に行う<改行>・自分だけで判断行動せず現場責任者の確認をとる<改行>・指示報告経路の周知徹底を図り必ず現場責任者が確認する		入交建設（株）																																																																																																		H18-四国-高知-3801.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2007		2		14		10		30		2006		FALSE		4		ERROR:#VALUE!		四国		5		2		0		2.0		24		202		ERROR:#VALUE!		2007/2/14　10:30		39127.4375

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		須崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		10年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								5:31以上		53				須崎港湾口地区防波堤工事(その(4))				平成19年2月23日 12時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				10:用具等				20:異物（眼、耳、鼻）				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		03:指示、命令を守らなかった。		慣れによる油断から防護メガネの使用を怠った。また、昼休み中に単独作業を行った。																						60.20%		57.50%						昼休み中にラチェットレンチの整備のためワイヤーブラシで磨いていたところ左目にワイヤーが入った				工具の使用方法及び作業手順の再確認について周知、徹底を行う		啓大建設（有）		啓大建設（有）																				（有）丸宮建設												文書注意																																																																H18-四国-高知-3901.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2007		2		23		12		30		2006		TRUE		20		17		四国		5		10		0		10.0		21		1299		3		2007/2/23　12:30		39136.5208333333

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		百里飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		36		男				作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		百里飛行場本体部排水路他工事		ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ用水ﾀﾝｸの排水口蓋を上部のﾎﾞﾙﾄ1本で止めて水抜き作業後、回転防止用のもう1本のﾎﾞﾙﾄを外す作業していた時に蓋が動いて排水口と蓋との間に右手指を挟んだ。		平成19年3月7日 10時10分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1																						04:理解度の確認が不十分だった。										30.00%		30.00%		93.00%		93.00%		水タンク（３０ｍ3）の水抜きを排水口より行っていた。排水後、排水口蓋を固定しているボルトを外していたが、ボルトを支点に蓋が回転し排水口との間に指をはさんだ。				①職長からの作業指示の遵守　②職長による指示した作業の確認の徹底　③朝礼、及び作業開始前における危険予知の徹底。		五洋建設（株）		五洋建設株式会社																																																																																																H18-関東-鹿島-4401.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		2007		3		7		10		10		2006		FALSE		8		29		関東		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		22		1299		3		2007/3/7　10:10		39148.4236111111

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		12年 00月		溶接工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		04:胸部				04:骨折		13:その他(　)				外傷性血気胸、中心性脊髄損傷		5:31以上		60				平成１８年度名古屋港第２ポートアイランド排水路整備工事		名古屋港では浚渫土をポートアイランドに土捨てしており、発生する余水の流路の一部に排砂管を使用している。今回の事故は流路の変更に伴う排砂管の撤去時に発生した。<改行>排砂管（φ760mm）を撤去のため、架台と排砂管を止めている管固定バンドを、仮支持しながら切断したが、切断時に排砂管が振れ作業員の顔面を強打し、並列している排砂管に背中を強打した。		平成19年3月20日 13時50分 頃		海上		土砂処分場		29:その他(　)				12:ガス溶接・切断				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				06:激突され				1199:取扱運搬等：その他																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		22:連絡合図が不明瞭だった。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				69.00%		78.00%		100.00%		0.00%		7:30　朝礼、ＫＹ活動<改行> 7:45　現場へ移動、<改行> 8:00　現場到着、作業開始<改行>12:00  午前の作業終了<改行>12:45　作業打ち合わせ<改行>13:00　作業開始（Ｕボルトを下から切断して、排砂管を撤去開始）<改行>13:47　架台に上がり、排砂管を仮支持しながらＵボルトを切断<改行>13:50　Ｕボルト切断時に排砂管が振れて被災				①作業前に手順を全員で確認して作業を始める。<改行>②危険だと思った時は、一声かけて注意を促す。<改行>③朝礼、ＫＹ活動で危険なポイントを周知させる。<改行>④キャンバー、チェーンブロック等で排砂管の移動防止を行い固定ベルトの切断作業を行う。		鈴中工業（株）		鈴中工業株式会社																				神ノ倉開発（株）												安全管理の措置がやや不適切						文書注意																																																										H18-中部-名古屋-5401.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2007		3		20		13		50		2006		TRUE		6		29		中部		5		12		0		12.0		22		1199		12		2007/3/20　13:50		39161.5763888889

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		呉		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		12年 00月		現場代理人・計測管理工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						06:関節の障害								1:0～3		0		1:労災適用		呉港阿賀地区道路（1号線）北側護岸地盤改良等工事		ＣＤＭ２号機のリーダー上に設置している安全ブロックの紐が、オーガーの中間振止めに引っ掛かっていたので外しに本体上に昇り紐を外し終えた。本体の梯子よりキャタピラー上へ降りて、キャタピラー上より地面に降りる際に左足首を負傷した。		平成19年4月16日 9時0分 頃		陸上		埋立地、埋立		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)				01:地面				19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		17:危険を知らずにやった。						99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。										31.50%		29.70%		20.00%		4.00%		ＣＤＭ２号機のリーダー上に設置している安全ブロックの紐が、オーガーの中間振止めに引っ掛かっていたので外しに本体上に昇り紐を外し終えた。本体の梯子よりキャタピラー上へ降りて、キャタピラー上より地面に降りる際に左足首を負傷した。				（1）安全ブロックの紐（ワイヤー）が、たるんで振れ止め等に当たらないように、リーダーに設置してある階段に巻き付けて、端を本体側に引っ張り固定する。<改行>（2）杭打機本体への昇降時は、付属設備が着いている所より基本的に行う事とする。作業の状況でやもえず付属の設備が無いところからの昇降については、専用の昇降台を用いる事とする。<改行>（3）現場で起きた事故・けが等は、些細な事でもまず元請け職員に速やかに申し出る。決して自分たちで判断しない。		株式会社大林組　広島支店																																																																														無し																				H19-中国-広島-0101.xlsx		3/6/15 17:57		3/6/15 17:57		2007		4		16		9		0		2007		TRUE		19		6		中国		1		12		0		12.0		26		1399		1		2007/4/16　9:0		39188.375

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		51		男		10年 06月		オペレーター		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		新千歳空港　滑走路北側改良工事				平成19年4月27日 22時4分 頃		陸上		その他		22:舗装				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				03:激突				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック																														A:危険だと思わなかった		1		19:よそ見をしていた。																														39.80%		25.30%		39.80%		25.30%		　平成１９年４月２７日（金）の夜間作業を行うべく、他工事の工事車両が９番ゲートより進入し、突当りの交差点までの区間に最終便が到着するまで道路左側に寄せて待機していた。<改行>　当該工事の切削班がＢ滑走路横の場周道路際に設置している重機仮置き場で切削機の暖気を行うため、職員の車両１台と１次下請けの車両３台が９番ゲートより進入、待機停車中の車両をかわす形で対向車線側に避けて走行して、目的地に行く予定だった。<改行>　当該工事は、２２：００頃、現場での朝礼、ＫＹを終了して山田口より進入し、９番ゲートから場周道路へ向かう際に１台目は待機停車中の車両をかわして走行したが、２台目の車両（２ｔトラック）が停車していた最後尾のタイヤローラーに気付くのが遅れてかわしきれず、ローラーの後方右側に衝突した。				（1）工事関係者全員を対象とした、安全大会などによる安全意識の高揚を図る。<改行>（2）停車、待機時の車両はスモールライトを点灯させる。（ハザード点灯はＣＡＢとの協議により不可）※最後尾の車両は反射ステッカーを装着する。（全夜間工事対象）<改行>(3) 制限区域入場時の輻輳化を解消するために入場の体制をルール化する。<改行>（4）ダンプ経路では一方通行としているので、作業車が逆走の形になる場合はダンプ優先とし、対面時には作業車が一時停車する。（今までは徐行走行）		大成ロテック（株）		大成ロテック株式会社																																																																																																H19-北開局-千歳-0201.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2007		4		27		22		4		2007		FALSE		3		22		北海		1		10		6		10.5		5		702		1		2007/4/27　22:4		39199.9194444444

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		36		男		07年 10月		坑夫		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						眼球化学熱傷		1:0～3		0		1:労災適用		新潟空港下水道管渠敷設工事		裏込材注入用配管延長作業において、新しい配管の接続箇所の前後バルブ閉め・圧抜き・新配管接続の手順を経て、ゴムホースを再接続しようと手繰り寄せていた。<改行>その際、ホース端部のバルブが他ホースと接触して開き、裏込注入材（Ｂ液；水ガラス系）が噴出し被災したものである。なお、被災者はヘルメット一体型の保護メガネを使用していたが、横の隙間から薬液が入り右目を負傷したものである。<改行><改行><改行>中に発生したものである。被災者は、		平成19年6月11日 22時50分 頃		陸上		シールド坑内		29:その他(　)		シールド工		84:その他(　)		坑内配管接続作業										3:10～20								26:その他の起因物(　)		裏込注入用ホースのバルブ		16:その他の加害物(　)		裏込注入材料Ｂ液		23:その他(　)		バルブの緩みによる薬材の飛散		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																												64.00%		53.00%		62.00%		51.00%		６月１１日　１９：００　朝礼・ＡＴＫＹ活動　掘削準備<改行>　　〃　　　１９：３０　７１２リング掘進<改行>　　〃　　　２０：００　７１２リングセグメント組立<改行>　　〃　　　２０：３０　７１３リング掘進<改行>　　〃　　　２１：００　７１３リングセグメント組立<改行>　　〃　　　２１：３０　７１４リング掘削<改行>　　〃　　　２２：００　７１４リングセグメント組立<改行>　　〃　　　２２：３０　段取り工（配管延長等）<改行>　　〃　　　２２：５０頃　被災　				１）更なる事故撲滅に向けた取り組みを行う。今回の事故原因と再発防止策を関係者に周知する。<改行>①安全設備・各種機器類の設置状況等を安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ時に確認する。<改行>②朝礼等において繰返し作業中の気の緩みのないように声かけ等を行う等、同様な事故の再発を防ぐよう請負者に指導する。<改行>③安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙを引き続き実施し、安全意識の高揚を図る。<改行>④「事故災害発生時における情報連絡体制」について、JV職員等の担当者へ再説明し、周知徹底を図る。<改行>２）不意にﾊﾞﾙﾌﾞが開かないより安全なﾊﾞﾙﾌﾞ構造を検討する。（レバー着脱式）<改行>３）使用する保護眼鏡について、顔の脇部分もカバーできるより安全性の高いものを検討する。（ゴーグルタイプ）		大林・不動・本間特定建設工事共同企業体		株式会社大林組				株式会社不動テトラ				株式会社本間組																																																																																								H19-北陸-新潟-0401.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2007		6		11		22		50		2007		FALSE		23		29		北陸		1		7		10		7.8		26		1399		84		2007/6/11　22:50		39244.9513888889

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		12年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		31		2:労災非適（船員法適用）		新潟港（東港地区）西防波堤改良工事		岸壁に起重機船を係留する作業において、左船首側の係船ロープを本船より岸壁に引っ張っていく時に、係船ロープに強い力がかかり、着火船前部のビットに掛けていた補助係船ロープのサツマが解け、引っ張られた着火船上の係船ロープが船の先端にいた作業員の右足すね部に接触し、被災した。		平成19年8月2日 10時25分 頃		海上		新潟市北区太郎代地先（第3支給場所）		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係船ロープ		16:その他の加害物(　)		係船ロープ		04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。		13:油断、軽視した。		99:その他				点検で気づかなかった		01:設計構造が悪かった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																		64.00%		67.10%		0.00%		3.80%		８月２日　７：００　朝礼での作業手順の周知、ＫＹ活動、船舶機械等の始業前点検<改行>　 〃 　　８：３０　作業所長による現場巡視の実施<改行>　 〃　　 ９：３０　テトラポッド乱積（１隻目）の作業完了し、テトラポッドの補充　　　　　　　　　　を行うため、ブロック支給場所（第三支給場所）へ曳船開始。　<改行>　 〃　 １０：２０　曳船された起重機船がブロック支給場所に到着し、着火船操船も　　　　　　　　　　含め、着岸作業を開始<改行>　 〃   １０：２５　災害発生　				①作業員が着火船首部危険区域に立ち入らないよう、立入禁止　区域を黄色ペンキで明示する。<改行>②作業員が、立入禁止区域でロープをかわす作業を行わなくて　も良いように、船首部に金具を取り付け、係船ロープの障害　となる曳船用ガイドや突起物が係船ロープに引っ掛からない　ようにする。<改行>③起重機船のタイヤペンドルと船体の間にロープが挟まらない　よう、チェーンでタイヤペンドルを起重機船に固定する。<改行>④着火船の係船作業員は、係船作業中係船ロープへの大きな張　力が作用しないよう、張り具合を確認し、着火船船長に合図　しながら、徐々に係船ロープを引き出す。この時、起重機船　上の甲板作業員も引き出し作業を同時に確認し、着火船船長　と無線機にて連絡を取れる状態を確保する。<改行>⑤係船ロープの始業前点検を強化する。念のため係船補助ロー　プを新品に交換する。<改行>⑥今回の災害の再発防止対策を作業手順書に盛り込み、作業従　事者に周知徹底する。		（株）本間組		株式会社本間組																																																																																																H19-北陸-新潟-0701.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2007		8		2		10		25		2007		TRUE		4		19		北陸		5		12		0		12.0		26		204		14		2007/8/2　10:25		39296.4340277778

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		呉		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		20年 00月		とび工		10:その他(　)								13:その他(　)								1:0～3		0		1:労災適用		呉港阿賀地区道路（１号線）橋梁下部工事（その２）		　当日午前中にP5橋脚鋼管矢板 定規工の導杭引き抜きを行い、午後から阿賀マリノポリス地区ヤードへH鋼杭の陸揚げ作業を行っていた。被災者は玉掛け作業に従事していた。<改行>　日中の気温が非常に高く(33.7℃)、水分等を補給しながら作業していたが、作業中に気分が悪くなり木陰で休憩した。しかし、体調が戻らなかったため救急車で病院へ搬送し医師の診察を受け、脱水症と診断された。<改行>　病院にて点滴治療を受けた。治療後の検査・診察により特に問題ないとの診断を受け、当日宿舎へ帰宅した。翌日も体調に異常は無く、回復している。		平成19年8月18日 15時48分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)				15:起因物と同じ				12:高温の物との接触				1303:その他：高熱物、低熱物等による																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				41.00%		40.30%		100.00%		99.00%		　平成19年8月18日　P5鋼管矢板基礎、定規工の導杭である鋼材を台船からマリノポリス岸壁へ65tラフタークレーンにより陸揚げ作業を行っていた。被災者はこれに伴う玉掛作業を行っていた。<改行>　午後3：48頃　気分が悪くなり、日陰で休んだが回復しないため病院へ向かった。				（1）熱中症に関する知識向上のため再教育を行う。<改行>（2）作業場所での外気温・湿度の計測による作業環境の確認。<改行>（3）休憩、水分・塩分補給の時間調整と体調確認。		五洋建設（株）																																																																																																		H19-中国-広島-0601.xlsx		3/6/15 17:57		3/6/15 17:57		2007		8		18		15		48		2007		TRUE		12		9		中国		1		20		0		20.0		26		1303		4		2007/8/18　15:48		39312.6583333333

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		35年 00月		鳶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		下関港（新港地区）橋梁外１件工事		小梁５本の内、３本を所定の位置に設置し、４本目を歩道側から吊り降し大梁上に仮置した際、撤去していなかった大梁用吊り金具（ﾜｲﾔｰとｼｬｯｸﾙ）上に小梁を仮置きしたため被災者側に傾き転倒し、これと大梁に左足くるぶし部を挟まれ負傷した。		平成19年8月21日 13時45分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		仮設工		84:その他(　)		移動作業足場組立		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。				20:不安全に物が置いてあった。		23:作業場の整理が悪かった。																										7:45～　朝礼・危険予知活動<改行> 8:15～　移動式作業車組立準備作業開始<改行>13:00～　小梁吊り込み開始<改行>13:45　　事故発生<改行>14:20　　救急車にて病院に到着。診察・手当開始<改行>17:30　　診察・手当完了				①巡回時の確認不足に対し、仮設足場の組立解体作業時における日常点検表を作成し１次下請が現場にて日々チェックを行い、不良の場合は直ちに是正を行う。また、元請けもこれを日々点検確認する。<改行>②橋面下の作業において、監視員（１次下請）を追加配置し作<改行>業状態を監視すると共に注意を喚起する。<改行>③全ての玉掛け作業時に“吊り荷下よし、吊り荷安定よし”の<改行>指差し呼称を実践する。		三井住友建設（株）		三井住友建設株式会社																				皆栄建設工業（株）												不問																																								労働基準監督署				なし																				H19-九州-下関-0801.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		2007		8		21		13		45		2007		TRUE		8		29		九州		5		35		0		35.0		22		1399		84		2007/8/21　13:45		39315.5729166667

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		日高		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		03年 00月		型枠大工		10:その他(　)		10:その他(　)		10:その他(　)				13:その他(　)		13:その他(　)		13:その他(　)		熱中症		1:0～3		3		1:労災適用		日高港塩屋地区防波堤（Ａ）ケーソン製作工事		盆休み明けの炎天下での作業。<改行>午前中の摩擦増大マットの敷設作業は肉体労働。<改行>午後からの足場組み立て作業時に体調の不調を訴える。<改行>詰め所で休憩するも、復調しないため病院に搬送。		平成19年8月21日 14時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		気象条件：気温		15:起因物と同じ				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		20:身体の調子が悪かった。								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										17:下請け指導が不適切だった。										20.00%		18.00%		50.00%		50.00%		午前中　摩擦増大マットの敷設作業に従事。<改行>13時　ケーソン製作足場組立作業を開始<改行>14時40分　体調が優れないと職長に訴え、作業員詰め所で休憩<改行>15時20分　休憩したが体調が回復しないため病院に搬送。<改行>15時40分　診断の結果、熱中症・脱水症・腎機能障害との診断を受ける。				熱中症予防教育・啓蒙活動の実施で作業員の意識の向上<改行>具体的対策（ネックガード使用の徹底、クーラーバック等の増設、作業員同士の声掛け合いで体調の気遣い、重労働の時にはこまめな休憩、温度計の設置、休憩時の衣類の着替え）<改行>		日本国土開発（株）		日本国土開発（株）		大阪支店																		八光建設工業（株）												熱中症に対する注意喚起の内容や具体的対策が不十分						不問																																		労働基準監督署		reserved-39325x1F		届け出を受け付けたが、特に指導・注意はしない																				H19-近畿-和歌山-2701.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		2007		8		21		14		40		2007		TRUE		23		11		近畿		1		3		0		3.0		26		1399		17		2007/8/21　14:40		39315.6111111111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		23年 00月		船舶保守・管理		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成１８年度　久慈港湾口地区防波堤（南堤）本体工事（その２）		ＦＤ操作室上燃料給油口付近にて、被災者がローリー船からの給油のため、給油ホースを滑車付吊り上げ装置にて人力で吊り込み作業中、吊り上げ装置固定部のパイプ部分が破断し（腐食が進行していたため）、下方にて吊り込み作業中の被災者の右肩に激突した。		平成19年9月11日 9時50分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				03:激突				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置																														A:危険だと思わなかった				10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。										03:機械・器具に欠陥があった。																				50.40%		50.00%		100.00%		0.00%						１．十分な強度をもった吊上装置に交換し、作業前の設備点検。<改行>２．吊上装置下方、作業範囲立入禁止措置。<改行>２．当該作業時は電動ウインチにて遠隔操作にて吊り上げる。		若築・大旺特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				大旺新洋株式会社																																																																																												H19-東北-釜石-1301.xlsx		3/6/15 18:57		3/6/15 18:57		2007		9		11		9		50		2007		TRUE		3		12		東北		1		23		0		23.0		14		699		6		2007/9/11　9:50		39336.4097222222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		08年 00月		電工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		2		1:労災適用		石巻港雲雀野地区長周期動揺低減システム製作調整工事		埋設管への配線作業において、先導索の引き込み作業を行っていたが、先導索２本をカラビナを用いて繋いでいたところ、（カラビナの結合スリーブが十分に締まっていなかったため）カラビナが前後からの引っ張りにより変形し、結合部が埋設管からハンドホールに出た時点で後部の先導索が外れ、前部先導索とカラビナがハンドホール上部で通線の確認をしていた被災者に向かって飛んできたため、反射的にかばおうと足を出したところ足に当たり骨折した。（ハンドホール内に水が溜まっていたため安全靴を着用していなかった）		平成19年9月11日 15時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				09:電気設備				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30						2:無		26:その他の起因物(　)		カラビナ		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		07:防護物・保護具を使用しなかった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																										38.00%		35.00%		50.00%		40.00%						１．カラビナを使用して先導索を繋いだ作業は行わない<改行>２．引き込み作業時は先導索に近づかない<改行>３．保護具の適正使用を徹底する		東北ドック鉄工（株）		12000000019621																																																																																																H19-東北-塩釜-1501.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		2007		9		11		15		30		2007		TRUE		4		29		東北		1		8		0		8.0		26		299		9		2007/9/11　15:30		39336.6458333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		39		男		05年 00月		作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　護岸・埋立（１）－港湾土木工事－キ		深浅測量を行おうとして、作業員がＳＣＰ船から測量船に乗り移った時、右足を両船に挟まれ負傷した。		平成19年9月14日 11時3分 頃		海上		その他		01:深浅測量				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		08:作業船				02:甲板				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。								99:その他								フェアリーダーが存在した		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										3.00%		3.00%		10.00%		10.00%								鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				大成建設株式会社				五洋建設株式会社				前田建設工業株式会社																												文書厳重注意		reserved-39415x1F		reserved-39475x1F				文書厳重注意		reserved-39415x1F		reserved-39475x1F				文書厳重注意		reserved-39415x1F		reserved-39444x1F																																				H19-関東-東京空港-6101.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2007		9		14		11		3		2007		FALSE		8		1		関東		1		5		0		5.0		8		1399		1		2007/9/14　11:3		39339.4604166667

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		12年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		42		3:労災非適（その他）		那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）ケーソン製作工事		ケーソン製作時に使用した枠組足場を解体するため、ＦＤ上の足場をクレーンにて５連３段（通常５連２段）の大組で作業ヤード上に降ろし、地上で人力により足場解体作業（３段５．７ｍ、作業高さ２段目３．８ｍ）をしていたところ、台風接近による突風により枠組足場が転倒し、２段目の足場上（３．８ｍ）で作業していた作業員２名が地上に転落した。		平成19年9月14日 14時35分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				17:足場の組立・解体等				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		11:足場、通路				08:崩壊・倒壊		突風		05:崩壊・倒壊				0101:墜落：足場から																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		2		04:作業標準を守らなかった。																								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								98.60%		98.60%		100.00%		98.00%		ケーソン製作時に使用した枠組足場を解体するため、ＦＤ上の足場をクレーンにて５連３段（通常５連２段）の大組で作業ヤード上に降ろし、地上で人力により足場解体作業（３段５．７ｍ、作業高さ２段目３．８ｍ）をしていたところ、台風接近による突風により枠組足場が転倒し、２段目の足場上（３．８ｍ）で作業していた作業員２名が地上に転落した。				１）気象・海象の情報収集を確実に行い、作業中止基準の遵守を徹底すること。<改行>２）作業手順書に基づき作業を行うことを徹底すること。<改行>３）下請け業者への安全教育・指導を徹底すること。<改行>		（株）大寛組		（株）大寛組																																文書警告																																																																H19-沖総局-那覇-1801.xlsx		3/6/15 17:12		3/6/15 17:12		2007		9		14		14		35		2007		TRUE		5		12		沖縄		5		12		0		12.0		11		101		17		2007/9/14　14:35		39339.6076388889

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		19		男		03年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		新千歳空港エプロン改良工事		エプロン舗装に伴う準備工として鉄網の設置を行っていた。コンクリート打設時の捲れ防止の為、鉄網の設置は先に設置した鉄網の下に新鉄網を潜り込ませる設置方法となっていた。四隅を４名で持ち設置していたが、４名のうち２名が既に設置済みの鉄網を持ち上げ、新たな鉄網を下にラップさせる作業であった。被災者はこの既設鉄網を左手で持ち上げつつ、新鉄網を右手で持ち既設鉄網の下に送り込んでいる段階で左手が離れ、既設鉄網が落下し、右腕内側に接触し、被災したものである。		平成19年9月18日 16時30分 頃		陸上		誘導路		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								24:材料等				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		1		31:無理な姿勢で作業した。																														64.00%		67.00%		83.00%		83.00%						①溶接金網の重ね合わせの上下は打設方向手前を下とするよう作業手順を変更。(これまでは施工機械が引っ掛からない様に打設方向を上としていた。)<改行>②当初、溶接金網の設置を６名で行っていたが、その他の作業を兼任していた為分散し、いざ敷設する際に人員確保されないまま作業を行っていたため、作業人員を確保する。<改行>③６人で面積の広いもの(6.6m×1.6m)を設置する為、掛け声を掛け合って負担が偏らないよう合図を徹底する。		日本道路（株）		日本道路株式会社		北海道支店																																																																																														H19-北開局-千歳-1101.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2007		9		18		16		30		2007		FALSE		9		22		北海		1		3		0		3.0		24		1199		66		2007/9/18　16:30		39343.6875

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		13年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		大船渡港永浜地区岸壁（－１３ｍ）上部工事		上部工、係船曲柱の取り付け作業中において、曲柱のアンカーボルトが穴へうまく入らなかったため、ボルトを手で揺すりながら徐々に入れていたところ、急にボルトが入って下がった為、ボルト頭部のナットと係船曲柱の頭部の間に左手の親指の先を挟んで負傷した。		平成19年9月21日 6時50分 頃		海上		その他		23:けい船岸付属工				69:係船柱取付				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																		25.00%		21.00%		89.00%		67.00%		上部工、係船曲柱の取り付け作業中において、曲柱のアンカーボルトが穴へうまく入らなかったため、ボルトを手で揺すりながら徐々に入れていたところ、急にボルトが入って下がった為、ボルト頭部のナットと係船曲柱の頭部の間に左手の親指の先を挟んで負傷した。				１．ボルトが入らない場合は、ボルトに手を掛けずに介錯ロープにて揺らしながら挿入する。２．作業標準書の見直し（アンカーボルト設置作業の明確化）。３．ボルト取り付け作業は作業員２人以上で行う。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社		東北支店																																				不問																																																										H19-東北-釜石-1603.xlsx		3/6/15 18:56		8/21/23 17:14		2007		9		21		6		50		2007		TRUE		8		23		東北		1		13		0		13.0		22		1399		69		2007/9/21　6:50		39346.2847222222

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		13年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		大船渡港永浜地区岸壁（－１３ｍ）上部工事		上部工、係船曲柱の取り付け作業中において、曲柱のアンカーボルトが穴へうまく入らなかったため、ボルトを手で揺すりながら徐々に入れていたところ、急にボルトが入って下がった為、ボルト頭部のナットと係船曲柱の頭部の間に左手の親指の先を挟んで負傷した。		平成19年9月21日 6時50分 頃		海上		その他		23:けい船岸付属工				69:係船柱取付				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																		25.00%		21.00%		89.00%		67.00%		上部工、係船曲柱の取り付け作業中において、曲柱のアンカーボルトが穴へうまく入らなかったため、ボルトを手で揺すりながら徐々に入れていたところ、急にボルトが入って下がった為、ボルト頭部のナットと係船曲柱の頭部の間に左手の親指の先を挟んで負傷した。				１．ボルトが入らない場合は、ボルトに手を掛けずに介錯ロープにて揺らしながら挿入する。２．作業標準書の見直し（アンカーボルト設置作業の明確化）。３．ボルト取り付け作業は作業員２人以上で行う。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社		東北支店																																				不問																																																										H19-東北-釜石-1602.xlsx		3/6/15 18:56		8/21/23 17:14		2007		9		21		6		50		2007		TRUE		8		23		東北		1		13		0		13.0		22		1399		69		2007/9/21　6:50		39346.2847222222

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		13年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0				大船渡港永浜地区岸壁（－１３ｍ）上部工事		上部工において架台に固定した係船曲柱へ起重機船から吊り下げられたアンカーボルトを取り付ける作業をしていたが、くの字に曲がった形状であったため穴になかなか通らず、職長兼合図者であった被災者が手伝い、ボルトをゆすりながら差し込む作業をつづけていたところ、急にボルトが３０ｃｍ程度下がり、被災者はボルト上部のナット部を握っていたためボルトの落下に持っていかれ、ボルトナット部と係船曲柱の頭部に指を挟んで骨折した。		平成19年9月21日 6時50分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工				69:係船柱取付				1:晴れ																24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																																																														東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																																																																																H19-東北-釜石-1601.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2007		9		21		6		50		2007		TRUE		8		21		東北		1		13		0		13.0		24		1399		69		2007/9/21　6:50		39346.2847222222

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		22年 00月		土工（玉掛者）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		04:骨折						2:4～8		7		1:労災適用		浜田港福井地区防波堤（新北）築造工事（その２）		浜田港福井地区防波堤（新北）築造工事（その２）において、新設消波ブロック据付に支障となる一部の既設消波ブロック（テトラポッド80t 型）を据え直し作業中にブロック上より海中に墜落した。<改行>被災者は既設消波ブロック上で起重機船の玉掛けワイヤを誘導していたところ、ワイヤの揺れを止めようとしてワイヤを掴んだ時、揺れを止め切れず体勢を崩して、既設のテトラポッドに接触しながら約6.5m 下の海中に墜落した。		平成19年9月27日 7時25分 頃		海上		防波堤上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)				17:加害物なし				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。								22:作業場が狭かった。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										78.30%		90.70%		0.00%		31.00%		6:30　起重機船（第三長崎号）停泊地（新西防波堤港内側）より出港<改行>6:50  起重機船にて元請、下請安全ミーティング<改行>7:00　消波ブロック据付作業開始　　　<改行>7:25　事故発生<改行>　　　坂田　浩さん（島海建設（株））玉掛け作業中に既設消波ブロックより落下<改行> 　　 ※坂田　浩さんヘルメット、ライフジャケット着用あり<改行>8:05　元請にて福井岸壁より浜田医療センターへ搬送<改行>8:09　井上現場代理人より山下先任へ電話にて事故発生の連絡あり<改行>8:15　境港湾・空港整備事務所長より港湾空港整備・補償課長へ電話にて連絡<改行>8:24　浜田労働基準監督署へ連絡（立会いなし）				・消波ブロックの据直し作業においては、上部工コンクリート上にて、玉掛けワイヤに補助ロープを取り付け、ワイヤの揺れを低減する。<改行>・起重機船を用いて揚重作業を行う場合は、船団長は気象・海象条件の変化に注意を払い、作業の可否を随時判断する。<改行>・消波ブロック上で玉掛ワイヤを受け取る場合は、足元が水平で安定した場所で行う。<改行>・合図方法を手合図から無線方法に変更する。玉掛者の中から1名指名して合図者とする。<改行>・クレーンブーム先端にTVカメラを取り付け、吊りワイヤや玉掛位置を、モニター画面からもクレーン運転手が確認できるようにする。<改行>・作業開始前に見直した作業手順を関係作業員に再教育・周知徹底する。<改行>・消波ブロック据付作業時に、本支店パトロール(立会い)を実施し、作業手順の遵守状況を監視する。		（株）大本組		株式会社大本組																																（株）大本組		reserved-39360x1F				口頭厳重注意（境港湾・空港整備事務所長）																																																										H19-中国-境港-1401.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		2007		9		27		7		25		2007		TRUE		1		19		中国		2		22		0		22.0		26		123		51		2007/9/27　7:25		39352.3090277778

		北海道開発局		稚内港湾事務所		枝幸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		09年 04月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		枝幸港防波堤波除東建設その他工事		起重機船により台船に消波ブロックを積み込み終了後、台船を移動するため係船ロープを曳船から引き上げるための綱取りを取りに行こうとした際、膝付近がボラードに接触して被災した。		平成19年9月27日 14時30分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				18:曳航・回航				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		台船上のボラード		03:激突				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		34:その他の不安全行為があった。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																04:理解度の確認が不十分だった。										80.00%		81.50%		35.00%		32.00%						・台船上での作業時にボラードを「黄色」に塗装し、視認性を向上させて同様の事故の再発を防止する。<改行>・台船でのロープ取扱いの際には台船上を走らないこと、各作業段階において指差確認を行うよう作業手順を改訂する。		（株）中田組		（株）中田組																																																																																																H19-北開局-稚内-1701.xlsx		3/6/15 17:18		3/6/15 17:18		2007		9		27		14		30		2007		TRUE		3		19		北海		1		9		4		9.3		27		1104		18		2007/9/27　14:30		39352.6041666667

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		08年 06月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		05:腹部				05:切断		01:打撲傷		01:打撲傷				5:31以上		31		2:労災非適（船員法適用）		金沢港（大野地区）　航路（－１３ｍ）浚渫外２件工事		本事故は、揚錨船によるアンカー打換作業中に発生したものである。<改行>被災者は、俵ブイ取付後、シャックル取外し作業（揚描船ワイヤーとブイワイヤーを切り離す作業）の補助をしていた。そこに、不慮のうねりによりワイヤーが引っ張られ、ワイヤーを手に持っていた被災者がワイヤーと共に海中に転落し、左上腕部を被災（切断）したものである。<改行>　被災者は、緊急病院に運ばれ医師の診断の結果、上記負傷により６ヶ月の加療・療養を要するものであった。		平成19年10月5日 2時40分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。								・所要のワイヤーの取り込み長さ（余裕長）をとっていなかっ　た。<改行>・雨の合間作業のため、作業員全員が少しでも時間を短縮しよ　うという焦りがあった。<改行>・揚錨船の前際で作業を行っていた。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								不慮のうねりによりワイヤーが張ったこと												18.50%		17.50%		17.40%		15.00%		１０月３日　７：００　朝礼ミーティング、ＫＹ活動、夜間作業の状況確認（Ａワッチ　　　　　　　　　　　からＢワッチに交代）<改行>　　〃　　１１：１５　元請負者、下請負者による夜間、翌日作業について打合せ　<改行>　　〃　　１９：００　下請負者における夜間作業ミーティング<改行>１０月４日　７：００　被災者入場、朝礼ミーティング、ＫＹ活動、夜間作業の状況確　　　　　　　　　　　認（ＢワッチからＡワッチに交代）　　　　<改行>　　〃　　１１：１５　元請負者、下請負者による夜間、翌日の作業について打合せ<改行>　　〃　　１８：００　被災者昼間作業終了<改行>　　〃　　１９：００　夜間作業ミーティング<改行>　　〃　　１９：３０　被災者一次休息（仮眠）<改行>１０月５日　１：００　被災者休憩終了、錨作業打合せミーティング<改行>　　〃　　　１：３０　揚錨作業開始<改行>　　〃　　　２：４０　事故発生　　　　　<改行>　　				・安全教育の強化（実施訓練を取り入れた教育の実施）<改行>・安全管理体制の強化<改行>　夜間の海上作業は元請負業者１名がポンプ船に常駐する。<改行>　全工種における作業手順書の見直しをする。<改行>　ヒヤリハット改善委員会の設置。<改行>・揚描船の船首端を作業禁止区域とし、甲板に着色（黄・黒）　明示する。<改行>・アンカー打換え作業手順の見直し。　		東洋・若築・佐伯特定建設工事共同企業体		東洋建設株式会社				若築建設（株）				あおみ建設株式会社																																																																																								H19-北陸-金沢-3201.xlsx		3/6/15 18:20		3/6/15 18:20		2007		10		5		2		40		2007		TRUE		1		5		北陸		5		8		6		8.5		14		122		15		2007/10/5　2:40		39360.1111111111

		北海道開発局		小樽港湾事務所		小樽開発建設部管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		02年 01月		作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		03:背部		下肢部（ひざ）		01:打撲傷								4:16～30		16		3:労災非適（その他）		小樽港北防波堤改良その他工事		当日は時化であったが、現場の状況を確認するために出航し、投錨して潜水士船を係留させた。その後、現場代理人と打合せした結果、作業中止となったためアンカーを引上げ始めた。<改行>アンカーロープが乱巻きにならないように被災者がロープをあやしていたところ、ウインチレバーを引こうとして移動した際に作業着の裾がウインチドラムに巻き込まれ転倒し、頭部（ヘルメット着用）・腕・腰等を打ちつけ被災したものである。		平成19年10月13日 7時45分 頃		海上		防波堤工事現場（海上）		29:その他(　)		作業準備		02:作業準備				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		32:服装が不適だった。																																				7:45　作業現場確認のため現場へ潜水士船を出航させ投錨し係留。<改行>　　　時化の状況を現場代理人と打合し作業中止となったので、アンカーを引上げた。<改行>　　　その際ウインチに裾が巻き込まれ被災した						近藤工業（株）		近藤工業株式会社																																																																																																H19-北開局-小樽-6501.xlsx		3/6/15 17:26		3/6/15 17:26		2007		10		13		7		45		2007		TRUE		8		29		北海		4		2		1		2.1		8		1104		2		2007/10/13　7:45		39368.3229166667

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		08年 00月		キャリアダンプオペ		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		31		1:労災適用		平成１９年度　名古屋港第３ポートアイランド築堤嵩上工事		　３次下請け (有)東栄工業 オペレータ竹下厚美は、現場事務所(弥富ふ頭）での朝礼終了後(7:15)ポートアイランド（以下ＰＩと標記）に交通船にて移動し、ＰＩ上陸後各持場へ4名にて移動した。移動方法は、キャリアダンプに運転手１名、残りの３名のうち２名は運転席横の平場、被災者である竹下厚美は荷台に乗車し、第２ＰＩから第１ＰＩの作業現場まで約1kmを移動した。<改行>  7:45に現場である第１ポートアイランド土取場に到着し、荷台後方（高さ1.9m）から飛び降りたところ、敷鉄板上で足を滑らせ全体重が左足膝部にかかり被災した。		平成19年10月17日 7時40分 頃		陸上		埋立地、埋立		25:土工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		敷鉄板		19:動作の反動・無理な動作				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																																						３次下請け (有)東栄工業 オペレータ竹下厚美は、現場事務所(弥富ふ頭）での朝礼終了後(7:15)ポートアイランド（以下ＰＩと標記）に交通船にて移動し、ＰＩ上陸後各持場へ4名にて移動した。  移動方法は、キャリアダンプに運転手１名、残りの３名のうち２名は運転席横の平場、被災者である竹下厚美は荷台に乗車し、第２ＰＩから第１ＰＩの作業現場まで約1kmを移動した。<改行>  7:45に現場である第１ポートアイランド土取場に到着し、荷台後方（高さ1.9m）から飛び降りたところ、敷鉄板上で足を滑らせ全体重が左足膝部にかかり被災した。						若築建設（株）		若築建設（株）																								五港建設（株）								元請（若築建設（株）名古屋支店）及び２次下請（五港建設（株））に対し文書注意。１次及び３次下請は、登録がないため不問。						より一層の安全教育及び安全対策の徹底をするように注意した。																																						特になし。																				H19-中部-名古屋-2203.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2007		10		17		7		40		2007		TRUE		19		25		中部		5		8		0		8.0		5		799		1		2007/10/17　7:40		39372.3194444444

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		05年 06月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								3:9～15		14				東京港南部地区臨海道路防衝工製作・設置他工事（その３）		起重機船甲板上での艤装作業の後片付け中、クレーンで吊り荷（滑車・シャックル）を下ろした際に、作業員の手が吊り荷の滑車に挟まれ負傷した。		平成19年10月23日 11時40分 頃		海上		起重機船甲板上		29:その他(　)				84:その他(　)		甲板上片付け		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。						23:作業場の整理が悪かった。										99:その他								現場入場前の整理整頓指導不足		67.00%		67.00%		5.00%		5.00%								東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																文書厳重注意		reserved-39441x1F		reserved-39502x1F																																																												H19-関東-東京-5001.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2007		10		23		11		40		2007		TRUE		8		29		関東		3		5		6		5.5		23		1102		84		2007/10/23　11:40		39378.4861111111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		53		男		18年 05月		甲板員		04:胸部								04:骨折								4:16～30		26				東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　護岸・埋立（２）－港湾土木工事－キ		Ｓ．Ｃ．Ｐ船上で始業点検をしていた作業員が、ベルコンの点検通路の手摺りをくぐり抜け隣のベルコンへ渡ろうとして甲板に転落し負傷した。		平成19年10月25日 7時56分 頃		海上		その他		06:地盤改良				44:砂杭等の打込み(海上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				02:甲板				01:墜落・転落				0102:墜落：架設通路から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																										15.00%		14.00%		93.00%		87.00%								鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				東洋建設株式会社				清水建設株式会社				みらい建設工業株式会社																												文書厳重注意		reserved-39442x1F		reserved-39503x1F				口頭厳重注意		reserved-39442x1F		reserved-39472x1F				文書厳重注意		reserved-39442x1F		reserved-39503x1F																																				H19-関東-東京空港-6001.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2007		10		25		7		56		2007		FALSE		1		6		関東		4		18		5		18.4		11		102		44		2007/10/25　7:56		39380.3305555556

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		境		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		15年 07月		現場代理人		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								6:死亡				1:労災適用		境港外港地区防波堤（２）築造工事		　平成１９年１０月２５日（木）、８時４５分頃から境港外港地区防波堤（２）築造工事において、消波ブロック（テトラ16t型）据え付け作業を開始した。<改行>　据え付けに支障となる、据え付け済みの消波ブロックの据え直しを行っていたが、午前９時頃、据え直し対象３個目のブロックを横移動させるため、起重機船で（噛み合いが外れる程度まで）少し吊り上げたところ、５秒程してから、周辺の消波ブロックが動いた。<改行>　これにより、据え直し作業を近くで確認するため、消波ブロックに乗っていた被災者が、４ｍ下の海中に転落した。<改行>		平成19年10月25日 9時0分 頃		海上		防波堤上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																																		03:指示、命令を守らなかった。		27:不安全な場所へのった。																		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		31:現場内連絡調整が不備だった。								94.10%		95.90%		87.50%		91.40%		７：００　境港市潮見町岸壁より　作業船舶　起重機船　出港<改行>８：３０　現場到着<改行>８：４５　テトラポッド据付作業開始<改行>９：００　テトラポッド3個目据付直し時、事故発生<改行>				◎事業者による現場巡視、是正指導の強化（２回／日、午前午<改行>  後）<改行>◎現場作業員間の相互の注意。受け入れられない場合は、作業<改行>  中断。<改行>◎選任された統括安全衛生責任者は、自己の役割・責務を、再認<改行>  識する。事業者は、選任した統括安全衛生責任者等に対する監<改行>  督責務を果たす。<改行>◎クレーン合図者に対する安全意識の向上に寄与する教育、指導<改行>  の徹底。<改行>◎朝礼において、工事安全の実現のための基本的内容について、<改行>  互いに確認作業を行う。<改行>◎昼礼を行い、当日午前の作業の反省、当日午後の作業の内容・<改行>  安全上の注意点などについて討議、現場作業員間の意思疎通を<改行>  図る。<改行>◎ブロック据え付け作業において、必然的に発生する据え直し・<改行>  撤去作業等の作業手順書も作成する。　		木下・タナカ経常建設共同企業体		株式会社　木下建設				（株）タナカ技建																												中国地方整備局管内		reserved-39399x1F		reserved-39428x1F		指名停止		中国地方整備局管内		reserved-39399x1F		reserved-39428x1F		指名停止																														海保、労基署 共に無し																				H19-中国-境港-1901.xlsx		3/6/15 18:00		3/6/15 18:00		2007		10		25		9		0		2007		TRUE		1		19		中国		6		15		7		15.6		26		123		51		2007/10/25　9:0		39380.375

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		15年 00月		鍛冶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（－１１ｍ）（改良）上部工工事		支保工撤去中、被災者が上部工用支保材（100mm角鋼管）をウィンチ及び人力で、撤去・回収作業時、通常では１ｍ程度ウィンチにより上部工躯体から引出し人力で回収するところ、当日の最終角鋼管であったこともあり、上部工から出る前にウインチを止めさせ、安易にロープを引っ張り、角鋼管に左手を掛けた瞬間、角鋼管がＨ形鋼の間に落下し上部コンクリートと角鋼管の間で左手を挟まれ負傷した。		平成19年11月2日 18時32分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工				56:支保工の組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		2:50～200		2:無		2:無		13:支保工				16:その他の加害物(　)		鋼材・コンクリート		08:はさまれ、巻き込まれ				0302:倒壊：型枠支保工等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																				02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										87.00%		89.10%		41.60%		37.50%		支保工撤去中、被災者が上部工用支保材（100mm角鋼管）をウィンチ及び人力で、撤去・回収作業時、通常では１ｍ程度ウィンチにより上部工躯体から引出し人力で回収するところ、当日の最終角鋼管であったこともあり、上部工から出る前にウインチを止めさせ、安易にロープを引っ張り、角鋼管に左手を掛けた瞬間、角鋼管がＨ形鋼の間に落下し上部コンクリートと角鋼管の間で左手を挟まれ負傷した。				作業手順書の再整備及び作業員末端までの作業手順の周知徹底、Ｈ型鋼に落下防止処置の設置。		若築建設（株）		若築建設（株）																																口頭注意						工事の施工に当たっては、現場条件を十分確認するとともに設計図書を遵守し、今後かかる事態が生じないよう図られたい。																																																										H19-沖総局-那覇-2001.xlsx		3/6/15 17:12		3/6/15 17:12		2007		11		2		18		32		2007		TRUE		8		21		沖縄		1		15		0		15.0		13		302		56		2007/11/2　18:32		39388.7722222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		60		男		37年 00月		船長		04:胸部								12:臓器破裂								6:死亡				3:労災非適（その他）		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　護岸・埋立（２）－港湾土木工事－キ		ガット船の船倉内に立ち入った船長が、船倉内の砂の掻き上げ作業を行っていたガット船のバケットに接触し死亡した。		平成19年11月10日 12時54分 頃		海上		その他		06:地盤改良				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				06:激突され				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														A:危険だと思わなかった		1		26:危険有害な場所に入った。																														15.00%		14.00%		95.00%		91.00%								鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				東洋建設株式会社				清水建設株式会社				みらい建設工業株式会社																												文書厳重注意		reserved-39479x1F		reserved-39568x1F				文書厳重注意		reserved-39479x1F		reserved-39568x1F				文書厳重注意		reserved-39479x1F		reserved-39568x1F																																				H19-関東-東京空港-6201.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2007		11		10		12		54		2007		FALSE		6		6		関東		6		37		0		37.0		14		1101		4		2007/11/10　12:54		39396.5375

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		22年 00月		普通作業員		06:骨盤部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		04:骨折						5:31以上		31		1:労災適用		鹿児島港（谷山二区）防波堤（南）（改良）築造工事		被災者は、作業ハウス（Ｈ＝２．４ｍ）に移動梯子（Ｌ＝４ｍ）を設置し玉外しを行い、作業ハウス天端から移動梯子を伝って降りていたところ、梯子が滑り倒れ、甲板上へ転落し、骨盤及び右足関節を強打し負傷した。		平成19年11月19日 8時20分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		準備工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		梯子		05:階段・梯子等				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		15:気持ちがあせっていた。		34:その他の不安全行為があった。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		12:梯子・脚立等に欠陥があった。								07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。								5.00%		0.00%		100.00%		80.00%		０８：００　：　鹿児島市谷山３丁目東埠頭岸壁にて朝礼・ＫＹ活動開始<改行>０８：１５　：　作業ハウスを起重機船ＯＲＥＭ号積込み開始<改行>０８：２０　：　事故災害発生（被災者が梯子と共に転落）<改行>０８：３０　：　監理技術者が被災者へ病院に行くよう指示<改行>０８：３５　：　久保組 主任技術者が被災者を会社の車に乗せ鹿児島赤十字病院へ搬送<改行>１１：００　：　久保組 主任技術者が現場代理人へ病院での診断結果（骨折）を報告<改行>１５：００　：　丸福建設 安全部長が、鹿児島労働基準監督署へ出向き事故発生を報告<改行>１５：２０　：　丸福建設 監理技術者が、鹿児島海上保安部へ事故発生を電話にて報告<改行>１６：２０　：　鹿児島海上保安部より８名東埠頭に到着。<改行>１７：００　：　鹿児島海上保安部の現場検証及び事情聴取終了。				①　作業ハウス撤去時には、移動梯子に変えて手摺り付タラップ式足場にて施工する。<改行>②　新たに安全管理専任者を配置し、日々の安全監視を行い、作業員の不安全行動の防止、安全設備の点検・指導の強化に努める。<改行>③　作業指揮者の漏れがないよう、各作業に当たっては元請け本社にてそのチェックを行う体制を確立し記録を残す。<改行>④　元請け本社の安全パトロールを強化する。（月１回→月２回）<改行>⑤　慣れや繰り返し作業からくる安易な判断を回避するため、本社安全部による再教育を行うと共に、朝礼時のＫＹ活動を充実させ不安全行動の排除に努める。		丸福建設（株）		12000000003813																				（株）久保組												指名停止		reserved-39491x1F		reserved-39504x1F																																				労働基準監督署		reserved-39412x1F		是正勧告書並びに指導票が渡され、12月7日までに是正報告書を提出するよう指示があった。																				H19-九州-鹿児島-2301.xlsx		3/6/15 17:34		3/6/15 17:34		2007		11		19		8		20		2007		TRUE		1		29		九州		5		22		0		22.0		26		105		4		2007/11/19　8:20		39405.3472222222

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		30年 00月		普通作業員		02:頸部								02:創傷								5:31以上		31		1:労災適用		苅田港老朽化化学兵器無害化処理業務		被災者は、爆破準備（発破母線作業）中に、後上方に振り向いた直後、下方の注意を怠って前進した為、チャンバ蓋開閉レーンに躓き転倒した。		平成19年11月19日 9時54分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)		準備工		02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				03:作業床				02:転倒				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。										10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。																		8:30  現場事務所前においてラジオ体操、朝礼を実施。<改行> 8:45  爆破班準備室において危険予知活動を実施。<改行> 9:30  爆破処理シェルタ内に入るため、防護服を着用する。<改行> 9:45  爆破処理準備作業のため、爆破処理シェルタに入場。<改行> 9:54  場内を歩行中、上方作業者から作業完了の報告を受け上方を振り向いた。その直後、再び歩行を行った際、足元を確認しなかったため爆破チャンバレールに躓き転倒した。<改行>10:01  担架にて被災者をシェルタ外救護室に搬送、現場看護師が診察。<改行>10:08  無害化処理場へ救急車到着。救急隊員に被災者の状況を説明。<改行>10:45  九州労災病院に到着。医師の受診(脳波・X線・MRI検査)<改行>14:30  医師より説明。頚髄損傷が直接の病名であり、今回の転倒事故により頚椎後縦靭帯骨化症による手足の麻痺を発症した｡<改行><改行><改行>				①　全設備を再点検し、安全通路・突起物及び頭上物の明示と衝突防止対策を行う。<改行>②　全作業員に対し再度安全教育を行う。<改行>③　安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙを強化し､不安全行動･不安全設備の撲滅に努める。<改行>④　作業員の体調を把握するようにｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝを活発化する。<改行>また作業員自身の健康に関する意識を高めるように、現場看護師による毎日の作業員健康確認を行う。		(株)神戸製鋼		（株）神戸製鋼所		東京本社																														口頭注意																																																																H19-九州-苅田-2401.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2007		11		19		9		54		2007		TRUE		2		29		九州		5		30		0		30.0		12		1399		2		2007/11/19　9:54		39405.4125

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		15年 00月		土工		02:頸部		03:背部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				01:打撲傷		01:打撲傷		01:打撲傷				1:0～3		1		1:労災適用		苅田港（本港地区）航路泊地（－１３ｍ）外１件浚渫工事		被災者は、清掃作業中に不陸整正のため後退してきたバックホウに左上半身が接触し負傷した。		平成19年12月1日 15時20分 頃		陸上		埋立地、埋立		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				06:激突され				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。																								A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				36.50%		5.20%		32.20%		3.10%		8:00  朝礼・作業ミーティング・KY活動・安全大会<改行> 8:30  作業開始<改行>14:30  北側排砂管埋設部組立完了<改行>14:40  北側埋戻し開始<改行>15:20  埋戻し後、不陸整正作業中にバックホウと被災者が接触<改行>15:54  救急車で北九州総合病院へ搬送<改行>16:02  行橋労働基準監督署及びへ行橋警察署へ電話報告<改行>17:40  診断(手当て)終了。						国土総合・本間ＪＶ		国土総合建設（株）				株式会社本間組																村上海事（株）				株式会社愼建設								文書注意								文書注意																																																								H19-九州-苅田-2501.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2007		12		1		15		20		2007		TRUE		6		25		九州		1		15		0		15.0		4		804		74		2007/12/1　15:20		39417.6388888889

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		43		男		04年 02月		特殊作業員（薬液注入工）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		7		1:労災適用		新潟空港立坑土留工事		立孔土留工事の瑕疵請求による修補（地盤改良；薬液注入工）の最中に発生した事故である。<改行>Ｎｏ２立孔内は水張り状態にあり、削工面までロッド（中空の鋼管で３ｍ／本）を順次接続し延長させなければならない。（ロッド保持がないと容易に水底へ落下する状況）<改行>ロッド延長は、ボーリングマシンのスピンドルチャック（以降チャックと記載）を上下する機能により行う。まず、チャックでロッドを保持し下方へ送る。その後、チャック保持を解除しチャックを上方へ移動。再び、ロッドを保持し下方へ移動。その繰り返しと新しいロッド接続によりロッドを延長する。<改行>被災者は、チャック保持解除の際、ストッパー（トング）でロッドを保持していたが、押さえが甘くロッドが滑り落ちてきた。慌てて左手でロッドを握り落下制御しようとしたが、押さえきれずロッド上部に位置するスイベル（ロッド内に清水を送りこむため取り付ける）とボーリングマシンに左手を挟まれ骨折した。　		平成19年12月6日 0時0分 頃		陸上		立孔上		29:その他(　)		薬液注入工		84:その他(　)		ロッド接続		2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								26:その他の起因物(　)		ボーリングマシンロッド		16:その他の加害物(　)		スイベル		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								作業手順書によれば２名作業で行うこととなっていたが、毎日の繰り返し作業や、もう少しで作業が終了する気持ちから被災者１名の作であったこと																						92.00%		92.00%		88.00%		88.00%		１２月５日　２０：３０　Ｎｏ２立孔薬液注入工作業開始（作業員６名）<改行>１２月６日　００：００　被災　　　				・作業手順書の詳細を再検討し、その手順に従い作業を行う。<改行>・ロッドを水中で上げ下げする際は、スイベルを取り外す。<改行>・ロッドホルダーを使用して、ロッドを固定する。<改行>・薬液注入は、繰り返しの作業となるため、作業開始前等に注　意喚起の声かけや、安全管理要員を配置し、作業の気のはや　りが発生しないよう安全意識の高揚を図る。<改行>更に、発注者としても無事故・無災害を目指すべく、再発防止対策会議を開催し「安全管理に対する対応及び注意喚起」を図った。		（株）フジタ		株式会社フジタ																																																																																																H19-北陸-新潟-3301.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2007		12		6		0		0		2007		FALSE		8		29		北陸		2		4		2		4.2		26		1399		84		2007/12/6　0:0		39422

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		営繕工事		29		男		10年 00月		鉄骨工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								4:16～30		30				東京湾口航路庁舎改築工事		鉄骨建方において、基礎アンカーボルトの頭部をベビーサンダーで切断する作業を行っていた際、サンダーの刃がはねて作業員の左足大腿部を裂傷した。		平成19年12月10日 16時20分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)		鉄骨建方		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								20:動力工具				10:用具等				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。						22:作業場が狭かった。										31:現場内連絡調整が不備だった。										18.00%		18.00%		60.00%		60.00%								佐伯建設工業（株）		あおみ建設株式会社																																口頭厳重注意		reserved-39442x1F		reserved-39472x1F																																																												H19-関東-東京湾口-5101.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2007		12		10		16		20		2007		TRUE		9		29		関東		4		10		0		10.0		20		1299		84		2007/12/10　16:20		39426.6805555556

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		須崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		10年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								5:31以上		90		1:労災適用		須崎港湾口地区防波堤工事（その（４）　）		被災者は、コンクリート打設用足場にてテトラポッドの上部型枠と下部型枠を留める作業を行っていた。同時に玉掛者が、足場撤去のため足場の吊ワイヤーの玉掛作業を行っていた。玉掛者が吊ワイヤーの４本のうち２本を取り付けた後、クレーンオペレーターが残り２本の玉掛作業を容易なものとするため、クレーンブームを巻き上げながら旋回させたところ、足場が浮き上がり被災者の左手が下部型枠と足場の間に挟まれ被災した。		平成19年12月12日 9時25分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				17:足場の組立・解体等				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		型枠・足場		08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		2		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。						・玉掛者が、型枠組立作業中にもかかわらず玉掛作業を行い作業標準を守らなかった<改行>・クレーンオペレーターが、慣れによる油断から玉掛者の指示を確認することなくクレーン操作を行った																																																		21.60%		21.60%		21.60%		21.60%		被災者は、コンクリート打設用足場にてテトラポッドの上部型枠と下部型枠を留める作業を行っていた。同時に玉掛者が、足場撤去のため足場の吊ワイヤーの玉掛作業を行っていた。玉掛者が吊ワイヤーの４本のうち２本を取り付けた後、クレーンオペレーターが残り２本の玉掛作業を容易なものとするため、クレーンブームを巻き上げながら旋回させたところ、足場が浮き上がり被災者の左手が下部型枠と足場の間に挟まれ被災した。				・クレーン作業では、玉掛者とオペレーターによる無線及び拡声機での声掛けを積極的に行う<改行>・新たな重機を追加し、重機ごとの作業区分を設定することにより円滑な工事進捗を図る		米村・青木経常建設共同企業体		（株）米村組				青木建設（株）																三洋建設株式会社												文書注意								文書注意																																労働基準監督署		reserved-39462x1F		移動式クレーンを用いて作業を行うときは、作業方法、転倒防止措置、作業員の配置・指揮系統について安全管理体制の充実を図ること																				H19-四国-高知-4001.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2007		12		12		9		25		2007		TRUE		8		17		四国		5		10		0		10.0		14		603		17		2007/12/12　9:25		39428.3923611111

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		18		男		00年 01月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折								3:9～15		14		1:労災適用		福岡空港誘導路改良工事		ＰＣ鋼棒をフォークリフトで仮置運搬中に荷崩れを起こしたため、オペレータが運転席を離れて積み直しの段取り中、被災者が人力にてＰＣ鋼棒を引きずり下ろした際、回避しようとして右足首をひねり負傷した。		平成19年12月14日 9時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		PCｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		運搬中のＰＣ鋼棒		19:動作の反動・無理な動作				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。										20:不安全に物が置いてあった。										04:理解度の確認が不十分だった。										40.00%		35.00%		40.00%		35.00%		8:00 作業前の朝礼・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ・ＫＹを行う。<改行> 8:30 ＰＣ鋼棒搬入、仮置きの作業開始<改行> 9:10 事故発生<改行> 9:45 現場より病院へ搬送<改行>				①　作業員への再教育、作業手順及び作業環境の見直し・周知・徹底<改行>②　付帯工事における作業手順書の作成・周知<改行>③　新規入場者への教育方法の見直し<改行>④　作業内容における適正な人員配置の見直し<改行>⑤　事故発生時の連絡体制等の周知徹底		（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション		株式会社ＮＩＰＰＯ		九州支店																		株式会社ピーエス三菱				（株）ダイイチ								不問																																																																H19-九州-博多-3001.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2007		12		14		9		10		2007		FALSE		19		29		九州		3		0		1		0.1		27		1102		7		2007/12/14　9:10		39430.3819444444

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		11年 10月		防水工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		大阪港夢洲トンネル咲洲側換気所新築工事（変更３回）		Ｂ３の外壁型枠（ユニットパネル）を揚重し型枠置き場に移動中にパネルが突風にあおられ回転しはじめた。介錯ロープもつかめず型枠置き場近くに降ろしたところ、山止め上部の手摺りにパネルが当たり分解・落下した。その際、パネルの部品の一部が７m横の８m下で防水作業をしていた被災者の頭・肩にあたり負傷した。		平成19年12月17日 10時55分 頃		陸上		夢洲トンネル咲洲側換気棟		29:その他(　)		防水工		84:その他(　)		地下外壁防水		1:晴れ						3:中風（4～8）		1: ～0								26:その他の起因物(　)		吊荷（型枠材）		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		15:気持ちがあせっていた。										C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。																								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		04:安全度が不足だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		27:作業中止の基準を定めていなかった。								20.80%		23.30%		6.00%		6.00%		Ｂ３の外壁型枠（ユニットパネル）を揚重し型枠置き場に移動中にパネルが突風にあおられ回転しはじめた。介錯ロープもつかめず型枠置き場近くに降ろしたところ、山止め上部の手摺りにパネルが当たり分解・落下した。その際、パネルの部品の一部が７m横の８m下で防水作業をしていた被災者の頭・肩にあたり負傷した。						（株）竹中工務店		（株）竹中工務店																				（株）大野組																		不問																																		労働基準監督署		reserved-39433x1F		休業になれば報告するように求められたが休業なかった。報告はしたが指摘事項はなし																				H19-近畿-大阪-2901.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2007		12		17		10		55		2007		TRUE		4		29		近畿		1		11		10		11.8		26		201		84		2007/12/17　10:55		39433.4548611111

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		42年 00月		鳶・鍛冶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						不全断裂		5:31以上		60		1:労災適用		新若戸道路擁壁部築造工事（若松側）		腹起材を吊り上げる際、防水を施したケーソン壁に接触しそうになり、被災者が、吊り上げた腹起こし材とケーソン壁との間に、咄嗟に左手を入れたため、薬指を挟まれ負傷した。		平成19年12月21日 11時35分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		支保工		56:支保工の組立・解体				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		腹起材		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		15:気持ちがあせっていた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。								22:作業場が狭かった。																				74.70%		72.70%		10.60%		10.60%		8:00 朝礼・ミーティング・ＫＹ活動<改行> 8:20 作業開始<改行>11:35 事故発生<改行>11:40 病院へ搬送<改行>12:10 処置開始<改行>17:20 処置完了そのまま24日まで入院<改行>				①　腹起こし材の撤去作業における安全対策を強化する。<改行>②　工事関係者への再教育を実施し、教育実施効果を確認する。<改行>③　安全管理体制(パトロールの強化及び安全専従者を配置)を強化す　　　　　　　　　　　る。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社		九州支店																		竹中機設（株）				株式会社愼建設				株式会社大栄工業				文書注意																																																																H19-九州-北九州-3101.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2007		12		21		11		35		2007		TRUE		8		29		九州		5		42		0		42.0		14		1399		56		2007/12/21　11:35		39437.4826388889

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		22年 07月		塗装工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)				01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				5:31以上		90		3:労災非適（その他）		久慈港浮標灯整備工事		塗装工事における素地調整作業中、研磨材がサンドブラストマシーンに詰まり気味のため、作業を一旦中止して、ホースに詰まっている研磨剤を出すために、地上高９２ｃｍ、幅８１．５ｃｍ、奥行き６１．５ｃｍの作業台に乗り研磨剤を投入し始めたとき、誤って作業台からコンクリート床面に転落し、頭蓋骨骨折及び脳挫傷で９０日の休業負傷事故となったものである。		平成19年12月24日 9時25分 頃		陸上		塗装工場		29:その他(　)		塗装工		84:その他(　)		素地調整		3:雨						2:弱風（2～4）		2:0～10								12:作業床等				03:作業床				01:墜落・転落				0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		33:保護具の選択、使用方法を誤った。										18:保護具が不適・不足だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										50.00%		64.00%		50.00%		50.00%		塗装工事における素地調整作業中、研磨材がサンドブラストマシーンに詰まり気味のため、作業を一旦中止して、ホースに詰まっている研磨剤を出すために、地上高９２ｃｍ、幅８１．５ｃｍ、奥行き６１．５ｃｍの作業台に乗り研磨剤を投入し始めたとき、誤って作業台からコンクリート床面に転落し、頭蓋骨骨折及び脳挫傷で９０日の休業負傷事故となったものである。				１．防塵面を着用して作業床等の作業時は補助員を付ける。２．ヘルメット式防塵面の着用を厳守する。３．作業台に転落防止設備の設置４．研掃材が詰まった場合には、ブラストマシーンに戻さず、土のう等に入れる		（株）小山組																																																																										当局		reserved-39525x1F		文書注意																				H19-東北-釜石-6601.xlsx		3/6/15 18:57		3/6/15 18:57		2007		12		24		9		25		2007		TRUE		1		29		東北		5		22		7		22.6		12		110		84		2007/12/24　9:25		39440.3923611111

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所		石垣		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		08年 05月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		石垣港（新港地区）防波堤（外）築造工事		水中バックホウの支援台船屋外の２階へ上がる際に階段を踏み外し転倒した		平成20年1月15日 3時10分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		26:その他の起因物(　)				02:甲板				02:転倒				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		32:服装が不適だった。																		ヒューマンエラー										ヒューマンエラー		87.80%		89.50%		20.00%		30.00%		水中バックホウの支援台船屋外の２階へ上がる際に階段を踏み外し転倒した				・階段昇降時に確実に手摺りをつかんで昇降させる。		五洋建設（株）																																																																																																		H19-沖総局-石垣-4901.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		2008		1		15		3		10		2007		TRUE		2		8		沖縄		1		8		5		8.4		26		122		1		2008/1/15　3:10		39462.1319444444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		56		男		33年 08月		杭打ち機オペレーター		03:背部								04:骨折								5:31以上		31		3:労災非適（その他）		東京国際空港東側整備地区取付誘導路地盤改良工事		作業が終了し車で事務所に戻る途中、車が通路脇の開口部（深さ１ｍ）に落下し、乗員２名が負傷した。		平成20年1月17日 5時23分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り						3:中風（4～8）										16:乗物				16:その他の加害物(　)		車の座席		18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。		26:危険有害な場所に入った。																																		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。								04:理解度の確認が不十分だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		20:隣接工区との連携に不備があった。																				（株）不動テトラ		株式会社不動テトラ																																文書厳重注意		reserved-39479x1F		reserved-39507x1F																																																												H19-関東-東京空港-5704.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2008		1		17		5		23		2007		FALSE		18		29		関東		5		33		8		33.7		16		799		1		2008/1/17　5:23		39464.2243055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		26年 01月		ショベルオペレーター		03:背部								04:骨折								4:16～30		21		3:労災非適（その他）		東京国際空港東側整備地区取付誘導路地盤改良工事		作業が終了し車で事務所に戻る途中、車が通路脇の開口部（深さ１ｍ）に落下し、乗員２名が負傷した。		平成20年1月17日 5時23分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10								16:乗物				16:その他の加害物(　)		車の座席		18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。		26:危険有害な場所に入った。																																		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。								04:理解度の確認が不十分だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		20:隣接工区との連携に不備があった。																				（株）不動テトラ		株式会社不動テトラ																																文書厳重注意		reserved-39479x1F		reserved-39507x1F																																																												H19-関東-東京空港-5702.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2008		1		17		5		23		2007		FALSE		18		29		関東		4		26		1		26.1		16		799		1		2008/1/17　5:23		39464.2243055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		34		男		07年 02月		潜水士		10:その他(　)								10:窒息								6:死亡				1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　桟橋工事（１）－港湾土木工事－エ		桟橋用ジャケットのグラウト注入のための注入ホース取付作業中に、何らかの理由で潜水士が意識不明になり、異変に気付いた別の潜水士により船上に引き上げられたが、後に死亡された。		平成20年1月19日 16時41分 頃		海上		その他		29:その他(　)				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				11:海水等				11:おぼれ				1306:その他：潜水士の溺れ																																												19:保護具が不良だった。		33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。																		4.00%		4.00%		2.00%		0.00%								鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				新日鉄住金エンジニアリング株式会社				東洋建設株式会社				清水建設株式会社				みらい建設工業株式会社																文書厳重注意								文書厳重注意								文書厳重注意								文書厳重注意								文書厳重注意								労働基準監督署		reserved-39604x1F		安衛法第２９条第１項違反　<改行>関係請負人及び関係請負人の労働者が当該仕事に関しこの法律に違反しないよう必要な指導を行っていなかったこと。																				H19-関東-東京空港-6301.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2008		1		19		16		41		2007		FALSE		11		29		関東		6		7		2		7.2		25		1306		23		2008/1/19　16:41		39466.6951388889

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		05年 00月		船員（甲板員）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折						最終措置は本人判断で「切断」		5:31以上		34		2:労災非適（船員法適用）		平成１９年度名古屋港飛島ふ頭南航路泊地（－１６ｍ）浚渫工事		押船(第1明祐)に土運船(A2001)をセットし、6時15分、弥富岸壁より曳航開始し、6時30分、グラブ浚渫船(第161良成丸)に接舷した。日の出を待ち、浚渫作業を開始した。7時50分に満船になり、7時55分、離舷を行う為、押船の船員(被災者)が、補助ロープを持ち、係留ロープをビットより取り外していたところ、係留ロープが係留ビットの外れ止めに引っ掛りそうになり、とっさに係留ロープを直接手に持った際、係留ロープが張って、係留ロープとビットの間に右手小指を挟み負傷した。		平成20年1月23日 7時55分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留ロープ		16:その他の加害物(　)		係留ビット		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		07:防護物・保護具を使用しなかった。																																				押船(第1明祐)に土運船(A2001)をセットし、6時15分、弥富岸壁より曳航開始し、6時30分、グラブ浚渫船(第161良成丸)に接舷した。日の出を待ち、浚渫作業を開始した。7時50分に満船になり、7時55分、離舷を行う為、押船の船員(被災者)が、補助ロープを持ち、係留ロープをビットより取り外していたところ、係留ロープが係留ビットの外れ止めに引っ掛りそうになり、とっさに係留ロープを直接手に持った際、係留ロープが張って、係留ロープとビットの間に右手小指を挟み負傷した。						（株）大本組		株式会社大本組																																						「口頭注意」																																																										H19-中部-名古屋-3701.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2008		1		23		7		55		2007		TRUE		8		5		中部		5		5		0		5.0		26		1104		14		2008/1/23　7:55		39470.3298611111

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男				潜水士		10:その他(　)								11:中毒		11:中毒		11:中毒		一酸化炭素中毒		1:0～3		2				神戸港ポートアイランド（第２期）地区泊地（－１６ｍ）及び航路・泊地（－１６ｍ）潜水探査		当日は潜水士による潜水探査作業。２名が乗船し交互に潜水作業をするため、朝一番に潜水した者が浮上した直後に気絶。病院に搬送し検査の結果「一酸化炭素中毒」であることが判明。<改行>当日の海上保安部の送気装置のガス測定では、メインエンジンとコンプレッサーの同時稼働では異常がなかったが、コンプレッサーのみの稼働だと数十分後に異臭が発生、高濃度（900ppm）の一酸化炭素を検出する。<改行>翌日には労働基準監督署が送気装置の検査を実施している。排気ガスが送気管に混入したことが原因と思われるが、どの部分からどのようにして混入したのかは確認できていない。コンプレッサーの分解点検を開始している。		平成20年1月29日 10時15分 頃		海上		潜水作業		02:探査工				24:潜水探査				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		1: ～0		2:50～200		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		コンプレッサー		15:起因物と同じ				23:その他(　)				1302:その他：中毒																																																																								１月２９日<改行>　　８：４５　潜水作業を開始<改行>　１０：１５　潜水作業交代のため、潜水士が水面浮上後気絶、操船者と送気員、もう一人の潜水士が気絶した潜水士を救出無線にて警戒船を呼ぶ<改行>　１０：２０　警戒船を潜水士船に横付けし、潜水士を警戒船に移し、救急（１１９）及び海上保安部に連絡<改行>　１０：３０　警戒船で岸に搬送中に意識回復（意識を失ってから１５分後）　　　　　　１０：５０　警戒船にて旧ＫＡＣＴ桟橋に着岸し、救急車に乗せる<改行>　１１：１５　神戸赤十字病院に到着<改行>　１２：３０　診断の結果「一酸化炭素中毒」、同敷地内の災害医療センターへ移す<改行>１月３０日<改行>　１１：３０　退院、後遺症の心配もなし　								国際航業・株																																						元請（国際航業）、一次下請（(株)港建設）、二次下請（新宮海事工業所）に指導付き不問																																																										H19-近畿-神戸-3601.xlsx		3/6/15 18:06		9/12/17 20:16		2008		1		29		10		15		2007		TRUE		23		2		近畿		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		26		1302		24		2008/1/29　10:15		39476.4270833333

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		千葉		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		09年 10月		鍛冶屋		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		60				平成１９年度千葉港葛南中央地区岸壁（－１２ｍ）築造工事		立て掛けた型枠支保工兼用のビティ枠が突風により倒れて、作業員の足にぶつかり作業員が負傷した。		平成20年2月13日 10時0分 頃		陸上		埋立地、埋立		21:上部工				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		1:有		13:支保工				08:崩壊・倒壊				06:激突され				0301:倒壊：足場、作業構台等																														A:危険だと思わなかった		1		16:勘違い判断をした。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。								08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。										01:作業方法を教えていなかった。																								（株）大本組		株式会社大本組																																文書厳重注意		reserved-39524x1F		reserved-39554x1F																																																												H19-関東-千葉-5301.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		2008		2		13		10		0		2007		TRUE		6		21		関東		5		9		10		9.8		13		301		5		2008/2/13　10:0		39491.4166666667

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所		石垣		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		01年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								2:4～8		4				石垣港（新港地区）防波堤（外）築造工事		玉掛けワイヤーを無意識に手で押して位置の調整を行った際、航跡波で起重機船が動揺し、ワイヤーと消波ブロックの間に巻き込まれた		平成20年3月3日 13時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		19:コンクリートブロック据付				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		玉掛けワイヤー		08:はさまれ、巻き込まれ																																		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。								玉掛けワイヤーを無意識に手で押して位置の調整を行った際、航跡波で起重機船が動揺し、ワイヤーと消波ブロックの間に巻き込まれた										玉掛けワイヤーを無意識に手で押して位置の調整を行った際、航跡波で起重機船が動揺し、ワイヤーと消波ブロックの間に巻き込まれた		17:下請け指導が不適切だった。										90.60%		98.90%		60.00%		81.00%		玉掛けワイヤーを無意識に手で押して位置の調整を行った際、航跡波で起重機船が動揺し、ワイヤーと消波ブロックの間に巻き込まれた						五洋建設（株）		五洋建設株式会社																																口頭注意																																																																H19-沖総局-石垣-5201.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		2008		3		3		13		45		2007		TRUE		8		19		沖縄		2		1		0		1.0		14		ERROR:#VALUE!		4		2008/3/3　13:45		39510.5729166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		59		男				船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						13:その他(　)		02:創傷				脳震盪		4:16～30		18		2:労災非適（船員法適用）		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　護岸・埋立（３）－港湾土木工事－カ		ガット船のバケット交換作業において、船体の動揺等により、クレーンのブームの中を、揺れ止めウェイトが滑るのに伴い揺れ止めワイヤーが張り、作業員に接触した。		平成20年3月17日 6時23分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				03:装備機械器具等の点検・整備								1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20				2:無				14:物上げ装置				09:装置				06:激突され				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。																								鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				株式会社大林組				若築建設（株）				あおみ建設株式会社																												口頭厳重注意　１ヶ月		2008年04月00日		2008年04月00日				口頭厳重注意　１ヶ月		2008年04月00日		2008年04月00日				口頭厳重注意　２ヶ月		2008年04月00日		2008年05月00日																																				H19-関東-東京空港-5501.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2008		3		17		6		23		2007		FALSE		6		8		関東		4		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		14		608		3		2008/3/17　6:23		39524.2659722222

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		27年 00月		機関長		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						01:打撲傷		13:その他(　)				歯折		1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		秋田港外港地区泊地（-13.0m)(消波)築造工事（その３）		ガット船のワイヤー点検時、素線切れを発見しワイヤー交換作業していたところ、ワイヤーのヨリが慣性により戻ろうとして跳ね上がり、被災者に当たった。		平成20年4月25日 7時25分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ワイヤー		15:起因物と同じ				23:その他(　)		ワイヤーに当たる		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										22:作業場が狭かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										22.00%		24.00%		18.00%		19.00%						１．全作業員に対してヒューマンエラーを重点的とした再発防止教育を行う。<改行>２．自ら書いた安全目標を掲げた名札を付ける事で、安全意識の高揚を促す。<改行>３．ワイヤー交換時は必ず平坦な場所を確保できる岸壁に接岸した上、ブームを陸側に倒し十分な作業エリアを確保した上で行う。<改行>４．元請本社より安全巡視員を配置し、巡視活動及び指導を行う。<改行>５．ワイヤーは丸めず伸ばしたものを切断し処理する。		三和興業		三和興業株式会社																																不問																																																																H20-東北-秋田-0501.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		2008		4		25		7		25		2008		TRUE		23		19		東北		1		27		0		27.0		26		1399		3		2008/4/25　7:25		39563.3090277778

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		01年 04月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		平成１９年度　名古屋港第３ポートアイランド護岸補強及び減容化工事		当工事は、名古屋港第３ポートアイランドにおいて護岸補強及び減容化を目的として、ペーパードレーンの打設を行う工事である。<改行>【経緯】<改行>作業船の移動のためのウィンチ巻き取り作業時にワイヤーの乱巻きが発生した。ウインチワイヤーの乱巻直しは、作業指揮者、ウインチ操作者、手元作業員１名の計３名で実施。作業手順の確認後、職務分担を決めて作業にかかった。<改行>ウインチ操作者が乱巻部分をウインチドラムから巻出していたが、ワイヤーがスムーズに出なくなったために、手元がワイヤーを引っ張ってワイヤーの乱巻きを直そうとしていたところ、急激に「キンク」が発生し、手元の左手親指がワイヤーに絞られるように挟まれ負傷した。<改行>		平成20年4月26日 15時10分 頃		陸上		埋立地、埋立		06:地盤改良				13:作業船の転船				2:曇り						4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ウィンチワイヤー		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。								作業に使用したワイヤーロープが新品であったことから、作業指揮者の経験上「キンク」の発生頻度が低いために、作業指揮者の注意力が不足していた。また、作業指揮者がワイヤーの弛みを十分確認できていない状態でウインチ操作者および手元に作業を行わせたことが事故につながった。																																																										当工事は、名古屋港第３ポートアイランドにおいて護岸補強及び減容化を目的として、ペーパードレーンの打設を行う工事である。<改行>【経緯】<改行>作業船の移動のためのウィンチ巻き取り作業時にワイヤーの乱巻きが発生した。ウインチワイヤーの乱巻直しは、作業指揮者、ウインチ操作者、手元作業員１名の計３名で実施。作業手順の確認後、職務分担を決めて作業にかかった。<改行>ウインチ操作者が乱巻部分をウインチドラムから巻出していたが、ワイヤーがスムーズに出なくなったために、手元がワイヤーを引っ張ってワイヤーの乱巻きを直そうとしていたところ、急激に「キンク」が発生し、手元の左手親指がワイヤーに絞られるように挟まれ負傷した。<改行>						不動テトラ・りんかい日産特定建設工事共同企業体		株式会社不動テトラ				りんかい日産建設株式会社																				太平商工株式会社				有限会社石田組																																																																				H20-中部-名古屋-0101.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2008		4		26		15		10		2008		TRUE		8		6		中部		1		1		4		1.3		26		809		13		2008/4/26　15:10		39564.6319444444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		09年 11月		一等航海士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								2:4～8		6		2:労災非適（船員法適用）		那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）基礎工事		被災者はガット船付属の索取船に操船者として乗船、同乗の船上作業員と２名にてガット船の船尾（左側）のスイングロープを常設アンカーと結束する作業を行っていた。事故は、スイングロープをけん引する際、索取船の船尾フックにロープを固定する前に船を進ませたため、ロープが跳ね被災者に接触、転倒した。その際、ロープガイドに取り付けてあった航海灯パイプの突起物に右側頭部を強打した。		平成20年5月27日 8時15分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		索取船、スイングロープ		15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		04:作業標準を守らなかった。																																				15:安全装置が不適・不良だった。																												被災者はガット船付属の索取船に操船者として乗船、同乗の船上作業員と２名にてガット船の船尾（左側）のスイングロープを常設アンカーと結束する作業を行っていた。事故は、スイングロープをけん引する際、索取船の船尾フックにロープを固定する前に船を進ませたため、ロープが跳ね被災者に接触、転倒した。その際、ロープガイドに取り付けてあった航海灯パイプの突起物に右側頭部を強打した。						極東建設（株）		12000000019490																				（株）森崎建設工業												口頭注意																																																																H20-沖総局-那覇-0202.xlsx		3/6/15 17:12		3/6/15 17:12		2008		5		27		8		15		2008		TRUE		2		8		沖縄		2		9		11		9.9		26		1399		2		2008/5/27　8:15		39595.34375

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		宮崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		03年 02月		調査員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		21		1:労災適用		宮崎港（西地区）航路（－９．０ｍ）土質調査		スパット台船式ボーリングやぐらを岸壁に陸揚げして解体作業を実施中に、スパット脚（径３０ｃｍ鋼管）を横にして油圧コーナーから引き抜く作業中に、脚を支持する補助バンドがずれるのを止めるため、被災者と下請作業員がバンド継ぎ手部分を手で押さえていたが、ガタつきがひどくなったため被災者がとっさにバンド部を押さえた時に脚とバンドの隙間に右手中指と薬指の先端を挟まれて、指の先端部を負傷した。		平成20年5月28日 13時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		03:土質調査				84:その他(　)		スパット台船解体		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								85.00%		95.00%		85.00%		95.00%		０８：３０　現地集合、ＫＹ活動<改行>０９：００　２名作業船でスパット台船へ移動、１名及び被災者は岸壁へ移動<改行>１２：００　スパット台船を岸壁へ引き揚げ（ラフタークレーン使用）完了<改行>１３：００　スパット脚の引き抜き作業開始<改行>１３：３０　事故発生後、現地での応急処置（止血後病院へ搬送）<改行>１３：３８　宮崎港湾・空港整備事務所へ管理技術者から事故発生の報告(第一報)<改行>１３：４５　被災者を病院へ搬入<改行>１４：３０　応用地質(株)宮崎支店長より宮崎労働基準監督署へ事故発生の報告<改行>１６：００　社会保険病院で被災者の手術開始（２１：００終了）<改行>１７：００　現場の片付け、立入禁止処置を施し撤収<改行>				① 解体作業時には、補助バンドを外してスパット脚の引き抜き作業を行うように、作業手順書を改定する。<改行>② 元請・下請の両方に安全教育・指導を徹底する。		応用地質（株）		応用地質株式会社		九州支社																														文書注意																																																																H20-九州-宮崎-0301.xlsx		3/6/15 17:35		3/6/15 17:35		2008		5		28		13		30		2008		TRUE		8		3		九州		4		3		2		3.2		8		1102		84		2008/5/28　13:30		39596.5625

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		37年 00月		舗装工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		1				平成１９年度　名古屋港飛島ふ頭南岸壁（－１６ｍ）舗装工事		コンクリ－ト打設に伴い、ダンプトラックが打設箇所に生コンを降ろした後、誘導員（被災者）が運転者に合図しダンプトラック後部アオリのキャッチ（後部アオリを止める装置）が確実に閉まる様に完全に荷台が降りきる手前で一度停止させ、再び誘導員（被災者）が運転者に荷台を下げるように指示をし、その指示に従い運転者が荷台を下げた時に誘導員（被災者）の指がダンプトラック後部のアオリに挟まれ負傷した。		平成20年6月10日 11時0分 頃		陸上		その他		22:舗装				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		4:500～1、000						26:その他の起因物(　)		ダンプトラック		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		34:その他の不安全行為があった。																																						コンクリ－ト打設に伴い、ダンプトラックが打設箇所に生コンを降ろした後、誘導員（被災者）が運転者に合図しダンプトラック後部アオリのキャッチ（後部アオリを止める装置）が確実に閉まる様に完全に荷台が降りきる手前で一度停止させ、再び誘導員（被災者）が運転者に荷台を下げるように指示をし、その指示に従い運転者が荷台を下げた時に誘導員（被災者）の指がダンプトラック後部のアオリに挟まれ負傷した。						大成ロテック（株）		大成ロテック株式会社																																						措置なし（不問）																																																										H20-中部-名古屋-0701.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2008		6		10		11		0		2008		TRUE		8		22		中部		1		37		0		37.0		26		1101		4		2008/6/10　11:0		39609.4583333333

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		01年 08月		コンクリート圧送		10:その他(　)						熱中症		13:その他(　)						熱中症		1:0～3		1		1:労災適用		伏木富山港（伏木地区）防波堤（北）本体工事		本事故は、平成２０年７月１７日午後２時頃、ケーソン製作（ＦＤ）現場にて発生したものである。被災者は、コンクリート打設作業終了後のポンプ配管片づけ作業中に、両足の痙攣を起こし、うずくまり、その場から動けない状態で監理技術者に発見され、救急車で病院に搬送された。医師の診察の結果、「熱中症」と診断され、点滴治療と療養のため入院し、１９日の朝に退院し、そのまま職場復帰した。		平成20年7月17日 14時0分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上								25:環境等				17:加害物なし				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										04:理解度の確認が不十分だった。										77.00%		75.00%		80.00%		76.40%		７月１７日午後２時頃、フローティングドッグにおいて、ケーソン製作のコンクリート打設終了後のポンプ配管片づけ作業中に、両足に痙攣を起こし、うずくまっている被災者を監理技術者が発見し、救急車で病院に搬送した。医師の診察を受けたところ「熱中症」と診断され治療のため入院し、１９日の朝に退院し、その日から職場復帰した。				①作業中の体調変化を見逃さないため、体調チエックリストを掲示するとともに健康チエックの頻度を増やすように改めるとともに、声掛け運動を実施する。②熱中症に対する警戒心を高めるために熱中症掲示物（温湿度計付）を増設し、扇風機及び水道設備を設けて作業中に体温の低下を図れるような環境改善の実施。③熱中症の対策、症状、応急処置を記載した「熱中症カード」を配布・掲示し事故管理、意識の高揚を図る。		若築建設（株）		若築建設（株）																																																																																																H20-北陸-伏木富山-0901.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2008		7		17		14		0		2008		TRUE		23		12		北陸		1		1		8		1.7		25		1399		61		2008/7/17　14:0		39646.5833333333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		31年 00月		運転手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		27		1:労災適用		小名浜港東港地区護岸（防波）築造工事		海上で床堀し揚土された土砂を、土捨場へダンプトラックとバックホウを用いて土捨作業を行っていたところ、ダンプトラックのタイヤが地盤の緩い箇所にはまってしまい、バックホウで脱出作業を行おうとダンプトラック後方フックとバックホウバケット部の間にワイヤーを掛ける際に、被災者がバックホウバケット部との距離を調整しようと合図をバックホウオペレーターに指示したが、オペレーターはワイヤー取付完了の合図と錯誤し、バックホウを作動させたために未だフックにかかり切れていないワイヤーのツボ部分に被災者の右手拇指を挟まれ、右手拇指切断（骨は異常なし、神経は縫合で加療２ヶ月（診断書）、休業１４日（医師より口頭）と診断されたものである。その後の経過観察において10月7日右手拇指の爪の根元部分まで骨を切除しており現在も加療中である。休業日数は２７日となっている。		平成20年7月29日 8時40分 頃		陸上		土砂仮置き場		05:浚渫・床掘り				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった		1		25:合図を勘違いした。																																																99:その他								非定常作業の対応周知不足		7.00%		7.00%		66.00%		66.00%						１．ダンプトラック走行路の重機による転圧を実施する。２．作業手順書を見直し、脱出作業時の合図方法、合図者の選任、連絡合図訓練等を実施する。３．非定常作業が発生した場合の連絡体系図を作成し全重機使用者に配布し連絡体制を明確にする。また、作業再開時にはダンプトラックのタイヤがはまったことを想定し、作業手順通り作業を行えるか訓練を実施する		東洋建設（株）		東洋建設株式会社		東北支店																		（株）大滝工務店												文書注意																																								労働基準監督署				「労働災害再発防止対策報告書」にて報告																				H20-東北-小名浜-1401.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2008		7		29		8		40		2008		TRUE		8		5		東北		4		31		0		31.0		4		804		4		2008/7/29　8:40		39658.3611111111

		北海道開発局		留萌港湾事務所		天売		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		15年 00月		潜水連絡員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		84		1:労災適用		天売港建設工事		当日は潜水士船による作業を行っており、作業が完了したため既に係船していた起重機船に横付けし係船する作業を行っていた。係留する際に、被災者が起重機船のロープを渡し係船柱に巻き付け、更に潜水士船の係船柱にロープにかけていたところロープが足首に巻き付いている事に気づかず、バランスを崩し巻き付いたロープと潜水士船の係船柱に挟まれ被災した		平成20年8月11日 16時55分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																		04:作業標準を守らなかった。																				25:安全管理体制に欠陥があった。										47.00%		50.00%						16:55　作業終了時の係船作業にとりかかり、ロープがからまり被災						萌州建設株式会社																																																																																																		H20-北開局-留萌-3701.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		2008		8		11		16		55		2008		TRUE		8		19		北海		5		15		0		15.0		8		1104		14		2008/8/11　16:55		39671.7048611111

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男				左官工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		3				大阪港夢洲トンネル夢洲側アプローチ部（Ｙ２工区）築造工事		トンネルアプローチの中床版コンクリート打設において、左官工４名が天端均しを実施していた。左官工は、作業効率が悪いことから、４段目切梁上に鋼製足場板を設置した（施工計画にない）。足場板上を被災者がトンボを持って移動中、３段目切梁にトンボが当たり、バランスを崩して開口部の床版型枠上に落下(1.5m)し、左足首をひねった。		平成20年8月25日 11時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）										11:足場、通路				10:用具等				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった												指定安全通路を無視し切梁上に任意に鋼製足場を設置し許可なく通路として使用した。<改行>バランスを崩す危険性のあるトンボを持ったまま移動した。										許可なく設置した鋼製足場は幅がせまく、転落防止設備が未設置であった。										作業員の安全作業への理解度が不足し、危険の予測ができなかった。<改行>作業計画と異なる作業を実施した。										当日　７：００　朝礼・KYミーティング<改行>　　　８：００　コンクリート打設作業開始<改行>　　　９：１０　被災者所属会社　現場到着、作業内容・KYミーティング<改行>　　１０：００　被災者ら天端均し作業開始<改行>　　１１：１５　被災者らの独断で切梁上に足場を設置<改行>　　１１：３０　足場から転落(高さ１．５ｍ）				移動時、通路設備について安全教育の徹底。作業計画に基づく事前打ち合わせの充実。ＫＹミーティングの実施方法を改善。		（株）竹中土木		株式会社竹中土木		大阪本店																		壺山建設（株）																		元請、一次下請、二次下請、三次下請に口頭注意																																		労働基準監督署				特になし																				H20-近畿-大阪-5301.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2008		8		25		11		30		2008		TRUE		1		29		近畿		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		11		101		60		2008/8/25　11:30		39685.4791666667

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60				40年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		3				小名浜港東港地区護岸（防波）被覆外工事		ブロック製作工事の現地作業完了に伴い後片づけを実施した。使用した資材を、自社資材置き場に運搬する際にユニック車のブームを収納するのを忘れブームをのばしたまま走行した。そのため道路を横断している光ケーブルを切断し、その反動でユニック車が転倒したため乗車していた作業員２名が負傷した。		平成20年9月17日 10時10分 頃		陸上		臨港道路		29:その他(　)		後片づけ		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。																																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										98.00%		98.00%		95.00%		95.00%						１．荷積み終了後の点検の強化（指差呼称の徹底）①アウトリガーの収納状況②ブームの収納状況③荷物の荷締め状況点検を実施し異常の無いことを確認してから運転する。<改行>２．朝礼時および作業変更時に前記①～③をかならず運転手に話し注意を促す。<改行>３．現場出入り口に高さ制限の目印を吊り下げ運転手に注意を促す。<改行>４．今後は社内的に他工事においても前記１～３を作業手順書に盛り込み実行を徹底		（株）磐洋建設工業		（株）磐洋建設工業																																口頭注意																																								警察				交通事故																				H20-東北-小名浜-1503.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2008		9		17		10		10		2008		TRUE		18		29		東北		1		40		0		40.0		5		702		7		2008/9/17　10:10		39708.4236111111

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		35年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		3		3:労災非適（その他）		小名浜港東港地区護岸（防波）被覆外工事		ブロック製作工事の現地作業完了に伴い後片づけを実施した。使用した資材を、自社資材置き場に運搬する際にユニック車のブームを収納するのを忘れブームをのばしたまま走行した。そのため道路を横断している光ケーブルを切断し、その反動でユニック車が転倒したため乗車していた作業員２名が負傷した。		平成20年9月17日 10時10分 頃		陸上		臨港道路		29:その他(　)		後片づけ		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。																																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										98.00%		98.00%		95.00%		95.00%						１．荷積み終了後の点検の強化（指差呼称の徹底）①アウトリガーの収納状況②ブームの収納状況③荷物の荷締め状況点検を実施し異常の無いことを確認してから運転する。<改行>２．朝礼時および作業変更時に前記①～③をかならず運転手に話し注意を促す。<改行>３．現場出入り口に高さ制限の目印を吊り下げ運転手に注意を促す。<改行>４．今後は社内的に他工事においても前記１～３を作業手順書に盛り込み実行を徹底		（株）磐洋建設工業		（株）磐洋建設工業																																口頭注意																																								警察				交通事故																				H20-東北-小名浜-1502.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2008		9		17		10		10		2008		TRUE		18		29		東北		1		35		0		35.0		5		702		7		2008/9/17　10:10		39708.4236111111

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所		石垣		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		10年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		45		1:労災適用		石垣港（新港地区）防波堤（外）築造工事		汚濁防止膜を岸壁から台船へと積み込み作業を行っていた。汚濁防止膜を台船上にて吊った状態であったが、玉掛けしていたポリエチレンベルトが切れ、吊っていた汚濁防止膜が落下し、被災者が下敷きとなり転倒・負傷した。		平成20年9月18日 11時20分 頃		海上		FD、作業船上		28:汚濁防止膜工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		1:有		23:荷				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。																																				03:機械・器具に欠陥があった。										07:作業の安全指示が不適切だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。						13.00%		3.00%		100.00%		20.00%		汚濁防止膜を岸壁から台船へと積み込み作業を行っていた。汚濁防止膜を台船上にて吊った状態であったが、玉掛けしていたポリエチレンベルトが切れ、吊っていた汚濁防止膜が落下し、被災者が下敷きとなり転倒・負傷した。				１)移動式クレーンを使用する際の作業方法・手順を再確認し、適切な作業計画に基づき作業を行うことを徹底する。特に吊荷の重量や使用する吊具を確認し、玉掛用具については、必ず専用のものを使用し繊維ロープ等の不適切な玉掛け用具は使用しないことを徹底するとともに、渡版上など不適切な場所での作業を行わない様、十分な作業スペースを確保すること。<改行><改行>２)工事の作業内容に応じ、適切な安全管理体制を構築し、下請け業者への安全教育・指導を徹底すること。<改行>		若築建設（株）		若築建設（株）		沖縄営業所																		丸尾建設株式会社				株式会社南海土木								文書警告																																								労働基準監督署		reserved-39716x1F		是正勧告																				H20-沖総局-石垣-1101.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		2008		9		18		11		20		2008		TRUE		4		28		沖縄		5		10		0		10.0		23		201		4		2008/9/18　11:20		39709.4722222222

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		10年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						減圧症		1:0～3		2		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤（北）（第二）基礎外工事		減圧症を発症した潜水士は９月２２日の潜水作業後同日夜になって右肩の不調（かゆみ）を感じていたがさほど気にしていなかった、翌９月２３日作業の為出勤したが時化のため作業中止（７：４５）となり、１０時になって所属潜水会社社長に右肩の不調について報告を行ったものである。所属潜水会社は報告を受け医師の診断を受けさせたころⅠ型減圧症と診断された。		平成20年9月23日 10時0分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										93.40%		86.30%		50.00%		0.00%		減圧症を発症した潜水士は９月２２日の潜水作業後同日夜になって右肩の不調（かゆみ）を感じていたがさほど気にしていなかった、翌９月２３日作業の為出勤したが時化のため作業中止（７：４５）となり、１０時になって所属潜水会社社長に右肩の不調について報告を行ったものである。所属潜水会社は報告を受け医師の診断を受けさせたころⅠ型減圧症と診断された。潜水士は９月２３日２４日の２回再圧タンク治療を行い完治した。				１．潜水作業者の体調確認を強化し、体調管理の徹底を図る。２．潜水作業者と上乗りの連絡、状況確認を徹底する。３．潜水作業者の体力を酷使する作業（法面部均し作業）については、潜水時間を制限し、減圧時間をワンランク上で実施する		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社		東北支店																		（株）田越海洋建設												不問																																																																H20-東北-酒田-1601.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2008		9		23		10		0		2008		TRUE		23		8		東北		1		10		0		10.0		27		1307		42		2008/9/23　10:0		39714.4166666667

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		31年 01月		潜水士		03:背部								04:骨折								5:31以上		50		1:労災適用		苫小牧港西港区勇払-10m岸壁外改良工事		支保工解体作業を前日より実施していたが、当日は下部型枠支保（□250鋼管）を吊すボルトについて切断すると支保が傾いてくる位置で作業を行ったため、支保が傾き被災者の腰部へ接触し被災した。		平成20年9月26日 10時40分 頃		海上		岸壁桟橋床版下		21:上部工				56:支保工の組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		13:支保工				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0302:倒壊：型枠支保工等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		05:安全装置をはずした、無効にした。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。		26:危険有害な場所に入った。														02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						50.00%		55.00%		89.00%		89.00%		7:00　朝礼及び作業開始。<改行>10:40 床版コンクリート支保工を解体作業中に支保が傾き潜水士の腰部に接触し被災。				・作業点順の遵守（一人作業にならないよう注意）<改行>・切断作業時には落下物の無い位置で作業を行う<改行>・仮設材のボルトを切断した際に仮設材が落下しないような吊りピース等の設置を行う		北興工業(株)																																																																																																		H20-北開局-苫小牧-1001.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2008		9		26		10		40		2008		TRUE		4		21		北海		5		31		1		31.1		13		302		56		2008/9/26　10:40		39717.4444444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男				左官		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				13:その他(　)						動悸、しびれ		1:0～3		0				久慈港湾口地区防波堤被覆工事		ブロック製作ヤードにてブロック製作中に作業員が手足にしびれ、および動悸を訴えたため病院に搬送されたものである。		平成20年9月29日 9時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)																				27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		20:身体の調子が悪かった。																																						ブロック製作ヤードにてブロック製作中に作業員が手足にしびれ、および動悸を訴えたため病院に搬送されたものである。						（株）岩瀬張建設		（株）岩瀬張建設																																事故扱いにしない																																																																H20-東北-釜石-3101.xlsx		3/6/15 18:57		3/6/15 18:57		2008		9		29		9		45		2008		TRUE		23		17		東北		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		27		1399		60		2008/9/29　9:45		39720.40625

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		20年 00月		船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京港中央防波堤内側地区泊地（－９．０ｍ）潜水探査工事		潜水士船上で送気員にウインチのギア部分のグリスアップを指示した。送気員は外側からグリスを塗布していたが、被災者はギアの内側の方からもグリスを充填するように身を乗り出してギアの内側を指さした。その際、ギアの操作レバーに足が触れてしまい、レバーが前に倒れ、ギアが回転し、内側を示していた被災者の右手中指が回転したギアの間に挟まれ裂傷を負った。		平成20年10月9日 9時5分 頃		海上		その他		02:探査工				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった		26:危険有害な場所に入った。																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										70.00%		69.80%		72.00%		71.30%		7:00　現場事務所前にて、朝礼、危険予知活動、潜水士体調確認、始業前点検。<改行>7:25　現場事務所発。作業場所に向かう。<改行>7:50　作業場所到着。設標作業、アンカーリング作業を開始。<改行>8:50　アンカーリング作業完了。潜水士船上で大島（被災者）指示のもとウインチのグリスアップ作業を行う。<改行>9:05　事故発生				①ウインチのメンテナンスを行う場合はたとえ停止した状態であっても回転部に手指を入れないことを再度周知徹底し、ウインチから見えやすい位置に注意喚起表示をします。<改行>②ウインチのグリスアップ作業の作業手順を作業員全員に周知徹底し、その危険個所、危険要因について教育します。<改行>③「ヒューマンエラー防止」教育を作業員全員に、再度、討議形式で実施します。<改行>④当社協力会社作業員のウインチ等を使用する作業員に対し、「動力巻き上げ機の運転業務」の特別教育を計画し実施します。<改行>⑤今後の作業における問題とその対策について検討し、実施します。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																																																																																H20-関東-東京-2601.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2008		10		9		9		5		2008		TRUE		8		2		関東		1		20		0		20.0		14		809		3		2008/10/9　9:5		39730.3784722222

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		三島川之江		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		12年 00月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		三島川之江港金子地区防波堤（西）工事（その２）		被災者は、ケーソン製作ヤードにおいて、ケーソン型枠反力として鋼管杭を設置するため、回転式ハンマードリルを使用し、地盤を削孔する作業を行っていた。削孔作業中、ハンマードリル先端が石等の硬い層に当ったために、ハンマードリル本体が反転し、ハンマードリルを支持していた右手首をひねったものである。		平成20年10月21日 16時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		14:放心、考えごとをしていた。						被災直前に実施した１５本の削孔作業が容易であったため、被災が発生した１６本目の削孔作業を実施するにあたり、被災者本人に慣れ、油断が生じた。被災時刻が終業間際の１６時であり、作業に対する気の緩みが生じた。																				現場代理人が事故発生の事実を知ったのが事故発生後３日目であり、元請者、下請者及び末端の作業員に至るまで事故災害に対する安全意識の軽視が見受けられた。		16.50%		16.50%		8.10%		8.10%		型枠組立作業は、１０月２０日（月）より開始し、事故発生は２日目の作業中であった。事故当日は、８時から朝礼・ＫＹ活動を行い、型枠組立作業を実施。１６時頃、ケーソン型枠反力として鋼管杭設置の目的で、回転式ハンマードリルを使用して地盤に削孔する作業を行っていたが、１６本目の削孔中ドリル先端が石等の硬い層に当たり突然ハンマードリル本体が反転し、ハンマードリルを支持していた右手首をひねったものである。				・報告、連絡、相談の見直し及び徹底を図る。<改行>・作業手順の見直し及び類似事故防止のため、機械の取り扱いについて再確認する。		井原工業（株）		井原工業株式会社																																																																																																H20-四国-松山-1801.xlsx		3/6/15 17:51		3/6/15 17:51		2008		10		21		16		0		2008		TRUE		8		11		四国		1		12		0		12.0		20		1204		55		2008/10/21　16:0		39742.6666666667

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		05年 00月		運転手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		22		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤（北）（第二）本体工事		型枠搬入のため資材リース会社が用意したトラックにて型枠を運搬し荷下ろしの際に、運転手が積み荷からトラック荷台に飛び降りた際に足を踏み外し荷台から転落し右手首を骨折したものである。		平成20年10月22日 11時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。								10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										5.00%		4.00%		50.00%		40.00%		型枠搬入のため資材リース会社が用意したトラックにて型枠を運搬し荷下ろしの際に、運転手が積み荷からトラック荷台に飛び降りた際に足を踏み外し荷台から転落し右手首を骨折したものである。				１．機材搬入の際トラック運転手に注意喚起を行う。<改行>２．車両の荷台横に立馬を設置する。また、高さが1.5ｍ以上の場合は昇降設備を設置する。<改行>３．段差のある箇所から飛び降りないよう指示する。<改行>４．現場での資機材荷卸し、積込みに関する安全ルールを定める。<改行>５．資機材搬入、搬出を行う運転手に現場での安全ルールを遵守させる。		若築建設（株）		若築建設（株）		東北支店																														事故扱いにしない（運送業の労災）																																																																H20-東北-酒田-3301.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2008		10		22		11		0		2008		TRUE		1		12		東北		4		5		0		5.0		5		199		4		2008/10/22　11:0		39743.4583333333

		北海道開発局		網走港湾事務所		綱走		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		21年 06月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		網走港波除堤B部建設工事		消波ブロック据え付け作業における、ブロックの玉掛け作業時に、吊り上げた際にワイヤーが外れそうになったので、直そうと作業員がワイヤーに手をかけたところ、ブロックとワイヤーに挟まれ負傷した。		平成20年10月30日 10時50分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		22:連絡合図が不明瞭だった。																		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										79.00%		80.00%						10:50 玉掛け作業中に負傷				合図者と玉掛者がお互いに		岩倉・島田経常建設共同企業体																																																																																																		H20-北開局-網走-2501.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		2008		10		30		10		50		2008		TRUE		8		19		北海		1		21		6		21.5		26		1101		51		2008/10/30　10:50		39751.4513888889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		44年 00月		普通船員（機関長）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		94		2:労災非適（船員法適用）		仙台塩釜港監督船用船		仙台港の施設点検を終え係船場に係船するため桟橋上にいた被災者（機関長）が船上の船長に係留ロープを手渡そうと桟橋の縁をわたっていたところ航跡波と思われる波で船体が動揺したため危険を感じた被災者が逃げようとしたさいに体のバランスを崩してしまい逃げ切れなかった。船首タイヤと桟橋手すり支柱に足を挟まれ右足第２足指、第３足指を骨折した		平成20年10月30日 14時45分 頃		海上		係留桟橋		29:その他(　)		係留		14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																		航跡波		05:教育訓練体制が不備であった。																						１．桟橋上での係留索取扱作業は、桟橋の中央部分を作業範囲とし、桟橋先端部での作業は、うねりや航跡波等による船舶の揺れ等を十分把握し、作業を遅らせてでも安全を確認し業務に取組む。<改行>２．船長は、船首を桟橋に接岸させ、エンジンを前進にし、船舶が安定した状態を保った状況で船員が係留作業をするよう改め、実施する。		（株）ポルテック		（株）ポルテック																																口頭注意																																																																H20-東北-塩釜-3201.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		2008		10		30		14		45		2008		TRUE		8		29		東北		5		44		0		44.0		8		1399		14		2008/10/30　14:45		39751.6145833333

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		40		男		11年 05月		作業員		06:骨盤部								01:打撲傷		04:骨折						1:0～3		0		3:労災非適（その他）		函館空港エプロン改良その他工事		当日は空港内コンクリート舗装作業により舗装機械の移動作業を行っていた。レーン替えのためクレーンによる吊り上げを行うため事前の作業を行っていたところ、油圧ホースに足がひっかかり機械上から転倒し、被災した。		平成20年10月31日 3時25分 頃		陸上		空港内エプロン		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		06:コンクリート機械				03:作業床				01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				27:不安全な場所へのった。		31:無理な姿勢で作業した。																		07:作業の安全指示が不適切だった。										85.70%		85.60%		95.00%		95.00%		３：２５　舗装作業に使用する機械移動の準備時に機械上より転落した				・機械の玉掛け作業は全て陸上で行う。<改行>・当日の作業指示書には玉掛者の配置位置を全員に指示し、作業指揮者が配置を確認後作業する。		鹿島道路（株）		鹿島道路（株）																																																																																																H20-北開局-函館-2701.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		2008		10		31		3		25		2008		FALSE		1		22		北海		1		11		5		11.4		6		119		66		2008/10/31　3:25		39752.1423611111

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		三池		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		09年 00月		とび工		04:胸部								04:骨折								1:0～3		0				三池港（内港北地区）航路（－１０ｍ）（床止）法面補強工事		仮置きしてあった鋼管矢板を、ラフタークレーン（50t吊）にて、トレーラーへ２本目を積込み作業中、荷下ろす時に正フックが副フックの吊りワイヤーに引っ掛かり、吊りワイヤーの片方が外れたため、鋼管矢板が振れ、鋼管矢板に接触し胸部を打撲した。		平成20年11月13日 9時0分 頃		陸上		その他		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0199:墜落：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		17:危険を知らずにやった。		22:連絡合図が不明瞭だった。		26:危険有害な場所に入った。				04:安全度が不足だった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										43.00%		31.00%						7:45 朝礼、安全ミーティング、Ｋ・Ｙ活動実施<改行> 8:00 新規入場者教育実施<改行> 8:30 作業開始<改行> 9:00 事故発生<改行> 9:10 病院到着<改行>10:05 診察開始<改行>12:40 診察終了				①安全監視の強化<改行>　現場内の日常巡視を１日２回行う。<改行>　店社パトロールを月２回以上行う。<改行>②具体的再発防止施策<改行>　鋼管矢板積み込みの際、鋼管矢板両端に介錯ロープを設置し、鋼管矢板側方から誘導する。<改行>　トレーラーへの積み込みの際は、元請職員による監視を行い、トレーラー上には作業員を立ち入らせない。<改行>　フック同士の離隔を取るため使用しないフックを過巻き防止装置付近まで巻き上げた状態で作業を行う。<改行>　合図者は、クレーンオペレータから良く見えるトレーラー側面から合図を行う。		りんかい日産建設（株）		りんかい日産建設株式会社																																																																								当局		reserved-39807x1F		厳重注意（口頭）																				H20-九州-博多-2002.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		2008		11		13		9		0		2008		TRUE		4		9		九州		1		9		0		9.0		5		199		4		2008/11/13　9:0		39765.375

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		10年 02月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折		04:骨折		04:骨折				4:16～30		28		1:労災適用		平成２０年度名古屋港清掃兼油回収船係留施設整備工事		事故当日は、作用場所が２箇所（①築地町、②弥富ふ頭）に分かれており、①は東海建設(株)の倉庫（港区新船町）で、②は弥富ふ頭で８：００より朝礼を行い、被災者は①のほうで朝礼を受けた。①の作業予定としては、午前中が、東海建設資材置場より足場材を弥富ふ頭に運搬すること、午後より築地町にて、車止・植栽ブロックの撤去、フェンス撤去（H=1.5ｍ）の作業を行うこととしていた。<改行>  フェンス撤去作業を15：00頃より開始し、フェンス撤去作業中、自生しているいばらが撤去作業に支障となった為、被災者(宮下金七郎）の判断で、いばらを抜く作業を行った。フェンスより護岸までの幅は約2.0ｍあり、フェンスよりに体をかまえ、護岸側に背をむけて、いばらを拭くために中腰の姿勢をとり、力を込めた。いばらが簡単に抜けたため、バランスを崩し、護岸側に体が流され、勢いあまって、護岸より、１．６m下の水たたきコンクリートに飛び降りた。左足かかとから着地し、強打して被災した。		平成20年11月13日 15時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		23:けい船岸付属工				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		水たたきコンクリート		01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										17:安全標識がなかった。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										11.00%		8.00%		0.00%		0.00%		当工事は、清掃兼油回収船建造に伴う係留施設の施工を行うものである。事故当日は、作用場所が２箇所（①築地町、②弥富ふ頭）に分かれており、①は東海建設(株)の倉庫（港区新船町）で、②は弥富ふ頭で８：００より朝礼を行い、被災者は①のほうで朝礼を受けた。①の作業予定としては、午前中が、東海建設資材置場より足場材を弥富ふ頭に運搬すること、午後より築地町にて、車止・植栽ブロックの撤去、フェンス撤去（H=1.5ｍ）の作業を行うこととしていた。<改行>  フェンス撤去作業を15：00頃より開始し、フェンス撤去作業中、自生しているいばらが撤去作業に支障となった為、被災者(宮下金七郎）の判断で、いばらを抜く作業を行った。フェンスより護岸までの幅は約2.0ｍあり、フェンスよりに体をかまえ護岸側に背をむけて、いばらを拭くために中腰の姿勢をとり力を込めた。いばらが簡単に抜けたため、バランスを崩し、護岸側に体が流され、勢い余って護岸より１．６ｍ下の水たたきコンクリートに飛び降りた。左足かかとから着地し、強打して被災した。				以下の通り指導、実施していくこととしている。<改行>・作業スペースの拡大、落下防止用手すり・昇降設備の設置の改善<改行>・作業指示の徹底<改行>・作業員への安全意識についての再教育		東海建設（株）		東海建設（株）																				（株）長谷川工務店				豊国建設　株式会社								措置無し。																																								労働基準監督署		reserved-39766x1F		被災者が不休災害であれば、療養補償たる療養の給付請求書を病院の方に提出すること。休業4日以上になる時は、労働者死傷病報告書をすぐに提出すること。		警察		reserved-39766x1F		事件性が無いので、届出の必要はない。														H20-中部-名古屋-2101.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2008		11		13		15		0		2008		TRUE		1		23		中部		4		10		2		10.2		27		199		84		2008/11/13　15:0		39765.625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		14年 08月		産廃運搬回収作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						ビマン性表層角膜炎　左目		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁（－１０ｍ）（改良）地盤改良外工事		前日までの削孔時に発生した汚水を産廃処理するためにバキュームカーを手配していた。新たに使用する希硫酸タンクに少量の残水が残っていたため、産廃回収業者にバキュームカーによる業務外の残水吸い取り作業を安易に指示した。残水回収を終えホースを引き上げた際に、希硫酸の飛沫が産廃回収業者作業員の左目に入り角膜を損傷したものである。		平成20年11月20日 8時45分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				84:その他(　)		産廃回収		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		産廃回収ホース		16:その他の加害物(　)		ホースの跳ねた飛沫（希硫酸）		20:異物（眼、耳、鼻）		眼		1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。										18:保護具が不適・不足だった。										99:その他								残留物調査不足		16.00%		16.00%						7:45 作業詰所にて朝礼・KY<改行> 8:05 被災者(須藤)に対し新規入場者教育を現場代理人（遠藤）が実施<改行> 8:25 被災者(須藤)　作業開始<改行> 8:45 被災者(須藤）が回収作業である吸引を終え、ホースを引き上げる際、液体の飛沫が左目に入り違和感を訴えた。<改行>				①タンク内に残留物があった場合、どのような性質か確認した後処理を行う。<改行>②今後の作業に使用するＭＳＤＳの周知徹底。<改行>③薬品を取り扱う場合は保護メガネ・保護手袋の完全着用。<改行>④スポット作業時には作業手順の説明と保護具の着用指示し、監視の強化等を実施		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社		東北支店																														不問						産廃業者の事故であるが元請けが予定外の作業を直接指示																																																										H20-東北-塩釜-3501.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		2008		11		20		8		45		2008		TRUE		20		6		東北		1		14		8		14.7		26		1399		84		2008/11/20　8:45		39772.3645833333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		35		男		15年 10月		クレーン運転手		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		91		1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　桟橋工事（１）－港湾土木工事－エ		始業点検時に閉め忘れたクローラクレーンのエンジン点検窓（カウンターウエイトと本体後部の隙間にある）を閉めようとして、カウンターウエイト上（H=約2.2m）に上って、しゃがんだところ、バランスを崩し危険を感じたため自ら飛び降りた。体勢を崩して右足かかとから覆工板上に着地したため負傷した。		平成20年11月27日 10時45分 頃		海上		その他		24:溶接及び切断				03:装備機械器具等の点検・整備				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				03:作業床				01:墜落・転落				0116:墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等																														A:危険だと思わなかった		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。						09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								50.00%		45.00%		25.00%		20.00%		8:25～9:00　朝礼、KY活動後、自身が運転するクローラクレーンの始業点検を実施し、クレーン後部機械室の不良と思われる部品（サーモスタット）を交換。<改行>9:00～10:00　作業に従事<改行>10:00～10:30　休憩<改行>10:30～11:00　閉め忘れた点検扉を閉めるために、クレーン後部機械室に移動（カウンターウエイト上に登る）<改行>10:45　被災<改行>11:00　作業再開予定<改行><改行>				①オペレータに対し日常点検時、機械保有会社の作成している「作業要領書」を遵守させる。また、点検実施の際は工区に届け出るよう指導する。<改行>②全作業員に高所作業時の安全帯使用を再度徹底する。<改行>③朝礼、KY等で危険な作業に対して、安全帯を使用できる設備の先行設置を周知徹底する。<改行>④カウンターウエイト上への立ち入りは原則禁止とする。<改行>⑤機械メーカーに対し、今後クレーン上の安全設備の追加等を提言する。<改行>⑥クレーンリース業者から点検時の作業要領書を提出させ、点検者（オペレータ）が手順通り実施していることを確認する。<改行>⑦点検実施時の工区への届け出の徹底を図るとともに、専門業者に対し点検時の手順の見直しと担当者（オペレータ）の再教育を指導する。		鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				新日鉄住金エンジニアリング株式会社				東洋建設株式会社				清水建設株式会社				みらい建設工業株式会社																口頭厳重注意		reserved-39822x1F		reserved-39911x1F				口頭厳重注意		reserved-39822x1F		reserved-39911x1F		<改行><改行>		口頭厳重注意		reserved-39822x1F		reserved-39911x1F				口頭厳重注意		reserved-39822x1F		reserved-39911x1F				口頭厳重注意		reserved-39822x1F		reserved-39911x1F				労働基準監督署		reserved-39783x1F		労基署主催の講習会に参加すること。<改行>再発防止対策を報告すること。																				H20-関東-東京空港-2301.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2008		11		27		10		45		2008		FALSE		1		24		関東		5		15		10		15.8		14		116		3		2008/11/27　10:45		39779.4479166667

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		岩国		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		02年 07月		土工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		岩国港臨港道路装束新港線橋梁下部等工事（その２）		全周回転掘削機による場所打杭工の掘削作業中、チゼルハンマをケーシング内に落下させているとき、小巻ワイヤが乱巻きになる。クレーンの旋回によりワイヤを伸ばし、巻き直していたとき、ケーシング内のワイヤがチゼルハンマから外れて、被災者の顔と右膝に当たった。		平成20年11月27日 17時48分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		09:杭及び矢板				74:掘削(機械施工)				3:雨						1:微風（～2）		3:10～20								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																														61.40%		62.30%		99.00%		94.10%		全周回転掘削機による場所打杭工の掘削作業中、チゼルハンマをケーシング内に落下させているとき、小巻ワイヤが乱巻きになる。クレーンの旋回によりワイヤを伸ばし、巻き直していたとき、ケーシング内のワイヤがチゼルハンマから外れて、被災者の顔と右膝に当たった。						東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																																																																																H20-中国-宇部-1907.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2008		11		27		17		48		2008		TRUE		9		9		中国		1		2		7		2.6		4		603		74		2008/11/27　17:48		39779.7416666667

		中部地方整備局		清水港湾事務所		田子の浦		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		00年 08月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		右手親指		13:その他(　)		13:その他(　)		13:その他(　)		右手親指圧挫傷		4:16～30		21		1:労災適用		平成２０年度田子の浦港航路泊地(-12m)浚渫工事		当該工事は、田子の浦港航路泊地の水深を-9mから-12mへ増深し、土砂処分量の減量化のため、富士地区６号岸壁背後に設置された中間処理施設において浚渫土砂の分級・脱水処理を行うものである。<改行>被災者は、浚渫土の中間処理（分級・脱水）施設において、午前6時より高圧フィルタープレス（ＰＦＰ）の運転作業に運転補助員として従事していた。<改行>午前8時30分頃から、職長の指示で、ＰＦＰ１号機において、濾板（濾布を取付けた板）移動用レールのグリス注油作業を、別の運転補助員と被災者の計２名が行っていた。8時45分頃、濾板送り（開枠自動運転）に誤作動が生じ、開いていたはずの濾板が急に閉じたことから、注油作業をしていた被災者が、右手親指付け根を濾板と濾板の間に挟まれてしまった。		平成20年12月2日 8時45分 頃		陸上		富士地区６号岸壁		29:その他(　)		中間処理		03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械		高圧フィルタープレスの濾板送り		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。				事故は、開枠自動運転における機械の誤作動により発生したが、作業手順書には、注油作業は自動運転を停止させて、機械の停止を確認後、作業をおこなうことが明記されていたにもかかわらず、被災者は自動運転の停止を怠り、慣れにより自動運転のまま注油作業を行っっており、作業手順が遵守されていなかったことが、事故の原因であったと究明される。																										04:理解度の確認が不十分だった。		12:各種安全活動が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。				注油作業は二人一組での作業であり、周囲の関与があることと、事故以前に元請及び下請が注油作業中に手順の確認行為を実施しておらず、組織的な対応にやや不備があることから、元請及び下請の安全管理が「やや不適切」であるといえる。		65.00%		63.00%		65.00%		63.00%		１２月２日当日 午前５時５０分からの朝礼に参加 元請職員および職長からの注意事項伝達を受けた。午前６時より、揚土と分級・脱水が開始されるのと同時に、高圧フィルタープレス（ＰＦＰ）の運転作業に運転補助員として従事した。午前８時３０分頃に、職長より、ＰＦＰ１号機の濾板移動用レールのグリス注油作業を行うよう指示があった。<改行>８時４５分頃、濾板の７０枚目ごろの開枠自動運転に誤作動が生じ、開いていたはずの濾板が急に閉じたため、レールに注油を行っていた被災者の右手親指の付け根が濾板と濾板の間に挟まれてしまった。				以下３点の安全対策を徹底させることで安全性の向上を図り、事故再発防止に努めることとしている。<改行>①メーカー責任者による作業手順周知会を開催し、作業者に危険を防ぐためにある作業手順の意義を完全に理解させること<改行>②作業手順書を再確認し、自動運転の停止を確認後、注油作業を行うよう、安全教育・朝礼にて作業員に周知　徹底すること<改行>③作業手順遵守状況を定期的に確認すると供に、安全教育・朝礼等の機会に注意喚起を繰り返し、危機意識の持続を図ること		株式会社　不動テトラ　中部支店		株式会社不動テトラ		中部支店																		（株）石井組				ダイエー工業株式会社								元請及び１次下請業者						口頭注意																																																										H20-中部-清水-2402.xlsx		3/6/15 18:16		3/6/15 18:16		2008		12		2		8		45		2008		TRUE		8		29		中部		4		0		8		0.7		10		1103		3		2008/12/2　8:45		39784.3645833333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		31年 00月		型枠大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成２０年度　大船渡港永浜地区岸壁（－１３ｍ）上部外工事		土留め上部工の型枠組立作業を実施していたが、型枠組立に支障となる差筋を曲げようと金槌を強く振りかざしたところ、目測を誤り空振りしたため、自分の右足くるぶしを叩いてしまい挫傷したものである。		平成20年12月10日 16時45分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工		土留上部		55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				19:動作の反動・無理な動作				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。								21:物を置いた場所が悪かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。																				①金槌使用に関するルールを定めた。<改行>②作業手順書の見直しを行った。<改行>③作業員に対する再発防止に関する講義を行った。		若築建設（株）		若築建設（株）		東北支店																		（株）佐賀組												工事事故扱いとしない（作業員個人の些細な負傷）																																								労働基準監督署				不休災害		海上保安部				本人の不注意														H20-東北-釜石-3401.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2008		12		10		16		45		2008		TRUE		19		21		東北		1		31		0		31.0		21		1299		55		2008/12/10　16:45		39792.6979166667

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男				船員																		6:死亡						神戸港ポートアイランド（第２期）地区航路・泊地（－１６ｍ）浚渫工事（第２工区）		土運船の浚渫土を神戸空港島に揚土後、土運船は揚土船から離舷、押船で曳航し、グラブ船に接舷した。接舷時、押船の甲板員である被災者の所在がわからないことが発覚した。		平成20年12月17日 14時50分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				38:土運搬				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）										08:作業船								11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																										甲板員の海中転落に気づかなかった。船長、見張員の思いこみにより、所在不明に気づくことが遅れた。																														事故当日（平成２０年１２月１７日）<改行>　５：３０　朝礼<改行>　６：４０　作業開始<改行>１２：２１　土運船を揚土船に接舷<改行>１３：３５　揚土終了<改行>１３：３７　揚土船から土運船を離舷<改行>１４：５０　土運船が浚渫船に近づくが、被災者が綱取りに出てこないことから行方不明であることが発覚<改行><改行>平成２１年３月１７日に遺体が発見された				安全教育の徹底、安全確認と緊急時連絡体制の強化（全乗組員トランシーバ携帯、チェックポイントでの点呼）、救命胴衣のチェック、海中転落防止対策の強化		東洋・みらいＪＶ		東洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																株式会社共栄土木																		文書注意								文書注意																										海上保安部				遺体発見前：被災者行方不明のため容疑不確定<改行>遺体発見後：新たな捜査、処分は行われなかった						水上警察署<改行>事件性がないことから請負者等に対しての捜査、処分は行われなかった						運輸管理部：１）本船側に船員法に照らした明確な過失や法令違反があったとは認められない、２）安全面について特段の配慮を怠っていたとは認められないため、指示指導は行われなかった								H20-近畿-神戸-5401.xlsx		3/6/15 18:06		3/6/15 18:06		2008		12		17		14		50		2008		TRUE		11		5		近畿		6		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		8		1304		38		2008/12/17　14:50		39799.6180555556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		01年 10月		担当技術者		03:背部								02:創傷								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		新潟港（西港地区）第二西防波堤本体工事（その２）		新潟港（西港地区）第二西防波堤本体工事（その２）において、平成２０年１２月１７日（水）午後４時１０分頃、元請職員３名による２層目型枠用墨だし測量中に発生したものである。被災者は、安全帯を着用・使用して足場上に腰掛ける状態で測量をしていたが、次の測量箇所へ移動するため一時安全帯を外し、足場上に戻ろうとした時、作業員が被災者方向に近づいてきた。被災者は、通行の支障になると考えて通路を譲ろうと１段目ブレースに足を掛け、足場から身を乗り出したところ、足が滑り、バランスを崩してフローティングドック甲板上に仮設で取り付けていた型枠押さえ用金具(山形鋼L-65×65×65mm)に右腰上が当たり被災した。		平成20年12月17日 16時10分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				19:陸上測量				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		型枠押しつけ用金具		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				27:不安全な場所へのった。										23:作業場の整理が悪かった。																				30.10%		29.90%		30.10%		29.90%		被災者は、安全帯を着用・使用して１段目の外周足場上(H＝1.98m)に腰をかけた状態で２層目型枠用の高さ出し測量を行っていた。次の測量箇所へ移動するため、一時安全帯を外し、足場上に戻ろうとしたとき、足場上を他の作業員が被災者方向に近づいてきたため、通行の支障になると考え、通路を譲ろうと１段目ブレースに足を掛け、足場から身を乗り出したところ、足が滑り、バランスを崩してフローティングドック甲板上に滑落した。<改行>その際、甲板上に仮設で取り付けていた型枠押さえ用金具（山形鋼L-65mm、高さ65mm）に右腰上部が当たり被災した。				(1)元請け(現場代理人)により再発防止対策周知会を実施し、事故災害原因と対策を工事関係者全員に周知徹底する。<改行>(2)元請け(安全担当部門)により工事関係者全員に対し安全教育訓練を実施する。<改行>(3)測量用足場の設置<改行>(4)不要となった仮設金具は撤去する。<改行>(5)日々のミーティングを活用して危険ポイントと安全指示を行う。		（株）本間組		株式会社本間組																																																																																																H20-北陸-新潟-5601.xlsx		3/6/15 18:24		9/12/17 11:12		2008		12		17		16		10		2008		TRUE		1		12		北陸		1		1		10		1.8		27		101		19		2008/12/17　16:10		39799.6736111111

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男				潜水士		10:その他(　)								13:その他(　)						減圧症		1:0～3		1				和歌山下津港北港地区防波堤（南）築造工事		事故当日、被災者は、基礎捨石均し作業の水中バックホウオペレータとして深度－２３ｍにおいて１８０分の潜水作業を実施した。作業後、水深－６ｍで２９分、水深－３ｍで４１分の減圧を行い浮上した。直後の体調確認では異常がなかったが、約２時間後に体調不良を訴え、救急車で医療センターに搬送、高圧酸素治療を受けた。約１時間の治療で体調は戻った。		平成20年12月24日 17時50分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ						1:微風（～2）										27:起因物なし								23:その他(　)				1307:その他：潜水病、減圧症																																										被災者本人の体調不良の可能性がある																														　８：３０朝礼<改行>１１：３５被災者が潜行開始（水中バックホウオペレータ、潜水深度－２３ｍ）<改行>１４：３５支援台船に水中バックホウを吊り上げ、被災者は減圧開始（潜水１８０分）<改行>１５：４５減圧を終了し浮上（－６ｍ：２９分、－３ｍ：４１分で減圧）<改行>１７：３０岸壁上で被災者が体調不良を訴える<改行>１９：００病院で高圧酸素治療を受ける<改行><改行>				体内ガス圧係数がより低くなるよう潜水計画を見直す。安全教育等の再徹底をはかる。		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																				12000030014599																		不問																																		労働基準監督署				特になし																				H20-近畿-和歌山-5501.xlsx		3/6/15 18:02		9/12/17 16:00		2008		12		24		17		50		2008		TRUE		23		8		近畿		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		27		1307		23		2008/12/24　17:50		39806.7430555556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		52		男		29年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		19		1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　連絡誘導路工事－空港等土木工事－ア		台船上での荷揚げ作業中、連結作業のためつかんでいた荷側の　吊鋼棒が、台船の動揺により吊治具に接近し、右手中指を吊治具との間に挟んだ<改行>		平成21年1月8日 12時0分 頃		海上		その他		21:上部工				08:材料、資材等の運搬(海上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		15:気持ちがあせっていた。																										42.90%		45.10%		23.00%		22.00%		8:00　朝礼・グループ毎にＫＹ活動<改行>8:35　作業開始<改行>9:00　台船　接舷<改行>9:30　台船　係留完了　雑資材荷揚げ開始<改行>11:30　受梁水切り玉掛け開始<改行>12:00　事故発生				①吊天秤を受梁上に設置する際は吊治具の位置が受梁のアンカーカップラー間の中心（±３ｃｍ）になることを確認する。<改行>②Ｌ８南橋面上でのナット緩め作業を確実に行い、受梁上では実施しないよう徹底する。<改行>③吊鋼棒受台をカップラー接続位置に移動する際は、吊鋼棒のナットが緩んでいる事と、吊治具との離隔があることを確認する。<改行>④吊鋼棒は側面を握り先端を握らないことを徹底する。<改行>⑤吊治具と吊鋼棒の離隔を大きくし、吊治具との接触を防止するため、吊鋼棒を５ｃｍ程度短縮する。<改行>⑥吊治具と吊天秤の上下間隔を長くするため長い連結材に取り替えるとともに、吊治具を小さくし吊治具と吊鋼棒の接触を防止する。<改行>⑦台船上などの海上作業は、波の影響を受け作業基面が常に動いていることを念頭に置いて作業することを再度関係者全員に周知する。<改行>⑧日々の作業において予想される危険を事前に排除できるよう、朝礼時のＡＴＫＹ（安全点検危険予知）活動による安全管理を再度徹底する。<改行>		鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				五洋建設株式会社				株式会社大林組				西松建設株式会社				三菱重工業（株）																口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起																																H20-関東-東京空港-3001.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2009		1		8		12		0		2008		FALSE		8		21		関東		4		29		0		29.0		14		1102		8		2009/1/8　12:0		39821.5

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		02年 00月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								4:16～30		23		2:労災非適（船員法適用）		北九州港（新門司地区）航路（－１０ｍ）浚渫工事		浚渫船に土運船を接岸中、土運船船員が浚渫船よりロープを受け取り土運船ピットにロープを掛ける際、ロープとの間に左手を挟んだものである。		平成21年1月16日 8時25分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)				08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった		1																																								6:50 浚渫船にて朝礼・作業ミーティング、ＫＹ活動<改行> 7:10 浚渫作業開始<改行> 8:25 事故災害発生				①作業船（浚渫船・土運船・リクレーマ船）の全ピットにガイドロープの使用徹底を明示する。<改行>②ガイドロープの改善として、ロープ径を太くして取っ手の形状を維持するためホースを入れ持ちやすくする。<改行>　また、ガイドロープとわかりやすい色とする。<改行>③安全教育等で安全作業の周知徹底を行い、安全対策に対する意識高揚を図る。		あおみ建設（株）		あおみ建設株式会社		九州																														厳重注意		reserved-39870x1F		reserved-39870x1F																																																												H20-九州-北九州-3901.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2009		1		16		8		25		2008		TRUE		8		5		九州		4		2		0		2.0		8		ERROR:#VALUE!		14		2009/1/16　8:25		39829.3506944444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		09年 07月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		那覇港（那覇ふ頭地区）道路（空港線）三重城側換気塔上部工事		作業用通路確保のため、足場材の調整枠を取り外す作業を行っていたが、上部の枠建地から調整枠がスムーズに外れなかったため、調整枠を持ったまま足で調整枠を蹴って外したところ、左手薬指の爪の部分を自在クランプと枠建地の間に挟んで負傷した。		平成21年1月20日 14時30分 頃		陸上		沈埋トンネル換気塔		29:その他(　)		建築		17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。								作業用通路確保のため、足場材の調整枠を取り外す作業を行っていたが、上部の枠建地から調整枠がスムーズに外れなかったため、調整枠を持ったまま足で調整枠を蹴って外したところ、左手薬指の爪の部分を自在クランプと枠建地の間に挟んで負傷した。																						22.60%		21.10%		13.00%		13.00%		被災者は、作業用通路確保のため、足場材の調整枠を取り外す作業を行っていたが、上部の枠建地から調整枠がスムーズに外れなかったため、調整枠を持ったまま足で調整枠を蹴って外したところ、左手薬指の爪の部分を自在クランプと枠建地の間に挟んで負傷した。				安全教育の徹底		西松建設（株）		西松建設株式会社		九州支店																														口頭注意																																																																H20-沖総局-那覇-4701.xlsx		3/6/15 17:12		3/6/15 17:12		2009		1		20		14		30		2008		TRUE		8		29		沖縄		1		9		7		9.6		11		1199		17		2009/1/20　14:30		39833.6041666667

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		13年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		30				新若戸道路沈埋トンネル部（４・５号函）築造工事		仮置きヤードに仮置きされていたウインチタワー上部を310t起重機船を使用して玉掛けを行い、起重機船上に積載した。その後、玉掛けを外す作業をしていた際に４本中３本目の玉掛けワイヤーをフックから外したところ、玉掛けワイヤーに残っていた縒りが戻り、被災者の待避している方向に跳ねて、右脚下腿部に接触、負傷した。		平成21年1月26日 9時10分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		艤装工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)		ウインチタワー積込		3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				06:激突され				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1																																																						9:10 事故災害発生<改行>9:25 被災者を岸壁上へ救出<改行>9:50 病院へ搬送開始<改行>10:00 病院到着、診察<改行>13:00 海上保安部実況見分<改行>15:10 労働基準監督署へ事故災害報告				①玉掛けワイヤーのアイ部分にマーキングを行うとともに本体にもペンキでマーキング線を入れてワイヤーの縒り発生の有無を明確にする。<改行>②ワイヤー同士を連結シャックルの組み合わせとし、シャックルを外す方法に変更する。<改行>③吊りフックよりワイヤーを外す時点で、合図者及び他の玉掛け者は安全な場所へ速やかに待避する。また、即座に待避できるよう、玉掛けワイヤーを床板又は、手摺りに固定し通路を確保する。		東亜・若築特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社				若築建設（株）																												文書注意								文書注意																																																								H20-九州-北九州-5001.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2009		1		26		9		10		2008		TRUE		6		29		九州		4		13		0		13.0		8		1399		4		2009/1/26　9:10		39839.3819444444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		08年 00月		型枠工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0				那覇港（那覇ふ頭地区）道路（空港線）空港側換気塔上部工事		打ち継ぎ部のコンクリート止め枠のベニヤを電動丸のこで切断していたところ、丸のこが跳ね、右足甲を裂傷した。		平成21年2月4日 14時30分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)				55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20				2:無		2:無																																												C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。								打ち継ぎ部のコンクリート止め枠のベニヤを電動丸のこで切断していたところ、丸のこが跳ね、右足甲を裂傷した。																						18.60%		18.00%		20.00%		20.00%		打ち継ぎ部のコンクリート止め枠のベニヤを電動丸のこで切断していたところ、丸のこが跳ね、右足甲を裂傷した。				作業用品の使用方法を但す。		西松建設（株）		西松建設株式会社																																文書注意																																								労働基準監督署		1927年00月00日																						H20-沖総局-那覇-4802.xlsx		3/6/15 17:12		3/6/15 17:12		2009		2		4		14		30		2008		TRUE		ERROR:#VALUE!		29		沖縄		1		8		0		8.0		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		55		2009/2/4　14:30		39848.6041666667

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		03年 00月		潜水連絡員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								5:31以上		209		1:労災適用		八戸港外港地区防波堤（第二中央）築造工事		被覆ブロック据付中、起重機船に係留していた潜水士船が風浪のため動揺するようになったため、送気員（操船者）が作業を一時中断し、潜水士船右舷側船尾アンカーロープを他船舶に依頼し定アンカーに接続した。送気員が潜水士船の左舷側船尾係留ロープを解除し、右舷側船尾アンカーロープを巻上作業中に被災者（連絡員）が起重機船との左舷側船首係留ロープを緩めたため、潜水士船が前方に流され起重機船の係留ロープと潜水士船の船首ヘリとの間に顔を挟まれ損傷したものである。		平成21年2月12日 10時35分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留ロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		05:安全装置をはずした、無効にした。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。				94.80%		94.90%		51.50%		7.00%		（時系列で記入）<改行>7:00 安全朝礼<改行>8:40 起重機船現場係留完了<改行>9:10 被覆ブロック据付開始<改行>10:20 潜水士船の動揺を抑えるため、船尾アンカーを取る様、起重機船船員に依頼<改行>10:27 据付作業を中断し、作業船により潜水士船船尾アンカーの作業開始<改行>10:33 船舶固定のため、送気員が起重機船と潜水士船との係留ロープ（船尾側）を解除し、ウインチ巻き上げ開始<改行>10:34 連絡員（被災者）が潜水士船と起重機船を繋いでいる係留ロープをウインチ巻き上げに対応しようと係留ロープを緩めた際、潜水士船が前方へ流れ、起重機船係留ロープの下に潜水士船が入り込んだ。その際、被災者のヘルメットに係留ロープがあたり、送気員が避難を指示した。<改行>10:35 係留ロープと船首の間に挟まれ被災した。<改行>10:35 起重機船上にいた監理技術者が119 番通報<改行>10:39 監理技術者が東北地方整備局八戸港湾・空港整備事務所担当係長へ連絡<改行>11:15 被災者八戸市民病院へ到着				・アンカー取り作業前に作業従事者は、水中にいる潜水士を浮上<改行>させて、作業方法・適正な人員配置の周知徹底を行ってから作業<改行>に取りかかる。<改行>・アンカー取り作業中に、作業従事者は、現場での指示・声掛け<改行>に対し、意思疎通確認のため、返答等の徹底を行う。<改行>・アンカー取り作業前、作業従事者全員で、作業に関する危険な<改行>ポイントを確認してから作業を開始する。<改行>・安全教育時及び新規入場時教育時等において、作業関係者が、<改行>作業手順書（潜水士船アンカー取り作業手順書）により、作業内<改行>容を把握するために、打ち合わせを行い、周知徹底を行う。		あおみ建設（株）		あおみ建設株式会社		東北支店																														文書注意																																																																H20-東北-八戸-3601.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2009		2		12		10		35		2008		TRUE		8		19		東北		5		3		0		3.0		26		1104		14		2009/2/12　10:35		39856.4409722222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		33		男		10年 11月		計測工		03:背部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折		06:関節の障害						1:0～3		3		1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　桟橋工事（１）－港湾土木工事－エ		当日、Ａ－１３ジャケットＧ桁の遊間計測作業を３名で行っており被災者はカメラのセット作業に従事していた。Ｇ３桁の計測作業が終了し、次のＧ１桁の遊間計測のために移動中、構台手摺に安全帯を掛け替えようとして計測手摺から安全帯を外し、打合せルートと逆の構台手摺の方向に移動中、足下を踏み外し、２．５ｍ下のカバープレート上に墜落。左肩を脱臼、肋骨を骨折した。		平成21年3月2日 11時5分 頃		海上		その他		24:溶接及び切断				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				03:作業床				01:墜落・転落				0109:墜落：梁、母屋から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		05:安全装置をはずした、無効にした。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。						22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										64.00%		60.00%		30.00%		30.00%		　８：１５　安全大会<改行>　８：３０　朝礼<改行>　８：４０　ＫＹ活動<改行>　８：５０　歩行ルートの確認、手摺の点検<改行>　９：００　カメラによる遊間計測<改行>１０：３０　レベル測量<改行>１０：５０　コンベックスによる遊間計測<改行>１１：０５　事故発生<改行>				①全作業員に高所作業時の安全帯使用を再度徹底する。<改行>②高所作業中および移動中において、親綱または手摺に安全帯を掛け直すことが生じた場合は、必ず一旦立ち止まり、安定した姿勢で安全帯を掛け直すよう周知徹底する。<改行>③落下実験を行って、墜落災害の危険性、安全帯の必要性を感じてもらい意識の高揚を図る。<改行>④計測作業当日の作業前、全員で移動ルートの周知・徹底を行い、定められたルート以外通行しないことを徹底する。<改行>⑤計測手摺を片側１段の単管手摺から安全帯を使用しない場合でも落下の危険性が低い両側２段の単管手摺に変更する。<改行>⑥高所作業時の安全帯使用の徹底を再度繰り返し指導・教育する。		鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				新日鉄住金エンジニアリング株式会社				東洋建設株式会社				清水建設株式会社				みらい建設工業株式会社																口頭厳重注意　３ヶ月		reserved-39899x1F		reserved-39990x1F				口頭厳重注意　３ヶ月		reserved-39899x1F		reserved-39990x1F				口頭厳重注意　３ヶ月		reserved-39899x1F		reserved-39990x1F				口頭厳重注意　３ヶ月		reserved-39899x1F		reserved-39990x1F				口頭厳重注意　３ヶ月		reserved-39899x1F		reserved-39990x1F																												H20-関東-東京空港-4903.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2009		3		2		11		5		2008		FALSE		1		24		関東		1		10		11		10.9		11		109		84		2009/3/2　11:5		39874.4618055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		55		男		35年 00月		鳶工		03:背部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　連絡誘導路工事－空港等土木工事－ア		被災者は岸壁に係留した台船上で鋼桁を海上運搬するための架台組立作業を行っていた。架台上にのぼり、クレーンで吊り込んだＨ形鋼を設置するため安全帯を掛け替えようと外した。このとき吊り荷のＨ形鋼が被災者に接近、接触した。被災者はバランスを崩し、台船上の枕桁（Ｈ４００）の上に墜落した。		平成21年3月31日 10時55分 頃		海上		FD、作業船上		21:上部工				84:その他(　)		ベント設備工		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		吊り荷		01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。																										52.20%		53.80%		14.00%		15.00%		　８：００　朝礼<改行>　８：２０　ＡＴＫＹ<改行>　９：００　Ｈ形鋼の設置並びに搬入資材の受入<改行>１０：４５　５名の作業員でＨ形鋼の設置<改行>１０：５５　事故発生				①作業手順を再度徹底し、決められた手順に従って作業が行われているか、JV職員・作業指揮者の監視を徹底する。<改行>②２丁掛け安全帯の適正使用を徹底する。<改行>③１段目のH形鋼の取付は、ベント架台下部より、メガネレンチを用いて行うことを再度徹底する。<改行>④H形鋼取付作業時は、U字つり安全帯を適切に使用し、H形鋼上に登らないことを再度徹底する。<改行>⑤作業指揮者は常に自分の指示のもとに作業がなされているか確認すると共に、作業を把握できる位置取りを行うように注意する。<改行>⑥日々の作業において予想される危険を事前に排除できるよう朝礼時のATKY（安全・点検・確認、危険予知）活動による安全管理を再度徹底する。<改行>⑦一声掛け運動の徹底により、作業者間の意思疎通の更なる改善に努める。<改行>⑧決められた作業手順で作業が進められているか、また、作業手順の見直し、再周知が適確に行われているかを確認するため安全管理体制を強化する。<改行>⑨上記管理的対策が現場で確実に実施されているかの確認と指導のため、工区の安全専任者を増員すると共に、店社からの支援強化を図る。		鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				五洋建設株式会社				株式会社大林組				西松建設株式会社				三菱重工業（株）				横河工事株式会社												文書厳重注意		reserved-39934x1F		reserved-40025x1F				文書厳重注意		reserved-39934x1F		reserved-40025x1F				文書厳重注意		reserved-39934x1F		reserved-40025x1F				文書厳重注意		reserved-39934x1F		reserved-40025x1F				文書厳重注意		reserved-39934x1F		reserved-40025x1F																												H20-関東-東京空港-5201.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2009		3		31		10		55		2008		FALSE		1		21		関東		4		35		0		35.0		11		119		84		2009/3/31　10:55		39903.4548611111

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		13年 01月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成２０年度名古屋港第１ポートアイランド築堤嵩上及び余水吐設置工事		本工事は、名古屋港ポートアイランド場内の築堤嵩上げを行うものであり、施工にあたっては技術提案により表層改良及び築堤盛土材の改良をスラリー工法により実施しているところである。<改行>２次下請けの作業員（被災者）は、表層改良材であるスラリー作成のためのセメントサイロ台船上（３隻）にて４名で作業に従事していたが、取水用水中ポンプ（４ｲﾝﾁ、重量約８０kg）の異常に気づき点検を行うため一旦、電源を切り２名（被災者他１名）でポンプを介添えロープ２本で引き上げ、ポンプ取水口部の確認をした。取水口には異物等の詰まりはなかったので再度、作動確認を行うためポンプのスイッチを入れる為に作業員がロープから手を離したところ、もう一本のロープでポンプを支えていた作業員（被災者）がポンプの重さに耐え切れず引き込まれる形となり、とっさに離すという判断が出来なかったため、ロープとホースとの間に左手薬指を挟まれ被災したものである。		平成21年5月27日 14時50分 頃		海上		第１ポートアイランド内		06:地盤改良				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		水中ポンプ		16:その他の加害物(　)		ロープ　ホース		08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		13:油断、軽視した。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。				①水中ポンプ引上げは１人で出来ると意識していた。<改行>②１人で吊上げると危険である意識が低かった。		35:その他の作業環境に欠陥があった。		18:保護具が不適・不足だった。						重さ約80kgの水中ポンプ点検を２人で引上げ作業中に１人が水中ポンプ電源の発動発電機を入れるために離れた		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								作業員の以下の認識による不安全行動が要因といえる。<改行>①水中ポンプ引上げは１人で出来ると意識していた。<改行>②１人で吊上げると危険である意識が低かった。		36.00%		23.00%		38.00%		34.00%		本工事は、名古屋港ポートアイランド場内の築堤嵩上げを行うものであり、施工にあたっては技術提案により表層改良及び築堤盛土材の改良をスラリー工法により実施しているところである。<改行>２次下請けの作業員（被災者）は、表層改良材であるスラリー作成のためのセメントサイロ台船上（３隻）にて４名で作業に従事していたが、取水用水中ポンプ（４ｲﾝﾁ、重量約８０kg）の異常に気づき点検を行うため一旦、電源を切り２名（被災者他１名）でポンプを介添えロープ２本で引き上げ、ポンプ取水口部の確認をした。取水口には異物等の詰まりはなかったので再度、作動確認を行うためポンプのスイッチを入れる為に作業員がロープから手を離したところ、もう一本のロープでポンプを支えていた作業員（被災者）がポンプの重さに耐え切れず引き込まれる形となり、とっさに離すという判断が出来なかったため、ロープとホースとの間に左手薬指を挟まれ被災したものである。				①プラント台船の水中ポンプ点検用冶具を設置する。<改行>②水中ポンプ点検における作業手順書を作成し、作業員に周知する。<改行>③危険行動をしない意識向上教育を実施する。<改行>④はさまれ、転落を重点とした緊急安全パトロールを実施する。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社		名古屋支店																		小野田ケミコ（株）												措置無し。																																																																H21-中部-名古屋-0101.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2009		5		27		14		50		2009		TRUE		8		6		中部		1		13		1		13.1		26		899		3		2009/5/27　14:50		39960.6180555556

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		鳥取		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		04年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		鳥取港千代地区防波堤（第１）（西）等築造工事		上部工の組立作業が一段落し、型枠最終チェック班と不要材整理班に分かれ、作業を実施していたとき、ブラケットの集積作業を行っていた被災者が、両手にブラケットを持ち集積箇所に運搬し、左手のブラケットを仮置きし、右手のブラケットを積上げようとしたところ、仮置きしていたブラケットが何らかの原因で倒れ、被災者左足小指付け根付近に当たり負傷した。		平成21年6月11日 11時20分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有				26:その他の起因物(　)		足場用ブラケット		15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0301:倒壊：足場、作業構台等																																		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。						20:不安全に物が置いてあった。		21:物を置いた場所が悪かった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								47.00%		22.00%		25.00%		15.00%		上部工の組立作業が一段落し、型枠最終チェック班と不要材整理班に分かれ、作業を実施していたとき、ブラケットの集積作業を行っていた被災者が、両手にブラケットを持ち集積箇所に運搬し、左手のブラケットを仮置きし、右手のブラケットを積上げようとしたところ、仮置きしていたブラケットが何らかの原因で倒れ、被災者左足小指付け根付近に当たり負傷した。				１．毎日のＫＹＫ（危険予知活動）へ元請職員が今まで以上に積極的に参加し、ＫＹＫの指導ならびに災害事例等に基づくアドバイスを実施し、強化充実を図る。<改行>２．全作業員に対し、元請安全部長による安全教育を実施し、安全への意識向上を図る。<改行>３．ブラケットの運搬作業は、一度に運ぶ数を１つずつとして、不安全な状態で置かないことをルールとする。<改行><改行>上記に加え、緊急対策として全施工箇所の総点検とともに、作業手順の周知会を実施し、作業手順の充実を図る。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																				（有）松井工業																																																																												H21-中国-境港-4001.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		2009		6		11		11		20		2009		TRUE		5		29		中国		1		4		0		4.0		26		301		17		2009/6/11　11:20		39975.4722222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		45		男		16年 01月		型枠大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		2		1:労災適用		東京国際空港東側整備地区場周道路地下連絡通路築造工事		被災者は、U10擁壁海側底版ｺﾝｸﾘｰﾄ上で壁型枠組み立て位置出し作業を行うため、コンクリート上の清掃を行っていた。<改行>位置出し部分に置いてあったジャッキベースを底版脇の外部足場上に一時仮置きして作業していたところ、体が足場に接触した際にジャッキベースが落下し、被災者の左手小指に当たり被災した。		平成21年6月12日 13時15分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ								4:20～30								22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																														A:危険だと思わなかった		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。										21:物を置いた場所が悪かった。		23:作業場の整理が悪かった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										61.10%		62.50%				70.00%		　８：００　　　安全朝礼・KY<改行>１２：００　　　午前作業終了<改行>１３：００　　　午後作業開始<改行>１３：１５　　　事故発生				① 基本的に足場上に物を置かないこと、足場上に資材を仮置きする際は、落下のないよう安定した状態であることを必ず確認するよう再指導徹底する。<改行>② 作業毎に不要となった資材は放置せず、必ず片付け整理整頓を行うよう再指導徹底する。<改行>③ 当該作業職長は、作業前に作業場所周囲の状況確認を確実に実施するよう再指導徹底する。		清水建設（株）		清水建設株式会社																																不問（指導付き）																																																																H21-関東-東京空港-0402.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2009		6		12		13		15		2009		FALSE		4		29		関東		1		16		1		16.1		22		202		2		2009/6/12　13:15		39976.5520833333

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		30年 00月		潜水士		10:その他(　)						頚椎棘突起		04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		高松港朝日地区岸壁（－１２ｍ）築造工事（その３）		捨石本均し作業は5月25日(月)より開始し、事故発生は12日目の作業中であった。事故当日は、7時30分より朝礼・KY活動を行った。当日は、4隻にて捨石本均し作業を行っていた。被災者は、8時10分より潜水作業を開始した。投入後の不陸調整をｵﾚﾝｼﾞﾊﾞｹｯﾄ(0.5m3)にて行っていた。9時20分に1回目の潜水作業を終え、浮上途中にｵﾚﾝｼﾞﾊﾞｹｯﾄに頭部をぶつけた。		平成21年6月13日 9時24分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ｵﾚﾝｼﾞﾊﾞｹｯﾄ0.5m3		17:加害物なし				03:激突				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																												13.80%		15.60%		54.40%		65.80%		捨石本均し作業は5月25日(月)より開始し、事故発生は12日目の作業中であった。事故当日は、7時30分より朝礼・KY活動を行った。当日は、4隻にて捨石本均し作業を行っていた。被災者は、8時10分より潜水作業を開始した。投入後の不陸調整をｵﾚﾝｼﾞﾊﾞｹｯﾄ(0.5m3)にて行っていた。9時20分に1回目の潜水作業を終え、浮上途中にｵﾚﾝｼﾞﾊﾞｹｯﾄに頭部をぶつけた。				イ．作業手順書の危機有害要因の特定を掘下げて行う。作業手順の周知には職員が立会い、作業員全員が理解していることを確認する。<改行>ロ．浮上時におけるオレンジバケットの位置については着底させることを徹底するとともに潜水士と船上連絡員で相互確認を行うよう指導する。（行動の復唱）<改行>ハ．オレンジバケットの位置を確認できるように、ペンキ等で着色し目立つような対策を行う。		五洋建設（株）		五洋建設株式会社																				アイエン工業（株）																																																																												H21-四国-高松-1302.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2009		6		13		9		24		2009		TRUE		3		8		四国		1		30		0		30.0		26		1399		23		2009/6/13　9:24		39977.3916666667

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		33年 01月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								3:9～15		9		1:労災適用		苫小牧港西港区勇払岸壁-10m外改良工事		当日は支保工解体作業を行っていた。当初４点吊りでの撤去を行ったが、既設鋼管杭が支障となり２点吊りに変更した。クレーンで吊上げ・旋回時、支保工材に番線で固定している角材（□150×100×2000）が落下する恐れがあるものを事前に撤去してから作業を行う予定ではあったが、角材は手が届かない位置にあるため、そのまま吊上げ撤去を行う事とした。<改行>支保工を荷下ろし場所に移動し、着底した際被災者が反射的に両手を支保へ伸ばしたところ、角材が抜け落ち被災者の右手へ当たり被災した。		平成21年6月23日 14時38分 頃		陸上		作業ヤード		21:上部工				56:支保工の組立・解体				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																												10.00%		9.00%		30.00%		30.00%		14:38　支保工が滑り落ち被災者の腕にあたり被災、病院へ搬送<改行>16:20　診察終了。右手薬指骨折及び裂傷により手術を行い、その後入院				・支保工材解体時、角材（□250）が海面まで降り、浮いた状態になった段階で全ての角材を撤去し、その後吊上げ・撤去を行う。<改行>・支保工材の荷下ろし作業時は、吊り荷に落下物が無いかを確認し、安全を確かめてから吊り荷に近づく。<改行>・毎月の安全教育訓練の中でヒューマンエラーに関する教育を取り入れる。		東亜建設工業(株)																																																																																																		H21-北開局-苫小牧-0201.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2009		6		23		14		38		2009		TRUE		4		21		北海		3		33		1		33.1		24		201		56		2009/6/23　14:38		39987.6097222222

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		20年 03月		監理技術者		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		26		1:労災適用		相馬港本港地区防波堤（沖）築造工事		防波堤先端部から交通船に乗り移った際、甲板上で滑り転倒し、被災したものです。		平成21年7月2日 10時20分 頃		海上		（交通船）		29:その他(　)		準備工		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				02:甲板				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								甲板の滑り止め対策は行っていたが、さらに強化する必要が見られた		99:その他								周囲関係者への注意喚起不足		4.50%		3.00%		0.00%		0.00%		事前測量の沖防波堤現地確認のため出航<改行>１０：００沖防波堤到着<改行>１０：２０　確認完了後、陸上へ戻るために交通船乗船時に転倒負傷				下請負業者を招集し、再発防止のための再発防止対策会議及び再発防止周知会の実施や交通船乗降場所（船首甲板上及びヘリ部）に滑り止めを強化する人工芝シートを設置するなど、安全対策に対する意識向上と災害再発防止の周知徹底を図る措置を講じた		日起建設（株）		日起建設株式会社		東北営業所																														文書注意																																								労働基準監督署		reserved-39997x1F		特になし<改行>労働者死傷病報告書の提出のみ指示される		海上保安部		reserved-40002x1F		特になし　再発注意<改行>事故報告書提出														H21-東北-小名浜-0502.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		2009		7		2		10		20		2009		TRUE		2		29		東北		4		20		3		20.3		8		1399		1		2009/7/2　10:20		39996.4305555556

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		09年 00月		土木作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		小名浜港東港地区護岸（防波）築造外工事（その２）		7：45 被災者は当船に食住しており、朝食後、起重機船上で歩行中、ウインチ架台突起物につまずき転倒した際、右足に体重がかかり負傷した。		平成21年7月3日 7時45分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		就業前		84:その他(　)		未就業		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		4:500～1、000		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		19:よそ見をしていた。								07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										29.70%		35.40%						7：45 被災者は当船に食住しており、朝食後、起重機船上で歩行中、ウインチ架台突起物につまずき転倒した際、右足に体重がかかり負傷した。				全作業員に対し再発防止安全指導を行った。<改行>起重機船乗組員に対し安全教育を行った。		五洋建設（株）		五洋建設株式会社		東北支店																														工事事故扱いしない（就業前）																																								労働基準監督署		reserved-39997x1F		就業前のため労災適用外		海上保安部		reserved-39997x1F		特になし<改行>再発注意														H21-東北-小名浜-0601.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2009		7		3		7		45		2009		TRUE		2		29		東北		1		9		0		9.0		8		1399		84		2009/7/3　7:45		39997.3229166667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		堺泉北		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男				交通誘導員		10:その他(　)						熱中症		13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0				堺泉北港堺２区臨港道路築造工事		交通誘導作業中に目眩と手の痺れを感じたため、大事をとって病院に搬送する		平成21年7月5日 10時0分 頃		陸上		作業現場入口		29:その他(　)		安全管理作業		84:その他(　)		交通誘導作業		1:晴れ								4:20～30								25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		99:その他								朝食を食べていなかった<改行>日差しはそれほど強くなかったが、塩分の補給（熱中飴）をしていなかった																																												8:00　交通誘導業務開始<改行>10:10　誘導員が目眩、手の痺れを感じ、同僚に報告<改行>10:11　作業中止、休憩所の休息でも症状が回復せず<改行>10:21　救急車で現場近くの病院に搬送<改行>11:00　診察・点滴<改行>13:50　病院から職場に戻る						東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																																																																																H21-近畿-大阪-1801.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		2009		7		5		10		0		2009		TRUE		23		29		近畿		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		25		1399		84		2009/7/5　10:0		39999.4166666667

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		32年 00月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				02:創傷		04:骨折		04:骨折				4:16～30		24				伏木富山港（伏木地区）防波堤（北）復旧工事（その８）		平成21年7月15日午後4時頃、テトラポッド(32t型)据付作業中に発生したものである。事故当時、被災者は、起重機船にて釣り上げた状態で据付位置の確認を行おうとしていた。据付指示は、防波堤上（パラペット）から行っていたが、途中段階の据付確認をするため、過年度に据え付けたテトラポッドに乗り近づいた際に、新設テトラポッドが既設テトラポッドに接触しており、テトラポッドのわずかな揺れがもとで、被災者が乗っていたテトラポッドが動いたことからバランスを崩して、転落し負傷したものである。<改行>		平成21年7月15日 16時0分 頃		海上		防波堤上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		テトラポッド		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1										①テトラポッド乱積も最後の１個となり、安堵感もあって注意力が散漫となっていた。また、気が急いで慌てていた。<改行>②テトラポッド乱積における据付確認は、日常的に行っている作業であり、その行為自体の危険性を感じていなかった。また、日常的な作業であるが故に、慣れによる気の緩みもあった。<改行>③途中段階の位置決めの際、据付るテトラポッドの確認に行くのが早すぎ、新設ブロック及び既設ブロックの状況を十分確認しなかった。																						88.00%		95.00%		98.00%		98.00%		平成21年7月15日午後4時頃、テトラポッド(32t型)据付作業中に発生したものである。事故当時、被災者は、起重機船にて釣り上げた状態で据付位置の確認を行おうとしていた。据付指示は、防波堤上（パラペット）から行っていたが、途中段階の据付確認をするため、過年度に据え付けたテトラポッドに乗り近づいた際に、新設テトラポッドが既設テトラポッドに接触しており、テトラポッドのわずかな揺れがもとで、被災者が乗っていたテトラポッドが動いたことからバランスを崩して、転落し負傷したものである。<改行>				①作業員自らの安全に対する意識を向上させるため、作業状況にあった安全教育を徹底する。<改行>②途中段階の位置決めを行う場合、吊り下げたテトラポッドを所定の位置に固定し、直ぐに近づかず、周辺のテトラポッドの安定状況（クレーンの若干の上下による）を十分に確認した後とする。<改行>		砺波工業（株）		砺波工業株式会社																																文書注意																																																																H21-北陸-伏木富山-5401.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2009		7		15		16		0		2009		TRUE		1		19		北陸		4		32		0		32.0		26		123		51		2009/7/15　16:0		40009.6666666667

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		32年 00月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				02:創傷		04:骨折		04:骨折				4:16～30		24				伏木富山港（伏木地区）防波堤（北）復旧工事（その８）				昭和21年7月15日 16時0分 頃		海上		防波堤上																																																																																																														平成21年7月15日午後4時頃、テトラポッド(32t)据付中に発生したものである。事故当時、被災者は、起重機船にて吊り上げた状態で据付位置の確認を行おうとしていた。据付指示は、防波堤上(パラペット)から行っていたが、途中段階の据付確認をするため、過年度に据え付けたテトラポッドに乗り近づいた際に、新設テトラポッドが既設テトラポッドに接触しており、テトラポッドのわずかな揺れがもとで被災者が乗っていたテトラポッドが動いたことからバランスを崩して、転落し負傷したものである。						砺波工業（株）		砺波工業株式会社																																																																																																S21-北陸-伏木富山-0101.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2009		7		15		16		0		2009		TRUE		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		北陸		4		32		0		32.0		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		2009/7/15　16:0		40009.6666666667

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		42年 00月		鳶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		苫小牧港東港区岸壁-12m外建設工事		鋼管杭打設が全て終わり、作業に使用した資機材を次工事の作業ヤードに搬出すべくﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ(50t吊)及びﾄﾗｯｸ(10t積）により積込・運搬・積卸作業をしていた。50tﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝにてﾌｯｸﾌﾞﾛｯｸを積込み台木を敷き、その上に卸そうとしたところ、台木がずれたので玉掛者がﾌｯｸﾌﾞﾛｯｸへ手をかけた瞬間、ﾌｯｸ部が倒れﾌﾞﾛｯｸ本体とﾌｯｸ先端に左手中指が挟まれ被災した。		平成21年7月27日 15時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		クレーンフック		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																												65.00%		66.00%		100.00%		100.00%		15:20 作業中に指をはさまれ被災。				1.吊荷が振れている場合は、荷が完全に着地し安定するまで手で触れない。<改行>2.玉掛け者以外に玉掛け補助者を配置して一人作業をしない。<改行>3.二人以上で作業し、声を掛け合う。<改行>4.非定常作業開始前には、担当する作業員を集めて非定常作業KYを実施する。<改行>5.職員・職長が作業時に危険予知活動の対策実施事項を確認する。<改行>6.作業前に指差呼称を実施してヒューマンエラーを防ぐ。<改行>		不動テトラ、機械開発北旺　経常建設共同企業体																																																																																																		H21-北開局-苫小牧-0701.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2009		7		27		15		20		2009		TRUE		8		9		北海		1		42		0		42.0		26		1101		4		2009/7/27　15:20		40021.6388888889

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		02年 03月		運転手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		01:打撲傷						2:4～8				1:労災適用		那覇港（泊ふ頭地区）道路上部床版外１件工事		資材の搬入・荷下ろしの請負者の作業員が、クレーン付きトラックにて仮設走路上で荷下ろしを行った際、アウトリガー張り出しを十分に行わないまま荷吊りを行ったため、資材が不安定となりトラックが被災者側に転倒、トラックと仮設走路手すりに挟まれ、左腕肘骨折及び右踵打撲の傷病を受けた。		平成21年7月28日 15時20分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		22:舗装				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		1:有		05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		仮設通路手すり		08:はさまれ、巻き込まれ				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。						22:作業場が狭かった。										17:下請け指導が不適切だった。		32:工程に無理があった。								73.00%		60.50%		80.00%		90.00%		７月２８日（火）<改行>１４：３０　ブルーエキスプレスサービス（株）の資材搬入ユニック現場到着後１５：００まで待機<改行>１５：００　１０ｔクレーンにて２梱包をＪ３工区付近へ荷下ろし<改行>１５：０４　主任技術者が下請け主任へ安全教育・訓練参加を促す<改行>１５：１０　下請け主任は被災者に荷下ろしを依頼してその場を離れる<改行>１５：１５　被災者がユニックを仮設走路上へ移動させ、アウトリガーを完全に張り出さずユニックを設置した後、荷下ろしを開始した。<改行>１５：２０　事故発生<改行>				１．指示連絡系統の徹底<改行>　元請け、下請け間の連絡系統の乱れによる事故防止のため、連絡系統を強化する。<改行>　．各職長に指示連絡系統の再確認及び教育を行い、電話番号を配布する。<改行>　．作業手順書及び作業打ち合わせ簿を元に作業内容の周知を図り、指示系統を明確にする。<改行>２．資機材搬入・搬出業者への安全管理の徹底<改行>　．資材搬入搬出業者においては、作業責任者により搬入時期及び搬入場所について明確に指示する。<改行>　など		若築・大米特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				（株）大米建設																												口頭注意								口頭注意																																																								H21-沖総局-那覇-1201.xlsx		3/6/15 17:12		9/12/17 20:18		2009		7		28		15		20		2009		TRUE		8		22		沖縄		2		2		3		2.3		5		808		4		2009/7/28　15:20		40022.6388888889

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		木更津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		37年 00月		現場代理人		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		木更津港木更津南部地区防波堤（改良）消波ブロック据付等工事				平成21年8月7日 15時20分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				15:舷外及び揚投錨				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				06:激突され				0299:飛来、落下：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		26:危険有害な場所に入った。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				77.10%		75.60%		57.60%		53.70%		　５：５０　準備開始・作業手順確認<改行>　６：００　移動開始<改行>　７：１０　朝礼・作業打合せ・ＫＹ実施<改行>　７：４０　作業開始<改行>１１：３０　午前中の作業終了<改行>１３：００　午後の作業開始<改行>１５：００　作業終了<改行>１５：０５　アンカー解除・揚錨作業開始<改行>１５：２０　事故発生				①安全担当者として本社工事部次長を、現場に常駐させる。<改行>②安全作業に関する再教育、「再発防止緊急安全会議」を開催した。<改行>③フェアリーダーの外れ止め装置を設置する。<改行>④立入禁止区域を明示する。<改行>⑤ワイヤの連結部がフェアリーダの部分にかかることの無いよう、ワイヤの繰り出しを調整するとともに、連結部を確認しやすいよう、着色して明示する。		（株）大滝工務店		（株）大滝工務店																																指名停止																																																																H21-関東-千葉-0901.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		2009		8		7		15		20		2009		TRUE		6		19		関東		5		37		0		37.0		8		299		15		2009/8/7　15:20		40032.6388888889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		05年 00月		土工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								03:刺傷								3:9～15		15		1:労災適用		横浜港本牧地区岸壁（－１３ｍ）（改良）上部他工事		ジャケット上の床版側面部の鉄筋の錆落としをしているときに、保護メガネを着用してワイヤーブラシ付きベビーサンダーを使用し作業を行っていたが、汗にて保護メガネが曇り、見えにくくなったため、保護メガネを外して作業を行い、ワイヤーブラシの破片が被災者本人の左目に刺さり、角膜及び水晶体を損傷した。また、被災者は事故当日が当作業所の初日である新規入場者であった。		平成21年8月20日 9時40分 頃		海上		その他		21:上部工				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				16:その他の加害物(　)				20:異物（眼、耳、鼻）				1299:工具等取り扱い：その他																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		16:勘違い判断をした。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。						18:保護具が不適・不足だった。		22:作業場が狭かった。								04:理解度の確認が不十分だった。										74.00%		78.00%		100.00%		50.00%		　７：４５　新規入場者教育<改行>　８：００　全体朝礼<改行>　８：３０　作業開始<改行>　９：４０　事故発生				（１）暑さや汗により保護メガネが曇る際は透明セルのシールド面（フェイスガード）を保護メガネとして使用する。<改行>（２）ワイヤーブラシ付きサンダーを使用時には力を入れすぎないように研削面を研磨する。また、研磨面の背面側などの体勢を崩して作業するような個所は手動のワイヤーブラシを使用する。<改行>（３）新規入場者による作業については新規入場者教育、作業手順教育後、現場にて作業内容の確認を職長または職員がついて実施する。		飛島建設（株）		飛島建設株式会社																				（株）高山工務店												口頭厳重注意		reserved-40081x1F		reserved-40110x1F																																																												H21-関東-京浜-1001.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		2009		8		20		9		40		2009		TRUE		20		21		関東		3		5		0		5.0		20		1299		84		2009/8/20　9:40		40045.4027777778

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		67		男		35年 00月		ボーリング調査		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						02:創傷								1:0～3		3		1:労災適用		広島港海岸中央西地区護岸等（江波）土質調査		ボーリングの掘進長検測に伴う残尺（海底地盤面からスパット台船上のロッド上端までの長さ）管理の為、ロール状に巻いたリボンロッド（レッド）を解きながらマシン操作台に被災者が上がった。その後リボンレッドを残尺分のロッドに沿わせようとしたが上手く出来なかった為、マシン操作員が代わろうと同じ操作台に上がり、リボンロッドを手渡した。その後、被災者がマシン操作台から後ろ向きに降りようとし、左足を泥水溜めにはめてバランスを失い後方へ転倒した。後方へ転倒した際、標準貫入試験用ハンマーの上部で後頭部を打った。		平成21年8月27日 16時30分 頃		海上		その他		03:土質調査				25:試錐				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		1:有		12:作業床等				10:用具等				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。								21:物を置いた場所が悪かった。																				60.00%		55.00%		100.00%		80.00%		ボーリングの掘進長検測に伴う残尺（海底地盤面からスパット台船上のロッド上端までの長さ）管理の為、ロール状に巻いたリボンロッド（レッド）を解きながらマシン操作台に被災者が上がった。その後リボンレッドを残尺分のロッドに沿わせようとしたが上手く出来なかった為、マシン操作員が代わろうと同じ操作台に上がり、リボンロッドを手渡した。その後、被災者がマシン操作台から後ろ向きに降りようとし、左足を泥水溜めにはめてバランスを失い後方へ転倒した。後方へ転倒した際、標準貫入試験用ハンマーの上部で後頭部を打った。				１．泥水溜めに蓋（ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ等）をして作業する。<改行>２．マシン操作台下の足下を確認してから降りる。<改行>３．マシン操作台の足下周辺の整理整頓を徹底する。<改行>４．マシン操作台には一人しか上がらないことを徹底する。<改行>（マシン操作員は一人。検測は、レッドによる原地盤から作業床高までの検測とスタッフによる作業床高からロッド上端の検測に分けて行う）<改行>５．再度安全教育を実施し、作業手順を再徹底する。		12000000010727:復建調査設計（株）		復建調査設計（株）																				伍台工業・株																																																																												H21-中国-広島-4101.xlsx		3/6/15 17:57		3/6/15 17:57		2009		8		27		16		30		2009		TRUE		2		3		中国		1		35		0		35.0		12		1399		25		2009/8/27　16:30		40052.6875

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		02年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								4:16～30		21		1:労災適用		平良港（下崎地区）岸壁（－１０．０ｍ）付帯工事（第２次）		Ｈ型鋼の吊り作業中、地切りを行った際、台船の横揺れでＨ型鋼が振られ、Ｈ型鋼に設置してあるウォーターホースが他のＨ型鋼と接触するのを避けようと被災者が吊り荷に近づきウォーターホースをたぐり寄せようとした際転倒。さらに、左足を吊り荷のＨ型鋼と他のＨ型鋼に挟まれそうになり右足にて吊り荷を抑えようとしたが抑えきれずに、そのまま左ふくらはぎをはさまれ挫傷した。		平成21年9月10日 9時20分 頃		海上		FD、作業船上		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)		2		1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置		材料等（鋼材）		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				61.30%		51.60%		100.00%		79.00%		８：３０　吊り荷作業開始<改行>９：２０　事故発生<改行>９：２１　管理技術者　被災者及び事故現場現状確認<改行>９：３０　病院搬送<改行>１５：００　会社へ報告<改行>１６：３０　労基署報告<改行>１６：３１　発注者へ報告<改行>				作業員全員の安全意識の徹底、打ち合わせ、ＫＹ活動を行い、元請けによる統括管理を行う。<改行>安全衛生協議会、安全作業打ち合わせ及び朝礼などを通じて作業員全員に上記ルールを守らせる。<改行>玉がけ作業手順書の確認を作業員全員で行い、作業手順を徹底し再教育する。<改行>吊り荷には必ず介錯ロープを設置して吊り荷作業を行う。		（株）大米建設		（株）大米建設																																																																								労働基準監督署		reserved-40108x1F		是正勧告書																				H21-沖総局-平良-2003.xlsx		3/6/15 17:09		3/6/15 17:09		2009		9		10		9		20		2009		TRUE		8		9		沖縄		4		2		0		2.0		14		201		4		2009/9/10　9:20		40066.3888888889

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		08年 10月		潜水士		10:その他(　)						両膝、両肩および股関節にしびれ		13:その他(　)						減圧症		1:0～3		3				志布志港（若浜地区）防波堤（沖）築造工事		被災者は、13時12分より敷布敷設のため潜水作業(潜水士4名)を開始し、170分潜水作業を行ったのち、潜水計画に基づき浮上に10m/分、水深6mで18分、水深3mで34分の減圧を行い16時56分に浮上した。17時30分に帰港し作業を終了した。帰宅後、夕食をとり休憩中に両膝、両肩及び股関節にしびれと少しきしむような痛みを感じたため病院に搬送した。		平成21年9月13日 21時20分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		敷布敷設		84:その他(　)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		減圧等		23:その他(　)				1307:その他：潜水病、減圧症																																										原因不明（安全管理に問題なし）																						5.50%		2.60%		80.00%		53.00%		7:30　朝礼ＫＹ<改行>13:12　被災者潜水作業開始<改行>16:56　被災者潜水作業終了<改行>21:20　被災者発症<改行>22:30　病院到着（入院）<改行> 8:10　減圧症の病院へ移送<改行> 9:20　再圧治療開始<改行>11:40　再圧治療終了				①潜水、減圧時間に対する管理体制強化<改行>  潜水作業計画を１ランク上の潜水深度及び潜水時間による減圧時間とする。<改行>②各潜水士に対する体調管理体制の強化<改行>  各作業員の体調管理について異常の有無を確認する。（血圧、アルコール濃度の測定等）<改行>③潜水士の減圧時間に対する安全意識の高揚<改行>  潜水士、送気員、連絡員に対し、潜水障害の原因、症状、予防法を再教育する。		五洋・植村特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				（株）植村組																																																																				当局				不問																				H21-九州-志布志-4807.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2009		9		13		21		20		2009		TRUE		23		29		九州		1		8		10		8.8		27		1307		84		2009/9/13　21:20		40069.8888888889

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		55		男		22年 02月		舗装工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		函館空港エプロン改良工事		既設コンクリート版撤去作業が完了後、施工範囲内に残っていたコンクリートの破片の積込み作業を人力で行っていた。積込作業は地面上に置いたバックホウのバケットに２人で行っていた。この際に、１人が持っていたコンクリート片（０．２５×０．２５×０．０５）を滑って落としてしまい被災者の右手親指に当たり被災した。		平成21年9月16日 23時39分 頃		陸上		エプロン上		25:土工				84:その他(　)		撤去片積込		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								26:その他の起因物(　)				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		21:連絡合図がなかった。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。		24:相手の行動を確認しなかった。						18:保護具が不適・不足だった。										17:下請け指導が不適切だった。										56.20%		49.50%		63.70%		63.70%		23:39 作業員がコンクリート破片をバックホウバケットへ積み込みを行っていた際に、手を滑らせ、別の作業員の手に当たり被災				・すべり止めのついた手袋、皮手等を使用する。<改行>・作業者同士の近接作業を出来るだけ避け、交互作業で行う。<改行>・作業開始前に声掛けを行ってから作業する。<改行>・職長が作業者１名で取り扱うことができる大きさ、重量を判断し確認を行ってからバックホウのバケットに交替で積込む。		鹿島道路（株）		鹿島道路（株）																																																																																																H21-北開局-函館-1501.xlsx		3/6/15 17:24		3/6/15 17:24		2009		9		16		23		39		2009		FALSE		4		25		北海		1		22		2		22.2		26		299		84		2009/9/16　23:39		40072.9854166667

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		04年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		4		1:労災適用		平良港（本港地区）防波堤（下崎北）（改良）消波ブロック工事（第７次）		消波ブロックの型枠組立作業中に、足場を使用して行う作業において足場を使わず直接型枠上に登り型枠の接合を行っていたところ、型枠から足を踏みはずし転倒した。その際、右手首で体を支えようとして手首骨折の傷病を受けた。		平成21年9月24日 16時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上						12:作業床等				17:加害物なし				01:墜落・転落				0113:墜落：型枠、型枠支保工から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		27:不安全な場所へのった。		31:無理な姿勢で作業した。																		25:安全管理体制に欠陥があった。										78.00%		78.00%		100.00%		100.00%		１６：３０　事故発生<改行>１６：３２　会社へ報告<改行>１６：３３　病院搬送<改行>１６：３８　発注者へ報告<改行><改行>９月２５日　労基署報告<改行><改行>９月３０日　労基署現場検証				高所での作業は専用足場を使用する<改行>安全教育を行い、作業員全員に再度、作業手順の周知徹底を図る。		（有）湘南建設		（有）翔南建設																																																																								労働基準監督署		reserved-40088x1F		指導書																				H21-沖総局-平良-3001.xlsx		3/6/15 17:09		3/6/15 17:09		2009		9		24		16		30		2009		TRUE		1		17		沖縄		2		4		0		4.0		12		113		55		2009/9/24　16:30		40080.6875

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		18		男		00年 06月		甲板員		03:背部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		04:骨折						2:4～8		4		1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　護岸・埋立（２）－空港等土木工事－イ		揚土船上でホッパー下のエプロンフィーダを修理作業中の作業員が、揚土作業中のバックホウと接触し、被災した		平成21年9月24日 17時5分 頃		海上		FD、作業船上		26:埋立				39:土砂・石材等の陸上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				06:激突され				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。		03:指示、命令を守らなかった。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				78.00%		83.00%		35.00%		40.00%		８：００　1号機のエプロンフィーダに故障発見<改行>９：００  作業手順・人員配置等について作業前打合せ・ＫＹを実施。修理作業開始。（２号機のみ使用）<改行>１１：２０　揚土機を２号機から１号機に切り替え。<改行>１１：３０  部品待ちのため修理作業を一時中断。昼食休憩。<改行>１２：１５　１号機による揚土作業が完了。２号機による揚土作業を再開。<改行>１２：３０  昼食休憩後、除泥作業（ホッパー内土砂除去）を開始。<改行>１３：３０  揚土作業終了、土運船入れ替え作業のため、除泥作業は一時中断。<改行>１４：００  土運船の入れ替え作業完了。 修理作業（修理部品到着）と除泥作業に分かれて作業再開。被災者は除泥作業を担当。<改行>１５：００　被災者は休憩。休憩後、作業指揮者の指示で修理作業の補助を担当（工具の運搬等）<改行>１６：３０ 作業指揮者は被災者に甲板上へ降りて、ガス切断機のホース類を移動するように指示<改行>１６：４０　１号機による揚土作業が開始。被災者はしばらくホース類の監視をしていたが、除泥作業の様子が気になり、作業指揮者へ確認をとらずに被災場所へ移動した。<改行>１７：０５頃　事故発生				①作業手順に関する再教育を実施する。<改行>②立入禁止チェーン、注意喚起看板等を適切な場所に設置する。<改行>③同時に修理と揚土作業は行わない。		鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				東洋建設株式会社				清水建設株式会社				みらい建設工業株式会社																				文書厳重注意		reserved-40109x1F		reserved-40139x1F				文書厳重注意		reserved-40109x1F		reserved-40139x1F				文書厳重注意		reserved-40109x1F		reserved-40139x1F				文書厳重注意		reserved-40109x1F		reserved-40139x1F																																				H21-関東-東京空港-1601.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2009		9		24		17		5		2009		FALSE		6		26		関東		2		0		6		0.5		8		809		39		2009/9/24　17:5		40080.7118055556

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		48		男		27年 00月		運転手兼土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						引抜き裂傷		1:0～3		2		1:労災適用		広島港海岸中央西地区堤防改良築造工事		バケットを細バケットに交換し、排水路断面を露出させるための溝堀及び舗装版の撤去・集積作業を行っていたが、細バケットではすくえない大きなAsガラがあったため、被災者が人力にて、Asガラをバケット上に載せようとした際に、Asガラとバケットの間に左手中指を挟さみ、左手薬指を裂傷した。		平成21年9月25日 14時15分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																		13:油断、軽視した。		99:その他						重量物のAsガラを手作業でバケットへ積もうとした。		99:その他								掘削幅の制限により、細バケットによる舗装版はつりと集積・積込みを行った。												96.00%		61.00%		100.00%		60.00%		バケットを細バケットに交換し、排水路断面を露出させるための溝堀及び舗装版の撤去・集積作業を行っていたが、細バケットではすくえない大きなAsガラがあったため、被災者が人力にて、Asガラをバケット上に載せようとした際に、Asガラとバケットの間に左手中指を挟さみ、左手薬指を裂傷した。				１．人力にて容易に扱える大きさにガラを小割りし、スコップ等の道具を使用する。<改行>２．舗装版はカッター切断する等、細バケットに入る大きさにする。<改行>３．断面が変化した場合は通常バケットに変更する。<改行>４．人力作業（類似災害事例等を含む）についての教育を行い意識の向上を図る。<改行>５．構造物撤去工の作業手順書に人力による集積・積込作業について追記し、周知を行う。<改行>６．バケットの大きさに合わせた安全指示を行い周知・確認する。		若築建設（株）		若築建設（株）																																																																																																H21-中国-広島-4301.xlsx		3/6/15 17:57		3/6/15 17:57		2009		9		25		14		15		2009		TRUE		8		29		中国		1		27		0		27.0		4		1101		5		2009/9/25　14:15		40081.59375

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		堺泉北		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		40年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		堺泉北港堺２区岸壁（－７．５ｍ）（耐震）桟橋築造工事		当日作業終了後、翌日以降の作業のためバックホウ(0.8m3)のバケットを交換していたところ所定の方法では固定ピン取り外しが不可能であった。そのため他のバックホウから単管パイプを介し固定ピンを押し抜こうとしたところ、固定ピンは押し抜けたが単管パイプが変形し、それを介錯していた被災者の左手薬指がバックホウのバケットと単管パイプの間に挟まれ被災。		平成21年10月2日 18時10分 頃		陸上		作業ヤード		29:その他(　)		仮設工		03:装備機械器具等の点検・整備				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		単管パイプ		16:その他の加害物(　)		バックホウスケルトンバケツ		08:はさまれ、巻き込まれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。				バックホウの用途外使用を行い、また、作業員の作業時間も超過していた																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。						バックホウの用途外使用を行い、また、作業員の作業時間も超過していた		02:機械・器具の材料に欠陥があった。								取り付け時に異常の兆候があったにもかかわらず確認等を行わなかった		04:理解度の確認が不十分だった。								現場作業員への作業手順書等の周知が不十分であり、元請職員においても連絡体制に不備が生じた		30.00%		30.00%		37.00%		35.00%						建設機械の用途外使用の禁止及び始業前点検の確実な実施。<改行>作業手順書の再周知および充実。<改行>作業時間の遵守及び作業計画（時間）の再検討。<改行>元請職員の現場常駐。		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																						指導付不問																																		労働基準監督署		reserved-40095x1F		特になし																				H21-近畿-大阪-3801.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		2009		10		2		18		10		2009		TRUE		8		29		近畿		1		40		0		40.0		26		1103		3		2009/10/2　18:10		40088.7569444444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		53		男		19年 00月		船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		7		2:労災非適（船員法適用）		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　接続部護岸・桟橋工事－港湾土木工事－オ		基礎杭玉掛け作業中にシャックル本体（W=90㎏）とピン（W=35㎏）の頭部との間に左手人差指先端を挟まれた。<改行>		平成21年10月15日 0時35分 頃		海上		FD、作業船上		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				07:落下物				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		16:勘違い判断をした。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																		04:理解度の確認が不十分だった。										70.00%		70.00%		40.00%		40.00%		１９：３０　朝礼・ＫＹ<改行>２０：００　杭台船搬入・係留<改行>２０：２０　打設位置に船団シフト準備<改行>２０：４５　シフト開始／ブーム起伏開始・玉掛け作業開始<改行>２１：１５　基礎杭打設開始<改行>　０：３５　被災（３本／日のうち２本目）<改行>				・［ピン取扱者］は、シャックルのピン孔誘導時には原則としてシャックルのピンには触れない。触れる必要がある場合でもピン頭部のみとし、ピン頭部には着色（黄色）明示する。（ピンを握って引き戻すような介錯はしない。）<改行>・［ピン取扱者］は、［シャックル取扱者］にピン孔位置の伝達を口頭ですることが基本作業であるが、必要に応じてピンに触れる場合には、ピンの頭部を「平手で押す」方向にだけ誘導を行う。<改行>・災害防止対策の周知・教育実施		鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				鹿島建設株式会社				東亜建設工業株式会社				ＪＦＥエンジニアリング（株）				前田建設工業株式会社				寄神建設（株）				株式会社森長組								口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起																																H21-関東-東京空港-1901.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2009		10		15		0		35		2009		FALSE		8		9		関東		2		19		0		19.0		23		1102		47		2009/10/15　0:35		40101.0243055556

		中国地方整備局		中国地方整備局港湾空港部		美保飛行場（米子）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		59		男		03年 00月		清掃工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		美保飛行場グルービング等工事		グルービング端部において、グルービング殻を清掃するため、ゴム製掃除用吸引装置を設置後、清掃用高圧洗浄機を取る為動こうとしたとき、足を滑らせ仰向けに転び、右手の平で舗装面を突っ張った際、右手首を骨折した。		平成21年10月15日 14時10分 頃		陸上		その他		22:舗装				84:その他(　)		グルービング		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		マーキング面		15:起因物と同じ				02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。								18:保護具が不適・不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。						37.00%		30.00%		20.00%		9.00%		グルービング端部において、グルービング殻を清掃するため、ゴム製掃除用吸引装置を設置後、清掃用高圧洗浄機を取る為動こうとしたとき、足を滑らせ仰向けに転び、右手の平で舗装面を突っ張った際、右手首を骨折した。				１．KYC（危険予知活動）へ元請職員が今まで以上に積極的に発言する。また、事故例等を利用して指導内容の充実を図る。<改行>２．作業手順書の見直しを元請・下請職員で行い、同様の事故を起こさないよう、安全教育を実施する。<改行>３．ｸﾞﾙｰﾋﾞﾝｸﾞ施工時及びﾏｰｷﾝｸﾞに乗る作業に耐滑安全靴を着用する事を現場のルールとする。（毎朝のKYC時に確認する）<改行>４．大型のﾏｰｲﾝｸﾞの周りで作業する場合（ｸﾞﾙｰﾋﾞﾝｸﾞ・ｼｰﾄ敷設作業）、すべる危険を周知するため【すべるぞ】という表示看板を、ゴム製掃除用吸込装置の両側に取り付ける。		(株)ガイアートT・K		（株）ガイアートＴ・Ｋ																																																																																																H21-中国-港空部-4401.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		2009		10		15		14		10		2009		FALSE		2		22		中国		1		3		0		3.0		26		1199		84		2009/10/15　14:10		40101.5902777778

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 00月		ＰＣ工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		那覇港（那覇ふ頭地区）道路（空港線）空港側換気塔上部工事		被災者は、２階６，Ｃ通りのカーテンウォール取付け前に足場に親綱を取り付けるために四角支柱をよじ登り、ブラケット足場に右足をかけて渡ったところ、ブラケットがずれ落ち、墜落し、右肩を強打した。（10/23　10:52頃）<改行>　搬送した沖縄協同病院では、右肩甲部打撲傷と診断され、約１週間の安静加療を要する見込みとのこと。（診断書：10月26日後日発行）		平成21年10月23日 10時52分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		21:上部工				02:作業準備				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				03:作業床				01:墜落・転落				0301:倒壊：足場、作業構台等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。										04:安全度が不足だった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										57.70%		59.60%		62.00%		62.00%		被災者は、２階６，Ｃ通りのカーテンウォール取付け前に足場に親綱を取り付けるために四角支柱をよじ登り、ブラケット足場に右足をかけて渡ったところ、ブラケットがずれ落ち、墜落し、右肩を強打した。（10/23　10:52頃）<改行>　搬送した沖縄協同病院では、右肩甲部打撲傷と診断され、約１週間の安静加療を要する見込みとのこと。（診断書：10月26日後日発行）				１．外部足場からブラケット足場への渡りを設置する<改行>２．アングルブラケットをアンカー止めにする<改行>３．４．本体足場より跳ね出し足場を設置する<改行>５．クランプの締め付け具合の確認をして記録を残す<改行>６．ＰＣと躯体との隙間を最大に使用できる設備を計画する<改行>７．手すりを取り付けできる設備計画を立てる		西松建設（株）		西松建設株式会社																				株式会社エム・テック																																																				当局				口頭注意																				H21-沖総局-那覇-2101.xlsx		3/6/15 17:12		3/6/15 17:12		2009		10		23		10		52		2009		TRUE		1		21		沖縄		1		10		0		10.0		22		301		2		2009/10/23　10:52		40109.4527777778

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		00年 05月		甲板員		10:その他(　)		10:その他(　)		10:その他(　)				13:その他(　)		13:その他(　)		13:その他(　)		海上に転落して行方不明		6:死亡				2:労災非適（船員法適用）		平成２０年度下田港防波堤（Ｃ区）本体工事（その２）		海中に転落し、行方不明。		平成21年11月4日 22時30分 頃		海上		その他		16:ケーソン曳航・据付				18:曳航・回航				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）				5:1、000以上						08:作業船				17:加害物なし				11:おぼれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		07:防護物・保護具を使用しなかった。		99:その他				被災者が救命胴衣を未着用。		18:保護具が不適・不足だった。		99:その他						被災者が救命胴衣を着用せずに甲板上に出た。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		25:安全管理体制に欠陥があった。																１１月４日～５日に清水港から下田港へ運搬することとし、曳航索を50mのままで清水港出港後もしばらく航行していた。21:30に10m/s程度の風が吹いてきたことから、曳航索を50mから300mまで繰り出そうとしたが、急激に繰り出され、船が風に煽られたため曳航索がロープガイドから横方向に外れた。この時、曳航索が出切り、根付けロープがウィンチドラムの縁に擦れて切断した。<改行>  このため、引船を台船の風下側へ移動し、接舷させ、係留用ロープで台船を確保することとした。接舷時の状態は、引船の船首に２人（船員（落下者）、機関長）の他、ブリッジに１人、中央に１人、船尾に１人の配置だった。引船は、船首から台船に接舷し、船員（落下者）は、接舷前の段階で、曳船の防舷材に既に乗って台船に乗り移る準備（救命胴衣未着用）をしていた。その後、機関長が見ていない間に、落下者の姿が見えなくなった。（落下した瞬間は誰も見ていない）機関長は、落下した船員を１回は確認できたが、直ぐに見失ってしまった。その後付近を捜索したが、行方が確認できなかった。				①請負者から曳船へ以下の再教育を行う。<改行> ・港外へ出たら、曳航索を150m以上とする。<改行> ・作業の責任分担と指揮命令系統の確立<改行> ・救命胴衣着用の徹底<改行>②請負者が独自に以下の事項を実施する。<改行> ・台船曳航船団に補助曳船を１隻追加する。<改行> ・請負者が乗船した別の船で港外まで行き、曳航索を伸ばしたことを確認する。<改行> ・曳船と６０分間隔で定時連絡をとる。		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社		名古屋支店																		寄神建設（株）		名古屋支店										今回の事故は工事で起きた事故でなく、運送業上の事故であり、「指名停止等の措置の対象としない」と判断する。						公的見解が示された時点で、指名停止委員会を開催する。その後、公的見解が出たため再度指名停止委員会を開催した。																																		海上保安部		reserved-40137x1F		航海中で発生した事故であるので、全責任は船長にあり、元請には責任はないとの見解。		労働基準監督署		reserved-40130x1F		船員法の適用範囲なので管轄外である。						神戸地方検察庁：船員法及び船員労働安全衛生規則違反により起訴（22.7.2）神戸簡易裁判所：船員法、船員労働安全衛生規則違反により(株)丸辰商会に罰則２０万に処する(22.7.12)				reserved-40563x1F		広島地方海難審判所：海難審判法第３条の規定により、同法第４条第１項第２号を適応して、広栄丸船長の四級海技士（航海）の業務を１箇月停止する。		H21-中部-清水-2201.xlsx		3/6/15 18:16		3/6/15 18:16		2009		11		4		22		30		2009		TRUE		11		16		中部		6		0		5		0.4		8		1104		18		2009/11/4　22:30		40121.9375

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所		石垣		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		03年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								3:9～15		14		1:労災適用		石垣港（新港地区）生物共生護岸（改良）工事		濁防止膜のアンカーであるＨ鋼鋼材を組立作業中に、Ｈ鋼の位置修正のため吊り上げたところ、Ｈ鋼が振れ、別のＨ鋼との間に作業員が左足首を挟まれ負傷した。		平成21年11月19日 11時35分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		28:汚濁防止膜工				83:汚濁防止膜布設・撤去				6:その他(　)		雨のち曇り		4:波が高い（1.5以上）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		26:危険有害な場所に入った。																												4.30%		4.30%						１１：３５　事故発生<改行>１１：４５　病院搬送<改行>１１：５５　現場代理人等現場到着<改行>１２：００　元請け会社へ報告<改行>１２：１０　監督職員へ報告<改行>１３：１５　労基署へ報告<改行>１３：３０　海保・警察署へ連絡<改行>１３：４５　警察署の現場検証<改行><改行>１１月２０日　事故再発防止安全教育訓練開催				作業手順書の見直し<改行>介錯ロープの使用徹底<改行>元請け職員による現場指導監視の強化		極東建設（株）																																																																																																		H21-沖総局-石垣-3101.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		2009		11		19		11		35		2009		TRUE		8		28		沖縄		3		3		0		3.0		24		201		83		2009/11/19　11:35		40136.4826388889

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		境		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		05年 00月		大工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		境港外港地区防波堤（２）－１工事		被災者が解体中の５段目足場上で、６段目鳥居型建枠を引き抜き地上に降ろす作業中、自身頭部の安全を十分確認せず、地上に降ろし始めた為、被災者が持った鳥居型建枠がヘルメット後頭部を打ち、そのはずみで鼻を先行手摺にぶつけ、負傷した。		平成21年11月25日 11時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		建枠、先行手摺		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。								99:その他								先行手摺の上から建枠を降ろした。		07:作業の安全指示が不適切だった。										99.60%		97.30%		75.00%		69.90%		被災者が解体中の５段目足場上で、６段目鳥居型建枠を引き抜き地上に降ろす作業中、自身頭部の安全を十分確認せず、地上に降ろし始めた為、被災者が持った鳥居型建枠がヘルメット後頭部を打ち、そのはずみで鼻を先行手摺にぶつけ、負傷した。				１．鳥居型建枠等の資材を降ろす際は、2名1組で相互の安全を確認しながら、作業を実施する。<改行>２．先行手摺の無い箇所から資材を降ろす。<改行>３．作業手順書に2層に分解した後の足場解体の記載を追加し、作業員全員に周知徹底する。		(株)平井組		12000000001559																																																																																																H21-中国-境港-4501.xlsx		3/6/15 18:00		3/6/15 18:00		2009		11		25		11		0		2009		TRUE		8		11		中国		1		5		0		5.0		11		1399		17		2009/11/25　11:0		40142.4583333333

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男				潜水連絡員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								5:31以上		52		1:労災適用		秋田港飯島地区防波堤（新北）基礎工事		　現場到着後、午後より荒天予報の為、朝一番で次回の検査準備として定アンカーブロック（約１ｔ）を移動する為、アンカーロープを潜水士船船尾の係船柱に取付け、設置位置へ移動し、設置完了する。<改行>　船尾で係船柱のアンカーロープを右舷側の被災者と左舷側の作業員との２名で取外し、被災者が船長へ前進するよう合図する。<改行>　船を前進させたところ、被災者の左足がアンカーロープの先端に取付けてある補助ロープの中に入っていた為、船尾のブルワークと張力の増した補助ロープとの間に挟まれ海中に転落する。		平成21年12月3日 8時22分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				02:作業準備				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		係留策		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。																		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								92.50%		92.40%		78.00%		78.00%		平成21 年12 月3 日<改行>8:00 出港<改行>8:20 現場到着、準備開始 次回検査準備の為定ｱﾝｶｰﾌﾞﾛｯｸの移動を行う。<改行>8:22 船尾に取付けたｱﾝｶｰﾛｰﾌﾟを取外し被災者が船長に合図を行い、船舶が前進したとこ　　　ろ、ｱﾝｶｰﾛｰﾌﾟ先端に取付られた補助ﾛｰﾌﾟの中に被災者の左足が入っていた為、船尾　　　のﾌﾞﾙﾜｰｸと張力の増した補助ﾛｰﾌﾟとの間に挟まれ、海中に転落する。<改行>8:25 職員へ事故の連絡が入る<改行>8:45 救急車要請<改行>8:50 被災者を乗せた潜水士船が岸壁に着岸<改行>8:55 救急車到着<改行>9:03 救急車により秋田赤十字病院へ搬送<改行>9:25 秋田赤十字病院到着				1．12 月5 日午後ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰと作業船上の整理整頓を重点に作業 員全員による再発防止教育を実施する。<改行>2．定ｱﾝｶｰのﾛｰﾌﾟに取付けられている、補助ﾛｰﾌﾟは必要以上の長さとせず、海面から船上の長さとする。<改行>3．作業船の整理整頓についての点検表を作成し、作業前に、元請が点検する。<改行>4．定ｱﾝｶｰを移動する作業の作業標準書を作成して、作業手順に<改行>ついての検討し、周知徹底する。<改行>5．緊急点検として広洋産業安全衛星委員会によるﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施<改行>する。		広洋産業（株）		広洋産業（株）																																広洋産業㈱						文書注意																																		海上保安部		reserved-40154x1F		被災者本人が行った行動による事故		労働基準監督署		reserved-40154x1F		事故報告書の提出は必要ないが、再発防止対策を策定し対応すること														H21-東北-秋田-2401.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		2009		12		3		8		22		2009		TRUE		8		8		東北		5		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		8		1104		2		2009/12/3　8:22		40150.3486111111

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		03年 08月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		3:労災非適（その他）		十勝港－１４ｍ航路浚渫工事		作業範囲を明示するボンデンを設置後、近くで係留しているグラブ船に作業船を係船しようとした。船長は、甲板員が係船ロープに届かないと思い、前方をよく確認せず後進をかけた。しかし、甲板員はロープを取り補助ロープを使用せず交通船のビットに係船ロープをかけたところであり、作業船の動揺と後進により係船ロープと交通船のビットとの間に左手を挟まれ被災した。		平成21年12月3日 8時45分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった						21:連絡合図がなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。																				A:危険だと思わなかった				07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。																																										あおみ建設株式会社																																																																																																		H21-北開局-十勝-2701.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		2009		12		3		8		45		2009		TRUE		8		5		北海		1		3		8		3.7		8		1104		14		2009/12/3　8:45		40150.3645833333

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男				監督補助員		04:胸部								04:骨折						右肋軟骨損傷、左肋骨骨折		1:0～3		0				平成２１年度四日市港湾業務艇用船、平成２１年度四日市港湾事務所監督等補助業務		職員と監督等補助業務の監督補助員が土質調査のサンドサンプリングの調査状況確認を行うため、高砂建設（業務艇用船委託者）の用船にて四日市港旭防波堤へ向かった。現場のパシフィックコンサルタンツ（土質調査）のＳＥＰ台船に接岸後、用船した船舶が安定したため監督補助員（被災者）がＳＥＰ台船のハシゴを登り始めた。ＳＥＰ台船のハシゴを2～3段程登ったところで急に用船した船舶が傾きだし、被災者は接岸中の用船した船舶（船体：ブリッジ左舷）とＳＥＰ台船のハシゴとの間に体を挟まれ胸を圧迫した。		平成21年12月4日 14時15分 頃		海上		ＳＥＰ台船						01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）				5:1、000以上										16:その他の加害物(　)		交通船		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他														操船していた船長について、SEP台船へ接岸するために難易度の高い操船に集中していたという理由があるにしても、乗船者に対する安全の配慮が欠けていた。																														99:その他								船舶の不意の動揺と、同船のブリッジが船体中央部に配置されており、SEP台船の中央部に設置された昇降梯子ともっとも干渉する位置にあったために発生した。																				　職員と監督等補助業務の監督補助員が土質調査のサンドサンプリングの調査状況確認を行うため、高砂建設（業務艇用船委託者）の用船にて四日市港旭防波堤へ向かった。現場のパシフィックコンサルタンツ（土質調査）のＳＥＰ台船に接岸後、用船した船舶が安定したため監督補助員（被災者）がＳＥＰ台船のハシゴを登り始めた。ＳＥＰ台船のハシゴを2～3段程登ったところで急に用船した船舶が傾きだし、被災者は接岸中の用船した船舶（船体：ブリッジ左舷）とＳＥＰ台船のハシゴとの間に体を挟まれ胸を圧迫した。				・SEP台船のハシゴを船舶の動揺と干渉しない位置に増設。<改行>・乗降タイミングは、船長が指示を出す。機敏な動きが出来ずタイミングを逃した場合は無理をせずやり直す。船長をはじめ全ての職員が船の動揺等についてより注意深く観察、把握、予見した上で乗降（昇降）動作に移る。加えてSEP台船上の作業員も周辺状況を監視し危険回避のサポートを行う。		高砂建設(株)　、　(株)見取コンサルタント		高砂建設株式会社				株・見取コンサルタント																												口頭注意								措置無し																																																								H21-中部-四日市-4201.xlsx		3/6/15 18:10		3/6/15 18:10		2009		12		4		14		15		2009		TRUE		8		ERROR:#VALUE!		中部		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		1399		1		2009/12/4　14:15		40151.59375

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		01年 00月		運転手		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		04:胸部				01:打撲傷								2:4～8		7		3:労災非適（その他）		宮古港竜神崎地区防波堤基礎工事		当日の被災発生経緯は、平成２１年１２月８日午前８時３０分頃、山田町織笠地内の三陸自動車道の織笠川高架橋上にて、釜石方面に走行中の乗用車（男性　３３歳）が居眠り運転により非常駐車帯の端部に前方左側を接触し、その反動で反対車線にはみ出た。その際、宮古方面に走行中で被覆石を宮古藤原ストックヤードへ運搬中のダンプトラック（(有)福士鉱業所　59歳　男性）の左側側面とはみ出てきた乗用車の左側側面が衝突した		平成21年12月8日 8時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		08:捨石及び均し				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		一般車両		15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック																A:危険だと思わなかった				99:その他								相手車両居眠りによるもらい事故																99:その他								相手車両居眠りによるもらい事故		99:その他								相手車両居眠りによるもらい事故		51.00%		53.00%		50.00%		50.00%		当日の被災発生経緯は、平成２１年１２月８日午前８時３０分頃、山田町織笠地内の三陸自動車道の織笠川高架橋上にて、釜石方面に走行中の乗用車（男性　３３歳）が居眠り運転により非常駐車帯の端部に前方左側を接触し、その反動で反対車線にはみ出た。その際、宮古方面に走行中で被覆石を宮古藤原ストックヤードへ運搬中のダンプトラック（(有)福士鉱業所　59歳　男性）の左側側面とはみ出てきた乗用車の左側側面が衝突した				車両運転時の危険なポイント及びルールや警察より得た資料による教育		（株）山元		株式会社山元																																工事事故扱いしない（資材納入会社の事故）																																								警察				交通事故																				H21-東北-釜石-2503.xlsx		3/6/15 19:00		9/13/17 16:25		2009		12		8		8		30		2009		TRUE		18		8		東北		2		1		0		1.0		26		701		7		2009/12/8　8:30		40155.3541666667

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		41		男		10年 00月		型枠大工		03:背部								04:骨折								4:16～30		30				徳島飛行場防音壁移設等工事		当日は、被災者の作業初日で、前日に新規入場者教育を受けて二人一組で水路工の型枠工を行っていた。足場上で型枠にコンクリート高さの墨打ちをしていたところ、被災者が急に震えだして、しゃがんだままの体勢で背中から転落防止のロープをすり抜けて、２．５ｍ下に転落し、安全帯を使用していなかったためそのまま背中と頭部を打ったものです。		平成21年12月11日 11時25分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				55:型枠組立・解体				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						11:足場、通路				17:加害物なし				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		20:身体の調子が悪かった。																04:理解度の確認が不十分だった。																		当日は、被災者の作業初日で、前日に新規入場者教育を受けて二人一組で水路工の型枠工を行っていた。足場上で型枠にコンクリート高さの墨打ちをしていたところ、被災者が急に震えだして、しゃがんだままの体勢で背中から転落防止のロープをすり抜けて、２．５ｍ下に転落し、安全帯を使用していなかったためそのまま背中と頭部を打ったものです。						谷口工業株式会社		谷口工業株式会社																				株式会社　八千代組																																																																												H21-四国-小松島-2901.xlsx		3/6/15 17:49		3/6/15 17:49		2009		12		11		11		25		2009		FALSE		1		29		四国		4		10		0		10.0		11		101		55		2009/12/11　11:25		40158.4756944444

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		佐伯		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		19年 00月		潜水士 		10:その他(　)								11:中毒								1:0～3		1				佐伯港(女島地区)岸壁(-14m)上部工工事		桟橋支保工の準備作業（かき殻除去）で、段取り替えを行った際、コンプレッサーの吸気用の延長ホースをつなぎ忘れたため、吸気口と排気口の離隔が取れておらず、排気ガスが吸気口より混入し、一酸化炭素中毒により被災した。		平成21年12月21日 16時20分 頃		海上		潜水作業		09:杭及び矢板				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		一酸化炭素		15:起因物と同じ				13:有害物等との接触				1302:その他：中毒																																		99:その他								送気員がコンプレッサーからの吸気延長ホースを接続することを忘れていた。		30:ガスが存在していた。								吸気口と排気口の離隔が取れておらず、排気ガスが吸気口より混入した。		25:安全管理体制に欠陥があった。								段取替え（コンプレッサー移動）後の送気員による作業前のホース接続点検が実施されていなかった。		50.00%		41.00%		70.00%		70.00%		16:10　被災者潜水作業開始<改行>16:20　事故発生<改行>16:40　病院到着<改行>17:30　医師の所見<改行><改行>				①吸気ホースの改善<改行>  ・吸気ホースを1本（L=4.0m）ものにする（移動時に外せないものとする）<改行>  ・2.5ｍ以上のパイプをコンプレッサーの架台に取付け、その上に吸気ホースを取付ける。<改行>  ・吸気ホースを認識できるようカラーテープを巻く<改行>② 潜水士による再確認<改行>  作業前の送気員による点検確認の後、作業前確認表示板により、以下の項目について潜水士が再度確認を行う。 <改行>  ・吸気ホースの接続確認 <改行>  ・吸気口の高さ（2.5ｍ以上）の確認		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-40175x1F		是正勧告書（関係請負人への指導不足：安衛法29条）<改行>是正勧告書（予備空気槽の未設置：安衛法22条、高圧則8条）		当局		reserved-40213x1F		文書注意														H21-九州-別府-4907.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		2009		12		21		16		20		2009		TRUE		13		9		九州		1		19		0		19.0		26		1302		2		2009/12/21　16:20		40168.6805555556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		39		男		14年 00月		橋梁特殊工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)								5:31以上				1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　連絡誘導路工事－空港等土木工事－ア		桁架設のためのドリフトピンの打ち込み作業中、ピンを打った際にピン頭部が欠け、破片が相番者である被災者の右目に入り負傷した。		平成21年12月30日 1時5分 頃		海上		その他		21:上部工				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				06:飛来物				20:異物（眼、耳、鼻）				1299:工具等取り扱い：その他		A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。																																																																		　８：００　朝礼<改行>　８：２０　ＡＴＫＹ活動<改行>　８：３５　桁架設準備作業開始<改行>１１：００　作業手順周知会<改行>１２：００　休憩・昼食<改行>１３：００　架設作業開始<改行>１９：００　桁引き込み・借り受け、台船偽装解除作業<改行>２０：１５　休憩・夕食<改行>２１：００　桁降下作業開始<改行>２３：３０　ジョイント足場組み立て作業開始<改行>２４：００　主桁仕口調整・桁連結作業開始<改行>　１：０５　事故発生				①ドリフトピン打ち込みの際、仮ボルト締め付け作業者は鋼桁側面の足場上から、桁上のセッティングビームの外側に退避する。<改行>②作業員は保護メガネを使用する。<改行>③点検済みのドリフトピンは抜き防止テープとは別色のテープで表示したものを使用する。<改行>④当該作業と同様の作業を行っている各作業所へ事故防止の水平展開を図る。<改行>⑤作業指揮者及び作業主任者は作業のリスクを細かく洗い出し、”安全だろう”から”危険かもしれない”へ意識を変えていくよう作業手順、ATKYを通し作業員全員に指導する。		鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				五洋建設株式会社				株式会社大林組				西松建設株式会社				三菱重工業（株）				横河工事株式会社												文書厳重注意		reserved-40207x1F		reserved-40296x1F				文書厳重注意		reserved-40207x1F		reserved-40296x1F				1/29/10				reserved-40296x1F				文書厳重注意		reserved-40207x1F		reserved-40296x1F				文書厳重注意		reserved-40207x1F		reserved-40296x1F																												H21-関東-東京空港-2601.xlsx		3/6/15 18:33		9/12/17 20:22		2009		12		30		1		5		2009		FALSE		20		21		関東		5		14		0		14.0		21		1299		84		2009/12/30　1:5		40177.0451388889

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		06年 09月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		徳山下松港新南陽地区航路(-12m)等浚渫工事		グラブ浚渫船上にてＥＮＤグラブ組み立て作業のうち、最終段階であるグラブ開閉基部のヒンジ部固定ボルトをトルクレンチ（油圧）にて締め付ける作業を行っていた。（１６本中１４本目）被災者は、そのトルクレンチの反力をとるためのバタ角（10cm×10cm×128cm）を支える補助作業をしていたところ、バタ角の上端部が突然破損し、被災者の顔に激突して下唇を切った。		平成22年1月8日 8時50分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				16:その他の加害物(　)		バタ角		06:激突され				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										04:安全度が不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										55.00%		72.00%		90.00%		88.00%		グラブ浚渫船上にてＥＮＤグラブ組み立て作業のうち、最終段階であるグラブ開閉基部のヒンジ部固定ボルトをトルクレンチ（油圧）にて締め付ける作業を行っていた。（１６本中１４本目）被災者は、そのトルクレンチの反力をとるためのバタ角（10cm×10cm×128cm）を支える補助作業をしていたところ、バタ角の上端部が突然破損し、被災者の顔に激突して下唇を切った。				１．反力受け材は、地面に支持させる木材（バタ角）ではなく、締め付け付近のボルトと連結させた強固な鋼製治具を使用する。<改行>２．油圧トルクレンチ付近は、無人の状態で操作を行う。<改行>３．使用するトルクレンチの取り扱い説明書に記載された安全上の注意事項を当該作業従事者全員が理解し、作業する。		五洋・若築特定建設工事共同企業体																																																																																																		H21-中国-宇部-4601.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2010		1		8		8		50		2009		TRUE		6		5		中国		1		6		9		6.8		20		899		3		2010/1/8　8:50		40186.3680555556

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		30年 00月		型枠工		05:腹部								04:骨折		12:臓器破裂						4:16～30		22		1:労災適用		秋田港外港地区泊地(-13.0m)(消波)本体工事		　クローラクレーン(55t吊)を使用して、Ｌ型ブロック(1)（製作ナン　バー１８番）２ロット目の型枠建込作業を行っていた。<改行>　午前１１時頃にＬ型ブロック背面側の型枠をクレーンで吊り上げ、所定の位置に建込みを行う際、足場上にいた被災者は型枠が振れたため、その型枠を抑えようとして型枠に手をかけた時、身体のバランスを崩して地上約５．１ｍの高さから墜落し脇腹を打ったたものである。（被災状況：腎臓・肝臓の損傷）　　　　　　　　　<改行>　事故発生場所は、製作中のＬ型ブロックと足場の間に６５cm程度の隙間（型枠を上から通すため）が有り、墜落した足場の最上段は立入禁止としていた場所であったが、型枠の振れを抑えるために被災者が進入した。		平成22年1月10日 11時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				6:その他(　)		曇り時々雪				3:中風（4～8）		2:0～10		4:500～1、000						12:作業床等				16:その他の加害物(　)		L形ブロック底版		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。						06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		17:安全標識がなかった。								04:理解度の確認が不十分だった。										63.00%		56.00%		56.00%		50.00%		　クローラクレーン(55t吊)を使用して、Ｌ型ブロック(1)（製作ナン　バー１８番）２ロット目の型枠建込作業を行っていた。<改行>　午前１１時頃にＬ型ブロック背面側の型枠をクレーンで吊り上げ、所定の位置に建込みを行う際、足場上にいた被災者は型枠が振れたため、その型枠を抑えようとして型枠に手をかけた時、身体のバランスを崩して地上約５．１ｍの高さから墜落し脇腹を打ったたものである。（被災状況：腎臓・肝臓の損傷）　　　　　　　　　<改行>　事故発生場所は、製作中のＬ型ブロックと足場の間に６５cm程度の隙間（型枠を上から通すため）が有り、墜落した足場の最上段は立入禁止としていた場所であったが、型枠の振れを抑えるために被災者が進入した。				１．介錯ロープ使用の徹底（作業手順書の見直しによる指導及び注意看板の設置）<改行>２．立入禁止箇所に標識を設置（立入禁止標識の増設）<改行>３．教育・指導・実施の徹底（日々の朝礼等においても安全帯使用の指導を実施）４．立入禁止措置の改善（鋼製布板により容易に進入出来ない対策を講じる）<改行>５．安全標識の増設（安全帯使用標識や足元注意標識を増設する）<改行>６．作業手順書の再教育の実施（工事再開前に全作業員に対し再教育を実施）<改行>７．管理体制の強化（支店及び営業所安全パトロールの回数を増やす）<改行>		東洋建設（株）東北支店		東洋建設株式会社																																東洋建設㈱		reserved-40295x1F		reserved-40308x1F		指名停止２週間																																		労働基準監督署		reserved-40193x1F		指導票及び足場使用停止命令（法令違反）																				H21-東北-秋田-5202.xlsx		3/6/15 19:02		3/6/15 19:02		2010		1		10		11		0		2009		TRUE		1		17		東北		4		30		0		30.0		12		101		55		2010/1/10　11:0		40188.4583333333

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		松山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		21年 00月		型枠大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								4:16～30		30				松山港外港地区岸壁（－１３ｍ）工事		当日は、作業ヤードにて、標準函２層目の内型枠脱型、組み替え作業を行っていたが、転置作業が終了したので、最後の玉掛けを外し、梯子で内型枠より降りる途中、足を踏み外してバランスを崩し、約２．５ｍ下に転落した。		平成22年1月18日 16時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		梯子		17:加害物なし				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		14:放心、考えごとをしていた。		34:その他の不安全行為があった。				その他の不安全行為があった。（足下確認を怠った。）																														午前８時より、ラジオ体操、朝礼、KY活動を行い、調整函１層目の型枠建て込み作業に入る。午後からも型枠建て込み及び固定作業を行い、午後３時３０分より標準函２層目の内型枠脱型、組み替え作業開始。午後４時４０分、転置作業が終了したので、被災者は最後の玉掛けを外し、梯子で内型枠より降りようとした際に、梯子より足を滑らせ約２．５ｍのところより転落し両足踵を骨折した。						アイエン工業株式会社		アイエン工業（株）																				今治新港湾（株）																																																																												H21-四国-松山-3501.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2010		1		18		16		40		2009		TRUE		1		11		四国		4		21		0		21.0		26		101		55		2010/1/18　16:40		40196.6944444444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		04年 10月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								1:0～3		1		3:労災非適（その他）		中城湾港泡瀬地区環境監視調査業務		海域における現地調査を終了し、泡瀬漁港に帰港。その後、漁港隣接ヤードにて機材の片づけ（塩抜き、水洗い）をしていたところ、船外機の内部の洗浄中、誤ってギアが入りプロペラが回転。船外機を支えていた作業員がプロペラにより脛部を負傷した。直ちに１１９番通報し、救急病院へ搬送。		平成22年1月19日 15時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		04:環境調査				84:その他(　)		船外機の洗浄		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		船外機		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。										20:不安全に物が置いてあった。										07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。								100.00%		100.00%		100.00%		100.00%		14:30　海域調査終了<改行>15:00　帰港<改行>15:10　後片づけ開始<改行>15:30　負傷<改行>15:45　救急車到着<改行>16:00　中部徳洲会病院に搬送<改行>17:00　関連機関への連絡				エンジンの内部洗浄は、漁港等の現場で行わず、帰社後、固定台に固定し、安全を十分確認した上で洗浄を行う。なお、船外機は、再度点検を行い安全証明を確保するまで使用しない。		いであ株式会社																																																																																																		H21-沖総局-那覇-3301.xlsx		3/6/15 17:11		3/6/15 17:11		2010		1		19		15		30		2009		TRUE		9		4		沖縄		1		4		10		4.8		26		809		84		2010/1/19　15:30		40197.6458333333

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		長崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		20年 00月		普通作業員		04:胸部		05:腹部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				01:打撲傷								1:0～3		1		1:労災適用		長崎港（小ケ倉柳地区）岸壁（－１２ｍ）（改良）ケーソン製作工事		ケーソン製作で使用した足場を陸上仮置きし、足場2段目で解体作業を行っていた。<改行>交差筋交いを外し、鋼製布板(L=1.80m、W=0.50m、重量16.8kg)を2人で順次外していき、最後の布板を外そうと手を掛けた時、誤って足を滑らし側面から転落した。		平成22年1月21日 10時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				17:足場の組立・解体等				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20								11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。								足場解体における作業手順を遵守せず、外側の筋交いを先に外してしまった。																				作業時、被災者の作業手順の間違いを注意するものがいなかった。		100.00%		95.00%		100.00%		20.00%		7:45　朝礼、ＫＹ<改行>9:00　足場解体作業開始<改行>10:45　事故発生<改行>10:55　病院到着<改行><改行>				①足場解体の作業手順書を全て見直し、さらに充実したものに変更する。 <改行>②足場解体作業時には、監視員を配置し、危険行為が発生しないよう監視業務に当たらせる。 <改行>③法令対象外の高さにおいても親綱を設置し安全帯を使用する。親綱の設置方法を詳細に打合せ、設置確認を確実に行ってから作業をさせる。		平尾建設（株）		平尾建設（株）																																																																																																H21-九州-長崎-5101.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		2010		1		21		10		45		2009		TRUE		1		11		九州		1		20		0		20.0		11		101		17		2010/1/21　10:45		40199.4479166667

		関東地方整備局		関東地方整備局港湾空港部		東京湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		13年 08月		技師		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		2		1:労災適用		東京湾における海洋短波レーダーの実用局に向けた技術検討業務		被災者は船首付近に設置した機材をキャビン内に格納する作業を行っていた。<改行>調査船が帰港開始から暫く航行後、独立した波高の高い波に乗り上げ突然２ｍ程度上下に動揺した。<改行>被災者は次の機材を取りに行くため空手でキャビン横の手摺伝いに船首方向に向かっていた。<改行>この衝撃によりキャビンに寄りかかる格好となり、手摺と自分の体の間に左上腕が挟まれた際に受傷した。		平成22年1月26日 9時55分 頃		海上		船橋市南方沖合５㎞付近		29:その他(　)		電波観測工		84:その他(　)		観測機材の撤去		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		波		16:その他の加害物(　)		手摺		21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				79.50%		78.20%		100.00%		30.00%		　８：４０　出航<改行>　　　　　　この間、２点の調査を実施<改行>　９：５０　３点目の観測地点に到着したが風波が強く作業中止を決定、帰港開始<改行>　９：５５　航行しながら船首部分の機材を撤去中、船舶が動揺し、手摺に上腕を強打し、受傷<改行>				①作業実施の判断は近傍の東京１３号地の気象情報に基づいて行っていたが、海上の気象海象の複雑さに鑑み海ほたる・第二海堡など複数の気象海象情報に基づくものとする。<改行>②船が走行している際は一切の作業を行わず、キャビンに退避することを基本とする。作業は停船を確認してから実施・再開する。<改行>③船の動揺が激しくなった際には、速やかにキャビンに退避し、姿勢を低く保つ。やむを得ず船上を移動する際には周囲に突起物や鋭利なものが無く突発的な動揺に対しても身体を安定させることのできる場所へ移動する。<改行>④停船・作業中は付近を航行する船舶等に注意し、航跡波の来襲、及び急激な波浪の増大による不意の動揺に対処するため船長は事故の防止に努める。<改行>⑤精密機器は防塩可能なケース等に収める。<改行>⑥調査船への測定機器等の装着は静穏な係船岸等に接岸して行う。		沿岸技術研究センター		財・沿岸開発技術研究センター																				12000013093622												口頭厳重注意		reserved-40234x1F		reserved-40261x1F																																																												H21-関東-港空部-3201.xlsx		3/6/15 18:43		9/12/17 20:22		2010		1		26		9		55		2009		TRUE		21		29		関東		1		13		8		13.7		25		1399		84		2010/1/26　9:55		40204.4131944444

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		73		男		10年 00月		ボーリング助手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		高松空港バスプールルーフ基本設計等業務		事故当日、当日最後の作業として標準貫入試験（Ｎ値）を行うため、ケーシングパイプとロッド先端のカップリングを外す作業を行っており、ロッドに逆回転（左回転）を与えていた。一方、被災者は次の作業の段取りのため、パイプレンチをボーリング機械とロッドの間から、右手で手前に引き出そうとしていた。その際、パイプレンチの歯が回転中のロッドに噛み込んだ。その反動でパイプレンチを掴んだままの状態の右手がボーリング機械の台座部分に衝突した。		平成22年1月28日 1時28分 頃		陸上		その他		29:その他(　)								2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ボーリングマシン		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																																		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																		04:理解度の確認が不十分だった。																		事故当日、当日最後の作業として標準貫入試験（Ｎ値）を行うため、ケーシングパイプとロッド先端のカップリングを外す作業を行っており、ロッドに逆回転（左回転）を与えていた。一方、被災者は次の作業の段取りのため、パイプレンチをボーリング機械とロッドの間から、右手で手前に引き出そうとしていた。その際、パイプレンチの歯が回転中のロッドに噛み込んだ。その反動でパイプレンチを掴んだままの状態の右手がボーリング機械の台座部分に衝突した。						日本工営株式会社																																																																																																		H21-四国-高松-3601.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2010		1		28		1		28		2009		FALSE		8		29		四国		5		10		0		10.0		26		1299		ERROR:#VALUE!		2010/1/28　1:28		40206.0611111111

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		16年 01月		舗装工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		苫小牧港東港区岸壁-12m埋立外建設工事		コンクリート舗装の施工中において舗装の表面仕上げを行うコンクリートレベラを操作していた。仕上り状態を確認するため、操作位置から移動した際に走行用モーターにつまずきバランスを崩し転倒した。転倒した際、受身を取ったが右手小指PIP間接脱臼となったものである。		平成22年2月15日 16時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		07:舗装機械				15:起因物と同じ				02:転倒				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														A:危険だと思わなかった		1		15:気持ちがあせっていた。																														60.00%		55.00%		5.00%		5.00%		コンクリート舗装の施工中において舗装の表面仕上げを行うコンクリートレベラを操作していた。仕上り状態を確認するため、操作位置から移動した際に走行用モーターにつまずきバランスを崩し転倒した。転倒した際、受身を取ったが右手小指PIP間接脱臼となったものである。				(1)他機械においても稼動前に状態確認を行い、必要箇所は蛍光ﾃｰﾌﾟにて明示する。<改行>(2)施工再開前に棒鋼を溶接にて取付け、ﾄﾗﾛｰﾌﾟにて通行禁止の処置をとる。<改行>(3)工具、資材等は使用後、直ちに片付けを行い機械上、通行帯には物を置かない事とする。		あおみ建設(株)北海道支店																																																																																																		H21-北開局-苫小牧-5501.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2010		2		15		16		30		2009		TRUE		2		22		北海		1		16		1		16.1		7		899		66		2010/2/15　16:30		40224.6875

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		58		男		05年 00月		舗装工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		60				徳島飛行場GSE通路等舗装工事		　事故当日は、午後よりｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾛｰﾗ4t(以下ローラ)にて路盤端部の転圧作業(運転)を行っていた。<改行>被害者はその作業中、前方の路盤に不陸箇所を見つけたため、状況を確認しようとしてローラから降りたが、その際、エンジンを切らず、パーキングもかけていない状態だった。<改行>　降りる際、安全チョッキが操作レバーに引っかかり、ローラが低速後進し始めた。それに気づいた被災者が止めようと追いかけたが、体勢を崩し、レバーを高速後進に入れてしまった。加速したローラは後輪が型枠に乗り上げて止まったものの、被災者は倒れるような姿勢で舗装用型枠に右膝を激突し被災した。		平成22年2月18日 16時5分 頃		陸上		その他		22:舗装				65:路床・路盤の転圧				2:曇り						1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		型枠		03:激突				0806:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ローラー等																																		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																		04:理解度の確認が不十分だった。																		　事故当日は、午後よりｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾛｰﾗ4t(以下ローラ)にて路盤端部の転圧作業(運転)を行っていた。<改行>被害者はその作業中、前方の路盤に不陸箇所を見つけたため、状況を確認しようとしてローラから降りたが、その際、エンジンを切らず、パーキングもかけていない状態だった。<改行> 降りる際、安全チョッキが操作レバーに引っかかり、ローラが低速後進し始めた。それに気づいた被災者が止めようと追いかけたが、体勢を崩し、レバーを高速後進に入れてしまった。加速したローラは後輪が型枠に乗り上げて止まったものの、被災者は倒れるような姿勢で舗装用型枠に右膝を激突し被災した。						前田道路株式会社		前田道路株式会社																																																																																																H21-四国-小松島-5801.xlsx		3/6/15 17:49		3/6/15 17:49		2010		2		18		16		5		2009		FALSE		3		22		四国		5		5		0		5.0		4		806		65		2010/2/18　16:5		40227.6701388889

		中部地方整備局		清水港湾事務所		田子の浦		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		12年 00月		溶接工		04:胸部		03:背部						04:骨折		01:打撲傷						2:4～8		5		1:労災適用		平成２１年度田子の浦港航路泊地（－１２ｍ）港口部土留工事		本工事は、航路埋没対策として漂砂ポケットを造成するに当たり背後廃棄物護岸の安定を図るための土留工を施工するため鋼管矢板を打込むものである。<改行>　事故当日、鋼管矢板へのウォータージェット配管の取付作業を行い、加工が終わった鋼管矢板を９０ｔ吊りクレーンにて仮置き場へ移動中、本来であれば鋼管矢板を枕木に接地させた状態でワイヤーを張っておき転がり防止用のキャンバーを設置した後にワイヤーを緩めなければならないところ、キャンバー設置完了前にクレーンオペレーターが張っていたワイヤーを緩めてしまったため、鋼管矢板が転がり、鋼管矢板のキャンバーを設置しようとしていた作業員のうち1名が隣に仮置きしてあった鋼管矢板との間に挟まれて受傷した。		平成22年2月24日 16時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		鋼管矢板		08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		22:連絡合図が不明瞭だった。								クレーンのオペレータが吊り下げの合図が出たと誤認し、クレーンのオペレータがワイヤを緩めた。キャンバーの設置は終了していなかったため、鋼管矢板が転がりキャンバー設置担当者の1名が仮置済みの鋼管矢板との間に挟まれて事故が発生した。		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																								04:安全度が不足だった。										31:現場内連絡調整が不備だった。																		１６時２０分　加工ヤードにて前日に移動しておいた鋼管矢板2本へのウォータージェット配管の取付作業を行い、作業中止基準内の天候であることを確認して加工が終わった鋼管矢板を仮置き場へ移動させる作業を開始。<改行>１６時３０分　２本目の鋼管矢板を移動中、本来であれば鋼管矢板を枕木に接地させた状態でワイヤーを張っておき、キャンバーを設置した後にワイヤーを緩めるところ、キャンバー設置完了前に張っていたワイヤーを緩めてしまったため鋼管矢板が転がり、鋼管矢板の転がり防止のためのキャンバーを設置しようとしていた作業員のうち１名が隣に仮置きしてあった鋼管矢板との間に挟まれて受傷する事故が発生した。<改行>				①クレーン作業における再発防止対策<改行>・合図者とオペレータ間の連絡に無線を追加することで、手による合図だけでなく会話で作業を確認し誤合図をなくすとともに、専従の作業管理者を配置し、作業全体を管理することで合図者の誤合図を防止する。<改行>・ヘルバンドを使用し、作業の役割分担がオペレータからわかりやすいようにする。<改行>②安全管理体制の強化等<改行>・元請け安全管理の強化と下請け作業指揮者の役割の徹底と強化のため、作業手順書のクレーン作業に関する箇所を是正し、再教育による是正箇所の周知徹底を行う。<改行>・ミーティング及びＫＹ活動の改善による作業内容の周知徹底と安全意識の高揚、不安全行動の排除を行う。<改行>		青木建設　株式会社		青木建設（株）																				丸泰土木（株）												元請の安全管理の措置が「やや不適切」と判断される。作業員の被災程度は、「中傷」と判断されるので「口頭注意」とする。																																								警察		reserved-40253x1F		現在捜査中(刑法211条　業務上過失傷害の疑い)３／１６以降に事情聴取予定。																				H21-中部-清水-5701.xlsx		3/6/15 18:16		3/6/15 18:16		2010		2		24		16		30		2009		TRUE		8		9		中部		2		12		0		12.0		14		1101		4		2010/2/24　16:30		40233.6875

		中部地方整備局		清水港湾事務所		田子の浦		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男				潜水士		06:骨盤部						右前腕、右肩								挫傷		1:0～3		1				平成21年度田子の浦港中央地区岸壁(-12m)(改良)築造工事		潜水士船を停泊するにあたり、係留後に上陸する際に船を陸に寄せるためのロープを掛ける作業を行なうため、潜水士（被災者）が足場が設置されていない鋼管矢板(φ1800，t=25)上に上陸した。その後、鋼管矢板から地上に降りようとして、近くにあった溶接用梯子に手を架けたところ、梯子が動きバランスを崩して鋼管矢板内の落し蓋の上に転落(約3m)した。		平成22年3月17日 16時50分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）				5:1、000以上						11:足場、通路				17:加害物なし				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																																																																								潜水士船を停泊するにあたり、係留後に上陸する際に船を陸に寄せるためのロープを掛ける作業を行なうため、潜水士（被災者）が足場が設置されていない鋼管矢板(φ1800，t=25)上に上陸した。その後、鋼管矢板から地上に降りようとして、近くにあった溶接用梯子に手を架けたところ、梯子が動きバランスを崩して鋼管矢板内の落し蓋の上に転落(約3m)した。						東洋・株木特定建設工事共同企業体		東洋建設株式会社				株木建設株式会社																井上工業（株）				株式会社三水								口頭注意						一次下請の井上工業(株)東海支部についても口頭注意		口頭注意																																労働基準監督署		reserved-40255x1F		「死亡事故(骨折事故等なので)ではないので現場検証は行わない。被災者が休むようであれば、労働者死傷病報告書を提出すること」		海上保安部		reserved-40255x1F		「再発防止策の内容に問題がなければ再開を許可する、防止策の内容については発注者である国交省が了解した対策であれば海上保安部も了解したいと考えている。なお、工期が延びる可能性があれば早期に連絡すること」														H21-中部-清水-6109.xlsx		3/6/15 18:16		3/6/15 18:16		2010		3		17		16		50		2009		TRUE		1		29		中部		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		11		105		14		2010/3/17　16:50		40254.7013888889

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		15年 09月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		久慈港湾口地区防波堤消波工事（その４）		テトラﾎﾟｯﾄﾞ打設時、下部型枠打設が完了し、上部型枠を接続しようとクローラクレーン(150t吊)にて上部型枠を吊上げ、合図者の合図により接続箇所へ吊下げてきた時、上部型枠と下部型枠の間に右手親指を挟んだ。		平成22年3月30日 9時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		型枠		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																				99:その他										06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								4.80%		6.00%		0.00%		1.10%		テトラﾎﾟｯﾄﾞ打設時、下部型枠打設が完了し、上部型枠を接続しようとクローラクレーン(150t吊)にて上部型枠を吊上げ、合図者の合図により接続箇所へ吊下げてきた時、上部型枠と下部型枠の間に右手親指を挟んだ。				１．型枠を着底させ、シノを挿し込みセンターピンを打ち込み後コッターピン及びコッターの取付けを行う。<改行>２．作業手順書の見直し及び再教育。<改行>３．合図をする際は、声を掛け｢ヨシ｣や｢OK｣の返答を確認後合図を行う。<改行>４．型枠、ブロックが重量物であることから、危険作業の意識を高めるよう安全朝礼、KY活動、新規入場者教育、安全教育時に指示を徹底する。		（株）小山組		（株）小山組																																																																								労働基準監督署		reserved-40269x1F		労働者死傷病報告書の提出		警察				本人の不注意による事故														H21-東北-釜石-5901.xlsx		3/6/15 18:57		3/6/15 18:57		2010		3		30		9		0		2009		TRUE		8		17		東北		1		15		9		15.8		26		603		55		2010/3/30　9:0		40267.375

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		30		男		04年 00月		舗装工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)								1:0～3		2		1:労災適用		東京国際空港Ａ滑走路高速脱出誘導路他舗装等工事		被災者は撤去した殻の清掃員である。<改行>当日２個所目の施工中であり、１個所目の経験からブレーカーの刃先を何かで押さえると殻の飛散を防げ、自分の作業の効率が上がると考えた。<改行>持っていた清掃用の竹箒を刃先にあてることを思いつき、危険と思いながらも刃先の速度が遅いため、大丈夫だと思い刃先に近づいた。<改行>直後に引き抜き作業に入っていたブレーカーからアスファルト殻が跳ねて、被災者の左足に当たり被災。<改行>養生兼監視員の制止も間に合わず、また、ブレーカー運転手からはアームの死角だった。		平成22年4月7日 0時0分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装		撤去工		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		アスファルト殻		06:激突され				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		21:連絡合図がなかった。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				43.80%		38.50%		5.00%		5.00%		２３：００　現場入場<改行>２３：３０　ＫＹ<改行>２３：３６　１個所目撤去開始<改行>２３：５５　２個所目撤去開始<改行>　０：００　被災				①作業前にＪＶ職員が安全注意事項を職長に指示し、末端作業員まで周知する。<改行>②周知の確認のため、ＪＶ職員が作業班毎に作業員の一人にヒヤリングを行い、その結果を現地ＫＹ活動記録表に記載する。<改行>③重機が作業中の場合、オペレーターに合図を送り、重機を止めてから立ち入ることについて、ＪＶ職員が職長及び作業員全員に再指導を徹底する。（グーパー運動の徹底）<改行>④破砕作業を行う場合は、職長及び作業員が刃先周囲の立入り禁止明示を行う。		鹿島道路・大林道路・三井住建道路ＪＶ		鹿島道路（株）				大林道路株式会社				三井住建道路株式会社																										reserved-40305x1F		reserved-40335x1F		口頭厳重注意				reserved-40305x1F		reserved-40335x1F		口頭厳重注意				reserved-40305x1F		reserved-40335x1F		口頭厳重注意																																										H22-関東-東京空港-0201.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2010		4		7		0		0		2010		FALSE		6		22		関東		1		4		0		4.0		4		808		67		2010/4/7　0:0		40275

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		42		男		10年 00月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷								3:9～15		14		1:労災適用		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　接続部護岸・桟橋工事－空港等土木工事－ア		連絡誘導路橋梁部桁内でのPCa床版間詰めコンクリート用の底型枠設置作業時、工具を取ろうとした際に転倒し、カバープレート固定金具で左ふくらはぎを打った		平成22年4月19日 14時5分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				55:型枠組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)				16:その他の加害物(　)				02:転倒				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。								07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。		21:物を置いた場所が悪かった。																		93.00%		94.00%		85.00%		85.00%		４／１９　８：００　準備・ＫＹ<改行>　　　　　８：３０　作業開始<改行>　　　　１２：００　昼食<改行>　　　　１３：００　午後の作業開始<改行>　　　　１４：０５　被災<改行>　　　　１４：３０　工区職員と相談の上、作業復帰<改行>　　　　１７：００　帰宅<改行>４／２０　８：３０－１７：００　床版上の軽作業に従事<改行>４／２１　８：３０－１７：００　床版上の軽作業に従事<改行>４／２２　８：３０　作業開始<改行>　　　　１１：４５　痛みがある事を工区職員へ報告、病院へ<改行>　　　　１６：００　診察終了（アキレス腱断裂）　				①桁内カバプレート内部は「マンホール部」や「カバープレート固定金具」などにより段差があり、歩行時・作業時には「固定金具に足を乗せない」などの注意が必要であり、また、「かんな」などの道具を適切な場所に、障害にならないように置くなどの意識を高めるために、作業手順再周知や、日々のＫＹ活動時に注意点として常に上げるなど、作業員に危険性を認識させる。<改行>②「作業床」に「昇降禁止場所」「昇降可能場所」を明示して、固定金具に不用意に近づかないよう意識させるとともに、横桁などの障害物を認識しやすくさせる。<改行>③「作業床」端部とカバープレート固定金具の離隔距離が「足をかけれるかどうか」中途半端な距離にせず、足場板を平面的に増設し固定金具との離隔をなくすこととする。		鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				鹿島建設株式会社				東亜建設工業株式会社				ＪＦＥエンジニアリング（株）				前田建設工業株式会社																口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起								口頭注意喚起																																H22-関東-東京空港-0301.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2010		4		19		14		5		2010		FALSE		2		29		関東		3		10		0		10.0		26		1399		55		2010/4/19　14:5		40287.5868055556

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		16年 00月		重機オペレーター		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港河原木地区泊地(-14m)浚渫外工事		アウトリガースライドアームをトラックから荷下ろしする作業を実施していた。トラック荷台上にてアウトリガースライドアームに、吊り上げのためのワイヤーロープを玉掛けしようとしたところ、当該部材が転倒し作業中の被災者の足が挟まれた。　（右足第４中足骨骨折。休業０日全治５５日の負傷）		平成22年4月20日 10時30分 頃		陸上		埋立地、埋立		06:地盤改良				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						24:材料等				15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																		04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		22:作業場が狭かった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。										7.50%		6.50%		40.00%		15.00%						１．転倒防止治具を製作し使用する。<改行>２．不安定な状態で使用した枕木の使用をやめ荷台に直接おく。資機材搬出・搬入時の、資材の積み卸しに対する作業手順を見直す事はもとより全作業の物の置き方について見直しを図るとしている。		若築・株木特定建設工事共同企業体		若築建設（株）		東北支店　70％		株木建設株式会社		東北支店　30％														株式会社不動テトラ												口頭注意（－５点）								口頭注意（－５点）																																																								H22-東北-八戸-0101.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2010		4		20		10		30		2010		TRUE		5		6		東北		1		16		0		16.0		24		1101		4		2010/4/20　10:30		40288.4375

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		呉		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		16年 00月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						06:関節の障害								1:0～3		0		1:労災適用		呉港阿賀地区道路（１号線）桟橋部上部工事		梁部鉄筋組立の内側の足場から外側の足場に移動するため、梁部の底型枠に左足をかけて移動しようとしたが、足を滑らせて体勢を崩し左足を下段の足場へ着地。上の足場に残った右足をひねり、膝を痛めた。		平成22年4月20日 12時10分 頃		海上		橋梁鉄筋組立部		21:上部工				54:鉄筋運搬・組立				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		1:0～50		1:有		1:有		11:足場、通路				03:作業床				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。																												57.20%		56.90%		86.30%		75.90%						(1)事故再発防止協議会、安全教育を実施して、安全意識を周知徹底する。また、全作業員に対して近道行為及び省略行為をしないよう注意喚起を行う。<改行>(2)鉄筋組立て時に、内足場から外足場へ直接通行できる安全通路を整備して周知徹底する。安全通路に変更があるときは、朝礼時，ＫＹ活動時に足場の図面等を使用し、安全通路について指示徹底する。<改行>(3)安全通路、昇降階段部分に安全標識を設置して安全意識の向上を図る。<改行>		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社		中国支店																		洋伸建設（株）																																																																												H22-中国-広島-1601.xlsx		3/6/15 17:57		3/6/15 17:57		2010		4		20		12		10		2010		TRUE		1		21		中国		1		16		0		16.0		11		101		54		2010/4/20　12:10		40288.5069444444

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		12年 00月		鳶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								2:4～8		6		1:労災適用		石狩湾新港-10m岸壁耐震改良工事		平成２２年５月２８日（金）、仮設斜杭（Ｈ型鋼：H350×350×12×19，L=17.5m、打設角20度）をバイブロハンマで打込み作業中、作業員が打込角度・垂直度を水平器を使用して確認しているときに、バイブロハンマと杭打機のリーダーとを連結しているガイドの受止め材がその振動により破断し、ガイドが約３ｍの高さから足場に設置してある土のうの上に落下した。その落下した衝撃により既設鋼矢板と大型土のうの間に居た作業員（被災者）が大型土のうから飛び出した土に押され、足を挟まれ被災した。		平成22年5月28日 11時36分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		22:連絡合図が不明瞭だった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				02:機械・器具の材料に欠陥があった。																				16.50%		17.10%		25.00%		13.00%		・斜杭の打ち込み作業においては、バイブロハンマと杭打機リーダーを並行に保つ装置が必要である。本工事の施工に用いられた装置は、杭打ち機リーダーとバイブロハンマをガイドにより連結しているものである。ガイドはバイブロハンマに直接固定はされていないが、バイブロハンマとガイドはガイド受け止め材により一体的に可動すると考えられていた。しかしながら、施工途中において、バイブロハンマの振動により生じた想定外の荷重によりガイド受け止め材が破断し、ガイドが滑りおちて被災した。<改行>・斜杭の打ち込み精度を測定する作業員は、作業指揮者の合図を確認せず、バイブロハンマのエンジン停止がされていない状態で測定作業を開始した。ガイドが落下することを確認した作業指揮者が作業員に退避するよう指示したが、バイブロハンマのエンジン音で作業員には指示が聞こえず退避行動が取れなかった。				・ガイド受止材に作用する荷重を設定することが不可能なため、被災時に使用した施工機材は使用しない。このため、斜杭打設の施工方法は、過去の実績もあり、部材の強度計算も行われている装置を用いた施工方法に変更する。<改行>・バイブロハンマ作業前点検表により午前午後の作業前点検を実施し、落下防止対策の強化を図る。<改行>・斜杭打設時の打ち込み精度測定を行う場合は、作業指揮者がバイブロハンマの停止を確認後、作業員に計測の指示を行うこととし、作業員が測定作業を行っている間、作業指揮者は落下物が無いかを監視することとする。また、作業指揮者を含む全ての作業員は手合図とトランシーバーによる合図を併用することとする。<改行>・斜杭引き抜き時の施工方法についても打設作業に使用する装置を使用することから、打ち込み時と同様の安全対策を行うこととする。		勇・吉本経常建設共同企業体																																																																																																		H22-北開局-小樽-2301.xlsx		3/6/15 17:26		3/6/15 17:26		2010		5		28		11		36		2010		TRUE		4		9		北海		2		12		0		12.0		4		299		47		2010/5/28　11:36		40326.4833333333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		23年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						麻痺		5:31以上		90		1:労災適用		久慈港湾口地区防波堤（北堤）築造工事		湾口地区防波堤（北堤）において洗掘防止マットの敷設作業を午前中（9:10～10:7）行った。正午頃被覆ブロック据付作業時に潜水連絡員として作業を行い、終了後休憩を行い帰港（１６時）した。帰港後（16:45）下半身に力が入らない状態になり病院に搬送した。入院検査の結果７月２日減圧症と診断され３～４ヶ月の休養を要すると診断された。		平成22年6月3日 16時45分 頃		海上		潜水作業		07:先掘防止マット				46:マット等の敷設				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																								99:その他								高圧		06:施工計画・作業標準が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。						16.00%		6.00%		100.00%		40.00%		10:07 洗掘防止マット敷設作業終了（潜水作業）<改行>10:34 減圧終了<改行>12:20 全作業終了<改行>16:45 潜水士船を係留し、岸壁に上がろうとしたところで、被災者が体調不良を訴えた<改行>・意識ははっきりしているが、下半身に力が入らない・上半身には全く影響がなかったため、持病のヘルニアの可能性もあり、念のために県立久慈病院へ搬送<改行>19:50 減圧症の可能性が高く、岩手医科大学附属病院に搬送				１． 潜水作業計画を立案する際、潜水作業深度は、作業範囲における深浅測量値の最大深度+潮位で計画する。<改行>２． 潜水士の体調確認として、チェックシートの他に毎朝、血圧・アルコール呼気検査を行い、定量的・客観的に確認する。呼気中のアルコール濃度が0.15mg/L以上の場合は、作業に従事させない。<改行>３． 減圧時、自分で疲労を感じた場合は、疲労が回復するまで減圧時間を長くする。<改行>４． 潜水深度が24mを超える作業をする前日は、節酒を心がける。<改行>５． 浮上後、４０分間は体を冷やさないよう潜水服を脱がない。<改行>６． 浮上後、４０分～６時間は体を冷やさないようにする。（防寒着の準備）		東亜建設工業（株）東北支店		東亜建設工業株式会社		東北支店																		宮城建設（株）												文書注意（－８点）						元請け　東亜　　下請け宮城建設																																		労働基準監督署		reserved-40352x1F		東亜建設工業、宮城建設に指導票																				H22-東北-釜石-0401.xlsx		3/6/15 18:57		9/13/17 16:24		2010		6		3		16		45		2010		TRUE		23		7		東北		5		23		0		23.0		27		1307		46		2010/6/3　16:45		40332.6979166667

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		撫養海岸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		57		男		04年 01月		地盤改良工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								4:16～30		28		1:労災適用		撫養港海岸桑島瀬戸地区堤防改良工事(その5)		被災者(１次下請主任技術者)は、午後の作業開始直後に１号機注入リフト装置作業員（２次下請）よりＣＰＧポンプの異常の報告を受けたため、ＣＰＧポンプの電源を切り、ＣＰＧポンプシリンダー室の上蓋を外し、点検、清掃を行った。点検、清掃が終了後、作動確認のため、ＣＰＧポンプシリンダー室の上蓋を外したまま電源を入れ、シリンダー室内の動きを確認中、シリンダーに付着したモルタルを発見したため、左手を差し込んで取り除こうとした際にピストン接続部と壁に左母指を挟まれ掌側が斜めに切断された。<改行>　診断の結果は、約２ヶ月の加療を要するとのことであった。		平成22年6月21日 13時0分 頃		陸上		護岸に隣接する作業ヤード		06:地盤改良				03:装備機械器具等の点検・整備				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						06:コンクリート機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																04:理解度の確認が不十分だった。										40.00%		60.00%		28.50%		49.40%						1.請負者の講じる再発防止策①施工機械の入れ替え［今回、異常が確認されたＣＰＧポンプ(１号機)を入れ替える。］②作業手順の徹底［作業手順書に点検、修理に関する事項を追加し、点検及び修理作業は、機械及び装置の停止確認後に行うことを徹底させる。機械及び装置には、「点検は機械停止確認後」のステッカーを貼る。］③機械点検体制の強化［日々の作業開始前点検は取扱責任者が点検を実施し、元請担当職員に提出し確認を受けた後に作業の開始を厳守させる。毎週末(金曜日午後３時～)を点検の日と定め、機械及び装置の点検を行い、点検簿を職長に提出し確認を受ける。］④再教育の実施［全作業員に作業手順の再教育を行い、作業手順の遵守を徹底させる。<改行>2.発注者の講じる再発防止策①施工プロセスチェックの強化［請負者の安全に対する認識及び請負者の講じる再発防止対策について有効に行われているか確認することで、事故防止に努めるものとする。］		新栄土建(株)		新栄土建株式会社																				みらいジオテック株式会社																		文書注意																																																										H22-四国-小松島-0601.xlsx		3/6/15 17:50		3/6/15 17:50		2010		6		21		13		0		2010		TRUE		9		6		四国		4		4		1		4.1		6		1103		3		2010/6/21　13:0		40350.5416666667

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		22年 00月		溶接工		06:骨盤部		04:胸部						04:骨折		01:打撲傷						4:16～30		30		3:労災非適（その他）		新若戸道路沈埋トンネル部（６・７号函）築造工事		被災者は、沈埋函のバルクヘッド撤去作業終了後、資材片付けを行っていた。被災者は担当している作業個所から、片付けのためバルブボックス上に置いていた機材を取りに移動中、足元にある函内底部のフラットバーにつまずき転倒。転倒の際、付近にあった函底コンクリート打設用のバルブボックスに腰部を打撲。歩行は可能であったが痛みがあり病院へ搬送。診察及び精密検査の結果、腸骨を骨折していた。転倒時、被災者は資材等を持っておらず、足元は濡れていない状況であった。		平成22年6月28日 17時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)				3:雨								4:20～30								11:足場、通路				15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		99:その他								被災者は作業を終え片付けのため広範囲に移動した。被災者及び所属する下請業者は、当該場所での同様作業の実績もあり、被災原因である突起物や函内状況について、経験や安全管理活動にて危険要因との認識はあったが、作業終盤の疲労も若干あるなかで、気の緩みにより足元の危険意識が薄れたことが主たる要因と考えられる。、																						64.00%		62.00%		5.00%		5.00%		被災者は、沈埋函のバルクヘッド撤去作業終了後、資材片付けを行っていた。被災者は担当している作業個所から、片付けのためバルブボックス上に置いていた機材を取りに移動中、足元にある函内底部のフラットバーにつまずき転倒。転倒の際、付近にあった函底コンクリート打設用のバルブボックスに腰部を打撲。歩行は可能であったが痛みがあり病院へ搬送。診察及び精密検査の結果、腸骨を骨折していた。転倒時、被災者は資材等を持っておらず、足元は濡れていない状況であった。				①安全意識の高揚、周知の徹底<改行>全作業員への災害発生要因及び再発防止対策の周知。新規入場者教育、作業手順打合せ時、朝礼時、KY活動時において函内の危険有害要因の認識、注意喚起。安全教育活動において、ヒューマンエラーに関する災害事例を示し、同種の災害防止、全作業員の安全意識の高揚、周知を徹底する。<改行>②作業区域の安全確保<改行>作業進捗に伴う安全管理と危険有害要因の除去を追加。<改行>・転倒防止用の手摺を追加する<改行>・危険要因の少ない移動経路を確保する<改行>・足元のフラットバーを明示し突起物を視認しやすくする<改行>・バルブボックスの周囲を養生し接触による被災を防止する<改行>・作業の進捗に伴い状況が変化するので、注意看板により注意喚起する		五洋・若築ＪＶ		五洋建設株式会社				若築建設（株）																洋伸建設（株）																		口頭注意喚起								口頭注意喚起																																																		H22-九州-北九州-1001.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2010		6		28		17		0		2010		TRUE		2		29		九州		4		22		0		22.0		11		1399		84		2010/6/28　17:0		40357.7083333333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		19年 04月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								3:9～15		14		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区国有港湾施設中詰点検孔設置		国有港湾施設中詰点検孔設置において、沖防波堤上で中詰点検孔設置の穿孔工作業中に発生したものです。同災害は作業員がコアドリリングマシンで穿孔後、孔内に残ったコンクリートコアを電動ハンマードリルで削孔して回収し、防波堤上で同電動ハンマードリルを回転させて、コンクリートコアからドリルを外す際に、ゴム手袋がドリル回転軸に巻き込まれ左手親指が引きちぎれ休業１４日、全治２ヶ月以上の被災をおったものである。		平成22年7月2日 11時15分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)		調査工		84:その他(　)		削孔		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。		13:油断、軽視した。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。				18:保護具が不適・不足だった。										05:教育訓練体制が不備であった。										25.00%		22.90%		25.00%		22.90%		国有港湾施設中詰点検孔設置において、沖防波堤上で中詰点検孔設置の穿孔工作業中に発生したものです。同災害は作業員がコアドリリングマシンで穿孔後、孔内に残ったコンクリートコアを電動ハンマードリルで削孔して回収し、防波堤上で同電動ハンマードリルを回転させて、コンクリートコアからドリルを外す際に、ゴム手袋がドリル回転軸に巻き込まれ左手親指が引きちぎれた				１．ドリル使用時は絶対に回転軸さわらず、握り手とグリップを持ち作業する。<改行>２．ドリルを抜き取る作業を行う時は、刃先部と電動ハンマードリルを直接接続し、回転軸部を撤去し、出来るだけ回転部がぶれないように短い状態で作業する。<改行>３．やむを得ず回転軸をさわる場合は機械のコンセントを抜く。４．作業服装・保護具の適正使用の徹底。<改行>５．作業手順の再確認		伏谷建設（株）		伏谷建設株式会社																																文書注意（－８点）																																												なし																				H22-東北-塩釜-1401.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2010		7		2		11		15		2010		TRUE		8		29		東北		3		19		4		19.3		20		1204		84		2010/7/2　11:15		40361.46875

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		29年 00月		機関長		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						挫創		2:4～8		5		2:労災非適（船員法適用）		秋田港外港地区防波堤（第二南）築造工事（その２）		中詰め砂運搬のガット船がケーソンに係留作業中、ウインチ油圧パイプが破損し、吹き出した高圧オイルが膝の後ろにあたり、「右下肢挫創」により４日以上の休業をおったものである。		平成22年7月7日 7時0分 頃		海上		FD、作業船上		20:中詰				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ウインチ配管		16:その他の加害物(　)		作動油		23:その他(　)		作動油の噴出		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																A:危険だと思わなかった		1																										04:安全度が不足だった。		99:その他						油圧パイプの破損												31.30%		32.50%		15.00%		15.00%		３：００ 始業前点検（始業前点検記録）<改行>３：４５ 朝礼・ＫＹ実施（ＫＹミーティング日報）<改行>４：００ １航海目作業開始（第12 勝栄丸）<改行>５：００ 投入完了<改行>５：３０ ２航海目積込開始（陸上積込）<改行>６：３０ 陸上積込完了<改行>７：００ 現場から（（株）水嶋海事工業主任技術者丸山健一）より本多現場代理人に連絡有り<改行>① 秋田港防波堤（第二南）において<改行>② ケーソン中詰投入を行うためガット船をケーソンに係留作業中に<改行>③ 船尾ウインチの操作中、右舷の状況を確認の際<改行>④ 油圧パイプが破損し<改行>⑤ オイルが噴き出し右足膝裏にあたり負傷した。				１．専門家による油圧パイプの点検を行う（肉厚測定）。<改行>２．油圧パイプに保護カバーを取り付ける。				株式会社本間組																				株・水嶋海事工業												口頭注意（－５点）																																												なし																				H22-東北-秋田-1501.xlsx		3/6/15 19:02		3/6/15 19:02		2010		7		7		7		0		2010		TRUE		23		20		東北		2		29		0		29.0		26		1104		14		2010/7/7　7:0		40366.2916666667

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		室蘭		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		10年 00月		法面工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		室蘭港崎守地区臨港道路法面改良工事		被災者は工事箇所である４箇所の法面のうち、Ｃ法面の作業ヤードにてﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ施工に使用するｸﾞﾗｳﾄ注入用ﾎｰｽ（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製直径21mm）をｶｯﾀｰﾅｲﾌにより１本あたり４ｍの長さに切断していた。<改行>　その際に、左手でﾎｰｽを押さえ、右手に持ったｶｯﾀｰﾅｲﾌで斜め下方に向けてﾎｰｽを切断しようとしたところ､ｶｯﾀｰﾅｲﾌの刃が左手親指に接触し親指の先端（幅14mm・長さ8mm程度）と爪の一部を切創した。		平成22年7月9日 11時35分 頃		陸上		ヤード内		29:その他(　)		法面工		02:作業準備		グラウト注入準備		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。								18:保護具が不適・不足だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										48.00%		34.00%		49.00%		34.00%		　被災者は工事箇所である４箇所の法面のうち、Ｃ法面の作業ヤードにてﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ施工に使用するｸﾞﾗｳﾄ注入用ﾎｰｽ（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製直径21mm）をｶｯﾀｰﾅｲﾌにより１本あたり４ｍの長さに切断していた。<改行>　その際に、左手でﾎｰｽを押さえ、右手に持ったｶｯﾀｰﾅｲﾌで斜め下方に向けてﾎｰｽを切断しようとしたところ､ｶｯﾀｰﾅｲﾌの刃が左手親指に接触し親指の先端（幅14mm・長さ8mm程度）と爪の一部を切創した。				１）作業手順書には補助的な作業であっても危険が伴うものの具体的手順を明記するとともに、作業過程では元請立ち会いのもと、実作業と照らし合わせた再点検を行う。<改行>２）安全教育、KY活動、作業前打合せにおいては、主要作業に加え、補助的作業における危険因子にも着目した危険予知を実行し、作業員の安全意識を一層高める。<改行>３）注入ホースを固定するための作業台を製作し、それを用いて切断作業を行う。<改行>４）切断作業は金切りのこと皮手袋を使用し、切創事故のリスクを低減させる。		菱中建設㈱																																																																																																		H22-北開局-室蘭-2401.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		2010		7		9		11		35		2010		TRUE		9		29		北海		1		10		0		10.0		21		1299		2		2010/7/9　11:35		40368.4826388889

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		14年 00月		綱夫		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		53		1:労災適用		釧路港-9m泊地浚渫工事		本工事は、釧路港東港区において、大規模地震等災害時における緊急物資輸送と近年増加傾向にある旅客船の入港に資するため、－９ｍ泊地の浚渫工事を行うものである。<改行>（浚渫面積　Ａ＝４９，０００m3　　浚渫土量　Ｖ＝８６，３００m3）		平成22年7月10日 7時20分 頃		海上		接岸		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		27:不安全な場所へのった。																										83.00%		76.00%		0.00%		0.00%		　事故発生時の状況としては、ウインチ付作業船が係船している船溜りから出港し、仮置してある岸壁付近で朝礼を行ってから作業に入る予定でいたが、作業の効率を考え、元請の監理技術者の許可のもと、上陸前に灯浮標設置用アンカーワイヤーをウインチに取付ける準備作業を始めた。<改行>　被災者は、この灯浮標設置用アンカーワイヤーをウインチのフックに取り付けるため、陸上側の作業員からの受け取りを担当していたが、手渡しされた際に取り損ねてしまい、焦って左脚を舷側を跨ぐ形で外に出してワイヤーを受け取る形となった。<改行>　この後、ワイヤーをウインチのフックに取り付けたが、左脚を舷側に出した状態のまま、作業の責任者である被災者の指示でウインチを巻いたことで作業船が被災者の後方となる上流側へ引き寄せられた。<改行>　作業時は干潮であったため、上流側に引き寄せられた際に、被災者が左脚を出していたところが、防舷材の下側に入るような形になり、岸壁防舷材と船体の間に左脚を挟まれ被災した。				１．潜水船上の作業員へワイヤーを渡すときは、ワイヤーに補助ロープ・ブイを取り付け、手渡しを禁止する。この内容を作業手順書に加筆する。<改行>２．船舶上での厳守事項を再確認するために、舷側を跨がない(船舶外に身を乗り出さない)等の禁止事項について、船舶ブリッジの見やすいところに表示し、注意喚起を促す。<改行>３．作業員同士で、危険箇所に立ち入っていないか？危険行動をしていないか？など、周囲に対して｢声掛け｣「注意」を行い、災害の原因になるものを未然に防止するよう努める。<改行>４．上記留意事項について、作業内容周知会にて危険予知も含め周知徹底する。		不動テトラ・村井・釧石JV																																																																																																		H22-北開局-釧路-1301.xlsx		3/6/15 17:15		3/6/15 17:15		2010		7		10		7		20		2010		TRUE		8		5		北海		5		14		0		14.0		27		1399		14		2010/7/10　7:20		40369.3055555556

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		28年 04月		現場代理人		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		広島港五日市地区岸壁（-12ｍ）耐震補強工事（その2）		タイロッドとプレートをボルトで連結し、タイロッドを自立させて、状況写真を撮影しようとして、胸ポケットからカメラを取りだそうと両手を離したところタイロッドが被災者のほうへ転倒し、右足首の上に倒れた。		平成22年7月24日 15時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		10:控工				02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上								24:材料等		鋼材		15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0399:倒壊：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。										21:物を置いた場所が悪かった。										13:適切な技術者の配置に不備があった。										86.40%		74.90%		8.90%		3.50%						(1)統括安全衛生責任者を現場代理人から主任技術者に変更する。<改行>(2)今回事故が、ﾀｲﾛｯﾄﾞを立てた不安定な状態にしていたこと、一人で作業していたことなどに起因すると解されることから、これらを作業手順書に記述し、注意喚起を図る。<改行>(3)修正後の作業手順書については、現地・現物にて作業員への周知を図る。<改行>(4)また今回事故が発生した口授以外についても、同様の視点で作業手順書を見直す。<改行>(5)更に、別件工事についても、安全パトロールを抜き打ちで実施し、安全管理や作業手順書が形骸化していないか、注意喚起を行う。<改行><改行>		株式会社　青木組																																																																																																		H22-中国-広島-1701.xlsx		3/6/15 17:58		3/6/15 17:58		2010		7		24		15		30		2010		TRUE		5		10		中国		1		28		4		28.3		24		399		2		2010/7/24　15:30		40383.6458333333

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		15年 00月		作業員		04:胸部								04:骨折								1:0～3		0				高知港三里地区防波堤(南)築造工事		当日07：30に開始した起重機船(415t)による消波ブロックの据付作業が完了したことに伴い、揚錨船に乗船した被災者(甲板作業員)は起重機船の係留ロープの解除作業を10：21より開始した。船首の右舷側の係留ロープの解除作業を行っていた10：34頃、起重機船及び揚錨船が西側(左舷側)に流され、緩めていた当該ロープが張った際に、揚錨船の船首付近の付属物に引っかかっていたと思われる当該ロープが外れ、その反動でビットから外れて被災者の胸に激突した。<改行>　診断の結果は右第三肋骨骨折で約１週間の加療を要するとのことであった。		平成22年7月25日 10時34分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		係留ロープ		15:起因物と同じ				06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。																																										93.00%		93.00%		77.00%		69.80%						・筒先をもったまま移動しないことを再度徹底。<改行>・類似事故防止のため内枡間の移動をする際は、物を持って移動しないことを再度徹底。<改行>・各作業工程において、各人が今までに何回となくやってきた作業は慣れによって、　　危険の意識が薄れがちであるが、今一度初心に返って各作業を慎重に安全に進める　　ことの徹底を図る。<改行>・型枠のワイドパネル上は、木製の足場板にて養生を行う。内枡間の移動をする際の　　通路は、通路両端の鉄筋に、黄色と黒のトラテープを巻いたホースを設置する。		五洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		四国支店		りんかい日産建設株式会社																大旺新洋株式会社				兼子建設株式会社														措置なし								措置なし																																																		H22-四国-高知-0901.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		2010		7		25		10		34		2010		TRUE		6		19		四国		1		15		0		15.0		26		1104		14		2010/7/25　10:34		40384.4402777778

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		26年 04月		潜水士		10:その他(　)						手から全身		13:その他(　)						熱けいれん		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		久慈港湾口地区防波堤作業基地波除堤築造工事（その２）		本体ブロック３段目の据え付け（気中でドライスーツを着用）を行い小休止を取り作業を再開したが、まもなく被災者が体と頭が暑くなり、手のしびれを感じたことから潜水作業管理者に休息を申し出た。被災者はドライスーツを脱ぎ、日影で休み、スポーツドリンクを飲みながら氷で体を冷やしていたが、管理技術者が本人に体調を聞いたところ、ふるえを確認したため、県立久慈病院に搬送し診断の結果、熱中症の疑いがあることから、治療を行ったものである。		平成22年7月28日 10時20分 頃		海上		防波堤上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		気温湿度		15:起因物と同じ				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		32:服装が不適だった。																								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		34:作業環境項目を測定していなかった。								16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										36.00%		39.00%		25.00%		55.00%		日午前８時００分～午前８時２５分まで本体ブロック４段目の据え付け（水中での施工で被災者は潜水士船上で連絡員として従事）を完了し、潜水士船で待機、午前９時２０分～午前１０時００分まで本体ブロック３段目の据え付け（気中での施工で被災者はドライスーツを着用して作業）を行う。午前１０時００分～午前１０時０５分まで小休止を取り、ジュースを飲みたばこを吸う。午前１０時０５分に作業を再開したが、午前１０時１５分被災者が体と頭が暑くなり、手のしびれを感じたことから潜水作業管理者に休息を申し出た。被災者はドライスーツを脱ぎ、日影で休み、スポーツドリンクを飲みながら氷で体を冷やしていたが、午前１０時２０分管理技術者が本人に体調を聞いたところ、ふるえを確認したため、午前１０時２１分県立久慈病院に搬送し診断の結果、熱中症の疑いがあることから、治療を行ったものである				１．熱がこもらないようにウエットスーツを着用して水面付近の作業を実施する。<改行>２．朝の気温予想で日中の最高気温が28 度を超える場合は、作業前に水分および塩分を補給する（職員による配布・確認）。<改行>３．現場で温度・湿度計での観測を行い、温度28 度、湿度75％を超える場合(作業環境・条件によりそれ以下でも)は、30 分に1 度の小休憩をとる。<改行>４．氷・保冷剤で体を冷やす。<改行>５．作業開始前、作業時、休憩中など作業員の体調確認をし、無理をさせない。<改行>６．休憩は船舶内やテントなど日影でとるようにする。		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																				宮城建設（株）												不問（東亜、宮城）（－３点）																																												なし																				H22-東北-釜石-2201.xlsx		3/6/15 18:57		3/6/15 18:57		2010		7		28		10		20		2010		TRUE		23		19		東北		1		26		4		26.3		26		1399		51		2010/7/28　10:20		40387.4305555556

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男						08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)																1:0～3		0				神戸港ポートアイランド（第２期）地区岸壁（ＰＣ－１４～１７）改良工事（第１工区）		アンカー工事のアンカー削孔作業において、オペレータが削孔機（ロータリーパーカッション）側方に立ち操作盤を操作中に削孔機と送水ホースを繋ぐホースジョイントが外れ、送水ホースがオペレーター右足太ももに飛来した。		平成22年8月1日 6時45分 頃		陸上		その他		06:地盤改良				84:その他(　)		アンカー工		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）												09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1										作業前に使用機械の始業前点検を実施していたが、裏込石部の削工において、予想以上に地層が硬く通常以上の打撃による振動での負荷がホースホースジョイントにかかり、ジョイント部が緩んだため。																																				8.00%		8.00%		10.00%		8.00%								五洋建設・若築建設・あおみ建設ＪＶ 																																																																																																		H22-近畿-神戸-3601.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2010		8		1		6		45		2010		TRUE		23		6		近畿		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		9		1399		84		2010/8/1　6:45		40391.28125

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		02年 00月				10:その他(　)						脱水症		13:その他(　)						脱水症		1:0～3		0				神戸港ポートアイランド（第２期）地区岸壁（ＰＣ－１４～１７）改良工事（第２工区）		同僚が被災者の異変に気付き、JV職員に連絡後、神戸中央市民病院に搬送。		平成22年8月2日 10時25分 頃		海上		その他		29:その他(　)		仮護岸撤去工		74:掘削(機械施工)				1:晴れ								5:30以上								25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								連日の真夏日及び被災者の体調管理が原因と思われる<改行>																																				28.00%		14.40%				85.80%		７：５５より安全朝礼、KYミーティングに参加後<改行>８：３０より仮護岸捨石掘削作業を開始　<改行>１０：２５同僚が被災者の異変に気付き、JV職員に連絡後、神戸中央市民病院に搬送した。<改行> １１：００より診察を受け１３：００に血液検査より脱水症と診断。<改行>血液検査では特定できなかった。						間・竹中土木・錢高ＪＶ		株式会社安藤・間				株式会社竹中土木				株式会社錢高組																																																																																								H22-近畿-神戸-3701.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2010		8		2		10		25		2010		TRUE		23		29		近畿		1		2		0		2.0		25		1399		74		2010/8/2　10:25		40392.4340277778

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		05年 00月				10:その他(　)						脱水症		13:その他(　)						脱水症		1:0～3		0				神戸港ポートアイランド（第２期）地区岸壁（ＰＣ－１４～１７）改良工事（第２工区）		昼食を取るが嘔吐し、車中で休憩。職長が被災者の異変に気付き、JV職員に連絡後、神戸中央市民病院に搬送		平成22年8月3日 12時30分 頃		陸上		その他		06:地盤改良		SCP		43:砂杭等の打込み(陸上)				1:晴れ								5:30以上								25:環境等		脱水症		15:起因物と同じ		脱水症		23:その他(　)				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								連日の真夏日及び被災者の体調管理が原因と思われる<改行>																						28.00%		14.40%				22.00%		７：５５より安全朝礼、KYミーティングに参加後８：３０よりSCP作業を開始<改行>１２：３０昼食を取るが嘔吐し、車中で休憩。<改行>１２：５５職長が被災者の異変に気付き、JV職員に連絡後、神戸中央市民病院に搬送<改行>１３：３０より診察を受け１５：００に血液検査より脱水症と診断。<改行>血液検査では特定できなかった。<改行>						間・竹中土木・錢高ＪＶ		株式会社安藤・間				株式会社竹中土木				株式会社錢高組																																																																																								H22-近畿-神戸-3801.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2010		8		3		12		30		2010		TRUE		23		6		近畿		1		5		0		5.0		25		1399		43		2010/8/3　12:30		40393.5208333333

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		34年 00月		主任技術者		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷						顔面裂創		1:0～3		0		1:労災適用		高松港朝日地区岸壁(-12m)築造工事		被災者(元請け構成会社の主任技術者)は、発注者が行う出来形確認を現場代理人に代わり臨場した後、後続作業である蓋ブロック据付作業の開始を起重機船に指示するために振り返った際、設置済みの蓋ブロックの吊筋（幅96mm､高さ78mm､径16mm）につまずき転倒し、ケーソンの側壁の上部角面に顔面(鼻)を強打した。<改行>　診断の結果は顔面裂創であり、創部が安定するまで(８日間)は肉体労働が不可とのことであった。		平成22年8月5日 13時12分 頃		海上		その他		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																				04:理解度の確認が不十分だった。										76.80%		77.30%		80.70%		86.90%						・過年度に蓋ブロックを設置済みのケーソンについては通路を明示するとともに、本工<改行>　事で設置した蓋ブロックについては吊筋を折り曲げ周囲を黄色のペンキで明示する。<改行>・常に自分の位置が安全かを確認するように繰り返し指導する。<改行>・作業時は、作業員全員が周囲の状況確認と注意喚起のかけ声の励行を行う。<改行>・作業開始前には、同種災害事例の周知徹底及び作業開始前の危険予知を行う(リスク<改行>　アセスメント実施)。<改行>・作業員全員に対して災害周知教育及び災害再発防止教育を行い、ヒューマンエラーに<改行>　よる事故の危険性と危険有害要因の特定を掘り下げて行うとともに、作業員全員が理<改行>　解していることを確認する。<改行>・元請け職員に対して、慣れからくる危機意識の低下を防ぐために元請け会社の安全担<改行>　当による教育を実施する。		五洋・不動テトラ特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		四国支店		株式会社不動テトラ		四国支店																												reserved-40428x1F		reserved-40428x1F		口頭注意				reserved-40428x1F		reserved-40428x1F		口頭注意																																																		H22-四国-高松-1101.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2010		8		5		13		12		2010		TRUE		2		19		四国		1		34		0		34.0		22		1399		51		2010/8/5　13:12		40395.55

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		10年 00月				10:その他(　)						脱水症		13:その他(　)						脱水症		1:0～3		0				神戸港六甲アイランド地区航路・泊地（－１５ｍ）等（ＲＣ－７）浚渫（附帯施設）工事（第２工区）		バックホウ台船により捨石均しの作業中、レッド測定作業を担当。休憩中に「頭痛とだるさ」を感じ、作業を他の者に交代してもらい、冷房の効いた部屋休憩。復帰するものの、寒気がした為、再び休憩をとる。体温、血圧とも正常であり症状は軽そうであるが、念の為に病院で診察、点滴治療をうける。		平成22年8月6日 10時0分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ								5:30以上								25:環境等		脱水症		15:起因物と同じ		脱水症		23:その他(　)		脱水症		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		20:身体の調子が悪かった。						連日の猛暑及び被災者の体調管理が原因と思われる																														８：００よりバックホウ台船上で朝礼<改行>８：１５よりバックホウ台船により捨石均しの作業を開始。小田崎船長はレッド測定作業を担当。<改行>１０：００休憩中に「頭痛とだるさ」を感じ、作業を他の者に交代してもらい、冷房の効いた部屋で横になる。<改行>１０：３０に復帰するものの、１１時頃に寒気がした為、再び休憩をとる。<改行>１１：２５乗船していたＪＶ職員よりJV事務所に一報が入る。体温、血圧とも正常であり症状は軽そうであるが、念の為に病院で診察を受ける。<改行>１４：００より六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ病院で診察を受け、点滴治療をうける。作業状況や症状から熱中症と診断されたが、血液検査の結果は正常であった。						東洋・あおみ・大本ＪＶ																																																																																																		H22-近畿-神戸-3901.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2010		8		6		10		0		2010		TRUE		23		8		近畿		1		10		0		10.0		25		1399		40		2010/8/6　10:0		40396.4166666667

		近畿地方整備局		近畿地方整備局港湾空港部		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		04年 04月		ボーリング工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		神戸港ポートアイランド（第２期）地区岸壁（ＰＣ－１４～１７）改良工事（第３工区）		CPG工の削孔作業を行っていた。被害者はボーリングロッドの継ぎ足しのため、ボーリングマシーンオペレーターの合図を勘違いして下側のロッドを手で保持していた。ボーリングマシーンオペレーターは、固定装置による下側ロッドの固定が完了し、次の手順に進めるものと勘違いし、上側ロッドを降下させる合図を被害者にし、上側ロッドを降下させたところ被害者がロッドに左手を挟まれた。		平成22年8月16日 21時40分 頃		陸上		その他		06:地盤改良				84:その他(　)		削孔作業		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。		25:合図を勘違いした。						ロッド降下前に目視による安全確認を行わなかった。ＯＰの合図で手元が手を離したと思っていた。		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。		22:連絡合図が不明瞭だった。						ロッドの上面を持っていた。作業者同志の合図応答が不充分であった。																																				1.50%		1.50%		1.50%		1.50%						①作業手順書にロッド接続の詳細方法を追記した。現地での実演にて作業手順の周知を行った。②合図応答を確実に行い、さらに目視による確認の行うことを周知した。		東亜・不動テトラ・本間ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社不動テトラ				株式会社本間組																														不問								不問								不問																																										H22-近畿-港空部-3501.xlsx		3/6/15 18:09		3/6/15 18:09		2010		8		16		21		40		2010		TRUE		8		6		近畿		1		4		4		4.3		10		1399		84		2010/8/16　21:40		40406.9027777778

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男						10:その他(　)						脱水症		13:その他(　)						脱水症		1:0～3		0				神戸港六甲アイランド地区航路・泊地（－１５ｍ）（ＲＣ－７）等浚渫（附帯施設）根固製作工事（その１）		被害者が手足のしびれを訴え、神戸中央市民病院に搬送。診察を受け点滴治療を受けさせる。た。<改行>		平成22年8月18日 14時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ								5:30以上								25:環境等		脱水症		15:起因物と同じ		脱水症		23:その他(　)		脱水症		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		20:身体の調子が悪かった。								連日の真夏日及び被災者の体調管理が原因と思われる																														８：００より安全朝礼、KYミーティングに参加後<改行>８：１５より作業を開始　<改行>１３：００より午後の作業開始<改行>１４：２０から１４：３５まで休憩<改行>１４：３５作業開始<改行>１４：４０被害者が手足のしびれを訴え、神戸中央市民病院に搬送。<改行>１５：１０より診察を受け点滴治療を受け、１７：２０に終了し帰宅させた。<改行> 医師の診断は脱水症（軽い熱中症の疑い）で、血液検査の結果は異常なし。<改行>						兵庫奥栄建設（株）		兵庫奥栄建設株式会社																																																																																																H22-近畿-神戸-4001.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2010		8		18		14		40		2010		TRUE		23		17		近畿		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		25		1399		60		2010/8/18　14:40		40408.6111111111

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		05年 00月				10:その他(　)						脱水症		13:その他(　)						脱水症		1:0～3		0				神戸港六甲アイランド地区航路・泊地（－１５ｍ）（ＲＣ－７）等浚渫（附帯施設）根固製作工事（その２）		体に軽いけいれんがあり冷房の効いた休憩室で横になり体温は平常であったが、本人の症状確認したところ体が熱いとのことで左右の脇の下と首筋に氷のﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙで冷やす。少し落ち着いたところで念のために病院へ搬送し診察を受け、点滴治療をうける。		平成22年8月18日 15時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)				1:晴れ								5:30以上								25:環境等		脱水症		15:起因物と同じ		脱水症		23:その他(　)		脱水症		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった						連日の猛暑及び被災者の体調管理が原因と思われる。また異常な暑さで水分補給が追いつかなかった。																						5.00%		5.00%		5.00%		5.00%		8：00より現場で朝礼、新規入場者教育実施。<改行>9：30より袋型根固製作の作業を開始。被害者中村は、袋の口綴じを担当。<改行>12：00より昼食13：00まで休憩。<改行>13：00より作業開始。14：00より休憩。（休憩室冷房中でｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ補給）<改行>14：30より作業を開始して15：20頃に体に軽いけいれんがあり冷房の効いた休憩室で横になり体温は平常であったが、本人の症状確認したところ体が熱いとのことで左右の脇の下と首筋に氷のﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙで冷やす。少し落ち着いたところで念のために神戸中央市民病院へ当社監理技術者妻鹿の車で搬送し診察を受ける。<改行>15：50病院着。点滴治療をうける。作業状況や症状から軽度な熱中症（脱水症状）と診断されたが、血液検査の結果は正常であった。						（株）香山組		（株）香山組																																																																																																H22-近畿-神戸-4101.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2010		8		18		15		30		2010		TRUE		23		17		近畿		1		5		0		5.0		25		1399		84		2010/8/18　15:30		40408.6458333333

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		10年 00月		土工		10:その他(　)						脱水状態（熱中症のうたがい）		13:その他(　)						脱水状態（熱中症のうたがい）		1:0～3		0		1:労災適用		金沢港（大野地区）防砂堤築造工事		被災者は当日、上部工型枠組立作業を終業まで行っており、作業完了後に体調不良を申し出たため、病院にて診察を受け、脱水状態と診断されたものである。（気温31.3℃、湿度62％）		平成22年8月18日 17時40分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		高温・多湿		17:加害物なし				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																																1												99:その他								高温・多湿												64.60%		64.40%						8/18<改行>7:45～17:00 防砂堤上の上部パラペット型枠組立作業<改行>17:40 後片付け作業終了後、気分が悪いと本人から申し出有り。<改行>17:55 病院着<改行>18:06 診断結果は熱中症のうたがい有りとのことで、点滴治療開始。<改行>21:15 点滴治療完了、体調回復し帰宅。<改行><改行>8/19<改行>職場復帰。				・体調確認を強化し、早期発見に努める<改行>・熱中症対策グッズの増設<改行>・高温多湿日及び作業状況の合わせ、休憩及び水分・塩分の補給回数を１回／時間に増加する。<改行>・パトロールの強化		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																				加賀建設株式会社												不問																																																																H22-北陸-金沢-1801.xlsx		3/6/15 18:20		3/6/15 18:20		2010		8		18		17		40		2010		TRUE		23		21		北陸		1		10		0		10.0		26		1399		55		2010/8/18　17:40		40408.7361111111

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		15年 00月		とび工		10:その他(　)						熱中症(熱ケイレン)		13:その他(　)						熱中症(熱ケイレン)		1:0～3		0		1:労災適用		伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）橋梁（Ｐ１４～Ｐ２０）上部工事		被災者は、３時から３０分間午後の休憩を取ったが、疲労感が強くなったことから、現場休憩所で休憩を取るため移動したが、この移動中に全身けいれんを起こし、倒れ込み、その場から動けない状態となったものであり、医師から「熱ケイレン」と診断された。（作業場所の気温37℃）		平成22年8月19日 15時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		21:上部工				56:支保工の組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		高温・多湿		17:加害物なし				23:その他(　)		熱中症(熱ケイレン)		1399:その他：その他																																1		20:身体の調子が悪かった。										99:その他								塩分摂取の不足												45.30%		38.40%		90.00%		90.00%		8/19<改行> 8:00～ 支保工の組立解体作業開始<改行>15:00 午後の休憩<改行>15:30 休憩後疲労感が強くなったため、現場休憩所に向かうが、途中で倒れ全身ケイレンを発症し、動けなくなった。<改行>16:04 病院着、診察の結果熱ケイレンと診断。点滴治療開始し一晩入院となった。<改行><改行>8/20<改行> 7:00 医師の検診の結果、退院及び就労を許可され、職場復帰。				・体調確認を強化し、早期発見に努める<改行>・各施工班にスポーツドリンク及び塩の錠剤等を携帯させ、補給させる。<改行>・気温が30度以上の場合は、通常時の休憩のほかに１時間毎に10分間の休憩を取る。		（株）間組		株式会社安藤・間																																不問																																																																H22-北陸-伏木富山-1901.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2010		8		19		15		30		2010		TRUE		23		21		北陸		1		15		0		15.0		26		1399		56		2010/8/19　15:30		40409.6458333333

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		03年 00月		交通船船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		青森港防波堤（改良）築造工事		交通船が沖館防波堤で待機中に、雨が降ってきたため交通船船長が船室ドアを閉めようとした際にドアノブを閉める反対側の手を蝶番側のドアに挟み右手親指を骨折し休業０日、全治４１日（被災翌日船長補助、被災３日後船長として復職）の被災をおったものである。		平成22年8月24日 16時45分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		交通船操船		84:その他(　)		待機中		3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										99:その他								ドアにはさまれ		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										61.00%		62.00%		61.00%		62.00%		交通船が沖館防波堤で待機中に、雨が降ってきたため交通船船長が船室ドアを閉めようとした際にドアノブを閉める反対側の手を蝶番側のドアに挟み右手親指を骨折				１．ドアを開閉する際は、手を挟む場所に手を置かない。<改行>２．ドアを開閉する際は、一度に開閉作業を行わず少しすつゆっくりと開閉する。<改行>３．ドアに手を挟みそうな気がするときは、深呼吸をして落ち着いてからドアの開閉を行う。<改行>４．ヒューマンエラーを防止するため、人間はミスを犯すものだということを念頭に置きながら日常的な行動を行う。		若築建設（株）		若築建設（株）																																工事事故扱いしない（減点なし）																																								労働基準監督署				なし		海上保安部				なし														H22-東北-青森-2702.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		2010		8		24		16		45		2010		TRUE		8		29		東北		1		3		0		3.0		8		1399		84		2010/8/24　16:45		40414.6979166667

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		10年 11月		橋梁特殊工		10:その他(　)						熱中症		13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0		1:労災適用		伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）橋梁（Ｐ２２～Ｐ２３）上部工事（その２）		被災者は、８時４５分から桁輸送台船上にて桁オーニング解体のため桁内で作業を行っていた。１０時頃から桁下の日陰にて休憩を取ったが、体調が悪そうな被災者を職長が発見し、体調確認を行ったところ少し具合が悪いと申告があり、病院へ搬送、熱中症と診断されたものである。（気温33℃、湿度68％、桁内温度38℃）		平成22年8月30日 10時0分 頃		海上		FD、作業船上		21:上部工				84:その他(　)		養生の撤去		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		高温・多湿		17:加害物なし				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																																1		20:身体の調子が悪かった。										99:その他								塩分摂取の不足												68.10%		68.10%		56.50%		56.50%		8/30<改行> 8:45 輸送台船上の桁内にて養生撤去作業開始<改行>10:00 午前の休憩<改行>10:10 体調が悪そうな被災者を職長が発見、体調確認の結果、具合が悪いと申告<改行>10:25 病院へ搬送、医師から熱中症と診断され点滴治療開始<改行>13:10 点滴治療終了し回復、退院<改行><改行>8/31<改行>職場復帰				・体調不良申告の周知徹底。<改行>・各作業場所に塩ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ、経口補水液を設置。<改行>・気温30℃以上時には１時間毎に10分の休憩及びﾁｪｯｸｼｰﾄによる体調確認を行う。<改行>・桁内にｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰを設置。<改行>・ｵｰﾆﾝｸﾞ撤去作業手順を見直し、桁外作業とする。		日立・川田特定建設工事ＪＶ		日立造船（株）				川田工業株式会社																												不問								不問																																																								H22-北陸-伏木富山-2503.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2010		8		30		10		0		2010		TRUE		23		21		北陸		1		10		11		10.9		26		1399		84		2010/8/30　10:0		40420.4166666667

		北海道開発局		稚内港湾事務所		香深		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		02年 01月		甲板員		10:その他(　)						左腓腹部		13:その他(　)						肉離れ		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		香深港建設工事		防波堤(南外)(改良)　  消波工　L=12.94m<改行>岸壁(-6.0m)(耐震)　　 基礎工　L=47.3m、本体工　L=45.0m、取付護岸工　L=13.4m<改行>港湾施設用地（南）　  本体工　L=5.0m、上部工　L=5.0m<改行>船揚場　　　　　　　　本体工　L=20.0m、上部工　L=20.0m		平成22年9月6日 11時10分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				03:作業床				23:その他(　)		飛び降り		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		20:身体の調子が悪かった。																																				-６ｍ岸壁より六脚ブロック（20t）を２５個積込１０：１０のフェリー到着後南外防波堤へ起重機船を回航現地到着後、４箇所のウインチにそれぞれ人員を配置しアンカーを投錨、その後南外防波堤側の係船ロープを船外機でとり起重機船を固定した。このとき被災者は右舷のウインチを操作していた。無線により船長に連絡し起重機船を所定の位置に誘導する役目があった被災者は起重機船設置作業時、最終調整の段階で道具箱の上に置き忘れた無線機をウインチ箇所から甲板へ取りに歩行移動中起重機船周囲に設置している積荷転落防止用（兼作業用通路）の段差（３０ｃｍ）から降りた所付近で左足ふくらはぎに違和感を感じた。				①当社安全スローガンでもある１動作１秒の安全確認の励行を朝礼で作業関係者全員に再度周知する。<改行><改行>②自己の体調管理の徹底を周知し、体調に違和感等を感じた場合は、早めに職員への連絡を徹底する。<改行><改行>③作業上必要な無線機等備品を常時携帯しているかを責任者（船舶：船長、陸上：現場代理人）を定めチェックし、作業前にも周知徹底する。<改行><改行>④朝礼のみならず昼休み後、休憩後にも柔軟体操を積極的に実践し、現場代理人及びグループ長の合図のもとに行う。		藤建設（株）																																																																																																		H22-北開局-稚内-1201.xlsx		3/6/15 17:18		3/6/15 17:18		2010		9		6		11		10		2010		TRUE		23		19		北海		1		2		1		2.1		12		1399		2		2010/9/6　11:10		40427.4652777778

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男				電気工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				04:骨折		04:骨折		04:骨折				4:16～30		20		1:労災適用		平成２１年度　小名浜港東港地区泊地（－１４ｍ）浚渫外工事		ポンプ浚渫船の運転準備中であり、ポンプ浚渫船の船首側甲板部通路においてカッターモーターカバーの吸排気口蓋のボルトを取り外し作業終了後に1.5ｍ下のラダー上に降りようとした際に足がかりを失い2.7ｍ下の甲板上に転落し、下顎骨骨折、頬骨骨折、右上腕骨骨折、右大腿打撲の負傷をしたものである。休業２０日、電気工としての復職まで２ヶ月以上の負傷をおったものである。		平成22年9月10日 9時0分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ポンプ浚渫船モーターカッターカバー		02:甲板				01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				07:防護物・保護具を使用しなかった。		31:無理な姿勢で作業した。								09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。								17.00%		12.00%		25.00%		35.00%		ポンプ浚渫船の運転準備中であり、ポンプ浚渫船の船首側甲板部通路においてカッターモーターカバーの吸排気口蓋のボルトを取り外し作業終了後に1.5ｍ下のラダー上に降りようとした際に足がかりを失い2.7ｍ下の甲板上に転落し、下顎骨骨折、頬骨骨折、右上腕骨骨折、右大腿打撲の負傷				１．職長がはしごを設置し固定後、作業者が使用する。２．高所作業時は安全帯の使用を徹底する。また、親綱の展開出来る吊りピースを設置し親綱は職長が確認する。３．作業時は一人で作業せず複数で作業する、作業者の役割分担を明確にし監視人を配置し、元請け職員が確認する。<改行>４．無理な姿勢での作業を行わない、職長がはしごを設置、安全帯使用の徹底をする。<改行>５．現場の実際の作業にそった作業手順の作成、職長が周知し元請けが確認するとしている。		五洋建設・りんかい日産建設ＪＶ		五洋建設株式会社		東北支店		りんかい日産建設株式会社		東北支店														五栄土木株式会社												文書注意（－８点）								文書注意（－８点）																																労働基準監督署				元請けに対し、安全衛生指導書		海上保安部				なし														H22-東北-小名浜-3101.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2010		9		10		9		0		2010		TRUE		1		5		東北		4		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		26		119		2		2010/9/10　9:0		40431.375

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		03年 05月		溶接工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		港湾荷役高度化設備工事		既設ＲＴＧの電動化改造において、改造のため移設したＲＴＧ乗り込み階段の新たな振動防止対策として、ブラケットの溶接作業を行っていた。<改行>９月１９日（日）１３時５０分頃、フォークリフトの運転手指揮のもと溶接器材をフォークリフトで運搬するため被災者がフォークリフトのツメを調整していたところ、調整後に被災者が安全な位置まで退避したことを確認せずに運転手がフォークリフトを前進させたため、フォークリフトのツメ根本部分と地面の間に被災者の足を挟んでしまい負傷事故が発生した。		平成22年9月19日 13時50分 頃		陸上		コンテナターミナル内		29:その他(　)		既設ＲＴＧ電動化改造		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30				2:無		2:無		04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		フォークリフトのツメ		08:はさまれ、巻き込まれ				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。								A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								フォークリフトのツメ調整作業後、フォークリフト運転手からフォークリフトを作動させる合図があったため退避したつもりであったが、十分安全な位置まで退避していなかった。																																				63.00%		62.00%		55.00%		55.00%		8:00  安全体操、朝礼（作業内容、人員配置、安全指示）<改行> 8:10　危険予知活動（ＫＹＫ）<改行> 8:30　被災者は作業責任者と計４名で始業前点検、資機材移動、作業準備を実施<改行> 9:00　被災者は作業指揮者よりトランスファークレーンＴ０１号機の乗込階段振動防止<改行>　 　　ブラケットの溶接作業の指示を受け作業開始<改行>12:00　現場事務所にて昼食休憩<改行>13:05　昼食後作業再開<改行>13:40　Ｔ０１号機が完了し次のＴ０６号機へ移動するため、溶接機の移動準備を同僚Ａ<改行>　　　 と開始。溶接機移動のため、同僚Ａがフォークリフトを運転し被災者がツメ位置<改行>　　　 を調整<改行>13:50　事故発生				今回の事故を教訓に、以下をもって今後の事故防止に努める。<改行>なお、建設機械を用いる作業について、下請業者へも同様に再発防止教育を実施する。<改行>（１）フォークリフト作業全般<改行>　①狭小な場所での作業においては、誘導員を配置する。<改行>　②近辺に作業員がいる場合は、人払いを行う。<改行>　③合図、確認を徹底する。<改行><改行>（２）フォークリフトのツメ調整作業<改行>　①作業手順書を作成し関係者に対して周知徹底する。<改行>　②フォークリフトのエンジンを切り、サイドブレーキを引く<改行>　　ことを徹底する。		三井造船株式会社		三井造船株式会社		九州支社																																																																						労働基準監督署		reserved-40443x1F		【安全衛生指導書】<改行>①作業時はフォークリフトの運転を停止させ、サイドブレーキをかけることを関係労働者に徹底させること。<改行>②ツメの調整者と運転者の合図を徹底させること。																				H22-九州-博多-2601.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		2010		9		19		13		50		2010		TRUE		8		29		九州		1		3		5		3.4		4		808		4		2010/9/19　13:50		40440.5763888889

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		福江		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0				福江港（大津地区）岸壁（-7.5m）（改良）（耐震）工事		陸上ヤードの大組型枠仮置き場の型枠背面側（フォームタイ側）にて、2名がブラケット足場のブラケットを現地盤から高さ2mの位置に設置し、その後、ブラケット上に足場板と手すりを設置する作業を行っていた。また、他の2名がブラケット足場の設置作業を補佐しながら現地盤に落ちたクランプ等を土嚢袋に詰める作業を行っていた。<改行>9:00事故発生、大組型枠が突然、型枠背面側に倒れ、型枠背面側にいた2名は型枠の下敷きになり、ブラケット足場上にいた2名は墜落した。		平成22年9月24日 9時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30								22:仮設物・建造物等				08:崩壊・倒壊				05:崩壊・倒壊				0302:倒壊：型枠支保工等																A:危険だと思わなかった		3		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。								45.00%		43.00%		50.00%		50.00%		7:50にラジオ体操、朝礼を行い、ＫＹ活動後、8:15に作業開始を開始した。陸上ヤードの大組型枠仮置き場の型枠背面側（フォームタイ側）にて、梼木・吉田氏の2名がブラケット足場のブラケットを現地盤から高さ2mの位置に設置し、その後、ブラケット上に足場板と手すりを設置する作業を行っていた。また、道脇・松本氏の2名がブラケット足場の設置作業を補佐しながら現地盤に落ちたクランプ等を土嚢袋に詰める作業を行っていた。<改行>9:00事故発生、大組型枠が突然、型枠背面側に倒れ、ブラケット足場上の吉田氏は型枠前面側へ飛び移った際に被災した。				①大組型枠は枕木（Ｈ形鋼　H-350）上に設置し、安定した状態で作業する。②作業開始前（朝、昼）、作業終了後に各下請の主任技術者が点検表に基づき、設備・機械の点検を行う。元請職員は、作業開始前と作業終了後に合同で点検する。③吹流しを現場の見やすい2箇所に設置する。風が強い時は、元請職員が風速計で測定し、各下請の主任技術者と協議の上、作業継続を判断する。作業継続基準は7m/secとする。④安全専任として元請職員を1名配置する。現場に常駐し作業開始前点検、作業終了後点検の実施状況を確認し作業時は常時パトロールを行う。⑤杭を打込み、反力をとる場合は必要根入れ長をマーキングしマーキングが隠れるまで確実に打込ませ根入れ長を元請が確認する。		東亜建設工業株式会社九州支店		東亜建設工業株式会社		九州支店																		（株）今村組																																																																												H22-九州-長崎-3304.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		2010		9		24		9		0		2010		TRUE		5		21		九州		1		10		0		10.0		22		302		55		2010/9/24　9:0		40445.375

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		福江		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		11年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		0				福江港（大津地区）岸壁（-7.5m）（改良）（耐震）工事		陸上ヤードの大組型枠仮置き場の型枠背面側（フォームタイ側）にて、2名がブラケット足場のブラケットを現地盤から高さ2mの位置に設置し、その後、ブラケット上に足場板と手すりを設置する作業を行っていた。また、他の2名がブラケット足場の設置作業を補佐しながら現地盤に落ちたクランプ等を土嚢袋に詰める作業を行っていた。<改行>9:00事故発生、大組型枠が突然、型枠背面側に倒れ、型枠背面側にいた2名は型枠の下敷きになり、ブラケット足場上にいた2名は墜落した。		平成22年9月24日 9時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30								22:仮設物・建造物等				08:崩壊・倒壊				05:崩壊・倒壊				0302:倒壊：型枠支保工等																A:危険だと思わなかった		3		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。								45.00%		43.00%		50.00%		50.00%		7:50にラジオ体操、朝礼を行い、ＫＹ活動後、8:15に作業開始を開始した。陸上ヤードの大組型枠仮置き場の型枠背面側（フォームタイ側）にて、梼木・吉田氏の2名がブラケット足場のブラケットを現地盤から高さ2mの位置に設置し、その後、ブラケット上に足場板と手すりを設置する作業を行っていた。また、道脇・松本氏の2名がブラケット足場の設置作業を補佐しながら現地盤に落ちたクランプ等を土嚢袋に詰める作業を行っていた。<改行>9:00事故発生、大組型枠が突然、型枠背面側に倒れ、ブラケット足場上の梼木氏は型枠とともに倒れた。				①大組型枠は枕木（Ｈ形鋼　H-350）上に設置し、安定した状態で作業する。②作業開始前（朝、昼）、作業終了後に各下請の主任技術者が点検表に基づき、設備・機械の点検を行う。元請職員は、作業開始前と作業終了後に合同で点検する。③吹流しを現場の見やすい2箇所に設置する。風が強い時は、元請職員が風速計で測定し、各下請の主任技術者と協議の上、作業継続を判断する。作業継続基準は7m/secとする。④安全専任として元請職員を1名配置する。現場に常駐し作業開始前点検、作業終了後点検の実施状況を確認し作業時は常時パトロールを行う。⑤杭を打込み、反力をとる場合は必要根入れ長をマーキングしマーキングが隠れるまで確実に打込ませ根入れ長を元請が確認する。		東亜建設工業株式会社九州支店		東亜建設工業株式会社		九州支店																		（株）今村組																																																																												H22-九州-長崎-3303.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		2010		9		24		9		0		2010		TRUE		5		21		九州		1		11		0		11.0		22		302		55		2010/9/24　9:0		40445.375

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		福江		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		11年 00月		土工		04:胸部								13:その他(　)						外傷性胸部大動脈破裂		6:死亡						福江港（大津地区）岸壁（-7.5m）（改良）（耐震）工事		陸上ヤードの大組型枠仮置き場の型枠背面側（フォームタイ側）にて、2名がブラケット足場のブラケットを現地盤から高さ2mの位置に設置し、その後、ブラケット上に足場板と手すりを設置する作業を行っていた。また、他の2名がブラケット足場の設置作業を補佐しながら現地盤に落ちたクランプ等を土嚢袋に詰める作業を行っていた。<改行>9:00事故発生、大組型枠が突然、型枠背面側に倒れ、型枠背面側にいた2名は型枠の下敷きになり、ブラケット足場上にいた2名は墜落した。		平成22年9月24日 9時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30				2:無				22:仮設物・建造物等				08:崩壊・倒壊				05:崩壊・倒壊																																																										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。								45.00%		43.00%		50.00%		50.00%		7:50にラジオ体操、朝礼を行い、ＫＹ活動後、8:15に作業開始を開始した。陸上ヤードの大組型枠仮置き場の型枠背面側（フォームタイ側）にて、梼木・吉田氏の2名がブラケット足場のブラケットを現地盤から高さ2mの位置に設置し、その後、ブラケット上に足場板と手すりを設置する作業を行っていた。また、道脇・松本氏の2名がブラケット足場の設置作業を補佐しながら現地盤に落ちたクランプ等を土嚢袋に詰める作業を行っていた。<改行>9:00事故発生、大組型枠が突然、型枠背面側に倒れ、型枠背面側にいた道脇氏は型枠の下敷きになった。				①大組型枠は枕木（Ｈ形鋼　H-350）上に設置し、安定した状態で作業する。②作業開始前（朝、昼）、作業終了後に各下請の主任技術者が点検表に基づき、設備・機械の点検を行う。元請職員は、作業開始前と作業終了後に合同で点検する。③吹流しを現場の見やすい2箇所に設置する。風が強い時は、元請職員が風速計で測定し、各下請の主任技術者と協議の上、作業継続を判断する。作業継続基準は7m/secとする。④安全専任として元請職員を1名配置する。現場に常駐し作業開始前点検、作業終了後点検の実施状況を確認し作業時は常時パトロールを行う。⑤杭を打込み、反力をとる場合は必要根入れ長をマーキングしマーキングが隠れるまで確実に打込ませ根入れ長を元請が確認する。		東亜建設工業株式会社九州支店		東亜建設工業株式会社		九州支店																		（株）今村組												指名停止１ヶ月		reserved-40702x1F																																						労働基準監督署		reserved-40521x1F		指導票を交付																				H22-九州-長崎-3302.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		2010		9		24		9		0		2010		TRUE		5		21		九州		6		11		0		11.0		22		ERROR:#VALUE!		55		2010/9/24　9:0		40445.375

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		福江		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		02年 00月		土工		03:背部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷								1:0～3		0				福江港（大津地区）岸壁（-7.5m）（改良）（耐震）工事		陸上ヤードの大組型枠仮置き場の型枠背面側（フォームタイ側）にて、2名がブラケット足場のブラケットを現地盤から高さ2mの位置に設置し、その後、ブラケット上に足場板と手すりを設置する作業を行っていた。また、他の2名がブラケット足場の設置作業を補佐しながら現地盤に落ちたクランプ等を土嚢袋に詰める作業を行っていた。<改行>9:00事故発生、大組型枠が突然、型枠背面側に倒れ、型枠背面側にいた2名は型枠の下敷きになり、ブラケット足場上にいた2名は墜落した。		平成22年9月24日 9時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30				2:無				22:仮設物・建造物等				08:崩壊・倒壊				05:崩壊・倒壊				0302:倒壊：型枠支保工等																A:危険だと思わなかった		3		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。								45.00%		43.00%		50.00%		50.00%		7:50にラジオ体操、朝礼を行い、ＫＹ活動後、8:15に作業開始を開始した。陸上ヤードの大組型枠仮置き場の型枠背面側（フォームタイ側）にて、梼木・吉田氏の2名がブラケット足場のブラケットを現地盤から高さ2mの位置に設置し、その後、ブラケット上に足場板と手すりを設置する作業を行っていた。また、道脇・松本氏の2名がブラケット足場の設置作業を補佐しながら現地盤に落ちたクランプ等を土嚢袋に詰める作業を行っていた。<改行>9:00事故発生、大組型枠が突然、型枠背面側に倒れ、型枠背面側にいた松本氏は型枠の下敷きになった。				①大組型枠は枕木（Ｈ形鋼　H-350）上に設置し、安定した状態で作業する。②作業開始前（朝、昼）、作業終了後に各下請の主任技術者が点検表に基づき、設備・機械の点検を行う。元請職員は、作業開始前と作業終了後に合同で点検する。③吹流しを現場の見やすい2箇所に設置する。風が強い時は、元請職員が風速計で測定し、各下請の主任技術者と協議の上、作業継続を判断する。作業継続基準は7m/secとする。④安全専任として元請職員を1名配置する。現場に常駐し作業開始前点検、作業終了後点検の実施状況を確認し作業時は常時パトロールを行う。⑤杭を打込み、反力をとる場合は必要根入れ長をマーキングしマーキングが隠れるまで確実に打込ませ根入れ長を元請が確認する。		東亜建設工業株式会社九州支店		東亜建設工業株式会社		九州支店																		（株）今村組																																																																												H22-九州-長崎-3301.xlsx		3/6/15 17:37		3/6/15 17:37		2010		9		24		9		0		2010		TRUE		5		21		九州		1		2		0		2.0		22		302		55		2010/9/24　9:0		40445.375

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		09年 05月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区中野地区航路・泊地(-9m)浚渫工事		矢板に付着した固結土砂等を取り除くため潜水士が作業開始後まもなく高圧水流破砕機のサイレンサーが外れたのに気付かず水圧をかけた際の反水流により自分の右足大腿部を負傷したため病院に搬送され縫合処置をうけ、松葉杖による歩行、三週間の加療と診断された。休業０日潜水士としての復職まで２５日の負傷をおったものである		平成22年9月27日 22時18分 頃		海上		潜水作業		05:浚渫・床掘り				75:掘削(人工施工)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		2:50～200		2:無		2:無		10:他に属さない機械				16:その他の加害物(　)		水流		09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。								33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										99.00%		99.00%		91.00%		91.00%		矢板に付着した固結土砂等を取り除くため潜水士が作業開始後まもなく高圧水流破砕機のサイレンサーが外れたのに気付かず水圧をかけた際の反水流により自分の右足大腿部を負傷				１．高圧水流破砕機のサイレンサーが外れる可能性があることを教育する。<改行>２．作業中も連絡員が潜水士へ高圧水流破砕機を確認するように声をかける。<改行>３．サイレンサーが外れても良い体勢でで作業する。<改行>４．作業時は１時間に１回点検する。<改行>５．高圧水流破砕機の単管を１０㎝程度長くする<改行>６．水圧をかける時は安定な姿勢を確保する。<改行>７．始業前点検の再確認を行い、リーダーが確認する。（複数で確認）		五洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東北支店		りんかい日産建設株式会社		東北支店														東華建設株式会社												口頭注意（－５点）														口頭注意（－５点）																										労働基準監督署				なし		海上保安部				なし														H22-東北-塩釜-3001.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2010		9		27		22		18		2010		TRUE		9		5		東北		1		9		5		9.4		10		1299		75		2010/9/27　22:18		40448.9291666667

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		70		男		52年 00月		橋梁特殊工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）橋梁（Ｐ２２～Ｐ２３）上部工事（その１）		被災者は、斜ベントのガス切断作業を行っていたが、切断した鋼材が転倒し被災者の左足に当たり被災した。<改行>その場にいた工事担当職員が現場代理人に連絡し、現場代理人が救急車の出動要請を行い、被災者を救急車にて射水市民病院へ搬送。<改行>被災者は「左脛骨開放骨折」と診断され、同日に手術を受けた。最終的な診断は、「左足頸骨遠位端開放骨折、左腓骨遠位端開放骨折、左第３・４・５中足骨骨折」であり、　少なくとも約３ヶ月の加療が必要となった。		平成22年10月19日 11時45分 頃		海上		その他		24:溶接及び切断				12:ガス溶接・切断				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		31:無理な姿勢で作業した。								切断後の部材転倒に対して不安全な体制で作業していた。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								部材転倒防止措置が未実施であった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。				・小割り切断作業での手順が明確化されていなかった。<改行>・小割り切断作業に対する危険を認識していなかった。<改行>・作業員の安全意識が欠如していた。										平成２２年１０月１９日（火）<改行>午前　８：３０・作業開始<改行>午前１０：５０・斜ベント主材撤去。150t吊クローラクレーンにより桟橋上に横倒し。<改行>午前１１：２０・斜ベント横つなぎ仕口部のガス切断開始<改行>午前１１：４５・斜ベント横つなぎ仕口部のガス切断部材が被災者の左足上に転倒し被災。				①　仮受け架台を設けることにより、切断作業時の斜ベントの安定性向上を図る。<改行>②　切断作業前に、切断部材にバイスクランプ及び単管を使用して転倒防止を図る。<改行>③　斜ベントの小割切断作業手順を以下の内容とし、作業員への周知徹底を図る。<改行>　１）仮受け架台の設置<改行>　２）各切断部材への転倒防止措置設置<改行>　３）クレーンによる介錯<改行>　４）切断開始<改行>　５）部材切断完了手前１０ｃｍで切断作業の中断<改行>　６）切断作業の再開、終了<改行>　７）クレーンでの主梁の移動・仮置き<改行>　８）各切断部材の片付け<改行>④　作業前に、切断作業員以外に1名の監視役を配置し、ヒューマンエラーの防止を行う。<改行>⑤　作業員への安全指示の具体化を更に進めきめ細やかな安全指導を行う。<改行>⑥　緊急に臨時安全衛生協議会及び特別安全教育訓練を実施する。		ＪＦＥエンジニアリング（株）		ＪＦＥエンジニアリング（株）																				金子建設（株）												指名停止（２週間）		reserved-40493x1F		reserved-40506x1F																																				労働基準監督署		reserved-40473x1F		元請、下請（被災者所属）へ指導票																				H22-北陸-伏木富山-4402.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2010		10		19		11		45		2010		TRUE		8		24		北陸		5		52		0		52.0		22		1399		12		2010/10/19　11:45		40470.4895833333

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		06年 00月		削孔工		05:腹部								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		神戸港ポートアイランド（第２期）地区岸壁（ＰＣ－１４～１７）改良工事（第３工区）		薬液注入工の削孔作業中、削孔機のスイベル給水用口から水漏れが生じた。水漏れ修理を行うために被災者がパイプレンチにて水漏れ箇所の増し締めを行った。被災者は、より強く締め付けるため、パイプレンチの端を自分の腹で押さえ、体重を掛けた。その際、パイプレンチが滑り、肋骨付近に当たった。被災者は多少痛みはあったが、自身の判断で作業を続け、事故発生日を含め３日間(11月1日～11月3日)作業を行った。(元請への報告なし)11月4日の朝の時点で多少痛みがあったため、世話役が病院に連れて行くとともに元請へ初めて報告。4日の診断時には骨に異常はなかったが、5日の再検査時に肋骨にヒビは分かった。		平成22年11月1日 11時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				84:その他(　)		削孔作業		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械				10:用具等				19:動作の反動・無理な動作				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。						削孔機のスイベル給水口から水漏れが生じた際、増し締めで止まらなかったが、シールテープの巻き直しを行わず水漏れ箇所を過度に強く増締めすることで水漏れを止めようとした。																								10.00%				2.70%		11月1日　薬液注入工の削孔作業中、被災<改行>11月1日～11月3日　通常どおり作業を行った<改行>11月4日　朝の時点で多少痛みがあったため、世話役が病院に連れて行くとともに元請へ　　　　　報告。病院へ行く。<改行>11月4日　診断時には骨に異常はなかったが、5日の再検査時に肋骨にヒビは分かった				・水を通す箇所の接続部（ネジ部）には、シールテープを確実に巻き、水漏れを防止する。<改行>・接続部から水漏れが止まらない場合は、修理業者を呼び水漏れ対策を行う。<改行>・パイプレンチを使用する際は、自分の体重を利用した無理な体勢で行わない（ハンドル部を手で持ち適性に使用する）。<改行>・再発防止教育を行いパイプレンチ使用に対する作業方法を周知する。		東亜・不動テトラ・本間ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社不動テトラ				株式会社本間組																														不問								不問								不問																																										H22-近畿-神戸-5701.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2010		11		1		11		0		2010		TRUE		19		6		近畿		1		6		0		6.0		10		1299		84		2010/11/1　11:0		40483.4583333333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		30年 00月		鍛冶溶接工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折		01:打撲傷		02:創傷				5:31以上				1:労災適用		小名浜港東港地区臨港道路航路部桟台工事		海上部の桟台ジャケットを固定するため、杭内部の溶接作業完了後、ジャケット頭部のレグ蓋固定のための仮付け作業をアーク溶接で行っている途中、突然爆発し、その衝撃でレグ蓋が跳ね上がり、作業員が飛ばされ海中に落下し、頭部打撲、外傷性くも膜下出血、急性硬膜下血腫、脳挫傷、骨折５カ所、溺水・肺水腫により休業２ヶ月以上の負傷をおった。		平成22年11月5日 14時15分 頃		陸上		桟台		24:溶接及び切断				10:アーク溶接(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		19:溶接装置				16:その他の加害物(　)		可燃性ガス		15:爆発				1002:爆発、火災等：ガス等の爆発																														A:危険だと思わなかった		1												99:その他								想定していない可燃性ガスの滞留												81.00%		75.00%		100.00%		84.00%		海上部の桟台ジャケットを固定するため、杭内部の溶接作業完了後、ジャケット頭部のレグ蓋固定のための仮付け作業をアーク溶接で行っている途中、突然爆発し、その衝撃でレグ蓋が跳ね上がり、作業員が飛ばされ海中に落下した				① 鋼管杭（φ800）内のガス検知を行う。<改行>② ジャケットレグ内のガス検知を行う。<改行>③ 送排風機でガスを強制排除する。<改行>④ 水平ストッパーの蓋に通気口を設ける。<改行>⑤ 溶接者はガス検知機を携帯する。<改行>⑥ グラウトを打設する。(ジャケットレグと鋼管杭の間からのガス流入を遮断する。)<改行>⑦ レグ蓋に換気口を開ける<改行>⑧ 鋼管内に注水する。(強制排気の際空気溜りをなくするため。)<改行>⑨ ジャケットレグ内のガス検知を行う。<改行>⑩ 送排風機でガスを強制排除する。<改行>⑪ ジャケットレグ内のガス検知を行う。<改行>⑩ 送排風機でガスを強制排除する。<改行><改行>		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																				三国屋建設（株）								小猿金属工業株式会社										工事事故扱いとしない（工事事故であるが予測し得ない事故で請負者の過失は無いと判断した）																																						なし																				H22-東北-小名浜-6102.xlsx		3/6/15 18:46		9/13/17 16:21		2010		11		5		14		15		2010		TRUE		15		24		東北		5		30		0		30.0		19		1002		10		2010/11/5　14:15		40487.59375

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		17年 00月		電気工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						07:火傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁(-9m)改良外工事		計器類の点検を行っていたリース会社社員か機械の不具合により薬液ホースに圧がかかり希硫酸のホースが外れ、希硫酸が飛び散り被災した。		平成22年11月8日 11時40分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				03:装備機械器具等の点検・整備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		送液ポンプ		13:化学的エネルギーによるもの				13:有害物等との接触				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった																												04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										36.00%		37.00%		30.00%		30.00%		計器類の点検を行っていたリース会社社員か機械の不具合により薬液ホースに圧がかかり希硫酸のホースが外れ、希硫酸が飛び散り被災した。				１．ホースの外れ止めをホースバンド２つで行、ジョイント部はウエスで巻き外れた場合の飛散を防止を行う。<改行>２．設備点検表の見直しをおこなう。<改行>３．ポンプ、プラント周囲はシートで養生する。<改行>４．プラント周辺での作業はカッパ、防護メガネ、バイザーを着用する。<改行>５．スポット作業者は立入許可を得ることを徹底し、防護メガネ着用をさせる。<改行>６．海洋汚染防止のためウェス等の準備、防護堤の設置を行う。		東亜建設工業(株)		東亜建設工業株式会社																																						工事事故で無い（リース会社の事故）																																						なし																				H22-東北-塩釜-6301.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2010		11		8		11		40		2010		TRUE		13		6		東北		1		17		0		17.0		26		1399		3		2010/11/8　11:40		40490.4861111111

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		67		男		46年 00月		船員（オペレーター）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						アキレス腱断裂		5:31以上		38		1:労災適用		八戸港河原木地区泊地(-14m)外浚渫工事		準備作業中に、本船から交通船に乗り移ったさい、段差でバランスを崩し、体勢を立て直そうとして右足首に過度の負担がかかりアキレス腱断裂をした。休業３７日船員としての復職まで５８日の負傷をおった。		平成22年11月16日 13時12分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				17:加害物なし				19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																												13.20%		13.20%						準備作業中に、本船から交通船に乗り移ったさい、段差でバランスを崩し、体勢を立て直そうとして右足首に過度の負担がかかりアキレス腱断裂をした。				１．ヒューマンエラー防止のため、段差部での指差呼称を実施２．手順書の作成・周知<改行>３．手摺り付き交通船を配備<改行>４．ステップ端部にトラマーク表示等を行う		若築・りんかい日産JV		若築建設（株）		東北支店		りんかい日産建設株式会社		東北支店														青木マリーン（株）																		口頭注意（－５点）								口頭注意（－５点）																														なし																				H22-東北-八戸-6202.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2010		11		16		13		12		2010		TRUE		19		29		東北		5		46		0		46.0		8		1399		1		2010/11/16　13:12		40498.55

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		10年 00月		ボーリング工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		大阪港北港南地区岸壁（－１５ｍ）（Ｃ－１１）改良工事（第二工区）		ドリルマシンによる削孔時、インナーロッドを継ぎ足す作業を行っていた。（写真参照）先端のインナーロッドの落下防止のためＳレンチを取り付け、継ぎ足し用のインナーロッドをドリルマシンの回転でつなぎ合わせ、インナーロッド同士がつなぎ合わさり締め付けられるとインナーロットと一緒にＳレンチも回転し、ドリルマシンのガイドセルのレールにＳレンチがあたる。これが一連の作業であるが、事故は、ドリルマシンを操作するオペレーターが締め付け作業をするため、ドリルマシンを回転させ、そして締め付け作業が終わったものと思った別の作業員がＳレンチを取り外そうとした。その時、ドリルマシンのオペレーターが再度、締め付け作業を行ったため、Ｓレンチを取り外そうとした作業員の右手がＳレンチとドリルマシンのガイドセルのレールに挟まれ裂傷を負った。		平成22年11月20日 11時48分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった		1		23:合図、信号を統一していなかった。																																						04:安全度が不足だった。										99:その他																		20日11:48事故発生<改行>　　12:06現場にて手を洗浄消毒した後、ＪＶのライトバンで病院に向け出発<改行>　　12:30病院に到着し、すぐに診断<改行>　　13:40診断結果を報告				1.日々の作業における作業手順の打合せを行う<改行>2.オペレーターの合図があるまで助手は手を出さない<改行>3.オペレーターの合図があるまではトレンチロープを持ち、合　図の後、本体をもって取り外す<改行>4.オペレーターは助手の状況を確認する<改行>5.単独で判断しない		大林・鴻池・奥村組土木ＪＶ		株式会社大林組				株式会社鴻池組				奥村組土木興業株式会社																														不問								不問								不問																																										H22-近畿-大阪-5801.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2010		11		20		11		48		2010		TRUE		8		6		近畿		1		10		0		10.0		4		899		84		2010/11/20　11:48		40502.4916666667

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		営繕工事		29		男		10年 00月		解体工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		2		1:労災適用		金沢港庁舎会議室２階塔屋取り壊し		会議室棟２階にあるペントハウスの庇部分を撤去するため、２５ｔクレーンで張力をかけながら、庇付け根部分をワイヤーソーで切断作業中であった。切断状況を確認するため、庇部脇の仮設足場上通路を通った際に、倒れてきた庇腰壁部が右腕に当たり被災したものである。		平成22年11月26日 11時40分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)		解体工		84:その他(　)		解体作業		3:雨						1:微風（～2）		3:10～20								22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0303:倒壊：建物、橋梁等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。										04:安全度が不足だった。																				5.00%		0.00%		5.00%		0.00%		11/26<改行>8:00　安全ミーティング、ＫＹ<改行>8:15　解体作業開始<改行>11:40　災害発生、病院搬送<改行>17:50 治療完了、経過観察のため入院<改行><改行>11/27　経過観察のため継続入院<改行><改行>11/28　夕方退院<改行><改行>11/29　朝から職場復帰				・施工方法をワイヤーソーから手動ブレーカーに変更した。<改行>・撤去物の荷吊りをワイヤーからワイヤーモッコに変更した。<改行>・狭隘部の通路は作業中通行禁止とした。<改行>・解体作業中は現場代理人が臨場して不安全行動を監視する。		加賀建設株式会社		加賀建設株式会社																																口頭注意																																																																H22-北陸-金沢-5104.xlsx		3/6/15 18:20		3/6/15 18:20		2010		11		26		11		40		2010		TRUE		5		29		北陸		1		10		0		10.0		22		303		84		2010/11/26　11:40		40508.4861111111

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		35年 00月		潜水士		10:その他(　)						脊髄										4:16～30		30		1:労災適用		平成２２年度　下田港防波堤（Ｃ区）築造工事		下田港防波堤（Ｃ区）27号函の据付区域において、完了した本均し区域へ目潰石の間詰め作業を実施しており、この作業に従事していた潜水士が脊髄型減圧症にかかった。潜水作業は、水深-20.5m、作業パーティーは、２パーティー（潜水士船２隻）、潜水士は各船に２人ずつの合計４人で実施していた。１日の潜水回数として、１パーティーは２回/人、もう１パーティーは３回/人を実施した。被災者の潜水回数は、３回潜水であった。潜水作業は、高圧則に則り、一次下請より、作業を実施するよう指導していた。しかし被災者は、自ら着用していた※ダイビングコンピュータを元に作業を行った。そのダイビングコンピュータが必ずしも高圧則に則っていなかったため、被災者は、３回目の潜水で、高圧則では減圧が必要であったにもかかわらず、ダイビングコンピュータに減圧表示がなかったため、減圧を行わずに浮上した。		平成22年11月26日 16時0分 頃		海上		潜水作業		29:その他(　)		基礎工		42:土砂・石材等の水中均し				6:その他(　)		曇り一時雨		2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）				5:1、000以上						27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		潜水事故		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった		1																														元請（五洋建設）は、二次下請(伊豆海洋）の策定した労働安全衛生法 高気圧作業安全衛生規則(以下高圧則）に基づく潜水計画を確認・承認し、指示するとともに、潜水作業日報により、潜水計画通りの減圧がなされているかを確認している。一次下請（錦海運建設）は工事開始当初３日間に渡り、潜水士船に乗船し、潜水作業が計画通り行われていることをチェックし、その後は、潜水作業日誌によりこれを確認していた。その他、元請（五洋建設）、一次下請（錦海運建設）は新規入場者教育、前日の作業打ち合わせ、当日のＫＹＫの実施など所定の安全対策は実施していた。										潜水作業は、水深-20.5m、作業パーティーは、２パーティー（潜水士船２隻）、潜水士は各船に２人ずつの合計４人で実施していた。１日の潜水回数として、１パーティーは２回/人、もう１パーティーは３回/人を実施した。被災者の潜水回数は、３回潜水であった。潜水作業は、高圧則に則り、一次下請（錦海運建設）より、作業を実施するよう指導していた。しかし被災者は、自ら着用していた※ダイビングコンピュータを元に作業を行った。そのダイビングコンピュータが必ずしも高圧則に則っていなかったため、被災者は、３回目の潜水で、高圧則では減圧が必要であったにもかかわらず、ダイビングコンピュータに減圧表示がなかったため、減圧を行わずに浮上した。被災者は、潜水作業完了後、帰港途中16:00時頃に、腰から両足にかけてしびれの症状を訴え、救急車にて静岡市内の病院に搬送された。医師の診断結果は、脊髄型減圧症との診断。当日夜、再圧タンクによる再圧治療を実施した。※ダイビングコンピュータとは、緊急浮上時等の対応にも簡単に対応できることから汎用性が高く、一般的に広く普及しているものである。				①潜水作業管理について、現状では、事前の潜水作業計画はあるものの、潜水士が使用するダイビングコンピュータにて確認していた。今後は連絡員が高圧則に則り、船上において時計で管理し、潜水士が使用するダイビングコンピュータは補助的なものとする。②潜水時間管理について、潜水士船に元請（五洋建設）と一次下請（錦海運建設）のどちらかが常時乗り込み、潜水時間の確認する。③潜水作業日報の書式について、記入欄を２段書きにして、計画と実施が対比できるよう変更する。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社		名古屋支店																		錦海運建設（株）												口頭注意						一次下請の錦海運建設（株）に対し、口頭注意																																		労働基準監督署				三島労働監督署より１２／９付で元請五洋建設に対し指導票が交付され、二次下請伊豆海洋に是正勧告書と指導票が交付されている。また、１２／１３付けで二次下請伊豆海洋に対し追加の是正勧告書が交付されている。																				H22-中部-清水-5401.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2010		11		26		16		0		2010		TRUE		23		29		中部		4		35		0		35.0		27		1307		42		2010/11/26　16:0		40508.6666666667

		関東地方整備局		関東地方整備局港湾空港部		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		35		男		03年 03月		特別研究員		04:胸部		05:腹部						13:その他(　)		13:その他(　)				臓器損傷		6:死亡				1:労災適用		東京国際空港施設の効率的な維持管理手法に関する研究委託		研究の一環として開発中の音響カメラの実海域実証実験のため羽田空港Ｄ滑走路周辺海域において実験を実施中、同滑走路北側場周道路の橋脚管理用梯子に実験に用いた船舶左舷の音響カメラ取付治具（Ｈ鋼２本を主体として船体に取付）が衝突した。その衝撃で作業船の甲板上にいた被災者がＨ鋼にあたるか挟まれ、胸部及び腹部を強打した（捜査中）。病院に搬送されたが同日１５：３０に死亡が確認された。		平成22年12月1日 13時45分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		H鋼		06:激突され				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他																																																																								　８：００　出港<改行>午前中　　　現場海域で実験<改行>１３：３０　管理用桟橋に着岸（関東地方整備局職員乗船）実験開始<改行>１３：４５　事故発生				（捜査中に付き原因特定できず。暫定対策）<改行>①施工管理の徹底<改行>②安全大会の実施<改行>③研究所独自の危険予知に関する職員講習の実施<改行>④研究所における安全管理のための計画に関するチェックの徹底<改行>⑤安全対策を業者選定の審査項目に追加		独立行政法人　港湾空港技術研究所																																																																																																		H22-関東-港空部-5601.xlsx		3/6/15 18:43		3/6/15 18:43		2010		12		1		13		45		2010		FALSE		6		29		関東		6		3		3		3.3		8		799		84		2010/12/1　13:45		40513.5729166667

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		14年 00月		揚錨船船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		徳山下松港新南陽地区泊地（－１２ｍ）等浚渫工事		　平成22年12月1日14時30分頃、被災者一名は、クラブ浚渫船上にて、係留ロープ用フェアリーダの整備を２名で行っていた。<改行>　被災者は、フェアリーダに直接巻き付けたロープ（φ18mm）の端部を持ち、ウインチ操作者に合図を行っていたところ、ロープ（φ18mm）が切断しｍ被災者の左腕前腕部に衝突した。		平成22年12月1日 14時35分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ロープ		04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																				10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。		26:危険有害な場所に入った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																				04:安全度が不足だった。		13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。								04:理解度の確認が不十分だった。										20.00%		34.00%						被災者一名は、クラブ浚渫船上にて、係留ロープ用フェアリーダの整備を２名で行っていた。被災者は、フェアリーダに直接巻き付けたロープ（φ18mm）の端部を持ち、ウインチ操作者に合図を行っていたところ、ロープ（φ18mm）が切断しｍ被災者の左腕前腕部に衝突した。（すぐに病院に行き診察を受けさした）<改行>病院到着：15：20<改行>問診：16時頃<改行>問診結果：16：35　骨折はしていない。打撲のみ。						東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																																措置なし																																																																H22-中国-宇部-6601.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2010		12		1		14		35		2010		TRUE		4		5		中国		1		14		0		14.0		14		204		3		2010/12/1　14:35		40513.6076388889

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		26		男		06年 00月		オペレータ		04:胸部								13:その他(　)						肺挫傷		6:死亡				1:労災適用		鹿児島空港滑走路改良工事		12/1 22:50にｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬを当日施工箇所の手前に搬入配置し、始業前点検終了後、被災者は合材を送り出すスクリューにアスファルト合材付着防止の為、スクリューを回転させながら軽油を噴霧していた。<改行>23:18に(株)常盤建設作業員がﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞを取りに行ったところ、被災者がｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬのスクリューに巻き込まれているのを発見した。その後、スクリュー及びエンジンを停止した。<改行>23:40に救急車にて被災者を霧島市医師会医療センターに搬送したが、12/2 2:18に搬送先にて死亡が確認された。		平成22年12月1日 23時18分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		4:500～1、000						07:舗装機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。						35:その他の作業環境に欠陥があった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										65.10%		66.30%		63.00%		63.10%		12/1 22:50にｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬを当日施工箇所の手前に搬入配置し、始業前点検終了後、被災者は合材を送り出すスクリューにアスファルト合材付着防止の為、スクリューを回転させながら軽油を噴霧していた。<改行>23:18に(株)常盤建設作業員がﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞを取りに行ったところ、被災者がｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬのスクリューに巻き込まれているのを発見した。その後、スクリュー及びエンジンを停止した。<改行>23:40に救急車にて被災者を霧島市医師会医療センターに搬送したが、12/2 2:18に搬送先にて死亡が確認された。				①作業全体を分析し、準備作業であっても作業方法を確認した後、作業手順書を作成し作業員全員に周知徹底を図る。<改行>②安全専任者を1名配置し、チェックリストを作成し、日々の安全管理を確認・指導する。<改行>③単独作業は行わない。<改行>④ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬのｽｸﾘｭｰに軽油を噴霧する際は、ｽｸﾘｭｰを停止した状態で行い、ｽｸﾘｭｰを回転する際は近づかないことを徹底する。<改行>⑤ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ養生に使用するﾌﾞﾙｰｼｰﾄの滑り防止対策として、その上に布ｼｰﾄを敷く。<改行>⑥作業員の蛍光チョッキを自発光式とし、遠方からでも作業員がどこにいるか明確にする。<改行>⑦服装点検・確認の徹底<改行>⑧安全パトロールの強化として、支店安全パトロールを月1回から2回へ増やす。		大林道路株式会社		大林道路株式会社		九州支店																		（株）常盤建設																																																				労働基準監督署																								H22-九州-鹿児島-5001.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2010		12		1		23		18		2010		FALSE		8		22		九州		6		6		0		6.0		7		808		2		2010/12/1　23:18		40513.9708333333

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		02年 07月		金属鉱		06:骨盤部								04:骨折								6:死亡						伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）橋梁（Ｐ２２～Ｐ２３）上部工事（その２）		橋梁工事現場にて、移動防護工(移動式の足場)に乗って自転車・歩行者通路の外装パネル取り付けの準備作業を行っていたところ、強風により移動防護工が逸走し、東側主塔(P23)付近(地上約45ｍ)から移動防護工ごと墜落。移動防護工で作業していた作業員２名が死亡したものである。		平成22年12月3日 13時55分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ																25:環境等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0111:墜落：橋梁から																																																																								8:00	：ラジオ体操、朝礼、作業内容発表、安全指示<改行>8:20	：各業者ごとのＫＹミーティング<改行>9:00	：移動防護工にてブラケット取付、桁上にてパネル段取り作業開始<改行>12:00	：チェーンブロックにて移動防護工を固定し午前の作業終了（地上のハウスへ移動、昼食、昼休み）<改行>12:50	：昼礼<改行>13:20	：作業開始（移動防護工上２名（被災者）桁上１名）<改行>13:45	：空が急に暗くなり風も強くなりかけたので風で飛ぶ恐れのある物をネットに入れる等を行った<改行>13:50	：強風のため作業中止決定<改行>13:50	：携帯電話で中止連絡<改行>13:55頃	：移動防護工が逸走しているのに気づく、約５秒程度で主塔西の吊足場に移動防護工が激突、落下<改行>						日立・川田特定建設工事ＪＶ		日立造船（株）				川田工業株式会社																（株）住軽日軽エンジニアリング																																																																												H22-北陸-伏木富山-6804.xlsx		3/6/15 18:21		3/6/15 18:21		2010		12		3		13		55		2010		TRUE		1		29		北陸		6		2		7		2.6		25		111		84		2010/12/3　13:55		40515.5798611111

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		18年 00月		金属鉱		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		04:胸部				脳および肺		13:その他(　)						挫傷		6:死亡						伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）橋梁（Ｐ２２～Ｐ２３）上部工事（その２）		橋梁工事現場にて、移動防護工(移動式の足場)に乗って自転車・歩行者通路の外装パネル取り付けの準備作業を行っていたところ、強風により移動防護工が逸走し、東側主塔(P23)付近(地上約45ｍ)から移動防護工ごと墜落。移動防護工で作業していた作業員２名が死亡したものである。		平成22年12月3日 13時55分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ																25:環境等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0111:墜落：橋梁から																																																																								8:00	：ラジオ体操、朝礼、作業内容発表、安全指示<改行>8:20	：各業者ごとのＫＹミーティング<改行>9:00	：移動防護工にてブラケット取付、桁上にてパネル段取り作業開始<改行>12:00	：チェーンブロックにて移動防護工を固定し午前の作業終了（地上のハウスへ移動、昼食、昼休み）<改行>12:50	：昼礼<改行>13:20	：作業開始（移動防護工上２名（被災者）桁上１名）<改行>13:45	：空が急に暗くなり風も強くなりかけたので風で飛ぶ恐れのある物をネットに入れる等を行った<改行>13:50	：強風のため作業中止決定<改行>13:50	：携帯電話で中止連絡<改行>13:55頃	：移動防護工が逸走しているのに気づく、約５秒程度で主塔西の吊足場に移動防護工が激突、落下<改行>						日立・川田特定建設工事ＪＶ		日立造船（株）				川田工業株式会社																（株）住軽日軽エンジニアリング																																																																												H22-北陸-伏木富山-6803.xlsx		3/6/15 18:22		3/6/15 18:22		2010		12		3		13		55		2010		TRUE		1		29		北陸		6		18		0		18.0		25		111		84		2010/12/3　13:55		40515.5798611111

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		七尾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		31年 00月		船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		七尾港（大田地区）泊地（－１３ｍ）浚渫工事		投描作業を行うため、グラブ浚渫船のアンカーを揚錨船へ引き渡し、揚描船でアンカーに結わえた補助ワイヤの巻取り作業を行っていたところ、誤ってグラブ浚渫船のウインチを緩めてしまったため、アンカーが落下し補助ワイヤーが緊張したことに伴い、跳ね上がった補助ワイヤーが被災者の右手首に接触し骨折したものである。		平成22年12月6日 8時25分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																										25.30%		20.10%						12/6<改行>7:00　朝礼、ＫＹミーティング<改行>7:20　グラブ船曳航開始<改行>8:10　揚描船による投描作業開始<改行>8:25　グラブ船船尾右舷投描作業中に災害発生<改行>8:45　病院へ搬送<改行>12:30　病院で診察、処置完了、被災者は帰宅<改行><改行>12/7　職場復帰				・クラッチをスイッチ操作だけで開放できないように手動固定金具を設置する。<改行>・クラッチの状態が操作者に判るように明示版を設置する。<改行>・アンカーが落下しないように予備ワイヤを掛ける。<改行>・危険作業従事者教育（揚描作業）の実施		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				和田内潜建（株）												口頭注意																																																																H22-北陸-金沢-5203.xlsx		3/6/15 18:21		3/6/15 18:21		2010		12		6		8		25		2010		TRUE		4		5		北陸		1		31		0		31.0		14		204		15		2010/12/6　8:25		40518.3506944444

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		67		男				警戒船船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷		01:打撲傷						1:0～3		0				徳山下松港徳山地区航路（－１４ｍ）等浚渫工事		作業開始前に警戒線業務に従事している警戒指揮船が、他２隻の警戒船の内、一隻に無線機と日報を渡すため、右舷に向かって近づいたところ、直前でエンジントラブルによりエンジンが停止し後進が出来ずに、右舷に衝突した。その衝突した衝撃で被害者が船内で転倒し、右手親指を打撲・裂傷、右腰を打撲した。<改行>		平成22年12月10日 7時45分 頃		海上		監視		29:その他(　)																																																				B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。																								03:機械・器具に欠陥があった。																												７：４５頃：作業開始前に警戒線業務に従事している警戒指揮船が、他２隻の警戒船の内、一隻に無線機と日報を渡すため、右舷に向かって近づいたところ、直前でエンジントラブルによりエンジンが停止し後進が出来ずに、右舷に衝突した。その衝突した衝撃で船長が船内で転倒し、右手親指を打撲・裂傷、右腰を打撲した。<改行>衝突後ｍ船は船長自らの運転により、基地港に寄港した。<改行>８：５０：海保、漁協到着、船長事情聴取を受けた後、病院へ向った。						五洋・若築・本間特定建設工事ＪＶ		五洋建設株式会社				若築建設（株）				株式会社本間組																								措置なし								措置なし								措置なし																																																H22-中国-宇部-6701.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2010		12		10		7		45		2010		TRUE		ERROR:#VALUE!		29		中国		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		2010/12/10　7:45		40522.3229166667

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		17年 00月		特殊運転手		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		10:その他(　)				額		13:その他(　)						切傷		1:0～3		0		1:労災適用		石垣港（新港地区）泊地（－７．５ｍ）２浚渫外１件工事				平成22年12月15日 14時20分 頃		海上		FD、作業船上		21:上部工				02:作業準備				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		1:有		14:物上げ装置				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										04:安全度が不足だった。										99:その他										61.60%		60.60%		2.50%		0.00%		１４：２０ 事故発生<改行>１４：３０ 第一報が入る<改行>１４：３５ 被災者搬送<改行>１４：４０ 発注者へ連絡<改行>１４：４５ 労基署へ連絡<改行>１４：５０ 保安部へ連絡<改行>１４：５５ 警察署へ連絡<改行>１５：１５ 警察署現場検証<改行>１５：５０ 保安部現場検証<改行>翌９：３５ 労基署へ状況報告<改行>１３：００ 安全教育訓練を開催、社内一斉点検を開催<改行>				１．吊りピース材料、形状寸法及び、溶接方法の検討<改行>２．ストッパーの改善<改行>３．飛来防止措置<改行>４．始業前点検<改行>５．現地ＫＹ活動の実施<改行>６．現場の整理整頓<改行>７．事故再発防止の為の安全教育の実施		丸尾建設株式会社		丸尾建設株式会社																				（株）創進																		口頭注意																																		労働基準監督署		reserved-40528x1F		丸尾建設(株)に指導票																				H22-沖総局-石垣-4801.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		2010		12		15		14		20		2010		TRUE		4		21		沖縄		1		17		0		17.0		14		299		2		2010/12/15　14:20		40527.5972222222

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		15年 09月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		北九州港（新門司地区）航路（－１０ｍ）（３工区施工ステップ１）浚渫工事		被災者は、汚濁防止枠部材の接合部が外れないため、事前にガス切断した連結ボルトの切り残しの有無を確認するために、汚濁防止枠上に上がった。その時、接合部が外れると同時に、次に切り離す予定の接合部も外れたために、被災者が上がっていた汚濁防止枠が持ち上がり、その拍子に被災者はバランスを崩し転落した。<改行>		平成22年12月24日 11時40分 頃		陸上		その他		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)		汚濁防止枠解体		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		汚濁防止枠		01:地面				01:墜落・転落																																		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。				04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										99.00%		99.00%		60.00%		60.00%		平成22年12月24日(金曜日）<改行>8:00にﾗｼﾞｵ体操、朝礼を行いKY活動後、8:15に作業開始した。<改行>8:15～<改行>陸上ヤードにてラフタークレーン(25t吊）を使用し、浚渫工の汚濁防止対策で使用した汚濁防止枠の解体作業を行っていた。<改行>11:40災害発生<改行>被災者は、汚濁防止枠部材の接合部が外れないため、事前にガス切断した連結ボルトの切り残しの有無を確認するために、汚濁防止枠上に上がった。その時、接合部が外れると同時に、次に切り離す予定の接合部も外れたために、被災者が上がっていた汚濁防止枠が持ち上がり、その拍子に被災者はバランスを崩し転落した。<改行>11:41救急車の手配 12:00救急車到着 12:20救急車により搬送				・汚濁防止枠部材を切り離す前に、接合ﾎﾞﾙﾄが外れているか。ﾊﾞｰﾙでねじり、接合部が離れていることを確認する。汚濁防止枠上には上がらない。<改行>・残置するﾎﾞﾙﾄは4本とし、ﾅｯﾄﾉ締め忘れがないか、専任者により確認し、ﾏｰｷﾝｸﾞを行う。<改行>・汚濁防止枠の台木を、切り離す部材と切り離す手前の部材については、1部材につき2箇所設置し、荷の安定をはかる。また、ｷｬﾝﾊﾞｰを使用して部材の転びを防止する。<改行>・部材の切り離しの際は、部材が傾き落下した場合を想定し、切り離す手前の部材より3m以内を立入禁止とする<改行>・作業指揮者の職務について再教育を行う。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				関門港湾建設（株）				海洋開発株式会社										reserved-40569x1F		reserved-40569x1F		文書注意（元請：東洋建設(株)、一次下請：関門港湾建設(株)、二次下請：海洋開発(株)）																																																										H22-九州-北九州-4902.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2010		12		24		11		40		2010		TRUE		1		5		九州		1		15		9		15.8		26		ERROR:#VALUE!		84		2010/12/24　11:40		40536.4861111111

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		室蘭		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		11年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		室蘭港崎守地区臨港道路建設改良その他工事		排水工施行現場で、被災者が土留パネルの組立時にｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙのﾛｯﾄﾞ（重さ37kg）を一人で持っていて、手を滑らせ足に落とし被災。		平成23年1月20日 10時0分 頃		陸上		その他		29:その他(　)		排水構造物工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		1: ～0		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。								08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。										08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		31:現場内連絡調整が不備だった。																（１）日々のKYK等において、当日の作業手順や留意事項等を再確認するとともに、作業過程においては元請企業が適正な手順で施工しているかを点検する。<改行>（２）レール組立箇所までスピンドルは必ず２名で運搬し、建て<改行>込む前に一旦台木に仮置くこととする。<改行>さらにレール組立は横向き方式で行うこととし、建て込み時はスピンドル３本に各１名を配置して、レールをスライドさせながら慎重に作業する。<改行>（３）毎日の朝礼時において安全意識の高揚を図っていく。<改行>（４）重量物を扱う作業時には安全靴着用を義務づけるとともに<改行>作業開始前に安全衛生責任者が着用を確認する。<改行>（５）下請責任者に「指示・命令・伝達系統カード」を配布して<改行>連絡系統を明確化するとともに、事故等発生には迅速かつ正確に情報伝達するよう再教育した。<改行>		菱中建設㈱																																																																																																		H22-北開局-室蘭-5901.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		2011		1		20		10		0		2010		TRUE		21		29		北海		4		11		0		11.0		22		1102		7		2011/1/20　10:0		40563.4166666667

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		11年 00月		土木作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						04:骨折								4:16～30		21		1:労災適用		釧路港防波堤ブロック製作工事		事故発生状況<改行>　当日は、朝から防寒養生室内において養生の終了した被覆ブロック（ビーハイブ20t型）１１個の型枠脱型、ブロック転置、型枠組立の作業を継続して行っていた。<改行>　事故発生時の状況は、４枠目の型枠組立工程の中で、円筒枠を先行して着底している底版枠に、防寒養生室外において大組された上面枠（約２ｔ）を50tラフテレーンクレーンにより巻き下げて着底しようとしていた。この際、上面枠が円筒枠頭部に乗り上げた状態となったが、被災者は上面枠が通常どおりの位置に達したと判断してボルト穴を合わせようと上面枠をシノであおったところ円筒枠が転倒し、その反動により上面枠がスライドし被災者の顔面に接触したものである。<改行>　なお、被災者はクレーンへの合図者であったが、型枠設置作業を行う作業員３人の内の１人が先に設置した型枠連結ボルトの締め付け状況が気になり持ち場を離れていたため、作業を中断させないよう持ち場の離れた作業員の作業とクレーンへの合図作業を一時的に兼務することとなったものである。		平成23年1月31日 16時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						3:中風（4～8）		1: ～0								26:その他の起因物(　)		ブロック型枠		15:起因物と同じ				06:激突され				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。																		04:理解度の確認が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。								36.00%		36.00%		30.00%		30.00%		事故発生状況<改行>    当日は、朝から防寒養生室内において養生の終了した被覆ブロック（ビーハイブ20t型）１１個の型枠脱型、ブロック転置、型枠組立の作業を継続して行っていた。<改行>    事故発生時の状況は、４枠目の型枠組立工程の中で、円筒枠を先行して着底している底版枠に、防寒養生室外において大組された上面枠（約２ｔ）を50tラフテレーンクレーンにより巻き下げて着底しようとしていた。この際、上面枠が円筒枠頭部に乗り上げた状態となったが、被災者は上面枠が通常どおりの位置に達したと判断してボルト穴を合わせようと上面枠をシノであおったところ円筒枠が転倒し、その反動により上面枠がスライドし被災者の顔面に接触したものである。<改行>　なお、被災者はクレーンへの合図者であったが、型枠設置作業を行う作業員３人の内の１人が先に設置した型枠連結ボルトの締め付け状況が気になり持ち場を離れていたため、作業を中断させないよう持ち場の離れた作業員の作業とクレーンへの合図作業を一時的に兼務することとなったものである。				①　作業計画書に、作業員の役割分担および合図者はクレーン作業中は他の作業を行わないことを明記し、毎朝のミーティング時において作業手順の周知徹底を図る。<改行><改行>②　クレーン作業において、合図者は作業全体を見渡せる位置に確実に配置し、吊り荷が所定の位置に落ち着くまで作業員を近寄らせないようにするとともに、作業指揮者の指示により随時作業者と連携を図りながら作業を行うよう努める。<改行><改行>③　型枠玉掛け時は、型枠のふらつきを防止するため、介錯ロープを対角に2本用いる。<改行>　また、上面枠と円筒枠の干渉を防止するため、先行して大組枠を設置するように型枠組立の作業手順を変更する。<改行>        <改行>		釧石工業株式会社																																																																																																		H22-北開局-釧路-6001.xlsx		3/6/15 17:14		9/12/17 20:35		2011		1		31		16		10		2010		TRUE		6		17		北海		4		11		0		11.0		26		203		55		2011/1/31　16:10		40574.6736111111

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		名瀬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		40年 00月		船員								左足脛部		04:骨折								5:31以上		45		2:労災非適（船員法適用）		名瀬港（立神地区）防波堤（沖）築造工事		ケーソン据付作業時、チルホール、滑車へのワイヤリングが完了しケーソンへの一次注水を開始した直後、ケーソン・上部工の破損を防ぐため被災者が既設上部工に港外側に緩衝材を取り付けていたところ、ケーソン上の吊筋に設置したワイヤーが破断し、繋がっていたチルホールのワイヤーが動揺し、被災者の左足すね部分に接触、その衝撃で海中へ転落。<改行>		平成23年2月3日 9時6分 頃		海上		防波堤上		16:ケーソン曳航・据付				84:その他(　)		緩衝材取付		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		1:0～50		2:無		1:有				航跡波				取付ワイヤー				取付ワイヤーの破断		1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。								①作業手順書にはワイヤー内角に入らない事となっているが、被災者が内角に入って作業した。<改行>②作業手順書作成者の1次職長が作業手順書を遵守せず①を指示した。また、監理技術者・現場代理人も制止しなかった。<改行>③1次職長と管理技術者の作業再開時期決定において、航跡波第2波を想定できなかった。		99:その他								①想定外の航跡波第2波の影響により取付ワイヤーが破断した。<改行>②緩衝材の取付位置に不備があった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								①作業手順書にはワイヤー内角に入らない事となっているが、被災者が内角に入って作業した。<改行>②作業手順書作成者の1次職長が作業手順書を遵守せず①を指示した。また、監理技術者・現場代理人も制止しなかった。<改行>③1次職長と管理技術者の作業再開時期決定において、航跡波第2波を想定できなかった。										7:10）朝礼・KY活動後、ケーソン艤装開始<改行>8:05）フェリー入港<改行>8:20）ケーソン艤装完了後、据付位置まで移動開始<改行>8:50）フェリー出向<改行>　　　チルホール、滑車、ワイヤー取付完了後、ケーソン据付作業開始<改行>8:59）航跡波の影響でケーソン動揺したため、作業中断<改行>9:04）動揺がおさまったため作業再開（一次注水開始）<改行>9:05）航跡波第2波が到達し、再びケーソンが動揺したため、緩衝材取付作業開始。<改行>9:06）事故発生（緩衝材取付作業中）<改行>9:08）着火船にて被災者を救出、長浜地区岸壁へ搬送（救急車要請）<改行>9:20）救急車にて県立大島病院へ搬送				①ケーソン据付時、安全監視員の配置<改行>②チルホールは法線・目地間隔調整時のみ使用<改行>③取付ワイヤー、シャックルのランクアップ<改行>④緩衝材取付位置変更<改行>⑤全作業員の再教育		（株）植村組		（株）植村組																				（株）森崎建設工業																																																																												H22-九州-鹿児島-7001.xlsx		3/6/15 17:34		3/6/15 17:34		2011		2		3		9		6		2010		TRUE		ERROR:#VALUE!		16		九州		5		40		0		40.0		ERROR:#VALUE!		1299		84		2011/2/3　9:6		40577.3791666667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		01年 10月		特殊運転手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区中野地区航路・泊地(-9m)外土砂撤去工事		自走式土質改良機の混合室上部ハッチ（上蓋４列）の蓋版に隙間が生じた為ずれた蓋版を直そうと取手部に手を掛けようとした際に撹拌部に混入していた岩塊（50cm）が機械内部で跳ね、蓋版が浮き上がり、蓋版の部材との間に被災者の左手小指が挟まったために「左手小指骨折、左手裂挫創」により休業日数０日、全治４５日の負傷		平成23年2月16日 8時30分 頃		陸上		埋立地、埋立		29:その他(　)		土砂改良		84:その他(　)		土砂改良		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		自走式土質改良機		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						52.00%		57.00%		60.00%		66.00%		自走式土質改良機の混合室上部ハッチ（上蓋４列）の蓋版に隙間が生じた為ずれた蓋版を直そうと取手部に手を掛けようとした際に撹拌部に混入していた岩塊（50cm）が機械内部で跳ね、蓋版が浮き上がり、蓋版の部材との間に被災者の左手小指が挟まったために「左手小指骨折、左手裂挫創」により休業日数０日、全治４５日の負傷				１．点検項目の見直しを行う。２メーカーに人力、一人作業が出来ないように蓋版の重厚な構造に変えるよう要望する。３安全教育の徹底。４異常時の作業手順の項目を作業手順書に追加する		(株)丸本組		（株）丸本組																				（株）岩手マイタック																		口頭注意																																																										H22-東北-塩釜-6501.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2011		2		16		8		30		2010		TRUE		8		29		東北		1		1		10		1.8		26		1399		84		2011/2/16　8:30		40590.3541666667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		堺泉北		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		05年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		堺泉北港堺２区広域防災拠点緑地施設整備工事		被災者は休憩後、作業員休憩所から作業場所に向かう途中、作業員安全通路を使用せず、車両および重機用走路として設置した敷鉄板（１.５ｍ×６.０ｍ）の端部を歩いていた。被災者の横を走行していた０.２５バックホウが敷鉄板に差し掛かった時、被災者側の敷鉄板が浮き上がり、足を挟んだ際に無理に引き抜こうとしたため骨折した。<改行>		平成23年3月14日 11時0分 頃		陸上		その他		25:土工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ																11:足場、通路				04:通路				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。										23:作業場の整理が悪かった。										05:教育訓練体制が不備であった。												75.00%						被災者は休憩後、作業員休憩所から作業場所に向かう途中、作業員安全通路を使用せず、車両および重機用走路として設置した敷鉄板（１.５ｍ×６.０ｍ）の端部を歩いていた。被災者の横を走行していた０.２５バックホウが敷鉄板に差し掛かった時、被災者側の敷鉄板が浮き上がり、足を挟んだ際に無理に引き抜こうとしたため骨折した。<改行>				敷鉄板の重なりを無くす。<改行>溶接による固定を行う。<改行>敷鉄板下の整地を行い、周辺の摺り付けを行う。		大豊建設（株）		大豊建設株式会社																				株式会社根建組				株式会社巴興業																																																																								H22-近畿-大阪-7201.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		2011		3		14		11		0		2010		TRUE		8		25		近畿		1		5		0		5.0		11		1399		1		2011/3/14　11:0		40616.4583333333

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島小松島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		10年 00月		鉄筋工・土工		03:背部		04:胸部						04:骨折		04:骨折						4:16～30		30		1:労災適用		徳島小松島港沖洲(外)地区岸壁(-8.5ｍ)(耐震)工事(その２)		ケーソン製作ヤードにて鋼製内型枠の大組（１面あたり高さ3.1ｍ*横幅4.3ｍ）解体作業を行っていた際、４面の内２面目を撤去する作業中に残りの２面が倒壊し、その内の１面の下敷きになった。診断の結果は右氣胸・右第３～５肋骨骨折・第１２胸椎棘突起（きょうついきょくとっき）圧迫骨折であり、全治１ヶ月を要する見込みとのことであった（休業３０日の見込み）。なお、事故は型枠の接合面の穴に吊金具固定用ボルトが無造作に差し込まれていたために分離できず、それを被災者が抜き取った後、待避しようとした際に発生したものであり、残り２面の接合面に存置していた２つのクリップピンの内、上段は型枠支保工の組立て等作業主任者が口頭指示した高さ2.0ｍの位置から0.5ｍ低い約1.5ｍのものが存置されていたことが事故後の現場検証において確認されている。		平成23年3月19日 7時55分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)				15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0302:倒壊：型枠支保工等																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		99:その他						その他：下請けの指導が不十分だった。		99.00%		99.00%		99.00%		99.50%		07：00　安全朝礼、作業内容説明、ＫＹ活動実施<改行>　　　　ケーソン製作用の鋼製内型枠の大組解体開始<改行>　　　　最後の鋼製内型枠の大組について４面の内２面目を撤去するためにクレーンにて<改行>　　　　吊り上げようとしたところ、残り２面と分離できなかったため、被災者が分離面<改行>　　　　の確認を行い、そこに吊金具を型枠に固定するためのボルトが無造作に差し込ま<改行>　　　　れていることを確認した。<改行>07：55　そのボルトを抜き取り、吊り上げ作業のために待避し始めた時、残り２面が倒壊<改行>　　　　し始めたので、慌てて逃げようとしたがその内の１面の下敷きになった。<改行>				１．全作業員に対し、型枠解体作業手順書を見直し再教育を行う。（再発防止教育につて）<改行>２．クリップピン全数を型枠解体吊り上げ作業まで撤去しない。<改行>３．転倒防止対策として、１～２枚目の型枠を撤去し、３～４枚目の状態（Ｌ字型）となった時に４枚目の型枠内外にポスト、外側にチェーンで控えをとり転倒防止対策をする。<改行>４．型枠解体作業前に型枠作業主任者がクリップピンおよび型枠設置状態の点検を行い現場代理人または監理技術者が点検記録の確認を行ってから作業開始する。		兼子建設(株)		兼子建設株式会社																																		2011年04月00日		2011年00月00日		文書注意																																																										H22-四国-小松島-7101.xlsx		3/6/15 17:50		3/6/15 17:50		2011		3		19		7		55		2010		TRUE		5		11		四国		4		10		0		10.0		26		302		55		2011/3/19　7:55		40621.3298611111

		東北地方整備局		仙台港湾空港技術調査事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		02年 00月		測量		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						違和感		1:0～3		0		1:労災適用		釜石港外港湾施設等被災状況調査		測量船にて測量作業中に燃料タンクエア抜き穴から燃料がもれ、燃料飛沫を顔に浴び目に違和感を感じ眼科で治療を受けた。		平成23年4月12日 13時30分 頃		海上		測量船		01:深浅測量				20:測深(海上)				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		測量船燃料（重油）		20:異物（眼、耳、鼻）				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。																								99:その他								操作ミス		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										90.00%		90.00%		90.00%		90.00%		燃料系統のバルブを締め忘れにより、測量作業中に燃料タンクエア抜き穴から燃料が漏れ、燃料の飛沫が被災者の顔に掛かり目に違和感を感じた。眼科にて点眼し経過観察するよう指示を受けたが、その後異常は無かった。休業日数０日、全治１日の負傷を負ったものである。				・出港前に作業責任者が燃料移送バルブの確認を行う<改行>・燃料が飛散したエア抜き穴に保護カバーを設置		釜石港外港湾施設等被災状況調査国際航業(株)・東亜建設工業(株)設計共同体		12000013093622				東亜建設工業株式会社																																																																																												H23-東北-技調-0101.xlsx		3/6/15 18:47		8/22/23 9:57		2011		4		12		13		30		2011		TRUE		20		1		東北		1		2		0		2.0		8		1399		20		2011/4/12　13:30		40645.5625

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		05年 03月		グラブ浚渫船（甲板員）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		10:その他(　)				肋骨		04:骨折		13:その他(　)				脱臼		1:0～3		0		1:労災適用		水島港玉島地区泊地（－１２ｍ）浚渫工事（その３）		①測定のみの軽作業であること、また昇降高さ１ｍ以下であり油断した。<改行>②ステップに手すりが無く、昇降時に不安定な体勢になった。<改行>③浚渫工における作業手順書に、土量測定に関する記載がなかった。<改行>④ステップ箇所にスコップやロープがあり、不安定な状態であった。		平成23年6月29日 15時10分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ステップ		02:甲板				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		20:不安全に物が置いてあった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								88.00%		90.00%						１）グラブ浚渫船にて、浚渫作業中の土運船離接舷までグラブ浚渫船の休憩室で待機。<改行>２）土運船の土質状況把握のため、土運船のステップ（ホールド）に登り検尺（スタッフ）を用いて、ホールド天端より測定。<改行>３）測定後、ステップから降りようとしたところ、足が滑りステップから転落し、左肩をハッチに強打。				１）ヒューマンエラーについて再教育を実施するとともに、各作業においては各自で「足元確認」を徹底する。<改行>２）ステップ上部に手すりを設置し、ステップには滑り止めテープを巻く。<改行>３）作業手順書に土量測定に関する記載を追記し、再周知を行う。<改行>４）スコップは土運船の倉庫内に収納し、ロープなどの障害物は撤去する。		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																																																																																																H23-中国-宇野-3001.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		2011		6		29		15		10		2011		TRUE		1		5		中国		1		5		3		5.3		26		105		2		2011/6/29　15:10		40723.6319444444

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		新北九州空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		01年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		新門司沖土砂処分場西護岸改良工事		プラスチックボードレーン打設機の組立作業中、打設機本体の右後方でトラワイヤーを<改行>取り付けていた作業員（被災者）が、アウトリガーが下りてくるのに気付かず、アウトリガー支圧板と地盤の間に右足つま先を挟まれ被災した。		平成23年7月13日 14時30分 頃		陸上		北九州空港　荷揚場		06:地盤改良				84:その他(　)		プラスチックボードレーン打設機組立		1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						04:車両系建設機械		基礎工事用		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等		A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		22:連絡合図が不明瞭だった。						１．作業指揮者が、アウトリガーの操作を行った。<改行>２．アウトリガーの下降操作前に作業員同士による声掛の作動・合図が行われなかった。		A:危険だと思わなかった		1		21:連絡合図がなかった。								アウトリガーの作動確認の指示を受けた作業員同士が連絡を怠った。																03:機械・器具に欠陥があった。								運転席から右後方を確認出来るサイドミラーが、設置されていなかった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。						１．作業手順書で決められていない細部な作業について、作業班毎に勝手な判断で行った。<改行>２．作業指揮者がアウトリガーの操作を行い、作業の指揮・監視を怠った。		57.50%		65.80%		60.00%		60.00%		平成23年7月13日（水曜日）<改行>7:45朝礼、KY活動、始業前点検後、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ打設機(以後PBD打設機)組立作業開始。<改行>13:00昼休後、引続きPBD打設機組立作業継続。<改行>14:30災害発生。<改行>被災者は、PBD打設機4号機右側後方ｱｳﾄﾘｶﾞｰ付近で、ﾄﾗﾜｲﾔｰを本体取付箇所にｼｬｯｸﾙで取付け、ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙで締付ける作業を行っていた。<改行>作業主任者が、ﾄﾗﾜｲﾔｰと本体を連結するｼｬｯｸﾙのﾎﾞﾙﾄが締め易い様にｱｳﾄﾘｶﾞｰを下げた際、被災者はｱｳﾄﾘｶﾞｰが下がっていることに気付かず、ｱｳﾄﾘｶﾞｰと地面の間に右足先端を挟まれ被災した。<改行>14:40被災者を病院へ搬送。<改行>				１）ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ打設機の組立･解体･移動を行う場合は、作業指揮者の直接指揮の下に作業を行い、作業指揮者はその作業を監視することを徹底する。<改行>２）ｱｳﾄﾘｶﾞｰを先行して着底させ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ打設機を安定させた後、ﾄﾗﾜｲﾔｰの取付け作業を行う。なお、ﾄﾗﾜｲﾔｰ緊張用ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙは、取付けに先立ち、初期長さを長めに調節しておく。<改行>３）予定外作業についてはｽﾎﾟｯﾄ作業手順書を作成し、元請職員確認後、作業参加者全員で作業手順の確認及びKY活動を実施した後作業を開始する。<改行>４）ｱｳﾄﾘｶﾞｰを昇降する場合は合図者を専任し、一定の合図方法を定め、人払いの完了を確認した後、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ打設機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰに当該合図を行う。ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは合図に従ってｱｳﾄﾘｶﾞｰの操作を行う。<改行>５）ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ打設機の右側後方が確認できる位置にｻｲﾄﾞﾐﾗｰを取付ける。<改行>６）ﾄﾗﾜｲﾔｰ取付け作業時には介錯ﾛｰﾌﾟ及び踏み台を設置し、作業環境の改善を図る。		鹿島建設株式会社		鹿島建設株式会社		九州支店																		日本海上工事株式会社		九州営業所												reserved-40765x1F		reserved-40765x1F		文書注意（受注者：鹿島建設(株)、一次下請：日本海上工事(株)）																																		警察		reserved-40737x1F		現場検証と事情聴取の結果、事件性はないと判断し、立件しない。		労働基準監督署		reserved-40743x1F		再発防止について検討され報告書を提出されたので、指導・是正等の文書発行はしない。														H23-九州-北九州-0301.xlsx		3/6/15 17:42		3/6/15 17:42		2011		7		13		14		30		2011		TRUE		8		6		九州		1		1		0		1.0		4		805		84		2011/7/13　14:30		40737.6041666667

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		14年 04月		鉄骨鳶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）エレベーター塔新築工事		橋梁自歩道へアクセスするエレベータ塔に隣接している非常階段の建設にあたり、被災者は本締め用に設置した足場上で、鉄骨梁のジョイントボルト一次締め作業を行っていた。通常は梁のウェブと下フランジの締め付けのみ足場上から行い、上フランジは梁上から締め付け作業を行うようにしていたが、被災者は梁上に移動しないで足場上から上フランジの締め付けが出来ると判断し、伸び上がる姿勢で手元が確認できない状態のまま作業を継続した。体を安定させるために左手を梁に添え、一次締めをシャーレンチで行った際に、回転した反力受けレバーと隣のボルトの間に添えた左手の薬指が挟まり被災した。		平成23年8月19日 14時40分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		鉄骨工事		84:その他(　)		ボルト一次締め込み作業		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。																		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										29.50%		25.50%		80.00%		70.00%		8/19（金）<改行> 8:20　ボルト締め込み作業開始<改行>14:40　災害発生、怪我の状態確認とともに当局へ連絡<改行>14:50　緊急指定病院へ搬送<改行>15:20　搬送先の病院で担当医が対応不可のため対応可能な病院へ搬送<改行>16:00　病院着、診断と応急処置開始<改行>16:25　関係機関へ連絡<改行>17:50　応急処置完了、本人に事実関係の聞き取り後帰宅<改行>19:00　原因究明及び事故再発防止対策会議開催<改行>8/22（月）<改行>被災者職場復帰（軽作業）				(1)　ボルト締め付け工具の反力受けレバーが目立つように、赤色のスプレーで塗装し注意喚起する<改行>(2)　ボルト締め付け工具本体に、指を挟む危険がある事を表示するとともに、収納ケースにも危険性の表示をする。<改行>(3)　めっきボルト締め付け時は、１群毎に指差し確認を行い、不注意による手指の挟まれを防止する。<改行>(4)　作業手順書の見直しを行い、手指を挟む危険があることを記載するとともに、具体的な対策を記述し、同一作業従事者に周知する。<改行>(5)　対策が遵守されていることを、職員が日々の巡回で確認し、継続的な指導を行う。　		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																						不問																																																										H23-北陸-伏木富山-0701.xlsx		3/6/15 18:21		3/6/15 18:21		2011		8		19		14		40		2011		TRUE		8		29		北陸		1		14		4		14.3		21		1299		84		2011/8/19　14:40		40774.6111111111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		70		男		50年 00月		技術員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷		01:打撲傷						1:0～3		0		1:労災適用		青森港外品質監視等補助業務				平成23年8月31日 9時20分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)				84:その他(　)		写真撮影		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		作業面　消波ブロック		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										99:その他										99:その他																										財・港湾空港建設技術サービスセンター				（株）ポルテック																																																																				警察				被災者の不注意による事故		労働基準監督署				無休　特になし														H23-東北-港空部-0901.xlsx		3/6/15 19:08		8/21/23 17:26		2011		8		31		9		20		2011		TRUE		1		29		東北		1		50		0		50.0		26		123		84		2011/8/31　9:20		40786.3888888889

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		観音寺		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		01年 00月		運転手(特殊)		02:頸部		06:骨盤部						06:関節の障害		01:打撲傷						2:4～8		7		1:労災適用		備讃瀬戸航路浚渫土搬出工事		油圧ロープ式クラムシェル(４m3バケット)にて掘削した土砂を旋回して一時仮置し、それをブルドーザ(湿地・20ｔ級)でベルトコンベア付近まで押土・集積する作業を行っている際に発生した事故。<改行>　ブルドーザが押土しきれず一時仮置場所で停滞している時にクラムシェルが旋回し、ブルドーザの運転席の左後部にバケットが接触した。<改行>　診断の結果、頸椎捻挫・腰部打撲により全治７日の見込みであった。		平成23年10月18日 11時20分 頃		陸上		埋立地、埋立		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				06:激突され				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。						クラムシェルの掘削における作業手順書で定められた「ブルドーザからの無線連絡を受けた後、旋回範囲内に重機等が無いことを目視で確認してから旋回を開始する」ことが守られていなかった。<改行>クラムシェルの運転手は、繰り返し作業による慣れから、注意力散漫の状態で操作を行っていた。																																								04:理解度の確認が不十分だった。								元請け等は、作業手順や安全教育を適宜実施していることを書類等で確認できたが、作業員に対してこれらの理解度の確認が不十分であったと考えられる。		20.60%		16.80%		20.60%		16.80%		07:00　朝礼・ＫＹ活動<改行>07:15　始業前点検後、作業開始<改行>11:20頃　被災者運転のブルドーザ(湿地・20ｔ級)が油圧ロープ式クラムシェル(４m3バケット)の旋回範囲内において、仮置された土砂をベルトコンベア付近まで押土・集積する作業を行っていた際、押土しきれず停滞していたところにクラムシェルが旋回し、バケットが運転席の左後部に接触した。<改行>　被災者は外傷がないものの首に痛みを感じたため、二次下請の安全衛生責任者(職長)兼主任技術者に報告して被災者本人の自家用車で所定の病院に向かった。<改行>　※この時点では受注者の監理技術者・一次下請の職長は報告を受けていない。<改行>13:00　一次下請の主任技術者より受注者の監理技術者に事故発生状況・診断結果が報告された。現場作業中止。<改行>13:18　受注者の監理技術者より主任現場監督員に事故の第一報が入る。<改行>13:28　受注者の監理技術者より坂出海保へ事故報告(管轄外である旨の回答)。<改行>13:38　受注者の監理技術者より観音寺労基へ事故報告。<改行>13:50　受注者の監理技術者より観音寺警察へ事故報告。<改行>14:45　観音寺警察の現場検証終了。				＜車両系建設機械の運転手どうしの連絡合図の強化＞<改行>　・合図者を追加配置する。<改行>＜クラムシェルの旋回範囲内での重機作業の安全強化＞<改行>　・クラムシェルの旋回範囲外にブルドーザの進入時一旦停止ラインを設置する。<改行>　・クラムシェルの旋回一旦停止ラインを明示し、その位置でクラムシェルは一旦停止して、旋回範囲内にブルドーザがいないことを確認する。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社		四国支店																		アイエン工業（株）				株式会社安藤工業														H23.11.16(水)口頭注意。一次下請業者［アイエン工業(株)］：口頭注意																																		労働基準監督署		reserved-40842x1F		加害者所属会社［近藤興業(株)，二次下請］に観音寺労働基準監督署労働基準監督官より指導票が元請経由で交付された																				H23-四国-高松-1101.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2011		10		18		11		20		2011		TRUE		6		25		四国		2		1		0		1.0		4		808		74		2011/10/18　11:20		40834.4722222222

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		11年 06月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		平成２３年度名古屋港第２ポートアイランド築堤嵩上及び余水吐設置工事		本工事は、名古屋港第２ポートアイランドにおいて、築堤嵩上を施工し、余水吐を設置する工事である。当日、被災者（１次下請の作業員）は、余水吐工の管理用足場設置に際し、建地丸太と2段目の根がらみ結束のため、足場板2枚を設置し作業していた。当該箇所は盛土部となっており、当該箇所の足場高は約1.3mであったため安全帯等の着用は行っていなかった。同じ足場上から当該箇所結束後、そこから40cm離れた次の箇所（盛土部法肩付近）を結束しようとし、右足を移動させようとしたところ目測を誤り踏み外した。その際、盛土面上へ転落し法肩付近から法面を滑り落ちた際に右手を地面に突き被災した。		平成23年10月20日 13時45分 頃		陸上		埋立地、埋立		25:土工				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）				4:20～30				2:無				11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																A:危険だと思わなかった		1										当該箇所において高所作業という認識がなく安全帯を使用していなかったこと、また今までも同様の作業を行っており作業に対する慣れがあったこと、結束箇所に気を取られていたことによる足下の確認の不備が原因であったものと考えられる。<改行>																																												本工事は、名古屋港第２ポートアイランドにおいて、築堤嵩上を施工し、余水吐を設置する工事である。当日、被災者（１次下請の作業員）は、余水吐工の管理用足場設置に際し、建地丸太と2段目の根がらみ結束のため、足場板2枚を設置し作業していた。当該箇所は盛土部となっており、当該箇所の足場高は約1.3mであったため安全帯等の着用は行っていなかった。同じ足場上から当該箇所結束後、そこから40cm離れた次の箇所（盛土部法肩付近）を結束しようとし、右足を移動させようとしたところ目測を誤り踏み外した。その際、盛土面上へ転落し法肩付近から法面を滑り落ちた際に右手を地面に突き被災した。				・建地丸太の内側及び、余水吐外周にビﾃｨ足場を組立て、高所作業においても作業床を確保する。その際、枠組足場の作業手順書の作成し、作業員末端にまで手順書の周知確認を行ってから作業を行う。<改行>・現場職員も高所作業の認識を再度見直す。作業手順書を周知し遵守する。<改行>・作業中に作業手順の確認を行う。<改行>・今回の事故の反省を踏まえ、省略行為は行わず、常に落ち着いて作業するように指導する。<改行>		海部建設（株）		海部建設株式会社																				五港建設（株）												口頭注意						一次下請の五港建設(株)に対し、口頭注意																																		労働基準監督署		reserved-40837x1F		事故報告と再発防止対策を確認した結果、提出された再発防止対策を実施すれば労基署として工事の再開は構わない。後は発注者と対応して欲しい。																				H23-中部-名古屋-1601.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2011		10		20		13		45		2011		TRUE		1		25		中部		1		11		6		11.5		11		101		17		2011/10/20　13:45		40836.5729166667

		近畿地方整備局		近畿地方整備局港湾空港部		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		21年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折		04:骨折						5:31以上		42		1:労災適用		大阪港夢洲トンネル夢洲側換気所新築工事		被災者を含む作業員2名で台車を使用して運搬作業を開始。<改行>台車に積む荷を前日の半分にして、被災者が後方、相判者が前方の配置にて1回目の運搬を完了した。<改行>2回目の運搬の際に、前方の相伴者が足を滑らせ前のめりになったため、被災者が支えきれず後退、後退する台車側面に廻り込んだ際に転倒したが、止めようと手を掛けたが平場まで引きずられた。転倒した際に、左足脛を打撲した。		平成23年10月20日 15時0分 頃		陸上		その他		25:土工				06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ												2:無				12:作業床等				15:起因物と同じ				02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		03:指示、命令を守らなかった。						前日は３人で台車運搬作業をし、当日も荷を半減し２人での１回目の運搬ががうまくいったので油断し、継続して２回目の台車運搬を行い当該事故となった。スロープの台車作業による危険性を軽視した。																05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								台車を使用する場合の後退防止措置等、万が一のフェールセーフへの配慮が至らなかった。		17:下請け指導が不適切だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。				元請担当者が、後退防止措置を考慮せず、作業者から提案のあったスロープでの台車運搬作業を認め、安全面の指導が不適切だった。								92.00%		被災者を含む作業員2名で台車を使用して運搬作業を開始。<改行>台車に積む荷を前日の半分にして、被災者が後方、相判者が前方の配置にて1回目の運搬を完了した。<改行>2回目の運搬の際に、前方の相伴者が足を滑らせ前のめりになったため、被災者が支えきれず後退、後退する台車側面に廻り込んだ際に転倒したが、止めようと手を掛けたが平場まで引きずられた。転倒した際に、左足脛を打撲した。				○当該作業については、複数作業員を約1.5ｍ間隔で踏桟のある通路部に横並びに配置し、衛生事項の知識向上を実施荷を右から左へ移動させて、リレー式にて運搬する。<改行>新規工種開始前に作業手順書により作業手順の周知会を該当作業員全員で実施スロープ上を荷を持ったまま歩かないようして、移動に伴うつまづき転倒を防止する。<改行><改行>○今後行うスロープを昇降する運搬作業については、作業方法毎に作業方法を監督職員に報告する。		（株）竹中工務店		（株）竹中工務店																																						口頭注意																																																										H23-近畿-港空部-1201.xlsx		3/6/15 18:10		3/6/15 18:10		2011		10		20		15		0		2011		TRUE		2		25		近畿		5		21		0		21.0		12		1199		6		2011/10/20　15:0		40836.625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		10年 00月		機関員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								1:0～3		0				仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁（－１４ｍ）（災害復旧）工事（その２）		深層混合処理船のセンタワイヤーの引付用ワイヤーを揚錨船で吊上げ、係船柱間に設置する作業を行っていた。ワイヤーをロープに結び、岸壁上で作業員数名で引き寄せていたところ、ロープが揚錨船に引っ掛かった様に見えたため、外そうとして開口部側へ移動した際にワイヤロープが振れ、それを避けるために開口部に飛び降り、休業日数０日、全治５５日の右踵骨骨折の負傷を負ったものである。<改行>		平成23年11月1日 9時15分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		15:気持ちがあせっていた。		22:連絡合図が不明瞭だった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。		22:作業場が狭かった。						04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		20:隣接工区との連携に不備があった。				4.90%		4.90%		8.80%		8.80%								りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																				五栄土木株式会社												口頭注意(－5点)																																																																H23-東北-塩釜-1901.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2011		11		1		9		15		2011		TRUE		1		6		東北		1		10		0		10.0		11		199		14		2011/11/1　9:15		40848.3854166667

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		10年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						05:切断								1:0～3		2				相馬港本港地区防波堤（災害復旧）消波ブロック据付工事		起重機船にて消波ブロックを吊り上げ中に、玉掛チェーンが緩んだため、被災者が咄嗟に玉掛チェーンを絞ろうと左手をかけたことから、チェーンに巻き込まれ人差し指を被災したものである。		平成23年12月16日 7時48分 頃		海上		潜水作業		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																														26.00%		26.70%		28.90%		30.50%								東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																								（株）白洋建設																																																																								H23-東北-小名浜-2101.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		2011		12		16		7		48		2011		TRUE		8		18		東北		1		10		0		10.0		21		1399		51		2011/12/16　7:48		40893.325

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		10年 00月		型枠大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						13:その他(　)								1:0～3		0				八戸港八太郎地区防波堤（北）（災害復旧）本体工事（その２）		ケーソン型枠をクレーンで仮置場まで移動し、所定の場所に降ろそうとした際、吊っていた型枠が突風にあおられ、型枠を押さえていた被災者左手が仮置きしていた型枠材に接触し受傷したものである。		平成23年12月23日 8時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		13:ケーソン製作(ドライドッグ)				55:型枠組立・解体				4:雪						3:中風（4～8）		2:0～10								24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																A:危険だと思わなかった		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		17:危険を知らずにやった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																		21:物を置いた場所が悪かった。		22:作業場が狭かった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。						06:施工計画・作業標準が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								48.00%		47.00%		25.00%		25.00%								清水建設株式会社		清水建設株式会社																												小泉建設株式会社																																																																				H23-東北-八戸-2201.xlsx		3/6/15 19:04		3/6/15 19:04		2011		12		23		8		45		2011		TRUE		8		13		東北		1		10		0		10.0		24		1101		55		2011/12/23　8:45		40900.3645833333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		30年 00月		型枠大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		04:骨折						1:0～3		2				久慈港湾口地区防波堤(北堤)(災害復旧)消波工事(その２)		消波ブロック（テトラポッド）の型枠組立中、エンドプレートと本体型枠の人差し指を挟んだ。		平成24年1月6日 14時45分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		型枠		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																																06:施工計画・作業標準が不備だった。										32.10%		33.10%		37.80%		37.80%								(株)岩瀬張建設																																																																																																		H23-東北-釜石-2501.xlsx		3/6/15 18:56		3/6/15 18:56		2012		1		6		14		45		2011		TRUE		8		17		東北		1		30		0		30.0		26		1102		55		2012/1/6　14:45		40914.6145833333

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		岩国飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		62		男		40年 00月				04:胸部								01:打撲傷								1:0～3		0				岩国飛行場用地造成工事(その3)				平成24年1月14日 11時30分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)																				14:物上げ装置				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						ダンプトラックで運搬された大型土のうをバックホウ（移動式クレーン仕様）で積み降ろす作業を行っていた。玉掛作業の補助を行っていた被災者は、ダンプトラック荷台上で、吊荷の地切りの際に振れた吊荷と接触しバランスを崩して転落した。転落の際、うつぶせ状態で地面に接触した。				１）元請職員が作業中の定期巡回中に、作業手順どおりに作業が行われているかを必ず確認する。<改行>２）慣れによるヒューマンエラーを防止するために、午前・午後の終業30分前に、安全意識の向上を目的として、各作業のグループ長による声掛けを実施する。<改行>３）荷台上で玉掛作業が発生する吊作業時は、ダンプトラック（10t積）は使用せず、作業床を確保できる荷台の低いトラックを使用する。<改行>４）合図者は、吊荷の状態（重心）が明確にわかる位置でオペレーターに合図を送る。また、作業従事者は。合図者の指示に必ず従うことを徹底する。<改行>５）作業手順を見直し、再度作業従事者に周知徹底させる。<改行>６）毎朝ＫＹ活動時に作業手順書を作業従事者に再確認させる。<改行>７）元請店社パトロールを強化する。<改行>８）玉掛けを行う際は、３･３･３運動（玉掛け者は荷から３ｍ離れる、地切りして３秒待つ、地切りは３０ｃｍの高さで一旦停止する）の徹底を義務づけると共に、朝礼時の指示徹底と元請職員の巡回で確認を行う。		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社																																																																																																H23-中国-宇部-2801.xlsx		3/6/15 17:54		3/6/15 17:54		2012		1		14		11		30		2011		FALSE		1		29		中国		1		40		0		40.0		14		119		4		2012/1/14　11:30		40922.4791666667

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		01年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		01:打撲傷						1:0～3		3				新若戸道路トンネル設備工事		ケーブルラックでの光ケーブル敷設後、地上に降りる際にバランスを崩して落下し鼻骨骨折と左膝打撲を負った。<改行>被災者は、若松向け光ケーブル敷設作業の中で、送り出し作業が終了したので一度地上に降りた。<改行>ラック上での整線作業でケーブルの余長を確保するため、被災者は再度ラック上へ上がり送り出し作業を行なった。<改行>ケーブル送り出し作業終了後、ケーブルドラム片付けのため地上へ降りる際、橋台天端に移動後、梯子から降りようと屈んだ際に、臀部がケーブラックに接触しバランスを崩した。<改行>バランスを崩したまま橋台天端より地面に落下。<改行>うつ伏せの状態で足、手の順で地面に着地したが、落下時の勢いでヘルメットを地面にぶつけ、そのヘルメットの内側で鼻を打撲した。		平成24年1月16日 11時10分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				09:電気設備				2:曇り						1:微風（～2）										11:足場、通路								01:墜落・転落				0104:墜落：踊り場から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		34:その他の不安全行為があった。								・作業場である監査路から橋台天端面に確実に降りてから安全帯のフックを外すべきところを作業場所である監査路で早期に行ってしまった。																														7:00 新規入場者教育<改行>7:50 全体朝礼<改行>8:10 各社ＫＹ活動<改行>8:30 現場へ移動(現場事務所→若戸トンネル料金事務所)<改行>9:00 作業前段取り作業(ケーブルドラム設置他)<改行>9:30 現地ＫＹ活動<改行>9:45 ケーブル敷設作業開始<改行>11:00 ケーブル延線作業終了<改行>11:05 ケーブル整線作業開始<改行>11:10 事故発生						九電工・荏原・クリマテック・日本無線異工種ＪＶ（日本無線株式会社）		（株）クリマテック				日本無線株式会社				株式会社荏原製作所				株式会社九電工																				・作業前ミーティングで再度安全帯着脱の手順の徹底の教育。<改行>・直接要因でないが昇降がスムーズに行えるよう単管足場を設置。		reserved-40925x1F						・作業前ミーティングで再度安全帯着脱の手順の徹底の教育。<改行>・直接要因でないが昇降がスムーズに行えるよう単管足場を設置。								・作業前ミーティングで再度安全帯着脱の手順の徹底の教育。<改行>・直接要因でないが昇降がスムーズに行えるよう単管足場を設置。								・作業前ミーティングで再度安全帯着脱の手順の徹底の教育。<改行>・直接要因でないが昇降がスムーズに行えるよう単管足場を設置。																																								H23-九州-北九州-2601.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2012		1		16		11		10		2011		TRUE		1		29		九州		1		1		0		1.0		11		104		9		2012/1/16　11:10		40924.4652777778

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		34		男		17年 10月		作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		5		1:労災適用		広島港海岸中央西地区（江波）堤防等（改良）築造工事		不安定な石積み状態で作業行い、かつ下側の被覆石に玉掛け作業を行っていた。<改行>被災者が作業の慣れによる油断、危険予知ができていなかった。また、作業手順どおりの玉掛け作業を実施されていなかった。		平成24年1月25日 9時0分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				41:土砂・石材等の陸上均し				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0402:土砂崩壊：岩石の崩壊・崩落																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										20:不安全に物が置いてあった。																				80.70%		34.10%		45.00%		16.50%		クレーン台船上で、被覆石(300kg)玉掛け作業中に次の被覆石を玉掛けしようとワイヤーを通していたところ、重なっていた石材に手を掛けた際、石材が斜めに滑ってきて被災者の小指を石と石の間に挟んだ。				１）予め被覆石を平坦に平積み（１段）した上での玉掛作業を徹底する。<改行>２）玉掛け作業には、玉掛け用補助金具の使用を徹底し、手足が挟まれないようにする。<改行>３）当該工種の危険予知、作業手順について再周知会を開催し再発防止を図る。<改行>４）その他工種についても作業手順書の徹底として、現在作業中の作業員を対象とした特別安全講習会を実施するとともに、安全責任者が作業手順どおり施工されているかチェックリストで日々確認する。<改行>５）現在実施中の安全パトロール（１回／月）に加え、週１回特別安全パトロールを実施する。		奥村組土木興業株式会社		奥村組土木興業株式会社																																																																																																H23-中国-広島-2901.xlsx		3/6/15 17:57		3/6/15 17:57		2012		1		25		9		0		2011		TRUE		8		8		中国		2		17		10		17.8		24		402		41		2012/1/25　9:0		40933.375

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		撫養海岸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		29		男		10年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		撫養港桑島瀬戸地区水門改良工事		仮設鋼矢板圧入箇所について、大口径ボーリングマシンによる障害物撤去（置換工）が前日に完了したので、当該機材の解体・場外搬出を開始した当日に発生した工事関係者の負傷事故。<改行>解体したボーリングロッド４本（３ｍ/本，約100kg/本）を玉掛け用ワイヤーロープ２本で25ｔ吊ラフテレーンクレーンにより吊り上げ、４ｔ積クレーン付きトラックの荷台に巻下げて着床した際に吊荷が崩れ、被災者の左手が挟まれた。<改行>		平成24年2月1日 8時38分 頃		陸上		その他		06:地盤改良				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。								当日の朝の安全衛生ミーティングにおいて職長（安全衛生責任者）より「搬出時、荷崩れしないように固縛すること」との安全作業指示があったにも関わらず、被災者（玉掛作業者）はボーリングロッド４本を固縛せず、玉掛け用ワイヤロープによる「２本２点　目通しつり」のみによる玉掛作業を行った。												99:その他								被災者が所属する１次下請会社の職長（安全衛生責任者）は、事故当日朝の安全衛生ミーティングで「搬出時、荷崩れしないように固縛すること」との安全作業指示をしたにも関わらず、被災者が玉掛作業をした後、指示事項の確認を失念したまま合図者として現場で吊り上げ作業を指揮していたことは、安全確認が不十分であったと考えられる。		36.00%		34.00%		100.00%		99.00%		仮設鋼矢板圧入箇所について、大口径ボーリングマシンによる障害物撤去（置換工）が前日に完了したので、当該機材の解体・場外搬出を開始した当日に発生した工事関係者の負傷事故。<改行>解体したボーリングロッド４本（３ｍ/本，約100kg/本）を玉掛け用ワイヤーロープ２本で25ｔ吊ラフテレーンクレーンにより吊り上げ、４ｔ積クレーン付きトラックの荷台に巻下げて着床した際に吊荷が崩れ、被災者の左手が挟まれた。<改行>				①玉掛作業時、特に資材の搬入・搬出時の吊下ろし作業時に荷がずれると予想される場合は番線による固縛を行う。<改行>②作業手順書、重機計画書、注意喚起（指詰、挟まれ）を現場内に掲示し、視覚による意識高揚を図る。<改行>③作業手順の再教育を行うとともに、朝礼・危険予知訓練（ＫＹ活動）にて玉掛作業時の危険要因対策について周知を徹底する。<改行>④作業手順書、重機計画書の遵守状況を統括安全衛生責任者（作業所長）が現場で確認し、工事安全日誌に記録する。		タチバナ工業(株)		タチバナ工業（株）																				藤崎建設（株）																		口頭注意<改行>※藤崎建設(株)も同様に口頭注意																																																										H23-四国-小松島-1401.xlsx		3/6/15 17:50		3/6/15 17:50		2012		2		1		8		38		2011		TRUE		8		6		四国		1		10		0		10.0		23		1102		4		2012/2/1　8:38		40940.3597222222

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		01年 01月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		54				相馬港本港地区防波堤（災害復旧）消波工事		消波ブロック型枠ボルトをラチェットにて締付作業中、ラチェットがボルトから外れ、その反動でバランスを崩し、意識的に飛び降りた際、左足踵を被災した。		平成24年2月8日 14時25分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						21:手工具、用具				01:地面				01:墜落・転落				0113:墜落：型枠、型枠支保工から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。								99:その他								安全帯未使用		04:理解度の確認が不十分だった。										82.00%		78.00%		83.00%		79.00%								庄司建設工業株式会社		庄司建設工業株式会社																																																																																																H23-東北-小名浜-2301.xlsx		3/6/15 18:43		3/6/15 18:43		2012		2		8		14		25		2011		TRUE		1		17		東北		5		1		1		1.1		21		113		55		2012/2/8　14:25		40947.6006944444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		20年 00月		塗装工		02:頸部								04:骨折								5:31以上		31				久慈港みずなぎ修理工事		船舶修理中の足場から転落		平成24年2月16日 9時45分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)																																																																																																														(有)岩手造船所																																																																																																		H23-東北-釜石-2401.xlsx		3/6/15 18:56		3/6/15 18:56		2012		2		16		9		45		2011		TRUE		ERROR:#VALUE!		29		東北		5		20		0		20.0		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		84		2012/2/16　9:45		40955.40625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		01年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								03:刺傷								1:0～3		3		1:労災適用		石巻港雲雀野地区岸壁（－１３ｍ）（災害復旧）工事		車止めコンクリート破砕中、被災者がコンクリートブレーカーにて自分の右足を貫いて被災した。		平成24年3月29日 11時40分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		車止め撤去		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				15:起因物と同じ				06:激突され				1203:工具等取り扱い：コンクリートブレーカー等																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。								23:作業場の整理が悪かった。		03:機械・器具に欠陥があった。						使用したコンクリートブレーカーが20kg 級のものであり、重く扱いにくかった		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。								5.00%		1.80%		100.00%		99.90%		8:00 安全朝礼(ラジオ体操・安全朝礼・危険予知活動)<改行>8:35 車止めブロックはつり作業開始<改行>10:00 現場休憩所にて休憩<改行>10:30 車止めブロックはつり作業再開<改行>11:40 事故発生　被災者が車止めブロックはつり作業中、ブレーカーで右足に被災<改行>11:41 被災者本人が被災した旨を職長へ直接連絡<改行>11:42 職長(１次下請)が現場管理をしていた当社工事担当者へ事故の報告<改行>11:44 当社現場担当者から現場代理人・監理技術者に事故の連絡<改行>12:05 現場代理人が石巻労働基準監督署へ連絡<改行>12:15 石巻赤十字病院へ到着(当社職員付添)<改行>13:00～15:20 15:50～16:30 原因と再発防止会議(全作業員参加)<改行>15:50 被災者の治療完了				・習熟者又は振動工具取扱作業従事者の指導のもと作業を行う。<改行>・作業を細分化し、作業細分化ごとに危険予知活動を行う。<改行>・人力によるはつり作業時は、その都度コンクリート殻の撤去を行い、足場を常に片付けるようにする。<改行>・使用したコンクリートブレーカーが20kg 級のものであり、重く扱いにくいので、軽量工具(ピッグ・チッパー)を使用する。<改行>・新規入場者教育及び、安全教育訓練において、当社職員が安全基礎心得の教育･指導をさらに押し進め、その実行確認をする。		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社																																																																																																H23-東北-塩釜-2701.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2012		3		29		11		40		2011		TRUE		6		29		東北		1		1		0		1.0		20		1203		84		2012/3/29　11:40		40997.4861111111

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		10年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		2		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区外港地区沖防波堤（災害復旧）上部外工事（その２）		消波ブロック（３２ｔ型）の転置作業中、サスペンダーを取り外すためクレーンにより吊り上げたところ、サスペンダーの閉塞部に右手指を挟み、骨折したものである。		平成24年4月6日 9時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		テトラポッド専用吊り具		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						01:設計構造が悪かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。								12.00%		8.60%		20.00%		19.00%						・安全教育訓練を再度行い、指さし認識させる。<改行>・製品への接触部分を養生し吊り金具の取り外しの際作業員は待避行動をとる。<改行>・新規入場者教育、安全教育訓練においての指導内容が理解しているかその行動を当現場職員が確認する。		東華建設（株）		東華建設株式会社																																						不問																																																										H24-東北-塩釜-1401.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2012		4		6		9		0		2012		TRUE		8		18		東北		1		10		0		10.0		26		1101		51		2012/4/6　9:0		41005.375

		東北地方整備局		仙台港湾空港技術調査事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		19年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		波浪観測施設復旧工事		起重機船の給油作業終了後、揚錨船を起重機船に係留する際、風にあおられ係留ロープが緊張しロープとピットに右手が挟まれ受傷したもの。		平成24年4月9日 15時10分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)		波浪観測装置復旧		02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		4:強風（8～15）		2:0～10		4:500～1、000		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										99:その他										17:下請け指導が不適切だった。																		14:55　起重機船の給油作業が終了し、起重機船の着岸を横着岸から縦着岸に移動。<改行>15:10　揚錨船を本船に係留の際、揚錨船係留ビットと係留ロープの間に右手人差し指から小指を挟まれた。				・補助ロープを取り付ける。<改行>・風速計又は吹き流しを設置し、作業員が確認出来るようにする。<改行>・手順を定め周知する。<改行>・手順遵守の注意喚起を促す掲示板を貼る。<改行>・整理整頓に努め作業環境を整えるように指導する。		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						不問																																																										H24-東北-技調-2201.xlsx		3/6/15 18:47		8/22/23 9:55		2012		4		9		15		10		2012		TRUE		8		29		東北		1		19		0		19.0		21		1104		2		2012/4/9　15:10		41008.6319444444

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		05年 07月		鉄筋工		05:腹部								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎地区防波堤（北）（災害復旧）本体工事（その４）		陸上ケーソン製作で２ロット目の鉄筋組立前のマーキングを行っていたところ、内足場から開口部に足を踏み外し、隔壁鉄筋へ倒れ右脇腹を打撲した。		平成24年5月13日 14時20分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		13:ケーソン製作(ドライドッグ)				02:作業準備				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								24:材料等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった		27:不安全な場所へのった。																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						20.00%		20.00%		25.00%		25.00%		7:50　朝礼広場にてラジオ体操・朝礼を行った後、KY活動を実施。<改行>14:20　内足場隔壁側端部を移動した際、内足場隔壁側端部において、足を踏み外し隔壁鉄筋に接触し受傷した<改行>				再発防止検討会の開催及び全作業員に対して再発防止安全教育を実施。また、再発防止対策として内足場の改善を行う。		清水建設株式会社		清水建設株式会社																																						不問																																																										H24-東北-八戸-2301.xlsx		3/6/15 19:04		3/6/15 19:04		2012		5		13		14		20		2012		TRUE		1		13		東北		1		5		7		5.6		24		101		2		2012/5/13　14:20		41042.5972222222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		52		男				運転手（一般）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		3		3:労災非適（その他）		仙台空港アクセス鉄道（災害復旧）地盤改良外工事		東日本大震災により被災した仙台空港アクセス鉄道トンネル部の地盤改良工、土工、仮設工、目地工、補修工、排水工、付属工、調査工を行うものである。		平成24年5月16日 9時30分 頃		陸上		仙台空港内		29:その他(　)		排水工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ																14:物上げ装置				15:起因物と同じ				02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																																																								9:10 セメント搬入。<改行>9:25 クレーン付トラックを荷下ろし場所に配置し作業開始。<改行>9:30 荷降ろし中にクレーン付トラックが転倒。（事故発生）		資材業者により、排水工工事に使用するセメント１．５ｔをクレーン付トラックにて搬入、弊社職員が荷下ろし場所を指示し、運転手がクレーン付トラックを荷下ろし場所付近に停車させた。運転手が玉掛けを行い、リモコンでクレーンを操作し、パレットに積んだセメントを荷下ろししていたところ、クレーン付トラックがバランスを失い転倒した。また、運転手が倒れてきたクレーンのブームと接触し、左肩を負傷した。		資材搬入業者であっても、弊社職員により作業内容、作業方法、作業位置、地盤の固さ、使用機械の能力を確認するとともに、作業中は監視者を配置し、アウトリガーの張り出し不足などの危険作業がないか確認する。未登録業者が資機材を運搬してきた場合は、場外にて登録車両に積み替え搬入する。<改行>　また、目地工および排水工を施工している作業員全員にも周知し、安全作業に努める。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																						文書注意																																																										H24-東北-塩釜-3501.xlsx		3/6/15 18:48		9/6/17 11:42		2012		5		16		9		30		2012		FALSE		2		29		東北		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		14		603		4		2012/5/16　9:30		41045.3958333333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		営繕工事		63		男		40年 00月		大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		1		1:労災適用		釜石港湾事務所庁舎復旧工事		機械室内で発電機鉄骨架台基礎の型枠を加工中、右手に持っていたハンマーで釘を打つ作業において、誤って釘を押さえていた左手母指をたたき、被災。		平成24年5月28日 16時15分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)				55:型枠組立・解体				3:雨								3:10～20								21:手工具、用具				10:用具等				23:その他(　)		打撃ミス		1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった																																														①ヒューマンエラー防止のため、今回の事故事例を教育・訓練により繰り返し他の作業員に伝達する。②朝礼時及びＫＹミーティングにおいて、手元・足元に十分注意して作業するよう繰り返し啓蒙活動を行う。③ヒューマンエラー発生の可能性が高い時刻（作業開始時、昼食前、作業終了前）に現場代理人及び本社の安全担当者等による現場巡視を行う。④安全巡視の際は、各作業員の様子を把握し、個別に声をかける事により安全意識の継続を図る。⑤長時間の連続作業は注意力が散漫になるので適宜休憩を設け、日陰での水分の補給等を多くして作業に集中できるようにする。⑥作業場所は常に整理整頓し、作業に集中できる環境を整備する。⑦月２回実施している社内パトロールでは、作業員個々の作業状況、健康状態及び集中の度合い等にも注視してヒューマンエラー防止に努める。⑧校時作業員同士で報告・連絡・相談を密にして常に情報共有を図ることで、作業員個々の独自判断を極力無くし、各種連絡の遅延防止に努める。		株式会社山元		株式会社山元																																						措置無し																																																										H24-東北-釜石-3601.xlsx		3/6/15 18:56		8/21/23 17:10		2012		5		28		16		15		2012		TRUE		23		29		東北		1		40		0		40.0		21		1299		55		2012/5/28　16:15		41057.6770833333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		03年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		小名浜港東港地区臨港道路東港部地盤改良工事		バックホウフックから大型土のうのロープを外す際にロープが外れなかったため、被災者がバケットを下げるように合図を出そうと手を出したがオペレーターが完了の合図と勘違いしバケットを上げてしまった。その時にバックホウのフックと大型土のうのロープの間に指がかかってしまい挟まれ被災した。		平成24年6月4日 9時10分 頃		陸上		埋立地、埋立		29:その他(　)		仮設工		84:その他(　)		大型土のう設置		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		A:危険だと思わなかった														A:危険だと思わなかった																																																20.00%		18.00%		80.00%		75.00%						・保護具（手袋等）の着用確認を徹底する。・作業員がお互いに保護具を確認する。・合図は必ず吊荷から離れた位置で合図する。・オペレーターの死角に入らない。・合図方法を再確認する。・オペレーターは吊荷の付近で合図を出されても動かさない。・吊荷からの退避が不十分な時は離れるように指示する。・吊フックに１ｍ程度の吊ワイヤーを付けて、そのワイヤーに玉掛けする・・緊急作業時においても詳細な打合せを実施し、現場条件にあった人員・機械設備等を適正に配置する。・作業スペースを十分確保し作業する。・土のう設置はラフテレーンクレーンを使用する。・パトロールを２回/月以上実施する。・災害報告を社内に水平展開し、再発防止を図る。		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-小名浜-3701.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2012		6		4		9		10		2012		TRUE		8		29		東北		1		3		0		3.0		23		1102		84		2012/6/4　9:10		41064.3819444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		40年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						左膝内側福靱帯損傷		1:0～3		0		1:労災適用		久慈港湾口地区防波堤仮置ケーソン撤去外工事		後片付け工の単管パイプの固縛作業において、付近に積んでいた型枠用シャタリングの枕木に接触したためシャタリングが崩れ落ち左膝を挟まれた。		平成24年6月19日 9時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0302:倒壊：型枠支保工等																A:危険だと思わなかった				30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																								20:不安全に物が置いてあった。		21:物を置いた場所が悪かった。								17:下請け指導が不適切だった。										95.00%		95.00%		90.00%		90.00%						①各作業前に点検し危険要因を確認・排除してから作業を開始する。②現災再発防止会議で定めた場に則した作業手順を工事再開時に作業員に周知させ、監督職員が確認する。③資材の整理方法の詳細まで確立しこれを遵守させる。④整理整頓、作業環境の整理を徹底する。⑤工事終了までのモチベーションアップを図る。		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						文書注意																																																										H24-東北-釜石-4001.xlsx		3/6/15 18:56		3/6/15 18:56		2012		6		19		9		30		2012		TRUE		5		12		東北		1		40		0		40.0		22		302		55		2012/6/19　9:30		41079.3958333333

		近畿地方整備局		神戸港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		11年 08月		鳶工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		42				船舶（海面清掃兼油回収船）建造		右舷ドラフトマーク取付用２段枠組足場の架設中に、２段目部分に防網を展張するため、一段目足場上に防網を仮置きし、枠組足場に架設してある直立梯子を約1.8ﾒｰﾄﾙ登った所で、仮置きしていた防網を左手で掴み、２段目足場上に揚げようとした時に、直立梯子のステップを掴んでいた右手が滑り、地面に墜落した時、足から地面に落ち両足踵を骨折した。		平成24年7月4日 10時30分 頃		陸上		海洋船台		29:その他(　)		船舶建造		17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								22:仮設物・建造物等				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。		99:その他		二人作業での枠組足場組み立て時に、防網を２段目に揚げておくべきだった		04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										81.00%		80.00%		100.00%		90.00%		右舷ドラフトマーク取付用２段枠組足場の架設中に、２段目部分に防網を展張するため、一段目足場上に防網を仮置きし、枠組足場に架設してある直立梯子を約1.8ﾒｰﾄﾙ登った所で、仮置きしていた防網を左手で掴み、２段目足場上に揚げようとした時に、直立梯子のステップを掴んでいた右手が滑り、地面に墜落した時、足から地面に落ち両足踵を骨折した。				①１次下請会社への元請社内基準の再教育と周知の徹底を１回/月に実施する。<改行>②足場職への墜落・転落のリスク再教育を1回/月に実施する。<改行>③荷揚げ降ろし用ロープの設置を１次下請け足場設置責任者に確認させ、元請に報告させる。<改行>④昇降装置の傾斜階段化（設置可能な範囲において）を徹底させる。<改行>⑤危険予知学習を１回／月実施する。<改行>⑥１次下請による作業手順書の作成及び学習・教育の実施を指導を徹底させる。<改行>⑦建造主任、安全衛生Ｇ課長の巡回回数の頻度を1回／日から2回／日へ上げる。<改行>⑧１人作業をさせないように、朝礼等で請負者への指導を徹底する。		(株)アイ・エイチ・アイ・アムテック																																																																																																		H24-近畿-技調-6905.xlsx		3/6/15 18:03		3/6/15 18:03		2012		7		4		10		30		2012		TRUE		1		29		近畿		5		11		8		11.7		22		101		17		2012/7/4　10:30		41094.4375

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		73		男		10年 00月		甲板員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部						04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		石巻港雲雀野地区防波堤(南)(災害復旧)上部外工事(その2)		消波ブロック（２５t型）据付作業中、船倉に玉掛ワイヤーを戻そうとした時、船の動揺で玉掛ワイヤーフックが揺れたため、船倉内側にあて、揺れを止めようとしたが船倉内を通過した。その時、２本のうち１本の玉掛ワイヤーフックが係船ワイヤーに引っ掛かり、吊り上げられた係船ワイヤーとともに付近にいた被災者を持ち上げ４ｍ下の船倉に転落		平成24年7月9日 12時0分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				02:甲板				01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		21:連絡合図がなかった。						A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																								04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						59.00%		52.00%		53.00%		29.00%						①据付作業における作業従事者（クレーンオペレータ、合図斜等）による作業手順確認及び安全確認方法の再確認及び徹底化を指導。②全作業員参加による作業計画書の作成及び危険箇所の再確認を元請が責任を持って実施するよう指導。③各作業において、再度、安全訓練教育を実施するよう指導。④作業開始前に作業従事者全員による作業手順書及び作業計画書による確認を行うよう指導するとともに、その作業が、確認したとおりの作業手順書及び作業計画書により行われているかを管理責任者（現場代理人、監理技術者）が確認するよう指導。⑤元請・下請による更にきめ細やかな店社パトロールの強化を求め、危険箇所の再確認及び安全標識等の明示を行うとともに、作業従事者全員に周知・徹底するよう指導。		津田海運（株）		津田海運（株）																																						文書注意																																																										H24-東北-塩釜-4101.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2012		7		9		12		0		2012		TRUE		1		19		東北		5		10		0		10.0		14		122		84		2012/7/9　12:0		41099.5

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男				とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						02:創傷								1:0～3		0				四日市港霞ヶ浦北埠頭地区道路（霞４号幹線）橋梁（Ｐ１２）下部工事		被災者は、橋梁Ｐ下部築造に伴う仮設桟橋設置における溝形鋼の翌日の準備に従事していた。溝形鋼を資材置場から移動させるための玉掛け作業を手伝おうと、縦置きしてある２本の溝形鋼の間を小走りで立ち入った際に右足を間に入れ、左足で跨ごうとしたところ手前の溝形鋼に接触した際に右足を挟まれ被災した。		平成24年7月17日 16時20分 頃		海上		仮設桟橋上		29:その他(　)		仮設工		02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）				5:1、000以上						27:起因物なし				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。								被災者が玉掛け作業を手伝おうと足下をよく見ないで溝形鋼を小走りに跨ぎ、溝形鋼を足で倒し、倒れた際に手で前方の溝形鋼を倒し右足が挟まれたこと。		99:その他								溝形鋼を従来とは異なる不安定な縦置きで仮置きしていたこと。										玉掛け作業について下請職長が元請職員と作業手順の打合せを行わず、作業を実施したこと。														・「あわてず」「あせらず」「確実に」の遵守。<改行>・省略行動、近道行為の禁止。<改行>・鋼材の縦置きでの仮置きの禁止。<改行>・桁受材仮置き時のバタ角材を10cmから15cmに変更し、玉掛け作業がより容易にできるように一層の改善。<改行>・資材置場の明示。<改行>・作業内容の変更時には全員で作業手順の再確認の徹底。		みらい建設工業株式会社																																																																																																		H24-中部-四日市-1301.xlsx		3/6/15 18:10		3/6/15 18:10		2012		7		17		16		20		2012		TRUE		8		29		中部		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		27		1399		2		2012/7/17　16:20		41107.6805555556

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島小松島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		08年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		徳島小松島港沖洲（外）地区航路・泊地（－８．５ｍ）等浚渫工事		今回の工事関係者事故(負傷)は、当日の揚土作業(管中混合処理作業)が終了し、固化材供給船に搭載のミキサータンク(セメントミルク混合設備)の自動洗浄後の確認作業時に発生したものであり、被災者が鋼製扉を開ける際、左手で支えていた鋼製のかんぬき(10kg弱の重量)が滑り落ち、かんぬき受け兼取手に落下して被災者の右手の小指が挟まれ負傷したものである。		平成24年7月19日 18時50分 頃		海上		FD、作業船上		06:地盤改良				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。																												49.00%		45.10%		66.00%		41.50%		H24.07.19<改行>18:15　空気圧送作業終了<改行>18:20　排砂管および固化材供給船ミキサータンク等清掃開始<改行>18:45　ミキサータンク清掃完了<改行>18:50　ミキサータンク清掃完了後の点検のために点検扉を開ける際に被災<改行>18:55　被災者が単独で病院に行き治療を受ける。治療後は宿泊先のホテルに直接帰る<改行>H24.07.20<改行>07:15　朝礼、作業内容説明、危険予知訓練の実施<改行>08:50　被災者が不明なので、職長が被災者に電話確認<改行>08:55　職長より現場代理人に電話連絡<改行>09:02　監理技術者より主任現場監督員に電話連絡				(1)かんぬきを解除する際の上げ下げ用に棒状の取手を新たに追加設置する(2)鋼製扉に既存のかんぬき受け兼開閉用取手を改良し、解除した際の受台としての機能をもたせるようにする。(3)鋼製扉に既存のかんぬき受け兼開閉用取手を改良する際、開閉時の取手機能は別に新設する。(4)かんぬき受けを改良する際は、かんぬき受けとかんぬきの水平方向の隙間を狭め、指が入らないようにする。(5)かんぬきが作業員の目線より高い位置にあるため、高さ32cmの移動式踏台を新たに配置し、作業員の目線以下で作業できるようにする。なお、当該扉は4箇所有り、4箇所とも再発防止対策を実施。		五洋・不動テトラ・本間ＪＶ		五洋建設株式会社				株式会社不動テトラ				株式会社本間組																																																																																								H24-四国-小松島-0501.xlsx		3/6/15 17:50		3/6/15 17:50		2012		7		19		18		50		2012		TRUE		4		6		四国		1		8		0		8.0		8		299		3		2012/7/19　18:50		41109.7847222222

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		05年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		60				鹿児島港(新港区)岸壁(-9m)(改良)(耐震)ケーソン製作工事		ケーソン製作のためクリップをハンマーでたたいて型枠に取り付ける作業をしていた際、ハンマーで<改行>自己の左手示指を過ってたたいた。		平成24年7月24日 14時0分 頃		陸上				11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体																				21:手工具、用具				10:用具等				19:動作の反動・無理な動作				1299:工具等取り扱い：その他																																																																								7月24日 8:00 朝礼、ＫＹミーティング、個人健康チェック<改行>10:00 本社安全パトロール、安全巡視<改行>14:00 事故発生<改行>15:00 安全巡視<改行>17:00 個人健康チェック<改行>7月26日 被災者は、労基署へ電話し、現場において自分で怪我しても労災になると教えられ、病院を受診し、左手示指末指骨骨折と診断された。		ハンマーで自己の左手示指を過ってたたく行為自体は、作業員（被災者）のヒューマンエラーである。						（株）森山（清）組																				株式会社 長野組																																																																												H24-九州-鹿児島-0301.xlsx		6/15/15 13:33		9/6/17 18:01		2012		7		24		14		0		2012		TRUE		19		11		九州		5		5		0		5.0		21		1299		55		2012/7/24　14:0		41114.5833333333

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		宇部		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		14年 02月				07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						右手小指		04:骨折						末節開放骨折		1:0～3		0		1:労災適用		宇部港本港地区泊地(-13m)浚渫工事		揚土作業完了後、空気圧送船の機関室内で助勢ポンプ部材の損耗が激しいため部材（インぺラスリーブ）の交換作業を５名で行っていた。傷んだインペラスリーブの引抜き完了後、新たなインペラスリーブを押込む作業中に反対側に居た被災者に気づかず押し込んだ為、被災者の右手小指が挟まれた。		平成24年7月26日 19時30分 頃		海上		空気圧送船内		29:その他(　)		揚土		03:装備機械器具等の点検・整備		助勢ポンプ部材取替																		02:動力電動機				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																																																06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。																揚土作業完了後、空気圧送船の機関室内で助勢ポンプ部材の損耗が激しいため部材（インぺラスリーブ）の交換作業を５名で行っていた。傷んだインペラスリーブの引抜き完了後、新たなインペラスリーブを押込む作業中に反対側に居た被災者に気づかず押し込んだ為、被災者の右手小指が挟まれた。						若築・関門港湾特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				関門港湾建設（株）																大新土木（株）				大旺新洋株式会社								なし								なし																																																								H24-中国-宇部-3101.xlsx		3/6/15 17:54		3/6/15 17:54		2012		7		26		19		30		2012		TRUE		8		29		中国		1		14		2		14.2		2		809		3		2012/7/26　19:30		41116.8125

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		16年 07月		担当技術者		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						アキレス腱断裂		3:9～15		14		1:労災適用		稚内管内国有港湾施設維持管理計画策定業務		国有港湾施設維持管理計画の作成に必要な現地調査を実施する業務であり、負傷者は北防波堤ドーム天端面の目視調査を行うための、担当技術者であった。担当作業は現地総括及び作業指示で、当日は調査員2名とともに点検調査を行っていた。<改行>当日の作業が終了し、3名は後片付けを開始した。負傷者は、使用していた親綱を取り外そうと、梁に左足を掛けた際に、左足アキレス腱を断裂したものである。		平成24年7月31日 5時20分 頃		陸上		稚内港北防波堤ドーム上		29:その他(　)		現地調査		84:その他(　)		現地目視調査		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)				1399:その他：その他																																		13:油断、軽視した。																														17.00%		16.00%		40.00%		40.00%		8:00～8:10 当日の作業内容の確認、危険作業、危険箇所等の打合せ（ＫＹ）、準備体操（各自）<改行>8:10～10:00 準備完了次第、点検作業<改行>10:00～10:15 休憩<改行>10:15～12:00 点検作業<改行>12:00～13:00 昼休み<改行>13:00～15:00 点検作業<改行>15:00～15:15 休憩<改行>15:00～17:15 点検作業<改行>17:15～ 片付け（親綱撤去）<改行>17:20 親綱撤去時に事故発生<改行>				気温など環境変化に対して対応すべき事項を「安全対策」盛り込み、全員に周知徹底する。<改行>・自身の体力や筋力を過信することなく余裕を持って作業を行う。・静止した状態が長く続いた後は屈伸運動をするなどして体を良くほぐし、暖める。		日本データーサービス(株)																																																																																																		H24-北開局-稚内-0601.xlsx		3/6/15 17:19		3/6/15 17:19		2012		7		31		5		20		2012		TRUE		23		29		北海		3		16		7		16.6		27		1399		84		2012/7/31　5:20		41121.2222222222

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		18年 00月		鉄筋工		10:その他(　)						熱中症		13:その他(　)						熱中症		1:0～3		1		1:労災適用		金沢港（大野地区）防波堤（西）本体工事（その２）		被災者は、当日ケーソン５層目の鉄筋組立作業を終業まで行っており、作業完了後に体調不良を申し出たため、<改行>病院にて診察を受け、熱中症と診断されたものである。（気温32.5℃、WBGT値31.5℃）		平成24年8月1日 17時10分 頃		陸上		その他		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		高温・多湿		16:その他の加害物(　)		暑熱環境下		23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																																1												99:その他								高温・多湿												71.70%		71.80%		90.00%		90.00%		8/1<改行>7:45～17:00　ＦＤ上の足場で５層目の鉄筋組立作業<改行>17:13　帰宅準備中に気分が悪くなった本人から体調不良の申し出有り。<改行>17:30　病院着。<改行>18:30　診断結果は熱中症の疑いありとのことで、大事をとって入院。<改行>8/2<改行>再検査を受け、入院継続。<改行>8/3<改行>診断後、退院し、職場復帰。				・職員並びに職長は、作業員へ積極的な声掛けを実施し、体調不良の早期発見に努める。<改行>・作業員間でもお互いに声掛けの実施を図るよう指示・指導する<改行>・「職員並びに職長に報告しやすい」環境形成に努める。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																				（株）得能組												措置無し																																																																H24-北陸-金沢-1001.xlsx		3/6/15 18:20		3/6/15 18:20		2012		8		1		17		10		2012		TRUE		23		12		北陸		1		18		0		18.0		26		1399		54		2012/8/1　17:10		41122.7152777778

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		03年 04月		職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）ケーソン撤去工事（その４）				平成24年8月19日 17時44分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		シャックル		16:その他の加害物(　)		ワイヤーロープ		09:切れ、こすれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				17:危険を知らずにやった。										02:機械・器具の材料に欠陥があった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																		9.00%		5.00%						7：30 朝礼・体操・ﾐｰﾁｨﾝｸﾞ<改行>9：00 回航（大船渡港→釜石港）<改行>15：00 釜石港入港<改行>17：30 曳航ﾜｲﾔｰ巻上げ作業開始<改行>17：44 泊地係留後片付け作業中、曳航ﾜｲﾔｰをｳｨﾝﾁで巻上げている台付ﾜｲﾔｰのｼｬｯｸﾙがはずれ、巻上げ作業を横で見ていた被災者が曳航ﾜｲﾔｰが海中に落ちないよう、とっさに素手で掴み素線で右手のひらを切創した。				・作業手順書を遵守する。<改行>・資機材を整理し、まとめて置くようにする。<改行>・手足の位置を確認し、声を掛け合って作業する。<改行>・型枠の移動仮置作業は、クレーンを使用して行う。<改行>・危険要因を予知して、○○するかもしれないと考えながら作業する。		東洋建設・株木建設ＪＶ		東洋建設株式会社				株木建設株式会社																																		口頭注意								口頭注意																																																		H24-東北-港空部-4801.xlsx		3/6/15 19:08		8/21/23 17:35		2012		8		19		17		44		2012		TRUE		9		5		東北		1		3		4		3.3		26		1104		2		2012/8/19　17:44		41140.7388888889

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		40		男		18年 00月		清掃員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						01:打撲傷		04:骨折						4:16～30		29		1:労災適用		新千歳空港幹線ダクト建設工事		　施工箇所は供用中の空港施設内であることから、定期便終了後の23:00より入場して作業を開始したが、現地は深夜便が通行する箇所であることから、24:10に作業を一時中止し、機材とともにＡ滑走路側に待避した。その後1:35にCABより作業許可がでたため、中断した施工箇所へ戻って機材の再配管を行った。1:42に機材の準備が整ったため、被災者が各機材担当者へ準備状況を確認後、手元のスピンジェットのスイッチを入れた。入れると同時に、スピンジェットと超高圧水発生装置を接続する超高圧ホースの接続部が外れて、超高圧ホースと外れ止めワイヤーが跳ね上がり被災者の顔面にあたり被災した。		平成24年8月21日 1時42分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1299:工具等取り扱い：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		16:勘違い判断をした。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		09:準備段取り点検、確認を怠った。																										48.00%		50.00%		48.00%		48.00%		　施工箇所は供用中の空港施設内である。<改行>23:00　定期便終了後に入場して作業を開始。<改行>24:10　深夜便により、作業を一時中止し、機材とともにＡ滑走路側に待避した。<改行>1:35　 CABより作業許可がでたため、中断した施工箇所へ戻って機材の再配管を行った。1:42   機材の準備が整ったため、被災者が各機材担当者へ準備状況を確認後、手元のスピンジェットのスイッチを入れた。入れると同時に、スピンジェットと超高圧水発生装置を接続する超高圧ホースの接続部が外れて、超高圧ホースと外れ止めワイヤーが跳ね上がり被災者の顔面にあたり被災した。				　超高圧ホースの接続部は、正しいロック作業を行えば外れる事はない。そこで、ロック作業を行った事が確認できるようロックに必要な回転部分に目印を設けるとともに、接続終了後にテーピングを行う作業手順を追加して作業員による確認行為を実施する。さらに職長が接続状況を確認してから作業を開始することとし、担当作業員及び職長がそれぞれリストを用いてチェックする。一方、万が一接続部が外れた場合でも外れ止めワイヤーを1本から2本へ増設するとともに、新たに設置するクランプにより超高圧ホースが操作者の方へ跳ね上がる事を防止する。これらの対応策について、事前に作業対象者全てに周知して講習修了書を持たせ、作業日にはこの資格を確認するとともに、始業時打ち合わせにおいては、安全な作業手順について漏れがないか元請けが確認することとする。		新昌・東洋ＪＶ		新昌建設株式会社				東洋建設（株）																																																																																												H24-北開局-千歳-1601.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2012		8		21		1		42		2012		FALSE		4		29		北海		4		18		0		18.0		9		1299		84		2012/8/21　1:42		41142.0708333333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		15年 00月		推進工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁（－９ｍ）（災害復旧）改良外工事		推進工の準備作業中、推進機のベース鋼材（約７０kg）を推進機設置場所に設置するため、Ｈ鋼クランプを使用して、設置場所が斜めの状態なので、べース鋼材を斜めにして吊り上げ、地切りのあと、被災者が声をかけられて少し目を離したときに、Ｈ鋼クランプが滑りベース鋼材が地面に接触した衝撃でＨ鋼クランプが外れ、ベース鋼材が被災者の右足甲に落下して被災。		平成24年8月22日 11時35分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		10:控工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						23:荷				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		19:よそ見をしていた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																												04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								41.00%		47.00%		5.00%		5.00%						①管理責任者（現場代理人、監理技術者）による、有資格者に対しての適切な玉掛具の選定と使用方法の確認徹底化を指導。②新たな作業手順書の作成及び手順書の周知徹底を指導。③各作業において、各工種の変わり目の作業開始前に、再度安全訓練教育の実施と作業手順の確認を行うよう指導する。④作業前の使用機械・器具の取扱責任者による確実な点検の実施。（目視ではなく直接触れての確認作業）⑤元請・下請による更にきめ細やかな店社パトロールの強化を求める。⑥過去の事務所管内での事故事例についての要因一覧を作成し、社内安全教育の場で活用させ、その結果を報告するよう指導する。		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社																																						文書注意																																																										H24-東北-塩釜-4201.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2012		8		22		11		35		2012		TRUE		4		10		東北		1		15		0		15.0		23		201		7		2012/8/22　11:35		41143.4826388889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		01年 00月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		小名浜港東港地区臨港道路航路部下部工事		被災者は、７時に朝礼、ラジオ体操を終え、危険予知活動を実施後に、Ｐ５橋<改行>脚に移動し、鉄筋組立（D51機械式継手）の作業を開始した。<改行>継手部の締付用専用治具（締付レンチ、重量15kg）を鉄筋の継ぎ手部にセッ<改行>トし、手を離したところ、締付レンチが右膝部分に当たった。		平成24年8月23日 8時5分 頃		海上		橋脚		29:その他(　)		躯体構築工		54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		13:油断、軽視した。																04:理解度の確認が不十分だった。										60.00%		58.00%		50.00%		50.00%		鉄筋組立（機械式継手）の作業中、締め付けレンチを設置した後、締め付けレンチが固定されているか確認しないまま(固定バーの押し込み確認)、手を離した。その後、しっかりと固定されていない締め付けレンチが落下し、膝上部分に当たった。<改行><改行>				１．締め付けレンチを設置した後は、固定（固定バーのセット）されているか確認し手を離すこと。<改行>２．締め付けレンチの設置した後、確認しないまま手を離す状態になる場合は、必ず締め付けレンチを外し、水平な場所へ置く（保管する）こと。<改行>３．再度、各作業員に段取り及び作業手順の周知徹底を図り、意識向上を図る。		若築・大豊・みらいＪＶ		若築建設（株）				大豊建設株式会社				みらい建設工業株式会社																														措置無し								措置無し		措置無し																																																H24-東北-小名浜-4401.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2012		8		23		8		5		2012		TRUE		4		29		東北		1		1		0		1.0		21		202		54		2012/8/23　8:5		41144.3368055556

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		30年 00月		型枠工		04:胸部		05:腹部						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		小名浜港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）上部工事（その２）		ミキサー船で打設中、コンクリートの打ち上がり高さを調整するため圧そうホースの筒先に取り付けた介錯ロープを引っ張り移動する際、ロープを取り付けた部分が裂けてロープが外れ、バランスを失い足場から１．２ｍ下の既設上部工天端に転落。転落の際、足場端部に胸腹部を打った。		平成24年8月23日 13時20分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		06:コンクリート機械				03:作業床				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。		16:勘違い判断をした。																02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								17.00%		12.00%		90.00%		85.00%		　９：３０より沖防波堤上で上部コンクリートの打設作業を行う。<改行>１３：２０頃圧送ホースの筒先に取り付けたロープが外れ、その反動で足場から落下して受傷した。				１）コンクリートポンプ筒先取付箇所が破損したことに関する対策<改行>・筒先取付ロープは、筒先がコンクリート打設時振れて周囲の作業員にあたらない様にする目的で、再発防止教育で筒先を引っ張り移動させないことを周知徹底。<改行>２）筒先をブーム操作で移動せず、人力で引っ張り移動させた事に関する対策<改行>・コンクリート打設指揮者とブーム操作者の合図を無線機による連絡に変える。コンクリートミキサー船のブーム移動を直接声で指示し、微小な移動をブーム操作者が理解し操作できる様にする。また、コンクリート打設指揮者は、ブームの動きを周囲の打設従事者に声を掛け合い周知し特に筒先振れ止係には十分伝える。<改行>３）点検していなかったことへの対策<改行>・筒先振れ止めロープ及び取付箇所点検表に基づき点検を行う。		大豊建設株式会社		大豊建設株式会社																																						口頭注意																																																										H24-東北-小名浜-4501.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2012		8		23		13		20		2012		TRUE		1		21		東北		1		30		0		30.0		6		101		61		2012/8/23　13:20		41144.5555555556

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		12年 00月		鍛冶工		04:胸部								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		水島港水島玉島地区臨港道路（玉島側）仮桟橋工事		仮構台の構築工事中、Ｈ鋼杭に設置した仮設足場上において、作業員２名がＨ鋼杭頭切断のための準備作業を実施していたところ、仮設足場を支持するブラケットの緊結金具がゆるみ、ブラケットが傾斜、乗荷していた仮設足場も同時に傾斜し、ブラケット上を滑り、海中に落下した。この際、仮設足場上にいた作業員２名も海中転落し（足場から水面までの高さ１．６ｍ）、作業員１名が右下腿打撲及び裂傷（２針縫合）、もう１名が左胸部打撲及び擦過傷を負ったもの。		平成24年8月29日 10時50分 頃		海上		仮構台構築工事現場内		24:溶接及び切断				12:ガス溶接・切断				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路		12:作業床等		03:作業床				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		34:その他の不安全行為があった。				ブラケット取付金具の緊結に不備																														09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。		11:ｽﾃｰｼﾞ・構台・ローリングタワーに欠陥があった。						ブラケット取付金具の緊結に不備、仮設足場がブラケットと未固定		99:その他								作業員の転落防止措置の不備										仮構台の構築工事中、Ｈ鋼杭に設置した仮設足場上において、作業員２名がＨ鋼杭頭切断のための準備作業を実施していたところ、仮設足場を支持するブラケットの緊結金具がゆるみ、ブラケットが傾斜、乗荷していた仮設足場も同時に傾斜し、ブラケット上を滑り、海中に落下した。この際、仮設足場上にいた作業員２名も海中転落し（足場から水面までの高さ１．６ｍ）、作業員１名が右下腿打撲及び裂傷（２針縫合）、もう１名が左胸部打撲及び擦過傷を負ったもの。				１．ブラケットの取付金具をブルマンから高張力ボルトに変更する　<改行>２．ブラケット組立後の点検について作業手順書に明記する<改行>３．仮設足場のズレを防止するため、ブラケットと仮設足場とを緊結金具で固定する<改行>４．H鋼杭にスタンションを取り付け、親綱を設置する		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																																なし																																																																H24-中国-宇野-3002.xlsx		3/6/15 17:58		3/6/15 17:58		2012		8		29		10		50		2012		TRUE		1		24		中国		1		12		0		12.0		11		101		12		2012/8/29　10:50		41150.4513888889

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		15年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		2		1:労災適用		徳山下松港覆砂工事		被災者は、クレーン付台船で大組みした排砂管（６、７、２１本繋ぎ：約４３～１５０ｍ）をバージアンローダ船まで運搬し仮係留する作業に従事していた。１４：００頃、作業スペース確保のため、大組（連結）の終わった排砂管（６本繋ぎ：約４３ｍ）を４０ｍ程度移動させていたところ、仮係留済みの排砂管のフローターに当たりそうになったため、運搬中の排砂管上にいた被災者がとっさに足でフローターを押そうとして、右足を滑らせ排砂管のフローターとフローターの間でかかとを挟み挫滅創を負った。<改行>		平成24年9月12日 14時9分 頃		海上		覆砂工事箇所内		26:埋立				29:海上浮動管布設・撤去５７目地				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																																		被災者は、クレーン付台船で大組みした排砂管（６、７、２１本繋ぎ：約４３～１５０ｍ）をバージアンローダ船まで運搬し仮係留する作業に従事していた。１４：００頃、作業スペース確保のため、大組（連結）の終わった排砂管（６本繋ぎ：約４３ｍ）を４０ｍ程度移動させていたところ、仮係留済みの排砂管のフローターに当たりそうになったため、運搬中の排砂管上にいた被災者がとっさに足でフローターを押そうとして、右足を滑らせ排砂管のフローターとフローターの間でかかとを挟み挫滅創を負った。				1．安全指導の強化　２．スリーブ上に「はさまれ注意」を白色でペイントする　３．補助作業船には適切な船舶を使用する　４．人員配置を見直し、監視体制を強化する　５．排砂管の仮係留について作業手順書に追記		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社																				大新土木（株）				（株）ナガシマ								なし																																																																H24-中国-宇部-2901.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2012		9		12		14		9		2012		TRUE		8		26		中国		1		15		0		15.0		24		1199		29		2012/9/12　14:9		41164.5895833333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		34年 05月		現場代理人		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		久慈港湾口地区防波堤（北堤）（災害復旧）被覆工事		型枠脱型終了後、型枠は返却するためにクレーンで積み上げ作業中であったが、数枚だけ別の場所にあったため２人で積み上げようとし、型枠を置く際に誤って左手薬指をはさみ指先の皮膚を爪ごと欠損した。		平成24年9月14日 16時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。				20:不安全に物が置いてあった。		23:作業場の整理が悪かった。								02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。								86.40%		86.70%		100.00%		100.00%		型枠脱型終了後、型枠は返却するためにクレーンで積み上げ作業中であったが、数枚だけ別の場所にあったため２人で積み上げようとし、型枠を置く際に誤って左手薬指をはさみ指先の皮膚を爪ごと欠損した。<改行>				①作業手順書の再確認・見直しをし、手順書を遵守する。<改行>②全作業員を対象に事故防止検討会を開催し、事故の原因及び再発防止対策を周知徹底する。<改行>③資機材を整理し、まとめて置くようにする。<改行>④手足の位置を確認し、声を掛け合って作業する。<改行>⑤型枠の移動仮置作業はクレーンを使用して行う。<改行>⑥危険要因を予知し、考えながら作業を行う。<改行>		栄大建設（株）		栄大建設（株）																																						文書注意																																																										H24-東北-釜石-4601.xlsx		3/6/15 18:56		3/6/15 18:56		2012		9		14		16		40		2012		TRUE		8		17		東北		1		34		5		34.4		23		1102		6		2012/9/14　16:40		41166.6944444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		22年 05月		職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		宮古港神林地区木材港南防波堤（Ｉ）外（災害復旧）築造工事		被災者が係船柱の近くにいた時、係留ロープが緩んだので、補助ロープではなく係留ロープを直接手に持ち係船柱から外そうとした際、係留ロープがウインチのドラムで引っ掛かり張ったため、係船柱と係留ロープの間に左手薬指を挟んだ。		平成24年9月17日 6時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		構造物撤去工		02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		係留ロープ、係船柱		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。		21:連絡合図がなかった。				18:保護具が不適・不足だった。										18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								51.70%		35.70%		100.00%		100.00%		5:50　朝礼<改行>6:00　起重機船離岸<改行>災害状況：被災者が係船柱の近くにいた時、係留ロープが緩んだので、補助ロープではなく係留ロープを直接手に持ち係船柱から外そうとした際、係留ロープがウインチのドラムで引っ掛かり張ったため、係船柱と係留ロープの間に左手薬指を挟んだ。				①作業船の係留時及び解除時の係留ロープ扱いは選任者が行い、それ以外の者は行わないよう指導を徹底する。<改行>②係留ロープを外す際は、必ずウインチ操作員からの合図を確認してから行うよう指導を徹底する。<改行>③ＫＹ活動は、本作業のみではなく準備や後片付け作業についても危険予知活動を実施すること。<改行>④災害発生時の連絡体制について指導を徹底する。<改行>⑤安全教育・訓練など安全活動を通して事故再発防止策の指導を徹底する。		五洋・みらい・徳倉ＪＶ		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				徳倉建設株式会社																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H24-東北-港空部-4701.xlsx		3/6/15 19:08		8/21/23 17:25		2012		9		17		6		0		2012		TRUE		8		29		東北		1		22		5		22.4		14		1399		2		2012/9/17　6:0		41169.25

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		01年 05月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		小名浜港７号ふ頭地区岸壁（－１３ｍ）外（災害復旧）工事		ビーム（大引）を所定の位置に吊り降し、玉掛けを外そうとしたとき、不安定になっていたビーム（大引）の脇に立っていた被災者の右足に滑り落ち、親被指を被災した。		平成24年9月17日 23時50分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		21:上部工				55:型枠組立・解体				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30								22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。				20:不安全に物が置いてあった。		21:物を置いた場所が悪かった。																		27.50%		27.00%		38.50%		30.80%		　ビーム（大引）を所定の位置に吊り降し、玉掛けを外そうとしたとき、不安定になっていたビーム（大引）の脇に立っていた被災者の右足に滑り落ち、親被指を被災した。				荷崩れを起こしやすい資材等は番線等で十分固定するとともに吊荷の最大量を制限すること及び荷揚げ荷下ろしの際は吊荷に近寄らないこと、玉掛け作業の際は安全靴を着用することなど安全対策の基本を遵守するよう指導を徹底する。また、店社パトロールを実施。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																						口頭注意																																																										H24-東北-港空部-4901.xlsx		3/6/15 19:07		8/21/23 16:50		2012		9		17		23		50		2012		TRUE		8		21		東北		1		1		5		1.4		22		1199		55		2012/9/17　23:50		41169.9930555556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		32年 03月		とび工		03:背部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				3:9～15		15		1:労災適用		新潟港（東港地区）西防波堤改良工事（その１）		被災者は、クローラクレーンを輸送姿勢にする作業を３名で行い、<改行>操作室の旋回格納で他の２名が固定作業を行っていたので、<改行>次の工程であるモーター部ガードを差し替える作業に着手し、<改行>モーター部ガード部材を外した際に体勢を崩し、<改行>２．３ｍ下の地面に部材、被災者の順に転落し被災したものである。		平成24年9月19日 16時5分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)		後片付け作業		84:その他(　)		クレーン解体・搬出		3:雨						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				01:地面				01:墜落・転落				0116:墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1																																								9/19<改行>8:00　朝礼・ＴＢＭ・ＫＹＫの実施<改行>9:00　作業員7 名にて作業開始。<改行>16:00　クレーン本体部分をトレーラーに積載する。<改行>16:05　転落発生(神田平一郎氏：青木機工建設㈱)<改行>     　クローラークレーン200ｔの解体中に姿勢を崩して転落。<改行>16:50　病院着　診察開始、骨折の手術のため転院。<改行>17:30　転院先病院着　診察･治療開始。<改行>18:40　治療完了。<改行>9/21 　手首骨折の手術完了。入院治療。<改行>9/26 　退院、自宅療養。<改行>10/5 　職場復帰。				① 作業手順における各工程の開始と終了を作業指揮者が確認し、作業指揮者の指示の元で、次の工程作業に移ることを徹底する。<改行>② 単独作業にならないよう、作業者は周囲の作業員と協力して作業する。<改行>③ 装着した安全帯を、高所での作業時に確実に使用するため、安全帯の取り付け箇所を決めておく。<改行>④ モーター部ガード部材は、相番のクレーンで揚重し、重量物は２人での共同作業で取り扱う。		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																				高橋秋和建設株式会社				青木機工建設（株）																																																																								H24-北陸-新潟-1201.xlsx		3/6/15 18:28		3/6/15 18:28		2012		9		19		16		5		2012		TRUE		1		29		北陸		3		32		3		32.3		14		116		84		2012/9/19　16:5		41171.6701388889

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		25年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		鹿島港外港地区外港航路復旧工事（その３）		甲板員が土運船の綱取り作業中（土運船位置を１ｍスライドさせる作業）にグラブ浚渫船のビットと係留ロープに右手を挟まれ、右手中・薬・小指を裂傷したものである。		平成24年9月21日 14時18分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				34:グラブ浚渫				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）										26:その他の起因物(　)				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										80.10%		92.60%						6:00－朝礼、ＫＹＫ<改行> 6:30－浚渫作業開始<改行>11:20－土運船積込完了<改行>11:30－土運船離接舷（入れ替え）<改行>12:00－土運船積込開始<改行>14:10－本船側で土運船のロープ掛け替え開始<改行>14:18－災害発生				①作業手順、指揮命令系統を再周知するとともに、作業手順の遵守を再教育する。<改行>②朝礼時に作業毎の人員配置を周知し、作業時に船長が配置を指示、職長・ＪＶ職員の確認を受けて作業を開始する。<改行>③今回の作業のような通常行わない作業を作業手順書から抽出し、職長・ＪＶ職員が立ち会う。また、監視要員として安全責任者を各グラブ浚渫船に配置する。		東亜・鈴縫特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社				鈴縫工業（株）																														reserved-41197x1F		reserved-41227x1F		口頭注意				reserved-41197x1F		reserved-41227x1F		口頭注意																																																		H24-関東-鹿島-1101.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2012		9		21		14		18		2012		TRUE		8		5		関東		1		25		0		25.0		26		1399		34		2012/9/21　14:18		41173.5958333333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		10年 00月		作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								07:火傷								1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）ケーソン撤去工事（その３）		砕岩棒肉盛作業中に、作業ズボンに溶接火花が引火した。被災者は右足に熱を感じたため、作業ズボンが燃えていることに気づき、慌てて皮手にて払い火を消したが、火傷（右足腿部深在性2 度熱傷）を負った。<改行>		平成24年9月26日 11時20分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		19:溶接装置				15:起因物と同じ				12:高温の物との接触				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災																																		09:準備段取り点検、確認を怠った。										18:保護具が不適・不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		99:その他						指揮者位置の不備		16.00%		10.00%						8：00 朝礼・体操・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ<改行>8：30 砕岩棒溶接作業<改行>10：00 作業間休憩<改行>10：30 作業再開 砕岩棒溶接作業<改行>11：20 被災者は、砕岩棒肉盛作業中に、作業ズボンに溶接火花が引火した。被災者は右足に熱を感じたため、作業ズボンが燃えていることに気づき、慌てて皮手にて払い火を消したが、火傷（右足腿部深在性2 度熱傷）を負った。<改行>				①溶接作業時の保護具適正使用と、着用後の点検・指導を徹底する。<改行>②作業開始前に作業手順書に基づき、保護具下衣類への引火防止対策を周知・徹底知る。<改行>③ＫＹ活動は、本作業のみではなく、非定常作業についても危険予知活動を実施する。<改行>④安全教育・訓練など安全活動を通して事故再発防止策の指導を徹底する。		東洋建設・株木建設ＪＶ		東洋建設株式会社				株木建設株式会社																																		措置無し								措置無し																																																		H24-東北-港空部-5001.xlsx		3/6/15 19:08		8/21/23 17:34		2012		9		26		11		20		2012		TRUE		12		5		東北		1		10		0		10.0		19		1099		2		2012/9/26　11:20		41178.4722222222

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		撫養海岸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		65		男		30年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		撫養港海岸桑島瀬戸地区堤防改良工事		台風17号が日曜日に最接近すると予想されたことから、台風対策の一環として急遽金曜日の午後より撫養橋側汚濁防止膜の撤去作業を行った際に発生したものである。作業員2名が船外機に乗船し、延長80ｍの汚濁防止膜のスパン間の接続用シャックルを取り外した後、1名が上陸して汚濁防止膜をクレーンで陸揚げするための準備に着手した。残った1名(被災者)が単独で船外機を操縦し、汚濁防止膜両端部と護岸からの固定ワイヤーを接続しているロープの解除作業を開始した。鳴門競艇場側のロープの結び目を解こうとして、ロープの端部を固定していたビニールテープを素手で剥がそうとしたが、日中の高温で溶着状態となっていたため、手では剥がすことが困難な状態であった。そこで、両刃タイプのロープカッターを左手で持ち、ビニールテープを切断しようとした際、手元を誤り、ロープを持っていた右手人差し指の甲側第二関節の辺りを長さ約２cm切創した。		平成24年9月28日 14時10分 頃		陸上		その他		28:汚濁防止膜工				83:汚濁防止膜布設・撤去				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。																												3.00%		2.00%						08:00　朝礼、危険予知訓練<改行>08:15　撫養橋側工区：敷鉄板荷下ろし、コンクリート舗装部の試掘<改行>11:00　受注者が台風17号接近に伴い、撫養橋側工区の汚濁防止膜の撤去を決定<改行>12:45　作業打合せ、受注者より職長に安全指示<改行>13:00　作業変更に伴う危険予知訓練の実施<改行>13:10　汚濁防止膜撤去開始<改行>14:10　汚濁防止膜端部のロープの取り外し作業中に負傷事故発生				(1)刃物の動線上に手をおかない(2)保護手袋を確実に着用する。(ロープカッター等の刃物を取り扱う際は、耐切創手袋を装着する)(3)船首部での作業（海面との高低差があり前屈みでの作業）等、無理な姿勢で刃物等を使用しないで済む様に、ロープの結び方を工夫する(4)作業指揮者の監視下であっても、今後同様の海上作業を行う場合は二人一組で作業を行う		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				井上建設株式会社																																																																												H24-四国-小松島-0901.xlsx		3/6/15 17:50		3/6/15 17:50		2012		9		28		14		10		2012		TRUE		9		28		四国		1		30		0		30.0		21		1299		83		2012/9/28　14:10		41180.5902777778

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		22年 00月		船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		宮古港藤原地区藤原防波堤外（災害復旧）築造工事		構造物撤去作業後の片付け整備作業時、岸壁側の係留ロープが緩んでいることに気づいた被災者が、右舷船首ウインチで係留ロープの調整を行おうとしたところ、ブレーキハンドルが固く、左へ回そうと力を入れ前傾姿勢となった瞬間にハンドルが回ってしまい、ハンドルを持っていた右手が口唇に当たり負傷（下口唇挫創）。<改行>		平成24年10月2日 16時55分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		手		19:動作の反動・無理な動作				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				31:無理な姿勢で作業した。																																						構造物撤去作業後の片付け整備作業時、岸壁側の係留ロープが緩んでいることに気づいた被災者が、右舷船首ウインチで係留ロープの調整を行おうとしたところ、ブレーキハンドルが固く、左へ回そうと力を入れ前傾姿勢となった瞬間にハンドルが回ってしまい、ハンドルを持っていた右手が口唇に当たり負傷（下口唇挫創）。<改行>				(1)ブレーキハンドルの締付具合が強いときはパイプを使用する。<改行>(2)ブレーキハンドルを操作するときはブレーキハンドルより離れた位置で行う。<改行>(3)ブレーキハンドル操作加減がわかるように目安としてマーキングする。<改行>(4)ウインチ操作注意事項を掲示して、危険意識を継続する。		東洋建設・本間組ＪＶ		東洋建設株式会社				株式会社本間組																																		措置無し								措置無し																																																		H24-東北-港空部-5101.xlsx		3/6/15 19:08		8/21/23 17:24		2012		10		2		16		55		2012		TRUE		19		5		東北		1		22		0		22.0		14		809		14		2012/10/2　16:55		41184.7048611111

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		20年 00月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)												5:31以上		60		1:労災適用		小名浜港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）上部工事		堤体上に荷下ろしされた資材をクローラクレーン(4.9t 吊)にて転置移動しようとしたが、仮置予定場所に届かなかったため、クレーンブームを徐々に下げた。それでも０ ．<改行>５ ｍ 程届かない状況。<改行>クレーンを前進させるため、ブームをクレーン正面に旋回させたところ、吊り荷が振れてクレーン本体に接触しそうになったため被災者が吊り荷とクレーンの間に移動し荷振れを抑えた。<改行>被災者はクレーン前進時の荷振れを防止するため吊り荷を押さえたまま移動する予定でしたが、クレーンが前進した際に左足を後ろからキャタピラーに踏まれ受傷したもの。		平成24年10月24日 9時41分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				08:材料、資材等の運搬(海上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				24:相手の行動を確認しなかった。		13:油断、軽視した。		03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。				B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				26:危険有害な場所に入った。		15:気持ちがあせっていた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		22:連絡合図が不明瞭だった。																		04:安全度が不足だった。										08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。										66.80%		39.30%						堤体上に荷下ろしされた資材をクローラクレーン(4.9t 吊)にて転置移動しようとしたが、仮置予定場所に届かなかったため、クレーンブームを徐々に下げた。それでも０ ．<改行>５ ｍ 程届かない状況。<改行>クレーンを前進させるため、ブームをクレーン正面に旋回させたところ、吊り荷が振れてクレーン本体に接触しそうになったため被災者が吊り荷とクレーンの間に移動し荷振れを抑えた。<改行>被災者はクレーン前進時の荷振れを防止するため吊り荷を押さえたまま移動する予定でしたが、クレーンが前進した際に左足を後ろからキャタピラーに踏まれ受傷したもの。				吊り作業時は、作業半径内への立入禁止を徹底し、吊り荷が下がるまで近づかない。<改行>クレーン作業を行う際は必ず介錯ロープを使用<改行>合図があるまではクレーンを動かさない		株式会社本間組		株式会社本間組																																						文書注意																																																										H24-東北-小名浜-5401.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2012		10		24		9		41		2012		TRUE		8		21		東北		5		20		0		20.0		14		603		8		2012/10/24　9:41		41206.4034722222

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男				主任技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		13:その他(　)				神経・腱断裂		2:4～8		7		1:労災適用		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区岸壁（-9m）復旧工事		被災者は一次下請の主任技術者である。<改行>当日は作業の効率化という目的で、作業オペレーターを兼務していた。<改行>舗装施工中、簡易機械フィニッシャーのフレームにあたっていた生コン骨材を発見、フレーム内で骨材を発見したのは初めてであり、このままでは舗装の仕上がりに悪影響を及ぼすとの判断から、慌てて骨材を除去しようとエンジンを止めないまま（振動伝達用のシャフト）手を出してしまい、右手指がシャフトに弾かれ、被災した。		平成24年10月26日 9時50分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ																07:舗装機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		34:その他の不安全行為があった。																				10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										68.10%		72.40%						8:00－朝礼、危険予知活動<改行> 8:20－コンクリート舗装打設機材の準備開始<改行> 8:50－発注者（監督補助）による生コン材料検査及び施工状況確認<改行> 9:00－コンクリート舗装の打設開始<改行> 9:50－工事事故発生				・駆動式建設機械作業中に異常を発見した際には、必ずエンジンを停止してから点検確認を行う。<改行>・駆動式建設機械に注意喚起の表示板を設置し、異常時の作業手順書を作成、周知する。<改行>・世話役（主任技術者）は施工管理業務に専念し、注意喚起を図る。		常総開発工業（株）		常総開発工業株式会社																				前田道路株式会社														reserved-41242x1F		reserved-41271x1F		口頭注意																																																										H24-関東-鹿島-2001.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		2012		10		26		9		50		2012		TRUE		8		22		関東		2		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		7		899		66		2012/10/26　9:50		41208.4097222222

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		27年 05月		機械工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						07:火傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		小名浜港７号ふ頭地区岸壁（－１３ｍ）外（災害復旧）工事		発電機から送られる電力が、圧送ポンプ制御盤まで正常に供給されているかどうかを確認するため、制御盤一次側の配線接続部にテスターの棒を当てたところ、火花が飛び顔面と両手を被災した。		平成24年11月2日 10時5分 頃		陸上		軽量混合処理プラントヤード		06:地盤改良				09:電気設備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		17:電気設備				12:電気的エネルギーによるもの				23:その他(　)		短絡		0999:電気：その他の作業																														A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。																														42.00%		40.80%		0.50%		0.50%		８：２０　作業開始、配線作業が終わるまで待機<改行>１０：０５　動作確認、災害発生				１．テスターのレンジを指差し呼称して確認する。<改行>２．点検チェックリストを作成し、それに基づいて点検する。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																																																																																H24-東北-港空部-5501.xlsx		3/6/15 19:07		8/21/23 16:49		2012		11		2		10		5		2012		TRUE		23		6		東北		1		27		5		27.4		17		999		9		2012/11/2　10:5		41215.4201388889

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		02年 08月		型枠大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						03:刺傷								1:0～3		0		1:労災適用		宮古港竜神崎地区外防波堤(災害復旧)本体外工事		ＦＤ甲板上に仮置された内型枠の上部作業足場に使用していた木製合板（開口部閉塞用L1800mm×W900mm×t12mm 4枚）を１枚ずつ手渡しで下へ降ろす作業を行っていた時、上の作業員から木製合板の下端を受け取った後、被災者が木製合板を仮置しようとして、手の持ち位置を変えようとしたところ、木製合板が下方に滑り、ささくれ（L48mm×W3.5～1.0mm×t1.8～0.8mm）が左手の平に刺さり被災した。（被災者は当日おろしたての革手袋を着用した状態で被災した。）		平成24年11月20日 14時40分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		刺され		1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				17:危険を知らずにやった。										99:その他								合板がささくれていた。																				ＦＤ甲板上に仮置された内型枠の上部作業足場に使用していた木製合板（開口部閉塞用L1800mm×W900mm×t12mm 4枚）を１枚ずつ手渡しで下へ降ろす作業を行っていた時、上の作業員から木製合板の下端を受け取った後、被災者が木製合板を仮置しようとして、手の持ち位置を変えようとしたところ、木製合板が下方に滑り、ささくれ（L48mm×W3.5～1.0mm×t1.8～0.8mm）が左手の平に刺さり被災した。（被災者は当日おろしたての革手袋を着用した状態で被災した。）				・合板を上部作業足場上にまとめ、クレーンを使用して荷下ろしする。<改行>・木製材取り扱い作業に適した、より丈夫な革手袋を使用する。（手の平アテ付革手袋）<改行>・上部作業足場から下の作業員への木製合板の手渡し作業を行わない。<改行>・木製材はささくれる物と認識するとともに、扱う際の目視確認を徹底する。		株式会社本間組		株式会社本間組																																						措置無し																																																										H24-東北-釜石-6401.xlsx		3/6/15 19:00		3/6/15 19:00		2012		11		20		14		40		2012		TRUE		23		12		東北		1		2		8		2.7		24		1399		2		2012/11/20　14:40		41233.6111111111

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所		石垣		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男						02:頸部		04:胸部		06:骨盤部				04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		竹富南航路浚渫工事				平成24年11月24日 10時50分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		1:有		27:起因物なし				17:加害物なし				01:墜落・転落																																		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1																																								・被災者は土捨工に係わる施工管理を行っていた。<改行>・浚渫土砂を積んだ土運船が石垣港に入港し係留作業に入った。<改行>・台船左舷側岸際で待機していた被災者が、自ら係留する旨を伝えたためウィンチ操作　に戻った。<改行>・直後に振り替えたところ、被災者の姿が見えなくなっていた。<改行>・被災者が護岸下でうつぶせの状態で転落していた。<改行>・作業員２人で海上から引き上げ、救急車により病院へ搬送。						株式会社國場組		株式会社國場組																																																																																																H24-沖総局-石垣-3402.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		2012		11		24		10		50		2012		TRUE		1		29		沖縄		5		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		27		ERROR:#VALUE!		84		2012/11/24　10:50		41237.4513888889

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		36年 00月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						13:その他(　)		13:その他(　)				(両眼)続発緑内障、顔面皮下出血他		1:0～3		0		1:労災適用		高知港三里地区防波堤（東第一）築造工事		11/22(木)に基礎捨石の１次投入を完了し、事故当日より捨石本均しのための丁張設置作業を行っていたところ、水深約11ｍの基礎捨石天端で作業を行っていた潜水士のエアータンクと送気ホースの接続が船上で突然外れた。送気が止まったことに気づいた潜水士は、捨石を移動させるために海底まで吊下ろされていた巻ワイヤを伝って緊急浮上した。緊急浮上の際、マスク内に負圧が発生したため、両眼および顔面を負傷した。なお、事故後に受注者が被災者（潜水士）に聞き取り調査を行ったところ、海底の透明度が低かったため、マスクを装着したまま息を止めて浮上したとのことであった。		平成24年11月24日 13時10分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)																				10:他に属さない機械				17:加害物なし				23:その他(　)				1306:その他：潜水士の溺れ																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																								03:機械・器具に欠陥があった。																				5.00%		5.00%		5.00%		0.00%		07:30　朝礼、危険予知訓練<改行>08:00　始業前点検後、潜水士船を現場に配備<改行>09:00　潜水士による基礎捨石天端の丁張設置用高さ測量を開始(被災者は甲板上で測量補助)<改行>10:00　高さ測量終了後、丁張設置準備作業のために被災者が潜水作業を開始<改行>12:00　午前の潜水作業を終了<改行>13:00　午後の潜水作業を開始<改行>13:10　潜水士船上でエアータンクと送気ホースの接続部が外れ、送気が停止した。<改行>　被災者は呼吸ができないため、巻ワイヤを伝って緊急浮上したが、浮上途中の呼吸と水圧により全面マスクが顔面に吸い付いた状態となった。<改行>13:27　被災者の顔面に鬱血が見られ、眼の痛みを訴えたため、監理技術者は病院への搬送を指示。				(1)別件工事の受注者である若築建設(株)が技術提案として取り付けた計測機器を取り外す(2)送気管等、金具でつないだ箇所に合いマークを入れる		東洋・みらい・あおみ特定建設工事ＪＶ		東洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				あおみ建設株式会社																																																																労働基準監督署		reserved-41242x1F		労働基準監督官より受注者に対して是正勧告書が交付された。		労働基準監督署		reserved-41242x1F		労働基準監督官より受注者に対して安全衛生指導書が交付された。		労働基準監督署		reserved-41242x1F		労働基準監督官より前田海事(有)［二次下請］に対して是正勧告書が交付された。		労働基準監督署		reserved-41242x1F		労働基準監督官より前田海事(有)［二次下請］に対して安全衛生指導書が交付された。		H24-四国-高知-1701.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		2012		11		24		13		10		2012		TRUE		23		8		四国		1		36		0		36.0		10		1306		23		2012/11/24　13:10		41237.5486111111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		03年 09月		鉄筋工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）本体工事（その２）		Ｋ１ケーソン函体の４層目鉄筋を組立作業中に被災が発生。<改行>被災者は法直梁組立箇所に仮置された鉄筋材を仕分けして転地するため、２人１組で手渡しにて鉄筋材を柱鉄骨に立て掛ける作業を行っていた。<改行>立て掛けた鉄筋材に体もしくは受け取った鉄筋が接触して倒れ、仕分け作業をしていた作業員の後頭部にあたり負傷した。		平成24年12月23日 11時3分 頃		陸上		工場ドライドック		11:ケーソン製作(陸上施工)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10								24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等						12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。																																						20:不安全に物が置いてあった。		22:作業場が狭かった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。										80.00%		80.00%		80.00%		80.00%		Ｋ１ケーソン函体の４層目鉄筋を組立作業中に被災が発生。<改行>被災者は法直梁組立箇所に仮置された鉄筋材を仕分けして転地するため、２人１組で手渡しにて鉄筋材を柱鉄骨に立て掛ける作業を行っていた。<改行>立て掛けた鉄筋材に体もしくは受け取った鉄筋が接触して倒れ、仕分け作業をしていた作業員の後頭部にあたり負傷した。				・鉄筋を立てかけなくて済むように作業スペースを確保する。<改行>そのため、足場は進捗に合わせて組み立てる。<改行>・梁部の配筋が完了してから、柱部の鉄筋の材料を荷揚げし、間配りする手順とする。		日鉄トピー・ＩＨＩインフラＪＶ		日鉄トピーブリッジ（株）				（株）ＩＨＩインフラシステム																																		口頭注意								口頭注意																																																		H24-東北-港空部-6501.xlsx		3/6/15 19:08		8/21/23 17:33		2012		12		23		11		3		2012		TRUE		4		11		東北		1		3		9		3.8		24		202		54		2012/12/23　11:3		41266.4604166667

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		25年 00月		潜水士		10:その他(　)						下半身		13:その他(　)						減圧症		4:16～30		30		1:労災適用		小名浜港東港地区護岸（防波）築造工事		小名浜港東港地区護岸(防波)の基礎工、本体工(ケーソン式)、被覆･根固工、上部工及び裏込工を施工するものである。		平成24年12月24日 5時30分 頃		陸上		自宅		29:その他(　)		裏込工(防砂目地板設置箇所貝殻除去作業)		23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		2:50～200		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																																																																62.00%		53.00%		0.00%		0.00%		前日（12/23）に潜水作業を行い、通常帰宅し午後９時頃就寝した。<改行>翌朝５時３０分に体調不良（排尿：小便ができない）を訴え、６時３８分に<改行>自家用車（家族運転）で岩城共立病院へ搬送（病院到着）した。		前日の作業によるものと思われるが、被災者本人が経験豊富な潜水士であること、当日の健康状態が良好であったこと、潜水時間等は規定内であったこと、さらに、ペアで作業していた潜水士には異常が無いことから、具体的な原因の特定は困難な状況である。		①元請の作業指示を明確にし、具体的な安全指示を行う。<改行>②潜水士の体調管理において、健康チェックシートを追加し管理する。		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-小名浜-5701.xlsx		3/6/15 18:43		9/6/17 11:43		2012		12		24		5		30		2012		TRUE		23		29		東北		4		25		0		25.0		27		1307		23		2012/12/24　5:30		41267.2291666667

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		54		男		13年 02月				04:胸部								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		広島港海岸中央西地区（吉島）堤防（改良）築造工事		被災者は鋼矢板護岸上部工の型枠組立作業に従事していたが、作業後の後片付け中、足がふらついて体のバランスを崩し、建て込み済みの鋼矢板に溶接したアングルに左胸を強打した。直後は痛みを感じなかったため、被災者は特に問題ないものと判断し、上司には報告せず帰宅した。ところが就寝中の1/12（土）午前１時頃、急に痛みを感じたため、病院で診察を受けたところ、左胸打撲と診断された。		平成25年1月11日 17時0分 頃		陸上		護岸工事現場内		21:上部工				84:その他(　)		後片付け		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		建て込み済みの鋼矢板に溶接したアングル		02:転倒				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。										22:作業場が狭かった。																				84.00%		83.50%		5.30%		0.10%		被災者は鋼矢板護岸上部工の型枠組立作業に従事していたが、作業後の後片付け中、足がふらついて体のバランスを崩し、建て込み済みの鋼矢板に溶接したアングルに左胸を強打した。直後は痛みを感じなかったため、被災者は特に問題ないものと判断し、上司には報告せず帰宅した。ところが就寝中の1/12（土）午前１時頃、急に痛みを感じたため、病院で診察を受けたところ、左胸打撲と診断された。				1．作業終了間近であっても疲れを感じたら無理に作業を行わず、休憩を取り、体力の回復に努める。２．危険予知活動の充実。３．緊急時の連絡体制を作業員全員に周知徹底する。		山陽建設（株）		山陽建設株式会社																				成和工業株式会社												なし																																																																H24-中国-広島-2801.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		2013		1		11		17		0		2012		TRUE		2		21		中国		1		13		2		13.2		27		1399		84		2013/1/11　17:0		41285.7083333333

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		55		男		37年 09月		現場代理人		04:胸部								13:その他(　)						重傷胸部外傷		6:死亡				1:労災適用		広島港海岸中央西地区(吉島)護岸(改良)築造工事		本工事で発生した床堀土砂を、広島県が管理している出島地区土砂処分場に搬入する作業において、土砂を搬入するガットバージが護岸に接岸した後、土量検収の作業中、ガットバージのクレーンオペレーターが船体の位置を修正するためにクレーンを旋回させた際、デッキ上にいた検収作業員（広島県から土砂処分場管理工事を受託している者）が、クレーンのカウンターウェイトと船倉のコーミング（波除け）に挟まれ死亡した。		平成25年1月15日 14時33分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				39:土砂・石材等の陸上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		2		08:機械・装置等を不安全に動かした。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。						・クレーン旋回時の安全確認不足［責任者：クレーンオペレーター、安全確認義務の不履行］<改行>・係船作業と検収作業の同時作業の実施［責任者：元請、安衛法第30条に規定する統括管理の不十分］																														05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								・ガットバージのクレーン旋回範囲に対する危険防止措置の不備［責任者：二次下請け、安衛法第20条第1項に規定する危険防止措置の不備］<改行>・使用する作業船に対する点検の不十分［責任者：元請及び一次下請、安衛法第30条に規定する統括管理及び安衛則第19条に規定する危険の有無の確認の不十分］		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								・検収作業における作業手順書の不備［責任者：元請、安衛法第30条に規定する労働災害防止措置の不備］		64.10%		55.00%		100.00%		80.00%		本工事で発生した床堀土砂を、広島県が管理している出島地区土砂処分場に搬入する作業において、土砂を搬入するガットバージが護岸に接岸した後、土量検収の作業中、ガットバージのクレーンオペレーターが船体の位置を修正するためにクレーンを旋回させた際、デッキ上にいた検収作業員（広島県から土砂処分場管理工事を受託している者）が、クレーンのカウンターウェイトと船倉のコーミング（波除け）に挟まれ死亡した。				①同時作業の排除：安全確認が不足した場合にも災害が発生することのないよう、作業船の係留完了から揚土作業開始までの間（検収作業中）はクレーンの鍵を作業指揮者が管理し、係船作業とその他の作業が同時に行われないよう措置する。<改行>②クレーン旋回範囲に対する危険防止措置の実施：クレーン旋回範囲について、甲板上に立入禁止範囲を黄色で塗装するとともに、立入禁止柵の設置を徹底する。<改行>③検収作業における作業手順書の整備：検収作業における作業手順書を整備し、作業時の指揮命令系統を明確化するとともに、作業の安全確保を図る。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				タチバナ工業（株）												指名停止措置（２週間）		reserved-41324x1F		reserved-41337x1F																																				労働基準監督署		reserved-41306x1F		指導票の発行																				H24-中国-広島-2703.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		2013		1		15		14		33		2012		TRUE		8		5		中国		6		37		9		37.8		8		608		39		2013/1/15　14:33		41289.60625

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		08年 00月		潜水士・送気員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		大船渡港野々田地区岸壁（－１３ｍ及び－７．５ｍ）（災害復旧）工事		既設防舷材撤去作業中、最後（全部で４箇所）の固定ボルトをはずしていた作業員（被災者）が、位置関係が悪くボルトが回らないので防舷材と位置関係をクレーンで微調整している中、位置関係があった瞬間に吊り状態になった防舷材が、作業員（被災者）側に移動してしまい固定状態のボルト頭部と座金の間に指を挟まれた。		平成25年1月17日 11時50分 頃		海上		防舷材上		23:けい船岸付属工				84:その他(　)		防舷材撤去		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。																		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。																既設防舷材撤去作業中、最後（全部で４箇所）の固定ボルトをはずしていた作業員（被災者）が、位置関係が悪くボルトが回らないので防舷材と位置関係をクレーンで微調整している中、位置関係があった瞬間に吊り状態になった防舷材が、作業員（被災者）側に移動してしまい固定状態のボルト頭部と座金の間に指を挟まれた。				①日々の工事打合せ時に危険作業の抽出を徹底し、打合せ簿への記載、ＫＹでの注意事項を徹底する。<改行>②今回災害が発生した作業について、作業手順を決め、作業手順書に盛込み、今後はその作業手順を遵守する。<改行>③作業手順書で決められていない作業及び変更のある作業については、作業を一時中断し作業手順の確認及びＫＹを実施。<改行>④現場巡視により作業履行状況を点検し、作業員の作業手順書の理解度を確認する。<改行>⑤ボルト回転・引抜き時には、危険軽視しないよう手元確認を徹底するとともにボルト頭部にしか触れない作業を行うよう教育する。<改行>⑥最終ボルト（上部ボルト）回転・引抜き時には、最後まで工具で行う。<改行>⑦ボルトの回転引抜き作業と吊荷の微調整作業は同時に行わないよう作業従事者全員に周知・徹底する。作業手順にも追記。<改行>⑧注意喚起のため作業箇所に安全標識を増設するとともに、今回災害発生のボルト頭部には、赤のスプレーマーキングを実施して危険箇所であることを明示する。		大豊建設株式会社		大豊建設株式会社																																						口頭注意																																																										H24-東北-釜石-5801.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2013		1		17		11		50		2012		TRUE		8		23		東北		1		8		0		8.0		24		1102		84		2013/1/17　11:50		41291.4930555556

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		05年 06月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						右目瞼裂傷		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		宮古港藤原地区外防波堤（災害復旧）消波外工事		六脚ブロック４ｔ型の型枠組立作業のため移動しようとした際にバランスを崩し、<改行>鋼製型枠に顔面を強打し負傷（右目瞼裂傷）した。		平成25年2月8日 14時55分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10								27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										99:その他																												六脚ブロック４ｔ型の型枠組立作業のため移動しようとした際にバランスを崩し、<改行>鋼製型枠に顔面を強打し負傷（右目瞼裂傷）した。				・行動を起こす際、周囲をよく確認する。<改行>・常に冷静な行動をする。<改行>・常に現場内は清掃し、整理整頓する。<改行>・作業員の安全意識向上を図るため、安全教育訓練の内容を充実させる。		陸中建設株式会社		陸中建設株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-釜石-6001.xlsx		3/6/15 19:00		3/6/15 19:00		2013		2		8		14		55		2012		TRUE		2		17		東北		1		5		6		5.5		27		1399		55		2013/2/8　14:55		41313.6215277778

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		01年 00月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		大船渡港湾口地区防波堤（災害復旧）本体工事		ケーソンの進水に使用する10吋水中ポンプ及び配管をケーソンに設置する<改行>ため、岸壁上で被災者が玉掛を行いＦＤのクレーンで１ｍほど吊り上げた。<改行>　吊り上げた際、配管の先端エルボー部が斜めになっていたため、吊り上げ<改行>た状態で配管をゆすり吊り荷を修正しようとした。<改行>　その際、配管の先端エルボー部が回転し、被災者の足が、配管と岸壁の間<改行>に挟まった。		平成25年2月9日 9時5分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。						13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。																ケーソンの進水に使用する10吋水中ポンプ及び配管をケーソンに設置する<改行>ため、岸壁上で被災者が玉掛を行いＦＤのクレーンで１ｍほど吊り上げた。<改行>　吊り上げた際、配管の先端エルボー部が斜めになっていたため、吊り上げ<改行>た状態で配管をゆすり吊り荷を修正しようとした。<改行>　その際、配管の先端エルボー部が回転し、被災者の足が、配管と岸壁の間<改行>に挟まった。				①吊荷の下に立ち入らない様、緊急安全教育及び作業手順書の周知を行う。また、吊り作業中の職員・職長による吊荷下に立ち入っていないか点検を行い、予防処置として声掛けを行う。<改行>②地切時、吊荷に不具合を発見した場合は、吊荷を吊ったまま修正を行わず吊り荷を降ろしてから修正する。<改行>③作業手順書にない作業及び変更のある作業は、作業を一時中断し作業手順の確認及びＫＹを実施、その後作業開始とする。<改行>④適正な玉掛方法と災害が発生した玉掛方法を事故発生現場で実演し、作業員全員に確認理解させ周知徹底する。<改行>⑤今回災害の起因物となった１０吋ポンプ配管の玉掛位置直近に適正玉掛方法を記した写真を貼る。<改行>⑥１０吋ポンプ配管に玉掛スリングを１２セット用意。職長が適正玉掛を全数確認する。地切状況を確認する作業員は玉掛有資格者とし、適正玉掛写真を見ながら点検確認を行う。<改行>⑦緊急安全教育を実施し、安全意識の高揚を図る。特にヒューマンエラーについて認識を深め、一人ひとりが自ら行う安全対策を実践できるよう指導する。		株式会社不動テトラ		株式会社不動テトラ																																						口頭注意																																																										H24-東北-釜石-6101.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2013		2		9		9		5		2012		TRUE		8		12		東北		1		1		0		1.0		24		201		4		2013/2/9　9:5		41314.3784722222

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		03年 00月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		宮古港藤原地区藤原防波堤外（災害復旧）築造工事		藤原防波堤根元で４ｔユニックに鉄筋を積み、岸壁まで運搬後、<改行>荷下ろし場所で車両を停車し、アウトリガー全面張出を行った。<改行>吊り降ろし作業の準備完了（積荷状態の確認）後、荷台（高さ１．４ｍ）から<改行>飛び降り負傷（右踵骨骨折）したものである。		平成25年3月13日 14時30分 頃		陸上		その他		21:上部工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				01:地面				23:その他(　)		飛び降り		1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。														10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。																				98.00%		67.00%		90.00%		5.00%		藤原防波堤根元で４ｔユニックに鉄筋を積み、岸壁まで運搬後、<改行>荷下ろし場所で車両を停車し、アウトリガー全面張出を行った。<改行>吊り降ろし作業の準備完了（積荷状態の確認）後、荷台（高さ１．４ｍ）から<改行>飛び降り負傷（右踵骨骨折）したものである。				・職長に対し更なる職長教育を実施して現場でのヒューマンエラー防止に努める。<改行>・職長は荷台への昇降設備の有無を確認し、無い場合は作業員に指示して整えさせる。<改行>・荷台への昇降は必ず昇降ステップ又は立馬を使用するよう全作業員に声掛けで徹底する。<改行>・荷台に再発防止対策の掲示板を掲げ、安全作業の意識向上を図る。		東洋建設・本間組ＪＶ		東洋建設株式会社				株式会社本間組																																																																																												H24-東北-港空部-6201.xlsx		3/6/15 19:08		8/21/23 17:23		2013		3		13		14		30		2012		TRUE		23		21		東北		1		3		0		3.0		16		1101		7		2013/3/13　14:30		41346.6041666667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		45		男		28年 00月		重機オペレーター		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		仙台空港（災害復旧）用地造成工事		現場詰所敷地内資材置き場にて、２ｔトラックのパワーゲートを使用して、作業員が単独で投光機（４灯式W=296kg）の積込作業を行っていた。<改行>パワーゲートを上昇させた後、作業員は投光機を引くため荷台に上がった。その作業をトイレ車内で見ていた被災者が投光機を押すため、手伝いに入った。<改行>投光機がパワーゲートより落下する心配があったので、投光機のロックを解除せず動かそうとした。<改行>その際、反動で後輪がパワーゲートから外れ、投光機が被災者に落下してきた。重量があるため、逃げ切れず右足が地面と投光機の間に挟まれ被災した。<改行>職長は、詰所敷地内の約１５ｍ離れた位置でダンプトラック運転手と現場の搬入ルートについて打合せを行っていた。		平成25年3月18日 21時35分 頃		陸上		現場詰所敷地内資材置場		25:土工				74:掘削(機械施工)				2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置		その他　投光機		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																																		24:相手の行動を確認しなかった。		31:無理な姿勢で作業した。																		07:作業の安全指示が不適切だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。																２１：３０頃<改行>現場入場。同時刻、現場詰所敷地内資材置場投光器積込作業開始。<改行>作業員が投光機を２ｔトラックのパワーゲートに乗せ、上昇させた。<改行>その後、作業員は投光機を引くため、荷台に上がった。<改行>その作業を見ていた別の作業員（被災者）が投光機を押すため、手伝いに行った。<改行><改行>２１：３５頃<改行>被災者は、投光機がパワーゲートより落下する心配があったので、投光機のロックを解除せず動かそうとした。<改行>その際反動で後輪がパワーゲートから外れ、投光機が被災者に落下してきた。<改行>重量があるため逃げ切れず、右足が地面と投光機の間に挟まれた。<改行>				・単独作業の原則禁止の徹底。<改行>・作業開始前に作業方法は、職長、オペレーター、作業員を含め打合せを行う。<改行>・危険箇所には立ち入らない様、合図・声掛けを確実に行い作業する。<改行>・重量物の下には入らない様、周知・徹底する。<改行>・４ｔユニック車を使用し、積込み・卸し作業を行う。<改行>・２ｔトラックのパワーゲートの設備と積載物の寸法が適切でないので、２ｔトラックのパワーゲートは使用しない。<改行>・単独作業の原則禁止の徹底。<改行>・作業手順と違う作業行う場合は、作業前に臨時作業手順書を作成後、職長がサインをし、担当職員及び担当作業員全員で打合せを行い作業手順を確認し周知する。<改行>・作業中のヒヤリ・ハット事項から不安全行動、不安全設備を抽出し排除する。<改行>・安全教育訓練を月２回とする。（２回で４時間以上）<改行>・本支店パトロール１回/10日とする。（月３回）<改行>・安全教育の内容を現場の施工に即した題材とし、現場全体の危険意識を向上させる。<改行>		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																																																																																H24-東北-塩釜-5901.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2013		3		18		21		35		2012		FALSE		4		25		東北		4		28		0		28.0		14		1102		74		2013/3/18　21:35		41351.8993055556

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		18年 00月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								05:切断								4:16～30		30		1:労災適用		平成２４年度　四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞４号幹線）橋梁（Ｐ１３）下部工事		霞４号幹線橋梁Ｐ１３下部工事において仮設桟橋の部材を背後桟橋上で小ばらし作業中支持杭と桁受材の接合部を切断後、海側支持杭をクレーンで吊り上げようと地切りを行った際に、吊り上げた支持杭と縁切りしたはずの桁受材が一緒に持ち上がり、直後に落下し、その衝撃により桁受材が陸側の支持杭からも外れ、被災者の後ろの陸側支持杭が転倒し、ブレス材の鋭利な部分が被災者の右足甲に接触し被災したものである。<改行>		平成25年4月22日 16時40分 頃		海上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)		仮設桟橋撤去		1:晴れ						1:微風（～2）				5:1、000以上						23:荷				08:崩壊・倒壊				04:飛来・落下物にあたる				0301:倒壊：足場、作業構台等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																								D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																				04:理解度の確認が不十分だった。																		霞４号幹線橋梁Ｐ１３下部工事において仮設桟橋の部材を背後桟橋上で小ばらし作業中支持杭と桁受材の接合部を切断後、海側支持杭をクレーンで吊り上げようと地切りを行った際に、吊り上げた支持杭と縁切りしたはずの桁受材が一緒に持ち上がり、直後に落下し、その衝撃により桁受材が陸側の支持杭からも外れ、被災者の後ろの陸側支持杭が転倒し、ブレス材の鋭利な部分が被災者の右足甲に接触し被災したものである。<改行>				①.海上切断時に接続ピース(L-100×100)の端部でブレス材をガス切断する際は、残材の長さを短く切断する。<改行>②.仮置き時にも海上切断時に切断して残った長いブレス材がないか再確認する。<改行>③.鋼材の天秤防止として、所定の位置にバタ角・Ｈ鋼材を敷桁として使用する。<改行>④.縁切りの際は、付近の作業員も作業を一時中止して大組ブロックから3m以上退避し、クレーンで10cm程度地切りすることで縁切りの確認を行う。<改行>⑤.合図者は作業員の退避の確認後オペレータに合図を行う。また、ヘルメットに合図者、玉掛者、作業指揮者の明示を行う。<改行>⑥.小ばらし作業の作業手順書を作成し、作業員に周知させる。<改行>		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																						元請：五洋建設（株）に対し、文書注意。																																																										H25-中部-四日市-0501.xlsx		3/6/15 18:10		7/4/18 15:44		2013		4		22		16		40		2013		TRUE		4		29		中部		4		18		0		18.0		23		301		84		2013/4/22　16:40		41386.6944444444

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		07年 03月		大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								03:刺傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		鹿児島港（中央港区）橋梁（Ｃ）（Ｐ２－Ａ２）上部工事		無収縮モルタル打設補助道具を製作する為、カラーコーンの先端部分を手ノコにより切断後、カッターナイフによりコーン内側の切りくずを削っていた所、カッターナイフの刃が折れたひょうしに右手に持ったカッター刃先の方向が変わり、左前腕に当たり負傷した。		平成25年4月23日 9時10分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)		橋梁上部工		03:装備機械器具等の点検・整備																				21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。								今回の事故は、無収縮モルタル流し込み用の補助道具としてカラーコーンの先端を切り落としたものを製作しようとして発生した。（モルタルの流し込みが容易にできる為、以前より使<改行>用していた。）無収縮モルタル打設補助道具を製作する為､カラーコーンの先端部分を手ノコにより切断後､カッターナイフによりコーン内側の切りくずを削っていた所、カッターナイフの刃が折れたひょうしに右手に持ったカッター刃先の方向が変わり、左前腕に当たり負傷した。																																												7:50 朝礼・危険予知活動<改行>8:10 作業開始<改行>9:10 事故発生<改行>P2側径間(吊支保工部)の横桁無収縮モルタル打設補助道具を製作する為、カラーコーンの先端を手のこにより切断後、カッターナイフによりコーン内側の切りくずを削っていた所、カッターナイフの刃が折れたひょうしに刃先の方向が変わり、左前腕に当たり負傷した。<改行>						若築・安部日鋼特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				株式会社安部日鋼工業																												① 危険予知活動を見直し、作業員へ周知徹底する。<改行>② モルタル打設補助道具は、専門加工所に製作依頼する。など。計６項目。																																								当局				措置なし																				H25-九州-鹿児島-4701.xlsx		3/6/15 17:34		9/6/17 18:10		2013		4		23		9		10		2013		TRUE		9		29		九州		1		7		3		7.3		21		1299		3		2013/4/23　9:10		41387.3819444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		30年 11月		甲板員		06:骨盤部								04:骨折								5:31以上		60		2:労災非適（船員法適用）		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）ケーソン撤去工事（その４）		押船船員が出港準備の際、作業を覗き込もうとして躓き約２ｍ下の岸壁に転落して腰を打った。		平成25年4月29日 6時15分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				84:その他(　)		整備作業		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				01:地面				01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										17:安全標識がなかった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。														5:50　出港準備開始<改行>6:15　被災<改行>				・チェーンを外さない。作業計画を作る。<改行>・作業打合せを綿密に実施する。<改行>・指揮者たる船長は作業全体を把握し管理する。<改行>・ボラードベースを黄色ペンキで色分明示する。<改行>・ペンドルを左右両側からフェンダーに固定しペンドルのずれ　止めをする。<改行>・作業手順書を作成し手順の周知と適正な人員配置を徹底す　　る。		東洋建設・株木建設ＪＶ		東洋建設株式会社				株木建設株式会社																												文書注意								文書注意																																																								H25-東北-港空部-0201.xlsx		3/6/15 19:07		8/21/23 17:32		2013		4		29		6		15		2013		TRUE		1		29		東北		5		30		11		30.9		8		122		84		2013/4/29　6:15		41393.2604166667

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		00年 09月		土工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		相馬港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）消波外工事		ブロック製作作業中、被災者と職長の２名が、型枠内にコンクリートを投入する作業（ホッパー投入口の開閉）及びバイブレータにて締固め作業を行うため、型枠上部に設置した足場にて待機。ラフテレーンクレーンにて吊り上げたコンクリートホッパーを打設する型枠に誘導中にクレーンのアウトリガー４基の内１基が地中に埋没しクレーン本体が傾斜、吊荷が型枠・足場に接触し型枠・足場が転倒。２名の内１名は無事着地、もう１名は着地時に左足を負傷。		平成25年5月13日 7時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		08:機械・装置等を不安全に動かした。																																				04:安全度が不足だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								4.10%		4.10%		0.00%		0.00%		6:45　朝礼、KYKの実施<改行>7:00　コンクリート打設準備作業開始<改行>7:40　事故発生				①作業前、クレーン計画書を職長が作業員全員に対して周知会を実施し、現場代理人が同席し、現地も含め確認する。<改行>②敷鉄板の完全養生を確認ののち作業させる。<改行>③作業半径９ｍを現場に明示し、現場代理人が吊荷重量、作業半径を確認する。ホッパーに過積載防止の為のマーキングをする。<改行>④作業開始前に職長がオペレータ、打設作業員に作業手順の周知徹底の確認を行い、現場代理人が同席する。<改行>⑤毎日の打合せ注意事項を当日のＫＹＫに記載できる様式に変更し、当日作業に反映させる。なお、現場代理人が内容を確認する。<改行>⑥安全教育訓練を４時間以上/月することとなっている。計画は月１回であるが、月２回とする。（２回で８時間以上）		日起建設株式会社		日起建設株式会社																																文書注意																																																																H25-東北-小名浜-0601.xlsx		3/6/15 18:43		3/6/15 18:43		2013		5		13		7		40		2013		TRUE		1		17		東北		1		0		9		0.8		14		101		60		2013/5/13　7:40		41407.3194444444

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		15年 00月		アンカー工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		高知港三里地区防波堤（東第一）築造工事（その３）		Ｌ＝約６ｍの削孔作業が午前中に終了し、午後よりコアチューブ内のコア(コンクリート片)を取り除くため、コアチューブを引き抜きパラペット端から４０～５０ｃｍ移動させた。ハンマーで叩いたが、５０ｃｍ程度しか抜けなかったので、コアチューブを解体しコアを取るため、コアチューブを横にしようとパラペット上に戻した。その時、被災者は残りのコアがコアチューブ下端まで来ていないか気になり、コアチューブの下に左手を入れた。そこに残っていたコアが抜け落ち左手指先を落ちたコアとパラペットに挟まれ負傷したものである。		平成25年5月18日 13時21分 頃		海上		防波堤上		20:中詰				84:その他(　)		コンクリート削孔		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		コンクリートコア		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																												21.80%		18.50%		74.80%		70.80%		　７：３０　朝礼、TBM-KY活動（コンクリート削孔班）<改行>　８：３０　コンクリート削孔（φ75）No.26ケーソンにて開始<改行>１３：２１　コンクリート削孔後コア抜き取り時に事故発生<改行>１３：２２　統括安全衛生責任者が被災者より、口頭にて怪我の報告<改行>１３：２５　被災者を現場から交通船で岸壁まで移動し、被災者・統括安全衛生責任者・（株）コンセック職員が車にて病院へ向かう<改行>				（１）作業手順書の見直し（詳細化）<改行>　　・チューブ内コンクリート片撤去時の飛散防止対策<改行>　　・チューブ先端移動箇所の明示<改行>（２）再教育の実施<改行>（３）安全管理体制の強化<改行>　　・支店土木部長のパトロール　週２回以上<改行>　　・支店長パトロール　　　　　月２回以上		若築建設（株）		若築建設（株）		四国支店																														措置無し																																																																H25-四国-高知-0801.xlsx		3/6/15 17:48		3/6/15 17:48		2013		5		18		13		21		2013		TRUE		4		20		四国		1		15		0		15.0		26		299		84		2013/5/18　13:21		41412.55625

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		00年 03月		船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		相馬港本港地区泊地（－１４ｍ）（災害復旧）外浚渫工事		砕岩作業終了後、砕岩棒から硬土盤バケットへ交換する作業を行った。接続部２箇所の内、１箇所を終え、17:50頃、硬土盤バケット上にて２箇所目の支持ワイヤーソケットを硬土盤バケット吊環部に接続中、差しピン（ファイ80mm、L=400mm）を作業員Ａが挿入する際に、作業員Ｂがソケットを持ち、上げ下げしてピン穴の高さを調整していた。被災者は支持ワイヤーソケットと硬土盤バケット吊環部の穴の合わせ作業に集中していたことから、支持ワイヤーソケットが下がった際に咄嗟に手を出し、思わず穴に手を入れてしまい、左手薬指先を挟んだ。		平成25年6月5日 17時15分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				36:砕岩浚渫				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				18:熱中して判らなかった										99:その他								物自体の重量		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。																１７：００　バケット交換作業開始<改行>１７：２５　接続部１箇所完了<改行>１７：５０　事故発生				①ワイヤーソケットが下がらないよう、予めバタ角を台座として活用し、落下・揺れを防止する。<改行>②作業開始前に吊環部の穴に手・指を入れないようにマグネットで局部的に塞ぐ。また、手を添えて安全な位置をスプレーでマーキングして明示する。<改行>③声掛け・合図の確認を徹底して、相互注意を促し作業させる。またブリッジに監視者を配置する。<改行>④作業開始前に職長が、詳細な作業手順書に則り周知徹底を行い、必ず現場代理人か監理技術者が立ち会う。<改行>⑤安全教育訓練を４時間以上／月を月１回→２回とする。<改行>⑥店社パトロールを月２回→３回とする。事業主パトロールも月１回→２回とする。<改行>⑦その他の作業についても手順書の見直しを行う。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																措置無し																																																																H25-東北-小名浜-1201.xlsx		3/6/15 18:43		3/6/15 18:43		2013		6		5		17		15		2013		TRUE		8		5		東北		1		0		3		0.3		14		1104		36		2013/6/5　17:15		41430.71875

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		09年 00月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		2		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）本体工事（その２）		鉄筋組立作業を始める為、外側足場から隔室内へ入る際、昇降梯子を設置せずに側壁外側から結束線を持ちながら降りた。その際、側壁外側の鉄筋H=40cm程度から足を滑らせ、左足大腿部を側壁内側鉄筋（縦）に接触し挫創した。		平成25年6月6日 8時20分 頃		海上		FD、作業船上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		鉄筋		01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。				01:設計構造が悪かった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。						07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。														８：１０　始業前点検<改行>８：１８　現場（ＦＤ）へ移動<改行>８：２０　事故発生<改行>				①昇降設備の明示と現場ルールを繰り返し周知する。<改行>②本工事ローカルルールに「昇降設備を使用せず、近道行為をしようとした者は一発退場とします。」を追記し、新規入場時に周知する。<改行>③作業手順書の遵守を徹底する。<改行>④昇降設備の構造を改善する。<改行>⑤枠組足場を使用した昇降設備に改善し、梯子の使用頻度を極力少なくする。<改行>⑥すべてのLotについての仮設計画図を全員へ周知する。<改行>⑦改善した昇降設備について手順書に追記する。<改行>⑧渡り通路を使用して鉄筋振込・段取りを行い、振込後に昇降設備を設置する。作業チームごとの連絡調整を毎日の作業打合せ時に行う。改定した手順書を全員へ周知する。<改行>⑨作業手順の履行状況の監視を強化する。<改行>⑩職員、職長によるパトロールを強化し昇降設備の使用状況を確認する。		五洋・みらいＪＶ		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																												口頭注意								口頭注意																																																								H25-東北-釜石-1301.xlsx		3/6/15 18:58		3/6/15 18:58		2013		6		6		8		20		2013		TRUE		1		12		東北		1		9		0		9.0		11		105		54		2013/6/6　8:20		41431.3472222222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		25年 00月		ボーリング工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		石巻港雲雀野地区防波堤（南）基礎（改良）工事		サンドコンパクション船上にて動的コーン貫入試験の作業中、ロッドが緩んだ為、パイプレンチで締め付け作業をした際、サンドコンパクション船の上昇に伴いボーリングマシンが上昇し、ボーリングマシンとパイプレンチの間に挟まれ、右手親指を裂傷した。		平成25年6月6日 15時10分 頃		海上		FD、作業船上		06:地盤改良				25:試錐				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。																１３：００　動的コーン貫入試験開始<改行>１５：１０　事故発生				・職長を中心に作業員間の意思の疎通を図る。<改行>・元請職員は、朝礼時、巡視時に作業員の状況、作業の進捗を　確認し、ゆとりを持った工程指導を行う。<改行>・注意喚起を行うため今回の災害事例を安全標識に作成し、作　業員の視野に入る位置に掲示する。<改行>・マシン上で作業しないように、明示用バーを設置し、マシン　凸部を着色する。明示用バーは、樹脂又はゴム等接触しても　いいように柔軟性をもった材質とする。<改行>・作業位置とボーリングマシンとの離隔を確保し、作業性を高　めるために、作業足場上に踏み台を設置する。（踏み台は固　定する。）<改行>・今回の災害事例を作業手順書に追加し、再教育を行い、認識　を再確認する。<改行>		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																措置無し																																																																H25-東北-塩釜-1401.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2013		6		6		15		10		2013		TRUE		8		6		東北		1		25		0		25.0		21		1299		25		2013/6/6　15:10		41431.6319444444

		北海道開発局		網走港湾事務所		綱走		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		06年 02月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		3		3:労災非適（その他）		網走港防波堤(南)ケーソン製作その他工事		物揚場の仮設鋼矢板打込みをアースオーガで行っていた。13:55頃被災者16枚目の鋼矢板打ち込みが終了近くになったため吊金具を外して同僚に渡し、次に打ち込む鋼矢板へ補助フック溶接のため移動しようと足を入れ替えた時体勢を崩したため体を支えようと右手をオーガケーシングの土砂排出口に手を突き、回転していたオーガーに接触し負傷した。		平成25年6月11日 11時55分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				10:用具等				09:切れ、こすれ				0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。																												28.00%		28.00%		92.00%		92.00%		6月11日は、物揚場（-2.0m）の仮設鋼矢板打ち込みをアースオーガ併用で行っていた。　被災した作業員は、鋼矢板の打ち込み終了が近づいため、鋼矢板の吊り金具を取り外して、吊り金具を他の作業員へ渡した。次に打ち込む鋼矢板への圧入補助フック溶接作業のため、矢板の仮置き場所へ移動しようと段差に足を掛けた際に体のバランスを崩した。その際、体を支えるためアースオーガのケーシング（外枠）へ手を伸ばし、掘削土砂を排出するために開いているのケーシングの開口部に手が入ってしまい、回転しているアースオーガに接触し被災したものである。				（１）現場内で移動する際には安全に歩行できるルートを移動し、段差があったり転倒等の危険性があるルートは歩行しない。また、周囲の者もそのような行動を見た場合や危険性を予測した場合は速やかに注意するなど、不安全行動が発生しないようにする。（２）アースオーガ併用の鋼矢板打ち込みの施工においては、矢板吊り金具取り外しの際にアースオーガの回転を停止させて作業を行う。（３）上記の点を、安全協議会、ＫＹ活動などを通じて徹底・指導する。		岩倉建設(株)		岩倉建設（株）																				北建スチール工事（株）																																																																												H25-北開局-網走-1101.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		2013		6		11		11		55		2013		TRUE		9		9		北海		1		6		2		6.2		4		805		47		2013/6/11　11:55		41436.4965277778

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		宿毛湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		01年 00月		土工		03:背部		04:胸部						04:骨折		13:その他(　)				脊椎多発骨折・胸髄損傷・肺挫傷		5:31以上		180		1:労災適用		宿毛湾港池島地区防波堤（Ⅱ）工事（その３）		事故当日の６月２５日は、ケーソン①－２ロット目の足場組立作業（５段目）を行っていた。７：３０より朝礼およびKYを実施後、８：００から足場組立作業を行い、１０：４５頃には北、東、西面の足場組立作業が終了した。<改行>ラフタークレーンオペレーターが、１０：５５より２５ｔ吊ラフタークレーンに補助ブームを先端に取り付ける作業を開始し、１１：０５頃に補助ブームが落下して、装着作業を覚えるためによく見ようとして下にいた被災者が挟まれて被災した。		平成25年6月25日 11時5分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		クレーン補助ブーム		08:はさまれ、巻き込まれ				0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置		A:危険だと思わなかった		1		16:勘違い判断をした。										A:危険だと思わなかった		1		26:危険有害な場所に入った。																																										当該作業に対する指導不足		21.00%		25.00%		33.00%		36.30%		事故当日はケーソン２ロット目の足場組立作業を行っていた。<改行>７：３０　　朝礼およびKYを実施<改行>８：００　　足場組立作業<改行>１０：４５　北、東、西面の足場組立作業が終了した。<改行>１０：５５　ラフタークレーンオペレーターが、２５ｔ吊ラフタークレーンに補助ブー　　　　　　ムを先端に取り付ける作業を開始<改行>１１：０５　補助ブームが落下して、装着作業を覚えるためによく見ようとして下にい　　　　　　た被災者が挟まれて被災				１）受注者の講じる再発防止策<改行>・作業マニュアルの再教育<改行>・安全標識の設置<改行>・ピンの識別表示<改行>・事故事例ビデオを用いた視覚的教育の実施<改行>・現場での体感教育・訓練の実施<改行>・非定常作業の報告とリスクアセスメントの実施<改行>・非定常作業時の作業監視を実施<改行>・滞在型店社安全パトロール（月２回以上、安全講話教育含む）<改行>・本社土木部安全パトロール（月１回以上）<改行>・使用機械準備作業（バックホウバケツ交換、フック段取り替え、補助ジブの組み立て、機械設置等）は、使用機械の搬入時に必ず作業手順書を確認<改行>２）発注者の講じる再発防止策<改行>今回の事故については、設計図書等で改善を要する事項はないが、常に安全意識を持ち、受注者の安全に対する認識をその都度再確認し事故防止に努める。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																文書注意																																								労働基準監督署		reserved-41459x1F		指導票																				H25-四国-高知-1701.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2013		6		25		11		5		2013		TRUE		8		11		四国		5		1		0		1.0		14		699		2		2013/6/25　11:5		41450.4618055556

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		03年 00月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上		45		1:労災適用		釧路港島防波堤背後盛土造成工事		被災者は、午前中の作業で濡れた合羽を本人の判断で発電機を設置している機関室で乾<改行>燥していた。昼休み終了間近に本人が身支度のため、この合羽に右腕から袖を通した反動<改行>で背中越しに合羽の左袖が発電機の余熱排出用ファンに捲込まれた。このため合羽ごと右<改行>腕を引き込まれ、右手指５本を切断した。<改行>		平成25年7月5日 12時57分 頃		海上		FD、作業船上		29:その他(　)				02:作業準備				6:その他(　)				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																												35:その他の作業環境に欠陥があった。										99:その他										15.40%		13.20%		74.20%		62.40%		・08:00　起重機船にて大型土のう設置作業開始<改行>・12:00　午前中の作業終了、昼休み<改行>・12:57　被災者は、昼休み中機関室奥部にて、午前中の作業時に降雨で濡れた雨合羽を乾かしており、午後の作業に向け、雨合羽の上着を着用したとき、右腕から袖を通した反動で背中越しに合羽の左袖が発電機の余熱排出用ファンに巻きこまれた。このため合羽ごと右腕を引き込まれ、右手指5本を切断した。<改行>・13:05　船団長より、現場代理人に事故報告<改行>・13:25　現場車にて労災病院に搬送				１．臨時安全教育を全作業員対象に実施し、事故の内容と再発防止計画を周知した。<改行>２．ワイヤーロープは撤去し、工具掛の必要に応じてその都度確保する。<改行>３．機関室を着衣の乾燥場所として使用せず、２階休憩室を合羽や着衣の乾燥場所とする。<改行>４．２階休憩室を着衣や安全保護具類の保管場所として使用する。<改行>５．所定着衣保管場所以外に着衣を置かないことを徹底する。<改行>６．作業員に対し、安全教育（はさまれ・巻き込まれ防止）を再度、重点的に実施する。<改行>７．機関室入口に一般甲板員が機関室奥部への立入を防止するため、取扱責任者以外立入禁止表示及びプラチェーンによる立入禁止柵を設置する。<改行>８．発電機のファンに指が入らない程度で、冷却機能を阻害しない格子網を設置する。		濱谷・機械開発北旺・真壁経常建設共同企業体		株式会社濱谷建設				機械開発北旺（株）				真壁建設株式会社																																																																																								H25-北開局-釧路-2301.xlsx		3/6/15 17:14		3/6/15 17:14		2013		7		5		12		57		2013		TRUE		8		29		北海		5		3		0		3.0		8		1399		2		2013/7/5　12:57		41460.5395833333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		08年 03月		圧入工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						13:その他(　)						脱臼		1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁（－１４ｍ）（災害復旧）工事		自走式回転圧入機（杭打機）の解体中、被災者が岸壁上から工具を取りに行くため、約２ｍ下の作業場所へアルミ梯子を降りている途中で、足を滑らせて左手で梯子踏桟を掴んだ際、左腕に全体重が掛かったため左肩を脱臼。<改行>		平成25年7月11日 13時35分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				84:その他(　)		機械解体		3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		梯子		15:起因物と同じ				19:動作の反動・無理な動作				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった				15:気持ちがあせっていた。										99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。										56.00%		55.20%		90.00%		80.00%		8:15 回転圧入機解体準備・片付け<改行>9:00 圧力用鋼管杭の引き抜き開始<改行>9:30 引き抜き完了。回転圧入機を自走で移動<改行>11:00 回転圧入機解体作業開始<改行>12:00 休憩<改行>13:00 作業再開<改行>13:35 災害発生				・梯子に替え、階段式昇降設備を設置する。<改行>・安全設備の使用厳守や手足元を良く確認しての昇降について再教育する。		株式会社本間組		株式会社本間組																																						口頭注意																																																										H25-東北-塩釜-1901.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2013		7		11		13		35		2013		TRUE		19		9		東北		1		8		3		8.3		26		105		84		2013/7/11　13:35		41466.5659722222

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		01年 00月		型枠工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		3		1:労災適用		鹿島港外港地区南防波堤他被覆・根固工事		被覆ブロック（パラクロス４ｔ型）製作工事現場で型枠脱型作業中、側枠の固定ボルトを取り外し型枠をハンマーで叩いた際、衝撃で側枠が被災者の右足の上に落下した。		平成25年7月16日 10時15分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		鋼製型枠		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		32:服装が不適だった。								18:保護具が不適・不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										3.80%		3.80%		10.30%		10.30%		7:45　安全朝礼・ＫＹ活動実施<改行>8:00　根固ブロック型枠組立、被覆ブロック型枠脱型作業の２班に分かれて作業開始<改行>     （被災者は被覆ブロック型枠脱型作業に従事）<改行>10:15 事故発生<改行>　　　型枠脱型時に側枠が右足に落下して被災<改行>				・危険予知活動の重要性を作業員に理解させ、その危険に対してのリスク低減を図る。<改行>・作業手順書の見直しを行い、危険作業箇所及び作業内容を追記し、作業開始時や安全教育、訓練等で周知徹底する。<改行>・服装、安全保護具の着用を徹底し、安全朝礼、ＫＹ活動時にチェックする。<改行>・２人１組での作業なので、相互に不安全作業の有無を確認する。<改行>・現場代理人等が巡視を行い、ルール及び不安全行動の有無をチェックし、是正させる。		（株）鹿島企業		（株）鹿島企業																																		reserved-41495x1F		reserved-41525x1F		口頭注意																																																										H25-関東-鹿島-2001.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		2013		7		16		10		15		2013		TRUE		4		17		関東		1		1		0		1.0		26		299		55		2013/7/16　10:15		41471.4270833333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		10年 00月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成24年度<国債>新潟港（西港地区）第二防波堤嵩上工事		第二西防波堤上で嵩上工型枠ケレン作業の準備中に発生。<改行>当該作業員は、型枠の組立解体作業の開始にあたり、型枠脱枠後の清掃作業に必要なスクレーパー（※）の刃先が錆びていたため、新しい刃への交換作業を行ったが、新しい刃が斜めに入ってしまい、軍手を装着した手で押し込んだところ、刃に当たっていた右手人差し指を切創したもの。<改行>※）型枠に付着するコンクリート片などを削ったり、こそげとる刃状・へら状の器具。		平成25年8月1日 8時30分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。						02被災者の安全意識に不足あり。<改行>01刃の挿入不具合を固定ねじ緩めず軍手着用のまま直接手で触れ動かそうとした。		03:機械・器具に欠陥があった。		18:保護具が不適・不足だった。						01刃を挟む部分に異物が存在していた。<改行>02万が一、刃先で手を負傷しないための皮手袋等せず軍手作業という保護具が不適切。		04:理解度の確認が不十分だった。								安全教育や朝礼時において、工具・機器の始業前点検及び作業に適した保護具着用の安全指示・指導で安全管理を実施してきものの、安全意識について作業員が確実に理解しているかの対策が不十分であった。<改行>（スクレーパーの取扱い方法を明確にした作業手順書の改訂を行い周知するなど、安全意識の高揚を図り、確実に理解させる必要があった。）		70.00%		69.00%		70.00%		76.90%		・８月１日<改行>　８：００　朝礼・ＴＢＭ・ＫＹＫ実施<改行>　　　　　　交通船に乗船し防波堤上へ移動<改行>　８：２５　作業員３名で型枠脱型～ケレン作業開始<改行>　８：３５　事故発生／スクレーパーの刃の交換中、右手人差し指切創				・スクレーパーに欠陥がないかの確認手順を設け、周知徹底「刃<改行>　の挿入時に不具合が無いよう交換作業前に刃の固定部分を確認　すること」周知徹底。<改行>・適正な保護具の使用手順を設け、周知徹底「刃の交換時には皮　手袋或いは対切創手袋を使用すること」周知徹底。<改行>・スクレーパーの操作取扱い・使用具の選択・使用方法手順を設　け、周知徹底<改行>・「刃の位置を微調整する場合は、刃の固定はペンチ等で扱い、　手で直接扱わないこと」周知徹底。		東亜建設工業株式会社　北陸支店		東亜建設工業株式会社																				（株）新和組												●管理義務；軽微→「措置無」（作業機械等の適切な・・「一部不適切」、作業員の保護具の・・「一部不適」）						一次下請（(株)新和組）は当事者であり過失は元請と同等だが資格登録なしのため指名停止措置対象外。																																		労働基準監督署		reserved-41487x1F		指導等、処分無し																				H25-北陸-新潟-2601.xlsx		3/6/15 18:28		3/6/15 18:28		2013		8		1		8		30		2013		TRUE		9		21		北陸		1		10		0		10.0		21		1299		3		2013/8/1　8:30		41487.3541666667

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		36年 00月		世話役		02:頸部								01:打撲傷								1:0～3		2				新門司沖土砂処分場西護岸舗装工事				平成25年8月7日 15時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		22:舗装																																06:激突され																																																																												8:00 朝礼、KY活動、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ。作業開始前点検、熱中症、健康状態の確認<改行> 8:30 作業開始<改行> 9:00 生コン到着、打設開始<改行>14:00 生コン打設終了。休憩<改行>15:00 養生済み箇所の型枠（H型鋼）撤去<改行>15:20 テント移動作業開始<改行>15:37 事故発生						前田道路株式会社		前田道路株式会社																				有限会社穐吉工業																																																																												H25-九州-北九州-4902.xlsx		3/6/15 17:44		9/6/17 18:06		2013		8		7		15		40		2013		TRUE		6		22		九州		1		36		0		36.0		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		2013/8/7　15:40		41493.6527777778

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		17年 00月		世話役		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		新門司沖土砂処分場西護岸舗装工事		翌日作業予定である鉄筋組立に支障となる養生用テント（重さ１．７t）をフォークリフトを使用して背後の空き地へ移動する際、フォークリフトで養生テントを持ち上げバックさせたとき、風の影響もありバランスが崩れ、養生テントのジャバラが開きフォークリフト前方へずれ落ちた。その際補助作業をしていた５名の作業員うち上記作業員に倒れかかり同時に転倒した。		平成25年8月7日 15時40分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		22:舗装				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		5:30以上		4:500～1、000		2:無		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)				06:激突され				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																A:危険だと思わなかった		2		24:相手の行動を確認しなかった。								①作業手順書に記載している「バリケードやコーンバーの危険標識」の設置が無く「移動時は養生テントの作業範囲内立入禁止」を遵守せず、フォークリフト前面で作業していた。<改行>②養生テントは風の影響を受けやすいことを考慮すると、作業地盤の整地や養生テント脚部の結束等の事前対策を講じていなかった。<改行>③誘導員自ら作業に加わったことから、誘導員不在の状態となっていた。																																												8:00 朝礼、KY活動、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ。作業開始前点検、熱中症、健康状態の確認<改行> 8:30 作業開始<改行> 9:00 生コン到着、打設開始<改行>14:00 生コン打設終了。休憩<改行>15:00 養生済み箇所の型枠（H型鋼）撤去<改行>15:20 テント移動作業開始<改行>15:37 事故発生						前田道路株式会社		前田道路株式会社																				有限会社穐吉工業												フォークリフトの代替としてはクレーン付トラックを使用する。フォークリフトは使用しない。等計４項目。																																								当局				文章注意																				H25-九州-北九州-4901.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2013		8		7		15		40		2013		TRUE		6		22		九州		5		17		0		17.0		5		1101		7		2013/8/7　15:40		41493.6527777778

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		10年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		浜田港福井地区防波堤（新北）築造工事		上部工の型枠建込作業において、クレーンで吊り下げた型枠に付けた綱をかいしゃくしていたところ、かいしゃく綱を握っていた左手が既設型枠に取り付けた仮設部材に衝突し、中指に挫滅創（爪甲剥離及び8針縫合、休業0日）を負った。		平成25年8月22日 14時45分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				03:激突				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										20:不安全に物が置いてあった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								87.50%		88.20%		30.60%		74.10%		上部工の型枠建込作業において、クレーンで吊り下げた型枠に付けた綱をかいしゃくしていたところ、かいしゃく綱を握っていた左手が既設型枠に取り付けた仮設部材に衝突し、中指に挫滅創（爪甲剥離及び8針縫合、休業0日）を負った。				①　仮設部材を含め、作業員が被災する恐れのある危険箇所をあらためて点検し、全作業員に周知する。<改行>②　既設型枠に取り付ける仮設部材の位置を、作業員が接触しない位置に変更する。　<改行>③　常に安全な位置・体制でかいしゃく作業ができるよう、かいしゃく綱を２本から４本に増やす。<改行>④　クレーンを動かす際には、合図者がかいしゃく作業者の立ち位置まで確認した上で、合図を出す。		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社		中国支店																		（株）サンクラフト				拓洋建設株式会社								なし																																												なし																				H25-中国-境港-2901.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		2013		8		22		14		45		2013		TRUE		3		21		中国		1		10		0		10.0		22		1102		55		2013/8/22　14:45		41508.6145833333

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		能代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		40年 00月		潜水士		10:その他(　)						減圧症		13:その他(　)						減圧症		1:0～3		1		3:労災非適（その他）		能代港外港地区防波堤（第二北）築造工事		能代港外港地区防波堤(第二北)の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工及び構造物撤去を施工するものである。		平成25年8月23日 8時25分 頃		海上		能代港港内船上(帰港途中)		07:先掘防止マット				23:潜水作業(調査等)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1306:その他：潜水士の溺れ																														A:危険だと思わなかった				99:その他																				99:その他										66.00%		60.00%		100.00%		21.00%		6:09頃　-19m前後の海底にて潜水作業開始。<改行>7:29頃　作業終了。<改行>7:54頃　浮上。<改行>8:15頃　帰港し始める。<改行>8:25頃　被災者が頭痛とめまいを訴えた。		-19m前後の海底にて潜水士２名により基礎工の洗掘防止マット敷設作業を開始。<改行>80分の海底作業後、所定の浮上停止時間（16分）以上の25分を費やして浮上。<改行>帰港途中に頭痛とめまいを訴えた。		・作業員の体調管理を強化する。<改行>・高年齢者用の安全教育を実施する。<改行>・潜水作業の潜水時間を厳守する。		中田建設株式会社		中田建設株式会社																																						措置無し																																																										H25-東北-秋田-3801.xlsx		3/6/15 19:01		9/6/17 11:43		2013		8		23		8		25		2013		TRUE		23		7		東北		1		40		0		40.0		27		1306		23		2013/8/23　8:25		41509.3506944444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		16		男		00年 03月		型枠工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		大船渡港湾口地区防波堤（災害復旧）本体工事		ケーソン内型枠の仮置作業中、吊り卸していた型枠の下端が地上から１．２ｍ程度まで下がっていた時、回転した型枠が既に仮置されていた型枠に接触しないように左手で型枠を押さえた。その際、吊っていた型枠と仮置中の型枠の間に左腕を挟まれ負傷した。		平成25年8月31日 13時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						23:荷				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。										22:作業場が狭かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								38.40%		35.10%		100.00%		100.00%		13:00 ケーソン内枠荷受け<改行>14:30 事故発生<改行>				・吊荷（型枠）は、一旦地面に置き荷振れを止める。<改行>・介錯ロープを使用する。<改行>・型枠同士のの隔離を１ｍとし、挟まれ防止材（防舷材）を設置する。<改行>・初めて行う作業に従事させる場合は、習熟するまで継続的に熟練者の指導の下で作業を行わせる。		飛島建設株式会社		飛島建設株式会社																																						口頭注意																																																										H25-東北-釜石-3101.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2013		8		31		13		30		2013		TRUE		9		11		東北		1		0		3		0.3		23		1101		55		2013/8/31　13:30		41517.5625

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		10年 00月		作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		熊本港（夢咲島地区）航路（－７．５ｍ）浚渫工事（第２次）		事故当日の作業は、海上と陸上排砂管の接続を行うために、バックホウ（クレーン仕様）を使用して海上排砂管を吊って作業を行っていた。事故は、仮止めボルトの接続を行っていたところ潮流で海上排砂管が流され排砂管が振れて、仮止めしようとしたボルトが抜け、その反動で被災者の右膝上に排砂管が接触した。		平成25年9月2日 16時38分 頃		陸上		埋立地、埋立		05:浚渫・床掘り				29:海上浮動管布設・撤去５７目地																				22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				06:激突され				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																A:危険だと思わなかった		1										・排砂管が振れた時に、振れた管に接触する位置に体を置いて仮止め作業を行った。<改行>・海上、陸上排砂管のボルト穴が近づいていない状況で仮止めをしようとした。<改行>・潮流(上げ潮)の影響で海上排砂管が流され先端が振れた。<改行>																																												7:45  朝礼（ラジオ体操、作業ミーティング）、<改行>13:10  作業ミーティング、ＫＹ活動<改行>16:00  排砂管接続作業開始<改行>16:38　負傷事故発生<改行>						若築建設（株）		若築建設（株）																																①海上排砂管の吊り上げ時には、陸上排砂管の高さを超えないよう、合図者が手合図でオペに伝達。計５項目。																																								当局				措置なし																				H25-九州-熊本-4801.xlsx		3/6/15 17:36		9/6/17 18:05		2013		9		2		16		38		2013		TRUE		6		5		九州		1		10		0		10.0		22		202		29		2013/9/2　16:38		41519.6930555556

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		15年 03月		溶接工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						挫創		1:0～3		0		3:労災非適（その他）		高松港朝日地区航路(-12m)浚渫工事		･揚土場にて土砂落下防止板の撤去を行った後に土砂落下防止板をラフタークレーン(65t吊）にてトラック(10t平積）に積込みを行った。<改行>積込み終了後、被災者は積荷の部材（アングル）をくぐり移動している時に、バランスを崩し、荷台から突出していたスタンション（角鋼管）に左足スネをぶつけ負傷した。		平成25年9月13日 14時15分 頃		陸上		埋立地、埋立		29:その他(　)		共通仮設工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		トラック積荷（積み込んだ土砂落下防止板）		16:その他の加害物(　)		トラック荷台側部の突起物		03:激突				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																																						　８：００　　朝礼<改行>　８：１０　　ＫＹミーティング後作業開始　<改行>１４：１５頃　浚渫土砂揚土場所にて土砂落下防止板を撤去し部材をクレーンにてトラックへ積込後、被災者がトラック荷台上を移動中、トラック荷台側部と左足脛（すね）部が接触、被災<改行>１４：３２　　被災者病院へ搬送<改行>１５：３５　　被災者病院にて治療終了<改行>１６：３５　　被災者作業現場へ戻る						若築建設株式会社		若築建設（株）																																措置無し																																																																H25-四国-高松-3901.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2013		9		13		14		15		2013		TRUE		3		29		四国		1		15		3		15.3		26		1199		4		2013/9/13　14:15		41530.59375

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		22年 00月		船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		28		1:労災適用		相馬港本港地区防波堤(沖)(災害復旧)本体工事(その4)		相馬港本港地区防波堤（沖）のケーソン製作、進水、仮置及びケーソン仮置場の基礎工の施工するものである。		平成25年9月16日 17時15分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		梯子		17:加害物なし				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																																		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。		34:その他の不安全行為があった。						12:梯子・脚立等に欠陥があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										46.80%		46.80%						6:15 作業中止<改行> 8:00 ＦＤにて台風警戒開始<改行>16:30 現場状況を確認し警戒解除<改行>17:15 事故発生		ＦＤから下船する際に、タラップが外れていたため梯子を取り付け乗り移った際、うねりでＦＤが上下に揺動し、梯子を固定していたバインド線が外れ、梯子が滑り落ち、右手を岸壁についた際、手首を骨折した。		①乗降用タラップを使用しない場合に乗降する際は、梯子を使用せず、可搬式作業台を使用する。可搬式作業台の設置・固定は陸上作業員を配置して行う。<改行>②FDの動揺を目視で確認し、乗降用タラップと接触しない位置に可搬式作業台を設置し乗降する。<改行>③補助タラップを使用できない時の乗降ルールについて周知徹底する。<改行>④「梯子での乗降禁止」の明示看板を設置する。		東亜・不動テトラ・大本ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社大本組				株式会社不動テトラ																														文書注意								文書注意								文書注意																																										H25-東北-小名浜-3501.xlsx		3/6/15 18:43		9/6/17 11:43		2013		9		16		17		15		2013		TRUE		1		12		東北		4		22		0		22.0		26		105		14		2013/9/16　17:15		41533.71875

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		06年 00月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						13:その他(　)						ひねり		1:0～3		0		1:労災適用		酒田港本港地区防波堤（南）消波工事		通路にはみ出していたブロック養生シート固定用のネットを束ねようと手で巻き取っていたところ、右足でネットを踏んでいたため右足が持ち上がり、よろけて段差下で左膝をひねり負傷。		平成25年9月18日 10時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		飛散防止ネット		15:起因物と同じ				19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										20:不安全に物が置いてあった。										04:理解度の確認が不十分だった。										31.00%		31.00%		26.00%		26.00%		8:00 生コン打設作業準備<改行> 8:15 生コン打設開始<改行>10:00 事故発生						（株）平尾工務店		（株）平尾工務店																																						措置無し																																																										H25-東北-酒田-3601.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2013		9		18		10		0		2013		TRUE		19		17		東北		1		6		0		6.0		26		1399		84		2013/9/18　10:0		41535.4166666667

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		00年 09月		甲板員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0				中城湾港（新港地区）泊地(-11.0m)揚土工事（第3次)		被災者がワイヤーを片手で掴み、揚錨船のシーブ（滑車）とワイヤーの間に右指を挟まれる。		平成25年9月19日 7時37分 頃		海上		排砂管設備運搬		29:その他(　)		海上排砂管設置・管理・撤去		84:その他(　)		フローター管設置・管理・撤去		1:晴れ		空気圧送揚土		2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		揚錨船のシーブ		08:はさまれ、巻き込まれ				0607:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：ウインチを利用した揚重装置																														A:危険だと思わなかった		1										ウィンチでワイヤーを巻き取る際に直接ワイヤーをつかんだ。																														6:30：空気圧送甲板の安全掲示板前にて朝礼、作業ミーティング、危険予知活動。<改行>6:50：空気圧送船の台風避難開始。<改行>7:30：空気圧送船のアンカーを揚錨船で回収。<改行>7:37：揚錨船のウィンチに巻き取られているアンカーの起こしワイヤーを本船へ回収開　　　始。揚錨船が起こしワイヤーの弛みをウィンチで巻き上げながら本船に接近。<改行>　　　本船の甲板上にいた被災者の手に届くところまで来たところ、被災者がワイヤー　　　を片手で掴み、揚錨船のシーブ（滑車）とワイヤーの間に右指を挟まれる。　<改行><改行>						東洋建設・不動テトラ特定建設工事共同企業体		東洋建設株式会社				株式会社不動テトラ																大旺新洋株式会社																																																																												H25-沖総局-那覇-5001.xlsx		3/6/15 17:11		3/6/15 17:11		2013		9		19		7		37		2013		TRUE		8		29		沖縄		1		0		9		0.8		14		607		84		2013/9/19　7:37		41536.3173611111

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		32		男		00年 01月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		新千歳空港　１号沢函渠外耐震対策工事		　当日施工の底版削孔が予定より早く終了したことから、翌日の作業を円滑に行うため、当日の作業予定に無かった、PHbドリルの解体および移動に着手した。<改行>　 PHbドリルの解体作業の際、エアチューブを機械下部から両手で取り外した時、機械上部に位置していたハンマー部のエア圧が抜け支えを失って、落下してきたハンマー固定金具と下部フレームの間に左手を挟み被災した。<改行>　定められた作業手順では、機械操作によってハンマー部を下部に下ろした後にエアチューブを取り外す事となっていたが、機械操作を担当する作業員が、エアチューブを取り外す担当であった別の作業員が持ち場を離れた際に、戻るまで待機せず、手順を誤って先にエアチューブを取り外し意図せずハンマー部を落下させたものである。<改行>　また、監視・指導役の職長は、休暇のため欠員が出た別の班の解体作業に加わっていた。		平成25年9月23日 17時30分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				02:作業準備				2:曇り								3:10～20								20:動力工具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		04:作業標準を守らなかった。		16:勘違い判断をした。																04:理解度の確認が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		31:現場内連絡調整が不備だった。						20.20%		17.40%		33.60%		28.10%		　当日施工の底版削孔が予定より早く終了したことから、翌日の作業を円滑に行うため、当日の作業予定に無かった、PHbドリルの解体および移動に着手した。<改行>　 PHbドリルの解体作業の際、エアチューブを機械下部から両手で取り外した時、機械上部に位置していたハンマー部のエア圧が抜け支えを失って、落下してきたハンマー固定金具と下部フレームの間に左手を挟み被災した。<改行>				＊ PHbドリルの削孔・解体作業のみならず、危険性が高い作業は、繰返し朝礼・安全訓練で教育・指導し、作業手順の順守状態を元請職員の巡視で確認する。<改行>＊ 作業手順書を機械周辺の明るく見やすい場所に掲示する。<改行>＊ エアチューブ先端から10㎝程度離した所に「ハンマーを降ろしてから取り外す事」の危険表示を取付け、注意喚起する。<改行>＊ 朝礼の際に確認した作業内容に含まれていない等の予定外の作業が生じた場合は、元請と下請が必ず打ち合わせを行う。<改行>＊ 現場に全ての作業手順書を保管し、予定外の作業を実施する場合は、職長が作業員に対して作業手順書および安全対策の確認させるとともに役割分担を指示する。		岩倉建設(株)		岩倉建設（株）																				成和リニューアルワークス株式会社				株式会社モリ																																																																								H25-北開局-千歳-4001.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2013		9		23		17		30		2013		FALSE		8		29		北海		1		0		1		0.1		20		1204		2		2013/9/23　17:30		41540.7291666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		18		男		06年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		新潟港（東港地区）西防波堤消波工事（その１）		９月２６日（木）１１：１０頃、テトラポッド製作ヤード内で打設単管足場の設置作業中に発生。当該作業員（１次下請）は、テトラポッド下部打設を完了し、上部打設に必要となる上部用足場の入替作業のため、ラフタークレーン２５ｔ吊で吊降ろし中の足場設置作業に介錯ロープを使用して微調整（最終段階）していたところ、風の影響で足場が振れたため、とっさに手で足場をつかんでしまい、足場単管と型枠脚部の間に右手薬指を挟まれ負傷したもの。（微傷；右環指指先損傷（うかんしゆびさきそんしょう）。約１週間の加療。）<改行>※作業開始時、現場代理人は簡易式ハンド風速計にて計測を行い7m/secであり、作業中止基準（10m/sec）には達していないことを確認し作業を開始している。		平成25年9月26日 11時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				17:足場の組立・解体等				2:曇り						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		型枠・打設足場		08:はさまれ、巻き込まれ																																		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。								危険を感じた時点で足場から手を離さなかった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								作業中止基準（10m/sec）には達していなかったものの被災当時は少し風が強かった（7m/sec）。		04:理解度の確認が不十分だった。								・打設足場設置作業においては、足場移動時における足場と型枠間の挟まれ事故を懸念し、作業手順書へは介錯ロープの使用遵守が記載され、日々の朝礼等には危険予知活動をとおした安全指示・指導で管理を実施してきたものの、施工過程上必要となる打設足場設置の「微調整に伴う作業」に対しての記述がなく安全対策に一部不備があった。・元請けからの安全指導は受けていたものの、介錯ロープの使用遵守を守らず不安全行動をとった。		24.00%		24.00%		24.00%		24.00%		９月２６日<改行>・　７：４０　新規入場者教育・ＫＹミーティング活動<改行>・　８：００　作業開始／生コン打設開始<改行>・１１：００　生コン打設作業／２個目下部打設完了<改行>　　　　　　　生コン打設作業／３個目に下部打設足場移動完了<改行>・１１：１０　事故発生／２個目上部打設足場移動中／右手薬指創傷				事故後「再発防止検討会」及び「安全教育」を実施し、以下、再発防止対策について、全作業員に周知、再発防止教育を行っている。<改行>１）打設足場と型枠に挟まれないよう足場に「持ち手」を新たに設置し、緑テープで明示。（作業手順書見直し含む）<改行>２）接触する恐れがある箇所は触らないようトラテープで明示。<改行>３）危険を感じたら手を離し、自ら回避する。（作業手順書見直し含む）<改行>４）ブロック製作作業は、施工サイクルの繰り返し作業のため、慣れと油断からの不注意、及び天候によって危険度が変わることへの安全教育。（作業手順書見直し含む）		（株）中元組		（株）中元組																																●管理義務；軽微→「措置無」（法令に違反しないまでも施工過程における・・「一部不適切」																																								労働基準監督署		2013年09月00日		指導等、処分なし																				H25-北陸-新潟-3301.xlsx		3/6/15 18:28		3/6/15 18:28		2013		9		26		11		10		2013		TRUE		8		17		北陸		1		6		0		6.0		14		ERROR:#VALUE!		17		2013/9/26　11:10		41543.4652777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		25		男		00年 09月		地盤改良工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		東京国際空港Ｃ滑走路地盤改良工事		固結体造成工の注入中、ロッドがジャミング（締固めの効果により、ロッドが引抜けない状態）し、リフト装置のチャック台では引上げが困難となり、引抜きの補助として油圧ジャッキ（最大ストローク長13.5cm）2基を併用した。油圧ジャッキの最大ストロークまでチャック台を押し上げたが、ジャミングが解消しなかったので、再度押し上げを行う為にジャッキの油圧を開放しスピンドルが下がる状態にしてチャック台を下げた。被災者は片方のスピンドルが3cm程度高止まりしていることに気付き、スピンドルを親指で押し下げようとした。そのときにチャック台が下がってきて、チャック台とスピンドルの間に指が挟まり被災した。スピンドルは手で押し下げる必要はなく、被災者の勝手な判断で手を入れてしまった。		平成25年10月1日 1時15分 頃		陸上		滑走路		06:地盤改良				59:モルタル混合・注入				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		リフト装置、手動式油圧ジャッキ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		13:油断、軽視した。																												27.30%		27.70%		28.50%		28.80%		22:30　朝礼等<改行>22:45　ＫＹＫ、設備点検実施<改行>23:35　制限区域内入場<改行>00:05　注入作業開始<改行>01:15　事故発生				①再発防止安全教育を実施し、作業手順・安全確認事項等の周知徹底を行う。<改行>②油圧ジャッキ操作者は、不必要にチャック台と油圧ジャッキの間に手指を入れないよう、指導を徹底する。<改行>③オペレータがチャック台の操作を行う際には、別途配置する合図者の指示に従う。		東亜建設工業・鹿島建設ＪＶ		東亜建設工業株式会社				鹿島建設株式会社																																		措置無し								措置無し																																																		H25-関東-東京空港-4101.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2013		10		1		1		15		2013		FALSE		8		6		関東		1		0		9		0.8		26		1399		59		2013/10/1　1:15		41548.0520833333

		北海道開発局		稚内港湾事務所		香深		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		01年 00月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		2		1:労災適用		香深港建設工事		作業ヤードにて六脚ブロックＫ1.13型（20ｔ）の型枠脱型の為、100ｔクローラークレーンで型枠を吊りながら作業をしていたが型枠下部が打設用ベースコンクリート端部に引っ掛かった為、合図者がｸﾚｰﾝを停止確認しようとした矢先、合図者の後ろにいた被災者が型枠（213ｋｇ）を直接つかみ引っ掛かりを解消すべく型枠を左右に揺さぶったところ、引っ掛かりがはずれ、型枠が急に移動しブロックと型枠の間に右手薬指及び小指を挟み被災したものである。　<改行>		平成25年10月5日 9時35分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。										35:その他の作業環境に欠陥があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										73.20%		71.00%		100.00%		70.00%		作業ヤードにて六脚ブロックＫ1.13型（20ｔ）の型枠脱型の為、100ｔクローラークレーンで型枠を吊りながら作業をしていたが型枠下部が打設用ベースコンクリート端部に引っ掛かった為、合図者がｸﾚｰﾝを停止確認しようとした矢先、合図者の後ろにいた被災者が型枠（213ｋｇ）を直接つかみ引っ掛かりを解消すべく型枠を左右に揺さぶったところ、引っ掛かりがはずれ、型枠が急に移動しブロックと型枠の間に右手薬指及び小指を挟み被災したものである。　<改行>				①当社安全スローガンでもある1動作1秒（行動の前に確認）の安全確認の励行を朝礼で作業関係者全員に再度周知する。<改行>②吊り荷の下に入らない、吊り荷に直接手を触れない。（ハヤスケ、介錯ロープ使用）を周知徹底する。<改行>③型枠が引っ掛かって抜けずらい現象から吊り上げ高さの不足、引きずり出すのではなく剥がした型枠は、地面に一度卸し型枠の重心を考慮しワイヤーを掛け直し水平に吊りあげ型枠を抜き出す吊り方とする。<改行>④手順書以外の事態が発生した場合は個人で処理せずに作業所長に報告し指示を受ける。<改行>⑤新人教育、特に声かけ、行動前の確認を徹底する。また、現場経験の豊富なベテラン作業員が常に目を配り現場指導を行う。具体的には、作業手順や危険予知を始業前及び作業中にも伝承するなど、新人教育を充実化させる。<改行>⑥請負者主催の安全教育に発注者監督職員が参加をし、安全意識向上を働きかけ、事故防止を訴える。<改行>⑦これまでも実施しているが、現場監督で出向いた際、作業員に対する声かけなど、これまで以上に安全対策を意識し、危険行為があった場合は、現場代理人等に指導を実施し、事故防止に努める。<改行>⑧別途発注している監督補助業務においても、これまで以上に安全を意識した監督に努め、不安全行動が発覚したら、その場で現場代理人等に指導し、監督職員へその旨を伝え、再度監督職員より安全に対し、指導することにより事故防止に努める。		藤建設(株)		藤建設株式会社																																																																																																H25-北開局-稚内-4201.xlsx		3/6/15 17:18		3/6/15 17:18		2013		10		5		9		35		2013		TRUE		8		17		北海		1		1		0		1.0		24		1399		55		2013/10/5　9:35		41552.3993055556

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		松山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		00年 03月		甲板員		02:頸部								13:その他(　)						裂傷		1:0～3		0		1:労災適用		松山港外港地区泊地（－１３ｍ）浚渫工事		本工事は、松山港外港地区泊地(-13m)の浚渫工および土捨工を施工し安全管理を実施するものである<改行>今回の工事関係者事故（負傷）は、浚渫作業終了後、グラブ浚渫船の移動に伴うスパッドの引抜作業のため、スパッドの固定ピンの差替を行った後、作業員がゴンドラから備え付けの梯子に乗り移り、梯子を降りる際に、梯子から足を踏み外して転落事故が発生した		平成25年10月8日 3時45分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				05:階段・梯子等				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																														22.00%		23.00%		11.00%		8.00%		平成25年10月7日<改行>　17:30　朝礼、TBM、KY実施<改行>　18:36　浚渫作業開始<改行>平成25年10月8日<改行>　03:34　浚渫作業終了<改行>　03:34　作業船退避（台風待機）に備え、グラブ浚渫船の作業員、被災者の2名がスパッドピン（右舷・左舷の2箇所）の差し替え作業を実施<改行>　03:45　先に右舷側のスパッドピンの差し替え作業を行い、次に左舷側のスパッドピンの差し替え作業を終え、先に作業員が甲板上に降りて、2人目の被災者が降りる際に、梯子から足を踏み外し、約2mの高さから甲板上に転落した<改行>　				管理対策<改行>(1)　ヒューマンエラー防止対策について、資料及びビデオ等を使用して安全教育を行い、安全意識の高揚を図る。<改行>(2)　常に緊張感を持たせることを目的に、現場巡視時の声かけ、コミュニケーションを活性化する。<改行>更なる安全対策<改行>(1)　注意喚起標識をグラブ浚渫船の作業員動線上に増設する<改行>(2)　ゴンドラから梯子に乗り移る際の動線の安全性確保のため、既設の梯子を撤去し、ゴンドラ開口部の全面に昇降階段を設置する<改行>(3)　昇降階段の設置に伴い、照明設備（投光器）を増設する<改行>(4)　グラブ浚渫船に専任安全監視員（協力会社）を1名配置する		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																																措置なし																																																																H25-四国-松山-4601.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2013		10		8		3		45		2013		TRUE		1		5		四国		1		0		3		0.3		27		105		13		2013/10/8　3:45		41555.15625

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		30年 00月		コンクリート舗装工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		120				中城湾港（新港地区）岸壁(-13.0m)改良工事		被災者が清掃中、後進してきたフォークローダーの後部と接触、転倒する。<改行><改行>		平成25年10月19日 13時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																A:危険だと思わなかった		1		26:危険有害な場所に入った。								被災者が清掃中、後進してきたフォークローダーの後部と接触、転倒する。<改行>																																												13:00：現場事務所にて作業の打ち合わせ。<改行>13:10：フォークローダーが現場に入り片付け作業を開始する。<改行>　　　フォークローダの片付けが終了する前に被災者が現場に入り清掃を始めた。<改行>　　　（フォークローダの片付け終了後に清掃を始める予定であった）　<改行>13:30：被災者が清掃中、後進してきたフォークローダーの後部と接触、転倒する。<改行><改行>						(株)大米建設		（株）大米建設																				大成ロテック株式会社				株式会社美和建設														文書注意																																		労働基準監督署		reserved-41566x1F		元請（株）大米建設に指導票、２次下請（株）美和建設に是堤勧告と指導票																				H25-沖総局-那覇-5101.xlsx		3/6/15 17:11		3/6/15 17:11		2013		10		19		13		30		2013		TRUE		8		22		沖縄		5		30		0		30.0		5		899		66		2013/10/19　13:30		41566.5625

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		04年 05月		土工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷		04:骨折		神経断裂		4:16～30		30		1:労災適用		小名浜港東港地区臨港道路航路部上部工事		ＲＣ橋脚主塔部の鉄筋（D51、L=7.5m、W=120kg）の建て込み作業中、吊り上げている鉄筋の先端が先に組み立てた鉄筋の先端に接触した後、鉄筋立吊り専用クランプが外れ、吊っていた鉄筋が傾きながら落下し下にいた作業員に当たった。		平成25年10月25日 14時26分 頃		海上		橋面上		29:その他(　)		橋梁上部工		54:鉄筋運搬・組立				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		鉄筋立て吊り用クランプ鉄筋		16:その他の加害物(　)		鉄筋		04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																										32.00%		32.00%		48.00%		32.00%		11:30 主塔鉄筋建て込み作業開始<改行>12:00 休憩<改行>12:45 作業打合せ<改行>13:00 作業開始<改行>14:26 事故発生				・作業配置を厳守する。作業指揮者はこれらを監視する。<改行>・作業指揮者が現場を離れる場合は、合図者・鉄筋介錯者・鉄　筋接続作業者に注意喚起をする。<改行>・吊荷が腰高に降りてくるまでは吊荷の下に入らないというル　ールを再度徹底する。<改行>・玉掛け者は、鉄筋立て吊り用クランプ取付時、確実にロック　されていることを確認する。なお、ロック確認のためのマー　キングを施す。<改行>・鉄筋立て吊り用クランプのほかに、予備の玉掛け（単管クラ　ンプ＋シャックル）を追加する。<改行>		清水・東亜・川田特定建設工事共同企業体		清水建設株式会社				東亜建設工業株式会社				川田建設株式会社																														文書注意								文書注意								文書注意																																										H25-東北-港空部-9201.xlsx		3/6/15 19:07		8/21/23 16:47		2013		10		25		14		26		2013		TRUE		4		29		東北		4		4		5		4.4		26		201		54		2013/10/25　14:26		41572.6013888889

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		22年 00月		普通船員		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		大船渡港湾口地区防波堤（災害復旧）築造工事（その２）		揚錨船が起重機船の自アンカーを抱え、起重機船の右舷側を並走していた。その後、左旋回した２隻の間に、事前に設置してあった錠アンカーのブイとワイヤーが入り込み、起重機船の自アンカーに引っ掛かった。そのはずみで揚錨船が転覆し、船員が２名海に転落。内１名が負傷した。<改行>		平成25年10月30日 7時10分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				16:その他の加害物(　)		船舶		03:激突				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。								A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																		07:作業の安全指示が不適切だった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。								19.90%		20.00%		100.00%		100.00%		7:00 着火船が、起重機船の自アンカーを抱えあ状態で起重機船と並走<改行>7:10 錠アンカーのブイに、抱えている自アンカーのワイヤーが引っ掛かり事故発生<改行>				・周辺施設の位置関係を再確認し、安全な入域コースを設定する。<改行>・作業内容に応じ死角のないように、乗組員等適正な配置と指導を行う。<改行>・入域後に起重機船の動揺を止める手段を検討し、着火船でのアンカー吊込は、同様が止まった後とする。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																						口頭注意																																																										H25-東北-釜石-4401.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2013		10		30		7		10		2013		TRUE		3		8		東北		1		22		0		22.0		22		1104		2		2013/10/30　7:10		41577.2986111111

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		18		男		01年 00月		一般作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						挫創										1:0～3		2		1:労災適用		平成２５年度　下田港防波堤本体工事		　鉄筋切断作業は、一次下請けの作業員である被災者と他１名の２名で行っていた。しかし、他１名が切断した鉄筋の数量確認を行っている間に、被災者が一人で切断作業を行た。<改行>  その一人作業中、被災者が鉄筋を支える時に人差し指を鉄筋切断部分に添えたままで鉄筋切断電動工具を操作したため、人差し指を挟み３針を縫う裂傷を負った。		平成25年11月12日 11時4分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				53:鉄筋加工				1:晴れ						1:微風（～2）				5:1、000以上						10:他に属さない機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ		挫創		1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		34:その他の不安全行為があった。								①被災者自身が安全確認を怠り、工具の操作を実施したこと<改行>②当日の作業手順書に記載の無い作業を行わせたこと<改行>③現場の巡視点検においても危険作業を看過していたこと																						0.00%		0.00%		0.00%		0.00%		　本工事は１１月５日より現場に入り、本体方塊製作用の函台製作作業を始めて１週間で事故が発生した。現場においては新規入場者教育や朝礼、ＫＹ活動、安全巡視など安全管理対策を実施していた。<改行>　１１月１２日は、函台製作の鉄筋を準備するため鉄筋切断電動工具を使用して鉄筋切断作業を行っていた。				１）経験年数の少ない作業員並びに監督する作業主任者に対する再教育<改行>    ①作業に潜む危険要素と安全対策にかかる再教育、②作業主任者に対する再教育、<改行>２）作業手順書の見直しと作業員への周知徹底<改行>  ①すべての作業での手順の詳細記述と危険要素すべての見直し、②新たな作業手順書での作業員全員への教育と周知徹底（緊急安全大会：全作業員参加の開催）、③危険予知活動において工具作業を含めた当日作業の危険性の提唱、④監督・作業責任者が危険なポイントについて作業前指導と対策の徹底、⑤作業手順書を本社安全部で内容確認するチェック体制の強化、 ⑥本社安全部による作業手順書を使った安全教育の実施、⑦毎日の安全巡視による作業手順書内容に従った作業実施の確認<改行>３）工具作業の安全管理の徹底<改行>  ①工具の取扱責任者を定め明示する。②鉄筋切断工具を使用する作業は必ず二人作業で行う。<改行>４）作業中の不注意防止<改行>  ①二人作業でお互いに安全を確認して声を掛け合って作業  を行う。		青木建設株式会社																																																																										労働基準監督署		2013年11月00日		「今後は再発防止対策を確実に実施してください。」と口頭注意を受けた。																				H25-中部-清水-5701.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2013		11		12		11		4		2013		TRUE		9		11		中部		1		1		0		1.0		10		1299		53		2013/11/12　11:4		41590.4611111111

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		63		男		09年 00月		世話役		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折		02:創傷						4:16～30		30		1:労災適用		広島港海岸中央西地区（吉島）護岸（改良）築造工事		被災者は、本工事において撤去した土砂をダンプトラックによりヤードに搬入・仮置する作業を指揮していたが、ダンプトラックが荷台から後方に土砂を荷下ろしした際、テールゲートが動揺して騒音が発生しそうになったため、とっさにテールゲートを左手で押さえようとして、誤ってテールゲートに自身の中指及び薬指を挟み、中指末節骨開放性骨折及び薬指挫創を負った。（ダンプトラックからの土砂の荷下ろしの際に、テールゲートの動揺により発生する騒音の防止対策（荷下ろしをゆっくりと行う）が徹底されていなかったことが、被災者が危険行動をとるきっかけとなった。）		平成25年11月19日 10時20分 頃		陸上		埋立地、埋立		25:土工				39:土砂・石材等の陸上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				被災者は、本工事において撤去した土砂をダンプトラックによりヤードに搬入・仮置する作業を指揮していたが、ダンプトラックが荷台から後方に土砂を荷下ろしした際、テールゲートが動揺して騒音が発生しそうになったため、とっさにテールゲートを左手で押さえようとして、誤ってテールゲートに自身の中指及び薬指を挟み、中指末節骨開放性骨折及び薬指挫創を負った。（ダンプトラックからの土砂の荷下ろしの際に、テールゲートの動揺により発生する騒音の防止対策（荷下ろしをゆっくりと行う）が徹底されていなかったことが、被災者が危険行動をとるきっかけとなった。）																														被災者は、本工事において撤去した土砂をダンプトラックによりヤードに搬入・仮置する作業を指揮していたが、ダンプトラックが荷台から後方に土砂を荷下ろしした際、テールゲートが動揺して騒音が発生しそうになったため、とっさにテールゲートを左手で押さえようとして、誤ってテールゲートに自身の中指及び薬指を挟み、中指末節骨開放性骨折及び薬指挫創を負った。（ダンプトラックからの土砂の荷下ろしの際に、テールゲートの動揺により発生する騒音の防止対策（荷下ろしをゆっくりと行う）が徹底されていなかったことが、被災者が危険行動をとるきっかけとなった。）						前田建設工業株式会社		前田建設工業株式会社		中国支店																														措置なし																																																																H25-中国-広島-5201.xlsx		3/6/15 17:56		3/6/15 17:56		2013		11		19		10		20		2013		TRUE		8		25		中国		4		9		0		9.0		5		1103		39		2013/11/19　10:20		41597.4305555556

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		08年 00月		船　員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷		04:骨折						2:4～8		7		3:労災非適（その他）		志布志港（若浜地区）防波堤（沖）（改良）外１件築造工事		消波工（ﾃﾞｨﾝﾌﾟﾙ50t）を起重機船へ積込作業のため、起重機船上で消波ﾌﾞﾛｯｸ（ﾃﾞｨﾝﾌﾟﾙ50t）の玉外し作業中、玉掛けワイヤー（φ32mm、L=13m）を起重機船クレーンで取り外した際、２本の内の１本が跳ねて背中に当たり、倒れた拍子に甲板で顔を打って負傷した。		平成25年11月19日 14時40分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ																14:物上げ装置				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。								① 被災者が退避過程で迅速な退避行動をとらなかった。<改行>② 従事していた合図者は、同時通話型の無線機を使用して、各人の避難位置を指示確認して合図するようになっていたが、退避の位置確認を目視せず合図をおこなった。<改行>③ クレーンの操作者が操作室モニターによる、全員の退避位置を十分確認せずに操作をおこなった。<改行>以上を勘案すると、本事故の発生原因は、ブロック種類の変化に伴う十分な危険予知がされていなかったこと、および被災者を含む作業員７人が事故防止について十分な連携が取れていなかったことに起因すると考える。																																												11/19 13:00 KY 活動<改行>11/19 13:15 ディンプル50t 型積込作業開始<改行>11/19 14:40 被災者被災・応急措置・被災者病院搬送<改行>11/19 14:50 現場代理人より監督職員に事故発生の第一報の連絡<改行>11/19 15:30 監理技術者より監督職員に事故発生状況の報告<改行>11/19 16:00 海上保安部・労基署へ連絡						森山（清）組																																																																										労働基準監督署				特になし		海上保安部				海上保安署としては、書類送検（4 月以降）を予定しているが、最終的な判断は、地検において行われる。		当局				保安部の書類送検待ち								H25-九州-志布志-8001.xlsx		3/6/15 17:32		3/6/15 17:32		2013		11		19		14		40		2013		TRUE		4		19		九州		2		8		0		8.0		14		204		51		2013/11/19　14:40		41597.6111111111

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		須崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		18		男		01年 00月		普通作業員		05:腹部								13:その他(　)						臓器出血		4:16～30		18		1:労災適用		須崎港湾口地区防波堤築造工事（その（１））		現地作業は、バケット打設による上部コンクリート(パラペット部）打設及びそれに伴う作業である。<改行>被災者は、コンクリート打設に使用するバイブレーダの移動を行うため、安全帯を外しバイブレーダのスイッチのある場所へ移動し、スイッチを切った後、元のバイブレーダがある位置に戻る途中、足場を踏み外し型枠内へ転落した。その際に型枠固定用のセパレータ（鉄筋D16）と左脇腹を接触した。コンクリートは打設高（h=1.0m）のうち約半分程度まで打設されていた。		平成25年11月26日 10時0分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		型枠セパレータ		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった		1		14:放心、考えごとをしていた。																														18.00%		13.00%		80.00%		71.00%		（平成25年11月26日　火曜日）<改行>7：50　朝礼及びKYを実施後、交通船により防波堤上の現場へ移動<改行>8：30　積出ヤードよりクレーン付台船により生コン車を現場へ運搬<改行>9：10　防波堤上の現場にて、バケットによるコンクリート打設を開始<改行>10：00　事故発生（状況は、被災時の状況による）				・新規入場者教育や作業手順書等による再教育の徹底<改行>・各作業に潜む事故の再認識の徹底（事故事例ビデオの活用）<改行>・職長による声掛け合図を徹底し作業員同士の次動作の統一を図る<改行>・下記再発防止対策の周知徹底<改行>　(1)安全帯を作業中常時着用（親綱の設置）することにより安全意識の向上を図る<改行>　(2)開口部の養生という観点で作業通路兼足場の幅を現況の0.5mから1.0mに拡幅し安全の向上を図る<改行>上記に加え管理面の強化として下記の内容を実施し安全の向上を図る<改行>　(1)滞在型店社安全パトロールの実施（月1回）<改行>　(2)店社安全パトロールの強化（月2回）		米村組・新洋海工ＪＶ		新洋西山株式会社				（株）米村組																新洋西山株式会社												不問								不問																																																								H25-四国-高知-5501.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2013		11		26		10		0		2013		TRUE		1		21		四国		4		1		0		1.0		27		101		61		2013/11/26　10:0		41604.4166666667

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		01年 00月		補修工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成２５年度青森港本港地区岸壁（－１０ｍ）（改良）改修工事		被災者は、ポリマーセメントモルタル吹付作業終了後の後片付けとして、現場内吹付プラントにて１人で吹付機の清掃を行っていた。<改行>電源スイッチを切らずにホッパー部分の清掃を行っていたとき、機械回転部（撹拌羽根：３回転／分）とホッパー底部の凸部分との間に右手人差し指を挟まれ第二関節付近を挫創した。		平成25年11月29日 9時35分 頃		陸上		その他		29:その他(　)		復旧工		84:その他(　)		モルタル吹付		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		09:他に属さない建設機械		モルタル吹付機		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。						17:安全標識がなかった。										01:作業方法を教えていなかった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。						52.00%		54.80%		45.10%		54.30%		７：００　ポリマーセメントモルタル吹付作業開始<改行>９：３０　作業終了。資機材片付開始。<改行>９：３５　災害発生。<改行>				・清掃時は電源スイッチを切断し撹拌羽根の停止を確認してから作業する。<改行>・注意喚起標識を設置し注意を促す。<改行>・清掃作業は２人で行い、安全を確認しながら作業する。<改行>		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																						口頭注意																																																										H25-東北-青森-5301.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		2013		11		29		9		35		2013		TRUE		8		29		東北		1		1		0		1.0		9		899		84		2013/11/29　9:35		41607.3993055556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		44		男		18年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		新潟港海岸（西海岸地区）離岸堤消波工事（その２）		　12月12日（木）8:55頃、シェークブロック製作ヤード内で型枠組立作業中に発生。<改行>　事故当日の作業内容は、前夜に風が強く吹いたことから、型枠を高く吊り上げての作業はせず、地上付近でラフタークレーン２５ｔ吊により補助型枠を誘導しながら、側型枠に向け型枠同士を組合せ接合するもの。<改行>  当該作業員（１次下請）は、型枠同士の位置決めに、誘導される補助型枠から側型枠のボルト穴にシノ（先の細くなった鉄筋棒）を通す作業中、シノが側型枠のボルト穴の脇を滑って型枠間に挟まったため、型枠を引き離しシノを通し直そうと、とっさに補助枠の接合面に右手をかけた際、型枠間に右手薬指を挟んで負傷したもの。<改行>（軽傷；右環指末節骨骨折（うかんしまっせつこつこっせつ）。約３週間の加療。）<改行><改行> ※作業開始時、現場代理人は簡易風速計にて計測を行い4～8m/secであり、作業中止基準（10m/sec）には達していないことを確認し作業を開始している。		平成25年12月12日 8時55分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						24:材料等				16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。						・シノが型枠間に挟まった時点で、被災者が明確な作業中止合図を出さなかった。・作業指揮者（主任者）、合図者の全体作業状況の把握に不足があった。・作業員各自の役割が不明確だった。		99:その他								型枠のボルト穴（φ18mm）に鉄筋棒（φ21mm）を差し込むという可動に余裕のない作業しずらい状況にあった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						型枠用ボルトを取り付ける際のクレーン移動に関する作業方法について、作業手順書部不備（欠落）があり、周知徹底に不足があった。		5.00%		5.00%						１２月１２日<改行>・　７：４０　新規入場者教育・ＫＹミーティング活動<改行>・　８：００　作業開始／型枠組立作業<改行>・　８：５５　事故発生／型枠接続作業中／右手薬指創傷・骨折				１）管理的要因：型枠組立作業の停止について作業手順書に明記、クレーン移動による型枠組立について作業手順書に明記２）物的要因：シノを型枠のボルト穴（φ18mm）に対し、可動余裕があり使用し易い太さ（φ18mm以下）に変更する（作業手順書に明記）シノが挟まった場合でも型枠端部に触れ無理に引抜かない<改行>３）人的要因：作業人員及び配置を固定する（息のあう円滑な作業のため常に同メンバー・配置（作業手順書に明記）、各作業員の役割を明確にする（各作業員の役割決め、即座に役割分担が識別できるよう、ヘルメットに役割を示すバンドを取り付ける（作業手順書に明記）、現場代理人及び監理技術者による現場巡回の回数を多くする（日々の危険予知活動においての慣れや油断を戒めるため、現場巡回を増やし、即修正などの改善対応ができるよう強化を図る（従前；１回／日→時点；再発防止策後２回／日）		（株）中元組		（株）中元組																																●管理義務；小→「口頭注意」（施工過程における一部不適、作業工具不適、事故調等判断加算5）																																								労働基準監督署		2013年12月00日		指導等、処分無し																				H25-北陸-新潟-5901.xlsx		3/6/15 18:28		3/6/15 18:28		2013		12		12		8		55		2013		TRUE		8		17		北陸		1		18		0		18.0		24		603		55		2013/12/12　8:55		41620.3715277778

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		08年 00月		土工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		秋田港外港地区防波堤（南）（改良）（２）消波工事		テトラポッド（４０ｔ）の型枠に乗ってシート養生を行っていたところ、突風が吹いたため作業を中止し安全帯を外して降りようとした際に再度突風が吹き地面に滑落。隣接のテトラポッド型枠に後頭部をぶつけ負傷。		平成25年12月12日 13時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)		シート養生		6:その他(　)		曇り時々雪				3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						25:環境等				16:その他の加害物(　)		テトラポッド型枠		01:墜落・転落				0113:墜落：型枠、型枠支保工から																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。						07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。				83.00%		86.30%		83.00%		86.30%		7:35 テトラポッドのコンクリート打設開始<改行>12:00 打設完了<改行>13:00 保湿のためのシート養生作業開始<改行>13:10 風速確認（7.5m/sのため作業に支障なしと判断）<改行>13:30 ブロック２個目の養生作業中、事故発生				・足場を設置して作業する。<改行>・警報付き風速計を切歯しリアルタイムで確認する。<改行>・介錯ロープ使用を徹底する。<改行>・作業中止、中断基準を新たに設ける。		（株）清水組		（株）清水組																																						措置無し																																																										H25-東北-秋田-5601.xlsx		3/6/15 19:02		3/6/15 19:02		2013		12		12		13		30		2013		TRUE		1		17		東北		1		8		0		8.0		25		113		84		2013/12/12　13:30		41620.5625

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		00年 01月		コアドリル削孔工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								1:0～3		0				志布志港（若浜地区）防波堤(沖)（改良）補修工事		被災者は、ケーソンNo.6の上部工をコアドリルにより削孔し、削孔したケーシング[削孔長4.7m、径φ130mm、削孔したコンクリート込み重量200kg]を引き抜き上部工に仮置きする作業を行っていた。被災者は、４ｔユニック車によりケーシングを引き抜き、上部工の上に横倒<改行>しを行う作業の補助を行っていた。ケーシングを約45°まで倒したところで、チューブキャッチャー部からワイヤーロープが外れ、ケーシングが落下し、被災者の右足の甲（親指の付け根）を被災した。		平成25年12月18日 15時0分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)		構造物撤去港		84:その他(　)		コアドリル削孔作業		3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		コアドリルのケーシング		07:落下物				06:激突され				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																A:危険だと思わなかった		1		05:安全装置をはずした、無効にした。		07:防護物・保護具を使用しなかった。																																																		12/18 7:50 KY活動<改行>12/18 8:20 始業前点検<改行>12/18 8:50 コアドリル削孔開始<改行>12/18 12:00 午前中の作業完了<改行>12/18 13:00 午後の作業開始<改行>12/18 15:00 被災者被災						あおみ建設(株)		あおみ建設株式会社																																																																								海上保安部				書類送検待ち		当局				未措置														H25-九州-志布志-8201.xlsx		3/6/15 17:32		3/6/15 17:32		2013		12		18		15		0		2013		TRUE		6		29		九州		1		0		1		0.1		26		1204		84		2013/12/18　15:0		41626.625

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		室蘭		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		21年 07月		クレーンオペレーター		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		04:胸部				01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		3:労災非適（その他）		室蘭築地地区岸壁(西-9.0m)改良工事		鋼管矢板打設完了に伴い、クローラクレーン100t吊りの解体作業中に、クレーンオペレーターが作業員への指示を窓から乗り出して行った際にバランスを崩して、H=1.7mの地面へ背中から転落した。		平成25年12月20日 9時10分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		共通仮設		84:その他(　)		クレーン解体作業		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				01:地面				01:墜落・転落				0116:墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等																														A:危険だと思わなかった																																		59.00%		65.00%						9:10　 鋼管矢板打設完了（12/15）に伴い、　クローラクレーン100t吊りの解体作業中、クレーンオペレーターが作業員への指示を運転席ドアから乗り出して行った際にバランスを崩して、高さ約1.7mの地面へ背中から転落した。<改行>9:10　現場代理人から主任監督員に連絡<改行>9:15　救急車が到着し、処置中。転落した本人の意識はあり、救急隊員への受け答えをしてい<改行>9:30　 救急車出発　室蘭市立病院へ搬送<改行>9：45　CTによる検査を行う。　脳に異常ないことを確認。<改行>　　　 念のため1日入院し、翌日に退院した。				①クレーンオペレーターは解体作業中は運転席から出ない事。<改行>②クレーンオペレーターから作業員に指示事項がある場合は、無線機・拡声器などを使用して、作業員に指示事項を伝える事。<改行>③解体作業中は運転席ドアを閉めて作業する事。		道南総合土建株式会社		道南綜合土建（株）																																																																																																H25-北開局-室蘭-6001.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		2013		12		20		9		10		2013		TRUE		1		29		北海		1		21		7		21.6		14		116		84		2013/12/20　9:10		41628.3819444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		21年 00月		陸上艤装		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）本体工事（その３）		本工事は、釜石港湾口地区湾口防波堤のケーソン製作の施工を行うものである。		平成25年12月30日 10時25分 頃		陸上		海洋ドック		15:ケーソン進水				02:作業準備				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10								23:荷				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										22:作業場が狭かった。										17:下請け指導が不適切だった。										93.00%		93.00%		70.00%		30.00%		8:20　係留索・曳航索取付作業開始<改行>9:30　ユニックに積載してあった係留索の荷下ろし作業開始<改行>10:25　被災		ユニック荷台（高さ約1m）で曳航索（φ60mm×20m）をリング状のロープ（φ20mm×1.5m）を使い横引きを始めた所、ロープが急に引き抜けて、ロープと共に荷台下へ転落した際に左手をついて痛めた。		・トラック荷台上では横引き作業を行わない。<改行>・荷台上の作業スペースが確保できない場合は別途運搬車両を追加する。<改行>・開口部を背にして引っ張る作業はしない。		ＪＦＥエンジニアリング（株）		ＪＦＥエンジニアリング株式会社		東北支店																																				措置無し																																																										H25-東北-釜石-6902.xlsx		3/6/15 18:57		7/6/18 11:56		2013		12		30		10		25		2013		TRUE		1		15		東北		1		21		0		21.0		23		199		2		2013/12/30　10:25		41638.4340277778

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		03年 11月		船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								5:31以上		60		2:労災非適（船員法適用）		相馬港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）築造工事（その２）		グラブ船甲板上にて砕岩棒からバケットへの交換作業中、開閉ワイヤーの取付が完了し、バケット内の滑車を吊り下ろし、吊込ワイヤーのシャックルを外そうとしたが、うねりによる動揺でシャックルが外せなかった。そのため被災者がバケット上に移動し吊込ワイヤーの動揺を抑えるため直接ワイヤーを掴み振れ止めを行った。その後、梯子で降りるため安全帯を外したところうねりによる揺れた吊込ワイヤーが被災者に接触し、バランスを崩してバケット上から転落した。		平成26年1月9日 13時47分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		吊込ワイヤー		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から																																		09:準備段取り点検、確認を怠った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		35:その他の作業環境に欠陥があった。								24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。										85.00%		75.00%		92.00%		80.00%		13:47　バケット交換終了後に、吊込ワイヤーがうねりで動揺しバケット上にいた作業員に接触して。転落				・バケット交換は、指定の係留場所で行う。<改行>・吊込ワイヤーの振れ止めは介錯ロープにて行う。<改行>・バケット交換の作業中止基準は波高0.5mとする。<改行>・以上を手順書に記載する。<改行>		東亜・本間・大本ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社本間組				株式会社大本組																														文書注意								文書注意								文書注意																																										H25-東北-港空部-7001.xlsx		3/6/15 19:07		8/21/23 16:31		2014		1		9		13		47		2013		TRUE		1		5		東北		5		3		11		3.9		26		119		3		2014/1/9　13:47		41648.5743055556

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		30年 00月		ボーリングマシンオペレータ		02:頸部								10:窒息								5:31以上				1:労災適用		北九州港（新門司地区）岸壁（－１０ｍ）実施設計外２件		ボーリングを実施中に、被災者が掘削音を聞くため、作業足場より一段上の敷き材に上がり、スピンドルとロッドの回転部分へ耳を近づけた時に、着用しているヤッケのフードが回転部へ巻き込まれ被災した。２名体制だったが、もう一人は、ケーシングパイプを洗浄中だった。被災者の声を聞いて、ボーリングマシンのエンジンを停止させた。		平成26年2月1日 13時45分 頃		海上		FD、作業船上		03:土質調査				25:試錐																				09:他に属さない建設機械		ボーリングマシン		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								スピンドルとロッドの回転部分へ耳を近づけた不安全行動である。																																												13:00　作業開始<改行>13:45　事故発生<改行>13:50　119番連絡<改行>14:00　救急車到着<改行>14:12　救急隊により被災者搬出<改行>14:15　福岡県警到着、現場検証（～16:00）<改行>18:14　労基署報告						（株）いであ																						東洋産業株式会社																																																				当局				労基署の対応待ち																				H25-九州-北九州-7401.xlsx		3/6/15 17:44		9/6/17 18:06		2014		2		1		13		45		2013		TRUE		8		3		九州		5		30		0		30.0		9		899		25		2014/2/1　13:45		41671.5729166667

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		22年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						06:関節の障害								1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（北堤）（災害復旧）築造工事		根固ブロック据付のための玉掛け作業中。<改行>被災者は、起重機フックへのワイヤー掛け完了後、３ｍ程度退避しクレーン運転手へ巻き上げ合図を行った。フックが３ｍ程の高さに達した際、ワイヤーは地切り寸前の状態となり、ねじれが戻る力が発生しワイヤーがフックから外れ、被災者の背中に接触、そのはずみで転倒した。		平成26年2月5日 9時0分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		玉掛けワイヤー		06:激突され				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		19:よそ見をしていた。						04:安全度が不足だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。						90.00%		89.50%		100.00%		70.00%		8:00　起重機船が施工場所に向け出航<改行>9:00　施工場所到着。根固ブロック据付のため玉掛け作業開始時、フックから外れたワ　　　イヤーが接触し転倒。<改行>				・作業中、不安全な事象が発生した場合、報告の上、防止対策を行ってから作業再開する。<改行>・玉掛けワイヤー吊込時の退避は、玉掛けワイヤーの長さ以上の隔離を取る。<改行>・退避完了後、巻き上げるまで目を離さない。<改行>・ワイヤーに捻れが入らないよう取り付ける。<改行>・手順書を変更する。		五洋・みらいＪＶ		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																																		措置無し								措置無し																																																		H25-東北-釜石-7101.xlsx		3/6/15 18:57		3/6/15 18:57		2014		2		5		9		0		2013		TRUE		6		19		東北		1		22		0		22.0		14		201		4		2014/2/5　9:0		41675.375

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		20年 02月		土木		03:背部								04:骨折								5:31以上		31		1:労災適用		志布志港（若浜地区）防波堤（沖）（改良）消波ブロック製作工事（第３次）		被災者は、ディンプル５０ｔの上部型枠・サークル足場を設置するため玉掛けを行い、昇降階段にて中間足場へ移動中であった。クレーンで上部型枠・サークル足場を吊上げようとしていた。結果、被災者は昇降階段と共に転落し負傷した。		平成26年3月4日 11時10分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								14:物上げ装置				01:地面				01:墜落・転落				0501:落盤：落盤、肌落ち																A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。																																																				1/22 足場持込み<改行>3/3 夕方頃労災が発生した型枠の組立、中間足場と昇降階段設置<改行>3/4 7:50 朝礼・ＫＹ<改行>3/4 8:00 型枠作業開始　 *被災者は、脱枠の準備（ボルト外し作業）<改行>3/4 8:15 生コン受入立会<改行>3/4 8:20 生コン打設開始<改行>3/4 8:30 転置作業　*被災者は、主に合図を実施<改行>3/4 10:00 休憩<改行>3/4 10:30 作業開始　　*被災者は上部型枠の設置作業<改行>3/4 11:10 被災者被災・応急処置・病院搬送						松清産業株式会社		松清産業株式会社																																																																								労働基準監督署				対応待ち		警察				対応待ち						未措置								H25-九州-志布志-8401.xlsx		3/6/15 17:32		3/6/15 17:32		2014		3		4		11		10		2013		TRUE		1		17		九州		5		20		2		20.2		14		501		55		2014/3/4　11:10		41702.4652777778

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		尼崎西宮芦屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		02年 00月		とび、鍛冶		04:胸部								04:骨折								1:0～3		2		1:労災適用		尼崎西宮芦屋港尼崎地区岸壁（－１０ｍ）改良工事		①桟橋上部工の鋼製支保工撤去作業において、副桁（H-200、L=8.7m、約440 ㎏）を80ｔ吊ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝにて引き抜き撤去作業を行っていた。<改行>②副桁を引き抜く際、副桁先端部が海底面に接触し動きが止まった。<改行>③副桁の異常に気付いた被災者が合図者に無連絡のまま、退避場所から作業場所の副桁に近づいたところ、副桁がずれて、副桁と桟橋上部工梁の間に挟まれ被災した。		平成26年3月14日 16時55分 頃		海上		その他		21:上部工				56:支保工の組立・解体				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		13:支保工				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																		04:作業標準を守らなかった。		26:危険有害な場所に入った。		21:連絡合図がなかった。						04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										95.00%		92.00%		88.00%		85.00%		①桟橋上部工の鋼製支保工撤去作業において、副桁（H-200、L=8.7m、約440 ㎏）を80ｔ吊ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝにて引き抜き撤去作業を行っていた。<改行>②副桁を引き抜く際、副桁先端部が海底面に接触し動きが止まった。<改行>③副桁の異常に気付いた被災者が合図者に無連絡のまま、退避場所から作業場所の副桁に近づいたところ、副桁がずれて、副桁と桟橋上部工梁の間に挟まれ被災した。				①作業手順書に異常時の手順を追記し、作業員に周知する。<改行>②作業員末端まで安全ルール、作業手順を守らせる。<改行>③鋼製支保工材(副桁)の先端部の沈み込みを抑制するため、副桁の前側にブイ(短いワイヤー付き)を取り付ける。横ずれを防止するため、主桁上(副桁の外側)にずれ止め金具を取り付ける。<改行>④副桁前側の吊ワイヤーずれ止めの方法を副桁にシャックル付きの吊ワイヤーを大回しして、そのシャックルにワイヤーを通す方法にする。<改行>⑤退避場所に連絡員を1 名増員し、作業には従事せずに状況確認させる。<改行>⑥合図・連絡方法について、3 機同時通話が可能なトランシーバーを使用し、緊急時はパトライトが点灯して異常を知らせる措置を講ずる。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																口頭注意																																																																H25-近畿-神戸-8901.xlsx		3/6/15 18:04		3/6/15 18:04		2014		3		14		16		55		2013		TRUE		8		21		近畿		1		2		0		2.0		13		1399		56		2014/3/14　16:55		41712.7048611111

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男				担当技術者		10:その他(　)								13:その他(　)								6:死亡				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0301(1).xlsx		4/16/15 14:45		7/10/18 18:00		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		11		29		関東		6		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		26		1304		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		40年 00月		機械設備据付工		10:その他(　)								13:その他(　)								6:死亡				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0302(1).xlsx		4/16/15 14:58		7/10/18 18:01		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		11		29		関東		6		40		0		40.0		26		1304		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		14年 00月		担当技術者		10:その他(　)								13:その他(　)								6:死亡				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0303(1).xlsx		4/16/15 15:05		7/10/18 18:01		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		11		29		関東		6		14		0		14.0		26		1304		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		46年 00月		機械設備据付工		10:その他(　)								13:その他(　)								6:死亡				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0304(1).xlsx		4/16/15 15:23		7/10/18 18:01		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		11		29		関東		6		46		0		46.0		26		1304		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		03年 00月		上廻り員		10:その他(　)								13:その他(　)								6:死亡				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0305(1).xlsx		4/16/15 15:36		7/10/18 18:01		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		11		29		関東		6		3		0		3.0		26		1304		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		13年 00月		担当技術者		10:その他(　)								13:その他(　)								6:死亡				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0306(1).xlsx		4/16/15 16:18		7/10/18 18:01		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		11		29		関東		6		13		0		13.0		26		1304		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		40年 00月		機械設備据付工		10:その他(　)								13:その他(　)								6:死亡				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0307(1).xlsx		4/16/15 16:21		7/10/18 18:02		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		11		29		関東		6		40		0		40.0		26		1304		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		23年 00月		監理技術者		02:頸部		05:腹部						04:骨折		13:その他(　)						5:31以上				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		23:その他(　)		台船から桟橋を引出す作業中に桟橋が転覆し		1199:取扱運搬等：その他																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0308(1).xlsx		4/16/15 16:28		7/10/18 18:02		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		23		29		関東		5		23		0		23.0		26		1199		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		15年 00月		担当技術者		05:腹部								04:骨折		13:その他(　)						5:31以上				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		23:その他(　)		台船から桟橋を引出す作業中に桟橋が転覆し		1199:取扱運搬等：その他																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0309(1).xlsx		4/16/15 16:30		7/10/18 18:02		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		23		29		関東		5		15		0		15.0		26		1199		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		05年 00月		普通作業員		03:背部		05:腹部						01:打撲傷		02:創傷						4:16～30				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		23:その他(　)		台船から桟橋を引出す作業中に桟橋が転覆し		1199:取扱運搬等：その他																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0310(1).xlsx		4/16/15 16:44		7/10/18 18:02		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		23		29		関東		4		5		0		5.0		26		1199		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		関東地方整備局		東京港湾事務所		関東地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		16年 00月		機械設備据付工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								3:9～15				1:労災適用		沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事		中央桟橋の進水・据付作業時において、シンキングパージ進水により水中浮上した中央桟橋を引き船２隻でシンキングパージから引き出したところ、中央桟橋が徐々に引出方向に傾き、そのまま横転した。その際、被災者は中央桟橋上におり、中央桟橋横転と共に海に投げ出され、その上に中央桟橋が覆い被さる状態となり、被災した。		平成26年3月30日 7時30分 頃		海上				29:その他(　)				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		中央桟橋本体		11:海水等		15:起因物と同じ		23:その他(　)		台船から桟橋を引出す作業中に桟橋が転覆し		1199:取扱運搬等：その他																																																																								6:20  作業前点検後、作業員16名が桟橋へ乗り、桟橋にタグの曳航索を取り付け<改行>6:30～7:23  浮上直後に桟橋が左舷側に傾斜→台船と架台が接触（衝突するような震動）→振れ止めライン１本が破断→小型船にて復　旧作業開始→傾斜修正のため、クレーンを左舷から中央に移動→桟橋が左右に動揺→破断した振れ止めラインの復旧完了<改行>7:25～7:28 4本の振れ止めラインを切り離し→桟橋の引き出し<改行>7:30　台船から約40m引き出した位置で、桟橋が右舷側へ傾斜・転覆<改行>				「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」における中間とりまとめ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■本委員会では、海洋土木工事一般の事故防止について、施工において改めて留意すべきと考えられる重要事項として以下を取りまとめ。<改行>■工場製作から現地工事までの過程において、施工上の都合に応じて設けられる各種仮設工が、施工の安全に及ぼす影響を把握することが重要であること<改行>■海上の作業においては、種々の外力が重なり合って作用するため、その把握と、それらが施工の安全に及ぼす影響の把握が重要であること<改行>■より一層の機械化等、作業の場所や特性に応じたきめ細やかな安全対策に取り組むことが重要であること<改行>																																																																																																				H26-関東-東京-0311(1).xlsx		4/16/15 16:46		7/10/18 18:02		2014		3		30		7		30		2013		TRUE		23		29		関東		3		16		0		16.0		26		1199		52		2014/3/30　7:30		41728.3125

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		19		男		04年 00月		型わく工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		那覇空港滑走路増設護岸ケーソン工事(第2次)		内枠に使用する作業床(角パイプ、布板)を作成中、角パイプを持ち上げ、布板との<改行>間の枕木を抜き取った後、角パイプを降ろす際に角パイプと布板の間に左手中指の<改行>指先約1㎝を挟んでを受傷した。<改行>乗用車にて、病院に搬送し洗浄、縫合処置を行った。<改行>		平成26年4月4日 14時35分 頃		陸上				11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						12:作業床等				03:作業床				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										21:物を置いた場所が悪かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。				01:作業方法を教えていなかった。						58.30%		25.90%		80.00%		75.00%		内枠に使用する作業床(角パイプ、布板)を作成中、角パイプを持ち上げ、布板との間の枕木を抜き取った後、角パイプを降ろす際に角パイプと布板の間に左手中指の指先約1㎝を挟んでを受傷した。<改行>乗用車にて、病院に搬送し洗浄、縫合処置を行った。<改行>		・単純作業であることから、作業内容を軽視した不注意によるもの。<改行>・同作業を数日繰り返していたため、慣れからくる油断によるもの。<改行>・単純作業に関して、作業手順等が周知・徹底されていない。<改行>以上、３点が起因すると思われる。<改行>		・事故再発防止の為の安全教育の実施<改行>・作業手順書の見直しの実施<改行>・安全強化対策				共和産業（株）																				光栄建設（株）																																																																												H26-沖総局-那覇-0801.xlsx		5/26/15 16:51		5/26/15 16:51		2014		4		4		14		35		2014		FALSE		8		11		沖縄		1		4		0		4.0		12		1399		55		2014/4/4　14:35		41733.6076388889

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		06年 07月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		徳山下松港新南陽地区航路（－１２ｍ）浚渫工事（その３）		汚濁防止膜撤去時、汚濁防止膜に取り付けられているチェーンを撤去するため、連結部を刃物で切断しようとした際、親指を創傷した。		平成26年4月17日 10時50分 頃		海上		FD、作業船上		28:汚濁防止膜工				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。						ナイフの導線上となるゴム板の下に左手を配置し作業を行った。		04:安全度が不足だった。		18:保護具が不適・不足だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。										0.10%		0.10%		8.00%		8.00%		海中の汚濁防止膜を撤去するため、クレーン付台船上に揚収した後、クレーンでチェーンを吊った状態で、左手で汚濁防止膜を引っ張り、右手に持った刃物にて、汚濁防止膜とチェーンを連結しているゴム製の輪を切断した際に、自らの左手親指を創傷した。				・万一のヒューマンエラーに備え、手袋を耐切創手袋に変更する。<改行>・ゴム切断前に汚濁防止膜を吊り上げて、全体の捻れをとる。<改行>・切断位置より上でチェーンを掴むよう作業手順書に記載するとともに周知を行う。<改行>・ヒューマンエラー撲滅のための安全教育を実施する。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				村上建設工業（株）												なし																																								海上保安部		reserved-41747x1F		事故については、事件性はなく、個人の過失によるものと判断した。<改行>よって、工事再開については、発注者の再開許可による。																				H26-中国-宇部-0101.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2014		4		17		10		50		2014		TRUE		9		28		中国		1		6		7		6.6		21		1299		84		2014/4/17　10:50		41746.4513888889

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		01年 10月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）（南堤）築造工事		ケーソン据付準備のため、泉作業基地仮置場のケーソン上にて注水ポンプの配管接続作業を行っていた。被災者がフランジに取り付けるパッキンの位置を調整している途中に配管を押し込んだため、フランジとフランジの間に左手を挟まれ中指、薬指、小指を骨折。		平成26年5月7日 13時7分 頃		陸上		仮置ケーソン上		16:ケーソン曳航・据付				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。		24:相手の行動を確認しなかった。						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。																								04:安全度が不足だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。														13:00　午後の作業開始<改行>13:07　被災<改行>				・止水パッキンは事前にフランジに固定する。（結束線等で仮固定し本締め前に外す）<改行>・合図者の合図があるまで接続作業を行わない。<改行>・作業手順書に詳細な記述を追記し、周知徹底を図る。<改行>・合図者を選任し明確にするとともに、合図者の指示のもと作業を行う。また、職長の指揮・指導のもと作業を行うことを周知徹底する。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																																																																																												H26-東北-港空部-0202.xlsx		3/6/15 19:07		8/21/23 17:30		2014		5		7		13		7		2014		TRUE		8		16		東北		1		1		10		1.8		22		1399		2		2014/5/7　13:7		41766.5465277778

		北海道開発局		網走港湾事務所		綱走		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		30年 02月		高級船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								06:関節の障害								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		網走港防波堤（南）建設工事				平成26年6月4日 10時20分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				31:無理な姿勢で作業した。										22:作業場が狭かった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										22.00%		13.00%		7.00%		7.00%		　朝から起重機船にて防波堤(南)の消波ブロック撤去・仮置作業を行っていた。撤去・積込し満船となったので破損等を確認した後、水中仮置のため吊ワイヤーを撤去用から仮置用へ交換する作業を２名で行っていた。<改行>　クレーンフックに掛かっていた撤去用の親ワイヤー２本のうち、1本目をもう一人が外し終え２本目を被災者が外そうとした際に、被災者は体のバランスを崩した。とっさに体勢を維持するために後方に足を踏み出そうとしたが、作業箇所付近に置いてあった仮置用吊フックに足が当たっため、仰向けに倒れることを避けようとして上半身をひねり、うつぶせに吊フックの上へ倒れ込んだ。この際、吊フックの端部に左手薬指の先が接触し、体重が集中的に掛かったため被災したものである。　				１）起重機船上の狭い作業スペースでブロック撤去・仮置などに係る作業を行う際には、当該作業では不要な材料は片付け、次の作業に必要な材料も可能な限り離して置くなどして、極力広い作業スペースを確保する。<改行>２）今回の事故を教訓として、ブロック等の吊ワイヤー交換時に特化した作業手順書を作成し、全員が当該作業に潜む具体的な危険を予知し回避できるようにする。<改行>３）上記の点を、安全教育や危険予知活動を通じて徹底・指導する。		機械開発北旺(株)																																																																																																		H26-北開局-網走-0401.xlsx		3/6/15 17:17		3/6/15 17:17		2014		6		4		10		20		2014		TRUE		2		19		北海		1		30		2		30.2		14		1199		51		2014/6/4　10:20		41794.4305555556

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		01年 00月		普通作業員		10:その他(　)								13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0				平成25年度名古屋港外港地区防波堤（知多堤）改良工事（その２）		当該工事は、名古屋港高潮防波堤（知多堤）を改良する工事で、事故は、幅が狭く延長が750ｍ<改行>と長い防波堤において、足場材の小運搬中に発生した。<改行>現場は、防波堤の南側のパラペットで風が遮られており、6月に入ってからの急激な温度上昇、<改行>水面に囲まれた多湿な作業環境である。そのため元請は、現場事務所以外に作業場所近傍に休<改行>憩所として、日除けのテント、ミストファン、熱中症対策応急キットを常備していた。また、朝礼・ＫＹにおいて作業員の体調確認や注意喚起、適宜休憩をとるように指導していた。一方、作業員は個人でも水を携行し適宜水分補給を行っていた。<改行>しかし、携行した水を飲み切ったため、炎天下の中で750ｍ離れた現場事務所へ徒歩で取りに<改行>行き、作業場所へ戻ったところ体調不良となった。		平成26年6月9日 15時30分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30								26:その他の起因物(　)				17:加害物なし				23:その他(　)				1303:その他：高熱物、低熱物等による																																																																								関門港湾建設(株)（ １ 次下請け）の作業員が、ケーソン№50～54にて中詰改質準備作業（足場材小運搬）を施工中に体調不良をうったえたものである。<改行>携行していた飲料水が無くなり、作業が一段落（ 14:25頃)したので、約750m離れた現場事務所へ徒歩で飲料水を取りに行き、現場に戻り(15:00頃)作業を再開したところ頭がふらついた為、作業場所近傍の現場休憩所の日陰で休憩を取った。<改行>しかし、その後も頭のふらつきが回復しないため（15:25頃）、現場事務所（エアコン設置）に移動し、両脇を氷で冷やすなどの措置を行った。その後、念のため病院に行ったところ、軽微な熱中症と診断された。		高温多湿・炎天下の中で、飲料水を確保するために長距離を歩いたこと。		１ ）作業現場近傍の現場休憩場所へ、飲料水等をクーラーＢＯＸにて常備する。<改行>２）体調不良を早めに職長等に伝えることができなかったことについては、以下の改善を実施する。<改行>    ・職長が作業員にこまめに声かけをする。<改行>    ・ＫＹ活動表を改訂し、午後の作業再開時にも健康状態を確認する。		あおみ建設(株)		あおみ建設株式会社		名古屋支店																		関門港湾建設（株）												措置なし（成績評定の減点なし）																																																																H26-中部-名古屋-1101.xlsx		3/6/15 18:12		6/9/15 15:38		2014		6		9		15		30		2014		TRUE		23		29		中部		1		1		0		1.0		26		1303		2		2014/6/9　15:30		41799.6458333333

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		25年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						5:31以上		34		1:労災適用		苫小牧港西港区岸壁西－９ｍ改良工事		　仮設鋼矢板打設作業にて、クローラクレーンでウォータージェット配管を吊り上げ、鋼矢板上に荷卸しし、ガイドローラーにウォータージェット配管を差込み、横倒し・取付を行っていたが、当日3枚目の作業時において吊ってきたウォータージェット配管に多少の動揺が有った為、左手でガイドローラー、右手でウォータージェット配管を掴み、荷卸ししてきたウォータージェット配管の差込みを行った時に、着用していたゴム手袋が引き込まれ、降りてきたウォータージェット配管とガイドローラーの受口の間に左手人差し指を挟み負傷した。		平成26年6月19日 7時45分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。		13:油断、軽視した。								03:機械・器具に欠陥があった。																				22.00%		21.00%		20.00%		18.00%		6月19日<改行>　7:10　作業開始<改行>　7:45　仮設鋼矢板打設中において、作業員が指をはさまれ損傷<改行>　10:00 警察による実況見分終了（事件性なし）<改行>　10:15　労基署状況報告（施工違反なし）<改行>6月20日<改行>　10:00　現地事故調査委員会　現地調査<改行>6月21日<改行>　10:00～　緊急安全大会<改行>6月23日<改行>　9:40　 鋼矢板打設作業再開<改行>				①ガイドローラーの受け口をラッパ状に改良する<改行>②ガイドローラーの受け口付近をつかまないようにペイントで表示する。<改行>③異常時においても、クレーンオペレーター合図者とウォータージェット配管作業者の確実な合図を徹底する。<改行>④元請け、下請け、作業者間での確実な周知徹底を行う。<改行>⑤手順書の利用が形骸化されない取組を工夫する。<改行>⑥個々の作業が完了したことを確認し、次の作業へ移ることを徹底する。		岩倉建設（株）		岩倉建設（株）																																																																																																H26-北開局-苫小牧-3001.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2014		6		19		7		45		2014		TRUE		8		9		北海		5		25		0		25.0		21		1299		47		2014/6/19　7:45		41809.3229166667

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		00年 10月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		20		1:労災適用		平良港（本港地区）防波堤（下崎北）（改良）消波ブロック工事（第４次）		　被災者（３次工事の元請作業員）は、製作ヤード内の片付け作業を行っていたところ、そのヤード内で作業していた当該工事（第４次）の１次下請のクローラクレーン解体作業の作業指揮者から解体作業補助の依頼をされ、作業を行ったものである。<改行>　被災者は、クレーンブーム接続ピン取り外しを行うためT型の接続ピン取外し治具を持ち、その取外し治具を作業指揮者がハンマーで打撃することで接続ピンの取外し作業を行っていたが、ピンが抜けた際に被災者が持っていたT型治具が跳ね上がり、持っていたT型治具とクレーン骨組みに左手小指を挟んだ。<改行>　診察の結果「左手小指の小指末節骨開放骨折（小指不全切断）」と診断された。		平成26年6月26日 16時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		29:その他(　)				84:その他(　)		ｸﾚｰﾝ組立解体		1:晴れ						3:中風（4～8）		5:30以上								21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		27:不安全な場所へのった。		31:無理な姿勢で作業した。																		25:安全管理体制に欠陥があった。										95.00%		95.00%		0.00%		0.00%		15：55（クレーン解体作業開始）		<改行>16：00（事故発生　クレーン解体中左手小指を挟み負傷）		<改行>16：02（現場代理人が自家用車で病院へ搬送）16:06病院到着		<改行>16:10（発注者へ電話報告）　		<改行>16:13(会社へ電話報告）		<改行>17：50（左手小指　壊崩骨折不全切断と診断）		<改行>21：00被災者は切断手術治療を行いそのまま入院		<改行>				１．元請と下請の連絡を密にし、作業予定を確認させて、手順に沿って作業を行う。		<改行>２．事前に作業員に対し作業内容・範囲(仕事の持分)を再確認させ、周知徹底させる。		<改行>３．作業手順書の内容を徹底・確認させ、担当作業員以外は作業を行わせない。		<改行>４．クレーン解体作業時の取外し用T型治具の形状について再検討する。		<改行>５．取外し用T型治具を持つ位置は、周囲に挟まれない場所を確認して、作業させる。		<改行>６．作業員の動向に注視し、予定外の作業を行っていないか現場の見廻りを充実させる。		<改行>７．社員、下請に対する安全教育を再度実施し、再発防止に取り組む。		地域開発（有）		地域開発（有）																																																																																																H26-沖総局-平良-1601.xlsx		3/6/15 17:09		3/6/15 17:09		2014		6		26		16		0		2014		TRUE		8		29		沖縄		4		0		10		0.8		21		1299		84		2014/6/26　16:0		41816.6666666667

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		01年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0				平成25年度四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞4号幹線）７工区臨海橋下部工事		　当該事故は橋梁の桁を撤去（８分割中７回目の作業）するため、桁の仮受け台を設置する目的でサンドルを井桁に組む作業中に発生した。<改行>　２人の作業員は、桁を挟んで相対して作業しており、桁の持ち上げ高さは50cm程度であるため、作業中は相手の作業が確認できない。その中で、一人は桁の手前から奥側にサンドルを送り込み、もう一人（被災者）は桁の奥（反対側）で引き込んでいた。サンドルは、１段目に３本（桁受直角方向）、２段目は２本（桁受平行方向）を交互に計６段まで組み上げる。<改行>　２段目のサンドル（２本目）を送り込んだところ、既設（１本目）側にスライドしてしまった。<改行>この時、被災者はサンドル（１本目）のボルト位置を調整しており、送り込まれたサンドル（ ２ 本<改行>目）と１段目のサンドルの間に右手甲を挟むことになった。		平成26年7月7日 11時34分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ						1:微風（～2）										22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1										２人の作業員の間には撤去する桁があり、互いの作業を目視できない状況下で、各々の作<改行>業状態の確認を怠ったこと。																																																										　本工事は、四日市港霞ヶ浦北ふ頭道路（霞４号幹線）整備事業において、臨海橋の下部工を改良する工事であり、既設上部桁の撤去作業中に災害が発生しました。<改行>　被災者はＧ６桁を横取装置で吊り上げ作業中、横取装置の吊り上げ（約50cmピッチ）にしたがって桁下のサンドル材（150mm角×700mm、or 1000mm）を井桁に組立てる作業を行っていた。<改行>　サンドル材は700mmで約24kg、1000mmで40kgあり、組立前にＧ７桁で使用したサンドル材を２人で近くに運んでおいた。<改行>　１回目の吊上げ時（ 約50cm）に、１段目のサンドル材（橋軸平行方向）の据付を終えて、２段目のサンドル材（橋軸直角方向）を組立作業中、被災者がサンドル材を固定するボルトの穴を合わせている最中に、片方から挿入されたサンドル材と１段目に添えていた右手を挟まれた。		・２人の作業員の間には撤去する桁があり、互いの作業を目視できない状況下で、各々の作業状態の確認を怠ったこと。		①．送り手側が声を掛け、受け手側から返事を確認して作業する。<改行>②．毎週、全作業員にヒヤリハットの経験を出してもらい、参考になる事例を朝礼場所に提示する。<改行>③．安全教育・訓練での追加実施項目<改行>      ・災害事例等を使用して危険予知訓練を実施して、全作業員が原因と対策を発表する。<改行>      ・ヒューマンエラーや不安全行動の防止に関する教育内容に含めて実施する。				あおみ建設株式会社		名古屋支店																														措置なし（成績評定の減点なし）																																																																H26-中部-四日市-1201.xlsx		3/6/15 18:10		6/9/15 15:30		2014		7		7		11		34		2014		TRUE		8		29		中部		1		1		0		1.0		22		1399		5		2014/7/7　11:34		41827.4819444444

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		18		男		00年 03月		施工監理		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		13:その他(　)				裂傷		3:9～15		14		1:労災適用		水島港水島玉島地区臨港道路（水島側）護岸工事（その２）		　本作業はオートマチックラムサウンディング機にてペーパードレーン障害物を確認するものであり、３本のロッドを地中に打ち込み確認を起こっていた。<改行>　オペレータが、２本目のロッドを自動打ち込み中、次の作業が気になり確認のためにその場を離れた。<改行>　その間に、被災者が作業が終了したと勘違いし、引き抜き作業のためにハンマー装置のみを上部に挙げストッパピンにて固定した。リフターのみを下降させスイベルヘッドをシャフトで固定し、油圧チャックを締めてロッドを引き上げた。<改行>　その時に、３本目の打ち込み作業を行っていないことに気づき、ロッドでハンマー装置を押し上げストッパピンを引き抜いた。打ち込み作業を開始するためにはスイベルヘッドを下げる必要があるため油圧チャックを開けようとロッドを握って油圧チャックを緩めたら手からロッドが滑り落ち、後からはハンマー装置が落ちてきて、ロッドとハンマー装置との間に左手を挟まれた。		平成26年7月8日 17時10分 頃		陸上		護岸		03:土質調査				25:試錐				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																				06:施工計画・作業標準が不備だった。										0.00%		0.00%		80.00%		66.00%		　事故当日は、サウンディング機による土質調査を８時１５分より開始した。作業は、サウンディング機のオペレータ１名と調査位置の確認、測定データの記録を行う元請会社の担当技術者の２名で実施していた。<改行>　１７時頃、オペレータが次の作業を確認するため、その場から離れた間に、担当技術者単独で本来の役割とは異なるサウンディング機の操作を行った。その際に操作手順を誤って、ハンマー装置とロッドに左手を挟み、薬指第１関節の骨折及び裂傷を負った。				・作業手順書に役割分担を明記し、機械操作者を限定する。<改行>・新規入場者教育、安全朝礼等の改善により安全意識を向上させる。<改行>・作業手順書を改善し、判りやすいものにあらためる。<改行>・保護具の装着を徹底し、危険要因の排除など安全に対する改善を図る。		中村建設株式会社		中村建設株式会社																																						口頭注意																																																										H26-中国-宇野-0601.xlsx		3/6/15 17:58		3/6/15 17:58		2014		7		8		17		10		2014		TRUE		8		3		中国		3		0		3		0.3		4		808		25		2014/7/8　17:10		41828.7152777778

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		05年 00月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								4:16～30		30				金沢港（大野地区）防波堤（西）（改良）築造工事		被覆ブロック（テトラポッド4ｔ型）据付作業中、潜水士の指示によりテトラポッドを水中投入する目印となる「目安竹」付近から降下を開始したところ、潜水士が真下で待機していたため、テトラポッドが潜水士の左側頭部に接触後、右手が既に設置済みのテトラポッドとの間に挟まれた。		平成26年7月15日 11時30分 頃		海上		被覆ブロック据付箇所（水中）		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）						2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		被覆ブロック		08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中						22:連絡合図が不明瞭だった。														22:連絡合図が不明瞭だった。																								04:安全度が不足だった。										07:作業の安全指示が不適切だった。																		 7:50 朝礼・ＫＹミーティング<改行> 8:00 第二大伸が現場に向けて出向<改行> 8:30 第三大伸が現場に向けて出向<改行> 9:15 第二大伸によるテトラポッド（4ｔ型）据付作業開始<改行>10:40 第二大伸によるテトラポッド（4ｔ型）据付作業完了<改行>11:30 第三大伸によるテトラポッド（4ｔ型）据付作業開始後、最初のブロックを水中降下中に被災				・潜水士は安全な場所（台船の下）に避難し、避難後必ず「下がりロープ」を引っ張り避難完了の合図を行う。<改行>・潜水士は船上の合図者に水中電話でブロック据付開始を指示する。<改行>・クレーン運転手は目安竹を目標にブロックを向かわせるが、目安竹より10ｍ離れた位置で着水、推進7ｍまで降下させた後、目安竹まで横移動（水平移動）させる。<改行>・合図者は水平移動の完了を確認した後、潜水士に目安竹付近までブロックを移動させたことを連絡する。<改行>・潜水士は、目視でブロックの状況を確認した後、ブロックを誘導し据付作業を行う。<改行>・誘導方法は、水中電話で線上の合図者に連絡し、合図者よりむせんでクレーン運転者に合図する。<改行>・潜水士は、絶対に据付中のブロックには近寄らないこととブロックに触れないことを徹底させる。				加賀建設（株）																				（株）日本海潜水サービス																																																																												H26-北陸-金沢-3301.xlsx		4/8/15 19:18		4/8/15 19:18		2014		7		15		11		30		2014		TRUE		8		19		北陸		4		5		0		5.0		14		1101		51		2014/7/15　11:30		41835.4791666667

		中部地方整備局		清水港湾事務所		田子の浦		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		22年 00月		運転手（一般）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折						頭蓋底骨折（ひび）		2:4～8		4				平成25年度田子の浦港航路泊地（ -12m）港口部整備工事		　事故発生時、船上には計５人（被災者含む）の作業員が配置されていたが、船の構造と各作業の関係で互いに確認できない状況にあり、事故を直接見ている人はいなかった。<改行>　被災者の背後5m程度と最も近くにのいた主任技術者は、接近船舶の後方監視と土量検収の準備をしていたが、監視は船尾側で被災者に背を向けており事故を直接見ていない。ただ、被災者のヘルメットのツバが破損しており、かなりの破壊力があったことが確認されている。（ヘルメットの破片、何らかの物体は周辺に残っていなかった。）		平成26年7月16日 9時50分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				34:グラブ浚渫				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）										24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																A:危険だと思わなかった		1										①クレーンオペからの無線連絡の内容が、クレーン作業の停止を伝えるものではなかった。<改行>②施工計画書では、「積込み時はバケットから砂利が脱落しないよう掴み具合を確認し、慎重に旋回、積込みます。」との記述があるが、具体的な対応が示されていない。																																												本工事は、田子の浦港航路泊地（ -12ｍ） の港口部西側及び航路部の土取を行うもので、ガットバージ船（スパット式）はアンカーで固定し、土取はバケットで行っていた。その土砂は東側の今井地先へ海上運搬・投入している。船艙はほぼ満載状態に近く、残り数回程度の土取を行って土量検収に入る直前に事故は発生した。<改行>　ガットバージ船の船艙には、土砂と共に流入する海水を船外に排水する排水口がある。被災者は、クレーンオペより「旋回停止」の無線を聞き安全であると思い、細かい土砂で目詰まりした排水口をウォータージェットで吹き飛ばす作業を開始したところ、何らかの物体が被災者の前頭部に接触した。		①クレーンオペからの無線連絡の内容が、クレーン作業の停止を伝えるものではなかった。<改行>②施工計画書では、「積込み時はバケットから砂利が脱落しないよう掴み具合を確認し、慎重に旋回、積込みます。」との記述があるが、具体的な対応が示されていない。		①クレーン作業中は、作業員は船尾の安全な場所にて待機<改行>②作業に潜む危険要素と安全対策に関する再教育の実施				静和工業（株）																				似島建設（株）												措置なし（成績評定－３点）																																								労働基準監督署				業務上過失は認められないので、事件性はないと判断します。																				H26-中部-清水-1301.xlsx		3/6/15 18:16		6/9/15 15:22		2014		7		16		9		50		2014		TRUE		4		5		中部		2		22		0		22.0		24		201		34		2014/7/16　9:50		41836.4097222222

		北海道開発局		小樽港湾事務所		小樽		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		06年 01月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		小樽港北防波堤改良工事		小樽港北防波堤の基礎マウンドや被覆・根固工の改良整備を行うものである。<改行>港内側89.0m、港外側16.1m(構造物撤去工1式、基礎工1式、被覆根固工1式、雑工1式)		平成26年7月17日 14時50分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		27:不安全な場所へのった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		31:無理な姿勢で作業した。						33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								20.00%		22.00%		20.00%		21.00%		7/17<改行>14:50<改行>　北防波堤の捨塊ブロックを撤去して、港内側に仮置を行っていた際に、指を挟み、右手小指付け根に裂傷（２～３cm）。<改行>　2段積みブロック仮置作業中、2段目のブロック仮置完了寸前に足を滑らせ、既に仮置きされている2段目ブロックと作業中の<改行>ブロックとの間に手を挟み被災した。<改行>15:25<改行>　現場関係者の乗用車で病院に搬送。被災者は意識あり。診察の結果、骨折していたため、本日ボルトで固定手術を行う。<改行><改行>7/18<改行>8:00<改行>　現場において緊急安全大会を実施。<改行>9:00<改行>　被災者は現場事務所に出勤。<改行>14:00<改行>　現地事故調査会を実施。<改行>		　起重機船にて北防波堤施工箇所(港内側)の所定の場所に、捨塊の仮置作業を行っていた。現場は、1m程度のヘドロが堆積、小時間の作業でも視界が悪くなるため、水中に下降してくる捨塊をいち早く確認でき、かつ、万が一、荷振れなどが発生しても、危険回避可能な設置済み最上段の捨塊に乗り作業を行っていた。<改行>　事故は、その日27個仮置予定のうち23個目の作業中、捨塊を仮置する最終調整のため、手で捨塊の向きを修正しようと押した際、バランスを崩して前のめりになり体を支えようと手をついたところ、捨塊の間に手を挟まれ、指を骨折したものである。		1.捨塊の仮置位置の調整を行う場合、足下に十分気をつけ転ばない体勢で行う。<改行>2.捨塊の調整は手を使わず、ガイドスティックを使用して行う。				近藤工業株式会社																																																																																																H26-北海局-小樽-0001.xlsx		4/6/15 9:56		6/28/18 17:59		2014		7		17		14		50		2014		TRUE		8		19		北海		1		6		1		6.1		23		1102		51		2014/7/17　14:50		41837.6180555556

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		19年 00月		現場職員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		稚内港　第１副港岸壁改良工事		　コンクリート取り壊し作業時、海中にコンクリートガラを落とさないようクローラクレーンで鉄製のカゴ枠を吊り作業中、カゴ枠が一定量（約７ｔ）になったので水上に上げ、カゴ枠を下ろす時、カゴ枠の向きを直すため手を触れた際に、コンクリート殻が１個崩れ、Ｈ鋼との間に左手中指が挟まり受傷した。		平成26年7月22日 9時40分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		水中コンクリート取壊し		2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				08:崩壊・倒壊				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										32.00%		31.00%		5.00%		5.00%		7月22日<改行>　7:45　作業開始<改行>　9:40頃　事故発生<改行>　11：40　受注者安全担当者が、労働基準監督署・警察署・海上保安署へ事故概要の説明を行う。<改行>　15:00　現場休憩所にて安全教育を行う。<改行>　15:36　診断書　左中指末節骨骨折、圧挫創　全治1ヶ月　16:12　労基署が労働災害発生報告を受領。重機作業なので、今後十分気をつけて作業を行うことと指導。文書等の指示は特になし。<改行>　17:00　警察署の現場検証（事件性無し）<改行>7月24日<改行>　10:30現地事故調査実施<改行><改行><改行>				① 作業員でない者が、作業には加わらない。<改行>② 吊り荷に近づかない、吊り荷の下には入らない。<改行>③ 鉄製のカゴ枠を動かし位置を直す場合等は、一時仮置きして介錯ロープを設置後、地切りして動かすことを徹底する。<改行>④ 現場にて、全作業者に対して安全大会を開催して、同作業に係る事故の再発防止を図ることと、今後の作業についても事故が発生しないよう教育訓練を行った。<改行>⑤ カゴ枠からの殻の飛散による事故を防止するため、鉄製カゴ枠の妻部に金網を取り付ける。<改行>⑥ オペレータと打ち合わせし、一人作業は行わない。<改行>⑦ 施工計画書および作業手順書の見直しを実施し周知徹底を行う。<改行>⑧ 元請会社として、社員への安全教育を徹底する。		石塚建設興業株式会社		石塚建設興業株式会社																																																																																																H26-北開局-稚内-2901.xlsx		3/6/15 17:19		3/6/15 17:19		2014		7		22		9		40		2014		TRUE		8		29		北海		1		19		0		19.0		14		1102		84		2014/7/22　9:40		41842.4027777778

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		49		男		03年 00月		ボーリング工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		2		1:労災適用		新潟空港滑走路地盤改良工事		調査工標準貫入試験作業開始時、やぐら足場より左手にてボーリング用ロッドを支えていたところ、ドライブハンマーを吊り上げ解除装置にあてた反動でロッドが浮き上がり、左手親指先端がやぐら最上部の滑車との間に挟まれ負傷した。		平成26年7月23日 0時10分 頃		陸上		滑走路		03:土質調査				25:試錐				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						10:他に属さない機械				16:その他の加害物(　)		滑車		08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。								04:安全度が不足だった。																				2.00%		2.00%						19:30 新規入場者教育、朝礼、ミーティング、使用機材等始業前点検<改行>21:40 空港内制限区域へ入場開始<改行>22:00 準備作業開始（資機材荷降ろし、ボーリング足場設置）<改行>23:30 初期ボーリング開始（GL-1.27m～-2.0m）<改行>00:00 初期ボーリング終了、標準貫入試験準備<改行>00:10 標準貫入試験1回目予備打ち作業中、ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾊﾝﾏ-を吊り上げた際、ロッド先端と滑　　　車の間に左手親指を挟まれ被災<改行>01:10 病院搬送準備後、現場出発<改行>01:55 診察開始（左手親指指先先端骨折と傷口が開いているので手術を要するとの診断）<改行>04:00 手術終了（経過観察のため1～2日入院見込）<改行>08:30 新潟東警察署へ電話連絡<改行>08:40 新潟労働基準監督署へ電話連絡				・作業手順書に予備打ちに関する項目を追加し、関係作業員に周　知する。<改行>・ロッド天端に指を置かないよう、再教育を行う。<改行>・挟まれに対する具体的な周知事項を作業手順書に追記し、関係　作業員に周知する		本間・みらいＪＶ		株式会社本間組				みらい建設工業株式会社																																																																				労働基準監督署		reserved-41843x1F		指導等無し（四半期（９月末）の報告での処理を確認）		警察		reserved-41843x1F		指導等無し（被災者に直接状況確認し、事件性がないことを確認）														H26-北陸-新潟-0701.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2014		7		23		0		10		2014		FALSE		8		3		北陸		1		3		0		3.0		10		1299		25		2014/7/23　0:10		41843.0069444444

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		40年 00月		潜水士		10:その他(　)								11:中毒						脊髄型減圧症		2:4～8		8				平成２６年度下田港防波堤築造工事		　8:15頃、小笠原（ 元請：若築建設担当技術者）が船上の木陰で休憩する被災者を発見。耳抜<改行>き不良及びふらつきの症状を訴えたことから冷房の効いた船室に移動させた。<改行>　合わせて、潜水計画･時間に問題がない旨を潜水深度管理システムで再確認した後、熱中症の<改行>可能性を疑い、ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ、氷枕を用いつつﾋｱﾘﾝｸﾞを実施しつつ、北村（元請：現場代理人）、平野（一次下請：錦海運建設職長）同席の下で経過観察。（その後、ふらつきは回復）		平成26年7月26日 18時45分 頃		海上		潜水作業		16:ケーソン曳航・据付				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30								26:その他の起因物(　)				15:起因物と同じ				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																A:危険だと思わなかった		1										①潜水時間・浮上速度等の管理を過信して減圧症の疑いをもたず、更に熱中症の疑いを持ったものの、応急処置を施すだけで直ちに病院への搬送をしなかったこと。<改行>②潜水士自身が体調不良の症状を軽視していたこと。																																												　当該工事は、下田港防波堤の築造を行うもので、本体方塊は3000t吊起重機および250t吊起重機船を使用して、本体方塊の据付作業を実施するものである。<改行>　事故当日は、本体方塊の据付時に導材として利用していた根固方塊の撤去作業を行っており、被災した潜水士は水深約19ｍの地点で玉掛・玉外し作業に従事していた。潜水時間・浮上速度の管理については、潜水士が装備するダイビング・コンピューター・ウォッチの他、「潜水深度管理システム」を併用して対応していた。<改行>　水深約19ｍで作業していた潜水士が浮上直後に体調不良を訴え、耳が抜けないため船内で休憩していたが改善されず、下船して耳鼻咽喉科の診察を受けた。<改行>　耳鼻咽喉科の医師の指示で自宅休養していたところ、夜になってから足にしびれが発生したことから大規模病院を受診し、脊髄型減圧症の疑いにより加圧治療を受けることになった。								若築建設（株）		名古屋支店																		錦海運建設（株）												措置なし（成績評定－３点）																																								労働基準監督署				　今回の作業内容に法令違反が無かったことを確認しました。したがって、作業中止命令などの処分の対象とはしません。		海上保安部				　潜水時間管理、潜水器具の点検整備等に不備はなく、他の潜水士が発症していないため、今回事例は避けがたい事例と判断する。また、事件性もみられないため、今回の件を問題とすることはしない。														H26-中部-清水-1401.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2014		7		26		18		45		2014		TRUE		23		16		中部		2		40		0		40.0		26		1307		23		2014/7/26　18:45		41846.78125

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		13年 00月		地質調査員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						挫瘡		1:0～3		0		1:労災適用		博多港（ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ地区）航路・泊地（-15ｍ）仮護岸工事		　ＳＣＰ打設後のチェックボーリング作業時、スパッド台船上（台船高：+4.05ｍ）からケーシング（φ116㎜、L=1.0m）を接続し、引下げをＧＬ（-3.05ｍ）まで行った。<改行>　その後、ケーシングの鉛直性を微調整するために引上げ作業を行い、共上がりしたロッドトングを取ろうとした際、ロッドが落下し、ロッドトングとボーリングマシン架台との間に左手の小指を挟んだもの。		平成26年7月28日 9時11分 頃		海上		FD、作業船上		03:土質調査				25:試錐																				10:他に属さない機械		ボーリングマシン		10:用具等		ロッドトング（治具）		08:はさまれ、巻き込まれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等																																1										（１）スピンドルチャックの締付けが不十分であった。<改行>（２）ロッドトングと架台の間に手を入れる行為を行った。																				・スピンドルチャックを締付後、ロッドを5㎝程度引き上げ、ハンマー等でロッドを打撃し、ロッドの滑り・落下がないか確認する。<改行>・スピンドルチャック締付不足防止の注意喚起のために、安全標識「締付確認ヨシ」を表示する。<改行>・ロッドトングに色彩を施し、手指が挟まれる部分が危険部位であることを明示する。また、スポンジ等を厚さ1㎝程度巻付け、つば状の突起を作る。<改行>・手指の挟まれ事故の危険要因となるボーリングマシン架台の上面に色彩を施し、危険部分であることを明示する。<改行>・ロッドトングを取る際には、トングの上側から手を伸ばす作業手順を再発防止教育にて周知徹底させる。										8:00 朝礼・ミーティング・KY活動、現場移動<改行>8:40 使用機材等始業前点検・ボーリング作業準備開始<改行>9:11 ボーリング準備作業中、災害発生→被災者をｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ物揚場へ搬送<改行>9:30 ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ物揚場から病院へ工事車両で搬送(和白病院へ搬送)<改行>9:30 現場代理人が打ち合わせのため、博多港湾・空港整備事務所に到着し、保全課長へ口頭にて第一報<改行>9:40 監理技術者より和白病院へ電話連絡<改行>9:45 和白病院に到着<改行>10:40 被災者診察<改行>11:05 現場代理人より海上保安部　交通課　係長へ電話連絡<改行>11:10 被災者レントゲン撮影(骨折の有無の確認)<改行>11:53 傷口が開いていたため消毒と縫合を行う(骨折等は確認されず)<改行>						みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																				興亜開発株式会社																																																																												H26-九州-博多-3801.xlsx		3/6/15 17:41		6/15/15 12:04		2014		7		28		9		11		2014		TRUE		8		3		九州		1		13		0		13.0		10		1204		25		2014/7/28　9:11		41848.3826388889

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		鳥取		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		26年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		左大腿骨		04:骨折		02:創傷		04:骨折		骨折		5:31以上		150		1:労災適用		鳥取港千代地区防波堤（第１）（西）築造工事		　基礎捨石投入作業中に、被災者はガット船上で投入指示を行っていた。<改行>　当日海上はうねりがあったため、ガット船の舷側に転落防止用ロープを展張したまま作業を開始した。<改行>　ガット船のグラブバケットにて基礎捨石を投入後、バケットを船倉内に戻す際に、バケットが転落防止用ロープに接触し、ロープを船倉内に引き込んだ。その際にロープが被災者に接触し、巻き込まれる形で被災者が船倉内に落下し、船倉内の捨石に激突し左膝開放骨折、左大腿骨骨折、左足小指骨折、左肘挫傷を負った。		平成26年7月29日 7時34分 頃		海上		FD、作業船上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		27:起因物なし		ロープ		16:その他の加害物(　)		捨石		01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)		A:危険だと思わなかった														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																						17:安全標識がなかった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										95.00%		93.00%		100.00%		98.00%		　基礎捨石投入作業中に、グラブバケットを船倉に戻す際に転落防止用のロープにバケットが接触し、捨石の投入指示をしていた被災者が転落防止用ロープに引き込まれ、ロープと一緒に船倉内に落下した。				・ガット船船員を含めた作業員全員で再発防止策を話し合い、再発防止策を盛り込んだ作業手順を作成し、作業員全員の周知徹底を図る。<改行>・転落防止用ロープを展張している範囲は、ブーム旋回時には立入禁止とし、別途合図者を配置する。		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社																				極東建設株式会社																																																				労働基準監督署		reserved-41886x1F		是正勧告書<改行>労働安全衛生法に違反しないような指導が行われていなかったこと。<改行>労働者に安全帯を使用させる等の墜落防止措置を講じていなかったこと。		労働基準監督署		reserved-41886x1F		指導票<改行>労働者の船倉内への墜落の恐れを除去するために、以下の対策等を含めて、有効な再発防止対策を検討、実施すること。														H26-中国-境港-1701.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		2014		7		29		7		34		2014		TRUE		1		8		中国		5		26		0		26.0		27		122		40		2014/7/29　7:34		41849.3152777778

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		10年 00月		船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折		06:関節の障害				1:0～3		0		1:労災適用		秋田港外港地区防波堤（第二南）築造工事		伝馬船の吊り下ろし作業後に、吊り下ろし用フックが伝馬船の保護棒に引っ掛かり、フックを<改行>外そうと手を入れた際に、伝馬船が波で動揺し、フックと保護棒の間に指を挟まれ負傷。		平成26年8月5日 5時5分 頃		海上		その他		20:中詰				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。								03:機械・器具に欠陥があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。														４：５０　朝礼、安全ミーティング、ＫＹ活動<改行>５：０５　ガット船の係留ロープを取るため施工場所付近にてガット船より伝馬船を<改行>　　　　　下ろした際、吊り下ろし用フックが伝馬船の保護棒に引っ掛かり、それを<改行>　　　　　外そうとしたところ、指に挟まれ負傷した。						りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																																																																																H26-東北-秋田-0902.xlsx		3/6/15 19:02		3/6/15 19:02		2014		8		5		5		5		2014		TRUE		8		20		東北		1		10		0		10.0		14		1104		14		2014/8/5　5:5		41856.2118055556

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		25年 03月		土工		10:その他(　)								13:その他(　)						熱中症（Ⅰ度）		1:0～3		0				平成26年度　清水港新興津防波堤築造工事				平成26年8月20日 15時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上								27:起因物なし				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		99:その他								体調不良になったことを職長に告げずに作業を続けたこと。																																												　午前中は敷鉄板の敷設、午後からは、根固ブロック箱抜き取外し準備作業に従事、15:00に現場から休憩所に戻り、水分を摂取、15:30迄休憩を取った。<改行>  休憩後、一旦現場に向かおうとしたが、体調不良で作業ができず、引き続き休憩する旨、二次下請職長に報告、二次下請け職長引き続きその場で休むよう指示、同席していた一次下請現場担当者が声をかけたたが、「大丈夫」との返答があり、様子を見守っていた。<改行>  16:00に元請現場担当者が休憩所に戻り、熱中症の疑いを感じ、元請監理技術者等に報告、元請監理技術者等の到着後病院に搬送し、診察を受けた。<改行>　診断結果は、『熱中症Ⅰ度』と診断された。								五洋建設（株）		名古屋支店																		錦海運建設（株）												措置なし																																								労働基準監督署				報告の必要はないとのこと。																				H26-中部-清水-1802.xlsx		7/13/15 10:30		7/4/18 15:41		2014		8		20		15		0		2014		TRUE		23		17		中部		1		25		3		25.3		27		1399		55		2014/8/20　15:0		41871.625

		北海道開発局		江差港湾事務所		奥尻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		00年 03月		普通作業員		02:頸部								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		奥尻港外１港建設工事		物揚場(-2.5m)(北)<改行>海上地板改良工、基礎工、本体工、上部工、付属工、裏込工<改行>船揚場(北外)<改行>埋立工、舗装工<改行>共通仮設費<改行>回航費、技術管理費<改行>江差港<改行>物揚場(-3.5m)		平成26年8月29日 11時40分 頃		陸上		奥尻港　工事作業ヤード		17:コンクリートブロック製作				17:足場の組立・解体等				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				07:落下物				02:転倒				0301:倒壊：足場、作業構台等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。										A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。										A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。										06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。																		8/29  11:40  事故発生<改行>8/29  11:45  職長が被災者を確認後、現場代理人へ事故を報告<改行>8/29  11:45  現場代理人が主任監督員へ電話で事故報告<改行>8/29  11:45  現場代理人が富士サルベージ本社へ事故報告<改行>8/29  12:23  被災者の診断結果(頭部打撲、左頭部裂傷、脳震盪、右肩打撲)が出る。<改行>8/29  12:50  現場代理人が函館労働基準署へ事故報告<改行>8/29  15:00  被災者の裂傷箇所の縫合完了<改行>8/29  16:00  現場代理人が現場事務所で再発防止対策会議・安全対策会議を開催<改行>9/1  被災者が会社に出社。高山現場代理人が安全対策会議の結果を説明<改行>9/1  11:20  現場代理人が安全大会資料を江差港湾事務所長へ提出<改行>9/1  11:50  江差港湾事務所長が工事再開について問題なしと回答<改行>9/1  13:00  工事再開		①玉掛け者が、ワイヤーを外した時点で合図者が作業完了と思い目を離したこと。<改行>②被災者も作業完了と思い目を離した事<改行>③ワイヤーをクレーンフックにぶら下げたままクレーンが移動したのでワイヤーが足場に引っ掛ったこと。<改行>④クレーンオペの吊上げスピードが速かったのでワイヤーが引っ掛かった際に足場が倒れるまでに至った。		①合図者は最後まで目を離さず確認すること。<改行>②被災者も最後まで目を離さないこと。<改行>③ワイヤーをクレーンフックから一度外して次に移動する足場へ掛け直す。<改行>④クレーンオペは急のつく運転は絶対にしない事と危険予知を心掛ける事。				株式会社　富士サルベージ																																																																																																H26-北開局-江差-0101.xlsx		4/6/15 15:55		4/6/15 15:55		2014		8		29		11		40		2014		TRUE		2		17		北海		1		0		3		0.3		11		301		17		2014/8/29　11:40		41880.4861111111

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		19		男		01年 04月		特殊作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部				04:骨折		02:創傷		05:切断		術後、感染症により左足膝下切断		5:31以上						那覇空港滑走路増設護岸Ｎ工区築造工事		大型起重機船によるN-3ケーソン吊降ろし完了に伴い、次のN-4ケーソンを吊上げるためケーソン吊枠の差替え作業を実施していた。ケーソン吊枠の差替え作業は、ケーソン吊ワイヤーをクレーン補巻きワイヤーで吊上げながら実施するが、作業途中にクレーン補巻きワイヤーと連結している玉掛ワイヤーが切断した。<改行>玉掛ワイヤーの切断により、ケーソン吊ワイヤーが落下し、落下したケーソン吊ワイヤーが作業員に激突し吊枠から転落（地面から1.7ｍの高さ）した。転落する際に、誘導用介錯ロープが足に絡まり、左足ひざ下裂傷・骨折及び頸椎を負傷し病院へ搬送された。		平成26年9月1日 9時43分 頃		陸上				15:ケーソン進水				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				01:墜落・転落		飛来、落下物・激突		0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																		1												B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						6：00　ケーソン進水作業開始（ケーソン吊上開始）<改行>8：20　ケーソン進水作業完了<改行>8：50　大型起重機船移動<改行>9：10　ケーソン足場吊り降ろし<改行>9：30　ケーソン吊上用の吊枠差替え作業開始<改行>9：43　事故発生（補助ワイヤー切断）<改行>9：44　現場作業員が負傷者を確認し救急車を要請<改行>9：48　現場作業員より現場代理人へ報告（電話連絡）<改行>9：54　現場代理人より発注者へ報告（電話連絡）<改行>9：56　全作業員へ作業中断の指示<改行>10:01　救急車が現場に到着<改行>10:43　病院着・診察開始<改行>25:00　被災者治療完了		・クレーン補巻ワイヤーのウェイトチェーンがディスタンスビーム付近へ引掛かり、クレーン補巻きワイヤーの上下作業が必要となった。<改行>・ケーソン吊ワイヤーの圧縮止め部が吊枠下部に引掛かり、玉掛ワイヤーへ強度を超える張力が掛り破断した。　<改行>・クレーン補巻きワイヤーの巻上げ時、作業員が危険のおそれがある箇所で作業していた。<改行>・クレーン吊ワイヤーの誘導用介錯ロープが固定されていなかった。<改行>		・クレーン補巻きワイヤーのウェイトチェーン下部ワイヤーを20mから7mに短縮することで、ディスタンスビームとウェイトチェーンの干渉を防ぐ。かつ、ケーソン吊枠を地面に置きケーソン吊ワイヤーを外すことで、ケーソン吊ワイヤー差替箇所のほぼ真上に移動し、ディスタンスビームとウェイトチェーンの干渉を防止する。<改行>・ケーソン吊ワイヤー2本の内、一本を大型起重機船のクレーン補巻きワイヤーで保持する。もう一本は、陸上ラフタークレーンを使用し、ケーソン吊ワイヤーを差込み部に垂直に吊下ろし圧縮止めの吊枠への引っ掛かりを防止する。<改行>・クレーン補巻き等の作業時は、荷振れが起こる可能性があるため、作業員を安全　な位置に退避させる。<改行>・クレーン補巻きワイヤーの誘導用介錯ロープは、作業に影響の無い方向に固定させる。		若築・りんかい日産・大米特定建設工事共同企業体																						寄神建設　株式会社																																																				労働基準監督署		reserved-41885x1F		・ｳｴｲﾄﾁｪｰﾝが、上部フック付近にかからないような手法の検討<改行>・仮にｳｴｲﾄﾁｪｰﾝが引っかかった場合の対処法の事前検討<改行>・移動式クレーンでの作業における合図、連絡等の手順の再確認																				H26-沖総局-那覇-0601.xlsx		3/27/15 17:33		3/27/15 17:33		2014		9		1		9		43		2014		FALSE		1		15		沖縄		5		1		4		1.3		14		204		2		2014/9/1　9:43		41883.4048611111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		30年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷		02:創傷		04:骨折				1:0～3		0		1:労災適用		宮古港竜神崎地区防波堤基礎工事		被覆石均しの作業中、潜水士（被災者）が手元から目を離した際に、チェーンに左手指を挟まれ負傷。		平成26年9月4日 0時0分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		19:よそ見をしていた。		31:無理な姿勢で作業した。						35:その他の作業環境に欠陥があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										17.00%		12.50%		0.00%		1.00%		７：１０安全朝礼<改行>７：３０潜水士船出航<改行>８：００作業開始（丁張の位置出し及び設置）<改行>１１：００総括安全衛生責任者パトロール<改行>１２：００休憩<改行>１３：００作業開始（被覆均し）<改行>１４：０５災害発生				調整中		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社																																																																																																H26-東北-釜石-1901.xlsx		3/6/15 18:56		8/21/23 17:08		2014		9		4		0		0		2014		TRUE		8		8		東北		1		30		0		30.0		8		1102		42		2014/9/4　0:0		41886

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事				男				普通作業員																		1:0～3		0				平成25年度　四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞4号幹線）７工区臨海橋下部工事		　本工事は、四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（4号幹線）の7工区臨海橋下部工事を施工するもので、橋台の仮設矢板を圧入する際に反力盤設置に使用した大型土のう及び砕石（以降、大型土のう等と記す）の撤去据替作業を実施していた。<改行>  作業は、護岸上のバックホウ①（クレーン仕様：0.7m3）で大型土のう等を吊り上げ、ダンプトラック（11ｔ車）で近くの仮置場に運搬し、ラフタークレーン（13ｔ吊）で荷卸しして仮置きしていた。<改行>  しかし、作業を進めていく中、バックホウ①のアームが届かない箇所が発生してきたことから、小型のバックホウ②（0.15m3）でバックホウ①の作業半径内に移設するためラフタークレーンでバックホウ②を吊り降ろそうとした際、作業限界の警告ランプが点灯し、クレーンがゆっくりと転倒した。なお、オペレーター及び周囲の作業員の負傷、公衆物損はなかった。		平成26年9月11日 11時35分 頃		陸上		埋立地、埋立		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)										2:弱風（2～4）										14:物上げ装置				15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。																																																																														あおみ建設株式会社		名古屋支店																		宇佐美工業（株）												元請：あおみ建設(株)名古屋支店<改行>一次下請：宇佐美工業(株)						口頭注意																																		労働基準監督署																								H26-中部-四日市-2101.xlsx		3/6/15 18:10		9/4/17 9:48		2014		9		11		11		35		2014		TRUE		5		25		中部		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		14		603		7		2014/9/11　11:35		41893.4826388889

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		48		男		10年 05月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		3		1:労災適用		稚内空港場周柵設置改良工事		稚内空港場周柵L=1、141m<改行>・既設場周柵撤去・新設場周柵設置L=1、141m<改行>　　< 土工570m3、基礎砕石397m2、基礎コンクリート98m3、FRP製場周柵撤去356m・新設設置309m、鋼製場周柵撤去786m・新設設置832m ><改行>・仮設工<改行>　　（仮設場周柵）設置・撤去 １式 < L=1、146m ><改行>　　（仮囲い）設置・撤去 １式 < L=98.7m ><改行>　　（排水仮設工）暗渠排水管 １式 < L=360m ><改行>　　（防雪柵）防雪板設置 < L=76m >		平成26年9月16日 13時55分 頃		陸上		稚内空港		24:溶接及び切断				12:ガス溶接・切断				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						20:動力工具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1201:工具等取り扱い：除草用カッター等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。										B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。										D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		04:作業標準を守らなかった。		31:無理な姿勢で作業した。						35:その他の作業環境に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。						74.00%		86.00%		60.00%		60.00%		　被災者は既設場周柵（鋼製）を撤去するため、支柱の根元を電気切断機を用いて切断作業をしていたが、支柱手前側の切断が完了し、残りの裏側部分を切断する際、体勢を整えずに工具をパイプの裏側に廻し片手で切断しようとしたため、工具が弾かれ左前腕内側に切断砥石が接触した。		　被災者は既設場周柵（鋼製）を撤去するため、支柱の根元を電気切断機を用いて切断作業をしていたが、支柱手前側の切断が完了し、残りの裏側部分を切断する際、体勢を整えずに工具をパイプの裏側に廻し片手で切断しようとしたため、工具が弾かれ左前腕内側に切断砥石が接触した。		①現場の全作業員に、事故の経緯説明と安全作業意識向上のための教育を実施するとともに、具体的な電気切断機の使用方法について指導を行い、作業手順書に追記明示して周知徹底を図る。<改行>②電気工具類は、使い慣れているものが多く、誤った使用方法をする可能性があるため、現場の安全訓練等の場を利用し、実物を使って指導、教育し誤使用のないよう周知徹底する。				長谷川建設株式会社																																特になし																																								労働基準監督署		reserved-41898x1F		是正勧告、改善指導等はなし（本人の不注意による事故）。		警察		reserved-41902x1F		是正勧告、改善指導等はなし（現場検証の結果、事故過失と判断し、処理）。		当局		reserved-41901x1F		是正勧告、改善指導等はなし。								H26-北開局-稚内-3001.xlsx		4/8/15 9:11		4/8/15 9:11		2014		9		16		13		55		2014		FALSE		9		24		北海		1		10		5		10.4		20		1201		12		2014/9/16　13:55		41898.5798611111

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		01年 05月		橋りょう特殊工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		31		1:労災適用		小名浜港東港地区臨港道路航路部上部工事		小名浜港では、増加する石炭等鋼産品需要に対応すると共に、滞船を解消し効率的な荷役作業を可能とするため、小名浜港東港地区に国際物流ターミナルを整備している。臨港道路（橋梁）は、３号埠頭と東港（人工島）とを連結する、５径間連続エクストラドーズド橋、橋長５１０ｍであり、本工事はその内、終点側の橋長約２６０ｍの上部工とＰ９橋脚を施工するものである。		平成26年9月19日 15時15分 頃		海上		小名浜港（航路部 P7柱頭部、ステージ上）		29:その他(　)		ＲＣ橋脚工		17:足場の組立・解体等				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		躓き		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				18:熱中して判らなかった										20:不安全に物が置いてあった。										04:理解度の確認が不十分だった。										14.80%		13.70%		80.00%		75.00%		7:45 安全朝礼、7:55 KY活動、8:10 作業開始、12:00 昼休憩、12:50 作業安全打合せ、13:00 作業再開、15:15 事故発生		橋脚工事における外周足場の解体作業中、解体材を整理するために両手に資材を持って移動中に転がっていた資材を踏みバランスを崩して左足に負担がかかり骨折。		・自分の動線（足元）をよく確認することをＫＹに取り入れる。<改行>・作業主任者が監視すると共に担当ＪＶ職員も声掛けする。<改行>・小物部材は解体時に袋にて集積し作業通路へ放置しない。<改行>・作業主任者が小物集積状況を監視・点検する。<改行>・作業通路の位置を決めて解体材の集積を行う。作業通路は養生テープ等にて明示する。<改行>・作業主任者が作業通路の状態を確認する。		清水・東亜・川田特定建設工事共同企業体		清水建設株式会社				東亜建設工業株式会社				川田建設株式会社																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H26-東北-小名浜-8301.xlsx		9/6/17 11:44		9/6/17 11:44		2014		9		19		15		15		2014		TRUE		23		29		東北		5		1		5		1.4		22		1399		17		2014/9/19　15:15		41901.6354166667

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		40		男		20年 00月		山留工		03:背部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		10:その他(　)		腰部		01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		和歌山下津港海岸（海南地区）水門本体築造工事（第１工区）		撤去工、土工、仮設工、基礎工、本体工及び計測管理工		平成26年9月24日 15時40分 頃		陸上		仮締切内（鋼矢板打設用導材上）		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				3:雨						2:弱風（2～4）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		取付金具の外れ		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																						01:設計構造が悪かった。		04:安全度が不足だった。								04:理解度の確認が不十分だった。										32.00%		28.00%		100.00%		98.00%		8:00 安全朝礼、ＫＹ実施　　8:15 作業開始（鋼矢板打設）　　12:00 午前作業終了<改行>13:00 午後作業開始（鋼矢板打設）　　13:40 事故発生<改行>　鋼矢板打設の手元を行っていた被災者が鋼矢板の貫入状況を確認中、ウォータージェットを固定している金具が外れ、ウォータージェットのホースが落下し被災者にあたった。		①バイブロハンマの起震力により鋼矢板に溶接されたΩバンドが外れ、ウォータージェットのホースが落下してきた。<改行>②バイブロ打設中に飛来・落下の危険性がある導材上で振れ止めの作業を行っていた。<改行>③Ωバンド溶接部における浮錆等除去の処理が不十分であった。<改行>		①ウォータージェットホースを鋼矢板に固定するΩバンドを増やす。（上端より約2mに連続2個、下端より約3.0m、3.5mに取り付け。）<改行>②ウォータージェットホースが万一外れた時に備え、クローラクレーンの補巻でホースを吊り上げての作業とする。<改行>③鋼矢板のバイブロ打設時は、吊荷の直下に入ることなく離れた場所に退避する。<改行>④振れ止め鋼材が振動で浮き上がらないよう、アングルとブルマンで導材に固定する。<改行>⑤鋼矢板の浮錆を確実に除去するとともに、溶接を行う作業員以外が除去状況を再確認する。<改行>⑥作業員末端まで作業手順の周知徹底を行う。		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社		大阪支店																		西村工業（株）												措置無し						再発防止に努めるよう事務所長から口頭にて指導																																																										H26-近畿-和歌山-2401.xlsx		3/6/15 18:02		3/8/16 11:30		2014		9		24		15		40		2014		TRUE		4		9		近畿		1		20		0		20.0		26		201		47		2014/9/24　15:40		41906.6527777778

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		宇部		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		05年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		2		1:労災適用		宇部港本港地区航路（－１３ｍ）浚渫工事（その３）		被災時は、日の出前で十分な照度がない中で作業を行っていた。<改行>接舷時に土運船同士が横ずれを起こし、その際に防舷用のタイヤがせり上がり、クロスビットとの間に被災者の下肢を挟んだ。		平成26年9月27日 5時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		クロスビット		16:その他の加害物(　)		防舷材		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																						99:その他								土運船同士を係留する接舷作業時に破損する恐れのある場所に停泊灯が設置されていた。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								35.60%		24.00%		34.70%		20.60%		土運船を近接した場所に停泊していた土運船に係留する作業中に、被災者が相手船舷側に夜間停泊用のフラッシュライトがあることに気付き、相手船に乗り移りクロスビットをまたいでライトを撤去しようとした際に、せり上がってきた防舷材とクロスビットに挟まれ、左下腿筋挫滅創を負った。				作業時刻は日の出～日の入を徹底し、天候に応じて変更する。<改行>土運船の接舷時は挟まれ事故の危険性がある区域は立入禁止とし、安全確認責任者により安全を確認した上で接舷を行う。<改行>接舷時に損傷の恐れのある停泊灯は問題とならない場所にずらす。<改行>土運船運搬作業の手順書に挟まれ事故の危険要因を追記し周知する。<改行>作業手順書において作業開始・終了の具体的な考え方を記載する		株式会社本間組		株式会社本間組																				洋伸建設（株）				九船建設株式会社								措置なし						措置なし																																		海上保安部		reserved-41909x1F		事件性はなく、個人の過失によるもの<改行>工事を中断する必要性はない		労働基準監督署		reserved-41911x1F		是正勧告及び指導書等の書面による指導は行わない														H26-中国-宇部-2501.xlsx		3/6/15 17:54		3/6/15 17:54		2014		9		27		5		30		2014		TRUE		8		5		中国		1		5		0		5.0		26		1104		14		2014/9/27　5:30		41909.2291666667

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		名瀬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		30年 03月		土木作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上				1:労災適用		名瀬港（立神地区）防波堤（沖）上部コンクリート工事		　上部工の差筋設置作業において、削孔箇所に樹脂カプセルを挿入し、ハンマードリルにて差筋を回転させ、樹脂カプセルを破砕混合しながら埋め込む作業を実施していた。<改行>　その際、差筋を両手で支えていた被災者の手袋が、回転中の差筋のリブに引っかかり、右手指を巻き込んで負傷した。		平成26年9月30日 9時30分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				54:鉄筋運搬・組立																				20:動力工具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等														現在確認中																																																										8:00 朝礼<改行> 8:10 KY活動<改行> 8:30 作業開始<改行> 9:40頃　事故発生<改行> 9:45 佐大熊から被災者病院搬送<改行>10:07 現場代理人より監督員に事故発生の状況報告<改行>12:30 被災者診察完了10月2日全治判定予定（自宅療養）<改行>13:04 労基署へ連絡<改行>　　　担当者不在のため１０月１日事故報告を行う様に指示を受ける。<改行>13:07 海上保安部へ連絡<改行>　　　上部工は警察の管轄であるため警察の方へ連絡する様に指示を受ける。<改行>13:17 奄美警察署へ連絡				現在確認中		村上建設株式会社		村上建設株式会社																				株式会社浜田機動																																																																												H26-九州-鹿児島-2601.xlsx		3/6/15 17:34		9/6/17 18:12		2014		9		30		9		30		2014		TRUE		8		21		九州		5		30		3		30.3		20		1204		54		2014/9/30　9:30		41912.3958333333

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		00年 03月		運送		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		金沢港（大野地区）岸壁（－１３ｍ）上部築造工事		資材仮置きヤードにて支保工材（H形鋼 H-400*400）をホイールクレーン（50t吊）でトラック（15t積）に積込み中、吊荷（H-400）バランスが崩れ敷材の端太角にあたり、敷材が跳ねあがり被災者の左膝に当った。		平成26年10月10日 9時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		21:上部工		現場内小運搬		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		吊具、玉掛けワイヤー		16:その他の加害物(　)		敷材の端太角		04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。										A:危険だと思わなかった				18:熱中して判らなかった		26:危険有害な場所に入った。																																																		7:50頃 安全朝礼、KY活動<改行>8:00頃 新規入場者教育（被災者）<改行>8:45頃 1回目の山留支保工材の積込作業開始<改行>9:20頃 1回目の山留支保工材の荷卸し完了<改行>9:25頃 2回目の山留支保工材の積込作業開始<改行>9:30頃 最初の吊荷を積み込む際に被災				１）今後、２本４点半掛け方式の方法は取らず、吊りクランプを使用する。（※吊りクランプが利用できる荷について）<改行>２）一連の積荷・荷卸し作業（敷き材の移動含む）は、全て玉掛け作業車が行う事を徹底させる。<改行>３）玉掛け作業の合図員は吊り荷の移動経路の確認を行い、周囲の人払い及び退避を確認した上で、笛による確実な作業合図を行う。�		若築建設（株）		若築建設（株）																																																																								労働基準監督署		2014年10月00日		指導等無し		海上保安部		2014年10月00日		指導等無し														H26-北陸-金沢-3101.xlsx		3/6/15 18:19		3/6/15 18:19		2014		10		10		9		30		2014		TRUE		4		21		北陸		1		0		3		0.3		26		201		7		2014/10/10　9:30		41922.3958333333

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		33		男		03年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		新千歳空港　グライドスロープ用地造成工事		構造物撤去工　場周柵撤去、防護柵撤去、連節ブロック撤去、排水構造物撤去、舗装取壊し　各1式<改行>土工　路体盛土　V=76、600m3<改行>舗装工　場週道路　A=3、420m2、保安道路　A=546m2、B滑走路　A=6、000m2<改行>排水工　排水溝　L=609m、集水桝　N=５基、排水吐口　１式<改行>道路付帯工　ガードケーブル　Ｌ＝５６５ｍ、　区画線　Ｌ＝１，５６０ｍ<改行>付帯施設工　鋼製フェンス　Ｌ＝４７ｍ、保安対策強化柵　Ｌ＝９５ｍ、ＦＲＰフェンス　Ｌ＝９５５ｍ<改行>緑地工　張芝　Ａ＝３，２９１m2、種子吹付　A=９１，０２０m2<改行>仮設工　水路仮締め切り　１式、工事用道路　１式		平成26年10月10日 16時0分 頃		陸上		グライドスロープ用地		29:その他(　)		排水工		05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						11:足場、通路				04:通路				08:はさまれ、巻き込まれ				1001:爆発、火災等：発破																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										21:物を置いた場所が悪かった。										18:緊急通報体制が未確立・不備であった。										68.00%		55.00%		45.00%		42.00%		午後３時からの休憩後、排水工連節ブロック設置完了に伴い、法肩部分に余っていた連節ブロックを片付けるためトラックに積み込み資材置き場へ運搬する作業をしていた。連節ブロック横にトラックを横付けし、人力（１個約34ｋｇ）でトラック荷台に一つ目を積み込む際に足元を取られバランスを崩して前のめりになり、持っていた連節ブロックとトラック荷台との間に左手薬指先を挟み、現場詰所で絆創膏を貼る応急手当てを行ってから、片付け作業に復帰し作業を完了した。帰宅後、徐々に痛みが大きくなったため病院で受診した。		重量物を運搬していた際、足元をとられバランスを崩した際に、運搬物とトラックの荷台の間に指を挟んだ。		軽微な作業にも油断しない様に、この災害事例を使用して教育する。<改行>連節ブロックをトラックに人力で積み降ろしする際の歩行範囲は、平坦な場所とする。<改行>ＫＹＫは、作業班ごとに行い、作業内容に合わせて具体的な危険要因を洗い出すようにする。<改行>何かあったらどんなことでも良いのですぐに元請けに連絡する。				東亜建設工業株式会社																																																																																																H26-北開局-千歳-0101.xlsx		4/6/15 17:53		4/6/15 17:53		2014		10		10		16		0		2014		FALSE		8		29		北海		1		3		0		3.0		11		1001		5		2014/10/10　16:0		41922.6666666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		22年 00月		甲板員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設基礎工事		起重機船（250t吊）上で被覆ブロック（テトラポッド４ｔ型）の積込作業中、ブロックが所定の位置に着底間際であったため、安全と思い込み、玉外しのためにブロックに近づいた。<改行>その時、ブロックがゆっくり回転していることに気付き、これを止めようと手を掛けて右足を踏み出したところ、置かれたブロックとの間に右足を挟まれた。		平成26年10月25日 15時40分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		被覆ブロック		08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														A:危険だと思わなかった				26:危険有害な場所に入った。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																												97.20%		95.00%		100.00%		82.40%		4:30 朝礼・KYミーティング、使用船舶機械等始業前点検を実施<改行> 5:00 起重機船（250t吊級）にて新潟東港より現場に向けて出港<改行> 7:00 被覆ブロック（4tテトラ）据付開始<改行>11:30 被覆ブロック（4tテトラ）据付完了<改行>12:00 新潟東港へ向け出港<改行>13:50 新潟東港到着<改行>14:00 被覆ブロック積込作業開始<改行>15:40 被覆ブロック積込作業中、船上のブロックと吊りブロックの間に右足ふくらはぎを　　　挟まれ被災				・吊ったブロックが着底した後、玉掛者は合図者からの合図を受けて玉外し作業に入ることを関係作業員に再教育し徹底する。<改行>・ブロック積込作業の具体的な注意事項を作業手順書に追記し、関係作業員に周知する。<改行>・積込作業を午後に行う場合は朝礼時に加え、積み込み作業開始前にKYミーティングを実施し、安全意識の高揚を図る。<改行>・船上の見やすい場所に「着底したか」「合図は良いか」の標識を設置し注意喚起。		本間組・大本組ＪＶ		株式会社本間組				株式会社大本組																																																																				労働基準監督署		reserved-41940x1F		10月28日労基署にて事故概要等説明<改行>指摘事項等無し、再発防止対策、作業手順書を作業員に周知するよう口頭伝達		海上保安部		reserved-41939x1F		10月25日被災者事情聴取<改行>10月26日現場検証<改行>10月27日調査の結果、本人の事故過失と判断														H26-北陸-新潟-3201.xlsx		3/6/15 18:28		3/6/15 18:28		2014		10		25		15		40		2014		TRUE		8		19		北陸		1		22		0		22.0		14		1101		51		2014/10/25　15:40		41937.6527777778

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		00年 06月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上						瀬長島西側航路浚渫工事		　台船を搬出作業中、係留ロープとワイヤーを接合しているシャックルがウインチ台座に引っかかった状態で緩まった為、ワイヤーがドラムから外れた。そのワイヤーをドラムに戻そうとした際に、ワイヤードラムに指を挟まれ、左手中指と薬指を切断、人差し指は圧迫され裂傷を負った。<改行>　乗用車にて病院搬送後、切断した薬指を中指へ移植した。		平成26年10月28日 8時32分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				34:グラブ浚渫				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。																																						（8:00）停船台船の引き出し作業開始（台船アンカー巻上げ４箇所）<改行>（8:30）アンカー巻上げ４箇所完了<改行>（8:31）曳航ロープを曳船に渡す<改行>（8:32）浚渫船と台船を係留していたロープを外す<改行>（8:32）事故発生（ワイヤーとドラムの間に指を挟まれる）<改行>（8:33）現場作業員が負傷者を発見<改行>（8:33）現場作業員が負傷者を応急処置<改行>（8:35）現場作業員より監理技術者へ呼びかけがあり負傷者のもとへ駆寄る<改行>（8:40）監理技術者より現場代理人へ電話連絡<改行>（10:30）発注者現場確認（品質監視・監督補助）<改行>（11:20）手術開始<改行>（13:13）手術終了		・脱線したワイヤーを素手でつかみ、ドラム内に戻そうとした。（作業前、水分補給の為軍手を外してそのまま作業に入った）<改行>・台船が波の動揺により浚渫船から離れた為にウインチドラム内で膨らんでいたワイヤーが張り、指を挟まれた。<改行>・合図者が、台船のアンカーに絡んだ曳船の曳航ロープを直す作業をしていた結果、被災者への注意喚起が行えなかった。<改行>・事故の原因とは直接関係しないが、関係機関（那覇海上保安部等）への連絡が遅れるなど、連絡体制の不備があった。		・シャックルの引掛かり防止鉄板の設置及び係留ロープ長の短縮。<改行>・ロープ先端部に補助ロープを取付け、ワイヤ送り出しを補助。<改行>・ウィンチ操作に関する実技教育の実施。<改行>・ウィンチからの脱線防止板の設置及びドラム内ワイヤ長の短縮、ハッカー（引っ掛け棒）を備え付ける。<改行>・台船接舷時にループ式及び８の字型で補助ロープにて仮止め。<改行>・熟練工による経験の浅い作業員の補助。<改行>・アンカー巻き上げ時期の変更。				共栄海事土木　株式会社																				デム工業　株式会社																																																																												H26-沖総局-那覇-0701.xlsx		3/27/15 11:54		3/27/15 11:54		2014		10		28		8		32		2014		FALSE		8		5		沖縄		5		0		6		0.5		14		809		34		2014/10/28　8:32		41940.3555555556

		中部地方整備局		清水港湾事務所		御前崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		18年 00月		作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		10:その他(　)				踵		04:骨折								2:4～8		8		1:労災適用		平成26年度　御前崎港防波堤（西）（改良）築造工事（その２）		本工事は、御前崎港防波堤(西)の改良工事を行っているものである。<改行>　アスファルトを運搬するため、トラックの荷台にクッカーを擬装していた。被災者は、アスファルトプラントでアスファルトを受け取り、荷台上で温度確認を行った。<改行>　作業を終えて荷台から降りる際、車両側面のステップと巻込防止装置を足場にした。巻込防止装置に右足をのせた直後、右足を踏み外して地面に強打した。<改行>　元請は、安全管理対策で新規入場者教育、作業手順書の確認・周知、朝礼時の指導、KY活動等を行っており、運搬作業時についても、荷台からの乗り降りの際に墜落等に注意するよう、専用の昇降設備を使用するように口頭で指導していた。<改行>　本件事故については、労働基準監督署の所見を踏まえるとトラックの荷台からステップを使うことに関しては安全上問題はなかった。しかし、より安全に乗り降りするために元請は昇降設備を使用することを指示していたにもかかわらず、被災者は昇降設備を使って乗り降りをしていなかった。		平成26年11月5日 14時30分 頃		陸上		その他		07:先掘防止マット				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				2:曇り						4:強風（8～15）										27:起因物なし				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。								　安全指導に従わず、専用の昇降設備を利用して昇降作業を行わなかった。<改行>																										04:理解度の確認が不十分だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						① 昇降設備を使用するという指導が口頭のみで、内容を把握したか確認し記録していない。<改行>② 現場巡視点検時に、搭載していた専用の昇降設備の利用状況を確認していない。<改行>										7:00 朝礼・ﾐｨｰﾃｨﾝｸﾞで注意喚起<改行>7:15 作業開始<改行>9:00～11:00 安全巡視（監理技術者）<改行>　　　プラントへアスファルトの受け取りに移動（３回目）<改行>14:30 トラックの荷台に上がり、温度調整して下車した時に事故発生<改行>      湿布を貼って経過観察<改行>16:00 腫れ、痛みが治まらず病院へ搬送				①昇降設備の使用<改行>　・プラントに二人以上の作業員で行き昇降設備の固定、使用の確認を行う。<改行>②作業員の安全意識の向上<改行>　・従来の朝礼時対面ﾁｪｯｸ、KYﾐｰﾃｨﾝｸﾞ時の自己申告に加え、現場KYを行う。<改行>　・体調等の些細なトラブルも確実に申告するように作業員への再教育を行う。<改行>③より安全な昇降設備の設置<改行>　・事故前に指示していた昇降設備ではなく、より安全な昇降設備を使用する。		静和工業		静和工業（株）																				日本海上工事株式会社																		措置なし（成績評定より３点減点）																																		労働基準監督署		reserved-41949x1F		ステップでの昇降は問題ないが、事故再発防止協議会での提案である昇降設備を使用することが、より望ましい。																				H26-中部-清水-3301.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2014		11		5		14		30		2014		TRUE		1		7		中部		2		18		0		18.0		27		199		5		2014/11/5　14:30		41948.6041666667

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		05年 00月		型わく工		04:胸部								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		鹿児島港（新港区）岸壁（-7.5m）（改良）ケーソン製作工事		　被災者は１１月１０日、型枠脱枠のため内型枠のボルトを外し終え、ケーソン隔室外へ出る際に昇降用の梯子から足を滑らせて、ぶら下がるような状態になり左胸部を負傷した。<改行>　１１月１１日のお昼休憩前(11:50頃)に脇腹に痛みがあると監理技術者に申し出があり、念のため病院で診察をうけた。		平成26年11月10日 11時0分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		11:ケーソン製作(陸上施工)				55:型枠組立・解体																				26:その他の起因物(　)		梯子		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																																1										電動工具（インパクトレンチ：2.2 ㎏）を右手に持ったまま、左手で梯子を昇降中にバランスを崩したため足を踏み外した。（軽いものであった為、大丈夫であろうという思い込みがあった。）																														【１１月１０日（月）】<改行>１０：３０ 内桝内にて型枠固定金具の取外し後、内桝内から外部へ安全帯を使用し昇降中、梯子で足を踏み外し、左胸部を負傷した。（後日、本人の報告による）被災者本人からの報告は無く、午後からも通常通りの作業を行った。<改行>１７：００ 作業終了し、帰宅<改行>【１１月１１日（火）】<改行>８：００ ラジオ体操・朝礼・ＫＹ後、通常作業。<改行>１２：００ 被災者から職長を通じ、監理技術者に胸部への痛みがあるとの申し出あり。<改行>１２：０５ 古川胃腸科クリニックへ連絡し、監理技術者が付き添い病院へ。<改行>１２：３０ 病院到着。<改行>１３：１０ 診断の結果、「左胸部打撲」と診断。				昇降用梯子を昇降する際は必ず両手で行い、内桝内へ工具等を持込み・持出しをする際は、必ず受取人を配置し吊袋とロープを使用する。		（株）森山(清)組		（株）森山（清）組																				株式会社ナガノ																																																																												H26-九州-鹿児島-3901.xlsx		3/6/15 17:34		6/15/15 12:04		2014		11		10		11		0		2014		TRUE		1		11		九州		1		5		0		5.0		26		105		55		2014/11/10　11:0		41953.4583333333

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		撫養海岸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		61		男		14年 02月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断						右手人差指第一関節		3:9～15		12		1:労災適用		撫養港海岸桑島瀬戸地区堤防改良工事（その７）		先行削孔作業（ロックオーガー）が前日に完了し、事故当日のより三点杭打機の解体作業に取りかかる。７：３０より朝礼等を実施、７：４５から杭打機を解体場所への自走移動作業を行う。休憩後、１３：００より杭打機の解体作業にとりかかり、１４：２０からリーダーを倒した。１４：３０より補巻きワイヤーの巻取り作業を作業員7 名で開始し被災者は杭打機リーダー先端の引込側に立ち、補助ワイヤーの引っ掛かりを監視していた。巻取り作業開始後に補巻きワイヤーを水平状態にしようとして垂れ下がったワイヤーに手を添えてしまい、ワイヤーとシーブに手を挟まれ被災した。		平成26年11月13日 14時30分 頃		陸上		重機解体場所		06:地盤改良				84:その他(　)		三点杭打機の解体		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						27:起因物なし				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																												70.00%		77.00%		33.00%		30.00%		事故当日より三点杭打機の解体作業<改行>７：３０より朝礼等を実施<改行>７：４５から杭打機を解体場所への自走移動作業<改行>休憩<改行>１３：００より杭打機の解体作業<改行>１４：２０からリーダーを倒した<改行>１４：３０頃　被災				・ワイヤーに人が触れる事がないよう滑車をクレーンで吊りワイヤーを通して水平状態にする。<改行>・ワイヤー巻き取り時に触れないよう再教育を実施する。<改行>・ヒューマンエラー防止のため立入禁止措置を行う。		東亜・大本ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社大本組																宮崎基礎建設（株）												不問								不問																																労働基準監督署		reserved-41960x1F		安全衛生技術改善指導書が発出され、受注者より是正改善報告書を提出・受理																				H26-四国-小松島-3401.xlsx		3/6/15 17:49		3/6/15 17:49		2014		11		13		14		30		2014		TRUE		8		6		四国		3		14		2		14.2		27		805		84		2014/11/13　14:30		41956.6041666667

		北海道開発局		留萌港湾事務所		増毛		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		10年 00月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		増毛港建設工事		物揚場(-2.5m)(船溜)：海上地盤改良工、基礎工、本体工、上部工、付属工、裏込工<改行>港湾施設用地(船溜)：埋立工、排水構造物工、構造物撤去工<改行>港湾施設用地(北)：土工、舗装工		平成26年11月19日 14時0分 頃		陸上				29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																												81.40%		83.40%		0.00%		34.10%		　ユニック車にて敷鉄板の積み込み作業を、当初は2名で行う予定だったが、もう1名が他の作業中であったため、ユニック車にリモコン装置もあることから1人で作業を開始した。<改行>1枚目の敷鉄板を吊り上げ地切りしようとした時に吊り荷の中心とフックがずれていたため振れたのを左手で押さえようとした際にあおりと敷鉄板の間に左手が入り負傷した。		　1名でクレーンを含めた操作を実施したため、確認及び作業要員の不足があった		　複数人で作業を行うことの徹底<改行>　フック中央位置は2方向から確認<改行>　地切り後の安定を確認<改行>　介錯ロープを使用				三協建設株式会社																																																																																																（報告）H26-北開局-留萌-0101.xlsx		4/7/15 9:16		4/7/15 9:16		2014		11		19		14		0		2014		TRUE		8		29		北海		1		10		0		10.0		14		603		4		2014/11/19　14:0		41962.5833333333

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		25年 00月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3				1:労災適用		北九州港（新門司地区）泊地（－１０ｍ）浚渫工事		　法面の仕上げ掘りを行うために、グラブ浚渫船を物揚場に停泊し、普通バケットから法面対応バケットに交換する作業を陸上で行っていた。<改行>　被災者が支持ワイヤーからコッターピンを取外すため、大ハンマーでコッターピンを叩き、コッター面まで打ち込んだ後、作業者Aが反対側からコッターピンを抜く作業の際、被災者はピンの引抜きを補助しようとコッターに手をかけ揺すったところ、動作の勢いにより、コッター内に親指を挿入してしまった。<改行>　それと同時にピンが外れ、コッターが上方向に動き、左親指を被災した。		平成26年12月15日 16時10分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備																				09:他に属さない建設機械				09:装置				09:切れ、こすれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																																1		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								（１）被災者がハンマーでピンを叩いた後、ピンが抜けやすいようにコッターを両手で揺する作業を行ったことから、コッターピン穴に被災者の指が入り、親指先端を切断した。<改行>（２）バケット取替作業の作業手順書について、ピンが抜けづらい場合の取り外し方法が詳細に記入されておらず、予測される危険な作業を十分把握していなかった。<改行>（３）コッターピン抜き専用治具があるにもかかわらず、使用していない。<改行>（４）作業指揮者から作業を見通せる配置となっておらず、危険作業の注意喚起を怠った。																														6:50 　朝礼・ＫＹ活動<改行>7:20 　作業開始<改行>10:00 　浚渫作業完了、３号物揚場へ移動<改行>10:30 　３号物揚場到着<改行>10:40 　法面対応バケット取替時の手順書確認及びＫＹ活動<改行>11:10 　普通バケットの取外し<改行>12:00 　昼休憩<改行>13:00 　法面対応バケットへの支持ワイヤー取付（長尺のコッターピン）<改行>13:50 　法面対応バケット開閉ワイヤーの設置<改行>15:00 　開閉ワイヤーのクリップ止め<改行>15:50 　コッターピンの取替え（長尺→短尺）作業開始<改行>16:10 　事故発生				（１）支持ワイヤーと吊金具が解放された際、跳ね上がらないように、コッターピンを外す作業前にレバーブロックによりコッターを固定する。<改行>（２）コッターピンを外す作業においては、コッター抜き専用冶具を使用する。<改行>（３）コッターピンが外れた際、ピンが落下しないように支持ワイヤーにロープで固定しておく。<改行>（４）コッターピン穴に手を触れないよう穴部に塗装及びバケット側面に注意喚起表示を行う。<改行>（５）バケット取替作業の作業手順書を見直し、詳細な手順と予測される危険な行為について明確に記入する。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																				大新土木（株）																																																																												H26-九州-北九州-4101.xlsx		3/6/15 17:43		9/6/17 18:12		2014		12		15		16		10		2014		TRUE		9		5		九州		1		25		0		25.0		9		809		3		2014/12/15　16:10		41988.6736111111

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		01年 00月		ボーリング工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						指		04:骨折		13:その他(　)				裂傷		1:0～3		0		1:労災適用		大阪港北港南地区航路(-16m)附帯施設護岸(2)地盤改良等工事		海上地盤改良工(敷砂、ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ、ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ)及び基礎工(捨石)		平成27年1月20日 13時50分 頃		海上		大阪港新島地区（2-1区）		03:土質調査				25:試錐				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械		ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ		15:起因物と同じ		ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ(ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ)		08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。						99:その他								ﾛｯﾄﾞ固定ﾋﾟｰｽの摩耗		04:理解度の確認が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。								89.00%		83.00%		20.00%		20.00%		ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ削孔作業においてｹｰｼﾝｸﾞを継ぎ足す作業を行っている時、ｹｰｼﾝｸﾞのﾍｯﾄﾞｷｬｯﾌﾟを外そうとして手を入れたところ、ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝにﾛｯﾄﾞ（L=3.0m)を固定していたﾁｬｯｸﾎﾞﾙﾄが緩み、被災者の右手中指に50～60cmの高さから落下した。		①作業手順の理解不足により、本体をｽﾗｲﾄﾞする前にｷｬｯﾌﾟ上に手を入れた。<改行>②ﾛｯﾄﾞを固定するﾎﾞﾙﾄが緩んだ。<改行>③ﾛｯﾄﾞを固定するﾋﾟｰｽ部が摩耗して、滑りを起こす状態になっていた。		①作業手順の見直しを行い、安全教育を実施するとともに、作業手順の周知徹底を行う。<改行>②ﾛｯﾄﾞ固定用ﾋﾟｰｽを新品に交換する。<改行>③ﾁｬｯｸﾎﾞﾙﾄの2度締めを行い、両側の締め付け度を確認する。<改行>④ﾎﾙﾀﾞｰを設置し、万が一ﾛｯﾄﾞが落下してもﾎﾙﾀﾞｰで止まるよう予防対策の徹底を行う。<改行>⑤ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ本体をｽﾗｲﾄﾞしてから手を入れることを徹底する。（作業指示者がｷｬｯﾌﾟを外すﾀｲﾐﾝｸﾞ等を指示する）<改行>⑥ｷｬｯﾌﾟの上をもつことを禁止する。（注意喚起の表示を行う）<改行>⑦作業手順書通り行っているかJV職員が作業のﾎﾟｲﾝﾄﾁｪｯｸｼｰﾄで作業状況の確認を行う。		若築・みらい・吉田ＪＶ		若築建設株式会社		大阪支店		みらい建設工業株式会社				株式会社吉田組												有限会社ジオ・ロジック				株式会社池田地質														事務所長からの口頭注意								事務所長からの口頭注意								事務所長からの口頭注意																																										H26-近畿-大阪-4602.xlsx		3/6/15 18:08		10/29/15 15:55		2015		1		20		13		50		2014		TRUE		8		3		近畿		1		1		0		1.0		10		809		25		2015/1/20　13:50		42024.5763888889

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		25年 00月		潜水士		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								4:16～30		22				平良港（漲水地区）港湾施設用地築造外1件工事		本体ブロック据付作業の準備において、被災者は、潜水士からの指示を受けるために必要な、通信通話受信機の周波数調整のため、起重機船クレーン下部の立入禁止箇所に進入し、その場所に置かれていた受信機の周波数調整をしていた。その調整中にクレーンが旋回されたため、クレーン運転席への昇降階段と整備用通路の間に挟まれ負傷した。<改行>事故当日の午前中は雨が降っており、雨を避けるため受信機は通常の置き場とは違うクレーン下部の立入禁止個所の整備用通路の上に置かれていた。<改行>被災者はクレーンが旋回すると危険であることは承知していた。また調整中に旋回が始まった事も気づいたが、調整は間に合うと思い立入禁止内で受信機の調整作業を継続した。<改行>		平成27年1月21日 15時40分 頃		海上		FD、作業船上		19:コンクリートブロック据付				02:作業準備				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																												64.50%		61.00%		100.00%		29.00%		14：00（午後の起重機船へ本体ブロック積込作業を行う）<改行>15：00（起重機船へ本体ブロック積込完了後起重機船出港）<改行>15：10（現場へ到着し起重機船設置準備（午前と同作業内容）<改行>15：30（起重機船現場設置完了後、本体ブロック据付作業準備を行う）<改行>15：40（午前に仮置きした本体ブロック据付のため、起重機旋回その際クレーン下部（立入禁止箇所）に進入していて被災者（横山）が起重機の昇降階段と整備用通路の間に挟まれた。）				・クレーン旋回部に立入禁止強化策として安全柵の追加設置、更に安全ネットを設置する。<改行>・旋回時は警笛ブザーを長押しし、旋回開始の周知を図る。<改行>・クレーン旋回時の安全監視員を専任で配置し、オペレーターへの旋回合図を一本化する<改行>・潜水士から船上作業員等への連絡は、通信通話受信機による方法は止め、潜水船からスピー<改行>カーによる伝達方法に変更する。（起重機船上の通信通話受信機調整作業を無くす）<改行>・船上の立入禁止区域内に資材等を置かないよう徹底する。<改行>・クレーン旋回時は、別途配置される安全監視員の指示によることを徹底する。<改行>・事故再発防止会議を招集し、事故の原因を共有し、事故再発防止対策を講じる。<改行>・下請を含めた全作業員を対象に事故再発防止のための安全教育を実施する。		株式会社基土木		株式会社基土木																				極東建設株式会社																																																																												H26-沖総局-平良-4201.xlsx		3/6/15 17:09		9/20/17 9:11		2015		1		21		15		40		2014		TRUE		8		19		沖縄		4		25		0		25.0		14		608		2		2015/1/21　15:40		42025.6527777778

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		08年 00月		測量技師補		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						裂傷		1:0～3		0				環境情報公開システム機器移設		九州地方整備局サーバー室において、サーバーラックに設置済みのサーバー機器及びネットワーク機器を、現在設置済みの位置から上方に移設する作業を作業員2名で実施していた。<改行>　被災者は、ネットワーク機器をラック上方に仮置きし、ネットワーク機器にケーブルを接続したまま、ラック下方でケーブルをまとめる作業をしていた。<改行>　その後、被災者がケーブルを引っ張ったことで、ネットワーク機器が滑り落ち、機器の外装部の角が自身の頭部に当たった。		平成27年1月27日 10時10分 頃		陸上																												26:その他の起因物(　)				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																																																										①ネットワーク機器を上方に移設中、不安定な状態で仮置きした。<改行>②ネットワーク機器に接続したままケーブルをまとめる作業を行ったため、ケーブルを引っ張った勢いにより、ネットワーク機器が滑り落ちた。		① サーバーラックの設置作業を行う場合は、ヘルメットの着用を行う。<改行>② ネットワーク機器を移動する場合は、不安定な状態で仮置きしない。<改行>③上部への機器設置中は、その下で作業をさせない。<改行>④ サーバーラック内の移設・撤去作業を行う場合、電源及びその他のケーブルをすべて抜い<改行>た状況で行う				株式会社パスコ																																																																																																26-九州-熊本-0201.xlsx		6/15/15 11:35		9/19/17 17:32		2015		1		27		10		10		2014		TRUE		4		ERROR:#VALUE!		九州		1		8		0		8.0		26		299		ERROR:#VALUE!		2015/1/27　10:10		42031.4236111111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		19年 00月		潜水士		10:その他(　)								13:その他(　)								6:死亡						釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）本体外工事		水中捨石均しの作業において、午後の作業を開始し１０分程度経過した頃、潜水士が体調不良を訴え緊急浮上し、その後意識喪失、呼吸停止、病院にて死亡が確認された。		平成27年2月8日 13時40分 頃		海上		潜水作業		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				99:その他																																						８：００潜水作業（１回目）開始<改行>１３：３０潜水作業（２回目）開始<改行>１３：４０頃被災者が異常を訴え浮上後意識を失う<改行>１３：５５泉ヤードから港町ふ頭に向かう潜水士船上で呼吸停止状態<改行>１５：１５病院にて死亡確認<改行>						若築・りんかい日産・吉田ＪＶ		若築建設（株）				りんかい日産建設株式会社				株式会社吉田組																																																																																								H26-東北-釜石-4901.xlsx		3/6/15 18:56		4/11/18 15:02		2015		2		8		13		40		2014		TRUE		23		8		東北		6		19		0		19.0		27		1399		42		2015/2/8　13:40		42043.5694444444

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		09年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						挫創		1:0～3		0				志布志港(若浜地区)防波堤(沖)築造工事		被覆ブロックを法面勾配（1:3）に合わせて起重機船（120t吊）で水中へ吊降ろした後、潜水士の合図で所定の位置へ据付を行おうとしていた。<改行>　しかし、被覆ブロックの傾きが実際の法面勾配より大きかったことから、法面勾配に合わせるために玉掛けワイヤー（φ30）を緩め、隣接するブロック上（据付済）より、左手でワイヤーをずらす作業を行っていた。<改行>　ところが、波浪（航跡波）により起重機船が動揺し玉掛けワイヤーが張ったため、被災者（潜水士）の親指をワイヤーと被覆ブロックの間で挟んだものである。		平成27年2月19日 9時51分 頃		海上				29:その他(　)		被覆工		51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ						3:中風（4～8）										26:その他の起因物(　)		玉掛けワイヤー		16:その他の加害物(　)		被覆ブロック		08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																																		99:その他		16:勘違い判断をした。						作業手順書に詳細な記載なし																																（１）航跡波、波浪に対して、潜水士にブロックと接するワイヤー箇所は持たないよう口頭で注意喚起を日々行っていたが、作業手順書に詳細な記載がなかった。<改行>（２）被災者の不注意により玉掛けワイヤーの誤った位置を持った。		（１）被覆ブロックを吊った状態での、ブロックと玉掛けワイヤーの接する箇所（上面角）より上下に20ｃｍ目印（ペイント）を施し、危険個所の注意を促す。<改行>（２）潜水士にて玉掛けワイヤーを移動する際に、持つ位置の目印（危険個所位置より上側に<改行>40ｃｍ上側に20ｃｍ幅でペイント）を施す。<改行>（３）据付ブロックと接するワイヤー箇所は持たないよう作業手順書に詳細に記載するとともに、再度、作業員全員に対して安全教育を実施し、朝礼等で随時注意喚起を行う。				五洋建設株式会社		九州支店																		株式会社森崎建設工業				大分海事株式会社																																																																								26-九州-志布志-0101.xlsx		6/15/15 11:35		9/6/17 18:11		2015		2		19		9		51		2014		TRUE		8		29		九州		1		9		0		9.0		26		1199		51		2015/2/19　9:51		42054.4104166667

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		19年 00月		大工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折								4:16～30				1:労災適用		平成25年度　四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞4号幹線）７工区臨海橋下部工事		   本工事は、四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞４号幹線）整備事業において、７工区臨海橋下部工を施工する工事であり、平成27年2月26日11時頃にA1橋台の躯体工における型枠解体の作業中に事故が発生していた。被災者は、Ａ１橋台右ウイング部と躯体ハンチ部の型枠の解体をするため作業員２名と共に作業を開始した。被災者が型枠解体をするに当たり、ハンチ部前面のブラケット上の足場板（Ｌ＝2.0ｍ、２枚）が作業の支障になるため、自らの判断で足場板を外した。次に、ハンチ部の型枠を外すために枠組み足場から身を乗り出し、足場板の無いブラケットに足を掛けようとしたところ転落した。この時、安全帯を使用せずに作業していた。		平成27年2月26日 11時0分 頃		陸上				29:その他(　)		型枠解体		17:足場の組立・解体等				3:雨						2:弱風（2～4）										11:足場、通路				01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から				1																										A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		05:安全装置をはずした、無効にした。																		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。		09:施工体制台帳に不備があった。														2015/2/26  11:00頃　二次下請の作業員の転落事故発生。直ちに病院へ搬送。但し、元請には連絡をしなかった。<改行>2/15/3/16              両親からの労災適用の要求により、一次下請社長が元請に事故発生の報告と相談を行う。<改行>2015/3/16　14:00頃　電話及びファックスによる災害状況にて労働基準監督署へ第一報を連絡する。<改行>2015/3/18　  9:00頃　四日市労働基準監督署に詳細を報告。<改行>2015/3/20　16:00頃　3/23に現場確認をするので立会の連絡有り。<改行>2015/3/23　10:00～　四日市労働基準監督署による現場検証を実施。<改行>後日、労働基準監督署が被災者本人を呼んでヒアリングするとのこと。但し、入院中のためヒアリング日時は未確定。<改行>		１）作業手順書に記載の無い作業を実施したこと。<改行>２）安全帯を使用せずに足場の不安定な高所作業を実施したこと。		・作業単位毎に元請け職員を常駐させ、作業手順の履行を監視する。<改行>・現場内に２台の監視カメラを設置し、作業状況を監視するとともに不安全行動等があった場合には、画像をもとに作業員に是正指導します。<改行>・統括安全衛生責任者は午後に安全巡視を行い作業状況を違った目でチェックする。週１回は職長も同行してチェックする（日誌に記事欄のその旨を記載）<改行>・作業単位毎に元請け職員を常駐させ、作業員に安全帯の着用を監視する。<改行>・新規入場者時に必ず元請けに提出した労働者名簿を元に１人１人に対して所属会社、雇用管理責任者等の聞き取り確認を行い、相違があった場合は入場禁止する。<改行>				あおみ建設(株)		名古屋支店																		(有)田中工務店				藤建設(有)																																																																								26-中部-四日市-0201.xlsx		4/7/15 19:12		4/7/15 19:12		2015		2		26		11		0		2014		TRUE		1		29		中部		4		19		0		19.0		11		101		17		2015/2/26　11:0		42061.4583333333

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		02年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						挫創		1:0～3		0				八代港(外港地区)岸壁(-12m)(改良)工事		鋼管杭打設前の先行削孔の際に、既設タイワイヤーを保護養生する目的で軽量矢板を設置する作業を行っていた。<改行>　掘削及び軽量矢板の設置後、次工程の埋戻し作業へ進む前に、被災者は掘削面に降りて軽量矢板設置位置とタイワイヤーの離隔を確認しようとしていた。<改行>　被災者が梯子を降りる際に、掘削面上0.6mの高さから左足を滑らし、その反動で左手を梯子から離したことにより、体を反転しながら転落し、軽量矢板のアングル端部（掘削底から1.5ｍ）に顔面を接触させ挫創した。		平成27年2月27日 20時16分 頃		陸上				09:杭及び矢板				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ						2:弱風（2～4）														05:階段・梯子等				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。										22:作業場が狭かった。		08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。																										15:00～15:15　集合　昼礼及びKY実施<改行>15:15～18:00　作業開始　・土砂運搬作業、一次掘削作業実施、照明設備点灯(17:30頃)<改行>18:00～19:00　休憩<改行>19:00～　作業再開　・二次掘削、軽量矢板設置、軽量矢板設置位置確認		（１）梯子の横桟（最下段から2段目）から左足が滑落する際、被災者の左手が梯子から離れており、3点支持が十分でなかったことから、体重を支えきれず反転しながら転落した。<改行>（２）梯子の位置が軽量矢板と法尻の狭い位置に設置されており、降場に十分なスペースがなかった。<改行>（３）軽量矢板のアングルが昇降梯子と近い位置にあったが、アングルの突起部分に緩衝材等の養生がなされていなかった。<改行>		（１）昇降設備を手摺付の階段に交換し、昇降の際の滑落を防止する。<改行>（２）軽量矢板の接触防止と十分な降場スペースを確保するため、昇降設備の設置方向を下段アングルと並行方向とする。<改行>（３）軽量矢板側面およびアングル突起部分を緩衝材で養生する。<改行>（４）軽量矢板設置の作業手順書を見直し、詳細な手順と予測される危険予知項目について明確に記入する。<改行>（５）安全教育の中で作業員全員で、現地において作業手順及び危険行為等を再確認する。				東亜建設工業株式会社		九州支店																																																																																														26-九州-熊本-0301.xlsx		6/15/15 11:35		9/6/17 18:11		2015		2		27		20		16		2014		TRUE		1		9		九州		1		2		0		2.0		ERROR:#VALUE!		101		3		2015/2/27　20:16		42062.8444444444

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		06年 00月		担当技術者		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)				04:胸部				13:その他(　)						多発性外傷		6:死亡				1:労災適用		小名浜港品質監視等補助業務		港湾業務艇から７０ｃｍ程度高い護岸に上陸しようとした際に、誤って転落し業務艇と護岸との間に上半身を挟まれた。その後海面にうつ伏せの状態で浮かんだ状態となった。引き上げられ病院へ搬送されたが翌日死亡が確認された。		平成27年3月18日 9時15分 頃		海上		小名浜港東港地区埋立地西側護岸		29:その他(　)		担当技術者		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20				1:有		2:無										01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																																																																								８：５５　担当技術者４名が現場立会のため港湾業務艇にて現場へ向かう<改行>９：０５　３名が現場到着にて下船<改行>９：１５　１名（被災者）が現場到着。護岸上に両手をつき、右足を護岸上に掛けて上がろうとした際、上がりきれずバランスを崩してずり落ちた。落下の際、最初に背中を、次に頭部を港湾業務艇と護岸の間に挟まれ、その後海へ落下。		港湾業務艇「そうめい」から70ｃｍ程度高い護岸に上陸しようとした際に、誤って業務艇と護岸の隙間に転落し上半身が挟まれ負傷した。被災者はうつ伏せの状態で海上に浮かび、関係者の支援により業務艇に引上げ、救急車で磐城共立病院 救命センターヘ搬送した。		① 船長または船長から合図を受けた機関長の連絡合図で上陸する。② 合図があっても、危険と判断した場合は上陸しない。③ 階段部のない護岸等では、安全設備の配備が完了するまでは当該業務艇での昇降しない。④ 乗移る場所が濡れていないか状況を確認する指差し呼称を徹底する。⑤ 手摺のあるところではしっかりと手摺につかまりうねりの影響で護岸等から離れることもあるため、周期性などにも留意して上陸する。⑥ 濡れても滑りにくい手袋を、全担当技術者に支給する。⑦ 始業前にラジオ体操を実施して、体をほぐしてから確認業務にあたる。⑧ 業務開始前等に体調面や業務を実施する上で配慮すべき事項は、関係者に知らせ情報を共有する。				一般財団法人　港湾空港総合技術センター																																																																																																H26-東北-小名浜-8201.xlsx		4/3/15 17:58		7/6/18 11:56		2015		3		18		9		15		2014		TRUE		1		29		東北		6		6		0		6.0		ERROR:#VALUE!		122		1		2015/3/18　9:15		42081.3854166667

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		25年 00月		型わく工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		02:創傷		04:骨折				1:0～3		0		1:労災適用		金沢港（大野地区）岸壁（-13ｍ）築造工事		金沢港（大野地区）岸壁（-13ｍ）の渡版工のうち、陸側支承部の型枠組立作業においてスパン間の型枠として用いる発泡スチロールを丸のこで切断柱に指（甲側）を切創した。		平成27年4月14日 9時0分 頃		陸上				29:その他(　)				55:型枠組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		03:木工機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		31:無理な姿勢で作業した。										99:その他								発泡スチロール切断作業中にカスが溜まって保護カバーの戻りがスムーズでなかった可能性がある。		99:その他								切断手段が手のこであればより安全性が向上していたと考えられる。		79.30%		79.30%		42.90%		42.90%		8:00　朝礼・ＴＢＭ・ＫＹＫの実施<改行>8:20　型枠（発泡スチロール）加工作業開始<改行>9:00　災害発生		本事故災害は、作業用架台を使用せず不安定な体制での電動丸ノコギリによる切断を行ったこと、電動丸ノコギリ保護カバーの動作確認を行っていなかったこと並びに、被災者が新規入場者教育において、作業機械の使用上の注意点等の教育を受けていたにもかかわらず、危険だと認識していなかったことが本事故災害の直接的な要因であるが、元請けが定めた安全管理実施事項において現場内の安全巡視を元請統括安全衛生責任者と安全当番（元請け及び下請け）が各々毎日１回以上実施するとしており、被災者の事故前日からの不安全な作業状態に対する是正指示により事故の防止が可能であった。		事故災害発生当日（４月１４日（火））１４時より現場詰所において元請け及び下請け（加賀建設作業従事者）を招集し、今回の事故の原因究明・防止対策を討議した。また翌１５日８時より元請け及び下請け全者を招集し再発防止教育として災害状況の原因究明や小型電動工具取扱の再教育、作業手順書の確認の上、以下の再発防止対策を講じることとした。<改行>①ＫＹ活動によるリスクアセスメントの充実。②発泡スチロール切断には電動丸ノコギリを使用せず手ノコギリを使用する。③作業体制改善のため、作業用架台を使用する。④作業機械の始業前点検の充実。⑤電動丸ノコギリ取扱の再教育。				東亜建設工業株式会社		北陸支店																		加賀建設株式会社																		措置無し																																		労働基準監督署				処分無し																				H27-北陸-金沢-0601.xlsx		9/3/15 16:44		1/5/16 13:57		2015		4		14		9		0		2015		TRUE		9		29		北陸		1		25		0		25.0		3		1299		55		2015/4/14　9:0		42108.375

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		02年 00月		塗装工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		横浜港臨港道路南本牧ふ頭本牧線(Ⅴ工区)高架橋上部工事		　橋梁現場塗装工において一次下請けの塗装工作業員が塗料の撹拌作業中に攪拌機の回転が止まる前にその軸部をつかんでしまい、軍手が軸部に巻き込まれ親指を負傷。		平成27年5月12日 13時30分 頃		陸上				29:その他(　)		塗装工		02:作業準備																				10:他に属さない機械		塗料攪拌機		16:その他の加害物(　)		塗料攪拌機		08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。										18:保護具が不適・不足だった。																												13:00 攪拌機を使用し、塗料の撹拌作業を開始。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:30 事故発生。		　　一次下請けの塗装工作業員が午後から使用する塗料の攪拌機を使用し、撹拌作業をしていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電源を切ったが攪拌機の回転が止まる前に軸部分をつかんでしまい、軍手が軸部に巻き込まれて親指を骨折した。		①攪拌機を使用する場合は、ゴム手袋や革手袋等を使用する。（軍手は取扱説明書で着用不可と記載）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②毎朝のＫＹ活動において、電動工具の取扱を注意喚起を徹底。　　		宮地・MMB(エム・エムブリッジ株式会社)JV		宮地				ＭＭＢ																																		措置なし								措置なし																																																		H27-関東-京浜-1001.xlsx		5/20/15 11:25		2/5/16 10:23		2015		5		12		13		30		2015		TRUE		8		29		関東		1		2		0		2.0		10		1299		2		2015/5/12　13:30		42136.5625

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		04年 00月		普通作業員		04:胸部								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤（北）（第二）本体工事		本工事は、酒田港北港地区防波堤(北)(第二)の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、付属工、構造物撤去工、復旧工、防波堤(北) (改良)の基礎工、上部工、消波工、補修工及び防波堤(南) (改良)の消波工を施工するものである。		平成27年5月25日 16時40分 頃		陸上		酒田港北港A・Bヤード		14:ケーソン海上打継ぎ				84:その他(　)		足場解体		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																												04:安全度が不足だった。				20:不安全に物が置いてあった。						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。				08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。						98.00%		98.00%		98.00%		98.00%		ケーソン製作作業現場で作業終了近く（16:30頃）に枠組足場分解作業で、足場上で取り外した幅木降ろしを行っていた。<改行>その際、足元の部材に躓き１．７ｍ下の地面に落下し、左側胸部の肋骨を骨折した。		消波ブロック陸上運搬のためトレーラに積込時作業を行っており、トレーラに着床を終え玉掛け用ワイヤーロープの取り外し時にひっかかりそうだったため、右手で直接ワイヤーロープを掴んだためワイヤーロープに回転が発生し巻き込まれた革手袋の引き込みにより指間に裂傷を負った。		・足場分解の作業手順書を作成し、作業手順を周知する。<改行>・足場分解作業では、足場上の部材降ろしでは作業台を使用し、足場上での作業をなくす。<改行>・足場分解作業は単独での作業を禁止し、複数人で行う。<改行>・現場での作業中の事故発生時は、程度に関わらず速やかに職長又は元請職員に報告する。<改行>・再発防止検討会及び周知会を実施し安全意識の高揚を図る。　・作業中は足元に注意を払い危険予知を行う。				株式会社本間組		東北支店																																																																																														H27-東北-酒田-0201.xlsx		6/11/15 20:16		7/6/18 11:59		2015		5		25		16		40		2015		TRUE		1		14		東北		1		4		0		4.0		11		101		84		2015/5/25　16:40		42149.6944444444

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		細島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		01年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		3				細島港（外港地区）防波堤（南沖）ケーソン製作工事（第２次）		当日の作業は、トレ－ラ－の荷台に積んだアスファルトマットをFDのクレーンで吊上げFDの作業床に敷設する作業を行っていた。　アスファルトマットと吊枠の玉掛け作業が完了し、クレーンのオペレーターへ吊上開始の合図を送る際に旋回範囲となるトレーラーの荷台から合図を行った。トレーラーの荷台の端には垂直な壁があり、吊上げ時に動揺したアスファルトマットが壁側に動いたため、逃げ場を失った被災者はとっさにしゃがみ込み、頭部を左手で押さえて防護した。その際にアスファルトマットとヘルメットの庇の間に左手が挟まり開放骨折した。		平成27年5月26日 9時40分 頃		陸上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）										23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。										21:物を置いた場所が悪かった。																												6:30 新規入場者訓練（日本海上工事：１名、八千代建設：８名）<改行>6:45 体操・朝礼<改行>6:55 危険予知活動及び作業手順の周知<改行>7:20　作業開始<改行>7:50　アスファルトマット吊り込み開始<改行>9:35　25枚目の吊り込み完了（６～７枚/台のトレーラー４台分）<改行>9:40　26枚目の吊り込み作業中　事故発生（トレーラー５台目の１枚目）		（１）被災者は、トレーラー上からの合図が、クレーンのオペレーターから見やすいと判断したため、クレーンの旋回範囲であるトレーラー上にて合図及び地切りの確認を行った。<改行>　・クレーン旋回範囲の立入<改行>　・思い込みによる合図場所の変更<改行>（２）玉掛けが完了したが、被災者が行う吊上げの合図が遅かったため、作業指揮者及び玉掛作業員は作業への注意が散漫となり、被災者への注意が薄くなった。<改行>　・作業の節目に行う声の掛け合いが行われていなかった。<改行>　・介錯ロープが吊上げ時に使用されていなかった。<改行>（３）トレーラー荷台が傾斜のある場所に設置されており、吊上げ時の動揺が大きかった。<改行>　・傾斜によりアスファルトマットの地切り時間に若干の差が生じたため、吊ワイヤーのテンションに差が生じた。このため、アスファルトマットに動揺を起こさせることになった。		（１）合図者は専任の合図者とし、合図者１名（追加）、玉掛者２名、作業指揮者１名で、陸上の吊上げ作業を行う。吊上げ作業時においては、クレーン旋回範囲内に立ち入らないよう徹底する。クレーンの旋回範囲については、フェンス・コーン等により明示する。<改行>（２）合図者は、トレーラーに上がらずに玉掛者等の安全な位置を確認して合図する。<改行>（３）クレーンオペレーターから認識しやすいように、合図者は蛍光ベストを着用する。<改行>（４）思い込み作業をなくすため、作業員全員で『玉掛け作業がおわりました。』『これからクレーンの巻き上げ作業を開始します。』の声掛け作業を徹底して実施する。<改行>（５）吊荷が振れても安全な場所から修正できるよう、玉掛者は介錯ロープで振れ止めを行うよう徹底する。<改行>（６）合図者とオペレーターの合図は、無線機にて行う。交信内容については、FDのスピーカーにより他の作業員にも周知する。<改行>（７）吊り荷の傾斜がなくなるように、トレーラーの配置を護岸と平行になるよう配置する。<改行>（８）上記対策実施を確認するため、アスファルトマット作業時は、元請けのりんかい日産建設㈱職員を配置し、作業員の安全な場所への待避を確認する。<改行>（９）作業員の安全意識向上のために、りんかい日産建設㈱安全環境部にて安全教育を実施する。<改行>（１０）作業員全員に再発防止対策を把握させるため、作業開始前に再発防止協議会を開催する。				りんかい日産建設（株）		九州支店																		日本海上工事（株）				有限会社八千代建設																																																																								H27-九州-宮崎-0101.xlsx		6/17/15 11:32		6/17/15 11:32		2015		5		26		9		40		2015		TRUE		8		12		九州		1		1		0		1.0		23		1102		4		2015/5/26　9:40		42150.4027777778

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		03年 00月		潜水送気員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		秋田港外港地区防波堤（第二南）築造工事		秋田港外港地区第二南防波堤の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、構造物撤去工を施工するもの。<改行>基礎工 基礎捨石(200～500kg/個程度)2143m3捨石本均し2245m2捨石荒均し1680m2　本体工 ｹｰｿﾝ据付2函　被覆・根固工 被覆石1、000kg/個756m3被覆均し646m2　被覆ブロック据付4ｔ353個根固ブロック据付37.0ｔ～58.2ｔ53個　上部工　上部コンクリート5076m3　構造物撤去工 根固ブロック撤去37.0ｔ～58.2ｔ25個<改行>		平成27年6月23日 13時35分 頃		海上		秋田港外港地区防波堤（第二南）		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		4:強風（8～15）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				03:激突				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。				13:油断、軽視した。						03:機械・器具に欠陥があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										20.00%		15.80%		87.00%		62.00%		6:00 安全朝礼（ラジオ体操、安全朝礼、危険予知活動）<改行>6:37 捨石投入作業開始、10:30 捨石投入作業完了、13:30 潜水士船（第２かな）係留作業開始<改行>13:35 災害発生<改行>13:40 被災者を交通船で搬送<改行>		潜水士船の係留作業に際し、被災者は係留ロープガイドに係留ロープが絡まないように丁張を使用し、巻き出していた係留ロープを抑えていた。この時、係留ロープが潜水士船の防舷材（タイヤ）の下側を通っているのに被災者は気付いていたが、その状態まま係留作業を続けていたところ、防舷材の下側を通っていたロープが突然外れ、その反動で係留ロープを抑えていた丁張材が弾かれ、被災者の顔（右目付近）に当り負傷した。		・係留ロープが絡まる等の異常が発生した場合、直ちに作業船に合図し作業を中止する。　・係留作業中のロープには触れない。　・立場、年齢に関係なく、危険な行動については、その場で必ず注意する。　・係留ロープ用ガイドにロープが絡む可能性のあるものはロープの浮止めを前後２箇所に改良する。　・タイヤの下に係留ロープが入らないようタイヤを上げておく。　・職長は当日の作業終了後、ヒヤリハットについて作業員から聴取し元請まで報告する。　・ロープの扱いについて作業手順書に追記して再教育をする。　・異常時に合図を送り作業を中止する事を徹底するとともに、係留作業の指揮者、合図者を再度周知する。				あおみ建設株式会社		東北支店																																																																																														H26-東北-秋田-1001.xlsx		7/6/15 16:22		7/6/18 11:56		2015		6		23		13		35		2015		TRUE		3		8		東北		1		3		0		3.0		21		1104		14		2015/6/23　13:35		42178.5659722222

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		木更津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		09年 02月		船員（甲板員）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		東京湾浅場造成工事		平成27年7月2日9:50頃、土砂投入に作業に伴うガット船のアンカー投錨作業において、<改行>少し降ろしたアンカーに投錨済みのアンカーロープが引っ掛かったため、ガット船のウインチ操作者と作業船の操船者、船員の３名で外す作業をしていたところ、作業船が潮流によりガット船に接近しすぎたため作業船を後退させる際、船員とアンカーが接触し負傷した。<改行>		平成27年7月2日 9時50分 頃		海上		富津沖		29:その他(　)		土砂投入		40:土砂・石材等の海上投入				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		アンカー		06:激突され				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		21:連絡合図がなかった。								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。		26:危険有害な場所に入った。				B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。		26:危険有害な場所に入った。				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		31:現場内連絡調整が不備だった。				21.30%		19.40%		41.90%		34.00%		8 00　ガット船①アンカーを投錨完了。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:40 ④アンカー投錨指示を受け、作業開始。④アンカー本体が①アンカーロープに絡み、外そうとして小型船でガット船後部に接近。　小型船船首にいた被災者と船長の2名で外し作業をしたが外しきれなかった。外し作業中、船長が操船作業をしなかったため、小型船は徐々にガット船に近づいて行った。船長がこれに気づき、操船に戻って小型船を後進したと同時に船首にいた被災者が④アンカー本体と接触し、負傷した。<改行>		１．ガット船後進時、投錨済のアンカーロープが緩み、投錨準備中の隣接するアンカーに引っ掛かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．アンカーにロープが引っ掛かった状況を、作業指揮者に報告しなかった。投錨準備作業として、④アンカーを少し下した。<改行>３．アンカーに引っかかったロープを外す作業を自分たちだけで解決できると過信した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．岩本氏がアンカーに引っかかったロープを外す為、持ち場(操船場所)を離れた。　など。		１．隣接するアンカー及びロープを干渉させない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．非定常作業が発生した場合は、作業を中断し作業指揮者へ報告する。作業指揮者は、作業方法及び人員配置を決定し、現地ＫＹ活動を実施し十分な安全対策を立てて、作業を開始する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．今回の事故を元に作業手順書を見直し、より詳細な手順を追記・修正し再教育を実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．操船中は操船場所を離れないよう指導する。　など		東亜・東洋・みらい建設工事共同企業体		東亜建設工業（株）				東洋建設（株）				みらい建設工業（株）																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H27-関東-千葉-0101.xlsx		7/3/15 17:39		2/5/16 10:13		2015		7		2		9		50		2015		TRUE		6		29		関東		1		9		2		9.2		8		809		40		2015/7/2　9:50		42187.4097222222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		30年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		2		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁（-14m）付帯施設築造工事		仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁(-14m)付帯施設の海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、消波工、構造物撤去工、雑工を施工するものである。		平成27年7月9日 16時55分 頃		海上		仙台塩釜港仙台港区向洋ふ頭岸壁		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ウインチに巻かれたワイヤー		15:起因物と同じ				06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった				34:その他の不安全行為があった。																				99:その他								過去に類似事例が無かったので、ﾌﾞﾚｰｷの緩め方、ﾌﾞﾚｰｷをかけるﾀｲﾐﾝｸﾞまで指導はしていなかった。		24.30%		20.10%		6.20%		13.70%		7:00 朝礼、KYK、ミーティング。作業開始前点検、作業開始。<改行>12:00 午前作業終了。<改行>13:00 午後作業開始。<改行>16:55事故発生。<改行>		起重機船による根固ブロック運搬作業完了後、向洋ふ頭に係留している起重機船のアンカーを着火船で所定の位置まで移動し投下する作業をしていた。被災者がブレーキ操作を誤ったため、アンカーに取り付けていたワイヤーが着火船のウインチドラムから高速度で巻出され、被災者の左手甲に接触し負傷した。		・ブレーキを一気に緩め、高速度でアンカーを巻出すことの危険性について教育する。<改行>・アンカーをウインチで設置する場合、ブレーキをゆっくり緩めながら操作することについて周知する。<改行>・ブレーキレバーに手を置き、「ドラムに5 巻以上残す」と指差呼称を実施する。<改行>・ウインチドラムに捨て巻を5 巻以上残すウインチ操作について再発防止策を計画し、教育・周知及び実施の確認をする。<改行>・アンカー設置作業手順書を追加作成し、実施の確認をする。<改行>(6)捨てワイヤーの長さをウインチの捨て巻を5 巻以上残す長さにする。		若築・あおみ・大本特定建設工事共同企業体		若築建設株式会社		東北支店 		あおみ建設株式会社		東北支店		株式会社大本組		東北支店																																																																																						H27-東北-塩釜-3801.xlsx		7/13/15 19:02		7/6/18 11:56		2015		7		9		16		55		2015		TRUE		6		19		東北		1		30		0		30.0		26		1104		14		2015/7/9　16:55		42194.7048611111

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		20年 06月		主任地質調査員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						4:16～30		28		3:労災非適（その他）		広島港宇品地区岸壁（－１２ｍ）土質調査		広島市南区宇品海岸3丁目においてボーリング調査を行うものである。<改行>（試錐工５箇所、全試錐長：193.5m、原位置試験：1式、室内土質試験：1式）		平成27年7月18日 9時15分 頃		陸上		横桟橋式岸壁		03:土質調査				25:試錐				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						21:手工具、用具				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										60.00%		65.00%		20.00%		20.00%		孔壁保護用５インチケーシングパイプを台風通過前の深度（１７本）まで下ろす作業中、台風前より上部（１５本）で高止まりした。孔が崩れていることによる高止まりと判断し、ケーシングを機械で回して掘削開始するため、ケーシングヘッドとロッドを接続しようと、手でロッドを回しある程度繋がった時点でケーシングパイプがロッドごと急激に下がり、スイベルとスピンドルヘッドの間に手が挟まれた。そのため、左母指基節骨骨折、左小指中節骨骨折、右中指基節骨折、右環指末節骨先端骨折、右母指環指開放創及び左母指環指小指開放創を負った。		・被災者がケーシングの高止まりを孔壁崩壊と独自に判断し、作業手順書に定められた落下防止対策をとらずに作業を行った。<改行>・ケーシングヘッドとロッドを接続する際に、工具を使用せずに手で作業を行った。<改行>・作業手順書にケーシング再挿入時の高止まり時の作業手順が記載されておらず、作業手順が徹底されていなかった。<改行>・３班体制で作業していたが、元請けの現場管理者が１名しかなく、各班の作業状況を臨機に把握する体制になっておらず、下請けもロッドの高止まりを報告しなかった。		･安全教育訓練の再実施及び作業手順書の再徹底、並びになれた作業に対する注意喚起措置の改善<改行>・ケーシング高止まり時の作業手順の作成と周知<改行>・元請けの現場管理者の増員及び職員による安全パトロールの強化				復建調査設計株式会社		広島支社																		向井ボーリング																		措置なし																																																										H27-中国-広島-0101.xlsx		8/4/15 9:39		8/4/15 9:39		2015		7		18		9		15		2015		TRUE		8		3		中国		4		20		6		20.5		21		1299		25		2015/7/18　9:15		42203.3854166667

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		14年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		2		3:労災非適（その他）		横浜港臨港道路南本牧ふ頭本牧線（Ⅵ工区）橋梁上部工事		　ⅥP1橋脚上で、上部桁架設位置調整用仮設材（８基/脚）の取付け作業を行っていたとび工が、仮設材の揺れにより吊り下げ足場のクランプに左手が接触、負傷した。		平成27年7月24日 12時2分 頃		海上		６　Ｐ　1		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		13:油断、軽視した。																						99:その他								吊り荷が揺れた		99:その他								確認不足		83.50%		84.50%		63.00%		56.00%				　８個の仮設材の内、４個の設置を終え、５個めの仮設材を所定の位置に誘導中、仮設材が揺れ、左手で保持したとき、橋脚に設置した吊り足場場固定クランプに左手が触れ、中指と薬指を負傷した。<改行>　波・風は殆ど無かったが、航路を航行する小型船の航跡波はあったようである。これにより、スパッドで固定していたクレーン付台船が揺れ、吊りにも揺れたものと思われる。<改行>		・作業手順を再整理し、手順通り作業を行う。　<改行>・航跡波等周囲を監視する人を配置し、作業指示を行う。<改行>・挟まれ等危険箇所にテープ等で目印を付ける、注意喚起表示を行う。<改行>・仮設材を一端、橋脚上部に預けてから、所定の位置に引き込み、固定する。<改行>		川田工業・日立造船特定建設工事共同企業体		川田工業（株）		東京本社		日立造船(株)		東京本社																																措置なし								措置なし																																																		H27-関東-京浜-1201.xlsx		7/30/15 15:27		9/19/17 13:34		2015		7		24		12		2		2015		TRUE		8		29		関東		1		14		0		14.0		23		1399		84		2015/7/24　12:2		42209.5013888889

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		26年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成27年度　名古屋港外港地区防波堤根固据付工事		名古屋港防波堤知多堤外港側（ケーソン番号70付近）において、潜水士作業を実施中、基礎工（捨石本均し）作業の区切りがつき、次の施工箇所に移動する際、アカエイに右ふくらはぎ付近を刺された。		平成27年8月4日 11時45分 頃		海上		高潮防波堤（知多堤）港外側　法線方向中間		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）										26:その他の起因物(　)				16:その他の加害物(　)		エイの棘		23:その他(　)		エイ刺傷		1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。																																																				8月4日 11:45頃　事故発生<改行>                      潜水作業中の本人より連絡員　平島秋雄に水中電話でエイに刺されたと連絡が有り、急いで潜水士船にあげた。<改行>                      右足ふくらはぎ近辺より出血があった為、ウェットスーツを脱がせ患部にタオルを当て太腿をﾅｲﾛﾝﾛｰﾌﾟにて縛り止血を<改行>                      行った。その後、本人より現場代理人　伊藤にエイに刺されたとの連絡が入る。<改行>      　  11:52　意識はあったが、出血・痛み共にひかない為、救急車を要請。<改行>      　　　　　　　  知多堤より上陸。<改行>      　  12:00　救急車　知多堤へ到着。<改行>      　  12:20　公立西知多総合病院にて診察、治療。<改行>      　  16:45　公立西知多総合病院にて診察終了。引き続き、入院加療を行った。		潜水士は、エイを追い払っていたものの、濁りによる視界の悪さから確実に施工区域外へ追い払うことが出来ず、エイが潜んでいることに気付かづに水中部を移動したこと。		① エイに関する資料を配布し、エイの生態と刺された際の作業状況に応じた応急処置方法の教育を行う。<改行>② 対策案を加えた基礎工　捨石本均しの作業手順書により再周知教育を行う。<改行>③ 水中を遊泳しているエイに対しては、当日の潜水作業場所を目視しエイがいないことを確認し潜水作業に入る。エイがいる場合は、エンジンポンプ等で放水しエイを追い払う。<改行>④ 潜砂しているエイに対しては、船上より竹等の棒により突きエイを追い払ってから潜水作業に入る。（資料－５参照）<改行>⑤ 潜水作業中は、連絡員等が監視を行い、エイを発見したら潜水士に水中電話にて連絡し、作業を中断しエイがいなくなるまで待機する。				宇佐美工業(株)																				(株)橋本潜水興業																																																				海上保安部				連絡した結果、所見なし。（気を付けて作業をお願いします。）		労働基準監督署				連絡した結果、所見なし。														27-中部-名古屋-0101.xlsx		9/30/15 15:05		2/23/16 19:36		2015		8		4		11		45		2015		TRUE		23		8		中部		1		26		0		26.0		26		1399		23		2015/8/4　11:45		42220.4895833333

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		09年 02月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		平成27年度　下田港防波堤築造工事		　 翌日の本体方塊据付作業に向けた準備作業として、下田港作業基地で自動吊具解除装置の再組立作業を行っていた。<改行>   同装置の組立作業の概略手順は、①フックを固定するための固定アームを一旦、上部に上げておく。②フックをレバーブロックで所定位置まで持ち上げる。③固定アームを下げてフックにひっかけるというものだが、③の手順の際に、作業者が固定アームとフックの間に手を添えたままにしていたため、右手人差し指を挟まれた。		平成27年8月4日 17時10分 頃		陸上		下田港作業基地（ブロックヤード）内		16:ケーソン曳航・据付				02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								14:物上げ装置		自動吊具解除装置の開放固定アームとフック		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		14:放心、考えごとをしていた。																												73.10%		50.20%						8/04　06:00頃　被災者　作業開始<改行>8/04　16:40頃　FC海翔を作業ヤードに係留<改行>8/04　17:10頃　自動吊具解除装置再組立作業中に指を挟む<改行>8/04　17:15頃　事故発生の一報　電話連絡（一次下請主任技術者→監理技術者）<改行>8/04　17:17頃　車にて被災者を下田メディカルセンターに搬送開始<改行>8/04　17:24頃　事故発生連絡(監理技術者→現場代理人）<改行>8/04　17:32頃　事故発生連絡(現場代理人→監督職員）<改行>8/04　19:45頃　治療終了<改行>8/04　20:00頃　現場事務所にて、現場代理人が被災者に事故状況ﾋｱﾘﾝｸﾞ<改行>8/05　00:10頃　三島労働基準監督署下田駐在事務所に第一報をFaxで連絡<改行>8/05　08:00頃　被災者現場復帰（倉庫にて軽作業）<改行>8/05　08:40頃　三島労働基準監督署下田駐在事務所に改めて内容説明<改行>8/05　11:00頃　下田メディカルセンターにて被災者受診・治療<改行>8/06　11:00頃　下田メディカルセンターにて被災者受診・治療<改行>8/06　13:08頃　下田警察署刑事課に事故報告を行う<改行>8/06　17:10頃　下田警察署刑事課による現場確認及び被災者面談を現場作業ヤードにて行う<改行>8/07　08:10頃　下田警察署刑事課による自動吊具解除装置の寸法確認を行う		１） 作業員相互の安全確認の方法に不足があった。<改行>２） 高温多湿の環境で、早朝から夕方まで作業を行っていた。		(健康管理）<改行>　・従来実施してきた体調チェックリスト(各作業員を対象）による確認の頻度を増やす。<改行>　・熱中症予防に特化したチェックリストを新規に導入し、作業環境や作業員の健康状態を始業時にチェック<改行>　（作業主任者、現場代理人が二重にチェック）<改行>　・上記による確認、天候状況を踏まえ、必要に応じてよりこまめに休憩時間を確保<改行><改行>（自動吊具解除装置取扱い）<改行>　・作業手順書の一部見直し、および装置本体に部分的な着色を施すことで、作業上の注意点を明確化することにより、作業員が注意点に意識が向きやすくするよう改める。<改行><改行>（その他）<改行>　・自動吊り具解除装置に限らず、作業員が経験の少ない作業に従事する場合は、手順書等を通じて作業に対する危険性・有害性の周知徹底を図る。				若築建設（株）		名古屋支店																		寄神建設（株）												措置なし																																								労働基準監督署				今回の事案について法令違反が無かったことを確認しました。従って、作業中止命令などの処<改行>分の対象としません。								警察				今回の事案について作業手順書の確認、起因物の確認、被災者へのヒアリングを行った結果、特<改行>に事件性は無く、自己過失であると認められました。よってこの事案は警察署止りとします。								H27-中部-清水-4401.xlsx		9/30/15 13:12		2/23/16 19:36		2015		8		4		17		10		2015		TRUE		8		16		中部		1		9		2		9.2		14		1299		2		2015/8/4　17:10		42220.7152777778

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		01年 04月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0				金沢港（大野地区）泊地（-13ｍ）浚渫外１件工事		陸上排砂管を固定するためのアンカー設置作業に従事していた。予め削孔した穴に樹脂アンカーを挿入しようとした際、穴に樹脂アンカーが入らなかったため、手で押し込めば入ると思い、左手で樹脂アンカーを押し込んだところ、ガラス容器が割れ、左手、手のひら中央部を裂創した。（皮手袋は着用していた。）		平成27年8月10日 11時30分 頃		陸上				05:浚渫・床掘り				31:受枠布設・撤去(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		樹脂アンカー		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。						99:その他								ガラス製で割れやすかった		99:その他								リスク低減措置が十分でなかった		22.20%		22.20%		35.60%		35.60%		8:00　朝礼、ＫＹミーティング<改行>8:15　波除堤上排砂管を固定するため5名でアンカー固定作業を開始<改行>　　　（アンカー固定作業：ハンマードリルで削孔しエアーで切削くずを除去した後、樹脂アンカーを挿入し、アンカーボルトを入れる）<改行>11:30　災害発生		本事故災害は、予め削孔した穴へ樹脂アンカーが所定の深さまで挿入できなかったため、手で押し込めば入るとの思い込みにより、樹脂アンカーのガラス容器が割れて手のひらを負傷したものであるが、作業前に使用した作業手順書に樹脂アンカーに関する項目（危険有害要因及びリスク低減措置）の記載が無く、危険要因等の周知されていなかったことが、被災者の安全意識（危険予知）不足を招き事故災害に至ったものと判断される。		事故災害発生当日（８月１０日（月））１７時３０分より現場詰所において元請及び下請（新潟建工工事部長）を招集し、今回の事故の原因究明・防止対策を討議した。また、翌１１日（火）１３時より元請及び下請全社を招集し安全（再発防止）教育として災害状況の原因究明や樹脂アンカー取扱いの再教育、作業手順書の確認の上、以下の再発防止対策を講じることとした。①樹脂アンカーが所定の深さまで挿入できなかった場合、一旦引き抜き、再度削孔及び清掃する②樹脂アンカーに力を加えない③樹脂アンカー作業の具体的な注意事項を作業手順書に追記し関係作業員に周知する④ＫＹ活動によるリスクアセスメントの充実。				株式会社　本間組																				新潟建工　株式会社																																																																												H27-北陸-金沢-0701.xlsx		1/5/16 13:51		1/5/16 13:51		2015		8		10		11		30		2015		TRUE		9		5		北陸		1		1		4		1.3		26		1399		31		2015/8/10　11:30		42226.4791666667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		02年 10月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤（南）築造工事		仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤（南）の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、消波工、構造物撤去工、雑工を施工するもの。		平成27年8月21日 9時0分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		吊荷（足場板）		06:激突され						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		24:相手の行動を確認しなかった。								A:危険だと思わなかった		1																										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								50.30%		47.40%		45.00%		45.00%		７：００　クレーン付台船潮見埠頭離岸、曳航開始<改行>８：１５　南防波堤（港内側）到着、係船作業<改行>８：３０　上部工打設足場等資材の撤去作業開始<改行>９：００　事故発生		既設防波堤上で固縛した足場等の資材を、クレーン付台船にて吊り上げて自船内へ積み込む作業を行っていた。防波堤上の資材を吊り上げた際、大きなうねりが来てクレーン付台船の後アンカーが引けたため船体が動揺（移動）した。それにより吊荷が振れて被災者に接触した。		・クレーン作業付近で他の作業を行わない。　・吊上時に合図者が全員に声掛けを行い、安全な位置に退避したことを確認後吊上げ合図を行う。　・クレーン付台船の係船ワイヤーは両舷とも、船長、職長、元請職員で検討し現場に合わせた最も適切な方法で設置し船体の揺れを防止する。　・前係船ワイヤーの他に係留ロープを増設し船体の動揺を抑える。　・アンカーワイヤーの緩みを早期発見、対応するため、ウインチ操作員を配置してアンカーワイヤーの状態及びうねりを監視し、異常を発見したら速やかに職長、船長に無線機にて連絡する。　・船長はアンカーワイヤーの緩みやうねりの連絡を受けた場合、すぐに作業を中止し船を固定する。				りんかい日産建設株式会社		東北土木支店																																																																																														H27-東北-塩釜-4001.xlsx		9/15/15 19:51		7/6/18 11:57		2015		8		21		9		0		2015		TRUE		6		21		東北		1		2		10		2.8		14		ERROR:#VALUE!		4		2015/8/21　9:0		42237.375

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		04年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤（北）（第二）外築造工事		酒田港北港地区防波堤（北）（第二）の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、付属工、構造物撤去工、復旧工、防波堤（北）（改良）の基礎工、上部工、消波工、補修工、防波堤（南）（改良）の消波工を施工するもの。		平成27年8月25日 15時15分 頃		陸上		酒田港北港A・Bヤード		19:コンクリートブロック据付				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				09:切れ、こすれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。								D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																																08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。										74.00%		65.00%		85.00%		99.30%		８：１５　ブロックヤードにてテトラポッド積込運搬作業開始（トレーラに積込み）<改行>１２：００　休憩<改行>１３：００　作業再開<改行>１５：１５　事故発生		テトラポッド（５０ｔ）をトレーラに積み込む作業中、被災者は玉掛け補助者としてブロックの足からワイヤーロープを外す作業を行っていたが、外したワイヤーロープがブロックに引っ掛かりそうだったため咄嗟にワイヤーロープを掴んだ際、ワイヤーに手袋を引っかけ、そのまま吊り上げたため手袋の引き込みにより手を負傷した。		・確実な合図方法及び合図作業形態に改善し、これを作業手順書に盛り込み周知を図る。　・「ワイヤーロープに直接手で触れない」を徹底するため作業手順の再教育を行う。　・ワイヤーの玉外しを、巻き上げ中に引っ掛かりのない片側外しの方法に変更し作業手順書の周知徹底を行う。　・施工段階での作業手順の検証を行い、不適合があった場合は手順書を見直し再周知を行う。				株式会社本間組		東北支店																																																																																														H27-東北-酒田-0301.xlsx		9/15/15 20:19		7/6/18 11:59		2015		8		25		15		15		2015		TRUE		9		19		東北		1		4		0		4.0		14		1101		4		2015/8/25　15:15		42241.6354166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		64		男		19年 00月		注入工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		27		1:労災適用		東京国際空港Ｋ誘導路中央部他地盤改良工事		  羽田空港仮設ヤード内で、プラント洗浄作業が完了し、加害者が所定の位置にトレーラー(プラント積載)を移動しようとした際、前輪(運転手側)の輪留めが側面方向にはね、運転席そばにいた作業員の左足のくるぶしに輪留めが接触した。		平成27年8月26日 4時50分 頃		陸上				06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				3:雨						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		輪止め		07:投げた物にあたる				1199:取扱運搬等：その他		A:危険だと思わなかった				08:機械・装置等を不安全に動かした。				13:油断、軽視した。																																		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				61.00%		61.00%		55.00%		55.00%		4:50 : 羽田空港仮設ヤード内で、プラント洗浄作業が終了しトレーラーを所定の場所に移動しようとした際、輪止めを外さずに車両を動かしたことにより前輪右側の輪止めが側面方向にはね、傍にいた作業員の足に当たった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00 : ワークステーション内で痛みがひどくなり、腫れも出できたことから最寄りの病院へ行く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:50 : 骨折の疑いが発生。10:40 骨折と診断された。		　12号CPGプラント車（トレーラー）の洗浄完了後、プラント車を所定の位置に移動させようと合図者（洗浄担当）が合図を送ったが、プラント車の運転手は降雨により窓を閉めた状態で車内にいたため合図に気付かなかった。<改行>　そのため清掃車担当の被災者が運転席に近づき、移動の合図を行った。それに気付いたプラント車の運転手が、タイヤの輪止めが設置してあることを忘れたまま、車の発進をさせたところ、前方右側に設置していた輪止めが側方に飛び、運転席付近にいた被災者の左足踝に直撃した。		①運転席へは輪止めを外してから乗り込む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②運転席他、見やすい場所に確認用のステッカーを貼る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③輪止めをする際は、輪止めを固縛しているトラロープをサイドミラーに掛かる程度まで延長する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④運転手は、関係のない作業員の合図を受けない。　輪止めは確実にタイヤの底面と地面とを密着させる。		東洋・りんかい日産建設特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				リンかい日産建設（株）																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-東京空港-0501.xlsx		8/28/15 14:10		9/1/17 14:12		2015		8		26		4		50		2015		FALSE		7		6		関東		4		19		0		19.0		5		1199		1		2015/8/26　4:50		42242.2013888889

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		03年 00月		普通船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）浚渫工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）の浚渫工をポンプ浚渫船、埋戻工を砂捲船にて行い、また水質調査を行うもの。		平成27年8月26日 10時0分 頃		海上		青森県八戸市八戸港港内		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船						排砂管		08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。										35:その他の作業環境に欠陥があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								29.50%		28.80%		90.00%		74.90%		７：５５　ポンプ浚渫船上で朝礼、作業打合せ等実施。風、波は高い予報であったが現場状況は目視で十分作業可能な状況だった、<改行>８：１０　ポンプ浚渫船、揚錨船および使用機械等の使用前点検<改行>８：３０　防波堤港内側より海底排砂管曳航開始<改行>９：００　海底排砂管敷設箇所到着、接続作業開始<改行>９：５０　接続作業終了、海底排砂管固定用アンカー撤去作業開始　　１０：００　事故発生		海底排砂管の接続作業が完了し、作業員は揚錨船に乗り込んだ。次工程に取りかかろうとしたところ台付ワイヤー（固定用アンカーと海底排砂管を接続していたもの）が残っていることに気付き、取り外そうと船員が海底排砂管に乗り移ったところ、海底排砂管に揚錨船が接触し動揺、船員は転落を避けるため海底排砂管にまたがる姿勢になった。その後、海底排砂管と揚錨船の間に足を挟まれた。		・作業確認者を選任し、確認行為を実施するよう作業従事者に教育、周知する。　・船団長の指示がない場合は独断で行動しないよう教育、周知する。　・フローターのある場所から乗降するよう教育、周知する。　・船長は、揚錨船が予定位置に行けないと認識したとき、船団長へ中止（仕切り直し）するよう連絡する。　・安定性確保及び作業場所を拡幅するためフローターを３隻から４隻に変更する。　・作業打合せ時に使用する海上作業計画書の略図には作業従事者の配置位置がわかるよう改善する。また、作業手寿を改善し再教育、周知する。				みらい建設工業株式会社																																																																																																H27-東北-八戸-0301.xlsx		9/15/15 20:45		7/6/18 12:00		2015		8		26		10		0		2015		TRUE		8		5		東北		1		3		0		3.0		8		899		30		2015/8/26　10:0		42242.4166666667

		九州地方整備局		長崎港湾・空港整備事務所		長崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		33年 00月		運転手（特殊）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折		05:切断						5:31以上				1:労災適用		長崎港(皇后地区)岸壁(-7.5m)(改良)工事		コンクリートポンプ車による圧送を開始したところ、圧送管の管内に生コンが閉塞したため、除去作業後、試運転したところ、除去時切り離し、再接続していた曲管が接続部から離脱し、作業員の右足小指・薬指・中指のつけ根付近に落下し、負傷した。		平成27年9月14日 13時40分 頃		陸上				21:上部工				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）										05:車両系荷役運搬機械等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																																																								7:50ラジオ体操・安全朝礼の実施（島原稲吉建設を実施）<改行>8:00危険予知活動及び作業手順の周知（島原稲吉建設を実施）<改行>8:10作業開始（コンクリート打設準備作業を島原稲吉建設が実施）<改行>11:00コンクリートポンプ車現場到着<改行>11:05ラジオ体操・安全朝礼・新規入場者教育の実施（長玄産業を実施）<改行>11:10危険予知活動及び作業計画・手順書の周知（長玄産業・島原稲吉建設）<改行>11:20コンクリートポンプ車セット完了（生コン受入準備完了）<改行>11:50生コン車１台目到着<改行>11:58生コン受入検査実施<改行>12:00コンクリート圧送開始<改行>12:05配管閉塞，分解修理開始(コンクリートポンプ車コンクリート除去作業中）<改行>13:30発注者安全パトロール開始(コンクリートポンプ車コンクリート除去作業中）<改行>13:40事故発生（コンクリートポンプ車の分解修理復旧後の圧送試運転時）		①　閉塞後の曲管内のコンクリートを除去し、コンクリートの閉塞による管への負荷がかかる状態ではなかったので、曲管が外れることを想定していなかった。<改行>②　長玄産業（有）ではこれまで同様の閉塞時の除去作業において、吐出口（曲管）が外れるという実例がなく、被災者は生コンが吐出する曲管先端と反対側に避難していたので、安全と判断し、試運転を開始してしまった。<改行>③　作業指揮者が被災後に接続金具のナットにゆるみがあることを確認していることから、接続金具の締め付け不足により曲管が外れたものと推測される。		①　コンクリートポンプ車のブームと吐出口（曲管）の外された接続金具については、全個所締付け復旧した後、試運転を行う。<改行>②　コンクリートポンプ車作業員が締付後、作業指揮者が接続金具の締付状況を再度確認し、コンクリートポンプ車作業員および筒先付近のコンクリート打設作業員の退避を確認した後で、オペレーターへ開始の合図を行う。<改行>③　コンクリート打設作業の作業手順の見直しを行うとともに、閉塞時復旧作業手順書を追加作成する。また、見直し・追加された手順書については、当該作業に関係する全作業員に<改行>　 対して再発防止対策の周知と教育を行う。<改行>④　作業員の安全意識向上のために、（株）西海建設安全衛生管理室による、安全教育を実施する。<改行>　 　なお、閉塞などの不測の事態が発生し復旧作業を開始する場合は、元請現場担当者は、周辺の作業スペースなどを再確認し、必要な立入禁止措置を行うとともに、適切な作業員の<改行>　　配置や資機材の位置について、指示を行う。<改行>⑤　月1回の㈱西海建設安全衛生管理室のパトロールに加え、月1回以上㈱西海建設土木工事部部長若しくは副部長の安全パトロールを実施する。				（株）西海建設																				長玄産業（有）																																																																												H27-九州-長崎-0101.xlsx		9/29/15 9:52		9/29/15 9:52		2015		9		14		13		40		2015		TRUE		4		21		九州		5		33		0		33.0		5		299		60		2015/9/14　13:40		42261.5694444444

		関東地方整備局		特定離島港湾事務所				直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		25年 00月		運転手（特殊）		04:胸部								01:打撲傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		秘密契約		  内地返却資機材（コンテナ）を10ｔフォークリフトで波止場に運搬する際に、タイヤが砂地にはまったため、2.2m3ホイールローダにて牽引作業中に、緊張したワイヤーにブレが生じ、傍でワイヤー介助をしていた被災者の右胸部に当たり打撲した。		平成27年9月21日 7時40分 頃		陸上				29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		ワイヤー		23:その他(　)		接触		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		24:相手の行動を確認しなかった。				A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。		26:危険有害な場所に入った。																				21:物を置いた場所が悪かった。		22:作業場が狭かった。								04:理解度の確認が不十分だった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。								83.40%		56.70%		80.00%		80.00%		7:40 事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8:00　現地診療所へ被災者を搬送、診察。右胸部打撲と診断。安静。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:30　医師による経過観察（異常なし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:00　被災者は現地作業に復帰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:00 医師による経過観察（異常なし）		・早く作業を終えようと運搬経路を外れ、所定外の場所を走行した。<改行>・フォークリフトが敷鉄板上以外を走行しても、経験上問題ないと思った。<改行>・被災者は緊張したワイヤーにブレが生じ、体に当たるとは思わなかった。<改行>・合図者を配置せず、オペ同志のみの確認で牽引作業を行った。<改行>・予定外の牽引作業を元請職員及び職長に報告せず、作業を行った。<改行>		・フォークリフトは、波止場（砂地）では敷鉄板上のみを走行する。<改行>・フォークリフトを使用して運搬する場合は、必要に応じ敷鉄板を敷いた仮置場所を設け、荷卸しする。<改行>・牽引ロープの始業前点検票を牽引ロープ置場に常備し、使用前点検を行う。<改行>・予定外作業は、元請職員及び職長に報告し、手順を周知してから作業を行う。<改行>・フォークリフトの使用制限、牽引方法を掲示し、教育する。新規入場者教育資料にも追加添付する。　など<改行>		秘密・秘密共同企業体		秘密				秘密																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-特定離島-0201.xlsx		10/2/15 17:08		2/5/16 10:44		2015		9		21		7		40		2015		TRUE		23		29		関東		1		25		0		25.0		4		1399		4		2015/9/21　7:40		42268.3194444444

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		14年 06月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折		13:その他(　)		爪脱臼		1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤(南)築造工事		仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤(南)の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、消波工、構造物撤去工、雑工を施工するもの。		平成27年10月9日 15時20分 頃		陸上		ブロック仮置ヤード		19:コンクリートブロック据付				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他		A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。																								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		18:熱中して判らなかった		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。										04:理解度の確認が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。								72.60%		70.70%		0.00%		0.00%		７：３０　強風のため作業待機。<改行>１３：００　風が収まってきたため作業開始。<改行>１５：２０　事故発生。		トレーラの荷台にブロックを仮置き、片側の玉掛けワイヤーをフックから外し、クレーンで巻き取る際、ワイヤーのアイ頂点部がトレーラ荷台の敷鉄板固定用レバーブロックに引っ掛ったため、玉掛け者がワイヤーを引っ張り外そうとして、ブロックとワイヤーに挟まれた。		・安全作業指示の周知を再徹底し作業状況の安全確認を行うために見張員を配置する。<改行>・見張員は、作業中の異常を発見した場合、笛により合図する。合図があった場合はすぐに作業を中止して異常の原因を確認し是正する。<改行>・見張員は、元請職員の中から選任する。<改行>・安全作業指示の周知を再徹底し、作業9員の安全意識向上のため、安全教育訓練の開催回数を２回／月以上とする。<改行>・トレーラ上の敷鉄板の固定を、ワイヤーロープから締金具固定とし、玉掛ワイヤーロープのアイの引っ掛かりを防止する。				りんかい日産建設株式会社		東北土木支店																																																																																														H27-東北-塩釜-4301.xlsx		11/11/15 9:31		7/6/18 11:57		2015		10		9		15		20		2015		TRUE		8		19		東北		1		14		6		14.5		14		1199		7		2015/10/9　15:20		42286.6388888889

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		堺泉北		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		01年 00月		普通作業員		10:その他(　)						かかと		04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		堺泉北港助松地区航路(-14m)浚渫工事		浚渫工及び土砂投入工		平成27年10月12日 15時0分 頃		海上		岸和田市木材町地先（砂撒船甲板上）		29:その他(　)		土運船底浚い		14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		27:起因物なし				02:甲板				23:その他(　)		船舶への飛び移り		1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																04:理解度の確認が不十分だった。												95.10%				99.00%		・土運船にて船底さらい作業を確認していた砂撒船甲板員（被災者）は、土運船の移動作業（係留ロープ操作）に備え砂撒船に移動する際、昇降設備を使わず砂撒船甲板上へ飛び降りた（高さ約1.5ｍ）。<改行>・着地した時、左足かかとに痛みを感じたが、動けるので当日はそのまま作業を続けた。<改行>・翌日（13日）も痛みが引かないため、病院で診断を受けた結果、かかとの骨折と判明した。		①作業船間の移動時に使用すべき昇降設備を使用しなかった。　※作業手順書記載事項<改行>②1.5mの高さを飛び降りられると判断した。<改行>③係留ロープ操作作業場所に早く戻らなければならないと慌てた。<改行>④作業手順、安全教育について、作業員の理解度の確認が不十分であった。		①作業員が土運船に移るために昇降設備を架けたら戻るまで外さない。<改行>②「飛び降り乗り禁止」を作業手順書に明文化し周知、順守する。<改行>③「無線連絡の徹底」を作業手順書に明文化し周知、順守する。<改行>④安全教育終了後、対象者に質問をし理解度を確認する。				東亜建設工業株式会社		大阪支店																		セイホ工業株式会社				大新土木株式会社														事務所長からの口頭注意																																																										H27-近畿-大阪-4701.xlsx		10/29/15 9:03		12/15/15 17:01		2015		10		12		15		0		2015		TRUE		23		29		近畿		1		1		0		1.0		27		1399		14		2015/10/12　15:0		42289.625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		20年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		3		1:労災適用		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設本体工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設セルラーブロック10函の製作・進水・仮置を遡航するものである。		平成27年10月14日 11時15分 頃		陸上		八戸港港内		15:ケーソン進水				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留ロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。						35:その他の作業環境に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										98.00%		94.00%		60.00%		60.00%		４：５０　フローティングドック離岸・曳航開始<改行>６：２５　フローティングドック現場到着・投錨開始<改行>８：４０　セルラーブロック仮置作業開始<改行>１１：１５　事故発生		セルラーブロック曳出中の係留ロープ送り出し作業に従事していた被災者が、曳出し中のセルラーブロックがフローティングドックに接触するのではないかと思い込み、係留ロープの送り出しを遅らせようとしたが、係留ロープに引っ張られ据付筋と係留ロープに挟まれた。		・曳き出しを開始したら、係留ロープでの方向修正は絶対にしないこととし、作業手順書の安全対策に禁止事項を追記し、再発防止安全教育をする。<改行>・据付筋より１ｍ以上の間隔をとり係留ロープを送り出すこととし、作業手順書の安全対策に禁止事項を追記し、再発防止安全教育をする。<改行>・作業員同士が危険行動を見つけた場合は、お互い声を掛け注意するよう周知し、再発防止教育する。<改行>・作業指揮者の確認に加え、監視員を配置して作業員が適正に係留ロープを送り出しているか確認する。<改行>・据付筋より１ｍの位置に係留ロープ送り出し作業時の立入禁止区域をマーキングする。<改行>・作業手順書の遵守を徹底する、また、作業手順の安全対策に禁止事項を追記し、再発防止安全教育にて周知徹底する。				畑中建設工業株式会社																																																																																																H27-東北-八戸-0401.xlsx		11/11/15 9:31		7/6/18 12:01		2015		10		14		11		15		2015		TRUE		8		15		東北		1		20		0		20.0		26		1104		52		2015/10/14　11:15		42291.46875

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		08年 00月		橋りょう特殊工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		1		3:労災非適（その他）		横浜港臨港道路南本牧ふ頭本牧線（Ⅰ・Ⅱ工区）橋梁上部工事		Ⅱ工区上り線 架設桁上にて高力ボルト締付作業中、作業員が左手の人指し指を挟んで負傷。		平成27年10月22日 9時55分 頃		陸上				29:その他(　)				84:その他(　)		ボルト締め																		20:動力工具		インパクトレンチ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった																																										被災者が高力ボルト締付作業を行う際に、締付工具の反力受けとボルト付近にあった縦リブ（板状の補強材）との間に左手を差し入れた状態で締付工具のスイッチを入れたため、人指し指を挟み被災した。		① ボルト締め付け機を片手で操作した。<改行>（ 本来、片手で本体スイッチを持ち、一方の片手は本体に添えて使用するところ、右手で本体を持ち、左手を締付機械の反力受けに近づけてしまった）<改行>② 単調な作業であるため、危険に対する意識が低下した。<改行>③ 挟まれやすい個所作業箇所への注意喚起の掲示が一部不良であった。		① -1： 取り扱い方法を一人一人に実演指導する<改行>　　-2： 安全作業手順書の見直しと実施事項の確認<改行>② ： 「一人Ｋ Ｙ ・自問自答運動」により安全意識を高揚させる<改行>③ -1： 作業場所への注意喚起看板の掲示<改行>　　-2： 締付機械への注意喚起表示（ シール及び赤ペンキ） の再整備		ＭＭＢ・宮地ＪＶ		エム・エム・ブリッジ（株）				宮地エンジニアリング（株）																																		措置なし								措置なし																																																		H27-関東-京浜-1301.xlsx		11/12/15 12:00		7/10/18 18:07		2015		10		22		9		55		2015		TRUE		8		29		関東		1		8		0		8.0		20		1299		84		2015/10/22　9:55		42299.4131944444

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		04年 06月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		小名浜港東港地区航路・泊地（-18m）浚渫工事		小名浜港東港地区航路・泊地（-18m）の浚渫工、土捨工、付帯工及び水質調査を施工するものである。		平成27年10月27日 13時25分 頃		陸上		ポンプ浚渫船船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ワイヤーロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																		1												A:危険だと思わなかった		1		16:勘違い判断をした。		25:合図を勘違いした。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						33.00%		18.00%		22.00%		1.00%		１３：００　南よりの風が強くなってきたため、揚錨船の係留索を取り直し作業を船団長が乗組員に指示<改行>１３：２０　揚錨船に乗組員４名が準備完了。係留索の取り直し作業開始<改行>１３：２５　引き寄せ用ワイヤーロープと係留ピットに右手の指を挟まれ、被災		揚錨船の係留索を取り直す作業中に、誤って引き寄せ用ワイヤーロープを掴んだところ、揚錨船船体の動揺に伴ってワイヤーロープに張力がかかり、係留ピットとワイヤーロープに右手人差し指、中指及び薬指を挟まれた。		・作業手順書を改訂し、JV職員を含めた全作業員に安全再教育を実施する。<改行>・ヒヤリハットや災害事例を踏まえた安全教育・訓練を実施する。<改行>・朝礼時に作業内容と作業の危険要因及び対応策を確認し、適切な安全指示を行う。<改行>・突発的な非定常作業を行う前には、協力業者からJVへ連絡させ、JV職員が安全に関する指示・指導を行う。		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		東北支店		株式会社大本組		東北支店																																																																																										H27-東北-小名浜-0101.xlsx		1/5/16 16:13		7/6/18 12:00		2015		10		27		13		25		2015		TRUE		8		5		東北		1		4		6		4.5		8		1104		14		2015/10/27　13:25		42304.5590277778

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		03年 00月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）（北堤）築造工事（その２）		釜石港湾口地区湾口防波堤（北堤）の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工及び構造物撤去工を施工するものである。		平成27年11月4日 9時0分 頃		海上		釜石港湾口地区		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		作業船係留ロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		16:勘違い判断をした。		24:相手の行動を確認しなかった。						17:安全標識がなかった。		18:保護具が不適・不足だった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。						23.20%		17.70%		100.00%		90.00%		８：３０　基礎捨石の投入作業を開始<改行>９：００　投入位置を変更するため移動した際、アンカーロープと船体が接触した<改行>９：００　アンカーロープをフェアリーダーから外す際、左手中指を挟み被災		捨石投入位置を変更するため船を移動させた際、アンカーロープが船体と接触し擦れていた。擦れを解消するため、フェアリーダーへ掛かっているアンカーロープを外すため、ウィンチを操作してロープを緩め始めた。被災者はウィンチ操作者からの合図が出る前にロープが緩んだと判断し、ロープを外そうとし、波による船体の動揺によりロープが張ったため、左手中指をアンカーロープとフェアリーダーの間に挟まれた。		・船長は危険性を認識させる指導教育を船員に対し行う。<改行>・船長はウィンチ操作者と作業員、配置された場合は合図者を含め連絡を取合い、声を掛け合い作業するよう指導する。船長はアンカーロープが緩んだことを確認する前に手を出さないように注意喚起標識を設置し、確認前に立入禁止区域を明示する。<改行>・船長はアンカーロープを外す時は直接アンカーロープに手を掛けずフック付引掛け棒を使用するよう指導する。<改行>・船長はウィンチ操作者に対しロープが十分に緩んだことを確認し、アンカーロープを外す合図を作業員に出すよう指導する。		五洋・徳倉特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東北支店		徳倉建設株式会社		東北支店																																																																																										H27-東北-釜石-5101.xlsx		1/5/16 16:13		7/6/18 11:57		2015		11		4		9		0		2015		TRUE		8		8		東北		1		3		0		3.0		8		809		40		2015/11/4　9:0		42312.375

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		01年 03月		とび工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷		13:その他(　)				歯の陥没		3:9～15		14		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）本体工事		釜石港湾口地区湾口防波堤（北堤）の本体工及び付帯工を施工するものである。		平成27年11月4日 13時50分 頃		海上		泉地区作業基地		11:ケーソン製作(陸上施工)				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		バイブレーターコード		16:その他の加害物(　)		鉄筋		03:激突				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		22:連絡合図が不明瞭だった。				06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		20:不安全に物が置いてあった。		23:作業場の整理が悪かった。						02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。						71.00%		67.00%		54.00%		54.00%		６：５８　コンクリート打設開始<改行>１３：４７　コンクリート圧送が一時中断したため、鉄筋養生ホースを外しにいった<改行>１３：５０　コンクリート圧送が再開し移動する際、バイブレーターコードに躓き転倒し、被災		FDで４層目コンクリート打設中、コンクリートの供給が一時的に途切れたため、他の作業に従事したが、打設が再開されたため打設箇所へ戻る際小走りとなり、バイブレーターコードに躓き転倒し、鉄筋に接触し裂傷した。		・職長が現地に常駐し作業内容を監督する。離れる場合は代理を選任する。・打設足場では絶対に走らないことを指示し、周知徹底させる。<改行>・コンクリート打設時はバイブレーター１台に対して、締固め要員・補助要員の２名体制で行い、絡まり、浮き上がりのないよう配線調整する。<改行>・鉄筋養生ホースは長さを調整し打設中に外さなくても良いよう調整する。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東北支店		みらい建設工業株式会社		東北支店																																																																																										H27-東北-釜石-5201.xlsx		1/5/16 16:14		7/6/18 11:58		2015		11		4		13		50		2015		TRUE		3		11		東北		3		1		3		1.3		26		1399		60		2015/11/4　13:50		42312.5763888889

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		04年 00月		型わく工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		久慈港湾口地区防波堤本体工事		久慈港湾口地区防波堤用ケーソンの製作、進水、仮置（Ⅰ）、海上打継、仮置（Ⅱ）を施工するものである。		平成27年11月18日 11時20分 頃		陸上		海上打継場		14:ケーソン海上打継ぎ				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										01:設計構造が悪かった。		04:安全度が不足だった。		22:作業場が狭かった。						02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								65.00%		65.00%		100.00%		100.00%		８：００　海上打継場にて７層目型枠の組立作業開始<改行>１０：５０　ディスクグラインダーで型枠突起箇所の切断作業を開始<改行>１１：２０　５箇所目のメタルフォームをディスクグラインダーにより切断作業をしていた際にはねて左側太もも表面長さ５㎝程被災		海上打継場で型枠組立時に型枠の突起箇所をディスクグラインダーで切断作業中に、ディスクグラインダーが跳ね左大腿部を切創		・突出しない構造として、型枠を加工する。<改行>・当日の作業にディスクグラインダーを使用する場合、跳ね返りを予告してKY・TBMに取り入れる。<改行>・作業手順書に従い、仮に跳ね返った際にも刃先が触れないようにグリップ付きディスクグラインダーを両手でしっかり抑えて作業する使用する。		東亜・宮城特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		東北支店		宮城建設株式会社																																																																																												H27-東北-釜石-5301.xlsx		1/5/16 16:14		7/6/18 11:58		2015		11		18		11		20		2015		TRUE		9		14		東北		1		4		0		4.0		20		1299		55		2015/11/18　11:20		42326.4722222222

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		49		男		02年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0				那覇空港滑走路増設護岸ＧＳ工区築造工事		本工事は那覇空港滑走路増設における埋立護岸GS工区、S・E工区を施工するものである。		平成27年11月20日 13時35分 頃		陸上		ブロック製作ヤード		19:コンクリートブロック据付				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）										14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他						24:相手の行動を確認しなかった。																																																																		8:30 作業開始（被覆ブロック2t型ヤード積込・運搬・起重機積込）<改行>12:00~13:00　昼休み<改行>13:00 作業再開<改行>13:35 事故発生（ワイヤーで指を少し挟む）		・合図者が玉外し者の状況を確認できる位置にいなかった。（合図者に死角があった）<改行>　→玉外し者、クレーンオペ、ブロックの状態など作業全体を視認できる場所にいなかった。<改行>・玉外し者からの応答を確認せぬまま、クレーンオペに巻上げ合図を行った。<改行>　→合図が聞こえている、理解していると思い込んでいた。		①合図者は常に作業全体が視認できる位置に配置する。<改行>②専任の合図者を配置する。<改行>③合図者は作業員との応答が確認でき、作業員の安全確認、旋回方向の人払い、声掛けを徹底したのちクレーンに合図する。クレーンオペは巻上げる際マイクで復唱する。<改行>④合図者にはヘル帯を付けることで明確化し、クレーンオペは合図者以外の合図には従わない。		東亜建設工業㈱・㈱本間組・㈱大寛組特定建設工事共同企業体		東亜建設工業㈱				㈱本間組				㈱大寛組												(株)森崎建設工業				金城重機(株)																																																																								H28-沖総局-那覇-0101.xlsx		1/21/16 17:20		9/7/17 13:20		2015		11		20		13		35		2015		FALSE		8		19		沖縄		1		2		0		2.0		14		1199		7		2015/11/20　13:35		42328.5659722222

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		23年 05月		普通船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		小名浜港東港地区岸壁（-18m）（耐震）本体工事		小名浜港東港地区岸壁（-18m）（耐震）の構造物撤去、本体工、及び被覆・根固工を施工するものである。		平成27年11月21日 10時52分 頃		海上		プラント台船上		09:杭及び矢板				84:その他(　)		ジェットホース巻き上げ		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置		ウインチ		16:その他の加害物(　)		ジェットホース（高圧ホース）		03:激突				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																A:危険だと思わなかった		1		26:危険有害な場所に入った。																								99:その他										06:施工計画・作業標準が不備だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。								82.30%		86.90%		82.10%		90.50%		１０：３６　セメントミルク注入開始<改行>１０：４０　セメントミルク注入完了<改行>１０：５０　高圧ホース巻上げ開始<改行>１０：５２　ジェットホース巻き上げ中にカプラーが台船甲板に引っ掛かたため、巻き上げを止めたがうねりにより外れ激突した		セメントミルク注入作業が完了したジェットホースを鋼管から切離し、ウィンチにて台船上に巻上げ作業中、ホース先端が海上に上がってきたところでカプラーが台船に引っ掛かったため巻上げを止めたが、うねりによる船体動揺で引っ掛かっていたホースが跳ね上がり激突した。		・プラント台船の船首側ガイドローラを９０°回転させた状態で設置する。<改行>・ホースガイドに金属チェーンを設置し、跳ね上がりを防止する。<改行>・ホースにマーキングし、巻取り残尺を確認出来るようにする。<改行>・ホースとの離隔を確保し監視位置を固定する。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東北支店		みらい建設工業株式会社		東北支店 																																																																																										H27-東北-小名浜-0201.xlsx		1/5/16 19:01		7/6/18 12:00		2015		11		21		10		52		2015		TRUE		3		9		東北		1		23		5		23.4		14		809		84		2015/11/21　10:52		42329.4527777778

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		18年 08月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		釧路港-14m岸壁取付部上部工事		杭頭部ｺﾝｸﾘｰﾄ打設162m3、受梁ﾌﾞﾛｯｸ製作16個、受梁ﾌﾞﾛｯｸ据付16個、場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ296ｍ3、PC桁製作70本、PC桁架設70本、緊張工130ｹｰﾌﾞﾙ、橋梁用伸縮装置設置工101m、ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆286m2		平成27年11月24日 8時40分 頃		海上		起重機船上		21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				4:雪				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										04:安全度が不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								38.00%		37.00%		50.00%		50.00%		8：20朝礼を行い、8：30から起重機船のクレーンにて吊型枠を自船に積込む作業を行っていた。8：40に10個目の吊型枠を積込み、玉掛者である被災者が吊金具を外そうとした際に、起重機船の揺動により吊っていた天秤が横に振れて、緩めていたワイヤーが緊張し、吊型枠と吊フックの間に被災者の指が挟まり被災した。		1)起重機船の揺動に対応できるまで、吊ワイヤーを緩ませていなかった為。<改行>2)吊フックを外す際に、鉄筋と吊フックの間に指が入るような玉掛け方法となっていた為。<改行>		①急な揺動に対応する作業手順の明記<改行>　・吊治具を十分以下げた状態で玉掛玉外しを行う。<改行>② 合図・確認の改善<改行>　・吊天秤を吊型枠の天端寸前まで吊降す合図を合図者が正確に行う。<改行>　・吊ワイヤーが十分に緩んだのを合図者が確認し、玉掛け者に声を掛けてから玉掛け・玉外し作業を行う。<改行>③ 人員配置の改善<改行>　・玉掛け・玉外し作業は、１本ずつ２人で作業を行うこととし、１人が吊天秤を介錯ロープにより振れを抑え、もう1人が玉掛け・玉外し作業を行う。<改行>④ 玉掛け方法の改善<改行>　・吊型枠の鉄筋に長さ1mのワイヤーを通して、ワイヤーを吊る方法で玉掛け・玉外し作業を行う。		岩倉・渡辺経常建設共同企業体		岩倉建設株式会社		釧路営業所		渡辺建設工業																																																																																												H27-北開局-釧路-0101.xlsx		1/5/16 20:06		1/5/16 20:07		2015		11		24		8		40		2015		TRUE		8		21		北海		1		18		8		18.7		23		1104		4		2015/11/24　8:40		42332.3611111111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		00年 11月		運転手（一般）		06:骨盤部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷						2:4～8		7		3:労災非適（その他）		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）本体工事		釜石港湾口地区湾口防波堤（北堤）の本体工及び付帯工を施工するものである。		平成27年11月26日 9時0分 頃		陸上		泉地区作業基地		14:ケーソン海上打継ぎ				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				3:雨				3:やや波が高い（1.0～1.5）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		06:コンクリート機械				16:その他の加害物(　)		アジテーター車のシュート		08:はさまれ、巻き込まれ				0703:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：コンクリートミキサー車		A:危険だと思わなかった		1		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		21:連絡合図がなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		34:その他の不安全行為があった。				A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった		24:相手の行動を確認しなかった。																		04:安全度が不足だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。						78.00%		75.00%		100.00%		97.00%		６：３０　朝礼・KY<改行>６：５０　打設開始<改行>９：００　生コン荷卸し　災害発生		アジテータ車にて生コンクリートの荷卸し作業を行っていたオペレーターが、後続で到着したアジテータ車が後進した際に、シュートと自車の梯子の間に挟まれ、右母指裂傷・右股関節を圧迫し受傷		・誘導員を配置し、車両後方の安全確認、人払い、車輛誘導を実施する。<改行>・シュートは、運転手から直接見える右側に固定して後進する。<改行>・誘導員の合図なしでは絶対に後進しない。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東北支店		みらい建設工業株式会社		東北支店																																																																																										H27-東北-釜石-5401.xlsx		2/2/16 21:50		7/6/18 11:58		2015		11		26		9		0		2015		TRUE		8		14		東北		2		0		11		0.9		6		703		60		2015/11/26　9:0		42334.375

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		19		男		00年 02月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折						右母指末節骨開放骨折		1:0～3		0		1:労災適用		東京国際空港Ｃ滑走路他地盤改良工事		　本工事は、東京国際空港Ｃ滑走路及びＫ誘導路の地盤改良工、付帯工、仮設工および調査工を施工するものである。<改行>　なお、本災害は地盤改良工事の先行削孔作業中に、ケーシングを切り離す際、二次下請の作業員がケーシングを吊るためのロープを押さえていたところ、ロープに指が巻き込まれ被災したものである。		平成27年11月26日 23時10分 頃		陸上		東京国際空港Ｃ滑走路東側緑地帯内		06:地盤改良				84:その他(　)		先行削孔		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								04:車両系建設機械				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン						04:作業標準を守らなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。												04:作業標準を守らなかった。		34:その他の不安全行為があった。																																04:理解度の確認が不十分だった。										45.00%		44.40%		48.00%		47.40%		■20:30　朝礼・ＫＹＫ等を実施<改行>■21:00　先行削孔を開始<改行>■23:10　事故発生<改行>■24:15　牧田総合病院到着、治療開始		　パーカッションドリルで先行削孔作業中、回転軸からケーシングを切り離そうとしたところ、ケーシングが回転してしまい玉掛けを行っていたナイロンスリングを巻き込んだ。　この際、ナイロンスリングが内側によらないように押さえていた被災者の右手も巻き込まれ負傷した。<改行><改行>　【補足】被災者がナイロンスリングを掴んだ状態でパーカッションドリルの稼働を指示した。<改行>		①合図者と各オペレータ（パーカッションドリルとクレーン仕様バックホウ）の合図の徹底を図る。<改行>②合図者は作業員が離れたことを確認し、オペレータにパーカッションドリルを稼働させることを指示する。<改行>③元請職員は全作業員に対し、各工種毎の作業手順を定期的（１ヶ月毎）に周知する。		東亜・鹿島・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業(株)		東京支店		鹿島建設(株)		東京土木支店		大本組(株)		東京支店										信幸建設(株)				双栄基礎工業(株)								関東地方整備局管内		reserved-42641x1F		reserved-42670x1F										口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H28.9.28～H28.10.27（空港等土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H28.9.28～H28.10.27（空港等土木工事）																		労働基準監督署		reserved-42611x1F		指導票																				H27-関東-東京空港-0901.xlsx		9/28/16 17:46		9/28/16 17:46		2015		11		26		23		10		2015		FALSE		8		6		関東		1		0		2		0.2		4		603		84		2015/11/26　23:10		42334.9652777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		04年 00月		オペレータ		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						異物混入		2:4～8		8		1:労災適用		東京国際空港Ｎ地区エプロン他舗装等工事		被災者が使用していた、キュアリングマシンの清掃が完了し、他の施工機械の清掃に加わった。　付着したコンクリートを手はつりで落としてたところ、異物が右目に混入した。		平成27年12月10日 18時27分 頃		陸上				22:舗装				66:コンクリート舗装				2:曇り																21:手工具、用具				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																														A:危険だと思わなかった														18:保護具が不適・不足だった。																				55.70%		55.50%		77.70%		77.70%		17:45 　被災者が使用していた、キュアリングマシンの清掃が完了。施工に使用したスリップフォームペーバの清掃がまだ終了してなかっ　　　　　　たので、被災者は、スリップフォームペーバのケレン作業に合流した。　                                                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18:27   事故発生<改行><改行>		 ①被災者が「人力」でのはつり作業も「機械」での作業と同等の危険があるということを認識しながら、作業手順に反して保護シールドを降　　ろさなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②被災者に対する安全教育が不十分であり、予定外の作業（キュアリングマシンのケレン・清掃作業だけでなく、スリップフォームペーバ　　　のケレン・清掃作業に従事したこと）を被災者が行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③被災者が予定外作業を行っている状況を、機械責任者が把握出来ていなかった。<改行>		①「保護メガネを着用する」ことを作業員に浸透させるため朝礼時に繰返し指示を与える。またケレン・清掃作業を行う作業員が必要な保護具を持っていることをJV職員、機械担当責任者が確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②朝礼広場や現場休憩所に掲示している「現場ルール」を改訂し、作業員が常に「保護具着用の重要性」について認識出来るようにする。<改行>③本作業（コンクリート打設作業）が終了したら、清掃・ケレン作業に入る前に機械担当責任者に報告を行い、新たに追加したJV職員立会のもとKY活動を再度実施することを義務付け、保護具無しで作業が行われることがないよう管理の強化を図る。		大成ロテック・日本道路特定建設工事共同企業体		大成ロテック				日本道路																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-東京空港-0801.xlsx		12/15/15 19:30		3/2/16 14:11		2015		12		10		18		27		2015		FALSE		4		22		関東		2		4		0		4.0		21		202		66		2015/12/10　18:27		42348.76875

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		68		男				普通船員																		5:31以上						関門航路（大瀬戸～六連地区）航路（－１４ｍ）浚渫工事（その２）		汚濁防止膜撤去作業中に船外機から海上へ落下し、左側の頬及び右手を負傷		平成27年12月14日 16時30分 頃		海上				28:汚濁防止膜工				83:汚濁防止膜布設・撤去																												01:墜落・転落																																																																																				若松港湾工業（株）																				（株）ショウエイ																																																																												H27-九州-関門航路-0101.xlsx		12/16/15 11:19		9/6/17 18:14		2015		12		14		16		30		2015		TRUE		1		28		九州		5		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		83		2015/12/14　16:30		42352.6875

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		70		男		09年 01月		高級船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		42		1:労災適用		苫小牧港西港区船溜防波堤改良工事		老朽化した既設防波堤の機能維持のため、新たに防波堤（重力式混成堤）を117.2m施工するものであり、その内当該工事では、撤去工1式、海上地盤改良工298m3、基礎工・本体工・上部工各28.2m、被覆工16.25m、根固工・消波工33.7mを施工するものである。		平成27年12月17日 7時53分 頃		海上		苫小牧市汐見町1丁目		21:上部工				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。										99:その他								係留ロープの内部劣化		99:その他								安全確認を行うべき職長が全体を見渡せる位置にいなかった		81.00%		82.00%		100.00%		80.00%		2015/12/17<改行>AM7：00　体操・朝礼・KY活動→AM7：20作業開始（西港事業用地係留岸壁から工事箇所へ起重機船曳航）<改行>AM7：45　起重機船が工事箇所に到着し係留作業開始<改行>AM7：53　起重機船を停泊箇所にウィンチ移動させていた時に継網が切れ、係留ロープ周辺で誘導していた被災者にロープがあたり被災		一次下請けである三洋開発の自社管理において係留ロープ及びそれを連結する継網を年2回交換することとなっていたが、これを行っていなかったため、継網の内部劣化が進行し切断したと推定される。また、被災者が作業手順にて立入を禁止している係留ロープ周辺で起重機船の誘導作業を行っていたこと、作業の安全確認を行う職長が全体を見渡せる位置にいなく被災者が立入禁止である係留ロープ周辺にいることに気づかなかったが事故の要因とされる。		・ウィンチ稼働時は明示した場所より中に入らない。（ペンキにて明示）<改行>・ガイドポストの設置を行う。（ペンキ明示と係留ロープの間に設置）<改行>・作業条件により係留ロープをジョイントしなければならない場合はジョイントはシャックルで行う。<改行>・係留ロープは新品に交換する。<改行>・作業手順書の記載内容について作業従事者へ再教育を行う。<改行>・緊急安全教育を行い、作業従事者に対し安全に対する意識をより高めさせる。<改行>				株式会社　山口工業所																				株式会社　三洋開発																																																				労働基準監督署				特に無し		海上保安部				特に無し		警察												H27-北開局-苫小牧-0101.xlsx		1/6/16 14:04		1/6/16 14:04		2015		12		17		7		53		2015		TRUE		4		21		北海		5		9		1		9.1		8		204		14		2015/12/17　7:53		42355.3284722222

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		04年 08月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成27年度　四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路(霞4号幹線)橋梁(P30～P37)下部工事		 　本工事は、四日市港臨港道路(霞4号幹線)整備事業においてP30～P37橋脚を築造する工事で、事故はP34橋脚場所打ち杭のコンクリート打設中に発生した。<改行>   被災者は、コンクリート打設の進捗に合わせてケーシングチューブ及びトレミー管の切り離し作業を作業員5名のグループで行っていた。<改行>   トレミー管の落下防止のためカンザシ（角鋼管50×50×1800t=6重量約15kg）２本で挟み込み固定していた。トレミー管を引き上げるためクローラークレーンで吊り上げ、カンザシを引き抜こうとした際、トレミー管が上下に揺れてカンザシに接触し、カンザシを支えていた左手（ゴム手袋着用）をカンザシとケーシングチューブの間に挟み被災した。		平成27年12月25日 15時42分 頃		陸上		三重郡川越町亀崎新田地先		09:杭及び矢板		橋脚場所打ち杭のコンクリート打設		60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）										21:手工具、用具				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		26:危険有害な場所に入った。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。																  7:00 朝礼実施。一次下請の安全衛生責任者が、本日の作業内容・安全注意事項・人員総数を発表。ＫＹ活動の実施。<改行>  8:15 現場代理人が作業状況巡視。<改行>13:30 監理技術者が作業状況巡視。<改行>15:42 職長より元請担当職員経由で現場事務所の監理技術者に、杭打工が鋼管に左手指を挟まれ怪我をした旨連絡。監理技術者の指示で直ちに被災者を二次下請の通勤車両で病院へ搬送。		① 吊り荷の状態確認が不十分だったこと。<改行>② 手指が挟まれるかもしれないところに手指を入れてしまったこと。<改行>③ 単純作業との認識により危険性を軽視してしまったこと。<改行>④ 作業手順書にカンザシの引抜手順が明記されていなかったこと。<改行>⑤ カンザシを持つ個所が不明確だったこと。<改行>		①　作業手順書に危険有害要因の特定として、カンザシ（角鋼管）とケーシングチューブの間に手を挟む項目を追加する。<改行>②　カンザシの両端に取っ手を付け、ケーシングチューブの内側に手を入れないようにする。<改行>③　朝礼および安全教育で、作業手順およびカンザシの取っ手を使い、挟まれ対策について周知徹底させる。<改行>				五洋建設株式会社		名古屋支店																		株式会社アイトップ				株式会社江上建基								措置なし																																								労働基準監督署				不休災害のため、特に報告書は不要。																				27-中部-四日市-0301.xlsx		1/25/16 11:37		1/25/16 11:37		2015		12		25		15		42		2015		TRUE		8		9		中部		1		4		8		4.7		21		1299		60		2015/12/25　15:42		42363.6541666667

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		06年 00月		運転手（特殊）		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		04:骨折						1:0～3		1		1:労災適用		秋田港飯島地区泊地（-11m）外浚渫工事		秋田港飯島地区（-11m）及び本港地区航路泊地（埋没）の浚渫工、土工を施工するものである。		平成28年1月11日 8時30分 頃		海上		泊地（-11m）		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置		移動式クレーン		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																				99:その他								結氷に未対応		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										44.30%		55.70%		80.00%		98.00%		５：００　朝礼・KY<改行>６：４０　係留場所出港<改行>８：００　作業船セット完了<改行>８：１５　除氷完了<改行>８：３０　浚渫作業開始　事故発生		氷の除去作業完了と作業開始の指示を確認したが、ウィンチ保護用屋根の上に氷が残っているのを発見し脚立をセットし手で氷を除去していたところに浚渫作業中のクレーンが旋回しカウンターウエイト部とウィンチ保護用屋根の間に挟まれ負傷。		・クレーン作業旋回範囲内の立入禁止<改行>・単独作業を行わないよう船団長が作業者を任命・指示する。<改行>・クレーン旋回範囲内への出入口を単管パイプで進入防止し、立入禁止看板を設置し立入禁止を明示する。<改行>・クレーン旋回時、警告音、保安灯を設置する。<改行>・ウィンチ屋根の構造を改良する。				広洋産業株式会社																																																																																																H27-東北-秋田-0101.xlsx		2/2/16 21:51		7/6/18 11:59		2016		1		11		8		30		2015		TRUE		8		5		東北		1		6		0		6.0		14		608		2		2016/1/11　8:30		42380.3541666667

		近畿地方整備局		舞鶴港湾事務所		柴山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		37年 00月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						04:骨折		02:創傷						4:16～30		21		1:労災適用		柴山港柴山地区外防波堤(西)本体工事		本体工（9 号函 0.75 函の製作）		平成28年1月18日 15時35分 頃		海上		掘込ヤードで製作中のケーソン内		14:ケーソン海上打継ぎ				84:その他(　)		水平PC鋼より線緊張		3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		24:相手の行動を確認しなかった。		15:気持ちがあせっていた。				13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。		21:物を置いた場所が悪かった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。						17:下請け指導が不適切だった。										87.00%		86.50%		85.00%		83.00%		・水平PC鋼より線緊張作業の上方への段取り替えにおいて、ジャッキ取扱者（被災者）がホイストにより油圧ジャッキを所定位置へ巻き上げ後、緊張治具を片付け枠組足場内へ移ろうとした際、4.9m上方の張出足場に設置していた油圧ポンプ（W=65kg）が落下し、右足に当たった。		①ジャッキの上昇作業時、ホイスト操作を吊荷下部（開口下部）で単独で行った。この際、ポンプ操作者が油圧ポンプから離れた状態であり、ポンプ及びホースの状況を確認していなかった。<改行>②油圧ポンプを張出足場上に設置していた。また、十分な落下防止措置を行っていなかった。<改行>③足場上に配置した油圧ポンプに対する措置や役割について、下請負者への指導が徹底されていなかった。		①油圧ポンプ設置場所を張出足場上から枠組足場内部に変更するとともに、緊張作業側へ単管パイプを2段設置する。（落下防止対策）<改行>②ホイスト操作は、対象物の最終的な巻き上げ位置以上の枠組み足場内から行う。また、見張員を配置し、吊荷または、油圧ホースの状態を監視する。（作業手順の見直し）<改行>③事故原因に対する事故再発防止対策を関係作業員に周知徹底する。				東亜建設工業株式会社		大阪支店																		ドーピー建設工業株式会社		関西営業所		落合株式会社																																																																								H27-近畿-舞鶴-0101.xlsx		1/29/16 8:31		1/29/16 12:57		2016		1		18		15		35		2015		TRUE		4		14		近畿		4		37		0		37.0		10		299		84		2016/1/18　15:35		42387.6493055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		46		男		11年 00月		普通作業員		03:背部		04:胸部						04:骨折								3:9～15		10		1:労災適用		東京国際空港C滑走路他地盤改良工事（その２）		作業ヤード内でＣＰＧプラントの手摺解体作業中、約3.0mの高さから墜落した。<改行>　固定されていると思っていた手摺に安全帯を掛け、本体を固定していた単管を先にはずしてしまい、固定されていない手摺と足場が一体となって落下し、その手摺に安全帯を掛けていた為、落下した手摺に引っ張られるかたちで墜落・負傷したもの。<改行>		平成28年2月16日 13時27分 頃		陸上				29:その他(　)		車載式プラントの手摺解体		17:足場の組立・解体等				1:晴れ																								01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																																																																								8:30  仮設ヤード③にて、朝礼実施<改行>9:00 本日作業に関する搬出機械、作業の流れを打ち合せ、作業手順及びKY活動を実施<改行>12:00  昼休憩<改行>13:00  プラント解体作業に関する作業内容・人員配置打合せ後、現場作業再開<改行>13:27  事故発生		① 被災者が横地の単管を解体時、幅木と縦地が固定されていたので、縦地がブラケットにも固定されていると思った。（思い込み）<改行>② 被災者（経験11年）が解体手順を熟知していたと思い、足場作業主任者が被災者に詳細な手順を説明しなかった。（思い込み）<改行>		① 足場設備への対応として、次回以降は着脱式足場方式の構造とする様、協力会社に指導する。<改行>    （当該工事では解体作業しかないため当工事での対応として、両端の支柱に親綱を張って安全帯を掛ける）<改行>② 店社安全担当部が足場解体作業開始前に、解体手順の周知会に立ち合い、指導する。<改行>③ 毎月の安全教育の講義は店社安全担当部が行う。また、毎月の安全衛生協議会には店社土木部が出席し、災害事例等について教育を行う。　　　など<改行>		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）				みらい建設（株）																								（株）綜和										口頭注意								口頭注意																																																		H28-関東-東京空港-0201.xlsx		3/2/16 14:37		3/14/16 17:37		2016		2		16		13		27		2015		FALSE		1		29		関東		3		11		0		11.0		ERROR:#VALUE!		101		17		2016/2/16　13:27		42416.5604166667

		九州地方整備局		宮崎港湾・空港整備事務所		細島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		03年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								05:切断								4:16～30		29				細島港（外港地区）防波堤（南沖）築造工事		ケーソン据付用機材の発電機（220kVA；重量4.0ｔ）を吊り上げ、起重機船甲板上へ吊り降ろしたが、吊り降ろし位置が悪かったため、再度吊上げを行い、旋回したところ甲板上の資材に接触し発電機が振れた。<改行>発電機の振れを止めようと吊り荷に被災者が近づいたため、クレーンオペレータは危険だと判断し振れを落ち着かせるため、ワイヤーを緩め吊り降ろした。その際に、被災者に発電機が載ったため、右足親指を負傷した。<改行>		平成28年4月9日 14時20分 頃		海上		細島港（外港地区）防波堤（南沖）起重機船		16:ケーソン曳航・据付				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）										17:電気設備								08:はさまれ、巻き込まれ																																																																												6:00　　朝礼・KY活動<改行>6:30　　ケーソン引出開始<改行>9:00　　ケーソン据付開始<改行>11:30　ケーソン据付着底<改行>13:00　ケーソン注水完了→艤装解体開始<改行>14:20　事故発生		（１）波浪の影響に伴う作業船の動揺も予測される中で、吊作業における揺れ止め対策(介錯ロープの設置)を考慮していなかったことが主因である。<改行>（２）また、被災者においては、吊り作業時において安易に吊荷に近づいたことも、安全に対する意識が不足していた要因の一つである。<改行>		（１）揺れ止め対策(介錯ロープの設置)を作業手順書に明記するとともに使用の周知・徹底を図る。<改行>（２）玉掛け作業における作業員の安全意識向上のために、安全教育訓練を再実施する。<改行>（３）作業責任者を専任配置することで作業における指揮系統を明確にし、さらなる安全の向上に努める。<改行>（４）元方の安全衛生推進者を作業全体が見渡せる場所に配置する。<改行>				五洋建設株式会社		九州支社																		（株）森崎建設工業				（有）善徳丸建設																																																労働基準監督署						海上保安部																		H28-九州-宮崎-0101.xlsx		5/9/16 14:36		5/16/16 10:39		2016		4		9		14		20		2016		TRUE		8		16		九州		4		3		0		3.0		17		ERROR:#VALUE!		4		2016/4/9　14:20		42469.5972222222

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		20年 00月		船長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）（北堤）築造工事（その３）		釜石港湾口地区湾口防波堤（北堤）の災害復旧工事として、基礎工、本体工、被覆・根固工、及び上部工を施工するものである。		平成28年4月27日 13時22分 頃		海上		ガット船上		20:中詰				40:土砂・石材等の海上投入				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		滑車・ワイヤー		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。								01:設計構造が悪かった。		04:安全度が不足だった。		18:保護具が不適・不足だった。						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。						66.70%		61.50%		61.40%		77.00%		６：５０　朝礼・ＫＹ<改行>７：５０　中詰材投入開始　１０：２０　中詰材投入終了<改行>１２：２０　平田護岸接舷<改行>１２：３０　中詰材積込開始<改行>１３：２２　事故発生		ガット船へ中詰材を積込中、防舷材（大型タイヤ）を吊っているワイヤーが滑車から外れていることを確認したため、滑車交換作業を行っていた。緩めたワイヤーを手で掴んでいた際、ロープで固定していた防舷材がずり落ちたことで引っ張られたワイヤーが滑車に引き込まれ、ワイヤーと滑車に右手中指を挟み負傷（切創）。		・防舷材（大型タイヤ）の固縛はチェーンブロックを使用する。<改行>・ワイヤーを取り扱う際は、革手袋を着用する。<改行>・防舷材（大型タイヤ）の滑車は外れ防止付きのものに交換する。<改行>・非定常作業が生じた場合は、元請けに連絡し、作業方法、安全対策について検討し、記録票を作成する。<改行>・今回の事故を他の作業船に周知し、再教育を行う。		東亜・不動テトラ・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社 		東北支店 		株式会社不動テトラ		東北支店 		株式会社大本組 		東北支店 																																																																																						H28-東北-釜石-0101.xlsx		6/27/16 19:13		4/10/18 14:49		2016		4		27		13		22		2016		TRUE		8		20		東北		1		20		0		20.0		26		1104		40		2016/4/27　13:22		42487.5569444444

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		26年 00月		運転手（特殊）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		09:複合部位						04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）付帯施設築造工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）付帯施設の基礎工、本体工、上部工、被覆・根固工、消波工、裏込裏埋工、構造物撤去工及び雑工を施工するものである。		平成28年5月20日 9時50分 頃		海上		起重機船上		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		フェアリーダーの部品		04:飛来・落下物にあたる				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。																								99:その他								部材の金属疲労		04:理解度の確認が不十分だった。		99:その他						通常の点検		80.20%		80.70%		74.00%		74.20%		７：１０　朝礼・KY・TBM<改行>８：００　消波ブロック積込<改行>８：５０　曳航開始<改行>９：４０　係留作業開始<改行>９：５０　事故発生		消波ブロック据付作業のため、起重機船を曳航中に引船が左に舵を切った際、起重機船のフェアリーダーに負荷が掛かり破損し、被災者に接触し、負傷。		・フェアリーダー等の係船設備を専門家を交えて一斉点検し、異常があるものは修繕する。定期的に作成したチェックリストにより、定期点検・整備を行う。<改行>・起重機船の曳航は、曳航ロープを船体前方側舷のスタンドローラーを介して、側舷の係船ビットに掛けて行う。<改行>・フェアリーダー内部のシャフトの構造を強化する。<改行>・曳航ロープの緊張方向に立ち入らないよう、作業手順に基づき周知徹底する。		若築・あおみ特定建設工事共同企業体 <改行>  <改行><改行>  <改行>		若築建設株式会社		東北支店 		あおみ建設株式会社		東北支店 																																																																																										H28-東北-八戸-0101.xlsx		6/2/16 18:30		4/10/18 14:50		2016		5		20		9		50		2016		TRUE		4		19		東北		5		26		0		26.0		8		1104		14		2016/5/20　9:50		42510.4097222222

		中部地方整備局		三河港湾事務所		三河		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		20年 00月		普通作業員		10:その他(　)								13:その他(　)						熱中症		1:0～3		0				平成27年度　三河港神野地区岸壁(-12m)本体工事(その2)		本工事は三河港神野地区岸壁の本体工を施工するものであり、陸上地盤改良工の準備工としてCDM杭打機の組立作業中に災害が発生した。<改行>      被災者は杭打機のリーダー接続作業をラフテレーンクレーン(60t吊)にて、作業員6名のグループで行っていた。<改行>      当日の作業予定としてリーダー5本の接続を予定しており、8:00に安全朝礼を行い、 8:30から当該作業を開始して10:00から作業員休憩所で30分間休憩を取っていた。<改行>      休憩所にはエアコン(当時の設定温度は20℃)が設置されており、被災者は休憩中にスポーツドリンクを130ml飲んでいた。<改行>      10:30から作業を再開し、4本目の接続作業において踏み台上(高さ60cm程度)でラチェットを使用してボルト締付作業をしていたところ、被災者が踏み台から転落し一時意識を失っていた。<改行>      被災者の横には踏み台を押さえていた下請主任技術者がいたが、被災者の転落を受け止めるには間に合わなかった。被災者の意識は2，3分後に回復したが被災者が意識を失ったことから、一次下請主任技術者(植濃)が救急車の出動を要請し、施工箇所から救急病院(権田脳神経外科)に搬送され、MRI等の検査、診察を受けた。<改行>      検査の結果、脳には異常が認められなかったが多量の発汗から熱中症と診断され、点滴治療を受けた後に宿舎に戻り、静養した。		平成28年5月24日 10時47分 頃		陸上				06:地盤改良				02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						27:起因物なし				15:起因物と同じ				23:その他(　)		熱中症		1399:その他：その他																																																																								5月24日　　8:00　朝礼、KY活動実施<改行>　　　　　　　8:30　作業開始<改行>　　　　　　 10:00　作業員休憩室にて休憩（10:30作業再開）<改行>　　　　　　 10:47　事故発生。被災者が踏み台から転落し、頭を打つ。<改行>　　　　　　 11:05　救急車により病院に搬送。<改行>　　　　　　 12:29　被災者の検査の結果、脳等に異常は見られないが、熱中症であるとの診断を受ける。<改行>　　　　　　 13:10　被災者の点滴措置が終了。宿舎に戻り、静養した。		　本工事は三河港神野地区岸壁の本体工を施工するものであり、陸上地盤改良工の準備工事としてCDM杭打機の組立作業中に災害が発生した。<改行>　被災者は、当日は杭打機のリーダー接続作業を8:30から開始して、10:00から作業員休憩所で30分取っていた。休憩所にはエアコンが設置されており、被災者は休憩中にスポーツドリンクにより水分補給を行っていた。10:30から作業を再開したところ、熱中症で足下がふらつき、被災者が踏み台から転落し一時意識を失った。<改行>　被災者はエアコンの設置された休憩室で休憩を取り、水分補給も行っていたが、暑さに順応出来ていない時期であったことが、体調不良に繋がったものと考えられる。		①.熱中症に関する安全教育を実施する。<改行>②.作業員の健康状態の確認は朝礼時、終業時に加えて、職長が休憩後の状態を確認し、チ　ェックシートに記録して、元請職員が確認する。また、作業中は随時声掛けを行い、作業員の　健康状態を確認する。<改行>③.熱中症対策としてスポーツ飲料や熱中飴、熱中対策キット、啓蒙標識及び垂れ幕を5月27日　迄に用意する。<改行>④.移動式の日よけ用のテントを5月30日までに用意して作業場所付近に日陰を作り、机やベン　チを設置することにより作業員が、休憩所まで戻らなくても休憩をとれるような環境を整える。　また、スポーツ飲料や熱中飴をテント内に常備して、作業員が水分塩分補給を常時行えるよう　にする。<改行>⑤.作業員休憩所横にWBGT表示計を5月30日迄に設置し、熱中症になる危険性が高くなる際　は作業員全員に対策を強化するよう注意喚起する。<改行>⑥.5月30日までに日よけ用テント付近に送風機等を設置し、作業員が休憩所に戻ることなく身　体を冷やすことができるようにする。<改行>⑦.5月30日までに熱中症対策アイテム(首筋の日よけ等)を常備し、希望する作業員に配布す　る。<改行>⑧.踏み台を使用するような高さの作業では、約１m×１mの平面な作業台を確保する。				東亜建設工業（株）		名古屋支店																		日本海工（株）				（株）櫻谷														措置なし（成績評定の減点なし）																																																										28-中部-三河-0101.xlsx		7/4/16 9:18		9/4/17 9:49		2016		5		24		10		47		2016		TRUE		23		6		中部		1		20		0		20.0		27		1399		2		2016/5/24　10:47		42514.4493055556

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		15年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								3:9～15				1:労災適用		平良港（張水地区）港湾施設用地外1件埋立工事		本工事は、平良港（張水地区）港湾施設用地及び岸壁（-7.5m）（改良）（耐震）の共通工、埋立工、仮設工を施工するものである。		平成28年5月30日 11時40分 頃		陸上				26:埋立				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																																						01:作業方法を教えていなかった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		14:無資格者にやらせた。						11.00%		22.00%		0.00%		0.00%		11:20（敷鉄板荷卸し作業開始）<改行>11:40（事故発生　左手（中指、薬指）をはさみ負傷）<改行>11:42（監理技術者が消防に連絡。発注者、会社へ電話連絡）<改行>16:30（左手（中指、薬指）骨折と診断）<改行>16:30（本人帰宅）		〈直接的要因〉敷鉄板の荷卸し後、玉外し作業を行おうとしたところ、バックホウオペレーターが謝って敷鉄板を動かしてしまった<改行>〈間接的要因〉１．バックホウへの合図者なし　　　　　　　　　　２．無資格者が玉外し作業を実施<改行>　　　　　　　　　３．作業手順が周知されていなかった<改行>　　　　　　　　　４．手袋、安全靴等の防護具を見につけていなかった<改行>　　　　　　　　　５．担当工種（洗車作業）以外の作業（荷卸し業務）を行った		１．事故再発防止の安全教育の実施<改行>２．吊り荷作業時の合図者を配置する<改行>３．有資格者の配置を確実に行う<改行>４．保護具（安全靴、手袋等）の装着の徹底<改行>５．作業予定、作業手順の周知徹底				先嶋建設株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-42524x1F		是正勧告書、指導票																				H28-沖総局-平良-0202.xlsx		6/6/16 16:09		6/6/16 16:09		2016		5		30		11		40		2016		TRUE		8		26		沖縄		3		15		0		15.0		23		1101		4		2016/5/30　11:40		42520.4861111111

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		08年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上				1:労災適用		平良港（張水地区）港湾施設用地外1件埋立工事		本工事は、平良港（張水地区）港湾施設用地及び岸壁（-7.5m）（改良）（耐震）の共通工、埋立工、仮設工を施工するものである。		平成28年5月30日 11時40分 頃		陸上				26:埋立				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																																						01:作業方法を教えていなかった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		14:無資格者にやらせた。						11.00%		22.00%		0.00%		0.00%		11:20（敷鉄板荷卸し作業開始）<改行>11:40（事故発生　左手（中指、薬指）をはさみ負傷）<改行>11:42（監理技術者が消防に連絡。発注者、会社へ電話連絡）<改行>16:30（左手（中指、薬指）骨折と診断）<改行>16:30（本人帰宅）		〈直接的要因〉敷鉄板の荷卸し後、玉外し作業を行おうとしたところ、バックホウオペレーターが謝って敷鉄板を動かしてしまった<改行>〈間接的要因〉１．バックホウへの合図者なし　　　　　　　　　　２．無資格者が玉外し作業を実施<改行>　　　　　　　　　３．作業手順が周知されていなかった<改行>　　　　　　　　　４．手袋、安全靴等の防護具を見につけていなかった<改行>　　　　　　　　　５．担当工種（洗車作業）以外の作業（荷卸し業務）を行った		１．事故再発防止の安全教育の実施<改行>２．吊り荷作業時の合図者を配置する<改行>３．有資格者の配置を確実に行う<改行>４．保護具（安全靴、手袋等）の装着の徹底<改行>５．作業予定、作業手順の周知徹底				先嶋建設株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-42524x1F		是正勧告書、指導票																				H28-沖総局-平良-0201.xlsx		6/6/16 15:58		6/6/16 16:03		2016		5		30		11		40		2016		TRUE		8		26		沖縄		5		8		0		8.0		23		1101		4		2016/5/30　11:40		42520.4861111111

		関東地方整備局		特定離島港湾事務所		南鳥島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		04年 00月		運転手（一般）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		南鳥島岸壁築造他工事		　アジテータ車の運転手であった被災者が、シュートを格納する際にシュートのバーとストッパーの間に左手親指を挟み負傷した。		平成28年6月16日 12時10分 頃		陸上				21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		16:乗物				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0703:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：コンクリートミキサー車																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				08:機械・装置等を不安全に動かした。				15:気持ちがあせっていた。																										81.00%		81.30%		93.70%		97.50%		◆07:00 朝礼<改行>◆10:40 生コン積込み開始<改行>◆12:10 事故発生（生コン打設４回目終了後）<改行>◆12:20 診療開始（現地診療所）		　被災したアジテータ車の運転手がシュートの格納作業において誤った操作を行った。		◆シュート開閉の作業手順の周知徹底<改行>◆シュート開閉を教育を受けた専任者が行う<改行>◆シュートのバーに注意喚起表示標を貼付		秘密契約のため非公表		Ａ社				Ｂ社																ア社				イ社														口頭注意：H28.8.10～H28.9.9								口頭注意：H28.8.10～H28.9.9																																																		H28-関東-特定離島-0101.xlsx		7/4/16 9:14		8/10/16 16:32		2016		6		16		12		10		2016		TRUE		8		21		関東		1		4		0		4.0		16		703		4		2016/6/16　12:10		42537.5069444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		67		男		18年 00月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		大船渡港湾口地区防波堤（災害復旧）（南堤）外築造工事		大船渡港湾口地区防波堤の災害復旧として、南堤及び北堤の構造物撤去工、基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工及び雑工を施工するものである。		平成28年6月23日 13時0分 頃		海上		コンクリートミキサー船上		21:上部工				08:材料、資材等の運搬(海上)				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷		ワイヤー		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。						01:設計構造が悪かった。										01:作業方法を教えていなかった。		04:理解度の確認が不十分だった。		05:教育訓練体制が不備であった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。				89.00%		88.00%		95.00%		95.00%		４：３０　朝礼、ＫＹ、ＴＢＭ、始業前点検<改行>５：００　移動開始<改行>１０：２０　上部工打設開始<改行>１２：５０　打設完了、後片付け開始<改行>１３：００　事故発生		コンクリートミキサー船において骨材搬送用のベルトコンベアに付着した粗骨材を排砂ボックスに回収して、粗骨材ピットに戻す作業中、排砂ボックスの粗骨材を開けるため玉掛けワイヤーの位置を掛け替えしワイヤーを吊り上げ排砂ボックスを倒そうとした際、ワイヤーが排砂ボックスの突起物に引っ掛かりそうになったことからとっさにワイヤーを握ってしまいワイヤーと排砂ボックス突起物に左手小指を挟み負傷。		・吊荷からの安全な離隔を確保し、巻上中ワイヤーに触れない。また、外部講師によるワイヤー取扱講習を行い安全意識の向上を図る。<改行>・排砂ボックスを使用せず、玉掛けの掛け直しが不要なトンパックを使用する。<改行>・後片付け作業について作業手順を確立し周知徹底する。<改行>・船内作業においては船長に実施判断を仰ぎ実施することを周知し、船長は作業内容を確認し、可否判断、安全指示を行い作業内容に応じ元請判断を仰ぐ		東亜・不動テトラ特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社 		東北支店 		株式会社不動テトラ 		東北支店 																																																																																										H28-東北-釜石-0201.xlsx		7/6/16 15:20		4/10/18 14:49		2016		6		23		13		0		2016		TRUE		8		21		東北		1		18		0		18.0		23		1101		8		2016/6/23　13:0		42544.5416666667

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		00年 08月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0				茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物埋立護岸築造工事		　投錨を終えた揚錨船がリクレーマ船に係留するため揚錨船上で船首側及び船尾側に人員を配置し、船首側から係留を開始していたところ、船尾側に居た被災者が勝手に判断し、リクレーマ船に乗り移り船尾側の係留を開始した。<改行>　被災者は係留ロープをクロスビットに正しく巻き付けようとし、直接ロープを掴んだところロープが緊張し、クロスビットとの間に両手を挟まれ負傷した。		平成28年7月1日 12時53分 頃		海上		リクレーマ船上（廃棄物埋立護岸No.15付近		20:中詰				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				10:用具等		係留ロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。								02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										23.00%		23.00%		8.00%		8.00%		・12:45　リクレーマ船　投錨完了<改行>・12:50　揚錨船がリクレーマ船への係留開始<改行>・12:53　事故発生<改行>・14:20　被災者の診療開始<改行>・15:01　被災者の診療完了		①被災者が船長の了解を得ずに勝手に係留作業を行った。<改行>②係留ロープには、補助ロープと手掛ロープが計３本取り付けられていたが、直接ロープを掴んだ。<改行>③係留作業におけるＫＹ教育が十分でなかった。また、作業手順の指導も十分でなかった。		①作業手順の周知徹底<改行>②事故事例を用いた安全教育の実施<改行>③クロスビットへの注意喚起の明示と手掛ロープへの視認性向上の工夫（着色）		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		みらい建設工業（株）		東京支店														五栄土木（株）				青木マリーン（株）														口頭注意：H28.8.8～H28.9.7								口頭注意：H28.8.8～H28.9.7																																																		H28-関東-鹿島-0201.xlsx		7/13/16 15:23		8/8/16 18:27		2016		7		1		12		53		2016		TRUE		8		20		関東		1		0		8		0.7		8		1104		14		2016/7/1　12:53		42552.5368055556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		04年 03月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		横浜港臨港道路南本牧ふ頭本牧線(Ⅳ工区)高架橋上部工事		　被災者が仮囲いの単管パイプを切断中、グラインダが弾かれ右前腕に接触し負傷した。<改行>　なお、被災者（社）は新規入場の初日であった。		平成28年7月12日 9時10分 頃		陸上		横浜市中区かもめ町（Ⅴ工区作業ヤード）		29:その他(　)		仮設撤去工		84:その他(　)		仮囲い撤去		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								20:動力工具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。																		06:施工計画・作業標準が不備だった。										94.00%		92.50%		63.00%		58.50%		08:00　朝礼、ＫＹ活動・新規入場者教育<改行>08:45　作業開始<改行>09:10　事故発生<改行>09:30　救急車にて搬送<改行>10:00　診療開始		　仮囲い撤去のため、単管杭（パイプ）を出来るだけ低い位置（地面付近）でグラインダー切断する計画となっており、当該作業を行い被災した。なお、グラインダーでの切断作業は、刃先の角度変化等によりキックバック現象が生じることから「安定した姿勢で刃を深く入れない」と作業手順にも明記されていた（低い位置での切断は、安定した姿勢を保つのが難しいと思われる）。		①施工計画の変更（ガス切断、油圧式パイプ引抜き機械）<改行>②回転工具に注意喚起シール添付<改行>③新規入場者に腕章を付け入場後の１週間、重点的にフォローアップを行う<改行>④グラインダーを使用する場合、固定ハンドル（オプション）を装着する		横河住金ブリッジ・横河ブリッジ特定建設工事共同企業体		(株)横河住金ブリッジ				(株)横河ブリッジ																須藤開発興業(株)																		措置無し								措置無し																																																		H28-関東-京浜-0301.xlsx		7/29/16 14:17		9/2/16 13:38		2016		7		12		9		10		2016		TRUE		9		29		関東		1		4		3		4.3		20		1299		84		2016/7/12　9:10		42563.3819444444

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		38年 00月		潜水士		10:その他(　)						下半身		13:その他(　)						空気塞栓症		2:4～8		8		1:労災適用		小名浜港灯浮標外点検整備工事		小名浜港港内に設置している灯浮標及び標識灯の維持管理・灯浮標の整備を行うものである。		平成28年7月22日 9時30分 頃		陸上		7号ふ頭船溜		29:その他(　)				23:潜水作業(調査等)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		空気塞栓症		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった		1												12:梯子・脚立等に欠陥があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										13.80%		13.80%		20.00%		20.00%		７：１５　朝礼、ＫＹ<改行>７：５０　７号ふ頭出港<改行>８：１５　作業開始<改行>８：４０　作業終了<改行>９：３０　上陸後、事故発生		水深２３～２４ｍにあるアンカーブロックの吊環にシャックルを使用し、玉掛けワイヤーを取り付ける為の作業終了後、７号ふ頭に船溜りに移動。<改行>上陸後、歩いて車両に戻っている途中めまいを感じ歩行できなくなった。		・上陸時に高低差がある場合は高低差の少ない箇所を使用し、身体に負担が掛からないようにする。<改行>・２０ｍ以上の潜水作業を行う場合は最終浮上より２時間以上休息をとり上陸する。<改行>・作業前に体調が優れない場合は作業を行わせない。				株式会社イワキ潜建																																																																																																H28-東北-小名浜-0101.xlsx		9/13/16 11:50		4/10/18 14:49		2016		7		22		9		30		2016		TRUE		23		29		東北		2		38		0		38.0		27		1307		23		2016/7/22　9:30		42573.3958333333

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		名瀬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		25年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		58		1:労災適用		名瀬港（本港地区）岸壁(-7.5m)（改良）工事（第３次）		場所打工側面型枠脱枠作業の資材運搬中に、コンクリート養生面に敷設している遮熱シートに足を取られ転倒。その際に右手を着き手首を負傷した。		平成28年8月1日 9時45分 頃		海上				21:上部工				08:材料、資材等の運搬(海上)				1:晴れ																								02:転倒				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				99:その他																																						平成２８年　８月　１日（月） <改行>８：００ 朝礼・ラジオ体操<改行>８：１０　KY活動<改行>８：３０　作業開始<改行>９：４５　事故発生<改行>９：５５　事故発生報告<改行>１０：００　被災者を監理技術者(松中)が県立大島病院に搬送		（１）リスクアセスメント作業手順で遮熱シートの記載が無かった。<改行>（２）遮熱シート敷設時の危険回避のための安全通路を設けるなど適切な安全対策を行っていなかった。<改行>		（１）リスクアセスメント手順書に遮熱シートの記載を追記し、全作業員に周知する。<改行>（２）遮熱シート上を横断する箇所は、足場板等による安全通路を確保する。<改行>（３）安全通路を予め設定し、当日の工事箇所に適したルート設定を行う。<改行>（３）作業上、安全通路が設定していない箇所に立ち入る場合は、安全通路を確保し、全作業員に周知した後に作業を開始する。<改行>（５）作業員全員の安全意識向上を目的とした外部講師による安全教育訓練を実施する。<改行>（６）下記事項について、再度、安全対策の周知・徹底を図る。<改行>？ KY活動において、全従事者からその日の作業内容で予想される危険性・有害性を聞き取り、リスクの低減措置対策を講じる。<改行>？ 工種毎のリスクアセスメント作業手順書を現場休憩所(テント休憩所)内にも掲示し、作業従事者が作業手順の確認や危険有害性やリスクの低減措置等を常に確認できるようにする。<改行>？ 作業中にヒヤリハットが発生した場合、必ず作業を中止させ、安全対策を講じてから作業を再開させる。<改行>？ 報告されたヒヤリハットの内容については、朝礼等により報告し、全作業員に情報共有する。<改行><改行>				村上建設株式会社																																																																																																H28-九州-鹿児島-0101.xlsx		8/16/16 14:48		10/6/16 10:12		2016		8		1		9		45		2016		TRUE		2		21		九州		5		25		0		25.0		ERROR:#VALUE!		1399		8		2016/8/1　9:45		42583.40625

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		19		男		01年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上						福岡空港エプロン（No.5-6）改良工事		既設コンクリート舗装版を撤去した際、カッター切断時に刃が挟まり取り外しのために切断し発生したコンクリート塊（90cm×38cm×10cm：80kg相当）が撤去完了箇所に残置されていたため、作業員2人で人力にてコンクリート塊を横へ移動させようとしたところ、手元が滑り、コンクリート塊を足元へ落とし、右足甲を負傷した。		平成28年8月2日 23時45分 頃		陸上		福岡空港内		22:舗装		撤去工		66:コンクリート舗装		既設コンクリート舗装版撤去																										04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。				34:その他の不安全行為があった。																																		平成28年8月2日（火）<改行>２１：３０　朝礼<改行>２２：３５　入場開始<改行>２３：００　作業開始<改行>２３：４５　事故発生<改行>２３：５０　事故発生第一報<改行>２４：０３　緊急病院へ搬送<改行>２６：００　現場片付け終了、作業完了を無線でCAB運航情報官に連絡		（１）既設コンクリート舗装版撤去時にコンクリート塊が発生した場合の撤去方法について、作業手順書に記載がされていなかった。（使用していた作業手順書はコンクリート塊の発生を想定していない状況で作成した手順書であった。）<改行>（２）コンクリート塊撤去時に作業指揮者からの施工方法に関する適切な指示がなされていない。<改行>（３）作業指揮者の指示がなされていない状態で作業員がコンクリート塊撤去を人力で行った作業員の安全意識不足。		（１）既設コンクリート舗装版撤去時のコンクリート塊撤去方法を作業手順書に明記する。<改行>　　（コンクリート塊が発生した場合は、バックホウを使用した積込・撤去を基本とする。）<改行>（２）安全教育を実施し、作業手順書の再周知・徹底する。<改行>				大成ロテック(株)																				西新興業（有）																																																																												H28-九州-博多-0101.xlsx		8/16/16 14:50		9/29/16 19:13		2016		8		2		23		45		2016		FALSE		4		22		九州		5		1		0		1.0		ERROR:#VALUE!		299		66		2016/8/2　23:45		42584.9895833333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		06年 00月		普通作業員		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷		04:骨折						3:9～15		10		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁（-14m）付帯施設築造工事		仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁（-14m）付帯施設の浚渫工、海上地盤改良工、土捨工、基礎工、被覆・根固工、本体工、上部工、付属工、舗装工、土工、消波工、構造物撤去工、雑工を施工するものである。		平成28年8月6日 11時43分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				16:その他の加害物(　)				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																																		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。						04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。		22:作業場が狭かった。				02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				39.00%		32.30%		50.00%		49.70%		７：００　朝礼、ＫＹ、始業前点検<改行>７：１５　作業開始（資機材の積込開始）<改行>１１：４３　事故発生		防波堤上で上部工型枠資材の撤去作業を行っていた際に、吊り上げたセパレーターの玉掛けロープに使用したナイロンスリングが破断し、落下してきたセパレーターを避けようとした被災者がバランスを崩しテトラポッド上に転落し負傷。		・吊具の保管場所に吊具の状態が判るよう点検方法、廃棄基準を明示し、不適格な吊具を排除する。点検は管理者を固定し使用前に目視確認を行う。<改行>・新規入場者教育、安全教育訓練時に吊具の理解度を浸透させるよう教育を行う。<改行>・吊具は吊荷重に対して１ランク上位の製品を使用する。<改行>・作業開始前に安全な退避場所の明示を行い、作業時は作業指揮者が退避確認を行ってから吊作業を行う。		東亜・不動テトラ特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社 		東北支店 		株式会社不動テトラ 		東北支店																																																																																										H28-東北-塩釜-0101.xlsx		9/13/16 18:16		4/10/18 14:48		2016		8		6		11		43		2016		TRUE		1		21		東北		3		6		0		6.0		23		123		4		2016/8/6　11:43		42588.4881944444

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		20年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		秋田港飯島地区泊地（-11m）浚渫工事		秋田港飯島地区泊地（-11m）の浚渫工、土捨工、土工、仮設工を施工するものである。		平成28年8月8日 6時20分 頃		海上		揚錨船上		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				02:甲板				01:墜落・転落				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		34:その他の不安全行為があった。										17:安全標識がなかった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										62.00%		60.00%		59.70%		58.00%		５：４５　朝礼、ＫＹ<改行>６：００　浚渫船引出し<改行>６：２０　事故発生		揚錨船にてグラブ浚渫船の転船作業を行っていた。揚錨船がグラブ浚渫船の方向を整えるために土運船に近づいた際、、船尾にいた被災者が船首へ移動しようとしてロープガードに躓き90㎝下の甲板に転落し負傷。		・足元注意等の注意喚起表示を明示する。<改行>・揚錨船上ではロープ作業を行わない時は船首側で待機する。船首側へ移動するまでは、航行以外の作業は行わない。<改行>・段差箇所は色分けし視覚で判るようにする。				若築建設株式会社 		東北支店																																																																																														H28-東北-秋田-0101.xlsx		9/13/16 18:26		4/10/18 14:49		2016		8		8		6		20		2016		TRUE		1		5		東北		1		20		0		20.0		8		1104		13		2016/8/8　6:20		42590.2638888889

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		62		男		42年 00月		測量技師		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上				3:労災非適（その他）		福岡空港滑走路増設新貨物地区用地造成工事		準備工（事前測量）において、測量場所近傍に駐車していた車両に機材を取りに行ったところ、被災者が誤って水路に転落し、左腕を骨折した。		平成28年8月24日 0時40分 頃		陸上				29:その他(　)		準備工		02:作業準備				1:晴れ																								01:墜落・転落						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				99:その他																																																																		　2016/8/23　　　　 　23:00　作業開始<改行>　2016/8/24　　　　　 00:40　事故発生<改行>　　　　　　　　　　　　　 00:49　福岡空港出張所へ事故発生報告<改行>　　　　　　　　　　　　　 01:12　CAB運航情報官へ事故発生報告<改行>　　　　　　　　　　　　 　01:28　緊急病院へ搬送		（１） 被災者が作業灯を置いて忘れ物を取りに行った上に、他の作業員３人は被災者が作業灯を持っていないことに気付かなかった。<改行>（２） 作業箇所全体を照らす照明がなかった。<改行>（３） 水路が存在している認識はあったが、水路（危険箇所）の明示がなかったため、明確ではなかった。また、空港工事への慣れによる油断があった。<改行>（４） KYにて災害事例の周知がなかった。		（１） 各人が作業灯を持つとともに、作業灯を持てない場合は、他の人員が作業灯を持って同行する。さらに、全員にヘッドライトを装着させる。また、作業箇所全体を照らす照明を設置する。<改行>（２） 事前に現場の危険箇所を調査し、ハザードマップを作成・周知し、情報を共有する。なお、各施工箇所毎で作成したハザードマップは、その日の作業に応じて追記･訂正しながら、各施工班ごとの日々のＫＹで周知･確認する。<改行>（３） 測量作業前に危険箇所（開口部）をカラーコーン、バー（点滅灯付き）で明示する。〔置き忘れしないよう留意する。〕<改行>（４） 災害事例集を作業員休憩所に常備し、常時閲覧出来るようにするとともに、日々のKYで災害事例を周知・確認する。<改行>（５） １人KYを自発的に行うためのの意識付けとして、全作業従事者で指差確認を実施する。<改行>				大成ロテック株式会社																																																																																																H28-九州-博多-0201.xlsx		9/29/16 19:01		9/6/17 18:15		2016		8		24		0		40		2016		FALSE		1		29		九州		5		42		0		42.0		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		2		2016/8/24　0:40		42606.0277777778

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		26		男		03年 01月		地盤改良工（掘削工）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						不全切断		4:16～30		20		1:労災適用		新潟空港滑走路地盤改良工事（その２）		本工事は、新潟空港滑走路地盤改良工事の地盤改良工、付帯工及び調査工を行うものである。<改行>（地盤改良工（CPG工法）2160本、付帯工1式、調査工1式）		平成28年9月1日 22時25分 頃		陸上		新潟市東区松浜町　新潟空港内		06:地盤改良				84:その他(　)		削孔		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						10:他に属さない機械				16:その他の加害物(　)		ロッド		08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。				16:勘違い判断をした。						A:危険だと思わなかった																																						16:現場施工条件変化に不適切に対応した。				31:現場内連絡調整が不備だった。						29.60%		32.40%						２１：３０　制限区域内入場・機械配置・始業前点検・作業準備<改行>２２：００　1本目　削孔作業開始（削孔作業：３箇所）<改行>２２：２５　事故発生（右手人指し指をロッドに挟む）<改行>２２：３５　被災者を現場連絡車に乗せ、制限区域より退場<改行>２２：４３　119番連絡　救急車要請　２３：３０　新潟市民病院に被災者到着<改行>		地盤改良工（掘削工）削孔作業中、先端ビットにレキが挟まったため、削孔ロッドを引抜き、先端ビットが閉塞していることを確認した。先端ビットを交換するため、ロッドと切り離しを行い、オペレーターが、クランプを開放するため、被災者に先端ビットをつかむよう指示し、クランプの開放レバーを操作しようとした際に、誤って、チャックの開放レバーを操作してしまい、ロッドが落下し、先端ビットとの間に挟まれ被災した。		・作業手順書に先端ビット切り離しに関する項目を追加し、関係作業員に周知する。<改行>・先端ビットを切離す際は、ロッドをチャックで固定して先端ビットをクランプより上の位置でパイプレンチにて切離しを行う。<改行>また、ロッドの落下防止対策としてユニック車のクレーンで吊りながら切離し作業を行う。<改行>・ボーリングマシーンに注意喚起の表示を添付し、挟まれ防止等の安全意識を高揚させる。<改行>・突発的事象が現場で生じた場合は、元請・1次下請・2次下請に報告し、安全優先の作業方法を決定してから作業を行う。		本間・みらい・りんかい日産特定建設工事共同企業体		株式会社本間組				みらい建設工業株式会社		北陸営業支店		りんかい日産建設株式会社		北陸営業所										本間技建（株）				地下防水工業（株）				（株）グラウト																																																																				H28-北陸-新潟-0201.xlsx		9/21/16 9:53		9/21/16 9:53		2016		9		1		22		25		2016		FALSE		8		6		北陸		4		3		1		3.1		10		1299		84		2016/9/1　22:25		42614.9340277778

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		21年 00月		普通船員		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				上腕		13:その他(　)						挫滅創、断裂		3:9～15		14		2:労災非適（船員法適用）		相馬港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）上部工事		相馬港本港地区防波堤（沖）の上部工、付属工、雑工を施工するものである。		平成28年9月6日 10時55分 頃		海上		相馬港港内1号ふ頭1-1岸壁		21:上部工				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ローラー架台		08:はさまれ、巻き込まれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。						01:設計構造が悪かった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。						04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		12:各種安全活動が不備だった。						39.10%		36.00%						８：００　朝礼、KY<改行>１０：００　ベルトコンベアの調整作業開始<改行>１０：５５　事故発生		コンクリートミキサー船の骨材運搬用ベルトコンベアの回転軸リターンローラー交換に伴うベルト調整中に、回転中のベルト確認をしようと覗き込んだ際に、誤って左手の手袋がベルトに挟まれ、左腕を引き込まれリターンローラー架台と身体が接触し負傷。		・不用意に手が回転部に入らないようにカバーを取り付ける。<改行>・危険箇所に注意喚起の看板を取り付ける。<改行>・蛇行確認は覗き込まずに鏡を使用して確認する。<改行>・準備作業においても作業内容として元請けに報告する。				五洋建設株式会社 		東北支店																																																																																														H28-東北-小名浜-0201.xlsx		10/11/16 19:28		7/6/18 12:01		2016		9		6		10		55		2016		TRUE		8		21		東北		3		21		0		21.0		8		1103		3		2016/9/6　10:55		42619.4548611111

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		68		男		28年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		04:胸部						04:骨折								2:4～8		8		1:労災適用		鹿島港外港地区南防波堤本体工事		■本体工（ケーソン式）（陸上製作２函）、ケーソン進水仮置（２函）、海上打継（２函）、ケーソン仮置（２函）<改行>■鹿島港ケーソン打継ヤード内で、海上仮置き中のケーソン外周の足場を撤去していた		平成28年9月13日 14時5分 頃		陸上		鹿嶋市新浜１０番地（ケーソン打継ヤード内		14:ケーソン海上打継ぎ				17:足場の組立・解体等				3:雨		曇/雨		1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		足場		05:崩壊・倒壊				0301:倒壊：足場、作業構台等				1														1												A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。																				04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								59.00%		58.50%		100.00%		81.30%		■14:05　足場転倒　被災<改行>■15:35　額賀整形外科到着（レントゲン撮影）<改行>■16:21　労基署に電話で一報<改行>■16:40　児玉病院到着（レントゲン及びＣＴ撮影、処置）　※今後は通院可能な日立市の嶋崎病院<改行>■16:41　労基署から連絡（被災者の所属会社、氏名及び下請負の体制）		　大組のまま（２段×８列）の足場（海上）を撤去し、陸上の仮設ステージ上に仮置きしたあと玉掛けワイヤー解除のため、作業員が仮置きした足場内に登り解除作業を行った。<改行>　玉掛けを外し合図者でもあった被災者が合図を行いクレーンが巻き上げた際にフック１箇所が足場に引っかかり足場内に居た被災者が足場ごと転倒して被災した。<改行>		■作業手順の周知徹底及び手順と異なる作業を行わないよう再教育する。<改行>■昇降階段を設け、その上段待機場で監視する。<改行>■足場とフックの接続にナイロンスリングを使用し、可視化及び引っ掛かりの低減を図る。<改行>■チェックシートを用いて作業手順の遵守点検を行う。<改行>■安全専従員を配置し、現場巡視及び安全指導を強化する。				東洋建設(株)		関東支店																		藤井建設(株)				(株)加藤組														文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間　-4点：H28.11.22～H28.12.21（1ヶ月：港湾土木工事）																																																										H28-関東-鹿島-0301.xlsx		9/27/16 17:11		11/24/16 13:34		2016		9		13		14		5		2016		TRUE		5		14		関東		2		28		0		28.0		14		301		17		2016/9/13　14:5		42626.5868055556

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		32年 00月		担当技術者		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		1		3:労災非適（その他）		小名浜港東港地区岸壁(-18m)(耐震)上部工事		小名浜港東港地区岸壁(-18m)(耐震)の上部工、PC床版工、舗装工及び付属工を施工するものである。		平成28年9月19日 14時0分 頃		陸上		小名浜港港内 4号埠頭ケーソンヤード		29:その他(　)		施工管理		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り		一時雨				3:中風（4～8）		3:10～20		4:500～1、000						24:材料等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		躓き		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。		27:不安全な場所へのった。						17:安全標識がなかった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								04:理解度の確認が不十分だった。										28.00%		12.30%						9/19 　８：００　朝礼、体操<改行>　　　　 ８：３０　自主確認開始<改行>　　　 １４：００　資材上を歩き左足首を捻った<改行>9/20 　６：３０　被災者より足が痛いため休業連絡<改行>9/21 １３：４０　現場で被災していることが判明		加工した鉄筋の自主検査を行っている最中にブルーシートで覆われた鉄筋上に左足を乗せた際、足首を捻り負傷。		・鉄筋加工、置場ヤード内に安全通路を確保する。<改行>・注意標識、看板を設置する。<改行>・ブルーシートの上を歩かないよう周知徹底、再教育する。				東洋建設株式会社 		東北支店																																																																																														H28-東北-小名浜-0301.xlsx		10/11/16 19:30		7/6/18 12:01		2016		9		19		14		0		2016		TRUE		23		29		東北		1		32		0		32.0		24		1399		1		2016/9/19　14:0		42632.5833333333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		69		男		27年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷						右母指切断		2:4～8		5		1:労災適用		新潟港（東港地区）西防波堤消波工事		本工事は、新潟港（東港地区）西防波堤の消波工（テトラポッド製作）を施工するものである。（テトラポッド製作80t型132個）		平成28年10月11日 14時45分 頃		陸上		北蒲原郡聖籠町東港3丁目地内		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		鋼製型枠		08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																17:下請け指導が不適切だった。										8.00%		8.00%						８：００　新規入場者教育、安全朝礼、RKY活動実施<改行>８：１５　作業開始<改行>１４：４５　事故発生（右手親指を型枠に挟む）<改行>１４：５５　被災者を自社車両に乗せ、病院へ<改行>１５：１０　新潟手の外科研究所病院に被災者到着		受注者は、作業員に対して日々、安全衛生活動としてRKYの確認・各設備機械の点検・安全施工打ち合わせ・現場内巡回パトロールを実施していたが、作業手順書に型枠接合時に仮接合ピンを使用することを記載していない不備の状態で作業員に周知していたこと及び被災者が作業を早く終わらせようと急いでしまったことや熟練工であるが故の慣れによるヒューマンエラーが重なり発生した事故である。<改行><改行>　		①作業手順書・施工計画書の改善（仮接合ピンを使用した型枠の接合を明記。作業員はクレーン動作中、型枠から離れることを明記。型枠組立時は、専用のピンを端部に差し込める位置まで型枠を移動した後クレーンを停止し、人力にて型枠位置を微調整しピンを差し込みボルト接合する。合図者は中央で型枠間の開きを確認しながら合図をクレーンOPに送り、その他作業員は型枠同士が接合するまで型枠に近づかない、クレーン作業中は型枠に触れない。）<改行>②安全パトロールの回数を多くする。③作業手順書の再検討・安全教育。				株式会社　中元組																				有限会社　宮澤建設工業																		口頭注意																																																										H28-北陸-新潟-0301.xlsx		11/9/16 15:46		11/9/16 15:46		2016		10		11		14		45		2016		TRUE		8		17		北陸		2		27		0		27.0		14		1299		55		2016/10/11　14:45		42654.6145833333

		関東地方整備局		特定離島港湾事務所		南鳥島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		68		男		24年 00月		高級船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部		06:骨盤部				13:その他(　)						脳挫傷		6:死亡				2:労災非適（船員法適用）		南鳥島港湾岸壁築造他工事		■本工事は、南鳥島港湾の拠点設備に必要な浚渫工、基礎工、本体工、上部工、付属工及び架設工を施工するものである。<改行>■跡片付けにおいて岸壁からクレーンにて液体容器２個をガット船内に荷積み中、吊り荷が崩れ船員が下敷きとなり、その後病院で死亡が確認された。		平成28年10月20日 8時20分 頃		海上		南鳥島岸壁に係留中のガット船の船倉		29:その他(　)		後片付け（資材積込み）		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置		ラフテレーンクレーン		07:落下物		吊り荷		04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																																1		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。								22:作業場が狭かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										99.90%		99.90%		93.30%		93.30%		■05:00　現地の気象予報士による気象海象測定<改行>■06:00　朝礼（陸上側の作業員）<改行>■06:45　ガット船が岸壁に接岸（その後JV職員が、船長と打ち合わせ）<改行>■07:00　荷積み開始<改行>■08:20　事故発生（内地搬送後、15:41病院で死亡確認）		①適切な荷積み方法がとられていなかった（液体容器の２段積。１段目と２段目は番線固定。　など）。<改行>②陸上・海上の一連作業における作業計画書・手順書が作成されていなかった（船内作業の計画書が立案されていない。積込み作業の打合せを別々に行っていた。など）。<改行>③狭隘な作業場所での安全意識が不足していた（危険箇所で作業を行っていた。他の荷物との接触や船の動揺などの意識が不足していた。下請職員に対し注意事項の教育・指導が十分でなかった。　など）。		①適切な積荷の積込みの実施等（液体容器はコンテナに詰め、ガット船に積込み運搬する）。<改行>②陸上・海上作業共通の作業計画書・手順書を作成し、作業内容の確認・周知を図る。<改行>③朝礼・ミーティングや安全教育等の機会を通じて、跡片付け作業における安全管理の周知徹底を図る。また、気象海象に十分注意して作業を行う。		秘密契約のため非公表		A社				B社																ア社				イ社								関東地方整備局管内		reserved-43129x1F		reserved-43142x1F				関東地方整備局管内		reserved-43129x1F		reserved-43142x1F																																																				H28-関東-特定離島-0201.xlsx		11/4/16 15:05		3/30/18 10:36		2016		10		20		8		20		2016		TRUE		4		29		関東		6		24		0		24.0		14		201		4		2016/10/20　8:20		42663.3472222222

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		22年 11月		普通船員		02:頸部								13:その他(　)						脊椎損傷＜頚椎3 番から6 番＞		5:31以上				1:労災適用		工事名神戸港六甲アイランド地区航路・泊地（-16m）附帯施設築造工事（第2工区）		本工事は神戸港六甲アイランド地区航路・泊地（-16m）浚渫に必要な附帯施設の締め切りを行うため起重機船により石材の投入を行うものである。<改行>捨石投入（10～500kg/個） 72000m3		平成28年10月22日 8時40分 頃		海上		六甲アイランド沖起重機船（第七青龍）甲板		08:捨石及び均し				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。										B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。		27:不安全な場所へのった。		13:油断、軽視した。																				99:その他								船艙の船首側が立ち入り禁止ではない		04:理解度の確認が不十分だった。										10.50%		15.40%		8.00%		12.00%		石材運搬船から起重機船（第七青龍）に瀬取りされた石材（１０～５００ｋｇ／個）を海上に捨石投入作業が行われていた。<改行>危害を加えた要因者の操作するクレーンは、船倉の石材をオレンジバケットで掴み、海上へのバケットの旋回作業により投入作業を繰り返し行い、計画高さまで投入後は、起重機船の位置を移動して再度捨石投入を行う一連作業行っていた。被災者は起重機船の船主右舷側ウインチ操作担当の甲板員として乗船していたが、ウインチ操作待機中に船倉の水のたまり具合を確認するため、船倉を除いた際、バケットから落下した石材に接触、又は石材をよける際に転倒し被災した。		船首側への石材の落下の危険性を認識せずバケット作業中にも係わらず不用意に船艙に近づいたこと並びに急激な石材の引き上げを行ったことが原因と考えられる。		・作業手順書見直しによる周知会の開催確認<改行>・現地確認による立入禁止区域内への立入禁止を確認するとともに、注意喚起のための「立入禁止ステッカー」の貼り付け確認。<改行>・クレーンでの引き上げ作業がある際に振れ等生じないよう急激な操作を行わないことを徹底。<改行>・引き上げ時のバケットの振れ防止対策としての上げ速度規制の実施の確認<改行>・類似作業であるガット船での作業（下請関係にはない）についても作業手順の確認。				りんかい日産建設株式会社		大阪支店																		株式会社共栄土木				岡本海洋建設株式会社																																																																								H28-近畿-神戸-0101.xlsx		11/30/16 18:43		11/30/16 18:43		2016		10		22		8		40		2016		TRUE		4		8		近畿		5		22		11		22.9		24		201		4		2016/10/22　8:40		42665.3611111111

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		三沢飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		01年 04月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		三沢飛行場エプロン外改良工事		三沢飛行場のエプロン及び取付誘導路の取壊し工、空港舗装工、空港土工、飛行場標識工、付帯施設工、電工及び仮設工を施工するものである。		平成28年10月26日 13時40分 頃		陸上		三沢飛行場内		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		ダンプトラック誘導		1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		23:合図、信号を統一していなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		23:合図、信号を統一していなかった。		26:危険有害な場所に入った。																				22:作業場が狭かった。										99:その他								合図・確認の方法打合せ		1.20%		1.20%		87.20%		87.20%		７：４５　朝礼、ＫＹ<改行>８：００　作業開始<改行>１２：００　昼休み<改行>１３：００　作業再開<改行>１３：４０　事故発生		コンクリート殻運搬のダンプトラックをバックで誘導していた誘導員に、積込み作業を開始したバックホウのコンクリート殻がダンプトラック荷台より落下し、被災者の足にあたり負傷した。		・バックホウのバケットを地面に下ろし待機し、ダンプ停止後、誘導員が作業半径から退避完了の無線連絡を受けた後積込みを開始する。<改行>・殻を寄せ誘導員の退避通路のスペースを確保し作業場を広げる。<改行>・バックホウ運転手と誘導員は無線機を使用して合図・確認を行う。<改行>・同一作業を２社以上で行う場合は、合同でＫＹを行い危険予知や周知事項等の共通認識の一体化を図る。				大成ロテック株式会社		東北支社																																																																																														H28-東北-八戸-0301.xlsx		11/14/16 17:48		4/10/18 14:51		2016		10		26		13		40		2016		FALSE		4		29		東北		5		1		4		1.3		4		299		84		2016/10/26　13:40		42669.5694444444

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		68		男		05年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		八戸港外港地区防波堤（第二中央）外消波工事		八戸港外港地区防波堤（第二中央）の消波工、被覆・根固め工及び防波堤（中央）の消波工を施工するものである。		平成28年10月28日 12時0分 頃		陸上		八戸港　河原木地区２号ふ頭		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																				02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										3.50%		3.70%		2.70%		2.70%		７：５０　朝礼、ＫＹ<改行>８：３０　作業開始<改行>１１：３０　コンクリート打設終了　<改行>１１：４０　型枠脱型開始<改行>１２：００　事故発生		消波ブロック(テトラポッド20t型)の型枠脱枠作業中、二段に重ねた上側の型枠のズレを直そうと型枠のボルト穴に吊金具専用フックを掛けクローラクレーンで吊起こしたところ吊金具専用フックが外れ倒れた型枠が作業員と接触し負傷。		・吊金具専用フックを掛け外止め装置が機能しているか確認を行い作業する。<改行>・吊作業を行う場合は、吊荷が着底し、安全が確保出来るまでクレーンの旋回範囲内（荷の直下、荷の振れ及び回転する恐れのある範囲）への立入禁止を確実に遵守する。<改行>・吊荷作業を行う場合は作業指揮者の指示の下クレーン運転手、合図者、玉掛者を配置して吊荷作業を行う。<改行>・作業手順書に安全対策を追記し、安全衛生教育の指導及び援助を行う。また、作業において手順を確実に遵守し、徹底させる。				畑中建設工業株式会社																																																																																																H28-東北-八戸-0401.xlsx		11/14/16 17:49		4/10/18 14:51		2016		10		28		12		0		2016		TRUE		4		17		東北		5		5		0		5.0		21		201		55		2016/10/28　12:0		42671.5

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		30年 00月		はつり工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3				1:労災適用		八代港（外港地区）岸壁（-10m）（改良）付属工事		既設上部工を取り壊すため、ハンマドリルで放電破砕電極設置用の削孔を実施していたところ、雨具の裾がハンドドリルのキリに巻き込まれたと同時に左手も巻き込まれ左手親指を負傷。		平成28年10月28日 15時22分 頃		海上				29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		コンクリート撤去工		2:曇り																20:動力工具								08:はさまれ、巻き込まれ																																																																														（１） 削孔時のハンマドリルの動揺を抑えるため足で本体を固定しながら作業を実施した不安全行動。<改行>（２） 破れた作業着を着用しており、着衣がハンマドリルに巻き込まれるという認識が不足していた安全意識の不足。<改行>（３） 破れた作業着の着用に気づかなかった管理意識の不足。<改行>（４） ハンマドリル回転部への巻き込まれに対し、削孔作業の詳細な注意事項を作業手順書に記載していないリスク管理不足。<改行>		（１） 削孔時のハンマドリルの動揺を防止するため、小型ドリルを使用し先行削孔を実施した後、ハンマドリルの削孔を実施。<改行>（２） 削孔作業時は、両手のみでハンマドリルを保持し、回転部と体の離確を確保することで、着衣の回転部への巻き込まれを防止。<改行>（３） 削孔作業時は、作業着（雨具含む）等の裾をマジックテープバンドで固定することで着衣の回転部への巻き込まれを防止。<改行>（４） 削孔作業の作業注意事項を作業手順書に記載し、安全教育等により作業員に作業手順書を再周知・徹底する。<改行>（５） 朝礼時、元請職員による服装チェックを行い、危機予知活動に服装チェックの項目を入れ、作業開始前に2人1組で互いの服装、保護具チェックを行う。<改行>				(株)本間組																								東翔建設(株)																																																																								H28-九州-熊本-0101.xlsx		11/14/16 9:27		11/14/16 9:27		2016		10		28		15		22		2016		TRUE		8		29		九州		1		30		0		30.0		20		ERROR:#VALUE!		84		2016/10/28　15:22		42671.6402777778

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		岩国		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		09年 01月		とび工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)								1:0～3		3		1:労災適用		岩国港臨港道路新港室の木線仮桟橋工事		本工事は、岩国港臨港道路新港室の木線の仮設工を施工するものである。バイブロハンマとウオータージェットを併用して支持杭（Ｈ４００）の打設を行っていたところ、ジェット管とジェットホースのジョイント部分が作業面である導材から1.5m下がった箇所で外れて水圧によりホースが暴れた。<改行>　その際にホースが作業員に接触し、めがねが外れ、そのめがねが作業員の目に当たり負傷した。<改行>		平成28年11月15日 11時20分 頃		陸上		仮桟橋上		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ウォータージェットホース		16:その他の加害物(　)		ウォータージェットホース		04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																		99:その他										99:その他										99:その他																		橋梁工事の橋脚施工に伴う仮桟橋架設において、基礎となる支持杭(H400)の打設を行っていた。<改行>バイブロハンマとウォータージェットを併用し打設を行っていたが、ジェット管とジェットホースのジョイント部分が、作業面である導材から1.5m下がったところで外れて水圧によりホースが暴れた。<改行>その際にホースが作業員に接触し、めがねが外れ、そのめがねが作業員の目に当たり負傷した。		・支持杭打設箇所から２ｍの待避を行っていたが、待避距離が近かったため、不測の事態に対応できなかった。<改行>・ジェット管とジェットホースを接続するプレートはボルトにより固定されているが、何らかの要因により緩みが生じ外れたと推測される。<改行>・ボルトの締め付け作業はトルク管理の規定はされておらず、スパナを用いての人力作業だった。<改行>		・支持杭打設時の待避距離を、接続箇所が土中に入るまでは５ｍとする。<改行>・ジェットホースが外れた際の振れ幅減少対策として、鋼材を溶接し設置する。<改行>・ボルトの緩み対策として、ボルトとプレートの溶接を行う。<改行>・ボルトの締め付けをトルクレンチにより管理する。				株式会社　ガンシン																				有限会社　サトケン																		措置無し																																																										H28-中国-宇部-0101.xlsx		12/1/16 9:47		12/1/16 9:47		2016		11		15		11		20		2016		TRUE		4		9		中国		1		9		1		9.1		26		299		47		2016/11/15　11:20		42689.4722222222

		中部地方整備局		名古屋港湾空港技術調査事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男				潜水士		10:その他(　)								13:その他(　)								1:0～3		0		1:労災適用		平成28年度　海象観測装置保守・点検業務		当日は下田港に設置の海象観測装置（海象計：設置水深-51m）の点検において、ヘリウム混合ガスによる海象計送受波器点検潜水作業を、潜水士８名（サポートダイバー１名を含む）で行っていた。<改行>被災者の潜水士は潜水作業中、最終減圧点(-9m)での酸素減圧終了後に意識がなくなり、船上からの問いかけに返答せず、呼吸音も聞こえなくなったためホースを手繰り寄せ船上に引き揚げた。船上においても意識が戻らないため、警察・消防に連絡を入れ救急車の出動要請を行った。下田港岸壁到着後に救急車でヘリポートまで向かい、ドクターヘリで病院に搬送された。　医療機関により診断の結果、被災者を急いで引き揚げたため空気塞栓症を発症したと診断された。被災者は搬入当日（11/22）再圧治療、及び翌日(11/23)再圧治療(2回目)を経て、体調に問題ないことから退院した。		平成28年11月22日 14時0分 頃		海上				29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		1:0～50				2:無		26:その他の起因物(　)				16:その他の加害物(　)				23:その他(　)				1307:その他：潜水病、減圧症																																																																								11/22 12:45　潜水開始　海象計架台の清掃、蓋取付<改行>　　　　 13:04　浮上開始　（浮上速度は毎分10m/min）<改行>　　　　 13:09　水深21m　呼吸しているガスをHeO2から空気に切り替え、2分の減圧<改行>　　　　 13:11　水深18m　空気にて2分の減圧<改行>　　　　 13:14　水深15m　空気にて3分の減圧<改行>　　　　 13:19　水深12m　空気にて4分の減圧<改行>　　　　 13:24　水深9m　 水中酸素減圧ステージに入り、酸素に切り替え30分の減圧終了後に意識喪失<改行>　　　　 13:55　水面到達　船上に被災者を引き上げ<改行>　　　　 14:20　作業船が岸壁に到着。被災者をヘリポートに搬送。<改行>　　　　 14:45　ドクターヘリにて病院に搬送<改行>　　　　 15:15　病院到着　MRI等の検査開始<改行>　　　　 17:30　加圧治療開始（1回目）<改行>11/23　9:00　 加圧治療開始（2回目）、治療完了後に再検査を受け、異常なしとのことで、同日に退院				①酸素中毒を回避する為、規定にはない安全対策として酸素減圧30分の途中にエアーブレイク(5分)を入れる。<改行> 酸素の連続吸入を20分までとし、それを超える場合には5分のエアーブレイクをいれ、その後、酸素10分の減圧を行う。従って、酸素20分→空気5分→酸素10分の減圧とする。（減圧時間は計３５分）<改行>②バンドマスク、通話システム、テレビモニター、ガスコントロールは引き続き使用し、船上オペレーターとの通信を現状より多くする。現状では呼吸音の確認と、10分程度に１回の通信を行っているが、通信の回数を５分に１回とする。<改行>③酸素切替時に潜水士の状況を監視する為、水中酸素減圧ステージ横に監視潜水士1名を配備する。<改行>④各現場の作業開始前に、酸素中毒が発生した場合の対処法について、船上オペレーター及び監視潜水士の連携を中心とした、エアーブレイク訓練を行う。<改行>      ※対処法：監視潜水士によるバンドマスクの呼吸切替<改行>⑤高圧則で求められてはいないが、新たに作業に加わる潜水士については、潜水作業従事者の酸素耐性テストの内容を確認する。				ソニック（株）																				千尋海洋技術（株）																																																																												H28-中部-技調-0101.xlsx		12/1/16 13:56		12/8/16 18:08		2016		11		22		14		0		2016		TRUE		23		29		中部		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		26		1307		84		2016/11/22　14:0		42696.5833333333

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		02年 06月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		鹿島港外港地区中央防波堤付属施設築造工事（その２）		■鹿島港外港地区中央防波堤付属施設の基礎工、被覆・根固工、消波工、上部工及び仮設工を施工するもの<改行>■消波ブロックを陸上運搬するためクレーンにてトレーラーに積込みする際、被災者が玉掛けワイヤーの位置を修正しようとし、ワイヤーを手で掴んだため消波ブロックの間に指をはさまれ負傷した。		平成28年12月15日 14時57分 頃		陸上		鹿嶋市　北海浜埠頭用地（消波ブロックヤー		18:コンクリートブロック転置				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		玉掛けワイヤー・消波ブロック		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。																		04:理解度の確認が不十分だった。										77.90%		88.60%		60.00%		88.00%		■08:00　朝礼・ＫＹ活動<改行>■14:57　被災（事故発生）<改行>■15:38　被災者病院到着・診察開始<改行>■17:20　鹿嶋警察による現地実況見聞		■玉掛け者３名のうちの被災した１名が、介錯ロープを持たず、玉掛けワイヤーを直接掴んだ。<改行>■合図者が玉掛けを兼務していたため、死角となった被災者の作業状況を把握することが出来なかった。		①作業手順の再周知及び玉掛け訓練の実施<改行>②玉掛け兼務していた合図者を専任で配置する<改行>③元請け職員などによる監視体制の強化を図る				若築建設（株）		東京支店																		新総建設（株）				（株）姥貝組														文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.2.1～H29.2.28（港湾土木工事）																																																										H28-関東-鹿島-0401.xlsx		12/27/16 13:32		2/1/17 16:40		2016		12		15		14		57		2016		TRUE		8		18		関東		1		2		6		2.5		26		1101		4		2016/12/15　14:57		42719.6229166667

		近畿地方整備局		舞鶴港湾事務所		舞鶴		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		05年 08月		技術員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上				1:労災適用		舞鶴港和田地区岸壁(-14m)地盤改良等工事		本工事は舞鶴港和田地区岸壁(-14m)の陸上地盤改良工、上部工、裏埋工、雑工及び構造物撤去工を施工するものである。<改行>（陸上地盤改良工21、313m3、上部工75.2m、裏埋工2、592m3、雑工 支柱基礎コンクリート1基、構造物撤去工1式）		平成28年12月16日 13時30分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)		陸上地盤改良工		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。		16:勘違い判断をした。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																										42.00%		18.50%		40.00%		4.20%		12 月13 日 新規入場教育、作業手順周知会 雑作業（現場の片づけ等）に従事12 月15 日よりロータリーパーカッションドリル先行削<改行>孔の手元として従事。12 月16 日７:00 朝礼、7:30～10:00 ﾎﾟﾝﾌﾟ荷卸、ｹｰｼﾝｸﾞ入替作業、10:00～11:00 ロータリーパーカッションドリル移動、11:00～12:30 削孔、12:30～13:00 休憩、13:00～13:20 インナーロッド引き抜き、13:20～13:30 CCP ロッド建て込み<改行>13:30 ロッド1.5m×14 本中の10 本目挿入時に被災		陸上地盤改良工事（CCP工法）において、先行削孔のﾛｰﾀﾘｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝﾄﾞﾘﾙの二重管のｲﾝﾅｰﾛｯﾄﾞの引抜<改行>きが終わり、CCPﾛｯﾄﾞをｹｰｼﾝｸﾞに建込み、ﾁｬｯｸで開閉しながら挿入する作業を行っていた。<改行>被災者がﾛｰﾀﾘｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝﾄﾞﾘﾙの操作者にﾁｬｯｸの開閉合図をしながらﾛｯﾄﾞをｹｰｼﾝｸﾞ内に挿入していた際、ﾛｯﾄﾞがｹｰｼﾝｸﾞ内に落ちそうになり、とっさにﾛｯﾄﾞを掴んだため、ﾁｬｯｸとﾛｯﾄﾞの間に指を挟まれた。		(1) ロータリーパーカッションドリルのチャック固定部に防護カバーを取付け、ロッド継ぎ足しの際に手が誤ってはいらない構造にする。<改行>(2) ロッド吊ワイヤーを短くして、ロッドの鉛直変位を無くす。<改行>(3) ロッド挿入合図時は両手を挙げて操作者に合図をする。<改行>(4) 協力会社職長は作業手順書(リスクアセスメント付)を見直し作業手順周知会を再度関係作業員全員に実施する。<改行>(5) 全ての作業において作業手順書の確認を行う。				東洋建設株式会社		大阪本店																		日特建設株式会社																																																																												H29-近畿-舞鶴-0101.xlsx		1/26/17 20:42		1/26/17 20:42		2016		12		16		13		30		2016		TRUE		8		6		近畿		5		5		8		5.7		9		899		84		2016/12/16　13:30		42720.5625

		九州地方整備局		下関港湾空港技術調査事務所		名瀬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男				潜水士		10:その他(　)								13:その他(　)						空気塞栓病		6:死亡				1:労災適用		海象観測装置定期点検・保守		超音波式海象計の潜水点検作業中、作業時間（１５分）が終了したため、浮上を開始した。その浮上途中に水中電話からの応答がおかしく、送気状況が止まってしまった（自発呼吸がない状態）ため、待機ダイバーが潜水した。作業船上での異常確認（自発呼吸の停止、カメラに映る動向に異常があった）のため、送気ホースを作業船上に引き込み緊急浮上させた。心肺停止状態で発見、作業船上へ揚収した。		平成28年12月20日 12時10分 頃		海上				29:その他(　)				23:潜水作業(調査等)																												23:その他(　)		塞栓病		1307:その他：潜水病、減圧症																																																																								       9:00　　作業船が海域到着、1人目潜水開始（海象計変換器電源ＯＦＦ）<改行>       9:11　　1人目作業終了（体調に異変を感じたため、作業を中断して浮上した）<改行>       9:20　　2人目潜水開始<改行>      10:03　　2人目作業終了<改行>      10:25　　3人目潜水開始<改行>      11:11　　3人目作業終了<改行>      11:48　　4人目松本和久さん潜水開始<改行>      11:51　　被災者　架台位置到着（潜水開始より3分）水深計５５ｍ<改行>      11:59　　被災者　浮上開始作業時間１１分<改行>      12:08　　作業船上より119番要請一度通話が途切れたが119番より掛かってきた（通話記録12:10）<改行>      12:12　　発注者へ事故発生の第一報連絡<改行>      12:14　　名瀬港事務所へ事故発生の第一報連絡<改行>      12:20　　前後作業船が基地港長浜に到着、救急車は先に到着していた<改行>      12:21　　奄美海上保安部交通課へ事故発生の第一報連絡<改行>      12:26　　奄美警察署に事故発生の第一報連絡		・事故発生の原因については、現在、確認中 。 		・調査再開のため、新たな潜水計画について、専門的な知見を持つ、日本潜水協会に確認。<改行>　　　・確認内容については、以下のとおり。<改行>　　　  潜水作業の実施において必要とされる安全対策<改行>　　　　① 潜水作業に従事する潜水士の管理について<改行>　　　　　　健康診断結果及び健康状態の確認を適切に実施、混合ガスを使用した潜水の特別教育の実施。<改行>　　　　② 潜水作業の実施体制について<改行>　　　　　　単独潜水ではなく２名以上の潜水士による作業、待機潜水士の配置、潜水作業に精通した技術者の配置、<改行>　　　　　　非常時に対応した体制の構築、専門医療機関との事前調整等。<改行>　　　　③ 使用機材等について<改行>　　　　　　潜水管理を行う場合の使用ソフトの適合性の検証、使用する混合ガスに適合した<改行>　　　　　　機器の使用、再圧室の使用方法についての事前調整等。<改行>　　　　④ 潜水作業の実施について<改行>　　　　　　潜水作業手順の遵守、ガスチェンジ時における確認等。<改行>　　　　⑤ 潜水事故発生に対する教育・訓練について<改行>　　　　　　潜水事故への対応手順の周知、事故事象への対処訓練の実施等。<改行>				(株)ソニック																				(有)沖海工　																																																																												H28-九州-技調-0101.xlsx		12/26/16 15:07		4/12/18 15:55		2016		12		20		12		10		2016		TRUE		23		29		九州		6		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		1307		23		2016/12/20　12:10		42724.5069444444

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		04年 10月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷		13:その他(　)				挫創		1:0～3		0		1:労災適用		小名浜港東港地区岸壁（-18m）（耐震）本体工事		小名浜港東港地区岸壁（-18m）の本体工及び被覆・根固工を施工するものである。		平成29年1月28日 13時12分 頃		海上		プラント台船上		09:杭及び矢板				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		H型綱（H-300）		02:転倒				0102:墜落：架設通路から																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。								10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										31:現場内連絡調整が不備だった。										87.00%		84.00%		45.00%		45.00%		８：００　朝礼、ＫＹ<改行>８：１５　作業開始（プラント台船艤装解除）<改行>１２：１０　昼休<改行>１３：１２　事故発生<改行>		プラント台船上から昼礼場所の岸壁へ移動する際、台船上の通路にガス切断機が置いてあり、避けて通行するため解体中の通路を跨いだところ足を踏外し転倒して負傷。		・通路上に支障となる物を置かない。<改行>・通路に開口部が出来た場合は足場板を敷き水平とするとともに注意喚起看板を設置する。<改行>・安易に跨がず下段に降りて歩行することを周知徹底する。<改行>・作業通路の変更や開口部が生じた場合は一時作業を中断し周知してから再開する。<改行>・通路の点検を行い必要時は改善指導を行う。		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社 		東北支店		株式会社大本組 		東北支店																																																																																										H28-東北-小名浜-0401.xlsx		2/8/17 9:45		4/10/18 14:50		2017		1		28		13		12		2016		TRUE		2		9		東北		1		4		10		4.8		11		102		1		2017/1/28　13:12		42763.55

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		08年 06月		潜水士		04:胸部								13:その他(　)						縦隔気腫		3:9～15		11		1:労災適用		小名浜港東港地区岸壁（-18m）（耐震）本体工事		小名浜港東港地区岸壁（-18m）（耐震）の本体工及び被覆・根固工を施工するものである。		平成29年2月9日 9時40分 頃		海上		小名浜港港内　東港地区		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				4:雪				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		送気ホース		17:加害物なし				23:その他(　)		潜水災害		1307:その他：潜水病、減圧症																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。		13:油断、軽視した。								03:機械・器具に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										89.00%		85.00%		25.00%		25.00%		７：３０　朝礼、ＫＹ<改行>８：１５　袋詰玉石据付作業開始<改行>９：１０　２回目潜水作業開始<改行>９：４０　事故発生　		袋詰玉石の据付作業中に潜水士の送気ホースがマスク式潜水器から約80㎝の箇所で突然破損したことから、潜水士自ら潜水器を取り外し緊急浮上したもので診断の結果、縦隔気腫、減圧症疑いと診断された。		・劣化の確認を行いやすいよう損傷防止テープを巻かず、目視点検出来るようにする。損傷防止テープが巻かれていた場合は始業前及び定期点検時に剥がし、点検を行うよう周知する。<改行>・月例点検時に、潜水作業事業者及び元請けが立会、潜水機器に関する劣化状況を確認する。<改行>・送気ホースの使用開始時期をプレート等により表示し、使用年数を目視確認出来るようにし、使用年数を元請けに元請けに報告する。<改行>・潜水点検簿を、マスク式潜水器から10ｍ程度部分が損傷しやすいため、この部分を重点的に点検するように改定、指導する。		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社 		東北支店		株式会社大本組 		東北支店																																																																																										H28-東北-小名浜-0501.xlsx		2/20/17 16:53		4/10/18 14:50		2017		2		9		9		40		2016		TRUE		23		8		東北		3		8		6		8.5		26		1307		23		2017/2/9　9:40		42775.4027777778

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		29年 00月		主任技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断		04:骨折						4:16～30						八代港(外港地区)岸壁(-12ｍ)(改良)工事		鋼管振れ止めを吊るワイヤーを直すための作業中にワイヤーと滑車の間に右手指を巻き込まれた。		平成29年2月10日 11時45分 頃		陸上				09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り						3:中風（4～8）																		08:はさまれ、巻き込まれ																																																																												平成29 年 2 月 10 日（金）事故当日<改行>８：００～ 朝礼<改行>８：１０ KY・ミーティング実施 （監理技術者、職長→作業員）<改行>８：１５ 鋼管杭打設作業開始<改行>１０：５０ 杭打機振れ止めワイヤーの切断<改行>１０：５０ ワイヤーの復旧方法について現場打ち合わせ（職長→作業員）<改行>１１：１５ ワイヤーの復旧作業開始<改行>１１：４０ 現場代理人(事務所)と監理技術者(現場休憩所)で電話連絡により強風により午後からの作業を中止することを決定<改行>１１：４５ 被災者がワイヤーとシーブ（滑車）の間に右手を巻き込まれ被災した。<改行>１１：４８ 監理技術者の現場連絡車にて、熊本総合病院へ搬送<改行>１１：４９ 発注者へ事故発生第一報を電話で連絡（現場代理人→発注者）<改行>１２：００ 発注者現場到着 現場にて事故発生状況を確認（現場代理人より発注者へ状況説明）<改行>１２：０５ 被災者 熊本総合病院到着（管理技術者より現場代理人へ報告）		１） 振れ止めワイヤーの修復作業の作業手順について、作業員への説明が口頭のみで実施したため、各自の認識が不十分であった。<改行>２） 当日の作業内容打合わせ時にない作業の実施を元請会社に報告しなかったことにより、元請職員が当該作業を見落とした。<改行>３） 職長がワイヤーコッターとハンマーの接触の可能性を確認し、杭打ち機のオペレーターに伝えたが、確実に伝わっていなかった。<改行>４） ワイヤー修復作業中に、合図無しで油圧ハンマーを操作した。<改行>５） ワイヤー修復作業中に、動き出したワイヤーに触れるという危険な動作が行われた。<改行>６） 振れ止めワイヤーの仮固定位置がワイヤーコッターと油圧ハンマーが接触する位置あった事でワイヤーを切断した。		① 杭打機のワイヤー交換作業については杭打機リーダーを倒して行うこととし、作業手順書を作成して周知を図る。<改行>② 作業手順書に記載がない作業が発生した場合には、元請会社に報告し、その都度作業手順書を作成、周知してから作業を実施する。<改行>③ 重機の操作は合図マンの指示によるものとし、直接合図が確認しにくい場合や細かい指示については重機を停止し、伝達する。また、確実に実行されたかを確認する。<改行>④ 安全教育において、関係法令遵守や作業手順書を周知し再教育を実施する。<改行>⑤ 元請け会社による専属の安全監視員を配置し安全管理の強化を図る。<改行>⑥ 振れ止めワイヤーの仮固定位置を油圧ハンマーと干渉しない位置に変更する。				(株)不動テトラ																				(株)塩見組																																																																												ー28-九州-熊本-0101.xlsx		3/13/17 11:04		9/6/17 18:15		2017		2		10		11		45		2016		TRUE		8		9		九州		4		29		0		29.0		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		47		2017/2/10　11:45		42776.4895833333

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		68		男				担当技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折						左橈骨尺骨遠位端骨折		1:0～3		0		1:労災適用		東京港臨港道路南北線中央防波堤内側地区接続部及び沈埋函(1号函)製作・築造工事		　本工事は、接続部及び沈埋函（１号函）製作・築造に伴う工種を施工するものである。<改行>　なお、事案は測量準備において鋼管矢板上に足場板を設置したが、足場板端部（支点）が外れ墜落し負傷したものである。		平成29年2月20日 8時15分 頃		陸上		中央防波堤内側埋立地の施工場所		09:杭及び矢板				84:その他(　)		施工管理（出来形測量）		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		鋼管矢板		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。								10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										32.20%		33.60%		95.00%		95.00%		■07:30　朝礼<改行>■08:00　測量の準備に着手<改行>■08:15　事故発生・被災<改行>■08:25　病院に搬送		■被災者の不安全行動		■鋼管矢板上に足場、安全設備を整備する<改行>■安全設備の総点検及び再教育を行う<改行>■単独作業の禁止並びに作業方法（手順）の見直し		鹿島・東亜・あおみ特定建設工事共同企業体		鹿島建設（株）		東京土木支店		東亜建設工業（株）		東京支店		あおみ建設（株）		東京支店																												文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.3.16～H29.5.15（港湾土木工事）								文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.3.16～H29.5.15（港湾土木工事）								文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.3.16～H29.5.15（港湾土木工事）																																										H28-関東-東京-0401.xlsx		2/24/17 15:31		3/16/17 21:15		2017		2		20		8		15		2016		TRUE		1		9		関東		1		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		ERROR:#VALUE!		11		101		84		2017/2/20　8:15		42786.34375

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		03年 11月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		10:その他(　)				腰		01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		小名浜港東港地区臨港道路現況把握業務		小名浜港東港地区臨港道路の維持管理計画書作成に必要な施設の初回点検として現況把握を行うものである。		平成29年3月2日 16時50分 頃		陸上		橋梁桁内		29:その他(　)		マーキング設置		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				3:雨								2:0～10								26:その他の起因物(　)		橋梁開口部		17:加害物なし				01:墜落・転落				0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。		31:無理な姿勢で作業した。						10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。				80.00%		80.00%		100.00%		80.00%		８：１５　朝礼、ＫＹ<改行>８：５０　作業開始<改行>１６：５０　事故発生<改行>１８：００　自力で移動し、社用車にて帰社し事故報告		橋梁の桁内マーキング作業が終了し、航路部から桁内出入口のある３号ふ頭部へ移動している際にＰ４橋脚上の橋桁遊間上から足を踏み外し、1.4m下のＰ４橋脚橋座面に転落し、負傷。		・機材はリュックに収納し、両手が空いた状態移動する。また、危険と判断した場合は指示仰ぎ行動する。常に安全帯を携帯し移動する。<改行>・仮設足場を設置したのち、常設足場の検討を行い設置する。作業期間中は開口部にある扉を開口した状態で固定する。<改行>・不安全行動について再教育を行う。現場状況の変化に合わせ作業計画の見直しを行う。<改行>・事故が発生した場合は、被災者又は同行者が速やかに報告するよう周知徹底する。		オリエンタルコンサルタンツ・東日本建設コンサルタント設計共同体		株式会社オリエンタルコンサルタンツ 		福島事務所		株式会社東日本建設コンサルタント 																																																																																												H28-東北-小名浜-0601.xlsx		3/14/17 19:52		4/10/18 14:50		2017		3		2		16		50		2016		TRUE		1		29		東北		1		3		11		3.9		26		110		1		2017/3/2　16:50		42796.7013888889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		03年 00月		鉄筋工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部(MP5・6)橋梁下部工事		■橋梁下部工施工(MP5･6橋脚)のため、工場製作工、仮設工、ニューマチックケーソン工及び調査工を施工<改行>■ブラケット足場から内部足場に移動する際、右足をあげて手摺を跨ごうとしたとき右足が手摺（端部ストッパー）にあたりバランスを崩し、ブラケット足場から約3.1ｍ下の隔壁コンクリート打継面に墜落した。		平成29年3月20日 11時45分 頃		陸上		川崎市川崎区水江町（ＭＰ５橋脚）		11:ケーソン製作(陸上施工)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								12:作業床等				03:作業床				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		33:保護具の選択、使用方法を誤った。																04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								33.00%		33.00%		15.00%		15.00%		■11:45　足場から転落<改行>■11:50　川崎幸病院到着（レントゲン及びCT撮影、処置）<改行>■12:43　川崎臨港警察現場検証<改行>■16:56　労基署へ電話連絡。休日で不在だったためFAX送信<改行>■（3/21）14:30　労基署に事故状況を説明		ブラケット足場から内部足場への移動の際に、一時的に安全帯を外して手すりを跨ごうとしており、高所作業での危険意識が欠如していた。移動時に安全帯を使用する明確なルールを定めておらず、さらに内部足場への移動する出入口を定めていなかった。		■ブラケット足場上作業では2つ安全帯を装備し、1つ安全帯が常時親綱等にかけるようルール化する。<改行>■足場上では常に転落の危険があることを繰り返し教育し、安全意識を向上させる。<改行>■作業手順書に足場の移動の際、安全帯の常時使用を明記する。<改行>■ブラケット足場と内部足場を移動する際の出入口を現地に明示する。		清水・五洋特定建設工事共同企業体		清水建設（株）		土木東京支店		五洋建設（株）		東京土木支店																						（株）山田鋼業										文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点　H29.4.27～H29.6.26（空港等土木工事）								文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点　H29.4.27～H29.6.26（空港等土木工事）																																																		H28-関東-京浜-0801.xlsx		3/30/17 10:37		5/8/17 11:33		2017		3		20		11		45		2016		TRUE		1		11		関東		4		3		0		3.0		12		101		54		2017/3/20　11:45		42814.4895833333

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		37年 06月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折						右手小指の骨折		1:0～3		0		1:労災適用		東京港臨港道路南北線10号地その2地区陸上トンネル築造工事		　本工事は、東京港臨港道路南北線10号地その2地区陸上トンネル築造工事に伴う土工、本体工、撤去工、仮設工、地盤改良工、道路付属施設工、撤去復旧工、施設撤去移設工、付帯工、計測工及び調査工を施工するものである。		平成29年3月24日 11時50分 頃		陸上		10号地その2地区		29:その他(　)		計測工		84:その他(　)		通信線の鋼材養生		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								24:材料等		鋼材		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										60.60%		57.50%		50.00%		50.00%		　被災者は、作業相番者と二人で計測線を鋼材で養生する作業を行っていたところ、鋼材を動かした際に隣の鋼材との間で右手小指を挟んだ。		■11:50　事故発生<改行>■12:25　労基署へ電話連絡（一報）<改行>■12:46　慈恵医科大学付属病院到着（処置）※今後は自宅から通院可能な横浜市立市民病院<改行>■（3/27）9:00　労基署に報告（災害状況、不休災害）		■緊急安全対策の開催、緊急安全教育の実施により事例の周知とともに安全意識の高揚を図る<改行>■ATKY活動の確実な実施により、当日の作業内容に応じた危険ポイントの確認を行う。<改行>■計測ケーブルは原則埋設する。<改行>■注意喚起看板および垂れ幕により安全意識の高揚を図るとともに、1人ATKY活動を推進する。<改行>■安全衛生連絡協議会による合同パトロールを実施する。		大林・日本国土・株木特定建設工事共同企業体		（株）大林組		東京本店		日本国土開発（株）				株木建設（株）		東京本店										（株）エスコ																		措置無し								措置無し								措置無し																																										H28-関東-東京-0501.xlsx		3/30/17 10:38		5/8/17 11:38		2017		3		24		11		50		2016		TRUE		8		29		関東		1		37		6		37.5		24		1102		84		2017/3/24　11:50		42818.4930555556

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		52		男		23年 00月		とび工		02:頸部		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		右大腿骨		04:骨折		02:創傷		13:その他(　)		脳梗塞、クラッシュシンドロームによる腎機		5:31以上				1:労災適用		那覇空港滑走路増設北側進入灯橋梁工事		本工事は、那覇空港滑走路増設北側進入灯の橋梁下部工における橋台工、橋脚工（鋼杭式）、橋脚躯体工、橋梁上部工における工場製作工、工場製品輸送工、鋼橋仮設工、橋梁現場塗装工及び橋梁付属工を施工するものである。		平成29年5月29日 11時10分 頃		海上		那覇空港地先		09:杭及び矢板				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの																D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった		26:危険有害な場所に入った。																				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。				17:安全標識がなかった。						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								28.20%		21.80%		28.60%		10.30%		①09:30　　当該作業船（第８御在所号）が-13岸壁より空港現場へ向け出港<改行>②11:00  　現地海域へ到着し係留作業を開始<改行>③11:10　　事故発生　台船が鋼管杭打設用の導杭に接触、その際、導杭上に設置していた導材(H=400、L=4.0m)が台船上に落下し跳ね、台船上にいた被災者2名に当たり負傷。<改行>④11:23　　監理技術者が元請け職員より連絡を受け発注者へ事故発生報告		＜直接的要因＞<改行>①台船と導杭の接触<改行>・アンカーの効きが不十分で台船が風と潮により流されてしまった。<改行>・深浅図よりスパッドが使用可能と判断していたが想定より水深が深かったためスパッドが１本しか効かなかった。<改行>＜間接的要因＞<改行>②導材ブルマンのゆるみ<改行>・時化により導杭が揺れてブルマンが緩んで両端固定のうち片側がはずれた。<改行>・時化による有義波1.0ｍ程度の揺れではブルマンが外れることを想定していなかった。<改行>③落下物に対するリスクマネジメント不足<改行>・緩んだブルマンを締め直す作業を台船係留後行う予定にした。<改行>・不安定な状態である導材の直下に作業員が入った。<改行>・ブルマンの緩みに気づいていたことに対する備えがなかった。		＜現場における対策＞<改行>　　（台船の係留方法について）<改行>・アンカーにて係留する場合は、スパッドや補助押船による操作に頼ることなく係留できるよう、通常錨船時の基準である水深×3+90mに余裕を見て、200～250ｍのアンカーのワイヤー長として、投錨する。<改行>・係留作業時に台船が流された場合は防止体制を整えた後に再度係留作業を行う。<改行>・深浅図に構造物の位置を明示する。また、スパッド設置位置周辺の水深をレッドで事前に確認する。<改行>・スパッド使用可能水深を２３．５ｍまでとし、スパッドが使用不可能な範囲を施工箇所平面図に明確にし、スパッドで係留する箇所と、アンカーで係留する範囲を計画し、各係留方法を具体化する。<改行><改行>（ブルマンの緩みについて）<改行>・導材落下防止を強化する。<改行><改行>（落下物に対するリスクマネジメント不足について）<改行>・元請下請相互による作業箇所の水深チェックを行う。<改行>・導材落下防止措置の点検、整備方法を見直す。<改行>・落下物に対する注意喚起を強化する。<改行><改行>＜事故再発防止に向けた安全教育の実施＞<改行>・事故再発防止会議を招集し、事故の原因を共有し、事故再発防止対策を講じる。<改行>・全作業員を対象に事故再発防止のための安全教育を実施する。<改行>		五洋建設(株)・(株)國場組異工種建設工事共同企業体		五洋建設　株式会社																				株式会社　種瀬組												沖縄総合事務局管内		reserved-42916x1F		reserved-42929x1F																																				労働基準監督署		reserved-42893x1F		（指導票）　（１）海底の状況に応じた係留作業の手順の見直しをすること。（２）海底が特殊な地形である場合、より詳細な海底調査を行なったうえ、安全な係留手順の検討を行ない、関係労働者に周知し作業を行なうこ																				H29-沖総局-那覇-0101.xlsx		7/26/17 15:49		7/26/17 15:49		2017		5		29		11		10		2017		FALSE		4		9		沖縄		5		23		0		23.0		8		203		14		2017/5/29　11:10		42884.4652777778

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		25年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		稚内港ケーソン製作その他工事		当日、8:00より潜水士船を使用して水中での均し作業を開始、事故当時は手均しで置いた捨石【大きさ40cm程度(重量120kg程度)】が不安定な状態にあったことから、これが潜水士の左手方向に傾き、被災者の左手が石に挟まれ薬指の爪を受傷した。		平成29年5月30日 11時40分 頃		海上		捨石マウンド上		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		石		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										04:安全度が不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										33.10%		50.90%		24.50%		68.60%		7:15 朝礼　8:00 末広ふ頭施工箇所にて、潜水作業開始　11:40 事故発生、潜水士浮上 11:45 潜水士船に乗船している連絡員より直ちに現場代理人へ報告 11:50 現場代理人が発注者へ連絡　12:00 被災者を稚内市立病院へ搬送(搬送者 牧野潜水工業 牧野)　12:15 受注者(本社)より、労働基準監督署へ電話連絡 12:30 受注者(本社)より、稚内海上保安部へ電話連絡 13:15 受注者から発注者へ被災箇所や被災者の情報を報告 13:30 現場代理人が稚内海上保安部と現場確認 15:15 被災者は病院での治療を終え、現場事務所に戻る 16:00 現場休憩所にて緊急の安全大会を実施		①捨石均しにおいて、石を動かす場合には、石の大きさによってウィンチや金テコ等の器具を使用すべきであった。②被災者は、被災時に取り扱った捨石程度であれば直接移動が可能、との過信した判断があった。		①捨石均しに関する基本手順を再確認し、極力、ウィンチや金テコ等の器具を使用し、手を挟むリスク低減に努める様、指導した。②当現場の潜水士の高齢化に伴う体力低下を考慮し、特に捨石の大きさ30cm程度(70kg程度)以上については、潜水士が直接、中割石を移動しないこととする。③上記の捨石の大きさをより分かりやすくするため、サンプルの捨石をＫＹ実施箇所に常備し、作業従事者が触れることにより、感覚的に判断できるようにした。④朝礼時の危険予知活動、日々の打合わせ時において、基本手順を繰り返し周知徹底することにより意識向上を図る。　				藤建設株式会社																				有限会社牧野潜水工業												措置なし																																																																H29-北開局-稚内-0101.xlsx		6/14/17 10:07		6/14/17 10:07		2017		5		30		11		40		2017		TRUE		8		8		北海		1		25		0		25.0		26		1399		42		2017/5/30　11:40		42885.4861111111

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		20年 00月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港塩釜港区貞山地区岸壁（-9m）基礎（改良）工事		仙台塩釜港塩釜港区貞山地区岸壁（-9m）の構造物撤去工、仮設工、海上地盤改良工、土捨工及び現地調査を行うものである。		平成29年6月21日 9時45分 頃		陸上		宮城県塩竃市　仙台塩釜港塩釜港区内		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄﾎｰｽ		15:起因物と同じ				06:激突され				1299:工具等取り扱い：その他																A:危険だと思わなかった				10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。				17:危険を知らずにやった。																				03:機械・器具に欠陥があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										17.00%		4.50%		100.00%		64.40%		8:00 朝礼・体操<改行>8:15 KY・作業手順打合せ<改行>8:20 作業開始<改行>9:40 3本目の先行掘削開始<改行>9:45 事故発生		鋼矢板打設に伴う先行掘削（ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ工法）作業中、打ち込みに伴い、ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄﾎｰｽが打設箇所周辺に重なるのを防ぐためにﾎｰｽを引っ張っていた。その時、ﾎｰｽが破裂し、跳ねたﾎｰｽが被災者の左足に当たり負傷した。<改行>		・ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄﾎｰｽの目視点検が出来る点検表を作成し点検を行う。<改行>・作業開始前にｶﾗｰｺｰﾝとｺｰﾝﾊﾞｰで立入禁止区域を明示し、作業員がｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄﾎｰｽ近くにいないことを確認して作業を行う。<改行>・地面に折重なったｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄﾎｰｽの取り扱いに対しては、必ずｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄﾏｼﾝのｴﾝｼﾞﾝを停止させ、圧力ｹﾞｰｼﾞで圧力減少を確認した上でﾎｰｽのたるみをとることとする。				若築建設株式会社		東北支店																																																																																														H29-東北-塩釜-0101.xlsx		7/7/17 14:00		3/16/18 16:46		2017		6		21		9		45		2017		TRUE		6		9		東北		1		20		0		20.0		26		1299		47		2017/6/21　9:45		42907.40625

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		37		男		09年 00月		ボーリング工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京国際空港J誘導路他土質調査		ボーリング掘削後、ロッド先端をコアチューブから標準観入試験用サンプラーに取り替えるためにロッドを引き揚げしていた。オペレーターはマシン操作、助手(被災者）はロッド落下防止のホルダーを両手で押さえていたが、ロッドが振られた拍子にロッドホルダーが落下し、ホルダーを持っていた手（左手小指）がホルダー受けの鋼材とレバーの間に挟まれて負傷した。		平成29年7月1日 2時25分 頃		陸上		東京国際空港J誘導路		03:土質調査				25:試錐				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30		3:200～500						21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。				11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。						03:機械・器具に欠陥があった。				04:安全度が不足だった。						17:下請け指導が不適切だった。				19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						37.40%		36.10%		44.00%		48.00%		00:10　掘進作業開始<改行>02:25　事故発生<改行>02:35　出血がほとんど無いため、受注者が病院に搬送することを発注者から了解を得る<改行>03:10　東京労災病院到着、治療開始<改行>04:28　全作業員、作業範囲から退去完了（作業中止）		①ロッドの横揺れの影響によりホルダー台がロッドホルダー操作者（被災者）側に移動を防止する構造ではなかった<改行>②ロッドの横揺れの影響でホルダー台が移動及び落下する可能性に対する意識が低かった<改行>③当初想定していた病院では、対応できる担当医が不在だった		①ホルダー台及びロッドホルダーの移動・落下を防止する構造とする<改行>②事故後安全協議会を開催し、事故原因とその他作業の危険性を点検し、事故発生防止に対する意識向上を図る。またボーリングマシン点検表、作業手順の内容を見直し、作業再開までに周知する<改行>③当初想定していた病院に加え、近隣病院を加える				千葉エンジニアリング（株）																																						措置無し																																																										H29-関東-東京空港-0501.xlsx		8/3/17 16:11		8/3/17 16:29		2017		7		1		2		25		2017		FALSE		8		3		関東		1		9		0		9.0		21		1299		25		2017/7/1　2:25		42917.1006944444

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		04年 05月		警備員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上				1:労災適用		平成29年度名古屋港清龍丸航海当直補助業務		　清龍丸は7月4日に出航予定であったが、7月2日に発生した台風3号の影響により名古屋港空見ふ頭V3岸壁での待機となり、当直補助者として2名の警備員を要請した。<改行>　被災した警備員は、7月4日16時50分頃、空見ふ頭V3岸壁に到着し、清龍丸に乗船しようとしたところ、16時55分、舷梯から足を滑らせて後方に落下した。<改行>　被災者は右手に手荷物、左手（片手）で舷梯ロープを持って渡っていたところバランスを崩し、右肘から受身を取る様に倒れ込み、腰を強打（打ち身）及び右肘を強打（骨折）した。<改行>　この時間帯は、台風3号の接近にともなう激しい降雨になっており、急いで乗船しようとした。		平成29年7月4日 16時55分 頃		陸上		名古屋港空見ふ頭V3岸壁[清龍丸舷梯」		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				3:雨						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						11:足場、通路				05:階段・梯子等				02:転倒				0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から																																																																								７／４<改行>　・12:00　台風3号接近に伴う第一次警戒体制（準備体制）発令<改行>　・13:00頃　警備員の配備について指示<改行>　・15:00　被災者に社内で「清龍丸航海当直補助業務要領」に基づき業務内容及び注意事項を説明<改行>　・16:50頃　警備員到着、台風3号の影響により急激に雨量が増えた<改行>　・16:55　清龍丸舷梯にて事故発生		・台風の影響による不定期な警備要請であったため、配備された警備員2名のうち1名（被　災者）は清龍丸の勤務が初めてであり、不慣れな現場であった。<改行>・被災者は急な降雨もあり急いで乗船しようとした。		・新規入場者は、「清龍丸　航海当直補助業務要領」による教育とあわせて、現地の確認を行わせてから配備する。<改行>・風雨などで足下が滑りやすい場合は、荷物は背負い舷梯ロープを必ず両手で持ち、足を滑らせても落下しないように乗船する。<改行>				創警管財株式会社																																						措置無し																																																										H29-中部-名古屋-0101.xlsx		8/14/17 12:58		8/14/17 12:58		2017		7		4		16		55		2017		TRUE		2		29		中部		5		4		5		4.4		11		110		1		2017/7/4　16:55		42920.7048611111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		64		男		07年 03月		防護柵工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								07:火傷								1:0～3		3		1:労災適用		東京国際空港国際線地区構内道路舗装等工事		新設歩道部にガードパイプの支柱を打ち込み中、東京電力管を破損させ電力ケーブルを損傷し、日本航空(株)羽田整備ビル第二ハンガーを51分間停電させた。また、ガードパイプ引き抜き時にスパークし、熱せられた土砂が噴出して作業員が顔面を火傷した。		平成29年7月12日 16時34分 頃		陸上		東京国際空港環状八号線施工箇所		22:舗装				84:その他(　)		防護柵工支柱打ち込み		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30								22:仮設物・建造物等				12:電気的エネルギーによるもの				12:高温の物との接触				0999:電気：その他の作業		A:危険だと思わなかった														A:危険だと思わなかった																																						04:理解度の確認が不十分だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。						34.00%		27.00%		5.00%		3.00%		ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟの支柱を打込中、東京電力管を損傷させ、電力ｹｰﾌﾞﾙを損傷し日本航空㈱羽田整備ﾋﾞﾙ第二ﾊﾝｶﾞｰを51分間停電させた。<改行>また、打ち込みが鈍くなったため、一旦作業を止めてｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟを引き抜いたところｽﾊﾟｰｸして、熱せられた土砂が噴出して作業員の顔面にかかり火傷した。<改行>診断結果は火傷Ⅱ度、薬と通院で跡は残らない程度との事。目・鼻・口・耳に異常は見られなかった。		①埋設位置を示すマーキングが消えていたため、記憶を頼りにマーキングをした（結果間違っていた）<改行>②探査機で反応が無かったため周囲には埋設管が無いと思い込んだ<改行>③一度埋設管の防護コンクリートに当たったが、何に当たったか確認せずに位置をずらして再開した<改行>（確認してれば埋設管に気がついてた）<改行>④探査機に不慣れな作業員が一人で探査した<改行>⑤打ち込み機のすぐそばに作業員がいた		・ﾏｰｷﾝｸﾞは埋設物管理者立会いのもとで行う。<改行>・探査機の使用方法について、再教育を行う。又ﾀﾞﾌﾞﾙﾁｪｯｸの為、2人で行う。<改行>・想定した埋設物の前後1ｍ以内については該当構造物の深さまでの試掘を実施する。<改行>・一度確認した埋設物については消えないように木杭等にて消えないように明示する。<改行>・作業員が近づく必要がないように立入禁止措置を取る。・本支店管理職による現場従事職員への再教育を行う。				地崎道路(株)		東京																														文書注意																																																																H29-関東-東京空港-0701.xlsx		8/22/17 14:23		8/22/17 14:23		2017		7		12		16		34		2017		FALSE		12		22		関東		1		7		3		7.3		22		999		84		2017/7/12　16:34		42928.6902777778

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		02年 11月		普通作業員		10:その他(　)						疾病なし		13:その他(　)						疾病なし		1:0～3		0				函館港若松地区岸壁改良工事		　磁気探査に使用しているクレーン付台船の転錨作業を行っていたところ、台船が風に流されたことによりアンカーロープが緊張し、玉掛け作業のため待機していた船外機船にロープが引っ掛かり、船外機船が転覆し船員１人が海中へ転落。船外機船からの油（ガソリン100cc程度）をマットにより回収。		平成29年7月19日 13時30分 頃		海上		函館港若松地区		02:探査工				02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		08:作業船				16:その他の加害物(　)		アンカーロープ		01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。				04:作業標準を守らなかった。						A:危険だと思わなかった				21:連絡合図がなかった。																																												8.00%		8.00%		65.00%		65.00%		・19日13:30事故発生、13:55受注者から事務所へ第１報、13:57請負者から海上保安部へ報告、13:58事務所から築港課へ第１報、14:15海保実況検分、14:30油処理作業終了、14:50函館西警察署へ報告、15:13労働基準監督署へ報告、15:30警察実況検分、17:30作業従事者への海保の聞き取り<改行>・20日 8:30現場代理人が海保へ行く、10:00転落者が病院で診断(異常なし)、15:15現地事故調査員会の実施<改行>・22日 7:30～9:30緊急工事安全大会・安全教育開催。 その後、作業再開。		転錨作業のため船外機船がアンカーブイ近くで玉掛けのため待機していたがクレーン付台船のフックが届かなかったため、クレーン付台船を移動させることとなったが、玉掛け作業を行う船外機船に対し、クレーン付台船から指示を出していた世話役（オペレーター兼任）が直ちに回避指示を出さなかった。		　作業のやり直しが決定した時点で、速やかに、クレーン付台船の世話役からの回避指示により、船外機船の回避行動を確実に行うよう徹底させる。				東洋建設株式会社		北海道支店																		矢口港湾建設株式会社												措置なし																																																																H29-北開局-函館-0101.xlsx		8/4/17 14:37		8/4/17 14:37		2017		7		19		13		30		2017		TRUE		1		2		北海		1		2		11		2.9		8		122		2		2017/7/19　13:30		42935.5625

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		01年 06月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)				10:その他(　)		下唇挫傷		04:骨折								2:4～8		8		1:労災適用		小名浜港東港地区航路・泊地(-18m)浚渫外工事		小名浜港東港地区航路・泊地(-18m)の浚渫工、土捨工、護岸(防波)の上部工、裏込・裏埋工及び水質調査を施工するものである。		平成29年7月20日 11時20分 頃		海上		小名浜港港内　浚渫施工区域内		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ワイヤ		02:甲板				03:激突				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。								22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。		12:各種安全活動が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。						75.80%		52.50%						07:30 朝礼<改行>08:00 現地KY(浚渫船甲板)<改行>11:20頃 事故発生		ポンプ浚渫船において、右舷補助スパッドの位置を補正するため、揚錨船に搭載している補巻ワイヤーをポンプ浚渫船のスパッドホルダーのピースにシャックルで取り付け、スパッドホルダーを回転させスパッドの位置を修正した後、被災者が補巻ワイヤーの介錯を行うためポンプ浚渫船の右舷船尾で介錯ロープを手にしていた際に、補巻ワイヤーの重さに引っ張られて海中転落しそうになったため、揚描船に飛び移ろうとして体勢を崩して揚描船の船首デッキに左手を打ちつけ負傷した。		・安全意識の改善を図るために、ＫＹ時に事故事例を挙げてより具体的なイメージを共有しながら危険予知を行う。<改行>・介錯ロープの張りを抑えられない場合は手を緩める。またはロープを離すようにする。<改行>・作業員の配置位置を見直し、介錯ロープは広い浚渫船デッキ上で取るようにする。<改行>・作業員、職員全員で作業手順と安全対策を話し合う。話し合った結果を反映させた作業手順書を作成し、周知徹底する。　<改行>・介錯ロープを追加で取付け、負荷を分散させ、介錯を安定させる。<改行>		五洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東北支店		りんかい日産建設株式会社		東北土木支店																																																																																										H29-東北-小名浜-0101.xlsx		8/7/17 17:01		3/16/18 15:45		2017		7		20		11		20		2017		TRUE		3		5		東北		2		1		6		1.5		26		1104		3		2017/7/20　11:20		42936.4722222222

		九州地方整備局		唐津港湾事務所		伊万里		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		00年 07月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3						伊万里港（七ツ島地区）道路（橋梁下部工）工事		工受桁の添接作業において、ボルトを片面（ナット側）からシャーレンチで締め込む際、反対側（ボルト側）で共回り防止のため、ラチェットレンチで押さえていたところ、ラチェットごと回転し、ラチェットと桁部材フランジの間に右手親指が挟まれた。		平成29年7月21日 11時27分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		84:その他(　)		仮設構台設置																										08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																																																																								8:00　朝礼、KYK<改行>8:30　作業開始<改行>11:27　事故発生		・添接板のボルト締込み時、ボルトが共回りするのでラチェットレンチで固定しようとした。その際、ラチェットレンチの端部を持ってしまったため、親指がＨ形鋼フランジに挟まれた。<改行>・締込み作業時、締め込み作業者側からのみの声掛けで作業を行っていた<改行>		・エクステンション（35cm程度）付ラチェットレンチを使用し、固定側の手指がH形鋼のフランジに挟まれないようにする。<改行>・ボルト締め込み作業者は、固定側作業者の了解の返事を確認する。<改行>・上記①②を作業手順書に明記し、工事再開時に安全大会を開き作業員全員に周知する。<改行>				若築建設(株)		九州支店																		イチキ（株）																																																																												H29-九州-唐津-0101.xlsx		8/14/17 12:53		8/21/17 16:03		2017		7		21		11		27		2017		TRUE		8		29		九州		1		0		7		0.6		ERROR:#VALUE!		1299		84		2017/7/21　11:27		42937.4770833333

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		10年 00月		鳶工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		0		1:労災適用		川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部（MP2)橋梁下部工事		　足場（フライングブリッジ）を狭隘部に吊り下ろす際に、足場の端部が支保工に引っ掛かったため、被災者が手でかわそうとしたところ、左手人指し指を火打ちと足場に挟み負傷した。		平成29年7月28日 11時43分 頃		海上				29:その他(　)		基礎・橋脚工		17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。				27:騒音があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										91.70%		87.40%		20.00%		20.00%		11:43 事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12:44 被災者がＡＯＩ病院到着、処置開始<改行>11:45 救急車要請　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:27 被災者の処置完了<改行>11:57 発注者・保安部に連絡　　　　　　　　　　　　　 15:06 被災者、２次下請が川崎臨港警察署で事情聴取 <改行>12:15 救急車到着、搬送（ＡＯＩ国際病院）　　　　　　16:45 再発防止協議会<改行>12:37 川崎会場保安署、川崎臨港警察署現場到着		・フライングブリッジを設置する位置・順序が決められておらず、足場材設置作業員との間で設置順序が認識されてなかった<改行>・軽微な作業であるという判断のもと、作業指揮者は合図者及び玉掛け者を兼務していた<改行>・フライングブリッジを斜吊で吊り降ろす位置に水平吊で吊り降ろした<改行>・水平吊で吊り降ろそうとしたが、別の位置に設置作業員がいたため、吊り降ろす位置を変更した<改行>・当月の安全教育で「危険軽視」「省略行動」等による危険性について教育しているが十分に行き届いていなかった<改行>・フライングブリッジが引っ掛かった際に直接手で吊荷に触れて外そうとした<改行><改行>・送風機の音がうるさく、上下間で連絡を取り合えなかった		・繰り返し教育を行い、安全意識を向上させる<改行>・ヒューマンエラーを起こさせない監視体制、組織を確立する<改行>・予定作業が実施できない事案が発生した場合は作業を中断する<改行>・直接手で触れずにバールまたは介錯ロープを使用して引っ掛かりを外す<改行>・作業責任者は専任としその他の役割を兼務させない<改行>・設置順序及び各マスへの吊り降ろし方法を作業開始前に決定する<改行>・井筒内でのクレーン作業では必ず無線を使用する		五洋・清水特定建設工事共同企業体		五洋建設(株)				清水建設(株)																																		口頭注意１ヶ月								口頭注意１ヶ月																																																		H29-関東-京浜-0101.xlsx		8/4/17 16:42		10/5/17 11:12		2017		7		28		11		43		2017		TRUE		8		29		関東		1		10		0		10.0		11		201		17		2017/7/28　11:43		42944.4881944444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		01年 04月		ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送補助		10:その他(　)						右肩、四肢、陰部		07:火傷								1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）本体工事		釜石港湾口地区湾口防波堤の災害復旧として、北堤浅部２区の本体工（ケーソン式）及び付帯工を施工するものである。		平成29年8月24日 12時0分 頃		海上		釜石港港内 泉作業基地(FD上 ケーソン底盤		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				6:その他(　)		晴れのち雨		1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		生コンクリート		15:起因物と同じ				13:有害物等との接触				1399:その他：その他																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				33:保護具の選択、使用方法を誤った。										18:保護具が不適・不足だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								55.00%		55.00%		100.00%		100.00%		8:45 ｹｰｿﾝ桝内へのﾊﾞﾗｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ打設開始。12:00 ﾊﾞﾗｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ打設を一時中断し昼休憩。12:00 午前作業終了後、作業着に付着したｺﾝｸﾘｰﾄが下着まで染み込みを感じたため、被災者上司の指導により水道場で適切に洗体し、新しい肌着と作業着に着替え、午後作業に備え昼休憩。12:50 ﾊﾞﾗｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ打設再開。15:20 ﾊﾞﾗｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ打設終了。15:20 被災者上司に下腹部に軽い炎症の症状があることを報告。19:15 会社に戻り会社上司に作業終了報告と下腹部に軽い炎症の症状があることを報告。20:00 被災者帰宅。20:50 ｺﾝｸﾘｰﾄによる炎症の症状が広がったので、会社上司に病院(夜間診療)へ行くと電話。		ケーソンのバラストコンクリート打設作業において、コンクリートポンプ車により生コンクリートをケーソン桝内に圧送打設中、作業着に付着したコンクリートが下着まで染み込みを感じたため、午前作業終了後、上司の指導により水道場で適切に洗体し、新しい肌着と作業着に着替え午後作業を行った。作業終了後、下腹部に軽い炎症の症状があることを上司に報告していたが、帰宅後に悪化した。		・保護具(胴付長靴及びヤッケ)の着用を徹底し、生コンが体に付着浸透しない服装で作業する。<改行>・現場での作業中の事故発生時は、程度に係わらず速やかに職長又は元請職員に報告する。<改行>・応急処置方法の確立と処置用品の追加常備を行う。<改行>・再発防止検討会及び周知会を実施し、安全意識の高揚を図る。				株式会社不動テトラ東北支店																																																																																																H29-東北-釜石-0101.xlsx		9/6/17 13:14		9/6/17 13:14		2017		8		24		12		0		2017		TRUE		13		12		東北		1		1		4		1.3		26		1399		61		2017/8/24　12:0		42971.5

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		49		男		30年 00月		潜水士		03:背部								04:骨折								5:31以上				1:労災適用		那覇空港滑走路増設４工区埋立工事		本工事は、那覇空港滑走路増設における４工区の埋立工、本体工（捨石式）、被覆工、上部工、裏込・裏埋工、排水構造物工、埋立護岸ＡＮ－４工区の被覆工、消波工、Ｎ工区の本体工（捨石式）、被覆工、上部工及び消波工を行うものである。		平成29年8月27日 9時40分 頃		陸上		那覇空港地先		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				99:その他																				03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。				07:作業の安全指示が不適切だった。						68.00%		58.70%				90.70%		08:00　朝礼<改行>08:30　消波ブロック据付作業開始<改行>09:40　事故発生<改行>・消波ブロックが滑動したことにより玉掛けワイヤーが弾き抜け、動揺したワイヤーが玉外し作業員（被災者）に接触したことでバランスを崩し、消波ブロック下段へ転落した。<改行>10:19　救急車が現場到着<改行>10:29　救急車で豊見城中央病院へ搬送<改行>11:00　豊見城中央病院到着		＜直接的要因＞<改行>①吊りワイヤーが動揺し、被災者に接触したことでバランスを崩して消波ブロック上から転落した。<改行>・吊りワイヤーがブロックから外れることを想定していなかった。<改行>＜間接的要因＞<改行>①玉外し作業中に消波ブロックが滑動することを想定していなかった。<改行>・消波ブロックが十分に噛み合わせしていると過信していた。		＜現場における対策＞<改行>・従来どおり消波ブロックを上下左右に数回移動させ、かみ合わせの良い位置を決めることとするが、不測の事態として消波ブロックが滑動しても玉掛けワイヤーが外れないよう、最大限まで吊りフックを下げてワイヤーの余裕長を確保するとともに、これにより消波ブロックの安定を確保する。<改行>・玉掛けワイヤーに介錯ロープを取り付け、ワイヤーの動揺を抑制する。<改行><改行>＜事故再発防止に向けた安全教育の実施＞<改行>・全作業員を対象に、事故再発防止、安全意識向上のための安全教育を実施する。<改行>・作業手順の確認の際、現場の進捗状況に合わせた模型を使用し、理解しやすい手順確認確認を実施する。<改行>		東洋・大成・大寛特定建設工事共同企業体		東洋建設　株式会社				大成建設　株式会社				株式会社　大寛組												株式会社　森崎建設工業												沖縄総合事務局管内						措置無し								措置無し								措置無し																		労働基準監督署		reserved-42992x1F		（安全衛生指導書）　消波ブロック据付作業において、不安定な状態の消波ブロックに近接して作業が行なわれることにより労働者に危険が生じないよう消波ブロックが確実に安定していることを確認する方法を確立し、関																				H29-沖総局-那覇-2952.xlsx		4/20/18 14:06		6/15/18 15:20		2017		8		27		9		40		2017		FALSE		1		19		沖縄		5		30		0		30.0		14		1399		51		2017/8/27　9:40		42974.4027777778

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		岩国		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		03年 02月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		岩国港臨港道路新港室の木線仮桟橋工事（その２）		本工事は、岩国港臨港道路新港室の木線の仮設工を施工するものである。		平成29年9月4日 10時10分 頃		陸上		仮桟橋上		09:杭及び矢板				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等		A:危険だと思わなかった				15:気持ちがあせっていた。		21:連絡合図がなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。						A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																						04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。																仮置きしてあるＬ形鋼（L-100×100×10、4.5m、67kg/本）を仕分けする際、被災者Aがバールで手持ち箇所をつくり、作業員BがＬ形鋼の端部を持ち上げ必要以上に横にスライドさせたため、Ｌ形鋼の端部が引っかかった。引っかかりを開放するため、作業員ＢがＬ形鋼を揺らしたところ被災者Ａの手前のＬ形鋼が左足甲の上に落下した。		・２人での共同作業であるが、相手の行動を確認し声を掛けながらの作業が必要であったが、合図を怠っていた。<改行>・作業員は現場経験が少なく、本作業の危険に対する認識度が薄かった。<改行>・資材の転倒に対する対策がなされていなかった。<改行>・被災発生作業は下部工本施工前の準備作業であるが、標準的な作業と認識し作業手順書に記載が無かった。		・作業手順書の改訂、周知会の実施。<改行>・作業手順書改訂内容（追記）は、Ｌ形鋼を仕分ける際に、バールで手持ち部を作り端部を持ち上げ、Ｌ形鋼の間にりん木を挟む。<改行>・作業員側へＬ形鋼の落下がないよう、鋼材転倒防止装置を実施する。<改行>・元請安全担当者が作業再開前に『建設業に従事して間もない方が注意すること』について、現場経験の少ない作業員への教育を行う。				株式会社本間組																				株式会社ガンシン				有限会社吉本土木																																																																								H29-中国-宇部-0101.xlsx		9/26/17 15:19		9/26/17 15:19		2017		9		4		10		10		2017		TRUE		4		9		中国		1		3		2		3.2		24		202		5		2017/9/4　10:10		42982.4236111111

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		02年 10月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		3		1:労災適用		浜田港福井地区臨港道路用地造成等工事		本工事は浜田港福井地区臨港道路の構造物撤去工、道路土工、法面工、擁壁工、石・ブロック積（張）工、排水構造物工、舗装工、仮設工及び橋台工を施工するものである。		平成29年9月7日 11時17分 頃		陸上				29:その他(　)		法面工		02:作業準備				3:雨						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった				06:機械・装置等を指定外の方法で使った。		13:油断、軽視した。								A:危険だと思わなかった				06:機械・装置等を指定外の方法で使った。		13:油断、軽視した。																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。						67.70%		67.70%		2.00%		2.00%		・新型のロータリーパーカッションの使用にあたり、先端ビットが緩んでいたため固定用油圧式チャックにて締め直そうとしていた。<改行>・インナーロッドを削孔時とは逆の上向きにして、第２のチャックでロッドを、第３のチャックでビットを挟み、第３のチャックを回転させることでビットの緩みを締めようとしていた。<改行>・インナーロッドとビットのセットが完了し、機械のオペレーターにセット完了の声を掛けたところ、雨によりロッドが滑り、左手でロッドを支えたままチャック付近へずれてしまい、それと同時にオペレーターが第２のチャックを機械操作で締めたため、指が挟まって被災した。		・チャックでインナーロッド先端のビットを締め付ける行為は従来、旧型機械であればパイプレンチや石頭ハンマーなどを用いて人力で締め付けるのが通常であるが、新型の固定用油圧式チャックを用いて締め付けようとしてしまった。<改行>・雨によりインナーロッドが滑ることを想定していなかった。<改行>・新型のロータリーパーカッションの操作（固定用油圧式チャック）に関する教育が不足していた。		・新型のロータリーパーカッションにおいて、緩んだインナーロッド先端のビットを締め付ける場合は固定用油圧式チャックによる作業を禁止し、治具を用いて手作業で行う。<改行>・インナーロッド先端のビットの緩み防止のため、ねじ部分にシールテープを巻き、緩み防止を図る。<改行>・作業手順書へ非定常時における詳細手順を追記し、作業員へ周知を図る。<改行>・協力会社全ての安全衛生責任者を必ず現場へ常駐させ、作業の安全確保を図る。				株式会社大本組		広島支店																		翔洋建設株式会社				イワミ工業株式会社																																																労働基準監督署		reserved-42990x1F		安全衛生指導書の発行																				H29-中国-境港-0101.xlsx		9/27/17 15:53		9/27/17 15:53		2017		9		7		11		17		2017		TRUE		8		29		中国		1		2		10		2.8		9		899		2		2017/9/7　11:17		42985.4701388889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		05年 08月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		相馬港本港地区防破堤（沖）（災害復旧）上部及び消波工事		相馬港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）の上部工、消波工及び雑工を施工するものである。		平成29年9月14日 8時23分 頃		海上		作業船係留場所（起重機船の甲板上）		19:コンクリートブロック据付				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし		玉掛治具		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								39.10%		41.70%		0.00%		0.00%		7:30 船上で朝礼(職員、作業員でラジオ体操、安全朝礼、危険予知活動)を行う。<改行>7:45 玉掛治具交換作業開始(交換後出港予定)<改行>8:23 事故発生		起重機船係留場所にて消波ブロック(64t用)の玉掛け治具交換作業中(40t用→64t用)、交換するフックにシャックルを取付けるため、フックの穴に鉄棒を差し込みテコの原理を利用し起こそうとしたところ、鉄棒が滑って外れ玉掛治具とデッキの間に右手中指と環指を挟み負傷した。<改行>		○吊治具ではあっても各々重量があるので各作業において油断軽視はしない。○作業指揮者を配置し、指示と声掛けを行う。○省略作業を行わない。○治具を平置きした場合でも容易に吊上げができるよう鉄塊（隙間ピース）を取付ける。○新規作業前に作業手順の周知確認を行う。○詳細作業手順書を作成周知し、リスクアセスメント結果をもとに危険性を認識させる。また、現地KYの実践訓練を安全教育の場で行う。<改行>				(株)不動テトラ東北支店																																																																																																H29-東北-小名浜-0201.xlsx		10/3/17 15:37		10/11/17 15:18		2017		9		14		8		23		2017		TRUE		8		19		東北		1		5		8		5.7		27		1104		3		2017/9/14　8:23		42992.3493055556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		54		男		00年 02月		地盤改良工（注入工）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		新潟空港滑走路地盤改良工事		本工事は、新潟空港滑走路地盤改良工事の地盤改良工、付帯工及び調査工を行うものである。<改行>（地盤改良工（CPG工法）2、464本、付帯工1式、調査工１式）		平成29年9月15日 1時40分 頃		陸上		新潟市東区松浜町　新潟空港内		06:地盤改良				84:その他(　)		注入		3:雨						2:弱風（2～4）		3:10～20		3:200～500						26:その他の起因物(　)		ロッド		16:その他の加害物(　)		ロッド		08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										99:その他								付着物があった		06:施工計画・作業標準が不備だった。										50.00%		52.00%						9月14日（木）午後8:30朝礼、KYミーティング、午後9:30制限区域へ入場、午後10:00作業開始<改行>午前1:40頃　地盤改良工（注入工）注入作業中、注入ロッドを切り離しロッドを両手で持ち上げたのち、ロッド下端に左手を添えて運ぶ際に、ロッドを持つ右手が滑りロッドと注入リフト装置との間に左手中指を挟み被災した。（ロッド重量17kg＋注入材3kg程度＝約20kg）		人的要因：両手で持っていたロッドを持ち替える際、右手が滑ったためロッド下端に添えていた左手中指をロッドとリフト装置の間で挟んだ。<改行>物理的要因：ロッド表面に水分及び付着物があり手が滑った。<改行>管理的要因：注入工ロッド取り外しの作業手順に予想される災害として、リフト装置上部と切断したロッドとの間に手を挟むことに関する危険要因が特定されていなかった。		①片手動作防止のため、注入ロッドの切断作業は二人で行う。補助作業員は、運搬者の姿勢が安定したことを確認し、声をかけてからロッドを離す。<改行>②ロッドに装置した付着物落とし用ゴムパッキンを2枚から3枚に増やしロッドの滑りを軽減し施工する。<改行>③ロッドの取り外しに関する具体的な注意事項を作業手順書に追記し、関係者業員に周知する。		本間・みらい・りんかい日産特定建設工事共同企業体		(株)本間組				みらい建設工業(株)		北陸営業支店		りんかい日産建設(株)		北陸営業所										本間技建(株)				地下防水工業(株)				(株)Zeal新潟										口頭注意								口頭注意								口頭注意																						 						　														H29-北陸-新潟-0201.xlsx		10/10/17 19:19		12/7/17 14:37		2017		9		15		1		40		2017		FALSE		8		6		北陸		1		0		2		0.2		26		1199		84		2017/9/15　1:40		42993.0694444444

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		02年 00月		技術員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		青森港本港地区岸壁(-10m)(改良)築造工事		青森港本港地区岸壁(-10m)の地盤改良、本体工及び基礎工を施工するものである。		平成29年9月16日 9時40分 頃		陸上		係留岸壁		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																														A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。		26:危険有害な場所に入った。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		15:気持ちがあせっていた。				21:物を置いた場所が悪かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										90.00%		90.00%		100.00%		100.00%		7:00 朝礼<改行>7:15 作業開始(回航準備開始：仮置きしていた鋼材等の積込)<改行>9:40 事故発生		台風養生・回航準備のため、先行掘削用架台をクレーン付台船に積み込む作業を行っていた。吊り上げの時、介錯ロープを使用し離れた位置で地切りを行ったが、荷振れにより隣に合った油圧ホース格納架台に引っ掛かり、引っ掛かりを外そうと直接先行掘削用架台を押した際、先行掘削用架台と油圧ホース格納架台の間に指が挟まれ負傷した。<改行>		○吊り荷作業中は、吊り荷から離れて、吊り荷には絶対に触れないことを徹底する。<改行>○KY活動で周知し、作業時は声かけで注意を促す。<改行>○合図者は作業前にオペレーター、玉掛者、吊り荷、支障物等の位置関係に十分考慮し、全体を把握できる位置で合図する。<改行>○３・３・３運動を周知・徹底する。<改行>				あおみ建設(株)東北支店																																																																																																H29-東北-青森-0101.xlsx		10/3/17 15:37		10/3/17 15:37		2017		9		16		9		40		2017		TRUE		8		9		東北		1		2		0		2.0		23		608		4		2017/9/16　9:40		42994.4027777778

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		02年 06月		潜水送気員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設築造工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設の構造物撤去工、裏込・裏埋工、基礎工、消波工及び雑工を施工するものである。		平成29年10月13日 11時15分 頃		海上		八戸港港内		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。								04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								04:理解度の確認が不十分だった。										82.40%		71.20%		53.00%		4.00%		07:30  安全朝礼<改行>07:40  潜水士船出港<改行>09:50  捨石荒均し作業開始<改行>11:05　捨石荒均し作業が終了し、潜水士船の係留解除作業を開始した<改行>11:15　事故発生		基礎捨石の荒均し作業が終了し、潜水士船を移動させるため係留解除作業を開始した。潜水士船前方2か所の係留ロープを外し、後方の係留ロープをウインチで巻き上げていた時、被災者が後方を目視で確認するため、巻き込んでいるロープを跨ごうとして左足の安全長靴の踵がロープに引っ掛かり、左足がロープとともにウインチに巻き込まれ脛骨を負傷した。<改行>		・持ち場から離れる際は、「ウインチ停止確認！」の看板を設置し、ウインチを停止させることを徹底する。・係留ロープに近づかないように、潜水士船係留および係留解除作業時は、後方の係留ロープ配置箇所を立入禁止区域にする。・係留ロープに直接触れたり、跨がないようにするため、防護用の囲いを設置して養生する。・係留解除時の気象(風向)・海象(波向)を確認し、係留ロープを解除する順序について全作業員で確認する。・ウインチ作動中のロープ・ワイヤー等の鋭角内に入らない事や跨がない事を再周知する。・毎日のK.Y活動で係留作業についても危険有害要因を特定し、その対策を行うよう指導する。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H29-東北-八戸-0101.xlsx		11/6/17 10:07		11/6/17 10:07		2017		10		13		11		15		2017		TRUE		8		8		東北		5		2		6		2.5		14		809		14		2017/10/13　11:15		43021.46875

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		宇部		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		24年 06月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		宇部港本港地区航路・泊地(-13m)浚渫工事（その２）		本工事は宇部港本港地区航路・泊地(-13m)の浚渫工、土捨工及び雑工を施工するものです。		平成29年10月17日 15時20分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				84:その他(　)		コーミング解体		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				05:階段・梯子等				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった				15:気持ちがあせっていた。		27:不安全な場所へのった。								12:梯子・脚立等に欠陥があった。										08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。										98.00%		98.00%		100.00%				ガットバージ船に設置した泥倉部コーミングの解体作業において、上部のブラケットに梯子を掛け、コーミング上部の接続用ボルトを取り外す際、梯子下部が滑り中段の補鋼材に倒れかかった反動で１．２ｍの高さから落下して甲板上で左手首を被災した。<改行>		・梯子下部が固定されていなかったため、梯子の足元が滑って梯子が倒れ、梯子より転落した。<改行>・単独作業を行っていた。<改行>・安全帯の使用を怠っていた。<改行>		・梯子の下部を固定する。<改行>・単独作業は行わない。<改行>・朝礼に加え昼礼を行い、危険作業に対する意識の高揚を図る。<改行>・コーミングブラケットはコーミングを倒した後に外す。<改行>・梯子の上部をコーミングに掛けられるよう改良する。<改行>・安全帯を掛ける設備を設け、梯子上では安全帯を使用する。		若築・あおみ特定建設工事共同企業体																						大新土木株式会社				株式会社児玉組																																																																								H29-中国-宇部-0201.xlsx		10/30/17 10:37		10/30/17 10:37		2017		10		17		15		20		2017		TRUE		1		5		中国		1		24		6		24.5		8		105		84		2017/10/17　15:20		43025.6388888889

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		01年 06月		担当技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		広島港海田地区岸壁(-7.5m)改良工事		本工事は広島港海田地区岸壁(-7.5m)の構造物撤去工、本体工、被覆工、上部工、付属工、桟橋補修工及び仮設工を施工するものである。		平成29年10月25日 6時45分 頃		陸上		型枠支保上		21:上部工				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		13:支保工				15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。								04:安全度が不足だった。		23:作業場の整理が悪かった。								04:理解度の確認が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								69.90%		69.30%		3.00%		3.00%		潮位の干満により底型枠合板が浮かないよう押さえ材として使用していた角鋼管（60×60、 4m=約16kg）を測量のため移動させたところ、大引材に付着したごみにより足が滑り転倒し、大引材に右手を強打（骨折）した。		・押さえ材の移動については通常2人で行っていたが、1人で大丈夫と過信した。<改行>・危険に関する認識が低く、慣れにより作業を軽視した。<改行>・台風による漂着ごみの清掃が十分でなかった。<改行>・当該作業の作業手順が明記されていなかった。		・桟橋上に「足元注意」「頭上注意」の看板を設置し、作業員に対して注意喚起をする。<改行>・当該作業は単独で作業を行わず、複数の作業員で作業を行う。<改行>・作業開始前に清掃を必ず行い、職員による確認後作業を開始する。<改行>・作業手順書の追記と作業員へ周知を行う。				あおみ建設株式会社		中国支店																		洋伸建設株式会社																																																																												H29-中国-広島-0101.xlsx		10/31/17 16:12		11/13/17 11:37		2017		10		25		6		45		2017		TRUE		2		21		中国		1		1		6		1.5		13		1399		2		2017/10/25　6:45		43033.28125

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		05年 08月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		東京国際空港国際線地区アプローチ部他築造等工事		平成29年10月27日昼間作業時、引き抜いた中間杭の搬出を行うため、ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞｰ車の荷台に乗り玉外しを行っていた。その際、撤去したH鋼が崩れ、H鋼との間に左足甲部（親指側）を挟まれた。		平成29年10月27日 9時45分 頃		陸上		東京国際空港　工事施工ヤード上		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		4:500～1、000						24:材料等		鋼材		15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										22:作業場が狭かった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										44.50%		33.80%		80.00%		80.00%		9:45　事故発生（H鋼材を左足親指の上に落として被災）<改行>10:00　整備局へ第一報<改行>10:25　病院へ搬送（下請車にて）<改行>11:00　CAB運航情報官へ報告<改行>11:40　診察開始　11:50　空港警察現場検証		・H鋼が崩れるかもしれあいという認識はあったが、安定していたので大丈夫だと思った（危険予知能力の低下）<改行>・積み込む際、荷台の安全な場所で待避していたが、目視で安定していそうだったのでH鋼上を移動した<改行>・スクラップ積み込み作業は軽作業と判断し、作業手順書を作成していなかった。		・「挟まれ・巻き込まれ」事故について安全教育を行い、安全意識の高揚を図る。<改行>・H鋼積み込みの際にはクランプで玉掛けをせずに大回しで玉掛けし、フックからワイヤを外すという荷台での作業をしない<改行>・スクラップ積み込みの作業手順書を作成し、作業員に周知する。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																																		措置無し								措置無し																																																		H29-関東-東京空港-1101.xlsx		11/6/17 16:30		12/1/17 10:28		2017		10		27		9		45		2017		FALSE		5		9		関東		1		5		8		5.7		24		1102		4		2017/10/27　9:45		43035.40625

		北海道開発局		紋別港湾事務所		紋別		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		28年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		紋別港－４．０ｍ物揚場改良工事		-4.5m物揚場の老朽化に伴い、-4.0ｍ物揚場改良工事のための構造物撤去工、基礎工、本体工[場所打式][ブロック式]、上部工裏込・裏埋工、仮設工を実施する。		平成29年11月2日 9時50分 頃		海上		船上		29:その他(　)		基礎工準備のためのボンデン竹設置作業		02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		1:0～50		2:無		2:無		23:荷				10:用具等				23:その他(　)		手元の滑り		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				07:防護物・保護具を使用しなかった。				13:油断、軽視した。																										76.00%		75.00%		98.00%		96.00%		11月２日(木)9:50頃 基礎工準備のためのボンデン竹を設置作業中に船外機船上で作業していた潜水士が設置位置を微調整するため、ロープを引上げた際にロープが滑り、左手薬指に引っ掛かり負傷した。<改行>9：55　診察のため病院に向かい、左手中手骨折と診断された。		ボンデン竹回収の際、保護手袋を着用していると細かい作業がしづらいため、素手で回収のための引上げ作業を行った。<改行>このため、手元が滑りやすくなっていた。		保護手袋を確実に着用するとともに、手袋の着用に関する安全教育を必ず朝のミーティングで行う等こまめな指導を徹底する。				株式会社藤共工業																				株式会社西村組																																																																												H29-北開局-紋別-0101.xlsx		11/13/17 16:07		3/29/18 16:13		2017		11		2		9		50		2017		TRUE		23		29		北海		1		28		0		28.0		23		1399		2		2017/11/2　9:50		43041.4097222222

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		12年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		釜石港湾口地区湾口防波堤(災害復旧)(南堤)築造工事		釜石港湾口地区湾口防波堤（南堤）の災害復旧として基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、構造物撤去工を施工するものである。		平成29年11月9日 15時40分 頃		海上		ケーソンスリット部桝内		20:中詰				41:土砂・石材等の陸上均し				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						22:作業場が狭かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										61.60%		60.00%		85.70%		66.20%		08:15 南堤(ケーソン№17)にて、作業場所・機械器具の点検・確認を行う。<改行>08:30 南堤(ケーソン№17)で、中詰材均し作業開始。<改行>12:00 昼休憩<改行>13:00 中詰材均し作業を再開。<改行>15:40 事故発生		港外側スリット部の中詰均し作業を確認後、作業の打ち合わせのためにタラップを昇ろうとしていた時に小型バックホウがケーソン桝内に降りてきた。バックホウを避けるために下に降り、隔壁スリット部に待避した。バックホウが着地直前にゆっくり回転したので、右手をバックホウのキャタピラに、左手を隔壁止水板に手をついて止めようとした。その直後にゆっくりと回っていたバックホウのバケットが左手小指の先端にあたり被災した。		・バックホウの吊降ろし時は、桝内(隔壁上含む)に立ち入らない。・合図者は人払いを行い、バックホウを入れる桝以外の桝へ退避を確認後に吊り降ろす。・適切な介錯ロープを使用し、直接吊荷に触らない。・吊作業時は吊荷が安全な場所に移るまでに吊荷を注視し状況を把握する。・バックホウ吊降ろしの際は、バケットのツメが内側になるように畳んだ状態にする。・作業手順書に詳細なバックホウ吊降ろし手順を明記し、周知する。・現場巡回時に手順通りの作業が行われているかを確認し、不適切な場合は指導し、是正させる。・作業手順書に退避場所を｢バックホウを入れる桝以外の桝内｣と明記し周知する。		東洋・株木特定建設工事共同企業体		東洋建設株式会社		東北支店		株木建設株式会社		仙台営業所																																																																																										H29-東北-釜石-0201.xlsx		12/1/17 17:10		12/1/17 17:10		2017		11		9		15		40		2017		TRUE		8		20		東北		1		12		0		12.0		4		608		41		2017/11/9　15:40		43048.6527777778

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		00年 01月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		むつ小川原港外港地区防波堤(東)(災害復旧)改良外工事		むつ小川原港外港地区防波堤(東)の災害復旧として、構造物撤去工、本体工、上部工、中詰<改行>改良工を施工するものである。		平成29年11月15日 12時10分 頃		海上		防波堤上		03:土質調査				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				23:合図、信号を統一していなかった。		31:無理な姿勢で作業した。																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								24.80%		6.70%		50.00%		50.00%		10:00 標準貫入試験開始。<改行>10:15 標準貫入試験終了。引き抜き作業開始。<改行>11:30 プラント解体、資材片付け開始。<改行>12:05 アオリ(起因物)を水槽内に入れるため、被災者と相方が人力で運搬を開始。<改行>12:10 事故発生		災害復旧工事中のNo.45号函の標準貫入試験が終了し、次の試験場所であるNo.19号函に移動するため、被災者と相方で資材の片付け作業中、不整地運搬車の取外ししたアオリ（30㎏）を2人で水槽内に入れようとした。被災者が水槽の端部に荷を預け、相方作業者が水槽へ押し込んだ際、アオリが自重で滑り落ちたが、被災者がアオリに手を添えていたため、水槽とアオリの間に左手親指が挟まれ被災した。<改行>		・片付け作業のような軽作業であっても必ずKY(作業開始時・現地・一人)を行い、一方が作業合図をしたら、相方の了解の合図なしに作業をしない。<改行>・作業で使用しないものは陸上又は船へ置き、防波堤上へは必要なものしか置かない。<改行>・予め作業手順書の確認の段階で、必要な設備・予備品・不要物を再確認し、資機材の配置には入念なチックを行う。<改行>				西松建設株式会社		東北支店																																																																																														H29-東北-八戸-0201.xlsx		12/1/17 17:10		12/1/17 17:10		2017		11		15		12		10		2017		TRUE		8		3		東北		1		0		1		0.1		5		1102		5		2017/11/15　12:10		43054.5069444444

		中部地方整備局		三河港湾事務所		三河		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		22年 06月		地質調査員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								06:関節の障害								1:0～3		0		1:労災適用		平成29年度　三河港神野地区(-12m)本体工事		　本工事は三河港神野地区岸壁の本体工を施工するものであり、深層混合処理工の事後調査（ボーリング）の検尺立会前に事故が発生した。<改行>　被災者は検尺立会を受けるために必要な機材の積み降ろし作業を行っていた際、一人でクレーン付きトラックの左側部のあおりを倒そうとして、左後方の開閉装置を外している最中に、後部のあおりが突然倒れて右手小指を挟んだ。		平成29年11月16日 8時10分 頃		陸上				03:土質調査				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20																08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																																																								○11/16（木）<改行>　・8:00　安全朝礼実施<改行>　・8:10　作業準備開始<改行>　・8:10　事故発生<改行>　・8:15　作業中止<改行>　・		・作業員が作業前にあおりのロック状況の確認を怠った。<改行>・作業員が間違った手順によるあおりの開閉作業を行った。		①あおりを倒す際は、作業開始前にあおり開閉装置が完全にロックされていることを確認すること及び作業は複数名で行うことを基本とし、各車両に応じた作業手順書を作成する。<改行>②あおりがある車両を新規搬入する際は、作業手順書に基づき、元請け職員の立ち会いのもとで、あおりの開閉装置のロック解除手順の確認を行う。<改行>③元請け職員は車両を新規搬入の際及び新規入場者教育の際に、関係する作業員に対し、作業手順書を用いて、あおりの開閉装置のロック解除手順を指導する。<改行>④日常点検簿にあおり開閉装置のロック確認項目を追記し、元請け職員は全作業開始前に確実にあおりの開閉装置がロックされていることを点検する。				東洋建設株式会社		名古屋支店																		日本海工株式会社				興亜開発株式会社																																																																								H29-中部-三河-0101.xlsx		12/5/17 9:39		12/5/17 9:39		2017		11		16		8		10		2017		TRUE		8		3		中部		1		22		6		22.5		ERROR:#VALUE!		1101		5		2017/11/16　8:10		43055.3402777778

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		津松阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		70		男		40年 01月		普通作業員		06:骨盤部								04:骨折						第１腰椎圧迫骨折		5:31以上				1:労災適用		平成28年度津松阪港津地区（阿漕浦・御殿場）3-1工区堤防（改良）本体工事		堤防の表法基礎部を施工するため、法尻部への土留大型土のう（重さ約1t）の設置作業中、クレーン機能付きバックホウ（0.7m3）が大型土のうを吊り上げた直後に法肩の土砂が崩壊し、バックホウが掘削底面に転落、オペレータが被災した。		平成29年12月6日 13時23分 頃		陸上		三重県津市藤方地先		25:土工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20																01:墜落・転落				0120:墜落：ガケ、斜面から																																																																		80.00%						・12/6<改行>  8:00　朝礼実施<改行> 13:00頃　重機オペレータが敷鉄板を移動させる<改行> 13:20　バックホウによる土のう吊り上げ準備<改行> 13:23　災害発生<改行> 14:07　救急車により搬送		○作業時の安全確認が不十分だった。<改行>○法肩からの必要離隔距離を現場に明示していなかった。<改行>○重機オペレーターが指示事項を遵守しなかった。<改行>○作業計画の変更に対応した作業計画書が作成されていなかった。		①バックホウの足場に敷鉄板を敷き、法肩から1.5m部分にスプレーにて職長がマーキングをし、バックホウが移動するたびにそれより外側にバックホウが配置されているか確認する。<改行>②車両通行の際にはバックホウの作業を中断させ、待機姿勢を取ったことを確認のうえ、通行するよう、作業手順を変更する。（車両が一時停止し、バックホウオペレータにクラクション等で合図を行うこととする。また、バックホウオペレータも車両を確認した旨の合図を送り返す。）<改行>③.上記①②について、作業開始前に作業手順書および作業計画書に記載し、元請職員が再確認する。また、毎日のKYにおいて、作業手順書の確認を実施する。<改行>④.実施状況を元請職員が午前・午後1回ずつ確認する。				五洋建設（株）		名古屋支店																		宇佐美工業（株）				安濃建設（株）														文書注意																																		労働基準監督署		reserved-43153x1F		改善指導																				H29-中部-四日市-0101.xlsx		1/4/18 16:11		4/5/18 11:37		2017		12		6		13		23		2017		TRUE		1		25		中部		5		40		1		40.1		ERROR:#VALUE!		120		4		2017/12/6　13:23		43075.5576388889

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		08年 00月		運転手（特殊）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		宮古港藤原地区岸壁（－１０ｍ）改良工事		本工事は、宮古港藤原地区岸壁(-10m)第4バース及び第２・３バースの構造物撤去工、土工、上部工、舗装工、付属工及び補修工を施工するものである。		平成29年12月9日 13時0分 頃		陸上		宮古市宮古港港内		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		ドアの丁番部分		08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。																												40.10%		37.60%		28.00%		12.00%		7:40～8:30 舗装の舗設準備<改行>8:30～13:00 舗設作業を実施<改行>13:00頃 事故発生<改行>		コンクリート舗設作業において、コンクリートをミキサー車から受取るため、被災者がバックホウに乗り込みドアを閉めようとした時に、バックホウのドアが風であおられ急に閉まり、被災者の左手親指がドアの丁番箇所に挟まれ被災した。		①挟まれる恐れがある箇所に？を添えないよう、周知徹底をする。<改行>②扉部分に挟まれ注意ステッカーを貼付け、注意喚起を促す。				若築建設株式会社		東北支店																																																																																														H29-東北-釜石-0301.xlsx		1/9/18 13:35		1/9/18 13:45		2017		12		9		13		0		2017		TRUE		8		22		東北		1		8		0		8.0		4		804		66		2017/12/9　13:0		43078.5416666667

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		21年 01月		運転手（一般）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折		13:その他(　)				右母趾基節骨骨折、右母趾動脈損傷、右示趾		5:31以上				1:労災適用		博多港（ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ地区）道路（IP25～IP27）橋梁下部工事		　土砂仮置場でのダンプトラックタイヤ洗浄作業において、　洗浄する前に洗浄機の燃料補給作業があり、助手席側に置いていた携行缶を取るため、トラックを降車して、土砂運搬用通路側を通り、助手席側に移動した際、他工事のダンプトラックが同様にタイヤ洗浄のため前方から進入してきたが、ダンプトラックとの距離もあったことから、他工事の洗浄場所として敷設している敷鉄板端を歩行したところ、車重で浮き上がった敷鉄板と地面との間に右足の指を挟まれ負傷した。		平成29年12月12日 9時33分 頃		陸上		土砂仮置場		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り																12:作業床等								08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																																																																								8:00　朝礼、KYK<改行>8:20　現場点検、機械点検<改行>8:30　作業開始<改行>9:33　事故発生		①被災者は車両から降車し作業するにも関わらず、安全靴を着用していなかった。<改行>②ダンプトラックの走行で敷鉄板下の地盤が緩み、車重で敷鉄板がたわんで端部が浮き上がった。<改行>③他社とのタイヤ洗浄場所が接しており、作業エリアが明確ではないため、被災者とダンプトラックが同じ敷鉄板上で競合した。<改行>④各社が共同で利用している土砂仮置場の安全対策の検討が不足していた。		①　土砂仮置場の安全作業規則を作成し、作業員に土砂仮置場内で運送以外の作業を行う場合、保護具（安全靴等）の使用を徹底する。<改行>②タイヤ洗浄場所において、ダンプトラック等の走行によって考えられる鉄板のずれ、跳ね上げを防止するため、鉄板を連結し、鉄板の動揺を防止する。また、土砂仮置場作業チェックリストを作成し、安全巡視員が、日々自社が走行する車両通路を含む土砂仮置場の異常を点検する。点検項目に不備がある場合は、速やかに是正措置を行う。<改行>③タイヤ洗浄場所を分離すると共に、ダンプトラックの停止位置及び作業員の洗浄エリアを識別明示し、ダンプトラックと作業員の作業動線の輻輳による接触災害を防止する。<改行>④週間工程会議において土砂仮置場の使用予定を確認し、2社以上競合することが確認された場合は、使用者間で代表者を決定し、誘導員を配置する。<改行>また、代表者は、日々の土砂仮置場の利用時間と台数を誘導員にも把握させ、土砂仮置場の関係者間の安全な作業環境を構築する。		駒井ハルテック・森組異工種建設工事共同企業体																						アスミオ.（株）																																																																												H29-九州-博多-0101.xlsx		1/15/18 9:51		5/25/18 11:13		2017		12		12		9		33		2017		TRUE		8		25		九州		5		21		1		21.1		12		1199		7		2017/12/12　9:33		43081.3979166667

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		06年 03月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		久慈港湾口地区防波堤（北堤）築造工事（その３）		本工事は、久慈港湾口地区防波堤（北堤）の構造物撤去工、基礎工、被覆・根固工及び消波工を施工するものである。		平成29年12月13日 14時35分 頃		陸上		消波ブロック製作ヤード		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		脚立		01:地面				01:墜落・転落				0106:墜落：脚立、うまから																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。								35:その他の作業環境に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										46.50%		45.50%		43.60%		43.60%		14:00 KY活動、消波ﾌﾞﾛｯｸ型枠組立<改行>14:35 事故発生<改行> 		型枠組立作業時、組立状況（ボルト、コッターピン等の取付状況）を確認する為に脚立を使用して昇る途中、脚立三段目（約80cm）から足を踏み外し左ひざから地面に転落し被災した。		①再周知会にて全員に改訂作業手順を再周知する。②日々のKYにおいて、KY決定事項の遵守を指導する。③より安定性のある手すり付ステップ式足場を使用し、補助員を必ずつける。④改訂作業手順書の再周知会を実施する。⑤手すり付ステップ式足場を使用し、補助員を必ずつけるよう、月々の安全教育で教育する。⑥日々の作業において元請職員及び職長は、作業手順が守られているか、不安全行動がないかを再三に渡り確認する。⑦現場責任者は、1日1回以上の現場巡視を1日2回以上に増やす。⑧「1人で使用しない」と手すり付ステップ式足場および現場内に注意喚起の表示をする。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H29-東北-釜石-0401.xlsx		1/9/18 13:36		1/9/18 13:36		2017		12		13		14		35		2017		TRUE		1		17		東北		5		6		3		6.3		26		106		55		2017/12/13　14:35		43082.6076388889

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		76		男		10年 02月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		釧路港西港区-14m航路泊地浚渫工事		浚渫土砂揚土場にて、1次ピット～2次ピットへ浚渫土砂を流動させるための仮設水路を設置していたが、途中で土砂が詰ったため、桟橋を一時撤去し土砂を除去した後の桟橋復旧作業を行っていた。復旧の際、設置した山留鋼の片側が土砂に引っかかり浮いていた状態にもかかわらず、ボルトを取付ける作業をしていたところ、土砂の引っかかりが解消され、親指を挟み被災したものである。		平成29年12月23日 16時0分 頃		陸上		釧路港第４ふ頭地区　浚渫土砂揚土場		29:その他(　)		仮設工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ																22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。																				07:作業の安全指示が不適切だった。										30.00%		25.00%						当日の作業内容【敷鉄板・山留鋼除去　→　土砂除去　→　敷鉄板・山留鋼復旧】<改行> 7:00　作業開始<改行>　　　　↓<改行>16:00　事故発生（山留鋼復旧時に被災）		・設置した山留鋼の端部が土砂に引っかかり、浮いていた状態を被災者も確認していたが、合図者・玉掛者の合図・確認なしでボルト取付を行ってしまった。<改行>・無意識に浮いている山留鋼の隙間に指を入れてしまった。		・仮設桟橋を２分割し、クレーンにて吊卸しを行うことにより、ボルト着脱の細かな作業量を減。<改行>・作業手順書を改訂し、再教育を行う。<改行>・合図者・玉掛者の合図確認の徹底。役割分担の明確化。		岩倉・濱谷・西村経常建設共同企業体		岩倉建設株式会社		釧路営業所		株式会社濱谷建設				株式会社西村組												道東建設株式会社				合同会社MISATO																																																																								H29-北開局-釧路-0101.xlsx		1/5/18 13:20		1/5/18 13:20		2017		12		23		16		0		2017		TRUE		8		29		北海		1		10		2		10.2		22		1101		4		2017/12/23　16:0		43092.6666666667

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		05年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		釧路港西港区-14m航路泊地浚渫工事		　グラブ浚渫船に土運船を係留し浚渫作業中に被災者の甲板員が土運船の機関室内で暖を取り終え、内部に設置している稼働していない発電機横に置いていた合羽を着て、休憩所内の片付けを行う為、出入口側に移動する際、発電機の排気管に巻かれている断熱材を止めている番線の結び目の端に右手を掛けてしまい、親指付け根の母指球が引掛り裂傷した。		平成30年1月8日 10時40分 頃		海上		釧路港西港区　泊地浚渫エリア　土運船の機		29:その他(　)		休憩時		84:その他(　)		休憩時		1:晴れ																22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										99:その他								発電機の排気管に巻かれている断熱材の番線の結び目の端が飛び出ていた。		99:その他								現場に入場し三日目で機関室内の状況も把握不足であった。		39.60%		32.70%						当日の作業内容【グラブ浚渫　→　土運船運搬　→　揚土】<改行>土運船の機関室内にて休憩後、合羽を着用後に移動する際、発電機の排気管に巻かれている断熱材を留めている番線の結び目の端に右手を掛けてしまい、親指付け根の母指球が引掛り裂傷した。<改行>　　　　↓<改行>10:40　事故発生		・配管が設置されている狭い場所で着替えを行い、発電機とストーブの間を跨ぐように移動しようとした。<改行>・発電機の排気管に巻かれている断熱材を留めている番線の結び目の端が飛び出ているのが分からず手を掛けた。<改行>・不安全な状態での移動だった。<改行>・現場に入場し三日目で機関室内の状況も把握不足であった。		・発電機側をフェンスで仕切り区分けする。<改行>・不安全行動の再教育を行う。		岩倉・濱谷・西村経常建設共同企業体		岩倉建設株式会社		釧路営業所		株式会社濱谷建設				株式会社西村組																																																																																								H29-北開局-釧路-0102.xlsx		1/17/18 11:40		1/26/18 9:33		2018		1		8		10		40		2017		TRUE		9		29		北海		1		5		0		5.0		22		1399		84		2018/1/8　10:40		43108.4444444444

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		東予		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		24年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		平成28年度　東予港中央地区岸壁（-7.5m）築造工事		本工事は、東予港中央地区岸壁(-7.5m)の基礎工、本体工（ケーソン式）、裏込･裏埋工、雑工、上部工及び被覆・根固工を施工し、安全管理を実施するものである。		平成30年1月12日 9時30分 頃		海上		愛媛県西条市今在家地先　（クレーン付台船		08:捨石及び均し				13:作業船の転船				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		07:防護物・保護具を使用しなかった。														16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								二次下請の主任技術者の指示が不適切だった		96.00%		95.00%		70.00%		65.00%		　クレーン付台船の転船作業中、アンカーとアンカーワイヤーが絡まったことから、ウインチでアンカーワイヤーの巻き上げ作業を行っていたところ、アンカーを外そうとした被災者がアンカーワイヤーとガイドローラーの間に右手小指を巻き込まれ負傷した。		①アンカーにロープを掛ける作業を手袋を着用せずに行った。<改行>②被災者の話によると、「危険だとは思っていたが、大丈夫だろうと思った。」とのことで、アンカーワイヤー巻き上げ作業中にアンカーにロープを掛ける作業を、被災者自らの判断で実施した。<改行>③ウインチ操作でアンカーワイヤーの巻き上げ作業中に、アンカーにロープを掛ける作業を行った。<改行>④アンカーワイヤーとガイドローラーがある回転部に立ち入った。<改行>⑤元請は、安全教育訓練等で、非定常作業を行う場合は作業を一時中断し、元請を含む関係者で協議し、了解を得た上で作業を実施するよう指導していたが、被災者は、アンカーワイヤーに引っ掛かったアンカーを解除する作業が非定常作業に該当するとの認識不足により、元請等に確認しなかった。<改行>⑥二次下請の主任技術者が被災者に対し、ロープを使ってアンカーを外す作業を指示していた。アンカーワイヤー巻き上げ作業中にその作業指示はしていないが、ロープを使ってアンカーを外す作業（危険な状態で作業をさせること）を指示していた。		①人員配置を含めた係留手順詳細を見直し、関係する作業員に周知・徹底する。<改行>②係留作業時は、必ず元請職員が係留手順詳細の履行状況を確認する。<改行>③アンカーワイヤーにテンションが掛かっている場合は回転部に立入らないよう再教育する。<改行>④ウインチ作業中は回転部に近づかないよう支柱及びチェーン２段による立入禁止措置を行う。<改行>⑤アンカーワイヤーにアンカーが絡まった場合の作業手順を作成し、その手順によりアンカーを解除する。<改行>⑥土木部長から職員にメールで事故発生、再発防止策等についてメールで配信する。<改行>⑦転船作業がある場合、再発防止の履行確認を行うため、店社安全パトロールを週１回以上行う。<改行>⑧非定常作業が発生した場合の対応など、再発防止に向けた安全教育を実施する。		五洋・不動テトラ特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				株式会社不動テトラ																大新土木(株)				（有）ユーアス																																																																								217-四国-松山-0101.xlsx		2/13/18 13:01		2/13/18 13:10		2018		1		12		9		30		2017		TRUE		8		8		四国		1		24		0		24.0		8		809		13		2018/1/12　9:30		43112.3958333333

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		東京湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		25年 09月		主任技術者		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京湾中央航路付帯工事		　第二海堡において、陸上地盤改良工及び調査工を実施する。<改行>　　陸上地盤改良工（高圧噴射攪拌φ3.5m　L=5.0~7.6m　52本、雑工1式、調査工1式）		平成30年1月18日 10時9分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)		高圧噴射攪拌		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		地盤改良機		16:その他の加害物(　)		ホース回転防止金具取付ボルト（破片）		04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他		A:危険だと思わなかった		3		13:油断、軽視した。				17:危険を知らずにやった。						A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																								21:物を置いた場所が悪かった。				99:その他				ロープが合図者、クレーンオペレーターの死角にあった		07:作業の安全指示が不適切だった。										74.40%		72.10%		76.90%		71.10%		地盤改良（高圧噴射攪拌）の造成準備のため三重管ロッドをクレーンで引き上げた際、解除していた回転防止用ロープの先端フックが架台に引っ掛かり、ロープが緊張した。引っ掛かった事に気づかずそのまま引き上げたため、回転防止金具の取付金具が破断し、破片が飛来し架台上にいた被災者に激突・被災した。		１）架台に固定していたホース回転防止用ロープのフックを外していた際、置いていた場所、管理が適切ではなかった<改行>２）ロープが合図者、クレーンオペレーターの死角にあり、合図者がロープの解除を確認していたが、フックが架台のどこかに引っ掛かり、テンションがかかった事に気づかずに引き上げてしまった。<改行>３）取付ボルトの破片が飛び散る不測の事態を想定していなかった。		１）三重管ロッドをクレーンで引き上げる際には、ホース回転防止用ロープ介錯者を配置する。<改行>２）介錯者は、合図者、クレーンオペレーターの両者が見える位置で介錯する。<改行>３）ロープ介錯者に笛を携帯させる<改行>４）取付ボルトは造成前・造成後に取り外して点検する				東亜建設工業（株）		横浜支店																																				措置無し																																																										H29-関東-東京湾口-0201.xlsx		2/7/18 13:42		3/5/18 11:22		2018		1		18		10		9		2017		TRUE		4		6		関東		1		25		9		25.8		26		299		84		2018/1/18　10:9		43118.4229166667

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		30年 00月		運転手（特殊）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		13:その他(　)				右橈骨神経麻痺		2:4～8		4		1:労災適用		久慈港湾口地区防波堤（北堤）築造工事（その３）		本工事は、久慈港湾口地区防波堤（北堤）の構造物撤去工、基礎工、被覆・根固工及び消波工を施工するものである。		平成30年1月20日 15時35分 頃		陸上		消波ブロック製作ヤード		17:コンクリートブロック製作				03:装備機械器具等の点検・整備				2:曇り				4:波が高い（1.5以上）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				01:地面				01:墜落・転落				0116:墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。										22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										81.00%		60.30%		100.00%		80.10%		①7:30 現場来場、クローラクレーン暖機運転・日常点検②7:55 朝礼、KY活動③8:15 作業開始(被災者：クレーンオペレータ)④11:40 昼休憩⑤12:40 午後KY活動、作業再開⑥14:35 現場作業終了⑦15:00 作業打ち合わせ⑧15:20 クローラクレーンの点検・清掃⑨15:35 事故発生		現場作業終了後、クローラクレーンの点検・清掃時にエンジンオイル漏れを発見し、キャタに上がり、左側後方部のエンジンルームの扉を開け、空のオイル缶をキャタ上に置き、左足をキャタ側面ステップ（上段）に掛けて、キャタ側面ステップ（下段）へ右足を踏み出したときに、バランスを崩して右肩から地面に転落し負傷した。<改行>		①周知会にて、事前に元請へ連絡・許可を受け、打合せを実施してから行うことを浸透させる。②周知会において日々の単純作業においても危険があること、1 つ1つの作業を確実に行うことを教育する。③キャタ側面ステップを使用禁止とする。④現場内では高低差が低くても手すり付ステップ式足場を使用して補助員を配置して昇降する。⑤足場となる部分については、障害となるものを置かない。⑥周知会にて、事前に元請へ連絡・許可を受け、打合せを実施してから行うことを浸透させる。⑦時間外入場禁止の看板（事務所連絡先記載）を設置し、必要時は元請に連絡をして入場することを周知会にて教育する。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H29-東北-釜石-0501.xlsx		2/8/18 10:25		2/8/18 10:25		2018		1		20		15		35		2017		TRUE		1		17		東北		2		30		0		30.0		14		116		3		2018/1/20　15:35		43120.6493055556

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		輪島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		67		男		04年 04月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)				05:腹部				01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		輪島港（輪島崎地区）防波堤（第6）消波工事（その1）		本工事は、輪島港（輪島崎地区）防波堤（第6）の製作工（消波ブロック）を施工するものである。ラクナ・Ⅳ製作（20ｔ型）320個		平成30年1月23日 14時5分 頃		陸上				17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)		足場移動設置		2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						14:物上げ装置		移動式クレーン		01:地面				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。								D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。						89.00%		87.00%						06:45　朝礼・KYミーティング<改行>13:50　足場移動作業開始<改行>14:05　足場が転倒し、足場上にいた作業員が転落<改行>14:17　救急車で輪島病院搬送、その後手当及び精密検査<改行>17:00　転倒した足場の復旧完了		①足場上の作業員が、取り外した吊りワイヤー位置の確認をおろそかにした。<改行>②作業員が足場上にいる状態で吊りワイヤーの巻き上げ合図と巻き上げを行った。<改行>③クレーンの巻き上げ速度が速く、緊急時の停止が間に合わなかった。<改行>④高所作業にもかかわらず、安全帯を使用していなかった。<改行>⑤吊りワイヤー巻き上げ作業時に、オペレーターへの合図者が足場上の作業者と兼務していたため、合図が不明瞭だった。		①足場設置作業手順を追加修正する。①-１)作業員が足場から降りたことを確認してから、吊りワイヤーの巻き上げ合図を出す。①-２）足場移設のための準備及び後片付け時も含め、足場上での作業時には安全帯を使用する。①-３）作業員は取り外した3本の吊りワイヤーをロープ等で束ね、足場の中心にあることを確認する。①-４）専任の合図者を地上に配置して、2名体制で作業を実施する。①-５）オペレーターは常に緊急時に対応可能なゆっくりとした作業スピードを維持する。②作業手順、合図方法の周知徹底の再教育を実施する。③その他 ・足場の補強を実施する。 ・店社安全パトロールを強化する。				（株）宮地組																				叶建設、新輪商事（株）																																																																												H30-北陸-金沢-0101.xlsx		3/23/18 9:16		3/23/18 9:16		2018		1		23		14		5		2017		TRUE		1		17		北陸		1		4		4		4.3		14		101		84		2018/1/23　14:5		43123.5868055556

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		25年 03月		普通船員		04:胸部								04:骨折		13:その他(　)				肺損傷		5:31以上						茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物護岸築造工事（その２）		本工事は、茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物護岸の基礎工、本体工、遮水工、上部工、付属工、仮設工及び工場製作工を施工するものである。		平成30年1月30日 11時23分 頃		陸上		岸壁		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留																												01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																																																																								8:15　朝礼・KYミーティング（作業内容：作業基地より北埠頭J岸壁への曳航係留）<改行>10:30　作業基地より北埠頭J岸壁に出港<改行>11:20　北埠頭J岸壁接岸<改行>11:23　事故発生（落水確認）<改行>11:35　船長と甲板員が被災者を救助<改行>11:49　被災者を勝田病院へ搬送<改行>13:10　勝田病院から水戸済生会総合病院へ転院（内臓損傷の疑い）<改行>		確認中		確認中		東洋・株木・りんかい日産JV		東洋建設（株）		関東支店		株木建設（株）		茨城本店		りんかい日産建設（株）		東京土木支店																												文書注意1ヶ月								文書注意1ヶ月								文書注意1ヶ月																																										H29-関東-鹿島-0201.xlsx		3/12/18 16:25		7/10/18 18:10		2018		1		30		11		23		2017		TRUE		1		29		関東		5		25		3		25.3		ERROR:#VALUE!		122		14		2018/1/30　11:23		43130.4743055556

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		08年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用				本工事は水島港玉島地区の仮置きヤードに設置している仮囲等撤去の仮設工を実施するものである。		平成30年1月31日 11時0分 頃		陸上				29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		単管４．０ｍ		08:はさまれ、巻き込まれ				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった				08:機械・装置等を不安全に動かした。		15:気持ちがあせっていた。		17:危険を知らずにやった。		19:よそ見をしていた。				99:その他										99:その他										50.00%		80.00%		80.00%		80.00%		クレーン付きトラックで単管パイプを荷下ろし作業中、過巻状態となったため、慌ててブームを縮める操作をしたところ、吊荷がアウトリガー方向へ移動しアウトリガーに右手を置いていた被災者に衝突して、右手人差し指先端を骨折する負傷をした。<改行>		　①　クレーン付きトラックが普段使用するタイプと異なり、クレーン操作者が操作に慣れていなかった。<改行>　②　クレーン操作者が左手だけで操作しており、右手をアウトリガーに添えていた。<改行>　③　玉掛者がクレーン操作状況をみておらず、2名の連携が取れていなかった。<改行>　④　当日のKY活動の中で当該行為が洗い出されていたにも関わらず軽視していた。<改行>　⑤　施工期間中に施工計画書で計画していた安全パトロールを実施していなかった。<改行>		　①　使い慣れていないクレーンが来た場合、事前に動作確認し、操作の習熟を行う。<改行>　②　クレーンの操作レバーを両手で操作するよう指導する。（不用意に手を置かない）　<改行>　③　合図者なしで、クレーン操作を行わないよう指導する。<改行>　④　具体的な事例を挙げてＫＹ活動を行うなど、マンネリ化を防ぐ。<改行>　⑤　工事の期間に合わせた現実的なパトロールの計画を立てる。<改行>				株式会社ナイカイアーキット																				株式会社三冨建設				小野興業株式会社																																																																								H30-中国-宇野-0101.xlsx		2/15/18 9:40		2/15/18 9:40		2018		1		31		11		0		2017		TRUE		8		29		中国		1		8		0		8.0		14		201		4		2018/1/31　11:0		43131.4583333333

		北海道開発局		江差港湾事務所		奥尻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		24年 00月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		奥尻港災害復旧工事		奥尻港防波堤(北外)の災害復旧工事において、仮設工の基礎捨石投入のためスパット付きバックホウ台船を所定の場所へセットしスパットを下ろし固定をしていたところ、スパットの下降が止まったため、海底に定着したと思いクラッチを外したところ、スパットがさらに下降を始め、緩んだウィンチのワイヤーが被災者の左手にぶつかり打撲した。		平成30年2月16日 9時40分 頃		海上				08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				06:飛来物		ウインチワイヤー		04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった		1		33:保護具の選択、使用方法を誤った。										18:保護具が不適・不足だった。																				80.00%		83.00%		95.00%		95.00%		2/16 9:40 事故発生、10:00 受注者から事務所へ第1報、元請け職員が被災者を病院へ搬送、10:07 事務所から築港課へ第1報、10:10 請負者から労働基準監督署へ報告、10:15 請負者から警察へ報告、10:40 警察による現場検証、10:44 請負者から海上保安部へ報告、11:35 病院の診断結果、打撲と診断、14:50 海上保安部現場検証（本人の不注意によるものと判断)、2/17 14:00～16:00 緊急工事安全大会・訓練開催、2/18 13:00～14:00 安全教育開催、2/19 15:30～18:00 現地事故調査委員会開催。		当該事故は、スパット付きバッホウ台船のスパットを下降、固定しようとしたが、スパットが確実に下降しておらず、着底したと判断しクラッチを切り離したために昇降ウィンチに巻き取られているワイヤーが急激に繰り出され、飛来したワイヤーに被弾、被災したものである。<改行>スパットが確実に着底していなかった要因としては、両舷のスパット固定位置での定着地盤がそれぞれ砂地盤（左舷側）、大割石マウンド（右舷側）であり、この内、大割石マウンドに着底した右舷側スパットが船体動揺等によりズレて下降したものと思われる。<改行>		現場状況に応じてスパットの着底確認方法を定め、作業手順書に明記、作業員に周知徹底を図る。スパットの昇降作業手順について、確実にスパットが着底しているか確認するために、これまでの確認手順であった「スパットの下降停止」「ワイヤーの緩み」による着底確認に加え、スパットを着底する現地盤条件に応じてスパットを２～３回昇降させてこれ以上スパットが下降しないかを着実に着底確認することとする。スパットのワイヤーが切断した万一の場合に備えウィンチの下側に防護ガード（メッシュ鋼板）を取り付けてあったが、今回のケースのようにウィンチの上側を超えて飛来する場合に備え防護ガード（メッシュ鋼板）を増設して操作員の安全対策を行う。<改行>				株式会社　富士サルベージ																																																																																																H29-北開局-江差-0101.xlsx		2/28/18 10:07		2/28/18 10:09		2018		2		16		9		40		2017		TRUE		4		8		北海		1		24		0		24.0		8		299		14		2018/2/16　9:40		43147.4027777778

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		09年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		1		1:労災適用		秋田港本港地区航路泊地（埋没）浚渫工事		本工事は、秋田港本港地区航路泊地(-13m)の浚渫工、土捨工、土工、仮設工を施工するものである。		平成30年2月20日 9時0分 頃		陸上		浚渫土砂揚土場所		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				01:地面				02:転倒				1103:取扱運搬等：機械の調整中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																				02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										41.00%		28.00%		65.00%		30.00%		7:30 現場内休憩所（土捨場）にて朝礼・ＫＹミーティング。<改行>8:00～ 作業現場（揚土場）へ移動し作業開始。<改行>8:30～8:40 土運船第１回目のロープ取直し作業。<改行>9:00 事故発生。		土運船ロープ取直し作業の合間を見計らい、作業待機していたバックホウにグリスアップを行う目的でキャタピラ(高さ約80㎝)上部に上り、グリスアップ機材を手に取り、キャタピラ上部(高さ約80㎝)から飛び降り、その際に足元を滑らせ転倒した。		①元請職員が長時間現場を離れる場合は、替りの職員を配置するなどの対応を行う。②下請から元請の連絡体制に不備があったため、事故が起きた場合は、即時に元請に連絡するように周知徹底する。③昇降設備等が無い場所に昇る場合は、昇降台を使用し昇り降りを行う。④翌日積雪や凍結が予測される場合は、事前に融雪剤を散布し凍結に備える。また、滑りやすい敷鉄板等に積雪した場合は、始業前に除雪を行う。⑤足元の良い場所であっても飛び降りをしない。⑥不安全行動による災害防止のため、作業手順の周知徹底を行う。				高橋秋和建設（株）																																																																																																H29-東北-秋田-0101.xlsx		3/12/18 10:38		3/12/18 10:38		2018		2		20		9		0		2017		TRUE		2		5		東北		1		9		0		9.0		4		1103		3		2018/2/20　9:0		43151.375

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		01年 00月		普通船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								4:16～30		22		1:労災適用		船舶運航管理等業務(函館港湾事務所)		港湾業務艇「みずなぎ」を所定の係留箇所に係留し、被災者（普通船員）1名が船内の操舵室で清掃作業を終え椅子で休憩していた際、客室のカーテンを閉めようと立ち上がったと同時に立ちくらみを起こして、操舵室の階段の一番上から客室の床に転落。その際、唇3㎝を裂傷するとともに、あごを骨折。<改行>		平成30年3月29日 16時0分 頃		海上		函館市海岸町　係留中の港湾業務邸「みずな		29:その他(　)		船舶運航管理		02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				01:墜落・転落				0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から																														A:危険だと思わなかった				99:その他								休憩後、作業のため立ち上がったところ立ちくらみを起こした。																						100.00%		100.00%		100.00%		100.00%		平成30年3月29日（木）16:00事故発生（船長は詰所におり、被災者は自力で詰所に移動）、16:13船長が船舶管理責任者に電話で事故発生を連絡、16:30被災者が自分で五稜郭病院に行く。20:00　検査及び応急処置終了。検査の結果、唇（3㎝）の裂傷とあごの骨折が判明。被災者はそのまま五稜郭病院に入院。<改行>平成30年3月30日（金）11:30警察署と海上保安部による現場検証開始。14:30函館労働基準監督署に書面で報告。16:00現場事故調査委員会実施。<改行>		被災者は、これまで体調が悪くなったことはなく、被災当日の朝に船長が被災者の体調を確認した際も特段の異常は見られなかった。また、被災前の数日間に渡って、被災者に特別な仕事を与えていたわけではなく、いつもどおりの仕事をさせていたことから、<改行>体に疲れがたまっていた状態にあったとは考えにくい。このことから、椅子から立ち上がった時に発生した立ちくらみは突破的に起こったものと考えられる。<改行>		事故要因から、以下の再発防止策を講ずることとする。<改行>① 　毎日朝礼などを行い、船長と船員によりお互いに健康状態や体調を確認して記録して保存する（別添参考資料11-14）。その際、体調が悪いいと判断した場合は、無理をさせないなどの適切な処置を行う。併せて、監督職員が１ヶ月に１回程度履行状況を確認する。<改行>② 　椅子に座っているなど、体を動かさない時間が暫くあった後に動く際は、立ちくらみ等を防止するため、椅子上で体を動かし、ゆっくりと何かにつかまりながら立ち上がり、体に異常が無いことを確認してから行動に移すようにする。<改行>③ 　年１回の健康診断を行い、診断結果を基にした健康指導を適切に行う。<改行>④ 　被災原因がはっきりしないことから、病院に対して被災原因の診断を依頼し、診断結果が出るまでは、仕様書第９条３項より緊急的な対応を考慮し、被災者の代替要員を配置し、業務を行うこととする。<改行>				株式会社　富士サルベージ																																																																																																H29-北開局-函館-0102.xlsx		4/16/18 17:36		6/28/18 17:59		2018		3		29		16		0		2017		TRUE		1		29		北海		4		1		0		1.0		27		110		2		2018/3/29　16:0		43188.6666666667

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		05年 01月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								03:刺傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京港臨港道路南北線10号地その２地区陸上トンネル築造工事		揚水井戸撤去に伴い、排水サクションホースを撤去するためカッターを使ってホースを切断していたところ、一部きれにくかったため力を入れた際、手元が狂いカッターで勢い余って右太股を負傷した。		平成30年5月16日 9時30分 頃		陸上				29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		排水ホース撤去		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30								21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。				31:無理な姿勢で作業した。																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										85.30%		85.30%		80.00%		80.00%		9:30　事故発生　　　　　　　　　　　15:30　被災者の処置完了<改行>9:38　救急車を手配　　　　　　　　16:00　亀戸労基署へ電話報告<改行>9:40　発注者へ第一報<改行>9:53　警視庁湾岸署到着<改行>10:24　被災者病院到着		・作業手順書に危険有害要因が挙げられていたが、慣れや油断があり手元の確認と注意が不十分であった<改行>・カッターの刃先が体の正面となる体勢で切断した<改行>・危険予知活動の指導と安全意識の向上の教育を行っていたが、作業員への浸透が不十分であった		・緊急安全大会の開催および緊急安全教育の実施により、事例の周知とともに安全意識の高揚を図る<改行>・一人ATKY活動を作業員自ら積極的に行う雰囲気作りを行う<改行>・当日に作業内容に関連した事故事例を周知することで安全意識の高揚を図る<改行>・カッターなどの切断する道具を使用する時には、刃先が体の正面に来ない体勢で切断を行う<改行>・注意喚起看板により更なる安全意識の高揚を図る		大林・日本国土・株木JV		（株）大林組				日本国土開発（株）				株木建設（株）																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H30-関東-東京-0101.xlsx		6/18/18 14:52		6/18/18 14:52		2018		5		16		9		30		2018		TRUE		9		29		関東		1		5		1		5.1		21		1102		84		2018/5/16　9:30		43236.3958333333

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		06年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						しびれ		1:0～3		1		1:労災適用		秋田港外港地区防波堤(第二南)築造工事		秋田港外港地区防波堤(第二南)の構造物撤去工、基礎工、本体工(ケーソン式)、被覆・根固工上部工を施工するものである。		平成30年5月23日 13時0分 頃		海上		防波堤(第二南)		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		その他		16:その他の加害物(　)		高気圧		23:その他(　)		高気圧		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																				02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										17.50%		12.00%		50.00%		50.00%		8:00 出航：現場事務所～第二南防波堤　8:35 第二南防波堤到着、潜水開始　9:28 本均し作業完了、浮上開始　9:50 浮上完了　10:40 起重機船乗込み、投入指示開始　11:30 昼休み　13:00 投入指示作業再開両肩にしびれを感じ交代し休憩　13:30 体調が戻らない為、現場事務所へ帰航　14:05 安責者と元請監理技術者に報告　14:10 災害発生　車で秋田赤十字病院へ移送　14:26 秋田港湾事務所保全課長へ第一報電話連絡　15:00 診断開始　16:10 ～19：00再圧タンクでの治療後、入院		作業は、法令（高圧則）に従い潜水作業計画を作成し、当日も潜水作業計画のとおりの作業を実施。被害者の体調も法令（高圧則）に従い検診を行っており、当日も作業開始前にチェックシートで下請・元請で体調を確認し異常は無かった。そのため、直接的な要因については不明であるが、以下のものが事故の発生要因と思慮する。<改行>・被災者の体調管理及び安全意識が不足していた。<改行>・水深が深く危険が伴う作業である潜水作業に対する安全意識が不十分であり、油断があった。		・被災者本人に潜水作業手順の再周知徹底、健康管理の重要性を認識させ安全意識の向上を図る。<改行>・作業員全員及び元請監督者全員に潜水作業手順の再周知徹底、健康管理の重要性を認識させ安全意識の向上を図る。				りんかい日産建設株式会社		東北土木支店																																																																																														H30-東北-秋田-0101.xlsx		6/5/18 11:42		8/21/23 16:25		2018		5		23		13		0		2018		TRUE		23		8		東北		1		6		0		6.0		25		1307		40		2018/5/23　13:0		43243.5416666667

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		25年 00月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		1		1:労災適用		和歌山下津港海岸(海南地区)琴ノ浦水門取付護岸築造工事		構造物撤去工の砥石カッター使用による鋼管矢板切断作業を行っていた。<改行>2本目切断中に、砥石盤が消費されたので台船上に砥石カッターを移動し、砥石盤交換作業を行った際に指を負傷した。		平成30年5月29日 10時0分 頃		海上				09:杭及び矢板				84:その他(　)		砥石カッター交換時		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった				24:相手の行動を確認しなかった。																								A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。		24:相手の行動を確認しなかった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。						21:物を置いた場所が悪かった。		22:作業場が狭かった。								04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。						4.70%		4.40%		20.00%		11.00%		・砥石盤交換のためユニット操作員は、油圧アームを動かして砥石盤を砥石カッター本体下部胴から出す必要があるため、油圧ユニットへ向かった。<改行>・被災者は、自らの判断で補助をしようと砥石カッターに近づいた。その際、砥石カッター周辺にホースが散乱していることに気付いたので、砥石カッター付近にしゃがみ込み、下部胴を右手で掴み整理していた。<改行>・ユニット操作員は、油圧ユニット操作前に、砥石カッターの周りに人がいないことを確認したが、実際には被災者が砥石カッターの死角上に入っており下部胴を掴んでいることを認識できないまま操作を行った。<改行>・被災者が掴んでいた場所が、油圧アームが出てくる場所であったため、右手小指及び薬指を挟んでしまい被災した。		・砥石盤交換時の作業手順書を作成し周知していなかった。<改行>・被災者は砥石カッターの構造について深く理解していなかった。<改行>・本来砥石交換に従事しない被災者が自らの判断で補助をしていた。<改行>・ユニット操作員が、被災者の行動を確認できないまま油圧ユニットを操作した。<改行>・被災者も砥石カッターの周りにいてユニット操作員の行動を確認していなかった。<改行>・砥石カッターのホース・発電機からのホースが散乱していた。		■作業基準の周知徹底<改行>・挟まれ危険個所を打合せ時、朝礼時に周知する。<改行>・作業開始前に砥石カッターを動作させて作業手順の再確認を行う。<改行>・クレーン付台船上の機材配置を変更して空間を確保して死角を少なくする。<改行>・砥石カッターのホース、発電機のホースの再配置を行う。<改行>・砥石盤交換作業は一次下請け業者のみで行い、他会社作業員は砥石盤交換作業の補助は行わない。<改行>■安全指示の徹底<改行>・当該作業中は監視員(元請職員)を台船上に常駐させ、砥石ｶｯﾀｰ周辺に人が立ち入らないよう監視を行う。<改行>・監視員は、油圧アーム可動前にユニット操作員へ人払い完了の合図を行う。<改行>				株式会社東組																				株式会社昭栄																																																																												H30-近畿-和歌山-0101.xlsx		7/6/18 14:34		7/6/18 14:34		2018		5		29		10		0		2018		TRUE		8		9		近畿		1		25		0		25.0		10		899		84		2018/5/29　10:0		43249.4166666667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		24年 00月		鉄筋工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		05:切断						1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)付帯施設外本体工事		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)付帯施設外の本体、雑工、仮設工及び現地調査を施工するものである。		平成30年6月11日 9時52分 頃		陸上		石巻港区ケーソンヤード内		11:ケーソン製作(陸上施工)				54:鉄筋運搬・組立				3:雨						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。		24:相手の行動を確認しなかった。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																		15:安全装置が不適・不良だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。								14.80%		14.40%		38.70%		34.90%		8:30～　(1)被災者は、桝内部で通水孔部の開口補強鉄筋を組み立てる為に、桝内部で鉄筋加工(D13 の切断・曲げ)を行おうとしていた。<改行>　　　　　(2)鉄筋加工を行うために、足場上から手動式鉄筋加工機を手渡しで受け取ろうとしていた。<改行>　　　　　(3)足場上の作業員が、手動式鉄筋加工機の先端回転部を下向きで渡した。<改行>9:52　　 (4）受け渡しの途中で、手動式鉄筋加工機の持ち手部分が開き、回転部を支えていた被災者の指が挟まれた。		作業手順書に記載のない作業であったケーソン内部通水孔用の補強鉄筋設置を作業場で鉄筋を加工しようとした際、手動式鉄筋加工機を外周枠組足場上の作業員からケーソン内桝の被災者へハンドル開き防止チェーンをかけずに渡し、ハンドルが開いたことで回転部に左手小指を挟んだ。		？鉄筋加工は加工場で行う。②現地で手動式鉄筋加工機を使用しない。③手動式鉄筋加工機の必要性が生じた場合は、担当職員と使用方法の確認をする。④手動式鉄筋加工機に「使用前後でロック確認を！」の注意喚起明示し、使用後はハンドル開き防止チェーンをかける。⑤不安定な形状物や重量物はクレーンにて吊下ろしする。⑥作業手順書に、鉄筋加工は加工場で行う内容を明記する。⑦作業開始前に関係者全員の作業内容を把握及び手順書の周知を確認する。⑧現場巡回の際、手順通りの作業が行われているか確認する。				東洋建設株式会社		東北支店																																																																						当局		reserved-43315x1F		口頭注意																				H30-東北-塩釜-0101.xlsx		6/20/18 16:24		10/23/18 14:31		2018		6		11		9		52		2018		TRUE		8		11		東北		1		24		0		24.0		21		1299		54		2018/6/11　9:52		43262.4111111111

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		13年 11月		普通船員		06:骨盤部								04:骨折								5:31以上		50		2:労災非適（船員法適用）		新潟港（西港地区）航路泊地浚渫工事（その１）		　新潟港（西港地区）航路泊地（-5.0m～-8.0m）の浚渫工及び土捨工を施工するものである。<改行>（浚渫・土捨工　44、955m2　浚渫　施工水深　-5.0～-8.5m　法勾配1:2　51、299m3）		平成30年6月21日 11時8分 頃		陸上				05:浚渫・床掘り				02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				16:その他の加害物(　)		船艙		01:墜落・転落				0199:墜落：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		07:防護物・保護具を使用しなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。		18:保護具が不適・不足だった。		01:設計構造が悪かった。				02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。				12.50%		12.50%		100.00%		48.00%		7:30：朝礼・作業前KYミーティング、8:00：当該作業開始、11:08：事故発生、11:20：監督職員へ電話にて発生報告、11:30頃：被災者を病院へ搬送、13:45：骨盤骨折2箇所2～3ヶ月加療と報告		人的要因：「仮固定ロープ」を２本設置するのが標準であるが、うち１本の固定がされていなかった。安全帯の使用を怠った。「仮固定ロープ」が確実に固定されているか確認をしていなかった。結果的に固定されていない不安定なモッコの上に乗った。<改行>物的要因：足場を一時的に不安定にせざるを得ない構造であった。開口部に覆いがなかった。親綱を設置していなかった。<改行>管理的要因：作業場所が高所作業に該当することへの教育が不十分であった。どのような場合に安全帯を使用するのか確認、共通認識が無かった。施工計画書などにワイヤモッコ取付作業に関する記載が少なかった。		(1)接続治具構造の改良：接続用ピースに「BBｼｬｯｸﾙ」を増やし、2枚のモッコ端部ワイヤをこのｼｬｯｸﾙに各接続させる。これにより、作業員がモッコの上に乗らずに、船縁から接続作業が可能となる。(2)親綱設備の設置：隣に設置したモッコとの結合作業の他、ﾓｯｺのﾒﾝﾃﾅﾝｽにおいても作業員がﾓｯｺの上へ上がる際は親綱を設置する。(3)作業手順書の修正：当初の作業手順書では、2枚目以降のﾓｯｺ設置手順が不透明であったことや接続治具の改良及び各種安全設備の設置により、手順書の守勢を行い作業員に周知する。(4)作業時の確認：高所作業時の安全帯使用状況、手順書どおりの作業を進めているか、現場代理人の巡視や作業員同士の相互確認により随時確認を行う。(5)開口部の養生：ﾓｯｺ設置時(隣接ﾓｯｺとの結合)の他、ﾓｯｺのﾒﾝﾃﾅﾝｽ時にもﾓｯｺ場へ作業員が上がる必要があることから、転落防止ネットを展張設置する。(6)ﾓｯｺ上への渡り通路設置：隣に設置したﾓｯｺとの結合作業の他、ﾓｯｺのﾒﾝﾃﾅﾝｽにおいても作業員がﾓｯｺの上へ上がることから、土運船からﾓｯｺへの渡り通路を設ける。通路は足場板2枚敷(足場板2枚は結束)とし、使用の際には、不安定な状況にならないように土運船へ固定する。				株式会社谷村建設																																						文書注意																																																										30-北陸-新潟-0101.xlsx		7/5/18 17:26		9/13/18 13:52		2018		6		21		11		8		2018		TRUE		1		5		北陸		5		13		11		13.9		22		199		2		2018/6/21　11:8		43272.4638888889

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		57		男		07年 03月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		函館空港滑走路老朽化対策工事		配管撤去に伴う舗装復旧作業中に、転圧機械（ランマ）のオペレーターが機械をアイドリング状態にし手を離したところ、転圧機械が転倒し被災者（別作業の作業員）の足にあたった。		平成30年6月26日 0時30分 頃		陸上		函館市　（函館空港　滑走路SP980付近）		22:舗装				84:その他(　)		配管撤去後の転圧作業において、別作業の作		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						01:原動機				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				1299:工具等取り扱い：その他		A:危険だと思わなかった		1		31:無理な姿勢で作業した。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。						A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																																												8.00%		8.00%		8.00%		8.00%		平成30年6月25日（月）　20:30　　制限区域内に入場 　準備工作業       21:00　　配管撤去作業開始<改行>平成30年6月26日（火）　 0:10　　配管撤去に伴う舗装復旧作業を開始   0:30　　事故発生　現場担当者から他の施工箇所にいた現場代理人へ連絡 0:32　　現場代理人が被災者に状況確認　被災者への聞き取りで「大丈夫です」との返答を得たのち現場代理人が被災者の足の状態を確認するため、安全靴を脱がせ、腫れ・出血等外傷がないことを確認し、兼務していた現場内作業（清掃等）を止め進行監視等の職長職務のみを継続させた。現地でのオイル漏れ、破損物が無いことを確認した。 5:00　　舗装復旧作業終了 場内清掃・完了確認　 5:30　　制限区域から退場　 現場事務所にて、作業終了後の整理整頓等の作業 5:50　　終業時再度被災者の状況を確認したところ、痛みと腫れを確認したため事故と認識し、監理技術者から主任監督員へ連絡。 現場代理人から、緊急連絡系統図に則り、社内へ連絡。　函館出張所長より現場代理人に被災者と病院へ同行を指示。 <改行>8:30 監理技術者が労働基準監督署へ連絡　8:35現場担当技術者が函館中央警察署へ連絡　　9:00　　現場代理人が同行し病院で受診。　10:00　　監督職員から受注者へ事故状況の聞き取り  13:05　現場事務所にて警察に事情を説明し、事件性がないとの見解。   20:30～21:05  現地事故調査会(現地確認)<改行>		①タンピングランマ<改行>　　当該タンピングランマが転圧直後に手を離した後に倒れた要因として、ジョウロを取るため振り返った際に体の一部がタンピングランマに接触し、自立していたタンピングランマが不安定となったものと思われる。また、そのときはタンピングランマが視野から離れた。<改行>②作業員の配置<改行>　　被災者は、職長としての現場内の作業進行の監視およびアスファルト投入の際の汚れ防止のための養生板(ベニヤ板)の前送りを行う作業をしていた。前送りが完了し、舗装面の清掃準備・確認のため、タンピングランマ転倒範囲入り、ほうきを取る目的で横を向いた際に転倒してきたタンピングランマと接触した。		溝部施工における狭小部転圧用タンピングランマ使用時は以下の再発防止策を講ずることとします。<改行>① タンピングランマ専用の台車を作成し、タンピングランマ停止時及び移動時は台車に乗せ転倒を防止するため固定する。<改行>② 付着防止用の水撒きはタンピングランマ操作者以外の者が行う。<改行>タンピングランマ操作者と散水作業の従事者の役割を明確にし、２人体制で作業を行う。<改行>③タンピングランマの施工範囲（２ｍ）は立入禁止措置を講ずる。<改行>タンピングランマの施工範囲内をコーン及びバーで囲い、操作者以外が接近できないよう立入禁止措置を講ずる。<改行>やむを得ず作業範囲内に入る場合はタンピングランマ操作者に声かけする。<改行>④舗装版復旧の作業内容や使用機械を作業計画、作業手順書に明記する。				株式会社ＮＩＰＰＯ		北海道支店																		函館舗道(株)																																																																												H30-北開局-函館-0101.xlsx		7/19/18 15:31		8/7/18 16:36		2018		6		26		0		30		2018		FALSE		4		22		北海		1		7		3		7.3		1		1299		84		2018/6/26　0:30		43277.0208333333

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		木更津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		10年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		30		1:労災適用		東京湾浅場造成工事		回転式破砕混合機の清掃作業中、ツイスター内を清掃している作業員に気づかずベルトコンベアを稼働し、回転したベルトコンベアに足を取られ転倒した被災者が、混合土砂排出ベルトコンベアで排出口まで運ばれて地面へ落下した。		平成30年6月28日 16時25分 頃		陸上				29:その他(　)		土砂混合運転工		03:装備機械器具等の点検・整備		装備機械器具等の点検・整備		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		4:強風（8～15）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		15:コンベア				01:地面				01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		24:相手の行動を確認しなかった。						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		25:合図を勘違いした。																																04:理解度の確認が不十分だった。										83.90%		45.20%		96.20%		37.50%		  8:00　朝礼後、土砂混合作業開始　　　　　　16:41　発注者へ連絡<改行>16:00　土砂混合作業終了　　　　　　　　　　　 17:20　警察による事情徴収<改行>16:05　回転式破砕混合機の清掃開始　　　　 ＜翌6/29＞<改行>16:25　事故発生（ベルトコンベアから転落）　 8:45　労働基準監督署に報告<改行>16:39　救急車要請		・点検整備・清掃中にベルコンの電源を切っていなかった<改行>・無線による意思疎通が上手くいっていなかった<改行>・清掃作業を二人1組で行わず単独で行った<改行>・元請と下請が電源を切らずに点検作業を行うことの危険性を認識していなった。		・分電盤3箇所のブレーカーをoffにし、点検中札を掲示する。チェックリストに基づき元請けの許可を得る。<改行>・送信者は受信者からの返信を確認する。受信者は指示内容を復唱する。<改行>・1次下請は二人作業を確認する。点検札及び全員そろったことを確認する。<改行>・1次下請がピン挿入確認用パトランプを設置する。<改行>・危険箇所の総点検の実施。・作業手順書の見直し、周知する。		東亜建設工業(株)																																								文書注意																																																										H30-関東-千葉-0101.xlsx		7/2/18 17:54		10/23/18 19:34		2018		6		28		16		25		2018		TRUE		1		29		関東		4		10		0		10.0		15		119		3		2018/6/28　16:25		43279.6840277778

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		58		男		37年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		那覇空港GSE置場新設外2件工事		本工事は、那覇空港のGSE置場（GSE通路含む）、エプロンの新設及び構内道路を拡幅（接車帯改良含む）するもので、構造物撤去工、空港土工･土工、空港舗装工･舗装工、小型水路工、飛行場標識工、付帯施設工、ライフライン付設工、道路付属施設工、緑地工、防護柵工、仮設工及び磁気探査を施工するものである。<改行>		平成30年7月16日 10時15分 頃		陸上		制限区域外の用地造成箇所		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		制限フェンスの支柱および基礎の撤去		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		フェンス支柱		16:その他の加害物(　)		ナイロンスリング		08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				33:保護具の選択、使用方法を誤った。						02:機械・器具の材料に欠陥があった。																				9.50%		1.60%		100.00%		50.00%		① 8：00～朝礼・KY　<改行>作業内容(構造物撤去工、殻搬出、土のう作成、仮設制限フェンス設置、コンクリート頂版搬出)<改行>② 8：25～既設制限フェンスの支柱撤去開始。先行して、0.7m3バックホウのブレーカーにて基礎まわりの土間コンの撤去、土をほぐす作業を行う。<改行>③ 9：50～既設制限フェンスの支柱撤去（引抜き）作業開始。<改行>④ 10：15～3本目の支柱を撤去する際、巻きつけたナイロンスリングがすべって<改行>上に上がったため、玉掛者はとっさに押えようとナイロンスリングに触れたところ指を挟んで被災した。<改行><改行>⑥ 19：40～協和エクシオによる応急処置完了（本復旧は明日実施） <改行>⑦ 20：20～現場養生、応急処置を実施し、NIPPO現場退出		① ナイロンスリングを吊上げ中に左手で押えてしまった。<改行>② 吊作業を軍手で行った。<改行>③ ナイロンスリングのすべり止めがなかった。<改行>		＜現場における対策＞<改行>① 吊り作業時は吊荷及び吊具に近づかない。（吊荷から3m以上離れる）<改行>② 吊り作業する時は革手袋を着用する。<改行>③ ナイロンスリングのすべり止めとして、クランプを2箇所設置する<改行>				大成ロテック(株)																				丸三建設(株)												沖縄総合事務局管内																																																																H30-沖総局-那覇-0002.xlsx		7/27/18 15:43		7/27/18 15:43		2018		7		16		10		15		2018		FALSE		8		29		沖縄		1		37		0		37.0		26		804		84		2018/7/16　10:15		43297.4270833333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		24年 00月		土木一般世話役		03:背部								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		新潟港海岸（西海岸地区）砂止堤築造工事（その２）		除却工、被覆石除却(1、000㎏/個)1、625m3、捨石除却(30～500㎏/個)193m3、基礎工；帆布敷設1、371m2、捨石(1、000㎏/個)5、040m3、捨石荒均し(±50㎝)1、846m2、付帯工;進入防止柵一式、付工；立入禁止柵撤去復旧一式、転落防止柵設置一式		平成30年7月18日 16時0分 頃		陸上				08:捨石及び均し				19:陸上測量				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0120:墜落：ガケ、斜面から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。				27:不安全な場所へのった。						10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										48.00%		72.50%		50.00%		80.50%		7月18日(水)午後3時：捨石仮置きヤード内に仮置きしてある捨石(1、000㎏/個)の残数量を確認するため、捨石上で当社職員と一緒にテープによる数量検収を行った。<改行>7月18日(水)午後4時：被災者が捨石天端から下に降りてくる際、高さ70㎝程度から足を滑らせ、バランスを崩して前方に足から着地したが、体制を崩して尻餅をつき、後ろに転倒したとき捨石に背中を当てた。当てた時は痛みがあったが、その後痛みが無くなり、大丈夫である旨を共に作業を行っていた元請社員へ話し通常作業に戻った。<改行>7月19(木)､20日(金)：痛みも無く普通に作業（作業指揮及び現場巡回）を行った。<改行>7月21日(土)：他現場で作業(コテにてコンクリート天端均し)している最中、背中に痛みを感じた。		人的要因：今回の事故は、枡立てされた捨石上での検収作業であった。その枡立てされた捨石の形状は大小さまざまであり、それが不規則に積み重なっていた。事故は捨石天端上での寸法測定を終え、捨石天端上から下に降りる際、最後の捨石1個分の高さで足を滑らせてバランスを崩して発生した。捨石を登るときには、手を使いながら慎重に登っていったが、下に降りる際は手を使わずに降り、最後の捨石１個のところで気が緩みバランスを崩したことから発止した「ヒューマンエラー」と思われる。<改行>管理的要因：今回の事故は、元請職員立ち会いの下で発生したものであったが、発生当時は被災者が痛みを訴えなかったこと、また、この元請職員も被災者の返事をそのまま受け止めたことから、現場代理人に報告せずに放置されていたため、発注者への報告が遅延したものである。		・天端幅・長さの測定にあたっては天端法肩の位置を地面に落とし、地上で寸法を測る。<改行>・高さの測定にあたっては可搬式作業台を用いて、スタッフ(箱尺)にて高さを測る。<改行>・朝礼・KY活動などにおいて、作業上の急所、安全上の急所などの情報共有を図るとともに、軽微な転倒なども含め、作業中に発生した事象について報告するよう周知徹底を図る。				株式会社加賀田組新潟支店																																																																																																30-北陸-新潟-0201.xlsx		8/8/18 17:26		9/13/18 15:52		2018		7		18		16		0		2018		TRUE		1		8		北陸		1		24		0		24.0		24		120		19		2018/7/18　16:0		43299.6666666667

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		04年 08月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷						左前腕挫裂創		1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設根固外工事		本？事は、八戸港八太郎・河原？地区航路泊地(埋没)付帯施設の被覆・根固工及び基礎工を施工するものである。		平成30年7月24日 10時55分 頃		陸上		青森県八戸市河原木字海岸地		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				99:その他										18:保護具が不適・不足だった。										99:その他										50.80%		53.10%		60.00%		60.00%		7:50頃 ：安全朝礼<改行>8:00頃 ：作業開始<改行>10:00頃：休憩<改行>10:30頃：作業開始<改行>10:55頃：災害発生		被災者は根固ブロックの型枠組？作業に従事していた。同僚に型枠組？？のメタルクリップを渡すため、№29と30の型枠間を通過する際、右側型枠（No.30型枠）に右膝が当たらない様に右？を内側に？れた事で、左？に右？が引っ掛かりバランスを崩し転倒しそうになったため、地？に？を伸ばした時、左腕が№29型枠のフォームタイに接触して裂傷した。		1. 狭い場所での作業について、危険有害要因を特定し、？々のKY 活動を？う。<改行>2. すべてのフォームタイ端部に保護キャップをかぶせることで、万？？体が接触しても被災することが無いように施す。<改行>3. 狭い場所での作業について、危険有害要因を特定し、？々のKY 活動で注意するよう指導する。				北日本海事興業株式会社																																																																																																H30-東北-八戸-0101.xlsx		8/6/18 9:39		8/22/23 11:36		2018		7		24		10		55		2018		TRUE		9		17		東北		1		4		8		4.7		22		1399		55		2018/7/24　10:55		43305.4548611111

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		67		男		40年 02月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		釧路港西港区航路浚渫工事		・ ダンプトラックで浚渫土砂を運搬中に事故発生。<改行>・ 別工事の作業員（被災者）が現場詰所前で朝礼前の準備中（歩行中）であった。<改行>・ 運搬路（砂利道）の砕石がダンプトラックのタイヤで飛石し、別工事の作業員の手に当たり負傷した。		平成30年7月25日 7時45分 頃		陸上		釧路市星が浦2号緑地 工事現場詰所敷地内		29:その他(　)		土砂運搬		38:土運搬				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		運搬路砕石		06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										A:危険だと思わなかった																																																60.00%		54.00%						被災者の当日の作業内容【排砂管保守】<改行>ダンプトラックで浚渫土砂を運搬中に、別工事の作業員（被災者）が現場詰所前で朝礼前の準備をしていたところ、運搬路の砕石がダンプトラックのタイヤで飛石し被災者に当たり負傷した。<改行> 7:45　事故発生（8:00からの朝礼前に、現場詰所前での作業準備中）		・ 運搬路に浮いていた砕石（40-80mm）がダンプトラックのタイヤに掛かり飛石した。<改行>・ 運搬路の損傷により採石を補充し整備したばかりであったため、浮石が発生しやすい状況であった。		・ 特に他工区休憩所付近や一般歩行者がいる場合は注意を怠らない。<改行>・ 運搬関連の全工事にダンプトラック、散水車、連絡車等の車両対して運搬路（砂利道）内の徐行（20ｋｍ/ｈ以下）を徹底するよう促した。<改行>・ 不用意に道路側を歩かないように注意。通行の際には周りの状況に注意を払う。<改行>・ 全員が目視確認できるように、バリケードから２ｍ離れた箇所に赤スプレーでマーキングして、その内側を歩行する。		みらい・勇・村井経常建設共同企業体		みらい建設工業株式会社		北海道支店		勇建設株式会社				村井建設株式会社												永大工業株式会社				有限会社星和運輸																																																																								H30-北開局-釧路-0101.xlsx		8/7/18 16:37		8/7/18 16:37		2018		7		25		7		45		2018		TRUE		4		29		北海		1		40		2		40.2		26		299		38		2018/7/25　7:45		43306.3229166667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		19年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷						右下腿(腓腹筋・ヒラメ筋断裂)挫滅創		5:31以上		62		1:労災適用		仙台塩釜港塩釜港区貞山地区岸壁(-9m)基礎(改良)工事		仙台塩釜港塩釜港区貞山地区岸壁(-9m)基礎(改良)工事の海上地盤改良工、陸上地盤改良工を施工するものである。		平成30年7月27日 14時45分 頃		陸上		宮城県塩竃市仙台塩釜港塩釜港区内(岸壁上)		06:地盤改良				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0301:倒壊：足場、作業構台等																A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																				04:安全度が不足だった。		20:不安全に物が置いてあった。		22:作業場が狭かった。						02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。								50.40%		65.60%		1.00%		1.00%		7:30頃：作業ヤードにて朝礼、KYK、始業前点検後、高圧噴射撹拌工プラント組立・配線作業を実施。AMプラント組立・配線作業完了<改行>12:00頃：昼休み<改行>13:00頃：改良機足場組立作業のため、搬入荷卸し済みの足場材を組立箇所に横持ちしながら順次組立を実施<改行>14:45頃：災害発生		搬入荷卸し済みの3段積みにしたH形鋼(H400×3m：600kg)を1本ずつ組立場所にラフタークレーン(70t吊)で吊り上げ、横持ちしようとしたところ、吊り上げた最上段のH形鋼が2段目のH形鋼に傾いて接触し、1段目と2段目のH形鋼の2本がバランスを崩し倒れた。その際、被災者の右足ふくらはぎ部分が倒れたH鋼と仮置していたH形鋼(H800×300×16.5m：3、465kg)の間に挟まれ負傷した。		・吊作業時に3・3・3 運動の実施訓練をおこない、実作業時に違反を発見した場合、その作業員を退場させる。・吊作業時には介錯ロープを必ず使用する。・吊作業時は音声による注意喚起の警報装置を使用する。・作業計画が変更になった場合は、作業従事者全員で打ち合わせを行い、周知後、作業を再開する。・ヘルバンドで各役割を明確にして作業を行う。・クレーン合図が合図者以外の者から送られた場合には、揚重作業を行わない。・山留材を置く作業計画を立て周知してから作業する。・イーグルクランプでの片吊りは行わない。また、使用の際は荷が傾かないよう、ちどりに設置して使用する。・山留材間に隙間が無い場合は、専用穴吊具(JSG-22)を使用して行う。		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		東北支店		株式会社大本組		東北支店																																																																																										H30-東北-塩釜-0201.xlsx		8/6/18 9:40		10/23/18 11:43		2018		7		27		14		45		2018		TRUE		8		6		東北		5		19		0		19.0		24		301		17		2018/7/27　14:45		43308.6145833333

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		宇部		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		01年 03月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折								4:16～30				1:労災適用		宇部港本港地区航路（-13m）浚渫土砂処分業務（役務業務）		本工事は、宇部港本港地区航路(－13ｍ)の浚渫土を空気圧送船により揚土土捨する工事である。		平成30年7月31日 7時30分 頃		海上		揚錨船のデッキ上		05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				02:転倒				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																														A:危険だと思わなかった				27:不安全な場所へのった。		31:無理な姿勢で作業した。		13:油断、軽視した。		04:作業標準を守らなかった。																																空気圧送船の揚錨作業の配置に就き、揚錨作業を開始した。本船アンカー６本の内、船尾左舷側のアンカーを揚錨し、アンカーを本船に預け、被災者は本船から揚錨船に乗り込もうとして揚錨船の船首部防舷材に足を掛けたところ足を滑らせ、揚錨船デッキに前のめりに転倒し、デッキに両手をつき被災（骨折）した。		主原因<改行>①空気圧送船のデッキ上に泥が付着している状態にも関わらず、足元の状態を確認しなかったため、揚錨船に乗り込む際に、防舷材に足をかけたところ、足を滑らせ転倒した。<改行>副次的原因<改行>①作業船乗降時の安全確認について作業手順書に記載が無かった。<改行>②経験不足による作業の不慣れがあった。		【主原因】<改行>　・揚錨作業前にデッキ、防舷材上の泥などの状態を確認し取り除く。　<改行>　・乗降部分の整理整頓を行う。<改行>【副次的原因】<改行>　・作業船乗降時の安全確認について作業手順書に記述し、周知する。<改行>　・若年者、経験不足者の単独作業とならないような配員計画とする。　<改行>				秋穂石材（株） 																				栄臨建設(株)				(株)小島組								措置なし																																																																H30-中国-宇部-0101.xlsx		8/13/18 9:18		8/13/18 9:18		2018		7		31		7		30		2018		TRUE		2		5		中国		4		1		3		1.3		27		122		15		2018/7/31　7:30		43312.3125

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		21		男		03年 05月		特殊作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		60		1:労災適用		東京国際空港Ａ誘導路他地盤改良等工事		夜間閉鎖したＡ誘導路での地盤改良作業完了後、資機材の片付け、舗装面の清掃を行っていた。車両退去のため、ＣＰＧ注入ポンプ台車を牽引車両に連結させる際、固定していたはずのジャッキが回転し台車が傾き、台車と舗装面の間に右足が挟まれて負傷した。		平成30年8月3日 4時24分 頃		陸上		東京国際空港Ａ誘導路		06:地盤改良				84:その他(　)		片付け作業		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ＣＰＧ注入ポンプ台車		08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		17:危険を知らずにやった。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				80.90%		27.60%						1:30　作業開始　　　　　　　　　　　　5:07　救急車・消防車到着<改行>3:45　作業完了、後片付け開始　　5:20　空港警察到着<改行>4.24　災害発生　　　　　　　　　　　　5:50　工事終了（ランウェイチェック完了）<改行>4:35　発注者に事故発生連絡　　　6:00　病院到着、治療<改行>4:37　119番通報		①既にジャッキが立てられていたため、ロックピンが入っていることを確認せずにジャッキアップした。<改行>②ジャッキの角度がいつもと違っていたが、あと少しの作業であったためジャッキアップしてしまった。<改行>③注入ポンプ台車をジャッキアップする際、ジャッキが回転し、台車が傾くとは思わなかった。<改行>④台車が傾いた時を想定した対策がとられていなかった。		①牽引担当者がジャッキを立てるところからロックピンの確認までを一連で行う。<改行>②ロックピンの確認方法を作業手順書に明記し、再発防止対策を作業員全員に周知する。<改行>③ロックピンが入っていることを見える化する。<改行>④必ずロックピンを確認してからジャッキアップする作業手順を再周知する。<改行>⑤実証実験を実施し、ロックピンが入っていなくてもジャッキアップでき、連結する際ジャッキが回転し、台車が傾くことを作業員全員に認識させる。<改行>⑥台座を台車牽引部の直下に設定し、連結作業を行う。		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）				大成建設（株）				みらい建設工業（株）																														文書注意								文書注意								文書注意																																										H30-関東-東京空港-0401.xlsx		8/28/18 15:14		9/6/18 17:08		2018		8		3		4		24		2018		FALSE		8		6		関東		5		3		5		3.4		14		899		84		2018/8/3　4:24		43315.1833333333

		近畿地方整備局		舞鶴港湾事務所		柴山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		00年 11月		高級船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		柴山港柴山地区外防波堤（西）築造工事		本工事は柴山港柴山地区外防波堤(西)の構造物撤去工、基礎工、本体工(ｹｰｿﾝ式)、被覆・根固工及び雑工を施工するものである。<改行>CP船による蓋ｺﾝｸﾘ-ﾄ打設終了後、片付中にｱﾙﾐ製ﾀﾗｯﾌﾟ(長さ8m、重量97kg)を所定位置に収納するため、船員6人で移動していた。その際、ﾀﾗｯﾌﾟを持っていた左手が係船ﾋﾞｯﾄとの間に巻き込まれて小指先端部を負傷（欠損）した。		平成30年8月20日 11時40分 頃		海上		船上		21:上部工				06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				16:その他の加害物(　)		係船ビット(船設備)		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		26:危険有害な場所に入った。						22:作業場が狭かった。																				95.00%		91.00%		100.00%		100.00%		6:00  朝礼、服装確認、危険予知活動<改行>6:30　CP船出港<改行>8:50　 CP船現場到着後、蓋コンクリート打設開始<改行>11:15　蓋コンクリート打設完了、回航準備開始<改行>11:40　片付中にｱﾙﾐ製ﾀﾗｯﾌﾟ(長さ8m、重量97kg)を所定位置に収納するため、船員6人で移動していた。その際、ﾀﾗｯﾌﾟを持っていた左手が係船ﾋﾞｯﾄとの間に巻き込まれて小指先端部を負傷（欠損）した。		・気持ちの焦り、油断から巻き込まれる恐れのある箇所に手を入れていた。 <改行>・ﾀﾗｯﾌﾟを移動させる場所が狭い場所であった。<改行>・ﾀﾗｯﾌﾟ移動作業に対しては口頭のみでの指示であった。		①作業員を含む全業者による「事故再発防止対策会議」を開催し、今回の事故が発生したﾀﾗｯﾌﾟ収納作業及び同様の災害事例における原因及び対策について話し合い、ﾀﾗｯﾌﾟ収納作業についての作業手順書(施工場所確認、人員配置及び収納時の合図、持ち方、姿勢、声掛け等の対策)を作成し、「再発防止周知会」において全作業員に対して周知徹底を行った。<改行>②起因物(ﾀﾗｯﾌﾟ)をより安全に持つことができる「補助取っ手」を設けることで今回の事故のように巻き込まれる危険を無くすよう対処することとした。<改行>③本工事における今後の作業についても、作業手順の整理・見直し及び周知を行うこととした。		東洋・株木特定建設工事共同企業体		東洋建設株式会社				株木建設株式会社																寄神建設株式会社				株式会社坂本組																																																																								H30-近畿-舞鶴-0101.xlsx		9/11/18 16:56		9/12/18 15:41		2018		8		20		11		40		2018		TRUE		8		21		近畿		1		0		11		0.9		22		1104		6		2018/8/20　11:40		43332.4861111111

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		06年 08月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折						左右距骨骨折、右足関節内果骨折ほか		5:31以上		83		1:労災適用		むつ小川原港外港地区防波堤(東)(災害復旧)改良外工事		本工事は、むつ小川原港外港地区防波堤(東)の災害復旧として、構造物撤去工、本体工、上部工、中詰改良工を施工するものである。		平成30年8月20日 15時15分 頃		海上		むつ小川原港外港地区防波堤上		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中																A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。		17:危険を知らずにやった。		22:連絡合図が不明瞭だった。		24:相手の行動を確認しなかった。																		02:機械・器具の材料に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。						79.30%		72.70%		81.30%		79.30%		7:30頃：安全朝礼、作業内容の打合せ。 8:20頃：ケ－ソン到着。 8:30頃：始業前点検。 9:40頃：削孔作業開始。 11：00頃：改良造成を開始の(排土の流出が確認)。 12:30頃：改良造成を中断。 15:00頃：閉塞時のモルタルを取壊しするため、クローラークレーンを用いて山留材を縦に吊って、閉塞箇所に降ろして使用することにした(山留材解体)。 15:15頃：事故発生。		中詰改良工の高圧噴射攪拌工法の造成作業を実施していたが、ケーソン通水孔から汚泥の流出が確認されたため、造成作業を一時中止し閉塞作業を行うこととし、仮設材として山留材(□200)を使用するため、別作業に使用のため組んでいた山留材を解体する作業を行っていた。解体前は□200を2本と□350を2本を井型に組んで固定していたが、上部の□200の固定(ブルマン)を解除し撤去したところ、下部の□350の山留材が、被災者側に転倒し、被災者の両太腿載荷した状態となり、両足首を負傷した。<改行>		・解体作業を行う前に転倒の危険性があるものは、台座の設置等確実な養生(転倒防止)を実施する。・施工トラブルによる予定外作業を行う時、元請は複数人で対応し、元請が関係する1次協力会社責任者と相談、協議し、その対策方法・人員配置を決定する。作業開始後も対策方法が適正か確認を行い、改善点があれば、その都度1次協力会社に指示・指導を行う。・予定外作業を行う時も、元請は作業指揮者を指名し、指揮者の下で安全な作業をさせる。また新たに支社安全専任パトロールを月1回(合計月2回)実施し、作業指揮状況を確認する。その都度指示・指導を実践し現場全体に反映させる。 				西松建設株式会社																																																																																																H30-東北-八戸-0201.xlsx		9/3/18 15:10		11/22/18 15:44		2018		8		20		15		15		2018		TRUE		8		29		東北		5		6		8		6.7		24		1103		84		2018/8/20　15:15		43332.6354166667

		北海道開発局		稚内港湾事務所		鬼脇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		23年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						5:31以上		180		1:労災適用		鴛泊港（鬼脇港区）南防波堤改良工事		消波ブロックの型枠脱型作業中、クレーンにて型枠に玉掛けした吊り具を一度緊張し、職長が型枠と型枠の繋ぎ目を金テコにより開いたところ、一度外れた型枠がブロック側に左右に揺れながら戻ったことから、被災者が揺れた型枠を押さえて止めようとし、脱型前の型枠と戻ってきた型枠の間に左手を挟め受傷した。		平成30年8月21日 7時45分 頃		陸上		北海道利尻郡利尻富士町鬼脇		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										83.90%		97.70%						・鴛泊港（鬼脇港区）において当日は7:00より消波ブロック（以下「ブロック」）の型枠脱型作業を開始した。当該型枠脱型作業は以下の３名で行っていた。被災者：型枠締付けボルト外し、合図。職長：吊り具の玉掛け・玉外し、金テコでの型枠外し。クレーンオペレーター：クレーン操作。<改行>・ブロックの斜め部型枠を外すため、クレーンにて型枠に玉掛けした吊り具を一度緊張し、職長が型枠と型枠の繋ぎ目を金テコにより開いたところ、一度外れた型枠がブロック側に左右に揺れながら戻ったことから、被災者が揺れた型枠を押さえて止めようとし、脱型前の型枠と戻ってきた型枠の間に左手を挟め受傷した。		・型枠を脱型するため、被災者がボルトを外した後、職長が型枠と型枠の継ぎ目を金テコで開いていたが、この箇所が他の箇所より固く閉まっていたため、通常より力を入れて開いたところ、継ぎ目が開いた瞬間、玉掛け箇所が１箇所で、必要に応じた揺れ防止対策（介錯ロープ等）を施していなかったことから、外れた型枠が通常以上に左右に揺れ動いた。<改行>・事前の指示事項で被災者はボルトを外した後、脱型した型枠を地面に倒す方向正面の離れた安全な場所に待避して、クレーンオペレーターに合図するよう指示していたが、被災者は、指示された待避場所と違った場所（脱型する型枠の横）に待避していた。		①玉掛を２点吊に変更し脱型時における型枠の左右方向の揺れを低減させ挟まれのリスクをより減少させる。<改行>②吊り具を玉掛する際は吊り具が地盤と直角になるように設置し脱型時の反動による揺れを最小限に抑える。<改行>③型枠正面から離れた安全な位置で合図を行い型枠を金テコで開く作業員と相互に安全確認をとる。<改行>④毎朝の朝礼時、RKYミーティング、日々の打合せ等において基本手順を繰り返し確認する。<改行>⑤作業計画の内容に変更が生じた場合は、作業員への口答指示だけでは無く、作業開始前に再度作業計画を検討し修正を行う。修正した作業計画内容については、再度のミーティングにより確実に周知・把握させてから作業を開始する。				株式会社　中田組																																																																								労働基準監督署		reserved-43334x1F		再発防止対策については了解した。安全に作業を行うこと。		警察		reserved-43333x1F		事件性は無い。														H30-北開局-稚内-0102.xlsx		9/10/18 14:10		11/15/18 21:11		2018		8		21		7		45		2018		TRUE		8		17		北海		5		23		0		23.0		22		1102		55		2018/8/21　7:45		43333.3229166667

		北海道開発局		留萌港湾事務所		羽幌		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		30年 08月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		羽幌港建設工事		水中コンクリート型枠設置作業のため、ウインチ操作によりクレーン付台船の移動作業をしていたところ、作業従事者がクラッチとブレーキドラムの隙間に右手の薬指と中指を挟め負傷(切り傷)。		平成30年8月21日 8時5分 頃		海上		羽幌港港内(内港防波堤先端部付近)		29:その他(　)		本体工（場所打式）（水中コンクリート）		14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。								D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。																																										47.20%		48.50%		40.30%		40.30%		羽幌港内の海上において水中コンクリートの型枠設置を行うため、従事者①は、クレーン付台船を所定の位置に配置させるため、ウインチ作業を行っていた。ところが従事者①がウインチ操作を誤って従事者①が慌てる状況に陥った。一方、従事者②（被災者）は、ウインチ操作の補助作業を行っていたが、従事者①が慌てている状況に気づき、手伝うため不適切な位置に手を置きクラッチレバー操作を行おうとしたため、ドラムとクラッチレバーの隙間に指を挟め被災する状況となった。事故当時、被災者は保護手袋着用。クラッチレバーの危険箇所にはトラテープが巻いてあった。<改行>		従事者①がウインチ操作を誤ったこと、従事者②（被災者）が不適切な位置でクラッチレバーに手をかけたことが事故の原因である。<改行>		・ブレーキ等の操作時(操作前・操作後の2回)に指差し呼称で確認を行う。又、見えやすい位置に注意標識及びウインチの使用手順を明示する。さらに、機械の異常（振動や異常音）を感じたら、ウインチ動力を停止する。<改行>・クラッチ板の危険箇所にトラテープでは無く目立つ注意文章によりより具体的に危険箇所を明示する。<改行>・作業打合せ時・朝礼時には、作業従事者へ今まで以上に具体的な危険事項を明確に指示し、慣れた作業や休日明けでも油断や焦りが起きないよう継続的な教育を実施する。(従事者の人為的ミスを減少させる)<改行>				三協建設(株)																																																																								労働基準監督署				再発防止のため、関係者に注意喚起を徹底すること。		海上保安部				今後、万が一海上作業で事故が発生した場合、速やかに報告すること。														H30-北開局-留萌-0101.xlsx		9/10/18 14:10		9/10/18 14:10		2018		8		21		8		5		2018		TRUE		8		29		北海		1		30		8		30.7		8		1104		14		2018/8/21　8:5		43333.3368055556

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		14年 03月		とび工		05:腹部								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		苫小牧港西港区岸壁南-10mA部外改良工事		　当日の仮設工・鋼矢板打設に使用するための仮設鋼矢板20枚（リース材）が江別市から工事現場に到着後、200ｔ吊クローラークレーンにて、荷卸し作業を行なう際に、車両後部側の玉掛け者が積み荷の鋼矢板上（地上高さ１．８４ｍ）を移動していたところ、足を踏み外し、車両後部に転落した。その落下の際に、左腹部を鋼矢板部と接触させ被災した。		平成30年8月27日 8時16分 頃		陸上		苫小牧市港町5番地地先		29:その他(　)		共通仮設工（仮設鋼矢板運搬）		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				16:その他の加害物(　)		仮設鋼矢板		01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。																06:施工計画・作業標準が不備だった。		99:その他						被災者に対して周囲の人が、注意や声掛け等を行える位置にいなかった。		39.60%		36.20%		17.40%		18.90%		8月27日  7:50　　体操・朝礼・KY活動。<改行>　　　　　　8:00　　作業開始。<改行>　　　　　　8:05　　資材運搬車両（トレーラー）到着後、荷卸し作業準備。<改行>　　　　　　8:14頃　仮設鋼矢板の荷卸し作業開始。<改行>　　　　　　8:16頃　被災者が荷台上の鋼矢板から足を踏み外し落下する際に、荷卸しの鋼矢板に接触し、地表面に着地。<改行>　　　　　　8:25　　被災者が作業指揮者に腹部の痛みがあることを訴えたので、作業指揮者が災害と認識する。<改行>　　　　　　8:30　　監理技術者が被災者を苫小牧市同樹会病院へ搬送開始 （元請職員の車両にて）。<改行>　　　　　11:15頃　病院の医師から診断（左第６・７肋骨骨折、8月27日から3週間の通院加療を要す）が下される。<改行>8月28日　　　　　被災者が自社に出社し内業を行う。		・被災者に対して周囲の人が、注意や声掛け等を行える位置にいなかった。<改行>・荷卸し作業時、被災者は作業箇所（車両後方側）における位置の確認をしていなかった（移動時にまだ足場としていた鋼矢板が存在すると誤認した）。<改行>・搬入された仮設鋼矢板の上を後ずさりで移動した。<改行>・作業手順書の内容について（作業足場の確認）遵守していなかった。<改行>・作業手順書の内容について、資材の荷卸しに関する内容は作業足場の確認だけの記載のみであり、周知する項目が不足していた。<改行>・施工計画書の内容に、車上渡しの仮設鋼矢板の荷卸し作業についての記載がなかった。		・資材の荷卸し及び積込み作業時には、監視員を配置する。<改行>・資材の荷卸し及び積込みにおける玉掛け作業は、前部については荷台上にて、後部について荷台上に足場を確保出来ない場合は原則地上にて作業を行う。<改行>・車両荷台における作業が必要な場合には、外側に背を向けて移動を行わないよう周知徹底する。<改行>・作業手順書の内容を改善し、全作業従事者へ再教育を行う。<改行>・施工計画書に仮設資材搬入搬出に関する記載がなかったため、見直しを行い、全作業員に周知する。<改行>・緊急安全教育を行い、安全に対する意識をより高めさせる。				株式会社　山口工業所																																																																																																H30-北開局-苫小牧-0101.xlsx		9/10/18 14:10		9/10/18 14:10		2018		8		27		8		16		2018		TRUE		1		29		北海		1		14		3		14.3		12		199		4		2018/8/27　8:16		43339.3444444444

		北海道開発局		函館港湾事務所		椴法華		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		13年 02月		高級船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								5:31以上				1:労災適用		椴法華港外１港建設工事		25ｔ型消波ブロック据付において、起重機船に腹積みしている消波ブロックに玉掛けしたワイヤー位置の調整を行うため、起重機船のクレーンでワイヤーを張った際、誤ってブロックの足が１本吊り上がってで移動したため、被災者は右足大腿部をブロックに挟まれ負傷したものである。		平成30年9月1日 14時10分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				78:コンクリートブロック積				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		ブロック		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		24:相手の行動を確認しなかった。		13:油断、軽視した。						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																																								63.80%		66.40%		100.00%		46.00%		平成30年9月1日（土） 5:30　作業船移動　6:00 ブロック積込 12:30 椴法華港着 12:50 ブロック据付開始 14:10 事故発生 14:15　現場代理人より救急車を要請 14:25　現場代理人から主任監督員へ報告 14:30　主任監督員から函館開発建設部へ報告 14:35　救急車により被災者を病院へ搬送 海保及び警察へ連絡し、その後現地で状況確認 15:35　函館市内の協会病院へ到着<改行>16:00 海保が病院へ来て、事故については持ち帰って調査し、３日(月)以降関係者の事情聴取を行うかもしれないとの見解 警察が病院へ来て、事故については海保へ委ねるとの見解 労基へ電話したが、連絡は取れず <改行>平成30年9月3日（月）8:30　受注者から労基へ事故内容を報告。労基からは、船員事故であり海保管轄のため、海保の最終判断と事故防止対策とを併せて一括で報告を求められる。　9:00～15:30：現地事故調査委員会		当該事故は、起重機船上で当日19個目の消波ブロック玉掛け作業中に発生した。被災当時は、玉掛けワイヤーをブロックに通した後に、吊り上げ時のブロックの姿勢に合わせるワイヤー位置の調整を行うため、起重機船のクレーンでワイヤーを張った。このとき、消波ブロックの足1本が持ち上がったことにより、被災者の方向へブロックが移動したことから、ブロック間に挟まれることを回避するため、被災者は他のブロックとの隙間を通り逃げようとし、右足大腿部をブロックに挟まれ負傷したものである。<改行>消波ブロックの玉掛けから吊り上げの流れは、消波ブロックに玉掛けワイヤーを通し、吊り上げ時にブロックに掛かるワイヤーの位置を調整するため合図者がワイヤーを張る合図を玉掛け作業員に行い、玉掛け作業員の待避後に起重機船オペレーターにワイヤー張りの合図を行い、起重機船オペレーターがワイヤーを巻き張力を掛けながら玉掛け作業員がハヤスケ（先端に鉤(かぎ)が付いた棒）などを用いてワイヤー位置を調整、その後、合図者が作業員の待避を確認してブロック吊り上げの合図を起重機船オペレーターに出し、ブロックを吊り上げることとなっていた。<改行>また、消波ブロックが浮き上がった際に、合図者は直ちに消波ブロックを下ろす指示を起重機船オペレーターに出しており、それを受けて起重機船オペレーターも消波ブロックを下ろす操作を行った。<改行>		消波ブロックの玉掛け作業に対しては以下の再発防止策を講ずることとする。<改行>①合図者は玉開け作業者が安全な位置(吊荷から３ｍ以上の離隔)にいることを確認して起重機船オペレーターに巻き上げ指示を行うことを徹底する。<改行>②起重機船オペレーターは、巻き上げ操縦桿操作に当たり過巻きが生じないように慎重に操作を行う。また、受注者は過巻きによる危険度をオペレーターへ教育する。<改行>③消波ブロックの起重機船積み込みから据付に至る作業手順で玉掛け吊り上げ作業等の重複する作業についても、積み込み時、据付時それぞれに手順を記載する。<改行>				（株）菅原組																																																																																																H30-北開局-函館-0102.xlsx		10/11/18 17:21		10/11/18 17:21		2018		9		1		14		10		2018		TRUE		8		19		北海		5		13		2		13.2		8		1399		78		2018/9/1　14:10		43344.5902777778

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		38年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						左ⅠⅡ趾基節骨骨折		04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		博多港（アイランドシティ地区）航路・泊地（-15m)浚渫工事(第6次）		　汚濁防止膜を撤去するため、クレーン付台船で海上へ吊上げ、平台船への積込作業を行っており、汚濁防止膜アンカー材である山留材を平台船上に吊下し、山留材の間隔を詰めるため、再度、山留材を１０ｃｍ程度吊上げ、山留材を合図者１名と作業員４人で押して寄せる作業を行っていたが、合図者の吊り下げ合図と山留材の片端を押さえていた被災者の対応が合わず、被災者が山留材から離れる前に吊り下げされた山留材が甲板上でバウンドして、平台船甲板と山留材の間に被災者の左足先が挟まれた。		平成30年9月7日 8時30分 頃		海上		福岡市西区愛宕浜沖		28:汚濁防止膜工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				02:甲板				08:はさまれ、巻き込まれ																																																																												7:50　朝礼、危険予知活動<改行>8:10　作業開始<改行>8:30　事故発生（山留材(汚濁防止膜アンカー材)により被災。）		①作業員が山留材の吊下し位置を調整するため、山留材を吊下ろし時に作業員が吊荷の下に入って、作業を行っていたこと。<改行>②山留材吊下ろし時に、合図者が山留材の固定作業をしながら、合図を行っており、作業エリア全体の状況が把握出来ていなかったこと。<改行>③山留材へ介錯ロープを取り付けるため、甲板上で吊上げ作業を2回行うなど、作業全体において危険リスクの低減の意識が薄かったこと。		①山留材の作業員による間隔を詰める作業は行わず、介錯ロープで可能な範囲まで誘導し、その位置で、山留材の吊下しを行う。なお、合図者がつり上げられた山留材の揺れや玉掛けの安全を確認し、作業員へ介錯ロープに取り付くことを指示し、吊下ろし時には山留め材と作業員の接近を回避するため、２ｍ以上の離隔を確保し、玉掛けの解除は合図者が吊下ろし後の安定（３秒以上）を確認して玉掛けの解除を指示する。<改行>②合図者は、作業エリア全体を見渡せ、オペレーターからも見えやすい適切な位置で合図を行う。また、視認性向上のため、ヘルメットに合図者帽章（赤色）及び職務名入安全ベスト（反射材ライムイエロー）を着用する。<改行>③危険リスク低減のため、介錯ロープの取付は、山留材仮置き時に行っていたが、山留材を吊上げる前に潜水士が水中で取り付ける。<改行>④山留材は、平台船上に直接積込みを行っていたが、積込み箇所に枕木を設置し、山留材と甲板にクリアランスを確保する。				宮川建設㈱																				㈱コンドー				堀海事㈲																																																																								H30-九州-博多-0101.xlsx		10/15/18 13:22		10/15/18 13:22		2018		9		7		8		30		2018		TRUE		8		28		九州		1		38		0		38.0		24		ERROR:#VALUE!		4		2018/9/7　8:30		43350.3541666667

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		00年 05月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折		13:その他(　)				圧挫、圧挫創		5:31以上				1:労災適用		苫小牧港西港区南護岸改良工事		　当日は、異形ブロック製作に係る一連作業を行う予定としていたが、地震の影響により工場からコンクリートを供給出来なかったことからコンクリート打設を取りやめ、ブロック転置と、型枠の脱型・組立の作業のほか、養生シートなどブロック製作に用いる資材の整理などを行うこととした。<改行>　被災者は、転置作業を終えたのち、養生シートの整理を行っていたが、他の型枠脱型作業者から応援要請を受けたため、ブロック下部型枠（重量約330㎏/枚）の脱型作業補助として型枠上部を押さえていた。<改行>　他の作業員が型枠からボルト類を外したところ型枠が倒れはじめたため、これを被災者が支えきれず、転倒した型枠に右足の甲を挟まれて被災したものである。<改行>		平成30年9月10日 9時10分 頃		陸上		苫小牧市汐見町1丁目172		17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		型枠		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0302:倒壊：型枠支保工等		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		99:その他		13:油断、軽視した。				独断で被災者に作業の応援要請を行った		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																																99:その他		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。				移動式クレーン作業計画の作業者配置等の図示が曖昧だった		68.10%		65.70%		79.80%		75.40%		9月10日  7:30　　ブロック転置作業・型枠脱型作業開始。（被災者は、転置作業を行っていた）。<改行>　　　　　　 8:50　　被災者と作業者Aはブロック転置作業を終了し、被災者は養生マットの整理作業を開始、<改行>　　　　　　　　　　　他作業者は型枠脱型・組立作業に加わる。<改行>　　　　　　 9:08　　被災者が、養生マット整理中に、近くで型枠脱型作業としてボルトを取り外ししようとしていた他作業者に、<改行>　　　　　　　　　　　型枠を押さえてほしいと要請されたため、養生シートの整理作業を中止して型枠脱型作業の補助として<改行>　　　　　　　　　　　加わった。<改行>　　　　　　 9:10　　作業者Aがボルトを取り外したところ型枠が倒れ始めたため、これを被災者が支えきれず、倒れてきた型<改行>　　　　　　　　　　　枠に右足の甲（安全靴の鋼製先端部から外れた足首側）を挟み、被災した。<改行>　　　　　　　　　　　その後、型枠が倒れたことに気づいた作業者Aが型枠を浮かし、被災者が足を抜いた。<改行>　　　　　　 9:11  　被災者が、駆けつけた元請担当技術者に、型枠に挟まれ被災したと報告。<改行>　　　　　　　　　　　その後、元請担当技術者が、作業を一時中止することを周知して、被害者の応急処置を行う。<改行>　　　　　　 9:12　　元請担当技術者が、携帯電話でコンクリート圧縮試験から現場に戻る途中の現場代理人に報告。<改行>　　　　　　 9:25　　元請担当技術者が、被災者を苫小牧市同樹会病院へ搬送開始。<改行>　　　　　　 9:42　　元請担当技術者から現場代理人に病院の経過報告（受診開始）。<改行>　　　　　　15:00　　山口工業所安全課長から現場代理人に手術開始の報告。<改行>　　　　　　16:30　　山口工業所安全課長より現場代理人に手術終了の報告。<改行>　　　　 　　　　　　被災者は、手術後、入院加療に入る。		・作業手順書の内容（型枠脱型時は玉掛けをし、クレーンで吊りながらゆっくり倒す）を遵守していなかった。<改行>・他下請会社の作業者が、元請職員及び自社の作業指揮者に断り無く、他社の一次下請作業者(被災者)に応援要請を行<改行>　い、被災者もこれに従ってしまった。<改行>・型枠脱型・組立作業に係る50t吊の移動式クレーン作業計画書に、転置作業終了前後の人員配置と作業時の行動につい<改行>　て詳しい記載が無かった。<改行>・他下請会社の作業者と被災者は、型枠脱型・組立作業（特に、型枠下部の脱型作業）の経験が少なかったことを配慮した<改行>　作業員の配置となっていなかった。<改行>・型枠部材の重量について、作業者へ周知していなかった。<改行>　また、作業者や被災者は、型枠部材の重量について、支えられない重さとは認識していなかった。<改行>		・作業手順書・移動式クレーン等の作業計画書を遵守させるため、再教育を行う。<改行>　また、休憩所内に作業手順書を設置し、誰でも閲覧可能な状態にする。<改行>・作業者には、報告・連絡・相談しなければならないことが生じた場合に自己判断で行動することなく、必ず自社の作業指揮<改行>　者、又は、元請職員に指導を仰ぐことを徹底するよう、日々のＫＹや安全教育などの場で周知する。<改行>・途中で作業者などが変更となる場合の移動式クレーン作業計画書の策定にあたっては、変更となる前後の作業者配置を<改行>　本作業計画書の「作業場所と配置図」欄に記載する。<改行>　また、作業経験が少ない作業者を配置する場合には、作業経験豊富な作業者と同時作業させることに配慮する。<改行>・年齢にかかわらず、目安として経験年数5年未満の作業者、5年以上でも作業指揮者が教育を必要と判断した作業者に対<改行>　し未熟練労働者に対する安全衛生教育を行う。<改行>・型枠部材について、各部材をクレーンの荷重計で計測した数値を作業者へ目視させることに加え、各部材の実重量表を作<改行>　成し、作業員に重量物であることを認識させる。<改行>・緊急安全教育を行い、安全に対する意識をより高めさせる。<改行>				株式会社　山口工業所																				株式会社　久慈重機																																																																												H30-北開局-苫小牧-0102.xlsx		10/11/18 17:22		10/11/18 17:22		2018		9		10		9		10		2018		TRUE		8		17		北海		5		0		5		0.4		26		302		55		2018/9/10　9:10		43353.3819444444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		48		男		10年 00月		型わく工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		那覇空港滑走路増設北側進入灯工事		本工事は、那覇空港滑走路増設北側進入灯の橋梁下部工における橋台工、橋脚工（鋼杭式）、橋脚躯体工、橋梁上部工における工場製作工、工場製品輸送工、鋼橋架設工、橋梁現場塗装工及び橋梁付属工を施工するものである。<改行>		平成30年9月18日 8時40分 頃		海上		進入灯橋梁の橋脚（鋼管杭）		29:その他(　)		型枠工		84:その他(　)		橋脚受け台コンクリート打設		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等		橋脚（鋼管杭）		16:その他の加害物(　)		船外機船		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。										99:その他				18:保護具が不適・不足だった。				船外機船に緩衝材が付いていなかった。		04:理解度の確認が不十分だった。										88.60%		85.00%		100.00%		70.00%		０８：００ 朝礼 <改行>０８：１０ ＫＹミーティング <改行>０８：２０ 仮設桟橋2から交通船へ乗船しP7付近に移動  <改行>０８：３０ P7付近にて交通船から船外機船へ乗船 <改行>０８：３５ P7へ昇降タラップ設置 <改行>０８：３９ P8へ昇降タラップ設置 <改行>０８：４０ 事故発生(P8) <改行>被災者が船外機船と鋼管杭との間に指を挟まれた。		（１）人的要因 <改行>①船が動揺しており、無意識のうち船の縁につかまっていた。 <改行>②鋼管杭がすぐそばにあるが、挟まれるとは思っていなかった。 <改行> <改行>（２）物的要因 <改行>①船外機船に緩衝材がついておらず、船外機船と鋼管杭との間に隙間が無かった。 <改行> <改行>（３）作業的要因 <改行>①作業船で移動中のため、被災者は保護手袋を着用していなかった。 <改行> <改行>（４）管理的要因 <改行>①新規入場から5日目でまだ現場経験の日が浅かった。<改行>		＜現場における対策＞<改行>①：動揺時につかまってもいいよう、船外機船の内側に手摺を設置する。  <改行>②：船外機船のフチに『ここ 掴むな！ 挟まれ注意』のステッカーを貼り、注意喚起を行う。 <改行>③：船外機船側面に緩衝材(ブイ)を設置する。 <改行>④：移動時にも保護手袋の着用を徹底する。 <改行>⑤：再発防止対策周知会・朝礼時・KY時等に今回の事故の原因と対策を周知する。				五洋建設・國場組異工種建設工事共同企業体																				(株)森崎建設工業				(有)海施工業														措置無し																																																										H30-沖総局-那覇-0003.xlsx		10/1/18 10:27		10/1/18 10:27		2018		9		18		8		40		2018		FALSE		8		29		沖縄		1		10		0		10.0		22		1399		84		2018/9/18　8:40		43361.3611111111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		23		男		03年 00月		橋りょう特殊工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								2:4～8		5		1:労災適用		東京国際空港A滑走路保安施設用地基礎及び上部等工事		ハンマーでドリフトピンを打ち抜く作業をしていた際、ハンマーの柄が膝に当たったと思っていたが、病院で検査した結果、ドリフトピンの破片が服を貫通し右膝上部に刺さっていた。		平成30年10月3日 10時15分 頃		陸上				21:上部工				84:その他(　)		桁架設工		2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上				2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																												18:保護具が不適・不足だった。										99:その他										67.10%		66.90%		65.20%		65.20%		 8:00　朝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12:10　作業終了して帰宅<改行> 8:30　作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:00　被災者が職長へ今晩の作業を休みたいと連絡、二人で病院へ<改行>10:15　事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17:30　病院着、ﾚﾝﾄｹﾞﾝ結果脚内部に鉄片を確認。<改行>10:30　職員が被災者からハンマーの柄で膝をぶつけたと　　　　　　　　　別の病院に移り手術入院<改行>報告を受けるが特段問題無いと判断し作業継続<改行>		・ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝの破片が衣服を貫通し、体に刺さるという危険性を認識していなかった。<改行>・製作及び架設誤差等によりﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝに大きな抵抗力が作用し、ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝを打ち抜く際に大きなﾊﾝﾏｰ打撃力が必要となったため、打撃精度が落ちてﾋﾟﾝの先端に大きな力が生じたためﾋﾟﾝが欠けて飛散した。		・当該作業において、ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ破片が衣服を貫通し、体にささると言う危険性があることを全作業員に周知する。<改行>・当該作業時は、耐切創性に優れた保護具を着用する。<改行>・元請職員、下請職員に対して災害における適切な対応を教育する。		大成・東洋・JFE異工種建設工事共同企業体		JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）																																						措置無																																																										H30-関東-東京空港-0601.xlsx		10/26/18 15:38		11/2/18 15:33		2018		10		3		10		15		2018		FALSE		4		21		関東		2		3		0		3.0		21		299		84		2018/10/3　10:15		43376.4270833333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		07年 00月		型わく工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷						右大腿部裂傷		1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)付帯施設外本体工事		本工事は、仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)付帯施設外の本体、雑工、仮設工及び現地調査を施工するものである。		平成30年10月5日 9時30分 頃		陸上		石巻港区ケーソンヤード内		11:ケーソン製作(陸上施工)				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						12:作業床等				16:その他の加害物(　)		フォームタイ		02:転倒				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。		99:その他		近道行為		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。		22:作業場が狭かった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								73.10%		73.00%		46.10%		46.10%		7:45：ケーソンヤードにて職員及び作業員全員で朝礼、危険予知活動。<改行>8:20：防波堤②標準函No.4 3ロット目のコンクリート打設を開始。<改行>9:30：災害発生（打設作業中、転倒し型枠のフォームタイに右大腿部を接触）		コンクリート打設において、ケーソン内桝作業床上でバイブレーターによるコンクリート締固 め作業員がコンクリート締固めを行うため作業計画書で禁止行為であった型枠上(ワイドパネルビーム)で作業を行っていた際、移動時にバランスを崩して転倒し、右大腿部に型枠材のフォームタイ先端部が接触したため、負傷した。		・ワイドパネルビーム上に乗らないよう、全員で声掛けする。・端部の足場板を番線等で固縛する。・内桝作業床が平面となるよう、全面作業床を設置する。・フォームタイの先端部は鉄筋キャップで養生する。・ケーソン内桝作業床の、日常点検項目を追加する。・コンクリート打設監視員を追加配置し、作業手順書通の作業か確認する。・元請職員及び監視員は、コンクリート打設中の各層完了毎に、作業手順の遵守状況確認。・朝礼及びKY にて、安全注意事項の再周知徹底を図る。・作業計画を遵守していない場合は作業中断し再周知を図る。・全面作業床上で作業する作業手順書に変更する。・安全パトロールを2 回/週を実施し、打設作業は必ず安全パトロールを行う。<改行>				東洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H30-東北-塩釜-0301.xlsx		10/23/18 13:40		10/23/18 13:40		2018		10		5		9		30		2018		TRUE		2		11		東北		1		7		0		7.0		12		1399		60		2018/10/5　9:30		43378.3958333333

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		26年 00月		潜水士		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物埋立護岸築造工事		上部工・被覆コンクリートのPC型枠セパレータを陸上作業員が取り外している際、止め金具が落下し、たまたま下の海中を通りがかった潜水士の頭頂部に止め金具が当たって負傷した。		平成30年10月26日 12時10分 頃		海上				21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ																24:材料等				06:飛来物				07:投げた物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																																																								上部工の型枠脱型作業中、止め金具の座金を落としたため、海中移動中だった潜水士の頭部に当たり負傷した。<改行>8:50　作業開始　12:10　事故発生　12:20　発注者へ第一報　12:32　被災者を勝田病院へ搬送　12:50　勝田病院到着・診察		①潜水士は上から物が落ちてくる想定をしていなかった。<改行>②金具の落下防止対策をしていなかった。<改行>③陸上作業と海中作業が近接していた。<改行>④安全教育の不足。		①潜水士が海中を移動する際は、全作業員が確認できるように浮上してから行う。<改行>②水中部への落下防止かごを設置し、足元にネットを張る。<改行>③陸上作業と水中作業が重複しないように分割して作業する。<改行>④安全教育の実施。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設(株)				みらい建設工業(株)																																																																																												H30-関東-鹿島-0201.xlsx		10/30/18 15:12		11/2/18 15:42		2018		10		26		12		10		2018		TRUE		7		21		関東		1		26		0		26.0		24		299		55		2018/10/26　12:10		43399.5069444444

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		12年 09月		電工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						4:16～30				1:労災適用		神戸港六甲アイランド地区荷さばき地耐震改良工事		神戸港六甲アイランド地区荷さばき地の構造物撤去工、土工、陸上地盤改良工、付属工、舗装工、仮設工及び雑工を施工するものである。		平成30年10月31日 13時40分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)		サンドコンパクションパイル機械解体		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				06:激突され				0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等		A:危険だと思わなかった				99:その他								玉掛位置の間違い																A:危険だと思わなかった				23:合図、信号を統一していなかった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								17:下請け指導が不適切だった。										82.40%		78.00%		100.00%		93.00%		8:00　朝礼<改行>8:30　杭打ち機の解体作業開始<改行>13:40　通常作業では容易に外れる上部リーダーが外れなかったため、被災者が中間リーダーの上に登り、状況を確認しながら、ラフタークレーンに合図を行ったところ、上部リーダーが上に傾き、接続部付近にいた被災者の右手首下に激突した。		･想定外の事態に陥った際に、作業を中止しなかった。<改行>・誤った玉掛け位置で作業を行っていた。<改行>・上部リーダーを仮受けする架台が未設置であった。<改行>・決められた合図者ではない人が合図を行った。<改行>		・想定外の作業が出た場合には作業を一旦中止して作業方法の検討を行い、作業者に作業方法を周知してから再開する。<改行>・玉掛位置を誤らないように複数で確認する。<改行>・リーダー解体時は仮受架台を設置する。<改行>・決められた合図者以外は合図を行わない。				株式会社奥村組																				株式会社ソイルテクニカ				有限会社森川電工														口頭注意																																																										H30-近畿-神戸-0101.xlsx		11/22/18 11:40		11/22/18 11:44		2018		10		31		13		40		2018		TRUE		6		6		近畿		4		12		9		12.8		4		805		84		2018/10/31　13:40		43404.5694444444

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		32年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京港臨港道路南北線沈埋函（２号函・３号函）製作・築造工事		潜水士が玉外し作業の際、シャックルのピンに引っ掛かったワイヤーを緩めるために起重機船で吊りながらワイヤーを外そうとしたところ、指を挟まれて負傷した。		平成30年11月16日 9時5分 頃		海上				29:その他(　)				23:潜水作業(調査等)		玉外し		1:晴れ																26:その他の起因物(　)		ワイヤー		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																																																								8:00　朝礼、KYミーティング　　9:32　交通船で鉄鋼ふ頭へ到着、昭和大学江東豊洲病院へ搬送<改行>8:42　潜水作業、潜降開始　　9:53　病院到着、診察・処置開始<改行>9:05　事故発生　　　　　　　　　11:48　処置終了<改行>9:08　浮上完了<改行>9:14　発注者へ第一報		・取り外すワイヤーがシャックルピンに引っ掛かってるのに、潜水士が自分の判断で外そうと試みた<改行>・玉外し作業時に吊り荷重をかけたまま作業した<改行>・非定常作業時は必ず作業を一時中止し、手順確認するという意識の浸透が不十分だった<改行>・JV職員が作業手順書の内容の確認不足だった		・通常想定された状況でない場合は、必ず作業を一度止めて職長、JV職員に報告し打合せを行う<改行>・玉掛け、玉外し時は吊り荷重をかけないことを厳守する<改行>・安全意識の向上<改行>・作業手順書の見直し及び複数職員によるチェックの実施		東亜・鹿島・若築特定建設工事共同企業体		東亜建設工業(株)				鹿島建設(株)				若築建設(株)																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H30-関東-東京-0201.xlsx		12/7/18 10:57		1/7/19 15:14		2018		11		16		9		5		2018		TRUE		8		29		関東		1		32		0		32.0		26		1399		23		2018/11/16　9:5		43420.3784722222

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		20年 08月		高級船員		04:胸部								04:骨折		13:その他(　)				外傷性血胸、胸部皮下気腫、縦隔気腫		3:9～15		13		1:労災適用		釧路港-14m航路泊地浚渫工事		　バージアンローダ船揚土に使用していた海上排砂管の陸揚げ作業中、海上排砂管の繋ぎ目の切断を行った際に海上排砂管が跳ね上がり、その際、排砂管より転落して鋼製フローター（海上排砂管の浮き台）に胸を打ち、更に海中へ転落し被災したものである。		平成30年11月20日 15時35分 頃		海上		西港３号ふ頭２０バース（第3ふ頭西側岸壁		05:浚渫・床掘り				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。																				06:施工計画・作業標準が不備だった。										97.00%		90.00%						被災者の当日の作業内容【海上排砂管陸揚げ】<改行>　バージアンローダ船揚土に使用していた海上排砂管の陸揚げ作業中、海上排砂管の繋ぎ目の切断を行った際に海上排砂管が跳ね上がり、その際、排砂管より転落して鋼製フローター（海上排砂管の浮き台）に胸を打ち、更に海中へ転落し被災したものである。<改行> 15:35　事故発生		・作業手順書に「一旦排砂管を鋼製フロータ上に吊り下ろす」との手順が抜けている。<改行>・足場を使用せず作業を行った。<改行>・排砂管を吊った状況（鋼製フロータから約1.0m）のまま、その上に乗り、上部のボルトの切断を行った。<改行>・施工方法の内容が詳細に計画されていなかった。<改行>・合図者と作業者が同一人物であった。		・目「一旦排砂管を鋼製フロータ上に吊り下ろす」の項目について、 海上排砂管切断作業前に作業員全員に対し再周知する。<改行>・鋼製フロータ管側面にブラケット足場を溶接取付け、足場を確保しその上で切断作業を行う。<改行>・吊荷の上で作業しないよう、朝礼での注意喚起及び作業時における作業指揮者の監視を行う。<改行>・施工計画書の見直しを早急に図り周知徹底を行う。<改行>・作業者の他に、合図者及び見張り員を配置する。		あおみ・堀松・白崎 経常建設共同企業体           		あおみ建設株式会社		北海道支店		堀松建設工業株式会社				白崎建設株式会社												北秀建設株式会社				株式会社小島組		東京支店																																																																						H30-北開局-釧路-0103.xlsx		12/5/18 19:50		12/5/18 19:50		2018		11		20		15		35		2018		TRUE		1		5		北海		3		20		8		20.7		27		199		4		2018/11/20　15:35		43424.6493055556

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		むつ小川原		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		05年 04月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						右大腿骨骨幹部骨折		04:骨折								5:31以上		101		1:労災適用		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設本体工事(その３)		本工事は、八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設C工区の本体工(ケーソン式)を施工するものである。		平成30年12月6日 15時20分 頃		陸上		青森県上北郡六ヶ所村むつ小川原港港内(ケ		13:ケーソン製作(ドライドッグ)				84:その他(　)		作業終了後移動中		6:その他(　)		みぞれ		2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		1: ～0		3:200～500		2:無		2:無		25:環境等		雪		01:地面				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										99:その他								安全教育が不十分であった。		81.00%		81.00%		100.00%		100.00%		15:00 職長より、みぞれ混じりの悪天候のため防寒着の濡れの酷い者から先に上がるよう被災者を含めた３人に指示。<改行>　　　 作業を終了し作業員休憩所へ移動。<改行>15:20 被災者は早足に中央避難階段を上り、作業員休憩所への移動中雪で滑って転倒して負傷した。		当日の作業を終えて、階段を昇り安全通路を通って休憩所へ戻る途中に、先頭を歩いていた被災者が、足がもつれたうえに雪で足を滑らせ転倒。膝を地面にぶつけた。 		・避難階段の昇降やヤード内の歩行における転倒災害の防止について、日々のＫＹ活動で作業員個人の意識の向上を図る。<改行>・安全通路は、こまめに除雪や融雪剤を散布して、滑らない対策をとる。<改行> 　（散布担当者を１週間交代で決め、融雪剤は倉庫に保管する。）<改行>・冬期における転倒災害の防止について、安全朝礼時、作業時に声掛けをこまめに行い、注意喚起と周知徹底を図る。<改行>		鳥山・高田経常建設共同企業体		株式会社鳥山土木工業				株式会社高田工業																																																																																												H30-東北-八戸-0301.xlsx		12/25/18 18:19		3/18/19 15:21		2018		12		6		15		20		2018		TRUE		2		13		東北		5		5		4		5.3		25		1399		84		2018/12/6　15:20		43440.6388888889

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		29年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						手		02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物護岸築造工事		岸壁上部工の型枠（H型鋼）をクレーンで設置作業中、面を合わせるために手でH型鋼を押したところ、既設上部コンクリート部分との間に指を挟まれて負傷した。		平成30年12月19日 13時25分 頃		海上		常陸那珂港区　セルNo.11		21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった				30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。																								20:不安全に物が置いてあった。										08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。										92.30%		94.30%		9.00%		9.00%		7:00　朝礼　　　　　　　　　　　　　　　14:15　勝田病院闘茶羽<改行>7:45　作業開始　　　　　　　　　　　　14:30　診察開始<改行>13:20　事故発生　　　　　　　　　　　14:52　診察完了<改行>13:30　発注者へ第一報<改行>13:50　被災者作業基地到着		①上段型枠がずれ落ちることを想定していなかった<改行>②上段型枠設置時、型枠H綱端部に手を添えていた<改行>③下段型枠及び上段型枠のフランジ面がずれていた<改行>④上段型枠設置時の詳細手順がなかった<改行>⑤作業責任者とクレーンオペレーターを兼務していた		①上段型枠がずれない対策に見直し<改行>②H綱型枠には直接手を触れないようにする<改行>③挟まる恐れのある箇所には注意喚起のペイントを塗り見える化を図る<改行>④下段型枠に上段型枠を設置するためのガイド材を取付け、型枠面のずれを防止する<改行>⑤上段型枠設置の詳細手順を作成する		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）				みらい建設工業（株）																																		措置無し								措置無し																																																		H30-関東-鹿島-0301.xlsx		1/7/19 17:20		2/1/19 13:07		2018		12		19		13		25		2018		TRUE		8		21		関東		1		29		0		29.0		24		1399		55		2018/12/19　13:25		43453.5590277778

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		00年 03月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		東京港臨港道路南北線沈埋函（４号函・５号函・６号函）製作・築造等工事		沈埋函内にミニクローラクレーンを用いて支障ジャッキを函上から搬入する際、入口内部の突起物に吊り荷が触れるのを避けるため、函上にいた被災者が吊りフック部を手で支えようとしたところ、巻き上げ中のワイヤーと吊りフックシーブの間に手を巻き込まれて被災した。		平成30年12月25日 8時57分 頃		海上				29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置		クレーン		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。						03:指示、命令を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。				01:設計構造が悪かった。		17:安全標識がなかった。								04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								67.60%		67.70%		70.00%		70.00%		7:30　朝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:05　船橋中央病院へ到着・診察開始<改行>8:57　事故発生<改行>9:20　函上より交通船で被災者を陸上へ移動・応急処置<改行>9:23　船橋中央病院へ車で搬送<改行>9:26　発注者へ第一報		①吊荷巻き下げ中にもかかわらず、フック位置をずらすためにフック上部を手で支えた<改行>②作業手順書に吊り荷を搬入する際に吊り芯がずれてフックがシャフト内部の突起物にひっかかりフック位置の修正が発生することを記載・周知してなかった<改行>③被災者が経験が少ない（３ヶ月）にもかかわらず、周囲の作業員及びJV職員による注意喚起が徹底されていなかった		①吊り荷に直接触らないようJV職員が再教育を実施する<改行>②作業手順書にシャフト内部の突起物と吊り荷及び吊り具等が干渉した場合の対処方法を記載し、作業手順を再周知する<改行>③吊作業未習熟者は、作業中に問題が発生した場合、１人で判断せず職長に相談し施工方法を確認する<改行>④未習熟者が作業に従事する場合は、未習熟者が問題発生時に独断で作業しないように注意喚起を行う		五洋・東洋・新日鉄特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）				東洋建設（株）				新日鉄住金エンジニアリング（株）																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H30-関東-東京-0301.xlsx		1/7/19 17:20		2/1/19 11:35		2018		12		25		8		57		2018		TRUE		8		29		関東		1		0		3		0.3		14		603		4		2018/12/25　8:57		43459.3729166667

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		35		男		10年 09月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		平成３０年度大分空港滑走路地盤改良工事		プラント待機ヤードにおいて、長期休暇対策としてプラント車内の残材片付け作業を行う際、排出した残材をプラント内から骨材ヤードに移動させるため、バックホウバケットの向きを変えた。作業終了後に、バックホウバケットを元の向きに戻そうとしていた作業を行っていたところ、バケットが振れて、ブームとバケットの間に指を挟んで負傷した。		平成30年12月28日 5時40分 頃		陸上		大分空港制限区域外　作業ヤード		06:地盤改良				02:作業準備				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																59.50%		59.30%		61.70%		61.10%		12月27日　21:00　朝礼、KY活動5:25頃 後片付け<改行>　　　　　　　 21:15  制限区域内入場、地盤改良工開始<改行>12月28日　　3:00　地盤改良孔終了、制限区域内退出<改行>　　　　　　　　4:30　休暇前対策として、プラント機内の材料除去作業開始。（バックホウバケットの取換え（反転））<改行>　　　　　　　　5:20　材料除去作業が完了。バックホウバケットの取替え（復旧作業）開始<改行>　　　　　　　　5:35　事故発生		調査中		調査中				みらい建設工業(株)																				三信建設工業㈱				㈱ヒノデ開発				(株)小畑組																																																																				H30-九州-別府-0101.xlsx		1/15/19 11:59		1/15/19 11:59		2018		12		28		5		40		2018		FALSE		8		6		九州		1		10		9		10.8		4		804		2		2018/12/28　5:40		43462.2361111111

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		29		男		03年 00月		型わく工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		那覇空港滑走路増設５工区・６工区埋立工事		本工事は、那覇空港滑走路増設における５・６工区の共通工、探査工、埋立工、舗装工、本体工（捨石式）、被覆工、上部工、裏込・裏埋工、排水構造物、ケーブルダクト工及び雑工を行うものである。<改行>		平成31年1月8日 8時35分 頃		陸上		護岸		21:上部工				55:型枠組立・解体				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						24:材料等		鋼材等		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		A:危険だと思わなかった														A:危険だと思わなかった																																																42.30%		42.30%		59.00%		59.00%		① 型枠工２名、合図者、指揮者、バックホウ（クレーン仕様）により上部工型枠組立作業を行なっていた。<改行>② 2.9t吊クレーン仕様バックホウにて海側の鉛直型枠を建込み、陸側の傾斜型枠の建込みを行なった。<改行>③ 傾斜型枠を建込み位置に誘導し、1次コンクリート上の法線済に傾斜型枠を合わせた。なお、型枠セパレーター(φ13mm＠750mm×2段）は、鉛直型枠にあらかじめ取付けてあった。<改行>④ 型枠工２名からの指示で合図者はクレーンオペに合図し、型枠をつったワイヤーを下げた。型枠を計画勾配までゆっくりと海側に倒した際に、型枠下端法線が若干ずれたため、被災者はバールで微調整を行なった。このとき、被災者は右手のバールと墨に気をとられ、型枠面を押さえていた左手が軍手の上からセパレーター先端と接触し、左手小指の付け根を挟み被災した。		１）被災者<改行>　①突起物（セパレーター）がある型枠内に手を入れていた。<改行>　②型枠の法線調整に集中してしまい、周囲確認がおろそかになった。<改行>　③型枠を傾斜させた不安定な状態で法線調整を行なった。<改行>　④作業手順に無いバールによる法線調整を行なった。<改行>２）合図者<改行>　⑤被災者の声による連絡を信じ、安全確認をしないままクレーンオペに手合図した。		１)型枠建込み相番者<改行>　①突起物（セパレーター）がある型枠内に手を入れない。<改行>　②作業手順に無いバールによる法線微調整は建込み中に行なわない。（型枠を鉛直状態に戻してから調整を行なう）<改行>２）合図者<改行>　③型枠建込み相番者の安全を確認して、クレーンオペに合図を送る。		東亜建設工業（株）・丸尾建設（株）・（株）太名嘉組特定建設工事共同企業体																						（株）カイコウ				日本海工（株）				（有）光貴産業																																																																				H30-沖総局-那覇-0005.xlsx		1/23/19 8:38		1/23/19 8:38		2019		1		8		8		35		2018		FALSE		8		21		沖縄		1		3		0		3.0		24		1102		55		2019/1/8　8:35		43473.3576388889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		52		男		06年 05月		グラウト工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30				1:労災適用		東京国際空港Ａ誘導路他地盤改良等工事		夜間作業が完了し、ヤードに戻るためＣ滑走路沿いの場周道路を散水車で走行中、運転手が居眠り運転をして場周道路沿いに停めてあった別件工事のバックホウに衝突し、同乗者２名が負傷した。		平成31年2月5日 4時0分 頃		陸上		東京国際空港場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				99:その他								居眠り		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				99:その他								居眠り																																				94.10%		95.30%						4:00　事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　5:10　救急車現地到着<改行>4:08　発注者へ第一報　　　　　　　　　　　 5:41　負傷者病院へ搬送<改行>4:16　ＣＡＢに連絡（運航情報官）　　　　　6:00　警察現地で事情聴取<改行>4:24　救急車要請、警察に連絡　　　　　　9:00　事故現場清掃完了、退去<改行>4:30　ＣＡＢ保安防災課現地到着		①工事車両運転中に居眠りした<改行>②同乗者２名が眠ってしまったため、運転手の状態を気に掛けることができなかった。		①車内を適度な温度に調整する<改行>②帰り途中の仮設ヤード等を利用して、リフレッシュポイントを設ける<改行>③定期的に鳴るタイマーを車内に設ける<改行>④同乗者は眠らずに運転手を眠らせないよう気を配る<改行>⑤繰り返し安全教育		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設(株)				大成建設(株)				みらい建設工業(株)																																																																																								H31-関東-東京空港-0201.xlsx		2/28/19 12:00		2/28/19 12:00		2019		2		5		4		0		2018		FALSE		18		6		関東		4		6		5		6.4		16		799		1		2019/2/5　4:0		43501.1666666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		00年 11月		グラウト工		02:頸部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷		02:創傷		13:その他(　)		捻挫		4:16～30		21		1:労災適用		東京国際空港Ａ誘導路他地盤改良等工事		夜間作業が完了し、ヤードに戻るためＣ滑走路沿いの場周道路を散水車で走行中、運転手が居眠り運転をして場周道路沿いに停めてあった別件工事のバックホウに衝突し、同乗者２名が負傷した。		平成31年2月5日 4時0分 頃		陸上		東京国際空港場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				99:その他								居眠り		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				99:その他								居眠り																																				94.10%		95.30%						4:00　事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　5:10　救急車現地到着<改行>4:08　発注者へ第一報　　　　　　　　　　　 5:41　負傷者病院へ搬送<改行>4:16　ＣＡＢに連絡（運航情報官）　　　　　6:00　警察現地で事情聴取<改行>4:24　救急車要請、警察に連絡　　　　　　9:00　事故現場清掃完了、退去<改行>4:30　ＣＡＢ保安防災課現地到着		①工事車両運転中に居眠りした<改行>②同乗者２名が眠ってしまったため、運転手の状態を気に掛けることができなかった。		①車内を適度な温度に調整する<改行>②帰り途中の仮設ヤード等を利用して、リフレッシュポイントを設ける<改行>③定期的に鳴るタイマーを車内に設ける<改行>④同乗者は眠らずに運転手を眠らせないよう気を配る<改行>⑤繰り返し安全教育		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設(株)				大成建設(株)				みらい建設工業(株)																																																																																								H31-関東-東京空港-0101.xlsx		2/28/19 12:00		2/28/19 12:00		2019		2		5		4		0		2018		FALSE		18		6		関東		4		0		11		0.9		16		799		1		2019/2/5　4:0		43501.1666666667

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		02年 06月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		中城湾港（新港地区）泊地（-13.0ｍ）浚渫工事外1件工事		本工事は中城湾港（新港地区）泊地（-13.0ｍ）の共通工、浚渫工、土捨工、裏込・裏埋工を施工するものである。		平成31年2月5日 13時10分 頃		海上		沖縄県沖縄市海邦町地先		28:汚濁防止膜工				83:汚濁防止膜布設・撤去				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		ロープ先端		23:その他(　)		ロープが右手にはねて、指先が被災		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																		34:その他の不安全行為があった。																														13.20%		13.20%		50.00%		50.00%		ロープの先端に海中投入後のロープ位置を明示する為の玉ブイを取付けてロープ先端から約1mの位置を被災者が手に握り、ロープを巻き付けたビットから約1mの位置で待機し、作業指揮者の合図により手から離したところ、ロープの先端部分が振れて被災者の右手の被人差し指・中指・薬指の第二関節付近に当たり被災した。		＜直接的要因＞アンカーの海中投入時における安全離隔に対する作業員の認識不足。<改行>＜間接的要因＞事故防止に関する指導・教育の不足		アンカーの海中投入時にはロープ先端が作業員の体の後ろに来ないようロープ先端を握るものとし、ロープ先端付近の握る範囲を視覚的に分かるようロープにスプレーでマーキングします。また、ロープを巻き付けるビットに不用意に近づかないよう作業船の甲板上に立入禁止範囲境界を黄色ペンキで明示し立入禁止を徹底します。ロープ先端への玉ブイの取付けはアンカー設置完了後に行うものとします。		東洋建設・協栄海事土木特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				協栄海事土木（株）																森崎建設（株）				（株）とうほう工業																																																																								H30-沖総局-那覇-0101.xlsx		3/15/19 16:34		3/15/19 16:34		2019		2		5		13		10		2018		TRUE		23		28		沖縄		1		2		6		2.5		27		1104		83		2019/2/5　13:10		43501.5486111111

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		24年 00月		運転手（特殊）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		平良港（漲水地区）臨港道路（防波堤外）築造工事		本工事は、平良港（漲水地区）臨港道路（防波堤外）の共通工、基礎工、本体工、被覆・根固工、裏込・裏埋工及び上部工を施工するものである。		平成31年2月15日 15時45分 頃		海上		作業ヤード物揚場（作業船係留場所）		29:その他(　)				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																														A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。										03:機械・器具に欠陥があった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										93.00%		90.00%		93.00%		90.00%		裏込雑石のバックホウによる海上投入後、作業ヤード物揚場に接続しランプウェイを通して陸上への移動の際にランプウェイが根元付近より破断、海中落下し、同時にバックホウも海中へ転落した。被災者は自力にて脱出したが、右手中指等に軽傷を負ったものである。		＜直接的要因＞　作業船のランプウェイの点検時にランプウェイの腐食を見逃していた。<改行>＜間接的要因＞  作業船の老朽化		(1)作業船における点検整備の徹底：ランプウェイ部及び手摺りなどの鋼材部分等を重点的に錆などによる腐食状況の一斉点検及び定期的な点検を行うこととする。また、始業前点検へランプウェイ部の点検項目を追加し、実施を徹底する。<改行>(2)作業手順の再確認：台船と物揚場間の距離を可能な限り近い状態でランプウェイを下げる。<改行>(3)安全教育の強化：全作業員を対象に作業船の使用前点検に関する安全教育（繰返し教育）を実施する。また、事故の原因を共有するとともに事故再発防止対策を周知徹底する。<改行>(4)安全設備の設置：万が一の海中転落への備えとして、ランプウェイ台船に乗降する車両や重機の運転席に緊急脱出用ハンマーを常備する。				（株）大米建設																				（株）新生建設コンサルタント、極東建設（株）、(有)広栄開発、(有)新里土木、(有)伊				(有)浪速丸海事																																																																								H30-沖総局-平良-0101.xlsx		3/15/19 16:34		3/15/19 16:34		2019		2		15		15		45		2018		TRUE		1		29		沖縄		1		24		0		24.0		8		122		40		2019/2/15　15:45		43511.65625

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		12年 01月		潜水送気員		05:腹部								01:打撲傷								4:16～30		22		1:労災適用		横浜港南本牧地区岸壁(-18m)(耐震)上部等工事		横浜港南本牧地区岸壁(-18m)(耐震)のクレーンレール基礎工、上部工、基礎工、撤去工、付属工、及び仮設工を施工するものである。<改行>（上部工　延長：２３５ｍ）		令和1年5月3日 13時55分 頃		陸上				21:上部工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		13:支保工				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		31:無理な姿勢で作業した。		27:不安全な場所へのった。																99:その他								玉掛物の事前点検不足		72.00%		58.00%		100.00%		50.00%		支保工材に玉掛けをするため支保工に乗り、支保工の上部を片手で掴み、クローラクレーンから吊り下げられていた玉掛け器具を体を乗り出して掴もうとしたところ、支保工材が被災者側に倒れ、被災者の腹部が支保工材に挟まれ負傷した。<改行>08:45　作業開始、13:55　事故発生		① 支保工（H 鋼）の上に乗って玉掛け用スリングロープを引き込むため、上向きで身を乗り出して作業を行った。<改行>② 支保工（設置組立）の作業手順書はあるが、玉掛け方法の詳細まで記載していなかった。		① 支保工(H 鋼)の上に乗って玉掛け作業を行わない。玉掛け用具を手の届く位置まで下ろしてから回し込む。<改行>② 外力が加わっても倒れないように、支保工材を固定する。<改行>③ 作業手順書に玉掛け方法の手順を追記して周知徹底する。				若築建設(株)																																						口頭注意																																																										R01-関東-京浜-0101.xlsx		5/30/19 18:12		4/4/23 13:23		2019		5		3		13		55		2019		TRUE		8		21		関東		4		12		1		12.1		13		1199		7		2019/5/3　13:55		43588.5798611111

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		27年 04月		高級船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		2:労災非適（船員法適用）		平成３０年度新門司沖土砂処分場（Ⅱ期）地盤改良工事（第４次）		本工事は、海上地盤改良工として床掘及び置換材投入を行うもので、他に共通工、潜水探査工及び土捨工を施工するもの。		令和1年5月30日 9時53分 頃		海上				06:地盤改良				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																		2												A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。										99:その他								３船（土運船、トレミー船、ガット船）の異なる挙動が起こった		04:理解度の確認が不十分だった。										63.50%		56.90%		46.60%		38.50%		本船（トレミー船）に土運船を引き付けるための引き付けロープをとる際、土運船移動用ワイヤーが張り、ロープを受け取ろうとしていた船員の右足すねにあたり、負傷した。<改行>7:00　作業開始、9:53　事故発生		①土運船移動作業中の被災者自身の判断により危険箇所に立ち入って、引きつけロープを受け取ろうとしている時に、三船団(トレミー船、土運船、ガット船)の異なる挙動により、土運船の移動用ワイヤーが張り右すね部に接触した。<改行>②被災者が危険箇所に立ち入ってることを確認せずに、引きつけロープ用の補助ロープを被災者に渡した。		①土運船移動作業時は作業員指揮者から作業従事者全員に無線で指示を行い、各自が持場に就いたら指差呼称をする。<改行>②土運船の甲板上にトラテープを貼り危険箇所を明示し、土運船移動作業中には危険箇所への立入を禁止とする。<改行>③ワイヤーロープと干渉しないよう土運船船尾側の手摺りを切断する。<改行>④作業員従事者全員が安全当番を交代で行うことで安全意識の再構築する。<改行>⑤作業員従事者全員で作業状態の確認を行い、不安全行動を見逃さないようにする。		五洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体																																																																																																		R01-九州-北九州-0101.xlsx		6/13/19 13:09		4/4/23 13:28		2019		5		30		9		53		2019		TRUE		8		6		九州		1		27		4		27.3		8		1104		40		2019/5/30　9:53		43615.4118055556

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		03年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						左中指指尖部損傷		1:0～3		0		1:労災適用		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物埋立護岸締切部築造工事 		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物埋立護岸の基礎工、本体工、遮水工、上部工、付属工及び仮設工を施工するものである。<改行>（護岸　延長１２５ｍ）		令和1年6月2日 7時10分 頃		陸上		セル護岸上		29:その他(　)		万力取り外し		84:その他(　)		万力取り外し		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		22:仮設物・建造物等				16:その他の加害物(　)		アーク		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										35:その他の作業環境に欠陥があった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										56.70%		55.20%		83.00%		67.00%		セル式護岸上部工のアーク継手施工中、防砂パッキン固定用クランプの取り外し作業を行っていた際、潮流によるアークの動揺によりアーク本体とアーク継手との隙間に指が挟まれ左手指指尖部を負傷した。<改行>05:20作業開始、07:10事故発生		①アークとアーク継手に潮流によるアークの動揺で隙間ができることを見落としていた。<改行>②作業手順書が未作成であったため、アークが動揺している中で、不安定な姿勢で作業を行った。		①アーク設置後はアーク継手保護カバーを設置する。<改行>②作業手順書を作成する。作業ができる高さまで中詰材を投入し、中詰材による足場が出来た状態になってからクランプの取り外し作業を行う。		東亜・本間・あおみ特定建設工事共同企業体		東亜建設工業（株）		東京支店 		（株）本間組 		東京支店 		あおみ建設（株） 		東京支店 																												措置無し								措置無し								措置無し																																										R01-関東-鹿島-0101.xlsx		7/1/19 14:27		4/4/23 13:23		2019		6		2		7		10		2019		TRUE		8		29		関東		1		3		0		3.0		22		1399		84		2019/6/2　7:10		43618.2986111111

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		宇部		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		03年 02月		普通船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		06:骨盤部						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		宇部港本港地区航路・泊地（－１３ｍ）等浚渫工事		本工事は、宇部港本港地区航路・泊地（－１３ｍ）及び泊地（－１３ｍ）の潜水探査工、浚渫工、土捨工及び雑工を施工するものである。		令和1年6月4日 8時25分 頃		海上		船倉内		29:その他(　)		点検・整備		03:装備機械器具等の点検・整備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路		手工具・用具		17:加害物なし				01:墜落・転落		02:転倒、19:動作の反動・無理な動作		0102:墜落：架設通路から																														A:危険だと思わなかった		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。		31:無理な姿勢で作業した。				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。				17.30%		14.50%						朝礼後、浚渫開始までの待機時間を利用してストレーナの清掃を行った。清掃を終え、上蓋を閉める際にボルトにかけていたラジェットスパナが外れた勢いで後方に転倒したため、ストレーナ横の開口部（高さ90cm）に転落し腰部を打撲した。また、船底のアングルで頭部を打撲し、出血した。<改行>7:15朝礼、7:30ストレーナ清掃作業開始、8:25事故発生。		①被災者が開口部の不安定な箇所に足を据え、ラジェットスパナをボルトにしっかり固定しない状態で力を入れた。<改行>②保護帽を着用していなかった。<改行>③日々の朝礼やKYミーティングにおいて、作業手順の確認や危険予知活動を行っていたが、ストレーナ清掃作業については行っておらず、注意喚起が不足していた。		①安定した姿勢で作業を行う。なお、昇降には昇降設備を使用する。また、ラジェットスパナがボルトに確実にかみ合っていることを作業員と作業責任者が確認しながら作業を行う。<改行>②船倉内作業時は保護帽着用を徹底する。<改行>③作業手順書を作成し周知するとともに、作業時には元請、下請で手順書に沿って行っているか確認する。その他の作業も含めた現場全体における危険箇所の点検を実施し、必要に応じて作業手順書の作成や開口部養生を行う。				東洋建設株式会社		中国支店																		タチバナ工業(株）												措置なし																																																																R01-中国-宇部-0101.xlsx		7/1/19 17:26		4/4/23 13:29		2019		6		4		8		25		2019		TRUE		1		29		中国		1		3		2		3.2		11		102		3		2019/6/4　8:25		43620.3506944444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		44		男		22年 02月		設備機械工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		左頬、左肩、左膝		04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		東京国際空港際内トンネル他築造等工事		東京国際空港際内トンネル及びアプローチ部の工場製作、土工、撤去工、地盤改良工、構造物工、シールド工、舗装工、排水工、標識工、付帯施設工、仮設工、緑地工及び調査工を施工するものである。 （シールド工 L=1、853.59ｍ、発進立坑 L=28.7m、函渠工 L=62.95m、U型擁壁工 L=156.5m) 		令和1年6月4日 14時0分 頃		陸上				29:その他(　)		機械設備工		84:その他(　)		シールド設備補修作業		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		作業面		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		16:勘違い判断をした。								06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。				10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。						04:理解度の確認が不十分だった。										86.50%		64.40%		75.00%		75.00%		シールド工の泥水設備工においてFDポンプのインペラ交換のため、シールド坑内にて、作業の技術指導を行っていたところ、安全通路からFDポンプ側へ移動する際、足場端部から約3.3m下に転落し負傷した。<改行>7:15 作業開始、14:00 事故発生		①安全通路・作業通路に関して指導していたが、作業員は決められた通路を通らず、足元をよく確認せずに不安定な足場板上を通ってしまった。作業員の理解度の確認が不十分であった。<改行>②すべり台設置箇所をふさいでいた足場板を作業員が他の作業に転用した際に開口部の明示、養生をしなかった。		①軌道内横断箇所を看板で表示し、蛍光テープで明示する。<改行>②入坑する全業者（設備・スポット業者を含む）に安全通路や作業通路の状況を詳しく説明する。<改行>③すべり台部（開口部）やポンプ室区間（開口部）の足場板は原則撤去しない。またそのことを周知する。やむを得ず撤去する際はカラーコーン等で撤去箇所を明示し、手すりや親綱　で養生する。<改行>④すべり台部（開口部）やポンプ室区間（開口部）には、足場板下に落下防止ネットを設置する。<改行>⑤シールドトンネル全線の足場板を点検・是正する。現場巡回点検表を作成し点検記録を残す。		清水・五洋特定建設工事共同企業体		清水建設（株） 				五洋建設（株） 																東洋工業(株)																		措置無し								措置無し																																																		R01-関東-東京空港-0301.xlsx		7/1/19 14:27		4/4/23 13:24		2019		6		4		14		0		2019		FALSE		1		29		関東		5		22		2		22.2		26		101		84		2019/6/4　14:0		43620.5833333333

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		室津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		20年 00月		型わく工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		室津港室津地区防波堤（Ⅰ）災害復旧工事		本工事は室津港室津地区防波堤（Ⅰ）の本体工、消波工、構造物撤去工及び雑工を施工するものである。		令和1年6月24日 15時7分 頃		陸上				17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)		型枠搬出に向けた後片付け		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		型枠		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																														71.90%		70.10%		95.00%		90.00%		型枠の脱型作業、消波ブロックの転置作業及び、型枠を搬出するための集積作業に従事。午後も引き続き集積作業に従事。型枠は、９枚一組に集積予定で、クレーンにて所定の位置に重ね、荷崩れが生じないよう型枠端部にある穴を合わせ、その穴を番線で固縛する計画であった。集積作業中、９枚のうち３枚目を積んだ際、穴の位置がずれていたため、被災者が型枠端部を手でつかみ人力で動かしたところ、２枚目と３枚目の間に隙間が生じていたため指を挟まれた。                                                                                         　　　                      7：30朝礼　7：45作業開始　　15：07事故発生		①当該作業では、クレーンにて型枠を吊り上げ大まかに穴の位置を合わせた後、吊り下ろし人力で微調整をしていた。型枠を積み重ねても、指等が挟まれる程の隙間が生じることはほぼなく、型枠にもがたつきがなかったため、被災者は隙間に気付かず被災。  　   　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ②作業手順の周知会等にて手足の挟まれについて注意喚起はしていたが、被災者がそのリスクを具体的には認識しておらず、油断し安易に作業を行ったことが主要因。		①受注者においては、当該作業前に手順周知会の開催。協力会社が実施するＫＹミーティングへ元請職員も積極的に参加し、作業員の慣れに伴う油断をしないように指導。　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                     　②同様の油断による事故が発生しないよう、今回の事例の水平展開。直近に消波ブロック型枠の片付けに関する周知会の実施。作業標準書への作業上の要点へ具体的手順を記載。作業再開後に店社安全パトロールの実施。				東洋建設株式会社		四国支店																		株式会社轟組				有限会社築山建設、栄幸クレーン																																																労働基準監督署				「療養補償給付たる療養の給付請求書」の提出指示。休業期間がないため、労働災害発生報告は必要なし。（作業再開に支障なし）（安芸労働基準監督署）		警察				現場確認（6/24）、「工事再開についてはそちらの方で判断してかまわない」との回答（6/27）、「事件性は無い」との回答（7/3）。（室戸警察署）														R01-四国-高知-0101.xlsx		1/6/20 13:43		4/4/23 13:29		2019		6		24		15		7		2019		TRUE		8		17		四国		1		20		0		20.0		26		1399		84		2019/6/24　15:7		43640.6298611111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		22年 00月		潜水士（作業船船長）		10:その他(　)						被災なし		13:その他(　)						被災なし		1:0～3		0				久慈港湾口地区防波堤(北堤)築造工事(その３)		本工事は、久慈港湾口地区防波堤(北堤)の構造物撤去工、基礎工、被覆・根固工及び消波工を施工するものである。		令和1年7月2日 9時30分 頃		海上				08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留索		15:起因物と同じ				23:その他(　)		転覆		1399:その他：その他																				99:その他																								99:その他										99:その他										27.40%		19.30%		45.00%		42.00%		係留索解除用に船外機船に繋いだ補助ロープが、突発的なうねりにより起重機船が動揺したため海面に引き込まれ船外機船が横転し転覆した。同時に作業員2名、船長1名が海中に落水した。（怪我無し、体調に異常無し）                                                                   7:30～9:20　基礎捨石投入作業(起重機船) <改行>9:30　船外機船が横転し転覆（同時に作業員2名、船長1名が海中に落水）<改行>9:40　作業員2名、船長1名救出完了（怪我無し、体調異常無し）<改行>10:35　船外機船引き上げ完了		①突発的なうねりによる。		①突発的なうねりに備え起重機船に見張員を配置し海象状況を確認しながら作業を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見張員がうねりを確認した場合は係船作業を一時中断する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③作業開始前に波の状況を確認し作業員に周知する。<改行>④突発的なうねりにも安全に対応するため、ランクを上げ鋼製の作業船を使用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤アンカーワイヤー補助ロープのアイ部に別途介助ロープを取付け、アイ部を直接持たないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥適度な余裕を持たせロープを巻き出す。<改行>⑦突発的なうねりが発生することについて作業員に再教育を行う。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東北支店		みらい建設工業（株）		東北支店																																																																																										R01-東北-釜石-0101.xlsx		7/12/19 17:36		4/4/23 13:34		2019		7		2		9		30		2019		TRUE		23		8		東北		1		22		0		22.0		26		1399		40		2019/7/2　9:30		43648.3958333333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		26年 00月		潜水送気員（綱夫）		10:その他(　)						被災なし		13:その他(　)						被災なし		1:0～3		0				久慈港湾口地区防波堤(北堤)築造工事(その３)		本工事は、久慈港湾口地区防波堤(北堤)の構造物撤去工、基礎工、被覆・根固工及び消波工を施工するものである。		令和1年7月2日 9時30分 頃		海上				08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留索		15:起因物と同じ				23:その他(　)		転覆		1399:その他：その他																				99:その他																								99:その他										99:その他										27.40%		19.30%		45.00%		42.00%		係留索解除用に船外機船に繋いだ補助ロープが、突発的なうねりにより起重機船が動揺したため海面に引き込まれ船外機船が横転し転覆した。同時に作業員2名、船長1名が海中に落水した。（怪我無し、体調に異常無し）                                                                   7:30～9:20　基礎捨石投入作業(起重機船) <改行>9:30　船外機船が横転し転覆（同時に作業員2名、船長1名が海中に落水）<改行>9:40　作業員2名、船長1名救出完了（怪我無し、体調異常無し）<改行>10:35　船外機船引き上げ完了		①突発的なうねりによる。		①突発的なうねりに備え起重機船に見張員を配置し海象状況を確認しながら作業を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見張員がうねりを確認した場合は係船作業を一時中断する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③作業開始前に波の状況を確認し作業員に周知する。<改行>④突発的なうねりにも安全に対応するため、ランクを上げ鋼製の作業船を使用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤アンカーワイヤー補助ロープのアイ部に別途介助ロープを取付け、アイ部を直接持たないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥適度な余裕を持たせロープを巻き出す。<改行>⑦突発的なうねりが発生することについて作業員に再教育を行う。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東北支店		みらい建設工業（株）		東北支店																																																																																										R01-東北-釜石-0103.xlsx		8/26/19 11:22		4/4/23 13:35		2019		7		2		9		30		2019		TRUE		23		8		東北		1		26		0		26.0		26		1399		40		2019/7/2　9:30		43648.3958333333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		20年 00月		潜水送気員（綱夫）		10:その他(　)						被災なし		13:その他(　)						被災なし		1:0～3		0				久慈港湾口地区防波堤(北堤)築造工事(その３)		本工事は、久慈港湾口地区防波堤(北堤)の構造物撤去工、基礎工、被覆・根固工及び消波工を施工するものである。		令和1年7月2日 9時30分 頃		海上				08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留索		15:起因物と同じ				23:その他(　)		転覆		1399:その他：その他																				99:その他																								99:その他										99:その他										27.40%		19.30%		45.00%		42.00%		係留索解除用に船外機船に繋いだ補助ロープが、突発的なうねりにより起重機船が動揺したため海面に引き込まれ船外機船が横転し転覆した。同時に作業員2名、船長1名が海中に落水した。（怪我無し、体調に異常無し）                                                                   7:30～9:20　基礎捨石投入作業(起重機船) <改行>9:30　船外機船が横転し転覆（同時に作業員2名、船長1名が海中に落水）<改行>9:40　作業員2名、船長1名救出完了（怪我無し、体調異常無し）<改行>10:35　船外機船引き上げ完了		①突発的なうねりによる。		①突発的なうねりに備え起重機船に見張員を配置し海象状況を確認しながら作業を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見張員がうねりを確認した場合は係船作業を一時中断する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③作業開始前に波の状況を確認し作業員に周知する。<改行>④突発的なうねりにも安全に対応するため、ランクを上げ鋼製の作業船を使用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤アンカーワイヤー補助ロープのアイ部に別途介助ロープを取付け、アイ部を直接持たないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥適度な余裕を持たせロープを巻き出す。<改行>⑦突発的なうねりが発生することについて作業員に再教育を行う。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東北支店		みらい建設工業（株）		東北支店																																																																																										R01-東北-釜石-0102.xlsx		8/26/19 11:22		4/4/23 13:34		2019		7		2		9		30		2019		TRUE		23		8		東北		1		20		0		20.0		26		1399		40		2019/7/2　9:30		43648.3958333333

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		26年 08月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						4:16～30		26		1:労災適用		神戸港航路附帯施設地盤改良工事（第１工区）		本工事は、神戸港航路浚渫に必要な附帯施設として海上地盤改良工を施工するものである。		令和1年7月5日 13時25分 頃		海上		セップ台船甲板上		03:土質調査				16:測量櫓等の設置・撤去				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ		セップ台船ビット、曳船防舷材		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		19:よそ見をしていた。		21:連絡合図がなかった。		26:危険有害な場所に入った。				17:安全標識がなかった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										73.00%		78.00%		0.00%		60.00%		チェックボーリングのセップ台船曳航準備時、曳船を後進で台船に近づけ、台船側にいた被災者が曳航ロープをビットにかけた。曳航ロープを取り終わった後も被災者は足をビット横に置いていたところ、風に流され台船に近づいてきた曳船から逃げ切れず、右足かかとをビットと曳船防舷材の間に挟み負傷した。<改行>7:45朝礼、13:00打合せ、KY活動、当該作業開始、13:25頃災害発生		①被災者は被災場所が危険である認識が不足、曳航ロープを取った後も危険箇所である台船端部から待避せずよそ見をしていた。<改行>②曳船との連絡合図を行っておらず、風で曳船が流されていることに気付くのが遅れた。<改行>③台船ビット周りに危険個所の明示・注意喚起表示がなかった。<改行>④曳航準備時の危険動作に関わる安全教育・訓練が不十分であった。		①②作業指揮者がインカム付き無線機にて作業員、船員に指示・合図・注意喚起を行う。また、曳船と台船が接近しないよう、曳航ロープの受け渡しにはハッカーを用いる。<改行>③曳航作業時の危険箇所をペンキで明示するとともに、曳航作業時は危険箇所を立入禁止とし、注意喚起看板を設置する。<改行>④曳航作業に関わる手順の徹底及び安全教育を行う。		東洋・みらい・りんかい日産特定建設工事共同企業体		東洋建設(株)				みらい建設工業(株)				りんかい日産建設(株)												興亜開発（株）				大紀海運（株）																																																																								R01-近畿-神戸-0101.xlsx		8/7/19 11:23		4/4/23 13:24		2019		7		5		13		25		2019		TRUE		8		3		近畿		4		26		8		26.7		8		1104		16		2019/7/5　13:25		43651.5590277778

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		67		男		43年 01月		普通作業員		03:背部								04:骨折		13:その他(　)				血気胸		5:31以上		60		1:労災適用		東京港臨港道路南北線沈埋函(4号函・5号函・6号函)製作・築造等工事		東京港臨港道路南北線沈埋函（４号函・５号函・６号函）製作・築造に伴う本体工、潜水探査工、磁気探査工、床掘工、土砂運搬工、基礎工、撤去工、埋戻し工、付帯工、一次艤装工、一次曳航工、沈埋函仮置工、二次艤装工、二次曳航工、沈埋函沈設工、函外工、函内工、仮設備工、仮設工、設備工、電気室棟建築、耐火・内装版工及び調査工を施工するものである。（沈埋函　施工延長４００ｍ）		令和1年7月10日 20時30分 頃		陸上				29:その他(　)		沈埋函沈設工		84:その他(　)		沈埋函継手間清掃工		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ハイウォッシャー（高圧洗浄機）		16:その他の加害物(　)		鋼材		02:転倒				1299:工具等取り扱い：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				08:機械・装置等を不安全に動かした。																														81.00%		81.00%		95.00%		95.00%		被災者は、沈埋函6号函と7号函の継手（バルクヘッド間）をハイウォッシャーで清掃中に足を滑らせて真後ろに転倒し、背中を打った。JV職員、職長が付き添い被災者を事務所へ移動させ、その後工事車両で夜間救急病院へ搬送した。<改行>16:00 作業開始，20:30 事故発生		①狭く滑りやすいバルクヘッド間で、バルクヘッド面にハイウォッシャーを向け至近距離から起動したため、反動で体が振られ転倒した。		①作業手順書にバルクヘッド間清掃の特徴を記載し、作業手順を再周知する。		五洋・東洋・新日鉄住金エンジ特定建設工事共同企業体		五洋建設（株） 				東洋建設（株） 				新日鉄住金エンジニアリング（株） 																														措置無し								措置無し								措置無し																																										R01-関東-東京-0101.xlsx		7/30/19 16:11		4/4/23 13:24		2019		7		10		20		30		2019		TRUE		2		29		関東		5		43		1		43.1		26		1299		84		2019/7/10　20:30		43656.8541666667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		20年 00月		運転手（特殊）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		8		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)付帯施設築造工事		本工事は、仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)付帯施設の構造物撤去工、海上地盤改良工、土捨工、被覆・根固工、上部工、付属工、舗装工を行うものである。		令和1年7月24日 13時20分 頃		陸上				25:土工				65:路床・路盤の転圧				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		07:舗装機械		仮設物・建造物等		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。						27.00%		24.30%		100.00%		98.00%		昼休憩後、土砂撤去(掘削)箇所の不陸整正(ハンドガイドローラーを後進させて転圧作業）を実施していたところ、進行方向にあった既設構造物(コンクリート擁壁)の笠部分とハンドルを持っていた右手中指が挟まれて被災した。<改行>13:00　午後の作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:20　事故発生		①危険箇所を軽視し、作業に油断があった。<改行>②挟まれ等の危険性がある箇所に明示が無かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③作業手順書に不備があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④現場責任者が日常巡視を疎かにしていた。		①現場不一致が発生した場合は発注者と協議の上、施工計画書の変更を行い、それに基づく作業手順書・作業計画書の変更を作成し、作業従事者に周知を行い、当該作業を開始する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②持ち込み機械は事前に報告するように指導する。また、現場巡視を徹底するとともにリストを作成し、持ち込み機械が適正か確認する。<改行>③転圧作業を行うにあたり、進行方法を明確にした作業手順書を作成し、作業従事者に周知する。また、視界確保のため見張り員を選任し、合図方法を定めて明確に伝達できるように周知する。<改行>④挟まれ等の危険性がある箇所には、カラーコーン等により事前に明示を行う。やむを得ず危険箇所付近での転圧作業を行う場合は、事前に作業手順書を明確にし挟まれ要因の無い作業機械にて作業を行う。				五洋建設（株）		東北支店																																																																																														R01-東北-塩釜-0101.xlsx		7/31/19 14:33		4/4/23 13:33		2019		7		24		13		20		2019		TRUE		8		25		東北		2		20		0		20.0		7		899		65		2019/7/24　13:20		43670.5555555556

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		19年 01月		船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		高松港朝日地区航路（-12ｍ）浚渫工事		本工事は、高松港朝日地区航路（-12ｍ）の浚渫工、土捨工および雑工を施工し安全管理を実施するものある。		令和1年7月25日 15時10分 頃		海上				29:その他(　)		クレーン作業		84:その他(　)		選別架台分解		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		吊荷		15:起因物と同じ				06:激突され				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。		17:危険を知らずにやった。		22連絡合図が不明瞭だった。　29つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		20:不安全に物が置いてあった。		21:物を置いた場所が悪かった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								12.70%		7.30%		100.00%		90.00%		被災者は、工事区域明示の灯浮標設置作業終了後、選別架台の分解作業に従事していた。分解作業の終了した後、鋼材の集積作業を開始、被災者は合図者として作業に従事、他にクレーンオペ1名、玉掛け者２名で作業を行っていた。集積作業終盤にクレーンフックの動揺により、集積中の鋼材が荷ぶれを起こしたことで、被災者の足に接触し、被災したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7：30朝礼　　9：00解体作業開始　　　15：10事故発生		①７月１８日の作業手順周知会、当日の危険予知で作業の内容は事前に周知されており、指示においても「クレーン作業時の人払いの徹底」、「選別架台吊り上げの際は、介錯ロープの使用」として、選別架台の分解作業に特化した内容では無かったが、注意は行っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②作業員たちは、作業において介錯ロープを使用せず、また、作業指揮者は役割外の作業を行い、被災者は危険性を認識せず、油断して荷振れする方向から安易に吊り荷に近づいたため発生した。		①作業指揮者を船長と改めて任命し、吊り荷の状態、作業員の配置等作業全体の指揮に専念させる。３・３・３運動（30ｃｍ吊り上げ、3秒停止し3ｍ離れる）を徹底し、吊り荷から離れた位置での合図を行う。形状の類似したもの毎に区分し、斜めになることがない位置を選定する。重ねられないものを置けるスペースを確保し、船内に確保できない場合は陸揚げする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②いかなる吊り荷であっても、介錯ロープを使用する。合図は、全て無線で行う。合図者は、ワイヤーがたるんだこと及びクレーン荷重が0になったことを確認して停止合図をする。上記の再発防止対策をもとに、その内容を作業標準書に盛り込む。<改行><改行>        　				東洋建設株式会社		四国支店																		タチバナ工業株式会社																		措置なし																																		労働基準監督署				休業期間がないため、工事再開に支障なし（高松労働基準監督署）		海上保安部				令和元年に現地及び病院で事情聴取(7/25)、被災者立ち会いで現場検証（7/26）、警備救難課：事件性あり、業務上過失傷害で書類送検する方向で捜査中、航行安全課：再発防止策の報告内容を確認の上、工事再開の判断を														R01-四国-高松-0101.xlsx		3/31/20 13:57		4/4/23 13:28		2019		7		25		15		10		2019		TRUE		6		29		四国		1		19		1		19.1		26		201		84		2019/7/25　15:10		43671.6319444444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		06年 03月		潜水士		10:その他(　)						減圧症		13:その他(　)						減圧症		1:0～3		0		1:労災適用		那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）築造工事		那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）の共通工、基礎工、本体工、被覆・根固工、復旧工、上部工、付属工及び構造物撤去工を行う工事。		令和1年7月25日 18時15分 頃		陸上				08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		海水圧		11:海水等				13:有害物等との接触				1307:その他：潜水病、減圧症																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		34:その他の不安全行為があった。		99:その他						34：（朝食未摂取、浮上後の手伝い）　99：（連続4日目の作業）		99:その他								潮流が速い環境												86.00%		83.00%		100.00%		80.00%		基礎捨石荒均しを行い、作業完了約3時間後に気分が悪くなり、病院で再圧室に入り治療を受けた。体調は特に異常なかったが、減圧症と診断された。<改行>07:00朝礼　午前中はクレーン付台船上で潜水補助業務　13：00　被災者潜水開始（基礎捨石荒均し）　15：25浮上完了<改行>17：15被災者所属会社へ帰社　18：15気分が悪いため病院へ　19：00病院到着問診　21：07再圧室入り（6時間の再圧治療）　<改行>翌日07：15再圧室から出た。体調は特に異常なし　診断結果、Ⅱ型減圧症		①ダイエット目的で朝食を摂取していなかった。<改行>②潜水浮上後にクレーン付台船のロープ解除やアンカーワイヤー取替作業を手伝っていた。<改行>③水深20ｍ以上の潜水作業が連読4日目であった。<改行>④体力を消耗する潮流の速い現場環境であった。		①安全当番は、朝礼時に潜水士の朝食摂取の有無を確認する。未摂取の場合は、栄養調整食品を摂取後作業に従事させる。<改行>②水深20m以上での潜水作業が、連続3日目以降は、「標準空気減圧表」の潜水時間における浮上停止時間のランクを1ランク長めの時間を採用し浮上する。<改行>③浮上後間もない潜水士には、軽作業以外の負担のかかることはしない・させない事とする。また、潜水士以外の送気員・連絡員及び船員に周知し、「潜水作業計画・記録」にルールとして明記する。<改行>④事故の原因を共有するとともに、事故再発防止対策を周知徹底する。		若築・大米特定建設工事共同企業体		若築建設（株）		沖縄営業所		大米建設（株）																森崎建設工業（株）				（株）とうほう工業																																																																								R01-沖総局-那覇-0201.xlsx		8/6/19 10:50		4/4/23 13:23		2019		7		25		18		15		2019		TRUE		13		8		沖縄		1		6		3		6.3		25		1307		23		2019/7/25　18:15		43671.7604166667

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		34		男		00年 04月		はつり工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		宮古港竜神崎地区防波堤築造工事		本工事は、宮古港竜神崎地区防波堤の構造物撤去工、上部工、消波工、雑工、挙動観測工及び宮古港藤原地区岸壁(-10m)の構造物撤去工、土工、上部工、舗装工を施工するものである。		令和1年7月30日 12時15分 頃		海上				29:その他(　)		雑工		84:その他(　)		点検孔削孔		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		削孔機（コアマシン）		10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。										99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								15.30%		11.00%		0.00%		5.00%		点検孔の削孔作業時、削孔機の延長チューブを外すため、スパナでアダプター（接続ネジ）を緩めた時、急に緩んでスパナとベース（支柱）の間に右手親指を挟んで被災した。<改行>8:00　作業員に新規入場者教育・朝礼・ＫＹを実施。 <改行>9:00　起重機船で削孔機材を防波堤上に運搬。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:50　防波堤上で削孔作業を開始。<改行>12:15　事故発生。		①作業手順に不備があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②危険箇所を軽視し、作業に油断があった。		①アダプター（接続ネジ）を締める時、緩める時は削孔機本体の取手またはハンドルを掴み、ベース（支柱）を掴まない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②【ベースを掴まない】というステッカーを削孔機本体に貼り付けて明示する。<改行>③アダプター（接続ネジ）を締める時、緩める時の作業手順書を追記し、作業員に周知する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④経験年数が１年未満の作業員については、単独作業をさせない。<改行>				(株)本間組		東北支店																																																																																														R01-東北-釜石-0201.xlsx		8/9/19 10:27		4/4/23 13:35		2019		7		30		12		15		2019		TRUE		8		29		東北		1		0		4		0.3		26		1299		84		2019/7/30　12:15		43676.5104166667

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		04年 00月		解体工（溶接工）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		金沢港（南地区）岸壁（-7.5m）（改良）築造工事（その１）		金沢港(南地区)岸壁(-7.5m)(改良)の撤去工、控工及び海上地盤改良工を施工するものである。<改行>（撤去工　1式　控工　318.98m　海上地盤改良工　291.6m）		令和1年8月26日 15時0分 頃		陸上				24:溶接及び切断				12:ガス溶接・切断				1:晴れ						2:弱風（2～4）				4:500～1、000						24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0199:墜落：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				26:危険有害な場所に入った。				31:無理な姿勢で作業した。						20:不安全に物が置いてあった。				22:作業場が狭かった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。										19.00%		19.00%		37.50%		38.00%		鋼管杭から撤去した杭頭連結材を陸上に仮置き、ガス切断による小割作業中、切断した鋼材が作業員の右足に転倒し負傷<改行>8:00 朝礼参加、KYミーティング、8:15 当該作業開始、15:00 災害発生。		①転倒する鋼材の下に足を置き、不用意に切断した。また、切断した鋼材が倒れる方向で切断作業を行った。<改行>②鋼材は、切断後に転倒する仮置方法だった。<改行>③切断後の鋼材が転倒する作業手順であった。		①鋼材の置き方を裏表逆向きにし、転倒・落下しない置き方に変える。また、作業中、作業後に鋼材が不安定となり、転倒・落下が生じないよう、バタ角で２点支持した状態で作業を実施する。　　<改行>② 作業手順をより詳細・具体的な内容とし、安全な手順の作成を行う。また、全体KYミーティングにおける安全指示を具体的に行うと共に、一人KY活動を推進し、ヒューマンエラーを防止する。<改行>③１回／月以上としている店社パトロールを２回／月以上とし、安全管理体制を強化する。				東洋建設株式会社		北陸支店																		株式会社得能組				中谷商事株式会社																																																																								R01-北陸-金沢-0101.xlsx		9/10/19 13:17		4/4/23 13:38		2019		8		26		15		0		2019		TRUE		8		24		北陸		1		4		0		4.0		24		199		12		2019/8/26　15:0		43703.625

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		52		男		20年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		和歌山下津港海岸(海南地区)船尾南護岸築造工事		本工事は、和歌山下津港海岸(海南地区)船尾南護岸の構造物撤去工、基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、裏込・裏埋工、排水構造物工、雑工を施工するものである。		令和1年9月24日 16時47分 頃		海上		鋼管矢板打設導材上		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		09:他に属さない建設機械				09:装置				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他				1												A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																						03:機械・器具に欠陥があった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。						26.80%		25.30%		72.30%		61.20%		鋼管矢板打設中、バイブロハンマの油圧ホース固定金具の固定ボルトが折れ、鉄製の金具が約10mの高さから落下し、バイブロハンマ直下で鋼管矢板の状態を確認していた被災者の右足の甲に当たり負傷した。<改行>7:50朝礼、8:00作業開始、16:47災害発生		①バイブロハンマの持込点検表にボルトの緩み等の点検項目がなかった。<改行>②被災者が稼働中のバイブロハンマ直下で作業していた。		①持込時点検における点検表に、新たにボルトの緩み等の点検項目を追加する。<改行>②鋼管矢板打設時、導材上にはオペレータ1名とし、必要時以外は打設中の鋼管矢板からできるだけ離れた導材上で作業を行うとともに、他の作業員はクレーン付台船上に待避する。				りんかい日産建設(株)																				(株)東組				(有)福嶋商会																																																																								R01-近畿-和歌山-0101.xlsx		10/15/19 17:43		4/4/23 13:27		2019		9		24		16		47		2019		TRUE		4		9		近畿		1		20		0		20.0		9		299		47		2019/9/24　16:47		43732.6993055556

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		35年 00月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		180		1:労災適用		鹿島港外港地区南防波堤築造工事		鹿島港外港地区南防波堤の土工、基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、仮設工を施工するもの。<改行>（基礎工　L＝１１７ｍ、本体工（ケーソン式） L＝１００ｍ[４函]）		令和1年10月3日 10時5分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																														A:危険だと思わなかった				26:危険有害な場所に入った。		27:不安全な場所へのった。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																										90.00%		81.80%		60.00%		0.00%		起重機船にて根固ブロック据付作業時、ケーソン上合図者により、１個目のブロックを水中の所定位置に着底させた後、負傷者が潜行した。着底状況を水中で確認したところ、ブロックが既設ブロックに半分乗った状態だった。そこで、水中で位置調整を行おうとしたとき、うねりで起重機船が動揺しブロックが浮き上がり、水流でケーソンとブロックの間に吸い込まれ、左足をケーソンとブロックの間にはさみ負傷した。<改行>10:00作業開始、10:05事故発生		①潜水士（被災者）が根固ブロックに接近したまま巻上・巻下の合図を行ってしまった。<改行>②潜水士潜行前にケーソン上からの合図で、根固ブロックを概ね所定位置に着底させたつもりが、隣接するブロックに半分乗っかる形でった。<改行>③作業中止基準に水中視程の基準を設けておらず退避ルールが曖昧であった。		①クレーンの巻上・巻下合図は、最低5m以上（根固ブロック長辺長以上）離隔を確保してから行うよう徹底する。<改行>②潜水士が潜行し目視確認の結果、ブロックが不安定な状態で着底している場合は、潜水士は退避し、ケーソン上合図者の合図により再度ブロックを安定した状態で着底するよう据え直す。<改行>③ブロック据付作業潜水時の作業中止基準を設定する。水中視程2.5m未満の場合は退避し視程回復まで待機。退避離隔はブロック位置確認時2.5m以上、ブロック吊上・吊下時は5.0m以上とする。				東亜建設工業(株)																				神洋建設(株)				(有)房総潜建														文書注意																																																										R01-関東-鹿島-0201.xlsx		10/30/19 17:30		4/4/23 13:23		2019		10		3		10		5		2019		TRUE		8		19		関東		5		35		0		35.0		27		608		51		2019/10/3　10:5		43741.4201388889

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		24		男		06年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						眼		01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤(北)(第二)築造工事		本工事は、酒田港北港地区防波堤(北)(第二)の構造物撤去工、基礎工、本体工(ケーソン式)、被覆・根固工及び上部工を施工するものである。		令和1年10月3日 11時25分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				78:コンクリートブロック積				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		被覆ブロック		06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																				99:その他																								99:その他										99:その他										96.00%		96.30%		33.50%		11.00%		起重機船甲板上で、8t型シェークブロックを吊り上げるための玉掛作業が完了し、玉掛箇所から被災者が3.0m程度離れた位置に待避した。シェークブロックを吊上げようと、ワイヤーロープを巻き上げたところ、シェークブロック表面の一部（小片）が飛散し、被災者の右眼にあたり、負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  8:30　8t型シェークブロック(60個)積込完了。起重機船を被覆ブロック据付箇所に移動開始。 <改行>10:25　8t型シェークブロック据付開始。<改行>11:25　事故発生(作業開始から20個目)　被災者が右眼負傷。		①当該作業における危険予知が不十分であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①ブロック吊上げ時、玉掛者・合図者はブロック表面の一部小片が飛散した場合に、眼を損傷しないようにフェイスガードを着用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ブロック吊上げ時、ブロック表面の一部小片が飛散が予想される方向に作業員が立入らないように、作業指揮者は待避位置を指示する。また、当該作業者は、作業指揮者が指示した避難場所に避難する。<改行>③ワイヤーロープとコンクリートのこすれを低減するために保護材を取付けたワイヤーを使用して作業を行う。<改行>				（株）本間組		東北支店																																																																																														R01-東北-酒田-0101.xlsx		10/24/19 16:56		4/4/23 13:35		2019		10		3		11		25		2019		TRUE		4		19		東北		1		6		0		6.0		26		299		78		2019/10/3　11:25		43741.4756944444

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		00年 11月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		釧路港西港区-14m航路泊地浚渫工事		・釧路港西港区泊地（-14m）における、漂砂埋没対策のための浚渫工事（港内）。<改行>・グラブ浚渫船とバージアンローダ船（揚土船）を使用しての施工。		令和1年10月29日 12時30分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										18:保護具が不適・不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										94.10%		92.50%						揚錨船の船長1名、甲板員3名によりアンカーワイヤーを揚げる作業中、ワイヤー起し用の玉ブイとロープを引き上げる時に船の動揺により玉ブイロープが張った。つかんでいたロープを離すことができず、揚錨船の船ベリとロープに右手中指を挟まれ負傷した。<改行>12：00　揚錨作業開始、12:30　事故発生。		①船べり付近で玉ブイロープを直接手で掴んでいた。<改行>②玉ブイロープが張って危ないと思い一度玉ブイロープから手を離した。再度、玉ブイロープを掴んだ時、波により玉ブイロープが張った。これまでの経験で緩むと思う程度の張りだったため玉ブイロープを離さなかった。<改行>③ゴム手袋を着用して作業していたため手が抜けづらかった。		①玉ブイは長い竿カギ、ワイヤーアイ部は短い竿カギを使用する様に作業手順書を変更し、玉ブイロープは竿カギで扱いやすくするため0.5mに短縮する。<改行>②船べりに「はさまれ注意」の注意喚起を明示。<改行>③玉ブイロープ及び起しワイヤーが張っている場合は無理せず竿カギから手を離す様に作業手順書を変更。		あおみ・堀松・白崎 経常建設共同企業体           		あおみ建設株式会社		北海道支店		堀松建設工業株式会社				白崎建設株式会社												北秀建設株式会社				株式会社小島組		東京支店																																																																						R01-北開局-釧路-0101.xlsx		11/15/19 11:29		4/4/23 13:38		2019		10		29		12		30		2019		TRUE		8		5		北海		1		0		11		0.9		27		1104		15		2019/10/29　12:30		43767.5208333333

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		10年 00月		現場代理人		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								3:9～15		14				平成３１年度　下田港浮標灯雑工事		本工事は、下田港内の浮標灯及び標識灯の保守点検・整備及び維持交換、アンカーブロックの製作・取り壊しを行う工事である。		令和1年11月13日 7時47分 頃		陸上		岸壁		29:その他(　)		灯浮標の維持交換		14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ												2:無		2:無		08:作業船				10:用具等		係留ロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																																																								係留ロープを係船柱から外そうとしたところ、係船柱と係留ロープに指を挟まれて負傷した。<改行>7:30安全朝礼、7:40作業開始、7:47事故発生		①現場代理人としての役割の理解が不十分（安全管理を担い、作業員に対し安全教育及び安全訓練等を実施する立場である現場代理人が、自ら作業を行った）<改行>②現場代理人が安全意識の欠落による安易な行動を取った。<改行>　・補助ロープを使用しなかった。<改行>　・作業員に声かけ・合図の確認を行わなかった。<改行>		①元請としての役割の再教育。<改行>②離接岸作業の役割を明確にした作業手順書を作成し、工事に係わる全員に対して、作業手順の遵守を徹底する。<改行>③係留ロープの取り外しは、補助ロープを使用する。<改行>④係留ロープの取り外しは、作業担当者と声かけ・合図を行う。<改行>				河津建設(株)																																						文書注意																																																										R01-中部-清水-0101.xlsx		12/4/19 17:54		4/4/23 13:30		2019		11		13		7		47		2019		TRUE		8		29		中部		3		10		0		10.0		8		1104		14		2019/11/13　7:47		43782.3243055556

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		20年 00月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）浚渫工事		本工事は、八戸港八太郎・河原木地区航路泊ｊ地（埋没）の浚渫工、土捨工を行うものである。		令和1年11月25日 9時25分 頃		陸上				05:浚渫・床掘り				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		梯子		01:地面				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。								21:物を置いた場所が悪かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								0.10%		0.10%		22.00%		22.00%		排砂管の積込作業時に、クレーンで吊り旋回してきた排砂管を介錯ロープで方向修正しようとしたが、トラックの荷台上からでは、介錯ロープに手が届かなかったため、普段は玉外し作業で使用していた梯子を持ち出し、介錯ロープを掴もうとしたが、風で介錯ロープを掴むことができず、併せて梯子がぐらついたことから梯子と共に転落することを回避するため、自らの意思で梯子から飛び降り、左踵を地面に強打し負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7:55　ラジオ体操・朝礼・危険予知活動を実施、8:15　排砂管置場へ移動、8:30　作業開始、9:25　事故発生		①作業手順書に不備があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②危険箇所を軽視し、作業に油断があった。		①トラックの荷台上での梯子の使用を禁止する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②排砂管の積込・積み卸し作業手順書を見直す。<改行>③作業手順書の履行と作業環境の変化に対して確認を行うように教育・周知徹底を図る。				みらい建設工業（株）		東北支店																																																																																														R01-東北-八戸-0101.xlsx		12/4/19 14:29		4/4/23 13:37		2019		11		25		9		25		2019		TRUE		1		5		東北		1		20		0		20.0		26		105		4		2019/11/25　9:25		43794.3923611111

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		70		男		04年 05月		高級船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		港湾業務艇「ひより」運航及び用船		本業務は、発注者所有の港湾業務艇「ひより」を仙台塩釜港石巻港区及びその周辺海域の港湾工事にかかる工事監督等に就役させるため、受注者による運航を行うものである。また、港湾業務艇「ひより」の定期維持修理期間において用船を行うものである。		令和1年11月27日 10時40分 頃		海上				29:その他(　)		港湾業務艇（用船）運航		14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		側板（ブルーワーク）		15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				34:その他の不安全行為があった。										99:その他								ブルーワーク上が海水の影響により滑りやすくなっていた。		04:理解度の確認が不十分だった。										50.00%		50.00%		65.00%		65.00%		当局港湾業務艇の運行業務において、被災者（船長）が小用のため船内のトイレに向かった際、左足を滑らせ、左膝下をブルーワークに強打し、負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00　　施設点検出発。（乗船者：船長、機関長、監督補助員） <改行>10:40　港湾業務艇係留場所へ帰港し、係船直後に事故発生。		①危険予測が疎かになっていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ブルーワーク上が海水の影響により滑りやすくなっていた。<改行>		①ブリッジから、甲板への出入りについての基本動作を明確に表示する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②安全教育を行い、事故再発防止に努める。<改行>③ブリッジからの出入りについては、必ず、ステップを利用し、ブルーワーク上に足を掛けることを禁止する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④滑り止めを設置する。				（株）ポルテック																																																																																																R01-東北-塩釜-0201.xlsx		12/4/19 14:30		4/4/23 13:33		2019		11		27		10		40		2019		TRUE		2		29		東北		5		4		5		4.4		26		1399		14		2019/11/27　10:40		43796.4444444444

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		18		男		00年 09月		担当技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		平成３１年度 博多港（アイランドシティ地区）道路（Ⅴ工区）橋梁上部工事		本工事は、博多港（アイランドシティ地区）道路（Ⅴ工区）橋梁上部工の仮設工、PC中空床版橋工、橋梁工、擁壁工及び橋梁付属物工を施工するものである。		令和1年12月11日 11時35分 頃		陸上				29:その他(　)		ＰＣ中空床版橋工		84:その他(　)		ＰＣケーブル緊張作業		2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		緊張ジャッキ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		2		16:勘違い判断をした。		21:連絡合図がなかった。								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。																						08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。										13:適切な技術者の配置に不備があった。										42.10%		28.70%		15.00%		15.00%		PCケーブルの緊張作業を行っていた。被災者は、テンポリーチャックをＰＣ綱線から抜き取るため、緊張ジャッキとテンポラリーチャックの隙間に左手人差し指を入れていた。作業員①は、被災者の作業のテンポラリーチャックの取り外しが完了したと思い、力を緩めた際、緊張ジャッキが後方へずれ、被災者の人差し指が緊張ジャッキとテンポラリーチャックの隙間に挟まれ負傷した。<改行>8:15　作業開始、8:45　緊張作業開始、11:35　事故発生		①作業員①は、テンポラリーチャックの取り外しが完了したと思い込んだ。<改行>②作業指揮者は配置していたが、作業員同士の合図不足していた。<改行>③元請現場担当者が作業に加わった。<改行>		①作業指揮者及び作業員同士の合図の徹底を行う。<改行>②作業手順書に合図徹底強化を記載する。<改行>③緊張作業の再教育を実施する。<改行>④緊張ジャッキが後方へずれない様、レバーブロックで固定する。<改行>⑤元請現場職員含む関係者以外は作業に加わらない。				川田建設株式会社		九州支店																		大誠工業建設																																																																												R01-九州-博多-0101.xlsx		1/6/20 13:32		4/4/23 13:28		2019		12		11		11		35		2019		TRUE		8		29		九州		1		0		9		0.8		26		1299		84		2019/12/11　11:35		43810.4826388889

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		46		男		17年 09月		主任地質調査員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		高知港海岸土質調査		本業務は、設計に必要な資料を得るためにボーリング、原位置試験及び試料採取、土質試験、探査工及び安全管理を実施するものである。		令和1年12月11日 16時0分 頃		海上		スパット台船上		03:土質調査				25:試錐				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ボーリング機械		16:その他の加害物(　)		巻上げ装置		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。				13:油断、軽視した。																										56.60%		60.10%		40.00%		50.00%		朝より海上ボーリング作業に従事していた。作業員と２名でコアチューブ挿入作業を行っていたところ、コーンプーリーに巻いたロープが乱巻になったことから、被災者が修復しようとした際、コーンプーリーを回転させたまま作業を行ったため、回転しているコーンプーリーに右手を巻き込まれ、被災した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8：00朝礼・ミーティング　　　16：00頃事故発生		①被災者本人が危険と感じながら大丈夫だろうと思ってコーンプーリーを回転させたまま、乱巻になったロープに右手をかけてしまったことで発生した。　　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　②「ロッドまたはケーシング等の「継足しおよび切断」時は、クラッチレバーをストッパーで固定して回転動力を遮断し、「巻込まれ防止」に努める。」という通常の手順を軽視して、機械・装置の取り扱いを誤ったことが主要因。		①現場管理者は、毎朝のＫＹ活動で、回転部注意喚起シートを用いて回転部に関する注意喚起を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②管理技術者主体で作業手順の周知会を実施する。また、作業員は、注意喚起シートを用いて、作業開始前・午後の作業開始時・作業終了後に作業手順等を確認する。現場管理者は、巡回時に手順が遵守されているか確認・指導する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③作業再開後に、安全パトロールを発注者と合同で実施する。<改行>　				応用地質株式会社		高知営業所																		株式会社アテック吉村																																																				労働基準監督署				「休業期間がないため、休業0日災害で問題ない。現場保存の必要はない（作業再開に支障なし）」との回答（12/12）（高知労働基準監督署）		警察				現場確認（12/11）、「事件性はないものとして処理する、現場保存の必要はない（作業再開に支障なし）」との回答（12/12）（高知東警察署）		海上保安部				「事件として取り扱わない、現場検証や聞き取りは行わない（作業再開に支障なし）」との回答（12/12）（高知海上保安部）								R01-四国-高知-0201.xlsx		7/12/19 15:10		4/4/23 13:29		2019		12		11		16		0		2019		TRUE		8		3		四国		1		17		9		17.8		26		1399		25		2019/12/11　16:0		43810.6666666667

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		07年 02月		地盤改良工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		神戸港六甲アイランド地区岸壁(-16m)等耐震改良工事		本工事は、神戸港六甲アイランド地区岸壁(-16m)等の構造物撤去工、土工、陸上地盤改良工、付属工、舗装工、仮設工及び雑工を施工するものである。		令和2年1月13日 20時40分 頃		陸上				06:地盤改良				45:深層混合処理				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						23:荷				15:起因物と同じ				23:その他(　)		荷滑り		0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。										13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。										17:下請け指導が不適切だった。										55.00%		55.00%		26.00%		26.00%		地盤改良（深層混合処理工）のための先行掘削作業時、使用するケーシングロッド（1本当たり約1.5m、約100kg）を10～12本まとめて架台ごとラフタークレーンで吊り上げたところ、隣にあった架台の資材（りん木）に引っかかり、吊り荷が傾いたため介錯ロープを取っていた被災者が咄嗟に手を出した。ケーシングロッドは架台に固縛されておらず、傾いた際に荷滑りを起こし、突出したケーシングロッドと被災者の手が接触し負傷した。20:00朝礼、20:15作業開始、20:40災害発生		①被災者が吊り荷に不用意に近づき過ぎ、傾いた吊り荷に咄嗟に手を出した。<改行>②吊り作業時にケーシングパイプを固縛しておらず、荷滑りを起こしやすい状態であった。<改行>③吊り荷周りの危険区域の指導、作業計画、手順書の周知不足及び元請職員による作業状況確認が不十分であった。		①吊作業時は介錯ロープを使用し、3m以上離れ、吊り荷に近づかないことを作業手順書に追記し、再度周知会を実施する。また、安全教育により危険感受性と安全意識の向上を図る。<改行>②ケーシングパイプをチェーンなどにより固定し、吊り荷が傾いても荷が動かないようにする。<改行>③吊り荷との間隔、吊り荷の固定について周知するとともに、作業開始時、作業中等定期的に現場巡視する。		東洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		東洋建設(株)				りんかい日産建設(株)																ライト工業(株)				(有)下原工業																																																																								R01-近畿-神戸-0201.xlsx		2/7/20 15:11		4/4/23 13:25		2020		1		13		20		40		2019		TRUE		23		6		近畿		1		7		2		7.2		23		201		45		2020/1/13　20:40		43843.8611111111

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		00年 06月		甲板員		04:胸部								04:骨折		13:その他(　)				肝臓損傷（出血）		3:9～15		12		1:労災適用		中城湾港（新港地区）泊地（-13.0m）浚渫工事		本工事は、 中城湾港(新港地区)泊地(-13.0ｍ)の共通工、潜水探査工、浚渫工、土捨工及び深浅測量を施工するものである。		令和2年1月17日 12時55分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった		1		24:相手の行動を確認しなかった。																								A:危険だと思わなかった		1		27:不安全な場所へのった。																														30.50%		30.10%		11.00%		5.00%		引船を台船に係留するため、引船船首を台船側面に接近させた際、甲板員（被災者）は、引船停止、船長指示を待たず、係留作業のため台船に渡った。引船船長は甲板員が台船に乗り移っていることを未確認の状態で引船の操船を行い、船首を台船に接触させた。引船船首が台船に接触した際、台船に乗り移っていた甲板員は、引船と台船に挟まれた。<改行>7：00朝礼　8：30浚渫開始　12：00午前作業終了　12：10浚渫個所から引船で台船を土捨場に曳航開始　12：55土捨て場岸壁に台船を接岸した際、被災者が引船と台船に挟まれた。		①元請は作業手順書に引船の係留作業の記載がない状態で引船の係留作業をさせていた。<改行>②引船船長及び甲板員に対する作業手順の徹底がされていなかった。<改行>③引船船長と甲板員の指示連絡系統が不十分だった。<改行>④甲板員が停船前に引船船長の指示を待たず、台船に渡り係留作業を行おうとした。<改行>⑤通常、2名（引船甲板員、台船甲板員）で行う係留作業について、引船の甲板員1人により煩雑な係留作業を行っていることから安全管理への注意が十分行えなかった。		①係留作業は、台船甲板員1人と引船甲板員1人、計2名で行う。<改行>②係留作業中は、関係者間の連絡を十分に行い協働する。<改行>③引船を台船に接岸する際に台船甲板員は引船停船を確認し、引船船長の指示を受け係留作業を行う。<改行>④台船甲板員は、引船甲板員より係留ロープを受け取り係留作業を開始する。<改行>⑤全ての作業において、指差し呼称による、合図確認を行う。<改行>⑥上記の対策については、作業手順書を修正するとともに、リーフレットを作成し、全作業員に対し安全に関する再教育並びに周知徹底を行う。				(株)屋部土建																				琉球造船鉄工（株）																																																																												R02-沖総局-那覇-0301.xlsx		2/5/20 14:08		4/4/23 13:40		2020		1		17		12		55		2019		TRUE		8		5		沖縄		3		0		6		0.5		8		1104		14		2020/1/17　12:55		43847.5381944444

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		20年 09月		土木一般世話役		09:複合部位		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)				13:その他(　)		01:打撲傷		02:創傷				1:0～3		2		1:労災適用		令和元年度八代港（外港地区）岸壁（-12m）（改良）工事		撤去工、基礎工及び本体工を施工するもの。		令和2年1月30日 12時10分 頃		陸上				29:その他(　)		基礎工		84:その他(　)		杭打ち作業と転石除去作業		2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						02:動力電動機				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの																A:危険だと思わなかった				99:その他																								03:機械・器具に欠陥があった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										55.00%		58.00%		100.00%		99.00%		杭打作業中に杭打機の溶接接続していたホースカバー金具が落下し、作業員に接触、被災した。<改行>8：00　基礎工　鋼管杭打設開始、12：10　事故発生<改行><改行>		①溶接取付部についての搬入時点検をしていなかった。<改行>②転石により機械に激しい揺れが発生したことによりホースカバー溶接取付部が腐食破断し、落下した。<改行>③作業手順書には杭打ち作業のみ記載しており、転石除去作業及び杭打ち作業との近接しての併行作業禁止を記載しておらず、危険作業と認識していなかった。		① 溶接取付部の点検を工事再開前に全ての機械について実施する。<改行>②今回使用しないホース及びホースカバー器具を取り外す。<改行>③ 杭打ち作業と転石除去作業は近接（杭位置箇所から作業半径5ｍ以内）しての併行作業禁止としカラーコンで表示するとともに、作業手順書にも追記し再発防止検討会で周知する。<改行>④作業機械の持込時点検について、点検表に高所付属物の溶接箇所の点検事項を追記し、目視・打撃点検を実施する。				(株)福岡建設				（株）東工業				（株）不知火建設																																																																																								R03-九州-熊本-0101.xlsx		2/12/20 9:47		4/4/23 13:58		2020		1		30		12		10		2019		TRUE		4		29		九州		1		20		9		20.8		2		203		84		2020/1/30　12:10		43860.5069444444

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		03年 11月		塗装工		04:胸部		05:腹部						04:骨折		12:臓器破裂						5:31以上		59		1:労災適用		横浜港南本牧地区荷さばき地整備工事		横浜港南本牧地区のコンテナヤード入場管理施設周辺設備に関する土工、地盤改良工、舗装工、排水構造物工、配電線設備工、直接仮設工、鉄筋工、コンクリート工、型枠工、鉄骨工、付帯施設工、電気設備工を施工するものである。		令和2年2月2日 9時35分 頃		陸上				29:その他(　)		鉄骨工		84:その他(　)		塗装		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		09:他に属さない建設機械		高所作業車		16:その他の加害物(　)		鉄骨部材		08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。		31:無理な姿勢で作業した。																				17:安全標識がなかった。		22:作業場が狭かった。		99:その他				走行レバーにカバーがなかった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。										84.90%		79.90%		35.00%		35.00%		運転者が高所作業車作業台を塗装作業位置まで上昇させ、作業位置の微調整を行うためブームの伸縮レバーを操作したところ、作業台が思ったより移動したため、被災者がカメラ受材と操作盤の間に軽く挟まれた。その際、仰け反るように体勢を崩し操作盤の走行レバーに接触した。走行レバーの接触により高所作業車が前方に走行し、被災者がカメラ受け部材と作業台の操作盤の間で被災した。<改行>8:20作業開始、9:35事故発生		①被災者が高所作業車作業台とカメラ受部材に挟まれる位置に立っていた。 <改行>②高所作業車運転手は、被災者が挟まれる位置にいたにもかかわらず、作業台を移動した。思ったよりも動いてしまった。走行レバーにカバーがなかった。 <改行>③作業手順書はあったが、障害物箇所での作業手順が詳細まで記載されていなかった。 		①カメラ受材、ハンガーレール等の障害物がある所では高所作業車に乗り込むのは運転者（運転者兼塗装工）の１名とする。トラックスケールピットの狭隘部は足場を組む。<改行>②作業台に接近警報装置を取付ける。 走行レバーにカバーを取付ける。<改行>③障害物のある箇所を移動する時は、障害物の当たらない高さまで作業台を下げ、位置を移動し、又上げることとするよう作業手順書に盛り込む。作業手順書に障害物箇所での、詳細手順を追記し周知する。				若築建設(株)																				エスケー化研(株)				竹内建設(株)				滝澤建装										文書注意																																																										R02-関東-京浜-0401.xlsx		4/4/23 13:44		4/4/23 13:44		2020		2		2		9		35		2019		TRUE		8		29		関東		5		3		11		3.9		9		899		84		2020/2/2　9:35		43863.3993055556

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		30年 00月		潜水送気員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)築造工事		本工事は、仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)付帯施設の構造物撤去工、海上地盤改良工、基礎工、仮設工、本体工、付属施設工及び現地調査工を行うものである。		令和2年2月12日 7時50分 頃		陸上				08:捨石及び均し				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等		石材		15:起因物と同じ				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。								35:その他の作業環境に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										66.50%		61.00%		85.00%		70.00%		起重機船による捨石投入作業時に、丁張りの不具合を手直し中の潜水送気員（被災者）上方にあった石が落下し、右手親指が圧重し被災。                                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:10　朝礼後、捨石投入を開始。 <改行>7:50　事故発生。		①浮石等の不安定な石がないか確認が不十分なまま作業を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②石材の大きさによる作業分類が決められていなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③作業手順書に不備があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①浮石等の不安定な石がないか、複数の作業員で確認後に作業する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②石材の落下する恐れのある方向では作業を行わない。<改行>③丁張り設置時の大きな石材移動はバックホウを使用して行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④重機で作業ができない細かな石材等はバール等を使用し、石材の下に手足を入れない位置で作業する。<改行>⑤丁張り設置の作業手順書を整備し、遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥複数の作業を同時に行わず、１つの作業を終わらせてから次の作業に移る。				りんかい日産建設（株）		東北土木支店																																																																																														R01-東北-塩釜-0301.xlsx		2/19/20 16:05		4/4/23 13:34		2020		2		12		7		50		2019		TRUE		21		8		東北		1		30		0		30.0		24		1399		2		2020/2/12　7:50		43873.3263888889

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		04年 10月		船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部						02:創傷		04:骨折						5:31以上		90		2:労災非適（船員法適用）		高知港三里地区防波堤（南）築造工事		本工事は、高知港三里地区防波堤（南）の基礎工、本体工（ケーソン式）、被覆・根固工、上部工、消波工、構造物撤去工及び雑工を施工し、安全管理を実施するものである。		令和2年3月18日 10時15分 頃		海上		高知県高知市浦戸桂浜地先		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		14:物上げ装置				02:甲板		15.起因物と同じ		01:墜落・転落		3.激突		0199:墜落：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。		15:気持ちがあせっていた。						09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。				22:作業場が狭かった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。				99:その他						55.20%		51.30%		28.00%		14.50%		全作業員で、当日の作業指示及びKY活動を実施した後、作業に入った。一方、ガット船での安全活動は元請の権限外であるため把握出来ていない。岸壁に接岸し、材料検査を実施した後投入場所に移動し捨石投入を開始した。その後、オレンジバケットが開かなくなったため、取替え作業を実施中に、取外した吊ワイヤーを予備のオレンジバケット上に登って取付けようとした際、吊ワイヤーが揺らいで被災者頭部に激突し、その弾みでオレンジバケット上から転落したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6：45朝礼　　8：00作業開始　　　10：10頃事故発生		①オレンジバケット取替え作業は、船上で一般的に行われている作業であったため、今回も問題なくできるものと油断し、危険を軽視したことに加え、投入作業中であったため本作業に早期に復帰したいというあせり、オレンジバケット上という待避できる場所のない不安全な場所で作業を行った、3.65ｍという高所での作業であったが転落防止対策をとっていなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②このような作業を標準的としていた作業計画上の不備が考えられる。		①船舶については、今回の事故を踏まえて物理的に高所での作業を排除するため、中間ワイヤーを作成してオレンジバケット上の作業をなくす。<改行>②受注者は、事故の内容が、請負工事内の外の作業でも起こりうる要因を含んでいることなどから、今回の事案の水平展開を図り、作業員への安全教育を実施する。		五洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		四国支店		りんかい日産建設株式会社		四国支店																																																																		警察		reserved-43909x1F		海上での事故のため、海上保安部の担当となる。		労働基準監督署		reserved-43909x1F		石材投入会社と元請との契約が、請負契約ではなく資材購入契約であるため、工事の一部ではないと判断。安衛法に従い、船員法の適用を受ける案件である。		海上保安部		reserved-43913x1F		被災者が重傷のため事件として取り扱うが、当該作業が船長判断で実施したものであり、元請職員の指示等はしていないとの方向で考えている。（元請の関与なしとの方向）		高知運輸支局（海事）		reserved-43913x1F		事故発生時には、災害発生時監査を行う（船員労働安全衛生規則に基づく）が、対象は船員法上の船舶所有者であり、元請は対象外。		R03-四国-高知-0101.xlsx		3/31/20 14:00		4/4/23 14:07		2020		3		18		10		15		2019		TRUE		1		8		四国		5		4		10		4.8		14		199		40		2020/3/18　10:15		43908.4270833333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		69		男		10年 00月		設備機械工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								3:9～15		14		1:労災適用		東京国際空港際内トンネル他築造等工事		東京国際空港際内トンネル及びアプローチ部の工場製作、土工、撤去工、地盤改良工、構造物工、シールド工、舗装工、排水工、標識工、付帯施設工、仮設工、緑地工及び調査工を施工するものである.<改行>（シールド工　L=1、853.59ｍ、発進立坑　L=28.7m、函渠工　L=62.95m、U型擁壁工　L=156.5m)		令和2年3月24日 16時53分 頃		陸上		工事作業ヤード		29:その他(　)		車載プラント指導		84:その他(　)		車載プラント指導		1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						06:コンクリート機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		16:勘違い判断をした。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																04:理解度の確認が不十分だった。										99.80%		99.30%		50.00%		50.00%		モルタル注入作業終了後、ミキサーをハイウォッシャーにて清掃していたところ、回転体に右指が接触し、右手人差し指、第一関節から上を切断し負傷した。<改行>16:50打設作業終了、清掃開始、16:53事故発生		①被災者（メーカーの指導員）は、作業終了後の自社機械の清掃作業であったため、契約外と知りつつも、清掃作業を行った。<改行>②被災者（メーカーの指導員）は、清掃作業はプラントの電源をOFFにしてから行うところ、攪拌翼の下部に付着したモルタルがあったため、電源をONにして清掃を行った。		①指導員等の作業を行わない契約の者は、作業を行わないことを徹底するよう再教育する。<改行>② メーカーが自社の機械に対する安全教育を指導員に行っていることを、実施記録により確認する。<改行>③ 使用する各種機器の作業の手順を手順会で指導する。<改行>④ 使用する機械の手順を指導する。<改行>⑤ 下部に付着したモルタルを清掃する際は、一度攪拌翼を回転して位置をずらしたのち、電源をOFFにしてから行うことを再教育する。<改行>⑥ 工事再開前に職員と作業員で緊急安全大会を開催し、作業手順を遵守して安全作業を行うことを再周知する。<改行>		清水・五洋JV		清水建設(株)				五洋建設(株)																(株)ミルックス				山一興産(株)				太平洋マテリアル(株)										審査中																																																										R02-関東-東京空港-0501.xlsx		3/30/20 19:00		4/4/23 13:45		2020		3		24		16		53		2019		FALSE		8		29		関東		3		10		0		10.0		6		899		84		2020/3/24　16:53		43914.7034722222

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		38		男		00年 09月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		13:その他(　)				開放性骨折 ２箇所（右手、右足）骨折２カ		5:31以上		180		1:労災適用		大阪港北港南地区航路(-16m)附帯施設護岸(1)基礎等工事(第3 工区)		本工事は、大阪港北港南地区の航路浚渫に伴い発生する土砂の受入のための附帯施設(護岸)を築堤するものである。		令和2年4月22日 9時40分 頃		海上		起重機船上		28:汚濁防止膜工		汚濁防止膜仮置作業		83:汚濁防止膜布設・撤去		汚濁防止膜仮置作業		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		スパットを昇降させるワイヤードラム		06:飛来物		スパットワイヤー		04:飛来・落下物にあたる		脱索したスパットワイヤーの接触		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		15:気持ちがあせっていた。		16:勘違い判断をした。		26:危険有害な場所に入った。				13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。				22:作業場が狭かった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。										24.60%		19.60%		72.30%		61.20%		起重機船係留時、合図を受けた被災者が右舷スパッドのウインチ操作を行い、海底面より7.5m程度の高さから徐々にブレーキを緩めスパッドを下ろしたが、なかなか落下しなかったため、ブレーキをさらに緩めたところ、スパッドが急速に落下した。落下と同時にウインチドラムが高速回転し、スパッドワイヤーが乱巻、脱索して被災者に接触し負傷した。<改行>8:15朝礼、8:30作業開始、9:40災害発生		①スパッド構造に関する知識が不足しており、スパッドを急速落下させてしまった。<改行>②ウインチが急速回転したときにウインチから離れずにブレーキ停止措置を行った。<改行>③当該船舶はウインチ操作場所が狭く、緊急時に待避できない構造であった。<改行>④当該作業の作業手順書にはウインチワイヤーが切断するリスクは想定していたが、ウインチワイヤーが脱索することまでは想定していなかった。		①スパッド落下長とワイヤー、ドラムとの関係やブレーキ制動等の特性を踏まえたウインチ操作について再教育・訓練を行う。また、ブレーキを緩めても落下しない場合は係留作業を一旦中断し、原因の確認後に再開する。<改行>②建設工事における危険性等について、安全教育を実施し危険感受性の向上および危険リスクの認識を高める。<改行>③緊急時に、ウインチ操作者が退避できる場所を拡大確保し、ウインチワイヤーが跳ね上がった場合の防護設備を設置する。<改行>④係留作業・スパッド操作作業における作業手順書には、ウインチワイヤーの脱索を含む危険リスクの抽出と対策を明記し、元請職員・職長が関係者に周知する。				東洋建設株式会社																				セイホ工業株式会社				埠頭建設株式会社														文書注意																																		労働基準監督署		reserved-43952x1F		指導票<改行>1.特別教育資料を基にウインチ操作の再教育を実施すること。<改行>2.建設工事における危険性等について本店安全環境部長による安全教育を実施すること。<改行>3.ワイヤー端部止め構造を改良し、ワイヤー抜けを防止する																				R02-近畿-大阪-0101.xlsx		10/13/20 11:14		4/4/23 13:46		2020		4		22		9		40		2020		TRUE		4		28		近畿		5		0		9		0.8		8		1104		83		2020/4/22　9:40		43943.4027777778

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		33年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								03:刺傷		04:骨折						1:0～3		2		1:労災適用		平成３１年度博多港（アイランドシティ地区）岸壁（－１５ｍ）（耐震）築造工事（第２次）		博多港（アイランドシティ地区）岸壁（-15ｍ）（耐震）の共通工、本体工［鋼杭式］、付属工、基礎工、本体工［ブロック式］及び裏込・裏埋工を施工するもの		令和2年4月27日 11時20分 頃		海上		海中		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																												85.00%		85.00%		60.00%		60.00%		潜水士による捨石本均し中、不要な捨石（100kg/個程度）を人力で移動させたが、移動させた捨石が被災者（潜水士）の右手の上に転がり被災した。<改行>8:30 作業開始、10:00 潜水士交代（被災者へ交代）、11:20 事故発生		①移動させた捨石が転がらないだろうと危険軽視した。<改行>②作業手順書には、捨石は窪んだ場所に移動させるとの記載があったが、能率を優先してすぐ横の捨石の山の上（不安定な場所）に移動した。		①捨石均し時の過去の災害事例を周知し、均し作業時の危険度を再認識させるとともに、毎日のKY時に手順を周知する。<改行>②捨石の移動先は、捨石の窪み箇所に必ず移動させ、均し近傍にない場合は、ワイヤモッコを利用して移動させる。（山の上には絶対移動させない）。<改行>③均し作業中に連絡員から「手元よいか！」の連絡を水中電話にて適宜声掛けする。		五洋・不動テトラ特定建設工事共同企業体		五洋建設(株)		九州支店		不動テトラ(株)		九州支店														博多港管理(株)				堀海事(有)				金子海事(有)										措置無し								措置無し																																																		R02-九州-博多-0101.xlsx		5/29/20 11:06		4/4/23 13:47		2020		4		27		11		20		2020		TRUE		4		8		九州		1		33		0		33.0		24		299		42		2020/4/27　11:20		43948.4722222222

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		69		男		09年 08月		運転手（一般）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						4:16～30		25		1:労災適用		新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設消波工事（その３）		本工事は、新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設の消波（テトラポット及びシェークブロック製作）を施工するものである。		令和2年5月25日 11時20分 頃		陸上				17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		コンクリートバケット		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						04:安全度が不足だった。										17:下請け指導が不適切だった。										33.30%		37.30%						コンクリート荷下ろし作業時、生コン車運転手がコンクリートバケットと吊具部のアングル間に左手薬指を挟む。<改行>１１：２０頃　災害発生。		①被災時の作業について、現場作業員、生コン車運転手共に「コンクリートバケットに手をかけて押し引きしていた」事について不安全・危険だという意識がなかった。<改行>②吊り具のアングルは、別工事で取り付けられた物で、本工事では不用な物だった。<改行>③作業手順書において、被災時の作業に対する責任範囲を記載していなかった。		①コンクリートバケットの位置調整は、生コン車運転手にさせず、現場作業員が行い、また、バケット側面に取手ロープを取付け、現場作業員は、取手ロープを使用しバケット位置調整を行う。 （作業手順の見直し）<改行>②吊り具のアングルは撤去し、バケットと吊り具の接続箇所に、注意喚起のための鋼材カバーを取り付ける。<改行>③社内パトロール体制を強化し、作業手順書による施工が確実に行われている事の確認、危険行為の注意喚起及び是正指導を行う。<改行>				株式会社　近藤組																				有限会社　宮澤建設工業																																																																												R02-北陸-新潟-0201.xlsx		4/4/23 13:54		4/4/23 13:54		2020		5		25		11		20		2020		TRUE		8		17		北陸		4		9		8		9.7		26		1101		60		2020/5/25　11:20		43976.4722222222

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		02年 00月		普通船員		04:胸部								04:骨折								4:16～30		22		1:労災適用		浜田港福井地区防波堤(新北)築造工事 		浜田港福井地区防波堤（新北）の基礎工、本体工（ケーソン式）、被覆・根固工、構造物撤去工を施工するものである。		令和2年6月6日 9時30分 頃		海上		港内		29:その他(　)		回航		18:曳航・回航				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		4:500～1、000		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		曳航ロープ		02:甲板				02:転倒				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																				06:機械・装置等を指定外の方法で使った。		13:油断、軽視した。												26:危険有害な場所に入った。										04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								37.50%		36.50%		0.00%		0.00%		コンクリートミキサー船の回航中、回航開始後に左旋回した際、緩んでいた回航ロープが緊張したため、曳船の振れ止め用金具から回航用ロープが逸脱し、曳船上のロープ内角で作業していた被災者がロープに跳ねられ、船舶左舷に右肋骨を強打した。<改行>8:00 安全朝礼・始業前点検、8:20回航準備、9:30回航開始・事故発生。		①被災者が曳船上の回航ロープの内角で作業を行っており、被災者が回航ロープの内角にいるという危険認識が低かった。<改行>②曳船甲板上の立入禁止区域の明示が行われていなかった。<改行>③当該曳船は令和2年3月建造の新造船であり、船長は本船による回航作業が初めてであった。<改行>④新造船のため、船舶の装置自体の突発的な事象（回航用ロープが振れ止め金具を逸脱すること）に対する危機認識が低かった。<改行>⑤上記④に対する構造的な改善が行われていなかった。<改行>⑥指指し呼称や船員同士の声かけ、旋回時の船長による注意喚起が徹底されていなかった。		①②甲板上の立入禁止区域の明示を行い、曳航中は立ち入りを制限するチェーンを設ける。<改行>③④⑤方向転舵等が必要となる曳航時は、振れ止め金具を事前に撤去する。<改行>⑥作業手順書に今回の事故を踏まえた曳航作業時の詳細手順を追加・周知するとともに、毎朝礼時ＫＹで作業手順の確認の徹底のため、指差呼称を実施するものとし、日々の作業において作業者に確実に遵守させる。また、方向転舵等の曳船旋回時は作業員同士の声かけと船長による注意喚起を行う。更に、指差呼称の励行による安全意識の高揚を図る。				（株）サンクラフト																																						口頭注意																																		労働基準監督署		reserved-43991x1F		回航中の事故である事から、本件は運輸局の運輸支局の所管となる。		海上保安部		reserved-43989x1F		現地実況検分の結果、被災船員の重過失(ほとんど故意に近い著しい注意欠如の状態)であるが、事件性は無し、と最終判断。		警察		reserved-43989x1F		事故発生当日、海上保安署との事情聴取に同行。今後の対応は海上保安署へ一任。<改行>				reserved-43998x1F		中国運輸局島根運輸支局による監査の結果、違反事実を認めずとの判断がなされた。		R02-中国-境港-0101.xlsx		4/4/23 13:50		4/4/23 13:50		2020		6		6		9		30		2020		TRUE		2		29		中国		4		2		0		2.0		26		204		18		2020/6/6　9:30		43988.3958333333

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		01年 09月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		川崎湊臨港道路東扇島水江町線主橋梁部（MP2）橋梁下部工事		川崎港臨港道路東扇島水江町線整備における橋梁下部(MP2橋脚)の基礎・橋脚工及び調査工を施工するものである。		令和2年6月9日 10時20分 頃		海上		橋脚内部鉄筋架台3段目		29:その他(　)		基礎・橋脚工		61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		鉄筋架台		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		17:危険を知らずにやった。		18:熱中して判らなかった						A:危険だと思わなかった				18:熱中して判らなかった																								04:安全度が不足だった。		13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。										65.20%		69.90%		26.70%		44.20%		コンクリート打設中に、ポンプ車の配管が鉄筋架台7段目に接触し、鉄筋架台の一部の溶接が外れて、鋼材（溝形鋼、L=450、約3kg）が落下した。落下した鋼材が橋脚内鉄筋架台3段目上（6.3m下）で圧送作業を行っていた被害者の頭（ヘルメット）および右前腕に当たった。<改行>7:30作業開始、10:20事故発生		①ポンプ車のオペレータが配管と鉄筋架台接合部が接触していないと思い込んでいた。<改行>②打設中に配管と鉄筋架台を監視する監視員を配置していなかった。<改行>③鉄筋架台の接合部分の溶接が不十分であったため、ポンプ車の配管が接触したことで溶接が外れて落下した。<改行>④ポンプ車の配管が接触し、鋼材が落下する恐れのある鉄筋架台接合部付近に配管を入れる計画としていた。		①コンクリート打設時、専属の配管監視員を外周足場上に配置し、配管と鉄筋架台接合部の離隔を監視し、近接時はオペレータに無線で警告し配管が離れるよう誘導する。<改行>②落下した鉄筋架台鋼材と同様の溶接接合部に、ボルト接合を追加する。<改行>③水平養生ネット鉄筋架台7段目に設置する。<改行>④コンクリート打設時に、鉄筋架台接合部のある列に隣接するブロックには、配管を入れない打設計画とする。		五洋・清水特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		清水建設（株）		土木東京支店														大新土木（株）				秋山企業（株）														措置無し								措置無し																										労働基準監督署		reserved-43997x1F		安全衛生指導書																				R02-関東-京浜-0101.xlsx		7/3/20 21:34		4/4/23 13:44		2020		6		9		10		20		2020		TRUE		4		29		関東		1		1		9		1.8		26		299		61		2020/6/9　10:20		43991.4305555556

		北海道開発局		函館港湾事務所		函館		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		00年 01月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						06:関節の障害		06:関節の障害						1:0～3		0				函館港若松地区泊地浚渫工事		本工事は、浚渫工38、400？、土砂改良工48、000？、土砂運搬工48、000？、土砂投入工48、000？行う工事である。なお、浚渫土砂は汚濁拡散防止などのためカルシア混合した後に防波堤背後に投入するものである。		令和2年6月9日 18時50分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				34:グラブ浚渫				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30				2:無		2:無		21:手工具、用具		長靴に泥が付着		05:階段・梯子等				02:転倒				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		99:その他																																				被災者がグラブ浚渫船から引船に移動の際に、引船の船首から甲板に降りる階段で滑り転倒。<改行>18:50　事故発生。<改行>		①引船船首の甲板に降りる階段は急勾配であるものの手摺が付けられ滑り止め塗装が施されていた。被災者は、階段を降りる際に手摺を持っていたが、被災者の長靴に泥が付着しており滑りやすい状況であったことに加え、次の作業を意識して拙速に甲板に降りようと足下がおろそかになったことが原因と思慮される。<改行>②事故発生時点では、被害者に腫れや出血が無く会社上司や元請けへの連絡を行わなかった。しかし、一週間後にも痛みが収まらないため病院を受診し怪我が発覚し事故と認識するに至った。<改行>③被災者は作業終了確認ミーティング後に一人で引船ウインチのグリス補充作業に行っており、転倒したことは誰も知らなかった。また、病院受診報告を受けた下請会社担当も、作業終了ミーティング後の作業なので工事内での被災と考えず当日中の報告を行わなかった。		① 階段や段差を通過する際は、滑るということを前提に、手摺がある場合は手摺を掴みながら慎重な足運びを行うことを徹底する。<改行>また、港湾工事の発注に当たっても荒天時の作業休止を含めて作業に余裕が確保できる工期を設定することが必要である。<改行>② 発災直後に症状が出なくとも後に大きな被災であることが判明する場合があることから、軽微と思える事故でも報告を行う意識を成就する。<改行>③ 主作業のみを工事範囲であると判断せず、関連する作業を含めて工事全般の安全管理を計画するとともに、作業員にも意識を徹底させる。<改行>		東洋・富士サルベージ経常建設共同企業体		東洋建設（株）				（株）富士サルベージ																（株）トマック				（株）西村組																																																																								R02-北開局-函館-0101【函館港若松地区泊地浚渫工事（R2年6月9日発生）】.xlsx		7/9/20 11:43		4/4/23 16:36		2020		6		9		18		50		2020		TRUE		2		5		北海		1		0		1		0.1		21		199		34		2020/6/9　18:50		43991.7847222222

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		18年 00月		型わく工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						左足首、左かかと、右かかと		04:骨折								5:31以上		365		1:労災適用		那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（-12ｍ）ケーソン工事		本工事は、那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（-12ｍ）の本体工（ケーソン製作3函）、進水・仮置きを行う工事である。		令和2年6月10日 10時24分 頃		海上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		大型タラップ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ		複合事故（起因物の転倒による挟まれ事故）		1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								20.50%		20.50%		20.50%		20.50%		大型タラップを陸上部からFD船上へ、FD船上クレーン(10t吊)にて仮置きする移動作業を行っていた。FD船上では、玉掛者と合図者、クレーン運転手の三人で作業を行っていた。岸壁部から、FD船上の所定の場所に荷降ろしを行い、玉掛者が大型タラップ上に昇り、フックを外し合図者にワイヤーの巻上げを指示し、大型タラップより降り始めた。合図者がクレーン運転手に合図を送り、巻上げを開始した。巻上げ時に4点吊りしている内の1つが、手摺の上部にフックの先端が、引っ掛かり大型タラップが約20cm程度浮いたため、玉掛者は大型タラップより飛び降りた。その直後大型タラップに、引っ掛かったフックの先端が外れ、作業者が飛び降りた場所に転倒し、両足を挟まれ被災した。<改行>8:00 朝礼及び危険予知活動時　8:30 作業開始　10：25　大型タラップを岸壁部からFD船上へ所定の場所に荷降ろし時に、両足が挟まれ被災した。		①大型タラップ（重量：129㎏）に吊ワイヤー先端のフックが引っ掛かり、タラップが転倒し玉掛者が挟まれた。<改行>②本来玉掛者は、フックを外しタラップを降り切った時点で、合図者に合図を送るべきところを、タラップを降りる途中で合図を送った。<改行>③合図者は、玉掛者の退避状況を確認せずに、クレーン運転手へ合図を送った。<改行>④朝のミーティングにて職長より作業手順内容の周知を図ったが、口頭のみであり、具体な作業手順書への記載を怠った。<改行>⑤元請は、下請けの昇降設備（大型タラップ）における作業手順の確認をせず、また、具体な作業手順の記載がないまま作業をさせたことは、安全確認等が不十分であったとして、事故を助長したと思慮される。		①玉掛者がフックを外した後、4本の吊具（フック）をワイヤーロープ巻き上げ前に介錯ロープで1つに取りまとめた後、タラップを降り、介錯ロープをもってワイヤー及びフックの動揺を抑制する。<改行>②その後、合図者へ手のみならず、無線機を必ず併用し合図を送り、クレーン運転手はワイヤーの巻き上げを開始させることで、周辺への引っ掛かりを防止する。<改行>③本社安全担当者による月1回の社内安全パトロールを週2回実施し安全管理体制の監視強化及び元請職員への安全指導を行う。<改行>④統括安全衛生責任者による1日1回の安全巡視を午前1回と午後1回の計2回に増やし、作業手順書の順守、不安全行動及び危険箇所の監視、作業員への安全指導を強化する。<改行>⑤協力会社より不安全行動の監視員を選任し、作業終了時に作業員全員でミーティングを行い、安全日誌に記録を残す。<改行>⑥大型タラップ仮置き後、玉掛者は最初にベルト締器により転倒防止を行う。<改行>⑦作業手順書内に具体な作業手順を追記し、明確化を図る。<改行>⑧事故の原因を共有するとともに、事故再発防止対策を周知徹底する。<改行>⑨事故経緯等を掲示し、安全意識の保持に努める。				座波建設　株式会社																				有限会社　ECS																																																																												R02-沖総局-那覇-0501.xlsx		6/23/20 18:18		4/4/23 13:40		2020		6		10		10		24		2020		TRUE		8		12		沖縄		5		18		0		18.0		26		1101		4		2020/6/10　10:24		43992.4333333333

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		15年 02月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								03:刺傷								1:0～3		0		1:労災適用		那覇港(泊ふ頭地区)臨港道路(港湾1号線)(改良)橋梁補強工事 		本工事は、那覇港（泊ふ頭地区）臨港道路（港湾１号線）の橋梁の補強を行う工事である。		令和2年6月29日 13時50分 頃		海上				29:その他(　)		捨石撤去工		84:その他(　)		船上移動中		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		船上の廃材(溶接棒)		04:通路				10:踏み抜き				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。										A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										21:物を置いた場所が悪かった。										05:教育訓練体制が不備であった。										5.00%		3.00%		100.00%		50.00%		起重機船による海底の捨石の撤去作業中被災者は起重機船上にて捨石撤去工の管理を行っている際に、起重機船上に落ちていたグラブバケットを吊るためのシャックルの外れ止めとして使用していた4㎜の溶接棒を踏みつけ、溶接棒が長靴底を貫通して足の裏に刺さり被災した。　<改行>7:00　朝礼　　7:40　起重機船乗船　　8:00　作業開始　　12:00～13:00　昼休み　　13:00　再開　13:50　起重機船上に落ちていた溶接棒を踏みつけ、溶接棒が長靴底を貫通して足の裏に刺さり被災した。		①船上の整理整頓が出来ていなかった事、作業通路の明示や雑材置き場等の明示が不十分であった。<改行>②被災者は足元の確認を怠っていた。<改行>③本来シャックルの外れ止めと使用しない溶接棒を、シャックルの外れ止めとして使用していた。		①起重機船甲板上の整理整頓の指導を徹底する。また船上の巡視を増やし、整理整頓状況を確認指導する。<改行>②船上の作業通路の明示や雑材置き場の区画の明示を明確に行う。足元注意の看板を増設し意識を向上を図る。<改行>③船上の整理整頓を実施する時間を設定し定期的に甲板上の整理整頓を実施するように指導する。<改行>④シャックルの外れ止めには割ピンを使用するよう指導する。<改行>⑤安全教育・訓練など安全活動を通して事故再発防止策の指導を徹底する。		東亜建設工業(株)・共和産業(株)特定建設工事共同企業体		東亜建設工業(株)		九州支店		共和産業(株)		本店														極東建設株式会社				有限会社浪速丸海事																																																																								R02-沖総局-那覇-0801xlsx.xlsx		7/3/20 11:50		4/4/23 13:42		2020		6		29		13		50		2020		TRUE		10		29		沖縄		1		15		2		15.2		26		1399		84		2020/6/29　13:50		44011.5763888889

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		東予		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		05年 08月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		01:打撲傷						1:0～3		3		1:労災適用		東予港中央地区航路（-7.5m）浚渫工事（その3）		本工事は、東予港中央地区航路（-7.5m）の浚渫工、土捨工および雑工を施工し、安全管理を実施するものである。		令和2年7月9日 8時53分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				38:土運搬				6:その他(　)		朝礼時は小雨が降っていたが、事故発生時に		1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				02:甲板				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		99:その他						足元の確認不足																						98.30%		95.00%		100.00%		95.00%		被災者は、朝礼・TBMを行い、土運船コーミング内の洗浄作業に合図者として従事していた。他に作業指示者1名（船長）、クレーンオペレータ1名、作業監視者1名（現場代理人）で作業を行っていた。<改行>2隻目の土運船の洗浄作業を開始、投入位置を作業指示者に伝え、船首側の状況を確認後、船尾側へ退避しようと反転した際に、土運船コーミング外面の縦リブに右足を引っかけ、バランスを崩して左肘先端部から土運船甲板上に転倒し被災したものである。<改行>7:15朝礼  　7:55作業開始 　 8:53事故発生		①浚渫作業開始前の土運船コーミング内の洗浄作業中に発生したものであり、被災者は、合図者としてこの作業に従事していた。当該作業において被災者は、投入位置を作業指示者に伝え、退避場所のある船尾側へ移動しようと反転した際に、土運船コーミング外面の縦リブに右足を引っかけ、バランスを崩して左肘先端部から土運船甲板上に転倒したものである。		①受注者は、日々の朝礼、現地KY時にリブ等具体的な危険個所の存在や安全行動等を再度指導・教育する。新規入場者に対しては、土運船上の不安全行動等を含めた新規教育を徹底する。補助的に土運船コーミングの縦リブにトラテープを設置し、甲板上移動時の視認性を高めると共に、「足元注意」の注意喚起標識を設置する。         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②発注者は類似事故が発生しないよう、ほかの工事についても周知・啓発を行う。				五洋建設株式会社		四国支店																		大新土木株式会社				山本建設工業株式会社																																																労働基準監督署				現場保存の必要なし・事件性なし。休業日数に応じた労働者死傷病報告様式を提出するよう指導され、休業3日のため休業1～3日に該当する様式第24号を提出する予定。		海上保安部				現場保存の必要なし・事件性なし。		警察		reserved-44021x1F		海上保安部が現場へ来ることから、警察が現場へ行く必要は無い。								R02-四国-松山-0102.xlsx		7/29/20 13:41		4/4/23 13:49		2020		7		9		8		53		2020		TRUE		2		5		四国		1		5		8		5.7		8		1104		38		2020/7/9　8:53		44021.3701388889

		中部地方整備局		清水港湾事務所		御前崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		00年 10月		普通作業員		05:腹部								01:打撲傷								1:0～3		0				令和元年度　御前崎港防波堤(東)(改良）根固及び被覆工事		本工事は、御前崎港防波堤(東)の基礎工、被覆・根固工を施工するものである。		令和2年7月20日 9時20分 頃		陸上				17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ																12:作業床等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																																																																								コンクリートブロック製作時において、コンクリート打設作業を行っていた。バイブレーターを入念に掛けるため、作業脚立から型枠の上に乗って作業し、横移動する際に型枠の蓋部分に足を乗せようとしたところ、蓋が外れ足を踏み外し、型枠の縁で脇腹を強打した。<改行>7：45朝礼、8:30作業開始、9:20事故発生		①生コン打設時に型枠上に乗って作業はしないことをルール化し元請けが指示していたが、作業員の不注意により型枠上に乗って作業したこと。<改行>②生コン打設時に体のサイズ及び作業のし易さに合った3種類の脚立より選定することをルール化していたが、低い55cmの脚立を使用したことにより、作業がしにくいと感じ、型枠上に乗って作業したこと。<改行>③体のサイズ及び作業のし易さに合った脚立の選定及び型枠上（蓋）に乗って作業しないことをルール化し、当日の作業安全指示及びKY活動において元請けより周知していたが、ルールに違反し作業を行ったこと。		①生コン打設の際には、安全性の確保のため、脚立の高さは1.12mのワイド脚立(足場幅0.5ｍ）に統一し、作業員が脚立間を移動する場合は、確実に地面に降りて移動することとする。併せて手順書内に脚立（高さ1.12m）の使用及び作業員の移動手順を明記する。<改行>②『型枠に乗らないように』等ルールの再教育を行い、指導の徹底を図る。<改行>③型枠本体等の必要な箇所に「型枠に乗らない」及び「縁取り」などの注意喚起を示す表示を行う。<改行>④巡視体制の強化、充実を図る。（生コン打設時において、元請け職員が必ず作業を確認する状況を確立する）				青木建設（株）																				三楽工業																																																																												R02-中部-清水-0101.xlsx		2/20/23 17:01		4/4/23 13:52		2020		7		20		9		20		2020		TRUE		1		17		中部		1		0		10		0.8		12		123		60		2020/7/20　9:20		44032.3888888889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		25年 00月		潜水士		10:その他(　)						全身		13:その他(　)						減圧症		4:16～30		16		1:労災適用		小名浜港東港地区岸壁(-16m)(耐震)上部工事		本工事は、小名浜港東港地区岸壁(-16m)(耐震)の上部工、PC床版工、舗装工及び付属工を行うものである。		令和2年7月26日 19時0分 頃		陸上				23:けい船岸付属工				23:潜水作業(調査等)				2:曇り		潜水作業日(7/22)の気象・海象		1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		99:その他						既往歴のある被災者自身の体調管理が不十分であった												99:その他								減圧症の既往歴を把握できなかった。１次下請会社への報告が遅れてしまった。		86.20%		86.90%		43.30%		43.30%		7/22(月)～22日(水)の3日間、電気防食工の潜水作業に従事していたが、7/26(日)夜に自宅で体調不良（体の節々に痛み）を自覚。<改行>7/27(月)に病院を受診し、潜水病の疑いのため、再圧室で治療、通院経過観察。<改行>8/ 3(月)に病院を再受診し、減圧症と診断される。		①減圧症の既往歴がある場合、再発しやすくなるという知見があるなかで、被災者は過去にも同様の自覚症状があったときに、自然に回復してきた経験があったため、本件についても体調異変を軽視していた。また、既往歴のある被災者自身の体調管理が不十分だった。<改行>②被災者は過去に減圧症を発症した経験があったが、高気圧業務健康診断個人表に記載していなかった。		①新規入場時に減圧症既往歴を確認した者については、体調管理を特に留意するように指導徹底する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②新規入場者カードの書式を変更、既往症の欄に（減圧症含む）と追記し、本人に直接確認する。<改行>③減圧症既往歴のある者に関しては、これまでの作業前体調チュックの様式を変更し、各回の潜水毎に体調確認が行えるようにする。④体調不良が確認された場合、配置換え等の作業計画見直しを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　				東洋建設（株）		東北支店																		(株)ナカボーテック				(株)栄進																																																																								R02-東北-小名浜-0101.xlsx		8/12/20 8:25		4/4/23 13:53		2020		7		26		19		0		2020		TRUE		23		23		東北		4		25		0		25.0		27		1307		23		2020/7/26　19:0		44038.7916666667

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		54		男		24年 09月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		和歌山下津港海岸(海南地区)日方護岸築造工事 		本工事は、和歌山下津港海岸(海南地区)日方護岸の構造物撤去工、土工、本体工、仮設工、上部工、舗装工、雑工及びゲート陸閘設備等を施工するものである。 		令和2年7月30日 11時50分 頃		陸上				09:杭及び矢板				59:モルタル混合・注入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		モルタルミキサー		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																										65.40%		59.30%		45.00%		40.00%		鋼管矢板継手注入作業完了後のモルタルミキサー清掃中、吐出口にモルタル塊を発見し手で取り除こうとしたところ、吐出口と攪拌翼に手を挟まれ負傷した。11:40清掃作業開始、11:50事故発生		①稼働しているミキサーに不用意に手を近づけた。<改行>②通常、ミキサー清掃時は機械を停止しているが、今回は停止していなかった。<改行>③吐出口からモルタル塊が見えており、少しの動作で取り除けるとの過信があった。		①吐出口の清掃は、元請職員立ち会いの下、手を使わずハイウォッシャーを使用する。また、吐出口に人の手が入らないよう防護柵を設置する。<改行>②ミキサー清掃時の電源操作は元請職員立ち会いの下、職長が行う。<改行>③作業手順の改善を行い、周知会を開催し元請職員及び作業員全員の共通認識とする。また、清掃作業時のミキサー停止確認を促す安全標識を追加設置するとともに、稼働中の機械、装置等に接近しないように注意喚起を徹底する。		五洋・あおみ・日造異工種建設工事共同企業体		五洋建設(株)				あおみ建設(株)																																		休業0日で措置なし								休業0日で措置なし																																																		R02-近畿-和歌山-0201.xlsx		10/13/20 11:25		4/4/23 13:46		2020		7		30		11		50		2020		TRUE		8		9		近畿		1		24		9		24.8		26		899		59		2020/7/30　11:50		44042.4930555556

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		千葉		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		60		男		05年 10月		測量助手		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折		13:その他(　)		脱臼		5:31以上		90		1:労災適用		千葉港千葉中央地区土質調査（その２）		千葉港千葉中央地区海域における土質調査を行うものであり、土質調査地点の事前の潜水探査を実施していた。		令和2年8月1日 11時6分 頃		海上		船上		03:土質調査				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				09:装置				06:激突され				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														A:危険だと思わなかった				15:気持ちがあせっていた。		26:危険有害な場所に入った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																01:作業方法を教えていなかった。		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。				50.00%		30.00%		100.00%		80.00%		ボーリング調査地点の潜水磁気探査を実施するための作業船のアンカー投錨作業実施時、アンカーロープが船尾ウインチのスイッチボックスの下に引っ掛かり、スイッチボックスが吹き飛び、作業員の右腕に当たって負傷した。<改行>7:50作業開始、11:06事故発生		①アンカーロープの正しい取り回し方法を教えていなかった。<改行>②緊張したアンカーロープに安易に近づかないよう指導していなかった。<改行>③作業中にロープの引っ掛かりを発見し、とっさの行動で手を近づけてしまった。		①元請は、船上作業においては、船の設備・構造に起因する作業の注意事項・危険要因を予め船長をまじえて現物を確認しながら決定し、作員員全員で共有した上で作業を行う。<改行>②立入り禁止範囲を作業毎に決定し、作業前に立入り禁止区域から人払いを行う。<改行>③想定外の事態が発生した場合は、関係する一連の作業を一端止めて、関係者で問題を解消する手順と安全対策を検討し、手順を決定してから予定外作業を行う。				応用地質株式会社		千葉営業所																																				文書注意																																																										R02-関東-千葉-0101.xlsx		8/26/20 11:12		4/4/23 13:45		2020		8		1		11		6		2020		TRUE		6		3		関東		5		5		10		5.8		8		809		15		2020/8/1　11:6		44044.4625

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		福山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		17年 00月		クレーンオペレーター		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						右肘関節内側側副靱帯損傷、右肘関節外側側		3:9～15		9		3:労災非適（その他）		福山港箕沖地区岸壁(-10m)築造工事(その2) 		本工事は、福山港箕沖地区岸壁（-10ｍ）の海上地盤改良工を施工するものである。<改行>（グラブ床掘 41、522ｍ3、排砂管設備 一式、土運船運搬 41、522ｍ3、空気圧送揚土 41、522ｍ3）		令和2年8月22日 9時15分 頃		陸上		民間企業の敷地内		06:地盤改良				84:その他(　)		排砂管設置作業の段取替え		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				01:地面				01:墜落・転落				0116:墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。		31:無理な姿勢で作業した。																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										3.10%		3.10%		54.50%		59.30%		被災者（クレーンオペレータ）は、排砂管設置作業の段取替えに伴うラフテレーンクレーン（60t吊）の移動に伴い、アウトリガーの敷鉄板（1200×1200）を移動させるため、正規の昇降ルートを通らず、昇降設備のないアウトリガーからラフテレーンクレーンのボディに登り、車体前方の治具置場から吊チェーンを取り出そうとした。その際、バランスを崩して1.1mの高さから地面に転落し、右腕を強打した。<改行>7:00朝礼、7:15排砂管設置作業開始、9:15事故発生。		①被災者（クレーンオペレータ）が、昇降設備のないアウトリガーからラフテレーンクレーンのボディに登り、資材を取り出そうとしたこと。通常は登らない不安定な場所で作業したこと。<改行>②被災者（クレーンオペレータ）は、正規の昇降ルートを通らないこと（近道行為）は不安定な場所での作業という認識はしていたが、大丈夫だろうと判断して行動しており、危険認識が低かった。<改行>③近くにいた他の作業員は、排砂管のボルト締め等の作業を行っており、被災者の行動を確認するものが誰もいなかったため、近道行為や不安定な場所での作業に対する注意喚起がされなかった。		①資材を取る作業を行う際は、正規の昇降ルートから作業することを徹底する。なお、昇降は、3点支持（両手・片足）で行う。<改行>②一人現地KYの実施強化。<改行>③近道行為や不安全行動をさせないよう教育、作業中の指導・巡視を強化。				東洋建設(株)		中国支店																		タチバナ工業(株)				大旺新洋（株）				(有)栄海事工業										措置無し																																		警察				事件性なしと判断。		労働基準監督署				今回はｸﾚｰﾝﾘｰｽ会社の従業員の被災であり、労災保険はｸﾚｰﾝ会社になる。入院後1週間程度の加療の見込みとあるので、4 日以上として書類を提出。4日未満で退院となれば再提出すること。<改行>														R02-中国-広島-0201.xlsx		9/3/20 11:28		4/4/23 13:50		2020		8		22		9		15		2020		TRUE		1		6		中国		3		17		0		17.0		14		116		84		2020/8/22　9:15		44065.3854166667

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		04年 03月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0				令和元年度　名古屋港飛島ふ頭東岸壁(-15m)既設構造物撤去工事(その2)		本工事は、名古屋港飛島ふ頭R1岸壁（-15m）における桟橋部、護岸部の構造物撤去工、床掘工、土捨工及び基礎工を施工するものである。		令和2年8月25日 11時10分 頃		陸上				29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		コンクリート取壊し		1:晴れ																22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																																																								コンクリート取り壊し時の防塵対策として、移動式テントを使用しており、テントを移動させる際、作業員がテント車輪部で指を挟んで負傷した。<改行>7:50安全朝礼、8:20作業開始、11:10事故発生		①テント移動時の合図の明確化不足（作業指揮者と作業員が離れた作業ではないため、合図を受けた作業員との確認合図の方法を決めていなかった）。<改行>②作業指揮者の作業員の位置及び作業状況確認不足（作業指揮者は、テントが行き過ぎたので、固定作業員（被災者）の場所を目視確認せずに、テントを戻すための合図をした。（手順書どおりの確認を行っていない））<改行>③テント移動後の停止位置が明確でなかった。（位置の明示や看板等の設置が無かったため、固定作業を行う作業員（被災者）は、テント移動が一時止まったことで、移動完了と思い込み固定作業を行った）		①テントの移動作業について、より明確な合図を出し、作業指揮者と作業者の合図連携を確実に行う。<改行>②作業指揮者は、テント移動に係る全ての作業員の位置を確認し、合図を送る。<改行>③テントを移動する前にテントの停止位置を明示し、テントが所定の位置まで移動したことを全作業員が確認できるようにする。<改行>④固定金具を取り付ける前にストッパーにて仮固定を行い、車輪から離れた場所に固定金具を設置する。				東洋建設（株）		名古屋支店																		宇佐美工業（株）				？・？・？（株）				（株）セイブ																																																																				R02-中部-名古屋-0701.xlsx		2/20/23 17:00		4/4/23 13:52		2020		8		25		11		10		2020		TRUE		8		29		中部		1		4		3		4.3		22		1399		84		2020/8/25　11:10		44068.4652777778

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		小松飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		20		男		02年 04月		とび工		03:背部								13:その他(　)						挫創		1:0～3		1		1:労災適用		小松空港構内道路歩道ルーフ改良工事		道路歩道ルーフの改修工事　ルーフ高さ：3.25m　延長：138m<改行>仮設工事、撤去工事、鉄骨工事、補強工事、屋根及び樋工事、塗装工事		令和2年9月3日 12時10分 頃		陸上				29:その他(　)		とび工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上						22:仮設物・建造物等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				02:資格が無いのにやった。				24:相手の行動を確認しなかった。						B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		21:連絡合図がなかった。																														05:教育訓練体制が不備であった。		23:資格者のチェックをしていなかった。		17:下請け指導が不適切だった。						20.00%		19.00%		45.00%		32.00%		仮設材（万能鋼板）を資材置き場から施工場所へ運搬するため、仮設材に玉掛け後、ユニック車で別のトラックへ積み込む際、玉掛けワイヤーが絞られておらず、仮設材を３ｍほど吊り上げた時にバランスを崩し滑り落ち、下にいた玉掛作業者の背中に当たり負傷した。<改行>12:10頃 事故発生		①玉掛作業者が被災時に吊り荷の下（近く）にいた。<改行>②バラ物の無結束に加え、ワイヤー２本４点半掛け吊りで、ワイヤーを絞っておらず、吊り荷形状に見合った玉掛け方法をしていなかった。<改行>③資格が必要なクレーン操作を無資格者が操作していた。		①新規入場者教育等で作業に必要な有資格者を確認し、有資格者にはヘルメットに識別カバーを装着させ、カバー装着者のみその作業にあたることを周知徹底する。また、現場において守られているか巡視等で確認する。<改行>②全工種で現場に見合った作業手順書を作成し、その作業手順書をもとにKY活動時に確認後、作業にあたる。<改行>③クレーン・ユニック操作者は玉掛け者が吊り荷から離れたことを確認してから合図者の合図によって吊り荷の移動を開始する。<改行>④店社パトロールを１回/月以上から２回/月以上とし、安全管理体制を強化する。<改行>⑤緊急時連絡体制を新規入場者教育・朝礼・KY活動で周知徹底する。				加越建設株式会社																				河野工業																		文書注意																																																										R02-北陸-金沢-0101.xlsx		11/4/20 14:44		4/4/23 13:54		2020		9		3		12		10		2020		FALSE		4		29		北陸		1		2		4		2.3		22		201		4		2020/9/3　12:10		44077.5069444444

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		34年 00月		足場仮設		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						3:9～15		14		1:労災適用		広島港出島地区土質調査		　本業務は広島港出島地区岸壁の設計に必要な資料を得るため、ボーリング工、原位置試験及び試料採取、土質試験及び、土質調査実施前に調査位置付近の潜水探査を行うものである。<改行>　・海上ボーリング６箇所　・土質試験一式　・潜水探査474m2<改行>		令和2年9月5日 10時30分 頃		海上				03:土質調査				84:その他(　)		作業台船の昇降作業		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		作業台船の脚部		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																07:作業の安全指示が不適切だった。										10.00%		7.00%		80.00%		80.00%		台風接近による退避のためスパッド台船の脚部を上げる作業中、脚部を固定する鋼製バンドが締まりきっていなかったため脚部が落下し、右手で掴んでいたワイヤーロープが下方向に引っ張られ、脚部とワイヤーロープの間に右手小指を挟まれ被災した。<改行>7:20朝礼、8:10曳航準備作業開始、10:30事故発生。		①脚部と鋼製バンドが確実に締まっていることを確認していなかった。<改行>②ワイヤーロープの危険な箇所を持って作業を行っていた。<改行>③被災者は経験年数も長く慣れた作業であったため、油断があった。（鋼製バンドの固定は十分だろう）<改行>④危険予知活動の徹底が不十分だった。<改行>		①同一の脚部に対して2 名で作業を行うこととし、1人がバンド締め作業をし、もう1人が確実に締まっていることを確認する。<改行>②ワイヤーロープに直接手で触れるのを避けるため、先端にフックのついた道具を使用する。<改行>③作業再開日に特別安全教育を実施し、作業手順を再確認する。<改行>④作業員全員に危険予知活動実施を徹底する。また、作業員の一人現地KY を実施する。				基礎地盤コンサルタンツ(株)																																						口頭注意																																		海上保安部				無し		労働基準監督署				無し														R02-中国-広島-0301.xlsx		10/5/20 17:05		4/4/23 13:51		2020		9		5		10		30		2020		TRUE		8		3		中国		3		34		0		34.0		26		809		84		2020/9/5　10:30		44079.4375

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		56		男		20年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		広島港海岸中央西地区（吉島）護岸等（改良）築造工事		本工事は広島港海岸中央西地区（吉島）護岸（改良）の構造物撤去工、護岸基礎工、護岸本体工、裏込・裏埋工、排水構造物工、水叩工、復旧工及び広島港海岸中央西地区（江波）堤防（改良）の構造物撤去工、堤防本体工、排水構造物工、雑工を施工するものである。		令和2年9月8日 16時0分 頃		陸上				29:その他(　)		ホイスト撤去		84:その他(　)		ホイスト撤去		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0107:墜落：スレート、波板等の踏み抜き																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。						04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								48.30%		47.10%		1.00%		1.00%		本工事の施工上支障となる既設ホイストの撤去にあたり、当初計画（作業台を使用した撤去作業）から作業方法を変更し、ホイスト上部のスレート屋根上（高さ約3.5m）で作業員4名によるスレート材撤去作業をしていたところ、被災者が乗っていたスレート材が破損（踏み抜き）して地面に墜落した。<改行>13:30ｸﾚｰﾝ付台船入域、14:00安全朝礼、14:20作業開始、16:00事故発生。		①スレート上で作業を行う場合、転落防止対策が必要であるにもかかわらず行わなかった。<改行>②下請からのスレート上で作業を行いたいとの要請に対し、元請は法令違反にあたると認識しながら必要な指導を行わなかった。<改行>③作業手順書において、スレート撤去は立ち馬上で手すりに安全帯をかけながら行うこととなっていたが、スレ－ト上での作業に変更したにもかかわらず、作業手順書の修正、周知が行われていなかった。		①高所作業・ホイスト撤去は作業台を設置し使用する。<改行>②外部専門講師による災害防止に係わる研修を元請職員及び協力会社作業員に対して行い、安全意識を向上させる。雇入時安全衛生教育、職員能力向上教育（年1回）及び協力会社に対し行う事業主研修（年1回）に今回の事故内容を盛り込み、元請及び協力会社の安全意識高揚を図る。<改行>③作業手順変更時は一時作業を中止し、必ず作業手順を再作成、再周知を行った後に作業再開すると共に、当日の作業前確認時及び作業中に作業手順が確認出来るよう、作業手順書を作業箇所に常備する。また、月1回の店社ﾊﾟﾄﾛｰﾙに加え会社役員ﾊﾟﾄﾛｰﾙを月1回実施する。				洋伸建設(株) 																				山根建設(有) 																		文書注意。（一次下請業者も文書注意）																																		労働基準監督署		reserved-44085x1F		元請現場代理人宛てに是正勧告書、指導票。一次下請代表取締役宛てに是正勧告書、指導票。																				R02-中国-広島-0401.xlsx		10/14/20 10:58		4/4/23 13:51		2020		9		8		16		0		2020		TRUE		1		29		中国		5		20		0		20.0		22		107		84		2020/9/8　16:0		44082.6666666667

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		13年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						右手人差し指		04:骨折						手指圧挫傷		4:16～30		21		1:労災適用		那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（-12m）築造工事		本工事は、那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（-12m）の共通工、潜水探査工、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工及び付属工を行うものである。		令和2年10月3日 9時0分 頃		海上				20:中詰				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		波		16:その他の加害物(　)		Ｈ形鋼		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		5		15:気持ちがあせっていた。		26:危険有害な場所に入った。								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										69.40%		63.10%		8.00%		0.00%		ケーソン中詰砂投入時の濁り対策として、ケーソン内の海水を排水するため、排水ポンプを取付けた架台（Ｈ形鋼）をケーソン上に設置する際、緩衝材（バタ角）を持っていた右手人差し指を架台と緩衝材との間に挟んで被災した。　<改行>7：30朝礼　8：00現場出航　8：30潮位が高いため待機　8：57作業開始　9：00排水ポンプ設置準備中被災		①緩衝材（角材）に波が当たり、回転（横転）した状態でも手を離さず押さえ続けていた。<改行>②作業初日でもあり、作業が遅延しないよう時間に対する焦りがあり、潮位が高い状態で作業を開始した。<改行>③押さえていた緩衝材（角材）が波で動揺するとの意識がなかった。		①作業員が緩衝材（角材）を押さえなくて済むように、先に架台（H形鋼）側に緩衝材を設置しておく。<改行>②余裕のある作業時間とするため、排水ポンプの能力をアップし、排水時間の短縮を図る。また、中詰投入作業のタイムスケジュールを作成し、作業時間の進捗状況を確認しつつ、排水量と中詰投入量のバランスを調整し、無理の無い作業日程となるよう管理する。<改行>③安全意識の高揚を図るため再教育を実施するとともに、元請の店社パトロールの際に下請会社の経営幹部（安全担当）も同行させ、安全管理体制の強化を図る。		東亜建設工業（株）・（株）大本組・丸尾建設（株）特定建設工事共同企業体		東亜建設工業（株）		沖縄営業所		（株）大本組		沖縄営業所		（株）丸尾建設												（株）森崎建設工業				（株）とうほう工業																																																																								R02-沖総局-那覇-0901.xlsx		10/14/20 11:36		4/4/23 13:42		2020		10		3		9		0		2020		TRUE		8		20		沖縄		4		13		0		13.0		25		1399		2		2020/10/3　9:0		44107.375

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		06年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								06:関節の障害						脱臼　ひだり肩関節剥離骨折		1:0～3		0		1:労災適用		大阪港北港南地区航路・泊地(-16m)等浚渫工事		本工事は、大阪港北港南地区航路・泊地(-16m)の床掘工、浚渫工及び土砂投入工を施工するものである。		令和2年10月5日 7時50分 頃		海上		起重機船上		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		起重機船係留ロープ、ペンドル		17:加害物なし				01:墜落・転落				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。		27:不安全な場所へのった。																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。						51.50%		45.00%		30.00%		30.00%		雑石投入作業における起重機船への土運船接舷時に、起重機船右舷後方の係留ロープが起重機船体とタイヤペンドルの間に挟まったため、一旦、土運船側の係留ロープをはずし、ロープをかわそうと被災者がタイヤペンドル上に降りたところ、足を滑らせ、とっさにタイヤペンドルの吊下げチェーンに左腕でしがみつき、その衝撃で左肩を脱臼した。7:50頃作業開始、事故発生		①係留ロープの引っ掛かりへの対応（非定常作業）を行うにあたり、船長（職長）に指示を仰がず単独判断で作業を実施した。<改行>②係留ロープの引っ掛かりに対し、ウィンチ等の使用による安全で問題ない作業（通常対応）を行わず、不安全な対応（不安定な場所（すべりやすいタイヤ上）での作業）を行った。<改行>③被災者は、ウィンチ操作の担当であったが、持ち場を離れて対応に当たった。他の作業船との連携や役割分担が不明確であった。<改行>④入場１日目で事故が発生しており、入場時安全教育等が不十分であった。		①非定常作業における対応を明確にし、安全教育等において周知徹底する。<改行>②作業手順書に、非定常作業や危険な行動と安全対策について意図も含めて記載し、周知徹底する。<改行>③安全教育等において、作業手順をしっかりと周知し、他の作業船との連携や役割分担を明確にする。また、船員構成の変更等の条件変更があった際には、役割分担を再確認するように徹底する。<改行>④入場時安全教育等においても、①～③を徹底する。新規入場者のみで作業手順確認を行わず、連携する作業船の作業員等も併せて作業手順や役割分担について再確認を行う。		東亜・大本・本間特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社				株式会社　大本組				株式会社　本間組												セイホ工業株式会社				埠頭建設株式会社														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										R02-近畿-大阪-0201.xlsx		10/13/20 11:23		4/4/23 13:46		2020		10		5		7		50		2020		TRUE		1		8		近畿		1		6		0		6.0		26		1104		14		2020/10/5　7:50		44109.3263888889

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		42		男		20年 00月		鉄筋工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						左太もも		03:刺傷								5:31以上		60		1:労災適用		那覇港(新港ふ頭地区)岸壁(-12m)ケーソン工事(第３次)		灯浮標管理、本体工(ケーソン式)・ケーソン製作3函、進水・仮置3函		令和2年10月10日 14時50分 頃		海上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		鉄筋		01:墜落・転落				0101:墜落：足場から		A:危険だと思わなかった		2		24:相手の行動を確認しなかった。										A:危険だと思わなかった		2		27:不安全な場所へのった。																								09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。								17:下請け指導が不適切だった。										33.80%		28.80%		40.70%		34.70%		ケーソン製作、鉄筋組立作業時に足場材が折れて作業員が隔壁部の鉄筋上に落下し左足太ももを刺傷、鉄筋（D13）が貫通した。<改行>7：50　朝礼　8：00　鉄筋組立作業　12：00　昼休憩　13：00作業開始　14：50足場材が折れて作業員が鉄筋上に転落し左足太もも貫通		①長尺足場板上では、原則1名作業としていたが、作業ルールを無視し、同時に2名接近した。<改行>②安全帯のフックを鉄筋にかけて使用したことによる、保護具の不適切な使用。<改行>③鉄筋組立時の刺傷防止として、危険個所の鉄筋先端の養生（ホースまたはキャップ）がなされていなかった。<改行>④元請は、作業ルールの徹底、安全意識と労働災害防止にかかる指導不足であった。		①鉄筋組立時における作業標準書への明記、現場掲示による安全意識の改善を図る。<改行>②安全帯のフックを枠組移動足場の転落防止手摺りを用いることで安全を確保する。<改行>③鉄筋組立時の刺傷防止の為、危険個所は鉄筋先端の養生（ホースもしくはキャップ）を設置する。<改行>④長尺足場板を使用しない。<改行>⑤元請の店社パトロールの際、下請会社の安全担当者も参加し、安全管理体制の監視強化及び下請作業員への安全指導を行う。月2回安全パトロールを実施・強化し災害防止に努める。また、安全巡視員を増員し、午前１回と午後１回、作業手順の順守、不安全行動及び危険個所の監視、作業員への安全指導を強化する。				株式会社　大米建設																				永蔵工業　株式会社				株式会社　城間																																																																								R02-沖総局-那覇-1001.xlsx		10/22/20 16:20		4/6/23 15:52		2020		10		10		14		50		2020		TRUE		1		12		沖縄		5		20		0		20.0		11		101		54		2020/10/10　14:50		44114.6180555556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		01年 01月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		横浜港本牧地区岸壁(-16ｍ)(耐震)築造岸壁		横浜港本牧地区岸壁(-16m)(耐震)の調査工、工場製作工、床掘工、本体工、付属工、雑工、仮設工、上部工及び舗装工を施工するものである。		令和2年11月1日 8時25分 頃		海上		スパッド台船甲板上		09:杭及び矢板				05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。										21:物を置いた場所が悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										59.60%		59.60%						導材の受桁取付用鋼材を加工するため、クレーンにて鋼材をひっくり返した後、束にまたがった鋼材(［-380×100×10.5、L=5mW=270kg)を隣の鋼材上にずらし積み直ししようと手作業で行った際、指を挟み負傷した。<改行>8:15作業開始、8:25事故発生		①作業員2人で溝形鋼を持ち上げた。<改行>②手作業で移動可能と個人で判断していた。手作業で扱う機材・資材とｸﾚｰﾝ作業で扱うべき機材・資材の区別ができていなかった。<改行>③不安定な積み方をした鋼材を手作業で移動させた。		①鋼材等の重量物を移動させる場合、必ずｸﾚｰﾝ等の重機を使用し、それに関する安全教育を実施する。<改行>②作業打合せ書にｸﾚｰﾝで扱うべき資材・機材はｸﾚｰﾝで扱う旨を記載をし、徹底する。<改行>③作業前ﾐｰﾃｨﾝｸﾞのなかで職長は作業の流れを作業打合せ書のﾁｪｯｸ欄を用いて細かく指示する。<改行>④不安定な積み方とならないよう確認する。また、広い作業場が確保できれば資機材を移動させ作業を行う。		五洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		五洋建設(株)		東京土木支店		りんかい日産建設(株)		東京土木支店														五栄土木(株)		横浜支店		寄神建設(株)		東京支店		吉野建設(株)										措置なし								措置なし																																																		R02-関東-京浜-0301.xlsx		3/2/20 15:01		4/4/23 13:44		2020		11		1		8		25		2020		TRUE		8		9		関東		1		1		1		1.1		24		1102		5		2020/11/1　8:25		44136.3506944444

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		01年 00月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上				1:労災適用		令和２年度　金沢港（大野地区）防波堤（西）（改良）消波・被覆工事（その２）		金沢港（大野地区）防波堤（西）（改良）の製作工（消波ブロック製作及び被覆ブロック製作）<改行>ドロスⅡ　65t型　N=80個・シーロック　6t型　N=200個　製作		令和2年11月13日 8時45分 頃		陸上				17:コンクリートブロック製作				55:型枠組立・解体				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		15:気持ちがあせっていた。																06:施工計画・作業標準が不備だった。										17.00%		17.00%		11.00%		11.00%		型枠脱枠のため、被災者を含む２名の作業員とクローラクレーン(200t 吊)を使用して型枠のエンドプレート脱枠仮置き時に、被災者が吊りワイヤーの取り外しを行った際、クレーンフックの揺動が止まっていなかったため吊りワイヤーが緊張し、エンドプレートと吊り具の間に右手親指が挟まれ、負傷したものである。<改行>7:30 ラジオ体操、安全朝礼、危険予知活動、点検、<改行>8:00 作業開始（200tクローラクレーンを用いて脱枠作業）、8:45 同上作業中に事故発生		①型枠の脱枠仮置き後、クレーンフックの動揺が収まらないうちに吊ワイヤーの取り外し作業に取りかかっており、安全に対する意識が不足していた。<改行>②作業手順等で玉掛け・玉外し作業に関する危険性を検討していなかった。		①KY活動を作業別に分け、KY活動に元請職員が立会い指導する。<改行>②新規入場者教育時に本事故資料を追加し、周知を図る。<改行>③作業手順書にフックの揺動についての記載を追加し、その可能性を周知する。<改行>④フックの揺動確認及び合図する作業員を配置する。<改行>⑤フックの揺動停止・ワイヤー及び吊具が緩んでいることを確認してから作業を行う。<改行>⑥型枠全てに常設ワイヤーを設置し、フックが揺動しても同様の事象が生じないようにする。<改行>⑦玉掛けワイヤーのフックを短時間で玉外しできるものに変更する。<改行>⑧安全衛生管理者とは別に担当者を配置し、現場視察を１回/週以上、店社パトロールを2回/月以上とする。				株式会社　北都組																				市松建設（株）																		措置無し																																																										R02-北陸-金沢-0201.xlsx		1/25/21 11:54		4/4/23 13:54		2020		11		13		8		45		2020		TRUE		8		17		北陸		5		1		0		1.0		14		1102		55		2020/11/13　8:45		44148.3645833333

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		中ノ瀬航路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		25年 07月		現場代理人		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								3:9～15		9		1:労災適用		東京湾中央航路西側護岸他付帯工事(その2)		第二海堡西側護岸整備、北側護岸構造物等撤去及び付帯工を実施。		令和2年11月20日 12時50分 頃		海上		潜水士船上		29:その他(　)		書類渡し		84:その他(　)		書類渡し		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。		31:無理な姿勢で作業した。						33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										99:その他								安全管理の責任者が基礎心得の認識不足であった。		78.00%		73.00%		38.00%		38.00%		潜水士船に乗船していた被災者が、左手でアンカー架台を掴みながら身を乗り出して右手で警戒船の警戒員に書類（作業許可申請書（写））を手渡し、その後、波の影響により警戒船が潜水士船のアンカーに接触し、アンカーと架台の間に左手人差し指を挟まれた。<改行>11:50作業開始、12:50事故発生		①海上において船舶間での書類の受け渡しが状態化していた。<改行>②手を置いた場所が指の挟まる場所である認識がなく、また、身を乗り出した無理な姿勢で物の受け渡しを行ってしまった。<改行>③航行船舶の往来が多い場所で、航跡波の影響がある場所で物の受け渡しを行ってしまった。<改行>④安全管理の責任者が基礎心得（船舶間での物の受け渡しは、安全な場所でタモ等を使用して行う）の認識不足であった。		①原則として、書類や小物等の受渡しは、乗船前に郵送または手渡しにて行う。<改行>②やむを得ず海上で船舶間での受渡しを行う場合は、船首船尾での受け渡しを避け、船舷にて安全な離隔を確保し、タモ網等を使用して渡す。				東亜建設工業(株)		横浜支店																																				措置なし																																																										R02-関東-東京湾口-0101.xlsx		11/30/20 20:33		4/4/23 13:45		2020		11		20		12		50		2020		TRUE		8		29		関東		3		25		7		25.6		8		809		84		2020/11/20　12:50		44155.5347222222

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		13年 07月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）消波ブロック工事		本工事は、那覇港（浦添ふ頭地区）の消波ブロックを製作する工事である。		令和2年12月4日 16時0分 頃		陸上				29:その他(　)		雑工		84:その他(　)		片付け		2:曇り						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		24:材料等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。										D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。								D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。								18:保護具が不適・不足だった。		20:不安全に物が置いてあった。		23:作業場の整理が悪かった。						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。								76.50%		76.50%		71.70%		71.70%		作業終了に伴う後片付け作業において、発電機を倉庫へ保管するため、倉庫に格納作業中に上部から単管パイプが落下し、作業員の頭部に直撃し負傷。<改行>15：45作業完了　16：00ヘルメットを自家用車に置き、ヘルメット未着用のまま資材倉庫を施錠する際、倉庫の上に置かれていた単管パイプが落下し頭部にあたり被災した。		①ヘルメット未着用。<改行>②作業員のヘルメット未着用での作業を元請が確認出来てなかった。<改行>③落下の恐れのある資材を資材置き場以外への仮置き。<改行>④整理整頓の不足。<改行>⑤作業終了後の施錠、確認を元請職員ではなく作業員へ行わせた。		①現場内ヘルメット着用の徹底指導（車両での脱着）<改行>②作業前、作業終了時の保護具着用の確認の徹底、作業終了時の作業員の帰宅確認を現場代理人、監理技術者いずれかが行う。<改行>③作業終了時の整理整頓の徹底指導<改行>④午前、午後の安全巡視の際、落下物の有無及び整理整頓の確認（毎日）<改行>⑤作業終了後は速やかに帰宅（厳守）現場内での確認作業も行わない。				株式会社　大城組		本店																		株式会社　田中工業																																																																												R02-沖総局-那覇-1101.xlsx		12/17/20 11:32		4/4/23 13:43		2020		12		4		16		0		2020		TRUE		4		29		沖縄		1		13		7		13.6		24		299		84		2020/12/4　16:0		44169.6666666667

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		鳥取		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		36年 08月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						裂傷		1:0～3		0		1:労災適用		鳥取港千代地区防波堤（第１）（西）築造工事（その２）		鳥取港千代地区防波堤（第１）（西）に消波ブロック１２ｔ型を設置するものである。<改行>（消波ブロック据付：テトラネオ12t型240個）		令和2年12月9日 16時45分 頃		陸上				19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		玉掛けワイヤー		08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中		A:危険だと思わなかった		1		16:勘違い判断をした。										D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		99:その他								持病が有り、その合併症を含め健康上の問題が影響した可能性があること。																										06:施工計画・作業標準が不備だった。										67.00%		91.00%		0.00%		86.00%		岸壁エプロン上に仮置きしている消波ブロック（12t型）を起重機船に積み込む作業中、玉掛けした後、巻上げ・地切りを行うため合図者が声をかけワイヤーロープを巻き上げた際、ワイヤーロープを握っていた被災者がワイヤーロープと消波ブロックの間に左手を挟まれ被災した。<改行>7:50朝礼、8:00作業開始、16:10当日3船目(通算14船目)消波ブロック積込開始、16:45事故発生。		①消波ブロックの巻上げ・地切りの際、合図者が玉掛者に声をかけた後、作業していた玉掛者3人全員が待避したことを確認せず、待避が完了したものと錯誤して、死角にいた被災者に気づかずに巻上げの合図をしたこと。<改行>②被災者（玉掛者）は玉掛け完了後、速やかに手を離して待避する必要があったものの、合図者の声かけに気づかずワイヤーロープを握ったままでいたこと。		①合図者が消波ブロックの巻上げ・地切りの際に、玉掛者へ声をかけた後、玉掛者全員が吊荷から離れたことを自ら指差し呼称で確認するとともに、死角に危険が無いか玉掛者に声かけ確認する。<改行>②玉掛者は吊荷から離れたことを合図者に合図すること。				(株)伊藤組																																																																								兵庫県労働基準監督署				特になし		鳥取県警察署				特になし														R02-中国-境港-0301.xlsx		1/4/21 16:40		4/4/23 13:50		2020		12		9		16		45		2020		TRUE		8		19		中国		1		36		8		36.7		14		1101		51		2020/12/9　16:45		44174.6979166667

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		62		男		10年 00月		運転手（特殊）		10:その他(　)						第2腰椎		04:骨折								4:16～30		28				令和2年度 福岡空港滑走路増設地盤改良工事		本工事は、福岡空港滑走路増設地盤改良を行うもので、準備工、構造物撤去工、陸上地盤改良工を施工するものである。		令和2年12月24日 11時15分 頃		陸上				29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		構造物撤去作業		3:雨																26:その他の起因物(　)		カラーコーン		01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																				99:その他								職長が一時不在であったため、重機オペレータがカラーコーンの移設作業を行った。										構造物撤去作業において、法肩明示のカラーコーンをオペレータが移動させようとした際、地面に足を取られバランスを崩しそのまま法面伝いに1.2m滑り落ち、第2腰椎を圧迫骨折した。<改行>8:20作業開始、11:15災害発生		①カラーコーンの設置場所が法肩に近すぎた。<改行>②カラーコーン設置場所の地盤に凹凸があり、雨で足元が滑りやすい状況であった。<改行>③カラーコーンを移動するだけといった気のゆるみがあった。<改行>④カラーコーンの移設を行う職長が工事車両出入り口に接している一般道路の汚れを確認しに行っていて一時不在であったため、バックホウオペレータがカラーコーンの移設作業を行った。<改行>⑤掘削範囲などの作業内容について、作業責任者（職長）から明確な指示がなかった。		①カラーコーンを法肩から1.0m以上（事故前は0.5m程度）離して配置する。<改行>②カラーコーンに法肩注意などの表示を設ける。<改行>③「危険予知並びに予定外作業打合せ書」により、日々の作業分担を明確にして順守を徹底するとともに、地盤の平坦性や天候による滑りやすさ等、地盤状態を常に確認するよう注意喚起する。<改行>④災害事例として当時例を看板にし、バックホウ及び現場詰所に掲示し全員へ注意喚起する。<改行>⑤身体的能力のセルフチェックを新規入場時及び月初めの安全大会で実施する。<改行>⑥不明確な作業が生じないように、職長による指示・確認を徹底するよう再教育を行う。				五洋建設(株)		九州支店																		洋信建設(株)				(株)南光														注意喚起なし																																																										R02-九州-博多-0401.xlsx		4/1/21 17:45		4/4/23 13:48		2020		12		24		11		15		2020		FALSE		1		29		九州		4		10		0		10.0		26		199		84		2020/12/24　11:15		44189.46875

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		05年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		高知港三里地区防波堤（東第一）築造工事		本工事は、高知港三里地区防波堤（東第一）の基礎工、被覆・根固工、上部工、消波工、　構造物撤去工及び雑工を施工し安全管理を実施するものである。		令和3年1月12日 16時0分 頃		海上		防波堤（東第一）		29:その他(　)		雑工		06:材料、資材等の運搬(人力による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		観測孔蓋		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																												55.30%		55.50%		0.00%		0.00%		朝より上部工コンクリート打設の補助作業に従事。11：00コンクリート打設が完了し、観測孔蓋設置におけるミーティングを実施、ミーティング後、順次蓋の設置を行い、午前中の作業は終了した。<改行>午後、コンクリート天端均しの補助作業に従事後、14：45より観測孔蓋設置作業を再開し、蓋の補充のため蓋5枚（約25kg）を手に持って運搬中、パラペット昇降階段で躓き、手をついた上に蓋が落下し左手中・環指先端が挟まれ被災した。<改行>7：45朝礼、8：25作業開始、16：00頃事故発生		①被災者はパラペット上で下に準備された台車からロープで蓋を引き上げる担当であったが、被災者自ら保管場所まで取りに行き、またそのルートも近道をしようとして1号函昇降階段を使用したことから、作業標準を守らなかったといえる。<改行>　また、蓋の運搬方法は昇降階段を利用した人力運搬（上下移動）を無くすことにより効率的で安全な作業として決定していたにもかかわらず、持てるだけの重さの蓋を持ち両手が塞がった状態で階段を上ることについて、荷崩れや躓き、また転倒した際の受け身にまで気が及ばず油断・軽視していたと考えられる。		①予定していない作業は、統括安全衛生責任者に連絡し許可を得て、JV職員参加の上で作業内容及び手順を周知し、役割分担を明確にしてから作業を開始、確認する。また、両手が塞がらないよう小物はリュックに背負い昇降する。<改行>②発注者として、類似事故防止のため管内他現場に本案件における対応の水平展開を図る。		東洋・みらい特定建設工事共同企業体		東洋建設(株)		四国支店		みらい建設工業(株)		四国営業支店														大旺新洋(株)				三洋建設(株)														不問								不問																										海上保安部		reserved-44209x1F		防波堤上での作業であり、現場保存の必要性無し。		労働基準監督署		reserved-44209x1F		事故の発生状況と不休であることを報告、この報告をもって届出等不要。		警察		reserved-44209x1F		被災者本人を交えて現場の確認とヒアリングを実施した結果、改めて事件性は無しと判断。								R02-四国-高知-0201.xlsx		2/4/21 8:23		4/4/23 13:49		2021		1		12		16		0		2020		TRUE		8		29		四国		1		5		0		5.0		26		202		6		2021/1/12　16:0		44208.6666666667

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		29年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0				令和2年度新門司沖土砂処分場（Ⅱ期）護岸築造工事（第3次）		本工事は、新門司沖土砂処分場（Ⅱ期）護岸の基礎工、本体工、被覆工、裏込工、腹付工及び上部工を施工するものである。		令和3年1月28日 11時50分 頃		海上				08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ																08:作業船				16:その他の加害物(　)		被覆石		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																																		被覆石(1000kg/個程度)の据付(均し)作業中、潜水士(被災者)が起重機船から吊下した被覆石の玉外しを行い、合図後にワイヤーを吊り上げたところ、被覆石に挟まっていたワイヤーが引っ張られ、被覆石が動き、動いた石と既設の石の間に潜水士が指を挟んだ。<改行>10:00　被服石据付（均し）作業開始、11:50　事故発生		①ワイヤーの玉外し後、起重機船にて巻上げを行った際、ワイヤーが被覆石に挟まっていることはないだろうと危険軽視した。<改行>②起重機船にて巻上げを行った際、被覆石が動くかもしれないとの危険予知をしなかった。<改行>③起重機船にて巻上げを行った際、吊荷から離れる前に、合図を出した。<改行>④作業手順には、｢合図を確実に行う｣とはしていたが、吊荷からの離隔には、規定がなかった。		①被覆石均し時の過去の災害事例を周知し、均し作業時の危険度を再認識させる。<改行>②ワイヤーの玉外し後、吊荷から3m以上離れてから、避難が完了した後に巻き上げの合図を行う。<改行>③上記内容を追記した作業手順書について、安全大会や毎日のKY活動時に手順の周知徹底を図る。				りんかい日産建設（株）																				神野建設（株）				村上海事（株）				児玉建設（株）										注意喚起なし																																																										R02-九州-北九州-0101.xlsx		4/1/21 18:40		4/4/23 13:48		2021		1		28		11		50		2020		TRUE		8		8		九州		1		29		0		29.0		8		1399		40		2021/1/28　11:50		44224.4930555556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		17年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		21		1:労災適用		新潟港（西港地区）第二西防波堤消波工事		本工事は、新潟港（西港地区）第二西防波堤の消波工、根固工（六脚ブロック及びシーロック、根固方塊ブロック製作）を施工するものである。		令和3年2月10日 10時55分 頃		陸上				18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				3:雨						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						11:足場、通路				05:階段・梯子等				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。				15:気持ちがあせっていた。						99:その他								雨で滑った。												76.00%		56.50%		73.90%		54.30%		ブロックヤードにて、六脚ブロック転置作業時、２個目を転置後、転置用スリングワイヤーを外した後、ブロックから降りる際、昇降用梯子が雨で滑り易くなっていたため、足を踏み外し、高さ１．２ｍから転落、左足を負傷した。<改行>10:55頃  事故発生		①当日の作業が、普段より遅れ気味だったため、次の作業を進めたいという「焦り」から、急いで梯子を降りてしまった。<改行>②降雨の影響により、梯子や泥の付着した長靴が滑りやすくなっていた。		①転置作業での梯子利用時は、元請職員が玉掛者の梯子の使用状況、泥等の付着状況、昇降時の急な行動の有無を確認し、声掛け等を行う。<改行>②上記、作業手順の遵守徹底。<改行>③梯子の上部箇所に滑り止めクッション材を設置し、梯子のズレ防止を図るとともに、梯子下部を補助作業員でしっかり支える。<改行>④梯子のステップに滑止めを貼付け、足洗い場の設置を行い、足元の滑り防止を図る。				株式会社　本間造園・隆成																				有限会社　宮澤建設工業																																																																												R03-北陸-新潟-0101.xlsx		3/3/21 16:37		4/4/23 14:11		2021		2		10		10		55		2020		TRUE		1		18		北陸		4		17		0		17.0		11		105		51		2021/2/10　10:55		44237.4548611111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		45		男		04年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		宮古港竜神崎地区防波堤(災害復旧)築造工事		本工事は、宮古港竜神崎地区防波堤の構造物撤去工、基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、消波工及び雑工を施工するものである。		令和3年2月11日 8時5分 頃		陸上				19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		玉掛フック		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		13:油断、軽視した。								05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。										91.40%		70.50%		90.80%		70.40%		起重機船への消波ブロック（20t型）の船積み作業において、作業員が陸上に仮置きしてあるブロックに玉掛けしようと移動した際に、クレーンのフックが揺れていることは認識済みだったが、一瞬フックから目を離し、不用意にブロックの足に左手をかけたところ、クレーンフックとブロックに左手薬指が挟まり負傷した。<改行>7:30　安全朝礼の後、作業開始。8:05　事故発生。		①危険箇所を軽視し、作業に油断があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②吊りフックの振れ止めを設置していなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③作業人員に不足があった。		①吊りフックへの認識を高めるため、フックに蛍光塗料を塗り、見える化を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②吊りフックの振れ止めを行っていない場合は、ブロック上へ手をあずけることを禁止する。<改行>③吊りフックの揺れを抑えるために、フックに介錯ロープを設置し、玉掛作業中はフックの振れ止めを行う。<改行>④吊りフックの振れを監視・注意喚起ができるように、フックの振れ止め者を１名増員し、玉掛者、フックの振れ止め者、合図者３人１組で各々の役割を確実に実施する。　				五洋建設（株）		東北支店																		(株)山元																																																																												R02-東北-釜石-0101.xlsx		2/18/21 12:48		4/4/23 13:53		2021		2		11		8		5		2020		TRUE		8		19		東北		1		4		0		4.0		26		608		51		2021/2/11　8:5		44238.3368055556

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		潮岬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		22年 00月		潜水士		10:その他(　)								13:その他(　)						減圧症		6:死亡				1:労災適用		潮岬沖波浪観測装置設置工事		本工事は、波浪観測装置の設置及び撤去を行うものである。		令和3年2月13日 12時15分 頃		海上				29:その他(　)		設置工		84:その他(　)		海底ケーブルバンド固定		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				11:おぼれ				1307:その他：潜水病、減圧症																																		04:作業標準を守らなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。																		04:理解度の確認が不十分だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								60.00%		60.00%		30.00%		30.00%		波浪観測装置用の海底ケーブルを防護（サドルバンドによる固定）するため、被災者を含む潜水士３人がスクーバ式潜水を行っていた。<改行>潜水士２人が潜水終了した後、地上監視から排気が確認できない状態で浮上が遅いため、別の潜水士（スタンバイダイバー）が捜索をしたところ、水深８～９ｍの岩場に引っかかっている被災者を発見した。<改行>8:30作業準備開始、10:15潜水作業開始、11:55被災者の浮上が遅いと判断し捜索開始、12:05被災者発見		①ボンベによる潜水は必ず2人で行動することとされていたが、遵守されていなかった。<改行>②潜水作業中、相手の状況確認が不十分であった。<改行>③作業手順を周知していたが、十分な理解ができていなかった。<改行>④監視員を配置していたが、異常の発見が遅れた。		①2人1組による潜水を行う。2人で浮上開始を行う。<改行>②水中作業時にお互いの状況を確認する。<改行>③作業手順を作業員全員に周知徹底し、危険なポイントと安全対策の共通認識を持つように指導し、理解度を確認する。<改行>④配置する監視員は専任とし、拡声器、無線機を携行する。				株式会社東組				(株)ソニック（一次下請）																（株）ソニック				瀬戸内開発（株）				千尋海洋技術（株）				指名停止措置(２週間)		reserved-45044x1F		reserved-45057x1F				指名停止措置(２週間)		reserved-45044x1F		reserved-45057x1F																																																				R02-近畿-和歌山-0501.xlsx		3/30/21 11:50		5/9/23 17:40		2021		2		13		12		15		2020		TRUE		11		29		近畿		6		22		0		22.0		27		1307		84		2021/2/13　12:15		44240.5104166667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		18年 11月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		2		1:労災適用		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)基礎（改良）工事（その２）		本工事は、仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁（-14m）の海上地盤改良工、浚渫工、土捨工及び現場調査を行うものである。		令和3年4月17日 23時0分 頃		海上				06:地盤改良				45:深層混合処理				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		02:動力電動機				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。										B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				22:連絡合図が不明瞭だった。																								17:安全標識がなかった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				24.50%		24.60%		3.00%		3.00%		深層混合処理作業において、スラリーポンプベルトの交換作業中に作業員の指が挟まれ被災した。<改行>18:30　夜勤朝礼、ＫＹを実施。22:40　作業員がスラリーポンプベルトの交換作業を開始。23:00　事故発生。		①ﾌﾟﾗﾝﾄからﾌﾞﾘｯｼﾞへベルト交換作業の開始連絡が無線で伝わっておらず、無線による情報伝達における応答確認が不十分であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟの点検･修理を行う際の作業手順及び作業員に注意喚起を行うための安全標識が無く、作業員が注意を払うべき事項が明確ではなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ﾌﾞﾘｯｼﾞ上位者に対して行われたｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟのﾍﾞﾙﾄ交換を行う旨の報告が、ﾌﾞﾘｯｼﾞ内の各員に対して展開されず、また、この報告に基づく必要な指示もなされず、指揮命令機能が十分に機能していなかった。		①無線合図は必ず応答確認及び復唱を行うこととし、再発防止対策周知会で指導するほか、朝礼などで繰り返し周知する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　②海上地盤改良工の施工時には、安全監視体制の強化（無線の応答状況や予定外作業の発生状況等の確認･指導）を図るため、新たに安全専門の担当者1名を常駐させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ベルト交換等、点検や修理実施時には、ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟの電源を切って行うことを厳守する。このため、ﾎﾟﾝﾌﾟ装置の側面に「蓋を開ける場合はﾌﾞﾚｰｶｰを切れ」という明示を貼り付けると共に、蓋の反対側に位置するﾌﾞﾚｰｶｰｽｲｯﾁ部にも「点検中 ｽｲｯﾁ入れるな」の明示札を取り付け、誤操作の防止を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④ﾍﾞﾙﾄ交換作業の作業手順書を作成し、関係者に周知を行う。<改行>⑤元請、一次下請は下位下請からなされた報告内容を適切に情報共有し、必要な指示命令を行う旨、現場において管理・指導的立場にある社員に対する教育を徹底する。		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東北支店		みらい建設工業株式会社		東北支店														株式会社不動テトラ				株式会社古川組				有限会社興翔																																												海上保安部																								R03-東北-塩釜-0101.xlsx		5/10/21 16:54		4/4/23 14:09		2021		4		17		23		0		2021		TRUE		8		6		東北		1		18		11		18.9		2		1299		45		2021/4/17　23:0		44303.9583333333

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		11年 01月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								5:31以上		38		1:労災適用		石狩湾新港　ケーソン製作その他工事		港内静穏度向上のため、防波堤を延伸するためのケーソン製作を行うとともに、延伸工事に支障となる既設消波ブロックを撤去・仮置きするものである。		令和3年4月23日 16時30分 頃		海上				18:コンクリートブロック転置				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				26:危険有害な場所に入った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								10.90%		10.00%		8.00%		4.00%		防波堤において、消波ブロック8個の撤去を行い、起重機船上から所定の場所へ消波ブロックの水中仮置きを4個まで完了していた。起重機船上で5個目の玉掛け作業時においてワイヤーをフックに掛けた後、ワイヤーの吊芯位置確認調整のため、合図確認後、巻き上げを開始したところ、被災者がワイヤーロープに手を添えていたため、ワイヤーロープが張るのと同時に左手が巻き込まれ負傷した。7:00朝礼、13:00作業開始、16:39事故発生。		①被災者はワイヤー位置保持のためにワイヤーに手を添えた状態で合図応答をした。<改行>②合図者は、吊荷が大型ブロックのため、合図者も被災者を直接視認出来ない状態で、巻き上げ作業の合図を開始した。<改行>③元請は、吊荷形状に応じた作業配置、合図の方法等の措置を講ずる必要があった。		①玉掛け作業のワイヤー位置の確認調整にあたっては、フックにワイヤーをかけた後に、玉掛け者全員はワイヤーの影響範囲外へ退避する。<改行>②合図者は玉掛け者全員がワイヤーの影響範囲外に退避したことを確認してからオペレーターに巻き上げ作業開始の合図をする。<改行>③作業方法を明記した作業手順書を再周知し徹底させる。		（湧）西村・福津 経常建設共同企業体		(株)西村組				(株)福津組																																																																				労働基準監督署		reserved-44323x1F		①玉掛けワイヤロープとの接触災害防止、②リスクアセスメントの取組、③退避の指示方法の変更、④関係労働者への安全衛生教育の実施																				R03-北開局-小樽-0101.xlsx		7/26/21 13:58		4/4/23 14:10		2021		4		23		16		30		2021		TRUE		8		18		北海		5		11		1		11.1		8		608		51		2021/4/23　16:30		44309.6875

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		00年 00月		見習い		10:その他(　)						腰椎		04:骨折								5:31以上		60				令和3年度新門司沖濁り監視調査		本調査は、新門司沖埋立事業の環境監視の一環として、周辺海域の現地測定、採水及び水質試験を実施するとともに、調査結果の記録整理及び解析を行うものである。		令和3年5月12日 9時0分 頃		海上				04:環境調査				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）												26:その他の起因物(　)		調査船		02:甲板				01:墜落・転落				1399:その他：その他																																		99:その他								海上における経験不足		99:その他								気象条件の軽視		99:その他								船上待機場所の選択										被災者は基地港帰港後、痛みはあるが歩けると受注者へ報告。受注者は被災者へ自宅安静を指示。数日経過しても痛みがあるため、被災者本人の判断で5/17病院へ。医師から腰椎圧迫骨折の診断受けた。<改行>8:46　基地港を出港、9:00　港口付近で船が大きく揺れ、被災者が尻餅をつく（事故発生）、10:52　基地港へ帰港		①荒天の予報であったが、気象条件は中止基準は下回っており、海が大きく荒れることはないだろうと危険を軽視した。<改行>②船尾部が狭かったことから、波が高かったにもかかわらず、揺れの大きい船首部分に座って待機するよう、現場責任者が被災者に指示した。（飛沫がかかるのを避けるため）<改行>③被災者が、入社まもなく海上における経験が不十分であり、船舶の不規則な挙動にもなれていなかった為、揺れる船の動きに十分対応しきれなかった。		①波浪がある時の移動中は、揺れの大きい調査船の船首部分を避け、後方の揺れの小さい場所で手すり等につかまり、安定した体勢を確保する。<改行>②調査船が小さく、後方に十分な場所が確保できない場合は、クッション材を甲板上に据え、その上に座ると共に船体に掴まり体の安定を確保する。<改行>③波高情報は、現地目視観測のほか、携帯端末によりナウファスの値も参考情報として確認し、作業を行う。																																																																																																				R03-九州-北九州-0101.xlsx		7/14/21 15:37		4/4/23 14:02		2021		5		12		9		0		2021		TRUE		1		4		九州		5		0		0		0.0		26		1399		1		2021/5/12　9:0		44328.375

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		21		男		00年 10月		潜水送気員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						右肩関節脱臼		1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）付帯施設築造工事		本工事は、八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設の構造物撤去工、基礎工、本体工、被覆・根固工、消波工、裏込・裏埋工、雑工及び築堤工を施工するものである。<改行>		令和3年5月24日 8時45分 頃		海上				29:その他(　)		基礎工　本均し　丁張り高さ測量		20:測深(海上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		うねり		15:起因物と同じ				19:動作の反動・無理な動作				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				18:熱中して判らなかった										99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。										89.60%		87.30%		100.00%		86.30%		潜水士船上で基礎捨石天端の丁張高さを測量するために、水中スタッフを持っていた被災者が、うねりにより船体の動揺があった際に、水中スタッフを保持しようとして船体をつかんでいた右腕に力が入り右肩を被災した。<改行>6:50　朝礼、KY･TBM活動。8:20　水中スタッフを用いて、基礎捨石天端の丁張高さの測定を開始。8:45　事故発生。		①船の動揺により水中スタッフを保持するのに無理な体勢になったにも関わらず、水中スタッフから手を放さなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②うねりによる船舶の動揺。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③肩の脱臼頻度の高い作業員が水中スタッフを保持していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④作業前のストレッチが不十分だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤船の動揺に対しての危険予知が不十分であった。		①水中スタッフ測量時は補助員を2名（作業補助者と波浪状況監視者）配置し作業するよう作業手順を改める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ぎっくり腰や脱臼など、過去の軽微な既往症を申告した作業員は、患部を保護するサポーター等を着用するよう指導するほか、作業前のストレッチを念入りに行うよう指導する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③船の動揺に対しての危険予知を必ず行う。				若築建設(株)		東北支店																		(有)共和海事工業所																																																																												R03-東北-八戸-0101.xlsx		6/11/21 16:36		4/4/23 14:10		2021		5		24		8		45		2021		TRUE		19		29		東北		1		0		10		0.8		26		1399		20		2021/5/24　8:45		44340.3645833333

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		津松阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		32		男		00年 01月		とび工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		令和２年度　津松阪港津地区(阿漕浦・御殿場)2-1工区堤防(改良)本体工事		本工事は、津松阪港津地区阿漕浦・御殿場において堤防の構造物撤去工、仮設工、土工、本体工及び雑工を施工する工事である。		令和3年5月27日 8時40分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				3:雨						4:強風（8～15）		3:10～20								23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																																																								鋼矢板(Ⅳ型 L=11.0m)をトレーラーより荷卸し作業中、吊り荷の地切り後の玉掛ワイヤの状態を確認した後、隣の鋼矢板の上に移動し立っていた玉掛者(被災者)が、鋼矢板表面の雨水で足を滑らせて体勢を崩し咄嗟に手をついた際、地切りした鋼矢板と荷卸し前の鋼矢板で左手人差し指を挟まれ被災した。<改行>8:00安全朝礼、8:15作業開始、8:40事故発生		①待避場所が明確に指示されていなかったため､玉掛者(被災者)が吊り荷に近い隣の鋼矢板上に留まっていた｡<改行>②作業手順書について､鋼矢板荷卸しの手順が記述されていなかった｡		①鋼矢板荷卸しの詳細手順､作業員待避場所の明確化等の再発防止対策を含めた作業手順書を作成する。<改行>②鋼矢板荷卸し時､玉掛者は､玉掛､玉掛ワイヤの状態を確認後､吊り荷の地切り前にトレーラー荷台外側に設置した移動式の作業床兼昇降設備を使用して地上に待避する。<改行>③現場代理人が毎正時に1時間毎の予想雨量を確認し､予想雨量が10mmを超える場合は､作業の中止を判断する｡<改行>④雨天作業時には､鋼矢板打設作業箇所に足元､手先の滑りに注意して作業するよう注意喚起の標示を行う。<改行>⑤鋼矢板荷卸し時､玉掛者は地切り前の玉掛ワイヤの確認時など重量物への接近が必要となる場合があるため､｢指先_先芯入手袋｣を着用する。<改行>				日本土建（株）																				丸一基工（株）																		文書注意																																																										R03-中部-四日市-0101.xlsx		6/29/21 19:50		4/4/23 14:08		2021		5		27		8		40		2021		TRUE		8		29		中部		1		0		1		0.1		23		1101		4		2021/5/27　8:40		44343.3611111111

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		12年 02月		普通船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷		04:骨折						4:16～30		21		1:労災適用		石狩湾新港　防波堤建設工事		港内静穏度向上のため防波堤を延伸するものであり、ケーソン１函の据付と上部コンクリートの打設を行うものである。		令和3年6月13日 11時35分 頃		海上				16:ケーソン曳航・据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																A:危険だと思わなかった				08:機械・装置等を不安全に動かした。																																										ワイヤーロープの破断リスクを考慮した作業計画及び作業配置の検討不足		51.40%		52.40%		0.00%		0.00%		ケーソンの据付作業をウインチ方式にて行っていた。被災者は既設ケーソン上にて指揮者の指示によりウインチ作業をしていたところ、突然港外側の引き込みワイヤーが断裂し跳ね返りによって、飛んできたワイヤーに前頭部が接触して裂傷した。<改行>2:00危険予知作業周知終了後作業開始、11:35事故発生。		①ケーソン据付作業時の海象状況は、防波堤法線に直角方向の波となっており、ケーソン先端が右回転していたことから、向きを修正するために港外側の引き込みワイヤーを引いてウインチにブレーキをかけ固定していた。この時、据付ケーソンに法線の直轄方向の波浪が作用し、ケーソンが更に回転方向に動揺したことによりワイヤーの破断強度を超える引張力がかかり、ワイヤーが破断したものと考えられる。<改行>②元請は、ケーソンの据付方法について、波浪によるケーソンの動揺も考慮した作業船や押船の配置やワイヤーロープが破断するリスクを考慮して安全な作業計画及び作業配置を指導する必要があった。		①ケーソン据付時の誘導方法をウインチによる引き込みに加えて、起重機船のアンカーウインチや押船による押し込みも併用する。<改行>②ワイヤーの引き込み線上に作業員を配置させないことを基本とするが、現場条件によりウインチの配置スペースが確保できない場合には、防護壁を配置して作業員の安全を確保する対応を行う。				(株)吉本組																																																																								労働基準監督署		reserved-44376x1F		①ワイヤーロープの使用前点検の徹底、②ワイヤーロープと労働者の接触事故防止対策の検討、③同種災害防止のための問題点の改善、④現場巡視活動の強化、⑤リスクアセスメントの実施																				R03-北開局-小樽-0201.xlsx		7/26/21 13:59		4/4/23 14:11		2021		6		13		11		35		2021		TRUE		4		16		北海		4		12		2		12.2		10		204		51		2021/6/13　11:35		44360.4826388889

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		11年 02月		電工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		山形県沖ＧＰＳ波浪計設置工事		本工事は、山形県沖GPS波浪計（係留設備含む）の修理及び設置を行うものである。<改行>		令和3年6月18日 15時10分 頃		陸上				29:その他(　)		機材運搬		05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														A:危険だと思わなかった				27:不安全な場所へのった。																				04:理解度の確認が不十分だった。										7.00%		7.00%		66.00%		88.00%		クレーン付トラック荷台上からの荷下ろし中に足を踏み外して、荷台上から地面に転落したもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8:00 ラジオ体操、朝礼、KY・TBM 実施。<改行>15:00 蓄電池荷卸し作業開始。<改行>15:10 荷台上で作業していた被災者が、バッテリーを持ったまま、足を踏み外して、荷台上から地面に転落。		①蓄電池の横持作業をクレーン付トラックの荷台上で行っていたにもかかわらず、足下の確認を怠った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②クレーン付トラック荷台上の作業足場が狭いことと、荷台の端部に警戒表示がされていなかった。<改行>③作業手順書に不備があった。		①クレーン付トラック荷台上の蓄電池の載ったパレットをクレーン付トラックのクレーンで地上へ荷下ろししてから、人力で運搬する。(パレットへの玉掛は専用の吊り治具を用い、蓄電池はパレットの耐荷重を確認して、フィルム及びロープで固定し荷崩れを防止する。)<改行>②荷台上作業時は、可搬式作業台(ペガサス等)を荷台脇に設置し、作業足場を広げる。<改行>③トラック荷台の端部、可搬式作業台端部をトラテープで明示する。<改行>④蓄電池の載ったパレットをクレーン付トラックで荷卸ししてから、運搬する作業手順に見直し、作業員に周知する。				株式会社　本間組		東北支店																		株式会社　よろずライフ																																																																												R03-東北-酒田-0101.xlsx		7/12/21 17:07		4/4/23 14:09		2021		6		18		15		10		2021		TRUE		1		29		東北		1		11		2		11.2		5		199		5		2021/6/18　15:10		44365.6319444444

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		13年 09月		土工																		6:死亡				1:労災適用		新潟港（西港地区）第二防波堤嵩上工事		本工事は、新潟港（西港地区）第二防波堤の嵩上げ工及び付工を行うものである。		令和3年6月24日 8時35分 頃		海上				21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				11:海水等				11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。				13:油断、軽視した。																				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。				17:安全標識がなかった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						23.00%		23.00%						防波堤の新設コンクリート上で型枠組立におけるホームタイの締め付け作業を行っていた。ホームタイ締め付けには簡易足場を使用していたが、設置時にゆすっても動かなかったため、ワイヤーでの固定を行わなかった。簡易足場上での作業中、動揺により簡易足場が動き被災者とともに海中へ落下した。8:35頃　事故発生		①簡易足場の固定対策を行っていなかった。<改行>②嵩上コンクリートと調整コンクリートとの段差部に簡易足場の固定金具の一部がひっかかり、鉛直荷重の一部を支えてしまい、水平抵抗力（摩擦力）が低下。<改行>③足場自重と作業員による型枠締め付け作業や港外側へもたれ掛かる等の動きにより、港外側に水平力が作用し、嵩上コンクリート正面と、簡易足場の単管との間に作用していた鉛直荷重による水平抵抗力（摩擦力）を超える足場状態となり港外側に落下した。		①簡易足場を、ワイヤー、レバーブロックで確実に固定することを厳守させる。<改行>②簡易足場が転落する危険性があることを再認識させる。<改行>③簡易足場の転落防止柵位置を調整コンクリートと干渉しないよう打設箇所毎に調節する。<改行>④鋼製型枠組立・組外し並びに簡易足場設置・撤去作業について再教育する。<改行>⑤簡易足場設置状況について主任技術者が日々点検し、監理技術者へ報告する。<改行>⑥簡易足場設置箇所に掲示物や音声ガイドの注意喚起を設置する。				株式会社　本間組																				有限会社　宮澤建設工業				大滝建設　株式会社																																																																								R03-北陸-新潟-0301.xlsx		11/11/21 13:08		4/4/23 14:11		2021		6		24		8		35		2021		TRUE		11		21		北陸		6		13		9		13.8		11		1304		55		2021/6/24　8:35		44371.3576388889

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		00年 07月		土工		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		1:労災適用		新潟港（西港地区）第二防波堤嵩上工事		本工事は、新潟港（西港地区）第二防波堤の嵩上げ工及び付工を行うものである。		令和3年6月24日 8時35分 頃		海上				21:上部工				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				03:作業床				06:激突され				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。				13:油断、軽視した。																				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。				17:安全標識がなかった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						23.00%		23.00%						防波堤の新設コンクリート上で型枠組立におけるホームタイの締め付け作業を行っていた。ホームタイ締め付けには簡易足場を使用していたが、設置時にゆすっても動かなかったため、ワイヤーでの固定を行わなかった。簡易足場上での作業中、動揺により簡易足場が動き被災者とともに海中へ落下した。8:35頃　事故発生		①簡易足場の固定対策を行っていなかった。<改行>②嵩上コンクリートと調整コンクリートとの段差部に簡易足場の固定金具の一部がひっかかり、鉛直荷重の一部を支えてしまい、水平抵抗力（摩擦力）が低下。<改行>③足場自重と作業員による型枠締め付け作業や港外側へもたれ掛かる等の動きにより、港外側に水平力が作用し、嵩上コンクリート正面と、簡易足場の単管との間に作用していた鉛直荷重による水平抵抗力（摩擦力）を超える足場状態となり港外側に落下した。		①簡易足場を、ワイヤー、レバーブロックで確実に固定することを厳守させる。<改行>②簡易足場が転落する危険性があることを再認識させる。<改行>③簡易足場の転落防止柵位置を調整コンクリートと干渉しないよう打設箇所毎に調節する。<改行>④鋼製型枠組立・組外し並びに簡易足場設置・撤去作業について再教育する。<改行>⑤簡易足場設置状況について主任技術者が日々点検し、監理技術者へ報告する。<改行>⑥簡易足場設置箇所に掲示物や音声ガイドの注意喚起を設置する。				株式会社　本間組																				有限会社　宮澤建設工業				株式会社　貴商																																																																								R03-北陸-新潟-0302.xlsx		11/11/21 13:08		4/4/23 14:11		2021		6		24		8		35		2021		TRUE		6		21		北陸		1		0		7		0.6		11		123		55		2021/6/24　8:35		44371.3576388889

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		01年 00月		とび工		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤（北）（改良）消波工事		本工事は、酒田港北港地区防波堤（北）（改良）用の消波ブロックを製作するものである。		令和3年7月1日 13時50分 頃		陸上				18:コンクリートブロック転置				84:その他(　)		ブロック専用吊具の上部ワイヤー取り外し		2:曇り						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ワイヤー		15:起因物と同じ				06:激突され				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。														02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。				11.10%		11.10%		11.10%		11.10%		消波ブロックの転置作業後、クローラクレーンを別作業に使用するため、ブロック専用吊具の上部ワイヤーをクレーンの吊りフックから取り外す作業中に上部ワイヤーのヨリがもどり上部ワイヤーがはじけて被災者の顔にぶつかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:30　消波ブロック転置作業開始。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:50　事故発生。		①転置作業手順書に、専用吊具の上部ワイヤー取り扱い手順の記載が無かったため、自分達で作業方法を決め、作業責任者又は現場代理人に確認せずに作業を行った。<改行>②新規入場者のため作業が不慣れで、危険な作業と理解していなかった。<改行>③ブロック転置の作業手順書は作成･周知していたが、専用吊具の取り扱い内容と手順まで記載していなかった。		①作業手順書に記載の無い事象及び、危険を感じた場合は、作業を一旦中止し、作業責任者又は現場代理人に確認を行い、その指示に従う。<改行>②消波ブロック転置、型枠組立･組外、専用吊具の取付･取外作業は、作業員3名（玉掛者2名、合図者1名）とし、少なくともその内1名は消波ブロック製作作業経験者を従事させる。作業経験者を含む作業従事者に、作業経験者の意見と指示を聞く命令系統を周知する。<改行>③ブロック転置作業手順書に専用吊具取扱い手順書を追加し、現場代理人は追加した作業手順書を全作業員に確実に周知する。				林建設工業株式会社																				T&日本メンテ開発(株)				髙橋建興(株)																																																																								R03-東北-酒田-0201.xlsx		8/2/21 13:33		4/4/23 14:09		2021		7		1		13		50		2021		TRUE		6		18		東北		1		1		0		1.0		26		899		84		2021/7/1　13:50		44378.5763888889

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		46		男		06年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折								1:0～3		3				令和3年度福岡空港滑走路増設地盤改良外工事（第2次）		本工事は、福岡空港滑走路増設地盤改良を行うもので、準備工、構造物撤去工、空港舗装工、空港土工、排水構造物工、地盤改良工、飛行場標識工、仮設工及び調査工を施工するものである。		令和3年7月26日 23時47分 頃		陸上				06:地盤改良				02:作業準備				1:晴れ																09:他に属さない建設機械		ポンプ車						04:飛来・落下物にあたる				1299:工具等取り扱い：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。				04:作業標準を守らなかった。																																		CPG注入を行う前作業として、注入ポンプから注入ホースへの材料の送り出し状況を確認する作業を行っていた。被災者は先端に金属製の注入管が付いた注入ホースを押さえていたが、注入ホースが被災者の予想以上に暴れて顎に接触し被災した。<改行>22:30　作業開始（CPG注入を行う前作業として、注入ポンプから注入ホースへの材料の送り出し状況を確認する作業を行っていた）、23:47　事故発生		①作業手順では、練り混ぜ直後（作業開始直後）はモルタルが堅めでエアー等がホースに入り、ホースが暴れて作業員と接触する可能性があるため、ホース先端に毛布を被せて足で押さえて排出するようになっているが、事故当日は作業手順を守らず、ホース先端を手で押さえ、毛布も被せない状態で排出を行っていた。<改行>②被災者は、注入ホースを手でしっかりと抑えていたが、被災者の想定以上に注入ホース内の圧力が変動し注入ホースが暴れたことで、金属製の注入管先端が顎に接触して負傷した。		①作業手順周知会の開催や、毎月実施される安全教育、日々のＫＹ活動の実施等により作業手順遵守の周知徹底を図る。作業手順書を見直し、注入作業開始時は、材料の送り出し状況の確認を人力で実施する必要がないよう、プラント設備を改良する。<改行>②プラント設備改良後の材料送り出しの目視確認は、ホース接続側の逆側から実施する。<改行>③施工日の注入前に使用するホース内に散水を実施し、ホース内を湿潤にしておく。		五洋・不動テトラ特定建設工事共同企業体																						東興ジオテック（株）				（株）盛川リアルテック				（株）大伸商会																																																																				R03-九州-博多-0101.xlsx		9/6/21 13:22		4/4/23 14:02		2021		7		26		23		47		2021		FALSE		4		6		九州		1		6		0		6.0		9		1299		2		2021/7/26　23:47		44403.9909722222

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		23年 04月		普通作業員		05:腹部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		13:その他(　)				擦過傷		1:0～3		0		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤(北)(改良)外築造工事		本工事は、酒田港北港地区防波堤（北）（改良）の基礎工、上部工、消波工及び北港地区防波堤（北）（第二）の上部工を施工するものである。<改行><改行>		令和3年8月18日 9時28分 頃		海上		防波堤上		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		うねり		16:その他の加害物(　)		コンクリートポンプ車		06:激突され				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																A:危険だと思わなかった																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。						68.70%		68.30%		80.00%		46.00%		防波堤上部コンクリートの打設中に、ミキサー船に搭載していたコンクリートポンプ車の先端ゴムホースが固定されていたことで、うねりによる船舶動揺によりコンクリートポンプ車のブーム接続部分(旋回盤)に負荷が掛かりボルトナットが破断。防波堤に向かいブームが前方斜め左側に倒壊し、先端ゴムホースが型枠下に降りていた被災者の右側頭部、右脇腹、右膝付近に当たり負傷。<改行>7：47頃　コンクリート打設開始。9：28頃　事故発生。		①海象変化の予兆から作業を一旦中断する指示をしようとしていたが、海象の急変により打設中止の判断と指示が遅れた。<改行>②大きなうねりの発生により、ﾐｷｻｰ船が動揺しｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車ﾌﾞｰﾑの先端ｺﾞﾑﾎｰｽの揺れを2方向からの人力介錯だけでは抑えられなくなり、4方向からﾛｰﾌﾟで型枠に固定したことでﾐｷｻｰ船に搭載していたｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車のﾌﾞｰﾑ接続部(旋回盤)に想定外の負荷が働き、ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄが破断し、防波堤に向かいﾌﾞｰﾑが前方斜め左側に倒壊した。<改行>		①波浪予報(3時間予報)で、9時台の次の12時台には波高50cm以上(ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時)の変動が発表されている場合は、当日の作業内容を波高50㎝未満(ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時)の予報時間で作業完了するように打設数量及び早出作業など工程の組み直しを行う。また、時間的に達成できない場合は、施工を中止する。なお、そのような波浪予報での施工時は、従来より中止判断を早める。<改行>②海象の急激な変化が確認された場合は直ちに作業中止する。<改行>③波高50cm以上(ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時)の航跡波やうねりが想定された場合は、現場代理人又は監理技術者の指示により、作業を一旦中断し作業員を退避させる。<改行>④ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車の点検はｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車ｵﾍﾟﾚｰﾀｰが行う。点検内容はｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車とﾌﾞｰﾑ接続部(旋回盤)のﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄの外観点検を行う。必要に応じてﾌﾞｰﾑ接続部(旋回盤)のﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄの打音検査(ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ)を行う。点検結果は、ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車点検記録表に記録する。 他				林建設工業株式会社																																																																																																R03-東北-酒田-0301.xlsx		9/16/21 15:00		4/4/23 14:10		2021		8		18		9		28		2021		TRUE		6		21		東北		1		23		4		23.3		26		899		61		2021/8/18　9:28		44426.3944444444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		久慈		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		13年 00月		潜水士		10:その他(　)						窒息		10:窒息								6:死亡				1:労災適用		久慈港湾口地区防波堤（北堤）築造工事		本工事は、久慈港湾口地区防波堤（北堤）の構造物撤去工、基礎工、本体工、被覆･根固工、上部工、消波工、雑工を施工するものである。		令和3年10月11日 8時43分 頃		海上		防波堤　（港内）		29:その他(　)		後片付け工		23:潜水作業(調査等)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		窒息		1399:その他：その他						13:油断、軽視した。																																						04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		23:資格者のチェックをしていなかった。		99:その他						99.90%		99.90%		50.00%		50.00%		防波堤築造工事において、シンカーブロックの撤去作業中に潜水士の送気ホースが切断する事故が発生したもの。<改行>7:45　朝礼。8:31　起重機船は基地港を出発し現地係留。8:38　潜水開始。<改行>8:42　それまで北西5～8m/sの風が北15m/s以上の風に変わり、起重機船が南西方向に動き始めた。潜水士から水中電話で着底連絡あり、送気確認後、ﾌﾞﾛｯｸ確認を行うﾀｲﾐﾝｸﾞで、「何かに引っかかっている、ﾜｲﾔｰを伸ばしてくれ。」という連絡を最後に潜水士との通信が途絶。<改行>8:43　起重機船の船首付近に送気ﾎｰｽ端部が浮かんできたため、送気ﾎｰｽが切れていることを確認。<改行>8:46　起重機船は、最初の係留位置から南西に約130m進んだところで停止。		①天候の急変の可能性をある程度予見できたが、予報より早く天候が急変することを想定せず作業を行った。<改行>②起重機船アンカー長100mでは、外力（風速）の増加に対して把駐力が確保されなかったことが、事故後の検証で（計算）明らかとなった。<改行>③送気ホース切断後、ヘルメット式潜水士が自力で浮上するための緊急浮上用装置（予備ボンベ）等が装着されていなかった。<改行>④作業計画段階において急な強い風が吹くことに対するリスクを考慮したアンカー長にしているか確認していなかった。		①作業中止基準の風速10m/s以下での作業を徹底し、各種気象情報を収集のうえ、天候が急変する恐れがある場合は、施工を行わない。<改行>②潜水作業中に作業船の移動が生じることがないよう特に対策を徹底するとともに、仮に起重機船に移動が生じても、同様の事故が発生しないよう、作業位置の特性を踏まえ、想定される風況、アンカリングを検討し、起重機船の移動する可能性がある方向で潜水作業を行わないよう、作業手順書及び起重機船と潜水士船のアンカーを含む配置を見直す。<改行>③今回のシンカーブロック撤去はマスク式フーカー潜水方式とし、予備ボンベを携帯して実施する。				東亜建設工業株式会社		東北支店																						有限会社丸中水産土木																																																																								R03-東北-釜石-0101.xlsx		11/2/21 16:12		4/4/23 14:09		2021		10		11		8		43		2021		TRUE		23		29		東北		6		13		0		13.0		25		1399		23		2021/10/11　8:43		44480.3631944444

		近畿地方整備局		舞鶴港湾事務所		舞鶴		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		03年 00月		普通作業員		04:胸部								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		舞鶴港和田地区岸壁(-12m)地盤改良工事		本工事は、舞鶴港和田地区岸壁（-12m）の海上地盤改良工を施工するものである。		令和3年10月13日 12時30分 頃		海上				06:地盤改良				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				02:甲板				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中				1																										A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。								10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								54.00%		64.00%		68.00%		81.00%		揚錨船をガットバージに接舷する作業中、ガットバージにいた作業員(被災者)がもやいロープを取るため揚錨船に移動した際、揚錨船の外舷で足を滑らせて転倒し、揚錨船の外舷で左わき腹を打撲した。<改行>7:45作業開始、12:28接舷作業開始、12:30事故発生		①近道行動を取り、安易に過信して滑りやすい危険な場所（タイヤペンドル、外舷）を利用した。揚錨船船長からの合図を待たずに揚錨船へ乗り移った。<改行>②接舷ロープ取り作業の標準的な作業手順書はあったが、揚錨船接舷等の詳細な作業手順書が整備されていなかった。安全教育訓練で基礎心得に関する教育が不十分であった。<改行>③ガットバージの揚土が進んで吃水が上がり、揚錨船との段差が大きくなっていた。取り外していた昇降梯子を復旧して使用しなかった。外舷の滑り止めが不十分で、雨により滑りやすくなっていた。		①作業員全員に対して、やっては行けない行動や危険感受性等に関する教育並びに作業に関する手順等について教育する。教育時には社内のリスクアセスメント記録や類似災害の事例等も活用する。職長等の職務に関する教育(監視・監督業務)を実施し職務の遂行を促す。<改行>②作業手順を明確に設定し、作業員全員に対して詳細な説明を行い、教育する。不安全行動の厳禁について教育し、指導強化・監視活動の強化に努める。<改行>③作業船の設備（特に昇降設備）については、必ず安全設備を復旧して安全確認を行い使用する。「近道行為厳禁」の注意喚起看板を設置する。滑り止めテープを外舷の必要箇所に貼り付ける。				若築建設(株)																				(株)不動テトラ				鶴美建設(株)				新日本海事工業(株)										口頭注意																																																										R03-近畿-舞鶴-0101.xlsx		10/18/21 17:36		4/4/23 13:58		2021		10		13		12		30		2021		TRUE		2		6		近畿		1		3		0		3.0		8		1104		14		2021/10/13　12:30		44482.5208333333

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		02年 01月		担当技術者		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								13:その他(　)						膝関節血腫		1:0～3		0		1:労災適用		令和3年度　名古屋港飛島ふ頭東岸壁(-15m)桟橋上部工事		本工事は、名古屋港飛島ふ頭東岸壁(-15m)R1バースにおける上部工、付属工、土工、舗装工、電線管布設工及び構造物撤去工を施工するものである。		令和3年10月22日 9時20分 頃		陸上		愛知県海部郡飛島村東浜二丁目地先		21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		PC床板工 間詰ｺﾝｸﾘｰﾄの空気抜き孔（高さ10c		15:起因物と同じ				02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																																																																33.60%		33.50%						 間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ関連資材の片付け作業中、被災者が吊荷から離れようと後退した際、空気抜き孔（高さ10cm突起物）に右かかとをひっかけ転倒した。<改行>5:45安全朝礼、6:00作業開始、9:20事故発生		①被災者は一次下請職員でＰＣ桁搬入の施工管理業務を担当していたが、自らの判断で担当職務外の二次下請(主な原因)    作業であった玉掛けの補助作業を行った。<改行>②被災者が吊り作業にあたり荷のチョイ上げ（地切り）を吊り上げと勘違いし慌てて後退したところ、突起物につまずき転倒した。<改行>③合図者が「被災者が突起物に接近していること」に気が付かなかった。<改行>		①担当職務以外の業務を勝手にしない、させないように安全衛生責任者は業務開始前のミーティングで役割分担を明確にする。 <改行>②作業手順書に具体的な注意事項を追加したうえで、複数人による作業の場合は、お互いを意識して声掛けを行い、注意喚起を促す。<改行>③突起物があることの確認及び資機材置場の明示を行ったうえで、資機材の仮置きを行う。<改行>④突起物（空気抜き孔）をカラーコーン等でわかりやすく明示する。<改行><改行><改行>		東亜・大本・徳倉特定建設工事共同企業体		東亜建設工業(株)				(株)大本組				徳倉建設(株)												昭和コンクリート工業(株)				昭和運輸(株)														措置なし								措置なし																																																		R03-中部-名古屋-0101.xlsx		11/15/21 17:35		6/1/23 15:47		2021		10		22		9		20		2021		TRUE		2		21		中部		1		2		1		2.1		26		1199		4		2021/10/22　9:20		44491.3888888889

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		24年 04月		型わく工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		令和２年度　伏木富山港（富山地区）岸壁（-10m)(2号)(改良)本体工事		伏木富山港(富山地区)岸壁(2号)(改良)の本体工及び付工を施工するものである。		令和3年10月22日 9時40分 頃		海上		FD上		12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				55:型枠組立・解体				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				16:その他の加害物(　)				09:切れ、こすれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等														 																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。								22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								75.50%		68.70%						FD上の標準函４段目の内型枠天端付近に次工程で使用する型枠受台用L型アンカーを固定しようと右手でアンカー端部を押さえ、左手でインパクトレンチで締め付けたところ、アンカーが回転し、アンカー端部で右手人差し指を創傷（切り傷）した。<改行>9:40頃　事故発生		①Ｌ型アンカーが回転することは認識していたが、不注意にフック部を持って作業した。<改行>②下段から立ち上がったスリット型枠が障害となり、通常、利き手で使用するインパクトレンチを利き手と反対の手で操作する体勢になったため、停止操作が遅れた。<改行>③インパクトレンチの回転速度が速かったため手を離せなかった。<改行>④作業手順書において、Ｌ型アンカー固定作業に関する詳細な記載は無かった。<改行>⑤安全教育訓練においてヒューマンエラーの周知が不足。		①安全教育訓練にてヒューマンエラーを理解させ、安全に対する意識高揚を図る。<改行>②Ｌ型アンカーを押さえる際は付け根部分を持つ。<改行>③インパクトレンチは利き手で使用する。利き手での使用が困難な場合、手動工具を使用する。<改行>④インパクトレンチの回転速度を最低速に設定する。<改行>⑤上記②～④を、一次下請の主任技術者がＬ型アンカー取付作業の作業手順書に明記する。<改行>⑥取付作業日の現場ＫＹ活動時に元請、下請双方で内容確認し作業を行う。また、一次下請の主任技術者が設置場所で作業手順書どおり作業しているか確認し、元請職員に報告<改行>⑦店社パトロールを４回／月以上とし、安全管理体制を強化する。				株式会社本間組																				株式会社　得能組				株式会社　坂田工建																																																																								R03-北陸-伏木富山-0101.xlsx		4/4/23 14:12		4/4/23 14:12		2021		10		22		9		40		2021		TRUE		9		12		北陸		1		24		4		24.3		20		1204		55		2021/10/22　9:40		44491.4027777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		04年 01月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								3:9～15		12		1:労災適用		令和2年度　東京国際空港C 滑走路他地盤改良工事（その２）		本工事は、東京国際空港Ｃ滑走路、Ｃ誘導路、Ｋ誘導路及びＡ誘導路において、<改行>地盤改良工、付帯工、仮設工および調査工の施工を行うものである。		令和3年11月17日 1時50分 頃		陸上		誘導路		06:地盤改良				59:モルタル混合・注入				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						09:他に属さない建設機械				07:落下物				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		2		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		16:勘違い判断をした。		21:連絡合図がなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。				D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		2		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。		26:危険有害な場所に入った。																												18:緊急通報体制が未確立・不備であった。										77.50%		74.80%		86.00%		59.00%		オペレーターと作業員（被災者）の2人で、CPG工圧入作業を行っており、次の注入箇所に注入リフトを移動する為にロッド切断作業を行った後、オペレーターは下側のロッドを挟んでいるホルダーを外そうとした。その時被災者は下側のロッドから圧力で逆流してくる材料が多かった為汚れが施工箇所に広がると思い、とっさに手で材料を抑え受けた。<改行>オペレーターは被災者のとっさの動きを確認せず、ホルダーを開くためにレバーを操作したところ、日頃の撤収作業の癖で隣にあるチャックのレバーも一緒に誤操作してしまい、上側のチャックに固定されていたロッドが落下したため、上下のロッドで被災者の左手親指を挟み被災した。<改行>1:00作業開始、1:50事故発生		①通常作業時に対し、改良材のもどり量が非常に多く、ケーシングロッド間に遮蔽物がなく、容易に手が入れられる状態にあったため、被災作業員がケーシングロッドの間に手を入れてしまった。また、オペレーターは本来ロッドがない状態で行うロッド開放作業を勘違いし、誤って行ってしまった。<改行>②オペレーターと被災作業員の声かけが不十分だった。<改行>③作業手順の教育を行っていたが徹底させられなかった。		①作業手順の再教育を実施（教育内容：ロッドの間に手をいれることの禁止機械移動作業時は、下ロッドのみ開放する）<改行>②注入作業で機械を操作する際は周囲への声掛けによる安全確認をするように再教育を実施。<改行>③注意喚起を促すために、ロッドの周囲にメッシュ状のネットを設け、手を入れられない状況にした。<改行>④手元作業員がロッドに触れる作業を行う際は、オペレーターに声掛けを行った後に操作を行うように、操作盤に声掛け前操作禁止明示をした。		東洋・りんかい日産・本間特定建設工事共同企業体		東洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				株式会社本間組												三信建設工業(株)				（株）エムテクノ														措置無し								措置無し								措置無し																																										R03-関東-東京空港-0201.xlsx		5/8/20 11:28		4/4/23 13:56		2021		11		17		1		50		2021		FALSE		8		6		関東		3		4		1		4.1		9		1399		59		2021/11/17　1:50		44517.0763888889

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		72		男		54年 00月		オペレータ		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						挫創		1:0～3		0				令和3年度志布志港土質調査		本業務は、志布志港における地盤の特性を把握するため土質調査を実施するものである。		令和3年11月24日 14時10分 頃		海上				03:土質調査				84:その他(　)		ボーリング掘進作業中		1:晴れ																21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		13:油断、軽視した。																																		スパット台船にてボーリング作業中にケーシングを継いでいたところ、ケーシングが少し斜めになっていたためネジが噛み合わず継ぎ直す作業をしていた。チェーントングを使用しネジを緩める作業を始めたところケーシングが落下し、チェーントングを持っていた手がボーリング機械のベースに挟まれ左手人差し指と中指を負傷した。<改行>8:00　基地港を出発、8:30　スパット台船到着後、掘進作業開始、14:10　事故発生		①ケーシングを継ぐ作業中に、ケーシングが斜めになっていたためネジが噛み合わなかった。<改行>②本来ならば、斜めになったケーシングと接続しているケーシングの上端部までをスパット台船上に引き上げ、接続するケーシング上端部を器具等で固定した上で、斜めになったケーシングをホィッチングスイベル（ワイヤー含む）やロッドで保持し取外す作業を実施しなければならなかったが、作業の手間を省くため固定器具等による落下防止措置を講じなかった。 <改行>③チェーントングを握る位置が、ケーシングに近く、落下した場合に挟まれる位置であった。		①噛み合わせを確実にするためケーシングのネジは持ち込む際に点検を実施し、使用前に台船上で再確認し使用する。<改行>②掘進作業中でもケーシングの引き上げ作業が生じる場合は、取り外すケーシングにロッドを介してワイヤーを取付け、ワイヤー巻き機で位置を保持する。また、接続するケーシング上端部はケーシングバンド等の落下防止器具で固定した後、取り外し作業を実施する。<改行>③チェーントング等の工具の握り位置はベースの外側となるように工具を持つ位置に目印をつける。				日本地研株式会社																				株式会社ノダック																																																																												R03-九州-志布志-0101.xlsx		12/14/21 8:42		4/4/23 13:59		2021		11		24		14		10		2021		TRUE		8		3		九州		1		54		0		54.0		21		1299		84		2021/11/24　14:10		44524.5902777778

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		尼崎西宮芦屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		15年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		尼崎西宮芦屋港尼崎地区岸壁(-10m)改良工事		本工事は、尼崎西宮芦屋港尼崎地区岸壁(-10m)の構造物撤去工、上部工を施工するものである。		令和3年12月2日 9時50分 頃		陸上				21:上部工				17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの				1																										A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										20:不安全に物が置いてあった。										04:理解度の確認が不十分だった。										50.00%		44.00%		70.00%		70.00%		現場資材置場において、山留材を吊上げる作業中、作業員(被災者)が2段積みの山留材を人力にて動かした際、勢い余って左足甲部に落下し骨折した。<改行>8:20作業開始、9:50事故発生		①被災者は、玉掛用具を取付けるため、山留材を少し動かすだけと作業を軽視・油断し、単独で作業を実施していた。<改行>②作業手順書に記載の無い作業を実施しており、作業手順の理解度を確認していなかった。<改行>③資材を2段の3列で隙間なく積み上げられており、吊り出すことを考慮した資材の置き方になっていなかった。		①②再発防止教育を実施し、作業手順の周知、理解度の確認を行う。<改行>③棒積から井桁積みに変更し、資材の間隔をあけて仮置きする。				家島建設株式会社																				株式会社 光明工事				(株)大一技建				岸田産業株式会社										口頭注意																																																										R03-近畿-神戸-0101.xlsx		12/17/21 16:43		4/4/23 13:57		2021		12		2		9		50		2021		TRUE		4		21		近畿		1		15		0		15.0		24		203		17		2021/12/2　9:50		44532.4097222222

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		47		女		23年 05月		運転手（一般）		02:頸部								01:打撲傷								5:31以上		90		1:労災適用		那覇空港滑走路改良工事		本工事は、那覇空港のＡ滑走路を改良するもので、空港土工、舗装撤去工、緑地工、空港舗装工、飛行場標識工および仮設工を施工するものである。		令和3年12月7日 1時50分 頃		陸上				22:舗装				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		3:200～500						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																		13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。								24:照明が不良だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										52.40%		60.20%		45.70%		71.40%		夜間作業において、切削・オーバーレイ工を実施していたところ、アスファルト合材（オーバレイ資材）の保温用シートをめくるため、ダンプトラックの荷台に昇った被災者がダンプトラック昇降用タラップで降りる際に地上へ墜落した。<改行>20：30朝礼　21:00現場入場　21:20切削オーバーレイ工、作業開始。1:50 As合材保温用シートをめくるためダンプ荷台に登った運転手がシートをめくった後、ダンプトラック荷台より昇降用タラップで降車する際に足を踏み外し転落(本人はよく覚えていないと回答)し被災した。		①ダンプトラックの昇降用タラップからの昇降時の墜落を想定していなかった。<改行>②大型ダンプの荷台への昇降に対する作業手順を策定していなかった。<改行>③ダンプ荷台への昇降用タラップ周辺が暗くステップが見えにくかった。		①作業手順書の作成を行いダンプトラック運転手を含めた全作業員に配布及び周知を行う。<改行>②アスファルト温度測定者とダンプトラック運転手双方で不安全行動がないか相互確認を行う。<改行>③タラップ周辺へ照明設備（ミニバルーンライト）を導入する。<改行>④タラップ以外に昇降設備（階段手すり付きの作業台）を導入する。<改行>⑤全作業員を対象に、事故再発防止、安全意識向上のための安全教育を実施する。				東亜道路工業株式会社																				株式会社沖補																																																																												R03-沖総局-那覇-0101.xlsx		12/14/21 19:45		4/4/23 13:55		2021		12		7		1		50		2021		FALSE		1		22		沖縄		5		23		5		23.4		5		199		7		2021/12/7　1:50		44537.0763888889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		07年 00月		普通作業員		03:背部				08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				04:骨折		13:その他(　)				肺挫傷		5:31以上		80		1:労災適用		令和2年度　横浜港新本牧地区護岸（防波）南側築造工事		本工事は、横浜港新本牧地区護岸(防波)南側の工場製作工、地盤改良工、基礎工、本体工（ケーソン式）、仮設工、雑工を施工するものである。		令和3年12月13日 13時40分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		縄ばしご		01:地面				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																																												03:機械・器具に欠陥があった。		15:安全装置が不適・不良だった。		12:梯子・脚立等に欠陥があった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。										55.00%		55.00%		30.00%		30.00%		ＲＣケーソン遊水部（スリット）下の中詰終了後、蓋ブロックの設置作業をしていたところ、作業員が据付後の玉掛け外しのためにＲＣケーソン内へ縄梯子で降りる際、固定枠が外れて梯子ごと８ｍ下へ墜落し、負傷（肋骨・肩甲骨骨折　肺挫傷　右臀部内出血）した。<改行>10:15作業開始、13:40事故発生<改行>※労働基準監督署から令和３年１２月２１日付で、受注者（元請、１次下請、２次下請）に対し是正勧告書・指導票が発出されている。<改行>		①縄梯子固定枠は、昇降口上部において人が体重をかけた際、外れない構造になっていなかった。<改行>②昇降用墜落防止装置が縄梯子固定枠に設置されており、固定枠も一緒に落下したために機能しなかった。<改行>③ＪＶ職員が加工部材での縄梯子固定枠の提案を協力業者から受けた際、不確定な荷重に対する安全性の検証が不十分なまま許可した。<改行>④主要な設備等の配置に関する計画書を作成していなかった。		①仮設等に加工材を使用するなど構造変更がある場合には実物を製作し、安全性を確認してから使用する。<改行>②縄梯子を使用せず、転落防止背枠付き梯子及び安全ブロックでの昇降が可能な構造とする。<改行>③安全ブロックは昇降設備に直接設置せず、単独で機能する箇所へ設置する。<改行>④構造を変更する等がある場合は実物を用いて安全性を確認してから使用する。<改行>⑤安全に昇降できる設備を使用する旨を作業手順書に追記し、周知・実践する。<改行>		若築・りんかい日産・不動テトラ特定建設工事共同企業体		若築建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				株式会社不動テトラ												たにもと建設株式会社				有限会社房総潜建 														文書注意：R4.1.20～R4.2.19（1ヶ月）、減点対象：港湾土木工事								文書注意：R4.1.20～R4.2.19（1ヶ月）、減点対象：港湾土木工事								文書注意：R4.1.20～R4.2.19（1ヶ月）、減点対象：港湾土木工事																																										R03-関東-京浜-0201.xlsx		1/6/22 19:48		4/4/23 13:55		2021		12		13		13		40		2021		TRUE		1		19		関東		5		7		0		7.0		26		105		51		2021/12/13　13:40		44543.5694444444

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		60		男		16年 00月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		30				令和3年度福岡空港滑走路増設地盤改良外工事		本工事は、福岡空港滑走路増設事業の地盤改良を行うもので、準備工、構造物撤去工、地盤改良工、空港土工、仮設工、探査工及び調査工を施工するものである。<改行>		令和3年12月16日 3時30分 頃		陸上				06:地盤改良				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ																				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械																																												04:安全度が不足だった。																												モルタル注入作業完了後、牽引型の圧送ポンプを牽引するため、その方向を変える作業を行っていた。牽引型圧送ポンプの歯止めを外した際、牽引型圧送ポンプが前方に移動したため、移動を止めようとし、牽引型圧送ポンプと停車していたプラント車（トレーラー）の間に右手小指を挟まれて被災した。<改行>23:00　作業開始、3:30　事故発生		①台座により止まっていた牽引型圧送ポンプが地盤の傾斜により動く可能性があったが、歯止めを完全に外してしまった。<改行>②プラント車（トレーラー）を移動していない状態で牽引型圧送ポンプの方向を変える作業を行ってしまった。<改行>③注入完了後の牽引型圧送ポンプ移動に関する作業手順が簡略的で明確化されていなかった。		①地盤改良前後の機材配置時は周囲をよく確認し、地盤の傾斜状況を把握する。<改行>②プラント車（トレーラー）を移動することによって、牽引型圧送ポンプが動いたとしても挟まれないようにする。<改行>③ジャッキアップする前（台座に荷重がかかり、牽引型圧送ポンプに逸走防止が図られている状態）に歯止めをずらして再設置し、牽引型圧送ポンプの逸走を防止する。<改行>④注入完了後の牽引型圧送ポンプ移動について、作業手順書の明確化を行った上で詳細を周知する。																																																																																																				R03-九州-博多-0201.xlsx		12/21/21 13:05		4/4/23 14:02		2021		12		16		3		30		2021		FALSE		8		6		九州		4		16		0		16.0		ERROR:#VALUE!		808		7		2021/12/16　3:30		44546.1458333333

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		20		男		00年 08月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		01:打撲傷						1:0～3		0				令和3年度鹿児島港（鴨池中央港区）臨港道路橋梁下部工(P5、P7)工事		鹿児島港（鴨池中央港区）臨港道路橋梁下部工(P5、P7)工事の、共通工潜水探査工、仮設工、基礎工、躯体工及び雑工を施工するものである。		令和4年1月21日 8時40分 頃		海上				09:杭及び矢板				08:材料、資材等の運搬(海上)				1:晴れ																24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				34:その他の不安全行為があった。																																						橋脚の鋼管矢板継ぎ杭作業中に作業員（被災者）が導枠に仮置きしていた連結継手部材（鋼材）を移動させた際に部材と導枠の突起部（導枠に足場を固定する金具）で左手小指を挟んだ。事故時は革手袋を着用していたが、挟んだ衝撃で出血した（1cm程度の切り傷）ため病院を受診することとした。出血はまもなく止まったが指を挟んだためレントゲンを撮影したところ、骨折が判明した。<改行>8:00　作業開始、8:40　事故発生		①試験杭（1本）の場所で継ぎ溶接をするため杭周囲に足場板を敷いていたが、導枠内に置いていた連結継手部材（鋼材）が干渉していたため、急遽連結継手部材を横移動させた。<改行>②移動方向にあたる連結継手部材の両端部をつかんで移動させてしまった。<改行>③導枠内の突起物に目がいかなかった。		①作業の段取りで、事前に資機材を配置するが、その後の本作業の流れで足場や通路の妨げとならないところに配置する。<改行>②資機材を移動する際は、手が挟まれる危険性のない部分（連結継手部材の場合はスリット部）を持って行う。<改行>③導枠に取り付けた鋼製足場の突起物やその他周辺の突起物に視認のしやすさと人体への保護対策として緩衝材を施す。				五洋建設(株)																				(株)森長組																																																																												R03-九州-鹿児島-0101.xlsx		2/24/22 10:48		4/4/23 14:01		2022		1		21		8		40		2021		TRUE		8		9		九州		1		0		8		0.7		24		1399		8		2022/1/21　8:40		44582.3611111111

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		30年 00月		型わく工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		平良港(下崎地区)係留施設築造工事		本工事は、平良港（下崎地区）の係留施設の共通工、潜水探査工、浚渫工、付属工、本体工（鋼杭式）及び上部工を行うものである。		令和4年1月21日 14時40分 頃		海上				21:上部工				17:足場の組立・解体等				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。										04:安全度が不足だった。																				70.60%		65.10%		13.80%		6.20%		新設桟橋部の上部工型枠支保工組立作業中、被災者は支保工材を設置し調整作業を行っていた。その際、支保工の高さを調整するため、吊り鋼棒のナットを回そうとクレーン付き台船にて一時的に支保工のつり上げを行い、ナットを回していた。クレーン付台船での吊り上げ高さが低く、波の動揺により吊り鋼棒に荷が掛かり、H鋼と吊り鋼棒座金の間に右手小指が挟まれた。<改行>8:00安全朝礼・KYK活動　8:15作業開始　12:00昼休み　13:00作業開始　14:40H鋼と吊り鋼棒座金の間に右手小指を挟まれ被災した。		①ナットを回す際、手を置いた場所がH鋼と座金の間で挟まれる場所であった。<改行>②作業員がクレーン付台船のうねりによる吊荷の動揺を予測できなかった。<改行>③調整する際のクレーンの吊り荷が完全に掛かっていなかった。<改行>④潮位により作業足場が水没するので、時間の制約があり焦りがあった。		①座金をマーキングし、挟まれ箇所の視覚的な注意喚起を行う。<改行>②クレーンの動揺を確認し、不用意に手を入れないよう指差し呼称「手元よいか!!」を徹底する。<改行>③合図者は、作業員の手元の位置を確認し、吊荷にテンションが掛かっていることを確認する。<改行>④明確にしたタイムスケジュールを作業員に周知することで、作業中の焦りをなくす。		東亜建設工業㈱・協栄海事土木㈱特定建設工事共同企業体		東亜建設工業㈱				協栄海事土木㈱																(有)平山建設工業				合同会社大産														特になし（休業0日）（再発防止対策の内容が適切であることを確認し翌日より作業再開とした）								特になし（休業0日）（再発防止対策の内容が適切であることを確認し翌日より作業再開とした）																																																		R02-沖総局-平良-0101.xlsx		1/24/22 18:14		4/4/23 13:43		2022		1		21		14		40		2021		TRUE		8		21		沖縄		1		30		0		30.0		24		201		17		2022/1/21　14:40		44582.6111111111

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		07年 10月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		13:その他(　)		02:創傷				1:0～3		0		1:労災適用		高松港朝日地区岸壁（-7.5ｍ）船尾部築造工事（その2）		本工事は、高松港朝日地区岸壁(-7.5m)の本体工、裏込・裏埋工、上部工、付属工、舗装工、仮設工、雑工を施工し安全管理を実施するものである。		令和4年2月7日 14時18分 頃		海上				29:その他(　)		本体工		02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)				17:加害物なし				02:転倒				1399:その他：その他																																		15:気持ちがあせっていた。										17:安全標識がなかった。																				18.00%		18.00%		21.00%		21.00%		被災者は、当日（2月7日）から新規に現場に入場するものであり、新規入場時教育を受け、その後作業に従事していた。<改行>午後、鋼管杭にマーキングを行うため、鋼管杭の間の通路を移動中、鋼管杭を載せているりん木に躓き転倒した。<改行>その時に左手にスプレー缶を持っていたので、とっさに右手を甲板上に突き、右手薬指を負傷した。                                                                   7:00より朝礼    8:00新規入場者教育後作業開始　　14：18頃事故発生　　                                                              		①被災者は朝礼において、「船内移動が多くなるため、足を躓き転倒・海中転落がないよう足元確認をおこなうこと」と指示を受けており、リン木)を危険だと認識していたにも関わらず、会社の先輩が自分の先を進んでいたことから追いつこうと、急いでいた為、一時的に前方に意識がいってしまい、結果、足下のリン木に躓いて転倒した。その時に左手にスプレー缶を持っていたので、とっさに右手を甲板上に突いた際に右手薬指を負傷した。		①常日頃から設定している安全目標・重点施策等について、現地条件に合うよう落とし込み、更なる理解・行動することについて教育を徹底する。<改行>・現場では、慌てずゆっくり歩行することを再指導、教育を行う。・リン木設置個所について指差し呼称をさせて意識付けを行う。・指差し呼称の内容を掲示し、一人KY活動を実施させ、意識の高揚を図る。・KY活動はマンネリ化しないよう工夫（リーダーの変更、作業員が気づいた箇所の論議等）することを再度徹底する。・センサー探知（自動呼びかけ）装置を設置し、突起物のある危険個所の注意喚起を促す。・リン木設置箇所の出入口にはカラーコーンによる注意喚起（目印）を設置する。・リン木にスロープ（滑り止め付きゴム板含む）を設置し、段差をなくす。・スロープ等は作業開始前に点検を行い、グリス等油脂類の付着がある場合は、丹念に拭き取りを行う。・リン木にトラテープを貼り目立つようにする。・リン木のみの区域は立ち入り禁止区域として設定する。・台船上にある通路付近の固縛用ピースについては、ミニコーン等を被せて養生する。				東洋建設（株）四国支店																				タチバナ工業																																																				海上保安部		reserved-44599x1F		2/7 現地確認より事件性はないと思われる。これ以上の現地確認事項はなし。		労働基準監督署		reserved-44600x1F		2/8 東洋建設からの報告をもって不休災害とみなす。														R04-四国-高松-0101.xlsx		2/22/22 16:23		4/4/23 14:15		2022		2		7		14		18		2021		TRUE		2		29		四国		1		7		10		7.8		26		1399		2		2022/2/7　14:18		44599.5958333333

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		02年 00月		担当技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0				令和2年度福岡空港滑走路外地盤改良工事		本工事は、福岡空港の滑走路部及び誘導路部地盤改良を行うもので、準備工、仮設工、空港土工、地盤改良工及び緑地工を施工するものである。		令和4年2月16日 5時0分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)		退場準備作業		2:曇り																								08:はさまれ、巻き込まれ				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった				22:連絡合図が不明瞭だった。										A:危険だと思わなかった				22:連絡合図が不明瞭だった。																																																				薬液注入作業終了に伴い、木製足場板（以後、足場板）上に駐車していた４ｔトラック(以後、積載車)の前進移動を被災者（＝合図者）が指示し、積載車の運転手がサイドブレーキを解除したところ、積載車は誘導路勾配により後退し、一時的に足場板上からタイヤが外れた。被災者は、このタイミングで足場板の撤去作業ができると思い足場板を掴んだが、積載車は前進。足場板下部に被災者の手が残った状態で積載車が足場板上を通過、被災した。<改行>4:40　薬液注入作業終了、4:45　積載車退場作業開始、5:00　事故発生		①当該作業の作業手順が作成されていないことに加え、事前打合せが不十分で、前進して撤去するか、後退して撤去するのか意思疎通ができていなかった。<改行>②移積載車が後退したことで、足場板を撤去できると思い込み、不安全な状況で木製足場板の撤去を行った。<改行>③作業経験が浅く、当該作業における危険を認識できていなかった。<改行>④退場間際のため、焦りが生じた。<改行>		・以下の①～③の再発防止対策実施を徹底するとともに、積載車設置、撤去に関する作業手順書を作成する。<改行>①積載車設置・撤去前に作業関係者間で事前打合せを実施する。積載車毎に、設置・撤去時に、前進するか後退するか進行方向を決める。<改行>②木製足場板の設置・撤去時、車体と木製足場板の離隔を1m以上確保する。<改行>③グーパー合図による双方目視確認を実施し、木製足場板設置・撤去を行う。																																																																																																				R03-九州-博多-0301.xlsx		2/24/22 14:09		4/4/23 14:02		2022		2		16		5		0		2021		FALSE		8		6		九州		1		2		0		2.0		ERROR:#VALUE!		702		84		2022/2/16　5:0		44608.2083333333

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		23年 11月		現場代理人		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷		13:その他(　)				歯の脱臼		1:0～3		0		1:労災適用		神戸港六甲アイランド地区岸壁耐震改良工事		本工事は、神戸港六甲アイランド地区岸壁（-16ｍ）等の構造物撤去工、土工、陸上地盤改良工、付属工、舗装工、仮設工、雑工を施工するものである。 		令和4年3月27日 16時50分 頃		陸上				22:舗装				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		16:乗物				10:用具等				06:激突され				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		21:連絡合図がなかった。						D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		24:相手の行動を確認しなかった。																						20:不安全に物が置いてあった。		22:作業場が狭かった。								07:作業の安全指示が不適切だった。										100.00%		99.00%		80.00%		80.00%		土砂運搬中のダンプトラックがミニバックホウをトラックに積み込む際に使用するアルミブリッジに接触、跳ね上げた際、被災者(現場代理人)の顎にあたり負傷した。<改行>8:10KYミーティング、16:50事故発生		①施工管理を担う現場代理人自らが作業を行った。<改行>②ダンプトラック(4t)がアルミブリッジに接触する恐れがあると認識しながら、うかつに不安全箇所に近づいた。<改行>③ダンプトラックへの誘導・合図が徹底されなかった。<改行>④不適切な箇所（ダンプトラック走行路近傍）にアルミブリッジを仮置きした。仮置き場所の指示・指導が出来ていなかった。		①不安全箇所等を確認した場合は、作業を止めて(作業中止指示)、安全を確保してから再開を徹底する。<改行>②危険箇所には近づかない。危険箇所に近づく場合は、危険を排除してから近づくことを徹底する。<改行>③ダンプトラック、重機等の移動には、専属の誘導員を配置し、誘導・合図の徹底を図る。<改行>④資材置き場はカラーコーン等で明示する。軽微な作業においても施工手順書で詳細を確認する。		五洋・あおみ建設共同企業体		五洋建設株式会社				あおみ建設株式会社																																		口頭注意																																																										R03-近畿-神戸-0201.xlsx		3/31/22 17:24		4/4/23 13:58		2022		3		27		16		50		2021		TRUE		6		22		近畿		1		23		11		23.9		16		1399		7		2022/3/27　16:50		44647.7013888889

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		小松飛行場		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		40		男		09年 00月		削孔工		05:腹部								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		小松空港エプロン新設外１件工事		土工事　１式・切削オーバーレイ、アスファルト舗装工　11、115m2・PPC版舗装工　2、346m2・NC版舗装工　2、721m2		令和4年5月24日 3時0分 頃		陸上		空港場外（作業ヤード）		25:土工				84:その他(　)		削孔		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		1:0～50						24:材料等				15:起因物と同じ				02:転倒				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										23:作業場の整理が悪かった。		24:照明が不良だった。								99:その他								現場詰所周辺での危険性の認識が不足していた		46.00%		45.00%		55.00%		49.00%		事務所ヤードにて、残材を処分するため作業員２名が乗車したトラックを後方へ誘導中に発生した。<改行>被災者は、トラック助手席から降りて、トラック後方に誘導するために移動する際、仮置きされていた型枠材に躓き転倒。転倒した際、近くに仮置きしていたセンサーポールで腹部を強打した。<改行>2:40　作業終了　機械片付け。2:50　制限区域外へ移動。3:00 事故災害発生		①現場詰所周辺は、空港場内の施工場所と異なり危険性がないものと油断・軽視した。<改行>②作業する箇所に照明がなく、暗い状況で作業をした。<改行>③廃棄物コンテナに行く通路上に、支障となる資材が仮置かれ、歩行路と仮置きスペースを区分けする、資材等の安全設備（バリケード等）が設置されていなかった。<改行>④現場事務所周辺での危険性の認識が不足していた		①作業ヤードに照明を配置。常時配置：固定式バルーンライト1台、ハロゲンライト2台。予備配備：移動式バルーンライト1台。<改行>②作業通路と資材ヤードのレイアウトを変更し、安全施設、通路帯を設ける（カラーコーン、コーンバーで明示）。<改行>③新規や久しぶりの入場時は現場状況を確認させ、KY活動以外の行動も1人KY実施にて災害防止させる。<改行>④元請から作業終了後の手順も作業指示書・安全ミーティング等で関係者全員に周知するとともに作業前に注意喚起する。<改行>⑤事故の危険性は施工場所以外でも潜んでいることを周知し、今後の安全教育訓練においても、継続し同様の周知を行う。<改行>⑥管理体制強化として店社パトロールを月1回から月2回以上行う				日本道路(株)		北信越支店																		(株)ピーエス三菱				東京舗装工業(株)				(株)石倉工業																																																																				R04-北陸-金沢-0101.xlsx		6/27/22 11:25		4/4/23 14:17		2022		5		24		3		0		2022		FALSE		2		25		北陸		1		9		0		9.0		24		1101		84		2022/5/24　3:0		44705.125

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		40年 00月		潜水士		10:その他(　)						めまい		13:その他(　)						減圧症		4:16～30		22		1:労災適用		小名浜港東港地区防波堤（第二沖）築造工事（その２）		本工事は、小名浜港東港地区防波堤（第二沖）の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、構造物撤去工、付属工、雑<改行>工を施工するものである。<改行>		令和4年6月12日 7時30分 頃		陸上				08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		潜水作業		15:起因物と同じ				23:その他(　)		潜水作業		1307:その他：潜水病、減圧症																																		99:その他								自身の日々の健康管理												99:その他								作業員の日々の健康管理		14.00%		14.20%		42.00%		12.00%		防波堤築造工事において潜水作業を行った潜水士が、作業日の翌日に減圧症を発症したもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月11日(土) 7:46～9:01 1回目潜水作業、12:31～13:41 2回目潜水作業、14:30 当日作業終了。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月12日(日) 7:30 起床後、めまいを覚える。　　		①当該水深14.5m における１回当たりの潜水時間、及び作業終了後の減圧浮上手順について、定められた方法、所要時間は厳守されており、また、作業前の体調についても良好であることを確認し、潜水器具の異常も見られなかった状況で起こった特定の要因が見当たらない事故。		①作業員の日々の健康管理の徹底。																																																																																																				R04-東北-小名浜-0101.xlsx		6/27/22 9:55		4/4/23 14:16		2022		6		12		7		30		2022		TRUE		23		8		東北		4		40		0		40.0		26		1307		42		2022/6/12　7:30		44724.3125

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		室蘭		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		06年 00月		大工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		室蘭港祝津地区-11m岸壁Ｅ部改良その他工事		岸壁の改良（構造物撤去工、海上地盤改良工、基礎工、本体工、上部工、付属工、舗装工）を施工するものである。		令和4年6月14日 9時58分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		84:その他(　)		大型土のう撤去		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。				04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								97.90%		98.20%		33.30%		33.30%		岸壁上部コンクリート背後にある大型土のうを撤去し、横倒しの状態でいったん仮置きし、土のう底部の吊ベルトで土のう袋を逆さに吊り上げ中の土砂を取り出す作業を行っていた。土のうを仮置きした段階で、玉掛作業者は吊ベルトの幅が広く、フックに掛けにくい（ラッチが閉じない）ものを確認したが、現場の工夫（少し押し込むことでラッチが閉じたもの、テンションを掛けてベルトが絞られるまで手で押さえることでラッチが閉じたもの）により作業が可能と判断し、職長に報告せず作業を継続した。このように作業を行い、２８袋目の土のう袋の土砂取り出し作業で、玉掛作業者は土のうの吊ベルトとフックに掛けた際、ラッチが閉じなかったため、右手でフックを押さえて作業を行ったが、右手親指がフックと吊りベルトに挟まれたままテンションが掛かったため、玉掛作業者の右手親指が損傷した。<改行>9:58　事故発生。		①作業手順が作業員に徹底されていなかった。現場代理人、職長は、玉掛用具の確認を行わなかった（吊ベルトは土のうの底部にあるため横倒しにするまで目視できなかった）。<改行>②玉掛作業者は、玉掛用具の点検は行っていたが、吊ベルトの幅とフックの適合性についての認識が甘かった。また、吊ベルトの幅に対してフックが小さい（ラッチが閉じない）ことを確認した段階で職長に報告しなかった。<改行>③作業者（玉掛者、合図者、運転者）が作業手順どおり作業を行わなかった。		①現場代理人、職長は作業手順を遵守するよう作業員へ周知徹底するほか、玉掛用具の確認を行う。<改行>②玉掛作業者は、吊ベルトの幅とフックが適合しない場合は、作業を中止して職長等へ報告を行い、適合するものに交換する。<改行>③現場代理人が、作業者（玉掛者、合図者、運転者）にクレーン安全規則に則り再教育を行う。		あおみ・道南綜合・濱谷ＪＶ		あおみ建設(株)		北海道支店		道南綜合土建(株)				濱谷建設(株)												(株)フジテク工業																																																																												R04-北開局-室蘭-0101.xlsx		8/26/22 9:06		4/4/23 14:16		2022		6		14		9		58		2022		TRUE		8		29		北海		1		6		0		6.0		14		804		84		2022/6/14　9:58		44726.4152777778

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		03年 00月		潜水士		10:その他(　)						嘔吐		13:その他(　)						減圧症の疑い		1:0～3		2		1:労災適用		酒田港北港地区防波堤(北)(第二)築造工事		本工事は、酒田港北港地区防波堤(北)(第二)の構造物撤去工、基礎工、本体工(ケーソン式)、被覆・根固工及び上部工を施工するものである。<改行>		令和4年7月8日 14時10分 頃		海上				07:先掘防止マット				46:マット等の敷設				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		潜水作業		15:起因物と同じ				23:その他(　)		潜水作業		1307:その他：潜水病、減圧症																																																																								防波堤築造工事において、帆布敷設作業後に潜水士が減圧症となった。<改行>7:45　ラジオ体操、朝礼・KY実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:10～13:30の潜水作業後30分ほど休憩。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:00　昼食中に気分が悪くなり嘔吐。		①当該水深21m における１回当たりの潜水時間、及び作業終了後の減圧浮上手順について、定められた方法、所要時間は厳守されており、また、作業前の体調についても良好であることを確認し、潜水器具の異常も見られなかった状況で起こった特定の要因が見当たらない事故。		①改定した健康状態問診表に基づき、潜水士の日々の健康管理の確認を徹底させ、潜水士の当日の体調が悪い場合には、潜水作業を中止する。				株式会社　本間組		東北支店																														措置無し																																																																R04-東北-酒田-0201.xlsx		8/3/22 9:34		4/4/23 14:16		2022		7		8		14		10		2022		TRUE		23		7		東北		1		3		0		3.0		26		1307		46		2022/7/8　14:10		44750.5902777778

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		29年 01月		高級船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷						左示指切創		1:0～3		0		1:労災適用		令和４年度　名古屋港金城ふ頭航路泊地（-12m）浚渫工事		本工事は、名古屋港金城ふ頭航路泊地（-12m）の浚渫工、土捨工、雑工および水路測量を施工する工事である。		令和4年8月16日 9時20分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備		ロープ（φ10mm）切断作業		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1299:工具等取り扱い：その他																																																																74.80%		74.00%						浚渫船の甲板上において、2人1組でロープの切断作業中に、二次下請の作業員Bがロープカッターを右手に持ったまま、切断するロープの長さ調整を行ったところ、ロープを押さえていた作業員A（被災者）の左手にロープカッターの刃先部分を接触させ、左手人差し指を切創した。<改行>8:00安全朝礼、8:10作業開始、9:20事故発生		①非定常作業であったにも関わらず、作業フローに基づき、作業の一時中止、元請職員への相談を行うこと無く、点検作業の一環であるとの判断から補修作業を開始した。<改行>②被災者（浚渫船船団長）と作業員の2人でロープ切断作業を行っていたが、お互いの合図、確認が不足していた。<改行>③作業員がロープカッターを手に持ったまま、ロープの長さ調整を行った。		①非定常作業が発生した場合は、施工計画書にある非定常作業フローを確実に実施したうえで作業を行う。<改行>②複数人で行う作業では、意識してお互いで声掛けし注意喚起を促しながら作業を行う。<改行>③切断を行う以外の行為の際は刃物を持たない。また、刃物を使う作業を行う際は耐切創性手袋を使用する。				あおみ建設(株)																				高砂建設(株)				(株)小島組																																																																								R04-中部-名古屋-0101.xlsx		9/1/22 17:53		4/4/23 14:15		2022		8		16		9		20		2022		TRUE		9		5		中部		1		29		1		29.1		21		1299		3		2022/8/16　9:20		44789.3888888889

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		男		02年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0				令和3年度福岡空港滑走路増設地盤改良外工事（第5次）		本工事は、福岡空港滑走路増設地盤改良を行うもので、準備工、構造物撤去工、地盤改良工、空港土工、仮設工及び調査工を施工するものである。		令和4年9月3日 0時5分 頃		陸上				06:地盤改良				02:作業準備				2:曇り																26:その他の起因物(　)		ボーリングマシン		09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。																								D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。				22:連絡合図が不明瞭だった。																06:施工計画・作業標準が不備だった。																		地盤改良削孔作業で、削孔用ケーシングロッド接続時、右手中指・薬指が擦れてしまい、第2 関節を切傷した。<改行>22:30　作業開始、0:05　事故発生		①手元作業員はケーシングロッドが締め込み完了後、手を離す前にOP に声かけによる合図を送ってしまった。OP は手元作業員(被災者)が手を離したことを確認せずに、操作盤を操作し、ケーシングロッドを回転させてしまった。<改行>②手元作業員はゴム手袋を二重に着用していたが、ゴム製であるが故に滑りにくく、ケーシングロッドの回転による力を、手の皮膚に強い摩擦力として伝達したことから切創に至った。<改行>③作業手順書には「OP と手元の合図確認をする」との記載はあったが、「目視確認」等具体的な記載がなかった。		①ケーシングロッド接続時、ボーリングマシンオペレーターは、声掛けによる合図後、手元作業員がケーシングロッドから手を離したことを目視にて確認してから、機械を作動させる。<改行>②手元作業員の使用する手袋は、万が一のヒューマンエラーに備え、ゴム手袋のみを二重に着用することを禁止し、ゴム手袋（外側）＋布製の手袋（内側）着用を徹底する。<改行>③作業手順書全般の内容について点検を行い、必要に応じて見直すとともに周知・教育を徹底し、作業時に徹底できているかを作業段階毎に現場を点検し、その結果をもとに見直した手順書に問題が無いかレビューを行う。																																																																																																				R04-九州-博多-0101.xlsx		10/11/22 16:42		4/4/23 14:15		2022		9		3		0		5		2022		FALSE		8		6		九州		1		2		0		2.0		26		1399		2		2022/9/3　0:5		44807.0034722222

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		01年 05月		普通船員		10:その他(　)						窒息		10:窒息								6:死亡		0		1:労災適用		秋田港外港地区防波堤（南）（改良）築造工事		本工事は、秋田港外港地区防波堤（南）（改良）築造工事の基礎工、被覆・根固工上部工、消波工を施工するものである。<改行>		令和4年9月5日 8時13分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付		被覆ブロックの据付		08:材料、資材等の運搬(海上)		被覆ブロックの運搬		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				11:海水等				11:おぼれ				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																		2		04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		17:危険を知らずにやった。								2		04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		17:危険を知らずにやった。						03:機械・器具に欠陥があった。		99:その他						風波に脆弱な小型船外機船（軽量FRP船）を起重機船に横付け係留したまま航行した。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。				87.70%		68.30%		100.00%		36.00%		防波堤築造工事の現場への移動中に、小型船外機船に乗っていた作業員が海に投げ出され、一時行方不明となった後、遺体で発見された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8:00頃　起重機船団係留場所から施工場所へ移動開始。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8:13　小型船外機船が転覆。		①風波に脆弱な小型船外機船（軽量FRP船）を起重機船に横付け係留したまま航行したこと。<改行>②航路内において航行中に横付け係留（曳航）物を解放したこと。<改行>③当日の予定に無い作業（小型船外機船に切り離し）において、作業の責任者を定め相互の連絡合図が行われず、作業員による独自の判断がされたこと。<改行>④横付け係留（曳航）にあたって、係留船舶に対する見張りを立てなかったこと。<改行>⑤被災者が落水した際、ライフジャケット（膨張式）が機能していなかったこと。<改行>⑥落水した被災者が作業船団から離されてしまい救助に時間を要したこと。		①小型船外機船（軽量FRP船）は出航前に起重機船から離船し独立航行とし、航行中の船舶への接舷は行わないこと。<改行>②施工計画及び作業手順書・計画書の見直しを行い、作業内容の共有・周知徹底を行うこと。<改行>③想定外の危険においては責任者の判断を仰ぐことを安全教育により徹底すること。<改行>④航行中の船舶の離船（解放）など法令規定による遵守するべき事項の徹底を安全教育等の場において行うこと。<改行>⑤海上において常に危険な状況にあること（認識）を安全教育、日常点検の中で再確認すること。<改行>⑥作業における指揮命令系統を徹底すると共に、作業中止基準を厳格適用すること。<改行>⑦小型鉄船を横付け船とする際は見張り役を置くこと。<改行>⑧救命胴衣の使用期限や破損の有無等を確認すること。				株式会社　沢木組																																																																																																R04-東北-秋田-0101.xlsx		9/9/22 15:17		4/4/23 14:16		2022		9		5		8		13		2022		TRUE		11		19		東北		6		1		5		1.4		8		1304		8		2022/9/5　8:13		44809.3423611111

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		41		男		07年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		令和2年度川崎港臨港道路東扇島水江町線東扇島アプローチ部橋梁下部工事		本工事は、川崎港臨港道路東扇島水江町線整備における東扇島アプローチ部橋梁下部のRC橋脚工、橋台工、擁壁工、排水構造物工、構造物撤去工、舗装工、仮設工、地盤改良工及び調査工を施工するものである.		令和4年9月7日 13時30分 頃		陸上				29:その他(　)		資材運搬		07:材料、資材等の運搬(陸上)				3:雨						2:弱風（2～4）		4:20～30		4:500～1、000						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。																														99.80%		99.00%		81.60%		74.30%		資材の置き場所を変更する場内整備において、塩ビ管(φ250、L=4.0m、39 ㎏/本)5 本を移動する時、2 人1 組となって人力で1 本ずつ移動する作業指示であったが、2 本を人力で移動した後、急に雨が降り出したことから効率よく移動しようと残りの3 本を束ねて、バックホウ(0.2m3、クレーン仕様)を使用して運搬する方法に、下請作業員の判断で変更した。<改行>バックホウ(0.2m3クレーン機能付き）にて資材を吊って運搬しようとした際に、吊っていた資材が揺れはじめたため、作業員【被災者】が揺れを止めようと、動き出していたバックホウの走行動線前に入り、バックホウのキャタピラに右足のつま先が踏まれ負傷した。<改行>8:15作業開始、13:30事故発生		①作業途中で、元請に報告せず、作業員の判断だけで事前に確認していた作業手順の変更を行った。<改行>②移動している重機に不用意に近づいた。		①元請けとの打合せなしでの作業方法・内容の変更の禁止を再度教育する。<改行>※作業に当たっては、元請けは作業方法変更の可否・不足等を検討し、問題ないと判断した場合は指示内容修正【手順書に追加】し、作業員に周知する。<改行>②重機を使用しての作業においては、「グーパー運動徹底」、「エンジン停止後の立入り」を重機に明示し、作業者にルールを再徹底させる。				東洋建設（株）		横浜支店																														措置無し																																																																R04-関東-京浜-0101.xlsx		9/21/22 16:48		4/4/23 14:12		2022		9		7		13		30		2022		TRUE		8		29		関東		1		7		0		7.0		4		804		7		2022/9/7　13:30		44811.5625

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		25		男		00年 07月		普通作業員		02:頸部								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		令和3年度　東京国際空港A滑走路北側取付誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空港L１５誘導路、A 誘導路、C 滑走路、C3 誘導路及びC2誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工及び調査工の施工を行うものである。		令和4年9月11日 4時54分 頃		陸上		場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				16:その他の加害物(　)		場周道路基礎		18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				19:よそ見をしていた。																																																										51.00%		51.30%						現場作業終了後、現場から場外へ退場するために、場周道路を車両で移動中、運転手がID 識別票を携帯しておらず車内を確認するため、わき見運転をしたことにより、場周柵基礎（パラペット）に衝突し、車内に乗っていた6名全員が負傷した。<改行>4:45事故発生		①ID 識別票の管理が不適切であり、携帯していなかった。<改行>②運転中にも拘わらず、身分書（ID)を探したため、脇見運転をおこなった。<改行>③空港における制限区域内の運転に不慣れであった。<改行>		①ID 識別票を首から下げて常に携帯しておくことを再周知、教育する。<改行>②脇見運転防止のため、車両の運転中は、安全な場所に車を停車させてから、車中で物を探す事を決まりとし、運転者を含め全作業員に教育する。また、忘れ物がないか乗載備品管理簿を用いて確認させる。<改行>③新規入場者、初心運転者に対して、元請職員が認めた経験がある作業員を助手席に同乗させ、危険箇所等を誘導（ナビゲート）する。また、１週間後に制限区域内の運転に問題ないかの確認を行う。		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東京土木支店		大成建設株式会社		東京支店土木部		みらい建設工業株式会社		東京支店																						措置無し								措置無し								措置無し																																																R04-関東-東京空港-0401.xlsx		10/13/22 14:47		4/4/23 14:13		2022		9		11		4		54		2022		FALSE		18		6		関東		1		0		7		0.6		16		704		1		2022/9/11　4:54		44815.2041666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		52		男		32年 05月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		1		1:労災適用		令和3年度　東京国際空港A滑走路北側取付誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空港L１５誘導路、A 誘導路、C 滑走路、C3 誘導路及びC2誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工及び調査工の施工を行うものである。		令和4年9月11日 4時54分 頃		陸上		場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				16:その他の加害物(　)		場周道路基礎		18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				19:よそ見をしていた。																																																										51.00%		51.30%						現場作業終了後、現場から場外へ退場するために、場周道路を車両で移動中、運転手がID 識別票を携帯しておらず車内を確認するため、わき見運転をしたことにより、場周柵基礎（パラペット）に衝突し、車内に乗っていた6名全員が負傷した。<改行>4:45事故発生		①ID 識別票の管理が不適切であり、携帯していなかった。<改行>②運転中にも拘わらず、身分書（ID)を探したため、脇見運転をおこなった。<改行>③空港における制限区域内の運転に不慣れであった。		①ID 識別票を首から下げて常に携帯しておくことを再周知、教育する。<改行>②脇見運転防止のため、車両の運転中は、安全な場所に車を停車させてから、車中で物を探す事を決まりとし、運転者を含め全作業員に教育する。また、忘れ物がないか乗載備品管理簿を用いて確認させる。<改行>③新規入場者、初心運転者に対して、元請職員が認めた経験がある作業員を助手席に同乗させ、危険箇所等を誘導（ナビゲート）する。また、１週間後に制限区域内の運転に問題ないかの確認を行う。		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東京土木支店		大成建設株式会社		東京支店土木部		みらい建設工業株式会社		東京支店																						措置無し								措置無し								措置無し																																																R04-関東-東京空港-0403.xlsx		10/13/22 14:48		4/4/23 14:14		2022		9		11		4		54		2022		FALSE		18		6		関東		1		32		5		32.4		16		704		1		2022/9/11　4:54		44815.2041666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		45		男		17年 03月		普通作業員		02:頸部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						01:打撲傷								1:0～3		1		1:労災適用		令和3年度　東京国際空港A滑走路北側取付誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空港L１５誘導路、A 誘導路、C 滑走路、C3 誘導路及びC2誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工及び調査工の施工を行うものである。		令和4年9月11日 4時54分 頃		陸上		場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				16:その他の加害物(　)		場周道路基礎		18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				19:よそ見をしていた。																																																										51.00%		51.30%						現場作業終了後、現場から場外へ退場するために、場周道路を車両で移動中、運転手がID 識別票を携帯しておらず車内を確認するため、わき見運転をしたことにより、場周柵基礎（パラペット）に衝突し、車内に乗っていた6名全員が負傷した。<改行>4:45事故発生		①ID 識別票の管理が不適切であり、携帯していなかった。<改行>②運転中にも拘わらず、身分書（ID)を探したため、脇見運転をおこなった。<改行>③空港における制限区域内の運転に不慣れであった。		①ID 識別票を首から下げて常に携帯しておくことを再周知、教育する。<改行>②脇見運転防止のため、車両の運転中は、安全な場所に車を停車させてから、車中で物を探す事を決まりとし、運転者を含め全作業員に教育する。また、忘れ物がないか乗載備品管理簿を用いて確認させる。<改行>③新規入場者、初心運転者に対して、元請職員が認めた経験がある作業員を助手席に同乗させ、危険箇所等を誘導（ナビゲート）する。また、１週間後に制限区域内の運転に問題ないかの確認を行う。		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東京土木支店		大成建設株式会社		東京支店土木部		みらい建設工業株式会社		東京支店																						措置無し								措置無し								措置無し																																																R04-関東-東京空港-0405.xlsx		10/13/22 14:48		4/4/23 14:14		2022		9		11		4		54		2022		FALSE		18		6		関東		1		17		3		17.3		16		704		1		2022/9/11　4:54		44815.2041666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		26		男		06年 11月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		1		1:労災適用		令和3年度　東京国際空港A滑走路北側取付誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空港L１５誘導路、A 誘導路、C 滑走路、C3 誘導路及びC2誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工及び調査工の施工を行うものである。		令和4年9月11日 4時54分 頃		陸上		場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				16:その他の加害物(　)		場周道路基礎		18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				19:よそ見をしていた。																																																										51.00%		51.30%						現場作業終了後、現場から場外へ退場するために、場周道路を車両で移動中、運転手がID 識別票を携帯しておらず車内を確認するため、わき見運転をしたことにより、場周柵基礎（パラペット）に衝突し、車内に乗っていた6名全員が負傷した。<改行>4:45事故発生		①ID 識別票の管理が不適切であり、携帯していなかった。<改行>②運転中にも拘わらず、身分書（ID)を探したため、脇見運転をおこなった。<改行>③空港における制限区域内の運転に不慣れであった。		①ID 識別票を首から下げて常に携帯しておくことを再周知、教育する。<改行>②脇見運転防止のため、車両の運転中は、安全な場所に車を停車させてから、車中で物を探す事を決まりとし、運転者を含め全作業員に教育する。また、忘れ物がないか乗載備品管理簿を用いて確認させる。<改行>③新規入場者、初心運転者に対して、元請職員が認めた経験がある作業員を助手席に同乗させ、危険箇所等を誘導（ナビゲート）する。また、１週間後に制限区域内の運転に問題ないかの確認を行う。		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東京土木支店		大成建設株式会社		東京支店土木部		みらい建設工業株式会社		東京支店																						措置無し								措置無し								措置無し																																																R04-関東-東京空港-0406.xlsx		10/13/22 14:48		4/4/23 14:14		2022		9		11		4		54		2022		FALSE		18		6		関東		1		6		11		6.9		16		704		1		2022/9/11　4:54		44815.2041666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		24		男		06年 11月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部						01:打撲傷		13:その他(　)				捻挫		1:0～3		1		1:労災適用		令和3年度　東京国際空港A滑走路北側取付誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空港L１５誘導路、A 誘導路、C 滑走路、C3 誘導路及びC2誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工及び調査工の施工を行うものである。		令和4年9月11日 4時54分 頃		陸上		場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				16:その他の加害物(　)		場周道路基礎		18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				19:よそ見をしていた。																																																										51.00%		51.30%						現場作業終了後、現場から場外へ退場するために、場周道路を車両で移動中、運転手がID 識別票を携帯しておらず車内を確認するため、わき見運転をしたことにより、場周柵基礎（パラペット）に衝突し、車内に乗っていた6名全員が負傷した。<改行>4:45事故発生		①ID 識別票の管理が不適切であり、携帯していなかった。<改行>②運転中にも拘わらず、身分書（ID)を探したため、脇見運転をおこなった。<改行>③空港における制限区域内の運転に不慣れであった。		①ID 識別票を首から下げて常に携帯しておくことを再周知、教育する。<改行>②脇見運転防止のため、車両の運転中は、安全な場所に車を停車させてから、車中で物を探す事を決まりとし、運転者を含め全作業員に教育する。また、忘れ物がないか乗載備品管理簿を用いて確認させる。<改行>③新規入場者、初心運転者に対して、元請職員が認めた経験がある作業員を助手席に同乗させ、危険箇所等を誘導（ナビゲート）する。また、１週間後に制限区域内の運転に問題ないかの確認を行う。		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東京土木支店		大成建設株式会社		東京支店土木部		みらい建設工業株式会社		東京支店																						措置無し								措置無し								措置無し																																																R04-関東-東京空港-0402.xlsx		10/13/22 14:47		4/4/23 14:14		2022		9		11		4		54		2022		FALSE		18		6		関東		1		6		11		6.9		16		704		1		2022/9/11　4:54		44815.2041666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		20		男		01年 07月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		令和3年度　東京国際空港A滑走路北側取付誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空港L１５誘導路、A 誘導路、C 滑走路、C3 誘導路及びC2誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工及び調査工の施工を行うものである。		令和4年9月11日 4時54分 頃		陸上		場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				16:その他の加害物(　)		場周道路基礎		18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				19:よそ見をしていた。																																																										51.00%		51.30%						現場作業終了後、現場から場外へ退場するために、場周道路を車両で移動中、運転手がID 識別票を携帯しておらず車内を確認するため、わき見運転をしたことにより、場周柵基礎（パラペット）に衝突し、車内に乗っていた6名全員が負傷した。<改行>4:45事故発生		①ID 識別票の管理が不適切であり、携帯していなかった。<改行>②運転中にも拘わらず、身分書（ID)を探したため、脇見運転をおこなった。<改行>③空港における制限区域内の運転に不慣れであった。		①ID 識別票を首から下げて常に携帯しておくことを再周知、教育する。<改行>②脇見運転防止のため、車両の運転中は、安全な場所に車を停車させてから、車中で物を探す事を決まりとし、運転者を含め全作業員に教育する。また、忘れ物がないか乗載備品管理簿を用いて確認させる。<改行>③新規入場者、初心運転者に対して、元請職員が認めた経験がある作業員を助手席に同乗させ、危険箇所等を誘導（ナビゲート）する。また、１週間後に制限区域内の運転に問題ないかの確認を行う。		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東京土木支店		大成建設株式会社		東京支店土木部		みらい建設工業株式会社		東京支店																						措置無し								措置無し								措置無し																																																R04-関東-東京空港-0404.xlsx		10/13/22 14:48		4/4/23 14:14		2022		9		11		4		54		2022		FALSE		18		6		関東		1		1		7		1.6		16		704		1		2022/9/11　4:54		44815.2041666667

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		04年 06月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		釧路港-14m泊地西側浚渫工事		航路泊地の浚渫を行う工事である。		令和4年9月24日 8時20分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				02:作業準備				2:曇り				4:波が高い（1.5以上）		3:中風（4～8）		3:10～20				2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				35.90%		28.00%						バージアンローダ船の排砂管の接続部の隙間に設置しているパッキン（繊維質のロープ状）を取り外すため、排砂管の接続部にあるパッキンを押さえる鋼製のフランジを持ち上げボルトの上に仮置し、レバーブロックでフランジを固定する前に船員が手を隙間に入れた際に、船体が動揺したことにより排砂管が回転し、フランジの穴にボルトがはまってしまい、仮置きしていたフランジがずり落ちた。とっさに、手を引っ込めたが間に合わず、左手人差し指の先端が接続部に挟まり負傷した。<改行>8:00KY活動、作業ミーティング、8:15作業開始、8:20事故発生。		①フランジをボルト上に仮置した後に回転させる作業において、レバーブロックで固定する前に既設パッキンを取り外そうとしたため、船体動揺により滑り落ちたフランジに挟まれ被災しており、作業手順を守っていなかった。<改行>②フランジを回転するときの作業手順書がなく、安全を考慮した作業手順となっていなかった。取付ボルト上にフランジを置いていたが、取付ボルト穴と取付ボルトの位置は約14cm離れていたので、フランジが回転してボルト穴にボルトが入ってしまうことは想定していなかった。<改行>③当時は、工事中止基準1.0mよりも高い波高が観測されていたことから、船体動揺による不測の事態が発生する危険性があったが、注意を怠っていた。		①フランジの下に常時ナットを取り付け、このナットを回しフランジを持ち上げる方法とする。ナットで支えて作業スペースを確保し、さらにレバーブロックにより固定したことを確認してから交換作業を行う作業手順に変更し、遵守させる。<改行>②フランジを回転させるときの作業手順書を新たに作成し、フランジを回転させる際はボルト上に仮置せず、レバーブロックに固定した状態で、フランジ下部のナットをボルトから外れるまで上げた後、フランジを回転させる手順とする。<改行>③波高が高めのときは、船体が動揺して想定していない事象が発生する危険性があるので、極力メンテナンス作業は行わないようにする。どうしても作業が必要な場合は、船体動揺による影響を十分に考慮し、安全を確保した上で実施する。		東洋・真壁　経常建設共同企業体		東洋建設（株）		北海道支店		真壁建設（株）																（株）小島組		東京支店																																																																										R04-北開局-釧路-0101.xlsx		10/27/22 10:32		4/4/23 14:16		2022		9		24		8		20		2022		TRUE		8		5		北海		1		4		6		4.5		27		1399		2		2022/9/24　8:20		44828.3472222222

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		44		男		11年 11月		高級船員		03:背部								04:骨折		01:打撲傷						4:16～30		24		2:労災非適（船員法適用）		伏木富山港（新湊地区）岸壁(-14m)(中央2号)(改良)築造工事（その１）		岸壁築造工事において、鋼管矢板打設にあたり地中障害物（コンクリート杭）を撤去するため、海上からクレーン付き台船により回転切削圧入機を打設済鋼管矢板（反力杭）に設置後、係留解除作業を行ったところ、クレーン付き台船の係留ワイヤーの先端が破断し、近くにいた作業員の左脇腹に接触し海中に落下。作業員１名が負傷した。<改行>		令和4年10月2日 14時15分 頃		海上				09:杭及び矢板				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		係留ワイヤー		04:飛来・落下物にあたる				0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		16:勘違い判断をした。		26:危険有害な場所に入った。				03:機械・器具に欠陥があった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		05:教育訓練体制が不備であった。		17:下請け指導が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。				96.80%		96.80%		0.00%		0.00%		7:50 朝礼　8:00 KY活動　8:05 作業船停泊場所（7号岸壁）出航　8:20 作業船現場到着、係留作業開始<改行>8:35 係留作業完了、現場作業開始　12:00 昼休憩　13:00 作業再開　14:00 現場作業終了　14:15 事象発生		【係留用ワイヤーが破断した】① ワイヤーの管理状況が不適切　② 安全点検が不十分　③ 安全性に問題のあるワイヤーを使用　④ 安全管理に対する意識が企業・現場作業員ともに低かった　⑤ 船舶・機械・工具等の持ち込み時・始業前点検について、さらなる下請けに対する指導が必要　【着火船船長（被災者）が担当外作業をした】⑥ 被災者は担当外の係留ロープ解除作業を行おうとした　⑦ 被災者は係船ロープ付近が危険な場所であることを認識しつつも、ワイヤーを外せるタイミングだと勘違いした　⑧ 危険場所における安全教育が不十分　⑨ 安全教育訓練のさらなる下請けに対する指導が必要		【係留用ワイヤーが破断した】① 工事に使用する機械・装置・工具・用具の一覧表を作成・事前に確認、一覧表を適切に保管　② 日々のミーティング時に当日の使用機械・器具の点検者を周知、日報・作業手順書の記載内容の見直しを行う　③ 使用の可否の判断は、元請け・下請けの現場代理人、監理技術者（主任）技術者または職長・船長等責任のある者　【着火船船長（被災者）が担当外作業を行った】<改行>① 現場作業員がしっかりと自分の役割を認識　② 日々のミーティング時に当日の役割分担を周知、日報・作業手順書と記載内容の見直し　③ 安全管理に対する基本的な認識を説明し理解させる　④ 施工計画・作業手順書を再周知、作業指示遵守				東洋建設株式会社		北陸支店																		谷内工業株式会社																																																																												R04-北陸-伏木富山-0101.xlsx		1/18/23 15:37		1/23/23 20:02		2022		10		2		14		15		2022		TRUE		4		9		北陸		4		11		11		11.9		8		204		14		2022/10/2　14:15		44836.59375

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		23年 03月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								3:9～15		9		1:労災適用		広島港宇品地区岸壁(-12m)築造工事(その2)		本工事は、広島港宇品地区岸壁（－１２ｍ）の構造物撤去工、土工、本体工、上部工及び仮設工を施工するものである。		令和4年10月7日 8時25分 頃		陸上		広島港宇品地区第4バース　土留め部施工箇		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置		24:材料等		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				02:資格が無いのにやった。		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		99:その他		担当外作業の実施（無資格）																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。		担当外作業の実施		20:不安全に物が置いてあった。		21:物を置いた場所が悪かった。		23:作業場の整理が悪かった。		99:その他		介錯ロープ未使用		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				79.00%		79.00%		14.00%		14.00%		事故当日の作業は、鋼管矢板背面の埋め戻しであった。作業開始後、鋼材仮置き場の地面の不陸が気になり、当日作業のついでで均そうとし、鋼管矢板背面に仮置きしてあった溝形鋼を移動させるため、クレーン機能付きバックホウで鋼材をスリングベルトで絞り込んで束にしようとしたところ、鋼材の一部が横向きから縦に起き上がった。被災者は荷が振れるのを防ごうとし、咄嗟に手を差し出したところ、鋼材間に左手薬指を挟まれ負傷した。7:50朝礼、8:05作業開始、8:25事故発生。		①担当工事外の者が、当日作業予定に無い作業を行った。内、機械運転者については、無資格であった。②非定常作業実施に対する作業手順の周知徹底が不十分であった。③溝形鋼（起因物）の仮置き状況に不備があった。④吊荷作業の作業標準に対する指導が不十分であった。		①②非定常作業が発生した場合は「作業変更時（非定常作業他）の打合せフロー」に基づき打合せを実施することについて指導を行う。元請職員は午前・午後各2回以上安全巡視を行い、当日の作業指示書及び作業手順書・各作業計画書通りの作業が実施されているか確認する。無資格者が作業しないよう再度指導を行う。③束吊りにした時にズレる様な形状の材料は、固縛した状態で仮置きする。資材関係は、作業支障及び他工作物等と干渉しない安全な場所を決めて置き、看板等で明示する。④吊り作業時は、クレーン安全運転及び玉掛け作業の作業標準に対する指導を行い、遵守するよう徹底させる。資格者であっても担当外の作業はさせないよう指導を行う。				あおみ建設株式会社		中国支店																		洋伸建設株式会社		本社		株式会社ミヤケン		本社		有限会社八重垣建設		本社		文書注意																																								労働基準監督署		reserved-44854x1F		【指導票】特定元方事業者として、「①関係請負人が安衛法に違反しないように必要な指導を再度徹底すること②突発的な作業を行う際においても、関係請負人との連絡調整を徹底すること」への改善																				R04-中国-広島-0101.xlsx		10/19/22 14:56		11/2/22 14:46		2022		10		7		8		25		2022		TRUE		8		25		中国		3		23		3		23.3		14		1102		7		2022/10/7　8:25		44841.3506944444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		50		女		05年 06月		運転手（一般）		02:頸部		10:その他(　)				腰		06:関節の障害								3:9～15		9		1:労災適用		令和4年度　東京国際空港D滑走路維持管理等工事		本工事は、東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事請負契約書の特則に基づき、維持管理マニュアルに従って対象施設の点検、モニタリング調査、維持工事及び補修工事を行うものである。		令和4年11月17日 5時30分 頃		陸上		埋立部着陸帯		22:舗装				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった														A:危険だと思わなかった																												99:その他																				64.00%		54.00%		50.00%		40.00%		・仮置きしたアスファルト切削ガラの搬出作業時において、バックホウにてダンプトラックへアスファルト切削ガラの積込みを行うためにバックホウを旋回させたところ、バックホウの後部（カウンター）がダンプトラック荷台後方と接触し、ダンプトラックの運転手が負傷した。<改行>5:30事故発生		①アスファルト切削殻・バックホウおよびダンプトラックが直線状になる配置となったため、アスファルト切削殻を積み込む際にバックホウが、180度旋回しなければならなかった。<改行>※バックホウ後部（カウンター）は、バックホウの旋回中心に対して、運転席より３m程度張り出しているため、通常より近づきすぎたダンプトラックに旋回時接触した。<改行>②切削ガラ運搬作業におけるバックホウとダンプトラックの配置が作業手順書に明記されておらず、作業手順が定まっていなかった。		①アスファルト切削殻・バックホウおよびダンプトラックの位置を、バックホウ旋回中心点を頂点として９０度（バックホウが９０度旋回で作業可能）となるように配置することで、バックホウ後方（カウンター）がダンプトラックに接触しないようにする。<改行>②作業手順書に、バックホウとダンプトラック、誘導員の配置を明記する。		鹿島他１４社異工種建設工事共同企業体		鹿島他１４社異工種建設工事共同企業体																																措置なし																																																																R04-関東-東京空港-0601.xlsx		11/30/22 14:14		11/30/22 14:47		2022		11		17		5		30		2022		FALSE		3		22		関東		3		5		6		5.5		4		804		4		2022/11/17　5:30		44882.2291666667

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		福山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		00年 07月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		福山港箕島地区岸壁（-12m）築造工事		本工事は、福山港箕島地区岸壁（-12m）の構造物撤去、本体工（鋼管矢板式）、本体工（場所打式）及び仮設工を施工するものである。		令和4年11月25日 10時55分 頃		陸上				25:土工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		吊具		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		A:危険だと思わなかった				24:相手の行動を確認しなかった。																																																06:施工計画・作業標準が不備だった。										75.00%		75.00%		79.00%		79.00%		ケーシングを搬出するための解体作業を行っていた。解体したケーシングはトラックに積み込むために横倒しにしなければならないが、ケーシング（φ2000mm、高さ2m）を横へ倒す際、補助作業としてクレーン付バックホウと吊りフックでケーシング下部を持ち上げる作業手順としていた。被災者はケーシング下部に吊りフックをかませる作業をしていたが、バックホウのオペレーターが見切り運転で巻き上げたため、フックの外れ止めとケーシングの間で手指を挟まれ、被災することとなった。8：00ラジオ体操・朝礼・KY、8：30作業開始、10：55被災。		①作業における合図の確認が徹底されていなかった。②クレーン作業開始前の人払いが徹底されていなかった。③解体作業に関する作業手順書にケーシングの横倒し作業の記載がなかった。		①②現地ＫＹ時に３・３・３運動、指差し呼称、人払いの徹底を行う。③ケーシングの横倒し作業について、作業方法の見直しを行う。また、作業手順書にケーシング横倒しの詳細な手順や危険箇所を追記し、類似作業にも周知徹底を図る。今回事故を起こした作業以外についても、安全対策に漏れがないか再点検を行う。				五洋建設(株)		中国支店																		洋伸建設(株)				島田土木工業(株)				(株)竹内クレーン工業																																																																				R04-中国-広島-0201.xlsx		12/6/22 13:44		9/11/23 13:03		2022		11		25		10		55		2022		TRUE		8		25		中国		1		0		7		0.6		26		1102		4		2022/11/25　10:55		44890.4548611111

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		03年 03月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		3		1:労災適用		伏木富山港（新湊地区）岸壁(-14m)(中央2号)(改良)築造外１件工事		本工事は、岸壁築造工事として撤去工、上部工、裏埋工、付属工、舗装工、給排水設備工を施工する。<改行>		令和4年11月27日 12時15分 頃		陸上				25:土工				84:その他(　)		ヒューム管切断		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				10:用具等				06:激突され				1299:工具等取り扱い：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										20:不安全に物が置いてあった。										07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。								87.60%		82.50%		60.00%		50.00%		集水桝との間おいて、延長調整のため標準管を加工し設置する必要があることから、調整管を切り出すため、ヒューム管(φ400・長さ2.43m・重さ306kg）を４本のバタ角材上(台木)に設置し、エンジンカッターでヒューム管を切断していた。<改行>　12時15分頃、ヒューム管切断完了の瞬間、片方のヒューム管が内側に傾き、回転しているブレードに接触し、その反動でエンジカッター本体が跳ね上がり（キックバック）、切断していた作業員（被災者）の右目上瞼と右頬に接触し負傷した。		①ヒューム管の設置および固定方法が不適切であったこと。<改行>②作業手順書の記載内容が具体性に欠けていたこと。<改行>③当該作業に対する安全指導が不十分であったこと。		①元請、１次下請、２次下請が参加した事故再発防止対策会議において、キックバックの具体的発生要因を把握した上で、防止するための｢新たな現場ルール｣を決定し、1次下請が作業手順書を改訂。②工事再開前には、１次下請が２次下請に対し、改訂した作業手順の教育を実施する。③工事再開後、当該作業を実施する際は、１次下請は、２次下請の｢新たな現場ルール｣厳守状況を確認する。④元請は、工事再開前に、当該作業に従事する作業員全員に、今回の事故事例・原因・再発防止対策の説明・再教育を実施する。また、新たに当該作業に従事する関係者へは新規入場者教育時に同様の教育を実施する。⑤元請は、現場巡視において、新たな現場ルールの遵守状況および１次下請のチェック実施状況を確認し、工事安全日誌に記録を残す。				東亜建設工業株式会社		北陸支店																		分家工業株式会社				大沢野工業有限会社																																																																								R04-北陸-伏木富山-0201.xlsx		3/29/23 20:37		3/29/23 20:37		2022		11		27		12		15		2022		TRUE		6		25		北陸		1		3		3		3.3		24		1299		84		2022/11/27　12:15		44892.5104166667

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		津松阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		33		男		01年 08月		担当技術者		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								13:その他(　)						外傷性歯牙脱臼		1:0～3		0		1:労災適用		令和3年度 津松阪港津地区（栗真）堤防（改良）本体工事（その2）		本工事は、津松阪港津地区（栗真）において仮設工、構造物撤去工、土工、本体工及び雑工を施工する<改行>ものである。		令和4年12月19日 9時23分 頃		陸上		三重県津市白塚町地先		29:その他(　)		既設樋門補強工		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10								11:足場、通路				05:階段・梯子等				02:転倒				1399:その他：その他																																																																76.10%		76.10%						既設樋門（樋管）内において、一次下請の担当技術者（被災者）が、駐車車両に載せてある工具（打診棒）を取りに行くため、樋管内部から地上に上がろうと昇降階段を使用したところ、中段付近で足の掛かりが少なかったため踏み外し転倒し、最上段の踏み面端部に前歯を打ち付け負傷した。<改行>8:00安全朝礼、8:30作業開始、9:23事故発生		①被災者が、樋管内部から地上へ上がろうと昇降階段を使用した際に、足元への注意が疎かな状態（考え事をしながら）で昇降階段を上った。<改行>②昇降階段周辺には、足元注意等の注意喚起看板等の措置が施されていなかった。<改行>③被災者が、昇降階段を上ることに集中していなかったことから、踏み面への足の掛かりが少なかった。		①階段使用時における足元への注意喚起は、ヒューマンエラー及び安全意識の低下を招かないよう継続的に朝礼・現場巡視時に実施する。<改行>②足元注意・転倒防止等の注意喚起の看板等を階段出入口に掲げる。<改行>③踏み面への注意を促すため、視認性向上テープ等の対策を施す。				東洋建設株式会社		名古屋支店																		株式会社ケミカル工事																		措置無し																																																										R04-中部-四日市-0101.xlsx		1/12/23 14:00		1/12/23 14:00		2022		12		19		9		23		2022		TRUE		2		29		中部		1		1		8		1.7		11		1399		1		2022/12/19　9:23		44914.3909722222

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		58		男		30年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		49				令和3年度福岡空港滑走路増設滑走路新設外工事		本工事は、福岡空港滑走路を新設するもので、準備工、構造物撤去工、空港舗装工、空港土工、排水構造物工、付帯施設工、緑地工及び飛行場標識工を施工するものである。		令和4年12月19日 22時52分 頃		陸上				29:その他(　)		準備工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り																22:仮設物・建造物等		敷鉄板		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																				16:勘違い判断をした。														16:勘違い判断をした。										04:安全度が不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。				07:作業の安全指示が不適切だった。														バックホウオペレーターは荷下ろしした敷鉄板位置を微調整するため吊り具に荷をかけた状態であったが、被災者（合図作業/玉外し作業の作業員）はバックホウオペレーターが荷下ろしを完了しない為（吊り荷物のテンションを緩めない為）、りん木の位置を修正しようと荷台に立ち入った。立ち入った瞬間、鉄板が横滑りし被災者の両足が鉄板と荷台の間に挟まれた。<改行>22:45　被災者作業開始、22:52　事故発生		①合図者（作業者と同じ）の誘導により積み込み作業を実施したが、積込完了時の合図、荷台に立ち入る合図の取り決めがなかった。<改行>②5cm×5cm×70cm 程度の大きさのりん木は、その軽さに起因して、吊り降ろされた敷鉄板が触れた程度で位置ズレを起こすことから、その位置調整に際しては、作業員の挟まれリスクが生じていた。<改行>③オペレーターは敷鉄板を一旦荷台に着地させたが、フックが下の鉄板に挟まっていると思い、吊り具に荷をかけ左に微調整しようとしていた。<改行>④作業手順書に敷鉄板の運搬車(車種)についての記載がなかった為、敷鉄板の運搬を10ｔダンプトラックで行った。		①作業手順書に敷鉄板の運搬車(車種)についての記載がなかった為、敷鉄板の運搬を10ｔダンプトラックで行った。また、オペレーターは荷下ろし完了時はクラクションを1 回鳴らす。再度巻き上げをする際はクラクションを2 回鳴らし、合図者の誘導に従い作業する。<改行>②りん木の位置調整に際しては作業員の挟まれリスクが生じることから、敷鉄板を互い違いに運搬車へ積み込むことで吊りフックのクリアランスを確保し、使用するりん木の数を最低限にとどめる。また、荷台と敷鉄板が接する箇所については、フックのクリアランスを確保する観点からりん木を使用せざるを得ないが、長尺のものを使用することで重量化を図り、位置調整（手直し）が発生する可能性の低減を図る。<改行>③)作業手順書に敷鉄板の運搬（運搬車種やりん木の使用等）に関する事項を追加する。また、敷鉄板の運搬は低床の運搬車で行う。																																																																																																				R04-九州-博多-0201.xlsx		1/16/23 9:59		3/3/23 19:21		2022		12		19		22		52		2022		FALSE		8		29		九州		5		30		0		30.0		22		1102		4		2022/12/19　22:52		44914.9527777778

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		福山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		53		男		28年 06月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								3:9～15		12		1:労災適用		福山港箕島地区岸壁（-12m）築造工事（その2）		本工事は、福山港箕島地区岸壁（-12m）の構造物撤去工、本体工（鋼管矢板式）及び仮設工を施工するものである。		令和5年1月19日 10時20分 頃		海上		広島県福山市箕沖町地先		09:杭及び矢板				84:その他(　)		先行掘削		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等		大型土のう（内容物：M-40砕石）		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																														A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																				06:施工計画・作業標準が不備だった。		23:資格者のチェックをしていなかった。								22.80%		19.00%		90.00%		82.60%		全周回転掘削機上で、砕石（M-40）を詰めた大型土のう袋下部をガス切断し、ケーシング内に投入する施工中、被災者がガス切断を行う前に、大型土のう袋の中間部分が破れ、土のう内の砕石が被災者の右手首に落下し、砕石とケーシングの間に右手首をはさまれ、被災した。7:30ラジオ体操・朝礼・KY、8:00作業開始、10:20被災。		①大型土のう下部を切断するために、吊荷の下に腕を入れた。②クレーン災害防止に係る基本的なルールを遵守して作業手順の作成が出来ていなかったこと。③作業手順に大型土のうが作業中に破れる可能性を考慮していなかったこと。<改行>		①置換材投入方法を、吊荷の下に腕を入れない作業方法（土のうを側面から切断する方法）とする。一方、ガスバーナーを持った人間が移動することになり火傷のリスクも高まるので、相互の作業員の安全確認を徹底させる。②全てのクレーン作業において３・３・３運動を徹底し、絶対にクレーンの下に作業員が入らないよう厳守させる。③大型土のう製作時・積込時・投入時において、大型土のう下部の擦れ防止のためのブルーシート養生、先行掘削作業中のハンマーグラブ通過ラインのブルーシート養生及び目視確認を徹底させる。				五洋建設株式会社		中国支店																		洋伸建設株式会社		本社		有限会社前田組		本社		株式会社河野組		本社																																										労働基準監督署		reserved-44950x1F		【是正勧告書】安衛法第31条の4（注文者であるにもかかわらず、関係請負人に労働安全衛生法令に違反することとなる指示をしたこと。）、安衛法第29条第1項（元方事業者であるにもかかわらず、関係請負人が労働安全衛																				R04-中国-広島-0301.xlsx		2/8/23 14:13		2/8/23 14:13		2023		1		19		10		20		2022		TRUE		4		9		中国		3		28		6		28.5		24		201		84		2023/1/19　10:20		44945.4305555556

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		28		男		00年 03月		運転手（一般）		02:頸部								13:その他(　)						軽度のむちうち		1:0～3		0		1:労災適用		秋田港飯島地区岸壁（-11m）（改良）（耐震）土砂運搬工事		本工事は、飯島地区岸壁の改良土砂仮置場から改良土砂を向浜地区の土捨場まで運搬するものである。<改行>（土工土砂積込、運搬Ｖ＝17、207ｍ3 、整地Ａ＝4、443ｍ2 、撤去工飛砂防止ネット撤去Ａ＝4、951ｍ2）		令和5年1月31日 13時45分 頃		陸上				25:土工				38:土運搬				2:曇り						4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		ダンプトラック、倉庫		18:交通事故																																		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。								32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								路面凍結		07:作業の安全指示が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								75.90%		79.40%		62.90%		85.20%		1月31日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00　　朝礼、KY活動。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:20　ダンプトラックへの土砂積込（５巡目）、土捨場へ向けて走行。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:45　事故発生。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①凍結した臨港道路のカーブにおいて、法定速度(60Km/h）を超過したまま減速せずにハンドルを切りカーブに進入した。　　　　　　　　②①により、後輪が横滑り（スリップ）。ダンプトラックは制御不能のまま回転（４回転）しながら道路沿いの建物（倉庫）に衝突し停止。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③被災者（運転手）が軽いむちうちを負った。		①運転手に対して、運行経路危険箇所マップを作成・更新のうえ、雪面における危険性と、カーブ前の減速、法令規定（法定速度）の遵守に関する安全教育を行う。<改行>②日常点検においてスタッドレスタイヤの溝、製造年を確認する等、作業条件に適合した機材を使用させる。<改行>③転手に焦りを生じさせない様、路面状況・交通事情等により１日の運搬回数を柔軟に見直し・指示する。<改行>				株式会社　寒風																																																																																																R05-東北-秋田-0101.xlsx		2/13/23 17:14		2/13/23 17:14		2023		1		31		13		45		2022		TRUE		18		25		東北		1		0		3		0.3		5		ERROR:#VALUE!		38		2023/1/31　13:45		44957.5729166667

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		37		男		13年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								05:切断								3:9～15		14		1:労災適用		高知港三里地区防波堤（南）築造工事		本工事は、高知港三里地区防波堤（南）の構造物撤去工、基礎工、本体工（ケーソン式）、被覆・根固工、上部工、消波工を施工し、安全管理を実施するものである。		令和5年2月8日 10時15分 頃		海上		防波堤上		20:中詰				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		係留ロープ		08:はさまれ、巻き込まれ				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。				15:気持ちがあせっていた。																										41.10%		40.90%		75.00%		50.00%		ケーソン中詰砂投入に先立ち、ガット船係留後、中詰砂落下防止シート固定時に、既設ケーソン吊筋と係留ロープに右手指先を挟まれ負傷。9：00朝礼、9：45ガット線係留開始、10：00砂落下防止シート展張開始、10：15災害発生<改行>警察・・・11：00現場検証、事情聴取（業務上の過失なし、事件性なし）<改行>海保・・・12：00現場検証、事情聴取（業務上の過失なし、現場保存の必要なし）<改行>労基署・・・疾病に関する書面手続きを進めるようにとの指示（11：20）		①ガット船（499t級）を係留後、砂落下防止シートを設置する際、シート端部に設置しているパイプを船員からケーソン上の作被災者に直接受け渡したため、シートが風に煽られバランスを失い、咄嗟にケーソンの吊筋につかまりバランスを保とうとした。その際にガット船が動揺し、係留ロープと吊筋間に指を挟み被災した。		①ガット船係留後、ゴムレットをガット船から投げ渡してもらい係船ロープと離隔がとれる場所で固縛ロープ（L≒30m程度）を受け取る。受け取った固縛ロープを利用して砂落下防止シート展張する。<改行>②展張後、固縛ロープ長を調整し、砂落下防止シートが所定の位置に来た時にロープを係留で使用している吊筋に固縛する。		五洋・不動テトラ特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		四国支店		（株）不動テトラ		四国支店														大旺新洋（株）				（株）新創																																																警察		reserved-44965x1F		11：00現場検証、事情聴取（業務上の過失なし、事件性なし）		労働基準監督署		reserved-44965x1F		11：20疾病に関する書面手続きを進めるようにとの指示		海上保安部		reserved-44965x1F		12：00現場検証、事情聴取（業務上の過失なし、現場保存の必要なし）								R05-四国-高知-0101.xlsx		3/6/23 14:04		3/6/23 14:04		2023		2		8		10		15		2022		TRUE		8		20		四国		3		13		0		13.0		8		1104		40		2023/2/8　10:15		44965.4270833333

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		10年 10月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								06:関節の障害								1:0～3		0				釧路港泊地浚渫工事		釧路港泊地(-14m)を浚渫する工事である。		令和5年2月10日 7時20分 頃		海上		釧路港新西防波堤背後		05:浚渫・床掘り				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		4:500～1、000		2:無		2:無		12:作業床等				17:加害物なし				02:転倒				0399:倒壊：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										35:その他の作業環境に欠陥があった。										25:安全管理体制に欠陥があった。										71.00%		71.00%						浚渫船の甲板が凍結していたことから、滑り転倒防止のため、午前6時に融雪剤を甲板全体に散布したが、当日は外気温が-17.8℃と冷え込みが厳しく、融雪剤によって溶かされた氷が再度凍結し、その状態のまま午前7時に作業を開始した。そして、午前7時20分頃、浚渫船を施工箇所へ移動させるため、引船のえい航ロープを浚渫船上で引っ張り上げていたところ、足を滑らせて前方へ転倒し、左肩を強打して脱臼した。6:00甲板上へ融雪剤を散布、6:50KY活動、7:00作業開始、7:20災害発生。		①作業開始１時間前に融雪剤を散布し、滑り防止を行っていたが、甲板上の凍結に関する点検方法や責任者が明確でなかったため、作業前に再凍結していたことを見逃し、足下が滑りやすい状態で作業を行っていた。<改行>②船員は「融雪剤を散布したことで凍結が解消され、滑りずらくなっている」という思い込みがあった。また、浚渫作業が終盤を迎え、これまで何度も行っていた作業であり、危険な状況に会うこともなかったことから、船員に慎重さが不足していた。<改行>③使用していた融雪剤（塩化カルシウム）は、融雪効果が高く、即効性を有しているが、凍結防止効果の持続時間が他に比べて短い材質であった。		①朝礼後の作業開始直前に、職長（船団長）が甲板上の凍結状況を確認し、凍結が確認された場合は、氷の除去と融雪剤の散布を船員に指示する。職長の再点検後に船上の主任技術者へ報告し、最終確認を受けた後、作業を開始する。<改行>②融雪剤に対する過信や繰り返し作業による慢心を無くすため、冬期間の現場は滑りやすいという認識を各船員が持つよう安全教育を行う。また、朝礼時には、元請職員（主任技術者）が凍結による転倒防止に関する注意喚起を行う。<改行>③融雪効果は低いが、凍結防止効果の持続性が長い塩化ナトリウムが含まれた凍結防止剤を融雪剤と同時に散布することにより、融雪剤の効果をより持続させて、再凍結を防止する。																																																																																																				R04-北開局-釧路-0201.xlsx		3/9/23 8:44		3/9/23 8:44		2023		2		10		7		20		2022		TRUE		2		5		北海		1		10		10		10.8		12		399		2		2023/2/10　7:20		44967.3055555556

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		58		男		30年 00月		職長		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		05:切断						5:31以上						令和4年度大分港海岸(津留地区)護岸(改良)工事		本工事は、大分港海岸（津留地区）護岸（改良）の基礎工、構造物撤去工、雑工及び調査工を施工するものである。		令和5年2月21日 11時20分 頃		陸上				29:その他(　)		基礎工　土砂埋め戻し		39:土砂・石材等の陸上投入				1:晴れ																05:車両系荷役運搬機械等				09:装置				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中																																		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																																				土砂埋戻し作業中、ダンプトラック（Lゲート式）にて土砂を荷卸した後、「後ろあおり」の締まりが悪かったため、荷台の上げ下げを被災者が指示していた。その際、被災者が荷台の「右側あおり」に手をかけていたため、荷台が下がるのに連動して閉まる「後ろあおり」と「右側あおり」の間に指を挟まれた。<改行>8:00 作業開始、11:20 事故発生		①被災者はダンプトラックの荷台の「後ろあおり」が締まりが悪いことを改善するため、ダンプトラックの「右側あおり」に不注意で手をかけてしまった。【油断・不注意】<改行>②ダンプトラックの作業中（荷台上げ下げ時）に、被災者がダンプトラックへ手をかけられる位置に入っていた。【不安全場所への立ち入り】<改行>③ダンプトラックの「後ろあおり」がLゲート式であり、荷台がある角度になると急に締まる特性になっていることを被災者が把握していなかった。【機械特性の把握不足】<改行>④被災者は作業指揮をとるべき立場であり、非定常作業中（ダンプトラックであおりに詰まった土砂を荷台の上げ下げで除去作業中）であれば更なる注意が必要と認識すべきであったにもかかわらず、作業中のダンプトラックへ近づく等、危険予知力が不足していた。【危険に対する認識不足】<改行>※本作業の定常作業とは「土砂積み込み・運搬・荷下ろしと一般的な作業サイクル」を言う。<改行>⑤非定常作業が定常作業の作業サイクル完了時（土砂の荷下ろし作業完了時）で発生したことから、被災者に気の緩みが生じてしまった。【油断】		①作業中のダンプトラックへ合図者や作業員が近づく行為は基本禁止し、合図者や作業員が誤ってダンプトラックの作業エリアに立ち入ることのないよう、作業エリアの境界部には物理的な境界（バーやトラロープ等）と注意喚起版を設置し、日々の作業開始前に作業主任者がそれらの配置確認を行う。【不安全場所への立入禁止の徹底】<改行>②ダンプトラックのあおりに土砂が詰まった場合で、やむを得ずダンプトラックに近づく必要が生じた際は、荷台を下げて水平状態になってから、必ずダンプトラックのエンジンを停止させ、作業主任者の指示のもと、予め準備しているスコップ・ホウキ等の道具で土砂撤去を行う。また、これらのダンプトラックの可動部へ人体が直接接触しない対処方法については、作業手順書にも追記し、再教育を行う。【安全教育の徹底】<改行>③日々の作業開始前に、作業に係る作業員全員で作業当日に使用する機械の動作確認を行う。【作動確認による機械特性の把握の徹底】<改行>④予め想定される非定常作業は当初より作業計画書へ反映し、類似作業の事故事例にて安全教育を実施する。【安全教育の徹底】<改行>⑤ダンプトラックの運転手視点（単方向）だけでなく、各作業員での視点（多方向）の安全注意事項をKY活動に取り入れる。　【KY活動の工夫・徹底】<改行>⑥施工再開前に、元請現場職員（現場代理人・監理技術者）の元、緊急安全教育・訓練を工事関係者全員参加にて実施し、事故内容説明及び再発防止対策を周知する。また、新規入場者についても、その都度同安全教育・訓練を実施する。【作業手順・合図の徹底のフォローアップ】<改行>⑦施工再開後は、A支店安全管理部による安全パトロールを毎月2回以上実施し、パトロール結果をその都度発注者へ報告する。　【作業手順・合図の徹底のフォローアップ】																																																																																																				R04-九州-別府-0201.xlsx		6/8/23 21:12		6/8/23 21:12		2023		2		21		11		20		2022		TRUE		8		29		九州		5		30		0		30.0		5		1101		39		2023/2/21　11:20		44978.4722222222

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		02年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		3				令和3年度志布志港(新若浜地区)岸壁ケーソン製作工事（第3次）		本工事は、志布志港（新若浜地区）岸壁の共通工及び本体工を施工する。		令和5年3月8日 16時40分 頃		海上		ケーソン製作用台船上		15:ケーソン進水				52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水				1:晴れ																26:その他の起因物(　)		バラスト注水ホース		15:起因物と同じ				04:飛来・落下物にあたる				0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの																																												04:安全度が不足だった。		23:作業場の整理が悪かった。																										被災者は、ケーソンバラスト注水完了後にバラスト水調整のため、ポンプ(4吋)を隔室内へ設置し、ホース（φ12cm）の再配置作業を実施。その後、排水のため、ポンプ始動後に固縛ロープが差筋から抜けた事により固定していたホースが隔室に滑落、ホース先端が跳ね上がり、被災者へ接触したことで左耳介部を裂傷。<改行>12:30頃　ケーソンバラスト注水作業開始、16:40頃　事故発生		①ホースを固縛するロープは、差筋に引っかけるだけの状態で作業を行っており、十分な固定が行われていなかった。<改行>②ホースを固縛するロープの固定箇所は、ポンプ立ち上がり部分に１箇所、隔壁部の内足場に１箇所の計２箇所のみで、ホース先端部の固定が行われない状態となっており、ホースの挙動が十分に制御できていなかった。また、ケーソン天端上に余分なホースが蛇行した状態で存置されており、ホースが暴れやすい状況となっていた。		①ホースを固縛するロープが差筋から抜けないよう、補強ロープで固定する。<改行>②ホースを固縛するロープは、ポンプ立ち上がり部分に１箇所、配置に応じて隔室を跨ぐ箇所の隔壁部の内足場に各１箇所、ホース先端部に１箇所の計３箇所以上設置し、ポンプ本体からのホース立上り部は、ホースの弛みを無くした配置を行う。また、ホースの配置状況及びホースを固縛するロープの固定状況については、作業指揮者等が確認を行う。<改行>③ポンプ始動の際は、作業指揮者が周辺の作業員へ注意を促し、作業員が安全な場所まで移動したことを確認した後、電源を入れる。また、ポンプの位置を変更する場合は、現場代理人等が作業内容、危険要因を再度確認する。<改行>④現場代理人・監理技術者による指導の下、緊急安全教育・訓練を工事関係者全員にて実施し、事故内容説明及び再発防止対策を周知する。また、新規入場者についても、作業従事前はその都度同教育・訓練を実施する。<改行>⑤施工再開後は、監督員又は元請による安全パトロール時に、再発防止策が定着しているか確認し、その都度結果を発注者へ報告する。																																																																																																				R04-九州-志布志-0201.xlsx		6/8/23 21:13		6/8/23 21:13		2023		3		8		16		40		2022		TRUE		4		15		九州		1		2		0		2.0		26		203		52		2023/3/8　16:40		44993.6944444444

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		室蘭		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		48		男		28年 11月		担当技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		室蘭港祝津地区－１１ｍ岸壁改良工事		　工事現場において、本体工鋼管杭と上部コンクリートの鉄筋を一体化するための鉄筋溶接プレートの材料確認を行うため計測していたところ、プレートを左手で起こし上げた時に指から外れ、プレートの下で介添えしようとしていた右手人指し指先に倒してしまい、皮膚を挫創し出血した。		令和5年4月4日 10時45分 頃		陸上		室蘭市祝津町４丁目		21:上部工				02:作業準備				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		4:500～1、000		2:無		2:無		24:材料等				01:地面				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				07:防護物・保護具を使用しなかった。		04:作業標準を守らなかった。								21:物を置いた場所が悪かった。		18:保護具が不適・不足だった。								04:理解度の確認が不十分だった。										61.40%		61.40%		2.60%		2.60%		　工事現場において元請担当技術者が監督職員立会のもと鉄筋の溶接に使用するプレートの厚さを計測するため、プレートを持ち上げる際、地面との隙間がすくなかったことから素手（左手）で１㎝程度起こした際、左手指からプレートが外れ、介添えしようとしていた右人指し指に当たり挫創した。4月4日　10:30頃　材料確認（鉄筋溶接プレート）の立会開始、10:45頃　プレートの厚さ計測にあたり左手で持ち上げた際、右手人差し指が裂傷し出血。		① 溶接プレートの厚さをノギスで計測するため、地面に置いたプレートを起こし上げる必要があったが、台木を使用せずプレートを置くことにしたため、プレートを起こし上げて測定しなければならない状態にしてしまった。<改行>② 保護手袋を着用していたが、プレートと地面の隙間が少なく、プレートを掴みにくい状態にあったことから、保護手袋を外して作業（起こし上げ）を行ってしまった。		① 溶接プレートの厚さをノギスで計測するため、プレートの下側に隙間（空間）を確保する必要があるため、台木を置いて計測可能な空間を確保するとともに、計測器具（スケールロット等）も台木を用い、プレートと同じ高さを確保することで、ピンホールのズレや読取のズレが生じないようにして、プレートの起こし上げなどの行為を行わないようにする。<改行>② 作業開始前の保護具着用の徹底について再教育するとともに、作業中も作業従事者同士で保護具着用を確認しながら作業に従事する。		みらい・豊浦経常建設共同企業体		みらい建設工業（株）		北海道支店		豊浦建設工業（株）																																																																																												R05-北開局-室蘭-0101.xlsx		4/24/23 19:43		4/24/23 19:43		2023		4		4		10		45		2023		TRUE		8		21		北海		1		28		11		28.9		24		1399		2		2023/4/4　10:45		45020.4479166667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		30		男		08年 00月		担当技術者		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		令和３年度［国債］新潟港(西港地区)航路泊地付帯施設排砂管敷設工事		施工現場である新潟空港護岸にて、排砂管設置工の排砂管受台の調整モルタル打設、車止め型枠組立、進入防止フェンス復旧作業を実施している。		令和5年4月13日 11時27分 頃		陸上		新潟空港制限区域内の入場ゲート（7番ゲー		29:その他(　)		移動		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		門扉		16:その他の加害物(　)		眼鏡		03:激突				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																				03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										87.20%		87.20%						本事故災害は、令和5年4月13日（木）11時27分頃、施工現場の空港護岸に向かうため新潟空港場内に入場するの際、No.7ゲートにおいて発生した。被災者が単独で車両にて、施工箇所である新潟空港場内に入場するため、No.7ゲート（両開き扉）の片側を開け入場した後、門扉を閉める際、固定側（開けていなかった側）の門扉の支柱に顔が激突し、掛けていた眼鏡により左目脇を被災した。8:20 作業開始（現場事務所から移動開始）、 8:25 No.7 ゲートから制限区域内に入場、10:56 制限区域内から退場、11:27 事故発生		【人的要因】<改行>①激突といった危険があると認識していたが大丈夫だと思い、危険有害な場所（激突の可能性がある区域）に入ったこと<改行>②ゲートの動きを「油断・軽視」していたこと<改行>【管理的要因】<改行>③ゲートの開閉作業に対する安全指導が不十分であったこと		①門扉の開閉ルールとパターン化した４つの開閉手順書を作成して従事者全員に再発防止周知会にて教育する。また、新たに従事する関係者にも新規入場者教育において同様に教育を行う。<改行>②事故発生のゲートに門扉の開閉を専門に行う者［以下、門扉開門者］を配置し、元請けと門扉開閉者が開閉作業を行い、元請けと２人で手順の順守をダブルチェックする。また、作業日報兼安全衛生日誌に「門扉の開閉ルールの実施状況」と「門扉の開閉手順の確認」を追記し、毎日、場内巡視時に元請安全当番が実施状況を確認して記録する。				（株）本間組																																																																																																R05-北陸-新潟-0101.xlsx		5/12/23 14:26		1/29/24 13:36		2023		4		13		11		27		2023		TRUE		3		29		北陸		1		8		0		8.0		26		1399		1		2023/4/13　11:27		45029.4770833333

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		福島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		00年 08月		とび工		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		78				令和4年度馬毛島仮設桟橋築造工事(その1)		本工事は、馬毛島の仮設桟橋を新設するもので、捨石工、ラブルネット工、被覆・根固工、裏込・裏埋工、本体工、基礎工、上部工、付属工及び仮設工を施工するものである。		令和5年4月17日 9時30分 頃		陸上				29:その他(　)		ラブルネット工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)		敷鉄板の荷下ろし		1:晴れ								3:10～20								23:荷				17:加害物なし				01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から																																		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		34:その他の不安全行為があった。						04:安全度が不足だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。																		トレーラーの荷台にある敷鉄板を玉掛けして荷下ろしする際に、作業員が玉掛けしやすいようにバールを使って敷鉄板をずらそうとしていたところ、バールが敷鉄板から外れ、作業員はその反動で体勢を崩して荷台上から転落し、右足を骨折した。<改行>08:30 作業開始、09:30 事故発生		1)敷鉄板の積み込み時において、吊り穴が塞がっていないかの確認が実施されていなかった。【積み込み状況の確認不足】<改行>2)敷鉄板の運搬時において、敷鉄板のずれを防止する対策が不十分であった。【積荷の固縛不足】<改行>3)転落に対して注意が必要と認識すべきであったにもかかわらず、危険予知力が不足していた。【危険に対する認識不足】		1)敷鉄板の積み込み時には吊り穴が塞がらないように配置するとともに、運搬時には固縛を追加することにより敷鉄板のずれを防止する。【固縛の追加】<改行>2)搬出前に吊り穴の状態を現場責任者がリモートおよび写真で確認する。【積み込み状況の確認の徹底】<改行>3)機材の使用方法に関する作業員への周知に加え、転落を誘発させる行為を行わないよう安全作業の周知徹底を図る。<改行>【安全教育の徹底】<改行>4)再発防止対策の実施状況は、受注者の現場責任者が確認するとともに、安全担当者による安全パトロール時に、設備の点検や再発防止対策の実施状況について確認し、その都度結果を発注者へ報告する。【再発防止対策のフォローアップ】																																																																																																				R05-九州-西之表-0101.xlsx		7/10/23 19:13		1/31/24 13:50		2023		4		17		9		30		2023		TRUE		1		29		九州		5		0		8		0.7		23		119		4		2023/4/17　9:30		45033.3958333333

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		尼崎西宮芦屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		32		男		05年 00月		特殊作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上		90		1:労災適用		尼崎西宮芦屋港尼崎地区岸壁(-10m)改良工事(第2工区)		・杭頭部の既設コンクリート撤去のための吊足場を岸壁上で組み立てた。<改行>・組立完了後、当該箇所にクレーンにて設置するため、大組した足場頂部に玉掛を実施。<改行>・玉掛作業終了後、地上に降りる際に足を滑らせ転落。<改行>・その際、大組した足場の単管に頸部から転落、接触し骨折。		令和5年4月21日 16時0分 頃		陸上		尼崎公共３号岸壁		29:その他(　)		構造物撤去工		17:足場の組立・解体等				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0101:墜落：足場から																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		27:不安全な場所へのった。						10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。						50.00%		52.00%		35.00%		39.00%		吊足場設置のため岸壁上で大組した吊足場の梁部に玉掛を行った。玉掛終了後地上に降りる際、足を滑らせて転落し、右足を骨折した。<改行>8:00朝礼・KY活動、8:15作業開始(杭頭部撤去足場組立)、16:00災害発生		吊足場玉掛時の玉掛箇所への昇降方法の確認ができておらず、梯子などの昇降設備を用意していなかった。		・吊り上げ前に補助治具(ナイロンスリング)取付けを行い、実際の吊り上げ時には安全な地上で玉掛作業を行う。<改行>①事前準備として(ローリングタワー上での安全確保しつつ)吊足場の天井部分にナイロンスリングを設置し地上に垂らしておく。<改行>②クレーンワイヤーへ直の玉掛作業時においては、安全な地上で玉掛作業を行う。<改行>・作業手順書は文面だけでなくイメージしやすい図として作業方法・作業人員・機械の配置を図化して見える化し、元/下請間の打ち合わせにおいて施工段階ごとの作業の安全対策に抜けがないか確認する。				五洋建設(株)		大阪支店																		(株)光明工事																																																																												R05-近畿-神戸-0101.xlsx		5/9/23 11:27		9/6/23 9:08		2023		4		21		16		0		2023		TRUE		1		29		近畿		5		5		0		5.0		11		101		17		2023/4/21　16:0		45037.6666666667

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島岬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		02年 01月		担当技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折		02:創傷						1:0～3		0				令和4年度馬毛島仮設桟橋築造工事(その1)		本工事は、馬毛島の仮設桟橋を新設するもので、捨石工、ラブルネット工、被覆・根固工、裏込・裏埋工、本体工、基礎工、上部工、付属工及び仮設工を施工するものである。		令和5年5月5日 7時0分 頃		海上				08:捨石及び均し				84:その他(　)		捨石検収及び写真撮影作業		2:曇り								4:20～30								24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																																		13:油断、軽視した。		27:不安全な場所へのった。																		06:施工計画・作業標準が不備だった。																		元請企業の現場担当者がガット船の石材検収における写真撮影で、ロッドを石材の高さ方向に当てる際、邪魔になる下部の石をどけようとした。その石を持ち上げた際、体勢を崩し、持っていた石とその下の石との間に左手を挟み、左手薬指第一関節より先を裂傷及び骨折した。<改行>06:55 作業開始、07:00 事故発生		1)ガット船の捨石検収についての検収要領が作成されておらず、安全に関する教育指導が不十分であった。<改行>【検収要領の不備】<改行>2)ガット船船倉内の不安定な捨石上に担当者が立ち入り、石材を持ち上げたことで体勢を崩した。【不安全な行動】<改行>3)体勢を崩すことに対して注意が必要と認識すべきであったにもかかわらず、危険予知力が不足していた。<改行>【危険に対する認識不足】		1)ガット船の捨石検収は、原則として不安定な場所である船倉の捨石上に立ち入らず、船倉周囲のコーミング上から検収を行う。なお、積載している石材の捨石天端がコーミングより下がっている場合など、やむを得ず船倉内に立ち入る必要がある場合は、転倒等に十分注意を払いながら船倉内に立ち入るものとし、特に不安定な法面等への立入や捨石を動かす行為は行わないようにして検収を行う。【検収方法の改善】<改行>2)捨石検収要領を作成し、検収を行う担当者に周知徹底する。【検収要領の作成・徹底】<改行>3)再発防止対策の実施状況は、受注者の現場責任者が確認するとともに、安全担当者による安全パトロール時にも確認し、その都度結果を発注者へ報告する。【再発防止対策のフォローアップ】																																																																																																				R05-九州-西之表-0201 .xlsx		7/10/23 19:14		1/31/24 13:50		2023		5		5		7		0		2023		TRUE		8		8		九州		1		2		1		2.1		24		1399		84		2023/5/5　7:0		45051.2916666667

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		七尾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		03年 01月		担当技術者		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		令和４年度《国債》輪島港等品質監視等補助業務		金沢港湾・空港整備事務所七尾港出張所における品質監視補助、施工状況確認補助、港湾施設の巡視・点検補助、監督補助及び発注補助を行う業務である。		令和5年5月15日 10時20分 頃		陸上		大田地区　土捨場所		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		立入禁止看板		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。				34:その他の不安全行為があった。						18:保護具が不適・不足だった。										99:その他								当該作業に対する安全指導が不十分だった。										本事故災害は令和５年５月１５日（月）、定期的に実施している七尾港の港湾施設巡視・点検において大田地区土捨場所の巡視中に発生した。１０時２０分頃、被災者はヘルメットを着用せず、立入禁止区域内にある「立入禁止」看板の基礎上に上がり写真撮影をしようと隣接する「釣り禁止」看板の基礎から「立入禁止」看板の基礎に乗り移った際に、「立入禁止」の看板下部にある金属製隅角部に右前額部をぶつけ挫創した。9:35 港湾施設巡視・点検を実施、10:20 事故発生		【人的要因】<改行>①立入禁止区域に立入り、ヘルメットを着用せずに港湾施設の巡視・点検をおこなったこと<改行>【管理的要因】<改行>②巡視・点検作業に対する安全指導が不十分であったこと		①屋外での業務においては必ずヘルメットを着用し、未着用を防止するため業務実施前に指差呼称を励行する。<改行>②定期港湾施設巡視・点検時における写真撮影は、立入禁止区域外より行うこととし、立入禁止区域には立ち入らない。<改行>③港湾施設巡視・点検時は、周囲の状況を十分確認のうえ、安全行動のもと行う。<改行>④管理技術者は担当技術者との打合せ時等を活用し安全行動の確認を行う。				(株)ポルテック																																																																																																R05-北陸-金沢-0101.xlsx		6/30/23 17:01		1/29/24 13:39		2023		5		15		10		20		2023		TRUE		3		29		北陸		1		3		1		3.1		26		1399		84		2023/5/15　10:20		45061.4305555556

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		18年 04月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0				令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工及び仮設工を施工するものである。		令和5年5月15日 17時0分 頃		海上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				84:その他(　)		ケーソン製作に使用するホッパーの清掃作業		1:晴れ								4:20～30								06:コンクリート機械				17:加害物なし				01:墜落・転落				0119:墜落：その他の機械設備から																																		34:その他の不安全行為があった。										10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。																												被災者はFD甲板上でコンクリートが投入されるホッパー担当（ホッパー揚重時の介錯ロープ担当 他）であった。17時頃、ホッパー内のコンクリート付着を除去しようとホッパー内に入り作業を実施した。終了後、ホッパー内から出るために、ホッパー天端の縁に手を付いて飛び上がったが出られなかった。縁に手を付いた状態で態勢を保持していたが、耐えられなくなりホッパー内へ着地した際に右足首を捻った。<改行>16:30 作業開始、17:00 事故発生		①事故について<改行>1)適切な昇降設備が無い状態でホッパー内へ入った。【不安全な作業環境】<改行>②被災報告の遅滞について<改行>1)事故当日は周りの作業員等は、誰も怪我に気付かなかった。<改行>2)被災者は当日及び病院での受診後、誰にも怪我の報告をしなかった。<改行>3)事故翌々日の5月17日に4次職長は病院に行く連絡を被災者より受けたが、工事での怪我と報告されなかったため、上位会社や元請ＪＶへの報告を行わなかった。<改行>4)被災者から6月3日に4次職長に対し、5月17日に病院に行ったのは5月15日の職場での作業において怪我をしたためであり、その診断結果は骨折であったことが伝えられたが、被災者から労災扱いにはしたくないと言われたため、4次職長は上位会社や元請ＪＶへの報告を行わなかった。<改行>5)作業時に怪我をした場合には必ず現場担当者に報告する必要があることが作業員全員に周知徹底されていなかった。<改行> （全作業員に実施する新規入場者教育時に労災隠しに関する説明を行っていたが徹底されていなかった。）		①事故について<改行>1)ホッパー内では”梯子”を設置、外には”立ち馬”を設置してホッパー内への出入りを行う。【作業環境の改善】<改行>②被災報告の遅滞について<改行>1)報告の徹底について全作業員へ再周知<改行>・8月29日朝礼時に実施済。<改行>・9月1日に全作業員を集めて周知。<改行>・その他（安全大会・安全教育訓練・安全衛生協議会・新規入場児教育など）の機会でも周知する。<改行>																																																																																																				R05-九州-西之表-0701.xlsx		10/10/23 16:03		1/31/24 13:51		2023		5		15		17		0		2023		TRUE		1		12		九州		1		18		4		18.3		6		119		84		2023/5/15　17:0		45061.7083333333

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		50		男		23年 01月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		敦賀港（鞠山北地区）防波堤（改良）築造工事（その2）		敦賀港（鞠山北地区）防波堤（改良）の基礎工、消波工及び付工を施工するものである。		令和5年6月5日 14時45分 頃		陸上		鞠山防波堤港内側		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		捨石（約50Kg）		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																				02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										40.00%		40.00%		17.00%		17.00%		本事故災害は、令和5 年6 月5 日（月）、施工現場である敦賀市鞠山地先鞠山防波堤港内側にて、一次下請潜水士（被災者）が捨石工捨石荒均し作業中に発生した。14 時45 分頃、人力では移動できない石に対してチェーンをかけるスペースを確保するために周辺の石を移動させていたところ、移動させた石が動いて石と石の間に指が挟まれ、右手母指末節骨を骨折した。<改行>13:00 作業開始、14:45 事故発生		【人的要因】<改行>①投入後の捨石の不安定さの確認が不十分であったこと<改行>【管理的要因】<改行>②危険な有害作業の教育が不十分であったこと		①石を移動する際には、周囲の石の安定を目視及び手で揺らすことで確認する。手でがたつく石については先に除去または回転させてかみ合わせを良くし、動かないように対策する。<改行>②不安定な石への対応は、これまでの捨石均し作業はゴム手袋を着用して行っていたが、万が一の備えとして捨石均し作業は、金属板が入った保護手袋を着用し受注者が保護手袋の着用を確認したうえで、捨石均し作業を実施させる。<改行>③今回の事故発生の原因・対策を追記した作業手順書を用いて、当該作業に従事する作業員全員に説明、周知を徹底する。				(株) 五洋建設		北陸支店																		(株) 曽根工業																																																																												R05-北陸-敦賀-0101.xlsx		6/30/23 17:01		1/29/24 13:39		2023		6		5		14		45		2023		TRUE		8		8		北陸		1		23		1		23.1		26		1399		42		2023/6/5　14:45		45082.6145833333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		32年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						右環指指尖部切断		3:9～15		14		1:労災適用		新潟港(西港地区)航路泊地付帯施設築造工事		本工事は、新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設の基礎工、提体工、根固工、被覆工、上部工、消波工、裏込工及び付工を行うものである。		令和5年6月8日 13時49分 頃		陸上		新潟県北蒲原郡聖籠町東港3 丁目地先（中詰		29:その他(　)		敷鉄板敷設作業		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						09:他に属さない建設機械				16:その他の加害物(　)		敷鉄板、吊具		08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。								24.相手の行動を確認しなかった。		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。								26:危険有害な場所に入った。																21:物を置いた場所が悪かった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										18.50%		18.20%		3.00%		0.00%		　本事故災害は、令和5年6月8日（木）13時49分頃、中詰砂採取場所での敷鉄板敷設作業中に、敷鉄板を吊っていた吊が荷卸ししていた敷鉄板と敷設済みの敷鉄板に挟まれ外せなくなったため、クレーン付バックホウの爪で敷鉄板の端部を持ち上げ、被災者が吊具に手を掛けた時に、敷鉄板がクレーン付バックホウの爪から外れ、吊具と敷鉄板の間に右手薬指が挟まれ被災したものである。8:30 敷鉄板荷降し、敷設作業開始、13:49頃 事故発生		①人的要因：作業手順書に記載のない作業を行った<改行>②物的要因：敷鉄板の仮置いた場所が悪かった<改行>③管理的要因：作業手順書の一部記載不足と周知不足		①作業手順書に記載されてない作業を行わない。<改行>②作業手順書に記載の無い作業が発生する際は、作業を中止して作業手順及び作業手順書を再考し、作業員に周<改行>　  知後、作業を再開する　<改行>③敷鉄板の仮置き場所、仮置き方法(玉外しの際は角材を使用する)を追記し、記載内容全体について、危険作業の<改行>　　可能性について作業員が理解できる内容に見直す。		本間・不動テトラ特定建設工事共同企業体		（株）本間組				（株）不動テトラ																国原建設(株)				（有）武田建設																																																																								R05-北陸-新潟-0201.xlsx		10/10/23 9:07		1/29/24 13:39		2023		6		8		13		49		2023		TRUE		8		29		北陸		3		32		0		32.0		9		1102		4		2023/6/8　13:49		45085.5756944444

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		鹿屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		04年 01月		普通作業員		04:胸部								01:打撲傷								1:0～3		0				令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工及び仮設工を施工するものである。		令和5年6月9日 9時50分 頃		陸上				17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				2:曇り								4:20～30								26:その他の起因物(　)		コンクリート打設用ホッパー		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械						16:勘違い判断をした。		24:相手の行動を確認しなかった。												04:作業標準を守らなかった。																																		06:施工計画・作業標準が不備だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。																消波ブロック（テトラポッド8t型）のコンクリート打設作業にあたり、被災者（合図者）の合図のもと70t吊りラフテレーンクレーンを用いてコンクリート用ホッパーを消波ブロック4個目から5個目の型枠へ水平移動させていたところ、5個目の型枠足場上でホッパーを被災者近傍へ誘導（位置決め）させる際に、被災者がホッパーと足場手摺りに挟まれる状態となり、被災者の胸部にホッパーが接触して負傷した。<改行>08:30 作業開始、09:50 事故発生		1)ホッパーの誘導・コンクリート打設作業は、本来１つのブロック・足場に対して、合図者、作業員①（コンクリート打設者）、作業員②（ホッパー誘導者）の計３人で行う作業であったが、作業員①は４個目のブロックの天端均し中、作業員②は４個目から６個目にバイブレーターを移動させる作業中の間に、被災者である合図者がクレーンオペレータに合図を出してホッパーの誘導を自ら実施してしまった。【不安全行動】<改行>2)クレーンオペレーターは、ホッパー本体や別の作業員が視界の妨げになり、合図者が死角に入ったにも関わらず、合図者(被災者)が合図を出し続けているであろうと思い込み、ホッパーを止めずに動かし続けてしまった。<改行>【危険に対する認識不足】<改行>3)ホッパーの誘導において介錯ロープを使用していなかった。【作業方法の不徹底】<改行>4)上記1)～3)を網羅した消波ブロックのコンクリート打設における作業員の体制（合図員、作業員の人数）、配置、作業手順が整備されていなかった。【作業手順書の不備】		1)消波ブロック製作（テトラポッド8t型）のホッパーの誘導・コンクリート打設においては、１つのブロック・足場に対して、合図者、作業員①（コンクリート打設者）、作業員②（ホッパー誘導者）の計３人で作業を分担する。なお、ホッパーの誘導が完了した後は、合図者と作業員は他の作業を兼務できる。【安全作業の徹底】<改行>2)クレーンによるホッパーの誘導時は、合図者は視認性の高い反射チョッキを着用し、クレーンオペレーターから分かりやすい位置で的確な合図を徹底する。【作業方法の改善】<改行>3)ホッパーの誘導は、介錯ロープを使用する。【作業方法の改善】<改行>4)上記1)～3)を網羅した消波ブロックのコンクリート打設における作業員の体制（合図員、作業員の人数）、配置、作業手順を整備し、安全教育を行い周知徹底を図る。<改行>また、他の現場において製作するブロックの種類等によっては、足場の設置の有無や作業員数の増減もあるため、各現場に合った作業手順書を作成し、作業手順を徹底する。【作業手順書の整備】																																																																																																				R05-九州-西之表-0301.xlsx		7/10/23 19:14		1/31/24 13:50		2023		6		9		9		50		2023		TRUE		8		17		九州		1		4		1		4.1		26		899		60		2023/6/9　9:50		45086.4097222222

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		56		男		09年 09月		運転手（一般）		04:胸部		05:腹部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下腿、足首、		04:骨折		07:火傷						4:16～30		30		1:労災適用		高知空港GSE車両通行帯等改良工事		本工事は、高知空港のGSE車両通行帯及び排水施設の改良を行うもので、構造物撤去工、空港土工、空港舗装工、飛行場標識工、仮設工及び小型水路工を施工し、安全管理を実施するものである。		令和5年6月21日 0時30分 頃		陸上		作業ヤード		22:舗装				68:タック及びプライムコート				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		3:200～500						05:車両系荷役運搬機械等				01:地面				01:墜落・転落				1103:取扱運搬等：機械の調整中																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		15:気持ちがあせっていた。																												54.00%		50.00%		50.00%		47.00%		被災者は、待機中にエア抜き配管より乳剤が垂れていることに気づいた。2000Ｌのタンクに1250Ｌの乳剤しか入っていなかったため、乳剤が垂れていることを疑問視した。おかしいと感じた被災者は、タンク内のエアー抜きを行う為にタンク後方のﾓｰﾀｰｶﾊﾞｰに上り、タンク上部の蓋を開けた。開けた瞬間乳剤が噴出し乳剤を上半身に浴び火傷を負った。その際反射的に体が動き、約1.6ｍのﾓｰﾀｰｶﾊﾞｰから飛び降りる形となり、着地の瞬間足をひねり、足を負傷した。<改行>23：00_乳剤散布車 現場作業ヤードに到着し、その場で待機<改行>0:30_災害発生<改行>1:55_病院搬送<改行>5:00_応急措置完了		①待機中に、準備として乳剤を加熱する際、攪拌機を作動させていると思い込んでいた。(電源の入れ忘れ)		①下請けに対して作業手順の周知徹底する。<改行>②作業車両の構造・取扱い及びトラブル解消方法の教育を実施するよう指導する。<改行>③現場パトロールによる実施確認や各種教育の定期的な実施及び日常点検項目を確認する。				大成ロテック（株）		四国支社																		ニチレキ（株）		四国支社																																																		警察		reserved-45100x1F		6/21　14：00現場検証、15：00電話にて事情聴取<改行>6/23　9：14　所見確認（業務上の過失なし、事件性なし）		労働基準監督署		reserved-45098x1F		6/22　15：00労働災害発生報告書、労働者死傷病報告の提出<改行>6/27　10：00現地検証　　6/28　8：30所見確認（下請及び元請へ指導票を発行予定）		空港事務所		reserved-45100x1F		6/23　14：30所見確認（制限区域外なので運用業務に支障をきたしていない）								R05-四国-高知-0201.xlsx		7/3/23 20:59		2/5/24 13:08		2023		6		21		0		30		2023		FALSE		1		22		四国		4		9		9		9.8		5		1103		68		2023/6/21　0:30		45098.0208333333

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		26		男		08年 01月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0				令和4年度馬毛島仮設桟橋築造工事(その2)		本工事は、馬毛島の仮設桟橋を新設するもので、捨石工、ラブルネット工、被覆・根固工、裏込・裏埋工、基礎工、本体工、上部工、付属工及び仮設工を施工するものである。		令和5年6月27日 8時35分 頃		海上				29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30								08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1101:取扱運搬等：積卸し作業中				3		04:作業標準を守らなかった。		34:その他の不安全行為があった。																										04:作業標準を守らなかった。		34:その他の不安全行為があった。																		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。																岸壁に400t吊非航旋回式起重機船を係留し、起重機船のクレーンにて配管用ピット（鉄筋コンクリート製L2.0m×B1.8m×H0.7m、約2.8t)を岸壁から起重機船のデッキ上へ積み込んでいた。玉外しは４人で行い、３人が同時に玉外しを終え、ワイヤーから手を離した際、玉外しを終えていない被災者のワイヤーにテンションが掛かり、配管用ピット吊具のカプラーに指を挟んだ。<改行>07:00 作業開始、08:35 事故発生		1)クレーンオペレータへの合図者が作業員を兼務しており、フックの鉛直及び水平方向の位置の確認が不十分であった。<改行>【作業体制（合図者）の不足】<改行>2)フックが十分に下がっていなかったことと、フックの水平方向の位置が玉外し箇所（４箇所）の中心からずれていたことで、ワイヤーにテンションがかかりやすい状況であった。【フック位置の確認不足】<改行>3)作業員4人が、4箇所の玉外しをそれぞれ１人で行っていたため、玉外し時に片手でワイヤーを固定しながらもう片方の手で吊具を外すことになり、ワイヤーを固定しにくい状況だった。【不安定作業】		1)クレーンオペレータへの合図者を作業員とは別に配置し、合図者はフックの鉛直及び水平方向の位置を確認して合図する。<改行>【作業体制の改善】<改行>2)フックを十分に下げるとともに、フックの位置が玉外し箇所（４箇所）の中心からずれないように操作する。<改行>【フック位置の確認の徹底】<改行>3)玉外しは1箇所につき2人1組で行い、1人がワイヤーを固定し、その確認後にもう1人が玉外しを行う。【作業手順の改善】																																																																																																				R05-九州-西之表-0401.xlsx		7/10/23 19:14		1/31/24 13:51		2023		6		27		8		35		2023		TRUE		8		29		九州		1		8		1		8.1		8		1101		4		2023/6/27　8:35		45104.3576388889

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		知名瀬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		45年 02月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0				令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工及び仮設工を施工するものである。		令和5年6月27日 10時45分 頃		陸上				17:コンクリートブロック製作				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ								4:20～30								21:手工具、用具				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他																																3		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。																		06:施工計画・作業標準が不備だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。														80tテトラポッド転置用治具「サスペンダー」のワイヤーΦ71mmを作業員3名で200tクローラークレーンのフックにかける作業を行っていた。その際にワイヤーのねじれを直しながら持ち上げフックにかけようとしていたが、ワイヤーがフック内に入った瞬間、フックとワイヤーの間に左人差し指の先端を挟んだ。<改行>08:30 作業開始、10:45 事故発生		1)フックにワイヤーをかける際に、挟まれる位置へ手を入れてしまった。【危険に対する認識不足】<改行>2)ワイヤーが太径で重量があり、アイの向きをフックに合わせづらい中で、フックを十分に下げず、重量物を扱う取付作業を高い位置で行ってしまった。【不安全な作業環境】		1)玉掛けワイヤーの挟まれが予想される箇所に着色明示を行い、危険個所を見える化する。【作業器具の改善】<改行>2)ワイヤーが太径で重量がある場合は、作業時は主フックを地面まで降ろすとともに、作業人数を３人から５人に増員する。<改行>増員した２名が補助ロープを引っ張りアイを水平にし、フックにワイヤーを入れやすくする。【作業体制の改善】<改行>　・作業員の役割は下記の通りとする。<改行>　　　合図者　　　フックの誘導及び合図を行う。<改行>　　　作業員1     補助ロープを使用し、アイを水平にする。（増員）<改行>　　　作業員2     補助ロープを使用し、アイを水平にする。（増員）<改行>　　　作業員3     ワイヤーを持ち上げ、フックへ取付を行う。<改行>　　　作業員4     ワイヤーを持ち上げ、フックへ取付を行う。																																																																																																				R05-九州-西之表-0501.xlsx		7/10/23 19:14		1/31/24 13:51		2023		6		27		10		45		2023		TRUE		8		17		九州		1		45		2		45.2		21		1299		60		2023/6/27　10:45		45104.4479166667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		01年 02月		土工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0		1:労災適用		大阪港北港南地区荷さばき地(C12)整備工事		　路床天端への吸い出し防止材(帆布)敷設作業時、敷設完了後の押さえ用土砂を3tダンプトラックで少量ずつ間配る作業をしていた。荷台の土砂を全て荷下ろしした後、荷台を下げたところダンプの後方あおりが完全に閉まっていなかったため人力であおりの戸当たり付近を手で清掃していたところ手を挟んだ。(右手中指、薬指)<改行>　清掃の際には、人力であおりの開閉をしながら清掃作業をしていた。		令和5年7月5日 14時50分 頃		陸上				25:土工				46:マット等の敷設				3:雨						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ																																		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。																		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										30.00%		27.00%		10.00%		15.00%		7:30 朝礼・KY活動・ラジオ体操、AM 吸出し防止材の敷設作業、12:00～13:00 昼休み、<改行>13:00 吸出し防止材の敷設作業再開、14:50 事故発生、15:14 工事所長より係長に報告、<改行>16:03 病院へ救急車で搬送		被災者本人の経験不足、危険予知能力の不足(経験1年2ヶ月)。<改行>あおりの特性・危険性は理解していたが、無意識に手をかけたまま押し込んでしまった。		・作業内容に見合った人員配置の再確認をするとともに、経験年数の浅い作業員とベテラン作業員を組み合わせる。<改行>・リスクアセスメントで細部の危険を洗い出す。<改行>・KY活動時に細部の危険にも目を配る。<改行>・各個人でヒヤリハットの体験報告を記入し、安全教育訓練時に発表してもらうことで、危険の芽を全員で共有する。<改行>・工事再開前に再発防止教育を実施する。当該事故状況の説明を行い、今回の事例を水平展開する。<改行>・本事故事案を作業手順書に追記する。<改行>・ダンプトラックのあおりへ「ダンプトラックのあおりと荷台との間への手の挟まれ防止」を明示する。		五洋・あおみ特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				あおみ建設株式会社																奥野工業株式会社				株式会社辻川工業														措置なし								措置なし																																																		R05-近畿-大阪-0101.xlsx		8/8/23 16:21		8/8/23 16:21		2023		7		5		14		50		2023		TRUE		8		25		近畿		1		1		2		1.2		5		ERROR:#VALUE!		46		2023/7/5　14:50		45112.6180555556

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島岬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		01年 03月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0				令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工及び仮設工を施工するものである。		令和5年7月12日 12時40分 頃		海上				09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ								5:30以上								08:作業船				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																4		09:準備段取り点検、確認を怠った。		17:危険を知らずにやった。																		06:施工計画・作業標準が不備だった。																		鋼管杭打設のためのオーガースクリューを回転させながら先端部の根固めグラウトの打設作業を行った。<改行>根固めグラウトの打設完了後、オーガースクリューを逆転させ引き上げる際、被災者はゴンドラ上でオーガースクリュー上に残っていた石材、どべら落とし作業を行った。<改行>その後、鋼管杭の測量をするために、パイルキーパー上で測量治具を杭頭部に設置しようとした際に、頭上から外周オーガー内に残っていた人頭大の石材が落下し、被災者の左太ももに当たった。<改行>08:00 作業開始、12:40 事故発生		1)オーガースクリューに残った石の撤去不足があった。【作業における確認不足】<改行>2)石が残っている事を見逃し、オーガースクリューの下に入って測量を行った。【危険に対する認識不足】<改行>3)上記を網羅した作業手順が整備されていなかった。【作業手順書の不備】		1)オーガースクリューを上げる際に、ゴンドラを使用して石を撤去する。外周オーガーを鋼管杭から切り離した後、外周オーガーをずらして、オーガースクリューの下側部分についてもハイウォッシャーを使用して、側面より石等を撤去する。【危険原因の除去】<改行>2)上記を網羅した作業手順を整備し、安全教育を行い周知徹底を図る。【作業手順書の整備】<改行>3)再発防止対策の実施状況は、受注者の現場責任者が確認し、その都度結果を発注者へ報告する。<改行>【再発防止対策のフォローアップ】																																																																																																				R05-九州-西之表-0601.xlsx		8/10/23 20:47		1/31/24 13:51		2023		7		12		12		40		2023		TRUE		4		9		九州		1		1		3		1.3		8		299		47		2023/7/12　12:40		45119.5277777778

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		32年 05月		監理技術者		04:胸部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		13:その他(　)				肺挫傷		4:16～30		18		1:労災適用		伏木富山港(新湊地区)岸壁(-14m)(中央2号)(改良)築造工事(その2)		本工事は、伏木富山港(新湊地区)岸壁(-14m)(中央2 号)(改良)の上部工、裏埋工、付属工、舗装工、撤去工、付工、給排水設備工及び電気設備工の施工を行うものです。		令和5年8月3日 12時20分 頃		陸上		射水市奈呉の江地先 (中央ふ頭2号岸壁)		29:その他(　)		現場巡回		84:その他(　)		現場巡回		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		鋼管杭		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		14:放心、考えごとをしていた。		18:熱中して判らなかった						99:その他								安全標識の不足、開口部の存在		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										60.50%		60.30%						　令和5年8月3日（木）12時20頃、射水市奈呉の江地先の施工場所において、元請所属の担当技術者が現場巡回中に、鋼管ソイルセメント杭の鋼管内掘削箇所の進捗を確認しながら、止水作業の該当箇所である海側鋼管矢板付近に近づき状況確認を終え、再び巡回に戻ろうとした際、振り向き様に踏み出した左足が、鋼管ソイルセメン杭の開口部に落ち込み、体勢を崩して転落、右の背中と左の脛を強打し負傷した。12:10 被災者が現場巡回を開始、12:20頃 事故発生		①人的要因： 危険だと思っていたが、無意識による不安全行動をとった。<改行>②物的要因 ： 現場に開口部が存在していた。<改行>③管理的要因： 基礎心得の教育・訓練が不十分であった。		① 鋼管ソイルセメント杭の全ての開口部に養生蓋を設置し、飛散防止のためのカラーコーンを置く。<改行>②現場再開前に、現場点検と職員、下請に対して教育を行う。また、作業手順書及び新規入場者教育資料を改定し、<改行>　 類似災害防止について周知する。				東亜建設工業株式会社																																																																																																R05-北陸-伏木富山-0101.xlsx		10/10/23 9:08		10/10/23 9:08		2023		8		3		12		20		2023		TRUE		1		29		北陸		4		32		5		32.4		26		199		84		2023/8/3　12:20		45141.5138888889

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		長崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		26年 05月		鉄筋工		02:頸部		04:胸部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)				02:創傷		04:骨折						5:31以上						令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工、仮設工、間詰工、止壁工、探査工及び潜水探査工を施工するものである。		令和5年9月19日 8時40分 頃		陸上				13:ケーソン製作(ドライドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ								4:20～30								11:足場、通路				17:加害物なし				01:墜落・転落				0105:墜落：梯子から																																		04:作業標準を守らなかった。																				03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。																		底版鉄筋組立のためにHBケーソンの鋼殻の外側から内側に入る際、工事用孔を通り、内側の梯子に足をかけ、左手で手摺を握り、右手で安全ブロックを墜落制止用器具（胴ベルト型）のD環にかけようとした時に左手を滑らせて5m下の底版へ落下した。<改行>08:00 作業開始、08:40 事故発生		1)被災者は外周足場上で安全ブロックを墜落制止用器具のD環に取り付けずに工事用孔に入り、足を梯子にかけ、左手で手すりを握り右手で安全ブロックを取り付けようとした時に左手が滑って転落した。結果的に安全ブロックを使用していない状態になった。【作業手順の認識不足】<改行>2)新規入場者教育時に安全ブロックの使用ルールについて動画によって周知をしていたが、より具体的なルール(工事用孔に入る前に墜落制止用器具D環と安全ブロックを装着する)の周知が徹底されていなかった。【作業手順の周知不足】		1)鋼殻の工事用孔の内側に手すり及び階段付きの枠組足場を設置する。鋼殻内で作業する時は、工事用孔から出入し 枠組足場を用いて昇降する。【作業環境の改善】<改行>2)上記１）の枠組み足場の設置・撤去の作業では、鋼殻内の昇降梯子を使用するため、安全ブロックの使用方法等のより具体的なルールを作成・周知するとともに、鋼殻の工事用孔の入り口に掲示する。<改行>なお、墜落制止用器具は、必要な構造規格を具備したものを使用する。【作業手順の周知徹底】																																																																																																				R05-九州-西之表-0801.xlsx		12/12/23 20:26		1/31/24 13:52		2023		9		19		8		40		2023		TRUE		1		13		九州		5		26		5		26.4		11		105		54		2023/9/19　8:40		45188.3611111111

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		58		男		38年 05月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		25		1:労災適用		令和３年度那覇港（新港ふ頭地区）臨港道路（若狭港町線）橋梁仮橋工事（第２次） 		本工事は、那覇港(新港ふ頭地区)臨港道路(若狭港町線)の橋梁工事における共通工、探査工、仮設工及び道路改良工を施工するものである。		令和5年9月27日 13時50分 頃		海上				09:杭及び矢板		沖縄県那覇市若狭　那覇西道路下		50:受杭・胴木布設・撤去		飛散養生架台撤去		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等																																1		07:防護物・保護具を使用しなかった。																				16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										82.70%		59.90%						既設上部コンクリート撤去用の飛散養生架台を設置していたが、作業中に倒壊した。（9/25）<改行>飛散養生架台の撤去作業を本日朝から実施していた。午後引続き撤去作業を行っていたが、単管柵同士を繋いでいたジョイントが外れず、何度か単管を振っていたら不意にジョイントが外れた。その際、単管が上下運動をして被災者の右足に接触した。（13：50頃）<改行>		・単管ジョイントを外すために吊っている状態の単管柵を揺らす等吊荷に直接触れ作業した。<改行>・潜水士である被災者が水中作業を控えていた状況であったとは言え、気中部作業において、保護帽、安全靴を着用していなかった。<改行>・想定外の事案が生じた場合、一旦作業手順の見直しにフィードバックする等の対応策を講じなかった。<改行>・コンクリート片飛散養生架台に大きな塊が落下することを想定していなかった（飛散養生架台の強度が不足していた）。		・イレギュラー（非定常）な作業が生じた場合は、一旦立ち止まって作業手順の見直しを行う。<改行>・気中部での潜水服を着用した作業では、保護帽・安全靴を着用する。（再教育及び元請重点確認）、若しくは鳶など本来、気中部で作業する他の職種が対応できる体制をとる。<改行>・吊荷に直接触れない。（介錯ロープ等の使用）<改行>・単管柵を含めたコンクリート片飛散防止対策の見直し。		五洋建設（株）・（株）國場組特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		九州支店		（株）國場組																（株）森崎建設工業				（株）とうほう工業																																																																								R05-沖総局-那覇-0101.xlsx		10/17/23 19:06		11/27/23 19:07		2023		9		27		13		50		2023		FALSE		4		9		沖縄		4		38		5		38.4		22		202		50		2023/9/27　13:50		45196.5763888889

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		64		男		45年 06月		鉄筋工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0				令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工、仮設工、間詰工、止壁工、探査工及び潜水探査工を施工するものである。		令和5年10月3日 8時40分 頃		海上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ								4:20～30								26:その他の起因物(　)		摩擦増大用マット定着用アンカー		15:起因物と同じ				02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																																		13:油断、軽視した。										04:安全度が不足だった。																												ケーソン底面の摩擦増大用マット上で底版鉄筋の段取り筋(単管パイプ)を運搬していた際、マット定着用アンカーに躓き転倒した。転倒した際にアンカー上に右手をつき、右手首を骨折した。<改行>08:30 作業開始、08:40 事故発生		1)慣れた作業箇所で足元の確認を怠ってしまった。【危険に対する認識不足】　<改行>2)黒色の摩擦増大用マット上のアンカーボルトが見えづらかった。【危険箇所の明示不足】		1)アンカーボルトを跨がないよう直角平行方向に歩行することを徹底する。【危険箇所の事前回避】<改行>2)全アンカーボルトにピンクリボンの設置又はマーキングを行う。【危険個所の見える化】																																																																																																				R05-九州-西之表-0901.xlsx		11/13/23 21:07		1/31/24 13:52		2023		10		3		8		40		2023		TRUE		2		12		九州		1		45		6		45.5		26		1199		54		2023/10/3　8:40		45202.3611111111

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		39年 06月		潜水士		10:その他(　)						吐き気・めまい・手足の痺れ		13:その他(　)						減圧症		2:4～8		8		1:労災適用		徳山下松港下松地区桟橋(-19m)築造工事(その2)		本工事は徳山下松港下松地区桟橋(-19m)(A2ジャケット)の本体工(ジャケット式)を施工するものである。		令和5年10月3日 18時0分 頃		陸上		自宅		29:その他(　)		本体工(ジャケット式)		23:潜水作業(調査等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																																																																94.60%		94.20%		0.90%		0.90%		10/3にグラウト注入の潜水作業(12：30～13：30頃)に従事。終業し宿舎に戻ったあと、18：00頃に体調不良(手足の痺れ)となり市内の病院へ搬送。10/4未明、再圧室のある病院へ搬送。Ⅰ型減圧症と診断された。10/3(火)18：01被災者より同僚へ体調不良(腕の痺れ)の連絡。被災者本人が救急車を手配。18：32元請より発注者へ連絡。18：40病院へ搬送。10/4(水)1：30再圧室のある病院へ搬送完了。5：00再圧室での治療終了。		①被災者の当日の健康状態に異常等はみられず、本人が自覚していない何らかの体調・体質の変状があったものと推測される。		①減圧時間をより確実に確保するため、本工事において、減圧時間を1ランク深い深度で管理する。②作業時の実水深を確認するダイブコンピューターの精度確保を徹底するため、毎月1回、ダイブコンピューター深度表示の点検を行う。③体調確認をより丁寧に行うこととし、「潜水作業体調チェックシート」において「朝・潜水前」に加えて「潜水後」の欄を追加し、潜水後の体調チェックを確実に行い記録する。また、睡眠時間の記載、アルコールチェッカーを使用した確認を追加する。④各個人の体調管理の重要性を周知するため、セルフケアについて安全教育を行う。⑤作業再開にあたり作業員への再発防止教育を行い、再発防止対策の周知徹底を図る。		東洋・あおみ・みらい特定建設工事共同企業体		東洋建設(株)				あおみ建設(株)				みらい建設工業(株)												洋伸建設(株)				水中開発(株)																																																労働基準監督署		reserved-45210x1F		【是正勧告書】関係請負人が労働安全衛生法の規定に違反しないよう必要な指導を行っていないこと。(安衛法第29条第1項)※二次下請に対して、安衛法第66条第2項(高圧則第38条第1項)及び安衛法第66条の4(高圧則第39条		海上保安部		reserved-45219x1F		指摘無し														R05-中国-宇部-0101.xlsx		10/10/23 17:54		11/6/23 17:29		2023		10		3		18		0		2023		TRUE		23		29		中国		2		39		6		39.5		27		1307		23		2023/10/3　18:0		45202.75

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		名瀬		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		54		男		36年 00月		潜水士		10:その他(　)						体調不良・吐き気・めまい		13:その他(　)						減圧症		3:9～15		14				令和5年度名瀬港(立神地区)防波堤(沖)(改良)基礎工事		本工事は、名瀬港（立神地区）防波堤（沖）（改良）の基礎工、被覆工を施工するものである。		令和5年10月9日 17時30分 頃		陸上		自宅		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				2:曇り								4:20～30								25:環境等		海水圧		11:海水等				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																																																																								当日の被覆均し作業（潜水作業）計画では、午前中は被災者が潜水作業を行い、午後は別の者が潜水作業を行う予定としていた。午前中に被災者が潜水作業を開始したが、津波注意報が発令されたため、作業を休止し、決められた手順で浮上・避難した。午後から潜水作業が再開となり、被災者の午前中の潜水時間は40分で、繰り返し潜水を行う事は可能なことから、午後からも引き続き被災者が潜水可能時間内で潜水作業を行った。<改行>被覆均し作業（潜水作業）終了後に帰宅した所、体調不良・吐き気・めまいの症状がでたため、本人自ら救急車を要請し病院に搬送。減圧症が疑われるため、高気圧酸素療法室で治療。その後も吐き気・めまいの症状がおさまらず、病院にて治療。<改行>07:54～08:30 1回目潜水作業、12:35～16:28 2回目潜水作業、16:45 帰宅、17:30 事故発生（体調不良）		1)当該水深18ｍ以浅における1回当たりの潜水時間、及び作業終了後の減圧浮上手順について、定められた方法、所定時間は厳守されており、また、体調についても良好であることを確認し、潜水器具の異常も確認できなかった状況であり、特定の原因は見当たらない。		1)体調確認が口頭のみの簡易的なものであったため、潜水士の体調管理チェックシートを作成し、毎朝の朝礼時に記入し体調を確認する。【体調確認の徹底】<改行>2)潜水作業時間等のルール上、一人の者が2回潜水が可能であっても、本工事では、2回潜水を行わない。<改行>【潜水ルールの変更】																																																																																																				R05-九州-西之表-1001.xlsx		11/13/23 21:07		1/31/24 14:37		2023		10		9		17		30		2023		TRUE		23		8		九州		3		36		0		36.0		25		1307		23		2023/10/9　17:30		45208.7291666667

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		38年 00月		普通船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0				令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工、仮設工、間詰工、止壁工、探査工及び潜水探査工を施工するものである。		令和5年10月10日 12時50分 頃		海上				15:ケーソン進水				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ								4:20～30								26:その他の起因物(　)		係留ロープ		15:起因物と同じ				06:激突され				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						08:機械・装置等を不安全に動かした。																																																06:施工計画・作業標準が不備だった。																		ケーソン進水準備作業において、ＦＤの船尾側に起重機船の係船作業をしていたが、風により船舶の位置保持が難しくなったためアンカーの打ち替えを実施することとなった。起重機船を移動するため、ＦＤの係船柱に取付けられたロープのシャックルの取り外しを着火船で行っていた際、着火船のボラードにロープが引っ掛かり、風により起重機船が流されたことによりで緊張して跳ねたロープが被災者の顔に当たり負傷した。<改行>08:30 作業開始、12:50 事故発生		1)係留ロープのシャックルを取り外す際に、係留ロープを十分緩めていなかった。【危険に対する認識不足】<改行>2)起重機船の動揺により係留ロープにテンションがかかった。【危険に対する認識不足】<改行>3)係留ロープを連結する際の作業手順は整備されていたが、取り外す際の作業手順が整備されていなかった。<改行>【作業手順書の不備】		1)係留ロープのシャックルの取り外し作業は、係留ロープを十分緩めたうえで実施する。【施工方法の改善】<改行>2)起重機船の動揺を抑制するため、アンカーをハの字に設置する。【施工方法の改善】<改行>3)上記を網羅した係留ロープを取り外す際の作業手順を整備し、安全教育を行い周知徹底を図る。【作業手順書の整備】																																																																																																				R05-九州-西之表-1101.xlsx		11/13/23 21:07		1/31/24 13:52		2023		10		10		12		50		2023		TRUE		6		15		九州		1		38		0		38.0		26		1104		51		2023/10/10　12:50		45209.5347222222

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		09年 07月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								03:刺傷								5:31以上		94				令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工、仮設工、間詰工、止壁工、探査工及び潜水探査工を施工するものである。		令和5年10月21日 18時40分 頃		海上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ								3:10～20								24:材料等		鉄筋		15:起因物と同じ				06:激突され				1101:取扱運搬等：積卸し作業中						16:勘違い判断をした。																												09:準備段取り点検、確認を怠った。										35:その他の作業環境に欠陥があった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。																		ＳＦケーソンの鉄筋組立作業中、上層フロアから中層フロアに鉛直鉄筋（主筋）を下ろす作業を行っていた。誤って違う鉄筋を下ろしたため、中層から上層へ声掛けをし、上層からの聞き返しの返答を上層に戻してよい旨と聞き誤り、再度上層フロアへ鉄筋を戻したところ、上層に居た被災者の右目下に鉄筋が接触した。<改行>16:30 作業開始、18:40 事故発生		1)中層フロアへの鉄筋供給の際に、鉄筋長の違う鉄筋を供給してしまい、上層フロアへ鉄筋を上げる行為が発生してしまった。<改行>【鉄筋の確認不足】<改行>2)声掛けによる合図で鉄筋を受け渡ししていた。その際に中層フロアからの声掛けに対して、上層フロアにいた被災者が聞き返しの返答をして、様子を見るため床面近くに顔を近づけてしまった。中層フロアの作業員は、「聞き返しの返答」を「問題なしの返答」と誤った認識をして、鉄筋を上層フロアへ上げてしまった。【連絡方法の確実性不足】		1)鉛直鉄筋の種類毎（長さ・径）でスプレーによりマーキングする。【鉄筋の種類の明確化】<改行>2)声が通りにくい作業環境においては、無線（ハンズフリー）による連絡方法に変更する。【連絡方法の改善】<改行>3)中層フロアへ供給する鉄筋を間違えて、上層フロアへ鉄筋を上げる必要性が発生した場合の手順を作業手順書に記載し、作業員に周知する。【施工手順の改善】																																																																																																				R05-九州-西之表-1201.xlsx		11/13/23 21:08		1/31/24 13:53		2023		10		21		18		40		2023		TRUE		6		12		九州		5		9		7		9.6		24		1101		54		2023/10/21　18:40		45220.7777777778

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		57		男		36年 06月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上				1:労災適用		令和5年度名古屋港飛島ふ頭東岸壁(-15m)土留本体及び地盤改良工事		本工事は、名古屋港飛島ふ頭R2岸壁における護岸部の構造物撤去工、土工、地盤改良工、本体工及び仮設工を施工するものである。		令和5年11月1日 13時30分 頃		陸上		愛知県海部郡飛島村東浜２丁目地先		29:その他(　)		本体工(鋼管矢板工)		02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						12:作業床等				01:地面				01:墜落・転落				0106:墜落：脚立、うまから																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。		31:無理な姿勢で作業した。														03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		17:下請け指導が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。				30.90%		30.70%						本体工 鋼管矢板打設作業に先立ち三点式杭打機の組立作業の一環として、三点式杭打機のガントリ起立のためにテンションバーピンを抜く作業を立馬(1.3ｍ)上で行っていた。作業に際し、付属するスナップピンが固く抜けなかったため、墜落制止用器具のフックをスナップピンに掛け、勢いよく引っ張った時にバランスを崩して立馬から転落し左足踵を敷鉄板に打ち付けた。<改行>7:45安全朝礼、9:00作業開始、13:30事故発生		①テンションバーピンの外れ止めスナップピンの取り外しを本来の工具と違う安全帯のフックで代用した。<改行>②テンションバーピンの引き抜きにおいて、安全に作業できる位置に立馬が設置されていなかった。<改行>③単独作業となっており、転落の可能性について気づき補助できる人員配置となっていなかった。<改行>④下請から元請、元請から発注者への連絡が遅れ、施工計画書の連絡体制が順守されなかった。		①三点式杭打機組立にかかる作業手順書を見直し、予定外作業を行う場合の対応ルールを周知・順守させる。<改行>②現場条件や事故事例を踏まえ、立馬を適切な位置に設置する等、使用方法について再教育を行う。<改行>③単独作業にならないように、作業員相互の視界に入るよう人員配置を計画し、指示・声掛けを徹底する。<改行>④ヒヤリハットが発生した場合は、元請まで報告・連絡が行われるよう徹底し、危険要因が排除できる職場環境を整える。また、施工計画書に定めた連絡体制が順守されるよう改めて周知徹底を図る。				五洋建設株式会社		名古屋支店																		丸泰土木株式会社				株式会社泰江工業														文書注意																																																										R05-中部-名古屋-0301.xlsx		12/11/23 10:01		1/11/24 14:08		2023		11		1		13		30		2023		TRUE		1		29		中部		5		36		6		36.5		12		106		2		2023/11/1　13:30		45231.5625

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		松山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		05年 00月		特殊作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		松山港外港地区岸壁（-13m）築造工事		本工事は、松山港外港地区岸壁（-13m）の仮設工、構造物撤去工、海上地盤改良工、土捨工、基礎工、本体工、雑工を施工し、安全管理を実施するものである。		令和5年11月23日 0時30分 頃		海上		ケーソン上		29:その他(　)		ケーソン撤去・仮置		51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		2		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。								07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								56.00%		48.00%		20.00%		20.00%		構造物撤去工（ケーソン撤去・仮置）作業に伴い、起重機船側の吊り金具とケーソンに設置していた先行ワイヤー（吊りピースと連結）を取付けるために、ケーソン上にて玉掛作業を実施していた。0：30頃、突如、作業床が崩れ、落下し、作業を行っていた17人の内、5人がケーソン遊水室に落下した。（内、負傷者2名。）<改行>0：00　起重機船は作業現場に係留完了しており、起重機船側の吊り金具とケーソンに設置していた先行ワイヤーの玉掛作業を開始。－0：30　災害発生。（負傷者2名）－2：28　負傷者1名を病院へ搬送。－2：55　労働基準監督署へ連絡。－8：00　海上保安部現場検証・事情徴収終了。（応急措置完了）		①既設ケーソンを撤去する特殊な作業状況ではあったものの、一般的なケーソン吊上げ時の玉掛作業と同様な作業であると、油断・軽視した。<改行>②夜間作業（空港運用終了後～空港運用開始）という限られた時間帯で、作業毎のタイムスケジュールが限られており、玉掛作業に対して気持ちが焦っていた。<改行>③先行ワイヤー位置に合わせた作業床が施工計画書どおり出来ず、開口部が多い・転落防止設備の不備・固定がされていない作業床となり、作業床の最大荷重（1枚当たり3人まで）を超えて作業員が集中し、作業床が脱落した。<改行>④作業床設置完了後に、元請けによる安全標識等の設置、設備点検ができていなかった。		①ケーソンの先行ワイヤー位置に合わせた、開口部の少ない面的な作業床の製作・設置を行う。（固定されていることの確認）<改行>②作業員が作業床に集中載荷した場合でも、強度的に余裕を持った作業床の構造とする。<改行>③海上への転落防止柵の設置、最大積載重量（荷重・人員の目安）や安全標識等の明示物の設置。<改行>④元請け、下請け職員を含めた玉掛・玉外作業の人員配置・作業手順について、再度、作業手順周知会・安全教育を実施する。<改行>⑤作業床設置後、元請け職員による設置状況の安全点検・確認を実施する。				五洋建設(株)		四国支店																		大新土木(株)				深田サルベージ建設(株)																																																労働基準監督署		reserved-45281x1F		11/27　14：00災害原因と再発防止対策を報告。12/19　15：00新設作業床の現地確認。12/21　是正勧告書と指導票を受領。12/27　是正・改善報告書を提出。		海上保安部		reserved-45261x1F		12/1　16：30軽傷ではあるが診断書が出ていることから、海上保安部としては、業務上過失傷害罪に科することが一般的である。そのため、今回事故では業務上過失傷害罪で地検に書類送検することになる。														R05-四国-松山-0101.xlsx		12/15/23 16:26		8/23/24 10:00		2023		11		23		0		30		2023		TRUE		1		29		四国		1		5		0		5.0		12		123		51		2023/11/23　0:30		45253.0208333333

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		松山		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		25		男		06年 07月		特殊作業員		03:背部								13:その他(　)						背中に筋肉痛のような違和感		1:0～3		0		1:労災適用		松山港外港地区岸壁（-13m）築造工事		本工事は、松山港外港地区岸壁（-13m）の仮設工、構造物撤去工、海上地盤改良工、土捨工、基礎工、本体工、雑工を施工し、安全管理を実施するものである。		令和5年11月23日 0時30分 頃		海上		ケーソン上		29:その他(　)		ケーソン撤去・仮置		51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		2		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。								07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。								56.00%		48.00%		20.00%		20.00%		構造物撤去工（ケーソン撤去・仮置）作業に伴い、起重機船側の吊り金具とケーソンに設置していた先行ワイヤー（吊りピースと連結）を取付けるために、ケーソン上にて玉掛作業を実施していた。0：30頃、突如、作業床が崩れ、落下し、作業を行っていた17人の内、5人がケーソン遊水室に落下した。（内、負傷者2名。）<改行>0：00　起重機船は作業現場に係留完了しており、起重機船側の吊り金具とケーソンに設置していた先行ワイヤーの玉掛作業を開始。－0：30　災害発生。（負傷者2名）－2：28　負傷者1名を病院へ搬送。－2：55　労働基準監督署へ連絡。－8：00　海上保安部現場検証・事情徴収終了。（応急措置完了）		①既設ケーソンを撤去する特殊な作業状況ではあったものの、一般的なケーソン吊上げ時の玉掛作業と同様な作業であると、油断・軽視した。<改行>②夜間作業（空港運用終了後～空港運用開始）という限られた時間帯で、作業毎のタイムスケジュールが限られており、玉掛作業に対して気持ちが焦っていた。<改行>③先行ワイヤー位置に合わせた作業床が施工計画書どおり出来ず、開口部が多い・転落防止設備の不備・固定がされていない作業床となり、作業床の最大荷重（1枚当たり3人まで）を超えて作業員が集中し、作業床が脱落した。<改行>④作業床設置完了後に、元請けによる安全標識等の設置、設備点検ができていなかった。		①ケーソンの先行ワイヤー位置に合わせた、開口部の少ない面的な作業床の製作・設置を行う。（固定されていることの確認）<改行>②作業員が作業床に集中載荷した場合でも、強度的に余裕を持った作業床の構造とする。<改行>③海上への転落防止柵の設置、最大積載重量（荷重・人員の目安）や安全標識等の明示物の設置。<改行>④元請け、下請け職員を含めた玉掛・玉外作業の人員配置・作業手順について、再度、作業手順周知会・安全教育を実施する。<改行>⑤作業床設置後、元請け職員による設置状況の安全点検・確認を実施する。				五洋建設(株)		四国支店																		大新土木(株)				深田サルベージ建設(株)																																																労働基準監督署		reserved-45281x1F		11/27　14：00災害原因と再発防止対策を報告。12/19　15：00新設作業床の現地確認。12/21　是正勧告書と指導票を受領。12/27　是正・改善報告書を提出。		海上保安部		reserved-45261x1F		12/1　16：30軽傷ではあるが診断書が出ていることから、海上保安部としては、業務上過失傷害罪に科することが一般的である。そのため、今回事故では業務上過失傷害罪で地検に書類送検することになる。														R05-四国-松山-0102.xlsx		12/15/23 16:28		8/23/24 10:01		2023		11		23		0		30		2023		TRUE		1		29		四国		1		6		7		6.6		12		123		51		2023/11/23　0:30		45253.0208333333

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		27		男		03年 03月		特殊作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		04:胸部						04:骨折								5:31以上		123				令和5年度大分港(大在西地区)岸壁(-9m)築造外1件工事		　本工事は、大分港（大在西地区）岸壁(-9m)の構造物撤去工、海上地盤改良工、土捨工、基礎工、本体工（ケーソン式）及び泊地(-9m)の浚渫工、土捨工を施工するものである。		令和5年12月16日 7時40分 頃		陸上				16:ケーソン曳航・据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ケーソン吊枠、吊ワイヤー		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他				3		04:作業標準を守らなかった。		17:危険を知らずにやった。		21:連絡合図がなかった。																								04:作業標準を守らなかった。		17:危険を知らずにやった。		21:連絡合図がなかった。																06:施工計画・作業標準が不備だった。																		　本工事は、ケーソン製作ヤードに仮置きされているケーソン10函の据付を行うものであり、4名一組の作業員で吊り枠に通す吊りワイヤーの配置組替え作業を行っていた。（吊りワイヤー持ち手2名、持ち手補助者1名、外れ止めピン外し（被災者）1名）<改行>　吊りワイヤー（約150kg）を作業員2名で押さえた後、被災者が外れ止めピン（約25kg）を外したところ、作業員2名では押さえきれず、外れ止めピンを持った状態で身動きが取れない被災者の方へ動き出し、吊り枠と吊りワイヤーに挟まれ被災した。<改行>07:10 作業開始、07:40 事故発生		①ワイヤーガイドの外れ止めピンを外した際のワイヤーの動きを予測できていなかった。<改行>持ち手２人でワイヤーを押さえていれば動きが止まると思っていた。<改行>また、持ち手補助者は被災者が挟まれるとは思っていなかった。<改行>【危険に対する認識不足】<改行>②作業手順書には、ワイヤーガイドの外れ止めピンを外す作業について、「合図・連絡を密に行い、介錯ロープを使用して振れ止めを行う。声を掛け合い人払いをして吊り上げる。」との記載があったが、作業手順が徹底されていなかった。<改行>【作業手順書の徹底不足】<改行>③作業手順書における「危険性又は有害性」の中に、外れ止めピンを外した後に吊ワイヤーが吊枠の内側に向かい動き出す危険性の記載がなかった。<改行>【作業手順書の不備】		①外れ止めピンを外す際は、吊ワイヤーを固縛ロープで吊枠に固定した後にピンを外し、作業員の退避完了を確認した後に固縛ロープを外す。<改行>【作業手順の改善】<改行>②作業手順書において、外れ止めピンを外した後に吊ワイヤーが吊枠の内側に向かい動き出した場合の危険性（挟まれ）等を追記するとともに、元請け・下請けの作業員に周知・徹底する。<改行>【作業手順書の改善と周知・徹底】<改行>③ケーソン吊枠ワイヤーの吊具組替作業に限らず、初めて下請けが作業する作業の施工サイクルについて、元請けが下請けの作業手順を現場にて確認する。<改行>【作業手順の現場確認】																																																																																																				R05-九州-別府-0101.xlsx		1/4/24 9:27		4/17/24 18:48		2023		12		16		7		40		2023		TRUE		8		16		九州		5		3		3		3.3		26		1199		51		2023/12/16　7:40		45276.3194444444

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		七尾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		23		男		00年 09月		担当技術者		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								4:16～30		17		1:労災適用		七尾港（大田地区）泊地（-13m）浚渫外一件工事		本工事は、七尾港(大田地区)泊地(-13m)、航路(-13m)の浚渫・土捨工、土砂運搬工及び付工を施工<改行>するものである。		令和5年12月22日 14時10分 頃		海上		グラブ浚渫船上		05:浚渫・床掘り				03:装備機械器具等の点検・整備				4:雪				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				15:起因物と同じ				02:転倒				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。														32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										04:理解度の確認が不十分だった。										71.00%		71.20%		75.60%		75.80%		 　本事故災害は令和５年１２月２２日（金）１４時１０分頃、グラブ浚渫船上において、元請担当技術者（被災者）は現場代理人と共に「浚渫管理システム」の部品交換を行った後、被災者は昇降階段の手摺を両手で握りながら降りていたが、積雪の影響により、左足を滑らせ転倒し、そのはずみで左手が手摺から離れ、右手で身体を支えたことにより右手に負荷がかかり負傷した。13:00 部品交換開始、14:10 事故発生		①人的要因：積雪に対応する経験不足と油断があった。<改行>②物的要因：昇降階段に滑り止めが施されていなかった。<改行>③管理的要因：積雪に対応する教育が不十分だった。		①積雪時、作業船上では『靴底滑り止め防寒安全靴』、作業船上の昇降では滑り止め付きの手袋を着装する。<改行>②昇降階段ステップの縁にすべり止めテープを取り付け、船上の通行帯に滑り止め塗料を塗布する。<改行>③日々の安全教育や指導を強化し、作業従事者の経験等に応じた冬季の日本海側特有の気象海象対策を丁寧に指導する。				東洋建設(株)																																																																																																R05-北陸-金沢-0201.xlsx		3/22/24 13:14		3/22/24 13:14		2023		12		22		14		10		2023		TRUE		2		5		北陸		4		0		9		0.8		25		1399		3		2023/12/22　14:10		45282.5902777778

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		30年 00月		高級船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上				2:労災非適（船員法適用）		船舶(港湾業務艇)｢いずみⅡ｣修理、港湾業務艇「いずみⅡ」運航		船舶(港湾業務艇)｢いずみⅡ｣のドック修理中、別件の港湾業務艇｢いずみⅡ｣運航の船長が監督職員と協議の上、修理に臨場していたところ、船内を移動中に船底倉庫へ通じるハッチが解放している状態を把握していたものの考え事をして、ハッチが解放していることをうっかり忘れてしまい、船底倉庫へ転落し左足を骨折。		令和6年2月5日 10時15分 頃		陸上		造船所ドック		29:その他(　)				84:その他(　)				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		1:0～50		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		通路の開口部		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				14:放心、考えごとをしていた。		15:気持ちがあせっていた。		19:よそ見をしていた。						17:安全標識がなかった。																				60.00%		60.00%		40.00%		40.00%		船底倉庫へ通じるハッチが解放している状態を把握していたが、考え事をしており、ハッチが解放していることをうっかり忘れてしまい、船底倉庫へ転落した。転落した際、船底倉庫の床に脛骨をぶつけ、左足を骨折。<改行>8:00作業（修理内容の確認）開始→10:15事故発生→10:20救急搬送→15:00被災者の診察完了		①墜落防止の措置を行っていなかった。<改行>②船底倉庫での修理作業のために、倉庫へ通じるハッチを解放していた。<改行>③被災者はハッチが解放している状態を把握していたが、考え事をしており、ハッチが解放していることをうっかり忘れてしまい、船底倉庫へ転落した。		①開口部に注意喚起の明示、カラーコーンの設置。<改行>②修理作業員及び臨場者に安全教育を実施。				鹿瀬造船(株)				望月海運(株)																																		措置なし								措置なし																																																		R06-近畿-神戸-0101.xlsx		2/29/24 15:33		2/29/24 15:33		2024		2		5		10		15		2023		TRUE		1		29		近畿		5		30		0		30.0		26		199		84		2024/2/5　10:15		45327.4270833333

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		長崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		14年 10月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷		04:骨折						1:0～3		0				令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工、仮設工、間詰工、止壁工、探査工及び潜水探査工を施工するものである。		令和6年2月26日 8時45分 頃		海上				16:ケーソン曳航・据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ								3:10～20								26:その他の起因物(　)		曳航ロープ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																																																						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。																		・FDを岸壁に係留するため、投錨位置へ移動した後、FDと曳船を連結している曳航ロープを切り離すため、曳船上でロープの巻き取り作業を行っていた。<改行>・曳航ロープを巻き取る際、乱巻きにならないようにシフター（ロープの巻き取り補助装置）を用いるが、接続部(シャックル)を通過させる時にシフターの片側を倒し、ロープを手で押さえていた。<改行>・その際、曳航ロープが上方に移動し、鳥居ビットと曳航ロープに右手薬指を挟み負傷した。<改行>08:45 事故発生		1）曳船上にて、ウインチで曳航ロープの接続部（シャックル）を巻き取る時に、ロープのぶれを防止するために、ロープを押さえる作業を作業員が直接触って行った。【危険に対する認識不足】		1）ロープ巻き取り箇所への立入禁止措置として標識等を設置する。【作業環境の改善】<改行>2）ロープ巻き取り時の乱巻き防止方法として、接続部（シャックル）でもシフターを使用する。【作業手順の改善】																																																																																																				R05-九州-西之表-1301.xlsx		3/18/24 11:03		4/17/24 18:47		2024		2		26		8		45		2023		TRUE		8		16		九州		1		14		10		14.8		26		809		14		2024/2/26　8:45		45348.3645833333

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		58		男		12年 03月		普通船員		03:背部								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		令和５年度中城湾港（新港地区）泊地浚渫工事 		本工事は、中城湾港（新港地区）泊地の共通工、潜水探査工、浚渫工、土捨工、仮設工及び深浅測量を施工するものである。		令和6年2月26日 14時40分 頃		海上				26:埋立				03:装備機械器具等の点検・整備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				03:作業床				02:転倒				0109:墜落：梁、母屋から																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		27:不安全な場所へのった。		13:油断、軽視した。		04:作業標準を守らなかった。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。								99.00%		95.00%		100.00%		91.00%		空気圧送船の圧送中、船内の船底に泥水が溜まるため被災者が単独で清掃を行っていた。被災者が船底より1mの高さのH型鋼及びアングル上から、2インチの給水ホースを使用して船底の泥水を洗い流していたところ、足を滑らせ、転倒し右腰部を打った。<改行>　		①被災者は足場が整備されていない開口部に立入り、不安定な足場上からの作業を行っていた。<改行>②排水ホースは水流で先端が触れるため、ホースの先端に近い位置でホースを持つ必要があり、通路からではホースが届かず作業ができなかったため、危険な箇所に立ち入った。<改行>③排水ホースの取り回しや移動を一人で行っていたため、体勢を崩しやすかった。<改行>④清掃作業の作業に関して危険の洗い出しを行っていなく、危険予知や対策が不十分であった。		①当該開口部への立入を禁止とし、立入禁止措置を行う。<改行>②船底の清掃を行う場合は、足場の良い通路上から行う。ホースの先端に単管を接続して通路上から船底に向けて排水する。③清掃は2人以上で行う。1人が排水ホースの取り回し、1人がホースの先端の移動を行う。<改行>④清掃活動等、本作業以外の準備片付け作業等についてもKYK等で危険の洗い出しを行い、作業手順の確認、危険予知及び対策を行った上で作業を行う。		五洋建設・りんかい日産建設・國場組特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		沖縄営業所		りんかい日産建設（株）		沖縄営業所		（株）國場組												大旺新洋（株）																																																																												R05-沖総局-那覇-0201.xlsx		5/22/24 18:32		5/22/24 18:32		2024		2		26		14		40		2023		TRUE		2		26		沖縄		1		12		3		12.3		12		109		3		2024/2/26　14:40		45348.6111111111

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		17年 09月		普通船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						臀部		13:その他(　)						臀部内出血		1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)浚渫⼯事		八戸港⼋太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)の浚渫⼯・⼟捨⼯を⾏うもの。<改行>浚渫⼯A=60、734m2 V=64、845m3<改行>⼟捨⼯零号設置・管理・撤去1式、受枠設置・管理・撤去1式、排砂管設置・管理・撤去1式		令和6年2月28日 16時57分 頃		海上		八戸港北防波堤港内側		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		海水		15:起因物と同じ				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		7		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった																				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				86.00%		80.00%		20.00%		20.00%		排砂管撤去作業にあたり、排砂管を北防波堤にワイヤーで仮係留していたが波浪によりワイヤーが破断。航路側へ排砂管が流出する恐れがあったため、北防波堤上で排砂管の流出防⽌対策作業（ワイヤーによる再固縛）を行っていたところ、防波堤を越える波の襲来により作業員１名が海中に転落し死亡。また、作業船上で作業していた作業員６名が船の急激な動揺により転ぶなどして負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00作業開始、16:57事故発生		①事故発生場所では防波堤に被る波も見られ危険性の認識はあったが、排砂管の航路流出防止を優先し作業を行ってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①防波堤上での作業にあたっては作業中止基準を遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②緊急性がある場合でも独自の判断で行動しないよう安全教育を実施する。				あおみ建設株式会社		東北支店																		青木マリーン株式会社				株式会社細川産業																																																																								R06-東北-八戸-0301.xlsx		3/21/24 13:40		4/8/24 11:24		2024		2		28		16		57		2023		TRUE		2		5		東北		1		17		9		17.8		25		1104		30		2024/2/28　16:57		45350.70625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		25年 07月		普通船員		05:腹部								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)浚渫⼯事		八戸港⼋太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)の浚渫⼯・⼟捨⼯を⾏うもの。<改行>浚渫⼯A=60、734m2 V=64、845m3<改行>⼟捨⼯零号設置・管理・撤去1式、受枠設置・管理・撤去1式、排砂管設置・管理・撤去1式		令和6年2月28日 16時57分 頃		海上		八戸港北防波堤港内側		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		海水		15:起因物と同じ				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		7		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		26:危険有害な場所に入った。																				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				86.00%		80.00%		20.00%		20.00%		排砂管撤去作業にあたり、排砂管を北防波堤にワイヤーで仮係留していたが波浪によりワイヤーが破断。航路側へ排砂管が流出する恐れがあったため、北防波堤上で排砂管の流出防⽌対策作業（ワイヤーによる再固縛）を行っていたところ、防波堤を越える波の襲来により作業員１名が海中に転落し死亡。また、作業船上で作業していた作業員６名が船の急激な動揺により転ぶなどして負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00作業開始、16:57事故発生		①事故発生場所では防波堤に被る波も見られ危険性の認識はあったが、排砂管の航路流出防止を優先し作業を行ってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①防波堤上での作業にあたっては作業中止基準を遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②緊急性がある場合でも独自の判断で行動しないよう安全教育を実施する。				あおみ建設株式会社		東北支店																		青木マリーン株式会社				株式会社細川産業																																																																								R06-東北-八戸-0601.xlsx		3/21/24 13:40		4/8/24 11:24		2024		2		28		16		57		2023		TRUE		2		5		東北		1		25		7		25.6		25		1104		30		2024/2/28　16:57		45350.70625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		09年 00月		普通船員		02:頸部								13:その他(　)						捻挫		3:9～15		14		1:労災適用		八戸港八太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)浚渫⼯事		八戸港⼋太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)の浚渫⼯・⼟捨⼯を⾏うもの。<改行>浚渫⼯A=60、734m2 V=64、845m3<改行>⼟捨⼯零号設置・管理・撤去1式、受枠設置・管理・撤去1式、排砂管設置・管理・撤去1式		令和6年2月28日 16時57分 頃		海上		八戸港北防波堤港内側		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		海水		15:起因物と同じ				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		7		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった																				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				86.00%		80.00%		20.00%		20.00%		排砂管撤去作業にあたり、排砂管を北防波堤にワイヤーで仮係留していたが波浪によりワイヤーが破断。航路側へ排砂管が流出する恐れがあったため、北防波堤上で排砂管の流出防⽌対策作業（ワイヤーによる再固縛）を行っていたところ、防波堤を越える波の襲来により作業員１名が海中に転落し死亡。また、作業船上で作業していた作業員６名が船の急激な動揺により転ぶなどして負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00作業開始、16:57事故発生		①事故発生場所では防波堤に被る波も見られ危険性の認識はあったが、排砂管の航路流出防止を優先し作業を行ってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①防波堤上での作業にあたっては作業中止基準を遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②緊急性がある場合でも独自の判断で行動しないよう安全教育を実施する。				あおみ建設株式会社		東北支店																		青木マリーン株式会社				株式会社細川産業																																																																								R06-東北-八戸-0701.xlsx		3/21/24 13:40		4/8/24 11:24		2024		2		28		16		57		2023		TRUE		2		5		東北		3		9		0		9.0		25		1104		30		2024/2/28　16:57		45350.70625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		40		男		20年 00月		普通船員		04:胸部		05:腹部						04:骨折		12:臓器破裂						6:死亡				1:労災適用		八戸港八太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)浚渫⼯事		八戸港⼋太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)の浚渫⼯・⼟捨⼯を⾏うもの。<改行>浚渫⼯A=60、734m2 V=64、845m3<改行>⼟捨⼯零号設置・管理・撤去1式、受枠設置・管理・撤去1式、排砂管設置・管理・撤去1式		令和6年2月28日 16時57分 頃		海上		八戸港北防波堤港内側		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		海水		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				86.00%		80.00%		20.00%		20.00%		排砂管撤去作業にあたり、排砂管を北防波堤にワイヤーで仮係留していたが波浪によりワイヤーが破断。航路側へ排砂管が流出する恐れがあったため、北防波堤上で排砂管の流出防⽌対策作業（ワイヤーによる再固縛）を行っていたところ、防波堤を越える波の襲来により作業員１名が海中に転落し死亡。また、作業船上で作業していた作業員６名が船の急激な動揺により転ぶなどして負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00作業開始、16:57事故発生		①事故発生場所では防波堤に被る波も見られ危険性の認識はあったが、排砂管の航路流出防止を優先し作業を行ってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①防波堤上での作業にあたっては作業中止基準を遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②緊急性がある場合でも独自の判断で行動しないよう安全教育を実施する。				あおみ建設株式会社		東北支店																		青木マリーン株式会社				株式会社細川産業																																																																								R06-東北-八戸-0101.xlsx		3/21/24 13:40		4/8/24 11:23		2024		2		28		16		57		2023		TRUE		1		5		東北		6		20		0		20.0		25		123		30		2024/2/28　16:57		45350.70625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		30年 10月		普通船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)浚渫⼯事		八戸港⼋太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)の浚渫⼯・⼟捨⼯を⾏うもの。<改行>浚渫⼯A=60、734m2 V=64、845m3<改行>⼟捨⼯零号設置・管理・撤去1式、受枠設置・管理・撤去1式、排砂管設置・管理・撤去1式		令和6年2月28日 16時57分 頃		海上		八戸港北防波堤港内側		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		海水		15:起因物と同じ				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		7		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった																				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				86.00%		80.00%		20.00%		20.00%		排砂管撤去作業にあたり、排砂管を北防波堤にワイヤーで仮係留していたが波浪によりワイヤーが破断。航路側へ排砂管が流出する恐れがあったため、北防波堤上で排砂管の流出防⽌対策作業（ワイヤーによる再固縛）を行っていたところ、防波堤を越える波の襲来により作業員１名が海中に転落し死亡。また、作業船上で作業していた作業員６名が船の急激な動揺により転ぶなどして負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00作業開始、16:57事故発生		①事故発生場所では防波堤に被る波も見られ危険性の認識はあったが、排砂管の航路流出防止を優先し作業を行ってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①防波堤上での作業にあたっては作業中止基準を遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②緊急性がある場合でも独自の判断で行動しないよう安全教育を実施する。				あおみ建設株式会社		東北支店																		青木マリーン株式会社				株式会社細川産業																																																																								R06-東北-八戸-0201.xlsx		3/21/24 13:40		4/8/24 11:23		2024		2		28		16		57		2023		TRUE		2		5		東北		1		30		10		30.8		25		1104		30		2024/2/28　16:57		45350.70625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		04年 07月		普通船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)						耳		02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)浚渫⼯事		八戸港⼋太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)の浚渫⼯・⼟捨⼯を⾏うもの。<改行>浚渫⼯A=60、734m2 V=64、845m3<改行>⼟捨⼯零号設置・管理・撤去1式、受枠設置・管理・撤去1式、排砂管設置・管理・撤去1式		令和6年2月28日 16時57分 頃		海上		八戸港北防波堤港内側		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		海水		15:起因物と同じ				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		7		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった																				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				86.00%		80.00%		20.00%		20.00%		排砂管撤去作業にあたり、排砂管を北防波堤にワイヤーで仮係留していたが波浪によりワイヤーが破断。航路側へ排砂管が流出する恐れがあったため、北防波堤上で排砂管の流出防⽌対策作業（ワイヤーによる再固縛）を行っていたところ、防波堤を越える波の襲来により作業員１名が海中に転落し死亡。また、作業船上で作業していた作業員６名が船の急激な動揺により転ぶなどして負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00作業開始、16:57事故発生		①事故発生場所では防波堤に被る波も見られ危険性の認識はあったが、排砂管の航路流出防止を優先し作業を行ってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①防波堤上での作業にあたっては作業中止基準を遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②緊急性がある場合でも独自の判断で行動しないよう安全教育を実施する。				あおみ建設株式会社		東北支店																		青木マリーン株式会社				株式会社細川産業																																																																								R06-東北-八戸-0401.xlsx		3/21/24 13:40		4/8/24 11:24		2024		2		28		16		57		2023		TRUE		2		5		東北		1		4		7		4.6		25		1104		30		2024/2/28　16:57		45350.70625

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		41年 09月		普通船員		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		左肩、左肘、左上腕、左膝		01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		八戸港八太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)浚渫⼯事		八戸港⼋太郎・河原⽊地区航路泊地(埋没)の浚渫⼯・⼟捨⼯を⾏うもの。<改行>浚渫⼯A=60、734m2 V=64、845m3<改行>⼟捨⼯零号設置・管理・撤去1式、受枠設置・管理・撤去1式、排砂管設置・管理・撤去1式		令和6年2月28日 16時57分 頃		海上		八戸港北防波堤港内側		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		海水		15:起因物と同じ				02:転倒				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		7		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		18:熱中して判らなかった						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。		09:安全帯取付け設備が欠陥・未設置だった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				86.00%		80.00%		20.00%		20.00%		排砂管撤去作業にあたり、排砂管を北防波堤にワイヤーで仮係留していたが波浪によりワイヤーが破断。航路側へ排砂管が流出する恐れがあったため、北防波堤上で排砂管の流出防⽌対策作業（ワイヤーによる再固縛）を行っていたところ、防波堤を越える波の襲来により作業員１名が海中に転落し死亡。また、作業船上で作業していた作業員６名が船の急激な動揺により転ぶなどして負傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00作業開始、16:57事故発生		①事故発生場所では防波堤に被る波も見られ危険性の認識はあったが、排砂管の航路流出防止を優先し作業を行ってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①防波堤上での作業にあたっては作業中止基準を遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②緊急性がある場合でも独自の判断で行動しないよう安全教育を実施する。				あおみ建設株式会社		東北支店																		青木マリーン株式会社				株式会社細川産業																																																																								R06-東北-八戸-0501.xlsx		3/21/24 13:40		4/8/24 11:24		2024		2		28		16		57		2023		TRUE		2		5		東北		1		41		9		41.8		25		1104		30		2024/2/28　16:57		45350.70625

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		須崎		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		68		男		19年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								01:打撲傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		須崎港湾口地区防波堤築造工事		本工事は須崎港湾口地区防波堤の基礎工、被覆・根固を施工し、安全管理を実施するものである。		令和6年3月16日 10時35分 頃		海上		起重機船上		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等				17:加害物なし				02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																														90.00%		92.00%		63.00%		54.00%		08：00　安全朝礼、KY実施（現場詰所前）<改行> 08：20　防波堤に向け、起重機船出発<改行> 09：05  被覆ブロック据付開始<改行> 10：35　29個目の玉掛を行う際、被覆ブロックの上を移動していた被災者が、被覆ブロック間の隙間で足を踏み外し転倒し被災		被災者本人は足を踏み外すとは思っておらず、油断・軽視して足下を確認せずとっさに行動したため足を踏み外した。		①被覆ブロック間の隙間で足を踏み外さないために作業範囲の被覆ブロックの隙間、中空部にメッシュロードを設置す<改行>る。メッシュロードを設置していない部分は、立入禁止とする。<改行>②被災者が高齢者であったため、今後はブロック上で作業を行わせずに甲板上で、作業を行わせる。				五洋建設（株）		四国支店																		大旺新洋（株）				中山興業（株）																																																海上保安部		reserved-45367x1F		高知海上保安部：巡視船とさみずき船長　山本氏ほか3名が交通船により起重機船（第八太清丸）に乗船して現場検証開始。被災者付近にいた、中山興業㈱の作業員へ事情聴取及び事故の再現を行い写真撮影。事故現場の位		労働基準監督署				五洋建設担当技術者より須崎労働基準監督署へ災害概要をFAX送信。月曜日に須崎労働基準監督署よりFAXで災害内容を確認したとの連絡あり。　（所見）不休であれば、現場検証や書類の提出は不要、労働基準監督署として														R05-四国-高知-0301.xlsx		3/29/24 18:28		8/23/24 10:00		2024		3		16		10		35		2023		TRUE		2		19		四国		1		19		0		19.0		24		1399		51		2024/3/16　10:35		45367.4409722222

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		19		男		01年 01月		普通船員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)								02:創傷		13:その他(　)		06:関節の障害		歯の破折		1:0～3		0		1:労災適用		令和5年度苅田港(新松山地区)泊地(-12m)浚渫工事		本工事は、苅田港(新松山地区)泊地(-12ｍ)の潜水探査工、浚渫工及び土捨工を施工するものである。		令和6年4月22日 18時0分 頃		陸上				28:汚濁防止膜工				83:汚濁防止膜布設・撤去				2:曇り								3:10～20								08:作業船				06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																				18:緊急通報体制が未確立・不備であった。																		汚濁防止枠を起重機船にて陸上ヤードに吊り下ろした後、高さ約１ｍの位置のフックから吊ワイヤー(38mm)を取り外す際に、外れにくかったため力任せに外した結果、その反動で外れた吊ワイヤーが口元に当たり、負傷した。<改行>07：50　朝礼参加・当日作業内容確認・KY、08：00　作業開始、18：00　事故発生		①吊ワイヤーとフックが競っている場合は、吊ワイヤーが外れやすい位置にフックを調整するが、作業指揮者（合図者）は競っている状態を確認しておらず、また作業者も力任せに吊ワイヤーを外してしまった。【危険に対する認識不足】<改行>②グラブ枠解体の作業手順書に不備があった。（外れにくい場合に、フック位置を調整する記載がなかった。）【作業手順書の不備】		①フックから吊ワイヤーが外れにくい場合は、吊ワイヤーの競り具合を作業者と作業指揮者で確認し、作業指揮者がクレーンオペレーターに合図することで、吊ワイヤーがフリーになるようフックの位置調整を行う。【施工方法の改善】<改行>②上記を網羅した作業手順書を整備し、作業者全員に作業手順の周知徹底を図る。【作業手順書の整備】				株式会社 白海																																																																																																R06-九州-苅田-0101.xlsx		5/13/24 18:52		1/27/25 13:50		2024		4		22		18		0		2024		TRUE		4		28		九州		1		1		1		1.0833333333		8		299		83		2024/4/22　18:0		45404.75

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島島内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		10年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		令和4年度馬毛島滑走路等新設工事(その2)		本工事は、馬毛島の滑走路を新設するもので、準備工、土工、舗装工、雨水排水工、標識工、航空灯火電気設備工、環境整備工、法面工、法面排水工、地下排水工、補強盛土工、補強土壁工、護岸工、撤去工及び仮設工を施工するものである。		令和6年5月18日 9時30分 頃		陸上				29:その他(　)		排水工		06:材料、資材等の運搬(人力による)																				24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														A:危険だと思わなかった				23:合図、信号を統一していなかった。																				06:施工計画・作業標準が不備だった。																		・配管（径規格8インチ、全長6m、重量97㎏）の敷設作業で、設置中の配管を既設配管に近づけて仮置きをする作業を4人で行なっていた。<改行>・掛け声を合図に設置中の配管を既設配管へ近づける際に、勢いが付きすぎて既設配管方向へ大きく移動し、設置中の配管と既設配管の間に左手人差し指を挟んだ。<改行>08:00 朝礼参加、08:50 現地にてKYに参加、09:00 現場点検実施、作業開始、9：32　事故発生		①被災時、配管の敷設作業を4人で行っていたが、声掛け、意思疎通が不十分で、あと何㎝移動すればよいか、認識の統一ができていなかった。【作業手順の不備】<改行>②被災者は既設配管との間に手を挟む可能性がある管口部に手を置いていた。【危険に対する認識不足】		①新たに合図者を配置し、その合図により作業する。配管を移動する作業の声掛けは、移動距離等具体的に伝達する。また、既設配管端部に当てがった桟木にあたるまでを移動距離とする。【作業手順の改善】<改行>②配管引込作業は、配管接続部をナイロンスリングを用いて持ち上げる手順とし、直接手で触れての作業はしない。【作業手順の改善】		大成・東洋・藤田建設興業特定建設工事共同企業体		大成建設株式会社				東洋建設株式会社				藤田建設興業株式会社												成和リニューアルワークス株式会社				株式会社SKE				有限会社成和工業																																																																				R06-九州-西之表-0301.xlsx		6/6/24 11:39		1/27/25 13:51		2024		5		18		9		30		2024		TRUE		8		29		九州		1		10		0		10		24		1199		6		2024/5/18　9:30		45430.3958333333

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		00年 08月		普通船員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		2		2:労災非適（船員法適用）		港湾業務艇運航業務（苫小牧港湾事務所）（単価契約）		苫小牧港の海上点検を終了し係船作業を行っていた甲板員が、船首側の係船作業完了後に船尾側の係船作業を行うため小走りで移動したことにより、ポンツーンに敷いてある乗降船時滑止め用マットの上で足がもつれ転倒し、右手を損傷した。		令和6年4月15日 10時18分 頃		陸上		苫小牧港汐見地区第1船だまり　ポンツーン		29:その他(　)		業務艇係船作業		84:その他(　)		業務艇係船作業		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		降船時滑止め用マット		01:地面				02:転倒				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										99:その他								降船時滑止め用マット																				4月15日　09:25：苫小牧港海上点検のため出港<改行>               10:18:海上点検終了後、業務艇係船場所の船溜まりで船首側係船が完了し船尾側へ小走りに移動中に転倒し被災		事故発生時の天候は、晴天で、風速1.5～2.0m、波高0m、視界も良好であり、係船用の桟橋が動揺するような状況でもなかった。　<改行>　業務艇着岸後、船首側の係船作業を終わらせ船尾側の係船作業へ移動の際、業務艇への乗降船時滑止め用マット上を小走りで移動したことにより、マットの滑止め効果が働き、被災者の足が若干とられ、もつれて転倒したもの。<改行>　被災者への聞取りの結果、特段の持病もなく当日の体調についても普段と変わらず良好だった。		①出港時及び着岸後の係船作業を行う際には、小走りをせず歩いて移動して作業を行うことについて周知徹底を図る。<改行>②乗降船時滑止め用マットの色がポンツーンの色と同系色のため、マットの周辺を目立つように黄色着色して滑止め用マットの位置を明確にするとともに、マットを避けて通行するように三角コーンとバー等を設置する。<改行>③受注者が作成している「港湾業務艇の安全運航マニュアル」に係船作業時の安全対策を追記して遵守する。																																																																																																				R06-北開局-苫小牧-0101.xlsx		6/18/24 15:22		6/18/24 15:22		2024		4		15		10		18		2024		TRUE		2		29		北海		1		0		8		0.6666666667		26		1399		84		2024/4/15　10:18		45397.4291666667

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		19年 01月		地盤改良		02:頸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		10:その他(　)		腰		01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		浜田港福井地区岸壁（－12m）改良工事		浜田港福井地区岸壁（－12ｍ）の陸上地盤改良工、構造物撤去工、上部工、土工、舗装工を施工するものである。 <改行>（固化工 N=120 箇所、上部ブロック（海桁）製作、据付 N=3 個、上部ブロック（陸桁）製作 N=5 個）		令和6年5月20日 10時0分 頃		陸上		岸壁上		06:地盤改良				45:深層混合処理				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		スイベル、高圧ホース		07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										13:飛来落下防護が欠陥・未設置だった。				03:機械・器具に欠陥があった。						06:施工計画・作業標準が不備だった。										80.00%		88.00%		83.00%		96.00%		Φ2700 ㎜の地盤改良を4 箇所施工する予定でAM8：00 より作業を開始していたところ、3 箇所目をボーリングマシンにて削孔中にスイベルとロッド接続部が緩みスイベルが外れ約4ｍ上空から改良機オペレータのすぐそばに落下した。被災者（削孔機オペ）は、スイベルに接続されている高圧ホースが左肩に当たり、削孔架台（Ｈ＝55 ㎝）から落下し左腰を打撲したものである。 07:45朝礼、08：05作業開始、09：58事故発生、10：21発注者へ第一報、10：40搬送開始、12：03診察完了、14：13警察署通報、14：20労基署通報(現場検証無し)、15：00警察現場検証開始、17：00警察現場検証終了。		①スイベルが外れると思わなかった ②削工事のロッド回転が非常に速かった③振れ止め介錯ロープ担当作業員がスイベルの緩みに気付かなかった ④スイベルとロッド接続部が外れスイベルが落下した⑤改良機オペの作業位置がスイベルや高圧ホースの落下可能性の高い方向となっていた⑥スイベルとロッドのズレの確認が行えなかった		①日々のKY 活動にて注意喚起し安全意識向上を図り、水漏れの変化察知、締付後はアイマークを付け下方からでも確認できるようにする。 ②いきなり高速ではロッドの回転を開始しない。③振れ止め介錯ロープ担当作業員は高圧ホースの供回りの確認だけではなく、スイベルの緩み（アイマークのズレ）がないかも中止してロープを固定する。 ④作業再開時は新たに工場整備済みのスイベルを使用する。スイベルとロッド締付後にアイマークを付け目視でズレ（緩み）を確認できるようにする。さらに、スイベルが万が一落下した場合に備え、クレーンフックを繋げ落下防止を図る。⑤高圧ホースは改良機オペと逆方向になるようマシンをセットする。 ⑥スイベルとロッド締付後にアイマークを付け目視でズレ（緩み）を確認できるようにする。				株式会社 中筋組 																				ライト工業株式会社				有限会社クラハラ工業								措置無し						当該工事関係者に指導を行なった。再発防止対策が実施されていることを、現地で確認した。																																																										R06-中国-境港-0101.xlsx		6/17/24 10:23		2/5/25 21:10		2024		5		20		10		0		2024		TRUE		4		6		中国		1		19		1		19.0833333333		26		299		45		2024/5/20　10:0		45432.4166666667

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島地先		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		55		男		06年 00月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折		13:その他(　)				靱帯断裂		5:31以上				1:労災適用		令和4年度馬毛島滑走路等新設工事(その１)		本工事は、馬毛島の滑走路を新設するもので、準備工、土工、舗装工、雨水排水工、標識工、航空灯火電気設備工、環境整備工、法面工、法面排水工、地下排水工、補強盛土工、補強土壁工、護岸工、撤去工及び仮設工を施工するものである。		令和6年4月23日 15時0分 頃		陸上				29:その他(　)		護岸工		84:その他(　)		発電機への給油作業（携行缶運搬）		1:晴れ																11:足場、通路				17:加害物なし				02:転倒				1199:取扱運搬等：その他																																												35:その他の作業環境に欠陥があった。										18:緊急通報体制が未確立・不備であった。																		　作業当日、午前中に10ｍｍ程度の降雨があったため、固い地盤改良の上に水たまりが生じており、滑りやすい状況であった。<改行>　護岸工にて使用している発電機に給油をするために、軽油用の携行缶を持って運搬中に水たまりで足を滑らせ、滑った足が均しコンクリートにぶつかり、足首を負傷した。<改行>07:00 朝礼参加、07:10 当日作業内容確認・KY、07:30 作業開始、15：10　事故発生		①午前中の10ｍｍ程度の降雨により、場内に水たまりが発生していた。被災者は、その水たまりで足を滑らせ、滑った足が段差(均しコンクリート)にぶつかり、足を捻った。【不安全な作業環境】		①元請・下請が一体となって、作業環境の安全確保に努める。水たまりを避けて安全通路を確保し、段差箇所についてはカラーコーンまたはスプレーでその明示を行う。また、水たまりが存在している箇所に安全通路を設けざるを得ない場合は、アルミ製足場板を敷き、安全通路を確保する。または、ゴムレーキを用いて通路の水切りを行い、滑りやすい環境を排除する。<改行>【作業環境の改善】		鹿島・五洋・森特定建設工事共同企業体		鹿島建設株式会社				五洋建設株式会社				株式会社森建設												株式会社S-ONE				株式会社　大起工業																																																																								R06-九州-西之表-0101.xlsx		5/13/24 19:23		1/27/25 13:51		2024		4		23		15		0		2024		TRUE		2		29		九州		5		6		0		6		11		1199		84		2024/4/23　15:0		45405.625

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		22		男		01年 10月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						切創		1:0～3		0		1:労災適用		令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工、仮設工、間詰工、止壁工、探査工及び潜水探査工を施工するものである。		令和6年4月24日 13時30分 頃		陸上				11:ケーソン製作(陸上施工)				84:その他(　)		雨天対策																		21:手工具、用具				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1202:工具等取り扱い：チェーンソー等																																		99:その他								使用する工具が適切ではなかった																														FD船尾側の上層から中層に垂らす雨除けシートが劣化しており交換するため、重石の桟木を留めている結束バンドをカッターにて切断する作業を行っていた際に、結束バンドが切れたはずみで反対側の手を切創した。<改行>08:00 朝礼参加、08:10 当日作業内容確認・KY、08：30　作業開始、13：30　事故発生		①雨除けシートの結束バンドの切断作業をカッターナイフにより実施した。【危険に対する認識不足】		①結束バンドの切断作業は、ニッパーにより実施する。【施工方法の改善】		五洋・東亜特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				東亜建設工業株式会社																																																																																												R06-九州-西之表-0201.xlsx		5/13/24 19:33		1/27/25 13:51		2024		4		24		13		30		2024		TRUE		9		11		九州		1		1		10		1.8333333333		21		1202		84		2024/4/24　13:30		45406.5625

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		22		男		00年 10月		運転手（一般）		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								01:打撲傷								1:0～3		0		1:労災適用		令和5年度福岡空港滑走路増設滑走路新設外工事（第5次）		本工事は、福岡空港の滑走路を新設するもので、準備工、構造物撤去工、空港舗装工、空港土工、排水構造物工、付帯施設工、緑地工を施工するものである。		令和6年5月29日 23時25分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)																				24:材料等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				22:連絡合図が不明瞭だった。																				06:施工計画・作業標準が不備だった。				13:適切な技術者の配置に不備があった。														返却する敷鉄板（1.5m*6.0m）を0.7BH（クレーン仕様）で10tユニック車への積込作業を行っていたところ、荷台で敷鉄板の積込み補助を行っていた運転手の左足の下腿に敷鉄板がズレて接触し被災した。<改行>21:30　BHオペが現場事務所にて安全朝礼参加、22:30 BHオペがゲートより制限区域内に入場開始、22:54 現場代理人が被災者へ積込場所の指示・確認、23:10 被災者が制限区域内に入場開始、23：25　事故発生		①本来、１次下請け業者の作業員が作業すべき敷鉄板の積み込み作業を補助しようと運転手自ら荷台に上り作業した。【不適切な現場作業員の配置】、②作業における合図の確認が徹底されていなかった。【合図確認の不徹底】、③作業手順書に介錯ロープ使用の記載がなかったため、介錯ロープを使用せず、直接手で作業した。【作業手順書の不備】		①運搬業者運転手は積込旋回範囲外に配置、積込補助はさせないことを作業手順書に新たに記載、作業員全員に周知。施工体制外の入場者への周知は現場入場時に元請職員が行う。現地KY時に全作業員へ作業手順書を周知、適切な現場作業配置を元請・職長が直接確認。【適切な現場作業員の配置】、②合図者とＢＨオペはグーパー合図(パーは止まって、グーは了解)の確認方法を徹底。【合図確認の徹底】、③元請職員と職長等により敷鉄板積込作業時の介錯ロープの使用、その他作業の危険箇所を洗い出し、作業手順書を作成し安全教育訓練で全作業員へ周知。作業手順書どおりに実施されているか、元請職員・職長が現場で直接確認する。予定外作業等発生時は作業を一時中止し、元請職員・職長等が作業手順書を作成し、作業員に周知後再開する。【作業手順書の作成と周知徹底】、④本社・九州支店の安全担当部長の立会の下、緊急安全訓練を元請・下請合同で実施し事故内容・再発防止対策の関係者全員に周知。再開前に九州支店安全担当部長が元請・下請の関係者全員参加の緊急安全大会を開催、事務所から所長もしくは副所長が参加し注意喚起を行う。再開後、敷鉄板等運搬作業は作業手順書に基づき従事する全作業員が一連作業を訓練、安全担当部長は作業手順書どおりか確認。安全担当部長は安全パトロール（2回/月）時、再発防止策の定着を確認、都度発注者へ結果報告。発注者への連絡を怠ったことから、緊急時の連絡対応の情報伝達訓練を行う。【安全意識の向上対策】				前田道路株式会社																				吉川建設株式会社																																																																												R06-九州-博多-0101.xlsx		6/6/24 11:46		1/27/25 13:52		2024		5		29		23		25		2024		FALSE		8		29		九州		1		0		10		0.8333333333		24		1102		4		2024/5/29　23:25		45441.9756944444

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		46		男		02年 00月		普通船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								4:16～30		21		1:労災適用		令和5年度 横浜港新本牧地区護岸(防波)東側築造工事		本工事は、横浜港新本牧地区護岸(防波)東側の基礎工、本体工(ケーソン式)（ハイブリッドケーソン３函）および雑工を施工するものです。		令和6年7月8日 15時30分 頃		海上		横浜市中区本牧ふ頭地先）現場内クレーン付		16:ケーソン曳航・据付				84:その他(　)		鋼材解体		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中																														A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。		17:危険を知らずにやった。		27:不安全な場所へのった。		31:無理な姿勢で作業した。				20:不安全に物が置いてあった。		07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。		21:物を置いた場所が悪かった。																87.50%		85.60%		75.20%		75.20%		令和6 年7 月8 日(月) 午後3:30 頃<改行>3 函目（E-15）のケーソン据付が完了し、仮設材（H形鋼）を撤去してクレーン付台船の甲板上に仮置きした。<改行>仮設材（H形鋼）の解体中、H 形鋼が倒れて左下腿部を挟まれて被災した。		・仮設材の一部を取外し後、本来、キャンバーを取り外して安定させてから、結合用器具を一部残して外す作業手順のところ、キャンバーを取り外していない不安定な状態で被災者は間違って結合用器具を全て外してしまった。<改行>・鋼材等の重量物の取扱経験が少ない作業員(経験年数２年)を一人で作業させてしまった。<改行>・被災者は不安定な状態の H 形鋼に跨って作業していた（作業姿勢が不適切であった）。		①鋼材解体の作業手順が「艤装解除」の作業手順書内に記載されているが、別途「鋼材解体」の作業手順書を作成し、取外し順序を明記した資料とする。<改行>②作業指揮者の指示の下、重量物の取扱経験年数をもとにした適切配置(ペア)で作業を行う。<改行>③鋼材解体時等のはさまれ・巻き込まれ災害など危険ポイントを周知する安全教育を実施する。<改行>④鋼材解体の作業手順書を見直し、作業員への周知と作業当日の再周知を徹底する。<改行>（見直し内容）<改行>・解体物の仮置きは、H形鋼の下に受け架台等を設置し、安定した状態での仮置きを計画する（キャンバーを用いた不安定な仮置きを見直す）。<改行>・安定した状態で仮置きすることで、事故原因となったブルマンを一部残す作業手順を見直す。<改行>・鋼材解体時には、解体物の安定を確認しながら解体する。<改行>・作業員の経験年数が少ない場合、重量物の取扱いを1人でさせない。				東亜建設工業株式会社		横浜支店																		株式会社 斉藤組												措置無し																																																																R06-関東-京浜-0101.xlsx		8/13/24 15:14		1/14/25 18:30		2024		7		8		15		30		2024		TRUE		8		16		関東		4		2		0		2		22		1102		84		2024/7/8　15:30		45481.6458333333

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		37年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		3		1:労災適用		令和4年度 横浜港本牧地区岸壁(-16m)(改良)他改良等工事		本工事は、横浜港本牧地区岸壁(-16m)(改良)他の構造物撤去工、陸上地盤改良工、本体工、上部工、舗装工、排水工、付属工、付帯工、工場製作工、共通工、仮設工及び調査工を施工するものである。		令和6年7月23日 11時50分 頃		陸上		施工箇所		29:その他(　)		排水工		84:その他(　)		せん孔削孔機の解体作業		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ワイヤー		06:激突され				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																						04:安全度が不足だった。																				79.20%		79.20%		70.00%		70.00%		排水工の土留め鋼矢板打設困難箇所において支障物撤去で使用していたせん孔削孔機の解体作業時に、カウンターウエイトの取り外し作業をカウンターウエイト脱着用シーブを使用して行っていたが、シーブが破損してワイヤーが外れた。<改行>その際、ワイヤーの張り等を確認するために近くで作業を行っていた作業員２名が外れたワイヤーに当たり被災した。		・カウンターウエイトを地切りするまで、ワイヤーの近くに作業員がいた。<改行>・カウンターウエイト取外し時に使用していたカウンターウェイト脱着用シーブが破損した。		・クレーン上部から降りるタイミングを、カウンターウエイトが地切りされたタイミングではなく、ワイヤー緊張状態を確認後に変更する（作業手順の変更）。<改行>・カウンターウェイト脱着用シーブの点検要領および交換時期の確認を行う。<改行>・カウンターウェイト脱着用シーブについて、適切に点検および交換を行う。<改行>・別のクレーンを使用してカウンターウエイトを取り外す。（作業手順の変更）。		東亜・みらい・本間特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社				みらい建設工業株式会社				株式会社本間組												大林道路株式会社				株式会社ケンテック								措置無し								措置無し								措置無し																																																R06-関東-京浜-0201.xlsx		8/13/24 16:34		8/13/24 17:20		2024		7		23		11		50		2024		TRUE		6		29		関東		1		37		0		37		14		603		84		2024/7/23　11:50		45496.4930555556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		31		男		05年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								01:打撲傷								1:0～3		0		3:労災非適（その他）		令和4年度 横浜港本牧地区岸壁(-16m)(改良)他改良等工事		本工事は、横浜港本牧地区岸壁(-16m)(改良)他の構造物撤去工、陸上地盤改良工、本体工、上部工、舗装工、排水工、付属工、付帯工、工場製作工、共通工、仮設工及び調査工を施工するものである。		令和6年7月23日 11時50分 頃		陸上		施工箇所		29:その他(　)		排水工		84:その他(　)		せん孔削孔機の解体作業		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		ワイヤー		06:激突され				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。																						04:安全度が不足だった。																				79.20%		79.20%		70.00%		70.00%		排水工の土留め鋼矢板打設困難箇所において支障物撤去で使用していたせん孔削孔機の解体作業時に、カウンターウエイトの取り外し作業をカウンターウエイト脱着用シーブを使用して行っていたが、シーブが破損してワイヤーが外れた。<改行>その際、ワイヤーの張り等を確認するために近くで作業を行っていた作業員２名が外れたワイヤーに当たり被災した。		・カウンターウエイトを地切りするまで、ワイヤーの近くに作業員がいた。<改行>・カウンターウエイト取外し時に使用していたカウンターウェイト脱着用シーブが破損した。		・クレーン上部から降りるタイミングを、カウンターウエイトが地切りされたタイミングではなく、ワイヤー緊張状態を確認後に変更する（作業手順の変更）。<改行>・カウンターウェイト脱着用シーブの点検要領および交換時期の確認を行う。<改行>・カウンターウェイト脱着用シーブについて、適切に点検および交換を行う。<改行>・別のクレーンを使用してカウンターウエイトを取り外す。（作業手順の変更）。		東亜・みらい・本間特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社				みらい建設工業株式会社				株式会社本間組												大林道路株式会社				株式会社ケンテック																措置無し								措置無し																																																R06-関東-京浜-0401.xlsx		8/13/24 17:03		8/14/24 15:12		2024		7		23		11		50		2024		TRUE		6		29		関東		1		5		0		5		14		603		84		2024/7/23　11:50		45496.4930555556

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		43		男		15年 00月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		令和5年度北九州港(響灘東地区)浚渫工事		本工事は、北九州港(響灘東地区)の共通工、潜水探査工、浚渫工及び土捨工を施工するものです。		令和6年6月12日 7時20分 頃		海上				28:汚濁防止膜工				03:装備機械器具等の点検・整備																				14:物上げ装置				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1103:取扱運搬等：機械の調整中																																												18:保護具が不適・不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。																		汚濁防止枠ウインチの始業前点検中、被災者がウインチワイヤーの乱巻きを発見。復旧中に右手中指をウインチワイヤーに巻き込まれた。<改行>07：00　被災者が朝礼に参加、7：20　事故発生		①ウィンチワイヤーの乱巻き復旧時に、作業員が適切な保護具(治具、皮手袋)を使用せず、軍手を着用し直接触れて作業を行った。【危険に対する認識不足】<改行>②作業手順書に乱巻き発生時の復旧作業の記載が無かった。【作業手順書の不備】		①巻き込み部を直接手で触れないように、治具および皮手袋を使用する。【作業方法の改善】、②ウィンチに「警告 回転注意」のステッカーを貼り付け、注意喚起を行う。【危険個所の明示】、③乱巻き発生時の作業手順書を定め、作業員全員に周知徹底を図る。【作業手順書の改善】、④上記の発生防止対策状況を、元請現場職員と本社(安全部長)で現地を確認する。【安全意識の向上】、⑤新規入場者が作業に従事する場合は、作業に従事する前に、元請下請合同で施工手順の指差し確認や漏れがないかの確認を徹底する。【新規入場者への周知徹底】				株式会社 白海																																																																																																R06-九州-北九州-0201.xlsx		7/3/24 9:47		1/27/25 13:53		2024		6		12		7		20		2024		TRUE		8		28		九州		1		15		0		15		14		1103		3		2024/6/12　7:20		45455.3055555556

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		52		男		27年 01月		施工管理		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						下腿		02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用			浜田港福井地区仮係留施設築造工事 		本工事は、浜田港福井地区仮係留施設の構造物撤去工、基礎工、海上地盤改良工及び土捨工を施工するものである。		令和6年5月22日 10時20分 頃		海上		交通船上		29:その他(　)		施工管理		84:その他(　)		工事写真撮影		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		21:手工具、用具				16:その他の加害物(　)		玉掛ワイヤー		02:転倒				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。										20:不安全に物が置いてあった。										99:その他								周囲からの注意喚起が不足していた。		1.30%		1.30%						交通船に乗り海上の施工区域を写真撮影していた。写真撮影の為、右舷側から左舷側に移動した際に仮置きしていた玉掛ワイヤーを踏み、右足が滑り、右足が船舶の側面部（骨組み鋼材箇所）にあたり右足を挫創した。10：20事故発生、10：33発注者へ第一報、10：55搬送完了、11：00海保通報、13：00診察完了、13：00海保事情聴取終了、15：00労基署通報(現場検証無し)、		①船上移動時、足元を十分確認せず危険軽視した。②船上に使用しない玉掛ワイヤーが仮置きされていた。③写真撮影するために立っていた。④立った状態で撮影していた者に対して、周囲からの注意喚起が不足していた。		①船上及び場内移動中の足元の確認を徹底する。②船上及び場内の整理整頓を徹底する。③乗船中は安定した姿勢を確保する。④航跡波等の動揺がある場合は、互いに声掛け、不安全行動を注意喚起する。				五洋建設株式会社中国支店																																措置無し						当該工事関係者へ指導を行った。																																																										R06-中国-境港-0201.xlsx		6/17/24 10:24		1/21/25 15:05		2024		5		22		10		20		2024		TRUE		2		29		中国		1		27		1		27.0833333333		21		1399		84		2024/5/22　10:20		45434.4305555556

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		56		男		34年 03月		担当技術者		04:胸部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						04:骨折		01:打撲傷						1:0～3		0		1:労災適用		令和6年度大分港(大在西地区)岸壁(-9m)築造工事 		本工事は、大分港（大在西地区）岸壁(-9m)の構造物撤去工、裏込・裏埋工、上部工、付属工及び舗装工を施工するものである。		令和6年7月5日 9時35分 頃		海上				08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ																24:材料等				17:加害物なし				02:転倒				0399:倒壊：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				18:熱中して判らなかった																				06:施工計画・作業標準が不備だった。																		ガット船上での雑石検収後、甲板上の被災者（JV職員）が使用したスタッフを持ち上げた際に、背後の開口部を失念して後ずさりし、甲板上から右足を踏み外し、後ろ向きで1.2ｍ下のバケット収納スペースに墜落し、バケット保持架台の角で左脇を強打し負傷した。<改行>07:00 朝礼・ＴＢＭ－ＫＹ活動参加、07：30　作業開始、9：35　事故発生		①バケット収納スペースのある特殊な構造のガット船に対応した検収要領が整備されていなかった。【検収要領の不備】<改行>②被災者は、後方に開口部があることを事前に認識していたが、長尺のスタッフを持ち上げるのに力が入り、開口部があることを失念し、後方移動した際に、足を踏み外して 1.2ｍ下のバケット収納スペースに墜落した。【危険に対する注意不足】		①特殊なガット船（凹構造のバケット収納スペースあり）にも対応できる検収要領書（元請職員用）を作成し、検収者に周知徹底する。検収要領書には、検収員配置可能箇所や、検収員間の安全確認を実施すること等を記載する。【検収要領の作成と周知・徹底】、②検収責任者を任命し、検収責任者は、検収前に危険箇所ついて、立入禁止標示を行う。【立入禁止の明示】、③ガット船上での高さ検収は、スタッフ（箱尺）にて行っていたが、レーザー距離計、レッド、軽量スタッフ等の適切な計測器具を選定し使用する。【適切な計測器具の選定】		若築・吉田特定建設工事共同企業体		若築建設株式会社				株式会社吉田組																																																																																												R06-九州-別府-0101.xlsx		7/11/24 19:32		1/27/25 13:52		2024		7		5		9		35		2024		TRUE		2		8		九州		1		34		3		34.25		24		399		40		2024/7/5　9:35		45478.3993055556

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		常滑		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		36		男		10年 00月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用		名古屋港新土砂処分場埋立護岸築造工事（その２）		本工事は、名古屋港の新土砂処分場の基礎工、本体工、被覆・根固工、消波工及び、裏込・裏埋工を施工する工事である。		令和6年9月12日 11時40分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		1:有		23:荷				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。																				04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。				70.30%		68.40%						消波ブロック据付の合図・玉外しを行っていた潜水士(被災者)は、クレーン付き台船で吊っていた消波ブロックが<改行>航跡波の影響によりいつも以上に荷振れし、据付完了ブロックとの接触を防ぐため、据付合図位置から移動し、<改行>とっさに手を出してしまった。結果、据付済みブロックと吊っていたブロックの間に右腕が挟まれ、右手首を負傷した。<改行>6:00朝礼、8:30作業開始、11:40災害発生、11:52発注者へ第一報、12:22救急搬送開始、15:35診断・措置完了		①潜水士(被災者)は、航跡波により動揺した消波ブロックと据付済みブロックの接触を防ぐため、とっさにブロック間　　<改行>　 に手を入れた。この行動は作業手順書通りではなく、適切な離隔をとっていなかった。<改行>②陸上作業員(航跡波監視)は、航跡波に気付くことが遅れ、クレーン付台船に航跡波が当たる直前の連絡合図と<改行>　 なった。また、声と手合図で連絡を取り合っていたため、迅速な連絡が行えなかった。		①｢消波ブロック間に手・指を入れない｣ ことを朝礼や現場巡回時に注意喚起する。<改行>②｢消波ブロックの動揺｣ ｢吊り荷からの離隔｣ に対する再発防止対策を追加した作業手順書を遵守する。<改行>③航跡波の専属監視員を追加配備し、二方向から監視する体制に強化する。<改行>④迅速な連絡をおこなうため連絡方法は無線機を使用し、監視体制を強化する。		東洋・あおみ・株木特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				あおみ建設（株） 				株木建設（株）												日本港湾建設（株）				大新土木（株）				（株）橋本潜水工業										文章注意								文章注意								文章注意																																										R06-中部-名古屋-0201.xlsx		10/11/24 9:32		2/5/25 13:12		2024		9		12		11		40		2024		TRUE		8		19		中部		1		10		0		10		23		1399		51		2024/9/12　11:40		45547.4861111111

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知（海岸）		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		海岸工事		52		男		30年 04月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		高知港海岸湾口地区堤防（改良）工事		本工事は、高知港海岸湾口地区堤防の土工、基礎工、止水矢板工、本体工、水叩き工及び雑工を施工し、安全管理を実施するものである。		令和6年9月12日 16時50分 頃		陸上				29:その他(　)		大型土のう製作・設置		84:その他(　)		大型土のう製作・設置		1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						04:車両系建設機械				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1199:取扱運搬等：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。																														6.60%		6.60%		2.50%		2.50%		08：00　朝礼、ミーティング、08：15　土工事の掘削作業を開始、12：00　昼休憩、13：00　土工事の掘削作業を再開、15：00　大型土のうの製作・設置作業開始、16：20　大型土のう設置場所で小規模な崩壊が発生（大型土のう製作・設置と土工事の掘削について追加作業がされることとなった）、16：50　被災者が大型土のうの吊り金具がよじれていることを発見し、合図者の合図なく咄嗟に手を入れたころ、よじれていた吊り金具のチェーン部分に手を挟み負傷した。<改行>		①被災者は大型土のう製作を行っていた。バックホウオペレータが大型土のうに砂質土を入れ、被災者が大型土のうの口元を縛り、砂質土が出ないようした後、吊チェーンを用いて大型土のうを吊り上げ移動しようとした際、吊り金具がよじれていることを発見し、合図者の合図なく咄嗟に手を入れたところ、よじれていた吊り金具のチェーン部分に右手親指を挟み負傷したもの。		①地山の状況を確認し、その日の作業量を決め16 時00分を目途に次の区間の掘削作業を終えるよう計画する。<改行>②基本事項の再周知<改行>　・玉掛後は吊具に直接触れない。<改行>　・吊具に触る際は合図者がバックホウオペレーターに合図を行い、吊り荷が降下して静止したのを確認してから触る。<改行>③安全対策の向上<改行>　・よじれない吊具に変更する。<改行>　・吊作業時は革製の手袋を使用する。				（株）大本組		四国支店																		大旺新洋（株）				（有）築山建設																																																労働基準監督署		reserved-45548x1F		9/12  18:50（受診完了後）FAXにて労災発生を報告。　9/13　8:30電話にて状況説明。傷病の程度は不休とのことなので、死傷病報告書は不要、再発防止周知会を開催した後、現場を再開すること。		警察		reserved-45548x1F		9/13　9:00より現場検証実施。業務上の過失無し、事件性無しと判断、提出書類等は不要。														R06-四国-高知-0101.xlsx		10/23/24 11:31		1/24/25 14:36		2024		9		12		16		50		2024		TRUE		8		29		四国		1		30		4		30.3333333333		4		1199		84		2024/9/12　16:50		45547.7013888889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		47		男		11年 00月		潜水士		10:その他(　)						めまい		13:その他(　)						内耳型減圧症		2:4～8		8		1:労災適用		令和５年度 小名浜港東港地区防波堤(第二沖)築造工事		小名浜港東港地区防波堤(第二沖)の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、構造物撤去工、<改行>雑工を施工するものである。<改行>		令和6年11月10日 5時50分 頃		陸上		被災者自宅		08:捨石及び均し				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		潜水作業		11:海水等				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																																		99:その他																				99:その他										70.50%		74.90%		43.90%		37.70%		11月9日(土)：潜水作業（-14.3m）を行った。<改行>11月10日(日)5時50分：起床時にめまい症状があった。<改行>11月10日(日)7時25分：現場代理人へめまい症状があることを報告。減圧症の疑いがあるため救急車を要請。　（入院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月13日(水)：退院（診断書：内耳型減圧症）　　　　　		潜水作業水深14.3mにおける１回当たりの潜水時間、及び作業終了後の減圧浮上手順について、定められた方法、所要時間は厳守されていた。また、作業前の体調についても良好であることを確認し、潜水器具の異常も見られなかった状況で起こった特定の要因が見当たらない事故。		作業員の日々の健康管理の徹底。				あおみ建設株式会社		東北支店																		株式会社イワキ潜建																																																																												R06-東北-小名浜-0201.xlsx		11/15/24 15:30		11/15/24 15:30		2024		11		10		5		50		2024		TRUE		23		8		東北		2		11		0		11		26		1307		23		2024/11/10　5:50		45606.2430555556

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		境		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		38年 02月		高級船員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)						かかと		04:骨折								5:31以上		88		1:労災適用		境港外港地区防波堤(2)改良工事		境港外港地区防波堤(2)の被覆・根固工並びに、二重円筒ケーソン(№276)の撤去工、中詰工及び土捨工を施工するものである。		令和6年9月12日 10時30分 頃		海上		交通船上		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				02:甲板				01:墜落・転落				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																														20.80%		12.30%						作業が終了し、交通船にて船長1名（被災者）が作業員を迎えに行き、帰る途中に防波堤上のトイレに行くため防波堤に係留した。トイレの帰りに交通船へ乗り込む際にバランスを崩し、足を強くつき負傷した。<改行>10:00作業終了、10:30災害発生、10：34発注者へ第一報、10:35病院へ搬送、13：00被災者帰宅、16：00海保通報、16：00労基署通報。		①船に乗船の際に、バランスを崩すことを想定していなかった。<改行>②防波堤と船に段差があった。<改行>③係留用ボラードを昇降用として目的外使用していた。		①乗降時に縄梯子を使用し、足元を確認しながら船縁まで降りる。<改行>②縄梯子を持ったまま船縁に足をかけて甲板へ降りる。<改行>③梯子を使用しての昇降する際には、航跡波により船が揺れるため、他者が周囲見張り、乗降する。<改行>④船長が通船から昇降する際は、通船が動揺しないよう係留ロープを他作業者に引っ張ってもらう。<改行>				株式会社木下建設																																																																																																R06-中国-境港-0401.xlsx		9/20/24 10:52		12/18/24 11:47		2024		9		12		10		30		2024		TRUE		1		29		中国		5		38		2		38.1666666667		8		1104		1		2024/9/12　10:30		45547.4375

		近畿地方整備局		神戸港湾空港技術調査事務所		近畿地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		33		男		13年 00月		現場代理人		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用				休日作業において、現場代理人が単独行動で「Dr.海洋」の塵芥コンテナ架台の塗装の乾燥状態を確認中、同架台全面ガイド板の可動確認も併せて行ったところ、ヒンジ部の固着により片手では動かせず、両手でゆっくり回そうとして、ガイド板に手を掛けて力を入れたところ、思いのほか勢いよくヒンジ部が回り指を挟み、左手薬指を骨折。		令和6年11月4日 11時30分 頃		陸上		造船所ドック		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		塵芥コンテナ架台		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。																																		休日作業において、現場代理人が単独行動で「Dr.海洋」の塵芥コンテナ架台の塗装乾燥状態を確認し、可動確認も併せて行ったところ、ヒンジ部の固着により片手では動かせず、ガイド板に手を掛けて両手でゆっくり回そうとしたところ、思いのほか勢いよくヒンジ部が回り、指を挟んで骨折。 08:00 事務作業開始→11:30 災害発⽣→11:35本人より所属課長へ連絡→同僚と社用車で病院へ→14:00 被災者の診察完了		①ガイド板が容易に動くと思わなかった。 <改行>②ガイド板のヒンジ部の塗装が堅固に付着しているものと思った。		①ヒンジ等の可動部の塗料固着を剥がす際には、工具（バール等）を使用することとし、手など挟む恐れ のある箇所には手を掛けず、注意喚起の銘板を設ける。 <改行>②作業を行う際は専門の職人に依頼し、複数者で対応させ、各職長等に事故再発防止の安全教育を実施。 <改行>③緊急時の連絡体制について周知徹底を行い、事故発生後は速やかに関係者に連絡する。				（株）新来島サノヤス造船																																						措置なし（口頭指導）																																																										R06-近畿-技調-1104.xlsx		12/19/24 15:35		12/19/24 15:35		2024		11		4		11		30		2024		TRUE		8		29		近畿		1		13		0		13		26		1399		84		2024/11/4　11:30		45600.4791666667

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島地先		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		39		男		13年 06月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								04:骨折								5:31以上				1:労災適用		令和4年度馬毛島仮設桟橋築造工事(その１)		本工事は、馬毛島の仮設桟橋を新設するもので、捨石工、ラブルネット工、被覆・根固工、裏込・裏埋工、本体工、基礎工、上部工、付属工及び仮設工を施工するものである。		令和6年10月10日 9時20分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		被覆ブロック10ｔ		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1		16:勘違い判断をした。		25:合図を勘違いした。								A:危険だと思わなかった		1		22:連絡合図が不明瞭だった。																								35:その他の作業環境に欠陥があった。										17:下請け指導が不適切だった。										96.40%		95.90%		81.00%		75.00%		8：55　被覆ブロック据付開始<改行>9：20　事故発生　「ブロックがのった」と水中電話で連絡		①潜水士から連絡員への連絡内容の確認不足により、連絡員と潜水士(被災者)との間で状況認識に誤解が生じた。<改行>　　【施工手順の相互確認不足と不十分な連絡方法】<改行>②潜水士(被災者)の待機場所とブロック据付け場所との間に十分な離隔を確保していなかった。【安全離隔の不足】<改行>③元請として下請けに対して、潜水作業における合図、連絡とその確認の指導を徹底できていなかった。<改行>　　【施工手順の不徹底】		①ブロック水中据付におけるクレーン合図は、潜水士自身が起点となり行うことを、潜水士、連絡員、甲板員合図者、クレーンオペレータに再認識させる。なお、合図区分の分界点であるブロック着水のタイミングで、クレーンオペレータは必ず一度停止させる。その後、連絡員は潜水士にブロックを目視できたかを必ず確認し、「確認できた」との返答をもって潜水士によるクレーン合図に移行する。<改行>【施工手順の徹底と施工手順の相互確認】<改行>②潜水士・連絡員間の通話における確認内容に対しては復唱した上で返答する。返答が不明確な場合は次の動作を開始しない。また、水中電話スピーカー前にクレーンオペ室とつながる無線を追加設置し、潜水士とクレーンオペが連絡員を介さずにクレーン合図を伝達できるようにする。クレーンオペレータは、潜水士からの合図が不明瞭な場合は、ブロックを移動せず、連絡員を通して合図の再確認を行う。<改行>【施工手順の相互確認と連絡方法の改善】<改行>③潜水士の待機・誘導位置はブロック据付作業開始前に、その時の潮流や気象海象を踏まえて決定し、連絡員、送気員、クレーンオペレータ、甲板員合図者、起重機船船長、一次協力会社職員（施工管理）、元請担当職員の全員が共有する。現場状況の変化により、誘導位置を変更する場合、潜水士は連絡員に新しい位置を伝達し、連絡員の報告により上記関係者に周知できたことを確認するまで位置を変更しない。また、潜水士・連絡員・送気員・クレーンオペレータは、ブロック据付番号を記載した図面を携帯する。位置情報をブロック番号でやりとりすることで、抽象的な伝達による相互の誤認識を防止する。なお、潜水士は上記図面を記載した水中プレートを携帯して潜水するので、据え付けたブロックの番号をその都度把握することができる。クレーンオペレータは、ブロックを据え付けた時のクレーン位置、連絡員から報告されるブロック番号、潜水士の気泡や送気ホースの位置をもとに、大よその位置を捉えることが可能である。<改行>【安全離隔の改善】<改行>④再発防止対策の実施状況は、当日の元請現場担当者が確認するとともに、安全担当者による安全パトロール時にも確認し、その都度結果を発注者へ報告する。<改行>【再発防止対策のフォローアップ】		五洋・鹿島・藤田特定建設工事共同企業体		五洋建設				鹿島建設				藤田建設																																																																																								R06-九州-西之表-0501.xlsx		11/13/24 17:27		1/27/25 13:51		2024		10		10		9		20		2024		TRUE		8		19		九州		5		13		6		13.5		14		1399		51		2024/10/10　9:20		45575.3888888889

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		63		男		41年 00月		送気員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		令和5年度志布志港(新若浜地区)岸壁築造工事(第2次)		本工事は、志布志港(新若浜地区)岸壁の共通工、潜水探査工、海上地盤改良工、土捨工、基礎工、本体工、裏込・裏埋工を施工するものである。		令和6年10月31日 8時30分 頃		海上				23:けい船岸付属工				17:足場の組立・解体等				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		11:足場、通路				16:その他の加害物(　)		ケーソン		01:墜落・転落				0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。										06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。		22:作業場が狭かった。						04:理解度の確認が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		17:下請け指導が不適切だった。						68.00%		68.00%		50.00%		50.00%		8:20　潜水作業開始。(防砂目地板取付)<改行>8:30　ケーソン上の作業員が潜水士に単管を手渡しする作業を行っていた。<改行>　　　ケーソン上の作業員が単管を持った状態で油断して足を踏み外してケーソン桝内に転落した。<改行>　　　転落した際に右手がケーソンに接触して裂傷した。		①ケーソン側壁は幅40cmであり背面の開口部に転落する恐れがあるにもかかわらず、転落防止対策を怠った。<改行>　　【安全対策の不備】<改行>②防砂目地板取付の作業手順書に、単管足場の資材受け渡しに関する記載がなかった。<改行>　　【作業手順書の不備】		①作業場所付近のケーソン開口部にケーソン蓋を設置して、作業員の転落を防止する。【安全対策の追加】<改行>②資材の受け渡しは、専属の作業員を配置して作業する。【施工体制の改善】<改行>③上記を網羅した作業手順書を整備し、作業者全員に作業手順の周知徹底を図る。【作業手順書の改善】				りんかい日産建設株式会社																				株式会社森崎建設工業				大分海事株式会社																																																																								R06-九州-志布志-0101.xlsx		11/18/24 8:55		1/27/25 13:50		2024		10		31		8		30		2024		TRUE		1		23		九州		1		41		0		41		11		123		17		2024/10/31　8:30		45596.3541666667

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		51		男		25年 05月		普通作業員		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		苫小牧港東港区周文ふ頭土砂運搬外工事		　袋型根固め製作施工中、購入石材をダンプトレーラーにて搬入・荷下ろしする誘導者であった被災者は、荷台が上がったままの状態で、次の作業へ移動するためダンプトレーラーの後方を通行しようとした時に、荷台内に残っていた石材１個が滑り落ちてきて右足にあたったもの。　		令和6年8月30日 7時38分 頃		陸上		苫小牧港東港区周文ふ頭土砂運搬外工事作業		29:その他(　)		被覆根固工（袋型根固製作）		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)		　		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						23:荷		　		06:飛来物				04:飛来・落下物にあたる		　		0299:飛来、落下：その他																														A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。						10:安全通路・昇降設備が欠陥・未設置だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										63.00%		44.00%		35.00%		38.00%		8月30日　7:00 朝礼<改行>             　7:37 袋型根固製作ヤードに移動し、ダンプトレーラー搬入荷下ろしのため誘導<改行>　　　　 　  7:38 ダンプトレーラーから石材が全て荷下ろし終わったと思い、荷台が完全に下げ終わる前に<改行>                        ダンプトレーラーの後ろを通ろうとして、荷台内に残っていた石材1個が滑り落ちてきて負傷		①：施工計画書では、「作業手順書・計画書を充実させ、作業方法・安全対策を周知徹底」と記載があるが、本事案の購入石材のダンプトレーラーによる搬入・荷下ろしに対する作業方法・安全対策の具体な記述が作業手順書・計画書になかった。<改行>②：被災者は、ダンプトレーラー誘導者でありながら荷台が上がったままの状態で次の作業がある袋型根固め製作場所へ移動しようと最短ルートの荷台後方を通行したが、「荷台横及び後方には立入らない」と指導を受けていたのにもかかわらず荷台後方に入ってしまった。		①「ダンプトレーラーによる石材搬入・荷下ろし」に対する安全対策を作業計画書・作業手順書に整理して、その内容を作業員に周知した上で、計画書・手順書どおりに作業を行わせる。<改行>②上記に対する安全教育の徹底を図る。<改行>				岩倉建設(株)																				ハヤカワ建設(株)				(株)大滝組								　																																																																R06-北開局-苫小牧-0102.xlsx		1/23/25 10:37		1/23/25 10:37		2024		8		30		7		38		2024		TRUE		4		29		北海		1		25		5		25.4166666667		23		299		4		2024/8/30　7:38		45534.3180555556

		九州地方整備局		下関港湾空港技術調査事務所		藍島地先		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）				60		男		39年 00月		潜水士		10:その他(　)						全身		13:その他(　)						減圧症		3:9～15		14		1:労災適用		令和6年度海象観測装置定期点検・保守		本業務は、九州地方整備局管内に設置している海象観測装置の機器性能を維持するために、定期点検・保守業務を行うものである。<改行>北九州港（藍島）波浪観測装置のうち、海中部装置の点検作業をスクーバ潜水（空気）にて実施していた。		令和6年11月20日 13時15分 頃		海上				29:その他(　)		点検		23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		99:その他								減圧症		99:その他								減圧症		99:その他								減圧症		50.00%		30.00%		60.00%		60.00%		Ａ港の波浪観測装置点検のためにスクーバ潜水による潜水作業を行っていた。２人１組（バディ）にでスクーバ潜水（空気）を行い、３組６人が潜水作業計画であり、被災者は当日最終３組目の潜水作業であった。潜水計画は、作業水深２２ｍ、作業時間２５分以内を計画した。浮上後に作業船上において、被災者の息苦しい様子が続いたため、減圧症の発症を疑い緊急連絡をした。<改行>8:00 当日の作業内容確認・ＫＹ活動、8:30 漁港より最寄り港へ移動、10:25～10:55 1組目の潜水作業、11:30～11:55 2組目の潜水作業、12:20～12:50 3組目の潜水作業、13:15 事故発生（手足の痺れを訴え潜水病疑い）		①当該水深２３ｍにおける潜水時間及び浮上時間は、標準空気減圧表を遵守しており、体調についても作業開始前に対面とチェックシートによって確認し良好であったこと、潜水器具も使用前点検を行い正常である事を確認していたことから、特定の原因は見当たらない。		①更なる潜水時の安全対策として、潜水士にダイビングコンピューター（※）を携行させ、潜水作業計画による潜水時間管理と併用する。【新たな安全対策の強化】、②作業開始前の対面とチェックシートによる体調確認の徹底、作業内容の周知、毎朝のKYミーティングを継続する。【体調確認の徹底】、（※）ダイビングコンピューター：潜水作業時に携行できるもので、潜水時間や水深を測定・記録し、減圧時間の計算を自動で行う機器。減圧時間が短い時や浮上速度が速すぎる等の危険な行動に対してアラームを鳴らす機能がある。				株式会社ソニック																				沿海開発工業株式会社				株式会社泊野海洋																																																																								R06-九州-技調-0101.xlsx		12/11/24 13:24		1/27/25 13:50		2024		11		20		13		15		2024		TRUE		23		29		九州		3		39		0		39		27		1307		23		2024/11/20　13:15		45616.5520833333

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		03年 06月		潜水士		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		7		1:労災適用		令和6年度鹿児島港(鴨池中央区)臨港道路護岸築造工事		鹿児島港（鴨池中央港区）臨港道路の構造物撤去工、基礎工、本体工、裏込工、被覆･根固工、上部工及び消波工を施工するものである。		令和6年11月7日 14時45分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		23:荷				16:その他の加害物(　)		セルラーブロック		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。										D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。										D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。										04:安全度が不足だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。				07:作業の安全指示が不適切だった。						41.00%		40.00%		75.00%		60.00%		海上起重機船によるセルラーブロック据付作業中、セルラーブロック上下段の高さ調整が必要となったため、潜水士によるライナープレート(調整鉄板)をセルラーブロック上下段間へ収める作業時に、セルラーブロック上段を数センチ吊り作業を行った結果、船舶の動揺により吊荷が上下に動き、セルラーブロック上下段間に指（右手人差し指・中指・薬指）を挟まれ負傷したものである。<改行>7:35 朝礼、7:50 KY活動・作業手順チェック周知、8:00 潜水作業開始、10:15～休憩、10:45 潜水作業再開、13:25～休憩、14:00 潜水作業開始、14:45　事故発生		①起重機船にて、吊り上げたセルラーブロックがうねり等で動揺する可能性があるにも関わらず、セルラーブロック上下段間の隙間に手を入れてライナープレートを設置しようとした。【不安全な作業】<改行>②セルラーブロック据付の作業手順書に、天端高調整方法についての記載が無かった。【作業手順書の不備】		①セルラーブロック上段を設置する前に、セルラーブロック下段の天端高確認を行い、必要に応じて事前にライナープレートを設置する。セルラーブロック上段設置後、再度天端高調整が必要な場合はセルラーブロック上段を据付範囲外へ旋回し天端高調整を行うこととする。なお、セルラーブロックを旋回させる場合、作業半径内から潜水士を退避させ、セルラーブロック上段と潜水士の離隔を十分に確保してからライナープレートを設置するよう徹底する。【作業手順の周知徹底】、②セルラーブロック据付における天端高調整方法を作業手順書へ追記し、全作業員へ周知徹底させる。【作業手順の周知徹底】				村上建設株式会社																				株式会社新川床潜水工業																																																																												R06-九州-鹿児島-0101.xlsx		12/11/24 13:18		1/27/25 13:50		2024		11		7		14		45		2024		TRUE		8		19		九州		2		3		6		3.5		23		1399		51		2024/11/7　14:45		45603.6145833333

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島地先		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		61		男		39年 02月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		令和4年度馬毛島仮設桟橋築造工事(その１)		本工事は、馬毛島の仮設桟橋を新設するもので、捨石工、ラブルネット工、被覆・根固工、裏込・裏埋工、本体工、基礎工、上部工、付属工及び仮設工を施工するものである。		令和6年6月1日 23時5分 頃		海上				20:中詰				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)																				08:作業船				15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				34:その他の不安全行為があった。										24:照明が不良だった。																												中詰砂投入作業終了後、移動するための交通船を着火船に係留する際、係留作業の補助として綱取りをしようとしたときに着火船と交通船の間で手指を挟み負傷した。<改行>　08:00 朝礼、08:30 海上作業開始、19:30 中詰砂投入開始、22:30 作業終了、23：05 事故発生		①交通船を着火船に係留する際、係留作業を補助するため、着火船の係留ビットの天端に左手を置いて、体勢を保持しながら右手で交通船の係留ロープをつかもうとした。ロープをとることに気を取られて、交通船の船首が当たる危険箇所（係留ビット）に手を添えていることに気がつかなかった。【危険に対する認識不足】、②夜間での行為であったため、既設の照明だけでは薄暗く、船舶接近の認識が遅れた。【不安全な作業環境】		①交通船を着火船に横付けする際には、係留ロープは、着火船の舷側側の係留ビットに取るのではなく、交通船が接触しない着火船中央部の離れた係留ビットを使用する。【係留方法の改善】、②交通船の舷側側の照明を増設し、乗り込み箇所を明瞭にする。舷側側が夜間薄暗いため、舷側側に照明を増設して照度を確保する。また、夜間作業時のヘッドライト装着を徹底する。【作業環境の改善】、③着火船等の乾舷が交通船よりも低い船舶の係留ビットやボラードの天端に「手を置くな」ステッカーを貼り付け、注意喚起を行う。【危険箇所の明示】		五洋・鹿島・藤田特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				鹿島建設株式会社				藤田建設興業株式会社												ヤマト工業株式会社																																																																												R06-九州-西之表-0401.xlsx		6/6/24 13:11		1/27/25 13:51		2024		6		1		23		5		2024		TRUE		8		20		九州		1		39		2		39.1666666667		8		899		1		2024/6/1　23:5		45444.9618055556

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		43		男		24年 04月		運転手（特殊）		10:その他(　)								10:窒息								6:死亡				1:労災適用		令和4年度馬毛島滑走路等新設工事（その１）		本工事は、馬毛島の滑走路を新設するもので、準備工、土工、舗装工、雨水排水工、標識工、航空灯火電気設備工、環境整備工、法面工、法面排水工、地下排水工、補強盛土工、護岸工、撤去工及び仮設工を施工するものである。		令和6年10月18日 20時25分 頃		陸上				25:土工				84:その他(　)		法面整形		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械		掘削用		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				1304:その他：溺れ(潜水士を除く)																																												06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		35:その他の作業環境に欠陥があった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				65.20%		27.60%		75.00%		51.00%		19：00　　夜勤朝礼参加、KY時体調確認<改行>20:05　　作業開始<改行>20:25頃　事故発生<改行>20：26　　別のバックホウオペレータが無線にてトラブル発生を連絡<改行>21：35　　水中から被災者を発見、看護師による処置開始<改行>23：22　　死亡確認		①不明確な作業手順<改行>・作業指揮者（作業主任者）から作業員（被災者）へ作業指示書にて法面整形作業は共有しており、現場内の作業場所を口答にて指示していたが、当日の作業内容の指示が正しく伝わっていなかった。<改行>②安全管理体制の一時的な不備<改行>・作業指揮者（作業主任者）が他の作業の対応のため、一時的に事故現場を離れていた。<改行>・他の作業指揮者もそれぞれ担当する持ち場があり、代理を立てる体制が整っていなかった。<改行>③安全な作業環境整備手順の不徹底<改行>・釜場の施工について具体的な方法・手順が明確化されていなかった。<改行>・作業手順書において事前に定めていた安全な作業環境整備(釜場への転落防止としての土堰堤の設置)の手順が徹底されておらず、土堰堤が一部設置されていない箇所から重機が転落した。<改行>・上記の手順の履行状況の確認が徹底されていなかった。		①作業手順の明確化<改行>①-1.　作業場所の図示により齟齬の無い意思疎通を行う<改行>・全重機に対して、現場エリアを100mメッシュで区画割した平面図を配布し、エリア番号で指示できるようにする。<改行>　作業指揮者間で打合せた配車予定ボードのコピーを日々のKY時に作業員に周知することを徹底する。<改行>・釜場と法肩を表示した図面を作成し、KY時に確認・注意喚起を行う。<改行>・作業開始後に内容変更があれば、作業員と直接対話し、各重機の作業指示書に書き込む形で指示する。<改行>・緊急時には、全重機を停止させるために無線で一斉に「STOP」と叫ぶこととする。<改行>①-2.　元請・下請双方で昼勤・夜勤の引継ぎ方法を再整備し、作業手順の不徹底を解消する<改行>・元請並びに下請は毎日、各々の昼勤担当者で作業箇所ごとの平面図へ重機配置と作業内容を調整・記載し、土工事打合せ（16:00）で確認後、夜勤担当者へ「引き継ぎノート」により引き継ぎ（18:00頃）を行う。<改行>・夜勤から昼勤への引き継ぎは、当該図面の更新と引き継ぎノートを使用して実施する。<改行>②安全管理体制の強化<改行>②-1.　重機土工における作業指揮者の増員と安全専任者を追加配置し、安全管理体制を強化する<改行>1)重機土工については安全専任者を配置する（昼1名、夜1名）。<改行>　安全専任者は作業責任者を含めた各班の体制に問題がないか監視・指導する。<改行>2)他作業と兼務することが無いように、各班に作業指揮者(作業主任者または職長)を配置する。<改行>3)作業指揮者または通訳が不在となった場合は作業を中断する。<改行>4)B班に作業員と明確な意思疎通ができる通訳を配置する。<改行>③安全な作業環境整備の徹底<改行>③-1.　釜場のサイズ・形状・転落防止堰堤等の構造を標準化し、作業手順を明確化する<改行>・元請は現場条件に基づいて釜場の仕様を検討し、以下を原則として決定する。<改行>　→釜場の開口部には、転落防止のためH=1mの土堰堤を設置する。<改行>　→釜場の深さは1.5m、下幅は2.0mとする。<改行>  →釜場への水の流入部は下幅1.0mとする。<改行>　→近接作業（ベンチ掘削や法面整形）との距離は10m以上確保し、釜場設置作業を開始したら周囲の土堰堤も必ず完成させる。<改行>・元請は設置方法と周辺土工事との順序関係を整理し、手順を作成して下請に周知する。<改行>③-2.　法肩の転落防止対策(土堰堤の設置)を徹底する<改行>・元請・下請は法肩の転落防止対策（土堰堤の設置）を徹底する。<改行>・新規入場者教育時にも同様の指導を行う。<改行>・2つの施工班に跨って作		鹿島・五洋・森特定建設工事共同企業体		鹿島建設（株）				五洋建設（株）				（株）森建設												冨島・丸磯・水谷・山崎共同企業体																																																																												R06-九州-西之表-0601.xlsx		11/13/24 17:37		1/27/25 13:51		2024		10		18		20		25		2024		FALSE		1		25		九州		6		24		4		24.3333333333		4		1304		84		2024/10/18　20:25		45583.8506944444

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		59		男		25年 00月		普通作業員		01:頭部(頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯)		02:頸部						04:骨折								5:31以上				1:労災適用		令和5年度北九州港(響灘東地区)岸壁(-10m)築造工事（第2次）		本工事は、北九州港(響灘東地区)岸壁(-10ｍ)の上部工、付属工及び電気防食工を施工するものである。		令和6年6月10日 9時40分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ																04:車両系建設機械				17:加害物なし				01:墜落・転落				0199:墜落：その他																																												06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。																被災者は、トレーラー荷台において、敷鉄板の荷下ろし敷設するために、敷鉄板に玉掛を行い、介錯ロープを設置した。その後、退避する際に、トレーラー荷台後方にある開口部に足をとられ尻もちをつき、背中からトレーラー下に落下し、地面に頭部をぶつけた。<改行>08:00 現場詰所にて朝礼参加、08:10 当日作業内容確認・ＫＹ・新規入場時教育、08：30　作業開始、09:00 トレーラーにて敷鉄板搬入、09:05 被災者が敷鉄板荷下ろし開始、9：40　事故発生		①トレーラー上の荷台において、玉掛作業エリアに開口部が生じていたが、養生を行わないまま荷下ろし作業を継続した。【安全設備の不備】、②トレーラー開口部に対する対策を想定しておらず、作業手順書等に反映していなかった。<改行>【作業手順書等の不備】、③作業手順書等では敷鉄板荷下ろしは、玉掛者は荷台上1人としていたが、現場では、より効率的に作業が行えると下請け業者が判断し、作業手順書等とは異なる方法（2人体制)で作業を行った。【作業手順書等の不徹底】		①荷台に開口部がないトレーラーを使用する。または、荷台に開口部がある場合は、開口部の養生を行う。【安全設備の改善】、②トレーラー荷台からの作業員の転落防止対策（退避をする等）を作業手順書等に記載する。【作業手順書等の改善】、③作業手順書等と違う作業をする必要が生じた場合は、着手前に元請職員が荷台上を確認し、作業従事者全員へ周知し安全の再確認を行った後、作業を実施する。【危険予知の向上】、④新規入場者が作業に従事する場合は、作業に従事する前に、元請下請合同で施工手順の指差し確認や漏れがないかの確認を徹底する。【新規入場者への周知徹底】				五洋建設株式会社																				株式会社白海				宮山工業																																																																								R06-九州-北九州-0101.xlsx		7/3/24 9:35		1/27/25 13:53		2024		6		10		9		40		2024		TRUE		1		29		九州		5		25		0		25		4		199		4		2024/6/10　9:40		45453.4027777778

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		49		男		11年 00月		潜水士		10:その他(　)						呼吸器		11:中毒								1:0～3		2		1:労災適用		令和６年度 八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設裏込外工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設の裏込・裏埋工、仮設工を行うものです。		令和7年1月13日 9時55分 頃		海上		八戸港港内		29:その他(　)				46:マット等の敷設				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		01:原動機				15:起因物と同じ				13:有害物等との接触				1302:その他：中毒		A:危険だと思わなかった				12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。																																						30:ガスが存在していた。										07:作業の安全指示が不適切だった。										92.80%		92.80%		90.00%		88.00%		1月13日（月）8:30頃から防砂シートの敷設作業をD工区防砂シートNo.91から敷設開始し、天端部分の陸上敷設をシートNo.101まで敷設した。<改行>1月13日（月）9：25頃からシートNo.91の水際から水中部へ敷設を行い、シートNo.95とNo.96の水中部の連結作業時に被災者野口貴之の体調が悪くなり、救助へ向かったが当該被災者も体調が悪くなり、意識なし、呼吸ありの状態、作業員6名にて陸上に被災者を引き上げた。<改行>1月13日（月）10：05救急車要請<改行>1月13日（月）10：55頃青森労災病院へ救急搬送。<改行>1月13日（月）13：15呼吸器内科医不在のため八戸市民病院へ移送。<改行>1月13日（月）14：00から15：30減圧治療。1月13日は入院し、<改行>1月14日（火）CT検査にて異常なしと確認し退院。		事故発生時、コンプレッサーの吸気口を軽トラックの助手席側の座席に設置していた助手席側のドアは閉め、窓は全開、運転席側は窓を閉め、ドアを全開にして作業を行っていたところ、荷台に積んであるコンプレッサーの排気ガスが風向きの影響で車内に蓄積し、この排出ガスが吸気口を通じて潜水士へ送気されたと推定される。<改行>さらに、事故発生時には、軽トラックがアイドリング状態であったためエンジン排気ガスも車内に蓄積した要因となった推定される。		１． 吸気口と排気口は十分な離隔をとり、かつ吸気口の位置を高くする。※ 距離は3.0m以上 排気口から高さ1.0ｍ以上（実証実験により）<改行>２． 潜水作業中（送気中）は、軽トラックのエンジンを停止する。<改行>３．一酸化酸化炭素測定機を吸気口の近くに設置し、送気員が常に濃度をチェックする。<改行>４．コンプレッサーを囲み板で覆い排気ガスを吸気口より遠ざける。				北日本海事興業株式会社																				有限会社　共和海事工業所																																																																												R07-東北-八戸-0101.xlsx		2/5/25 13:46		2/5/25 13:46		2025		1		13		9		55		2024		TRUE		13		29		東北		1		11		0		11		1		1302		46		2025/1/13　9:55		45670.4131944444

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		62		男		40年 07月		潜水士		10:その他(　)						呼吸器		11:中毒								1:0～3		2		1:労災適用		令和６年度 八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設裏込外工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)付帯施設の裏込・裏埋工、仮設工を行うものです。		令和7年1月13日 9時55分 頃		海上		八戸港港内		29:その他(　)				46:マット等の敷設				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		01:原動機				15:起因物と同じ				13:有害物等との接触				1302:その他：中毒		A:危険だと思わなかった				12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。																																						30:ガスが存在していた。										07:作業の安全指示が不適切だった。										92.80%		92.80%		90.00%		88.00%		1月13日（月）8:30頃から防砂シートの敷設作業をD工区防砂シートNo.91から敷設開始し、天端部分の陸上敷設をシートNo.101まで敷設した。<改行>1月13日（月）9：25頃からシートNo.91の水際から水中部へ敷設を行い、シートNo.95とNo.96の水中部の連結作業時に被災者野口貴之の体調が悪くなり、救助へ向かったが当該被災者も体調が悪くなり、意識なし、呼吸ありの状態、作業員6名にて陸上に被災者を引き上げた。<改行>1月13日（月）10：05救急車要請<改行>1月13日（月）10：55頃青森労災病院へ救急搬送。<改行>1月13日（月）13：15呼吸器内科医不在のため八戸市民病院へ移送。<改行>1月13日（月）14：00から15：30減圧治療。1月13日は入院し、<改行>1月14日（火）CT検査にて異常なしと確認し退院。		事故発生時、コンプレッサーの吸気口を軽トラックの助手席側の座席に設置していた助手席側のドアは閉め、窓は全開、運転席側は窓を閉め、ドアを全開にして作業を行っていたところ、荷台に積んであるコンプレッサーの排気ガスが風向きの影響で車内に蓄積し、この排出ガスが吸気口を通じて潜水士へ送気されたと推定される。<改行>さらに、事故発生時には、軽トラックがアイドリング状態であったためエンジン排気ガスも車内に蓄積した要因となった推定される。		１． 吸気口と排気口は十分な離隔をとり、かつ吸気口の位置を高くする。※ 距離は3.0m以上 排気口から高さ1.0ｍ以上（実証実験により）<改行>２． 潜水作業中（送気中）は、軽トラックのエンジンを停止する。<改行>３．一酸化酸化炭素測定機を吸気口の近くに設置し、送気員が常に濃度をチェックする。<改行>４．コンプレッサーを囲み板で覆い排気ガスを吸気口より遠ざける。				北日本海事興業株式会社																				有限会社　共和海事工業所																																																																												R07-東北-八戸-0201.xlsx		2/5/25 13:46		2/5/25 13:46		2025		1		13		9		55		2024		TRUE		13		29		東北		1		40		7		40.5833333333		1		1302		46		2025/1/13　9:55		45670.4131944444

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		29		男		09年 00月		潜水士		02:頸部		04:胸部		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		足		13:その他(　)						減圧症		1:0～3		3		1:労災適用		令和６年度 八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)浚渫工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地(埋没)の浚渫工、土捨工を行うものです。		令和7年1月24日 17時0分 頃		海上		八戸港港内		05:浚渫・床掘り				23:潜水作業(調査等)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		減圧症		1307:その他：潜水病、減圧症																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。																		04:理解度の確認が不十分だった。		12:各種安全活動が不備だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。						49.30%		49.30%		50.00%		50.00%		1月24日8:00頃：KY活動。11:20頃潜水作業開始。12:44頃潜水作業終了（浮上完了）。13:30頃昼食。16:00頃帰宅。17:00頃胸の痛みと首の腫れを感じる。19:00頃被災者自ら救急病院へ行き減圧症と診断された。		被災者は作業前日に耳の違和感を感じていたが、病院に受診することなく潜水作業にあたったため、体調不良が減圧症を発症した原因の一端となっていた可能性がある。		潜水初日に作業する潜水士に対し直近の作業内容および体調について、「現場入場時(潜水初日)の潜水士チェックシート」を用いてヒアリングを行い、危険要素がある場合は病院での健診により、医師の可否判断後の作業とする。				みらい建設工業株式会社																				株式会社 エムエスケー																																																																												R07-東北-八戸-0301.xlsx		2/12/25 12:13		2/12/25 12:13		2025		1		24		17		0		2024		TRUE		23		5		東北		1		9		0		9		27		1307		23		2025/1/24　17:0		45681.7083333333

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		67		男		38年 02月		潜水士		08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)								02:創傷		04:骨折						5:31以上		31		1:労災適用		令和5年度北九州港（西海岸地区）岸壁（-11m）（改良）工事		本工事は、北九州港(西海岸地区)岸壁(-11m)(改良)の共通工、構造物撤去工、本体工、上部工、付属工及び仮設工を施工するものである。		令和7年1月21日 16時30分 頃		海上				21:上部工				55:型枠組立・解体				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		13:支保工				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0302:倒壊：型枠支保工等																																		33:保護具の選択、使用方法を誤った。										15:安全装置が不適・不良だった。		18:保護具が不適・不足だった。																		72.90%		77.10%		3.00%		3.00%		8:00　現場詰所にて朝礼に参加、8:10　当日作業内容確認・ＫＹ、8:30　作業開始、16:30　事故発生		１）撤去するハンチ部型枠の落下防止のために、該当箇所の下の側面型枠とハンチ部型枠をクリップで1箇所のみ留めていたが、クリップの固定状態が完全かどうか確認していなかった。【危険に対する認識不足】２）撤去するハンチ部型枠の落下防止のために、スラブに設置したアイボルトと型枠を番線で固定する予定にしていたが、レバーブロックで引っ張っても型枠が微動だにしなかったため、落下すると思わず、番線での落下防止策を実施しなかった。【安全対策の不徹底】３）バール等での型枠撤去が進まない場合、レバーブロックを使用することを当初から想定していたが、取付位置等の詳細な手順を作業手順書に記載していなかった。【作業手順書の不備】		１）ハンチ部型枠の落下防止対策として、側面型枠とクリップで2箇所固定し、レバーブロックの設置前にクリップが適切に取付けられているかを確認する。【安全対策の改善】、２）スラブに設置したアイボルトと型枠を番線で繋ぐ。【安全対策の徹底】、３）レバーブロックを用いた型枠撤去の詳細な手順及び、型枠が堅固でレバーブロックを使用しても外れない場合の取付位置・盛替え手順を作業手順書に追加し、作業員に周知徹底する。【作業手順書の改善】、４）再発防止対策が確実に実施されていることを確認するために、桟橋下部の施工状況をウェアラブルカメラにて定期的に監視する。【再発防止対策の実施状況確認】				（株）大本組																				神野建設（株）				(有)西日本潜水																																																																								R06-九州-北九州-0301.xlsx		2/10/25 17:31		3/17/25 18:00		2025		1		21		16		30		2024		TRUE		4		21		九州		5		38		2		38.1666666667		13		302		55		2025/1/21　16:30		45678.6875

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		七尾		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		65		男		26年 11月		土工作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								13:その他(　)						左小指不全切断		1:0～3		0		1:労災適用		七尾港(大田地区)岸壁(-10m)(大田2号・物専)(災害復旧)改良外１件工事		本工事は、七尾港（大田地区）岸壁（-10m）（大田2 号）、岸壁（-10m）（物専）の震災復旧整備及び大田東ふ頭用地・工業用地の作業ヤード整備を施工するものである。		令和7年2月4日 11時0分 頃		陸上		七尾港大田町地先 (七尾港物専岸壁)		29:その他(　)		敷鉄板敷設		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				4:雪				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		敷鉄板		16:その他の加害物(　)		敷鉄板		08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		29:つり荷に触れ、下に入りまたは近づいた。						17:安全標識がなかった。										17:下請け指導が不適切だった。										2.00%		2.00%						8:30 に朝礼・KYK/TBM を行った後、当日の作業に着手した。大型土のう製作と砕石場内小運搬を終えたのち、10:00 から工事用道路の不陸を整備するために窪みに砕石投入充填後、砕石上に敷鉄板(5’×20’)を敷設する作業を行っていた。当該作<改行>業はバックホウオペレーターと被災者と共同作業者の計３名で実施しており、被災者はこのうちの合図者兼玉掛者として従事していた。作業の近傍に仮置きされた敷鉄板(5'×20')をクレーンモードに切り替えたバックホウ(0.45ｍ3，2.9ｔ吊で吊上げて設置箇所に振り込んだのち、敷鉄板を倒す方向を制御するために、作業員2 名は敷鉄板の両端を手で押さえた。敷鉄板を倒す直前に、被災者(合図者兼玉掛者)は敷鉄板の汚れが気になり、敷設後の表面が泥で汚れた面にならないように、敷鉄板を水平方向に回転させようとしたところ、吊っている敷鉄板とバックホウ前面の給油口ステップとの間に左手小指をはさんで被災した。		【人的要因】<改行>・被災者本人の判断により予定外作業である敷鉄板の回転作業を行った結果、バックホウと敷鉄板の間に左手小指を挟んで被災した。<改行>・敷鉄板の回転作業は作業手順書に記載がなく、当日作業の予定になかったが、被災者には予定外作業に該当するという認識が不足していた。<改行>【物的要因】<改行>・バックホウの背面には、立ち入り禁止措置（接触防止バーの設置）がされていたが、前面側にはなかった。<改行>【管理的要因】<改行>・予定外作業は元請職員と共に作業手順書を改定し、その内容を周知してから実施することがルールであったがルールが徹底されていなかった。		【対策１】協力会社への安全教育訓練(緊急安全大会)の実施<改行>・予定外作業の捉え方を、協力会社に共有してもらうため、類似災害を事例とした教育を行う。<改行>・新規入場者教育資料を改定し、手順書に記載のない作業は予定外作業として、元請職員と協議する旨について、再周知する。<改行>・敷鉄板回転作業の禁止事項について、実地訓練を通して危険を体験させる。<改行>【対策２】作業手順書の改定<改行>・敷鉄板の回転作業の禁止事項を手順書に追記して再周知する。<改行>【対策３】注意喚起看板の設置<改行>・重機接触注意が記載された安全看板を重機及び各所に設置する。<改行>・予定外作業禁止が記載された注意看板を各所に掲示する。<改行>【対策４】バックホウ周辺への立入り禁止措置<改行>・バックホウの前方側にも接触防止バーを設置することで作業員の立ち入りを防止する。<改行>【対策５】安全パトロールの強化<改行>・当初計画では月1 回としていた安全パトロールを、毎週1 回に増し、支店幹部職員による現場点検を行う。現場巡視の機会を増して、JV 職員とともに予定外作業の発見と撲滅に努める。		東亜・大本・株木 特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		北陸支店		株式会社大本組		新潟営業所		株木建設株式会社		仙台営業所										世紀東急工業　株式会社				株式会社 ハマイ																																																																								R06-北陸-金沢-0101.xlsx		3/14/25 13:20		3/14/25 13:20		2025		2		4		11		0		2024		TRUE		8		29		北陸		1		26		11		26.9166666667		26		1399		4		2025/2/4　11:0		45692.4583333333

		近畿地方整備局		神戸港湾空港技術調査事務所		近畿地方整備局管内		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		35		男		01年 06月		塗装工		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		1		1:労災適用				被災者は「クリーンはりま」の甲板上のハッチから機関室内へ道具を搬入しようとして、同ハッチを開け固定用の安全ピンを指そうとしたところ、上蓋が倒れ受けようとした際に、コーミング部分に左手を挟まれ左手人差し指と中指を骨折。		令和7年2月25日 16時10分 頃		海上		造船所ドック		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ハッチ		15:起因物と同じ				08:はさまれ、巻き込まれ				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				31:無理な姿勢で作業した。										05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。																		被災者は「クリーンはりま」の甲板上のハッチから機関室内へ道具を搬入しようとして、同ハッチを開け固定用の安全ピンを指そうとしたところ、上蓋が倒れ受けようとした際に、コーミング部分に左手を挟まれ左手人差し指と中指を骨折。16:10災害発生、船体部担当者が止血等の応急措置→16:15船体技術者より所属部長へ連絡→船体技術者と社用車で病院へ→16：35病院にて応急措置・診察完了		ハッチの蓋が誤って閉じて指を挟まないように、固定用の安全ピンをヒンジの穴に挿入する仕組みになっているが、被災者は、ハッチの蓋に左手を添えながらピンを挿入しようとした際に蓋が動いてしまい、左手を挟まれた。		ハッチ開閉作業時においては、スペーサ（かませ木）を設置し、以下の作業手順を順守させる。<改行>① 作業開始前に、ハッチ本体や固定用安全ピンに損傷等、使用する物に異常が無いか確認する。② ハッチの蓋を全開（90 度以上）にする。③ヒンジ部近傍の箇所にスペーサ（かませ木）を入れる。スペーサーには溝を設け、コーミング部分端部にしっかりと収まったことを確認する。④片手でハッチの取っ手をつかみ、固定用の安全ピンを挿入する。<改行>				（株）新来島サノヤス造船																				（株）ソーワエンジニアリング				高杉工業														措置なし（口頭指導）																																																										R06-近畿-技調-0225.xlsx		3/17/25 9:45		3/17/25 9:45		2025		2		25		16		10		2024		TRUE		8		29		近畿		1		1		6		1.5		26		1399		84		2025/2/25　16:10		45713.6736111111

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		20		男		01年 11月		普通作業員		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								2:4～8		4		1:労災適用		令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工、仮設工、間詰工、止壁工、探査工及び潜水探査工を施工するものである。		令和7年1月21日 14時54分 頃		海上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				54:鉄筋運搬・組立				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		12:作業床等				16:その他の加害物(　)		立ち馬		01:墜落・転落				0106:墜落：脚立、うまから		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。										A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																								07:作業床等防止設備に欠陥・未設置があった。										19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										72.00%		72.00%		25.00%		12.00%		8:00　朝礼参加、8:10　当日作業内容確認・ＫＹ、8:30　作業開始、12:00～13:00　昼休憩、13:00　作業再開、14:54　事故発生		１）足場組立有資格者が立ち馬・ブリッジの組立・点検を行ってから立ち馬を使用する手順で実施していたが、ブリッジの浮上り防止金具点検の見落としがあり、ブリッジが固定されていなかった。【仮設備点検の不徹底】<改行>２）鉄筋を受け渡す際、受け手から離れた位置で渡していたため、受け手側は身を乗り出した状態で作業を行っていた。【作業方法の不備】		１）足場組立有資格者によるブリッジの浮上り防止金具の固定と点検を徹底する。【仮設備点検の徹底】<改行>２）渡し手は受け手に近い位置で渡し、受け手は感知バーに体を預けずに鉄筋を受け取り、立ち馬から身を乗り出さない。【作業方法の改善】		五洋・東亜特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）				東亜建設工業（株）																洋伸建設（株）				（株）木村組				吉村建設（有）、四次＿（株）マセダ工建																																																																				R06-九州-西之表-0701.xlsx		2/10/25 17:31		3/17/25 17:48		2025		1		21		14		54		2024		FALSE		1		12		九州		2		1		11		1.9166666667		12		106		54		2025/1/21　14:54		45678.6208333333

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		馬毛島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		空港工事		42		男		03年 08月		土木一般世話役		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折								1:0～3		0		1:労災適用		令和4年度馬毛島滑走路等新設工事(その2)		本工事は、馬毛島の滑走路を新設するもので、準備工、土工、舗装工、雨水排水工、標識工、航空灯火電気設備工、環境整備工、法面工、法面排水工、地下排水工、補強盛土工、補強土壁工、護岸工、撤去工及び仮設工を施工するものである。		令和7年3月13日 11時40分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)		地盤改良プラント解体･搬出作業		2:曇り				4:波が高い（1.5以上）		3:中風（4～8）		3:10～20								27:起因物なし				10:用具等				08:はさまれ、巻き込まれ				1299:工具等取り扱い：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				22:連絡合図が不明瞭だった。		24:相手の行動を確認しなかった。								C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				25:合図を勘違いした。																																												65.80%		65.80%		85.70%		85.70%		8:00 朝礼参加、8:20 当日作業内容確認・現地KY、8:50 作業開始、11:40 事故発生		1)合図と確認が不十分なまま、作業者がハンマーで部材を叩いているところに、被災者が不意に手を出した。【危険に対する認識不足】、2)作業指揮者（被災者）が、職務（作業監視）以外の作業を行った。【職務の不徹底】　、3)セメントが固着して部材が外れない事象が発生したが、対応策を検討しないまま作業を継続した。【作業手順の不備（想定外の事象への対応方法）】、4)請け業者のみで診療所へ行ったため、怪我の程度や診療所での診断内容がタイムリーに情報共有されず、発注者への報告が遅れた。【連絡体制の不徹底】		1)声掛け・声返しを確実に実施し、自己判断による思い込み作業をしない。【合図・確認の徹底】、2)作業指揮者は、作業監視に徹する。【職務の徹底】3)想定外の事象が発生した場合は、作業を中断し、対応策を検討後、作業員に作業手順を周知した上で、作業を再開する。【作業手順の改善】、4)馬毛島診療所に搬送する際は、状況を正確に報告する体制を執るためにJV職員が速やかに急行し、迅速に第１報を報告する。【連絡体制の徹底】		大成・東洋・藤田建設興業特定建設工事共同企業体		大成建設(株)				東洋建設(株)				藤田建設興業(株)												(株)オクノコトー																																																																												R06-九州-西之表-0801.xlsx		3/18/25 9:13		4/11/25 11:00		2025		3		13		11		40		2024		FALSE		8		6		九州		1		3		8		3.6666666667		27		1299		84		2025/3/13　11:40		45729.4861111111







物損

		整備局等		部・事務所等		港名等		事故の種類		事業区分		年令		性別		現場経験年数		職種		被災の部位1		被災の部位2		被災の部位3		被災の部位（その他）		被災の性質1		被災の性質2		被災の性質3		被災の性質（その他）		休業日数(区分		休業日数		分類		工事名		概況		発生日時		災害発生場所区分		災害発生場所		工種		工種（その他）		作業名		作業名（その他）		天候		天候（その他）		波(m)		風(m/sec)		気温(℃)		視程(m)		うねり		航路波		起因物		その他の起因物		加害物		その他の加害物		事故の型		事故の型（その他）		事故分類		危害を加える行為をした人：人的要因（共通要因）		危害を加える行為をした人：人的要因（共通要因）人数		危害を加える行為をした人：人的要因1		危害を加える行為をした人：人的要因2		危害を加える行為をした人：人的要因3		危害を加える行為をした人：人的要因4		危害を加える行為をした人：人的要因（その他）		危害を受けた者：人的要因（共通要因）		危害を受けた者：人的要因（共通要因）人数		危害を受けた者：人的要因1		危害を受けた者：人的要因2		危害を受けた者：人的要因3		危害を受けた者：人的要因4		危害を受けた者：人的要因（その他）		自らの行動で被災した者：人的要因（共通要因）		自らの行動で被災した者：人的要因（共通要因）人数		自らの行動で被災した者：人的要因1		自らの行動で被災した者：人的要因2		自らの行動で被災した者：人的要因3		自らの行動で被災した者：人的要因4		自らの行動で被災した者：人的要因（その他）		物理的要因1		物理的要因2		物理的要因3		物理的要因4		物理的要因（その他）		管理的要因1		管理的要因2		管理的要因3		管理的要因4		管理的要因（その他）		工事全体進捗度：計画		工事全体進捗度：実績		当該作業の進捗度：計画		当該作業の進捗度：実績		被災経緯		事故要因説明		事故防止対策		共同企業体名		元請負業者名1		元請負業者支店名1		元請負業者名2		元請負業者支店名2		元請負業者名3		元請負業者支店名3		元請負業者名4		元請負業者支店名4		元請負業者名5		元請負業者支店名5		一次下請業者名		一次下請業者支店名		二次下請業者名		二次下請業者支店名		三次下請業者名		三次下請業者支店名		措置対象区域1		指名停止期間開始日1		指名停止期間終了日1		注意指導等1		措置対象区域2		指名停止期間開始日2		指名停止期間終了日2		注意指導等2		措置対象区域3		指名停止期間開始日3		指名停止期間終了日3		注意指導等3		措置対象区域4		指名停止期間開始日4		指名停止期間終了日4		注意指導等4		措置対象区域5		指名停止期間開始日5		指名停止期間終了日5		注意指導等5		官署1		官署指導日1		官署注意指導内容1		官署2		官署指導日2		官署注意指導内容2		官署3		官署指導日3		官署注意指導内容3		官署4		官署指導日4		官署注意指導内容4		ファイル名		作成日時		更新日時		年 ネン

ㅤ: 令和、平成のみ対応		月 ツキ		日 ニチ		時 トキ		分 フン		年度 ネンド		港湾:TRUE,空港:FALSE コウワン クウコウ		事故の型 ジコ カタ		地方 チホウ		発生日		並べ替え ナラ カ

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成12年度(補正)輪島港(輪島崎地区)防波堤工事		ガット船が午前８時に伏木港を出港し、輪島港に向け航行中、珠洲市高屋港沖２マイルの海上で漁船と衝突した。		平成13年6月11日 14時5分 頃		海上		高屋沖		21:上部工				08:材料、資材等の運搬(海上)				2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船		その他（漁船）		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。																		無し		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						36.00%		33.60%		30.00%		27.80%		7:40 ガット船伏木港出港<改行>14:05 高屋港沖２マイル付近でガット船と漁船が衝突				１．事故防止対策・ガット船の見張り強化・衝突しそうな船舶を発見した場合、相手船に注意を促すと共に直ちに回避する。<改行>２．再発防止実施事項・緊急連絡体制の徹底・工事使用船舶(ガット船)の完全把握・連絡の徹底・公共工事に対する意識の高揚(適正化の周知徹底)		五洋建設（株）北陸支店																																																																																																		H13-北陸-金沢-0201.xlsx		3/6/15 18:20		3/6/15 18:20		2001		6		11		14		5		2001		TRUE		3		北陸		2001/6/11　14:5		37053.5868055556				墜落・転落		1				墜落・転落 ツイラク テンラク		1				40634.0		2011				8		9		10		11		12		1		2		3

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																直江津港(港口地区)防波堤(沖)(その３)工事		ガット船による捨石投入完了後、付属船の伝馬船で定アンカーに係留していたロープを解除していたところ、気象海象状況が段々悪くなり全６本係留していたロープを４本解除し、５本目のロープを解除作業中に強風と高波で転覆した。		平成13年6月25日 17時15分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		4:強風（8～15）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		その他（ガット船のロ		15:起因物と同じ				23:その他(　)		転覆		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった		2		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		26:危険有害な場所に入った。																																												74.00%		78.00%		0.00%		20.00%		16:40 捨石投入完了、係留ロープ解除開始。<改行> 17:15 ６本あるロープの５本目を解除中、強風と高波で伝馬船が転覆した。				１．気象海象の現況状況、予測を最大限に取り入れ、天候急変時にも対応出来るよう作業中止基準の運用方法を定め周知徹底する。<改行>２．前線の通過や気圧の谷など、比較的短時間で天候の回復が見込め、かつ係留ロープがはずされていなければ、作業船を現場で係留したまま悪天候が収まるまでまつ。<改行>３．各天候状況に応じた係留ロープ解除の作業手順を確立し、周知徹底を図る。		若築・国土総合建設工事共同企業体		若築建設（株）				国土総合建設（株）																																																																																												H13-北陸-新潟-1501.xlsx		3/6/15 18:27		3/6/15 18:27		2001		6		25		17		15		2001		TRUE		23		北陸		2001/6/25　17:15		37067.71875				転倒		2				転倒 テントウ		2				41000.0		2012

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																稚内港岸壁改良外一連工事		65tクローラクレーンで、直積消波ブロック14t型の撤去作業中、潜水士による玉掛け作業を終了しブロックを吊り上げ、旋回途中にクレーンが転倒して岸壁(-7.5m)の天蓋施設を破損させた。		平成15年1月22日 15時35分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		19:コンクリートブロック据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。								04:安全度が不足だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						95.00%		85.00%		100.00%		70.00%						１．作業手順を再確認し安全対策についてオペレータ及び作業員への再教育を行う。<改行>２．吊り作業合図者は、玉掛け作業終了後の合図のみ行っていたが、他作業員の行動や吊り荷の位置関係、ブームの角度などを同時に監視することとし、危険を察知した場合は作業を中止させるよう安全監視体制を強化する。		中田・坂本経常ＪＶ		（株）中田組																																																																																																H14-北開局-稚内-6403.xlsx		3/6/15 17:19		3/6/15 17:19		2003		1		22		15		35		2002		TRUE		2		北海		2003/1/22　15:35		37643.6493055556				激突		3				激突 ゲキトツ		3				41366.0		2013

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																直江津港(港口地区)沖防波堤被覆工事(その３)		ブロック製作ヤード内で、後片づけ作業後にラフタークレーンを停止するために、クレーンブームを格納中に右旋回を行ったところ、先にアウトリガーを格納していたためにラフタークレーンがバランスを崩し転倒した。<改行>		平成15年2月10日 17時17分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)				2:曇り						2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上						14:物上げ装置								02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		16:勘違い判断をした。								15:安全装置が不適・不良だった。		35:その他の作業環境に欠陥があった。								04:理解度の確認が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。								48.90%		39.70%		48.90%		39.70%						１．クレーンオペレータ及び関係する作業員に対し、クレーン作業手順の再教育を行い周知徹底を図る。<改行>２．全作業員に対し、安全知識及び安全意識の高揚を図る再教育を実施する。朝礼、ミーティングを活用して安全指導を強化、安全対策を再確認させ、安全意識の高揚を図る。<改行>３．現場代理人は、現場巡視を強化し、危険箇所の排除、不安全行動防止の指導を徹底する。		（株）櫛谷組		（株）櫛谷組																				（株）荷屋建設																																																																												H14-北陸-新潟-6501.xlsx		3/6/15 18:27		3/6/15 18:27		2003		2		10		17		17		2002		TRUE		2		北陸		2003/2/10　17:17		37662.7201388889				飛来・落下物に当たる		4				飛来・落下 ヒライ ラッカ		4				41732.0		2014

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港東旅客ターミナル地区構内道路等築造工事		排水管布設のためバックホウにて掘削作業中、ＮＴＴケーブルを切断した。		平成15年4月7日 15時35分 頃						29:その他(　)		排水工																																																																																																																		常盤工業株式会社		東京支店																														元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-37764x1F		reserved-37794x1F		文書厳重注意（１箇月間）																																																										H15-関東-東京空港-0101.xlsx		3/6/15 18:36		3/6/15 18:36		2003		4		7		15		35		2003		FALSE		ERROR:#VALUE!		関東		2003/4/7　15:35		37718.6493055556				崩壊・倒壊		5				崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		5				42098.0		2015

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		境		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														3:労災非適（その他）		境港江島地区橋梁（江島側）主橋梁部上部工事		　橋梁工事において、大型ワーゲン１号機組立作業時に１５０ｔクレーンを使用して上床版型枠受けビーム設置作業を行っていた。ビームを所定の位置に設置完了後、玉掛者が玉掛を外した。合図者は、吊り具がワーゲン上部メインフレームを越えたことを確認して、そのことを無線でクレーンオペレータに伝えた。クレーンオペレータは、次の部材を揚重するためにブームを左旋回させた。次の瞬間、クレーン補助ジブが取付部より折れ曲がり、折れた部分より先端がワーゲンのメインフレームに引っかかった。		平成15年5月26日 16時25分 頃		海上		その他		29:その他(　)		橋梁工事		17:足場の組立・解体等		橋梁工事		2:曇り																14:物上げ装置				17:加害物なし				23:その他(　)		クレーンジブの折損、落下		1399:その他：その他																																												02:機械・器具の材料に欠陥があった。								　クレーンは始業全点検では何ら異常はなかったが、クレーンの過巻き防止装置のリミットスイッチと機体側とのジョイント部分が離れ、尚かつ機体側の差込同士が接触していた可能性が高く、過巻き防止装置が正常に作動しなかった。<改行>　過巻き防止装置の配線を確認したところ、機体側差込部の絶縁カバーが無く、そのままの状態で絶縁ビニルテープでテーピングされていた。<改行>　クレーンオペレータはブーム旋回時には巻き上げレバーをニュートラルに切り替えて巻き上げを停止していたが、レバーがわずかに巻き上げ側低速（１ノッチ）にかかっていて、旋回時に巻き上げが作動してしまった。																								１．教育訓練において、事故原因をオペレータ及び作業員に説明して　検討するとともに、再発防止策についても検討させ周知徹底する。<改行>２．クレーンオペレータの巻き上げレバーの操作において、レバー位　置を確認することを徹底する。<改行>３．クレーンの過巻き防止装置の接続方法をチェックし、誤作動のな　いように改善する。<改行>４．クレーン搬入時の過巻き防止装置の接続については、クレーンオ　ペレータが作業を行った後、元請けの安全責任者が確認を行い記録　に残す。<改行>５．その他の機械についても、再点検を行う。				12000000001748				12000006000020																皆栄建設工業（株）				川島組								請負者を含む作業員全員。		reserved-37776x1F				１．クレーンの過巻き防止装置の改善、２．教育訓練の実施、３．点検作業の実施等		請負者を含む作業員全員。		reserved-37776x1F				１．クレーンの過巻き防止装置の改善、２．教育訓練の実施、３．点検作業の実施等																										労働基準監督署		reserved-37768x1F		　事故原因は、クレーンの過巻き防止装置の不具合と判断され、ＪＶへの処罰等はなし。																				H15-中国-境港-0501.xlsx		3/6/15 18:00		3/6/15 18:00		2003		5		26		16		25		2003		TRUE		23		中国		2003/5/26　16:25		37767.6840277778				激突され		6				激突され ゲキトツ		6				42464.0		2016

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		直江津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成14年度〈国債〉直江津港(港口地区)沖防波堤基礎工事(その４)				平成15年6月10日 12時40分 頃		海上		施工現場内		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		ガット船・伝馬船		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																														C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。												ガット船が完全に停止していない状態で係留ロープを受け渡し作業を行った。<改行>伝馬船の乗員が１名で、操船作業に手間取った。<改行>係留ロープを出す位置がガット船の船首に近すぎた。<改行>作業の慣れにより作業手順を軽視し																				作業手順の全ての内容が、船員に周知徹底されていなかった。		38.00%		62.00%		42.00%		77.00%						１．ガット船の係留ロープの受け渡し時の位置・方法・伝馬船の乗組人数、ガット船の進入経路等について作業手順を見直し、関係者へ周知徹底する。<改行>２．ガット船係留作業については、元請職員により監視を強化し、作業手順を厳守させると共に、気象海象・現場状況等の判断を随時実施し、安全作業の管理を徹底する。<改行>３．ガット船船員については、教育資料について当工事現場の映像などを利用して創意工夫し、効果的な安全教育を再度実施する。		若築・テトラ特定建設工事共同企業体		12000000003560		北陸支店		12000000002343		北陸支店																																																																																										H15-北陸-新潟-7001.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2003		6		10		12		40		2003		TRUE		3		北陸		2003/6/10　12:40		37782.5277777778				投げた物にあたる		7				はさまれ・巻き込まれ マ コ		8				42830.0		2017

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		七尾		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																七尾港(太田地区)泊地(-13m)浚渫工事		七尾港矢田新第一ふ頭に係留していたグラブ浚渫船が七尾港大田地区の浚渫工施工現場へ出航する際、第一ふ頭沖にて監視船船長・監視員の２名が監視船デッキ上で監視作業を行っていたところ、七尾港へ帰港中の漁船(4t)が監視船に近づいてきた。監視船の２名は漁船に合図(手合図、声)を送ったが、そのまま漁船が接近するため、船長は操舵室に戻り衝突を避けるべく後進したが効果無く、漁船は監視船の船首左舷に衝突し漁船の船長が額に切傷を負った。		平成15年8月18日 5時40分 頃		海上		その他										2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		漁船		15:起因物と同じ				23:その他(　)		漁船との衝突		1399:その他：その他																																																																35.00%		25.00%										１．監視船は、所在明示の赤旗、看板を掲げていたが、遠方から監視船の存在をより明確にするため、船上に大型(0.9m×1.2m)の赤旗及びパトライトを掲げる。<改行>２．監視船の監視員は、接近船舶に直ちに注意喚起出来るように手振り赤旗、拡声器を手元に置いて監視業務にあたる。<改行>３．作業区域に接近すると思われる船舶(船首が作業船向き)があった場合は以下の措置をとる。<改行>　?目視視程　500～300m：赤旗手振り、警笛による注意喚起<改行>　?目視距離　300m以下 ：接近船に対して監視船伴走による拡声器、警笛での警告<改行>４，漁船組合等の港湾関係団体に対して、本工事の作業区域、工事内容の再周知を行う。		東洋建設（株）		東洋建設（株）																																																																																																H15-北陸-金沢-7101.xlsx		3/6/15 18:21		3/6/15 18:21		2003		8		18		5		40		2003		TRUE		23		北陸		2003/8/18　5:40		37851.2361111111				はさまれ、巻き込まれ		8				切れ・こすれ キ		9				43196.0		2018

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港灯浮標維持工事		当該工事作業船（みやぎ丸）が第二中央防波堤から河原木地区ポートアイランドに向かう途中、漁船（清宝丸）と衝突した。		平成15年9月9日 7時30分 頃		海上		その他		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				18:交通事故				1399:その他：その他																																																																														甲子建設（株）																																																																												reserved-38195x1F		仙台海難審判庁より作業船船長へ戒告の裁決																				H15-東北-八戸-3801.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		2003		9		9		7		30		2003		TRUE		18		東北		2003/9/9　7:30		37873.3125				切れ、こすれ		9				踏み抜き フ ヌ		10				43562.0		2019

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京湾		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京港臨海道路土質調査（その２）		新港埠頭ブロックヤードでコンクリート打設作業を終えたコンクリートポンプ車が、次の施行場所に移動（３号地→７号地は約１００ｍ）するために敷地内道路を走行中、未格納のブームが、道路上空約６ｍの照明灯の引き込み線を切断し、同時に照明灯を倒壊した。		平成15年9月9日 13時17分 頃						03:土質調査																																																																																																																				12000086060270																																元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-37930x1F		reserved-37959x1F		口頭厳重注意（１箇月間）																																																										H15-関東-東京-2801.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2003		9		9		13		17		2003		TRUE		ERROR:#VALUE!		関東		2003/9/9　13:17		37873.5534722222				踏み抜き		10				おぼれ		11				43928.0		2020

		北海道開発局		留萌港湾事務所		留萌		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																留萌港泊地浚渫その他工事		浚渫揚土作業が終了し１５時１０分頃に三泊ふ頭揚土護岸から、空（から）の土運船（６００m3積）を「さんよう（船名）」（４．７ｔ１６０ｐｓ）でえい航したが、えい航力が不足していると判断し、浚渫船付きの押し船（１０００ｐｓ）で押した。<改行>　しかし、北防波堤先端付近の航路上で引く側の「さんよう」と押す側の押し船の馬力の違いから、引く側の作業船がバランスを失い転覆した。		平成15年9月19日 15時10分 頃																																																																																																																		浚渫揚土作業が終了し１５時１０分頃に三泊ふ頭揚土護岸から、空（から）の土運船（６００m3積）を「さんよう（船名）」（４．７ｔ１６０ｐｓ）でえい航したが、えい航力が不足していると判断し、浚渫船付きの押し船（１０００ｐｓ）で押した。<改行>　しかし、北防波堤先端付近の航路上で引く側の「さんよう」と押す側の押し船の馬力の違いから、引く側の作業船がバランスを失い転覆した。						東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																																																																																H15-北開局-留萌-3201.xlsx		3/6/15 17:20		3/6/15 17:20		2003		9		19		15		10		2003		TRUE		ERROR:#VALUE!		北海		2003/9/19　15:10		37883.6319444444				おぼれ		11				高温・低温の物との接触 コウオン テイオン モノ セッショク		12				44294.0		2021

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		浦賀水道航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京湾口航路（浦賀水道航路）方塊撤去工事		　事故当日の作業内容は、横須賀市平成町うみかぜ公園沖約５０ｍで、第三海堡から発生した土砂（石類含む）の投入作業及び分別スクリーンによる石材の分別作業を行っていた。<改行>　作業終了後、同場所に船団（起重機船、土運船「盛徳Ｂ－２６」、土運船「東京３２」）を係留した。<改行>　１８時３０分頃、船員が起重機船内の食堂で食事をとっていた時、「ドーン」という大きな音と衝撃があり外を確認したところ、右舷側に係留してあった「盛徳Ｂ－２６」が転覆していた。<改行>　現場検証の結果、全開式土運船のフロータタンクに約２０ｃｍの穴が８箇所空いていたことが判明（オレンジバケットのよると推定）したことから、転覆の原因は海水の浸水によりバランスを崩して転覆したと推定した。		平成16年1月16日 18時30分 頃		海上		その他		29:その他(　)		土砂撤去工		14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				11:海水等				23:その他(　)		転覆		1399:その他：その他																																																																74.00%		67.00%		100.00%		95.00%						１）人的要因に対して<改行>・オレンジバケットの誘導にあたっては、安全な位置で１人の誘導員の指示により、オペレーターから確認できる位置にて誘導を行うよう徹底する。<改行>・オペレーターはどんな状態においても、誘導員の合図によりバケットの移動・開閉を行うこととし、独断でのバケット操作は行わせないよう指導する。<改行><改行>２）管理的要因に対して<改行>・始業前、就業後には、職長、船長、クレーンオペレーター、誘導員の４者で土運船の点検を行い異常の有無を確認する。<改行>・オレンジバケットの誘導においては、バケットを静かに石類近辺まで誘導降下させ、急激な落下の防止を徹底する。		東亜・若築・本間特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		横浜支店		若築建設（株）		横浜支店		株式会社本間組		東京支店										信幸建設株式会社				12000000014647								元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-38049x1F		reserved-38109x1F		口頭厳重注意（２箇月間）		元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-38049x1F		reserved-38079x1F		口頭厳重注意（１箇月間）		元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-38049x1F		reserved-38079x1F		口頭厳重注意（１箇月間）																																										H15-関東-東京湾口-4202.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2004		1		16		18		30		2003		TRUE		23		関東		2004/1/16　18:30		38002.7708333333				高温の物との接触		12				有害物質との接触 ユウガイ ブッシツ セッショク		13				44660.0		2022

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横須賀		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																横須賀港馬堀地区護岸被覆工事（その２）		被覆ブロック製作において、生コン打設に使用していたコンクリートポンプ車がブームを上げた状態で走行したため、敷地内の架空線を切断するとともに照明柱を倒した。		平成16年1月29日 10時55分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)		ポンプ車の移動		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						06:コンクリート機械				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他																																																																												・現場内の架空線位置を確認する。<改行>・ポンプ車誘導員を選任し、ポンプ車移動の際はポンプ車誘導員がポンプ車の安全状態確認後、ポンプ車運転手に移動を許可する。		ヤマト工業（株）		ヤマト工業（株）		東京支店																														元請けとしての安全管理が不適切である。		reserved-38049x1F		reserved-38079x1F		口頭厳重注意（１箇月間）																																																										H15-関東-京浜-4301.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2004		1		29		10		55		2003		TRUE		18		関東		2004/1/29　10:55		38015.4548611111				有害物等との接触		13				感電 カンデン						45026.0		2023

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																新潟港(西港地区)道路トンネル右岸袖部放水管橋梁下部外１件工事		　当日の現場事務所内での作業が終了し、２２時に帰宅した。<改行>　２２時５０分、東電環境監視室より東電の下請職員が煙を発見。<改行>　２２時５７分、火災を確認し東電中央制御所へ連絡、東電職員３名と下請職員１名にて、消化器により消化を開始し、２３時５０分鎮火したものである。<改行>　なお、けが人、周辺施設への被害は無し。<改行>		平成16年2月13日 22時40分 頃		陸上		現場事務所(東電構内)		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)				14:熱エネルギーによるもの				17:火災				1003:爆発、火災等：事務所・宿舎等の火災						09:準備段取り点検、確認を怠った。																																						20:不安全に物が置いてあった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。																				１．安全意識の高揚として、「防火管理ﾏﾆｭｱﾙ」・「入構者のための工事手続きﾏﾆｭｱﾙ」の再教育を実施し、徹底を図る。<改行>２．警備会社による現場事務所内外、作業休憩所内外の夜間巡視。<改行>３．社内パトロール強化。<改行>４．防火チェックリストを作成し、その活用を図る。<改行>５．喫煙場所を１カ所に限定し、帰宅時は吸い殻を持ち帰る。<改行>６．消化器の増設と現場事務所の外には人感センサー付ライトの設置及び漏電チェック。		（株）佐藤企業		（株）佐藤企業																																																																																																H15-北陸-新潟-7201.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2004		2		13		22		40		2003		TRUE		17		北陸		2004/2/13　22:40		38030.9444444444				感電		14				爆発 バクハツ						45392.0		2024

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		室津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																室津港室津地区作業ヤード埋立工事（その①）		ガット船のクレーン運転士が、合図者の指示を待たずに裏埋材を投入したことにより、投入場所で作業をしていたバックホウに裏埋材があたり、バックホウが破損した。		平成16年6月8日 9時0分 頃														2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30																																																																																																		五洋建設（株）		五洋建設株式会社																				立興建設（株）				（株）タイヨウ																																																																								H16-四国-高知-6501.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2004		6		8		9		0		2004		TRUE		ERROR:#VALUE!		四国		2004/6/8　9:0		38146.375				爆発		15				破裂 ハレツ						45758.0		2025

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		石巻港雲雀野地区防波堤（南）築造工事（その２）		ケーソン仮置場で起重機船から押船に給油を行っていたが、途中昼食のため給油ポンプを止めて中断した。昼食後に戻ると、止めたはずの給油ポンプが止まっておらず、給油口から重油が港内に流出した。		平成16年7月15日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上		16:ケーソン曳航・据付				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				17:加害物なし				23:その他(　)		油流出		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。																																																25:安全管理体制に欠陥があった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								37.50%		39.30%										・給油開始及び終了を船団長へ報告し、給油の１人作業はしない。<改行>・給油口での停止確認の徹底及び常時容量確認を黙視で監視する。<改行>・給油は連続作業で行い、記録簿を作成する。<改行>・給油する船舶を囲うようオイルフェンスを設置する。<改行>・「給油作業中」看板を設置する。<改行>・安全対を身につけ付近の手摺等に掛け、給油中は離れないようにする。		みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																																						10/19 口頭注意																																																										H16-東北-塩釜-2405.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		2004		7		15		0		0		2004		TRUE		23		東北		2004/7/15　0:0		38183				破裂		16				火災 カサイ						46124.0		2026

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成１６年度名古屋港庄内川泊地２区埋没浚渫工事		午後１６：４５頃、名古屋港庄内川泊地２区浚渫工事現場付近の海域にお　　いて、浚渫作業終了後夜間停泊場所の避泊のために浚渫船を曳船で曳航中名港西大橋（西側）の橋脚保護設備に接触した。接触より、名港西大橋橋脚保護設備の南東角の鋼管杭・渡歩廊の変位及び標識灯の配線切断による点灯不能（１基）が生じた。事故発生後の応急措置として、配線切れによる点灯不能の標識灯を応急復旧として代替の標識灯１基の仮設置を１時間後実施し、一般航行船舶の安全確保した。また翌日(20日)には、配線の接続により、既存の標識灯は復旧した（事故発生後より１９時間後）。		平成16年8月19日 16時45分 頃		海上		その他		05:浚渫・床掘り				18:曳航・回航				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		風、潮流		16:その他の加害物(　)		非航グラブ式浚渫船		03:激突		曳航中の浚渫船が橋脚保護設備に接触した		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																				04:安全度が不足だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。						64.00%		34.00%		58.00%		30.00%						請負者は、今後の工事実施における事故災害の再発防止に向けて、安全管理の徹底を図るとともに、以下の取り組みを行うこととしている。①風速、潮流を考慮した運航に努め、曳舟にはより安全性を期するため、新たに船員１名増員、周囲の安全確認、無線連絡に当たる。②副船団長を任命し、船団長が作業指揮に集中出来るよう環境を確保する。③無線設備の増設をし、どの船にも外部スピーカーから聞こえるようにする。④作業中止基準以上は当然、それ以下の場合でも、船長判断により作業を中止する。⑤強風時(10m/sec以上)避泊場所への曳航には、名港西大橋の下を通過しなくても良い岸壁（Ｎｏ．７１～７５）を避泊地とすることを作業手順書にも追記し周知徹底を図る。⑥風速10m/sec以下の場合でも、曳舟船長が必要と判断した場合は横押船を配備する。⑦作業中止を決定する風データ等については、作業現場に最も近い公共施設である名古屋港海上交通センターの情報を活用する。⑧主作業船には、風速計を配備し、作業中止の早期判断が可能なようにする。		高砂建設（株）		高砂建設株式会社																																安全管理の措置が不適切<改行>被害状況は軽微						文書注意																																																										H16-中部-名古屋-1501.xlsx		3/6/15 18:14		3/6/15 18:14		2004		8		19		16		45		2004		TRUE		3		中部		2004/8/19　16:45		38218.6979166667				火災		17				交通事故（道路） コウツウ ジコ ドウロ						46490.0		2027

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港制限フェンス設置等工事		夜間作業終了の退場時、６灯式投光車がブームを完全に格納しないで走行したため、空港ターミナル施設（管理用張出し通路の一部）にブームが接触し損傷した。		平成16年10月5日 3時10分 頃		陸上		空港ターミナル						84:その他(　)		後片づけ		3:雨						3:中風（4～8）		3:10～20		1:0～50						26:その他の起因物(　)		投光車ブーム		15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		15:気持ちがあせっていた。																																																						43.00%		36.90%		100.00%		75.00%						１．投光車の取責任者は、投光機の収納までの一連作業を終了するまで行い、途中で中断しない。<改行>２．投光車の取扱責任者は、移動する場合は、事前にブームの収納確認を必ず行う。さらに、誘導員または作業指揮者がブームの収納等の再確認を実施する。<改行>３．取扱責任者以外の者の、操作・運転禁止を職員・作業員全員に周知徹底する。<改行>４．建設機械等の運転に際し、取扱責任者がその場を離れる場合は、鍵を抜く事を徹底する。<改行>５．作業内容の変更が必要な場合は、事前に責任者へ報告し、了解の下、関係作業員に周知させてから実施する。<改行>６．高さ制限表示を東ターミナル内工事車両経路両端部に設置する。<改行>７．建設機械車両、ダンプトラック及びユニック車等がヤードから出動する際は、誘導員または作業指揮者が上記高さ制限で高さをチェックした上で出場させる。<改行>		東洋建設（株）		東洋建設株式会社		東京支店																														口頭厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38306x1F		reserved-38335x1F																																																												H16-関東-東京空港-2201.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2004		10		5		3		10		2004		FALSE		23		関東		2004/10/5　3:10		38265.1319444444				交通事故		18				交通事故（その他） コウツウ ジコ タ						46856.0		2028

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		(新湊地区)道路(東西線)橋梁(P23)基礎(ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ)工事		　掘削土砂の運搬作業に際し、仮置場に土砂を荷卸し後、荷台を降下させずに走行したため、仮設道路を横断する架空線に接触し、電柱の倒壊及び高圧線(6.6kv)を切断したものである。		平成16年10月9日 23時57分 頃		陸上		仮設道路		25:土工				84:その他(　)		土砂運搬		3:雨						1:微風（～2）		3:10～20								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																																														42.00%		39.00%		21.00%		21.00%								鹿島・前田・本間特定建設工事共同企業体		鹿島建設株式会社		北陸支店		前田建設工業株式会社		北陸支店		株式会社本間組												（株）白石																																																																												H16-北陸-伏木富山-2301.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		2004		10		9		23		57		2004		TRUE		18		北陸		2004/10/9　23:57		38269.9979166667				動作の反動、無理な動作		19				動作の反動・無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																（伏木地区）泊地(-14m)浚渫工事		台風接近のため、岸壁に土運船２隻(満船と空船)を並列で避難係留していたところ、満船と空船状態であったため防舷材(ﾀｲﾔﾍﾟﾝﾄﾞﾙ)の位置が合わず直接船体同士が接触したため、満船状態の土運船の船体に亀裂が入り、船尾側が半水没しているのを見回り時に発見した。<改行>積載中の浚渫土砂３００m3の内、１００m3程度流出した。		平成16年10月17日 17時30分 頃		海上		避難係留場所		29:その他(　)		避難係留中		84:その他(　)		避難係留中		2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				17:加害物なし				23:その他(　)		作業船水没		1399:その他：その他						09:準備段取り点検、確認を怠った。		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。																																				03:機械・器具に欠陥があった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。		25:安全管理体制に欠陥があった。						52.00%		26.00%		47.00%		21.00%								若築建設（株）		12000000003560		北陸支店																		富山湾建設（株）												口答注意																																																																H16-北陸-伏木富山-5001.xlsx		3/6/15 18:23		3/6/15 18:23		2004		10		17		17		30		2004		TRUE		23		北陸		2004/10/17　17:30		38277.7291666667				異物(眼、耳、鼻)		20				分類不能 ブンルイ フノウ		23

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港場周道路切替等工事		側溝に滞水があるため、以前に４０ｃｍ深さで整備していた素掘側溝の再整備（６０ｃｍ深さ）を行うこととしたが、バックホウでの掘削作業中に埋設されていたセキュリティ用の電気ケーブル及び光ファイバーケーブルを切断した。		平成16年12月7日 11時30分 頃		陸上		空港緑地		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ								0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		99:その他																																														04:理解度の確認が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。						100.00%		100.00%										１．埋設物近傍で掘削作業を行う場合には、試掘で位置等を事前に確認しておくものとし、埋設物管理者との協議や立会い依頼も適切に実施する。<改行>２．元請け職員は、予定外の作業についても監督職員に報告し、作業が完了するまで現場を離れず現場作業員に対して詳細な指示等を行う。<改行>３．現場作業員が埋設物を発見したら、元請け職員に連絡させる。<改行>４．発見された埋設物については、目視確認できるように表示する。		（株）新井組		株式会社新井組		東京本店																		12000003001962		関東支店		山崎建設株式会社		東京支店						文書厳重注意（措置影響期間１ヶ月）		reserved-38365x1F		reserved-38395x1F																																																												H16-関東-東京空港-3601.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2004		12		7		11		30		2004		FALSE		ERROR:#VALUE!		関東		2004/12/7　11:30		38328.4791666667				圧重され(落下物、重量物、車両等)		21

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																大阪港夢洲トンネル咲洲側アプローチ部（Ｓ６工区）躯体等築造工事		事故当日の作業は、トンネル側壁部の埋戻工（流動化処理土）の打設を計画していた。埋戻工の施工は、埋戻用擁壁(RCｺﾝｸﾘｰﾄ)と鋼管矢板をセパレータにて溶接接合した場所へ流動化処理土の打設を行う計画であった。14:15頃、140ｍ3まで流動化処理土の打設を行ったところ、埋戻用擁壁と鋼管矢板を接合していたセパレータの溶接部が破断し、埋戻用擁壁が倒壊し打設中の流動化処理土が漏出した。また、傾いた埋戻用擁壁が中間杭２本に接触し、中間杭への負荷が懸念されるため、埋戻用擁壁及び流動化処理土を撤去することした。		平成17年1月17日 14時15分 頃		陸上		トンネルアプローチ部		29:その他(　)		埋戻工（流動化処理土）		60:コンクリート運搬・打設(陸上)		流動化処理土		1:晴れ																																																																																																										間・大本・株木建設工事共同企業体		株式会社安藤・間				株式会社大本組				株木建設株式会社																																																																																								H16-近畿-大阪-4701.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2005		1		17		14		15		2004		TRUE		ERROR:#VALUE!		近畿		2005/1/17　14:15		38369.59375				騒音吸収		22

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																大阪国際空港エプロン誘導路改良工事		本工事は、大阪国際空港エプロン誘導路の既設コンクリート舗装をＰＣプレキャスト版にて改良する工事である。作業予定の仮据付の大版№８と№23の本据付の施工を行おうとしていたところ、大版№23の吊り上げ施工準備中、版の一部に剥離が観られ№23の本据付は中止した。<改行>剥離原因は新設路盤の不陸並びに発砲材の敷設が不適切及びＰＣ版の不陸の状態が長期間放置されたことによる。		平成17年1月26日 23時0分 頃		陸上		エプロン誘導路		29:その他(　)		ＰＣ版舗装工		66:コンクリート舗装		ＰＣ版仮据付、本据付		1:晴れ										5:1、000以上		2:無		2:無																																																																																												（株）ガイアートＴ・Ｋ		（株）ガイアートＴ・Ｋ																																																																																																H16-近畿-大阪-5901.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		2005		1		26		23		0		2004		FALSE		ERROR:#VALUE!		近畿		2005/1/26　23:0		38378.9583333333				その他		23

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港ジブクレーン修理工事		ジブクレーン足場踊場部を取替修理のためにガス切断を行っていたところ、火の粉がクレーン基礎部に取り付けてある防舷材タイヤに引火し炎上した。		平成17年2月24日 10時40分 頃		海上		海上打継場		24:溶接及び切断				12:ガス溶接・切断				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ガス切断の火の粉		16:その他の加害物(　)				17:火災				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災		A:危険だと思わなかった		4		04:作業標準を守らなかった。																																																										90.00%		85.00%		100.00%		50.00%						・バケツ水、消火器、監視人を補修箇所の踊場下に設置する。<改行>・クレーン基礎部及び防舷材タイヤに水をかけておく。<改行>・防舷材タイヤに防炎シートをかける。		石川島運搬機械（株）東北営業所																																																																																																		H16-東北-小名浜-5801.xlsx		3/6/15 18:47		3/6/15 18:47		2005		2		24		10		40		2004		TRUE		17		東北		2005/2/24　10:40		38407.4444444444

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		新北九州空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		新北九州空港エプロン新設工事		今回の事故の発生状況は、図に示すコンクリート生産工場である柏木興産より新北九州空港の工事現場にコンクリートを運搬中しているダンプトラックより、生コンクリートが道路上に落下したため、約４時間に渡って国道１０号線に交通障害を発生させたものである。		平成17年5月30日 7時10分 頃		陸上		国道１０号線		22:舗装				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ																23:荷				07:落下物				18:交通事故				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった												人的要因としては、ダンプトラックの荷台手動フックの掛かりが完全ではなかったことに起因すると考えられる。																																																作業開始前には全運転手に対して事故・災害防止についてミーティングを実施していたが、指導が十分ではなかったと考えられる。														・請負者より運転手への再教育の実施<改行>・自動フックを補完する手動フックや固定ピンの完全使用<改行>・請負者の管理体制の強化		世紀東急・北川特定建設工事共同企業体		世紀東急工業株式会社				北川ヒューテック株式会社																																																																																												H17-九州-北九州-2501.xlsx		3/6/15 17:43		3/6/15 17:43		2005		5		30		7		10		2005		FALSE		18		九州		2005/5/30　7:10		38502.2986111111

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		下関港（新港地区）岸壁（－１２ｍ）築造工事		沈没した第１５福江丸は、事故発生当日に始業前点検を行い異常のないことを確認し、下関港沖合人工島から下関市彦島の西山岸壁に向かう。航行中は特に異常はなく、停泊中の（グラブ船）右舷側船尾部に１５：３０頃接舷した。航行中及び帰船後も船舶に異常は見られなかった。２０時５０分に第１５福江丸船長が習慣的に行っている船の確認を行う為、グラブ船の甲板に出た際、第１５福江丸が船首方向から右舷船尾側に傾いているのを発見。直ちに船員らを呼び、係船ロープの補強を行うが沈没の恐れがあった為、オイルフェンスを第１５ 福江丸の周囲に１列展張した。さらに、２１時２０分頃、作業船がほぼ沈没状態になり、作業船から出ている燃料の処理を吸着マットにて回収を行った。		平成17年6月11日 20時50分 頃		海上		浚渫船舷側		05:浚渫・床掘り				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		船底に入った亀裂		11:海水等				23:その他(　)		沈没及び油流出		1399:その他：その他																																																																														五洋建設（株）		五洋建設株式会社																				（株）坂口工業				（株）ショウエイ																																																																								H17-九州-下関-6601.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2005		6		11		20		50		2005		TRUE		23		九州		2005/6/11　20:50		38514.8680555556

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		仙台塩釜港仙台港区中野地区土質調査		岸壁上をボーリング中にタイロッドを切断した。		平成17年6月12日 17時0分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		03:土質調査				25:試錐				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								10:他に属さない機械				16:その他の加害物(　)		ボーリングマシン																																																																																				川崎地質（株）		川崎地質（株）																																		reserved-38569x1F				文書注意																																																										H17-東北-塩釜-0801.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		2005		6		12		17		0		2005		TRUE		ERROR:#VALUE!		東北		2005/6/12　17:0		38515.7083333333

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成１７年度酒田港本港地区防波堤（南）外築造工事		　基礎捨石投入作業(ｶﾞｯﾄ船、第7勝栄丸453t)終了後にｱﾝｶｰﾛｰﾌﾟ(φ40㎜)の取り外し作業を行っていたところ、浮きﾛｰﾌﾟであったため緩ませたﾛｰﾌﾟが航泊禁止区域外の航路上へ流れて行き、通りかかった漁船(朝日丸5t未満)のｽｸﾘｭｰﾌﾟﾛﾍﾟﾗに巻き込まれた。<改行>　巻き込まれたﾛｰﾌﾟについては、現場にいた潜水士により撤去して漁船は自力で帰港した。<改行>　帰港後に上架して点検したところ、ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ固定金具の損傷とﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが曲がっている事が判明した。		平成17年6月15日 14時30分 頃		海上		航路上		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		4:500～1、000		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		ガット船		16:その他の加害物(　)		アンカーロープ		23:その他(　)		アンカーロープが漁船スクリューに絡まる		1399:その他：その他																																																																11.00%		15.00%		25.00%		25.00%						・アンカー作業時には見張りを確実に行う<改行>・ウィンチ操作を的確に行い、ロープを航路上へ流さない<改行>・ロープを浮き上がらないように加工する<改行>・作業手順を見直し再教育を行う		（株）本間組		株式会社本間組																				株・水嶋海事工業														reserved-38555x1F				不問																																																										H17-東北-酒田-0501.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		2005		6		15		14		30		2005		TRUE		23		東北		2005/6/15　14:30		38518.6041666667

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		新潟港（西港地区）道路トンネル安全施設工事		平成１７年６月１７日、臨港道路入船１号線歩道での排水構造物・管渠敷設作業を終了(当該日の)し、作業に使用したミニバックホウを重機置き場に移動させる途中で、歩行者用信号機に接触し、歩行者用信号機止め金具を破損させた。		平成17年6月17日 17時20分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																																																																								三興建設（株）		三興建設（株）																																																																																																H17-北陸-新潟-0601.xlsx		3/6/15 18:29		3/6/15 18:29		2005		6		17		17		20		2005		TRUE		23		北陸		2005/6/17　17:20		38520.7222222222

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		下関港（新港地区）道路（護岸）法面補強工事		消波ブロック移設のための、起重機船をアンカーリング時にアンカーの状態がおかしい（瀬に引っかかった模様）ので作業船（第五幸洋丸）にて、アンカーワイヤーの引っかかりを取り除くために、作業船の船首にワイヤーを引っかけて、たぐり寄せていたところ、アンカーワイヤーが張った状態になり、作業船が水中に押し込まれる状況になり転覆し、乗組員２名が海中に飛び込んだ。また、転覆に伴い軽油が流出した。		平成17年7月4日 8時40分 頃		海上		護岸前面		29:その他(　)		消波ブロック移設		13:作業船の転船				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		作業船転覆		1399:その他：その他																																																																														井森工業（株）		井森工業株式会社																				（株）ショウエイ																																																																												H17-九州-下関-6701.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2005		7		4		8		40		2005		TRUE		23		九州		2005/7/4　8:40		38537.3611111111

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		下関港（新港地区）護岸（防波）築造工事（第２次）		潜水士船は、基礎捨石の荒均し作業中に基礎捨石の天端上に余った捨石を集めワイヤーモッコに入れ（捨石200ｋｇ/個程度 5個）、とも側のアンカーロープを巻き取りながら後退し、法面へ移動させる作業を実施していた。送気員が、起重機船の後方に航跡波らしき波を発見した直後、右舷側に大きく船体が傾き、そのまま右舷側より浸水し、ゆっくり転覆した。潜水士及び乗組員には怪我などはなかった。なお、転覆した船体より油(軽油)が約１０㍑流出し、吸着マットによる油防除処置を行った。		平成17年10月3日 10時35分 頃		海上		護岸前面		08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		27:起因物なし		航跡波		16:その他の加害物(　)				23:その他(　)		転覆・油流出		1399:その他：その他																																																																														東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																				（株）ショウエイ																																																																												H17-九州-下関-6801.xlsx		3/6/15 17:45		3/6/15 17:45		2005		10		3		10		35		2005		TRUE		23		九州		2005/10/3　10:35		38628.4409722222

		沖縄総合事務局		平良港湾事務所		平良		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平良港(下崎地区)岸壁(-10.0m)外２件築造工事		ｹｰｿﾝ浮上準備のため曳船でｸﾚｰﾝ付き台船を曳航していたところ、浮上予定のｹｰｿﾝとは別のｹｰｿﾝにｸﾚｰﾝ付き台船が衝突し、ｹｰｿﾝを破損させた。		平成17年10月4日 0時0分 頃		海上		FD、作業船上		15:ケーソン進水				84:その他(　)		ケーソン浮上準備						1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）										08:作業船				16:その他の加害物(　)		曳船で曳航中のｸﾚｰﾝ付き台船		03:激突																																																																																		みらい建設工業株式会社　九州支店　宮古島作業所																																																																																																		H17-沖総局-平良-5801.xlsx		3/6/15 17:10		3/6/15 17:10		2005		10		4		0		0		2005		TRUE		3		沖縄		2005/10/4　0:0		38629

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		小松飛行場		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																小松空港排水路改良工事		小松空港排水路改良工事において、バックホウにより舗装版撤去・床掘作業を開始したところ、バックホウのアームが上空の電話線に接触し接続する電柱が倒れ、それに伴い近接する立入禁止柵を破損させた。		平成17年10月13日 11時35分 頃		陸上		小松空港内		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		4:500～1、000						04:車両系建設機械				08:崩壊・倒壊				05:崩壊・倒壊				0399:倒壊：その他																																																																														山下工業（株）		山下工業株式会社																				北川ヒューテック株式会社				津田建設（株）																																																																								H17-北陸-金沢-4301.xlsx		3/6/15 18:19		3/6/15 18:19		2005		10		13		11		35		2005		FALSE		5		北陸		2005/10/13　11:35		38638.4826388889

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		新若戸道路擁壁部本体築造工事（若松側）（第２次）		当該ダンプトラックは、ニューマチックケーソンの掘削残土を響灘廃棄物処分場に仮置した帰路において、交差点の信号が赤になったので減速し走行中、前方で軽く接触感（コツンという音を聞いた）があったため、運転手はタイヤで何かを踏んだと思いバックミラーで後方を確認し、そのまま走行を続けたが、約10m走行して再度接触感があったので、前方を確認したところ、軽自動車に追突し左前方歩道部へ押し上げていることに気付き停止した。		平成17年11月7日 12時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				84:その他(　)		土砂運搬		1:晴れ																								18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック																																																																														大林組・熊谷組・不動建設ＪＶ		株式会社大林組				株式会社熊谷組				株式会社不動テトラ												壺山建設（株）								元太建設株式会社																																																																				H17-九州-北九州-6901.xlsx		3/6/15 17:44		3/6/15 17:44		2005		11		7		12		0		2005		TRUE		18		九州		2005/11/7　12:0		38663.5

		関東地方整備局		東京空港整備事務所				直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		東京国際空港Ａ７高速脱出誘導路舗装等工事		ケーブルダクト工の管路掘削をバックホウで行ったところ、既設で埋設されていた電気管路（Ａ８誘導路中心線灯）を損傷した。		平成17年11月25日 23時50分 頃		陸上		その他		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				56.50%		52.50%		98.60%		90.50%						・作業手順書通りに作業を行うことを徹底する。（手掘りにて、埋設管を全て露出させ明示した後、本掘削作業を行う）<改行>・前日に３箇所の試掘を行ったが、縦断方向の試掘箇所を増やす。<改行>・埋設管の明示は石灰、杭等で確実に行う。		大成ロテック（株）		大成ロテック株式会社		関東支社																														文書厳重注意（措置影響期間６週間）		reserved-38714x1F		reserved-38755x1F																																																												H17-関東-東京空港-4401.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2005		11		25		23		50		2005		FALSE		23		関東		2005/11/25　23:50		38681.9930555556

		関東地方整備局		横浜港湾空港技術調査事務所		東京湾		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																羽田周辺水域物理環境調査業務		チャーターした漁船を用いて海上から定点観測地点の状況視察をしていた際、地点間の移動中に、当該水域でアンカーを入れて釣りをしていたプレジャーボートに衝突した。<改行>プレジャーボートに乗船していた釣り人は衝突直前に海に飛び込み、衝突後に漁船の船上に救出した。<改行>釣り人とチャーターした漁船の乗船者にはケガは無かった。<改行>		平成18年1月31日 11時10分 頃		海上		観測地点間移動中		04:環境調査				84:その他(　)		現地踏査		3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																																																																0.00%		0.00%		0.00%		0.00%						・調査開始前の打ち合わせにおいて、安全対策の確認をこれまで以上に徹底する。<改行>・調査時には、船員を２名配置していたところであるが、船員を船首部等前方を確認できる位置に配置し、航行中の前方注意を十分に図るよう徹底する。		国土環境（株）																																																																																																		H17-関東-技調-5401.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2006		1		31		11		10		2005		FALSE		3		関東		2006/1/31　11:10		38748.4652777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港西旅客ターミナル地区上層道路耐震補強工事		１Ｆテナント天井での溶接作業で火の粉が落ち小火になり、発見した警備員（工事請負者の下請）がすぐに消し止めるが、カウンターやレジの一部が焼け焦げた。		平成18年2月28日 2時40分 頃		陸上		第１ターミナルテナント内		29:その他(　)		落橋防止構造取付工		10:アーク溶接(陸上)				2:曇り								3:10～20								19:溶接装置				14:熱エネルギーによるもの				17:火災				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		18:熱中して判らなかった																																						16:防火設備に欠陥・不備があった。										28:健康診断を実施していなかった。										97.00%		72.00%		100.00%		50.00%						①天井内の足場や防炎シート、スパッタシートの設置状況と健全状態を確認し、作業中における不安全状態が起きないようにする。<改行>　ｲ)防炎シート、スパッタシートの固定を再確認する。不足箇所は足場吊り材や足場板への固定箇所を追加する。<改行>　ﾛ)防炎シート、スパッタシートの重ね合わせ長さを確認する。最低限10㎝を確保し、合わせ目をガムテープ等で貼り合わせる。<改行>　上記の確認は元請会社職員または当該工事を行う専門会社の職長が行う。養生が問題なくできていることを確認して元請会社職員が作業開始の指示をする。<改行>②天井下の店舗内養生は、燃えにくい防炎シートにて行なう。付近の燃えやすいものは溶接作業の影響範囲外に移動させる。<改行>③溶接箇所には、必ず１箇所１名の監視人を配置して監視、連絡体制を強化する。<改行>④火災事故防止の教育を行い、事故防止の意識高揚を図る。		（株）フジタ		株式会社フジタ		東京支店																														文書厳重注意		reserved-38805x1F		reserved-38865x1F																																																												H17-関東-東京空港-5501.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2006		2		28		2		40		2005		FALSE		17		関東		2006/2/28　2:40		38776.1111111111

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		高松空港着陸帯改良工事		夜間作業中、ブルドーザ(8t)にて客土敷き均し作業を行っていたところ、ブルドーザの排土板が、誘導路センター灯の埋設電線管(SGP65)に接触し、埋設電線管及びケーブルが損傷した。		平成18年3月12日 2時15分 頃		陸上		空港着陸帯		25:土工				76:整地作業(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		地下埋設物損傷		0803:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ブルドーザー等		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		99:その他						その他(より慎重な作業の確認を怠った。)																																																		75.00%		42.00%		88.50%		25.50%						・重機１台に対して１人の歯先見張り人を選任する。<改行>・スコップ又は突棒を使い電線管の位置を確認する。<改行>・アース線の有無を確認する。<改行>・ブルドーザの排土板を切盛土面より深く入れないよう周知徹底する。<改行>・埋設電線管箇所を杭で明示する。<改行>・客土敷き均し作業は、客土を最初高く敷いて均しはブルドーザのバックで行う。<改行>・空港灯器の重要性の再教育及び緊急時連絡系統・速報体制について再徹底を行う。		日本道路（株）		日本道路株式会社																				筒井工業（株）																																																				当局		reserved-38789x1F		高松港湾・空港整備事務所長より口頭注意→日本道路株式会社四国支店																				H17-四国-高松-6001.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2006		3		12		2		15		2005		FALSE		23		四国		2006/3/12　2:15		38788.09375

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																常陸那珂港東防波堤築造工事		本（機械）均し施工中、海象状況が悪くなってきたので、完了予定時刻前に作業を終了した。その後、均し機を起重機船甲板上に収納し、起重機船の係留解除作業を船首右舷より着火船（第３０善徳丸）が順次行った。第３０善徳丸が係留ロープを４本中３本目の船尾左舷の係留ロープを解除中に転覆した。		平成18年7月4日 14時58分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		転覆		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																																		東洋建設（株）		東洋建設株式会社		関東支店																		株式会社トマック																																																																												H18-関東-鹿島-1301.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		2006		7		4		14		58		2006		TRUE		23		関東		2006/7/4　14:58		38902.6236111111

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		八戸港河原木地区泊地（－１４ｍ）外浚渫工事		浚渫船において、燃料を貯蔵タンクからサービスタンクへ移送するさい、貯蔵タンクの上限リミットスイッチが接触不良により作動せず、また、監視員が配置されていなかったためリミットの作動不良に気づかず、燃料油のポンプによる供給が継続し、タンクのエアバルブから船外へ流出し、海上へ流出した。<改行>　　　		平成18年7月18日 7時20分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				28:ポンプ浚渫				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				17:加害物なし				23:その他(　)		油流出		1299:工具等取り扱い：その他		A:危険だと思わなかった				10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。																																						03:機械・器具に欠陥があった。										12:各種安全活動が不備だった。										0.20%		0.10%						６：３０　油の移送開始<改行>６：４０　甲板上の油流出発見　オイルフェンス展張作業開始<改行>７：０５　海上流出発見　油処理開始（吸着マット等）<改行>９：４５　油処理終了				１）給油作業前にはリミットスイッチの動作点検を行う。<改行>２）月１回リミットスイッチの端子の緩みを確認する。<改行>３）燃料のタンク間の移送作業時にはタンクゲージ前に監視員を　　配置する。<改行>４）全作業員への再教育を実施する。		みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社		東北支店																																				口頭注意																																																										H18-東北-八戸-0601.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2006		7		18		7		20		2006		TRUE		23		東北		2006/7/18　7:20		38916.3055555556

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		仙台塩釜港仙台港区中野地区航路泊地（埋没）浚渫工事		浚渫工事における浚渫土の揚土作業において、使用していたバックホウの油圧ホースが切れ、海上に油が流出した。		平成18年7月21日 11時50分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		05:浚渫・床掘り				39:土砂・石材等の陸上投入				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		油流出		1399:その他：その他																																																																								１１：５０　バックホウの油圧ホース破損、土砂運搬船コーミング及びデッキ上にオイルが　　　　　　飛散。<改行>　　　　　　コーミングデッキ上に飛散したオイルの中和洗浄作業開始。<改行>１２：３９　降雨により海上にオイルが滲み出ているのを発見。中和剤及び吸着マットによ　　　　　　り処理。　				１．バックホウ油圧ホースについて再点検を行い、不良箇所につ　　いて取替え等の対策を実施する。<改行>２．給油の要する設備（発電機・コンプレッサー等）についても　　再点検を行う。<改行>３．給油作業においては、油処理剤及び吸着マットを段取りして　　作業を行うよう徹底する。<改行>４．日々点検を行い、不良箇所の改善を行う。<改行><改行><改行>		日起建設（株）		日起建設株式会社																																						不問																																																										H18-東北-塩釜-0801.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		2006		7		21		11		50		2006		TRUE		23		東北		2006/7/21　11:50		38919.4930555556

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		能代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成１８年度能代港大森地区航路（－１４～－１５ｍ）（埋没）潜堤築造工事		起重機船にて、鋼管矢板打設作業において矢板一次打設終了後、鋼管二次打設のために導材の移動作業中にクレーンオペレーターの操作ミス（主巻、補巻の間違い）により、吊っていたバイブロハンマーを、工事で台船・導材間の渡しに使っていた作業船（５ｔ未満）に落下させ破損させた。		平成18年8月7日 9時22分 頃		海上		FD、作業船上		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				07:落下物				04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。																																																06:施工計画・作業標準が不備だった。										60.00%		55.00%		100.00%		43.00%		６：００　作業開始<改行>７：００　鋼管矢板建込み・一次打設（１３本）開始<改行>９：００　鋼管矢板建込み・一次打設完了<改行>９：１５　導材／打設足場（港内側）移設完了<改行>９：２０　導材／打設足場（港外側）移設開始<改行>９：２２　事故発生				１）クレーン操作方法の再確認を行う。<改行>２）クレーン操作レバー・ペダルの識別表示を行う。<改行>３）作業手順を見直す。（二次打込み前、バイブロハンマーを　　　吊った状態で、導材・足場の移設作業を行わない。<改行>４）合図方法の再確認、作業手順書の再確認を行う。　		五洋建設（株）		五洋建設株式会社		東北支店																																				工事事故扱いしない																																																										H18-東北-秋田-1501.xlsx		3/6/15 19:01		3/6/15 19:01		2006		8		7		9		22		2006		TRUE		4		東北		2006/8/7　9:22		38936.3902777778

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		徳島飛行場		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		徳島飛行場用地造成工事（その４）		　土砂運搬作業を終えて揚土場所へ土砂積み込みのために向かっていた重ダンプトラック（３２ｔ積）が、ダンプアップした状態で走行していたため、工事用通路上に架設されている電話線に荷台の一部が接触して切断した。<改行>　事故災害を起こした重ダンプの運転手は、土砂仮置場にてダンプアップ後、ベッセル降下レバーを作動し、ベッセルが降下したと思いこんで「目視によるベッセルの降下確認」を行わなかった。また、この重ダンプトラックは、ベッセル上昇確認ブザーが故障していたことから運転手はスイッチを切っており、ベッセルが降下していないことに気づかなかった。このため、ダンプアップした状態で走行し、工事用通路から高さ７ｍ付近に架設している電話線に接触して切断したものである。		平成18年8月21日 14時55分 頃		陸上		埋立地、埋立		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架設電話線接触・切断		0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		05:安全装置をはずした、無効にした。		16:勘違い判断をした。																																		03:機械・器具に欠陥があった。		15:安全装置が不適・不良だった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。		その他(整備不良の機械を使用した)		22.00%		28.60%		15.60%		42.00%						・使用重機の総点検を行う。<改行>・故障のある重機については、修理が完了するまで使用しない。<改行>・重ダンプのベッセル降下完了標識をベッセルに取り付ける。<改行>・作業手順書、作業計画書の点検を行い、現場に対応しているか確認する。<改行>・作業手順書、作業計画書を関係運転手に教育する。<改行>・重機メーカーより講師を依頼し、重機運転手の安全教育を行う。<改行>・毎日の打合せ時に注意事項を確実に伝達する。<改行>・一動作毎の指差し呼称の敢行。<改行>・無線機を利用し、運転者同士でのベッセル降下注意喚起を行う。<改行>・高さ制限表示設備を設ける。<改行>・注意喚起看板を設置する。<改行>・運行時の安全運転状況の確認を行う。		大林・大豊・奥村組土木特定建設工事ＪＶ		株式会社大林組		四国支店		大豊建設株式会社		四国支店		奥村組土木興業株式会社		神戸支店										株式会社宮本組				大東興業（株）								指名停止(四国地方整備局管内)		reserved-38971x1F		reserved-39000x1F				指名停止(四国地方整備局管内)		reserved-38971x1F		reserved-39000x1F				指名停止(四国地方整備局管内)		reserved-38971x1F		reserved-39000x1F																																												H18-四国-小松島-1901.xlsx		3/6/15 17:49		3/6/15 17:49		2006		8		21		14		55		2006		FALSE		23		四国		2006/8/21　14:55		38950.6215277778

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港監督測量船「翔洋」運行		「翔洋」により現現地視察のため仙台港区から塩釜港区へ航行中、下船時間の制約があったため、時間短縮のため航行ルートを変更したところ、海苔養殖筏に衝突した。		平成18年10月4日 16時30分 頃		海上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突																																																																																		㈱ポルテック																																																																																																		H18-東北-塩釜-4701.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		2006		10		4		16		30		2006		TRUE		3		東北		2006/10/4　16:30		38994.6875

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		東京国際空港東旅客ターミナル地区Ｉ誘導路外改良等工事		現場内点検に使用した照明車が、途中退場時ブームを上げたままＧＳＥ通路を走行中、ＰＢＢに接触し添架している水道管と電気配管を破損した。		平成18年10月5日 4時3分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)																				16:乗物		照明車						03:激突				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		A:危険だと思わなかった		1		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。								①車両移動前のブームの状態確認を怠った。②現場内点検作業を単独で行っていた。																																																雨天時の工事作業中止時における現場内点検作業の手順が確立されていなかった。		26.80%		14.50%										①場内点検作業時のチェックリストを策定する。②退場時（途中退場含む）には現場責任者に連絡を入れ、チェックリストの確認を行う。③場内点検作業時において単独作業を行わず、複数（２名以上）で行動する。④運転席で簡易に車両状況を確認するボード、ステッカー等を作成し活用する。		大成ロテック・大有・地崎特定建設工事共同企業体		大成ロテック株式会社				大有建設（株）				地崎道路（株）																								文書厳重注意2ヶ月		reserved-39077x1F		reserved-39138x1F				口頭厳重注意1ヶ月		reserved-39077x1F		reserved-39107x1F				口頭厳重注意1ヶ月		reserved-39077x1F		reserved-39107x1F																																												H18-関東-東京空港-4001.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2006		10		5		4		3		2006		FALSE		3		関東		2006/10/5　4:3		38995.16875

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		相馬港３号ふ頭地区岸壁（－１２ｍ）築造外工事		ケーソン製作作業（ケーソンヤード）において、海上打継場から内型枠運搬の際、臨港道路交差点にて、信号機と接触し、一部破損（小規模な欠損）させた。		平成18年10月25日 14時45分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁										1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				10:用具等				18:交通事故				1399:その他：その他																																																																														庄司建設工業（株）		庄司建設工業株式会社																																						口頭注意																																																										H18-東北-小名浜-4801.xlsx		3/6/15 18:44		3/6/15 18:44		2006		10		25		14		45		2006		TRUE		18		東北		2006/10/25　14:45		39015.6145833333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		東京国際空港地盤改良隣接域土質調査		土質調査の試錐中、Ａ３Ｓ誘導路近傍の緑地帯内に敷設されている誘導路中心線灯火ケーブルを切断した。		平成18年11月4日 0時31分 頃		陸上		滑走路		03:土質調査				25:試錐				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		試錐機		10:用具等				09:切れ、こすれ				1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等		A:危険だと思わなかった				21:連絡合図がなかった。								作業前に行うＴＢＭ(TOOL BOX MEETING)－ＫＹＫにおいて、埋設物が存在する情報（試掘調査の結果）が一部の作業員にしか伝わっていなかった。																																								25:安全管理体制に欠陥があった。								試掘調査結果を踏まえて、埋設物がない安全な部位へガイド管を設置しなかった。また、地表面に埋設管の方向や深度の目印を設置していなかった。		22.70%		22.10%		33.80%		32.70%						①作業開始前の安全確認の実施と注意事項の周知徹底を行う。②埋設物の位置を再調査し、図面上及び地表面上に明示する。③埋設物に対し施工に支障のない位置にガイド管を設置する。④掘削作業に際してボーリングマシンの負荷を見逃さず、負荷が確認された場合は作業を中止し、現場責任者に報告し原因を確認する。		基礎地盤コンサルタンツ㈱																																																																																																		H18-関東-東京空港-4101.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2006		11		4		0		31		2006		FALSE		9		関東		2006/11/4　0:31		39025.0215277778

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		仙台空港Ｂ滑走路改良工事		型枠積載のダンプトラックが、当日舗設作業終了後滑走路外へ退場際、前進では当日施工場所に乗り上げるため、後進にて移動した際に、運転手の後方確認が不十分だったため、後方のＴ２灯火（誘導路誘導標識灯）に接触し破損した。		平成18年11月7日 6時20分 頃		陸上		滑走路										1:晴れ																04:車両系建設機械				17:加害物なし				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																														（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション		株式会社ＮＩＰＰＯ																																						口頭注意																																																										H18-東北-塩釜-5001.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2006		11		7		6		20		2006		FALSE		23		東北		2006/11/7　6:20		39028.2638888889

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		那覇港（泊ふ頭地区）橋梁（改良）泊大橋（Ｐ２０）下部工事		　事故前日鋼矢板搬入があり、通常バックホウを仮置きしている場所を鋼矢板の置き場としたため、作業員休憩所横に仮置きしていた。<改行>　事故当日、作業員の通勤経路を確保するため、作業開始前にオペレーターが単独でバックホウ（0.45m3）を施工場所に移動しようと、アームをあげて旋回し、そのままアームを降ろし忘れて移動してしまった。その為、約６ｍ上空を横断しているＮＴＴの通信ケーブルがアームのヒジ部分に引っかけたまま移動したためにケーブルを切断した。		平成18年11月9日 7時20分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				02:作業準備				1:晴れ								4:20～30								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		ＮＴＴ架空線の損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		03:指示、命令を守らなかった。																																		17:安全標識がなかった。																				21.20%		21.10%		41.70%		38.00%						・朝礼が終わってから作業を開始するよう周知徹底する。<改行>・重機移動・作業時は誘導員を配置し単独行為を厳禁とする。<改行>・高さ制限対策及び上空注意看板を設置するとともに、危険箇所への注意喚起、事故防止に関する教育の徹底を図る。		大豊建設（株）		大豊建設株式会社		九州支店																		（株）久保工務店																																																				当局		reserved-39079x1F		文書注意																				H18-沖総局-那覇-2701.xlsx		3/6/15 17:13		3/6/15 17:13		2006		11		9		7		20		2006		TRUE		23		沖縄		2006/11/9　7:20		39030.3055555556

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		仙台空港ターミナル地区第一駐車場外復旧工事		仮囲い支柱の撤去（引き抜き）作業中、支点（フック）として使用していたクランプが支柱の土圧より負け、支柱より抜け被災車両へ飛散した。この時、同時に作用点側で使用したワイヤーロープが跳ね、また、被災車両を破損させた。		平成18年11月14日 11時50分 頃		陸上		その他										1:晴れ																14:物上げ装置								23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																														福田道路（株）東北支店		福田道路（株）																																						口頭注意																																																										H18-東北-塩釜-5101.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2006		11		14		11		50		2006		FALSE		23		東北		2006/11/14　11:50		39035.4930555556

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		石巻港雲雀野地区防波堤（南）基礎（改良）工事		ＳＣＰ移動中誤って岸壁（雲雀野地区岸壁（－１３ｍ）に接触させ岸壁を破損（縁金物破損落下2m：岸壁一部損傷）		平成18年12月22日 13時30分 頃		海上		その他		06:地盤改良				13:作業船の転船				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																														東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																						口頭注意																																																										H18-東北-塩釜-5301.xlsx		3/6/15 18:50		3/6/15 18:50		2006		12		22		13		30		2006		TRUE		23		東北		2006/12/22　13:30		39073.5625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁（－１０ｍ）（改良）地盤改良工事		仙台港区中野地区岸壁（－１０ｍ）中野５埠頭内にトラックのシャーシを置いた際、アウトリガーが空洞補修箇所の仮舗装（アスファルト）を突き抜けシャーシが傾き損傷した。		平成19年1月5日 11時40分 頃		陸上		係船岸、船揚場等										1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10																23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																														（株）大本組		株式会社大本組																																						不問																																																										H18-東北-塩釜-4901.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		2007		1		5		11		40		2006		TRUE		23		東北		2007/1/5　11:40		39087.4861111111

		四国地方整備局		高松港湾空港技術調査事務所		松山空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																松山空港既設舗装評価検討調査		松山空港誘導路上にて最終コア採取後、片付けを行いコア採取車両を退場させるために先導車の後を従うよう指示を行った。この時点で先導車はコア採取車両（トラック）の後部であったため、コア採取トラックの前方に移動しようとした時、コア採取トラックが先導車の背後に回り込んだ。コア採取トラックはショルダーの方向に向かったため、先導車運転者（管理技術者）が制止したがショルダー部の誘導路灯（地上型灯火）に接触した。		平成19年2月3日 4時2分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		コア採取		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						1:微風（～2）		1: ～0		1:0～50						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両による接触		0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。		22:連絡合図が不明瞭だった。						「先導車の後をついてくるように」という先導車の指示が不明瞭であり、かつ、トラック運転手がこれを勘違い判断し、停車していた先導車両の後ろにトラックをつけようとして、勝手に発進した。																														99:その他								調査箇所周辺にある地上構造物に対して、支障を及ぼさないような処置が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								「先導車の後をついてくるように」という先導車の指示が不明瞭であり、かつ、トラック運転手がこれを勘違い判断し、停車していた先導車両の後ろにトラックをつけようとして、勝手に発進した。		35.00%		30.00%		80.00%		70.00%						・場内入場時の事前ミーティングで場内ルールの周知徹底を行う<改行>・灯火の存在をカラーコーンで明示する				株・日本空港コンサルタンツ																																口頭注意																																																																H18-四国-高松-3601.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2007		2		3		4		2		2006		FALSE		23		四国		2007/2/3　4:2		39116.1680555556

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		高知空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																高知空港場周柵改良等工事（その（１））		ボラード基礎施工のためバックホウにて床堀掘削作業をしていたところ、電線保護管（塩ビ管）を破損させた。		平成19年2月3日 10時12分 頃		陸上		空港場内		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設物破損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。								既設フェンス基礎直下にケーブル管が埋設されているとは思わず、作業を行った。																																								06:施工計画・作業標準が不備だった。								試掘箇所の明示を行っていなかった。		4.50%		2.80%		0.00%		0.00%						・刃先監視員が確認しながら試掘を行う。<改行>・人孔が設置されている箇所については、蓋を開け配管されている埋設物の方向、深さを確認する。<改行>・バックホウのバケットの爪を平爪にする。		四国開発（株）		12000000015789																				成和建設（株）												文書注意																																																																H18-四国-高知-3701.xlsx		3/6/15 17:46		3/6/15 17:46		2007		2		3		10		12		2006		FALSE		23		四国		2007/2/3　10:12		39116.425

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																金沢港（大野地区）護岸（左岸）改良工事		本事故は、鋼矢板引き抜き作業において発生した。事故当日、請負者（１次下請け）はラフタークレーン(２５ｔ吊り)を臨港道路脇に設置し、鋼矢板引き抜き作業を行っていたが、当該作業終了後、アウトリガー設置箇所の舗装の陥没を発見した。陥没箇所は、臨港道路の路肩部であるが道路法面の張りブロックにもひび割れが発生した。		平成19年2月9日 9時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								14:物上げ装置				01:地面				23:その他(　)		道路の陥没		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。																																						04:安全度が不足だった。										15:事前調査・資料調査が不十分だった。										93.80%		93.90%		100.00%		100.00%						作業手順書の見直しおよび、見直しに基づく安全教育の実施。<改行>事故原因と再発防止策(必要な大きさの敷き鉄板の敷設)を関係者に周知。		日本海建設（株）		12000000001031																																																																																																H18-北陸-金沢-3301.xlsx		3/6/15 18:20		3/6/15 18:20		2007		2		9		9		30		2006		TRUE		23		北陸		2007/2/9　9:30		39122.3958333333

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		七尾		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																七尾港（大田地区）泊地（－１３ｍ）浚渫外１件工事		本事故は、岸壁背後の係船直柱設置のための床堀・床付け作業中に発生したものである。事故当日、請負者は小型バックホウで床堀・床付け作業、クラムシェルで掘削土砂の仮置き作業を行っていたが、海側法面にひび割れが生じたため、作業を中止し運転手等を退避させた。その後、海側法面が崩れ、この際、法肩付近に埋設されていた給水管が崩れた土砂により接続部が外れ、水道水が掘削部の流入した。		平成19年2月11日 15時50分 頃		陸上		埋立地、埋立		23:けい船岸付属工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								26:その他の起因物(　)		土砂		15:起因物と同じ				05:崩壊・倒壊				0401:土砂崩壊：土砂崩壊																																												17:安全標識がなかった。										32:工程に無理があった。										35.00%		40.00%		10.00%		6.00%						①埋設管の位置を杭で明示し注意標識を設置する。また、埋設管を鋼矢板で養生する。<改行>②仮設道路を法肩から１０ｍ離す。<改行>③対策工の作業手順書および事故原因と対策を関係者に周知する。		東洋建設（株）		東洋建設株式会社																				和田内潜建（株）																																																																												H18-北陸-金沢-3401.xlsx		3/6/15 18:21		3/6/15 18:21		2007		2		11		15		50		2006		TRUE		5		北陸		2007/2/11　15:50		39124.6597222222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		仙台空港サウス地区用地造成工事		施工終了後、誘導路上に駐車していた工事車両を退場させようとした際に、前方に誘導路灯があったためこれを避け切り返しによる退場をするため後進した際に車両後方にあった誘導路灯に接触し破損させた。		平成19年2月21日 6時10分 頃		陸上		その他										1:晴れ																04:車両系建設機械								23:その他(　)				1399:その他：その他																																																						99:その他																								（株）橋本		株式会社橋本店																																						不問																																																										H18-東北-塩釜-5201.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2007		2		21		6		10		2006		FALSE		23		東北		2007/2/21　6:10		39134.2569444444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港西旅客ターミナル地区エプロン改良工事		工事区域内のNo.16エプロンに進入してきた航空機のタイヤが、ＰＣ舗装版下に溜まった雨水の水圧で押し出されたグラウト注入孔鉄蓋を踏んでパンクした。		平成19年5月12日 21時59分 頃		陸上		飛行場エプロン		29:その他(　)		ＰＣリフトアップ		84:その他(　)		グラウト注入工		2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		グラウト孔養生鉄蓋		15:起因物と同じ				23:その他(　)		起因物による航空機のタイヤ破損		1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								25.00%		0.00%										前日５月１１日にグラウト孔削孔を行い、養生蓋にて養生していた。ＰＣ版下の空洞部に溜まっていた水が航空機の重量により水圧がかかり鉄蓋が突出した。突出した鉄蓋をスポットインした航空機のタイヤが踏み、タイヤが破損した。		（株）ピーエス三菱		株式会社ピーエス三菱																																口頭厳重注意		reserved-39288x1F		reserved-39318x1F																																																												H19-関東-東京空港-4302.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2007		5		12		21		59		2007		FALSE		23		関東		2007/5/12　21:59		39214.9159722222

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		大阪港夢洲トンネル沈埋部（５・６号函）沈設等工事		６号函一次曳航後に沈埋函仮置場で、二次艤装工の支承ジャッキ組立作業中に、支承ジャッキ装置埋込金具部のロッド保持金具を誤ってゆるめた為、支承ロッドが海中に脱落し、その脱落した穴から函内に海水が流入し、６号函全体が水没して仮置マウンド上に着底した。		平成19年5月15日 9時23分 頃		海上		その他		29:その他(　)				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		沈埋函の水没		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		16:勘違い判断をした。		17:危険を知らずにやった。																																												04:理解度の確認が不十分だった。		99:その他						作業手順書に注意文がない		54.00%		53.00%		0.00%		0.00%						（１）作業担当者全員への作業手順の再通知と理解度の確認を行い、作業手順書以外の作業を行わない。<改行>（２）作業手順書に警告文を追記する。<改行>（３）ロッド保持金具部に注意喚起表示を行う。<改行>		東洋・佐伯・本間特定建設工事ＪＶ		東洋建設株式会社				あおみ建設株式会社				株式会社本間組												株式会社トマック																		文書注意								文書注意		文書注意																																																H19-近畿-大阪-0304.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2007		5		15		9		23		2007		TRUE		23		近畿		2007/5/15　9:23		39217.3909722222

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京港南部地区臨海道路仮設桟橋撤去工事		航路航行中に右方向に旋回を始めた台船から、繋がれていた着火船が離れようとしたが、曳船の曳き波の影響を受けながら台船の前に回り込み、着火船が転覆した。		平成19年5月31日 15時50分 頃		海上		その他		29:その他(　)				18:曳航・回航				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		着火船		15:起因物と同じ				23:その他(　)		着火船の転覆		1199:取扱運搬等：その他																																		08:機械・装置等を不安全に動かした。																																												大成建設（株）		大成建設株式会社																																口頭厳重注意		reserved-39288x1F		reserved-39318x1F																																																												H19-関東-東京-4402.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2007		5		31		15		50		2007		TRUE		23		関東		2007/5/31　15:50		39233.6597222222

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		中城湾		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		中城湾港汚濁防止膜維持管理		鋼製の鮫避難用檻（350kg/個）を積載型トラッククレーンを使用して荷台に積み込み、別ヤードに陸送するため、道路を運搬していたが、クレーンブームを格納し忘れていたためＮＴＴ架空線（GL+5.85M）に接触し、断線し。これにより、事故現場付近の会社など４社が、電話及びインターネット回線が約７時間、不通になった。		平成19年7月4日 9時7分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ																04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)				23:その他(　)				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																										82.50%		82.50%										・事故原因と対策及び安全に関する現場の対策に対して再教育を実施し、事故の再発防止に努める。<改行>・工事車両出入り口に高さ制限設備（門型ゲート）を設置するとともに、上空注意看板等による注意喚起を行う。<改行>・日々のＫＹ活動の実施により安全意識の高揚に努める。但し作業内容が変更となった場合は、作業内容のＫＹ活動を再度実施する。		みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																				セイホ工業株式会社												口頭注意						工事の施工に当たっては、現場条件を十分確認するとともに、設計図書を遵守し、今後かかる事態が生じないよう図られたい																																		当局		reserved-39304x1F		口頭注意																				H19-沖総局-那覇-0503.xlsx		3/6/15 17:11		3/6/15 17:11		2007		7		4		9		7		2007		TRUE		23		沖縄		2007/7/4　9:7		39267.3798611111

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		鹿児島空港誘導路改良工事（第３次）		平行誘導路P-4舗設(基層(上))完了後、運用中に着陸した航空機のタイヤにAs骨材が付着している事が判明し、原因究明のため空港基本施設点検を行った結果、P-4施工箇所付近にAs破片と思われる小石が散乱していた。<改行>その結果、空港基本施設点検のため、航空機の運航に支障を来した。		平成19年7月18日 11時36分 頃		陸上		誘導路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		舗装個所（擦付け部）		16:その他の加害物(　)		小石		23:その他(　)		航空機の遅延		1399:その他：その他																																																																43.30%		43.30%		100.00%		100.00%		21:00　作業開始前朝礼<改行>22:00　空港内入場<改行>22:15　工事作業開始<改行> 5:30　工事作業完了<改行> 6:45　Ｒ／Ｗチェック<改行> 7:00　誘導路オープン<改行>11:23　到着機よりＣＡＢへ航空機のタイヤに小石が付着していると通報<改行>11:26　運用上の滑走路閉鎖によるＲ／Ｗチェック<改行>11:36　滑走路閉鎖解除<改行>11:52　誘導路(P-4)閉鎖ノータムを行い小石の清掃作業<改行>11:57　誘導路(P-4)閉鎖ノータム解除						東洋ランドテクノ（株）		東洋ランドテクノ（株）		九州支店																						南州道路サービス（株）								文書注意																																																																H19-九州-鹿児島-3801.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2007		7		18		11		36		2007		FALSE		23		九州		2007/7/18　11:36		39281.4833333333

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														3:労災非適（その他）		水島港玉島地区航路（－１０ｍ）浚渫工事（その４）		土砂積込み作業終了後、土運船の船尾に押船、土運船船首側に補助船を用いて離舷作業を行っていたところ、土運船が潮流により流されたために補助船の船尾が引っ張られ、甲板上から海水が入り、補助船が沈没した。		平成19年9月12日 7時45分 頃		海上		上水島と下水島の中間地点		05:浚渫・床掘り				38:土運搬				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		土運船		15:起因物と同じ				23:その他(　)		作業船（補助船）沈没		0122:墜落：作業船から(溺れを除く)																														A:危険だと思わなかった				21:連絡合図がなかった。										99:その他								ロープ１本（先端Ｙ字）の先端１箇所が、ビットから外れなかった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								46.00%		34.00%		48.00%		37.00%		土砂積込み作業終了後、土運船の船尾に押船、土運船船首側に補助船を用いて離舷作業を行っていたところ、土運船が潮流により流されたために補助船の船尾が引っ張られ、甲板上から海水が入り、補助船が沈没した。				①連絡体制および指示手段を徹底する。<改行>②作業手順の修正および周知徹底<改行>　現在の手順を見直し、土運船の引き出し方向を浚渫船のスパッ　ドにより方向転換し、潮流の影響を軽減させる。<改行>③非定常作業時における打ち合わせおよび危険予知活動の実施。		天野産業（株）		天野産業株式会社																																																																								海上保安部		reserved-39337x1F		当日、沈船引上げ指示、完了。再発防止策提出要求。																				H19-中国-宇野-1001.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		2007		9		12		7		45		2007		TRUE		23		中国		2007/9/12　7:45		39337.3229166667

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														3:労災非適（その他）		水島港玉島地区航路（－１０ｍ）浚渫工事（その４）		土運船を伴った押船が、上水島西側のメズラ礁付近の浅瀬に座礁した。押船は、浚渫船に空の土運船を接舷させるためにグラブ船に向かっていた。現場付近で待機中、潮流に流されたことに気づかず、グラブ船からの接舷指示の連絡を受けて再移動した際、船底に根石が接触、座礁した。		平成19年9月19日 6時15分 頃		海上		水島港メズラ礁		05:浚渫・床掘り				38:土運搬				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		岩礁		23:その他(　)		座礁		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		17:危険を知らずにやった。		22:連絡合図が不明瞭だった。						99:その他								潮流		04:理解度の確認が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。								54.00%		65.00%		55.00%		68.00%		土運船を伴った押船が、上水島西側のメズラ礁付近の浅瀬に座礁した。押船は、浚渫船に空の土運船を接舷させるためにグラブ船に向かっていた。現場付近で待機中、潮流に流されたことに気づかず、グラブ船からの接舷指示の連絡を受けて再移動した際、船底に根石が接触、座礁した。				①浅瀬箇所については、GPSを設置した押船を使用する。<改行>　また、海図および潮位表を渡すとともに、現地の地形を周知徹　底させる。<改行>②各船間および事務所との連絡体制を徹底させるために、各船に<改行>　責任者を配置させる。<改行>③安全教育を再度実施し、各船においては是正箇所をすべて点検　させ、職員による安全確認が終わった後、工事を再開する。		天野産業（株）		天野産業株式会社																																																																																																H19-中国-宇野-1201.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		2007		9		19		6		15		2007		TRUE		23		中国		2007/9/19　6:15		39344.2604166667

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																京浜港庁舎他解体撤去工事		圧砕機付きバックホウによる建物基礎の破砕作業中に水道管を損傷し、近隣の建物２棟を断水させた。		平成19年9月25日 14時45分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ								4:20～30								26:その他の起因物(　)		地中梁破片		16:その他の加害物(　)				23:その他(　)				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった																																																																												土志田建設（株）		土志田建設株式会社																																文書厳重注意		reserved-39415x1F		reserved-39456x1F																																																												H19-関東-京浜-4601.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		2007		9		25		14		45		2007		TRUE		23		関東		2007/9/25　14:45		39350.6145833333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港東側中央取付誘導路舗装工事		工事関係車両がＺ－ＴＸＹのサービスレーン横断方法を誤ったため、進入してきた航空機を停止させた。		平成19年10月16日 22時20分 頃		陸上		飛行場誘導路サービスレーン		22:舗装				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		作業車両		15:起因物と同じ				23:その他(　)		進路障害による航空機緊急停止		1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。		16:勘違い判断をした。		24:相手の行動を確認しなかった。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。																																																																		東亜道路工業（株）		東亜道路工業（株）																																指名停止		reserved-39422x1F		reserved-39452x1F																																																												H19-関東-東京空港-4701.xlsx		3/6/15 18:35		3/6/15 18:35		2007		10		16		22		20		2007		FALSE		23		関東		2007/10/16　22:20		39371.9305555556

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		撫養海岸		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																撫養港海岸桑島瀬戸地区磁気探査		磁気探査台船を曳船で曳きながらの磁気探査作業中、磁気探査台船の探査枠が護岸に設置してある単管パイプ製桟橋に接触し桟橋を倒壊させた。		平成19年10月17日 15時46分 頃		海上		その他		02:探査工				22:磁気探査(海上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				16:その他の加害物(　)		磁気探査枠						0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった				99:その他								磁気探査台船に配置した見張員の見張りが不十分であった																																																		52.00%		52.00%		0.00%		0.00%						・探査作業について台船曳航方式から小型自航船方式にする<改行>・監視船を配置する<改行>・陸上監視員を配置する<改行>・探査船上に探査枠の巾を示す探査枠明示竹を配置する		阪神臨海測量株式会社																																																																																																		H19-四国-小松島-2101.xlsx		3/6/15 17:50		3/6/15 17:50		2007		10		17		15		46		2007		TRUE		ERROR:#VALUE!		四国		2007/10/17　15:46		39372.6569444444

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																鹿島港航路（－２２ｍ）浚渫工事		土捨場で土運船のバージ開閉用作動油が海上に流出した。		平成19年10月21日 10時0分 頃		海上		土捨場内		26:埋立				38:土運搬				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																																																														東洋建設（株）		東洋建設株式会社																																口頭厳重注意		reserved-39443x1F		reserved-39504x1F																																																												H19-関東-鹿島-4801.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2007		10		21		10		0		2007		TRUE		23		関東		2007/10/21　10:0		39376.4166666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所				直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　護岸・埋立（１）－港湾土木工事－キ		深層混合処理（ＣＤＭ）船上の発電機から燃料油が海上に流出し、工事区域の外側にまで拡散した。		平成19年11月8日 6時40分 頃		海上		その他										1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		17:電気設備				17:加害物なし				23:その他(　)		海上油流出		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				18:熱中して判らなかった																																						01:設計構造が悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										10.00%		10.00%		14.00%		14.00%								鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				大成建設株式会社				五洋建設株式会社				前田建設工業株式会社																												文書厳重注意		reserved-39442x1F		reserved-39532x1F				文書厳重注意		reserved-39442x1F		reserved-39532x1F				文書厳重注意		reserved-39442x1F		reserved-39532x1F																																				H19-関東-東京空港-5901.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2007		11		8		6		40		2007		FALSE		23		関東		2007/11/8　6:40		39394.2777777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　護岸・埋立（１）－港湾土木工事－カ		ＳＣＰ船のウインチのブレーキ用シリンダーの油圧ホースが破損し、作動油が海上にまで流出した。		平成19年12月6日 2時35分 頃		海上		その他		06:地盤改良				44:砂杭等の打込み(海上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）										08:作業船		ウインチのブレーキ用シリンダーホース破損		15:起因物と同じ				23:その他(　)				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																A:危険だと思わなかった																																						19:安全施設・安全標識の点検不足だった。																								鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				大成建設株式会社				五洋建設株式会社				前田建設工業株式会社																												不問								不問								不問																																								H19-関東-東京空港-5801.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2007		12		6		2		35		2007		FALSE		23		関東		2007/12/6　2:35		39422.1076388889

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																大阪港夢洲トンネル夢洲側アプローチ部（Ｙ１工区）築造工事		事故当日は、夜間作業にて夢洲側アプローチ部での掘削土の運搬作業を行っていた。掘削土（軟弱土）は島内仮置き場へ搬出するため、掘削箇所から10ｔダンプトラック３台で搬出中に、その内の１台が仮置き場で荷下ろしをしたあとダンプの荷台を下ろし忘れて走行し、作業区域内にあるＮＴＴ架空線（工事関係者の島内有線電話、ＦＡＸ、パソコン通信、計測管理データの転送用の光ファイバーケーブル）を２箇所で切断した。		平成19年12月7日 21時15分 頃		陸上		その他		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上						04:車両系建設機械		ダンプトラック		15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		16:勘違い判断をした。																																						15:安全装置が不適・不良だった。										17:下請け指導が不適切だった。										37.80%		37.20%		95.00%		90.00%						仮置き場出入り口に監視人を配置する<改行>警報装置作動状況の確認を徹底する		大成建設（株）		大成建設株式会社		関西支店																		株式会社田村建設																		不問																																																										H19-近畿-大阪-2801.xlsx		3/6/15 18:08		3/6/15 18:08		2007		12		7		21		15		2007		TRUE		18		近畿		2007/12/7　21:15		39423.8854166667

		中部地方整備局		清水港湾事務所		田子の浦		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														3:労災非適（その他）		平成１９年度　田子の浦港航路泊地（－１２ｍ）浚渫工事		中間処理施設(富士地区６号岸壁)から、脱水の前処理として浚渫土砂から分別した砂及びレキを10tダンプトラックにて、仮置場(沼川４号貯木場)に運搬していた。仮置場において荷台を上げて砂及びレキを降ろした際、荷台を降ろすことを失念し、交通誘導員がダンプトラックの出場合図後に気づき制止の合図をしたものの運転手は気づかず、荷台が上がったまま中間処理施設に戻る途中、鈴川跨線橋を越えた田子の浦港湾合同庁舎付近にある静岡県田子の浦港管理事務所所管の道路標識に２１時３０分頃接触し、道路標識の支柱ごと倒壊させた。直ちに車両を道路脇に寄せて停止するとともに、別の運転手を通じて元請の現場代理人に連絡した。現場代理人は、警察および関係各所に連絡すると同時に、倒れた道路標識の撤去作業の手配に取りかかり、警察の現場検証及び事情徴収の終了後、田子の浦港管理事務所職員(工務施設課 深津主任)の了解を得て撤去作業を行い、撤去した道路標識は渡辺ブルドーザ工事株式会社の敷地内に運搬した。事故を起こしたダンプトラックは荷台の一部が損傷したが自走可能であり、運転手等に怪我は無かった。		平成19年12月14日 21時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁										1:晴れ						1:微風（～2）										04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				18:交通事故						A:危険だと思わなかった		1										運転手（加害者）は、通常の作業通り荷台を降ろしきったものと誤解しそのまま走行してしまった。																																																																みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																				（株）石井組																		不問																																																										H19-中部-清水-3401.xlsx		3/6/15 18:16		3/6/15 18:16		2007		12		14		21		30		2007		TRUE		18		中部		2007/12/14　21:30		39430.8958333333

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		那覇空港排水工改良工事		ハンドホール撤去作業において、事前の現地マーキングを誤り、また、当日の撤去に先立ちケーブルの有無を再度確認しないまま作業を行い、活線を切断させた。		平成19年12月27日 4時50分 頃		陸上		制限区域内		25:土工				84:その他(　)		構造物撤去工		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		誘導路灯電線		23:その他(　)		ハンドホールの損壊、ケーブルの切断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		34:その他の不安全行為があった。						撤去するハンドホールを誤り、活線を切断した。																																								16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										91.00%		82.40%		100.00%		81.10%						１．支障物撤去の際は必ず管理者の立会いの下で現地確認を行う。<改行>２．ハンドホール撤去作業時は、事前に蓋を開けてケーブルの有無を再確認する。<改行>３．発注図面に基づき現地確認し、位置関係については作業員全員に周知し安全確認を行う。		（株）竹中土木沖縄営業所		株式会社竹中土木																				（株）浅田建設																																																																												H19-沖総局-那覇-3501.xlsx		3/6/15 17:11		3/6/15 17:11		2007		12		27		4		50		2007		FALSE		23		沖縄		2007/12/27　4:50		39443.2013888889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　連絡誘導路工事－空港等土木工事－ウ		作業終了後、基地港へ帰港中のクレーン付き台船のクレーンブームが川崎航路第２号灯標に接触し破損した。		平成20年1月17日 16時35分 頃		海上		その他		29:その他(　)																								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				03:激突																																																																																		鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				五洋建設株式会社				株式会社大林組				西松建設株式会社				三菱重工業（株）																																																																																H19-関東-東京空港-5601.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2008		1		17		16		35		2007		FALSE		3		関東		2008/1/17　16:35		39464.6909722222

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		新千歳空港　地下道耐震対策外一連工事		歩道橋中央部基礎コンクリート撤去に伴い、基礎コンクリート廻りを掘削した際にバックホウのバケット先端により水道管を破損させた。		平成20年1月22日 8時45分 頃		陸上		その他		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		1: ～0								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった		1		17:危険を知らずにやった。																																																15:事前調査・資料調査が不十分だった。										87.00%		88.00%		25.00%		25.00%						①掘削作業前に埋設物が表示されている図面を現場担当者が再度確認し作業員全員に周知する。<改行>②地下埋設物管理者及びＣＡＢに再度確認を行い、事前に図面等を入手し位置及び深さ等を確認する。<改行>③埋設物があると思われる箇所については、小型機械及び人力にて試掘を実施し確実に埋設管状態を確認する。<改行>④調査した結果を速やかに発注者、地下埋設物管理者、ＣＡＢへ報告し確認を得てから本作業を実施する。<改行>⑤施工前に埋設図に着色した図面を掲示し関係者全員に周知する。<改行>⑥機械掘削作業は、埋設テープ等が出てきた時は人力で地下埋設物の有無を確認した後、実施する。<改行>⑦埋設物がある箇所においては、関係機関の立会の基に掘削を行う。<改行>⑧安全管理職員を増員し安全、事故防止対策を万全とする。<改行>⑨掘削作業時には地下埋設物の確認を確実に行う様に作業指揮者を配置する。		勇・生駒・ショーボンドＪＶ		勇建設株式会社				ショーボンド建設株式会社				株式会社生駒組																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H19-北開局-千歳-4201.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2008		1		22		8		45		2007		FALSE		23		北海		2008/1/22　8:45		39469.3645833333

		四国地方整備局		四国地方整備局港湾空港部				直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		徳島飛行場用地造成工事		コンクリート圧砕機が飛行場内の既設水路（場周道路内側）の撤去作業中、背後の既設場周柵に接近したことに気づかず、既設場周柵を損傷（２ヶ所）させた。その後、同一のコンクリート圧砕機が既設水路撤去作業終了後、駐機場所へ移動途中に架空ケーブルの手前で停止した（オペレーターの証言より）ものの、アームの高さを誤認し、施工監視用カメラの架空ケーブルにアームを引っかけ電柱を倒壊させた。		平成20年1月26日 3時0分 頃		陸上		空港場内		29:その他(　)		既設水路撤去						1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		2:50～200						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		重機による接触		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		16:勘違い判断をした。		18:熱中して判らなかった						水路撤去作業に熱中し、場周柵に接近していることに気が付かなかった。また、アームの高さを誤認し、架空ケーブル直下を通過できると勘違い判断した。																														17:安全標識がなかった。								夜間作業にもかかわらず、場周柵の明示がなかった。		02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。				夜間作業にもかかわらず、見張員の配置を行っていなかった。またＫＹ活動も口頭のみであり、架空ケーブルの存在を示す標識看板も前々日の強風時に飛散防止のため伏せたまま、事故当日まで復旧していなかった。		74.80%		66.60%		100.00%		90.00%						・見張員・誘導員の配置<改行>・既設構造物の明示<改行>・重機オペレーターの再教育の実施		鹿島建設（株）		鹿島建設株式会社																																																																																																H19-四国-港空部-3903.xlsx		3/6/15 17:54		3/6/15 17:54		2008		1		26		3		0		2007		FALSE		23		四国		2008/1/26　3:0		39473.125

		関東地方整備局		京浜港湾事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																横浜港本牧地区岸壁（－１３ｍ）（改良）地盤改良他工事		陸上掘削土砂を積んだ土運船を曳航中に、浸水し始めたため、緊急的に公共岸壁大黒Ｐ１バースに係留させ、排水作業を行ったが、間にあわず土運船が転覆し、積載土砂を海底に落下させた。		平成20年3月3日 16時42分 頃		海上		その他		29:その他(　)				18:曳航・回航																				26:その他の起因物(　)				11:海水等				23:その他(　)		転覆		1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった																																						99:その他																								（株）不動テトラ		株式会社不動テトラ																																口頭厳重注意																																																																H19-関東-京浜-5401.xlsx		3/6/15 18:40		3/6/15 18:40		2008		3		3		16		42		2007		TRUE		23		関東		2008/3/3　16:42		39510.6958333333

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成１９年度清水港新興津防波堤上部工事		平成２０年３月２１日８時３０分頃、新興津防波堤上部工事での型枠脱型作業のため起重機船を防波堤に接舷しようとしたところ、起重機船を清水港湾事務所所有の工事用浮標灯に接触させた。<改行>清水港湾事務所所有の浮標灯のマンガードは折損と浮体側面の擦れ傷。灯器には異常はみられない。また起重機船に損傷は見られなかった。		平成20年3月21日 8時30分 頃		海上		その他										1:晴れ																								18:交通事故																																																																																		鈴与建設（株）		鈴与建設株式会社																				錦海運建設（株）																																																																												H19-中部-清水-6401.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2008		3		21		8		30		2007		TRUE		18		中部		2008/3/21　8:30		39528.3541666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　桟橋工事（２）－港湾等鋼構造物工事－コ		桟橋ジャケット部材を運搬していた台船が波に揺られ、台船上から発電機が海中に落下し、海上に油が流出した。		平成20年6月19日 16時15分 頃		海上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		02:動力電動機				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1199:取扱運搬等：その他		A:危険だと思わなかった				11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。								・台船上の発電機を固縛していなかったため、波浪に伴う台船の動揺と衝撃により発電機が滑動し、台船上から落下した。<改行>・発電機は５ｔと重いので、波浪による台船の動揺では滑動しないと判断し、発電機の固縛をしなかった。																														15:安全装置が不適・不良だった。										25:安全管理体制に欠陥があった。								・台船上の機材の固縛の判断と、固縛を行う担当者及び責任者が明確でなかった。<改行>・工区職員(元方)が固縛の状況を確認していなかった。														・台船に搭載する機材の情報を、事前に積込業者から台船運航業者に連絡し、固縛する資材を準備する。<改行>・運航業者は機材の情報から積付けを検討し、固縛を確実に行わせるよう指示する。<改行>・機材の形状・重量で判断せず、油を搭載している機材は必ず固縛・固定し、台船上からの機材の落下を防止する。<改行>・台船上の機材の固縛の判断を行う担当者及び責任者を明確にし、この責任者のもとで固縛を行う。<改行>・工区職員は固縛の状況を確認する。		鹿島大林五洋佐伯清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				大成建設株式会社				新日鉄住金エンジニアリング株式会社				若築建設（株）				あおみ建設株式会社																								口頭厳重注意１箇月								口頭厳重注意１箇月								口頭厳重注意１箇月								口頭厳重注意１箇月																																H20-関東-東京空港-0401.xlsx		3/6/15 18:34		3/6/15 18:34		2008		6		19		16		15		2008		FALSE		23		関東		2008/6/19　16:15		39618.6770833333

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		酒田港北港地区泊地(-10m)浚渫工事		ポンプ浚渫・土捨工の排水経路途中の大浜海岸で、陸上排砂管が一部亀裂し、その箇所から漏水した浚渫土砂の圧力により、山形県管理の緩傾斜護岸の天端水叩きコンクリートの下側が部分洗掘され、舗装版の一部が沈下したものである。		平成20年7月2日 7時50分 頃		海上		暖傾斜護岸		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)		排砂管破裂		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		浚渫土砂中の大きな石		16:その他の加害物(　)		浚渫土砂中の大きな石		16:破裂				1399:その他：その他																																												99:その他								排砂管に混入した大石により破損して漏水したため												70.20%		72.80%		96.80%		96.80%						１．全排砂管の総点検の実施（陸上管２３０本、海底管１９３本）、２．全排砂管を２４時間態勢で監視（２時間／回を１時間／回に頻度を上げ実施）、３．再発防止協議会の実施。		（株）本間組		株式会社本間組																				テクノマリックス株式会社												不問（損害額279、000円）																																																																H20-東北-酒田-1202.xlsx		3/6/15 18:55		3/6/15 18:55		2008		7		2		7		50		2008		TRUE		16		東北		2008/7/2　7:50		39631.3263888889

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																海面清掃船「いこま」運航業務		作業者：４年前から運航業務を委託。請負者は日鐵物流（株）<改行>発生日時：平成２０年７月１１日（金）　１０時１０分頃<改行>事故発生状況：海面清掃船「いこま」が海面を浮上しているゴミの回収作業中、ごみ回収する塵芥コンテナの後方２個（後方の架台に搭載）が満杯になったので上昇作業を行う。コンテナを引き上げ水切りをした時点でワイヤー３本が突然切断。その後残り３本も切断し、塵芥コンテナ及び架台が海面に落下・水没した。負傷者はなし。<改行>水没位置：神戸空港沖南南西約８．５ｋｍ付近、水没水深：－３０ｍ。<改行>		平成20年7月11日 10時15分 頃		海上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし		塵芥コンテナ２個、塵芥コンテナ架台１基		07:落下物		「いこま」船体にわずかな損傷		04:飛来・落下物にあたる				0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの																																																																														日鐵物流(株)																																																																																																		H20-近畿-神戸-0802.xlsx		3/6/15 18:03		3/6/15 18:03		2008		7		11		10		15		2008		TRUE		4		近畿		2008/7/11　10:15		39640.4270833333

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２０年度四日市港道路（霞４号幹線）５－２工区土質調査		臨港道路の橋梁詳細設計用として土質調査を１１本実施する予定であったが、その内の１箇所でボーリング掘進中にケーシングパイプ（φ165mm）が埋設されている下水放流管（ＦＲＰＭ管φ2000mm）を貫通した。<改行>		平成20年7月15日 15時0分 頃																																												A:危険だと思わなかった												今回の事故原因は以下の通りと考えられる。<改行>・管理技術者が埋設管の存在を認識しながら埋設管の調査を十分に行なわなかったこと。合わせて、埋設管管理者に立ち会いを求め確認をおこなわなかったこと。<改行>・埋設管の存在を管理技術者から伝えられていた現場責任者もマンホールの確認をする等現場での調査を十分に行なわなかった。<改行>・調査職員に対し土層の変化状況等の報告がされていない等連絡体制の不徹底があった。請負者の中で現場責任者から管理技術者へのこまめな報告がなされておらず、その結果、管理技術者から調査職員への報告も滞っていた。<改行>																																																														事故発生の要因が、地下埋設物に対する事前の現状把握が適正に実施されていなかったことと、土質調査を実施中、想定土層、土質などが現状と異なった場合も含めた連絡体制が不徹底であったところに起因しているため、①作業着手前の事前調査、現状把握の徹底、②想定土質と異なった等状況変化の際、迅速な報告の徹底を行うこととしている。<改行>		復建調査設計(株)名古屋支店		復建調査設計（株）																																						文書注意																																																										H20-中部-四日市-0601.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		2008		7		15		15		0		2008		TRUE		ERROR:#VALUE!		中部		2008/7/15　15:0		39644.625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																仙台塩釜港塩釜港区外港地区航路（－７．５ｍ）浚渫工事（その２）		土運船係留岸壁である塩釜港区Ｍ６岸壁より石巻港土捨て場へ向けて出航しようとした際、押船船長が岸壁の破損箇所を発見し、石巻へ到着後、元請へ報告した。それを受け元請が確認した結果、Ｍ６岸壁２箇所の破損と土運船ペンディング取付フックが岸壁へ接触した形跡を発見したものである。		平成20年7月17日 8時0分 頃		海上		岸壁		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		岸壁の破損		1399:その他：その他																																																																40.00%		25.00%		40.00%		25.00%		　7月16日（水）<改行>　　4:40　　土運船1318号　塩釜港M-6岸壁接岸完了<改行><改行>　7月17日日（木）<改行>　　7:40　　土運船1318号に曳船（海徳丸）をセット。<改行>　　8:00頃　岸壁接岸揚ロープを外すとき海徳丸船長がM-6岸壁に損傷があることを確認した。<改行>　　8:05　　石巻港に向け土運船出航。<改行>　　11:12　 石巻港に曳航途中、海徳丸船長が、石巻港揚土現場にいた日勤の山浦監理技術者へ岸壁が損傷していることを電話連絡。その後、山浦監理技術者は夜勤明けの武内現場代理人へM-6岸壁の状況の確認及び仙台港事務所 玉山課長への連絡を指示。<改行>				①事故が発生した場合は緊急連絡体制図に基づき直接元請責任者に速やかに連絡すること。<改行>②緊急連絡体制の掲示物の再点検を行い、各船舶・下請業者に徹底させます。<改行>③バース会議により土運船の岸壁確保が出来ない場合は、浚渫船に接舷することを考慮する。<改行>④土運船土砂積載時には喫水を計測し、特に最干潮時前後には押船の船員による監視を行う。<改行>⑤Ｍ７岸壁に直接土運船を係留する場合は、岸壁に潜り込む恐れはないが、損傷を与えないよう注意を払う。		日起建設（株）		日起建設株式会社																				新総建設（株）												口頭注意																																																																H20-東北-塩釜-4101.xlsx		3/6/15 18:52		3/6/15 18:52		2008		7		17		8		0		2008		TRUE		23		東北		2008/7/17　8:0		39646.3333333333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																小名浜港東港地区護岸（防波）被覆外工事		ブロック製作工事の現地作業完了に伴い後片づけを実施した。使用した資材を、自社資材置き場に運搬する際にユニック車のブームを収納するのを忘れブームをのばしたまま走行した。そのため道路を横断している光ケーブルを切断し、その反動でユニック車が転倒したため乗車していた作業員２名が負傷した。		平成20年9月17日 10時10分 頃		陸上		臨港道路		29:その他(　)		後片づけ		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。																																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										98.00%		98.00%		95.00%		95.00%		ブロック製作工事の現地作業完了に伴い後片づけを実施した。使用した資材を、自社資材置き場に運搬する際にユニック車のブームを収納するのを忘れブームをのばしたまま走行した。そのため道路を横断している光ケーブルを切断し、その反動でユニック車が転倒したため乗車していた作業員２名が負傷した。光ケーブルの復旧費用は８７１，０００円である。				１．荷積み終了後の点検の強化（指差呼称の徹底）①アウトリガーの収納状況②ブームの収納状況③荷物の荷締め状況点検を実施し異常の無いことを確認してから運転する。<改行>２．朝礼時および作業変更時に前記①～③をかならず運転手に話し注意を促す。<改行>３．現場出入り口に高さ制限の目印を吊り下げ運転手に注意を促す。<改行>４．今後は社内的に他工事においても前記１～３を作業手順書に盛り込み実行を徹底		（株）磐洋建設工業		（株）磐洋建設工業																																口頭注意注意																																								警察				交通事故																				H20-東北-小名浜-1504.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2008		9		17		10		10		2008		TRUE		18		東北		2008/9/17　10:10		39708.4236111111

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港Ｂ誘導路地盤改良工事		当日の調査工作業終了後、元請け夜間作業責任者が運転する乗用車が誘導路外へ退出するためにＵターンした際に誘導路灯火に接触破損させたものである。損害額23、000円		平成20年9月30日 5時20分 頃		陸上		滑走路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ																16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		既設物破損		1399:その他：その他		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。																																						04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。								3.00%		1.00%		3.00%		1.00%		5:00　作業完了、後片づけ<改行>5:20　場外待避のため連絡車でＵターン時誘導路灯火破損<改行>6:20　復旧作業終了				１．車両駐車帯を誘導路内に設け駐車する。<改行>２．乗車前に、車両周囲を確認する。<改行>３．車両駐車帯付近の誘導路灯火には視認性を高める為、カラーコーンで養生を確実に実施する事を徹底する。<改行>４．指さし確認により誘導路灯火の位置を現地で再確認し、作業にとりかかる。<改行>５．職員・作業員全員の再教育を実施する。<改行>６．日常の安全活動である夕礼時のＴＢＭ・ＫＹ活動を強化徹底する。<改行>７．誘導路への進入箇所を矢印板、カラーコーンで明示する。		（株）不動テトラ		株式会社不動テトラ																																不問																																																																H20-東北-塩釜-1703.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2008		9		30		5		20		2008		FALSE		23		東北		2008/9/30　5:20		39721.2222222222

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																関門航路（六連島西側地区）航路（－１５ｍ）浚渫〔暫定ー１４ｍ〕工事（第２次）		浚渫土砂を積み込んだ土運船を押船にて運搬中、前方より来た貨物船が土運船に衝突した。<改行>その際、土運船上に貨物船が乗り上げ、そのままの状態で約１㎞東側へ漂流し、土運船は「く」の字に曲がり船首部分が沈み、船尾が浮き上げられた状態で停滞した。		平成20年10月13日 14時47分 頃		海上		その他		29:その他(　)		土捨工		38:土運搬		土砂運搬		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		貨物船		18:交通事故		衝突		1199:取扱運搬等：その他																																																																								4:20 岸壁で船内にて朝礼・ＫＹ活動<改行> 5:30 浚渫現場に到着待機<改行>13:15 浚渫土積込完了出港（土捨場へ）<改行>14:42 相手船（貨物船）を門司港付近で確認<改行>14:43 関門橋下付近通過<改行>14:45 大型船が接近して回避不可能と判断した<改行>　　　相手船（貨物船）に警笛を鳴らし後進全速をかける<改行>14:47 貨物船と衝突<改行>14:49 海上保安部へ衝突事故の連絡				①見張りの重要性の再確認<改行>②潮流を信号所の電光掲示板にて船長が確認する<改行>③運航時は乗組員の中から１名を国際ＶＨＦ無線の対応者に選定し、海上交通センターからの情報を確実に入手する。また、船舶同士極力水路最峡部で行き会わないよう調整し安全航行に努める<改行>④運航管理者を正・副専任し、安全監視体制の強化を図る。		（株）白海																																																																																																		H20-九州-関門航路-5101.xlsx		3/6/15 17:31		3/6/15 17:31		2008		10		13		14		47		2008		TRUE		18		九州		2008/10/13　14:47		39734.6159722222

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		鹿児島空港誘導路（Ｔ－３・Ｔ－７）改良工事		誘導路（T-7)舗設完了後、作業機械搬出時において照明車の油圧系統の故障により場外搬出が遅れ、緊急修理を行い自走搬出させたが空港の運用開始時間に遅延を生じさせた。<改行><改行>		平成20年12月17日 6時40分 頃		陸上		誘導路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				1:晴れ								2:0～10								09:他に属さない建設機械		照明車						23:その他(　)		照明車の故障																																																																										22:00 入場開始<改行>22:20 工事作業開始<改行> 5:30 誘導路(T-7)舗設作業終了、標識及び清掃作業開始<改行> 6:30 清掃完了、作業機械の場外搬出開始<改行> 6:40 照明車２台の内、１台の作動油漏れを発見<改行> 6:50 請負者がリース会社へ修理の依頼<改行> 7:30 リース会社修理員が現場に到着し修理開始<改行> 8:30 照明車のアーム及びアウトリガーを収納し、照明車退出<改行> 8:37 滑走路オープン(P-6、T-7はクローズのまま)<改行> 8:46 誘導路(T-7)オープン(P-6はクローズのまま)<改行> 9:02 照明車から漏れた作動油を中和剤（油分解洗浄剤）にて路面清掃開始<改行> 9:20 退出完了、誘導路(P-6)オープン						東亜道路工業（株）		東亜道路工業（株）																																指名停止		reserved-39869x1F		reserved-39927x1F																																																												H20-九州-鹿児島-4001.xlsx		3/6/15 17:33		3/6/15 17:33		2008		12		17		6		40		2008		FALSE		23		九州		2008/12/17　6:40		39799.2777777778

		北海道開発局		室蘭港湾事務所		室蘭		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		室蘭港崎守地区臨港道路改良工事		当日は、既設排水管路の撤去作業を行っていたため、バックホウにより土砂掘削作業を行っていた。関係各所より入手した図面には記載していない箇所に水道管が埋設されていて、掘削時に切断したものである。		平成20年12月19日 17時10分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		1: ～0				2:無				04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		バックホウ		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																																						99:その他										15:事前調査・資料調査が不十分だった。								関係箇所から入手した資料には切断した管路が記載されていなかった。		87.00%		88.00%		25.00%		25.00%		17:10 工事エリア内の既設排水管撤去作業中にバックホウで水道管を切断し、漏水した。				・作業前に埋設物が表示されている図面を現場担当者が再度確認し作業員全員に周知する。<改行>・埋設物が想定される箇所については試掘等により実際の埋設状態を確認する。<改行>・掘削時に埋設テープが確認された箇所については人力により試掘等で安全に作業を行う。		酒井建設（株）		酒井建設株式会社																																																																																																H20-北開局-室蘭-2801.xlsx		3/6/15 17:23		3/6/15 17:23		2008		12		19		17		10		2008		TRUE		23		北海		2008/12/19　17:10		39801.7152777778

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２０年度名古屋港第３ポートアイランドＣ工区築堤嵩上工事		当日、作業員が10:30頃お湯を沸かす事と、暖を取るため休憩所スーパーハウス（３坪）内に有る石油反射型ストーブに点火し、室内の酸欠防止と、蒸れて温度の上がりすぎを考え入り口ドアを開けて作業場所へ戻った。現場代理人は10:00より現場施工立会が有り、発生場所付近を11:20に通りがかったが、煙等確認できず異常を察知する事なく、施工場所にもどり、再び昼食をとる為に交通船乗降場所へ徒歩で向かう途中11:39火災を確認した。<改行> 消火に当たっては、現場詰所（元請）常設消火器で放射（３本を使用）すると共に延焼を防ぎ、鎮火を図るため（11:40）施工場所のバックホウオペレータに携帯電話で連絡しバックホウを消火場所まで自走させ、背後地屋根部分からバケットにより圧搾し、棟を倒壊させ背後地の土砂を覆いかぶせ鎮火した。（11:45）		平成21年1月6日 11時39分 頃		陸上		埋立地、埋立										1:晴れ						3:中風（4～8）																		17:火災																		原因としては、火災発生時誰もいなく不明であるが火災に至る要因として火気（反射型石油ストーブ）を使用中に人が離れたことである。<改行>																																																														工事の再開に当たっては、二度と同様な事故を起こさない為に以下の項目について実行することが重要であり徹底することとしている。<改行> １．　ストーブ等の火気使用は、無人でおこなわない。<改行> ２．　火気周囲には燃えやすい物を置かない。<改行> ３．　お茶等のお湯は、簡易カセットコンロを使用する。<改行> ４．　消火器２本の他に防火用バケツ２個を常備しておく。<改行>　また、日々の危険予知活動においても、この事故を教訓とし、全作業員が二度と事故は起こさないという強い意識をもって取り組んでゆくことで、事故防止に努める。<改行>		（株）大滝工務店		（株）大滝工務店																																						措置無し。（一般公衆並びに工事関係者への損害を与えておいないことから）																																																										H20-中部-名古屋-2901.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2009		1		6		11		39		2008		TRUE		17		中部		2009/1/6　11:39		39819.4854166667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港Ｂ誘導路改良工事		当日の被災発生経緯は、舗装工終点擦付部を転圧中に、Ｂ-４誘導路灯火（A-95）に転圧機械（7tﾀﾝﾃﾞﾑ･ﾛｰﾗｰ）がバックで寄りすぎ、破損防止用に設置してあったカラーコーンを押し倒し、Ｂ-４誘導路灯火（A-95）に接触し破損したものである。損害額23、000円		平成21年1月9日 3時30分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10		1:0～50						07:舗装機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		既設物破損		0806:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ローラー等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																						21:物を置いた場所が悪かった。										08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。								残留物調査不足		6.00%		6.00%		6.00%		6.00%		3:30　転圧作業時、破損防止用カラーコーンを倒し灯火に接触破損<改行>6:30　復旧作業完了				１．カラーコーンを誘導路灯火から１ｍ以上離し転倒防止策を施す。<改行>２．施工方法を見直し灯火付近での横方向のローラー作業を行わない。<改行>３．作業開始前に、灯火位置、カラーコーンの設置完了の確認を行う。<改行>４．誘導員の合図を確認してバックする。<改行>５．職員・作業員全員の再教育を実施する。<改行>６．日常の安全活動であるＴＢＭ・ＫＹ活動をより強化徹底する。<改行>７．路面凍結時には、凍結防止剤を散布しスリップ防止に努める。		世紀東急工業（株）		世紀東急工業株式会社																																不問																																																																H20-東北-塩釜-4201.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2009		1		9		3		30		2008		FALSE		23		東北		2009/1/9　3:30		39822.1458333333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁（－１０ｍ）（改良）地盤改良外工事		中野４号岸壁に薬液注入プラントを設置し、薬液注入の準備を行っていた。準備作業終了後、最低気温も氷点下が予想されたことから、プラント内にある薬液注入計量用流量計の凍結防止のため、練炭養生を行って作業を終えた。防火担当責任者（現場代理人）が帰宅前に現場に異常の無い事を確認して帰宅したが、翌１３日に第一発見者である作業員が薬液注入プラントへ出勤した時には、練炭養生を行っていた流量計周囲が焼け鎮火した後であった。公衆災害損害額０円		平成21年1月12日 22時20分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		06:地盤改良				84:その他(　)		凍結防止練炭養生		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		練炭		17:加害物なし				17:火災				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						99:その他								設置位置不適		29:危険物の管理に欠陥・不備があった。										70.00%		70.00%		71.00%		71.00%		1/12 16:30　現場点検後帰宅<改行>     20:20　火災発生（施工管理用カメラによる確認）<改行>1/13  6:35　作業員火災跡確認				１．練炭など火気を使用し養生する場合は、火気と養生囲いとの距離を十分確保する。<改行>２．練炭など火気を囲う場合は、不燃性の養生資材を用いる。<改行>３．過去に実績のある養生方法であっても、再度安全性を改めて検討する。また、作業前に機械電気設備点検を十分に行い、不備が認められた場合は、改善する。作業終了時も火災防止点検を実施し、整理整頓を確認する。<改行>４．第一発見者は、現場代理人及び監理技術者に状況を速やかに報告するよう連絡体制を再度、周知・徹底する。		東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																不問																																																																H20-東北-塩釜-4301.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2009		1		12		22		20		2008		TRUE		17		東北		2009/1/12　22:20		39825.9305555556

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港エプロン誘導路（Ａ２・Ａ３）改良外１件工事		ＰＰＣ版舗装工の仮据付を施工する際、既設ＮＣ版を撤去した箇所にＰＰＣ版が入らなかったため、既設ＮＣ版側のはつり作業を行い据付を行ったが、退出時間に遅れ航空機１１便に遅延が生じた。		平成21年1月27日 5時0分 頃																																																																																																																		21:30 作業前ミーティング<改行>23:10 工事作業開始<改行> 4:30 ＰＰＣ版仮据付作業開始<改行> 6:00 ＰＰＣ版１枚目設置完了<改行> 7:02 ＰＰＣ版１枚目設置完了、仮マーキング施工開始<改行> 7:06 仮マーキング施工完了<改行> 7:10 滑走路オープン<改行> 7:23 エプロン・誘導路オープン、空港供用開始<改行> 7:31 使用機械退出完了<改行><改行>				切断個所の位置出し確認の徹底。<改行>ＰＰＣ版仮据付作業における確認の徹底。<改行>ＰＰＣ版接合作業における寸法確認の徹底。<改行>不測の事態への対処及び連絡体制の確認。		大成ロテック（株）		大成ロテック株式会社																																指名停止		reserved-39885x1F		reserved-39945x1F																																																												H20-九州-博多-4501.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2009		1		27		5		0		2008		FALSE		ERROR:#VALUE!		九州		2009/1/27　5:0		39840.2083333333

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２０年度四日市港浮標灯雑工事		請負者は、海上に設置されている防衝工上の標識灯の巡視点検作業中、防衝工に船舶を接舷するため減速したものの、船長が目測を誤り若干減速が不充分であった。この状態で船長は、船首付近の合図者からの後進指示の合図を確認しつつ、船体が接触しないようエンジンのギアを逆転方向に入れたが、操船（後進）が間に合わず緩衝材（タイヤ）の設置していない部分が、防衝工コンクリートに接触し一部破損した。 その後、船は慌てて大きく後退し再度接舷を実施したが、船体の向きから縦付けとなった。2度目の接舷時は充分な減速も行い合図も適正だったが、船体が若干斜めの状態で縦付けたため、再度、緩衝材（タイヤ）の設置していない部分が接触し破損した。（物損軽微）		平成21年2月5日 10時15分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）				5:1、000以上														18:交通事故				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						16:勘違い判断をした。								船舶の防舷材の設置されていない部分が接触したことについては接触による破損事故防止に努めるべきところではあるが、原因としては操船者が接舷時の目測を誤ったことが事故の主因である。																																																														１）船舶を接舷させる際は充分に減速を行い、合図者と操船者が余裕を持って安全確認するとともに、既設構造物と船舶の間に緩衝材を設置するなど、充分な安全対策を講じるよう徹底する。<改行> ２）接舷時に船舶の動揺が想定される場合は、接舷作業を中断するとともに速やかに既設構造物から離れて船舶との接触を回避する措置を徹底する。		新栄建材（有）																																																																																																		H20-中部-四日市-4601.xlsx		3/6/15 18:11		3/6/15 18:11		2009		2		5		10		15		2008		TRUE		18		中部		2009/2/5　10:15		39849.4270833333

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２０年度名古屋港　東航路（－１６ｍ）ケーブル移設外工事		名古屋港東航路拡幅・増深に伴い高潮防波堤にある中央堤灯台・信号所の電源ケーブルの移設工事を施工中、予定されているケーブル移設の準備として知多堤のコンクリート部に埋設されているケーブル保護管（100A  SUS304 t=3mm）部をはつり出すためにコンクリートブレーカーにてコンクリート撤去作業を行っていたところ、先端部がケーブル保護管に突き刺さり、供給電源が遮断された。原因は、作業員が誤ってブレーカーにてケーブル保護管を突き破り、先端がケーブルまで達したことにより電線が破断もしくはショートしたものと思われる。事故発生直後、商用電源の供給が停止したため非常用発電機からの電源供給に自動で切り替わり送電が開始され、航路管制への影響は無かった。なお、後日、ケーブルの電気抵抗値を計測した結果、通電できないことが確認された。		平成21年6月11日 15時45分 頃		海上		高潮防波堤知多堤No.2中継柱付近		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		コンクリートはつり		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		1:有		20:動力工具		コンクリートブレーカー		15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損事故		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。								・安全にはつりを行なうためには横からのはつりを行なうべきところ、作業員が自身の判断で保護管の真上からはつりを行った。<改行>・はつり作業員が作業指揮者の指示した範囲以上のはつり作業を行った。<改行>・作業手順書にハツリ作業の詳細な内容が記載されていなかった。<改行>・前日の朝礼時には、既設ケーブル損傷防止についての指示はしていたが、当日の朝礼及びK・Yでは指示がなかった。（作業員は前日には作業に従事していない。）ただし、作業指揮者がはつり作業指示時に高圧の埋設管があるから注意して行なうように口頭にて指示してはいた。																														99:その他								・保護管付近のはつりにチッパーではなく大型ブレーカーを使用した。		17:下請け指導が不適切だった。								・はつり作業員が作業指揮者の指示した範囲以上のはつり作業を行った。<改行>・作業手順書にはつり作業の詳細な内容が記載されていなかった。<改行>・前日の朝礼時には、既設ケーブル損傷防止についての指示はしていたが、当日の朝礼及びK・Yでは指示がなかった。（作業員は前日には作業に従事していない。）ただし、作業指揮者がはつり作業指示時に高圧の埋設管があるから注意して行なうように口頭にて指示してはいた。														今後は、該当事故においてはケーブルを断線したことにより活線付近での作業がないため、以降、再度停電を発生させないための措置として仮設発電機による電力の確実な供給の対策を実施する。なお、発電機の異常に対応出来るよう、仮設発電機の設置場所については２４時間体制で２名を常駐させる。		ヤマト工業（株）		ヤマト工業（株）		名古屋支店																		深田サルベージ建設（株）												元請、一次下請及び二次下請に対し「口頭注意」																																								海上保安部				当初の計画より長期の仮設電源供給となるので確実な電源供給対策を行って欲しい。																				H21-中部-名古屋-0301.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2009		6		11		15		45		2009		TRUE		23		中部		2009/6/11　15:45		39975.65625

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		美保飛行場（米子）		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																美保飛行場用地造成工事		当該工事で使用する自由勾配側溝の材料をトラック（１０ｔ）にて運搬中に、県道（片側2車線）より工事用道路に進入するため、左折しようとした際に一般車両と接触した。（物損のみ）		平成21年7月6日 8時15分 頃		陸上		一般道路上		29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)																																1399:その他：その他																																																																								当該工事で使用する自由勾配側溝の材料をトラック（１０ｔ）にて運搬中に、県道（片側2車線）より工事用道路に進入するため、左折しようとした際に一般車両と接触した。（物損のみ）						(株)井木組		株式会社井木組																																																																																																H21-中国-境港-4701.xlsx		3/6/15 18:00		3/6/15 18:00		2009		7		6		8		15		2009		FALSE		ERROR:#VALUE!		中国		2009/7/6　8:15		40000.34375

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		東京港港湾業務艇運航		海浜清掃イベントの警戒監視作業中に、港湾業務艇「江戸」を方向転換させていたところ、アンカーを使用して停泊中のプレジャーボートと接触し、相手方のアンカーロープを切断し、アンカーが紛失したものである。<改行>双方の船体に多少の擦れ傷があるが、人的な被害はなし。		平成21年7月19日 12時20分 頃		海上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																																																																		・運航時の安全対策を徹底するよう再指導する。<改行>・船員相互の連携を密にする<改行>・安全運航について再指導する<改行>・事故発生時の対応について再指導する<改行>・船員体制の見直し<改行>・緊急連絡先及び連絡体制の船内への掲示を行う		ポルテック		（株）ポルテック																																文書厳重注意		reserved-40045x1F		reserved-40075x1F																																																												H21-関東-東京-0801.xlsx		3/6/15 18:31		3/6/15 18:31		2009		7		19		12		20		2009		TRUE		9		関東		2009/7/19　12:20		40013.5138888889

		中部地方整備局		清水港湾事務所		田子の浦		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２０年度田子の浦港中央地区岸壁（－１２ｍ）（改良）築造工事		ヤットコが連結された状態の仮受杭の重心とヤットコ端部の２箇所に吊りワイヤーを取付け、ヤットコ端部の吊りワイヤーを緩めた状態で、120t吊クレーン船により吊り上げを開始したところ、地切りと同時に仮受杭がゆっくりと回転し始め、ヤットコの端部が既設配管の保護材に接触した。仮受杭の接触により三菱フードテック所有の糖液荷揚げ用配管の保護材（アルミ製）の上半分を長さ40センチメートルに渡り変形させた。<改行>○設備被災（物損）<改行>      所 有 者　三菱フードテック株式会社<改行>　　　被災状況　糖液荷揚げ用配管保護材の損傷<改行>　　　　　　　　　※アルミ製カバーの上部が40cmに渡って変形<改行>                  ※糖液配管自体の損傷はなし。通水（糖）確認を８／１４、１５日に実施し　　　　　　　　　　特に異常は確認されなかった。<改行>		平成21年7月28日 11時20分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板		ジャケット仮受け杭		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						08:作業船		クレーン付台船（120t吊）		16:その他の加害物(　)		ジャケット仮受け杭		03:激突				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		A:危険だと思わなかった												杭をつり上げた際に杭が振れた場合はすぐに着底する手順であったが、合図者は回転が地切り時点から想定していたよりゆっくりであったため、この状態でつり上げれば、配管を問題なく通過するであろうと思いこみ、配管への注意が希薄になっていた。合図者補助においても配管と仮受杭の距離において誤認があった。																																																元請は、工程計画及び機械、設備等の配置に関する計画を作成し下請けが講ずべき措置について指導すべき立場であるが、作業手順書、移動式クレーン作業計画書・打ち合せ書、当日ＫＹなどにおいて作業時の人への退避等に関する注意喚起は行なっているものの、周囲の既設構造物を損傷させないという物的被害回避のための注意喚起及び措置を行なっていない。杭が回転することは当初より想定されていたにもかかわらず、既設構造物へ配慮した具体的な措置がなされていない。														①作業計画の見直し 仮受杭とヤットコを連結した状態で吊り上げることを取り止め、別々に吊上げて導枠上で連結する作業方法に改める。仮受杭を岸壁上で吊り上げる際には、既設配管の位置を作業者が認識し易いようにフラグにより明示すると共に、介しゃくロープを２本使用して、既設構造物に影響を与えない高さまで誘導する。<改行>②安全衛生計画の見直し　当該作業のような重点危険作業の場合は、支店が行っていた従来の書類審査に加えて、作業初日に支店安全担当者（工事部長もしくは安全室長など工事に精通した者）が現地に赴いて、作業方法および作業状況の点検を行い、指導をするように改善する。さらに、既存設備（埋設物を含む）のマップを作成して作業者全員に周知し、位置や所有者についての情報を作業者全員で共通認識を持つようにし、必要に応じて防護措置を行うようにする。		大成建設（株）		大成建設株式会社		横浜支店																		たにもと建設（株）												口頭注意																																																																H21-中部-清水-1101.xlsx		3/6/15 18:16		3/6/15 18:16		2009		7		28		11		20		2009		TRUE		3		中部		2009/7/28　11:20		40022.4722222222

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２１年度　清水港新興津防波堤築造工事		防波堤築造工事において、ケーソン据付作業の終了により起重機船の揚錨作業を実施していたところ、清水港湾事務所所有の浮標灯に接触､破損させた。<改行>○物損　清水港湾事務所所有の浮標灯の点滅灯器の破損、マンガードの曲がり。浮体側面の陥没と擦れ傷が在り。<改行>		平成21年11月15日 14時15分 頃		海上		その他		16:ケーソン曳航・据付				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）				5:1、000以上						08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中						34:その他の不安全行為があった。								　今回の事故は、起重機船の揚錨時に船団長が起重機船周囲の状況確認を行い他の船員5名に操船の指示を行っていたものであるが、No1のアンカーワイヤーの巻込みや潮流・風等により船体に回転が生じたため、船団長はその対応に気を取られ浮標灯への注意が疎かになるとともに、予想以上の起重機船の横流れの発生に気づかず、浮標灯に船体が接触したものである。<改行>  事故の発生原因としては、船団長の気象海象状況が及ぼす当該起重機船への横流れに対する過小評価及び操船業務との兼務によって生じた監視業務の失念によるものと考えられる。																																																														船団長等に対し、さらなる気象海象状況の把握に関する啓蒙や見張をより徹底させるなどして既設構造物との接触防止を行う。		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社		名古屋支店																		錦海運建設（株）												破損部分の修理をりんかい日産建設㈱の責任において実施するものとしている。						安全管理の措置がやや不適切であり、軽微な物損であるため、「口頭注意」が妥当であると判断する。																																																										H21-中部-清水-3901.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2009		11		15		14		15		2009		TRUE		3		中部		2009/11/15　14:15		40132.59375

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事　連絡誘導路工事－空港等土木工事－ア		仮置場から仮設資材を積んで現場ヤードに向けて移動しようとしたユニック車のブームで架空線（ＮＴＴ公衆線）を切断した。		平成21年11月24日 15時30分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		18:熱中して判らなかった																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。																				73.50%		80.90%		73.50%		80.90%		　８：００　朝礼・ＫＹ<改行>　８：３５　橋梁架設金具積み込み作業開始<改行>１０：００　積み込み終了、生浜ヤードに向け出発<改行>１１：１０　生浜ヤードで荷下ろし開始<改行>１２：００　昼休み<改行>１３：００　作業再開<改行>１３：４５　作業終了、京浜島ヤードへ出発<改行>１４：５５　京浜島ヤード到着、ブイ等積み込み開始<改行>１５：２０　積み込み終了、羽田工区ヤードへ向け出発<改行>１５：３０　事故発生				①ユニック車移動時、運転手はブームとアウトリガー格納を指差し呼称で確認する。<改行>②ブーム未格納警報装置の搭載機種へ入れ替え。（工区内作業車）<改行>③高さ制限ゲートを羽田現空港内仮設道路上に設ける。<改行>④運転席に、ブーム格納を確認するステッカーを貼り、注意喚起する。<改行>⑤事故事例を教材にして、運転手に安全教育を適宜実施して意識の向上を図る。<改行>⑥新規入場者や作業開始前に必ず注意喚起を図る。		鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築ＪＶ		羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ１５その他構成員				五洋建設株式会社				株式会社大林組				西松建設株式会社				三菱重工業（株）																文書厳重注意		reserved-40156x1F		reserved-40245x1F				文書厳重注意		reserved-40156x1F		reserved-40245x1F				文書厳重注意		reserved-40156x1F		reserved-40245x1F				文書厳重注意		reserved-40156x1F		reserved-40245x1F				文書厳重注意		reserved-40156x1F		reserved-40245x1F																												H21-関東-東京空港-2301.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2009		11		24		15		30		2009		FALSE		23		関東		2009/11/24　15:30		40141.6458333333

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		新千歳空港誘導路新設外一連工事		当日は道路拡幅における凍上抑制層へ火山灰投入を行っていた。作業箇所の地形が急傾斜であった事、搬入路の入口が狭い事から当日予定していなかった掘削作業を行った。その際、掘削地盤が不良土であった事からオペレーターの単独判断により更に深く掘り進めたところ、埋設上水管を破損させた。		平成21年12月15日 10時20分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		17:危険を知らずにやった。																																														03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。																				作業ルールの徹底、作業員相互の確認、元請け職員の作業輻輳にに対する安全指導、作業員の安全意識向上		（株）ＮＩＰＰＯ																																																																																																		H21-北開局-千歳-2801.xlsx		3/6/15 17:29		9/19/17 10:28		2009		12		15		10		20		2009		TRUE		9		北海		2009/12/15　10:20		40162.4305555556

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		秋田港大浜地区生物共生型実験護岸築造工事		事故当日は、バックホウ(0.7m3)２台とダンプトラック(10t)４台を使用して、構造物撤去工において発生する残土を、大浜地区より外港地区の残土仮置き場に、積込、運搬、集積する作業を行っていた。<改行>事故は、大浜地区よりダンプトラックに荷積みした土砂を、外港地区に荷卸し完了後、荷台を上げたまま現場内を走行し、一般道への出入り口部に架線されている　ＮＴＴケーブル２本(光ケーブルとアナログケーブル)に接触し、ケーブルの損傷（通信障害は無し）及び電柱１本を傾かせたものである。		平成21年12月19日 14時40分 頃		陸上		埋立地、埋立		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				4:雪						4:強風（8～15）		2:0～10		4:500～1、000						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線の接触		0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						03:機械・器具に欠陥があった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。								39.10%		25.90%		80.00%		80.00%		事故当日は、バックホウ(0.7m3)２台とダンプトラック(10t)４台を使用して、構造物撤去工において発生する残土を、大浜地区より外港地区の残土仮置き場に、積　込、運搬、集積する作業を行っていた。<改行>事故は、大浜地区よりダンプトラックに荷積みした土砂を、外港地区に荷卸し完了後、荷台を上げたまま現場内を走行し、一般道への出入り口部に架線されている　ＮＴＴケーブル２本(光ケーブルとアナログケーブル)に接触し、ケーブルの損傷（通信障害は無し）及び電柱１本を傾かせたものである。				１．教育・指導・実施の徹底（日々の安全朝礼等でダンプの降下確認を教育）<改行>２．注意喚起シールの貼付（ダンプトラックのフロントガラスに貼付）<改行>３．警報ブザー作動点検の実施（持込み時点検及び始業前点検の実施）<改行>４．出入口部への安全設備の設置（安全鳥居、注意看板、安全監視員の配置）<改行>５．作業手順書の見直し（警報ブザーの始業前点検等を追加）<改行>６．再発防止教育の実施（工事再開前に全作業員に対し再教育を実施）		（株）不動テトラ東北支店		株式会社不動テトラ																				高橋秋和建設株式会社												㈱不動テトラ元請<改行>高橋秋和建設㈱　一次						口頭注意																																		警察				物損事故																				H21-東北-秋田-5001.xlsx		3/6/15 19:03		3/6/15 19:03		2009		12		19		14		40		2009		TRUE		23		東北		2009/12/19　14:40		40166.6111111111

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																		13:その他(　)						誘導路ｸﾛｰｽﾞ（30分）								福岡空港誘導路（Ｅ１２）改良工事		ＰＲＣ版を設置する際に路盤の上に設置するビニルフィルムの端部（重ね併せ部：既設Ａｓ舗装版との隙間に丸めて収納していた）が風もしくは航空機のブラストの影響により舗装表面にはみ出した。その結果、誘導路（E12）を一時的にクローズすることとなった。隣接する誘導路（E11）を利用できたため、事故による遅延便は発生しなかった。		平成22年1月29日 15時45分 頃		陸上		空港誘導路		22:舗装				66:コンクリート舗装				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10								26:その他の起因物(　)		ビニルフィルム		16:その他の加害物(　)		風もしくは航空機のブラスト		23:その他(　)		施工不備		1399:その他：その他																																												99:その他								ビニルフィルム端部（重ね併せ部）は90cmであり、ＰＲＣ版厚（24cm）に対して過剰に長かかった。		17:下請け指導が不適切だった。								下請けに対してビニルフィルムの余分を切断する指示を行っていなかった。PRC版下面が粒状路盤材の場合は、ポンピング対策としてビニルフィルム端部（重ね併せ部）を長くする必要があるが、事故個所はPRC版下面がAs舗装であるため、ポンピング対策は必要ない）		94.00%		93.00%		77.00%		76.00%		15:45　航空機の乗務員より誘導路（E12）の異常を管制官に通報<改行>15:45　誘導路(E12)　クローズ<改行>16:00　運航情報官より整備局に誘導路（E12）にビニルフィルムがはみ出しているとの連絡<改行>16:15　はみ出しているビニルフィルムを整備局・請負者にて撤去<改行>16:15　誘導路(E12)　クローズ解除				①ビニルフィルムの端部（重ね併せ部）の改善<改行>  ・ビニルフィルム端部（重ね併せ部）は、設計上必要最低限の10㎝とする。<改行>②日々の作業内容確認及び指示の徹底<改行>  ・下請けとの作業前ミーティングを行う前に、元請け職員全員で当日の作業内容について現場条件及び施工条件を踏まえ打ち合わせを行い、作業内容及び指示事項を確認しあう。<改行>  ・下請けとの作業前ミーティングは、元請け職員が複数人参加のうえ作業内容の説明及び指示を行い、説明者以外の元請け職員が説明内容の不備や指示漏れがないかの確認を行う。		（株）ＮＩＰＰＯ		株式会社ＮＩＰＰＯ																																																																																																H21-九州-博多-5301.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2010		1		29		15		45		2009		FALSE		23		九州		2010/1/29　15:45		40207.65625

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		百里飛行場		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		百里飛行場北側滑走路舗装他工事（かし修補）		Ｔ－５誘導路ショルダー部において舗装表面に粗い部分が個所があったためアスファルト合材を落としガスバーナーで暖めながら転圧作業をしていたところ、バーナーの火が着陸帯の芝に引火した。準備していた消火器（２本）で消火を実施したが、芝が乾燥していたこと及び南西の風（６．５ｍ／Ｓ）にあおられ延焼した。		平成22年2月9日 14時40分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10								26:その他の起因物(　)				14:熱エネルギーによるもの				17:火災				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		2		13:油断、軽視した。																																						04:安全度が不足だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		12:各種安全活動が不備だった。																				①強風時　風速５ｍ以上は火気を使用しない。<改行>②近くに枯れ草等があれば散水車等を待機させておく。<改行>③見張り員を置き、散水車等を待機させておく。<改行>④バーナーの周囲を燃えないものにて養生する。		鹿島道路・日本道路・世紀東急工業JV		鹿島道路（株）				日本道路株式会社				世紀東急工業株式会社																								文書厳重注意		reserved-40248x1F		reserved-40278x1F				文書厳重注意		reserved-40248x1F		reserved-40278x1F				文書厳重注意		reserved-40248x1F		reserved-40278x1F																				当局		reserved-40218x1F		小美玉市消防局（口頭）：火災ではなく非火災扱いとする。　																				H21-関東-鹿島-3701.xlsx		3/6/15 18:39		3/6/15 18:39		2010		2		9		14		40		2009		FALSE		17		関東		2010/2/9　14:40		40218.6111111111

		北海道開発局		十勝港湾事務所		十勝		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																十勝港護岸防波改良外建設工事		護岸防波仮設工の石カゴ撤去において6個目(22個中)のかごを70t吊ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝにて撤去中胸壁側へ転倒する事故が発生（ブームが胸壁にあたり全転倒まではいかなかった）		平成22年2月11日 8時5分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		18:コンクリートブロック転置				84:その他(　)		石カゴ撤去工		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				17:加害物なし				02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		05:安全装置をはずした、無効にした。		13:油断、軽視した。																																						・クレーンの組立解体等時を除き、安全装置ボックスは施錠し現場代理人が保管する。<改行>・海側と陸側の双方が見える位置に監視員を配置し作業全体を監視する。<改行>・オペレーターには安全作業手順について再度教育を行う。<改行>・波高は目視で１ｍ以上では作業を中止し、再開は現場代理人が目視により判断する。		萩原建設工業株式会社																																																																																																		H21-北開局-十勝-5601.xlsx		3/6/15 17:15		9/19/17 10:28		2010		2		11		8		5		2009		TRUE		2		北海		2010/2/11　8:5		40220.3368055556

		中部地方整備局		清水港湾事務所		御前崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２１年度　御前崎港防波堤(東)消波製作据付工事		清水港湾事務所所有の浮標灯のマンガードの切断(欠落)、浮体側面のへこみ及び擦れ傷		平成22年3月11日 8時0分 頃		海上		その他						02:作業準備				1:晴れ						4:強風（8～15）				4:500～1、000						08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)																																																										24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						気象海象状況が及ぼす起重機船への横流れ等の影響予測に対する船長の過信及び監視が不十分だったことによるものと考える。また、起重機船上に見張り員がいたものの船長の明白な指示がなかったため浮標灯に接近していることに気づかなかったことも事故が発生した直接の原因の一つである。しかし、請負者においても、強風の中で出港すること、浮標灯が存在することなどの作業条件を考慮した安全への指導や、船長や作業員への教育指導においてがやや不備があると考えられる。																（株）橋本組		12000022003382																																						口頭注意																																																										H21-中部-清水-6003.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2010		3		11		8		0		2009		TRUE		23		中部		2010/3/11　8:0		40248.3333333333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																														4:公衆災害		新潟港海岸（西海岸地区）護岸築造工事		本事故は、資材搬入の４ｔユニック車から荷下ろしを行う際、荷台中央にあるブームが支障となるため、一旦ブームを車体左側へ旋回させ荷下ろしを行ったが、荷下ろし完了後、ブームの格納を怠り車体左側にはみ出していることに気付かず市道を走行したため、歩道に設置してある道路標識及び街灯にブームが接触し、損害を与えたものである。		平成22年6月16日 11時20分 頃		陸上		市道上		08:捨石及び均し				07:材料、資材等の運搬(陸上)				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		標識、街灯損傷 		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																																																										28.00%		26.60%		0.00%		38.00%		6/16<改行>11:20 ユニック車から荷下ろし完了し、作業ヤードから出て市道を走行したところ、道路標識及び街灯に接触、破損。<改行>12:10 新潟市に街灯損傷を連絡、復旧方法等について協議<改行>12:40 警察署に道路標識損傷を連絡、復旧方法等について協議<改行>13:30 道路標識復旧完了<改行>6/17<改行>13:30 仮照明灯設置<改行>6/18<改行>13:30 街灯復旧完了				主に以下の３点の再発防止対策により、安全管理の徹底を図ることとした。<改行>(1) 作業の安全確認に指差呼称を徹底する。<改行>(2) 現場出入口で、交通誘導員が工事車両の荷台・ブーム・アウトリガー等の格納状況及び積載状況等を最終確認したあと、場外へ誘導する。<改行>(3) 朝礼時における作業手順、安全指示の周知徹底の強化を図る。		（株）加賀田組		株式会社加賀田組																																不問																																																																H22-北陸-新潟-0801.xlsx		3/6/15 18:26		3/6/15 18:26		2010		6		16		11		20		2010		TRUE		23		北陸		2010/6/16　11:20		40345.4722222222

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																高松港海岸玉藻地区(浜ノ町工区)護岸(改良)工事		自主の出来形確認のためのチェックボーリングを行うため、地質調査の作業員(２次下請)が水タンクを搭載したクレーン装置付トラック(積載質量２ｔ積、吊能力２ｔ吊)を作業現場に隣接した駐車場に前進で駐車する際に、サイドミラー先端の鉄製の受け枠部を民家外壁に接触させ、外壁(サイディングボード)に長さ約２４cmのクラックを生じさせた。		平成22年6月18日 8時0分 頃		陸上		駐車場		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両の接触		0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																																								67.30%		63.70%		30.00%		30.00%						1.請負者の講じる再発防止策①再教育の実施［全作業員に、再度、安全運転を含めた総合的な安全教育を実施する。］②駐車マスとの境界の視認性の確保［地権者の了解を得て駐車マスの区画を新しいトラロープで再明示するとともに、直接隣接する建物との境界には三角コーンとコーンバーを設置し、視認性の確保を図る。］2.発注者の講じる再発防止策①施工プロセスチェックの強化［請負者が実施する安全教育(再教育)に職員を講師として派遣し、安全に関する指導を行う。請負者の安全に対する認識及び請負者の講じる再発防止対策について有効に行われているか確認し事故防止に努める。］		東亜・本間特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		四国支店		株式会社本間組		四国支店														田村ボーリング株式会社												措置なし								措置なし																																																								H22-四国-高松-0501.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2010		6		18		8		0		2010		TRUE		23		四国		2010/6/18　8:0		40347.3333333333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２１年度小名浜港東港地区護岸（防波）裏込外工事		、護岸（防波）において裏込法面整正のため裏込天端をバックホウで施工場所までの移動中に法肩に近づき過ぎたために海中転落したものである。被災者は海水を飲んだ程度で異常なしと診断されている。また、転落したバックホウから微量の軽油が見られたが問題となるものでは無かった。		平成22年7月6日 8時40分 頃		海上		裏込天端		29:その他(　)		裏込・裏埋工		84:その他(　)		裏込石撤去		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		12:作業床等				15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																														A:危険だと思わなかった		1		30:確認なしに崩れやすい物に寄りまたは触れた。										06:開口部覆い・手摺等防止設備に欠陥があった。		22:作業場が狭かった。								16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		27:作業中止の基準を定めていなかった。								79.00%		79.00%		80.00%		80.00%						１．海上作業は状況が変化しやすいため現地の状況を確認し当日の現状に合った危険予知活動を実施し、安全対策に対する意識向上を図る。<改行>２．重機等を裏込石天端に載せずに施工を行うことで海中転落の危険要因を排除する。具体的には法面整正作業にあたり、バックホウを裏込石天端には載せず、ケーソン上部からの陸上施工及び台船からの海上施工に変更する。<改行>３．陸上および海上作業とも転落防止のため、オペレータの見やすい位置に指標物の設置を行う		あおみ建設株式会社		あおみ建設株式会社		東北支店																		五栄土木株式会社				太洋開発株式会社								口頭注意(あおみ、五栄、太洋)																																												なし																				H22-東北-小名浜-2102.xlsx		3/6/15 18:46		3/6/15 18:46		2010		7		6		8		40		2010		TRUE		1		東北		2010/7/6　8:40		40365.3611111111

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		石巻港雲雀野地区防波堤(南)基礎(改良)工事		資材運搬のため、資材置き場に向かう途中センターラインの無い市道カーブ部分にて中央よりを走行し、対向してきた一般車両と接触し、相手車両に損害額約30万円の損害を与えた事故である（負傷無し）。		平成22年7月6日 12時52分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		06:地盤改良				07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		ダンプトラック		18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																																				33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										17:下請け指導が不適切だった。										61.00%		60.00%		82.00%		93.00%						１．急なカーブでは一旦停止し目視確認。<改行>２．カーブでは徐行し端部を走行。<改行>３．毎朝繰り返し運転手に注意喚起する。		若築建設(株)　東北支店		若築建設（株）																																不問																																																																H22-東北-塩釜-2001.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2010		7		6		12		52		2010		TRUE		18		東北		2010/7/6　12:52		40365.5361111111

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		仙台塩釜港仙台港区中野地区航路・泊地(-9m)浚渫工事		護岸に係留した土運船の係留ロープがゆるみ公園前面へ流され、設置してあるフェンスに衝突し破損させた。<改行>別件で公園に来ていた警察官が衝突現場を目撃しており、県港湾事務所に連絡をした。<改行>対岸で作業していた下請けが土運船の位置が移動していることに気付き現地へ行き破損を確認した。		平成22年8月15日 10時10分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		04:作業標準を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。																																99:その他								係船ロープの締め方		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				66.00%		73.00%		66.00%		73.00%						１．作業中のヒヤリハットを抽出し、より現場状況に即した危険予知活動を実施し、作業のマンネリ化を防止。<改行>２．係船後、係船者以外が点検記録を実施しダブルチェックを実施。<改行>３．増しロープを実施し、係留ロープの補強を実施。<改行>４．強度不足のロープは使用しない。<改行>５．毎日の作業打合せ時に元請け職員が作業内容の危険有害要因を徹底的に抽出し、安全対策について類似の事例等を参考に安全指示・注意事項の内容をより具体的に指示する。<改行>６．土運船前面に緩衝材設置。		五洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社		東北支店		りんかい日産建設株式会社		東北支店																										口頭注意（－５点）														口頭注意（－５点）																														なし																				H22-東北-塩釜-2801.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2010		8		15		10		10		2010		TRUE		3		東北		2010/8/15　10:10		40405.4236111111

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		酒田港外港地区航路(-14m)外浚渫工事		ポンプ浚渫船の排砂管を沈設中に、排砂管が波（航跡波含む）の影響を受けて動揺し、防舷材アンカーと取付部を損傷させた		平成22年8月26日 11時15分 頃		海上		海面		05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		1:有		26:その他の起因物(　)		排砂管		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						31:交通量が多かった。		99:その他						航跡波		22:周辺地域への周知に不備があった。		27:作業中止の基準を定めていなかった。								55.00%		55.00%		67.00%		67.00%		8:00　朝礼、TBM、KY活動<改行>8:30　作業開始<改行>10:00　前日沈設済の排砂管と当日敷設する排砂管を海上にて接続<改行>11:05　エアバルブを開き、排砂管の沈設開始<改行>11:15　事故発生				・航行船舶が沈設作業や監視船による待機合図に気付かず作業場所近くを航行するときは、船舶の大きさによらず、波が落ち着くまで排砂管を岸壁から離す。<改行>・航行船舶があるときは、監視船によって作業場所から離れたルートを航行させる。<改行>・船だまりから出港する船舶には、低速航行を呼びかける		若築建設（株）		若築建設（株）		東北支店																														不問（－３点）																																												なし																				H22-東北-酒田-2901.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2010		8		26		11		15		2010		TRUE		3		東北		2010/8/26　11:15		40416.46875

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																水島港玉島地区泊地（-12ｍ）浚渫工事		汚濁防止枠を解体の為、グラブ浚渫船「龍栄」（起重機船兼用）により岸壁に陸揚作業中、岸壁背後のソーラスフェンスに汚濁防止枠の角が接触、フェンスの一部に損傷を与えた。		平成22年9月27日 8時45分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		28:汚濁防止膜工				83:汚濁防止膜布設・撤去				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		汚濁防止枠		16:その他の加害物(　)		既設フェンス		23:その他(　)		起因物と既設フェンスとの接触		1101:取扱運搬等：積卸し作業中						22:連絡合図が不明瞭だった。																																						22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										97.20%		97.80%		65.00%		65.00%						①汚濁防止枠吊り下げ時には、合図者は全体が確認できる位置に配置する。<改行>②仮置き時には、補助者全員が無線機を持ち、合図者と随時連絡を取り合う。<改行>③合図者は補助者より連絡を受けオペレーターに指示するが、旋回は各段階毎にフェンスと吊荷の離隔を確認しながら行う。<改行>④作業半径が、フェンス接近許容範囲を侵さないよう、明示措置を施す。<改行>⑤汚濁防止枠の回転防止策として、回転を抑える補助者の増員及び使用する介錯ロープを握りやすい径（φ30mm程度）とする。<改行>⑥玉島人工島建設連絡協議会（直轄・県工事施工者１８社が参画）において、当該作業ヤードを使用する場合の留意点、ソーラスフェンスの重要性について周知する。　		株式会社　大本組		株式会社大本組		広島支店																																																																																														H22-中国-宇野-3401.xlsx		3/6/15 17:59		3/6/15 17:59		2010		9		27		8		45		2010		TRUE		23		中国		2010/9/27　8:45		40448.3645833333

		関東地方整備局		横浜港湾空港技術調査事務所		東京湾		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														3:労災非適（その他）		海洋短波レーダー船橋局移設工事		レーダー局移設のため地下埋設配線を撤去しようと掘削中に近接の通信線（工事用監視カメラのＮＴＴ通信線（共に千葉港所有）を切断した。		平成22年10月27日 11時30分 頃		陸上		その他		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設物の破断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		16:勘違い判断をした。																																																15:事前調査・資料調査が不十分だった。										20.00%		25.00%		10.00%		10.00%		　８：００　朝礼<改行>　８：１０　新規入場者教育・手順周知会・ＫＹ<改行>　８：４５　作業開始（掘削位置の現地確認）<改行>１０：００　休憩（３０分間）<改行>１０：３０　作業再開<改行>１１：３０　埋設物（カメラ通信線）破断				「埋設物の確認」<改行>・ハンドホール近傍の掘削は配管が確認できるまで人力にて行う。<改行>・配線の埋設が疑わしい箇所における事前の調査・試掘の実施。<改行>・配線ラインをマーキングにより明示する（本工事以外の配線を含む）<改行>「作業手順の確認と周知」<改行>・朝礼時に作業手順（掘削位置・方法・順序・配置・埋設物の有無）の確認、周知を全作業員にて行い現地においても再度確認し、徹底する。<改行>「安全教育」<改行>・事故事例を教材にして作業員に安全教育を実施し、意識の向上を図る。		信幸建設（株）		信幸建設株式会社																																口頭注意喚起		reserved-40507x1F																																																														H22-関東-技調-4601.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2010		10		27		11		30		2010		TRUE		23		関東		2010/10/27　11:30		40478.4791666667

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														3:労災非適（その他）		大分空港用地造成（場周柵）工事		基礎コンクリ－ト部の目地材（ケンタイト）固定用に組立てた鉄筋の溶接箇所の火種が燻っていた為、接触した目地材に引火し、面木、飛散防止ネットとともに発煙した。		平成23年1月26日 8時30分 頃		陸上		その他		24:溶接及び切断				10:アーク溶接(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								19:溶接装置		鉄筋溶接箇所の火種が燻って引火		14:熱エネルギーによるもの		溶接箇所の燻っていた火種		17:火災		目地材、面木、飛散防止ネットの発煙		1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災																																																																39.60%		39.60%		62.70%		62.70%						①目地材の固定方法を改良する。（溶接は行わない）　　　　②やむを得ず目地材付近で溶接（ｾﾊﾟﾚ-ﾄの溶接）する場合は防火布を目地材に当て防火対策を実施する。<改行>③セパレ－ト溶接時は、消火器だけでなく水も準備し、作業終了時に当日の作業において溶接した箇所は全て散水し、温度低下を図る。<改行>④溶接をしない時にはｳｪﾙﾀﾞｰのｴﾝｼﾞﾝを止め、近くに燃えやすい物を置かない。<改行>⑤下請業者へも作業手順書をもとに、同様の再発防止教育を実施する。<改行>		菅組・別所商事経常ＪＶ		株式会社菅組				（株）別所商事																																																																																												H22-九州-別府-5501.xlsx		3/6/15 17:38		3/6/15 17:38		2011		1		26		8		30		2010		FALSE		17		九州		2011/1/26　8:30		40569.3541666667

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		宮古港竜神崎地区防波堤基礎工事				平成23年1月28日 8時15分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		08:捨石及び均し				07:材料、資材等の運搬(陸上)																				05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		軽自動車		06:激突され				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車																																																																														株式会社山元		株式会社山元																																工事事故扱いとしない						資材納入会社の交通事故（もらい事故）																																						なし																				H22-東北-釜石-6401.xlsx		3/6/15 19:00		3/6/15 19:00		2011		1		28		8		15		2010		TRUE		6		東北		2011/1/28　8:15		40571.34375

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																酒田港北港地区泊地（－１０ｍ）浚渫工事				平成23年7月25日 10時15分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		水道管破損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																														A:危険だと思わなかった		1		99:その他								調査不足												15:事前調査・資料調査が不十分だった。										2.00%		2.00%												みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																				株式会社東溶重機工業																																																																												H23-東北-酒田-0201.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2011		7		25		10		15		2011		TRUE		23		東北		2011/7/25　10:15		40749.4270833333

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																酒田港北港地区泊地（－１０ｍ）浚渫工事				平成23年7月25日 10時15分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		水道管破損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																														A:危険だと思わなかった		1		99:その他								調査不足												15:事前調査・資料調査が不十分だった。										2.00%		2.00%												みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																				株式会社東溶重機工業																																																																												H23-東北-酒田-0201.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2011		7		25		10		15		2011		TRUE		23		東北		2011/7/25　10:15		40749.4270833333

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		八戸港八太郎地区防波堤（北）（災害復旧）消波据付工事（その２）				平成23年8月6日 7時20分 頃		海上		航行中		19:コンクリートブロック据付				08:材料、資材等の運搬(海上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		2:50～200		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		船舶との接触		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。										15.00%		16.00%		33.00%		58.00%								畑中建設工業（株）		畑中建設工業株式会社																				栄喜建設株式会社																																																																												H23-東北-八戸-0801.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2011		8		6		7		20		2011		TRUE		23		東北		2011/8/6　7:20		40761.3055555556

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		八戸港八太郎地区防波堤（北）（災害復旧）消波据付工事（その２）				平成23年8月6日 7時20分 頃		海上		航行中		19:コンクリートブロック据付				08:材料、資材等の運搬(海上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		2:50～200		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		船舶との接触		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。																																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。										15.00%		16.00%		33.00%		58.00%								畑中建設工業（株）		畑中建設工業株式会社																				栄喜建設株式会社																																																																												H23-東北-八戸-0801.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2011		8		6		7		20		2011		TRUE		23		東北		2011/8/6　7:20		40761.3055555556

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																酒田港港湾業務艇「みずほ」運航		酒田港沖の波浪観測塔に設置してある航路標識の灯器確認のため、港湾業務艇「みずほ」を当該観測塔に接舷しようとした際、操船を誤り船首下部の化粧板を破損させたものである。		平成23年9月27日 9時43分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		26:その他の起因物(　)		自船の航跡波及びうねり		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった																																										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。																								酒田湊観光企画有限会社																																																																																																		H23-東北-酒田-1704.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2011		9		27		9		43		2011		TRUE		3		東北		2011/9/27　9:43		40813.4048611111

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																酒田港港湾業務艇「みずほ」運航		酒田港沖の波浪観測塔に設置してある航路標識の灯器確認のため、港湾業務艇「みずほ」を当該観測塔に接舷しようとした際、操船を誤り船首下部の化粧板を破損させたものである。		平成23年9月27日 9時43分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		26:その他の起因物(　)		自船の航跡波及びうねり		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった																																										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										24:気象・海象情報の収集と対応をしなかった。																								酒田湊観光企画有限会社																																																																																																		H23-東北-酒田-1704.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2011		9		27		9		43		2011		TRUE		3		東北		2011/9/27　9:43		40813.4048611111

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港八太郎地区防波堤（北）外（災害復旧）消波移設及び基礎工事		Ａ重油を起重機船より押船へ給油中に自動停止装置が作動せず、エアー抜口より燃料が漏れ、海面へと流出したものである。		平成23年11月1日 9時0分 頃		海上		その他										1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				17:加害物なし				23:その他(　)		油流出		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。																																						03:機械・器具に欠陥があった。										12:各種安全活動が不備だった。										26.00%		43.00%												畑中建設工業（株）		畑中建設工業株式会社																				栄喜建設株式会社												文書注意(－８点)																																																																H23-東北-八戸-1801.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2011		11		1		9		0		2011		TRUE		23		東北		2011/11/1　9:0		40848.375

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港八太郎地区防波堤（北）外（災害復旧）消波移設及び基礎工事		Ａ重油を起重機船より押船へ給油中に自動停止装置が作動せず、エアー抜口より燃料が漏れ、海面へと流出したものである。		平成23年11月1日 9時0分 頃		海上		その他										1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				17:加害物なし				23:その他(　)		油流出		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。																																						03:機械・器具に欠陥があった。										12:各種安全活動が不備だった。										26.00%		43.00%												畑中建設工業（株）		畑中建設工業株式会社																				栄喜建設株式会社												文書注意(－８点)																																																																H23-東北-八戸-1801.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2011		11		1		9		0		2011		TRUE		23		東北		2011/11/1　9:0		40848.375

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																塩釜港湾・空港整備事務所品質監視等補助業務		中野地区岸壁(-12m)(災害復旧)舗装外工事の出来形検査臨場に向かう途中、所用のため立ち寄ったフェリーふ頭ターミナル駐車場から車をバックで出す際、直背後に駐車していた一般乗用車(無人)に接触、左後部ドアを損傷させた。		平成23年11月14日 13時50分 頃		陸上		その他										1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		業務車		16:その他の加害物(　)		業務車		18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																				99:その他								直背後に車が駐車していた。		99:その他								安全運転周知の不備																(財)港湾空港建設技術サービスセンター																																																																																																		H23-東北-塩釜-2001.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2011		11		14		13		50		2011		TRUE		18		東北		2011/11/14　13:50		40861.5763888889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																塩釜港湾・空港整備事務所品質監視等補助業務		中野地区岸壁(-12m)(災害復旧)舗装外工事の出来形検査臨場に向かう途中、所用のため立ち寄ったフェリーふ頭ターミナル駐車場から車をバックで出す際、直背後に駐車していた一般乗用車(無人)に接触、左後部ドアを損傷させた。		平成23年11月14日 13時50分 頃		陸上		その他										1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		業務車		16:その他の加害物(　)		業務車		18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																				99:その他								直背後に車が駐車していた。		99:その他								安全運転周知の不備																(財)港湾空港建設技術サービスセンター																																																																																																		H23-東北-塩釜-2001.xlsx		3/6/15 18:51		3/6/15 18:51		2011		11		14		13		50		2011		TRUE		18		東北		2011/11/14　13:50		40861.5763888889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																石巻港雲雀野地区防波堤（南）（災害復旧）上部外工事		上部コンクリート打設のため南防波堤にミキサー船を曳航中、強風に煽られ航路標識（県管理）に接触し損傷させた。		平成24年3月21日 9時50分 頃		海上		外港航路入口付近		29:その他(　)				18:曳航・回航				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船								23:その他(　)		接触物損																																																																		20.00%		15.00%		10.00%		0.00%								（株）丸本組		（株）丸本組																																																																																																H23-東北-塩釜-3101.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2012		3		21		9		50		2011		TRUE		23		東北		2012/3/21　9:50		40989.4097222222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																石巻港雲雀野地区防波堤（南）（災害復旧）上部外工事		上部コンクリート打設のため南防波堤にミキサー船を曳航中、強風に煽られ航路標識（県管理）に接触し損傷させた。		平成24年3月21日 9時50分 頃		海上		外港航路入口付近		29:その他(　)				18:曳航・回航				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船								23:その他(　)		接触物損																																																																		20.00%		15.00%		10.00%		0.00%								（株）丸本組		（株）丸本組																																																																																																H23-東北-塩釜-3101.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2012		3		21		9		50		2011		TRUE		23		東北		2012/3/21　9:50		40989.4097222222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港アクセス鉄道（災害復旧）地盤改良外工事		排水施設設置のため接続マンホール（１）付近の掘削床付け作業をバックホウにより実施していた。<改行>既設ヒューム管付近までバックホウが近づくことができるように、作業床を広げようとした。<改行>作業床の地盤高を下げるとともに、調節池法面を掘削したところ、誤って地下埋設物であるFEP管と電力ケーブルを引っ掛けた。また、光ファイバーケーブルを保護するFEP管にも接触し、亀裂を生じさせた。		平成24年4月2日 10時40分 頃		陸上		埋立地、埋立		06:地盤改良				74:掘削(機械施工)																																		A:危険だと思わなかった												同時施工で実施される別件工事の情報収集の不足、および作業員への地下埋設物に関する周知徹底不足により発生した。																																																														地下埋設構造物情報をＣＡＢ担当官へ再確認する。また、作業員全員で地下埋設物の設置位置を図面および現地にて確認し、地下埋設物の設置ライン上にマーキングを施すとともに、掘削箇所は事前に人力にて試掘を行い、その有無を確認した後、工事を実施する。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																						口頭注意																																																										H24-東北-塩釜-1501.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2012		4		2		10		40		2012		FALSE		ERROR:#VALUE!		東北		2012/4/2　10:40		41001.4444444444

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港アクセス鉄道（災害復旧）地盤改良外工事		排水施設設置のため接続マンホール（１）付近の掘削床付け作業をバックホウにより実施していた。<改行>既設ヒューム管付近までバックホウが近づくことができるように、作業床を広げようとした。<改行>作業床の地盤高を下げるとともに、調節池法面を掘削したところ、誤って地下埋設物であるFEP管と電力ケーブルを引っ掛けた。また、光ファイバーケーブルを保護するFEP管にも接触し、亀裂を生じさせた。		平成24年4月2日 10時40分 頃		陸上		埋立地、埋立		06:地盤改良				74:掘削(機械施工)																																		A:危険だと思わなかった												同時施工で実施される別件工事の情報収集の不足、および作業員への地下埋設物に関する周知徹底不足により発生した。																																																														地下埋設構造物情報をＣＡＢ担当官へ再確認する。また、作業員全員で地下埋設物の設置位置を図面および現地にて確認し、地下埋設物の設置ライン上にマーキングを施すとともに、掘削箇所は事前に人力にて試掘を行い、その有無を確認した後、工事を実施する。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																						口頭注意																																																										H24-東北-塩釜-1501.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2012		4		2		10		40		2012		FALSE		ERROR:#VALUE!		東北		2012/4/2　10:40		41001.4444444444

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		中津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																中津港（田尻地区）航路（－１２ｍ）浚渫［暫定－１１ｍ］工事（２工区）		揚土作業中にバックホウオペレーターが油圧ホースより油が吹き上がっていることに気づき作業を停止。背後の粉塵拡散防止フェンスを確認したところ油の付着を確認したため、駐車されていた一般車両複数台に油付着が確認された。		平成24年6月1日 16時50分 頃		陸上		その他		05:浚渫・床掘り														3:中風（4～8）																																																																																																				りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																																																																																H24-九州-別府-3201.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		2012		6		1		16		50		2012		TRUE		ERROR:#VALUE!		九州		2012/6/1　16:50		41061.7013888889

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		中津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																中津港（田尻地区）航路（－１２ｍ）浚渫［暫定－１１ｍ］工事（２工区）		揚土作業中にバックホウオペレーターが油圧ホースより油が吹き上がっていることに気づき作業を停止。背後の粉塵拡散防止フェンスを確認したところ油の付着を確認したため、駐車されていた一般車両複数台に油付着が確認された。		平成24年6月1日 16時50分 頃		陸上		その他		05:浚渫・床掘り														3:中風（4～8）																																																																																																				りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																																																																																H24-九州-別府-3201.xlsx		3/6/15 17:39		3/6/15 17:39		2012		6		1		16		50		2012		TRUE		ERROR:#VALUE!		九州		2012/6/1　16:50		41061.7013888889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港Ｂ滑走路外（災害復旧）改良外工事		誘導路をスイーパで清掃作業中ショルダー灯を巻き込み破損させた。		平成24年6月12日 5時7分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		復旧工		84:その他(　)		清掃		1:晴れ																05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ																																																																																				①スイーパのショルダーへの進入は撤去した灯器のヶ所のみとし、既存の灯器と灯器の間からはショルダー内へ進入しない。②本作業以外の清掃作業については作業範囲を明確（灯器養生しているヶ所まで）にしてスイーパ運転手に指示する。灯器養生はスイーパ清掃が完了した後に撤去する。③「作業終了時の清掃・後片付け作業」の作業手順書を作成し作業員全員・スイーパの運転手に周知する。④工事車両の方向転回は支障物のない誘導路本体等の十分に広い場所で行う。⑤作業上、やむを得ず灯器付近で運転席と反対に方向転回する場合は転回場所に誘導員を配置する。⑥スイーパが最終の路面清掃を行う際は、助手席にダンプ誘導を終了したガードマンを同乗させ周囲の状況に対応できる様に配慮する。⑦特別安全訓練を実施し、職員・作業員全員に航空灯火の重要性・破損防止について周知徹底する。		日本道路株式会社		日本道路株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-塩釜-3801.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2012		6		12		5		7		2012		FALSE		ERROR:#VALUE!		東北		2012/6/12　5:7		41072.2131944444

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港Ｂ滑走路外（災害復旧）改良外工事		誘導路をスイーパで清掃作業中ショルダー灯を巻き込み破損させた。		平成24年6月12日 5時7分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		復旧工		84:その他(　)		清掃		1:晴れ																05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ																																																																																				①スイーパのショルダーへの進入は撤去した灯器のヶ所のみとし、既存の灯器と灯器の間からはショルダー内へ進入しない。②本作業以外の清掃作業については作業範囲を明確（灯器養生しているヶ所まで）にしてスイーパ運転手に指示する。灯器養生はスイーパ清掃が完了した後に撤去する。③「作業終了時の清掃・後片付け作業」の作業手順書を作成し作業員全員・スイーパの運転手に周知する。④工事車両の方向転回は支障物のない誘導路本体等の十分に広い場所で行う。⑤作業上、やむを得ず灯器付近で運転席と反対に方向転回する場合は転回場所に誘導員を配置する。⑥スイーパが最終の路面清掃を行う際は、助手席にダンプ誘導を終了したガードマンを同乗させ周囲の状況に対応できる様に配慮する。⑦特別安全訓練を実施し、職員・作業員全員に航空灯火の重要性・破損防止について周知徹底する。		日本道路株式会社		日本道路株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-塩釜-3801.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2012		6		12		5		7		2012		FALSE		ERROR:#VALUE!		東北		2012/6/12　5:7		41072.2131944444

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																宮古港藤原地区藤原第１埠頭－７．５ｍ岸壁外（災害復旧）工事		路盤材(M-40)を搬入・荷降ろししていたダンプトラック(10t積)が、荷台を下ろしきらずに前進したため上空架線を切断したもので、その結果、上空架線と繋がっていた外灯ポール(宮古海上保安署 所有)が折れ曲がり、ポールに設置されていた配電盤が本工事で設置した車止めに接触し、配電盤及び車止めの一部を損傷。		平成24年6月16日 16時15分 頃		陸上		係船岸、船揚場等										2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		ダンプトラック（10t積）		15:起因物と同じ								1399:その他：その他																																																																38.20%		28.40%		40.00%		40.00%						①架空線付近にてバックホウ、ダンプトラック、移動式クレーン等の建設機械を移動するときは、必ずアームや荷台を下げるよう指導を徹底する。②架空線等の障害物周辺における建設機械等の作業においては指導者を配置し、合図を定めて誘導するよう指導を徹底する。なお、誘導者には他業務を兼務させないこと。③現場作業時は、指差呼称による安全確認を徹底する。④危険予知活動や安全教育・訓練などの安全活動を通して事故再発防止策の指導を徹底する。		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-釜石-3901.xlsx		3/6/15 19:00		3/6/15 19:00		2012		6		16		16		15		2012		TRUE		ERROR:#VALUE!		東北		2012/6/16　16:15		41076.6770833333

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		宮古		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																宮古港藤原地区藤原第１埠頭－７．５ｍ岸壁外（災害復旧）工事		路盤材(M-40)を搬入・荷降ろししていたダンプトラック(10t積)が、荷台を下ろしきらずに前進したため上空架線を切断したもので、その結果、上空架線と繋がっていた外灯ポール(宮古海上保安署 所有)が折れ曲がり、ポールに設置されていた配電盤が本工事で設置した車止めに接触し、配電盤及び車止めの一部を損傷。		平成24年6月16日 16時15分 頃		陸上		係船岸、船揚場等										2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		ダンプトラック（10t積）		15:起因物と同じ								1399:その他：その他																																																																38.20%		28.40%		40.00%		40.00%						①架空線付近にてバックホウ、ダンプトラック、移動式クレーン等の建設機械を移動するときは、必ずアームや荷台を下げるよう指導を徹底する。②架空線等の障害物周辺における建設機械等の作業においては指導者を配置し、合図を定めて誘導するよう指導を徹底する。なお、誘導者には他業務を兼務させないこと。③現場作業時は、指差呼称による安全確認を徹底する。④危険予知活動や安全教育・訓練などの安全活動を通して事故再発防止策の指導を徹底する。		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-釜石-3901.xlsx		3/6/15 19:00		3/6/15 19:00		2012		6		16		16		15		2012		TRUE		ERROR:#VALUE!		東北		2012/6/16　16:15		41076.6770833333

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		松山港外港地区泊地（－１３ｍ）浚渫工事（その２）		岩国航空基地地先の荷役桟橋へ土運船を接舷する際に、土運船の行き足が完全に止まらず桟橋に接触しそうになったため、土運船と桟橋の間にクッション材を投入した状態で桟橋に接触した。その後、揚土作業中（0:00頃）に桟橋の上部コンクリートの一部が剥落していることを発見した。		平成24年6月22日 21時35分 頃		海上		その他		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		桟橋との接触		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				15:気持ちがあせっていた。		16:勘違い判断をした。																																				99:その他								照明設備がやや不足していた												14.00%		13.20%		13.80%		13.00%		H24.06.22<改行>12:30頃　土運船2101（押船：81大新丸）が松山港を出港<改行>17:30頃　土運船が山口県岩国港に到着(日米地位協定に基づく米軍提供水域の外で待機)<改行>21:15頃　監理技術者より連絡を受け、入域開始<改行>21:35頃　土運船の左舷前方角部が荷揚桟橋に接触<改行>21:40頃　同桟橋に接舷<改行>21:50頃　土運船の満船検収時に中国四国防衛局から揚土作業を受注している<改行>　　　　　五洋建設(株)の担当技術者が桟橋上部コンクリートの一部剥落に気づく<改行>H24.06.23<改行>00:00頃　五洋建設(株)の担当技術者から監理技術者に桟橋損傷の連絡を受ける<改行>13:22　　監理技術者から現場代理人に電話連絡<改行>16:27　　現場代理人から主任現場監督員に電話連絡				(１)携行型レーザー距離計を各押船に配備し、土運船から荷役桟橋までの距離を正確に把握することで、適切な位置にアンカーチェーンを投入できるようにする。<改行>(２)投入したアンカーチェーンを必要以上に繰り出さないように、アンカーチェーンについて従来の延長25ｍの位置の他、更に50ｍの位置にも追加でわかりやすいマーキングを行う。<改行>(３)接舷作業は当該桟橋法線と平行に土運船を微速で近づけるようにするとともに、接舷直前には一旦停止させ、接舷は係留ロープを係船柱に掛けた後、土運船上のウインチ操作で係留ロープを使用することに作業手順を改善した。<改行>(４)当該桟橋への離接舷作業は夜間となるため、土運船の船首部に投光機を新たに設置するとともに、土運船上で作業する者に対しては現在配備しているヘルメットライトの他に携帯用サーチライトを追加配備する。また、土運船先端角部に緩衝材を設置する。<改行>(５)当該桟橋への接舷にあたっては、岩国航空基地側に常駐している受注者職員により上記①～④を遵守できているか入港するすべての土運船を対象にチェックリストを用いて確認・記録を行う。<改行>(６)すべての現場作業員を対象とした再発防止のための安全再教育を行う。<改行>(７)土運船が出港する前に松山港側で安全点検するための元請職員を追加で１名常駐配置し、安全管理体制の強化を図る。		若築建設（株）		若築建設（株）																																措置なし																																																																H24-四国-松山-0301.xlsx		3/6/15 17:51		3/6/15 17:51		2012		6		22		21		35		2012		TRUE		23		四国		2012/6/22　21:35		41082.8993055556

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		松山港外港地区泊地（－１３ｍ）浚渫工事（その２）		岩国航空基地地先の荷役桟橋へ土運船を接舷する際に、土運船の行き足が完全に止まらず桟橋に接触しそうになったため、土運船と桟橋の間にクッション材を投入した状態で桟橋に接触した。その後、揚土作業中（0:00頃）に桟橋の上部コンクリートの一部が剥落していることを発見した。		平成24年6月22日 21時35分 頃		海上		その他		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		桟橋との接触		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				15:気持ちがあせっていた。		16:勘違い判断をした。																																				99:その他								照明設備がやや不足していた												14.00%		13.20%		13.80%		13.00%		H24.06.22<改行>12:30頃　土運船2101（押船：81大新丸）が松山港を出港<改行>17:30頃　土運船が山口県岩国港に到着(日米地位協定に基づく米軍提供水域の外で待機)<改行>21:15頃　監理技術者より連絡を受け、入域開始<改行>21:35頃　土運船の左舷前方角部が荷揚桟橋に接触<改行>21:40頃　同桟橋に接舷<改行>21:50頃　土運船の満船検収時に中国四国防衛局から揚土作業を受注している<改行>　　　　　五洋建設(株)の担当技術者が桟橋上部コンクリートの一部剥落に気づく<改行>H24.06.23<改行>00:00頃　五洋建設(株)の担当技術者から監理技術者に桟橋損傷の連絡を受ける<改行>13:22　　監理技術者から現場代理人に電話連絡<改行>16:27　　現場代理人から主任現場監督員に電話連絡				(１)携行型レーザー距離計を各押船に配備し、土運船から荷役桟橋までの距離を正確に把握することで、適切な位置にアンカーチェーンを投入できるようにする。<改行>(２)投入したアンカーチェーンを必要以上に繰り出さないように、アンカーチェーンについて従来の延長25ｍの位置の他、更に50ｍの位置にも追加でわかりやすいマーキングを行う。<改行>(３)接舷作業は当該桟橋法線と平行に土運船を微速で近づけるようにするとともに、接舷直前には一旦停止させ、接舷は係留ロープを係船柱に掛けた後、土運船上のウインチ操作で係留ロープを使用することに作業手順を改善した。<改行>(４)当該桟橋への離接舷作業は夜間となるため、土運船の船首部に投光機を新たに設置するとともに、土運船上で作業する者に対しては現在配備しているヘルメットライトの他に携帯用サーチライトを追加配備する。また、土運船先端角部に緩衝材を設置する。<改行>(５)当該桟橋への接舷にあたっては、岩国航空基地側に常駐している受注者職員により上記①～④を遵守できているか入港するすべての土運船を対象にチェックリストを用いて確認・記録を行う。<改行>(６)すべての現場作業員を対象とした再発防止のための安全再教育を行う。<改行>(７)土運船が出港する前に松山港側で安全点検するための元請職員を追加で１名常駐配置し、安全管理体制の強化を図る。		若築建設（株）		若築建設（株）																																措置なし																																																																H24-四国-松山-0301.xlsx		3/6/15 17:51		3/6/15 17:51		2012		6		22		21		35		2012		TRUE		23		四国		2012/6/22　21:35		41082.8993055556

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		三池		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																三池港（内港北地区）航路（－１０ｍ）（床止）上部ブロック据付及び防食工事（北工区）		仮置場に仮置きしている上部コンクリートブロック２個(13.9t/個)をトレーラ(35t積)で上下に2段積みし、湾岸道路を運搬中、カーブにて上段のコンクリートブロックが滑り落ち、フェンス約14ｍを倒した。		平成24年6月28日 10時40分 頃																																																																																																																								みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																																																																																																H24-九州-博多-3301.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		2012		6		28		10		40		2012		TRUE		ERROR:#VALUE!		九州		2012/6/28　10:40		41088.4444444444

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		三池		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																三池港（内港北地区）航路（－１０ｍ）（床止）上部ブロック据付及び防食工事（北工区）		仮置場に仮置きしている上部コンクリートブロック２個(13.9t/個)をトレーラ(35t積)で上下に2段積みし、湾岸道路を運搬中、カーブにて上段のコンクリートブロックが滑り落ち、フェンス約14ｍを倒した。		平成24年6月28日 10時40分 頃																																																																																																																								みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																																																																																																H24-九州-博多-3301.xlsx		3/6/15 17:41		3/6/15 17:41		2012		6		28		10		40		2012		TRUE		ERROR:#VALUE!		九州		2012/6/28　10:40		41088.4444444444

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		松山		直轄請負工事：物損事故		港湾工事		40		男																												松山港湾・空港整備事務所監督等補助業務		13:30頃　現場巡視のため監督補助事務室駐車場より車両を出庫させてようと後退したところ当該駐車場の区画と左隣の駐車区画に接して駐車区画外に直交して駐車していた被害車両の右側面後部に当該車両の左後部が接触した。<改行>加害車両運転手（担当技術者）より管理技術者に電話報告<改行>13:40頃　管理技術者より調査職員に電話報告<改行>14:00頃　受注者職員が現場到着<改行>　　　　受注者職員が相手方（被災車両の所有者）と事故の処理について確認<改行>14:30頃　現地の受注者職員が保険会社に事故を報告<改行>15:00頃　現地の受注者職員が当局事務所に出向き調査職員に事故の顛末を報告<改行>		平成24年6月28日 13時30分 頃		陸上		受注者事務室駐車場		05:浚渫・床掘り				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ								4:20～30								16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		14:放心、考えごとをしていた。																																				99:その他										99:その他										30.00%		30.00%		30.00%		30.00%		13:30頃　現場巡視のため監督補助事務室駐車場より車両を出庫させてようと後退したところ当該駐車場の区画と左隣の駐車区画に接して駐車区画外に直交して駐車していた被害車両の右側面後部に当該車両の左後部が接触した。						株式会社エイト日本技術開発		株式会社エイト日本技術開発																																						（措置なし）																																																										H24-四国-松山-0401.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2012		6		28		13		30		2012		TRUE		18		四国		2012/6/28　13:30		41088.5625

		四国地方整備局		松山港湾・空港整備事務所		松山		直轄請負工事：物損事故		港湾工事		40		男																												松山港湾・空港整備事務所監督等補助業務		13:30頃　現場巡視のため監督補助事務室駐車場より車両を出庫させてようと後退したところ当該駐車場の区画と左隣の駐車区画に接して駐車区画外に直交して駐車していた被害車両の右側面後部に当該車両の左後部が接触した。<改行>加害車両運転手（担当技術者）より管理技術者に電話報告<改行>13:40頃　管理技術者より調査職員に電話報告<改行>14:00頃　受注者職員が現場到着<改行>　　　　受注者職員が相手方（被災車両の所有者）と事故の処理について確認<改行>14:30頃　現地の受注者職員が保険会社に事故を報告<改行>15:00頃　現地の受注者職員が当局事務所に出向き調査職員に事故の顛末を報告<改行>		平成24年6月28日 13時30分 頃		陸上		受注者事務室駐車場		05:浚渫・床掘り				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ								4:20～30								16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		14:放心、考えごとをしていた。																																				99:その他										99:その他										30.00%		30.00%		30.00%		30.00%		13:30頃　現場巡視のため監督補助事務室駐車場より車両を出庫させてようと後退したところ当該駐車場の区画と左隣の駐車区画に接して駐車区画外に直交して駐車していた被害車両の右側面後部に当該車両の左後部が接触した。						株式会社エイト日本技術開発		株式会社エイト日本技術開発																																						（措置なし）																																																										H24-四国-松山-0401.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2012		6		28		13		30		2012		TRUE		18		四国		2012/6/28　13:30		41088.5625

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		千葉		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		千葉港「あいりす」運航		当局港湾業務艇「あいりす」をポンツーンに着船させる際に、船長の操船ミスにより当局ポンツーン及び渡り桟橋、隣接するポンツーンに係留中の他船舶に接触し、業務艇及び渡り桟橋、他船舶を損傷させた。		平成24年7月18日 15時57分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留																				08:作業船				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		15:気持ちがあせっていた。																																														05:教育訓練体制が不備であった。																						・運航時の安全確認を徹底するよう指導する。<改行>・安全運航を徹底する。<改行>・船員に対し研修などの教育を実施する。<改行>・緊急時の連絡体制の周知徹底を図る。		（株）セノン千葉支社																																																																																																		H24-関東-千葉-0701.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		2012		7		18		15		57		2012		TRUE		18		関東		2012/7/18　15:57		41108.6645833333

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		千葉		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		千葉港「あいりす」運航		当局港湾業務艇「あいりす」をポンツーンに着船させる際に、船長の操船ミスにより当局ポンツーン及び渡り桟橋、隣接するポンツーンに係留中の他船舶に接触し、業務艇及び渡り桟橋、他船舶を損傷させた。		平成24年7月18日 15時57分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留																				08:作業船				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		15:気持ちがあせっていた。																																														05:教育訓練体制が不備であった。																						・運航時の安全確認を徹底するよう指導する。<改行>・安全運航を徹底する。<改行>・船員に対し研修などの教育を実施する。<改行>・緊急時の連絡体制の周知徹底を図る。		（株）セノン千葉支社																																																																																																		H24-関東-千葉-0701.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		2012		7		18		15		57		2012		TRUE		18		関東		2012/7/18　15:57		41108.6645833333

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港八太郎地区防波堤（北）（災害復旧）ケーソン撤去外工事（その３）		揚土したコンクリート殻及び中詰材をダンプトラックで運搬中、積込んだコンクリート殻の鉄筋により、運搬経路を横断する電話線を切断した。<改行>積込時、はみ出した鉄筋は、バックホウのバケットにより曲げてから運搬をしていたが、電話線横断箇所の手前に段差(5cm程度)があり、その際のバウンドで曲げた鉄筋が上部にはみ出してしまった。		平成24年9月4日 10時50分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		鉄筋コンクリート殻		23:その他(　)		電話線切断		0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						04:安全度が不足だった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										48.70%		48.70%		95.20%		95.20%		７：４５　始業前点検<改行>８：００～陸揚げされたコンクリート殻及び中詰材（混在状態）をバックホウにて積み　　　　　込み、揚土岸壁背後の分別場所への運搬作業を実施<改行>１０：５０頃　撤去材を積み込み、走行中、走路途中の段差によりダンプトラックがバ　　　　　　　ウンドし、その振動で積荷のコンクリート殻の鉄筋が荷台で上向きに変　　　　　　　位した。オペレーターがこれに気付き、クラクションにて合図をした　　　　　　　　が、停止が間に合わず、運搬経路上を横断する電話線に接触・切断し　　　　　　　　た。				①合図・誘導員を配置する。<改行>②高さ制限表示について既設を復旧し、かつ手前に１箇所増設する。<改行>③段差のある箇所に砕石を敷き、段差を解消する。<改行>④撤去材の積み込み時に、長尺物の鉄筋については、バックホウにより折り曲げてから積み込みし、走行中の振動により積荷が変位しても架空線に接触しないようにする。		若築建設・りんかい日産建設・あおみ建設ＪＶ		若築建設（株）				りんかい日産建設株式会社				あおみ建設株式会社																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H24-東北-八戸-4301.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2012		9		4		10		50		2012		TRUE		23		東北		2012/9/4　10:50		41156.4513888889

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港八太郎地区防波堤（北）（災害復旧）ケーソン撤去外工事（その３）		揚土したコンクリート殻及び中詰材をダンプトラックで運搬中、積込んだコンクリート殻の鉄筋により、運搬経路を横断する電話線を切断した。<改行>積込時、はみ出した鉄筋は、バックホウのバケットにより曲げてから運搬をしていたが、電話線横断箇所の手前に段差(5cm程度)があり、その際のバウンドで曲げた鉄筋が上部にはみ出してしまった。		平成24年9月4日 10時50分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		鉄筋コンクリート殻		23:その他(　)		電話線切断		0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						04:安全度が不足だった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										48.70%		48.70%		95.20%		95.20%		７：４５　始業前点検<改行>８：００～陸揚げされたコンクリート殻及び中詰材（混在状態）をバックホウにて積み　　　　　込み、揚土岸壁背後の分別場所への運搬作業を実施<改行>１０：５０頃　撤去材を積み込み、走行中、走路途中の段差によりダンプトラックがバ　　　　　　　ウンドし、その振動で積荷のコンクリート殻の鉄筋が荷台で上向きに変　　　　　　　位した。オペレーターがこれに気付き、クラクションにて合図をした　　　　　　　　が、停止が間に合わず、運搬経路上を横断する電話線に接触・切断し　　　　　　　　た。				①合図・誘導員を配置する。<改行>②高さ制限表示について既設を復旧し、かつ手前に１箇所増設する。<改行>③段差のある箇所に砕石を敷き、段差を解消する。<改行>④撤去材の積み込み時に、長尺物の鉄筋については、バックホウにより折り曲げてから積み込みし、走行中の振動により積荷が変位しても架空線に接触しないようにする。		若築建設・りんかい日産建設・あおみ建設ＪＶ		若築建設（株）				りんかい日産建設株式会社				あおみ建設株式会社																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H24-東北-八戸-4301.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2012		9		4		10		50		2012		TRUE		23		東北		2012/9/4　10:50		41156.4513888889

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		須崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																須崎港湾口地区防波堤工事（その（１））		　本工事は、須崎港湾口地区防波堤を築造するための消波工（20ｔ型テトラポッド４０５個製作）および雑工（別件工事で製作した32ｔ型テトラポッド１２１個転置）ならびに安全管理（交通誘導員配備）を行うものである。今回の事故は、別件工事で製作した消波ブロック（32ｔ型テトラポッド）を仮置ヤード内で転置している際に発生した物的損害事故である。１個目と同様に上段側の消波ブロックを50cm程度吊り上げた際に、玉掛ワイヤロープが滑り、当該ブロックが落下した衝撃で、その下にあった同型の消波ブロック２個が損傷したものである。		平成24年9月26日 14時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								14:物上げ装置		80ｔ吊クローラクレーン		07:落下物		32ｔ型テトラポッドの落下		04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。																																				99:その他								玉掛ワイヤロープについて、新品使用による馴染み不足・過度の保護												18.20%		18.20%		0.00%		0.10%		H24.09.26(水)　08:00 朝礼、危険予知訓練。08:15 始業前点検実施。08:25 80ｔ吊クローラクレーン組立。13:00 職長らによる当日作業に関する安全衛生会議を開催。14:00 別件工事で製作・仮置の32ｔ型テトラポッドを転置開始。14:25 ２個目の32ｔ型テトラポッドを転置開始。14:30 ２個目の32ｔ型テトラポッドを地面から50cm程度巻き上げた段階で玉掛ワイヤロープが滑り、消波ブロックが落下。下にあった他の32ｔ型テトラポッド２個が損傷（物損事故発生）。<改行><改行><改行><改行><改行>				(1) 玉掛け後に玉掛ワイヤロープを徐々に巻き上げて張った状態（一次緊張時。地切り直前）において、吊荷に対して同ワイヤロープの位置や保護の適否を十分に確認し、特に同ワイヤロープが滑ることがないことを玉掛作業者および合図者による複数名で確認する。(2) 吊荷を地切り後、必要な高さまで巻き上げる際は、安全かつワイヤリングの状況が確実に確認できる位置で合図者は指示を行うように改善する。(3) 吊り上げ作業時は、合図者が移動式クレーン運転士から死角の位置となる場合が予想されるため、相互の合図・連絡用に無線通信機器を新たに追加配備する。(4) <改行>消波ブロックの吊り上げ作業を行う際は、各規格の消波ブロックの１個目を利用して、地切りした状態で巻上げ・巻下げ動作を数回繰り返し、玉掛ワイヤロープが消波ブロックの形状に十分馴染むか確認する。(5) 玉掛ワイヤロープの養生マットによる被覆は、テトラポッドの上部で同ワイヤロープと接触する胴部のみとし、脚部の２箇所は同ワイヤロープの滑りが予想されることから、行わない。		山本建設（株）		山本建設（株）																				三洋建設株式会社																																																																												H24-四国-高知-0801.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2012		9		26		14		30		2012		TRUE		4		四国		2012/9/26　14:30		41178.6041666667

		四国地方整備局		高知港湾・空港整備事務所		須崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																須崎港湾口地区防波堤工事（その（１））		　本工事は、須崎港湾口地区防波堤を築造するための消波工（20ｔ型テトラポッド４０５個製作）および雑工（別件工事で製作した32ｔ型テトラポッド１２１個転置）ならびに安全管理（交通誘導員配備）を行うものである。今回の事故は、別件工事で製作した消波ブロック（32ｔ型テトラポッド）を仮置ヤード内で転置している際に発生した物的損害事故である。１個目と同様に上段側の消波ブロックを50cm程度吊り上げた際に、玉掛ワイヤロープが滑り、当該ブロックが落下した衝撃で、その下にあった同型の消波ブロック２個が損傷したものである。		平成24年9月26日 14時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		18:コンクリートブロック転置				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								14:物上げ装置		80ｔ吊クローラクレーン		07:落下物		32ｔ型テトラポッドの落下		04:飛来・落下物にあたる				1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。																																				99:その他								玉掛ワイヤロープについて、新品使用による馴染み不足・過度の保護												18.20%		18.20%		0.00%		0.10%		H24.09.26(水)　08:00 朝礼、危険予知訓練。08:15 始業前点検実施。08:25 80ｔ吊クローラクレーン組立。13:00 職長らによる当日作業に関する安全衛生会議を開催。14:00 別件工事で製作・仮置の32ｔ型テトラポッドを転置開始。14:25 ２個目の32ｔ型テトラポッドを転置開始。14:30 ２個目の32ｔ型テトラポッドを地面から50cm程度巻き上げた段階で玉掛ワイヤロープが滑り、消波ブロックが落下。下にあった他の32ｔ型テトラポッド２個が損傷（物損事故発生）。<改行><改行><改行><改行><改行>				(1) 玉掛け後に玉掛ワイヤロープを徐々に巻き上げて張った状態（一次緊張時。地切り直前）において、吊荷に対して同ワイヤロープの位置や保護の適否を十分に確認し、特に同ワイヤロープが滑ることがないことを玉掛作業者および合図者による複数名で確認する。(2) 吊荷を地切り後、必要な高さまで巻き上げる際は、安全かつワイヤリングの状況が確実に確認できる位置で合図者は指示を行うように改善する。(3) 吊り上げ作業時は、合図者が移動式クレーン運転士から死角の位置となる場合が予想されるため、相互の合図・連絡用に無線通信機器を新たに追加配備する。(4) <改行>消波ブロックの吊り上げ作業を行う際は、各規格の消波ブロックの１個目を利用して、地切りした状態で巻上げ・巻下げ動作を数回繰り返し、玉掛ワイヤロープが消波ブロックの形状に十分馴染むか確認する。(5) 玉掛ワイヤロープの養生マットによる被覆は、テトラポッドの上部で同ワイヤロープと接触する胴部のみとし、脚部の２箇所は同ワイヤロープの滑りが予想されることから、行わない。		山本建設（株）		山本建設（株）																				三洋建設株式会社																																																																												H24-四国-高知-0801.xlsx		3/6/15 17:47		3/6/15 17:47		2012		9		26		14		30		2012		TRUE		4		四国		2012/9/26　14:30		41178.6041666667

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																大船渡港湾口地区防波堤（災害復旧）築造工事		湾口防波堤（南側）工事区域内にて作業船係留用アンカーブロックの移設作業中、アンカーブロック位置へクレーン付き台船を誘導するために停泊していた着火船にクレーン付き台船が衝突し、着火船が転覆し、燃料軽油等が流出したもの		平成24年10月14日 9時45分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		22:連絡合図が不明瞭だった。		24:相手の行動を確認しなかった。						A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。		23:合図、信号を統一していなかった。																						04:安全度が不足だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		31:現場内連絡調整が不備だった。												8：00 安全朝礼～ＫＹミーティング<改行>8：20 作業開始、汚濁防止枠積み下ろし～岸壁係留<改行>8：50 ｸﾚｰﾝ付台船 作業海域(南堤)へ移動<改行>9：30 作業海域(南堤)到着、移設開始<改行>9：40 ｱﾝｶｰﾌﾞﾛｯｸ移動完了(1 個目)<改行>9：45 ｸﾚｰﾝ付台船と着火船が接触し着火船転覆<改行>10：00 ｸﾚｰﾝ付台船による着火船引揚げ完了<改行>10：00 流出油の回収開始<改行>11：00 流出油の回収完了<改行>				①作業手順を周知する場合は、各作業員の理解度の確認を徹底すること。<改行>②作業中は、関係する作業船、作業員の連絡、確認を密にし、推測による作業を行わないよう指導を徹底する。<改行>③操船時は、位置の固定が行われていない作業船への不必要な接近を避けるとともに、周辺船舶の動向には常に注意を払い、退避行動ができるよう備える指導を徹底する。<改行>④ＫＹ活動及び安全教育・訓練などを通して、常に危険因子を考える指導を徹底する。		東亜・あおみ・大本特定建設工事ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社大本組				あおみ建設株式会社																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H24-東北-釜石-5201.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2012		10		14		9		45		2012		TRUE		23		東北		2012/10/14　9:45		41196.40625

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		大船渡		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																大船渡港湾口地区防波堤（災害復旧）築造工事		湾口防波堤（南側）工事区域内にて作業船係留用アンカーブロックの移設作業中、アンカーブロック位置へクレーン付き台船を誘導するために停泊していた着火船にクレーン付き台船が衝突し、着火船が転覆し、燃料軽油等が流出したもの		平成24年10月14日 9時45分 頃		海上		その他		08:捨石及び均し				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		22:連絡合図が不明瞭だった。		24:相手の行動を確認しなかった。						A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。		23:合図、信号を統一していなかった。																						04:安全度が不足だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		31:現場内連絡調整が不備だった。												8：00 安全朝礼～ＫＹミーティング<改行>8：20 作業開始、汚濁防止枠積み下ろし～岸壁係留<改行>8：50 ｸﾚｰﾝ付台船 作業海域(南堤)へ移動<改行>9：30 作業海域(南堤)到着、移設開始<改行>9：40 ｱﾝｶｰﾌﾞﾛｯｸ移動完了(1 個目)<改行>9：45 ｸﾚｰﾝ付台船と着火船が接触し着火船転覆<改行>10：00 ｸﾚｰﾝ付台船による着火船引揚げ完了<改行>10：00 流出油の回収開始<改行>11：00 流出油の回収完了<改行>				①作業手順を周知する場合は、各作業員の理解度の確認を徹底すること。<改行>②作業中は、関係する作業船、作業員の連絡、確認を密にし、推測による作業を行わないよう指導を徹底する。<改行>③操船時は、位置の固定が行われていない作業船への不必要な接近を避けるとともに、周辺船舶の動向には常に注意を払い、退避行動ができるよう備える指導を徹底する。<改行>④ＫＹ活動及び安全教育・訓練などを通して、常に危険因子を考える指導を徹底する。		東亜・あおみ・大本特定建設工事ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社大本組				あおみ建設株式会社																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H24-東北-釜石-5201.xlsx		3/6/15 18:59		3/6/15 18:59		2012		10		14		9		45		2012		TRUE		23		東北		2012/10/14　9:45		41196.40625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港（災害復旧）用地造成工事		小型水路工の床掘作業を0．7m3級バックホウにより行っていた際、空港施設の誘導案内灯にバックホウ後方が接触し、誘導案内灯を破損したもの。		平成24年10月16日 0時55分 頃		陸上		仙台空港		25:土工				74:掘削(機械施工)																				04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																								小型水路工の床掘作業を0．7m3級バックホウにより行っていた際、空港施設の誘導案内灯にバックホウ後方が接触し、誘導案内灯を破損したもの。				①災害事故が発生した作業手順を再検討し、是正した作業手順書を作業員へ周知徹底する。<改行>②作業開始前に危険箇所の確認を行い、作業範囲をカラーコーンや点滅灯で明示し、設定された作業箇所内で作業を行うこと。<改行>③地上障害物や地下埋設物について、カラーコーンや蛍光旗にて養生し明示すること。<改行>④空港施設の重要性、破損防止について、作業員への安全教育を実施し、周知徹底する。<改行>⑤過去の事務所管内での事故事例についての要因一覧を作成し、社内安全教育の場で活用させ、その結果を報告するよう指導する。		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-塩釜-5301.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2012		10		16		0		55		2012		FALSE		3		東北		2012/10/16　0:55		41198.0381944444

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港（災害復旧）用地造成工事		小型水路工の床掘作業を0．7m3級バックホウにより行っていた際、空港施設の誘導案内灯にバックホウ後方が接触し、誘導案内灯を破損したもの。		平成24年10月16日 0時55分 頃		陸上		仙台空港		25:土工				74:掘削(機械施工)																				04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																								小型水路工の床掘作業を0．7m3級バックホウにより行っていた際、空港施設の誘導案内灯にバックホウ後方が接触し、誘導案内灯を破損したもの。				①災害事故が発生した作業手順を再検討し、是正した作業手順書を作業員へ周知徹底する。<改行>②作業開始前に危険箇所の確認を行い、作業範囲をカラーコーンや点滅灯で明示し、設定された作業箇所内で作業を行うこと。<改行>③地上障害物や地下埋設物について、カラーコーンや蛍光旗にて養生し明示すること。<改行>④空港施設の重要性、破損防止について、作業員への安全教育を実施し、周知徹底する。<改行>⑤過去の事務所管内での事故事例についての要因一覧を作成し、社内安全教育の場で活用させ、その結果を報告するよう指導する。		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						措置無し																																																										H24-東北-塩釜-5301.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2012		10		16		0		55		2012		FALSE		3		東北		2012/10/16　0:55		41198.0381944444

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		撫養海岸		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																撫養港海岸桑島瀬戸地区堤防改良工事		事故発生翌日に監督職員より物損の指摘を受けて初めて受注者は事故を認識し、作業員に聞き取り調査を開始した結果、10/31(水)16:00頃に150t吊クローラクレーンが起因した事故である可能性が大きいと判断された。<改行>事故は、150t吊クローラクレーンを翌日に解体・搬出予定だったため、装備品を取り外す準備のために運転手が単独でジブを下げた。その際、防護柵(高さ3m)の奥にあった第三者設置のネットフェンス(高さ1.45m)にフックが接触し、胴縁が下方に約30cm・延長約2m(1スパン分)損傷した。<改行>なお、当該フェンスは工事期間中に作業ヤード内で存置する敷地境界フェンスである。		平成24年10月31日 16時0分 頃		陸上		堤防改良工事の背後作業ヤード		09:杭及び矢板				84:その他(　)		移動式クレーン解体・搬出		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				06:激突され				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		99:その他				見えない位置で確認なしで作業を行った																																								04:理解度の確認が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						14.00%		9.00%						9:00～11:00　前日に支持杭の打設が終了したため、１５０ｔ吊クローラクレーンを使用して、施工に際して使用した導材・バイブロハンマを搬出した。昼から25ｔ吊ラフテレーンクレーンによるツナギ材、覆工桁、覆工板等の設置作業を行う予定であったため、１５０ｔ吊クローラクレーンを作業ヤード内の西端に移動させ、作業は一旦終了した。<改行>16:00頃　運転手は、単独で１５０ｔ吊クローラクレーンのジブを南東に向けて倒したが、ジブの先端より手前に受注者が技術提案として設置した防護柵（高さ約３ｍ）が支障となり、ジブは水平となす角度より約９度までしか倒すことができなかった。25ｔ吊ラフテレーンクレーンの運転手の目撃証言によると、この時に、１５０ｔ吊クローラクレーンのフックブロックがフェンスの胴縁に接触し、損傷した。１５０ｔ吊クローラクレーンの運転手はこの物損に気づかず、一旦ジブを少し起こし、左に約10度旋回させてジブを水平まで倒し終えた。<改行>翌日(11/1)16:00頃　監督職員が現場を巡回中に物損を確認。受注者は監督職員からの指摘で初めて事故を認識した。				(1)吊り上げ作業がない、クレーン単独作業であっても、死角が生じる場合は必ず合図者を配置する。(2)移動式クレーンによる作業の際は、今回事故が発生した場所の周辺に作業員等が進入するとセンサーが感知し、警報を発する装置を追加配備する。(3)事故・災害を発見した場合は、些細なことでも受注者まで速やかに報告するように、全作業員に対して再周知する。(4)作業所長が毎日行う巡回経路と確認項目を整理したチェックリストを作成し、巡回結果を記録に残す。(5)作業員の中から持ち場の責任者を定め、チェック結果を受注者職員に報告する体制を強化する。また、各班ごとに日々の作業終了時に別の班を含む周辺で行った内容についての報告体制を強化する。(6)受注者の店社パトロールを月１回から２回に増やし、管理体制を強化する。(7)安全専従の受注者職員を１名追加で現場に常駐させる。(8)現場内の意思疎通・コミュニケーション向上を図るため次の項目を実施する。(9)月に１回開催する安全衛生大会(法定外)で、安全活動が優秀な作業員を表彰し、安全意識の高揚を図る。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				井上建設株式会社																																																																												H24-四国-小松島-1802.xlsx		3/6/15 17:50		3/6/15 17:50		2012		10		31		16		0		2012		TRUE		6		四国		2012/10/31　16:0		41213.6666666667

		四国地方整備局		小松島港湾・空港整備事務所		撫養海岸		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																撫養港海岸桑島瀬戸地区堤防改良工事		事故発生翌日に監督職員より物損の指摘を受けて初めて受注者は事故を認識し、作業員に聞き取り調査を開始した結果、10/31(水)16:00頃に150t吊クローラクレーンが起因した事故である可能性が大きいと判断された。<改行>事故は、150t吊クローラクレーンを翌日に解体・搬出予定だったため、装備品を取り外す準備のために運転手が単独でジブを下げた。その際、防護柵(高さ3m)の奥にあった第三者設置のネットフェンス(高さ1.45m)にフックが接触し、胴縁が下方に約30cm・延長約2m(1スパン分)損傷した。<改行>なお、当該フェンスは工事期間中に作業ヤード内で存置する敷地境界フェンスである。		平成24年10月31日 16時0分 頃		陸上		堤防改良工事の背後作業ヤード		09:杭及び矢板				84:その他(　)		移動式クレーン解体・搬出		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				06:激突され				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		A:危険だと思わなかった		1		03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		99:その他				見えない位置で確認なしで作業を行った																																								04:理解度の確認が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						14.00%		9.00%						9:00～11:00　前日に支持杭の打設が終了したため、１５０ｔ吊クローラクレーンを使用して、施工に際して使用した導材・バイブロハンマを搬出した。昼から25ｔ吊ラフテレーンクレーンによるツナギ材、覆工桁、覆工板等の設置作業を行う予定であったため、１５０ｔ吊クローラクレーンを作業ヤード内の西端に移動させ、作業は一旦終了した。<改行>16:00頃　運転手は、単独で１５０ｔ吊クローラクレーンのジブを南東に向けて倒したが、ジブの先端より手前に受注者が技術提案として設置した防護柵（高さ約３ｍ）が支障となり、ジブは水平となす角度より約９度までしか倒すことができなかった。25ｔ吊ラフテレーンクレーンの運転手の目撃証言によると、この時に、１５０ｔ吊クローラクレーンのフックブロックがフェンスの胴縁に接触し、損傷した。１５０ｔ吊クローラクレーンの運転手はこの物損に気づかず、一旦ジブを少し起こし、左に約10度旋回させてジブを水平まで倒し終えた。<改行>翌日(11/1)16:00頃　監督職員が現場を巡回中に物損を確認。受注者は監督職員からの指摘で初めて事故を認識した。				(1)吊り上げ作業がない、クレーン単独作業であっても、死角が生じる場合は必ず合図者を配置する。(2)移動式クレーンによる作業の際は、今回事故が発生した場所の周辺に作業員等が進入するとセンサーが感知し、警報を発する装置を追加配備する。(3)事故・災害を発見した場合は、些細なことでも受注者まで速やかに報告するように、全作業員に対して再周知する。(4)作業所長が毎日行う巡回経路と確認項目を整理したチェックリストを作成し、巡回結果を記録に残す。(5)作業員の中から持ち場の責任者を定め、チェック結果を受注者職員に報告する体制を強化する。また、各班ごとに日々の作業終了時に別の班を含む周辺で行った内容についての報告体制を強化する。(6)受注者の店社パトロールを月１回から２回に増やし、管理体制を強化する。(7)安全専従の受注者職員を１名追加で現場に常駐させる。(8)現場内の意思疎通・コミュニケーション向上を図るため次の項目を実施する。(9)月に１回開催する安全衛生大会(法定外)で、安全活動が優秀な作業員を表彰し、安全意識の高揚を図る。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				井上建設株式会社																																																																												H24-四国-小松島-1802.xlsx		3/6/15 17:50		3/6/15 17:50		2012		10		31		16		0		2012		TRUE		6		四国		2012/10/31　16:0		41213.6666666667

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		千葉		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		千葉港「あいりす」運航		港湾業務艇「あいりす」をポンツーンに着船させる際に、操船ミスにより隣接する第三者ポンツーンに接触し、業務艇及び隣接する第三者ポンツーンを損傷させた。<改行>また、当日は着船訓練という目的で、甲板員が操船していた。		平成24年11月16日 10時57分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留																				08:作業船				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		15:気持ちがあせっていた。																																														05:教育訓練体制が不備であった。																						①運航時の安全確認を徹底するよう指導する。<改行>②安全運航を徹底する。<改行>③船員の能力を把握した上で、研修などの教育・実技訓練を実施する。		株式会社セノン千葉支社																																																																																																		H24-関東-千葉-2102.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		2012		11		16		10		57		2012		TRUE		18		関東		2012/11/16　10:57		41229.45625

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		千葉		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		千葉港「あいりす」運航		港湾業務艇「あいりす」をポンツーンに着船させる際に、操船ミスにより隣接する第三者ポンツーンに接触し、業務艇及び隣接する第三者ポンツーンを損傷させた。<改行>また、当日は着船訓練という目的で、甲板員が操船していた。		平成24年11月16日 10時57分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留																				08:作業船				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		15:気持ちがあせっていた。																																														05:教育訓練体制が不備であった。																						①運航時の安全確認を徹底するよう指導する。<改行>②安全運航を徹底する。<改行>③船員の能力を把握した上で、研修などの教育・実技訓練を実施する。		株式会社セノン千葉支社																																																																																																		H24-関東-千葉-2102.xlsx		3/6/15 18:38		3/6/15 18:38		2012		11		16		10		57		2012		TRUE		18		関東		2012/11/16　10:57		41229.45625

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																新潟空港地形測量		　測量作業員がショルダー部に止めた車両を次の測量箇所に移動させようと周囲を確認せずに発進したため、車両右前方にあった灯器と接触し、倒して（損壊）しまった。		平成24年11月29日 22時48分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		基準点測量		07:材料、資材等の運搬(陸上)				6:その他(　)						2:弱風（2～4）		3:10～20								16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両接触		0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車																																																																												①作業前に周辺施設の位置確認を行い、ショルダーへの車両立入りを禁止する。<改行>②車両同乗者とのクロスチェックで周辺施設等の確認をするとともに運転席の前に注意喚起プレートを明示して周辺確認を義務付ける。<改行>③A滑走路、B滑走路、誘導路の交差部では滑走路灯を巻き込む恐れがあるため、一時停止するとともに状況確認を行い、徐行運転をする。<改行>④測量作業箇所付近に灯火がある場合は、状況により灯火付近に点滅灯を設置する。<改行>				（株）ナカノアイシステム																																																																																																H24-北陸-新潟-2601.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2012		11		29		22		48		2012		FALSE		23		北陸		2012/11/29　22:48		41242.95

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																新潟空港地形測量		　測量作業員がショルダー部に止めた車両を次の測量箇所に移動させようと周囲を確認せずに発進したため、車両右前方にあった灯器と接触し、倒して（損壊）しまった。		平成24年11月29日 22時48分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)		基準点測量		07:材料、資材等の運搬(陸上)				6:その他(　)						2:弱風（2～4）		3:10～20								16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両接触		0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車																																																																												①作業前に周辺施設の位置確認を行い、ショルダーへの車両立入りを禁止する。<改行>②車両同乗者とのクロスチェックで周辺施設等の確認をするとともに運転席の前に注意喚起プレートを明示して周辺確認を義務付ける。<改行>③A滑走路、B滑走路、誘導路の交差部では滑走路灯を巻き込む恐れがあるため、一時停止するとともに状況確認を行い、徐行運転をする。<改行>④測量作業箇所付近に灯火がある場合は、状況により灯火付近に点滅灯を設置する。<改行>				（株）ナカノアイシステム																																																																																																H24-北陸-新潟-2601.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2012		11		29		22		48		2012		FALSE		23		北陸		2012/11/29　22:48		41242.95

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		酒田港外港地区航路（－１４ｍ）浚渫工事		ポンプ浚渫現場において、浮上零号と海底管を接続するゴムスリーブ部が破損し、交換作業を行うため起重機船と引船を浮上零号まで誘導を行う作業船（第１通船）、曳航・係留補助を行う作業船（第２通船）の船団で航行していたが、作業現場である浮上零号に近づいたので起重機船を誘導するため作業船（第１通船）が引船の前方に航行したとき、遊漁船（瀨渡船）が横断してきたので回避することが出来ず遊漁船（瀬渡船）左舷中央部に衝突した。		平成24年12月3日 6時45分 頃		海上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）										08:作業船				15:起因物と同じ				18:交通事故				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		21		17:危険を知らずにやった。		23:合図、信号を統一していなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。																																																						91.90%		85.50%		100.00%		91.80%						①作業指揮者は、全作業船に無線機が行き渡るようにする。<改行>②元請職員は、全船に無線機が配備されていることを確認する。<改行>③作業船には２名以上乗船し、作業時は必ず見張り員を配置する。<改行>④作業員に合図方法を確認して作業員全員に周知・徹底させる。<改行>⑤思い込みによる危険認識不足への対策として、朝礼及びＫＹ活動時に、いつでも一般船舶が近づいてくる可能性があることを周知・徹底する。<改行>⑥安全監視船船長に対して、監視位置、小型船発見時の連絡の徹底等、再教育を行う。<改行>⑦小型船の航行が多い日中作業時及び船舶の曳航等非定常作業については監視船を２隻配備する。		若築建設（株）		若築建設（株）																																						口頭注意																																																										H24-東北-酒田-6601.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2012		12		3		6		45		2012		TRUE		18		東北		2012/12/3　6:45		41246.28125

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		酒田港外港地区航路（－１４ｍ）浚渫工事		ポンプ浚渫現場において、浮上零号と海底管を接続するゴムスリーブ部が破損し、交換作業を行うため起重機船と引船を浮上零号まで誘導を行う作業船（第１通船）、曳航・係留補助を行う作業船（第２通船）の船団で航行していたが、作業現場である浮上零号に近づいたので起重機船を誘導するため作業船（第１通船）が引船の前方に航行したとき、遊漁船（瀨渡船）が横断してきたので回避することが出来ず遊漁船（瀬渡船）左舷中央部に衝突した。		平成24年12月3日 6時45分 頃		海上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）										08:作業船				15:起因物と同じ				18:交通事故				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		21		17:危険を知らずにやった。		23:合図、信号を統一していなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。																																																						91.90%		85.50%		100.00%		91.80%						①作業指揮者は、全作業船に無線機が行き渡るようにする。<改行>②元請職員は、全船に無線機が配備されていることを確認する。<改行>③作業船には２名以上乗船し、作業時は必ず見張り員を配置する。<改行>④作業員に合図方法を確認して作業員全員に周知・徹底させる。<改行>⑤思い込みによる危険認識不足への対策として、朝礼及びＫＹ活動時に、いつでも一般船舶が近づいてくる可能性があることを周知・徹底する。<改行>⑥安全監視船船長に対して、監視位置、小型船発見時の連絡の徹底等、再教育を行う。<改行>⑦小型船の航行が多い日中作業時及び船舶の曳航等非定常作業については監視船を２隻配備する。		若築建設（株）		若築建設（株）																																						口頭注意																																																										H24-東北-酒田-6601.xlsx		3/6/15 18:54		3/6/15 18:54		2012		12		3		6		45		2012		TRUE		18		東北		2012/12/3　6:45		41246.28125

		中部地方整備局		中部地方整備局港湾空港部		四日市		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２４年度四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞４号幹線）橋梁（Ｐ５２）基礎工事		平成２４年１０月２３日に切廻し道路工の防護柵工を施工するため、地上よりモンケン支柱打込機にてガードレール支柱の打込みを行った。平成２４年１２月４日に施工ヤード直下の下水道放流渠φ2000、φ1500の詳細位置確認のため入坑した際に、支柱（φ114.3）が地下埋設管（下水道放流渠φ2000）を貫通している状況を確認した。<改行>　　<改行>		平成24年12月4日 15時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				84:その他(　)		ガードレール設置		3:雨						1:微風（～2）				5:1、000以上						09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。																																																				15:事前調査・資料調査が不十分だった。								①．元請けは埋設管の存在を認識しながら埋設管の調査を行わなかったこと。合わせて、埋設管管理者に立会いを求め確認を行わなかったこと。<改行>②．元請けはガードレール支柱が埋設管に接触すればその抵抗でわかると判断し、１次下請が施工したところ埋設管の接触に気付かなかったこと。										平成２４年１０月２３日に切廻し道路工の防護柵工を施工するため、地上よりモンケン支　　柱打込機にてガードレール支柱の打込みを行った。平成２４年１２月４日に施工ヤード直下　　の下水道放流渠φ2000、φ1500の詳細位置確認のため入坑した際に、支柱（φ114.3）が地　　下埋設管（下水道放流渠φ2000）を貫通している状況を確認した。<改行>　　<改行>				①.埋設管についてはチェックリストを作成し、埋設物の管理者への確認の徹底。<改行>②.埋設管付近では、立会い確認の徹底及び試験掘の施工。<改行>③.既設埋設物に対する情報を現場作業員全員への教育。<改行>④.現場不一致等現場状況の変化については発注者に報告し指示を仰ぐことの徹底。		若築建設（株）		若築建設（株）																																						元請：若築建設（株）に対し、口頭注意																																																										H24-中部-港空部-6701.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2012		12		4		15		0		2012		TRUE		23		中部		2012/12/4　15:0		41247.625

		中部地方整備局		中部地方整備局港湾空港部		四日市		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２４年度四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞４号幹線）橋梁（Ｐ５２）基礎工事		平成２４年１０月２３日に切廻し道路工の防護柵工を施工するため、地上よりモンケン支柱打込機にてガードレール支柱の打込みを行った。平成２４年１２月４日に施工ヤード直下の下水道放流渠φ2000、φ1500の詳細位置確認のため入坑した際に、支柱（φ114.3）が地下埋設管（下水道放流渠φ2000）を貫通している状況を確認した。<改行>　　<改行>		平成24年12月4日 15時0分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				84:その他(　)		ガードレール設置		3:雨						1:微風（～2）				5:1、000以上						09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。																																																				15:事前調査・資料調査が不十分だった。								①．元請けは埋設管の存在を認識しながら埋設管の調査を行わなかったこと。合わせて、埋設管管理者に立会いを求め確認を行わなかったこと。<改行>②．元請けはガードレール支柱が埋設管に接触すればその抵抗でわかると判断し、１次下請が施工したところ埋設管の接触に気付かなかったこと。										平成２４年１０月２３日に切廻し道路工の防護柵工を施工するため、地上よりモンケン支　　柱打込機にてガードレール支柱の打込みを行った。平成２４年１２月４日に施工ヤード直下　　の下水道放流渠φ2000、φ1500の詳細位置確認のため入坑した際に、支柱（φ114.3）が地　　下埋設管（下水道放流渠φ2000）を貫通している状況を確認した。<改行>　　<改行>				①.埋設管についてはチェックリストを作成し、埋設物の管理者への確認の徹底。<改行>②.埋設管付近では、立会い確認の徹底及び試験掘の施工。<改行>③.既設埋設物に対する情報を現場作業員全員への教育。<改行>④.現場不一致等現場状況の変化については発注者に報告し指示を仰ぐことの徹底。		若築建設（株）		若築建設（株）																																						元請：若築建設（株）に対し、口頭注意																																																										H24-中部-港空部-6701.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2012		12		4		15		0		2012		TRUE		23		中部		2012/12/4　15:0		41247.625

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																														4:公衆災害		新潟港海岸（西海岸地区）護岸養浜工事（その２）		　新潟東港の土砂採取場所を出発し、新新バイパスを新潟方面に向かい走行中、左後タイヤが外れて、走行車線側の左側ガードケーブルに衝突した後、タイヤは中央分離帯を跳び越えて反対車線を走行していた一般車両に衝突し損傷させた。　		平成24年12月14日 15時40分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		養浜工		84:その他(　)		土砂運搬		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。																																						04:安全度が不足だった。										17:下請け指導が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								35.00%		28.00%		21.00%		21.00%		12月14日(金)<改行>15:05　土砂を積み込み、新潟東港を出発。<改行>15:40頃　事故発生。ダンプトラック運転手・被災車両運転手、警察へ電話。ダンプトラック運転手、勤務会社へ電話。<改行>15:50～16:20　警察による事故の取り調べ。<改行>16:27　元請けの監理技術者が、１次下請けから事故の報告を受ける。<改行>16:30、16:35　元請けの監理技術者が、新潟西海岸の草野係長及び新潟東港の菅原所長へ事故発生を報告する。<改行>16:45　警察の事故の取り調べ終了と、被災車両の運転手に怪我がなく、被災車両を運搬するレッカー車で帰った事を、元請けの監理技術者が、１次下請けから報告を受ける。<改行>16:55、17:05　上記を、元請けの監理技術者が、新潟西海岸の草野係長及び菅原所長へ報告する。<改行>20:10　ダンプトラックの応急処置が完了し、修理工場へ移動する。<改行>20:45　ダンプトラックが修理工場へ到着。				①土砂運搬再開前に、各社登録ダンプトラック全数を「点検整備記録簿」により、点検を行い不備のないことを確認する。<改行>②日々の土砂運搬開始前に、「ダンプトラック始業前点検表」で運転手と補助者による２人１組による点検を実施し報告後に、土砂運搬を開始する。		（株）近藤組		（株）近藤組																				国原建設（株）																																																																												H24-北陸-新潟-2401.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2012		12		14		15		40		2012		TRUE		18		北陸		2012/12/14　15:40		41257.6527777778

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																														4:公衆災害		新潟港海岸（西海岸地区）護岸養浜工事（その２）		　新潟東港の土砂採取場所を出発し、新新バイパスを新潟方面に向かい走行中、左後タイヤが外れて、走行車線側の左側ガードケーブルに衝突した後、タイヤは中央分離帯を跳び越えて反対車線を走行していた一般車両に衝突し損傷させた。　		平成24年12月14日 15時40分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		養浜工		84:その他(　)		土砂運搬		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。																																						04:安全度が不足だった。										17:下請け指導が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								35.00%		28.00%		21.00%		21.00%		12月14日(金)<改行>15:05　土砂を積み込み、新潟東港を出発。<改行>15:40頃　事故発生。ダンプトラック運転手・被災車両運転手、警察へ電話。ダンプトラック運転手、勤務会社へ電話。<改行>15:50～16:20　警察による事故の取り調べ。<改行>16:27　元請けの監理技術者が、１次下請けから事故の報告を受ける。<改行>16:30、16:35　元請けの監理技術者が、新潟西海岸の草野係長及び新潟東港の菅原所長へ事故発生を報告する。<改行>16:45　警察の事故の取り調べ終了と、被災車両の運転手に怪我がなく、被災車両を運搬するレッカー車で帰った事を、元請けの監理技術者が、１次下請けから報告を受ける。<改行>16:55、17:05　上記を、元請けの監理技術者が、新潟西海岸の草野係長及び菅原所長へ報告する。<改行>20:10　ダンプトラックの応急処置が完了し、修理工場へ移動する。<改行>20:45　ダンプトラックが修理工場へ到着。				①土砂運搬再開前に、各社登録ダンプトラック全数を「点検整備記録簿」により、点検を行い不備のないことを確認する。<改行>②日々の土砂運搬開始前に、「ダンプトラック始業前点検表」で運転手と補助者による２人１組による点検を実施し報告後に、土砂運搬を開始する。		（株）近藤組		（株）近藤組																				国原建設（株）																																																																												H24-北陸-新潟-2401.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2012		12		14		15		40		2012		TRUE		18		北陸		2012/12/14　15:40		41257.6527777778

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																相馬港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）築造工事		相馬港沖防波堤にて、ケーソン撤去作業中、グラブバケットが損傷した。<改行>撤去作業を中止し、浚渫船を引き込む為、揚錨船（第２５大新丸）にて揚錨作業を行っていた。<改行>浚渫船の船首右舷アンカーを揚錨船にて吊り上げて、本船アンカーウインチにで巻き込み中にチェーン張力と潮流により、揚錨船の船尾右舷側が東方向に流され、水没ケーソンに接触し、ゼットペラが脱落し潤滑油が流出拡散した。		平成25年1月21日 13時10分 頃		海上		その他		29:その他(　)				18:曳航・回航				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		既設ケーソン						03:激突		油流出		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										89.00%		59.00%		95.00%		76.00%		相馬港沖防波堤にて、ケーソン撤去作業中、グラブバケットが損傷した。<改行>撤去作業を中止し、浚渫船を引き込む為、揚錨船（第２５大新丸）にて揚錨作業を行っていた。<改行>浚渫船の船首右舷アンカーを揚錨船にて吊り上げて、本船アンカーウインチにで巻き込み中にチェーン張力と潮流により、揚錨船の船尾右舷側が東方向に流され、水没ケーソンに接触し、ゼットペラが脱落し潤滑油が流出拡散した。				・慣れや油断からくるヒューマンエラーを防止するため「思いやり声掛け運動」を励行し相互干渉・チェックを実施する。<改行>・作業エリアにある、視認性が悪く水深の浅い９９ＢＬケーソンにはブイ、ボンテン等にて明示する。明示位置は、沈設ケーソンより５ｍ離して設置する。ブイを設置することにより、見張員だけでなく船長もブリッジより直接確認でき、船舶の退避行動が確実に行われる。<改行>・波浪予測による、波高が１ｍ以上、１ｍ以下に関わらず現場にて波高や波長、波の方向等の状況確認を行い、作業の可否を判断する。<改行>・９９ＢＬに接触する恐れのある揚錨船は使用せずに定アンカーを設置し、喫水の浅い着火船にて右舷船首アンカー取りを行う。		五洋建設・みらい建設工業・不動テトラＪＶ		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				株式会社不動テトラ																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H24-東北-小名浜-6301.xlsx		3/6/15 18:43		3/6/15 18:43		2013		1		21		13		10		2012		TRUE		3		東北		2013/1/21　13:10		41295.5486111111

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																相馬港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）築造工事		相馬港沖防波堤にて、ケーソン撤去作業中、グラブバケットが損傷した。<改行>撤去作業を中止し、浚渫船を引き込む為、揚錨船（第２５大新丸）にて揚錨作業を行っていた。<改行>浚渫船の船首右舷アンカーを揚錨船にて吊り上げて、本船アンカーウインチにで巻き込み中にチェーン張力と潮流により、揚錨船の船尾右舷側が東方向に流され、水没ケーソンに接触し、ゼットペラが脱落し潤滑油が流出拡散した。		平成25年1月21日 13時10分 頃		海上		その他		29:その他(　)				18:曳航・回航				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		既設ケーソン						03:激突		油流出		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										89.00%		59.00%		95.00%		76.00%		相馬港沖防波堤にて、ケーソン撤去作業中、グラブバケットが損傷した。<改行>撤去作業を中止し、浚渫船を引き込む為、揚錨船（第２５大新丸）にて揚錨作業を行っていた。<改行>浚渫船の船首右舷アンカーを揚錨船にて吊り上げて、本船アンカーウインチにで巻き込み中にチェーン張力と潮流により、揚錨船の船尾右舷側が東方向に流され、水没ケーソンに接触し、ゼットペラが脱落し潤滑油が流出拡散した。				・慣れや油断からくるヒューマンエラーを防止するため「思いやり声掛け運動」を励行し相互干渉・チェックを実施する。<改行>・作業エリアにある、視認性が悪く水深の浅い９９ＢＬケーソンにはブイ、ボンテン等にて明示する。明示位置は、沈設ケーソンより５ｍ離して設置する。ブイを設置することにより、見張員だけでなく船長もブリッジより直接確認でき、船舶の退避行動が確実に行われる。<改行>・波浪予測による、波高が１ｍ以上、１ｍ以下に関わらず現場にて波高や波長、波の方向等の状況確認を行い、作業の可否を判断する。<改行>・９９ＢＬに接触する恐れのある揚錨船は使用せずに定アンカーを設置し、喫水の浅い着火船にて右舷船首アンカー取りを行う。		五洋建設・みらい建設工業・不動テトラＪＶ		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				株式会社不動テトラ																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H24-東北-小名浜-6301.xlsx		3/6/15 18:43		3/6/15 18:43		2013		1		21		13		10		2012		TRUE		3		東北		2013/1/21　13:10		41295.5486111111

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド（第２期）地区荷さばき地改良工事		平成25年3月3日2時15頃に神戸市中央区港島9丁目の地盤改良工事区域内において、掘削土砂を仮置き場に運搬していたダンプトラックと、地盤改良材料のセメントを搬入し帰路についた運<改行>搬車が工事現場内の交差点部において車両同士が接触し破損した。		平成25年3月3日 2時15分 頃		陸上		荷さばき地		06:地盤改良				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																						35:その他の作業環境に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										96.00%		81.00%		10.00%		10.00%						・搬入車両が多い夜間において、安全専従者を1名配置する。<改行>・場内を運行する車両において、予め各社により運転手に対する送り出し教育を実施させ、教育を受けた者のみ入場できるものとする。<改行>・場内通行ルートを改善し、接触事故のリスクを減らす。<改行>・場内の通行ルートにおいて、合流箇所など車両が接触するリスクが高い箇所に交通誘導員を配置する。<改行>・看板・カラーコーンの増設により、ルートを分かり易く明示する。		東洋建設・寄神建設・日本海工ＪＶ		東洋建設株式会社				寄神建設（株）				日本海工株式会社																								措置なし								措置なし								措置なし																																																H24-近畿-神戸-6802.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		3		3		2		15		2012		TRUE		18		近畿		2013/3/3　2:15		41336.09375

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド（第２期）地区荷さばき地改良工事		平成25年3月3日2時15頃に神戸市中央区港島9丁目の地盤改良工事区域内において、掘削土砂を仮置き場に運搬していたダンプトラックと、地盤改良材料のセメントを搬入し帰路についた運<改行>搬車が工事現場内の交差点部において車両同士が接触し破損した。		平成25年3月3日 2時15分 頃		陸上		荷さばき地		06:地盤改良				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		1: ～0		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																						35:その他の作業環境に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										96.00%		81.00%		10.00%		10.00%						・搬入車両が多い夜間において、安全専従者を1名配置する。<改行>・場内を運行する車両において、予め各社により運転手に対する送り出し教育を実施させ、教育を受けた者のみ入場できるものとする。<改行>・場内通行ルートを改善し、接触事故のリスクを減らす。<改行>・場内の通行ルートにおいて、合流箇所など車両が接触するリスクが高い箇所に交通誘導員を配置する。<改行>・看板・カラーコーンの増設により、ルートを分かり易く明示する。		東洋建設・寄神建設・日本海工ＪＶ		東洋建設株式会社				寄神建設（株）				日本海工株式会社																								措置なし								措置なし								措置なし																																																H24-近畿-神戸-6802.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		3		3		2		15		2012		TRUE		18		近畿		2013/3/3　2:15		41336.09375

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																小名浜港５・６号ふ頭地区先端護岸（災害復旧）築造工事		荒天退避のため係留していた起重機船が、強風と時化によりアンカーがきかず船体と岸壁が接触し岸壁を破損。		平成25年4月7日 2時0分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				3:雨				4:波が高い（1.5以上）		5:烈風（15以上）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		岸壁コンクリート部破損		1399:その他：その他																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				75.00%		75.00%										荒天避難時に小名浜港内で安全に係留できる岸壁が確保できる場合は、船体をしっかり固定します。船体をしっかり固定できる岸壁が確保できない場合は、小名浜港第一西防波堤の船舶錨泊海域（航路泊地）で錨泊し、２４時間警戒体制で安全確保を行います。		株式会社不動テトラ		株式会社不動テトラ																																措置無し																																																																H25-東北-小名浜-0101.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2013		4		7		2		0		2013		TRUE		23		東北		2013/4/7　2:0		41371.0833333333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																小名浜港５・６号ふ頭地区先端護岸（災害復旧）築造工事		荒天退避のため係留していた起重機船が、強風と時化によりアンカーがきかず船体と岸壁が接触し岸壁を破損。		平成25年4月7日 2時0分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				3:雨				4:波が高い（1.5以上）		5:烈風（15以上）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		岸壁コンクリート部破損		1399:その他：その他																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				75.00%		75.00%										荒天避難時に小名浜港内で安全に係留できる岸壁が確保できる場合は、船体をしっかり固定します。船体をしっかり固定できる岸壁が確保できない場合は、小名浜港第一西防波堤の船舶錨泊海域（航路泊地）で錨泊し、２４時間警戒体制で安全確保を行います。		株式会社不動テトラ		株式会社不動テトラ																																措置無し																																																																H25-東北-小名浜-0101.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2013		4		7		2		0		2013		TRUE		23		東北		2013/4/7　2:0		41371.0833333333

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド（第２期）地区航路（－１６ｍ）第六南防波堤撤去工事		第六南防波堤上で防波堤撤去作業中、油圧ブレーカーで取り壊した上部コンクリートをバックホウで集積中、上部コンクリート内部に埋設されていたケーブルを引っかけて切断した。切断したケーブルは神戸第六防波堤灯台と神戸第六南防波堤灯台間の電力線と信号線の2本であった。		平成25年4月10日 10時35分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)		上部工撤去		84:その他(　)		上部工撤去																		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																												99:その他								発注仕様において埋設管は下層部コンクリート内に埋設されているとしており、上層部コンクリート撤去に際しては埋設管に対する認識がなかった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。										1.50%		1.80%		0.10%		0.10%						・関係機関より既設埋設物の位置情報を可能な限り収集し、関係機関の現地立会確認を行った後に着手する。<改行>・収集した既設埋設物の位置情報は、作業手順周知会等を通じて当該作業員全員に周知する。<改行>・灯台機能切替の完了（配電線路の通電が無くなる）まで、上層部コンクリート撤去は実施しない。<改行>・撤去する上部コンクリート内に、他の埋設物が無いか関係機関に確認してから作業を再開する。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																措置なし																																																																H25-近畿-神戸-6101.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		4		10		10		35		2013		TRUE		23		近畿		2013/4/10　10:35		41374.4409722222

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド（第２期）地区航路（－１６ｍ）第六南防波堤撤去工事		第六南防波堤上で防波堤撤去作業中、油圧ブレーカーで取り壊した上部コンクリートをバックホウで集積中、上部コンクリート内部に埋設されていたケーブルを引っかけて切断した。切断したケーブルは神戸第六防波堤灯台と神戸第六南防波堤灯台間の電力線と信号線の2本であった。		平成25年4月10日 10時35分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)		上部工撤去		84:その他(　)		上部工撤去																		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																												99:その他								発注仕様において埋設管は下層部コンクリート内に埋設されているとしており、上層部コンクリート撤去に際しては埋設管に対する認識がなかった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。										1.50%		1.80%		0.10%		0.10%						・関係機関より既設埋設物の位置情報を可能な限り収集し、関係機関の現地立会確認を行った後に着手する。<改行>・収集した既設埋設物の位置情報は、作業手順周知会等を通じて当該作業員全員に周知する。<改行>・灯台機能切替の完了（配電線路の通電が無くなる）まで、上層部コンクリート撤去は実施しない。<改行>・撤去する上部コンクリート内に、他の埋設物が無いか関係機関に確認してから作業を再開する。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																措置なし																																																																H25-近畿-神戸-6101.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		4		10		10		35		2013		TRUE		23		近畿		2013/4/10　10:35		41374.4409722222

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																石巻港雲雀野地区防波堤（南）基礎（改良）工事		　当日は、１号岸壁にてケーシング取付作業を行っており、明日の荒天予報のために取付作業終了後にＳＣＰ船を西浜へ移動させることになっていた。<改行>　この移動にあたってのアンカー作業を行うため、ＳＣＰ船を岸壁から離す際ウインチ操作によってＳＣＰ船を後退させ沖へ移動していたところ、係留ワイヤーが車止めの間に引っ掛かり、車止めにテンションが掛かった。その状態に気づいたときには緊急停止する間もなく、係留ワイヤーが車止めを撥ねて破損した。		平成25年4月23日 16時40分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。																				・作業員同士で声を掛け合い、作業者間の気持ちの統一を行　　う。<改行>・ＫＹ時にワイヤーの可動範囲および車止めに引っ掛かる可能　性について再確認をするとともに、現場においても監視体制　の確立及び確認作業の徹底を図る。<改行>・監視員その他作業員において人的災害を防止するために、ワ　イヤーの内角等切断した場合においても影響のない場所への　配置を行い、監視員による確認を徹底する。<改行>・ワイヤーの角度変化においても車止めに掛からないよう敷角　材をワイヤーが通るすべての車止め間に設置する。<改行>・作業手順書に「車止めへのワイヤー掛かり」の危険予知およ　び対策を追記し、再発防止教育にて周知徹底する。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																措置無し																																																																H25-東北-塩釜-0401.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2013		4		23		16		40		2013		TRUE		23		東北		2013/4/23　16:40		41387.6944444444

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																石巻港雲雀野地区防波堤（南）基礎（改良）工事		　当日は、１号岸壁にてケーシング取付作業を行っており、明日の荒天予報のために取付作業終了後にＳＣＰ船を西浜へ移動させることになっていた。<改行>　この移動にあたってのアンカー作業を行うため、ＳＣＰ船を岸壁から離す際ウインチ操作によってＳＣＰ船を後退させ沖へ移動していたところ、係留ワイヤーが車止めの間に引っ掛かり、車止めにテンションが掛かった。その状態に気づいたときには緊急停止する間もなく、係留ワイヤーが車止めを撥ねて破損した。		平成25年4月23日 16時40分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。																				・作業員同士で声を掛け合い、作業者間の気持ちの統一を行　　う。<改行>・ＫＹ時にワイヤーの可動範囲および車止めに引っ掛かる可能　性について再確認をするとともに、現場においても監視体制　の確立及び確認作業の徹底を図る。<改行>・監視員その他作業員において人的災害を防止するために、ワ　イヤーの内角等切断した場合においても影響のない場所への　配置を行い、監視員による確認を徹底する。<改行>・ワイヤーの角度変化においても車止めに掛からないよう敷角　材をワイヤーが通るすべての車止め間に設置する。<改行>・作業手順書に「車止めへのワイヤー掛かり」の危険予知およ　び対策を追記し、再発防止教育にて周知徹底する。		五洋建設株式会社		五洋建設株式会社																																措置無し																																																																H25-東北-塩釜-0401.xlsx		3/6/15 18:49		3/6/15 18:49		2013		4		23		16		40		2013		TRUE		23		東北		2013/4/23　16:40		41387.6944444444

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		鳥取		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																鳥取港千代地区防波堤（第１）（西）築造工事		非航式起重機船50t吊１隻及び潜水士船２隻にて帆布及び洗掘防止マットの敷設作業を行っていたところ、海象が急変し、西からの大きなうねりにより起重機船の西側アンカーが引け、防波堤既設ケーソンの先端部に接触、既設ケーソン及び上部工の一部が損傷した。		平成25年5月15日 16時40分 頃		海上		既設防波堤の近接海上		07:先掘防止マット				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突																																																32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				20.00%		10.00%						15:50　波浪が大きくなったため、潜水作業を中止し、撤収準備を開始。<改行>16:40　急に西から大きなうねりが来て、アンカーが効かなくなり、起重機船が防波堤の既設ケーソンに接触しそうになったため、別のアンカーを引き寄せ接触を回避しようと試みたが、間に合わず３回に渡って接触、既設ケーソン及び上部工の一部を損傷した。				①想定外のうねりに対するアンカーの把駐（はちゅう）力を高めるため、アンカー重量を規定の１．２ｔから２．０ｔに増やす。<改行>②起重機船に緩衝材（俵ブイ）を装備し、接触に備える。<改行>③モバイルＰＣなどを配備し、最新の気象・海象情報の入手体制を強化する。		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社		中国支店																		株式会社タナカ技建				アジア建設工業株式会社								なし																																																																H25-中国-境港-2202.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		2013		5		15		16		40		2013		TRUE		3		中国		2013/5/15　16:40		41409.6944444444

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		鳥取		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																鳥取港千代地区防波堤（第１）（西）築造工事		非航式起重機船50t吊１隻及び潜水士船２隻にて帆布及び洗掘防止マットの敷設作業を行っていたところ、海象が急変し、西からの大きなうねりにより起重機船の西側アンカーが引け、防波堤既設ケーソンの先端部に接触、既設ケーソン及び上部工の一部が損傷した。		平成25年5月15日 16時40分 頃		海上		既設防波堤の近接海上		07:先掘防止マット				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突																																																32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				20.00%		10.00%						15:50　波浪が大きくなったため、潜水作業を中止し、撤収準備を開始。<改行>16:40　急に西から大きなうねりが来て、アンカーが効かなくなり、起重機船が防波堤の既設ケーソンに接触しそうになったため、別のアンカーを引き寄せ接触を回避しようと試みたが、間に合わず３回に渡って接触、既設ケーソン及び上部工の一部を損傷した。				①想定外のうねりに対するアンカーの把駐（はちゅう）力を高めるため、アンカー重量を規定の１．２ｔから２．０ｔに増やす。<改行>②起重機船に緩衝材（俵ブイ）を装備し、接触に備える。<改行>③モバイルＰＣなどを配備し、最新の気象・海象情報の入手体制を強化する。		東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社		中国支店																		株式会社タナカ技建				アジア建設工業株式会社								なし																																																																H25-中国-境港-2202.xlsx		3/6/15 18:01		3/6/15 18:01		2013		5		15		16		40		2013		TRUE		3		中国		2013/5/15　16:40		41409.6944444444

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港八太郎地区航路・泊地（－１３ｍ）外（災害復旧）浚渫工事		グラブ浚渫船の停泊場所において、ワイドバケットから硬土盤用バケットへ交換し、ワイドバケットを土運船に積込後、土運船が館鼻漁港へ移動中、航路制限用の灯浮標に接触し、灯浮標が破損した。		平成25年5月30日 15時30分 頃		海上		その他		05:浚渫・床掘り				08:材料、資材等の運搬(海上)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		作業船の接触による物損		1199:取扱運搬等：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																				35:その他の作業環境に欠陥があった。										07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。																				・出航前に他船舶の動向を確認し、十分な余裕幅が確保できる　ことを確認した後出港する。<改行>・船長への再教育を実施する。<改行>・見張り員と船長の連絡は、障害物の名称とそこまでの距離を　的確に伝える。<改行>・ワイドバケットを積み込んだ土運船を今後運搬する場合は、　引船により運搬し、視界を確保する。<改行>・作業時に想定しなかった状態が発生した場合は、作業を中断　し再度打合せ、ＫＹを実施する。		五洋建設・みらい建設工業ＪＶ		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																												措置無し								措置無し																																																								H25-東北-八戸-0701.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2013		5		30		15		30		2013		TRUE		23		東北		2013/5/30　15:30		41424.6458333333

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港八太郎地区航路・泊地（－１３ｍ）外（災害復旧）浚渫工事		グラブ浚渫船の停泊場所において、ワイドバケットから硬土盤用バケットへ交換し、ワイドバケットを土運船に積込後、土運船が館鼻漁港へ移動中、航路制限用の灯浮標に接触し、灯浮標が破損した。		平成25年5月30日 15時30分 頃		海上		その他		05:浚渫・床掘り				08:材料、資材等の運搬(海上)				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		作業船の接触による物損		1199:取扱運搬等：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																				35:その他の作業環境に欠陥があった。										07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。																				・出航前に他船舶の動向を確認し、十分な余裕幅が確保できる　ことを確認した後出港する。<改行>・船長への再教育を実施する。<改行>・見張り員と船長の連絡は、障害物の名称とそこまでの距離を　的確に伝える。<改行>・ワイドバケットを積み込んだ土運船を今後運搬する場合は、　引船により運搬し、視界を確保する。<改行>・作業時に想定しなかった状態が発生した場合は、作業を中断　し再度打合せ、ＫＹを実施する。		五洋建設・みらい建設工業ＪＶ		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社																												措置無し								措置無し																																																								H25-東北-八戸-0701.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2013		5		30		15		30		2013		TRUE		23		東北		2013/5/30　15:30		41424.6458333333

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）仮設物撤去工事		新湊大橋西側P21橋脚の海上桟台付近において、次のH鋼杭引抜き作業に入るため、クレーン付台船を移動している最中に発生。<改行>ウインチ操作中、台船が風に流され、台船上に仮置きされていたH鋼杭（1.4m船体よりはみ出した状態）が、P21非常用階段の棚（アルミルーバー※）に接触し破損させたもの。（天候：晴れ､風況：北北東5m/sec程度）<改行><改行>　 ※細長い板を、枠組みに隙間をあけて平行に組んだもので、外気をとり入れ、<改行>　　　日光や雨水を防ぐために用いる。		平成25年6月4日 14時50分 頃		海上		橋脚非常用階段部の柵（海上部）		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		桟台撤去（H形鋼杭引き抜き）		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		4:500～1、000		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		撤去資材H形鋼		15:起因物と同じ				03:激突				1199:取扱運搬等：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						21:物を置いた場所が悪かった。										07:作業の安全指示が不適切だった。																						１．Ｈ鋼杭引き抜き作業位置の変更<改行>２．台船移動時の見張り要因確保<改行>３．注意を払ったアンカー繰り出し<改行>４．不足の事態に備えた揚錨船配置<改行>５．引き抜いた杭を台船上に積載する方法の変更<改行>６．作業手順の見直し<改行>７．上記１．～６．等の事故再発防止教育		谷内工業株式会社		谷内工業株式会社																																●管理義務；軽微→「措置無」（現場周辺安全管理対策実施状況「不適切」、法令違反なしでも施工過程における・・「一部不適」）						一次下請（共和ｸﾚｰﾝ(有)）も作業にからみ施工過程で過失は元請と同等だが資格登録なしのため指名停止措置対象外。																																		海上保安部		reserved-41430x1F		安全対策徹底と落下物回収の口答指示（罰則無し）																				H25-北陸-伏木富山-1001.xlsx		3/6/15 18:21		3/6/15 18:21		2013		6		4		14		50		2013		TRUE		3		北陸		2013/6/4　14:50		41429.6180555556

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																伏木富山港（新湊地区）道路（東西線）仮設物撤去工事		新湊大橋西側P21橋脚の海上桟台付近において、次のH鋼杭引抜き作業に入るため、クレーン付台船を移動している最中に発生。<改行>ウインチ操作中、台船が風に流され、台船上に仮置きされていたH鋼杭（1.4m船体よりはみ出した状態）が、P21非常用階段の棚（アルミルーバー※）に接触し破損させたもの。（天候：晴れ､風況：北北東5m/sec程度）<改行><改行>　 ※細長い板を、枠組みに隙間をあけて平行に組んだもので、外気をとり入れ、<改行>　　　日光や雨水を防ぐために用いる。		平成25年6月4日 14時50分 頃		海上		橋脚非常用階段部の柵（海上部）		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		桟台撤去（H形鋼杭引き抜き）		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		4:500～1、000		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		撤去資材H形鋼		15:起因物と同じ				03:激突				1199:取扱運搬等：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						21:物を置いた場所が悪かった。										07:作業の安全指示が不適切だった。																						１．Ｈ鋼杭引き抜き作業位置の変更<改行>２．台船移動時の見張り要因確保<改行>３．注意を払ったアンカー繰り出し<改行>４．不足の事態に備えた揚錨船配置<改行>５．引き抜いた杭を台船上に積載する方法の変更<改行>６．作業手順の見直し<改行>７．上記１．～６．等の事故再発防止教育		谷内工業株式会社		谷内工業株式会社																																●管理義務；軽微→「措置無」（現場周辺安全管理対策実施状況「不適切」、法令違反なしでも施工過程における・・「一部不適」）						一次下請（共和ｸﾚｰﾝ(有)）も作業にからみ施工過程で過失は元請と同等だが資格登録なしのため指名停止措置対象外。																																		海上保安部		reserved-41430x1F		安全対策徹底と落下物回収の口答指示（罰則無し）																				H25-北陸-伏木富山-1001.xlsx		3/6/15 18:21		3/6/15 18:21		2013		6		4		14		50		2013		TRUE		3		北陸		2013/6/4　14:50		41429.6180555556

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド(第2期)地区荷さばき地改良工事(第二工区)		夜間作業に従事する作業員が朝礼（20:00開始）に参加するため、19:10頃一旦入場した。その後弁当を購入するために退場し、19:45頃再入場するために出入り口フェンス手前に通勤車を停止させ、保安要員の入場確認を受けた。入場許可された後発進したが、保安要員に呼び止められた気がして一瞬振り返えり前に向き直ったときに目前のフェンスに接触した。		平成25年6月9日 7時45分 頃		陸上		荷さばき地		06:地盤改良				84:その他(　)		入場時		2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		通勤車両		15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		19:よそ見をしていた。																																																										15.00%		15.00%										① 出入口に回転灯を設置することで出入口端部を明確にし、接触事故のリスクを減らす。<改行>② 車両誘導するための矢印板を設置し、運転者の安全通路を確保する。<改行>③ 万一、車両が衝突しても施設に影響を与えないようクッションドラムを設置し施設の損傷を防止する。<改行>④ 車両をスムーズに誘導するためのカラーコーンを設置し、通行帯を明示する。<改行>⑤ 停止ラインを明示し、一旦停止を確実にすることで最徐行徹底を図る。<改行>⑥ 事故の再発防止について関係者（作業員全員）が場内交通ルールも含め、再度確認する。		東洋・株木・吉田ＪＶ		東洋建設株式会社				株木建設株式会社				株式会社吉田組																								措置なし								措置なし								措置なし																																																H25-近畿-神戸-6201.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		6		9		7		45		2013		TRUE		18		近畿		2013/6/9　7:45		41434.3229166667

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド(第2期)地区荷さばき地改良工事(第二工区)		夜間作業に従事する作業員が朝礼（20:00開始）に参加するため、19:10頃一旦入場した。その後弁当を購入するために退場し、19:45頃再入場するために出入り口フェンス手前に通勤車を停止させ、保安要員の入場確認を受けた。入場許可された後発進したが、保安要員に呼び止められた気がして一瞬振り返えり前に向き直ったときに目前のフェンスに接触した。		平成25年6月9日 7時45分 頃		陸上		荷さばき地		06:地盤改良				84:その他(　)		入場時		2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		通勤車両		15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		19:よそ見をしていた。																																																										15.00%		15.00%										① 出入口に回転灯を設置することで出入口端部を明確にし、接触事故のリスクを減らす。<改行>② 車両誘導するための矢印板を設置し、運転者の安全通路を確保する。<改行>③ 万一、車両が衝突しても施設に影響を与えないようクッションドラムを設置し施設の損傷を防止する。<改行>④ 車両をスムーズに誘導するためのカラーコーンを設置し、通行帯を明示する。<改行>⑤ 停止ラインを明示し、一旦停止を確実にすることで最徐行徹底を図る。<改行>⑥ 事故の再発防止について関係者（作業員全員）が場内交通ルールも含め、再度確認する。		東洋・株木・吉田ＪＶ		東洋建設株式会社				株木建設株式会社				株式会社吉田組																								措置なし								措置なし								措置なし																																																H25-近畿-神戸-6201.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		6		9		7		45		2013		TRUE		18		近畿		2013/6/9　7:45		41434.3229166667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		堺泉北		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																堺泉北港堺２区広域防災拠点緑地用地造成工事		駐車場のスラグ掘削にあたり、埋設管の位置を確認するための試掘中に誤って埋設管を破損した。		平成25年6月14日 9時15分 頃		陸上		広域防災拠点緑地		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設物の損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																						06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								12.50%		9.80%		100.00%		0.00%						・埋設物の試掘は人力により慎重に掘削する。<改行>・作業完了まで現場代理人もしくは監理技術者が立ち会う。<改行>・すべての作業員が確認できるよう埋設物位置を明示した。		九石工業（株）		九石工業（株）																																措置なし																																																																H25-近畿-大阪-6301.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		2013		6		14		9		15		2013		TRUE		23		近畿		2013/6/14　9:15		41439.3854166667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		堺泉北		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																堺泉北港堺２区広域防災拠点緑地用地造成工事		駐車場のスラグ掘削にあたり、埋設管の位置を確認するための試掘中に誤って埋設管を破損した。		平成25年6月14日 9時15分 頃		陸上		広域防災拠点緑地		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設物の損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																						06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								12.50%		9.80%		100.00%		0.00%						・埋設物の試掘は人力により慎重に掘削する。<改行>・作業完了まで現場代理人もしくは監理技術者が立ち会う。<改行>・すべての作業員が確認できるよう埋設物位置を明示した。		九石工業（株）		九石工業（株）																																措置なし																																																																H25-近畿-大阪-6301.xlsx		3/6/15 18:07		3/6/15 18:07		2013		6		14		9		15		2013		TRUE		23		近畿		2013/6/14　9:15		41439.3854166667

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港東港地区臨港道路航路部上部工事		海上の仮桟橋上にて55t吊りクローラクレーンを使用して揚重作業を行っていたところ、クレーンの油圧ホースが損傷して中の作動油が仮桟橋上に漏れ、そのうちの一部が覆工板の隙間から海上に落ちた。		平成25年6月21日 11時50分 頃		海上		仮桟橋上		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		クローラクレーンの油圧ホース損傷		1399:その他：その他																																																																												①油圧ホースと固定金具の間に、あらためてゴム板を挟み、ホ　ースを摩耗から養生する。<改行>②クレーンの日常点検表に、「油圧ホースの損傷や摩耗がないか？」という項目を追加し、油圧ホース破損の恐れを早期に発見して対応する。		清水・東亜・川田ＪＶ		清水建設株式会社				東亜建設工業株式会社				川田建設株式会社																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H25-東北-小名浜-1501.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2013		6		21		11		50		2013		TRUE		23		東北		2013/6/21　11:50		41446.4930555556

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港東港地区臨港道路航路部上部工事		海上の仮桟橋上にて55t吊りクローラクレーンを使用して揚重作業を行っていたところ、クレーンの油圧ホースが損傷して中の作動油が仮桟橋上に漏れ、そのうちの一部が覆工板の隙間から海上に落ちた。		平成25年6月21日 11時50分 頃		海上		仮桟橋上		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		クローラクレーンの油圧ホース損傷		1399:その他：その他																																																																												①油圧ホースと固定金具の間に、あらためてゴム板を挟み、ホ　ースを摩耗から養生する。<改行>②クレーンの日常点検表に、「油圧ホースの損傷や摩耗がないか？」という項目を追加し、油圧ホース破損の恐れを早期に発見して対応する。		清水・東亜・川田ＪＶ		清水建設株式会社				東亜建設工業株式会社				川田建設株式会社																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H25-東北-小名浜-1501.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2013		6		21		11		50		2013		TRUE		23		東北		2013/6/21　11:50		41446.4930555556

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		備讃瀬戸航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																備讃瀬戸北航路(-19m)浚渫工事		安全監視船（Ａ）にて工区東側を警戒中に航路を外れ航行している船舶（Ｂ）を視認した。その際に安全監視船と衝突した船舶（Ｃ）も視認している。<改行>安全監視船（Ａ）は、作業区域（航行禁止区域）に接近する恐れのあった船舶（Ｂ）に対し無線にて数度注意喚起を行ったが応答がなかった。<改行>（その際マーチスへ注意喚起依頼を行ったがマーチスからの応答なし）<改行>その後。安全監視船（Ａ）に船舶（Ｂ）が接近したため回避を行ったところ、右舷後方に接近していた船舶（Ｃ）の左舷と安全監視船（Ａ）の右舷が衝突した。		平成25年7月5日 23時24分 頃		海上		香川県丸亀市広島町沖合		29:その他(　)				84:その他(　)		安全監視船		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		航行船舶		03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																																																																														東洋建設・りんかい日産建設・あおみ建設ＪＶ		東洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				あおみ建設株式会社																																																																海上保安部				平成26年10月9日現在捜査中のため　事故調査委員会等未開催																				H25-四国-高松-1801.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2013		7		5		23		24		2013		TRUE		3		四国		2013/7/5　23:24		41460.975

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		備讃瀬戸航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																備讃瀬戸北航路(-19m)浚渫工事		安全監視船（Ａ）にて工区東側を警戒中に航路を外れ航行している船舶（Ｂ）を視認した。その際に安全監視船と衝突した船舶（Ｃ）も視認している。<改行>安全監視船（Ａ）は、作業区域（航行禁止区域）に接近する恐れのあった船舶（Ｂ）に対し無線にて数度注意喚起を行ったが応答がなかった。<改行>（その際マーチスへ注意喚起依頼を行ったがマーチスからの応答なし）<改行>その後。安全監視船（Ａ）に船舶（Ｂ）が接近したため回避を行ったところ、右舷後方に接近していた船舶（Ｃ）の左舷と安全監視船（Ａ）の右舷が衝突した。		平成25年7月5日 23時24分 頃		海上		香川県丸亀市広島町沖合		29:その他(　)				84:その他(　)		安全監視船		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		航行船舶		03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																																																																														東洋建設・りんかい日産建設・あおみ建設ＪＶ		東洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				あおみ建設株式会社																																																																海上保安部				平成26年10月9日現在捜査中のため　事故調査委員会等未開催																				H25-四国-高松-1801.xlsx		3/6/15 17:53		3/6/15 17:53		2013		7		5		23		24		2013		TRUE		3		四国		2013/7/5　23:24		41460.975

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２５年度名古屋港外港地区防波堤ケーブル移設工事		名古屋港知多堤NO.2中継柱付近に於いて、既設海底ケーブルの移設のため、チッパーによる上部コンクリートの斫り作業を実施していたところ、東信号所の緊急発電機を管理している名古屋港管理組合から「緊急発電機が作動しているため、状況を確認して欲しい」と連絡があった。その後、速やかに実施した現地調査で、同作業によって東信号所に向かう既設海底ケーブル（φ54mm）１箇所を損傷させていることが判明した。		平成25年7月22日 14時30分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																						04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。														８：００　朝礼・危険予知活動実施<改行>８：３０　上部コンクリート斫り作業開始<改行>１４：３０　事故発生				①鉄筋探査機を用い、既設ステンレス保護管の埋設深さを事前確認する。<改行>②保護管外周部はノミ等により慎重に手斫りを行う。<改行>③作業・安全指示の作業員への認識確認徹底・元請による直接指導。<改行>④商用電源から仮設非常用電源に切替作業を行った後、既設ステンレス保護管付近の斫り作業を行う。<改行>⑤斫り作業の詳細な作業手順書を作成し、作業員全員に周知させる。		日本海工株式会社		日本海工株式会社																																日本海工(株)		reserved-41509x1F		reserved-41539x1F		口頭注意																																																										H25-中部-名古屋-2701.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2013		7		22		14		30		2013		TRUE		23		中部		2013/7/22　14:30		41477.6041666667

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２５年度名古屋港外港地区防波堤ケーブル移設工事		名古屋港知多堤NO.2中継柱付近に於いて、既設海底ケーブルの移設のため、チッパーによる上部コンクリートの斫り作業を実施していたところ、東信号所の緊急発電機を管理している名古屋港管理組合から「緊急発電機が作動しているため、状況を確認して欲しい」と連絡があった。その後、速やかに実施した現地調査で、同作業によって東信号所に向かう既設海底ケーブル（φ54mm）１箇所を損傷させていることが判明した。		平成25年7月22日 14時30分 頃		海上		防波堤上		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		20:動力工具				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																						04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。														８：００　朝礼・危険予知活動実施<改行>８：３０　上部コンクリート斫り作業開始<改行>１４：３０　事故発生				①鉄筋探査機を用い、既設ステンレス保護管の埋設深さを事前確認する。<改行>②保護管外周部はノミ等により慎重に手斫りを行う。<改行>③作業・安全指示の作業員への認識確認徹底・元請による直接指導。<改行>④商用電源から仮設非常用電源に切替作業を行った後、既設ステンレス保護管付近の斫り作業を行う。<改行>⑤斫り作業の詳細な作業手順書を作成し、作業員全員に周知させる。		日本海工株式会社		日本海工株式会社																																日本海工(株)		reserved-41509x1F		reserved-41539x1F		口頭注意																																																										H25-中部-名古屋-2701.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2013		7		22		14		30		2013		TRUE		23		中部		2013/7/22　14:30		41477.6041666667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		仙台空港（災害復旧）用地造成工事		７月２９日より夜間作業で鋼矢板の引抜き・搬出作業を実施しており本日も引き続き同様の作業をしていた。４：００にすべての鋼矢板の引抜き・搬出作業を完了し、片付け作業を終了した。その後、灯火位置に設置していたカラーコーンを片付ける際、灯火が根元から折れているのを発見した。		平成25年8月1日 4時50分 頃		陸上		誘導路		29:その他(　)				84:その他(　)				3:雨						2:弱風（2～4）		3:10～20		3:200～500						26:その他の起因物(　)		不明		16:その他の加害物(　)		不明		23:その他(　)		不明		1399:その他：その他																																																																97.50%		90.00%		90.00%		90.00%								りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						措置無し																																																										H25-東北-塩釜-2401.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2013		8		1		4		50		2013		FALSE		23		東北		2013/8/1　4:50		41487.2013888889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		仙台空港（災害復旧）用地造成工事		７月２９日より夜間作業で鋼矢板の引抜き・搬出作業を実施しており本日も引き続き同様の作業をしていた。４：００にすべての鋼矢板の引抜き・搬出作業を完了し、片付け作業を終了した。その後、灯火位置に設置していたカラーコーンを片付ける際、灯火が根元から折れているのを発見した。		平成25年8月1日 4時50分 頃		陸上		誘導路		29:その他(　)				84:その他(　)				3:雨						2:弱風（2～4）		3:10～20		3:200～500						26:その他の起因物(　)		不明		16:その他の加害物(　)		不明		23:その他(　)		不明		1399:その他：その他																																																																97.50%		90.00%		90.00%		90.00%								りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						措置無し																																																										H25-東北-塩釜-2401.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2013		8		1		4		50		2013		FALSE		23		東北		2013/8/1　4:50		41487.2013888889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港外施工状況確認補助業務		コンクリートの４週強度試験臨場のため、生コン工場へ業務車両で向かう途中、市内県道が渋滞している中、前方のトラック（３ｔ）に追突した。		平成25年8月2日 13時35分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り								4:20～30								26:その他の起因物(　)		業務車両		15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				99:その他																																																																						①交通安全ルールを遵守し、車間距離を十分取って安全運転すること。<改行>②予想以上に渋滞に巻き込まれたことから、今後は不測に事態も考慮し十分余裕を持つ必要がある。<改行>③業務の遂行にあたっては、担当技術者４名（２名/組×２組）の間でスケジュール調整を図るよう指導すると共に、監理技術者が担当技術者への安全教育及び注意喚起を行う。<改行>																																																																																																				H25-東北-小名浜-3001.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2013		8		2		13		35		2013		TRUE		18		東北		2013/8/2　13:35		41488.5659722222

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港外施工状況確認補助業務		コンクリートの４週強度試験臨場のため、生コン工場へ業務車両で向かう途中、市内県道が渋滞している中、前方のトラック（３ｔ）に追突した。		平成25年8月2日 13時35分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り								4:20～30								26:その他の起因物(　)		業務車両		15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				99:その他																																																																						①交通安全ルールを遵守し、車間距離を十分取って安全運転すること。<改行>②予想以上に渋滞に巻き込まれたことから、今後は不測に事態も考慮し十分余裕を持つ必要がある。<改行>③業務の遂行にあたっては、担当技術者４名（２名/組×２組）の間でスケジュール調整を図るよう指導すると共に、監理技術者が担当技術者への安全教育及び注意喚起を行う。<改行>																																																																																																				H25-東北-小名浜-3001.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2013		8		2		13		35		2013		TRUE		18		東北		2013/8/2　13:35		41488.5659722222

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド（第２期）地区航路（－１６ｍ）第六南防波堤撤去工事		起重機船｢琴平号｣によりPL-11岸壁へ施工機械を運搬中、PI地区のスリット入口付近に差し掛かったところ、おりからの北風により起重機船｢琴平号｣が南側に流され始めた。引船｢秀丸｣は舵を右に切り衝突回避行動を行ったが、間に合わず起重機船｢琴平号｣の左舷船尾がPI-H岸壁の角に接触した。		平成25年8月2日 18時20分 頃		海上		その他		29:その他(　)		撤去工		08:材料、資材等の運搬(海上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				99:その他								当該作業に不慣れな部分があった。																														32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										04:理解度の確認が不十分だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								86.00%		79.00%										・起重機船移動開始前にインターネット（シスメット）等により気象海象状況を把握する。出航前に現状及び作業終了後までに予測される気象・海象状況を踏まえ、船長・職長・東洋職員にて航行する経路を決定し関係者全員に周知する。また、継続して航行中は起重機船に設置している風速計を用いて気象・海象の変化の把握に努める。<改行>・本工事における陸上機械仮置ヤード（PL-11）への起重機船移動作業については、当初実施していた押航式とする。比較的狭い海域であるスリット部に入港する前（第六防波堤北側海域）より見張員を増強し、船首両舷に各1名、船尾に1名配備する。また、想定外に備えて揚錨兼交通船を起重機船に追随させる。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				タチバナ工業（株）												口頭注意																																																																H25-近畿-神戸-6501.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		8		2		18		20		2013		TRUE		23		近畿		2013/8/2　18:20		41488.7638888889

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド（第２期）地区航路（－１６ｍ）第六南防波堤撤去工事		起重機船｢琴平号｣によりPL-11岸壁へ施工機械を運搬中、PI地区のスリット入口付近に差し掛かったところ、おりからの北風により起重機船｢琴平号｣が南側に流され始めた。引船｢秀丸｣は舵を右に切り衝突回避行動を行ったが、間に合わず起重機船｢琴平号｣の左舷船尾がPI-H岸壁の角に接触した。		平成25年8月2日 18時20分 頃		海上		その他		29:その他(　)		撤去工		08:材料、資材等の運搬(海上)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				99:その他								当該作業に不慣れな部分があった。																														32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										04:理解度の確認が不十分だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								86.00%		79.00%										・起重機船移動開始前にインターネット（シスメット）等により気象海象状況を把握する。出航前に現状及び作業終了後までに予測される気象・海象状況を踏まえ、船長・職長・東洋職員にて航行する経路を決定し関係者全員に周知する。また、継続して航行中は起重機船に設置している風速計を用いて気象・海象の変化の把握に努める。<改行>・本工事における陸上機械仮置ヤード（PL-11）への起重機船移動作業については、当初実施していた押航式とする。比較的狭い海域であるスリット部に入港する前（第六防波堤北側海域）より見張員を増強し、船首両舷に各1名、船尾に1名配備する。また、想定外に備えて揚錨兼交通船を起重機船に追随させる。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				タチバナ工業（株）												口頭注意																																																																H25-近畿-神戸-6501.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		8		2		18		20		2013		TRUE		23		近畿		2013/8/2　18:20		41488.7638888889

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		新千歳空港　Ａ滑走路地盤改良工事		　作業手順では散水車の誘導を行うこととしていたが、誘導員が滑走路開放に係わる他作業を優先させ、誘導を行っていなかった。また、作業手順の内容が明確性に乏しく（作業毎の指導者等が任命されていなかった等）、実作業との乖離があった。<改行>　立ち灯器防護用カラーコーンは、新規入場教育において現場責任者の指示で作業することとしていたが、散水車で清掃するため許可なく撤去した。<改行>　当該散水車の運転者は、通常の運転者が急遽休んだために初めて散水車に乗車したため、運転に不慣れで運転操作に集中し、立ち灯器の位置を失念してしまった。<改行>　新規入場時において、空港制限区域内工事の注意喚起を行っていたが、日々の継続的な教育がなされていなかった。<改行>　作業手順が明確性に乏しく、非定常時における想定もなされていなかった。<改行>		平成25年8月6日 4時45分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)				84:その他(　)		後片付け（清掃）		2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20								09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		21:連絡合図がなかった。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		11:安全対策費用が不充分だった。								5.50%		22.20%						4:45 散水作業中に散水車により立ち灯器に接触、破損。<改行>4:46 現場担当より現場代理人に連絡。<改行>4:47 現場担当よりＣＡＢ運航情報官に連絡。（運航情報官より、航空灯火・電気技術官へ連絡）<改行>4:47 現場代理人より主任監督員へ第１報。<改行>4:47 主任監督員より本部空港対策官へ第１報。<改行>4:50 本部空港対策官より札建幹部へ報告。<改行>4:58 航空灯火・電気技術官及び電気工事業者到着して修理開始。<改行>5:10 本部空港対策官より本局空港課に報告。<改行>5:25 灯火修理完了。（顛末書の提出、再発防止策の提出指示を受ける）<改行>5:32 主任監督員より本部空港対策官に運航支障なしの報告。<改行>				＊ 任命された誘導員は他の作業を行わず、誘導に専念する。<改行>＊ 工事車両が退場するまで、立ち灯器防護用カラーコーンの撤去を行わない等、安全確保に必要な教育を継続し行う。立ち灯器周りはハンドスィーパ、ブラシ等人力で行う。清掃作業完了後のカラーコーンの撤去は、元請の現場責任者の直接指示のもと行う。<改行>＊ 灯火のあるショルダーへの工事車両の立ち入り、駐車を禁止とする。なお、滑走路・ショルダーの境には点滅式カラーコーンを設置し、作業員を注意喚起する。また、運転手は正・福2名を指定する。<改行>＊ 作業員全員に制限区域内工事事故防止再教育を継続的に行う。<改行>＊ 責任者、担当者、使用車両等を明確にし、無理のない、解りやすい作業手順書に改訂する。非定常時作業手順書を作成し、責任範囲を明確にする。<改行>＊ 西松建設、一事業者、以下協力業者が三位一体となり、打合せ・協議を日々繰り返し行い、施工管理にあたる。特に、作業指示については、施工数量・人員・作業完了時点点検時間等を考慮し、具体的に行う。<改行>		西松建設（株）		西松建設株式会社																																措置無し																																																																H25-北開局-千歳-6702.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2013		8		6		4		45		2013		FALSE		3		北海		2013/8/6　4:45		41492.1979166667

		北海道開発局		千歳空港建設事務所		新千歳空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		新千歳空港　Ａ滑走路地盤改良工事		　作業手順では散水車の誘導を行うこととしていたが、誘導員が滑走路開放に係わる他作業を優先させ、誘導を行っていなかった。また、作業手順の内容が明確性に乏しく（作業毎の指導者等が任命されていなかった等）、実作業との乖離があった。<改行>　立ち灯器防護用カラーコーンは、新規入場教育において現場責任者の指示で作業することとしていたが、散水車で清掃するため許可なく撤去した。<改行>　当該散水車の運転者は、通常の運転者が急遽休んだために初めて散水車に乗車したため、運転に不慣れで運転操作に集中し、立ち灯器の位置を失念してしまった。<改行>　新規入場時において、空港制限区域内工事の注意喚起を行っていたが、日々の継続的な教育がなされていなかった。<改行>　作業手順が明確性に乏しく、非定常時における想定もなされていなかった。<改行>		平成25年8月6日 4時45分 頃		陸上		滑走路		29:その他(　)				84:その他(　)		後片付け（清掃）		2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20								09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		21:連絡合図がなかった。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		11:安全対策費用が不充分だった。								5.50%		22.20%						4:45 散水作業中に散水車により立ち灯器に接触、破損。<改行>4:46 現場担当より現場代理人に連絡。<改行>4:47 現場担当よりＣＡＢ運航情報官に連絡。（運航情報官より、航空灯火・電気技術官へ連絡）<改行>4:47 現場代理人より主任監督員へ第１報。<改行>4:47 主任監督員より本部空港対策官へ第１報。<改行>4:50 本部空港対策官より札建幹部へ報告。<改行>4:58 航空灯火・電気技術官及び電気工事業者到着して修理開始。<改行>5:10 本部空港対策官より本局空港課に報告。<改行>5:25 灯火修理完了。（顛末書の提出、再発防止策の提出指示を受ける）<改行>5:32 主任監督員より本部空港対策官に運航支障なしの報告。<改行>				＊ 任命された誘導員は他の作業を行わず、誘導に専念する。<改行>＊ 工事車両が退場するまで、立ち灯器防護用カラーコーンの撤去を行わない等、安全確保に必要な教育を継続し行う。立ち灯器周りはハンドスィーパ、ブラシ等人力で行う。清掃作業完了後のカラーコーンの撤去は、元請の現場責任者の直接指示のもと行う。<改行>＊ 灯火のあるショルダーへの工事車両の立ち入り、駐車を禁止とする。なお、滑走路・ショルダーの境には点滅式カラーコーンを設置し、作業員を注意喚起する。また、運転手は正・福2名を指定する。<改行>＊ 作業員全員に制限区域内工事事故防止再教育を継続的に行う。<改行>＊ 責任者、担当者、使用車両等を明確にし、無理のない、解りやすい作業手順書に改訂する。非定常時作業手順書を作成し、責任範囲を明確にする。<改行>＊ 西松建設、一事業者、以下協力業者が三位一体となり、打合せ・協議を日々繰り返し行い、施工管理にあたる。特に、作業指示については、施工数量・人員・作業完了時点点検時間等を考慮し、具体的に行う。<改行>		西松建設（株）		西松建設株式会社																																措置無し																																																																H25-北開局-千歳-6702.xlsx		3/6/15 17:29		3/6/15 17:29		2013		8		6		4		45		2013		FALSE		3		北海		2013/8/6　4:45		41492.1979166667

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		金沢港（大野地区）造函施設撤去工事		　撤去資材の場外搬出中に発生。<改行>　作業員（１次下請）が、撤去した資材をクレーン付きトラックに積み込み、クレーンアームを伸ばしたまま走行したため、作業現場出入り口から一般道路に出たところで、道路を横断している電話架空線に接触し切断したもの。<改行>　※現場巡視等を行っていた現場代理人がクレーンアームを上げたまま走行する車両に気付き走　　って追いかけるも間に合わず。<改行>　※作業員（運転手）はアームを格納したものと思い込んでいた。<改行>　※この事故により、近隣の２事業所で電話回線が不通。ＮＴＴ電話会社による復旧；同日１５<改行>　　時３５分頃復旧（約５時間で復旧）。事故による２事業所に対する経済的損失は無し。<改行>		平成25年8月19日 10時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		撤去資材運搬		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		NTT架空線切断（物損）		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		99:その他								うっかり																																								99:その他								うっかりミスに対する配慮不足		96.30%		94.10%		100.00%		98.00%						1.工事用車両の走行前確認項目を運転者に徹底させる。<改行>　  確認事項　クレーン付きトラック；クレーンブーム、アウト<改行>                                    リガーの格納<改行>　　　　　　　ダンプトラック；ダンプ（荷台）の完全下降<改行>              トラック全般；荷姿、積荷に固縛<改行>2.工事用車両の走行前確認項目を運転席に表示し注視させる。<改行>3.休憩（頻度を増やす）や水分補給についてこまめな声掛けを職<改行>  員の巡回時及び作業者間で行い、作業員の体調把握を徹底す<改行>  る。<改行>4.ＫＹ活動時、各作業班毎に基本動作の再確認を３項目以上実施<改行>  し安全意識の高揚を図る。<改行>　　・ＫＹ活動用紙の改訂（再確認項目欄の追加）と周知。<改行>上記1.～4.等に対する事故再発防止教育・緊急現場ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等		（株）明翫組		（株）明翫組																				（株）カナイワ												●管理義務；小→「口頭注意」（安全点検の確認「不適切」、作業機械等の適切な・・「一部不適」、社会的・経済的損失「小」）																																								労働基準監督署				指導等、処分無し																				H25-北陸-金沢-2801.xlsx		3/6/15 18:19		3/6/15 18:19		2013		8		19		10		30		2013		TRUE		23		北陸		2013/8/19　10:30		41505.4375

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		金沢港（大野地区）造函施設撤去工事		　撤去資材の場外搬出中に発生。<改行>　作業員（１次下請）が、撤去した資材をクレーン付きトラックに積み込み、クレーンアームを伸ばしたまま走行したため、作業現場出入り口から一般道路に出たところで、道路を横断している電話架空線に接触し切断したもの。<改行>　※現場巡視等を行っていた現場代理人がクレーンアームを上げたまま走行する車両に気付き走　　って追いかけるも間に合わず。<改行>　※作業員（運転手）はアームを格納したものと思い込んでいた。<改行>　※この事故により、近隣の２事業所で電話回線が不通。ＮＴＴ電話会社による復旧；同日１５<改行>　　時３５分頃復旧（約５時間で復旧）。事故による２事業所に対する経済的損失は無し。<改行>		平成25年8月19日 10時30分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		撤去資材運搬		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		NTT架空線切断（物損）		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		99:その他								うっかり																																								99:その他								うっかりミスに対する配慮不足		96.30%		94.10%		100.00%		98.00%						1.工事用車両の走行前確認項目を運転者に徹底させる。<改行>　  確認事項　クレーン付きトラック；クレーンブーム、アウト<改行>                                    リガーの格納<改行>　　　　　　　ダンプトラック；ダンプ（荷台）の完全下降<改行>              トラック全般；荷姿、積荷に固縛<改行>2.工事用車両の走行前確認項目を運転席に表示し注視させる。<改行>3.休憩（頻度を増やす）や水分補給についてこまめな声掛けを職<改行>  員の巡回時及び作業者間で行い、作業員の体調把握を徹底す<改行>  る。<改行>4.ＫＹ活動時、各作業班毎に基本動作の再確認を３項目以上実施<改行>  し安全意識の高揚を図る。<改行>　　・ＫＹ活動用紙の改訂（再確認項目欄の追加）と周知。<改行>上記1.～4.等に対する事故再発防止教育・緊急現場ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等		（株）明翫組		（株）明翫組																				（株）カナイワ												●管理義務；小→「口頭注意」（安全点検の確認「不適切」、作業機械等の適切な・・「一部不適」、社会的・経済的損失「小」）																																								労働基準監督署				指導等、処分無し																				H25-北陸-金沢-2801.xlsx		3/6/15 18:19		3/6/15 18:19		2013		8		19		10		30		2013		TRUE		23		北陸		2013/8/19　10:30		41505.4375

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		横浜港臨港道路南本牧ふ頭本牧線（Ⅲ－１工区）高架橋下部工事		鉄筋加工作業を終え、クレーンオペレーター1名と鉄筋工2名により、鉄筋シート掛け・クレーン片付けを行っていた。クレーン片付けの際、ブームを縮めていたブームを起こした状態で移動させたため、クレーンブームと架空線（ＮＴＴインターネットケーブル）が接触し、架空線が切断した。架空線下部に注意喚起旗を設置しており、注意看板への接触にクレーンオペレーターは気付いたが、架空線が切れたと認識しなかったため、発見が遅れた。		平成25年8月27日 16時50分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				53:鉄筋加工				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線切断		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						61.00%		42.40%		88.00%		47.00%		8月27日　16:30　鉄筋シート養生、クレーン片付け<改行>　　　　 16:50　事故発生<改行>8月28日　AM　　 被害家屋がＮＴＴケーブル切断を確認し、ＮＴＴに修理依頼<改行>　　　　 13:20　下請業者より修理作業の報告を受け、現地確認した結果、作業ヤード内　　　　　　　　での切断であることを確認し、各関係機関に報告<改行>　　　　 13:45　ＮＴＴケーブル復旧完了						りんかい日産・日本橋梁ＪＶ		りんかい日産建設株式会社				日本橋梁株式会社																												措置なし														乙型ＪＶのため、本事故の対象外																																																		H25-関東-京浜-3201.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		2013		8		27		16		50		2013		TRUE		23		関東		2013/8/27　16:50		41513.7013888889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		横浜港臨港道路南本牧ふ頭本牧線（Ⅲ－１工区）高架橋下部工事		鉄筋加工作業を終え、クレーンオペレーター1名と鉄筋工2名により、鉄筋シート掛け・クレーン片付けを行っていた。クレーン片付けの際、ブームを縮めていたブームを起こした状態で移動させたため、クレーンブームと架空線（ＮＴＴインターネットケーブル）が接触し、架空線が切断した。架空線下部に注意喚起旗を設置しており、注意看板への接触にクレーンオペレーターは気付いたが、架空線が切れたと認識しなかったため、発見が遅れた。		平成25年8月27日 16時50分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)				53:鉄筋加工				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線切断		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						61.00%		42.40%		88.00%		47.00%		8月27日　16:30　鉄筋シート養生、クレーン片付け<改行>　　　　 16:50　事故発生<改行>8月28日　AM　　 被害家屋がＮＴＴケーブル切断を確認し、ＮＴＴに修理依頼<改行>　　　　 13:20　下請業者より修理作業の報告を受け、現地確認した結果、作業ヤード内　　　　　　　　での切断であることを確認し、各関係機関に報告<改行>　　　　 13:45　ＮＴＴケーブル復旧完了						りんかい日産・日本橋梁ＪＶ		りんかい日産建設株式会社				日本橋梁株式会社																												措置なし														乙型ＪＶのため、本事故の対象外																																																		H25-関東-京浜-3201.xlsx		3/6/15 18:41		3/6/15 18:41		2013		8		27		16		50		2013		TRUE		23		関東		2013/8/27　16:50		41513.7013888889

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		仙台空港（災害復旧）用地造成工事		夜間作業終了時、緊急ゲート付近を清掃するため、拡張調節池付近の場周道路を走行していた４ｔ散水車が、フェンス際に設置されていた車止めに接触し、フェンス及び車止め２基を破損した。		平成25年9月13日 6時9分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		3:200～500						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		A:危険だと思わなかった				19:よそ見をしていた。																																																29:危険物の管理に欠陥・不備があった。																						・次の作業箇所の確認は車両を安全な位置へ停車させて行う。<改行>・清掃時間を含めた作業時間を確認する。<改行>・空港施設の重要性を安全教育にて再確認させる。<改行>・視認しづらい箇所の車止め等は、カラーコーンで養生する。<改行>・通行ルートの空港施設位置を安全教育にて周知する。		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						口頭注意																																																										H25-東北-塩釜-9001.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2013		9		13		6		9		2013		FALSE		18		東北		2013/9/13　6:9		41530.25625

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		仙台空港（災害復旧）用地造成工事		夜間作業終了時、緊急ゲート付近を清掃するため、拡張調節池付近の場周道路を走行していた４ｔ散水車が、フェンス際に設置されていた車止めに接触し、フェンス及び車止め２基を破損した。		平成25年9月13日 6時9分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				2:曇り						2:弱風（2～4）		3:10～20		3:200～500						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		A:危険だと思わなかった				19:よそ見をしていた。																																																29:危険物の管理に欠陥・不備があった。																						・次の作業箇所の確認は車両を安全な位置へ停車させて行う。<改行>・清掃時間を含めた作業時間を確認する。<改行>・空港施設の重要性を安全教育にて再確認させる。<改行>・視認しづらい箇所の車止め等は、カラーコーンで養生する。<改行>・通行ルートの空港施設位置を安全教育にて周知する。		りんかい日産建設株式会社		りんかい日産建設株式会社																																						口頭注意																																																										H25-東北-塩釜-9001.xlsx		3/6/15 18:48		3/6/15 18:48		2013		9		13		6		9		2013		FALSE		18		東北		2013/9/13　6:9		41530.25625

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		白老		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		白老港港湾施設用地建設その他工事		白老港臨港道路のA路線の照明灯基礎ブロックを設置するため、作業員５名で土砂掘削作業を行っていた。照明灯基礎ブロック設置位置付近には白老町が管理する水道管(VP-40)が埋設されているため、埋設時の埋め戻し跡(堀山）による地層の違いで水道管位置を確認できると考え、堀山が確認された時点で人力掘削に切り替えることとして、バックホウ(0.45m3級)による掘削を行っていたところ、堀山が確認されない状況でも水道管が存在していたため、機械で水道管を切断したもの。<改行>水道管切断により影響があったのは周辺住宅２軒で、被害状況はそれぞれ10時間40分間、9時間10分間断水した。<改行>		平成25年9月14日 9時55分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				74:掘削(機械施工)				2:曇り								4:20～30								27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。																																						99:その他								07:作業の安全指示が不適切だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。								84.00%		83.00%		15.00%		15.00%		　臨港道路A路線をバックホウで土砂掘削中に水道管（塩ビ管径40mm）を切断した。これにより、断水が２件発生した。なお、事故箇所は、もとの町道で白老町より図面を入手して水道管の位置を把握していたが他の埋設物を気にして注意がおろそかになった。<改行>				作業員全員に埋設位置図及び、試掘作業計画書を配布して教育を行った。<改行>また新規入場者教育資料にも、追加して周知徹底した。また作業着手前の打ち合わせにおいて、埋設物の位置及び作業計画を周知されているか再度確認する。作業計画書は、現場の状況を十分に検討して作成し、特に危険なライフライン近接作業は、本社安全担当者にも内容確認を行う。<改行>また本社パトロールにより安全巡回し、作業計画(埋設物想定ラインから2mの範囲を人力掘削とする。）通りの作業を行っているか確認する。<改行>		道南綜合土建（株）		道南綜合土建（株）																				株式会社北都重機												措置無し。																																																																H25-北開局-苫小牧-6801.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2013		9		14		9		55		2013		TRUE		23		北海		2013/9/14　9:55		41531.4131944444

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		白老		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		白老港港湾施設用地建設その他工事		白老港臨港道路のA路線の照明灯基礎ブロックを設置するため、作業員５名で土砂掘削作業を行っていた。照明灯基礎ブロック設置位置付近には白老町が管理する水道管(VP-40)が埋設されているため、埋設時の埋め戻し跡(堀山）による地層の違いで水道管位置を確認できると考え、堀山が確認された時点で人力掘削に切り替えることとして、バックホウ(0.45m3級)による掘削を行っていたところ、堀山が確認されない状況でも水道管が存在していたため、機械で水道管を切断したもの。<改行>水道管切断により影響があったのは周辺住宅２軒で、被害状況はそれぞれ10時間40分間、9時間10分間断水した。<改行>		平成25年9月14日 9時55分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				74:掘削(機械施工)				2:曇り								4:20～30								27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。																																						99:その他								07:作業の安全指示が不適切だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。								84.00%		83.00%		15.00%		15.00%		　臨港道路A路線をバックホウで土砂掘削中に水道管（塩ビ管径40mm）を切断した。これにより、断水が２件発生した。なお、事故箇所は、もとの町道で白老町より図面を入手して水道管の位置を把握していたが他の埋設物を気にして注意がおろそかになった。<改行>				作業員全員に埋設位置図及び、試掘作業計画書を配布して教育を行った。<改行>また新規入場者教育資料にも、追加して周知徹底した。また作業着手前の打ち合わせにおいて、埋設物の位置及び作業計画を周知されているか再度確認する。作業計画書は、現場の状況を十分に検討して作成し、特に危険なライフライン近接作業は、本社安全担当者にも内容確認を行う。<改行>また本社パトロールにより安全巡回し、作業計画(埋設物想定ラインから2mの範囲を人力掘削とする。）通りの作業を行っているか確認する。<改行>		道南綜合土建（株）		道南綜合土建（株）																				株式会社北都重機												措置無し。																																																																H25-北開局-苫小牧-6801.xlsx		3/6/15 17:21		3/6/15 17:21		2013		9		14		9		55		2013		TRUE		23		北海		2013/9/14　9:55		41531.4131944444

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港外品質監視等補助業務		土捨場整備工事現場で施工状況確認のため業務車両で向かい、築堤上で車を止め歩き出したところ、車のみが築堤斜面から土砂溜まりへ滑落した。		平成25年9月26日 11時45分 頃		陸上		築堤上		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		4:500～1、000						26:その他の起因物(　)		業務車両		15:起因物と同じ				23:その他(　)		自社業務車両物損事故		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		15:気持ちがあせっていた。								21:物を置いた場所が悪かった。		22:作業場が狭かった。								99:その他								安全運転周知の不備														駐車時は必ずエンジンを切り、シフトレバーがＰモードに入っていることを確認し、安全を確認の上、車から離れるよう注意喚起と徹底を図る。																																																																																																				H25-東北-八戸-3701.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2013		9		26		11		45		2013		TRUE		23		東北		2013/9/26　11:45		41543.4895833333

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港外品質監視等補助業務		土捨場整備工事現場で施工状況確認のため業務車両で向かい、築堤上で車を止め歩き出したところ、車のみが築堤斜面から土砂溜まりへ滑落した。		平成25年9月26日 11時45分 頃		陸上		築堤上		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		4:500～1、000						26:その他の起因物(　)		業務車両		15:起因物と同じ				23:その他(　)		自社業務車両物損事故		1399:その他：その他																														A:危険だと思わなかった				11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		15:気持ちがあせっていた。								21:物を置いた場所が悪かった。		22:作業場が狭かった。								99:その他								安全運転周知の不備														駐車時は必ずエンジンを切り、シフトレバーがＰモードに入っていることを確認し、安全を確認の上、車から離れるよう注意喚起と徹底を図る。																																																																																																				H25-東北-八戸-3701.xlsx		3/6/15 19:05		3/6/15 19:05		2013		9		26		11		45		2013		TRUE		23		東北		2013/9/26　11:45		41543.4895833333

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		備讃瀬戸航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		備讃瀬戸北航路（－１９ｍ）浚渫工事		起重機船により揚土された浚渫土砂を既設護岸に影響を与えないようにするため、バックホウ、ブルドーザーにより巻きだしを行っていた。当該作業が終了したため既設ヒューム管を保護していた土砂を撤去したところ、ヒューム管の破断が確認された。<改行>注）　発生日時は発見日時　ヒューム管の破断は巻きだし作業中に発生したと推察され作業日は平成25年9月14日から9月24日の間に施工		平成25年9月30日 10時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		26:埋立				41:土砂・石材等の陸上均し				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0803:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ブルドーザー等		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																				17:安全標識がなかった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		17:下請け指導が不適切だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						96.90%		97.00%		95.00%		98.00%		平成25年9月14日から9月24日間　揚土した浚渫土砂の敷均し作業<改行>平成25年9月30日　敷均し作業が完了し既設ヒューム管の保護盛土を撤去したところヒューム管の破断が確認				事故判明後は、直ちに全作業（揚土場所）を中止し、事故発生要因の洗い出し及び再発防止に向けての検討会を実施し、以下の再発防止策を実施することとした。<改行>イ．重機オペレータの後方確認の補助対策として、ヒューム管の先端部をカラーコーンで囲い、竹竿の先端部に赤旗をつけたものを立てて視認性を高め、かつ、（専従の）見張り員（重機オペレータとは無線交信にて指示）を配置する。<改行>ロ．カラーコーン、旗竿等の安全標識の作業前点検を実施し、記録する。		東洋建設・りんかい日産建設・あおみ建設ＪＶ		東洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				あおみ建設株式会社																								措置なし								措置なし								措置なし																																																H25-四国-高松-4501.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2013		9		30		10		30		2013		TRUE		21		四国		2013/9/30　10:30		41547.4375

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		備讃瀬戸航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		備讃瀬戸北航路（－１９ｍ）浚渫工事		起重機船により揚土された浚渫土砂を既設護岸に影響を与えないようにするため、バックホウ、ブルドーザーにより巻きだしを行っていた。当該作業が終了したため既設ヒューム管を保護していた土砂を撤去したところ、ヒューム管の破断が確認された。<改行>注）　発生日時は発見日時　ヒューム管の破断は巻きだし作業中に発生したと推察され作業日は平成25年9月14日から9月24日の間に施工		平成25年9月30日 10時30分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		26:埋立				41:土砂・石材等の陸上均し				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				21:圧重され（落下物、重量物、車両等）				0803:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ブルドーザー等		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																				17:安全標識がなかった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		17:下請け指導が不適切だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						96.90%		97.00%		95.00%		98.00%		平成25年9月14日から9月24日間　揚土した浚渫土砂の敷均し作業<改行>平成25年9月30日　敷均し作業が完了し既設ヒューム管の保護盛土を撤去したところヒューム管の破断が確認				事故判明後は、直ちに全作業（揚土場所）を中止し、事故発生要因の洗い出し及び再発防止に向けての検討会を実施し、以下の再発防止策を実施することとした。<改行>イ．重機オペレータの後方確認の補助対策として、ヒューム管の先端部をカラーコーンで囲い、竹竿の先端部に赤旗をつけたものを立てて視認性を高め、かつ、（専従の）見張り員（重機オペレータとは無線交信にて指示）を配置する。<改行>ロ．カラーコーン、旗竿等の安全標識の作業前点検を実施し、記録する。		東洋建設・りんかい日産建設・あおみ建設ＪＶ		東洋建設株式会社				りんかい日産建設株式会社				あおみ建設株式会社																								措置なし								措置なし								措置なし																																																H25-四国-高松-4501.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2013		9		30		10		30		2013		TRUE		21		四国		2013/9/30　10:30		41547.4375

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド　（第２期）　地区荷さばき地　（ＰＣ１５～１７）　改良工事		作業終了後のロータリーパーカッションドリル（以下RPD)を積載したトラックが、港島9丁目の施工ヤードから港島南町4丁目の仮置ヤードに移動中に、油圧ホースが損傷したことにより、ブームを下げずにトラックへ積載されたRPDのブームが、歩道橋に接触し、橋桁（桁下高さ5.34m）が損傷した。なお、トラック荷台の積載高さが5.4～5.5m程度（推定値）であり、4.1ｍ以上であることから車両制限令に違反していた。		平成25年10月12日 6時0分 頃		陸上		公道		06:地盤改良				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		15:気持ちがあせっていた。																																				03:機械・器具に欠陥があった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								10.00%		6.00%		40.00%		35.00%						・積載高さの確認の実施、複数人数による作業の確認<改行>・安全教育・機械取扱い教育の実施、運行管理者の配置<改行>・緊急時連絡体制の整備、作業終了時の現場全域確認の徹底<改行>・作業の指揮命令体制及び確認の徹底		株式会社奥村組		株式会社奥村組																				南海辰村建設株式会社				ケミカルグラウト（株）								口頭注意																																																																H25-近畿-神戸-6601.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		10		12		6		0		2013		TRUE		23		近畿		2013/10/12　6:0		41559.25

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港ポートアイランド　（第２期）　地区荷さばき地　（ＰＣ１５～１７）　改良工事		作業終了後のロータリーパーカッションドリル（以下RPD)を積載したトラックが、港島9丁目の施工ヤードから港島南町4丁目の仮置ヤードに移動中に、油圧ホースが損傷したことにより、ブームを下げずにトラックへ積載されたRPDのブームが、歩道橋に接触し、橋桁（桁下高さ5.34m）が損傷した。なお、トラック荷台の積載高さが5.4～5.5m程度（推定値）であり、4.1ｍ以上であることから車両制限令に違反していた。		平成25年10月12日 6時0分 頃		陸上		公道		06:地盤改良				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		15:気持ちがあせっていた。																																				03:機械・器具に欠陥があった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。								10.00%		6.00%		40.00%		35.00%						・積載高さの確認の実施、複数人数による作業の確認<改行>・安全教育・機械取扱い教育の実施、運行管理者の配置<改行>・緊急時連絡体制の整備、作業終了時の現場全域確認の徹底<改行>・作業の指揮命令体制及び確認の徹底		株式会社奥村組		株式会社奥村組																				南海辰村建設株式会社				ケミカルグラウト（株）								口頭注意																																																																H25-近畿-神戸-6601.xlsx		3/6/15 18:05		3/6/15 18:05		2013		10		12		6		0		2013		TRUE		23		近畿		2013/10/12　6:0		41559.25

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		苅田港（本港地区）航路（-13m）仮護岸工事		災害を起こした測量船は、9時25分頃、本工事の深浅測量の現場に進入するため航行していた<改行>が、測量区域２０ｍ手前にある岸壁（－１３ｍ）の据付済みのケーソン端部より１８ｍの位置にケーソン上部に座礁した。座礁して乗り上げた際、当局ケーソンは、長さ１２cm深さ５cmが削れた形で破損した。一方、測量船は、船体中間部に吊筋が接触し、船体を破損した。なお、船員等には、怪我は無く、保安部より航行制限等は発令されず、油流出等の公衆損害もなかった。		平成25年11月7日 9時25分 頃		海上		FD、作業船上		01:深浅測量				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）										08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった		1		21:連絡合図がなかった。																																																																								東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																				日本ジタン（株）																																																				当局				措置なし																				H25-九州-苅田-8601.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2013		11		7		9		25		2013		TRUE		3		九州		2013/11/7　9:25		41585.3923611111

		九州地方整備局		苅田港湾事務所		苅田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		苅田港（本港地区）航路（-13m）仮護岸工事		災害を起こした測量船は、9時25分頃、本工事の深浅測量の現場に進入するため航行していた<改行>が、測量区域２０ｍ手前にある岸壁（－１３ｍ）の据付済みのケーソン端部より１８ｍの位置にケーソン上部に座礁した。座礁して乗り上げた際、当局ケーソンは、長さ１２cm深さ５cmが削れた形で破損した。一方、測量船は、船体中間部に吊筋が接触し、船体を破損した。なお、船員等には、怪我は無く、保安部より航行制限等は発令されず、油流出等の公衆損害もなかった。		平成25年11月7日 9時25分 頃		海上		FD、作業船上		01:深浅測量				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）										08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった		1		21:連絡合図がなかった。																																																																								東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																				日本ジタン（株）																																																				当局				措置なし																				H25-九州-苅田-8601.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2013		11		7		9		25		2013		TRUE		3		九州		2013/11/7　9:25		41585.3923611111

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		関門航路（六連島西側地区）航路(－１５ｍ)浚渫［暫定－１４ｍ］工事（第2ステップD工区）		海上フロータ管（フロータ部）の固定バンドのボルト（M22）をインパクトレンチにて撤去していた。錆で撤去できなかったことから、ガス切断にて撤去を行った。その際に、火花がフロータ部（化学架橋ポリエチレンフォーム製）に引火し、黒煙が発生した。		平成25年11月26日 14時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		05:浚渫・床掘り				29:海上浮動管布設・撤去５７目地				1:晴れ						3:中風（4～8）										20:動力工具				14:熱エネルギーによるもの				17:火災				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災		A:危険だと思わなかった		3		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。																																																																								東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																				信幸建設株式会社				（株）ショウエイ																																																当局				措置なし																				H25-九州-関門航路-8701.xlsx		3/6/15 17:31		3/6/15 17:31		2013		11		26		14		30		2013		TRUE		17		九州		2013/11/26　14:30		41604.6041666667

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		関門航路（六連島西側地区）航路(－１５ｍ)浚渫［暫定－１４ｍ］工事（第2ステップD工区）		海上フロータ管（フロータ部）の固定バンドのボルト（M22）をインパクトレンチにて撤去していた。錆で撤去できなかったことから、ガス切断にて撤去を行った。その際に、火花がフロータ部（化学架橋ポリエチレンフォーム製）に引火し、黒煙が発生した。		平成25年11月26日 14時30分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		05:浚渫・床掘り				29:海上浮動管布設・撤去５７目地				1:晴れ						3:中風（4～8）										20:動力工具				14:熱エネルギーによるもの				17:火災				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災		A:危険だと思わなかった		3		10:欠陥のある機械・装置、工具、用具等を用いた。																																																																								東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																				信幸建設株式会社				（株）ショウエイ																																																当局				措置なし																				H25-九州-関門航路-8701.xlsx		3/6/15 17:31		3/6/15 17:31		2013		11		26		14		30		2013		TRUE		17		九州		2013/11/26　14:30		41604.6041666667

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成24年度　名古屋港外港地区防波堤(中央堤)改良工事　		当該工事は、名古屋港外港地区防波堤（ケーソン式）の改良を行う工事である。現在、ケーソン内部の中詰改質作業を実施しており、プラント台船に土運船(1、000m3積み）を接舷し、プラント台船に搭載しているバックホウ（山積1.4m3）により、土運船内の砂の揚土作業を行っていた。<改行>  搭載しているバックホウでは、土運船の中程までしか届かないため、反対側に残された砂を揚土するため、土運船を反転(回頭)させる作業を伴う。<改行>  事故は、プラント台船に接舷していた土運船(1、000m3積）を離舷し、少し離れた場所で回頭させ、ウインチワイヤー及び2隻の船舶で押し、プラント台船に再度接舷させる際発生した。中央堤西信号所付近に設置されている桟橋に接近し過ぎて、桟橋防舷材を固定しているH形鋼（300H）2本と接触し、H形鋼を損傷させたものである。		平成25年11月29日 13時45分 頃		海上		高潮防波堤（中央堤）西側		20:中詰				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）						2:無		1:有		08:作業船		土運船		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																																																														・元請けは現地で品質確認をしており、作業手順書の内容を確認できる状況にあったことから日々点検状況が不適切であった。<改行>・既設構造物との離隔距離を把握し、接触しないように的確な指示をしていなかったことから施工過程における不備があった。														①安全な回頭作業範囲の設定<改行>　土運船を離接舷する場合は、本船(クレーン台船・プラント台船)を防波堤から一旦20m以上離して（作業時は8m）、防波堤及び桟橋等に接触しないよう行います。<改行><改行>②確実な連絡方法への変更<改行>  通常の無線連絡では、エンジン音が大きい場合等には聞こえづらい為、イヤホン式の無線に変更し、確実に連絡が伝わるようにします。<改行><改行>③作業中止基準以外の気象条件による中止の判断<改行>  作業中止基準については、当該作業を実施する上で危険を伴わない範囲として設定していますが、今回のように風等により作業に影響を与えると思われる場合には、作業中止基準内であっても一旦作業を中止し、風が収まるまで待機します。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				株式会社トマック				森本工業（株）								管理不適切区分：軽微<改行>物損経済的損失区分：影響軽微						①東洋建設(株)名古屋支店に対し、措置なし（請負工事検査評定で－３点）<改行>②(株)トマックに対しては、措置なし																																		海上保安部				大きな事故ではないため事件化はしない。																				H25-中部-名古屋-7601.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2013		11		29		13		45		2013		TRUE		3		中部		2013/11/29　13:45		41607.5729166667

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成24年度　名古屋港外港地区防波堤(中央堤)改良工事　		当該工事は、名古屋港外港地区防波堤（ケーソン式）の改良を行う工事である。現在、ケーソン内部の中詰改質作業を実施しており、プラント台船に土運船(1、000m3積み）を接舷し、プラント台船に搭載しているバックホウ（山積1.4m3）により、土運船内の砂の揚土作業を行っていた。<改行>  搭載しているバックホウでは、土運船の中程までしか届かないため、反対側に残された砂を揚土するため、土運船を反転(回頭)させる作業を伴う。<改行>  事故は、プラント台船に接舷していた土運船(1、000m3積）を離舷し、少し離れた場所で回頭させ、ウインチワイヤー及び2隻の船舶で押し、プラント台船に再度接舷させる際発生した。中央堤西信号所付近に設置されている桟橋に接近し過ぎて、桟橋防舷材を固定しているH形鋼（300H）2本と接触し、H形鋼を損傷させたものである。		平成25年11月29日 13時45分 頃		海上		高潮防波堤（中央堤）西側		20:中詰				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）						2:無		1:有		08:作業船		土運船		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他																																																														・元請けは現地で品質確認をしており、作業手順書の内容を確認できる状況にあったことから日々点検状況が不適切であった。<改行>・既設構造物との離隔距離を把握し、接触しないように的確な指示をしていなかったことから施工過程における不備があった。														①安全な回頭作業範囲の設定<改行>　土運船を離接舷する場合は、本船(クレーン台船・プラント台船)を防波堤から一旦20m以上離して（作業時は8m）、防波堤及び桟橋等に接触しないよう行います。<改行><改行>②確実な連絡方法への変更<改行>  通常の無線連絡では、エンジン音が大きい場合等には聞こえづらい為、イヤホン式の無線に変更し、確実に連絡が伝わるようにします。<改行><改行>③作業中止基準以外の気象条件による中止の判断<改行>  作業中止基準については、当該作業を実施する上で危険を伴わない範囲として設定していますが、今回のように風等により作業に影響を与えると思われる場合には、作業中止基準内であっても一旦作業を中止し、風が収まるまで待機します。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																				株式会社トマック				森本工業（株）								管理不適切区分：軽微<改行>物損経済的損失区分：影響軽微						①東洋建設(株)名古屋支店に対し、措置なし（請負工事検査評定で－３点）<改行>②(株)トマックに対しては、措置なし																																		海上保安部				大きな事故ではないため事件化はしない。																				H25-中部-名古屋-7601.xlsx		3/6/15 18:13		3/6/15 18:13		2013		11		29		13		45		2013		TRUE		3		中部		2013/11/29　13:45		41607.5729166667

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港東港地区航路・泊地（－１８ｍ）外浚渫工事		岸壁に土運船を係留する際、隣接の岸壁で施工途中の鋼矢板岸壁腹起しに接触し破損させた。		平成25年11月30日 14時40分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。																																						99:その他										06:施工計画・作業標準が不備だった。																						・土運船の係留時には、船長の死角となる船首側の見張り員の配置を徹底する。<改行>・外の船舶が存在する場合は必ず補助船を配置する。<改行>・全作業員を対象に危険予知、ヒューマンエラー対策、作業手順や連絡体制の再確認について安全教育を行う。		東亜・大本ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社大本組																																		措置無し								措置無し																																																		H25-東北-小名浜-5401.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2013		11		30		14		40		2013		TRUE		3		東北		2013/11/30　14:40		41608.6111111111

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港東港地区航路・泊地（－１８ｍ）外浚渫工事		岸壁に土運船を係留する際、隣接の岸壁で施工途中の鋼矢板岸壁腹起しに接触し破損させた。		平成25年11月30日 14時40分 頃		海上		その他		29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。																																						99:その他										06:施工計画・作業標準が不備だった。																						・土運船の係留時には、船長の死角となる船首側の見張り員の配置を徹底する。<改行>・外の船舶が存在する場合は必ず補助船を配置する。<改行>・全作業員を対象に危険予知、ヒューマンエラー対策、作業手順や連絡体制の再確認について安全教育を行う。		東亜・大本ＪＶ		東亜建設工業株式会社				株式会社大本組																																		措置無し								措置無し																																																		H25-東北-小名浜-5401.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2013		11		30		14		40		2013		TRUE		3		東北		2013/11/30　14:40		41608.6111111111

		近畿地方整備局		近畿地方整備局港湾空港部		堺泉北		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																近畿圏臨海防災センター支援棟総合排水衛生設備改良工事		堺泉北港堺２区基幹的防災拠点緑地内において、海水淡水化装置の給水・排水管設置のため、小型バックホウ（0.08m3）で掘削中に高度処理水槽棟の東部に埋設されていた高度処理水園内循環パイプ（φ50mm）２本の内、１本の継ぎ手部を破損させ漏水が生じた。なお、当日の13時30分に復旧作業は終了している。		平成26年1月17日 10時10分 頃		陸上		その他		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																																										15.00%		15.00%		70.00%		70.00%						・既設物付近は、一度のバケット掘削深さを１５ｃｍ程度にし、スローな操作とする。<改行>・1日の作業工区を短縮し、余裕を持った作業を行う。<改行>・既設埋設物の再確認を行い、慎重に掘削作業を行う。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																措置なし																																																																H25-近畿-港空部-7201.xlsx		3/6/15 18:10		3/6/15 18:10		2014		1		17		10		10		2013		TRUE		23		近畿		2014/1/17　10:10		41656.4236111111

		近畿地方整備局		近畿地方整備局港湾空港部		堺泉北		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																近畿圏臨海防災センター支援棟総合排水衛生設備改良工事		堺泉北港堺２区基幹的防災拠点緑地内において、海水淡水化装置の給水・排水管設置のため、小型バックホウ（0.08m3）で掘削中に高度処理水槽棟の東部に埋設されていた高度処理水園内循環パイプ（φ50mm）２本の内、１本の継ぎ手部を破損させ漏水が生じた。なお、当日の13時30分に復旧作業は終了している。		平成26年1月17日 10時10分 頃		陸上		その他		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		接触		0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																																										15.00%		15.00%		70.00%		70.00%						・既設物付近は、一度のバケット掘削深さを１５ｃｍ程度にし、スローな操作とする。<改行>・1日の作業工区を短縮し、余裕を持った作業を行う。<改行>・既設埋設物の再確認を行い、慎重に掘削作業を行う。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																措置なし																																																																H25-近畿-港空部-7201.xlsx		3/6/15 18:10		3/6/15 18:10		2014		1		17		10		10		2013		TRUE		23		近畿		2014/1/17　10:10		41656.4236111111

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		福岡空港地盤改良工事		前夜、施工した地盤改良工（浸透固化処理工法）の薬液が翌日、供用中のエプロン舗装からにじみ出し、航空会社から運航情報官へ通報された。清掃のためスポット17-1を1時間クローズすることとなったが、航空機２機の利用スポット変更のみで対応でき、遅延便は発生しなかった。		平成26年1月26日 10時0分 頃		陸上		エプロン		06:地盤改良				84:その他(　)																				24:材料等		浸透固化処理工法の薬液		15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																												99:その他								・施工区域に一部存在する粘性土が原因で逸散した薬液が土中の細かな間隙をつたい、17-1スポットのコンクリート舗装の下部に浸透したものと推測される。<改行>・空港運用開始の時点ではコンクリート舗装上に薬液はしみ出ていなかったが、エプロン上を航空機が走行したことに伴い、航空機荷重の作用で舗装下部に流体の状態で存在した薬液がしみ出たものと推測される。																										五洋建設(株)		五洋建設株式会社																				ライト工業（株）																																																				当局				措置なし																				H25-九州-博多-8501.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2014		1		26		10		0		2013		FALSE		23		九州		2014/1/26　10:0		41665.4166666667

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		福岡空港地盤改良工事		前夜、施工した地盤改良工（浸透固化処理工法）の薬液が翌日、供用中のエプロン舗装からにじみ出し、航空会社から運航情報官へ通報された。清掃のためスポット17-1を1時間クローズすることとなったが、航空機２機の利用スポット変更のみで対応でき、遅延便は発生しなかった。		平成26年1月26日 10時0分 頃		陸上		エプロン		06:地盤改良				84:その他(　)																				24:材料等		浸透固化処理工法の薬液		15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																												99:その他								・施工区域に一部存在する粘性土が原因で逸散した薬液が土中の細かな間隙をつたい、17-1スポットのコンクリート舗装の下部に浸透したものと推測される。<改行>・空港運用開始の時点ではコンクリート舗装上に薬液はしみ出ていなかったが、エプロン上を航空機が走行したことに伴い、航空機荷重の作用で舗装下部に流体の状態で存在した薬液がしみ出たものと推測される。																										五洋建設(株)		五洋建設株式会社																				ライト工業（株）																																																				当局				措置なし																				H25-九州-博多-8501.xlsx		3/6/15 17:40		3/6/15 17:40		2014		1		26		10		0		2013		FALSE		23		九州		2014/1/26　10:0		41665.4166666667

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		岩国		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																岩国港臨港道路装束新港線橋梁上部工事（その２）		工事関係車両（ワゴン車）にて作業員を運搬後、当該車両を駐車場に駐車する際、ブレーキとアクセルの操作を誤り、車両ごと海中に転落した。その際、海上に係留されていたプレジャーボートに接触した（運転手には負傷等なし）。		平成26年2月13日 13時40分 頃		海上		物揚場		21:上部工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		自動車		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		32:服装が不適だった。																																				21:物を置いた場所が悪かった。																				27.40%		27.40%		9.90%		9.90%						①　運転時は、運転の支障となる保護具（ライフジャケット等）は着用しない。<改行>②　運転時は時間に余裕のある行動を心がけ、再教育により交通安全に対する意識の向上を図る。<改行>③　駐車位置、駐車方向（海に向かわない方向）を定め、駐車時は車止めを使用する。		東亜・日本ピーエス特定建設工事ＪＶ		東亜建設工業株式会社				（株）日本ピーエス																												なし								なし																																海上保安部		reserved-41684x1F		指導事項等なし（工事の継続については異論なし。再発防止策が定まったら報告のこと）		労働基準監督署		reserved-41684x1F		指導事項等なし（工事の継続については異論なし）		警察		reserved-41684x1F		指導事項等なし（物損事故であり、運転者の過失は刑事罰にはあたらない。工事の継続については異論なし）								H25-中国-宇部-7301.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2014		2		13		13		40		2013		TRUE		1		中国		2014/2/13　13:40		41683.5694444444

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		岩国		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																岩国港臨港道路装束新港線橋梁上部工事（その２）		工事関係車両（ワゴン車）にて作業員を運搬後、当該車両を駐車場に駐車する際、ブレーキとアクセルの操作を誤り、車両ごと海中に転落した。その際、海上に係留されていたプレジャーボートに接触した（運転手には負傷等なし）。		平成26年2月13日 13時40分 頃		海上		物揚場		21:上部工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		自動車		15:起因物と同じ				01:墜落・転落				0199:墜落：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		32:服装が不適だった。																																				21:物を置いた場所が悪かった。																				27.40%		27.40%		9.90%		9.90%						①　運転時は、運転の支障となる保護具（ライフジャケット等）は着用しない。<改行>②　運転時は時間に余裕のある行動を心がけ、再教育により交通安全に対する意識の向上を図る。<改行>③　駐車位置、駐車方向（海に向かわない方向）を定め、駐車時は車止めを使用する。		東亜・日本ピーエス特定建設工事ＪＶ		東亜建設工業株式会社				（株）日本ピーエス																												なし								なし																																海上保安部		reserved-41684x1F		指導事項等なし（工事の継続については異論なし。再発防止策が定まったら報告のこと）		労働基準監督署		reserved-41684x1F		指導事項等なし（工事の継続については異論なし）		警察		reserved-41684x1F		指導事項等なし（物損事故であり、運転者の過失は刑事罰にはあたらない。工事の継続については異論なし）								H25-中国-宇部-7301.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2014		2		13		13		40		2013		TRUE		1		中国		2014/2/13　13:40		41683.5694444444

		中部地方整備局		中部地方整備局港湾空港部		名古屋		直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																平成２５年度　築地庁舎解体工事		　庁舎東側屋上スラブ解体時、一部解体したコンクリートガラ（150×500×1000mm位）が書庫側のフェンス際に落下した。そのガラを重機（破砕機）でつかみ撤去する時、コンクリートガラから飛び出していた鉄筋が電線・水道管を引っ掛けて破損し。		平成26年2月18日 17時30分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						1:微風（～2）										06:コンクリート機械		破砕機		16:その他の加害物(　)		コンクリートガラ（150×500×1000mm位）		23:その他(　)				0109:墜落：梁、母屋から																																												05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。																				①　電線・給水管に防護材を設置する。<改行>②　既設管付近のフェンス沿いに高さ90cm柵を設置しコンクリート殻の飛出しを防止する。<改行>③　電線・給水管付近には、看板を設置（5ｍ～10ｍピッチ）し注意喚起する。<改行>④　書庫を先行的に解体することにより、仮にコンクリート片が書庫に落下した弾みで外側に飛び出さないよう対策を講じる。<改行>⑤　工事再開前に店社安全パトロールを実施する。<改行>⑥　工事再開前に作業員全員に再教育する。<改行>⑦　作業員一人一人が自身の作業内容で何を重点に安全作業を実施するか記述させ作業箇所に掲示することで安全意識の高揚を図る。<改行>⑧　作業手順を再度確認し、撤去する壁等を確実に中側へ倒しコンクリート殻が外側に行ないよう慎重に作業する。<改行>⑨　フェンス付近での作業は、原則　人力にて実施し、吊り荷作業等機械作業を余儀なくされる場合は、無線機を使用し合図者とオペレーターとのコミュニケーションを確実にとり、その際は吉川建設の職員立会のもと実施する。		吉川建設株式会社		吉川建設株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-41689x1F		怪我人も発生していないため、労働災害としての届け出の必要は無し。																				H25-中部-港空部-7502.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2014		2		18		17		30		2013		TRUE		23		中部		2014/2/18　17:30		41688.7291666667

		中部地方整備局		中部地方整備局港湾空港部		名古屋		直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																平成２５年度　築地庁舎解体工事		　庁舎東側屋上スラブ解体時、一部解体したコンクリートガラ（150×500×1000mm位）が書庫側のフェンス際に落下した。そのガラを重機（破砕機）でつかみ撤去する時、コンクリートガラから飛び出していた鉄筋が電線・水道管を引っ掛けて破損し。		平成26年2月18日 17時30分 頃		陸上		庁舎内、営繕等		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						1:微風（～2）										06:コンクリート機械		破砕機		16:その他の加害物(　)		コンクリートガラ（150×500×1000mm位）		23:その他(　)				0109:墜落：梁、母屋から																																												05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。																				①　電線・給水管に防護材を設置する。<改行>②　既設管付近のフェンス沿いに高さ90cm柵を設置しコンクリート殻の飛出しを防止する。<改行>③　電線・給水管付近には、看板を設置（5ｍ～10ｍピッチ）し注意喚起する。<改行>④　書庫を先行的に解体することにより、仮にコンクリート片が書庫に落下した弾みで外側に飛び出さないよう対策を講じる。<改行>⑤　工事再開前に店社安全パトロールを実施する。<改行>⑥　工事再開前に作業員全員に再教育する。<改行>⑦　作業員一人一人が自身の作業内容で何を重点に安全作業を実施するか記述させ作業箇所に掲示することで安全意識の高揚を図る。<改行>⑧　作業手順を再度確認し、撤去する壁等を確実に中側へ倒しコンクリート殻が外側に行ないよう慎重に作業する。<改行>⑨　フェンス付近での作業は、原則　人力にて実施し、吊り荷作業等機械作業を余儀なくされる場合は、無線機を使用し合図者とオペレーターとのコミュニケーションを確実にとり、その際は吉川建設の職員立会のもと実施する。		吉川建設株式会社		吉川建設株式会社																																																																								労働基準監督署		reserved-41689x1F		怪我人も発生していないため、労働災害としての届け出の必要は無し。																				H25-中部-港空部-7502.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2014		2		18		17		30		2013		TRUE		23		中部		2014/2/18　17:30		41688.7291666667

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		関門航路(六連島西側地区)航路（－１５ｍ）浚渫［暫定－１４ｍ］工事(第２ステップＤ工区)		工事開始の朝礼・ミーティングに参加するため、ガットバージと交通船が下関人工島に接岸していた。事故は、朝礼が終了し、作業現場である仮締め切り護岸へ航行するため、作業基地から離岸する際に発生した。交通船は、作業員を乗船させるため係船ロープを解除していた。一方、ガットバージは、交通船より先に船尾から出域していた。その時、交通船は、ガットバージに気を取られたため、船首部分がSOLASスフェンスに接触した。フェンスは、変形し有刺鉄線が１本切断した。なお、SOLASの「保安事案」には該当していない。		平成26年3月3日 8時27分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		05:浚渫・床掘り				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)																				08:作業船		監視船		15:起因物と同じ				03:激突				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった		1		34:その他の不安全行為があった。																																																																								東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																																																								当局				措置なし																				H25-九州-関門航路-8801.xlsx		3/6/15 17:31		3/6/15 17:31		2014		3		3		8		27		2013		TRUE		3		九州		2014/3/3　8:27		41701.3520833333

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		関門航路(六連島西側地区)航路（－１５ｍ）浚渫［暫定－１４ｍ］工事(第２ステップＤ工区)		工事開始の朝礼・ミーティングに参加するため、ガットバージと交通船が下関人工島に接岸していた。事故は、朝礼が終了し、作業現場である仮締め切り護岸へ航行するため、作業基地から離岸する際に発生した。交通船は、作業員を乗船させるため係船ロープを解除していた。一方、ガットバージは、交通船より先に船尾から出域していた。その時、交通船は、ガットバージに気を取られたため、船首部分がSOLASスフェンスに接触した。フェンスは、変形し有刺鉄線が１本切断した。なお、SOLASの「保安事案」には該当していない。		平成26年3月3日 8時27分 頃		陸上		ブロック、ケーソンヤード		05:浚渫・床掘り				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)																				08:作業船		監視船		15:起因物と同じ				03:激突				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった		1		34:その他の不安全行為があった。																																																																								東亜建設工業（株）		東亜建設工業株式会社																																																																								当局				措置なし																				H25-九州-関門航路-8801.xlsx		3/6/15 17:31		3/6/15 17:31		2014		3		3		8		27		2013		TRUE		3		九州		2014/3/3　8:27		41701.3520833333

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港東港地区臨港道路東港部上部工事		資材置き場において、納入資材をトラックからユニック車で荷下ろし中、荷崩れにより資材が落下し民家のフェンスを損傷。また、資材落下後、ユニック車のブームが屋根に接触し損傷。		平成26年3月18日 9時20分 頃		陸上		資材置場		29:その他(　)				84:その他(　)		資材仮置		2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		資材落下、クレーンブームの接触		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。																																				04:安全度が不足だった。										07:作業の安全指示が不適切だった。																						・作業半径を考慮した作業形態を再検討し、旋回途中でのブームの伸縮が生じない配置とする。<改行>・パレットは、急停止時においても吊荷がずれないように単管ではなく角鋼管を使用する。<改行>・資材置き場は障害物から十分な隔離をおいて配置を行い、特に民家に隣接する場所は１．５ｍに位置に進入禁止境界線を設置し超えないようにする。		株式会社ピーエス三菱		株式会社ピーエス三菱																																						口頭注意																																																										H25-東北-小名浜-8101.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2014		3		18		9		20		2013		TRUE		23		東北		2014/3/18　9:20		41716.3888888889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		小名浜港東港地区臨港道路東港部上部工事		資材置き場において、納入資材をトラックからユニック車で荷下ろし中、荷崩れにより資材が落下し民家のフェンスを損傷。また、資材落下後、ユニック車のブームが屋根に接触し損傷。		平成26年3月18日 9時20分 頃		陸上		資材置場		29:その他(　)				84:その他(　)		資材仮置		2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		資材落下、クレーンブームの接触		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。																																				04:安全度が不足だった。										07:作業の安全指示が不適切だった。																						・作業半径を考慮した作業形態を再検討し、旋回途中でのブームの伸縮が生じない配置とする。<改行>・パレットは、急停止時においても吊荷がずれないように単管ではなく角鋼管を使用する。<改行>・資材置き場は障害物から十分な隔離をおいて配置を行い、特に民家に隣接する場所は１．５ｍに位置に進入禁止境界線を設置し超えないようにする。		株式会社ピーエス三菱		株式会社ピーエス三菱																																						口頭注意																																																										H25-東北-小名浜-8101.xlsx		3/6/15 18:45		3/6/15 18:45		2014		3		18		9		20		2013		TRUE		23		東北		2014/3/18　9:20		41716.3888888889

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																大阪港北港南地区荷さばき地（Ｃ－１２）改良工事		構造物撤去工、陸上地盤改良工（SCP）、舗装工、復旧工及び雑工		平成26年4月28日 17時30分 頃		陸上		その他		06:地盤改良				84:その他(　)				3:雨						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		測量間違い		16:その他の加害物(　)		SCP施工機ケーシング		23:その他(　)		埋設物損傷																																																								04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		99:その他		埋設物の位置を明示していなかった		96.00%		96.00%		96.00%		96.00%		SCPによる地盤改良を施工中に施工場所の位置出しを誤りSCP施工機により埋設管（雨水配管）を損傷させた。<改行>　4月28日　14:30頃　29日からのSCP 施工に向けて安藤・間職員１名(担当技術者)、不動テトラ(一次下請)職員１名、<改行>　　　       　　　　　　　合計２名によりSCP 打設位置の位置出しを実施。<改行>　　　　　　　17:30頃　SCP 施工機を当該箇所に移動し、杭芯の位置にケーシングを打ち込み駐機<改行>　4月29日　 8:35頃　監理技術者(28日は代休で不在)が現場巡回し、位置出しの間違いが判明。		当日は監理技術者が代休により不在、現場代理人が作業所内で別作業に従事し、元請職員としては担当技術者1名（他一次下請け職員1名）による作業を行っており、位置出しの確認体制が不十分であった。よって、監理技術者不在時の作業内容についての指示の不徹底及び作業完了後の確認体制が不十分であったことが原因である。		①SCP機オペレータは施工箇所の設計図面を作業前に再確認する。<改行>②監理技術者不在時は書面にて作業における留意事項の引継ぎを行う。<改行>③埋設物の位置を確実に明示する。（改良範囲の両端に木杭で明示し、地表面にスプレーマーキングする。）<改行>④測量実施前に職員間で作業内容、作業方法及び注意事項の詳細打合せを行う。<改行>⑤測量実施時に監理技術者及び現場代理人によるダブルチェックを行う。（オフセット…基準点からの距離、と座標によるダブルチェック）<改行>⑥測量実施後（次工程に移る前に）に必ず監理技術者、現場代理人に報告する。<改行>⑦測量実施後（次工程に移る前に）に必ず監理技術者、現場代理人が現地確認する。<改行>⑧今後、同様の事故を起こさないように次回の社内主務者会議において再発防止対策を水平展開する。		株式会社安藤・間		株式会社安藤・間		大阪支店																		株式会社不動テトラ												措置無し						再発防止に努めるよう事務所長から口頭にて指導																																																										H26-近畿-大阪-0301.xlsx		3/6/15 18:08		3/8/16 14:03		2014		4		28		17		30		2014		TRUE		23		近畿		2014/4/28　17:30		41757.7291666667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																大阪港北港南地区荷さばき地（Ｃ－１２）改良工事		構造物撤去工、陸上地盤改良工（SCP）、舗装工、復旧工及び雑工		平成26年4月28日 17時30分 頃		陸上		その他		06:地盤改良				84:その他(　)				3:雨						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		測量間違い		16:その他の加害物(　)		SCP施工機ケーシング		23:その他(　)		埋設物損傷																																																								04:理解度の確認が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		99:その他		埋設物の位置を明示していなかった		96.00%		96.00%		96.00%		96.00%		SCPによる地盤改良を施工中に施工場所の位置出しを誤りSCP施工機により埋設管（雨水配管）を損傷させた。<改行>　4月28日　14:30頃　29日からのSCP 施工に向けて安藤・間職員１名(担当技術者)、不動テトラ(一次下請)職員１名、<改行>　　　       　　　　　　　合計２名によりSCP 打設位置の位置出しを実施。<改行>　　　　　　　17:30頃　SCP 施工機を当該箇所に移動し、杭芯の位置にケーシングを打ち込み駐機<改行>　4月29日　 8:35頃　監理技術者(28日は代休で不在)が現場巡回し、位置出しの間違いが判明。		当日は監理技術者が代休により不在、現場代理人が作業所内で別作業に従事し、元請職員としては担当技術者1名（他一次下請け職員1名）による作業を行っており、位置出しの確認体制が不十分であった。よって、監理技術者不在時の作業内容についての指示の不徹底及び作業完了後の確認体制が不十分であったことが原因である。		①SCP機オペレータは施工箇所の設計図面を作業前に再確認する。<改行>②監理技術者不在時は書面にて作業における留意事項の引継ぎを行う。<改行>③埋設物の位置を確実に明示する。（改良範囲の両端に木杭で明示し、地表面にスプレーマーキングする。）<改行>④測量実施前に職員間で作業内容、作業方法及び注意事項の詳細打合せを行う。<改行>⑤測量実施時に監理技術者及び現場代理人によるダブルチェックを行う。（オフセット…基準点からの距離、と座標によるダブルチェック）<改行>⑥測量実施後（次工程に移る前に）に必ず監理技術者、現場代理人に報告する。<改行>⑦測量実施後（次工程に移る前に）に必ず監理技術者、現場代理人が現地確認する。<改行>⑧今後、同様の事故を起こさないように次回の社内主務者会議において再発防止対策を水平展開する。		株式会社安藤・間		株式会社安藤・間		大阪支店																		株式会社不動テトラ												措置無し						再発防止に努めるよう事務所長から口頭にて指導																																																										H26-近畿-大阪-0301.xlsx		3/6/15 18:08		3/8/16 14:03		2014		4		28		17		30		2014		TRUE		23		近畿		2014/4/28　17:30		41757.7291666667

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２６年度清水港コンテナターミナル出入管理情報システム設置工事		新興津埠頭の出入管理システム設置工事において、配管設置用の掘削作業を実施していたところ、清水コンテナターミナル（株）所有の水道管を破損させた。		平成26年5月22日 9時45分 頃		陸上		その他		25:土工				09:電気設備				1:晴れ						1:微風（～2）										04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																														夏目電気工業株式会社																																																																																																		H26-中部-清水-1001.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2014		5		22		9		45		2014		TRUE		23		中部		2014/5/22　9:45		41781.40625

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２６年度清水港コンテナターミナル出入管理情報システム設置工事		新興津埠頭の出入管理システム設置工事において、配管設置用の掘削作業を実施していたところ、清水コンテナターミナル（株）所有の水道管を破損させた。		平成26年5月22日 9時45分 頃		陸上		その他		25:土工				09:電気設備				1:晴れ						1:微風（～2）										04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																														夏目電気工業株式会社																																																																																																		H26-中部-清水-1001.xlsx		3/6/15 18:17		3/6/15 18:17		2014		5		22		9		45		2014		TRUE		23		中部		2014/5/22　9:45		41781.40625

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																関門航路(六連島西側地区)航路(-15m)磁気探査		磁気探査終了後、観測台船と曳船の引きロープ・枠ロープを縮める作業中に、曳船のプロペラに引きロープ・枠ロープを巻き込み、自力での航行が不可能になり、付近の島へ漂着した。<改行>その後、別の引船で救助（曳航）され、航行する船舶に支障なく、係船場所へ帰港した。		平成26年5月26日 17時30分 頃		海上				02:探査工				22:磁気探査(海上)				1:晴れ						3:中風（4～8）										21:手工具、用具				10:用具等				23:その他(　)		船舶航行不能		1399:その他：その他																																																																										①引きロープ・枠ロープを縮める作業を行う際に、潮流の影響を受けやすく、アンカーを下ろせない航路付近に曳船・台船を停船して作業を行った。<改行>②曳船側作業者と船長の連絡・連携が上手くいかず、曳船後進のスピードが速すぎ、潮流の影響もあって予測以上にロープが弛んでしまった。<改行>③ロープの状況を把握する者が、作業者（曳船の操舵手）のみであった。		①引きロープを縮める際には、風・潮流の影響が少ない航路外の安全な海域に停船して作業を実施する。<改行>②曳船の前進・後進操作は、観測台船側の監視者から、曳船と台船の距離やロープの弛み状況を把握し、前進・後進操作を行う船長へ連絡する。<改行>③台船側船首部において、曳船と台船の距離やロープの弛み状況を監視し、適宜曳船側へ指示を行う専任監視者を配置する。その際の指示は、トランシーバーもしくは携帯電話を用いて行う。				日本物理炭礦株式会社		九州支店																																																																																														26-九州-関門航路-0201.xlsx		5/29/15 17:39		6/15/15 11:34		2014		5		26		17		30		2014		TRUE		23		九州		2014/5/26　17:30		41785.7291666667

		九州地方整備局		関門航路事務所		関門航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																関門航路(六連島西側地区)航路(-15m)磁気探査		磁気探査終了後、観測台船と曳船の引きロープ・枠ロープを縮める作業中に、曳船のプロペラに引きロープ・枠ロープを巻き込み、自力での航行が不可能になり、付近の島へ漂着した。<改行>その後、別の引船で救助（曳航）され、航行する船舶に支障なく、係船場所へ帰港した。		平成26年5月26日 17時30分 頃		海上				02:探査工				22:磁気探査(海上)				1:晴れ						3:中風（4～8）										21:手工具、用具				10:用具等				23:その他(　)		船舶航行不能		1399:その他：その他																																																																										①引きロープ・枠ロープを縮める作業を行う際に、潮流の影響を受けやすく、アンカーを下ろせない航路付近に曳船・台船を停船して作業を行った。<改行>②曳船側作業者と船長の連絡・連携が上手くいかず、曳船後進のスピードが速すぎ、潮流の影響もあって予測以上にロープが弛んでしまった。<改行>③ロープの状況を把握する者が、作業者（曳船の操舵手）のみであった。		①引きロープを縮める際には、風・潮流の影響が少ない航路外の安全な海域に停船して作業を実施する。<改行>②曳船の前進・後進操作は、観測台船側の監視者から、曳船と台船の距離やロープの弛み状況を把握し、前進・後進操作を行う船長へ連絡する。<改行>③台船側船首部において、曳船と台船の距離やロープの弛み状況を監視し、適宜曳船側へ指示を行う専任監視者を配置する。その際の指示は、トランシーバーもしくは携帯電話を用いて行う。				日本物理炭礦株式会社		九州支店																																																																																														26-九州-関門航路-0201.xlsx		5/29/15 17:39		6/15/15 11:34		2014		5		26		17		30		2014		TRUE		23		九州		2014/5/26　17:30		41785.7291666667

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		博多港（アイランドシティ地区）航路・泊地(-15m)仮護岸工事		土砂投入中、トレミー船のバックホウの油圧パイプの連結金具ボルト２本が破壊し、作動油５～６リットル（推定）が甲板上に飛散し、その一部分の少量の油が海面に流出した（油拡散範囲３ｍ×３ｍ程度）。		平成26年6月25日 12時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)		揚土作業中		1:晴れ																04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		作動油		23:その他(　)		油漏れ		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																														みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																																																																																																H26-九州-博多-3701.xlsx		3/6/15 17:41		6/15/15 12:04		2014		6		25		12		30		2014		TRUE		23		九州		2014/6/25　12:30		41815.5208333333

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		博多港（アイランドシティ地区）航路・泊地(-15m)仮護岸工事		土砂投入中、トレミー船のバックホウの油圧パイプの連結金具ボルト２本が破壊し、作動油５～６リットル（推定）が甲板上に飛散し、その一部分の少量の油が海面に流出した（油拡散範囲３ｍ×３ｍ程度）。		平成26年6月25日 12時30分 頃		海上		FD、作業船上		05:浚渫・床掘り				84:その他(　)		揚土作業中		1:晴れ																04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		作動油		23:その他(　)		油漏れ		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																														みらい建設工業（株）		みらい建設工業株式会社																																																																																																H26-九州-博多-3701.xlsx		3/6/15 17:41		6/15/15 12:04		2014		6		25		12		30		2014		TRUE		23		九州		2014/6/25　12:30		41815.5208333333

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)耐震改良工事		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)耐震改良のため、構造物撤去工、陸上地盤改良工、本体工、土工、舗装工、岸壁(-12m)取付部の浚渫工、土運船運搬工、陸上地盤改良工、海上地盤改良工、付属工、土質調査、及び、中野地区の浚渫工、土運船運搬工、向洋岸壁(-12m)の浚渫工、土運船運搬工及び、水路測量を施工するものである。		平成26年7月9日 4時0分 頃		海上		仙台塩釜港仙台港区高砂ふ頭1号岸壁										2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留ワイヤー		15:起因物と同じ				23:その他(　)		車止め破損		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。																																		08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。				20.00%		9.00%		14.00%		14.00%		7月8日 20:00：深層混合処理船離岸～曳航。<改行>　　　　　22:10：打設開始。7月9日 3:50：打設終了（3本）。<改行>　　　　　 3:55：係留解除作業開始。<改行>　　　　　 4:00：車止め破損確認。		地盤改良作業終了後、深層混合処理船の係留解除作業の際に、既設岸壁側に取り付けた引付ワイヤーが緩んだことで、岸壁上に設置した台付ワイヤーが車止め天端より下がった状態となり、ウインチで引付ワイヤーを巻いた際、台付ワイヤーにテンションが掛かり、これに車止めが押されて破損した。		・固定式防護柵の設置。<改行>・防護柵の設置を作業員に周知徹底。<改行>・周囲の状況を確認して合図または機械作業を開始。<改行>・陸上監視員を配置し転船時の台付ワイヤーの状態点結果を行う。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H26-東北-塩釜-0501.xlsx		3/6/15 18:51		7/6/18 12:01		2014		7		9		4		0		2014		TRUE		23		東北		2014/7/9　4:0		41829.1666666667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)耐震改良工事		仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)耐震改良のため、構造物撤去工、陸上地盤改良工、本体工、土工、舗装工、岸壁(-12m)取付部の浚渫工、土運船運搬工、陸上地盤改良工、海上地盤改良工、付属工、土質調査、及び、中野地区の浚渫工、土運船運搬工、向洋岸壁(-12m)の浚渫工、土運船運搬工及び、水路測量を施工するものである。		平成26年7月9日 4時0分 頃		海上		仙台塩釜港仙台港区高砂ふ頭1号岸壁										2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		係留ワイヤー		15:起因物と同じ				23:その他(　)		車止め破損		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				07:防護物・保護具を使用しなかった。		13:油断、軽視した。		21:連絡合図がなかった。																																		08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。				20.00%		9.00%		14.00%		14.00%		7月8日 20:00：深層混合処理船離岸～曳航。<改行>　　　　　22:10：打設開始。7月9日 3:50：打設終了（3本）。<改行>　　　　　 3:55：係留解除作業開始。<改行>　　　　　 4:00：車止め破損確認。		地盤改良作業終了後、深層混合処理船の係留解除作業の際に、既設岸壁側に取り付けた引付ワイヤーが緩んだことで、岸壁上に設置した台付ワイヤーが車止め天端より下がった状態となり、ウインチで引付ワイヤーを巻いた際、台付ワイヤーにテンションが掛かり、これに車止めが押されて破損した。		・固定式防護柵の設置。<改行>・防護柵の設置を作業員に周知徹底。<改行>・周囲の状況を確認して合図または機械作業を開始。<改行>・陸上監視員を配置し転船時の台付ワイヤーの状態点結果を行う。				五洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H26-東北-塩釜-0501.xlsx		3/6/15 18:51		7/6/18 12:01		2014		7		9		4		0		2014		TRUE		23		東北		2014/7/9　4:0		41829.1666666667

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		備讃瀬戸航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																備讃瀬戸北航路（－１９ｍ）浚渫工事		ポンプ浚渫船の浚渫場所前進移動の為、揚錨船による右舷側アンカーの移設作業中に、風により揚錨船が灯浮標方向へ流された。そのため揚錨船と灯浮標の衝突を回避するため、灯浮標近傍にアンカーを投錨した。その結果、落下したアンカーと灯浮標が海中で衝突し、貸与物件である灯浮標の損傷、ポンプ浚渫船のアンカーが折損した。		平成26年8月4日 16時50分 頃		海上		海中		05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		揚錨船		16:その他の加害物(　)		ポンプ浚渫船クリスマスツリーアンカー		04:飛来・落下物にあたる																																																																																		五洋建設・不動テトラ・本間ＪＶ		五洋建設株式会社				株式会社不動テトラ				株式会社本間組												株式会社トマック																																																				当局		reserved-41857x1F		本事故は、本局事故調査委員会の案件として扱わない<改行>（現地事故調査委員会の報告のみ）																				H26-四国-高松-1501.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2014		8		4		16		50		2014		TRUE		4		四国		2014/8/4　16:50		41855.7013888889

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		備讃瀬戸航路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																備讃瀬戸北航路（－１９ｍ）浚渫工事		ポンプ浚渫船の浚渫場所前進移動の為、揚錨船による右舷側アンカーの移設作業中に、風により揚錨船が灯浮標方向へ流された。そのため揚錨船と灯浮標の衝突を回避するため、灯浮標近傍にアンカーを投錨した。その結果、落下したアンカーと灯浮標が海中で衝突し、貸与物件である灯浮標の損傷、ポンプ浚渫船のアンカーが折損した。		平成26年8月4日 16時50分 頃		海上		海中		05:浚渫・床掘り				15:舷外及び揚投錨				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		揚錨船		16:その他の加害物(　)		ポンプ浚渫船クリスマスツリーアンカー		04:飛来・落下物にあたる																																																																																		五洋建設・不動テトラ・本間ＪＶ		五洋建設株式会社				株式会社不動テトラ				株式会社本間組												株式会社トマック																																																				当局		reserved-41857x1F		本事故は、本局事故調査委員会の案件として扱わない<改行>（現地事故調査委員会の報告のみ）																				H26-四国-高松-1501.xlsx		3/6/15 17:52		3/6/15 17:52		2014		8		4		16		50		2014		TRUE		4		四国		2014/8/4　16:50		41855.7013888889

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		津松阪（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																														4:公衆災害		平成26年度　津松阪港津地区（栗真町屋）２工区堤防（改良）本体および防護矢板設置工事		　既設堤体撤去により発生したコンクリート殻を資材置場に運搬し、バックホウにて集積作業を行っていた。<改行>  作業終了後、資材置場出入口の封鎖及び出入口に敷設してある鉄板の盗難防止を目的に、バックホウを出入口に移動している最中に、バックホウのブームが資材仮置場の出入口付近の架空線(中部電力線（低圧配電線100V・200V)とＮＴＴ通信線)に接触し、架空線を損傷した。<改行>　架線は、名古屋港湾空港技術調査事務所が設置した海洋短波レーダーのみに接続する専用線で、事故当時は故障していたため稼働していなかった。		平成26年9月10日 17時10分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						2:弱風（2～4）										04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架線に接触		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																																																												あおみ建設		あおみ建設株式会社		名古屋支店																		宇佐美工業（株）				（有）丸新建設								元請：あおみ建設(株)名古屋支店、一次下請：宇佐美工業(株)は						口頭注意																																																										H26-中部-四日市-2001.xlsx		3/6/15 18:10		3/6/15 18:10		2014		9		10		17		10		2014		TRUE		23		中部		2014/9/10　17:10		41892.7152777778

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		津松阪（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																														4:公衆災害		平成26年度　津松阪港津地区（栗真町屋）２工区堤防（改良）本体および防護矢板設置工事		　既設堤体撤去により発生したコンクリート殻を資材置場に運搬し、バックホウにて集積作業を行っていた。<改行>  作業終了後、資材置場出入口の封鎖及び出入口に敷設してある鉄板の盗難防止を目的に、バックホウを出入口に移動している最中に、バックホウのブームが資材仮置場の出入口付近の架空線(中部電力線（低圧配電線100V・200V)とＮＴＴ通信線)に接触し、架空線を損傷した。<改行>　架線は、名古屋港湾空港技術調査事務所が設置した海洋短波レーダーのみに接続する専用線で、事故当時は故障していたため稼働していなかった。		平成26年9月10日 17時10分 頃		陸上		その他		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						2:弱風（2～4）										04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架線に接触		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																																																												あおみ建設		あおみ建設株式会社		名古屋支店																		宇佐美工業（株）				（有）丸新建設								元請：あおみ建設(株)名古屋支店、一次下請：宇佐美工業(株)は						口頭注意																																																										H26-中部-四日市-2001.xlsx		3/6/15 18:10		3/6/15 18:10		2014		9		10		17		10		2014		TRUE		23		中部		2014/9/10　17:10		41892.7152777778

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																青森港本港地区堤埠頭岸壁(-7.5m)(改良)土質調査		青森港本港地区堤埠頭岸壁（-7.5m）(改良)の設計に必要な資料を得るために実施するものである。		平成26年9月17日 16時30分 頃		陸上		青森港堤埠頭岸壁(-7.5m)取付部										1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械				16:その他の加害物(　)		タイロッド		23:その他(　)		タイロッド切断		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。																																																06:施工計画・作業標準が不備だった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				60.00%		50.00%		80.00%		70.00%		9:00：作業前準備・資機材の点検。<改行>9:10：ボーリング作業開始。<改行>14:00：メタルクラウンでの掘進困難のため、ダイヤモンドビットに交換し掘進開始。<改行>16:30：事故発生(コアチューブにより玉石・鉄の塊を回収)		ボーリングにおいて、標準貫入試験のためφ66mmで掘進作業中に、DL-1m付近に設置されている鋼矢板岸壁のタイロッドを切断した。		(1）タイロッド切断を発生させた原因の思い込みやヒューマンエラーを防止するため、管理技術者と現場担当技術者の体制から担当技術　　<改行>　　者を追加し、管理体制の強化を図る。<改行>(2)掘削作業中の作業手順に連絡体制を盛込み見直しを図る。<改行>(3)現場作業員は掘削作業中に構造物等と思われる障害を発見した場合に現場担当技術者ヘの連絡を徹底する。				千葉エンジニアリング株式会社																																																																																																H26-東北-青森-2201.xlsx		3/6/15 19:06		7/6/18 12:02		2014		9		17		16		30		2014		TRUE		23		東北		2014/9/17　16:30		41899.6875

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																青森港本港地区堤埠頭岸壁(-7.5m)(改良)土質調査		青森港本港地区堤埠頭岸壁（-7.5m）(改良)の設計に必要な資料を得るために実施するものである。		平成26年9月17日 16時30分 頃		陸上		青森港堤埠頭岸壁(-7.5m)取付部										1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械				16:その他の加害物(　)		タイロッド		23:その他(　)		タイロッド切断		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。																																																06:施工計画・作業標準が不備だった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		27:作業中止の基準を定めていなかった。				60.00%		50.00%		80.00%		70.00%		9:00：作業前準備・資機材の点検。<改行>9:10：ボーリング作業開始。<改行>14:00：メタルクラウンでの掘進困難のため、ダイヤモンドビットに交換し掘進開始。<改行>16:30：事故発生(コアチューブにより玉石・鉄の塊を回収)		ボーリングにおいて、標準貫入試験のためφ66mmで掘進作業中に、DL-1m付近に設置されている鋼矢板岸壁のタイロッドを切断した。		(1）タイロッド切断を発生させた原因の思い込みやヒューマンエラーを防止するため、管理技術者と現場担当技術者の体制から担当技術　　<改行>　　者を追加し、管理体制の強化を図る。<改行>(2)掘削作業中の作業手順に連絡体制を盛込み見直しを図る。<改行>(3)現場作業員は掘削作業中に構造物等と思われる障害を発見した場合に現場担当技術者ヘの連絡を徹底する。				千葉エンジニアリング株式会社																																																																																																H26-東北-青森-2201.xlsx		3/6/15 19:06		7/6/18 12:02		2014		9		17		16		30		2014		TRUE		23		東北		2014/9/17　16:30		41899.6875

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																北九州港（田野浦地区）岸壁（－９ｍ）（改良）工事		　セップ台船のNo2及びNo3レグが海底地盤に突然沈下し始め、セップ台船が傾斜、約１０秒ほどで約１２％（７度）の傾きとなった位置で止まった。<改行>　その際、傾斜により台船上に設置された掘削機用の走行架台がストッパーごとレール上を走行し、既設岸壁に接触し停止した。		平成26年9月19日 12時55分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30								08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																				現在確認中																										若築建設（株）		若築建設（株）																				（株）横山基礎工事																																																																												H26-九州-北九州-2701.xlsx		3/6/15 17:43		9/4/17 17:20		2014		9		19		12		55		2014		TRUE		23		九州		2014/9/19　12:55		41901.5381944444

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																北九州港（田野浦地区）岸壁（－９ｍ）（改良）工事		　セップ台船のNo2及びNo3レグが海底地盤に突然沈下し始め、セップ台船が傾斜、約１０秒ほどで約１２％（７度）の傾きとなった位置で止まった。<改行>　その際、傾斜により台船上に設置された掘削機用の走行架台がストッパーごとレール上を走行し、既設岸壁に接触し停止した。		平成26年9月19日 12時55分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		09:杭及び矢板				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30								08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																				現在確認中																										若築建設（株）		若築建設（株）																				（株）横山基礎工事																																																																												H26-九州-北九州-2701.xlsx		3/6/15 17:43		9/4/17 17:20		2014		9		19		12		55		2014		TRUE		23		九州		2014/9/19　12:55		41901.5381944444

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																金沢港（大野地区）航路（－１３ｍ）浚渫工事		　本工事の浚渫工において、荒天により作業を中止して工事区域内に留まり高波浪警戒態勢中に発生。<改行>　当該工事ポンプ浚渫船は、金沢港港口付近で浚渫作業中に波が高くなってきたため、浚渫船の運転を停止し、アンカーワイヤー６本を張って作業地点で高波浪時警戒態勢を取っていたところ、増大する波浪に耐えきれず、港外スイングアンカーワイヤーが切断したため、切断したワイヤーを復旧しようとしたが、さらに波高が増大してきたため港内への退避作業に入ったが、残りの港外側アンカーワイヤーが続けて２本切れたため、船体が防砂堤方向へ押し流され防砂堤に接触し、防砂堤堤頭函上部工が欠損したもの。		平成26年9月30日 22時0分 頃		海上		防砂堤先端		29:その他(　)		浚渫工		28:ポンプ浚渫				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		防砂堤上部工破損				B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										18:緊急通報体制が未確立・不備であった。										34.00%		34.00%		16.00%		16.00%						金沢港港口部区域における本工事に限り<改行>1)退避基準の見直し(波の周期予報が8秒以上の波浪が6時間以上継続する場合は、出現予想時刻の3時間前までに港内遮蔽域までポンプ浚渫船を退避させる)<改行>2)港内遮蔽域において退避中、アンカーワイヤーが切断した場合には復旧作業へ移行せず、速やかに港内岸壁へ退避する。<改行>3)荒天退避作業の安全性向上と作業時間短縮を図るため、揚錨船の大型化を行う。（35t吊→50t吊）<改行>4)「波高予報で2mが2日以上続く場合」もしくは「周期用法で12秒を超える場合」は、速やかに港内岸壁へ退避する。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																																																								海上保安部				口頭注意（見直した退避基準・対策及び随時連絡・報告の厳守）																				H26-北陸-金沢-2801.xlsx		3/6/15 18:20		4/8/15 19:33		2014		9		30		22		0		2014		TRUE		23		北陸		2014/9/30　22:0		41912.9166666667

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																金沢港（大野地区）航路（－１３ｍ）浚渫工事		　本工事の浚渫工において、荒天により作業を中止して工事区域内に留まり高波浪警戒態勢中に発生。<改行>　当該工事ポンプ浚渫船は、金沢港港口付近で浚渫作業中に波が高くなってきたため、浚渫船の運転を停止し、アンカーワイヤー６本を張って作業地点で高波浪時警戒態勢を取っていたところ、増大する波浪に耐えきれず、港外スイングアンカーワイヤーが切断したため、切断したワイヤーを復旧しようとしたが、さらに波高が増大してきたため港内への退避作業に入ったが、残りの港外側アンカーワイヤーが続けて２本切れたため、船体が防砂堤方向へ押し流され防砂堤に接触し、防砂堤堤頭函上部工が欠損したもの。		平成26年9月30日 22時0分 頃		海上		防砂堤先端		29:その他(　)		浚渫工		28:ポンプ浚渫				1:晴れ				4:波が高い（1.5以上）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		防砂堤上部工破損				B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										18:緊急通報体制が未確立・不備であった。										34.00%		34.00%		16.00%		16.00%						金沢港港口部区域における本工事に限り<改行>1)退避基準の見直し(波の周期予報が8秒以上の波浪が6時間以上継続する場合は、出現予想時刻の3時間前までに港内遮蔽域までポンプ浚渫船を退避させる)<改行>2)港内遮蔽域において退避中、アンカーワイヤーが切断した場合には復旧作業へ移行せず、速やかに港内岸壁へ退避する。<改行>3)荒天退避作業の安全性向上と作業時間短縮を図るため、揚錨船の大型化を行う。（35t吊→50t吊）<改行>4)「波高予報で2mが2日以上続く場合」もしくは「周期用法で12秒を超える場合」は、速やかに港内岸壁へ退避する。		東洋建設株式会社		東洋建設株式会社																																																																								海上保安部				口頭注意（見直した退避基準・対策及び随時連絡・報告の厳守）																				H26-北陸-金沢-2801.xlsx		3/6/15 18:20		4/8/15 19:33		2014		9		30		22		0		2014		TRUE		23		北陸		2014/9/30　22:0		41912.9166666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｄ滑走路維持管理等工事		　D滑走路の維持管理点検作業において使用していたセップ台船を、調整のために点検        現場から基地港（東京12号地）に向けてクレーン台船と共に曳航作業中に発生した。<改行>  クレーン台船のクレーン高さが航空機の運航制限高を超えた状態で曳航し、D滑走路北側の側傍海域に入域したことにより、航空機の運航制限高を超えて航行した。		平成26年11月21日 10時46分 頃																														14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)				23:その他(　)		航空機運航高制限の抵触		1399:その他：その他																																																																														鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄住金ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築		鹿島建設株式会社				東亜建設工業株式会社																																										航空機の遅延等なかったので事故扱いでない（航空局より）																																																		H26-関東-東京空港-3501.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2014		11		21		10		46		2014		FALSE		23		関東		2014/11/21　10:46		41964.4486111111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｄ滑走路維持管理等工事		　D滑走路の維持管理点検作業において使用していたセップ台船を、調整のために点検        現場から基地港（東京12号地）に向けてクレーン台船と共に曳航作業中に発生した。<改行>  クレーン台船のクレーン高さが航空機の運航制限高を超えた状態で曳航し、D滑走路北側の側傍海域に入域したことにより、航空機の運航制限高を超えて航行した。		平成26年11月21日 10時46分 頃																														14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)				23:その他(　)		航空機運航高制限の抵触		1399:その他：その他																																																																														鹿島あおみ大林五洋清水新日鉄住金ＥＪＦＥＥ大成東亜東洋西松前田三菱重工みらい若築		鹿島建設株式会社				東亜建設工業株式会社																																										航空機の遅延等なかったので事故扱いでない（航空局より）																																																		H26-関東-東京空港-3501.xlsx		3/6/15 18:32		3/6/15 18:32		2014		11		21		10		46		2014		FALSE		23		関東		2014/11/21　10:46		41964.4486111111

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		中津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		中津港(田尻地区)道路(舗装工)工事(和間工区)		　作業開始時にバックホウ(0.7m3)を待機場から施工場所へ自走移動する際に、バックホウのブームを起こした状態で走行したため、工事現場内を横断している九州電力㈱の電力供給架線(上空:約6.5m)にブームが接触し、架線１本を切断した。<改行>　なお、切断した架線が高圧線(6、000V)であったため、停電が広範囲に渡った。		平成26年11月27日 8時10分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ																04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		電力供給架線の切断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						34:その他の不安全行為があった。								①事故当日、架空線下をバックホウが移動する作業があるのに、KY活動表に記載されていない等安全教育が十分ではなかった。<改行>②バックホウのオペレータは架空線の存在は知っていたが、バックホウを作業場所に移動する際、朝日が逆光となりオペレータは視認不良を防ぐため、バケットを上昇させ日よけとした状態で走行したため、バックホウブームが電線に接触し切断事故が発生した。<改行>③架空線上空施設への保護カバーの設置等の保安措置を実施していない。																																																														①　架空線等上空施設への接触・切断事故防止について再教育するとともにKY活動を徹底する。<改行>②　適切な重機移動方法等の作業手順について再教育する。<改行>③-1　架線設置箇所に「架空線有り・上空注意」の注意看板を設置する。<改行>③-2　架線設置箇所の前後に高さ確認用の簡易ゲートを設置する。<改行>③-3　架線設置箇所の架空付近に三角旗を設置し明示する。<改行>③-4　架線にトラカバー等を設置し明示する。(受注者より九州電力㈱へ依頼中)		（株）菅組		株式会社菅組																																																																																																H26-九州-別府-4001.xlsx		3/6/15 17:39		6/15/15 12:04		2014		11		27		8		10		2014		TRUE		23		九州		2014/11/27　8:10		41970.3402777778

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		中津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		中津港(田尻地区)道路(舗装工)工事(和間工区)		　作業開始時にバックホウ(0.7m3)を待機場から施工場所へ自走移動する際に、バックホウのブームを起こした状態で走行したため、工事現場内を横断している九州電力㈱の電力供給架線(上空:約6.5m)にブームが接触し、架線１本を切断した。<改行>　なお、切断した架線が高圧線(6、000V)であったため、停電が広範囲に渡った。		平成26年11月27日 8時10分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		25:土工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ																04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		電力供給架線の切断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						34:その他の不安全行為があった。								①事故当日、架空線下をバックホウが移動する作業があるのに、KY活動表に記載されていない等安全教育が十分ではなかった。<改行>②バックホウのオペレータは架空線の存在は知っていたが、バックホウを作業場所に移動する際、朝日が逆光となりオペレータは視認不良を防ぐため、バケットを上昇させ日よけとした状態で走行したため、バックホウブームが電線に接触し切断事故が発生した。<改行>③架空線上空施設への保護カバーの設置等の保安措置を実施していない。																																																														①　架空線等上空施設への接触・切断事故防止について再教育するとともにKY活動を徹底する。<改行>②　適切な重機移動方法等の作業手順について再教育する。<改行>③-1　架線設置箇所に「架空線有り・上空注意」の注意看板を設置する。<改行>③-2　架線設置箇所の前後に高さ確認用の簡易ゲートを設置する。<改行>③-3　架線設置箇所の架空付近に三角旗を設置し明示する。<改行>③-4　架線にトラカバー等を設置し明示する。(受注者より九州電力㈱へ依頼中)		（株）菅組		株式会社菅組																																																																																																H26-九州-別府-4001.xlsx		3/6/15 17:39		6/15/15 12:04		2014		11		27		8		10		2014		TRUE		23		九州		2014/11/27　8:10		41970.3402777778

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤(南)基礎(改良)工事		仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤(南)の海上地盤改良工、基礎工、被覆・根固工、構造物撤去工、現地調査及び灯浮標整備工を施するものである。		平成27年1月21日 9時40分 頃		海上		石巻港雲雀野北埠頭(-10m)岸壁										1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。		24:相手の行動を確認しなかった。																																										17:下請け指導が不適切だった。										86.30%		83.50%		100.00%		18.50%		8:30：起重機船基地係留岸壁離岸、押航開始。<改行>9：30：雲雀野北埠頭(-10m)岸壁(汚濁防止枠仮置場)前面到着。<改行>9：35：汚濁防止枠吊り上げ後接岸開始。<改行>9：40：事故発生：ｿｰﾗｽｯﾌｪﾝｽと起重機船本体および緩衝材(ﾀｲﾔが接触)		汚濁防止枠を陸揚げにあたって、起重機船の係留作業中に船体がソーラスフェンスに接触し損傷させた。		・災害事例集、ﾋﾔﾘﾊｯﾄを用い、船長の意識改革を図る。・連絡が不通の場合、合図者に無線機の点検指示、別の連絡方法を取る。・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ時に無線機の作動確認を加え指差呼称させる。・持ち場復帰した際は、無線で連絡し、船長および各作業員の双方が伝達の確認をする。・上記対策を作業手順書に追記する。・相互注意ができる職場環境形成のため、事業主、船長に指導、助言を行う。・事業主に職場懇談会を依頼し、現場の安全管理に反映させる。・定期的にヒアリングを行い、船内の雰囲気・状況を把握する。・意見の出やすい環境造りを行う。・ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰに対する指導を徹底する。・ﾋﾗﾘﾊｯﾄを吸い上げ、安全管理に反映させる。・現場代理人が「指差呼称」を定着させる。				東亜建設工業株式会社		東北支店																																																																																														H26-東北-塩釜-3601.xlsx		3/6/15 18:49		7/6/18 12:01		2015		1		21		9		40		2014		TRUE		3		東北		2015/1/21　9:40		42025.4027777778

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤(南)基礎(改良)工事		仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤(南)の海上地盤改良工、基礎工、被覆・根固工、構造物撤去工、現地調査及び灯浮標整備工を施するものである。		平成27年1月21日 9時40分 頃		海上		石巻港雲雀野北埠頭(-10m)岸壁										1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。		24:相手の行動を確認しなかった。																																										17:下請け指導が不適切だった。										86.30%		83.50%		100.00%		18.50%		8:30：起重機船基地係留岸壁離岸、押航開始。<改行>9：30：雲雀野北埠頭(-10m)岸壁(汚濁防止枠仮置場)前面到着。<改行>9：35：汚濁防止枠吊り上げ後接岸開始。<改行>9：40：事故発生：ｿｰﾗｽｯﾌｪﾝｽと起重機船本体および緩衝材(ﾀｲﾔが接触)		汚濁防止枠を陸揚げにあたって、起重機船の係留作業中に船体がソーラスフェンスに接触し損傷させた。		・災害事例集、ﾋﾔﾘﾊｯﾄを用い、船長の意識改革を図る。・連絡が不通の場合、合図者に無線機の点検指示、別の連絡方法を取る。・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ時に無線機の作動確認を加え指差呼称させる。・持ち場復帰した際は、無線で連絡し、船長および各作業員の双方が伝達の確認をする。・上記対策を作業手順書に追記する。・相互注意ができる職場環境形成のため、事業主、船長に指導、助言を行う。・事業主に職場懇談会を依頼し、現場の安全管理に反映させる。・定期的にヒアリングを行い、船内の雰囲気・状況を把握する。・意見の出やすい環境造りを行う。・ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰに対する指導を徹底する。・ﾋﾗﾘﾊｯﾄを吸い上げ、安全管理に反映させる。・現場代理人が「指差呼称」を定着させる。				東亜建設工業株式会社		東北支店																																																																																														H26-東北-塩釜-3601.xlsx		3/6/15 18:49		7/6/18 12:01		2015		1		21		9		40		2014		TRUE		3		東北		2015/1/21　9:40		42025.4027777778

		中部地方整備局		清水港湾事務所		御前崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２５年度　御前崎港防波堤（東）築造工事（その２）		　当日の作業が完了し岸壁に係船後に、起重機船の船倉から押船に給油をしていた。給油は押船の機関長が一人で作業しており、所定の給油量になるのに約1時間かかることから持ち場を離れていたところ、給油作業中であることを失念し、気付いた時には燃料タンクのエアー抜きからオーバーフローし、甲板上の排水口から海面に流出していた。<改行>　直ちに吸着マットと油処理剤を散布し対処したが、翌日、海上保安部による事情聴取と証拠採取を行い、油を流出させたことが発覚した。		平成27年1月28日 21時0分 頃		海上		西ふ頭７号岸壁係留中		19:コンクリートブロック据付				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		給油作業中による燃料油の漏出		17:加害物なし				23:その他(　)		給油作業中による燃料油の漏出		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。								一人作業を実施していた																																																																株式会社不動テトラ		株式会社不動テトラ																				興生建設（株）																																																				海上保安部				「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律違反」による両罰の可能性有り。																				H26-中部-清水-4301.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2015		1		28		21		0		2014		TRUE		23		中部		2015/1/28　21:0		42032.875

		中部地方整備局		清水港湾事務所		御前崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２５年度　御前崎港防波堤（東）築造工事（その２）		　当日の作業が完了し岸壁に係船後に、起重機船の船倉から押船に給油をしていた。給油は押船の機関長が一人で作業しており、所定の給油量になるのに約1時間かかることから持ち場を離れていたところ、給油作業中であることを失念し、気付いた時には燃料タンクのエアー抜きからオーバーフローし、甲板上の排水口から海面に流出していた。<改行>　直ちに吸着マットと油処理剤を散布し対処したが、翌日、海上保安部による事情聴取と証拠採取を行い、油を流出させたことが発覚した。		平成27年1月28日 21時0分 頃		海上		西ふ頭７号岸壁係留中		19:コンクリートブロック据付				02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		給油作業中による燃料油の漏出		17:加害物なし				23:その他(　)		給油作業中による燃料油の漏出		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。								一人作業を実施していた																																																																株式会社不動テトラ		株式会社不動テトラ																				興生建設（株）																																																				海上保安部				「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律違反」による両罰の可能性有り。																				H26-中部-清水-4301.xlsx		3/6/15 18:15		3/6/15 18:15		2015		1		28		21		0		2014		TRUE		23		中部		2015/1/28　21:0		42032.875

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																														4:公衆災害		新潟港海岸（西海岸地区）離岸堤消波工事（その２）		施工ヤード内の自社資材を積込作業後、場外搬出する際にブームを収納しない状態で市道を走行し、ブームが歩行者横断用信号機に接触し破損したものである。<改行>また、破損した信号機の破片が道路上に落下し、道路上に残されていた破片に前方から走行してきた対向車の左前バンパーに接触し損傷した。		平成27年2月5日 14時5分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		後片付工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		24:相手の行動を確認しなかった。																																												31:現場内連絡調整が不備だった。										96.00%		96.00%						14:05 4tユニック車へ資材積込後、場外搬出のため市道走行中にブームが歩行者横断用信号機に接触し信号機を破損。道路に落下し残されていた信号機の一部に対向車が接触し左前バンパーが損傷。<改行>14:08 現場代理人が現場確認<改行>14:10 現場代理人から監督職員へ電話連絡<改行>14:13 現場代理人から警察へ連絡 <改行>14:40 警察到着。現場検証開始。仮信号機手配。<改行>15:45 仮信号機設置作業開始<改行>18:30 仮信号機設置完了<改行>						株式会社加賀田組		株式会社加賀田組																																																																								警察		reserved-42040x1F																						H26-北陸-新潟-5001.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2015		2		5		14		5		2014		TRUE		18		北陸		2015/2/5　14:5		42040.5868055556

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																														4:公衆災害		新潟港海岸（西海岸地区）離岸堤消波工事（その２）		施工ヤード内の自社資材を積込作業後、場外搬出する際にブームを収納しない状態で市道を走行し、ブームが歩行者横断用信号機に接触し破損したものである。<改行>また、破損した信号機の破片が道路上に落下し、道路上に残されていた破片に前方から走行してきた対向車の左前バンパーに接触し損傷した。		平成27年2月5日 14時5分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		29:その他(　)		後片付工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		1: ～0		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		24:相手の行動を確認しなかった。																																												31:現場内連絡調整が不備だった。										96.00%		96.00%						14:05 4tユニック車へ資材積込後、場外搬出のため市道走行中にブームが歩行者横断用信号機に接触し信号機を破損。道路に落下し残されていた信号機の一部に対向車が接触し左前バンパーが損傷。<改行>14:08 現場代理人が現場確認<改行>14:10 現場代理人から監督職員へ電話連絡<改行>14:13 現場代理人から警察へ連絡 <改行>14:40 警察到着。現場検証開始。仮信号機手配。<改行>15:45 仮信号機設置作業開始<改行>18:30 仮信号機設置完了<改行>						株式会社加賀田組		株式会社加賀田組																																																																								警察		reserved-42040x1F																						H26-北陸-新潟-5001.xlsx		3/6/15 18:25		3/6/15 18:25		2015		2		5		14		5		2014		TRUE		18		北陸		2015/2/5　14:5		42040.5868055556

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																青森港本港地区岸壁（－１０ｍ）（改良）改良工事		水中足場に使用したＰＣケーブルを水中切断した後、陸上に引き揚げる際に、既設岸壁の縁金物にシャックルが引っ掛かり、縁金物を破損させた。		平成27年2月5日 14時15分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		シャックル		15:起因物と同じ				23:その他(　)		引っ掛かり		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						99:その他								未防護		06:施工計画・作業標準が不備だった。																								東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																																																																																																H26-東北-青森-4801.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		2015		2		5		14		15		2014		TRUE		23		東北		2015/2/5　14:15		42040.59375

		東北地方整備局		青森港湾事務所		青森		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																青森港本港地区岸壁（－１０ｍ）（改良）改良工事		水中足場に使用したＰＣケーブルを水中切断した後、陸上に引き揚げる際に、既設岸壁の縁金物にシャックルが引っ掛かり、縁金物を破損させた。		平成27年2月5日 14時15分 頃		陸上		係船岸、船揚場等		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		シャックル		15:起因物と同じ				23:その他(　)		引っ掛かり		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						99:その他								未防護		06:施工計画・作業標準が不備だった。																								東亜建設工業株式会社		東亜建設工業株式会社																																																																																																H26-東北-青森-4801.xlsx		3/6/15 19:06		3/6/15 19:06		2015		2		5		14		15		2014		TRUE		23		東北		2015/2/5　14:15		42040.59375

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																高松空港誘導路改良工事		　本工事は高松空港誘導路の空港舗装工、飛行場標識工、舗装撤去工、仮設工及び調査工を施工し、安全管理を実施するものである。<改行>　今回の公衆損害（航空機運航障害）は、T-1誘導路改良に伴う飛行場標識工の施工に際して使用した工事用資材（ベニヤ板　幅450mm、長900mm、厚2mm）1枚を使用後片付けずに退出し、何らかの原因でT-1誘導路に放置された結果、航空機パイロットに発見・連絡され、空港管理者の職員によって回収された。なお、運航ダイヤへの影響はなかったが、工事用資材が回収されるまでの時間（3分）当該航空機は誘導路へ停止し待機した。		平成27年2月11日 9時30分 頃		陸上		香川県高松市香南町　高松空港内		29:その他(　)		飛行場標識工		84:その他(　)		片付け作業		1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ベニヤ板		15:起因物と同じ				23:その他(　)		航空機運航障害		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																														04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。						55.30%		50.60%		55.30%		50.60%		平成27年2月10日（火曜日）     <改行> 21：30   　朝礼、KY活動（飛行場標識工施工業者を除く） <改行> 22：00   　施工現場入場 <改行> 22：15   　作業開始 <改行>平成27年2月11日（水曜日）     <改行> 03：00   飛行場標識工施工業者入場（作業手順の確認、KY活動）<改行> 03：05   飛行場標識工施工開始<改行> 04：30   舗設作業完了　照明車2台撤去し、施工場所周辺の清掃状況確認 <改行> 05：10   舗設作業場所周辺の清掃状況確認終了し舗装班退出 <改行> 05：45   飛行場標識工施工完了、片付け<改行> 05：50   飛行場標識工施工業者片付け完了し退出<改行> 06：00   受注者による最終現場確認開始 <改行> 06：10   受注者による最終現場確認終了 <改行> 07：10   空港管理者ランウェイチェックの結果、異常無しを電話にて確認 <改行> 07：15   航空機（第1便）通過 <改行> 07：40   航空機（第2便）通過 <改行> 09：37   航空機（第3便）パイロットよりT-1誘導路上に異物があることを報告 <改行>    　     空港管理者が異物を撤去、その後航空機は離陸（待機時間3分） <改行>		　作業員が退場時間が迫ったため、あせって工事用資材を放置していることを見落としたことが主要因と考えられる。<改行>　また、資材持込・回収チェックリストが作成されていなかったため、搬入資材を確実に回収したことが分かる方法で管理できていなかったことも要因と考えられる。チェックリストの作成については、受注者が直接管理するか下請けに指導すべきことであり、十分な教育・指導が行えていなかった。		① 資材持込・回収チェックリストを車両毎に作成し、使用する<改行>(ﾁｪｯｸは、入場時・作業終了時は各運転手、退出完了時は各職長が行う)”                                                   <改行>② 照明車等を適切に配置して作業中の照度を確保する                         <改行>③ 最終現場確認の人数及び照明車を追加し、着陸帯上を含め作業終了時間までに必ず30分（1往復）実施する(3名→5名、照明車2台追加)                       <改行>④ 作業員に対して以下の内容について、作業手順書へ追加し、安全教育等にて周知徹底する                      <改行> ・ 使用が終わった資材はすぐに片付ける                        <改行> ・ ショルダーより外側には資機材を置かない                        <改行> ・ 全ての下請けの職長が安全打合せに参加する                        <改行>⑤ 資材運搬車両には飛散防止ネットを設置する				日本道路株式会社		四国支店																																				口頭注意																																		空港管理者（大阪航空局　高松空港事務所）		reserved-42048x1F		再発防止策の説明を求める		空港管理者（大阪航空局　高松空港事務所）		reserved-42051x1F		再発防止策の説明を行い、工事再開の了承														H26-四国-高松-1601.xlsx		3/31/15 13:48		3/31/15 13:48		2015		2		11		9		30		2014		FALSE		23		四国		2015/2/11　9:30		42046.3958333333

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																高松空港誘導路改良工事		　本工事は高松空港誘導路の空港舗装工、飛行場標識工、舗装撤去工、仮設工及び調査工を施工し、安全管理を実施するものである。<改行>　今回の公衆損害（航空機運航障害）は、T-1誘導路改良に伴う飛行場標識工の施工に際して使用した工事用資材（ベニヤ板　幅450mm、長900mm、厚2mm）1枚を使用後片付けずに退出し、何らかの原因でT-1誘導路に放置された結果、航空機パイロットに発見・連絡され、空港管理者の職員によって回収された。なお、運航ダイヤへの影響はなかったが、工事用資材が回収されるまでの時間（3分）当該航空機は誘導路へ停止し待機した。		平成27年2月11日 9時30分 頃		陸上		香川県高松市香南町　高松空港内		29:その他(　)		飛行場標識工		84:その他(　)		片付け作業		1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ベニヤ板		15:起因物と同じ				23:その他(　)		航空機運航障害		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																														04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。						55.30%		50.60%		55.30%		50.60%		平成27年2月10日（火曜日）     <改行> 21：30   　朝礼、KY活動（飛行場標識工施工業者を除く） <改行> 22：00   　施工現場入場 <改行> 22：15   　作業開始 <改行>平成27年2月11日（水曜日）     <改行> 03：00   飛行場標識工施工業者入場（作業手順の確認、KY活動）<改行> 03：05   飛行場標識工施工開始<改行> 04：30   舗設作業完了　照明車2台撤去し、施工場所周辺の清掃状況確認 <改行> 05：10   舗設作業場所周辺の清掃状況確認終了し舗装班退出 <改行> 05：45   飛行場標識工施工完了、片付け<改行> 05：50   飛行場標識工施工業者片付け完了し退出<改行> 06：00   受注者による最終現場確認開始 <改行> 06：10   受注者による最終現場確認終了 <改行> 07：10   空港管理者ランウェイチェックの結果、異常無しを電話にて確認 <改行> 07：15   航空機（第1便）通過 <改行> 07：40   航空機（第2便）通過 <改行> 09：37   航空機（第3便）パイロットよりT-1誘導路上に異物があることを報告 <改行>    　     空港管理者が異物を撤去、その後航空機は離陸（待機時間3分） <改行>		　作業員が退場時間が迫ったため、あせって工事用資材を放置していることを見落としたことが主要因と考えられる。<改行>　また、資材持込・回収チェックリストが作成されていなかったため、搬入資材を確実に回収したことが分かる方法で管理できていなかったことも要因と考えられる。チェックリストの作成については、受注者が直接管理するか下請けに指導すべきことであり、十分な教育・指導が行えていなかった。		① 資材持込・回収チェックリストを車両毎に作成し、使用する<改行>(ﾁｪｯｸは、入場時・作業終了時は各運転手、退出完了時は各職長が行う)”                                                   <改行>② 照明車等を適切に配置して作業中の照度を確保する                         <改行>③ 最終現場確認の人数及び照明車を追加し、着陸帯上を含め作業終了時間までに必ず30分（1往復）実施する(3名→5名、照明車2台追加)                       <改行>④ 作業員に対して以下の内容について、作業手順書へ追加し、安全教育等にて周知徹底する                      <改行> ・ 使用が終わった資材はすぐに片付ける                        <改行> ・ ショルダーより外側には資機材を置かない                        <改行> ・ 全ての下請けの職長が安全打合せに参加する                        <改行>⑤ 資材運搬車両には飛散防止ネットを設置する				日本道路株式会社		四国支店																																				口頭注意																																		空港管理者（大阪航空局　高松空港事務所）		reserved-42048x1F		再発防止策の説明を求める		空港管理者（大阪航空局　高松空港事務所）		reserved-42051x1F		再発防止策の説明を行い、工事再開の了承														H26-四国-高松-1601.xlsx		3/31/15 13:48		3/31/15 13:48		2015		2		11		9		30		2014		FALSE		23		四国		2015/2/11　9:30		42046.3958333333

		中部地方整備局		三河港湾事務所		三河		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成26年度　三河港神野地区岸壁(-12m）本体工事		　 深層混合処理機（２号機）による杭の造成をした際、パッキンが摩耗してロッドジョイントピン部が緩み、セメントミルクが東側コンテナヤードへ飛散し、コンテナに付着した。<改行>   飛散の発生は、最終打設日の夜間で、当日は風が強かったため広範囲に飛散したものである。		平成27年3月11日 0時0分 頃		陸上		三河港　神野ふ頭　コンテナヤード付近		06:地盤改良				45:深層混合処理				1:晴れ						3:中風（4～8）				5:1、000以上						09:他に属さない建設機械		深層混合処理機　ロッドジョイント部						23:その他(　)		セメントミルクによるコンテナの汚れ		1399:その他：その他																																																						16:現場施工条件変化に不適切に対応した。																		3月10日　当日は24時間体制で深層混合処理杭を施工。作業前点検実施。異常なし。<改行>　　　　　　19:30　ＫＹ活動実施。20:00より夜間の施工に入る。<改行>3月11日　7:30 夜間作業終了時の現場巡視において、隣接コンテナヤードのコンテナにセメントミルク粉末が飛散しているのを確認。		　 地盤改良作業を実施するに当たり、3月10日の作業前点検において当該部分の点検を行った際には異常は発見されなかったが、その後の施工も含め、これまでの施工によるパッキンの摩耗の蓄積からロッドジョイントピン部が緩んだことが原因であると考えられる。<改行> 　なお、セメントミルク漏出部分は日々点検項目になっていなかった。		①作業前点検に加えて、深層混合処理杭打設1本毎にロッドジョイント部及びロッドジョイントピンに緩みがないか目視確認を行う。<改行>②再発防止周知会を実施し、上記事項を周知徹底し再発防止を行う。				あおみ建設株式会社		名古屋支店																		ライト工業株式会社				株式会社エステック				株式会社竹中土木　他										元請に対して成績評定より３点を減ずる。事務所長より口頭により注意喚起を実施。																																																										26-中部-三河-0201.xlsx		4/6/15 10:25		4/6/15 10:52		2015		3		11		0		0		2014		TRUE		23		中部		2015/3/11　0:0		42074

		中部地方整備局		三河港湾事務所		三河		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成26年度　三河港神野地区岸壁(-12m）本体工事		　 深層混合処理機（２号機）による杭の造成をした際、パッキンが摩耗してロッドジョイントピン部が緩み、セメントミルクが東側コンテナヤードへ飛散し、コンテナに付着した。<改行>   飛散の発生は、最終打設日の夜間で、当日は風が強かったため広範囲に飛散したものである。		平成27年3月11日 0時0分 頃		陸上		三河港　神野ふ頭　コンテナヤード付近		06:地盤改良				45:深層混合処理				1:晴れ						3:中風（4～8）				5:1、000以上						09:他に属さない建設機械		深層混合処理機　ロッドジョイント部						23:その他(　)		セメントミルクによるコンテナの汚れ		1399:その他：その他																																																						16:現場施工条件変化に不適切に対応した。																		3月10日　当日は24時間体制で深層混合処理杭を施工。作業前点検実施。異常なし。<改行>　　　　　　19:30　ＫＹ活動実施。20:00より夜間の施工に入る。<改行>3月11日　7:30 夜間作業終了時の現場巡視において、隣接コンテナヤードのコンテナにセメントミルク粉末が飛散しているのを確認。		　 地盤改良作業を実施するに当たり、3月10日の作業前点検において当該部分の点検を行った際には異常は発見されなかったが、その後の施工も含め、これまでの施工によるパッキンの摩耗の蓄積からロッドジョイントピン部が緩んだことが原因であると考えられる。<改行> 　なお、セメントミルク漏出部分は日々点検項目になっていなかった。		①作業前点検に加えて、深層混合処理杭打設1本毎にロッドジョイント部及びロッドジョイントピンに緩みがないか目視確認を行う。<改行>②再発防止周知会を実施し、上記事項を周知徹底し再発防止を行う。				あおみ建設株式会社		名古屋支店																		ライト工業株式会社				株式会社エステック				株式会社竹中土木　他										元請に対して成績評定より３点を減ずる。事務所長より口頭により注意喚起を実施。																																																										26-中部-三河-0201.xlsx		4/6/15 10:25		4/6/15 10:52		2015		3		11		0		0		2014		TRUE		23		中部		2015/3/11　0:0		42074

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港場外排水施設外1件工事		HP管φ300撤去箇所をバックホウ0.2m3にて掘削し、HP管φ300を露出させたのち、0.2m3級ブレーカーにて撤去箇所を小割りする際、HP管φ300管下部の巻きコンクリートを取り壊したと同時に、直下にあった送水管φ150をブレーカーにて真上方向から破損させた。<改行>　なお、止水確認後、現場内に滞水した水を水中ポンプで排水し、水道管上部のみの破損を確認し、圧着ソケットにて送水管破損箇所の復旧を行なった。		平成27年3月14日 10時16分 頃		陸上				29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		HP管φ300撤去																		04:車両系建設機械								23:その他(　)		送水管の破損		1399:その他：その他																																																																										HP管φ300撤去箇所をバックホウ0.2m3にて掘削し、HP管φ300を露出させたのち、0.2m3級ブレーカーにて撤去箇所を小割りする際、HP管φ300管下部の巻きコンクリートを取り壊したと同時に、直下にあった送水管φ150をブレーカーにて真上方向から破損させた。なお、止水確認後、現場内に滞水した水を水中ポンプで排水し、水道管上部のみの破損を確認し、圧着ソケットにて送水管破損箇所の復旧を行なった。<改行>（１）撤去箇所の近くに送水管があることは認識していたが、福岡市水道サービス公社で調査した埋設ルートでは、撤去するHP管φ300とは3～4m程度離れていたため、直下に送水管があるとは思っていなかった。<改行>（２）着工前の試掘調査において、GL-1500まで試掘したが、送水管が見当たらなかったため、送水管の埋設深さはGL-1500より深いと判断。<改行>　構造物撤去はGL-1000程度なので深さ方向の影響はないと判断した。<改行>（３）バックホウにて撤去するHP管φ300を掘り出した際、試掘調査時に設置した埋設表示テープが見当たらなかったので、埋設管がないものと思い込んでいた。		（１）作業箇所の埋設物確認を図面で確認し、再度現地にて埋設物の埋設ルート及び深さの確認を行う。埋設ルートの確認後、木杭等で明示する。<改行>　また、電気施設等はハンドホールを開け、埋設方向および深さの確認を行う。<改行>（２）HP管の撤去時は、HP管横をバックホウで慎重に掘削し、埋設物がないことを確認後、バックホウで起こしながら、撤去作業を行う。その際、監視人を配置する。<改行>　また、ブレーカーを使用する場合は、周囲を30cm程度深堀りし、埋設物がないことを確認後、ブレーカーにて小割を行う。<改行>（３）地下埋設物に対する再教育を行うことにより、作業員全員の地下埋設物に対する意識の向上を図る。				大成ロテック（株）		九州支社																																																																																														26-九州-博多-0101.xlsx		6/15/15 11:35		6/15/15 11:35		2015		3		14		10		16		2014		FALSE		23		九州		2015/3/14　10:16		42077.4277777778

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港場外排水施設外1件工事		HP管φ300撤去箇所をバックホウ0.2m3にて掘削し、HP管φ300を露出させたのち、0.2m3級ブレーカーにて撤去箇所を小割りする際、HP管φ300管下部の巻きコンクリートを取り壊したと同時に、直下にあった送水管φ150をブレーカーにて真上方向から破損させた。<改行>　なお、止水確認後、現場内に滞水した水を水中ポンプで排水し、水道管上部のみの破損を確認し、圧着ソケットにて送水管破損箇所の復旧を行なった。		平成27年3月14日 10時16分 頃		陸上				29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		HP管φ300撤去																		04:車両系建設機械								23:その他(　)		送水管の破損		1399:その他：その他																																																																										HP管φ300撤去箇所をバックホウ0.2m3にて掘削し、HP管φ300を露出させたのち、0.2m3級ブレーカーにて撤去箇所を小割りする際、HP管φ300管下部の巻きコンクリートを取り壊したと同時に、直下にあった送水管φ150をブレーカーにて真上方向から破損させた。なお、止水確認後、現場内に滞水した水を水中ポンプで排水し、水道管上部のみの破損を確認し、圧着ソケットにて送水管破損箇所の復旧を行なった。<改行>（１）撤去箇所の近くに送水管があることは認識していたが、福岡市水道サービス公社で調査した埋設ルートでは、撤去するHP管φ300とは3～4m程度離れていたため、直下に送水管があるとは思っていなかった。<改行>（２）着工前の試掘調査において、GL-1500まで試掘したが、送水管が見当たらなかったため、送水管の埋設深さはGL-1500より深いと判断。<改行>　構造物撤去はGL-1000程度なので深さ方向の影響はないと判断した。<改行>（３）バックホウにて撤去するHP管φ300を掘り出した際、試掘調査時に設置した埋設表示テープが見当たらなかったので、埋設管がないものと思い込んでいた。		（１）作業箇所の埋設物確認を図面で確認し、再度現地にて埋設物の埋設ルート及び深さの確認を行う。埋設ルートの確認後、木杭等で明示する。<改行>　また、電気施設等はハンドホールを開け、埋設方向および深さの確認を行う。<改行>（２）HP管の撤去時は、HP管横をバックホウで慎重に掘削し、埋設物がないことを確認後、バックホウで起こしながら、撤去作業を行う。その際、監視人を配置する。<改行>　また、ブレーカーを使用する場合は、周囲を30cm程度深堀りし、埋設物がないことを確認後、ブレーカーにて小割を行う。<改行>（３）地下埋設物に対する再教育を行うことにより、作業員全員の地下埋設物に対する意識の向上を図る。				大成ロテック（株）		九州支社																																																																																														26-九州-博多-0101.xlsx		6/15/15 11:35		6/15/15 11:35		2015		3		14		10		16		2014		FALSE		23		九州		2015/3/14　10:16		42077.4277777778

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																水島港水島玉島地区臨港道路（玉島側）護岸工事（その３）		本工事は、水島港水島玉島地区臨港道路（玉島側）の海上地盤改良工、基礎工、本体工、嵩コンクリート工、裏込・裏埋工、道路土工、陸上地盤改良工、仮設工を施工するものである。		平成27年3月20日 9時50分 頃		海上		岡山県倉敷市玉島乙島地先		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		01:原動機				17:加害物なし				17:火災				1004:爆発、火災等：作業船等の火災・爆発																																												99:その他								不明												4.00%		4.00%		4.00%		4.00%		当日午前9時から工事場所において、ガットバージ船により基礎捨石の投入作業を約50分程行っていた際、投入して旋回後再び石をつかもうとした際、クレーン運転士（船団長）がクレーンエンジンの異常に気付き機関室を確認したところクレーンエンジン付近からの出火を確認した。		　クレーンエンジン付近からの出火であるが、出火原因は海上保安部及び玉島消防署とも断定できないが、エンジンタービン（過給機）の潤滑油がなくなっていること及び付近の壁の焦げ方が激しいことから、過給機に起因している可能性は否定できないとの見解である。現在、エンジンメーカーが過給機を工場に持ち帰り調査中であるが、発火にいたる原因の特定には至っていない。		・作業船の点検表の項目に、過給機（ターボチャージャ）部分の点検項目を追加する。<改行>・日常点検は通常始業前の点検1回のみであるが、作業終了後にクレーンエンジン部分に限り再度点検を実施する。<改行>・1年に1度船員以外の専門のエンジニアによる年次点検を追加する。<改行>・熱を感知して自動的に作動する消火器をエンジンルーム内に設置する。				天野産業株式会社																				株式会社田中海事																		注意指導等はなし																																																										H28-中国-宇野-0101.xlsx		4/3/15 11:19		4/3/15 17:30		2015		3		20		9		50		2014		TRUE		17		中国		2015/3/20　9:50		42083.4097222222

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																水島港水島玉島地区臨港道路（玉島側）護岸工事（その３）		本工事は、水島港水島玉島地区臨港道路（玉島側）の海上地盤改良工、基礎工、本体工、嵩コンクリート工、裏込・裏埋工、道路土工、陸上地盤改良工、仮設工を施工するものである。		平成27年3月20日 9時50分 頃		海上		岡山県倉敷市玉島乙島地先		08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		01:原動機				17:加害物なし				17:火災				1004:爆発、火災等：作業船等の火災・爆発																																												99:その他								不明												4.00%		4.00%		4.00%		4.00%		当日午前9時から工事場所において、ガットバージ船により基礎捨石の投入作業を約50分程行っていた際、投入して旋回後再び石をつかもうとした際、クレーン運転士（船団長）がクレーンエンジンの異常に気付き機関室を確認したところクレーンエンジン付近からの出火を確認した。		　クレーンエンジン付近からの出火であるが、出火原因は海上保安部及び玉島消防署とも断定できないが、エンジンタービン（過給機）の潤滑油がなくなっていること及び付近の壁の焦げ方が激しいことから、過給機に起因している可能性は否定できないとの見解である。現在、エンジンメーカーが過給機を工場に持ち帰り調査中であるが、発火にいたる原因の特定には至っていない。		・作業船の点検表の項目に、過給機（ターボチャージャ）部分の点検項目を追加する。<改行>・日常点検は通常始業前の点検1回のみであるが、作業終了後にクレーンエンジン部分に限り再度点検を実施する。<改行>・1年に1度船員以外の専門のエンジニアによる年次点検を追加する。<改行>・熱を感知して自動的に作動する消火器をエンジンルーム内に設置する。				天野産業株式会社																				株式会社田中海事																		注意指導等はなし																																																										H28-中国-宇野-0101.xlsx		4/3/15 11:19		4/3/15 17:30		2015		3		20		9		50		2014		TRUE		17		中国		2015/3/20　9:50		42083.4097222222

		関東地方整備局		京浜港湾事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２６年度 京浜港貸付国有港湾施設維持補修工事等		防衝工設置に伴う事前調査のため、ボーリング調査を実施をしていたところ、水道管を損傷した。		平成27年4月10日 12時30分 頃		陸上				03:土質調査				84:その他(　)		土質調査に伴うコンクリート削孔		2:曇り						3:中風（4～8）										21:手工具、用具				10:用具等				23:その他(　)		埋設物損傷		1399:その他：その他																																																						15:事前調査・資料調査が不十分だった。																		8:00　朝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:20 施工場所（HB-4）へ移動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:40　コンクリート削孔開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12:30　ケーシングがGL-1.27mに到達した際、ケーシング内より異音が発生。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:10 調査の結果、水道管を損傷したことが判明した。　		①船舶誘導灯にかかる埋設管への影響は明らかなため、事前調査を行ったが、水道管については現地の利用状況から「水道管はない」と誤認した。<改行>　・当該現場に仮置かれているコンテナ等が支障となり、現在の利用状況から給水施設はないものと誤認した。<改行>　・横浜市港湾局または横浜埠頭株式会社が施設内の埋設管を管理していると誤認し、ライフライン各社に情報収集を行わなかった。<改行>②作業可能日が週２日程度であり、土壌分析に期間を要すことの「あせり」から早期にボーリングﾞに着手した。		① 事前調査及び関係者ヒアリングを確実に行う<改行>　　・支障物の影響で現地踏査に漏れが生じないよう、確実に行う。<改行>　　・ライフライン各社にも直接ヒアリングし、資料・情報の収集を行う。<改行>② 施工手順を確立し確実に実施する<改行>　　・掘削箇所については、事前に地中レーダ探査（有効深度1.5m程度）を実施し、埋設物の有無を確認する。<改行>　　・結果、地中埋設物が疑われる場合は、人力掘削とし、地中埋設物が疑われない場合は、30cm程度毎の機械掘削とする。<改行>　　・1.5m以深の掘削は、人力掘削とする。				東亜建設工業（株）		横浜支店																																				措置なし																																																										H27-関東-京浜-0601.xlsx		4/24/15 14:40		7/10/18 18:22		2015		4		10		12		30		2015		TRUE		23		関東		2015/4/10　12:30		42104.5208333333

		関東地方整備局		京浜港湾事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成２６年度 京浜港貸付国有港湾施設維持補修工事等		防衝工設置に伴う事前調査のため、ボーリング調査を実施をしていたところ、水道管を損傷した。		平成27年4月10日 12時30分 頃		陸上				03:土質調査				84:その他(　)		土質調査に伴うコンクリート削孔		2:曇り						3:中風（4～8）										21:手工具、用具				10:用具等				23:その他(　)		埋設物損傷		1399:その他：その他																																																						15:事前調査・資料調査が不十分だった。																		8:00　朝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:20 施工場所（HB-4）へ移動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:40　コンクリート削孔開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12:30　ケーシングがGL-1.27mに到達した際、ケーシング内より異音が発生。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:10 調査の結果、水道管を損傷したことが判明した。　		①船舶誘導灯にかかる埋設管への影響は明らかなため、事前調査を行ったが、水道管については現地の利用状況から「水道管はない」と誤認した。<改行>　・当該現場に仮置かれているコンテナ等が支障となり、現在の利用状況から給水施設はないものと誤認した。<改行>　・横浜市港湾局または横浜埠頭株式会社が施設内の埋設管を管理していると誤認し、ライフライン各社に情報収集を行わなかった。<改行>②作業可能日が週２日程度であり、土壌分析に期間を要すことの「あせり」から早期にボーリングﾞに着手した。		① 事前調査及び関係者ヒアリングを確実に行う<改行>　　・支障物の影響で現地踏査に漏れが生じないよう、確実に行う。<改行>　　・ライフライン各社にも直接ヒアリングし、資料・情報の収集を行う。<改行>② 施工手順を確立し確実に実施する<改行>　　・掘削箇所については、事前に地中レーダ探査（有効深度1.5m程度）を実施し、埋設物の有無を確認する。<改行>　　・結果、地中埋設物が疑われる場合は、人力掘削とし、地中埋設物が疑われない場合は、30cm程度毎の機械掘削とする。<改行>　　・1.5m以深の掘削は、人力掘削とする。				東亜建設工業（株）		横浜支店																																				措置なし																																																										H27-関東-京浜-0601.xlsx		4/24/15 14:40		7/10/18 18:22		2015		4		10		12		30		2015		TRUE		23		関東		2015/4/10　12:30		42104.5208333333

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成26年度　鹿島港外港地区南防波堤築造工事（その２）		基礎工捨て石均し作業中止判断後、起重機船用のシンカーブロックと係留ロープの解除作業中に起重機船が風浪により流されたため、係留ロープと共に着火船が引きずりこまれ転覆した。		平成27年4月18日 15時0分 頃		海上				08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等		風、波		16:その他の加害物(　)		係留ロープ		23:その他(　)		転覆		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										26.90%		30.00%		50.00%		64.00%		11:30　基礎捨て石均し作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:25 強風のため。作業中止を決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:30 入港連絡し、撤収作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:00 事故発生		①作業中止に関しては、民間の気象海象予測を用いたうえ、現地において簡易風速計で風を観測し作業判断していたが、15m/s観測後、  気象条件の悪化も予想されるなか、危険予測等の中止判断が遅くなった。<改行>②係留解除作業時に、船体安定の確認に充分な時間を確保しないまま解除作業に移行し、風浪によって起重機船が北側に流された。		①現地の風速をリアルタイム計測し、作業中止を判断する<改行>   -1.現地の風速をリアルタイムに判断するため自動警報付風速計を設置し、的確な中止判断を行う。<改行>   -2.気象状況の把握と共に、気象予測を入手。<改行>   -3.海上作業可否判断フローの再作成。<改行>②船体の安定確保<改行>   -1.海象条件が悪化した場合の起重機船位置を保持できる作業手順の追加。<改行>   -2.保留解除作業実施判断フローの作成。<改行>   -3.補助船を使用した船体の保持。<改行>   -4.起重機船のチェーンアンカーを使用した船体の保持。		若築・あおみ特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				あおみ建設（株）																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-鹿島-0201(1).xlsx		5/15/15 14:11		2/5/16 10:26		2015		4		18		15		0		2015		TRUE		23		関東		2015/4/18　15:0		42112.625

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成26年度　鹿島港外港地区南防波堤築造工事（その２）		基礎工捨て石均し作業中止判断後、起重機船用のシンカーブロックと係留ロープの解除作業中に起重機船が風浪により流されたため、係留ロープと共に着火船が引きずりこまれ転覆した。		平成27年4月18日 15時0分 頃		海上				08:捨石及び均し				42:土砂・石材等の水中均し				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等		風、波		16:その他の加害物(　)		係留ロープ		23:その他(　)		転覆		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																														B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										26.90%		30.00%		50.00%		64.00%		11:30　基礎捨て石均し作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:25 強風のため。作業中止を決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:30 入港連絡し、撤収作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:00 事故発生		①作業中止に関しては、民間の気象海象予測を用いたうえ、現地において簡易風速計で風を観測し作業判断していたが、15m/s観測後、  気象条件の悪化も予想されるなか、危険予測等の中止判断が遅くなった。<改行>②係留解除作業時に、船体安定の確認に充分な時間を確保しないまま解除作業に移行し、風浪によって起重機船が北側に流された。		①現地の風速をリアルタイム計測し、作業中止を判断する<改行>   -1.現地の風速をリアルタイムに判断するため自動警報付風速計を設置し、的確な中止判断を行う。<改行>   -2.気象状況の把握と共に、気象予測を入手。<改行>   -3.海上作業可否判断フローの再作成。<改行>②船体の安定確保<改行>   -1.海象条件が悪化した場合の起重機船位置を保持できる作業手順の追加。<改行>   -2.保留解除作業実施判断フローの作成。<改行>   -3.補助船を使用した船体の保持。<改行>   -4.起重機船のチェーンアンカーを使用した船体の保持。		若築・あおみ特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				あおみ建設（株）																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-鹿島-0201(1).xlsx		5/15/15 14:11		2/5/16 10:26		2015		4		18		15		0		2015		TRUE		23		関東		2015/4/18　15:0		42112.625

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		横浜臨港道路南本牧ふ頭本牧線（Ⅵ工区）PC桟橋築造・仮設桟橋桟台撤去工事		作業ヤードでジャケット解体作業を行った際、風によりサビが飛散し、隣接地に仮置き中の完成自動車に付着した。		平成27年4月20日 11時30分 頃		陸上				29:その他(　)		構造物撤去解体		30:沈設管布設・撤去		仮設桟橋の解体		2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20								20:動力工具				06:飛来物				23:その他(　)		粉塵飛散		1399:その他：その他																																																						15:事前調査・資料調査が不十分だった。										79.00%		74.00%		69.00%		46.00%		平成27年 3月23日　ジャッケット揚陸、かきがら撤去・ガス切断開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月30日　重機解体開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月20日　11:30　鉄粉サビ飛散発覚		① 作業ヤード外周に高さ3mの万能塀を設置し、作業ヤード内からの粉塵等の飛散防止を行っていたが、目視確認できない微粉<改行>末は確認していなかった。<改行>② 地面に落ちた鉄錆でスコップ、竹ぼうきで除去されずに残ったものが、強風によって舞い上がり、飛散した可能性がある。<改行>③ 夜間等の作業をしていない時の強風により、ジャケット表面の錆が飛散した可能性がある。<改行>④ 作業中止基準の風向（南・東系）及び作業可能な区域（ヤード境界から離れた箇所）が明確でなかった。<改行>⑤ ジャケットの高さ（約18m）に比べて、仮囲い（高さ3m）が低かった。		① 現地観測による管理・・・作業ヤード外への錆の飛散状況を確認するため、作業ヤード外に観測箱を数カ所設置し、毎日観測する。<改行>② 日々の清掃・・・作業終了後、スイーパーや集塵機を使用して清掃する。除去残しがないよう隅々まで清掃する。<改行>③ ストレッチフィルム養生・・・ジャケット表面の錆の飛散対策として、ストレッチフィルムで覆い、そのまま解体する。<改行>④ 作業中止基準の整理・・・従来の風の強さに加え、風向きによる管理も行う。<改行>⑤ ジャケットの横倒し及び飛散防護用壁設置・・・ジャケットを横倒しして低くし、３方向に足場＋防炎シートを設置する。。				五洋建設（株）																																						口頭注意																																																										H27-関東-京浜-0801.xlsx		5/20/15 11:06		2/5/16 10:29		2015		4		20		11		30		2015		TRUE		23		関東		2015/4/20　11:30		42114.4791666667

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		横浜臨港道路南本牧ふ頭本牧線（Ⅵ工区）PC桟橋築造・仮設桟橋桟台撤去工事		作業ヤードでジャケット解体作業を行った際、風によりサビが飛散し、隣接地に仮置き中の完成自動車に付着した。		平成27年4月20日 11時30分 頃		陸上				29:その他(　)		構造物撤去解体		30:沈設管布設・撤去		仮設桟橋の解体		2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20								20:動力工具				06:飛来物				23:その他(　)		粉塵飛散		1399:その他：その他																																																						15:事前調査・資料調査が不十分だった。										79.00%		74.00%		69.00%		46.00%		平成27年 3月23日　ジャッケット揚陸、かきがら撤去・ガス切断開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月30日　重機解体開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月20日　11:30　鉄粉サビ飛散発覚		① 作業ヤード外周に高さ3mの万能塀を設置し、作業ヤード内からの粉塵等の飛散防止を行っていたが、目視確認できない微粉<改行>末は確認していなかった。<改行>② 地面に落ちた鉄錆でスコップ、竹ぼうきで除去されずに残ったものが、強風によって舞い上がり、飛散した可能性がある。<改行>③ 夜間等の作業をしていない時の強風により、ジャケット表面の錆が飛散した可能性がある。<改行>④ 作業中止基準の風向（南・東系）及び作業可能な区域（ヤード境界から離れた箇所）が明確でなかった。<改行>⑤ ジャケットの高さ（約18m）に比べて、仮囲い（高さ3m）が低かった。		① 現地観測による管理・・・作業ヤード外への錆の飛散状況を確認するため、作業ヤード外に観測箱を数カ所設置し、毎日観測する。<改行>② 日々の清掃・・・作業終了後、スイーパーや集塵機を使用して清掃する。除去残しがないよう隅々まで清掃する。<改行>③ ストレッチフィルム養生・・・ジャケット表面の錆の飛散対策として、ストレッチフィルムで覆い、そのまま解体する。<改行>④ 作業中止基準の整理・・・従来の風の強さに加え、風向きによる管理も行う。<改行>⑤ ジャケットの横倒し及び飛散防護用壁設置・・・ジャケットを横倒しして低くし、３方向に足場＋防炎シートを設置する。。				五洋建設（株）																																						口頭注意																																																										H27-関東-京浜-0801.xlsx		5/20/15 11:06		2/5/16 10:29		2015		4		20		11		30		2015		TRUE		23		関東		2015/4/20　11:30		42114.4791666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		東京国際空港西旅客ターミナル地区誘導路他舗装改良等工事		23番スポットへ入る飛行機のパイロットから運行情報官へ「誘導路上に異物がありその場でストップしている」と連絡が入った。運行情報官が現場確認したところウレタン状の物が浮き出ているのを発見。確認等でスポットインに支障を与えた。		平成27年4月20日 22時20分 頃		陸上				22:舗装				66:コンクリート舗装				3:雨						4:強風（8～15）		3:10～20		3:200～500						26:その他の起因物(　)		膨張目地用の目地板		15:起因物と同じ				23:その他(　)		舗装用発泡目地板が雨水による浮き上がった		1399:その他：その他																																																																								18:00　 雨天のため夜間作業中止を決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23:12 　CABより当該工事エリアに異物があるとの情報（異物はCABにより撤去回収）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1:00 　点検補修（4:00 終了）		①航空機の走行振動等で目地板固定用のﾌﾟﾚｰﾄが緩み、降雨により版下にたまった雨水の浮力で目地板が浮き上がった。<改行>②目地板設置の施工手順について、発注者、受注者双方で細部の議論を行っていなかった。		①仮設目地材について<改行>   仮据時には目地板を設置せず、本据付及びグラウト注入を速やかに施工する。<改行>②施工手順について<改行>   -1.不明な点や施工計画書にて検討を行った事は、必ず発注者に確認をとる。<改行>   -2.施工日においては施工範囲の点検を実施するとともに、雨天等休止日及び休日にも巡視を行う。<改行>   -3.連絡体制を再確認し、発注者への第１報を確実に行う。		ガイアート・三井住建特定建設工事共同企業体		ガイアートＴＫ		関東支店		三井住建道路（株）		関東支店																																口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-東京空港-0201.xlsx		5/20/15 10:58		2/5/16 10:28		2015		4		20		22		20		2015		FALSE		23		関東		2015/4/20　22:20		42114.9305555556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		東京国際空港西旅客ターミナル地区誘導路他舗装改良等工事		23番スポットへ入る飛行機のパイロットから運行情報官へ「誘導路上に異物がありその場でストップしている」と連絡が入った。運行情報官が現場確認したところウレタン状の物が浮き出ているのを発見。確認等でスポットインに支障を与えた。		平成27年4月20日 22時20分 頃		陸上				22:舗装				66:コンクリート舗装				3:雨						4:強風（8～15）		3:10～20		3:200～500						26:その他の起因物(　)		膨張目地用の目地板		15:起因物と同じ				23:その他(　)		舗装用発泡目地板が雨水による浮き上がった		1399:その他：その他																																																																								18:00　 雨天のため夜間作業中止を決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23:12 　CABより当該工事エリアに異物があるとの情報（異物はCABにより撤去回収）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1:00 　点検補修（4:00 終了）		①航空機の走行振動等で目地板固定用のﾌﾟﾚｰﾄが緩み、降雨により版下にたまった雨水の浮力で目地板が浮き上がった。<改行>②目地板設置の施工手順について、発注者、受注者双方で細部の議論を行っていなかった。		①仮設目地材について<改行>   仮据時には目地板を設置せず、本据付及びグラウト注入を速やかに施工する。<改行>②施工手順について<改行>   -1.不明な点や施工計画書にて検討を行った事は、必ず発注者に確認をとる。<改行>   -2.施工日においては施工範囲の点検を実施するとともに、雨天等休止日及び休日にも巡視を行う。<改行>   -3.連絡体制を再確認し、発注者への第１報を確実に行う。		ガイアート・三井住建特定建設工事共同企業体		ガイアートＴＫ		関東支店		三井住建道路（株）		関東支店																																口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-東京空港-0201.xlsx		5/20/15 10:58		2/5/16 10:28		2015		4		20		22		20		2015		FALSE		23		関東		2015/4/20　22:20		42114.9305555556

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八代港（外港地区）岸壁（-12m）（改良）工事		上部コンクリート撤去に伴い、大型ブレーカを使用して撤去作業を行っていた。<改行>　１日の作業が終了し、後片付けのため、重機置場へ大型ブレーカを移動する際に、後退した大型ブレーカの排土板が荷役用アンローダ減速機Boxに接触した。<改行>　接触したはずみで、減速機Boxが変形した。		平成27年5月13日 17時50分 頃		陸上				21:上部工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ																04:車両系建設機械				09:装置				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																								 7:50～ 8:00　 集合　朝礼及びKY実施<改行> 8:15～ 　　　　作業開始・上部コンクリート撤去作業<改行>13:30～14:00　穀物船、石炭船　配船入替のため、作業中断<改行>17:50～　　　 　j事故発生		（１）バックホウ後退時の、後方確認が不十分であった。<改行>（２）誘導員の配置が無く、オペレータ1人での作業であった。<改行>（３）本来、バックホウを仮置き場所へ移動させた後に、安全設備（カラーコーン）を撤去するべきであったが、移動する前に保安施設を撤去しており、作業手順が守られていなかった。		（１）重機移動（後方への移動）の際には、誘導員を適切な位置に配置し、笛等で確実な合図をとる。<改行>（２）安全設備をカラーコーンから単管バリケードに変更する。<改行>（３）安全設備は重機作業（移動含む）が終了した後に撤去する。<改行>（４）重機後退の際、オペは必ずバックホウから一旦降り、後方を確認する。<改行>（障害物までの距離、その他材料等の有無確認）<改行>（５）大きな移動を伴う後退時は、バックホウを旋回させてオペレーターが目視確認しながら後退する。				東亜建設工業（株）		九州支店																						株式会社杉浦解体																																																																								H27-九州-熊本-0501.xlsx		6/17/15 11:32		6/17/15 11:32		2015		5		13		17		50		2015		TRUE		3		九州		2015/5/13　17:50		42137.7430555556

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八代港（外港地区）岸壁（-12m）（改良）工事		上部コンクリート撤去に伴い、大型ブレーカを使用して撤去作業を行っていた。<改行>　１日の作業が終了し、後片付けのため、重機置場へ大型ブレーカを移動する際に、後退した大型ブレーカの排土板が荷役用アンローダ減速機Boxに接触した。<改行>　接触したはずみで、減速機Boxが変形した。		平成27年5月13日 17時50分 頃		陸上				21:上部工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ																04:車両系建設機械				09:装置				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																								 7:50～ 8:00　 集合　朝礼及びKY実施<改行> 8:15～ 　　　　作業開始・上部コンクリート撤去作業<改行>13:30～14:00　穀物船、石炭船　配船入替のため、作業中断<改行>17:50～　　　 　j事故発生		（１）バックホウ後退時の、後方確認が不十分であった。<改行>（２）誘導員の配置が無く、オペレータ1人での作業であった。<改行>（３）本来、バックホウを仮置き場所へ移動させた後に、安全設備（カラーコーン）を撤去するべきであったが、移動する前に保安施設を撤去しており、作業手順が守られていなかった。		（１）重機移動（後方への移動）の際には、誘導員を適切な位置に配置し、笛等で確実な合図をとる。<改行>（２）安全設備をカラーコーンから単管バリケードに変更する。<改行>（３）安全設備は重機作業（移動含む）が終了した後に撤去する。<改行>（４）重機後退の際、オペは必ずバックホウから一旦降り、後方を確認する。<改行>（障害物までの距離、その他材料等の有無確認）<改行>（５）大きな移動を伴う後退時は、バックホウを旋回させてオペレーターが目視確認しながら後退する。				東亜建設工業（株）		九州支店																						株式会社杉浦解体																																																																								H27-九州-熊本-0501.xlsx		6/17/15 11:32		6/17/15 11:32		2015		5		13		17		50		2015		TRUE		3		九州		2015/5/13　17:50		42137.7430555556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		平成２６年度東京国際空港西旅客ターミナル地区誘導路他舗装改良等工事		西貨物ゲート入場前にゲート手前で車両を停止し、車両旗を荷台前方に取り付けるために作業員が、荷台に登った際、荷台全体がシートで覆われていたので付着防止液の入っている缶を倒したことに気付かず走行。結果、付着防止液を荷台よりこぼし、舗装を汚してしまった。<改行>付着防止液を入れた缶には蓋が付いていなかった。		平成27年5月21日 21時25分 頃		陸上		東京国際空港内		22:舗装				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		3:200～500						16:乗物				04:通路				23:その他(　)		工事車両より荷台に積載した付着防止液缶の		1199:取扱運搬等：その他																																																																								21:28  CABより「入場時に工事車両から油のようなものが漏れている」と連絡。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22:05 現地確認。アスファルト付着防止液が漏れたことを確認。吸着マット等で路面清掃を開始。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0:45　CABの立会確認を受け、清掃終了。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①チェックリストによる持込資機材の確認を怠った。<改行>②シートを外してトラックの荷台の積み荷を確認しなかった。		１）小道具もチェックリストに明記する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）制限区域内ー進入前にワークステーション内で職長が、チェックリストにて点検を行い職員へ報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）毎週月曜日に朝礼前３０分程度、災害防止周知会を開き意識の向上を図る。		ガイアート・三井住建特定建設工事共同企業体		（株）ガイアートTK		関東支店		三井住建道路（株）		関東支店																																口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-東京空港-0101.xlsx		7/3/15 14:44		3/14/16 10:19		2015		5		21		21		25		2015		FALSE		23		関東		2015/5/21　21:25		42145.8923611111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		平成２６年度東京国際空港西旅客ターミナル地区誘導路他舗装改良等工事		西貨物ゲート入場前にゲート手前で車両を停止し、車両旗を荷台前方に取り付けるために作業員が、荷台に登った際、荷台全体がシートで覆われていたので付着防止液の入っている缶を倒したことに気付かず走行。結果、付着防止液を荷台よりこぼし、舗装を汚してしまった。<改行>付着防止液を入れた缶には蓋が付いていなかった。		平成27年5月21日 21時25分 頃		陸上		東京国際空港内		22:舗装				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		3:200～500						16:乗物				04:通路				23:その他(　)		工事車両より荷台に積載した付着防止液缶の		1199:取扱運搬等：その他																																																																								21:28  CABより「入場時に工事車両から油のようなものが漏れている」と連絡。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22:05 現地確認。アスファルト付着防止液が漏れたことを確認。吸着マット等で路面清掃を開始。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0:45　CABの立会確認を受け、清掃終了。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		①チェックリストによる持込資機材の確認を怠った。<改行>②シートを外してトラックの荷台の積み荷を確認しなかった。		１）小道具もチェックリストに明記する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）制限区域内ー進入前にワークステーション内で職長が、チェックリストにて点検を行い職員へ報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）毎週月曜日に朝礼前３０分程度、災害防止周知会を開き意識の向上を図る。		ガイアート・三井住建特定建設工事共同企業体		（株）ガイアートTK		関東支店		三井住建道路（株）		関東支店																																口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-東京空港-0101.xlsx		7/3/15 14:44		3/14/16 10:19		2015		5		21		21		25		2015		FALSE		23		関東		2015/5/21　21:25		42145.8923611111

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）（北堤）築造工事				平成27年6月29日 3時40分 頃		海上				29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				4:波が高い（1.5以上）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				16:その他の加害物(　)		起重機船		23:その他(　)		作業船沈没		1399:その他：その他																																																																																																																																																																																H27-東北-釜石-5001.xlsx		7/13/15 19:11		7/13/15 19:11		2015		6		29		3		40		2015		TRUE		23		東北		2015/6/29　3:40		42184.1527777778

		東北地方整備局		釜石港湾事務所		釜石		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）（北堤）築造工事				平成27年6月29日 3時40分 頃		海上				29:その他(　)				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				4:波が高い（1.5以上）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				16:その他の加害物(　)		起重機船		23:その他(　)		作業船沈没		1399:その他：その他																																																																																																																																																																																H27-東北-釜石-5001.xlsx		7/13/15 19:11		7/13/15 19:11		2015		6		29		3		40		2015		TRUE		23		東北		2015/6/29　3:40		42184.1527777778

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　下田港防波堤築造工事		 　本体方塊据付作業に従事していた起重機船を移動させるため、押船のエンジンを始動し船の周囲確認をしたところ、押船左舷側後方に燃料らしき油漏れを確認した。直ちにエンジンを停止し、オイルフェンス展張・油吸着マット布設を行った。約10分間潜水士が船体を調査したが、油漏れ箇所の特定は出来なかった。その後、船体を上架して燃料タンク部分にヘアクラックの存在を確認した。船舶定期検査、日々点検は実施していた。		平成27年8月4日 16時40分 頃		海上		下田港　西防波堤先端部付近		16:ケーソン曳航・据付		本体方塊据付		18:曳航・回航				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		亀裂		15:起因物と同じ				23:その他(　)		燃料油流出		1399:その他：その他																																												26:振動があった。																				73.10%		50.20%						平成27年8月4日<改行>16:40頃　起重機船を移動させるため、押船がエンジンを始動し船体の周囲確認をしたところ、左舷側後方に燃料らしき油漏れを確認したため、エンジンを停止。<改行>16:41頃　押船の乗員（5人）がオイルフェンス展張作業開始<改行>16:42頃　本体方塊据付作業に従事の潜水士がにより油漏れ箇所の調査開始（約10分間調査したが、油漏れは特定できず）<改行>16:53頃　オイルフェンス展張内に油吸着マット投入、下田海上保安部交通課へ連絡<改行>17:30頃　現地で海上保安官による事故調査開始(流出量が少量のため、サンプル採取も成分分析に至らず)<改行>18:30頃　海上保安部による事故の現地調査終了<改行>19:35頃　別途手配の曳船にて起重機船＋押船を曳航開始<改行><改行>平成27年8月5日<改行>　8:30頃　押船の燃料をローリー車で抜き取り開始（9:40頃　左舷タンク燃料抜取完了） <改行>　9:50頃　押船を台船に上架開始（10:30頃　上架終了。油漏れ箇所の調査開始）<改行>　　　　　　右舷タンクの燃料をバイパス弁開放により左舷タンクに移す<改行>10:50頃　油漏れ箇所発見。再度左舷タンク燃料抜取り（11:30抜取完了)<改行>11:30頃　油漏れ箇所補修開始。<改行>15:00頃　海上保安部による押船の補修確認(海上保安官 立会)<改行>17:10頃　日本小型船舶検査機構(峰岸検査員)にて検査を実施し合格<改行>平成27年8月6日<改行>　6:00頃　補修箇所の油漏れが無いことを確認し、押船を下架<改行>　6:40頃　作業前点検を行い作業復帰		油流出元となった亀裂の発生は疲労損傷による。		今回の対応を検証した結果、実施していた対応に問題は無いものと判断し、引き続き同じ対応を徹底することとする。<改行>          ①船のエンジン稼働後、船の周囲確認を実施し、油漏れの有無を確認する<改行>          ②油漏れ確認後、早期にオイルフェンスの展張作業を行い、油の拡散を防止する<改行>          ③油の拡散を防止した後に、発注者・海上保安部に事故報告を行う<改行>          ④発注者・海上保安部の指示に従い、吸着マット等にて流出物を完全に除去する<改行>          ⑤油漏れ箇所、要因を特定させ、補修等で油漏れを防止する<改行>          ⑥油漏れが発生した場合は、労働災害再発防止協議会を開き、再発防止教育を実施する<改行>          　　※本対策の手順は、今回工事の全協力業者に対して再度周知を実施。				若築建設（株）		名古屋支店																		錦海運建設(株)				(株)橋本組								措置なし																																								海上保安部				今回の油漏れについては、不可抗力で事件性はない。今回特定された箇所の亀裂を発航前の点検で発見することは不可能である。むしろ、エンジンを掛けて生じた僅かな油漏れを見逃さず、迅速に対処し、通報して頂けたこ																				27-中部-清水-0401.xlsx		9/30/15 14:29		2/23/16 19:36		2015		8		4		16		40		2015		TRUE		23		中部		2015/8/4　16:40		42220.6944444444

		中部地方整備局		清水港湾事務所		下田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　下田港防波堤築造工事		 　本体方塊据付作業に従事していた起重機船を移動させるため、押船のエンジンを始動し船の周囲確認をしたところ、押船左舷側後方に燃料らしき油漏れを確認した。直ちにエンジンを停止し、オイルフェンス展張・油吸着マット布設を行った。約10分間潜水士が船体を調査したが、油漏れ箇所の特定は出来なかった。その後、船体を上架して燃料タンク部分にヘアクラックの存在を確認した。船舶定期検査、日々点検は実施していた。		平成27年8月4日 16時40分 頃		海上		下田港　西防波堤先端部付近		16:ケーソン曳航・据付		本体方塊据付		18:曳航・回航				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30								26:その他の起因物(　)		亀裂		15:起因物と同じ				23:その他(　)		燃料油流出		1399:その他：その他																																												26:振動があった。																				73.10%		50.20%						平成27年8月4日<改行>16:40頃　起重機船を移動させるため、押船がエンジンを始動し船体の周囲確認をしたところ、左舷側後方に燃料らしき油漏れを確認したため、エンジンを停止。<改行>16:41頃　押船の乗員（5人）がオイルフェンス展張作業開始<改行>16:42頃　本体方塊据付作業に従事の潜水士がにより油漏れ箇所の調査開始（約10分間調査したが、油漏れは特定できず）<改行>16:53頃　オイルフェンス展張内に油吸着マット投入、下田海上保安部交通課へ連絡<改行>17:30頃　現地で海上保安官による事故調査開始(流出量が少量のため、サンプル採取も成分分析に至らず)<改行>18:30頃　海上保安部による事故の現地調査終了<改行>19:35頃　別途手配の曳船にて起重機船＋押船を曳航開始<改行><改行>平成27年8月5日<改行>　8:30頃　押船の燃料をローリー車で抜き取り開始（9:40頃　左舷タンク燃料抜取完了） <改行>　9:50頃　押船を台船に上架開始（10:30頃　上架終了。油漏れ箇所の調査開始）<改行>　　　　　　右舷タンクの燃料をバイパス弁開放により左舷タンクに移す<改行>10:50頃　油漏れ箇所発見。再度左舷タンク燃料抜取り（11:30抜取完了)<改行>11:30頃　油漏れ箇所補修開始。<改行>15:00頃　海上保安部による押船の補修確認(海上保安官 立会)<改行>17:10頃　日本小型船舶検査機構(峰岸検査員)にて検査を実施し合格<改行>平成27年8月6日<改行>　6:00頃　補修箇所の油漏れが無いことを確認し、押船を下架<改行>　6:40頃　作業前点検を行い作業復帰		油流出元となった亀裂の発生は疲労損傷による。		今回の対応を検証した結果、実施していた対応に問題は無いものと判断し、引き続き同じ対応を徹底することとする。<改行>          ①船のエンジン稼働後、船の周囲確認を実施し、油漏れの有無を確認する<改行>          ②油漏れ確認後、早期にオイルフェンスの展張作業を行い、油の拡散を防止する<改行>          ③油の拡散を防止した後に、発注者・海上保安部に事故報告を行う<改行>          ④発注者・海上保安部の指示に従い、吸着マット等にて流出物を完全に除去する<改行>          ⑤油漏れ箇所、要因を特定させ、補修等で油漏れを防止する<改行>          ⑥油漏れが発生した場合は、労働災害再発防止協議会を開き、再発防止教育を実施する<改行>          　　※本対策の手順は、今回工事の全協力業者に対して再度周知を実施。				若築建設（株）		名古屋支店																		錦海運建設(株)				(株)橋本組								措置なし																																								海上保安部				今回の油漏れについては、不可抗力で事件性はない。今回特定された箇所の亀裂を発航前の点検で発見することは不可能である。むしろ、エンジンを掛けて生じた僅かな油漏れを見逃さず、迅速に対処し、通報して頂けたこ																				27-中部-清水-0401.xlsx		9/30/15 14:29		2/23/16 19:36		2015		8		4		16		40		2015		TRUE		23		中部		2015/8/4　16:40		42220.6944444444

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　名古屋港稲永ふ頭岸壁（-10m）改良工事		 　工事区域の地下埋設物（給水管φ75）の位置確認を行うため試掘を行った。<改行>   試掘に先立ち、名古屋港管理組合に埋設物に関する確認を行い、本工事区域内の埋設物は、給水管１本のみであることを確認した。また、名古屋港管理組合より受領した配管図および既設の給水栓の配管位置を参考に、埋設位置（法線から2.0～2.5ｍ、埋没深度1.2ｍ程度）を目安で手掘先行で掘削することとした。試掘を進めたところ、掘削深度約1.0ｍ、岸壁法線から約1.7ｍの位置に給水管（Ａ）（φ50、深度1.2m）が埋設されていることを確認した。引き続き、岸壁法線から3.0ｍまでの範囲を掘削深度1.2ｍまで手堀による試掘を行ったが、他の埋設管等は確認できなかった。このため、確認した給水管（Ａ）が撤去対象の給水管であると判断し、管頂部を露出させた後、次工程である、給水管の撤去作業に必要な釜場の掘削作業に取り掛かったところ、試掘範囲より深い位置に埋設されていた給水管（Ｂ）（φ75、深度1.3m）にバックホウの爪が当たり破損させてしまった。<改行>   なお、損傷させた給水管（Ｂ）は使用されていないものであったが、止水処理がされていなかったため漏水した。漏水は発生したが背後地域や岸壁利用者からの苦情は無かった。(今回の事故で２本の給水管が確認され、2本とも撤去することとなった。後日、給水管（Ａ）を切断したところ通水していなかった。)		平成27年9月14日 16時40分 頃		陸上		稲永ふ頭岸壁		25:土工		埋設給水管の試掘		30:沈設管布設・撤去				1:晴れ						1:微風（～2）										04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設給水管の損傷		1399:その他：その他																																												17:安全標識がなかった。										15:事前調査・資料調査が不十分だった。																		9月14日 16:40頃　 事故発生。掘削作業にて、バックホウにより給水管を損傷させ漏水発生。<改行>            16:44～　 関係機関への事故発生連絡、水道専門業者の手配及び排水に必要な機材調達を実施<改行>            18:20　 　機材到着（発電機、水中ポンプ、灯光器）<改行>            18:40　 　排水と止水作業準備<改行>            19:30　 　水道専門業者現地到着、止水作業開始<改行>            21:50　　 止水作業完了<改行>9月16日　　　　　　 仮止水の状況であるため、仮止水バルブを撤去し本止水作業を実施。		　 本工事は、名古屋港稲永ふ頭岸壁（‐10m）における床掘工、本体工、上部工、付属工、防食工、土工、舗装工及び構造物撤去工を施工するものである。事故は、地下埋設管（給水管φ75）の埋設位置を確認するため試掘をしていた際に発生した。受注者は、名古屋港管理組合と事前打合せをしており、受領していた配管図及び既設給水栓の配置を参考に、護岸法線（以降、法線と記す。）から2.0～2.5ｍ、想定埋設深度1.2ｍを手掘り先行で試掘していた。（バックホウは、バケットに土砂を入れて排土することのほか、作業床を広げるため手掘りが完了している深度まで掘削していた。）。その結果、１本の給水管（Ａ）（法線から1.7ｍ、深度1.0ｍ）が確認され、その周辺にも埋設物が無いか慎重に手掘りで試掘（法線より3.0m、深度1.2ｍ）したが、他の埋設物は見つからなかったことから、給水管（Ａ）の管径を確認することなく事前情報にある目的物と判断し、更なる試掘を行わなかった。そのため、給水管の止水作業時に漏水する水をポンプアップするため、確認した給水管（Ａ）より陸側に1.0ｍ程度離れた場所に釜場（作業床から深度0.5m）を設けることとしており、バックホウで作業床を更に掘削したところ漏水が発生し、事前情報には無かった別の給水管（Ｂ）（法線より3.0m、深度1.3m）の存在が明らかとなった。		① 試掘により確認した給水管について、事前情報（管径）と同じであるか確認する。<改行>② 地下埋没物確認は、土工の掘削全断面（岸壁法線から約8.0ｍまでの範囲を掘削深度約2.0ｍまで）で実施するものとし、施工範囲の両端部および中央部（既設給水栓周り）の３か所において、試掘幅約1.0ｍの手掘り先行掘削を行う。<改行>③ 手順書を試掘作業手順書として再整備し、作業員全員に周知を行う。当初は給水管撤去作業手順書として、作業順序に試掘を含めて整備していたが、より詳細な手順を明記した試掘作業手順書として再整備する。				東洋建設(株)		名古屋支店																		宇佐美工業(株)				(有)留野組								措置なし																																																																27-中部-名古屋-0301.xlsx		10/26/15 19:11		10/26/15 19:11		2015		9		14		16		40		2015		TRUE		23		中部		2015/9/14　16:40		42261.6944444444
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		九州地方整備局		唐津港湾事務所		伊万里		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																伊万里港（七ツ島地区）航路泊地（－１３ｍ）浚渫工事（第２次）		護岸へ接舷するために、土運船を押船①が横抱きで、押船②が船首側を側面から押した状態で移動を行ったが、押船②の力が勝り、土運船の船首側が先行したため、土運船の胴体部分が護岸（コンクリートブロック）へ接触し破損した。		平成27年9月28日 9時50分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留																				08:作業船				16:その他の加害物(　)		押船		23:その他(　)		船舶接舷時の護岸衝突		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中																																																																								7：30　土運船（S-1312） 土砂処分場沖合着　アンカー投錨　仮係留<改行>8：30　起重機船（第63善徳丸）船上にて朝礼<改行>9：00　土運船の曳航準備<改行>9：30  押船（弘仁丸）にて土運船曳航開始<改行>9：45　土砂処分場入域、押船（第二大徳丸）が加わり護岸への接岸開始<改行>9：50　護岸へ接舷中、ブロックへ接触し破損<改行>9：54　発注者 唐津港湾事務所に電話連絡<改行>10：05　佐賀県伊万里土木事務所に電話連絡<改行>		①　係留施設でない護岸への接舷方法の判断が疎かだった。<改行>②　気象条件（潮見表で潮高）の確認を怠り、大潮で満潮時に護岸へ接舷したことにより、土運船の保護材が活用されなかった。<改行>③　通常の連絡合図は、トランシーバー等による連絡体制で行うが、当日の合図者及び合図方法（トランシーバーを所持していたが未使用）が不十分であった。		①　土運船の係留においては、原則浚渫船及び起重機船に接舷します。修理等で、止むを得ない場合には、岸壁等の係留施設に接舷します。<改行>②　作業前には、最新の気象情報、船舶の動向や係留位置を明確にし、運航管理者（監理技術者）の指示、命令系統を作業全員に周知します。<改行>③　土運船を作業船又は岸壁へ接舷する際には、合図者を接舷側に配置し、合図者と操船者はトランシーバー等による連絡など、合図者及び連絡方法を徹底します。<改行>④　受注者より工事関係者へ再教育実施				株式会社　白海																																																																																																H27-九州-唐津-0101.xlsx		11/5/15 10:18		11/5/15 11:37		2015		9		28		9		50		2015		TRUE		23		九州		2015/9/28　9:50		42275.4097222222
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		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁(-14m)付帯施設本体工事		本工事は、仙台塩釜港仙台港区中野地区(-14m)付帯施設の本体工(ケーソン式)及び付帯工を施工するものである。		平成27年10月6日 8時30分 頃		陸上		ケーソン製作ヤード										2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		クローラクレーン		16:その他の加害物(　)		クレーンのブーム		05:崩壊・倒壊				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																												03:機械・器具に欠陥があった。																				53.70%		53.20%		100.00%		0.00%		８：１０　作業手順確認、作業区域明示、始業前点検実施<改行>８：２９　クレーンによる巻き上げ開始。ワイヤー緊張時に吊具、吊荷の状態確認後、作業員は足場設置箇所へ移動<改行>８：３０　クレーンで地組した足場を吊上げ、ケーソンヤードに引き込み開始後事故発生。		ケーソン製作用足場を函台上に設置するため、仮置きしてある足場をクローラクレーンで吊上げた後、旋回に支障となる既設ジブクレーンをかわすためブームを起伏している際、突然ブームが折損、倒壊したもの。		当現場ルールとして、１ヶ月に１度以下の点検を行う。<改行>・ブームの根元部分の目視点検を実施する。・特に溶接箇所のひび割れ、ヘアークラックを注意して点検する。・点検は月例点検時に行い、定期点検記録簿に明記する。・異常と思われる場合は、カラーチェックを実施する。・カラーチェックで異常が出た場合は作業を中止し、メーカーの指示に従う。・現場内には２台のクレーンがあるため、目視点検実施時には、オペレーターが一人で行うのではなく、お互いの点検を確認する。<改行>人的被害を防止するための対策<改行>・このような事故があることを踏まえ、作業手順書とおりの作業を行っていても不足の事態が発生することを全ての作業員へ再教育するとともに、再度クレーン稼働時に旋回半径内に入らないよう、引き続き徹底する。																																																																																																				H27-東北-塩釜-4201.xlsx		11/11/15 9:30		11/11/15 9:30		2015		10		6		8		30		2015		TRUE		5		東北		2015/10/6　8:30		42283.3541666667

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		石巻		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁(-14m)付帯施設本体工事		本工事は、仙台塩釜港仙台港区中野地区(-14m)付帯施設の本体工(ケーソン式)及び付帯工を施工するものである。		平成27年10月6日 8時30分 頃		陸上		ケーソン製作ヤード										2:曇り						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		クローラクレーン		16:その他の加害物(　)		クレーンのブーム		05:崩壊・倒壊				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																												03:機械・器具に欠陥があった。																				53.70%		53.20%		100.00%		0.00%		８：１０　作業手順確認、作業区域明示、始業前点検実施<改行>８：２９　クレーンによる巻き上げ開始。ワイヤー緊張時に吊具、吊荷の状態確認後、作業員は足場設置箇所へ移動<改行>８：３０　クレーンで地組した足場を吊上げ、ケーソンヤードに引き込み開始後事故発生。		ケーソン製作用足場を函台上に設置するため、仮置きしてある足場をクローラクレーンで吊上げた後、旋回に支障となる既設ジブクレーンをかわすためブームを起伏している際、突然ブームが折損、倒壊したもの。		当現場ルールとして、１ヶ月に１度以下の点検を行う。<改行>・ブームの根元部分の目視点検を実施する。・特に溶接箇所のひび割れ、ヘアークラックを注意して点検する。・点検は月例点検時に行い、定期点検記録簿に明記する。・異常と思われる場合は、カラーチェックを実施する。・カラーチェックで異常が出た場合は作業を中止し、メーカーの指示に従う。・現場内には２台のクレーンがあるため、目視点検実施時には、オペレーターが一人で行うのではなく、お互いの点検を確認する。<改行>人的被害を防止するための対策<改行>・このような事故があることを踏まえ、作業手順書とおりの作業を行っていても不足の事態が発生することを全ての作業員へ再教育するとともに、再度クレーン稼働時に旋回半径内に入らないよう、引き続き徹底する。																																																																																																				H27-東北-塩釜-4201.xlsx		11/11/15 9:30		11/11/15 9:30		2015		10		6		8		30		2015		TRUE		5		東北		2015/10/6　8:30		42283.3541666667

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		日立		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物埋立護岸床掘工事（その２）		台風23号が太平洋側を北上している中、 15:11頃、床堀工事の揚土場の整備中にラフテレーンクレーン（25t吊）が何らかの原因で、ブーム先端側へ転倒した。		平成27年10月7日 15時11分 頃		陸上				29:その他(　)		準備工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置		移動式クレーン		16:その他の加害物(　)		突風		02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																																																0.50%		0.50%		2.00%		1.00%		15：11　ラフター転倒事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15：30　発注者へ連絡<改行>15：58　受注者より労働基準局へ通報<改行>17：20　念のためクレーンOPを病院へ搬送（受注者車）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17：30　労働基準局が現場検証を実施（19:15 終了）<改行>17：50　二次災害防止対策（更なる転倒防止、油漏れ防止等）を取るよう指示（21:15　立起こし作業準備、23:45　立起こし終了）<改行>		①仮設防舷材のコンクリートアンカーの寸法に、計画時と持込み時で相違があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ラフテレーンクレーンオペレータが、吊荷の吊上げ開始時から仮置き時まで通常より速い旋回操作を行ったため、吊荷の振れが増大した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③吊荷の慣性力、遠心力及び現場で吹いていた風の影響も加わり吊荷が振れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④元請職員が、吊荷の寸法、重量等について、計画時と実際に搬入した吊荷の寸法、重量に相違があることを確認していなかった。		① 吊荷は二次製品、商品を除き、現地搬入時に重量を測定器にて計測する。事前の計画と相違がある場合は、移動式クレーン作業計画内容を修正し職長、クレーンオペレータ、作業員に周知徹底する。<改行>② 吊作業時のクレーン旋回スピードは、荷振れが生じない様ゆっくり行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 移動式クレーン作業計画時は、吊荷荷重をクレーン作業半径能力の9 0％ 以下として立案する。		東洋・鈴縫特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				鈴縫工業（株）																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-鹿島-0401(1).xlsx		10/14/15 16:00		2/5/16 10:39		2015		10		7		15		11		2015		TRUE		2		関東		2015/10/7　15:11		42284.6326388889

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		日立		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物埋立護岸床掘工事（その２）		台風23号が太平洋側を北上している中、 15:11頃、床堀工事の揚土場の整備中にラフテレーンクレーン（25t吊）が何らかの原因で、ブーム先端側へ転倒した。		平成27年10月7日 15時11分 頃		陸上				29:その他(　)		準備工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置		移動式クレーン		16:その他の加害物(　)		突風		02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																																																0.50%		0.50%		2.00%		1.00%		15：11　ラフター転倒事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15：30　発注者へ連絡<改行>15：58　受注者より労働基準局へ通報<改行>17：20　念のためクレーンOPを病院へ搬送（受注者車）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17：30　労働基準局が現場検証を実施（19:15 終了）<改行>17：50　二次災害防止対策（更なる転倒防止、油漏れ防止等）を取るよう指示（21:15　立起こし作業準備、23:45　立起こし終了）<改行>		①仮設防舷材のコンクリートアンカーの寸法に、計画時と持込み時で相違があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ラフテレーンクレーンオペレータが、吊荷の吊上げ開始時から仮置き時まで通常より速い旋回操作を行ったため、吊荷の振れが増大した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③吊荷の慣性力、遠心力及び現場で吹いていた風の影響も加わり吊荷が振れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④元請職員が、吊荷の寸法、重量等について、計画時と実際に搬入した吊荷の寸法、重量に相違があることを確認していなかった。		① 吊荷は二次製品、商品を除き、現地搬入時に重量を測定器にて計測する。事前の計画と相違がある場合は、移動式クレーン作業計画内容を修正し職長、クレーンオペレータ、作業員に周知徹底する。<改行>② 吊作業時のクレーン旋回スピードは、荷振れが生じない様ゆっくり行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 移動式クレーン作業計画時は、吊荷荷重をクレーン作業半径能力の9 0％ 以下として立案する。		東洋・鈴縫特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				鈴縫工業（株）																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-鹿島-0401(1).xlsx		10/14/15 16:00		2/5/16 10:39		2015		10		7		15		11		2015		TRUE		2		関東		2015/10/7　15:11		42284.6326388889

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																鹿児島港(新港区)岸壁(-7.5m)(改良)築造工事		資機材仮置ヤードにおいて、舗装工で使用する目地金物をユニック車にて積込み、その後ユニックブームを格納し忘れた状態で走行し、約6.5mの高さにあった車両感知装置の架空線をブームで切断した。		平成27年10月14日 9時55分 頃		陸上				22:舗装				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両感知装置の架空線切断		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																																																								9:15目地金物運搬の為、岸壁施工箇所より資材仮置きヤードへユニック車で移動。<改行>9:20資材仮置きヤードで目地金物の積込み開始。<改行>9:55目地金物積込み完了後、岸壁施工箇所へ戻ろうとしたところ、ユニック車のブームを上げたまま走行し、ヤード上空を横断していた車両感知装置の架空線を切断。NIPPO(主任技術者)より監理技術者へ事故発生の連絡<改行>10:10発注者へ事故一報の連絡<改行>10:20発注者へ事故状況の説明<改行>10:30車両感知装置を管轄する鹿児島中央警察へ連絡。		①資材仮置ヤードでの目地金物積込み後に、ユニック車のブームを上げたまま走行していることに運転手・玉掛け者（2次下請）及び指揮者（1次下請）が気づかなかった。<改行>②事故発生箇所を含め周辺の架空線等を、事前に把握(調査)していなかった。		①現在使用しているユニック車（全数）をインターロック機能付き（ブームを格納しないと走行不可）のものに変更する。<改行>②ユニック車内にセフティー・オペレーション・カード（S・O・C）に加え、注意喚起チェックシートを設置させ、元請の職員が確認後にユニック車の移動を開始させる。<改行>③資材仮置ヤードから現場までの運搬ルート上で、架空線等を記入したロードマップを作成し周知させる。<改行>④架空線への安全表示及びユニック車への注意喚起表示を設置する。				五洋建設（株）		九州支店																		（株）ＮＩＰＰＯ				（株）雅建設																																																																								H27-九州-鹿児島-0101.xlsx		11/5/15 12:13		11/12/15 15:20		2015		10		14		9		55		2015		TRUE		23		九州		2015/10/14　9:55		42291.4131944444

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																鹿児島港(新港区)岸壁(-7.5m)(改良)築造工事		資機材仮置ヤードにおいて、舗装工で使用する目地金物をユニック車にて積込み、その後ユニックブームを格納し忘れた状態で走行し、約6.5mの高さにあった車両感知装置の架空線をブームで切断した。		平成27年10月14日 9時55分 頃		陸上				22:舗装				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両感知装置の架空線切断		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン																																																																								9:15目地金物運搬の為、岸壁施工箇所より資材仮置きヤードへユニック車で移動。<改行>9:20資材仮置きヤードで目地金物の積込み開始。<改行>9:55目地金物積込み完了後、岸壁施工箇所へ戻ろうとしたところ、ユニック車のブームを上げたまま走行し、ヤード上空を横断していた車両感知装置の架空線を切断。NIPPO(主任技術者)より監理技術者へ事故発生の連絡<改行>10:10発注者へ事故一報の連絡<改行>10:20発注者へ事故状況の説明<改行>10:30車両感知装置を管轄する鹿児島中央警察へ連絡。		①資材仮置ヤードでの目地金物積込み後に、ユニック車のブームを上げたまま走行していることに運転手・玉掛け者（2次下請）及び指揮者（1次下請）が気づかなかった。<改行>②事故発生箇所を含め周辺の架空線等を、事前に把握(調査)していなかった。		①現在使用しているユニック車（全数）をインターロック機能付き（ブームを格納しないと走行不可）のものに変更する。<改行>②ユニック車内にセフティー・オペレーション・カード（S・O・C）に加え、注意喚起チェックシートを設置させ、元請の職員が確認後にユニック車の移動を開始させる。<改行>③資材仮置ヤードから現場までの運搬ルート上で、架空線等を記入したロードマップを作成し周知させる。<改行>④架空線への安全表示及びユニック車への注意喚起表示を設置する。				五洋建設（株）		九州支店																		（株）ＮＩＰＰＯ				（株）雅建設																																																																								H27-九州-鹿児島-0101.xlsx		11/5/15 12:13		11/12/15 15:20		2015		10		14		9		55		2015		TRUE		23		九州		2015/10/14　9:55		42291.4131944444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		H26d　東京国際空港Ｋ誘導路中央部地盤改良工事		解放中の誘導路にカラーコーンを置いた。		平成27年10月22日 0時55分 頃		陸上				06:地盤改良				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ																								23:その他(　)		閉鎖範囲の思い違い		1399:その他：その他																																																																								管制塔へ無線連絡し、作業許可確認後、カラーコーンの設置作業を実施。<改行>当日は、K-誘導路におけるR～B-9の間をクローズしての作業であったため、B-9手前（J１側）に誤進入防止のカラーコーンを１箇所設置するべきであったが、誤って、B-9のW及びJ、Q誘導路側に３箇所設置した。		①作業員ではなく、元請職員による点検であったため、誤進入配置計画書を作成しなかった。（誤進入設置場所は前々日とは違うことは周知したが、詳細説明がされず、閉鎖対象誘導路の勘違いがあった）<改行>② 当日必要なカラーコーンの数量は決まっていたが、必要以上に持って行ってしまった。<改行>③ 発生事案に対し、現場代理人は「特に問題なく収まった」と判断し当局への報告が遅れた。		① ノータム発行調整書等により、誤進入配置計画書を作作成し、作業前打ち合わせにて施工区域誤進入設置位置、カラーコーンの個数について再度確認する。カラーコーン設置位置の連絡を行う際は具体的なエリアを示し設置位置を正確に確認する。<改行>② 持込み資材のチェックリストを適切に活用し、予備個数を含む必要分のみ持っていく。<改行>③ 整備局への連絡を確実に行う様、再教育を徹底する。<改行>		東洋・りんかい日産建設工事共同企業体		東洋建設				りんかい日産建設																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-東京空港-0701.xlsx		11/12/15 11:38		2/5/16 11:48		2015		10		22		0		55		2015		FALSE		23		関東		2015/10/22　0:55		42299.0381944444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		H26d　東京国際空港Ｋ誘導路中央部地盤改良工事		解放中の誘導路にカラーコーンを置いた。		平成27年10月22日 0時55分 頃		陸上				06:地盤改良				03:装備機械器具等の点検・整備				1:晴れ																								23:その他(　)		閉鎖範囲の思い違い		1399:その他：その他																																																																								管制塔へ無線連絡し、作業許可確認後、カラーコーンの設置作業を実施。<改行>当日は、K-誘導路におけるR～B-9の間をクローズしての作業であったため、B-9手前（J１側）に誤進入防止のカラーコーンを１箇所設置するべきであったが、誤って、B-9のW及びJ、Q誘導路側に３箇所設置した。		①作業員ではなく、元請職員による点検であったため、誤進入配置計画書を作成しなかった。（誤進入設置場所は前々日とは違うことは周知したが、詳細説明がされず、閉鎖対象誘導路の勘違いがあった）<改行>② 当日必要なカラーコーンの数量は決まっていたが、必要以上に持って行ってしまった。<改行>③ 発生事案に対し、現場代理人は「特に問題なく収まった」と判断し当局への報告が遅れた。		① ノータム発行調整書等により、誤進入配置計画書を作作成し、作業前打ち合わせにて施工区域誤進入設置位置、カラーコーンの個数について再度確認する。カラーコーン設置位置の連絡を行う際は具体的なエリアを示し設置位置を正確に確認する。<改行>② 持込み資材のチェックリストを適切に活用し、予備個数を含む必要分のみ持っていく。<改行>③ 整備局への連絡を確実に行う様、再教育を徹底する。<改行>		東洋・りんかい日産建設工事共同企業体		東洋建設				りんかい日産建設																																		口頭注意								口頭注意																																																		H27-関東-東京空港-0701.xlsx		11/12/15 11:38		2/5/16 11:48		2015		10		22		0		55		2015		FALSE		23		関東		2015/10/22　0:55		42299.0381944444

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		津松阪（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事		21		男		06年 06月		普通作業員																								平成27年度　津松阪港津地区（栗真町屋）２工区堤防（改良）本体および防護矢板設置工事		 　栗真町屋資材置場のバックホウを１工区充填工施工場所まで移動し、土工作業を行っていた。作業終了後、栗真町屋資材置き場へ戻る途中、上げていたバックホウのアームを下げようとしたところ、目測を誤り名古屋港湾空港技術調査事務所の海洋短波レーダー施設に接続する架空線(中部電力線（低圧配電線100V・200V)とＮＴＴ通信線)に接触し、架空線が垂れ下がった。<改行>   中部電力及びNTTに連絡し損傷状況を調査してもらった結果、両線とも断線していることが判明したため、架空線の修理を行い同日12時40分に復旧した。		平成27年11月23日 11時0分 頃		陸上		三重県津市栗真町屋町地内（資材置場出入口		25:土工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)		バックホウの移動中		2:曇り						1:微風（～2）										04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		22:連絡合図が不明瞭だった。		03:指示、命令を守らなかった。																																														26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								75.60%		72.60%						11/23　8:00 朝礼・KY活動<改行>11/23　10:50頃型枠設置完了　バックホウ資材置場へ移動開始<改行>11/23　11:00頃架空線（電線・電話線）接触事故発生<改行>11/23　11:01頃事故現認（監理技術者）<改行>11/23　11:02 事故発生連絡(受注者内）　発：監理技術者　　受：現場代理人<改行>11/23　11:05 中部電力へ監理技術者が連絡、ＮＴＴへ現場代理人が連絡<改行>11/23　11:14 事故発生連絡(対　発注者）　発：現場代理人　受：津松阪港事務所<改行>11/23　11:18 事故発生連絡(対　社内）　発：現場代理人　　受：安全環境部長<改行>11/23　11:21 事故発生連絡(対　発注者）　発：現場代理人　受：津松阪港事務所<改行>11/23　11:26 中部電力到着　応急処置開始、停電開始<改行>11/23　11:46 中部電力　応急処置完了、停電終了<改行>11/23　12:15 NTT到着　復旧開始<改行>11/23　12:40 NTT　復旧完了<改行>11/23　15:30 原因と再発防止対策の検討会　開催		１）道路使用許可申請書の付帯条件の不履行<改行>    警察との協議で、道路使用許可の付帯条件（口頭による）になっている重機等走行時の「誘導員の配置」を遵守していなかった。<改行>２）作業指示内容の不徹底<改行>　　作業終了時には報告をすること、次の作業指示を受けてから移動する等の具体的な指示がされていなかった。<改行>３）作業員に対する安全教育不足<改行>　　現場経験の浅い作業員に対して、理解できるように配慮した安全教育が不足していた。		（１）誘導員の配置<改行>     当該架空線をバックホウが通過する際は必ず担当誘導員を指名し、担当誘導員の指示に従いバックホウを通過させる。<改行>　　 また、その他の重機作業についても、誘導員無しでの作業は行わないよう下請けに対し周知徹底する。<改行>（２）作業指示の明確化<改行>     朝礼での作業員への指示は、なぜそれが必要なのか、現場に不慣れな者でも理解できるよう、わかりやすく具体的に伝えるようにする。<改行>（３）架空線接触対策（門型ゲートの設置）<改行>     資材置場出入口には当初より設置済みであったが、今回のように臨時に仮設出入口を設ける場合も、注意喚起看板及び門型ゲートを設し、物理的に接触しないよう対策を行う。				若築建設(株)		名古屋支店																		宇佐美工業(株)				(有)丸新建設								口頭注意								口頭注意								資格新登録なし																																																27-中部-四日市-0201.xlsx		12/17/15 17:39		12/17/15 17:39		2015		11		23		11		0		2015		TRUE		23		中部		2015/11/23　11:0		42331.4583333333

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		津松阪（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事		21		男		06年 06月		普通作業員																								平成27年度　津松阪港津地区（栗真町屋）２工区堤防（改良）本体および防護矢板設置工事		 　栗真町屋資材置場のバックホウを１工区充填工施工場所まで移動し、土工作業を行っていた。作業終了後、栗真町屋資材置き場へ戻る途中、上げていたバックホウのアームを下げようとしたところ、目測を誤り名古屋港湾空港技術調査事務所の海洋短波レーダー施設に接続する架空線(中部電力線（低圧配電線100V・200V)とＮＴＴ通信線)に接触し、架空線が垂れ下がった。<改行>   中部電力及びNTTに連絡し損傷状況を調査してもらった結果、両線とも断線していることが判明したため、架空線の修理を行い同日12時40分に復旧した。		平成27年11月23日 11時0分 頃		陸上		三重県津市栗真町屋町地内（資材置場出入口		25:土工				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)		バックホウの移動中		2:曇り						1:微風（～2）										04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		22:連絡合図が不明瞭だった。		03:指示、命令を守らなかった。																																														26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。								75.60%		72.60%						11/23　8:00 朝礼・KY活動<改行>11/23　10:50頃型枠設置完了　バックホウ資材置場へ移動開始<改行>11/23　11:00頃架空線（電線・電話線）接触事故発生<改行>11/23　11:01頃事故現認（監理技術者）<改行>11/23　11:02 事故発生連絡(受注者内）　発：監理技術者　　受：現場代理人<改行>11/23　11:05 中部電力へ監理技術者が連絡、ＮＴＴへ現場代理人が連絡<改行>11/23　11:14 事故発生連絡(対　発注者）　発：現場代理人　受：津松阪港事務所<改行>11/23　11:18 事故発生連絡(対　社内）　発：現場代理人　　受：安全環境部長<改行>11/23　11:21 事故発生連絡(対　発注者）　発：現場代理人　受：津松阪港事務所<改行>11/23　11:26 中部電力到着　応急処置開始、停電開始<改行>11/23　11:46 中部電力　応急処置完了、停電終了<改行>11/23　12:15 NTT到着　復旧開始<改行>11/23　12:40 NTT　復旧完了<改行>11/23　15:30 原因と再発防止対策の検討会　開催		１）道路使用許可申請書の付帯条件の不履行<改行>    警察との協議で、道路使用許可の付帯条件（口頭による）になっている重機等走行時の「誘導員の配置」を遵守していなかった。<改行>２）作業指示内容の不徹底<改行>　　作業終了時には報告をすること、次の作業指示を受けてから移動する等の具体的な指示がされていなかった。<改行>３）作業員に対する安全教育不足<改行>　　現場経験の浅い作業員に対して、理解できるように配慮した安全教育が不足していた。		（１）誘導員の配置<改行>     当該架空線をバックホウが通過する際は必ず担当誘導員を指名し、担当誘導員の指示に従いバックホウを通過させる。<改行>　　 また、その他の重機作業についても、誘導員無しでの作業は行わないよう下請けに対し周知徹底する。<改行>（２）作業指示の明確化<改行>     朝礼での作業員への指示は、なぜそれが必要なのか、現場に不慣れな者でも理解できるよう、わかりやすく具体的に伝えるようにする。<改行>（３）架空線接触対策（門型ゲートの設置）<改行>     資材置場出入口には当初より設置済みであったが、今回のように臨時に仮設出入口を設ける場合も、注意喚起看板及び門型ゲートを設し、物理的に接触しないよう対策を行う。				若築建設(株)		名古屋支店																		宇佐美工業(株)				(有)丸新建設								口頭注意								口頭注意								資格新登録なし																																																27-中部-四日市-0201.xlsx		12/17/15 17:39		12/17/15 17:39		2015		11		23		11		0		2015		TRUE		23		中部		2015/11/23　11:0		42331.4583333333

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港場外排水施設外１件工事		鋼矢板引抜作業を行うため、捨て矢板を圧入した際、福岡空港第一ターミナルビル及び福岡空港事務所への送水管φ150を破損させた。		平成27年11月26日 14時15分 頃		陸上				09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								10:他に属さない機械				16:その他の加害物(　)		鋼矢板		23:その他(　)		破損		1399:その他：その他																																																																								8:00 朝礼　<改行>8:10 KY活動及び作業手順の周知<改行>8:30 仮設鋼矢板引抜作業開始<改行>13:00 仮設鋼矢板引抜作業再開<改行>14:15 『捨て矢板を圧入した際に送水管を破損』		（１）鋼矢板引抜作業手順については前日の打合せ及び当日の朝礼にて確認していたが、時間短縮のため自走範囲において作業手順書にない自走用矢板（捨て矢板）圧入を元請に確認をせず作業員（引抜機オペレータ）独自の判断で行った。<改行>（２）送水管φ150が埋設されていることは元請・下請共に把握していたが、作業員（引抜機オペレータ）が忘れていた。		（１）全ての作業は、作業手順書どおり実施する。<改行>　また、現場条件により作業手順書の見直しが必要な場合は、下請より元請に確認・了承を得た上で見直すとともに、作業員に周知し情報の共有を図る。<改行>（２）作業範囲にある埋設物は、図面にてルート・深さ・種類を全ての作業員に周知するとともに、埋設物が確認されている箇所には看板・トラロープにて明示する。				松山建設（株）																				（株）橋本組																																																																												H27-九州-博多-0101.xlsx		12/16/15 11:19		12/18/15 11:16		2015		11		26		14		15		2015		FALSE		23		九州		2015/11/26　14:15		42334.59375

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港場外排水施設外１件工事		鋼矢板引抜作業を行うため、捨て矢板を圧入した際、福岡空港第一ターミナルビル及び福岡空港事務所への送水管φ150を破損させた。		平成27年11月26日 14時15分 頃		陸上				09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10								10:他に属さない機械				16:その他の加害物(　)		鋼矢板		23:その他(　)		破損		1399:その他：その他																																																																								8:00 朝礼　<改行>8:10 KY活動及び作業手順の周知<改行>8:30 仮設鋼矢板引抜作業開始<改行>13:00 仮設鋼矢板引抜作業再開<改行>14:15 『捨て矢板を圧入した際に送水管を破損』		（１）鋼矢板引抜作業手順については前日の打合せ及び当日の朝礼にて確認していたが、時間短縮のため自走範囲において作業手順書にない自走用矢板（捨て矢板）圧入を元請に確認をせず作業員（引抜機オペレータ）独自の判断で行った。<改行>（２）送水管φ150が埋設されていることは元請・下請共に把握していたが、作業員（引抜機オペレータ）が忘れていた。		（１）全ての作業は、作業手順書どおり実施する。<改行>　また、現場条件により作業手順書の見直しが必要な場合は、下請より元請に確認・了承を得た上で見直すとともに、作業員に周知し情報の共有を図る。<改行>（２）作業範囲にある埋設物は、図面にてルート・深さ・種類を全ての作業員に周知するとともに、埋設物が確認されている箇所には看板・トラロープにて明示する。				松山建設（株）																				（株）橋本組																																																																												H27-九州-博多-0101.xlsx		12/16/15 11:19		12/18/15 11:16		2015		11		26		14		15		2015		FALSE		23		九州		2015/11/26　14:15		42334.59375

		九州地方整備局		下関港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																波浪実験場　簡易開水路装置撤去		貯水槽撤去作業中のバーナーの火花により、隣接する水槽内の消波材（ステラシート、椰子製）に引火		平成27年12月17日 9時0分 頃		陸上																																				17:火災																																																																																																																																																																																				H27-九州-技調-0101.xlsx		12/18/15 11:16		12/18/15 11:20		2015		12		17		9		0		2015		TRUE		17		九州		2015/12/17　9:0		42355.375

		九州地方整備局		下関港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																波浪実験場　簡易開水路装置撤去		貯水槽撤去作業中のバーナーの火花により、隣接する水槽内の消波材（ステラシート、椰子製）に引火		平成27年12月17日 9時0分 頃		陸上																																				17:火災																																																																																																																																																																																				H27-九州-技調-0101.xlsx		12/18/15 11:16		12/18/15 11:20		2015		12		17		9		0		2015		TRUE		17		九州		2015/12/17　9:0		42355.375

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）付帯施設築造工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）付帯施設の基礎工、本体工、上部工、被覆・根固工、消波工、裏込・裏埋工、構造物撤去工及び雑工を施工するものである。		平成27年12月22日 10時0分 頃		陸上		八太郎地区１号ふ頭G岸壁		20:中詰				84:その他(　)		材料集積		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										33.80%		29.40%		50.00%		50.00%		８：００　朝礼・KY<改行>８：３０　作業開始<改行>８：３０～１１：３０　事故発生		中詰材をショベルローダーで集積作業を行っている際、車輛の後進時に後部カウンターウエイトの中央がソーラスフェンス柱に接触し損傷		・ソーラスフェンスに向かって後進しないよう、オペレーターに周知徹底させる。<改行>・ソーラスフェンスより５ｍ離れた位置に、オペレーターが見やすいよう注意喚起表示を明示したのぼり旗を取り付けたバリケードを設置する。<改行>																																																																																																				H27-東北-八戸-0501.xlsx		2/2/16 21:50		2/2/16 21:50		2015		12		22		10		0		2015		TRUE		3		東北		2015/12/22　10:0		42360.4166666667

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）付帯施設築造工事		八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）付帯施設の基礎工、本体工、上部工、被覆・根固工、消波工、裏込・裏埋工、構造物撤去工及び雑工を施工するものである。		平成27年12月22日 10時0分 頃		陸上		八太郎地区１号ふ頭G岸壁		20:中詰				84:その他(　)		材料集積		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										33.80%		29.40%		50.00%		50.00%		８：００　朝礼・KY<改行>８：３０　作業開始<改行>８：３０～１１：３０　事故発生		中詰材をショベルローダーで集積作業を行っている際、車輛の後進時に後部カウンターウエイトの中央がソーラスフェンス柱に接触し損傷		・ソーラスフェンスに向かって後進しないよう、オペレーターに周知徹底させる。<改行>・ソーラスフェンスより５ｍ離れた位置に、オペレーターが見やすいよう注意喚起表示を明示したのぼり旗を取り付けたバリケードを設置する。<改行>																																																																																																				H27-東北-八戸-0501.xlsx		2/2/16 21:50		2/2/16 21:50		2015		12		22		10		0		2015		TRUE		3		東北		2015/12/22　10:0		42360.4166666667

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																志布志港波浪観測装置改良工事		ケーブル埋設に伴う準備作業として、ケーブル埋設船上の油圧ポンプの電源を入れたところ、油圧ホースが破裂し、海上に油圧オイルが漏洩した。		平成28年1月15日 8時10分 頃		海上				29:その他(　)								2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10				2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		油圧ポンプ		15:起因物と同じ				23:その他(　)		油流出																																																																										8:00　安全朝礼　KYK活動<改行>8:10　ケーブル埋設船油圧ホース破損<改行>       初期対応の実施、拡散防止対策の準備(オイルフェンス準備)、吸着マット等準備<改行>8:28　現場代理人より海上保安部及び監督職員に第一報を報告、油の回収を開始<改行>8:40　海上保安部現場到着　現場検証開始<改行>10:30　油の回収完了<改行>10:30　海上保安部現場検証完了		10tｳｲﾝﾁ油圧ﾎﾟﾝﾌﾟにカップラーが十分に装着されていなかったため、装置起動時にその振動により、カップラーが10tｳｲﾝﾁ油圧ﾎﾟﾝﾌﾟから外れ、外れたカップラー部分の逆止弁が作動し、ホース内の圧力が上昇してホースが破損した。		（１）ウインチ操作を行う際は、10tｳｲﾝﾁ油圧ﾎﾟﾝﾌﾟが安定するまでの間、取扱責任者による監視を行い、再発防止に努めます。<改行>（２）日々の動作前の設備点検については、設備点検表を用い取扱責任者による点検を行った後、主任技術者もしくは船団長による点検を実施し、再発防止に努めます。<改行>（３）クレーン付台船の移動に関する指揮・管理者を定め、作業員が勝手に移動しないよう周知・徹底する。<改行>（４）　日々の設備点検表にカップラーの確認項目を追加します。<改行>（５）　カップラーの緩み等に対する注意喚起看板を設置します。<改行>				東亜建設工業(株)		九州支店																		(有)ソニック				沿海開発工業(株)																																																																								H27-九州-志布志-0101.xlsx		1/29/16 17:36		3/2/16 14:11		2016		1		15		8		10		2015		TRUE		23		九州		2016/1/15　8:10		42384.3402777778

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																志布志港波浪観測装置改良工事		ケーブル埋設に伴う準備作業として、ケーブル埋設船上の油圧ポンプの電源を入れたところ、油圧ホースが破裂し、海上に油圧オイルが漏洩した。		平成28年1月15日 8時10分 頃		海上				29:その他(　)								2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		2:0～10				2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		油圧ポンプ		15:起因物と同じ				23:その他(　)		油流出																																																																										8:00　安全朝礼　KYK活動<改行>8:10　ケーブル埋設船油圧ホース破損<改行>       初期対応の実施、拡散防止対策の準備(オイルフェンス準備)、吸着マット等準備<改行>8:28　現場代理人より海上保安部及び監督職員に第一報を報告、油の回収を開始<改行>8:40　海上保安部現場到着　現場検証開始<改行>10:30　油の回収完了<改行>10:30　海上保安部現場検証完了		10tｳｲﾝﾁ油圧ﾎﾟﾝﾌﾟにカップラーが十分に装着されていなかったため、装置起動時にその振動により、カップラーが10tｳｲﾝﾁ油圧ﾎﾟﾝﾌﾟから外れ、外れたカップラー部分の逆止弁が作動し、ホース内の圧力が上昇してホースが破損した。		（１）ウインチ操作を行う際は、10tｳｲﾝﾁ油圧ﾎﾟﾝﾌﾟが安定するまでの間、取扱責任者による監視を行い、再発防止に努めます。<改行>（２）日々の動作前の設備点検については、設備点検表を用い取扱責任者による点検を行った後、主任技術者もしくは船団長による点検を実施し、再発防止に努めます。<改行>（３）クレーン付台船の移動に関する指揮・管理者を定め、作業員が勝手に移動しないよう周知・徹底する。<改行>（４）　日々の設備点検表にカップラーの確認項目を追加します。<改行>（５）　カップラーの緩み等に対する注意喚起看板を設置します。<改行>				東亜建設工業(株)		九州支店																		(有)ソニック				沿海開発工業(株)																																																																								H27-九州-志布志-0101.xlsx		1/29/16 17:36		3/2/16 14:11		2016		1		15		8		10		2015		TRUE		23		九州		2016/1/15　8:10		42384.3402777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		東京国際空港 B 滑走路横断誘導路他舗装設計		解放中の誘導路にカラーコーンを置いた。		平成28年1月19日 11時0分 頃		陸上				02:探査工				84:その他(　)		調査																										23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								東京国際空港内貨物地区北エプロン部において舗装非破壊調査のFWD 調査を実施した。<改行>調査開始時には、管制塔へ無線連絡し、作業許可確認後、整備局施工管理者同行の下、誤進入防止のためのカラーコーンを4 箇所に配置したカラーコーンのうち、2 箇所についてはノータム記載の誘導路閉鎖範囲外に設置してしまい、これに気付かないまま調査を行い、当日実施予定の全調査を終えた。原因としてはノータムの見落としによるもの。<改行>		整備局から受領したノータム発行調書と、日報に添付した作業範囲詳細図との照合ができておらず、閉鎖範囲の違いに気が付くことができなかったことによる。		ノータム記載の誘導路閉鎖範囲外にカラーコーンを設置したことは、重大な事故につながる事案であったと認識し、二度と同じようなミスを起こさないため、再発防止策として、従来の手順に以下を追加し、事故防止につなげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■作業日報提出時は、安全担当者（空港内の運航に精通したもの）を新たに配置し、安全担当者はノータム発行調整書に照らして作業日報及び作業範囲詳細図のチェックを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■作業当日は、調査担当者とは別に、制限区域内の作業に習熟したものが、カラーコーンの位置を確認することでダブルチェックを行う。				日本工営（株）																																						措置なし																																																										H28-関東-東京空港-0101.xlsx		1/28/16 16:15		3/14/16 17:42		2016		1		19		11		0		2015		FALSE		23		関東		2016/1/19　11:0		42388.4583333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		東京国際空港 B 滑走路横断誘導路他舗装設計		解放中の誘導路にカラーコーンを置いた。		平成28年1月19日 11時0分 頃		陸上				02:探査工				84:その他(　)		調査																										23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								東京国際空港内貨物地区北エプロン部において舗装非破壊調査のFWD 調査を実施した。<改行>調査開始時には、管制塔へ無線連絡し、作業許可確認後、整備局施工管理者同行の下、誤進入防止のためのカラーコーンを4 箇所に配置したカラーコーンのうち、2 箇所についてはノータム記載の誘導路閉鎖範囲外に設置してしまい、これに気付かないまま調査を行い、当日実施予定の全調査を終えた。原因としてはノータムの見落としによるもの。<改行>		整備局から受領したノータム発行調書と、日報に添付した作業範囲詳細図との照合ができておらず、閉鎖範囲の違いに気が付くことができなかったことによる。		ノータム記載の誘導路閉鎖範囲外にカラーコーンを設置したことは、重大な事故につながる事案であったと認識し、二度と同じようなミスを起こさないため、再発防止策として、従来の手順に以下を追加し、事故防止につなげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■作業日報提出時は、安全担当者（空港内の運航に精通したもの）を新たに配置し、安全担当者はノータム発行調整書に照らして作業日報及び作業範囲詳細図のチェックを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■作業当日は、調査担当者とは別に、制限区域内の作業に習熟したものが、カラーコーンの位置を確認することでダブルチェックを行う。				日本工営（株）																																						措置なし																																																										H28-関東-東京空港-0101.xlsx		1/28/16 16:15		3/14/16 17:42		2016		1		19		11		0		2015		FALSE		23		関東		2016/1/19　11:0		42388.4583333333

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		東京港臨港道路舗装工事		仮設道路切り回しに伴い、バックホウにて路床整正を行っていた。事前に手掘りして埋設管の深さ等を確認し作業を始めたが、埋設管が一部立ち上げられて配管されていたため、バックホウの刃先が当たり損傷した。		平成28年1月27日 11時0分 頃		陸上		東京都江東区有明地先		22:舗装				63:路床材料の敷均し・整地				1:晴れ																04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設水道管の損傷による漏水		1399:その他：その他																																																																								11:00頃　バックホウにて路床整正中に水道管を破損　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:10頃　主任現場監督員及び東京都水道局に連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:40頃　主任現場監督員及び東京都水道局職員が現場到着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:15頃　水道専門業者により復旧作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:55頃　復旧作業完了（利用者への影響は無し）		事前に手掘りして埋設管の深さ等を確認し作業を始めたが、埋設管が一部立ち上げられて配管されていたため、バックホウの刃先が当たり損傷した。		・埋設管管理者への情報提供を働き掛けることに加え、周辺の民間利用者にもヒアリングを行い、状況確認に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・掘削箇所のマンホール等は事前に開口し、埋設管の深さを実測し確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・事前の試掘をマンホール周辺幅1.0mに広げて行い、埋設管の深さ、方向の確認を行う。（必要に応じて範囲を広げる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・掘削作業にあたり、作業員全員で図面及び現場にて埋設管の位置及び深さの確認し、情報の周知徹底を行う。				前田道路（株）		東京支店																		（有）高依建工																		措置なし																																																										H28-関東-東京-0101.xlsx		1/28/16 16:53		3/14/16 9:57		2016		1		27		11		0		2015		TRUE		23		関東		2016/1/27　11:0		42396.4583333333

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		東京港臨港道路舗装工事		仮設道路切り回しに伴い、バックホウにて路床整正を行っていた。事前に手掘りして埋設管の深さ等を確認し作業を始めたが、埋設管が一部立ち上げられて配管されていたため、バックホウの刃先が当たり損傷した。		平成28年1月27日 11時0分 頃		陸上		東京都江東区有明地先		22:舗装				63:路床材料の敷均し・整地				1:晴れ																04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設水道管の損傷による漏水		1399:その他：その他																																																																								11:00頃　バックホウにて路床整正中に水道管を破損　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:10頃　主任現場監督員及び東京都水道局に連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:40頃　主任現場監督員及び東京都水道局職員が現場到着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:15頃　水道専門業者により復旧作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:55頃　復旧作業完了（利用者への影響は無し）		事前に手掘りして埋設管の深さ等を確認し作業を始めたが、埋設管が一部立ち上げられて配管されていたため、バックホウの刃先が当たり損傷した。		・埋設管管理者への情報提供を働き掛けることに加え、周辺の民間利用者にもヒアリングを行い、状況確認に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・掘削箇所のマンホール等は事前に開口し、埋設管の深さを実測し確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・事前の試掘をマンホール周辺幅1.0mに広げて行い、埋設管の深さ、方向の確認を行う。（必要に応じて範囲を広げる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・掘削作業にあたり、作業員全員で図面及び現場にて埋設管の位置及び深さの確認し、情報の周知徹底を行う。				前田道路（株）		東京支店																		（有）高依建工																		措置なし																																																										H28-関東-東京-0101.xlsx		1/28/16 16:53		3/14/16 9:57		2016		1		27		11		0		2015		TRUE		23		関東		2016/1/27　11:0		42396.4583333333

		関東地方整備局		京浜港湾事務所				直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																京浜港室の木宿舎給水設備改修工事		室の木宿舎の水道管の更新に伴い、1号棟の2階の床を削孔していたところ、床の内部に埋め込まれていた電気ケーブルらしき線を切断した。		平成28年2月15日 15時30分 頃		陸上		職員宿舎内		29:その他(　)		給水管改修		84:その他(　)																				20:動力工具				15:起因物と同じ				23:その他(　)		電力ケーブルの切断による停電		1399:その他：その他																																																																								15:30頃　宿舎の水道管の更新に伴い、1号棟の2階の床を削孔していたところ、床の内部に埋め込まれていた電気ケーブルを切断。<改行>15:40頃　下の階の入居者から停電になった旨の連絡を受ける。受注者は電気工事会社を手配。<改行>16:00頃　現場代理人より事故の報告を受ける。<改行>17:30頃　電気の復旧工事が完了。入居者立会いの元、復旧を確認済み。<改行>17:40頃　復旧が完了した報告を受ける。								鈴鹿建設（株）																																						措置なし																																																										H28-関東-京浜-0101.xlsx		2/16/16 10:32		3/14/16 17:42		2016		2		15		15		30		2015		TRUE		23		関東		2016/2/15　15:30		42415.6458333333

		関東地方整備局		京浜港湾事務所				直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																京浜港室の木宿舎給水設備改修工事		室の木宿舎の水道管の更新に伴い、1号棟の2階の床を削孔していたところ、床の内部に埋め込まれていた電気ケーブルらしき線を切断した。		平成28年2月15日 15時30分 頃		陸上		職員宿舎内		29:その他(　)		給水管改修		84:その他(　)																				20:動力工具				15:起因物と同じ				23:その他(　)		電力ケーブルの切断による停電		1399:その他：その他																																																																								15:30頃　宿舎の水道管の更新に伴い、1号棟の2階の床を削孔していたところ、床の内部に埋め込まれていた電気ケーブルを切断。<改行>15:40頃　下の階の入居者から停電になった旨の連絡を受ける。受注者は電気工事会社を手配。<改行>16:00頃　現場代理人より事故の報告を受ける。<改行>17:30頃　電気の復旧工事が完了。入居者立会いの元、復旧を確認済み。<改行>17:40頃　復旧が完了した報告を受ける。								鈴鹿建設（株）																																						措置なし																																																										H28-関東-京浜-0101.xlsx		2/16/16 10:32		3/14/16 17:42		2016		2		15		15		30		2015		TRUE		23		関東		2016/2/15　15:30		42415.6458333333

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																熊本空港用地造成（排水工）改良工事		熊本空港の制限区域内におけるFRPM管（φ400）布設箇所の床掘作業中にﾊﾞｯｸﾎｳ（0.45m3）にてケーブルを保護している埋設管（塩ビ管φ50）を損傷させた。		平成28年2月16日 1時40分 頃		陸上		着陸帯部　Ｄ－３工区		29:その他(　)		管渠工		74:掘削(機械施工)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		3:200～500						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								１時４０分頃　熊本空港気象観測ｼｽﾃﾑ埋設ｹｰﾌﾞﾙの埋設管(VP50)損傷事故発生<改行>１時４０分　　㈱前川建設が監理技術者に埋設管を損傷した事を連絡<改行>１時４５分　　監理技術者　現場到着<改行>１時４６分　　監理技術者が空港分室に埋設管を損傷した事を連絡<改行>１時５０分　　監理技術者が現場代理人に埋設管を損傷した事を連絡<改行>２時００分　　監督職員現場到着		（１）埋設物資料に当該施工箇所にかかる埋設管法線の情報はなかった。<改行>（２）埋設管には、予見につながる保護砂や埋設テープが施されていなかった。		（１）床掘区域について、周辺マンホールの確認を範囲を広げて徹底する。<改行>マンホールが存在する場合は、空港管理者の立会いのもと蓋を開けて埋設管の法線確認を行い、埋設深さについても併せて確認を行う。<改行>（２）管の存在を予見できる保護砂や埋設テープ等が敷設されていないケースを想定して、床掘作業時には埋設物の見張員を専任配置し、埋設物の有無の監視体制を強化する。<改行>（３）比較的埋設管が多い40～60ｃｍ程度はさらに慎重に作業を行う。				共栄建設株式会社																				株式会社　前川建設				株式会社　緒方開発																																																																								H27-九州-熊本-0601.xlsx		3/24/16 18:54		3/24/16 18:54		2016		2		16		1		40		2015		FALSE		23		九州		2016/2/16　1:40		42416.0694444444

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																熊本空港用地造成（排水工）改良工事		熊本空港の制限区域内におけるFRPM管（φ400）布設箇所の床掘作業中にﾊﾞｯｸﾎｳ（0.45m3）にてケーブルを保護している埋設管（塩ビ管φ50）を損傷させた。		平成28年2月16日 1時40分 頃		陸上		着陸帯部　Ｄ－３工区		29:その他(　)		管渠工		74:掘削(機械施工)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		3:200～500						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								１時４０分頃　熊本空港気象観測ｼｽﾃﾑ埋設ｹｰﾌﾞﾙの埋設管(VP50)損傷事故発生<改行>１時４０分　　㈱前川建設が監理技術者に埋設管を損傷した事を連絡<改行>１時４５分　　監理技術者　現場到着<改行>１時４６分　　監理技術者が空港分室に埋設管を損傷した事を連絡<改行>１時５０分　　監理技術者が現場代理人に埋設管を損傷した事を連絡<改行>２時００分　　監督職員現場到着		（１）埋設物資料に当該施工箇所にかかる埋設管法線の情報はなかった。<改行>（２）埋設管には、予見につながる保護砂や埋設テープが施されていなかった。		（１）床掘区域について、周辺マンホールの確認を範囲を広げて徹底する。<改行>マンホールが存在する場合は、空港管理者の立会いのもと蓋を開けて埋設管の法線確認を行い、埋設深さについても併せて確認を行う。<改行>（２）管の存在を予見できる保護砂や埋設テープ等が敷設されていないケースを想定して、床掘作業時には埋設物の見張員を専任配置し、埋設物の有無の監視体制を強化する。<改行>（３）比較的埋設管が多い40～60ｃｍ程度はさらに慎重に作業を行う。				共栄建設株式会社																				株式会社　前川建設				株式会社　緒方開発																																																																								H27-九州-熊本-0601.xlsx		3/24/16 18:54		3/24/16 18:54		2016		2		16		1		40		2015		FALSE		23		九州		2016/2/16　1:40		42416.0694444444

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２７年度　敦賀港（鞠山北地区）防波堤築造工事		消波ブロック乱積み１３個を終了後、起重機船を防波堤から離岸するため、係船ロープを解く作業中、南東の風により、作業船が流され、ケーソン上部にある標識灯の太陽パネル部に作業船揚錨部が接触、破損した。		平成28年2月26日 10時40分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		太陽パネル部に接触		0606:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：二又、三又、坊主等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																																														78.00%		78.00%		50.00%		50.00%										株式会社堀居組																				有限会社曽根工業																																																																												H27-北陸-敦賀-0101.xlsx		3/31/16 10:53		7/2/18 15:35		2016		2		26		10		40		2015		TRUE		23		北陸		2016/2/26　10:40		42426.4444444444

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成２７年度　敦賀港（鞠山北地区）防波堤築造工事		消波ブロック乱積み１３個を終了後、起重機船を防波堤から離岸するため、係船ロープを解く作業中、南東の風により、作業船が流され、ケーソン上部にある標識灯の太陽パネル部に作業船揚錨部が接触、破損した。		平成28年2月26日 10時40分 頃		海上				19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		太陽パネル部に接触		0606:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：二又、三又、坊主等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。																																																														78.00%		78.00%		50.00%		50.00%										株式会社堀居組																				有限会社曽根工業																																																																												H27-北陸-敦賀-0101.xlsx		3/31/16 10:53		7/2/18 15:35		2016		2		26		10		40		2015		TRUE		23		北陸		2016/2/26　10:40		42426.4444444444

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港誘導路(E1・E3・E8)改良工事		誘導路本体とショルダー部の境界のＡｓカッター切断（ｔ=５ｃｍ）していたところ、誘導路灯の埋設管及びケーブルを切断した。		平成28年3月3日 1時10分 頃		陸上		誘導路E3		29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		Ａｓカッター切断		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								17:電気設備				16:その他の加害物(　)		道路カッター		23:その他(　)		誘導路灯、管路切断		1399:その他：その他																																																																								22:35 管制官、運航情報官に連絡。　Ｂゲート（制限区域外）より入場。　<改行>22:50 誘導路Ｅ３右側（南側）の滑走路側（西側）よりＡｓカッター切断開始。<改行>0:55 誘導路Ｅ３右側（南側）のＡｓカッター切断完了。<改行>1:05 誘導路Ｅ３左側（北側）のエプロン側（東側）よりＡｓカッター切断開始。<改行>1:10 誘導路灯（１－４７）の埋設管路を切断<改行>1:12 受注者（立野監理技術者）より航空灯火・電気技術官に電話連絡。<改行>1:15 受注者（立野監理技術者）より整備局夜間担当　山口係長に電話連絡。<改行>1:19 整備局夜間担当　山口係長より航空管制運航情報官に電話連絡。<改行>1:20 整備局夜間担当　山口係長より木村課長に電話連絡。<改行>1:40 整備局夜間担当　山口係長が現場到着。<改行>1:52 航空灯火・電気技術官　石野氏が現場到着。<改行>2:15 航空灯火・電気技術官　石野氏が当日の管路及びケーブルの復旧無しを決定。<改行>仮復旧にて開口部の埋戻し開始。<改行>3:00 損傷管路をテープにて養生、砕石の埋戻し、乳剤散布による防塵処理完了。<改行>3:05 航空灯火・電気技術官　石野氏が現場確認完了。<改行>3:20 整備局夜間担当　山口係長より航空管制運航情報官に電話連絡。<改行>5:25 管制官、運航情報官に連絡。　Ｂゲート（制限区域外）より退出。		（１）工事区域内の灯器配置、ケーブルの埋設深さについて、障害のある灯器は撤去、埋設深さは10cmから30cmとの事前調整を施設管理者と行っていた。カッター切断にあたり、ハンドホール並びに埋設管が存在することを確認したため、ハンドホール内の管路深さを調査したところ35cmの深さであった。そのため、5cmのカッター切断は支障がないものと判断し、切断を実施したところ埋設されたケーブルを切断した。		（１）誘導路本体とショルダー部の境界のＡｓカッター切断箇所が、誘導路Ｅ３とＥ１に残っていることから、施設管理者による事前調査を実施済みであるが、再度現地にて航空灯火・電気技術官の立会のもと灯器配置、所定の深さについて確認してから施工する。				東亜道路工業（株）		九州支社																		株式会社コムカット																																																																												H27-九州-博多-0201.xlsx		3/24/16 18:54		3/24/16 18:54		2016		3		3		1		10		2015		FALSE		23		九州		2016/3/3　1:10		42432.0486111111

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港誘導路(E1・E3・E8)改良工事		誘導路本体とショルダー部の境界のＡｓカッター切断（ｔ=５ｃｍ）していたところ、誘導路灯の埋設管及びケーブルを切断した。		平成28年3月3日 1時10分 頃		陸上		誘導路E3		29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		Ａｓカッター切断		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								17:電気設備				16:その他の加害物(　)		道路カッター		23:その他(　)		誘導路灯、管路切断		1399:その他：その他																																																																								22:35 管制官、運航情報官に連絡。　Ｂゲート（制限区域外）より入場。　<改行>22:50 誘導路Ｅ３右側（南側）の滑走路側（西側）よりＡｓカッター切断開始。<改行>0:55 誘導路Ｅ３右側（南側）のＡｓカッター切断完了。<改行>1:05 誘導路Ｅ３左側（北側）のエプロン側（東側）よりＡｓカッター切断開始。<改行>1:10 誘導路灯（１－４７）の埋設管路を切断<改行>1:12 受注者（立野監理技術者）より航空灯火・電気技術官に電話連絡。<改行>1:15 受注者（立野監理技術者）より整備局夜間担当　山口係長に電話連絡。<改行>1:19 整備局夜間担当　山口係長より航空管制運航情報官に電話連絡。<改行>1:20 整備局夜間担当　山口係長より木村課長に電話連絡。<改行>1:40 整備局夜間担当　山口係長が現場到着。<改行>1:52 航空灯火・電気技術官　石野氏が現場到着。<改行>2:15 航空灯火・電気技術官　石野氏が当日の管路及びケーブルの復旧無しを決定。<改行>仮復旧にて開口部の埋戻し開始。<改行>3:00 損傷管路をテープにて養生、砕石の埋戻し、乳剤散布による防塵処理完了。<改行>3:05 航空灯火・電気技術官　石野氏が現場確認完了。<改行>3:20 整備局夜間担当　山口係長より航空管制運航情報官に電話連絡。<改行>5:25 管制官、運航情報官に連絡。　Ｂゲート（制限区域外）より退出。		（１）工事区域内の灯器配置、ケーブルの埋設深さについて、障害のある灯器は撤去、埋設深さは10cmから30cmとの事前調整を施設管理者と行っていた。カッター切断にあたり、ハンドホール並びに埋設管が存在することを確認したため、ハンドホール内の管路深さを調査したところ35cmの深さであった。そのため、5cmのカッター切断は支障がないものと判断し、切断を実施したところ埋設されたケーブルを切断した。		（１）誘導路本体とショルダー部の境界のＡｓカッター切断箇所が、誘導路Ｅ３とＥ１に残っていることから、施設管理者による事前調査を実施済みであるが、再度現地にて航空灯火・電気技術官の立会のもと灯器配置、所定の深さについて確認してから施工する。				東亜道路工業（株）		九州支社																		株式会社コムカット																																																																												H27-九州-博多-0201.xlsx		3/24/16 18:54		3/24/16 18:54		2016		3		3		1		10		2015		FALSE		23		九州		2016/3/3　1:10		42432.0486111111

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																水島港水島玉島地区臨港道路（玉島側）取付部改良工事		　本工事は、道路土工、排水構造物工、縁石工、舗装工、踏掛版工、標識工、道路付属物工、上部コンクリート工、構造物撤去工及び仮設工を施工するものである。<改行>　構造物撤去工において、バックホウ（0.45m3）で既設歩道の舗装版を撤去し、撤去したアスファルト殻をダンプトラック（10t）に積み込む際、バックホウのブームが架空線（ＮＴＴ電話線）に接触し、切断した。		平成28年3月9日 8時40分 頃		陸上		既設歩道		29:その他(　)		構造物撤去工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				3:雨						1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																				17:安全標識がなかった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										84.30%		12.80%		100.00%		75.00%		　バックホウ（0.45m3）で舗装破砕を行い、10tダンプに直接積み込みをしていたところ、情報を横断している架空線（ＮＴＴ電話線）に気付かずに接触し、架空線を切断した。切断した架空線は地上に落ちたが、第三者に当たることなく、すぐに回収した。<改行>　なお、架空線切断による負傷者等はなく、架空線の接続先（近隣漁協詰所）の固定電話は電材休止中であったため、切断による影響がなかった。ＮＴＴは回線復旧の必要性は認めなかったことから、回線は復旧せずに端部処理のみ実施した。		・安全朝礼、ＫＹ活動において、作業予定箇所に架空線があることを作業員に周知しておらず、作業員が架空線の存在を認識していなかった。<改行>・公益占有物件近傍での施工にもかかわらず、監視員を配置していなかった。<改行>・架空線の明示及び注意喚起看板が不足していた。<改行>・同様の作業が連続しており、作業員に慣れによる油断が生じていた。		・安全朝礼、ＫＹ活動及び安全協議会等により、公益占有物件に関する周知徹底を行う。<改行>・公益占有物件近傍での施工を行う際には、監視員を配置する。<改行>・公益占有物件に対し、マーキングや杭等による視認性の向上を図る。<改行>・安全教育訓練において、公益占有分権及びヒューマンエラーの災害事例を取り上げ、作業員全体への認識の向上を図る。				中央建設（株）																				（株）宗建																		口頭注意																																																										H28-中国-宇野-0201.xlsx		3/14/16 11:53		3/14/16 11:53		2016		3		9		8		40		2015		TRUE		9		中国		2016/3/9　8:40		42438.3611111111

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																水島港水島玉島地区臨港道路（玉島側）取付部改良工事		　本工事は、道路土工、排水構造物工、縁石工、舗装工、踏掛版工、標識工、道路付属物工、上部コンクリート工、構造物撤去工及び仮設工を施工するものである。<改行>　構造物撤去工において、バックホウ（0.45m3）で既設歩道の舗装版を撤去し、撤去したアスファルト殻をダンプトラック（10t）に積み込む際、バックホウのブームが架空線（ＮＴＴ電話線）に接触し、切断した。		平成28年3月9日 8時40分 頃		陸上		既設歩道		29:その他(　)		構造物撤去工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				3:雨						1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																				17:安全標識がなかった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										84.30%		12.80%		100.00%		75.00%		　バックホウ（0.45m3）で舗装破砕を行い、10tダンプに直接積み込みをしていたところ、情報を横断している架空線（ＮＴＴ電話線）に気付かずに接触し、架空線を切断した。切断した架空線は地上に落ちたが、第三者に当たることなく、すぐに回収した。<改行>　なお、架空線切断による負傷者等はなく、架空線の接続先（近隣漁協詰所）の固定電話は電材休止中であったため、切断による影響がなかった。ＮＴＴは回線復旧の必要性は認めなかったことから、回線は復旧せずに端部処理のみ実施した。		・安全朝礼、ＫＹ活動において、作業予定箇所に架空線があることを作業員に周知しておらず、作業員が架空線の存在を認識していなかった。<改行>・公益占有物件近傍での施工にもかかわらず、監視員を配置していなかった。<改行>・架空線の明示及び注意喚起看板が不足していた。<改行>・同様の作業が連続しており、作業員に慣れによる油断が生じていた。		・安全朝礼、ＫＹ活動及び安全協議会等により、公益占有物件に関する周知徹底を行う。<改行>・公益占有物件近傍での施工を行う際には、監視員を配置する。<改行>・公益占有物件に対し、マーキングや杭等による視認性の向上を図る。<改行>・安全教育訓練において、公益占有分権及びヒューマンエラーの災害事例を取り上げ、作業員全体への認識の向上を図る。				中央建設（株）																				（株）宗建																		口頭注意																																																										H28-中国-宇野-0201.xlsx		3/14/16 11:53		3/14/16 11:53		2016		3		9		8		40		2015		TRUE		9		中国		2016/3/9　8:40		42438.3611111111

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																下関港（長府・壇ノ浦地区）護岸（改良）工事（８工区）		船着場撤去・処分の本体コンクリート等を撤去している<改行>作業船（グラブ浚渫船：関雄）について、夜間、現場海域にて停泊していたが、スパッドが装置の不具合によりロックされたため、潮位の上昇に伴い漂流し、関門航路内に侵入。<改行>門司海上保安部の発見により、当該事故が判明した。<改行>なお、衝突等の災害は発生していないが、一般航行船舶の航行調整が発生した。		平成28年5月10日 21時36分 頃		海上				29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		作業船夜間停泊中																		08:作業船				17:加害物なし				23:その他(　)		保全航路内への侵入		1399:その他：その他																																																																								　８：００　浚渫船（関雄）にて船着場破砕撤去作業を開始<改行>１７：００　作業を終了。現場夜間停泊場所にて停泊<改行>２０：３０　作業船点検　異常なし<改行>２１：３６　門司海上保安部より、『浚渫船（関雄）に漂流の疑いあり』との連絡が入る。<改行>２１：５０　自力（スラスタ）にて関門航路外へ移動<改行>２２：３３　押船（第３７関西丸）が現場へ到着。浚渫船（関雄）を停泊場所へ移動開始。<改行>２２：５４　夜間停泊場所へ到着。スパッド及びアンカーにて停泊。		（１）装置の不具合により、スパッドの自動動作が不能となり、潮位の上昇に伴ってスパッドが抜け、漂流したものである。<改行>（２）スパッドが抜け、作業船が流されてしまう事態を想定していないなど、夜間停泊時の安全意識が薄かった。<改行>（３）夜間停泊時に作業船の専用押船を常駐させていなかった点も危機管理意識不足の現れと言える。<改行>		（１）夜間停泊時は、万一に備え、スパッドに加えアンカー併用の係留とし、専用押船を作業船船尾に常駐させる。<改行>（２）作業休止日には、最寄りの田野浦ふ頭岸壁又は基地港にて接岸待機する。<改行>（３）作業船の待機時は、２時間毎に係留設備の計器を確認するなど監視体制を強化する。<改行>（４）夜間停泊時には、専任の夜間監視員（２名）を交代で船橋に常駐させ、GPS計器で船位を常時確認すると共に、外部との連絡体制を確実に保持する。<改行>（５）当該事故を教訓として、作業船等の日常点検項目を見直し、強化する。<改行>（６）非常時を想定した訓練を実施し、危機管理意識を高める。<改行>				関門港湾建設（株）																																																																								海上保安部																								H28-九州-下関-0101.xlsx		5/16/16 10:30		5/16/16 10:30		2016		5		10		21		36		2016		TRUE		23		九州		2016/5/10　21:36		42500.9

		九州地方整備局		下関港湾事務所		下関		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																下関港（長府・壇ノ浦地区）護岸（改良）工事（８工区）		船着場撤去・処分の本体コンクリート等を撤去している<改行>作業船（グラブ浚渫船：関雄）について、夜間、現場海域にて停泊していたが、スパッドが装置の不具合によりロックされたため、潮位の上昇に伴い漂流し、関門航路内に侵入。<改行>門司海上保安部の発見により、当該事故が判明した。<改行>なお、衝突等の災害は発生していないが、一般航行船舶の航行調整が発生した。		平成28年5月10日 21時36分 頃		海上				29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		作業船夜間停泊中																		08:作業船				17:加害物なし				23:その他(　)		保全航路内への侵入		1399:その他：その他																																																																								　８：００　浚渫船（関雄）にて船着場破砕撤去作業を開始<改行>１７：００　作業を終了。現場夜間停泊場所にて停泊<改行>２０：３０　作業船点検　異常なし<改行>２１：３６　門司海上保安部より、『浚渫船（関雄）に漂流の疑いあり』との連絡が入る。<改行>２１：５０　自力（スラスタ）にて関門航路外へ移動<改行>２２：３３　押船（第３７関西丸）が現場へ到着。浚渫船（関雄）を停泊場所へ移動開始。<改行>２２：５４　夜間停泊場所へ到着。スパッド及びアンカーにて停泊。		（１）装置の不具合により、スパッドの自動動作が不能となり、潮位の上昇に伴ってスパッドが抜け、漂流したものである。<改行>（２）スパッドが抜け、作業船が流されてしまう事態を想定していないなど、夜間停泊時の安全意識が薄かった。<改行>（３）夜間停泊時に作業船の専用押船を常駐させていなかった点も危機管理意識不足の現れと言える。<改行>		（１）夜間停泊時は、万一に備え、スパッドに加えアンカー併用の係留とし、専用押船を作業船船尾に常駐させる。<改行>（２）作業休止日には、最寄りの田野浦ふ頭岸壁又は基地港にて接岸待機する。<改行>（３）作業船の待機時は、２時間毎に係留設備の計器を確認するなど監視体制を強化する。<改行>（４）夜間停泊時には、専任の夜間監視員（２名）を交代で船橋に常駐させ、GPS計器で船位を常時確認すると共に、外部との連絡体制を確実に保持する。<改行>（５）当該事故を教訓として、作業船等の日常点検項目を見直し、強化する。<改行>（６）非常時を想定した訓練を実施し、危機管理意識を高める。<改行>				関門港湾建設（株）																																																																								海上保安部																								H28-九州-下関-0101.xlsx		5/16/16 10:30		5/16/16 10:30		2016		5		10		21		36		2016		TRUE		23		九州		2016/5/10　21:36		42500.9

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部(ＭＰ２)橋梁下部工事		　橋脚構築用の仮設桟台（海上に構築）上で鋼管矢板を打設していたバイブロハンマの油圧ホースが破損し作動油が約10L漏れ、その一部が海上に流出（約0.1L）した。<改行>　なお、海上に流出した油はオイルフェンスに囲まれたところで、直ちに潜水士が吸着マットで回収した。		平成28年5月13日 11時45分 頃		海上		京浜運河		29:その他(　)		基礎・橋脚工		47:杭及び矢板打		鋼管矢板打設		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械		バイブロの作動油		15:起因物と同じ				23:その他(　)		海上に油流出		1399:その他：その他																																																						99:その他								油圧ホースの安全点検に一部不備（不可視部分）があった。		55.50%		55.00%						09:00　鋼管矢板打設開始<改行>11:45　バイブロの油圧ホースから油漏れを確認・作業中止<改行>12:08　油回収開始（潜水士が吸着マットで回収）<改行>13:20　油回収完了<改行>13:26　現地で保安部の実況見分完了　		　油圧ホースを束ねるためサニーホースを使用し、その箇所を１点吊りした（幾度も使用）ため油圧ホースの劣化進行に気づかず漏油した。<改行>　なお、不可視部分となるサニーホースで束ねた部分の外観目視点検は行っていなかった。		①目視点検が可能な材質（ビニール製）を用いて油圧ホースを束ねる。<改行>②油圧ホースの吊り部は打設１本毎に点検する。また、束ねた範囲は２週間に一度、上述したビニールを開放して点検する。<改行>③油圧ホースの曲率（吊り部）を緩やかにする治具を装備並びに吊り位置の変更を都度行い、油圧ホースへの負荷を低減させる。		五洋・清水特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		清水建設（株）		土木東京支店														五栄土木（株）				丸泰土木（株）														措置無し								措置無し																														海上保安部からの処分・指導等はない。（原因と再発防止の報告のみ）																				H28-関東-京浜-0201.xlsx		5/25/16 11:36		7/4/16 17:19		2016		5		13		11		45		2016		TRUE		23		関東		2016/5/13　11:45		42503.4895833333

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部(ＭＰ２)橋梁下部工事		　橋脚構築用の仮設桟台（海上に構築）上で鋼管矢板を打設していたバイブロハンマの油圧ホースが破損し作動油が約10L漏れ、その一部が海上に流出（約0.1L）した。<改行>　なお、海上に流出した油はオイルフェンスに囲まれたところで、直ちに潜水士が吸着マットで回収した。		平成28年5月13日 11時45分 頃		海上		京浜運河		29:その他(　)		基礎・橋脚工		47:杭及び矢板打		鋼管矢板打設		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		10:他に属さない機械		バイブロの作動油		15:起因物と同じ				23:その他(　)		海上に油流出		1399:その他：その他																																																						99:その他								油圧ホースの安全点検に一部不備（不可視部分）があった。		55.50%		55.00%						09:00　鋼管矢板打設開始<改行>11:45　バイブロの油圧ホースから油漏れを確認・作業中止<改行>12:08　油回収開始（潜水士が吸着マットで回収）<改行>13:20　油回収完了<改行>13:26　現地で保安部の実況見分完了　		　油圧ホースを束ねるためサニーホースを使用し、その箇所を１点吊りした（幾度も使用）ため油圧ホースの劣化進行に気づかず漏油した。<改行>　なお、不可視部分となるサニーホースで束ねた部分の外観目視点検は行っていなかった。		①目視点検が可能な材質（ビニール製）を用いて油圧ホースを束ねる。<改行>②油圧ホースの吊り部は打設１本毎に点検する。また、束ねた範囲は２週間に一度、上述したビニールを開放して点検する。<改行>③油圧ホースの曲率（吊り部）を緩やかにする治具を装備並びに吊り位置の変更を都度行い、油圧ホースへの負荷を低減させる。		五洋・清水特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		清水建設（株）		土木東京支店														五栄土木（株）				丸泰土木（株）														措置無し								措置無し																														海上保安部からの処分・指導等はない。（原因と再発防止の報告のみ）																				H28-関東-京浜-0201.xlsx		5/25/16 11:36		7/4/16 17:19		2016		5		13		11		45		2016		TRUE		23		関東		2016/5/13　11:45		42503.4895833333

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物埋立護岸築造工事（その３）		　中詰材積込（ベルトコンベア講習会）のため南公共ふ頭Ｃ岸壁に係留していた土運船が離岸した際、土運船の右舷側船首が隣接するＤ岸壁の取付部（直交部）に接触し、車止め、縁金物及び上部工の一部を破損させた。		平成28年5月19日 14時52分 頃		海上		常陸那珂港　南公共ふ頭岸壁Dの取付部		20:中詰				38:土運搬		離岸		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		押船		15:起因物と同じ		土運船		23:その他(　)		接触		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				22:連絡合図が不明瞭だった。		25:合図を勘違いした。		16:勘違い判断をした。		13:油断、軽視した。																																																				18.30%		18.40%						・5.19 14:00 ベルトコンベア講習会終了（Ｃ岸壁係留）<改行>・5.19 14:50 土運船の係留解除（Ｃ岸壁から係船場に移動のため）<改行>・5.19 14:52 土運船がＤ岸壁の取付部（直交部）に接触し、車止め、縁金物及び上部工の一部を破損<改行>・5.20 13:45 受注者から発注者に第１報		　押船にて土運船をＣ岸壁から離岸させる際、土運船の甲板で監視を行っていた船員と土運船の船長は無線を使用して岸壁との離隔を確認しつつ操船を行っていたが、正しい情報（ＣとＤ岸壁を誤解）が伝わらなかったため、東方向に舵を切ったことにより土運船の右舷側船首がＤ岸壁の取付部（直交部）に接触した。		・作業合図の明確化<改行>・係留位置及び岸壁端部を示す標識の設置<改行>・既設構造物への防護対策（古タイヤの設置）<改行>・離接岸において補助船を配置		東亜・若築・本間ＪＶ		東亜建設工業（株） 		東京支店		若築建設（株）		東京支店		（株）本間組		東京支店										（株）青木組				アキ・マリン（株）														口頭注意：H28.6.17～H28.7.16								口頭注意：H28.6.17～H28.7.16								口頭注意：H28.6.17～H28.7.16																																										H28-関東-鹿島-0101.xlsx		5/31/16 13:56		7/1/16 9:10		2016		5		19		14		52		2016		TRUE		23		関東		2016/5/19　14:52		42509.6194444444

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区廃棄物埋立護岸築造工事（その３）		　中詰材積込（ベルトコンベア講習会）のため南公共ふ頭Ｃ岸壁に係留していた土運船が離岸した際、土運船の右舷側船首が隣接するＤ岸壁の取付部（直交部）に接触し、車止め、縁金物及び上部工の一部を破損させた。		平成28年5月19日 14時52分 頃		海上		常陸那珂港　南公共ふ頭岸壁Dの取付部		20:中詰				38:土運搬		離岸		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		押船		15:起因物と同じ		土運船		23:その他(　)		接触		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				22:連絡合図が不明瞭だった。		25:合図を勘違いした。		16:勘違い判断をした。		13:油断、軽視した。																																																				18.30%		18.40%						・5.19 14:00 ベルトコンベア講習会終了（Ｃ岸壁係留）<改行>・5.19 14:50 土運船の係留解除（Ｃ岸壁から係船場に移動のため）<改行>・5.19 14:52 土運船がＤ岸壁の取付部（直交部）に接触し、車止め、縁金物及び上部工の一部を破損<改行>・5.20 13:45 受注者から発注者に第１報		　押船にて土運船をＣ岸壁から離岸させる際、土運船の甲板で監視を行っていた船員と土運船の船長は無線を使用して岸壁との離隔を確認しつつ操船を行っていたが、正しい情報（ＣとＤ岸壁を誤解）が伝わらなかったため、東方向に舵を切ったことにより土運船の右舷側船首がＤ岸壁の取付部（直交部）に接触した。		・作業合図の明確化<改行>・係留位置及び岸壁端部を示す標識の設置<改行>・既設構造物への防護対策（古タイヤの設置）<改行>・離接岸において補助船を配置		東亜・若築・本間ＪＶ		東亜建設工業（株） 		東京支店		若築建設（株）		東京支店		（株）本間組		東京支店										（株）青木組				アキ・マリン（株）														口頭注意：H28.6.17～H28.7.16								口頭注意：H28.6.17～H28.7.16								口頭注意：H28.6.17～H28.7.16																																										H28-関東-鹿島-0101.xlsx		5/31/16 13:56		7/1/16 9:10		2016		5		19		14		52		2016		TRUE		23		関東		2016/5/19　14:52		42509.6194444444

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　清水港三保ケーソン製作場整備工事		事故発生当日は、照明灯基礎の撤去作業を行っており、バックホウにて掘削箇所をほぐすように掘削していた。掘削箇所において、GL-30cm程度の位置から、当初予定のないコンクリート杭（φ500）が発掘され、このコンクリート杭を撤去するため、コンクリート杭の周辺をスコップで掘削し、埋設表示シートや保護砂が無いことを確認した後、コンクリート杭の側面をバックホウで20cm程度掘削したところ、当該区間は埋設表示シートや保護砂がない区間であったため、バックホウの爪により清水港験潮所（静岡地方気象台所有）の電源・通信ケーブルを切断した。<改行>　　験潮所の通信回線が有線から衛星回線に切り替わり、電源も商用電源からバッテリー稼働に切り替わったため、観測記録に欠測は無かった。		平成28年6月10日 9時30分 頃		陸上		清水港三保ケーソン製作場内		29:その他(　)		撤去工		74:掘削(機械施工)				1:晴れ																04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		電源ケーブル・通信ケーブルの切断		1399:その他：その他																																																																								6月10日　9：30頃　　事故発生。験潮所への配線（電源ケーブルと通信ケーブルの2本）を切断。<改行>　　　　　　 9:35～　　関係機関への事故発生連絡。<改行>　　　　　　11：10　　 NTTによる現地確認。<改行>　　　　　　13:30～　　復旧作業開始。<改行>　　　　　　19:30　　　 電源ケーブル、通信ケーブルの復旧作業終了。		事故発生当日は、照明灯基礎の撤去作業を行っており、バックホウにて掘削箇所をほぐすように掘削していた。掘削箇所において、GL-30cm程度の位置から、当初予定のないコンクリート杭（φ500）が発掘され、このコンクリート杭を撤去するため、コンクリート杭の周辺をスコップで掘削し、埋設表示シートや保護砂が無いことを確認した後、コンクリート杭の側面をバックホウで20cm程度掘削したところ、当該区間は埋設表示シートや保護砂がない区間であったため、バックホウの爪により清水港験潮所（静岡地方気象台所有）の電源・通信ケーブルを切断した。<改行>　　験潮所の通信回線が有線から衛星回線に切り替わり、電源も商用電源からバッテリー稼働に切り替わったため、観測記録に欠測は無かった。		①埋設ケーブルに関連するマンホール、ハンドホール等の位置や設置深さを事前確認し、図面との整合性を確認する。<改行>②試掘チェックリストを用いて、作業手順書の内容を周知する。<改行>③試掘は、スコップ等を用いて人力にて掘削を行う。埋設ケーブルが露出確認できるまで重機による掘削は行わない。<改行>④露出した埋設ケーブルから１ｍ程度周辺まで人力掘削を行い、既設埋設ケーブルに影響がないことを確認した後に本施工を行う。				鈴与建設（株）																				（株）アント																		口頭注意																																																										H28-中部-清水-0101.xlsx		7/4/16 9:18		8/4/16 14:12		2016		6		10		9		30		2016		TRUE		23		中部		2016/6/10　9:30		42531.3958333333

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　清水港三保ケーソン製作場整備工事		事故発生当日は、照明灯基礎の撤去作業を行っており、バックホウにて掘削箇所をほぐすように掘削していた。掘削箇所において、GL-30cm程度の位置から、当初予定のないコンクリート杭（φ500）が発掘され、このコンクリート杭を撤去するため、コンクリート杭の周辺をスコップで掘削し、埋設表示シートや保護砂が無いことを確認した後、コンクリート杭の側面をバックホウで20cm程度掘削したところ、当該区間は埋設表示シートや保護砂がない区間であったため、バックホウの爪により清水港験潮所（静岡地方気象台所有）の電源・通信ケーブルを切断した。<改行>　　験潮所の通信回線が有線から衛星回線に切り替わり、電源も商用電源からバッテリー稼働に切り替わったため、観測記録に欠測は無かった。		平成28年6月10日 9時30分 頃		陸上		清水港三保ケーソン製作場内		29:その他(　)		撤去工		74:掘削(機械施工)				1:晴れ																04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		電源ケーブル・通信ケーブルの切断		1399:その他：その他																																																																								6月10日　9：30頃　　事故発生。験潮所への配線（電源ケーブルと通信ケーブルの2本）を切断。<改行>　　　　　　 9:35～　　関係機関への事故発生連絡。<改行>　　　　　　11：10　　 NTTによる現地確認。<改行>　　　　　　13:30～　　復旧作業開始。<改行>　　　　　　19:30　　　 電源ケーブル、通信ケーブルの復旧作業終了。		事故発生当日は、照明灯基礎の撤去作業を行っており、バックホウにて掘削箇所をほぐすように掘削していた。掘削箇所において、GL-30cm程度の位置から、当初予定のないコンクリート杭（φ500）が発掘され、このコンクリート杭を撤去するため、コンクリート杭の周辺をスコップで掘削し、埋設表示シートや保護砂が無いことを確認した後、コンクリート杭の側面をバックホウで20cm程度掘削したところ、当該区間は埋設表示シートや保護砂がない区間であったため、バックホウの爪により清水港験潮所（静岡地方気象台所有）の電源・通信ケーブルを切断した。<改行>　　験潮所の通信回線が有線から衛星回線に切り替わり、電源も商用電源からバッテリー稼働に切り替わったため、観測記録に欠測は無かった。		①埋設ケーブルに関連するマンホール、ハンドホール等の位置や設置深さを事前確認し、図面との整合性を確認する。<改行>②試掘チェックリストを用いて、作業手順書の内容を周知する。<改行>③試掘は、スコップ等を用いて人力にて掘削を行う。埋設ケーブルが露出確認できるまで重機による掘削は行わない。<改行>④露出した埋設ケーブルから１ｍ程度周辺まで人力掘削を行い、既設埋設ケーブルに影響がないことを確認した後に本施工を行う。				鈴与建設（株）																				（株）アント																		口頭注意																																																										H28-中部-清水-0101.xlsx		7/4/16 9:18		8/4/16 14:12		2016		6		10		9		30		2016		TRUE		23		中部		2016/6/10　9:30		42531.3958333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区多摩川部防潮堤他築造等工事		　変位緩衝孔工（技術提案）に先立ち地中の支障物を撤去するためバックホウで掘削・撤去を行っていたところ、東京電力の地中埋設管を損傷させ、一般道（旧環八通り）に設置されている首都高電光掲示板（１箇所）と警視庁監視カメラ設備（１箇所）が停電（約５１分）による運用停止を生じさせた。		平成28年8月2日 14時0分 頃		陸上		大田区羽田空港２－８		29:その他(　)		仮設工（変位緩衝孔工）		74:掘削(機械施工)		支障物撤去		1:晴れ								4:20～30								04:車両系建設機械		掘削用		15:起因物と同じ				23:その他(　)		電線管損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																																						99:その他								埋設図との現状不一致		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。				18.20%		18.20%		9.00%		4.50%		○13:10　掘削開始<改行>○14:00　事故発生<改行>○14:14　元請職員が東京電力保守グループに連絡<改行>○14:51　電路（電源供給ルート）切替完了、通電（停電復旧）　		①事前に埋設図を取得していたが現況（埋設位置）と差異が生じていたこと。<改行>②先に撤去した鋼管が端部が切れた残置管であったことから、その下にあったヒューム管も残置管であると思い込みにより、施工（撤去）したこと。<改行>③埋設物が近接する現場であったにも係わらず、不明管を発見した場合の措置（再調査及び管理者の立会を求めなかった）を怠ったこと。		１）損傷させた東京電力電線管の位置経路及び深度を東京電力立会のもと試掘し確認する。<改行>２）埋設管の情報を下請全員と共有を図り、埋設近接作業中は監視を行い、元請職員が作業箇所から離れた時に不明管が発見された場合は作業を中断する。<改行>３）埋設管等が確認された場合は必ず元請職員に連絡するよう教育・指導を徹底する。<改行>など				前田建設工業(株)		東京土木支店																		光洋重機建設(株)																		口頭注意<改行>総合評価　-2点（空港等土木工事）　H28.9.30～H28.10.29																																																										H28-関東-東京空港-0301.xlsx		8/23/16 21:07		10/3/16 17:23		2016		8		2		14		0		2016		FALSE		23		関東		2016/8/2　14:0		42584.5833333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区多摩川部防潮堤他築造等工事		　変位緩衝孔工（技術提案）に先立ち地中の支障物を撤去するためバックホウで掘削・撤去を行っていたところ、東京電力の地中埋設管を損傷させ、一般道（旧環八通り）に設置されている首都高電光掲示板（１箇所）と警視庁監視カメラ設備（１箇所）が停電（約５１分）による運用停止を生じさせた。		平成28年8月2日 14時0分 頃		陸上		大田区羽田空港２－８		29:その他(　)		仮設工（変位緩衝孔工）		74:掘削(機械施工)		支障物撤去		1:晴れ								4:20～30								04:車両系建設機械		掘削用		15:起因物と同じ				23:その他(　)		電線管損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																																						99:その他								埋設図との現状不一致		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。				18.20%		18.20%		9.00%		4.50%		○13:10　掘削開始<改行>○14:00　事故発生<改行>○14:14　元請職員が東京電力保守グループに連絡<改行>○14:51　電路（電源供給ルート）切替完了、通電（停電復旧）　		①事前に埋設図を取得していたが現況（埋設位置）と差異が生じていたこと。<改行>②先に撤去した鋼管が端部が切れた残置管であったことから、その下にあったヒューム管も残置管であると思い込みにより、施工（撤去）したこと。<改行>③埋設物が近接する現場であったにも係わらず、不明管を発見した場合の措置（再調査及び管理者の立会を求めなかった）を怠ったこと。		１）損傷させた東京電力電線管の位置経路及び深度を東京電力立会のもと試掘し確認する。<改行>２）埋設管の情報を下請全員と共有を図り、埋設近接作業中は監視を行い、元請職員が作業箇所から離れた時に不明管が発見された場合は作業を中断する。<改行>３）埋設管等が確認された場合は必ず元請職員に連絡するよう教育・指導を徹底する。<改行>など				前田建設工業(株)		東京土木支店																		光洋重機建設(株)																		口頭注意<改行>総合評価　-2点（空港等土木工事）　H28.9.30～H28.10.29																																																										H28-関東-東京空港-0301.xlsx		8/23/16 21:07		10/3/16 17:23		2016		8		2		14		0		2016		FALSE		23		関東		2016/8/2　14:0		42584.5833333333

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　清水港三保ケーソン製作場整備工事		事故発生時は、翌日からの掘削作業の準備のため、重機（バックホウ0.45m3）を作業予定箇所に移動させるため自走させていた。重機の自走に際し、重機のキャタピラで移動経路の既設アスファルト舗装に損傷を与えないように、養生板（ポリエチレン1.22m×2.44m、39kg/枚）を二次下請の作業員2名が人力で転用しながら重機の移動を行っていた。<改行>    事故発生場所である承水路沿いの通路は、路肩部が未舗装であるため養生板を使用せずに重機を走行させることができる。そのため、重機の右側キャタピラを路肩に走行させるため重機オペレーターから右側キャタピラ前面の視界が確保出来る位置まで重機のブームを上げて走行していた。<改行>    事故発生時において、重機オペレーターは右側キャタピラの走行位置に注視し、作業員2名は養生板の転用作業に没頭し、一次下請の監視人も養生板の転用作業を手伝い、元請負者の現場代理人も養生板の転用作業を注視していたため、架空線の位置まで移動したことに誰も気がつかず、重機オペレーターが、重機の異常な揺れを感じたことで、重機のブームに架空線を引っかけ、NTTの引込柱を折損したことに気がついた。		平成28年8月3日 14時45分 頃		陸上				25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線等の損傷		1399:その他：その他																																																																								8月3日　　8:00　安全朝礼の実施<改行>　　　　　　 8:20　朝礼後、作業員と共に架空線の位置と高さを確認　 <改行>　　　　 　 13:30　重機移動作業の準備（重機移動経路をカラーコーンにて明示）<改行>　　　　　　14:30　バックホウの移送作業を開始<改行>　　　　　　14:45　事故発生：NTT引込柱の折損		　重機（バックホウ）を掘削作業箇所に移動させるため、既設アスファルト舗装を保護する養生板を転用しながら重機を自走させていた。右側キャタピラを未舗装である路肩を走行させるため、重機オペレーターから視界が確保できる位置まで重機のブームを上げて走行していた。<改行>重機オペレーターは右側キャタピラの走行位置に注視し、重機作業監視人も養生板の転用作業を手伝い、現場代理人も養生板の転用作業を注視していたため、架空線の位置まで移動したことに誰も気がつかず、重機のブームに架空線を引っかけ、NTTの引込柱を折損した。		①「架空線等上空施設の事故防止のためのチェックリスト」を活用し、事前準備の徹底および施工中の安全対策について着実に確認を行う。<改行>②作業内容に合わせた適正な人員配置とし、施工中は本来業務を確実に行うことを周知徹底する。<改行>③社会的影響をおよぼした公衆損害事故の事例を収集し、安全教育訓練や新規入場者教育の場で作業員に説明し、事故防止のための注意喚起およびより確実かつ慎重な施工の実施に反映させる。<改行>				鈴与建設（株）																				（株）薩川組				（株）茂木組														文書注意																																																										H28-中部-清水-0201.xlsx		8/26/16 16:36		9/9/16 9:21		2016		8		3		14		45		2016		TRUE		23		中部		2016/8/3　14:45		42585.6145833333

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　清水港三保ケーソン製作場整備工事		事故発生時は、翌日からの掘削作業の準備のため、重機（バックホウ0.45m3）を作業予定箇所に移動させるため自走させていた。重機の自走に際し、重機のキャタピラで移動経路の既設アスファルト舗装に損傷を与えないように、養生板（ポリエチレン1.22m×2.44m、39kg/枚）を二次下請の作業員2名が人力で転用しながら重機の移動を行っていた。<改行>    事故発生場所である承水路沿いの通路は、路肩部が未舗装であるため養生板を使用せずに重機を走行させることができる。そのため、重機の右側キャタピラを路肩に走行させるため重機オペレーターから右側キャタピラ前面の視界が確保出来る位置まで重機のブームを上げて走行していた。<改行>    事故発生時において、重機オペレーターは右側キャタピラの走行位置に注視し、作業員2名は養生板の転用作業に没頭し、一次下請の監視人も養生板の転用作業を手伝い、元請負者の現場代理人も養生板の転用作業を注視していたため、架空線の位置まで移動したことに誰も気がつかず、重機オペレーターが、重機の異常な揺れを感じたことで、重機のブームに架空線を引っかけ、NTTの引込柱を折損したことに気がついた。		平成28年8月3日 14時45分 頃		陸上				25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線等の損傷		1399:その他：その他																																																																								8月3日　　8:00　安全朝礼の実施<改行>　　　　　　 8:20　朝礼後、作業員と共に架空線の位置と高さを確認　 <改行>　　　　 　 13:30　重機移動作業の準備（重機移動経路をカラーコーンにて明示）<改行>　　　　　　14:30　バックホウの移送作業を開始<改行>　　　　　　14:45　事故発生：NTT引込柱の折損		　重機（バックホウ）を掘削作業箇所に移動させるため、既設アスファルト舗装を保護する養生板を転用しながら重機を自走させていた。右側キャタピラを未舗装である路肩を走行させるため、重機オペレーターから視界が確保できる位置まで重機のブームを上げて走行していた。<改行>重機オペレーターは右側キャタピラの走行位置に注視し、重機作業監視人も養生板の転用作業を手伝い、現場代理人も養生板の転用作業を注視していたため、架空線の位置まで移動したことに誰も気がつかず、重機のブームに架空線を引っかけ、NTTの引込柱を折損した。		①「架空線等上空施設の事故防止のためのチェックリスト」を活用し、事前準備の徹底および施工中の安全対策について着実に確認を行う。<改行>②作業内容に合わせた適正な人員配置とし、施工中は本来業務を確実に行うことを周知徹底する。<改行>③社会的影響をおよぼした公衆損害事故の事例を収集し、安全教育訓練や新規入場者教育の場で作業員に説明し、事故防止のための注意喚起およびより確実かつ慎重な施工の実施に反映させる。<改行>				鈴与建設（株）																				（株）薩川組				（株）茂木組														文書注意																																																										H28-中部-清水-0201.xlsx		8/26/16 16:36		9/9/16 9:21		2016		8		3		14		45		2016		TRUE		23		中部		2016/8/3　14:45		42585.6145833333

		北陸地方整備局		新潟港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設平面実験		新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設の施工段階における、護岸前面、背後の波浪特性及び中仕切堤と空港護岸接続部の波高部分を検証する水理模型実験を行うとともに、中仕切堤被覆材の安定性を確認する被覆材安定実験を行う。		平成28年8月17日 11時50分 頃		陸上		新潟市中央区入船町4丁目3778新潟港湾空港		29:その他(　)		模型床撤去・製作		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線切断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。				21:連絡合図がなかった。																																		04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。						07:作業の安全指示が不適切だった。		12:各種安全活動が不備だった。								10.00%		10.00%		30.00%		30.00%		8月17日（水）11:50頃、本業務の平面水槽の模型床撤去作業中に発生。実験凍外に搬出したモルタル殻をバックホウで集積場へ移動した後、モルタル殻搬出口に戻る際にバックホウのアームが新潟港湾空港技術調査事務所施設内に設置されている強震計の電力線に接触し電力線を切断。電力線切断の際に電柱が傾いた。それに伴い電話線が切断した。		人的要因：足下に気を取られて、アームを上げたままバックホウを走行させてしまった。<改行>管理的要因：障害物箇所を十分にチェックしていなかった。障害物回避のための監視員を配置していなかった。暑さにより注意力が緩慢になっていた。<改行>物理的要因：電力線が細く気付きにくかった。電力線があることを表示する看板を配置していなかった。		①走行時のアームの安全降下を確認する。<改行>②電力線直下および施設壁面への安全標識を掲示する。<改行>③危険・障害物箇所へ認識表示柵を設置する。<改行>④1時間に1回程度休憩を取ることにより、暑さや疲労による注意力、集中力の低下を防止する。<改行>⑤作業巡回時に休憩や水分補給について声掛けを行う。<改行>⑥新規入場者教育、KY活動を確実に実施する。<改行>⑦水分補給を十分行えるよう、作業場所に給水ボトルを複数設置する。（作業員からの提案）				株式会社エコー		北陸事務所																		有限会社　前興																		　																																																										H28-北陸-技調-0101.xlsx		8/31/16 9:59		7/2/18 15:23		2016		8		17		11		50		2016		TRUE		23		北陸		2016/8/17　11:50		42599.4930555556

		北陸地方整備局		新潟港湾空港技術調査事務所				直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設平面実験		新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設の施工段階における、護岸前面、背後の波浪特性及び中仕切堤と空港護岸接続部の波高部分を検証する水理模型実験を行うとともに、中仕切堤被覆材の安定性を確認する被覆材安定実験を行う。		平成28年8月17日 11時50分 頃		陸上		新潟市中央区入船町4丁目3778新潟港湾空港		29:その他(　)		模型床撤去・製作		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線切断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。				21:連絡合図がなかった。																																		04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。						07:作業の安全指示が不適切だった。		12:各種安全活動が不備だった。								10.00%		10.00%		30.00%		30.00%		8月17日（水）11:50頃、本業務の平面水槽の模型床撤去作業中に発生。実験凍外に搬出したモルタル殻をバックホウで集積場へ移動した後、モルタル殻搬出口に戻る際にバックホウのアームが新潟港湾空港技術調査事務所施設内に設置されている強震計の電力線に接触し電力線を切断。電力線切断の際に電柱が傾いた。それに伴い電話線が切断した。		人的要因：足下に気を取られて、アームを上げたままバックホウを走行させてしまった。<改行>管理的要因：障害物箇所を十分にチェックしていなかった。障害物回避のための監視員を配置していなかった。暑さにより注意力が緩慢になっていた。<改行>物理的要因：電力線が細く気付きにくかった。電力線があることを表示する看板を配置していなかった。		①走行時のアームの安全降下を確認する。<改行>②電力線直下および施設壁面への安全標識を掲示する。<改行>③危険・障害物箇所へ認識表示柵を設置する。<改行>④1時間に1回程度休憩を取ることにより、暑さや疲労による注意力、集中力の低下を防止する。<改行>⑤作業巡回時に休憩や水分補給について声掛けを行う。<改行>⑥新規入場者教育、KY活動を確実に実施する。<改行>⑦水分補給を十分行えるよう、作業場所に給水ボトルを複数設置する。（作業員からの提案）				株式会社エコー		北陸事務所																		有限会社　前興																		　																																																										H28-北陸-技調-0101.xlsx		8/31/16 9:59		7/2/18 15:23		2016		8		17		11		50		2016		TRUE		23		北陸		2016/8/17　11:50		42599.4930555556

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港河原木地区航路・泊地（-14m）浚渫工事		八戸港河原木地区航路・泊地（-14m）の浚渫工、土捨工、付帯工、探査工及び調査・測量を施工するものである。		平成28年9月1日 7時30分 頃		海上		八戸港港内		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				5:霧				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		1:0～50		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																														16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		31:現場内連絡調整が不備だった。								37.70%		27.60%						６：００　曳航準備作業開始<改行>７：００　フローター管の係留場所へ航行開始<改行>７：２５　急激な濃霧のため、揚錨作業を中止、ワッチ交代のため浚渫船へ航行開始<改行>７：３０　事故発生		揚錨船にて台風１０号通過に伴いポートアイランドに退避させたフローター管の点検を行い、帰路中に桟橋に揚錨船が衝突し桟橋に設置されている電源ケーブル、信号線、手摺等に損傷を与えた。		・視界不良時は、揚錨船を安全な位置まで移動して待機する。視界が1、000m以上になってから、専任のレーダー見張員及び船首に見張員を配置し、レーダーと目視で周囲と自船の離隔距離を確認してから航行を再開する。<改行>・濃霧注意報が発表されたら、自動的にメールが配信されるシステムを導入し、作業従事者へ周知するとともに、現地の状況を把握し、元請け職員が実施の判断を行う。				みらい建設工業株式会社		東北支店																																																																																														H28-東北-八戸-0201.xlsx		10/11/16 19:27		4/10/18 14:51		2016		9		1		7		30		2016		TRUE		3		東北		2016/9/1　7:30		42614.3125

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港河原木地区航路・泊地（-14m）浚渫工事		八戸港河原木地区航路・泊地（-14m）の浚渫工、土捨工、付帯工、探査工及び調査・測量を施工するものである。		平成28年9月1日 7時30分 頃		海上		八戸港港内		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				5:霧				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		1:0～50		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																														16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		31:現場内連絡調整が不備だった。								37.70%		27.60%						６：００　曳航準備作業開始<改行>７：００　フローター管の係留場所へ航行開始<改行>７：２５　急激な濃霧のため、揚錨作業を中止、ワッチ交代のため浚渫船へ航行開始<改行>７：３０　事故発生		揚錨船にて台風１０号通過に伴いポートアイランドに退避させたフローター管の点検を行い、帰路中に桟橋に揚錨船が衝突し桟橋に設置されている電源ケーブル、信号線、手摺等に損傷を与えた。		・視界不良時は、揚錨船を安全な位置まで移動して待機する。視界が1、000m以上になってから、専任のレーダー見張員及び船首に見張員を配置し、レーダーと目視で周囲と自船の離隔距離を確認してから航行を再開する。<改行>・濃霧注意報が発表されたら、自動的にメールが配信されるシステムを導入し、作業従事者へ周知するとともに、現地の状況を把握し、元請け職員が実施の判断を行う。				みらい建設工業株式会社		東北支店																																																																																														H28-東北-八戸-0201.xlsx		10/11/16 19:27		4/10/18 14:51		2016		9		1		7		30		2016		TRUE		3		東北		2016/9/1　7:30		42614.3125

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部（ＭＰ４）橋梁下部工事		■工場製作工、共通工、仮設工、築島工、ニューマチックケーソン工、調査工<改行>■仮設桟台工の鋼管杭（φ800 L=30.0+29.5）の下杭（L=30.0m）をバイブロハンマにて施工中であった。（全20本中の6本目）		平成28年9月3日 9時46分 頃		海上		京浜運河（仮設桟台上）		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		機械（バイブロ）の接触による損傷		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン						25:合図を勘違いした。		16:勘違い判断をした。		13:油断、軽視した。																																																						51.90%		48.80%		29.20%		26.50%		■09:40　杭打設準備（バイブロハンマをセット）<改行>■09:46　鋼管杭チャッキング・事故発生<改行>■09:47　漏油回収開始　（13:00回収完了）<改行>■09:53　海上保安部に漏油事故発生報告		　仮設桟台構築のため、鋼管杭打設を行っていたところバイブロハンマをセットする際に、合図者の誘導により行っていたがクレーンオペレータが合図を聞き間違え、バイブロハンマをセット高さまで下げてしまい油圧ホースと鋼管杭天端が接触した（作業員は気付かなかった）。その後、杭打設のためチャッキング（加圧）した際に上述した箇所から霧状の油が噴出し、海上に流出（数十ml：40ml程度と推察）させた。		■バイブロハンマをセットする際は３方向から確認し、最終合図を確認してから稼働させる<改行>■視覚的改善のためチャッキングガイドに白色ペイントを塗布する<改行>■チャッキングガイド以外の部分が接触した際は、直ちに点検を行う<改行>■油圧ホース口金具部に吸着マットを巻き付け、作業日毎に取替え・点検を行う<改行>■その他（①杭交互打設（２本施工）を止め、１本施工とする。②オイルフェンスの二重展帳。）		大成・東洋・大豊特定建設工事企業体		大成建設(株)		横浜支店		東洋建設(株)		横浜支店		大豊建設(株)		横浜営業所										オーク(株)、南信重機興業(株)																		措置無し								措置無し								措置無し																																										H28-関東-京浜-0401.xlsx		9/27/16 15:31		10/17/16 19:19		2016		9		3		9		46		2016		TRUE		23		関東		2016/9/3　9:46		42616.4069444444

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部（ＭＰ４）橋梁下部工事		■工場製作工、共通工、仮設工、築島工、ニューマチックケーソン工、調査工<改行>■仮設桟台工の鋼管杭（φ800 L=30.0+29.5）の下杭（L=30.0m）をバイブロハンマにて施工中であった。（全20本中の6本目）		平成28年9月3日 9時46分 頃		海上		京浜運河（仮設桟台上）		09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		機械（バイブロ）の接触による損傷		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン						25:合図を勘違いした。		16:勘違い判断をした。		13:油断、軽視した。																																																						51.90%		48.80%		29.20%		26.50%		■09:40　杭打設準備（バイブロハンマをセット）<改行>■09:46　鋼管杭チャッキング・事故発生<改行>■09:47　漏油回収開始　（13:00回収完了）<改行>■09:53　海上保安部に漏油事故発生報告		　仮設桟台構築のため、鋼管杭打設を行っていたところバイブロハンマをセットする際に、合図者の誘導により行っていたがクレーンオペレータが合図を聞き間違え、バイブロハンマをセット高さまで下げてしまい油圧ホースと鋼管杭天端が接触した（作業員は気付かなかった）。その後、杭打設のためチャッキング（加圧）した際に上述した箇所から霧状の油が噴出し、海上に流出（数十ml：40ml程度と推察）させた。		■バイブロハンマをセットする際は３方向から確認し、最終合図を確認してから稼働させる<改行>■視覚的改善のためチャッキングガイドに白色ペイントを塗布する<改行>■チャッキングガイド以外の部分が接触した際は、直ちに点検を行う<改行>■油圧ホース口金具部に吸着マットを巻き付け、作業日毎に取替え・点検を行う<改行>■その他（①杭交互打設（２本施工）を止め、１本施工とする。②オイルフェンスの二重展帳。）		大成・東洋・大豊特定建設工事企業体		大成建設(株)		横浜支店		東洋建設(株)		横浜支店		大豊建設(株)		横浜営業所										オーク(株)、南信重機興業(株)																		措置無し								措置無し								措置無し																																										H28-関東-京浜-0401.xlsx		9/27/16 15:31		10/17/16 19:19		2016		9		3		9		46		2016		TRUE		23		関東		2016/9/3　9:46		42616.4069444444

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京港臨港道路南北線沈埋函（２号函・３号函）製作・築造工事		　東京港臨港道路南北線沈埋函（２号函・３号函）製作・築造に伴う工種を施工するものである。<改行>　なお、沈埋函仮置き場の床堀作業完了に伴い出来形測量（深浅測量）を行っており、当該工事区域にはグラブ浚渫船、土運船及び曳舟が待機していた。		平成28年9月22日 11時35分 頃		海上		新海面処分場地先		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ		汚濁防止枠		03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。																																		21:物を置いた場所が悪かった。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										32.50%		32.50%		96.60%		96.60%		■11:30　深浅測量のため、当該エリアで待機していたグラブ浚渫船の移動（転船）を開始<改行>■11:35　事故発生（グラブ浚渫船付汚濁防止枠が新海面処分場Ｂ灯浮標に接触・破損）<改行>■13:30　海上保安部巡視船「ゆりかぜ」が来船、事故に関しヒアリングを実施<改行>■17:10　応急復旧により灯火の点灯・同期を確認（灯浮標メーカによる点検）		　グラブ浚渫船を転船（180度回転）させた際に、行足を止めるためグラブ浚渫船のサイドスラスターを稼働させたが、①稼働時間が長かったこと②北風により船体が流されたことにより、汚濁防止枠が灯浮標に接触した。<改行>　灯浮標のソーラーパネルの落下等の損傷（所有者：東京都）が生じ当日、応急復旧した。		■工事関係者全員に再教育を実施<改行>■リスク（誤操作）を勘案し、既設構造物（灯浮標）からの離隔を十分にとる		東亜・鹿島・若築ＪＶ		東亜建設工業(株)		東京支店		鹿島建設(株)		東京土木支店		若築建設(株)		東京支店										京浜港湾工事(株)																		措置無し								措置無し								措置無し																																										H28-関東-東京-0201.xlsx		9/27/16 19:00		10/17/16 19:45		2016		9		22		11		35		2016		TRUE		3		関東		2016/9/22　11:35		42635.4826388889

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京港臨港道路南北線沈埋函（２号函・３号函）製作・築造工事		　東京港臨港道路南北線沈埋函（２号函・３号函）製作・築造に伴う工種を施工するものである。<改行>　なお、沈埋函仮置き場の床堀作業完了に伴い出来形測量（深浅測量）を行っており、当該工事区域にはグラブ浚渫船、土運船及び曳舟が待機していた。		平成28年9月22日 11時35分 頃		海上		新海面処分場地先		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				3:雨				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ		汚濁防止枠		03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。																																		21:物を置いた場所が悪かった。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										32.50%		32.50%		96.60%		96.60%		■11:30　深浅測量のため、当該エリアで待機していたグラブ浚渫船の移動（転船）を開始<改行>■11:35　事故発生（グラブ浚渫船付汚濁防止枠が新海面処分場Ｂ灯浮標に接触・破損）<改行>■13:30　海上保安部巡視船「ゆりかぜ」が来船、事故に関しヒアリングを実施<改行>■17:10　応急復旧により灯火の点灯・同期を確認（灯浮標メーカによる点検）		　グラブ浚渫船を転船（180度回転）させた際に、行足を止めるためグラブ浚渫船のサイドスラスターを稼働させたが、①稼働時間が長かったこと②北風により船体が流されたことにより、汚濁防止枠が灯浮標に接触した。<改行>　灯浮標のソーラーパネルの落下等の損傷（所有者：東京都）が生じ当日、応急復旧した。		■工事関係者全員に再教育を実施<改行>■リスク（誤操作）を勘案し、既設構造物（灯浮標）からの離隔を十分にとる		東亜・鹿島・若築ＪＶ		東亜建設工業(株)		東京支店		鹿島建設(株)		東京土木支店		若築建設(株)		東京支店										京浜港湾工事(株)																		措置無し								措置無し								措置無し																																										H28-関東-東京-0201.xlsx		9/27/16 19:00		10/17/16 19:45		2016		9		22		11		35		2016		TRUE		3		関東		2016/9/22　11:35		42635.4826388889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部(MP5・6)橋梁下部工事		■橋梁下部工施工(MP5･6橋脚)のため、工場製作工、仮設工、ニューマチックケーソン工及び調査工を施工<改行>■0.25m3バックホウを移動させようとオペが運転席に乗り込み後方確認を行った際、安全帯フックが操作レバーに引っ掛かっていたため誤動作が生じ、バケットが市道側にはみ出し、走行していた一般車両（２ｔトラック）の荷箱に接触・損傷させた。		平成28年10月4日 11時35分 頃		陸上		川崎市川崎区水江町（市道皐月橋水江町線）		29:その他(　)				84:その他(　)		重機移動		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった		1		99:その他																																						22:作業場が狭かった。		31:交通量が多かった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										84.00%		14.00%		100.00%		90.00%		■08:00　朝礼<改行>■08:30　作業開始<改行>■11:25　元請け職員・職長が打合せの為、現場を離れる<改行>■11:35　事故発生（予定外作業）<改行>■12:16　警察による現場検証開始（13:04終了）		①軽微な移動だと思い油断した。走行する車両への配慮不足。<改行>②監視員不在のまま予定外作業を実施した。<改行>③安全帯を着用したままバックホウを操作した。<改行>④作業規制届がなかった。		①安全教育の実施。注意看板の設置。<改行>②予定外作業を行わないよう職長がキーを管理。<改行>③近接作業時の監視員配置。<改行>④作業規制帯を設ける。<改行>⑤作業所ルールの策定（バックホウ操作時の安全帯持ち込み禁止）		清水・五洋特定ＪＶ		清水建設（株）		土木東京支店		五洋建設（株）		東京土木支店														木下土木（株）				深浦建設（株）														口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H28.11.25～H28.12.24（空港等土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H28.11.25～H28.12.24（空港等土木工事）																																																		H28-関東-京浜-0501.xlsx		11/7/16 16:15		11/24/16 17:32		2016		10		4		11		35		2016		TRUE		3		関東		2016/10/4　11:35		42647.4826388889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部(MP5・6)橋梁下部工事		■橋梁下部工施工(MP5･6橋脚)のため、工場製作工、仮設工、ニューマチックケーソン工及び調査工を施工<改行>■0.25m3バックホウを移動させようとオペが運転席に乗り込み後方確認を行った際、安全帯フックが操作レバーに引っ掛かっていたため誤動作が生じ、バケットが市道側にはみ出し、走行していた一般車両（２ｔトラック）の荷箱に接触・損傷させた。		平成28年10月4日 11時35分 頃		陸上		川崎市川崎区水江町（市道皐月橋水江町線）		29:その他(　)				84:その他(　)		重機移動		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった		1		99:その他																																						22:作業場が狭かった。		31:交通量が多かった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										84.00%		14.00%		100.00%		90.00%		■08:00　朝礼<改行>■08:30　作業開始<改行>■11:25　元請け職員・職長が打合せの為、現場を離れる<改行>■11:35　事故発生（予定外作業）<改行>■12:16　警察による現場検証開始（13:04終了）		①軽微な移動だと思い油断した。走行する車両への配慮不足。<改行>②監視員不在のまま予定外作業を実施した。<改行>③安全帯を着用したままバックホウを操作した。<改行>④作業規制届がなかった。		①安全教育の実施。注意看板の設置。<改行>②予定外作業を行わないよう職長がキーを管理。<改行>③近接作業時の監視員配置。<改行>④作業規制帯を設ける。<改行>⑤作業所ルールの策定（バックホウ操作時の安全帯持ち込み禁止）		清水・五洋特定ＪＶ		清水建設（株）		土木東京支店		五洋建設（株）		東京土木支店														木下土木（株）				深浦建設（株）														口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H28.11.25～H28.12.24（空港等土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H28.11.25～H28.12.24（空港等土木工事）																																																		H28-関東-京浜-0501.xlsx		11/7/16 16:15		11/24/16 17:32		2016		10		4		11		35		2016		TRUE		3		関東		2016/10/4　11:35		42647.4826388889

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞4号幹線）橋梁(P49～P53)上部工事		事故発生時は、Ｐ５１橋脚張出部９ＢＬのコンクリート打設のため、桟橋上にコンクリートポンプ車を設置し、コンクリートの圧送を行っていた（資料－２～３）。コンクリート打設終了間際になり、コンクリートポンプ車のメインポンプとコンクリート圧送用油圧シリンダーを繋ぐ油圧ホースが突然破裂し、新田水路に作動油が流出した。油は全数量80Lのうち一部が流出し（実際の流出量は不明）、海面には0.5L程度（海保の目視：面積×色）が流出した。		平成28年10月21日 12時45分 頃		陸上				21:上部工				60:コンクリート運搬・打設(陸上)																												23:その他(　)		油流出		1399:その他：その他																																																																								コンクリート打設のため桟橋上にコンクリートポンプ車を設置し、コンクリートの圧送を行っていた。コンクリート打設終了間際になり、コンクリートポンプ車のメインポンプとコンクリート圧送用油圧シリンダーを繋ぐ油圧ホースが突然破裂し、新田水路に作動油が流出した。コンクリートポンプ車の年次点検(H28.10.5実施）では油圧ホースに問題がないことを確認しており、月次点検、始業前点検では目視により油圧装置の油漏れがないことを確認していた。		　今回、破裂した油圧ホースについては、年次点検（H28.10.5実施）では問題ないことを確認していたが、通常の点検（月次・始業前点検）では目視できない場所であり、過去に破裂の経験のない箇所でもあるため、予測できなかった。<改行>　コンクリートポンプ車メーカーの所見によると、油圧が油圧ホースの耐圧を超えるようなことは考えられないため、油圧ホースに何らかの外力がかかっていて損傷したと推測している。しかし、通常の作業状況では外力がかかることはなく、年次点検から事故発生時までに予期せぬ衝撃も確認されていない。したがって、目視確認出来ないようなホース内部の損傷が考えられ、油圧ホースの老朽化により破れやすくなっていた可能性が考えられる		①使用するポンプ車によっては、老朽化が進んでいるものがあるので、外見上傷んでいなくとも老朽化し、破裂の恐れがあるものは再度点検し、早期交換に努める。<改行>②ポンプの作業前の試運転を桟橋上ではなく陸上部で実施する。<改行>③桟橋上に油圧ホースを有する機械を設置する場合は、桟橋上にシートを敷設し、新田水路への流出を防止する。<改行>④桟橋箇所にオイルフェンスを常時設置する。通常の吸着マットに加え、連続型の吸着マットを配備する。<改行>				若築建設（株）		名古屋支店																		中央建設（株）																		措置なし																																																										H28-中部-四日市-0101.xlsx		11/2/16 13:39		12/1/16 13:14		2016		10		21		12		45		2016		TRUE		23		中部		2016/10/21　12:45		42664.53125

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		四日市		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成27年度　四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞4号幹線）橋梁(P49～P53)上部工事		事故発生時は、Ｐ５１橋脚張出部９ＢＬのコンクリート打設のため、桟橋上にコンクリートポンプ車を設置し、コンクリートの圧送を行っていた（資料－２～３）。コンクリート打設終了間際になり、コンクリートポンプ車のメインポンプとコンクリート圧送用油圧シリンダーを繋ぐ油圧ホースが突然破裂し、新田水路に作動油が流出した。油は全数量80Lのうち一部が流出し（実際の流出量は不明）、海面には0.5L程度（海保の目視：面積×色）が流出した。		平成28年10月21日 12時45分 頃		陸上				21:上部工				60:コンクリート運搬・打設(陸上)																												23:その他(　)		油流出		1399:その他：その他																																																																								コンクリート打設のため桟橋上にコンクリートポンプ車を設置し、コンクリートの圧送を行っていた。コンクリート打設終了間際になり、コンクリートポンプ車のメインポンプとコンクリート圧送用油圧シリンダーを繋ぐ油圧ホースが突然破裂し、新田水路に作動油が流出した。コンクリートポンプ車の年次点検(H28.10.5実施）では油圧ホースに問題がないことを確認しており、月次点検、始業前点検では目視により油圧装置の油漏れがないことを確認していた。		　今回、破裂した油圧ホースについては、年次点検（H28.10.5実施）では問題ないことを確認していたが、通常の点検（月次・始業前点検）では目視できない場所であり、過去に破裂の経験のない箇所でもあるため、予測できなかった。<改行>　コンクリートポンプ車メーカーの所見によると、油圧が油圧ホースの耐圧を超えるようなことは考えられないため、油圧ホースに何らかの外力がかかっていて損傷したと推測している。しかし、通常の作業状況では外力がかかることはなく、年次点検から事故発生時までに予期せぬ衝撃も確認されていない。したがって、目視確認出来ないようなホース内部の損傷が考えられ、油圧ホースの老朽化により破れやすくなっていた可能性が考えられる		①使用するポンプ車によっては、老朽化が進んでいるものがあるので、外見上傷んでいなくとも老朽化し、破裂の恐れがあるものは再度点検し、早期交換に努める。<改行>②ポンプの作業前の試運転を桟橋上ではなく陸上部で実施する。<改行>③桟橋上に油圧ホースを有する機械を設置する場合は、桟橋上にシートを敷設し、新田水路への流出を防止する。<改行>④桟橋箇所にオイルフェンスを常時設置する。通常の吸着マットに加え、連続型の吸着マットを配備する。<改行>				若築建設（株）		名古屋支店																		中央建設（株）																		措置なし																																																										H28-中部-四日市-0101.xlsx		11/2/16 13:39		12/1/16 13:14		2016		10		21		12		45		2016		TRUE		23		中部		2016/10/21　12:45		42664.53125

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区アプローチ他築造等工事		■際内トンネルのうち国際線側アプローチ部及びシールド到達部の構築<改行>■夜間作業を終え現場事務所に戻る途中、道（一般道）に迷い国際線ターミナル駐車場に進入した際、軽トラックに積んだ仮設トイレが高さ制限標識に接触		平成28年10月25日 5時5分 頃		陸上		東京都大田区羽田空港　国際線ターミナル駐		29:その他(　)		現場事務所に戻る途中		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								16:乗物				16:その他の加害物(　)		車載物		18:交通事故				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1		15:気持ちがあせっていた。																																																99:その他								周辺道路状況の把握が不足		0.00%		0.00%		25.00%		25.00%		■04:30 夜間作業（測量）終了<改行>■05:05 事故発生<改行>■05:15 空港警察が現場到着<改行>■06:15 空港警察による現場検証終了<改行>■08:30 修理完了（破損は無く修理費は発生しない。）し、レーン再開　		■積載物（高さ）の失念<改行>■夜間作業の初日で薄暗い中での運転経験（現場周辺道路）が無く、現場周辺の道路状況に精通していなかった。また、Ｕターン出来ると思い駐車場に進入した。		■高さ制限の意識（運転席に積荷高さ表示標）<改行>■新規入場者教育の充実（ルート動画を教材として活用、危険ポイントと基本ルールを同乗し熟知）<改行>■交通ＫＹマップの充実（本件事案を反映）<改行>■運転に係る基本ルールの再確認<改行>■先導、停車・誘導、ナビ利用を状況に応じ実施		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		みらい建設工業（株）		東京支店																																措置無し								措置無し																																																		H28-関東-東京空港-0401.xlsx		11/8/16 14:58		11/8/16 14:58		2016		10		25		5		5		2016		FALSE		18		関東		2016/10/25　5:5		42668.2118055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区アプローチ他築造等工事		■際内トンネルのうち国際線側アプローチ部及びシールド到達部の構築<改行>■夜間作業を終え現場事務所に戻る途中、道（一般道）に迷い国際線ターミナル駐車場に進入した際、軽トラックに積んだ仮設トイレが高さ制限標識に接触		平成28年10月25日 5時5分 頃		陸上		東京都大田区羽田空港　国際線ターミナル駐		29:その他(　)		現場事務所に戻る途中		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								16:乗物				16:その他の加害物(　)		車載物		18:交通事故				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった		1		15:気持ちがあせっていた。																																																99:その他								周辺道路状況の把握が不足		0.00%		0.00%		25.00%		25.00%		■04:30 夜間作業（測量）終了<改行>■05:05 事故発生<改行>■05:15 空港警察が現場到着<改行>■06:15 空港警察による現場検証終了<改行>■08:30 修理完了（破損は無く修理費は発生しない。）し、レーン再開　		■積載物（高さ）の失念<改行>■夜間作業の初日で薄暗い中での運転経験（現場周辺道路）が無く、現場周辺の道路状況に精通していなかった。また、Ｕターン出来ると思い駐車場に進入した。		■高さ制限の意識（運転席に積荷高さ表示標）<改行>■新規入場者教育の充実（ルート動画を教材として活用、危険ポイントと基本ルールを同乗し熟知）<改行>■交通ＫＹマップの充実（本件事案を反映）<改行>■運転に係る基本ルールの再確認<改行>■先導、停車・誘導、ナビ利用を状況に応じ実施		五洋・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		みらい建設工業（株）		東京支店																																措置無し								措置無し																																																		H28-関東-東京空港-0401.xlsx		11/8/16 14:58		11/8/16 14:58		2016		10		25		5		5		2016		FALSE		18		関東		2016/10/25　5:5		42668.2118055556

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																広島港海岸中央東地区（矢野）護岸（改良）築造工事（その４）		本工事は、構造物撤去工、護岸基礎工、護岸本体工、排水工、胸壁工、裏込・裏埋工、陸閘工、復旧工を施工するものである。<改行>構造物撤去工において、バックホウ(0.25m3)でコンクリート殻を集積中、旋回した際にバックホウのブームが架空線（NTT電話線および広島ガス専用線）に接触し切断した。		平成28年11月3日 10時10分 頃		陸上		既設護岸		29:その他(　)		構造物撤去工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。																																				17:安全標識がなかった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										3.70%		20.20%		40.00%		40.00%		事故当日、9:45よりバックホウ(0.25m3)でコンクリート殻の集積作業を開始した。10:10にバックホウを旋回した時にブームが電柱に接続していたNTT架空線及び広島ガス専用線に接触し切断した。<改行>事故後NTT及び広島ガスに確認したところ、切断されたNTT架空線は本工事の詰所用であり、また、広島ガス専用線は巻付線のみの切断であり、一般への影響は無かった。<改行>切断された架空線及び巻付線は、ともに翌日復旧した。		発災者は、ルールとして重機を広島ガス敷地方向に旋回させないことを決めていたにもかかわらず、このルールを失念し、広島ガス敷地方向に旋回させてしまった結果、バックホウのブームを接触させたこと、事故発生時現場には監視員等を配置していなかったことが直接的な要因である。		１．日々の朝礼及びKY活動において、当現場でのルールを作業当日に作業員全員へ再周知する。<改行>２．バックホウの運転席に【架空線有】と記載した標識を掲示する。<改行>３．架空線の下に標識を設置し、重機オペレーターや作業員全員に注意喚起を行う。<改行>４．重機作業時(全工種)には、誘導員を配置し誘導員の指示に従う。				山陽建設株式会社																				成和工業株式会社																		口頭注意																																																										H28-中国-広島-0101.xlsx		11/11/16 11:48		11/11/16 11:48		2016		11		3		10		10		2016		TRUE		9		中国		2016/11/3　10:10		42677.4236111111

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																広島港海岸中央東地区（矢野）護岸（改良）築造工事（その４）		本工事は、構造物撤去工、護岸基礎工、護岸本体工、排水工、胸壁工、裏込・裏埋工、陸閘工、復旧工を施工するものである。<改行>構造物撤去工において、バックホウ(0.25m3)でコンクリート殻を集積中、旋回した際にバックホウのブームが架空線（NTT電話線および広島ガス専用線）に接触し切断した。		平成28年11月3日 10時10分 頃		陸上		既設護岸		29:その他(　)		構造物撤去工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。																																				17:安全標識がなかった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										3.70%		20.20%		40.00%		40.00%		事故当日、9:45よりバックホウ(0.25m3)でコンクリート殻の集積作業を開始した。10:10にバックホウを旋回した時にブームが電柱に接続していたNTT架空線及び広島ガス専用線に接触し切断した。<改行>事故後NTT及び広島ガスに確認したところ、切断されたNTT架空線は本工事の詰所用であり、また、広島ガス専用線は巻付線のみの切断であり、一般への影響は無かった。<改行>切断された架空線及び巻付線は、ともに翌日復旧した。		発災者は、ルールとして重機を広島ガス敷地方向に旋回させないことを決めていたにもかかわらず、このルールを失念し、広島ガス敷地方向に旋回させてしまった結果、バックホウのブームを接触させたこと、事故発生時現場には監視員等を配置していなかったことが直接的な要因である。		１．日々の朝礼及びKY活動において、当現場でのルールを作業当日に作業員全員へ再周知する。<改行>２．バックホウの運転席に【架空線有】と記載した標識を掲示する。<改行>３．架空線の下に標識を設置し、重機オペレーターや作業員全員に注意喚起を行う。<改行>４．重機作業時(全工種)には、誘導員を配置し誘導員の指示に従う。				山陽建設株式会社																				成和工業株式会社																		口頭注意																																																										H28-中国-広島-0101.xlsx		11/11/16 11:48		11/11/16 11:48		2016		11		3		10		10		2016		TRUE		9		中国		2016/11/3　10:10		42677.4236111111

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		大分空港滑走路改良工事		路面切削工において、切削機で滑走路末端灯埋設管を破損させた。		平成28年12月5日 23時5分 頃		陸上				29:その他(　)		切削工		74:掘削(機械施工)																												23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								21:00　朝礼、KY活動<改行>22:30　入場開始<改行>23:00　切削作業開始<改行>23:05　末端灯埋設管を破損		埋設管の深さを充分に確認しなかった。<改行>監督職員、CABへの確認をせずに、施工範囲外を施工業者の判断で施工した。		・埋設管の設置位置を監督職員、工事受注者、CAB、CAB工事受注者の4者にて再度確認する。<改行>・監督職員、工事受注者、CAB、CAB工事受注者の4者における確認事項については、書類を交わすことで正確な情報共有を図る。<改行>・金属探知機により、日々の施工箇所の埋設物の位置と高さを測定し、ﾏｰｷﾝｸﾞを行う。<改行>・日々のハザードマップを作成・配布し、施工箇所における灯火の位置や現場ルートにおける留意箇所等をＫＹ時各班ごとに周知させる。<改行>・施工範囲外での施工が生じる場合は、監督職員、工事受注者、CAB、CAB工事受注者の4者にて協議したうえで実施する。				大成ロテック(株)																				(株)ユナイト																																																																												H28-九州-別府-0201.xlsx		1/4/17 18:50		1/4/17 19:38		2016		12		5		23		5		2016		FALSE		23		九州		2016/12/5　23:5		42709.9618055556

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		大分空港滑走路改良工事		路面切削工において、切削機で滑走路末端灯埋設管を破損させた。		平成28年12月5日 23時5分 頃		陸上				29:その他(　)		切削工		74:掘削(機械施工)																												23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								21:00　朝礼、KY活動<改行>22:30　入場開始<改行>23:00　切削作業開始<改行>23:05　末端灯埋設管を破損		埋設管の深さを充分に確認しなかった。<改行>監督職員、CABへの確認をせずに、施工範囲外を施工業者の判断で施工した。		・埋設管の設置位置を監督職員、工事受注者、CAB、CAB工事受注者の4者にて再度確認する。<改行>・監督職員、工事受注者、CAB、CAB工事受注者の4者における確認事項については、書類を交わすことで正確な情報共有を図る。<改行>・金属探知機により、日々の施工箇所の埋設物の位置と高さを測定し、ﾏｰｷﾝｸﾞを行う。<改行>・日々のハザードマップを作成・配布し、施工箇所における灯火の位置や現場ルートにおける留意箇所等をＫＹ時各班ごとに周知させる。<改行>・施工範囲外での施工が生じる場合は、監督職員、工事受注者、CAB、CAB工事受注者の4者にて協議したうえで実施する。				大成ロテック(株)																				(株)ユナイト																																																																												H28-九州-別府-0201.xlsx		1/4/17 18:50		1/4/17 19:38		2016		12		5		23		5		2016		FALSE		23		九州		2016/12/5　23:5		42709.9618055556

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		八代港（外港地区）泊地浚渫工事		グラブ浚渫作業において、既設護岸の電気防食部材を損傷。<改行>（欠落11箇所、変形1箇所）		平成28年12月15日 0時0分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				34:グラブ浚渫																												23:その他(　)		公衆災害		1399:その他：その他																																																																								・浚渫工事完了後、土運船の船底を底ざらいした結果、電気防食の陽極らしきものを発見。<改行>・浚渫工事実施箇所前面岸壁４B（コンテナバース）を潜水調査にて確認したところ、本工事に起因する陽極損傷11箇所を確認。								みらい建設工業株式会社																																																																																																H28-九州-熊本-0201.xlsx		1/4/17 19:26		1/4/17 19:37		2016		12		15		0		0		2016		TRUE		23		九州		2016/12/15　0:0		42719

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		八代港（外港地区）泊地浚渫工事		グラブ浚渫作業において、既設護岸の電気防食部材を損傷。<改行>（欠落11箇所、変形1箇所）		平成28年12月15日 0時0分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				34:グラブ浚渫																												23:その他(　)		公衆災害		1399:その他：その他																																																																								・浚渫工事完了後、土運船の船底を底ざらいした結果、電気防食の陽極らしきものを発見。<改行>・浚渫工事実施箇所前面岸壁４B（コンテナバース）を潜水調査にて確認したところ、本工事に起因する陽極損傷11箇所を確認。								みらい建設工業株式会社																																																																																																H28-九州-熊本-0201.xlsx		1/4/17 19:26		1/4/17 19:37		2016		12		15		0		0		2016		TRUE		23		九州		2016/12/15　0:0		42719

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		那覇空港ターミナル地区改良工事		本工事は、那覇空港ターミナル地区の構内道路改良・駐車場（バスプール）改良、および旧国際線駐車場跡地を整備するもので、構造物撤去工、土工、舗装工、路面排水工、道路付属施設工、小型水路工及び緑地工を施工するものです。<改行>本事故は、構造物撤去作業中、国際線ターミナルビルの貯水タンクへ供給する上水配管を破損させたが、貯水タンクの水がなくなる前に、上水配管の復旧を行った。		平成28年12月22日 9時25分 頃		陸上		那覇市鏡水（那覇空港制限区域外）現場内		29:その他(　)		構造物撤去工		74:掘削(機械施工)				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		供用中の給水配管を損傷、漏水		1399:その他：その他		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。		16:勘違い判断をした。		21:連絡合図がなかった。																																												10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。								83.00%		70.00%		95.00%		85.00%		12月22日（木）<改行>①8:00～　朝礼にて既設配管撤去時における供用中配管の注意喚起を行う。<改行>②8:20～　作業開始。（掘削作業付近にあるハンドホールを開け、電気・通信配管の高さを確認後掘削作業開始。）<改行>③9:10～　電気・通信配管を重機及び人力（手元作業員）にて確認しながら掘削を完了する。（元請職員も掘削箇所に常駐し確認。その後写真管理のため別の場所へ移動。）<改行>④9:25～　掘削作業継続。手元作業員は工具が必要なため掘削箇所から一時、離れる。その間、重機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは別の掘削箇所にて上水配管を確認した際、土被りが今回の掘削箇所に比べ深かったため今回の掘削箇所においても同様の土被り（1.2m）と思い込んだと同時に配管付近になると保護砂・埋設シートが出てくると思い堆積した掘削土砂をかきあげるため土砂の集積を行った。その際、付近にあった供用中の上水配管に接触し、損傷させた。（実際の土被りは65cm、保護砂は薄く、埋設シートも配管上にあった）重機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰより元請職員へ事故発生報告。（状況確認）<改行>⑤9:30～　元請職員から主任技術者へ事故発生報告。主任技術者から発注者へ事故発生報告。発注者から那覇空港ビルディングへ事故発生報告。		＜直接的要因＞<改行>（作業環境面から見た所見）<改行>・保護砂が浅く、埋設シートも管上にあり発見が遅れた。<改行>・下請けの重機オペレーターの勝手な思い込み（別箇所では土被り深さ1.2m→事故箇所では65cmの浅い箇所にあった）の中、作業手順（手元作業者（合図者を兼ねた）と二人で掘削する）を怠った状態で掘削を行ってしまった。<改行>（安全面から見た所見）<改行>・合図者兼手元作業者の不確認の中、オペレーターのみで作業をさせた現場管理体制が不十分であった。<改行>＜間接的要因＞<改行>（安全面から見た所見）<改行>・作業手順が十分に周知されていなかった。<改行>・埋設管の設置深さが違う可能性を想定してなかった。<改行>・工事関係者に供用中の施設に係る工事であることの重大性の認識が欠如していた。		①作業員を含めた現場全体による再発防止周知会を実施する。<改行>②供用中の配管の位置をマーキング等で明示し、掘削作業を始める前に供用配管の試掘を余裕をもって行い位置・高さ等の正確な情報把握に努める。<改行>③供用中の配管付近までの掘削作業は重機による掘削で行う。配管交差部の掘削は人力のみの掘削作業で行う。<改行>④供用中の配管と交差する配管撤去は、先行して縁切りし撤去を行う。				株式会社　大城組																				マール・デル・プラタ工業																																																																												H28-沖総局-那覇-0301.xlsx		1/12/17 13:32		1/12/17 13:32		2016		12		22		9		25		2016		FALSE		23		沖縄		2016/12/22　9:25		42726.3923611111

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		那覇空港ターミナル地区改良工事		本工事は、那覇空港ターミナル地区の構内道路改良・駐車場（バスプール）改良、および旧国際線駐車場跡地を整備するもので、構造物撤去工、土工、舗装工、路面排水工、道路付属施設工、小型水路工及び緑地工を施工するものです。<改行>本事故は、構造物撤去作業中、国際線ターミナルビルの貯水タンクへ供給する上水配管を破損させたが、貯水タンクの水がなくなる前に、上水配管の復旧を行った。		平成28年12月22日 9時25分 頃		陸上		那覇市鏡水（那覇空港制限区域外）現場内		29:その他(　)		構造物撤去工		74:掘削(機械施工)				2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		供用中の給水配管を損傷、漏水		1399:その他：その他		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。		16:勘違い判断をした。		21:連絡合図がなかった。																																												10:指揮者、誘導員をつけていなかった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。								83.00%		70.00%		95.00%		85.00%		12月22日（木）<改行>①8:00～　朝礼にて既設配管撤去時における供用中配管の注意喚起を行う。<改行>②8:20～　作業開始。（掘削作業付近にあるハンドホールを開け、電気・通信配管の高さを確認後掘削作業開始。）<改行>③9:10～　電気・通信配管を重機及び人力（手元作業員）にて確認しながら掘削を完了する。（元請職員も掘削箇所に常駐し確認。その後写真管理のため別の場所へ移動。）<改行>④9:25～　掘削作業継続。手元作業員は工具が必要なため掘削箇所から一時、離れる。その間、重機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは別の掘削箇所にて上水配管を確認した際、土被りが今回の掘削箇所に比べ深かったため今回の掘削箇所においても同様の土被り（1.2m）と思い込んだと同時に配管付近になると保護砂・埋設シートが出てくると思い堆積した掘削土砂をかきあげるため土砂の集積を行った。その際、付近にあった供用中の上水配管に接触し、損傷させた。（実際の土被りは65cm、保護砂は薄く、埋設シートも配管上にあった）重機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰより元請職員へ事故発生報告。（状況確認）<改行>⑤9:30～　元請職員から主任技術者へ事故発生報告。主任技術者から発注者へ事故発生報告。発注者から那覇空港ビルディングへ事故発生報告。		＜直接的要因＞<改行>（作業環境面から見た所見）<改行>・保護砂が浅く、埋設シートも管上にあり発見が遅れた。<改行>・下請けの重機オペレーターの勝手な思い込み（別箇所では土被り深さ1.2m→事故箇所では65cmの浅い箇所にあった）の中、作業手順（手元作業者（合図者を兼ねた）と二人で掘削する）を怠った状態で掘削を行ってしまった。<改行>（安全面から見た所見）<改行>・合図者兼手元作業者の不確認の中、オペレーターのみで作業をさせた現場管理体制が不十分であった。<改行>＜間接的要因＞<改行>（安全面から見た所見）<改行>・作業手順が十分に周知されていなかった。<改行>・埋設管の設置深さが違う可能性を想定してなかった。<改行>・工事関係者に供用中の施設に係る工事であることの重大性の認識が欠如していた。		①作業員を含めた現場全体による再発防止周知会を実施する。<改行>②供用中の配管の位置をマーキング等で明示し、掘削作業を始める前に供用配管の試掘を余裕をもって行い位置・高さ等の正確な情報把握に努める。<改行>③供用中の配管付近までの掘削作業は重機による掘削で行う。配管交差部の掘削は人力のみの掘削作業で行う。<改行>④供用中の配管と交差する配管撤去は、先行して縁切りし撤去を行う。				株式会社　大城組																				マール・デル・プラタ工業																																																																												H28-沖総局-那覇-0301.xlsx		1/12/17 13:32		1/12/17 13:32		2016		12		22		9		25		2016		FALSE		23		沖縄		2016/12/22　9:25		42726.3923611111

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八代港（外港地区）土質調査（第４次）		仮置きヤードから資材運搬中にユニック車にて近接の電話線（空中）を切断。		平成29年1月4日 8時30分 頃		陸上				03:土質調査				02:作業準備																				14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		電話線		23:その他(　)				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン						04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																														8:30　仮設トイレを資材仮置きヤードに降ろした後、ユニック車のブームを上げたまま走行し、ヤード上空を横断していた電話線を切断<改行>8:45　近隣会社（3社：全日検九州支部八代事務所，一般社団法人日本貨物検数協会，中村産業）へ連絡（不在）。<改行>11:00　復旧作業を開始。<改行>12:50　仮復旧作業完了。		資機材仮置きヤードでの仮設トイレを積み下ろし後、ケーシング資材を調査地点No.4に運ぶ際、ユニック車のブームを上げたまま走行していることに運転手・同乗者が気づかなったことが直接的原因である。		・ブーム未収納時にブザー発生車両の使用<改行>・注意喚起チェックシートの活用<改行>・安全表示の設置<改行>・安全教育の再実施				基礎地盤コンサルタンツ株式会社		熊本支店																																																																																														H29-九州-熊本-0101.xlsx		1/11/17 17:31		1/11/17 17:31		2017		1		4		8		30		2016		TRUE		23		九州		2017/1/4　8:30		42739.3541666667

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八代港（外港地区）土質調査（第４次）		仮置きヤードから資材運搬中にユニック車にて近接の電話線（空中）を切断。		平成29年1月4日 8時30分 頃		陸上				03:土質調査				02:作業準備																				14:物上げ装置				16:その他の加害物(　)		電話線		23:その他(　)				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン						04:作業標準を守らなかった。		15:気持ちがあせっていた。		09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																														8:30　仮設トイレを資材仮置きヤードに降ろした後、ユニック車のブームを上げたまま走行し、ヤード上空を横断していた電話線を切断<改行>8:45　近隣会社（3社：全日検九州支部八代事務所，一般社団法人日本貨物検数協会，中村産業）へ連絡（不在）。<改行>11:00　復旧作業を開始。<改行>12:50　仮復旧作業完了。		資機材仮置きヤードでの仮設トイレを積み下ろし後、ケーシング資材を調査地点No.4に運ぶ際、ユニック車のブームを上げたまま走行していることに運転手・同乗者が気づかなったことが直接的原因である。		・ブーム未収納時にブザー発生車両の使用<改行>・注意喚起チェックシートの活用<改行>・安全表示の設置<改行>・安全教育の再実施				基礎地盤コンサルタンツ株式会社		熊本支店																																																																																														H29-九州-熊本-0101.xlsx		1/11/17 17:31		1/11/17 17:31		2017		1		4		8		30		2016		TRUE		23		九州		2017/1/4　8:30		42739.3541666667

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京港臨港道路南北線中央防波堤内側地区接続部及び沈埋函(1号函)製作・築造工事		　本工事は、接続部及び沈埋函（１号函）製作・築造に伴う工種を施工するものである。<改行>　なお、事案はニューマチックケーソン工における砕石を資機材ヤードに搬入した10tダンプトラックが荷台を降ろしながら走行・退場し、ヤード出入口付近にある架空線に荷台が接触し、通信線（光ケーブル）を切断した。		平成29年1月14日 8時35分 頃		陸上		中央防波堤内側埋立地（資機材ヤード）		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線切断		0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。		22:作業場が狭かった。						05:教育訓練体制が不備であった。		17:下請け指導が不適切だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						18.60%		18.60%		47.70%		47.70%		■07:30　朝礼・ＫＹ<改行>■08:00　ヤードへの荷下ろし開始<改行>■08:35　事故発生（１５台目前後）<改行>■19:45　ＮＴＴによる復旧作業完了　		直接要因<改行>　①荷台を降ろしながら走行した。②誘導員の合図を待たず退場した。<改行>間接要因<改行>　③架空線事故防止対策（注意喚起標識等）が十分でない。<改行>　④搬入ルートや安全確認事項が原因者である運転手に伝わっていなかった。		１）安全環境（注意喚起標識等）の整備<改行>２）ヤード退場時のルール化及び安全指示書による教育を実施<改行>３）出入口誘導員と場内誘導員の配備（２名体制に見直し）<改行>４）電気通信事業者に架空線の防護を依頼する		鹿島・東亜・あおみ特定建設工事共同企業体		鹿島建設（株）		東京土木支店		東亜建設工業（株）		東京支店		あおみ建設（株）		東京支店																												口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.2.14～H29.3.13（港湾土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.2.14～H29.3.13（港湾土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.2.14～H29.3.13（港湾土木工事）																																										H28-関東-東京-0301.xlsx		2/1/17 17:21		2/14/17 19:16		2017		1		14		8		35		2016		TRUE		23		関東		2017/1/14　8:35		42749.3576388889

		関東地方整備局		東京港湾事務所		東京		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京港臨港道路南北線中央防波堤内側地区接続部及び沈埋函(1号函)製作・築造工事		　本工事は、接続部及び沈埋函（１号函）製作・築造に伴う工種を施工するものである。<改行>　なお、事案はニューマチックケーソン工における砕石を資機材ヤードに搬入した10tダンプトラックが荷台を降ろしながら走行・退場し、ヤード出入口付近にある架空線に荷台が接触し、通信線（光ケーブル）を切断した。		平成29年1月14日 8時35分 頃		陸上		中央防波堤内側埋立地（資機材ヤード）		25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線切断		0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		17:安全標識がなかった。		22:作業場が狭かった。						05:教育訓練体制が不備であった。		17:下請け指導が不適切だった。		19:安全施設・安全標識の点検不足だった。						18.60%		18.60%		47.70%		47.70%		■07:30　朝礼・ＫＹ<改行>■08:00　ヤードへの荷下ろし開始<改行>■08:35　事故発生（１５台目前後）<改行>■19:45　ＮＴＴによる復旧作業完了　		直接要因<改行>　①荷台を降ろしながら走行した。②誘導員の合図を待たず退場した。<改行>間接要因<改行>　③架空線事故防止対策（注意喚起標識等）が十分でない。<改行>　④搬入ルートや安全確認事項が原因者である運転手に伝わっていなかった。		１）安全環境（注意喚起標識等）の整備<改行>２）ヤード退場時のルール化及び安全指示書による教育を実施<改行>３）出入口誘導員と場内誘導員の配備（２名体制に見直し）<改行>４）電気通信事業者に架空線の防護を依頼する		鹿島・東亜・あおみ特定建設工事共同企業体		鹿島建設（株）		東京土木支店		東亜建設工業（株）		東京支店		あおみ建設（株）		東京支店																												口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.2.14～H29.3.13（港湾土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.2.14～H29.3.13（港湾土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.2.14～H29.3.13（港湾土木工事）																																										H28-関東-東京-0301.xlsx		2/1/17 17:21		2/14/17 19:16		2017		1		14		8		35		2016		TRUE		23		関東		2017/1/14　8:35		42749.3576388889

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港エプロン(No.21)改良外1件工事		試験施工施設工を施工するため、滑走路とショルダー部において、アスファルトカッター２台で切断作業を行っていた。該当個所において、t=17cmのカッター切断を行っていた際、誘導路W6の誘導路灯(T-2型)のケーブル埋設管を切断した。		平成29年1月20日 0時15分 頃		陸上				29:その他(　)		舗装カッター切断		66:コンクリート舗装																				10:他に属さない機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		1399:その他：その他																																																																								22:50　準備作業（アスファルトカッター切断位置の墨出し）開始<改行>0:00　　滑走路西側（W6側）からカッター切断開始。<改行>0:15　　埋設管切断発生。		①受注者による現地事前踏査において、当該箇所の灯器の存在は気づいていたが、本工事での施工範囲外であるものと思い込み、また、灯器に繋がる埋設ケーブル等の存在に意識が及ばず、障害物としての認識が無かったため、発注者への確認は行われなかった。<改行>②その状況の下、３者（発注者、受注者、ＣＡＢ）立会を行い、工事施工箇所の設置位置、埋設深さを事前確認したが、設計図書記載箇所以外の施設の確認は行われず、当該事案の埋設ケーブルの確認はされなかった。		①今回の工事の現地踏査を再度実施することにより､現場条件の正確な把握に努める。新たに見つかった場合は、発注者に埋設管路の確認等を行う。また、踏査においては、図面に記載のない箇所を含むすべての灯器･ハンドホールを調査、図化する。<改行>②これまで把握している情報に加え、再度の踏査結果により、新たに把握できた灯器とハンドホールの配置位置から､埋設管路について埋設物探査器により､事前確認したうえで図化する｡その確認結果は、施工上の留意を要する箇所として作業員への周知徹底を図る。<改行>③埋設管路の事前確認を行った結果､切断厚が抵触する恐れがある箇所については、３者（発注者、受注者、CAB）で立会の下、試掘調査を行い､確実に埋設物を把握したうえで､カッター切断作業を実施する｡				東亜道路工業(株)　九州支社																				イーシーセルビス																																																																												ー28-九州-博多-0101.xlsx		3/13/17 11:18		3/13/17 12:03		2017		1		20		0		15		2016		FALSE		23		九州		2017/1/20　0:15		42755.0104166667
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		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｎ地区用地造成等工事		■本工事は東京国際空港Ｎ地区の土工、撤去工、地盤改良工、舗装工、構造物工、排水工、付帯工、標識工、緑地工ほかを行うもの。<改行>■散水車が現場に到着し駐車スペースに車両を停めようとした際に、既に駐車していた無人の航空管制運航技術官（航空局）車両に接触した。		平成29年1月26日 9時5分 頃		陸上		東京国際空港内		29:その他(　)		雑工		84:その他(　)		散水		1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		散水車		15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		A:危険だと思わなかった		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		16:勘違い判断をした。																																														99:その他										61.10%		54.80%						■08:00　航空局車両が現場到着<改行>■09:05　事故発生<改行>■09:10　被害者である航空局関係者への対応(11:40迄)		直接要因<改行>　運転手（散水車）の運転ミス<改行>間接要因<改行>　現場で走行位置や駐車区分の明示がなされていなかった		■交通ルールに関する安全教育の実施<改行>■走行・駐車区分の標示		若築・あおみ特定建設工事共同企業体		若築建設（株）		東京支店		あおみ建設（株）		東京支店																																措置無し								措置無し																																																		H28-関東-東京空港-0501.xlsx		2/2/17 15:32		2/24/17 14:56		2017		1		26		9		5		2016		FALSE		18		関東		2017/1/26　9:5		42761.3784722222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｎ地区用地造成等工事		■本工事は東京国際空港Ｎ地区の土工、撤去工、地盤改良工、舗装工、構造物工、排水工、付帯工、標識工、緑地工ほかを行うもの。<改行>■散水車が現場に到着し駐車スペースに車両を停めようとした際に、既に駐車していた無人の航空管制運航技術官（航空局）車両に接触した。		平成29年1月26日 9時5分 頃		陸上		東京国際空港内		29:その他(　)		雑工		84:その他(　)		散水		1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								26:その他の起因物(　)		散水車		15:起因物と同じ				18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		A:危険だと思わなかった		1		01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		16:勘違い判断をした。																																														99:その他										61.10%		54.80%						■08:00　航空局車両が現場到着<改行>■09:05　事故発生<改行>■09:10　被害者である航空局関係者への対応(11:40迄)		直接要因<改行>　運転手（散水車）の運転ミス<改行>間接要因<改行>　現場で走行位置や駐車区分の明示がなされていなかった		■交通ルールに関する安全教育の実施<改行>■走行・駐車区分の標示		若築・あおみ特定建設工事共同企業体		若築建設（株）		東京支店		あおみ建設（株）		東京支店																																措置無し								措置無し																																																		H28-関東-東京空港-0501.xlsx		2/2/17 15:32		2/24/17 14:56		2017		1		26		9		5		2016		FALSE		18		関東		2017/1/26　9:5		42761.3784722222

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		那覇空港滑走路増設アンダーパス外１件工事		本工事は、那覇空港滑走路増設誘導路取付のアンダーパス通路造成工事における仮設工・汚水給水電力ＮＴＴ施設工・被覆工・空港土工・法面工・擁壁工・カルバート工・舗装工・磁気探査を施工するものである。<改行>本事故は、空港土工中に、ＳＤプラントへ供給する水道管を破損させたが、受水槽があり、早期復旧を行ったことから、プラントへの影響はなかった。		平成29年2月10日 16時10分 頃		陸上		那覇市鏡水（那覇空港制限区域外）現場内		29:その他(　)		ユーティリティー工		74:掘削(機械施工)				2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		供用中の水道管を破損		1399:その他：その他		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																												04:理解度の確認が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。								31.10%		25.70%		70.00%		65.00%		2月10日(金)<改行>①14:00～　ASR、SDプラントの埋設管の姿出し掘削を重機(0.3m3)と手元作業員2名にて開始<改行>②15:30～　ASR埋設管の姿出し作業が終わり、SDプラントの埋設管の姿出し作業に移る。<改行>③16:10～　配管付近になると保護砂・埋設シートが出てくると思い堆積土砂をかきあげ土砂集積を行い、その際、バックホウで深く掘り下げたため供用中の水道管に接触し破損させた。重機オペレーターから現場付近にいた監理技術者へ事故報告<改行>④16:15～　現場代理人が監理技術者から連絡を受け、発注者と空港施設（SDプラント）へ事故発生報告		＜直接的要因＞<改行>・試掘による埋設管設置高さ及び保護砂・埋設シートの情報が周知されてなく作業者に伝わっていなかった。<改行>・試掘の情報をもとに埋設物上30cmからは人力掘削とする工事手順書を守らず掘削作業を行った。<改行>＜間接的要因＞<改行>・本掘削時の重機オペレーターと手元作業者は埋設シート・保護砂が埋設管上の所定の位置にあるものと勝手な思い込みで掘削を行ってしまった。<改行>・工事関係者に供用中の施設に係る工事であることの重大性の認識が欠如していた。<改行>・ＡＳＲ埋設管の確認作業が終わり、気の緩みがあった。		①作業員を含めた現場全体による再発防止周知会を実施する。<改行>②試掘結果をもとに埋設管の位置を測量する。<改行>③掘削前に現況地盤高さを測し埋設管までの深さを確認する。<改行>④埋設管の管上30cmまで重機及び人力（確認を含む）との併用で掘削作業を行う。掘削の進捗に合わせ適時レベルで高さを確認する。<改行>⑤埋設管の管上30cmまで掘削完了後、人力にて掘削を行い埋設管を確認する。<改行>⑥作業員に埋設管を確認させ、ユーティリティーの掘削作業を開始する。		大日本土木・太名嘉組特定建設工事共同企業体		大日本土木　株式会社				株式会社　太名嘉組																株式会社　新建																																																																												H28-沖総局-那覇-0401.xlsx		3/8/17 18:33		3/8/17 18:33		2017		2		10		16		10		2016		FALSE		23		沖縄		2017/2/10　16:10		42776.6736111111

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		那覇空港滑走路増設アンダーパス外１件工事		本工事は、那覇空港滑走路増設誘導路取付のアンダーパス通路造成工事における仮設工・汚水給水電力ＮＴＴ施設工・被覆工・空港土工・法面工・擁壁工・カルバート工・舗装工・磁気探査を施工するものである。<改行>本事故は、空港土工中に、ＳＤプラントへ供給する水道管を破損させたが、受水槽があり、早期復旧を行ったことから、プラントへの影響はなかった。		平成29年2月10日 16時10分 頃		陸上		那覇市鏡水（那覇空港制限区域外）現場内		29:その他(　)		ユーティリティー工		74:掘削(機械施工)				2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		供用中の水道管を破損		1399:その他：その他		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																												04:理解度の確認が不十分だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。								31.10%		25.70%		70.00%		65.00%		2月10日(金)<改行>①14:00～　ASR、SDプラントの埋設管の姿出し掘削を重機(0.3m3)と手元作業員2名にて開始<改行>②15:30～　ASR埋設管の姿出し作業が終わり、SDプラントの埋設管の姿出し作業に移る。<改行>③16:10～　配管付近になると保護砂・埋設シートが出てくると思い堆積土砂をかきあげ土砂集積を行い、その際、バックホウで深く掘り下げたため供用中の水道管に接触し破損させた。重機オペレーターから現場付近にいた監理技術者へ事故報告<改行>④16:15～　現場代理人が監理技術者から連絡を受け、発注者と空港施設（SDプラント）へ事故発生報告		＜直接的要因＞<改行>・試掘による埋設管設置高さ及び保護砂・埋設シートの情報が周知されてなく作業者に伝わっていなかった。<改行>・試掘の情報をもとに埋設物上30cmからは人力掘削とする工事手順書を守らず掘削作業を行った。<改行>＜間接的要因＞<改行>・本掘削時の重機オペレーターと手元作業者は埋設シート・保護砂が埋設管上の所定の位置にあるものと勝手な思い込みで掘削を行ってしまった。<改行>・工事関係者に供用中の施設に係る工事であることの重大性の認識が欠如していた。<改行>・ＡＳＲ埋設管の確認作業が終わり、気の緩みがあった。		①作業員を含めた現場全体による再発防止周知会を実施する。<改行>②試掘結果をもとに埋設管の位置を測量する。<改行>③掘削前に現況地盤高さを測し埋設管までの深さを確認する。<改行>④埋設管の管上30cmまで重機及び人力（確認を含む）との併用で掘削作業を行う。掘削の進捗に合わせ適時レベルで高さを確認する。<改行>⑤埋設管の管上30cmまで掘削完了後、人力にて掘削を行い埋設管を確認する。<改行>⑥作業員に埋設管を確認させ、ユーティリティーの掘削作業を開始する。		大日本土木・太名嘉組特定建設工事共同企業体		大日本土木　株式会社				株式会社　太名嘉組																株式会社　新建																																																																												H28-沖総局-那覇-0401.xlsx		3/8/17 18:33		3/8/17 18:33		2017		2		10		16		10		2016		FALSE		23		沖縄		2017/2/10　16:10		42776.6736111111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｈ誘導路他舗装改良工事		　本工事は、東京国際空港Ｈ誘導路の土工、撤去工、舗装工、標識工、緑地工、仮設工を施工<改行>　本事案は、路床改良のためバックホウにて掘削・改良中に埋設管（管のみ）を損傷させた。		平成29年2月11日 2時20分 頃		陸上		東京国際空港　Ｈ２－ＴＷＹ拡幅		06:地盤改良		路床改良工		74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								04:車両系建設機械		掘削用		15:起因物と同じ				23:その他(　)		電線管損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等				1		16:勘違い判断をした。																																																15:事前調査・資料調査が不十分だった。										98.20%		98.00%						■22:30　朝礼<改行>■00:00　作業開始<改行>■00:25　路床改良工を開始<改行>■02:20　事故発生		■埋設管が施工（路床改良）深さより深い位置のあるものと誤認識してしまったこと。並びに埋設物管理者の図面照合を怠ったこと。<改行>■刃先誘導員が一時的にその場を離れた際にも作業を続けたこと。		■試掘を行うとともに埋設管の図面照査を行い、管理者の立会を受ける<改行>■マンホールからの深度確認は上流・下流方向も確認する<改行>■刃先誘導員が不在の場合、作業を一時中止				（株）ＮＩＰＰＯ		関東第一支店																																				口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.23～H29.4.22（空港等舗装工事）																																																										H28-関東-東京空港-0601.xlsx		2/24/17 15:56		3/24/17 10:08		2017		2		11		2		20		2016		FALSE		23		関東		2017/2/11　2:20		42777.0972222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｈ誘導路他舗装改良工事		　本工事は、東京国際空港Ｈ誘導路の土工、撤去工、舗装工、標識工、緑地工、仮設工を施工<改行>　本事案は、路床改良のためバックホウにて掘削・改良中に埋設管（管のみ）を損傷させた。		平成29年2月11日 2時20分 頃		陸上		東京国際空港　Ｈ２－ＴＷＹ拡幅		06:地盤改良		路床改良工		74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								04:車両系建設機械		掘削用		15:起因物と同じ				23:その他(　)		電線管損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等				1		16:勘違い判断をした。																																																15:事前調査・資料調査が不十分だった。										98.20%		98.00%						■22:30　朝礼<改行>■00:00　作業開始<改行>■00:25　路床改良工を開始<改行>■02:20　事故発生		■埋設管が施工（路床改良）深さより深い位置のあるものと誤認識してしまったこと。並びに埋設物管理者の図面照合を怠ったこと。<改行>■刃先誘導員が一時的にその場を離れた際にも作業を続けたこと。		■試掘を行うとともに埋設管の図面照査を行い、管理者の立会を受ける<改行>■マンホールからの深度確認は上流・下流方向も確認する<改行>■刃先誘導員が不在の場合、作業を一時中止				（株）ＮＩＰＰＯ		関東第一支店																																				口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.23～H29.4.22（空港等舗装工事）																																																										H28-関東-東京空港-0601.xlsx		2/24/17 15:56		3/24/17 10:08		2017		2		11		2		20		2016		FALSE		23		関東		2017/2/11　2:20		42777.0972222222

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																横浜港本牧地区岸壁(-13m)基部改良工事		　本工事は、横浜港本牧地区岸壁(-13m)基部の撤去工、基礎工、本体工、付属工、仮設工、共通工及び調査工を施工。<改行>　なお、本事案は杭打船が係留場所への帰港中、誤操作によりスパッﾄﾞを落下させ滞船により他船舶の動静に影響を与えた。		平成29年2月11日 15時10分 頃		海上		横浜港大黒埠頭　C-3・T-1バース間の海上		09:杭及び矢板				18:曳航・回航				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		スパッド		15:起因物と同じ				18:交通事故				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。																																														02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										75.00%		73.00%		25.00%		25.00%		■13:45 現場出域<改行>■15:10 事故発生　～現場で滞船（身動きがとれない状態）～<改行>■16:18 下請けから受注者に一報<改行>翌日12日<改行>■15:49 現場離脱		■スパッド操作ミス（クラッチとギアの接続確認を怠った）<改行>		■クラッチとギアの接続確認する確認者を配備<改行>■スパッドの操作方法の手順書を作成及び明示とその教育<改行>■危機管理体制の確立		若築・みらい特定建設工事共同企業体		若築建設（株）		横浜支店		みらい建設工業（株）		横浜営業支店																																文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.3.22～H29.4.21（港湾土木工事）								文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.3.22～H29.4.21（港湾土木工事）																																																		H28-関東-京浜-0601.xlsx		2/27/17 12:34		3/22/17 10:48		2017		2		11		15		10		2016		TRUE		18		関東		2017/2/11　15:10		42777.6319444444

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																横浜港本牧地区岸壁(-13m)基部改良工事		　本工事は、横浜港本牧地区岸壁(-13m)基部の撤去工、基礎工、本体工、付属工、仮設工、共通工及び調査工を施工。<改行>　なお、本事案は杭打船が係留場所への帰港中、誤操作によりスパッﾄﾞを落下させ滞船により他船舶の動静に影響を与えた。		平成29年2月11日 15時10分 頃		海上		横浜港大黒埠頭　C-3・T-1バース間の海上		09:杭及び矢板				18:曳航・回航				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		スパッド		15:起因物と同じ				18:交通事故				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。		06:機械・装置等を指定外の方法で使った。																																														02:危険な有害作業の教育が不十分だった。										75.00%		73.00%		25.00%		25.00%		■13:45 現場出域<改行>■15:10 事故発生　～現場で滞船（身動きがとれない状態）～<改行>■16:18 下請けから受注者に一報<改行>翌日12日<改行>■15:49 現場離脱		■スパッド操作ミス（クラッチとギアの接続確認を怠った）<改行>		■クラッチとギアの接続確認する確認者を配備<改行>■スパッドの操作方法の手順書を作成及び明示とその教育<改行>■危機管理体制の確立		若築・みらい特定建設工事共同企業体		若築建設（株）		横浜支店		みらい建設工業（株）		横浜営業支店																																文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.3.22～H29.4.21（港湾土木工事）								文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.3.22～H29.4.21（港湾土木工事）																																																		H28-関東-京浜-0601.xlsx		2/27/17 12:34		3/22/17 10:48		2017		2		11		15		10		2016		TRUE		18		関東		2017/2/11　15:10		42777.6319444444

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成28年度　清水港興津岸壁(-10m)(改良)(耐震)改良工事		　事故発生当日は、興津14号岸壁で撤去した根固石（90m3）を起重機船で、貝島まで運搬し、13時頃から撤去材仮置き場への荷下ろし作業を行っていた。<改行>　荷下ろし作業中の15時50分頃、根固石をバケットで掴み、根固石仮置き場にバケットを旋回させたところ、入港してきたフェリーからの航跡波により起重機船が動揺し、ブームが上下動したことによりバケットが振れ、外灯頭部（ライト部分）に接触した。		平成29年2月13日 15時50分 頃		陸上				29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ												2:無		1:有		08:作業船				16:その他の加害物(　)				03:激突				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																																																																																河津建設（株）																																						口頭注意																																																										H28-中部-清水-0301.xlsx		3/2/17 9:35		7/4/18 15:43		2017		2		13		15		50		2016		TRUE		3		中部		2017/2/13　15:50		42779.6597222222

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成28年度　清水港興津岸壁(-10m)(改良)(耐震)改良工事		　事故発生当日は、興津14号岸壁で撤去した根固石（90m3）を起重機船で、貝島まで運搬し、13時頃から撤去材仮置き場への荷下ろし作業を行っていた。<改行>　荷下ろし作業中の15時50分頃、根固石をバケットで掴み、根固石仮置き場にバケットを旋回させたところ、入港してきたフェリーからの航跡波により起重機船が動揺し、ブームが上下動したことによりバケットが振れ、外灯頭部（ライト部分）に接触した。		平成29年2月13日 15時50分 頃		陸上				29:その他(　)				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ												2:無		1:有		08:作業船				16:その他の加害物(　)				03:激突				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置																																																																																河津建設（株）																																						口頭注意																																																										H28-中部-清水-0301.xlsx		3/2/17 9:35		7/4/18 15:43		2017		2		13		15		50		2016		TRUE		3		中部		2017/2/13　15:50		42779.6597222222

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																北九州空港エプロン新設工事		エプロン新設工事に伴い、誘導路及びショルダーの舗装工事の準備作業に於いて、舗装で使用する水を緑地帯に置いてあったポリタンクへ給水するために、運転手Aがタイヤローラーをポリタンク側へ移動させた。その際にはポリタンク箇所にいた作業員Bが誘導を行った。給水完了後、舗装作業を行う場所へタイヤローラーを前進にて運転手Aが移動させている最中に、タイヤローラーの左前方のタイヤにて、死角になっていた誘導路灯器を破損させた。		平成29年2月15日 0時50分 頃		陸上				22:舗装				84:その他(　)		準備作業																		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		1399:その他：その他																																																																										１．ショルダー端部にあるポリ缶へ水を給水するのに、わざわざタイヤローラーを障害物のある場所（ショルダー）へ移動させた。<改行>２．灯器の目印となる内部照明式のカラーコーンを１個配置していたが、重機の死角になってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．タイヤローラーの運転席から一つ先の灯器が目線に入り、存在に気をとられ、損傷した灯器の存在に気づかずに小回りしてしまい損傷させた。<改行>４．作業開始前の朝礼時に灯火に注意するよう、監理技術者より全作業員に対して口頭指導し、また作業開始前に灯火にカラーコーンにて養生・目印しを行ったが、その存在にオペレーターが忘れていた。		１．車両や建設機械等を移動させる場合には、車両・機械から降りて、周囲を確認した後に移動させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．原則としてショルダー内には重機・車両を乗り入れない、停めないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．作業区域内の灯器の養生のカラーコーンを増やす。（今は１個しか配置していないが、３個ずつ配置する）　またコーンバーで灯器を囲うように設置する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．やむを得ずショルダー内に重機や車両を乗り入れる必要がある場合は誘導員を配置する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．既設誘導路と新設エプロン部との間に設置している、仮設灯器の周辺もカラーコーン３個、コーンバーにて囲い目印・養生を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<改行>６．今回の事例を踏まえ、反省会・安全教育訓練を実施する。安全教育訓練については、事案を基に反省会、原因と今後の対策及び社会的影響に関する教育を行い、訓練については現地において、昨日の状況を安全を確保した上で再現しつつ、再発防止対策を行った上で、追加の効果的な対策を検討する。<改行>７．作業開始前に施設の位置確認を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．車両の走行ルートを事前に決めておき、決めた以外の場所は絶対に通らないようにする。（朝礼時に配置計画を決めておき、周知・徹底を計る。）<改行>				大成ロテック(株)																				(株)山口舗道																																																																												ー28-九州-北九州-0101.xlsx		3/13/17 14:13		3/13/17 14:13		2017		2		15		0		50		2016		FALSE		23		九州		2017/2/15　0:50		42781.0347222222

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																北九州空港エプロン新設工事		エプロン新設工事に伴い、誘導路及びショルダーの舗装工事の準備作業に於いて、舗装で使用する水を緑地帯に置いてあったポリタンクへ給水するために、運転手Aがタイヤローラーをポリタンク側へ移動させた。その際にはポリタンク箇所にいた作業員Bが誘導を行った。給水完了後、舗装作業を行う場所へタイヤローラーを前進にて運転手Aが移動させている最中に、タイヤローラーの左前方のタイヤにて、死角になっていた誘導路灯器を破損させた。		平成29年2月15日 0時50分 頃		陸上				22:舗装				84:その他(　)		準備作業																		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		1399:その他：その他																																																																										１．ショルダー端部にあるポリ缶へ水を給水するのに、わざわざタイヤローラーを障害物のある場所（ショルダー）へ移動させた。<改行>２．灯器の目印となる内部照明式のカラーコーンを１個配置していたが、重機の死角になってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．タイヤローラーの運転席から一つ先の灯器が目線に入り、存在に気をとられ、損傷した灯器の存在に気づかずに小回りしてしまい損傷させた。<改行>４．作業開始前の朝礼時に灯火に注意するよう、監理技術者より全作業員に対して口頭指導し、また作業開始前に灯火にカラーコーンにて養生・目印しを行ったが、その存在にオペレーターが忘れていた。		１．車両や建設機械等を移動させる場合には、車両・機械から降りて、周囲を確認した後に移動させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．原則としてショルダー内には重機・車両を乗り入れない、停めないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．作業区域内の灯器の養生のカラーコーンを増やす。（今は１個しか配置していないが、３個ずつ配置する）　またコーンバーで灯器を囲うように設置する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．やむを得ずショルダー内に重機や車両を乗り入れる必要がある場合は誘導員を配置する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．既設誘導路と新設エプロン部との間に設置している、仮設灯器の周辺もカラーコーン３個、コーンバーにて囲い目印・養生を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<改行>６．今回の事例を踏まえ、反省会・安全教育訓練を実施する。安全教育訓練については、事案を基に反省会、原因と今後の対策及び社会的影響に関する教育を行い、訓練については現地において、昨日の状況を安全を確保した上で再現しつつ、再発防止対策を行った上で、追加の効果的な対策を検討する。<改行>７．作業開始前に施設の位置確認を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．車両の走行ルートを事前に決めておき、決めた以外の場所は絶対に通らないようにする。（朝礼時に配置計画を決めておき、周知・徹底を計る。）<改行>				大成ロテック(株)																				(株)山口舗道																																																																												ー28-九州-北九州-0101.xlsx		3/13/17 14:13		3/13/17 14:13		2017		2		15		0		50		2016		FALSE		23		九州		2017/2/15　0:50		42781.0347222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｋ誘導路他地盤改良工事		【留意事項】第三者被害無しのため、一部被害が発生したものとして記入しております		平成29年2月17日 4時0分 頃		陸上		東京国際空港　Ａ１０南側緑地帯		06:地盤改良		静的締固め工　削孔		06:材料、資材等の運搬(人力による)		手押し台車による運搬		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		手押し台車		17:加害物なし				23:その他(　)		手押し台車の置き忘れ		1101:取扱運搬等：積卸し作業中		A:危険だと思わなかった		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。																																				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		20:不安全に物が置いてあった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						92.40%		72.90%						■00:30 作業開始<改行>■01:30 資材運搬のため台車使用<改行>■05:15 ランウェイチェックを受け現場退場<改行>■11:53 航空局より通報（照会：台車）		【第三者被害無し：但し、航空機事故に繋がる重大事案として工事事故扱い（措置要領に基づく）】<改行>■持ち込み資機材の乗載備品簿を使用していなかった（積込み確認不足）<改行>■台車が動く状態のまま人が離れてしまった<改行>■台車には移動防止ストッパーが装備されていなかった。また台車は黒色で見えずらかった。		■乗載備品簿の作成とその管理体制の確立<改行>■台車はストッパー付（グリップ式）のものを使用し、注意喚起標示及び蛍光シールを添付する<改行>■再発防止教育（小テスト）を実施する		五洋・みらい特定建設工事企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		みらい建設工業（株）		東京支店																																口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.23～H29.5.22（空港等土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.23～H29.5.22（空港等土木工事）																																																		H28-関東-東京空港-0801.xlsx		2/27/17 12:38		3/24/17 11:27		2017		2		17		4		0		2016		FALSE		23		関東		2017/2/17　4:0		42783.1666666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｋ誘導路他地盤改良工事		<改行>　なお、本事案は作業完了後、車両にて閉鎖範囲内から退出する際に、誘導路灯火に接触し灯火頂部のカバーを破損させたもの		平成29年2月17日 4時0分 頃		陸上		東京国際空港　Ａ誘導路		06:地盤改良		静的締固め工		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)		作業完了後の退去		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物		ライトバン		10:用具等				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		15:気持ちがあせっていた。		21:連絡合図がなかった。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		21:物を置いた場所が悪かった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						92.40%		72.90%						■00:30 作業開始<改行>■03:05 作業完了<改行>■03:45 灯火養生撤去開始<改行>■04:00 事故発生		■車両配置計画においてショルダー部（誘導路灯火がある）に待機場所を設定していた<改行>■灯火養生を撤去する際に作業員に明確な指示・周知が無く、結果、車両が退出する前に灯火養生が撤去されていた<改行>■加害者は、退出に意識がゆき、焦りもあったことから、灯火の存在に関し意識が薄く且つ周辺確認も怠ってしまった		■車両の走行ルール及び駐車方法の見直しを行う<改行>■車両への乗り込み、駐車位置の確認を徹底する<改行>■灯火養生撤去の指揮命令系統を確立する<改行>■再発防止教育（小テスト）を実施する		五洋・みらい特定建設工事企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		みらい建設工業（株）		東京支店																																措置無し								措置無し																																																		H28-関東-東京空港-0701.xlsx		2/27/17 12:37		3/24/17 10:45		2017		2		17		4		0		2016		FALSE		18		関東		2017/2/17　4:0		42783.1666666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｋ誘導路他地盤改良工事		【留意事項】第三者被害無しのため、一部被害が発生したものとして記入しております		平成29年2月17日 4時0分 頃		陸上		東京国際空港　Ａ１０南側緑地帯		06:地盤改良		静的締固め工　削孔		06:材料、資材等の運搬(人力による)		手押し台車による運搬		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		手押し台車		17:加害物なし				23:その他(　)		手押し台車の置き忘れ		1101:取扱運搬等：積卸し作業中		A:危険だと思わなかった		1		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		13:油断、軽視した。																																				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		20:不安全に物が置いてあった。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。						92.40%		72.90%						■00:30 作業開始<改行>■01:30 資材運搬のため台車使用<改行>■05:15 ランウェイチェックを受け現場退場<改行>■11:53 航空局より通報（照会：台車）		【第三者被害無し：但し、航空機事故に繋がる重大事案として工事事故扱い（措置要領に基づく）】<改行>■持ち込み資機材の乗載備品簿を使用していなかった（積込み確認不足）<改行>■台車が動く状態のまま人が離れてしまった<改行>■台車には移動防止ストッパーが装備されていなかった。また台車は黒色で見えずらかった。		■乗載備品簿の作成とその管理体制の確立<改行>■台車はストッパー付（グリップ式）のものを使用し、注意喚起標示及び蛍光シールを添付する<改行>■再発防止教育（小テスト）を実施する		五洋・みらい特定建設工事企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		みらい建設工業（株）		東京支店																																口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.23～H29.5.22（空港等土木工事）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.23～H29.5.22（空港等土木工事）																																																		H28-関東-東京空港-0801.xlsx		2/27/17 12:38		3/24/17 11:27		2017		2		17		4		0		2016		FALSE		23		関東		2017/2/17　4:0		42783.1666666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ｋ誘導路他地盤改良工事		<改行>　なお、本事案は作業完了後、車両にて閉鎖範囲内から退出する際に、誘導路灯火に接触し灯火頂部のカバーを破損させたもの		平成29年2月17日 4時0分 頃		陸上		東京国際空港　Ａ誘導路		06:地盤改良		静的締固め工		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)		作業完了後の退去		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物		ライトバン		10:用具等				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。		15:気持ちがあせっていた。		21:連絡合図がなかった。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。		21:物を置いた場所が悪かった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。						92.40%		72.90%						■00:30 作業開始<改行>■03:05 作業完了<改行>■03:45 灯火養生撤去開始<改行>■04:00 事故発生		■車両配置計画においてショルダー部（誘導路灯火がある）に待機場所を設定していた<改行>■灯火養生を撤去する際に作業員に明確な指示・周知が無く、結果、車両が退出する前に灯火養生が撤去されていた<改行>■加害者は、退出に意識がゆき、焦りもあったことから、灯火の存在に関し意識が薄く且つ周辺確認も怠ってしまった		■車両の走行ルール及び駐車方法の見直しを行う<改行>■車両への乗り込み、駐車位置の確認を徹底する<改行>■灯火養生撤去の指揮命令系統を確立する<改行>■再発防止教育（小テスト）を実施する		五洋・みらい特定建設工事企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		みらい建設工業（株）		東京支店																																措置無し								措置無し																																																		H28-関東-東京空港-0701.xlsx		2/27/17 12:37		3/24/17 10:45		2017		2		17		4		0		2016		FALSE		18		関東		2017/2/17　4:0		42783.1666666667

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																横浜港南本牧地区岸壁（-18m）（耐震）地盤改良工事		　本工事は、横浜港南本牧地区岸壁の海上地盤改良工及び調査工を施工するもの<改行>　なお、本事案は現場内で荒天待機していた作業船（ＳＣＰ船）の係留ワイヤーの１本が破断し、作業船団ごと風で流され当局が整備しているMC-4岸壁（既設の鋼板セル）に接触し破損させた。		平成29年2月17日 15時10分 頃		海上		南本牧ふ頭MC-4ブロック　埋立地側		06:地盤改良		サンドコンパクションパイル		84:その他(　)		荒天待機（洋上）		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		風		16:その他の加害物(　)		ＳＣＰ船		23:その他(　)		接触		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった																																										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										99:その他										67.00%		58.00%		100.00%		89.00%		■荒天待機<改行>■15:05 ＳＣＰ船の係留ワイヤーが破断<改行>■15:10 事故発生（既設の鋼板セルに接触）		　前日の天気予報を元に強風に備えていたが、予想以上の風が吹き、瞬間的にワイヤーロープに過大な張力が加わり、ウインチの送り出し機能が追従できずワイヤーロープのストランドがゆるみ、シャックルから抜けたものと推察される。<改行>　なお、ワイヤーロープは事故発生の１週間前に設置（新品）していた。		■天気予報だけに頼らず現場並びに周辺の実況及び複数の気象情報を確認する。<改行>■ワイヤーロープを径の太いものに交換（φ 32 →φ 48mm 以上）する。また、交換後もワイヤーロープの点検を行う。<改行>■荒天が予想される場合、事前に待避等の対策を決め実行する。<改行>　①避難港等への待避、②曳舟の手配等、③増しアンカー、④ガット船の待避				若築建設（株）		横浜支店																																				口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.30～H29.4.29（港湾土木工事）																																																										H28-関東-京浜-0701.xlsx		2/27/17 13:16		3/30/17 12:54		2017		2		17		15		10		2016		TRUE		23		関東		2017/2/17　15:10		42783.6319444444

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																横浜港南本牧地区岸壁（-18m）（耐震）地盤改良工事		　本工事は、横浜港南本牧地区岸壁の海上地盤改良工及び調査工を施工するもの<改行>　なお、本事案は現場内で荒天待機していた作業船（ＳＣＰ船）の係留ワイヤーの１本が破断し、作業船団ごと風で流され当局が整備しているMC-4岸壁（既設の鋼板セル）に接触し破損させた。		平成29年2月17日 15時10分 頃		海上		南本牧ふ頭MC-4ブロック　埋立地側		06:地盤改良		サンドコンパクションパイル		84:その他(　)		荒天待機（洋上）		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等		風		16:その他の加害物(　)		ＳＣＰ船		23:その他(　)		接触		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった																																										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										99:その他										67.00%		58.00%		100.00%		89.00%		■荒天待機<改行>■15:05 ＳＣＰ船の係留ワイヤーが破断<改行>■15:10 事故発生（既設の鋼板セルに接触）		　前日の天気予報を元に強風に備えていたが、予想以上の風が吹き、瞬間的にワイヤーロープに過大な張力が加わり、ウインチの送り出し機能が追従できずワイヤーロープのストランドがゆるみ、シャックルから抜けたものと推察される。<改行>　なお、ワイヤーロープは事故発生の１週間前に設置（新品）していた。		■天気予報だけに頼らず現場並びに周辺の実況及び複数の気象情報を確認する。<改行>■ワイヤーロープを径の太いものに交換（φ 32 →φ 48mm 以上）する。また、交換後もワイヤーロープの点検を行う。<改行>■荒天が予想される場合、事前に待避等の対策を決め実行する。<改行>　①避難港等への待避、②曳舟の手配等、③増しアンカー、④ガット船の待避				若築建設（株）		横浜支店																																				口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.30～H29.4.29（港湾土木工事）																																																										H28-関東-京浜-0701.xlsx		2/27/17 13:16		3/30/17 12:54		2017		2		17		15		10		2016		TRUE		23		関東		2017/2/17　15:10		42783.6319444444

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																大分空港滑走路改良工事		切削機で滑走路灯埋設管及び基台を破損させた。		平成29年2月20日 23時54分 頃		陸上				22:舗装				84:その他(　)		路面切削工		1:晴れ						3:中風（4～8）				2:50～200						09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損																																																																										監理技術者により切削開始前に埋設管部のマーキング実施。安全巡視員にて埋設管部カラーコーンにて明示。<改行>埋設管位置を切削機オペレータへ現地にて再周知（埋設管部は切削範囲外との再周知）。<改行>切削開始。1層目厚さ5ｃｍを切削。2層目切削時に、埋設管及び基台を破損させた。		・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(操作ﾏﾝ)がﾏｰｷﾝｸﾞ･ｶﾗｰｺｰﾝに気づかずに切削した。<改行>・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(操作ﾏﾝ)は切削仕上がり(As版の取り残しが無いか)ばかり気にしていた。<改行>・見張員がいなかった(切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(操作ﾏﾝ)任せにしていた)<改行>・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(操作ﾏﾝ)が片側にしかいなかった。<改行>・元請け主体のﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟになっており、危険予知の意識が薄れていた。<改行>・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ（上乗り）からﾏｰｷﾝｸﾞが見えづらかった。		・内照式カラーコーン+反射トラロープ+回転灯(赤色)にてさらなる見える化を図る。<改行>・埋設管部の舗装版撤去時は見張員（大成ロテック社員(増員)）を配置し、見張員に誘導棒とサイレン付スピーカーを持たせ切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰに合図を送る。<改行>・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰを１名追加し両側に配置し確認する。（切削機はｳﾞｨﾙﾄｹﾞﾝを継続使<改行>用）見張員はｵﾍﾟﾚｰﾀｰ①に位置を知らせ、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ①が操作を行う。<改行>・KY時に各施工班毎に安全重点事項を設定し、意識の高揚を図る				大成ロテック(株)																				ユナイト(株)																																																																												ー28-九州-別府-0101.xlsx		3/13/17 12:09		3/13/17 12:09		2017		2		20		23		54		2016		FALSE		23		九州		2017/2/20　23:54		42786.9958333333

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																大分空港滑走路改良工事		切削機で滑走路灯埋設管及び基台を破損させた。		平成29年2月20日 23時54分 頃		陸上				22:舗装				84:その他(　)		路面切削工		1:晴れ						3:中風（4～8）				2:50～200						09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損																																																																										監理技術者により切削開始前に埋設管部のマーキング実施。安全巡視員にて埋設管部カラーコーンにて明示。<改行>埋設管位置を切削機オペレータへ現地にて再周知（埋設管部は切削範囲外との再周知）。<改行>切削開始。1層目厚さ5ｃｍを切削。2層目切削時に、埋設管及び基台を破損させた。		・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(操作ﾏﾝ)がﾏｰｷﾝｸﾞ･ｶﾗｰｺｰﾝに気づかずに切削した。<改行>・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(操作ﾏﾝ)は切削仕上がり(As版の取り残しが無いか)ばかり気にしていた。<改行>・見張員がいなかった(切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(操作ﾏﾝ)任せにしていた)<改行>・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(操作ﾏﾝ)が片側にしかいなかった。<改行>・元請け主体のﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟになっており、危険予知の意識が薄れていた。<改行>・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ（上乗り）からﾏｰｷﾝｸﾞが見えづらかった。		・内照式カラーコーン+反射トラロープ+回転灯(赤色)にてさらなる見える化を図る。<改行>・埋設管部の舗装版撤去時は見張員（大成ロテック社員(増員)）を配置し、見張員に誘導棒とサイレン付スピーカーを持たせ切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰに合図を送る。<改行>・切削機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰを１名追加し両側に配置し確認する。（切削機はｳﾞｨﾙﾄｹﾞﾝを継続使<改行>用）見張員はｵﾍﾟﾚｰﾀｰ①に位置を知らせ、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ①が操作を行う。<改行>・KY時に各施工班毎に安全重点事項を設定し、意識の高揚を図る				大成ロテック(株)																				ユナイト(株)																																																																												ー28-九州-別府-0101.xlsx		3/13/17 12:09		3/13/17 12:09		2017		2		20		23		54		2016		FALSE		23		九州		2017/2/20　23:54		42786.9958333333

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港出張所模様替え外工事		埋設管（電線管・配水管）撤去のため掘削作業中、埋設管の上を横断していた光ケーブル線をバックホウで断線。		平成29年2月21日 16時30分 頃		陸上				29:その他(　)				84:その他(　)		撤去工																		09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																										①破断した埋設管については、施工前に発注者から埋設管路図により受注者（元請）へ周知していたが、作業実施者まで情報共有されていなかった。<改行>②埋設管は、図面どおり埋設されているか不明なため、発注者から受注者（元請）へ慎重に掘削するよう指示していたが、作業実施者への周知が徹底していなかった。<改行>③受注者（元請）は、埋設管撤去付近にケーブル線の埋設表示板とマンホールがあることは視認していたが、埋設管撤去（掘削）方向と平行表示であったため、支障がないものと思い込み、マンホール内を確認せず掘削作業を施工した。		①受注者（元請）は、掘削作業前に、作業実施者と現地状況を確認し、図面にないマンホールや埋設物表示があった場合は、発注者（監督員）に報告し、発注者（必要に応じてＣＡＢ等関係者）・受注者で現地確認を行い、作業実施者へ結果の周知を行う。<改行>②受注者（元請）は、埋設管交差箇所周辺では、試掘により埋設物の深さを確認し、機械施工に必用な安全な離隔を確保出来ない場合は、作業実施者に手掘りにて施工するよう徹底させる。<改行>③受注者（元請）は、マンホールがあれば、開けて内部を視認し埋設管の方向確認を行う。<改行>また、掘削作業では、機械掘削を薄層（１０ｃｍ程度）で慎重（埋設表示テープが無いか確認しながら）に行なうよう作業手順書に記載し、作業実施者へ周知したうえで、作業手順の遵守を徹底させる。				株式会社　中尾工務店																																																																																																ー28-九州-博多-0201.xlsx		3/13/17 14:13		3/13/17 14:13		2017		2		21		16		30		2016		FALSE		23		九州		2017/2/21　16:30		42787.6875

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																福岡空港出張所模様替え外工事		埋設管（電線管・配水管）撤去のため掘削作業中、埋設管の上を横断していた光ケーブル線をバックホウで断線。		平成29年2月21日 16時30分 頃		陸上				29:その他(　)				84:その他(　)		撤去工																		09:他に属さない建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																										①破断した埋設管については、施工前に発注者から埋設管路図により受注者（元請）へ周知していたが、作業実施者まで情報共有されていなかった。<改行>②埋設管は、図面どおり埋設されているか不明なため、発注者から受注者（元請）へ慎重に掘削するよう指示していたが、作業実施者への周知が徹底していなかった。<改行>③受注者（元請）は、埋設管撤去付近にケーブル線の埋設表示板とマンホールがあることは視認していたが、埋設管撤去（掘削）方向と平行表示であったため、支障がないものと思い込み、マンホール内を確認せず掘削作業を施工した。		①受注者（元請）は、掘削作業前に、作業実施者と現地状況を確認し、図面にないマンホールや埋設物表示があった場合は、発注者（監督員）に報告し、発注者（必要に応じてＣＡＢ等関係者）・受注者で現地確認を行い、作業実施者へ結果の周知を行う。<改行>②受注者（元請）は、埋設管交差箇所周辺では、試掘により埋設物の深さを確認し、機械施工に必用な安全な離隔を確保出来ない場合は、作業実施者に手掘りにて施工するよう徹底させる。<改行>③受注者（元請）は、マンホールがあれば、開けて内部を視認し埋設管の方向確認を行う。<改行>また、掘削作業では、機械掘削を薄層（１０ｃｍ程度）で慎重（埋設表示テープが無いか確認しながら）に行なうよう作業手順書に記載し、作業実施者へ周知したうえで、作業手順の遵守を徹底させる。				株式会社　中尾工務店																																																																																																ー28-九州-博多-0201.xlsx		3/13/17 14:13		3/13/17 14:13		2017		2		21		16		30		2016		FALSE		23		九州		2017/2/21　16:30		42787.6875

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		東京湾		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京湾中央航路付帯工事		第二海堡において、陸上地盤改良工、設備工、撤去工及び調査工の施工。並びに久里浜ヤードの浮標灯の解体撤去。		平成29年3月13日 9時15分 頃		陸上		横須賀市久里浜８丁目		29:その他(　)		撤去工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等		トレーラー		15:起因物と同じ				06:激突され				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																						22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										96.00%		96.00%		92.00%		92.00%		　久里浜ヤードで使用したバックホウを現場からトレーラにて搬出する際、ヤード出入口のフェンス（横須賀市所有）に接触・損傷<改行>■08:50　トレーラが現場入場<改行>■09:05　重機（バックホウ）のトレーラへの積込<改行>■09:15　事故発生<改行>■11:30　フェンスの応急処置<改行>		　事故発生現場は出入口が狭い場所であったが、既設構造物（門扉やフェンス）への防護対策を怠った。また、運転手も大丈夫であろうとの思い込みにより走行したため事故に至った。		■出入口付近に車両の内輪側を監視する見張員を配置する。<改行>■搬出入全体を指揮する責任者のもと、交通誘導員及び見張員を統括する。<改行>■新規入場者には、現場状況の確認（教育）を実施する。				あおみ建設（株）		横浜支店																																				口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.30～H29.4.29（港湾土木工事）																																																										H28-関東-東京湾口-0101.xlsx		3/30/17 11:36		3/30/17 12:55		2017		3		13		9		15		2016		TRUE		6		関東		2017/3/13　9:15		42807.3854166667

		関東地方整備局		東京湾口航路事務所		東京湾		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																東京湾中央航路付帯工事		第二海堡において、陸上地盤改良工、設備工、撤去工及び調査工の施工。並びに久里浜ヤードの浮標灯の解体撤去。		平成29年3月13日 9時15分 頃		陸上		横須賀市久里浜８丁目		29:その他(　)		撤去工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等		トレーラー		15:起因物と同じ				06:激突され				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																						22:作業場が狭かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										96.00%		96.00%		92.00%		92.00%		　久里浜ヤードで使用したバックホウを現場からトレーラにて搬出する際、ヤード出入口のフェンス（横須賀市所有）に接触・損傷<改行>■08:50　トレーラが現場入場<改行>■09:05　重機（バックホウ）のトレーラへの積込<改行>■09:15　事故発生<改行>■11:30　フェンスの応急処置<改行>		　事故発生現場は出入口が狭い場所であったが、既設構造物（門扉やフェンス）への防護対策を怠った。また、運転手も大丈夫であろうとの思い込みにより走行したため事故に至った。		■出入口付近に車両の内輪側を監視する見張員を配置する。<改行>■搬出入全体を指揮する責任者のもと、交通誘導員及び見張員を統括する。<改行>■新規入場者には、現場状況の確認（教育）を実施する。				あおみ建設（株）		横浜支店																																				口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-2点、H29.3.30～H29.4.29（港湾土木工事）																																																										H28-関東-東京湾口-0101.xlsx		3/30/17 11:36		3/30/17 12:55		2017		3		13		9		15		2016		TRUE		6		関東		2017/3/13　9:15		42807.3854166667

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区岸壁（-12m）本体工事		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区岸壁（-12m）の本体工及び仮設工を施工するものである。<改行>（本体工：ケーソン製作6函、ケーソン進水・仮置　3函、仮設工：路盤131m2、コンクリート舗装107m2）		平成29年4月7日 8時20分 頃		陸上		茨城県ひたちなか市阿字ヶ浦千駄切552-7地		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				3:雨						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ライトバン		15:起因物と同じ				18:交通事故				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				19:よそ見をしていた。										21:物を置いた場所が悪かった。																				0.00%		0.00%						平成29年4月7日（金）8:00より作業基地東防波堤にて朝礼を実施したあと、現場ハウス搬入車両の誘導のため、作業所へ戻る際助手席のカバンの上に置いていた書類がずれた為に目が行き、ハンドル操作を誤り電柱に衝突した。		・運転中、助手席の書類に気を取られ前方を注視していなかった。<改行>・安全運転の心得についての意識が希薄になっていた。<改行>･運転中に助手席のカバンの上に置いていた書類がずれた。		１．安全運転についての再教育<改行>　・安全運転についての資料・ビデオによる教育<改行>２．青少年運転者課程<改行>　・運転適正検査に基づく運転行動についての教育<改行>　・日常点検、基本走行、ブレーキング、危険予測と回避等<改行>３．書類はバックまたはファイルケースに入れ、運転席側の後部座席足元に置く。助手席に物を置かない。<改行>４．安全運転の心得の車内への掲示				東洋建設株式会社		関東																																				措置無し																																																										H29-関東-鹿島-0101.xlsx		5/1/17 11:48		5/8/17 11:42		2017		4		7		8		20		2017		TRUE		18		関東		2017/4/7　8:20		42832.3472222222

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		常陸那珂		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区岸壁（-12m）本体工事		茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区岸壁（-12m）の本体工及び仮設工を施工するものである。<改行>（本体工：ケーソン製作6函、ケーソン進水・仮置　3函、仮設工：路盤131m2、コンクリート舗装107m2）		平成29年4月7日 8時20分 頃		陸上		茨城県ひたちなか市阿字ヶ浦千駄切552-7地		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				3:雨						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		ライトバン		15:起因物と同じ				18:交通事故				1399:その他：その他																														D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				19:よそ見をしていた。										21:物を置いた場所が悪かった。																				0.00%		0.00%						平成29年4月7日（金）8:00より作業基地東防波堤にて朝礼を実施したあと、現場ハウス搬入車両の誘導のため、作業所へ戻る際助手席のカバンの上に置いていた書類がずれた為に目が行き、ハンドル操作を誤り電柱に衝突した。		・運転中、助手席の書類に気を取られ前方を注視していなかった。<改行>・安全運転の心得についての意識が希薄になっていた。<改行>･運転中に助手席のカバンの上に置いていた書類がずれた。		１．安全運転についての再教育<改行>　・安全運転についての資料・ビデオによる教育<改行>２．青少年運転者課程<改行>　・運転適正検査に基づく運転行動についての教育<改行>　・日常点検、基本走行、ブレーキング、危険予測と回避等<改行>３．書類はバックまたはファイルケースに入れ、運転席側の後部座席足元に置く。助手席に物を置かない。<改行>４．安全運転の心得の車内への掲示				東洋建設株式会社		関東																																				措置無し																																																										H29-関東-鹿島-0101.xlsx		5/1/17 11:48		5/8/17 11:42		2017		4		7		8		20		2017		TRUE		18		関東		2017/4/7　8:20		42832.3472222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区地盤改良等工事		指名された運転手が眠気を理由に同乗者に運転を交代し、交代した運転手が注意力散漫状態（ボーッとしていた）で運転し、散水車が車両通路脇のガードレールに衝突した。		平成29年4月25日 0時15分 頃		陸上		車両通路脇		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								04:車両系建設機械		散水車		15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック						02:資格が無いのにやった。		14:放心、考えごとをしていた。		03:指示、命令を守らなかった。																																												04:理解度の確認が不十分だった。				17:下請け指導が不適切だった。						82.00%		79.00%		95.00%		93.00%		23:20　仮設ヤードからＡ滑走路南側待機ヤードへ移動開始　　　　　　　　　　01:20　航空局担当と元請で事故現場確認<改行>00:15　Ａ滑走路南側車両通路脇のガードレールに散水車が衝突　　　　　　　03:27　事故車積込搬出及び舗装面清掃完了<改行>00:21　元請より航空局へ事故発生連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　05:05　待機ヤードから仮設ヤードへ全工事車両移動<改行>00:26　元請より整備局へ事故発生連絡<改行><改行>		毎週月曜は休工であったが、空港の運用調整により前週木曜が休工となったため変則的な休暇となり時差ぼけがあった。また、本来の運転手が眠気を理由に同乗者に運転を交代したが、交代した運転手は散水車を運転できる免許を取得しておらず、また散水車が中型車両という認識を持っていなかった。夜間工事であるが、眠気対策の指導が不足していた。		・変則的な休工となる情報を入手した際は全作業員に朝礼時に周知する。<改行>・交代制により週休2日制とし、下請会社より1ヶ月分の作業シフト表を提出させる。<改行>・指名された運転手全員に運転手識別ヘルバンドを着用させて、仮設ヤード出発時に適合確認を行う。<改行>・全作業員の保有資格者証、免許証の再確認及び免許制度改正内容についての教育を行う。<改行>・ＩＤカード等貸出時、作業員一人一人に体調不良（眠気）の有無、睡眠時間をヒアリングする。<改行>・全作業員に居眠り防止対策機械を装着させる。<改行>・突然の体調不良の緊急時にはハザード停止を行い、元請職員に連絡する。<改行>・再発防止対策の教育、理解度テストを実施する。<改行>・1次下請は現場職員を2名増員し、2次下請の指導・教育の強化を図る。				飛島建設株式会社		首都圏土木																																				文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.5.18～H29.6.17（空港等土木工事）																																																										H29-関東-東京空港-0101.xlsx		5/1/17 16:15		5/25/17 14:40		2017		4		25		0		15		2017		FALSE		18		関東		2017/4/25　0:15		42850.0104166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区地盤改良等工事		指名された運転手が眠気を理由に同乗者に運転を交代し、交代した運転手が注意力散漫状態（ボーッとしていた）で運転し、散水車が車両通路脇のガードレールに衝突した。		平成29年4月25日 0時15分 頃		陸上		車両通路脇		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								04:車両系建設機械		散水車		15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック						02:資格が無いのにやった。		14:放心、考えごとをしていた。		03:指示、命令を守らなかった。																																												04:理解度の確認が不十分だった。				17:下請け指導が不適切だった。						82.00%		79.00%		95.00%		93.00%		23:20　仮設ヤードからＡ滑走路南側待機ヤードへ移動開始　　　　　　　　　　01:20　航空局担当と元請で事故現場確認<改行>00:15　Ａ滑走路南側車両通路脇のガードレールに散水車が衝突　　　　　　　03:27　事故車積込搬出及び舗装面清掃完了<改行>00:21　元請より航空局へ事故発生連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　05:05　待機ヤードから仮設ヤードへ全工事車両移動<改行>00:26　元請より整備局へ事故発生連絡<改行><改行>		毎週月曜は休工であったが、空港の運用調整により前週木曜が休工となったため変則的な休暇となり時差ぼけがあった。また、本来の運転手が眠気を理由に同乗者に運転を交代したが、交代した運転手は散水車を運転できる免許を取得しておらず、また散水車が中型車両という認識を持っていなかった。夜間工事であるが、眠気対策の指導が不足していた。		・変則的な休工となる情報を入手した際は全作業員に朝礼時に周知する。<改行>・交代制により週休2日制とし、下請会社より1ヶ月分の作業シフト表を提出させる。<改行>・指名された運転手全員に運転手識別ヘルバンドを着用させて、仮設ヤード出発時に適合確認を行う。<改行>・全作業員の保有資格者証、免許証の再確認及び免許制度改正内容についての教育を行う。<改行>・ＩＤカード等貸出時、作業員一人一人に体調不良（眠気）の有無、睡眠時間をヒアリングする。<改行>・全作業員に居眠り防止対策機械を装着させる。<改行>・突然の体調不良の緊急時にはハザード停止を行い、元請職員に連絡する。<改行>・再発防止対策の教育、理解度テストを実施する。<改行>・1次下請は現場職員を2名増員し、2次下請の指導・教育の強化を図る。				飛島建設株式会社		首都圏土木																																				文書注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-4点、H29.5.18～H29.6.17（空港等土木工事）																																																										H29-関東-東京空港-0101.xlsx		5/1/17 16:15		5/25/17 14:40		2017		4		25		0		15		2017		FALSE		18		関東		2017/4/25　0:15		42850.0104166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区構内道路舗装等工事		下水配管設置にあたり、試掘を行うための構造物を撤去していたところ、側溝枡の基礎コンクリートの中に入っていた東京電力の埋設管を撤去時に動かしたことで、中のケーブルが擦れ漏電が発生し停電した。停電により近傍の交差点の信号機が一時停止（約2分間）した。		平成29年5月19日 14時2分 頃		陸上		東京国際空港環状八号線交差点		29:その他(　)		撤去工		74:掘削(機械施工)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		4:500～1、000						04:車両系建設機械		掘削用		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						13:油断、軽視した。																																																										17.50%		12.70%		13.30%		11.20%		8:00　朝礼時に近接箇所の東電ケーブルについての注意喚起<改行>13:00　S2人孔から5m程度離れた矢板打込付近の街渠撤去開始<改行>14:02　側溝枡の基礎コンクリートを横にずらす作業を始めたところ東電が漏電を確認（停電発生）<改行>14:04　電力の供給経路が切り替わり通電再開<改行>14:26　東電担当者が現場に到着し調査開始したことに伴い、ケーブル損傷を確認<改行>14:45　東電の確認により、ケーブルは擦れて通電出来ない状況だが周囲へ問題が発生することはない		・埋設シートが確認できず、埋設管が基礎コンクリートに巻き込まれてるという思い込みでコンクリート脇を探ることをしなかった。		・想定された近接構造物が発見されない場合は、基礎コンクリートに巻き込まれている可能性も考え基礎コンの周囲を手掘りで埋設物の有無を確認した後バックホウで撤去する。<改行>・手掘りで確認する際は、探知機を用いて埋設物の有無を確認する。				地崎道路（株）		東京支店																																				措置無し																																																										H29-関東-東京空港-0201.xlsx		6/2/17 13:42		6/19/17 9:53		2017		5		19		14		2		2017		FALSE		9		関東		2017/5/19　14:2		42874.5847222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区構内道路舗装等工事		下水配管設置にあたり、試掘を行うための構造物を撤去していたところ、側溝枡の基礎コンクリートの中に入っていた東京電力の埋設管を撤去時に動かしたことで、中のケーブルが擦れ漏電が発生し停電した。停電により近傍の交差点の信号機が一時停止（約2分間）した。		平成29年5月19日 14時2分 頃		陸上		東京国際空港環状八号線交差点		29:その他(　)		撤去工		74:掘削(機械施工)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		4:500～1、000						04:車両系建設機械		掘削用		15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						13:油断、軽視した。																																																										17.50%		12.70%		13.30%		11.20%		8:00　朝礼時に近接箇所の東電ケーブルについての注意喚起<改行>13:00　S2人孔から5m程度離れた矢板打込付近の街渠撤去開始<改行>14:02　側溝枡の基礎コンクリートを横にずらす作業を始めたところ東電が漏電を確認（停電発生）<改行>14:04　電力の供給経路が切り替わり通電再開<改行>14:26　東電担当者が現場に到着し調査開始したことに伴い、ケーブル損傷を確認<改行>14:45　東電の確認により、ケーブルは擦れて通電出来ない状況だが周囲へ問題が発生することはない		・埋設シートが確認できず、埋設管が基礎コンクリートに巻き込まれてるという思い込みでコンクリート脇を探ることをしなかった。		・想定された近接構造物が発見されない場合は、基礎コンクリートに巻き込まれている可能性も考え基礎コンの周囲を手掘りで埋設物の有無を確認した後バックホウで撤去する。<改行>・手掘りで確認する際は、探知機を用いて埋設物の有無を確認する。				地崎道路（株）		東京支店																																				措置無し																																																										H29-関東-東京空港-0201.xlsx		6/2/17 13:42		6/19/17 9:53		2017		5		19		14		2		2017		FALSE		9		関東		2017/5/19　14:2		42874.5847222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ａ滑走路及び取付誘導路他土質調査		・ＪＶ職員がＡ滑走路A10/L10誘導路内でのボーリング作業箇所への移動中（車両運転）に、閉鎖されていないA11/L11誘導路内に誤進入した。当事者もボーリング箇所に設置した防護キャップがないことに気づき即時待避したものの、A11/L11誘導路内に入ろうとした航空機を一時停止させた。		平成29年5月20日 23時53分 頃		陸上		東京国際空港A滑走路（L10~L11）		03:土質調査				02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				17:加害物なし				23:その他(　)		航空機を誘導路上で停止させた		1399:その他：その他						16:勘違い判断をした。																																																										0.00%		0.00%		7.50%		4.30%		22:00　KY活動<改行>22:30　資材ヤード出発<改行>23:40　現場内立入について管制官へ無線連絡し、許可を受け進入開始<改行>23:53　航空機誤進入防止カラーコーンを配置完了し別のカラーコーンの設置に移動しようとしたところA11/L11に誤進入<改行>23:56　管制官より誤進入の無線連絡あり、注意喚起を受ける		１）作業日当日は、JV事務所において全従事者による作業内容の確認、当日の注意事項、人員配置の確認をホワイトボードのみで行っていた。<改行>２）作業指揮命令系統が管理技術者に集中するようになっておらず、担当技術者が独自の判断で次の作業へ移行しており、車両運転と作業箇所明示用コーンの作業を一人で行ったため、注意力が散漫になり目標物確認の忘却に繋がった。<改行>３）作業現場及び移動ルート上にある目標物認識の統一化が図られていなかった。		１）作業前ミーティングにおいて、ホワイトボードによる役割分担及び作業手順の確認を書面上でも行い、見落としが無いよう周知・徹底を図る。<改行>２）作業指揮命令系統を管理技術者に集中させ、書面上でも確認し、各作業終了毎に作業状況を管理技術者に連絡し、次の作業に移行する。<改行>３）作業日毎に作業進入ルート及び作業場所における転回位置が変わるため、作業範囲全体の目標物マップを作成する。その後、作業前ミーティングにおいて作業従事者全員が作業エリア毎に代わる目標物について認識の統一を図る。<改行>		中央開発・川崎地質設計共同体		中央開発株式会社				川崎地質株式会社																																		口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-3点、H29.6.15～H29.7.14（測量・調査、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-3点、H29.6.15～H29.7.14（測量・調査、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）																																																		H29-関東-東京空港-0301.xlsx		6/2/17 13:42		6/19/17 9:51		2017		5		20		23		53		2017		FALSE		23		関東		2017/5/20　23:53		42875.9951388889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ａ滑走路及び取付誘導路他土質調査		・ＪＶ職員がＡ滑走路A10/L10誘導路内でのボーリング作業箇所への移動中（車両運転）に、閉鎖されていないA11/L11誘導路内に誤進入した。当事者もボーリング箇所に設置した防護キャップがないことに気づき即時待避したものの、A11/L11誘導路内に入ろうとした航空機を一時停止させた。		平成29年5月20日 23時53分 頃		陸上		東京国際空港A滑走路（L10~L11）		03:土質調査				02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				17:加害物なし				23:その他(　)		航空機を誘導路上で停止させた		1399:その他：その他						16:勘違い判断をした。																																																										0.00%		0.00%		7.50%		4.30%		22:00　KY活動<改行>22:30　資材ヤード出発<改行>23:40　現場内立入について管制官へ無線連絡し、許可を受け進入開始<改行>23:53　航空機誤進入防止カラーコーンを配置完了し別のカラーコーンの設置に移動しようとしたところA11/L11に誤進入<改行>23:56　管制官より誤進入の無線連絡あり、注意喚起を受ける		１）作業日当日は、JV事務所において全従事者による作業内容の確認、当日の注意事項、人員配置の確認をホワイトボードのみで行っていた。<改行>２）作業指揮命令系統が管理技術者に集中するようになっておらず、担当技術者が独自の判断で次の作業へ移行しており、車両運転と作業箇所明示用コーンの作業を一人で行ったため、注意力が散漫になり目標物確認の忘却に繋がった。<改行>３）作業現場及び移動ルート上にある目標物認識の統一化が図られていなかった。		１）作業前ミーティングにおいて、ホワイトボードによる役割分担及び作業手順の確認を書面上でも行い、見落としが無いよう周知・徹底を図る。<改行>２）作業指揮命令系統を管理技術者に集中させ、書面上でも確認し、各作業終了毎に作業状況を管理技術者に連絡し、次の作業に移行する。<改行>３）作業日毎に作業進入ルート及び作業場所における転回位置が変わるため、作業範囲全体の目標物マップを作成する。その後、作業前ミーティングにおいて作業従事者全員が作業エリア毎に代わる目標物について認識の統一を図る。<改行>		中央開発・川崎地質設計共同体		中央開発株式会社				川崎地質株式会社																																		口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-3点、H29.6.15～H29.7.14（測量・調査、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）								口頭注意<改行>技術審査基準の評価及び期間：-3点、H29.6.15～H29.7.14（測量・調査、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）																																																		H29-関東-東京空港-0301.xlsx		6/2/17 13:42		6/19/17 9:51		2017		5		20		23		53		2017		FALSE		23		関東		2017/5/20　23:53		42875.9951388889

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設護岸築造工事（その３）		本工事は、新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設護岸の基礎工、堤体工、根固工、被覆工、上部工、嵩上工、消波工、裏込め工及び付工を施工するものである。		平成29年5月29日 10時50分 頃		陸上		新潟市東区古湊町　通船川右岸岸壁		21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置		クレーン		16:その他の加害物(　)		クレーンワイヤー		23:その他(　)		物損		0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。		24:相手の行動を確認しなかった。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																		17:安全標識がなかった。										99:その他								当日の「安全衛生指示・伝達事項」の欄に「照明灯に注意」という内容の記載が無かった。		15.50%		15.50%						8:30：作業開始、嵩上工に使用する資機材を、岸壁作業ヤードより起重機船（150t吊）に積込む作業であった。玉掛け・地切り時の安定確認後、合図者によりオペレーターに旋回合図を手合図により行った。10:50：オペレーターは、合図に従い吊荷を巻き上げ、起重機船に向けて旋回開始した。合図者及びオペレーターは旋回方向にある照明灯を認識していたが、吊荷と照明灯との目測を誤り、合図者は停止合図を行ったが、オペレータが気付かず旋回を続け、クレーンワイヤー（4本の内1本）が岸壁施設上の灯具に接触、その弾みで灯具本体が振動し、灯具カバーが外れ落下して破損した。		本事故災害は、合図者の停止合図にオペレーターが気づかず旋回を続けたことにより、クレーンワイヤーが照明灯に接触しレンズを破損したものであるが、人員配置、作業方法及び合図者からオペレーターへの合図の伝達方法を詳細に検討しておらず、現場条件を考慮した作業手順書となっていなかったことや、事故当日のKYミーティングにおいて照明灯に注意することが確認されていたものの、クレーン旋回時の具体的な接触の危険性が作業員全員に認識されていなかったため、事故災害に至ったものと判断される。		・合図を行う際には、手合図に加え、無線機を併用する。<改行>・照明灯周りにネットフェンスを設置し、注意喚起看板を明示する。<改行>・作業手順書に、照明灯周りの注意喚起明示、合図時に無線の併用を追記し、関係者業員に周知する。		本間・不動テトラ特定建設工業共同企業体		株式会社　本間組				株式会社　不動テトラ		北陸支店														新潟建工(株)、有限会社宮澤建設工業																																																																												H29-北陸-新潟-0101.xlsx		6/23/17 15:28		6/23/17 15:28		2017		5		29		10		50		2017		TRUE		23		北陸		2017/5/29　10:50		42884.4513888889

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設護岸築造工事（その３）		本工事は、新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設護岸の基礎工、堤体工、根固工、被覆工、上部工、嵩上工、消波工、裏込め工及び付工を施工するものである。		平成29年5月29日 10時50分 頃		陸上		新潟市東区古湊町　通船川右岸岸壁		21:上部工				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置		クレーン		16:その他の加害物(　)		クレーンワイヤー		23:その他(　)		物損		0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。		24:相手の行動を確認しなかった。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																		17:安全標識がなかった。										99:その他								当日の「安全衛生指示・伝達事項」の欄に「照明灯に注意」という内容の記載が無かった。		15.50%		15.50%						8:30：作業開始、嵩上工に使用する資機材を、岸壁作業ヤードより起重機船（150t吊）に積込む作業であった。玉掛け・地切り時の安定確認後、合図者によりオペレーターに旋回合図を手合図により行った。10:50：オペレーターは、合図に従い吊荷を巻き上げ、起重機船に向けて旋回開始した。合図者及びオペレーターは旋回方向にある照明灯を認識していたが、吊荷と照明灯との目測を誤り、合図者は停止合図を行ったが、オペレータが気付かず旋回を続け、クレーンワイヤー（4本の内1本）が岸壁施設上の灯具に接触、その弾みで灯具本体が振動し、灯具カバーが外れ落下して破損した。		本事故災害は、合図者の停止合図にオペレーターが気づかず旋回を続けたことにより、クレーンワイヤーが照明灯に接触しレンズを破損したものであるが、人員配置、作業方法及び合図者からオペレーターへの合図の伝達方法を詳細に検討しておらず、現場条件を考慮した作業手順書となっていなかったことや、事故当日のKYミーティングにおいて照明灯に注意することが確認されていたものの、クレーン旋回時の具体的な接触の危険性が作業員全員に認識されていなかったため、事故災害に至ったものと判断される。		・合図を行う際には、手合図に加え、無線機を併用する。<改行>・照明灯周りにネットフェンスを設置し、注意喚起看板を明示する。<改行>・作業手順書に、照明灯周りの注意喚起明示、合図時に無線の併用を追記し、関係者業員に周知する。		本間・不動テトラ特定建設工業共同企業体		株式会社　本間組				株式会社　不動テトラ		北陸支店														新潟建工(株)、有限会社宮澤建設工業																																																																												H29-北陸-新潟-0101.xlsx		6/23/17 15:28		6/23/17 15:28		2017		5		29		10		50		2017		TRUE		23		北陸		2017/5/29　10:50		42884.4513888889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区地盤改良等工事		タイヤ式バックホウにより誘導路脇の灯火用ハンドホール及び埋設管を撤去しようとしたところ、ハンドホール横にあった仮設灯火用ケーブルの存在に気がつかず、ケーブルを損傷した。		平成29年6月28日 1時40分 頃		陸上		東京国際空港P誘導路		25:土工				73:伐開・表土除去				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		仮設灯火用ケーブル損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						17:危険を知らずにやった。																																																06:施工計画・作業標準が不備だった。				31:現場内連絡調整が不備だった。						99.00%		99.00%		88.00%		88.00%		1:40　仮設灯火ケーブル損傷<改行>1:57　整備局職員に事故発生報告<改行>3:02　CAB灯電官現場到着、状況確認<改行>3:15　CAB復旧作業開始<改行>3:33　復旧完了		①仮設灯火用ケーブルがあることは知っていたが、撤去ハンドホールよりも遠くにあると思い込んでいた。（現地確認を全線に渡り確認していなかった。）<改行>②作業前に撤去するハンドホールの蓋を開け、配線が無いことを確認したが、周辺の草が伸びており仮設灯火用ケーブルに気がつかなかった。<改行>③刃先監視員が見づらい位置に立っていた。（具体的な配置の指示が作業員に対してなかった。作業手順書にも明記されていなかった）		①施工エリア内の仮設灯火用ケーブル全線の確認を行い、一部木杭で明示する。<改行>②草を刈って移動式ケーブルを目視できるようにする。また、撤去するハンドホール付近のケーブルに蛍光リボンを設置し目視確認できるようにする。<改行>③刃先監視員の具体的な配置を作業手順書に明記し、下請作業員に対し再作業手順教育を実施する。作業時に刃先監視員の配置状況を確認する。<改行>④作業開始時、元請職員は仮設灯火の移動・復旧作業を直線作業で行うように、下請作業員に指導する。また、作業時に下請職員の仮設灯火移動状況を確認する。				飛島建設（株）																																																																																																H29-関東-東京空港-0401.xlsx		7/3/17 10:19		7/3/17 16:41		2017		6		28		1		40		2017		FALSE		23		関東		2017/6/28　1:40		42914.0694444444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区地盤改良等工事		タイヤ式バックホウにより誘導路脇の灯火用ハンドホール及び埋設管を撤去しようとしたところ、ハンドホール横にあった仮設灯火用ケーブルの存在に気がつかず、ケーブルを損傷した。		平成29年6月28日 1時40分 頃		陸上		東京国際空港P誘導路		25:土工				73:伐開・表土除去				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		仮設灯火用ケーブル損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						17:危険を知らずにやった。																																																06:施工計画・作業標準が不備だった。				31:現場内連絡調整が不備だった。						99.00%		99.00%		88.00%		88.00%		1:40　仮設灯火ケーブル損傷<改行>1:57　整備局職員に事故発生報告<改行>3:02　CAB灯電官現場到着、状況確認<改行>3:15　CAB復旧作業開始<改行>3:33　復旧完了		①仮設灯火用ケーブルがあることは知っていたが、撤去ハンドホールよりも遠くにあると思い込んでいた。（現地確認を全線に渡り確認していなかった。）<改行>②作業前に撤去するハンドホールの蓋を開け、配線が無いことを確認したが、周辺の草が伸びており仮設灯火用ケーブルに気がつかなかった。<改行>③刃先監視員が見づらい位置に立っていた。（具体的な配置の指示が作業員に対してなかった。作業手順書にも明記されていなかった）		①施工エリア内の仮設灯火用ケーブル全線の確認を行い、一部木杭で明示する。<改行>②草を刈って移動式ケーブルを目視できるようにする。また、撤去するハンドホール付近のケーブルに蛍光リボンを設置し目視確認できるようにする。<改行>③刃先監視員の具体的な配置を作業手順書に明記し、下請作業員に対し再作業手順教育を実施する。作業時に刃先監視員の配置状況を確認する。<改行>④作業開始時、元請職員は仮設灯火の移動・復旧作業を直線作業で行うように、下請作業員に指導する。また、作業時に下請職員の仮設灯火移動状況を確認する。				飛島建設（株）																																																																																																H29-関東-東京空港-0401.xlsx		7/3/17 10:19		7/3/17 16:41		2017		6		28		1		40		2017		FALSE		23		関東		2017/6/28　1:40		42914.0694444444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区構内道路舗装等工事		新設歩道部にガードパイプの支柱を打ち込み中、東京電力管を破損させ電力ケーブルを損傷し、日本航空(株)羽田整備ビル第二ハンガーを51分間停電させた。		平成29年7月12日 16時34分 頃		陸上		東京国際空港環状八号線施工箇所		22:舗装				84:その他(　)		防護柵工支柱打ち込み		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30								22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設ケーブル損傷		0999:電気：その他の作業		A:危険だと思わなかった														A:危険だと思わなかった																																						04:理解度の確認が不十分だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。						34.00%		27.00%		5.00%		3.00%		ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟの支柱を打込中、東京電力管を損傷させ、電力ｹｰﾌﾞﾙを損傷し日本航空㈱羽田整備ﾋﾞﾙ第二ﾊﾝｶﾞｰを51分間停電させた。<改行>		①埋設位置を示すマーキングが消えていたため、記憶を頼りにマーキングをした（結果間違っていた）<改行>②探査機で反応が無かったため周囲には埋設管が無いと思い込んだ<改行>③一度埋設管の防護コンクリートに当たったが、何に当たったか確認せずに位置をずらして再開した<改行>（確認してれば埋設管に気がついてた）<改行>④探査機に不慣れな作業員が一人で探査した<改行>⑤打ち込み機のすぐそばに作業員がいた		・ﾏｰｷﾝｸﾞは埋設物管理者立会いのもとで行う。<改行>・探査機の使用方法について、再教育を行う。又ﾀﾞﾌﾞﾙﾁｪｯｸの為、2人で行う。<改行>・想定した埋設物の前後1ｍ以内については該当構造物の深さまでの試掘を実施する。<改行>・一度確認した埋設物については消えないように木杭等にて消えないように明示する。<改行>・作業員が近づく必要がないように立入禁止措置を取る。・本支店管理職による現場従事職員への再教育を行う。				地崎道路(株)		東京																														文書注意																																																																H29-関東-東京空港-0601.xlsx		7/24/17 18:31		8/22/17 14:23		2017		7		12		16		34		2017		FALSE		23		関東		2017/7/12　16:34		42928.6902777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区構内道路舗装等工事		新設歩道部にガードパイプの支柱を打ち込み中、東京電力管を破損させ電力ケーブルを損傷し、日本航空(株)羽田整備ビル第二ハンガーを51分間停電させた。		平成29年7月12日 16時34分 頃		陸上		東京国際空港環状八号線施工箇所		22:舗装				84:その他(　)		防護柵工支柱打ち込み		1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30								22:仮設物・建造物等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設ケーブル損傷		0999:電気：その他の作業		A:危険だと思わなかった														A:危険だと思わなかった																																						04:理解度の確認が不十分だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。						34.00%		27.00%		5.00%		3.00%		ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟの支柱を打込中、東京電力管を損傷させ、電力ｹｰﾌﾞﾙを損傷し日本航空㈱羽田整備ﾋﾞﾙ第二ﾊﾝｶﾞｰを51分間停電させた。<改行>		①埋設位置を示すマーキングが消えていたため、記憶を頼りにマーキングをした（結果間違っていた）<改行>②探査機で反応が無かったため周囲には埋設管が無いと思い込んだ<改行>③一度埋設管の防護コンクリートに当たったが、何に当たったか確認せずに位置をずらして再開した<改行>（確認してれば埋設管に気がついてた）<改行>④探査機に不慣れな作業員が一人で探査した<改行>⑤打ち込み機のすぐそばに作業員がいた		・ﾏｰｷﾝｸﾞは埋設物管理者立会いのもとで行う。<改行>・探査機の使用方法について、再教育を行う。又ﾀﾞﾌﾞﾙﾁｪｯｸの為、2人で行う。<改行>・想定した埋設物の前後1ｍ以内については該当構造物の深さまでの試掘を実施する。<改行>・一度確認した埋設物については消えないように木杭等にて消えないように明示する。<改行>・作業員が近づく必要がないように立入禁止措置を取る。・本支店管理職による現場従事職員への再教育を行う。				地崎道路(株)		東京																														文書注意																																																																H29-関東-東京空港-0601.xlsx		7/24/17 18:31		8/22/17 14:23		2017		7		12		16		34		2017		FALSE		23		関東		2017/7/12　16:34		42928.6902777778

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																大分空港滑走路地盤改良工事		地盤改良工の注入作業中に滑走路舗装版が隆起し、滑走路の規定勾配を逸脱した。		平成29年7月13日 1時30分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)																												23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								20:30　朝礼<改行>0:20　注入開始<改行>1:30　自動追尾システムが隆起量5mmを感知し、地盤改良を停止した。								若築建設(株)																				三信建設(株)																																																																												H29-九州-別府-0101.xlsx		8/14/17 13:11		8/14/17 13:12		2017		7		13		1		30		2017		FALSE		23		九州		2017/7/13　1:30		42929.0625

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																大分空港滑走路地盤改良工事		地盤改良工の注入作業中に滑走路舗装版が隆起し、滑走路の規定勾配を逸脱した。		平成29年7月13日 1時30分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)																												23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								20:30　朝礼<改行>0:20　注入開始<改行>1:30　自動追尾システムが隆起量5mmを感知し、地盤改良を停止した。								若築建設(株)																				三信建設(株)																																																																												H29-九州-別府-0101.xlsx		8/14/17 13:11		8/14/17 13:12		2017		7		13		1		30		2017		FALSE		23		九州		2017/7/13　1:30		42929.0625

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																北九州港（田野浦地区）土質調査		ボーリング調査中、GL－1.15ｍ～-1.45ｍをφ66㎜で掘進後、φ145㎜のケーシング挿入作業中に、GL－1.15m付近で岸壁内の給水管を破損させ、給水管内の水が噴出。		平成29年7月21日 10時20分 頃		陸上				03:土質調査				25:試錐																												23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								8:00　朝礼、KY活動<改行>8:30　掘進開始<改行>10:10　ロッド（φ40㎜）からケーシング（φ145㎜）へ切替作業開始<改行>10:20　給水管を破損		施設埋設管位置等の確認、止水弁等の現地確認を行っていなかった。（H25dに土質調査を行った箇所の近傍であったことから、埋設物はないだろうと過信していた）		・給水管復旧作業時は、給水管露出のための掘削作業時における破損に留意する。<改行>・復旧作業は、給水管破損箇所を中心に、給水管配管の延長方向に２ｍ、垂直方向１．５ｍの範囲で行い、舗装版撤去後、小型バックホウで掘削し、埋設表示テープが現れたら、給水管を破損しないよう人力で掘削し、給水管を露出させ復旧を行う。その後、給水管から離した位置へボーリング用ケーシングを建て込み埋め戻しを行い、本業務再開時は、そのケーシングを使用してボーリング作業を再開することで、再度の給水管の破損を防止する。<改行>・作業に関しては、作業開始前に施工手順を作業員に周知した後に実施する。<改行>・給水管以深に他の埋設物がないことを確認する。				基礎地盤コンサルタンツ株式会社																																																																																																H29-九州-北九州-0101.xlsx		8/14/17 13:01		8/14/17 13:01		2017		7		21		10		20		2017		TRUE		23		九州		2017/7/21　10:20		42937.4305555556

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																北九州港（田野浦地区）土質調査		ボーリング調査中、GL－1.15ｍ～-1.45ｍをφ66㎜で掘進後、φ145㎜のケーシング挿入作業中に、GL－1.15m付近で岸壁内の給水管を破損させ、給水管内の水が噴出。		平成29年7月21日 10時20分 頃		陸上				03:土質調査				25:試錐																												23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								8:00　朝礼、KY活動<改行>8:30　掘進開始<改行>10:10　ロッド（φ40㎜）からケーシング（φ145㎜）へ切替作業開始<改行>10:20　給水管を破損		施設埋設管位置等の確認、止水弁等の現地確認を行っていなかった。（H25dに土質調査を行った箇所の近傍であったことから、埋設物はないだろうと過信していた）		・給水管復旧作業時は、給水管露出のための掘削作業時における破損に留意する。<改行>・復旧作業は、給水管破損箇所を中心に、給水管配管の延長方向に２ｍ、垂直方向１．５ｍの範囲で行い、舗装版撤去後、小型バックホウで掘削し、埋設表示テープが現れたら、給水管を破損しないよう人力で掘削し、給水管を露出させ復旧を行う。その後、給水管から離した位置へボーリング用ケーシングを建て込み埋め戻しを行い、本業務再開時は、そのケーシングを使用してボーリング作業を再開することで、再度の給水管の破損を防止する。<改行>・作業に関しては、作業開始前に施工手順を作業員に周知した後に実施する。<改行>・給水管以深に他の埋設物がないことを確認する。				基礎地盤コンサルタンツ株式会社																																																																																																H29-九州-北九州-0101.xlsx		8/14/17 13:01		8/14/17 13:01		2017		7		21		10		20		2017		TRUE		23		九州		2017/7/21　10:20		42937.4305555556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港B滑走路北側エプロン他舗装等工事（その２）		仮設場周柵撤去工において、仮設門扉の基礎コンクリートを油圧ブレーカーにて撤去作業中、基礎コンクリート側近に埋設されていた警備センサー用埋設ケーブル（電源１条、光２条）を切断し、警備センサー約１，０８０ｍ、監視カメラ６基が停止した。		平成29年8月18日 9時15分 頃				東京国際空港内		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		撤去工		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								04:車両系建設機械		解体用		15:起因物と同じ				23:その他(　)		ケーブル切断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						16:勘違い判断をした。																																																04:理解度の確認が不十分だった。				31:現場内連絡調整が不備だった。						8.30%		8.30%		100.00%		76.00%		8:15　ＫＹ活動（横断管は死管なので撤去可、活管に注意の指示）10:21　発注者へ第一報<改行>9:00　門扉基礎撤去開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11:05　立哨警備開始<改行>9:15　ケーブル損傷事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16:40　電源ケーブル復旧作業開始（17:45完了）<改行>9:40　ＣＡＢより整備局に停電情報。各現場確認指示　　　 ［翌日］10:20　光ケーブル復旧作業開始（13:20完了）<改行>10:00　ケーブル切断を確認し作業中止　　　　　　　　　　　　　　　　16:50全面復旧<改行><改行><改行><改行>		①盛土前は埋設管位置を管理していたが、盛土後は埋設管明示をしていなかった。<改行>②埋設位置、深さ等の基本情報は元請～1次下請まで周知されていたが、2次下請は口頭のみでしか情報が伝えられず、活管・死管の位置についてオペが誤認した。<改行>③試掘箇所は下請が現地で決めており、元請の指示がなかった。<改行>④元請が試掘結果に基づいた指示を行わず、現場を離れる際にその後の指示もしなかった。<改行>⑤元請から下請の周知・伝達・確認方法が曖昧であった<改行>⑥発注者からの埋設物損傷防止の協力文書について、周知内容が現場で確実に実施されているか未確認であった		①埋設明示が消滅する場合は埋設明示の復旧を行う<改行>②埋設情報等は元請から2次下請にまで書面で明確に基本情報を周知する<改行>③元請が試掘箇所を選定し、試掘作業の確認をする<改行>④試掘結果について元請職員が確認するまで次施工を行わないこととする。現場を離れる際は埋設物確認シートを確認する<改行>⑤支店から元請職員に教育する。<改行>⑥空港内のケーブル切断事故は甚大な被害に繋がる可能性が高いということを作業員全員に教育する。<改行>				鹿島道路(株)		東京支店																																				口頭注意１ヶ月																																																										H29-関東-東京空港-0901.xlsx		8/30/17 15:20		10/5/17 11:15		2017		8		18		9		15		2017		FALSE		23		関東		2017/8/18　9:15		42965.3854166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港B滑走路北側エプロン他舗装等工事（その２）		仮設場周柵撤去工において、仮設門扉の基礎コンクリートを油圧ブレーカーにて撤去作業中、基礎コンクリート側近に埋設されていた警備センサー用埋設ケーブル（電源１条、光２条）を切断し、警備センサー約１，０８０ｍ、監視カメラ６基が停止した。		平成29年8月18日 9時15分 頃				東京国際空港内		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		撤去工		1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30								04:車両系建設機械		解体用		15:起因物と同じ				23:その他(　)		ケーブル切断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						16:勘違い判断をした。																																																04:理解度の確認が不十分だった。				31:現場内連絡調整が不備だった。						8.30%		8.30%		100.00%		76.00%		8:15　ＫＹ活動（横断管は死管なので撤去可、活管に注意の指示）10:21　発注者へ第一報<改行>9:00　門扉基礎撤去開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11:05　立哨警備開始<改行>9:15　ケーブル損傷事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16:40　電源ケーブル復旧作業開始（17:45完了）<改行>9:40　ＣＡＢより整備局に停電情報。各現場確認指示　　　 ［翌日］10:20　光ケーブル復旧作業開始（13:20完了）<改行>10:00　ケーブル切断を確認し作業中止　　　　　　　　　　　　　　　　16:50全面復旧<改行><改行><改行><改行>		①盛土前は埋設管位置を管理していたが、盛土後は埋設管明示をしていなかった。<改行>②埋設位置、深さ等の基本情報は元請～1次下請まで周知されていたが、2次下請は口頭のみでしか情報が伝えられず、活管・死管の位置についてオペが誤認した。<改行>③試掘箇所は下請が現地で決めており、元請の指示がなかった。<改行>④元請が試掘結果に基づいた指示を行わず、現場を離れる際にその後の指示もしなかった。<改行>⑤元請から下請の周知・伝達・確認方法が曖昧であった<改行>⑥発注者からの埋設物損傷防止の協力文書について、周知内容が現場で確実に実施されているか未確認であった		①埋設明示が消滅する場合は埋設明示の復旧を行う<改行>②埋設情報等は元請から2次下請にまで書面で明確に基本情報を周知する<改行>③元請が試掘箇所を選定し、試掘作業の確認をする<改行>④試掘結果について元請職員が確認するまで次施工を行わないこととする。現場を離れる際は埋設物確認シートを確認する<改行>⑤支店から元請職員に教育する。<改行>⑥空港内のケーブル切断事故は甚大な被害に繋がる可能性が高いということを作業員全員に教育する。<改行>				鹿島道路(株)		東京支店																																				口頭注意１ヶ月																																																										H29-関東-東京空港-0901.xlsx		8/30/17 15:20		10/5/17 11:15		2017		8		18		9		15		2017		FALSE		23		関東		2017/8/18　9:15		42965.3854166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港C誘導路他地盤改良工事		夜間工事が終了し、２ｔトラックでヤードに戻る際、居眠り運転をして場周道路脇にある警備システムキュービクルの基礎コンクリートに乗り上げた後、キュービクル建屋に衝突・損傷させた。		平成29年9月20日 4時55分 頃		陸上		東京国際空港内場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		建物への衝突		0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。																																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										37.30%		32.50%						21:00　ワークステーションでIDカード受領・入場　　　　5:16　整備局、5:18　CABへ通報<改行>23:00　朝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5:30　現場検証開始<改行>0:00　誘導路入場・作業開始　　　　　　　　　　　　　　　 7:00　現場検証終了<改行>4:35　作業終了、２ｔトラック退場<改行>4:55　仮設ヤードへ移動中、２ｔトラックが接触・衝突		・居眠り運転に関する事前教育を行っていたのにも関わらず、作業完了した気の緩みと疲れが重なり漫然運転した<改行>・運転歴の浅い作業員が一人で運転していた<改行>・運航ルート上の危険箇所を示したハザードマップに今回の対象物が含まれていなかった		・施工エリア退場前に、班長が作業員の体調チェックを行う<改行>・居眠り防止センサーアラーム<改行>・運転未熟者には同乗者をつける<改行>・対象物を危険箇所を示したハザードマップに追加し、周知・再教育する<改行>・対象物に反射板・LEDカラーコーンを設置して注意喚起する		若築・あおみ特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				あおみ建設（株）																																		措置無し								措置無し																																																		H29-関東-東京空港-1001.xlsx		10/5/17 11:50		11/6/17 16:29		2017		9		20		4		55		2017		FALSE		23		関東		2017/9/20　4:55		42998.2048611111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港C誘導路他地盤改良工事		夜間工事が終了し、２ｔトラックでヤードに戻る際、居眠り運転をして場周道路脇にある警備システムキュービクルの基礎コンクリートに乗り上げた後、キュービクル建屋に衝突・損傷させた。		平成29年9月20日 4時55分 頃		陸上		東京国際空港内場周道路		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		建物への衝突		0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。																																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										37.30%		32.50%						21:00　ワークステーションでIDカード受領・入場　　　　5:16　整備局、5:18　CABへ通報<改行>23:00　朝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5:30　現場検証開始<改行>0:00　誘導路入場・作業開始　　　　　　　　　　　　　　　 7:00　現場検証終了<改行>4:35　作業終了、２ｔトラック退場<改行>4:55　仮設ヤードへ移動中、２ｔトラックが接触・衝突		・居眠り運転に関する事前教育を行っていたのにも関わらず、作業完了した気の緩みと疲れが重なり漫然運転した<改行>・運転歴の浅い作業員が一人で運転していた<改行>・運航ルート上の危険箇所を示したハザードマップに今回の対象物が含まれていなかった		・施工エリア退場前に、班長が作業員の体調チェックを行う<改行>・居眠り防止センサーアラーム<改行>・運転未熟者には同乗者をつける<改行>・対象物を危険箇所を示したハザードマップに追加し、周知・再教育する<改行>・対象物に反射板・LEDカラーコーンを設置して注意喚起する		若築・あおみ特定建設工事共同企業体		若築建設（株）				あおみ建設（株）																																		措置無し								措置無し																																																		H29-関東-東京空港-1001.xlsx		10/5/17 11:50		11/6/17 16:29		2017		9		20		4		55		2017		FALSE		23		関東		2017/9/20　4:55		42998.2048611111

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																新潟港（西港地区）第二西防波堤築造工事		本工事は、新潟港（西港地区）第二西防波堤の基礎工、被覆工、嵩上工、消波工及び付工を施工するものである。		平成29年9月28日 11時0分 頃		海上		信濃川左岸⑩護岸		19:コンクリートブロック据付				84:その他(　)		係船中		2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		26:その他の起因物(　)		起重機船（400t吊）		15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										99:その他								作業中止判断の遅れ		55.90%		54.70%						9月28日（木）6:30　起重機船（400ｔ吊）を信濃川左岸の⑩護岸からブロック積込護岸に移動。<改行>9月28日（木）7:50　積込み準備の作業中に天候が急変し、雨・風が強くなったため作業を中止。  作業中止後、起重機船を最初に係留していた⑩護岸に移動し係留。<改行>9月28日（木）11:00　風が強まり港口からのうねりも加わり船体が動揺し、うねりによる上下運動により⑩護岸に船体が打ち付けられ、緩衝材(タイヤ)が護岸に接触し、その衝撃力が⑩護岸上部工端部のコンクリートに伝わり破損しと推測される。		人的要因：天候の崩れは予測出来ていたが、予測を甘く見てしまった。<改行>物理的要因：荒天時に係船する岸壁に移動出来ず、時化や強風時に係船に適さない護岸に係留せざるを得なくなった。<改行>管理的要因：天候悪化予測の甘さとその後の状況判断の遅れにより、時化や強風時に係留に適さない場所と認識しつつも、そこに移動せざるを得なくなってしまった。事故発生の報告者及び報告を受けた者が単独で認識し、誤った判断をしたことが事故発生後も損傷させたままの状態で放置することになった。		①天候悪化の予報時はインターネットにより最新情報を得ることで安全に移動出来る内に荒天時に係船する岸壁に移動する。避難場所を確保し船を避難させることを優先する。<改行>②時化や強風予報であれば船舶を待避を優先し、荒天時の係船に適さない⑩護岸での係留は行わない。<改行>③護岸の持つ機能を考えた上で船舶の係留計画を立て、時化予報の前日には移動する。予報を過小評価せず、安全優先で作業中止を決定する。事故報告を受けた場合、単独の判断では無く報告者と共に確認を行い的確な事故処理に当たる。				株式会社近藤組																				高橋秋和建設株式会社				株式会社幸洋建設																																																																								H29-北陸-新潟-0301.xlsx		12/7/17 8:32		12/7/17 8:32		2017		9		28		11		0		2017		TRUE		23		北陸		2017/9/28　11:0		43006.4583333333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																新潟港（西港地区）第二西防波堤築造工事		本工事は、新潟港（西港地区）第二西防波堤の基礎工、被覆工、嵩上工、消波工及び付工を施工するものである。		平成29年9月28日 11時0分 頃		海上		信濃川左岸⑩護岸		19:コンクリートブロック据付				84:その他(　)		係船中		2:曇り				3:やや波が高い（1.0～1.5）		4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		1:有		26:その他の起因物(　)		起重機船（400t吊）		15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										99:その他								作業中止判断の遅れ		55.90%		54.70%						9月28日（木）6:30　起重機船（400ｔ吊）を信濃川左岸の⑩護岸からブロック積込護岸に移動。<改行>9月28日（木）7:50　積込み準備の作業中に天候が急変し、雨・風が強くなったため作業を中止。  作業中止後、起重機船を最初に係留していた⑩護岸に移動し係留。<改行>9月28日（木）11:00　風が強まり港口からのうねりも加わり船体が動揺し、うねりによる上下運動により⑩護岸に船体が打ち付けられ、緩衝材(タイヤ)が護岸に接触し、その衝撃力が⑩護岸上部工端部のコンクリートに伝わり破損しと推測される。		人的要因：天候の崩れは予測出来ていたが、予測を甘く見てしまった。<改行>物理的要因：荒天時に係船する岸壁に移動出来ず、時化や強風時に係船に適さない護岸に係留せざるを得なくなった。<改行>管理的要因：天候悪化予測の甘さとその後の状況判断の遅れにより、時化や強風時に係留に適さない場所と認識しつつも、そこに移動せざるを得なくなってしまった。事故発生の報告者及び報告を受けた者が単独で認識し、誤った判断をしたことが事故発生後も損傷させたままの状態で放置することになった。		①天候悪化の予報時はインターネットにより最新情報を得ることで安全に移動出来る内に荒天時に係船する岸壁に移動する。避難場所を確保し船を避難させることを優先する。<改行>②時化や強風予報であれば船舶を待避を優先し、荒天時の係船に適さない⑩護岸での係留は行わない。<改行>③護岸の持つ機能を考えた上で船舶の係留計画を立て、時化予報の前日には移動する。予報を過小評価せず、安全優先で作業中止を決定する。事故報告を受けた場合、単独の判断では無く報告者と共に確認を行い的確な事故処理に当たる。				株式会社近藤組																				高橋秋和建設株式会社				株式会社幸洋建設																																																																								H29-北陸-新潟-0301.xlsx		12/7/17 8:32		12/7/17 8:32		2017		9		28		11		0		2017		TRUE		23		北陸		2017/9/28　11:0		43006.4583333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港A滑走路高速脱出誘導路他排水施設改良等工事		23時からA滑走路を閉鎖し、A誘導路は0時から閉鎖する予定であったが、A誘導路は23時から閉鎖と勘違いして誤進入し、管制官から指摘されたことで誤っていたことに気がついた。これにより、当該誘導路付近を通行してC滑走路へ向かおうとした航空機を迂回させた。（影響６分間）		平成29年11月1日 23時5分 頃		陸上		東京国際空港A誘導路		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)				1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。				16:勘違い判断をした。																																		99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。																		23:00のA滑走路及びA3･L3誘導路閉鎖により当工事の作業開始が管制より許可され、L2誘導路を横断しL3誘導路に進入。その際L3のみ誤進入防止用カラーコーンを設置する予定であったが、職員の勘違いにより0:00に閉鎖予定であるA誘導路に進入し、不要なカラーコーンを設置した事により航空機が当該誘導路を通行出来なくなり迂回したため、遅延が発生した。		・新規の工種が始まる当日であったため、緊張及び焦りがあった<改行>・誤進入防止カラーコーン設置手順書が、「個人が勘違いした場合」に対応したものではなかった<改行>・誤進入防止配置計画に記載された「カラーコーン設置時間」がわかりにくかった		・職員間での誤進入防止配置計画を再確認<改行>・入場前にトランシーバーを用い、設置位置・時間の認識共有確認<改行>・管制から許可後、無線責任者は許可されたことを設置担当者にトランシーバで伝える<改行>・再確認者は設置されたカラーコーンを直ちに確認する<改行>・誤進入防止配置計画に設置時間を記入し、閉鎖箇所を色分けする<改行>・事前打ち合わせ時に設置時間を安全当番が読み上げ、各担当者が復唱する		東洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				りんかい日産建設（株）																																		口頭注意1ヶ月								口頭注意1ヶ月																																																		H29-関東-東京空港-1301.xlsx		12/1/17 13:40		12/1/17 14:24		2017		11		1		23		5		2017		FALSE		23		関東		2017/11/1　23:5		43040.9618055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港A滑走路高速脱出誘導路他排水施設改良等工事		23時からA滑走路を閉鎖し、A誘導路は0時から閉鎖する予定であったが、A誘導路は23時から閉鎖と勘違いして誤進入し、管制官から指摘されたことで誤っていたことに気がついた。これにより、当該誘導路付近を通行してC滑走路へ向かおうとした航空機を迂回させた。（影響６分間）		平成29年11月1日 23時5分 頃		陸上		東京国際空港A誘導路		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)				1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				15:気持ちがあせっていた。				16:勘違い判断をした。																																		99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。																		23:00のA滑走路及びA3･L3誘導路閉鎖により当工事の作業開始が管制より許可され、L2誘導路を横断しL3誘導路に進入。その際L3のみ誤進入防止用カラーコーンを設置する予定であったが、職員の勘違いにより0:00に閉鎖予定であるA誘導路に進入し、不要なカラーコーンを設置した事により航空機が当該誘導路を通行出来なくなり迂回したため、遅延が発生した。		・新規の工種が始まる当日であったため、緊張及び焦りがあった<改行>・誤進入防止カラーコーン設置手順書が、「個人が勘違いした場合」に対応したものではなかった<改行>・誤進入防止配置計画に記載された「カラーコーン設置時間」がわかりにくかった		・職員間での誤進入防止配置計画を再確認<改行>・入場前にトランシーバーを用い、設置位置・時間の認識共有確認<改行>・管制から許可後、無線責任者は許可されたことを設置担当者にトランシーバで伝える<改行>・再確認者は設置されたカラーコーンを直ちに確認する<改行>・誤進入防止配置計画に設置時間を記入し、閉鎖箇所を色分けする<改行>・事前打ち合わせ時に設置時間を安全当番が読み上げ、各担当者が復唱する		東洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				りんかい日産建設（株）																																		口頭注意1ヶ月								口頭注意1ヶ月																																																		H29-関東-東京空港-1301.xlsx		12/1/17 13:40		12/1/17 14:24		2017		11		1		23		5		2017		FALSE		23		関東		2017/11/1　23:5		43040.9618055556

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ａ滑走路高速脱出誘導路他排水施設改良等工事		Ａ滑走路閉鎖中の作業が完了し、誘導路灯火養生用カラーコーンを撤去して退去する際、車両をＵターンさせたところ誘導路灯火に車両で接触し破損させた。		平成29年11月16日 4時30分 頃		陸上		東京国際空港Ｌ－３誘導路		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ																26:その他の起因物(　)		工事車両		15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両接触		0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車																																																																								22:15　朝礼・ＫＹ活動　　　　　　　　　　　　　　　　　4:33　CAB運航情報官へ第一報<改行>23:00　Ａ滑走路閉鎖・作業開始　　　　　　　　　　 4:34　発注者へ第一報<改行>3:55　作業終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5:12　CAB灯電官が灯火の復旧作業開始<改行>4:27　L-3誘導路灯火養生の撤去開始　　　　　　 5:30　灯火の復旧作業完了<改行>4:30　事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6:30　誘導路閉鎖解除（定刻どおり）		・車両を転回させる際、センターからショルダー方向に向かって左転回させた<改行>・ショルダー側へ転回した際、灯火を通り過ぎたと思い込み、当該灯火を見落とした<改行>・灯火養生撤去後にショルダー内に進入した<改行>・灯火養生撤去車両の停車位置が灯火に近すぎた<改行>・周囲の確認が不足した		・繰り返し教育を行い、安全意識を向上させる<改行>・車両の転回はショルダーライン側からセンターラインに向かって行う<改行>・灯火養生撤去後はショルダー内に進入禁止とする<改行>・灯火付近に停車する際は、5m以上灯火から離隔を取る<改行>・乗車前に自分の位置・周囲の確認を行い、車両発進前に指差し確認する		東洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				りんかい日産建設（株）																																		措置無し								措置無し																																																		H29-関東-東京空港-1401.xlsx		12/1/17 14:24		1/9/18 15:08		2017		11		16		4		30		2017		FALSE		23		関東		2017/11/16　4:30		43055.1875

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港Ａ滑走路高速脱出誘導路他排水施設改良等工事		Ａ滑走路閉鎖中の作業が完了し、誘導路灯火養生用カラーコーンを撤去して退去する際、車両をＵターンさせたところ誘導路灯火に車両で接触し破損させた。		平成29年11月16日 4時30分 頃		陸上		東京国際空港Ｌ－３誘導路		29:その他(　)				02:作業準備				1:晴れ																26:その他の起因物(　)		工事車両		15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両接触		0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車																																																																								22:15　朝礼・ＫＹ活動　　　　　　　　　　　　　　　　　4:33　CAB運航情報官へ第一報<改行>23:00　Ａ滑走路閉鎖・作業開始　　　　　　　　　　 4:34　発注者へ第一報<改行>3:55　作業終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5:12　CAB灯電官が灯火の復旧作業開始<改行>4:27　L-3誘導路灯火養生の撤去開始　　　　　　 5:30　灯火の復旧作業完了<改行>4:30　事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6:30　誘導路閉鎖解除（定刻どおり）		・車両を転回させる際、センターからショルダー方向に向かって左転回させた<改行>・ショルダー側へ転回した際、灯火を通り過ぎたと思い込み、当該灯火を見落とした<改行>・灯火養生撤去後にショルダー内に進入した<改行>・灯火養生撤去車両の停車位置が灯火に近すぎた<改行>・周囲の確認が不足した		・繰り返し教育を行い、安全意識を向上させる<改行>・車両の転回はショルダーライン側からセンターラインに向かって行う<改行>・灯火養生撤去後はショルダー内に進入禁止とする<改行>・灯火付近に停車する際は、5m以上灯火から離隔を取る<改行>・乗車前に自分の位置・周囲の確認を行い、車両発進前に指差し確認する		東洋・りんかい日産特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				りんかい日産建設（株）																																		措置無し								措置無し																																																		H29-関東-東京空港-1401.xlsx		12/1/17 14:24		1/9/18 15:08		2017		11		16		4		30		2017		FALSE		23		関東		2017/11/16　4:30		43055.1875

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		日高		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																日高港塩屋地区泊地(-12m)浚渫工事(第13工区)		グラブ浚渫船が係留岸壁より浚渫場所へ押航するため、前方（隣接）岸壁で砂揚作業を行っているガット船のアンカーを避けようと、離岸後に右回頭作業を行った。その際、グラブ浚渫船の左船尾がラバータラップ及び防舷材台座コンクリートに接触し、損傷させた。		平成29年11月20日 8時44分 頃		海上		日高港塩屋地区岸壁(-5.5m)前面		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		岸壁付帯設備の損傷		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																																								13.00%		10.30%		7.70%		3.60%		揚土場所に接岸していたグラブ浚渫船を浚渫場所へ移動させて浚渫作業を実施する際に、以下の状況により物損事故が発生した。①グラブ浚渫船を浚渫場所へ移動させるため、本船操作員1 名(船長)、甲板員3 名、揚錨船2 名を配置し、揚土場所から離岸した。②前方の岸壁でガット船が荷揚げ作業を行っており、グラブ浚渫船の航行ルートがガット船のアンカーで狭くなっていたため、グラブ浚渫船の右回頭作業が必要であった。③グラブ浚渫船が右回頭した際に岸壁との離隔が不十分であったため、左舷船尾部が岸壁のラバータラップ及び防舷材基礎コンクリートと接触し、損傷させてしまった。		グラブ浚渫船の航行ルート前方で荷役作業中のガット船のアンカーを避けるため回頭する際に岸壁との接触を避けるため、離岸してから回頭作業を行おうとしていたが、目測を誤り離岸距離が不十分なまま回頭したため岸壁への接触に至ったものであり、操船者の慣れからくるヒューマンエラーの人的要因が今回の事故要因と考えられる。		・グラブ浚渫船が岸壁へ接舷及び離舷をする際、隣接している物揚場で作業を実施している場合は、回頭作業を要する作業は実施しない。・グラブ浚渫船が岸壁へ接舷及び離舷する際は、岸壁上にも見張員を配置し無線連絡を密に行う。また、岸壁上の人払いを行う。・グラブ浚渫船離岸の際はスパッド及びスラスターを使用し、岸壁から十分安全な離隔の確保（約30m：当日の気象等により船長が事前に判断）を見張り員が確認し、船長に連絡してから回頭し曳航する。・今回の事例に対する反省点を作業員から聴収し、再発防止教育に活かすとともに安全第一の意識を高めるため、新規入場者教育資料及び理解度テストを見直し、再教育を実施する。				東亜建設工業株式会社		大阪支店																		株式会社明生工業				家島建設株式会社																																																																								H29-近畿-和歌山-0101.xlsx		4/2/18 21:50		4/2/18 21:50		2017		11		20		8		44		2017		TRUE		23		近畿		2017/11/20　8:44		43059.3638888889

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		日高		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																日高港塩屋地区泊地(-12m)浚渫工事(第13工区)		グラブ浚渫船が係留岸壁より浚渫場所へ押航するため、前方（隣接）岸壁で砂揚作業を行っているガット船のアンカーを避けようと、離岸後に右回頭作業を行った。その際、グラブ浚渫船の左船尾がラバータラップ及び防舷材台座コンクリートに接触し、損傷させた。		平成29年11月20日 8時44分 頃		海上		日高港塩屋地区岸壁(-5.5m)前面		05:浚渫・床掘り				13:作業船の転船				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		岸壁付帯設備の損傷		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																																								13.00%		10.30%		7.70%		3.60%		揚土場所に接岸していたグラブ浚渫船を浚渫場所へ移動させて浚渫作業を実施する際に、以下の状況により物損事故が発生した。①グラブ浚渫船を浚渫場所へ移動させるため、本船操作員1 名(船長)、甲板員3 名、揚錨船2 名を配置し、揚土場所から離岸した。②前方の岸壁でガット船が荷揚げ作業を行っており、グラブ浚渫船の航行ルートがガット船のアンカーで狭くなっていたため、グラブ浚渫船の右回頭作業が必要であった。③グラブ浚渫船が右回頭した際に岸壁との離隔が不十分であったため、左舷船尾部が岸壁のラバータラップ及び防舷材基礎コンクリートと接触し、損傷させてしまった。		グラブ浚渫船の航行ルート前方で荷役作業中のガット船のアンカーを避けるため回頭する際に岸壁との接触を避けるため、離岸してから回頭作業を行おうとしていたが、目測を誤り離岸距離が不十分なまま回頭したため岸壁への接触に至ったものであり、操船者の慣れからくるヒューマンエラーの人的要因が今回の事故要因と考えられる。		・グラブ浚渫船が岸壁へ接舷及び離舷をする際、隣接している物揚場で作業を実施している場合は、回頭作業を要する作業は実施しない。・グラブ浚渫船が岸壁へ接舷及び離舷する際は、岸壁上にも見張員を配置し無線連絡を密に行う。また、岸壁上の人払いを行う。・グラブ浚渫船離岸の際はスパッド及びスラスターを使用し、岸壁から十分安全な離隔の確保（約30m：当日の気象等により船長が事前に判断）を見張り員が確認し、船長に連絡してから回頭し曳航する。・今回の事例に対する反省点を作業員から聴収し、再発防止教育に活かすとともに安全第一の意識を高めるため、新規入場者教育資料及び理解度テストを見直し、再教育を実施する。				東亜建設工業株式会社		大阪支店																		株式会社明生工業				家島建設株式会社																																																																								H29-近畿-和歌山-0101.xlsx		4/2/18 21:50		4/2/18 21:50		2017		11		20		8		44		2017		TRUE		23		近畿		2017/11/20　8:44		43059.3638888889

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成28年度清水港富士見地区付帯施設工事		　年明けに起重機船を回航するため、年末年始期間は起重機船を湾内に錨泊させ、陸上との交通のための作業船を岸壁に係留していた。<改行>　大潮（干潮）時に西風（向岸風）が吹いたことにより係留中の作業船が岸壁側に押し付けられ、防舷材の下端に船体の外板が潜り込んだ状態で上げ潮となり、上げ潮に伴い船体が徐々に傾き、海水が機関室に入水した。それにより、海面上にビルジが漏出したものである。　		平成30年1月3日 9時0分 頃		海上		清水港江尻17号岸壁		29:その他(　)				84:その他(　)		係留中		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		油流出		1399:その他：その他																																																																								○1/3<改行>　・　-　　第三者から海上保安部に船が傾いている旨連絡あり<改行>　・8:57　海上保安部より元請に連絡あり<改行>　・9:30～10:00　作業船により当該作業船を引き出し（復元完了）<改行>　・10:00～11:45　吸着マット及び大型土のう準備。オイルフェンス展張。<改行>　・11:45～13:30　上記作業内容を海上保安部に報告し、作業待機<改行>　・13:30～15:00　吸着マットにて油処理実施→吸着マット回収。起重機船の準備。<改行>　・15:00～15:40　起重機船到着後、海上保安部立会の元、当該作業船を起重機船に引き揚げ。オイルフェンスを起重機船に引き揚げ。<改行>　・16:30～17:00　起重機船を係留岸壁に移動。		作業船係留場所の岸壁構造を踏まえた係留方法の検討が不十分であった。<改行>（小型船対応の岸壁ではなかった。コンクリート台座に防舷材が取り付けられた張り出した構造となっていた。）		①岸壁構造等を考慮して入念な係留対策を講じるように社員に再教育を行う。<改行>②岸壁に対して平行に係留する場合は、作業船の岸壁側に緩衝材（俵ブイ等）を設置する。<改行>③岸壁係留時は、沖側へアンカーを打ち、岸壁との離隔を確保する。（可能な場合）<改行>④沖側にアンカーを打ち、岸壁に対して垂直方向に係留する。（可能な場合）				五洋建設(株)		名古屋支店																		井上工業（株）				河崎海事（株）																																																																								H29-中部-清水-0101.xlsx		1/25/18 18:09		1/25/18 18:09		2018		1		3		9		0		2017		TRUE		23		中部		2018/1/3　9:0		43103.375

		中部地方整備局		清水港湾事務所		清水		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成28年度清水港富士見地区付帯施設工事		　年明けに起重機船を回航するため、年末年始期間は起重機船を湾内に錨泊させ、陸上との交通のための作業船を岸壁に係留していた。<改行>　大潮（干潮）時に西風（向岸風）が吹いたことにより係留中の作業船が岸壁側に押し付けられ、防舷材の下端に船体の外板が潜り込んだ状態で上げ潮となり、上げ潮に伴い船体が徐々に傾き、海水が機関室に入水した。それにより、海面上にビルジが漏出したものである。　		平成30年1月3日 9時0分 頃		海上		清水港江尻17号岸壁		29:その他(　)				84:その他(　)		係留中		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		油流出		1399:その他：その他																																																																								○1/3<改行>　・　-　　第三者から海上保安部に船が傾いている旨連絡あり<改行>　・8:57　海上保安部より元請に連絡あり<改行>　・9:30～10:00　作業船により当該作業船を引き出し（復元完了）<改行>　・10:00～11:45　吸着マット及び大型土のう準備。オイルフェンス展張。<改行>　・11:45～13:30　上記作業内容を海上保安部に報告し、作業待機<改行>　・13:30～15:00　吸着マットにて油処理実施→吸着マット回収。起重機船の準備。<改行>　・15:00～15:40　起重機船到着後、海上保安部立会の元、当該作業船を起重機船に引き揚げ。オイルフェンスを起重機船に引き揚げ。<改行>　・16:30～17:00　起重機船を係留岸壁に移動。		作業船係留場所の岸壁構造を踏まえた係留方法の検討が不十分であった。<改行>（小型船対応の岸壁ではなかった。コンクリート台座に防舷材が取り付けられた張り出した構造となっていた。）		①岸壁構造等を考慮して入念な係留対策を講じるように社員に再教育を行う。<改行>②岸壁に対して平行に係留する場合は、作業船の岸壁側に緩衝材（俵ブイ等）を設置する。<改行>③岸壁係留時は、沖側へアンカーを打ち、岸壁との離隔を確保する。（可能な場合）<改行>④沖側にアンカーを打ち、岸壁に対して垂直方向に係留する。（可能な場合）				五洋建設(株)		名古屋支店																		井上工業（株）				河崎海事（株）																																																																								H29-中部-清水-0101.xlsx		1/25/18 18:09		1/25/18 18:09		2018		1		3		9		0		2017		TRUE		23		中部		2018/1/3　9:0		43103.375

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港外港地区防波堤(第二中央)築造工事		本工事は、八戸港外港地区防波堤(第二中央)の構造物撤去工、基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、消波工、雑工及び付帯工を施工するものである。		平成30年1月29日 9時14分 頃		海上		防波堤港内側		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		起重機船アンカー		15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損事故		1399:その他：その他																																												99:その他								ケーブルの敷設位置を潜水調査で確認していなかった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。										85.40%		80.90%		77.80%		66.70%		8:45 １隻目ｺﾝｸﾘｰﾄ打設終了。起重機船の係留解除開始。9:03 ともｱﾝｶｰ巻き上げ開始。計測ﾃﾞｰﾀに異変。9:11 ｱﾝｶｰ引揚完了。曳航開始。9:14 ﾅｳﾌｧｽ欠測、ｹｰﾌﾞﾙが切断されたと考えられる。13:00 欠測の連絡有。17:00 観測小屋の機器を点検。異常なし。波高計本体との間のｹｰﾌﾞﾙの抵抗値がないことから、ｹｰﾌﾞﾙが断線している可能性があると報告。1月30日 14:30 ｹｰﾌﾞﾙﾁｪｯｶｰにて測定した結果、観測所から900m地点にて信号が途切れていることが判明。900m地点はおよそ第二中央防波堤の港内側。2月1日 9:30 潜水調査でｹｰﾌﾞﾙ切断を確認。沖へ続くｹｰﾌﾞﾙを発見。2月9日 10:00 もう片方のｹｰﾌﾞﾙ片を確認。		１隻目コンクリート打設終了後、起重機船のアンカーを引き揚げる作業を開始した。ともアンカーを巻き上げ完了したあと、次のコンクリート積込のため岸壁に向かった。その時、アンカーに波高計ケーブルが絡み、一緒に巻き上げたまま曳航したため、ケーブルが切断したと考えられる。(ケーブルの最小破断荷重は約110kN、およそ11t程度の張力で破断する)　船員は作業中違和感を感じなかったため、そのまま作業を続けていた。		①海中にあるケーブルの位置を潜水士で確認してから、ケーブル敷設位置を20m間隔に青旗(5本程度)で明示する。その付近では投錨を行わないように周知を行う。②ケーブルから20m程度離れた位置を赤旗にて明示し、赤旗の内側で投錨を行う。さらに、GPSにて位置確認を行ってからアンカーの投錨を行う。③再度、作業員全員にケーブル位置を周知させ、付近には投錨を行わないよう指導する。？起重機船の操船上、やむを得ず波高計ケーブル付近に投錨した場合は、アンカーの状態を目視で確認し、異常がないことを確認してから曳航作業を行うことを徹底する。⑤作業手順の周知、遵守を徹底させる。				五洋建設（株）		東北支店																																																																																														H29-東北-八戸-0301.xlsx		3/12/18 10:37		3/12/18 10:37		2018		1		29		9		14		2017		TRUE		23		東北		2018/1/29　9:14		43129.3847222222

		東北地方整備局		八戸港湾・空港整備事務所		八戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																八戸港外港地区防波堤(第二中央)築造工事		本工事は、八戸港外港地区防波堤(第二中央)の構造物撤去工、基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、消波工、雑工及び付帯工を施工するものである。		平成30年1月29日 9時14分 頃		海上		防波堤港内側		21:上部工				61:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		起重機船アンカー		15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損事故		1399:その他：その他																																												99:その他								ケーブルの敷設位置を潜水調査で確認していなかった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。										85.40%		80.90%		77.80%		66.70%		8:45 １隻目ｺﾝｸﾘｰﾄ打設終了。起重機船の係留解除開始。9:03 ともｱﾝｶｰ巻き上げ開始。計測ﾃﾞｰﾀに異変。9:11 ｱﾝｶｰ引揚完了。曳航開始。9:14 ﾅｳﾌｧｽ欠測、ｹｰﾌﾞﾙが切断されたと考えられる。13:00 欠測の連絡有。17:00 観測小屋の機器を点検。異常なし。波高計本体との間のｹｰﾌﾞﾙの抵抗値がないことから、ｹｰﾌﾞﾙが断線している可能性があると報告。1月30日 14:30 ｹｰﾌﾞﾙﾁｪｯｶｰにて測定した結果、観測所から900m地点にて信号が途切れていることが判明。900m地点はおよそ第二中央防波堤の港内側。2月1日 9:30 潜水調査でｹｰﾌﾞﾙ切断を確認。沖へ続くｹｰﾌﾞﾙを発見。2月9日 10:00 もう片方のｹｰﾌﾞﾙ片を確認。		１隻目コンクリート打設終了後、起重機船のアンカーを引き揚げる作業を開始した。ともアンカーを巻き上げ完了したあと、次のコンクリート積込のため岸壁に向かった。その時、アンカーに波高計ケーブルが絡み、一緒に巻き上げたまま曳航したため、ケーブルが切断したと考えられる。(ケーブルの最小破断荷重は約110kN、およそ11t程度の張力で破断する)　船員は作業中違和感を感じなかったため、そのまま作業を続けていた。		①海中にあるケーブルの位置を潜水士で確認してから、ケーブル敷設位置を20m間隔に青旗(5本程度)で明示する。その付近では投錨を行わないように周知を行う。②ケーブルから20m程度離れた位置を赤旗にて明示し、赤旗の内側で投錨を行う。さらに、GPSにて位置確認を行ってからアンカーの投錨を行う。③再度、作業員全員にケーブル位置を周知させ、付近には投錨を行わないよう指導する。？起重機船の操船上、やむを得ず波高計ケーブル付近に投錨した場合は、アンカーの状態を目視で確認し、異常がないことを確認してから曳航作業を行うことを徹底する。⑤作業手順の周知、遵守を徹底させる。				五洋建設（株）		東北支店																																																																																														H29-東北-八戸-0301.xlsx		3/12/18 10:37		3/12/18 10:37		2018		1		29		9		14		2017		TRUE		23		東北		2018/1/29　9:14		43129.3847222222

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																平成29年度福岡空港エプロン改良工事		　エプロン舗装版撤去材を仮置場所へダンプトラックにより運搬作業を実施。運搬作業完了後、構内道路が汚れたため、散水車により車道を清掃。その後、夜間の冷え込みにより気温が低下したことで、散水した範囲の路面において、凍結が発生し、車両事故（一般車両2台、バイク１台が破損）、一般車両の運転手（1名）とバイクの運転手が負傷。また、工作物が一部損傷し、交通障害（約2時間）が発生。		平成30年1月31日 5時0分 頃		陸上				29:その他(　)																																23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								0:00　仮置場所での作業開始<改行>2:07　仮置場所での作業完了<改行>3:00　道路清掃のため、散水<改行>5:00頃　車両事故が発生		①夜間作業開始前に当日の気温予測は氷点下になる事を確認していたが、散水作業着手前に温度確認を実施しなかった。（路面凍結までには至らないであろうという思い込みにより、散水を実施した。）<改行>②仮置場での夜間作業は、今年に入って初めての実施であったため、構内道路の路面凍結に対して注意が足りなかった。		①路面清掃方法<改行>寒中期における夜間の路面清掃は､散水による清掃は行わず､手押式スイーパーと竹ぼうきにて清掃を行う｡また、散水による路面清掃が必要な場合は、昼間に気温の上昇を確認した上で行う。<改行>②路面清掃作業の管理<改行>・路面清掃作業について、状況確認等の許可及び管理を行う。<改行>・路面清掃実施日はKY活動の際に、具体的な清掃作業方法を周知徹底する。<改行>・チェックリスト（清掃作業日報）は、主任技術者が散水清掃前の気温を確認し、清掃時の気温、作業時間を記載する。　<改行>・新規入場者訓練時には事故事例、路面清掃時の許可についても教育を行う。<改行>③清掃完了後は清掃状況確認を行う。<改行>④不測の事態に対応するため、凍結防止剤を備蓄しておく｡				世紀東急工業株式会社																																九州地方整備局管内		reserved-43231x1F		reserved-43261x1F																																																												H29-九州-博多-0301.xlsx		2/15/18 22:17		5/25/18 11:14		2018		1		31		5		0		2017		FALSE		23		九州		2018/1/31　5:0		43131.2083333333

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																平成29年度福岡空港エプロン改良工事		　エプロン舗装版撤去材を仮置場所へダンプトラックにより運搬作業を実施。運搬作業完了後、構内道路が汚れたため、散水車により車道を清掃。その後、夜間の冷え込みにより気温が低下したことで、散水した範囲の路面において、凍結が発生し、車両事故（一般車両2台、バイク１台が破損）、一般車両の運転手（1名）とバイクの運転手が負傷。また、工作物が一部損傷し、交通障害（約2時間）が発生。		平成30年1月31日 5時0分 頃		陸上				29:その他(　)																																23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								0:00　仮置場所での作業開始<改行>2:07　仮置場所での作業完了<改行>3:00　道路清掃のため、散水<改行>5:00頃　車両事故が発生		①夜間作業開始前に当日の気温予測は氷点下になる事を確認していたが、散水作業着手前に温度確認を実施しなかった。（路面凍結までには至らないであろうという思い込みにより、散水を実施した。）<改行>②仮置場での夜間作業は、今年に入って初めての実施であったため、構内道路の路面凍結に対して注意が足りなかった。		①路面清掃方法<改行>寒中期における夜間の路面清掃は､散水による清掃は行わず､手押式スイーパーと竹ぼうきにて清掃を行う｡また、散水による路面清掃が必要な場合は、昼間に気温の上昇を確認した上で行う。<改行>②路面清掃作業の管理<改行>・路面清掃作業について、状況確認等の許可及び管理を行う。<改行>・路面清掃実施日はKY活動の際に、具体的な清掃作業方法を周知徹底する。<改行>・チェックリスト（清掃作業日報）は、主任技術者が散水清掃前の気温を確認し、清掃時の気温、作業時間を記載する。　<改行>・新規入場者訓練時には事故事例、路面清掃時の許可についても教育を行う。<改行>③清掃完了後は清掃状況確認を行う。<改行>④不測の事態に対応するため、凍結防止剤を備蓄しておく｡				世紀東急工業株式会社																																九州地方整備局管内		reserved-43231x1F		reserved-43261x1F																																																												H29-九州-博多-0301.xlsx		2/15/18 22:17		5/25/18 11:14		2018		1		31		5		0		2017		FALSE		23		九州		2018/1/31　5:0		43131.2083333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際遠地区Ｐ誘導路他舗装等工事		誘導路上での夜間作業終了後、仮設ヤードに退去する際、元請職員が運転する照明車が照明部分のブームを上げたまま走行し、国際線ターミナルのＧＳＥ通路上にある人道橋に照明が激突し、破損させた。		平成30年2月7日 5時55分 頃		陸上		東京国際空港国際線ターミナルＧＳＥ通路		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。				13:油断、軽視した。																																												99:その他								若手の単独行動		81.00%		57.00%		81.00%		57.00%		1:40　夜間作業開始                    6:02　発注者へ第一報<改行>5:30　作業終了　　　　　　　　　　　　　6:20　運航情報官到着・車線規制開始<改行>5:45　運航情報官ﾗﾝｳｪｲﾁｪｯｸ開始　10:20　事故車両、路面清掃完了<改行>5:52　ﾗﾝｳｪｲﾁｪｯｸ終了・退去開始　　10:30　緊急補修工事開始<改行>5:55　事故発生　　　　　　　　　　　　　12:30　補修完了・車線規制解除		①照明車の格納場所が守られてなかった<改行>②照明車の運転手が一人で照明格納を確認していた<改行>③照明車の運転手が照明格納を失念した<改行>④若手従事者が単独で運転していた<改行>⑤過去の災害事例が活かされていなかった		①作業後の自主点検の後、現場内で照明を格納し消灯する<改行>②一人で確認せず、ダブルチェックを実施する<改行>③ランウェイチェック時の対応はＬＥＤ灯光器（ハンディ）で対応する<改行>④若手従事者の単独行動、不安全行動を抑止できる作業環境を作る<改行>⑤事故事例を事前に考えることで安全意識を向上させる				(株)ＮＩＰＰＯ																																						措置無し																																																										H29-関東-東京空港-1501.xlsx		3/5/18 10:44		3/12/18 16:25		2018		2		7		5		55		2017		FALSE		18		関東		2018/2/7　5:55		43138.2465277778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際遠地区Ｐ誘導路他舗装等工事		誘導路上での夜間作業終了後、仮設ヤードに退去する際、元請職員が運転する照明車が照明部分のブームを上げたまま走行し、国際線ターミナルのＧＳＥ通路上にある人道橋に照明が激突し、破損させた。		平成30年2月7日 5時55分 頃		陸上		東京国際空港国際線ターミナルＧＳＥ通路		29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。				13:油断、軽視した。																																												99:その他								若手の単独行動		81.00%		57.00%		81.00%		57.00%		1:40　夜間作業開始                    6:02　発注者へ第一報<改行>5:30　作業終了　　　　　　　　　　　　　6:20　運航情報官到着・車線規制開始<改行>5:45　運航情報官ﾗﾝｳｪｲﾁｪｯｸ開始　10:20　事故車両、路面清掃完了<改行>5:52　ﾗﾝｳｪｲﾁｪｯｸ終了・退去開始　　10:30　緊急補修工事開始<改行>5:55　事故発生　　　　　　　　　　　　　12:30　補修完了・車線規制解除		①照明車の格納場所が守られてなかった<改行>②照明車の運転手が一人で照明格納を確認していた<改行>③照明車の運転手が照明格納を失念した<改行>④若手従事者が単独で運転していた<改行>⑤過去の災害事例が活かされていなかった		①作業後の自主点検の後、現場内で照明を格納し消灯する<改行>②一人で確認せず、ダブルチェックを実施する<改行>③ランウェイチェック時の対応はＬＥＤ灯光器（ハンディ）で対応する<改行>④若手従事者の単独行動、不安全行動を抑止できる作業環境を作る<改行>⑤事故事例を事前に考えることで安全意識を向上させる				(株)ＮＩＰＰＯ																																						措置無し																																																										H29-関東-東京空港-1501.xlsx		3/5/18 10:44		3/12/18 16:25		2018		2		7		5		55		2017		FALSE		18		関東		2018/2/7　5:55		43138.2465277778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区Ｐ誘導路他舗装等工事		Ｌ誘導路において路面切削を実施している際、廃材の積み込みを完了した大型ダンプトラックが現場を退場するために指定されたＵターン場所で展開せず指定範囲を超えて大回りしたため、ショルダーに設置された誘導路灯火を破損させた。		平成30年2月22日 2時10分 頃		陸上		東京国際空港Ｌ誘導路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		19:よそ見をしていた。		14:放心、考えごとをしていた。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										92.00%		61.00%		98.00%		35.00%		Ｌ誘導路において路面切削を実施している際、廃材の積み込みを完了した大型ダンプトラックが現場を退場するために指定されたＵターン場所で展開せず指定範囲を超えて大回りしたため、ショルダーに設置された誘導路灯火を破損させた。<改行>1:00　閉鎖開始　　2:12　発注者に第一報　　　　　　　　　　<改行>1:10　作業開始    2:52　灯電官が現場到着、灯器取替え開始<改行>2:10　事故発生    4:56　取替え修理完了		①ダンプ運転手がＵターン場所を見落とした<改行>②Ｕターン場所を行き過ぎた場合の対策がされていなかった<改行>③日々のプラントでの送出し教育だけでは不十分だった		①進入禁止カラーコーンと明示板を取り付けた連絡車を設置する<改行>②灯火養生範囲をＵターン場所から５０ｍ先までとする<改行>③通常ルートから外れた場合に車両を停止させるよう、再教育を行う<改行>④プラントでの送出し教育に加えて、車両待機場所で当日従事する運転手を集めて、元請職員が当日の経路・危険ポイントを再周知・再確認する				(株)ＮＩＰＰＯ																																						措置無し																																																										H29-関東-東京空港-1601.xlsx		3/5/18 11:12		3/28/18 13:38		2018		2		22		2		10		2017		FALSE		18		関東		2018/2/22　2:10		43153.0902777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港国際線地区Ｐ誘導路他舗装等工事		Ｌ誘導路において路面切削を実施している際、廃材の積み込みを完了した大型ダンプトラックが現場を退場するために指定されたＵターン場所で展開せず指定範囲を超えて大回りしたため、ショルダーに設置された誘導路灯火を破損させた。		平成30年2月22日 2時10分 頃		陸上		東京国際空港Ｌ誘導路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		19:よそ見をしていた。		14:放心、考えごとをしていた。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										92.00%		61.00%		98.00%		35.00%		Ｌ誘導路において路面切削を実施している際、廃材の積み込みを完了した大型ダンプトラックが現場を退場するために指定されたＵターン場所で展開せず指定範囲を超えて大回りしたため、ショルダーに設置された誘導路灯火を破損させた。<改行>1:00　閉鎖開始　　2:12　発注者に第一報　　　　　　　　　　<改行>1:10　作業開始    2:52　灯電官が現場到着、灯器取替え開始<改行>2:10　事故発生    4:56　取替え修理完了		①ダンプ運転手がＵターン場所を見落とした<改行>②Ｕターン場所を行き過ぎた場合の対策がされていなかった<改行>③日々のプラントでの送出し教育だけでは不十分だった		①進入禁止カラーコーンと明示板を取り付けた連絡車を設置する<改行>②灯火養生範囲をＵターン場所から５０ｍ先までとする<改行>③通常ルートから外れた場合に車両を停止させるよう、再教育を行う<改行>④プラントでの送出し教育に加えて、車両待機場所で当日従事する運転手を集めて、元請職員が当日の経路・危険ポイントを再周知・再確認する				(株)ＮＩＰＰＯ																																						措置無し																																																										H29-関東-東京空港-1601.xlsx		3/5/18 11:12		3/28/18 13:38		2018		2		22		2		10		2017		FALSE		18		関東		2018/2/22　2:10		43153.0902777778

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																広島港湾・空港整備事務所等庁舎建築工事		本工事は広島港湾・空港整備事務所等庁舎の新築に伴う建築工事を行うものである。		平成30年2月26日 0時0分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置		移動式クレーン		15:起因物と同じ				03:激突				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。				21:連絡合図がなかった。																																		21:物を置いた場所が悪かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。				07:作業の安全指示が不適切だった。						78.00%		69.00%		70.00%		65.00%		路面に仮置きされていた仮設材をクレーン付トラックを用いて荷台（自腹）に積み込んだところ、クレーンブームの先端が地上高約８ｍの街灯のガラスカバーに接触し損傷させた。		①クレーン付トラック運転者が指揮者の合図を待つこと無く積み込み作業を行った。<改行>②頭上に街路灯がある場所で吊り荷作業を実施した。<改行>③作業手順書では玉掛合図者・誘導員・クレーン付トラック運転手の３名体制により作業を実施することで計画していたが、作業手順の徹底不足と作業員の安全に対する意識が希薄であったため遵守されていなかった。		①玉掛け合図者を作業指揮者としていたが、別途作業指揮者を１名追加配置し、安全強化を図る。<改行>②クレーン付トラックの作業については安全作業確認書を作成していなかったため、新たに作成し指揮系統と安全指示内容を明確化し、現場作業員に対する周知徹底を図る。<改行>③日々の朝礼、ＫＹ活動、安全衛生日誌により安全に関する指導の強化徹底を図る。<改行>④吊り荷作業を行う場合はなるべく街路灯など既存構造物がブーム旋回範囲に入らないよう車両配置を検討する。				大之木建設株式会社																				株式会社スエマサ				有限会社英光工業																																																																								H30-中国-広島-0101.xlsx		3/12/18 18:46		3/12/18 18:46		2018		2		26		0		0		2017		TRUE		3		中国		2018/2/26　0:0		43157

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																広島港湾・空港整備事務所等庁舎建築工事		本工事は広島港湾・空港整備事務所等庁舎の新築に伴う建築工事を行うものである。		平成30年2月26日 0時0分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						14:物上げ装置		移動式クレーン		15:起因物と同じ				03:激突				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。				21:連絡合図がなかった。																																		21:物を置いた場所が悪かった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。				07:作業の安全指示が不適切だった。						78.00%		69.00%		70.00%		65.00%		路面に仮置きされていた仮設材をクレーン付トラックを用いて荷台（自腹）に積み込んだところ、クレーンブームの先端が地上高約８ｍの街灯のガラスカバーに接触し損傷させた。		①クレーン付トラック運転者が指揮者の合図を待つこと無く積み込み作業を行った。<改行>②頭上に街路灯がある場所で吊り荷作業を実施した。<改行>③作業手順書では玉掛合図者・誘導員・クレーン付トラック運転手の３名体制により作業を実施することで計画していたが、作業手順の徹底不足と作業員の安全に対する意識が希薄であったため遵守されていなかった。		①玉掛け合図者を作業指揮者としていたが、別途作業指揮者を１名追加配置し、安全強化を図る。<改行>②クレーン付トラックの作業については安全作業確認書を作成していなかったため、新たに作成し指揮系統と安全指示内容を明確化し、現場作業員に対する周知徹底を図る。<改行>③日々の朝礼、ＫＹ活動、安全衛生日誌により安全に関する指導の強化徹底を図る。<改行>④吊り荷作業を行う場合はなるべく街路灯など既存構造物がブーム旋回範囲に入らないよう車両配置を検討する。				大之木建設株式会社																				株式会社スエマサ				有限会社英光工業																																																																								H30-中国-広島-0101.xlsx		3/12/18 18:46		3/12/18 18:46		2018		2		26		0		0		2017		TRUE		3		中国		2018/2/26　0:0		43157

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																川崎港臨港道路東扇島水江町線アプローチ部撤去他工事		クローラクレーン（4.9t）を回送しようとしたところ、クレーンのブームを上げたまま走行したため、NTT架空線に接触し、ワイヤー被覆を損傷させた。		平成30年3月2日 15時0分 頃		陸上				29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								14:物上げ装置		移動式クレーン		15:起因物と同じ				23:その他(　)				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。				13:油断、軽視した。																																		17:安全標識がなかった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。				10:指揮者、誘導員をつけていなかった。						50.00%		45.80%		50.00%		45.80%		9:30　産廃搬出作業開始<改行>14:50作業終了しクレーンを回送開始<改行>15:00事故発生<改行>16:30NTT立会（被覆のみの損傷を確認）<改行>17:55発注者へ事故報告		・前日まで計画していた協力会社の重機運転者が体調不良で休み代わりの運転手がおらず、計画予定外の元請職員が運転した<改行>・運転席右側を目視確認するためブームを上げたまま移動した<改行>・架空線の意識が欠如していた<改行>・作業場所から仮設ヤードまでの移動時のルールが明確化されていなかった		・元請職員の作業は禁止し、資格者がいない場合は作業中止する<改行>・クレーン移動する際は重機誘導者をつけて合図で移動する<改行>・クレーン移動の際はブームを下げて移動する<改行>・架空線高さ明示を設置する<改行>・作業手順書に移動時ルールを定め、周知徹底を図る				東鉄工業（株）																																						口頭注意1ヶ月																																																										H29-関東-京浜-0201.xlsx		3/28/18 14:13		3/28/18 14:13		2018		3		2		15		0		2017		TRUE		23		関東		2018/3/2　15:0		43161.625

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																川崎港臨港道路東扇島水江町線アプローチ部撤去他工事		クローラクレーン（4.9t）を回送しようとしたところ、クレーンのブームを上げたまま走行したため、NTT架空線に接触し、ワイヤー被覆を損傷させた。		平成30年3月2日 15時0分 頃		陸上				29:その他(　)				84:その他(　)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								14:物上げ装置		移動式クレーン		15:起因物と同じ				23:その他(　)				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。				13:油断、軽視した。																																		17:安全標識がなかった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。				10:指揮者、誘導員をつけていなかった。						50.00%		45.80%		50.00%		45.80%		9:30　産廃搬出作業開始<改行>14:50作業終了しクレーンを回送開始<改行>15:00事故発生<改行>16:30NTT立会（被覆のみの損傷を確認）<改行>17:55発注者へ事故報告		・前日まで計画していた協力会社の重機運転者が体調不良で休み代わりの運転手がおらず、計画予定外の元請職員が運転した<改行>・運転席右側を目視確認するためブームを上げたまま移動した<改行>・架空線の意識が欠如していた<改行>・作業場所から仮設ヤードまでの移動時のルールが明確化されていなかった		・元請職員の作業は禁止し、資格者がいない場合は作業中止する<改行>・クレーン移動する際は重機誘導者をつけて合図で移動する<改行>・クレーン移動の際はブームを下げて移動する<改行>・架空線高さ明示を設置する<改行>・作業手順書に移動時ルールを定め、周知徹底を図る				東鉄工業（株）																																						口頭注意1ヶ月																																																										H29-関東-京浜-0201.xlsx		3/28/18 14:13		3/28/18 14:13		2018		3		2		15		0		2017		TRUE		23		関東		2018/3/2　15:0		43161.625

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		小松飛行場		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																小松空港誘導路改良外1件工事		平成30年3月6日（火）1時5分頃小松空港制限区域内西側雪溜場において、バックホウにて舗装版撤去時に、管路埋戻しのグースアスファルトが同時に持ち上がり、管路を損傷させた。		平成30年3月6日 1時5分 頃		陸上		小松空港内										2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		2:50～200						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				08:機械・装置等を不安全に動かした。																																						04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										79.00%		69.00%		85.00%		76.00%		21:00　舗装版取り壊しに伴う、作業前打合せ実施<改行>21:45　作業開始<改行>1:05　　雪溜場の舗装版撤去時、舗装内にあった灯火配管をバックホウ0.45m3級で破損させた。<改行>		・配管部（配管上部に埋戻し舗装材を含む）と既設舗装版の付着や縁切り（切断深度）など、埋設物周辺の状況確認が不足していた。<改行>・埋設物の埋戻し舗装材と既設舗装の縁が切れていると思い込んだ。<改行>・夜間のため事故発生時の連絡を躊躇した。		・埋設物の有無の確認を行い、危険箇所マップを作成。作業従事者全員に周知させ、現地確認を行う。<改行>・埋設物の現地マーキングの実施を行い、カラーコーンを設置し、注意喚起を行う。<改行>・撤去物と埋設物との分離措置として、アスファルトカッターにて切断作業を行い、損傷防止に努める。<改行>・経験年数のある刃先誘導員を配置し、事故防止に努める。<改行>・不明な埋設物等が発見された場合は、保全措置を行うとともに関係者に速やかな連絡を行う。				北川ヒューテック（株）																																																																																																H30-北陸-港空部-0101.xlsx		4/4/18 19:27		4/4/18 19:27		2018		3		6		1		5		2017		FALSE		23		北陸		2018/3/6　1:5		43165.0451388889

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		小松飛行場		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																小松空港誘導路改良外1件工事		平成30年3月6日（火）1時5分頃小松空港制限区域内西側雪溜場において、バックホウにて舗装版撤去時に、管路埋戻しのグースアスファルトが同時に持ち上がり、管路を損傷させた。		平成30年3月6日 1時5分 頃		陸上		小松空港内										2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		2:50～200						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				08:機械・装置等を不安全に動かした。																																						04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。										79.00%		69.00%		85.00%		76.00%		21:00　舗装版取り壊しに伴う、作業前打合せ実施<改行>21:45　作業開始<改行>1:05　　雪溜場の舗装版撤去時、舗装内にあった灯火配管をバックホウ0.45m3級で破損させた。<改行>		・配管部（配管上部に埋戻し舗装材を含む）と既設舗装版の付着や縁切り（切断深度）など、埋設物周辺の状況確認が不足していた。<改行>・埋設物の埋戻し舗装材と既設舗装の縁が切れていると思い込んだ。<改行>・夜間のため事故発生時の連絡を躊躇した。		・埋設物の有無の確認を行い、危険箇所マップを作成。作業従事者全員に周知させ、現地確認を行う。<改行>・埋設物の現地マーキングの実施を行い、カラーコーンを設置し、注意喚起を行う。<改行>・撤去物と埋設物との分離措置として、アスファルトカッターにて切断作業を行い、損傷防止に努める。<改行>・経験年数のある刃先誘導員を配置し、事故防止に努める。<改行>・不明な埋設物等が発見された場合は、保全措置を行うとともに関係者に速やかな連絡を行う。				北川ヒューテック（株）																																																																																																H30-北陸-港空部-0101.xlsx		4/4/18 19:27		4/4/18 19:27		2018		3		6		1		5		2017		FALSE		23		北陸		2018/3/6　1:5		43165.0451388889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港施工状況確認補助業務		本業務は東京空港整備事務所における東京国際空港整備事業に関する工事実施の検査補助を行うものであり、調査職員を支援し、当該発注工事等の円滑な履行及び品質確保を図ることを目的とする業務である。事故当日は、夜間閉鎖された誘導路の舗装改良工事の施工状況検査を実施していた。		平成30年4月8日 5時53分 頃		陸上		誘導路		29:その他(　)		検査補助		84:その他(　)		施工状況検査		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。				99:その他																																		99:その他								車両を駐車する位置が灯火に近すぎた		04:理解度の確認が不十分だった。										1.10%		1.10%						22:00　夜間作業の打合せ（整備事務所）　　　　　　　　　05:58　航空局に第一報<改行>23:00　現場入場準備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　05:59　発注者に第一報<改行>00:20　待機場所で工事業者の無線許可を受け入場　　06:15　航空局現地着<改行>02:50　立会の為、立会箇所に近い場所に車を停める　 06:50　本人・施工業者は現場退出<改行>05:53　立会が完了し退去の際に誘導路灯火を損傷　　 06:58　復旧作業完了		①立会場所に近づくために指定された駐車場から別の場所に車両を移動した<改行>②移動場所がショルダー内だった<改行>③運転手が乗車前に周囲を確認しなかった<改行>④担当技術者の安全意識が低かった<改行>⑤ショルダー内駐車禁止の周知・情報共有が徹底されていなかった		①繰り返し教育を行い安全意識を向上させる<改行>②指定された駐車場に駐車する<改行>③乗車前に周囲の確認を行い安全を確認する。<改行>④ショルダー内の駐車禁止<改行>⑤抜き打ちの安全巡視、事故事例の周知徹底		（一財）港湾空港総合技術センター(株)ポルテック設計共同体		（一財）港湾空港総合技術センター				(株)ポルテック																																		措置無し								措置無し																																																		H30-関東-東京空港-0101.xlsx		5/22/18 17:51		5/22/18 17:53		2018		4		8		5		53		2018		FALSE		18		関東		2018/4/8　5:53		43198.2451388889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港施工状況確認補助業務		本業務は東京空港整備事務所における東京国際空港整備事業に関する工事実施の検査補助を行うものであり、調査職員を支援し、当該発注工事等の円滑な履行及び品質確保を図ることを目的とする業務である。事故当日は、夜間閉鎖された誘導路の舗装改良工事の施工状況検査を実施していた。		平成30年4月8日 5時53分 頃		陸上		誘導路		29:その他(　)		検査補助		84:その他(　)		施工状況検査		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。				99:その他																																		99:その他								車両を駐車する位置が灯火に近すぎた		04:理解度の確認が不十分だった。										1.10%		1.10%						22:00　夜間作業の打合せ（整備事務所）　　　　　　　　　05:58　航空局に第一報<改行>23:00　現場入場準備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　05:59　発注者に第一報<改行>00:20　待機場所で工事業者の無線許可を受け入場　　06:15　航空局現地着<改行>02:50　立会の為、立会箇所に近い場所に車を停める　 06:50　本人・施工業者は現場退出<改行>05:53　立会が完了し退去の際に誘導路灯火を損傷　　 06:58　復旧作業完了		①立会場所に近づくために指定された駐車場から別の場所に車両を移動した<改行>②移動場所がショルダー内だった<改行>③運転手が乗車前に周囲を確認しなかった<改行>④担当技術者の安全意識が低かった<改行>⑤ショルダー内駐車禁止の周知・情報共有が徹底されていなかった		①繰り返し教育を行い安全意識を向上させる<改行>②指定された駐車場に駐車する<改行>③乗車前に周囲の確認を行い安全を確認する。<改行>④ショルダー内の駐車禁止<改行>⑤抜き打ちの安全巡視、事故事例の周知徹底		（一財）港湾空港総合技術センター(株)ポルテック設計共同体		（一財）港湾空港総合技術センター				(株)ポルテック																																		措置無し								措置無し																																																		H30-関東-東京空港-0101.xlsx		5/22/18 17:51		5/22/18 17:53		2018		4		8		5		53		2018		FALSE		18		関東		2018/4/8　5:53		43198.2451388889

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																那覇空港西側地区エプロン新設工事		本工事は、那覇空港西側地区エプロンを新設するもので、構造物撤去工、空港土工、小型水路工、空港舗<改行>装工、照明施設工、飛行場標識工、付帯施設工、仮設工および磁気探査を施工するものである。<改行>		平成30年4月16日 16時45分 頃		陸上		制限区域内の道路上										1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		バックホウのブームが回送時に架空線に接触		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。				13:油断、軽視した。																																												07:作業の安全指示が不適切だった。										26.00%		23.00%		26.00%		23.00%		① 16：40～土砂置場からの重機回送作業開始　作業内容(4tダンプにてバックホウ(0.2m3)を回送) <改行>② 16：45～重機回送中に架空線を破損 (電話線、通信線)。 <改行>③ 16：48～事故者からNIPPOへ事故の報告 <改行>④ 16：58～発注者へ事故内容報告 <改行>⑤ 19：10～現場復旧のため協和エクシオ到着し、現場状況確認 <改行>⑥ 19：40～協和エクシオによる応急処置完了（本復旧は明日実施） <改行>⑦ 20：20～現場養生、応急処置を実施し、NIPPO現場退出		① 自己判断で作業指示以外の作業をした。<改行>② 重機作業でオペレータ(指名運転者)が作業しなかった。 <改行>③ ダンプトラックでバックホウを回送した。 <改行>④ 通行ルートの周知がされていなかった。<改行>⑤ 安全指示が具体的にできていなかった。		＜現場における対策＞<改行>・作業指示及び安全指示内容把握の徹底<改行>・重機に指名運転者を指名し、鍵を管理<改行>・新規入場時、再入場時及びルート変更時における走行ルート教育の徹底				(株)　ＮＩＰＰＯ　沖縄統括事業所																				酒井建設(株)				オリジンジャパン(株)								沖縄総合事務局管内																																																																H30-沖総局-那覇-0001.xlsx		5/7/18 14:04		5/7/18 14:04		2018		4		16		16		45		2018		FALSE		23		沖縄		2018/4/16　16:45		43206.6979166667

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																那覇空港西側地区エプロン新設工事		本工事は、那覇空港西側地区エプロンを新設するもので、構造物撤去工、空港土工、小型水路工、空港舗<改行>装工、照明施設工、飛行場標識工、付帯施設工、仮設工および磁気探査を施工するものである。<改行>		平成30年4月16日 16時45分 頃		陸上		制限区域内の道路上										1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		バックホウのブームが回送時に架空線に接触		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。				13:油断、軽視した。																																												07:作業の安全指示が不適切だった。										26.00%		23.00%		26.00%		23.00%		① 16：40～土砂置場からの重機回送作業開始　作業内容(4tダンプにてバックホウ(0.2m3)を回送) <改行>② 16：45～重機回送中に架空線を破損 (電話線、通信線)。 <改行>③ 16：48～事故者からNIPPOへ事故の報告 <改行>④ 16：58～発注者へ事故内容報告 <改行>⑤ 19：10～現場復旧のため協和エクシオ到着し、現場状況確認 <改行>⑥ 19：40～協和エクシオによる応急処置完了（本復旧は明日実施） <改行>⑦ 20：20～現場養生、応急処置を実施し、NIPPO現場退出		① 自己判断で作業指示以外の作業をした。<改行>② 重機作業でオペレータ(指名運転者)が作業しなかった。 <改行>③ ダンプトラックでバックホウを回送した。 <改行>④ 通行ルートの周知がされていなかった。<改行>⑤ 安全指示が具体的にできていなかった。		＜現場における対策＞<改行>・作業指示及び安全指示内容把握の徹底<改行>・重機に指名運転者を指名し、鍵を管理<改行>・新規入場時、再入場時及びルート変更時における走行ルート教育の徹底				(株)　ＮＩＰＰＯ　沖縄統括事業所																				酒井建設(株)				オリジンジャパン(株)								沖縄総合事務局管内																																																																H30-沖総局-那覇-0001.xlsx		5/7/18 14:04		5/7/18 14:04		2018		4		16		16		45		2018		FALSE		23		沖縄		2018/4/16　16:45		43206.6979166667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																大阪港北港南地区岸壁(-16m)(C12 延伸)埋立工事(第2工区)		1.4m3バックホウを現地搬入し、荷下ろしされたバックホウが移動した際にブームが架線に接触し切断した。		平成30年5月10日 8時30分 頃		陸上				26:埋立				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線の損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																																								2.50%		2.50%		0.00%		0.00%		1.4m3バックホウ及び重ダンプの組立を実施する際に、以下の状況により物損事故が発生した。<改行>①　重ダンプを組み立てるため、付近に置いていたバックホウを移動させる必要性が生じた。<改行>②　重ダンプの荷台を積んでいるトレーラーの通路を確保するために、バックホウを架空線がある側へ移動させた。<改行>③　架空線存在の目視確認が不十分のままバックホウを移動させたため、バックホウのアームが電線に接触し、切断させてしまった。		バックホウ操作者は当日の搬入時に架空線の存在を認識していたが、移動時はその存在を忘れ架空線がある側へ移動させ、かつ目視確認が不十分であった。<改行>作業指揮者が一時的に作業から目を離していた。<改行>事故発生前の重機搬入時に架空線の存在を目視で確認したと思い込み、朝礼時KY等で架空線の存在を周知徹底していなかった。		架空線付近での作業は原則禁止とし、やむを得ず作業を行う場合は、以下の対策を行う。<改行>・架空線から離隔を保てる場所にバリケードを設置し、バリケードには注意喚起看板を取り付ける。<改行>・重機や大型車両の移動時、架空線がある場合は、誘導員を配置する。<改行>・朝礼時KY等で架空線の存在を周知徹底する。<改行>・作業員が変更になる場合は現場の状況及びルールを送り出し教育、新規入場時教育で周知徹底する。				東亜建設工業株式会社																				セイホ工業株式会社				株式会社石本建設														口頭注意																																																										H30-近畿-大阪-0101.xlsx		7/6/18 14:34		7/6/18 14:34		2018		5		10		8		30		2018		TRUE		23		近畿		2018/5/10　8:30		43230.3541666667

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		大阪		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																大阪港北港南地区岸壁(-16m)(C12 延伸)埋立工事(第2工区)		1.4m3バックホウを現地搬入し、荷下ろしされたバックホウが移動した際にブームが架線に接触し切断した。		平成30年5月10日 8時30分 頃		陸上				26:埋立				02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線の損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。																																																								2.50%		2.50%		0.00%		0.00%		1.4m3バックホウ及び重ダンプの組立を実施する際に、以下の状況により物損事故が発生した。<改行>①　重ダンプを組み立てるため、付近に置いていたバックホウを移動させる必要性が生じた。<改行>②　重ダンプの荷台を積んでいるトレーラーの通路を確保するために、バックホウを架空線がある側へ移動させた。<改行>③　架空線存在の目視確認が不十分のままバックホウを移動させたため、バックホウのアームが電線に接触し、切断させてしまった。		バックホウ操作者は当日の搬入時に架空線の存在を認識していたが、移動時はその存在を忘れ架空線がある側へ移動させ、かつ目視確認が不十分であった。<改行>作業指揮者が一時的に作業から目を離していた。<改行>事故発生前の重機搬入時に架空線の存在を目視で確認したと思い込み、朝礼時KY等で架空線の存在を周知徹底していなかった。		架空線付近での作業は原則禁止とし、やむを得ず作業を行う場合は、以下の対策を行う。<改行>・架空線から離隔を保てる場所にバリケードを設置し、バリケードには注意喚起看板を取り付ける。<改行>・重機や大型車両の移動時、架空線がある場合は、誘導員を配置する。<改行>・朝礼時KY等で架空線の存在を周知徹底する。<改行>・作業員が変更になる場合は現場の状況及びルールを送り出し教育、新規入場時教育で周知徹底する。				東亜建設工業株式会社																				セイホ工業株式会社				株式会社石本建設														口頭注意																																																										H30-近畿-大阪-0101.xlsx		7/6/18 14:34		7/6/18 14:34		2018		5		10		8		30		2018		TRUE		23		近畿		2018/5/10　8:30		43230.3541666667

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事		64		男		42年 00月		運転手（特殊）																		1:0～3		0		4:公衆災害		浜田港福井地区臨港道路仮設通路撤去等工事		土工、消波工、捨石工、被覆石工、仮設設備撤去工、仮設工、道路土工、法面工、排水構造物工、舗装工、防護柵工、区画線工、構造物撤去工　※事故工種としては仮設設備撤去工（陸上運搬）		平成30年6月5日 8時30分 頃		陸上		国道９号線浜田バイパス東口交差点		29:その他(　)		仮設設備撤去工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		19:よそ見をしていた。		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		13:油断、軽視した。																																																												仮設設備撤去工において撤去した袋詰玉石を仮置き場所である島根県江津市渡津町のヤードへ陸上輸送を行った際に、袋詰玉石を輸送していた運搬車両と一般車両が衝突する物損事故が発生した。<改行>運搬経路上にある国道９号線浜田バイパス東口交差点において信号停車を行った際に、サイドブレーキを十分に作動させない状態のままフットブレーキを離したところ、下り坂の勾配により運搬車両が移動し、前方にて停車していた一般車両と衝突した。		主原因<改行>　①トラックの停車時にブレーキのかけ方が不十分であった。<改行>　②信号待ちの間、他の作業をしており、前方を見ていなかった。<改行>副次的原因<改行>　①停車中の車間距離が不十分であった。		主対策<改行>・停車時には、必ずサイドブレーキだけでなくフットブレーキを作動させる。　<改行>・公道において車両走行中及び停車中は、他の作業を禁止し、運転に集中する。<改行>副次的対策<改行>・停車時は車間距離を十分に確保する。　<改行>・慣れによる安全意識の低下を防止するため、毎朝の安全ミーティングにおいて運転手全員で再発防止策を斉唱し、安全意識を高揚する。				祥洋建設株式会社																				ウエヤマ												措置なし																																																																H30-中国-境港-0101.xlsx		8/13/18 9:19		8/13/18 9:21		2018		6		5		8		30		2018		TRUE		18		中国		2018/6/5　8:30		43256.3541666667

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事		64		男		42年 00月		運転手（特殊）																		1:0～3		0		4:公衆災害		浜田港福井地区臨港道路仮設通路撤去等工事		土工、消波工、捨石工、被覆石工、仮設設備撤去工、仮設工、道路土工、法面工、排水構造物工、舗装工、防護柵工、区画線工、構造物撤去工　※事故工種としては仮設設備撤去工（陸上運搬）		平成30年6月5日 8時30分 頃		陸上		国道９号線浜田バイパス東口交差点		29:その他(　)		仮設設備撤去工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				18:交通事故				0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		19:よそ見をしていた。		11:機械・装置を不安全な状態にして放置した。		13:油断、軽視した。																																																												仮設設備撤去工において撤去した袋詰玉石を仮置き場所である島根県江津市渡津町のヤードへ陸上輸送を行った際に、袋詰玉石を輸送していた運搬車両と一般車両が衝突する物損事故が発生した。<改行>運搬経路上にある国道９号線浜田バイパス東口交差点において信号停車を行った際に、サイドブレーキを十分に作動させない状態のままフットブレーキを離したところ、下り坂の勾配により運搬車両が移動し、前方にて停車していた一般車両と衝突した。		主原因<改行>　①トラックの停車時にブレーキのかけ方が不十分であった。<改行>　②信号待ちの間、他の作業をしており、前方を見ていなかった。<改行>副次的原因<改行>　①停車中の車間距離が不十分であった。		主対策<改行>・停車時には、必ずサイドブレーキだけでなくフットブレーキを作動させる。　<改行>・公道において車両走行中及び停車中は、他の作業を禁止し、運転に集中する。<改行>副次的対策<改行>・停車時は車間距離を十分に確保する。　<改行>・慣れによる安全意識の低下を防止するため、毎朝の安全ミーティングにおいて運転手全員で再発防止策を斉唱し、安全意識を高揚する。				祥洋建設株式会社																				ウエヤマ												措置なし																																																																H30-中国-境港-0101.xlsx		8/13/18 9:19		8/13/18 9:21		2018		6		5		8		30		2018		TRUE		18		中国		2018/6/5　8:30		43256.3541666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港A誘導路他地盤改良等工事		材料運搬の10ｔダンプトラックが材料荷下ろしを終えて退出するため、Ａ滑走路に進入しＬ４誘導路に進行しようとしたが、周囲の明るさが普段と異なっていたため所定の集合場所を見失い、閉鎖範囲を超えてＬ４誘導路側に進入してしまったため、Ｌ４誘導路を走行しようとしていた航空機がＡ滑走路横断部手前で停止した。		平成30年6月8日 4時0分 頃		陸上				29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		移動中の航空機を停止させた		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。		16:勘違い判断をした。																																		21:物を置いた場所が悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										36.70%		5.30%						4:00　ダンプトラックがＡ滑走路へ退去、集合場所を見失って誘導路へ誤進入（周囲の異変に気づき、自らバックした）<改行>4:06　管制官から無線で当該箇所に停車中のダンプトラックはどこの工事か照会<改行>4:30　発注者へ第一報<改行>4:37　運航情報官へ事故報告<改行>5:00　現場作業終了し、工事車両はＡ滑走路より退去		・周囲の明るさが普段と違ったため、集合場所を見失って通り過ぎた<改行>・現場には5回来ていたので場所が分かってるつもりだった<改行>・目印の電光掲示板がわかりにくかった<改行>・材料搬入車が退出する際に、ＪＶ職員が集合場所へ向かうように指示しただけだった<改行>・電光掲示板が見えづらい状況であるのにそのままにした<改行>・過去の同様の事故事例の教訓が活かされていない		・集合場所に退去車両を確認する見張り員を追加する<改行>・進入退場ルート及び制限区域内ルールを再教育<改行>・集合場所に視認しやすい設備を設置する<改行>・待避車両が確実に集合場所に着くようにする<改行>・普段と違う状況の際に注意喚起できる連絡体制を構築する<改行>・空港内で発生した事故事例の再発防止対策を確認し、当該現場に活かす		五洋・大成・みらいＪＶ		五洋建設				大成建設				みらい建設工業																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H30-関東-東京空港-0201.xlsx		6/26/18 18:32		8/3/18 16:16		2018		6		8		4		0		2018		FALSE		23		関東		2018/6/8　4:0		43259.1666666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港A誘導路他地盤改良等工事		材料運搬の10ｔダンプトラックが材料荷下ろしを終えて退出するため、Ａ滑走路に進入しＬ４誘導路に進行しようとしたが、周囲の明るさが普段と異なっていたため所定の集合場所を見失い、閉鎖範囲を超えてＬ４誘導路側に進入してしまったため、Ｌ４誘導路を走行しようとしていた航空機がＡ滑走路横断部手前で停止した。		平成30年6月8日 4時0分 頃		陸上				29:その他(　)				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		移動中の航空機を停止させた		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		24:相手の行動を確認しなかった。		16:勘違い判断をした。																																		21:物を置いた場所が悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										36.70%		5.30%						4:00　ダンプトラックがＡ滑走路へ退去、集合場所を見失って誘導路へ誤進入（周囲の異変に気づき、自らバックした）<改行>4:06　管制官から無線で当該箇所に停車中のダンプトラックはどこの工事か照会<改行>4:30　発注者へ第一報<改行>4:37　運航情報官へ事故報告<改行>5:00　現場作業終了し、工事車両はＡ滑走路より退去		・周囲の明るさが普段と違ったため、集合場所を見失って通り過ぎた<改行>・現場には5回来ていたので場所が分かってるつもりだった<改行>・目印の電光掲示板がわかりにくかった<改行>・材料搬入車が退出する際に、ＪＶ職員が集合場所へ向かうように指示しただけだった<改行>・電光掲示板が見えづらい状況であるのにそのままにした<改行>・過去の同様の事故事例の教訓が活かされていない		・集合場所に退去車両を確認する見張り員を追加する<改行>・進入退場ルート及び制限区域内ルールを再教育<改行>・集合場所に視認しやすい設備を設置する<改行>・待避車両が確実に集合場所に着くようにする<改行>・普段と違う状況の際に注意喚起できる連絡体制を構築する<改行>・空港内で発生した事故事例の再発防止対策を確認し、当該現場に活かす		五洋・大成・みらいＪＶ		五洋建設				大成建設				みらい建設工業																														口頭注意								口頭注意								口頭注意																																										H30-関東-東京空港-0201.xlsx		6/26/18 18:32		8/3/18 16:16		2018		6		8		4		0		2018		FALSE		23		関東		2018/6/8　4:0		43259.1666666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港際内トンネル他築造等工事		路面変状計測のため、供用中のエプロンにてUSECATIONにより測量作業を実施していたところ、W誘導路方面から３番スポットに入ろうとする航空機に気付くのが遅れ、航空機を停止させた。		平成30年7月20日 1時14分 頃		陸上		東京国際空港第１ターミナルエプロン		04:環境調査				19:陸上測量				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		GNSS測量器具		15:起因物と同じ				23:その他(　)		移動中の飛行機を停止させた		1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		19:よそ見をしていた。																																																												0:20　1番-5番スポットでUSECAUTION作業開始<改行>1:14　事象発生<改行>1:17　受注者より運航情報官へ第一報<改行>1:19　受注者より管制へ無線連絡「支障物撤去完了」→航空機が通過<改行>1:30　発注者へ第一報<改行>2:42　作業終了<改行>		・作業員が安易に考え、持ち場を離れてしまった<改行>・監視員の注意不足<改行>・担当職員が管制からの注意喚起の無線を聞き逃した		・USECAＵTION作業時は忘れ物がないようにチェックリストを作成する<改行>・監視員は専任とし、２名配置する<改行>・無線は肩に装着し、聞き逃さないようにする		清水・五洋特定建設工事共同企業体		清水建設（株）				五洋建設（株）																																		措置無し								措置無し																																																		H30-関東-東京空港-0301.xlsx		8/3/18 16:45		9/3/18 13:25		2018		7		20		1		14		2018		FALSE		23		関東		2018/7/20　1:14		43301.0513888889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港際内トンネル他築造等工事		路面変状計測のため、供用中のエプロンにてUSECATIONにより測量作業を実施していたところ、W誘導路方面から３番スポットに入ろうとする航空機に気付くのが遅れ、航空機を停止させた。		平成30年7月20日 1時14分 頃		陸上		東京国際空港第１ターミナルエプロン		04:環境調査				19:陸上測量				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		GNSS測量器具		15:起因物と同じ				23:その他(　)		移動中の飛行機を停止させた		1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		19:よそ見をしていた。																																																												0:20　1番-5番スポットでUSECAUTION作業開始<改行>1:14　事象発生<改行>1:17　受注者より運航情報官へ第一報<改行>1:19　受注者より管制へ無線連絡「支障物撤去完了」→航空機が通過<改行>1:30　発注者へ第一報<改行>2:42　作業終了<改行>		・作業員が安易に考え、持ち場を離れてしまった<改行>・監視員の注意不足<改行>・担当職員が管制からの注意喚起の無線を聞き逃した		・USECAＵTION作業時は忘れ物がないようにチェックリストを作成する<改行>・監視員は専任とし、２名配置する<改行>・無線は肩に装着し、聞き逃さないようにする		清水・五洋特定建設工事共同企業体		清水建設（株）				五洋建設（株）																																		措置無し								措置無し																																																		H30-関東-東京空港-0301.xlsx		8/3/18 16:45		9/3/18 13:25		2018		7		20		1		14		2018		FALSE		23		関東		2018/7/20　1:14		43301.0513888889

		北海道開発局		釧路港湾事務所		釧路		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																釧路港西港区新西防波堤建設工事		ケーソンの蓋ブロックを据付けるため自社船の400t吊起重機船を港内側に配置する際に、起重機船のウインチロープをケーソン吊鉄筋に接続し、船体を寄せていたところ、吊鉄筋が曲がり周辺のコンクリートが破損した。		平成30年7月25日 10時20分 頃		海上		釧路港西港区新西防波堤ケーソンNo.3港内側		19:コンクリートブロック据付				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損事故		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																																																																53.30%		65.00%		47.70%		75.00%		ケーソンの蓋ブロックを据付けるため自社船の400t吊起重機船を港内側に配置する際に、起重機船のウインチロープをケーソン吊鉄筋に接続し、船体を寄せていたところ、吊鉄筋が曲がり周辺のコンクリートが破損した。<改行>7/25　6:00　中詰砂積込（西港第3埠頭東側）→ 7:00　中詰砂投入・均し（新西防波堤）→9:00　蓋ブロック積込（西港第3埠頭西側）→10:00　蓋ブロック積込完了、離岸→10:20　新西防波堤、起重機船配置：ケーソン破損		起重機船固定用ウインチロープの接続牽引方向がケーソン吊鉄筋の垂直方向になり吊鉄筋が曲がることによりコンクリートが破損した。<改行>・起重機船をケーソンに近づける際に、吊鉄筋に垂直に力が加わる方向にロープを接続した状態で、起重機船のウインチを使い寄せてしまった。<改行>・起重機船船体の動揺を抑える力がケーソン吊鉄筋に集中した。<改行>・起重機船接岸前にウィンチロープを吊鉄筋と接続し船体を引き寄せた。		・ケーソンの吊鉄筋を使用した起重機船の配置はウインチロープの接続牽引方向がケーソン吊鉄筋の垂直方向にならない位置を使用する。(ケーソン側面の吊鉄筋使用禁止)<改行>・起重機船、船首側はケーソン吊鉄筋と錠アンカーを併用し、ケーソン吊鉄筋への牽引力を分散させる。<改行>・起重機船配置手順の改善（手順①船尾アンカー投錨、手順②揚錨船にて船首ウィンチロープ2本を錠アンカーに接続、手順③起重機船サイドスラスター又は補助船にて船体を防波堤に接舷、手順④接舷完了後、ケーソン吊鉄筋にウィンチロープを接続固定（隅角部吊鉄筋に接続し垂直方向に牽引しない））		濱谷・山田・真壁経常建設共同企業体		株式会社濱谷建設				株式会社山田組				真壁建設株式会社																																																																																								H30-北開局-釧路-0102.xlsx		8/7/18 16:37		8/7/18 16:37		2018		7		25		10		20		2018		TRUE		23		北海		2018/7/25　10:20		43306.4305555556

		北海道開発局		稚内港湾事務所		稚内空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																稚内空港滑走路老朽化対策工事		平成30年7月28日21:15頃、稚内空港滑走路末端灯の撤去ボーリング作業中に付随する灯火配管を誤って切断した。この滑走路末端灯は、平成30年7月26日から平成30年11月30日まで空港整備工事のため運用休止中であり、代わりに仮設臨時滑走路末端灯が設置され運用されているため、航空機の運航への支障は生じていない。<改行>破損物件： 滑走路末端灯配管4本、滑走路末端灯ケーブル4本		平成30年7月28日 21時15分 頃		陸上		北海道稚内市大字声問村字声問		29:その他(　)		撤去工		84:その他(　)		航空灯火撤去		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20								09:他に属さない建設機械		ボーリングマシン		15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設物切断		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		16:勘違い判断をした。																																												04:理解度の確認が不十分だった。		05:教育訓練体制が不備であった。		17:下請け指導が不適切だった。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。				37.50%		32.50%						・19:00より滑走路末端灯撤去に伴うコアボーリング作業を開始した。<改行>・コアボーリング作業に先立ち、前日まで使用していたコアビットの刃先が減っていたため、コアビットを新品へと交換した。<改行>・事前に実測した灯火基台深さを路面に表示し、それにしたがってコアボーリングを開始した。<改行>・21:15頃、3か所目を作業する時点で別業者が滑走路末端灯撤去を行ったところ配管・ケーブルの切断を発見した。<改行>・路面に表示した切断深さのマーキング数値と灯火基台深さに差異はなかったにも関わらず、切断深さが予定よりも深くなっていたことや、作業開始前にコアビットを新品へと交換していたことから、その長さを確認したところ、前日（27日）までのものより10cm長いことが発覚した。<改行>・起因者は交換後のコアビットが前のものより長いことに気付かずに施工を行ったため深くボーリングしてしまい事故に至った。<改行>・直ちに作業を中止し現場事務所に状況を報告した。<改行>破損物件： 滑走路末端灯配管4本、滑走路末端灯ケーブル4本		・交換したコアビットは、前日まで使用していた400㎜より長い500㎜のサイズであったが、下請職員はそのことを確認せず、さらに前日に確認した切断深さの管理数値のままにボーリングを行ったことから、目標値よりも約100mm深く掘削し、灯火配線を切断した。<改行>・ビットの交換による高さの管理数値確認は、作業手順書に記載されている「埋設管深さの確認」及び「使用機械の点検」の際に実施すべきものであるが、元請職員・下請職員とも、コアボーリングの管理数値の確認を実施していなかった。<改行>・ＫＹミーティングにおいて、埋設物破損についてのリスクが抽出されておらず、埋設物破損への認識が不十分であった。<改行>・作業開始前にコアビット交換を行ったことを元請職員が把握しておらず、管理数値が変化することの認識がなかった。また、前日の作業に異常がなかったことから、元請・下請ともに慢心があった。		①作業手順の再確認、周知徹底<改行>②作業手順書の遵守状況を元請職員が必ず（必要に応じて作業完了時まで）確認<改行>③リスク及びリスク低減策を元請職員が日々の作業前に確認し、不足や漏れがないよう周知<改行>④過去の埋設物破損事例を用いて安全教育を実施し、撤去作業における作業手順の重要性を認識<改行>⑤作業員はコアボーリング作業前に切断深さや管理数値について元請職員に確認し、双方でクロスチェック<改行>⑥作業中は、全施工箇所で切断深さの実測値を元請職員が確認				大林道路株式会社		北海道支店																																																																																														H30-北開局-稚内-0101.xlsx		8/7/18 20:03		8/8/18 11:12		2018		7		28		21		15		2018		FALSE		23		北海		2018/7/28　21:15		43309.8854166667

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成30年度鹿児島港（中央港区）岸壁土質調査（第2次）		　スパッド台船（8.2m×10.4m）を旧南港岸壁へ向けて引船（280PS）にて曳航中、旧南港の水深が浅い（DL-4.8m程度）ため、一度停船し、スパッド台船の脚を10mから5m程度に引き上げ再度曳航を開始した直後、スパット台船が西側に傾きはじめ、そのまま転倒し、油流出（2L程度）が流出。（油処理剤で処理後、オイルフェンス展張し、近隣への影響はなし。）航行船舶に支障なし。乗船者（作業員）4名のうち1名海に転落（負傷者無し）。		平成30年8月18日 13時0分 頃		海上		鹿児島港（中央港区）旧南港入口		03:土質調査				18:曳航・回航								1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		1:有		01:原動機				15:起因物と同じ				23:その他(　)																																																																												8:00　土質調査作業開始<改行>8:30　曳航準備開始<改行>11:00　調査地点からスパッド台船を曳航開始<改行>13:00　スパッド台船転覆<改行>		整理中。						中央開発(株)																				(株)南栄建設工業																																																																												H30-九州-鹿児島-0201.xlsx		9/18/18 10:34		9/18/18 10:34		2018		8		18		13		0		2018		TRUE		23		九州		2018/8/18　13:0		43330.5416666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港H誘導路東側他地盤改良工事（修補）		夜間作業終了後、施工エリアから工事車両が退去する際、造成機に取り付けた昇降用ロリップの単管支柱を付けたまま、大型トラックに造成機を積み込み走行したため、旅客施設のボーディングブリッジの高さ制限標識バーに接触した。		平成30年8月23日 3時50分 頃		陸上		東京国際空港		06:地盤改良				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ																23:荷				15:起因物と同じ				03:激突				1199:取扱運搬等：その他																																																																								3:50　作業終了　　　　　　　　　　　　　　4:35　運航情報官現場到着<改行>4:00　事故発生（PBBに接触）　　　　　<改行>4:00　CAB運航情報官へ電話連絡<改行>4:04　発注者へ連絡<改行>4:15　CAB保安防災課現場到着		①作業終了後、造成機を大型トラックに積み込み、造成機の単管支柱を取り付けたまま走行した<改行>②持込みリストにより持ち込み備品数量確認とあわせて積荷状況を確認することになっていたが、見落としがあった。		①仮設ヤード、施工場所に高さ制限（3.8m）の検尺棒を用いて、入退場時にはJV職員監視のもと全工事車両に検尺棒下を通過させ制限高さ以下であることを確認する。<改行>②チェックリストにブーム格納・制限高さ確認項目を追加し、JV職員、施工業者職長、運転手が入退場前の積荷状況（ブーム収納、制限高さの超過、固定、固縛状況）確認とチェックリストへの記録を徹底する。<改行>③JV職員による入退場前の積荷姿確認後、積荷姿確認証を運転手に渡しダッシュボードに掲示する。<改行>④造成機の手すり、単管支柱取り外し作業は、作業員を選定し特定の作業員で取り外し積み込みを行う。<改行>⑤事故が風化するのを防止するため繰り返し教育を行い、事故事例を事前に考えることで安全意識を向上させる。<改行>⑥JV職員、作業員全員に対し、再発防止教育を実施し上記ルールを周知徹底させる。 		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業(株)				(株)大本組																																		措置無し								措置無し																																																		H30-関東-東京空港-0501.xlsx		9/3/18 14:50		10/1/18 15:53		2018		8		23		3		50		2018		FALSE		3		関東		2018/8/23　3:50		43335.1597222222

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																鹿島港外港地区航路・泊地（－１４ｍ）他浚渫工事		浚渫土砂の要土場にて、大雨により崩れた法面をバックホウで整形している際、法面をバケットで転圧後アームを右旋回したところ、近傍にあった電柱に接触し破損させた。		平成30年9月20日 15時50分 頃		陸上				29:その他(　)		揚土工		41:土砂・石材等の陸上均し				2:曇り																04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				03:激突				0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等																																																																								8:30　作業開始<改行>14:30　休憩<改行>15:00　作業再開<改行>15:50　事故発生<改行>16:15　発注者へ第一報		①作業手順書に法面整形作業に関する記載が不十分だった<改行>②基節構造物損傷の恐れがある箇所を明示していなかった<改行>③作業内容、手順、方法、人員配置の打合せが不十分だった<改行>④重機計画書にある合図者が現場を離れバックホウオペレーターが一人作業を行っていた<改行>⑤バックホウオペレーターは電灯は認識していたが損傷危険箇所である認識が薄かった		①既設構造物のある箇所を損傷危険エリアとして明示する<改行>②作業手順書に損傷危険エリアを記載する<改行>③作業内容・手順・方法・人員配置及び作業時の損傷危険性を当該作業員に理解させる<改行>④安全意識を向上させる<改行>⑤当該作業の際は一人作業でないことを理解させる<改行>⑥バックホウオペレータは合図者の指示の元、ブームの上げ下げ及び旋回を行う		東亜・本間特定建設工事共同企業体		東亜建設工業(株)				(株)本間組																																																																																												H30-関東-鹿島-0101.xlsx		10/1/18 15:54		10/1/18 15:58		2018		9		20		15		50		2018		TRUE		3		関東		2018/9/20　15:50		43363.6597222222

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																和歌山下津港海岸（海南地区）築地護岸築造工事		本工事は、和歌山下津港海岸(海南地区)築地護岸の構造物撤去工、土工、仮設工、本体工、上部工、排水構造物工、舗装工を施工するものである。		平成30年10月5日 9時40分 頃		陸上				25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設管(水道管HIVP50)の破損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。		16:勘違い判断をした。																																														03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		17:下請け指導が不適切だった。				16.00%		13.00%		0.00%		0.00%		8:00　安全朝礼（ＫＹ、作業手順周知会）<改行>8:20　埋設管位置確認（水道管1本、汚水管2本）のために、バックホウ（0.18m3）で試掘作業開始。<改行>9:25　図面と相違箇所で埋設物表示シート(水道B=20cm用)を確認。<改行>9:40　汚水管の埋設物表示シートを調査するため、さらにバックホウで掘削していたところ、埋設されていた水道管（HIVP50）に接触し、破損。		埋設物表示シートを確認したにも関わらず、シートの下30cm～60cmに埋設管1本のみ敷設されているとの「思い込み」から、作業手順書に記載していた「埋設物付近は人力掘削を行う」という作業手順を遵守せず、バックホウによる試掘を継続した。<改行>作業計画に対する教育・確認が不十分であった。<改行>想定と違う状況が発覚した際、一旦作業を止めて打合せを行わなかった。<改行>当該作業の監督をしていた元請職員等より、人力で試掘作業をするよう適切な指示がなされなかった。		埋設管の掘削作業を行う場合は、埋設物付近は人力にて掘削を行う。また、埋設物表示シートを確認したら必ずその周辺にある埋設管を人力にて露出させ、管の形状等を確認する。<改行>想定と違う状況が発覚したら、一旦作業を止め作業方法などについて十分打合せをおこない、変更作業手順書を作成し、周知したうえで作業を再開する。				東亜建設工業株式会社		大阪支店																		株式会社東組				有限会社下村重機																																																																								H30-近畿-和歌山-0201.xlsx		11/14/18 16:00		11/14/18 16:00		2018		10		5		9		40		2018		TRUE		23		近畿		2018/10/5　9:40		43378.4027777778

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																金沢港（南地区）岸壁（-7.5m）（改良）仮設工事		　仮設鋼矢板打込み作業完了後、クレーン付き台船を係船場所に曳航するため、施工場所から引き出し・回頭作業を行っていた際に、構造物との離隔を見誤り、クレーン付き台船を別件工事の仮設材（杭頭連結保持材）に接触させた。結果、仮設材（杭頭連結保持材）及び鋼管矢板頭部を変形させた。		平成30年10月18日 13時20分 頃		海上				09:杭及び矢板				18:曳航・回航				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。		23:合図、信号を統一していなかった。																																		22:作業場が狭かった。		31:交通量が多かった。								07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。				90.00%		95.00%		95.00%		97.00%		　11:50　矢板打設終了後、資機材を片づける<改行>　12:00　昼休憩<改行>　13:00　曳航準備<改行>　13:10　離岸開始<改行>　13:20　工作物との接触(事故発生)<改行>　13:22　事故発生報告		①航行船舶の支障となるとの判断からアンカーブイを外しており、アンカー位置の確認が困難な状況において、構造物との離隔を見誤った。<改行>②陸上及びクレーン付台船上の見張員の連絡・伝達方法が明確ではなかった。<改行>③ＫＹミーティング等において、他船との接触事故等は十分に検討されているが、作業船の基本的な操船等への安全意識が希薄となっていた。		①アンカー設置位置の確認方法をルール化する。<改行>　・航行船舶の支障とならない場合：アンカーブイの設置を徹底する。<改行>　・航行船舶の支障となる場合：揚錨船にてアンカー位置を確認する。<改行>②事故事例を資料とし、全ての海上工事の現場で安全教育を実施する。<改行>　特に船舶操船者には、事故原因等を十分理解させ、再発防止に努める。<改行>③今後、安全チェックリストを作成し、船舶操船上の安全管理を徹底する。				株式会社北都組																				有限会社カミハマ土木建材																																																				海上保安部				措置なし																				H30-北陸-金沢-0201.xlsx		11/1/18 16:47		3/29/19 15:40		2018		10		18		13		20		2018		TRUE		3		北陸		2018/10/18　13:20		43391.5555555556

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																那覇空港西側地区エプロン新設工事		本工事は、那覇空港西側地区エプロンを新設するもので、構造物撤去工、空港土工、小型水路工、空港舗<改行>装工、照明施設工、飛行場標識工、付帯施設工、仮設工および磁気探査を施工するものである。<改行><改行>		平成30年10月19日 8時35分 頃		陸上		着陸帯		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械		バックホウ		15:起因物と同じ				23:その他(　)		バックホウで埋設物を損傷させた。		1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																07:作業の安全指示が不適切だった。				15:事前調査・資料調査が不十分だった。						97.00%		96.00%		10.00%		10.00%		① 8：00～ GSE通路部にて掘削作業開始  <改行>② 8：35～ 砕石鋤取り作業中に埋設管を破損(西側エプロン照明塔遠隔操作ケーブル) <改行>③ 8：40～ NIPPOからCAB運行情報官へ事故の報告 <改行>④ 8：45～ NIPPOから発注者(永安係長)へ事故内容報告 <改行>⑤ 9：10～ CAB灯電官到着し、現場状況確認 <改行>⑥ 9：15～ CAB管制技術管到着し、現場状況確認 <改行>⑦ 9：20～ 推進室宮里課長、永安係長到着し、現場状況確認 <改行><改行>     損傷したケーブルを確認し、西側照明塔の遠隔操作ケーブルと <改行>判明し、復旧方法、材料手配を確認し報告する。		＜直接的要因＞<改行>・現地盤面高さが不規則になっていたが、高さを再確認せず掘削（すき取り）作業を<改行>実施した。（安全な作業手順の不徹底）<改行><改行>＜間接的要因＞<改行>・埋設管があることは知っていたが、安全である（土被りは確保されている）と思い込んでいたため、慎重な作業の実施を怠った。		（１）事故再発防止の安全教育の実施（再発防止周知会）<改行>・再発防止周知会を招集し、事故の原因を共有し、事故再発防止対策を講じる。<改行><改行>（２）現場における対策<改行>・安全な作業手順の遵守を徹底（掘削作業時における、事前の地盤高確認及び埋設管路深さの確認を実施）<改行>・埋設管上部の掘削の際には、事前に埋設管を確認（全延長において）し、その後周辺の掘削を実施。				株式会社　ＮＩＰＰＯ		沖縄統括事業所																		(株)大和土木																																																																												H30-沖総局-那覇-0004.xlsx		10/31/18 17:14		10/31/18 17:14		2018		10		19		8		35		2018		FALSE		23		沖縄		2018/10/19　8:35		43392.3576388889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		相馬		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																相馬港本港地区防波堤(沖)消波築造工事 		本工事は、相馬港本港地区(沖)の構造物撤去工、消波工を施工するものである。		平成30年11月2日 8時31分 頃		陸上		相馬港2号船だまり　物上場		19:コンクリートブロック据付				78:コンクリートブロック積				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置		起重機船		17:加害物なし		テトラポッド		23:その他(　)		落下		0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																17:下請け指導が不適切だった。										63.40%		60.30%		38.50%		36.30%		11/2　8:00：朝礼後、積出岸壁にて消波ブロック(テトラポッド25t型)の船積を開始<改行>11/2　8:31：消波ブロック(テトラポッド25t型)を玉掛け後、岸壁から1m程吊上げ、旋回して自船積込中、消波ブロックが岸壁上に落下・<改行>　　　　　　　 破損し、岸壁養生鉄板下のコンクリート舗装の一部にひび割れが発生した。		作業員に役割分担を把握させた後、起重機船にて消波ブロック(テトラポッド25t型)の積み込み作業を行っていた。3個船積み完了し、4個目の消波ブロックを玉掛け後、岸壁天端から1m程吊り上げ、旋回中に消波ブロックが積み出し岸壁に落下して消波ブロックが破砕した。また、敷き鉄板(t=22mm)で養生している積み出し岸壁のエプロン舗装の一部にひび割れが発生した。人的被害は発生していない。		・積込みは正立吊りではなく斜め吊りにて行う。<改行>・クレーン先端にカメラを設置し、録画できるシステムを構築する。<改行>・今後変更する、斜め吊りのフックの位置の確認を指導監督する。<改行>・消波ブロックを取扱う全作業の作業手順を見直し、作業前に再周知を徹底する。				東洋建設株式会社		東北支店																																																																																														H30-東北-小名浜-0101.xlsx		11/19/18 10:18		8/21/23 16:37		2018		11		2		8		31		2018		TRUE		23		東北		2018/11/2　8:31		43406.3548611111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港A誘導路他地盤改良等工事		A誘導路上で防護キャップの撤去・舗装版復旧作業終了後、トイレ車が退去する為Uターンしたところ、カラーコーン養生していない誘導路灯火に接触し損傷させた。		平成30年11月23日 3時55分 頃		陸上		東京国際空港A誘導路上		29:その他(　)		舗装版復旧		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)																				26:その他の起因物(　)		トイレ車		15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両で接触		0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック																																																																								0:00　A誘導路閉鎖、舗装版復旧作業開始　　　4:16　CAB運航情報官到着<改行>3:30　作業終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4:25　CAB灯電官到着<改行>3:50　トイレ車退去開始　　　　　　　　　　　　　　　4:50　灯火復旧完了<改行>3:55　事故発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4:55　ランウェイチェック完了<改行>4:04　発注者へ第一報　　　　　　　　　　　　　　 　5:05　現場より退去		・退去するのが最後の順番になり、焦ってしまって車両発進前の周囲確認を怠った<改行>・車両を禁止されているショルダー側にUターンさせた<改行>・車両進入・退去及び配置について打合せしていたが可視化されていなかった		・ハンドルに注意喚起シールを貼り、車両発進前の周囲確認を忘れないように促す<改行>・車両Uターンはショルダーライン側からセンターラインに向かって行うよう、繰り返し教育を行い安全意識を向上させる<改行>・車両進入・退去・灯火位置及び車両配置を図面化し、打合せで作業員全員に周知する		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設(株)				大成建設(株)				みらい建設工業(株)																														措置無し								措置無し								措置無し																																										H30-関東-東京空港-0801.xlsx		12/7/18 10:57		1/7/19 15:14		2018		11		23		3		55		2018		FALSE		23		関東		2018/11/23　3:55		43427.1631944444

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																平成30年度鹿児島空港排水施設等改良工事		軽トラックが簡易トイレ運搬のため滑走路ショルダーを走行中、芝運搬用のユニックが滑走路ショルダーに停車しており、追い越した際、誤って滑走路灯に接触し破損させた。		平成30年11月26日 22時50分 頃		陸上				29:その他(　)		張芝工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				3:雨						1:微風（～2）																		23:その他(　)		物損		1399:その他：その他																																																																								22:00 朝礼・KY活動 朝礼・KY活動の実施<改行>22:33 入場 No.6ゲート 及び No.2ゲートより入場。 <改行>22:50 災害発生 滑走路灯破損 		調査中		検討中				こうかき建設(株)																				末永産業(株)																																																																												H30-九州-鹿児島-0301.xlsx		12/14/18 16:09		12/14/18 16:09		2018		11		26		22		50		2018		FALSE		23		九州		2018/11/26　22:50		43430.9513888889

		関東地方整備局		特定離島港湾事務所		南鳥島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																南鳥島港湾岸壁築造他工事		ｸﾞﾗﾌﾞ船が浚渫土砂を岸壁上に揚土作業中、揚土後に自船へｸﾞﾗﾌﾞﾊﾞｹｯﾄを戻す際に、ｸﾞﾗﾌﾞﾊﾞｹｯﾄが落下して岸壁上部工を破損した。		平成30年12月1日 8時10分 頃		海上		岸壁上		05:浚渫・床掘り				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				09:装置				03:激突				0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置						13:油断、軽視した。																																						04:安全度が不足だった。																				23.90%		25.50%		35.00%		43.60%		6:00　朝礼<改行>6:35　揚土作業開始<改行>8:10　事故発生<改行>10:00　現地発注者へ報告		①浚渫船に搭載された浚渫自動堀りシステムを使用した作業で、誤作動によりバケットが降下する恐れがあるという認識が薄かった。<改行>②揚土作業を行っていた浚渫船のクレーンオペレーターが、繰り返し作業により注意力が低下し、バケットを下げすぎた可能性がある。<改行>③浚渫船のクレーンの各機能の内、一部が正常な動きをしなかった可能性がある。<改行>④グラブバケットが降下した場合の養生が実施されていなかった。		①どのような機械も誤作動の可能性があるということを作業員全員に周知する。また、万が一のバケットの落下に備え、作業範囲内の立入禁止を徹底する。<改行>②クレーン操作に異変があった場合に注意喚起を促すことができるよう、無線機を所持した監視員を浚渫船上に配置する。<改行>③揚土工が完了するまで浚渫自動掘りシステムは使用せず、クレーンオペレーターが手動開閉操作により作業を実施する。<改行>④グラブバケットが通過する箇所に大型土嚢を設置し、上部工及び付属物工を養生する。<改行>		秘密契約のため非公表																																																																																																		H30-関東-特定離島-0101.xlsx		1/24/19 17:16		1/24/19 17:16		2018		12		1		8		10		2018		TRUE		3		関東		2018/12/1　8:10		43435.3402777778

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港B滑走路取付誘導路他鋪装等工事		B滑走路緑地帯でマンホール付近をバックホウで掘削し、灯火ケーブルは既に撤去済みと思い込んで既設管路をバックホウで撤去しようとしたところ、管内にまだ配線が通っており、ケーブルの被覆を損傷した。		平成30年12月9日 23時59分 頃		陸上		東京国際空港内		25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設物損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。																																						99:その他										15:事前調査・資料調査が不十分だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。						47.60%		48.30%		77.20%		77.20%		ケーブルダクトの撤去・新設作業にあたり、MH壁の削孔を実施する為MH付近をバックホウ掘削したところ既設SGP管を切断した。ケーブルは翌日に仮設化でケーブル引抜きが予定されていたが、既に仮設が完了していると思い込み、掘削に伴う管路の撤去を開始した。作業途中でケーブルが入っている事が判明した為、作業を中止した。本管路は、B滑走路ショルダーにつながっている管路であり、CABによる復旧作業時に滑走路ショルダー灯が消灯した。ただし、B滑走路は閉鎖中であった為、空港運用には支障はなかった。		①ＣＡＢ管路切替完了後に行うべき掘削作業を切替前に作業する計画をした。<改行>②上記作業変更を事前に現場代理人に承認を得てなかった。<改行>③当日の作業予定表、作業指示書にＣＡＢ管路切替作業の情報が記載されておらず周知は事前の担当者同士のメール及び灯電官との打合せ資料のみとなっていた。<改行>④作業打合せ時に、監理技術者がＣＡＢ管路の切替作業が完了していると思い込み、確認を怠った。		①現場担当者が作業計画立案を行い、監理技術者が確認後、現場代理人が承認し作業を行うことを徹底する。<改行>②現場代理人が休暇で不在となる時は、休前日に打合せを行い承認を得る。作業変更時はメールにて現場代理人に承認を得てから作業を行う。<改行>③作業予定表及び作業指示書にＣＡＢ管路切替等の重要項目を記載し、日々担当者間で次の作業ステップに移行する段階で確認を実施する。<改行>４）整備局からの受領資料及びメールや管路切替情報等に確認項目を追記するととも<改行>に、当社施工時の注意事項も記載し回覧する。日々打合せ時に説明・周知をする。<改行>５）管路切替作業完了確認をCAB立会のもと監理技術者が現地で目視確認を行う。<改行>				日本道路（株）																																						口頭注意1ヶ月																																																										H30-関東-東京空港-0901.xlsx		1/7/19 16:26		2/1/19 11:35		2018		12		9		23		59		2018		FALSE		23		関東		2018/12/9　23:59		43443.9993055556

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																京浜港貸付国有港湾施設維持補修工事等		防舷材の交換作業中、アンカー設置のために削孔したところ、岸壁接岸灯のケーブルを切断して接岸灯を消灯させた。		平成30年12月27日 12時35分 頃		陸上				23:けい船岸付属工				70:防舷材取付				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		岸壁接岸灯ケーブル		16:その他の加害物(　)		コア削孔機		23:その他(　)		損傷		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																																						99:その他								埋設管探査機の精度												81.60%		90.90%		70.00%		70.00%		12:35　事故発生<改行>12:47　発注者へ第一報<改行>13:05　事故による支障の有無を確認<改行>14:45　調査の結果、岸壁接岸灯ケーブル切断を確認<改行>18:15　応急復旧完了		①施工実績のあるケーブルロケーターで調査したが、現地にマーキングした位置と実際の埋設管位置が異なっていた<改行>②施工実績のあるケーブルロケーターを使用したが、現地使用条件を再現した供試体等による検証は実施しなかった		①ヒューマンエラーによる埋設管位置の誤差を防止するため2名交互での調査を実施する<改行>②現地使用条件を再現した供試体により、測定精度の再確認を行う				東亜建設工業(株)																																																																																																H30-関東-京浜-0101.xlsx		1/7/19 17:52		2/1/19 11:41		2018		12		27		12		35		2018		TRUE		23		関東		2018/12/27　12:35		43461.5243055556

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		広島空港滑走路等改良工事（その２）		　広島空港の滑走路及び誘導路を改良するもので、舗装撤去工・空港舗装工・飛行場標識工を施工するものである。<改行>　（舗装撤去工・空港舗装工　A＝1、407m2 標識工A=335m2)		平成31年2月2日 5時30分 頃		陸上		広島空港制限区域内　T6南側場周フェンス		29:その他(　)		空港舗装（最終点検）		84:その他(　)		滑走路改良		1:晴れ						1:微風（～2）		1: ～0		1:0～50						26:その他の起因物(　)		テラスター車載2tダンプ						23:その他(　)		場周道路に併設した場周フェンスの破損		0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック						34:その他の不安全行為があった。																																																99:その他										34.90%		51.20%						　当日の滑走路改良が終了し、最終点検（手分けして工事に伴う飛散物及び忘れ物がないかを確認しながら、重機引き上げ作業）中、眠気がさし、うとうととしている間に、照明車の左側ウインカー及びサブミラーが場周道路併設の外周フェンスに接触して破損させたもの。		主原因<改行>　　・ 当日の作業が通常より人力での作業が多く、緊張を強いられる作業であったことから、照明車に単独で乗り込み緊張感から解放され、運転中に居眠りをした。<改行>副次的原因　<改行>　  ・ 元請安全担当者も作業員の体調を十分に把握しておらず、最終点検作業時における眠気対策について作業手順を定めていなかった。<改行>		  主対策　・ 運転手の緊張や疲労の確認を徹底する。　<改行>　　　　　   ・ 単独で最終点検を行う場合は、運転者の他に点検者を同乗させ、指さし呼称・声掛けを行う。<改行>　　         ・ 運転中に眠気がした場合、一旦停車し眠気をとる等の対策を行う<改行>　副次的原因 　・ 施工計画書及び作業手順書に眠気対策を記載し周知徹底する。<改行>				世紀東急工業（株）		中四国支店																																																																						ＣＡＢ広島空港事務所		reserved-43498x1F		責任者が現場に駆けつけるより前に、先に一報を入れること。																				H30-中国-広島-0301.xlsx		4/14/19 11:29		4/14/19 11:39		2019		2		2		5		30		2018		FALSE		23		中国		2019/2/2　5:30		43498.2291666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港施工状況確認補助業務		　　立会場所に向かう際、事前にルートを確認せず閉鎖されていない誘導路に誤進入したため、航空機２機がルート変更した。		平成31年2月14日 0時28分 頃		陸上		東京国際空港		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		4:500～1、000						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		16:勘違い判断をした。																																				99:その他								当日の閉鎖区域把握してなかった		04:理解度の確認が不十分だった。				05:教育訓練体制が不備であった。														０：２０　補助業務担当者がＰＯＬ－３ゲートから制限区域内に入場<改行>０：２４　閉鎖中のＡ滑走路に進入し立会場所へ向かう<改行>０：２８　事故発生 Ａ滑走路から閉鎖していないＡ－３Ｂ誘導路へ誤進入し、誘導路上で停車後、航空機が近づいてきたことで誤進入に気付き自己判断で航空機の通過を待つため現地で待機<改行>０：３４　立会予定の施工業者が補助業務担当者に対し、「閉鎖していない区域に誤進入し、航空機を停めている」と電話連絡<改行>０：３６　再び施工業者が担当者に「オープン区域から退出し、Ａ滑走路に戻るように」と電話連絡<改行>０：３７　Ａ滑走路に戻る<改行>０：５７　発注者に第一報		①立会場所を勘違いしていた。立会場所の確認、進入路・退出路の確認を怠り、チェックリストを作成しなかった。<改行>②管理技術者の教育・指導の徹底が不足していたため、担当技術者の発注者側の立ち位置の意識が薄れていた。<改行>③制限区域内ルールの遵守など、担当技術者への安全教育が不足していた。<改行>		・繰り返し教育を行い、安全意識を向上させる。<改行>・入手した情報を作成したチェックリストにて確認する。<改行>・チェックリスト下段にポンチ絵を付け、本日の立会位置、進入路、退出路を記入する。<改行>・作成されたチェックリストを当日業務リーダーが立会出動前に確認する。<改行>・夜会時、立会予定の業者担当者と立会内容等を再確認をする。            		（一財）港湾空港総合技術センター（株）ポルテック設計共同体		（一財）港湾空港総合技術センター				（株）ポルテック																																																																																												H30-関東-東京空港-1001.xlsx		3/4/19 16:40		3/4/19 16:40		2019		2		14		0		28		2018		FALSE		23		関東		2019/2/14　0:28		43510.0194444444

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																京浜港貸付国有港湾施設維持補修工事等		　係船柱基礎設置のため、バックホウで掘削中、固結した鉱さいが出てきたためバケットの爪で撤去しようとしたところ、行き余って水道管の分水サドルに接触し、漏水させた。		平成31年3月1日 16時13分 頃		陸上				25:土工				37:床掘				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																								16:13　水道管損傷<改行>16:20　発注者へ第一報<改行>16:32　横浜市へ破損報告<改行>17:38　横浜市現地着、現場確認後復旧作業開始<改行>19:10　復旧作業完了		①掘削箇所の大半は以前掘削を行った箇所だったため、固結した鉱さいが存在することを想定していなかった。<改行>②先行掘削箇所は問題無く施工できることを確認していたので、想定外の支障物が出た時の対応を事前に指示してなかった。<改行>③バックホウオペレーターはバックホウで簡単に取り除けるだろうと安易に考え掘削した。		①鉱さいに対する勉強会を実施し再教育。<改行>②予定作業に相違がある場合は作業を一時中断し、元請け職員への報告を作業員全員に周知・徹底する。<改行>③元請職員より作業再開指示があるまでは待機することを作業員全員に周知・徹底する。<改行>④変更した作業内容の作業手順を作業員全員に周知・徹底する。<改行>⑤元請職員が施工方法・進捗を常時確認することを、元請け及び下請職員に周知・徹底する。				東亜建設工業(株)																																						措置無し																																																										H30-関東-京浜-0201.xlsx		3/19/19 10:45		3/29/19 11:59		2019		3		1		16		13		2018		TRUE		23		関東		2019/3/1　16:13		43525.6756944444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港監督補助業務		　Ｃ３誘導路北側での現場立会終了後に他工事への移動のため誘導路横断許可を得る旨を施工業者依頼した後Ｃ３誘導路ショルダー手前で待機していた。しかし、工事車両が後ろから来たので通常通り工事車両を優先させようと判断し、方向転換等してはいけない所でＵターンしてしまい前方不注意により灯火に接触し破損させた。		平成31年3月12日 1時45分 頃		陸上		東京国際空港Ｃ１誘導路		29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		4:500～1、000						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				16:勘違い判断をした。																																						99:その他										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。																1:40　現地を退去するので施工業者に横断を口頭で依頼し保安道路手前で待機<改行>1:45　待機中、後ろから施工業者車両が来たので作業車を優先させるためＵターンしたらショルダー灯火を破損<改行>1:47　発注者へ第一報<改行>1:48　運航情報官へ連絡<改行>2:25　灯電官現地到着　　2:30　ショルダー灯火復旧完了		①後ろから来た工事車両を優先させようと入れ替わる際、Ｕターンするのにショルダー内に進入した。<改行>②日頃からショルダー内に入らない、センターライン付近の走行を守ることを徹底していたが、ショルダー横断時が危険であることの意識が低かった。		①ショルダー及びショルダー付近横断時には設定された車両の通行路を守り、方向変更、車線変更は禁止する。<改行>②ショルダー灯火の位置を確認する<改行>③所内打合せ時に管理技術者より担当技術者に対し定期的に注意喚起する。				(株)日本空港コンサルタンツ																																						措置無し																																																										H30-関東-東京空港-1101.xlsx		3/20/19 9:12		3/29/19 11:59		2019		3		12		1		45		2018		FALSE		23		関東		2019/3/12　1:45		43536.0729166667

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：物損事故		営繕工事																																広島港湾・空港整備事務所庁舎解体工事		建物解体に使用したバックホウ（0.45m3）を搬出するため、一次下請の作業員が運転、自走して解体現場の前面道路でトレーラーに積み込む作業中にバックホウのアームを道路を横断する架空線（NTT光回線、H=5.3m）に接触させ、切断した。（公衆災害事故）<改行>		平成31年3月15日 10時15分 頃		陸上		広島県広島市南区宇品海岸3-10-28		29:その他(　)		解体工事		84:その他(　)		重機搬出		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		公衆災害：光回線切断		1101:取扱運搬等：積卸し作業中		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。				21:連絡合図がなかった。																																		21:物を置いた場所が悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。				06:施工計画・作業標準が不備だった。				70、16、31		98.00%		97.00%						9：56　輸送会社より搬出担当にトレ－ラ到着の連絡があったが、重機作業中の為、気が付かなかった。<改行>10：00　トレ－ラが、現場到着したとガードマンの指示があり搬出を始める。<改行>10：15　メイン道路に出て方向回転後移動中に、事故発生<改行>		主原因<改行>　①　計画通りに作業が行われておらず、指揮命令系統に不備があった。<改行>　②　架空線とバックホウの位置関係の監視体制に不備があった。<改行>副次的原因<改行>　①　架空線の事故対策計画について作成されていたにも関わらず、作業手順書が作成されておらず作業員に事故対策が徹底されていなかった。　<改行>　②　バックホウの移動時にバケットをワイヤで吊り下げた状態で運転しており、用途外使用を行っていた。　<改行>		・　指揮命令系統を明確にし、必ず合図者の合図に従う。<改行>・　架空線を専属で監視する作業員を1名増やす。<改行>・　バックホウ搬出入時には、作業員全員で現地KY活動を実施し、架空線の確認及びそれぞれの役割・配置について周知徹底を図る。　<改行>・　下請への安全教育を行い、安全意識の向上を図る。<改行>・　作業手順書等の作成による作業員への安全な作業の周知徹底。<改行>・　バックホウの用途外使用の禁止を徹底する。				株式会社　福永建設工業																				株式会社　日浅組																		口頭注意																																																										H30-中国-広島-0201.xlsx		4/14/19 11:17		4/14/19 11:17		2019		3		15		10		15		2018		TRUE		23		中国		2019/3/15　10:15		43539.4270833333

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成30年度　名古屋港飛島ふ頭東岸壁(-15m)改良工事(その2) 		本工事は、名古屋港飛島ふ頭R1岸壁（-15m）における護岸部の構造物撤去工、本体工、付属工、防食工、土工を施工するものである。		平成31年4月4日 13時50分 頃		陸上				09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ						2:弱風（2～4）										04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		材料（鋼管杭）		23:その他(　)		公衆損害		1399:その他：その他																																																																								仮置きしてある鋼管杭（φ1、000mm・ L=20.5m）をクローラークレーン（200t吊）にて吊り上げた際に荷振れが発生し、それを止めるために鋼管杭を地面に着地させ、衝撃を与えたことにより玉掛け用具が吊り金具から外れ、鋼管杭が転倒した。<改行>12:45安全打合せ、13:50事故発生		①鋼管杭の吊り上げ速度が速かった。<改行>②玉掛け用具の禁止行為（玉掛け用具に衝撃荷重が働くようなクレーン操作）を行った。<改行>③クレーン作業に対して十分な指導・教育をしていなかった。<改行>④作業手順書のとおり作業が行われていないことを見過ごした。<改行>		①元請職員及び作業員に対して、玉掛け用具の取扱説明書の熟知及び荷振れが生じた場合の対応について、安全教育を徹底する。<改行>②クレーンの吊上げ動作及び作業時間等の管理を徹底する。<改行>③合図者は、クレーン運転手から見やすく、作業状態がよく分かる位置で合図を行うことを徹底する。<改行>④元請職員においても、作業員の不安全行動を確認した場合に注意喚起ができる体制を整える。<改行>		みらい・小島特定建設工事共同企業体		みらい建設(株)				(株)小島組																丸泰土木(株)				(株)岩本工業														口頭注意								口頭注意																																																		31-中部-名古屋-0101.xlsx		5/10/19 17:50		4/4/23 13:22		2019		4		4		13		50		2019		TRUE		23		中部		2019/4/4　13:50		43559.5763888889

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																小名浜港東港地区岸壁(-16m)(耐震)上部工事		本工事は、小名浜港東港地区岸壁(-16m)(耐震)の被覆・根固工、上部工、ＰＣ床版工、舗装工及び付属工を施工するものである。		令和1年5月10日 15時40分 頃		海上				21:上部工				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		ハーフＳＥＰ台船（内部油圧スパッド）		15:起因物と同じ				23:その他(　)		油流出		1399:その他：その他																																												26:振動があった。				99:その他				経年劣化（腐食）と油圧稼働時の振動、内部圧力によるものと推測される		99:その他								持込み時及び使用前も内部スパットの油圧配管溶接部の点検していたが、異常が確認できなかった		9.50%		9.50%		9.50%		9.50%		ハーフＳＥＰ台船左舷艫側スパット付近（水面）から作動油が流出。搭載していたオイルフェンスを拡張し、油吸着マットで油を回収した。<改行>7:30～14:50　施工区域内で受梁コンクリート用の底枠支保工設置用のブラケット取付作業。<改行>14:50～15:30　作業が終了し、ハーフＳＥＰ台船の４本のスパッドを上げ、４号埠頭へ帰港準備。<改行>15:40　帰港のため、曳船で右舷側に回頭時、左舷艫側スパット付近（水面）から作動油の流出を確認。		①作業による振動及び作業船の経年劣化。<改行>		①船員及び専門メカニックの複数人の者で、多角的な目で点検する。また、溶接部の点検に注視し確実に点検を実施する。　　　　　　　　　②油圧配管に関しては腐食、劣化等の点検を実施するが、溶接部に関しては溶接検査を実施する。外観点検に加え、点検履歴、スパッドの稼働履歴、修復履歴を確認考慮し点検する。また、溶接部に関しては溶接検査後、新規に防食塗装を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③内部スパットは外部スパットの中であるため、日常的な目視点検が困難。このため、作業開始前の油圧点検に加え、スパット稼働時にも油圧の動きに異常がないか確認を行う。		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		東北支店		（株）大本組		東北支店																																																																																										R01-東北-小名浜-0101.xlsx		6/3/19 14:23		4/4/23 13:36		2019		5		10		15		40		2019		TRUE		23		東北		2019/5/10　15:40		43595.6527777778

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																小名浜港東港地区岸壁(-16m)(耐震)上部工事		本工事は、小名浜港東港地区岸壁(-16m)(耐震)の被覆・根固工、上部工、ＰＣ床版工、舗装工及び付属工を施工するものである。		令和1年6月28日 10時40分 頃		陸上				21:上部工				54:鉄筋運搬・組立				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置		移動式クレーン		15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				04:作業標準を守らなかった。				13:油断、軽視した。																																												99:その他										35.00%		34.00%		35.00%		34.00%		クローラクレーンオペレータは、車止を認識していたが、キャタピラーとの離隔はあると思い込んで走行し、キャタピラーが車止めに接触し損傷した。<改行>10:00～10:30　休憩、10:30　護岸上に仮置き鉄筋の揚重作業開始、10:40　車止め損傷発生		①クレーンオペレーターの走行に支障ないとの思い込み。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②オペレータから視認可能であった事から誘導員を配置していなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③車止めには、接触防止バリケード及び損傷防止木材を設置していたが、他作業の支障となるためバリケードを一時移動。作業終了後元に戻さなかった為、バリケードは損傷防止の機能をはたしていなかった。		①「慣れ、思い込み」による災害を防止するため、ヒューマンエラーに対する安全再教育を行う。また、本社安全パトロールを実施し、安全講話・対策の確認を行い、作業員の安全意識高揚を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②損傷対象部のバリケードには、ポールを立てる等明示と損傷防止木材の設置を強化しオペレータからも更に認識し易いよう改善する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③クレーン前進時においても移動時は誘導員を配置し、誘導員のもとで走行を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④立入り禁止柵（バリケード等）の、重要性、必要性、作業上必要で一時移動する際のルールについて再教育を行う。		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		東北支店		（株）大本組		東北支店																																																																																										R01-東北-小名浜-0201.xlsx		7/4/19 17:06		4/4/23 13:37		2019		6		28		10		40		2019		TRUE		23		東北		2019/6/28　10:40		43644.4444444444

		中部地方整備局		四日市港湾事務所		津松阪		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																平成30 年度津松阪港津地区（阿漕浦・御殿場）1-2 工区堤防（改良）本体工事（その2）		本工事は、津松阪港津地区阿漕浦・御殿場において堤防の構造物撤去工、仮設工、土工、及び本体工を施工するものである。		令和1年8月7日 13時45分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		02:作業準備				1:晴れ																05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		1399:その他：その他																																																																								敷鉄板の移設準備として、敷鉄板設置箇所の整正の為に場内仮置土をダンプトラックで運搬中、工事関係者の駐車場及びダンプトラックの転回場所で方向転回中にダンプトラックの右側後部が駐車車両の後部に追突した。<改行>8:00安全朝礼、12:45安全打合会、13:10作業開始、13:45事故発生		①ダンプトラック運転手が駐車車両との距離感を誤った。<改行>②駐車場と転回場所を区域分けしていなかった。		①車両転回時は、窓を開けての直視とバックミラーにより後方確認を行う。<改行>②転回場所は、隅角部などにカラーコーン等運転の目安となる表示を行い、作業範囲を明示する。<改行>③駐車場と車両転回場所を別々に設置し、駐車場では工事車両の転回を行わない。				日本土建株式会社																				（有）丸新建設																		措置なし																																																										R01-中部-四日市-0101.xlsx		9/3/19 13:55		4/4/23 13:29		2019		8		7		13		45		2019		TRUE		23		中部		2019/8/7　13:45		43684.5729166667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港A滑走路舗装改良工事 		東京国際空港Ａ滑走路において、アスファルト舗装工を行う工事である。<改行>（舗装工　１４，０００ｍ２）		令和1年8月19日 1時38分 頃		陸上				22:舗装		廃材運搬工		67:アスファルトコンクリート舗装				1:晴れ						2:弱風（2～4）		5:30以上		4:500～1、000						05:車両系荷役運搬機械等								03:激突				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。		26:危険有害な場所に入った。																																		04:安全度が不足だった。		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。								07:作業の安全指示が不適切だった。										87.00%		82.00%		15.00%		15.00%		アスファルト舗装工事における切削廃材をダンプトラックに積込完了後、現場から離脱しようとした際、前方にあった灯火に気が付かず、仮設化されていた誘導路灯に接触し破損させたものである。<改行>8/18 23:00作業開始，8/19 01:38事故発生		①灯火養生は行っていたが、今回損傷した灯火は施工箇所から少し距離があったため養生していなかった。<改行>②端部を切削時に斜めとなるダンプに対する運行ルートの指示が不足していた。<改行>③ダンプの運転者は、前方の確認が不足しショルダーの位置に気付けずショルダー内に進入してしまった。		①施工エリア内の航空灯火はその距離によらず全て養生を行う。<改行>②ダンプトラックの運行ルート、立入禁止エリア、離脱時の旋回方向等を明確に指示する。<改行>③関係する作業員及び運搬業者に対して今回の事故内容及び原因を周知し、再発防止に向けた安全教育を行う。<改行>				大林道路（株）																																						措置無し																																																										R01-関東-東京空港-0401.xlsx		8/26/19 10:49		4/4/23 13:24		2019		8		19		1		38		2019		FALSE		3		関東		2019/8/19　1:38		43696.0680555556

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		名瀬		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		平成３１年度名瀬l港(立神地区)防波堤(沖)災害復旧築造工事(第２次)		台風で災害を受けた防波堤を復旧する工事である。		令和1年9月3日 11時55分 頃		陸上				08:捨石及び均し				84:その他(　)		基礎捨石を仮置き場所から台船へ積込作業		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				03:激突				0399:倒壊：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																										33.70%		33.60%		45.30%		45.30%		ヤード内でホイルローダにて基礎捨石を現場搬入する台船に積込み完了後、岸壁エプロンにホイルローダを駐車させた。作業を再開させるにあたってホイルローダを後進させたら、すぐ後ろにあった灯柱に追突し、灯柱を倒した。<改行>10:15　積み込み作業再開、11:40　捨石積み込み完了（午後の作業打合せ）、11:55　灯柱倒壊、15:00　仮復旧開始、18:40　仮復旧作業完了		①ホイルローダの運転手が後方をよく確認しなかった。<改行>②灯柱周囲にはカラーコーンが設置されていたが、視認性が低かった。<改行>③作業手順書に基礎捨石を台船に積込む運搬通路の記載がなかった。		①作業手順書に灯柱の位置及び運搬通路を記載し、全作業員への緊急安全教育を行い、安全管理の徹底を行う。<改行>②灯柱を大きく囲うよう単管バリケード及び注意喚起看板を設置することで視認性を高める。さらに、仮置きヤード内に見張員を配置する。				(株)不動テトラ																				村上建設(株)																																																																												R01-九州-鹿児島-0101.xlsx		10/3/19 11:43		4/4/23 13:27		2019		9		3		11		55		2019		TRUE		3		九州		2019/9/3　11:55		43711.4965277778

		沖縄総合事務局		石垣港湾事務所		石垣		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																石垣港（新港地区）係留施設東側築造工事		本工事は、石垣港（新港地区）係留施設の共通工、構造物撤去工、仮設工、本体工（鋼矢板式）を施工するものである。		令和1年9月16日 17時15分 頃		海上				29:その他(　)		構造物撤去工		18:曳航・回航				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										07:作業の安全指示が不適切だった。																		防波堤港内側へ消波ブロックの据付作業完了後、クレーン付き台船係留場所へ移動するため離岸・回頭作業を行っていた。クレーン付き台船を回頭させる際、風等の影響によりクレーン付台船が流され、右舷後方が防波堤と接触し、防波堤のケーソン天端角部が一部破損した。<改行>8：00朝礼　8：30消波ブロック撤去・据付作業開始　17：05作業完了　17：10離岸・回頭作業開始　<改行>17：15回頭中に、クレーン付台船の後方部が既設構造物と接触、防波堤のケーソン天端角部一部破損　		①風の影響で想定以上にクレーン付台船が流された。<改行>②クレーン付台船船団長の経験不足、現場海域の特性、安全意識、危機管理の認識不足による接触回避指示の遅れ。<改行>③回頭に必要な離隔が不十分であった。強風等の対応策が結果として適切でなかった。		①再発防止教育：作業に従事する船員を対象に現場海域の特性について周知及び再発防止教育を実施。<改行>②曳船及び補助曳船の配置見直し：クレーン付き台船が流されないよう曳船の配置を見直し、離岸、回頭作業を行う。<改行>③十分な離隔の確保：防波堤から十分な離隔（１００ｍ以上）を確保する。		東亜建設工業（株）・南洋土木（株）特定建設工事共同企業体		東亜建設工業（株）				南洋土木（株）																（株）創進				（有）仲正海工																																																																								R01-沖総局-石垣-0101.xlsx		10/15/19 15:04		4/4/23 13:23		2019		9		16		17		15		2019		TRUE		3		沖縄		2019/9/16　17:15		43724.71875

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																平成31年度　金沢港（大野地区）泊地（-10m)浚渫外１件工事		金沢港（大野地区）泊地（－10ｍ）の浚渫・土捨工及び（南地区）岸壁（-7.5ｍ）（改良）の浚渫・土捨工を施工するものである。<改行>（泊地-10m：浚渫・土捨工　160、340㎡、岸壁-7.5m：浚渫・土捨工　5、989㎡）		令和1年9月24日 13時40分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				30:沈設管布設・撤去				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				22:連絡合図が不明瞭だった。																																						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										07:作業の安全指示が不適切だった。										19.50%		19.50%		75.00%		75.00%		陸上で連結した排砂（海底）管に玉掛するため、揚錨船が岸壁に接近した際に、操船者は揚錨船と岸壁との離隔が十分視認できなかったが、上乗りの玉掛作業員(3名)が玉掛フック及びワイヤーに気を取られ、誘導・合図が無かったため、これまでの経験により操船したことにより、岸壁上部工に揚錨船が接触し、岸壁上部工の一部を欠損させた。<改行>13:40頃　事故発生　		①操船者は、岸壁との離隔を充分確認出来ない状態で操船した。また、繰り返し作業の慣れにより「安全確認出来ているだろう」という油断が生じ、声かけ等の安全確認を怠った。<改行>②揚錨船の養生が不十分（緩衝材の不足）であった。<改行>③岸壁接近時、乗組員の役割が明確にされていなかった。		①上乗りの玉掛作業員のうち1 名を岸壁接近時の誘導・合図者(役割の明確化)とし、操船者は視認困難な場合に合図者の誘導合図に従い操船することを徹底する。なお、岸壁接近時の役割等を作業手順書に明記し、作業着手前、朝礼時に周知する。<改行>②安全教育において、船上(操船者をはじめ上乗り作業員)の声掛けを指導し、安全確認の徹底を図る。<改行>③使用する作業船に緩衝材を取付け、岸壁への接触事故や上部工への潜り込みを防止する。		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社		北陸支店		株式会社大本組		新潟営業所														信幸建設株式会社																																																																												R01-北陸-金沢-0201.xlsx		10/15/19 17:16		4/4/23 13:39		2019		9		24		13		40		2019		TRUE		3		北陸		2019/9/24　13:40		43732.5694444444

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		鹿児島空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		令和元年度鹿児島空港排水施設等改良工事 		本工事は、鹿児島空港内の構造物撤去工、土工、舗装工、付帯施設工、排水工及び緑地工を施工するもの。		令和1年12月11日 5時35分 頃		陸上		滑走路右ショルダー部		29:その他(　)		排水工		84:その他(　)		後片付け		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10								16:乗物				15:起因物と同じ		散水車		23:その他(　)		物損		0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		13:油断、軽視した。																																						99:その他								灯光車が退出後の作業のため視認性が悪るかった。		11:安全対策費用が不充分だった。										33.00%		29.00%						作業終了後、滑走路中央部からショルダーに向けて散水車により作業用通路の散水清掃を行っていた。散水車を旋回させる際に誤って滑走路灯に接触し破損させた。<改行>22:30　作業開始、5:35　事故発生		①投光車・カラーコーン撤収後、未清掃個所が確認され、視認性が悪い中で散水車を運転した。<改行>②滑走路灯付近にカラーコーンが設置されていなかった。<改行>③滑走路灯に対するオペレータの意識が希薄だった。		①清掃時には投光車は着陸帯の両側に設置し、投光車の移動ルートは車両通行帯を通行する。<改行>②清掃時の散水車は車両通行帯内のみ作業を行う。車両通行帯以外の清掃が必要な場合は人力で清掃する。<改行>③滑走路灯付近に点滅灯付カラーコーンを設置し、注意喚起をする。<改行>④清掃時は誘導員を滑走路両端に1名ずつ配置し、車両通行帯以外に逸脱しないよう監視を行う。<改行>⑤清掃後は未清掃個所が無いように徹底して確認した後、撤収作業を行う。　等				株式会社　植村組																																																																																																R01-九州-鹿児島-0201.xlsx		1/6/20 13:31		4/4/23 13:28		2019		12		11		5		35		2019		FALSE		23		九州		2019/12/11　5:35		43810.2326388889

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和元年度　新潟港（西港地区）航路泊地浚渫工事（その２）		新潟港（西港地区）航路泊地の浚渫・土捨工、付工を施工するものである。		令和2年1月28日 14時25分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				28:ポンプ浚渫				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		25:環境等				15:起因物と同じ				16:破裂				1399:その他：その他																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										99:その他								気象予測に一部不備があった。		58.90%		58.90%		76.20%		76.20%		左岸区域のポンプ浚渫作業を行っていた。当該作業中は南東の風が強く、瞬間的にフロータ管の曲がりが 鋭角となり破損した。<改行>14：25頃　事故発生		①ポンプ浚渫のフロータ管（排砂管）が、強風にあおられ曲がりが鋭角となり、ゴムスリーブが破損した。<改行>②当該時期に発生頻度の低い南東の強風が、前日に予想されていたが、強風に対する備えが不十分であった。		①破損の原因は、強風によりフロータ管が鋭角に曲がった事による破損、と判断した事から、破損再発防止策として、左岸区域を浚渫する際は、フロータ管（海上排砂管）の曲がりが緩やかになるよう振れ止め用のアンカーを打ち、曲がりを調整する。				株式会社本間組																				新潟建工　株式会社				ニッスイマリン工業																																																																								R01-北陸-新潟-0101.xlsx		2/28/20 16:46		4/4/23 13:40		2020		1		28		14		25		2019		TRUE		16		北陸		2020/1/28　14:25		43858.6006944444

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和元年度熊本空港誘導路改良外1件工事		誘導路（T-5）、場周道路を改良するもので、撤去工、空港舗装工、飛行場標識工、舗装工、標識工、水槽本体工、水路嵩上工、角落とし施設工を施工するもの。		令和2年2月4日 9時51分 頃		陸上				22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		誘導路の規定勾配逸脱（段差）		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																																99:その他								規定勾配遵守の意識が希薄だった		66.10%		62.10%		88.90%		88.90%		施工箇所⑪施工時において、日々擦付開放部の施工不良により未施工箇所⑫との境界において段差（最大４cm）が生じていた。段差部分が欠けて航空機に吸い込むことが懸念されるため、終日誘導路をクローズさせた。<改行>5：58　施工完了、6：30　ランウェイチェック（舗装面の段差の指摘あり。一旦、問題ないとの回答はあったが、問題ある場合は再度連絡するとのこと）、6：45　退場、8：30　ランウェイチェック結果を電話連絡（現場代理人→発注者）、9：51　再ランウェイチェック（運航会社と段差を再確認した結果、誘導路クローズ決定）		①事前の調査・測量不足によりわだちが酷い箇所が把握できておらず、適切な摺付延長確保が出来なかった。<改行>②擦付部の舗設を、本体舗設の表層と同時に層厚７cmでアスファルトを敷均し転圧したため、嵩上げが大きい箇所においては、そのまま端部処理を行ったことから最大４cm程度の段差擦付が発生した。<改行>③擦付勾配３％以下の規定に関して、滑走路と直角方向の擦付は重要と認識していたが、滑走路と平行方向の擦付の擦付勾配については認識が希薄であった。		①調査・測量を密に測定し、既設舗装の状態を十分に把握する。<改行>②施工箇所の計画高と現況高の差に応じて、規定勾配３％を超えないよう擦付幅を設定し、施工管理を行う。<改行>③作業員に対し、供用中の空港工事での施工不良は重大事故につながることを再教育し、擦付勾配等遵守を徹底させる。<改行>④施工中の指示確認及び仕上がり確認や清掃状況の最終確認を管理技術者又は現場代理人が行う。				三井住建道路（株）				日新興業（株）																																																																																												R03-九州-熊本-0201.xlsx		2/12/20 9:48		4/4/23 13:58		2020		2		4		9		51		2019		FALSE		23		九州		2020/2/4　9:51		43865.4104166667

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																広島空港誘導路等改良工事		広島空港の誘導路及びエプロンを改良するもので、舗装撤去工、空港舗装工、飛行場標識工、土工、排水構造物撤去工、緑地工、仮設工を施工するものである。		令和2年2月14日 1時15分 頃		陸上		誘導路ショルダー部		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		1:0～50		2:無		2:無		07:舗装機械				17:加害物なし				03:激突				0806:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ローラー等		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										02:危険な有害作業の教育が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		18:緊急通報体制が未確立・不備であった。						82.00%		83.00%		74.00%		77.00%		舗装作業中、4tローラを作業の支障とならない場所に後進で移動していた際、灯火の存在に気づかずに接触し、灯火を破損した。<改行>22:00KYミーティング開始、0:55基層施工開始、1:10基層施工完了・ローラ移動開始、1:15事故発生。		①新規入場者の重機運転手が、不慣れな場所で急いで後進移動したため、明るい場所から暗い場所に入った際に、誘導路灯を見失なった。<改行>②急いで後進移動したため、重機移動時のルールを失念していた。（重機移動時のルール：重機の移動の際には誘導員をつける。重機はショルダー部に駐車しない。後進で移動する際に指差し呼称する。）		①ショルダー部分に駐車する工事車両は6灯式照明車のみとする。また、日々の朝礼で毎日周知し、工事車両の駐車位置を明確にする。灯火はカラーコーンとコーンバーで四方を囲み養生するとともに、6灯式照明車を一台追加する。<改行>②作業計画書を見直し、機械毎に誘導員を指名する。日々、現場代理人が指差し呼称の実施状況を確認する。				株式会社NIPPO		中国支店																		株式会社長原組												軽微																																																																R01-中国-広島-0101.xlsx		3/13/20 14:43		4/4/23 13:29		2020		2		14		1		15		2019		FALSE		3		中国		2020/2/14　1:15		43875.0520833333

		近畿地方整備局		大阪港湾・空港整備事務所		八尾空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																八尾空港A滑走路及びA誘導路改良工事		本工事は、八尾空港A滑走路及びA誘導路の土工、撤去工、舗装工、標識工、緑地工、雑工及び仮設工を施工するものである。		令和2年2月19日 23時15分 頃		陸上		滑走路ショルダー部		22:舗装				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								10:他に属さない機械				15:起因物と同じ		キャブトラック		23:その他(　)		滑走路灯破損		0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		26:危険有害な場所に入った。																																				17:安全標識がなかった。										04:理解度の確認が不十分だった。										46.00%		43.80%		0.00%		0.00%		滑走路上をキャブトラックで通行し路肩に駐車する際、ショルダー部を通行してしまい、滑走路灯に接触し破損させた。<改行>20:00朝礼、21:00作業開始、23:15事故発生		①事前に決められていたルールであるショルダー部の通行禁止が守られていなかった。<改行>②当日施工箇所付近の灯火は自光式カラーコーンで明示されていたが、事故現場は当日施工箇所から約125m離れており、カラーコーンで明示していなかった。		①元請職員、作業員の自覚教育として、空港施設の重要性と施設保護を再認識させ、新規入場者教育時の注意事項を再教育する。日々の朝礼で危険箇所や注意事項を繰り返し指導する。支店より現場に1名常駐し、安全巡視・指導体制を強化するとともに、一人に固定せず複数人で巡視することで様々な視点から指導を行う。<改行>②施工箇所までのすべての灯火に発光式カラーコーンを設置して明示を行う。誤進入防止のため各誘導路や灯火間にも発光式カラーコーンにて立入禁止明示を行う。工事車両の駐車場所を日々指定し、カラーコーンで区画明示する。				前田道路(株)		関西支店																		(株)甲斐組																																																																												R01-近畿-大阪-0101.xlsx		3/13/20 13:39		4/4/23 13:27		2020		2		19		23		15		2019		FALSE		23		近畿		2020/2/19　23:15		43880.96875

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和元年度大分空港滑走路改良工事		本工事は、大分空港の滑走路を改良するもので、構造物撤去工、空港舗装工及び飛行場標識工を施工するもの。		令和2年3月18日 4時50分 頃		陸上		誘導路ショルダー部		29:その他(　)				19:陸上測量		事前測量		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10								16:乗物				15:起因物と同じ		連絡車		23:その他(　)		物損		0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		1		04:作業標準を守らなかった。																																																04:理解度の確認が不十分だった。																		作業員を引率するために、GSE通路からエプロン（5番スポット）へ走行し誘導路へ出たところ、矢印板、カラーコーンの明示をしていなかったため誘導路縁標識（外側線）を誘導路中心線標識と見間違え、誘導路灯をまたいでしまい車両の底で破損させた。<改行>22:50　作業開始、4:50　事故発生		①社内の制限区域内に対する危険予知意識が不十分であった。<改行>②施工計画で決めた矢印板及びカラーコーンの設置もなく、車両で安易に走行した。矢印板及びカラーコーンによる明示を怠った為、誘導路縁標識（外側線）を誘導路中心線と見誤って走行した。<改行>③空港施設の認識が不十分であった。		①会社内で再発防止対策を話合い、職員及び協力会社の危険予知再教育を行う。<改行>②制限区域立入におけるチェック体制の強化と重要ななカーブ部に誘導員を増員する。<改行>③本施工に先立ち、矢印板及びカラーコーンの配置を試験的に実施し、走行ルートを確認する。<改行>④安全教育訓練時に、今回の事故事例や空港関係の事故事例を拾い上げ、決められたルート以外への進入を禁止することや、空港施設の知識及びルールについて周知徹底する。																																																																																																				R01-九州-別府-0201.xlsx		3/2/23 16:03		4/4/23 13:28		2020		3		18		4		50		2019		FALSE		23		九州		2020/3/18　4:50		43908.2013888889

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港A滑走路他舗装改良工事		C誘導路（G～E-9）の間にてアスファルト舗装工を行う工事である。<改行>（舗装工　10、094m2）		令和2年4月29日 0時45分 頃		陸上				22:舗装				02:作業準備				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		4:500～1、000						07:舗装機械								03:激突				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		A:危険だと思わなかった				03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。		26:危険有害な場所に入った。																																04:安全度が不足だった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										16.40%		13.30%		35.40%		32.30%		　アスファルト舗装工事において使用する切削機を、場周道路脇の重機仮置き場から、保安道路を通り滑走路を真直ぐ横断し左斜めにある誘導路へ進入し施工箇所へ行く予定であったが、左斜めに行くという意識が強すぎたため滑走路横断時から左斜めに走行し誘導路中心線より南側に逸れた為ルートを修正しようと方向転換を行った際にショルダー部にあった滑走路灯に気が付かずに損傷させてしまった。<改行>0:30作業開始、0:45事故発生		①自走切削機のオペレータが転回時に、周辺の確認を怠った。<改行>②決められた車両の転回方向を守らなかった。<改行>③入場ルートの視認性が悪かった。<改行>④入場時の同じ隊列に走行速度の異なる重機を組入れた為、隊列から遅れてしまった。<改行>⑤航空灯火への安全意識、入場ルートに対する教育が不十分であった。		①灯火等の位置を確認したうえで、灯火と反対方向に転回する。<改行>②車両は必ず内側（中心側）に転回するよう、教育及び指導する。<改行>③滑走路横断箇所の目印の設置と誘導員の配置。<改行>④自走する重機に対する先導車を配置。<改行>⑤灯火損傷防止に関わる危険予知活動を必須項目として実施。また、制限区域内の運行ルールの唱和を毎朝礼時に実施。				大林道路（株）																																						措置無し																																																										R03-関東-東京空港-0301.xlsx		4/4/23 13:56		4/4/23 13:56		2020		4		29		0		45		2020		FALSE		3		関東		2020/4/29　0:45		43950.03125

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)築造工事		本工事は、仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)付帯施設の構造物撤去工、海上地盤改良工、基礎工、仮設工、本体工、付属施設工及び現地調査工を行うものである。		令和2年5月1日 15時0分 頃		海上				08:捨石及び均し				40:土砂・石材等の海上投入				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		24:材料等		石材		15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損（ソーラスフェンス損傷）		1101:取扱運搬等：積卸し作業中		C:危険だと思っていたが、誤った知識による（危険な）行動をとった。				22:連絡合図が不明瞭だった。																																						35:その他の作業環境に欠陥があった。										04:理解度の確認が不十分だった。										98.50%		98.20%		95.00%		80.00%		起重機船による捨石作業時、投入した石材がソーラスフェンスの垂れ下がっていた有刺鉄線に接触し、石の重さでフェインスが引っ張られる形になり、一部損傷した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  7:10　朝礼後、作業開始。<改行>15:00　事故発生		①作業手順に不備があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②危険箇所の明示に不備があった。		①作業従事者全員に対して、再教育をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②合図者の配置位置、合図の方法、投入方法等の作業手順を再教育する。<改行>③ソーラスフェンス張出し箇所へ接触（接近）防止ロープを張る。<改行>				りんかい日産建設（株）		東北土木支店																																																																																														R02-東北-塩釜-0101.xlsx		5/14/20 14:13		4/4/23 13:52		2020		5		1		15		0		2020		TRUE		23		東北		2020/5/1　15:0		43952.625

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和元年度名古屋港金城ふ頭岸壁（-12m）本体工事		本工事は、金城ふ頭岸壁のハイブリッドケーソン製作を行う工事である。		令和2年5月24日 6時22分 頃		海上				16:ケーソン曳航・据付				51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船		台船		15:起因物と同じ				03:激突		物損（SOLASフェンス損傷）		0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																																																																								ケーソン鋼殻陸揚げ作業において、護岸接岸中の鋼殻積載台船が東側へ動揺し、近接するSOLASフェンス張り出し部に接触し、フェンス部材の一部が損傷した。<改行>6:00安全朝礼、6:15作業開始、6:22事故発生<改行>		①台船の係留ロープのゆるみがあった。<改行>  ・満潮時間帯での作業となり陸側台船の係留策に「あそび」があり台船の位置保持ができなかった。<改行>②見張り員不在により、事故発見の遅れが生じた<改行>  ・陸側の台船に船員を配置していないため、SOLASフェンスへの接近接触を把握できていなかった。<改行>③作業従事者が本件発生リスクの認識不足であった。		①作業開始直前に係留索にゆるみがないか、係留状況の確認をし、台船の位置保持が出来るようにする。<改行>②台船が動揺することを想定し、シフト作業時に、陸側台船の動静およびフェンス位置が確認できる位置に船員を配置する。曳船船長は、同様に台船が動揺することを想定し、船員と連絡がとれる体制をとり対応できる位置に配置する。<改行>③作業開始前に全ての関係者に周知し、手順の確認のもと体制を確認し、危険予知活動を行い、安全意識の向上をはかる。				りんかい日産建設（株）		名古屋支店																		住友重機械プロセス機器（株）														reserved-43997x1F		reserved-44026x1F		口頭注意																																																										R02-中部-名古屋-0401.xlsx		6/18/20 13:44		4/4/23 13:52		2020		5		24		6		22		2020		TRUE		3		中部		2020/5/24　6:22		43975.2652777778

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																														4:公衆災害		那覇空港滑走路増設舗装工事		滑走路増設及び取付誘導路における空港土工、舗装撤去工、緑地工、空港舗装工、舗装工、飛行場標識工、仮設工、航空灯火施設工、航空灯火設置工及び雑工を施工するもの。		令和2年6月10日 0時36分 頃		陸上				29:その他(　)		その他		84:その他(　)		自動車運転中		2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		1:0～50						26:その他の起因物(　)		連絡車		15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				19:よそ見をしていた。																																																04:理解度の確認が不十分だった。										88.00%		87.00%		0.00%		0.00%		場内入場後、脇見運転により連絡車横転、制限フェンス破損　<改行>21:00 安全朝礼終了後、管制塔へ無線連絡、入場。 21:15 誤侵入防止用点滅灯付きカラーコーン設置完了、作業開始。<改行>0:36 時速30～40Kmで走行中、ダッシュボード上の通行許可証の上に置いた書類を取り除く際に、脇見運転をしたことによりて連絡車横転・制限フェンスを破損させた。運転者の容態については異常無し。		①ダッシュボードの通行許可証の上に書類を置いていて取り除く際に脇見運転となった。<改行>②自動車を運転する以外に別の行動をしてしまった。<改行>③夜間作業時対向車が少ないことで危機感が薄れていた。		①事故再発防止の安全教育の実施（再発防止対策会議）。再発防止対策会議を招集し、事故の原因を共有及び運転以外の別行動をする際には必ず一旦停止することとし、事故再発防止対策を講じる。<改行>②ゲート入退場前に車両通行許可証を事前にダッシュボード上に置いておく。その際ダッシュボード上に通行許可証以外は置かない。（退出後は、盗難防止のため片付け管理を行う。）車両運転時の注意事項を記載したステッカーをすぐ見える位置（ハンドル又はダッシュボード）に貼り付け、乗車時（エンジン始動の前）には、注意事項を確認する。<改行>③通行ルートのハザードマップの再調査を行い危険個所のあらい出しを行う。抽出された危険個所には車両から視認できるような反射板等を設置する。		世紀東急工業・屋部土建特定建設工事共同企業体		世紀東急工業株式会社		沖縄中部営業所		屋部土建株式会社																																																																																												R02-沖総局-那覇-0601.xlsx		6/25/20 9:36		4/4/23 13:40		2020		6		10		0		36		2020		FALSE		23		沖縄		2020/6/10　0:36		43992.025

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																横浜港南本牧地区荷さばき地舗装等工事		横浜港南本牧地区荷さばき地の土工、舗装工、排水構造物工、配電線設備工、付帯工を施工するものである。		令和2年6月15日 16時0分 頃		陸上				25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		破損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																								B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										75.00%		76.00%		95.00%		90.00%		路床整正後の集積した余剰土を、バックホウ（0.45m3）にてダンプトラックへ積込む作業時に、オペレータが埋設保護管にバックホウを乗り上げている事に気付かず施工を行ない、電気ケーブルの保護管を破損させた。<改行>16:00事故発生		①バックホウのオペレーターは、作業位置が埋設管の上に乗っていないと思い込んでいた。<改行>②埋設管を露出させて明示していたが、降雨による泥濘化で不明瞭になることが想定できなかった。また、具体的な策を施していなかった。<改行>③埋設管付近に余剰土を集積し、積み込み作業を行った。		①掘削作業にかかわらず、埋設物付近で重機作業を行う場合は車両の誘導員以外の監視員を配置する。<改行>②埋設物位置にカラーコーンを設置し、視認性を改善する。<改行>③埋設物付近で作業を行う場合は、日々のＫＹで破損防止策を指導し、確認する。<改行>④埋設物破損防止のための施工方法について立案し、指導・確認する。				（株）NIPPO		関東第一支店																																				措置無し																																																										R02-関東-京浜-0201.xlsx		7/3/20 21:53		4/4/23 13:44		2020		6		15		16		0		2020		TRUE		23		関東		2020/6/15　16:0		43997.6666666667

		北陸地方整備局		敦賀港湾事務所		敦賀		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		敦賀港（鞠山南地区）岸壁（-14m）地盤改良工事（その２）		本工事は、敦賀港（鞠山南地区）岸壁（-１４ｍ）の除却工、土捨工及び付工を施工するものである。		令和2年6月20日 17時10分 頃		陸上				06:地盤改良				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械								23:その他(　)		交通事故（その他）		0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。				15:気持ちがあせっていた。																																		05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。				17:安全標識がなかった。						07:作業の安全指示が不適切だった。				10:指揮者、誘導員をつけていなかった。						72.50%		76.20%						作業終了後、オペレーターがホイールローダーを所定の停車位置まで後退させていたところ、車体後部を照明灯（金属製支柱部）に接触・損傷させた<改行>17:10　事故発生		①週末作業の終わりで気持ちの緩み、疲れによる周囲への注意及び確認不足があった。<改行>②照明灯の下にカラーコーンは設置していたが、車体に隠れオペから見えない状況であった。<改行>③作業終了後の片づけに関して、作業手順を詳細に定めていなかった。<改行>④通常は照明灯から５ｍ離れた位置に停車していたため、誘導員を配置していなかった。		①朝礼及びKY等において、左右後方確認の徹底について注意喚起を行う。<改行>②単管バリケードで照明灯を囲い、単管部にはトラテープを巻き、かつ注意喚起の標識を設置。<改行>③後片付けに関しても、手順書を定めた。<改行>④停車時は誘導員の配置を行う。				五洋建設株式会社		北陸支店																		敦賀旭土建株式会社																																																																												R02-北陸-敦賀-0101.xlsx		8/6/20 16:47		4/4/23 13:55		2020		6		20		17		10		2020		TRUE		23		北陸		2020/6/20　17:10		44002.7152777778

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		神戸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																神戸港航路附帯施設築造工事(第１工区)		本工事は、神戸港航路附帯施設の海上地盤改良工、土捨工、基礎工及び雑工を施工するものである。		令和2年6月30日 17時0分 頃		海上				03:土質調査				16:測量櫓等の設置・撤去				3:雨				4:波が高い（1.5以上）		5:烈風（15以上）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				15:起因物と同じ				23:その他(　)		作業船(セップ台船)の漂流		0301:倒壊：足場、作業構台等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。										40.00%		40.00%		80.00%		80.00%		工事にかかる土質調査としてセップ台船を使用した海上ボーリングの施工期間中であった。荒天予報のため、前日に気象予報を確認のうえ荒天養生を行い当日作業は中止していたが、想定を超える海象状況となりセップ台船のスパッドと土質調査ロッドが波浪で切断し、275m北東の護岸まで流され座礁した。17:00頃事故発生		①セップ台船の荒天時の対策に対する意識が甘く、前日気象予報以上に気象海象が急変悪化することを予測できなかった。また、前日に入手した波浪情報に対し、当日の波浪が厳しくなった。		①セップ台船の荒天対応判断基準を見直し、現地停泊とする場合は、有義波高ではなく最大波高を考慮したセップ台船高さに設定する。また、荒天予報に対し台船高さの調整では対応不可能と判断される場合は、セップ台船上での作業状況に関わらず、速やかに退避を行う。		東亜・不動テトラ・家島特定建設工事共同企業体		東亜建設工業(株)				(株)不動テトラ				家島建設株式会社																														措置なし（荒天影響によるもので、受注者の責によらない）																																																										R02-近畿-神戸-0101.xlsx		10/13/20 11:28		4/4/23 13:45		2020		6		30		17		0		2020		TRUE		23		近畿		2020/6/30　17:0		44012.7083333333

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																和歌山下津港海岸(海南地区)築地護岸等築造工事		本工事は、和歌山下津港海岸(海南地区)築地護岸の構造物撤去工、土工、仮設工、本体工、上部工、排水構造物工、舗装工を施工するものである。 		令和2年9月7日 10時8分 頃		陸上		資材荷下ろし場所		29:その他(　)		撤去工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				3:雨				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）		5:30以上		5:1、000以上		1:有		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		15:気持ちがあせっていた。																																																								5.00%		2.00%		100.00%		70.00%		現場資材置場において、積荷を降ろした4tダンプトラックが車を発進させたところ、ダンプトラック横を走行してきた一般車両の側面に接触した。		①合図・誘導員は配置していたが、配置場所が不適切であった。		①一般車両の動静が見える適切な箇所に監視員を配置する。また、一般車両の通行がある箇所では作業場所の前後にバリケードまたはカラーコーンを設置する。				五洋建設株式会社		大阪支店																		㈱和歌山建材リサイクルセンタ-																		措置無し（口頭指導付不問）																																																										R02-近畿-和歌山-0301.xlsx		10/13/20 11:15		4/4/23 13:46		2020		9		7		10		8		2020		TRUE		18		近畿		2020/9/7　10:8		44081.4222222222

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		博多		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和２年度博多港（アイランドシティ地区）道路復旧舗装工事		本工事は、博多港（アイランドシテイ地区）道路復旧舗装工事の構造物撤去工、道路土工、舗装工、縁石工、排水構造物工、区画線工及び道路付属施設工を施工するものである。		令和2年9月28日 10時54分 頃		陸上		中央分離帯設置部		29:その他(　)		掘削		74:掘削(機械施工)				1:晴れ																04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		配電管の破断		1399:その他：その他				1																																																																				照明灯基礎部分の掘削を行っていたところ、バックホウオペレータが何かに当たったような違和感を感じたので確認したところ、民間電力会社の配電管が破断していた。<改行>8:20　作業開始、10:30　照明灯基礎部分の掘削開始、10：54　事故発生		①試掘計画書は提出していたが、作成した監理技術者が不在で所内の引継ぎが不十分であった。また再度、図面を見直し2ｍ以上離隔があったので大丈夫だろうと思い込んでしまった。<改行>②朝礼時、埋設管が近くにあることを作業員に周知していなかった。<改行>③縦3条、横3条配電管があり、破断した配電管の真上には埋設シートがなかったので、配電管があると気付けなかった。		①試掘計画書のとおり、試掘を行い配電管の位置確認をしてから本施工を行う。<改行>②朝礼時、配電管が近くにあることを作業員に周知し、また、休憩所にも埋設図面を設置し、作業員に視える化する。<改行>③埋設シートが出てこなくても、掘削が配電管の予定深度上0.5ｍに達した場合は配電管があるかもしれないと作業員に注意喚起し、その後は探査棒を使用しながら手掘りにて慎重に掘削する。				日本道路(株)		九州支店																		熊川工業(株)				(有)後藤建設														口頭注意																																																										R02-九州-博多-0301.xlsx		11/5/20 13:56		4/4/23 13:47		2020		9		28		10		54		2020		TRUE		23		九州		2020/9/28　10:54		44102.4541666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港監督補助業務		東京空港整備事務所における東京国際空港整備事業等に関する監督補助業務を行うものであり、調査職員を支援し当該発注工事の円滑な履行及び品質確保を図ることを目的とする業務である。		令和2年10月12日 5時0分 頃		陸上		誘導路		29:その他(　)		後片付け		84:その他(　)		後片付け		1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		4:500～1、000						26:その他の起因物(　)		人		15:起因物と同じ				03:激突				1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								75.00%		75.00%		75.00%		75.00%		工事の作業終了に伴い、現場内の遺失物確認を行っていたところ、ショルダー部の段差に躓き、近くにあった誘導路灯を蹴り破損させた。<改行>10/11　23:30作業開始、10/12　5:00事故発生		①現場内の遺失物確認に集中してしまい、足元の確認を怠った。<改行>②現場内の注意すべき箇所（段差等）を事前に確認していなかった。<改行>③施工業者退出後の照明が無い中で、手持ちライトで点検作業を実施していた。		①舗装に段差があることを意識するとともに、確実に足元確認を行う。<改行>②現場内の注意すべき箇所（段差等）を事前に確認し、各現場担当者と情報を共有する。<改行>③施工業者の照明がある間に、施工業者が片付けを完了した箇所から点検を実施し、最後に照明車が駐車していた箇所を手持ちライトで点検する手順に変更する。				(株)日本空港コンサルタンツ																																						措置なし																																																										R02-関東-東京空港-0301.xlsx		10/27/20 16:27		4/4/23 13:45		2020		10		12		5		0		2020		FALSE		3		関東		2020/10/12　5:0		44116.2083333333

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		八代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和2年度八代港大築島土砂処分場被覆ブロック製作工事		八代港大築島土砂処分場の被覆工を施工するもの		令和2年11月16日 15時20分 頃		陸上				17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)		バックホウ移動中		1:晴れ								3:10～20								04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線切断		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。																																																																		ヤードＡで使用していたコンクリート打設用バックホウを、翌日の作業準備のため、ヤードBへ移動中にヤード内にあった架空線(民間通信回線)をバックホウのアーム部で切断した。<改行>8:05　作業開始、15:05　コンクリート打設時のバックホウオペレーターが早退するため、別の作業者に運転を交代、15:20　事故発生		①バックホウのオペレーターがバックホウを移動させる際、装着したコンクリートホッパーに意識が向き、架空線への注意が低下したことでアーム・ブームを降下させずに移動した。<改行>②架空線注意看板を設置していたが、オペレーターが交代したことで、オペレーターの架空線への意識が不足していた。<改行>③通常バックホウ移動時は重機誘導員を配置していたが、事故発生時は重機誘導員が配置されていない状態で移動した。<改行>		①公衆災害防止対策として、架空線注意看板の増設や視認性の高い掲示物(旗等)を設置することにより、重機の各オペレーターに対する注意喚起を徹底する。<改行>②バックホウオペレーターから常に視認可能なアーム部内側に注意喚起マグネットシートを設置する。<改行>③バックホウ移動を行う場合、オペレーターは重機誘導員の配置を確認し、誘導に従い移動を行う。<改行>④アーム・ブームの格納について、基準高さを設定した竹竿等を使ってオペレーター、重機誘導員で確認後に移動を行う。				太陽開発株式会社																				有限会社枠吉組																																																																												R02-九州-熊本-0301.xlsx		12/23/20 16:45		4/4/23 13:47		2020		11		16		15		20		2020		TRUE		23		九州		2020/11/16　15:20		44151.6388888889

		四国地方整備局		高松港湾・空港整備事務所		高松空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																高松空港用地測量等		　本業務は、高松空港の滑走路端安全区域の用地取得のため、用地測量及び建物等の調査を行うものである。		令和2年11月18日 10時0分 頃		陸上				29:その他(　)		用地測量		19:陸上測量				1:晴れ								3:10～20								21:手工具、用具				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損（ケーブル切断）		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。				18:熱中して判らなかった																																												04:理解度の確認が不十分だった。										45.00%		20.00%		100.00%		30.00%		用地測量に伴う、補助基準点設置の選点作業のため、見通しを確認しながら草木を鎌で伐開しつつ移動していた。<改行>現地は、草木が生い茂っており、地形も急峻であるため、足下に注意しながら移動先及び測量の際の見通しの邪魔になる草木を一定の高さまで伐開しながら移動していたところ、作業中は気づかなかったが、地元共聴組合所有のTV共聴アンテナからのケーブルを切断したものと思われる。    10：00頃事故発生		①用地測量に必要となる補助基準点の選点のため、山中を移動中に足下や鎌での作業に集中し、気づかずにケーブルを切断した。<改行>②作業に当り、作業員が周辺に公衆施設がある可能性を考慮せず、伐開作業を行っており、受注者として作業員の意識に対する確認が不十分だった。		①伐採前に上下、左右に注意し、支障物件等の有無を確認する。<改行>②伐採等の鎌作業は最低限の振り幅で行う。<改行>③視通障害物を伐採してよいものか、手で確認して実施する。<改行>④お互いの作業内容及び状況をメンバー相互に注意力を高め、少しでも危険なこと、気になることがあれば、随時確認を徹底する。<改行>⑤伐採後は、作業範囲内に異変がないか確認する。				復建調査設計株式会社		四国支店																		エボシ技工調査設計株式会社																		措置無し																																																										R02-四国-高松-0101.xlsx		12/22/20 14:52		4/4/23 13:49		2020		11		18		10		0		2020		FALSE		23		四国		2020/11/18　10:0		44153.4166666667

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																日高港塩地区泊地(-12m)浚渫工事(第16工区)		本工事は、日高港塩屋地区における泊地(-12m)の浚渫工及び土捨工を施工するものである。 		令和2年12月15日 10時40分 頃		海上		岸壁		05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		岸壁破損		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				99:その他								スパッドの効果を目視で確認したが不十分であった																														32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								風		17:下請け指導が不適切だった。										95.00%		95.00%		95.00%		95.00%		作業を終えた浚渫船が夜間停泊場所に転船（移動）する際、操船を誤り岸壁に接触した。<改行>8:00作業開始、10:10転船を開始、10:30事故発生		①スパットの効果を目視で確認したが不十分であった（スパットの効果が十分確認される前に揚錨船のロープを解除した）。<改行>②平均7m/秒から8m/秒の風が吹いていた。<改行>③浚渫船の移動に対して具体的な指導が不足していた。		①接岸直前にはスパッドの効果を確認し、船体の動きが止まってから次の動作に入る。なお、スパッドの効果の確認は、目視に加えて船位管理システムを使用する。<改行>②接岸時に見張り員は岸壁との距離を随時操船者に連絡する。また、操船者は風の影響を考慮し、より安全なルートを選定する。なお、平均風速が7m/秒以上の転船時には曳船に加え補助船を使用する。<改行>③元請職員は、転船場所、気象海象条件を考慮し、転船時のルート、回頭の有無、スパッド打設位置等を移動前に確認し、作業内容に応じた安全対策を指示する。				若築建設（株）																				（株）明生工業				家島建設（株）														措置無し（口頭指導付不問）																																																										R02-近畿-和歌山-0401.xlsx		3/30/21 11:50		4/4/23 13:46		2020		12		15		10		40		2020		TRUE		23		近畿		2020/12/15　10:40		44180.4444444444

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和2年度　福岡空港滑走路外地盤改良工事		本工事は、福岡空港の滑走路および誘導路部の地盤改良を行うもので準備工、仮設工、空港土工、地盤改良工及び緑地工を施工するものである。		令和3年1月15日 0時25分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)		曲がり削孔		1:晴れ																26:その他の起因物(　)		削孔ロッド		16:その他の加害物(　)		埋設ケーブル		23:その他(　)		公衆災害		1399:その他：その他																																												99:その他								レーダー探査結果の過信、マンホール内の配管状況を直接確認していなかった。																				曲がり削孔作業中、オペレーターが違和感を覚え、削孔ロッドを抜管したところ、ロッドにケーブルが巻きついていることを発見し、埋設ケ－ブル（後に多孔陶管内の電源ケ－ブルと判明）を破断させたことが分かった。<改行>0:00　削孔開始、0:25　事故発生		①空港埋設物の保護管は鋼管であると思い込み、当該マンホール内の配管状況を直接確認していなかった。<改行>②レーダー探査を過信し、レーダー探査結果の埋設物平面位置および上端深度を基に、曲がり削孔計画を行ったため、実際のダクト位置や形状が反映されていなかった。<改行>③埋設管（多孔陶管）との干渉に伴う削孔時の異常を上層と同じコンクリート殻混じり層と思い込んでいた。		①施工範囲に関わる埋設管情報を再収集し、配管の配置・構造等を確認する。確認済みのものを含めた、施工範囲周辺に存在する全てのマンホール・ハンドホールを開けて、埋設物状況を直接確認・実測を行う。<改行>②埋設管情報の確認結果およびマンホール・ハンドホール内実測結果を、曲がり削孔計画に反映し、削孔計画を再設定する。埋設物のル－トに不明点があれば、試掘により埋設物を確認する。<改行>③削孔時の計器情報モニタリング中、少しでも異常が確認された場合は削孔を一時中断し、確認完了後、削孔再開する。				五洋建設(株)																				ライト工業(株)																		注意喚起なし																																																										R02-九州-博多-0501.xlsx		4/1/21 18:11		4/4/23 13:48		2021		1		15		0		25		2020		FALSE		23		九州		2021/1/15　0:25		44211.0173611111

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																広島空港誘導路等改良工事		本工事は、広島空港の誘導路及びサブエプロンを改良するもので、舗装撤去工、空港舗装工、飛行場標識工、土工、緑地工、区画線工および仮設工を施工するものである。		令和3年2月7日 0時30分 頃		陸上				22:舗装				07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		3:200～500						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				1101:取扱運搬等：積卸し作業中		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。																																						17:安全標識がなかった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。						63.00%		44.00%		0.00%		0.00%		誘導路の舗装改良に伴い、空港場外の仮置場からバックホウ（0.25m3）とコンバインドローラー（4t級）を空港場内の施工現場へトラックで運搬する際、一般道の案内標識（高さ約4.5m）に積荷（バックホウのアーム）が接触し、標識を破損（変形）させた。<改行>23:00重機を随時搬入、0:25重機（0.25m3級バックホウ）積込、0:30事故発生。		①トラック運転手が積荷（バックホウのブーム高）が道路制限高3.8m以下であることを確認せず公道を走行した。<改行>②工事車両の一般道路通行時の安全対策に関する教育指導が不足していた。<改行>③運転手による一人作業のため、他に確認する者がいなかった。		①検尺棒による積荷高確認及び、チェックシートを活用した積荷状態の確認を行い、出発前に元請へ確認結果を報告する。<改行>②空港周辺の架空物件のハザードマップを作成して関係者に周知する。<改行>③積荷の確認作業は運転手と別の作業員の2名体制で行う。				大成ロテック(株)																				(株)ミカワ																																																																												R02-中国-広島-0501.xlsx		3/18/21 9:15		4/4/23 13:51		2021		2		7		0		30		2020		FALSE		18		中国		2021/2/7　0:30		44234.0208333333

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和2年度　東京国際空港Ａ誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空A誘導路及びC誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工、及び調査工を施工するものである。		令和3年4月30日 1時28分 頃		陸上				06:地盤改良				84:その他(　)		事前削孔		1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		削孔機		23:その他(　)		埋設物損傷		1399:その他：その他																																																						15:事前調査・資料調査が不十分だった。																		4/30(金)の夜間作業中、CAB(灯電官)より施工エリアを含む範囲において、CABの監視装置から、絶縁抵抗値ゼロと表示するアラームが出ていると連絡を受け、すぐに、受注者とCAB(灯電官)共に現地確認を実施したが、現場付近の灯火等にも異常が認められなかったため、問題視されず作業を継続。<改行>5/7(金)にCABから、異常発生箇所の近接で施工していたのは、本工事のみであり灯火ケーブルを損傷させた疑いがあると連絡を受け、因果関係確認のための5/12(水)から調査を実施した。<改行>5/19(水)の調査にて、おおよその損傷箇所を特定。本工事による影響による物とした。		①埋設物台帳から施工図を作成するときに全ての情報を反映できていなかった。<改行>②施工図と埋設物台帳を照らし合わせチェックをしたつもりになっていた。<改行>③埋設物損傷事故による空港運用に及ぼす重大な影響について、十分に認識しているつもりでいたが油断していた。		①埋設物台帳に設計図を反映し、紙面でも管理する。<改行>②埋設物確認フローの手順に沿って、施工図のダブルチェックをした上で、埋設物台帳および現地調査を基に作業エリア内を通る全ての埋設物を調査し、発注者や埋設物管理者に照査依頼をかける。<改行>③照査の結果埋設物の特定に至らなかった場合、試掘を含めた別の調査を実施する。<改行>		五洋・大成・みらい特定建設工事共同企業体		五洋建設（株）		東京土木支店		大成建設		東京支店土木部		みらい建設工業		東京支店																												措置無し								措置無し								措置無し																																										R03-関東-東京空港-0101.xlsx		6/9/21 17:57		4/4/23 13:56		2021		4		30		1		28		2021		FALSE		23		関東		2021/4/30　1:28		44316.0611111111

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																仙台空港排水施設改良工事		本工事は、仙台空港排水施設における空港土工、構造物撤去工、小型水路工、空港舗装工、飛行場標識工、緑地工、ケーブルダクト工、仮設工及び探査工を施工するものである。<改行>		令和3年5月18日 1時30分 頃		陸上				29:その他(　)		舗装撤去工		84:その他(　)		アスファルト舗装撤去		3:雨						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																																										67.20%		67.00%		18.00%		18.00%		アスファルト舗装撤去作業において、施設管理者立会のもとエプロン照明の埋設電線の位置を事前確認していたが、施設管理者も把握していなかった別の埋設電線を、今回の対象である照明の埋設電線と施設管理者とともに誤認し、アスファルト舗装撤去時に埋設電線も巻き込んで切断させてしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20:00　朝礼時、該当照明が近接する旨周知<改行>21:30　現場進入後、埋設線付近で埋設電線のルート、作業手順等の現場周知会を実施<改行>01:00　埋設電線の切断事故発生		①施設管理者立会のもと試掘を行い照明の埋設電線を事前確認したが、今回の対象である埋設電線と施設管理者と共に誤認し、作業範囲に照明の埋設電線は存在しないと思い込み誤認識した。		①既知の埋設電線近傍を施工する際には、施工前に物理的に確認可能な内容について、施設管理者等の立会のもと、埋設電線の位置確認を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②埋設電線に不具合が発生した場合に備え、その対策と復旧方法について、施設管理者と事前協議を行う。				五洋建設(株)																								(株)高嗣建設工業																																																																								R03-東北-塩釜-0201.xlsx		6/11/21 15:54		4/4/23 14:09		2021		5		18		1		30		2021		FALSE		23		東北		2021/5/18　1:30		44334.0625

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟（海岸）		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																新潟港（西海岸地区）飛砂防止対策外１件工事		本工事は、新潟港海岸（西海岸地区）護岸の撤去工、飛砂防止対策工、付帯工及び付工を施工するものである。		令和3年5月31日 10時0分 頃		陸上				29:その他(　)		飛砂防止柵基礎撤去		74:掘削(機械施工)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				17:加害物なし				23:その他(　)		水道引込み管破損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		5		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。																																														06:施工計画・作業標準が不備だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。																発生当時の作業内容は、飛砂防止柵撤去を作業員５名で行っていた。<改行>08:00から朝礼（当日の安全指示等の伝達）、ＲＫＹを行い作業に着手した。災害発生時は、飛砂防止柵を撤去するため、飛砂防止柵に堆積した土砂をバックホウ（0.4m3）にて除去していた。除去の際、水道管の取り出し箇所が視認できていたため、慎重に作業していたが、取り出しから歩道に直角に埋設管があると考えていた。埋設されていると想定していた箇所以外の掘削を行った際に水道管を破損した。10:00頃　事故発生		①水道引込み管が埋設されている場所が、水道管の取り出し箇所から歩道に直角に埋設してあると思い込んでしまった。<改行>②事前に市水道局に確認することを怠り、事前調査が不十分であり、施工計画書にも施工方法等が明記がされていなかった。		①市水道局立会のもと、水道管の位置を確認し、ポール等による位置の明示を確実に行う。<改行>②水道管付近の掘削作業については、現場代理人等の立会のもと、手掘り等により管を露出させ、作業を行う。<改行>③施工計画書において、詳細な施工方法を明記し、事前の作業手順の確認を確実に行う。				株式会社中元組																				有限会社清水土木																																																																												R03-北陸-新潟-0201.xlsx		8/6/20 16:47		4/4/23 14:11		2021		5		31		10		0		2021		TRUE		23		北陸		2021/5/31　10:0		44347.4166666667

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和２年度 鹿島港外港地区南防波堤築造工事		本工事は、鹿島港外港地区南防波堤の基礎工、本体工、被覆・根固工、上部工、付帯工及び仮設工を施工するものである。		令和3年6月10日 9時55分 頃		海上				16:ケーソン曳航・据付				04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		1:有		08:作業船				11:海水等				23:その他(　)		有害物（A重油）の海上流出		1399:その他：その他																																												03:機械・器具に欠陥があった。				05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。						05:教育訓練体制が不備であった。				06:施工計画・作業標準が不備だった。														起重機船から押船への給油ホースが外れ海上へ油を流出させた。<改行>給油ホースは起重機船の燃料タンクから、押船の稼働に伴う燃料消費に合わせて自動給油を行う系統と、発電機用の給油を手動で行う系統の２系統に分岐させ、手動操作でバルブを開閉し、給油を切り替える運用にしていたが、作業前日に発電機へ給油を行った後に押船側への自動給油用のバルブ開放操作を失念し、２系統ともバルブが閉じたまま押船への自動給油が開始されたため、圧力がかかり分岐部分で給油ホースが外れ、海上へ油を流出させた。<改行>6/9　発電機への給油作業実施、6/10　9:45作業開始、9:55事故発止		①バルブ操作の際に、本来開放するべきバルブを誤り閉めたままにしてしまった。また、自動給油のため、いつ給油ポンプが作動しているかわからない状態であった。<改行>②給油に関わる配管構造についての点検項目が無かった。<改行>③給油作業における災害発生への教育が不十分であった。		①自動給油を取止め及びバルブ操作を行わない様に給油ホースの分岐を無くして１系統化に変更する。また、起重機船燃料タンクから押船及び発電機への給油に関する作業手順書を追加する。<改行>②起重機船の始業前点検表見直し、給油設備に関する項目を追加する。また、新たに燃料移送（給油）点検表を作成する。<改行>③流出災害の災害事例を用いた安全教育を実施する。				五洋建設株式会社		東京土木支店																		大新土木株式会社				株式会社高栄建設														措置無し																																																										R03-関東-鹿島-0101.xlsx		7/6/21 19:03		4/4/23 13:55		2021		6		10		9		55		2021		TRUE		23		関東		2021/6/10　9:55		44357.4131944444

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																和歌山港湾事務所庁舎新築工事		本工事は、事務所庁舎を新築する工事である。		令和3年7月13日 9時39分 頃		陸上				29:その他(　)		電気工事		74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		給水管破損		0999:電気：その他の作業						09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。		17:下請け指導が不適切だった。				99.00%		98.00%		94.00%		38.00%		通信用配管埋設のための掘削作業中、二度にわたり既設給水配管が重機と接触し破損した。<改行>9:30作業開始、9:39事故発生、11:05漏水修理完了、13:30作業再開、14:05事故発生		①埋設給水管の調査確認が不十分であった。試掘・埋設配管の確認を怠った。<改行>②作業指示書に、埋設管の想定位置を明記せず、口頭での注意喚起を行った。<改行>③下請けへの指示およびその理解確認が不十分だった。		①給水配管の位置が不明な場合は、重機は使用せず手掘り(ショベル)で掘削を行い、配管を露出させ、手掘りによる掘削作業を行う。<改行>②埋設管のおおよその位置を、作業手順書に明記し施工方法の確認周知を行う。<改行>③朝礼、昼礼時作業手順書の要点と安全対策を周知し全員が把握するよう繰り返し指導し、理解度の確認を行う。KY 活動において各役割（監視人等）を具体的に指示をする。				コーナン建設株式会社																				㈱きんでん				㈱紀洋														口頭注意																																																										R03-近畿-和歌山-0101.xlsx		8/19/21 14:25		4/4/23 13:58		2021		7		13		9		39		2021		TRUE		23		近畿		2021/7/13　9:39		44390.4020833333

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和2年度水島港玉島地区航路(-12m)浚渫工事		本工事は水島港玉島地区航路(-12m)の浚渫工、土捨工を施工するものである。		令和3年8月9日 10時0分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				3:雨				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）		4:20～30		4:500～1、000		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		灯浮標損傷		1399:その他：その他																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										99:その他								離隔距離の確認が不十分であった。		62.70%		68.40%		62.50%		70.30%		台風待避中の作業船が強風により20～30m走錨したことにより、近傍の航路標識（灯浮標）に接触し灯浮標の一部を損傷した。<改行>8/6(金)18:30作業船錨泊、8/7(土)13:00荒天警戒、アンカー長を75mから100mに延長、8/9(月)10:00頃灯浮標損傷確認。		①台風待避中の作業船のアンカー長を変更した際、周辺構造物等への離隔確認が不十分であった。<改行>②風向が反転する可能性を踏まえた離隔距離の確保や予測風速を上回る風速への対応など、気象情報に対応した待避の検討が不足していた。		①錨泊による荒天待避を行う場合は、周辺障害物の確認を徹底するとともに、AIS等により十分な隔離が確保されていることを確認する。また、待避にかかる具体的な指示は末端の作業員まで伝達を徹底するとともに、伝達されたことを元請けにおいて確認する。<改行>②荒天待避を行う場合は、気象予報や風向、風速予測など多様なパラメーターの情報を収集するとともに、これらを踏まえた総合的な判断を行い、考え得る最善の対策を講じる。		東亜・大本特定建設工事共同企業体		東亜建設工業(株)				(株)大本組																(株)青木組																		措置無し								措置無し																																																		R03-中国-宇野-0101.xlsx		9/9/21 17:36		4/4/23 14:08		2021		8		9		10		0		2021		TRUE		23		中国		2021/8/9　10:0		44417.4166666667

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和2年度水島港玉島地区航路(-12m)浚渫工事		本工事は水島港玉島地区航路(-12m)の浚渫工、土捨工を施工するものである。		令和3年8月28日 16時50分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		SOLASフェンス損傷		1399:その他：その他																A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																												78.30%		83.90%		78.10%		81.30%		休日退避のため押航土運船を岸壁へ係留する際、土運船の船尾側ペンドル（古タイヤ）がSOLASフェンスに接触し、損傷させた。<改行>15:10土砂揚土作業終了、16:45係留作業開始、16:50事故発生		①押船船長が目視確認を行ったものの、SOLASフェンスには接触しないという過信があった。<改行>②土運船係留予定箇所の前方に他の船舶が係留されていたことから、押船船長は前方に気を取られ、SOLASフェンスへの意識が薄くなった。<改行>③通常の岸壁係留作業であったこともあり、元請から押船船員に対し、SOLASフェンスへの接触の可能性について注意喚起がなされていなかった。		①土運船を岸壁係留する際は、岸壁側での係留作業補助者１名に加え、元請職員１名・下請職員１名を監視員として配置する。係留作業時、船舶の岸壁の位置関係を常に確認し、離隔が不十分と判断した際は、無線により係留作業を一旦中断する。<改行>②SOLASフェンスに近い位置には土運船の係留は行わない。また、専従の土運船停泊位置確認者を配置し、日々の作業終了後、土運船停泊場所の水域確保状況や周辺構造物との離隔距離を確認し、不備があれば速やかに停泊位置を変更する。なお、元請職員は、関連工事受注者と停泊場所の調整を行うとともに、停泊予定位置周辺の障害物を確認のうえ、停泊位置を指示する。<改行>③全土運船の押船船員に対し、再発防止策を盛り込んだ作業手順書を周知する。		東亜・大本特定建設工共同企業体		東亜建設工業(株)				(株)大本組																(株)青木組																		措置無し								措置無し																																																		R03-中国-宇野-0201.xlsx		9/9/21 17:38		4/4/23 14:08		2021		8		28		16		50		2021		TRUE		23		中国		2021/8/28　16:50		44436.7013888889

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		岩国		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																岩国港臨港道路新港室の木線橋台等工事<改行>		本工事は岩国港臨港道路新港室の木線立石地区の橋台工、擁壁工、排水構造物工、仮設工、構造物撤去工、ブロック製作工、舗装工及び雑工を施工するものである。<改行>		令和3年10月11日 13時4分 頃		陸上		作業ヤード（残土仮置場）		29:その他(　)		排水構造物工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空電線の切断		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。		13:油断、軽視した。		22:連絡合図が不明瞭だった。																																		04:安全度が不足だった。										06:施工計画・作業標準が不備だった。										5.00%		4.20%		0.00%		0.00%		資材荷卸し作業の前準備として、25tラフテレーンクレーンを荷卸し作業場所に移動しブームの起伏を行った際、ブームが架空電線（高さ約13m）に接触し、切断した。<改行>7:45朝礼、12:55元請職員がクレーンオペレーターに作業場所を指示、13:04事故発生。		①作業直前に資材荷卸し場所を変更したものの、作業手順書の見直しを行わなかった。<改行>②事故発生場所でのクレーン使用を想定していなかったため、当該架空電線に対する事前調査を行っていなかった。<改行>③施工計画書にて定めた占有物件（埋設・架空）等の損傷事故防止のための確認手順書及びチェックリストが作成されていなかった。<改行>④クレーン作業に係る合図者を配置していなかった。<改行>⑤クレーンオペレーターは架空電線が死角となる位置で単独作業を行った。		①作業内容の変更があった場合は、変更、追加作業に対する作業手順書の見直しを確実に行い、作業開始前までに作業員全員で確認を実施する。また、変更内容について、監督職員へ確実に報告する。<改行>②架空線等公益占有物件について、事前確認及び所有者調整を徹底する。<改行>③占有物件の存在する場所での確認手順書及びチェックリストの作成、周知を徹底する。架空電線付近はクレーン作業禁止エリアとするとともに、やむを得ず架空電線付近で作業する場合は、電線保護カバー設置等の安全措置を講じる。<改行>④⑤クレーン作業に係る合図者の配置を徹底する。				勝井建設(株)																																																																																																R03-中国-宇部-0101.xlsx		10/19/21 17:08		4/6/23 16:52		2021		10		11		13		4		2021		TRUE		23		中国		2021/10/11　13:4		44480.5444444444

		東北地方整備局		塩釜港湾・空港整備事務所		仙台塩釜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁（-14m）クレーン基礎工事		本工事は、仙台塩釜港仙台港区向洋地区岸壁(-14m)本体工（鋼杭式）を施工するものである。		令和3年12月3日 0時0分 頃		陸上		岸壁		09:杭及び矢板				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		2:0～10		1:0～50		1:有		2:無		25:環境等				16:その他の加害物(　)		杭打船		03:激突				0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										16:現場施工条件変化に不適切に対応した。		21:責任者が日常巡視をしていなかった。																作業船係留場所の岸壁上部を破損させた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月3日10:00　杭打船を施工場所から係留場所岸壁に移動し係留待機。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月4日 8:00　杭打船が岸壁側に近寄っていた為、岸壁から20m離した位置にｱﾝｶｰ4点張りで係留。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月7日15:52　県港湾事務所から係留場所岸壁の破損報告があったため現況確認の同行を求められ、岸壁の破損を知る。		①船体動揺を生じさせた波に備えた係留が適切にされていなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②杭打船待避・係留時の岸壁及び杭打船の状況確認が適切にされていなかった。		①杭打船と岸壁の離隔を20mとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②船体の動揺を低減するため、杭打船ｱﾝｶｰを4点張りとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③潮位も考慮し、ｽﾊﾟｯﾄﾞ部にﾀｲﾔ(緩衝材)を新たに設置する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④岸壁及び船体の巡視・報告を毎日行う。																																																																																																				R03-東北-塩釜-0401.xlsx		1/6/22 11:23		4/4/23 14:09		2021		12		3		0		0		2021		TRUE		3		東北		2021/12/3　0:0		44533

		中国地方整備局		境港湾・空港整備事務所		浜田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																浜田港福井地区係留施設工事		浜田港福井地区係留施設の本体工（ケーソン式）を施工するものである。		令和3年12月17日 22時0分 頃		陸上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				84:その他(　)		事故当時は、荒天に備え作業中止		3:雨				4:波が高い（1.5以上）		5:烈風（15以上）		2:0～10		5:1、000以上		1:有		2:無		25:環境等				16:その他の加害物(　)		フローティングドッグ		03:激突				1399:その他：その他																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。																				33.90%		33.30%						ケーソン製作に伴って岸壁係留中のケーソン製作用台船（以下、FDという）が、荒天による強風・波浪の影響により係留していた岸壁に衝突し、岸壁上部コンクリートや車止め等が損傷した。<改行>12月17日6:30当日作業の中止決定、12:00当日の全作業終了、13:00荒天に備えFD係留設備（ロープ・アンカー等）確認、22:00FD内待機中の船員が、FDと岸壁の衝突と思われる振動を複数回確認、12月18日5:00ウインチにより通常施工位置へ移動、7:00岸壁の損傷を確認		①予報を上回る波浪及び港内の「うねり」が複合的に作用し、FDのローリングが発生した。<改行>②FDのローリングにより、FDアンカー（西側錨鎖2本）が走錨し、FDと岸壁が衝突した。		①荒天時のFD係留に関し、翌週及び翌々週の荒天予報等を活用して監督職員と受注者の打合せを週1回実施し、荒天時のFD係留の安全性に関する現場の緊密な連絡体制を強化する。<改行>②ケーソン製作場所を静穏な他個所に変更する。なお、今後、当該岸壁を使用したFDによる工事時期は、冬季荒天時期を避けて4月～11月とする。				(株)大本組																				新潟建工(株)																		措置無し																																																										R03-中国-境港-0101.xlsx		6/30/20 16:15		4/4/23 14:08		2021		12		17		22		0		2021		TRUE		3		中国		2021/12/17　22:0		44547.9166666667

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																広島空港滑走路端安全区域用地造成工事		本工事は広島空港の滑走路端安全区域を用地造成するもので、準備工、空港土木、工場製作工、付帯施設工、土工、法面工、舗装工、補強土壁工および仮設工を施工するものである。		令和4年2月11日 0時50分 頃		陸上		公園内料金所		25:土工				38:土運搬				1:晴れ						1:微風（～2）		1: ～0		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった				14:放心、考えごとをしていた。																																						24:照明が不良だった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								68.00%		68.00%		65.00%		73.00%		10tダンプトラックにて砕石材を２次仮置き場へ運搬中、ダンプトラックが通行ルート上の公園料金所設備に正面衝突し、損傷させた。<改行>20:00朝礼、20:30作業開始、0:50事故発生。		①反復作業によって疲労が蓄積し注意力が低下した。<改行>②外灯照明設備が消灯されていたことにより、料金所設備を確認しにくい状態であった。		①ダンプ運転手に定時的休憩時間（作業開始後４時間後を目安に３０分の休憩）を設定するとともに、作業開始前及び作業中に体調不良を感じた場合は直ちに職長に連絡する。また、職長及び職員が声掛けを行い、体調チェックを行う。<改行>②運転上特に注意が必要な箇所を再認識するためにハザードマップ（更新版）で教育するものとし、走行時照明不足等に気付いた場合は職長に連絡し指示を仰ぐ。なお、料金所設備周辺には照明を設置し、料金所前後のセンターライン上には点滅灯付カラーコーンを設置して注意喚起する。また、天候不良が予測される場合（降雨・濃霧等）に運搬作業を実施する場合は、作業前ミーティングにおいて事故防止対策を更に周知徹底する。				若築建設(株)		中国支店																		(株)三陽				ジオレックス(株)								措置なし																																																																R03-中国-広島-0101.xlsx		2/18/22 11:28		4/4/23 14:08		2022		2		11		0		50		2021		FALSE		18		中国		2022/2/11　0:50		44603.0347222222

		近畿地方整備局		和歌山港湾事務所		和歌山下津		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																和歌山下津港海岸(海南地区)藤白護岸(第1-3工区)築造工事		本工事は、和歌山下津港海岸(海南地区)藤白護岸の構造物撤去工、本体工、基礎工、被覆・根固工、上部工、裏込・裏埋工、排水構造物工、雑工を施工するものである。 		令和4年3月15日 8時45分 頃		海上				29:その他(　)		被覆・根固め工		84:その他(　)		クレーン付き台船による石材積み替え作業		1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		クレーンブームが高圧送電線に接近しスパー		0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				03:指示、命令を守らなかった。		13:油断、軽視した。																																				04:安全度が不足だった。										04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		17:下請け指導が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。				92.30%		92.60%		30.00%		60.00%		被覆石均し作業中、台船より被覆石をクレーン付台船に積み替え中にクレーンブーム先端が高圧送電線に近づき、高圧送電線とクレーンブーム先端がスパークし、周辺企業2社への送電が停止した。<改行>8:05朝礼・KYK、8:30積み替え作業開始、8:45事故発生		① 作業手順が守られていなかった。(本来の作業手順とは逆旋回の作業であった。クレーンのブーム角度が設定された角度より高い位置であった。)<改行>② 作業手順を守って作業を行わせる事ができなかった。（予定外作業（被覆石の積み替え作業）を把握していたにも関わらず作業を中止させれなかった。）<改行>③ 作業船(ブーム30ｍ以上)の入域にあたり、高圧送電線に対する必要な関係調整ができていなかった。<改行>④ クレーン付台船のクレーンには、ブームの高さ・角度をデジタル表示する装置があったが、作業に集中し確認していなかった。<改行>⑤クレーン付台船上に見張員を配置していたが、適切な合図ができなかった。		①②定められた作業手順で周知徹底する。作業手順に変更が生じた場合は元請及び下請双方で確認のもと、作業手順書を見直し改めて周知する。<改行>③高圧送電線に対する必要な関係者調整を実施したクレーン付台船に配置換えを行う。<改行>④ブームの角度(ブーム高さ換算)をデジタル表示する装置の専任監視員をクレーンに配置する。満潮時+1.90ｍでデジタル表示49.7°以下を基準とする。クレーンのブームの角度を49.7°とし、49.7°になるとブームの起伏が止まる機能を追加する。また、設定角度付近になるとクレーンの音声でオペレータに注意する機能を追加する。<改行>⑤高圧送電線の外側３ｍに平行となるオペレータ用の見通しを陸上に２本ポールを立てる。また、見通し線上に見張員を配置する。				あおみ建設(株)																				(株)東組																		文書注意																																																										R03-近畿-和歌山-0201.xlsx		3/31/22 17:24		4/4/23 13:58		2022		3		15		8		45		2021		TRUE		23		近畿		2022/3/15　8:45		44635.3645833333

		関東地方整備局		千葉港湾事務所		千葉		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和3年度千葉港千葉中央地区岸壁(－9m)(改良)築造工事		本工事は、千葉港千葉中央地区岸壁(-9m)の撤去工及び本体工を施工するものである。		令和4年4月26日 0時0分 頃		陸上				29:その他(　)		準備工		84:その他(　)		仮設フェンス設置		3:雨						5:烈風（15以上）										25:環境等				16:その他の加害物(　)		ネットフェンス		04:飛来・落下物にあたる				0299:飛来、落下：その他																																												04:安全度が不足だった。				32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。						19:安全施設・安全標識の点検不足だった。										0.00%		0.00%		100.00%		100.00%		深夜から早朝にかけて低気圧の影響により現場近くに予想を超える強風を受けた事により、仮囲い出入口のジャバラゲートが接続する仮囲いとともに倒れ、近くに停車されていたシャーシにぶつかり損傷させた。		①仮囲いは風を通すメッシュフェンスをＨ鋼（300×300×5000）に固定する構造としていたが、予測を超える強風を受けた場合の対策ができていなかった。<改行>※予見できないものだったのではなく、低気圧の接近に伴う強風時や台風の接近などの異常気象が予想される場合に速やかに取るべき対策として土嚢を常設するなどして安全率（構造計算上のぎりぎりの安全率ではなく）を高めるなどの対策を取っておくべきであり、受注者の対策が十分ではなかった。		①出入口の構造をジャバラゲートから、仮囲いとは独立した鳥居型建枠及び単管パイプによる門扉に変更し、風の影響を軽減する構造とする。<改行>②仮囲いは、中段部に単管を通し、背後に埋め込んだボルトと単管を番線にて控えを取る形として補強する。<改行>　　※この他に、台風の接近などの異常気象が予想される場合には、現場内の養生を速やかに実施する。<改行>		若築・本間特定建設工事共同企業体		若築建設（株）　		千葉支店		（株）本間組　		東京支店																										措置なし								措置なし																																																								R04-関東-千葉-0101.xlsx		5/31/22 19:42		4/4/23 14:13		2022		4		26		0		0		2022		TRUE		4		関東		2022/4/26　0:0		44677

		関東地方整備局		特定離島港湾事務所		沖ノ鳥島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																沖ノ鳥島港湾における工事（秘密契約のため工事名は非公表）		本工事は、沖ノ鳥島港湾臨港道路の準備工、本体工、付属工、仮設<改行>工、雑工、観測工及び調査工を施工するものである		令和4年5月7日 13時55分 頃		陸上		荷捌き施設		29:その他(　)		準備工		84:その他(　)		クレーン組立		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置		移動式クレーン		16:その他の加害物(　)		荷捌き施設		02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		15:気持ちがあせっていた。																																												04:理解度の確認が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。						94.30%		91.30%		100.00%		80.00%		・本件は、「令和元年度 沖ノ鳥島における工事」において、令和４年５月７日（土）１３時５５分頃に、沖ノ鳥島の荷捌き施設上で７５０ｔ吊クローラクレーンの組立て作業中、当該クレーンを右旋回させた際にクレーンブーム側にクレーン本体が傾き始め、転倒事故が発生した事案である。		①組立作業手順書にデリック使用時に特に留意すべき事項が手順書等に具体的に記載されていなかったため、クレーン組立中、主ブームを吊り上げて旋回時に、指定仰角の途中の時点で主ブームを上げて旋回してしまった。<改行>②オペレータはデリックブームを起こさないと転倒の可能性があると認識していたが、「大丈夫だろう」との判断のもと、組立作業指揮者の合図に従い旋回した。<改行>また、組立作業指揮者はデリックブームを指定仰角まで起こさなければいけないことを知らずにオペレータに合図した。<改行>③JV 元請職員含め関係者全員で作業手順周知会を実施したが、JV 元請職員のデリックブーム式クレーン組立ての認識および安全教育が不十分であった。		①作業手順書の見直しおよび計器類チェックシートを新たに作成し、作業ステップ毎に手順や計器類の正誤のチェックシートを使用し、確認漏れを防ぐ。<改行>②熟練した組み立て作業指揮者を配置（変更）し、適宜作業手順書を元にチェックする。更に、リープヘル社製クレーンの操作に熟練したオペレータを配置（変更）する。<改行>③作業開始前に、詳細を記載した作業手順書にて、熟練した組立作業指揮者、ＪＶ職員、クレーン組立従事者による作業手順周知会を実施する		秘密契約のため非公表																																																口頭注意																																																		R04-関東-特定離島-0101.xlsx		6/9/22 10:06		6/9/22 10:06		2022		5		7		13		55		2022		TRUE		2		関東		2022/5/7　13:55		44688.5798611111

		東北地方整備局		酒田港湾事務所		酒田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																酒田港波浪観測装置設置工事		本工事は、酒田港における波浪観測装置の製作及び設置を行うものである。		令和4年6月1日 10時40分 頃		陸上				25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。		99:その他																																												15:事前調査・資料調査が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。				37.60%		43.30%		67.00%		67.00%		コンクリート柱建柱のため、建柱車のオーガーで土砂掘削した際に、埋設されていた配水管を傷つけ、漏水を生じさせた。                             8:40　ラジオ体操、朝礼・安全大会、KY・TBM 実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00　手掘りにて試験掘作業。障害物にあたり、埋設管と判断。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:40　給水管を破損。		①工事着手前に関係機関と調整を図り、埋設物が存在することを認識し、建柱位置を決定していたが、試掘時に障害物を突き棒等で確認し、掘り起こすことなく障害物を埋設管と判断し、施工予定位置を決定したこと。<改行>②先行して建柱した場所からケーブルの見通しに合わせて、試掘をすることなく施工予定位置をずらして施工したことにより、埋設物を破損させたこと。<改行>		①今回発生した事故の再発防止対策を反映した施工計画書、及び作業手順書に基づき、作業を行うよう指導する。<改行>②建柱作業において、試掘で埋設物が確認された場合、埋設物の状況を明らかにし、かつ、埋設物を回避するため施工位置を変更する際にも、埋設物がないことを確認するよう指導する。<改行>③上記の内容について全作業員への周知を指導する。																																																																																																				R04-東北-酒田-0101.xlsx		6/10/22 13:25		4/4/23 14:15		2022		6		1		10		40		2022		TRUE		23		東北		2022/6/1　10:40		44713.4444444444

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和３年度 東京国際空港旧整備場地区用地造成等工事		本工事は、東京国際空港旧整備場地区の土工、撤去工、地盤改良工、排水工、付帯施設工、標識工、仮設工及び調査工を施工するものである。		令和4年6月3日 15時14分 頃		陸上				29:その他(　)		舗装版切断		84:その他(　)		舗装版切断		1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						07:舗装機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		埋設電線管損傷		1399:その他：その他		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																																														マーキング明示無し		06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				0.70%		0.70%		60.00%		60.00%		エプロン舗装版取壊し工に先立って、取壊し範囲の舗装版を舗装版切断機にて切断中、照明灯の埋設配管があることに気付かず施工を行ない、電気ケーブルの埋設管及び電気ケーブルを切断破損させた。<改行>8:30作業開始、15:14事故発生		①監理技術者は、元請工事担当者に埋設管の存在を事前説明した際、図面を用いておらず、また、施工順序について明確に指示していなかったため、元請工事担当者は舗装切断と埋設管が干渉しないものと誤認し、下請負者に対して施工上の制約がない（埋設管がない）ものとして舗装版切断作業を指示していた。<改行>② 舗装版切断の作業手順書に埋設図が添付されておらず、情報が不足したまま下請作業員に周知していた。<改行>③ 埋設物位置確認の際、埋設箇所の舗装の色が違ったため、マーキング明示を怠った。		① 日々の作業終了後、事務所内で図面を用いて当日の作業実績の確認、翌日の作業内容について打合せを行い、現場での疑問点や注意を要する事項について質疑を行う。また、作業進捗により事前に確認した以外の箇所を施工する際には、元請負者の指導の下、全作業員が作業手順書等により改めて作業内容の確認を行ったうえで作業を開始する。<改行>② 埋設管位置の情報は、書面と現地にて工事関係者全員へ周知徹底するとともに、日々のKY 活動において埋設管の有無を確認する。<改行>③ 埋設管の位置を周知徹底できるように現場の状況に即した作業手順書に改訂する。また、今後、新工種においては、作業手順書の承認方法を改訂し元請職員及び新たに元請店社土木部及び安全部担当者によるダブルチェックを行う。<改行>④ 埋設管位置、範囲を事前にマーキング明示し、埋設管に近接して作業する際、作業中はカラーコーン等を設置し、見える化を行う。				前田建設工業株式会社		東京土木																		第一カッター興業株式会社												口頭注意		reserved-44778x1F		reserved-44808x1F																																																												R04-関東-東京空港-0101.xlsx		7/27/22 20:01		4/4/23 14:13		2022		6		3		15		14		2022		FALSE		23		関東		2022/6/3　15:14		44715.6347222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和3年度東京国際空港B滑走路舗装改良工事		本工事は、東京国際空港Ｂ滑走路部他において、撤去工、舗装工、標識工、仮設工及び<改行>調査工を施工するものである。		令和4年7月23日 4時40分 頃		陸上				22:舗装				84:その他(　)		後片付け		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		2:50～200						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両による接触		0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				09:準備段取り点検、確認を怠った。		24:相手の行動を確認しなかった。																																														99:その他								片付け作業時の車両停車位置を定めていなかった		49.20%		49.00%		49.10%		47.20%		舗装完了後、測量機器を片付けるため、ショルダー部に車両を停車して積込作業を行っていた。同時に別班が緑地帯へ移動してある仮設滑走路灯を元に戻した。<改行>滑走路本体上の埋設型灯火を養生していたカラーコーンを片付けるため、車両を移動させた際、接触防止のため緑地帯に移動してある仮設滑走路灯が元に復旧されていることに気付かずに仮設灯火を破損させた。<改行>4:40事故発生<改行>		①片付け作業時、仮設灯火を復旧する箇所の近傍に車両を停車させた。（停車場所を定めてなかった。）<改行>②車両が近くに停車されていたにもかかわらず、別班の作業員が車両の近傍の灯火を復旧させた。<改行>③車両の停車時間が短かったため、車両を移動指せる際に周辺の確認を行わなかった。<改行>		①片付け作業車両は作業手順書に記載された決められた位置に車両を停車させる。<改行>②仮設灯火復旧手順について、作業手順書を修正し再度周知する。<改行>③仮設灯火を復旧する車両以外の車両退出後、監理技術者の指示で仮設灯火を復旧する。<改行>④車両移動前に車両の前後左右を確認して、障害物の有無を確認する。				日本道路(株)																																措置なし																																																																R04-関東-東京空港-0201.xlsx		8/8/22 15:44		4/4/23 14:13		2022		7		23		4		40		2022		FALSE		23		関東		2022/7/23　4:40		44765.1944444444

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和4年度　新潟港（西港地区）航路泊地浚渫工事（その１）		本工事は、新潟港（西港地区）航路泊地の浚渫・土捨工及び付工を施工するものである。		令和4年7月27日 10時20分 頃		海上				29:その他(　)		係船作業		02:作業準備				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		岸壁		23:その他(　)		物損		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				22:連絡合図が不明瞭だった。																																																04:理解度の確認が不十分だった。				15:事前調査・資料調査が不十分だった。						14.20%		14.20%		50.00%		50.00%		引船の係船作業において、岸壁天端と船舶（甲板部）に高低差があり、船長が操船するデッキから岸壁が視認できないことから、乗組員が舳先に立って船長に手旗で合図を行い誘導していたが、合図をしていた乗組員と船長との意思疎通が不十分であったため、引き船が前方側に行き過ぎ、舳先が防舷材が設置されていない岸壁部に接触し、上部コンクリート（一部）と車止めを損傷させた<改行>10:20 係留岸壁へ曳船が接弦中、岸壁に接触発生		①接岸に際し、甲板の乗組員（合図員）と船長の意思疎通が不十分であった。<改行>②船長に対して、当該港の特徴や接岸する岸壁の情報提供が不十分であった。		①船長から視認しづらい岸壁等に係船する場合は、係船予定場所の沖側から岸壁等の防舷材・係船柱の位置関係を確認するとともに、甲板に合図員（１名）を配置し無線機により誘導する。<改行>②当該港への入港経験が少ない船長には、事前に当該港の特徴や係留施設の諸元等の情報を確実に周知する。<改行>③接舷時、自船の甲板に俵ブイ等の防舷材を用意し、不測の事態に備える。				あおみ建設株式会社		北陸支店																		大旺新洋株式会社																																																																												R04-北陸-新潟-0101.xlsx		9/28/22 16:45		4/6/23 15:53		2022		7		27		10		20		2022		TRUE		23		北陸		2022/7/27　10:20		44769.4305555556

		北陸地方整備局		金沢港湾・空港整備事務所		金沢		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和４年度金沢港（大野地区）泊地(-10m)土砂運搬工事（その２）		土砂運搬工　（土質改良 14、000ｍ3、土砂運搬 14、000ｍ3）　　　　　　<改行>仮設道路・土質改良ヤード整備工　1式		令和4年7月27日 13時45分 頃		陸上				29:その他(　)		土砂運搬		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		5:30以上		5:1、000以上						05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		乗用車		18:交通事故				0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。				17:下請け指導が不適切だった。						12.00%		12.00%		7.00%		5.00%		現場から土砂処分のため処分場に向かっている最中、車線変更の際に走行中の普通乗用車の右側前方にダンプの左前方が接触した。ダンプは3車線の中央を走行しており、普通乗用車は左の車線を走っていた。<改行>13：05土砂積込、13：25出発、13：45事故発生		①ダンプトラックの左側の死角に普通乗用車が入り、視認しづらかったことがあるが、ダンプトラック運転手の側方不注意が原因である。<改行>②元請として、日々入れ替わるダンプトラック運転手への交通法規の厳守などの指導が不足していた。<改行>③元請とダンプトラック運転手との間で運搬経路上における危険箇所や通行上の注意点等の共有ができていなかった。		①毎日メンバーが替わるダンプトラック運転手への対策として、交通法規の遵守（法定速度厳守、交差点の手前30m以内での追い越し追い抜き禁止、車線変更時は3秒以上前に合図する）、運搬経路上での危険有害要因の特定を盛り込んだ毎朝のＫＹ活動に取り組み、小さなミスが大きな交通災害になるために交通法規の厳守を徹底させる。<改行>②ダンプトラックの始業前点検、運転手の健康管理、運行管理を励行する。又、店社安全パトロールを月1回から週1回とし、運搬経路上でのパトロールを実施するなど違う視点から問題を提起する。<改行>③今回の事故内容を安全教育に追加し、運転手全員に周知させ再発防止に努める。				酒井工業株式会社																				中井建設(株)																																																																												R04-北陸-金沢-0201.xlsx		9/28/22 16:34		4/6/23 15:53		2022		7		27		13		45		2022		TRUE		18		北陸		2022/7/27　13:45		44769.5729166667

		関東地方整備局		鹿島港湾・空港整備事務所		鹿島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和３年度 鹿島港外港地区中央防波堤築造工事（その２）		本工事は、鹿島港外港地区中央防波堤の基礎工、本体工、被覆・根固工、<改行>及び仮設工を施工するものである。		令和4年8月3日 8時18分 頃		陸上				29:その他(　)		根固めブロック運搬工		02:作業準備				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置				15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線切断		0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				06:機械・装置等を指定外の方法で使った。		04:作業標準を守らなかった。		21:連絡合図がなかった。		18:熱中して判らなかった																																										04:安全度が不足だった。		19:保護具が不良だった。		17:安全標識がなかった。														根固ブロック積込運搬の補助作業として使用するバックホウを、駐機していた場所から移動させる際、根固ブロックの吊ワイヤーも運搬するため、ブームをあげたまま（ブーム高約6.2m）運搬・走行し、進路上にあった架空線にブームが接触し架空線を切断した。<改行>8:00作業開始、8:18事故発生		①重機のヤード間の移動は、トラックによる回送を行う事となっていたが、当日急遽予定の回送車が来られなくなったことから、バックホウを自走することになったが、決められたヤード出入り口(ルート)を使用しなかった。また、バックホウ自走の際に、根固ブロックの吊ワイヤーも運搬するため、ブームをあげたまま走行（吊り荷走行）を行った。<改行>②元請が前日確認した作業内容が、作業当日に変更になったことを確認できていなかった。<改行>③元請は、架空線の高さを確認し、工事大型車両用のヤードの出入口や、運搬ルートを決めていたため、架空線ありの目印表示等の設置をしていなかった。		①バックホウのブームをあげたままの自走（吊り荷による自走〕はさせない。また、重機の施工エリア間の移動は、トラック等による回送車による運搬にて、決められた運搬ルート以外は走行させないよう再徹底させる。<改行>②打合せなしでの作業方法・内容の変更の禁止を再度教育する。 KY ミーティング等の様式に作業方法・内容の変更有無確認欄を設け、前日確認した内容から変更があったのか、確認し記録する。<改行>③架空線ヵ所に明示看板の設置及びロープを張り、架空線ありの明示をする。<改行>				東洋建設（株）																																口頭注意		reserved-44809x1F		reserved-44838x1F																																																												R04-関東-鹿島-0101.xlsx		9/1/22 18:36		4/4/23 14:13		2022		8		3		8		18		2022		TRUE		23		関東		2022/8/3　8:18		44776.3458333333

		近畿地方整備局		神戸港湾事務所		尼崎西宮芦屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																尼崎西宮芦屋港尼崎地区岸壁(-10m)改良工事(第2工区)		本工事は、尼崎西宮芦屋港尼崎地区岸壁(-10m)の構造物撤去工、上部工、舗装工及び雑工を施工するものである。		令和4年8月9日 9時35分 頃		陸上				25:土工				38:土運搬				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		5:30以上		5:1、000以上		2:無		2:無		05:車両系荷役運搬機械等				16:その他の加害物(　)		10tダンプトラック		03:激突				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった		1		13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。																																				17:安全標識がなかった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										9.00%		1.20%		20.00%		20.00%		ヤード(1)からヤード(2)へダンプトラックで砕石を運搬する作業中、ダンプトラックが荷台を上げたまま出入口から出場しようとして、出入口近くを横断している架空線に荷台を接触させ切断した。<改行>8:00朝礼・KYK、9:35事故発生		①ダンプ運転手は荷台を格納したと思い込んで走行してしまった。<改行>②架空線付近に注意喚起明示をしていなかった。<改行>③架空線付近に監視員を配置していなかった。		①荷台を格納していることを指差呼称のうえ直接目視で確認する。架空線の前後に旗付きトラロープを設置し、併せてセンサー式警報器を設置する。<改行>②運転手の視界に入るように架空線の明示（高さ表示）を行い、注意喚起を行う。<改行>③監視員を架空線付近に配置し、上空の確認、接触が無いようにする。				五洋建設株式会社		大阪支店																		株式会社新和建設				株式会社保田組														口頭注意																																																										R04-近畿-神戸-0101.xlsx		8/31/22 8:31		4/4/23 14:15		2022		8		9		9		35		2022		TRUE		3		近畿		2022/8/9　9:35		44782.3993055556

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和3年度志布志港（新若浜地区）岸壁ケーソン製作工事（第3次）		本工事は、志布志港（新若浜地区）岸壁の共通工、本体工を施工するものである。		令和4年9月18日 10時30分 頃		海上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				84:その他(　)		台風養生		3:雨				4:波が高い（1.5以上）		4:強風（8～15）																		23:その他(　)		FD損傷		1399:その他：その他																																																						06:施工計画・作業標準が不備だった。																		FD 右舷を護岸から約9m 離したマウンド法尻に着底させ、FD左舷を着底させたところ、FD ポンツーン部右舷外板は凹損し、右舷船底は中央より船尾側で最大約1.2m突き上げられ圧壊した。<改行>6:00～8:30頃　船底部より接触音（石を押さえつけるような音）を確認したが船底部に異常なし、10:00頃　接触音（石を叩くような音）が変化していたが船底部に異常なし、10:30頃　事故発生		①台風来襲時の波浪によりFD が瞬間的に持ち上がり、これが複数回発生し、FD 船底部が護岸捨石と接触した際に凹損および亀裂が生じ、浸水する事態になったものと推定しているところ。<改行>②現場条件によりFD が完全着底できず、斜めに着底させた事により揚圧力が作用したものと考えられるが、事前にFD 着底対策の検討を実施しておき、浮き上がり防止のために十分なケーソンバラスト注水を実施しておけばFD の浮き上がりを防止できたと思慮する。		①台風発生時に伴うFD 被災防止対策については、可能な限り工事発注段階から台風期である7月～9月を除いた工期設定を行う。なお、やむを得ず台風期を跨ぐ工期設定を行う場合は、現場養生方法を詳細に施工計画書に明記するとともに台風発生時並びにその後の発達状況に応じて指定港へのFDの避難又は港内での係留等の対応を図り、再発防止に努める。<改行>②FDを使用するケーソン製作工事においては、品質確保調整会議にて台風接近時の現場養生内容について受発注者間で協議する。																																																																																																				R04-九州-志布志-0101.xlsx		3/3/23 19:22		4/4/23 14:15		2022		9		18		10		30		2022		TRUE		23		九州		2022/9/18　10:30		44822.4375

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和４年度東京国際空港施工状況確認補助業務		本業務は、東京国際空港整備事業に関する工事実施（施工プロセス試行工事を含まない）の検査補助を行うものであり、対象工事の調査職員を支援し、当該発注工事等の円滑な履行及び品質確保を図ることを目的とする業務である。		令和4年9月22日 0時43分 頃		陸上				29:その他(　)		監督補助業務		84:その他(　)		施工ヤードからの移動時		1:晴れ						2:弱風（2～4）		3:10～20		5:1、000以上						16:乗物				17:加害物なし				23:その他(　)		航空機を誘導路上で停止させた		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		16:勘違い判断をした。		34:その他の不安全行為があった。																																				99:その他										04:理解度の確認が不十分だった。		99:その他								25.00%		25.00%						現場での立会業務終了後、事務所に戻るため、供用中であった誘導路を横断するにあたり、管制官の指示で、誘導路手前で待機したが、誘導路をトーイングで進入してきた航空機と、担当者の車両と近かったため、担当者自身が、停止位置の誤りに気づき、管制官からの許可を受ける前に、誘導路を横断したため、航空機を一時停止させた。　<改行>0:30現場での立会業務終了・移動開始、0:43事故発生		①担当技術者が当日の供用中の誘導路を勘違いした。<改行>②担当技術者が社内で取り決めた本来の停止位置を守らなかった。		①供用中の誘導路が記載されたチェックリストを確認し、誤りがあれば助言を含め担当技術者に指示指導する。<改行>②停止位置については、誘導路灯（T-2型標識灯）を目標とし、他にも誘導路案内標識も利用しその手前で必ず停車する事を再徹底する。<改行>③現地にて停止位置目標またその他の標識等を再確認させる。				（一財）港湾空港総合技術センター		羽田空港支部																														措置無し																																																																R04-関東-東京空港-0301.xlsx		10/4/22 17:07		4/4/23 14:13		2022		9		22		0		43		2022		FALSE		23		関東		2022/9/22　0:43		44826.0298611111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和3年度　東京国際空港Ａ滑走路北側取付誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空港L１５誘導路、A 誘導路、C 滑走路、C3 誘導路及びC2誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工及び調査工の施工を行うものである。		令和4年10月21日 3時0分 頃		陸上				06:地盤改良				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20								16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両による接触		0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他																																																						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										74.00%		66.20%						・作業終了後の車両退場の際に、先頭を走行していた大型車両（トレーラー）の運転手が、作業エリア明示のカラーコーンを出入口明示のカラーコーンと誤認し、退出ルートとは違う誘導路へ誤進入し、慌てて正しいルートに戻る際に旋回したところ誘導路灯火を損傷させた<改行>3:00事故発生		①運転手は現地の状況が理解できておらず、説明用の図面は「経路と出入口」のみが描かれた図面であったため、運転手は、作業エリア明示と出入り口にある赤色カラーコーンを誤認識し、退出ルートを逸脱した。<改行>②新規入場時教育に退出ルートを逸脱した場合は、その場で停車してJV 職員または1 次協力会社に連絡をする事をルール化していたが、周知徹底されていなかった。<改行>③先頭車両がルートを逸脱した場合に、後続の車両がルートを逸脱した車両へ連絡し、停車させる手段がなかった。<改行>④ルートを逸脱した際、慌てていたため周囲を確認せずにU ターンした。		①車両入場だけでなく退場の車列においても車列表を作成し、不慣れな運転手かを確認し、車列の先頭はベテラン運転手とする。<改行>②「経路と出入口」の記載に加え、曲がり角の目印を記載した「入退出マップ」を新たに作成し、車内に装備させる。<改行>③新規入場時教育だけでなく毎月の安全教育訓練においても、入退出ルート（場内ルールも含む）を十分理解させる再教育を行う。<改行>④先頭車両がルートを逸脱した場合に備えて、先頭車両と最後尾車両を無線連絡出来るようにしていたが、携帯電話を使用し全ての車両においても連絡が取れるように冗長化する。（電話に出る場合は車両は停止させる）<改行>⑤大型車両（トレーラー）バック時の誘導者の配置に加え、U ターンする際にも、必ず誘導者を配置する。（上乗せルール）<改行>		五洋・大成・みらい		五洋建設株式会社				大成建設株式会社				みらい建設工業株式会社																								措置なし								措置なし								措置なし																																																R04-関東-東京空港-0501.xlsx		11/29/22 15:22		12/9/22 11:29		2022		10		21		3		0		2022		FALSE		23		関東		2022/10/21　3:0		44855.125

		九州地方整備局		鹿児島港湾・空港整備事務所		指宿港海岸		直轄請負工事：物損事故		海岸工事																																令和4年度指宿港海岸（湯の浜地区）離岸堤（改良）工事		指宿港海岸（湯の浜地区）離岸堤（改良）工事の、共通工、基礎工、本体工、被覆・根固工及び消波工を施工するものである。		令和4年11月2日 8時20分 頃		海上		離岸堤		08:捨石及び均し				02:作業準備				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）																		23:その他(　)		潜水士船転覆		1399:その他：その他																																																						31:現場内連絡調整が不備だった。																		係留展開完了間近の潜水士船1隻の係留ロープに係留作業を開始した潜水士船1隻が乗り上げ、係留作業を開始した潜水士船1隻が一部破損、船尾側から浸水が始まり、転覆した。<改行>8:00　潜水士船2隻が出港、8:10　作業箇所に潜水士船2隻が到着、潜水士船の係留作業を開始、8:20　事故発生　<改行>		①1隻目の係留が完全に完了する前に、2隻目の係留作業を開始した。2隻目の係留作業を開始した際、1隻目の係留ロープの位置確認が不十分であった。<改行>②現地の気象条件の変化を想定した対策を講じることができなかった。		①2隻以上の潜水士船の係留を行う場合は同時に作業を行わず、先行している潜水士船の係留が確実に完了したことを確認し（前方係留ロープが緊張していることを確認）、その後、相互確認をした上で係留を開始する。<改行>②潜水士船で作業する際は、風で船が流されないように、船尾アンカーを適切な位置に投入してから前方の係留ロープを取り付ける。潜水士船の係留ロープの位置が認識できるように、左右係留ロープに5m間隔で蛍光色（ピンク）のリボンを取り付ける。																																																																																																				R04-九州-鹿児島-0101.xlsx		11/14/22 17:13		3/3/23 19:21		2022		11		2		8		20		2022		TRUE		23		九州		2022/11/2　8:20		44867.3472222222

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和3年度　東京国際空港G誘導路他地盤改良工事		本工事は、東京国際空港 G 誘導路、W 誘導路、A-15 誘導路、C-13 誘導路、J誘導路において、地盤改良工、付帯工、仮設工及び調査工を施工するものである。		令和4年11月19日 3時0分 頃		陸上		G誘導路		06:地盤改良				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ						1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両による接触		0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック						04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。																																				99:その他								安全標識の不備		03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。								8.20%		7.50%		15.00%		15.00%		・車両運搬車(セルフローダー)が待機していた場所から、 誘導路を経由して保安道路への入口へ進入する時に、入口右側の灯火に車両を接触させ灯火を破損させた。<改行>3:00事故発生　		①「先導車の次に、車両運搬車(セルフローダー)が4台続くことになっていたが、走行順番（車列）を決めていなかったため、出発判断が遅れ、先導車との距離が空いてしまった。<改行>②先導車との距離が空きすぎたため、車両運搬車(セルフローダー)の運転手は、前方を注視しすぎて、走行路周辺の灯火への注意を失念し、通路明示（カラーコーン）の外側を走行した。<改行>③設置していたカラーコーンの標示（発光色）が、保安道路出入口標示として分かりづらかった。また、カラーコーンの間隔が狭く大型車両が通りづらかった。<改行>		①現場入退場時に、走行順番（車両運搬車(セルフローダー)の車列）を朝礼時に指定し、移動時は、指定した走行順番を徹底する。<改行>②先導車は、15km/h 以内の速度で走行し、後続車両との距離を確認しながら誘導する。また、曲がり角や分岐等では特に後続車に通行経路が明確になるよう、徐行で誘導する。<改行>③保安道路の出入口は設置間隔を広げるとともに、標示を緑色誘導棒付カラーコーンとし、矢印板（反射）と灯火養生表示も新たに設置する。<改行>		東洋・りんかい日産・本間特定建設工事共同企業体		東洋建設（株）				りんかい日産建設（株）				（株）本間組																								措置無し								措置無し								措置無し																																																R04-関東-東京空港-0701.xlsx		12/9/22 11:39		12/9/22 13:58		2022		11		19		3		0		2022		FALSE		23		関東		2022/11/19　3:0		44884.125

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和4年度大分空港用地造成（排水施設改良）工事		大分空港の既設排水施設の改良を行うもので、仮設工、構造物撤去工、空港土工、　空港舗装工、擁壁工、排水工、緑地工、および付帯施設工を施工するものです。		令和4年12月20日 18時50分 頃		陸上				29:その他(　)		仮設工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				2:曇り																								23:その他(　)		公衆災害		0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		A:危険だと思わなかった				16:勘違い判断をした。																																																																		工事で使用する鋼矢板圧入機械を仮設ヤードへ搬入する際に、ヤード入口付近に配線されていた架空線と車両に積載された機械の一部が接触し、架空線を切断した。<改行>16:30　トレーラーに圧入機械の積込　17:00　現場仮設ヤードへ向けてトレーラー出発　18:50　事故発生		①搬入は同一運転手で行っており、初回搬入時（サイレントパイラー）は高さ確認を行い、3.8ｍ以下であることを確認した。今回搬入（クラッシュパイラー）機械が前回と同形状の機械と思い込んでいたため積荷の高さ確認をしていなかった。<改行>②運転手は初回機械搬入時架空線下を接触せずに通過できたため、荷積みが変更になっても同形状な機械なので接触しないとの思い込みがあった。しかし、クラッシュパイラーの高さはサイレントパイラーより25cm高く、切断箇所の荷積み高は4.04mで架空線高4.0mを4cm上回っていたため接触して切断した。		①機械運搬業者（2次下請）は事前に積荷の高さ（機械高さ+車体の高さ）をカタログ寸法より積込高さを確認し計測する。その後、機械搬入管理表及び計測確認写真を下記による連絡系統図のとおり連絡（メール送付）を行い、元請職員からの承諾連絡（メール）を２次下請業者が確認後出発する。<改行>②機械搬入業者は、高さ3.80ｍ以下（積荷と車両の高さ）になるよう車両を選定し使用する。<改行>③元請職員は、ハザードマップ内容の再周知及び、架空線位置には注意喚起の看板を設置する。																																																																																																				R04-九州-別府-0101.xlsx		1/16/23 10:47		3/3/23 19:26		2022		12		20		18		50		2022		FALSE		23		九州		2022/12/20　18:50		44915.7847222222

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																秋田港飯島地区岸壁（-11m）（改良）（耐震）土砂運搬工事		本工事は、飯島地区岸壁の改良土砂仮置場から改良土砂を向浜地区の土捨場まで運搬するものである。<改行>（土工土砂積込、運搬Ｖ＝17、207ｍ3 、整地Ａ＝4、443ｍ2 、撤去工飛砂防止ネット撤去Ａ＝4、951ｍ2）		令和5年1月31日 13時45分 頃		陸上				25:土工				38:土運搬				2:曇り						4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		ダンプトラック、倉庫		18:交通事故						A:危険だと思わなかった		1		04:作業標準を守らなかった。		13:油断、軽視した。		99:その他				道路制限速度を超過していた。																														32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								路面凍結		07:作業の安全指示が不適切だった。		25:安全管理体制に欠陥があった。																1月31日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7:00　　朝礼、KY活動。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:20　ダンプトラックへの土砂積込（５巡目）、土捨場へ向けて走行。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:45　事故発生。　　　　　		①凍結した臨港道路のカーブにおいて、法定速度(60Km/h）を超過したまま減速せずにハンドルを切りカーブに進入した。　　　　　　　　②①により、後輪が横滑り（スリップ）。ダンプトラックは制御不能のまま回転（４回転）しながら道路沿いの建物（倉庫）に衝突し停止。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③倉庫壁の一部を損傷させた。		①運転手に対して、運行経路危険箇所マップを作成・更新のうえ、雪面における危険性と、カーブ前の減速、法令規定（法定速度）の遵守に関する安全教育を行う。<改行>②日常点検においてスタッドレスタイヤの溝、製造年を確認する等、作業条件に適合した機材を使用させる。<改行>③転手に焦りを生じさせない様、路面状況・交通事情等により１日の運搬回数を柔軟に見直し・指示する。				株式会社　寒風																																																																																																R05-東北-秋田-0201.xlsx		2/13/23 17:14		2/13/23 17:14		2023		1		31		13		45		2022		TRUE		18		東北		2023/1/31　13:45		44957.5729166667

		九州地方整備局		西之表港湾事務所		鹿児島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和4年度馬毛島係留施設等築造工事		本工事は、馬毛島の係留施設を新設するもので、海上地盤改良工、基礎工、本体工、被覆・根固工、付属工、上部工、消波工、舗装工及び仮設工を施工するものである。		令和5年2月7日 0時0分 頃		海上				29:その他(　)				84:その他(　)		作業船係留		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		4:強風（8～15）																		23:その他(　)		公衆災害		1399:その他：その他																																																														作業手順書の不遵守										ＦＤに係留していた工事用作業船の係留ロープが破断及び外れたことで、工事用作業船が移動し対岸に係留していた貨物船と岸壁の間に挟まれていた所を海上保安部巡視艇乗組員が発見。両船舶の保有者立会の下、現場確認を行った結果、貨物船と工事用作業船の接触による物損が確認された。<改行>令和5年2月7日未明　事故発生		①作業手順書において、工事用作業船は作業終了後、荒天時も静穏かつ安全な係留が可能な「A地区物揚場」に係留することとしていたが、FD横に夜間係留させたことで風浪被害を受けてしまった。<改行>②夜間係留時に、FDの係留ビット等ではなく、安全柵に係留してしまった。		①工事用作業船は、作業終了後、「A地区物揚場」へ係留することを厳守する。また、工事用作業船の作業実施日は、作業終了後に係留状況を写真で確認し、チェック表へサインする。<改行>②元請のB事業所に所属する安全環境部専門部長、安全担当らによる特別安全パトロールを直ちに実施し、その後も、毎月安全パトロールを実施し、設備の点検や再発防止対策の実施状況について確認し、その結果を都度当局に報告する。<改行>③各連絡系統間における事故の第一報が各々の事故詳報把握後に行われたことで、発注者への第一報にも時間を要す結果となったことから、各連絡系統間における緊急時の第一報は事象発生を確認した時点で連絡するよう、元請のB事業所に所属する安全環境部専門部長から現地の元請職員、下請職員へ教育を行い、初動体制の強化を図る。																																																																																																				R04-九州-西之表-0101.xlsx		6/8/23 21:12		6/8/23 21:12		2023		2		7		0		0		2022		TRUE		23		九州		2023/2/7　0:0		44964

		北海道開発局		苫小牧港湾事務所		苫小牧		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																港湾業務艇運航業務(苫小牧港湾事務所)(単価契約)		　本業務は、発注者所有の港湾業務艇「はやぶさ」を苫小牧港及びその周辺海域の港湾工事にかかる工事監督等に就役させるため、受注者による運航を行うものである。		令和5年5月24日 9時32分 頃		海上		岸壁前面		01:深浅測量				20:測深(海上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		26:その他の起因物(　)		港湾業務艇						03:激突				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				16:勘違い判断をした。		21:連絡合図がなかった。																																																																　港湾業務艇による岸壁前面の深浅測量を開始し、深浅測量システムのモニター画面の航跡を確認しながら操船していたところ、船体が岸壁法線から5ｍ離れの測線から外れ右舷岸壁側に流され、岸壁防舷材に接触した。その際、港湾業務艇の手すりが甲板から離脱し海中に落下するとともに、右舷のベンチレーター(換気装置)が破損した。 人的被害、油流出および港湾施設の破損は無かった。事故当時の気象条件は、北寄りの風、風速6ｍ/s～8ｍ/s、波高20㎝(目視)であった。<改行>　※運航中止基準:風速10m/s以上､波高1.5ｍ以上､視程300ｍ以下<改行>09:00 港湾業務艇が定係地を離岸、09:20 気象条件を再度確認しバーチェック実施、09:30 深浅測量開始、09:32 岸壁防舷材と右舷後方が接触し破損<改行>		①風速がやや強く、海側から岸壁へ寄せる風向であった。さらに、潮位が低く、甲板上の手すりおよびベンチレーターが防舷材と接触した。<改行>②船長は、船を測線どおりに走らせることを優先して周辺の確認を怠り、船体が岸壁側に流されている状況において、判断を誤り岸壁防舷材を回避するための適切な操船を行わなかった。<改行>③甲板員は、船首で見張りをしていたが、船長に対し防舷材への接近を知らせるための身振り手振りや大声を出すなどの具体的な行動が間に合わなかった。		①深浅測量の中止基準(新設)<改行>　5ｍ/sを超える風速、船体を岸壁に接近させる風向、岸壁防舷材下端より上甲板の位置が下になる潮位の場合<改行>②深浅測量に実施にあたって船長は、深浅測量システムのモニター情報に固執せず、港湾施設や係留船舶等の障害物との距離を一定以上保つことを優先した操船を行う。<改行>③甲板員は障害物との位置関係を常に監視し、連絡用のトランシーバを導入して、周辺状況の報告を行い、障害物に接近した場合は、速やかに船長に警告する。																																																																																																				R05-北開局-苫小牧-0101.xlsx		7/13/23 15:46		7/13/23 15:46		2023		5		24		9		32		2023		TRUE		3		北海		2023/5/24　9:32		45070.3972222222

		中部地方整備局		清水港湾事務所		御前崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和４年度御前崎港岸壁（－１２ｍ）（改良）既設構造物撤去工事（その３）		本工事は、御前崎港女岩地区において、御前崎港岸壁（-12m）の改良にあたり、支障となる既設構造物の撤去工及び標識灯の設置・撤去工を行う工事である。		令和5年6月19日 8時30分 頃		海上		御前崎港女岩地区		29:その他(　)		構造物撤去工		84:その他(　)		海上運搬作業		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		作業船同士の接触		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械				2		13:油断、軽視した。		18:熱中して判らなかった		21:連絡合図がなかった。																				A:危険だと思わなかった		1		14:放心、考えごとをしていた。		26:危険有害な場所に入った。																		06:施工計画・作業標準が不備だった。										37.00%		45.00%						起重機船が仮置きヤードで建設機械を積込み後、交通船に先導され工事現場である波徐堤に向け航行する予定であった。先導する際、交通船が起重機船の前に誤って侵入し、起重機船船首右舷側と交通船左舷後方が接触し、交通船が転覆した。交通船船長は自力で脱出し死傷者は無かった。なお、接触した起重機船と交通船は、ともに受注者の直営船であった。<改行>7:40安全朝礼、8:15作業開始、8:27事故発生		①先導する交通船と、起重機船が定められた配置となっておらず、２隻の接近の原因となった。<改行>②起重機船の船長は、交通船の並走距離の間隔が近づいてきたことを操舵室で気が付いていたが、回避するものと思い込み、無線や警告音等による危険伝達を行わなかった。<改行>③交通船の船長は、周囲の状況確認を怠ったまま、起重機船前方に侵入しており、見張りが不十分であった。<改行>④起重機船の監視役である船員は、係船ロープの準備作業中で見張りを行っておらず、交通船の接近に気が付いていなかった。		①起重機船は、先導する交通船が所定の位置に配置したことを確認してから航行を開始する。<改行>②起重機船と交通船は、安全な離隔距離で航行していることを確認し、必要に応じて無線又は警告音により伝達。<改行>③起重機船操舵室から死角となる場所にカメラを設置し、監視員との連携により航行時の安全確認を徹底。<改行>④起重機船の監視員は、船首・船尾の２名配置し、監視作業中は別の作業をしないで監視業務に専念。				株式会社橋本組																																						口頭注意																																																										R05-中部-清水-0101.xlsx		7/6/23 13:25		7/14/23 9:56		2023		6		19		8		30		2023		TRUE		23		中部		2023/6/19　8:30		45096.3541666667

		九州地方整備局		志布志港湾事務所		志布志		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和4年度志布志港(新若浜地区)岸壁ケーソン製作工事(第2次)		本工事は、志布志港（新若浜地区）岸壁の共通工、本体工を施工するものである。		令和5年6月23日 10時20分 頃		海上				12:ケーソン製作(フローティングドッグ)				14:船舶等の接舷・係留				2:曇り								4:20～30								08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備						08:機械・装置等を不安全に動かした。		13:油断、軽視した。																																														10:指揮者、誘導員をつけていなかった。																		ケーソン製作用台船(FD)を岸壁に係留するため、FDチェーンアンカーを4箇所投錨した後、タグボート2隻(4000PS、4400PS)とチェーンアンカーウインチのブレーキ操作でFDを岸壁に徐々に寄せる作業を開始。その後、左右のチェーンアンカーの長さと角度の違いの影響でFDが係留導線を外れた状態でFDの片舷を岸壁に接岸。タグボートにより反対側の片舷を接岸させようとしたところ、更にFDが沖側に流され、FD防舷用のペンドルが隣接岸壁のソーラスフェンスに接触しフェンスを損傷させた。<改行>09:50 接岸作業開始、10:20 事故発生		1)タグボートでFDを押しながらFDチェーンアンカーウインチのブレーキ操作を行い、FDを岸壁に寄せる作業の間、FDが沖側に流されていたが、FD作業指揮者はFDを当初予定の係留導線へ戻さずに作業を継続した。<改行>【FD係留導線の不徹底】<改行>2)FD作業指揮者は、FDが沖側へ流され片舷のみ接岸した後に、そのままタグボートでFDを押すことで、片舷が接岸した位置のまま両舷接岸可能であると判断したが、チェーンアンカーの角度の違いの影響で更に沖側へ流され、南ふ頭２号岸壁に設置しているソーラスフェンスへ接触した。【FDの挙動に対する危機意識不足】		今回の接岸作業は、チェーンアンカーの張り出しが左右非対称となり、かつ陸側でFDの引き付けロープが取れずにタグボートで岸壁に誘導する必要があることを踏まえ、以下の対策を行う。<改行>1)新たに陸側連絡員を配置することとし、FDの位置が当初予定の係留導線よりずれた場合には、接岸作業の一時中止や軌道修正をFD作業指揮者に打診する。その後、FD作業指揮者はタグボート及びチェーンアンカーウインチの操作によりFDを当初予定の位置に移動させた後に接岸作業を再開する。【作業体制の改善】<改行>2)FD接岸時のタグボートに曳索ロープを設置し、タグボートによるFDの押し引き両方を可能とする。【作業器具の改善】																																																																																																				R05-九州-志布志-0101.xlsx		7/10/23 19:14		1/31/24 13:50		2023		6		23		10		20		2023		TRUE		3		九州		2023/6/23　10:20		45100.4305555556

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和4年度名古屋港新土砂処分場埋立護岸基礎工事（その４）		本工事は、名古屋港新土砂処分場の基礎工、被覆・根固工及び汚濁防止膜撤去を施工するものである。		令和5年6月28日 10時10分 頃		海上		常滑市セントレア地先		28:汚濁防止膜工				83:汚濁防止膜布設・撤去		汚濁防止膜撤去作業		2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				16:その他の加害物(　)		潜水士船が設置したアンカー		23:その他(　)		潜水士船が設置したアンカーと底引き網漁船		1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。		2		04:作業標準を守らなかった。		24:相手の行動を確認しなかった。		13:油断、軽視した。						A:危険だと思わなかった		1																										17:安全標識がなかった。		21:物を置いた場所が悪かった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。				27.60%		11.70%						潜水士船が設置済みの汚濁防止膜の撤去作業中、船尾側に投錨したアンカーと、工事区域を示す灯浮標の外側 約20ｍを北進する操業漁船の底引き網が接触し、網に絡み合ったアンカーを取り外す際に網を切断した。潜水士船に損傷はなかった。<改行>水面近くで作業中の潜水士は、異常に気が付いた潜水士船船長からの指示を受け浮上、船上に退避したため、死傷はなかった。潜水士船は一次下請の所有船舶であった。　　6:45安全朝礼、7:20作業開始、10:10事故発生		・潜水士船船長は、アンカー投錨位置が工事区域内であると誤認し、明示ブイを設置しなかった。<改行>・潜水士船見張り員は、潜水士が前方で潜水中であったため、後方の確認と他船舶への注意喚起を怠った。<改行>・元請は、安全監視船に潜水士船の概略位置のみを連絡し、アンカー投錨位置の情報を伝えていなかった。<改行>・下請が作成する作業手順書にアンカー投錨位置を示す明示ブイを設置する手順が記載されていなかった。<改行>・元請職員が現場に臨場していたが、アンカー投錨位置を示す明示ブイが未設置であることを見落とした。		・元請より、作業船船長にアンカー投錨位置を示す明示ブイの設置を徹底するように指示する。<改行>・作業船は、汚濁防止膜の内側に配置することを基本とする。<改行>・元請より、作業船見張り員に見張りの徹底及び接近する他船舶に対し注意喚起を行う事を指導する。<改行>・元請より、安全監視船に作業船及びアンカー投錨位置を連絡し付近の航行船舶への注意喚起を徹底させる。　　　<改行>・下請が作成する作業手順書にアンカー投錨時の手順及び作業分担、見張り員の配置について明記する。<改行>・元請は、施工計画書や作業手順書に記載のある通りに作業されていることの確認を徹底する。				みらい建設工業(株)																				宇佐美工業(株)				(株)愛知マグマ				(株)DAITO工業										口頭注意								口頭注意																																																		R05-中部-名古屋-0101.xlsx		7/6/23 13:25		7/24/23 14:42		2023		6		28		10		10		2023		TRUE		23		中部		2023/6/28　10:10		45105.4236111111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和４年度東京国際空港施工状況確認補助業務		本業務は、東京国際空港整備事業に関する工事実施（施工プロセス試行工事を含まない）の検査補助を行うものであり、対象工事の調査職員を支援し、当該発注工事等の円滑な履行及び品質確保を図ることを目的とする業務である。		令和5年7月14日 3時20分 頃		陸上		A滑走路		29:その他(　)		監督補助業務		84:その他(　)		立会場所への移動時		2:曇り						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両による接触		1399:その他：その他						13:油断、軽視した。																																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。								66.70%		66.70%		66.70%		66.70%		2:15 車両にて空港内に入場<改行>3:13 A滑走路へ進入開始　3:17 （A滑走路と交差している）誘導路横断を開始　3:19 横断完了<改行>3:20頃 A滑走路灯火損傷		・担当技術者が、走行しながら誘導路案内看板を確認していたため、滑走路中心線から外れ滑走路ショルダーに寄り滑走路灯を破損した。<改行>・関東地整から発出された事務連絡「航空灯火損傷防止への協力について」を順守していなかった。<改行>・夜間走行ルートの中で現在地が把握できる体制やツール、習熟体制に不備があった。<改行>・作業手順書に走行する位置を記載していなかった。<改行>・走行中に異常を認識したにも関わらず、原因を確認せず、業務リーダーへ報告もしなかった。<改行>・事実確認及び原因担当技術者の証言のみで判断した為、特定に時間を要し報告が遅れた。		・案内看板等確認する必要がある場合は、車両 確認物がある時を滑走路及び誘導路ショルダー側に寄せずに、ハザードランプを点灯して停車した上での確認行為を徹底させる。<改行>・航空灯火の損傷防止のため、事務連絡に記載された対策を確実に実施する事を徹底させる。<改行>・夜間担当技術者の人員配置を職員の立会業務経験を考慮し配置する。ナビシステムを補助的に活用する。教育により職員の習熟度を向上させる。 再発防止対策項目の確認パトロールを実施する。<改行>・作業手順書に具体的に走行する位置を追加記述し徹底する。<改行>・異常を認識した場合は、ハザードランプを点灯し停車して必ず確認する。また業務リーダーに必ず報告する事を徹底させる。作業手順書に異常時の対応を追加記述し、周知する。<改行>・事実確認を正確かつ迅速にできる様にツールを取り入れ検証する。また作業手順書を作成し周知する。				（一財）港湾空港総合技術センター																																措置無し																																																																R05-関東-東京空港-0201.xlsx		8/4/23 15:52		10/12/23 13:42		2023		7		14		3		20		2023		FALSE		23		関東		2023/7/14　3:20		45121.1388888889

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		川崎		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和2年度　川崎港臨港道路東扇島⽔江町線東扇島アプローチ部上部⼯事		橋梁現場塗装にて下塗り作業中、塗料を飛散させ近隣企業の自動車に付着させた。		令和5年12月1日 8時30分 頃		陸上		川崎市川崎区東扇島7		21:上部工				84:その他(　)		現場塗装		1:晴れ						4:強風（8～15）		2:0～10								25:環境等		風		16:その他の加害物(　)		塗料		23:その他(　)		塗料の飛散		0299:飛来、落下：その他																																												08:水平・垂直養生が欠陥・未設置だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		16:現場施工条件変化に不適切に対応した。								96.40%		96.40%		84.50%		84.50%		12月1日(金)　朝礼後、合成床版下面ボルト部の現場塗装を行うため、吊足場上へ移動。塗料が飛散する恐れがあるためあらかじめ準備していたシート(２.０m×1.8m)を作業床に敷設し塗装作業を実施。<改行>12月4日(月)　13時20分に当現場に隣接している企業から現場理人に電話連絡が有り、駐車していた自動車に塗料が付着していたことが判明。（12月1日8:30～9:30頃、塗装作業中強風が吹き作業床に敷設していたシート範囲を超え塗料が約35mの高さから飛散ていたと考えられる。）		・塗料が⾶散する恐れがあるため2.0m×1.8mのシートを利⽤して作業床を養⽣して作業をしていたが強⾵により塗料が養⽣シート外に⾶散した。<改行>・⾶散養⽣範囲の設置計画が⼗分ではなかった。<改行>・作業⼿順では東側からの⾵の時は作業中⽌としていたが塗装作業範囲周辺の⾵向き、⾵速の状況確認が⼗分でなかった。		・風の吹き抜けが想定される作業箇所では、塗料⾶散養⽣範囲を作業床全⾯、鉛直⽅向全⾯に設置する。<改行>・⾞両所有者の許可を得たうえで、⾞両カバーを取り付け作業する。<改行>・作業範囲の先⾏設置した養⽣シートに異常がないか確認し作業開始する。<改行>・SP13に常設している⾵速計とは別に作業箇所の桁上に⾵速計を設置する。計測結果は作業管理者のもつタブレットへ送信し⾵速、⾵向きの確認を⾏う。		JFE・日立特定建設工事共同企業体		月島ＪＦＥアクアソリューション株式会社					日立造船（株）																												措置無し								措置無し																																																								R05-関東-京浜-0101.xlsx		2/1/24 15:50		9/20/24 17:05		2023		12		1		8		30		2023		TRUE		23		関東		2023/12/1　8:30		45261.3541666667

		関東地方整備局		京浜港湾事務所		横浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和4年度　横浜港本牧地区岸壁(-16m)(改良)他改良等工事		構造物撤去工における掘削作業中、バックホウにて改良体を崩しながら作業をしていた際、改良体と改良体内に巻き込まれていた既設水道管が同時に持ち上がり、既設水道管を損傷させた。		令和5年12月7日 13時45分 頃		陸上				25:土工				74:掘削(機械施工)				1:晴れ						4:強風（8～15）		3:10～20		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等						99:その他																																						99:その他								既設水道管が想定外の場所に存在していた												61.30%		61.30%		100.00%		100.00%		(1)既設埋設管の位置・深さを確認するため、試掘を実施していた。<改行>(2)試掘作業を実施していたところ、セメント系改良体が露出したため、バックホウを用いて撤去作業を実施した。その際に、改良体内に巻き込まれていた既設水道管を損傷した。		・既設水道管の枝管の位置が確認できていない状況で、重機による掘削作業を行った。<改行>・既設水道管の平面位置が設計図面と異なっていた。<改行>・既設水道管の直上にあるはずの埋設管シートが異なる箇所に敷設されていた。<改行>・既設水道管がセメント系固化改良体に巻き込まれていた。 <改行>・埋設管干渉一覧表（令和5年8月23日受領）から、埋設管は舗装面からの土被り1.2mにあることを想定して試掘作業を実施していた。		・既設埋設管の位置が確認できない場合は、重機による掘削は行わず、人力により慎重に位置確認を行う。<改行>・埋設ケーブル位置測定器により、既設埋設管の平面位置・深度を確認する。<改行>・セメント系改良体等の支障物が発覚した場合、既設埋設管から50cm以内は振動工具を使用してほぐした上で撤去する。<改行>		東亜・みらい・本間特定建設工事共同企業体		東亜建設工業株式会社				みらい建設工業株式会社					株式会社本間組																								措置無し								措置無し								措置無し																																																R05-関東-京浜-0201.xlsx		2/1/24 15:50		9/20/24 17:04		2023		12		7		13		45		2023		TRUE		23		関東		2023/12/7　13:45		45267.5729166667

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		宇野		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																水島港航路（-12m）付帯施設工事（その2）		本工事は、水島港航路（-12m）付帯施設の本体工を施工するものである。		令和5年12月12日 12時45分 頃		海上		防波堤開口部		29:その他(　)		共通仮設：回航・えい航		18:曳航・回航				2:曇り				2:やや波がある（0.3～1.0）		3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上		1:有		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備																																												32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。										07:作業の安全指示が不適切だった。		17:下請け指導が不適切だった。								27.00%		27.00%		10.00%		10.00%		現場へ起重機船160t吊を防波堤開口部から入域させる際、えい航船団が防波堤法線に対して斜め方向から進入し、船体左舷側と防波堤端部を接触させ、防波堤が損傷した。7:30起重機船出港、12:45現場へ入域、事故発生		①狭隘な場所であるため、通過する際は開口部に対して直角に入港すべきところを斜め方向から入港したこと。②先行掘削用の設備が張り出していた右舷側の離隔確保に注力するあまりに左舷側の離隔確保がおろそかになったこと。③えい航用引船を船首側にしか配置しておらず、左舷側の船体と防波堤との離隔が小さくなった際に咄嗟の回避行動を取ることが出来なかったこと。④現地では風速5～7m程度あったが、開口部は潮流が早くなっており、風速も含めて操船に影響があったと考えられる。⑤開口部が狭隘であることを作業員へ口頭では説明していたが、作業手順書には記載しておらず、作業員へ十分理解・徹底させることが出来なかったこと。		①旋回は十分に態勢が整えられる距離で行うこととし、開口部から100m以上離れた地点で一時停止のうえ、防波堤法線とえい航船団が直角となっていることを確認してから現場へ入域する。開口部から引船までの距離は、引船の装備品であるレーザー距離計を使用して確認を行う。②各引船船長、起重機船見張員2名の計4名について、えい航時には双方で進入角度、開口部との離隔について状況確認を密に行うこととする。③えい航方法を改め、確実な退避行動が出来るよう船尾側にも引船を追加配置し、ロープを前2本、後ろ1本使用してえい航を行う。④開口部のえい航による入出域に関し、事前の気象状況を確実に行い、風速7m以下の潮止まり（満潮・干潮の前後1時間）以外は作業中止とする。⑤①～④の再発防止策、開口部と船体の離隔距離の記載等を盛り込んだ作業手順書を作成し、作業再開前に関係者全員に周知する。				タチバナ工業株式会社																				有限会社前田組												措置無し						安全対策の徹底について、口頭で指導																																																										R05-中国-宇野-0101.xlsx		1/9/24 15:03		1/9/24 15:03		2023		12		12		12		45		2023		TRUE		3		中国		2023/12/12　12:45		45272.53125

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		秋田		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																秋田港外港地区防波堤(南)(改良)外被覆工事		本工事は、秋田港外港地区防波堤(南)(改良)及び防波堤(第二南)の被覆工を施工するものである。		令和5年12月24日 13時40分 頃		陸上		秋田市土崎港相染町字大浜 地内		17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)		除雪作業		2:曇り						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		電話回線との接触		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						99:その他								機械の大きさ		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										36.10%		34.10%		30.00%		30.00%		　積雪量が多いため当日に除雪を行うと、月曜日のコンクリート打設が中止になる可能性があるため、前日の日曜日に除雪を行った。<改行>　その際シェークブロック製作ヤードの敷地内に入る入口に雪が堆積していたので、0.8m3バックホウにて除雪を行うため、電話線に触れない高さまでアームを下げて電話線の下を通過するつもりが、腕を上げ過ぎて重機を前進させたため電話線にバックホウのアームが接触し電話線が破損した。		１．除雪作業に対する安全意識が欠如していた。<改行>２．架空線直下で作業を行う使用機械が適切ではなかった。<改行>３．重機操作の予定がないものが運転を行った。		【１】除雪作業に係る社内規則を作成し、社内教育を受けた資格者だけを除雪作業に従事させる。【２】 除雪作業ルールを定め、重機を扱う場合は作業手順書を作成する。【３】 入口の除雪は人力で行う。ただし、雪が凍結し人力での除雪が困難な場合は、タイヤローダーを使用するものとし、併せて補助者を配置する。【４】 作業ヤード内の除雪において、型枠周辺は人力、それ以外はバックホウ作業とし、必要に応じて人が近づかないよう補助者を配置する。【５】社内で除雪作業の安全教育訓練を受け、会社が認めた者でなければ、重機の操作をさせない。				高橋秀和建設株式会社																																																																																																R05-東北-秋田-0301.xlsx		1/12/24 16:35		1/18/24 15:48		2023		12		24		13		40		2023		TRUE		23		東北		2023/12/24　13:40		45284.5694444444

		東北地方整備局		小名浜港湾事務所		小名浜		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																小名浜港東港地区防波堤（第二沖）被覆工事（その２）		本工事は、小名浜港東港地区防波堤(第二沖)の被覆・根固工を行うものです。		令和6年1月11日 18時5分 頃		陸上		ブロック製作ヤード		17:コンクリートブロック製作				84:その他(　)		被覆ブロックの練炭養生		1:晴れ						2:弱風（2～4）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		練炭		15:起因物と同じ				17:火災				1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災		A:危険だと思わなかった				12:工具、用具、材料等を不安全な場所に置いた。		99:その他						思い込み																														16:防火設備に欠陥・不備があった。										99:その他								防火設備の点検不足		36.60%		36.10%						7:00 朝礼　7:30 コンクリート打設開始　11:30 コンクリート打設完了　　15:30 天端仕上げ完了 足場移設 養生準備<改行>15:40 練炭設置　　　15:50 養生シート設置作業開始　　16:15 シート設置作業終了　　16:20 後片付け完了　16:30 現場退所<改行>18:05 火災発生 (隣接ゲートの警備員が通報)　18:15 消防・警察が現場到着　18:26 消火作業終了<改行>19:00 下請作業員により、残りの練炭を撤去・消火		本災害は、当日打設した被覆ブロックを養生シートで覆い練炭養生する際、当日の風向きの状況から養生シートが練炭に触れることがないとの想定から風下側の型枠下の空間に練炭コンロを設置し練炭養生を実施していたところ、練炭コンロと型枠下の隙間に風によりシートが入り込んで引火したものと想定		同様の事象を防止するため、①練炭養生中は養生シートと練炭コンロが直接触れないようにコンロの周囲をメッシュ筋の囲いで覆う、②養生シートの確実な固縛、について元請け職員を含んだ現場作業員への周知徹底を受注者が実施し、再発防止に取り組む				日起建設株式会社																																																																																																R06-東北-小名浜-0101.xlsx		1/25/24 9:54		1/25/24 9:54		2024		1		11		18		5		2023		TRUE		17		東北		2024/1/11　18:5		45302.7534722222

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和5年度福岡空港滑走路増設滑走路新設外工事（第5次）		本工事は、福岡空港の滑走路を新設するもので、準備工、構造物撤去工、空港舗装工、空港土工、排水構造物工、付帯施設工、緑地工及び飛行場標識工を施工するものである。		令和6年2月17日 2時10分 頃		陸上				29:その他(　)		構造物撤去工		07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ								2:0～10								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック																																		04:作業標準を守らなかった。																				03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。																		アスファルト廃材を工事現場から仮置場にダンプトラックにて運搬中に、運転していた作業員が居眠り運転により場周道路の防護フェンスに衝突し、防護フェンス約30mを破損させた。<改行>2/16 22:30 作業開始、2/17 02:10 事故発生		1）十分な休息をとらぬまま、ダンプトラックを運転していた作業員が居眠り運転をした。【危険に対する認識不足】<改行>2）当日、当該作業員は３次下請けとして１名で従事しており、２次下請けの職長の指示を受けて作業する立場にあった。当日の作業予定にあった現場から仮置場へのアスファルト廃材の運搬については、職長の指示を受ける前に無断でダンプトラックを運転した。【作業手順の不徹底】		1）全体朝礼時のKY活動において、チェックリストにより全作業員の健康状態等を把握する。なお、本工事の時間帯・作業工程等を踏まえ、下位下請会社から上位会社に対して、それぞれの自社作業員の睡眠時間や勤務間インターバール時間も含めた危険予知活動表を提出させる。【労務管理の徹底】<改行>2）全体朝礼時のKY活動において、無断行動の禁止を含む作業ルールについて周知する。本工事においては、危険予知活動記録表に無断行動の禁止を明示し、作業員全員からサインを貰うことにより、作業ルールを周知徹底する。【作業ルール違反の防止】																																																																																																				R05-九州-博多-0201.xlsx		3/18/24 11:03		4/17/24 17:58		2024		2		17		2		10		2023		FALSE		18		九州		2024/2/17　2:10		45339.0902777778

		中部地方整備局		名古屋港湾事務所		名古屋		直轄請負工事：物損事故																																		令和４年度 名古屋港湾事務所監督等補助業務		本業務は、名古屋港湾事務所における港湾事業等に関する工事等実施の監督補助等を行う<改行>ものであり、対象工事の監督職員を支援し、当該発注工事等の円滑な履行及び品質確保を図<改行>ることを目的とする業務である。		令和6年2月26日 17時35分 頃		陸上		名古屋市港区一般道路上		29:その他(　)		監督等補助業務		01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ						4:強風（8～15）		2:0～10		5:1、000以上						26:その他の起因物(　)		業務用自動車(乗用車)、自転車		15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		A:危険だと思わなかった				24:相手の行動を確認しなかった。		13:油断、軽視した。								A:危険だと思わなかった				24:相手の行動を確認しなかった。		13:油断、軽視した。																																																		当事者(1名)が用務先での業務終了後、業務用自動車を運転し帰社。自社立体駐車場への入庫待ちのため立体駐車場手前で停車して待機していた際、自転車走行帯を走行する自転車を視認した。業務用自動車の一部が自転車走行帯上にあったため、自転車走行帯を塞がないよう前進したところ、当該自転車が同じ方向に回避行動をとったため接触した。<改行>17:30用務先から移動開始、17:35事故発生		①立体駐車場への入庫待ちの際、自転車走行帯上に業務用自動車を停止させ待機した。		①立体駐車場への入庫待ちをする際は、自転車走行帯上に業務用自動車を停止させることが無いよう、自転車走行帯の手前で待機する。自社が作成した交通安全マップに記載し、安全教育を行い指導する。				株式会社ポルテック																																						措置無し																																																										R06-中部-名古屋-0101.xlsx		3/15/24 9:12		3/15/24 9:12		2024		2		26		17		35		2023		TRUE		18		中部		2024/2/26　17:35		45348.7326388889

		東北地方整備局		秋田港湾事務所		能代		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																能代港大森地区埋設物等移設工事		能代港大森地区岸壁(-10ｍ)における埠頭内道路、照明設備、配水管等地中埋設物及びソーラスゲートの移設を行う。<改行>		令和6年3月12日 9時37分 頃		陸上		秋田県能代市大森山　地内		25:土工				76:整地作業(機械施工)				2:曇り						1:微風（～2）		2:0～10		4:500～1、000						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		光通信ケーブルとの接触		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						99:その他								機械の大きさ		10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										89.00%		74.00%		100.00%		100.00%		土砂(路盤)撤去材の仮置場所において、仮置材の整形作業完了後重機を移動しようとした際、アームを下げきれてない状態で走行し、NTT光通信ケーブルの高さを見誤り接触した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8:00　作業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:37　事故発生		①作業指揮者・誘導員等を配置せず、重機オペレーター１人で作業を行っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②作業場所周辺の調査不足により、作業計画書や重機の仮置き場所に電線等の接触危険場所が明記されておらず、作業員へ周知されていなかった。		①１人作業は禁止し、重機を使用した作業には誘導員等を配置する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②架空線に対する注意喚起を行うとともに、「架空線注意」ののぼり旗を設置する。				中田建設株式会社																																																																																																R05-東北-秋田-0501.xlsx		3/21/24 13:41		3/21/24 13:41		2024		3		12		9		37		2023		TRUE		23		東北		2024/3/12　9:37		45363.4006944444

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和5年度福岡空港滑走路増設用地造成工事		本工事は、福岡空港の滑走路増設のため空港用地を造成するもので、準備工、構造物撤去工、空港土工、舗装工、排水構造物工、付帯施設工及び緑地工を施工するものである。		令和6年6月10日 14時15分 頃		陸上				25:土工				74:掘削(機械施工)																				27:起因物なし				17:加害物なし				23:その他(　)		公衆災害		0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械																																																																								当該箇所は原地盤が計画高より600mm程度高かったため、計画高に合わせた切土（整地）作業を行っていたところ、埋設されていた航空自衛隊基地所有の北側着陸拘束装置の電源ケーブルをバックホウのバケットで引っかけ切断した。<改行>08:00 現場事務所にて安全朝礼・ＫＹ活動参加、08:30 制限区域内に入場開始、08:45 始業前点検、08:55 切土作業開始、14：15　事故発生		①発注者から防衛局へ埋設管の照会を行った際に、提出された施工図の埋設深度に対し、現地の電源ケーブルは1.6m程度浅い箇所に埋設されていたため、切土作業中にバックホウにて切断してしまった。【埋設物の現場不一致】		①埋設物は、設計どおりの位置にあるとは限らないため、埋設後の完成図等を確認するとともに、切土作業に当たっては十分注意して施工する。【埋設物に配慮した施工】				松山建設株式会社																				株式会社新日本工業																																																																												R06-九州-博多-0201.xlsx		7/3/24 9:56		1/27/25 13:52		2024		6		10		14		15		2024		FALSE		23		九州		2024/6/10　14:15		45453.59375

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																徳山下松港下松地区桟橋（−19m）上部等工事		徳山下松港下松地区桟橋（-19m）の上部工（桟橋部B2～A2）、舗装工（桟橋部）、付属工（桟橋部）、構造物撤去工及び仮設工を施工するものである。		令和6年6月11日 20時0分 頃		陸上		桟橋上		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		みなとカメラ		23:その他(　)		接触		0806:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：ローラー等																																																						03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。								100.00%		99.50%		100.00%		99.00%		みなとカメラへの損傷が見つかった。作業における10t ダンプトラックでのアスファルト合材、3t ダンプトラックでの型枠材等の運搬、またはアスファルトフィニッシャー・ロードローラー搬出のために作業ヤードまで自走した際に接触した可能性が考えられる。		扉のへこみからの推定となるが、みなとカメラ設置箇所は跨橋部からスロープへと道路が変わり幅員が減少する箇所に設置してある。そのため車両を大幅に右側に寄せて走行し、車両本体または荷台がみなとカメラ機側盤の前扉に接触したと考えられる。		①跨橋部からスロープへの進入口にある高欄・ガードレールに「幅員減少」等の注意喚起看板を設置し、運転手に幅員が減少する事を認識させる。②みなとカメラの存在を認識しやすくするため、機側盤の前扉側面に反射テープ等を貼り付ける。③夜間、薄暮の作業は今後行わない。		東洋・みらい特定建設工事共同企業体																																																																																																		R06-中国-宇部-0101.xlsx		6/26/24 10:12		6/26/24 10:12		2024		6		11		20		0		2024		TRUE		23		中国		2024/6/11　20:0		45454.8333333333

		北海道開発局		小樽港湾事務所		石狩湾新		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																		石狩湾新港東地区において、貨物需要の増大に伴う船舶の増加や大型化に対応するため、岸壁（－１２ｍ）を建設する。		令和6年6月13日 8時0分 頃		海上				09:杭及び矢板				08:材料、資材等の運搬(海上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）		3:10～20				2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				03:激突				0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																																												99:その他																				88.70%		87.00%		88.70%		87.00%		8:00　鋼管矢板6本を積載した台船を海上運搬中に用地護岸(直轄施工)とふ頭用地護岸(港湾管理者施工)の間を通過した際に、ふ頭用地護岸の本体に台船の側面部が衝突し、腹起材の一部を破損及び鋼矢板の法線に変位を与えた。		・本工事にいて、間口を航行することが初めてであったが、台船の海上運搬経路を事前に明確に決めておらず、また事前に十分な現地確認や人員配置を行っていなかった。<改行>・台船の運搬作業について、施工計画書、作業手順書を作成しておらず、作業内容が関係者全員に周知されていなかった。		・間口への進入航路、人員配置、役割、連絡体制を明確に定め、作業計画書を作成し、関係作業員に周知させる。<改行>・既設岸壁に目標旗及び誘導者を配置し、監視・誘導を行う。				岩倉建設株式会社																				ハヤカワ建設株式会社												措置対象外																																																																R06-北開局-小樽-0101.xlsx		8/20/24 10:04		8/20/24 10:04		2024		6		13		8		0		2024		TRUE		3		北海		2024/6/13　8:0		45456.3333333333

		中国地方整備局		宇野港湾事務所		水島		直轄請負工事：物損事故																																		水島港深浅等測量		本業務は、水島港周辺海域における干潟・藻場造成候補地において、干潟・藻場造成の基礎資料とするための測量を実施するものである。		令和6年6月20日 16時45分 頃		陸上				29:その他(　)		UAV写真測量		84:その他(　)		UAVレーザ測量		2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		UAV		16:その他の加害物(　)		UAV		01:墜落・転落		UAVの墜落		0299:飛来、落下：その他		A:危険だと思わなかった																																																														40.00%		40.00%		50.00%		50.00%		UAV点群測量実施前に小型UAVによる安全確認飛行(テストフライト)を行ったところ、飛行中に突然UAVが落下した。フライトのログを確認しながらUAVを捜索したところ、民家の車庫の屋根に墜落しており、民家の屋根瓦１枚（取替は２枚）が破損していることを確認した。6/20　16：30飛行開始、16：45UAV落下、17：40UAV発見、18：00発注者へ第一報、18：30航空局、警察へ通報、19：00警察現場検証終了。6/21　8:00応急処理完了、15:00本復旧完了。		①業務計画書等に、UAV調査実施中の航空法に規定する第三者の立入管理措置について、具体的な実施内容の記載がない。<改行>②墜落時に、操縦者、見張り員ともに衝突した障害物（トビと思われる）を確認しておらず、 UAVと障害物に関する監視が不十分であった。		①業務計画書及び詳細作業計画書に、テストフライトを含む飛行計画（時間、場所、離発着場所、飛行ルート、実施体制、作業員の配置計画・役割分担、使用機材等）、第三者の立入管理措置を含む安全管理について具体的記載するとともに、業務計画書及び詳細作業計画書に基づき実施されていることを調査職員が立会確認のうえ実施する。②カテゴリーⅠでの飛行は可能な範囲であるが、計測範囲が広く目視外となる可能性を考慮し、カテゴリーⅡBとして、飛行計画の通知等必要な事前手続きを実施する。③陸上部上空は、監視員を概ね100m毎に配置し、トビ等の飛行を確認した際には飛行を取りやめる。④立入管理措置については、飛行範囲にはポスティングにより全戸配布を行い周知し、飛行時は、飛行前に見回りを行い屋外に居る方には声掛けにより周知する。 UAV飛行時には、飛行範囲に進入する車両・人員を監視し、飛行ルート下に進入する車両がある時は、飛行停止し通行後に計測を再開する。⑤監視員と操縦補助者は、無線及び携帯電話で連絡を取り合い、飛行前の見回り確認及び飛行時の交通状況を把握し、第三者の立入管理措置を徹底する。⑥機体を見失った時点で重大な事態に発展する可能性があることから、この時点で速やかに発注者への連絡、警察への連絡を行うよう、連絡のタイミング及び緊急時連絡体制の優先順位を、業務計画書及び詳細作業計画書に記載するとともに、作業員に対し周知徹底を行う。				（株）セトウチ																																																																																																R06-中国-宇野-0101.xlsx		7/10/24 11:05		9/10/24 11:20		2024		6		20		16		45		2024		TRUE		1		中国		2024/6/20　16:45		45463.6979166667

		中国地方整備局		広島港湾・空港整備事務所		広島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																広島港出島地区岸壁（-12ｍ）築造工事 		本工事は、広島港出島地区岸壁（-12m）の海上地盤改良工、構造物撤去工、基礎工及び本体工（ケーソン式）を施工するものである。		令和6年8月3日 9時30分 頃		陸上				16:ケーソン曳航・据付				14:船舶等の接舷・係留				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		台船と外周護岸の接触		1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		A:危険だと思わなかった				04:作業標準を守らなかった。				15:気持ちがあせっていた。																																																						46.00%		45.00%		100.00%		100.00%		外周護岸にてケーソン4 函の浜出し作業を実施していた。 全作業船の出域が完了した令和6年8月3日（土）に元請職員が片付け後の現地確認を行っていたところ、外周護岸に、台船の接舷、係留作業時に接触したと考えられるひび割れが発生していることを確認した。		①外周護岸側台船船尾の見張員（台船と護岸の離隔や、台船が平行に着岸しているかを確認する役割）が誘導のため台船中央に移動していて外周護岸と台船船尾が接触する箇所を見ていなかった。<改行>②日没が近づいていて船員全員が作業を終了させるため、焦っていた。 <改行>③外周護岸側台船船尾の見張員が着岸時に持場を離れていた。<改行>④持場を離れず、着岸時に各箇所で着岸状況を確認することが周知徹底されていなかった。<改行>⑤初めて着岸する場所であり、台船中央位置に誘導者が必要であった。		①焦らず確実に作業を行う。<改行>②薄暗く見えにくい場合は、照明を設置してから着岸する。<改行>③持場を離れず作業することを周知徹底する。 <改行>④人員配置が完了するまでは、離接舷作業を止める。<改行>⑤離接舷時は持場を離れず、離接舷時の状況(台船と外周護岸)を確認する。 万が一持場を離れる場合は、職長又は元請職員に連絡し、代理の人間を配置してから着岸する。<改行>⑥各作業員はインカムを使って確実に連絡を取り合う。 <改行>⑦作業手順書に文章だけでなく、分かりやすい配置図等を添付して作業員に説明する。（作業の見える化）		若築・吉田特定建設工事共同企業体 																																																																																																		R06-中国-広島-0101.xlsx		8/8/24 16:23		2/5/25 21:10		2024		8		3		9		30		2024		TRUE		23		中国		2024/8/3　9:30		45507.3958333333

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																新潟空港誘導路改良工事		本工事は、新潟空港誘導路の路面切削工、撤去工、空港舗装工、グルービング工、飛行場標識工、灯火施設工、排水施設工、仮設工を施工するものである。		令和6年8月26日 14時55分 頃		陸上		新潟県新潟市東区松浜町 新潟空港内 No.12		29:その他(　)		資材運搬		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置				15:起因物と同じ				03:激突				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																																03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										0.80%		0.80%		53.00%		33.00%		 　本事故災害は、令和６年８月２６日（月）１４時５５分頃、現地渡しでリースした敷鉄板を運搬するため新潟空港の陸側場外（No.15門扉）よりユニック付トレーラーで空港場内に進入、場周道路を通行させNo.12門扉より敷鉄板の仮置き場所である海側の制限区域外へ前進で退場させた際、ユニック付トレーラーの荷台後方部分が、門扉右側支柱に接触し、門扉支柱及び人感センサーケーブルを破損したものである。14:40敷鉄板を積んだユニック付トレーラがNo.12門扉へ向けて移動を開始、14:55頃 事故発生。		①人的要因：助手席側は門扉に接触しないように作業員が手で合図を行って誘導していたが、運転席側は運転手がサイドミラーで目視できると思い込み誘導を行っていなかった。<改行>②人的要因：運転手は運転中の後方確認方法として、荷台後方部をサイドミラーと目視により行っているが、サイドミラー越しに映る門扉支柱は小さく見えづらかった。また、運転手は荷台後方部分と門扉支柱との位置を確認しなかった。<改行>③管理的要因：元請業者が「門扉の入口が狭いこと・人感センサーケーブルが付属しており、接触による破損の危険があること」を新規入場時教育資料・作業手順書でしか周知していなかった。		①元請け職員又は作業員が、車両の右側荷台後方部分が門扉を通過したらハンドルを切って門扉を通過するよう誘導する。<改行>②元請け職員又は作業員は、門扉支柱の両側にカラーコーンを設置する。<改行>③元請け職員は門扉の入退場における進入角度の留意及び手順について、資料を基に教育・訓練を行う。<改行>				本間道路(株)																																																																																																R06-北陸-新潟-0101.xlsx		9/24/24 17:38		9/24/24 17:38		2024		8		26		14		55		2024		FALSE		3		北陸		2024/8/26　14:55		45530.6215277778

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																		13:その他(　)						物損事故								令和5年度福岡空港滑走路増設滑走路新設外工事（第２次）		本工事は、福岡空港の滑走路等を新設するもので、準備工、構造物撤去工、空港土工、空港舗装工、排水 構造物工、付帯施設工、緑地工及び飛行場標識工を施工するものである。		令和6年9月7日 5時38分 頃		陸上				29:その他(　)		後片付け工		84:その他(　)		通路清掃		1:晴れ																09:他に属さない建設機械				17:加害物なし				23:その他(　)		公衆災害		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																																																																								路面清掃のため散水車で移動しながら散水していたところ誘導路灯に接触し破損した。		①作業員が誘導路灯の存在を失念した。【危険に対する認識不足】<改行>②誘導路灯の位置を明示するため設置していた養生カラーコーンの撤去時期について、作業手順書に記載がなく、<改行>　清掃作業前に片付けていた。【作業手順書の不備】		①作業員は作業前に現地で危険箇所の確認をして作業を開始する。【危険箇所の確認】<改行>②灯器の養生カラーコーンは清掃作業が完了した後に片付けることを作業手順書に記載する。<改行>　【作業手順書の改善】<改行>③工事再開前に事故内容及び再発防止対策の周知会を行う。 【安全意識の向上対策】				東亜道路工業株式会社																				有限会社相良建設工業																																																																												R06-九州-博多-0301.xlsx		9/19/24 10:20		1/27/25 13:52		2024		9		7		5		38		2024		FALSE		23		九州		2024/9/7　5:38		45542.2347222222

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和４年度那覇港（新港ふ頭地区）臨港道路（若狭港町線）Ｐ２５下部工工事 		本工事は、那覇港（新港ふ頭地区）臨港道路（若狭港町線）の構造物撤去工、仮設工、RC 橋脚工、舗装復旧工及び交差点改良工を行うものである。		令和6年10月8日 4時0分 頃		陸上		橋梁高架下		29:その他(　)		撤去物運搬		84:その他(　)		撤去物運搬		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)		建柱車		23:その他(　)		物損		0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械						04:作業標準を守らなかった。		09:準備段取り点検、確認を怠った。		16:勘違い判断をした。																																		17:安全標識がなかった。										10:指揮者、誘導員をつけていなかった。										59.00%		49.60%		90.00%		90.00%		10月7日（月）22:00から既設照明柱の撤去作業を行っていた。10月8日（火）4:00頃、撤去した照明柱を仮置き場所に搬出するため、建柱車に積み込み固縛を行って運搬をしていたところ、ブームを倒し忘れており、橋梁高架下を通過する際に、橋桁下面に接触し、橋桁のコンクリートの一部を破損、接触の反動で車体の下部が舗装面に接触し舗装面に擦れた傷がついた。		①建柱車の運転者はブームを格納したものと思い込んでいた。<改行>②投光器を3 台使用して作業を行っていたが、この日に限り、運転者のヘッドライトの電池が切れた状態で作業していた。<改行>③注意喚起の看板や高さ制限ゲートを設置していなかった。		①ブーム付きの作業車が現場から出る際、作業手順書の通りブームが格納されていることを2人以上(運転手+職員or職長)で確認し、車両周囲を一周し安全確認を行う。確認は指差し点検で行う。車両を出す前に運転手が職員に連絡し、チェックリストの確認を職員が行う。上記ルールは車両の左右の扉に張り付け、見える化する。②作業開始前に対面チェックで、ヘッドライトの点灯確認を行い、点灯を確認してから作業を開始する。投光器の配置状況を確認する。③P24側のユニック車・建柱車を使用する作業は残り少ないので車両を出す際に確認者を配置し、ブームの格納を確認する。P25工事のメイン現場出入り口に高さ制限ゲートを設置する。P25工事の仮設出入口については誘導員配置が原則なので、誘導員がブーム格納を確認する。		五洋建設・みらい建設工業・國場組特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				株式会社國場組												株式会社那覇電工																																																																												R06-沖総局-那覇-0201.xlsx		11/14/24 11:21		11/14/24 11:21		2024		10		8		4		0		2024		TRUE		23		沖縄		2024/10/8　4:0		45573.1666666667

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																東京国際空港 監督補助業務(その２)		本業務は、東京空港整備事務所における東京国際空港整備事業等に関する監督補助業務を行うものであり、調査職員を支援し当該発注工事の円滑な履行及び品質確保を図ることを目的とする業務である。		令和6年11月2日 2時42分 頃		陸上		誘導路		29:その他(　)		監督補助業務		84:その他(　)		立会場所への移動時		3:雨						2:弱風（2～4）		3:10～20		4:500～1、000						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両による接触		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。		1		16:勘違い判断をした。		19:よそ見をしていた。																																				19:保護具が不良だった。		32:天候条件が悪かった（雨、風、雪、霧、波等）。								03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。		04:理解度の確認が不十分だった。																11 月 2 日（土） <改行>2：42 監督補助員の車がを移動中、ショルダー部に不用意に近づき灯火に接触し灯火を破損。 <改行>2：47 事務所夜間担当者に連絡。 <改行>2：53 航空管制運航情報官に連絡。 航空灯火・電気技術官への連絡の要不要を確認したところ、航空管制運航情報官が現地を確認し航空灯火・電気技術官に連絡するとの返答あり。 <改行>2：55 航空管制運航情報官が航空灯火・電気技術官へ連絡。 <改行>3：07 航空灯火・電気技術官から連絡を受けた修理業者、到着。航空灯火・電気技術官に連絡後修理開始。 <改行>3：15 航空管制運航情報官到着。経緯を報告。 <改行>3：20 修理完了、修理業者から灯電官に修理完了報告。 		【事故概要】<改行>令和 6 年11月2日（土）午前2時40分頃、夜間業務の監督補助業務のため誘導路（高速脱出誘導路）に進入し、業務箇所のカラーコーン設置位置に寄りつく途中で誘導路灯に接触、破損させた。<改行>【事故原因】<改行>① 誘導路センターライン近くを走行するべきところショルダーにうっかり近づいていてしまった。<改行>② 高速脱出誘導路と誘導路の形状を誤認識してショルダー灯火に近接してしまった。（誘導路と勘違い）<改行>③ 降雨による視界不良の中、通常スピード(30km/h 以内)を出していたためセンターラインから逸脱していることに気付くのが遅れた。<改行>④ 視界不良時に走行操作補助（ナビシステム）が装備されていない車両を利用した。<改行>⑤ 社内ルールとしてセンターラインに沿って走行することを決めていたが、高速脱出誘導路から誘導路の形状変化について安全教育不足であった。		① 常にセンターライン灯付近を走行する事を意識して運転を行う。<改行>② 作業開始前に CAB 説明会資料照査し、作業走行ルート（制限区域内の滑走路および誘導路）の形状を再確認する。<改行>③ 普段よりスピードを落としセンターラインを意識する。<改行>④ 測量業務等の不定期作業時には、ナビシステムを装着した車両を利用して補助的に確認しながら運転を行う。<改行>⑤ 制限区域内の滑走路および複雑な誘導路等において安全教育等を徹底する。また、理解度の確認を行う。				（株）日本空港コンサルタンツ 																																						措置無し																																																										R06-関東-東京空港-0101.xlsx		12/10/24 13:48		12/10/24 13:48		2024		11		2		2		42		2024		FALSE		23		関東		2024/11/2　2:42		45598.1125

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和6年度 東京国際空港D滑⾛路維持管理等⼯事		本工事の対象となる施設は、Ｄ滑走路建設外工事請負契約に基づき請負者が設計・施工し、完成させ、引き渡した基本施設・航空保安施設・付帯施設および基盤施設である。Ｄ滑走路建設外工事請負契約の成果物として引き渡した『維持管理計画書』に基づき対象施設の維持管理を行う。		令和6年11月7日 0時0分 頃		陸上		滑走路		22:舗装				67:アスファルトコンクリート舗装				1:晴れ						3:中風（4～8）		3:10～20		5:1、000以上						07:舗装機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		仮設空港灯火切断		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		A:危険だと思わなかった				09:準備段取り点検、確認を怠った。																																																22:周辺地域への周知に不備があった。		99:その他						仮設灯火待避位置と配線の置き方が不明確		58.10%		53.90%		83.30%		62.10%		11/6(⽔)　23:30　滑⾛路への⼊場開始<改行>11/7(⽊)　0:00 頃 灯⽕配線損傷<改行>0:03 頃 灯⽕配線損傷を報告（受注者 ⇒ 運航情報官）<改行>0:04 頃 灯⽕配線損傷を報告（受注者 ⇒ 事務所夜勤担当者）<改行>0:06 頃 灯⽕配線損傷を報告（受注者 ⇒ 航空灯⽕・電気技術官）<改行>0:07 頃 灯⽕配線損傷を報告（受注者 ⇒ 保安防災課警備センター）<改行>1:45 頃 灯⽕配線復旧作業開始（別業者）<改行>1:55 頃 灯⽕配線復旧作業完了（別業者）		○事故概要<改行>夜間作業にて、滑走路舗装大規模補修施工範囲の仮設灯火を着陸帯に一時退避させた後、切削機にて舗装を切削したところ、着陸帯に一時退避させた仮設灯火の配線がショルダー上に残っていたため、切削機にて配線を損傷させた。<改行>○事故発生原因<改行>【人的要因】<改行>・作業員が仮設灯火及び配線を着陸帯に一時退避させる際、配線がショルダー上に残ってしまった。<改行>・切削機のオペレータが、切削範囲に仮設灯火の配線が存在していることに気が付かなかった。<改行>【管理的要因】<改行>・作業員が仮設灯火及び配線を着陸帯に一時退避させる際、配線がショルダー上に残ってしまった。<改行>・切削機のオペレータが、切削範囲に仮設灯火の配線が存在していることに気が付かなかった。<改行>・仮設灯火退避位置と配線の置き方を明確にできていなかった。		【人的要因】<改行>・仮設灯火及び配線がショルダー上にないことを確認する。<改行>・ショルダーを切削する際は、切削機の進行に合わせて切削機の脇に前方確認担当者を配置し、配線が無いか確認する。<改行>【管理的要因】<改行>・仮設灯火退避位置と配線の置き方を明確に設定する。<改行>・ショルダーを切削する際は、切削機の進行に合わせて切削機の脇に前方確認担当者を配置し、配線が無いか確認する。<改行>・仮設灯火退避位置と配線の置き方を明確に設定する。		?島・あおみ・?林・五洋・清?・?鉄エンジ・ＪＦＥエンジ・?成・東亜・東洋・?松・前?		鹿島建設（株）		東京土木支店																		鹿島道路（株）				ユナイト（株）				（株）ウィルエイト										措置無し																																																										R06-関東-東京空港-0201.xlsx		12/10/24 13:48		12/10/24 13:48		2024		11		7		0		0		2024		FALSE		23		関東		2024/11/7　0:0		45603

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																令和4年度那覇港(新港ふ頭地区)臨港道路(若狭港町線)P25下部工工事		本工事は、那覇港（新港ふ頭地区）臨港道路（若狭港町線）の構造物撤去工、仮設工、RC橋脚工、舗装復旧工、那覇港(那覇ふ頭地区)道路(空港線)のトンネル工、トンネル立坑床版工及びトンネル防災設備工を施工するものです。		令和6年11月22日 0時7分 頃		陸上				29:その他(　)		支柱打ち込み		84:その他(　)		支柱打ち込み		3:雨						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		物損		0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等						99:その他								コミュニケーションの不足																														17:安全標識がなかった。										15:事前調査・資料調査が不十分だった。		31:現場内連絡調整が不備だった。								77.00%		51.60%		50.00%		20.00%		11月21日（木）22:00規制作業を行い、ガードパイプ支柱の打込み段取り作業を開始。11月22日（金）0:07頃、ガードパイプ支柱の打込み中、現場職員が信号機の異常(点滅)に気づき、ガードパイプの打込み作業により、信号機の埋設ケーブルを損傷させたことが発覚。		①埋設ケーブルの位置は一度土砂を掘削することにより確認にしていたが、ガードパイプ支柱の施工時は埋め戻しされた状況であり、埋設ケーブルの位置を正確に把握できていなかった。<改行>②埋設ケーブルとガードパイプ支柱の位置が干渉する可能性があることは把握していたが、埋設ケーブルの位置を正確に把握できていないにも関わらず、干渉の恐れがあるガードパイプ支柱の埋め込み作業を進めてしまった。		①土砂埋め戻し後でも埋設物の位置を正確に把握するため、杭等にて埋設物の位置を地上に明示したり、トータルステーション等にて埋設物の位置を測定する。なお、それでも埋設物の位置を正確に把握できない時は、試掘や埋設管探査機を用いて、埋設物の位置を正確に把握したうえで作業を行う。②作業を進めることにより事故に繋がる恐れのあると判断した場合は、一度作業を止め、ガードパイプのビーム（ガードレール）の向きやビームを取り付けるガードパイプ支柱の位置を変更する等の対策を講じ、所長・職員・職長に情報共有を行ったうえで作業を開始する。		五洋建設・みらい建設工業・國場組特定建設工事共同企業体		五洋建設株式会社				みらい建設工業株式会社				株式会社國場組												世紀東急工業株式会社				株式会社新秀																																																																								R06-沖総局-那覇-0301.xlsx		12/13/24 14:14		12/13/24 14:14		2024		11		22		0		7		2024		TRUE		23		沖縄		2024/11/22　0:7		45618.0048611111

		九州地方整備局		別府港湾・空港整備事務所		大分港海岸		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																														4:公衆災害		令和6年度大分港海岸（津留地区）護岸（改良）工事(第2次）		本工事は、大分港海岸（津留地区）の護岸改良工事であり、構造物撤去工、基礎工及び仮設工を施工するものである。		令和6年12月11日 14時10分 頃		陸上				09:杭及び矢板				47:杭及び矢板打				1:晴れ				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		3:10～20		5:1、000以上		2:無		2:無		27:起因物なし				16:その他の加害物(　)		鋼管杭圧入機		23:その他(　)		鋼管杭と埋設函渠の接触		0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等																																																						15:事前調査・資料調査が不十分だった。										48.70%		27.20%		50.00%		13.00%		　本工事の基礎工において、コンクリート壁体の基礎となる８本の鋼管杭を圧入する作業で、２本目の鋼管杭を圧入作業中に、現場周辺の海上面に汚濁が発生した。このため、工事を一時中止し、日本製鉄（株）へ連絡し、汚濁発生の原因究明を開始した。<改行>　その後、埋設函渠の位置確認の試掘調査を行った結果、埋設函渠と鋼管杭が接触し、埋設函渠を損傷させている状況にあることが判明した。　　8：00　作業開始、14：10　事故発生								株式会社　安東建設																				株式会社　技研施工																																																																												R06-九州-別府-0201.xlsx		1/14/25 10:36		1/14/25 10:36		2024		12		11		14		10		2024		TRUE		23		九州		2024/12/11　14:10		45637.5902777778

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																新潟港(西港地区)航路泊地浚渫工事(その２)		本工事は、新潟港（西港地区）航路泊地の浚渫・土捨工及び付工を施工するものです。<改行>　　　浚渫・土捨工　　　　　    ・・・104、353m3　　 汚濁防止膜保守管理 　　・・・一式　<改行>　　　余水吐き施設管理　　　　　・・・一式　　　　　立上がり零号架台据付　 ・・・一式<改行>      立上がり零号架台撤去　　　・・・一式		令和7年1月22日 16時4分 頃		海上		新潟港（西港地区）港内		05:浚渫・床掘り				28:ポンプ浚渫				2:曇り						3:中風（4～8）		2:0～10		5:1、000以上						08:作業船				16:その他の加害物(　)		スイングワイヤー		09:切れ、こすれ				0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		A:危険だと思わなかった				13:油断、軽視した。																																						21:物を置いた場所が悪かった。		33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。								06:施工計画・作業標準が不備だった。		07:作業の安全指示が不適切だった。		15:事前調査・資料調査が不十分だった。						64.50%		64.50%						本事故は、令和6年9月17日付 （株）本間組と契約した「新潟港（西港地区）航路泊地浚渫工事（その２）」において、ポンプ浚渫船による浚渫作業中、フェリーの入出港に伴う退避移動の際に緩んだスイングワイヤーが既設桟橋の杭部に接触し、防食工（ペトロラタム被覆の保護カバー）を損傷させたものである。<改行>当該現場の近接地で県の工事を施工していた（株）近藤組より（株）本間組に対し、「当方工事において令和6年11月27日に施工を完了した防食工のペトロラタム被覆保護カバーに損傷がある」との連絡があり物損事故が発生していたことが判明。<改行>　（株）本間組としては浚渫工事により損傷を与えた認識はなかったものの、損傷の状況や浚渫作業の位置から浚渫船のスイングワイヤーにより損傷を与えたものと判断し、事故の発生プロセスを以下のように推測している。<改行>　佐渡汽船第１バース前面で浚渫作業をしている場合、佐渡汽船カーフェリーの入港に合わせ浚渫船をカーフェリーの回頭範囲以外へと退避させる必要がある。退避するには、陸側のビットにかけるスイングワイヤーの位置を変えながら浚渫船を信濃川上流方向の第３バース前面まで後退させた。その際、テンションを緩めたスイングワイヤーが第２バースと第３バースの上部工隅角部に入り込んでしまい、その状況を確認しないままスイングワイヤーのテンションをかけたことによりペトロラタム被覆保護カバーに接触し損傷させた。<改行>　第１バース前面の浚渫作業は、令和7年1月18日～20日までの間に施工しておりその際に損傷させたものと考える。		【人的要因】<改行>①危険性の認識・抽出不足　<改行>　浚渫船の退避作業は、陸側のビットにかけるスイングワイヤーのテンションを緩めたり張ったりしながらスイングワイヤーをかけるビットの位置を変え、引船にて浚渫船を信濃川上流方向に移動させている。<改行>緩んだ状態のスイングワイヤーがたまたま第２バースと第３バースの上部工隅角部に入り込んでしまい、ペトロラタム被覆保護カバーに触れた状態になっていたことが想定される。<改行>使用する係船柱の位置は、ポンプ浚渫船の船団長が決定しており、スイングワイヤーが既設構造物を破損させる危険を想定できなかった。<改行>【管理的要因】<改行>②危険性の認識・抽出不足による危険箇所に対する安全指導不足<改行>当該作業において、スイングワイヤーが既設構造物等に与える危険性を把握出来ずそれに対する安全指導が不十分であったと思慮する。		【人的要因に対する再発防止対策】<改行>スイングワイヤーが緩んだ状態で既設構造物に接触しない安全な待避位置を決定することや複数の作業員でスイングワイヤーの位置を確認してからテンションを上げることを全作業員に周知する。<改行>【管理的要因に対する再発防止対策】<改行>安全教育での類似事故の紹介や、類似作業におけるKY活動により安全意識の向上を図る。<改行>また、既設構造物等に接触する可能性があるスイングワイヤー、係留ロープ、アンカーロープの設置位置については、作業前に監理技術者及び主任技術者にて確認のうえ作業を実施するよう作業計画に定め、全作業員に周知する。				株式会社本間組																																																																																																R06-北陸-新潟-0201.xlsx		3/14/25 11:22		3/14/25 11:22		2025		1		22		16		4		2024		TRUE		9		北陸		2025/1/22　16:4		45679.6694444444

		沖縄総合事務局		那覇港湾・空港整備事務所		那覇空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和5年度那覇空港エプロン周辺施設外1件工事		那覇空港のエプロン周辺施設（GSE置場）及び緑地帯におけるG4、G5、G8の排水改良工E10誘導路排水構造物のせん断補強対策による耐震性強化を伴う用地造成工事である。		令和7年1月24日 14時40分 頃		陸上				25:土工				74:掘削(機械施工)				2:曇り						3:中風（4～8）		3:10～20		2:50～200						04:車両系建設機械				16:その他の加害物(　)				23:その他(　)				1399:その他：その他																																																																63.00%		60.00%		75.00%		75.00%		令和5 年12 月に航空局から発注者に提供された水道管布設図を受領したが、破損した分岐管PPφ40mm 管は当該図面に記載されていなかった。その後、令和6 年12 月5 日に構造物撤去数量確認の立会を受け、地下埋設物を含む構造物撤去が支障ないことを確認し、令和6 年12 月11 日より撤去作業を開始した。そして、当該発生日時の構造物撤去作業中、止水栓箇所において、0.25m3 級バックホウで、φ150mm からの図面上知りえなかった分岐管PPφ40mm 管を損傷させた。		当該施工箇所における埋設管の情報について、事務所において発注に先立ち空港管理者の那覇空港事務所より入手した図面に明示されていない配管であった。		① 施工に先立ち手持ち情報が最新か確認を行う。4者間で埋設物の会議を行い計画平面図にプロットし情報共有行い各担当了承の上で施工を行う。 ② 不要の埋設物付近を掘削する場合でも発注者、CAB に立会依頼。③ 情報提供の無い埋設物を発見した場合は確認を求め指示を仰ぐ。④ 破損した管に水道供給しているルートを人力掘削を行い確認。管が分岐管の場合は撤去予定の制水弁まで人力掘削し管路を露出。 発注者やCAB、水道管理者は制水弁開閉を行いルート確認。 他の構造物撤去作業については薄層掘削とし、慎重に作業を行う。		若築・大米特定建設工事共同企業体		若築建設株式会社		沖縄営業所		株式会社大米建設																株式会社沖縄セイホ				國幸興發株式会社																																																																								R07-沖総局-那覇-0101.xlsx		2/13/25 11:15		2/26/25 18:09		2025		1		24		14		40		2024		FALSE		23		沖縄		2025/1/24　14:40		45681.6111111111

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事		66		男		03年 01月		担当技術者																						4:公衆災害		令和６年度東京国際空港施工状況確認補助業務		本業務は、東京国際空港整備事業に関する工事実施（施工プロセスを通じた検査方式による工事を含まない）の検査補助を行うものであり、対象工事の監督職員を支援し、当該発注工事の円滑な履行及び品質確保を図ることを目的とする業務である。		令和7年1月30日 0時5分 頃		陸上		誘導路		29:その他(　)		監督補助業務		84:その他(　)		立会場所への移動時		1:晴れ						1:微風（～2）		2:0～10		5:1、000以上						16:乗物				15:起因物と同じ				23:その他(　)		車両による接触		1399:その他：その他		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。																																																16:現場施工条件変化に不適切に対応した。				20:隣接工区との連携に不備があった。														1 月 29 日 （水）<改行>23:20 ・事業所を出発 (現場立会は0：15を予定)。<改行>23:54 ・管制塔運航担当官に無線連絡、滑走路閉鎖区域入場。<改行>1 月 30 日 （木） <改行>0:05 ・誘導路ショルダー部の空港灯火（ショルダー灯）を車両通行中に破損。<改行>0:10 ・整備局の夜勤担当者の専用携帯に連絡(事象、位置、時刻)。<改行>0:14 ・航空管制運行情報官に連絡(事象、位置、時刻)。<改行>0:15 ・空港保安防災課に連絡(事象、位置、時刻)<改行>0:15 ・工事関係者に連絡し、立会は別の者が向かう旨を連絡。<改行>0:19 ・航空灯火・電気技術官(灯電官)に連絡(事象、位置、時刻)<改行>0:30 ・CAB維持管理業者が到着し、破損箇所の説明を行う。　業者は代替え品を取りに、一旦現地を離れる。<改行>0:55 ・CAB維持管理業者が再到着。破損部品を取り替えを完了し退去。<改行>0:57 ・運行情報官が現地に到着し、事情聴取を受ける<改行>1:08 ・運行情報官に取り替え完了を報告・確認		事故発生原因<改行>【人的要因】<改行>①誘導路に進入した際に誘導路中心線まで到達する前に左折した。<改行>②空港灯火（ショルダー灯）が消灯されており空港灯火（ ショルダー灯）の位置を認識できなかった。<改行>【管理的要因】<改行>①制限区域内チェックリストの立会現場に立ち入る走行ルートにおいて、危険因子の有無を確認する項目がなかった。※危険因子：航空灯火、オープンしている滑走路・誘導路の横断<改行>②維持管理工事受注者と当日の立入走行ルートが共有されていなかった。		【人的要因】<改行>①場週道路、保安道路から誘導路及び滑走路に進入する際は必ず最短距離で中心線まで走行する。<改行>②場週道路、保安道路より航空機走行区域に進入する際に空港灯火（ショルダー灯）が消灯されている場合、天候等で空港灯火（ショルダー灯）が確認しづらい場合等は空港灯火（ショルダー灯）位置を目視で確認する。<改行>【管理的要因】<改行>①制限区域内立入前チェックリスト内にＫＹ項目欄を設け記入をする。<改行>②作業日当日の走行ルートについて、受注者と情報共有する。				（一財）港湾空港総合技術センター																																						措置無し																																																										R06-関東-東京空港-0301.xlsx		2/7/25 14:14		2/13/25 11:10		2025		1		30		0		5		2024		FALSE		23		関東		2025/1/30　0:5		45687.0034722222

		北陸地方整備局		新潟港湾・空港整備事務所		新潟空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																新潟空港護岸改良工事		本工事は、新潟空港の撤去工、土工、舗装工及び仮設工を施工するものである。護岸背面の吸出し防止対策として、土砂を撤去しフィルター材（砕石）に置き換える工事であり、撤去した土砂は指定されたNo.10門扉を通過し、No.12門扉仮置ヤードへ運搬する。フィルター材は新材を使用し、盛土材は掘削土を流用する。埋戻しの際は、仮置ヤードから施工場所に運搬を行う。		令和7年2月18日 14時45分 頃		陸上		新潟市東区松浜町2350-4新潟空港内		25:土工				38:土運搬				2:曇り						4:強風（8～15）		2:0～10		4:500～1、000						05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				03:激突				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。		16:勘違い判断をした。																																				33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										28.20%		29.10%		100.00%		76.00%		ダンプトラックの運転手は、掘削土砂の運搬を行うため、No.10門扉から護岸の水叩上を走行し、施工箇所に向かう途中、かねてより元請けから注意を受けていた水叩きコンクリートのせり上がりにより通行出来る幅が狭くなっている場所を通行する際、場周柵側に寄りすぎて、場周柵の支柱の忍返し部分と、ダンプトラックの運転席側ミラーが接触し、場周柵を破損させた。運転手はミラーが場周柵と接触した事に気づき、すぐにブレーキをかけ、ハンドルを切って停車したが、接触した衝撃で場周柵の忍返し部分の有刺鉄線が切断、さらに場周柵の支柱と有刺鉄線を結束している留め具が外れた事により、接触した支柱の前後の有刺鉄線も破損した。		【人的要因】<改行>①	運転手の思い込みによるハンドル誤操作<改行>護岸の水たたきコンクリートのせり上がりによる、狭隘部（走行幅員約4.8ｍ）を気にするあまり、ハンドル操作を誤り、場周柵側に寄り過ぎた。<改行>②	運転手による車両側面（右側）の確認不足<改行>夜間での土砂運搬作業として1ヶ月が経過し、慣れからくる気の緩みによって車両の側面（右側）の確認行為を見落とした。<改行>【物的要因】<改行>①	地形条件に対する注意表示が不足<改行>護岸の水たたきコンクリートのせり上がりによる、狭隘部（走行幅員4.8ｍ）について、危険表示として、せり上がり箇所を反射式トラロープで囲み明示をしていたが、それ以外の注意表示がなく、運転手に向けた注意喚起が不足していた。<改行>【管理的要因】<改行>①	当該作業に対する安全指導が不十分<改行>元請けは、運転手に対して作業時の土砂運搬ルートを説明していたが、護岸上の走路については、前進走行である事から当該工事における危険箇所という認識が薄く、運転手任せとしていた。さらに新規入場教育資料・作業手順書等に走行時おける具体的な留意事項の記載がなく、安全教育・指導が不足していた。		本事故は、ダンプトラックが護岸改良箇所から発生した土砂の運搬作業中、空港護岸の水たたき上を走行中に発生した事案であり、夜間作業という条件下において危険箇所の明示が不足していたことや、同様の作業を開始してから約１ヶ月が経過していたことから、運転手の空港護岸の水たたき上を走行することの慣れからくる「思い込み（油断）」、「危険度の認識不足（不確認）」が、大きく起因した事故と考えられる。場周柵の破損は新潟空港の安全運用に支障を生じさせ、社会的に大きな影響を与える可能性が含まれた事案であったことを踏まえると、更なる安全対策の取り組みが必要であると考える。<改行>　一方で、事故発生後の対応としては、「再発防止検討会」を速やかに開催し、事故発生の原因の究明に取り組み、翌々日には「再発防止周知会（元請、下請）」を開催し、「再発防止検討会」にて究明した事故発生の原因とその再発防止策を周知した上で、周知会参加者かの意見も踏まえ、再発防止対策として、護岸の水たまりコンクリートがせり上がっている部分に、従前どおり蛍光のトラロープを設置すると共に、路面標示材および頭部点灯式カラーコーン設置による走行ラインの明示や安全教育資料の見直し等の再発防止対策をとりまとめ、工事関係者間で共有し、安全意識の高揚を図ったことは評価できるものである。<改行>　再発防止対策は、夜間作業を踏まえた安全管理の再確認を行うなど、事故原因を踏まえた対策として適切な内容であると判断される。				株式会社　中元組																				株式会社 友和興業				株式会社 武健商事（庸車契約）																																																																								R06-北陸-新潟-0301.xlsx		3/14/25 13:20		3/14/25 13:20		2025		2		18		14		45		2024		FALSE		3		北陸		2025/2/18　14:45		45706.6145833333

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		新北九州空港		直轄請負工事：物損事故		空港工事																																令和6年度北九州空港滑走路延長滑走路新設外工事				令和7年2月27日 4時00分 頃		陸上																																																																																																																																																																																																																														2025		2		27		4		0		2024		FALSE		ERROR:#VALUE!		九州		2025/2/27　4:0		45715.1666666667

		北陸地方整備局		伏木富山港湾事務所		伏木富山		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																伏木富山港（伏木地区）臨港道路（災害復旧）改良工事		作業員全員で朝礼終了後、KYミーティングを行い、作業を開始した。11：00頃から構造物撤去作業を開始し、昼休憩を取り、14：40分頃に重機(0.45BH)の横移動を行った際に、架空線の位置を認識しておらず重機のアームと接触し、切断してしまった。		令和7年3月24日 14時40分 頃		陸上		高岡市伏木磯町地内 臨港道路現場内		29:その他(　)		撤去工		04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)				1:晴れ						3:中風（4～8）		4:20～30		5:1、000以上						14:物上げ装置		移動式クレーン		15:起因物と同じ				23:その他(　)		架空線の切断		0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										03:基礎心得の教育・訓練が不十分だった。										67.00%		37.50%		53.00%		33.00%		作業員全員で朝礼終了後、KYミーティングを行い、作業を開始した。11：00頃から構造物撤去作業を開始し、昼休憩を取り、14：40分頃に重機(0.45BH)の横移動を行った際に、架空線の位置を認識しておらず重機のアームと接触し、切断してしまった。		【管理的要因】<改行>本日の作業範囲内に架空線がある事を指示していなかった。<改行>【人的要因】<改行>架空線がある事を知っていたが、作業時架空線がある事を認識していなかった。		【管理的要因】<改行>朝礼時に架空線付近での作業では注意喚起を行うとともに、運転手と共に現地確認を行う。<改行>【人的要因】<改行>①架空線両端に注意喚起表示を行う。<改行>②架空線に注意表示の設置を行う。<改行>③架空線付近の作業で接触の恐れがある場合は、監視者（現場職員）が作業に立会する。				塩谷建設 株式会社																				アイエム土木技術 株式会社																																																																												R06-北陸-伏木富山-0101.xlsx		4/1/25 17:27		4/1/25 17:33		2025		3		24		14		40		2024		TRUE		23		北陸		2025/3/24　14:40		45740.6111111111





対象外

		整備局等		部・事務所等		港名等		事故の種類		事業区分		年令		性別		現場経験年数		職種		被災の部位1		被災の部位2		被災の部位3		被災の部位（その他）		被災の性質1		被災の性質2		被災の性質3		被災の性質（その他）		休業日数(区分		休業日数		分類		工事名		概況		発生日時		災害発生場所区分		災害発生場所		工種		工種（その他）		作業名		作業名（その他）		天候		天候（その他）		波(m)		風(m/sec)		気温(℃)		視程(m)		うねり		航路波		起因物		その他の起因物		加害物		その他の加害物		事故の型		事故の型（その他）		事故分類		危害を加える行為をした人：人的要因（共通要因）		危害を加える行為をした人：人的要因（共通要因）人数		危害を加える行為をした人：人的要因1		危害を加える行為をした人：人的要因2		危害を加える行為をした人：人的要因3		危害を加える行為をした人：人的要因4		危害を加える行為をした人：人的要因（その他）		危害を受けた者：人的要因（共通要因）		危害を受けた者：人的要因（共通要因）人数		危害を受けた者：人的要因1		危害を受けた者：人的要因2		危害を受けた者：人的要因3		危害を受けた者：人的要因4		危害を受けた者：人的要因（その他）		自らの行動で被災した者：人的要因（共通要因）		自らの行動で被災した者：人的要因（共通要因）人数		自らの行動で被災した者：人的要因1		自らの行動で被災した者：人的要因2		自らの行動で被災した者：人的要因3		自らの行動で被災した者：人的要因4		自らの行動で被災した者：人的要因（その他）		物理的要因1		物理的要因2		物理的要因3		物理的要因4		物理的要因（その他）		管理的要因1		管理的要因2		管理的要因3		管理的要因4		管理的要因（その他）		工事全体進捗度：計画		工事全体進捗度：実績		当該作業の進捗度：計画		当該作業の進捗度：実績		被災経緯		事故要因説明		事故防止対策		共同企業体名		元請負業者名1		元請負業者支店名1		元請負業者名2		元請負業者支店名2		元請負業者名3		元請負業者支店名3		元請負業者名4		元請負業者支店名4		元請負業者名5		元請負業者支店名5		一次下請業者名		一次下請業者支店名		二次下請業者名		二次下請業者支店名		三次下請業者名		三次下請業者支店名		措置対象区域1		指名停止期間開始日1		指名停止期間終了日1		注意指導等1		措置対象区域2		指名停止期間開始日2		指名停止期間終了日2		注意指導等2		措置対象区域3		指名停止期間開始日3		指名停止期間終了日3		注意指導等3		措置対象区域4		指名停止期間開始日4		指名停止期間終了日4		注意指導等4		措置対象区域5		指名停止期間開始日5		指名停止期間終了日5		注意指導等5		官署1		官署指導日1		官署注意指導内容1		官署2		官署指導日2		官署注意指導内容2		官署3		官署指導日3		官署注意指導内容3		官署4		官署指導日4		官署注意指導内容4		ファイル名		作成日時		更新日時		年 ネン

ㅤ: 令和、平成のみ対応		月 ツキ		日 ニチ		時 トキ		分 フン		年度 ネンド		港湾:TRUE,空港:FALSE コウワン クウコウ		事故の型 ジコ カタ		工種 コウシュ		地方 チホウ		休業日数区分 キュウギョウ ニッスウ クブン		経験（年） ケイケン ネン		経験(月) ケイケン ツキ		経験年数 ケイケン ネンスウ		起因物 キイン ブツ		事故分類		作業名 サギョウ メイ		発生日		並べ替え ナラ カ

		関東地方整備局		特定離島港湾事務所		南鳥島		直轄請負工事：人身事故（工事関係者）		港湾工事		66		男		40年 04月		運転手（特殊）		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								02:創傷								1:0～3		0		1:労災適用		南鳥島港湾における工事（秘密契約のため工事名は非公表）		本工事は、南鳥島港湾の拠点整備に必要な付帯工、基礎工、本体工、上部工、仮設工、共通工及び調査工の施工を行うものである。		令和2年7月31日 8時45分 頃		陸上				21:上部工				60:コンクリート運搬・打設(陸上)				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		2:弱風（2～4）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		06:コンクリート機械				15:起因物と同じ				09:切れ、こすれ				0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		A:危険だと思わなかった																												D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。		26:危険有害な場所に入った。		28:動いている機械、装置等に接近しまたは触れた。						05:危険防止設備が欠陥・未設置だった。										01:作業方法を教えていなかった。										85.00%		86.00%		50.00%		33.00%		上部コンクリート打設時、アジテータ車から投入していた生コンの掻き出しを行っていた作業員がコンクリートポンプ車のスクリーン(生コン投入口)にセメント塊が挟まっていたことを発見し、それを手で除こうとしたが、スクリーンの上からでは取り除けなかったため、不用意にスクリーンに手を入れて、セメント塊を下から押し上げて取ろうとしたときにコンクリートポンプ車のスクリーン(投入口)下で回転してい<改行>た攪拌翼に作業員が指を接触し、被災した。		(1)作業員が、コンクリートポンプ車のスクリーン（生コン投入口）に挟まっていたセメント塊を、不用意にスクリーンに手を入れて取り除いた。<改行>(2)コンクリートポンプ車を稼働させたまま、スクリーンに挟まったセメント塊を除去しようとした。<改行>(3)コンクリートポンプ車のスクリーン（回転部）に手を入れないことは周知していたが、挟まった塊等の処理を具体的に指示していなかった。		(1)コンクリートポンプ車のスクリーン（回転部）に手を入れることは巻き込まれ災害の恐れがあることを作業員に再認識させ、スクリーン部に注意喚起の看板を設置する。<改行>(2)コンクリートポンプ車のスクリーンに容易かつ咄嗟に立入りできないように、ホッパーの両側に立入禁止柵を設置する。<改行>(3)スクリーンに挟まった塊の処理方法について、作業手順書に追加し、作業手順周知会及びＫＹミーティング時に作業員全員に周知する。<改行>		秘密契約のため非公表																																								措置無し																																																										R02-関東-特定離島-0201.xlsx		8/5/20 17:11		8/24/20 18:06		2020		7		31		8		45		2020		TRUE		9		21		関東		1		40		4		40.3		6		808		60		2020/7/31　8:45		44043.3645833333

		関東地方整備局		特定離島港湾事務所		南鳥島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																南鳥島港湾岸壁築造他工事		本工事は、南鳥島港湾岸壁の付帯工、基礎工、本体工、上部工、仮設工、共通工及び調査工を施工するものである。		令和2年1月6日 13時57分 頃		陸上		島内		29:その他(　)		付帯工（ケーブル保護管敷設）		74:掘削(機械施工)				1:晴れ				3:やや波が高い（1.0～1.5）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		1:有		2:無		04:車両系建設機械				15:起因物と同じ				23:その他(　)		電力ケーブル損傷		0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		A:危険だと思わなかった				17:危険を知らずにやった。																																																																		海象観測装置の保護管敷設に伴い、バックホウで床堀作業をしていた。バックホウオペは既設FEP管から1.5ｍの離隔を確保した位置を床堀していたところ、既設FEP管を損傷させた。施工箇所の既設FEP管の平面位置と深度は、想定される埋設位置を大きく乖離していたため、バックホウのバケットを接触させてしまった。		１）既設FEP管の想定位置から1.5mの離隔を取って掘削範囲を計画したため、掘削箇所には何もないと思い込んでいた。２）既設FEP管が想定位置から平面・深度ともに大きく乖離した位置にあった。３）掘削位置と外周道路を区画しているバリケードに、埋設物に対する注意喚起の標識を設置していなかった。４）埋設物に対する注意喚起が十分でなかった。５）既設FEP管図面に埋設管の平面位置と深度の記載が不足していた。<改行>		１）及び２）　掘削は、①既設FEP管の周囲を人力にて探針棒等により探査し、既設FEP管の位置を確認する。②探査範囲以外をバックホウで掘削する。③探査範囲を人力で掘削し既設FEP管を露出させる。保護管の床堀時は、埋設管位置明示の目印を設置する。また、監視員の配置、及び試掘を行い、既設埋設管の位置を確認する。３）バリケードに、「埋設物注意」の標識を設置する。４）朝礼と昼礼時に、チェックリストを活用し、埋設物に対する教育を行う。５）完成図に、既設FEP管と新設埋設配管の平面位置・深度を変化点ごとに明記する。		秘密契約のため非公表																																								措置なし																																																										R03-関東-特定離島-0101.xlsx		1/29/20 15:13		1/29/20 15:13		2020		1		6		13		57		2019		TRUE		23		関東		2020/1/6　13:57		43836.58125

		関東地方整備局		特定離島港湾事務所		沖ノ鳥島		直轄請負工事：物損事故		港湾工事																																沖ノ鳥島港湾における工事（秘密契約のため工事名は非公表）		本工事は、沖ノ鳥島港湾臨港道路の準備工、本体工、付属工、仮設<改行>工、雑工、観測工及び調査工を施工するものである		令和4年5月7日 13時55分 頃		陸上		荷捌き施設		29:その他(　)		準備工		84:その他(　)		クレーン組立		1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		14:物上げ装置		移動式クレーン		16:その他の加害物(　)		荷捌き施設		02:転倒				0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				01:機械・装置等の操作取り扱いを誤った。		08:機械・装置等を不安全に動かした。		15:気持ちがあせっていた。																																												04:理解度の確認が不十分だった。		08:作業員の配置に能力・人員数で無理があった。		13:適切な技術者の配置に不備があった。						94.30%		91.30%		100.00%		80.00%		・本件は、「令和元年度 沖ノ鳥島における工事」において、令和４年５月７日（土）１３時５５分頃に、沖ノ鳥島の荷捌き施設上で７５０ｔ吊クローラクレーンの組立て作業中、当該クレーンを右旋回させた際にクレーンブーム側にクレーン本体が傾き始め、転倒事故が発生した事案である。		①組立作業手順書にデリック使用時に特に留意すべき事項が手順書等に具体的に記載されていなかったため、クレーン組立中、主ブームを吊り上げて旋回時に、指定仰角の途中の時点で主ブームを上げて旋回してしまった。<改行>②オペレータはデリックブームを起こさないと転倒の可能性があると認識していたが、「大丈夫だろう」との判断のもと、組立作業指揮者の合図に従い旋回した。<改行>また、組立作業指揮者はデリックブームを指定仰角まで起こさなければいけないことを知らずにオペレータに合図した。<改行>③JV 元請職員含め関係者全員で作業手順周知会を実施したが、JV 元請職員のデリックブーム式クレーン組立ての認識および安全教育が不十分であった。		①作業手順書の見直しおよび計器類チェックシートを新たに作成し、作業ステップ毎に手順や計器類の正誤のチェックシートを使用し、確認漏れを防ぐ。<改行>②熟練した組み立て作業指揮者を配置（変更）し、適宜作業手順書を元にチェックする。更に、リープヘル社製クレーンの操作に熟練したオペレータを配置（変更）する。<改行>③作業開始前に、詳細を記載した作業手順書にて、熟練した組立作業指揮者、ＪＶ職員、クレーン組立従事者による作業手順周知会を実施する		秘密契約のため非公表																																																口頭注意																																																		R04-関東-特定離島-0101.xlsx		6/9/22 10:06		6/9/22 10:06		2022		5		7		13		55		2022		TRUE		2		関東		2022/5/7　13:55		44688.5798611111

		※H31d以降、特定離島は除外した イコウ トクテイ リトウ ジョガイ





第三者

		整備局等		部・事務所等		港名等		事故の種類		事業区分		年令		性別		現場経験年数		職種		被災の部位1		被災の部位2		被災の部位3		被災の部位（その他）		被災の性質1		被災の性質2		被災の性質3		被災の性質（その他）		休業日数(区分		休業日数		分類		工事名		概況		発生日時		災害発生場所区分		災害発生場所		工種		工種（その他）		作業名		作業名（その他）		天候		天候（その他）		波(m)		風(m/sec)		気温(℃)		視程(m)		うねり		航路波		起因物		その他の起因物		加害物		その他の加害物		事故の型		事故の型（その他）		事故分類		危害を加える行為をした人：人的要因（共通要因）		危害を加える行為をした人：人的要因（共通要因）人数		危害を加える行為をした人：人的要因1		危害を加える行為をした人：人的要因2		危害を加える行為をした人：人的要因3		危害を加える行為をした人：人的要因4		危害を加える行為をした人：人的要因（その他）		危害を受けた者：人的要因（共通要因）		危害を受けた者：人的要因（共通要因）人数		危害を受けた者：人的要因1		危害を受けた者：人的要因2		危害を受けた者：人的要因3		危害を受けた者：人的要因4		危害を受けた者：人的要因（その他）		自らの行動で被災した者：人的要因（共通要因）		自らの行動で被災した者：人的要因（共通要因）人数		自らの行動で被災した者：人的要因1		自らの行動で被災した者：人的要因2		自らの行動で被災した者：人的要因3		自らの行動で被災した者：人的要因4		自らの行動で被災した者：人的要因（その他）		物理的要因1		物理的要因2		物理的要因3		物理的要因4		物理的要因（その他）		管理的要因1		管理的要因2		管理的要因3		管理的要因4		管理的要因（その他）		工事全体進捗度：計画		工事全体進捗度：実績		当該作業の進捗度：計画		当該作業の進捗度：実績		被災経緯		事故要因説明		事故防止対策		共同企業体名		元請負業者名1		元請負業者支店名1		元請負業者名2		元請負業者支店名2		元請負業者名3		元請負業者支店名3		元請負業者名4		元請負業者支店名4		元請負業者名5		元請負業者支店名5		一次下請業者名		一次下請業者支店名		二次下請業者名		二次下請業者支店名		三次下請業者名		三次下請業者支店名		措置対象区域1		指名停止期間開始日1		指名停止期間終了日1		注意指導等1		措置対象区域2		指名停止期間開始日2		指名停止期間終了日2		注意指導等2		措置対象区域3		指名停止期間開始日3		指名停止期間終了日3		注意指導等3		措置対象区域4		指名停止期間開始日4		指名停止期間終了日4		注意指導等4		措置対象区域5		指名停止期間開始日5		指名停止期間終了日5		注意指導等5		官署1		官署指導日1		官署注意指導内容1		官署2		官署指導日2		官署注意指導内容2		官署3		官署指導日3		官署注意指導内容3		官署4		官署指導日4		官署注意指導内容4		ファイル名		作成日時		更新日時		年 ネン

ㅤ: 令和、平成のみ対応		月 ツキ		日 ニチ		時 トキ		分 フン		年度 ネンド		港湾:TRUE,空港:FALSE コウワン クウコウ		事故の型 ジコ カタ		地方 チホウ		休業日数区分 キュウギョウ ニッスウ クブン

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（第三者）		港湾工事				女				大学生		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷		02:創傷						1:0～3		0		4:公衆災害		徳山下松港新南陽地区航路（－１２ｍ）浚渫工事		事故現場は、立木が多く見通しの悪い無信号交差点であり、自動車は一旦停止後に、自転車は緩やかな下り坂から交差点に進入し、衝突した。		平成26年7月18日 16時40分 頃		陸上		道路上		29:その他(　)		準備工		84:その他(　)		自動車運転		1:晴れ						1:微風（～2）		4:20～30								16:乗物				01:地面				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。										B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。				13:油断、軽視した。																								33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										0.00%		0.00%						１６時４０頃、当該工事の現場代理人が運転するライトバンが交差点手前で一旦停止し（見通しの悪い無信号交差点）、交差点に徐行進入した際、右からの自転車に気づきブレーキをかけたが完全に停止せず、ライドバンの前面ナンバープレートに自転車の左ペダル部が接触し、自転車が転倒し被災した。<改行>現場代理人が警察に連絡し、警察の現場検証を受けた。被災者の左肘に擦り傷、左肩に痛みがあるとのことで、病院へ搬送した。病院の診察結果は左肘の擦り傷と左肩の打撲。通院治療の必要はなしであった。				・従業員や来客者に対し、危険箇所の周知を図る<改行>・危険箇所を通行する場合は、最徐行で進入するとともに、「構えブレーキ」を心がけるよう運転者への教育を行う<改行>・工事関係者に対して、新規入場者教育、安全教育訓練時に、通勤・業務中の自動車運転に関する安全教育を実施する		若築建設・あおみ建設ＪＶ		若築建設（株）				あおみ建設株式会社																																																																				警察		41838		「お互いがもう少し注意をしていれば防げた事故ではないか」との見解。<改行>処分は検討せず。																				H26-中国-宇部-0801.xlsx		3/6/15 17:55		3/6/15 17:55		2014		7		18		16		40		2014		TRUE		18		中国		1				はさまれ、巻き込まれ マ コ		8		墜落・転落 ツイラク テンラク		1				4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3

		関東地方整備局		東京空港整備事務所		東京国際空港		直轄請負工事：人身事故（第三者）		空港工事				女						07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)								04:骨折														東京国際空港旧整備地区エプロン他舗装等工事		当日の作業終了後、ワークステーション出口で一時停止し安全確認を行い車両を発進させたところ、左側から走行してきた自転車と接触した。		平成23年8月1日 15時22分 頃		陸上		道路、ﾄﾝﾈﾙ、橋梁		22:舗装				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				1:晴れ																26:その他の起因物(　)		ダンプトラック		15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック		A:危険だと思わなかった		1										左側から走行してくる自転車に気がつかなかった。																														17:安全標識がなかった。								歩道に注意喚起標識が無く、車両の停止位置の明示もなかった。		26:工事現場出入口付近での交通事故防止対策をしなかった。										0.157		0.152										ワークステーション入口に１名、出口に２名交通誘導員を配置し、誘導し従って退場する。出口部分の歩道に注意喚起の安全看板を設置する。出口部分に停止線の明示を行う。		大成ロテック株式会社		大成ロテック株式会社		関東支社																																40786		40816		口頭厳重注意																																																										H23-関東-東京空港-0601.xlsx		3/6/15 18:33		3/6/15 18:33		2011		8		1		15		22		2011		FALSE		18		関東		ERROR:#VALUE!				圧重され アツ ジュウ		21		転倒 テントウ		2

		九州地方整備局		北九州港湾・空港整備事務所		北九州		直轄請負工事：人身事故（第三者）																																		北九州港（新門司地区）航路（-10m）外2件深浅測量		深浅測量中、測量船が護岸に接近しすぎたため、護岸法面の消波ブロックに、測量船の船底（スクリューおよび舵）が接触し、舵付近の船内一部に浸水した。<改行>　なお、事故後も自力航行が可能な状態であったため、自走して帰港しており、人身・公衆被害・油流出なし。		平成26年12月3日 10時10分 頃		海上				01:深浅測量				20:測深(海上)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		2:弱風（2～4）										08:作業船								03:激突				1399:その他：その他		B:危険だと思っていたが、大丈夫だろうと思って危険な行動をとった。																																																																								（１）事前の構造物に関する情報収集など水深の変化箇所を明確にせず、測線計画を立て測量を実施した。<改行>（２）護岸断面形状が変化する場所があるという漠然とした認識はあったが、水深が大きく異なり、船と衝突する可能性があるとの認識が不足していた。		（１）構造物周辺等の浅所及び突起物が含まれる場合は、発注者から施設の断面形状等についての情報を得て事前に確認し、作業前に関係者で情報共有した上で、無理のない測量計画を立てて実施する。<改行>（２）現地状況に応じ、潮汐（大潮小潮、満潮時、潮流等）を考慮して調査時間帯を設定する。<改行>（３）計画に使用する海図及び資料について、測量内容に適しているか、見落としがないか等を複数人で確認する。				三洋テクノマリン株式会社		九州支社																																																																																														26-九州-北九州-0201.xlsx		6/15/15 11:34		6/15/15 11:34		2014		12		3		10		10		2014		TRUE		3		九州		ERROR:#VALUE!				激突 ゲキトツ		3		激突 ゲキトツ		3

		九州地方整備局		熊本港湾・空港整備事務所		熊本空港		直轄請負工事：人身事故（第三者）		空港工事																		13:その他(　)														熊本空港耐震性能評価調査		ボーリング作業開始後、しばらくして、急に霧が発生し天候が悪化してきた。<改行>　このため、管制官よりCATⅢの運用を開始するために、制限区域からの退去について受注者へ無線で連絡しようとしたが、受注者の無線機の電源が切られていたため、退去指示の連絡ができなかった。<改行>　その後、情報官から携帯電話により撤去指示を受けて、制限区域外への移動を開始したが、結果的に、CATⅢの運用開始が遅れたために到着予定の定期便を空中待機させることとなった。		平成26年12月16日 9時40分 頃		陸上				03:土質調査				84:その他(　)				2:曇り																								23:その他(　)		定期便の着陸遅延（5分）		1399:その他：その他						16:勘違い判断をした。																																																																				①受注者が無線機の電源を切っていたために管制官からの退去指示を受けて速やかに制限区域外に退去することができなかった。<改行>②CATⅢ運用時の空港内における適切な退避行動を理解していなかったため、情報官の指示が伝わらなかった。		（１）安全管理規定を周知徹底する。<改行>　　発注者が受注者に対し、「熊本空港制限区域安全管理規定」を周知徹底する。<改行>（２）ＣＡＴⅢ運用又は運用が予測される場合は作業を行わない。<改行>　　ＣＡＴⅢが運用又は運用が予測される天候の場合は作業を中止する。<改行>（３）無線を常に携帯し通信可能な状態にする<改行>　　制限区域内で作業を実施する場合は、現場責任者は無線を常に携帯し通信可能な状態にする。<改行>（４）待機場所を設定する作業現場への入場時は運用されていなくとも、その後天候が急変し運用される場合がある。これに備えて、あらかじめＣＡＴⅢが運用されても問題ない待機場所を設定する。<改行>（５）受注者の具体的な対応については以下のとおりとする。<改行>　　本業務における事故再発防止対策として航空機が運行しない夜間作業により業務を再開し、夜間の安全対策を実施する。				復建調査設計株式会社		九州支社																																																																																														26-九州-熊本-0101.xlsx		6/15/15 11:35		6/15/15 11:35		2014		12		16		9		40		2014		FALSE		23		九州		ERROR:#VALUE!				激突され ゲキトツ		6		飛来・落下 ヒライ ラッカ		4

		中部地方整備局		三河港湾事務所		三河		直轄請負工事：人身事故（第三者）		港湾工事				男						09:複合部位						頸椎・肩・腰椎		13:その他(　)						捻挫						4:公衆災害		平成28年度名古屋港湾事務所・三河港湾事務所品質監視等補助業務		本業務は三河港湾事務所及び名古屋港湾事務所における工事検査の補助を行うことを目的としている。<改行>当日は衣浦港における工事に立ち会うため、受注者の業務用車両にて三河港湾事務所から衣浦港へ移動しており、県道371号線で渋滞による徐行運転を繰り返したところ、前方車両が止まりかかっていたのに気づくのが遅れ、接触(追突)した。		平成30年3月5日 10時0分 頃		陸上				29:その他(　)				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				3:雨																16:乗物				15:起因物と同じ				18:交通事故				1399:その他：その他																																																																								○平成30年３月５日<改行>　・ 8:30　三河港湾事務所内にて業務開始<改行>　・ 9:10　衣浦港へ業務立会のため業務用車両にて移動<改行>　・10:00　事故発生		○当事者の前方不注意<改行>　　・当事者は渋滞による徐行運転を繰り返したところ、前方車両が止まりかかっていたのに気づくのが遅れ接触(追突)した。		①年2回の研修時での交通安全に関する講話に加え、更に月1回の打合せ時に管理技術者より交通安全に関する講話及び車両安全運行マニュアル説明を実施する。<改行>②KY活動表に健康状態や運転計画に関する項目、業務車両運転ルート図に渋滞等の危険予測情報を追加し、担当技術者は日々の業務開始前に確認する。<改行>③業務車両に前方車両への追突を知らせる機能の付いたドライブレコーダーを付ける。		平成28年度　名古屋港湾事務所・三河港湾事務所品質監視等補助業務(一財)港湾空港総合		(一財)港湾空港総合技術センター				(株)ポルテック																																		措置なし								措置なし																																																		H29-中部-三河-0201.xlsx		3/20/18 17:01		4/5/18 11:37		2018		3		5		10		0		2017		TRUE		18		中部		ERROR:#VALUE!				交通事故 コウツウ ジコ				崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		5

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（第三者）		空港工事																																平成29年度福岡空港エプロン改良工事		　エプロン舗装版撤去材を仮置場所へダンプトラックにより運搬作業を実施。運搬作業完了後、構内道路が汚れたため、散水車により車道を清掃。その後、夜間の冷え込みにより気温が低下したことで、散水した範囲の路面において、凍結が発生し、車両事故（一般車両2台、バイク１台が破損）、一般車両の運転手（1名）とバイクの運転手が負傷。また、工作物が一部損傷し、交通障害（約2時間）が発生。		平成30年1月31日 5時0分 頃		陸上				29:その他(　)																																23:その他(　)																																																																												0:00　仮置場所での作業開始<改行>2:07　仮置場所での作業完了<改行>3:00　道路清掃のため、散水<改行>5:00頃　車両事故が発生		①夜間作業開始前に当日の気温予測は氷点下になる事を確認していたが、散水作業着手前に温度確認を実施しなかった。（路面凍結までには至らないであろうという思い込みにより、散水を実施した。）<改行>②仮置場での夜間作業は、今年に入って初めての実施であったため、構内道路の路面凍結に対して注意が足りなかった。		①路面清掃方法<改行>寒中期における夜間の路面清掃は､散水による清掃は行わず､手押式スイーパーと竹ぼうきにて清掃を行う｡また、散水による路面清掃が必要な場合は、昼間に気温の上昇を確認した上で行う。<改行>②路面清掃作業の管理<改行>・路面清掃作業について、状況確認等の許可及び管理を行う。<改行>・路面清掃実施日はKY活動の際に、具体的な清掃作業方法を周知徹底する。<改行>・チェックリスト（清掃作業日報）は、主任技術者が散水清掃前の気温を確認し、清掃時の気温、作業時間を記載する。　<改行>・新規入場者訓練時には事故事例、路面清掃時の許可についても教育を行う。<改行>③清掃完了後は清掃状況確認を行う。<改行>④不測の事態に対応するため、凍結防止剤を備蓄しておく｡				世紀東急工業株式会社																																九州地方整備局管内		43231		43261																																																												H29-九州-博多-0201.xlsx		5/25/18 11:14		5/25/18 11:16		2018		1		31		5		0		2017		FALSE		23		九州		ERROR:#VALUE!				切れ、こすれ キ		9		激突され ゲキトツ		6

		中国地方整備局		宇部港湾・空港整備事務所		徳山下松		直轄請負工事：人身事故（第三者）		港湾工事		35		男				第三者		04:胸部		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						01:打撲傷								1:0～3		0		4:公衆災害		徳山下松港土砂処分場地盤改良工事		本工事は徳山下松港土砂処分場の固化工、地盤改良工及び排水工を施工する工事である。		平成30年10月4日 7時45分 頃		陸上		丁字路交差点		06:地盤改良				01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)				2:曇り				1:殆ど波がない（～0.3）		1:微風（～2）		4:20～30		5:1、000以上		2:無		2:無		26:その他の起因物(　)		乗用車		15:起因物と同じ				18:交通事故				0704:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：乗用車		D:危険だと思っていたが、無意識（うっかり）による行動をとった。				13:油断、軽視した。																																						33:地形条件が悪く、見通しが悪かった。										04:理解度の確認が不十分だった。										50.50%		50.90%						朝礼後、機資材搬出作業で現場事務所から福川ヤードへの車で移動中、信号のない交差点で左折しようとしたところ、左側から通行してきた自転車と接触した。		主原因<改行>・交差点での一旦停止後、右方向のみ確認し、左方向を確認せずに発進した。<改行>副次的原因<改行>・見通しの悪い信号機のない交差点を利用した。		主原因<改行>・交差点での左右の安全確認を徹底する。<改行>副次的原因<改行>・信号機がある交差点を利用することを徹底する。<改行>・慣れによる安全意識の低下を防止するため、毎朝の安全ミーティングにおいて運転手全員で再発防止策を斉唱し、安全意識を高揚する。<改行>		東洋・あおみ特定建設工事共同企業体		東洋建設				あおみ建設																（株）不動テトラ				太平商工（株）								措置なし								措置なし																																																								H30-中国-宇部-0201.xlsx		10/11/18 18:11		10/11/18 18:11		2018		10		4		7		45		2018		TRUE		18		中国		1				墜落・転落 ツイラク テンラク		1		はさまれ・巻き込まれ マ コ		8

		九州地方整備局		博多港湾・空港整備事務所		福岡空港		直轄請負工事：人身事故（第三者）		空港工事		44		男						08:下肢部(腎部、大腿、ひざ、下肢、足首、足、足指)		07:上肢部(肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指)						04:骨折		02:創傷												令和4年度福岡空港滑走路増設滑走路新設外工事(第2次)		本工事は、福岡空港の滑走路を新設するもので、準備工、構造物撤去工、空港舗装工、空港土工、排水構造物工、付帯施設工、緑地工及び飛行場標識工を施工するものである。		令和5年4月22日 1時37分 頃		陸上				25:土工				07:材料、資材等の運搬(陸上)				1:晴れ								3:10～20								05:車両系荷役運搬機械等				15:起因物と同じ				18:交通事故				0701:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：ダンプトラック																																																																								大型ダンプトラックで空港敷地外の土砂仮置場から工事現場内に盛土材（流用土）を運搬する作業を行っていた。工事現場から土砂仮置場に戻る途中で国道3号線の交差点を右折した際に横断歩道を走行してきた自転車と出合い頭に接触した。被災者は自転車ごと転倒した。<改行>4/21 22:30 作業開始、4/22 01:37 事故発生																																																																																																								R05-九州-博多-0101.xlsx		7/10/23 19:13		7/10/23 19:13		2023		4		22		1		37		2023		FALSE		18		九州		ERROR:#VALUE!				転倒 テントウ		2		切れ・こすれ キ		9

		九州地方整備局		唐津港湾事務所		唐津		直轄請負工事：人身事故（第三者）		港湾工事																		13:その他(　)						公衆災害（人身事故）								令和6年度唐津港（東港地区）航路泊地(-9m)浚渫工事		本工事は、唐津港(東港地区)航路泊地(-9m)の共通工、浚渫工、土捨工を施工するものである。		令和6年9月10日 15時20分 頃		海上				05:浚渫・床掘り				38:土運搬				1:晴れ				2:やや波がある（0.3～1.0）		1:微風（～2）				4:500～1、000						08:作業船				15:起因物と同じ				23:その他(　)		公衆災害（人身事故）		0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械																																																																																																																																																																																R06-九州-唐津-0101.xlsx		9/19/24 10:32		9/19/24 10:34		2024		9		10		15		20		2024		TRUE		23		九州		ERROR:#VALUE!				動作の反動・無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ				踏み抜き フ ヌ		10

																																																																																																																																																																																																																																																																																																				投げた物にあたる ナ モノ				おぼれ		11

																																																																																																																																																																																																																																																																																																				飛来・落下物にあたる ヒライ ラッカブツ		4		高温・低温の物との接触 コウオン テイオン モノ セッショク		12

																																																																																																																																																																																																																																																																																																				崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		5		有害物質との接触 ユウガイ ブッシツ セッショク		13

																																																																																																																																																																																																																																																																																																				おぼれ		11		感電 カンデン

																																																																																																																																																																																																																																																																																																				有害物との接触 ユウガイブツ セッショク		13		爆発 バクハツ

																																																																																																																																																																																																																																																																																																				高温の物との接触 コウオン モノ セッショク				破裂 ハレツ

																																																																																																																																																																																																																																																																																																				異物（眼、耳、鼻） イブツ メ ミミ ハナ				火災 カサイ

																																																																																																																																																																																																																																																																																																				その他 タ		23		交通事故（道路） コウツウ ジコ ドウロ

																																																																																																																																																																																																																																																																																																								交通事故（その他） コウツウ ジコ タ

																																																																																																																																																																																																																																																																																																								動作の反動・無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ

																																																																																																																																																																																																																																																																																																								分類不能 ブンルイ フノウ		23





























死傷者数

						港湾空港工事 コウワン クウコウ コウジ														港湾・海岸工事 コウワン カイガン コウジ														空港工事 クウコウ コウジ																		死亡者数 シボウシャ スウ																16		15		14		13		12		11		10		9		8		7		6		5		4		3		2		1		1				手入力 テニュウリョク

						負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		死亡者数 シボウ シャ スウ		負傷者数(休業日数不明) フショウシャ スウ キュウギョウ ニッスウ フメイ								負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		死亡者数 シボウ シャ スウ		負傷者数(休業日数不明) フショウシャ スウ キュウギョウ ニッスウ フメイ								負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		死亡者数 シボウ シャ スウ		負傷者数(休業日数不明) フショウシャ スウ キュウギョウ ニッスウ フメイ														H11
年度		H12
年度		H13
年度		H14
年度		H17
年度		H18
年度		H19
年度		H20
年度		H21
年度		H22
年度		H23
年度		H24
年度		H25
年度		H26
年度		H27
年度		H28
年度		H29
年度		H30
年度		R元
年度		R2
年度		R3
年度		R4
年度		R5
年度		R6
年度		合計

																物損 ブッソン														物損 ブッソン														物損 ブッソン																																																												構成比

																																																				はさまれ・巻き込まれ				1																1				1																										2		9%

		2002		H14年度 ネンド		19		23		1		0		43						18		18		1		0		37						1		5		0		0		6				23						激突され				1		1						1		1						1																														1		4%

		2003		H15年度 ネンド		22		22		4		0		48						20		20		4		0		44						2		2		0		0		4				22						墜落・転落		1		1		1								1						2								1																		1		1		5		22%

		2004		H16年度 ネンド		26		16		3		0		45						23		15		2		0		40						3		1		1		0		5				21						飛来・落下物にあたる		1																														1																		1		4%

		2005		H17年度 ネンド		29		21		0		0		50						26		17		0		0		43						3		4		0		0		7				20						おぼれ														1		1		1								7														1		1		1						10		43%

		2006		H18年度 ネンド		21		8		1		0		30						17		6		1		0		24						4		2		0		0		6				19						その他								1												1								1				1										1								4		17%

		2007		H19年度 ネンド		18		23		3		0		44						14		17		1		0		32						4		6		2		0		12				18						合計		2		3		2		1		0		1		3		1		1		5		0		1		7		2		0		2		0		0		0		1		2		1		1		1		23		100%

		2008		H20年度 ネンド		22		16		1		0		39						20		13		1		0		34						2		3		0		0		5				17

		2009		H21年度 ネンド		25		20		1		0		46						22		14		1		0		37						3		6		0		0		9				16						（港湾） コウワン

		2010		H22年度 ネンド		36		17		5		0		58						35		16		3		0		54						1		1		2		0		4				15						死亡者数 シボウシャ スウ																16		15		14		13		12		11		10		9		8		7		6		5		4		3		2		1		1				手入力 テニュウリョク

		2011		H23年度 ネンド		14		5		0		0		19		12				13		5		0		0		18		12				1		0		0		0		1		0		14								H11
年度		H12
年度		H13
年度		H14
年度		H17
年度		H18
年度		H19
年度		H20
年度		H21
年度		H22
年度		H23
年度		H24
年度		H25
年度		H26
年度		H27
年度		H28
年度		H29
年度		H30
年度		R元
年度		R2
年度		R3
年度		R4
年度		R5
年度		R6
年度		合計

		2012		H24年度 ネンド		33		11		1		0		45		40				32		9		1		0		42		32				1		2		0		0		3		8		13																																																										構成比

		2013		H25年度 ネンド		33		18		7		0		58		64				31		18		7		0		56		56				2		0		0		0		2		8		12						はさまれ・巻き込まれ																								1																										1		5%

		2014		H26年度 ネンド		28		15		2		0		45		40				24		13		2		0		39		34				4		2		0		0		6		6		11						激突され												1																																						0		0%

		2015		H27年度 ネンド		28		10		0		0		38		52				26		7		0		0		33		38				2		3		0		0		5		14		10						墜落・転落														1						2								1																						3		16%

		2016		H28年度 ネンド		16		20		2		0		38		64				16		16		2		0		34		38				0		4		0		0		4		26		9						飛来・落下物にあたる																																1																		1		5%

		2017		H29年度 ネン ド		29		11		0		0		40		46				25		9		0		0		34		18				4		2		0		0		6		28		8						おぼれ																1		1								7														1		1		1						10		53%

		2018		H30年度 ネン ド		23		15		0		0		38		31				18		11		0		0		29		14				5		4		0		0		9		17		7						その他																				1								1				1										1								4		21%

		2019		R元年度 ガンネンド		20		12		0		0		32		14				20		10		0		0		30		8				0		2		0		0		2		6		6						合計		0		0		0		0		0		1		1		1		1		3		0		1		7		2		0		2		0		0		0		1		2		1		0		0		19		100%

		2020		R2年度 ネン ド		16		15		1		0		32		15				15		14		1		0		30		9				1		1		0		0		2		6		5

		2021		R3年度 ネン ド		18		7		2		0		27		12				16		4		2		0		22		9				2		3		0		0		5		3		4						（空港） クウコウ

		2022		R4年度 ネン ド		19		8		1		0		28		17				11		6		1		0		18		11				8		2		0		0		10		6		3						死亡者数 シボウシャ スウ																16		15		14		13		12		11		10		9		8		7		6		5		4		3		2		1		1				手入力 テニュウリョク

		2023		R5年度 ネン ド		23		15		1		0		39		13				23		13		1		0		37		11				0		2		0		0		2		2		2								H11
年度		H12
年度		H13
年度		H14
年度		H17
年度		H18
年度		H19
年度		H20
年度		H21
年度		H22
年度		H23
年度		H24
年度		H25
年度		H26
年度		H27
年度		H28
年度		H29
年度		H30
年度		R元
年度		R2
年度		R3
年度		R4
年度		R5
年度		R6
年度		合計

		2024		R6年度 ネン ド		23		10		1		0		34		18				21		9		0		0		30		9				2		1		1		0		4		9		1																																																										構成比

																																																				はさまれ・巻き込まれ																				1																														1		25%

																																																				激突され														1						1																														1		25%

																																																				墜落・転落																																														1		1		2		50%

																																																				飛来・落下物にあたる																																																		0		0%

																																																				おぼれ														1																																				0		0%

																																																				その他																																																		0		0%

																																																				合計		0		0		0		0		0		0		2		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1		4		100%

																																																																						1		5		0		1		7		2		0		2		0		0		0		1		2		1		1		1		23



負傷者数(休業4日未満)	

H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	25	36	14	33	33	28	28	16	29	23	20	16	18	19	23	23	負傷者数(休業4日以上)	

H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	20	17	5	11	18	15	10	20	11	15	12	15	7	8	15	10	死亡者数	

H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	1	5	0	1	7	2	0	2	0	0	0	1	2	1	1	1	

H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	46	58	19	45	58	45	38	38	40	38	32	32	27	28	39	34	







負傷者数(休業4日未満)	

H20年度	H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	20	22	35	13	32	31	24	26	16	25	18	20	15	16	11	23	21	負傷者数(休業4日以上)	

H20年度	H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	13	14	16	5	9	18	13	7	16	9	11	10	14	4	6	13	9	死亡者数	

H20年度	H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	1	1	3	0	1	7	2	0	2	0	0	0	1	2	1	1	0	

H20年度	H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	34	37	54	18	42	56	39	33	34	34	29	30	30	22	18	37	30	







負傷者数(休業4日未満)	

H20年度	H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	2	3	1	1	1	2	4	2	0	4	5	0	1	2	8	0	2	負傷者数(休業4日以上)	

H20年度	H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	3	6	1	0	2	0	2	3	4	2	4	2	1	3	2	2	1	死亡者数	

H20年度	H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	0	0	2	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	1	

H20年度	H21年度	H22年度	H23年度	H24年度	H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	R6年度	5	9	4	1	3	2	6	5	4	6	9	2	2	5	10	2	4	







負傷者数(休業4日未満)	

H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	33	28	28	16	29	23	20	16	18	19	23	負傷者数(休業4日以上)	

H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	18	15	10	20	11	15	12	15	7	8	15	死亡者数	

H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	7	2	0	2	0	0	0	1	2	1	1	物損	

H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	64	40	52	64	46	31	14	15	12	17	13	

H25年度	H26年度	H27年度	H28年度	H29年度	H30年度	R元年度	R2年度	R3年度	R4年度	R5年度	58	45	38	38	40	38	32	32	27	28	









R5d状況

				月別 ツキ ベツ																										適用月：手動更新 テキヨウ ツキ シュドウ コウシン																												適用月：手動更新 テキヨウ ツキ シュドウ コウシン

		R6		2024		4月		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		計 ケイ				累計 ルイケイ		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		3		4		2		3		1		2		1		1		0		3		2		1		23				死傷者数 シショウシャスウ		4		8		11		15		16		19		22		26		26		31		33		34

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		1		0		1		1		0		1		1		3		0		2		0		0		10				休業４日以上(内数) キュウギョウ ニチ イジョウ ウチスウ		1		1		2		3		3		4		5		8		8		10		10		10

				死亡者数 シボウ シャ スウ		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		1				死亡者数(内数) シボウシャ スウ ウチスウ		0		0		0		0		0		0		1		1		1		1		1		1

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1				物損事故		0		0		4		4		6		8		8		11		12		15		17		18		52		-1

				物損事故 ブッソン ジコ		0		0		4		0		2		1		1		3		1		3		2		1		18				人身＋物損 ジンシン ブッソン		4		8		15		19		22		27		31		38		39		47		51		53

				人身+物損 ジンシン ブッソン		4		4		7		4		3		5		4		7		1		8		4		2		53

						0

		R5		2023		4月		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		計 ケイ				累計 ルイケイ		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		2		3		4		2		0		0		2		2		0		0		7		1		23				死傷者数 シショウシャスウ		4		7		13		15		16		18		23		26		28		28		38		39

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		2		0		2		0		1		2		3		1		2		0		2		0		15				休業４日以上(内数) キュウギョウ ニチ イジョウ ウチスウ		2		2		4		4		5		7		10		11		13		13		15		15

				死亡者数 シボウ シャ スウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1				死亡者数(内数) シボウシャ スウ ウチスウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				物損事故		0		1		4		5		5		5		5		5		9		10		12		13		52		0

				物損事故 ブッソン ジコ		0		1		3		1		0		0		0		0		4		1		2		1		13				人身＋物損 ジンシン ブッソン		4		8		17		20		21		23		28		31		37		38		50		52

				人身+物損 ジンシン ブッソン		4		4		9		3		1		2		5		3		6		1		12		2		52

		R4		2022		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		計 ケイ				累計 ルイケイ		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		0		1		1		1		1		9		0		2		1		1		1		1		19				死傷者数 シショウシャスウ		0		1		3		4		5		15		17		20		22		24		27		28

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		0		0		1		0		0		0		2		1		1		1		2		0		8				休業４日以上(内数) キュウギョウ ニチ イジョウ ウチスウ		0		0		1		1		1		1		3		4		5		6		8		8

				死亡者数 シボウ シャ スウ		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1				死亡者数(内数) シボウシャ スウ ウチスウ		0		0		0		0		0		1		1		1		1		1		1		1

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				物損事故		1		2		4		7		9		11		12		14		15		16		17		17		45		0

				物損事故 ブッソン ジコ		1		1		2		3		2		2		1		2		1		1		1		0		17

				人身+物損 ジンシン ブッソン		1		2		4		4		3		12		3		5		3		3		4		1		45

		R3		2021		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		計 ケイ				累計 ルイケイ		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		1		2		2		2		1		0		3		1		1		2		2		1		18				死傷者数 シショウシャスウ		2		5		9		11		12		12		16		18		22		24		26		27

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		1		1		1		0		0		0		0		1		3		0		0		0		7				休業４日以上(内数) キュウギョウ ニチ イジョウ ウチスウ		1		2		3		3		3		3		3		4		7		7		7		7

				死亡者数 シボウ シャ スウ		0		0		1		0		0		0		1		0		0		0		0		0		2				死亡者数(内数) シボウシャ スウ ウチスウ		0		0		1		1		1		1		2		2		2		2		2		2

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				物損事故		1		3		4		5		7		7		8		8		10		10		11		12		39		0

				物損事故 ブッソン ジコ		1		2		1		1		2		0		1		0		2		0		1		1		12

				人身+物損 ジンシン ブッソン		3		5		5		3		3		0		5		2		6		2		3		2		39

		R2		2020		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		計 ケイ				累計 ルイケイ		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		1		0		3		3		1		1		1		1		2		2		1		0		16				死傷者数 シショウシャスウ		2		3		8		12		15		18		21		24		27		29		32		32

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		1		1		2		1		2		2		2		2		1		0		1		0		15				休業４日以上(内数) キュウギョウ ニチ イジョウ ウチスウ		1		2		4		5		7		9		11		13		14		14		15		15

				死亡者数 シボウ シャ スウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1				死亡者数(内数) シボウシャ スウ ウチスウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				物損事故		1		3		7		7		7		9		10		12		13		14		15		15		47		0

				物損事故 ブッソン ジコ		1		2		4		0		0		2		1		2		1		1		1		0		15

				人身+物損 ジンシン ブッソン		3		3		9		4		3		5		4		5		4		3		4		0		47

		R1/H31		2019		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		計 ケイ				累計 ルイケイ		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		0		1		3		6		1		1		2		1		2		2		1		0		20				死傷者数 シショウシャスウ		0		2		6		15		16		17		20		23		25		28		30		32

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		0		1		1		3		0		0		1		2		0		1		1		2		12				休業４日以上(内数) キュウギョウ ニチ イジョウ ウチスウ		0		1		2		5		5		5		6		8		8		9		10		12

				死亡者数 シボウ シャ スウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				死亡者数(内数) シボウシャ スウ ウチスウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				物損事故		1		2		3		3		5		8		8		8		9		10		13		14		46		0

				物損事故 ブッソン ジコ		1		1		1		0		2		3		0		0		1		1		3		1		14

				人身+物損 ジンシン ブッソン		1		3		5		9		3		4		3		3		3		4		5		3		46

		H30		2018		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		計 ケイ				累計 ルイケイ		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		0		3		2		4		3		2		2		1		3		1		2		0		23				死傷者数 シショウシャスウ		0		3		7		13		19		23		27		29		33		34		38		38

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		0		0		2		2		3		2		2		1		1		0		2		0		15				休業４日以上(内数) キュウギョウ ニチ イジョウ ウチスウ		0		0		2		4		7		9		11		12		13		13		15		15

				死亡者数 シボウ シャ スウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				死亡者数(内数) シボウシャ スウ ウチスウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		1				物損事故		4		6		10		14		16		17		20		23		26		26		28		31		69		0

				物損事故 ブッソン ジコ		4		2		4		4		2		1		3		3		3		0		2		3		31

				人身+物損 ジンシン ブッソン		4		5		8		10		8		5		7		5		7		1		6		3		69

				過去平均(人身+物損) カコ ヘイキン ジンシン ブッソン		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		計 ケイ		平均 ヘイキン

				過去2年 カコ ネン		4.00		4.00		8.00		3.50		2.00		3.00		4.50		5.00		3.50		4.50		8.00		2.00		52.00		4.33

				過去3年 カコ ネン		3.00		3.33		6.67		3.67		2.33		6.00		4.00		5.00		3.33		4.00		6.67		1.67		49.67		4.14

				過去4年 カコ ネン		3.00		3.75		6.25		3.50		2.50		4.50		4.25		4.25		4.00		3.50		5.75		1.75		47.00		3.92

				過去5年 カコ ネン		3.00		3.60		6.80		3.60		2.60		4.60		4.20		4.40		4.00		3.40		5.40		1.40		47.00		3.92

				過去6年 カコ ネン		2.67		3.50		6.50		4.50		2.67		4.50		4.00		4.17		3.83		3.50		5.33		1.67		46.83		3.90

				過去7年 カコ ネン		2.86		3.71		6.71		5.29		3.43		4.57		4.43		4.29		4.29		3.14		5.43		1.86		50.00		4.17

				過去8年 カコ ネン		3.00		4.25		6.25		6.25		3.50		5.13		4.38		5.00		4.38		4.38		5.75		2.25		54.50		4.54

				過去9年 カコ ネン		2.89		4.89		6.00		5.89		4.33		5.67		5.22		4.89		4.89		4.89		7.67		2.56		59.78		4.98

				過去10年 カコ ネン		3.50		5.10		5.70		5.70		4.80		5.70		6.00		5.60		5.20		5.20		7.60		2.70		62.80		5.23



				整備局別 セイビキョク ベツ

				2024		東北 トウホク		関東 カントウ		北陸 ホクリク		中部 チュウブ		近畿 キンキ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		北海道 ホッカイドウ		沖縄 オキナワ		合計 ゴウケイ

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		3		2		1		1		2		2		1		9		2		0		23

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		1		1		0		0		0		1		0		7		0		0		10

				死亡者数 シボウ シャ スウ		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1

				物損事故 ブッソン ジコ		0		3		4		0		0		3		0		4		1		3		18

				人身+物損 ジンシン ブッソン		4		6		5		1		2		6		1		22		3		3		53

				2023		東北 トウホク		関東 カントウ		北陸 ホクリク		中部 チュウブ		近畿 キンキ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		北海道 ホッカイドウ		沖縄 オキナワ		合計 ゴウケイ

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		5		0		3		0		1		0		3		9		1		1		23

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		1		0		3		1		2		1		1		5		0		1		15

				死亡者数 シボウ シャ スウ		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1

				物損事故 ブッソン ジコ		3		3		0		3		0		1		0		2		1		0		13

				人身+物損 ジンシン ブッソン		10		3		6		4		3		2		4		17		2		2		53

				2022		東北 トウホク		関東 カントウ		北陸 ホクリク		中部 チュウブ		近畿 キンキ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		北海道 ホッカイドウ		沖縄 オキナワ		合計 ゴウケイ

				負傷者数(休業4日未満) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ ミマン		2		7		2		2		0		1		0		2		3		0		19

				負傷者数(休業4日以上) フショウシャ スウ キュウギョウ ニチ イジョウ		1		1		1		0		0		2		1		2		0		0		8

				死亡者数 シボウ シャ スウ		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1

				第三者災害 ダイサンシャ サイガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				物損事故 ブッソン ジコ		2		8		2		0		1		0		0		4		0		0		17

				人身+物損 ジンシン ブッソン		6		16		5		2		1		3		1		8		3		0		45

				その他 タ

				時間帯 ジカンタイ		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18

				合計 ゴウケイ		0時～8時 ジ ジ		8時～9時 ジ ジ		9時～10時 ジ ジ		10時～11時 ジ ジ		11時～12時 ジ ジ		12時～13時 ジ ジ		13時～14時 ジ ジ		14時～15時 ジ ジ		15時～16時 ジ ジ		16時～17時 ジ ジ		17時～18時 ジ ジ		18時～24時 ジ ジ

				34		3		1		6		4		6		0		2		2		2		3		1		4



				事故の型 ジコ カタ		8		1		2		4		3		6		9		11		23														1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		18		19		20		21		23

				合計 ゴウケイ		はさまれ、巻き込まれ マ コ		墜落・転落 ツイラク テンラク		転倒 テントウ		飛来・落下物にあたる ヒライ ラッカブツ		激突 ゲキトツ		激突され ゲキトツ		切れ、こすれ キ		おぼれ		その他 タ												合計 ゴウケイ		墜落・転落 ツイラク テンラク		転倒 テントウ		激突 ゲキトツ		飛来・落下物にあたる ヒライ ラッカブツ		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		激突され ゲキトツ		投げた物にあたる ナ モノ		はさまれ、巻き込まれ マ コ		切れ、こすれ キ		踏み抜き フ ヌ		おぼれ		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		有害物との接触 ユウガイブツ セッショク		交通事故 コウツウ ジコ		動作の反動・無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		異物（眼、耳、鼻） イブツ メ ミミ ハナ		圧重され アツ ジュウ		その他 タ

				34		13		5		4		4		0		2		1		0		5												34		5		4		0		4		0		2		0		13		1		0		0		0		2		0		0		0		0		3		0

						38%		15%		12%		12%		0%		6%		3%		0%		15%



				職種 ショクシュ

				合計 ゴウケイ		普通作業員		とび工		鉄筋工 テッキン		特殊作業員		運転手(一般)		潜水士		高級船員		普通船員		現場代理人		担当技術者		その他

				34		11		0		0		0		1		9		1		3		1		1		7



				休業 キュウギョウ

				合計 ゴウケイ		0～3日 ニチ		4～15日 ニチ		16～30日 ニチ		31日～ ニチ		死亡 シボウ

				34		23		4		1		5		1

						東北 トウホク		関東 カントウ		北陸 ホクリク		中部 チュウブ		近畿 キンキ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		北海道 ホッカイドウ		沖縄 オキナワ		合計 ゴウケイ

				2011																						0

				2012																						0

				2013																						0

				2014																						0

				2015																						0

				2016																						0

				2017																						0

				2018																						0

				2019																						0

				2020																						0

				2021																						0

				2022																						0

				H29-R4事故 ジコ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				H29-R4件数(仮) ケンスウ カリ

				発生率 ハッセイリツ		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!

				経験年数別 ケイケンネンスウベツ		5年未満 ネンミマン		5年以上10年未満 ネンイジョウ ネンミマン		10年以上20年未満 ネン イジョウ ネン ミマン		20年以上30年未満 ネン イジョウ ネン ミマン		30年以上40年未満 ネン イジョウ ネン ミマン		40年以上 ネン イジョウ

				2024		9		3		8		5		7		2

				手打ち テウ

				国籍別 コクセキベツ		日本人 ニホン ニン		ベトナム人		スリランカ人

				2024		32人		1人		1人

				手打ち テウ

				人的要因 ジンテキヨウイン		ある		ない

				2024		23件		11件

				手打ち テウ

				管理的要因 カンリテキ ヨウイン		ある		ない

				2024		23件		11件

				手打ち テウ

				年齢 ネンレイ		10～20代 ダイ		30代 ダイ		40代 ダイ		50代 ダイ		60代 ダイ		70代 ダイ

				2024		5人		6人		7人		6人		10人		0人



物損事故	

東北	関東	北陸	中部	近畿	中国	四国	九州	北海道	沖縄	0	3	4	0	0	3	0	4	1	3	第三者災害	

東北	関東	北陸	中部	近畿	中国	四国	九州	北海道	沖縄	0	0	0	0	0	0	0	1	0	0	死亡者数	

東北	関東	北陸	中部	近畿	中国	四国	九州	北海道	沖縄	0	0	0	0	0	0	0	1	0	0	負傷者数(休業4日以上)	

東北	関東	北陸	中部	近畿	中国	四国	九州	北海道	沖縄	1	1	0	0	0	1	0	7	0	0	負傷者数(休業4日未満)	

東北	関東	北陸	中部	近畿	中国	四国	九州	北海道	沖縄	3	2	1	1	2	2	1	9	2	0	R5実績(合計)	

東北	関東	北陸	中部	近畿	中国	四国	九州	北海道	沖縄	10	3	6	4	3	2	4	17	2	2	　	

4	6	5	1	2	6	1	22	3	3	







事故の型別の事故件数

事故の型	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	転倒	飛来・落下物にあたる	激突	激突され	切れ、こすれ	おぼれ	その他	13	5	4	4	0	2	1	0	5	





経験年数別







5年未満	5年以上10年未満	10年以上20年未満	20年以上30年未満	30年以上40年未満	40年以上	9	3	8	5	7	2	



国籍別





日本人	ベトナム人	スリランカ人	32	1	1	



人的要因のある事故の割合





ある	ない	23	11	

管理的要因がある事故の割合





ある	ない	23	11	

年齢別





10～20代	30代	40代	50代	60代	70代	5	6	7	6	10	0	



死傷者数	

4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	4	8	11	15	16	19	22	26	26	31	33	34	R5死傷者数	

4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	4	7	13	15	16	18	23	26	28	28	38	39	休業４日以上(内数)	

4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	1	1	2	3	3	4	5	8	8	10	10	10	R5休業4日以上（内数）	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	2	2	4	4	5	7	10	11	13	13	15	15	死亡者数(内数)	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	0	0	0	0	0	0	1	1	1	1	1	1	R5d死亡者数（内数）	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	1	1	死傷者＋物損＋第3者	4	8	15	19	22	27	31	38	39	47	51	53	R5死傷者＋物損＋第3者	

4	8	17	20	21	23	28	31	37	38	50	52	







R1d	

1	3	5	9	3	4	3	3	3	4	5	3	R2d	

4	5	6	7	8	9	10	11	12	1	2	3	3	3	9	4	3	5	4	5	4	3	4	0	R3d	

4	5	6	7	8	9	10	11	12	1	2	3	3	5	5	3	3	0	5	2	6	2	3	2	R4d	

4	5	6	7	8	9	10	11	12	1	2	3	1	2	4	4	3	12	3	5	3	3	4	1	R5d	

4	5	6	7	8	9	10	11	12	1	2	3	4	4	9	3	1	2	5	3	6	1	12	2	R6d	

4	4	7	4	3	5	4	7	1	8	4	2	







物損事故	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	0	0	4	0	2	1	1	3	1	3	2	1	第三者災害	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	0	0	0	0	0	1	0	0	0	0	0	0	死亡者数	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	0	0	0	0	0	0	1	0	0	0	0	0	負傷者数(休業4日以上)	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	1	0	1	1	0	1	1	3	0	2	0	0	負傷者数(休業4日未満)	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	3	4	2	3	1	2	1	1	0	3	2	1	　	4

4	5	6	7	8	9	10	11	12	1	2	3	4	4	7	4	3	5	4	7	1	8	4	2	R5d実績(合計)	4	5	6	7	8	9	10	11	12	1	2	3	4	4	9	3	1	2	5	3	6	1	12	2	







時間別発生状況

時間帯	0時～8時	8時～9時	9時～10時	10時～11時	11時～12時	12時～13時	13時～14時	14時～15時	15時～16時	16時～17時	17時～18時	18時～24時	3	1	6	4	6	0	2	2	2	3	1	4	





職種型別の事故件数

職種	普通作業員	運転手(一般)	潜水士	高級船員	普通船員	現場代理人	担当技術者	その他	11	1	9	1	3	1	1	7	





事故の型別の事故件数

事故の型	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	転倒	飛来・落下物にあたる	激突	激突され	切れ、こすれ	おぼれ	その他	13	5	4	4	0	2	1	0	5	





事故による休業日数

休業	0～3日	4～15日	16～30日	31日～	死亡	23	4	1	5	1	

時間別発生状況

時間帯	0時～8時	8時～9時	9時～10時	10時～11時	11時～12時	12時～13時	13時～14時	14時～15時	15時～16時	16時～17時	17時～18時	18時～24時	3	1	6	4	6	0	2	2	2	3	1	4	







型別

		過去5年における型別死傷災害発生状況（港湾空港直轄工事） カコ ネン カタ ベツ シショウ サイガイ ハッセイ ジョウキョウ コウワン クウコウ チョッカツ コウジ



		事故の型 ジコ カタ		H28年度
死傷者数 ネンド スウ				H29年度
死傷者数 ネンド スウ				H30年度
死傷者数 ネンド スウ				R元年度
死傷者数 モト ネンド スウ				R2年度
死傷者数 ネンド スウ				R3年度
死傷者数 ネンド スウ				R4年度
死傷者数 ネンド スウ				R5年度
死傷者数 ネンド スウ				R6年度
死傷者数 ネンド スウ				合　　計
死傷者数 ゴウ ケイ				構成比
死傷者数

				全体 ゼンタイ				全体 ゼンタイ				全体 ゼンタイ

		はさまれ、巻き込まれ マ コ		15				17				18				16				13				9				9				10				13				54		0		34%		EQ2		1		墜落・転落 ツイラク テンラク

		圧重され アツ ジュウ		0				0				0				1				0				0				0				0				0				0		0		0.0%		EQ3		2		転倒 テントウ

		激突 ゲキトツ		0				1				0				0				0				0				1				2				0				3		0		2%		EQ4		3		激突 ゲキトツ

		激突され ゲキトツ		0				1				1				1				1				4				1				2				2				10		0		6%		EQ5		4		飛来・落下物にあたる ヒライ ラッカブツ

		交通事故 コウツウ ジコ		0				0				2				0				0				0				7				0				0				7		0		4%		EQ6		5		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ

		切れ、こすれ キ		1				1				2				0				0				1				1				0				1				3		0		2%		EQ7		6		激突され ゲキトツ

		墜落・転落 ツイラク テンラク		6				9				6				4				7				4				0				11		(1)		5		(1)		27		(2)		17%		EQ8		7		投げた物にあたる ナ モノ

		転倒 テントウ		2				3				3				2				3				3				3				10				4				23		0		14%		EQ9		8		はさまれ、巻き込まれ マ コ

		動作の反動・無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		0				0				0				0				0				1				0				0				0				1		0		1%		EQ10		9		切れ、こすれ キ

		投げた物にあたる ナ モノ		0				0				1				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%		EQ11		10		踏み抜き フ ヌ

		飛来・落下物にあたる ヒライ ラッカブツ		7		(1)		4				3				3				5				3				3				2				4				17		0		11%		EQ12		11		おぼれ

		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		1				1				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0%		EQ13		12		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク

		おぼれ		0				0				0				0				1		(1)		1		(1)		1		(1)		0				0				3		(3)		2%		EQ14		13		有害物との接触 ユウガイブツ セッショク

		有害物との接触 ユウガイブツ セッショク		0				1				0				1				0				0				0				0				2				2		0		1.3%		EQ15		18		交通事故 コウツウ ジコ

		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		0				1				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%		EQ16		19		動作の反動・無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ

		異物（眼、耳、鼻） イブツ メ ミミ ハナ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%		EQ17		20		異物（眼、耳、鼻） イブツ メ ミミ ハナ

		踏み抜き フ ヌ		0				0				0				0				1				0				0				0				0				1		0		0.6%		EQ18		21		圧重され アツ ジュウ

		その他 タ		6		(1)		1				2				4				1				1		(1)		2				2				3				9		(1)		6%		EQ19		23		その他 タ

		合計 ゴウケイ		38		(2)		40		0		38		0		32		0		32		(1)		27		(2)		28		(1)		39		(1)		34		(1)		160		(6)		100%

		※（　）内は死亡者数 ナイ シボウシャ スウ

				2016				2017				2018				2019				2020				2021				2022				2023				2024

		海中転落事故 カイチュウ テンラク ジコ														4				0				2				2				0				0				8		0		5.0%						6:死亡

		潜水士事故 センスイシ ジコ														2		0		4				1				2		0		4		0		4		0		13		0		8%

		過去5年における型別死傷災害発生状況（港湾） カコ ネン カタ ベツ シショウ サイガイ ハッセイ ジョウキョウ コウワン



		事故の型 ジコ カタ		H28年度
死傷者数 ネンド スウ				H29年度
死傷者数 ネンド スウ				H30年度
死傷者数 ネンド スウ				R元年度
死傷者数 モト ネンド スウ				R2年度
死傷者数 ネンド スウ				R3年度
死傷者数 ネンド スウ				R4年度
死傷者数 ネンド スウ				R5年度
死傷者数 ネンド スウ				R6年度
死傷者数 ネンド スウ				合　　計
死傷者数 ゴウ ケイ				構成比
死傷者数

				全体 ゼンタイ				全体 ゼンタイ				全体 ゼンタイ

		はさまれ、巻き込まれ マ コ		14				15				13				15				13				6				7				10				11				52		0		40%

		圧重され アツ ジュウ		0				0				0				1				0				0				0				0				0				1		0		0.8%

		激突 ゲキトツ		0				1				0				0				0				0				0				2				0				0		0		0%

		激突され ゲキトツ		0				1				1				1				1				4				1				2				2				9		0		7%

		交通事故 コウツウ ジコ		0				0				0				0				0				0				1				0				0				1		0		1%

		切れ、こすれ キ		1				1				2				0				0				1				1				0				1				3		0		2%

		墜落・転落 ツイラク テンラク		5				8				6				3				6				3				0				10				3				15		0		12%

		転倒 テントウ		2				3				3				2				3				3				2				10				4				14		0		11%

		動作の反動・無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		0				0				0				0				0				1				0				0				0				1		0		1%

		投げた物にあたる ナ モノ		0				0				1				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		飛来・落下物にあたる ヒライ ラッカブツ		5		(1)		3				1				3				4				2				3				1				4				16		0		12%

		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		1				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0%

		おぼれ		0				0				0				0				1		(1)		1		(2)		1		(1)		0				0				3		(4)		2%

		有害物との接触 ユウガイブツ セッショク		0				1				0				1				0				0				0				0				2				3		0		2.3%

		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		異物（眼、耳、鼻） イブツ メ ミミ ハナ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		踏み抜き フ ヌ		0				0				0				0				1				0				0				0				0				1		0		0.8%

		その他 タ		6		(1)		1				2				4				1				1				2				2				3				11		0		8%

		合計 ゴウケイ		34		(2)		34		0		29		0		30		0		30		(1)		22		(2)		18		(1)		37		0		30		0		130		(4)		100%

		※（　）内は死亡者数 ナイ シボウシャ スウ

		過去5年における型別死傷災害発生状況（空港） カコ ネン カタ ベツ シショウ サイガイ ハッセイ ジョウキョウ クウコウ



		事故の型 ジコ カタ		H28年度
死傷者数 ネンド スウ				H29年度
死傷者数 ネンド スウ				H30年度
死傷者数 ネンド スウ				R元年度
死傷者数 モト ネンド スウ				R2年度
死傷者数 ネンド スウ				R3年度
死傷者数 ネンド スウ				R4年度
死傷者数 ネンド スウ				R5年度
死傷者数 ネンド スウ				R6年度
死傷者数 ネンド スウ				合　　計
死傷者数 ゴウ ケイ				構成比
死傷者数

				全体 ゼンタイ				全体 ゼンタイ				全体 ゼンタイ

		はさまれ、巻き込まれ マ コ		1				2				5				1				0				3				2				0				2				8		0		35%

		圧重され アツ ジュウ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		激突 ゲキトツ		0				0				0				0				0				0				1				0				0				1		0		4%

		激突され ゲキトツ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0%

		交通事故 コウツウ ジコ		0				0				2				0				0				0				6				0				0				6		0		26%

		切れ、こすれ キ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0%

		墜落・転落 ツイラク テンラク		1				1				0				1				1				1				0				1				2				5		0		22%

		転倒 テントウ		0				0				0				0				0				0				1				0				0				1		0		4%

		動作の反動・無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0%

		投げた物にあたる ナ モノ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		飛来・落下物にあたる ヒライ ラッカブツ		2				1				2				0				1				1				0				1				0				2		0		9%

		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		0				1				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0%

		おぼれ		0				0				0				0				0				0				0				0				0		(1)		0		(1)		0%

		有害物との接触 ユウガイブツ セッショク		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		0				1				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		異物（眼、耳、鼻） イブツ メ ミミ ハナ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		踏み抜き フ ヌ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0.0%

		その他 タ		0				0				0				0				0				0				0				0				0				0		0		0%

		合計 ゴウケイ		4		0		6		0		9		0		2		0		2		0		5		0		10		0		2		0		4		(1)		23		(1)		100%

		※（　）内は死亡者数 ナイ シボウシャ スウ



R5年度

死傷者型別割合



R5年度
死傷者数	



はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	10	0	2	2	0	0	11	10	0	0	2	0	0	0	0	0	0	2	

R元年度

死傷者型別割合



R元年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	

R5年度

死傷者型別割合



R6年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	0	0	0	0	0	0	1	0	0	0	1	0	0	0	0	0	0	0	

R4年度

死傷者型別割合



R4年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	2	0	1	0	6	0	0	1	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	

R3年度

死傷者型別割合



R3年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	3	0	0	0	0	0	1	0	0	0	1	0	0	0	0	0	0	0	

R2年度

死傷者型別割合



R2年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	0	0	0	0	0	0	1	0	0	0	1	0	0	0	0	0	0	0	

R元年度

死傷者型別割合



R元年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	

R6年度

死傷者型別割合



R6年度
死傷者数	



はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	13	0	0	2	0	1	5	4	0	0	4	0	0	2	0	0	0	3	

R6年度

死傷者型別割合



R6年度
死傷者数	





はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	11	0	0	2	0	1	3	4	0	0	4	0	0	2	0	0	0	3	

R6年度

死傷者型別割合



R6年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	2	0	0	0	0	0	2	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	

R4年度

死傷者型別割合



R4年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	9	0	1	1	7	1	0	3	0	0	3	0	1	0	0	0	0	2	

R3年度

死傷者型別割合



R3年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	9	0	0	4	0	1	4	3	1	0	3	0	1	0	0	0	0	1	

R2年度

死傷者型別割合



R2年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	13	0	0	1	0	0	7	3	0	0	5	0	1	0	0	0	1	1	

R元年度

死傷者型別割合



R元年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	

R5年度

死傷者型別割合



R5年度
死傷者数	



はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	10	0	2	2	0	0	10	10	0	0	1	0	0	0	0	0	0	2	

R4年度

死傷者型別割合



R4年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	7	0	0	1	1	1	0	2	0	0	3	0	1	0	0	0	0	2	

R3年度

死傷者型別割合



R3年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	6	0	0	4	0	1	3	3	1	0	2	0	1	0	0	0	0	1	

R2年度

死傷者型別割合



R2年度
死傷者数	

はさまれ、巻き込まれ	圧重され	激突	激突され	交通事故	切れ、こすれ	墜落・転落	転倒	動作の反動・無理な動作	投げた物にあたる	飛来・落下物にあたる	崩壊・倒壊	おぼれ	有害物との接触	高温の物との接触	異物（眼、耳、鼻）	踏み抜き	その他	13	0	0	1	0	0	6	3	0	0	4	0	1	0	0	0	1	1	



職種別

				2012

		職種		件数 ケンスウ								2012		2013		2014		2015		2016		2017		2018		2019		2020		2021		2022		2023		2024		合計 ゴウケイ

		普通作業員		138						普通作業員		6		7		8		11		15		10		15		5		16		10		15		9		11		138

		潜水士		47						潜水士		3		1		8		1		4		4		3		3		4		1		2		4		9		47										職種		件数 ケンスウ				職種		件数 ケンスウ

		とび工		29						とび工		3		2		3		4		3		5		3		1		2		2		0		1		0		29										普通作業員		98				設備機械工		2

		普通船員		43						普通船員		0		1		1		7		4		6		3		2		2		1		3		10		3		43										潜水士		31				測量技師		2

		担当技術者		19						担当技術者		1		4		1		0		2		1		0		1		0		2		1		5		1		19										とび工		28				技術員		2

		甲板員		10						甲板員		3		4		2		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		10										普通船員		27				防護柵工		1

		運転手（特殊）		10						運転手（特殊）		0		0		0		3		1		2		1		1		1		0		0		0		1		10										担当技術者		12				施工監理		1

		土工		12						土工		2		5		1		0		0		0		0		0		0		2		0		1		1		12										甲板員		10				山留工		1

		型わく工		11						型わく工		0		0		2		2		0		0		3		1		1		2		0		0		0		11										運転手（特殊）		10				地盤改良工（掘削工）		1

		高級船員		12						高級船員		0		0		1		1		1		0		3		2		0		0		2		1		1		12										土工		10				監理技術者		1

		鉄筋工		10						鉄筋工		4		1		0		0		1		0		1		0		1		0		0		2		0		10										型わく工		10				機械工		1

		潜水送気員		7						潜水送気員		0		0		0		1		0		1		0		4		0		1		0		0		0		7										高級船員		8				足場仮設		1

		特殊作業員		12						特殊作業員		0		1		4		1		0		0		1		0		0		1		0		4		0		12										鉄筋工		8				測量助手		1

		運転手（一般）		11						運転手（一般）		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		2		1		1		11										潜水送気員		7				解体工（溶接工）		1

		大工		6						大工		3		1		1		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		6										特殊作業員		7				運送		1

		現場代理人		6						現場代理人		2		0		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		1		6										運転手（一般）		7				土木作業員		1

		機械設備据付工		4						その他 タ		17		31		12		6		6		10		5		10		3		3		2		1		5		111										大工		5				注入工		1

		作業員		3						合計 ゴウケイ		45		58		45		38		38		40		38		32		32		27		28		39		34		494										現場代理人		5				現場職員		1

		地盤改良工		4																																												機械設備据付工		4				見習い		1

		ボーリング工		4																																												作業員		4				測量技師補		1

		土木		5																																												地盤改良工		4				潜水士・送気員		1

		型枠工		4																																												ボーリング工		4				補修工		1

		主任技術者		3																																												土木		4				とび、鍛冶		1

		橋りょう特殊工		3																																												型枠工		4				コンクリート舗装工		1

		世話役		3																																												主任技術者		3				一般作業員		1

		測量		3																																												橋りょう特殊工		3				ボーリングマシンオペレータ		1

		鳶工		2																																												世話役		3				ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送補助		1

		主任地質調査員		2																																												測量		3				鍛冶工		1

		電工		2																																												鳶工		2				溶接工		1

		塗装工		3																																												主任地質調査員		2				陸上艤装		1

		職長		3																																												電工		2				アンカー工		1

		職員		2																																												塗装工		2				警備員		1

		クレーンオペレーター		2																																												職長		2				型枠大工		1

		土木一般世話役		3																																												職員		2				船員（甲板員）		1

		はつり工		2																																												クレーンオペレーター		2				潜水士（作業船船長）		1

		地質調査員		2																																												土木一般世話役		2				清掃員		1

		グラウト工		2																																												はつり工		2				推進工		1

		オペレータ		2																																												地質調査員		2				上廻り員		1

		船長		2																																												グラウト工		2				圧入工		1

		潜水送気員（綱夫）		2																																												オペレータ		2				重機オペレーター		1

		設備機械工		2																																												船長		2				地盤改良工（注入工）		1

		測量技師		2																																												潜水送気員（綱夫）		2				コアドリル削孔工		1

		技術員		2

		防護柵工		1

		施工監理		1

		山留工		1

		地盤改良工（掘削工）		1

		監理技術者		2

		機械工		1

		足場仮設		1

		測量助手		1

		解体工（溶接工）		1

		運送		1

		土木作業員		1

		注入工		1

		現場職員		1

		見習い		1

		測量技師補		1

		潜水士・送気員		1

		補修工		1

		とび、鍛冶		1

		コンクリート舗装工		1

		一般作業員		1

		ボーリングマシンオペレータ		1

		ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送補助		1

		鍛冶工		1

		溶接工		1

		陸上艤装		1

		アンカー工		1

		警備員		1

		型枠大工		1

		船員（甲板員）		1

		潜水士（作業船船長）		1

		清掃員		1

		推進工		1

		上廻り員		1

		圧入工		1

		重機オペレーター		1

		地盤改良工（注入工）		1

		コアドリル削孔工		1

		鉄骨鳶工		0

		グラブ浚渫船（甲板員）		0

		機関員		0

				494











































































































































































































































































































































































































































































職種別発生件数(2012年度-2024年度)



職種別	

普通作業員	潜水士	とび工	普通船員	担当技術者	甲板員	運転手（特殊）	土工	型わく工	高級船員	鉄筋工	潜水送気員	特殊作業員	運転手（一般）	大工	現場代理人	その他	138	47	29	43	19	10	10	12	11	12	10	7	12	11	6	6	111	



年齢・経験年数別

		対象年度(自) タイショウ ネンド ジ		対象年度(至) タイショウ ネンド イタル

		2012		2024

												8				1

				年齢 ネンレイ								はさまれ、巻き込まれ マ コ				墜落/転落 ツイラク テンラク

		>0		<20		20歳未満 サイ ミマン		18				9				2

		>=20		<30		20歳以上30歳未満 サイ イジョウ サイ ミマン		92				40				8

		>=30		<40		30歳以上40歳未満 サイ イジョウ サイ ミマン		70				32				8

		>=40		<50		40歳以上50歳未満 サイ イジョウ サイ ミマン		109				44				17

		>=50		<60		50歳以上60歳未満 サイ イジョウ サイ ミマン		113				43				21

		>=60		<70		60歳以上70歳未満 サイ イジョウ サイ ミマン		85				20				22

		>=70		<1000		70歳以上 サイ イジョウ		6				2				2

								493				190				80

												8				1

				経験年数 ケイケン ネンスウ								はさまれ、巻き込まれ マ コ				墜落/転落 ツイラク テンラク

		>0		<3		3年未満 ネン ミマン		100				48				10

		>=3		<10		3年以上10年未満 ネンイジョウ ネン ミマン		131				47				20

		>=10		<20		10年以上20年未満 ネンイジョウ ネン ミマン		89				38				14

		>=20		<30		20年以上30年未満 ネンイジョウ ネン ミマン		94				32				20

		>=30		<40		30年以上40年未満 ネンイジョウ ネン ミマン		51				21				9

		>=40		<50		40年以上 ネンイジョウ		17				1				3

								482				187				76







20歳未満	20歳以上30歳未満	30歳以上40歳未満	40歳以上50歳未満	50歳以上60歳未満	60歳以上70歳未満	70歳以上	18	92	70	109	113	85	6	



20歳未満	20歳以上30歳未満	30歳以上40歳未満	40歳以上50歳未満	50歳以上60歳未満	60歳以上70歳未満	70歳以上	9	40	32	44	43	20	2	



20歳未満	20歳以上30歳未満	30歳以上40歳未満	40歳以上50歳未満	50歳以上60歳未満	60歳以上70歳未満	70歳以上	2	8	8	17	21	22	2	



3年未満	3年以上10年未満	10年以上20年未満	20年以上30年未満	30年以上40年未満	40年以上	48	47	38	32	21	1	



3年未満	3年以上10年未満	10年以上20年未満	20年以上30年未満	30年以上40年未満	40年以上	10	20	14	20	9	3	





3年未満	3年以上10年未満	10年以上20年未満	20年以上30年未満	30年以上40年未満	40年以上	100	131	89	94	51	17	



工種別

		対象年度(自) タイショウ ネンド ジ		対象年度(至) タイショウ ネンド イタル																						2012		2013		2014		2015		2016		2017		2018		2019		2020		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027

		2013		2024																						23		24		25		26		27		28		29		30		1		2		3

																										1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23

				工種 コウシュ		件数 ケンスウ				並べ替え ナラ カ		工種 コウシュ		件数 ケンスウ				番号 バンゴウ		工種 コウシュ		件数 ケンスウ		事故の型 ジコ カタ		墜落・転落 ツイラク テンラク		転倒 テントウ		激突 ゲキトツ		飛来・落下物に当たる ヒライ ラッカブツ ア		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		激突され ゲキトツ		投げた物にあたる ナ モノ		はさまれ、巻き込まれ マ コ		切れ、こすれ キ		踏み抜き フ ヌ		おぼれ		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		有害物等との接触 ユウガイブツ トウ セッショク		感電 カンデン		爆発 バクハツ		破裂 ハレツ		火災 カサイ		交通事故 コウツウ ジコ		動作の反動、無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		異物(眼、耳、鼻) イブツ メ ミミ ハナ		圧重され(落下物、重量物、車両等) アツ ジュウ ラッカブツ ジュウリョウブツ シャリョウ トウ		騒音吸収 ソウオン キュウシュウ		その他 タ

		1		深浅測量 シンセン ソクリョウ		0				21		上部工 ジョウブコウ		34				1		深浅測量 シンセン ソクリョウ						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0

		2		探査工 タンサ コウ		1				5		浚渫・床掘り シュンセツ トコ ホ		29				2		探査工 タンサ コウ						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

		3		土質調査 ドシツ チョウサ		14				6		地盤改良 ジバン カイリョウ		27				3		土質調査 ドシツ チョウサ						0		0		0		0		0		1		0		13		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				14		14

		4		環境調査 カンキョウ チョウサ		1				8		捨石及び均し ステイシオヨ ナラ		25				4		環境調査 カンキョウ チョウサ						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

		5		浚渫・床掘り シュンセツ トコ ホ		36				17		コンクリートブロック製作 セイサク		23				5		浚渫・床掘り シュンセツ トコ ホ						8		12		1		1		0		1		0		9		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				36		36

		6		地盤改良 ジバン カイリョウ		34				9		杭及び矢板 クイオヨ ヤイタ		21				6		地盤改良 ジバン カイリョウ						1		1		0		3		0		1		1		17		0		0		0		0		0		0		0		0		0		8		0		0		0		0		2				34		34

		7		先掘防止マット セン クツ ボウシ		3				19		コンクリートブロック据付 スエツケ		21				7		先掘防止マット セン クツ ボウシ						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2				3		3

		8		捨石及び均し ステイシオヨ ナラ		30				3		土質調査 ドシツ チョウサ		14				8		捨石及び均し ステイシオヨ ナラ						4		1		2		3		0		0		0		8		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		1		0		10				30		30

		9		杭及び矢板 クイオヨ ヤイタ		25				11		ケーソン製作(陸上施工) セイサク リクジョウ セコウ		11				9		杭及び矢板 クイオヨ ヤイタ						2		1		1		9		1		1		0		8		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0				25		25

		10		控工 ヒカ コウ		0				22		舗装 ホソウ		11				10		控工 ヒカ コウ						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0

		11		ケーソン製作(陸上施工) セイサク リクジョウ セコウ		10				12		ケーソン製作(FD) セイサク		10				11		ケーソン製作(陸上施工) セイサク リクジョウ セコウ						2		1		1		0		0		0		0		3		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				10		10

		12		ケーソン製作(フローティングドッグ) セイサク		11				20		中詰 ナカ ヅメ		6				12		ケーソン製作(フローティングドッグ) セイサク						5		1		0		0		0		1		0		2		1		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				11		11

		13		ケーソン製作(ドライドッグ) セイサク		2				25		土工 ドコウ		6				13		ケーソン製作(ドライドッグ) セイサク						1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2		2

		14		ケーソン海上打継ぎ カイジョウ ウチツ		5				28		汚濁防止膜工 オダク ボウシ マク コウ		6				14		ケーソン海上打継ぎ カイジョウ ウチツ						1		0		0		1		1		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5		5

		15		ケーソン進水 シンスイ		5				14		ケーソン海上打継ぎ カイジョウ ウチツ		5				15		ケーソン進水 シンスイ						2		0		0		1		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5		5

		16		ケーソン曳航、据付 エイコウ スエツケ		8				16		ケーソン曳航、据付 エイコウ スエツケ		5				16		ケーソン曳航、据付 エイコウ スエツケ						0		0		0		1		0		0		0		6		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				8		8

		17		コンクリートブロック製作 セイサク		24				18		コンクリートブロック転置 テンチ		5				17		コンクリートブロック製作 セイサク						7		1		0		2		0		0		0		11		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		1				24		24

		18		コンクリートブロック転置 テンチ		4				15		ケーソン進水 シンスイ		3				18		コンクリートブロック転置 テンチ						1		0		0		0		0		1		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				4		4

		19		コンクリートブロック据付 スエツケ		25				24		溶接及び切断 ヨウセツ オヨ セツダン		3				19		コンクリートブロック据付 スエツケ						2		2		0		3		0		2		0		14		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				25		25

		20		中詰 ナカ ヅメ		8				26		埋立 ウメタテ		3				20		中詰 ナカ ヅメ						0		0		0		1		0		0		0		7		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				8		8

		21		上部工 ジョウブコウ		30				7		先掘防止マット セン クツ ボウシ		2				21		上部工 ジョウブコウ						2		3		1		6		0		3		1		12		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				30		30

		22		舗装 ホソウ		12				13		ケーソン製作(ドライドッグ) セイサク		2				22		舗装 ホソウ						2		0		1		3		0		3		0		2		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				12		12

		23		けい船岸付属工 セン ガン フゾク コウ		2				23		けい船岸付属工 セン ガン フゾク コウ		2				23		けい船岸付属工 セン ガン フゾク コウ						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				2		2

		24		溶接及び切断 ヨウセツ オヨ セツダン		2				2		探査工 タンサ コウ		1				24		溶接及び切断 ヨウセツ オヨ セツダン						0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2		2

		25		土工 ドコウ		12				4		環境調査 カンキョウ チョウサ		1				25		土工 ドコウ						2		1		0		0		1		1		0		6		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0				12		12

		26		埋立 ウメタテ		3				10		控工 ヒカ コウ		1				26		埋立 ウメタテ						0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3

		27		植生工 ショクセイ コウ		0				1		深浅測量 シンセン ソクリョウ		0				27		植生工 ショクセイ コウ						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0

		28		汚濁防止膜工 オダク ボウシ マク コウ		7				27		植生工 ショクセイ コウ		0				28		汚濁防止膜工 オダク ボウシ マク コウ						1		0		0		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				7		7

		29		その他 タ		134				29		その他 タ		113				29		その他 タ						26		9		3		10		0		5		0		48		5		1		8		0		2		0		0		0		0		0		1		0		0		0		16				134		134

						448																				73		35		10		46		3		21		2		175		19		1		10		1		4		0		0		0		0		9		3		0		1		0		35				448		448

		以下、添付用（手動更新） イカ テンプ ヨウ シュドウ コウシン

																										8		1		4		2		9		6		11		3		19		5		9999				23		7		12		13		18		21		10		14		15		16		17		20		22				合計 ゴウケイ

		番号 バンゴウ		事故の型 ジコ カタ		件数 ケンスウ				並べ替え ナラ カ		事故の型 ジコ カタ		件数 ケンスウ				番号 バンゴウ		工種 コウシュ		件数 ケンスウ		事故の型 ジコ カタ		はさまれ、巻き込まれ マ コ		墜落・転落 ツイラク テンラク		飛来・落下物に当たる ヒライ ラッカブツ ア		転倒 テントウ		切れ、こすれ キ		激突され ゲキトツ		おぼれ		激突 ゲキトツ		動作の反動、無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		その他 タ				その他 タ		投げた物にあたる ナ モノ		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		有害物等との接触 ユウガイブツ トウ セッショク		交通事故 コウツウ ジコ		圧重され(落下物、重量物、車両等) アツ ジュウ ラッカブツ ジュウリョウブツ シャリョウ トウ		踏み抜き フ ヌ		感電 カンデン		爆発 バクハツ		破裂 ハレツ		火災 カサイ		異物(眼、耳、鼻) イブツ メ ミミ ハナ		騒音吸収 ソウオン キュウシュウ

		1		墜落・転落 ツイラク テンラク		73				8		はさまれ、巻き込まれ マ コ		156				21		上部工 ジョウブコウ						13		3		5		4		2		2		2		1		0		0		2				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				34

		2		転倒 テントウ		35				1		墜落・転落 ツイラク テンラク		62				5		浚渫・床掘り シュンセツ トコ ホ						10		7		1		4		3		1		0		1		1		0		1				0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				29

		3		激突 ゲキトツ		10				4		飛来・落下物に当たる ヒライ ラッカブツ ア		43				6		地盤改良 ジバン カイリョウ						14		1		2		1		0		1		0		0		0		0		8				4		1		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0				27

		4		飛来・落下物に当たる ヒライ ラッカブツ ア		47				2		転倒 テントウ		22				8		捨石及び均し ステイシオヨ ナラ						6		4		3		0		0		0		0		2		0		0		10				8		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0				25

		5		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		3				9		切れ、こすれ キ		19				17		ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作 セイサク						10		6		2		2		1		0		0		0		1		0		1				1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				23

		6		激突され ゲキトツ		21				6		激突され ゲキトツ		15				9		杭及び矢板 クイオヨ ヤイタ						8		2		5		1		1		1		0		1		1		1		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				21

		7		投げた物にあたる ナ モノ		2				11		おぼれ		11				19		ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付 スエツケ						11		3		3		1		1		2		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				21

		8		はさまれ、巻き込まれ マ コ		175				3		激突 ゲキトツ		7				3		土質調査 ドシツ チョウサ						13		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				14

		9		切れ、こすれ キ		19				19		動作の反動、無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		5				11		ｹｰｿﾝ製作(陸上) セイサク リクジョウ						3		2		1		1		2		0		0		1		1		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				11

		10		踏み抜き フ ヌ		1				5		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		4				22		舗装 ホソウ						3		1		3		0		0		3		0		0		0		0		1				0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				11

		11		おぼれ		10				7		投げた物にあたる ナ モノ		2				12		ｹｰｿﾝ製作(FD) セイサク						3		3		0		0		0		0		0		0		0		1		3				2		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0				10

		12		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		1				12		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		2				20		中詰 ナカ ヅメ						5		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				6

		13		有害物等との接触 ユウガイブツ トウ セッショク		4				13		有害物等との接触 ユウガイブツ トウ セッショク		2				25		土工 ドコウ						3		1		1		0		0		0		0		0		0		1		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				6

		14		感電 カンデン		0				18		交通事故 コウツウ ジコ		2				28		汚濁防止膜工 オダク ボウシ マク コウ						1		1		1		0		2		0		0		0		0		0		1				1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				6

		15		爆発 バクハツ		0				21		圧重され(落下物、重量物、車両等) アツ ジュウ ラッカブツ ジュウリョウブツ シャリョウ トウ		2				14		ｹｰｿﾝ海上打継ぎ カイジョウ ウチツ						1		1		1		0		1		0		0		0		0		1		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5

		16		破裂 ハレツ		0				10		踏み抜き フ ヌ		1				16		ｹｰｿﾝ曳航、据付 エイコウ スエツケ						3		0		1		0		0		0		0		0		0		0		1				1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5

		17		火災 カサイ		0				14		感電 カンデン		0				18		ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置 テンチ						3		1		0		0		0		1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5

		18		交通事故 コウツウ ジコ		9				15		爆発 バクハツ		0				9999		その他						46		26		12		8		6		3		9		1		1		0		19				18		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0				131

		19		動作の反動、無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		3				16		破裂 ハレツ		0

		20		異物(眼、耳、鼻) イブツ メ ミミ ハナ		0				17		火災 カサイ		0				29		その他 タ						40		20		11		6		5		3		9		1		1		0		17				16		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0				113

		21		圧重され(落下物、重量物、車両等) アツ ジュウ ラッカブツ ジュウリョウブツ シャリョウ トウ		1				20		異物(眼、耳、鼻) イブツ メ ミミ ハナ		0				15		ケーソン進水 シンスイ						1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3

		22		騒音吸収 ソウオン キュウシュウ		0				22		騒音吸収 ソウオン キュウシュウ		0				24		溶接及び切断 ヨウセツ オヨ セツダン						1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3

		23		その他 タ		35				23		その他 タ		36				26		埋立 ウメタテ						3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3

																		7		先掘防止マット セン クツ ボウシ						0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1				1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2

						449												13		ケーソン製作(ドライドッグ) セイサク						0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2

																		23		けい船岸付属工 セン ガン フゾク コウ						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2

																		2		探査工 タンサ コウ						0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1

																		4		環境調査 カンキョウ チョウサ						0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1

																		10		控工 ヒカ コウ						0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1

																		1		深浅測量 シンセン ソクリョウ						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0

																		27		植生工 ショクセイ コウ						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0

																				合計 ゴウケイ						156		62		42		22		19		15		11		7		5		4		47				36		2		2		2		2		2		1		0		0		0		0		0		0				390



主要な工種と事故の型



はさまれ、巻き込まれ	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	13	10	14	6	10	8	11	13	3	3	3	墜落・転落	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	3	7	1	4	6	2	3	0	2	1	3	飛来・落下物に当たる	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	5	1	2	3	2	5	3	0	1	3	0	転倒	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	4	4	1	0	2	1	1	0	1	0	0	切れ、こすれ	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	2	3	0	0	1	1	1	0	2	0	0	激突され	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	2	1	1	0	0	1	2	1	0	3	0	おぼれ	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	2	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	激突	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	1	1	0	2	0	1	0	0	1	0	0	動作の反動、無理な動作	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	0	1	0	0	1	1	0	0	1	0	0	崩壊・倒壊	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	0	0	0	0	0	1	0	0	0	0	1	その他	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	2	1	8	10	1	0	0	0	0	1	3	







工種別事故発生件数(2012年度-2021年度)



工種別	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	コンクリートブロック製作	杭及び矢板	コンクリートブロック据付	土質調査	ケーソン製作(陸上施工)	舗装	ケーソン製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ケーソン海上打継ぎ	ケーソン曳航、据付	コンクリートブロック転置	ケーソン進水	溶接及び切断	埋立	先掘防止マット	ケーソン製作(ドライドッグ)	けい船岸付属工	探査工	環境調査	控工	34	29	27	25	23	21	21	14	11	11	10	6	6	6	5	5	5	3	3	3	2	2	2	1	1	1	113	



事故の型別発生件数(2012年度-2021年度)



事故の型別	

はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	投げた物にあたる	高温の物との接触	有害物等との接触	交通事故	圧重され(落下物、重量物、車両等)	踏み抜き	156	62	43	22	19	15	11	7	5	4	2	2	2	2	2	1	36	

主要な工種と事故の型



はさまれ、巻き込まれ	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	13	10	14	6	10	8	11	13	3	3	3	5	3	1	1	3	3	墜落・転落	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	3	7	1	4	6	2	3	0	2	1	3	0	1	1	1	0	1	飛来・落下物に当たる	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	5	1	2	3	2	5	3	0	1	3	0	1	1	1	1	1	0	転倒	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	4	4	1	0	2	1	1	0	1	0	0	0	0	0	0	0	0	切れ、こすれ	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	2	3	0	0	1	1	1	0	2	0	0	0	0	2	1	0	0	激突され	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	2	1	1	0	0	1	2	1	0	3	0	0	0	0	0	0	1	おぼれ	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	2	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	激突	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	1	1	0	2	0	1	0	0	1	0	0	0	0	0	0	0	0	動作の反動、無理な動作	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	0	1	0	0	1	1	0	0	1	0	0	0	0	0	0	0	0	崩壊・倒壊	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	0	0	0	0	0	1	0	0	0	0	1	0	1	0	1	0	0	その他	

上部工	浚渫・床掘り	地盤改良	捨石及び均し	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製作	杭及び矢板	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ据付	土質調査	ｹｰｿﾝ製作(陸上)	舗装	ｹｰｿﾝ製作(FD)	中詰	土工	汚濁防止膜工	ｹｰｿﾝ海上打継ぎ	ｹｰｿﾝ曳航、据付	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ転置	2	1	8	10	1	0	0	0	0	1	3	0	0	1	0	1	0	









作業別

		対象年度(自) タイショウ ネンド ジ		対象年度(至) タイショウ ネンド イタル																						2012		2013		2014		2015		2016		2017		2018		2019		2020		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027

		2012		2024																						23		24		25		26		27		28		29		30		1		2		3

																										1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23																																														事故分類												作業名

		番号 バンゴウ		作業名 サギョウ メイ		件数 ケンスウ				並べ替え ナラ カ		作業名 サギョウ メイ		件数 ケンスウ				番号 バンゴウ		工種 コウシュ						墜落・転落 ツイラク テンラク		転倒 テントウ		激突 ゲキトツ		飛来・落下物に当たる ヒライ ラッカブツ ア		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		激突され ゲキトツ		投げた物にあたる ナ モノ		はさまれ、巻き込まれ マ コ		切れ、こすれ キ		踏み抜き フ ヌ		おぼれ		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		有害物等との接触 ユウガイブツ トウ セッショク		感電 カンデン		爆発 バクハツ		破裂 ハレツ		火災 カサイ		交通事故 コウツウ ジコ		動作の反動、無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		異物(眼、耳、鼻) イブツ メ ミミ ハナ		圧重され(落下物、重量物、車両等) アツ ジュウ ラッカブツ ジュウリョウブツ シャリョウ トウ		騒音吸収 ソウオン キュウシュウ		その他 タ																																												0101:墜落：足場から		101		墜落：足場から		16						01:従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)		1		従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)		19

		1		従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)		19				2		作業準備		32				1		従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)						4		3		1		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		8		0		0		0		0		1				19		19																																						0102:墜落：架設通路から		102		墜落：架設通路から		2						02:作業準備		2		作業準備		37

		2		作業準備		37				4		材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)		32				2		作業準備						8		3		1		1		0		0		0		17		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		4				37		37																																						0104:墜落：踊り場から		104		墜落：踊り場から		0						03:装備機械器具等の点検・整備		3		装備機械器具等の点検・整備		18

		3		装備機械器具等の点検・整備		18				55		型枠組立・解体		28				3		装備機械器具等の点検・整備						5		3		1		1		0		0		0		4		4		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				18		18																																						0105:墜落：梯子から		105		墜落：梯子から		10						04:材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)		4		材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)		42

		4		材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)		42				14		船舶等の接舷・係留		21				4		材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)						7		2		2		4		1		2		0		22		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				42		42																																						0106:墜落：脚立、うまから		106		墜落：脚立、うまから		3						05:材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)		5		材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)		8

		5		材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)		8				51		ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)		15				5		材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)						2		0		0		1		0		0		0		5		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				8		8																																						0107:墜落：スレート、波板等の踏み抜き		107		墜落：スレート、波板等の踏み抜き		1						06:材料、資材等の運搬(人力による)		6		材料、資材等の運搬(人力による)		4

		6		材料、資材等の運搬(人力による)		4				3		装備機械器具等の点検・整備		14				6		材料、資材等の運搬(人力による)						0		0		0		0		0		0		0		4		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				4		4																																						0110:墜落：窓、階段、開口部、床の端から		110		墜落：窓、階段、開口部、床の端から		3						07:材料、資材等の運搬(陸上)		7		材料、資材等の運搬(陸上)		14

		7		材料、資材等の運搬(陸上)		14				7		材料、資材等の運搬(陸上)		12				7		材料、資材等の運搬(陸上)						1		0		0		2		1		2		0		7		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				14		14																																						0113:墜落：型枠、型枠支保工から		113		墜落：型枠、型枠支保工から		1						08:材料、資材等の運搬(海上)		8		材料、資材等の運搬(海上)		5

		8		材料、資材等の運搬(海上)		5				23		潜水作業(調査等)		12				8		材料、資材等の運搬(海上)						0		1		0		0		0		0		0		3		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5		5																																						0116:墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等		116		墜落：クレーン等から下敷、接触、衝突等		4						09:電気設備		9		電気設備		1

		9		電気設備		1				40		土砂・石材等の海上投入		12				9		電気設備						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				1		1																																						0119:墜落：その他の機械設備から		119		墜落：その他の機械設備から		4						12:ガス溶接・切断		12		ガス溶接・切断		3

		12		ガス溶接・切断		3				52		フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水		12				12		ガス溶接・切断						1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3																																						0120:墜落：ガケ、斜面から		120		墜落：ガケ、斜面から		2						13:作業船の転船		13		作業船の転船		3

		13		作業船の転船		3				17		足場の組立・解体等		11				13		作業船の転船						2		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3																																						0122:墜落：作業船から(溺れを除く)		122		墜落：作業船から(溺れを除く)		8						14:船舶等の接舷・係留		14		船舶等の接舷・係留		23

		14		船舶等の接舷・係留		23				1		従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)		9				14		船舶等の接舷・係留						3		2		1		5		0		1		0		9		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		1				23		23																																						0123:墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)		123		墜落：ケーソン・ブロック等の天端から(溺れを除く)		7						15:舷外及び揚投錨		15		舷外及び揚投錨		3

		15		舷外及び揚投錨		3				25		試錐		9				15		舷外及び揚投錨						0		1		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3																																						0199:墜落：その他		199		墜落：その他		14						16:測量櫓等の設置・撤去		16		測量櫓等の設置・撤去		1

		16		測量櫓等の設置・撤去		1				54		鉄筋運搬・組立		9				16		測量櫓等の設置・撤去						0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						0201:飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		201		飛来、落下：クレーン等で運搬中(吊り荷等)のもの		17						17:足場の組立・解体等		17		足場の組立・解体等		13

		17		足場の組立・解体等		13				5		材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)		8				17		足場の組立・解体等						5		1		0		1		1		0		0		4		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				13		13																																						0202:飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等		202		飛来、落下：用具、荷、取り付け前の部材等		7						18:曳航・回航		18		曳航・回航		1

		18		曳航・回航		1				60		コンクリート運搬・打設(陸上)		8				18		曳航・回航						0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						0203:飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの		203		飛来、落下：丸太、角材、パネル等の取り付け後のもの		4						19:陸上測量		19		陸上測量		1

		19		陸上測量		1				47		杭及び矢板打		7				19		陸上測量						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						0204:飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等		204		飛来、落下：作業船のロープ、ワイヤーロープの切断等		6						20:測深(海上)		20		測深(海上)		1

		20		測深(海上)		1				61		コンクリート運搬・打設(陸上)		5				20		測深(海上)						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0				1		1																																						0299:飛来、落下：その他		299		飛来、落下：その他		23						23:潜水作業(調査等)		23		潜水作業(調査等)		17

		23		潜水作業(調査等)		17				66		コンクリート舗装		5				23		潜水作業(調査等)						0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		15				17		17																																						0301:倒壊：足場、作業構台等		301		倒壊：足場、作業構台等		4						25:試錐		25		試錐		9

		25		試錐		9				8		材料、資材等の運搬(海上)		4				25		試錐						0		0		0		0		0		0		0		9		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				9		9																																						0302:倒壊：型枠支保工等		302		倒壊：型枠支保工等		3						29:海上浮動管布設・撤去５７目地		29		海上浮動管布設・撤去５７目地		2

		29		海上浮動管布設・撤去５７目地		2				34		グラブ浚渫		4				29		海上浮動管布設・撤去５７目地						0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2		2																																						0402:土砂崩壊：岩石の崩壊・崩落		402		土砂崩壊：岩石の崩壊・崩落		0						30:沈設管布設・撤去		30		沈設管布設・撤去		8

		30		沈設管布設・撤去		8				42		土砂・石材等の水中均し		4				30		沈設管布設・撤去						1		6		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				8		8																																						0501:落盤：落盤、肌落ち		501		落盤：落盤、肌落ち		1						31:受枠布設・撤去(陸上)		31		受枠布設・撤去(陸上)		1

		31		受枠布設・撤去(陸上)		1				83		汚濁防止膜布設・撤去		4				31		受枠布設・撤去(陸上)						0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						0603:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		603		クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：移動式クレーン		9						34:グラブ浚渫		34		グラブ浚渫		4

		34		グラブ浚渫		4				6		材料、資材等の運搬(人力による)		3				34		グラブ浚渫						0		1		0		1		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				4		4																																						0607:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：ウインチを利用した揚重装置		607		クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：ウインチを利用した揚重装置		1						36:砕岩浚渫		36		砕岩浚渫		1

		36		砕岩浚渫		1				12		ガス溶接・切断		3				36		砕岩浚渫						0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						0608:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		608		クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のクレーン、グラブ、揚重装置		8						38:土運搬		38		土運搬		3

		38		土運搬		3				13		作業船の転船		3				38		土運搬						0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0				3		3																																						0699:クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置		699		クレーン等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の揚重装置		1						39:土砂・石材等の陸上投入		39		土砂・石材等の陸上投入		3

		39		土砂・石材等の陸上投入		3				15		舷外及び揚投錨		3				39		土砂・石材等の陸上投入						0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3																																						0702:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		702		自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他のトラック		1						40:土砂・石材等の海上投入		40		土砂・石材等の海上投入		14

		40		土砂・石材等の海上投入		14				59		モルタル混合・注入		3				40		土砂・石材等の海上投入						3		1		0		0		0		1		0		5		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4				14		14																																						0703:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：コンクリートミキサー車		703		自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：コンクリートミキサー車		2						41:土砂・石材等の陸上均し		41		土砂・石材等の陸上均し		1

		41		土砂・石材等の陸上均し		1				29		海上浮動管布設・撤去５７目地		2				41		土砂・石材等の陸上均し						0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						0703:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：コンクリートミキサー車		703		自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：コンクリートミキサー車		2						42:土砂・石材等の水中均し		42		土砂・石材等の水中均し		6

		42		土砂・石材等の水中均し		6				38		土運搬		2				42		土砂・石材等の水中均し						0		0		0		1		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2				6		6																																						0799:自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		799		自動車の転倒、下敷、接触、衝突等：その他		2						45:深層混合処理		45		深層混合処理		3

		45		深層混合処理		3				39		土砂・石材等の陸上投入		2				45		深層混合処理						0		0		0		1		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				3		3																																						0804:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		804		建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：バックホウ等		6						47:杭及び矢板打		47		杭及び矢板打		8

		47		杭及び矢板打		8				45		深層混合処理		2				47		杭及び矢板打						0		0		0		4		0		1		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				8		8																																						0805:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等		805		建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：杭打機、杭抜機等		3						51:ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)		51		ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)		23

		51		ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)		23				78		コンクリートブロック積		2				51		ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)						5		2		0		2		0		1		0		13		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				23		23																																						0808:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		808		建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の車両系建設機械		2						52:フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水		52		フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水		13

		52		フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水		13				9		電気設備		1				52		フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水						0		0		0		1		0		0		0		1		0		0		7		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4				13		13																																						0809:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		809		建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：作業船等のウインチ・機械設備		14						53:鉄筋加工		53		鉄筋加工		1

		53		鉄筋加工		1				16		測量櫓等の設置・撤去		1				53		鉄筋加工						0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						0899:建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		899		建設機械等の転倒、下敷、接触、衝突等：その他の建設機械		17						54:鉄筋運搬・組立		54		鉄筋運搬・組立		13

		54		鉄筋運搬・組立		13				18		曳航・回航		1				54		鉄筋運搬・組立						5		1		0		3		0		1		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				13		13																																						0999:電気：その他の作業		999		電気：その他の作業		2						55:型枠組立・解体		55		型枠組立・解体		30

		55		型枠組立・解体		30				19		陸上測量		1				55		型枠組立・解体						3		1		1		3		1		1		1		10		5		0		1		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		2				30		30																																						1001:爆発、火災等：発破		1001		爆発、火災等：発破		1						56:支保工の組立・解体		56		支保工の組立・解体		1

		56		支保工の組立・解体		1				20		測深(海上)		1				56		支保工の組立・解体						0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						1099:爆発、火災等：その他の爆発・火災		1099		爆発、火災等：その他の爆発・火災		1						59:モルタル混合・注入		59		モルタル混合・注入		3

		59		モルタル混合・注入		3				30		沈設管布設・撤去		1				59		モルタル混合・注入						0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3																																						1101:取扱運搬等：積卸し作業中		1101		取扱運搬等：積卸し作業中		21						60:コンクリート運搬・打設(陸上)		60		コンクリート運搬・打設(陸上)		10

		60		コンクリート運搬・打設(陸上)		10				31		受枠布設・撤去(陸上)		1				60		コンクリート運搬・打設(陸上)						2		1		1		1		0		0		0		5		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				10		10																																						1102:取扱運搬等：重量物の取扱中		1102		取扱運搬等：重量物の取扱中		23						61:コンクリート運搬・打設(陸上)		61		コンクリート運搬・打設(陸上)		5

		61		コンクリート運搬・打設(陸上)		5				36		砕岩浚渫		1				61		コンクリート運搬・打設(陸上)						2		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5		5																																						1103:取扱運搬等：機械の調整中		1103		取扱運搬等：機械の調整中		6						65:路床・路盤の転圧		65		路床・路盤の転圧		1

		65		路床・路盤の転圧		1				41		土砂・石材等の陸上均し		1				65		路床・路盤の転圧						0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						1104:取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		1104		取扱運搬等：作業船等の係留、甲板作業中		38						66:コンクリート舗装		66		コンクリート舗装		5

		66		コンクリート舗装		5				53		鉄筋加工		1				66		コンクリート舗装						0		0		0		2		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5		5																																						1199:取扱運搬等：その他		1199		取扱運搬等：その他		21						74:掘削(機械施工)		74		掘削(機械施工)		1

		74		掘削(機械施工)		1				56		支保工の組立・解体		1				74		掘削(機械施工)						0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1																																						1201:工具等取り扱い：除草用カッター等		1201		工具等取り扱い：除草用カッター等		1						78:コンクリートブロック積		78		コンクリートブロック積		2

		78		コンクリートブロック積		2				65		路床・路盤の転圧		1				78		コンクリートブロック積						0		0		0		1		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2		2																																						1203:工具等取り扱い：コンクリートブレーカー等		1203		工具等取り扱い：コンクリートブレーカー等		0						83:汚濁防止膜布設・撤去		83		汚濁防止膜布設・撤去		5

		83		汚濁防止膜布設・撤去		5				74		掘削(機械施工)		1				83		汚濁防止膜布設・撤去						1		0		0		2		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				5		5																																						1204:工具等取り扱い：ドリル・削岩機等		1204		工具等取り扱い：ドリル・削岩機等		5						84:その他(　)		84		その他(　)		96

		84		その他(　)		96				84		その他(　)		74				84		その他(　)						18		7		2		11		0		7		0		39		5		1		1		1		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		2				96		96																																						1299:工具等取り扱い：その他		1299		工具等取り扱い：その他		37

																																																																																																																		1303:その他：高熱物、低熱物等による		1303		その他：高熱物、低熱物等による		1

						486																				79		38		10		51		4		20		2		189		21		1		10		2		2		0		0		0		0		9		5		0		1		0		42				486		486																																						1304:その他：溺れ(潜水士を除く)		1304		その他：溺れ(潜水士を除く)		10

																																																																																																																		1306:その他：潜水士の溺れ		1306		その他：潜水士の溺れ		2

																																																																																																																		1307:その他：潜水病、減圧症		1307		その他：潜水病、減圧症		17

																																																																																																																		1399:その他：その他		1399		その他：その他		78

		以下、添付用（手動更新） イカ テンプ ヨウ シュドウ コウシン

																										8		1		4		2		9		6		11		3		19		5						7		12		13		18		21		10		14		15		16		17		20		22		23

		番号 バンゴウ		事故の型 ジコ カタ		件数 ケンスウ				並べ替え ナラ カ		事故の型 ジコ カタ		件数 ケンスウ				番号 バンゴウ		工種 コウシュ						はさまれ、巻き込まれ マ コ		墜落・転落 ツイラク テンラク		飛来・落下物に当たる ヒライ ラッカブツ ア		転倒 テントウ		切れ、こすれ キ		激突され ゲキトツ		おぼれ		激突 ゲキトツ		動作の反動、無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		その他 タ				投げた物にあたる ナ モノ		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		有害物等との接触 ユウガイブツ トウ セッショク		交通事故 コウツウ ジコ		圧重され(落下物、重量物、車両等) アツ ジュウ ラッカブツ ジュウリョウブツ シャリョウ トウ		踏み抜き フ ヌ		感電 カンデン		爆発 バクハツ		破裂 ハレツ		火災 カサイ		異物(眼、耳、鼻) イブツ メ ミミ ハナ		騒音吸収 ソウオン キュウシュウ		その他 タ				合計 ゴウケイ

		1		墜落・転落 ツイラク テンラク		80				8		はさまれ、巻き込まれ マ コ		156				2		作業準備						14		7		0		2		1		0		0		1		0		0		7				0		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		5				32		32

		2		転倒 テントウ		38				1		墜落・転落 ツイラク テンラク		62				4		材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)						16		5		3		2		1		2		0		1		0		1		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				32		32

		3		激突 ゲキトツ		10				4		飛来・落下物に当たる ヒライ ラッカブツ ア		43				55		型枠組立・解体						10		3		2		1		4		0		2		1		1		1		3				1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2				28		28

		4		飛来・落下物に当たる ヒライ ラッカブツ ア		53				2		転倒 テントウ		22				14		船舶等の接舷・係留						8		3		4		2		0		1		0		1		1		0		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				21		21

		5		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		4				9		切れ、こすれ キ		19				51		ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)						9		3		2		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				15		15

		6		激突され ゲキトツ		21				6		激突され ゲキトツ		15				3		装備機械器具等の点検・整備						3		5		1		1		3		0		0		1		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				14		14

		7		投げた物にあたる ナ モノ		2				11		おぼれ		11				7		材料、資材等の運搬(陸上)						5		1		2		0		0		2		0		0		0		1		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				12		12

		8		はさまれ、巻き込まれ マ コ		190				3		激突 ゲキトツ		7				23		潜水作業(調査等)						1		0		0		0		0		0		1		0		0		0		10				0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		9				12		12

		9		切れ、こすれ キ		21				19		動作の反動、無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		5				40		土砂・石材等の海上投入						4		3		0		0		0		1		0		0		0		0		4				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4				12		12

		10		踏み抜き フ ヌ		1				5		崩壊・倒壊 ホウカイ トウカイ		4				52		フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水						1		0		0		0		0		0		7		0		0		0		4				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4				12		12

		11		おぼれ		10				7		投げた物にあたる ナ モノ		2				17		足場の組立・解体等						4		3		1		1		0		0		0		0		0		1		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				11		11

		12		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		2				12		高温の物との接触 コウオン モノ セッショク		2				1		従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)						0		2		0		3		0		0		0		0		0		0		4				1		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		1				9		9

		13		有害物等との接触 ユウガイブツ トウ セッショク		4				13		有害物等との接触 ユウガイブツ トウ セッショク		2				25		試錐						9		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				9		9

		14		感電 カンデン		0				18		交通事故 コウツウ ジコ		2				54		鉄筋運搬・組立						2		3		3		0		0		0		0		0		0		0		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				9		9

		15		爆発 バクハツ		0				21		圧重され(落下物、重量物、車両等) アツ ジュウ ラッカブツ ジュウリョウブツ シャリョウ トウ		2				5		材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)						5		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				8		8

		16		破裂 ハレツ		0				10		踏み抜き フ ヌ		1				60		コンクリート運搬・打設(陸上)						3		1		1		1		1		0		0		1		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				8		8

		17		火災 カサイ		0				14		感電 カンデン		0				47		杭及び矢板打						2		0		3		0		1		1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				7		7

		18		交通事故 コウツウ ジコ		9				15		爆発 バクハツ		0				61		コンクリート運搬・打設(陸上)						0		2		1		0		0		1		0		0		0		0		1				0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5		5

		19		動作の反動、無理な動作 ドウサ ハンドウ ムリ ドウサ		5				16		破裂 ハレツ		0				66		コンクリート舗装						3		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				5		5

		20		異物(眼、耳、鼻) イブツ メ ミミ ハナ		0				17		火災 カサイ		0						その他 タ						57		19		16		8		8		6		1		1		3		0		9				0		1		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		6				128		128

		21		圧重され(落下物、重量物、車両等) アツ ジュウ ラッカブツ ジュウリョウブツ シャリョウ トウ		1				20		異物(眼、耳、鼻) イブツ メ ミミ ハナ		0

		22		騒音吸収 ソウオン キュウシュウ		0				22		騒音吸収 ソウオン キュウシュウ		0

		23		その他 タ		43				23		その他 タ		36				8		材料、資材等の運搬(海上)						3		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				4		4

																		34		グラブ浚渫						2		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				4		4

						494												42		土砂・石材等の水中均し						2		0		1		0		0		0		0		0		0		0		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				4		4

																		83		汚濁防止膜布設・撤去						0		1		1		0		1		0		0		0		0		0		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				4		4

																		6		材料、資材等の運搬(人力による)						3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3

																		12		ガス溶接・切断						1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3

																		13		作業船の転船						1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3

																		15		舷外及び揚投錨						1		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3

																		59		モルタル混合・注入						3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		3

																		29		海上浮動管布設・撤去５７目地						1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2		2

																		38		土運搬						0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2		2

																		39		土砂・石材等の陸上投入						2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2		2

																		45		深層混合処理						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				2		2

																		78		コンクリートブロック積						1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2		2

																		9		電気設備						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				1		1

																		16		測量櫓等の設置・撤去						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		18		曳航・回航						0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		19		陸上測量						0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		20		測深(海上)						0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		30		沈設管布設・撤去						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		31		受枠布設・撤去(陸上)						0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		36		砕岩浚渫						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		41		土砂・石材等の陸上均し						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		53		鉄筋加工						0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		56		支保工の組立・解体						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		65		路床・路盤の転圧						1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		74		掘削(機械施工)						0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1

																		84		その他(　)						30		14		10		3		4		4		1		1		2		0		5				0		1		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		2				74		74

																										156		62		42		22		19		14		11		7		5		4		47				2		2		2		2		2		1		0		0		0		0		0		0		36				389		389

																										99		43		26		14		11		8		10		6		2		4



主要な事故の型と要因(作業)



作業準備	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	14	7	0	2	1	0	0	1	0	0	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	16	5	3	2	1	2	0	1	0	1	型枠組立・解体	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	10	3	2	1	4	0	2	1	1	1	船舶等の接舷・係留	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	8	3	4	2	0	1	0	1	1	0	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	9	3	2	1	0	0	0	0	0	0	装備機械器具等の点検・整備	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	3	5	1	1	3	0	0	1	0	0	材料、資材等の運搬(陸上)	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	5	1	2	0	0	2	0	0	0	1	潜水作業(調査等)	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	1	0	0	0	0	0	1	0	0	0	土砂・石材等の海上投入	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	4	3	0	0	0	1	0	0	0	0	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	1	0	0	0	0	0	7	0	0	0	足場の組立・解体等	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	4	3	1	1	0	0	0	0	0	1	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	0	2	0	3	0	0	0	0	0	0	試錐	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	9	0	0	0	0	0	0	0	0	0	鉄筋運搬・組立	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	2	3	3	0	0	0	0	0	0	0	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	5	2	1	0	0	0	0	0	0	0	コンクリート運搬・打設(陸上)	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	3	1	1	1	1	0	0	1	0	0	杭及び矢板打	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	2	0	3	0	1	1	0	0	0	0	コンクリート運搬・打設(陸上)	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	0	2	1	0	0	1	0	0	0	0	コンクリート舗装	はさまれ、巻き込まれ	墜落・転落	飛来・落下物に当たる	転倒	切れ、こすれ	激突され	おぼれ	激突	動作の反動、無理な動作	崩壊・倒壊	3	0	2	0	0	0	0	0	0	0	







主要な工種と事故の型



はさまれ、巻き込まれ	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	14	16	10	8	9	3	5	1	4	1	4	0	9	2	5	3	2	0	3	墜落・転落	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	7	5	3	3	3	5	1	0	3	0	3	2	0	3	2	1	0	2	0	飛来・落下物に当たる	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	0	3	2	4	2	1	2	0	0	0	1	0	0	3	1	1	3	1	2	転倒	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	2	2	1	2	1	1	0	0	0	0	1	3	0	0	0	1	0	0	0	切れ、こすれ	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	1	1	4	0	0	3	0	0	0	0	0	0	0	0	0	1	1	0	0	激突され	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	0	2	0	1	0	0	2	0	1	0	0	0	0	0	0	0	1	1	0	おぼれ	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	0	0	2	0	0	0	0	1	0	7	0	0	0	0	0	0	0	0	0	激突	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	1	1	1	1	0	1	0	0	0	0	0	0	0	0	0	1	0	0	0	動作の反動、無理な動作	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	0	0	1	1	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	崩壊・倒壊	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	0	1	1	0	0	0	1	0	0	0	1	0	0	0	0	0	0	0	0	その他	作業準備	材料、資材等の積込み、積下ろし(機械等による)	型枠組立・解体	船舶等の接舷・係留	ケーソン・ブロック等の吊上げ、吊下ろし(進水、仮置、浮上、転置、据付時)	装備機械器具等の点検・整備	材料、資材等の運搬(陸上)	潜水作業(調査等)	土砂・石材等の海上投入	フローティングドック、斜路、ドライドックによる進水	足場の組立・解体等	従業員の移動(事務所～作業現場間、現場間等)	試錐	鉄筋運搬・組立	材料、資材等の積込み、積下ろし(人力による)	コンクリート運搬・打設(陸上)	杭及び矢板打	コンクリート運搬・打設(陸上)	コンクリート舗装	7	1	3	1	0	0	1	10	4	4	1	4	0	1	0	0	0	1	0	
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